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The Holy Bible Aionian Edition ® is the world’s first Bible un-translation! What is an un-
translation? Bibles are translated into each of our languages from the original Hebrew,
Aramaic, and Koine Greek. Occasionally, the best word translation cannot be found and
these words are transliterated letter by letter. Four well known transliterations are Christ,
baptism, angel, and apostle. The meaning is then preserved more accurately through
context and a dictionary. The Aionian Bible un-translates and instead transliterates
eleven additional Aionian Glossary words to help us better understand God’s love for
individuals and all mankind, and the nature of afterlife destinies.

The first three words are aiōn, aiōnios, and aïdios, typically translated as eternal and
also world or eon. The Aionian Bible is named after an alternative spelling of aiōnios.
Consider that researchers question if aiōn and aiōnios actually mean eternal. Translating
aiōn as eternal in Matthew 28:20 makes no sense, as all agree. The Greek word
for eternal is aïdios, used in Romans 1:20 about God and in Jude 6 about demon
imprisonment. Yet what about aiōnios in John 3:16? Certainly we do not question
whether salvation is eternal! However, aiōnios means something much more wonderful
than infinite time! Ancient Greeks used aiōn to mean eon or age. They also used the
adjective aiōnios to mean entirety, such as complete or even consummate, but never
infinite time. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs. So aiōnios
is the perfect description of God's Word which has everything we need for life and
godliness! And the aiōnios life promised in John 3:16 is not simply a ticket to eternal life
in the future, but the invitation through faith to the consummate life beginning now!

The next seven words are Sheol, Hadēs, Geenna, Tartaroō, Abyssos, and Limnē Pyr.
These words are often translated as Hell, the place of eternal punishment. However, Hell
is ill-defined when compared with the Hebrew and Greek. For example, Sheol is the
abode of deceased believers and unbelievers and should never be translated as Hell.
Hadēs is a temporary place of punishment, Revelation 20:13-14. Geenna is the Valley of
Hinnom, Jerusalem's refuse dump, a temporal judgment for sin. Tartaroō is a prison for
demons, mentioned once in 2 Peter 2:4. Abyssos is a temporary prison for the Beast
and Satan. Translators are also inconsistent because Hell is used by the King James
Version 54 times, the New International Version 14 times, and the World English Bible
zero times. Finally, Limnē Pyr is the Lake of Fire, yet Matthew 25:41 explains that
these fires are prepared for the Devil and his angels. So there is reason to review our
conclusions about the destinies of redeemed mankind and fallen angels.

The eleventh word, eleēsē, reveals the grand conclusion of grace in Romans 11:32.
Take the time to understand these eleven words. The original translation is unaltered and
a note is added to 64 Old Testament and 200 New Testament verses. To help parallel
study and Strong's Concordance use, apocryphal text is removed and most variant verse
numbering is mapped to the English standard. We thank our sources at eBible.org,
Crosswire.org, unbound.Biola.edu, Bible4u.net, and NHEB.net. The Aionian Bible is
copyrighted with creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0, allowing 100% freedom to
copy and print, if respecting source copyrights. Check the Reader's Guide and read
online at AionianBible.org, with Android, and TOR network. Why purple? King Jesus’
Word is royal… and purple is the color of royalty!
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旧約聖書



斯神其人を逐出しエデンの園の東にケルビムと自から旋轉る焔の劍を置て生命の樹の

途を保守りたまふ

創世記 3:24
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創世記

1元始に神天地を創造たまへり 2地は定形なく曠

空くして黑暗淵の面にあり神の靈水の面を覆

たりき 3神光あれと言たまひければ光ありき 4神

光を善と觀たまへり神光と暗を分ちたまへり 5神

光を晝と名け暗を夜と名けたまへり夕あり朝あり

き是首の日なり 6神言たまひけるは水の中に穹蒼

ありて水と水とを分つべし 7神穹蒼を作りて穹蒼

の下の水と穹蒼の上の水とを判ちたまへり即ち斯

なりぬ 8神穹蒼を天と名けたまへり夕あり朝あり

き是二日なり 9神言たまひけるは天の下の水は一

處に集りて乾ける土顯べしと即ち斯なりぬ 10神

乾ける土を地と名け水の集合るを海と名けたまへ

り神之を善と觀たまへり 11神言たまひけるは地

は靑草と實蓏を生ずる草蔬と其類に從ひ果を結び

みづから核をもつ所の果を結ぶ樹を地に發出すべ

しと即ち斯なりぬ 12地靑草と其類に從ひ實蓏を

生ずる草蔬と其類に從ひ果を結てみづから核をも

つ所の樹を發出せり神これを善と觀たまへり 13

夕あり朝ありき是三日なり 14神言たまひけるは

天の穹蒼に光明ありて晝と夜とを分ち又天象のた

め時節のため日のため年のために成べし 15又天

の穹蒼にありて地を照す光となるべしと即ち斯な

りぬ 16神二の巨なる光を造り大なる光に晝を司

どらしめ小き光に夜を司どらしめたまふまた星を

造りたまへり 17神これを天の穹蒼に置て地を照

さしめ 18晝と夜を司どらしめ光と暗を分たしめ

たまふ神これを善と觀たまへり 19夕あり朝あり

き是四日なり 20神云たまひけるは水には生物饒

に生じ鳥は天の穹蒼の面に地の上に飛べしと 21

神巨なる魚と水に饒に生じて動く諸の生物を其類

に從ひて創造り又羽翼ある諸の鳥を其類に從ひて

創造りたまへり神之を善と觀たまへり 22神之を

祝して曰く生よ繁息よ海の水に充牣よ又禽鳥は地

に蕃息よと 23夕あり朝ありき是五日なり 24神言

給ひけるは地は生物を其類に從て出し家畜と昆蟲

と地の獸を其類に從て出すべしと即ち斯なりぬ 25

神地の獸を其類に從て造り家畜を其類に從て造り

地の諸の昆蟲を其類に從て造り給へり神之を善と

觀給へり 26神言給けるは我儕に象りて我儕の像

の如くに我儕人を造り之に海の魚と天空の鳥と家

畜と全地と地に匍ふ所の諸の昆蟲を治めんと 27

神其像の如くに人を創造たまへり即ち神の像の如

くに之を創造之を男と女に創造たまへり 28神彼

等を祝し神彼等に言たまひけるは生よ繁殖よ地に

滿盈よ之を服從せよ又海の魚と天空の鳥と地に動

く所の諸の生物を治めよ 29神言たまひけるは視

よ我全地の面にある實蓏のなる諸の草蔬と核ある

木果の結る諸の樹とを汝等に與ふこれは汝らの糧

となるべし 30又地の諸の獸と天空の諸の鳥およ

び地に匍ふ諸の物等凡そ生命ある者には我食物と

して諸の靑き草を與ふと即ち斯なりぬ 31神其造

りたる諸の物を視たまひけるに甚だ善りき夕あり

朝ありき是六日なり

2斯天地および其衆群悉く成ぬ 2第七日に神其造

りたる工を竣たまへり即ち其造りたる工を竣

て七日に安息たまへり 3神七日を祝して之を神聖

めたまへり其は神其創造爲たまへる工を盡く竣て

是日に安息みたまひたればなり 4ヱホバ神地と天

を造りたまへる日に天地の創造られたる其由來は

是なり 5野の諸の灌木は未だ地にあらず野の諸の

草蔬は未生ぜざりき其はヱホバ神雨を地に降せた

まはず亦土地を耕す人なかりければなり 6霧地よ

り上りて土地の面を遍く潤したり 7ヱホバ神土の

塵を以て人を造り生氣を其鼻に嘘入たまへり人即

ち生靈となりぬ 8ヱホバ神エデンの東の方に園を

設て其造りし人を其處に置たまへり 9ヱホバ神觀

に美麗く食ふに善き各種の樹を土地より生ぜしめ

又園の中に生命の樹および善惡を知の樹を生ぜし

め給へり 10河エデンより出て園を潤し彼處より

分れて四の源となれり 11其第一の名はピソンと

いふ是は金あるハビラの全地を繞る者なり 12其

地の金は善し又ブドラクと碧玉彼處にあり 13第

二の河の名はギホンといふ是はクシの全地を繞る

者なり 14第三の河の名はヒデケルといふ是はア

ッスリヤの東に流るるものなり第四の河はユフラ

テなり 15ヱホバ神其人を挈て彼をエデンの園に

置き之を埋め之を守らしめ給へり 16ヱホバ神其

人に命じて言たまひけるは園の各種の樹の果は汝

意のままに食ふことを得 17然ど善惡を知の樹は

汝その果を食ふべからず汝之を食ふ日には必ず死

べければなり 18ヱホバ神言たまひけるは人獨な

るは善らず我彼に適ふ助者を彼のために造らんと

19ヱホバ神土を以て野の諸の獸と天空の諸の鳥を

造りたまひてアダムの之を何と名るかを見んとて

之を彼の所に率ゐいたりたまへりアダムが生物に

名けたる所は皆其名となりぬ 20アダム諸の家畜
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と天空の鳥と野の諸の獸に名を與へたり然どアダ

ムには之に適ふ助者みえざりき 21是に於てヱホ

バ神アダムを熟く睡らしめ睡りし時其肋骨の一を

取り肉をもて其處を填塞たまへり 22ヱホバ神ア

ダムより取たる肋骨を以て女を成り之をアダムの

所に携きたりたまへり 23アダム言けるは此こそ

わが骨の骨わが肉の肉なれ此は男より取たる者な

れば之を女と名くべしと 24是故に人は其父母を

離れて其妻に好合ひ二人一體となるべし 25アダ

ムと其妻は二人倶に裸體にして愧ざりき

3ヱホバ神の造りたまひし野の生物の中に蛇最
も狡猾し蛇婦に言ひけるは神眞に汝等園の諸

の樹の果は食ふべからずと言たまひしや 2婦蛇に

言けるは我等園の樹の果を食ふことを得 3然ど園

の中央に在樹の果實をば神汝等之を食ふべからず

又之に捫るべからず恐は汝等死んと言給へり 4蛇

婦に言けるは汝等必らず死る事あらじ 5神汝等が

之を食ふ日には汝等の目開け汝等神の如くなりて

善惡を知に至るを知りたまふなりと 6婦樹を見ば

食に善く目に美麗しく且智慧からんが爲に慕はし

き樹なるによりて遂に其果實を取て食ひ亦之を己

と偕なる夫に與へければ彼食へり 7是において彼

等の目倶に開て彼等其裸體なるを知り乃ち無花果

樹の葉を綴て裳を作れり 8彼等園の中に日の清涼

き時分歩みたまふヱホバ神の聲を聞しかばアダム

と其妻即ちヱホバ神の面を避て園の樹の間に身を

匿せり 9ヱホバ神アダムを召て之に言たまひける

は汝は何處にをるや 10彼いひけるは我園の中に

汝の聲を聞き裸體なるにより懼れて身を匿せりと

11ヱホバ言たまひけるは誰が汝の裸なるを汝に告

しや汝は我が汝に食ふなかれと命じたる樹の果を

食ひたりしや 12アダム言けるは汝が與て我と偕

ならしめたまひし婦彼其樹の果實を我にあたへた

れば我食へりと 13ヱホバ神婦に言たまひけるは

汝がなしたる此事は何ぞや婦言けるは蛇我を誘惑

して我食へりと 14ヱホバ神蛇に言たまひけるは

汝是を爲たるに因て汝は諸の家畜と野の諸の獸よ

りも勝りて詛はる汝は腹行て一生の間塵を食ふべ

し 15又我汝と婦の間および汝の苗裔と婦の苗裔

の間に怨恨を置ん彼は汝の頭を碎き汝は彼の踵を

碎かん 16又婦に言たまひけるは我大に汝の懷姙

の劬勞を増すべし汝は苦みて子を產ん又汝は夫を

したひ彼は汝を治めん 17又アダムに言たまひけ

るは汝その妻の言を聽て我が汝に命じて食ふべか

らずと言たる樹の果を食ひしに縁て土は汝のため

に詛はる汝は一生のあひだ勞苦て其より食を得ん

18土は荊棘と薊とを汝のために生ずべしまた汝は

野の草蔬を食ふべし 19汝は面に汗して食物を食

ひ終に土に歸らん其は其中より汝は取れたればな

り汝は塵なれば塵に皈るべきなりと 20アダム其

妻の名をヱバと名けたり其は彼は群の生物の母な

ればなり 21ヱホバ神アダムと其妻のために皮衣

を作りて彼等に衣せたまへり 22ヱホバ神曰たま

ひけるは視よ夫人我等の一の如くなりて善惡を知

る然ば恐くは彼其手を舒べ生命の樹の果實をも取

りて食ひ限無生んと 23ヱホバ神彼をエデンの園

よりいだし其取て造られたるところの土を耕さし

めたまへり 24斯神其人を逐出しエデンの園の東

にケルビムと自から旋轉る焔の劍を置て生命の樹

の途を保守りたまふ

4アダム其妻エバを知る彼孕みてカインを生み
て言けるは我ヱホバによりて一個の人を得た

りと 2彼また其弟アベルを生りアベルは羊を牧ふ

者カインは土を耕す者なりき 3日を經て後カイン

土より出る果を携來りてヱホバに供物となせり 4

アベルもまた其羊の初生と其肥たる者を携來れり

ヱホバ、アベルと其供物を眷顧みたまひしかども

5カインと其供物をば眷み給はざりしかばカイン

甚だ怒り且其面をふせたり 6ヱホバ、カインに言

たまひけるは汝何ぞ怒るや何ぞ面をふするや 7汝

若善を行はば擧ることをえざらんや若善を行はず

ば罪門戸に伏す彼は汝を慕ひ汝は彼を治めん 8カ

イン其弟アベルに語りぬ彼等野にをりける時カイ

ン其弟アベルに起かかりて之を殺せり 9ヱホバ、

カインに言たまひけるは汝の弟アベルは何處にを

るや彼言ふ我しらず我あに我弟の守者ならんやと

10ヱホバ言たまひけるは汝何をなしたるや汝の弟

の血の聲地より我に叫べり 11されば汝は詛れて

此地を離るべし此地其口を啓きて汝の弟の血を汝

の手より受たればなり 12汝地を耕すとも地は再

其力を汝に效さじ汝は地に吟行ふ流離子となるべ

しと 13カイン、ヱホバに言けるは我が罪は大に

して負ふこと能はず 14視よ汝今日斯地の面より

我を逐出したまふ我汝の面を觀ることなきにいた

らん我地に吟行ふ流離子とならん凡そ我に遇ふ者

我を殺さん 15ヱホバ彼に言たまひけるは然らず

凡そカインを殺す者は七倍の罰を受んとヱホバ、

カインに遇ふ者の彼を撃ざるため印誌を彼に與へ



創世記13

たまへり 16カイン、ヱホバの前を離て出でエデ

ンの東なるノドの地に住り 17カイン其妻を知る

彼孕みエノクを生りカイン邑を建て其邑の名を其

子の名に循ひてエノクと名けたり 18エノクにイ

ラデ生れたりイラデ、メホヤエルを生みメホヤエ

ル、メトサエルを生みメトサエル、レメクを生り

19レメク二人の妻を娶れり一の名はアダと曰ひ一

の名はチラと曰り 20アダ、ヤバルを生めり彼は

天幕に住て家畜を牧ふ所の者の先祖なり 21其弟

の名はユバルと云ふ彼は琴と笛とをとる凡ての者

の先祖なり 22又チラ、トバルカインを生り彼は

銅と鐡の諸の刃物を鍛ふ者なりトバルカインの妹

をナアマといふ 23レメク其妻等に言けるはアダ

とチラよ我聲を聽けレメクの妻等よわが言を容よ

我わが創傷のために人を殺すわが痍のために少年

を殺す 24カインのために七倍の罰あればレメク

のためには七十七倍の罰あらん 25アダム復其妻

を知て彼男子を生み其名をセツと名けたり其は彼

神我にカインの殺したるアベルのかはりに他の子

を與へたまへりといひたればなり 26セツにもま

た男子生れたりかれ其名をエノスと名けたり此時

人々ヱホバの名を呼ことをはじめたり

5アダムの傳の書は是なり神人を創造りたまひ
し日に神に象りて之を造りたまひ 2彼等を男女

に造りたまへり彼等の創造られし日に神彼等を祝

してかれらの名をアダムと名けたまへり 3アダム

百三十歳に及びて其像に循ひ己に象りて子を生み

其名をセツと名けたり 4アダムのセツを生し後の

齡は八百歳にして男子女子を生り 5アダムの生存

へたる齡は都合九百三十歳なりき而して死り 6セ

ツ百五歳に及びてエノスを生り 7セツ、エノスを

生し後八百七年生存へて男子女子を生り 8セツの

齡は都合九百十二歳なりき而して死り 9エノス九

十歳におよびてカイナンを生り 10エノス、カイ

ナンを生し後八百十五年生存へて男子女子を生り

11エノスの齡は都合九百五歳なりき而して死り 12

カイナン七十歳におよびてマハラレルを生り 13

カイナン、マハラレルを生し後八百四十年生存へ

て男子女子を生り 14カイナンの齡は都合九百十

歳なりきしかして死り 15マハラレル六十五歳に

及びてヤレドを生り 16マハラレル、ヤレドを生

し後八百三十年生存へて男子女子を生り 17マハ

ラレルの齡は都合八百九十五歳なりき而して死り

18ヤレド百六十二歳に及びてエノクを生り 19ヤレ

ド、エノクを生し後八百年生存へて男子女子を生

り 20ヤレドの齡は都合九百六十二歳なりき而し

て死り 21エノク六十五歳に及びてメトセラを生

り 22エノク、メトセラを生し後三百年神ととも

に歩み男子女子を生り 23エノクの齡は都合三百

六十五歳なりき 24エノク神と偕に歩みしが神か

れを取りたまひければをらずなりき 25メトセラ

百八十七歳に及びてレメクを生り 26メトセラ、

レメクを生しのち七百八十二年生存へて男子女子

を生り 27メトセラの齡は都合九百六十九歳なり

き而して死り 28レメク百八十二歳に及びて男子

を生み 29其名をノアと名けて言けるは此子はヱ

ホバの詛ひたまひし地に由れる我操作と我勞苦と

に就て我らを慰めん 30レメク、ノアを生し後五

百九十五年生存へて男子女子を生り 31レメクの

齡は都合七百七十七歳なりき而して死り 32ノア

五百歳なりきノア、セム、ハム、ヤペテを生り

6人地の面に繁衍はじまりて女子之に生るるに
及べる時 2神の子等人の女子の美しきを見て其

好む所の者を取て妻となせり 3ヱホバいひたまひ

けるは我靈永く人と爭はじ其は彼も肉なればなり

然ど彼の日は百二十年なるべし 4當時地にネピリ

ムありき亦其後神の子輩人の女の所に入りて子女

を生しめたりしが其等も勇士にして古昔の名聲あ

る人なりき 5ヱホバ人の惡の地に大なると其心の

思念の都て圖維る所の恒に惟惡きのみなるを見た

まへり 6是に於てヱホバ地の上に人を造りしこと

を悔いて心に憂へたまへり 7ヱホバ言たまひける

は我が創造りし人を我地の面より拭去ん人より獸

昆蟲天空の鳥にいたるまでほろぼさん其は我之を

造りしことを悔ればなりと 8されどノアはヱホバ

の目のまへに恩を得たり 9ノアの傳は是なりノア

は義人にして其世の完全き者なりきノア神と偕に

歩めり 10ノアはセム、ハム、ヤペテの三人の子

を生り 11時に世神のまへに亂れて暴虐世に滿盈

ちたりき 12神世を視たまひけるに視よ亂れたり

其は世の人皆其道をみだしたればなり 13神ノア

に言たまひけるは諸の人の末期わが前に近づけり

其は彼等のために暴虐世にみつればなり視よ我彼

等を世とともに剪滅さん 14汝松木をもて汝のた

めに方舟を造り方舟の中に房を作り瀝靑をもて其

内外を塗るべし 15汝かく之を作るべし即ち其方

舟の長は三百キユビト其濶は五十キユビト其高は

三十キユビト 16又方舟に導光牖を作り上一キユ
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ビトに之を作り終べし又方舟の戸は其傍に設くべ

し下牀と二階と三階とに之を作るべし 17視よ我

洪水を地に起して凡て生命の氣息ある肉なる者を

天下より剪滅し絶ん地にをる者は皆死ぬべし 18

然ど汝とは我わが契約をたてん汝は汝の子等と汝

の妻および汝の子等の妻とともに其方舟に入るべ

し 19又諸の生物總て肉なる者をば汝各其二を方

舟に挈へいりて汝とともに其生命を保たしむべし

其等は牝牡なるべし 20鳥其類に從ひ獸其類に從

ひ地の諸の昆蟲其類に從ひて各二汝の所に至りて

其生命を保つべし 21汝食はるる諸の食品を汝の

許に取て之を汝の所に集むべし是即ち汝と是等の

物の食品となるべし 22ノア是爲し都て神の己に

命じたまひしごとく然爲せり

7ヱホバ、ノアに言たまひけるは汝と汝の家皆
方舟に入べし我汝がこの世の人の中にてわが

前に義を視たればなり 2諸の潔き獸を牝牡七宛汝

の許に取り潔らぬ獸を牝牡二 3亦天空の鳥を雌雄

七宛取て種を全地の面に生のこらしむべし 4今七

日ありて我四十日四十夜地に雨ふらしめ我造りた

る萬有を地の面より拭去ん 5ノア、ヱホバの凡て

己に命じたまひし如くなせり 6地に洪水ありける

時にノア六百歳なりき 7ノア其子等と其妻および

其子等の妻と倶に洪水を避て方舟にいりぬ 8潔き

獸と潔らざる獸と鳥および地に匍ふ諸の物 9牝牡

二宛ノアに來りて方舟にいりぬ神のノアに命じた

まへるが如し 10かくて七日の後洪水地に臨めり

11ノアの齡の六百歳の二月即ち其月の十七日に當

り此日に大淵の源皆潰れ天の戸開けて 12雨四十

日四十夜地に注げり 13此日にノアとノアの子セ

ム、ハム、ヤペテおよびノアの妻と其子等の三人

の妻諸倶に方舟にいりぬ 14彼等および諸の獸其

類に從ひ諸の家畜其類に從ひ都て地に匍ふ昆蟲其

類に從ひ諸の禽即ち各樣の類の鳥皆其類に從ひて

入りぬ 15即ち生命の氣息ある諸の肉なる者二宛

ノアに來りて方舟にいりぬ 16入たる者は諸の肉

なる者の牝牡にして皆いりぬ神の彼に命じたまへ

るが如しヱホバ乃ち彼を閉置たまへり 17洪水四

十日地にありき是において水増し方舟を浮めて方

舟地の上に高くあがれり 18而して水瀰漫りて大

に地に増しぬ方舟は水の面に漂へり 19水甚大に

地に瀰漫りければ天下の高山皆おほはれたり 20

水はびこりて十五キユビトに上りければ山々おほ

はれたり 21凡そ地に動く肉なる者鳥家畜獸地に

匍ふ諸の昆蟲および人皆死り 22即ち凡そ其鼻に

生命の氣息のかよふ者都て乾土にある者は死り 23

斯地の表面にある萬有を人より家畜昆蟲天空の鳥

にいたるまで盡く拭去たまへり是等は地より拭去

れたり唯ノアおよび彼とともに方舟にありし者の

み存れり 24水百五十日のあひだ地にはびこりぬ

8神ノアおよび彼とともに方舟にある諸の生物
と諸の家畜を眷念ひたまひて神乃ち風を地の

上に吹しめたまひければ水減りたり 2亦淵の源と

天の戸閉塞りて天よりの雨止ぬ 3是に於て水次第

に地より退き百五十日を經てのち水減り 4方舟は

七月に至り其月の十七日にアララテの山に止りぬ

5水次第に減て十月に至りしが十月の月朔に山々

の嶺現れたり 6四十日を經てのちノア其方舟に作

りし窓を啓て 7鴉を放出ちけるが水の地に涸るま

で往來しをれり 8彼地の面より水の減少しかを見

んとて亦鴿を放出いだしけるが 9鴿其足の跖を止

べき處を得ずして彼に還りて方舟に至れり其は水

全地の面にありたればなり彼乃ち其手を舒て之を

執へ方舟の中におのれの所に接入たり 10尚又七

日待て再び鴿を方舟より放出ちけるが 11鴿暮に

およびて彼に還れり視よ其口に橄欖の新葉ありき

是に於てノア地より水の減少しをしれり 12尚又

七日まちて鴿を放出ちけるが再び彼の所に歸らざ

りき 13六百一年の一月の月朔に水地に涸たりノ

ア乃ち方舟の蓋を撤きて視しに視よ土の面は燥て

ありぬ 14二月の二十七日に至りて地乾きたり 15

爰に神ノアに語りて言給はく 16汝および汝の妻

と汝の子等と汝の子等の妻ともに方舟を出べし 17

汝とともにある諸の肉なる諸の生物諸の肉なる者

即ち鳥家畜および地に匍ふ諸の昆蟲を率いでよ此

等は地に饒く生育地の上に生且殖増すべし 18ノ

アと其子等と其妻および其子等の妻ともに出たり

19諸の獸諸の昆蟲および諸の鳥等凡そ地に動く者

種類に從ひて方舟より出たり 20ノア、ヱホバの

ために壇を築き諸の潔き獸と諸の潔き鳥を取て燔

祭を壇の上に献げたり 21ヱホバ其馨き香を聞ぎ

たまひてヱホバ其意に謂たまひけるは我再び人の

故に因て地を詛ふことをせじ其は人の心の圖維る

ところ其幼少時よりして惡かればなり又我曾て爲

たる如く再び諸の生る物を撃ち滅さじ 22地のあ

らん限りは播種時、收穫時、寒熱夏冬および日と

夜息ことあらじ
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9神ノアと其子等を祝して之に曰たまひけるは
生よ増殖よ地に滿よ 2地の諸の獸畜天空の諸の

鳥地に匍ふ諸の物海の諸の魚汝等を畏れ汝等に懾

かん是等は汝等の手に與へらる 3凡そ生る動物は

汝等の食となるべし菜蔬のごとく我之を皆汝等に

與ふ 4然ど肉を其生命なる其血のままに食ふべか

らず 5汝等の生命の血を流すをば我必ず討さん獸

之をなすも人をこれを爲すも我討さん凡そ人の兄

弟人の生命を取ば我討すべし 6凡そ人の血を流す

者は人其血を流さん其は神の像のごとくに人を造

りたまひたればなり 7汝等生よ増殖よ地に饒くな

りて其中に増殖よ 8神ノアおよび彼と偕にある其

子等に告て言たまひけるは 9見よ我汝等と汝等の

後の子孫 10および汝等と偕なる諸の生物即ち汝

等とともなる鳥家畜および地の諸の獸と契約を立

ん都て方舟より出たる者より地の諸の獸にまで至

らん 11我汝等と契約を立ん總て肉なる者は再び

洪水に絶るる事あらじ又地を滅す洪水再びあらざ

るべし 12神言たまひけるは我が我と汝等および

汝等と偕なる諸の生物の間に世々限りなく爲す所

の契約の徴は是なり 13我わが虹を雲の中に起さ

ん是我と世との間の契約の徴なるべし 14即ち我

雲を地の上に起す時虹雲の中に現るべし 15我乃

ち我と汝等および總て肉なる諸の生物の間のわが

契約を記念はん水再び諸の肉なる者を滅す洪水と

ならじ 16虹雲の中にあらん我之を觀て神と地に

ある都て肉なる諸の生物との間なる永遠の契約を

記念えん 17神ノアに言たまひけるは是は我が我

と地にある諸の肉なる者との間に立たる契約の徴

なり 18ノアの子等の方舟より出たる者はセム、

ハム、ヤペテなりきハムはカナンの父なり 19是

等はノアの三人の子なり全地の民は是等より出て

蔓延れり 20爰にノアの農夫となりて葡萄園を植

ることを始しが 21葡萄酒を飮て醉天幕の中にあ

りて裸になれり 22カナンの父ハム其父のかくし

所を見て外にありし二人の兄弟に告たり 23セム

とヤペテ乃ち衣を取て倶に其肩に負け後向に歩み

ゆきて其父の裸體を覆へり彼等面を背にして其父

の裸體を見ざりき 24ノア酒さめて其若き子の己

に爲たる事を知れり 25是に於て彼言けるはカナ

ン詛はれよ彼は僕輩の僕となりて其兄弟に事へん

26又いひけるはセムの神ヱホバは讚べきかなカナ

ン彼の僕となるべし 27神ヤペテを大ならしめた

まはん彼はセムの天幕に居住はんカナン其僕とな

るべし 28ノア洪水の後三百五十年生存へたり 29

ノアの齡は都て九百五十年なりき而して死り

10ノアの子セム、ハム、ヤペテの傳は是なり洪
水の後彼等に子等生れたり 2ヤペテの子はゴ

メル、マゴグ、マデア、ヤワン、トバル、メセク

、テラスなり 3ゴメルの子はアシケナズ、リパテ

、トガルマなり 4ヤワンの子はエリシヤ、タルシ

シ、キツテムおよびドダニムなり 5是等より諸國

の洲島の民は派分れ出て各其方言と其宗族と其邦

國とに循ひて其地に住り 6ハムの子はクシ、ミツ

ライム、フテおよびカナンなり 7クシの子はセバ

、ハビラ、サブタ、ラアマ、サブテカなりラアマ

の子はシバおよびデダンなり 8クシ、ニムロデを

生り彼始めて世の權力ある者となれり 9彼はヱホ

バの前にありて權力ある獵夫なりき是故にヱホバ

の前にある夫權力ある獵夫ニムロデの如しといふ

諺あり 10彼の國の起初はシナルの地のバベル、

エレク、アツカデ、及びカルネなりき 11其地よ

り彼アッスリヤに出でニネベ、レホポテイリ、カ

ラ 12およびニネベとカラの間なるレセンを建た

り是は大なる城邑なり 13ミツライム、ルデ族ア

ナミ族レハビ族ナフト族 14バテロス族カスル族

およびカフトリ族を生りカスル族よりペリシテ族

出たり 15カナン其冢子シドンおよびヘテ 16エブ

ス族アモリ族ギルガシ族 17ヒビ族アルキ族セニ

族 18アルワデ族ゼマリ族ハマテ族を生り後に至

りてカナン人の宗族蔓延りぬ 19カナン人の境は

シドンよりゲラルを經てガザに至りソドム、ゴモ

ラ、アデマ、ゼボイムに沿てレシヤにまで及べり

20是等はハムの子孫にして其宗族と其方言と其土

地と其邦國に隨ひて居りぬ 21セムはヱベルの全

の子孫の先祖にしてヤペテの兄なり彼にも子女生

れたり 22セムの子はエラム、アシユル、アルパ

クサデルデ、アラムなり 23アラムの子はウヅ、

ホル、ゲテル、マシなり 24アルパクサデ、シラ

を生みシラ、エベルを生り 25エベルに二人の子

生れたり一人の名をペレグ(分れ)といふ其は彼の

代に邦國分れたればなり其弟の名をヨクタンと曰

ふ 26ヨクタン、アルモダデ、シヤレフ、ハザル

マウテ、ヱラ 27ハドラム、ウザル、デクラ 28オ

バル、アビマエル、シバ 29オフル、ハビラおよ

びヨバブを生り是等は皆ヨクタンの子なり 30彼

等の居住所はメシヤよりして東方の山セバルにま

で至れり 31是等はセムの子孫にして其宗族と其
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方言と其土地と其邦國とに隨ひて居りぬ 32是等

はノアの子の宗族にして其血統と其邦國に隨ひて

居りぬ洪水の後是等より地の邦國の民は派分れ出

たり

11全地は一の言語一の音のみなりき 2茲に人衆

東に移りてシナルの地に平野を得て其處に居

住り 3彼等互に言けるは去來甎石を作り之を善く

爇んと遂に石の代に甎石を獲灰沙の代に石漆を獲

たり 4又曰けるは去來邑と塔とを建て其塔の頂を

天にいたらしめん斯して我等名を揚て全地の表面

に散ることを免れんと 5ヱホバ降臨りて彼人衆の

建る邑と塔とを觀たまへり 6ヱホバ言たまひける

は視よ民は一にして皆一の言語を用ふ今旣に此を

爲し始めたり然ば凡て其爲んと圖維る事は禁止め

得られざるべし 7去來我等降り彼處にて彼等の言

語を淆し互に言語を通ずることを得ざらしめんと

8ヱホバ遂に彼等を彼處より全地の表面に散した

まひければ彼等邑を建ることを罷たり 9是故に其

名はバベル(淆亂)と呼ばる是はヱホバ彼處に全地

の言語を淆したまひしに由てなり彼處よりヱホバ

彼等を全地の表に散したまへり 10セムの傳は是

なりセム百歳にして洪水の後の二年にアルパクサ

デを生り 11セム、アルパクサデを生し後五百年

生存へて男子女子を生り 12アルパクサデ三十五

歳に及びてシラを生り 13アルパクサデ、シラを

生し後四百三年生存へて男子女子を生り 14シラ

三十歳におよびてエベルを生り 15シラ、エベル

を生し後四百三年生存へて男子女子を生り 16エ

ベル三十四歳におよびてペレグを生り 17エベル

、ペレグを生し後四百三十年生存へて男子女子を

生り 18ペレグ三十歳におよびてリウを生り 19ペ

レグ、リウを生し後二百九年生存へて男子女子を

生り 20リウ三十二歳におよびてセルグを生り 21

リウ、セルグを生し後二百七年生存へて男子女子

を生り 22セルグ三十年におよびてナホルを生り

23セルグ、ナホルを生しのち二百年生存へて男子

女子を生り 24ナホル二十九歳に及びてテラを生

り 25ナホル、テラを生し後百十九年生存へて男

子女子を生り 26テラ七十歳に及びてアブラム、

ナホルおよびハランを生り 27テラの傳は是なり

テラ、アブラム、ナホルおよびハランを生ハラン

、ロトを生り 28ハランは其父テラに先ちて其生

處なるカルデアのウルにて死たり 29アブラムと

ナホルと妻を娶れりアブラムの妻の名をサライと

云ナホルの妻の名をミルカと云てハランの女なり

ハランはミルカの父にして亦イスカの父なりき 30

サライは石女にして子なかりき 31テラ、カナン

の地に往とて其子アブラムとハランの子なる其孫

ロト及其子アブラムの妻なる其媳サライをひき挈

て倶にカルデアのウルを出たりしがハランに至て

其處に住り 32テラの齡は二百五歳なりきテラは

ハランにて死り

12爰にヱホバ、アブラムに言たまひけるは汝の
國を出で汝の親族に別れ汝の父の家を離れて

我が汝に示さん其地に至れ 2我汝を大なる國民と

成し汝を祝み汝の名を大ならしめん汝は祉福の基

となるべし 3我は汝を祝する者を祝し汝を詛ふ者

を詛はん天下の諸の宗族汝によりて福禔を獲と 4

アブラム乃ちヱホバの自己に言たまひし言に從て

出たりロト彼と共に行りアブラムはハランを出た

る時七十五歳なりき 5アブラム其妻サライと其弟

の子ロトおよび其集めたる總の所有とハランにて

獲たる人衆を携へてカナンの地に往んとて出で遂

にカナンの地に至れり 6アブラム其地を經過てシ

ケムの處に及びモレの橡樹に至れり其時にカナン

人其地に住り 7茲にヱホバ、アブラムに顯現れて

我汝の苗裔に此地に與へんといひたまへり彼處に

て彼己に顯現れたまひしヱホバに壇を築けり 8彼

其處よりベテルの東の山に移りて其天幕を張り西

にベテル東にアイありき彼處にて彼ヱホバに壇を

築きヱホバの名を龥り 9アブラム尚進て南に遷れ

り 10茲に饑饉其地にありければアブラム、エジ

プトに寄寓らんとて彼處に下れり其は饑饉其地に

甚しかりければなり 11彼近く來りてエジプトに

入んとする時其妻サライに言けるは視よ我汝を觀

て美麗き婦人なるを知る 12是故にエジプト人汝

を見る時是は彼の妻なりと言て我を殺さん然ど汝

をば生存かん 13請ふ汝わが妹なりと言へ然ば我

汝の故によりて安にしてわが命汝のために生存ん

14アブラム、エジプトに至りし時エジプト人此婦

を見て甚だ美麗となせり 15またパロの大臣等彼

を視て彼をパロの前に譽めければ婦遂にパロの家

に召入れられたり 16是に於てパロ彼のために厚

くアブラムを待ひてアブラム遂に羊牛僕婢牝牡の

驢馬および駱駝を多く獲るに至れり 17時にヱホ

バ、アブラムの妻サライの故によりて大なる災を

以てパロと其家を惱したまへり 18パロ、アブラ

ムを召て言けるは汝が我になしたる此事は何ぞや
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汝何故に彼が汝の妻なるを我に告ざりしや 19汝

何故に彼はわが妹なりといひしや我幾彼をわが妻

にめとらんとせり然ば汝の妻は此にあり挈去るべ

しと 20パロ即ち彼の事を人々に命じければ彼と

其妻および其有る諸の物を送りさらしめたり

13アブラム其妻および其有る諸の物と偕にエジ
プトを出て南の地に上れりロト彼と共にあり

き 2アブラム甚家畜と金銀に富り 3彼南の地より

其旅路に進てベテルに至りベテルとアイの間なる

其以前に天幕を張たる處に至れり 4即ち彼が初に

其處に築きたる壇のある處なり彼處にアブラム、

ヱホバの名を龥り 5アブラムと偕に行しロトも羊

牛および天幕を有り 6其地は彼等を載て倶に居し

むること能はざりき彼等は其所有多かりしに縁て

倶に居ることを得ざりしなり 7斯有かばアブラム

の家畜の牧者とロトの家畜の牧者の間に競爭あり

きカナン人とペリジ人此時其地に居住り 8アブラ

ム、ロトに言けるは我等は兄弟の人なれば請ふ我

と汝の間およびわが牧者と汝の牧者の間に競爭あ

らしむる勿れ 9地は皆爾の前にあるにあらずや請

ふ我を離れよ爾若左にゆかば我右にゆかん又爾右

にゆかば我左にゆかんと 10是に於てロト目を擧

てヨルダンの凡ての低地を瞻望みけるにヱホバ、

ソドムとゴモラとを滅し給はざりし前なりければ

ゾアルに至るまであまねく善く潤澤ひてヱホバの

園の如くエジプトの地の如くなりき 11ロト乃ち

ヨルダンの低地を盡く撰とりて東に徙れり斯彼等

彼此に別たり 12アブラムはカナンの地に住り又

ロトは低地の諸邑に住み其天幕を遷してソドムに

至れり 13ソドムの人は惡くしてヱホバの前に大

なる罪人なりき 14ロトのアブラムに別れし後ヱ

ホバ、アブラムに言たまひけるは爾の目を擧て爾

の居る處より西東北南を瞻望め 15凡そ汝が觀る

所の地は我之を永く爾と爾の裔に與べし 16我爾

の後裔を地の塵沙の如くなさん若人地の塵沙を數

ふることを得ば爾の後裔も數へらるべし 17爾起

て縱横に其地を行き巡るべし我之を爾に與へんと

18アブラム遂に天幕を遷して來りヘブロンのマム

レの橡林に住み彼處にてヱホバに壇を築けり

14當時シナルの王アムラペル、エラサルの王ア
リオク、エラムの王ケダラオメルおよびゴイ

ムの王テダル等 2ソドムの王ベラ、ゴモルの王ビ

ルシア、アデマの王シナブ、ゼボイムの王セメベ

ルおよびベラ(即ち今のゾアル)の王と戰ひをなせ

り 3是等の五人の王皆結合てシデムの谷に至れり

其處は今の鹽海なり 4彼等は十二年ケダラオメル

に事へ第十三年に叛けり 5第十四年にケダラオメ

ルおよび彼と偕なる王等來りてアシタロテカルナ

イムのレパイム人、ハムのズジ人、シヤベキリア

タイムのエミ人 6およびセイル山のホリ人を撃て

曠野の傍なるエルパランに至り 7彼等歸りてエン

ミシパテ(即ち今のカデシ)に至りアマレク人の國

を盡く撃又ハザゾンタマルに住るアモリ人を撃り

8爰にソドムの王ゴモラの王アデマの王ゼボイム

の王およびベラ(即ち今のゾアル)の王出てシデム

の谷にて彼等と戰ひを接たり 9即ち彼五人の王等

エラムの王ケダラオメル、ゴイムの王テダル、シ

ナルの王アムラペル、エラサルの王アリオクの四

人と戰へり 10シデムの谷には地瀝靑の坑多かり

しがソドムとゴモラの王等遁て其處に陷りぬ其餘

の者は山に遁逃たり 11是に於て彼等ソドムとゴ

モラの諸の物と其諸の食料を取て去れり 12彼等

アブラムの姪ロトと其物を取て去り其は彼ソドム

に住たればなり 13茲に遁逃者來りてヘブル人ア

ブラムに之を告たり時にアブラムはアモリ人マム

レの橡林に住りマムレはエシコルの兄弟又アネル

の兄弟なり是等はアブラムと契約を結べる者なり

き 14アブラム其兄弟の擄にせられしを聞しかば

其熟練したる家の子三百十八人を率ゐてダンまで

追いたり 15其家臣を分ちて夜に乗じて彼等を攻

め彼等を撃破りてダマスコの左なるホバまで彼等

を追ゆけり 16アブラム斯諸の物を奪回し亦其兄

弟ロトと其物および婦人と人民を取回せり 17ア

ブラム、ケダラオメルおよび彼と偕なる王等を撃

破りて歸れる時ソドムの王シヤベの谷(即ち今の

王の谷)にて彼を迎へたり 18時にサレムの王メル

キゼデク、パンと酒を携出せり彼は至高き神の祭

司なりき 19彼アブラムを祝して言けるは願くは

天地の主なる至高神アブラムを祝福みたまへ 20

願くは汝の敵を汝の手に付したまひし至高神に稱

譽あれとアブラム乃ち彼に其諸の物の什分の一を

饋れり 21茲にソドムの王アブラムに言けるは人

を我に與へ物を汝に取れと 22アブラム、ソドム

の王に言けるは我天地の主なる至高き神ヱホバを

指て言ふ 23一本の絲にても鞋帶にても凡て汝の

所屬は我取ざるべし恐くは汝我アブラムを富しめ

たりと言ん 24但少者の旣に食ひたる物および我
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と偕に行し人アネル、エシコルおよびマムレの分

を除くべし彼等には彼等の分を取しめよ

15是等の事の後ヱホバの言異象の中にアブラム
に臨て曰くアブラムよ懼るなかれ我は汝の干

櫓なり汝の賚は甚大なるべし 2アブラム言けるは

主ヱホバよ何を我に與んとしたまふや我は子なく

して居り此ダマスコのエリエゼル我が家の相續人

なり 3アブラム又言けるは視よ爾子を我にたまは

ず我の家の子わが嗣子とならんとすと 4ヱホバの

言彼にのぞみて曰く此者は爾の嗣子となるべから

ず汝の身より出る者爾の嗣子となるべしと 5斯て

ヱホバ彼を外に携へ出して言たまひけるは天を望

みて星を數へ得るかを見よと又彼に言たまひける

は汝の子孫は是のごとくなるべしと 6アブラム、

ヱホバを信ずヱホバこれを彼の義となしたまへり

7又彼に言たまひけるは我は此地を汝に與へて之

を有たしめんとて汝をカルデアのウルより導き出

せるヱホバなり 8彼言けるは主ヱホバよ我いかに

して我之を有つことを知るべきや 9ヱホバ彼に言

たまひけるは三歳の牝牛と三歳の牝山羊と三歳の

牡羊と山鳩および雛き鴿を我ために取れと 10彼

乃ち是等を皆取て之を中より剖き其剖たる者を各

相對はしめて置り但鳥は剖ざりき 11鷙鳥其死體

の上に下る時はアブラム之を驅はらへり 12斯て

日の沒る頃アブラム酣く睡りしが其大に暗きを覺

えて懼れたり 13時にヱホバ、アブラムに言たま

ひけるは爾確に知るべし爾の子孫他人の國に旅人

となりて其人々に服事へん彼等四百年のあひだ之

を惱さん 14又其服事たる國民は我之を鞫かん其

後彼等は大なる財貨を携へて出ん 15爾は安然に

爾の父祖の所にゆかん爾は遐齡に逹りて葬らるべ

し 16四代に及びて彼等此に返りきたらん其はア

モリ人の惡未だ貫盈ざれば也と 17斯て日の沒て

黑暗となりし時烟と火焔の出る爐其切剖たる物の

中を通過り 18是日にヱホバ、アブラムと契約を

なして言たまひけるは我此地をエジプトの河より

彼大河即ちユフラテ河まで爾の子孫に與ふ 19即

ちケニ人ケナズ人カデモニ人 20ヘテ人ペリジ人

レパイム人 21アモリ人カナン人ギルガシ人ヱブ

ス人の地是なり

16アブラムの妻サライ子女を生ざりき彼に一人
の侍女ありしがエジプト人にして其名をハガ

ルと曰り 2サライ、アブラムに言けるは視よヱホ

バわが子を生むことを禁めたまひければ請ふ我が

侍女の所に入れ我彼よりして子女を得ることあら

んとアブラム、サライの言を聽いれたり 3アブラ

ムの妻サライ其侍女なるエジプト人ハガルを取て

之を其夫アブラムに與へて妻となさしめたり是は

アブラムがカナンの地に十年住みたる後なりき 4

是においてアブラム、ハガルの所に入るハガル遂

に孕みければ己の孕めるを見て其女主を藐視たり

5サライ、アブラムに言けるはわが蒙れる害は汝

に歸すべし我わが侍女を汝の懷に與へたるに彼己

の孕るを見て我を藐視ぐ願はヱホバ我と汝の間の

事を鞫きたまへ 6アブラム、サライに言けるは視

よ汝の侍女は汝の手の中にあり汝の目に善と見ゆ

る所を彼に爲すべしサライ乃ち彼を苦めければ彼

サライの面を避て逃たり 7ヱホバの使者曠野の泉

の旁即ちシユルの路にある泉の旁にて彼に遭ひて

8言けるはサライの侍女ハガルよ汝何處より來れ

るや又何處に往や彼言けるは我は女主サライの面

をさけて逃るなり 9ヱホバの使者彼に言けるは汝

の女主の許に返り身を其手に任すべし 10ヱホバ

の使者又彼に言ひけるは我大に汝の子孫を増し其

數を衆多して數ふることあたはざらしめん 11ヱ

ホバの使者又彼に言けるは汝孕めり男子を生まん

其名をイシマエル(神聽知)と名くべしヱホバ汝の

艱難を聽知したまへばなり 12彼は野驢馬の如き

人とならん其手は諸の人に敵し諸の人の手はこれ

に敵すべし彼は其諸の兄弟の東に住んと 13ハガ

ル己に諭したまへるヱホバの名をアタエルロイ

(汝は見たまふ神なり)とよべり彼いふ我視たる後

尚生るやと 14是をもて其井はベエルラハイロイ

(我を見る活る者の井)と呼ばる是はカデシとベレ

デの間にあり 15ハガル、アブラムの男子を生め

りアブラム、ハガルの生める其子の名をイシマエ

ルと名づけたり 16ハガル、イシマエルをアブラ

ムに生める時アブラムは八十六歳なりき

17アブラム九十九歳の時ヱホバ、アブラムに顯
れて之に言たまひけるは我は全能の神なり汝

我前に行みて完全かれよ 2我わが契約を我と汝の

間に立て大に汝の子孫を増ん 3アブラム乃ち俯伏

たり神又彼に告て言たまひけるは 4我汝とわが契

約を立つ汝は衆多の國民の父となるべし 5汝の名

を此後アブラムと呼ぶべからず汝の名をアブラハ

ム(衆多の人の父)とよぶべし其は我汝を衆多の國

民の父と爲ばなり 6我汝をして衆多の子孫を得せ

しめ國々の民を汝より起さん王等汝より出べし 7
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我わが契約を我と汝および汝の後の世々の子孫と

の間に立て永久の契約となし汝および汝の後の子

孫の神となるべし 8我汝と汝の後の子孫に此汝が

寄寓る地即ちカナンの全地を與へて永久の產業と

なさん而して我彼等の神となるべし 9神またアブ

ラハムに言たまひけるは然ば汝と汝の後の世々の

子孫わが契約を守るべし 10汝等の中の男子は咸

割禮を受べし是は我と汝等および汝の後の子孫の

間の我が契約にして汝等の守るべき者なり 11汝

等其陽の皮を割べし是我と汝等の間の契約の徴な

り 12汝等の代々の男子は家に生れたる者も異邦

人より金にて買たる汝の子孫ならざる者も皆生れ

て八日に至らば割禮を受べし 13汝の家に生れた

る者も汝の金にて買たる者も割禮を受ざるべから

ず斯我契約汝等の身にありて永久の契約となるべ

し 14割禮を受ざる男兒即ち其陽の皮を割ざる者

は我契約を破るによりて其人其民の中より絶るべ

し 15神又アブラハムの言たまひけるは汝の妻サ

ライは其名をサライと稱ぶべからず其名をサラと

爲べし 16我彼を祝み彼よりして亦汝に一人の男

子を授けん我彼を祝み彼をして諸邦の民の母とな

らしむべし諸の民の王等彼より出べし 17アブラ

ハム俯伏て哂ひ其心に謂けるは百歳の人に豈で子

の生るることあらんや又サラは九十歳なれば豈で

產ことをなさんやと 18アブラハム遂に神にむか

ひて願くはイシマエルの汝のまへに生存へんこと

をと曰ふ 19神言たまひけるは汝の妻サラ必ず子

を生ん汝其名をイサクと名くべし我彼および其後

の子孫と契約を立て永久の契約となさん 20又イ

シマエルの事に關ては我汝の願を聽たり視よ我彼

を祝みて多衆の子孫を得さしめ大に彼の子孫を増

すべし彼十二の君王を生ん我彼を大なる國民とな

すべし 21然どわが契約は我翌年の今頃サラが汝

に生ん所のイサクと之を立べし 22神アブラハム

と言ことを竟へ彼を離れて昇り給へり 23是に於

てアブラハム神の己に言たまへる如く此日其子イ

シマエルと凡て其家に生れたる者および凡て其金

にて買たる者即ちアブラハムの家の人の中なる諸

の男を將きたりて其陽の皮を割たり 24アブラハ

ムは其陽の皮を割れたる時九十九歳 25其子イシ

マエルは其陽の皮を割れたる時十三歳なりき 26

是日アブラハムと其子イシマエル割禮を受たり 27

又其家の人家に生れたる者も金にて異邦人より買

たる者も皆彼とともに割禮を受たり

18ヱホバ、マムレの橡林にてアブラハムに顯現
たまへり彼は日の熱き時刻天幕の入口に坐し

ゐたりしが 2目を擧て見たるに視よ三人の人其前

に立り彼見て天幕の入口より趨り行て之を迎へ 3

身を地に鞠めて言けるは我が主よ我若汝の目のま

へに恩を得たるならば請ふ僕を通り過すなかれ 4

請ふ少許の水を取きたらしめ汝等の足を濯ひて樹

の下に休憇たまへ 5我一口のパンを取來らん汝等

心を慰めて然る後過ゆくべし汝等僕の所に來れば

なり彼等言ふ汝が言るごとく爲せ 6是においてア

ブラハム天幕に急ぎいりてサラの許に至りて言け

るは速に細麺三セヤを取り捏てパンを作るべしと

7而してアブラハム牛の群に趨ゆき犢の柔にして

善き者を取りきたりて少者に付しければ急ぎて之

を調理ふ 8かくてアブラハム牛酪と牛乳および其

調理へたる犢を取て彼等のまへに供へ樹の下にて

其側に立り彼等乃ち食へり 9彼等アブラハムに言

けるは爾の妻サラは何處にあるや彼言ふ天幕にあ

り 10其一人言ふ明年の今頃我必ず爾に返るべし

爾の妻サラに男子あらんサラ其後なる天幕の入口

にありて聞ゐたり 11抑アブラハムとサラは年邁

み老いたる者にしてサラには婦人の常の經已に息

たり 12是故にサラ心に哂ひて言けるは我は老衰

へ吾が主も亦老たる後なれば我に樂あるべけんや

13ヱホバ、アブラハムに言たまひけるは何故にサ

ラは哂ひて我老たれば果して子を生ことあらんと

言ふや 14ヱホバに豈爲し難き事あらんや時至ら

ば我定めたる期に爾に歸るべしサラに男子あらん

と 15サラ懼れたれば承ずして我哂はずと言へり

ヱホバ言たまひけるは否汝哂へるなり 16斯て其

人々彼處より起てソドムの方を望みければアブラ

ハム彼等を送らんとて倶に行り 17ヱホバ言ひ給

けるは我爲んとする事をアブラハムに隱すべけん

や 18アブラハムは必ず大なる強き國民となりて

天下の民皆彼に由て福を獲に至るべきに在ずや 19

其は我彼をして其後の兒孫と家族とに命じヱホバ

の道を守りて公儀と公道を行しめん爲に彼をしれ

り是ヱホバ、アブラハムに其曾て彼に就て言し事

を行はん爲なり 20ヱホバ又言給ふソドムとゴモ

ラの號呼大なるに因り又其罪甚だ重に因て 21我

今下りて其號呼の我に逹れる如くかれら全く行ひ

たりしやを見んとす若しからずば我知るに至らん

と 22其人々其處より身を旋してソドムに赴むけ

りアブラハムは尚ほヱホバのまへに立り 23アブ
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ラハム近よりて言けるは爾は義者をも惡者と倶に

滅ぼしたまふや 24若邑の中に五十人の義者ある

も汝尚ほ其處を滅ぼし其中の五十人の義者のため

にこれを恕したまはざるや 25なんぢ斯の如く爲

て義者と惡者と倶に殺すが如きは是あるまじき事

なり又義者と惡者を均等するが如きもあるまじき

事なり天下を鞫く者は公儀を行ふ可にあらずや 26

ヱホバ言たまひけるは我若ソドムに於て邑の中に

五十人の義者を看ば其人々のために其處を盡く恕

さん 27アブラハム應へていひけるは我は塵と灰

なれども敢て我主に言上す 28若五十人の義者の

中五人缺たらんに爾五人の缺たるために邑を盡く

滅ぼしたまふやヱホバ言たまひけるは我若彼處に

四十五人を看ば滅さざるべし 29アブラハム又重

ねてヱホバに言上して曰けるは若彼處に四十人看

えなば如何ヱホバ言たまふ我四十人のために之を

なさじ 30アブラハム曰ひけるは請ふわが主よ怒

らずして言しめたまへ若彼處に三十人看えなば如

何ヱホバいひたまふ我三十人を彼處に看ば之を爲

じ 31アブラハム言ふ我あへてわが主に言上す若

彼處に二十人看えなば如何ヱホバ言たまふ我二十

人のためにほろぼさじ 32アブラハム言ふ請ふわ

が主怒らずして今一度言しめたまへ若かしこに十

人看えなば如何ヱホバ言たまふ我十人のためにほ

ろぼさじ 33ヱホバ、アブラハムと言ふことを終

てゆきたまへりアブラハムおのれの所にかへり

ぬ

19其二個の天使黄昏にソドムに至るロト時にソ
ドムの門に坐し居たりしがこれを視起て迎へ

首を地にさげて 2言けるは我主よ請ふ僕の家に臨

み足を濯ひて宿りつとに起て途に遄征たまへ彼等

言ふ否我等は街衢に宿らんと 3然ど固く強ければ

遂に彼の所に臨みて其家に入るロト乃ち彼等のた

めに筵を設け酵いれぬパンを炊て食はしめたり 4

斯て未だ寢ざる前に邑の人々即ちソドムの人老た

るも若きも諸共に四方八方より來たれる民皆其家

を環み 5ロトを呼て之に言けるは今夕爾に就たる

人は何處にをるや彼等を我等の所に携へ出せ我等

之を知らん 6ロト入口に出て其後の戸を閉ぢ彼等

の所に至りて 7言けるは請ふ兄弟よ惡き事を爲す

なかれ 8我に未だ男知ぬ二人の女あり請ふ我之を

携へ出ん爾等の目に善と見ゆる如く之になせよ唯

此人等は旣に我家の蔭に入たれば何をも之になす

なかれ 9彼等曰ふ爾退け又言けるは此人は來り寓

れる身なるに恒に士師とならんとす然ば我等彼等

に加ふるよりも多くの害を爾に加へんと遂に彼等

酷しく其人ロトに逼り前よりて其戸を破んとせし

に 10彼二人其手を舒しロトを家の内に援いれて

其戸を閉ぢ 11家の入口にをる人衆をして大なる

も小も倶に目を眩しめければ彼等遂に入口を索ぬ

るに困憊たり 12斯て二人ロトに言けるは外に爾

に屬する者ありや汝の婿子女および凡て邑にをり

て爾に屬する者を此所より携へ出べし 13此處の

號呼ヱホバの前に大になりたるに因て我等之を滅

さんとすヱホバ我等を遣はして之を滅さしめたま

ふ 14ロト出て其女を娶る婿等に告て言けるはヱ

ホバが邑を滅したまふべければ爾等起て此處を出

よと然ど婿等は之を戲言と視爲り 15曉に及て天

使ロトを促して言けるは起て此なる爾の妻と二人

の女を携へよ恐くは爾邑の惡とともに滅されん 16

然るに彼遲延ひしかば二人其手と其妻の手と其二

人の女の手を執て之を導き出し邑の外に置りヱホ

バ斯彼に仁慈を加へたまふ 17旣に之を導き出し

て其一人曰けるは逃遁て汝の生命を救へ後を回顧

るなかれ低地の中に止るなかれ山に遁れよ否ずば

爾滅されん 18ロト彼等に言けるはわが主よ請ふ

斯したまふなかれ 19視よ僕爾の目のまへに恩を

得たり爾大なる仁慈を吾に施してわが生命を救た

まふ吾山に遁る能はず恐くは災害身に及びて死る

にいたらん 20視よ此邑は遁ゆくに近くして且小

し我をして彼處に遁れしめよしからば吾生命全か

らん是は小き邑なるにあらずや 21天使之にいひ

けるは視よ我此事に關ても亦爾の願を容たれば爾

が言ふところの邑を滅さじ 22急ぎて彼處に遁れ

よ爾が彼處に至るまでは我何事をも爲を得ずと是

に因て其邑の名はゾアル(小し)と稱る 23ロト、

ゾアルに至れる時日地の上に昇れり 24ヱホバ硫

黄と火をヱホバの所より即ち天よりソドムとゴモ

ラに雨しめ 25其邑と低地と其邑の居民および地

に生るところの物を盡く滅したまへり 26ロトの

妻は後を回顧たれば鹽の柱となりぬ 27アブラハ

ム其朝夙に起て其嘗てヱホバの前に立たる處に至

り 28ソドム、ゴモラおよび低地の全面を望み見

るに其地の烟燄窰の烟のごとくに騰上れり 29神

低地の邑を滅したまふ時即ちロトの住る邑を滅し

たまふ時に當り神アブラハムを眷念て斯其滅亡の

中よりロトを出したまへり 30斯てロト、ゾアル

に居ることを懼れたれば其二人の女と偕にゾアル
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を出て上りて山に居り其二人の女子とともに巖穴

に住り 31茲に長女季女にいひけるは我等の父は

老いたり又此地には我等に偶て世の道を成す人あ

らず 32然ば我等父に酒を飮せて與に寢ね父に由

て子を得んと 33遂に其夜父に酒を飮せ長女入て

其父と與に寢たり然るにロトは女の起臥を知ざり

き 34翌日長女季女に言けるは我昨夜わが父と寢

たり我等此夜又父に酒をのません爾入て與に寢よ

われらの父に由て子を得ることをえんと 35乃ち

其夜も亦父に酒をのませ季女起て父と與に寢たり

ロトまた女の起臥を知ざりき 36斯ロトの二人の

女其父によりて孕みたり 37長女子を生み其名を

モアブと名く即ち今のモアブ人の先祖なり 38季

女も亦子を生み其名をベニアンミと名く即ち今の

アンモニ人の先祖なり

20アブラハム彼處より徒りて南の地に至りカデ
シとシユルの間に居りゲラルに寄留り 2アブ

ラハム其妻サラを我妹なりと言しかばゲラルの王

アビメレク人を遣してサラを召入たり 3然るに神

夜の夢にアビメレクに臨みて之に言たまひけるは

汝は其召入たる婦人のために死るなるべし彼は夫

ある者なればなり 4アビメレク未だ彼に近づかざ

りしかば言ふ主よ汝は義き民をも殺したまふや 5

彼は我に是はわが妹なりと言しにあらずや又婦も

自彼はわが兄なりと言たり我全き心と潔き手をも

て此をなせり 6神又夢に之に言たまひけるは然り

我汝が全き心をもて之をなせるを知りたれば我も

汝を阻めて罪を我に犯さしめざりき彼に觸るを容

ざりしは是がためなり 7然ば彼の妻を歸せ彼は預

言者なれば汝のために祈り汝をして生命を保しめ

ん汝若歸ずば汝と汝に屬する者皆必死るべきを知

るべし 8是に於てアビメレク其朝夙に起て臣僕を

悉く召し此事を皆語り聞せければ人々甚く懼れた

り 9斯てアビメレク、アブラハムを召て之に言け

るは爾我等に何を爲すや我何の惡き事を爾になし

たれば爾大なる罪を我とわが國に蒙らしめんとせ

しか爾爲べからざる所爲を我に爲したり 10アビ

メレク又アブラハムに言けるは爾何を見て此事を

爲たるや 11アブラハム言けるは我此處はかなら

ず神を畏れざるべければ吾妻のために人我を殺さ

んと思ひたるなり 12又我は誠にわが妹なり彼は

わが父の子にしてわが母の子にあらざるが遂に我

妻となりたるなり 13神我をして吾父の家を離れ

て周遊しめたまへる時に當りて我彼に爾我等が至

る處にて我を爾の兄なりと言へ是は爾が我に施す

恩なりと言たり 14アビメレク乃ち羊牛僕婢を將

てアブラハムに與へ其妻サラ之に歸せり 15而し

てアビメレク言けるは視よ我地は爾のまへにあり

爾の好むところに住め 16又サラに言けるは視よ

我爾の兄に銀千枚を與へたり是は爾および諸の人

にありし事等につきて爾の目を蔽ふ者なり斯爾償

贖を得たり 17是に於てアブラハム神に祈りけれ

ば神アビメレクと其妻および婢を醫したまひて彼

等子を產むにいたる 18ヱホバさきにはアブラハ

ムの妻サラの故をもてアビメレクの家の者の胎を

ことごとく閉たまへり

21ヱホバ其言し如くサラを眷顧みたまふ即ちヱ
ホバ其語しごとくサラに行ひたまひしかば 2

サラ遂に孕み神のアブラハムに語たまひし期日に

及びて年老たるアブラハムに男子を生り 3アブラ

ハム其生れたる子即ちサラが己に生る子の名をイ

サクと名けたり 4アブラハム神の命じたまひし如

く八日に其子イサクに割禮を行へり 5アブラハム

は其子イサクの生れたる時百歳なりき 6サラ言け

るは神我を笑はしめたまふ聞く者皆我とともに笑

はん 7又曰けるは誰かアブラハムにサラ子女に乳

を飮しむるにいたらんと言しものあらん然に彼が

年老るに及びて男子を生たりと 8偖其子長育ちて

遂に乳を離るイサクの乳を離るる日にアブラハム

大なる饗宴を設けたり 9時にサラ、エジプト人ハ

ガルがアブラハムに生たる子の笑ふを見て 10ア

ブラハムに言けるは此婢と其子を遂出せ此婢の子

は吾子イサクと共に嗣子となるべからざるなりと

11アブラハム其子のために甚く此事を憂たり 12

神アブラハムに言たまひけるは童兒のため又汝の

婢のために之を憂るなかれサラが汝に言ところの

言は悉く之を聽け其はイサクより出る者汝の裔と

稱らるべければなり 13又婢の子も汝の胤なれば

我之を一の國となさん 14アブラハム朝夙に起て

パンと水の革嚢とを取りハガルに與へて之を其肩

に負せ其子を携へて去しめければ彼往てベエルシ

バの曠野に躑躅しが 15革嚢の水遂に罄たれば子

を灌木の下に置き 16我子の死るを見るに忍ずと

いひて遙かに行き箭逹を隔てて之に對ひ坐しぬ斯

相嚮ひて坐し聲をあげて泣く 17神其童兒の聲を

聞たまふ神の使即ち天よりハガルを呼て之に言け

るはハガルよ何事ぞや懼るるなかれ神彼處にをる

童兒の聲を聞たまへり 18起て童兒を起し之を汝
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の手に抱くべし我之を大なる國となさんと 19神

ハガルの目を開きたまひければ水の井あるを見ゆ

きて革嚢に水を充し童兒に飮しめたり 20神童兒

と偕に在す彼遂に成長り曠野に居りて射者となり

21パランの曠野に住り其母彼のためにエジプトの

國より妻を迎へたり 22當時アビメレクと其軍勢

の長ピコル、アブラハムに語て言けるは汝何事を

爲にも神汝とともに在す 23然ば汝が我とわが子

とわが孫に僞をなさざらんことを今此に神をさし

て我に誓へ我が厚情をもて汝をあつかふごとく汝

我と此汝が寄留る地とに爲べし 24アブラハム言

ふ我誓はん 25アブラハム、アビメレクの臣僕等

が水の井を奪ひたる事につきてアビメレクを責け

れば 26アビメレク言ふ我誰が此事を爲しを知ず

汝我に告しこと无く又我今日まで聞しことなし 27

アブラハム乃ち羊と牛を取て之をアビメレクに與

ふ斯て二人契約を結べり 28アブラハム牝の羔七

を分ち置ければ 29アビメレク、アブラハムに言

ふ汝此七の牝の羔を分ちおくは何のためなるや 30

アブラハム言けるは汝わが手より此七の牝の羔を

取りて我が此井を掘たる證據とならしめよと彼等

二人彼處に誓ひしによりて 31其處をベエルシバ

(盟約の井)と名けたり 32斯彼等ベエルシバにて

契約を結びアビメレクと其軍勢の長ピコルは起て

ペリシテ人の國に歸りぬ 33アブラハム、ベエル

シバに柳を植ゑ永遠に在す神ヱホバの名を彼處に

龥り 34斯してアブラハム久くペリシテ人の地に

留寄りぬ

22是等の事の後神アブラハムを試みんとて之を
アブラハムよと呼たまふ彼言ふ我此にあり 2

ヱホバ言給ひけるは爾の子爾の愛する獨子即ちイ

サクを携てモリアの地に到りわが爾に示さんとす

る彼所の山に於て彼を燔祭として獻ぐべし 3アブ

ラハム朝夙に起て其驢馬に鞍おき二人の少者と其

子イサクを携へ且燔祭の柴薪を劈りて起て神の己

に示したまへる處におもむきけるが 4三日におよ

びてアブラハム目を擧て遙に其處を見たり 5是に

於てアブラハム其少者に言けるは爾等は驢馬とと

もに此に止れ我と童子は彼處にゆきて崇拜を爲し

復爾等に歸ん 6アブラハム乃ち燔祭の柴薪を取て

其子イサクに負せ手に火と刀を執て二人ともに往

り 7イサク父アブラハムに語て父よと曰ふ彼答て

子よ我此にありといひければイサク即ち言ふ火と

柴薪は有り然ど燔祭の羔は何處にあるや 8アブラ

ハム言けるは子よ神自ら燔祭の羔を備へたまはん

と二人偕に進みゆきて 9遂に神の彼に示したまへ

る處に到れり是においてアブラハム彼處に壇を築

き柴薪を臚列べ其子イサクを縛りて之を壇の柴薪

の上に置せたり 10斯してアブラハム手を舒べ刀

を執りて其子を宰んとす 11時にヱホバの使者天

より彼を呼てアブラハムよアブラハムよと言へり

彼言ふ我此にあり 12使者言けるは汝の手を童子

に按るなかれ亦何をも彼に爲べからず汝の子即ち

汝の獨子をも我ために惜まざれば我今汝が神を畏

るを知ると 13茲にアブラハム目を擧て視れば後

に牡綿羊ありて其角林叢に繋りたりアブラハム即

ち往て其牡綿羊を執へ之を其子の代に燔祭として

獻げたり 14アブラハム其處をヱホバエレ(ヱホバ

預備たまはん)と名く是に縁て今日もなほ人々山

にヱホバ預備たまはんといふ 15ヱホバの使者再

天よりアブラハムを呼て 16言けるはヱホバ諭し

たまふ我己を指て誓ふ汝是事を爲し汝の子即ち汝

の獨子を惜まざりしに因て 17我大に汝を祝み又

大に汝の子孫を増して天の星の如く濱の沙の如く

ならしむべし汝の子孫は其敵の門を獲ん 18又汝

の子孫によりて天下の民皆福祉を得べし汝わが言

に遵ひたるによりてなりと 19斯てアブラハム其

少者の所に歸り皆たちて偕にベエルシバにいたれ

りアブラハムはベエルシバに住り 20是等の事の

後アブラハムに告る者ありて言ふミルカ亦汝の兄

弟ナホルにしたがひて子を生り 21長子はウヅ其

弟はブヅ其次はケムエル是はアラムの父なり 22

其次はケセデ、ハゾ、ピルダシ、ヱデラフ、ベト

エル 23ベトエルはリベカを生り是八人はミルカ

がアブラハムの兄弟ナホルに生たる者なり 24ナ

ホルの妾名はルマといふ者も亦テバ、ガハム、タ

ハシおよびマアカを生り

23サラ百二十七歳なりき是即ちサラの齡の年な
り 2サラ、キリアテアルバにて死り是はカナ

ンの地のヘブロンなりアブラハム至りてサラのた

めに哀み且哭り 3斯てアブラハム死人の前より起

ち出てヘテの子孫に語りて言けるは 4我は汝等の

中の賓旅なり寄居者なり請ふ汝等の中にて我は墓

地を與へて吾が所有となし我をして吾が死人を出

し葬ることを得せしめよ 5ヘテの子孫アブラハム

に應て之に言ふ 6我主よ我等に聽たまへ我等の中

にありて汝は神の如き君なり我等の墓地の佳者を

擇みて汝の死人を葬れ我等の中一人も其墓地を汝
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にをしみて汝をしてその死人を葬らしめざる者な

かるべし 7是に於てアブラハム起ち其地の民ヘテ

の子孫に對て躬を鞠む 8而して彼等と語ひて言け

るは若我をしてわが死人を出し葬るを得せしむる

事汝等の意ならば請ふ我に聽て吾ためにゾハルの

子エフロンに求め 9彼をして其野の極端に有るマ

クペラの洞穴を我に與へしめよ彼其十分の値を取

て之を我に與へ汝等の中にてわが所有なる墓地と

なさば善し 10時にエフロン、ヘテの子孫の中に

坐しゐたりヘテ人エフロン、ヘテの子孫即ち凡て

其邑の門に入る者の聽る前にてアブラハムに應へ

て言けるは 11吾主よ我に聽たまへ其野は我汝に

與ふ又其中の洞穴も我之を汝に與ふ我吾民なる衆

人の前にて之を汝にあたふ汝の死人を葬れ 12是

に於てアブラハム其地の民の前に躬を鞠たり 13

而して彼其地の民に聽る前にてエフロンに語りて

言けるは汝若之を肯はば請ふ吾に聽け我其野の値

を汝に償はん汝之を吾より取れ我わが死人を彼處

に葬らん 14エフロン、アブラハムに答て曰ける

は 15わが主よ我に聽たまへ彼地は銀四百シケル

に當る是は我と汝の間に豈道に足んや然ば汝の死

人を葬れ 16アブラハム、エフロンの言に從ひエ

フロンがヘテの子孫の聽る前にて言たる所の銀を

秤り商買の中の通用銀四百シケルを之に與へたり

17マムレの前なるマクペラに在るエフロンの野は

野も其中の洞穴も野の中と其四周の堺にある樹も

皆 18ヘテの子孫の前即ち凡て其邑に入る者の前

にてアブラハムの所有と定りぬ 19厥後アブラハ

ム其妻サラをマムレの前なるマクペラの野の洞穴

に葬れり是即ちカナンの地のヘブロンなり 20斯

く其野と其中の洞穴はヘテの子孫之をアブラハム

の所有なる墓地と定めたり

24アブラハム年邁て老たりヱホバ萬の事に於て
アブラハムを祝みたまへり 2茲にアブラハム

其凡の所有を宰る其家の年邁なる僕に言けるは請

ふ爾の手を吾髀の下に置よ 3我爾をして天の神地

の神ヱホバを指て誓はしめん即ち汝わが偕に居む

カナン人の女の中より吾子に妻を娶るなかれ 4汝

わが故國に往き吾親族に到りて吾子イサクのため

に妻を娶れ 5僕彼に言けるは倘女我に從ひて此地

に來ることを好まざる事あらん時は我爾の子を彼

汝が出來りし地に導き歸るべきか 6アブラハム彼

に曰けるは汝愼みて吾子を彼處に携かへるなかれ

7天の神ヱホバ我を導きて吾父の家とわが親族の

地を離れしめ我に語り我に誓ひて汝の子孫に此地

を與へんと言たまひし者其使を遣して汝に先たし

めたまはん汝彼處より我子に妻を娶るべし 8若女

汝に從ひ來る事を好ざる時は汝吾此誓を解るべし

唯我子を彼處に携へかへるなかれ 9是に於て僕手

を其主人アブラハムの髀の下に置て此事について

彼に誓へり 10斯て僕其主人の駱駝の中より十頭

の駱駝を取りて出たてり即ち其主人の諸の佳物を

手にとりて起てメソポタミアに往きナホルの邑に

至り 11其駱駝を邑の外にて井の傍に跪伏しめた

り其時は黄昏にて婦女等の水汲にいづる時なりき

12斯して彼言けるは吾主人アブラハムの神ヱホバ

よ願くは今日我にその者を逢しめわが主人アブラ

ハムに恩惠を施し給へ 13我この水井の傍に立ち

邑の人の女等水を汲に出づ 14我童女に向ひて請

ふ汝の瓶をかたむけて我に飮しめよと言んに彼答

へて飮め我また汝の駱駝にも飮しめんと言ば彼は

汝が僕イサクの爲に定め給ひし者なるべし然れば

我汝の吾主人に恩惠を施し給ふを知らん 15彼語

ふことを終るまへに視よリベカ瓶を肩にのせて出

きたる彼はアブラハムの兄弟ナホルの妻ミルカの

子ベトエルに生れたる者なり 16其童女は觀に甚

だ美しく且處女にして未だ人に適しことあらず彼

井に下り其瓶に水を盈て上りしかば 17僕はせゆ

きて之にあひ請ふ我をして汝の瓶より少許の水を

飮しめよといひけるに 18彼主よ飮たまへといひ

て乃ち急ぎ其瓶を手におろして之にのましめたり

しが 19飮せをはりて言ふ汝の駱駝のためにも其

飮をはるまで水を汲て飽しめん 20急ぎて其瓶を

水鉢にあけ又汲んとて井にはせゆき其諸の駱駝の

ために汲みたり 21其人之を見つめヱホバが其途

に幸福をくだしたまふや否やをしらんとして默し

居たり 22茲に駱駝飮をはりしかば其人重半シケ

ルの金の鼻環一箇と重十シケルの金の手釧二箇を

とりて 23言けるは汝は誰の女なるや請ふ我に告

よ汝の父の家に我等が宿る隙地ありや 24女彼に

曰けるは我はミルカがナホルに生みたる子ベトエ

ルの女なり 25又彼にいひけるは家には藁も飼草

も多くあり且宿る隙地もあり 26是に於て其人伏

てヱホバを拜み 27言けるは吾主人アブラハムの

神ヱホバは讃美べきかなわが主人に慈惠と眞實と

を缺きたまはず我途にありしにヱホバ我を吾主人

の兄弟の家にみちびきたまへり 28茲に童女走行

て其母の家に此等の事を告たり 29リベカに一人
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の兄あり其名をラバンといふラバンはせいで井に

ゆきて其人の許につく 30すなはち彼鼻環および

其妹の手の手釧を見又其妹リベカが其人斯我に語

りといふを聞て其人の所に到り見るに井の側らに

て駱駝の傍にたちゐたれば 31之に言けるは汝ヱ

ホバに祝るる者よ請ふ入れ奚ぞ外にたつや我家を

備へ且駱駝のために所をそなへたり 32是に於て

其人家にいりぬラバン乃ち其駱駝の負を釋き藁と

飼草を駱駝にあたへ又水をあたへて其人の足と其

從者の足をあらはしめ 33斯して彼の前に食をそ

なへたるに彼言ふ我はわが事をのぶるまでは食は

じとラバン語れといひければ 34彼言ふわれはア

ブラハムの僕なり 35ヱホバ大にわが主人をめぐ

みたまひて大なる者とならしめ又羊牛金銀僕婢駱

駝驢馬をこれにたまへり 36わが主人の妻サラ年

老てのちわが主人に男子をうみければ主人其所有

を悉く之に與ふ 37わが主人我を誓せて言ふ吾す

めるカナンの地の人の女子の中よりわが子に妻を

娶るなかれ 38汝わが父の家にゆきわが親族にい

たりわが子のために妻をめとれと 39我わが主人

にいひけるは倘女我にしたがひて來ずば如何 40

彼我にいひけるは吾事ふるところのヱホバ其使者

を汝とともに遣はして汝の途に幸福を降したまは

ん爾わが親族わが父の家より吾子に妻をめとるべ

し 41汝わが親族に至れる時はわが誓を解さるべ

し若彼等汝にあたへずば汝はわが誓をゆるさるべ

しと 42我今日井に至りて謂けらくわが主人アブ

ラハムの神ヱホバねがはくはわがゆく途に幸福を

降したまへ 43我はこの井水の傍に立つ水を汲に

いづる處女あらん時我彼にむかひて請ふ汝の瓶よ

り少許の水を我にのましめよと言んに 44若我に

答へて汝飮め我亦汝の駱駝のためにも汲んと言ば

是ヱホバがわが主人の子のために定たまひし女な

るべし 45我心の中に語ふことを終るまへにリベ

カ其瓶を肩にのせて出來り井にくだりて水を汲み

たるにより我彼に請ふ我にのましめよと言ければ

46彼急ぎ其瓶を肩よりおろしていひけるは飮めま

た汝の駱駝にものましめんと是に於て我飮しが彼

また駱駝にものましめたり 47我彼に問て汝は誰

の女なるやといひければミルカがナホルに生たる

子ベトエルの女なりといふ是に於て我其鼻に環を

つけ其手に手釧をつけたり 48而して我伏てヱホ

バを拜み吾主人アブラハムの神ヱホバを頌美たり

ヱホバ我を正き途に導きてわが主人の兄弟の女を

其子のために娶しめんとしたまへばなり 49され

ば汝等若わが主人にむかひて慈惠と眞誠をもて事

をなさんと思はば我に告よ然ざるも亦我に告よ然

ば我右か左におもむくをえん 50ラバンとベトエ

ル答て言けるは此事はヱホバより出づ我等汝に善

惡を言ふあたはず 51視よリベカ汝の前にをる携

へてゆき彼をしてヱホバの言たまひし如く汝の主

人の子の妻とならしめよ 52アブラハムの僕彼等

の言を聞て地に伏てヱホバを拜めり 53是に於て

僕銀の飾品金の飾品および衣服をとりいだしてリ

ベカに與へ亦其兄と母に寶物をあたへたり 54是

に於て彼および其從者等食飮して宿りしが朝起た

る時彼言我をして吾主人に還らしめよ 55リベカ

の兄と母言けるは童女を數日の間少くも十日我等

と偕にをらしめよしかるのち彼ゆくべし 56彼人

之に言ヱホバ吾途に福祉をくだしたまひたるなれ

ば我を阻むるなかれ我を歸してわが主人に往しめ

よ 57彼等いひけるは童女をよびて其言を問んと

58即ちリベカを呼て之に言けるは汝此人と共に往

や彼言ふ往ん 59是に於て彼等妹リベカと其乳媼

およびアブラハムの僕と其從者を遣り去しめたり

60即ち彼等リベカを祝して之にいひけるはわれら

の妹よ汝千萬の人の母となれ汝の子孫をして其仇

の門を獲しめよ 61是に於てリベカ起て其童女等

とともに駱駝にのりて其人にしたがひ往く僕乃ち

リベカを導きてさりぬ 62茲にイサク、ラハイロ

イの井の路より來れり南の國に住居たればなり 63

しかしてイサク黄昏に野に出て默想をなしたりし

が目を擧て見しに駱駝の來るあり 64リベカ目を

あげてイサクを見駱駝をおりて 65僕にいひける

は野をあゆみて我等にむかひ來る者は何人なるぞ

僕わが主人なりといひければリベカ覆衣をとりて

身をおほへり 66茲に僕其凡てなしたる事をイサ

クに告ぐ 67イサク、リベカを其母サラの天幕に

携至りリベカを娶りて其妻となしてこれを愛した

りイサクは母にわかれて後茲に慰籍を得たり

25アブラハム再妻を娶る其名をケトラといふ 2

彼ジムラン、ヨクシヤン、メダン、ミデアン

、イシバク、シユワを生り 3ヨクシヤン、シバと

デダンを生むデダンの子はアッシユリ族レトシ族

リウミ族なり 4ミデアンの子はエパ、エペル、ヘ

ノク、アビダ、エルダアなり是等は皆ケトラの子

孫なり 5アブラハム其所有を盡くイサクに與へた

り 6アブラハムの妾等の子にはアブラハム其生る
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間の物をあたへて之をして其子イサクを離れて東

にさりて東の國に至らしむ 7アブラハムの生存へ

たる齡の日は即ち百七十五年なりき 8アブラハム

遐齡に及び老人となり年滿て氣たえ死て其民に加

る 9其子イサクとイシマエル之をヘテ人ゾハルの

子エフロンの野なるマクペラの洞穴に葬れり是は

マムレの前にあり 10即ちアブラハムがヘテの子

孫より買たる野なり彼處にアブラハムと其妻サラ

葬らる 11アブラハムの死たる後神其子イサクを

祝みたまふイサクはベエルラハイロイの邊に住り

12サラの侍婢なるエジプト人ハガルがアブラハム

に生たる子イシマエルの傳は左のごとし 13イシ

マエルの子の名は其名氏と其世代に循ひて言ば是

のごとしイシマエルの長子はネバヨテなり其次は

ケダル、アデビエル、ミブサム 14ミシマ、ドマ

、マツサ 15ハダデ、テマ、ヱトル、ネフシ、ケ

デマ 16是等はイシマエルの子なり是等は其郷黨

を其營にしたがひて言る者にして其國に循ひてい

へば十二の牧伯なり 17イシマエルの齡は百三十

七歳なりき彼いきたえ死て其民にくははる 18イ

シマエルの子等はハビラよりエジプトの前なるシ

ユルまでの間に居住てアッスリヤまでにおよべり

イシマエルは其すべての兄弟等のまへにすめり 19

アブラハムの子イサクの傳は左のごとしアブラハ

ム、イサクを生り 20イサク四十歳にしてリベカ

を妻に娶れりリベカはパダンアラムのスリア人ベ

トエルの女にしてスリア人ラバンの妹なり 21イ

サク其妻の子なきに因て之がためにヱホバに祈願

をたてければヱホバ其ねがひを聽たまへり遂に其

妻リベカ孕みしが 22其子胎の内に爭そひければ

然らば我いかで斯てあるべきと言て往てヱホバに

問に 23ヱホバ彼に言たまひけるは二の國民汝の

胎にあり二の民汝の腹より出て別れん一の民は一

の民よりも強かるべし大は小に事へんと 24かく

て臨月みちて見しに胎には孿ありき 25先に出た

る者は赤くして躰中裘の如し其名をエサウと名け

たり 26其後に弟出たるが其手にエサウの踵を持

り其名をヤコブとなづけたりリベカが彼等を生し

時イサクは六十歳なりき 27茲に童子人となりし

がエサウは巧なる獵人にして野の人となりヤコブ

は質樸なる人にして天幕に居ものとなれり 28イ

サクは麆を嗜によりてエサウを愛したりしがリベ

カはヤコブを愛したり 29茲にヤコブ羹を煮たり

時にエサウ野より來りて憊れ居り 30エサウ、ヤ

コブにむかひ我憊れたれば請ふ其紅羹其處にある

紅羹を我にのませよといふ是をもて彼の名はエド

ム(紅)と稱らる 31ヤコブ言けるは今日汝の家督

の權を我に鬻れ 32エサウいふ我は死んとして居

る此家督の權我に何の益をなさんや 33ヤコブま

た言けるは今日我に誓へと彼すなはち誓て其家督

の權をヤコブに鬻ぬ 34是に於てヤコブ、パンと

扁豆の羹とをエサウに與へければ食且飮て起て去

り斯エサウ家督の權を藐視じたり

26アブラハムの時にありし最初の饑饉の外に又
其國に饑饉ありければイサク、ゲラルに往て

ペリシテ人の王アビメレクの許にいたれり 2時に

ヱホバ彼にあらはれて言たまひけるはエジプトに

下るなかれ吾汝に示すところの地にをれ 3汝此地

にとどまれ我汝と共にありて汝を祝まん我是等の

國を盡く汝および汝の子孫に與へ汝の父アブラハ

ムに誓ひたる誓言を行ふべし 4われ汝の子孫を増

て天の星のごとくなし汝の子孫に凡て是等の國を

與へん汝の子孫によりて天下の國民皆福祉を獲べ

し 5是はアブラハムわが言に順ひわが職守とわが

誡命とわが憲法とわが律法を守りしに因てなり 6

イサク乃ちゲラルに居しが 7處の人其妻の事をと

へば我妹なりと言ふリベカは觀に美麗かりければ

其處の人リベカの故をもて我を殺さんと謂て彼を

わが妻と言をおそれたるなり 8イサク久しく彼處

にをりし後一日ペリシテ人の王アビメレク\牖よ

り望みてイサクが其妻リベカと嬉戲るを見たり 9

是に於てアビメレク、イサクを召て言けるは彼は

必ず汝の妻なり汝なんぞ吾妹といひしやイサク彼

に言けるは恐くは我彼のために死るならんと思た

ればなり 10アビメレクいひけるは汝なんぞ此事

を我等になすや民の一人もし輕々しく汝の妻と寢

ることあらんその時は汝罪を我等に蒙らしめんと

11アビメレク乃ちすべて民に皆命じて此人と其妻

にさはるものは必ず死すべしと言り 12イサク彼

地に種播て其年に百倍を獲たりヱホバ彼を祝みた

まふ 13其人大になりゆきて進て盛になり遂に甚

だ大なる者となれり 14即ち羊と牛と僕從を多く

有しかばペリシテ人彼を嫉みたり 15其父アブラ

ハムの世に其父の僕從が掘たる諸の井はペリシテ

人之をふさぎて土を之にみてたり 16茲にアビメ

レク、イサクに言けるは汝は大に我等よりも強大

ければ我等をはなれて去れと 17イサク乃ち彼處

をさりてゲラルの谷に天幕を張て其處に住り 18
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其父アブラハムの世に掘たる水井をイサク茲に復

び鑿り其はアブラハムの死たる後ペリシテ人之を

塞ぎたればなり斯してイサク其父が之に名けたる

名をもて其名となせり 19イサクの僕谷に掘て其

處に泉の湧出る井を得たり 20ゲラルの牧者此水

は我儕の所屬なりといひてイサクの僕と爭ひけれ

ばイサク其井の名をエセク(競爭)と名けたり彼等

が己と之を競爭たるによりてなり 21是に於て又

他の井を鑿しが彼等是をも爭ひければ其名をシテ

ナ(敵)となづけたり 22イサク乃ち彼處より遷り

て他の井を鑿けるが彼等之をあらそはざりければ

其名をレホボテ(廣塲)と名けて言けるは今ヱホバ

我等の處所を廣くしたまへり我等此地を繁衍ん 23

斯て彼其處よりベエルシバにのぼりしが 24其夜

ヱホバ彼にあらはれて言たまひけるは我は汝の父

アブラハムの神なり懼るるなかれ我汝と偕にあり

て汝を祝み我僕アブラハムのために汝の子孫を増

んと 25是に於て彼處に壇を築きてヱホバの名を

龥び天幕を彼處に張り彼處にてイサクの僕井を鑿

り 26茲にアビメレク其友アホザテ及び其軍勢の

長ピコルと共にゲラルよりイサクの許に來りけれ

ば 27イサク彼等に言ふ汝等は我を惡み我をして

汝等をはなれて去らしめたるなるに何ぞ我許に來

るや 28彼等いひけるは我等確然にヱホバが汝と

偕にあるを見たれば我等の間即ち我等と汝の間に

誓詞を立て汝と契約を結ばんと謂へり 29汝我等

に惡事をなすなかれ其は我等は汝を害せず只善事

のみを汝になし且汝を安然に去しめたればなり汝

はヱホバの祝みたまふ者なり 30イサク乃ち彼等

のために酒宴を設けたれば彼等食ひ且飮り 31斯

て朝夙に起て互に相誓へり而してイサク彼等を去

しめたれば彼等イサクをはなれて安然にかへりぬ

32其日イサクの僕來りて其ほりたる井につきて之

に告て我等水を得たりといへり 33即ち之をシバ

となづく此故に其邑の名は今日までベエルシバ

(誓詞の井)といふ 34エサウ四十歳の時ヘテ人の

女ユデテとヘテ人エロンの女バスマテを妻に娶り

35彼等はイサクとリベカの心の愁煩となれり

27イサク老て目くもりて見るあたはざるに及び
て其長子エサウを召て之に吾子よといひけれ

ば答へて我此にありといふ 2イサクいひけるは視

よ我は今老て何時死るやを知ず 3然ば請ふ汝の器

汝の弓矢を執て野に出でわがために麆を獵て 4わ

が好む美味を作り我にもちきたりて食はしめよ我

死るまへに心に汝を祝せん 5イサクが其子エサウ

に語る時にリベカ聞ゐたりエサウは麆を獵て携き

たらんとて野に往り 6是に於てリベカ其子ヤコブ

に語りていひけるは我聞ゐたるに汝の父汝の兄エ

サウに語りて言けらく 7吾ために麆をとりきたり

美味を製りて我にくはせよ死るまへに我ヱホバの

前にて汝を祝せんと 8然ば吾子よ吾言にしたがひ

わが汝に命ずるごとくせよ 9汝群畜の所にゆきて

彼處より山羊の二箇の善き羔を我にとりきたれ我

之をもて汝の父のために其好む美味を製らん 10

汝之を父にもちゆきて食しめ其死る前に汝を祝せ

しめよ 11ヤコブ其母リベカに言けるは兄エサウ

は毛深き人にして我は滑澤なる人なり 12恐くは

父我に捫ることあらん然らば我は欺く者と父に見

えんされば祝をえずして返て呪詛をまねかん 13

其母彼にいひけるは我子よ汝の詛はるる所は我に

歸せん只わが言にしたがひ往て取來れと 14是に

おいて彼往て取り母の所にもちきたりければ母す

なはち父の好むところの美味を製れり 15而して

リベカ家の中に己の所にある長子エサウの美服を

とりて之を季子ヤコブに衣せ 16又山羊の羔の皮

をもて其手と其頸の滑澤なる處とを掩ひ 17其製

りたる美味とパンを子ヤコブの手にわたせり 18

彼乃ち父の許にいたりて我父よといひければ我此

にありわが子よ汝は誰なると曰ふ 19ヤコブ父に

いひけるは我は汝の長子エサウなり我汝が我に命

じたるごとくなせり請ふ起て坐しわが麆の肉をく

らひて汝の心に我を祝せよ 20イサク其子に言け

るは吾子よ汝いかにして斯速に獲たるや彼言ふ汝

の神ヱホバ之を我にあはせたまひしが故なり 21

イサク、ヤコブにいひけるはわが子よ請ふ近くよ

れ我汝に捫て汝がまことに吾子エサウなるや否や

をしらん 22ヤコブ父イサクに近よりければイサ

ク之にさはりていひけるは聲はヤコブの聲なれど

も手はエサウの手なりと 23彼の手其兄エサウの

手のごとく毛深かりしに因て之を辨別へずして遂

に之を祝したり 24即ちイサクいひけるは汝はま

ことに吾子エサウなるや彼然りといひければ 25

イサクいひけるは我に持きたれ吾子の麆を食ひて

わが心に汝を祝せんと是に於てヤコブ彼の許にも

ちきたりければ食へり又酒をもちきたりければ飮

り 26かくて父イサク彼にいひけるは吾子よ近く

よりて我に接吻せよと 27彼すなはち近よりて之

に接吻しければ其衣の馨香をかぎて彼を祝してい
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ひけるは嗚呼吾子の香はヱホバの祝たまへる野の

馨香のごとし 28ねがはくは神天の露と地の腴お

よび饒多の穀と酒を汝にたまへ 29諸の民汝につ

かへ諸の邦汝に躬を鞠ん汝兄弟等の主となり汝の

母の子等汝に身をかがめん汝を詛ふ者はのろはれ

汝を祝す者は祝せらるべし 30イサク、ヤコブを

祝することを終てヤコブ父イサクの前より出さり

し時にあたりて兄エサウ獵より歸り來り 31己も

亦美味をつくりて之を其父の許にもちゆき父にい

ひけるは父よ起て其子の麆を食ひて心に我を祝せ

よ 32父イサク彼にいひけるは汝は誰なるや彼い

ふ我は汝の子汝の長子エサウなり 33イサク甚大

に戰兢ていひけるは然ば彼麆を獵て之を我にもち

きたりし者は誰ぞや我汝がきたるまへに諸の物を

食ひて彼を祝したれば彼まことに祝福をうべし 34

エサウ父の言を聞て大に哭き痛く泣て父にいひけ

るは父よ我を祝せよ我をも祝せよ 35イサク言け

るは汝の弟僞りて來り汝の祝を奪ひたり 36エサ

ウいひけるは彼をヤコブ(推除者)となづくるは宜

ならずや彼が我をおしのくる事此にて二次なり昔

にはわが家督の權を奪ひ今はわが祝を奪ひたり又

言ふ汝は祝をわがために殘しおかざりしや 37イ

サク對てエサウにいひけるは我彼を汝の主となし

其兄弟を悉く僕として彼にあたへたり又穀と酒と

を彼に授けたり然ば吾子よ我何を汝になすをえん

38エサウ父に言けるは父よ父の祝唯一ならんや父

よ我を祝せよ我をも祝せよと聲をあげて哭ぬ 39

父イサク答て彼にいひけるは汝の住所は地の膏腴

にはなれ上よりの天の露にはなるべし 40汝は劍

をもて世をわたり汝の弟に事ん然ど汝繋を離るる

時は其軛を汝の頸より振ひおとすを得ん 41エサ

ウ父のヤコブを祝したる其祝の爲にヤコブを惡め

り即ちエサウ心に謂けるは父の喪の日近ければ其

時我弟ヤコブを殺さんと 42長子エサウの此言リ

ベカに聞えければ季子ヤコブを呼よせて之に言け

るは汝の兄エサウ汝を殺さんとおもひて自ら慰む

43されば吾子よ我言にしたがひ起てハランにゆき

わが兄ラバンの許にのがれ 44汝の兄の怒の釋る

まで暫く彼とともに居れ 45汝の兄の鬱憤釋て汝

をはなれ汝彼になしたる事を忘るるにいたらば我

人をやりて汝を彼處よりむかへん我何ぞ一日のう

ちに汝等二人を喪ふべけんや 46リベカ、イサク

に言けるは我はヘテの女等のために世を厭ふにい

たるヤコブ若此地の彼女等の如きヘテの女の中よ

り妻を娶らば我身生るも何の利益あらんや

28イサク、ヤコブを呼て之を祝し之に命じて言
けるは汝カナンの女の中より妻を娶るなかれ

2起てパダンアラムに往き汝の母の父ベトエルの

家にいたり彼處にて汝の母の兄ラバンの女の中よ

り妻を娶れ 3願くは全能の神汝を祝み汝をして子

女を多く得せしめ且汝の子孫を増て汝をして多衆

の民とならしめ 4又アブラハムに賜んと約束せし

祝を汝および汝と共に汝の子孫に賜ひ汝をして神

がアブラハムにあたへ給ひし此汝が寄寓る地を持

たしめたまはんことをと 5斯てイサク、ヤコブを

遣しければパダンアラムにゆきてラバンの所にい

たれりラバンはスリア人ベトエルの子にしてヤコ

ブとエサウの母なるリベカの兄なり 6エサウはイ

サクがヤコブを祝して之をパダンアラムにつかは

し彼處より妻を娶しめんとしたるを見又之を祝し

汝はカナンの女の中より妻をめとるなかれといひ

て之に命じたることを見 7又ヤコブが其父母の言

に順ひてパダンアラムに往しを見たり 8エサウま

たカナンの女の其父イサクの心にかなはぬを見た

り 9是においてエサウ、イシマエルの所にゆきて

其有る妻の外に又アブラハムの子イシマエルの女

ネバヨテの妹マハラテを妻にめとれり 10茲にヤ

コブ、ベエルシバより出たちてハランの方におも

むきけるが 11一處にいたれる時日暮たれば即ち

其處に宿り其處の石をとり枕となして其處に臥て

寢たり 12時に彼夢て梯の地にたちゐて其巓の天

に逹れるを見又神の使者の其にのぼりくだりする

を見たり 13ヱホバ其上に立て言たまはく我は汝

の祖父アブラハムの神イサクの神ヱホバなり汝が

偃臥ところの地は我之を汝と汝の子孫に與へん 14

汝の子孫は地の塵沙のごとくなりて西東北南に蔓

るべし又天下の諸の族汝と汝の子孫によりて福祉

をえん 15また我汝とともにありて凡て汝が往と

ころにて汝をまもり汝を此地に率返るべし我はわ

が汝にかたりし事を行ふまで汝をはなれざるなり

16ヤコブ目をさまして言けるは誠にヱホバ此處に

いますに我しらざりきと 17乃ち惶懼ていひける

は畏るべき哉此處是即ち神の殿の外ならず是天の

門なり 18かくてヤコブ朝夙に起き其枕となした

る石を取り之を立て柱となし膏を其上に沃ぎ 19

其處を名をベテル(神殿)と名けたり其邑の名は初

はルズといへり 20ヤコブ乃ち誓をたてていひけ
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るは若神我とともにいまし此わがゆく途にて我を

まもり食ふパンと衣る衣を我にあたへ 21我をし

てわが父の家に安然に歸ることを得せしめたまは

ばヱホバをわが神となさん 22又わが柱にたてた

る此石を神の家となさん又汝がわれにたまふ者は

皆必ず其十分の一を汝にささげん

29斯てヤコブ其途にすすみて東の民の地にいた
りて 2見るに野に井ありて羊の群三其傍に臥

ゐたり此井より群に飮へばなり大なる石井の口に

あり 3羊の群皆其處に集る時に井の口より石をま

ろばして羊に水飼ひ復故のごとく井の口に石をの

せおくなり 4ヤコブ人々に言けるは兄弟よ奚より

きたれるや彼等いふ我等はハランより來る 5ヤコ

ブ彼等にいひけるは汝等ナホルの子ラバンをしる

や彼等識といふ 6ヤコブ又かれらにいひけるは彼

は安きや彼等いふ安し視よ彼の女ラケル羊と偕に

來ると 7ヤコブ言ふ視よ日尚高し家畜を聚むべき

時にあらず羊に飮ひて往て牧せよ 8彼等いふ我等

しかする能はず群の皆聚るに及て井の口より石を

まろばして羊に飮ふべきなり 9ヤコブ尚彼等と語

れる時にラケル父の羊とともに來る其は之を牧居

たればなり 10ヤコブ其母の兄ラバンの女ラケル

および其母の兄ラバンの羊を見しかばヤコブ進み

よりて井の口より石をまろばし母の兄ラバンの羊

に飮ひたり 11而してヤコブ、ラケルに接吻して

聲をあげて啼哭ぬ 12即ちヤコブ、ラケルに己は

その父の兄弟にしてリベカの子なることを告けれ

ば彼はしりゆきて父に告たり 13ラバン其妹の子

ヤコブの事を聞しかば趨ゆきて之を迎へ之を抱き

て接吻し之を家に導きいたれりヤコブすなはち此

等の事を悉くラバンに述たり 14ラバン彼にいひ

けるは汝は誠にわが骨肉なりとヤコブ一月の間彼

とともに居る 15茲にラバン、ヤコブにいひける

は汝はわが兄弟なればとて空く我に役事べけんや

何の報酬を望むや我に告よ 16ラバン二人の女子

を有り姉の名はレアといひ妹の名はラケルといふ

17レアは目弱かりしがラケルは美くして姝し 18

ヤコブ、ラケルを愛したれば言ふ我汝の季女ラケ

ルのために七年汝に事ん 19ラバンいひけるは彼

を他の人にあたふるよりも汝にあたふるは善し我

と偕に居れ 20ヤコブ七年の間ラケルのために勤

たりしが彼を愛するが爲に此を數日の如く見做り

21茲にヤコブ、ラバンに言けるはわが期滿たれば

わが妻をあたへて我をしてかれの處にいることを

得せしめよ 22是に於てラバン處の人を盡く集め

て酒宴を設けたりしが 23晩に及びて其女レアを

携へて此をヤコブにつれ來れりヤコブ即ち彼の處

にいりぬ 24ラバンまた其侍婢ジルパを娘レアに

與へて侍婢となさしめたり 25朝にいたりて見る

にレアなりしかばヤコブ、ラバンに言けるは汝な

んぞ此事を我になしたるや我ラケルのために汝に

役事しにあらずや汝なんぞ我を欺くや 26ラバン

いひけるは姉より先に妹を嫁しむる事は我國にて

爲ざるところなり 27其七日を過せ我等是をも汝

に與へん然ば汝是がために尚七年我に事へて勤む

べし 28ヤコブ即ち斯なして其七日をすごせしか

ばラバン其女ラケルをも之にあたへて妻となさし

む 29またラバン其侍婢ビルハを女ラケルにあた

へて侍婢となさしむ 30ヤコブまたラケルの所に

いりぬ彼レアよりもラケルを愛し尚七年ラバンに

事たり 31ヱホバ、レアの嫌るるを見て其胎をひ

らきたまへり然どラケルは姙なきものなりき 32

レア孕みて子を生み其名をルベンと名けていひけ

るはヱホバ誠にわが艱苦を顧みたまへりされば今

夫我を愛せんと 33彼ふたたび孕みて子を產みヱ

ホバわが嫌るるを聞たまひしによりて我に是をも

たまへりと言て其名をシメオンと名けたり 34彼

また孕みて子を生み我三人の子を生たれば夫今よ

り我に膠漆んといへり是によりて其名をレビと名

けたり 35彼復姙みて子を生み我今ヱホバを讚美

んといへり是によりて其名をユダと名けたり是に

いたりて產ことやみぬ

30ラケル己がヤコブに子を生ざるを見て其姉を
夢みヤコブに言けるは我に子を與へよ然らず

ば我死んと 2ヤコブ、ラケルにむかひて怒を發し

て言ふ汝の胎に子をやどらしめざる者は神なり我

神に代るをえんや 3ラケルいふ吾婢ビルハを視よ

彼の處に入れ彼子を生てわが膝に置ん然ば我もま

た彼によりて子をうるにいたらんと 4其仕女ビル

ハを彼にあたへて妻となさしめたりヤコブ即ち彼

の處にいる 5ビルハ遂にはらみてヤコブに子を生

ければ 6ラケルいひけるは神我を監み亦わが聲を

聽いれて吾に子をたまへりと是によりて其名をダ

ンと名けたり 7ラケルの仕女ビルハ再び姙みて次

の子をヤコブに生ければ 8ラケル我神の爭をもて

姉と爭ひて勝ぬといひて其名をナフタリと名けた

り 9茲にレア產ことの止たるを見しかば其仕女ジ

ルパをとりて之をヤコブにあたへて妻となさしむ
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10レアの仕女ジルパ、ヤコブに子を產ければ 11

レア福來れりといひて其名をガドと名けたり 12

レアの仕女ジルパ次子をヤコブに生ければ 13レ

アいふ我は幸なり女等我を幸なる者となさんと其

名をアセルとなづけたり 14茲に麥苅の日にルベ

ン出ゆきて野にて戀茄を獲これを母レアの許にも

ちきたりければラケル、レアにいひけるは請ふ我

に汝の子の戀茄をあたへよ 15レア彼にいひける

は汝のわが夫を奪しは微き事ならんや然るに汝ま

たわが子の戀茄をも奪んとするやラケルいふ然ば

汝の子の戀茄のために夫是夜汝と寢べし 16晩に

およびてヤコブ野より來りければレア之をいでむ

かへて言けるは我誠にわが子の戀茄をもて汝を雇

ひたれば汝我の所にいらざるべからずヤコブ即ち

其夜彼といねたり 17神レアに聽たまひければ彼

妊みて第五の子をヤコブに生り 18レアいひける

は我わが仕女を夫に與へたれば神我に其値をたま

へりと其名をイツサカルと名けたり 19レア復妊

みて第六の子をヤコブに生り 20レアいひけるは

神我に嘉賚を貺ふ我六人の男子を生たれば夫今よ

り我と偕にすまんと其名をゼブルンとなづけたり

21其後彼女子を生み其名をデナと名けたり 22茲

に神ラケルを念ひ神彼に聽て其胎を開きたまひけ

れば 23彼妊みて男子を生て曰ふ神わが恥辱を洒

ぎたまへりと 24乃ち其名をヨセフと名けて言ふ

ヱホバ又他の子を我に加へたまはん 25茲にラケ

ルのヨセフを生むに及びてヤコブ、ラバンに言け

るは我を歸して故郷に我國に往しめよ 26わが汝

に事て得たる所の妻子を我に與へて我を去しめよ

わが汝になしたる役事は汝之を知るなり 27ラバ

ン彼にいひけるは若なんぢの意にかなはばねがは

くは留れ我ヱホバが汝のために我を祝みしを卜ひ

得たり 28又言ふ汝の望む値をのべよ我之を與ふ

べし 29ヤコブ彼にいひけるは汝は如何にわが汝

に事しか如何に汝の家畜を牧しかを知る 30わが

來れる前に汝の有たる者は鮮少なりしが増て遂に

群をなすに至る吾來りてよりヱホバ汝を祝みたま

へり然ども我は何時吾家を成にいたらんや 31彼

言ふ我何を汝に與へんかヤコブいひけるは汝何者

をも我に與ふるに及ばず汝若此事を我になさば我

復汝の群を牧守らん 32即ち我今日徧く汝の群を

ゆきめぐりて其中より凡て斑なる者點なる者を移

し綿羊の中の凡て黑き者を移し山羊の中の點なる

者と斑なる者を移さん是わが値なるべし 33後に

汝來りてわが傭値をしらぶる時わが義我にかはり

て應をなすべし若わが所に山羊の斑ならざる者點

ならざる者あり綿羊の黑からざる者あらば皆盜る

者となすべし 34ラバンいふ汝の言の如くなさん

ことを願ふ 35是に於て彼其日牡山羊の斑入なる

者斑點なる者を移し凡て牝山羊の斑駮なる者斑點

なる者都て身に白色ある者を移し又綿羊の中の凡

て黑き者を移して其子等の手に付せり 36而して

彼己とヤコブの間に三日程の隔をたてたりヤコブ

はラバンの餘の群を牧ふ 37茲にヤコブ楊柳と楓

と桑の靑枝を執り皮を剥て白紋理を成り枝の白き

所をあらはし 38其皮をはぎたる枝を群の來りて

飮むところの水槽と水鉢に立て群に向はしめ群を

して水のみの來る時に孕ましむ 39群すなはち枝

の前に孕みて斑入の者斑駮なる者斑點なる者を產

しかば 40ヤコブ其羔羊を區分ちラバンの群の面

を其群の斑入なる者と黑き者に對はしめたりしが

己の群をば一所に置てラバンの群の中にいれざり

き 41又家畜の壯健き者孕みたる時はヤコブ水槽

の中にて其家畜の目の前に彼枝を置き枝の傍にお

いて孕ましむ 42然ど家畜の羸弱かる時は之を置

ず是に因て羸弱者はラバンのとなり壯健者はヤコ

ブのとなれり 43是に於て其人大に富饒になりて

多の家畜と婢僕および駱駝驢馬を有にいたれり

31茲にヤコブ、ラバンの子等がヤコブわが父の
所有を盡く奪ひ吾父の所有によりて此凡の榮

光を獲たりといふを聞り 2亦ヤコブ、ラバンの面

を見るに己に對すること疇昔の如くならず 3時に

ヱホバ、ヤコブに言たまへるは汝の父の國にかへ

り汝の親族に至れ我汝と偕にをらんと 4是に於て

ヤコブ人をやりてラケルとレアを野に招きて群の

所に至らしめ 5之にいひけるは我汝等の父の面を

見るに其我に對すること疇昔の如くならず然どわ

が父の神は我と偕にいますなり 6汝等がしるごと

く我力を竭して汝らの父に事へたるに 7汝等の父

我を欺きて十次もわが値を易たり然ども神彼の我

を害するを容したまはず 8彼斑駮なる者は汝の傭

値なるべしといへば群の生ところ皆斑駮なり斑入

の者は汝の値なるべしといへば群の生ところ皆斑

入なり 9斯神汝らの父の家畜を奪て我に與へたま

へり 10群の孕む時に當りて我夢に目をあげて見

しに群の上に乗る牡羊は皆斑入の者斑駮なる者白

點なる者なりき 11時に神の使者夢の中に我に言

ふヤコブよと我此にありと對へければ 12乃ち言
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ふ汝の目をあげて見よ群の上に乗る牡羊は皆斑入

の者斑駮なる者白點なる者なり我ラバンが凡て汝

に爲すところを鑒みる 13我はベテルの神なり汝

彼處にて柱に膏を沃ぎ彼處にて我に誓を立たり今

起て斯地を出て汝の親族の國に歸れと 14ラケル

とレア對て彼にいひけるは我等の父の家に尚われ

らの分あらんや我等の產業あらんや 15我等は父

に他人のごとくせらるるにあらずや其は父我等を

賣り亦我等の金を蝕减したればなり 16神がわが

父より取たまひし財寶は我等とわれらの子女の所

屬なり然ば都て神の汝に言たまひし事を爲せ 17

是に於てヤコブ起て子等と妻等を駱駝に乗せ 18

其獲たる凡の家畜と凡の所有即ちパダンアラムに

てみづから獲たるところの家畜を携へ去てカナン

の地に居所の其父イサクの所におもむけり 19時

にラバンは羊の毛を剪んとて往てありラケル其父

のテラピムを竊めり 20ヤコブは其去ことをスリ

ア人ラバンに告ずして潛に忍びいでたり 21即ち

彼その凡の所有を挈へて逃去り起て河を渡りギレ

アデの山にむかふ 22ヤコブの逃去しこと三日に

およびてラバンに聞えければ 23彼兄弟を率てそ

の後を追ひしが七日路をへてギレアデの山にて之

に追及ぬ 24神夜の夢にスリア人ラバンに臨みて

汝愼みて善も惡もヤコブに道なかれと之に告たま

へり 25ラバン遂にヤコブに追及しがヤコブは山

に天幕を張ゐたればラバンもその兄弟と共にギレ

アデの山に天幕をはれり 26而してラバン、ヤコ

ブに言けるは汝我に知しめずして忍びいで吾女等

を劍をもて執たる者のごとくにひき往り何ぞかか

る事をなすや 27何故に汝潛に逃さり我をはなれ

て忍いで我につげざりしや我歡喜と歌謠と鼗と琴

をもて汝を送りしならんを 28何ぞ我をしてわが

孫と女に接吻するを得ざらしめしや汝愚妄なる事

をなせり 29汝等に害をくはふるの能わが手にあ

り然ど汝等の父の神昨夜我に告て汝つつしみて善

も惡もヤコブに語べからずといへり 30汝今父の

家を甚く戀て歸んと願ふは善れども何ぞわが神を

竊みたるや 31ヤコブ答へてラバンにいひけるは

恐くは汝強て女を我より奪ならんと思ひて懼れた

ればなり 32汝の神を持る者を見ば之を生しおく

なかれ我等の兄弟等の前にて汝の何物我の許にあ

るかをみわけて之を汝に取れと其はヤコブ、ラケ

ルが之を竊しを知ざればなり 33是に於てラバン

、ヤコブの天幕に入りレアの天幕に入りまた二人

の婢の天幕にいりしが視いださざればレアの天幕

を出てラケルの天幕にいる 34ラケル已にテラピ

ムを執て之を駱駝の鞍の下にいれて其上に坐しけ

ればラバン遍く天幕の中をさぐりたれども見いだ

さざりき 35時にラケル父にいひけるは婦女の經

の習例の事わが身にあれば父の前に起あたはず願

くは主之を怒り給ふなかれと是をもて彼さがした

れども遂にテラピムを見いださざりき 36是に於

てヤコブ怒てラバンを謫即ちヤコブ應てラバンに

言けるは我何の愆あり何の罪ありてか汝火急く我

をおふや 37汝わが物を盡く索たるが汝の家の何

物を見いだしたるや此にわが兄弟と汝の兄弟の前

に其を置て我等二人の間をさばかしめよ 38我こ

の二十年汝とともにありしが汝の牝綿羊と牝山羊

其胎を殰ねしことなし又汝の群の牡綿羊は我食は

ざりき 39又噛裂れたる者は我これを汝の所に持

きたらずして自ら之を補へり又晝竊るるも夜竊る

るも汝わが手より之を要めたり 40我は是ありつ

晝は暑に夜は寒に犯されて目も寐るの遑なく 41

此二十年汝の家にありたり汝の二人の女の爲に十

四年汝の群のために六年汝に事たり然に汝は十次

もわが値を易たり 42若わが父の神アブラハムの

神イサクのの畏む者我とともにいますにあらざれ

ば汝今必ず我を空手にて去しめしならん神わが苦

難とわが手の勞苦をかへりみて昨夜汝を責たまへ

るなり 43ラバン應てヤコブに言けるは女等はわ

が女子等はわが子群はわが群汝が見る者は皆わが

所屬なり我今日此わが女等とその生たる子等に何

をなすをえんや 44然ば來れ我と汝二人契約をむ

すび之を我と汝の間の證憑となすべし 45是に於

てヤコブ石を執りこれを建て柱となせり 46ヤコ

ブ又その兄弟等に石をあつめよといひければ即ち

石をとりて垤を成れり斯て彼等彼處にて垤の上に

食す 47ラバン之をエガルサハドタ(證憑の垤)と

名けヤコブ之をギレアデ(證憑の垤)と名けたり 48

ラバン此垤今日われとなんぢの間の證憑たりとい

ひしによりて其名はギレアデとと稱らる 49又ミ

ヅパ(觀望樓)と稱らる其は彼我等が互にわかるる

に及べる時ねがはくはヱホバ我と汝の間を監みた

まへといひたればなり 50彼又いふ汝もしわが女

をなやまし或はわが女のほかに妻をめとらば人の

我らと偕なる者なきも神と汝のあひだにいまして

證をなしたまふ 51ラバン又ヤコブにいふ我われ

となんぢの間にたてたる此垤を視よ柱をみよ 52
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此垤證とならん柱證とならん我この垤を越て汝を

害せじ汝この垤この柱を越て我を害せざれ 53ア

ブラハムの神ナホルの神彼等の父の神われらの間

を鞫きたまへとヤコブ乃ちその父イサクの畏む者

をさして誓へり 54斯てヤコブ山にて犧牲をささ

げその兄弟を招きてパンを食しむ彼等パンを食ひ

て山に宿れり 55ラバン朝蚤に起き其孫と女に接

吻して之を祝せりしかしてラバンゆきて其所にか

へりぬ

32茲にヤコブその途に進みしが神の使者これに
あふ 2ヤコブこれを見て是は神の陣營なりと

いひてその處の名をマハナイム(二營)となづけた

り 3かくてヤコブ己より前に使者をつかはしてセ

イルの地エドムの野にをる其兄エサウの所にいた

らしむ 4即ち之に命じて言ふ汝等かくわが主エサ

ウにいふべし汝の僕ヤコブ斯いふ我ラバンの所に

寄寓て今までとどまれり 5我牛驢馬羊僕婢あり人

をつかはしてわが主に告ぐ汝の前に恩をえんこと

を願ふなりと 6使者ヤコブにかへりて言けるは我

等汝の兄エサウの許に至れり彼四百人をしたがへ

て汝をむかへんとて來ると 7是によりヤコブ大に

おそれ且くるしみ己とともにある人衆および羊と

牛と駱駝を二隊にわかちて 8言けるはエサウもし

一の隊に來りて之をうたば遺れるところの一隊逃

るべし 9ヤコブまた言けるはわが父アブラハムの

神わが父イサクの神ヱホバよ汝甞て我につげて汝

の國にかへり汝の親族に到れ我なんぢを善せんと

いひたまへり 10我はなんぢが僕にほどこしたま

ひし恩惠と眞實を一も受るにたらざるなり我わが

杖のみを持てこのヨルダンを濟りしが今は二隊と

も成にいたれり 11願くはわが兄の手よりエサウ

の手より我をすくひいだしたまへ我彼をおそる恐

くは彼きたりて我をうち母と子とに及ばん 12汝

は甞て我かならず汝を惠み汝の子孫を濱の沙の多

して數ふべからざるが如くなさんといひたまへり

と 13彼その夜彼處に宿りその手にいりし物の中

より兄エサウへの禮物をえらべり 14即ち牝山羊

二百牡山羊二十牝羊二百牡羊二十 15乳駱駝と其

子三十牝牛四十牡牛十牝の驢馬二十驢馬の子十 16

而して其群と群とをわかちて之を僕の手に授し僕

にいひけるは吾に先ちて進み群と群との間を隔て

おくべし 17又その前者に命じて言けるはわが兄

エサウ汝にあひ汝に問て汝は誰の人にして何處に

ゆくや是汝のまへなる者は誰の所有なるやといは

ば 18汝の僕ヤコブの所有にしてわが主エサウに

たてまつる禮物なり視よ彼もわれらの後にをると

いふべしと 19彼かく第二の者第三の者および凡

て群々にしたがひゆく者に命じていふ汝等エサウ

にあふ時はかくの如く之にいふべし 20且汝等い

へ視よなんぢの僕ヤコブわれらの後にをるとヤコ

ブおもへらく我わが前におくる禮物をもて彼を和

めて然るのち其面を觀ん然ば彼われを接遇ること

あらんと 21是によりて禮物かれに先ちて行く彼

は其夜陣營の中に宿りしが 22其夜おきいでて二

人の妻と二人の仕女および十一人の子を導きてヤ

ボクの渡をわたれり 23即ち彼等をみちびきて川

を渉らしめ又その有る物を渡せり 24而してヤコ

ブ一人遺りしが人ありて夜の明るまで之と角力す

25其人己のヤコブに勝ざるを見てヤコブの髀の樞

骨に觸しかばヤコブの髀の樞骨其人と角力する時

挫離たり 26其人夜明んとすれば我をさらしめよ

といひければヤコブいふ汝われを祝せずばさらし

めずと 27是に於て其人かれにいふ汝の名は何な

るや彼いふヤコブなり 28其人いひけるは汝の名

は重てヤコブととなふべからずイスラエルととな

ふべし其は汝神と人とに力をあらそひて勝たれば

なりと 29ヤコブ問て請ふ汝の名を告よといひけ

れば其人何故にわが名をとふやといひて乃ち其處

にて之を祝せり 30是を以てヤコブその處の名を

ベニエル(神の面)となづけて曰ふ我面と面をあは

せて神とあひ見てわが生命なほ存るなりと 31斯

て彼日のいづる時にベニエルを過たりしが其髀の

ために歩行はかどらざりき 32是故にイスラエル

の子孫は今日にいたるまで髀の樞の巨筋を食はず

是彼人がヤコブの髀の巨筋に觸たるによりてな

り

33爰にヤコブ目をあげて視にエサウ四百人をひ
きゐて來しかば即ち子等を分ちてレアとラケ

ルと二人の仕女とに付し 2仕女とその子等を前に

おきレアとその子等を次におきラケルとヨセフを

後におきて 3自彼等の前に進み七度身を地にかが

めて遂に兄に近づきけるに 4エサウ趨てこれを迎

へ抱きてその頸をかかへて之に接吻すしかして二

人ともに啼泣り 5エサウ目をあげて婦人と子等を

見ていひけるは是等の汝とともなる者は誰なるや

ヤコブいひけるは神が僕に授たまひし子なりと 6

時に仕女等その子とともに近よりて拜し 7レアも

亦その子とともに近よりて拜す其後にヨセフとラ
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ケルちかよりて拜す 8エサウ又いひけるは我あへ

る此諸の群は何のためなるやヤコブいふ主の目の

前に恩を獲んがためなり 9エサウいひけるは弟よ

わが有ところの者は足り汝の所有は汝自ら之を有

てよ 10ヤコブいひけるは否我もし汝の目の前に

恩をえたらんには請ふわが手よりこの禮物を受よ

我汝の面をみるに神の面をみるがごとくなり汝ま

た我をよろこぶ 11神我をめぐみたまひて我が有

ところの者足りされば請ふわが汝にたてまつる禮

物を受よと彼に強ければ終に受たり 12エサウい

ひけるは我等いでたちてゆかん我汝にさきだつべ

し 13ヤコブ彼にいひけるは主のしりたまふごと

く子等は幼弱し又子を持る羊と牛と我にしたがふ

若一日これを驅すごさば群みな死ん 14請ふわが

主僕にさきだちて進みたまへ我はわが前にゆくと

ころの家畜と子女に足にまかせて徐に導きすすみ

セイルにてわが主に詣らん 15エサウいひけるは

然ば我わがひきゐる人數人を汝の所にのこさんヤ

コブいひけるは何ぞ此を須んや我をして主の目の

前に恩を得せしめよ 16是に於てエサウは此日そ

の途にしたがひてセイルに還りぬ 17斯てヤコブ

、スコテに進みて己のために家を建て又家畜のた

めに廬を作れり是によりて其處の名をスコテ(廬

)といふ 18ヤコブ、パダンアラムより來りて恙な

くカナンの地にあるシケムの邑に至り邑の前にそ

の天幕を張り 19遂にその天幕をはりしところの

野をシケムの父ハモルの子等の手により金百枚に

て購とり 20彼處に壇をきづきて之をエル、エロ

ヘ、イスラエル(イスラエルの神なる神)となづけ

たり

34レアのヤコブに生たる女デナその國の婦女を
見んとていでゆきしが 2その國の君主なるヒ

ビ人ハモルの子シケムこれを見て之をひきいれこ

れと寢てこれを辱しむ 3而してその心ふかくヤコ

ブの女デナを戀ひて彼此女を愛しこの女の心をい

ひなだむ 4斯てシケムその父ハモルに語り此少き

女をわが妻に獲よといへり 5ヤコブ彼がその女子

デナを汚したることを聞しかどもその子等家畜を

牧て野にをりしによりて其かへるまでヤコブ默し

ゐたり 6シケムの父ハモル、ヤコブの許にいでき

たりて之と語らふ 7茲にヤコブの子等野より來り

しが之を聞しかば其人々憂へかつ甚く怒れり是は

シケムがヤコブの女と寢てイスラエルに愚なる事

をなしたるに因り是のごとき事はなすべからざる

者なればなり 8ハモル彼等に語りていひけるはわ

が子シケム心になんぢの女を戀ふねがはくは彼を

シケムにあたへて妻となさしめよ 9汝ら我らと婚

姻をなし汝らの女を我らにあたへ我らの女汝らに

娶れ 10かくして汝等われらとともに居るべし地

は汝等の前にあり此に住て貿易をなし此にて產業

を獲よ 11シケム又デナの父と兄弟等にいひける

は我をして汝等の目のまへに恩を獲せしめよ汝ら

が我にいふところの者は我あたへん 12いかに大

なる聘物と禮物を要るも汝らがわれに言ふごとく

あたへん唯この女を我にあたへて妻となさしめよ

13ヤコブの子等シケムとその父ハモルに詭りて答

へたり即ちシケムがその妹デナを汚したるにより

て 14彼等これに語りていひけるは我等この事を

爲あたはず割禮をうけざる者にわれらの妹をあた

ふるあたはず是われらの恥辱なればなり 15然ど

斯せば我等汝らに允さん若し汝らの中の男子みな

割禮をうけてわれらの如くならば 16我等の女子

を汝等にあたへ汝らの女子をわれらに娶り汝らと

偕にをりて一の民とならん 17汝等もし我等に聽

ずして割禮をうけずば我等女子をとりて去べしと

18彼等の言ハモルとハモルの子シケムの心にかな

へり 19此若き人ヤコブの女を愛するによりて其

事をなすを遲せざりき彼はその父の家の中にて最

貴れたる者なり 20ハモルとその子シケム乃ちそ

の邑の門にいたり邑の人々に語りていひけるは 21

是人々は我等と睦し彼等をして此地に住て此に貿

易をなさしめよ地は廣くして彼らを容るにたるな

り我ら彼らの女を妻にめとり我らの女をかれらに

與へん 22若唯われらの中の男子みな彼らが割禮

をうくるごとく割禮を受なば此人々われらに聽て

我等と偕にをり一の民となるべし 23然ばかれら

の家畜と財產と其諸の畜は我等が所有となるにあ

らずや只かれらに聽んしからば彼らわれらととも

にをるべしと 24邑の門に出入する者みなハモル

とその子シケムに聽したがひ邑の門に出入する男

子皆割禮を受たり 25斯て三日におよび彼等その

痛をおぼゆる時ヤコブの子二人即ちデナの兄弟な

るシメオンとレビ各劍をとり往て思よらざる時に

邑を襲ひ男子を悉く殺し 26利刄をもてハモルと

その子シケムをころしシケムの家よりデナを携へ

いでたり 27而してヤコブの子等ゆきて其殺され

し者を剥ぎ其邑をかすめたり是彼等がその妹を汚

したるによりてなり 28またその羊と牛と驢馬お
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よびその邑にある者と野にある者 29並にその諸

の貨財を奪ひその子女と妻等を悉く擄にし家の中

なる物を悉く掠めたり 30ヤコブ、シメオンとレ

ビに言けるは汝等我を累はし我をして此國の人即

ちカナン人とベリジ人の中に避嫌れしむ我は數す

くなければ彼ら集りて我をせめ我をころさん然ば

我とわが家滅さるべし 31彼らいふ彼豈われらの

妹を娼妓のごとくしてよからんや

35茲に神ヤコブに言たまひけるは起てベテルに
のぼりて彼處に居り汝が昔に兄エサウの面を

さけて逃る時に汝にあらはれし神に彼處にて壇を

きづけと 2ヤコブ乃ちその家人および凡て己とと

もなる者にいふ汝等の中にある異神を棄て身を清

めて衣服を易よ 3我等起てベテルにのぼらん彼處

にて我わが苦患の日に我に應へわが往ところの途

にて我とともに在せし神に壇をきづくべし 4是に

於て彼等その手にある異神およびその耳にある耳

環を盡くヤコブに與へしかばヤコブこれをシケム

の邊なる橡樹の下に埋たり 5斯て彼等いでたちし

が神其四周の邑々をして懼れしめたまひければヤ

コブの子の後を追ふ者なかりき 6ヤコブ及び之と

共なる諸の人遂にカナンの地にあるルズに至る是

即ちベテルなり 7彼かしこに壇をきづき其處をエ

ルベテルと名けたり是は兄の面をさけて逃る時に

神此にて己にあらはれ給しによりてなり 8時にリ

ベカの乳媼デボラ死たれば之をベテルの下にて橡

樹の下に葬れり是によりてその樹の名をアロンバ

クテ(哀哭の橡)といふ 9ヤコブ、パダンアラムよ

り歸りし時神復これにあらはれて之を祝したまふ

10神かれに言たまはく汝の名はヤコブといふ汝の

名は重てヤコブとよぶべからずイスラエルを汝の

名となすべしとその名をイスラエルと稱たまふ 11

神また彼にいひたまふ我は全能の神なり生よ殖よ

國民および多の國民汝よりいで又王等なんぢの腰

よりいでん 12わがアブラハムおよびイサクに與

し地は我これを汝にあたへん我なんぢの後の子孫

にその地をあたふべしと 13神かれと言たまひし

處より彼をはなれて昇りたまふ 14是に於てヤコ

ブ神の己と言いひたまひし處に柱すなはち石の柱

を立て其上に酒を灌ぎまた其上に膏を沃げり 15

而してヤコブ神の己にものいひたまひし處の名を

ベテルとなづけたり 16かくてヤコブ等ベテルよ

りいでたちしがエフラタに至るまでは尚路の隔あ

る處にてラケル產にのぞみその產おもかりき 17

彼難產にのぞめる時產婆之にいひけるは懼るなか

れ汝また此男の子を得たり 18彼死にのぞみてそ

の魂さらんとする時その子の名をベノニ(吾苦痛

の子)と呼たり然ど其父これをベニヤミン(右手の

子)となづけたり 19ラケル死てエフラタの途に葬

らる是即ちベテレヘムなり 20ヤコブその墓に柱

を立たり是はラケルの墓の柱といひて今日まで在

り 21イスラエル復いでたちてエダルの塔の外に

その天幕を張り 22イスラエルかの地に住る時に

ルベン往て父の妾ビルハと寢たりイスラエルこれ

を聞く夫ヤコブの子は十二人なり 23即ちレアの

子はヤコブの長子ルベンおよびシメオン、レビ、

ユダ、イッサカル、ゼブルンなり 24ラケルの子

はヨセフとベニヤミンなり 25ラケルの仕女ビル

ハの子はダンとナフタリなり 26レアの仕女ジル

パの子はガドとアセルなり是等はヤコブの子にし

てパダンアラムにて彼に生れたる者なり 27ヤコ

ブ、キリアテアルバのマムレにゆきてその父イサ

クに至れり是すなはちヘブロンなり彼處はアブラ

ハムとイサクの寄寓しところなり 28イサクの齡

は百八十歳なりき 29イサク老て年滿ち氣息たえ

死にて其民にくははれりその子エサウとヤコブ之

をはうむる

36エサウの傳はかくのごとしエサウはすなはち
エドムなり 2エサウ、カナンの女の中より妻

をめとれり即ちヘテ人エロンの女アダおよびヒビ

人ヂベオンの女なるアナの女アホリバマ是なり 3

又イシマエルの女ネバヨテの妹バスマテをめとれ

り 4アダはエリパズをエサウに生みバスマテはリ

ウエルを生み 5アホリバマはヱウシ、ヤラムおよ

びコラを生り是等はエサウの子にしてカナンの地

に於て彼に生れたる者なり 6エサウその妻と子女

およびその家の諸の人並に家畜と諸の畜類および

そのカナンの地にて獲たる諸の物を挈へて弟ヤコ

ブをはなれて他の地にゆけり 7其は二人の富有多

くして倶にをるあたはざればなり彼らが寄寓しと

ころの地はかれらの家畜のためにかれらを容るを

えざりき 8是に於てエサウ、セイル山に住りエサ

ウはすなはちエドムなり 9セイル山にをりしエド

ミ人の先祖エサウの傳はかくのごとし 10エサウ

の子の名は左のごとしエサウの妻アダの子はエリ

パズ、エサウの妻バスマテの子はリウエル 11エ

リパズの子はテマン、オマル、ゼポ、ガタムおよ

びケナズなり 12テムナはエサウの子エリパズの
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妾にしてアマレクをエリパズに生り是等はエサウ

の妻アダの子なり 13リウエルの子は左の如しナ

ハテ、ゼラ、シヤンマおよびミザ是等はエサウの

妻バスマテの子なり 14ヂベオンの女なるアナの

女にしてエサウの妻なるアホリバマの子は左のご

とし彼ヱウシ、ヤラムおよびコラをエサウに生り

15エサウの子孫の侯たる者は左のごとしエサウの

冢子エリパスの子にはテマン侯オマル侯ゼボ侯ケ

ナズ侯 16コラ侯ガタム侯アマレク侯是等はエリ

パズよりいでたる侯にしてエドムの地にありき是

等はアダの子なり 17エサウの子リウエルの子は

左のごとしナハテ侯ゼラ侯シヤンマ侯ミザ侯是等

はリウエルよりいでたる侯にしてエドムの地にあ

りき是等はエサウの妻バスマテの子なり 18エサ

ウの妻アホリバマの子は左のごとしヱウシ侯ヤラ

ム侯コラ侯是等はアナの女にしてエサウの妻なる

アホリバマよりいでたる侯なり 19是等はエサウ

すなはちエドムの子孫にしてその侯たる者なり 20

素より此地に住しホリ人セイルの子は左のごとし

ロタン、シヨバル、ヂベオン、アナ 21デシヨン

、エゼル、デシヤン是等はセイルの子ホリ人の中

の侯にしてエドムの地にあり 22ロタンの子はホ

リ、ヘマムなりロタンの妹はテムナ 23シヨバル

の子は左のごとしアルワン、マナハテ、エバル、

シボ、オナム 24ヂベオンの子は左のごとし即ち

アヤとアナ此アナその父ヂベオンの驢馬を牧をり

し時曠野にて温泉を發見り 25アナの子は左のご

としデシヨンおよびアホリバマ、アホリバマはア

ナの女なり 26デシヨンの子は左のごとしヘムダ

ン、エシバン、イテラン、ケラン 27エゼルの子

は左のごとしビルハン、ザワン、ヤカン 28デシ

ヤンの子は左のごとしウヅ、アラン 29ホリ人の

侯たる者は左のごとしロタン侯シヨバル侯ヂベオ

ン侯アナ侯 30デシヨン侯エゼル侯デシヤン侯是

等はホリ人の侯にしてその所領にしたがひてセイ

ルの地にあり 31イスラエルの子孫を治むる王い

まだあらざる前にエドムの地を治めたる王は左の

ごとし 32ベオルの子ベラ、エドムに王たりその

都の名はデナバといふ 33ベラ薨てボヅラのゼラ

の子ヨバブ之にかはりて王となる 34ヨバブ薨て

テマン人の地のホシヤムこれにかはりて王となる

35ホシヤム薨てベダデの子ハダデの子ハダこれに

代て王となる彼モアブの野にてミデアン人を撃し

ことあり其邑の名はアビテといふ 36ハダデ薨て

マスレカのサムラこれにかはりて王となる 37サ

ラム薨て河の旁なるレホボテのサウル之にかはり

て王となる 38サウル薨てアクボルの子バアルハ

ナンこれに代りて王となる 39アクボルの子バア

ルハナン薨てハダル之にかはりて王となる其都の

名はパウといふその妻の名はメヘタベルといひて

マテレデの女なりマテレデはメザハブの女なり 40

エサウよりいでたる侯の名はその宗族と居處と名

に循ひていへば左のごとしテムナ侯アルワ侯エテ

テ侯 41アホリバマ侯エラ侯ピノン侯 42ケナズ侯

テマン侯ミブザル侯 43マグデエル侯イラム侯是

等はエドムの侯にして其領地の居處によりて言る

者なりエドミ人の先祖はエサウ是なり

37ヤコブはカナンの地に住り即ちその父が寄寓
し地なり 2ヤコブの傳は左のごとしヨセフ十

七歳にしてその兄弟と偕に羊を牧ふヨセフは童子

にしてその父の妻ビルハの子およびジルパの子と

侶たりしが彼等の惡き事を父につぐ 3ヨセフは老

年子なるが故にイスラエルその諸の兄弟よりも深

くこれを愛しこれがために綵る衣を製れり 4その

兄弟等父がその諸の兄弟よりも深く彼を愛するを

見て彼を惡み穩和に彼にものいふことを得せざり

き 5茲にヨセフ夢をみてその兄弟に告ければ彼等

愈これを惡めり 6ヨセフ彼等にいひけるは請ふわ

が夢たる此夢を聽け 7我等田の中に禾束をむすび

居たるにわが禾束おき且立り而して汝等の禾束環

りたちてわが禾束を拜せり 8その兄弟等之にいひ

けるは汝眞にわれらの君となるや眞に我等ををさ

むるにいたるやとその夢とその言のために益これ

を惡めり 9ヨセフ又一の夢をみて之をその兄弟に

述ていひけるは我また夢をみたるに日と月と十一

の星われを拜せりと 10則ちこれをその父と兄弟

に述ければ父かれを戒めて彼にいふ汝が夢しこの

夢は何ぞや我と汝の母となんぢの兄弟と實にゆき

て地に鞠て汝を拜するにいたらんやと 11斯しか

ばその兄弟かれを嫉めり然どその父はこの言をお

ぼえたり 12茲にその兄弟等シケムにゆきて父の

羊を牧ゐたりしかば 13イスラエル、ヨセフにい

ひけるは汝の兄弟はシケムにて羊を牧をるにあら

ずや來れ汝を彼等につかはさんヨセフ父にいふ我

ここにあり 14父かれにいひけるは請ふ往て汝の

兄弟と群の恙なきや否を見てかへりて我につげよ

と彼をヘブロンの谷より遣はしければ遂にシケム

に至る。 15或人かれに遇ふに彼野にさまよひを
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りしかば其人かれに問て汝何をたづぬるやといひ

ければ 16彼いふ我はわが兄弟等をたづぬ請ふか

れらが羊をかひをる所をわれに告よ 17その人い

ひけるは彼等は此をされり我かれらがドタンにゆ

かんといふを聞たりと是に於てヨセフその兄弟の

後をおひゆきドタンにて之に遇ふ 18ヨセフの彼

等に近かざる前に彼ら之を遙に見てこれを殺さん

と謀り 19互にいひけるは視よ作夢者きたる 20去

來彼をころして阱に投いれ或惡き獸これを食たり

と言ん而して彼の夢の如何になるかを觀るべし 21

ルベン聞てヨセフを彼等の手より拯ひださんとし

て言けるは我等これを殺すべからず 22ルベンま

た彼らにいひけるは血をながすなかれ之を曠野の

此阱に投いれて手をこれにつくるなかれと是は之

を彼等の手よりすくひだして父に歸んとてなりき

23茲にヨセフ兄弟の許に到りければ彼等ヨセフの

衣即ちその着たる綵る衣を褫ぎ 24彼を執て阱に

投いれたり阱は空にしてその中に水あらざりき 25

斯して彼等坐てパンを食ひ目をあげて見しに一群

のイシマエル人駱駝に香物と乳香と沒藥をおはせ

てエジプトにくだりゆかんとてギレアデより來る

26ユダその兄弟にいひけるは我儕弟をころしてそ

の血を匿すも何の益かあらん 27去來彼をイシマ

エル人に賣ん彼は我等の兄弟われらの肉なればわ

れらの手をかれにつくべからずと兄弟等これを善

とす 28時にミデアンの商旅經過ければヨセフを

阱よりひきあげ銀二十枚にてヨセフをイシマエル

人に賣り彼等すなはちヨセフをエジプトにたづさ

へゆきぬ 29茲にルベンかへりて阱にいたり見し

にヨセフ阱にをらざりしかばその衣を裂き 30兄

弟の許にかへりて言ふ童子はをらず嗚呼我何處に

ゆくべきや 31斯て彼等ヨセフの衣をとり牡山羊

の羔をころしてその衣を血に濡し 32その綵る衣

を父におくり遣していひけるは我等これを得たり

なんぢの子の衣なるや否を知れと 33父これを知

りていふわが子の衣なり惡き獸彼をくらへりヨセ

フはかならずさかれしならんと 34ヤコブその衣

を裂き麻布を腰にまとひ久くその子のためになげ

けり 35その子女みな起てかれを慰むれどもその

慰謝をうけずして我は哀きつつ陰府にくだりて我

子のもとにゆかんといふ斯その父かれのために哭

ぬ (Sheol h7585) 36偖ミデアン人はエジプトにてパロ

の侍衞の長ポテパルにヨセフを賣り

38當時ユダ兄弟をはなれて下りアドラム人名は
ヒラといふ者の近邊に天幕をはりしが 2ユダ

かしこにてカナン人名はシュアといふ者の女子を

見これを娶りてその所にいる 3彼はらみて男子を

生みければユダその名をエルとなづく 4彼ふたた

び孕みて男子を生みその名をオナンとなづけ 5ま

たかさねて孕みて男子を生みてその名をシラとな

づく此子をうみける時ユダはクジブにありき 6ユ

ダその長子エルのために妻をむかふその名をタマ

ルといふ 7ユダの長子エル、ヱホバの前に惡をな

したればヱホバこれを死しめたまふ 8茲にユダ、

オナンにいひけるは汝の兄の妻の所にいりて之を

めとり汝の兄をして子をえせしめよ 9オナンその

子の己のものとならざるを知たれば兄の妻の所に

いりし時兄に子をえせしめざらんために地に洩し

たり 10斯なせし事ヱホバの目に惡かりければヱ

ホバ彼をも死しめたまふ 11ユダその媳タマルに

いひけるは嫠婦となりて汝の父の家にをりわが子

シラの人となるを待てと恐らくはシラも亦その兄

弟のごとく死るならんとおもひたればなりタマル

すなはち往てその父の家にをる 12日かさなりて

後シュアの女ユダの妻死たりユダ慰をいれてその

友アドラム人ヒラとともにテムナにのぼりその羊

毛を剪る者の所にいたる 13茲にタマルにつげて

視よなんぢの舅はその羊の毛を剪んとてテムナに

のぼるといふ者ありしかば 14彼その嫠の服を脱

すて被衣をもて身をおほひつつみテムナの途の側

にあるエナイムの入口に坐す其はシラ人となりた

れども己これが妻にせられざるを見たればなり 15

彼その面を蔽ひゐたりしかばユダこれを見て娼妓

ならんとおもひ 16途の側にて彼に就き請ふ來り

て我をして汝の所にいらしめよといふ其はその子

の妻なるをしらざればなり彼いひけるは汝何を我

にあたへてわが所にいらんとするや 17ユダいひ

けるは我群より山羊の羔をおくらん彼いふ汝其を

おくるまで質をあたへんか 18ユダ何の質をなん

ぢに與ふべきやといふに彼汝の印と綬と汝の手の

杖をといひければ即ちこれを與へて彼の所にいり

ぬ彼ユダに由て姙めり 19彼起て去りその被衣を

ぬぎすて嫠婦の服をまとふ 20かくてユダ婦の手

より質をとらんとてその友アドラム人の手に托し

て山羊の羔をおくりけるが彼婦を見ざれば 21そ

の處の人に問て途の側なるエナイムの娼妓は何處

にをるやといふに此には娼妓なしといひければ 22
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ユダの許にかへりていふ我彼を見いださず亦その

處の人此には娼妓なしといへりと 23ユダいひけ

るは彼にとらせおけ恐くはわれら笑抦とならん我

この山羊の羔をおくりたるに汝かれを見ざるなり

と 24三月ばかりありて後ユダに告る者ありてい

ふ汝の媳タマル姦淫をなせり亦その姦淫によりて

妊めりユダいひけるは彼を曵いだして焚べし 25

彼ひきいだされし時その舅にいひつかはしけるは

是をもてる人によりて我は妊りと彼すなはち請ふ

この印と綬と杖は誰の所屬なるかを辨別よといふ

26ユダこれを見識ていひけるは彼は我よりも正し

われ彼をわが子わがシラにあたへざりしによりて

なりと再びこれを知らざりき 27かくて產の時に

いたりて見るにその胎に孿あり 28その產時手出

しかば產婆是首にいづといひて絳き線をとりてそ

の手にしばりしが 29手を引こむるにあたりて兄

弟いでたれば汝なんぞ圻いづるやその圻汝に歸せ

んといへり故にその名はペレヅ(圻)と稱る 30そ

の兄弟手に絳線のある者後にいづその名はゼラと

よばる

39ヨセフ挈へられてエジプトにくだりしがエジ
プト人ポテパル、パロの臣侍衞の長なる者彼

を其處にたづさへくだれるイシマエル人の手より

これを買ふ 2ヱホバ、ヨセフとともに在す彼享通

者となりてその主人なるエジプト人の家にをる 3

その主人ヱホバの彼とともにいますを見またヱホ

バがかれの手の凡てなすところを享通しめたまふ

を見たり 4是によりてヨセフ彼の心にかなひて其

近侍となる彼ヨセフにその家を宰どらしめその所

有を盡くその手に委たり 5彼ヨセフにその家とそ

の有る凡の物をつかさどらせし時よりしてヱホバ

、ヨセフのために其エジプト人の家を祝みたまふ

即ちヱホバの祝福かれが家と田に有る凡の物にお

よぶ 6彼その有る物をことごとくヨセフの手にゆ

だねその食ふパンの外は何もかへりみざりき夫ヨ

セフは容貌麗しくして顏美しかりき 7これらの事

の後その主人の妻ヨセフに目をつけて我と寢よと

いふ 8ヨセフ拒みて主人の妻にいひけるは視よわ

が主人の家の中の物をかへりみずその有るものこ

とごとくわが手に委ぬ 9この家には我より大なる

ものなし又主人何をも我に禁ぜず只汝を除くのみ

汝はその妻なればなり然ば我いかで此おほいなる

惡をなして神に罪ををかすをえんや 10彼日々に

ヨセフに言よりたれどもヨセフきかずして之とい

ねず亦與にをらざりき 11當時ヨセフその職をな

さんとて家にいりしが家の人一箇もその内にをら

ざりき 12時に彼婦その衣を執て我といねよとい

ひければヨセフ衣を彼の手に棄おきて外に遁いで

たり 13彼ヨセフがその衣を己の手に棄おきて遁

いでしを見て 14その家の人々を呼てこれにいふ

視よヘブル人を我等の所につれ來て我等にたはむ

れしむ彼我といねんとて我の所にいり來しかば我

大聲によばはれり 15彼わが聲をあげて呼はるを

聞しかばその衣をわが許にすておきて外に遁いで

たりと 16其衣を傍に置て主人の家に歸るを待つ

17かくて彼是言のごとく主人につげていふ汝が我

らに携へきたりしヘブルの僕われにたはむれんと

て我許にいりきたりしが 18我聲をあげてよばは

りしかばその衣を我許にすておきて遁いでたり 19

主人その妻が己につげて汝の僕斯のごとく我にな

せりといふ言を聞て怒を發せり 20是に於てヨセ

フの主人彼を執へて獄にいる其獄は王の囚徒を繋

ぐ所なりヨセフ彼處にて獄にをりしが 21ヱホバ

、ヨセフとともに在して之に仁慈を加へ典獄の恩

顧をこれにえさせたまひければ 22典獄獄にある

囚人をことごとくヨセフの手に付せたり其處にな

す所の事は皆ヨセフこれをなすなり 23典獄その

まかせたる所の事は何をもかへりみざりき其はヱ

ホバ、ヨセフとともにいませばなりヱホバかれの

なすところをさかえしめたまふ

40これらの事の後エジプト王の酒人と膳夫その
主エジプト王に罪ををかす 2パロその二人の

臣すなはち酒人の長と膳夫の長を怒りて 3之を侍

衞の長の家の中なる獄に幽囚ふヨセフが繋れをる

所なり 4侍衞の長ヨセフをして彼等の側に侍しめ

たればヨセフ之につかふ彼等幽囚れて日を經たり

5茲に獄に繋れたるエジプト王の酒人と膳夫の二

人ともに一夜の中に各夢を見たりその夢はおのお

んおのその解明にかなふ 6ヨセフ朝に及びて彼等

の所に入て視るに彼等物憂に見ゆ 7是に於てヨセ

フその主人の家に己とともに幽囚をるパロの臣に

問て汝等なにゆゑに今日は顏色あやしきやといふ

に 8彼等これにいふ我等夢を見たれど之を解く者

なしとヨセフ彼等にいひけるは解く事は神による

にあらずや請ふ我に述よ 9酒人の長その夢をヨセ

フに述て之にいふ我夢の中に見しにわが前に一の

葡萄樹あり 10その樹に三の枝あり芽いで花ひら

きて葡萄なり球をなして熟たるがごとくなりき 11
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時にパロの爵わが手にあり我葡萄を摘てこれをパ

ロの爵に搾りその爵をパロの手に奉たり 12ヨセ

フ彼にいひけるはその解明は是のごとし三の枝は

三日なり 13今より三日の中にパロなんぢの首を

擧げ汝を故の所にかへさん汝は曩に酒人たりし時

になせし如くパロの爵をその手に奉ぐるにいたら

ん 14然ば請ふ汝善ならん時に我をおもひて我に

恩惠をほどこし吾事をパロにのべてこの家よりわ

れを出せ 15我はまことにヘブル人の地より掠れ

來しものなればなりまた此にても我は牢にいれら

るるがごとき事はなさざりしなり 16茲に膳夫の

長その解明の善りしを見てヨセフにいふ我も夢を

得て見たるに白きパン三筐わが首にありて 17そ

の上の筐には膳夫がパロのために作りたる各種の

饌ありしが鳥わが首の筐の中より之をくらへり 18

ヨセフこたへていひけるはその解明はかくのごと

し三の筐は三日なり 19今より三日の中にパロ汝

の首を擧はなして汝を木に懸んしかして鳥汝の肉

をくらひとるべしと 20第三日はパロの誕辰なれ

ばパロその諸の臣僕に筵席をなし酒人の長と膳夫

の長をして首をその臣僕の中に擧しむ 21即ちパ

ロ酒人の長をその職にかへしければ彼爵をパロの

手に奉たり 22されど膳夫の長は木に懸らるヨセ

フの彼等に解明せるがごとし 23然るに酒人の長

ヨセフをおぼえずして之を忘れたり

41二年の後パロ夢ることあり即ち河の濱にたち
て 2視るに七の美しき肥たる牝牛河よりのぼ

りて葦を食ふ 3その後また七の醜き痩たる牛河よ

りのぼり河の畔にて彼牛の側にたちしが 4その醜

き痩たる牛かの美しき肥たる七の牛を食ひつくせ

りパロ是にいたりて寤む 5彼また寢て再び夢るに

一の莖に七の肥たる佳き穗いできたる 6其のちに

又しなびて東風に燒たる七の穗いできたりしが 7

その七のしなびたる穗かの七の肥實りたる穗を呑

盡せりパロ寤て見に夢なりき 8パロ朝におよびて

その心安からず人をつかはしてエジプトの法術士

とその博士を皆ことごとく召し之にその夢を述た

り然ど之をパロに解うる者なかりき 9時に酒人の

長パロに告ていふ我今日わが過をおもひいづ 10

甞てパロその僕を怒て我と膳夫の長を侍衞の長の

家に幽囚へたまひし時 11我と彼ともに一夜のう

ちに夢み各その解明にかなふ夢をみたりしが 12

彼處に侍衞の長の僕なる若きヘブル人我らと偕に

あり我等これにのべたれば彼われらの夢を解その

夢にしたがひて各人に解明をなせり 13しかして

其事かれが解たるごとくなりて我はわが職にかへ

り彼は木に懸らる 14是に於てパロ人をやりてヨ

セフを召しければ急ぎてこれを獄より出せりヨセ

フすなはち髭を薙り衣をかへてパロの許にいり來

る 15パロ、ヨセフにいひけるは我夢をみたれど

之をとく者なし聞に汝は夢をききて之を解くこと

をうると云ふ 16ヨセフ、パロにこたへていひけ

るは我によるにあらず神パロの平安を告たまはん

17パロ、ヨセフにいふ我夢に河の岸にたちて見る

に 18河より七の肥たる美しき牝牛のぼりて葦を

食ふ 19後また弱く甚だ醜き瘠たる七の牝牛のぼ

りきたる其惡き事エジプト全國にわが未だ見ざる

ほどなり 20その瘠たる醜き牛初の七の肥たる牛

を食ひつくしたりしが 21已に腹にいりても其腹

にいりし事しれず尚前のごとく醜かりき我是にい

たりて寤めたり 22我また夢に見るに七の實たる

佳き穗一の莖にいできたる 23その後にまたいぢ

け萎びて東風にやけたる七の穗生じたりしが 24

そのしなびたる穗かの七の佳穗を呑つくせり我こ

れを法術士に告たれどもわれにこれをしめすもの

なし 25ヨセフ、パロにいひけるはパロの夢は一

なり神その爲んとする所をパロに示したまへるな

り 26七の美牝牛は七年七の佳穗も七年にして夢

は一なり 27其後にのぼりし七の瘠たる醜き牛は

七年にしてその東風にやけたる七の空穗は七年の

饑饉なり 28是はわがパロに申すところなり神そ

のなさんとするところをパロにしめしたまふ 29

エジプトの全地に七年の大なる豐年あるべし 30

その後に七年の凶年おこらん而してエジプトの地

にありし豐作を皆忘るにいたるべし饑饉國を滅さ

ん 31後にいたるその饑饉はなはだはげしきによ

り前の豐作國の中に知れざるにいたらん 32パロ

のふたたび夢をかさね見たまひしは神がこの事を

さだめて速に之をなさんとしたまふなり 33され

ばパロ慧く賢き人をえらみて之にエジプトの國を

治めしめたまふべし 34パロこれをなし國中に官

吏を置てその七年の豐年の中にエジプトの國の五

分の一を取たまふべし 35而して其官吏をして來

らんとするその善き年の諸の糧食を斂めてその穀

物をパロの手に蓄へしめ糧食を邑々にかこはしめ

たまふべし 36その糧食を國のために畜藏へおき

てエジプトの國にのぞむ七年の饑饉に備へ國をし

て饑饉のために滅ざらしむべし 37パロとその諸
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の臣僕此事を善とす 38是に於てパロその臣僕に

いふ我等神の靈のやどれる是のごとき人を看いだ

すをえんやと 39しかしてパロ、ヨセフにいひけ

るは神是を盡く汝にしめしたまひたれば汝のごと

く慧く賢き者なかるべし 40汝わが家を宰るべし

わが民みな汝の口にしたがはん唯位においてのみ

我は汝より大なるべし 41パロ、ヨセフにいひけ

るは視よ我汝をエジプト全國の冢宰となすと 42

パロすなはち指環をその手より脱して之をヨセフ

の手にはめ之を白布を衣せ金の索をその項にかけ

43之をして己のもてる次の輅に乗しめ下にゐよと

其前に呼しむ是彼をエジプト全國の冢宰となせり

44パロ、ヨセフにいひけるは我はパロなりエジプ

ト全國に汝の允准をえずして手足をあぐる者なか

るべしと 45パロ、ヨセフの名をザフナテパネア

と名けまたオンの祭司ポテパルの女アセナテを之

にあたへて妻となさしむヨセフいでてエジプトの

地をめぐる 46ヨセフはエジプトの王パロのまへ

に立し時三十歳なりきヨセフ、パロのまへを出て

遍くエジプトの地を巡れり 47七年の豐年の中に

地山なして物を生ず 48ヨセフすなはちエジプト

の地にありしその七年の糧食を斂めてその糧食を

邑々に藏む即ち邑の周圍の田圃の糧食を其邑の中

に藏む 49ヨセフ海隅の沙のごとく甚だ多く穀物

を儲へ遂に數ふることをやむるに至る其は數かぎ

り無ればなり 50饑饉の歳のいたらざる前にヨセ

フに二人の子うまる是はオンの祭司ポテパルの女

アセナテの生たる者なり 51ヨセフその冢子の名

をマナセ(忘)となづけて言ふ神我をしてわが諸の

苦難とわが父の家の凡の事をわすれしめたまふと

52又次の子の名をエフライム(多く生る)となづけ

ていふ神われをしてわが艱難の地にて多くの子を

えせしめたまふと 53爰にエジプトの國の七年の

豐年をはり 54ヨセフの言しごとく七年の凶年き

たりはじむその饑饉は諸の國にあり然どエジプト

全國には食物ありき 55エジプト全國饑し時民さ

けびてパロに食物を乞ふパロ、エジプトの諸の人

にいひけるはヨセフに往け彼が汝等にいふところ

をなせと 56饑饉全地の面にありヨセフすなはち

諸の倉廩をひらきてエジプト人に賣わたせり饑饉

ますますエジプトの國にはげしくなる 57饑饉諸

の國にはげしくなりしかば諸國の人エジプトにき

たりヨセフにいたりて穀物を買ふ

42ヤコブ、エジプトに穀物あるを見しかばその
子等にいひけるは汝等なんぞたがひに面を見

あはするや 2ヤコブまたいふ我エジプトに穀物あ

りと聞り彼處にくだりて彼處より我等のために買

きたれ然らばわれら生るを得て死をまぬかれんと

3ヨセフの十人の兄弟エジプトにて穀物をかはん

とて下りゆけり 4されどヨセフの弟ベニヤミンは

ヤコブこれをその兄弟とともに遣さざりきおそら

くは災難かれの身にのぞむことあらんと思たれば

なり 5イスラエルの子等穀物を買んとて來る者と

ともに來る其はカナンの地に饑饉ありたればなり

6時にヨセフは國の總督にして國の凡の人に賣こ

とをなせりヨセフの兄弟等來りてその前に地に伏

て拜す 7ヨセフその兄弟を見てこれを知たれども

知ざる者のごとくして荒々しく之にものいふ即ち

彼等に汝等は何處より來れるやといへば彼等いふ

糧食を買んためにカナンの地より來れりと 8ヨセ

フはその兄弟をしりたれども彼等はヨセフをしら

ざりき 9ヨセフその昔に彼等の事を夢たる夢をを

憶いだし彼等に言けるは汝等は間者にして此國の

隙を窺んとて來れるなり 10彼等之にいひけるは

わが主よ然らず唯糧食をかはんとて僕等は來れる

なり 11我等はみな一箇の人の子にして篤實なる

者なり僕等は間者にあらず 12ヨセフ彼等にいひ

けるは否汝等は此地の隙を窺んとて來れるなり 13

彼等いひけるは僕等は十二人の兄弟にしてカナン

の地の一箇の人の子なり季子は今日父とともにを

る又一人はをらずなりぬ 14ヨセフかれらにいひ

けるはわが汝等につげて汝等は間者なりといひし

はこの事なり 15汝等斯してその眞實をあかすべ

しパロの生命をさして誓ふ汝等の末弟ここに來る

にあらざれば汝等は此をいづるをえじ 16汝等の

一人をやりて汝等の弟をつれきたらしめよ汝等を

ば繋ぎおきて汝等の言をためし汝らの中に眞實あ

るや否をみんパロの生命をさして誓ふ汝等はかな

らず間者なりと 17彼等を皆ともに三日のあひだ

幽囚おけり 18三日におよびてヨセフ彼等にいひ

けるは我神を畏る汝等是なして生命をえよ 19汝

等もし篤實なる者ならば汝らの兄弟の一人をして

この獄に繋れしめ汝等は穀物をたづさへゆきてな

んぢらの家々の饑をすくへ 20但し汝らの末弟を

我につれきたるべしさすればなんぢらの言の眞實

あらはれて汝等死をまぬかるべし彼等すなはち斯

なせり 21茲に彼らたがひに言けるは我等は弟の
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事によりて信に罪あり彼等は彼が我らに只管にね

がひし時にその心の苦を見ながら之を聽ざりき故

にこの苦われらにのぞめるなり 22ルベンかれら

に對ていひけるは我なんぢらにいひて童子に罪を

をかすなかれといひしにあらずや然るに汝等きか

ざりき是故に視よ亦彼の血をながせし罪をたださ

ると 23彼等はヨセフが之を解するをしらざりき

其は互に通辨をもちひたればなり 24ヨセフ彼等

を離れゆきて哭き復かれらにかへりて之とかたり

遂にシメオンを彼らの中より取りその目のまへに

て之を縛れり 25而してヨセフ命じてその器に穀

物をみたしめ其人々の金を嚢に返さしめ又途の食

を之にあたへしむヨセフ斯かれらになせり 26彼

等すなはち穀物を驢馬におはせて其處をさりしが

27其一人旅邸にて驢馬に糧を與んとて嚢をひらき

其金を見たり其は嚢の口にありければなり 28彼

その兄弟にいひけるは吾金は返してあり視よ嚢の

中にありと是において彼等膽を消し懼れてたがひ

に神の我らになしたまふ此事は何ぞやといへり 29

かくて彼等カナンの地にかへりて父ヤコブの所に

いたり其身にありし事等を悉く之につげていひけ

るは 30彼國の主荒々しく我等にものいひ我らを

もて國を偵ふ者となせり 31我ら彼にいふ我等は

篤實なる者なり間者にあらず 32我らは十二人の

兄弟にして同じ父の子なり一人はをらずなり季の

は今日父とともにカナンの地にありと 33國の主

なるその人われらにいひけるは我かくして汝等の

篤實なるをしらん汝等の兄弟の一人を吾もとにの

こし糧食をたづさへゆきて汝らの家々の饑をすく

へ 34しかして汝らの季の弟をわが許につれきた

れ然れば我なんぢらが間者にあらずして篤實なる

者たるをしらん我なんぢらの兄弟を汝等に返し汝

等をしてこの國にて交易をなさしむべしと 35茲

に彼等その嚢を傾たるに視よ各人の金包その嚢の

なかにあり彼等とその父金包を見ておそれたり 36

その父ヤコブ彼等にいひけるは汝等は我をして子

を喪はしむヨセフはをらずなりシメオンもをらず

なりたるにまたベニヤミンを取んとす是みなわが

身にかかるなり 37ルベン父に告ていふ我もし彼

を汝につれかへらずば吾ふたりの子を殺せ彼をわ

が手にわたせ我之をなんぢにつれかへらん 38ヤ

コブいひけるはわが子はなんぢらとともに下るべ

からず彼の兄は死て彼ひとり遺たればなり若なん

ぢらが行ところの途にて災難かれの身におよばば

汝等はわが白髮をして悲みて墓にくだらしむるに

いたらん (Sheol h7585)

43饑饉その地にはげしかりき 2茲に彼等エジプ

トよりもちきたりし穀物を食つくせし時父か

られらに再びゆきて少許の糧食を買きたれといひ

ければ 3ユダ父にかたりていひけるは彼人かたく

我等をいましめていふ汝らの弟汝らとともにある

にあらざれば汝らはわが面をみるべからずと 4汝

もし弟をわれらとともに遣さば我等下て汝のため

に糧食を買ふべし 5されど汝もし彼をつかはさず

ば我等くだらざるべし其はかの人われらにむかひ

汝等の弟なんぢらとともにあるにあらざれば汝ら

吾面をみるべからずといひたればなりと 6イスラ

エルいひけるは汝等なにゆゑに汝等に尚弟のある

ことを彼人につげて我を惡くなすや 7彼等いふ其

人われらの模樣とわれらの親族を問ただして汝ら

の父は尚生存へをるや汝等は弟をもつやといひし

により其言の條々にしたがひて彼につげたるなり

我等いかでか彼が汝等の弟をつれくだれといふな

らんとしるをえん 8ユダ父イスラエルにいひける

は童子をわれとともに遣はせ我等たちて往ん然ら

ば我儕と汝およびわれらの子女生ることを得て死

をまぬかるべし 9我彼の身を保はん汝わが手にか

れを問へ我もし彼を汝につれかへりて汝のまへに

置ずば我永遠に罪をおはん 10我儕もし濡滯こと

なかりしならば必ずすでにゆきて再びかへりしな

らん 11父イスラエル彼等にいひけるは然ば斯な

せ汝等國の名物を器にいれ携へくだりて彼人に禮

物とせよ乳香少許、蜜少許、香物、沒藥、胡桃お

よび巴旦杏 12又手に一倍の金を取りゆけ汝等の

嚢の口に返してありし彼金を再び手にたづさへ行

べし恐くは差謬にてありしならん 13且また汝ら

の弟を挈へ起てふたたたび其人の所にゆけ 14ね

がはくは全能の神その人のまへにて汝等を矜恤み

その人をして汝等の他の兄弟とベニヤミンを放ち

かへさしめたまはんことを若われ子に別るべくあ

らば別れんと 15是に於てかの人々その禮物を執

り一倍の金を手に執りベニヤミンを携へて起てエ

ジプトにくだりヨセフの前に立つ 16ヨセフ、ベ

ニヤミンの彼らと偕なるを見てその家宰にいひけ

るはこの人々を家に導き畜を屠て備へよこの人々

卓午に我とともに食をなすべければなり 17其人

ヨセフのいひしごとくなし其人この人々をヨセフ

の家に導けり 18人々ヨセフの家に導かれたるに
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よりて懼れいひけるは初めにわれらの嚢にかへり

てありし金の事のために我等はひきいれらる是わ

れらを抑留へて我等にせまり執へて奴隸となし且

われらの驢馬を取んとするなりと 19彼等すなは

ちヨセフの家宰に進みよりて家の入口にて之にか

たりて 20いひけるは主よ我等實に最初くだりて

糧食を買たり 21しかるに我等旅邸に至りて嚢を

啓き見るに各人の金その嚢の口にありて其金の量

全かりし然ば我等これを手にもちかへれり 22又

糧食を買ふ他の金をも手にもちくだる我等の金を

嚢にいれたる者は誰なるかわれらは知ざるなり 23

彼いひけるは汝ら安ぜよ懼るなかれ汝らの神汝ら

の父の神財寶を汝等の嚢におきて汝らに賜ひしな

り汝らの金は我にとどけりと遂にシメオンを彼等

の所にたづさへいだせり 24かくて其人この人々

をヨセフの家に導き水をあたへてその足を濯はし

め又その驢馬に飼草をあたふ 25彼等其處にて食

をなすなりと聞しかば禮物を調へてヨセフの日午

に來るをまつ 26茲にヨセフ家にかへりしかば彼

等その手の禮物を家にもちきたりてヨセフの許に

いたり地に伏てこれを拜す 27ヨセフかれらの安

否をとふていふ汝等の父汝らが初にかたりしその

老人は恙なきや尚いきながらへをるや 28彼等こ

たへてわれらの父汝の僕は恙なくしてなほ生なが

らへをるといひ身をかがめ禮をなす 29ヨセフ目

をあげてその母の子なる己の弟ベニヤミンを見て

いひけるは是は汝らが初に我にかたりし汝らの若

き兄弟なるや又いふわが子よ願はくは神汝をめぐ

みたまはんことをと 30ヨセフその弟のために心

焚るがごとくなりしかば急ぎてその泣べきところ

を尋ね室にいりて其處に泣り 31而して面をあら

ひて出で自から抑へて食をそなへよといふ 32す

なはちヨセフはヨセフ彼等は彼等陪食するエジプ

ト人はエジプト人と別々に之を供ふ是はエジプト

人ヘブル人と共に食することをえざるによる其事

エジプト人の穢はしとするところなればなり 33

かくて彼等ヨセフの前に坐るに長子をばその長た

るにしたがひて坐らせ若き者をばその幼少にした

がひてすわらせければその人々駭きあへり 34ヨ

セフ己のまへより皿を彼等に供ふベニヤミンの皿

は他の人のよりも五倍おほかりきかれら飮てヨセ

フとともに樂めり

44茲にヨセフその家宰に命じていふこの人々の
嚢にその負うるほど糧食を充せ各人の金をそ

の嚢の口に置れ 2またわが杯すなはち銀の杯を彼

の少き者の嚢の口に置てその穀物の金子とともに

あらしめよと彼がヨセフがいひし言のごとくなせ

り 3かくて夜のあくるにおよびてその人々と驢馬

をかへしけるが 4かれら城邑をいでてなほ程とほ

からぬにヨセフ家宰にいひけるは起てかの人々の

後を追ひおひつきし時之にいふべし汝らなんぞ惡

をもて善にむくゆるや 5其はわが主がもちひて飮

み又用ひて常に卜ふ者にあらずや汝らかくなすは

惡しと 6是に於て家宰かれらにおひつきてこの言

をかれらにいひければ 7かれら之にいふ主なにゆ

ゑに是事をいひたまふや僕等きはめてこの事をな

さず 8視よ我らの嚢の口にありし金はカナンの地

より汝の所にもちかへれり然ば我等いかで汝の主

の家より金銀をぬすまんや 9僕等の中誰の手に見

あたるも其者は死べし我等またわが主の奴隸とな

るべし 10彼いひけるはさらば汝らの言のごとく

せん其の見あたりし者はわが奴隸となるべし汝等

は咎なしと 11是において彼等急ぎて各その嚢を

地におろし各その嚢をひらきしかば 12彼すなは

ち索し長者よりはじめて少者にをはるに杯はベニ

ヤミンの嚢にありき 13斯有しかば彼等その衣を

裂きおのおのその驢馬に荷を負せて邑にかへる 14

しかしてユダとその兄弟等ヨセフの家にいたるに

ヨセフなほ其處にをりしかばその前に地に伏す 15

ヨセフかれらにいひけるは汝等がなしたるこの事

は何ぞや我のごとき人は善く卜ひうる者なるをし

らざるや 16ユダいひけるは我等主に何をいはん

や何をのべんや如何にしてわれらの正直をあらは

さんや神僕等の罪を摘發したまへり然ば我等およ

びこの杯の見あたりし者倶に主の奴隸となるべし

17ヨセフいひけるはきはめて然せじ杯の手に見あ

たりし人はわが奴隸となるべし汝等は安然に父に

かへりのぼるべし 18時にユダかれに近よりてい

ひけるはわが主よ請ふ僕をして主の耳に一言いふ

をえせしめよ僕にむかひて怒を發したまふなかれ

汝はパロのごとくにいますなり 19昔にわが主僕

等に問て汝等は父あるや弟あるやといひたまひし

かば 20我等主にいへり我等にわが父あり老人な

り又その老年子なる少者ありその兄は死てその母

の遺せるは只是のみ故に父これを愛すと 21汝ま

た僕等にいひたまはく彼を我許につれくだり我を

して之に目をつくることをえせしめよと 22われ

ら主にいへり童子父を離るをえず若父をはなるる
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ならば父死べしと 23汝また僕等にいひたまはく

汝らの季の弟汝等とともに下るにあらざれば汝等

ふたたたびわが面を見るべからずと 24我等すな

はちなんぢの僕わが父の所にかへりのぼりて主の

言をこれに告たり 25我らの父再びゆきて少許の

糧食を買きたれといひければ 26我らいふ我らく

だりゆくことをえずわれらの季の弟われらと共に

あらば下りゆくべし其は季の弟われらと共にある

にあらざれば彼人の面をみるをえざればなりと 27

なんぢの僕わが父われらにいふ汝らのしるごとく

吾妻われに二人を生しが 28その一人出てわれを

はなれたれば必ず裂ころされしならんと思へり我

今にいたるまで彼を見ず 29なんぢら是をも我側

より取ゆかんに若災害是の身におよぶあらば遂に

わが白髮をして悲みて墓にくだらしむるにいたら

んと (Sheol h7585) 30抑父の生命と童子の生命とは相

結びてあれば我なんぢの僕わが父に歸りいたらん

時に童子もしわれらと共に在ずば如何ぞや 31父

童子の在ざるを見ば死るにいたらん然れば僕等な

んぢの僕われらの父の白髮をして悲みて墓にくだ

らしむるなり (Sheol h7585) 32僕わが父に童子の事を

保ひて我もし是を汝につれかへらずば永久に罪を

父に負んといへり 33されば請ふ僕をして童子に

かはりをりて主の奴隸とならしめ童子をしてその

兄弟とともに歸りのぼらしめたまへ 34我いかで

か童子を伴はずして父の許に上りゆくべけん恐く

は災害の父におよぶを見ん

45茲にヨセフその側にたてる人々のまへに自ら
禁ぶあたはざるに至りければ人皆われを離て

いでよと呼はれり是をもてヨセフが己を兄弟にあ

かしたる時一人も之とともにたつものなかりき 2

ヨセフ聲をあげて泣りエジプト人これを聞きパロ

の家またこれを聞く 3ヨセフすなはちその兄弟に

いひけるは我はヨセフなりわが父はなほ生ながら

へをるやと兄弟等その前に愕き懼れて之にこたふ

るをえざりき 4ヨセフ兄弟にいひけるは請ふ我に

ちかよれとかれらすなはち近よりければ言ふ我は

なんぢらの弟ヨセフなんぢらがエジプトにうりた

る者なり 5されど汝等我をここに賣しをもて憂ふ

るなかれ身を恨るなかれ神生命をすくはしめんと

て我を汝等の前につかはしたまへるなり 6この二

年のあひだ饑饉國の中にありしが尚五年の間耕す

ことも穫こともなかるべし 7神汝等の後を地につ

たへんため又大なる救をもて汝らの生命を救はん

ために我を汝等の前に遣したまへり 8然ば我を此

につかはしたる者は汝等にはあらず神なり神われ

をもてパロの父となしその全家の主となしエジプ

ト全國の宰となしたまへり 9汝等いそぎ父の許に

のぼりゆきて之にいへ汝の子ヨセフかく言ふ神わ

れをエジプト全國の主となしたまへりわが所にく

だれ遲疑なかれ 10汝ゴセンの地に住べし斯汝と

汝の子と汝の子の子およびなんぢの羊と牛並に汝

のすべて有ところの者われの近方にあるべし 11

なほ五年の饑饉あるにより我其處にてなんぢを養

はん恐くは汝となんぢの家族およびなんぢの凡て

有ところの者匱乏ならん 12汝等の目とわが弟ベ

ニヤミンの目の視るごとく汝等にこれをいふ者は

わが口なり 13汝等わがエジプトにて亨る顯榮と

なんぢらが見たる所とを皆悉く父につげよ汝ら急

ぎて父を此にみちびき下るべし 14而してヨセフ

その弟ベニヤミンの頸を抱へて哭にベニヤミンも

ヨセフの頸をかかへて哭く 15ヨセフ亦その諸の

兄弟に接吻し之をいだきて哭く是のち兄弟等ヨセ

フと言ふ 16茲にヨセフの兄弟等きたれりといふ

聲パロの家にきこえければパロとその臣僕これを

悦ぶ 17パロすなはちヨセフにいひけるは汝の兄

弟に言べし汝等かく爲せ汝等の畜に物を負せ往て

カナンの地に至り 18なんぢらの父となんぢらの

家族を携へて我にきたれ我なんぢらにエジプトの

地の嘉物をあたへん汝等國の膏腴を食ふことをう

べしと 19今汝命をうく汝等かく爲せ汝等エジプ

トの地より車を取ゆきてなんぢらの子女と妻等を

載せ汝等の父を導きて來れ 20また汝等の器を惜

み視るなかれエジプト全國の嘉物は汝らの所屬な

ればなり 21イスラエルの子等すなはち斯なせり

ヨセフ、パロの命にしたがひて彼等に車をあたへ

かつ途の餱糧をかれらにあたへたり 22又かれら

に皆おのおの衣一襲を與へたりしがベニヤミンに

は銀三百と衣五襲をあたへたり 23彼また斯のご

とく父に餽れり即ち驢馬十疋にエジプトの嘉物を

おはせ牝の驢馬十疋に父の途の用に供ふる穀物と

糧と肉をおはせて餽れり 24斯して兄弟をかへし

て去しめ之にいふ汝等途にて相あらそふなかれと

25かれらエジプトより上りてカナンの地にゆきそ

の父ヤコブにいたり 26之につげてヨセフは尚い

きてをりエジプト全國の宰となりをるといふしか

るにヤコブの心なほ寒冷なりき其はこれを信ぜざ

ればなり 27彼等またヨセフの己にいひたる言を
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ことごとく之につげたりその父ヤコブ、ヨセフが

おのれを載んとておくりし車をみるにおよびて其

氣おのれにかへれり 28イスラエルすなはちいふ

足りわが子ヨセフなほ生をるわれ死ざるまへに往

て之を視ん

46イスラエルその己につける諸の者とともに出
たちベエルシバにいたりてその父イサクの神

に犧牲をささぐ 2神夜の異象にイスラエルにかた

りてヤコブよヤコブよといひたまふ 3ヤコブわれ

此にありといひければ神いひたまふ我は神なり汝

の父の神なりエジプトにくだることを懼るなかれ

われ彼處にて汝を大なる國民となさん 4我汝と共

にエジプトに下るべし亦かならず汝を導のぼるべ

しヨセフ手をなんぢの目の上におかんと 5かくて

ヤコブ、ベエルシバをたちいでたりイスラエルの

子等すなはちパロの載んとておくりたる車に父ヤ

コブと己の子女と妻等を載せ 6その家畜とカナン

の地にてえたる貨財をたづさへ斯してヤコブとそ

の子孫皆ともにエジプトにいたれり 7ヤコブかく

その子と子の子およびその女と子の女すなはちそ

の子孫を皆ともなひてエジプトににつれゆけり 8

イスラエルの子のエジプトにくだれる者の名は左

のごとしヤコブとその子等ヤコブの長子はルベン

9ルベンの子はヘノク、パル、ヘヅロン、カルミ

10シメオンの子はヱムエル、ヤミン、オハデ、ヤ

キン、ゾハルおよびカナンの婦のうめる子シヤウ

ル 11レビの子はゲルシヨン、コハテ、メラリ 12

ユダの子エル、オナン、シラ、ペレヅ、ゼラ但し

エルとオナンはカナンの地に死たりペレヅの子は

ヘヅロンおよびハムルなり 13イツサカルの子は

トラ、プワ、ヨブ、シムロン 14ゼブルンの子は

セレデ、エロン、ヤリエルなり 15是等および女

子デナはレアがパダンアラムにてヤコブにうみた

る者なりその男子女子あはせて三十三人なりき 16

ガドの子はゼボン、ハギ、シユニ、エヅポン、エ

リ、アロデ、アレリ 17アセルの子はヱムナ、イ

シワ、イスイ、ベリアおよびその妹サラ並にベリ

アの子ヘベルとマルキエルなり 18是等はラバン

がその女レアにあたへたるジルパの子なり彼是等

をヤコブにうめり都合十六人 19ヤコブの妻ラケ

ルの子はヨセフとベニヤミンなり 20エジプトの

國にてヨセフにマナセとエフライムうまれたり是

はオンの祭司ポテパルの女アセナテが生たる者な

り 21ベニヤミンの子はベラ、ベケル、アシベル

、ゲラ、ナアマン、エヒ、ロシ、ムツピム、ホパ

ム、アルデ 22是等はラケルの子にしてヤコブに

うまれたる者なり都合十四人 23ダンの子はホシ

ム 24ナフタリの子はヤジエル、グニ、ヱゼル、

シレム 25是等はラバンがその女ラケルにあたへ

たるビルハの子なり彼これらをヤコブにうめり都

合七人 26ヤコブとともにエジプトにいたりし者

はヤコブの子の妻をのぞきて六十六人なりき是皆

ヤコブの身よりいでたる者なり 27エジプトにて

ヨセフにうまれたる子二人ありヤコブの家の人の

エジプトにいたりし者はあはせて七十人なりき 28

ヤコブ預じめユダをヨセフにつかはしおのれをゴ

センにみちびかしむ而して皆ゴセンの地にいたる

29ヨセフその車を整へゴセンにのぼりて父イスラ

エルを迓へ之にまみえてその頸を抱き頸をかかへ

て久く啼く 30イスラエル、ヨセフにいふ汝なほ

生てをり我汝の面を見ることをえたれば今は死る

も可しと 31ヨセフその兄弟等と父の家族とにい

ひけるは我のぼりてパロにつげて之にいふべしわ

が兄弟等とわが父の家族カナンの地にをりし者我

のところに來れり 32その人々は牧者にして牧畜

の人なり彼等その羊と牛およびその有る諸の物を

たづさへ來れりと 33パロもし汝等を召て汝等の

業は何なるやと問ことあらば 34僕等は幼少より

今に至るまで牧畜の人なり我儕も先祖等もともに

しかりといへしからばなんぢらゴセンの地にすむ

ことをえん牧者は皆エジプト人の穢はしとするも

のなればなり

47茲にヨセフゆきてパロにつげていひけるはわ
が父と兄弟およびその羊と牛と諸の所有物カ

ナンの地よりいたれり彼らはゴセンの地にをると

2その兄弟の中より五人をとりてこれをパロにま

みえしむ 3パロ、ヨセフの兄弟等にいひけるは汝

らの業は何なるか彼等パロにいふ僕等は牧者なり

われらも先祖等もともにしかりと 4かれら又パロ

にいひけるは此國に寓らんとて我等はきたる其は

カナンの地に饑饉はげしくして僕等の群をやしな

ふ牧場なければなりされば請ふ僕等をしてゴセン

の地にすましめたまへ 5パロ、ヨセフにかたりて

いふ汝の父と兄弟汝の所にきたれり 6エジプトの

地はなんぢの前にあり地の善き處に汝の父と兄弟

をすましめよすなはちゴセンの地にかれらをすま

しめよ汝もし彼等の中に才能ある者あるをしらば

其人々をしてわが家畜をつかさどらしめよ 7ヨセ
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フまた父ヤコブを引ていりパロの前にたたしむヤ

コブ、パロを祝す 8パロ、ヤコブにいふ汝の齡の

日は幾何なるか 9ヤコブ、パロにいひけるはわが

旅路の年月は百三十年にいたる我が齡の日は僅少

にして且惡かり未だわが先祖等の齡の日と旅路の

日にはおよばざるなり 10ヤコブ、パロを祝しパ

ロのまへよりいでさりぬ 11ヨセフ、パロの命ぜ

しごとくその父と兄弟に居所を與へエジプトの國

の中の善き地即ちラメセスの地をかれらにあたへ

て所有となさしむ 12ヨセフその父と兄弟と父の

全家にその子の數にしたがひて食物をあたへて養

へり 13却説饑饉ははなはだはげしくして全國に

食物なくエジプトの國とカナンの國饑饉のために

弱れり 14ヨセフ穀物を賣あたへてエジプトの地

とカナンの地にありし金をことごとく斂む而して

ヨセフその金をパロの家にもちきたる 15エジプ

トの國とカナンの國に金つきたればエジプト人み

なヨセフにいたりていふ我等に食物をあたへよ如

何ぞなんぢの前に死べけんや金すでにたえたり 16

ヨセフいひけるは汝等の家畜をいだせ金もしたえ

たらば我なんぢらの家畜にかへて與ふべしと 17

かれら乃ちその家畜をヨセフにひききたりければ

ヨセフその馬と羊の群と牛の群および驢馬にかへ

て食物をかれらにあたへそのすべての家畜のため

に其年のあひだ食物をあたへてこれをやしなふ 18

かくてその年暮けるが明年にいたりて人衆またヨ

セフにきたりて之にいふ我等主に隱すところなし

われらの金は竭たりまたわれらの畜の群は主に皈

す主のまへにいだすべき者は何ものこりをらず唯

われらの身體と田地あるのみ 19われらいかんぞ

われらの田地とともに汝の目のまへに死亡ぶべけ

んや我等とわれらの田地を食物に易て買とれ我等

田地とともにパロの僕とならんまた我等に種をあ

たへよ然ばわれら生るをえて死るにいたらず田地

も荒蕪にいたらじ 20是に於てヨセフ、エジプト

の田地をことごとく購とりてパロに納る其はエジ

プト人饑饉にせまりて各人その田圃を賣たればな

り是によりて地はパロの所有となれり 21また民

はエジプトのこの境の極よりかの境の極の者まで

ヨセフこれを邑々にうつせり 22但祭司の田地は

購とらざりき祭司はパロより祿をたまはりをれば

パロの與る祿を食たるによりてその田地を賣ざれ

ばなり 23茲にヨセフ民にいひけるは視よ我今日

汝等となんぢらの田地をかひてパロに納る視よこ

の種子を汝らに與ふ地に播べし 24しかして收穫

の五分の一をパロに輸し四分をなんぢらに取て田

圃の種としなんぢらの食としなんぢらの家族と子

女の食とせよ 25人衆いひけるは汝われらの生命

を拯ひたまへりわれら主のまへに恩をえんことを

ねがふ我等パロの僕となるべしと 26ヨセフ、エ

ジプトの田地に法をたてその五分の一をパロにを

さめしむその事今日にいたる唯祭司の田地のみパ

ロの有とならざりき 27イスラエル、エジプトの

國に於てゴセンの地にすみ彼處に產業を獲その數

増て大に殖たり 28ヤコブ、エジプトの國に十七

年いきながらへたりヤコブの年齒の日は合て百四

十七年なりき 29イスラエル死る日ちかよりけれ

ばその子ヨセフをよびて之にいひけるは我もし汝

のまへに恩を得るならば請ふなんぢの手をわが髀

の下にいれ懇に眞實をもて我をあつかへ我をエジ

プトに葬るなかれ 30我は先祖等とともに偃んこ

とをねがふ汝われをエジプトよ舁いだして先祖等

の墓場にはうむれヨセフいふ我なんぢが言るごと

くなすべしと 31ヤコブまた我に誓へといひけれ

ばすなはち誓へりイスラエル床の頭にて拜をなせ

り

48是等の事の後汝の父病にかかるとヨセフに告
る者ありければヨセフ二人の子マナセとエフ

ライムをともなひて至る 2人ヤコブに告て汝の子

ヨセフなんぢの許にきたるといひければイスラエ

ル強て床に坐す 3しかしてヤコブ、ヨセフにいひ

けるは昔に全能の神カナンの地のルズにて我にあ

らはれて我を祝し 4我にいひたまひけらく我なん

ぢをして多く子をえせしめ汝をふやし汝を衆多の

民となさん我この地を汝の後の子孫にあたへて永

久の所有となさしめんと 5わがエジプトにきたり

て汝に就まへにエジプトにて汝に生れたる二人の

子エフライムとマナセ是等はわが子となるべしル

ベンとシメオンのごとく是等はわが子とならん 6

是等の後になんぢが得たる子は汝のものとすべし

又その產業はその兄弟の名をもて稱らるべし 7我

事をいはんに我昔パダンより來れる時ラケル我に

したがひをりて途にてカナンの地に死り其處はエ

フラタまで尚途の隔あるところなりわれ彼處にて

彼をエフラタの途にはうむれり(エフラタはすな

はちベテレヘムなり) 8斯てイスラエル、ヨセフ

の子等を見て是等は誰なるやといひければ 9ヨセ

フ父にいふ是は神の此にて我にたまひし子等なり
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と父すなはちいふ請ふ彼らを我所につれきたれ我

これを祝せんと 10イスラエルの目は年壽のため

に眯て見るをえざりしがヨセフかれらをその許に

つれきたりければ之に接吻してこれを抱けり 11

しかしてイスラエル、ヨセフにいひけるは我なん

ぢの面を見るあらんとは思はざりしに視よ神なん

ぢの子をもわれにしめしたまふと 12ヨセフかれ

らをその膝の間よりいだし地に俯て拜せり 13し

かしてヨセフ、エフライムを右の手に執てヤコブ

に左の手にむかはしめマナセを左の手に執てヤコ

ブの右の手にむかはしめ二人をみちびきてかれに

就ければ 14イスラエル右の手をのべて季子エフ

ライムの頭に按き左の手をのべてマナセの頭にお

けりマナセは長子なれども故にかくその手をおけ

るなり 15斯してヨセフを祝していふわが父アブ

ラハム、イサクの事へし神わが生れてより今日ま

で我をやしなひたまひし神 16我をして諸の災禍

を贖はしめたまひし天使ねがはくは是童子等を祝

たまへねがはくは是等の者わが名とわが父アブラ

ハム、イサクの名をもて稱られんことをねがはく

は是等地の中に繁殖がるにいたれ 17ヨセフ父が

右の手をエフライムの頭に按るを見てよろこばず

父の手をあげて之をエフライムの頭よりマナセの

頭にうつさんとす 18ヨセフすなはち父にいひけ

るは然にあらず父よ是長子なれば右の手をその頭

に按たまへ 19父こばみていひけるは我知るわが

子よわれしる彼も一の民となり彼も大なる者とな

らん然れどもその弟は彼よりも大なる者となりて

その子孫は多衆の國民となるべしと 20此日彼等

を祝していふイスラエル汝を指て人を祝し願くは

神汝をしてエフライムのごとくマナセのごとくな

らしめたまへといふにいたらんとすなはちエフラ

イムをマナセの先にたてたり 21イスラエルまた

ヨセフにいひけるは視よわれは死んされど神なん

ぢらとともにいまして汝等を先祖等の國にみちび

きかへりたまふべし 22且われ一の分をなんぢの

兄弟よりもおほく汝にあたふ是わが刀と弓を以て

アモリ人の手より取たる者なり

49ヤコブその子等を呼ていひけるは汝らあつま
れ我後の日に汝らが遇んところの事を汝等に

つげん 2汝等つどひて聽けヤコブの子等よ汝らの

父イスラエルに聽け 3ルベン汝はわが冢子わが勢

わが力の始威光の卓越たる者權威の卓越たる者な

り 4汝は水の沸あがるがごとき者なれば卓越を得

ざるべし汝父の床にのぼりて浼したればなり嗚呼

彼はわが寢牀にのぼれり 5シメオン、レビは兄弟

なりその劍は暴逆の器なり 6我魂よかれらの席に

のぞむなかれ我寶よかれらの集會につらなるなか

れ其は彼等その怒にまかせて人をころしその意に

まかせて牛を筋截たればなり 7その怒は烈しかれ

ば詛ふべしその憤は暴あれば詛ふべし我彼らをヤ

コブの中に分ちイスラエルの中に散さん 8ユダよ

汝は兄弟の讚る者なり汝の手はなんぢの敵の頸を

抑へんなんぢの父の子等なんぢの前に鞠ん 9ユダ

は獅子の子の如しわが子よ汝は所掠物をさきてか

へりのぼる彼は牡獅子のごとく伏し牝獅のごとく

蹲まる誰か之をおこすことをせん 10杖ユダを離

れず法を立る者その足の間をはなるることなくし

てシロの來る時にまでおよばん彼に諸の民したが

ふべし 11彼その驢馬を葡萄の樹に繋ぎその牝驢

馬の子を葡萄の蔓に繋がん又その衣を酒にあらひ

其服を葡萄の汁にあらふべし 12その目は酒によ

りて紅くその齒は乳によりて白し 13ゼブルンは

海邊にすみ舟の泊る海邊に住はんその界はシドン

におよぶべし 14イッサカルは羊の牢の間に伏す

健き驢馬の如し 15彼みて安泰を善としその國を

樂とし肩をさげて負ひ租税をいだして僕となるべ

し 16ダンはイスラエルの他の支派の如く其民を

鞫かん 17ダンは路の旁の蛇のごとく途邊にある

蝮のごとし馬の踵を噛てその騎者をして後に落し

む 18ヱホバよわれ汝の拯救を待り 19ガドは軍勢

これにせまらんされど彼返てその後にせまらん 20

アセルよりいづる食物は美るべし彼王の食ふ美味

をいださん 21ナフタリは釋れたる麀のごとし彼

美言をいだすなり 22ヨセフは實を結ぶ樹の芽の

ごとし即ち泉の傍にある實をむすぶ樹の芽のごと

しその枝つひに垣を踰ゆ 23射者彼をなやまし彼

を射かれを惡めり 24然どかれの弓はなほ勁くあ

り彼の手の臂は力あり是ヤコブの全能者の手によ

りてなり其よりイスラエルの磐なる牧者いづ 25

汝の父の神による彼なんぢを助けん全能者による

彼なんぢを祝まん上なる天の福、下によこたはる

淵の福、乳哺の福、胎の福、汝にきたるべし 26

父の汝を祝することはわが父祖の祝したる所に勝

て恒久の山の限極にまでおよばん是等の祝福はヨ

セフの首に歸しその兄弟と別になりたる者の頭頂

に歸すべし 27ベニヤミンは物を噛む狼なり朝に

その所掠物を啖ひ夕にその所攫物をわかたん 28
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是等はイスラエルの十二の支派なり斯その父彼ら

に語り彼等を祝せりすなはちその祝すべき所にし

たがひて彼等諸人を祝せり 29ヤコブまた彼等に

命じて之にいひけるは我はわが民にくははらんと

すヘテ人エフロンの田にある洞穴にわが先祖等と

ともに我をはうむれ 30その洞穴はカナンの地に

てマムレのまへなるマクペラの田にあり是はアブ

ラハムがヘテ人エフロンより田とともに購て所有

の墓所となせし者なり 31アブラハムとその妻サ

ラ彼處にはうむられイサクとその妻リベカ彼處に

葬られたり我またかしこにレアを葬れり 32彼田

とその中の洞穴はヘテの子孫より購たる者なり 33

ヤコブその子に命ずることを終し時足を床に斂め

て氣たえてその民にくははる

50ヨセフ父の面に俯し之をいだきて哭き之に接
吻す 2而してヨセフその僕なる醫者に命じて

その父に釁らしむ醫者イスラエルに釁れり 3すな

はち之がために四十日を用ふ其は尸に釁るにはこ

の日數を用ふべければなりエジプト人七十日の間

之がために哭けり 4哀哭の日すぎし時ヨセフ、パ

ロの家にかたりていひけるは我もし汝等の前に恩

惠を得るならば請ふパロの耳にまうして言へ 5わ

が父我死ばカナンの地にわが掘おきたる墓に我を

はうむれといひて我を誓はしめたり然ば請ふわれ

をして上りて父を葬らしめたまへまた歸りきたら

んと 6パロいひけるは汝の父汝をちかはせしごと

くのぼりて之を葬るべし 7是に於てヨセフ父を葬

らんとて上るパロの諸の臣パロの家の長老等エジ

プトの地の長老等 8およびヨセフの全家とその兄

弟等およびその父の家之とともに上る只その子女

と羊と牛はゴセンの地にのこせり 9また車と騎兵

ヨセフにしたがひてのぼり其隊ははなはだ大なり

き 10彼等つひにヨルダンの外なるアタデの禾場

に到り彼にて大に泣き痛く哀しむヨセフすなはち

七日父のために哭きぬ 11その國の居人なるカナ

ン人等アタデの禾場の哀哭を見て是はエジプト人

の痛くなげくなりといへり是によりて其處の名を

アベルミツライム(エジプト人の哀哭)と稱ふヨル

ダンの外にあり 12ヤコブの子等その命ぜられた

るごとく之になせり 13すなはちヤコブの子等彼

をカナンの地に舁ゆきて之をマクペラの田の洞穴

にはうむれり是はアブラハムがヘテ人エフロンよ

り田とともに購とりて所有の墓所となせし者にて

マムレの前にあり 14ヨセフ父を葬りてのち其兄

弟および凡て己とともにのぼりて父をはうむれる

者とともにエジプトにかへりぬ 15ヨセフの兄弟

等その父の死たるを見ていひけるはヨセフあるい

はわれらを恨むることあらん又かならずわれらが

彼になしたる諸の惡にむくゆるならんと 16すな

はちヨセフにいひおくりけるはなんぢの父死るま

へに命じて言けらく 17汝ら斯ヨセフにいふべし

汝の兄弟汝に惡をなしたれども冀はくはその罪咎

をゆるせと然ば請ふ汝の父の神の僕等の咎をゆる

せとヨセフその言を聞て啼泣り 18兄弟等もまた

自らきたりヨセフの面の前に俯し我儕は汝の僕と

ならんといふ 19ヨセフかれらに曰けるは懼るな

かれ我あに神にかはらんや 20汝等は我を害せん

とおもひたれども神はそれを善にかはらせ今日の

ごとく多の民の生命を救ふにいたらしめんとおも

ひたまへり 21故に汝らおそるるなかれ我なんぢ

らと汝らの子女をやしなはんと彼等をなぐさめ懇

に之にかたれり 22ヨセフ父の家族とともにエジ

プトにすめりヨセフは百十歳いきながらへたり 23

ヨセフ、エフライムの三世の子女をみるにいたれ

りマナセの子マキルの子女もうまれてヨセフの膝

にありき 24ヨセフその兄弟等にいひけるは我死

ん神かならず汝等を眷顧みなんぢらを此地よりい

だしてそのアブラハム、イサク、ヤコブに誓ひし

地にいたらしめたまはんと 25ヨセフ神かならず

汝等をかへりみたまはん汝らわが骨をここよりた

づさへのぼるべしといひてイスラエルの子孫を誓

はしむ 26ヨセフ百十歳にして死たれば之に釁り

て櫃にをさめてエジプトにおけり
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出エジプト記

1イスラエルの子等のエジプトに至りし者の名
は左のごとし衆人各その家族をたづさへてヤ

コブとともに至れり 2すなはちルベン、シメオン

、レビ、ユダ、 3イツサカル、ゼブルン、ベニヤ

ミン、 4ダン、ナフタリ、ガド、アセルなり 5ヤ

コブの腰より出たる者は都合七十人ヨセフはすで

にエジプトにありき 6ヨセフとその諸の兄弟およ

び當世の人みな死たり 7イスラエルの子孫饒く子

を生み彌増殖え甚だしく大に強くなりて國に滿る

にいたれり 8茲にヨセフの事をしらざる新き王エ

ジプトに起りしが 9彼その民にいひけるは視よ此

民イスラエルの子孫われらよりも多く且強し 10

來れわれら機巧く彼等に事をなさん恐くは彼等多

ならん又戰爭の起ることある時は彼等敵にくみし

て我等と戰ひ遂に國よりいでさらんと 11すなは

ち督者をかれらの上に立て彼らに重荷をおはせて

之を苦む彼等パロのために府庫の邑ピトムとラメ

セスを建たり 12然るにイスラエルの子孫は苦む

るに隨ひて増し殖たれば皆これを懼れたり 13エ

ジプト人イスラエルの子孫を嚴く動作かしめ 14

辛き力役をもて彼等をして苦みて生を度らしむ即

ち和泥、作甎および田圃の諸の工にはたらかしめ

けるが其働かしめし工作は皆嚴かりき 15エジプ

トの王又ヘブルの產婆シフラと名くる者とブワと

名くる者の二人に諭して 16いひけるは汝等ヘブ

ルの婦女のために收生をなす時は床の上を見てそ

の子若男子ならばこれを殺せ女子ならば生しおく

べしと 17然に產婆神を畏れエジプト王の命ぜし

ごとく爲ずして男子をも生しおけり 18エジプト

王產婆を召て之にいひけるは汝等なんぞ此事をな

し男子を生しおくや 19產婆パロに言けるはヘブ

ルの婦はエジプトの婦のごとくならず彼等は健し

て產婆のかれらに至らぬ前に產をはるなりと 20

是によりて神その產婆等に恩をほどこしたまへり

是において民増ゆきて甚だ強くなりぬ 21產婆神

を畏れたるによりて神かれらのために家を成たま

へり 22斯有しかばパロその凡の民に命じていふ

男子の生るあらば汝等これを悉く河に投いれよ女

子は皆生しおくべし

2爰にレビの家の一箇の人往てレビの女を娶れ
り 2女妊みて男子を生みその美きを見て三月の

あひだこれを匿せしが 3すでにこれを匿すあたは

ざるにいたりければ萑の箱舟を之がために取て之

に瀝靑と樹脂を塗り子をその中に納てこれを河邊

の葦の中に置り 4その姉遥に立てその如何になる

かを窺ふ 5茲にパロの女身を洗んとて河にくだり

その婢等河の傍にあゆむ彼葦の中に箱舟あるを見

て使女をつかはしてこれを取きたらしめ 6これを

啓きてその子のをるを見る嬰兒すなはち啼く彼こ

れを憐みていひけるは是はヘブル人の子なりと 7

時にその姉パロの女にいひけるは我ゆきてヘブル

の女の中より此子をなんぢのために養ふべき乳母

を呼きたらんか 8パロの女往よと之にいひければ

女子すなはち往てその子の母を呼きたる 9パロの

女かれにいひけるは此子をつれゆきて我ために之

を養へ我その値をなんぢにとらせんと婦すなはち

その子を取てこれを養ふ 10斯てその子の長ずる

におよびて之をパロの女の所にたづさへゆきけれ

ばすなはちこれが子となる彼その名をモーセ(援

出)と名けて言ふ我これを水より援いだせしに因

ると 11茲にモーセ生長におよびて一時いでてそ

の兄弟等の所にいたりその重荷を負ふを見しが會

一箇のエジプト人が一箇のイスラエル人即ちおの

れの兄弟を撃つを見たれば 12右左を視まはして

人のをらざるを見てそのエジプト人を撃ころし之

を沙の中に埋め匿せり 13次の日また出て二人の

ヘブル人の相爭ふを見たればその曲き者にむかひ

汝なんぞ汝の隣人を撃つやといふに 14彼いひけ

るは誰が汝を立てわれらの君とし判官としたるや

汝かのエジプト人をころせしごとく我をも殺さん

とするやと是においてモーセ懼れてその事かなら

ず知れたるならんとおもへり 15パロ此事を聞て

モーセを殺さんともとめければモーセすなはちパ

ロの面をさけて逃げのびミデアンの地に住り彼井

の傍に坐せり 16ミデアンの祭司に七人の女子あ

りしが彼等來りて水を汲み水鉢に盈て父の羊群に

飮はんとしけるに 17牧羊者等きたりて彼らを逐

はらひければモーセ起あがりて彼等をたすけその

羊群に飮ふ 18彼等その父リウエルに至れる時父

言けるは今日はなんぢら何ぞかく速にかへりしや

19かれらいひけるは一箇のエジプト人我らを牧羊

者等の手より救いだし亦われらのために水を多く

汲て羊群に飮しめたり 20父女等にいひけるは彼

は何處にをるや汝等なんぞその人を遺てきたりし

や彼をよびて物を食しめよと 21モーセこの人と

ともに居ることを好めり彼すなはちその女子チツ
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ポラをモーセに與ふ 22彼男子を生みければモー

セその名をゲルシヨム(客)と名けて言ふ我異邦に

客となりをればなりと 23斯て時をふる程にジプ

トの王死りイスラエルの子孫その勞役の故により

て歎き號ぶにその勞役の故によりて號ぶところの

聲神に達りければ 24神その長呻を聞き神そのア

ブラハム、イサク、ヤコブになしたる契約を憶え

25神イスラエルの子孫を眷み神知しめしたまへり

3モーセその妻の父なるミデアンの祭司ヱテロ
の群を牧ひをりしがその群を曠野の奧にみち

びきて神の山ホレブに至るに 2ヱホバの使者棘の

裏の火燄の中にて彼にあらはる彼見るに棘火に燃

れどもその棘燬ず 3モーセいひけるは我ゆきてこ

の大なる觀を見何故に棘の燃たえざるかを見ん 4

ヱホバ彼がきたり觀んとするを見たまふ即ち神棘

の中よりモーセよモーセよと彼をよびたまひけれ

ば我ここにありといふに 5神いひたまひけるは此

に近よるなかれ汝の足より履を脱ぐべし汝が立つ

處は聖き地なればなり 6又いひたまひけるは我は

なんぢの父の神アブラハムの神イサクの神ヤコブ

の神なりとモーセ神を見ることを畏れてその面を

蔽せり 7ヱホバ言たまひけるは我まことにエジプ

トにをるわが民の苦患を觀また彼等がその驅使者

の故をもて號ぶところの聲を聞り我かれらの憂苦

を知るなり 8われ降りてかれらをエジプト人の手

より救ひいだし之を彼地より導きのぼりて善き廣

き地乳と蜜との流るる地すなはちカナン人ヘテ人

アモリ人ベリジ人ヒビ人ヱブス人のをる處に至ら

しめんとす 9今イスラエルの子孫の號呼われに達

る我またエジプト人が彼らを苦むるその暴虐を見

たり 10然ば來れ我なんぢをパロにつかはし汝を

してわが民イスラエルの子孫をエジプトより導き

いださしめん 11モーセ神にいひけるは我は如何

なる者ぞや我豈パロの許に往きイスラエルの子孫

をエジプトより導きいだすべき者ならんや 12神

いひたまひけるは我かならず汝とともにあるべし

是はわが汝をつかはせる證據なり汝民をエジプト

より導きいだしたる時汝等この山にて神に事へん

13モーセ神にいひけるは我イスラエルの子孫の所

にゆきて汝らの先祖等の神我を汝らに遣はしたま

ふと言んに彼等もし其名は何と我に言ば何とかれ

らに言べきや 14神モーセにいひたまひけるは我

は有て在る者なり又いひたまひけるは汝かくイス

ラエルの子孫にいふべし我有といふ者我を汝らに

遣したまふと 15神またモーセにいひたまひける

は汝かくイスラエルの子孫にいふべし汝らの先祖

等の神アブラハムの神イサクの神ヤコブの神ヱホ

バわれを汝らにつかはしたまふと是は永遠にわが

名となり世々にわが誌となるべし 16汝往てイス

ラエルの長老等をあつめて之にいふべし汝らの先

祖等の神アブラハム、イサク、ヤコブの神ヱホバ

我にあらはれて言たまひけらく我誠になんぢらを

眷み汝らがエジプトにて蒙るところの事を見たり

17我すなはち言り我汝らをエジプトの苦患の中よ

り導き出してカナン人ヘテ人アモリ人ペリジ人ヒ

ビ人エブス人の地すなはち乳と蜜の流るる地にの

ぼり至らしめんと 18彼等なんぢの言に聽したが

ふべし汝とイスラエルの長老等エジプトの王の許

にいたりて之に言へヘブル人の神ヱホバ我らに臨

めり然ば請ふわれらをして三日程ほど曠野に入し

めわれらの神ヱホバに犠牲をささぐることを得せ

しめよと 19我しるエジプトの王は假令能力ある

手をくはふるも汝等の往をゆるさざるべし 20我

すなはちわが手を舒ベエジプトの中に諸の奇跡を

行ひてエジプトを撃ん其後かれ汝等を去しむべし

21我エジプト人をして此民をめぐましめん汝ら去

る時手を空うして去るべからず 22婦女皆その隣

人とおのれの家に寓る者とに金の飾品銀の飾品お

よび衣服を乞べし而して汝らこれを汝らの子女に

穿戴せよ汝等かくエジプト人の物を取べし

4モーセ對へていひけるは然ながら彼等我を信
ぜず又わが言に聽したがはずして言んヱホバ

汝にあらはれたまはずと 2ヱホバかれにいひたま

ひけるは汝の手にある者は何なるや彼いふ杖なり

3ヱホバいひたまひけるは其を地に擲よとすなは

ち之を地になぐるに蛇となりければモーセその前

を避たり 4ヱホバ、モーセにいひたまひけるは汝

の手をのべて其尾を執れとすなはち手をのべて之

を執ば手にいりて杖となる 5ヱホバいひたまふ是

は彼らの先祖等の神アブラハムの神イサクの神ヤ

コブの神ヱホバの汝にあらはれたることを彼らに

信ぜしめんためなり 6ヱホバまたかれに言たまひ

けるは汝の手を懐に納よとすなはち手を懐にいれ

て之を出し見るにその手癩病を生じて雪のごとく

なれり 7ヱホバまた言たまひけるは汝の手をふた

たび懐にいれよと彼すなはちふたたび其手を懐に

いれて之を懐より出し見るに變りて他處の肌膚の

ごとくになる 8ヱホバいひたまふ彼等もし汝を信
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ぜずまたその最初の徴の聲に聽從はざるならば後

の徴の聲を信ぜん 9彼らもし是ふたつの徴をも信

ぜすして汝の言に聽從はざるならば汝河の水をと

りて之を陸地にそそげ汝が河より取たる水陸地に

て血となるべし 10モーセ、ヱホバにいひけるは

わが主よ我は素言辭に敏き人にあらず汝が僕に語

りたまへるに及びても猶しかり我は口重く舌重き

者なり 11ヱホバかれにいひたまひけるは人の口

を造る者は誰なるや唖者聾者目明者瞽者などを造

る者は誰なるや我ヱホバなるにあらずや 12然ば

往けよ我なんぢの口にありて汝の言ふべきことを

敎へん 13モーセいひけるはわが主よ願くは遣す

べき者をつかはしたまへ 14是においてヱホバ、

モーセにむかひ怒を發していひたまひけるはレビ

人アロンは汝の兄弟なるにあらずや我かれが言を

善するを知るまた彼なんぢに遇んとていで來る彼

汝を見る時心に喜ばん 15汝かれに語りて言をそ

の口に授くべし我なんぢの口と彼の口にありて汝

らの爲べき事を敎へん 16彼なんぢに代て民に語

らん彼は汝の口に代らん汝は彼のために神に代る

べし 17なんぢこの杖を手に執り之をもて奇蹟を

おこなふべし 18是においてモーセゆきてその妻

の父ヱテロの許にかへりて之にいふ請ふ我をして

往てわがエジプトにある兄弟等の所にかへらしめ

彼等のなほ生ながらへをるや否を見さしめよヱテ

ロ、モーセに安然に往くべしといふ 19爰にヱホ

バ、ミデアンにてモーセにいひたまひけるは往て

エジプトにかへれ汝の生命をもとめし人は皆死た

りと 20モーセすなはちその妻と子等をとり之を

驢馬に乗てエジプトの地にかへるモーセは神の杖

を手に執り 21ヱホバ、モーセにいひたまひける

は汝エジプトにかへりゆける時はかならず我がな

んぢの手に授けたるところの奇跡を悉くパロのま

へにおこなふべし但し我かれの心を剛愎にすれば

彼民を去しめざるべし 22汝パロに言べしヱホバ

かく言ふイスラエルはわが子わが冢子なり 23我

なんぢにいふ我が子を去らしめて我に事ふること

をえせしめよ汝もし彼をさらしむることを拒ば我

なんぢの子なんぢの冢子を殺すべしと 24モーセ

途にある時ヱホバかれの宿所にて彼に遇てころさ

んとしたまひければ 25チツポラ利き石をとりて

その男子の陽の皮を割りモーセの足下になげうち

て言ふ汝はまことにわがためには血の夫なりと 26

是においてヱホバ、モーセをゆるしたまふ此時チ

ツポラが血の夫といひしは割禮の故によりてなり

27爰にヱホバ、アロンにいひたまひけるに曠野に

ゆきてモーセを迎へよと彼すなはちゆきて神の山

にてモーセに遇ひ之に接吻す 28モーセ、ヱホバ

がおのれに言ふくめて遣したまへる諸の言とヱホ

バのおのれに命じたまひし諸の奇跡とをアロンに

つげたり 29斯てモーセとアロン往てイスラエル

の子孫の長老を盡く集む 30而してアロン、ヱホ

バのモーセにかたりたまひし言を盡くつぐ又彼民

の目のまへにて奇蹟をなしければ 31民すなはち

信ず彼等ヱホバがイスラエルの民をかへりみその

苦患をおもひたまふを聞て身をかがめて拝をなせ

り

5その後モーセとアロン入てパロにいふイスラ
エルの神ヱホバ斯いひたまふ我民を去しめ彼

等をして曠野に於て我を祭ることをえせしめよと

2パロいひけるはヱホバは誰なればか我その聲に

したがひてイスラエルを去しむべき我ヱホバを識

ず亦イスラエルを去しめじ 3彼ら言けるはヘブル

人の神我らに顯れたまへり請ふ我等をして三日程

ほど曠野にいりてわれらの神ヱホバに犠牲をささ

ぐることをえせしめよ恐くはヱホバ疫病か又は刀

兵をもて我らをなやましたまはん 4エジプト王か

れらに言けるは汝等モーセ、アロンなんぞ民の操

作を妨ぐるや往てなんぢらの荷を負へ 5パロまた

いふ土民今は多かり然るに汝等かれらをして荷を

おふことを止しめんとす 6パロ此日民が驅使ふ者

等および民の有司等に命じていふ 7汝等再び前の

ごとく民に磚瓦を造る禾稈を與ふべからず彼等を

して往てみづから禾稈をあつめしめよ 8また彼等

が前に造りし磚瓦の數のごとくに仍かれらに之を

つくらしめよ其を減すなかれ彼等は懈惰が故に我

儕をして往てわれらの神に犠牲をささげしめよと

呼はり言ふなり 9人々の工作を重くして之に勞か

しめよ然ば偽の言を聽ことあらじと 10民を驅使

ふ者等およびその有司等出ゆきて民にいひけるは

パロかく言たまふ我なんぢらに禾稈をあたへじ 11

汝等往て禾稈のある處にて之をとれ但しなんぢら

の工作は分毫も減さざるべしと 12是において民

遍くエジプトの地に散て草藁をあつめて禾稈とな

す 13驅使者かれらを促たてて言ふ禾稈のありし

時のごとく汝らの工作汝らの日々の業をなしをふ

べしと 14パロの驅使者等がイスラエルの子孫の

上に立たるところの有司等撻れなんぢら何ぞ昨日
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も今日も磚瓦を作るところの汝らの業を前のごと

くに爲しをへざるやと言る 15是に於てイスラエ

ルの子孫の有司等來りてパロに呼はりて言ふ汝な

んぞ斯僕等になすや 16僕等に禾稈を與へずして

われらに磚瓦を作れといふ視よ僕等は撻る是なん

ぢの民の過なりと 17然るにパロいふ汝等は懶惰

し懶惰し故に汝らは我らをして往てヱホバに犠牲

をささげしめよと言ふなり 18然ば汝ら往て操作

けよ禾稈はなんぢらに與ふることなかるべけれど

なんぢら尚數のごとくに磚瓦を交納むべしと 19

イスラエルの子孫の有司等汝等その日々につくる

磚瓦を減すべからずと言るを聞て災害の身におよ

ぶを知り 20彼らパロをはなれて出たる時モーセ

とアロンの對面にたてるを見たれば 21之にいひ

けるは願くはヱホバ汝等を鑒みて鞫きたまへ汝等

はわれらの臭をパロの目と彼の僕の目に忌嫌はれ

しめ刀を彼等の手にわたして我等を殺さしめんと

するなりと 22モーセ、ヱホバに返りて言ふわが

主よ何て此民をあしくしたまふや何のために我を

つかはしたまひしや 23わがパロの許に來りて汝

の名をもて語りしよりして彼この民をあしくす汝

また絶てなんぢの民をすくひたまはざるなり

6ヱホバ、モーセに言たまひけるは今汝わがパ
ロに爲んところの事を見るべし能ある手の加

はるによりてパロ彼らをさらしめん能ある手の加

はるによりてパロ彼らを其國より逐いだすべし 2

神モーセに語りて之にいひたまひけるは我はヱホ

バなり 3我全能の神といひてアブラハム、イサク

、ヤコブに顯れたり然ど我名のヱホバの事は彼等

しらざりき 4我また彼らとわが契約を立て彼等が

旅して寄居たる國カナンの地をかれらに與ふ 5我

またエジプト人が奴隸となせるイスラエルの子孫

の呻吟た聞き且我が契約を憶ひ出づ 6故にイスラ

エルの子孫に言へ我はヱホバなり我汝らをエジプ

ト人の重負の下より携出し其使役をまぬかれしめ

又腕をのべ大なる罰をほどこして汝等を贖はん 7

我汝等を取て吾民となし汝等の神となるべし汝等

はわがエジプト人の重擔の下より汝らを携出した

るなんぢらの神ヱホバなることを知ん 8我わが手

をあげてアブラハム、イサク、ヤコブに與へんと

誓ひし地に汝等を導きいたり之を汝等に與へて產

業となさしめん我はヱホバなり 9モーセかくイス

ラエルの子孫に語けれども彼等は心の傷ると役事

の苦きとの爲にモーセに聽ざりき 10ヱホバ、モ

ーセに告ていひたまひけるは 11入てエジプトの

王パロに語りイスラエルの子孫をその國より去し

めよ 12モーセ、ヱホバの前に申していふイスラ

エルの子孫旣に我に聽ず我は口に割禮をうけざる

者なればパロいかで我にきかんや 13ヱホバ、モ

ーセとアロンに語り彼等に命じてイスラエルの子

孫とエジプトの王パロの所に往しめイスラエルの

子孫をエジプトの地より導きいださしめたまふ 14

かれらの父の家々の長は左のごとしイスラエルの

冢子ルベンの子ヘノク、バル、ヘヅロン、カルミ

是等はルベンの家族なり 15シメオンの子ヱムエ

ル、ヤミン、オハデ、ヤキン、ゾハルおよびカナ

ンの女の生しシヤウル是らはシメオンの家族なり

16レビの子の名はその世代にしたがひて言ば左の

ごとしゲルシヨン、コハテ、メラリ是なりレビの

齢の年は百三十七年なりき 17ゲルシヨンの子は

その家族にしたがひて言ばリブニおよびシメイな

り 18コハテの子はアムラム、イヅハル、ヘブロ

ン、ウジエルなりコハテの齢の年は百三十三年な

りき 19メラリの子はマヘリおよびムシなり是等

はレビの家族にしてその世代にしたがひて言るも

のなり 20アムラム其伯母ヨケベデを妻にめとれ

り彼アロンとモーセを生むアムラムの齢の年は百

三十七年なりき 21イヅハルの子はコラ、ネベグ

、ジクリなり 22ウジエルの子はミサエル、エル

ザバン、シテリなり 23アロン、ナシヨンの姉ア

ミナダブの女エリセバを妻にめとれり彼ナダブ、

アビウ、エレアザル、イタマルを生む 24コラの

子はアツシル、エルカナ、アビアサフ是等はコラ

人の族なり 25アロンの子エレアザル、ブテエル

の女の中より妻をめとれり彼ピネハスを生む是等

はレビ人の父の家々の長にしてその家族に循ひて

言る者なり 26ヱホバがイスラエルの子孫を其軍

隊にしたがひてエジプトの地より導きいだせよと

いひたまひしは此アロンとモーセなり 27彼等は

イスラエルの子孫をエジプトより導きいださんと

してエジプトの王パロに語りし者にして即ち此モ

ーセとアロンなり 28ヱホバ、エジプトの地にて

モーセに語りたまへる日に 29ヱホバ、モーセに

語りて言たまひけるは我はヱホバなり汝わが汝に

いふ所を悉皆くエジプトの王パロに語るべし 30

モーセ、ヱホバの前に言けるは我は口に割禮を受

ざる者なればパロいかで我に聽んや
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7ヱホバ、モーセに言たまひけるは視よ我汝を
してパロにおけること神のごとくならしむ汝

の兄弟アロンは汝の預言者となるべし 2汝はわが

汝に命ずる所を盡く宣べし汝の兄弟アロンはパロ

に告ることを爲べし彼イスラエルの子孫をその國

より出すに至らん 3我パロの心を剛愎にして吾徴

と奇跡をエジプトの國に多くせん 4然どパロ汝に

聽ざるべし我すなはち吾手をエジプトに加へ大な

る罰をほどこして吾軍隊わが民イスラエルの子孫

をエジプトの國より出さん 5我わが手をエジプト

の上に伸てイスラエルの子孫をエジプト人の中よ

り出す時には彼等我のヱホバなるを知ん 6モーセ

とアロン斯おこなひヱホバの命じたまへる如くに

然なしぬ 7そのパロと談論ける時モーセは八十歳

アロンは八十三歳なりき 8ヱホバ、モーセとアロ

ンに告て言たまひけるは 9パロ汝等に語りて汝ら

自ら奇蹟を行へと言時には汝アロンに言べし汝の

杖をとりてパロの前に擲てよと其は蛇とならん 10

是に於てモーセとアロンはパロの許にいたりヱホ

バの命じたまひしごとくに行へり即ちアロンその

杖をパロとその臣下の前に擲しに蛇となりぬ 11

斯在しかばパロもまた博士と魔術士を召よせたる

にエジプトの法術士等もその秘術をもてかくおこ

なへり 12即ち彼ら各人その杖を投たれば蛇とな

りけるがアロンの杖かれらの杖を呑つくせり 13

然るにパロの心剛愎になりて彼らに聽ことをせざ

りきヱホバの言たまひし如し 14ヱホバ、モーセ

に言たまひけるはパロは心頑にして民を去しむる

ことを拒むなり 15朝におよびて汝パロの許にい

たれ視よ彼は水に臨む汝河の邊にたちて彼を逆ふ

べし汝かの蛇に化し杖を手にとりて居り 16彼に

言ふべしヘブル人の神ヱホバ我を汝につかはして

言しむ吾民を去しめて曠野にて我に事ふることを

得せしめよ視よ今まで汝は聽入ざりしなり 17ヱ

ホバかく言ふ汝これによりて我がヱホバなるを知

ん視よ我わが手の杖をもて河の水を撃ん是血に變

ずべし 18而して河の魚は死に河は臭くならんエ

ジプト人は河の水を飮ことを厭ふにいたるべし 19

ヱホバまたモーセに言たまはく汝アロンに言へ汝

の杖をとりて汝の手をエジプトの上に伸べ流水の

上河々の上池塘の上一切の湖水の上に伸て血とな

らしめよエジプト全國に於て木石の器の中に凡て

血あるにいたらん 20モーセ、アロンすなはちヱ

ホバの命じたまへるごとくに爲り即ち彼パロとそ

の臣下の前にて杖をあげて河の水を撃しに河の水

みな血に變じたり 21是において河の魚死て河臭

くなりエジプト人河の水を飮ことを得ざりき斯エ

ジプト全國に血ありき 22エジプトの法術士等も

その秘術をもて斯のごとく行へりパロは心頑固に

して彼等に聽ことをせざりきヱホバの言たまひし

如し 23パロすなはち身をめぐらしてその家に入

り此事にも心をとめざりき 24エジプト人河の水

を飮ことを得ざりしかば皆飮水を得んとて河のま

はりを掘たりヱホバ河を撃たまひてより後七日た

ちぬ

8ヱホバ、モーセに言たまひけるは汝パロに詣
りて彼に言へヱホバかく言たまふ吾民を去し

めて我に事ふることを得せしめよ 2汝もし去しむ

ることを拒まば我蛙をもて汝の四方の境を惱さん

3河に蛙むらがり上りきたりて汝の家にいり汝の

寝室にいり汝の牀にのぼり汝の臣下の家にいり汝

の民の所にいたり汝の竃におよび汝の搓鉢にいら

ん 4蛙なんぢの身にのぼり汝の民と汝の臣下の上

にのぼるべし 5ヱホバ、モーセに言たまはく汝ア

ロンに言へ汝杖をとりて手を流水の上に伸べ河々

の上と池塘の上に伸て蛙をエジプトの地に上らし

めよ 6アロン手をエジプトの水のうへに伸たれば

蛙のぼりきたりてエジプトの地を蔽ふ 7法術士等

もその秘術をもて斯おこなひ蛙をエジプトの地に

上らしめたり 8パロ、モーセとアロンを召て言け

るはヱホバに願ひてこの蛙を我とわが民の所より

取さらしめよ我この民を去しめてヱホバに犠牲を

ささぐることを得せしめん 9モーセ、パロに言け

るは我なんぢと汝の臣下と汝の民のために願ひて

何時此蛙を汝と汝の家より絶さりて河にのみ止ら

しむべきや我に示せと 10彼明日といひければモ

ーセ言ふ汝の言のごとくに爲し汝をして我らの神

ヱホバのごとき者なきことを知しめん 11蛙汝と

汝の家を離れ汝の臣下と汝の民を離れて河にのみ

止るべしと 12モーセとアロンすなはちパロを離

れて出でモーセそのパロに至らしめたまひし蛙の

ためにヱホバに呼はりしに 13ヱホバ、モーセの

言のごとくなしたまひて蛙家より村より田野より

死亡たり 14茲にこれを攢むるに山をなし地臭く

なりぬ 15然るにパロは嘘氣時あるを見てその心

を頑固にして彼等に聽ことをせざりきヱホバの言

たまひし如し 16ヱホバ、モーセに言たまひける

は汝アロンに言へ汝の杖を伸べ地の塵を打てエジ
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プト全國に蚤とならしめよと 17彼等斯なせり即

ちアロン杖をとりて手を伸べ地の塵を撃けるに蚤

となりて人と畜につけりエジプト全國において地

の塵みな蚤となりぬ 18法術士等その秘術をもて

斯おこなひて蚤を出さんとしたりしが能はざりき

蚤は人と畜に著く 19是において法術士等パロに

言ふ是は神の指なりと然るにパロは心剛愎にして

彼等に聽ざりきヱホバの言たまひし如し 20ヱホ

バ、モーセに言たまはく汝朝早く起てパロの前に

立て視よ彼は水に臨む汝彼に言へヱホバかく言た

まふわが民を去しめて我に事ふることを得せしめ

よ 21汝もしわが民を去しめずば視よ我汝と汝の

臣下と汝の民と汝の家とに蚋をおくらんエジプト

人の家々には蚋充べし彼らの居るところの地も然

らん 22その日に我わが民の居るゴセンの地を區

別おきて其處に蚋あらしめじ是地の中にありて我

のヱホバなることを汝が知んためなり 23我わが

民と汝の民の間に區別をたてん明日この徴あるべ

し 24ヱホバかく爲たまひたれば蚋おびただしく

出來りてパロの家にいりその臣下の家にいりエジ

プト全國にたり蚋のために地害はる 25是におい

てパロ、モーセとアロンを召ていひけるは汝等往

て國の中にて汝らの神に犠牲を献げよ 26モーセ

言ふ然するは宜からず我等はエジプト人の崇拝む

者を犠牲としてわれらの神ヱホバに献ぐべければ

なり我等もしエジプト人の崇拝む者をその目の前

にて犠牲に献げなば彼等石にて我等を撃ざらんや

27我等は三日路ほど曠野にいりて我らの神ヱホバ

に犠牲を献げその命じたまひしごとくせんとす 28

パロ言けるは我汝らを去しめて汝らの神ヱホバに

曠野にて犠牲を献ぐることを得せしめん但餘に遠

くは行べからず我ために祈れよ 29モーセ言ける

は視よ我汝をはなれて出づ我ヱホバに祈ん明日蚋

パロとその臣下とその民を離れん第パロ再び偽を

おこなひ民を去しめてヱホバに犠牲をささぐるを

得せしめざるが如きことを爲ざれ 30かくてモー

セ、パロをはなれて出でヱホバに祈りたれば 31

ヱホバ、モーセの言のごとく爲したまへり即ちそ

の蚋をパロとその臣下とその民よりはなれしめた

まふ一ものこらざりき 32然るにパロ此時にもま

たその心を頑固にして民を去しめざりき

9爰にヱホバ、モーセにいひたまひけるはパロ
の所にいりてかれに告よヘブル人の神ヱホバ

斯いひたまふ吾民を去しめて我につかふることを

えせしめよ 2汝もし彼等をさらしむることを拒み

て尚かれらを拘留へなば 3ヱホバの手野にをる汝

の家畜馬驢馬駱駝牛および羊に加はらん即ち甚だ

惡き疾あるべし 4ヱホバ、イスラエルの家畜とエ

ジプトの家畜とを別ちたまはんイスラエルの子孫

に屬する者は死る者あらざるべしと 5ヱホバまた

期をさだめて言たまふ明日ヱホバこの事を國にな

さんと 6明日ヱホバこの事をなしたまひければエ

ジプトの家畜みな死り然どイスラエルの子孫の家

畜は一も死ざりき 7パロ人をつかはして見さしめ

たるにイスラエルの家畜は一頭だにも死ざりき然

どもパロは心剛愎にして民をさらしめざりき 8ま

たヱホバ、モーセとアロンにいひたまひけるは汝

等竃爐の灰を一握とれ而してモーセ、パロの目の

前にて天にむかひて之をまきちらすべし 9其灰エ

ジプト全國に塵となりてエジプト全國の人と畜獣

につき膿をもちて脹るる腫物とならんと 10彼等

すなはち竃爐の灰をとりてパロの前に立ちモーセ

天にむかひて之をまきちらしければ人と獣畜につ

き膿をもちて脹るる腫物となれり 11法術士等は

その腫物のためにモーセの前に立つことを得ざり

き腫物は法術士等よりして諸のエジプト人にまで

生じたり 12然どヱホバ、パロの心を剛愎にした

まひたれば彼らに聽ざりきヱホバのモーセに言給

ひし如し 13爰にヱホバ、モーセにいひたまひけ

るは朝早くおきてパロの前にたちて彼に言へヘブ

ル人の神ヱホバ斯いひたまふ吾民を去しめて我に

事ふるをえせしめよ 14我此度わが諸の災害を汝

の心となんぢの臣下およびなんぢの民に降し全地

に我ごとき者なきことを汝に知しめん 15我もし

わが手を伸べ疫病をもて汝となんぢの民を撃たら

ば汝は地より絶れしならん 16抑わが汝をたてた

るは即ちなんぢをしてわが權能を見さしめわが名

を全地に傳へんためなり 17汝なほ吾民の前に立

ふさがりて之を去しめざるや 18視よ明日の今頃

我はなはだ大なる雹を降すべし是はエジプトの開

國より今までに嘗てあらざりし者なり 19然ば人

をやりて汝の家畜および凡て汝が野に有る物を集

めよ人も獣畜も凡て野にありて家に歸らざる者は

雹その上にふりくだりて死るにたらん 20パロの

臣下の中ヱホバの言を畏る者はその僕と家畜を家

に逃いらしめしが 21ヱホバの言を意にとめざる

者はその僕と家畜を野に置り 22ヱホバ、モーセ

にいひたまひけるは汝の手を天に舒てエジプト全
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國に雹あらしめエジプトの國中の人と獣畜と田圃

の諸の蔬にふりくだらしめよと 23モーセ天にむ

かひて杖を舒たればヱホバ雷と雹を遣りたまふ又

火いでて地に馳すヱホバ雹をエジプトの地に降せ

たまふ 24斯雹ふり又火の塊雹に雑りて降る甚だ

勵しエジプト全國には其國を成てよりこのかた未

だ斯る者あらざりしなり 25雹エジプト全國に於

て人と獣畜とをいはず凡て田圃にをる者を撃り雹

また田圃の諸の蔬を撃ち野の諸の樹を折り 26唯

イスラエルの子孫のをるゴセンの地には雹あらざ

りき 27是に於てパロ人をつかはしてモーセとア

ロンを召てこれに言けるは我此度罪ををかしたり

ヱホバは義く我とわが民は惡し 28ヱホバに願ひ

てこの神鳴と雹を最早これにて足しめよ我なんぢ

らを去しめん汝等今は留るにおよばず 29モーセ

かれに曰けるは我邑より出て我手をヱホバに舒ひ

ろげん然ば雷やみて雹かさねてあらざるべし斯し

て地はヱホバの所屬なるを汝にしらしめん 30然

ど我しる汝となんぢの臣下等はなほヱホバ神を畏

れざるならんと 31偖麻と大麥は撃れたり大麥は

穂いで麻は花さきゐたればなり 32然ど小麥と裸

麥は未だ長ざりしによりて撃れざりき 33モーセ

、パロをはなれて邑より出でヱホバにむかひて手

をのべひろげたれば雷と雹やみて雨地にふらずな

りぬ 34然るにパロ雨と雹と雷鳴のやみたるを見

て復も罪を犯し其心を剛硬にす彼もその臣下も然

り 35即ちパロは心剛愎にしてイスラエルの子孫

を去しめざりきヱホバのモーセによりて言たまひ

しごとし

10爰にヱホバ、モーセにいひたまひけるはパロ
の所に入れ我かれの心とその臣下の心を剛硬

にせり是はわが此等の徴を彼等の中に示さんため

2又なんぢをして吾がエジプトにて行ひし事等す

なはち吾がエジプトの中にてなしたる徴をなんぢ

の子となんぢの子の子の耳に語らしめんためなり

斯して汝等わがヱホバなるを知べし 3モーセとア

ロン、パロの所にいりて彼にいひけるはヘブル人

の神ヱホバかく言たまふ何時まで汝は我に降るこ

とを拒むや我民をさらしめて我に事ふることをえ

せしめよ 4汝もしわが民を去しむることを拒まば

明日我蝗をなんぢの境に入しめん 5蝗地の面を蔽

て人地を見るあたはざるべし蝗かの免かれてなん

ぢに遺れる者すなはち雹に打のこされたる者を食

ひ野に汝らのために生る諸の樹をくらはん 6又な

んぢの家となんぢの臣下の家々および凡のエジプ

ト人の家に滿べし是はなんぢの父となんぢの父の

父が世にいでしより今日にいたるまで未だ嘗て見

ざるものなりと斯て彼身をめぐらしてパロの所よ

りいでたり 7時にパロの臣下パロにいひけるは何

時まで此人われらの羂となるや人々を去しめてそ

の神ヱホバに事ふることをえせしめよ汝なほエジ

プトの滅ぶるを知ざるやと 8是をもてモーセとア

ロンふたたび召れてパロの許にいたるにパロかれ

らにいふ往てなんぢらの神ヱホバに事よ但し往く

者は誰と誰なるや 9モーセいひけるは我等は幼者

をも老者をも子息をも息女をも挈へて往き羊をも

牛をもたづさへて往くべし其は我らヱホバの祭禮

をなさんとすればなり 10パロかれらにいひける

は我汝等となんぢらの子等を去しむる時はヱホバ

なんぢらと偕に在れ愼めよ惡き事なんぢらの面の

まへにあり 11そは宜からず汝ら男子のみ往てヱ

ホバに事よ是なんぢらが求むるところなりと彼等

つひにパロの前より逐いださる 12爰にヱホバ、

モーセにいひたまひけるは汝の手をエジプトの地

のうへに舒て蝗をエジプトの國にのぞませて彼の

雹が打殘したる地の諸の蔬を悉く食しめよ 13モ

ーセすなはちエジプトの地の上に其杖をのべけれ

ばヱホバ東風をおこしてその一日一夜地にふかし

めたまひしが東風朝におよびて蝗を吹きたりて 14

蝗エジプト全國にのぞみエジプトの四方の境に居

て害をなすこと太甚し是より先には斯のごとき蝗

なかりし是より後にもあらざるべし 15蝗全國の

上を蔽ひければ國暗くなりぬ而して蝗地の諸の蔬

および雹の打殘せし樹の菓を食ひたればエジプト

全國に於て樹にも田圃の蔬にも靑き者とてはのこ

らざりき 16是をもてパロ急ぎモーセとアロンを

召て言ふ我なんちらの神ヱホバと汝等とにむか

ひて罪ををかせり 17然ば請ふ今一次のみ吾罪を

宥してなんぢらの神ヱホバに願ひ唯此死を我より

取はなさしめよと 18彼すなはちパロの所より出

てヱホバにねがひければ 19ヱホバはなはだ強き

西風を吹めぐらせて蝗を吹はらはしめ之を紅海に

驅いれたまひてエジプトの四方の境に蝗ひとつも

遺らざるにいたれり 20然れどもヱホバ、パロの

心を剛愎にしたまひたればイスラエルの子孫をさ

らしめざりき 21ヱホバまたモーセにいひたまひ

けるは天にむかひて汝の手を舒べエジプトの國に

黑暗を起すべし其暗黑は摸るべきなりと 22モー



出エジプト記53

セすなはち天にむかひて手を舒ければ稠密黑暗三

日のあひだエジプト全國にありて 23三日の間は

人々たがひに相見るあたはず又おのれの處より起

ものなかりき然どイスラエルの子孫の居處には皆

光ありき 24是に於てパロ、モーセを呼ていひけ

るは汝等ゆきてヱホバに事よ唯なんぢらの羊と牛

を留めおくべし汝らの子女も亦なんぢらとともに

往べし 25モーセいひけるは汝また我等の神ヱホ

バに献ぐべき犠牲と燔祭の物をも我儕に與ふべき

なり 26われらの家畜もわれらとともに往べし一

蹄も後にのこすべからず其は我等その中を取てわ

れらの神ヱホバに事べきが故なりまたわれら彼處

にいたるまでは何をもてヱホバに事ふべきかを知

ざればなりと 27然れどもヱホバ、パロの心を剛

愎にしたまひたればパロかれらをさらしむること

を肯ぜざりき 28すなはちパロ、モーセに言ふ我

をはなれて去よ自ら愼め重てわが面を見るなかれ

汝わが面を見る日には死べし 29モーセいひける

は汝の言ふところは善し我重て復なんぢの面を見

ざるべし

11ヱホバ、モーセにいひたまひけるは我今一箇
の災をパロおよびエジプトに降さん然後かれ

汝等を此處より去しむべし彼なんぢらを全く去し

むるには必ず汝らを此より逐はらはん 2然ば汝民

の耳にかたり男女をしておのおのその隣々に銀の

飾品金の飾具を乞しめよと 3ヱホバつひに民をし

てエジプト人の恩を蒙らしめたまふ又その人モー

セはエジプトの國にてパロの臣下の目と民の目に

甚だ大なる者と見えたり 4モーセいひけるはヱホ

バかく言たまふ夜半頃われ出てエジプトの中に至

らん 5エジプトの國の中の長子たる者は位に坐す

るパロの長子より磨の後にをる婢の長子まで悉く

死べし又獣畜の首出もしかり 6而してエジプト全

國に大なる號哭あるべし是まで是のごとき事はあ

らずまた再び斯ること有ざるべし 7然どイスラエ

ルの子孫にむかひては犬もその舌をうごかさじ人

にむかひても獣畜にむかひても然り汝等これによ

りてヱホバがエジプト人とイスラエルのあひだに

區別をなしたまふを知べし 8汝の此臣等みなわが

許に下り來てわれを拝し汝となんぢに從がふ民み

な出よと言ん然る後われ出べしと烈しく怒りてパ

ロの所より出たり 9ヱホバ、モーセにいひたまひ

けるはパロ汝に聽ざるべし是をもて吾がエジプト

の國に奇蹟をおこなふこと増べし 10モーセとア

ロンこの諸の奇蹟をことごとくパロの前に行ひた

れどもヱホバ、パロの心を剛愎にしたまひければ

彼イスラエルの子孫をその國より去しめざりき

12ヱホバ、エジプトの國にてモーセとアロンに
告ていひたまひけるは 2此月を汝らの月の首

となせ汝ら是を年の正月となすべし 3汝等イスラ

エルの全會衆に告て言べし此月の十日に家の父た

る者おのおの羔羊を取べし即ち家ごとに一箇の羔

羊を取べし 4もし家族少くして其羔羊を盡すこと

あたはずばその家の隣なる人とともに人の數にし

たがひて之を取べし各人の食ふ所にしたがひて汝

等羔羊を計るべし 5汝らの羔羊は疵なき當歳の牡

なるべし汝等綿羊あるひは山羊の中よりこれを取

べし 6而して此月の十四日まで之を守りおきイス

ラエルの會衆みな薄暮に之を屠り 7その血をとり

て其之を食ふ家の門口の兩旁の橒と鴨居に塗べし

8而して此夜その肉を火に炙て食ひ又酵いれぬパ

ンに苦菜をそへて食ふべし 9其を生にても水に煮

ても食ふなかれ火に炙べし其頭と脛と臓腑とを皆

くらへ 10其を明朝まで殘しおくなかれ其明朝ま

で殘れる者は火にて燒つくすべし 11なんぢら斯

之を食ふべし即ち腰をひきからげ足に鞋を穿き手

に杖をとりて急て之を食ふべし是ヱホバの逾越節

なり 12是夜われエジプトの國を巡りて人と畜と

を論ずエジプトの國の中の長子たる者を盡く撃殺

し又エジプトの諸の神に罰をかうむらせん我はヱ

ホバなり 13その血なんぢらが居るところの家に

ありて汝等のために記號とならん我血を見る時な

んぢらを逾越すべし又わがエジプトの國を撃つ時

災なんぢらに降りて滅ぼすことなかるべし 14汝

ら是日を記念えてヱホバの節期となし世々これを

祝ふべし汝等之を常例となして祝ふべし 15七日

の間酵いれぬパンを食ふべしその首の日にパン酵

を汝等の家より除け凡て首の日より七日までに酵

入たるパンを食ふ人はイスラエルより絶るべきな

り 16且首の日に聖會をひらくべし又第七日に聖

會を汝らの中に開け是ふたつの日には何の業をも

なすべからず只各人の食ふ者のみ汝等作ることを

得べし 17汝ら酵いれぬパンの節期を守るべし其

は此日に我なんぢらの軍隊をエジプトの國より導

きいだせばなり故に汝ら常例となして世々是日を

まもるべし 18正月に於てその月の十四日の晩よ

り同月の二十一日の晩まで汝ら酵いれぬパンを食

へ 19七日の間なんぢらの家にパン酵をおくべか
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らず凡て酵いれたる物を食ふ人は其異邦人たると

本國に生れし者たるとを問ず皆イスラエルの聖會

より絶るべし 20汝ら酵いれたる物は何をも食ふ

べからず凡て汝らの居處に於ては酵いれぬパンを

食ふべし 21是に於てモーセ、イスラエルの長老

を盡くまねきて之にいふ汝等その家族に循ひて一

頭の羔羊を撿み取り之を屠りて逾越節のために備

へよ 22又牛膝草一束を取て盂の血に濡し盂の血

を門口の鴨居および二旁の柱にそそぐべし明朝に

いたるまで汝等一人も家の戸をいづるなかれ 23

其はヱホバ、エジプトを撃に巡りたまふ時鴨居と

兩旁の柱に血のあるを見ばヱキバ其門を逾越し殺

滅者をして汝等の家に入て撃ざらしめたまふべけ

ればなり 24汝ら是事を例となして汝となんぢの

子孫永くこれを守るべし 25汝等ヱホバがその言

たまひし如くになんぢらに與へたまはんところの

地に至る時はこの禮式をまもるべし 26若なんぢ

らの子女この禮式は何の意なるやと汝らに問ば 27

汝ら言ふべし是はヱホバの逾越節の祭祀なりヱホ

バ、エジプト人を撃たまひし時エジプトにをるイ

スラエルの子孫の家を逾越てわれらの家を救ひた

まへりと民すなはち鞠て拝せり 28イスラエルの

子孫去てヱホバのモーセとアロンに命じたまひし

ごとくなし斯おこなへり 29爰にヱホバ夜半にエ

ジプトの國の中の長子たる者を位に坐するパロの

長子より牢獄にある俘虜の長子まで盡く撃たまふ

亦家畜の首生もしかり 30期有しかばパロとその

諸の臣下およびエジプト人みな夜の中に起あがり

エジプトに大なる號哭ありき死人あらざる家なか

りければなり 31パロすなはち夜の中にモーセと

アロンを召ていひけるは汝らとイスラエルの子孫

起てわが民の中より出さり汝らがいへる如くに往

てヱホバに事へよ 32亦なんぢらが言るごとく汝

らの羊と牛をひきて去れ汝らまた我を祝せよと 33

是においてエジプト人我等みな死ると言て民を催

逼て速かに國を去しめんとせしかば 34民捏粉の

未だ酵いれざるを執り捏盤を衣服に包みて肩に負

ふ 35而してイスラエルの子孫モーセの言のごと

く爲しエジプト人に銀の飾物、金の飾物および衣

服を乞たるに 36ヱホバ、エジプト人をして民を

めぐましめ彼等にこれを與へしめたまふ斯かれら

エジプト人の物を取り 37斯てイスラエルの子孫

ラメセスよりスコテに進みしが子女の外に徒にて

歩める男六十萬人ありき 38又衆多の寄集人およ

び羊牛等はなはだ多の家畜彼等とともに上れり 39

爰に彼等エジプトより携へいでたる捏粉をもて酵

いれぬパンを烘り未だ酵をいれざりければなり是

かれらエジプトより逐いだされて濡滞るを得ざり

しに由り又何の食糧をも備へざりしに因る 40偖

イスラエルの子孫のエジプトに住居しその住居の

間は四百三十年なりき 41四百三十年の終にいた

り即ち其日にヱホバの軍隊みなエジプトの國より

出たり 42是はヱホバが彼等をエジプトの國より

導きいだしたまひし事のためにヱホバの前に守る

べき夜なり是はヱホバの夜にしてイスラエルの子

孫が皆世々まもるべき者なり 43ヱホバ、モーセ

とアロンに言たまひけるは逾越節の例は是のごと

し異邦人はこれを食ふべからず 44但し各人の金

にて買たる僕は割禮を施して然る後是を食しむべ

し 45外國の客および傭人は之を食ふべからず 46

一の家にてこれを食ふべしその肉を少も家の外に

持いづるなかれ又其骨を折べからず 47イスラエ

ルの會衆みな之を守るべし 48異邦人なんぢとと

もに寄居てヱホバの逾越節を守らんとせば其男悉

く割禮を受て然る後に近りて守るべし即ち彼は國

に生れたる者のごとくなるべし割禮をうけざる人

はこれを食ふべからざるなり 49國に生れたる者

にもまた汝らの中に寄居る異邦人にも此法は同一

なり 50イスラエルの子孫みな斯おこなひヱホバ

のモーセとアロンに命じたまひしごとく爲たり 51

その同じ日にヱホバ、イスラエルの子孫をその軍

隊にしたがひてエジプトの國より導きいだしたま

へり

13爰にヱホバ、モーセに告ていひたまひけるは
2人と畜とを論ず凡てイスラエルの子孫の中

の始て生れたる首生をば皆聖別て我に歸せしむべ

し是わが所屬なればなり 3モーセ民にいひけるは

汝等エジプトを出で奴隸たる家を出るこの日を誌

えよヱホバ能ある手をもて汝等を此より導きいだ

したまへばなり酵いれたるパンを食ふべからず 4

アビブの月の此日なんぢら出づ 5ヱホバ汝を導き

てカナン人ヘテ人アモリ人ヒビ人エブス人の地す

なはちその汝にあたへんと汝の先祖たちに誓ひた

まひし彼乳と蜜の流るる地に至らしめたまはん時

なんぢ此月に是禮式を守るべし 6七日の間なんぢ

酵いれぬパンを食ひ第七日にヱホバの節筵をなす

べし 7酵いれぬパンを七日くらふべし酵いれたる

パンを汝の所におくなかれ又汝の境の中にて汝の
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許にパン酵をおくなかれ 8汝その日に汝の子に示

して言べし是は吾がエジプトより出る時にヱホバ

の我に爲したまひし事のためなりと 9斯是をなん

ぢの手におきて記號となし汝の目の間におきて記

號となしてヱホバの法律を汝の口に在しむべし其

はヱホバ能ある手をもて汝をエジプトより導きい

だしたまへばなり 10是故に年々その期にいたり

てこの例をまもるべし 11ヱホバ汝となんぢの先

祖等に誓ひたまひしごとく汝をカナン人の地にみ

ちびきて之を汝に與へたまはん時 12汝凡て始て

生れたる者及び汝の有る畜の初生を悉く分ちてヱ

ホバに歸せしむべし男牡はヱホバの所屬なるべし

13又驢馬の初子は皆羔羊をもて贖ふべしもし贖は

ずばその頸を折るべし汝の子等の中の長子なる人

はみな贖ふべし 14後に汝の子汝に問て是は何な

ると言ばこれに言べしヱホバ能ある手をもて我等

をエジプトより出し奴隸たりし家より出したまへ

り 15當時パロ剛愎にして我等を去しめざりしか

ばヱホバ、エジプトの國の中の長子たる者を人の

長子より畜の初生まで盡く殺したまへり是故に始

めて生れし牡を盡くヱホバに犠牲に献ぐ但しわが

子等の中の長子は之を贖ふなり 16是をなんぢの

手におきて號となし汝の目の間におきて誌となす

べしヱホバ能ある手をもて我等をエジプトより導

きいだしたまひたればなりと 17偖パロ民をさら

しめし時ペリシテ人の地は近かりけれども神彼等

をみちびきて其地を通りたまはざりき其は民戰爭

を見ば悔てエジプトに歸るならんと神おもひたま

ひたればなり 18神紅海の曠野の道より民を導き

たまふイスラエルの子孫行伍をたててエジプトの

國より出づ 19其時モーセはヨセフの骨を携ふ是

はヨセフ神かならず汝らを眷みたまふべければ汝

らわが骨を此より携へ出づべしといひてイスラエ

ルの子孫を固く誓せたればなり 20斯てかれらス

コテより進みて曠野の端なるエタム比幕張す 21

ヱホバかれらの前に往たまひ晝は雲の柱をもてか

れらを導き夜は火の柱をもて彼らを照して晝夜往

すすましめたまふ 22民の前に晝は雲の柱を除き

たまはず夜は火の柱をのぞきたまはず

14茲にヱホバ、モーセに告ていひ給ひけるは 2

イスラエルの子孫に言て轉回てミグドルと海

の間なるピハヒロテの前にあたりてバアルゼポン

の前に幕を張しめよ其にむかひて海の傍に幕を張

るべし 3パロ、イスラエルの子孫の事をかたりて

彼等はその地に迷ひをりて曠野に閉こめられたる

ならんといふべければなり 4我パロの心を剛愎に

すべければパロ彼等の後を追はん我パロとその凡

の軍勢に由て譽を得エジプト人をして吾ヱホバな

るを知しめんと彼等すなはち斯なせり 5茲に民の

逃さりたることエジプト王に聞えければパロとそ

の臣下等民の事につきて心を變じて言ふ我等何て

斯イスラエルを去しめて我に事ざらしむるがごと

き事をなしたるやと 6パロすなはちその車を備へ

民を將て己にしたがはしめ 7撰抜の戰車六百兩に

エジプトの諸の戰車および其の諸の軍長等を率ゐ

たり 8ヱホバ、エジプト王パロの心を剛愎にした

まひたれば彼イスラエルの子孫の後を追ふイスラ

エルの子孫は高らかなる手によりて出しなり 9エ

ジプト人等パロの馬、車およびその騎兵と軍勢彼

等の後を追てそのバアルゼポンの前なるピハヒロ

テの邊にて海の傍に幕を張るに追つけり 10パロ

の近よりし時イスラエルの子孫目をあげて視しに

エジプト人己の後に進み來りしかば痛く懼れたり

是に於てイスラエルの子孫ヱホバに呼號り 11且

モーセに言けるはエジプトに墓のあらざるがため

に汝われらをたづさへいだして曠野に死しむるや

何故に汝われらをエジプトより導き出して斯我ら

に爲や 12我等がエジプトにて汝に告て我儕を棄

おき我らをしてエジプト人に事しめよと言し言は

是ならずや其は曠野にて死るよりもエジプト人に

事るは善ればなり 13モーセ民にいひけるは汝ら

懼るるなかれ立てヱホバが今日汝等のために爲た

まはんところの救を見よ汝らが今日見たるエジプ

ト人をば汝らかさねて復これを見ること絶てなか

るべきなり 14ヱホバ汝等のために戰ひたまはん

汝等は靜りて居るべし 15時にヱホバ、モーセに

いひたまひけるは汝なんぞ我に呼はるやイスラエ

ルの子孫に言て進みゆかしめよ 16汝杖を擧げ手

を海の上に伸て之を分ちイスラエルの子孫をして

海の中の乾ける所を往しめよ 17我エジプト人の

心を剛愎にすべければ彼等その後にしたがひて入

るべし我かくしてパロとその諸の軍勢およびそ戰

車と騎兵に囚て榮譽を得ん 18我がパロとその戰

車と騎兵とによりて榮譽をえん時エジプト人は我

のヱホバなるを知ん 19爰にイスラエルの陣營の

前に行る神の使者移りてその後に行けり即ち雲の

柱その前面をはなれて後に立ち 20エジプト人の

陣營とイスラエル人の陣營の間に至りけるが彼が
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ためには雲となり暗となり是がためには夜を照せ

り是をもて彼と是と夜の中に相近づかざりき 21

モーセ手を海の上に伸ければヱホバ終夜強き東風

をもて海を退かしめ海を陸地となしたまひて水遂

に分れたり 22イスラエルの子孫海の中の乾ける

所を行くに水は彼等の右左に墻となれり 23エジ

プト人等パロの馬車、騎兵みなその後にしたがひ

て海の中に入る 24暁にヱホバ火と雲との柱の中

よりエジプト人の軍勢を望みエジプト人の軍勢を

惱まし 25其車の輪を脱して行に重くならしめた

まひければエジプト人言ふ我儕イスラエルを離れ

て逃ん其はヱホバかれらのためにエジプト人と戰

へばなりと 26時にヱホバ、モーセに言たまひけ

る汝の手を海の上に伸て水をエジプト人とその戰

車と騎兵の上に流れ反らしめよと 27モーセすな

はち手を海の上に伸けるに夜明におよびて海本の

勢力にかへりたればエジプト人之に逆ひて逃たり

しがヱホバ、エジプト人を海の中に擲ちたまへり

28即ち水流反りて戰車と騎兵を覆ひイスラエルの

後にしたがひて海にいりしパロの軍勢を悉く覆へ

り一人も遺れる者あらざりき 29然どイスラエル

の子孫は海の中の乾ける所を歩みしが水はその右

左に墻となれり 30斯ヱホバこの日イスラエルを

エジプト人の手より救ひたまへりイスラエルはエ

ジプト人が海邊に死をるを見たり 31イスラエル

またヱホバがエジプト人に爲たまひし大なる事を

見たり是に於て民ヱホバを畏れヱホバとその僕モ

ーセを信じたり

15是に於てモーセおよびイスラエルの子孫この
歌をヱホバに謡ふ云く我ヱホバを歌ひ頌ん彼

は高らかに高くいますなり彼は馬とその乗者を海

になげうちたまへり 2わが力わが歌はヱホバなり

彼はわが救拯となりたまへり彼はわが神なり我こ

れを頌美ん彼はわが父の神なり我これを崇めん 3

ヱホバは軍人にして其名はヱホバなり 4彼パロの

戰車とその軍勢を海に投すてたまふパロの勝れた

る軍長等は紅海に沈めり 5大水かれらを掩ひて彼

等石のごとくに淵の底に下る 6ヱホバよ汝の右の

手は力をもて榮光をあらはすヱホバよ汝の右の手

は敵を碎く 7汝の大なる榮光をもて汝は汝にたち

逆ふ者を滅したまふ汝怒を發すれば彼等は藁のご

とくに焚つくさる 8汝の鼻の息によりて水積かさ

なり浪堅く立て岸のごとくに成り大水海の中に凝

る 9敵は言ふ我追て追つき掠取物を分たん我かれ

らに因てわが心を飽しめん我劍を抜んわが手かれ

らを亡さんと 10汝氣を吹たまへば海かれらを覆

ひて彼等は猛烈き水に鉛のごとくに沈めり 11ヱ

ホバよ神の中に誰か汝に如ものあらん誰か汝のご

とく聖して榮あり讃べくして威ありて奇事を行な

ふ者あらんや 12汝その右の手を伸たまへば地か

れらを呑む 13汝はその贖ひし民を恩惠をもて導

き汝の力をもて彼等を汝の聖き居所に引たまふ 14

國々の民聞て慄へペリシテに住む者畏懼を懐く 15

エドムの君等駭きモアブの剛者戰慄くカナンに住

る者みな消うせん 16畏懼と戰慄かれらに及ぶ汝

の腕の大なるがために彼らは石のごとくに默然た

りヱホバよ汝の民の通り過るまで汝の買たまひし

民の通り過るまで然るべし 17汝民を導きてこれ

を汝の產業の山に植たまはんヱホバよ是すなはち

汝の居所とせんとて汝の設けたまひし者なり主よ

是汝の手の建たる聖所なり 18ヱホバは世々限な

く王たるべし 19斯パロの馬その車および騎兵と

ともに海にいりしにヱホバ海の水を彼等の上に流

れ還らしめたまひしがイスラエルの子孫は海の中

にありて旱地を通れり 20時にアロンの姉なる預

言者ミリアム鼗を手にとるに婦等みな彼にしたが

ひて出で鼗をとり且踊る 21ミリアムすなはち彼

等に和へて言ふ汝等ヱホバを歌ひ頌よ彼は高らか

に高くいますなり彼は馬とその乗者を海に擲ちた

まへりと 22斯てモーセ紅海よりイスラエルを導

きてシユルの曠野にいり曠野に三日歩みたりしが

水を得ざりき 23彼ら遂にメラにいたりしがメラ

の水苦くして飮ことを得ざりき是をもて其名はメ

ラ(苦)と呼る 24是に於て民モーセにむかひて呟

き我儕何を飮んかと言ければ 25モーセ、ヱホバ

に呼はりしにヱホバこれに一本の木を示したまひ

たれば即ちこれを水に投いれしに水甘くなれり彼

處にてヱホバ民のために法度と法律をたてたまひ

彼處にてこれを試みて 26言たまはく汝もし善く

汝の神ヱホバの聲に聽したがひヱホバの口に善と

見ることを爲しその誡命に耳を傾けその諸の法度

を守ば我わがエジプト人に加へしところのその疾

病を一も汝に加へざるべし其は我はヱホバにして

汝を醫す者なればなりと 27斯て彼等エリムに至

れり其處に水の井十二棕櫚七十本あり彼處にて彼

等水の傍に幕張す

16斯てエリムを出たちてイスラエルの子孫の會
衆そのエジプトの地を出しより二箇月の十五
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日に皆エリムとシナイの間なるシンの曠野にいた

りけるが 2其曠野においてイスラエルの全會衆モ

ーセとアロンに向ひて呟けり 3即ちイスラエルの

子孫かれらに言けるは我儕エジプトの地に於て肉

の鍋の側に坐り飽までにパンを食ひし時にヱホバ

の手によりて死たらば善りし者を汝等はこの曠野

に我等を導きいだしてこの全會を饑に死しめんと

するなり 4時にヱホバ、モーセに言たまひけるは

視よ我パンを汝らのために天より降さん民いでて

日用の分を毎日斂むべし斯して我かれらが吾の法

律にしたがふや否を試みん 5第六日には彼等その

取いれたる者を調理ふべし其は日々に斂る者の二

倍なるべし 6モーセとアロン、イスラエルの全の

子孫に言けるは夕にいたらば汝等はヱホバが汝ら

をエジプトの地より導きいだしたまひしなるを知

にいたらん 7又朝にいたらば汝等ヱホバの榮光を

見ん其はヱホバなんぢらがヱホバに向ひて呟くを

聞たまへばなり我等を誰となして汝等は我儕に向

ひて呟くや 8モーセまた言けるはヱホバ夕には汝

等に肉を與へて食はしめ朝にはパンをあたへて飽

しめたまはん其はヱホバ己にむかひて汝等が呟く

ところの怨言を聞給へばなり我儕を誰と爲や汝等

の怨言は我等にむかひてするに非ずヱホバにむか

ひてするなり 9モーセ、アロンに言けるはイスラ

エルの子孫の全會衆に言へ汝等ヱホバの前に近よ

れヱホバなんぢらの怨言を聞給へりと 10アロン

すなはちイスラエルの子孫の全會衆に語しかば彼

等曠野を望むにヱホバの榮光雲の中に顯はる 11

ヱホバ、モーセに告て言たまひけるは 12我イス

ラエルの子孫の怨言を聞り彼等に告て言へ汝等夕

には肉を食ひ朝にはパンに飽べし而して我のヱホ

バにして汝等の神なることを知にいたらんと 13

即ち夕におよびて鶉きたりて營を覆ふ又朝におよ

びて露營の四圍におきしが 14そのおける露乾く

にあたりて曠野の表に霜のごとき小き圓き者地に

あり 15イスラエルの子孫これを見て此は何ぞや

と互に言ふ其はその何たるを知ざればなりモーセ

かれらに言けるは是はヱホバが汝等の食にあたへ

たまふパンなり 16ヱホバの命じたまふところの

事は是なり即ち各その食ふところに循ひて之を斂

め汝等の人數にしたがひて一人に一オメルを取れ

各人その天幕にをる者等のためにこれを取べし 17

イスラエルの子孫かくなせしに其斂るところに多

きと少きとありしが 18オメルをもてこれむ量る

に多く斂めし者にも餘るところ無く少く斂めし者

にも足ぬところ無りき皆その食ふところに循ひて

これを斂めたり 19モーセ彼等に誰も朝までこれ

を殘しおく可らずと言り 20然るに彼等モーセに

聽したがはずして或者はこれを朝まで殘したりし

が蟲たかりて臭なりぬモーセこれを怒る 21人々

各その食ふところに循ひて朝毎に之を斂めしが日

熱なれば消ゆ 22第六日にいたりて人々二倍のパ

ンを斂めたり即ち一人に二オメルを斂むるに會衆

の長皆きたりて之をモーセに告ぐモーセ 23かれ

らに言ふヱホバの言たまふところ是のごとし明日

はヱホバの聖安息日にして休息なり今日汝等烤ん

とする者を烤き煮んとする者を煮よ其殘れる者は

皆明朝まで蔵めおくべし 24彼等モーセの命ぜし

ごとくに翌朝まで蔵めおきしが臭なること無く又

蟲もその中に生ぜざりき 25モーセ言ふ汝等今日

其を食へ今日はヱホバの安息日なれば今日は汝等

これを野に獲ざるべし 26六日の間汝等これを斂

むべし第七日は安息日なればその日には有ざるべ

し 27然るに民の中に七日に出て斂めんとせし者

ありしが得ところ無りき 28是に於てヱホバ、モ

ーセに言たまひけるは何時まで汝等は吾が誡命と

わが律法をまもることをせざるや 29汝等視よヱ

ホバなんぢらに安息日を賜へり故に第六日に二日

の食物を汝等にあたへたまふなり汝等おのおのそ

の處に休みをれ第七日にはその處より出る者ある

べからず 30是民第七日に休息り 31イスラエルの

家その物の名をマナと稱り是は莞の實のごとくに

して白く其味は蜜をいれたる菓子のごとし 32モ

ーセ言ふヱホバの命じたまふところ是のごとし是

を一オメル盛て汝等の代々の子孫のためにたくは

へおくべし是はわが汝等をエジプトの地より導き

いだせし時に曠野にて汝等を養ひしところのパン

を之に見さしめんためなり 33而してモーセ、ア

ロンに言けるは壷を取てその中にマナ一オメルを

盛てこれをヱホバの前におき汝等の代々の子孫の

ためにたくはふべし 34ヱホバのモーセに命じた

まひし如くにアロンこれを律法の前におきてたく

はふ 35イスラエルの子孫は人の住る地に至るま

で四十年が間マナを食へり即ちカナンの地の境に

いたるまでマナを食へり 36オメルはエパの十分

の一なり

17イスラエルの子孫の會衆ヱホバの命にしたが
ひて皆シンの曠野を立出で旅路をかさねてレ
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ピデムに幕張せしが民の飮む水あらざりき 2是を

もて民モーセと爭ひて言ふ我儕に水をあたへて飮

しめよモーセかれらに言けるは汝ら何ぞ我とあら

そふや何ぞヱホバを試むるや 3彼處にて民水に渇

き民モーセにむかひて呟き言ふ汝などて我等をエ

ジプトより導きいだして我等とわれらの子女とわ

れらの家畜を渇に死しめんとするや 4是に於てモ

ーセ、ヱホバに呼はりて言ふ我この民に何をなす

べきや彼等は殆ど我を石にて撃んとするなり 5ヱ

ホバ、モーセに言たまひけるは汝民の前に進み民

の中の或長老等を伴ひかの汝が河を撃し杖を手に

執て往よ 6視よ我そこにて汝の前にあたりてホレ

ブの磐の上に立ん汝磐を撃べし然せば其より水出

ん民これを飮べしモーセすなはちイスラエルの長

老等の前にて斯おこなへり 7かくて彼その處の名

をマツサと呼び又メリバと呼り是はイスラエルの

子孫の爭ひしに由り又そのヱホバはわれらの中に

在すや否と言てヱホバを試みしに由なり 8時にア

マレクきたりてイスラエルとレピデムに戰ふ 9モ

ーセ、ヨシユアに言けるは我等のために人を擇み

出てアマレクと戰へ明日我神の杖を手にとりて岡

の嶺に立ん 10ヨシユアすなはちモーセの己に言

しごとくに爲しアマレクと戰ふモーセ、アロンお

よびホルは岡の嶺に登りしが 11モーセ手を擧を

ればイスラエル勝ち手を垂ればアマレク勝り 12

然るにモーセの手重くなりたればアロンとホル石

をとりてモーセの下におきてその上に坐せしめ一

人は此方一人は彼方にありてモーセの手を支へた

りしかばその手日の沒まで垂下ざりき 13是にお

いてヨシユア刃をもてアマレクとその民を敗れり

14ヱホバ、モーセに言たまひけるは之を書に筆し

て記念となしヨシユアの耳にこれをいれよ我必ず

アマレクの名を塗抹て天下にこれを誌ゆること无

らしめんと 15斯てモーセ一座の壇を築きその名

をヱホバニシ(ヱホバ吾旗)と稱ふ 16モーセ云け

らくヱホバの寶位にむかひて手を擧ることありヱ

ホバ世々アマレクと戰ひたまはん

18茲にモーセの外舅なるミデアンの祭司ヱテロ
神が凡てモーセのため又その民イスラエルの

ために爲したまひし事ヱホバがイスラエルをエジ

プトより導き出したまひし事を聞り 2是に於てモ

ーセの外舅ヱテロかの遣り還されてありしモーセ

の妻チッポラとその二人の子を挈へ來る 3その子

の一人の名はゲルシヨムと云ふ是はモーセ我他國

に客となりをると言たればなり 4今一人の名はエ

リエゼルと曰ふ是はかれ吾父の神われを助け我を

救ひてパロの劍を免かれしめたまふと言たればな

り 5斯モーセの外舅ヱテロ、モーセの子等と妻を

つれて曠野に來りモーセが神の山に陣を張る處に

いたる 6彼すなはちモーセに言けるは汝の外舅な

る我ヱテロ汝の妻および之と供なるその二人の子

をたづさへて汝に詣ると 7モーセ出てその外舅を

迎へ禮をなして之に接吻し互に其安否を問て共に

天幕に入る 8而してモーセ、ヱホバがイスラエル

のためにパロとエジプト人とに爲たまひし諸の事

と途にて遇し諸の艱難およびヱホバの己等を拯ひ

たまひし事をその外舅に語りければ 9ヱテロ、ヱ

ホバがイスラエルをエジプト人の手より救ひいだ

して之に諸の恩典をたまひし事を喜べり 10ヱテ

ロすなはち言けるはヱホバは頌べき哉汝等をエジ

プト人の手とパロの手より救ひいだし民をエジプ

ト人の手の下より拯ひいだせり 11今我知るヱホ

バは諸の神よりも大なり彼等傲慢を逞しうして事

をなせしがヱホバかれらに勝りと 12而してモー

セの外舅ヱテロ燔祭と犠牲をヱホバに持きたれり

アロンおよびイスラエルの長老等皆きたりてモー

セの外舅とともに神の前に食をなす 13次の日に

いたりてモーセ坐して民を審判きしが民は朝より

夕までモーセの傍に立り 14モーセの外舅モーセ

の凡て民に爲ところを見て言けるは汝が民になす

此事は何なるや何故に汝は一人坐しをりて民朝よ

り夕まで汝の傍にたつや 15モーセその外舅に言

けるは民神に問んとて我に來るなり 16彼等事あ

る時は我に來れば我此と彼とを審判きて神の法度

と律法を知しむ 17モーセの外舅これに言けるは

汝のなすところ善らず 18汝かならず氣力おとろ

へん汝も汝とともなる民も然らん此事汝には重に

過ぐ汝一人にては之を爲ことあたはざるべし 19

今吾言を聽け我なんぢに策を授けん願くは神なん

ぢとともに在せ汝民のために神の前に居り訴訟を

神に陳よ 20汝かれらに法度と律法を敎へ彼等の

歩むべき道と爲べき事とを彼等に示せ 21又汝全

體の民の中より賢して神を畏れ眞實を重んじ利を

惡むところの人を選み之を民の上に立て千人の司

となし百人の司となし五十人の司となし十人の司

となすべし 22而して彼等をして常に民を鞫かし

め大事は凡てこれを汝に陳しめ小事は凡て彼等み

づからこれを判かしむべし斯汝の身の煩瑣を省き
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彼らをして汝とその任を共にせしめよ 23汝もし

此事を爲し神また斯汝に命じなば汝はこれに勝ん

此民もまた安然にその所に到ることを得べし 24

モーセその外舅の言にしたがひてその凡て言しご

とく成り 25モーセすなはちイスラエルの中より

遍く賢き人を擇みてこれを民の長となし千人の司

となし百人の司となし五十人の司となし十人の司

となせり 26彼等常に民を鞫き難事はこれをモー

セに陳べ小事は凡て自らこれを判けり 27斯てモ

ーセその外舅を還したればその國に往ぬ

19イスラエルの子孫エジプトの地を出て後第三
月にいたりて其日にシナイの曠野に至る 2即

ちかれらレピデムを出たちてシナイの曠野にいた

り曠野に幕を張り彼處にてイスラエルは山の前に

營を設けたり 3爰にモーセ登て神に詣るにヱホバ

山より彼を呼て言たまはく汝かくヤコブの家に言

ひイスラエルの子孫に告べし 4汝らはエジプト人

に我がなしたるところの事を見我が鷲の翼をのべ

て汝らを負て我にいたらしめしを見たり 5然ば汝

等もし善く我が言を聽きわが契約を守らば汝等は

諸の民に愈りてわが寶となるべし全地はわが所有

なればなり 6汝等は我に對して祭司の國となり聖

き民となるべし是等の言語を汝イスラエルの子孫

に告べし 7是に於てモーセ來りて民の長老等を呼

びヱホバの己に命じたまひし言を盡くその前に陳

たれば 8民皆等く應へて言けるはヱホバの言たま

ひし所は皆われら之を爲べしとモーセすなはち民

の言をヱホバに告ぐ 9ヱホバ、モーセに言たまひ

けるは觀よ我密雲の中にをりて汝に臨む是民をし

て我が汝と語るを聞しめて汝を永く信ぜしめんが

ためなりとモーセ民の言をヱホバに告たり 10ヱ

ホバ、モーセに言たまひけるは汝民の所に往て今

日明日これを聖め之にその衣服を澣せ 11準備を

なして三日を待て其は第三日にヱホバ全體の民の

目の前にてシナイ山に降ればなり 12汝民のため

に四周に境界を設けて言べし汝等愼んで山に登る

なかれその境界に捫るべからず山に捫る者はかな

らず殺さるべし 13手を之に觸べからず其者はか

ならす石にて撃ころされ或は射ころさるべし獣と

人とを言ず生ることを得じ喇叭を長く吹鳴さば人

々山に上るべしと 14モーセすなはち山を下り民

にいたりて民を聖め民その衣服を濯ふ 15モーセ

民に言けるは準備をなして三日を待て婦人に近づ

くべからず 16かくて三日の朝にいたりて雷と電

および密雲山の上にあり又喇叭の聲ありて甚だ高

かり營にある民みな震ふ 17モーセ營より民を引

いでて神に會しむ民山の麓に立に 18シナイ山都

て煙を出せりヱホバ火の中にありてその上に下り

たまへばなりその煙竃の煙のごとく立のぼり山す

べて震ふ 19喇叭の聲彌高くなりゆきてばげしく

なりける時モーセ言を出すに神聲をもて應へたま

ふ 20ヱホバ、シナイ山に下りその山の頂上にい

まし而してヱホバ山の頂上にモーセを召たまひけ

ればモーセ上れり 21ヱホバ、モーセに言たまひ

けるは下りて民を警めよ恐らくは民推破りてヱホ

バに來りて見んとし多の者死るにいたらん 22又

ヱホバに近くところの祭司等にその身を潔めしめ

よ恐くはヱホバかれらを撃ん 23モーセ、ヱホバ

に言けるは民はシナイ山に得のぼらじ其は汝われ

らを警めて山の四周に境界をたて山を聖めよと言

たまひたればなり 24ヱホバかれに言たまひける

は往け下れ而して汝とアロンともに上り來るべし

但祭司等と民には推破りてにのぼりきたらしめざ

れ恐らくは我かれらを撃ん 25モーセ民にくだり

ゆきてこれに告たり

20神この一切の言を宣て言たまはく 2我は汝の

神ヱホバ汝をエジプトの地その奴隸たる家よ

り導き出せし者なり 3汝我面の前に我の外何物を

も神とすべからず 4汝自己のために何の偶像をも

彫むべからず又上は天にある者下は地にある者な

らびに地の下の水の中にある者の何の形状をも作

るべからず 5之を拝むべからずこれに事ふべから

ず我ヱホバ汝の神は嫉む神なれば我を惡む者にむ

かひては父の罪を子にむくいて三四代におよぼし

6我を愛しわが誡命を守る者には恩惠をほどこし

て千代にいたるなり 7汝の神ヱホバの名を妄に口

にあぐべからずヱホバはおのれの名を妄に口にあ

ぐる者を罰せではおかざるべし 8安息日を憶えて

これを聖潔すべし 9六日の間勞きて汝の一切の業

を爲べし 10七日は汝の神ヱホバの安息なれば何

の業務をも爲べからず汝も汝の息子息女も汝の僕

婢も汝の家畜も汝の門の中にをる他國の人も然り

11其はヱホバ六日の中に天と地と海と其等の中の

一切の物を作りて第七日に息みたればなり是をも

てヱホバ安息日を祝ひて聖日としたまふ 12汝の

父母を敬へ是は汝の神ヱホバの汝にたまふ所の地

に汝の生命の長からんためなり 13汝殺すなかれ

14汝姦淫するなかれ 15汝盗むなかれ 16汝その隣
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人に對して虚妄の證據をたつるなかれ 17汝その

隣人の家を貧るなかれ又汝の鄰人の妻およびその

僕婢牛驢馬ならびに凡て汝の隣人の所有を貧るな

かれ 18民みな雷と電と喇叭の音と山の煙るとを

見たり民これを見て懼れをののきて遠く立ち 19

モーセにいひけるは汝われらに語れ我等聽ん唯神

の我らに語りたまふことあらざらしめよ恐くは我

等死ん 20モーセ民に言けるは畏るるなかれ神汝

らを試みんため又その畏怖を汝らの面の前におき

て汝らに罪を犯さざらしめんために臨みたまへる

なり 21是において民は遠くに立ちしがモーセは

神の在すところの濃雲に進みいたる 22ヱホバ、

モーセに言たまひけるは汝イスラエルの子孫に斯

いふべし汝等は天よりわが汝等に語ふを見たり 23

汝等何をも我にならべて造るべからず銀の神をも

金の神をも汝等のために造るべからず 24汝土の

壇を我に築きてその上に汝の燔祭と酬恩祭汝の羊

と牛をそなふべし我は凡てわが名を憶えしむる處

にて汝に臨みて汝を祝まん 25汝もし石の壇を我

につくるならば琢石をもてこれを築くべからず其

は汝もし鑿をこれに當なば之を汚すべければなり

26汝階よりわが壇に升るべからず是汝の恥る處の

その上に露るることなからんためなり

21是は汝が民の前に立べき律例なり 2汝ヘブル

の僕を買ふ時は六年の間之に職業を爲しめ第

七年には贖を索ずしてこれを釋つべし 3彼もし獨

身にて來らば獨身にて去べし若妻あらばその妻こ

れとともに去べし 4もしその主人これに妻をあた

へて男子又は女子これに生れたらば妻とその子等

は主人に屬すべし彼は獨身にて去べし 5僕もし我

わが主人と我が妻子を愛す我釋たるるを好まずと

明白に言ば 6その主人これを士師の所に携ゆき又

戸あるひは戸柱の所につれゆくべし而して主人錐

をもてかれの耳を刺とほすべし彼は何時までもこ

れに事ふべきなり 7人若その娘を賣て婢となす時

は僕のごとくに去べからす 8彼もしその約せし主

人の心に適ざる時はその主人これを贖はしむるこ

とを得べし然ど之に眞實ならずして亦これを異邦

人に賣ことをなすを得べからず 9又もし之を己の

子に與へんと約しなばこれを女子のごとくに待ふ

べし 10父もしその子のために別に娶ることある

とも彼に食物と衣服を與ふる事とその交接の道と

はこれを間斷しむべからず 11其人かれに此三を

行はずば彼は金をつくのはずして出さることを得

べし 12人を撃て死しめたる妻は必ず殺さるべし

13若人みづから畫策ことなきに神人をその手にか

からしめたまふことある時は我汝のために一箇の

處を設くればその人其處に逃るべし 14人もし故

にその隣人を謀りて殺す時は汝これをわが壇より

も執へゆきて殺すべし 15その父あるひは母を撃

ものは必ず殺さるべし 16人を拐帶したる者は之

を賣たるも尚その手にあるも必ず殺さるべし 17

その父あるひは母を罵る者は殺さるべし 18人相

爭ふ時に一人石または拳をもてその對手を撃ちし

に死にいたらずして床につくことあらんに 19若

起あがりて杖によりて歩むにいたらば之を撃たる

者は赦さるべし但しその業を休める賠償をなして

之を全く愈しむべきなり 20人もし杖をもてその

僕あるひは婢を撃んにその手の下に死ば必ず罰せ

らるべし 21然ど彼もし一日二日生のびなば其人

は罰せられざるべし彼はその人の金子なればなり

22人もし相爭ひて妊める婦を撃ちその子を堕させ

んに別に害なき時は必ずその婦人の夫の要むる所

にしたがひて刑られ法官の定むる所を爲べし 23

若害ある時は生命にて生命を償ひ 24目にて目を

償ひ歯にて歯を償ひ手にて手を償ひ足にて足を償

ひ 25烙にて烙を償ひ傷にて傷を償ひ打傷にて打

傷を償ふべし 26人もしその僕の一の目あるひは

婢の一の目を撃てこれを喪さばその目のために之

を釋つべし 27又もしその僕の一箇の歯か婢の一

箇の歯を打落ばその歯のために之を釋つべし 28

牛もし男あるひは女を衝て死しめなばその牛をば

必ず石にて撃殺すべしその肉は食べからず但しそ

の牛の主は罪なし 29然ど牛もし素より衝くこと

をなす者にしてその主これがために忠告をうけし

事あるに之を守りおかずして遂に男あるひは女を

殺すに至らしめなばその牛は石にて撃れその主も

また殺さるべし 30若彼贖罪金を命ぜられなば凡

てその命ぜられし者を生命の償に出すべし 31男

子を衝も女子を衝もこの例にしたがひてなすべし

32牛もし僕あるひは婢を衝ばその主人に銀三十シ

ケルを與ふべし又その牛は石にて撃ころすべし 33

人もし坑を啓くか又は人もし穴を掘ことをなしこ

れを覆はずして牛あるひは驢馬これに陷ば 34穴

の主これを償ひ金をその所有主に與ふべし但しそ

の死たる畜は己の有となるべし 35此人の牛もし

彼人のを衝殺さば二人その生る牛を賣てその價を

分つべし又その死たるものをも分つべし 36然ど
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その牛素より衝ことをなす者なること知をるにそ

の主これを守りおかざりしならばその人かならず

牛をもて牛を償ふべし但しその死たる者は己の有

となるべし

22人もし牛あるひは羊を竊みてこれを殺し又は
賣る時は五の牛をもて一の牛を賠ひ四の羊を

もて一の羊を賠ふべし 2もし盗賊の壞り入るを見

てこれを撃て死しむる時はこれがために血をなが

すに及ばず 3然ど若日いでてよりならば之がため

に血をながすべし盗賊は全く償をなすべし若物あ

らざる時は身をうりてその竊める物を償ふべし 4

若その竊める物眞に生てその手にあらばその牛驢

馬羊たるにかかはらず倍してこれを償ふべし 5人

もし田圃あるひは葡萄園の物を食はせその家畜を

はなちて人の田圃の物を食ふにいたらしむる時は

自己の田圃の嘉物と自己の葡萄園の嘉物をもてそ

の償をなすべし 6火もし逸て荊棘にうつりその積

あげたる穀物あるひは未だ刈ざる穀物あるひは田

野を燬ばその火を焚たる者かならずこれを償ふべ

し 7人もし金あるひは物を人に預るにその人の家

より竊みとられたる時はその盗者あらはれなばこ

れを倍して償はしむべし 8盗者もしあらはれずば

家の主人を法官につれゆきて彼がその人の物に手

をかけたるや否を見るべし 9何の過愆を論ず牛に

もあれ驢馬にもあれ羊にもあれ衣服にもあれ又は

何の失物にもあれ凡て人の見て是其なりと言ふ者

ある時は法官その兩造の言を聽べし而して法官の

罪ありとする者これを倍してその對手に償ふべし

10人もし驢馬か牛か羊か又はその他の家畜をその

隣人にあづけんに死か傷けらるるか又は搶ひさら

るることありて誰もこれを見し者なき時は 11二

人の間にその隣人の物に手をかけずとヱホバを指

て誓ふことあるべし然る時はその持主これを承諾

べし彼人は償をなすに及ばず 12然ど若自己の許

より竊まれたる時はその所有主にこれを償ふべし

13若またその裂ころされし時は其を證據のために

持きたるべしその裂ころされし者は償ふにおよば

ず 14人もしその隣人より借たる者あらんにその

物傷けられ又は死ることありてその所有主それと

ともにをらざる時は必ずこれを償ふべし 15その

所有主それと共にをらばこれを償ふにむよばず雇

し者なる時もしかり其は雇れて來りしなればなり

16人もし聘定あらざる處女を誘ひてこれと寝たら

ば必ずこれに聘禮して妻となすべし 17その父も

しこれをその人に與ふることを固く拒まば處女に

する聘禮にてらして金をはらふべし 18魔術をつ

かふ女を生しおくべからず 19凡て畜を犯す者を

ば必ず殺すべし 20ヱホバをおきて別の神に犠牲

を献る者をば殺すべし 21汝他國の人を惱すべか

らず又これを虐ぐべからず汝らもエジプトの國に

をる時は他國の人たりしなり 22汝凡て寡婦ある

ひは孤子を惱すべからず 23汝もし彼等を惱まし

て彼等われに呼らば我かならずその號呼を聽べし

24わが怒烈しくなり我劍をもて汝らを殺さん汝ら

の妻は寡婦となり汝らの子女は孤子とならん 25

汝もし汝とともにあるわが民の貧き者に金を貸す

時は金貸のごとくなすべからず又これより利足を

とるべからず 26汝もし人の衣服を質にとらば日

のいる時までにこれを歸すべし 27其はその身を

蔽ふ者は是のみにして是はその膚の衣なればなり

彼何の中に寝んや彼われに龥はらば我きかん我は

慈悲ある者なればなり 28汝神を罵るべからず民

の主長を詛ふべからず 29汝の豊滿なる物と汝の

搾りたる物とを献ぐることを怠るなかれ汝の長子

を我に與ふべし 30汝また汝の牛と羊をも斯なす

べし即ち七日母とともにをらしめて八日にこれを

我に與ふべし 31汝等は我の聖民となるべし汝ら

は野にて獣に裂れし者の肉を食ふべからず汝らこ

れを犬に投與ふべし

23汝虚妄の風説を言ふらすべからず惡き人と手
をあはせて人を誣る證人となるべからず 2汝

衆の人にしたがひて惡をなすべからず訴訟におい

て答をなすに方りて衆の人にしたがひて道を曲べ

からず 3汝また貧き人の訴訟を曲て庇くべからず

4汝もし汝の敵の牛あるひは驢馬の迷ひ去に遭ば

かならずこれを牽てその人に歸すべし 5汝もし汝

を惡む者の驢馬のその負の下に仆れ臥すを見ば愼

みてこれを遺さるべからず必ずこれを助けてその

負を釋べし 6汝貧き者の訴訟ある時にその判決を

曲べからず 7虚假の事に遠かれ無辜者と義者とは

これを殺すなかれ我は惡き者を義とすることあら

ざるなり 8汝賄賂を受べからず賄賂は人の目を暗

まし義者の言を曲しむるなり 9他國の人を虐ぐべ

からず汝等はエジプトの國にをる時は他國の人に

てありたれば他國の人の心を知なり 10汝六年の

間汝の地に種播きその實を穫いるべし 11但し第

七年にはこれを息ませて耕さずにおくべし而して

汝の民の貧き者に食ふことを得せしめよ其餘れる
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者は野の獣これを食はん汝の葡萄園も橄欖園も斯

のごとくなすべし 12汝六日の間汝の業をなし七

日に息むべし斯汝の牛および驢馬を息ませ汝の婢

の子および他國の人をして息をつかしめよ 13わ

が汝に言し事に凡て心を用ひよ他の神々の名を稱

ふべからずまた之を汝の口より聞えしめざれ 14

汝年に三度わがために節筵を守るべし 15汝無酵

パンの節禮をまもるべし即ちわが汝に命ぜしごと

くアビブの月の定の時において七日の間酵いれぬ

パンを食ふべし其はその月に汝エジプトより出た

ればなり徒手にてわが前に出る者あるべからず 16

また穡時の節筵を守るべし是すなはち汝が勞苦て

田野に播る者の初の實を祝ふなり又収蔵の節筵を

守るべし是すなはち汝の勞苦によりて成る者を年

の終に田野より収蔵る者なり 17汝の男たる者は

皆年に三次主ヱホバの前に出べし 18汝わが犠牲

の血を酵いれしパンとともに献ぐべからず又わが

節筵の脂を翌朝まで殘しおくべからず 19汝の地

に初に結べる實の初を汝の神ヱホバの室に持きた

るべし汝山羊羔をその母の乳にて煮べからず 20

視よ我天の使をかはして汝に先たせ途にて汝を守

らせ汝をわが備へし處に導かしめん 21汝等その

前に愼みをりその言にしたがへ之を怒らするなか

れ彼なんぢらの咎を赦さざるべしわが名かれの中

にあればなり 22汝もし彼が言にしたがひ凡てわ

が言ところを爲ば我なんぢの敵の敵となり汝の仇

の仇となるべし 23わが使汝にさきだちゆきて汝

をアモリ人ヘテ人ペリジ人カナン人ヒビ人および

ヱブス人に導きたらん我かれらを絶べし 24汝か

れらの神を拝むべからずこれに奉事べからず彼ら

の作にならふなかれ汝其等を悉く毀ちその偶像を

打摧くべし 25汝等の神ヱホバに事へよ然ばヱホ

バ汝らのパンと水を祝し汝らの中より疾病を除き

たまはん 26汝の國の中には流產する者なく妊ざ

る者なかるべし我汝の日の數を盈さん 27我わが

畏懼をなんぢの前に遣し汝が至るところの民をこ

とごとく敗り汝の諸の敵をして汝に後を見せしめ

ん 28吾黄蜂を汝の先につかはさん是ヒビ人カナ

ン人およびヘテ人を汝の前より逐はらふべし 29

我かれらを一年の中には汝の前より逐はらはじ恐

くは土地荒れ野の獣増て汝を害せん 30我漸々に

かれらを汝の前より逐はらはん汝らは遂に増てそ

の地を獲にいたらん 31我なんぢの境をさだめて

紅海よりペリシテ人の海にいたらせ曠野より河に

いたらしめん我この地に住る者を汝の手に付さん

汝かれらを汝の前より逐はらふべし 32汝かれら

および彼らの神と何の契約をもなすべからず 33

彼らは汝の國に住べきにあらず恐くは彼ら汝をし

て我に罪を犯さしめん汝もし彼等の神に事なばそ

の事かならず汝の機檻となるべきなり

24又モーセに言たまひけるは汝アロン、ナダブ
、アビウおよびイスラエルの七十人の長老と

ともにヱホバの許に上りきたれ而して汝等遥にた

ちて拝むべし 2モーセ一人ヱホバに近づくべし彼

等は近るべからず又民もかれとともに上るべから

ず 3モーセ來りてヱホバの諸の言およびその諸の

典例を民に告しに民みな同音に應て云ふヱホバの

宣ひし言は皆われらこれを爲べし 4モーセ、ヱホ

バの言をことごとく書記し朝夙に興いでて山の麓

に壇を築きイスラエルの十二の支派にしたがひて

十二の柱を建て 5而してイスラエルの子孫の中の

少き人等を遣はしてヱホバに燔祭を献げしめ牛を

もて酬恩祭を供へしむ 6モーセ時にその血の半を

とりて鉢に盛れ又その血の半を壇の上に灌げり 7

而して契約の書をとりて民に誦きかせたるに彼ら

應へて言ふヱホバの宣ふ所は皆われらこれを爲て

遵ふべしと 8モーセすなはちその血をとりて民に

灌ぎて言ふ是すなはちヱホバが此諸の言につきて

汝と結たまへる契約の血なり 9斯てモーセ、アロ

ン、ナダブ、アビウおよびイスラエルの七十人の

長老のぼりゆきて 10イスラエルの神を見るにそ

の足の下には透明れる靑玉をもて作れるごとき物

ありて耀ける天空にさも似たり 11神はイスラエ

ルの此頭人等にその手をかけたまはざりき彼等は

神を見又食飮をなせり 12茲にヱホバ、モーセに

言たまひけるは山に上りて我に來り其處にをれ我

わが彼等を敎へんために書しるせる法律と誡命を

載るところの石の板を汝に與へん 13モーセその

從者ヨシユアとともに起あがりモーセのぼりて神

の山に至る 14時に彼長老等に言けるは我等の汝

等に歸るまで汝等は此に待ちをれ視よアロンとホ

ル汝等とともに在り凡て事ある者は彼等にいたる

べし 15而してモーセ山にのぼりしが雲山を蔽ひ

をる 16すなはちヱホバの榮光シナイ山の上に駐

りて雲山を蔽ふこと六日なりしが七日にいたりて

ヱホバ雲の中よりモーセを呼たまふ 17ヱホバの

榮光山の嶺に燃る火のごとくにイスラエルの子孫
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の目に見えたり 18モーセ雲の中に入り山に登り

モーセ四十日四十夜山に居る

25ヱホバ、モーセに告て言たまひけるは 2イス

ラエルの子孫に告て我に献物を持きたれと言

へ凡てその心に好んで出す者よりは汝等その我に

献ぐるところの物を取べし 3汝等がかれらより取

べきその献物は是なり即ち金銀銅 4靑紫紅の線

麻山羊毛 5赤染の牡羊の皮貛の皮合歓木 6燈油

塗膏と馨しき香を調ふところの香料 7葱珩および

エポデと胸牌に嵌る玉 8彼等わがために聖所を作

るべし我かれらの中に住ん 9凡てわが汝らに示す

ところに循ひ幕屋の式樣およびその器具の式樣に

したがひてこれを作るべし 10彼等合歓木をもて

櫃を作るべしその長は二キユビト半その濶は一キ

ユビト半その高は一キユビト半なるべし 11汝純

金をもて之を蔽ふべし即ち内外ともにこれを蔽ひ

その上の周圍に金の縁を造るべし 12汝金の環四

箇を鋳てその四の足につくべし即ち此旁に二箇の

輪彼旁に二箇の輪をつくべし 13汝また合歓木を

もて杠を作りてこれに金を著すべし 14而してそ

の杠を櫃の邊旁の環にさしいれてこれをもて櫃を

舁べし 15杠は櫃の環に差いれおくべし其より脱

はなすべからず 16汝わが汝に與ふる律法をその

櫃に蔵むべし 17汝純金をもて贖罪所を造るべし

その長は二キユビト半その濶は一キユビト半なる

べし 18汝金をもて二箇のケルビムを作るべし即

ち槌にて打てこれを作り贖罪所の兩旁に置べし 19

一のケルブを此旁に一のケルブを彼旁に造れ即ち

ケルビムを贖罪所の兩旁に造るべし 20ケルビム

は翼を高く展べその翼をもて贖罪所を掩ひその面

を互に相向くべしすなはちケルビムの面は贖罪所

に向ふべし 21汝贖罪所を櫃の上に置ゑまた我が

汝に與ふる律法を櫃の中に蔵むべし 22其處にて

我なんぢに會ひ贖罪所の上より律法の櫃の上なる

二箇のケルビムの間よりして我イスラエルの子孫

のためにわが汝に命ぜんとする諸の事を汝に語ん

23汝また合歓木をもて案を作るべしその長は二キ

ユビトその濶は一キユビトその高は一キユビト半

なるべし 24而して汝純金をこれに著せその周圍

に金の縁をつくるべし 25汝その四圍に掌寛の邊

をつくりその邊の周圍に金の小縁を作るべし 26

またそれがために金の環四箇を作りその足の四隅

にその環をつくべし 27環は邊の側に附べし是は

案を舁ところの杠をいるる處なり 28また合歓木

をもてその杠をつくりてこれに金を著すべし案は

これに因て舁るべきなり 29汝また其に用ふる皿

匙杓および酒を灌ぐところの斝を作るべし即ち純

金をもてこれを造るべし 30汝案の上に供前のパ

ンを置て常にわが前にあらしむべし 31汝純金を

もて一箇の燈臺を造るべし燈臺は槌をもてうちて

之を作るべしその臺座軸萼節花は其に聯らしむ

べし 32又六の枝をその旁より出しむべし即ち燈

臺の三の枝は此旁より出で燈臺の三の枝は彼旁よ

り出しむべし 33巴旦杏の花の形せる三の萼節お

よび花とともに此枝にあり又巴旦杏の花の形せる

三の萼節および花とともに彼枝にあるべし燈臺よ

り出る六の枝を皆斯のごとくにすべし 34巴旦杏

の花の形せる四の萼その節および花とともに燈臺

にあるべし 35兩箇の枝の下に一箇の節あらしめ

又その兩箇の枝の下に一箇の節あらしめ又その兩

箇の枝の下に一箇の節あらしむべし燈臺より出る

六の枝みな是のごとくなるべし 36その節と枝と

は其に連ならしめ皆槌にて打て純金をもて造るべ

し 37又それがために七箇の燈盞を造りその燈盞

を上に置てその對向を照さしむべし 38その燈鉗

と剪燈盤をも純金ならしむべし 39燈臺と此の諸

の器具を造るには純金一タラントを用ふべし 40

汝山にて示されし式樣にしたがひて之を作ること

に心を用ひよ

26汝また幕屋のために十の幕を造るべしその幕
は即ち麻の撚絲靑紫および紅の絲をもて之を

造り精巧にケルビムをその上に織出すべし 2一の

幕の長は二十八キユビト一の幕の濶は四キユビト

なるべし幕は皆その寸尺を同うすべし 3その幕五

箇を互に連ねあはせ又その他の幕五箇をも互に連

ねあはすべし 4而してその一聯の幕の邊において

その聯絡處の端に靑色の襟を付べし又他の一聯の

幕の聯絡處の邊にも斯なすべし 5汝一聯の幕に襟

五十をつけ又他の一聯の幕の聯絡處の邊にも襟五

十をつけ斯その襟をして彼と此と相對せしむべし

6而して金の鐶五十を造りその鐶をもて幕を連ね

あはせて一の幕屋となすべし 7汝また山羊の毛を

もて幕をつくりて幕屋の上の蓋となすべし即ち幕

十一をつくるべし 8その一箇の幕の長は三十キユ

ビトその一箇の幕の濶は四キユビトなるべし即ち

その十一の幕は寸尺を一にすべし 9而してその幕

五を一に聯ねまたその幕六を一に聯ねその第六の

幕を幕屋の前に摺むべし 10又その一聯の幕の邊
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すなはちその聯絡處の端に襟五十を付け又他の一

聯の幕の聯絡處にも襟五十を付べし 11而して銅

の鐶五十を作りその鐶を襟にかけてその幕を聯ね

あはせて一となすべし 12その天幕の幕の餘れる

遺餘すなはちその餘れる半幕をば幕屋の後に垂し

むべし 13天幕の幕の餘れる者は此旁に一キユビ

ト彼旁に一キユビトあり之を幕屋の兩旁此方彼方

に垂てこれを蓋ふべし 14汝赤く染たる牡山羊の

皮をもて幕屋の蓋をつくりその上に貛の皮の蓋を

ほどこすべし 15汝合歓木をもて幕屋のために竪

板を造るべし 16一枚の板の長は十キユビト一枚

の板の濶は一キユビト半なるべし 17板ごとに二

の榫をつくりて彼と此と交指しめよ幕屋の板には

皆斯のごとく爲べし 18汝幕屋のために板を造る

べし即ち南向の方のために板二十枚を作るべし 19

而してその二十枚の板の下に銀の座四十を造るべ

し即ち此板の下にもその二の榫のために二の座あ

らしめ彼板の下にもその二の榫のために二の座あ

らしむべし 20幕屋の他の方すなはちその北の方

のためにも板二十枚を作るべし 21而してこれに

銀の座四十を作り此板の下にも二の座彼板の下に

も二の座あらしむべし 22幕屋の後すなはちその

西の方のために板六枚を造るべし 23又幕屋の後

の兩の隅のために板二枚を造るべし 24その二枚

は下にて相合せしめその頂まで一に連ならしむべ

し一箇の鐶に於て然りその二枚ともに是の如くな

るべし其等は二の隅のために設くる者なり 25そ

の板は合て八枚その銀の座は十六座此板にも二の

座彼板にも二の座あらしむべし 26汝合歓木をも

て横木を作り幕屋の此方の板のために五本を設く

べし 27また幕屋の彼方の板のために横木五本を

設け幕屋の後すなはちその西の方の板のために横

木五本を設くべし 28板の眞中にある中間の横木

をば端より端まで通らしむべし 29而してその板

に金を着せ金をもて之がために鐶を作りて横木を

これに貫き又その横木に金を着すべし 30汝山に

て示されしところのその模範にしたがひて幕屋を

建べし 31汝また靑紫紅の線および麻の撚絲をも

て幕を作り巧にケルビムをその上に織いだすべし

32而して金を着たる四本の合歓木の柱の上に之を

掛べしその鈎は金にしその柱は四の銀の座の上に

置べし 33汝その幕を鐶の下に掛け其處にその幕

の中に律法の櫃を蔵むべしその幕すなはち汝らの

ために聖所と至聖所を分たん 34汝至聖所にある

律法の櫃の上に贖罪所を置べし 35而してその幕

の外に案を置ゑ幕屋の南の方に燈臺を置て案に對

はしむべし案は北の方に置べし 36又靑紫紅の線

および麻の撚絲をもて幔を織なして幕屋の入口に

掛べし 37又その幔のために合歓木をもて柱五本

を造りてこれに金を着せその鈎を金にすべし又そ

の柱のために銅をもて五箇の座を鋳べし

27汝合歓木をもて長五キユビト濶五キユビトの
壇を作るべしその壇は四角その高は三キユビ

トなるべし 2その四隅の上に其の角を作りてその

角を其より出しめその壇には銅を着すべし 3又灰

を受る壷と火鏟と鉢と肉叉と火鼎を作るべし壇の

器は皆銅をもて之を作るべし 4汝壇のために銅を

もて金網を作りその網の上にその四隅に銅の鐶を

四箇作るべし 5而してその網を壇の中程の邊の下

に置て之を壇の半に達せしむべし 6又壇のために

杠を作るべし即ち合歓木をもて杠を造り銅をこれ

に着すべし 7その杠を鐶に貫きその杠を壇の兩旁

にあらしめて之を舁べし 8壇は汝板をもて之を空

に造り汝が山にて示されしごとくにこれを造るべ

し 9汝また幕屋の庭をつくるべし南に向ひては庭

のために南の方に長百キユピトの細布の幕を設け

てその一方に當べし 10その二十の柱およびその

二十の座は銅にし其柱の鈎およびその桁は銀にす

べし 11又北の方にあたりて長百キユビトの幕を

その樅に設くべしその二十の柱とその柱の二十の

座は銅にし柱の鈎とその桁は銀にすべし 12庭の

横すなはちその西の方には五十キユビトの幕を設

くべしその柱は十その座も十 13また東に向ひて

は庭の東の方の濶は五十キユビトにすべし 14而

して此一旁に十五キユビトの幕を設くべしその柱

は三その座も三 15又彼一旁にも十五キユビトの

幕を設くべしその柱は三その座も三 16庭の門の

ために靑紫紅の線および麻の撚絲をもて織なした

る二十キユビトの幔を設くべしその柱は四その座

も四 17庭の四周の柱は皆銀の桁をもて続けその

鈎を銀にしその座を銅にすべし 18庭の樅は百キ

ユビトその横は五十キユビト宛その高は五キユビ

ト麻の撚絲をもてつくりなしその座を銅にすべし

19凡て幕屋に用ふるところの諸の器具並にその釘

および庭の釘は銅をもて作るべし 20汝又イスラ

エルの子孫に命じ橄欖を搗て取たる清き油を燈火

のために汝に持きたらしめて絶ず燈火をともすべ

し 21集會の幕屋に於て律法の前なる幕の外にア
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ロンとその子等晩より朝までヱホバの前にその燈

火を整ふべし是はイスラエの子孫が世々たえず守

るべき定例なり

28汝イスラエルの子孫の中より汝の兄弟アロン
とその子等すなはちアロンとその子ナダブ、

アビウ、エレアザル、イタマルを汝に至らしめて

彼をして我にむかひて祭司の職をなさしむべし 2

汝また汝の兄弟アロンのために聖衣を製りて彼の

身に顯榮と榮光あらしむべし 3汝凡て心に智慧あ

る者すなはち我が智慧の霊を充しおきたる者等に

語りてアロンの衣服を製しめ之を用てアロンを聖

別て我に祭司の職をなさしむべし 4彼等が製るべ

き衣服は是なり即ち胸牌エポデ明衣間格の裏衣頭

帽および帶彼等汝の兄弟アロンとその子等のため

に聖衣をつくりて彼をして祭司の職を我にむかひ

てなすことをえせしむべし 5即ち彼等金靑紫紅の

糸および麻糸をとりて用ふべし 6又金靑紫紅の線

および麻の撚糸をもて巧にエポデを織なすべし 7

エポデには二の肩帶をほどこしその兩の端を連ね

て之を合すべし 8エポデの上にありてこれを束ぬ

るところの帶はその物同うしてエポデの製のごと

くにすべし即ち金靑紫紅の糸および麻の撚糸をも

てこれを作るべし 9汝二箇の葱珩をとりてその上

にイスラエルの子等の名を鐫つくべし 10即ち彼

等の誕生にしたがひてその名六を一の玉に鐫りそ

の遺餘の名六を外の玉に鐫べし 11玉に雕刻する

人の印を刻が如くに汝イスラエルの子等の名をそ

の二の玉に鐫つけその玉を金の槽に嵌べし 12こ

の二の玉をエポデの肩帶の上につけてイスラエル

の子等の記念の玉とならしむべし即ちアロン、ヱ

ホバの前において彼等の名をその兩の肩に負て記

念とならしむべし 13汝金の槽を作るべし 14而し

て純金を組て紐の如き二箇の鏈を作りその組る鏈

をかの槽につくべし 15汝また審判の胸牌を巧に

織なしエポデの製のごとくに之をつくるべし即ち

金靑紫紅の線および麻の撚糸をもてこれを製るべ

し 16是は四角にして二重なるべく其長は半キユ

ビトその濶も半キユビトなるべし 17汝またその

中に玉を嵌て玉を四行にすべし即ち赤玉黄玉瑪瑙

の一行を第一行とすべし 18第二行は紅玉靑玉金

剛石 19第三行は深紅玉白瑪瑙紫玉 20第四行は黄

緑玉葱珩碧玉凡て金の槽の中にこれを嵌べし 21

その玉はイスラエルの子等の名に循ひその名のご

とくにこれを十二にすべし而してその十二の支派

の各々の名は印を刻ごとくにこれを鐫つくべし 22

汝純金を紐のごとくに組たる鏈を胸牌の上につく

べし 23また胸牌の上に金の環二箇を作り胸牌の

兩の端にその二箇の環をつけ 24かの金の紐二條

を胸牌の端の二箇の環につくべし 25而してその

二條の紐の兩の端を二箇の槽に結ひエポデの肩帶

の上につけてその前にあらしむべし 26又二箇の

金の環をつくりて之を胸牌の兩の端につくべし即

ちそのエポデに對ふところの内の邊に之をつくべ

し 27汝また金の環二箇を造りてこれをエポデの

兩旁の下の方につけその前の方にてその聯接る處

に對ひてエポデの帶の上にあらしむべし 28胸牌

は靑紐をもてその環によりて之をエポデの環に結

ひつけエポデの帶の上にあらしむべし然せば胸牌

エポデを離るること無るべし 29アロン聖所に入

る時はその胸にある審判の胸牌にイスラエルの子

等の名を帶てこれをその心の上に置きヱホバの前

に恒に記念とならしむべし 30汝審判の胸牌にウ

リムとトンミムをいれアロンをしてそのヱホバの

前に入る時にこれをその心の上に置しむべしアロ

ンはヱホバの前に常にイスラエルの子孫の審判を

帶てその心の上に置べし 31エポデに屬する明衣

は凡てこれを靑く作るべし 32頭をいるる孔はそ

の眞中に設くべし又その孔の周圍には織物の縁を

つけて鎧の領盤のごとくになして之を綻びざらし

むべし 33その裾には靑紫紅の糸をもて石榴をつ

くりてその裾の周圍につけ又四周に金の鈴をその

間々につくべし 34即ち明衣の据には金の鈴に石

榴又金の鈴に石榴とその周圍につくべし 35アロ

ン奉事をなす時にこれを著べし彼が聖所にいりて

ヱホバの前に至る時また出きたる時にはその鈴の

音聞ゆべし斯せば彼死ることあらじ 36汝純金を

もて一枚の前板を作り印を刻がごとくにその上に

ヱホバに聖と鐫つけ 37之を靑紐につけて頭帽の

上にあらしむべし即ち頭帽の前の方にこれをつく

べし 38是はアロンの額にあるべしアロンはイス

ラエルの子孫が献ぐるところの聖物すなはちその

献ぐる諸の聖き供物の上にあるとこるの罪を負べ

しこの板をば常にアロンの額にあらしむべし是ヱ

ホバの前に其等の受納られんためなり 39汝麻糸

をもて裏衣を間格に織り麻糸をもて頭帽を製りま

た帶を繍工に織なすべし 40汝またアロンの子等

のために裏衣を製り彼らのために帶を製り彼らの

ために頭巾を製りてその身に顯榮と榮光あらしむ
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べし 41而して汝これを汝の兄弟アロンおよび彼

とともなるその子等に着せ膏を彼等に灌ぎこれを

立てこれを聖別てこれをして祭司の職を我になさ

しむべし 42又かれらのためにその陰所を蔽ふ麻

の褌を製り腰より髀に達らしむべし 43アロンと

その子等は集會の幕屋に入る時又は祭壇に近づき

て聖所に職事をなす時はこれを著べし斯せば愆を

かうむりて死ることなからん是は彼および彼の後

の子孫の永く守るべき例なり

29汝かれらを聖別て彼らをして我にむかひて祭
司の職をなさしむるには斯これに爲べし即ち

若き牡牛と二の全き牡山羊を取り 2無酵パン油を

和たる無酵菓子および油を塗たる無酵煎餅を取べ

し是等は麥粉をもて製るべし 3而してこれを一箇

の筐にいれ牡牛および二の牡山羊とともにこれを

その筐のままに持きたるべし 4汝またアロンとそ

の子等を集會の幕屋の口に携きたりて水をもてか

れらを洗ひ清め 5衣服をとりて裏衣エポデに屬す

る明衣エポデおよび胸牌をアロンに着せエポデの

帶を之に帶しむべし 6而してかれの首に頭帽をか

むらせその頭帽の上にかの聖金板を戴しめ 7灌油

を取てこれを彼の首に傾け灌ぐべし 8又かれの子

等を携來りて之に裏衣を着せ 9之に帶を帶しめ頭

巾をこれにかむらすべし即ちアロンとその子等に

斯なすべし祭司の職はかれらに歸す永くこれを例

となすべし汝斯アロンとその子等を立べし 10汝

集會の幕屋の前に牡牛をひき來らしむべし而して

アロンとその子等その牡牛の頭に手を按べし 11

かくして汝集會の幕屋の口にてヱホバの前にその

牡牛を宰すべし 12汝その牡牛の血をとり汝の指

をもてこれを壇の角に塗りその血をばことごとく

壇の下に灌ぐべし 13汝またその臓腑を裏むとこ

ろの諸の脂肝の上の網膜および二の腎とその上の

脂を取てこれを壇の上に燔べし 14但しその牡牛

の肉とその皮および糞は營の外にて火に燒べし是

は罪祭なり 15汝かの牡山羊一頭を取るべし而し

てアロンとその子等その牡山羊の上に手を按べし

16汝その牡山羊を宰しその血をとりてこれを壇の

上の周圍に灌ぐべし 17汝その牡山羊を切割きそ

の臓腑とその足を洗ひて之をその肉の塊とその頭

の上におくべし 18汝その牡山羊を壇の上に悉く

燒べし是ヱホバにたてまつる燔祭なり是は馨しき

香にしてヱホバにたてまつる火祭なり 19汝また

今一の牡山羊をとるべし而してアロンとその子等

その牡山羊の頭の上に手を按べし 20汝すなはち

その牡山羊を殺しその血をとりてこれをアロンの

右の耳の端およびその子等の右の耳の端につけ又

その右の手の大指と右の足の栂指につけその血を

壇の周圍に灌ぐべし 21又壇の上の血をとり灌油

をとりて之をアロンとその衣服およびその子等と

その子等の衣服に灌ぐべし斯彼とその衣服および

その子等とその子等の衣服清淨なるべし 22汝そ

の牡山羊の脂と脂の尾および其臓腑を裏る脂肝の

上の網膜二箇の腎と其上の脂および右の腿を取べ

し是は任職の牡山羊なり 23汝またヱホバの前に

ある無酵パンの筐の中よりパン一個と油ぬりたる

菓子一箇と煎餅一個を取べし 24汝これらを悉く

アロンの手と其子等の手に授けこれを搖てヱホバ

に搖祭となすべし 25而して汝これらを彼等の手

より取て壇の上にて燔祭にくはへて燒くべし是ヱ

ホバの前に馨しき香となるべし是すなはちヱホバ

にたてまつる火祭なり 26汝またアロンの任職の

牡山羊の胸を取てこれをヱホバの前に搖て搖祭と

なすべし是汝の受るところの分なり 27汝その搖

ところの搖祭の物の胸およびその擧るところの擧

祭の物の腿すなはちアロンとその子等の任職の牡

山羊の胸と腿を聖別つべし 28是はアロンとその

子等に歸すべしイスラエルの子孫永くこの例を守

るべきなり是はイスラエルの子孫が酬恩祭の犠牲

の中よりとるところの擧祭にしてヱホバになすと

ころの擧祭なり 29アロンの聖衣は其後の子孫に

歸すべし子孫これを着て膏をそそがれ職に任ぜら

るべきなり 30アロンの子孫の中彼にかはりて祭

司となり集會の幕屋にいりて聖所に職をなす者は

先七日の間これを着べし 31汝任職の牡山羊を取

り聖所にてその肉を煮べし 32アロンとその子等

は集會の幕屋の戸口においてその牡山羊の肉と筐

の中のパンを食ふべし 33罪を贖ふ物すなはち彼

らを立て彼らを聖別るに用るところの物を彼らは

食ふべし餘の人は食ふべからず其は聖物なればな

り 34もし任職の肉あるひはパン旦まで遺りをら

ばその遺者は火をもてこれを燒べし是は聖ければ

食ふべからず 35汝わが凡て汝に命ずるごとくに

アロンとその子等に斯なすべし即ちかれらのため

に七日のあひだ任職の禮をおこなふべし 36汝日

々に罪祭の牡牛一頭をささげて贖をなすべし又壇

のために贖罪をなしてこれを清めこれに膏を灌ぎ

これを聖別べし 37汝七日のあひだ壇のために贖
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をなして之を聖別め至聖き壇とならしむべし凡て

壇に捫る者は聖なるべし 38汝が壇の上にささぐ

べき者は是なり即ち一歳の羔二を日々絶ず献ぐべ

し 39一の羔は朝にこれを献げ一の羔は夕にこれ

を献べし 40一の羔に麥粉十分の一に搗たる油一

ヒンの四分の一を和たるを添へ又灌祭として酒一

ヒンの四分の一を添べし 41今一の羔羊は夕にこ

れを献げ朝とおなじき素祭と灌祭をこれと共にさ

さげ馨しき香とならしめヱホバに火祭たらしむべ

し 42是すなはち汝らが代々絶ず集會の幕屋の門

口にてヱホバの前に献ぐべき燔祭なり我其處にて

汝等に會ひ汝と語ふべし 43其處にて我イスラエ

ルの子孫に會ん幕屋はわが榮光によりて聖なるべ

し 44我集會の幕屋と祭壇を聖めん亦アロンとそ

の子等を聖めて我に祭司の職をなさしむべし 45

我イスラエルの子孫の中に居て彼らの神とならん

46彼等は我が彼らの神ヱホバにして彼等の中に住

んとて彼等をエジプトの地より導き出せし者なる

ことを知ん我はかれらの神ヱホバなり

30汝香を焚く壇を造るべし即ち合歓木をもてこ
れを造るべし 2その長は一キユビトその寛も

一キユビトにして四角ならしめ其高は三キユビト

にし其角は其より出しむべし 3而してその上その

四傍その角ともに純金を着せその周圍に金の縁を

作るべし 4汝またその兩面に金の縁の下に金の環

二箇を之がために作るべし即ちその兩傍にこれを

作るべし是すなはちこれを舁ところの杠を貫く所

なり 5その杠は合歓木をもてこれを作りて之に金

を着すべし 6汝これを律法の櫃の傍なる幕の前に

置て律法の上なる贖罪所に對はしむべし其處はわ

が汝に會ふ處なり 7アロン朝ごとにその上に馨し

き香を焚べし彼燈火を整ふる時はその上に香を焚

べきなり 8アロン夕に燈火を燃す時はその上に香

を焚べし是香はヱホバの前に汝等が代々絶すべか

らざる者なり 9汝等その上に異る香を焚べからず

燔祭をも素祭をも獻ぐべからず又その上に灌祭の

酒を灌ぐべからず 10アロン年に一回贖罪の罪祭

の血をもてその壇の角のために贖をなすべし汝等

代々年に一度是がために贖をなすべし是はヱホバ

に最も聖き者たるなり 11ヱホバ、モーセに告て

言たまはく 12汝がイスラエルの子孫の數を數へ

しらぶるにあたりて彼等は各人その數へらるる時

にその生命の贖をヱホバにたてまつるべし是はそ

の數ふる時にあたりて彼等の中に災害のあらざら

んためなり 13凡て數へらるる者の中に入る者は

聖所のシケルに遵ひて半シケルを出すべし一シケ

ルは二十ゲラなり即ち半シケルをヱホバにたてま

つるべし 14凡て數へらるる者の中に入る者即ち

二十歳以上の者はヱホバに献納物をなすべし 15

汝らの生命を贖ふためにヱホバに献納物をなすに

あたりては富者も半シケルより多く出すべからず

貧者も其より少く出すべからず 16汝イスラエル

の子孫より贖の金を取てこれを幕屋の用に供ふべ

し是はヱホバの前にイスラエルの子孫の記念とな

りて汝ら生命を贖ふべし 17ヱホバ、モーセに告

て言たまはく 18汝また銅をもて洗盤をつぐりそ

の臺をも銅になして洗ふことのために供へ之を集

會の幕屋と壇との間に置てその中に水をいれおく

べし 19アロンとその子等はそれに就て手と足を

洗ふべし 20彼等は集會の幕屋に入る時に水をも

て洗ふことを爲て死をまぬかるべし亦壇にちかづ

きてその職をなし火祭をヱホバの前に焚く時も然

すべし 21即ち斯その手足を洗ひて死を免かるべ

し是は彼とその子孫の代々常に守るべき例なり 22

ヱホバまたモーセに言たまひけるは 23汝また重

立たる香物を取れ即ち淨沒薬五百シケル香しき肉

桂その半二百五十シケル香しき菖蒲二百五十シケ

ル 24桂枝五百シケルを聖所のシケルに遵ひて取

り又橄欖の油ヒンを取べし 25汝これをもて聖灌

膏を製るべしすなはち薫物を製る法にしたがひて

香膏を製るべし是は聖灌膏たるなり 26汝これを

集會の幕屋と律法の櫃に塗り 27案とそのもろも

ろの器具燈臺とそのもろもろの器具および香壇 28

並に燔祭の壇とそのもろもろの器具および洗盤と

その臺とに塗べし 29汝是等を聖めて至聖らしむ

べし凡てこれに捫る者は聖くならん 30汝アロン

とその子等に膏をそそぎて之を立て彼らをして我

に祭司の職をなさしむべし 31汝イスラエルの子

孫に告ていふべし是は汝らが代々我の爲に用ふべ

き聖灌膏なり 32是は人の身に灌ぐべからず汝等

また此量をもて是に等き物を製るべからず是は聖

し汝等これを聖物となすべし 33凡て之に等き物

を製る者凡てこれを餘人につくる者はその民の中

より絶るべし 34ヱホバ、モーセに言たまはく汝

ナタフ、シケレテ、へルベナの香物を取りその香

物を淨き乳香に和あはすべしその量は各等からし

むべきなり 35汝これを以て香を製るべし即ち薫

物を製る法にしたがひてこれをもて薫物を製り鹽
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をこれにくはへ潔く且聖らしむべし 36汝またそ

の幾分を細に搗て我が汝に會ふところなる集會の

幕屋の中にある律法の前にこれを供ふべし是は汝

等において最も聖き者なり 37汝が製るところの

香は汝等その量をもてこれを自己のために製るべ

からず是は汝においてヱホバのために聖き者たる

なり 38凡て是に均き者を製りてこれを嗅ぐ者は

その民の中より絶るべし

31ヱホバ、モーセに告て言たまひけるは 2我ユ

ダの支派のホルの子なるウリの子ベザレルを

名指て召し 3神の霊をこれに充して智慧と了知と

智識と諸の類の工に長しめ 4奇巧を盡して金銀及

び銅の作をなすことを得せしめ 5玉を切り嵌め木

に彫刻みて諸の類の工をなすことを得せしむ 6視

よ我またダンの支派のアヒサマクの子アホリアブ

を與へて彼とともならしむ凡て心に智ある者に我

智慧を授け彼等をして我が汝に命ずる所の事を盡

くなさしむべし 7即ち集會の幕屋律法の櫃その上

の贖罪所幕屋の諸の器具 8案ならびにその器具純

金の燈臺とその諸の器具および香壇 9燔祭の壇と

その諸の器具洗盤とその臺 10供職の衣服祭司の

職をなす時に用ふるアロンの聖衣およびその子等

の衣服 11および灌膏ならびに聖所の馨しき香是

等を我が凡て汝に命ぜしごとくに彼等製造べきな

り 12ヱホバ、モーセに告て言たまひけるは 13汝

イスラエルの子孫に告て言べし汝等かならず吾安

息日を守るべし是は我と汝等の間の代々の徴にし

て汝等に我の汝等を聖からしむるヱホバなるを知

しむる爲の者なればなり 14即ち汝等安息日を守

るべし是は汝等に聖日なればなり凡て之を瀆す者

は必ず殺さるべし凡てその日に働作をなす人はそ

の民の中より絶るべし 15六日の間業をなすべし

第七日は大安息にしてヱホバに聖なり凡て安息日

に働作をなす者は必ず殺さるべし 16斯イスラエ

ルの子孫は安息日を守り代々安息日を祝ふべし是

永遠の契約なり 17是は永久に我とイスラエルの

子孫の間の徴たるなり其はヱホバ六日の中に天地

をつくりて七日に休みて安息に入たまひたればな

り 18ヱホバ、シナイ山にてモーセに語ることを

終たまひし時律法の板二枚をモーセに賜ふ是は石

の板にして神が手をもて書したまひし者なり

32茲に民モーセが山を下ることの遅きを見民集
りてアロンの許に至り之に言けるは起よ汝わ

れらを導く神を我儕のために作れ其は我らをエジ

プトの國より導き上りし彼モーセ其人は如何にな

りしか知ざればなり 2アロンかれらに言けるは汝

等の妻と息子息女等の耳にある金の環をとりはづ

して我に持きたれと 3是において民みなその耳に

ある金の環をとりはづしてアロンの許に持來りけ

れば 4アロンこれを彼等の手より取り鎚鑿をもて

之が形を造りて犢を鋳なしたるに人々言ふイスラ

エルよ是は汝をエジプトの國より導きのぼりし汝

の神なりと 5アロンこれを見てその前に壇を築き

而してアロン宣告て明日はヱホバの祭禮なりと言

ふ 6是において人衆明朝早く起いでて燔祭を献げ

酬恩祭を供ふ民坐して飮食し起て戯る 7ヱホバ、

モーセに言たまひけるは汝往て下れよ汝がエジプ

トの地より導き出せし汝の民は惡き事を行ふなり

8彼等は早くも我が彼等に命ぜし道を離れ己のた

めに犢を鋳なしてそれを拝み其に犠牲を献げて言

ふイスラエルよ是は汝をエジプトの地より導きの

ぼりし汝の神なりと 9ヱホバまたモーセに言たま

ひけるは我この民を觀たり視よ是は項の強き民な

り 10然ば我を阻るなかれ我かれらに向ひて怒を

發して彼等を滅し盡さん而して汝をして大なる國

をなさしむべし 11モ-セその神ヱホバの面を和め

て言けるはヱホバよ汝などて彼の大なる權能と強

き手をもてエジプトの國より導きいだしたまひし

汝の民にむかひて怒を發したまふや 12何ぞエジ

プト人をして斯言しむべけんや曰く彼は禍をくだ

して彼等を山に殺し地の面より滅し盡さんとて彼

等を導き出せしなりと然ば汝の烈き怒を息め汝の

民にこの禍を下さんとせしを思ひ直したまへ 13

汝の僕アブラハム、イサク、イスラエルを憶ひた

まへ汝は自己さして彼等に誓ひて我天の星のごと

くに汝等の子孫を増し又わが言ところの比地をこ

とごとく汝等の子孫にあたへて永くこれを有たし

めんと彼等に言たまへりと 14ヱホバ是において

その民に禍を降んとせしを思ひ直したまへり 15

モーセすなはち身を轉して山より下れりかの律法

の二枚の板その手にあり此板はその兩面に文字あ

り即ち此面にも彼面にも文字あり 16此板は神の

作なりまた文字は神の書にして板に彫つけてあり

17ヨシユア民の呼はる聲を聞てモーセにむかひ營

中に戰爭の聲すと言ければ 18モーセ言ふ是は勝

鬨の聲にあらず又敗北の號呼聲にもあらず我が聞

ところのものは歌唱ふ聲なりと 19斯てモ-セ營に

近づくに及びて犢と舞跳を見たれば怒を發してそ
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の手よりかの板を擲ちこれを山の下に碎けり 20

而して彼等が作りし犢をとりてこれを火に燒き碎

きて粉となしてこれを水に撒きイスラエルの子孫

に之をのましむ 21モーセ、アロンに言けるは此

民汝に何をなしてか汝かれらに大なる罪を犯させ

しや 22アロン言けるは吾主よ怒を發したまふ勿

れ此民の惡なるは汝の知ところなり 23彼等われ

に言けらく我らを導く神をわれらのために作れ其

は我らをエジプトの國より導き上りし彼モーセ其

人は如何になりしか知ざればなりと 24是におい

て我凡て金をもつ者はそれをとりはづせと彼等に

言ければ則ちそれを我に與へたり我これを火に投

たれば此犢出きたれりと 25モーセ民を視るに縦

肆に事をなすアロン彼等をして縦肆に事をなさし

めたれば彼等はその敵の中に嘲笑となれるなり 26

茲にモーセ營の門に立ち凡てヱホバに歸する者は

我に來れと言ければレビの子孫みな集りてかれに

至る 27モーセすなはち彼等に言けるはイスラエ

ルの神ヱホバ斯言たまふ汝等おのおの劍を横たへ

て門より門と營の中を彼處此處に行めぐりて各人

その兄弟を殺し各人その伴侶を殺し各人その隣人

を殺すべしと 28レビの子孫すなはちモーセの言

のごとくに爲たればその日民凡三千人殺されたり

29是に於てモーセ言ふ汝等おのおのその子をもそ

の兄弟をも顧ずして今日ヱホバに身を献げ而して

今日福祉を得よ 30明日モーセ民に言けるは汝等

は大なる罪を犯せり今我ヱホバの許に上りゆかん

とす我なんちらの罪を贖ふを得ることもあらん 31

モーセすなはちヱホバに歸りて言けるは嗚呼この

民の罪は大なる罪なり彼等は自己のために金の神

を作れり 32然どかなはば彼等の罪を赦したまへ

然ずば願くは汝の書しるしたまへる書の中より吾

名を抹さりたまへ 33ヱホバ、モーセに言たまひ

けるは凡てわれに罪を犯す者をば我これをわが書

より抹さらん 34然ば今往て民を我が汝につげた

る所に導けよ吾使者汝に先だちて往ん但しわが罰

をなこなふ日には我かれらの罪を罰せん 35ヱホ

バすなはち民を撃たまへり是はかれら犢を造りた

るに因る即ちアロンこれを造りしなり

33茲にヱホバ、モーセに言たまひけるは汝と汝
がエジプトの國より導き上りし民此を起いで

て我がアブラハム、イサク、ヤコブに誓ひて之を

汝の子孫に與へんと言しその地に上るべし 2我一

の使を遣して汝に先だたしめん我カナン人アモリ

人ヘテ人ペリジ人ヒビ人ヱブス人を逐はらひ 3な

んぢらをして乳と蜜の流るる地にいたらしむべし

我は汝の中にをりては共に上らじ汝は項の強き民

なれば恐くは我途にて汝を滅すにいたらん 4民こ

の惡き告を聞て憂へ一人もその妝飾を身につくる

者なし 5ヱホバ、モーセに言たまひけるはイスラ

エルの子孫に言へ汝等は項の強き民なり我もし一

刻も汝の中にありて往ば汝を滅すにいたらん然ば

今汝らの妝飾を身より取すてよ然せば我汝に爲べ

きことを知んと 6是をもてイスラエルの子孫ホレ

ブ山より以來はその妝飾を取すてて居ぬ 7モーセ

幕屋をとりてこれを營の外に張て營と遥に離れし

め之を集會の幕屋と名けたり凡てヱホバに求むる

ことのある者は出ゆきて營の外なるその集會の幕

屋にいたる 8モーセの出て幕屋にいたる時には民

みな起あがりてモーセが幕屋にいるまで各々その

天幕の門口に立てかれを見る 9モーセ幕屋にいれ

ば雲の柱くだりて幕屋の門口に立つ而してヱホバ

、モーセとものいひたまふ 10民みな幕屋の門口

に雲の柱の立つを見れば民みな起て各人その天幕

の門口にて拝をなす 11人がその友に言談ごとく

にヱホバ、モーセと面をあはせてものいひたまふ

モーセはその天幕に歸りしがその僕なる少者ヌン

の子ヨシユアは幕屋を離れざりき 12茲にモーセ

、ヱホバに言けるは視たまへ汝はこの民を導き上

れと我に言たまひながら誰を我とともに遣したま

ふかを我にしらしめたまはず汝かつて言たまひけ

らく我名をもて汝を知る汝はまた我前に恩を得た

りと 13然ば我もし誠に汝の目の前に恩を得たら

ば願くは汝の道を我に示して我に汝を知しめ我を

して汝の目の前に恩を得せしめたまへ又汝この民

の汝の有なるを念たまへ 14ヱホバ言たまひける

は我親汝と共にゆくべし我汝をして安泰にならし

めん 15モーセ、ヱホバに言けるは汝もしみづか

ら行たまはずは我等を此より上らしめたまふ勿れ

16我と汝の民とが汝の目の前に恩を得ることは如

何にして知るべきや是汝が我等とともに往たまひ

て我と汝の民とが地の諸の民に異る者となるによ

るにあらずや 17ヱホバ、モーセに言たまひける

は汝が言るこの事をも我爲ん汝はわが目の前に恩

を得たればなり我名をもて汝を知なり 18モーセ

願くは汝の榮光を我に示したまへと言ければ 19

ヱホバ言たまはく我わが諸の善を汝の前に通らし

めヱホバの名を汝の前に宣ん我は惠んとする者を
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惠み憐まんとする者を憐むなり 20又言たまはく

汝はわが面を見ることあたはず我を見て生る人あ

らざればなり 21而してヱホバ言たまひけるは視

よ我が傍に一の處あり汝磐の上に立べし 22吾榮

光其處を過る時に我なんぢを磐の穴にいれ我が過

る時にわが手をもて汝を蔽はん 23而してわが手

を除る時に汝わが背後を見るべし吾面は見るべき

にあらず

34茲にヱホバ、モーセに言たまひけるは汝石の
板二枚を前のごとくに斫て作れ汝が碎きし彼

の前の板にありし言を我その板に書さん 2詰朝ま

でに準備をなし朝の中にシナイ山に上り山の嶺に

於て吾前に立て 3誰も汝とともに上るべからず又

誰も山の中に居べからず又その山の前にて羊や牛

を牧ふべからず 4モーセすなはち石の板二枚を前

のごとくに斫て造り朝早く起て手に二枚石の板を

とりヱホバの命じたまひしごとくにシナイ山にの

ぼりゆけり 5ヱホバ雲の中にありて降り彼ととも

に其處に立ちてヱホバの名を宣たまふ 6ヱホバす

なはち彼の前を過て宣たまはくヱホバ、ヱホバ憐

憫あり恩惠あり怒ることの遅く恩惠と眞實の大な

る神 7恩惠を千代までも施し惡と過と罪とを赦す

者又罰すべき者をば必ず赦すことをせず父の罪を

子に報い子の子に報いて三四代におよぼす者 8モ

ーセ急ぎ地に躬を鞠めて拝し 9言けるはヱホバよ

我もし汝の目の前に恩を得たらば願くは主我等の

中にいまして行たまへ是は項の強き民なればなり

我等の惡と罪を赦し我等を汝の所有となしたまへ

10ヱホバ言たまふ視よ我契約をなす我未だ全地に

行はれし事あらず何の國民の中にも行はれし事あ

らざるところの奇跡を汝の總躰の民の前に行ふべ

し汝が住ところの國の民みなヱホバの所行を見ん

我が汝をもて爲ところの事は怖るべき者なればな

り 11汝わが今日汝に命ずるところの事を守れ視

よ我アモリ人カナン人ヘテ人ペリジ人ヒビ人ヱブ

ス人を汝の前より逐はらふ 12汝みづから愼め汝

が往ところの國の居民と契約をむすぶべからず恐

くは汝の中において機檻となることあらん 13汝

らかへつて彼等の祭壇を崩しその偶像を毀ちその

アシラ像を斫たふすべし 14汝は他の神を拝むべ

からず其はヱホバはその名を嫉妒と言て嫉妒神た

ればたり 15然ば汝その地の居民と契約を結ぶべ

からず恐くは彼等がその神々を慕ひて其と姦淫を

おこなひその神々に犠牲をささぐる時に汝を招き

てその犠牲に就て食はしむる者あらん 16又恐く

は汝かれらの女子等を汝の息子等に妻すことあり

て彼等の女子等その神々を慕ひて姦淫を行ひ汝の

息子等をして彼等の神々を慕て姦淫をおこなはし

むるにいたらん 17汝おのれのために神々を鋳な

すべからず 18汝無酵パンの節筵を守るべし即ち

我が汝に命ぜしごとくアビブの月のその期におよ

びて七日の間無酵パンを食ふべし其は汝アビブの

月にエジプトより出たればなり 19首出たる者は

皆吾の所有なり亦汝の家畜の首出の牡たる者も牛

羊ともに皆しかり 20但し驢馬の首出は羔羊をも

て贖ふべし若し贖はずばその頸を折べし汝の息子

の中の初子は皆贖ふべし我前に空手にて出るもの

あるべからず 21六日の間汝働作をなし第七日に

休むべし耕耘時にも収穫時にも休むべし 22汝七

週の節筵すなはち麥秋の初穂の節筵を爲し又年の

終に収蔵の節筵をなすべし 23年に三回汝の男子

みな主ヱホバ、イスラエルの神の前に出べし 24

我國々の民を汝の前より逐はらひて汝の境を廣く

せん汝が年に三回のぼりて汝の神ヱホバのまへに

出る時には誰も汝の國を取んとする者あらじ 25

汝わが犠牲の血を有酵パンとともに供ふべからず

又逾越の節の犠牲は明朝まで存しおくべからざる

なり 26汝の土地の初穂の初を汝の神ヱホバの家

に携ふべし汝山羊羔をその母の乳にて煮べからず

27斯てヱホバ、モーセに言たまひけるは汝是等の

言語を書しるせ我是等の言語をもて汝およびイス

ラエルと契約をむすべばなり 28彼はヱホバとと

もに四十日四十夜其處に居しが食物をも食ず水を

も飮ざりきヱホバその契約の詞なる十誡をかの板

の上に書したまへり 29モーセその律法の板二枚

を己の手に執てシナイ山より下りしがその山より

下りし時にモーセはその面の己がヱホバと言ひし

によりて光を發つを知ざりき 30アロンおよびイ

スラエルの子孫モーセを見てその面の皮の光を發

つを視怖れて彼に近づかざりしかば 31モーセか

れらを呼りアロンおよび會衆の長等すなはちモー

セの所に歸りたればモーセ彼等と言ふ 32斯あり

て後イスラエルの子孫みな近よりければモーセ、

ヱホバがシナイ山にて己に告たまひし事等を盡く

これに諭せり 33モーセかれらと語ふことを終て

覆面帕をその面にあてたり 34但しモーセはヱホ

バの前にいりてともに語ることある時はその出る

まで覆面帕を除きてをりまた出きたりてその命ぜ
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られし事をイスラエルの子孫に告ぐ 35イスラエ

ルの子孫モーセの面を見るにモーセの面の皮光を

發つモーセは入てヱホバと言ふまでまたその覆面

帕を面にあてをる

35モーセ、イスラエルの子孫の會衆を盡く集て
これに言ふ是はヱホバが爲せと命じたまへる

言なり 2即ち六日の間は働作を爲べし第七日は汝

等の聖日ヱホバの大安息日なり凡てこの日に働作

をなす者は殺さるべし 3安息日には汝等の一切の

住處に火をたく可らず 4モーセ、イスラエルの子

孫の會衆に徧く告て言ふ是はヱホバの命じたまへ

るところの事なり 5曰く汝等が有る物の中より汝

等ヱホバに献ぐる者を取べし凡て心より願ふ者に

其を携へきたりてヱホバに献ぐべし即ち金銀銅

6靑紫紅の線麻糸山羊の毛 7赤染の牡羊の皮貛

の皮合歓木 8燈油灌膏と馨しき香をつくる香物

9葱珩エポデと胸牌に嵌る玉 10凡て汝等の中の心

に智慧ある者來りてヱホバの命じたまひし者を悉

く造るべし 11即ち幕屋その天幕その頂蓋その鈎

その版その横木その柱その座 12かの櫃とその杠

贖罪所障蔽の幕 13案子とその杠およびその諸の

器具供前のパン 14燈明の臺その器具とその盞お

よび燈火の油 15香壇とその杠灌膏馨しき香幕屋

の入口の幔 16燔祭の壇およびその銅の網その杠

その諸の器具洗盤とその臺 17庭の幕その柱その

座庭の口の幔 18幕屋の釘庭の釘およびその紐 19

聖所にて職をなすところの供職の衣即ち祭司の職

をなす時に用ふる者なる祭司アロンの聖衣および

其子等の衣服 20斯てイスラエルの子孫の會衆み

なモーセの前を離れて去しが 21凡て心に感じた

る者凡て心より願ふ者は來りてヱホバへの献納物

を携へいたり集會の幕屋とその諸の用に供へ又聖

衣のために供へたり 22即ち凡て心より願ふ者は

男女ともに環釦耳環指環頸玉諸の金の物を携へ

いたれり又凡て金の献納物をヱホバに爲す者も然

せり 23凡て靑紫紅の線および麻絲山羊の毛赤

染の牡羊の皮貛の皮ある者は是を携へいたり 24

凡て銀および銅の献納物をなす者はこれを携へき

たりてヱホバに献げ又物を造るに用ふべき合歓木

ある者は其を携へいたれり 25また凡て心に智慧

ある婦女等はその手をもて紡ぐことをなしその紡

ぎたる者なる靑紫紅の線および麻絲を携へきた

り 26凡て智慧ありて心に感じたる婦人は山羊の

毛を紡げり 27又長たる者どもは葱珩およびエポ

デと胸牌に嵌べき玉を携へいたり 28燈火と灌膏

と馨しき香とに用ふる香物と油を携へいたれり 29

斯イスラエルの子孫悦んでヱホバに獻納物をなせ

り即ちヱホバがモーセに藉て爲せと命じたまひし

諸の工事をなさしむるために物を携へきたらんと

心より願ふところの男女は皆是のごとくになした

り 30モーセ、イスラエルの子孫に言ふ視よヱホ

バ、ユダの支派のホルの子なるウリの子ベザレル

を名指て召たまひ 31神の霊をこれに充して智慧

と了知と知識と諸の類の工事に長しめ 32奇巧を

盡して金銀および銅の作をなすことを得せしめ 33

玉を切り嵌め木に彫刻みて諸の類の工をなすこと

を得せしめ 34彼の心を明かにして敎ふることを

得せしめたまふ彼とダンの支派のアヒサマクの子

アホリアブ倶に然り 35斯智慧の心を彼等に充し

て諸の類の工事をなすことを得せしめたまふ即ち

彫刻文織および靑紫紅の絲と麻絲の刺繍並に機織

等凡て諸の類の工をなすことを得せしめ奇巧をこ

れに盡さしめたまふなり

36偖ベザレルとアホリアブおよび凡て心の頴敏
き人即ちヱホバが智慧と了知をあたへて聖所

の用に供ふるところの諸の工をなすことを知得せ

しめたまへる者等はヱホバの凡て命じたまひし如

くに事をなすべかりし 2モーセすなはちベザレル

とアホリアブおよび凡て心の頴敏き人すなはちそ

の心にヱホバが智慧をさづけたまひし者凡そ來り

てその工をなさんと心に望ところの者を召よせた

り 3彼等は聖所の用にそなふるところの工事をな

さしむるためにイスラエルの子孫が携へきたりし

諸の献納物をモーセの手より受とりしが民は尚ま

た朝ごとに自意の献納物をモーセに持きたる 4是

に於て聖所の諸の工をなすところの智き人等みな

各々その爲ところの工をやめて來り 5モーセに告

て言けるは民餘りに多く持きたればヱホバが爲せ

と命じたまひし工事をなすに用ふるに餘ありと 6

モーセすなはち命を傳へて營中に宣布しめて云く

男女ともに今よりは聖所に獻納物をなすに及ばず

と是をもて民は携へきたることを止たり 7其はそ

の有ところの物すでに一切の工をなすに足て且餘

あればなり 8偖彼等の中心に智慧ありてその工を

爲るところの者十の幕をもて幕屋を造れりその幕

は麻の撚糸と靑紫紅の絲をもて巧にケルビムを織

なして作れる者なり 9その幕は各々長二十八キユ

ビトその幕は各寛四キユビトその幕はみな寸尺一
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なり 10而してその幕五箇を互に連ねあはせ又そ

の幕五箇をたがひに連ねあはせ 11一聯の幕の邊

においてその連絡處の端に靑色の襟を造り又他の

一聯の幕の邊においてその連絡處にこれを造れり

12一聯の幕に襟五十をつくりまた他の一聯の幕の

連絡處の邊にも襟五十をつくれりその襟は彼と此

と相對す 13而して金の鈎五十をつくりその鈎を

もてその幕を彼と此と相連ねたれば一箇の幕屋と

なる 14又山羊の毛をもて幕をつくりて幕屋の上

の天幕となせりその造れる幕は十一なり 15その

幕は各々長三十キユビトその幕はおのおの寛四キ

ユビトにして十一の幕は寸尺同一なり 16その幕

五を一幅に連ねまたその幕六を一幅に連ね 17そ

の幕の邊において連絡處に襟五十をつくり又次の

一連の幕の邊にも襟五十をつくれり 18又銅の鈎

五十をつくりてその天幕をつらねあはせて一とな

らしめ 19赤染の牡羊の皮をもてその天幕の頂蓋

をつくりてその上に貛の皮の蓋を設けたり 20又

合歓木をもて幕屋の竪板をつくれり 21板の長は

十キユビト板の寛は一キユビト半 22一の板に二

の榫ありて彼と此と交指ふ幕屋の板には皆かくの

ごとく造りなせり 23又幕屋のために板を作れり

即ち南に於は南の方に板二十枚 24その二十枚の

板の下に銀の座四十をつくれり即ち此板の下にも

二の座ありてその二の榫を承け彼板の下にも二の

座ありてその二の榫を承く 25幕屋の他の方すな

はちその北の方のためにも板二十枚を作り 26又

その銀の座四十をつくれり即ち此板の下にも二の

座あり彼板の下にも二の座あり 27又幕屋の後面

すなはちその西のために板六枚をつくり 28幕屋

の後の兩隅のために板二枚宛をつくれり 29その

二枚は下にて相合しその頂まで一に連なれり一箇

の環に於て然りその二枚ともに是のごとし是等は

二隅のために設けたる者なり 30その板は八枚あ

りその座は銀の座十六座あり各々の板の下に二の

座あり 31又合歓木をもて横木を作れり即ち幕屋

の此方の板のために五本を設け 32幕屋の彼方の

板のために横木五本を設け幕屋の後すなはちその

西の板のために横木五本を設けたり 33又中間の

横木をつくりて板の眞中において端より端まで通

らしめ 34而してその板に金を着せ金をもて之が

ために鐶をつくりて横木をこれに貫き又その横木

に金を着たり 35又靑紫紅の絲および麻の撚絲を

もて幕をつくり巧にケルビムをその上に織いだし

36それがために合歓木をもて四本の柱をつくりて

これに金を着せたりその鈎は金なり又銀をもてこ

れがために座四を鋳たり 37又靑紫紅の絲および

麻の撚絲をもて幕屋の入口に掛る幔を織なし 38

その五本の柱とその鈎とを造りその柱の頭と桁に

金を着せたり但しその五の座は銅なりき

37ベザレル合歓木をもて櫃をつくれりその長は
二キユビト半その寛は一キユビト半、その高

は一キユビト半 2而して純金をもてその内外を蔽

ひてその上の周圍に金の縁を造れり 3又金の環四

箇を鋳てその四の足につけたり即ち此旁に二箇の

輪彼旁に二箇の輪を付く 4又合歓木をもて杠を作

りてこれに金を着せ 5その杠を櫃の傍の環にさし

いれて之をもて櫃をかくべからしむ 6又純金をも

て贖罪所を造れりその長は二キユビト半その寛は

一キユビト半なり 7又金をもて二箇のケルビムを

作れり即ち槌にて打て之を贖罪所の兩傍に作り 8

一箇のケルブを此方の末に一箇のケルブを彼方の

末に置り即ち贖罪所の兩傍にケルビムを作れり 9

ケルビムは翼を高く展べ其翼をもて贖罪所を掩ひ

其面をたがひに相向く即ちケルビムの面は贖罪所

に向ふ 10又合歓木をもて案を作れり其長は二キ

ユビト其寛は二キユビト其高は一キユビト半 11

而て純金を之に着せ其周圍に金の縁をつけ 12又

其四圍に掌寛の邊を作り其邊の周圍に金の小縁を

作れり 13而て之が爲に金の環四箇を鋳其足の四

隅に其環を付たり 14即ち環は邊の側に在て案を

舁く杠を入る處なり 15而て合歓木をもて案を舁

く杠を作りて之に金を着せたり 16又案の上の器

具即ち皿匙杓及び酒を灌ぐ斝を純金にて作れり 17

又純金をもて一箇の燈臺を造れり即ち槌をもて打

て其燈臺を作れり其臺座軸萼節及び花は其に連る

18六の枝その旁より出づ即ち燈臺の三の枝は此旁

より出で燈臺の三の枝は彼傍より出づ 19巴旦杏

の花の形せる三の萼節および花とともに此枝にあ

り又巴旦杏の花の形せる三の萼節および花ととも

に彼枝にあり燈臺より出る六の枝みな斯のごとし

20巴旦杏の花の形せる四の萼その節および花とと

もに燈臺にあり 21兩箇の枝の下に一箇の節あり

又兩箇の枝の下に一箇の節あり又兩箇の枝の下に

一箇の節あり燈臺より出る六の枝みな是のごとし

22その節と枝とは其に連れり皆槌にて打て純金を

もて造れり 23又純金をもて七箇の燈盞と燈鉗と

剪燈盤を造れり 24燈臺とその諸の器具は純金一
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タラントをもて作れり 25又合歓木をもて香壇を

造れり其長一キユピトその寛二キユビトにして四

角なりその高は二キユビトにしてその角は其より

出づ 26その上その四旁その角ともに純金を着せ

その周圍に金の縁を作れり 27又その兩面に金の

縁の下に金の環二箇をこれがために作れり即ちそ

の兩旁にこれを作る是すなはち之を舁ところの杠

を貫くところなり 28又合歓木をもてその杠をつ

くりて之に金を着せたり 29又薫物をつくる法に

したがひて聖灌膏と香物の清き香とを製れり

38又合歓木をもて燔祭の壇を築けりその長は五
キユビト其寛は五キユビトにして四角その高

は三キユビト 2而してその四隅の上に其の角を作

りてその角を其より出しめその壇には銅を着せた

り 3又その壇の諸の器具すなはち壷と火鏟と鉢と

肉叉と火鼎を作れり壇の器はみな銅にて造る 4又

壇のために銅の網をつくりこれを壇の中程の邊の

下に置ゑて壇の半に達せしめ 5その銅の網の四隅

に四箇の環を鋳て杠を貫く處となし 6合歓木をも

てその杠をつくりて之に銅を着せ 7壇の兩旁の環

にその杠をつらぬきて之を舁べからしむその壇は

板をもてこれを空につくれり 8また銅をもで洗盤

をつくりその臺をも銅にす即ち集會の幕屋の門に

て役事をなすところの婦人等鏡をもて之を作れり

9又庭を作れり南に於ては庭の南の方に百キユビ

トの細布の幕を設く 10その柱は二十その座は二

十にして共に銅なりその柱の鈎および桁は銀なり

11北の方には百キユビトの幕を設くその柱は二十

その座は二十にして共に銅なりその柱の鈎と桁は

銀なり 12西の方には五十キユビトの幕を設くそ

の柱は十その座は十その柱の鈎と桁は銀なり 13

東においては東の方に五十キユビトの幕を設く 14

而してこの一旁に十五キユビトの幕を設くその柱

は三その座も三 15又かの一旁にも十五キユビト

の幕を設くその柱は三その座も三即ち庭の門の此

旁彼旁ともに然り 16庭の周圍の幕はみな細布な

り 17柱の座は銅柱の鈎と桁は銀柱の頭の包は銀

なり庭の柱はみな銀の桁にて連る 18庭の門の幔

は靑紫紅の絲および麻の撚絲をもて織なしたる者

なりその長は二十キユビトその寛における高は五

キユビトにして庭の幕と等し 19その柱は四その

座は四にして共に銅その鈎は銀その頭の包と桁は

銀なり 20幕屋およびその周圍の庭の釘はみな銅

なり 21幕屋につける物すなはち律法の幕屋につ

ける物を量るに左のごとし祭司アロンの子イタマ

ル、モーセの命にしたがひてレビ人を率ゐ用ひて

これを量れるなり 22ユダの支派のホルの子なる

ウリの子ベザレル凡てヱホバのモーセに命じたま

ひし事等をなせり 23ダンの支派のアヒサマクの

子アホリアブ彼とともにありて雕刻織文をなし靑

紫紅の絲および麻絲をもて文繍をなせり 24聖所

の諸の工作をなすに用たる金は聖所のシケルにし

たがひて言ば都合二十九タラント七百三十シケル

なり是すなはち献納たるところの金なり 25會衆

の中の核數られし者の献げし銀は聖所のシケルに

したがひて言ば百タラント千七百七十五シケルな

り 26凡て數らるる者の中に入し者即ち二十歳以

上の者六十萬三千五百五十人ありたれば聖所のシ

ケルにしたがひて言ば一人に一ベカとなる是すな

はち半シケルなり 27百タラントの銀をもて聖所

の座と幕の座を鋳たり百タラントをもて百座をつ

くれば一座すなはち一タラントなり 28又千七百

七十五シケルをもて柱の鈎をつくり柱の頭を包み

又柱を連ねあはせたり 29又獻納たるところの銅

は七十タラント二千四百シケルなり 30是をもち

ひて集會の幕屋の門の座をつくり銅の壇とその銅

の網および壇の諸の器具をつくり 31庭の周圍の

座と庭の門の座および幕屋の諸の釘と庭の周圍の

諸の釘を作れり

39靑紫紅の絲をもて聖所にて職をなすところの
供職の衣服を製り亦アロンのために聖衣を製

りヱホバのモーセに命じたまひしごとくせり 2又

金靑紫紅の絲および麻の撚絲をもてエポデを製り

3金を薄片に打展べ剪て縷となしこれを靑紫紅の

絲および麻絲に和てこれを織なし 4又これがため

に肩帶をつくりて之を連ねその兩の端において之

を連ぬ 5エポデの上にありて之を束ぬるところの

帶はその物同じうして其の製のごとし即ち金靑紫

紅の絲および麻の撚絲をもて製る者なりヱホバの

モーセに命じたまひしごとくなり 6又葱珩を琢て

金の槽に嵌め印を刻がごとくにイスラエルの子等

の名をこれに鐫つけ 7これをエボデの肩帶の上に

つけてイスラエルの子孫の記念の玉とならしむヱ

ホバのモーセに命じたまひしごとし 8また胸牌を

巧に織なしエポデの製のごとくに金靑紫紅の絲お

よび麻の撚絲をもてこれを製れり 9胸牌は四角に

して之を二重につくりたれば二重にしてその長半

キユビトその濶半キユビトなり 10その中に玉四
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行を嵌む即ち赤玉黄玉瑪瑙の一行を第一行とす 11

第二行は紅玉靑玉金剛石 12第三行は深紅玉白瑪

瑙紫玉 13第四行は黄緑玉葱珩碧玉凡て金の槽

の中にこれを嵌たり 14その玉はイスラエルの子

等の名にしたがひ其名のごとくに之を十二になし

而して印を刻がごとくにその十二の支派の各の名

をこれに鐫つけたり 15又純金を紐のごとくに組

たる鏈を胸牌の上につけたり 16又金をもて二箇

の槽をつくり二の金の環をつくりその二の環を胸

牌の兩の端につけ 17かの金の紐二條を胸牌の端

の二箇の環につけたり 18而してその二條の紐の

兩の端を二箇の槽に結ひエポデの肩帶の上につけ

てその前にあらしむ 19又二箇の金の環をつくり

て之を胸牌の兩の端につけたり即ちそのエポデに

對ふところの内の邊にこれを付く 20また金の環

二箇を造りてこれをエポデの兩傍の下の方につけ

てその前の方にてその聯接る處に對てエポデの帶

の上にあらしむ 21胸牌は靑紐をもてその環によ

りて之をエポデの環に結つけエポデの帶の上にあ

らしめ胸牌をしてエポデを離るることなからしむ

ヱホバのモーセに命じたまひしごとし 22又エポ

デに屬する明衣は凡てこれを靑く織なせり 23上

衣の孔はその眞中にありて鎧の領盤のごとしその

孔の周圍に縁ありて綻びざらしむ 24而して明衣

の裾に靑紫紅の撚絲をもて石榴を作りつけ 25又

純金をもて鈴をつくりその鈴を明衣の裾の石榴の

間につけ周圍において石榴の間々にこれをつけた

り 26即ち鈴に石榴鈴に石榴と供職の明衣の裾の

周圍につけたりヱホバのモーセに命じたまひしご

とし 27又アロンとその子等のために織布をもて

裏衣を製り 28細布をもて頭帽を製り細布をもて

美しき頭巾をつくり麻の撚絲をもて褌をつくり 29

麻の撚絲および靑紫紅の絲をもて帶を織なせりヱ

ホバのモーセに命じたまひしごとし 30又純金を

もて聖冠の前板をつくり印を刻がごとくにその上

にヱホバに聖といふ文字を書つけ 31之に靑紐を

つけて之を頭帽の上に結つけたりヱホバのモーセ

に命じたまひし如し 32斯集合の天幕なる幕屋の

諸の工事成ぬイスラエルの子孫ヱホバの凡てモー

セに命じたまひしごとくに爲て斯おこなへり 33

人衆幕屋と天幕とその諸の器具をモーセの許に携

へいたる即ちその鈎その板その横木その柱その座

34赤染の牡羊の皮の蓋貛の皮の蓋障蔽の幕 35律

法の櫃とその杠贖罪所 36案とその諸の器具供前

のパン 37純金の燈臺とその盞すなはち陳列る燈

盞とその諸の器具ならびにその燈火の油 38金の

壇灌膏香幕屋の門の幔子 39銅の壇その銅の網と

その杠およびその諸の器具洗盤とその臺 40庭の

幕その柱とその座庭の門の幔子その紐とその釘な

らびに幕屋に用ふる諸の器具集會の天幕のために

用ふる者 41聖所にて職をなすところの供職の衣

服即ち祭司の職をなす時に用ふる者なる祭司アロ

ンの聖衣およびその子等の衣服 42斯ヱホバの凡

てモーセに命じたまひしごとくにイスラエルの子

孫その諸の工事をなせり 43モーセその一切の工

作を見るにヱホバの命じたまひしごとくに造りて

あり即ち是のごとくに作りてあればモーセ人衆を

祝せり

40茲にヱホバ、モーセに告て言たまひけるは 2

正月の元日に汝集會の天幕の幕屋を建べし 3

而して汝その中に律法の櫃を置ゑ幕をもてその櫃

を障蔽し 4又案を携へいり陳設の物を陳設け且燈

臺を携へいりてその燈盞を置うべし 5汝また金の

香壇を律法の櫃の前に置ゑ幔子を幕屋の門に掛け

6燔祭の壇を集會の天幕の幕屋の門の前に置ゑ 7

洗盤を集會の天幕とその壇の間に置ゑて之に水を

いれ 8庭の周圍に藩籬をたて庭の門に幔子を垂れ

9而して灌膏をとりて幕屋とその中の一切の物に

灌ぎて其とその諸の器具を聖別べし是聖物となら

ん 10汝また燔祭の壇とその一切の器具に膏をそ

そぎてその壇を聖別べし壇は至聖物とならん 11

又洗盤とその臺に膏をそそぎて之を聖別め 12ア

ロンとその子等を集會の幕屋の門につれきたりて

水をもて彼等を洗ひ 13アロンに聖衣を着せ彼に

膏をそそぎてこれを聖別め彼をして祭司の職を我

になさしむべし 14又かれの子等をつれきたりて

之に明衣を着せ 15その父になせるごとくに之に

膏を灌ぎて祭司の職を我になさしむべし彼等の膏

そそがれて祭司たることは代々變らざるべきなり

16モーセかく行へり即ちヱホバの己に命じたまひ

し如くに爲たり 17第二年の正月にいたりてその

月の元日に幕屋建ぬ 18乃ちモーセ幕屋を建てそ

の座を置ゑその板をたてその横木をさしこみその

柱を立て 19幕屋の上に天幕を張り天幕の蓋をそ

の上にほどこせりヱホバのモーセに命じ給ひし如

し 20而してかれ律法をとりて櫃に蔵め杠を櫃に

つけ贖罪所を櫃の上に置ゑ 21櫃を幕屋に携へい

り障蔽の幕を垂て律法の櫃を隱せりヱホバのモー
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セに命じたまひしごとし 22彼また集會の幕屋に

おいて幕屋の北の方にてかの幕の外に案を置ゑ 23

供前のパンをその上にヱホバの前に陳設たりヱホ

バのモーセに命じたまひし如し 24又集會の幕屋

において幕屋の南の方に燈臺をおきて案にむかは

しめ 25燈盞をヱホバの前にかかげたりヱホバの

モーセに命じたまひしごとし 26又集會の幕屋に

おいてかの幕の前に金の壇を居ゑ 27その上に馨

しき香を焚りヱホバのモーセに命じたまひしごと

し 28又幕屋の門に幔子を垂れ 29集會の天幕の幕

屋の門に燔祭の壇を置ゑその上に燔祭と素祭をさ

さげたりヱホバのモーセに命じたまひし如し 30

又集會の天幕とその壇の間に洗盤をおき其に水を

いれて洗ふことの爲にす 31モーセ、アロンおよ

びその子等其につきて手足を洗ふ 32即ち集會の

幕屋に入る時または壇に近づく時に洗ふことをせ

りヱホバのモーセに命じたましごとし 33また幕

屋と壇の周圍の庭に藩籬をたて庭の門に幔子を垂

ぬ是モーセその工事を竣たり 34斯て雲集會の天

幕を蓋てヱホバの榮光幕屋に充たり 35モーセは

集會の幕屋にいることを得ざりき是雲その上に止

り且ヱホバの榮光幕屋に盈たればなり 36雲幕屋

の上より昇る時にはイスラエルの子孫途に進めり

其途々凡て然り 37然ど雲の昇らざる時にはその

昇る日まで途に進むことをせざりき 38即ち晝は

幕屋の上にヱホバの雲あり夜はその中に火ありイ

スラエルの家の者皆これを見るその途々すべて然

り
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レビ記

1ヱホバ集會の幕屋よりモーセを呼びこれに告
て言たまはく 2イスラエルの子孫に告てこれに

言へ汝等の中の人もし家畜の禮物をヱホバに供ん

とせば牛あるひは羊をとりてその禮物となすべし

3もし牛の燔祭をもてその禮物になさんとせば全

き牡牛を供ふべしすなはち集會の幕屋の門にてこ

れをヱホバの前にその受納たまふやうに供ふべし

4彼その燔祭とする者の首に手を按べし然ば受納

られて彼のために贖罪とならん 5彼ヱホバの前に

その犢を宰るべし又アロンの子等なる祭司等はそ

の血を携へきたりて集會の幕屋の門なる壇の四圍

にその血を灑ぐべし 6彼またその燔祭の牲の皮を

剥ぎこれを切わかつべし 7祭司アロンの子等壇の

上に火を置きその火の上に薪柴を陳べ 8而してア

ロンの子等なる祭司等その切わかてる者その首お

よびその脂を壇の上なる火の上にある薪の上に陳

ぶべし 9その臓腑と足はこれを水に洗ふべし斯て

祭司は一切を壇の上に燒て燔祭となすべし是すな

はち火祭にしてヱホバに馨しき香たるなり 10ま

たその禮物もし群の羊あるひは山羊の燔祭たらば

全き牡を供ふべし 11彼壇の北の方においてヱホ

バの前にこれを宰るべしアロンの子等なる祭司等

はその血を壇の四圍に灑ぐべし 12彼また之を切

わかちその首とその脂を截とるべし而して祭司こ

れを皆壇の上なる火の上にある薪柴の上に陳ぶべ

し 13またその臓腑と足はこれを水に洗ひ祭司一

切を携へきたりて壇の上に燒べし是を燔祭となす

是即ち火祭にしてヱホバに馨しき香たるなり 14

若また禽を燔祭となしてヱホバに献るならば鳲鳩

または雛き鴿を携へ來りて禮物となすべし 15祭

司はこれを壇にたづさへゆきてその首を切やぶり

これを壇の上に燒べしまたその血はこれをしぼり

いだして壇の一方にぬるべし 16またその穀袋と

その内の物はこれを除きて壇の東の方なる灰棄處

にこれを棄べし 17またその翼は切はなすこと无

にこれを割べし而して祭司これを壇の上にて火の

上なる薪柴の上に燒べし是を燔祭となす是すなは

ち火祭にしてヱホバに馨しき香たるなり

2人素祭の禮物をヱホバに供ふる時は麥粉をも
てその禮物となしその上に油をそそぎ又その

上に乳香を加へ 2これをアロンの子等なる祭司等

の許に携へゆくべし斯てまた祭司はその麥粉と油

一握をその一切の乳香とともに取り之を記念の分

となして壇の上に燒べし是すなはち火祭にしてヱ

ホバに馨しき香たるなり 3素祭の餘はアロンとそ

の子等に歸すべし是はヱホバに献る火祭の一にし

て至聖物たるなり 4汝もし爐に燒たる物をもて素

祭の禮物となさんとせば麥粉に油を和て作れる無

酵菓子および油を抹たる無酵煎餅を用ふべし 5汝

の素祭とする禮物もし鍋に燒たる物ならば麥粉に

油を和て酵いれずに作れる者を用ふべし 6汝これ

を細に割てその上に油をそそぐべし是を素祭とな

す 7汝の素祭とする禮物もし釜に煮たる物ならば

麥粉と油をもて作れる者を用ふべし 8汝これ等の

物をもて作れる素祭の物をヱホバに携へいたるべ

し是を祭司に授さば祭司はこれを壇にたづさへ往

き 9その素祭の中より記念の分をとりて壇の上に

焚べし是すなはち火祭にしてヱホバに馨しき香た

るなり 10素祭の餘はアロンとその子等に皈すべ

し是はヱホバにささぐる火祭の一にして至聖物た

るなり 11凡そ汝等がヱホバにたづさへいたる素

祭は都て酵いれて作るべからず汝等はヱホバに献

る火祭の中に酵または蜜を入て焚べからず 12但

し初熟の禮物をそなふる時には汝等これをヱホバ

にそなふべし然ど馨しき香のためにこれを壇にそ

なふる事はなすべからず 13汝素祭を献るには凡

て鹽をもて之に味くべし汝の神の契約の鹽を汝の

素祭に缺こと勿れ汝禮物をなすには都て鹽をそな

ふべし 14汝初穂の素祭をヱホバにそなへんとせ

ば穂を火にやきて殼をさりたる者をもて汝の初穂

の禮物にそなふべし 15汝また油をその上にほど

こし乳香をその上に加ふべし是を素祭となす 16

祭司はその殻を去たる穀物の中および油の中より

その記念の分を取りその一切の乳香とともにこれ

を焚べし是すなはちヱホバにささぐる火祭なり

3人もし酬恩祭の犠牲を献るに當りて牛をとり
て之を献るならば牝牡にかかはらずその全き

者をヱホバの前に供ふべし 2すなはちその禮物の

首に手を按き集會の幕屋の門にこれを宰るべし而

してアロンの子等なる祭司等その血を壇の周圍に

灌ぐべし 3彼はまたその酬恩祭の犠牲の中よりし

て火祭をヱホバに献べし即ち臓腑を裹むところの

脂と臓腑の上の一切の脂 4および二箇の腎とその

上の脂の腰の兩傍にある者ならびに肝の上の網膜

の腎の上に達る者を取べし 5而してアロンの子等

壇の上において火の上なる薪の上の燔祭の上にこ
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れを焚べし是すなはち火祭にしてヱホバに馨しき

香たるなり 6もしまたヱホバに酬恩祭の犠牲を献

るにあたりて羊をその禮物となすならば牝牡にか

かはらず其全き者を供ふべし 7若また羔羊をその

禮物となすならば之をヱホバの前に牽來り 8その

禮物の首に手を按きこれを集會の幕屋の前に宰る

べし而してアロンの子等その血を壇の四圍にそそ

ぐべし 9彼その酬恩祭の犠牲の中よりして火祭を

ヱホバに献べし即ちその脂をとりその尾を脊骨よ

り全く斷きりまた臓腑を裹ところの脂と臓腑の上

の一切の脂 10および兩箇の腎とその上の脂の腰

の兩傍にある者ならびに肝の上の網膜の腎の上に

達る者をとるべし 11祭司はこれを壇の上に焚べ

し是は火祭にしてヱホバにたてまつる食物なり 12

もし山羊を禮物となすならばこれをヱホバの前に

牽來り 13其の首に手を按きこれを集會の幕屋の

前に宰るべし而してアロンの子等その血を壇の四

圍に灌ぐべし 14彼またその中よりして禮物をと

りヱホバに火祭をささぐべしすなはち臓腑を裹む

ところの脂と臓腑の上のすべての脂 15および兩

箇の腎とその上の脂と腰の兩傍にある者ならびに

肝の上の網膜の腎の上に達る者をとるべし 16祭

司はこれを壇の上に焚べし是は火祭として奉つる

食物にして馨しき香たるなり脂はみなヱホバに歸

すべし 17汝等は脂と血を食ふべからず是は汝ら

がその一切の住處において代々永く守るべき例な

り

4ヱホバまたモーセに告て言たまはく 2イスラエ

ルの子孫に告ていふべし人もし誤りてヱホバ

の誡命に違ひて罪を犯しその爲べからざる事の一

を行ふことあり 3また若膏そそがれし祭司罪を犯

して民を罪に陷いるるごとき事あらばその犯せし

罪のために全き犢の若き者を罪祭としてヱホバに

献べし 4即ちその牡犢を集會の幕屋の門に牽きた

りてヱホバの前にいたりその牡犢の首に手を按き

その牡犢をヱホバの前に宰るべし 5かくて膏そそ

がれし祭司その牡犢の血をとりてこれを集會の幕

屋にたづさへ入り 6而して祭司指をその血にひた

してヱホバの前聖所の障蔽の幕の前にその血を七

次そそぐべし 7祭司またその血をとりてヱホバの

前にて集會の幕屋にある馨香の壇の角にこれを塗

べしその牡犢の血は凡てこれを集會の幕屋の門に

ある燔祭の壇の底下に灌べし 8またその牡犢の脂

をことごとく取て罪祭に用ふべし即ち臓腑を裹む

ところの油と臓腑の上の一切の脂 9および兩箇の

腎と其上の脂の腰の兩傍にある者ならびに肝の上

の網膜の腎の上に達る者を取べし 10之を取には

酬恩祭の犠牲の牛より取が如くすべし而して祭司

これを燔祭の壇の上に焚べし 11その牡犢の皮と

その一切の肉およびその首と脛と臓腑と糞等 12

凡てその牡犢はこれを營の外に携へいだして灰を

棄る場なる清淨處にいたり火をもてこれを薪柴の

上に焚べし即ち是は灰棄處に焚べきなり 13また

イスラエルの全會衆過失をなしたるにその事會衆

の目にあらはれすして彼等つひにヱホバの誡命の

爲べからざる者を爲し罪を獲ることあらんに 14

もし其犯せし罪あらはれなば會衆の者若き犢を罪

祭に献べし即ちこれを集會の幕屋の前に牽いたり

15會衆の長老等ヱホバの前にてその牡犢の首に手

を按きその一人牡犢をヱホバの前に宰るべし 16

而して膏そそがれし祭司その牡犢の血を集會の幕

屋に携へいり 17祭司指をその血にひたしてヱホ

バの前障蔽の幕の前にこれを七次そそぐべし 18

祭司またその血をとりヱホバの前にて集會の幕屋

にある壇の角にこれを塗べし其血は凡てこれを集

會の幕屋の門にある燔祭の壇の底下に灌べし 19

また其脂をことごとく取て壇の上に焚べし 20す

なはち罪祭の牡犢になしたるごとくにこの牡犢に

もなし祭司これをもて彼等のために贖罪をなすべ

し然せば彼等赦されん 21かくして彼その牡犢を

營の外にたづさへ出し初次の牡犢を焚しごとくに

これを焚べし是すなはち會衆の罪祭なり 22また

牧伯たる者罪を犯しその神ヱホバの誡命の爲べか

らざる者を誤り爲て罪を獲ことあらんに 23若そ

の罪を犯せしことを覺らば牡山羊の全き者を禮物

に持きたり 24その山羊の首に手を按き燔祭の牲

を宰る場にてヱホバの前にこれを宰るべし是すな

はち罪祭なり 25祭司は指をもてその罪祭の牲の

血をとり燔祭の壇の角にこれを抹り燔祭の壇の底

下にその血を灌ぎ 26酬恩祭の犠牲の脂のごとく

にその脂を壇の上に焚べし斯祭司かれの罪のため

に贖事をなすべし然せば彼は赦されん 27また國

の民の中に誤りて罪を犯しヱホバの誡命の爲べか

らざる者の一を爲て罪を獲る者あらんに 28若そ

の罪を犯せしことを覺らば牝山羊の全き者を牽き

たりその犯せし罪のためにこれを禮物になすべし

29即ちその罪祭の牲の首に手を按き燔祭の牲の場

にてその罪祭の牲を宰るべし 30而して祭司は指
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をもてその血を取り燔祭の壇の角にこれを抹りそ

の血をことごとくその壇の底下に灌べし 31祭司

また酬恩祭の牲より脂をとるごとくにその脂をこ

とごとく取りこれを壇の上に焚てヱホバに馨しき

香をたてまつるべし斯祭司かれのために贖罪をな

すべし然せば彼は赦されん 32彼もし羔羊を罪祭

の禮物に持きたらんとせば牝の全き者を携へきた

り 33その罪祭の牲の首に手を按き燔祭の牲を宰

る場にてこれを宰りて罪祭となすべし 34かくて

祭司指をもてその罪祭の牲の血を取り燔祭の壇の

角にこれを抹りその血をことごとくその壇の底下

に灌ぎ 35羔羊の脂を酬恩祭の犠牲より取るごと

くにその脂をことごとく取べし而して祭司はヱホ

バに献ぐる火祭のごとくにこれを壇の上に焚べし

斯祭司彼の犯せる罪のために贖をなすべし然せば

彼は赦されん

5人もし證人として出たる時に諭誓の聲を聽な
がらその見たる事またはその知る事を陳ずし

て罪を犯さば己の咎は己の身に歸すべし 2人もし

汚穢たる獣の死體汚穢たる家畜の死體汚穢たる昆

蟲の死體など凡て汚穢たる物に捫ることあらばそ

の事に心づかざるもその身は汚れて辜あり 3もし

又心づかずして人の汚穢にふるる事あらばその人

の汚穢は如何なる汚穢にもあれその之を知るにい

たる時は辜あり 4人もし心づかずして誓を發し妄

に口をもて惡をなさんと言ひ善をなさんと言ばそ

の人の誓を發して妄に言ふとこるは如何なる事に

もあれそのこれを知るにいたる時は此等の一にお

いて辜あり 5若これらの一において辜ある時は某

の事において罪を犯せりと言あらはし 6その愆の

ためその犯せし罪のために羊の牝なる者すなはち

羔羊あるひは牝山羊をヱホバにたづさへ來りて罪

祭となすべし斯て祭司は彼の罪のために贖罪をな

すべし 7もし羔羊にまで手のとどかざる時は鳲鳩

二羽か雛鴿二羽をその犯せし愆のためにヱホバに

持きたり一を罪祭にもちひ一を燔祭に用ふべし 8

即ちこれを祭司にたづさへ往べし祭司はその罪祭

の者を先にささぐべし即ちその首を頸の根より切

やぶるべし但しこれを切はなすべからず 9而して

その罪祭の者の血を壇の一方にそそぎその餘の血

をば壇の底下にしぼり出すべし是を罪祭となす 10

またその次のは慣例のごとくに燔祭にささぐべし

斯祭司彼が犯せし罪のために贖をなすべし然せば

彼は赦されん 11もし二羽の鳲鳩か二羽の雛き鴿

までに手のとどかざる時はその罪ある者麥粉一エ

パの十分一を禮物にもちきたりてこれを罪祭とな

すべしその上に膏をかくべからず又その上に乳香

を加ふべからず是は罪祭なればなり 12彼祭司の

許にこれを携へゆくべし祭司はこれを一握とりて

記念の分となし壇の上にてヱホバの火祭の上にこ

れを焚べし是を罪祭となす 13斯祭司は彼が是等

の一を犯して獲たる罪のために贖をなすべし然せ

ば彼は赦されんその殘餘は素祭とひとしく祭司に

歸すべし 14ヱホバ、モーセに告て言たまはく 15

人もし過失を爲し知ずしてヱホバの聖物を于して

罪を獲ことあらば汝の估價に依り聖所のシケルに

したがひて數シケルの銀にあたる全き牡羊を群の

中よりとりその愆のためにこれをヱホバに携へき

たりて愆祭となすべし 16而してその聖物を于し

て獲たる罪のために償をなしまた之に五分の一を

くはへて祭司に付すべし祭司はその愆祭の牡羊を

もて彼のために贖罪をなすべし然せば彼は赦され

ん 17人もし罪を犯しヱホバの誡命の爲べからざ

る者の一を爲すことあらば假令これを知ざるも尚

罪ありその罪を任べきなり 18即ち汝の估價にし

たがひて群の中より全き牡羊をとり愆祭となして

これを祭司にたづさへいたるべし祭司は彼が知ず

して誤りし過誤のために贖罪をなすべし然せば彼

は赦されん 19是を愆祭となすその人は誠にヱホ

バに罪を獲たり

6ヱホバまたモーセに告て言たまはく 2人もしヱ

ホバにむかひて不信をなして罪を獲ことあり

即ち人の物をあづかり又は質にとり又は奪ひおき

て然る事あらずと言ひ或は人を虐る事を爲し 3或

は人の落せし物を拾ひおきて然る事なしと言ひ偽

りて誓ふことを爲す等凡て人の爲て罪を獲るとこ

ろの事を一にても行はば 4是罪を犯して身に罪あ

る者なればその奪し物その虐げて取たる物その預

りし物その拾ひとりし物 5および凡てその偽り誓

し物を還すべし即ちその原物を還しその上に五分

の一をこれに加へその愆祭をささぐる日にこれを

その本主に付すべし 6彼その愆祭をヱホバに携へ

きたるべし即ち汝の估價にしたがひその愆のため

に群の中より全き牡羊をとりて祭司にいたるべし

7祭司はヱホバの前において彼のために贖罪をな

すべし然せば彼はその中のいづれを行ひて愆を獲

るもゆるさるべし 8ヱホバまたモーセに告て言た

まはく 9アロンとその子等に命じて言へ燔祭の例
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は是のごとし此燔祭は壇の上なる爐の上に旦まで

終夜あらしむべし即ち壇の火をしてこれと共に燃

つつあらしむべきなり 10祭司は麻の衣服を着て

麻の褌をその肉に纒ひ壇の上にて火にやけたる燔

祭の灰を取て壇の旁に置き 11而してその衣服を

脱ぎ他の衣服をつけてその灰を營の外に携へいだ

し清淨地にもちゆくべし 12壇の上の火をばたえ

ず燃しむべし熄しむべからず祭司は朝ごとに薪柴

をその上に燃し燔祭の物をその上に陳べまた酬恩

祭の脂をその上に焚べし 13火はつねに壇の上に

たえず燃しむべし熄しむべからず 14素祭の例は

是のごとしアロンの子等これをヱホバの前すなは

ち壇の前にささぐべし 15即ち素祭の麥粉とその

膏を一握とりまた素祭の上の乳香をことごとく取

て之を壇の上に焚き馨しき香となし記念の分とな

してヱホバにたてまつるべし 16その遺餘はアロ

ンとその子等これを食ふべし即ち酵をいれずして

之を聖所に食ふべし集會の幕屋の庭にて之を食ふ

べきなり 17之を酵いれて燒べからずわが火祭の

中より我これを彼等にあたへてその分となさしか

是は罪祭と愆祭のごとくに至聖し 18アロンの子

等の男たる者はみな之を食ふことを得べし是はヱ

ホバにたてまつる火祭の例にして汝等が代々永く

まもるべき者なり凡てこれに觸る者は聖なるべし

19ヱホバ、モーセに告て言たまはく 20アロンと

その子等が膏そそがるる日にヱホバにささぐべき

禮物は是のごとし麥粉一エパの十分の一を素祭と

なして恒に献ぐべし即ちその半を朝にその半を夕

にささぐべし 21是は鍋の内に油をもて作りその

燒たる時に汝これを携へきたるべし即ちこれを幾

個にも劈て素祭となしヱホバに献げて馨しき香と

ならしむべし 22アロンの子等の中膏をそそがれ

て彼に継で祭司となる者はこれを献ぐべし斯はヱ

ホバに對して永く守るべき例なり是は全く焚つく

すべし 23凡て祭司の素祭はみな全く焚つくすべ

し食ふべからざるなり 24ヱホバまたモーセに告

て言たまはく 25アロンとその子等に告ていふべ

し罪祭の例は是のごとし燔祭の牲を宰る場にて罪

祭の牲をヱホバの前に宰るべし是は至聖物なり 26

罪のために之をささぐるところの祭司これを食ふ

べし即ち集會の幕屋の庭において聖所に之を食ふ

べし 27凡てその肉に觸る者は聖なるべしその血

もし衣服に灑ぎかかることあらばその灑ぎかかれ

る者を聖所に洗ふべし 28またこれを煮たる土瓦

の器皿は碎くべし若これを煮たる者銅の鍋ならば

水をもてこれを磨き洗ふべし 29祭司等の中の男

たる者は皆これを食ふことを得べし是は至聖し 30

然どその血を集會の幕屋にたづさへいりて聖所に

て贖罪をなしたる罪祭はこれを食ふべからず火を

もてこれを焚べし

7また愆祭の例は是のごとし是は至聖者なり 2燔

祭を宰る場にて愆祭を宰るべし而して祭司そ

の血を壇の四周にそそぎ 3その脂をことごとく献

ぐべし即ちその脂の尾その臓腑を裹むところの諸

の脂 4兩個の腎とその上の脂の腰の兩傍にある者

および肝の上の網膜の腎の上におよべる者を取り

5祭司これを壇の上に焚てヱホバに火祭とすべし

之を愆祭となす 6祭司等の中の男たる者はみな之

を食ふことを得是は聖所に食ふべし至聖者なり 7

罪祭も愆祭もその例は一にして異らずこれは贖罪

をなすところの祭司に歸すべし 8人の燔祭をささ

ぐるところの祭司その祭司はその献ぐる燔祭の物

の皮を自己に得べし 9凡て爐に燒たる素祭の物お

よび凡て釜と鍋にて製へたる者はこれを献ぐると

ころの祭司に歸すべし 10凡そ素祭は油を和たる

者も乾たる者もみなアロンの諸の子等に均く歸す

べし 11ヱホバに献ぐべき酬恩祭の犠牲の例は是

のごとし 12若これを感謝のために献ぐるならば

油を和たる無酵菓子と油をぬりたる無酵煎餅およ

び麥粉に油をませて燒たる菓子をその感謝の犠牲

にあはせて献ぐべし 13その菓子の外にまた有酵

パンを酬恩祭なる感謝の犠牲にあはせてその禮物

に供ふべし 14即ちこの全體の禮物の中より一箇

宛を取りヱホバにささげて擧祭となすべし是は酬

恩祭の血を灑ぐところの祭司に歸すべきなり 15

感謝のために献ぐる酬恩祭の犠牲の肉はこれを献

げしその日の中に食ふべし少にても翌朝まで存し

おくまじきなり 16その犠牲の禮物もし願還かま

たは自意の禮物ならばその犠牲をささげし日にこ

れを食ふべしその殘餘はまた明日これを食ふこと

を得るなり 17但しその犠牲の肉の殘餘は第三日

にいたらば火に焚べし 18若その酬恩祭の犠牲の

肉を第三日に少にても食ふことをなさば其は受納

られずまた禮物と算らるることなくして反て憎む

べき者とならん是を食ふ者その罪を任べし 19そ

の肉もし汚穢たる物にふるる事あらば食ふべから

ず火に焚べしその肉は淨き者みなこれを食ふこと

を得るなり 20若その身に汚穢ある人ヱホバに屬
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する酬恩祭の犠牲の肉を食はばその人はその民の

中より絶るべし 21また人もし人の汚穢あるひは

汚たる獣畜あるひは忌しき汚たる物等都て汚穢に

觸ることありながらヱホバに屬する酬恩祭の犠牲

の肉を食はばその人はその民の中より絶るべし 22

ヱホバまたモーセに告て言たまはく 23イスラエ

ルの子孫に告て言べし牛羊山羊の脂は都て汝等こ

れを食ふべからず 24自ら死たる獣畜の脂および

裂ころされし獣畜の脂は諸般の事に用ふるを得れ

どもこれを食ふことは絶てなすべからず 25人の

ヱホバに火祭として献ぐるところの牲畜の脂は誰

もこれを食ふべからず之を食ふ人はその民の中よ

り絶るべし 26また汝等はその一切の住處におい

て鳥獣の血を決して食ふべからず 27何の血によ

らずこれを食ふ人あればその人は皆民の中より絶

るべし 28ヱホバ、モーセに告て言たまはく 29イ

スラエルの子孫に告て言べし酬恩祭の犠牲をヱホ

バに献ぐる者はその酬恩祭の犠牲の中よりその禮

物を取てヱホバにたづさへ來るべし 30ヱホバの

火祭はその人手づからこれを携へきたるべし即ち

その脂と胸とをたづさへ來りその胸をヱホバの前

に搖て搖祭となすべし 31而して祭司その脂を壇

の上に焚べしその胸はアロンとその子等に歸すべ

し 32汝等はその酬恩祭の犠牲の右の腿を擧祭と

なして祭司に與ふべし 33アロンの子等の中酬恩

祭の血と脂とを献ぐる者その右の腿を得て自己の

分となすべし 34我イスラエルの子孫の酬恩祭の

犠牲の中よりその搖る胸と擧たる腿をとりてこれ

を祭司アロンとその子等に與ふ是はイスラエルの

子孫の中に永く行はるべき例典なり 35是はヱホ

バの火祭の中よりアロンに歸する分またその子等

に歸する分なり彼等を立てヱホバに祭司の職をな

さしむる日に斯定めらる 36すなはち是は彼等に

膏をそそぐ日にヱホバが命をくだしてイスラエル

の子孫の中より彼等に歸せしめたまふ者にて代々

永くまもるべき例典たるなり 37是すなはち燔祭

素祭罪祭愆祭任職祭酬恩祭の犠牲の法なり 38ヱ

ホバ、シナイの野においてイスラエルの子孫にそ

の禮物をヱホバに供ふることを命じたまひし日に

是をシナイ山にてモーセに命じたまひしなり

8ヱホバ、モーセに告て言たまはく 2汝アロンと

その子等およびその衣服と灌膏と罪祭の牡牛

と二頭の牡羊と無酵パン一筐を携へきたり 3また

會衆をことごとく集會の幕屋の門に集めよ 4モー

セすなはちヱホバの己に命じたまひし如くなした

れば會衆は集會の幕屋の門に集りぬ 5モーセ會衆

にむかひて言ふヱホバの爲せと命じたまへる事は

斯のごとしと 6而してモーセ、アロンとその子等

を携きたり水をもて彼等を洗ひ清め 7アロンに裏

衣を著せ帶を帶しめ明衣を纒はせエポデを着しめ

エポデの帶を之に帶しめこれをもてエポデを其身

に結つけ 8また胸牌をこれに着させその胸牌にウ

リムとトンミムをつけ 9その首に頭帽をかむらし

めその頭帽の上すなはちその額に金の板の聖前板

をつけたりヱホバのモーセに命じたまひし如し 10

モーセまた灌膏をとり幕屋とその中の一切の物に

灌ぎてこれを聖別め 11且これを七度壇にそそぎ

壇とその諸の器具および洗盤とその臺に膏そそぎ

てこれを聖別め 12また灌膏をアロンの首にそそ

ぎ之に膏そそぎて聖別たり 13モーセまたアロン

の子等をつれきたりて裏衣をこれに着せ帶をこれ

に帶しめ頭巾をこれに蒙らせたりヱホバのモーセ

に命じたまひし如くなり 14また罪祭の牡牛を牽

きたりてアロンとその子等その罪祭の牡牛の頭に

手を按り 15斯てこれを殺してモーセその血をと

り指をもてその血を壇の四周の角につけて壇を潔

淨しまた壇の底下にその血を灌ぎて之を聖別め之

がために贖をなせり 16モーセまたその臓腑の上

の一切の脂肝の上の網膜および兩箇の腎とその脂

をとりて之を壇の上に焚り 17但しその牡牛その

皮その肉およびその糞は營の外にて火に焚りヱホ

バのモーセに命じたまひし如し 18また燔祭の牡

羊を牽きたりてアロンとその子等その牡羊の頭に

手を按たり 19斯てこれを宰してモーセその血を

壇の周圍に灑げり 20而してモーセその牡羊を切

さきその頭と肉塊と脂とを焚り 21また水をもて

その臓腑と脛を洗ひてモーセその牡羊をことごと

く壇の上に焚り是は馨しき香のためにささぐる燔

祭にしてヱホバにたてまつる火祭たるなりヱホバ

のモーセに命じたまひし如し 22また他の牡羊す

なはち任職の牡羊を牽きたりてアロンとその子等

その牡羊の頭に手を按り 23斯てこれを殺してモ

ーセその血をとり之をアロンの右の耳の端とその

右の手の大指と右の足の拇指につけ 24またアロ

ンの子等をつれきたりてその右の耳の端と右の手

の大指と右の足の拇指にその血をつけたり而して

モーセその血を壇の周圍に灑げり 25彼またその

脂と脂の尾および臓腑の上の一切の脂と肝の上の
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網膜ならびに兩箇の腎とその脂とその右の腿とを

取り 26またヱホバの前なる無酵パンの筐の中よ

り無酵菓子一箇と油ぬりたるパンの菓子一箇と煎

餅一箇を取り是等をその脂の上とその右の腿の上

に載せ 27是を凡てアロンの手とその子等の手に

授け之をヱホバの前に搖て搖祭となさしめたり 28

而してモーセまた之を彼等の手より取り壇の上に

て燔祭の上にこれを焚り是は馨しき香のためにた

てまつる任職祭にしてヱホバにささぐる火祭なり

29斯てモーセその胸をとりヱホバの前にこれを搖

て搖祭となせり任職の牡羊の中是はモーセの分に

歸する者なりヱホバのモーセに命じたまひし如し

30而してモーセ灌膏と壇の上の血とをとりて之を

アロンとその衣服に灑ぎまたその子等とその子等

の衣服にそそぎアロンとその衣服およびその子等

とその子等の衣服を聖別たり 31斯てモーセまた

アロンとその子等に言けるは集會の幕屋の門にて

汝等その肉を煮よ而して任職祭の筐の内なるパン

と偕にこれを其處に食へ是はアロンとその子等こ

れを食ふべしと我に命ありしにしたがふなり 32

その肉とパンの餘れる者は汝等これを火に焚べし

33汝等はその任職祭の竟る日まで七日が間は集會

の幕屋の門口より出べからず其は汝等の任職は七

日にわたればなり 34今日行ひて汝等のために罪

をあがなふが如くにヱホバ斯せよと命じたまふな

り 35汝等は集會の幕屋の門口に七日の間日夜居

てヱホバの命令を守れ然せば汝等死る事なからん

我かく命ぜられたるなり 36すなはちアロンとそ

の子等はヱホバのモーセによりて命じたまひし事

等を盡く爲り

9斯て第八日にいたりてモーセ、アロンとその
子等およびイスラエルの長老等を呼 2而してア

ロンに言けるは汝若き牡犢の全き者を罪祭のため

に取りまた牡羊の全き者を燔祭のために取りてこ

れをヱホバの前に献ぐべし 3汝イスラエルの子孫

に告て言べし汝等牡山羊を罪祭のために取りまた

犢牛と羔羊の當歳にして全き者を燔祭のために取

きたれ 4また酬恩祭のためにヱホバの前に供ふる

牡牛と牡羊を取り且油を和たる素祭をとりきたる

べしヱホバ今日汝等に顯れたまふべければなり 5

是に於てモーセの命ぜし物を集會の幕屋の前に携

へ來り會衆みな進よりてヱホバの前に立ければ 6

モーセ言ふヱホバの汝等に爲と命じたまへる者は

すなはち是なり斯せばヱホバの榮光汝等にあらは

れん 7モーセすなはちアロンに言けるは汝壇に往

き汝の罪祭と汝の燔祭を献げて己のためと民のた

めに贖罪を爲しまた民の禮物を献げて之がために

贖罪をなし凡てヱホバの命じたまひし如くせよ 8

是に於てアロン壇に往き自己のためにする罪祭の

犢を宰れり 9しかしてアロンの子等その血をアロ

ンの許にたづさへ來りければアロン指をその血に

ひたして之を壇の角につけその血を壇の底下に灌

ぎ 10また罪祭の牲の脂と腎と肝の上の網膜を壇

の上に燒り凡てヱホバのモーセに命じたまひし如

し 11またその肉と皮は營の外にて火に焚り 12ア

ロンまた燔祭の牲を宰りしがその子等これが血を

自己の許に携へきたりければ之を壇の周圍に灌げ

り 13彼等また燔祭の牲すなはちその肉塊と頭を

かれに持きたりければ彼壇の上にこれを焚き 14

またその臓腑と脛を洗ひ壇の上にて之を燔祭の上

に焚り 15彼また民の禮物を携へきたれり即ち民

のためにする罪祭の山羊を取て之を宰り前のごと

くに之を献げて罪祭となし 16また燔祭の牲を牽

きたりて定例のごとくに之をささげたり 17また

素祭を携へきたりてその中より一握をとり朝の燔

祭にくはへてこれを壇の上に焚り 18アロンまた

民のためにする酬恩祭の犠牲なる牡牛と牡羊を宰

りしがその子等これが血を己にもちきたりければ

之を壇の周圍に灑げり 19彼等またその牡牛と牡

羊の脂およびその脂の尾と臓腑を裹む者と腎と肝

の上の網膜とを携へきたれり 20即ち彼等その脂

をその胸の上に載きたりけるにアロンその脂を壇

の上に焚り 21その胸と右の腿はアロンこれをヱ

ホバの前に搖て搖祭となせり凡てモーセの命じた

る如し 22アロン民にむかひて手を擧てこれを祝

し罪祭燔祭酬恩祭を献ぐることを畢て下れり 23

モーセとアロン集會の幕屋にいり出きたりて民を

祝せり斯てヱホバの榮光總體の民に顯れ 24火ヱ

ホバの前より出て壇の上の燔祭と脂を燬つくせり

民これを見て聲をあげ俯伏ぬ

10茲にアロンの子等なるナダブとアビウともに
その火盤をとりて火をこれにいれ香をその上

に盛て異火をヱホバの前に献げたり是はヱホバの

命じたまひし者にあらざりしかば 2火ヱホバより

出て彼等を燬ほろぼせりすなはち彼等はヱホバの

前に死うせぬ 3モーセ、アロンに言けるはヱホバ

の宣ふところは是のごとし云く我は我に近づく者

等の中に我の聖ことを顯はし又全體の民の前に榮
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光を示さんアロンは默然たりき 4モーセかくてア

ロンの叔父ウジエルの子等なるミサエルとエルザ

パンを呼び汝等進みよりて聖所の前より汝等の兄

弟等を營の外に携へ出せと之にいひければ 5すな

はち進みよりて彼等をその裏衣のままに營の外に

携へ出しモーセの言るごとくせり 6モーセまたア

ロンおよびその子エレアザルとイタマルにいひけ

るは汝らの頭を露すなかれまた汝らの衣を裂なか

れ恐くは汝等死んまた震怒全體の民におよぶあら

ん但汝等の兄弟たるイスラエルの全家ヱホバのか

く火をもて燬ほろぼしたまひし事を哀くべし 7汝

等はまた集會の幕屋の門より出べからず恐くは汝

等死ん其はヱホバの灌膏汝らの上にあればなりと

彼等モーセの言のごとくに爲り 8茲にヱホバ、ア

ロンに告て言たまはく 9汝も汝の子等も集會の幕

屋にいる時には葡萄酒と濃酒を飮なかれ恐くは汝

等死ん是は汝らが代々永く守るべき例たるべし 10

斯するは汝等が物の聖と世間なるとを分ち汚たる

と潔淨とを分つことを得んため 11又ヱホバのモ

ーセによりて告たまひし一切の法度をイスラエル

の子孫に敎ふることを得んがためなり 12モーセ

またアロンおよびその遺れる子エレアザルとイタ

マルに言けるは汝等ヱホバの火祭の中より素祭の

遺餘を取り酵をいれずして之を壇の側に食へ是は

至聖物なり 13是はヱホバの火祭の中より汝に歸

する者また汝の子等に歸する者なれば汝等これを

聖所にて食ふべし我かく命ぜられたるなり 14ま

た搖る胸と擧たる腿は汝および汝の男子と女子こ

れを淨處にて食ふべし是はイスラエルの子孫の酬

恩祭の中より汝の分と汝の子等の分に與へらるる

者なればなり 15彼等その擧るところの腿と搖と

ころの胸を火祭の脂とともに持きたりこれをヱホ

バの前に搖て搖祭となすべし其は汝と汝の子等に

歸すべし是は永く守るべき例にしてヱホバの命じ

たまふ者なり 16斯てモーセ罪祭の山羊を尋ね索

めけるに旣にこれを燬たりしかばアロンの遺れる

子等エレアザルとイタマルにむかひてモーセ怒を

發し言けるは 17罪祭の牲は至聖かるに汝等なん

ぞ之を聖所にて食ざりしや是は汝等をして會衆の

罪を任て彼等のためにヱホバのまへに贖をなさし

めんとて汝等に賜ふ者たるなり 18視よその血は

まだこれを聖所に携へいることをせざりきかの物

は我が命ぜしごとくに汝等これを聖所にて食ふべ

かりしなり 19アロン、モーセに言けるは今日彼

等その罪祭と燔祭をヱホバの前に献げしが斯る事

我身に臨めり今日もし我罪祭の牲を食はばヱホバ

これを善と觀たまふや 20モーセこれを聽て善と

せり

11ヱホバ、モーセとアロンに告てこれに言給は
く 2イスラエルの子孫に告て言へ地の諸の獣

畜の中汝らが食ふべき四足は是なり 3凡て獣畜の

中蹄の分たる者すなはち蹄の全く分たる反芻者は

汝等これを食ふべし 4但し反芻者と蹄の分たる者

の中汝等の食ふべからざる者は是なり即ち駱駝是

は反芻ども蹄わかれざれば汝等には汚たる者なり

5山鼠是は反芻ども蹄わかれざれば汝等には汚た

る者なり 6兎是は反芻ども蹄わかれざれば汝等に

は汚たる者なり 7猪是は蹄あひ分れ蹄まったく分

るれども反芻ことをせざれば汝等には汚たる者な

り 8汝等是等の者の肉を食ふべからずまたその死

體にさはるべからず是等は汝等には汚たる者なり

9水にある諸の族の中汝等の食ふべき者は是なり

凡て水の中にをり海河に居る者にして翅と鱗のあ

る者は汝等これを食ふべし 10凡て水に動く者凡

て水に生る者即ち凡て海河にある者にして翅と鱗

なき者は是汝等には忌はしき者なり 11是等は汝

等には忌はしき者なり汝等その肉を食ふべからず

またその死體をば忌はしき者となすべし 12凡て

水にありて翅も鱗もなき者は汝等には忌はしき者

たるべし 13鳥の中に汝等が忌はしとすべき者は

是なり是をば食ふべからず是は忌はしき者なり即

ち鵰黄鷹鳶 14鸇鷹の類 15諸の鴉の類 16駝鳥梟鴎

雀鷹の類 17鶴鵜鷺 18白鳥鸅鸕大鷹 19鶴鸚鵡の類

鷸および蝙蝠 20また凡て羽翼のありて四爬にあ

るくところの昆蟲は汝等には忌はしき者なり 21

但し羽翼のありて四爬にあるく諸の昆蟲の中その

足に飛腿のありて地に飛ぶものは汝等これを食ふ

ことを得べし 22即ちその中蝗蟲の類大蜢の類小

蜢の類螇蚸の類を汝等食ふことを得べし 23凡て

羽翼ありて四爬にあるくところの昆蟲はみな汝等

には忌はしき者たるなり 24これ等はなんぢらを

汚すなり凡て是等の者の死體に捫る者は晩まで汚

るべし 25凡てその死體を身に携ふる者はその衣

服を洗ふべしその身は晩まで汚るるなり 26凡そ

蹄の分れたる獣畜の中その蹄の全く分れざる者あ

るひは反芻ことをせざる者の死體は汝等には汚穢

たるべし凡てこれに捫る者は汚るべし 27四足に

てあるく諸の獣畜の中その掌底にて歩む者は皆汝
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等には汚穢たるべしその死骸に捫る者は晩まで汚

るべし 28その死體を身に携ふる者はその衣服を

洗ふべしその身は晩まで汚るるなり是等は汝等に

は汚たる者なり 29地に匍ところの匍行者の中汝

等に汚穢となる者は是なり即ち鼬鼠鼫鼠大蜥蜴の

類 30蛤蚧龍子守宮蛇醫蝘蜓 31諸の匍者の中是等

は汝等には汚穢たるなり凡てその死たるに捫る者

は晩まで汚るべし 32是等の者の死て上に墜たる

物は何にもあれ汚るべし木の器具にもあれ衣服に

もあれ皮革にもあれ嚢袋にもあれ凡そ事に用ふる

器は皆これを水にいるべし是は晩まで汚穢ん斯せ

ば是は清まるべし 33また是等の中の者瓦の器に

おつればその内にある者みな汚るべし汝らその器

を毀つべきなり 34また水の入たる食ふべき食物

も是等によりて汚るべく諸般の器にある飮べき飮

物も是等に由て汚るべし 35是等の者の死體物の

上に堕ればその物都て汚るべし爐にもあれ土鍋に

もあれ之を毀つべきなり是は汚れて汝等には汚れ

たる者となればなり 36然ど泉水あるひは塘池水

の潴は汚るること無し唯その死體に觸る者汚るべ

し 37是等の者の死體は播べき種の上に堕るも其

は汚るることなし 38然ど種の上に水のかかれる

時にその死體上に堕なば其は汝等には汚たるべし

39汝等が食ふところの獣畜の死たる時はその死體

に捫る者は晩まで汚るべし 40その死體を食ふ者

はその衣服を濯ふべし其身は晩まで汚るるなりそ

の死體を携ふる者もその衣服を洗ふべしその身は

晩まで汚るるなり 41地の上に匍ところの諸の匍

行物は忌べき者なり食ふべからず 42即ち地に匍

ところの諸の匍行物の中凡て腹ばひ行く者四足に

て歩く者ならびに多の足を有つ者是等をば汝等食

ふべからず是等は忌べき者たるなり 43汝等は匍

ところの匍行物のためにその身を忌はしき者にす

るなかれ是等をもてその身を汚すなかれ又是等に

汚さるるなかれ 44我は汝等の神ヱホバなれば汝

等その身を聖潔せよ然ば汝等聖者とならん我聖け

ればなり汝等は必ず地に匍ところの匍行者をもて

その身を汚すことをせざれ 45我は汝等の神とな

らんとて汝等をエジプトの國より導きいだせしヱ

ホバなり我聖ければ汝等聖潔なるべし 46是すな

はち獣畜と鳥と水に動く諸の生物と地に匍ふ諸の

匍行物にかかはるところの例にして 47汚たる者

と潔き者とを分ち食るる生物と食はれざる生物と

を分つ者なり

12ヱホバまたモーセに告て曰たまはく 2イスラ

エルの子孫に告て言へ婦女もし種をやどして

男子を生ば七日汚るべし即ちその月の穢の日數ほ

ど汚るるなり 3また第八日に至らばその嬰の前の

皮を割べし 4その婦女は尚その成潔の血に三十三

日を歴べしその成潔の日の滿るまでは聖物にさは

るべからず聖所にいるべからず 5若女子を生ば二

七日汚るべし月の穢におけるがごとしまたその成

潔の血に六十六日を經べきなり 6而してその男子

あるひは女子につきての成潔の日滿なば燔祭の爲

に當歳の羔羊を取り罪祭のために雛き鴿あるひは

鳲鳩を取てこれを集會の幕屋の門に携へきたり祭

司にいたるべし 7祭司は之をヱホバの前にささげ

てその婦女のために贖罪をなすべし然せばその出

血の穢潔まるべし是すなはち男子または女子を生

る婦女にかかはるところの例なり 8その婦女もし

羔羊にまで手の届かざる時は鳲鳩二羽か又は雛き

鴿二羽を携へきたるべし是一は燔祭のため一は罪

祭のためなり祭司これがために贖罪をなすべし然

せば婦女は潔まるべし

13ヱホバ、モーセとアロンに告て言たまはく 2

人その身の皮に腫あるひは癬あるひは光る處

あらんにもし之がその身の皮にあること癩病の患

處のごとくならばその人を祭司アロンまたは祭司

たるアロンの子等に携へいたるべし 3また祭司は

肉の皮のその患處を觀べしその患處の毛もし白く

なり且その患處身の皮よりも深く見えなば是癩病

の患處なり祭司かれを見て汚たる者となすべし 4

もし又その身の皮の光る處白くありて皮よりも深

く見えずまたその毛も白くならずば祭司その患處

ある人を七日の間禁鎖おき 5第七日にまた祭司之

を觀べし若その患處變るところ無くまたその患處

皮に蔓延ること無ば祭司またその人を七日の間禁

鎖おき 6第七日にいたりて祭司ふたたびその人を

觀べしその患處もし薄らぎまたその患處皮に蔓延

らずば祭司これを潔者となすべし是は癬なりその

人は衣服を洗ふべし然せば潔くならん 7然どその

人祭司に觀られて潔き者となりたる後にいたりて

その癬皮に廣く蔓延らば再ひ祭司にその身を見す

べし 8祭司これを觀てその癬皮に蔓延るを見ば祭

司その人を汚たる者となすべし是は癩病なり 9人

もしその身に癩病の患處あらば祭司にこれを携ゆ

くべし 10祭司これを觀にその皮の腫白くしてそ

の毛も白くなり且その腫に爛肉の見ゆるあらば 11
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是舊き癩病のその身の皮にあるなれば祭司これを

汚たる者となすべしその人は汚たる者なればこれ

を禁鎖るにおよばず 12若また癩病大にその皮に

發しその患處ある者の皮に遍く滿て首より足まで

凡て祭司の見るところにおよばば 13祭司これを

視若その身に遍く癩病の滿たるを見ばその患處あ

る者を潔き者となすべし其人は全く白くなりたれ

ば潔きなり 14然どもし爛肉その人に顯れなば汚

たる者なり 15祭司爛肉を視ばその人を汚たる者

となすべし爛肉は汚たる者なり是すなはち癩病た

り 16若またその爛肉變て白くならばその人は祭

司に詣るべし 17祭司これを視るにその患處もし

白くなりをらば祭司その患處ある者を潔き者とな

すべしその人は潔きなり 18また肉の皮に瘍瘡あ

りしに癒て 19その瘍瘡の地方に白き腫おこり又

は白くして微紅き光る處おこるありて之を祭司に

見することあらんに 20祭司これを視るに皮より

も卑く見てその毛白くなりをらば祭司その人を汚

たる者となすべし其は瘍瘡より起りし癩病の患處

たるなり 21然ど祭司これを觀に其處に白き毛あ

らずまた皮よりも卑からずして却て薄らぎをらば

祭司その人を七日の間禁鎖おくべし 22而しても

し大に皮に蔓延ば祭司その人を汚たる者となすべ

し是その患處なり 23然どその光る處もしその所

に止りて蔓延ずば是は瘍瘡の痕跡なり祭司その人

を潔き者となすべし 24また肉の皮に火傷あらん

にその火傷の跡もし微紅くして白く又は只白くし

て光る處とならば 25祭司これを視べし若その光

る處の毛白くなりてその處皮よりも深く見なば是

火傷より起りし癩病なれば祭司その人を汚たる者

となすべし是は癩病の患處たるなり 26然ど祭司

これを視にその光る處に白き毛あらずまたその處

皮よりも卑からずして却て薄らぎをらば祭司その

人を七日の間禁鎖おき 27第七日に祭司これを視

べしもし大に皮に蔓延りをらば祭司その人を汚た

る者となすべし是は癩病の患處なり 28もしその

光る處その所に止り皮に蔓延らずして却て薄らぎ

をらば是火傷の腫なり祭司其人を潔き者となすべ

し其は是火傷の痕迹なればなり 29男あるひは女

もし頭または鬚に患處あらば 30祭司その患處を

觀べし若皮よりも深く見えまた其處に黄なる細き

毛あらば祭司その人を汚れたる者となすべし其は

瘡にして頭または鬚にある癩病なり 31若また祭

司その瘡の患處を視に皮よりも深からずしてまた

其處に黑き毛あること無ば祭司その瘡の患處ある

者を七日の間禁鎖おき 32第七日に祭司その患處

を視べしその瘡もし蔓延ずまた其處に黄なる毛あ

らずして皮よりもその瘡深く見ずば 33その人は

剃ことをなすべし但しその瘡の上は剃べからず祭

司其瘡ある者を尚また七日の間禁鎖おき 34第七

日に祭司またその瘡を視べし若その瘡皮に蔓延ず

また皮よりも深く見ずば祭司その人を潔き者とな

すべしその人はまたその衣服をあらふべし然せば

潔くならん 35若その潔き者となりし後にいたり

てその瘡大に皮に蔓延りなば 36祭司その人を觀

べし若その瘡皮に蔓延らば祭司は黄なる毛を尋る

におよばずその人は汚たる者なり 37然ど若その

瘡止たるごとくに見えて黑き毛の其處に生ずるあ

らばその瘡痊たる者にてその人は潔し祭司その人

を潔き者となすべし 38また男あるひは女その身

の皮に光る處すなはち白き光る處あらば 39祭司

これを視べし若その身の皮の光る處薄白からば是

白斑のその皮に生じたるなればその人は潔し 40

人もしその髮毛頭より脱おつるあるも禿なれば潔

し 41人もしその面に近き處の頭の毛脱おつるあ

るも額の禿たるなれば潔し 42然ども若その禿頭

または禿額に白く微紅き患處あらば是その禿頭ま

たは禿額に癩病の發したるなり 43祭司これを觀

べし若その禿頭あるひは禿額の患處の腫白くして

微紅くあり身の肉に癩病のあらはるるごとくなら

ば 44是癩病人にして汚たる者なり祭司その人を

もて全く汚たる者となすべしその患處その頭にあ

るなり 45癩病の患處ある者はその衣服を裂きそ

の頭を露しその口に蓋をあてて居り汚たる者汚た

る者とみづから稱ふべし 46その患處の身にある

日の間は恒に汚たる者たるべしその人は汚たる者

なれば人に離れて居るべし即ち營の外に住居をな

すべきなり 47若また衣服に癩病の患處起るあら

ん時は毛の衣にもあれ麻の衣にもあれ 48又麻あ

るひは毛の經線にあるにもせよ緯線にあるにもせ

よ皮革にあるにもあれ又凡て皮革にて造れる物に

あるにもあれ 49若その衣服あるひは皮革あるひ

は經線あるひは緯線あるひは凡て皮革にて造れる

物に有ところの患處靑くあるか又は赤くあらば是

癩病の患處なり之を祭司に見べし 50祭司はその

患處を視その患處ある物を七日の間禁鎖おき 51

第七日にその患處を視べし若その衣服あるひは經

線あるひは緯線あるひは毛あるひは皮革あるひは
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凡て皮革にて造れる物にあるところの患處蔓延を

らばこれ惡き癩病にしてその物は汚たる者なり 52

彼その患處あるところの衣服毛または麻の經線緯

線あるひは凡て皮革にて造れる物を燬べし是は惡

き癩病なりその物を火に燒べし 53然ど祭司これ

を視に患處もしその衣服あるひは經線あるひは緯

線あるひは凡て皮革にて造れる物に蔓延ずば 54

祭司命じてその患處ある物を濯はせ尚七日の間之

を禁鎖おき 55而して祭司その濯ひし患處を觀べ

し患處もし色の變ることなくば患處の蔓延ことあ

らざるも是は汚たる者なり汝これを火に燬べし是

は表面にあるも裏面にあるも共に腐蝕の陷なり 56

然ど濯たる後に祭司これを觀るにその患處薄らぎ

たらばその衣服あるひは皮革あるひは經線あるひ

は緯線より患處を切とるべし 57然るに尚またそ

の衣服あるひは經線あるひは緯線あるひは凡て皮

革にて造れる物に患處のあらはるるあらば是再發

なり汝その患處ある物を火に燒べし 58また汝が

濯ふところの衣服あるひは經線あるひは緯線ある

ひは凡て皮革にて造れる物よりして若その患處脱

さらば再びこれを濯ふべし然せば潔し 59是すな

はち毛または麻の衣服および經線緯線ならびに凡

て皮革にて造りたる物に起れる癩病の患處をしら

べて潔と汚たるとを定むるところの條例なり

14ヱホバ、モーセに告て言たまはく 2癩病人の

潔めらるる日の定例は是のごとし即ちその人

を祭司の許に携へゆくべし 3先祭司營より出ゆき

て觀祭司もし癩病人の身にありし癩病の患處の痊

たるを見ば 4祭司その潔めらるる者のために命じ

て生る潔き鳥二羽に香柏と紅の線と牛膝草を取き

たらしめ 5祭司また命じてその鳥一羽を瓦の器の

内にて活水の上に殺さしめ 6而してその生る鳥を

取り香柏と紅の線と牛膝草をも取て之を夫活水の

上に殺したる鳥の血の中にその生る鳥とともに濡

し 7癩病より潔められんとする者にこれを七回灑

ぎてこれを潔き者となしその生る鳥をば野に放つ

べし 8潔めらるる者はその衣服を濯ひその毛髮を

ことごとく剃おとし水に身を滌ぎて潔くなり然る

後に營に入きたるべし但し七日が間は自己の天幕

の外に居るべし 9而して第七日にその身の毛髮を

ことごとく剃べし即ちその頭の髮と鬚と眉とをこ

とごとく剃りまたその衣服を濯ひ且その身を水に

滌ぎて潔くなるべし 10第八日にいたりてその人

二匹の全き羔羊の牡と當歳なる一匹の全き羔羊の

牝を取りまた麥粉十分の三に油を和たる素祭と油

一ログを取べし 11潔禮をなす所の祭司その潔め

らるべき人と是等の物とを集會の幕屋の門にてヱ

ホバの前に置き 12而して祭司かの羔羊の牡一匹

を取り一ログの油とともに之を愆祭に献げまた之

をヱホバの前に搖て搖祭となすべし 13この羔羊

の牡は罪祭燔祭の牲を宰る處すなはち聖所にてこ

れを宰るべし罪祭の物の祭司に歸するごとく愆祭

の物も然るなり是は至聖物たり 14而して祭司そ

の愆祭の牲の血を取りその潔めらるべき者の右の

耳の端と右の手の大指と右の足の拇指に祭司これ

をつくべし 15祭司またその一ログの油をとりて

之を自身の左の手の掌に傾ぎ 16而して祭司その

右の指を左の手の油にひたしその指をもて之を七

回ヱホバの前に灑ぐべし 17その手の殘餘の油は

祭司その潔らるべき者の右の耳の端と右の手の大

指と右の足の拇指においてその愆祭の牲の血の上

に之をつくべし 18而して尚その手に殘れる油は

祭司これをその潔めらるべき者の首につけヱホバ

の前にて祭司その人のために贖罪をなすべし 19

斯してまた祭司罪祭を献げその汚穢を潔めらるべ

き者のために贖罪を爲て然る後に燔祭の牲を宰る

べし 20而して祭司燔祭と素祭を壇の上に献げそ

の人のために祭司贖罪を爲べし然せばその人は潔

くならん 21その人もし貧くして之にまで手の届

かざる時は搖て自己の贖罪をなさしむべき愆祭の

ために羔羊の牡一匹をとり又素祭のために麥粉十

分の一に油を和たるを取りまた油一ログを取り 22

且その手のとどくところに循ひて鳲鳩二羽かまた

は雛き鴿二羽を取べし其一は罪祭のための者一は

燔祭のための者なり 23而してその潔禮の第八日

に之を祭司に携へ集會の幕屋の門にきたりてヱホ

バの前にいたるべし 24かくて祭司はその愆祭の

牡羊と一ログの油を取り祭司これをヱホバの前に

搖て搖祭となすべし 25而して愆祭の羔羊を宰り

て祭司その愆祭の牲の血を取りこれをその潔めら

るべき者の右の耳の端と右の手の大指と右の足の

拇指につけ 26また祭司その油の中を己の左の手

の掌に傾ぎ 27而して祭司その右の指をもて左の

手の油を七回ヱホバの前に灑ぎ 28亦祭司その潔

めらるべき者の右の耳と右の手の大指と右の足の

拇指において愆祭の牲の血をつけし處にその手の

油をつくべし 29またその手に殘れる油をば祭司

その潔めらるべき者の首に之をつけヱホバの前に
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てその人のために贖罪をなすべし 30その人はそ

の手のおよぶところの鳲鳩または雛き鴿一羽を献

ぐべし 31即ちその手のおよぶところの者一を罪

祭に一を燔祭に爲べし祭司はその潔めらるべき者

のためにヱホバの前に贖罪をなすべし 32癩病の

患處ありし人にてその潔禮に用ふべき物に手の届

ざる者は之をその條例とすべし 33ヱホバ、モー

セとアロンに告て言たまはく 34我が汝らの產業

に與ふるカナンの地に汝等の至らん時に我汝らの

產業の地の或家に癩病の患處を生ぜしむること有

ば 35その家の主來り祭司に告て患處のごとき者

家に現はると言べし 36然る時は祭司命じて祭司

のその患處を視に行く前にその家を空しむべし是

は家にある物の凡て汚れざらんためなり而して後

に祭司いりてその家を觀べし 37その患處を觀に

もしその家の壁に靑くまたは赤き窪の患處ありて

壁よりも卑く見えなば 38祭司その家を出て家の

門にいたり七日の間家を閉おき 39祭司第七日に

また來りて視るべしその患處もし家の壁に蔓延を

らば 40祭司命じてその患處ある石を取のぞきて

邑の外の汚穢所にこれを棄しめ 41またその家の

内の四周を刮らしむべしその刮りし灰沙は之を邑

の外の汚穢所に傾け 42他の石を取てその石の所

に入かふべし而して彼他の灰沙をとりて家を塗べ

きなり 43斯石を取のぞき家を刮りてこれを塗か

へし後にその患處もし再びおこりて家に發しなば

44祭司また來りて視べし患處もし家に蔓延たらば

是家にある惡き癩病なれば其は汚るるなり 45彼

その家を毀ちその石その木およびその家の灰沙を

ことごとく邑の外の汚穢所に搬びいだすべし 46

その家を閉おける日の間にこれに入る者は晩まで

汚るべし 47その家に臥す者はその衣服を洗ふべ

しその家に食する者もその衣服を洗ふべし 48然

ど祭司いりて視にその患處家を塗かへし後に家に

蔓延ずば是患處の痊たる者なれば祭司その家を潔

き者となすべし 49彼すなはちその家を潔むるた

めに鳥二羽に香柏と紅の線と牛膝草を取り 50そ

の鳥一羽を瓦の器の内にて活る水の上に殺し 51

香柏と牛膝草と紅の線と生鳥を取てこれをその殺

せし鳥の血なる活る水に浸し七回家に灑ぐべし 52

斯祭司鳥の血と活る水と生る鳥と香柏と牛膝草と

紅の線をもて家を潔め 53その生る鳥を邑の外の

野に縦ちその家のために贖罪をなすべし然せば其

は潔くならん 54是すなはち癩病の諸患處瘡 55お

よび衣服と家屋の癩病 56ならびに腫と癬と光る

處とに關る條例にして 57何の日潔きか何の日汚

たるかを敎ふる者なり癩病の條例は是のごとし

15ヱホバ、モーセとアロンに告て言たまはく 2

イスラエルの子孫に告て言へ凡そ人その肉に

流出あらばその流出のために汚るべし 3その流出

に由て汚るること是のごとし即ちその肉の流出し

たたるもその肉の流出滞ほるも共にその汚穢とな

るなり 4流出ある者の臥たる床は凡て汚るまたそ

の人の坐したる物は凡て汚るべし 5その床に觸る

人は衣服をあらひ水に身を滌ぐべしその身は晩ま

で汚るるなり 6流出ある人の坐したる物の上に坐

する人は衣服を洗ひ水に身をそそぐべしその身は

晩まで汚るるなり 7流出ある者の身に觸る人は衣

服を洗ひ水に身を滌ぐべしその身は晩まで汚るる

なり 8もし流出ある者の唾潔き者にかからばその

人衣服を洗ひ水に身を滌ぐべしその身は晩まで汚

るるなり 9流出ある者の乗たる物は凡て汚るべし

10またその下になりし物に觸る人は皆晩まで汚る

また其等の物を携ふる者は衣服を洗ひ水に身をそ

そぐべしその身は晩まで汚るるなり 11流出ある

者手を水に洗はずして人にさはらばその人は衣服

を洗ひ水に身を滌ぐべしその身は晩まで汚るるな

り 12流出ある者の捫りし瓦の器は凡て碎くべし

木の器は凡て水に洗ふべし 13流出ある者その流

出やみて潔くならば己の成潔のために七日を數へ

その衣服を洗ひ活る水にその體を滌ぐべし然せば

潔くなるべし 14而して第八日に鳲鳩二羽または

雛き鴿二羽を自己のために取り集會の幕屋の門に

きたりてヱホバの前にゆき之を祭司に付すべし 15

祭司はその一を罪祭に一を燔祭に献げ而して祭司

その人の流出のためにヱホバの前に贖罪をなすべ

し 16人もし精の洩ることあらばその全身を水に

あらふべしその身は晩まで汚るるなり 17凡て精

の粘着たる衣服皮革などは皆水に洗ふべし是は晩

まで汚るるなり 18男もし女と寝て精を洩さば二

人ともに水に身を滌ぐべしその身は晩まで汚るる

なり 19また婦女流出あらんにその肉の流出もし

血ならば七日の間不潔なり凡て彼に捫る者は晩ま

で汚るべし 20その不潔の間に彼が臥たるところ

の物は凡て汚るべし又彼がその上に坐れる物も皆

汚れん 21その床に捫る者は皆衣服を洗ひ水に身

を滌ぐべしその身は晩まで汚るるなり 22彼が凡

て坐りし物に捫る者は皆衣服を洗ひ水に身を滌ぐ
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べしその身は晩まで汚るるなり 23彼の床の上ま

たはその凡て坐りし物の上にある血に捫らばその

人は晩まで汚るるなり 24人もし婦女と寝てその

不潔を身に得ば七日汚るべしその人の臥たる床は

凡て汚れん 25婦女もしその血の流出不潔の期の

外にありて多くの日に渉ることあり又その流出す

る事不潔の期に逾るあらばその汚穢の流出する日

の間は凡てその不潔の時の如くにしてその身汚る

26凡てその流出ある日の間彼が臥ところの床は彼

におけること不潔の床のごとし凡そ彼が坐れる物

はその汚るること不潔の汚穢のごとし 27是等の

物に捫る人は凡て汚るその衣服を洗ひ水に身を滌

ぐべしその身は晩まで汚るるなり 28彼もしその

流出やみて淨まらば七日を算ふべし而して後潔く

ならん 29彼第八日に鳲鳩二羽または雛き鴿二羽

を自己のために取りこれを祭司に携へ來り集會の

幕屋の門にいたるべし 30祭司その一を罪祭に一

を燔祭に献げ而して祭司かれが汚穢の流出のため

にヱホバの前に贖を爲べし 31斯汝等イスラエル

の子孫をその汚穢に離れしむべし是は彼等その中

間にある吾が幕屋を汚してその汚穢に死ることな

からん爲なり 32是すなはち流出ある者その精を

洩してこれに身を汚せし者 33その不潔を患ふ婦

女或は男あるひは女の流出ある者汚たる婦女と寝

たる者等に關るところの條例なり

16アロンの子等二人がヱホバの前に献ぐること
を爲て死たる後にヱホバ、モーセに斯告たま

へり 2即ちヱホバ、モーセに言たまひけるは汝の

兄弟アロンに告よ時をわかたずして障蔽の幕の内

なる聖所にいり櫃の上なる贖罪所の前にいたるべ

からず是死ることなからんためなり其は我雲のう

ちにありて贖罪所の上にあらはるべければなり 3

アロン聖所にいるには斯すべしすなはち犢の牡を

罪祭のために取り牡羊を燔祭のために取り 4聖き

麻の裏衣を着麻の褌をその肉にまとひ麻の帶をも

て身に帶し麻の頭帽を冠るべし是は聖衣なりその

身を水にあらひてこれを着べし 5またイスラエル

の子孫の會衆の中より牡山羊二匹を罪祭のために

取り牡羊一匹を燔祭のために取べし 6アロンは自

己のためなるその罪祭の牡牛を牽きたりて自己と

その家族のために贖罪をなすべし 7アロンまたそ

の兩隻の山羊を取り集會の幕屋の門にてヱホバの

前にこれを置き 8その兩隻の山羊のために籤を掣

べし即ち一の籤をヱホバのためにし一の籤をアザ

ゼルのためにすべし 9而してアロンそのヱホバの

籤にあたりし山羊を献げて罪祭となすべし 10又

アザゼルの籤にあたりし山羊はこれをヱホバの前

に生しおきこれをもて贖罪をなしこれを野におく

りてアザゼルにいたらすべし 11即ちアロン己の

ためなるその罪祭の牡牛を牽きたりて自己とその

家族のために贖罪をなし自己のためなる其罪祭の

牡牛を宰り 12而して火鼎をとりヱホバの前の壇

よりして熱れる火を之に盈てまた兩手に細末の馨

しき香を盈て之を障蔽の幕の中に携へいり 13ヱ

ホバの前に於て香をその火に放べ香の煙の雲をし

て律法の上なる贖罪所を蓋はしむべし然せば彼死

ることあらじ 14彼またその牡牛の血をとり指を

もて之を贖罪所の東面に灑ぎまた指をもてその血

を贖罪所の前に七回灑ぐべし 15斯してまた民の

ためなるその罪祭の山羊を宰りその血を障蔽の幕

の内に携へいりかの牡牛の血をもて爲しごとくそ

の血をもて爲しこれを贖罪所の上と贖罪所の前に

灑ぎ 16イスラエルの子孫の汚穢とその諸の悸れ

る罪とに縁て聖所のために贖罪を爲べし即ち彼等

の汚穢の中間にある集會の幕屋のために斯なすべ

きなり 17彼が聖所において贖罪をなさんとて入

たる時はその自己と己の家族とイスラエルの全會

衆のために贖罪をなして出るまでは何人も集會の

幕屋の内に居べからず 18斯て彼ヱホバの前の壇

に出きたり之がために贖罪をなすべし即ちその牡

牛の血と山羊の血を取て壇の四周の角につけ 19

また指をもて七回その血を其の上に灑ぎイスラエ

ルの子孫の汚穢をのぞきて其を潔ようし且聖別べ

し 20斯かれ聖所と集會の幕屋と壇のために贖罪

をなしてかの生る山羊を牽きたるべし 21然る時

アロンその生る山羊の頭に兩手を按きイスラエル

の子孫の諸の惡事とその諸の悸反る罪をことごと

くその上に承認はしてこれを山羊の頭に載せ選び

おける人の手をもてこれを野に遣るべし 22その

山羊彼等の諸惡を人なき地に任ゆくべきなり即ち

その山羊を野に遣るべし 23斯してアロン集會の

幕屋にいりその聖所にいりし時に穿たる麻の衣を

脱て其處に置き 24聖所においてその身を水にそ

そぎ衣服をつけて出で自己の燔祭と民の燔祭とを

献げて自己と民とのために贖罪をなすべし 25ま

た罪祭の牲の脂を壇の上に焚べきなり 26かの山

羊をアザゼルに遣りし者は衣服を濯ひ水に身を滌

ぎて然る後營にいるべし 27聖所において贖罪を
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なさんために其血を携へ入たる罪祭の牡牛と罪祭

の山羊とは之を營の外に携へいだしその皮と肉と

糞を火に燒べし 28之を燒たる者は衣服を濯ひ水

に身を滌ぎて然る後營にいるべし 29汝等永く此

例を守るべし即ち七月にいたらばその月の十日に

汝等その身をなやまし何の工をも爲べからず自己

の國の人もまた汝等の中に寄寓る外國の人も共に

然すべし 30其はこの日に祭司汝らのために贖罪

をなして汝らを淨むればなり是汝らがヱホバの前

にその諸の罪を清められんためになす者なり 31

是は汝らの大安息日なり汝ら身をなやますべし是

永く守るべき例なり 32膏をそそがれて任ぜられ

その父に代りて祭司の職をなすところの祭司贖罪

をなすべし彼は麻の衣すなはち聖衣を衣べし 33

彼すなはち至聖所のために贖罪をなしまた集會の

幕屋のためと壇のために贖罪をなしまた祭司等の

ためと民の會衆のために贖罪をなすべし 34是汝

等が永く守るべき例にしてイスラエルの子孫の諸

の罪のために年に一度贖罪をなす者なり彼すなは

ちヱホバのモーセに命じたまひしごとく爲ぬ

17ヱホバ、モーセに告て言たまはく 2アロンと

その子等およびイスラエルの總の子孫に告て

これに言べしヱホバの命ずるところ斯のごとし云

く 3凡そイスラエルの家の人の中牛羊または山羊

を營の内に宰りあるひは營の外に宰ることを爲し

4之を集會の幕屋の門に牽きたりて宰りヱホバの

幕屋の前において之をヱホバに禮物として献ぐる

ことを爲ざる者は血を流せる者と算らるべし彼は

血を流したるなればその民の中より絶るべきなり

5是はイスラエルの子孫をしてその野の表に犠牲

とするところの犠牲をヱホバに牽きたらしめんが

ためなり即ち彼等は之を牽きたり集會の幕屋の門

にいたりて祭司に就きこれを酬恩祭としてヱホバ

に献ぐべきなり 6然る時は祭司その血を集會の幕

屋の門なるヱホバの壇にそそぎまたその脂を馨し

き香のために焚てヱホバに奉つるべし 7彼等はそ

の慕ひて淫せし魑魅に重て犠牲をささぐ可らず是

は彼等が代々永くまもるべき例なり 8汝また彼等

に言べし凡そイスラエルの家の人または汝らの中

に寄寓る他國の人燔祭あるひは犠牲を献ぐること

をせんに 9之を集會の幕屋の門に携へきたりてヱ

ホバにこれを献ぐるにあらずばその人はその民の

中より絶るべし 10凡そイスラエルの家の人また

は汝らの中に寄寓る他國の人の中何の血によらず

血を食ふ者あれば我その血を食ふ人にわが面をむ

けて攻めその民の中より之を斷さるべし 11其は

肉の生命は血にあればなり我汝等がこれを以て汝

等の霊魂のために壇の上にて贖罪をなさんために

是を汝等に與ふ血はその中に生命のある故により

て贖罪をなす者なればなり 12是をもて我イスラ

エルの子孫にいへり汝らの中何人も血をくらふべ

からずまた汝らの中に寄寓る他國の人も血を食ふ

べからずと 13凡そイスラエルの子孫の中または

汝らの中に寄寓る他國の人の中もし食はるべき獣

あるひは鳥を猟獲たる者あらばその血を灑ぎいだ

し土にて之を掩ふべし 14凡の肉の生命はその血

にして是はすなはちその魂たるなり故に我イスラ

エルの子孫にいへりなんぢらは何の肉の血をもく

らふべからず其は一切の肉の生命はその血なれば

なり凡て血をくらふものは絶るべし 15およそ自

ら死たる物または裂ころされし物をくらふ人はな

んぢらの國の者にもあれ他國の者にもあれその衣

服をあらひ水に身をそそぐべしその身は晩までけ

がるるなりその後は潔し 16その人もし洗ふこと

をせずまたその身を水に滌がずばその罪を任べ

し

18ヱホバまたモーセに告て言たまはく 2イスラ

エルの子孫に告て之に言へ我は汝らの神ヱホ

バなり 3汝らその住をりしエジプトの國に行はる

る所の事等を傚ひ行ふべからずまた我が汝等を導

きいたるカナンの國におこなはるる所の事等を傚

ひおこなふべからずまたその例に歩行べからず 4

汝等は我が法を行ひ我が例をまもりてその中にあ

ゆむべし我は汝等の神ヱホバなり 5汝等わが例と

わが法をまもるべし人もし是を行はば之によりて

生べし我はヱホバなり 6汝等凡てその骨肉の親に

近づきて之と淫するなかれ我はヱホバなり 7汝の

母と淫するなかれ是汝の父を辱しむるなればなり

彼は汝の母なれば汝これと淫するなかれ 8汝の父

の妻と淫するなかれ是汝の父を辱しむるなればな

り 9汝の姉妹すなはち汝の父の女子と汝の母の女

子は家に生れたると家外に生れたるとによらず凡

てこれと淫するなかれ 10汝の男子の女子または

汝の女子の女子と淫する事なかれ是自己を辱しむ

るなればなり 11汝の父の妻が汝の父によりて產

たる女子は汝の姉妹なれば之と淫する勿れ 12汝

の父の姉妹と淫するなかれ是は汝の父の骨肉の親

なればなり 13また汝の母の姉妹と淫する勿れ是
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は汝の母の骨肉の親なり 14汝の父の兄弟の妻に

親づきて之と淫する勿れ是は汝の叔伯母なり 15

汝の媳と淫するなかれ是は汝の息子の妻なれば汝

これと淫する勿れ 16汝の兄弟の妻と淫する勿れ

是汝の兄弟を辱しむるなればなり 17汝婦人とそ

の婦の女子とに淫する勿れまたその婦人の子息の

女子またはその女子の女子を取て之に淫する勿れ

是等は汝の骨肉の親なれば然するは惡し 18汝妻

の尚生る間に彼の姉妹を取て彼とおなじく妻とな

して之に淫する勿れ 19婦のその行經の汚穢にあ

る間はこれに近づきて淫するなかれ 20汝の鄰の

妻と交合して彼によりて己が身を汚すなかれ 21

汝その子女に火の中を通らしめてこれをモロクに

ささぐることを絶て爲ざれ亦汝の神ヱホバの名を

汚すことなかれ我はヱホバなり 22汝女と寝るご

とくに男と寝るなかれ是は憎むべき事なり 23汝

獣畜と交合して之によりて己が身を汚すこと勿れ

また女たる者は獣畜の前に立て之と接ること勿れ

是憎むべき事なり 24汝等はこの諸の事をもて身

を汚すなかれ我が汝等の前に逐はらふ國々の人は

この諸の事によりて汚れ 25その地もまた汚る是

をもて我その惡のために之を罰すその地も亦自ら

そこに住る民を吐いだすなり 26然ば汝等はわが

例と法を守りこの諸の憎むべき事を一も爲べから

ず汝らの國の人も汝らの中間に寄寓る他國の人も

然るべし 27汝等の先にありし此地の人々はこの

諸の憎むべき事を行へりその地もまた汚る 28汝

等は是のごとくするなかれ恐くはこの地汝らの先

にありし國人を吐いだす如くに汝らをも吐いださ

ん 29凡そこの憎むべき事等を一にても行ふ者あ

れば之を行ふ人はその民の中より絶るべし 30然

ば汝等はわが例規を守り汝等の先におこなはれし

是等の憎むべき習俗を一も行ふなかれまた之によ

りて汝等身を汚す勿れ我は汝等の神ヱホバなり

19ヱホバまたモーセに告て言たまはく 2汝イス

ラエルの子孫の全會衆に告てこれに言へ汝等

宜く聖あるべし其は我ヱホバ汝らの神聖あればな

り 3汝等おのおのその母とその父を畏れまた吾が

安息日を守るべし我は汝らの神ヱホバなり 4汝等

虚き物を恃むなかれまた汝らのために神々を鋳造

ることなかれ我は汝らの神ヱホバなり 5汝等酬恩

祭の犠牲をヱホバにささぐる時はその受納らるる

やうに献ぐべし 6之を食ふことは之を献ぐる日と

その翌日に於てすべし若殘りて三日にいたらばこ

れを火に燒べし 7もし第三日に少にても之を食ふ

ことあらば是は憎むべき物となりて受納られざる

べし 8之を食ふ者はヱホバの聖物を汚すによりて

その罰を蒙むるべし即ちその人は民の中より絶さ

られん 9汝その地の穀物を穫ときには汝等その田

野の隅々までを盡く穫可らず亦汝の穀物の遺穂を

拾ふべからず 10また汝の菓樹園の菓を取つくす

べからずまた汝の菓樹園に落たる菓を斂むべから

ず貧者と旅客のためにこれを遺しおくべし我は汝

らの神ヱホバなり 11汝等竊むべからず偽べから

ず互に欺くべからず 12汝等わが名を指て偽り誓

ふべからずまた汝の神の名を汚すべからず我はヱ

ホバなり 13汝の鄰人を虐ぐべからずまたその物

を奪ふべからず傭人の値を明朝まで汝の許に留め

おくべからず 14汝聾者を詛ふべからずまた瞽者

の前に礙物をおくべからず汝の神を畏るべし我は

ヱホバなり 15汝審判をなすに方りて不義を行な

ふべからず貧窮者を偏り護べからず權ある者を曲

て庇くべからず但公義をもて汝の鄰を審判べし 16

汝の民の間に往めぐりて人を謗るべからず汝の鄰

人の血をながすべからず我はヱホバなり 17汝心

に汝の兄弟を惡むべからず必ず汝の鄰人を勸戒む

べし彼の故によりて罪を身にうくる勿れ 18汝仇

をかへすべからず汝の民の子孫に對ひて怨を懐く

べからず己のごとく汝の鄰を愛すべし我はヱホバ

なり 19汝らわが條例を守るべし汝の家畜をして

異類と交らしむべからず異類の種をまぜて汝の田

野に播べからず麻と毛をまじへたる衣服を身につ

くべからず 20凡そ未だ贖ひ出されず未だ解放れ

ざる奴隸の女にして夫に適く約束をなせし者あら

んに人もしこれと交合しなばその二人を鑓責むべ

し然ど之を殺すに及ばず是その婦いまだ解放れざ

るが故なり 21その男は愆祭をヱホバに携へきた

るべし即ち愆祭の牡羊を集會の幕屋の門に牽きた

るべきなり 22而して祭司その人の犯せる罪のた

めにその愆祭の牡羊をもてヱホバの前にこれがた

めに贖罪をなすべし斯せばその人の犯せし罪赦さ

れん 23汝等かの地にいたりて諸の果實の樹を植

ん時はその果實をもて未だ割禮を受ざる者と見做

べし即ち三年の間汝等これをもて割禮を受ざる者

となすべし是は食はれざるなり 24第四年には汝

らそのもろもろの果實を聖物となしこれをもてヱ

ホバに感謝の祭を爲べし 25第五年に汝等その果

實を食ふべし然せば汝らのために多く實を結ばん
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我は汝らの神ヱホバなり 26汝等何をも血のまま

に食ふべからずまた魔術を行ふべからず卜筮をな

すべからず 27汝等頭の鬢を圓く剪べからず汝鬚

の兩方を損ずべからず 28汝等死る人のために己

が身に傷くべからずまたその身に刺文をなすべか

らず我はヱホバなり 29汝の女子を汚して娼妓の

業をなさしむべからず恐くは淫事國におこなはれ

罪惡國に滿ん 30汝等わが安息日を守りわが聖所

を敬ふべし我はヱホバなり 31汝等憑鬼者を恃む

なかれ卜筮師に問ことを爲て之に身を汚さるるな

かれ我は汝らの神ヱホバなり 32白髮の人の前に

は起あがるべしまた老人の身を敬ひ汝の神を畏る

べし我はヱホバなり 33他國の人汝らの國に寄留

て汝とともに在ばこれを虐ぐるなかれ 34汝等と

ともに居る他國の人をば汝らの中間に生れたる者

のごとくし己のごとくに之を愛すべし汝等もエジ

ブトの國に客たりし事あり我は汝らの神ヱホバな

り 35汝等審判に於ても尺度に於ても秤子に於て

も升斗に於ても不義を爲べからず 36汝等公平き

秤公平き錘公平きエパ公平きヒンをもちふべし我

は汝らの神ヱホバ汝らをエジブトの國より導き出

せし者なり 37汝等わが一切の條例とわが一切の

律法を守りてこれを行ふべし我はヱホバなり

20ヱホバまたモーセに告て言たまはく 2汝イス

ラエルの子孫に言べし凡そイスラエルの子孫

の中またはイスラエルに寄寓る他國の人の中その

子をモロクに献ぐる者は必ず誅さるべし國の民石

をもて之を撃べし 3我またわが面をその人にむけ

て之を攻めこれをその民の中より絶ん其は彼その

子をモロクに献げて吾が聖所を汚しまたわが聖名

を褻せばなり 4その人がモロクにその子を献ぐる

時に國の民もし目を掩ひて見ざるがごとくし之を

殺すことをせずば 5我わが面をその人とその家族

にむけ彼および凡て彼に傚ひてモロクと淫をおこ

なふところの者等をその民の中より絶ん 6憑鬼者

または卜筮師を恃みこれに從がふ人あらば我わが

面をその人にむけ之をその民の中に絶べし 7然ば

汝等宜く自ら聖潔して聖あるべし我は汝らの神ヱ

ホバたるなり 8汝等わが條例を守りこれを行ふべ

し我は汝らを聖別るヱホバなり 9凡てその父また

はその母を詛ふ者はかならず誅さるべし彼その父

またはその母を詛ひたればその血は自身に歸すべ

きなり 10人の妻と姦淫する人すなはちその鄰の

妻と姦淫する者あればその姦夫淫婦ともにかなら

ず誅さるべし 11その父の妻と寝る人は父を辱し

むるなり兩人ともにかならず誅さるべしその血は

自己に歸せん 12人もしその子の妻と寝る時は二

人ともにかならず誅さるべし是憎むべき事を行へ

ばなりその血は自己に歸せん 13人もし婦人と寝

るごとく男子と寝ることをせば是その二人憎むべ

き事をおこなふなり二人ともにかならず誅さるべ

しその血は自己に歸せん 14人妻を娶る時にそれ

の母をともに娶らば是惡き事なり彼も彼等もとも

に火に燒るべし是汝らの中に惡き事の無らんため

なり 15男子もし獣畜と交合しなばかならず誅さ

るべし汝らまたその獣畜を殺すべし 16婦人もし

獣畜に近づきこれと交らばその婦人と獣畜を殺す

べし是等はともに必ず誅さるべしその血は自己に

歸せん 17人もしその姉妹すなはちその父の女子

あるひは母の女子を取りて此は彼の陰所を見彼は

此の陰所を見なば是恥べき事をなすなりその民の

子孫の前にてその二人を絶べし彼その姉妹と淫し

たればその罪を任べきなり 18人もし經水ある婦

人と寝て彼の陰所を露すことあり即ち男子その婦

人の源を露し婦人また己の血の源を露すあらば二

人ともにその民の中より絶るべし 19汝の母の姉

妹または汝の父の姉妹の陰所を露すべからず斯す

る皆にその骨肉の親たる者の陰所をあらはすなれ

ば二人ともにその罪を任べきなり 20人もしその

伯叔の妻と寝る時は是その伯叔の陰所を露すなれ

ば二人ともにその罪を任ひ子なくして死ん 21人

もしその兄弟の妻を取ば是汚はしき事なり彼その

兄弟の陰所を露したるなればその二人は子なかる

べし 22汝等は我が一切の條例と一切の律法を守

りて之を行ふべし然せば我が汝らを住せんとて導

き行ところの地汝らを吐いだすことを爲じ 23汝

らの前より我が逐はらふところの國人の例に汝ら

歩行べからず彼等はこの諸の事をなしたれば我か

れらを惡むなり 24我さきに汝等に言へり汝等そ

の地を獲ん我これを汝らに與へて獲さすべし是は

乳と蜜の流るる地なり我は汝らの神ヱホバにして

汝らを他の民より區別てり 25汝等は獣畜の潔と

汚たると禽の潔と汚たるとを區別べし汝等は我が

汚たる者として汝らのために區別たる獣畜または

禽または地に匍ふ諸の物をもて汝らの身を汚すべ

からず 26汝等は我の聖者となるべし其は我ヱホ

バ聖ければなり我また汝等をして我の所有となら

しめんがために汝らを他の民より區別たるなり 27
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男または女の憑鬼者をなし或は卜筮をなす者はか

ならず誅さるべし即ち石をもてこれを撃べし彼等

の血は彼らに歸せん

21ヱホバ、モーセに告て言たまはくアロンの子
等なる祭司等に告てこれに言へ民の中の死人

のために身を汚す者あるべからず 2但しその骨肉

の親のためすなはちその母のため父のため男子の

ため女子のため兄弟のため 3またその姉妹の處女

にして未だ夫あらざる者のためには身を汚すも宜

し 4祭司はその民の中の長者なれば身を汚して褻

たる者となるべからず 5彼等は髮をそりて頭に毛

なき所をつくるべからずその鬚の兩傍を損ずべか

らずまたその身に傷つくべからず 6その神に對て

聖あるべくまたその神の名をけがすべからず彼等

はヱホバの火祭すなはち其神の食物を献ぐる者な

れば聖あるべきなり 7彼等は妓女または汚れたる

女を妻に娶るべからずまた夫に出されたる女を娶

るべからず其はその身ヱホバにむかひて聖ければ

なり 8汝かれをもて聖者とすべし彼は汝の神ヱホ

バの食物を献ぐる者なればなり汝すなはちこれを

もて聖者となすべし其は我ヱホバ汝らを聖別る者

聖ければなり 9祭司の女たる者淫行をなしてその

身を汚さば是その父を汚すなり火をもてこれを燒

べし 10その兄弟の中灌膏を首にそそがれ職に任

ぜられて祭司の長となれる者はその頭をあらはす

べからずまたその衣服を裂べからず 11死人の所

に往べからずまたその父のためにも母のためにも

身を汚すべからず 12また聖所より出べからずそ

の神の聖所を褻すべからず其はその神の任職の灌

膏首にあればなり我はヱホバなり 13彼妻には處

女を娶るべし 14寡婦休れたる婦または汚れたる

婦妓女等は娶るべからず惟自己の民の中の處女を

妻にめとるべし 15その民の中に自己の子孫を汚

すべからずヱホバこれを聖別ればなり 16ヱホバ

、モーセに告て言たまはく 17アロンに告て言へ

凡そ汝の歴代の子孫の中身に疵ある者は進みより

てその神ヱホバの食物を献ぐる事を爲べからず 18

凡て疵ある人は進みよるべからずすなはち瞽者跛

者および鼻の缺たる者成餘るところ身にある者 19

脚の折たる者手の折たる者 20傴僂者侏儒目に雲

膜ある者疥ある者癬ある者外腎の壞れたる者等は

進みよるべからず 21凡そ祭司アロンの子孫の中

身に疵ある者は進みよりてヱホバの火祭を献ぐべ

からず彼は身に疵あるなれば進みよりてヱホバの

食物を献ぐべからざるなり 22神の食物の至聖者

も聖者も彼は食ふことを得 23然ど障蔽の幕に至

べからずまた祭壇に近よるべからず其は身に疵あ

ればなり斯かれわが聖所を汚すべからず其は我ヱ

ホバこれを聖別ればなり 24モーセすなはちアロ

ンとその子等およびイスラエルの一切の子孫にこ

れを告たり

22ヱホバ、モーセに告て言たまはく 2汝アロン

とその子等に告て彼等をしてイスラエルの子

孫の聖物をみだりに享用ざらしめまたその聖別て

我にささげたる物についてわが名を汚すこと無ら

しむべし我はヱホバなり 3彼等に言へ凡そ汝等の

歴代の子孫の中都てイスラエルの子孫の聖別て我

にささげし聖物に汚たる身をもて近く者あればそ

の人はわが前より絶るべし我はヱホバなり 4アロ

ンの子孫の中癩病ある者または流出ある者は凡て

その潔くなるまで聖物を食ふべからずまた死躰に

汚れたる物に捫れる者または精をもらせる者 5ま

たは凡て人を汚すところの匍行物に捫れる者また

は何の汚穢を論はず人をして汚れしむるところの

人に捫れる者 6此のごとき物に捫る者は晩まで汚

るべしまたその身を水にて洗ふにあらざれば聖物

を食ふべからず 7日の入たる時は潔くなるべけれ

ばその後に聖物を食ふべし是その食物なればなり

8自ら死たる物または裂ころされし者を食ひて之

をもて身を汚すべからず我はヱホバなり 9彼等こ

れを褻してこれが爲に罪を獲て死るにいたらざる

やう我が例規をまもるべし我ヱホバ是等を聖せり

10外國の人は聖物を食ふ可らず祭司の客あるひは

傭人は聖物を食ふべからざるなり 11然ど祭司金

をもて人を買たる時はその者はこれを食ふことを

得またその家に生れし者も然り彼等は祭司の食物

を食ふことを得べし 12祭司の女子もし外國の人

に嫁ぎなば禮物なる聖物を食ふべからず 13祭司

の女子寡婦となるありまたは出さるるありて子な

くしてその父の家にかへり幼時のごとくにてあら

ばその父の食物を食ふことを得べし但し外國の人

はこれを食ふべからず 14人もし誤りて聖物を食

はばその聖物にこれが五分一を加へて祭司に付す

べし 15イスラエルの子孫がヱホバに献ぐるとこ

ろの聖物を彼等褻すべからず 16その聖物を食ふ

者にはその愆の罰をかうむらしむべし其は我ヱホ

バこれを聖すればなり 17ヱホバまたモーセに告

て言たまはく 18アロンとその子等およびイスラ
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エルの一切の子孫に告てこれに言へ凡そイスラエ

ルにをる外國の人の中願還の禮物または自意の禮

物をヱホバに献げて燔祭となさんとする者は 19

その受納らるるやうに牛羊あるひは山羊の牡の全

き者を献ぐべし 20凡て疵ある者は汝ら献ぐべか

らず是はその物なんぢらのために受納られざるべ

ければなり 21凡て願を還さんとしまたは自意の

禮物をなさんとして牛あるひは羊をもて酬恩祭の

犠牲を献上る者はその受納らるるやうに全き者を

取べし其物には何の疵もあらしむべからざるなり

22即ち盲なる者折たる所ある者切斷たる處ある者

腫物ある者疥ある者癬ある者是の如き者は汝等こ

れをヱホバに献ぐべからずまた壇の上に火祭とな

してヱホバにたてまつるべからず 23牛あるひは

羊の成餘れる所または成足ざる所ある者は汝らこ

れを自意の禮物には用ふるも宜し然ど願還におい

ては是は受納らるることなかるべし 24汝等外腎

を打壞りまたは壓つぶしまたは割きまたは斬りた

る者をヱホバに献ぐべからずまた汝らの國の中に

斯る事を行ふべからず 25汝らまた異邦人の手よ

りも是等の物を受て神の食に供ふることを爲べか

らず其は是等は缺あり疵ある者なるに因て汝らの

ために受納らるることあらざればなり 26ヱホバ

、モーセに告て言たまはく 27牛羊または山羊生

れなば之を七日その母につけ置べし八日より後は

是はヱホバに火祭とすれば受納らるべし 28牝牛

にもあれ牝羊にもあれ汝らその母と子とを同日に

殺すべからず 29汝ら感謝の犠牲をヱホバに献ぐ

る時は汝らの受納らるるやうに献ぐべし 30是は

その日の内に食つくすべし明日まで遺しおくべか

らず我はヱホバなり 31汝らわが誡命を守り且こ

れを行ふべし我はヱホバなり 32汝等わが名を瀆

すべからず我はかへつてイスラエルの子孫の中に

聖者とあらはるべきなり我はヱホバにして汝らを

聖くする者 33汝らの神とならんとて汝らをエジ

プトの國より導きいだせし者なり我はヱホバな

り

23ヱホバ、モーセに告て言たまはく 2イスラエ

ルの子孫につげて之に言へ汝らが宣告て聖會

となすべきヱホバの節期は是のごとし我が節期は

すなはち是なり 3六日の間業務をなすべし第七日

は休むべき安息日にして聖會なり汝ら何の業をも

なすべからず是は汝らがその一切の住所において

守るべきヱホバの安息日なり 4その期々に汝らが

宣告べきヱホバの節期たる聖會は是なり 5すなは

ち正月の十四日の晩はヱホバの逾越節なり 6また

その月の十五日はヱホバの酵いれぬパンの節なり

七日の間汝等酵いれぬパンを食ふべし 7その首の

日には汝ら聖會をなすべし何の職業をも爲すべか

らず 8汝ら七日のあひだヱホバに火祭を献ぐべし

第七日にはまた聖會をなし何の職業をもなすべか

らず 9ヱホバまたモーセにつげて言たまはく 10

イスラエルの子孫につげて之に言へ汝らわが汝ら

にたまふところの地に至るにおよびて汝らの穀物

を穫ときは先なんぢらの穀物の初穂一束を祭司に

もちきたるべし 11彼その束の受いれらるるやう

に之をヱホバの前に搖べし即ちその安息日の翌日

に祭司これを搖べし 12また汝らその束を搖る日

に當歳の牡羔の全き者を燔祭となしてヱホバに献

ぐべし 13その素祭には油を和たる麥粉十分の二

をもちひ之をヱホバに献げて火祭となし馨しき香

たらしむべしまたその灌祭には酒一ヒンの四分の

一をもちふべし 14汝らはその神ヱホバに禮物を

たづさへ來るその日まではパンをも烘麥をも靑穂

をも食ふべからず是は汝らがその一切の住居にお

いて代々永く守るべき例なり 15汝ら安息日の翌

日より即ち汝らが搖祭の束を携へきたりし日より

數へて安息日七をもてその數を盈すべし 16すな

はち第七の安息日の翌日までに日數五十を數へを

はり新素祭をヱホバに献ぐべし 17また汝らの居

所より十分の二をもてつくりたるパン二箇を携へ

きたりて搖べし是は麥粉にてつくり酵をいれて燒

べし是初穂をヱホバにささぐる者なり 18汝らま

た當歳の全き羔羊七匹と少き牡牛一匹と牡山羊二

匹を其パンとともに献ぐべしすなはち是等をその

素祭およびその灌祭とともにヱホバにたてまつり

て燔祭となすべし是は火祭にしてヱホバに馨しき

香となる者なり 19斯てまた牡山羊一匹を罪祭に

ささげ當歳の羔羊二匹を酬恩祭の犠牲にささぐべ

し 20而して祭司その初穂のパンとともにこの二

匹の羔羊をヱホバの前に搖て搖祭となすべし是等

はヱホバにたてまつる聖物にして祭司に歸すべし

21汝らその日に汝らの中に聖會を宣告いだすべし

何の職業をも爲べからず是は汝らがその一切の住

所において永く守るべき條例なり 22汝らの地の

穀物を穫ときは汝その穫るにのぞみて汝の田野の

隅々までをことごとく穫つくすべからず又汝の穀

物の遺穂を拾ふべからずこれを貧き者と客旅とに
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遺しおくべし我は汝らの神ヱホバなり 23ヱホバ

またモーセに告て言たまはく 24イスラエルの子

孫に告て言へ七月においては汝らその月の一日を

もて安息の日となすべし是は喇叭を吹て記念する

の日にして即ち聖會たり 25汝ら何の職業をもな

すべからず惟ヱホバに火祭を献ぐべし 26ヱホバ

またモーセに告て言たまはく 27殊にまたその七

月の十日は贖罪の日にして汝らにおいて聖會たり

汝等身をなやましまた火祭をヱホバに献ぐべし 28

その日には汝ら何の工をもなすべからず其は汝ら

のために汝らの神ヱホバの前に贖罪をなすべき贖

罪の日なればなり 29凡てその日に身をなやます

ことをせざる者はその民の中より絶れん 30また

その日に何の工にても爲ものあれば我その人をそ

の民の中より滅しさらん 31汝等何の工をもなす

べからず是は汝らがその一切の住所において代々

永く守るべき條例なり 32是は汝らの休むべき安

息日なり汝らその身をなやますべしまたその月の

九日の晩すなはちその晩より翌晩まで汝等その安

息をまもるべし 33ヱホバまたモーセに告て言た

まはく 34イスラエルの子孫に告て言へその七月

の十五日は結茅節なり七日のあひだヱホバの前に

これを守るべし 35首の日には聖會を開くべし何

の職業をもなすべからず 36汝等また七日のあひ

だ火祭をヱホバに献ぐべし而して第八日に汝等の

中に聖會を開きまた火祭をヱホバに献ぐべし是は

會の終結なり汝ら何の職業をもなすべからず 37

偖是等はヱホバの節期にして汝らが宣告て聖會と

なし火祭をヱホバに献ぐべき者なり即ち燔祭素祭

犠牲および灌祭等をその献ぐべき日にしたがひて

献ぐべし 38この外にヱホバの諸安息日ありまた

外に汝らの献物ありまた外に汝らの諸の願還の禮

物ありまた外に汝らの自意の禮物あり是みな汝ら

がヱホバに献る者なり 39汝らその地の作物を斂

めし時は七月の十五日よりして七日の間ヱホバの

節筵をまもるべし即ち初の日にも安息をなし第八

日にも安息をなすべし 40その首の日には汝等佳

樹の枝を取べしすなはち棕櫚の枝と茂れる樹の條

と水楊の枝とを取りて七日の間汝らの神ヱホバの

前に樂むべし 41汝ら歳に七日ヱホバに此節筵を

まもるべし汝ら代々ながくこの條例を守り七月に

これを祝ふべし 42汝ら七日のあひだ茅廬に居り

イスラエルに生れたる人はみな茅廬に居べし 43

斯するは我がイスラエルの子孫をエジプトの地よ

り導き出せし時にこれを茅廬に住しめし事を汝ら

の代々の子孫に知しめんためなり我は汝らの神ヱ

ホバなり 44モーセすなはちヱホバの節期をイス

ラエルの子孫に告たり

24ヱホバまたモーセに告て言たまはく 2イスラ

エルの子孫に命じ橄欖を搗て取たる清き油を

燈火のために汝に持きたらしめて絶ず燈火をとも

すべし 3またアロンは集會の幕屋において律法の

前なる幕の外にて絶ずヱホバの前にその燈火を整

ふべし是は汝らが代々ながく守るべき定例なり 4

彼すなはちヱホバの前にて純精の燈臺の上にその

燈火を絶ず整ふべきなり 5汝麥粉を取りとれをも

て菓子十二を燒べし菓子一箇には其の十分の二を

もちふべし 6而してこれをヱホバの前なる純精の

案の上に二累に積み一累に六宛あらしむべし 7汝

また淨き乳香をその累の上に置きこれをしてその

パンの上にありて記念とならしめヱホバにたてま

つりて火祭となすべし 8安息日ごとに絶ずこれを

ヱホバの前に供ふべし是はイスラエルの子孫の献

ぐべき者にして永遠の契約たるなり 9これはアロ

ンとその子等に歸す彼等これを聖所に食ふべし是

はヱホバの火祭の一にして彼に歸する者にて至聖

し是をもて永遠の條例となすべし 10茲にその父

はエジプト人母はイスラエル人なる者ありてイス

ラエルの子孫の中にいで來れることありしがその

イスラエルの婦の生たる者イスラエルの人と營の

中に爭論をなせり 11時にそのイスラエルの婦の

生たる者ヱホバの名を瀆して詛ふことをなしけれ

ば人々これをモーセの許にひき來れり(その母は

ダンの支派のデブリの女子にして名をシロミテと

曰ふ) 12人々かれを閉こめおきてヱホバの示諭を

かうむるを俟り 13時にヱホバ、モーセにつげて

言たまはく 14かの詛ふことをなせし者を營の外

に曳いだし之を聞たる者に皆その手を彼の首に按

しめ全會衆をして彼を石にて撃しめよ 15汝また

イスラエルの子孫に告て言べし凡てその神を詛ふ

者はその罰を蒙るべし 16ヱホバの名を瀆す者は

かならず誅されん全會衆かならず石をもて之を撃

べし外國の人にても自己の國の人にてもヱホバの

名を瀆すにおいては誅さるべし 17人を殺す者は

かならず誅さるベし 18獣畜を殺す者はまた獣畜

をもて獣畜を償ふべし 19人もしその鄰人に傷損

をつけなばそのなせし如く自己もせらるべし 20

即ち挫は挫目は目歯は歯をもて償ふべし人に傷損
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をつけしごとく自己も然せらるべきなり 21獣畜

を殺す者は是を償ふべく人を殺す者は誅さるべき

なり 22外國の人にも自己の國の人にもこの法は

同一なり我は汝らの神ヱホバなり 23モーセすな

はちイスラエルの子孫にむかひかの營の外にて詛

ふことをなせし者を曳いだして石にて撃てと言け

ればイラスエルの子孫ヱホバのモーセに命じたま

ひしごとく爲ぬ

25ヱホバ、シナイ山にてモーセに告て言たまは
く 2イスラエルの子孫につげて之に言ふべし

我が汝らに與ふる地に汝ら至らん時はその地にも

ヱホバにむかひて安息を守らしむべし 3六年のあ

ひだ汝その田野に種播きまた六年のあひだ汝その

菓園の物を剪伐てその果を斂むべし 4然ど第七年

には地に安息をなさしむべし是ヱホバにむかひて

する安息なり汝その田野に種播べからずまたその

菓園の物を剪伐べからず 5汝の穀物の自然生たる

者は穫べからずまた汝の葡萄樹の修理なしに結べ

る葡萄は斂むべからず是地の安息の年なればなり

6安息の年の產物は汝らの食となるべしすなはち

汝と汝の僕と汝の婢と汝の傭人と汝の所に寄寓る

他國の人 7ならびに汝の家畜と汝の國の中の獣み

なその產物をもて食となすべし 8汝安息の年を七

次かぞふべし是すなはち七年を七回かぞふるなり

安息の年七次の間はすなはち四十九年なり 9七月

の十日になんぢ喇叭の聲を鳴わたらしむべし即ち

贖罪の日になんぢら國の中にあまねく喇叭を吹な

らさしめ 10かくしてその第五十年を聖め國中の

一切の人民に自由を宣しめすべしこの年はなんぢ

らにはヨベルの年なりなんぢらおのおのその產業

に歸りおのおのその家にかへるべし 11その五十

年はなんぢらにはヨベルなりなんぢら種播べから

ずまた自然生たる物を穫べからず修理なしになり

たる葡萄を斂むべからず 12この年はヨベルにし

てなんぢらに聖ければなりなんぢらは田野の產物

をくらふべし 13このヨベルの年にはなんぢらお

のおのその產業にかへるべし 14なんぢの鄰に物

を賣りまたは汝の鄰の手より物を買ふ時はなんぢ

らたがひに相欺むくべからず 15ヨベルの後の年

の數にしたがひてなんぢその鄰より買ことをなす

べし彼もまたその果を得べき年の數にしたがひて

なんぢに賣ことをなすべきなり 16年の數多とき

はなんぢその値を増し年の數少なきときはなんぢ

その値を減すべし即ち彼その果の多少にしたがひ

てこれを汝に賣るべきなり 17汝らたがひに相欺

むくべからず汝の神を畏るべし我は汝らの神ヱホ

バなり 18汝等わが法度を行ひまたわが律法を守

りてこれを行ふべし然せば汝ら安泰にその地に住

ことを得ん 19地はその產物を出さん汝等は飽ま

でに食ひて安泰に其處に住ことを得べし 20汝等

は我等もし第七年に種をまかずまたその產物を斂

めずば何を食はんやと言か 21我命じて第六年に

恩澤を汝等に降し三年だけの果を結ばしむべし 22

汝等第八年には種を播ん然ど第九年までその舊き

果を食ふことを得んすなはちその果のいできたる

まで汝ら舊き者を食ふことを得べし 23地を賣に

は限りなく賣べからず地は我の有なればなり汝ら

は客旅また寄寓者にして我とともに在るなり 24

汝らの產業の地に於ては凡てその地を贖ふことを

許すべし 25汝の兄弟もし零落てその產業を賣し

ことあらばその贖業人たる親戚きたりてその兄弟

の賣たる者を贖ふべし 26若また人の之を贖ふ者

あらずして己みづから之を贖ふことを得にいたら

ば 27その賣てよりの年を數へて之が餘の分をそ

の買主に償ふべし然せばその產業にかへることを

得ん 28然ど若これをその人に償ふことを得ずば

その賣たる者は買主の手にヨベルの年まで在てヨ

ベルに及びてもどさるべし彼すなはちその產業に

かへることを得ん 29人石垣ある城邑の内の住宅

を賣ことあらんに賣てより全一年の間はこれを贖

ふことを得べし即ち期定の日の内にその贖をなす

べきなり 30もし全一年の内に贖ふことなくばそ

の石垣ある城邑の内の家は買主の者に確定りて代

々ながくこれに屬しヨベルにももどされざるべし

31然ど周圍に石垣あらざる村落の家はその國の田

畝の附屬物と見做べし是は贖はるべくまたヨベル

にいたりてもどさるべきなり 32レビ人の邑々す

なはちレビ人の產業の邑々の家はレビ人何時にで

も贖ふことを得べし 33人もしレビ人の產業の邑

においてレビ人より家を買ことあらば彼の賣たる

家はヨベルにおよびて返さるべし其はレビ人の邑

々の家はイスラエルの子孫の中に是がもてる產業

なればなり 34但しその邑々の郊地の田畝は賣べ

からず是その永久の產業なればなり 35汝の兄弟

零落かつ手慄ひて汝の傍にあらば之を扶助け之を

して客旅または寄寓者のごとくに汝とともにあり

て生命を保たしむべし 36汝の兄弟より利をも息

をも取べからず神を畏るべしまた汝の兄弟をして
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汝とともにありて生命を保たしむべし 37汝かれ

に利をとりて金を貸べからずまた益を得んとて食

物を貸べからず 38我は汝等の神ヱホバにしてカ

ナンの地を汝らに與へ且なんぢらの神とならんと

て汝らをエジプトの國より導きいだせし者なり 39

汝の兄弟零落て汝に身を賣ことあらば汝これを奴

隸のごとくに使役べからず 40彼をして傭人また

は寄寓者のごとくにして汝とともに在しめヨベル

の年まで汝に仕へしむべし 41其時には彼その子

女とともに汝の所より出去りその一族にかへりそ

の父祖等の產業に歸るべし 42彼らはエジプトの

國より我が導き出せし我の僕なれば身を賣て奴隸

となる可らず 43汝嚴く彼を使ふべからず汝の神

を畏るべし 44汝の有つ奴隸は男女ともに汝の四

周の異邦人の中より取べし男女の奴隸は是る者の

中より買べきなり 45また汝らの中に寄寓る異邦

人の子女の中よりも汝ら買ことを得また彼等の中

汝らの國に生れて汝らと偕に居る人々の家よりも

然り彼等は汝らの所有となるべし 46汝ら彼らを

獲て汝らの後の子孫の所有に遺し之に彼等を有ち

てその所有となさしむることを得べし彼等は永く

汝らの奴隸とならん然ど汝らの兄弟なるイスラエ

ルの子孫をば汝等たがひに嚴しく相使ふべからす

47汝の中なる客旅又は寄寓者にして富を致しその

傍に住る汝の兄弟零落て汝の中なるその客旅ある

ひは寄寓者あるひは客旅の家の分支などに身を賣

ることあらば 48その身を賣たる後に贖はるるこ

とを得その兄弟の一人これを贖ふべし 49その伯

叔または伯叔の子これを贖ふべくその家の骨肉の

親たる者これを贖ふべしまた若能せば自ら贖ふべ

し 50然る時は彼己が身を賣たる年よりヨベルの

年までをその買主とともに數へその年の數にした

がひてその身の代の金を定むべしまたその人に仕

へし日は人を傭ひし日のごとくに數ふべきなり 51

若なほ遺れる年多からばその數にしたがひまたそ

の買れし金に照して贖の金をその人に償ふべし 52

若またヨベルの年までに遺れる年少からばその人

とともに計算をなしその年數にてらして贖の金を

之に償ふべし 53彼のその人に仕ふる事は歳雇の

傭人のごとくなるべし汝の目の前において彼を嚴

く使はしむべからす 54彼もし斯く贖はれずばヨ

ベルのの年にいたりてその子女とともに出べし 55

是イスラエルの子孫は我の僕なるに因る彼等はわ

が僕にして我がエジプトの地より導き出せし者な

り我は汝らの神ヱホバなり

26汝ら己のために偶像を作り木像を雕刻べから
ず柱の像を堅べからずまた汝らの地に石像を

立て之を拝むべからず其は我は汝らの神ヱホバな

ればなり 2汝等わが安息日を守りわが聖所を敬ふ

べし我はヱホバなり 3汝等もしわが法令にあゆみ

吾が誡命を守りてこれを行はば 4我その時候に雨

を汝らに與ふべし地はその產物を出し田野の樹木

はその實を結ばん 5是をもて汝らの麥打は葡萄を

斂る時にまで及び汝らが葡萄を斂る事は種播時に

までおよばん汝等は飽までに食物を食ひ汝らの地

に安泰に住ことを得べし 6我平和を國に賜ふべけ

れば汝等は安じて寝ることを得ん汝等を懼れしむ

る者なかるべし我また猛き獣を國の中より除き去

ん劍なんぢらの國を行めぐることも有じ 7汝等は

その敵を逐ん彼等は汝等の前に劍に殞るべし 8汝

らの五人は百人を逐ひ汝らの百人は萬人を逐あら

ん汝らの敵は皆汝らの前に劍に殞れん 9我なんぢ

らを眷み汝らに子を生こと多からしめて汝等を増

汝らとむすびしわが契約を堅うせん 10汝等は舊

き穀物を食ふ間にまた新しき者を穫てその舊き者

を出すに至らん 11我わが幕屋を汝らの中に立ん

我心汝らを忌きらはじ 12我なんぢらの中に歩み

また汝らの神とならん汝らはまたわが民となるべ

し 13我は汝らの神ヱホバ汝らをエジプトの國よ

り導き出してその奴隸たることを免れしめし者な

り我は汝らの軛の横木を碎き汝らをして眞直に立

て歩く事を得せしめたり 14然ど汝等もし我に聽

したがふ事をなさずこの諸の誡命を守らず 15わ

が法度を蔑如にしまた心にわが律法を忌きらひて

吾が諸の誡命をおこなはず却てわが契約を破るこ

とをなさば 16我もかく汝らになさんすなはち我

なんぢらに驚恐を蒙らしむべし癆瘵と熱病ありて

目を壞し霊魂を憊果しめん汝らの種播ことは徒然

なり汝らの敵これを食はん 17我わが面をなんぢ

らに向て攻ん汝らはその敵に殺されんまた汝らの

惡む者汝らを治めん汝らはまた追ものなきに逃ん

18汝ら若かくのごとくなるも猶我に聽したがはず

ば我汝らの罪を罰する事を七倍重すべし 19我な

んぢらが勢力として誇るところの者をほろぼし汝

らの天を鐵のごとくに爲し汝らの地を銅のごとく

に爲ん 20汝等が力を用ふる事は徒然なるべし即

ち地はその產物を出さず國の中の樹はその實を結
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ばざらん 21汝らもし我に敵して事をなし我に聽

したがふことをせずば我なんぢらの罪にしたがひ

て七倍の災を汝らに降さん 22我また野獣を汝ら

の中に遣るべし是等の者汝らの子女を攫くらひ汝

ちの家畜を噬ころしまた汝らの數を寡くせん汝ら

の大路は通る人なきに至らん 23我これらの事を

もて懲すも汝ら改めずなほ我に敵して事をなさば

24我も汝らに敵して事をなし汝らの罪を罰するこ

とをまた七倍おもくすべし 25我劍を汝らの上に

もちきたりて汝らの背約の怨を報さんまた汝らが

その邑々に集る時は汝らの中に我疫病を遣らん汝

らはその敵の手に付されん 26我なんぢらが杖と

するパンを打くだかん時婦人十人一箇の爐にて汝

らのパンを燒き之を稱りて汝らに付さん汝等は食

ふも飽ざるべし 27汝らもし是のごとくなるも猶

我に聽したがふことをせず我に敵して事をなさば

28我も汝らに敵し怒りて事をなすべし我すなはち

汝らの罪をいましむることを七倍おもくせん 29

汝らはその男子の肉を食ひまたその女子の肉を食

ふにいたらん 30我なんぢらの崇邱を毀ち汝らの

柱の像を斫たふし汝らの偶像の尸の上に汝らの死

體を投すて吾心に汝らを忌きらはん 31またなん

ぢらの邑々を滅し汝らの聖所を荒さんまた汝らの

祭物の馨しき香を聞じ 32我その地を荒すべけれ

ば汝らの敵の其處に住る者これを奇しまん 33我

なんぢらを國々に散し劍をぬきて汝らの後を追ん

汝らの地は荒れ汝らの邑々は亡びん 34斯その地

荒はてて汝らが敵の國に居んその間地は安息を樂

まん即ち斯る時はその地やすみて安息を樂むべし

35是はその荒てをる日の間息まん汝らが其處に住

たる間は汝らの安息に此休息を得ざりしなり 36

また汝らの中の遺れる者にはその敵の地において

我これに恐懼を懐かしめん彼等は木葉の搖く聲に

もおどろきて逃げその逃る事は劍をさけて逃るが

ごとくまた追ものもなきに顛沛ばん 37彼等は追

ものも無に劍の前にあるが如くたがひに相つまづ

きて倒れん汝等はその敵の前に立ことを得じ 38

なんぢ等はもろもろの國の中にありて滅うせんな

んぢらの敵の地なんぢらを呑つくすべし 39なん

ぢらの中の遺れる者はなんぢらの敵の地において

その罪の中に痩衰へまた己の身につけるその先祖

等の罪の中に痩衰へん 40かくて後彼らその罪と

その先祖等の罪および己が我に悸りし咎と我に敵

して事をなせし事を懺悔せん 41我も彼等に敵し

て事をなし彼らをその敵の地に曳いたりしが彼ら

の割禮を受ざる心をれて卑くなり甘んじてその罪

の罰を受るに至るべければ 42我またヤコブとむ

すびし吾が契約およびイサクとむすびし吾が契約

を追憶しまたアブラハムとむすびしわが契約を追

憶し且その地を眷顧ん 43彼等その地を離るべけ

れば地は彼等の之に居る者なくして荒てをる間そ

の安息をたのしまん彼等はまた甘じてその罪の罰

を受ん是は彼等わが律法を蔑如にしその心にわが

法度を忌きらひたればなり 44かれ等斯のごとき

に至るもなほ我彼らが敵の國にをる時にこれを棄

ずまたこれを忌きらはじ斯我かれらを滅ぼし盡し

てわがかれらと結びし契約をやぶることを爲ざる

べし我は彼らの神ヱホバなり 45我かれらの先祖

等とむすびし契約をかれらのために追憶さん彼ら

は前に我がその神とならんとて國々の人の目の前

にてエジプトの地より導き出せし者なり我はヱホ

バなり 46是等はすなはちヱホバがシナイ山にお

いて己とイスラエルの子孫の間にモーセによりて

立たまひし法度と條規と律法なり

27ヱホバ、モーセに告て言たまはく 2イスラエ

ルの子孫につげてこれに言へ人もし誓願をか

けなばなんぢの估價にしたがひてヱホバに献納物

をなすべし 3なんぢの估價はかくすべしすなはち

二十歳より六十歳までは男には其價を聖所のシケ

ルに循ひて五十シケルに估り 4女にはその價を三

十シケルに估るべし 5また五歳より二十歳までは

男にはその價を二十シケルに估り女には十シケル

に估るべし 6また一箇月より五歳までは男にはそ

の價を銀五シケルに估り女にはその價を銀三シケ

ルに估るべし 7また六十歳より上は男にはその價

を十五シケルに估り女には十シケルに估るべし 8

その人もし貧くして汝の估價に勝ざる時は祭司の

前にいたり祭司の估價をうくべきなり祭司はその

誓願者の力にしたがひて估價をなすべし 9人もし

そのヱホバに禮物として献ることを爲すとこるの

牲畜の中を取り誓願の物となしてヱホバに献る時

は其物は都て聖し 10之を更むべからずまた佳を

惡に惡を佳に易べからず若し牲畜をもて牲畜に易

ることをせば其と其に易たる者ともに聖なるべし

11もし人のヱホバに禮物として献ることを爲ざる

とこるの汚たる畜の中ならばその畜を祭司の前に

牽いたるべし 12祭司はまたその佳惡にしたがひ

てこれが估價をなすべし即ちその價は祭司の估る
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ところによりて定むべきなり 13その人若これを

贖はんとせばその估る價にまた之が五分の一を加

ふべし 14また人もしその家をヱホバに聖別ささ

げたる時は祭司その佳惡にしたがひて之が估價を

爲べし即ちその價は祭司の估るところによりて定

むべきなり 15その人もし家を贖はんとせばその

估價の金にまた之が五分の一を加ふべし然せば是

は自分の有とならん 16人もしその遺業の田野の

中をヱホバに献る時は其處に撒るる種の多少にし

たがひてこれが估價をなすべし即ち大麥の種一ホ

メルを五十シケルに算べきなり 17もしその田野

をヨベルの年より献たる時はその價は汝の估れる

所によりて定むべし 18もし又その田野をヨベル

の後に献たる時は祭司そのヨベルの年までに遺れ

る年の數にしたがひてその金を算へこれに準じて

その估價を減すべし 19その田野を献たる者若こ

れを贖はんとせばその估價の金の五分の一をこれ

に加ふべし然せば是はその人に歸せん 20然ど若

その田野を贖ふことをせず又はこれを他の人に賣

ことをなさば再び贖ふことを得じ 21その田野は

ヨベルにおよびて出きたる時は永く奉納たる田野

のごとくヱホバに歸して聖き者となり祭司の產業

とならん 22若また自己が買たる田野にしてその

遺業にあらざる者をヱホバに献たる時は 23祭司

その人のために估價してヨベルの年までの金を推

算べし彼は汝の估れる金高をその日ヱホバにたて

まつりて聖物となすべし 24ヨベルの年にいたれ

ばその田野は賣主なるその本來の所有主に歸るべ

し 25汝の估價はみな聖所のシケルにしたがびて

爲べし二十ゲラを一シケルとなす 26但し牲畜の

初子はヱホバに歸すべき初子なれば何人もこれを

献べからず牛にもあれ羊にもあれ是はヱホバの所

屬なり 27若し汚たる畜ならば汝の估價にしたが

ひこれにその五分の一を加へてその人これを贖ふ

べし若これを贖ふことをせずば汝の估價にしたが

ひて之を賣べし 28但し人がその凡て有る物の中

より取て永くヱホバに納めたる奉納物は人にもあ

れ畜にもあれその遺業の田野にもあれ一切賣べか

らずまた贖ふべからず奉納物はみなヱホバに至聖

物たるなり 29また人の中永く奉納られて奉納物

となれる者も贖ふべからず必ず殺すべし 30地の

十分の一は地の產物にもあれ樹の果にもあれ皆ヱ

ホバの所屬にしてヱホバに聖きなり 31人もしそ

の献る十分の一を贖はんとせば之にまたその五分

の一を加ふべし 32牛または羊の十分の一につい

ては凡て杖の下を通る者の第十番にあたる者はヱ

ホバに聖き者なるべし 33その佳惡をたづぬべか

らずまた之を易べからず若これを易る時は其とそ

の易たる者ともに聖き者となるべしこれを贖ふこ

とを得ず 34是等はヱホバがシナイ山においてイ

スラエルの子孫のためにモーセに命じたまひし誡

命なり
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民数記

1エジプトの國を出たる次の年の二月の一日に
ヱホバ、シナイの野に於て集會の幕屋の中に

てモーセに告て言たまはく 2汝等イスラエルの子

孫の全會衆の惣數をその宗族に依り其父祖の家に

循ひて核べその諸の男丁の名の數と頭數とを得よ

3すなはちイスラエルの中凡て二十歳以上にして

戰爭にいづるに勝る者を汝とアロンその軍旅にし

たがひて數ふべし 4また諸の支派おのおのその父

祖の家の長たる者一人を出して汝等とともならし

むべし 5汝らとともに立べき人々の名は是なり即

ちルベンよりはシデウルの子エリヅル 6シメオン

よりはツリシヤダイの子シルミエル 7ユダよりは

アミナダブの子ナシヨン 8イツサカルよりはツア

ルの子ネタニエル 9ゼブルンよりはヘロンの子エ

リアブ 10ヨセフの子等の中にてはエフライムよ

りはアミホデの子エリシヤマ、マナセよりはバダ

ヅルの子ガマリエル 11ベニヤミンよりはギデオ

ニの子アビダン 12ダンよりはアミシヤダイの子

アヒエゼル 13アセルよりはオクランの子バギエ

ル 14ガドよりはデウエルの子エリアサフ 15ナフ

タリよりはエナンの子アヒラ 16是等は會衆の中

より選み出されし者にてその父祖の支派の牧伯ま

たイスラエルの千人の長なり 17かくてモーセと

アロンここに名を擧たる人々を率領て 18二月の

一日に會衆をことごとく集めければ彼等その宗族

に循ひその父祖の家にしたがひその名の數にした

がひて自分の出生を述たりかく二十歳以上の者こ

とごとく核へらる 19ヱホバの命じたまひしごと

くモーセ、シナイの野にて彼等を核數たり 20す

なはちイスラエルの長子ルベンの子等より生れた

る者をその宗族によりその父祖の家にしたがひて

核べ二十歳以上にして戰爭にいづるに勝る男丁を

數へたるに其名の數に依りその頭數によれば 21

ルベンの支派の中にその核數られし者四萬六千五

百人ありき 22またシメオンの子等より生れたる

者等をその宗族によりその父祖の家にしたがひて

核べ二十歳以上にして戰爭にいづるに勝る男丁を

數へたるにその名の數に依りその頭數に依ば 23

シメオンの支派の中にその核數られし者五萬九千

三百人ありき 24またガドの子等より生れたる者

をその宗族に依りその父祖の家にしたがひて核べ

二十歳以上にして戰爭に出るに勝る男丁を數へた

るにその名の數に依れば 25ガドの支派の中にそ

の核數られし者四萬五千六百五十人ありき 26ユ

ダの子等より生れたる者をその宗族に依りその父

祖の家に循ひて核べ二十歳以上にして戰爭にいづ

るに勝る男丁を數へたるにその名の數に依れば 27

ユダの支派の中にその核數られし者七萬四千六百

人ありき 28イツサカルの子等より生れたる者を

その宗族に依りその父祖の家にしたがひて核べ二

十歳以上にして戰爭に出るに勝る男丁を數へたる

にその名の數に依ば 29イツサカルの支派の中に

その核數られし者五萬四千四百人ありき 30ゼブ

ルンの子等より生れたる者をその宗族によりその

父祖の家にしたがひて核べ二十歳以上にして戰爭

にいづるに勝る男丁を數へたるにその名の數によ

れば 31ゼブルンの支派の中に其核數られし者五

萬七千四百人ありき 32ヨセフの子等の中エフラ

イムの子等より生れたる者をその宗族によりその

父祖の家にしたがひて核べ二十歳以上にして戰爭

にいづるに勝る男丁を數へたるにその名の數に依

ば 33エフライムの支派の中にその核數られし者

四萬五百人ありき 34又マナセの子等より生れた

る者をその宗族に依りその父祖の家に循ひて核べ

二十歳以上にして戰爭にいづるに勝る男丁を數へ

たるにその名の數に依ば 35マナセの支派の中に

その核數られし者三萬二千二百人ありき 36ベニ

ヤミンの子等より生れたる者をその宗族によりそ

の父祖の家にしたがひて核べ二十歳以上にして戰

爭にいづるに勝る男丁を數へたるにその名の數に

よれば 37ベニヤミンの支派の中にその數へられ

し者三萬五千四百人ありき 38ダンの子等より生

れたる者をその宗族によりその父祖の家にしたが

ひて核べ二十歳以上にして戰爭にいづるに勝る男

丁を數へたるにその名の數によれば 39ダンの支

派の中にその核數られし者六萬二千七百人ありき

40アセルの子等より生れたる者をその宗族により

その父祖の家にしたがひて核べ二十歳以上にして

戰爭にいづるに勝る男丁を數へたるにその名の數

によれば 41アセルの支派の中にその核數られし

者四萬一千五百人ありき 42ナフタリの子等より

生れたる者をその宗族によりその父祖の家にした

がひて核べ二十歳以上にして戰爭にいづるに勝る

男丁を數へたるにその名の數によれば 43ナフタ

リの支派の中にその數へられし者五萬三千四百人

ありき 44是すなはちその核數られし者にしてモ



民数記99

ーセとアロンとイスラエルの牧伯等の數ふる所是

のごとしその牧伯等は十二人にして各々その父祖

の家のために出たるなり 45斯イスラエルの子孫

をその父祖の家にしたがひて核べ二十歳以上にし

て戰爭にいづるに勝る男丁をイスラルの中に數へ

たるに 46其核數られし者都合六十萬三千五百五

十人ありき 47但しレビの支派の人はその父祖に

したがひて核數らるること無りき 48即ちヱホバ

、モーセに告て言たまひけらく 49惟レビの支派

のみは汝これを核數べからずまたその總數をイス

ラエルの子孫とともに計ふべからざるなり 50な

んぢレビ人をして律法の幕屋とその諸の器具と其

に屬する諸の物を管理らしむべし彼等はその幕屋

とその諸の器具を運搬ぶことを爲しまたこれが役

事を爲し幕屋の四圍にその營を張べし 51幕屋を

移す時はレビ人これを折卸し幕屋を立る時はレビ

人これを組たつべし外人のこれに近く者は殺さる

べし 52イスラエルの子孫はその軍旅に循ひて各

々自己の營にその天幕を張り各人その隊の纛の下

に天幕を張べし 53然どレビ人は律法の幕屋の四

圍に營を張べし是イスラエルの子孫の全會衆の上

に震怒のおよぶことなからん爲なりレビ人は律法

の幕屋をあづかり守るべし 54是においてイスラ

エルの子孫ヱホバのモーセに命じたまひしごとく

に凡て爲し斯おこなへり

2ヱホバ、モーセとアロンに告て言たまはく 2イ

スラエルの子孫は各々その隊の纛の下に營を

張てその父祖の旗號の下に居るべくまた集會の幕

屋の四圍において之にむかひて營を張べし 3即ち

日の出る方東に於てはユダの營の纛の下につく者

その軍旅にしたがひて營を張りアミナダブの子ナ

シヨン、ユダの子孫の牧伯となるべし 4その軍旅

すなはちその核數られし者は七萬四千六百人 5そ

の傍に營を張る者はイツサカルの支派なるべし而

してツアルの子ネタニエル、イツサカルの子孫の

牧伯となるべし 6その軍旅すなはちその核數られ

し者は五萬四千四百人 7またゼブルンの支派これ

と偕にありてヘロンの子エリアブ、ゼブルンの子

孫の牧伯となるべし 8その軍旅すなはちその核數

られし者は五萬七千四百人 9ユダの營の軍旅すな

はち核數られし者は都合十八萬六千四百人是等の

者首先に進むべし 10また南の方に於てはルベン

の營の纛の下につく者その軍旅にしたがひて居り

シデウルの子エリヅル、ルベンの子孫の牧伯とな

るべし 11その軍旅すなはちその核數られし者は

四萬六千五百人 12その傍に營を張る者はシメオ

ンの支派なるべし而してツリシヤダイの子シルミ

エル、シメオンの子孫の牧伯となるべし 13その

軍旅すなはちその核數られし者は五萬九千三百人

14ガドの支派これに次ぎデウエルの子エリアサフ

、ガドの子孫の牧伯となるべし 15その軍旅すな

はちその核數られし者は四萬五千六百五十人 16

ルベンの營の軍旅すなはちその核數られし者は都

合十五萬一千四百五十人是等の者第二番に進むべ

し 17その次に律法の幕屋レビ人の營とともに諸

營の眞中にありて進むべし彼等はその營を張がご

とくに各々その隊にしたがひその纛にしたがひて

進むべきなり 18また西の方においてはエフライ

ムの營の纛の下につく者その軍旅にしたがひて居

りアミホデの子エリシヤマ、エフライムの子孫の

牧伯となるべし 19その軍旅すなはちその核數ら

れし者は四萬五百人 20マナセの支派その傍にあ

りてバダヅルの子ガマリエル、マナセの子孫の牧

伯となるべし 21その軍旅すなはちその核數られ

し者は三萬二千二百人 22ベニヤミンの支派これ

に次ぎギデオニの子アビダン、ベニヤミンの子孫

の牧伯となるべし 23その軍旅すなはちその數へ

られし者は三萬五千四百人 24ヱフライムの營の

軍旅すなはちその核數られし者は都合十萬八千一

百人是等の者第三番に進むべし 25また北の方に

於てはダンの營の纛の下につく者その軍旅に循ひ

て居りアミシヤダイの子アヒエゼル、ダンの子孫

の牧伯となるべし 26その軍旅すなはちその核數

られし者は六萬二千七百人 27その傍に營を張る

者はアセルの支派なるべし而してオクランの子パ

ギエル、アセルの子孫の牧伯となるべし 28その

軍旅すなはちその核數られし者は四萬一千五百人

29ナフタリの支派これに次ぎエナンの子アヒラ、

ナフタリの子孫の牧伯となるべし 30その軍旅す

なはちその核數られし者は五萬三千四百人 31ダ

ンの營の核數られし者は都合十五萬七千六百人是

等の者その旗號にしたがひて最後に進むべし 32

イスラエルの子孫のその父祖の家にしたがひて核

數られし者は是のごとし諸營の軍旅すなはちその

核數られし者は都合六十萬三千五百五十人なりき

33但しレビ人はイスラエルの子孫とともに計へら

るること無りきすなはちヱホバのモーセに命じた

まへる如し 34是においてイスラエルの子孫ヱホ
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バの凡てモーセに命じたまひしごとくに行ひ各々

その宗族に依りその父祖の家に依りその隊の纛に

したがひて營を張りまた進むことを爲せり

3ヱホバ、シナイ山に於てモーセと語ひたまへ
る日にはアロンとモーセの一族左のごとくに

てありき 2アロンの子孫は是のごとし長子はナダ

ブ次はアビウ、エレアザル、イタマル 3是すなは

ちアロンの子等の名なり彼等は皆膏そそがれ祭司

の職に任ぜられて祭司となれり 4ナダブとアビウ

はシナイの野にて異火をヱホバの前に献たる時に

ヱホバの前に死り子なしエレアザルとイタマルは

その父アロンの目の前にて祭司の職を爲り 5ヱホ

バまたモーセに告て言たまはく 6レビの支派を召

よせ祭司アロンの前に侍りてこれに事へしめよ 7

彼らは集會の幕屋の前にありてアロンの職と全會

衆の職に替り幕屋の役事をなすべきなり 8すなは

ち彼等は集會の幕屋の諸の器具を看守イスラエル

の子孫の職に替りて幕屋の役事をなすべし 9汝レ

ビ人をアロンとその子等に與ふべしイスラエルの

子孫の中より彼等は全くアロンに與へられたる者

なり 10汝アロンとその子等を立て祭司の職を行

はしむべし外人の近づく者は殺されん 11ヱホバ

すなはちモーセに告て言たまはく 12視よ我イス

ラエルの子孫の中なる始に生れたる者すなはち首

出の代にレビ人をイスラエルの子孫の中より取り

13首出はすべて吾が有なり我エジプトの國の中の

首出をことごとく撃ころせる時イスラエルの首出

を人も畜もことごとく聖別て我に歸せしめたり是

はわが有となるべし我はヱホバなり 14ヱホバ、

シナイの野にてモーセに告ていひたまはく 15汝

レビの子孫をその父祖の家に依りその宗族にした

がひて核數よ即ちその一箇月以上の男子を核數べ

し 16是においてモーセ、ヱホバの言に循ひてそ

の命ぜられしごとくに之を核數たり 17レビの子

等の名は左のごとしゲルシヨン、コハテ、メラリ

18ゲルシヨンの子等の名はその宗族によれば左の

如しリブニ、シメイ 19コハテの子等の名はその

宗族に依ば左のごとしアムラム、イヅハル、ヘブ

ロン、ウジエル 20メラリの子等の名はその宗族

によればマヘリ、ムシなりレビ人の宗族はその父

祖の家に依ば是のごとくなり 21ゲルシヨンより

リブニ人の族とシメイ人の族出たり是すなはちゲ

ルシヨン人の族なり 22その核數られし者の數す

なはち一箇月以上の男子の數は都合七千五百人 23

ゲルシヨン人の族は凡て幕屋の後すなはち西の方

に營を張べし 24而してラエルの子エリアサフ、

ゲルシヨン人の牧伯となるべし 25集會の幕屋に

おけるゲルシヨンの子孫の職守は幕屋と天幕とそ

の頂蓋および集會の幕屋の入口の幔と 26庭の幕

および幕屋と壇の周圍なる庭の入口の幔ならびに

その繩等凡て之に用ふる物を守るべき事なり 27

またコハテよりアムラミ人の族イヅハリ人の族ヘ

ブロン人の族ウジエリ人の族出たり是すなはちコ

ハテ人の族なり 28一箇月以上の男子の數は都合

八千六百人是みな聖所の職守を守るべき者なり 29

コハテの子孫の族は凡て幕屋の南の方に營を張べ

し 30而してウジエルの子エリザパン、コハテ人

の族の牧伯となるべし 31彼等の職守は律法の櫃

案燈臺諸壇および聖所の役事に用ふる器具ならび

に幔等凡て其處に用ふる物を守るべき事なり 32

祭司アロンの子エレアザル、レビ人の牧伯の長と

なり且聖所の職を守る者を統轄るべし 33又メラ

リよりマヘリ人の族とムシ人の族出たり是すなは

ちメラリの族なり 34その核數られし者すなはち

一箇月以上の男子の數は六千二百人 35アビハイ

ルの子ツリエル、メラリの族の牧伯となり此族幕

屋の北の方に營を張べし 36メラリの子孫の管理

るべき者職守とすべき者は幕屋の板とその横木そ

の柱その座その諸の器具および其に用ふる一切の

物 37ならびに庭の周圍の柱とその座その釘およ

びその繩なり 38また幕屋の前その東の方すなは

ち集會の幕屋の東の方にはモーセとアロンおよび

アロンの子等營を張りイスラエルの子孫の職守に

代て聖所の職守を守るべし外人の近づく者は殺さ

れん 39モーセとアロン、ヱホバの言に依りレビ

人を悉く核數たるに一箇月以上の男子の數二萬二

千ありき 40ヱホバまたモーセに言たまはく汝イ

スラエルの子孫の中の首出たる男子の一箇月以上

なる者を盡く數へてその名の數を計れ 41我はヱ

ホバなり我ために汝レビ人を取りてイスラエルの

子孫の中なる諸の首出子に代へまたレビ人の家畜

を取てイスラエルの子孫の家畜の中なる諸の首出

に代べし 42モーセすなはちヱホバの己に命じた

まへるごとくにイスラエルの子孫の中なる首出子

を盡く數へたり 43その數へられし首出なる男子

の一箇月以上なる者はその名の數に依ば都合二萬

二千二百七十三人なりき 44すなはちヱホバ、モ

ーセに告て言たまはく 45汝レビ人を取てイスラ
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エルの子孫の中なる諸の首出子に代へまたレビ人

の家畜を取て彼等の家畜に代よレビ人はわが所有

とならん我はヱホバなり 46またイスラエルの子

孫の首出子はレビ人より多きこと二百七十三人な

れば是等をば贖ふべき者となし 47その頭數に依

て一人ごとに五シケルを取べし即ち聖所のシケル

に循ひて之を取べきなり一シケルは二十ゲラなり

48汝その餘れる者の贖の金をアロンとその子等に

付すべし 49是においてモーセ、レビ人をもて贖

ひ餘せるところの者の贖の金を取り 50即ちモー

セ、イスラエルの子孫の首出子の中より聖所のシ

ケルにしたがひて金千三百六十五シケルを取り 51

その贖はるる者の金をヱホバの言にしたがひてア

ロンとその子等に付せりヱホバのモーセに命じた

まひし如し

4ヱホバまたモーセとアロンに告て言たまはく
2レビの子孫の中よりコハテの子孫の總數をそ

の宗族に依りその父祖の家にしたがひて計べ 3三

十歳以上五十歳までにして能く軍団に入り集會の

幕屋に働作をなすことを得る者をことごとく數へ

よ 4コハテの子孫が集會の幕屋においてなすべき

勤務は至聖物に關る者にして是のごとし 5即ち營

を進むる時はアロンとその子等まづ往て障蔽の幕

を取おろし之をもて律法の櫃を覆ひ 6その上に獾

の皮の蓋をほどこしまたその上に總靑の布を打か

けその杠を差いるべし 7また供前のパンの案の上

には靑き布を打かけその上に皿匙杓および酒を灌

ぐ斝を置きまた常供のパンをその上にあらしめ 8

紅の布をその上に打かけ獾の皮の蓋をもてこれを

覆ひ而してその杠を差いるべし 9また靑き布を取

て燈臺とその盞その燈鉗その剪燈盤および其に用

ふる諸の油の器を覆ひ 10獾の皮の蓋の内に燈臺

とその諸の器をいれてこれを棹にかくべし 11ま

た金の壇の上に靑き布を打かけ獾の皮の蓋をもて

之を蓋ひその杠を差いるべし 12また聖所の役事

に用ふる役事の器をことごとく取靑き布に裹み獾

の皮の蓋をもてこれを蓋ひて棹にかくべし 13ま

た壇の灰を取さりて紫の布をその壇に打かけ 14

その上に役事をなすに用ふる諸の器具すなはち火

鼎肉叉火鏟鉢および壇の一切の器具をこれに載せ

獾の皮の蓋をその上に打かけ而してその杠を差と

ほすべし 15營を進むるにあたりてアロンとその

子等聖所と聖所の一切の器具を蓋ふことを畢りた

らば即ちコハテの子孫いり來りてこれを舁べし然

ながら彼等は聖物に捫るべからず恐くは死ん集會

の幕屋の中なる是等の物はコハテの子孫の擔ふべ

き者なり 16祭司アロンの子エレアザルは燈火の

油馨しき香常供の素祭および灌膏を司どりまた幕

屋の全體とその中なる一切の聖物および其處の諸

の器具を司どるべし 17ヱホバまたモーセとアロ

ンに告て言たまはく 18汝等コハテ人の宗族の者

をしてレビ人の中より絶るるに至らしむる勿れ 19

彼等が至聖物に近く時に生命を保ちて死ることな

からん爲に汝等かく之に爲べし即ちアロンとその

子等まづ入り彼等をして各箇その役事に就しめそ

の擔ふべき物を取しむべし 20彼等は入て須臾も

聖物を觀るべからず恐らくは死ん 21ヱホバまた

モーセに告て言たまはく 22汝ゲルシヨンの子孫

の總數をその父祖の家に依りその宗族に循ひてし

らべ 23三十歳以上五十歳までにして能く軍團に

入り集會の幕屋に動作をなすことを得る者をこと

ごとく數へよ 24ゲルシヨン人の働く事と擔ふ物

は是のごとし 25即ち彼等は幕屋の幕と集會の天

幕およびその頂蓋とその上なる貛の皮の蓋ならび

に集會の天幕の入口の幔を擔ひ 26庭の幕および

幕屋と壇の周圍なる庭の門の入口の幔とその繩な

らびにそれに用ふる諸の器具と其がために造る一

切の物を擔ふべし斯動作べきなり 27ゲルシヨン

の子孫の一切の役事すなはちその擔ふところと働

くところはアロンとその子等の命に循ふべきなり

汝等は彼等にその擔ふべき物を割交してこれを守

らしむべし 28ゲルシヨンの子孫の宗族が集會の

幕屋において爲べき動作は是のごとし彼等の守る

所は祭司アロンの子イタマルこれを監督るべし 29

メラリの子孫もまた汝これをその宗族に依りその

父祖の家に循ひて計べ 30三十歳以上五十歳まで

にして能く軍團に入り集會の幕屋において勤務を

なすことを得る者を盡く數へよ 31彼等が集會の

幕屋において爲べき一切の役事すなはちその擔ひ

守るべき物は是のごとし幕屋の板その横木その柱

その座 32庭の四周の柱その座その釘その繩およ

びこれがために用ふる一切の器具なり彼等が擔ひ

守るべき器具は汝等その名を按べて之を數ふべし

33是すなはちメラリの子孫の族がなすべき役事に

して彼等は祭司アロンの子イタマルの監督をうけ

て集會の幕屋において此すべての役事を爲べきな

り 34是においてモーセとアロンおよび會衆の牧

伯等コハテの子孫をその宗族に依りその父祖の家
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にしたがひてしらべ 35三十歳以上五十歳までに

して能く軍團に入り集會の幕屋において勤務をな

すことを得る者を盡く數へたるに 36その宗族に

したがひて數へられし者二千七百五十人ありき 37

是すなはちコハテ人の族の數へられし者にして皆

集會の幕屋に於て役事をなすことを得る者なりモ

ーセとアロン、ヱホバがモーセによりて命じたま

ひし所にしたがひて之を數へたり 38またゲルシ

ヨンの子孫をその宗族に依りその父祖の家に循ひ

て計べ 39三十歳以上五十歳までにして能く軍團

に入り集會の幕屋において勤務をなすことを得る

者を數へたるに 40その宗族に依りその父祖の家

に循ひて數へられし者二千六百三十人ありき 41

是すなはちゲルシヨンの子孫の族の數へられし者

にして皆集會の幕屋において勤務をなすことを得

る者なりモーセとアロン、ヱホバの命にしたがひ

て之を數へたり 42またメラリの子孫の族をその

宗族に依りその父祖の家に循ひて計べ 43三十歳

以上五十歳までにして能く軍團に入り集會の幕屋

において勤務をなすことを得る者を數へたるに 44

その宗族にしたがひて數へられし者三千二百人あ

りき 45是すなはちメラリの子孫の族の數へられ

し者なりモーセとアロン、ヱホバのモーセにより

て命じたまひし所にしたがひて之を數へたり 46

モーセとアロンおよびイスラエルの牧伯等レビ人

をその宗族に依りその父祖の家にしたがひてしら

べ 47三十歳以上五十歳までにして能く來りて集

會の幕屋の役事を爲し且これを擔ふ業を爲す者を

數へたるに 48その數へられしものの數都合八千

五百八十人なりき 49ヱホバの命にしたがひてモ

ーセかれらを數へ彼等をして各人その役事に就し

めかつその擔ふ所をうけもたしめたりヱホバの命

にしたがひて數へたるところ是のごとし

5ヱホバ、モーセに告て言たまはく 2イスラエル

の子孫に命じて癩病人と流出ある者と死骸に

汚されたる者とを盡く營の外に出さしめよ 3男女

をわかたず汝等これを出して營の外に居しめ彼等

をしてその營を汚さしむべからず我その諸營の中

に住なり 4イスラエルの子孫かく爲して之を營の

外に出せりすなはちヱホバのモーセに告たまひし

如くにイスラエルの子孫然なしぬ 5ヱホバまたモ

ーセに告て言たまはく 6イスラエルの子孫に告よ

男または女もし人の犯す罪を犯してヱホバに悖り

その身罪ある者とならば 7その犯せし罪を言あら

はしその物の代價にその五分の一を加へてこれを

己が罪を犯せる者に付してその償を爲べし 8然ど

若その罪の償を受べき親戚その人にあらざる時は

その罪の償をヱホバになして之を祭司に歸せしむ

べしまた彼のために用ひて贖をなすところの贖罪

の牡羊も祭司に歸す 9イスラエルの子孫の擧祭と

なして祭司に携へ來る所の聖物は皆祭司に歸す 10

諸の人の聖別て献る物は祭司に歸し凡て人の祭司

に付す物は祭司に歸するなり 11ヱホバ、モーセ

に告て言たまはく 12イスラエルの子孫に告てこ

れに言へ人の妻道ならぬ事を爲てその夫に罪を犯

すあり 13人かれと交合したるにその事夫の目に

かくれて露顯ず彼その身を汚したれどこれが證人

となる者なく彼またその時に執へられもせざるあ

り 14すなはち妻その身を汚したる事ありて夫猜

疑の心を起してその妻を疑ふことあり又は妻その

身を汚したる事なきに夫猜疑の心を起してその妻

を疑ふことある時は 15夫その妻を祭司の許に携

へきたり大麥の粉一エパの十分の一をこれがため

に禮物として持きたるべしその上に油を灌べから

ずまた乳香を加ふべからず是は猜疑の禮物記念の

禮物にして罪を誌えしむる者なればなり 16祭司

はまたその婦人を近く進ませてヱホバの前に立し

め 17瓦の器に聖水を入れ幕屋の下の地の土を取

てその水に放ち 18其婦人をヱホバの前に立せ婦

人にその頭を露さしめて記念の禮物すなはち猜疑

の禮物をその手に持すべし而して祭司は詛を來ら

するとこるの苦き水を手に執り 19婦を誓せてこ

れに言べし人もし汝と寝たる事あらず汝また汝の

夫を措て道ならぬ事を爲て汚穢に染しこと無ば詛

を來する此苦水より害を受ること有ざれ 20然ど

汝もし汝の夫を措き道ならぬ事を爲てその身を汚

し汝の夫ならざる人と寝たる事あらば 21 (祭司そ

の婦人をして詛を來らする誓をなさしめて祭司そ

の婦人に言べし)ヱホバ汝の腿を痩しめ汝の腹を

脹れしめ汝をして汝の民の指て詛ふ者指て誓ふ者

とならしめたまへ 22また詛を來らするこの水汝

の腸にいりて汝の腹を脹れさせ汝の腿を痩させん

とその時婦人はアーメン、アーメンと言べし 23

而して祭司この詛を書に筆記しその苦水にて之を

洗おとし 24婦人をしてその詛を來らする水を飮

しむべしその詛を來らする水かれの中にいりて苦

ならん 25祭司まづその婦人の手より猜疑の禮物

を取りその禮物をヱホバの前に搖てこれを壇に持
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來り 26而して祭司其禮物の中より記念の分一握

をとりて之を壇の上に焚き然る後婦人にその水を

飮しむべし 27その水を之に飮しめたる時はもし

かれその身を汚し夫に罪を犯したる事あるに於て

はその詛を來らする水かれの中に入て苦くなりそ

の腹脹れその腿痩て自己はその民の指て詛ふ者と

ならん 28然ど彼もしその身を汚しし事あらずし

て潔からば害を受ずして能く子を生ん 29是すな

はち猜疑の律法なり妻たる者その夫を措き道なら

ぬ事を爲て身を汚しし時 30また夫たる者猜疑の

心を起してその妻を疑ふ時はその婦人をヱホバの

前におきて祭司その律法のごとく之に行ふべきな

り 31斯せば夫は罪なく妻はその罪を任ん

6ヱホバ、モーセに告て言たまはく 2イスラエル

の子孫に告て之に言へ男または女俗を離れて

ナザレ人の誓願を立て俗を離れてその身をヱホバ

に歸せしむる時は 3葡萄酒と濃酒を斷ち葡萄酒の

醋となれる者と濃酒の醋となれる者を飮ずまた葡

萄の汁を飮ず葡萄の鮮なる者をも乾たる者をも食

はざるべし 4その俗を離れをる日の間は都て葡萄

の樹より取たる者はその核より皮まで一切食ふべ

からざるなり 5その誓願を立て俗を離れをる日の

間は都て薙刀をその頭にあつべからずその俗を離

れて身をヱホバに歸せしめたる日の滿るまで彼は

聖ければその頭髮を長しおくべし 6その俗を離れ

て身をヱホバに歸せしむる日の間は凡て死骸に近

づくべからず 7其父母兄弟姉妹の死たる時にもこ

れがために身を汚すべからず其はその俗を離れて

神に歸したる記號その首にあればなり 8彼はその

俗を離れをる日の間は凡てヱホバの聖者なり 9も

し人計ずも彼の傍に死てそのナザレの頭を汚すこ

とあらばその身を潔る日に頭を剃べしすなはち第

七日にこれを剃べきなり 10而して第八日に鳲鳩

二羽かまたは雛き鴿二羽を祭司に携へきたり集會

の幕屋の門にいたるべし 11斯て祭司はその一を

罪祭に一を燔祭に献げ彼が屍に由て獲たる罪を贖

ひまたその日にかれの首を聖潔すべし 12彼また

その俗を離れてヱホバに歸するの日を新にし當歳

の羔羊を携へきたりて愆祭となすべし彼その俗を

離れをる時に身を汚したれば是より前の日はその

中に算ふべからざるなり 13ナザレ人の律法は是

のごとしその俗を離るるの日滿たる時はその人を

集會の幕屋の門に携へいたるべし 14斯てその人

は禮物をヱホバにささぐべし即ち當歳の羔羊の牡

の全き者一匹を燔祭となし當歳の羔羊の牝の全き

者一匹を罪祭となし牡羊の全き者一匹を酬恩祭と

なし 15また無酵パン一筐麥粉に油を和て作れる

菓子油を塗たる酵いれぬ煎餅およびその素祭と灌

祭の物を持きたるべし 16斯て祭司これをヱホバ

の前に携へきたりその罪祭と酬恩祭を献げ 17ま

たその牡羊を筐の中なる酵いれぬパンとあはせこ

れを酬恩祭の犠牲としヱホバに献ぐべし祭司また

その素祭と灌祭をも献ぐべきなり 18ナザレ人は

集會の幕屋の門に於てそのナザレの頭を剃りその

ナザレの頭の髮を取てこれを酬恩祭の犠牲の下の

火に放つべし 19祭司その牡羊の煮たる肩と筐の

中の酵いれぬ菓子一箇と酵いれぬ煎餅一箇をとり

てこれをナザレ人がそのナザレの頭を剃におよび

てこれをその手に授け 20而して祭司ヱホバの前

にて之を搖て搖祭となすべし是は聖物にしてその

搖る胸と擧たる腿とともに祭司に歸すべし斯て後

ナザレ人は洒を飮ことを得 21是すなはち誓願を

立たるナザレ人がその俗を離れ居し事によりてヱ

ホバに禮物を献ぐるの律法なり此外にまたその能

力の及ぶところの物を献ぐることを得べし即ちそ

の立たる誓願のごとくその俗を離るるの律法にし

たがひて爲べきなり 22ヱホバまたモーセに告て

言たまはく 23アロンとその子等に告て言へ汝等

斯のごとくイスラエルの子孫を祝して言べし 24

願くはヱホバ汝を惠み汝を守りたまへ 25願くは

ヱホバその面をもて汝を照し汝を憐みたまへ 26

願くはヱホバその面を擧て汝を眷み汝に平安を賜

へと 27かくして彼等吾名をイスラエルの子孫に

蒙らすべし然ば我かれらを惠まん

7モーセ幕屋を建をはり之に膏を灌ぎてこれを
聖別めまたその一切の器具およびその壇とそ

の一切の器具に膏を灌ぎて之を聖別たる日に 2イ

スラエルの牧伯等すなはちその諸宗族の長諸支派

の牧伯にしてその核數られし者を監督る者等献物

を爲り 3彼等その禮物をヱホバに持きたるに蓋あ

る車六輛と牛十二匹あり牧伯二人に車一輛一人に

牛一匹なり即ちこれか幕屋の前にひき至れり 4時

にヱホバ、モーセに告て言たまはく 5汝これを彼

等より取て集會の幕屋の用に供へレビ人にその職

分職分にしたがひて之を授すべし 6是においてモ

ーセその車と牛を取て之をレビ人に授せり 7即ち

ゲルシヨンの子孫にはその職分を按へて車二輛と

牛四匹を授し 8メラリの子孫にはその職分を按へ
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て車四輛と牛八匹を授し祭司アロンの子イタマル

をしてこれを監督らしめたり 9然どコハテの子孫

には何をも授さざりき是は彼等が聖所になすべき

職分はその肩をもて擔ふの事なるが故なり 10壇

に膏を灌ぐ日に牧伯等壇奉納の禮物を携へ來り牧

伯等その禮物を壇の上に献げたり 11ヱホバ先に

モーセに言たまひけるは牧伯等は一日に一人宛そ

の壇奉納の禮物を献ぐべし 12第一日に禮物を献

げし者はユダの支派のアミナダブの子ナシヨンな

り 13その禮物は銀の皿一箇その重は百三十シケ

ル銀の鉢一箇是は七十シケル皆聖所のシケルに循

ふ此二者には麥粉に油を和たる素祭の品を充す 14

また金の匙の十シケルなる者一箇是には香を充す

15また燔祭に用ふる若き牡牛一匹牡羊一匹當歳の

羔羊一匹 16罪祭に用ふる牡山羊一匹 17酬恩祭の

犠牲に用ふる牛二匹牡羊五匹牡山羊五匹當歳の羔

羊五匹アミナダブの子サションの禮物は是の如し

18第二日にはイッサカルの牧伯ツアルの子ネタニ

エル献納を爲り 19その献げし禮物は銀の皿一箇

その重は百三十シケル銀の鉢一箇是は七十シケル

皆聖所のシケルに循ふ此二者には麥粉に油を和た

る素祭の品を充す 20また金の匙の十シケルなる

者一箇是には香を充す 21また燔祭に用ふる若き

牡牛一匹牡羊一匹當歳の羔羊一匹 22罪祭に用ふ

る牡山羊一匹 23酬恩祭の犠牲に用ふる牛二匹牡

羊五匹牡山羊五匹當歳の羔羊五匹ツアルの子ネタ

ニエルの禮物は是のごとし 24第三日にはゼブル

ンの子孫の牧伯ヘロンの子エリアブ献納を爲り 25

その禮物は銀の皿一箇その重は百三十シケル銀の

鉢一箇是は七十シケル皆聖所のシケルに循ふ此二

者には麥粉に油を和たる素祭の品を充す 26また

金の匙の十シケルなる者一箇是には香を充す 27

また燔祭に用ふる若き牡牛一匹牡羊一匹當歳の羔

羊一匹 28罪祭に用ふる牡山羊一匹 29酬恩祭の犠

牲に用ふる牛二匹牡羊五匹牡山羊五匹當歳の羔羊

五匹ヘロンの子エリアブの禮物は是のごとし 30

第四日にはルベンの子孫の牧伯シデウルの子エリ

ヅル献納を爲り 31その禮物は銀の皿一箇その重

は百三十シケル銀の鉢一箇是は七十シケル皆聖所

のシケルに循ふ此二者には麥粉に油を和たる素祭

の品を充す 32また金の匙の十シケルなる者一箇

是には香を充す 33また燔祭に用ふる若き牡牛一

匹牡羊一匹當歳の羔羊一匹 34罪祭に用ふる牡山

羊一匹 35酬恩祭の犠牲に用ふる牛二匹牡羊五匹

牡山羊五匹當歳の羔羊五匹シデウルの子エリヅル

の禮物は是のごとし 36第五日にはシメオンの子

孫の牧伯ツリシヤダイの子シルミエル献物を爲り

37その禮物は銀の皿一箇その重は百三十シケル銀

の鉢一箇是は七十シケル皆聖所のシケルに循ふ此

二者には麥粉に油を和たる素祭の品を充す 38ま

た金の匙の十シケルなる者一箇是には香を充す 39

また燔祭に用ふる若き牡牛一匹牡羊一匹當歳の羔

羊一匹 40罪祭に用ふる牡山羊一匹 41酬恩祭の犠

牲に用ふる牛二匹牡羊五匹牡山羊五匹當歳の羔羊

五匹ツリシヤダイの子シルミエルの禮物は是のご

とし 42第六日にはガドの子孫の牧伯デウエルの

子エリアサフ献納をなせり 43その禮物は銀の皿

一箇その重は百三十シケル銀の鉢一箇是は七十シ

ケル皆聖所のシケルに循ふこの二者には麥粉に油

を和たる素祭の品を充す 44また金の匙の十シケ

ルなる者一箇是には香を充す 45また燔祭に用ふ

る若き牡牛一匹牡羊一匹當歳の羔羊一匹 46罪祭

に用ふる牡山羊一匹 47酬恩祭の犠牲に用ふる牛

二匹牡羊五匹牡山羊五匹當歳の羔羊五匹デウエル

の子エリアサフの禮物はかくのごとし 48第七日

にはエフライムの子孫の牧伯アミホデの子エリシ

ヤマ献納をなせり 49その禮物は銀の皿一箇その

重は百三十シケル銀の鉢一箇是は七十シケル皆聖

所のシケルに循ふ此二者には麥粉に油を和たる素

祭の品を充す 50また金の匙の十シケルなる者一

箇是には香を充す 51また燔祭に用ふる若き牡牛

一匹牡羊一匹當歳の羔羊一匹 52罪祭に用ふる牡

山羊一匹 53酬恩祭の犠牲に用ふる牛二匹牡羊五

匹牡山羊五匹當歳の羔羊五匹アミホデの子エリシ

ヤマの禮物は是のごとし 54第八日にはマナセの

子孫の牧伯パダヅルの子ガマリエル献納をなせり

55その禮物は銀の皿一箇その重は百三十シケル銀

の鉢一箇是は七十シケルみな聖所のシケルに循ふ

この二者には麥粉に油を和たる素祭の品を充す 56

また金の匙の十シケルなる者一箇是には香を充す

57また燔祭に用ふる若き牡牛一匹牡羊一匹當歳の

羔羊一匹 58罪祭に用ふる牡山羊一匹 59酬恩祭の

犠牲に用ふる牛二匹牡羊五匹牡山羊五匹當歳の羔

羊五匹パダヅルの子ガマリエルの禮物は是のごと

し 60第九日にはベニヤミンの子孫の牧伯ギデオ

ニの子アビダン献納をなせり 61その禮物は銀の

皿一箇その重は百三十シケル銀の鉢一箇是は七十

シケルみな聖所のシケルに循ふこの二者には麥粉
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に油を和たる素祭の品を充す 62また金の匙の十

シケルなる者一箇是には香を充す 63また燔祭に

用ふる若き牡牛一匹牡羊一匹當歳の羔羊一匹 64

罪祭に用ふる牡山羊一匹 65酬恩祭の犠牲に用ふ

る牛二匹牡羊五匹牡山羊五匹當歳の羔羊五匹ギデ

オニの子アビダンの禮物は是のごとし 66第十日

にはダンの子孫の牧伯アミシヤダイの子アヒエゼ

ル献納をなせり 67その禮物は銀の皿一箇その重

は百三十シケル銀の鉢一箇是は七十シケル皆聖所

のシケルに循ふこの二者には麥粉に油を和たる素

祭の品を充す 68また金の匙の十シケルなる者一

箇是には香を充す 69また燔祭に用ふる若き牡牛

一匹牡羊一匹當歳の羔羊一匹 70罪祭に用ふる牡

山羊一匹 71酬恩祭の犠牲に用ふる牛二匹牡羊五

匹牡山羊五匹當歳の羔羊五匹アミシヤダイの子ア

ヒエゼルの禮物は是のごとし 72第十一日にはア

セルの子孫の牧伯オクランの子パギエル献納を爲

せり 73その禮物は銀の皿一箇その重は百三十シ

ケル銀の鉢一箇是は七十シケルみな聖所のシケル

に循ふこの二者には麥粉に油を和たる素祭の品を

充す 74亦金の匙の十シケルなる者一箇是には香

を充す 75亦燔祭に用ふる若き牡牛一匹牡羊一匹

當歳の羔羊一匹 76罪祭に用ふる牡山羊一匹 77酬

恩祭の犠牲に用ふる牛二匹牡羊五匹牡山羊五匹當

歳の羔羊五匹オクランの子パギエルの禮物は是の

ごとし 78第十二日にはナフタリの子孫の牧伯エ

ナンの子アヒラ献物をなせり 79其禮物は銀の皿

一箇その重は百三十シケル銀の鉢一箇是は七十シ

ケルみな聖所のシケルに循ふこの二者には麥粉に

油を和たる素祭の品を充す 80また金の匙の十シ

ケルなる者一箇是には香を充す 81また燔祭に用

ふる若き牡牛一匹牡羊一匹當歳の羔羊一匹 82罪

祭に用ふる牡山羊一匹 83酬恩祭の犠牲に用ふる

牛二匹牡羊五匹牡山羊五匹當歳の羔羊五匹エナン

の子アヒラの禮物は是のごとし 84是すなはち壇

に油を灌げる日にイスラエルの牧伯等が献げたる

壇奉納の禮物なり即ち銀の皿十二銀の鉢十二金の

匙十二 85銀の皿は各々百三十シケル鉢は各々七

十シケル聖所のシケルに依ばこの諸の銀の器はそ

の重都合二千四百シケルなりき 86また香を充せ

る金の匙十二ありその重は聖所のシケルに依ば各

々十シケルその匙の金は都合百二十シケルなりき

87また燔祭に用ふる者は牡牛十二牡羊十二當歳の

羔羊十二ありき之にその素祭の物を加ふまた罪祭

の牡山羊十二あり 88また酬恩祭の犠牲に用ふる

者は牡牛二十四牡羊六十牡山羊六十當歳の羔羊六

十あり壇に膏を灌ぎて後に献たる壇奉納の禮物は

是のごとし 89斯てモーセはヱホバと語はんとて

集會の幕屋に入けるに律法の櫃の上なる贖罪所の

上兩箇のケルビムの間より聲いでて己に語ふを聽

り即ち彼と語へり

8ヱホバまたモーセに告て言たまはく 2アロンに

告て之に言へ汝燈火を燃す時は七の燈盞をし

て均く燈臺の前を照さしむべし 3アロンすなはち

然なし燈火を燈臺の前の方にむけて燃せりヱホバ

のモーセに命じたまへる如し 4燈臺の作法は是の

ごとし是は槌にて椎て作れる者即ちその臺座より

その花まで槌にて椎て作れる者なりモーセ、ヱホ

バの己に示したまへる式樣にてらしてこの燈臺を

作れり 5ヱホバ、モーセに告て言たまはく 6レビ

人をイスラエルの子孫の中より取てこれを潔めよ

7汝かく彼らに爲て之を潔むべし即ち罪を潔むる

水を彼等に灑ぎかけ彼等にその身をことごとく剃

しめその衣服を洗はしめて之を潔め 8而して彼等

に若き牡牛一匹と麥粉に油を和たる者を取しめよ

汝また別に若き牡牛を罪祭のために取べし 9斯て

汝レビ人を集會の幕屋の前に携きたりてイスラエ

ルの子孫の全會を集め 10而してレビ人をヱホバ

の前に進ましめてイスラエルの子孫に其手をレビ

人の上に按しむべし 11而してイスラエルの子孫

の爲にレビ人を搖祭となしてヱホバの前に献ぐべ

し是彼らをしてヱホバの勤務を爲しめんためなり

12斯て汝レビ人にその手をかの牛の頭に按しめそ

の一を燔祭となしてヱホバに献げ之をもてレビ人

のために贖罪をなすべし 13即ちレビ人をアロン

とその子等の前に立しめ之を搖祭となしてヱホバ

に献ぐべし 14汝レビ人をイスラエルの子孫の中

より區分ちレビ人をしてわが所屬とならしむべし

15斯て後レビ人は入て集會の幕屋の役事をなすべ

し汝かれらを潔め之を献げて搖祭となすべし 16

彼らはイスラエルの子孫の中よりして我に献げら

るる者なりイスラエルの子孫の中なる始に生れた

る者すなはちその首出子の代に我かれらを取なり

17イスラエルの子孫の中の首出子は人たるも獣た

るも凡てわが所屬となるべし其は我エジプトの地

において首出子を盡く撃ころしたる時に彼等を聖

者となして我に屬せしめたればなり 18是をもて

我イスラエルの子孫の中の一切の首出子の代にレ
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ビ人を取なり 19我イスラエルの子孫の中よりレ

ビ人を取て之をアロンとその子等に與へ之をして

集合の幕屋においてイスラエルの子孫に代てその

役事を爲しめまたイスラエルの子孫のために贖罪

をなさしめん是イスラエルの子孫が聖所に近く時

にイスラエルの子孫の中に災害の起ざらんためな

り 20モーセとアロンおよびイスラエルの子孫の

全會衆ヱホバがレビ人の事につきてモーセに命じ

たまへる所に悉くしたがひてレビ人におこなへり

即ちイスラエルの子孫かくの如く彼等に行ひたり

21レビ人是に於てその身を潔め衣服を洗ひたれば

アロンかれらをヱホバの前に献て搖祭となしアロ

ンまた彼らのために贖罪をなして之を潔めたり 22

斯て後レビ人は集會の幕屋に入てアロンとその子

等の前にてその役事を爲り彼等はレビ人の事につ

きてヱホバのモーセに命じたまへる所に循ひて斯

のごとく之を行ひたり 23ヱホバまたモーセに告

て言たまはく 24レビ人は斯なすべし即ち二十五

歳以上の者は軍団に入て集會の幕屋の役事をなす

べし 25然ど五十歳よりは軍団を退きて休み重て

役事をなすべからず 26唯集會の幕屋においてそ

の兄弟等をつかさどり且伺ひ守ることを勤むべし

役事を爲すべからず汝レビ人をしてその職務をな

さしむるには斯のごとくなすべし

9エジプトの國を出たる次の年の正月ヱホバ、
シナイの野にてモーセに告ていひたまはく 2イ

スラエルの子孫をして逾越節をその期におよびて

行はしめよ 3其期即ち此月の十四日の晩にいたり

て汝等これを行ふべし汝等これをおこなふにはそ

の諸の條例とその諸の式法に循ふべきなり 4是に

おいてモーセ、イスラエルの子孫に逾越節を行ふ

べき事を告たれば 5彼等正月の十四日の晩にシナ

イの野にて逾越節を行へり即ちイスラエルの子孫

はヱホバのモーセに命じたまへる所に盡く循ひて

これを爲ぬ 6時に人の死骸に身を汚して逾越節を

行ふこと能ざる人々ありてその日にモーセとアロ

ンの前にいたれり 7その人々すなはち彼に言ふ我

等は人の死骸に身を汚したり然ば我らはその期に

およびてイスラエルの子孫と偕にヱホバに禮物を

献ることを得ざるべき乎 8モーセかれらに言ける

は姑く待てヱホバ汝らの事を如何に宣ふかを聽ん

9ヱホバ、モーセに告て言たまはく 10イスラエル

の子孫に告て言へ汝等または汝等の子孫の中死屍

に身を汚したる人も遠き途にある人も皆逾越節を

ヱホバにむかひて行ふべきなり 11即ち二月の十

四日の晩に之をおこなひ酵いれぬパンと苦菜をそ

へて之を食ふべし 12朝までこれを少許も遺しお

くべからず又その骨を一本も折べからず逾越節の

諸の條例にしたがひて之を行ふべし 13然ど人そ

の身潔くありまた征途にもあらずして逾越節を行

ふことをせざる時はその人民の中より斷れん斯る

人はその期におよびてヱホバの禮物を持きたらざ

るが故にその罪を任べきなり 14他國の人もし汝

らの中に寄寓をりて逾越節をヱホバにおこなはん

とせば逾越節の條例に依りその法式にしたがひて

之をおこなふべし他國の人にも自國の人にもその

條例は同一なるべし 15幕屋を建たる日に雲幕屋

を蔽へり是すなはち律法の幕屋なり而して夕にい

たれば幕屋の上に火のごとき者あらはれて朝にお

よべり 16即ち常に是のごとくにして晝は雲これ

を蔽ひ夜は火のごとき者ありき 17雲幕屋を離れ

て上る時はイスラエルの子孫直に途に進みまた雲

の止まる所にイスラエルの子孫營を張り 18即ち

イスラエルの子孫はヱホバの命によりて途に進み

またヱホバの命によりて營を張り幕屋の上に雲の

止まれる間は營を張をれり 19幕屋の上に雲の止

ること日久しき時はイスラエルの子孫ヱホバの職

守をまもりて途に進まざりき 20また幕屋の上に

雲の止まる事日少き時も然り彼等は只ヱホバの命

にしたがひて營を張りヱホバの命にしたがひて途

に進めり 21また雲夕より朝まで止り朝におよび

てその雲昇る時は彼等途に進めり夜にもあれ晝に

もあれ雲の昇る時は即ち途に進めり 22二日にも

あれ一月にもあれまたは其よりも多くの日にもあ

れ幕屋の上に雲の止り居る間はイスラエルの子孫

營を張居て途に進まずその昇るにおよびて途に進

めり 23即ち彼等はヱホバの命にしたがひて營を

張りヱホバの命にしたがひて途に進み且モーセに

よりて傳はりしヱホバの命にしたがひてヱホバの

職守を守れり

10ヱホバ、モーセに告て言たまはく 2汝銀の喇

叭二本を製れ即ち槌にて椎て之を製り之を用

ひて人を呼集めまた營を進ますべし 3この二者を

吹ときは全會衆集會の幕屋の門に集りて汝に就べ

し 4もし只その一を吹く時はイスラエルの千人の

長たるその牧伯等集りて汝に就べし 5汝等これを

吹鳴す時は東の方に營を張る者途に進むべし 6ま

た二次これを吹ならす時は南の方に營を張る者途
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に進むべし凡て途に進まんとする時は音長く喇叭

を吹ならすべし 7また會衆を集むる時にも喇叭を

ふくべし但し音長くこれを吹ならすべからず 8ア

ロンの子等の祭司たる者どもその喇叭を吹べし是

すなはち汝らが代々ながく守るべき例たるなり 9

また汝らの國において汝等その己を攻るところの

敵と戰はんとて出る時は喇叭を吹ならすべし然せ

ば汝等の神ヱホバ汝らを記憶て汝らをその敵の手

より救ひたまはん 10また汝らの喜樂の日汝らの

節期および月々の朔日には燔祭の上と酬恩祭の犠

牲の上に喇叭を吹ならすべし然せば汝らの神これ

に由て汝らを記憶たまはん我は汝らの神ヱホバ也

11斯て第二年の二月の二十日に雲律法の幕屋を離

れて昇りければ 12イスラエルの子孫シナイの野

より出でて途に進みたりしがパランの野にいたり

て雲止れり 13斯かれらはヱホバのモーセにより

て命じたまへるところに遵ひて途に進むことを始

めたり 14首先にはユダの子孫の營の纛の下につ

く者その軍旅にしたがひて進めりユダの軍旅の長

はアミナダブの子ナシヨン 15イッサカルの子孫

の支派の軍旅の長はツアルの子ネタニエル 16ゼ

ブルンの子孫の支派の軍旅の長はへロンの子エリ

アブなりき 17乃ち幕屋を取くづしゲルシヨンの

子孫およびメラリの子孫幕屋を擔ひて進めり 18

次にルベンの營の纛の下につく者その軍旅にした

がひて進めりルベンの軍旅の長はシデウルの子エ

リヅル 19シメオンの子孫の支派の軍旅の長はツ

リシヤダイの子シルミエル 20ガドの子孫の支派

の軍旅の長はデウエルの子エリアサフなりき 21

コハテ人聖所を擔ひて進めり是が至るまでに彼そ

の幕屋を建をはる 22次にエフライムの子孫の營

の纛の下につく者その軍旅にしたがひて進めりヱ

フライムの軍旅の長はアミホデの子エリシヤマ 23

マナセの子孫の支派の軍旅の長はパダヅルの子ガ

マリエル 24ベニヤミンの子孫の支派の軍旅の長

はギデオニの子アビダンなりき 25次にダンの子

孫の營の纛の下につく者その軍旅にしたがひて進

めりこの軍旅は諸營の後驅なりきダンの軍旅の長

はアミシヤダイの子アヒエゼル 26アセルの子孫

の支派の軍旅の長はオクランの子バギエル 27ナ

フタリの子孫の支派の軍旅の長はエナンの子アヒ

ラなりき 28イスラエルの子孫はその途に進む時

は是のごとくその軍旅にしたがひて進みたり 29

茲にモーセその外舅なるミデアン人リウエルの子

ホバブに言けるは我等はヱホバが甞て我これを汝

等に與へんと言たまひし處に進み行なり汝も我等

とともに來れ我等汝をして幸福ならしめん其はヱ

ホバ、イスラエルに福祉を降さんと言たまひたれ

ばなり 30彼モーセに言ふ我は往じ我はわが國に

還りわが親族に至らん 31モーセまた言けるは請

ふ我等を棄去なかれ汝は我儕が曠野に營を張るを

知ば願くは我儕の目となれ 32汝もし我儕ととも

に往ばヱホバの我儕に降したまふところの福祉を

我儕また汝にもおよぼさん 33斯て彼等ヱホバの

山をたち出て三日路ほど進み行りヱホバの契約の

櫃その三日路の間かれらに先だち行て彼等の休息

所を尋ね覓めたり 34彼等營を出て途に進むに當

りて晝はヱホバの雲かれらの上にありき 35契約

の櫃の進まんとする時にはモーセ言りヱホバよ起

あがりたまへ然ば汝の敵は打散され汝を惡む者等

は汝の前より逃さらんと 36またその止まる時は

言りヱホバよ千萬のイスラエル人に歸りたまへ

11茲に民災難に罹れる者のごとくにヱホバの耳
に呟きぬヱホバその怨言を聞て震怒を發した

まひければヱホバの火かれらに向ひて燃いでその

營の極端を燒り 2是に於て民モーセに呼はりしが

モーセ、ヱホバに祈ければその火鎮りぬ 3ヱホバ

の火かれらに向ひて燃出たるに因てその處の名を

タベラ(燃)と稱ぶ 4茲に彼等の中なる衆多の寄集

人等慾心を起すイスラエルの子孫もまた再び哭て

言ふ誰か我らに肉を與へて食しめんか 5憶ひ出る

に我等エジプトにありし時は魚黄瓜水瓜韮葱靑蒜

等を心のままに食へり 6然るに今は我儕の精神枯

衰ふ我らの目の前にはこのマナの外何も有ざるな

りと 7マナは莞荽の實のごとくにしてその色はブ

ドラクの色のごとし 8民行巡りてこれを斂め石磨

にひき或は臼に搗てこれを釜の中に煮て餅となせ

りその味は油菓子の味のごとし 9夜にいりて露營

に降る時にマナその上に降れり 10モーセ聞に民

の家々の者おのおのその天幕の門口に哭く是にお

ひてヱホバ烈しく怒を發したまふこの事またモー

セの目にも惡く見ゆ 11モーセすなはちヱホバに

言けるは汝なんぞ僕を惡くしたまふ乎いかなれば

我汝の前に恩を獲ずして汝かく此すべての民をわ

が任となして我に負せたまふや 12この總體の民

は我が姙みし者ならんや我が生し者ならんや然る

に汝なんぞ我に慈父が乳哺子を抱くがごとくに彼

らを懐に抱きて汝が昔日かれらの先祖等に誓ひた
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まひし地に至れと言たまふや 13我何處より肉を

得てこの總體の民に與へんや彼等は我にむかひて

哭き我等に肉を與へて食しめよと言なり 14我は

一人にてはこの總體の民をわが任として負ことあ

たはず是は我には重きに過ればなり 15我もし汝

の前に恩を獲ば請ふ斯我を爲んよりは寧ろ直に我

を殺したまへ我をしてわが困苦を見せしめたまふ

勿れ 16是においてヱホバ、モーセに言たまはく

イスラエルの老人の中民の長老たり有司たるを汝

が知るところの者七十人を我前に集め集會の幕屋

に携きたりて其處に汝とともに立しめよ 17我降

りて其處にて汝と言はん又われ汝の上にあるとこ

ろの霊を彼等にも分ち與へん彼等汝とともに民の

任を負ひ汝をして只一人にて之を負ふこと無らし

むべし 18汝また民に告て言へ汝等身を潔めて明

日を待て必ず肉を食ふことを得ん汝等ヱホバの耳

に哭て誰か我等に肉を與へて食しめん我らエジプ

トにありし時は却て善りしと言たればヱホバなん

ぢらに肉を與へて食しめたまふべし 19汝等がこ

れを食ふは一日や二日や五日や十日や二十日には

あらずして 20一月におよび遂に汝らの鼻より出

るにいたらん汝等これに饜はつべし是なんぢら己

等の中にいますヱホバを軽んじてその前に哭き我

等何とてエジプトより出しやと言たればなり 21

モーセ言けるは我が偕にをる民は歩卒のみにても

六十萬あり然るに汝は我かれらに肉を與へて一月

の間食しめんと言たまふ 22羊と牛の群を宰ると

も彼等を飽しむることを得んや海の魚をことごと

く集むるとも彼等を飽しむることを得んや 23ヱ

ホバ、モーセに言たまはくヱホバの手短からんや

吾言の成と然らざるとは汝今これを見るあらん 24

是に於てモーセ出きたりてヱホバの言を民に告げ

民の長老七十人を集めて幕屋の四圍に立しめける

に 25ヱホバ雲の中にありて降りモーセと言ひモ

ーセのうへにある霊をもてその長老七十人にも分

ち與へたまひしがその霊かれらの上にやどりしか

ば彼等預言せり但し此後はかさねて爲ざりき 26

時に彼等の中なる二人の者營に止まり居るその一

人の名はエルダデといひ一人の名はメダデと曰ふ

霊またかれらの上にもやどれり彼らは其名を録さ

れたる者なりしが幕屋に往ざりければ營の中にて

預言をなせり 27時に一人の少者奔りきたりモー

セに告てエルダデとメダデ營の中にて預言すと言

ければ 28その少時よりしてモーセの從者たりし

ヌンの子ヨシユアこたへて曰けるは吾主モーセこ

れを禁めたまヘ 29モーセこれに言けるは汝わが

ために媢嫉を起すやヱホバの民の皆預言者となら

んことまたヱホバのその霊を之に降したまはんこ

とこそ願しけれ 30斯てモーセ、イスラエルの長

老等とともに營に返れり 31茲にヱホバの許より

風おこり出て海の方より鶉を吹きたりこれをして

營の周圍に堕しめたりその堕ひろがれること營の

四周此旁も大約一日路彼旁も大約一日路地の表よ

り高きこと大約二キユビトなりき 32民すなはち

起あがりてその日終日その夜終夜またその次の日

終日鶉を拾ひ斂めけるが拾ひ斂むることの至て寡

き者も十ホメルほど拾ひ斂めたり皆これを營の周

圍に陳べおけり 33肉なほ歯のあひだにありてい

まだ食つくさざるにヱホバ民にむかひて怒を發し

これを撃ておほいに滅ぼしたまへり 34是をもて

その處の名をキブロテハッタワ(慾心の墓)とよべ

り其は慾心をおこせる人々を其處に埋たればなり

35斯て民キブロテハツタワよりハゼロテに進みゆ

きてハゼロテに居ぬ

12モーセはエテオピアの女を娶りたりしがその
エテオピアの女を娶りしをもてミリアムとア

ロン、モーセを謗れり 2彼等すなはち言けるはヱ

ホバただモーセによりてのみ語りたまはんやまた

我等によりても語り給ふにあらずやとヱホバこれ

を聞たまへり 3 (モーセはその人と爲温柔なるこ

と世の中の諸の人に勝れり) 4是に於てヱホバ遽

にモーセ、アロン及びミリアムに言たまはく汝等

三人集會の幕屋に出きたれと三人すなはち出きた

りければ 5ヱホバ雲の柱の中にありて降り幕屋の

門に立てアロンとミリアムを呼たまひしがかれら

二人進みたれば 6之に言たまはく汝等わが言を聽

け汝らの中にもし預言者あらば我ヱホバ異象にお

いて我をこれに知しめまた夢において之と語らん

7わが僕モーセに於ては然らず彼はわが家に忠義

なる者なり 8彼とは我口をもて相語り明かに言ひ

て隠語を用ひず彼はまたヱホバの形を見るなり然

るを汝等なんぞわが僕モーセを謗ることを畏れざ

るやと 9ヱホバかれらに向ひ忿怒を發して去たま

へり 10雲すなはち幕屋をはなれて去ぬその時ミ

リアムに癩病生じてその身雪のごとく爲りアロン

、ミリアムを見かへるに旣に癩病生じをる 11ア

ロン是においてモーセに言けるは嗟わが主よ我等

愚なる事をなして罪を犯したれど願くは其罪を我
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等に蒙らしむる勿れ 12彼をして母の胎より肉半

分腐れて死て生れいづる者のごとくならしむる勿

れ 13モーセすなはちヱホバに呼はりて言ふ嗚呼

神よ願くは彼を醫したまへ 14ヱホバ、モーセに

言たまひけるは彼の父その面に唾する事ありてす

ら彼は七日の間羞をるべきに非ずや然ば七日の間

かれを營の外に禁鎖おきて然る後に歸り入しむべ

しと 15ミリアムはすなはち七日の間營の外に禁

鎖られぬ民はミリアムの歸り入るまで途に進まざ

りき 16その後民ハゼロテより進みてバランの曠

野に營を張り

13茲にヱホバ、モーセに告て言たまはく 2汝人

を遣して我がイスラエルの子孫に與ふるカナ

ンの地を窺はしめよ即ち支派ごとに一人を取て之

を遣すべし其人々は皆かれらの中の牧伯たる者な

るべし 3モーセすなはちヱホバの命にしたがひて

バランの曠野よりこれを遣せりその人等は皆イス

ラエルの子孫の領袖たる者なり 4その名は是のご

としルベンの支派にてはザックルの子シヤンマ 5

シメオンの支派にてはホリの子シヤパテ 6ユダの

支派にてはエフンネの子カルブ 7イッサカルの支

派にてはヨセフの子イガル 8エフライムの支派に

てはヌンの子ホセア 9ベニヤミンの支派にてはラ

フの子パルテ 10ゼブルンの支派にてはソデの子

ガデエル 11ヨセフの支派すなはちマナセの支派

にてはスシの子ガデ 12ダンの支派にではゲマリ

の子アンミエル 13アセルの支派にてはミカエル

の子セトル 14ナフタリの支派にてはワフシの子

ナヘビ 15ガドの支派にてはマキの子ギウエル 16

是すなはちモーセがその地を窺はしめんとて遣し

たる人々の名なり時にモーセ、ヌンの子ホセアを

ヨシユアと名けたり 17モーセかれらを遣はして

カナンの地を窺はしめんとして之に言けるは汝等

その南の方に赴きて山に登り 18その地の如何と

其處に住む民の強か弱か多か寡かを觀 19またそ

の住ところの地は善か惡か其住ところの邑々は如

何なるものなるか彼等は天幕に住をるか城の邑に

住をるかを觀 20またその地は腴なるか痩たるか

其中に樹あるや否を觀よ汝等勇しかれその地の果

物を携へきたれよとこの時は葡萄の熟し始むる時

なりき 21是において彼等上りゆきてその地を窺

ひチンの曠野よりレホブにおよべり是はハマテに

近し 22彼等すなはち南の方に上りゆきてヘブロ

ンにいたれり此にはアナクの子アヒマン、セシヤ

イおよびタルマイあり(ヘブロンはエジプトのゾ

アンよりも七年前に建たる者なり) 23彼らつひに

エシコルの谷にいたり其處より一球の葡萄のなれ

る枝を砍とりてこれを杠に貫き二人してこれを擔

へりまた石榴と無花果を取り 24イスラエルの子

孫其處より葡萄一球を砍とりしが故にその處をエ

シコル(一球の葡萄)の谷と稱ふ 25彼ら四十日を

經その地を窺ふことを竟て歸り 26パランの曠野

なるカデシに至りてモーセとアロンおよびイスラ

エルの子孫の全會衆に就きかれらと全會衆にその

復命を申しその地の果物をこれに見せり 27彼等

すなはちモーセに語りて言ふ我等は汝が遣しし地

にいたれり誠に其處は乳と蜜とながる是その果物

なり 28然ながらその地に住む民は猛くその邑々

は堅固にして甚だ大なり我等またアナクの子孫の

其處にをるを見たり 29またアマレキ人その南の

地に住みヘテ人エブス人およびアモリ人その山々

に住みカナン人その海邊とヨルダンの邊に住をる

と 30時にカルブ、モーセの前に民を靜めて言け

るは我等直に上りゆきて之を攻取ん我等は必ずこ

れに勝ことを得ん 31然ど彼とともに往たる人々

は言ふ我等はかの民の所に攻上ることを得ず彼ら

は我らよりも強ければなりと 32彼等すなはちそ

の窺ひたりし地の事をイスラエルの子孫の中に惡

く言ふらして云く我等が行巡りて窺ひたる地は其

中に住む者を呑ほろぼす地なり且またその中に我

等が見し民はみな身幹たかき人なりし 33我等ま

たアナクの子ネピリムを彼處に見たり是ネピリム

より出たる者なり我儕は自ら見るに蝗のごとくま

た彼らにも然見なされたり

14是において會衆みな聲をあげて叫び民その夜
哭あかせり 2すなはちイスラエルの子孫みな

モーセとアロンに對ひて呟き全會衆かれらに言け

るは嗚呼我等はエジプトの國に死たらば善りしも

のを又はこの曠野に死ば善らんものを 3何とてヱ

ホバ我等をこの地に導きいりて劍に斃れしめんと

し我らの妻子をして掠められしめんとするやエジ

プトに歸ること反て好らずやと 4互に相語り我等

一人の長を立てエジプトに歸らんと云り 5是をも

てモーセとアロンはイスラエルの子孫の全會衆の

前において俯伏たり 6時にかの地を窺ひたりし者

の中なるヌンの子ヨシユアとヱフンネの子カルブ

その衣服を裂き 7イスラエルの子孫の全會衆に語

りて言ふ我等が行巡りて窺ひたりし地は甚だ善き
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地なり 8ヱホバもし我等を悦びたまはば我らをそ

の地に導きいりて之を我等に賜はん是は乳と蜜と

の流るる地なるぞかし 9唯ヱホバに逆ふ勿れまた

その地の民を懼るるなかれ彼等は我等の食物とな

らん彼等の影となる者は旣に去りかつヱホバわれ

らと共にいますなり彼等を懼るる勿れ 10然るに

會衆みな石をもて之を撃んとせり時にヱホバの榮

光集會の幕屋の中よりイスラエルの全體の子孫に

顯れたり 11ヱホバすなはちモーセに言たまはく

此民は何時まで我を藐視るや我諸の休徴をかれら

の中間に行ひたるに彼等何時まで我を賴むことを

爲ざるや 12我疫病をもてかれらを撃ち滅し汝を

して彼等よりも大なる強き民とならしめん 13モ

ーセ、ヱホバに言けるは汝がその權能をもてこの

民をエジプトより導き出したまひし事はエジプト

人唯これを聞し而已ならず 14また之をこの地に

住る民に告たりまた彼等は汝ヱホバがこの民の中

に在し汝ヱホバが明かにこれに顯れたまふことを

聞きまたその上に汝の雲をりて汝が晝は雲の柱の

中にあり夜は火の柱の中にありて之が前に行たま

ふを聞り 15然ば汝もしこの民を一人のごとくに

殺したまはば汝の名聲を聞る國人等言ん 16ヱホ

バこの民を導きてその之に誓ひたりし地に至るこ

と能はざるが故に之を曠野に殺せりと 17吾主ね

がはくは今汝の權能を大ならしめて汝の言たまへ

る如したまへ 18汝曾言たまひけらくヱホバは怒

ること遅く恩惠深く惡と過とを赦す者また罰すべ

き者をば必ず赦すことをせず父の罪を子に報いて

三四代に及ぼす者と 19願くは汝の大なる恩惠を

もち汝がエジプトより今にいたるまでこの民を赦

しし如くにこの民の惡を赦したまへ 20ヱホバ言

たまはく我汝の言にしたがひて之を赦す 21然な

がら我の活るごとくまたヱホバの榮光の全世界に

充わたらん如く 22かのわが榮光および我がエジ

プトと曠野において行ひし休徴を見ながら斯十度

も我を試みて我聲に聽したがはざる人々は 23皆

かならず我がその先祖等に誓ひし地を見ざるべし

また我を藐視る人々も之を見ざるべし 24但しわ

が僕カルブはその心異にして我に全く從ひたれば

彼の往たりし地に我かれを導きいらんその子孫こ

れを有つに至るべし 25アマレキ人とカナン人谷

にをれば明日汝等身を轉して紅海の路より曠野に

退くべし 26ヱホバ、モーセとアロンに告て言た

まはく 27我この我にむかひて呟くところの惡き

會衆を何時まで赦しおかんや我イスラエルの子孫

が我にむかひて呟くところの怨言を聞り 28彼等

に言へヱホバ曰ふ我は活く汝等が我耳に言しごと

く我汝等になすべし 29汝らの屍はこの曠野に横

はらん即ち汝ら核數られたる二十歳以上の者の中

我に對ひて呟ける者は皆ことごとく此に斃るべし

30ヱフンネの子カルブとヌンの子ヨシュアを除く

の外汝等は我が汝らを住しめんと手をあげて誓ひ

たりし地に至ることを得ず 31汝等が掠められん

と言たりし汝等の子女等を我導きて入ん彼等は汝

らが顧みざるところの地を知に至るべし 32汝ら

の屍はかならずこの曠野に横はらん 33汝らの子

女等は汝らが屍となりて曠野に朽るまで四十年の

間曠野に流蕩て汝らの悸逆の罪にあたらん 34汝

らはかの地を窺ふに日數四十日を經たれば其一日

を一年として汝等四十年の間その罪を任ひ我が汝

らを離たるを知べし 35我ヱホバこれを言り必ず

これをかの集りて我に敵する惡き會衆に盡く行な

ふべし彼らはこの曠野に朽ち此に死うせん 36モ

ーセに遣されてかの地を窺ひに往き還り來りてそ

の地を謗り全會衆をしてモーセに對ひて呟かしめ

たる人々 37即ちその地を惡く言なしたるかの人

々は罰をうけてヱホバの前に死り 38但しその地

を窺ひに往きたる人々の中ヌンの子ヨシユアとヱ

フンネの子カルブとは生のこれり 39モーセこれ

らの事をイスラエルの子孫に告ければ民痛く哀み

40朝蚤く起いでて山の嶺に登りて言ふ視よ我儕此

にあり率ヱホバの約束したまひし地に上りゆかん

我等罪を犯したればなり 41モーセ言けるは汝等

なんぞ斯ヱホバの命に背くやこの事成就せざるべ

し 42汝ら上り行く勿れヱホバ汝らの中にいまさ

ざれば恐くは汝らその敵の前に撃破られん 43ア

マレキ人とカナン人其處に汝らの前にあれば汝等

は劍に斃るるならん汝らヱホバに遵はざりし故に

ヱホバ汝等と偕に在さざるべしと 44然るに彼等

自擅に山の嶺に登れり但しヱホバの契約の櫃およ

びモーセは營を出ざりき 45斯りしかばその山に

住るアマレキ人とカナン人下り來てこれを打敗り

ホルマまで追いたれり

15茲にヱホバ、モーセに告て言たまはく 2イス

ラエルの子孫に告て之に言へ我が汝等に與へ

て住しむる地に汝等到り 3ヱホバに火祭を献る時

すなはち願を還す時期又は自意の禮物を爲の時期

または汝らの節期にあたりて牛あるひは羊をもて
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燔祭または犠牲を献げてヱホバに馨しき香を奉つ

る時は 4その禮物をヱホバに献る者もし羔羊をも

て燔祭あるひは犠牲となすならば麥粉十分の一に

油一ヒンの四分の一を混和たるをその素祭として

供へ酒一ヒンの四分の一をその灌祭として供ふべ

し 5その禮物をヱホバに献る者もし羔羊をもて燔

祭あるひは犠牲となすならば麥粉十分の一に油一

ヒンの四分の一を混和たるをその素祭として供へ

酒一ヒンの四分の一をその灌祭として供ふべし 6

若また牡羊を之に用ふるならば麥粉十分の二に油

一ヒンの三分の一を混和たるをその素祭として供

へ 7また酒一ヒンの三分の一をその灌祭として献

げヱホバに馨しき香をたてまつるべし 8汝また願

還あるひは酬恩祭をヱホバになすに當りて牡牛を

もて燔祭あるひは犠牲となすならば 9麥粉十分の

三に油一ヒンの半を混和たるを素祭となしてその

牡牛とともに献げ 10また酒一ヒンの半をその灌

祭として献ぐべし是すなはち火祭にしてヱホバに

馨しき香をたてまつる者なり 11牡牛あるひは牡

羊あるひは羔羊あるひは羔山羊は一匹ごとに斯爲

べきなり 12即ち汝らが献ぐるところの數にてら

しその數にしたがひて一匹ごとに斯なすべし 13

本國に生れたる者火祭を献げてヱホバに馨しき香

をたてまつる時には凡て斯のごとく是等の事を行

ふべし 14また汝らの中に寄寓る他國の人あるひ

は汝らの中に代々住ふところの人火祭をささげて

ヱホバに馨しき香をたてまつらんとする時は汝ら

の爲がごとくにその人もなすべきなり 15汝ら會

衆および汝らの中に寄寓る他國の人は同一の例に

したがふべし是は汝らが代々永く守るべき例なり

他國の人のヱホバの前に侍ることは汝等と異ると

ころ無るべきなり 16汝らと汝らの中に宿寓る他

國の人とは同一の法同一の禮式にしたがふべし 17

ヱホバまたモーセに告て言たまはく 18イスラエ

ルの子孫に告てこれに言へ我が汝等を導き往とこ

ろの地に汝等いたらん時は 19その地の食物を食

ふにあたりて汝ら擧祭をヱホバにささぐべし 20

即ち汝らはその麥粉の初をもてパンを作りてこれ

を擧祭にそなふべし是は禾場より擧祭をそなふる

が如くに擧てそなふべきなり 21汝ら代々その麥

粉の初をもて擧祭をヱホバにたてまつるべし 22

汝等もし誤りてヱホバのモーセに告たまへるこの

諸の命令を行はず 23ヱホバがモーセをもて命じ

たまひし事等並にその命ずることを始めたまひし

日より以來汝らの代々にも命じたまはんところの

事等を行はざる事有ん時 24すなはち會衆誤りて

犯す所ありて之を知ざることあらん時は全會衆少

き牡牛一匹を燔祭にささげてヱホバに馨しき香と

ならしめ之にその素祭と灌祭を禮式のごとくに加

へまた牡山羊一匹を罪祭にささぐべし 25而して

祭司イスラエルの子孫の全會衆のために贖罪を爲

べし斯せば是は赦されん是は過誤なればなり彼等

はその禮物として火祭をヱホバにささげまたその

過誤のために罪祭をヱホバの前にささぐべし 26

然せばイスラエルの子孫の會衆みな赦されんまた

彼等の中に寄寓る他國の人も然るべし其は民みな

誤り犯せるなればなり 27人もし誤りて罪を犯さ

ば當歳の牝山羊一匹を罪祭に献ぐべし 28祭司は

またその誤りて罪を犯せる人が誤りてヱホバの前

に罪を獲たるが爲に贖罪をなしてその罪を贖ふべ

し然せば是は赦されん 29イスラエルの子孫の國

の者にもあれまた其中に寄寓る他國の人にもあれ

凡そ誤りて罪を犯す者には汝らその法を同じから

しむべし 30本國の人にもあれ他國の人にもあれ

凡そ擅横に罪を犯す者は是ヱホバを瀆すなればそ

の人はその民の中より絶るべし 31斯る人はヱホ

バの言を軽んじその誡命を破るなるが故に必ず絶

れその罪を身に承ん 32イスラエルの子孫曠野に

居る時安息日に一箇の人の柴を拾ひあつむるを見

たり 33是においてその柴を拾ひあつむるを見た

る者等これをモーセとアロンおよび會衆の許に曳

きたりけるが 34之を如何に爲べきか未だ示諭を

蒙らざるが故に之を禁錮おけり 35時にヱホバ、

モーセに言たまひけるはその人はかならず殺さる

べきなり全會衆營の外にて石をもて之を撃べしと

36全會衆すなはち之を營の外に曳いだし石をもて

これを撃ころしヱホバのモーセに命じたまへるご

とくせり 37ヱホバ亦モーセに告て言たまはく 38

汝イスラエルの子孫に告げ代々その衣服の裾に襚

をつけその裾の襚の上に靑き紐をほどこすべし

と之に命ぜよ 39此襚は汝らに之を見てヱホバの

諸の誡命を記憶して其をおこなはしめ汝らをして

その放縦にする自己の心と目の欲に從がふこと無

らしむるための者なり 40斯して汝等吾もろもろ

の誡命を記憶して之を行ひ汝らの神の前に聖ある

べし 41我は汝らの神ヱホバにして汝らの神とな

らんとて汝らをエジプトの地より導きいだせし者

なり我は汝らの神ヱホバなるぞかし
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16茲にレビの子コハテの子イヅハルの子なるコ
ラおよびルベンの子等なるエリアブの子ダタ

ンとアビラム並にペレテの子オン等相結び 2イス

ラエルの子孫の會衆の中に選まれて牧伯となれる

ところの名ある人々二百五十人とともに起てモー

セに逆らふ 3すなはち彼等集りてモーセとアロン

に逆ひ之に言けるは汝らはその分を超ゆ會衆みな

盡く聖者となりてヱホバその中に在すなるに汝ら

尚ヱホバの會衆の上に立つや 4モーセこれを聞て

俯伏たりしが 5やがてコラとその一切の黨類に言

けるは明日ヱホバ己の所屬は誰聖者は誰なるかを

示して其者を己に近かせたまはん即ちその選びた

まへる者を己に近かせたまふべし 6汝等かく爲よ

コラとその黨類よ汝等みな火盤を取り 7その中に

火をいれその中に香を盛て明日ヱホバの前に至れ

その時ヱホバの選みたまふ人は聖者たるべしレビ

の人々よ汝等はその分を超るなり 8モーセまたコ

ラに言けるは汝等レビの子等よ請ふ聽け 9イスラ

エルの神汝らをイスラエルの會衆の中より分ち己

に近かせてヱホバの幕屋の役事を爲しめ會衆の前

に立て之にかはりて勤務をなさしめたまふ是あに

汝らにとりて小き事ならんや 10神すでに汝と汝

の兄弟なるレビの兒孫等を己に近かせたまふに汝

らまた祭司とならんことをも求むるや 11汝と汝

の黨類は皆これがために集りてヱホバに敵するな

りアロンを如何なる者として汝等これに對ひて呟

くや 12かくてモーセ、エリアブの子ダタンとア

ビラムを呼に遣はしけるに彼等いひけるは我等は

上り往じ 13汝は乳と蜜との流るる地より我らを

導き出して曠野に我らを殺さんとす是あに小き事

ならんや然るに汝また我等の上に君たらんとす 14

且また汝は我らを乳と蜜との流るる地にも導きゆ

かずまた田畝をも葡萄園をも我らに與へて有たし

めず汝この人々の目を抉りとらんとするや我等は

上りゆかじ 15是においてモーセおほいに怒りヱ

ホバに申しけるは汝かれらの禮物を顧みたまふ勿

れ我はかれらより驢馬一匹をも取しことなくまた

彼等を一人も害せしこと無し 16斯てモーセ、コ

ラに言けるは汝と汝の黨類みなアロンと偕に明日

ヱホバの前に至れ 17即ち汝らおのおの火盤を執

てその中に香を盛り各人その火盤をヱホバの前に

携へいたれその火祭は都合二百五十汝とアロンも

各々その火盤を携へいたるべしと 18彼等すなは

ち各々火盤を執り火をその中にいれて香をその上

に盛りモーセおよびアロンとともに集會の幕屋の

門に立り 19コラ會衆をことごとく集會の幕屋の

門に集めおきてかれら二人に敵せしめんとせしに

ヱホバの榮光全會衆に顯れ 20ヱホバ、モーセと

アロンに告て言たまひけるは 21汝等この會衆を

離れよ我これを直に滅さんとすと 22是において

かれら二人俯伏て言ふ神よ一切の血肉ある者の生

命の神よこの一人の者罪を犯したればとて汝全會

衆にむかひて怒を發したまふや 23ヱホバ、モー

セに告て言たまはく 24汝會衆にむかひてコラと

ダタンとアビラムの居所の周圍を去れと言へと 25

モーセすなはち起あがりてダタンとアビラムの所

に往けるがイスラエルの長老等これに從がひいた

れり 26而してモーセ會衆に告て言けるは汝らこ

の惡き人々の天幕を離れて去れ彼等の物には何に

も捫る勿れ恐くは彼らの諸の罪のために汝らも滅

ぼされん 27是において人々はコラとダタンとア

ビラムの居所を離れて四方に去ゆけりまたダタン

とアビラムはその妻子ならびに幼兒とともに出て

その天幕の門に立り 28モーセやがて言けるは汝

等ヱホバがこの諸の事をなさせんとて我を遣した

まへる事また我がこれを自分の心にしたがひて行

ふにあらざる事を是によりて知べし 29すなはち

この人々もし一般の人の死るごとくに死に一般の

人の罰せらるる如くに罰せられなばヱホバわれを

遣したまはざるなり 30然どヱホバもし新しき事

を爲たまひ地その口を開きてこの人々と之に屬す

る者を呑つくして生ながら陰府に下らしめなばこ

の人々はヱホバを瀆ししなりと汝ら知るべし

(Sheol h7585) 31モーセこの一切の言をのべ終れる時

かれらの下なる土裂け 32地その口を開きてかれ

らとその家族の者ならびにコラに屬する一切の男

等と一切の所有品を呑つくせり 33すなはち彼等

とかれらに屬する者はみな生ながら陰府に下りて

地その上に閉ふさがりぬ彼等かく會衆の中より滅

ぼされたりしが (Sheol h7585) 34その周圍に居たるイ

スラエル人は皆かれらの叫喊を聞て逃はしり恐く

は地われらをも呑つくさんと言り 35且またヱホ

バの許より火いでてかの香をそなへたる者二百五

十人を燒つくせり 36時にヱホバ、モーセに告て

言たまはく 37汝祭司アロンの子エレアザルに告

てその燃る火の中より彼の火盤を取いださしめそ

の中の火を遠方に傾すてよその火盤は聖なりたれ

ばなり 38而してその罪を犯して生命を喪へる者
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等の火盤は之を濶き展版となして祭壇を包むに用

ひよ彼等ヱホバの前にそなへしに因て是は聖なり

たればなり斯是はイスラエルの子孫に徴と爲べし

39是において祭司エンアザル彼の燒死されし者等

が用ひてそなへたる銅の火盤を取いだしければ之

を濶く打展し之をもて祭壇を包み 40之をイスラ

エルの子孫の記念の物と爲り是はアロンの子孫た

らざる外人が近りてヱホバの前に香を焚こと無ら

んため亦かかる人ありてコラとその黨類のごとく

にならざらん爲なり是みなヱホバがモーセをもて

彼にのたまひし所に依るなり 41その翌日イスラ

エルの子孫の會衆みなモーセとアロンにむかひて

呟き汝等はヱホバの民を殺せりと言り 42會衆集

りてモーセとアロンに敵する時集會の幕屋を望み

觀に雲ありてこれを覆ひヱホバの榮光顯れをる 43

時にモーセとアロン集會の幕屋の前にいたりける

に 44ヱホバ、モーせに言たまひけるは 45汝らこ

の會衆をはなれて去れ我直にこれをほろぼさんと

すと是において彼等二人は俯伏ぬ 46斯てモーセ

、アロンに言けるは汝火盤を執り壇の火を之にい

れ香をその上に盛て速かにこれを會衆の中に持ゆ

き之がために贖罪を爲せ其はヱホバ震怒を發した

まひて疫病すでに始りたればなりと 47アロンす

なはちモーセの命ぜしごとくに之を執て會衆の中

に奔ゆきけるに疫病すでに民の中に始まり居たれ

ば香を焚て民のために贖罪を爲し 48旣に死る者

と尚生る者との間に立ければ疫病止まれり 49コ

ラの事によりて死たる者の外この疫病に死たる者

は一萬四千七百人なりき 50而してアロンはモー

セの許にかへり集會の幕屋の門にいたれり疫病は

斯やみぬ

17ヱホバ、モーセに告て言給はく 2汝イスラエ

ルの子孫に語り之が中よりその各箇の父祖の

家にしたがひて杖一本づつを取れ即ちその一切の

牧伯等よりその父祖の家に循ひて杖都合十二本を

取りその人等の名を各々その杖に書せ 3レビの杖

には汝アロンの名を書せ其はその父祖の家の長た

る者各箇杖一本を出すべければなり 4而して集會

の幕屋の中我が汝等に會ふ處なる律法の櫃の前に

汝之を置べし 5我が選める人の杖は芽さん我かく

イスラエルの子孫が汝等にむかひて呟くところの

怨言をわが前に止むべし 6モーセかくイスラエル

の子孫に語りければその牧伯等おのおの杖一本づ

つを之に付せり即ち牧伯等おのおのその父祖の家

にしたがひて一本づつを出したればその杖あはせ

て十二本アロンの杖もその杖の中にあり 7モーセ

その杖を皆律法の幕屋の中にてヱホバの前に置り

8斯てその翌日モーセ律法の幕屋にいりて視るに

レビの家のために出せるアロンの杖芽をふき蕾を

なし花咲て巴旦杏の果を結べり 9モーセその杖を

ことごとくヱホバの前よりイスラエルの子孫の所

に取いだしければ彼ら見ておのおの自分の杖を取

り 10時にヱホバまたモーセに言たまはく汝アロ

ンの杖を律法の櫃の前に携へかヘり其處にたくは

へ置てこの背反者等のために徴とならしめよ斯し

て汝かれらの怨言を全く取のぞきかれらをして死

ざらしむべし 11モーセすなはち然なしヱホバの

己に命じたまへる如くせり 12イスラエルの子孫

モーセに語りて曰ふ嗚呼我等は死ん我等は滅びん

我等はみな滅びん 13凡そヱホバの幕屋に微にて

も近く者はみな死るなり我等はみな死斷べき歟

18斯てヱホバ、アロンに告て言たまはく汝と汝
の子等および汝の父祖の家の者は聖所に關れ

る罪をその身に擔當べしまた汝と汝の子等は汝ら

がその祭司の職について獲ところの罪をその身に

擔當べし 2汝また汝の兄弟たるレビの支派の者す

なはち汝の父祖の支派の者等をも率て汝に合せし

め汝に事しむべし但し汝と汝の子等は律法の幕屋

の前に侍るべきなり 3彼らは汝の職守と聖所の職

守とを守るべし只聖所の器具と壇とに近くべから

ず恐くは彼等も汝等も死るならん 4彼等は汝に合

して集合の幕屋の職守を守り幕屋の諸の役事をな

すべきなり外人は汝らに近づく可らず 5斯なんぢ

らは聖所の職守と祭壇の職守を守るべし然せばヱ

ホバの震怒かさねてイスラエルの子孫に及ぶこと

有じ 6視よ我なんぢらの兄弟たるレビ人をイスラ

エルの子孫の中より取りヱホバのために之を賜物

として汝らに賜ふて集會の幕屋の役事を爲しむ 7

汝と汝の子等は祭司の職を守りて祭壇の上と障蔽

の幕の内の一切の事を執おこなひ斯ともに勤むべ

し我祭司の職の勤務と賜物として汝らに賜ふ外人

の近く者は殺されん 8ヱホバ又アロンに言たまは

く我イスラエルの子孫の諸の聖禮物の中我に擧祭

とするところの者をもて汝に賜ひて得さす即ち我

これを汝と汝の子等にあたへてその分となさしめ

是を永く例となす 9斯のごとく至聖禮物の中火に

て燒ざる者は汝に歸すべし即ちその我に献る諸の

禮物素祭罪祭愆祭等みな至聖くして汝と汝らの子
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等に歸すべし 10至聖所にて汝これを食ふべし男

子等はみなこれを食ふことを得是は汝に歸すべき

聖物たるなり 11汝に歸すべき物は是なり即ちイ

スラエルの子孫の献る擧祭と搖祭の物我これを汝

と汝の男子と女子に與へ是を永く例となす汝の家

の者の中潔き者はみな之を食ふことを得るなり 12

油の嘉者酒の嘉者穀物の嘉者など凡てヱホバに献

るその初の物を我なんぢに與ふ 13最初に成る國

の產物の中ヱホバに携へたる者は皆なんぢに歸す

べし汝の家の者の中潔き者はみな之を食ふことを

得るなり 14イスラエルの人の献納る物は皆汝に

歸すべし 15凡そ血肉ある者の首出子にしてヱホ

バに献らるる者は人にもあれ畜にもあれ皆なんぢ

に歸すべし但し人の首出子は必ず贖ふべくまた汚

れたる畜獣の首出子も贖ふべきなり 16之を贖ふ

にはその人の生れて一箇月に至れる後に汝その估

價に依り聖所のシケルに循ひて銀五シケルに之を

贖ふべし一シケルはすなはち二十ゲラなり 17然

ど牛の首出子羊の首出子山羊の首出子は贖ふべか

らず是等は聖しその血を壇の上に灑ぎまたその脂

を焚て火祭となしてヱホバに馨しき香をたてまつ

るべし 18その肉は汝に歸すべし搖る胸と右の腿

とおなじく是は汝に歸するなり 19イスラエルの

子孫がヱホバに献て擧祭とする所の聖物はみな我

これを汝と汝の男子女子に與へこれを永く例とな

す是はヱホバの前において汝と汝の子孫に對する

鹽の契約にして變らざる者なり 20ヱホバまたア

ロンに告たまはく汝はイスラエルの子孫の地の中

に產業を有べからずまた彼等の中に何の分をも有

べからず彼らの中において我は汝の分汝の產業た

るなり 21またレビの子孫たる者には我イスラエ

ルの中において物の十分の一を與へて之が產業と

なし其なすところの役事すなはち集會の幕屋の役

事に報ゆ 22イスラエルの子孫はかさねて集會の

幕屋に近づくべからず恐くは罪を負て死ん 23第

レビ人集會の幕屋の役事をなすべしまた彼らはそ

の罪な自己の身に負べし彼等はイスラエルの子孫

の中に產業の地を有ざる事をもてその例となして

汝らの世代の子孫の中に永く之を守るべきなり 24

イスラエルの子孫が十に一を取り擧祭としてヱホ

バに献るところの物を我レビ人に與へてその產業

となさしむるが故に我かれらにつきて言り彼等は

イスラエルの子孫の中に產業の地を得べからずと

25ヱホバ、モーセに告て言たまはく 26汝かくレ

ビ人に告て之に言べし我がイスラエルの子孫より

取て汝等に與へて產業となさしむるその什一の物

を汝ら之より受る時はその什一の物の十分の一を

献てヱホバの擧祭となすべし 27汝等の擧祭の物

品は禾場よりたてまつる穀物の如く酒醡の内より

たてまつる酒のごとくに見做れん 28此のごとく

汝等もまたイスラエルの子孫より受る一切の什一

の物の中よりヱホバに擧祭を献げそのヱホバの擧

祭を祭司アロンに與ふべし 29汝らの受る一切の

禮物の中より汝らはその嘉ところ即ちその聖き分

を取てヱホバの擧祭を献べし 30汝かく彼等に言

べし汝らその中より嘉ところを取て献るに於ては

その殘餘の物は汝等レビ人におけること禾場より

取る物のごとく酒醡より取る物のごとくならん 31

汝等と汝らの眷屬何處にても之を食ふことを得べ

し是は汝らが集會の幕屋に於て爲す役事の報酬た

ればなり 32汝らその嘉ところを献るに於ては之

がために罪を負こと有じ汝らはイスラエルの子孫

の聖別て献る物を汚すべからず恐くは汝ら死ん

19ヱホバ、モーセとアロンに告て言たまはく 2

ヱホバが命ずるところの律の例は是のごとし

云くイスラエルの子孫に告て赤牝牛の全くして疵

なく未だ軛を負しこと有ざる者を汝の許に牽きた

らしめ 3汝ら之を祭司エレアザルに交すべし彼は

またこれを營の外に牽いだして自己の眼の前にこ

れを宰らしむべし 4而して祭司エレアザルこれが

血を其指につけ集會の幕屋の表にむかひてその血

を七次灑ぎ 5やがてその牝牛を自己の眼の前に燒

しむべしその皮その肉その血およびその糞をみな

燒べし 6その時祭司香柏と牛膝草と紅の絲をとり

て之をその燒る牝牛の中に投いるべし 7かくて祭

司はその衣服を浣ひ水にてその身を滌ぎて然る後

營に入べし祭司の身は晩まで汚るるなり 8また之

を燒たる者も水にその衣服を浣ひ水にその身を滌

ぐべし彼も晩まで汚るるなり 9斯て身の潔き人一

人その牝牛の灰をかき斂めてこれを營の外の清淨

處に蓄へ置べし是イスラエルの子孫の會衆のため

に備へおきて汚穢を潔る水を作るべき者にして罪

を潔むる物に當るなり 10その牝牛の灰をかき斂

めたる者はその衣服を浣ふべしその身は晩まで汚

るるなりイスラエルの子孫とその中に寄寓る他國

の人とは永くこれを例とすべきなり 11人の死屍

に捫る者は七日の間汚る 12第三日と第七日にこ

の灰水を以て身を潔むべし然せば潔くならん然ど
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若し第三日と第七日に身を潔むることを爲ざれば

潔くならじ 13凡そ死人の屍に捫りて身を潔むる

ことを爲ざる者はヱホバの幕屋を汚すなればイス

ラエルより斷るべし汚穢を潔むる水をその身に灑

ざるによりて潔くならずその汚穢なほ身にあるな

り 14天幕に人の死ることある時に應用ふる律は

是なり即ち凡てその天幕に入る者凡てその天幕に

ある物は七日の間汚るべし 15凡そ蓋を取はなし

て蓋はざりし所の器皿はみな汚る 16凡そ刀劍に

て殺されたる者または死屍または人の骨または墓

等に野の表にて捫る者はみな七日の間汚るべし 17

汚れたる者ある時はかの罪を潔むる者たる燒る牝

牛の灰をとりて器に入れ活水を之に加ふべし 18

而して身の潔き人一人牛膝草を執てその水にひた

し之をその天幕と諸の器皿および其處に居あはせ

たる人々に灑ぐべくまたは骨あるひは殺されし者

あるひは死たる者あるひは墓などに捫れる者に灑

ぐべし 19即ち身の潔き人第三日と第七日にその

汚れたる者に之を灑ぐべし而して第七日にはその

人みづから身を潔むることを爲しその衣服をあら

ひ水に身を滌ぐべし然せば晩におよびて潔くなる

べし 20然ど汚れて身を潔ることを爲ざる人はヱ

ホバの聖所を汚すが故にその身は會衆の中より絶

るべし汚穢を潔むる水を身に灑がざるによりてそ

の人は潔くならざるなり 21彼等また永くこれを

例とすべし即ち汚穢を潔むる水を人に灑げる者は

その衣服を浣ふべしまた汚穢を潔むる水に捫れる

者も晩まで汚るべし 22凡て汚れたる人の捫れる

者は汚るべしまた之に捫る人も晩まで汚るべし

20斯てイスラエルの子孫の全會衆正月におよび
てチンの曠野にいたれり而して民みなカデシ

に止りけるがミリアム其處にて死たれば之を其處

に葬りぬ 2當時會衆水を得ざるによりて相集りて

モーセとアロンに迫れり 3すなはち民モーセと爭

ひ言けるは嚮に我らの兄弟等がヱホバの前に死た

る時に我等も死たらば善りしものを 4汝等何とて

ヱホバの會衆をこの曠野に導き上りて我等とわれ

らの家畜を此に死しめんとするや 5汝らなんぞ我

らをエジプトより上らしめてこの惡き處に導きい

りしや此には種を播べき處なく無花果もなく葡萄

もなく石榴も無くまた飮べき水も無し 6是におい

てモーセとアロンは會衆の前を去り集會の幕屋の

門にいたりて俯伏けるにヱホバの榮光かれらに顯

れ 7ヱホバ、モーセに告て言たまはく 8汝杖を執

り汝の兄弟アロンとともに會衆を集めその眼の前

にて汝ら磐に命ぜよ磐その中より水を出さん汝か

く磐より水を出して會衆とその獣畜に飮しむべし

と 9モーセすなはちその命ぜられしごとくヱホバ

の前より杖を取り 10アロンとともに會衆を磐の

前に集めて之に言けるは汝ら背反者等よ聽け我等

水をしてこの磐より汝らのために出しめん歟と 11

モーセその手を擧げ杖をもて磐を二度撃けるに水

多く湧出たれば會衆とその獣畜ともに飮り 12時

にヱホバ、モーセとアロンに言たまひけるは汝等

は我を信ぜずしてイスラエルの子孫の目の前に我

の聖を顯さざりしによりてこの會衆をわが之に與

へし地に導きいることを得じと 13是をメリバ(爭

論)の水とよべりイスラエルの子孫是がためにヱ

ホバにむかひて爭ひたりしかばヱホバつひにその

聖ことを顯したまへり 14茲にモーセ、カデシよ

り使者をエドムの王に遣して言けるは汝の兄弟イ

スラエルかく言ふ汝はわれらが遭し諸の艱難を知

る 15そもそも我らの先祖等エジプトに下りゆき

て我ら年ひさしくエジプトに住をりしがエジプト

人われらと我らの先祖等をなやましたれば 16我

らヱホバに龥はりけるにヱホバわれらの聲を聽た

まひ一箇の天の使を遣して我らをエジプトより導

きいだしたまへり視よ我ら今は汝の邊境の邊端に

あるカデシの邑に居るなり 17願くは我らをして

汝の國を通過しめよ我等は田畝をも葡萄園をも通

過じまた井の水をも飮じ我らは第王の路を通過り

汝の境をいづるまでは右にも左にもまがらじ 18

エドム、モーセに言けるは汝我の中を通過べから

ず恐くは我いでて劍をもて汝にむかはん 19イス

ラエルの子孫エドムに言ふ我らは大道を通過ん若

われらと我らの獣畜なんぢの水を飮ことあらばそ

の値を償ふべし我は徒行にて通過のみなれば何事

にもあらざるなりと 20然るにエドムは汝通過べ

からずといひて許多の群衆を率ゐて出で大なる力

をもて之にむかへり 21エドムかくイスラエルに

その境の中を通過ことを容さざりければイスラエ

ルは他にむかひて去り 22かくてイスラエルの子

孫の會衆みなカデシより進みてホル山にいたれり

23ヱホバ、エドムの國の境なるホル山にてモーセ

とアロンに告て言たまはく 24アロンはその死た

る民に列らんイスラエルの子孫に我が與へし地に

彼は入ことを得ざるべし是メリバの水のある處に

て汝等わが言に背きたればなり 25汝アロンとそ
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の子エレアザルをひきつれてホル山に登り 26ア

ロンにその衣服を脱せてこれをその子エレアザル

に衣せよアロンは其處に死てその民に列るべしと

27モーセすなはちヱホバの命じたまへるごとく爲

し相つれだちて全會衆の目の前にてホル山に登り

28而してモーセはアロンにその衣服をぬがせて之

をその子エレアデルに衣せたりアロンは其處にて

山の嶺に死り斯てモーセとエレアザル山よりくだ

りけるが 29會衆みなアロンの死たるを見て三十

日のあひだ哀哭をなせりイスラエルの家みな然せ

り

21茲に南の方に住るカナン人アラデ王といふ者
イスラエルが間者の道よりして來るといふを

聞きイスラエルを攻うちてその中の數人を擄にせ

り 2是においてイスラエル誓願をヱホバに立て言

ふ汝もしこの民をわが手に付したまはば我その城

邑を盡く滅さんと 3ヱホバすなはちイスラエルの

言を聽いれてカナン人を付したまひければ之とそ

の城邑をことごとく滅せり是をもてその處の名を

ホルマ(殲滅)と呼なしたり 4民はホル山より進み

ゆき紅海の途よりしてエドムを繞り通らんとせし

がその途のために民心を苦めたり 5すなはち民神

とモーセにむかいて呟きけるは汝等なんぞ我らを

エジプトより導きのぼりて曠野に死しめんとする

や此には食物も無くまた水も無し我等はこの粗き

食物を心に厭ふなりと 6是をもてヱバホ火の蛇を

民の中に遣して民を咬しめたまひければイスラエ

ルの民の中死る者多かりき 7是によりて民モーセ

にいたりて言けるは我らヱホバと汝にむかひて呟

きて罪を獲たり請ふ汝ヱホバに祈りて蛇を我等よ

り取はなさしめよとモーセすなはち民のために祈

ければ 8ヱホバ、モーセに言たまひけるは汝蛇を

作りてこれを杆の上に載おくべし凡て咬れたる者

は之を仰ぎ觀なば生べし 9モーセすなはち銅をも

て一條の蛇をつくり之を杆の上に載おけり凡て蛇

に咬れたる者その銅の蛇を仰ぎ觀ば生たり 10イ

スラエルの子孫途に進みてオボテに營を張り 11

またオボテより進み往きモアブの東の方に亘ると

ころの曠野においてイヱアバリムに營を張り 12

また其處より進みゆきてゼレデの谷に營を張り 13

其處より進みゆきてアルノンの彼旁に營を張りア

ルノンはアモリの境より出て曠野に流るる者にて

モアブとアモリの間にありてモアブの界をなすな

り 14故にヱホバの戰爭の記に言るあり云くスパ

のワヘブ、アルノンの河 15河の流即ちアルの邑

に落下りモアブの界に倚る者と 16かれら其處よ

りベエル(井)にいたれりヱホバがモーセにむかひ

て汝民を集めよ我これに水を與へんと言たまひし

はこの井なりき 17時にイスラエルこの歌を歌へ

り云く井の水よ湧あがれ汝等これがために歌へよ

18此井は笏と杖とをもて牧伯等これを掘り民の君

長等之を掘りと斯て曠野よりマツタナにいたり 19

マツタナよりナハリエルにいたりナハリエルより

バモテにいたり 20バモテよりモアブの野にある

谷に往き曠野に對するピスガの嶺にいたれり 21

かくてイスラエル使者をアモリ人の王シホンに遣

して言しめけるは 22我をして汝の國を通過しめ

よ我等は田畝にも葡萄園にも入じまた井の水をも

飮じ我らは汝の境を出るまでは唯王の道を通りて

行んのみと 23然るにシホンはイスラエルに自己

の境の中を通る事を容さざりき而してシホンその

民をことごとく集め曠野にいでてイスラエルを攻

んとしヤハヅに來りてイスラエルと戰ひけるが 24

イスラエル刄をもて之を撃やぶりその地をアルノ

ンよりヤボクまで奪ひ取りアンモンの子孫にまで

至れりアンモンの子孫の境界は堅固なりき 25イ

スラエルかくその城邑を盡く取り而してイスラエ

ルはアモリ人の諸の城邑に住みヘシボンとそれに

附る諸の村々に居る 26ヘシボンはアモリ人の王

シホンの都城なりシホンは曾てモアブの前の王と

戰ひてかれの地をアルノンまで盡くその手より奪

ひ取しなり 27故に歌をもて云るあり曰く汝らヘ

シボンに來れシホンの城邑を築き建よ 28ヘシボ

ンより火出でシホンの都城より熖いでてモアブの

アルを焚つくしアルノンの邊の高處を占る君王等

を滅ぼせり 29モアブよ汝は禍なる哉ケモシの民

よ汝は滅ぼさるその男子は逃奔りその女子はアモ

リ人の王シホンに擄らるるなり 30我等は彼らを

撃たふしヘシボンを滅ぼしてデボンに及び之を荒

してまたノパに及びメデバにいたる 31斯イスラ

エルの子孫はアモリ人の地に住たりしが 32モー

セまた人を遣はしてヤゼルを窺はしめ遂にその村

々を取て其處にをりしアモリ人を逐出し 33轉て

バシヤンの路に上り往きけるにバシヤンの王オグ

その民を盡く率ゐて出で之を迎へてエデレイに戰

はんとす 34ヱホバ、モーセに言たまひけるは彼

を懼るる勿れ我かれとその民とその地を盡く汝の

手に付す汝ヘシボンに住をりしアモリ人の王シホ
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ンに爲たるごとくに彼にも爲べしと 35是におい

て彼とその子とその民をことごとく撃ころし一人

も生存る者なきに至らしめて之が地を奪ひたり

22かくてイスラエルの子孫また途に進みてモア
ブの平野に營を張り此はヨルダンの此旁にし

てヱリコに對ふ 2チッポルの子バラクはイスラエ

ルが凡てアモリ人に爲たる所を見たり 3是におい

てモアブ人大いにイスラエルの民を懼る是その數

多きに因てなりモアブ人かくイスラエルの子孫の

ために心をなやましたれば 4すなはちミデアンの

長老等に言ふこの群衆は牛が野の草を餂食ふごと

くに我等の四圍の物をことごとく餂食はんとすと

この時にはチッポルの子バラク、モアブ人の王た

り 5彼すなはち使者をペトルに遣してベオルの子

バラムを招かしめんとすペトルはバラムの本國に

ありて河の邊に立りその之を招かしむる言に云く

茲にエジプトより出來し民あり地の面を蓋ふて我

の前にをる 6然ば請ふ汝今來りて我ためにこの民

を詛へ彼等は我よりも強ければなり然せば我これ

を撃やぶりて我國よりこれを逐はらふを得ること

もあらん其は汝が祝する者は福徳を得汝が詛ふ者

は禍を受くと我しればなりと 7モアブの長老等と

ミデアンの長老等すなはち占卜の禮物を手にとり

て出たちバラムにいたりてバラクの言をこれに告

たれば 8バラムかれらに言ふ今晩は此に宿れヱホ

バの我に告るところに循ひて汝らに返答をなすべ

しと是をもてモアブの牧伯等バラムの許に居る 9

時に神バラムに臨みて言たまはく汝の許にをる此

人々は何者なるや 10バラム神に言けるはモアブ

の王チッポルの子バラク我に言つかはしけらく 11

茲にエジプトより出きたりし民ありて地の面を蓋

ふ請ふ今來りてわがために之を詛へ然せば我これ

に戰ひ勝てこれを逐はらふを得ることもあらんと

12神バラムに言たまひけるは汝かれらとともに往

べからず亦この民を詛ふべからず是は祝福るる者

たるなり 13是においてバラム朝起てバラクの牧

伯等に言けるは汝ら國に歸れよヱホバ我が汝らと

ともに往く事をゆるさざるなりと 14モアブの牧

伯たちすなはち起あがりてバラクの許にいたりバ

ラムは我らとともに來ることを肯ぜずと告たれば

15バラクまた前の者よりも尊き牧伯等を前よりも

多く遣せり 16彼らバラムに詣りて之に言けるは

チッボルの子バラクかく言ふ願くは汝何の障碍を

も顧みずして我に來れ 17我汝をして甚だ大なる

尊榮を得させん汝が我に言ところは凡て我これを

爲べし然ば願くは來りて我ためにこの民を詛へ 18

バラム答へてバラクの臣僕等に言けるは假令バラ

クその家に盈るほどの金銀を我に與ふるとも我は

事の大小を諭ずわが神ヱホバの言を踰ては何をも

爲ことを得ず 19然ば請ふ汝らも今晩此に宿り我

をしてヱホバの再び我に何と言たまふかを知しめ

よと 20夜にいりて神バラムにのぞみて之に言た

まひけるはこの人々汝を招きに來りたれば起あが

りて之とともに往け但し汝は我が汝につぐる言の

みを行ふべし 21バラム翌朝起あがりてその驢馬

に鞍おきてモアブの牧伯等とともに往り 22然る

にヱホバかれの往たるに縁て怒を發したまひけれ

ばヱホバの使者かれに敵せんとて途に立り彼は驢

馬に乗その僕二人はこれとともに在しが 23驢馬

ヱホバの使者が劍を手に抜持て途に立るを見驢馬

途より身を轉して田圃に入ければバラム驢馬を打

て途にかへさんとせしに 24ヱホバの使者また葡

萄園の途に立り其處には此旁にも石垣あり彼旁に

も石垣あり 25驢馬ヱホバの使者を見石垣に貼依

てバラムの足を石垣に貼依たればバラムまた之を

打り 26然るにヱホバの使者また進みよりて狭き

處に立けるが其處には右にも左にもまがる道あら

ざりしかば 27驢馬ヱホバの使者を見てバラムの

下に臥たり是においてバラム怒を發し杖をもて驢

馬を打けるに 28ヱホバ驢馬の口を啓きたまひた

れば驢馬バラムにむかひて言ふ我なんぢに何を爲

せばぞ汝かく三次我を打や 29バラム驢馬に言ふ

汝われを侮るが故なり我手に劍あらば今汝を殺さ

んものを 30驢馬またバラムに言けるは我は汝の

所有となりてより今日にいたるまで汝が常に乗と

ころの驢馬ならずや我つねに斯のごとく汝になし

たるやとバラムこたへて否と言ふ 31時にヱホバ

、バラムの目を啓きたまひければ彼ヱホバの使者

の途に立て劍を手に抜持るを見身を鞠めて俯伏た

るに 32ヱホバの使者これに言ふ汝なにとて斯三

度なんぢの驢馬を打や我汝の道の直に滅亡にいた

る者なるを見て汝に敵せんとて出きたれり 33驢

馬はわれを見て斯みたび身を轉して我を避たるな

り是もし身を轉らして我を避ずば我すでに汝を殺

して是を生しおきしならん 34バラム、ヱホバの

使者に言けるは我罪を獲たり我は汝が我に敵せん

とて途に立るを知ざりしなり汝もし之を惡しとせ

ば我は歸るべし 35ヱホバの使者バラムに言ける
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はこの人々とともに往け但し汝は我が汝に告る言

詞のみを宣べしとバラムすなはちバラクの牧伯等

とともに往り 36さてまたバラクはバラムの來る

を聞てモアブの境の極處に流るるアルノンの旁の

邑まで出ゆきて之を迎ふ 37バラクすなはちバラ

ムに言けるは我ことさらに人を遣はして汝を招き

しにあらずや汝なにゆゑ我許に來らざりしや我あ

に汝に尊榮を得さすることを得ざらんや 38バラ

ム、バラクに言けるは視よ我つひに汝の許に來れ

り然ど今は我何事をも自ら言を得んや我はただ神

の我口に授る言語を宣んのみと 39斯てバラムは

バラクとともに往てキリアテホゾテに至りしが 40

バラク牛と羊を宰りてバラムおよび之と偕なる牧

伯等に餽れり 41而してその翌朝にいたりバラク

はバラムを件ひこれを携へてバアルの崇邱に登イ

スラエルの民の極端を望ましむ

23バラム、バラクに言けるは我ために此に七個
の壇を築き此に七匹の牡牛と七匹の牡羊を備

へよと 2バラクすなはちバラムの言るごとく爲し

バラクとバラムその壇ごとに牡牛一匹と牡羊一匹

を献げたり 3而してバラムはバラクにむかひ汝は

燔祭の傍に立をれ我は往んとすヱホバあるひは我

に來りのぞみたまはんその我に示したまふところ

の事は凡てこれを汝に告んと言て一の高處に登た

るに 4神バラムに臨みたまひければバラムこれに

言けるは我は七箇の壇を設けその壇ごとに牡牛一

匹と牡羊一匹を献げたりと 5ヱホバ、バラムの口

に言を授けて言たまはく汝バラクの許に歸りて斯

いふべしと 6彼すなはちバラクの許に至るにバラ

クはモアブの諸の牧伯等とともに燔祭の傍に立を

る 7バラムすなはちこの歌をのべて云くモアブの

王バラク、スリアより我を招き寄せ東の邦の山よ

り我を招き寄て云ふ來りて我ためにヤコブを詛へ

來りてわがためにイスラエルを呪れと 8神の詛は

ざる者を我いかで詛ふことを得んやヱホバの呪ら

ざる者を我いかで呪ることを得んや 9磐の頂より

我これを觀岡の上より我これを望むこの民は獨り

離れて居ん萬の民の中に列ぶことなからん 10誰

かヤコブの塵を計へ得んやイスラエルの四分一を

數ふることを能せんや願くは義人のごとくに我死

ん願くはわが終これが終にひとしかれ 11是にお

いてバラク、バラムに言けるは汝我に何を爲や我

はわが敵を詛はしめんとて汝を携きたりしなるに

汝はかへつて全くこれを祝せり 12バラムこたへ

て言けるは我は愼みてヱホバの我口に授る事のみ

を宣べきにあらずや 13バラクこれに言けるは請

ふ汝われとともに他の處に來りて其處より彼らを

觀よ汝ただ彼らの極端のみを觀ん彼らを全くは觀

ことを得ざるべし請ふ其處にて我ために彼らを詛

へと 14やがて之を導きてピスガの嶺なる斥候の

原に至り七箇の壇を築きて壇ごとに牡牛一匹と牡

羊一匹を献たり 15時にバラム、バラクに言ける

は汝此にて燔祭の傍に立をれ我またも往て會見ゆ

ることをせんと 16ヱホバまたバラムに臨みて言

をその口に授け汝バラクの許に歸りてかく言へと

のたまひければ 17彼バラクの許にかへりけるに

バラクは燔祭の傍に立をりモアブの牧伯等これと

ともに居りしがバラクすなはちバラムにむかひヱ

ホバ何と言しやと問ければ 18バラムまたこの歌

を宣たり云くバラクよ起て聽けチッポルの子よ我

に耳を傾けよ 19神は人のごとく謊ること无しま

た人の子のごとく悔ること有ずその言ところは之

を行はざらんやその語るところは之を成就ざらん

や 20我はこれがために福祉をいのれとの命令を

受く旣に之に福祉をたまへば我これを變るあたは

ざるなり 21ヱホバ、ヤコブの中に惡き事あるを

見ずイスラエルの中に憂患あるを見ずその神ヱホ

バこれとともに在し王を喜びて呼はる聲その中に

あり 22神かれらをエジプトより導き出したまふ

イスラエルは強きこと兕のごとし 23ヤコブには

魔術なしイスラエルには占卜あらず神はその爲と

ころをその時にヤコブに告げイスラエルにしめし

たまふなり 24觀よこの民は牝獅子のごとくに起

あがり牡獅子のごとくに身を興さん是はその攫得

たる物を食ひその殺しし物の血を飮では臥ことを

爲じ 25是においてバラクはバラムに向ひ汝かれ

らを詛ふことをも祝することをも爲なかれと言け

るに 26バラムこたへてバラクに言ふ我はヱホバ

の宣まふ事は凡てこれを爲ざるを得ずと汝に告お

きしにあらずやと 27バラクまたバラムに言ける

は請ふ來れ我なんぢを他の處に導き往ん神あるひ

は汝が其處より彼らを我ために詛ふことを善とせ

んと 28バラクすなはちバラムを導きて曠野に對

するペオルの嶺に至るに 29バラム、バラクに言

けるは我ために七箇の壇を此に築き牡牛七匹牡羊

七匹を此に備へよと 30バラクすなはちバラムの

言るごとく爲しその壇ごとに牡牛一匹と牡羊一匹

を献たり
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24バラムはイスラエルを祝することのヱホバの
心に適ふを視たれば此度は前の時のごとくに

往て法術を求むる事を爲ずその面を曠野に向て居

り 2バラム目を擧てイスラエルのその支派にした

がひて居るを觀たり時に神の霊かれに臨みければ

3彼すなはちこの歌をのべて云くベオルの子バラ

ム言ふ目の啓きたる人言ふ 4神の言詞を聞し者能

はざる無き者をまぼろしに觀し者倒れ臥て其目の

啓けたる者言ふ 5ヤコブよ汝の天幕は美しき哉イ

スラエルよ汝の住所は美しき哉 6是は谷々のごと

くに布列ね河邊の園のごとくヱホバの栽し沈香樹

のごとく水の邊の香柏のごとし 7その桶よりは水

溢れんその種は水の邊に發育んその王はアガグよ

りも高くなりその國は振ひ興らん 8神これをエジ

プトより導き出せり是は強きこと兕のごとくその

敵なる國々の民を呑つくしその骨を摧き矢をもて

之を衝とほさん 9是は牡獅子のごとくに身をかが

め牝獅子のごとくに臥す誰か敢てこれを起さんや

なんぢを祝するものは福祉を得なんぢをのろふも

のは災禍をかうむるべし 10ここにおいてバラク

はバラムにむかひて怒を發しその手を拍ならせり

而してバラク、バラムにいひけるは我はなんぢを

してわが敵を詛はしめんとてなんぢを招きたるに

汝は却て斯三度までも彼らを大に祝したり 11然

ば汝今汝の處に奔り往け我は汝に大なる尊榮を得

させんと思ひたれどヱホバ汝を阻めて尊榮を得る

に至らざらしむ 12バラム、バラクに言けるは我

は汝が我に遣しし使者等に告て言ざりしや 13假

令バラクその家に盈るほどの金銀を我に與ふると

も我はヱホバの言を踰て自己の心のままに善も惡

きも爲ことを得ず我はヱホバの宣まふ事のみを言

べしと 14今われは吾民にかへる然ば來れ我この

民が後の日に汝の民に爲んところの事を汝に告し

らせんと 15すなはちこの歌をのべて云くベオル

の子バラム言ふ目の啓きたる人言ふ 16神の言を

聞るあり至高者を知の知識あり能はざる無き者を

まぼろしに觀倒れ臥て其目の啓けたる者言ふ 17

我これを見ん然ど今にあらず我これを望まん然ど

近くはあらずヤコブより一箇の星いでんイスラエ

ルより一條の杖おこりモアブを此旁より彼旁に至

まで撃破りまた鼓譟者どもを盡く滅すべし 18其

敵なるエドムは是が產業となりセイルは之が產業

とならんイスラエルは盛になるべし 19權を秉る

者ヤコブより出で遺れる者等を城より滅し絶ん 20

バラム又アマレクを望みこの歌をのべて云くアマ

レクは國々の中の最初なる者なり其終には滅び絶

るに至らん 21亦ケニ人を望みこの歌をのべて云

く汝の住所は堅固なり汝は磐に巣をつくる 22然

どカインは亡て終にアッスリアの爲に擄へ移され

ん 23彼亦この歌をのべて云く嗟神これを爲たま

はん時は誰か生ることを得ん 24キッテムの方よ

り船來てアッスリアを攻なやましエベルを攻なや

ますべし而して是もまた終に亡失ん 25斯てバラ

ムは起あがりて自己の處に歸り往きぬバラクも亦

去ゆけり

25イスラエルはシッテムに止まり居けるがその
民モアブの婦女等と婬をおこなふことを始め

たり 2その婦女等其神々に犠牲を献る時に民を招

けば民は往て食ふことを爲しかつその神々を拝め

り 3イスラエルかくバアルベオルに附ければイス

ラエルにむかひてヱホバ怒を發したまへり 4ヱホ

バすなはちモーセに告て言たまはく民の首をこと

ごとく携きたりヱホバのためにかの者等を日に曝

せ然せばヱホバの烈しき怒イスラエルを離るるあ

らんと 5是においてモーセ、イスラエルの士師等

にむかひ汝らおのおのその配下の人々のバアルベ

オルに附る者を殺せと言り 6モーセとイスラエル

の子孫の全會衆集合の幕屋の門にて哭をる時一箇

のイスラエル人ミデアンの婦人一箇を携きたり彼

らの目の前にてその兄弟等の中に至れり 7祭司ア

ロンの子なるエレアザルの子ピネハスこれを見會

衆の中より起あがりて槍を手に執り 8そのイスラ

エルの人の後を追て之が寝室に入りイスラエルの

人を衝きまたその婦女の腹を衝とほして二人を殺

せり是において疫病のイスラエルの子孫におよぶ

こと止れり 9その疫病にて死たる者は二萬四千人

なりき 10ヱホバ、モーセに告て言たまはく 11祭

司アロンの子なるエレアザルの子ピネハスはわが

熱心をイスラエルの子孫の中にあらはして吾怒を

その中より取去り我として熱心をもてイスラエル

の子孫を滅し盡すにいたらざらしめたり 12故に

汝言へ我これに平和のわが契約をさづく 13即ち

彼とその後の子孫永く祭司の職を得べし是は彼そ

の神のために熱心にしてイスラエルの子孫のため

に贖をなしたればなり 14その殺されしイスラエ

ル人すなはちミデアンの婦人とともに殺されし者

はその名をジムリと言てサルの子にしてシメオン

人の宗族の牧伯の一人なり 15またその殺されし
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ミデアンの婦人は名をコズビと曰てツルの女子な

りツルはミデアンの民の宗族の首なり 16ヱホバ

、モーセに告て言たまはく 17ミデアン人に逼り

てこれを撃て 18其は彼ら謀計をもて汝に逼りペ

オルの事とその姉妹なるミデアンの牧伯の女すな

はちペオルのために疫病の起れる日に殺されしコ

ズビの事において汝らを惑したればなり

26疫病の後ヱホバ、モーセと祭司アロンの子エ
レアザルに告て言たまはく 2イスラエルの全

會衆の總數をその父祖の家にしたがひて核べイス

ラエルの中凡そ二十歳以上にして戰爭に出るに勝

る者を數へよと 3モーセ及び祭司エレアザルすな

はちヱリコに對してヨルダンの邊にあるモアブの

平野に於てかれらに告て言けるは 4エジプトの地

より出きたれるモーセとイスラエルの子孫にヱホ

バの命じ給へる如く汝ら其中の二十歳以上の者を

計へよ 5イスラエルの長子はルベン、ルベンの子

孫はヘノクよりヘノク人の族出でパルよりパル人

の族出で 6ヘヅロンよりヘヅロン人の族出でカル

ミよりカルミ人の族出づ 7ルベンの宗族は是のご

とくにしてその核數られし者は四萬三千七百三千

人 8またパルの子はエリアブ 9エリアブの子はネ

ムエル、ダタン、アビラムこのダタンとアビラム

は會衆の中に名ある者にてコラの黨類とともにモ

ーセとアロンに逆ひてヱホバに悸りし事ありしが

10地その口を開きて彼らとコラとを呑みその黨類

二百五十人は火に燒れて死うせ人の鑑戒となれり

11但しコラの子等は死ざりき 12シメオンの子孫

はその宗族に依ば左のごとしネムエルよりはネム

エル人の族出でヤミンよりはヤミン人の族出でヤ

キンよりはヤキン人の族出で 13ゼラよりはゼラ

人の族出でシヤウルよりはシヤウル人の族出づ 14

シメオン人の宗族は是の如くにして其數られし者

は二萬二千二百人 15ガドの子孫は其宗族に依ば

左の如しゼポンよりはゼポン人の族出でハギより

はハギ人の族出でシユニよりはシユニ人の族出で

16オズニよりはオズニ人の族出でエリよりはエリ

人の族出で 17アロドよりはアロド人の族出でア

レリよりはアレリ人の族出づ 18ガドの宗族は是

のごとくにしてその核數られし者は四萬五百人 19

ユダの子等はエルとオナン、エルとオナンはカナ

ンの地に死たり 20ユダの子孫はその宗族によれ

ば左のごとしシラよりはシラ人の族出でペレヅよ

りはペレヅ人の族出でゼラよりはゼラ人の族出づ

21ペレヅの子孫は左のごとしヘヅロンよりはヘヅ

ロン人の族出でハムルよりけハムル人の族出づ 22

ユダの宗族は是のごとくにしてその核數られし者

は七萬六千五百人 23イツサカルの子孫はその宗

族によれば左のごとしトラよりはトラ人の族出で

プワよりはプワ人の族出で 24ヤシユブよりはヤ

シユブ人の族出でシムロンよりはシムロン人の族

出づ 25イッサカルの宗族は是のごとくにしてそ

の數へられし者は六萬四千三百人 26ゼブルンの

子孫はその宗族によれば左の如しセレデよりはセ

レデ人の族出でエロンよりはエロン人の族出でヤ

リエルよりはヤリエル人の族出づ 27ゼブルン人

の宗族は是のごとくにしてその核數られし者は六

萬五百人 28ヨセフの子等はその宗族に依ばマナ

セとエフライム 29マナセの子等の中マキルより

マキル人の族出づマキル、ギレアデを生りギレア

デよりギレアデ人の族出づ 30ギレアデの子孫は

左のごとしイエゼルよりはイエゼル人の族出でヘ

レクよりはヘレク人の族出で 31アスリエルより

はアスリエル人の族出でシケムよりはシケム人の

族出で 32セミダよりはセミダ人の族出でヘペル

よりはヘペル人の族出づ 33ヘペルの子ゼロペハ

デには男子なく惟女子ありしのみその名はマアラ

、ノア、ホグラ、ミルカ、テルザと曰ふ 34マナ

セの宗族は是のごとくにしてその核數られし者は

五萬二千七百人 35エフライムの子孫はその宗族

によれば左のごとしシユテラよりはシユテラ人の

宗族出でベケルよりはベケル人の族出でタハンよ

りはタハン人の族出づ 36シユテラの子孫は左の

ごとしエランよりエラン人の族出づ 37エフライ

ムの子孫の宗族は是のごとくにしてその核數られ

し者は三萬二千五百人ヨセフの子孫はその宗族に

依ば是のごとし 38ベニヤミンの子孫はその宗族

によれば左のごとしベラよりはベラ人の族出でア

シベルよりはアシベル人の族出でアヒラムよりは

アヒラム人の族出で 39シユパムよりはシユパム

人の族出でホパムよりはホパム人の族出づ 40ベ

ラの子等はアルデとナアマン、アルデよりはアル

デ人の族出でナアマンよりはナアマン人の族出づ

41ベニヤミンの子孫はその宗族に依ば是のごとく

にしてその核數られし者は四萬五千六百人 42ダ

ンの子孫はその宗族に依ば左のごとしシユハムよ

りシユハム人の族出づダンの宗族はその宗族によ

れば是の如し 43シユハム人の諸の族の中核數ら
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れし者は六萬四千四百人 44アセルの子孫はその

宗族によれば左のごとしヱムナよりはヱムナ人の

族出でヱスイよりはヱスイ人の族出でベリアより

はベリア人の族出づ 45ベリアの子孫の中ヘベル

よりはヘベル人の族出でマルキエルよりはマルキ

エル人の族出づ 46アセルの女子の名はサラと曰

ふ 47アセルの子孫の宗族は是のごとくにしてそ

の核數られし者五萬三千四百人 48ナフタリの子

孫はその宗族によれば左のごとしヤジエルよりヤ

ジエル人の族出でグニよりグニ人の族出で 49ヱ

ゼルよりヱゼル人の族出でシレムよりシレム人の

族出づ 50ナフタリの宗族はその宗族によればか

くのごとくにしてその核數られしものは四萬五千

四百人 51すなはちイスラエルの子孫の核數られ

し者は六十萬一千七百三十人なりき 52ヱホバ、

モーセに告て言たまはく 53この人々にその名の

數にしたがひて地を分ち與へてこれが產業となさ

しむべし 54人衆には汝多くの產業を與へ人寡に

は少の產業を與ふべし即ちその核數られし數にし

たがひておのおの產業を受べきなり 55但しその

地は鬮をもて之を分ちその父祖の支派の名にした

がひて之を獲べし 56即ち鬮をもてその產業を人

衆き者と寡き者とに分つべきなり 57レビ人のそ

の宗族にしたがひて數へられし者は左のごとしゲ

ルションよりはゲルション人の族出でコハテより

はコハテ人の族出でメラリよりはメラリ人の族出

づ 58レビの族は左のごとしリブニ人の族ヘブロ

ン人の族マヘリ人の族ムシ人の族コラ人の族コハ

テ、アムラムを生り 59アムラムの妻の名はヨケ

ベデといひてレビの女子なり是はエジプトにてレ

ビに生れし者なりしがアムラムにそひてアロンと

モーセおよびその姉妹ミリアムを生り 60アロン

にはナダブ、アビウ、エレアザルおよびイタマル

生る 61ナダブとアビウは異火をヱホバの前にさ

さげし時死り 62その核數られし一箇月以上の男

子は都合二萬三千人レビ人はイスラエルの子孫の

中に產業を與へられざるが故にイスラエルの子孫

の中に核數られざるなり 63是すなはちモーセと

祭司エレアザルがヨルダンの邊なるヱリコに對す

るモアブの平野にて數へたるイスラエルの子孫の

數なり 64但しその中にはモーセとアロンがシナ

イの曠野においてイスラエルの子孫をかぞへし時

に數へたる者は一人もあらざりき 65其はヱホバ

曾て彼らの事を宣て是はかならず曠野に死んとい

ひたまひたればなり是をもてヱフンネの子カルブ

とヌンの子ヨシュアの外は一人も遺れる者あらざ

りき

27茲にヨセフの子マナセの族の中なるヘペルの
子ゼロペハデの女子等きたれりヘペルはギレ

アデの子ギレアデはマキルの子マキルはマナセの

子なりその女子等の名はマアラ、ノア、ホグラ、

ミルカ、テルザといふ 2彼ら集會の幕屋の門にて

モーセと祭司エレアザルと牧伯等と全會衆の前に

立ち言けるは 3我等の父は曠野に死り彼はかのコ

ラに與して集りてヱホバに逆ひし者等の中に加は

らず自己の罪に死り然るに男子なし 4我らの父の

名なんぞその男子あらざるがためにその族の中よ

り削らるることある可んや我らの父の兄弟の中に

おいて我らにも產業を與へよと 5モーセすなはち

その事をヱホバの前に陳けるに 6ヱホバ、モーセ

に告て言たまはく 7ゼロペハデの女子等の言とこ

ろは道理なり汝かならず彼らの父の兄弟の中にお

いて彼らに產業を與へて獲さすべし即ちその父の

產業をこれに歸せしむべし 8汝イスラエルの子孫

に告て言べし人もし男子なくして死ばその產業を

これが女子に歸せしむべし 9もしまた女子もあら

ざる時はその產業をその兄弟に與ふべし 10もし

兄弟あらざる時はその產業をその父の兄弟に與ふ

べし 11もしまたその父に兄弟あらざる時はその

親戚の最も近き者にその產業を與へて獲さすべし

ヱホバのモーセに命ぜしごとくイスラエルの子孫

は永く之をもて律法の例とすべし 12茲にヱホバ

、モーセに言たまはく汝このアバリム山にのぼり

我イスラエルの子孫に與へし地を觀よ 13汝これ

を觀なばアロンの旣に加はりしごとく汝もその民

に加はるべし 14是チンの曠野において會衆の爭

論をなせる砌に汝らわが命に悸りかの水の側にて

我の聖き事をかれらの目のまへに顯すことを爲ざ

りしが故なり是すなはちチンの曠野のカデシにあ

るメリバの水なり 15モーセ、ヱホバに申して言

けるは 16ヱホバ一切の血肉ある者の生命の神よ

願くはこの會衆の上に一人を立て 17之をして彼

等の前に出かれらの前に入り彼らを導き出し彼ら

を導き入る者とならしめヱホバの會衆をして牧者

なき羊のごとくならざらしめたまへ 18ヱホバ、

モーセに言たまはくヌンの子ヨシユアといふ霊の

やどれる人を取り汝の手をその上に按き 19これ

を祭司エレアザルと全會衆の前に立せて彼らの前
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にて之に命ずる事をなすべし 20汝これに自己の

尊榮を分ち與ヘイスラエルの子孫の全會衆をして

これに順がはしむべし 21彼は祭司エレアザルの

前に立べしエレアザルはウリムをもて彼のために

ヱホバの前に問ことを爲べしヨシユアとイスラエ

ルの子孫すなはちその全會衆はエレアザルの言に

したがひて出でエレアザルの言にしたがひて入べ

し 22是においてモーセはヱホバの己に命じたま

へるごとく爲しヨシユアを取て之を祭司エレアザ

ルと全會衆の前に立せ 23その手をこれが上に按

き之に命ずることを爲しヱホバのモーセをもて命

じたまへる如くなせり

28ヱホバ、モーセに告て言たまはく 2イスラエ

ルの子孫に命じて之に言へわが禮物わが食物

なる火祭わが馨香の物は汝らこれをその期にいた

りて我に献ぐることを怠るべからず 3汝かれらに

言べし汝らがヱホバに献ぐる火祭は是なり即ち當

歳の全たき羔羊二匹を日々に献げて常燔祭となす

べし 4即ち一匹の羔羊を朝に献げ一匹の羔羊を夕

に献ぐべし 5また麥粉一エパの十分の一に搗て取

たる油一ヒンの四分の一を混和て素祭となすべし

6是すなはちシナイ山において定めたる常燔祭に

してヱホバに馨しき香としてたてまつる火祭なり

7またその灌祭は羔羊一匹に一ヒンの四分の一を

用ふべし即ち聖所において濃酒をヱホバのために

灌ぎて灌祭となすべし 8夕にはまた今一の羔羊を

献ぐべしその素祭と灌祭とは朝のごとくになし之

を献げて火祭となしてヱホバに馨しき香をたてま

つるべし 9また安息日には當歳の羔羊の全き者二

匹と麥粉十分の二に油をまじへたるその素祭とそ

の灌祭を献ぐべし 10是すなはち安息日ごとの燔

祭にして常燔祭とその灌祭の外なる者なり 11ま

た汝ら月々の朔日には燔祭をヱホバに献ぐべし即

ち少き牡牛二匹牡羊一匹當歳の羔羊の全き者七匹

を献げ 12牡牛一匹には麥粉十分の三に油を和た

るをもてその素祭となし牡羊一匹には麥粉十分の

二に油をまじへたるをもてその素祭となし 13羔

羊一匹には麥粉十分の一に油を混和たるをもてそ

の素祭となし之を馨しき香の燔祭としてヱホバに

火祭をたてまつるべし 14またその灌祭は牡牛一

匹に酒一ヒンの半牡羊一匹に一ヒンの三分の一羔

羊一匹に一ヒンの四分の一を用ふべし是すなはち

年の月々の中月ごとに献ぐべき燔祭なり 15また

常燔祭とその灌祭の外に牡山羊一匹を罪祭として

ヱホバに献ぐべし 16正月の十四日はヱホバの逾

越節なり 17またその月の十五日は節日なり七日

の間酵いれぬパンを食ふべし 18その首の日には

聖會をひらくべし汝等何の職業をも爲べからず 19

汝ら火祭を献げてヱホバに燔祭たらしむるには少

き牡牛二匹牡羊一匹當歳の羔羊七匹をもてすべし

是等は皆全き者なるべし 20その素祭には麥粉に

油を和たるを用べし即ち牡牛一匹には麥粉十分の

三を献げ牡羊一匹には十分の二を献げ 21また羔

羊は七匹ともその羔羊一匹ごとに十分の一を献ぐ

べし 22また牡山羊一匹を罪祭に献げて汝らのた

めに贖罪をなすべし 23朝に献ぐる常燔祭なる燔

祭の外に汝ら是らを献ぐべし 24是のごとく汝ら

七日の間日ごとに火祭の食物を献げてヱホバに馨

しき香をたてまつるべし是は常燔祭とその灌祭の

外に献ぐべき者なり 25而して第七日には汝ら聖

會を開くべし何の職業をち爲べからず 26七七日

の後すなはち汝らが新しき素祭をヱホバに携へき

たる初穂の日にも汝ら聖會を開くべし何の職業を

も爲べからず 27汝ら燔祭を献げてヱホバに馨し

き香をたてまつるべし即ち少き牡牛二匹牡羊一匹

當歳の羔羊七匹を献ぐべし 28その素祭には麥粉

に油を混和たるを用ふべし即ち牡牛一匹に十分の

三牡羊一匹に十分の二を用ひ 29また羔羊には七

匹ともに羔羊一匹に十分の一を用ふべし 30また

牡山羊一匹をささげて汝らのために贖罪をなすべ

し 31汝ら常燔祭とその素祭とその灌祭の外に是

等を献ぐべし是みな全き者なるべし

29七月にいたりその月の朔日に汝ら聖會を開く
べし何の職業をも爲べからず是は汝らが喇叭

を吹べき日なり 2汝ら燔祭をささげてヱホバに馨

しき香をたてまつるべし即ち少き牡牛一匹牡羊一

匹當歳の羔羊の全き者七匹を献ぐべし 3その素祭

には麥粉に油を混和たるを用ふべし即ぢ牡牛一匹

に十分の三牡羊一匹に十分の二をもちひ 4また羔

羊には七匹とも羔羊一匹に十分の一を用ふべし 5

また牡山羊一匹を罪祭に献げて汝らのために贖罪

をなすべし 6是は月々の朔日の燔祭とその素祭お

よび日々の燔祭とその素祭と灌祭の外なる者なり

是らの物の例にしたがひて之をヱホバにたてまつ

りて馨しき香の火祭となすべし 7またその七月の

十日に汝ら聖會を開きかつ汝らの身をなやますべ

し何の職業をも爲べからず 8汝らヱホバに燔祭を

献げて馨しき香をたてまつるべし即ち少き牡牛一
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匹牡羊一匹當歳の羔羊七匹是みな全き者なるべし

9その素祭には麥粉に油を混和たるを用ふべし即

ち牡牛一匹に十分の三牡羊一匹に十分の二を用ひ

10また羔羊には七匹とも羔羊一匹に十分の一を用

ふべし 11また牡山羊一匹を罪祭に献ぐべし是等

は贖罪の罪祭と常燔祭とその素祭と灌祭の外なる

者なり 12七月の十五日に汝ら聖會を開くべし何

の職業をも爲べからず汝ら七日の間ヱホバに向て

節筵を守るべし 13汝ら燔祭を献げてヱホバに馨

しき香の火祭をたてまつるべし即ち少き牡牛十三

牡羊二匹當歳の羔羊十四是みな全き者なるべし 14

その素祭には麥粉に油を混和たるを用ふべし即ち

その十三の牡牛には各箇十分の三その二匹の牡羊

には各箇十分の二を用ひ 15その十四の羔羊には

各箇十分の一を用ふべし 16また牡山羊一匹を罪

祭に献ぐべし是等は常燔祭およびその素祭と灌祭

の外なり 17第二日には少き牡牛十二牡羊二匹當

歳の羔羊の全き者十四を献ぐべし 18その牡牛と

牡羊と羔羊のために用ふる素祭と灌祭はその數に

循ひて例のごとくすべし 19また牡山羊一匹を罪

祭に献ぐべし是らは常燔祭およびその素祭と灌祭

の外なり 20第三日には少き牡牛十一牡羊二匹當

歳の羔羊の全き者十四を献ぐべし 21その牡牛と

牡羊と羔羊のために用ふる素祭と灌祭はその數に

循ひて例のごとくすべし 22また牡山羊一匹を罪

祭に献ぐべし是らは常燔祭およびその素祭と灌祭

の外なり 23第四日には少き牡牛十匹牡羊二匹當

歳の羔羊の全き者十四を献ぐべし 24その牡牛と

牡羊と羔羊のために用ふる素祭と灌祭はその數に

循ひて例のごとくすべし 25また牡山羊一匹を罪

祭に献ぐべし是等は常燔祭およびその素祭と灌祭

の外なり 26第五日には少き牡牛九匹牡羊二匹當

歳の羔羊の全き者十四を献ぐべし 27その牡牛と

牡羊と羔羊のために用ふる素祭と灌祭はその數に

したがひて例のごとくすべし 28また牡山羊一匹

を罪祭に献ぐべし是らは常燔祭およびその素祭と

灌祭の外なり 29第六日には少き牡牛八匹牡羊二

匹當歳の羔羊の全き者十四を献ぐべし 30その牡

牛と牡羊と羔羊のために用ふる素祭と灌祭はその

數にしたがひて例のごとくすべし 31また牡山羊

一匹を罪祭に献ぐべし是等は常燔祭およびその素

祭と灌祭の外なり 32第七日には少き牡牛七匹牡

羊二匹當歳の羔羊の全き者十四を献ぐべし 33そ

の牡牛と牡羊と羔羊のために用ふる素祭と灌祭は

その數にしたがひて例のごとくすべし 34また牡

山羊一匹を罪祭に献ぐべし是等は常燔祭およびそ

の素祭と灌祭の外なり 35第八日にはまた汝ら會

をひらくべし何の職業をも爲べからず 36燔祭を

献げてヱホバに馨しき香の火祭をたてまつるべし

即ち牡牛一匹牡羊一匹當歳の羔羊の全き者七匹を

献ぐべし 37その牡牛と牡羊と羔羊のために用ふ

る素祭と灌祭はその數にしたがひて例のごとくす

べし 38また牡山羊一匹を罪祭に献ぐべし是らは

常燔祭およびその素祭と灌祭の外なり 39汝らそ

の節期にはヱホバに斯なすべし是らは皆汝らが願

還のために献げまたは自意の禮物として献ぐる所

の燔祭素祭灌祭および酬恩祭の外なり 40モーセ

はヱホバのモーセに命じたまへる事をことごとく

イスラエルの子孫に告たり

30モーセ、イスラエルの子孫の支派の長等に告
て云ふヱホバの命じたまふ事は是のごとし 2

人もしヱホバに誓願をかけ又はその身に斷物をな

さんと誓ひなばその言詞を破るべからずその口よ

り出ししごとく凡て爲べし 3また女もし若くして

その父の家に居る時ヱホバに誓願をかけ又はその

身斷物を爲ことあらんに 4その父これが誓願また

はその身に斷し斷物を聞て之にむかひて言ふこと

無ば其かけたる誓願を行ひまたその身に斷し斷物

を守るべし 5然どその父これを聞る日に之を允さ

ざるあらばその誓願およびその身に斷し斷物を凡

て止ることを得べしその父の允さざるなればヱホ

バこれを赦したまふなり 6もしまた夫に適く身に

して自ら誓願をかけまたはその身に斷物せんと軽

々しく口より言いだすことあらんに 7その夫これ

を聞もそのこれを聞る日にこれに向ひて言ふこと

無ばその誓願を行ひその身に斷し斷物を守るべし

8されど夫もし之を聞る日にこれを允さざるなら

ば之がかけし誓願または之がその身に斷物せんと

軽々しく口に出ししところの事を空うするを得べ

しヱホバはその女を赦したまふなり 9また寡婦あ

るひは去れたる婦人の誓願など凡てその身になし

し斷物はこれを守るべし 10婦女もしその夫の家

において誓願をかけ又はその身に斷物せんと誓ふ

ことあらんに 11夫これを聞てこれに對ひて言ふ

ことなく之を允さざること無ばその誓願は凡てこ

れを行ふべくその身に斷し斷物は凡てこれを守る

べし 12然どその夫もしこれを聞る日に全くこれ

を空うせばその誓願またはその斷物につき口より
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出しし事は凡て守るに及ばずその夫これを空くな

したるなればヱホバその婦女を赦したまふなり 13

凡の誓願および凡てその身をなやますところの誓

約は夫これを堅うすることを得夫これを空うする

ことを得べし 14その夫もし之にむかひて言ふこ

となくして日をおくらば之が誓願またはこれが斷

物を凡て堅うするなり彼これを聞る日に妻にむか

ひて言ふことを爲ざるに因て之を堅うせるなり 15

然どその夫もしこれを聞たる後にいたりてこれを

空うする事あらばその妻の罪を任べし 16是すな

はちヱホバがモーセに命じたまへる法令にして夫

と妻および父とその女子の少くして父の家にある

者とにかかはる者なり

31茲にヱホバ、モーセに告て言たまはく 2汝イ

スラエルの子孫の仇をミデアン人に報ゆべし

其後汝はその民に加はらん 3モーセすなはち民に

告て言けるは汝らの中より人を選みて戰爭にいづ

る准備をなさしめ之をしてミデアン人に攻ゆかし

めてヱホバの仇をミデアン人に報ゆべし 4即ちイ

スラエルの諸の支派につきて各々の支派より千人

づつを取りこれを戰爭につかはすべしと 5是にお

いて各々の支派より千人づつを選みイスラエルの

衆軍の中より一萬二千人を得て戰爭にいづる准備

をなさしむ 6モーセすなはち各々の支派より千人

宛を戰爭に遣しまた祭司エレアザルの子ピネハス

に聖器と吹鳴す喇叭を執しめて之とともに戰爭に

遣せり 7彼らヱホバのモーセに命じたまへるごと

くミデアン人を攻撃ち遂にその中の男子をことご

とく殺せり 8その殺しし者の外にまたミデアンの

王五人を殺せりそのミデアンの王等はエビ、レケ

ム、ツル、ホル、レバといふまたベオルの子バラ

ムをも劍にかけて殺せり 9イスラエルの子孫すな

はちミデアンの婦女等とその子女を生擒りその家

畜と羊の群とその貨財をことごとく奪ひ取り 10

その住居の邑々とその村々とを盡く火にて燒り 11

かくて彼等はその奪ひし物と掠めし物を人と畜と

もに取り 12ヱリコに對するヨルダンの邊なるモ

アブの平野の營にその生擒し者と掠めし物と奪ひ

し物とを携へきたりてモーセと祭司エレアザルと

イスラエルの子孫の會衆に詣れり 13時にモーセ

と祭司エレアザルおよび會衆の牧伯等みな營の外

に出て之を迎へたりしが 14モーセはその軍勢の

領袖等すなはち戰爭より歸りきたれる千人の長等

と百人の長等のなせる所を怒れり 15モーセすな

はち彼等に言けるは汝らは婦女等をことごとく生

し存しや 16視よ是等の者はバラムの謀計により

イスラエルの子孫をしてペオルの事においてヱホ

バに罪を犯さしめ遂にヱホバの會衆の中に疫病お

こるにいたらしめたり 17然ばこの子等の中の男

の子を盡く殺しまた男と寝て男しれる婦人を盡く

殺せ 18但し未だ男と寝て男しれる事あらざる女

の子はこれを汝らのために生し存べし 19而して

汝らは七日の間營の外に居れ汝らの中凡そ人を殺

せし者または殺されし者に捫りたる者は第三日と

第七日にその身を潔め且その俘囚を潔むべし 20

また一切の衣服と一切の皮の器具および凡て山羊

の毛にて作れる物と凡て木にて造れる物を潔むべ

しと 21祭司エレアザル戰にいでし軍人等に言け

るはヱホバのモーセに命じたまへる律法の例は是

のごとし 22金銀銅鐵錫鉛など 23凡て火に勝る物

は火の中を通すべし然せば潔くならん然ながら尚

また潔淨の水をもてこれを潔むべしまた凡て火に

勝ざる者は水の中を通すべし 24汝等は第七日に

その衣服を洗ひて潔くなり然る後營にいるべし 25

その時ヱホバ、モーセに告て言たまはく 26汝と

祭司エレアザルおよび會衆の族長等この取獲たる

人と畜の總數をしらべ 27その獲物を二分に分て

その一を戰爭にいでて戰ひし者に予へその一を全

會衆に予へよ 28而して戰ひに出し軍人をして人

または牛または驢馬または羊おのおの五百ごとに

一をとりてヱホバに貢として奉つらしめよ 29即

ち彼らの一半より之をとりヱホバの擧祭として祭

司エレアザルに與へよ 30またイスラエルの子孫

の一半よりはその獲たる人または牛または驢馬ま

たは羊または種々の獣畜五十ごとに一を取りヱホ

バの幕屋の職守を守るところのレビ人にこれを與

へよと 31モーセと祭司エレアザルすなはちヱホ

バのモーセに命じたまへるごとく爲り 32その掠

取物すなはち軍人等が奪ひ獲たる物の殘餘は羊六

十七萬五千 33牛七萬二千 34驢馬六萬一千 35人三

萬二千是みな未だ男と寝て男しれる事あらざる女

なり 36その一半すなはち戰爭にいでし者の分は

羊三十三萬七千五百 37ヱホバに貢として奉つれ

る羊は六百七十五 38牛三萬六千その中よりヱホ

バに貢とせし者は七十二 39驢馬三萬五百その中

よりヱホバに貢とせし者は六十一 40人一萬六千

その中よりヱホバに貢とせし者は三十二人 41モ

ーセその貢すなはちヱホバの擧祭なる者を祭司エ
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レアザルに與へたりヱホバのモーセに命じたまへ

る如し 42モーセが戰爭に出しものより分ちとり

てイスラエルの子孫に予へし一半 43すなはち會

衆に屬する一半は羊三十三萬七千五百 44牛三萬

六千 45驢馬三萬五百 46人一萬六千 47すなはちイ

スラエルの子孫のその一半よりモーセ人と畜とも

に各箇五十ごとに一を取りヱホバの幕屋の職守を

まもるレビ人に之を與へたりヱホバのモーセに命

じたまへるごとし 48時に其軍勢の帥士たりし者

等すなはち千人の長百人の長等モーセにきたり 49

モーセに言けるは僕等我らの手に屬する軍人を數

へたるにわれらの中一人も缺たる者なし 50是を

もて我ら各人その獲たる金の飾品すなはち鏈子釧

指鐶耳環頸玉等をヱホバに携へきたりて禮物とな

し之をもて我らの生命のためにヱホバの前に贖罪

をなさんとすと 51モーセと祭司エレアザルすな

はち彼らよりその金を受たり是みな製り成る飾品

なりき 52千人の長と百人の長たちがヱホバに献

げて擧祭となせしその金は都合一萬六千七百五十

シケル 53軍人は各箇その掠取物をもて自分の有

となせり 54モーセと祭司エレアザルは千人の長

と百人の長等よりその金を受て集會の幕屋に携へ

いりヱホバの前におきてイスラエルの子孫の記念

とならしむ

32ルベンの子孫とガドの子孫は甚だ多くの家畜
の群を有り彼等ヤゼルの地とギレアデの地を

觀るにその處は家畜に適き所なりければ 2ガドの

子孫とルベンの子孫來りてモーセと祭司エレアザ

ルと會衆の牧伯等に言けるは 3アタロテ、デボン

、ヤゼル、ニムラ、ヘシボン、エレアレ、シバム

、ネボ、ベオン 4即ちヱホバがイスラエルの會衆

の前に撃ほろぼしたまひし國は家畜に適き所なる

が我らは家畜あり 5また曰ふ然ば我らもし汝の目

の前に恩を獲たらば請ふこの地を僕等に與へて產

業となさしめ我らをしてヨルダンを濟ること無ら

しめよと斯いへり 6モーセ、ガドの子孫とルベン

の子孫に言けるは汝らの兄弟たちは戰ひに往に汝

らは此に坐しをらんとするや 7汝ら何ぞイスラエ

ルの子孫の心を挫きてヱホバのこれに賜ひし地に

濟ることを得ざらしめんとするや 8汝らの先祖等

も我がカデシバルネアより其地を觀に遣せし時に

然なせり 9即ち彼らエシコルの谷に至りて其地を

觀し時イスラエルの子孫の心を挫きて之をしてヱ

ホバの賜ひし地に往ことを得ざらしめたり 10そ

の時ヱホバ怒を發し誓ひて言たまひけらく 11エ

ジプトより出きたれる人々の二十歳以上なる者は

一人も我がアブラハム、イサク、ヤコブに誓ひた

る地を見ざるべし其はかれら我に全くは從はざれ

ばなり 12第ケナズ人ヱフンネの子カルブとヌン

の子ヨシユアとを除く此二人はヱホバに全く從ひ

たればなり 13ヱホバかくイスラエルにむかひて

怒を發し之をして四十年のあひだ曠野にさまよは

しめたまひければヱホバの前に惡をなししその代

の人みな終に亡ぶるに至れり 14抑汝らはその父

に代りて起れる者即ち罪人の種にしてヱホバのイ

スラエルにむかひて懐たまふ烈しき怒を更に増ん

とするなり 15汝ら若反きてヱホバに從はずばヱ

ホバまたこの民を曠野に遺おきたまはん然せば汝

等すなはちこの民を滅ぼすにいたるべし 16彼ら

モーセの側に進みよりて言けるは我らは此に我ら

の群のために羊の圈を建我らの少者のために邑を

建んとす 17然ど我らはイスラエルの子孫をその

處に導きゆくまでは身をよろひて之が前に奮ひ進

まん第われらの少者はこの國に住る者等のために

堅固なる邑に居ざるを得ず 18我らはイスラエル

の子孫が皆おのおのその產業を獲までは我らの家

に歸らじ 19我らはヨルダンの彼旁において彼ら

と偕に產業を獲ことを爲じ我らはヨルダンの此旁

すなはち東の方に產業を獲ればなり 20モーセか

れらに言けるは汝らもしこの事を爲し汝らみな身

をよろひてヱホバの前に往て戰ひ 21汝ら皆身を

よろひヱホバの前にゆきてヨルダンを濟りヱホバ

のその敵を己の前より逐はらひたまひて 22この

國のヱホバに服ふにおよびて後汝ら歸ばヱホバの

前にもイスラエルの前にも汝ら罪なかるべし然せ

ばこの地はヱホバの前において汝らの產業となら

ん 23然ど汝らもし然せずば是ヱホバにむかひて

罪を犯すなれば必ずその罪汝らの身におよぶと知

べし 24汝らその少者のために邑を建てその羊の

ために圈を建よ而して汝らの口より出せるところ

を爲せ 25ガドの子孫とルベンの子孫モーセにこ

たへて言けるはわが主の命じたまふごとく僕等行

ふべし 26我らの少者と妻と羊と諸の家畜は此に

ギレアデの邑々に居べし 27然ど僕等はおのおの

戰爭のために身をよろひてわが主の言たまふ如く

ヱホバの前に渉りゆきて戰ふべし 28是において

モーセかれらの爲に祭司エレアザルとヌンの子ヨ

シユアとイスラエルの支派の族長等に命ずる事あ
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りき 29すなはちモーセかれらに言けるはガドの

子孫とルベンの子孫もし汝らとともにヨルダンを

濟りゆき各箇身をよろひてヱホバの前に戰ひてこ

の地汝らに服ふにいたらば汝らギレアデの地をか

れらに與へて產業となさしむべし 30然ど彼らも

し汝らとともに身をよろひて濟りゆかずば彼らは

カナンの地に於て汝らの中に產業を獲ざる可らず

31ガドの子孫とルベンの子孫こたへて言ふヱホバ

が僕等に言たまふごとく我ら爲べし 32我らは身

をよろひてヱホバの前にカナンの地に濟りゆきヨ

ルダンの此旁なる我らの產業を保つことを爲べし

33是においてモーセはアモリ人の王シホンの國と

バシヤンの王オグの國をもてガドの子孫とルベン

の子孫とヨセフの子マナセの支派の半とに與へた

り即ちその國およびその境の内の邑々とその邑々

の周圍の地とを之に與ふ 34ガドの子孫はデボン

、アタロテ、アロエル 35アテロテ、シヨバン、

ヤゼル、ヨグベハ 36ベテニムラ、ベテハランな

どの堅固なる邑を建て羊のために圈を建たり 37

またルベンの子孫はヘシボン、エレアレ、キリヤ

タイム 38ネボ、バアルメオン等の邑を建てその

名を更めまたシブマの邑を建たりその建たる邑々

には新しき名をつけたり 39またマナセの子マキ

ルの子孫はギレアデに至りてこれを取り其處にを

りしアモリ人を逐はらひければ 40モーセ、ギレ

アデをマナセの子マキルに與へて其處に住しむ 41

またマナセの子ヤイルは往てその村々を取りこれ

をハヲテヤイル(ヤイル村)と名けたり 42またノ

バは往てケナテとその村々を取り自己の名にした

がひて之をノバと名けたり

33イスラエルの子孫がモーセとアロンに導かれ
其軍旅にしたがひてエジプトの國より出きた

りて經たる旅路は左のごとし 2モーセ、ヱホバの

命に依りその旅路にしたがひてこれが發程を記せ

りその發程によればその旅路は左のごとくなり 3

彼らは正月の十五日にラメセスより出立り即ぢ逾

越の翌日にイスラエルの子孫は一切のエジプト人

の目の前にて高らかなる手によりて出たり 4時に

エジプト人はヱホバに撃ころされし其長子を葬り

て居りヱホバはまた彼らの神々にも罰をかうむら

せたまへり 5イスラエルの子孫ラメセスより出立

てスコテに營を張り 6スコテより出立て曠野の極

端なるエタムに營を張り 7エタムより出立てバア

ルゼポンの前なるピハヒロテに轉りゆきてミグド

ルに營を張り 8ピハヒロテの前より出立ち海の中

を通りて曠野にいりエタムの曠野に三日路ほど入

てメラに營を張り 9メラより出立てヱリムに至れ

りエリムには泉十二棕櫚七十本あり乃ち此に營を

張り 10かくてエリムより出たちて紅海の邊に營

を張り 11紅海より出たちてシンの曠野に營を張

り 12シンの曠野より出たちてドフカに營を張り

13ドフカより出たちてアルシに營を張り 14アル

シより出たちてレピデムに營を張り此には民の飮

む水あらざりき 15かくてレピデムより出たちて

シナイの曠野に營を張り 16シナイの曠野より出

たちてキブロテハッタワに營を張り 17キブロテ

ハッタワより出たちてハゼロテに營を張り 18ハ

ゼロテより出たちてリテマに營を張り 19リテマ

より出たちてリンモンバレツに營を張り 20リン

モンパレツより出たちてリブナに營を張り 21リ

ブナより出たちてリッサに營を張り 22リッサよ

り出たちてケヘラタに營を張り 23ケヘラタより

出たちてシヤペル山に營を張り 24シヤペル山よ

り出たちてハラダに營を張り 25ハラダより出た

ちてマケロテに營を張り 26マケロテより出たち

てタハテに營を張り 27タハテより出たちてテラ

に營を張り 28テラより出たちてミテカに營を張

り 29ミテカより出たちてハシモナに營を張り 30

ハシモナより出たちてモセラに營を張り 31モセ

ラより出たちてベネヤカンに營を張り 32ベネヤ

カンより出たちてホルハギデガデに營を張り 33

ホルハギデガデより出たちてヨテバタに營を張り

34ヨテバタより出たちてアブロナに營を張り 35

アブロナより出たちてエジオングベルに營を張り

36エジオングベルより出たちてカデシのチンの曠

野に營を張り 37カデシより出たちてエドムの國

の界なるホル山に營を張り 38イスラエルの子孫

がエジプトの國を出てより四十年の五月の朔日に

祭司アロンはヱホバの命によりてホル山に登て其

處に死り 39アロンはホル山に死たる時は百二十

三歳なりき 40カナンの地の南に住るカナン人ア

ラデ王といふ者イスラエルの子孫の來るを聞り 41

かくてホル山より出たちてザルモナに營を張り 42

ザルモナより出立てプノンに營を張り 43プノン

より出たちてオボテに營を張り 44オボテより出

たちてモアブの界なるイヱアバリムに營を張り 45

イヰムより出たちてデボンガドに營を張り 46デ

ボンガドより出たちてアルモンデブラタイムに營



民数記127

を張り 47アルモンデブラタイムより出たちてネ

ボの前なるアバリムの山々に營を張り 48アバリ

ムの山々より出たちてヱリコに對するヨルダンの

邊なるモアブの平野に營を張り 49すなはちモア

ブの平野においてヨルダンの邊に營を張りベテヱ

シモテよりアベルシッテムにいたる 50ヱリコに

對するヨルダンの邊なるモアブの平野においてヱ

ホバ、モーセに告て言たまはく 51イスラエルの

子孫に告てこれに言へ汝らヨルダンを濟りてカナ

ンの地に入る時は 52その地に住る民をことごと

く汝らの前より逐はらひその石の像をことごとく

毀ちその鋳たる像を毀ちその崇邱をことごとく毀

ちつくすべし 53汝らその地の民を逐はらひて其

處に住べし其は我その地を汝らの產業として汝ら

に與へたればなり 54汝らの族にしたがひ鬮をも

てその地を分ちて產業となし人多きには多くの產

業を與へ人少きには少しの產業を與ふべし各人の

分はその鬮にあたれる處にあるべきなり汝らその

先祖の支派にしたがひて之を獲べし 55然ど汝ら

もしその地に住る民を汝らの前より逐はらはずば

汝らが存しおくところの者汝らの目に莿となり汝

の脇に棘となり汝らの住む國において汝らを惱さ

ん 56且また我は彼らに爲んと思ひし事を汝らに

爲ん

34ヱホバ、モーセに告て言たまはく 2イスラエ

ルの子孫に告てこれに言へ汝らがカナンの地

にいる時に汝らに歸して產業となる地は是なり即

ち是カナンの地その境に循へる者 3汝らの南の方

はエドムに接すろチンの曠野より起り南の界は鹽

海の極端より東の方にいたるべし 4また汝らの界

は南より繞りてアクラビムの坂にいたりてチンに

赴き南よりカデシバルネアに亘りハザルアダルに

進みアズモンに赴くべし 5その界はまたアズモン

より繞りてエジプトの河にいたり海におよびて盡

べし 6西の界においては大海をもてその界とすべ

し是を汝らの西の界とす 7汝らの北の界は是のご

とし即ち大海よりホル山までを畫り 8ホル山より

ハマテの入口までを畫りその界をしてゼダデまで

亘らしむべし 9またその界はジフロンに進みハザ

ルエノンにいたりて盡べし是を汝らの北の界とす

10汝らの東の界はハザルエノンよりシバムまでを

畫るべし 11またその界はアインの東の方におい

てシバムよりリブラに下りゆくべし斯その界は下

りてキンネレテの海の東の傍に抵り 12その界ヨ

ルダンに下りゆきて鹽海におよびて盡べし汝らの

國はその周圍の界に依ば是のごとくなるべし 13

モーセ、イスラエルの子孫に命じて言けるは是す

なはち汝らが鬮をもて獲べき地なりヱホバこれを

九の支派と半支派とに與へよと命じたまふ 14そ

はルベンの子孫の支派とガドの子孫の支派はとも

にその宗族にしたがひてその產業を受けまたマナ

セの半支派もその產業を受たればなり 15この二

の支派と半支派とはヱリコに對するヨルダンの彼

旁すなはちその東日の出る方においてその產業を

受たり 16ヱホバまたモーセに告て言たまはく 17

汝らに地を分つ人々の名は是なり即ち祭司エレア

ザルとヌンの子ヨシユア 18汝らまた各箇の支派

より牧伯一人づつを簡びて地を分つことを爲しむ

べし 19その人々の名は是のごとしユダの支派に

てはエフンネの子カルブ 20シメオンの子孫の支

派にてはアミホデの子サムエル 21ベニヤミンの

支派にてはキスロンの子エリダデ 22ダンの子孫

の支派の牧伯はヨグリの子ブッキ 23ヨセフの子

孫すなはちマナセの子孫の支派の牧伯はエポデの

子ハニエル 24エフライムの子孫の支派の牧伯は

シフタンの子ケムエル 25ゼブルンの子孫の支派

の牧伯はパルナクの子エリザバン 26イッサカル

の子孫の支派の牧伯はアザンの子パルテエル 27

アセルの子孫の支派の牧伯はシロミの子アヒウデ

28ナフタリの子孫の支派の牧伯はアミホデの子パ

ダヘル 29カナンの地においてイスラエルの子孫

に產業を分つことをヱホバの命じたまへる人は是

のごとし

35ヱリコに對するヨルダンの邊なるモアブの平
野においてヱホバ、モーセに告て言たまはく

2イスラエルの子孫に命じてその獲たる產業の中

よりレビ人に住べき邑々を與へしめよ汝らまたそ

の邑々の周圍に郊地をつけてレビ人に與ふべし 3

その邑々は彼らの住べき所その郊地は彼らの家畜

貨財および諸の獣をおくところたるべし 4汝らが

レビ人に與ふる邑々の郊地は邑の石垣より外四周

一千キユビトなるべし 5すなはち邑の外に於て東

の方に二千キユビト南の方に二千キユビト西の方

に二千キユビト北の方に二千キユビトを量り邑を

その中にあらしむべし彼らの邑の郊地は是のごと

くなるべし 6汝らがレビ人に與ふる邑々は是のご

とくなるべし即ち逃遁邑六を與ふべし是は人を殺

せる者の其處に逃るべきための者なり此外にまた
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邑四十二を與ふべし 7汝らがレビ人に與ふる邑は

都合四十八邑これを其郊地とともに與ふべし 8汝

らイスラエルの子孫の產業の中よりレビ人に邑を

與ふるには多く有る者は多く與へ少く有る者は少

く與へ各人その獲たる產業にしたがひてその邑々

を之に與ふべし 9ヱホバまたモーセに告て言たま

はく 10イスラエルの子孫に告てこれに言へ汝ら

ヨルダンを濟りてカナンの地に入ば 11汝らのた

めに邑を設けて逃遁邑と爲し誤りて人を殺せる者

をして其處に逃るべからしむべし 12其は汝らが

仇打する者を避て逃るべき邑なり是あるは人を殺

せる者が未だ會衆の前にたちて審判をうけざる先

に殺さるること無らんためなり 13汝らが予ふる

邑々の中六をもて逃遁邑とすべし 14すなはち汝

らヨルダンの此旁において三の邑を予ヘカーナン

の地において三の邑を予へて逃遁邑となすべし 15

この六の邑はイスラエルの子孫と他國人およびそ

の中に寄寓る者の逃遁場たるべし凡て誤りて人を

殺せる者は其處に逃るることを得べし 16もし鐵

の器をもて人を撃て死しめなば是故殺なり故殺人

はかならず殺さるべし 17もし人を殺すほどの石

を執て人を撃て死しめなば是故殺なり故殺人はか

ならず殺さるべし 18また人を殺すほどの木の器

をとりて人を撃て死しめなば是故殺なり故殺人は

かならず殺さるべし 19仇を打つ者その故殺人を

殺すことを得すなはち之に遭ふところにて之を殺

すことを得るなり 20もしまた怨恨のために人を

推しまたは意ありて人に物を投うちて死しめ 21

または敵の心を挾さみ手をもて人を撃て死しめな

ばその人を撃たる者は必ず殺さるべし是故殺なれ

ばなり仇を打つ者これに遭ふところにて之を殺す

ことを得べし 22然どもし敵の心なくして思はず

人を推しまたは意なくして人に物を擲ち 23また

は人あるを見ずして人を殺すほどの石を之に投つ

けて死しむること有んにその人これが敵にもあら

ずまた之を害せんとせしにもあらざる時は 24會

衆この律法によりてその人を殺せる者と仇打する

者とに審判を言わたすべし 25即ち會衆はその人

を殺せる者を仇打する者の手より救ひ出してこれ

をその逃れゆきたる逃遁邑に還すべしその者は聖

膏を灌れたる祭司の長の死るまで其處に居べし 26

然ど人を殺しし者その逃れし逃遁邑の境を出でた

らんに 27仇打する者その逃遁邑の境の外にてこ

れに遭ことありて仇打する者すなはちその人を殺

しし者を殺すことあるとも血をながせる罪あらじ

28其は彼は祭司の長の死るまでその逃遁邑に居べ

き者なればなり祭司の長の死たる後はその人を殺

せし者おのれの產業の地にかへることを得べし 29

汝ら代々その住所において之を審判の法度とすべ

し 30凡て人を殺せる者すなはち故殺人は證人の

口にしたがひて殺さるべし然ど只一人の證人の言

にしたがひて人を殺すことを爲べからず 31汝ら

死に當る故殺人の生命を贖はしむべからず必ずこ

れを殺すべし 32また逃遁邑に逃れたる者の贖を

容て祭司の死ざる前にこれを自己の地に歸り住し

むる勿れ 33汝らその居ところの地を汚すべから

ず血は地を汚すなり地の上に流せる血は之を流せ

る者の血をもてするに非れば贖ふことを得ざるな

り 34汝らその住ところの地すなはち我が居とこ

ろの地を汚すなかれ其は我ヱホバ、イスラエルの

子孫の中に居ばなり

36ヨセフの子等の族の中マナセの子マキルの子
なるギレアデの子等の族の族長等進みよりて

モーセの前とイスラエルの子孫の族長たる牧伯等

の前に語り 2言けるはイスラエルの子孫にその產

業の地を鬮によりて與ふることをヱホバわが主に

命じたまへり吾主またわれらの兄弟ゼロペハデの

產業をその女子等に與ふべしとヱホバに命ぜられ

たまふ 3彼らもしイスラエルの子孫の中他の支派

の人々に嫁ぎなば彼らの產業はわれらの父祖の產

業の中より除去れてその適る支派の產業に加はる

べし斯是は我らの產業の分の中より除去れん 4而

して彼らの產業はイスラエルの子孫のヨベルに至

りてその適る支派の產業に加はるべし斯かれらの

產業は我らの父祖の支派の產業の中より除去れん

5モーセ、ヱホバの言にしたがひてイスラエルの

子孫に命じて言ふヨセフの子等の支派の言ところ

は善し 6ゼロペハデの女子等の事につきてヱホバ

の命じたまふところは是のごとし云く彼らはその

心に適ふ者に嫁ぐべけれど惟その父祖の支派の家

にのみ嫁ぐべし 7然せばイスラエルの子孫の產業

この支派よりかの支派に移ることあらじイスラエ

ルの子孫はみな各箇その父祖の支派の產業に止ま

るべきなり 8イスラエルの子孫の支派の中凡そ產

業を有る女は皆おのれの父の支派の家に嫁ぐべし

然せばイスラエルの子孫おのおのその父祖の產業

を保つことを得ん 9產業をしてこの支派よりかの

支派に移らしむべからずイスラエルの子孫の支派
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の者は皆おのおの自己の產業にとどまるべし 10

是においてゼロペハデの女子等はヱホバのモーセ

に命じたまへる如くせり 11即ちゼロペハデの女

子等マアラ、テルザ、ホグラ、ミルカおよびノア

はその父の兄弟の子等に嫁げり 12彼らはヨセフ

の子マナセの子等の家に嫁ぎたればその產業はそ

の父の族の支派に止まれり 13是等はヱリコに對

するヨルダンの邊なるモアテの平野においてヱホ

バがモーセによりてイスラエルの子孫に命じたま

ひし命令と律法なり
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申命記

1是はモーセがヨルダンの此旁の曠野紅海に對
する平野に在てバラン、トベル、ラバン、ハ

ゼロテ、デザハブの間にてイスラエルの一切の人

に告たる言語なり 2ホレブよりセイル山の路を經

てカデシバルネアに至るには十一日路あり 3第四

十年の十一月にいたりその月の一日にモーセはイ

スラエルの子孫にむかひてヱホバが彼等のために

自己に授けたまひし命令を悉く告たり 4是はモー

セがヘシボンに住るアモリ人の王シホン及びエデ

レイのアシタロテに住るバシヤンの王オグを殺し

たる後なりき 5即ちモーセ、ヨルダンの此旁なる

モアブの地においてこの律法を解明すことを爲し

始めたり曰く 6我らの神ヱホバ、ホレブにて我ら

に告て言たまへり汝らはこの山に居こと日すでに

久し 7汝ら身を轉らして途に進みアモリ人の山に

往き其に鄰れる處々に往き平野山地窪地南の地海

邊カナン人の地レバノンおよび大河ユフラテ河に

至れ 8我この地を汝らの前に置り入てこの地を獲

よ是はヱホバが汝らの先祖アブラハム、イサク、

ヤコブに誓ひて之を彼らとその後の子孫に與へん

と言たまひし者なりと 9彼時我なんぢらに語りて

言り我は一人にては汝らをわが任として負ことあ

たはず 10汝らの神ヱホバ汝らを衆多ならしめた

まひたれば汝ら今日は天空の星のごとくに衆し 11

願くは汝らの先祖の神ヱホバ汝らをして今あるよ

りは千倍も多くならしめ又なんぢらに約束せしご

とく汝らを祝福たまはんことを 12我一人にては

爭で汝らを吾任となしまた汝らの重負と汝らの爭

競に當ることを得んや 13汝らの支派の中より智

慧あり知識ありて人に識れたる人々を簡べ我これ

を汝らの首長となさんと 14時に汝ら答へて言り

汝が言ところの事を爲は善しと 15是をもて我汝

らの支派の首長なる智慧ありて人に知れたる者等

を取て汝らの首長となせり即ち之をもて千人の長

百人の長五十人の長十人の長となしまた汝らの支

派の中の官吏となせり 16また彼時に我汝らの士

師等に命じて言り汝らその兄弟の中の訴訟を聽き

此人と彼人の間を正く審判くべし他國の人におい

ても然り 17汝ら人を視て審判すべからず小き者

にも大なる者にも聽べし人の面を懼るべからず審

判は神の事なればなり汝らにおいて斷定がたき事

は我に持きたれ我これを聽ん 18我かの時に汝ら

の爲べき事をことごとく汝らに命じたりき 19我

等の神ヱホバの我等に命じたまひしごとくに我等

はホレブより出たち汝らが見知るかの大なる畏し

き曠野を通りアモリ人の山を指てガデシバルネア

に至れり 20時に我なんぢらに言り汝らは我らの

神ヱホバの我らに與へたまへるアモリ人の山に至

れり 21視よ汝の神ヱホバこの地を汝の前に置た

まふ汝の先祖の神ヱホバの汝に言たまふごとく上

り往てこれを獲よ懼るるなかれ猶豫なかれと 22

汝らみな我に近りて言り我等人を我らの先に遣し

てその地を伺察しめ彼らをして返て何の途より上

るべきか何の邑々に入べきかを我らに告しめんと

23この言わが目に善と見ければ我汝らの中より十

二人の者を取り即ち一の支派より一人宛なりき 24

彼等前みゆきて山に登りエシコルの谷にいたり之

を伺ひ 25その地の菓物を手に取てわれらの許に

持くだり我らに復命して言り我等の神ヱホバの我

等に與へたまへる地は善地なりと 26然るに汝等

は上り往ことを好まずして汝らの神ヱホバの命令

に背けり 27すなはち汝らその天幕にて呟きて言

りヱホバわれらを惡むが故に我らをアモリ人の手

に付して滅ぼさんとてエジプトの國より我らを導

き出せり 28我等は何方に往べきや我らの兄弟等

は言ふその民は我らよりも大にして身長たかく邑

々は大にしてその石垣は天に達る我らまたアナク

の子孫を其處に見たりと斯いひて我らの氣を挫け

りと 29時に我なんぢらに言り怖る勿れ懼るるな

かれ 30汝らに先ち行たまふ汝らの神ヱホバ、エ

ジプトにおいて汝らの爲に汝らの目の前にて諸の

事をなしたまひし如く今また汝らのために戰ひた

まはん 31曠野においては汝また汝の神ヱホバが

人のその子を抱くが如くに汝を抱きたまひしを見

たり汝らが此處にいたるまでその路すがら常に然

ありしなりと 32この言をなせども汝らはなほそ

の神ヱホバを信ぜざりき 33ヱホバは途にありて

は汝らに先ちゆきて汝らが營を張べき處を尋ね夜

は火の中にあり晝は雲の中にありて汝らの行べき

途を示したまへる者なり 34ヱホバ汝らの言語の

聲を聞て怒り誓て言たまひけらく 35この惡き代

の人々の中には我が汝らの先祖等に與へんと誓ひ

しかの善地を見る者一人も有ざるべし 36只ヱフ

ンネの子カルブのみ之を見ることを得ん彼が踐た

りし地をもて我かれとかれの子孫に與ふべし其は

彼まったくヱホバに從ひたればなり 37ヱホバま
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た汝らの故をもて我をも怒て言たまへり汝もまた

彼處に入ことを得ず 38汝の前に侍るヌンの子ヨ

シユアかしこに入べし彼に力をつけよ彼イスラエ

ルをして之を獲しむべし 39また汝等が掠められ

んと言たりしその汝らの子女および當日になほ善

惡を辨へざりし汝らの幼兒等彼ら即ちかしこに入

べし我これを彼らに與へて獲さすべし 40汝らは

身をめぐらし紅海の途より曠野に進みいるべしと

41然るに汝ら對て我にいへり我等はヱホバにむか

ひて罪を犯せり然ばわれらの神ヱホバの凡て我ら

に命じたまへるがごとく我ら上りゆきて戰はんと

汝らおのおの武器を身に帶て軽々しく山に登らん

とせり 42時にヱホバわれに言たまひけるは汝か

れらに言へ汝ら上りゆくなかれ又戰ふなかれ我な

んぢらの中間に居ざればなり汝ら恐らくはその敵

に打敗られんと 43われかく汝らに告たるに汝ら

聽ずしてヱホバの命令に背き自檀に山に登りたり

しが 44その山に住るアモリ人汝等にむかひて出

きたり蜂の驅がごとくに汝らを驅ちらしなんぢら

をセイルに打敗りてホルマにおよべり 45斯りし

かばなんぢら還りきたりてヱホバの前に哭きたり

しがヱホバなんぢらの聲を聽たまはず汝らに耳を

傾むけたまはざりき 46是をもてなんぢらは日久

しくカデシに居りなんぢらが其處に居たる日數の

ごとし

2斯て我らは身を轉らしヱホバの我に命じたま
へる如く紅海の途より曠野に進みいりて日久

しくセイル山を行めぐりたりしが 2ヱホバつひに

我に告て言たまはく 3汝等はこの山を行めぐるこ

と旣に久し今よりは北に轉りて進め 4汝また民に

命じて言へ汝らはセイルに住るヱサウの子孫なる

汝らの兄弟の境界を通らんとす彼らはなんぢらを

懼れん汝ら深く自ら謹むべし 5彼らを攻る勿れ彼

らの地は足の跖に踐ほどをも汝らに與へじ其は我

セイル山をエサウにあたへて產業となさしめたれ

ばなり 6汝ら金をもて彼らより食物を買て食ひま

た金をもて彼らより水をもとめて飮め 7汝の神ヱ

ホバ汝が手に作ところの諸の事において汝をめぐ

み汝がこの大なる曠野を通るを看そなはしたまへ

り汝の神ヱホバこの四十年のあひだ汝とともに在

したれば汝は乏しき所あらざりしなり 8我らつひ

にセイル山に住るエサウの子孫なる我らの兄弟を

離れてアラバの路を通りエラテとエジオンゲベル

を經て／轉りてモアブの曠野の路に進みいれり 9

時にヱホバわれに言たまひけるはモアブ人をなや

ますなかれまた之を攻て戰ふなかれ彼らの地をば

我なんぢらの產業に與へじ其は我ロトの子孫にア

ルをあたへて產業となさしめたればなりと 10 (昔

エミ人ここに住り是民は大にして數多くアナク人

のごとくに身長高かり 11アナク人とおなじくレ

バイムと呼なされたりしがモアブ人はこれをエミ

人とよべり 12ホリ人もまた昔セイルに住をりし

がエサウの子孫これを逐滅し之にかはりて其處に

住りイスラエルがヱホバに賜はりしその產業の地

になせるが如し) 13茲に汝等今たちあがりゼレデ

川を渉れとありければ我らすなはちゼレデ川を渉

れり 14カデシバルネアを出てよりゼレデ川を渉

るまでの間の日は三十八年にしてその代の軍人は

みな亡果て營中にあらずなりぬヱホバのかれらに

誓ひたまひし如し 15誠にヱホバ手をもて之を攻

めこれを營中より滅ぼしたまひければ終にみな亡

はてたり 16かく軍人みなその民の中より死亡た

る時にあたりて 17ヱホバ我に告て言たまひけら

く 18汝は今日モアブの境なるアルを通らんとす

19汝アンモンの子孫に近く時に之をなやます勿れ

之を攻るなかれアンモンの子孫の地は我これを汝

らの產業に與へじ其は我これをロトの子孫にあた

へて產業となさしめたればなり 20 (是もまたレバ

イムの國とよびなされたり昔レバイムここに住ゐ

たればなりアンモン人はかれらをザムズミ人とよ

べり 21この民は大にして數多くアナク人のごと

くに身長たかかりしがヱホバ、アンモン人の前に

之を滅ぼしたまひたればアンモン人これを逐はら

ひて之にかはりて住り 22その事はセイルに住る

エサウの子孫の前にホリ人を滅ぼしたまひしが如

し彼らはホリ人を逐はらひ之にかはりて今日まで

其處に住をるなり 23カフトルより出たるカフト

リ人はまたかの村々に住ひてガザにまで到るとと

ろのアビ人を滅ぼし之にかはりて其處に居る) 24

汝ら起あがり進みてアルノン河を渉れ我ヘシボン

の王アモリ人シホンとこれが國を汝らの手に付す

進んで之を獲よ彼を攻て戰へ 25今日我一天下の

國人に汝を畏ぢ汝を懼れしめん彼らは汝の名聲を

聞て慄ひ汝の爲に心を苦めんと 26茲に我ケデモ

テの曠野よりヘシボンの王シホンに使者をおくり

和好の言を述しめたり云く 27我に汝の國を通ら

しめよ我は大路を通りて行ん右にも左にも轉らじ

28汝金をとりて食物を我に賣て食はせ金をとりて
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水を我にあたへて飮せよ我はただ徒歩にて通らん

のみ 29セイルに住るエサウの子孫とアルに住る

モアブ人とが我になしたる如くせよ然せば我はヨ

ルダンを濟りて我らの神ヱホバの我らに賜ひし地

にいたらんと 30然るにヘシボンの王シホンは我

らの通ることを容さざりき是は汝の神ヱホバ彼を

汝の手に付さんとてその氣を頑梗しその心を剛愎

にしたまひたればなり今日見るが如し 31時にヱ

ホバ我に言たまひけるは視よ我いまシホンとこれ

が地を汝に與へんとす進んでその地を獲て汝の產

業とせよと 32茲にシホンその民をことごとく率

ゐて出きたりヤハヅに於て戰ひけるが 33我らの

神ヱホバ彼をわれらに付したまひたれば我らかれ

とその子等とその一切の民を撃殺せり 34その時

に我らは彼の邑々を盡く取りその一切の邑の男女

および兒童を滅して一人をも遺さざりき 35只そ

の家畜および邑々より取たる掠取物は我らこれを

獲て自分の物となせり 36アルノンの河邊のアロ

エルおよび河の傍なる邑よりギレアデにいたるま

で我らの攻取がたき邑とては一もあらざりき我ら

の神ヱホバこれを盡くわれらに付したまへり 37

第アンモンの子孫の地ヤボク川の全岸山地の邑々

など凡てわれらの神ヱホバが我らの往を禁じたま

へる處には汝いたらざりき

3斯てわれら身をめぐらしてバシヤンの路に上
り行けるにバシヤンの王オグその民をことご

とく率ゐ出てエデレイに戰はんとせり 2時にヱホ

バわれに言たまひけらく彼を懼るるなかれ我かれ

とその一切の民とその地とを汝の手に付さん汝か

のヘシボンに住たるアモリ人の王シホンになせし

如く彼に爲べしと 3我らの神ヱホバすなはちバシ

ヤンの王オグとその一切の民を我らの手に付した

まひしかば我ら之を撃ころして一人をも遺さざり

き 4その時に我らこれが邑々をことごとく取り取

ざる邑は一も有ざりきその取る邑は六十是すなは

ちアルゴブの地にしてバシヤンにおけるオグの國

なり 5この邑々はみな高き石垣あり門あり關あり

て堅固なりき外にまた石垣あらざる邑甚だ多くあ

りき 6我らはヘシボンの王シホンになせし如く之

を滅しその一切の邑の男女および兒童をことごと

く滅せり 7惟その一切の家畜とその邑々よりの掠

取物とはこれを獲てわれらの物となせり 8その時

我らヨルダンの此旁の地をアルノン河よりヘルモ

ン山までアモリ人の王二人の手より取り 9 (ヘル

モンはシドン人これをシリオンと呼びアモリ人こ

れをセニルと呼ぶ) 10すなはち平野の一切の邑ギ

レアデの全地バシヤンの全地サルカおよびエデレ

イなどバシヤンに於るオグの國をことごとく取り

11彼レバイムの遺れる者はバシヤンの王オグ只一

人なりき彼の寝臺は鐵の寝臺なりき是は今なほア

ンモンの子孫のラバにあるに非ずや人の肘によれ

ば是はその長九キユビトその寛四キユビトあり 12

その時に我らこの地を獲たりしがアルノン河の邊

なるアロエルよりの地とギレアデの山地の半とそ

の中の邑々とは我これをルベン人とガド人に與へ

たり 13またオグの國なりしギレアデの殘餘の地

とバシヤンの全地とは我これをマナセの半支派に

與へたりアルゴブの全地すなはちバシヤンの全體

はレバイムの國と稱へらる 14マナセの子ヤイル

はアルゴブの全地を取てゲシユルの境界とマアカ

の境界にまで至り自分の名にしたがひてバシヤン

をハヲテヤイルと名けたりその名今日にいたる 15

またマキルには我ギレアデを與へ 16ルベン人と

ガド人にはギレアデよりアルノン河までを與へそ

の河の眞中をもて界となしまたアンモンの子孫の

地の界なるヤボク河にまで至り 17またアラバお

よびヨルダンとその邊の地をキンネレテよりアラ

バの海すなはち鹽海まで之にあたへて東の方ピス

ガの麓にいたる 18その時我なんぢらに命じて言

り汝らの神ヱホバこの地を汝らに與へて產業とな

さしめたまへば汝ら軍人に身をよろひて汝らの兄

弟なるイスラエルの子孫に先だちて渉りゆくべし

19但し汝らの妻と子女と家畜は我が汝らに與へし

邑に止るべし我なんぢらが衆多の家畜を有を知な

り 20ヱホバなんぢらに賜ひしごとく汝らの兄弟

にも安息を賜ひて彼らもまたヨルダンの彼旁にて

汝らの神ヱホバにたまはるところの地を獲て產業

となすに至らば汝らおのおの我なんぢらに與へし

產業に歸るべし 21かの時に我ヨシユアに命じて

言り汝はこの二人の王に汝らの神ヱホバのおこな

ひたまふ所の事を目に視たりヱホバまた汝が往と

ころの諸の國にも斯のごとく行ひたまはん 22汝

これを懼るる勿れ汝らの神ヱホバ汝らのために戰

ひたまはんと 23當時われヱホバに求めて言り 24

主ヱホバよ汝は汝の大なる事と汝の強き手を僕に

見すことを始めたまへり天にても地にても何の神

か能なんぢの如き事業を爲し汝のごとき能力を有

んや 25願くは我をして渉りゆかしめヨルダンの
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彼旁なる美地美山およびレバノンを見ことを得さ

せたまへと 26然るにヱホバなんぢらの故をもて

我を怒り我に聽ことを爲たまはずヱホバすなはち

我に言たまひけるは旣に足りこの事を重て我に言

なかれ 27汝ビスガの嶺にのぼり目を擧て西北南

東を望み汝の目をもて其地を觀よ汝はヨルダンを

濟ることを得ざるべければなり 28汝ヨシユアに

命じ之に力をつけ之を堅うせよ其はこの民を率ゐ

て渉りゆき之に汝が見るところの地を獲さする者

は彼なればなりと 29かくて我らはベテベオルに

對する谷に居る

4今イスラエルよ我が汝らに敎ふる法度と律法
を聽てこれを行へ然せば汝らは生ることを得

汝らの先祖の神ヱホバの汝らに賜ふ地にいりて之

を產業となすを得べし 2我が汝らに命ずる言は汝

らこれを増しまたは減すべからず我が汝らに命ず

る汝らの神ヱホバの命令を守るべし 3汝らはヱホ

バがバアルペオルの事によりて行ひたまひし所を

目に觀たり即ちバアルペオルに從ひたる人々は汝

の神ヱホバことごとく之を汝らの中間より滅し去

たまひしが 4汝らの神ヱホバに附て離れざりし汝

等はみな今日までも生ながらへ居るなり 5我はわ

が神ヱホバの我に命じたまひし如くに法度と律法

を汝らに敎へ汝らをしてその往て獲ところの地に

おいて之を行はしめんとせり 6然ば汝ら之を守り

行ふべし然する事は國々の民の目の前において汝

らの智慧たり汝らの知識たるなり彼らこの諸の法

度を聞て言んこの大なる國人は必ず智慧あり知識

ある民なりと 7われらの神ヱホバは我らがこれに

龥もとむるに常に我らに近く在すなり何の國人か

斯のごとく大にして神これに近く在すぞ 8また何

の國人か斯のごとく大にして今日我が汝らの前に

立るこの一切の律法の如き正しき法度と律法とを

有るぞ 9汝深く自ら愼み汝の心を善く守れ恐くは

汝その目に觀たる事を忘れん恐くは汝らの生存ら

ふる日の中に其等の事汝の心を離れん汝それらの

事を汝の子汝の孫に敎へよ 10汝がホレブにおい

て汝の神ヱホバの前に立る日にヱホバわれに言た

まひけらく我ために民を集めよ我これに吾言を聽

しめ之をしてその世に存らふる日の間我を畏るる

ことを學ばせまたその子女を敎ふることを爲しめ

んとすと 11是において汝らは前みよりて山の麓

に立ちけるが山は火にて燒てその燄は中天に沖り

暗くして雲あり黑雲深かりき 12時にヱホバ火の

中より汝らに言ひたまひしが汝らは言詞の聲を聞

る而已にて聲の外は何の像をも見ざりし 13ヱホ

バすなはち其契約を汝らに述て汝らに之を守れと

命じたまへり是すなはち十誡にしてヱホバこれを

二枚の石の板に書したまふ 14かの時にヱホバ我

に命じて汝らに法度と律法を敎へしめたまへり是

汝らにその往て獲ところの地にて之を爲しめんと

てなりき 15ホレブにおいてヱホバ火の中より汝

らに言ひたまひし日には汝ら何の像をも見ざりし

なり然ば汝ら深く自ら愼み 16道をあやまりて自

己のために偶像を刻む勿れ物の像は男の形にもあ

れ女の形にもあれ凡て造るなかれ 17即ち地の上

にをる諸の獣の像空に飛ぶ諸の鳥の像 18地に匍

ふもろもろの物の像地の下の水の中に居る諸の魚

の像など凡て造る勿れ 19汝目をあげて天を望み

日月星辰など凡て天の衆群を觀誘はれてこれを拝

み之に事ふる勿れ是は汝の神ヱホバが一天下の萬

國の人々に分ちたまひし者なり 20ヱホバ汝らを

取り汝らを鐵の爐の中すなはちエジプトより導き

いだして自己の產業の民となしたまへること今日

のごとし 21然るにヱホバなんぢらの故によりて

我を怒り我はヨルダンを濟りゆくことを得ずまた

汝の神ヱホバが汝の產業に賜ひしその美地に入こ

とを得ずと誓ひたまへり 22我はこの地に死ざる

を得ず我はヨルダンを濟りゆくことあたはずなん

ぢらは濟りゆきて之を獲て產業となすことを得ん

23汝ら自ら愼み汝らの神ヱホバが汝らに立たまひ

し契約を忘れて汝の神ヱホバの禁じたまふ偶像な

ど凡て物の像を刻むことを爲なかれ 24汝の神ヱ

ホバは燬盡す火嫉妬神なり 25汝ら子を擧け孫を

得てその地に長く居におよびて若し道をあやまり

て偶像など凡て物の像を刻み汝の神ヱホバの惡と

觀たまふ事をなしてその震怒を惹おこすことあら

ば 26我今日天と地を呼て證となす汝らはかなら

ずそのヨルダンを濟りゆきて獲たる地より速かに

滅亡うせん汝らはその上に汝らの日を永うする能

はず必ず滅びうせん 27ヱホバなんぢらを國々に

散したまべしヱホバの汝らを逐やりたまふ國々の

中に汝らの遺る者はその數寡なからん 28其處に

て汝らは人の手の作なる見ことも聞ことも食ふこ

とも嗅こともなき木や石の神々に事へん 29但し

また其處にて汝その神ヱホバを求むるあらんに若

し心をつくし精神を盡してこれを求めなば之に遇

ん 30後の日にいたりて汝艱難にあひて此もろも
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ろの事の汝に臨まん時に汝もしその神ヱホバにた

ち歸りてその言にしたがはば 31汝の神ヱホバは

慈悲ある神なれば汝を棄ず汝を滅さずまた汝の先

祖に誓ひたりし契約を忘れたまはざるべし 32試

に問へ汝の前に過さりし日神が地の上に人を造り

たまひし日より已來天の此極より彼極までに曾て

斯のごとき大なる事ありしや是のごとき事の聞え

たる事ありしや 33曾て人神が火の中より言ふ聲

を汝らが聞るごとくに聞て尚生る者ありしや 34

汝らの神ヱホバがエジプトにおいて汝らの目の前

にて汝らの爲に諸の事を爲たまひし如く曾て試探

と徴證と奇蹟と戰爭と強き手と伸たる腕と大なる

恐嚇をもて來りこの民をかの民の中より領いださ

んとせし神ありしや 35汝にこの事を示ししはヱ

ホバはすなはち神にしてその外には有ことなしと

汝に知しめんがためなりき 36汝を敎へんために

ヱホバ天より汝に聲を聞しめ地に於てはまたその

大なる火を汝に示したまへり即ち汝はその言の火

の中より出るを聞り 37ヱホバ汝の先祖等を愛し

たまひしが故にその後の子孫を選び大なる能力を

もて親ら汝をエジプトより導き出したまひ 38汝

よりも大にして強き國々の民を汝の前より逐はら

ひ汝をその地に導きいりて之を汝の產業に與へん

としたまふこと今日のごとくなり 39然ば汝今日

知て心に思念べし上は天下は地においてヱホバは

神にいましその外には神有こと無し 40今日わが

汝に命ずるヱホバの法度と命令を守るべし然せば

汝と汝の後の子孫祥を得汝の神ヱホバの汝にたま

ふ地において汝その日を永うすることを得て疆な

からん 41斯てモーセ、ヨルダンの此旁日の出る

方にないて邑三を別てり 42是素より怨なきに誤

りて人を殺せる者をして其處に逃れしむる爲なり

其邑の一に逃るる時はその人生命を全うするを得

べし 43即ち一は曠野の内の平野にあるベゼル是

はルベン人のためなり一はギレアデのラモテ是は

ガド人のためなり一はバシヤンのゴラン是はマナ

セ人のためなり 44モーセがイスラエルの子孫の

前に示しし律法は是なり 45イスラエルの子孫の

エジプトより出たる後モーセこの誡命と法度と律

法を之に述たり 46即ちヨルダンの此旁なるアモ

リ人の王シホンの地にありベテペオルに對する谷

に於て之を述たりシホンはヘシボンに住をりしが

モーセとイスラエルの子孫エジプトより出きたり

し後これを撃ほろぼして 47之が地を獲またバシ

ヤンの王オグの地を獲たり彼ら二人はアモリ人の

王にしてヨルダンの此旁日の出る方に居り 48そ

の獲たる地はアルノン河の邊なるアロエルよりヘ

ルモンといふシオン山にいたり 49ヨルダンの此

旁すなはちその東の方なるアラバの全部を括てア

ラバの鹽海に達しピスガの麓におよべり

5茲にモーセ、イスラエルをことごとく召て之
に言ふイスラエルよ今日我がなんぢらの耳に

語るところの法度と律法とを聽きこれを學びこれ

を守りて行へよ 2我らの神ヱホバ、ホレブに於て

我らと契約を結びたまへり 3この契約はヱホバわ

れらの先祖等とは結ばずして我ら今日此に生存へ

をる者と結びたまへり 4ヱホバ山において火の中

より汝らと面をあはせて言ひたまひしが 5その時

我はヱホバと汝らの間にたちてヱホバの言を汝ら

に傳へたり汝ら火に懼れて山にのぼり得ざりけれ

ばなり 6ヱホバすなはち言たまひけらく我は汝の

神ヱホバ汝をエジプトの地その奴隸たる家より導

き出せし者なり 7汝わが面の前に我の外何物をも

神とすべからず 8汝自己のために何の偶像をも彫

むべからず又上は天にある者下は地にある者なら

びに地の下の水の中にある者の何の形状をも作る

べからず 9之を拝むべからず之に事ふべからず我

ヱホバ汝の神は嫉む神なれば我を惡む者にむかひ

ては父の罪を子に報いて三四代におよぼし 10我

を愛しわが誡命を守る者には恩惠を施して千代に

いたるなり 11汝の神ヱホバの名を妄に口にあぐ

べからずヱホバは己の名を妄に口にあぐる者を罰

せではおかざるべし 12安息日を守りて之を聖潔

すること汝の神ヱホバの汝に命ぜしごとくすべし

13六日のあひだ勞きて汝の一切の業を爲べし 14

七日は汝の神ヱホバの安息なれば何の業務をも爲

べからず汝も汝の男子女子も汝の僕婢も汝の牛驢

馬も汝の諸の家畜も汝の門の中にをる他國の人も

然り斯なんぢ僕婢をして汝とおなじく息ましむべ

し 15汝誌ゆべし汝かつてエジプトの地に奴隸た

りしに汝の神ヱホバ強き手と伸べたる腕とをもて

其處より汝を導き出したまへり是をもて汝の神ヱ

ホバなんぢに安息日を守れと命じたまふなり 16

汝の神ヱホバの汝に命じたまふごとく汝の父母を

敬へ是汝の神ヱホバの汝に賜ふ地において汝の日

の長からんため汝に祥のあらんためなり 17汝殺

す勿れ 18汝姦淫する勿れ 19汝盗むなかれ 20汝そ

の隣に對して虚妄の證據をたつる勿れ 21汝その
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隣人の妻を貧るなかれまた隣人の家田野僕婢牛

驢馬ならびに凡て汝の隣人の所有を貧るなかれ 22

是等の言をヱホバ山において火の中雲の中黑雲の

中より大なる聲をもて汝らの全會衆に告たまひし

が此外には言ことを爲ず之を二枚の石の版に書し

て我に授けたまへり 23時にその山は火にて燒を

りしが汝ら黑暗の中よりその聲の出るを聞におよ

びて汝らの支派の長および長老等我に進みよりて

24言けるは視よ我らの神ヱホバその榮光とその大

なる事を我らに示したまひて我らその聲の火の中

より出るを聞り我ら今日ヱホバ人と言ひたまふて

その人の尚生るを見る 25我らなんぞ死にいたる

べけんや此大なる火われらを燒ほろぼさんとする

なり我らもし此上になほ我らの神ヱホバの聲を聞

ば死べし 26凡そ肉身の者の中誰か能く活神の火

の中より言ひたまふ聲を我らのごとくに聞てなほ

生る者あらんや 27請ふ汝進みゆきて我らの神ヱ

ホバの言たまふとこるを都て聽き我らの神ヱホバ

の汝に告給ふところを都て我らに告よ我ら聽て行

はんと 28ヱホバなんぢらが我に語れる言の聲を

聞てヱホバ我に言たまひけるは我この民が汝に語

れる言の聲を聞り彼らの言ところは皆善し 29只

願しきは彼等が斯のごとき心を懐いて恒に我を畏

れ吾が誡命を守りてその身もその子孫も永く福祉

を得にいたらん事なり 30汝ゆきて彼らに言へ汝

らおのおのその天幕にかへるべしと 31然ど汝は

此にて我傍に立て我なんぢに諸の誡命と法度と律

法とを告しめさん汝これを彼らに敎へ我が彼らに

與へて產業となさしむる地において彼らにこれを

行はしむべしと 32然ば汝らの神ヱホバの汝等に

命じたまふごとくに汝ら謹みて行ふべし右にも左

にも曲るべからず 33汝らの神ヱホバの汝らに命

じたまふ一切の道に歩め然せば汝らは生ることを

得かつ福祉を得て汝らの產業とする地に汝らの日

を長うすることを得ん

6是すなはち汝らの神ヱホバが汝らに敎へよと
命じたまふところの誡命と法度と律法とにし

て汝らがその濟りゆきて獲ところの地にて行ふべ

き者なり 2是は汝と汝の子および汝の孫をしてそ

の生命ながらふる日の間つねに汝の神ヱホバを畏

れしめて我が汝らに命ずるその諸の法度と誡命と

を守らしめんため又なんぢの日を永からしめんた

めの者なり 3然ばイスラエルよ聽て謹んでこれを

行へ然せば汝は福祉を獲汝の先祖の神ヱホバの汝

に言たまひしごとく乳と蜜の流るる國にて汝の數

おほいに増ん 4イスラエルよ聽け我らの神ヱホバ

は惟一のヱホバなり 5汝心を盡し精神を盡し力を

盡して汝の神ヱホバを愛すべし 6今日わが汝に命

ずる是らの言は汝これをその心にあらしめ 7勤て

汝の子等に敎へ家に坐する時も路を歩む時も寝る

時も興る時もこれを語るべし 8汝またこれを汝の

手に結びて號となし汝の目の間におきて誌となし

9また汝の家の柱と汝の門に書記すべし 10汝の神

ヱホバその汝の先祖アブラハム、イサク、ヤコブ

にむかひて汝に與んと誓ひたりし地に汝を入しめ

ん時は汝をして汝が建たる者にあらざる大なる美

しき邑々を得させ 11汝が盈せるに非る諸の佳物

を盈せる家を得させ汝が堀たる者にあらざる堀井

を得させたまふべし汝は食ひて飽ん 12然る時は

汝愼め汝をエジプトの地奴隸たる家より導き出し

しヱホバを忘るる勿れ 13汝の神ヱホバを畏れて

これに事へその名を指て誓ふことをすべし 14汝

ら他の神々すなはち汝の四周なる民の神々に從ふ

べからず 15汝らの中にいます汝の神ヱホバは嫉

妬神なれば恐くは汝の神ヱホバ汝にむかひて怒を

發し汝を地の面より滅し去たまはん 16汝マツサ

において試みしごとく汝の神ヱホバを試むるなか

れ 17汝らの神ヱホバの汝らに命じたまへる誡命

と律法と法度とを汝ら謹みて守るべし 18汝ヱホ

バの義と視善と視たまふ事を行ふべし然せば汝福

祉を獲かつヱホバの汝の先祖に誓ひたまひしかの

美地に入てこれを產業となすことを得ん 19ヱホ

バまたその言たまひし如く汝の敵をことごとく汝

の前より逐はらひたまはん 20後の日に至りて汝

の子なんぢに問てこの汝らの神ヱホバが汝らに命

じたまひし誡命と法度と律法とは何のためなるや

と言ば 21汝その子に告て言べし我らは昔エジプ

トにありてパロの奴隸たりしがヱホバ強き手をも

て我らをエジプトより導き出したまへり 22即ち

ヱホバわれらの目の前において大なる畏るべき徴

と奇蹟をエジプトとパロとその全家とに示したま

ひ 23我らを其處より導き出して其曾て我等の先

祖に誓ひし地に我らを入せて之を我らに與へたま

へり 24而してヱホバ我らにこの諸の法度を守れ

と命じたまふ是われらをして我らの神ヱホバを畏

れて常に幸ならしめんため又ヱホバ今日のごとく

我らを守りて生命を保たしめんとてなりき 25我

らもしその命ぜられたるごとく此一切の誡命を我
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らの神ヱホバの前に謹んで守らば是われらの義と

なるべしと

7汝の神ヱホバ汝が往て獲べきところの地に汝
を導きいり多の國々の民ヘテ人ギルガシ人ア

モリ人カナン人ペリジ人ヒビ人ヱブス人など汝よ

りも數多くして力ある七の民を汝の前より逐はら

ひたまはん時 2すなはち汝の神ヱホバかれらを汝

に付して汝にこれを撃せたまはん時は汝かれらを

ことごとく滅すべし彼らと何の契約をもなすべか

らず彼らを憫むべからず 3また彼らと婚姻をなす

べからず汝の女子を彼の男子に與ふべからず彼の

女子を汝の男子に娶るべからず 4其は彼ら汝の男

子を惑はして我を離れしめ之をして他の神々に事

へしむるありてヱホバこれがために汝らにむかひ

て怒を發し俄然に汝を滅したまふにいたるべけれ

ばなり 5汝らは反て斯かれらに行ふべし即ちかれ

らの壇を毀ちその偶像を打擢きそのアシラ像を斫

たふし火をもてその雕像を焚べし 6其は汝は汝の

神ヱホバの聖民なればなり汝の神ヱホバは地の面

の諸の民の中より汝を擇びて己の寶の民となした

まへり 7ヱホバの汝らを愛し汝らを擇びたまひし

は汝らが萬の民よりも數多かりしに因にあらず汝

らは萬の民の中にて最も小き者なればなり 8但ヱ

ホバ汝らを愛するに因りまた汝らの先祖等に誓し

誓を保たんとするに因てヱホバ強き手をもて汝ら

を導きいだし汝らを其奴隸たりし家よりエジプト

の王パロの手より贖ひいだしたまへるなり 9汝知

べし汝の神ヱホバは神にましまし眞實の神にまし

まして之を愛しその誡命を守る者には契約を保ち

恩惠をほどこして千代にいたり 10また之を惡む

者には覿面にその報をなしてこれを滅ぼしたまふ

ヱホバは己を惡む者には緩ならず覿面にこれに報

いたまふなり 11然ば汝わが今日汝に命ずるとこ

ろの誡命と法度と律法とを守りてこれを行ふべし

12汝らもし是らの律法を聽きこれを守り行はば汝

の神ヱホバ汝の先祖等に誓ひし契約を保ちて汝に

恩惠をほどこしたまはん 13即ち汝を愛し汝を惠

み汝の數を増したまひその昔なんぢに與へんと汝

らの先祖等に誓たりし地において汝の兒女をめぐ

み汝の地の產物穀物酒油等を殖し汝の牛の產汝の

羊の產を増たまふべし 14汝は惠まるること萬の

民に愈らん汝らの中および汝らの家畜の中には男

も女も子なき者は無るべし 15ヱホバまた諸の疾

病を汝の身より除きたまひ汝らが知る彼のエジプ

トの惡き病を汝の身に臨ましめず但汝を惡む者に

之を臨ませたまふべし 16汝は汝の神ヱホバの汝

に付したまはんところの民をことごとく滅しつく

すべし彼らを憫み見べからずまた彼らの神に事ふ

べからずその事汝の罟となればなり 17汝是らの

民は我よりも衆ければ我いかでか之を逐はらふこ

とを得んと心に謂ふか 18汝かれらを懼るるなか

れ汝の神ヱホバがパロとエジプトに爲たまひしと

ころの事を善く憶えよ 19即ち汝が眼に見たる大

なる試煉と徴證と奇蹟と強き手と伸たる腕とを憶

えよ汝の神ヱホバこれをもて汝を導き出したまへ

り是のごとく汝の神ヱホバまた汝が懼るる一切の

民に爲たまふべし 20即ち汝の神ヱホバ黄蜂を彼

らの中に遣りて終に彼らの遺れる者と汝の面を避

て匿れたる者とを滅したまはん 21汝かれらを懼

るる勿れ其は汝の神ヱホバ能力ある畏るべき神汝

らの中にいませばなり 22汝の神ヱホバ是等の國

人を漸々に汝の前より逐はらひたまはん汝は急速

に彼らを滅しつくす可らず恐くは野の獣殖て汝に

逼らん 23汝の神ヱホバかれらを汝に付し大にこ

れを惶れ慄かしめて終にこれを滅し盡し 24彼ら

の王等を汝の手に付したまはん汝かれらの名を天

が下より削るべし汝には當ることを得る者なくし

て汝つひに之を滅ぼし盡すに至らん 25汝かれら

の神の雕像を火にて焚べし之に著せたる銀あるひ

は金を貧るべからず之を己に取べからず恐くは汝

これに因て罟にかからん是は汝の神ヱホバの憎み

たまふ者なれば也 26憎むべき物を汝の家に携へ

いるべからず恐くは汝も其ごとくに詛はるる者と

ならん汝これを大に忌み痛く嫌ふべし是は詛ふべ

き者なればなり

8我が今日なんぢに命ずるところの諸の誡命を
汝ら謹んで行ふべし然せば汝ら生ることを得

かつ殖増しヱホバの汝の先祖等に誓たまひし地に

入てこれを產業となすことを得ん 2汝記念べし汝

の神ヱホバこの四十年の間汝をして曠野の路に歩

ましめたまへり是汝を苦しめて汝を試驗み汝の心

の如何なるか汝がその誡命を守るや否やを知んた

めなりき 3即ち汝を苦しめ汝を饑しめまた汝も知

ず汝の先祖等も知ざるところのマナを汝らに食は

せたまへり是人はパン而已にて生る者にあらず人

はヱホバの口より出る言によりて生る者なりと汝

に知しめんが爲なり 4この四十年のあひだ汝の衣

服は古びて朽ず汝の足は腫ざりし 5汝また心に念
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ふべし人のその子を懲戒ごとく汝の神ヱホバも汝

を懲戒たまふなり 6汝の神ヱホバの誡命を守りそ

の道にあゆみてこれを畏るべし 7汝の神ヱホバ汝

をして美地に到らしめたまふ是は谷にも山にも水

の流あり泉あり瀦水ある地 8小麥大麥葡萄無花

果および石榴ある地油橄欖および蜜のある地 9

汝の食ふ食物に缺るところなく汝に何も乏しきと

ころあらざる地なりその地の石はすなはち鐵その

山よりは銅を掘とるべし 10汝は食ひて飽き汝の

神ヱホバにその美地を己にたまひし事を謝すべし

11汝わが今日なんぢに命ずるヱホバの誡命と律法

と法度とを守らずして汝の神ヱホバを忘るるにい

たらざるやう愼めよ 12汝食ひて飽き美しき家を

建て住ふに至り 13また汝の牛羊殖増し汝の金銀

殖増し汝の所有みな殖増にいたらん時に 14恐く

は汝心に驕りて汝の神ヱホバを忘れんヱホバは汝

をエジプトの地奴隸たる家より導き出し 15汝を

みちびきて彼の大にして畏るべき曠野すなはち蛇

火の蛇蠍などありて水あらざる乾ける地を通り汝

らのために堅き磐の中より水を出し 16汝の先祖

等の知ざるマナを曠野にて汝に食せたまへり是み

な汝を苦しめ汝を試みて終に福祉を汝にたまはん

とてなりき 17汝我力とわが手の動作によりて我

この資財を得たりと心に謂なかれ 18汝の神ヱホ

バを憶えよ其はヱホバ汝に資財を得の力をたまふ

なればなり斯したまふは汝の先祖等に誓し契約を

今日の如く行はんとてなり 19汝もし汝の神ヱホ

バを忘れ果て他の神々に從がひ之に事へこれを拝

むことを爲ば我今日汝らに證をなす汝らはかなら

ず滅亡ん 20ヱホバの汝らの前に滅ぼしたまひし

國々の民のごとく汝らも滅亡べし是なんぢらの神

ヱホバの聲に汝らしたがはざればなり

9イスラエルよ聽け汝は今日ヨルダンを濟りゆ
き汝よりも大にして強き國々に入てこれを取

んとすその邑々は大にして石垣は天に達り 2その

民は汝が知ところのアナクの子孫にして大くかつ

身長たかし汝また人の言るを聞り云く誰かアナク

の子孫の前に立ことを得んと 3汝今日知る汝の神

ヱホバは燬つくす火にましまして汝の前に進みた

まふとヱホバかならず彼らを滅ぼし彼らを汝の前

に攻伏たまはんヱホバの汝に言たまひし如く汝か

れらを逐はらひ速かに彼らを滅ぼすべし 4汝の神

ヱホバ汝の前より彼らを逐はらひたまはん後に汝

心に言なかれ云く我の義がためにヱホバ我をこの

地に導きいりてこれを獲させたまへりとそはこの

國々の民の惡きがためにヱホバ之を汝の前より逐

はらひたまふなり 5汝の往てその地を獲は汝の義

きによるにあらず又なんぢの心の直によるに非ず

この國々の民惡きが故に汝の神ヱホバこれを汝の

前より逐はらひたまふなりヱホバの斯したまふは

また汝の先祖アブラハム、イサク、ヤコブに誓た

りし言を行はんとてなり 6汝知る汝の神ヱホバの

汝に此美地を與へて獲させたまふは汝の義きによ

るに非ず汝は項の強き民なればなり 7汝曠野に於

て汝の神ヱホバを怒せし事を憶えて忘るる勿れ汝

らはエジプトの地を出し日より此處にいたる日ま

で常にヱホバに悖れり 8ホレブにおいて汝らヱホ

バを怒せたればヱホバ汝らを怒りて汝らを滅ぼさ

んとしたまへり 9かの時われ石の板すなはちヱホ

バの汝らに立たまへる契約を載る石の板を受んと

て山に上り四十日四十夜山に居りパンも食ず水も

飮ざりき 10ヱホバ我に神の指をもて書しるした

る文字ある石の板二枚を授けたまへりその上には

集會の日にヱホバが山において火の中より汝らに

告たまひし言をことごとく載す 11すなはち四十

日四十夜過し時ヱホバ我にその契約を載る板なる

石の板二枚を授け 12而してヱホバ我に言たまひ

けるは汝起あがりて速かに此より下れ汝がエジプ

トより導き出しし民は惡き事を行ふなり彼らは早

くもわが彼らに命ぜし道を離れて自己のために偶

像を鋳造れりと 13ヱホバまた我に言たまひける

は我この民を觀たり視よ是は項の強き民なり 14

我を阻むるなかれ我かれらを滅ぼしその名を天が

下より抹さり汝をして彼らよりも強くまた大なる

民とならしむべし 15是に於て我身をめぐらして

山を下りけるが山は火にて燒をる又その契約の板

二枚はわが兩の手にあり 16斯て我觀しに汝らは

その神ヱホバにむかひて罪を犯し自己のために犢

を鋳造りて早くもヱホバの汝らに命じたまひし道

を離れたりしかば 17我その二枚の板をとりてわ

が兩の手よりこれを擲ち汝らの目の前にこれを碎

けり 18而して我は前のごとく四十日四十夜ヱホ

バの前に伏て居りパンも食ず水も飮ざりき是は汝

らヱホバの目の前に惡き事をおこなひ之を怒せて

大に罪を獲たればなり 19ヱホバ忿怒を發し憤恨

をおこし汝らを怒りて滅ぼさんとしたまひしかば

我懼れたりしが此度もまたヱホバ我に聽たまへり

20ヱホバまた痛くアロンを怒りてこれを滅ぼさん
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としたまひしかば我その時またアロンのために祈

れり 21斯て我なんぢらが作りて罪を犯しし犢を

取り火をもて之を燒きこれを搗きこれを善く打碎

きて細き塵となしその塵を山より流れ下るところ

の渓流に投棄たり 22汝らはタベラ、マツサおよ

びキブロテハツタワにおいてもまたヱホバを怒ら

せたり 23またヱホバ、カデシバルネアより汝ら

を遣さんとせし時言たまひけるは汝ら上りゆきて

我がなんぢらに與ふる地を獲て產業とせよと然る

に汝らはその神ヱホバの命に悖り之を信ぜずまた

その言を聽ざりき 24我が汝らを識し日より以來

汝らは常にヱホバに悖りしなり 25かの時ヱホバ

汝らを滅さんと言たまひしに因て我最初に伏たる

如く四十日四十夜ヱホバの前に伏し 26ヱホバに

祈りて言けるは主ヱホバよ汝その大なる權能をも

て贖ひ強き手をもてエジプトより導き出しし汝の

民汝の產業を滅したまふ勿れ 27汝の僕アブラハ

ム、イサク、ヤコブを念たまへ此民の剛愎と惡と

罪とを鑑みたまふ勿れ 28恐くは汝が我らを導き

出したまひし國の人言んヱホバその約せし地にか

れらを導きいること能はざるに因りまた彼らを惡

むに因て彼らを導き出して曠野に殺せりと 29抑

かれらは汝の民汝の產業にして汝が強き能力をも

て腕を伸て導き出したまひし者なり

10かの時ヱホバ我に言たまひけるは汝石の板二
枚を前のごとくに斫て作りまた木の櫃一箇を

作りて山に登り來れ 2汝が碎きしかの前の板に載

たる言を我その板に書さん汝これをその櫃に蔵む

べし 3我すなはち合歓木をもて櫃一箇を作りまた

石の板二枚を前のごとくに斫て作りその板二枚を

手に執て山に登りしかば 4ヱホバかの集會の日に

山において火の中より汝らに告たるその十誡を前

に書したるごとくその板に書し而してヱホバこれ

を我に授けたまへり 5是に於て我身を轉らして山

より下りその板を我が造りしかの櫃に蔵めたり今

なほその中にありヱホバの我に命じたまへる如し

6斯てイスラエルの子孫はヤカン人の井より出た

ちてモセラにいたれりアロン其處に死て其處に葬

られその子エレアザルこれに代りて祭司となれり

7又其處より出たちてグデゴダにいたりグデゴダ

より出たちてヨテバにいたれりこの地には水の流

多かりき 8かの時ヱホバ、レビの支派を區分てヱ

ホバの契約の櫃を舁しめヱホバの前に立てこれに

事へしめ又ヱホバの名をもて祝することを爲せた

まへり其事今日にいたる 9是をもてレビはその兄

弟等の中に分なくまた產業なし惟ヱホバその產業

たり汝の神ヱホバの彼に言たまへる如し 10我は

前の日數のごとく四十日四十夜山に居しがヱホバ

その時にもまた我に聽たまへりヱホバ汝を滅すこ

とを好みたまはざりき 11斯てヱホバ我に言たま

ひけるは汝起あがり民に先だちて進み行き彼らを

して我が之に與へんとその先祖に誓ひたる地に入

てこれを獲せしめよ 12イスラエルよ今汝の神ヱ

ホバの汝に要めたまふ事は何ぞや惟是のみ即ち汝

がその神ヱホバを畏れその一切の道に歩み之を愛

し心を盡し精神を盡して汝の神ヱホバに事へ 13

又我が今日汝らに命ずるヱホバの誡命と法度とを

守りて身に福祉を得るの事のみ 14夫天と諸天の

天および地とその中にある者は皆汝の神ヱホバに

屬す 15然るにヱホバただ汝の先祖等を悦こびて

之を愛しその後の子孫たる汝らを萬の民の中より

選びたまへり今日のごとし 16然ば汝ら心に割禮

を行へ重て項を強くする勿れ 17汝の神ヱホバは

神の神主の主大にしてかつ權能ある畏るべき神に

ましまし人を偏り視ずまた賄賂を受ず 18孤兒と

寡婦のために審判を行ひまた旅客を愛してこれに

食物と衣服を與へたまふ 19汝ら旅客を愛すべし

其は汝らもエジプトの國に旅客たりし事あればな

り 20汝の神ヱホバを畏れ之に事へこれに附從が

ひその名を指て誓ふことをすべし 21彼は汝の讃

べき者また汝の神にして汝が目に見たる此等の大

なる畏るべき事業をなしたまへり 22汝の先祖等

は僅か七十人にてエジプトに下りたりしに今汝の

神ヱホバ汝をして天空の星のごとくに多くならし

めたまへり

11然ば汝の神ヱホバを愛し常にその職守と法度
と律法と誡命とを守るべし 2汝らの子女は知

ずまた見ざれば我これに言ず惟汝らに言ふ汝らは

今日すでに汝らの神ヱホバの懲戒とその大なる事

とその強き手とその伸たる腕とを知り 3またその

エジプトの中においてエジプト王パロとその全國

にむかひておこなひたまひし徴證と行爲とを知り

4またヱホバがエジプトの軍勢とその馬とその車

とに爲たまひし事すなはち彼らが汝らの後を追き

たれる時に紅海の水を彼らの上に覆ひかからしめ

之を滅ぼして今日までその跡方なからしめし事を

知り 5また此處にいたるまで曠野に於て汝らに爲

たまひし事等を知り 6またそのルベンの子孫なる
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エリアブの子等ダタンとアビラムに爲たまひし事

すなはちイスラエルの全家の眞中において地その

口を啓きて彼らとその家族とその天幕とその足下

に立つ者とを呑つくしし事を知なり 7即ち汝らは

ヱホバの行ひたまひし此諸の大なる作爲を目に覩

たり 8然ば汝ら我今日汝らに命ずる誡命を盡く守

るべし然せば汝らは強くなり汝らが濟りゆきて獲

んとする地にいりて之を獲ことを得 9またヱホバ

が汝らと汝らの後の子孫にあたへんと汝らの先祖

等に誓たまひし地乳と蜜との流るる國において汝

らの日を長うすることを得ん 10汝らが進みいり

て獲んとする地は汝らが出來りしエジプトの地の

ごとくならず彼處にては汝ら種を播き足をもて之

に灌漑げりその状蔬菜園におけるが如し 11然ど

汝らが濟りゆきて獲ところの地は山と谷の多き地

にして天よりの雨水を吸ふなり 12その地は汝の

神ヱホバの顧みたまふ者にして年の始より年の終

まで汝の神ヱホバの目常にその上に在り 13汝ら

もし我今日なんぢらに命ずる吾命令を善守りて汝

らの神ヱホバを愛し心を盡し精神を盡して之に事

へなば 14我なんぢらの地の雨を秋の雨春の雨と

もに時に隨ひて降し汝らをしてその穀物を收入し

め且酒と油を獲せしめ 15また汝の家畜のために

野に草を生ぜしむべし汝は食ひて飽ん 16汝ら自

ら愼むべし心迷ひ翻へりて他の神々に事へこれを

拝む勿れ 17恐くはヱホバ汝らにむかひて怒を發

して天を閉たまひ雨ふらず地物を生ぜずなりて汝

らそのヱホバに賜れる美地より速かに滅亡るに至

らん 18汝ら是等の我言を汝らの心と魂との中に

蔵めまた之を汝らの手に結びて徴となし汝らの目

の間におきて誌となし 19之をなんぢらの子等に

敎へ家に坐する時も路を歩む時も寝る時も興る時

もこれを語り 20また汝の家の柱となんぢの門に

之を書記べし 21然せばヱホバが汝らの先祖等に

與へんと誓ひたまひし地に汝らのをる日および汝

らの子等のをる日は數多くして天の地を覆ふ日の

久きが如くならん 22汝らもし我が汝らに命ずる

此一切の誡命を善く守りてこれを行ひ汝等の神ヱ

ホバを愛しその一切の道に歩み之に附從がはば 23

ヱホバこの國々の民をことごとく汝らの前より逐

はらひたまはん而して汝らは己よりも大にして能

力ある國々を獲にいたるべし 24凡そ汝らが足の

蹠にて踏む處は皆汝らの有とならん即ち汝らの境

界は曠野よりレバノンに亘りまたユフラテ河とい

ふ河より西の海に亘るべし 25汝らの前に立こと

を得る人あらじ汝らの神ヱホバ汝らが踏いるとこ

ろの地の人々をして汝らを怖ぢ汝らを畏れしめた

まふこと其嘗て汝らに言たまひし如くならん 26

視よ我今日汝らの前に祝福と呪詛とを置く 27汝

らもし我が今日なんぢらに命ずる汝らの神ヱホバ

の誡命に遵はば祝福を得ん 28汝らもし汝らの神

ヱホバの誡命に遵はず翻へりて我が今日なんぢら

に命ずる道を離れ素知ざりし他の神々に從がひな

ば呪詛を蒙らん 29汝の神ヱホバ汝が往て獲んと

する地に汝を導きいりたまふ時は汝ゲリジム山に

祝福を置きエバル山に呪詛をおくべし 30この二

山はヨルダンの彼旁アラバに住るカナン人の地に

おいて日の出る方の道の後にありギルガルに對ひ

てモレの橡樹と相去こと遠らざるにあらずや 31

汝らはヨルダンを濟り汝らの神ヱホバの汝らに賜

ふ地に進みいりて之を獲んとす必ずこれを獲て其

處に住ことを得ん 32然ば我が今日なんぢらに授

くるところの法度と律法を汝らことごとく守りて

行ふべし

12是は汝の先祖等の神ヱホバの汝に與へて獲さ
せたまふところの地において汝らが世に生存

ふる日の間常に守り行ふべき法度と律法となり 2

汝らが逐はらふ國々の民がその神々に事へし處は

山にある者も岡にある者も靑樹の下にある者もみ

な之を盡く毀ち 3その壇を毀ちその柱を碎きその

アシラ像を火にて燒きまたその神々の雕像を斫倒

して之が名をその處より絶去べし 4但し汝らの神

ヱホバには汝ら是のごとく爲べからず 5汝らの神

ヱホバがその名を置んとて汝らの支派の中より擇

びたまふ處なるヱホバの住居を汝ら尋ね求めて其

處にいたり 6汝らの燔祭と犠牲汝らの什一と汝ら

の手の擧祭汝らの願還と自意の禮物および汝らの

牛羊の首出等を汝ら其處に携へ詣り 7其處にて汝

らの神ヱホバの前に食をなし又汝らと汝らの家族

皆その手を勞して獲たる物をもて快樂を取べし是

なんぢの神ヱホバの祝福によりて獲たるものなれ

ばなり 8汝ら彼處にては我らが今日此に爲ごとく

各々その目に善と見ところを爲べからす 9汝らは

尚いまだ汝らの神ヱホバの賜ふ安息と產業にいた

らざるなり 10然ど汝らヨルダンを渡り汝らの神

ヱホバの汝らに與へて獲させたまふ地に住にいた

らん時またヱホバ汝らの周圍の敵を除き汝らに安

息を賜ひて汝等安泰に住ふにいたらん時は 11汝
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らの神ヱホバその名を置んために一の處を擇びた

まはん汝ら其處に我が命ずる物を都て携へゆくべ

し即ち汝らの燔祭と犠牲と汝らの什一と汝らの手

の擧祭および汝らがヱホバに誓願をたてて献んと

誓ひし一切の佳物とを携へいたるべし 12汝らは

汝らの男子女子僕婢とともに汝らの神ヱホバの前

に樂むべしまた汝らの門の内にをるレビ人とも然

すべし其は是は汝らの中間に分なく產業なき者な

ればなり 13汝愼め凡て汝が自ら擇ぶ處にて燔祭

を献ることをする勿れ 14唯汝らの支派の一の中

にヱホバの選びたまはんその處に於て汝燔祭を献

げまた我が汝に命ずる一切の事を爲べし 15彼處

にては汝の神ヱホバの汝にたまふ祝福に循ひて汝

その心に好む獣畜を汝の門の内に殺してその肉を

食ふことを得即ち汚れたる人も潔き人もこれを食

ふを得ること羚羊と牡鹿に於けるが如し 16但し

その血は食ふべからず水の如くにこれを地に灌ぐ

べし 17汝の穀物と酒と油の什一および汝の牛羊

の首出ならびに汝が立し誓願を還すための禮物と

汝の自意の禮物および汝の手の擧祭の品は汝これ

を汝の門の内に食ふべからず 18汝の神ヱホバの

選びたまふ處において汝の神ヱホバの前に汝これ

を食ふべし即ち汝の男子女子僕婢および汝の門の

内にをるレビ人とともに之を食ひ汝の手を勞して

獲たる一切の物をもて汝の神ヱホバの前に快樂を

取べし 19汝愼め汝が世に生存ふる日の間レビ人

を棄る勿れ 20汝の神ヱホバ汝に言しごとくに汝

の境界を廣くしたまふに及び汝心に肉を食ふこと

を欲して言ん我肉を食はんと然る時は汝すべてそ

の心に好む肉を食ふことを得べし 21もし汝の神

ヱホバのその名を置んとて擇びたまへる處汝と離

るること遠からば我が汝に命ぜし如く汝そのヱホ

バに賜はれる牛羊を宰り汝の門の内にて凡てその

心に好む者を食ふべし 22牡鹿と羚羊を食ふがご

とく汝これを食ふことを得汚れたる者も潔き者も

均くこれを食ふことを得るなり 23唯堅く愼みて

その血を食はざれ血はこれが生命なればなり汝そ

の生命を肉とともに食ふべからず 24汝これを食

ふ勿れ水のごとくにこれを地に灌ぐべし 25汝血

を食はざれ汝もし斯ヱホバの善と觀たをふ事を爲

ば汝の身と汝の後の子孫とに福祉あらん 26唯汝

の献げたる聖物と誓願の物とはこれをヱホバの擇

びたまふ處に携へゆくべし 27汝燔祭を献る時は

その肉と血を汝の神ヱホバの壇に供ふべくまた犠

牲を献る時はその血を汝の神ヱホバの壇の上に灌

ぎその肉を食ふべし 28わが汝に命ずる是等の言

を汝聽て守れ汝かく汝の神ヱホバの善と觀正と觀

たまふ事を爲ば汝と汝の後の子孫に永く福祉あら

ん 29汝の神ヱホバ汝が往て逐はらはんとする國

々の民を汝の前より絶去たまひて汝つひにその國

々を獲てその地に住にいたらん時は 30汝みづか

ら愼め彼らが汝の前に亡びたる後汝かれらに倣ひ

て罟にかかる勿れまた彼らの神を尋求めこの國々

の民は如何なる樣にてその神々に事へたるか我も

その如くにせんと言ことなかれ 31汝の神ヱホバ

に向ひては汝然す可らず彼らはヱホバの忌かつ憎

みたまふ諸の事をその神にむかひて爲しその男子

女子をさへ火にて焚てその神々に献げたり 32我

が汝らに命ずるこの一切の言をなんぢら守りて行

ふべし汝これを増なかれまた之を減すなかれ

13汝らの中に預言者あるひは夢者興りて徴證と
奇蹟を汝に見し 2汝に告て我らは今より汝と

我とが是まで識ざりし他の神々に從ひて之に事へ

んと言ことあらんにその徴證または奇蹟これが言

ごとく成とも 3汝その預言者または夢者の言に聽

したがふ勿れ其は汝等の神ヱホバ汝らが心を盡し

精神を盡して汝らの神ヱホバを愛するや否やを知

んとて斯なんぢらを試みたまふなればなり 4汝ら

は汝らの神ヱホバに從ひて歩み之を畏れその誡命

を守りその言に遵ひ之に事へこれに附從ふべし 5

その預言者または夢者をば殺すべし是は彼汝らを

して汝らをエジプトの國より導き出し奴隸の家よ

り贖ひ取たる汝らの神ヱホバに背かせんとし汝の

神ヱホバの汝に歩めと命ぜし道より汝を誘ひ出さ

んとして語るに因てなり汝斯して汝の中より惡を

除き去べし 6汝の母の生る汝の兄弟または汝の男

子女子または汝の懐の妻または汝と身命を共にす

る汝の友潜に汝を誘ひて言あらん汝も汝の先祖等

も識ざりし他の神々に我ら往て事へん 7即ち汝の

周圍にある國々の神の或は汝に近く或は汝に遠く

して地の此極より地の彼極までに鎮り坐る者に我

ら事へんと斯言ことあるとも 8汝これに從ふ勿れ

之に聽なかれ之を惜み視る勿れ之を憐むなかれ之

を庇ひ匿す勿れ 9汝かならず之を殺すべし之を殺

すには汝まづ之に手を下し然る後に民みな手を下

すべし 10彼はエジプトの國奴隸の家より汝を導

き出したまひし汝の神ヱホバより汝を誘ひ離さん

と求めたれば汝石をもて之を撃殺すべし 11然せ
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ばイスラエルみな聞て懼れ重ねて斯る惡き事を汝

らの中に行はざらん 12汝聞に汝の神ヱホバの汝

に與へて住しめたまへる汝の邑の一に 13邪僻な

る人々興り我らは今まで識ざりし他の神々に往て

事へんと言てその邑に住む人を誘ひ惑はしたりと

言あらば 14汝これを尋ね探り善問べし若その事

眞にその言確にして斯る憎むべき事汝らの中に行

はれたらば 15汝かならずその邑に住む者を刃に

かけて撃ころしその邑とその中に居る一切の者お

よびその家畜を刃にかけて盡く撃ころすべし 16

またその中より獲たる掠取物は凡てこれをその衢

に集め火をもてその邑とその一切の掠取物をこと

ごとく焚て汝の神ヱホバに供ふべし是は永く荒邱

となりて再び建なほさるること無るべきなり 17

斯汝この詛はれし物を少許も汝の手に附おく勿れ

然せばヱホバその烈しき怒を靜め汝に慈悲を加へ

て汝を憐れみ汝の先祖等に誓ひしごとく汝の數を

衆くしたまはん 18汝もし汝の神ヱホバの言を聽

き我が今日なんぢに命ずるその一切の誡命を守り

汝の神ヱホバの善と觀たまふ事を行はば是のごと

くなるべし

14汝らは汝等の神ヱホバの子等なり汝ら死る者
のために己が身に傷くべからずまた己が目の

間にあたる頂の髮を剃べからず 2其は汝は汝の神

ヱホバの聖民なればなりヱホバは地の面の諸の民

の中より汝を擇びて己の寶の民となし給へり 3汝

穢はしき物は何をも食ふ勿れ 4汝らが食ふべき獣

畜は是なり即ち牛羊山羊 5牡鹿羚羊小鹿麣麞

麈麖など 6凡て獣畜の中蹄の分れ割て二つの蹄

を成る反芻獣は汝ら之を食ふべし 7但し反芻者と

蹄の分れたる者の中汝らの食ふべからざる者は是

なり即ち駱駝兎および山鼠是らは反芻ども蹄わ

かれざれば汝らには汚れたる者なり 8また豚是は

蹄わかるれども反芻ことをせざれば汝らには汚た

る者なり汝ら是等の物の肉を食ふべからずまたそ

の死體に捫るべからず 9水にをる諸の物の中是の

ごとき者を汝ら食ふべし即ち凡て翅と鱗のある者

は皆汝ら之を食ふべし 10凡て翅と鱗のあらざる

者は汝らこれを食ふべからず是は汝らには汚たる

者なり 11また凡て潔き鳥は皆汝らこれを食ふべ

し 12但し是等は食ふべからず即ち鵰黄鷹鳶 13鸇

鷹黑鷹の類 14各種の鴉の類 15駝鳥梟鴎雀鷹の

類 16鸛鷺白鳥 17鸅鸕大鷹鵜 18鶴鸚鵡の類鷸

および蝙蝠 19また凡て羽翼ありて匍ところの者

は汝らには汚たる者なり汝らこれを食ふべからず

20凡て羽翼をもて飛ところの潔き物は汝らこれを

食ふべし 21凡そ自ら死たる者は汝ら食ふべから

ず汝の門の内にをる他國の人に之を與へて食しか

べし又これを異邦人に賣も可し汝は汝の神ヱホバ

の聖民なればなり汝山羊羔をその母の乳にて煮べ

からず 22汝かならず年々に田畝に種蒔て獲とこ

ろの產物の什一を取べし 23而して汝の神ヱホバ

の前すなはちヱホバのその名を置んとて擇びたま

はん處において汝の穀物と酒と油の什一を食ひま

た汝の牛羊の首出を食ひ斯して汝の神ヱホバを常

に畏るることを學ぶべし 24但しその路行に勝が

たくして之を携へいたること能はざる時または汝

の神ヱホバのその名を置んとて擇びたまへる處汝

を離るること餘りに遠き時は汝もし汝の神ヱホバ

の恩惠に潤ふ身ならば 25その物を金に易へその

金を包みて手に執り汝の神ヱホバの擇びたまへる

處に往き 26凡て汝の心の好む物をその金に易べ

し即ち牛羊葡萄酒濃酒など凡て汝が心に欲する物

をもとめ其處にて汝の神ヱホバの前にこれを食ひ

汝と汝の家族ともに樂むべし 27汝の門の内にを

るレビ人を棄る勿れ是は汝の中間に分なく產業な

き者なればなり 28三年の末に到る毎にその年の

產物の十分の一を盡く持出してこれを汝の門の内

に儲蓄ふべし 29然る時は汝の中間に分なく產業

なきレビ人および汝の門の内にをる他國の人と孤

子と寡婦など來りてこれを食ひて飽ん斯せば汝の

神ヱホバ汝が手をもて爲ところの諸の事において

汝に福祉を賜ふべし

15七年の終に至るごとに汝放釋を行ふべし 2そ

の放釋の例は是のごとし凡てその鄰に貸こと

を爲しその債主は之を放釋べしその鄰またはその

兄弟にこれを督促べからず是はヱホバの放釋と稱

へらるればなり 3異國の人には汝これを督促こと

を得されど汝の兄弟に貸たる物は汝の手よりこれ

を放釋べし 4斯せば汝らの中間に貧者なからん其

は汝の神ヱホバその汝に與へて產業となさしめた

まふ地において大に汝を祝福たまふべければなり

5只汝もし謹みて汝の神ヱホバの言に聽したがひ

我が今日なんぢに命ずるこの誡命を盡く守り行ふ

に於ては是のごとくなるべし 6汝の神ヱホバ汝に

言しごとく汝を祝福たまふべければ汝は衆多の國

人に貸ことを得べし然ど借こと有じまた汝は衆多

の國人を治めん然ど彼らは汝を治むることあらじ
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7汝の神ヱホバの汝に賜ふ地において若汝の兄弟

の貧き人汝の門の中にをらばその貧しき兄弟にむ

かひて汝の心を剛愎にする勿れまた汝の手を閉る

勿れ 8かならず汝の手をこれに開き必ずその要む

る物をこれに貸あたへてこれが乏しきを補ふべし

9汝愼め心に惡き念を起し第七年放釋の年近づけ

りと言て汝の貧き兄弟に目をかけざる勿れ汝もし

斯之に何をも與へずしてその人これがために汝を

ヱホバに訴へなば汝罪を獲ん 10汝かならず之に

與ふることを爲べしまた之に與ふる時は心に惜む

こと勿れ其は此事のために汝の神ヱホバ汝の諸の

事業と汝の手の諸の働作とに於て汝を祝福たまふ

べければなり 11貧き者は何時までも國にたゆる

こと無るべければ我汝に命じて言ふ汝かならず汝

の國の中なる汝の兄弟の困難者と貧乏者とに汝の

手を開くべし 12汝の兄弟たるヘブルの男または

ヘブルの女汝の許に賣れたらんに若六年なんぢに

事へたらば第七年に汝これを放ちて去しむべし 13

汝これを放ちて去しむる時は空手にて去しむべか

らず 14汝の群と禾場と搾場の中より贈物を取て

之が肩に負すべし即ち汝の神ヱホバの汝を祝福て

賜ふところの物をこれに與ふべし 15汝記憶べし

汝はエジプトの國に奴隸たりしが汝の神ヱホバ汝

を贖ひ出したまへり是故に我今日この事を汝に命

ず 16その人もし汝と汝の家を愛し汝と偕にをる

を善として汝にむかひ我汝を離れて去を好まずと

言ば 17汝錐を取て彼の耳を戸に刺とほすべし然

せば彼は永く汝の僕たるべし汝の婢にもまた是の

ごとくすべし 18汝これを放ちて去しむるを難き

事と見るべからず其は彼が六年汝に事へて働きし

は工價を取る傭人の二倍に當ればなり汝斯なさば

汝の神ヱホバ汝が凡て爲ところの事に於て汝をめ

ぐみたまふべし 19汝の牛羊の產る初子は皆これ

を聖別て汝の神ヱホバに歸せしむべし汝の牛の初

子をもちゐて何の工作をも爲べからず又汝の羊の

初子の毛を剪べからず 20汝の神ヱホバの選びた

まへる處にてヱホバの前に汝と汝の家族年々にこ

れを食ふべし 21然どその畜もし疵ある者すなは

ち跛足盲目なるなど凡て惡き疵ある者なる時は汝

の神ヱホバにこれを宰りて献ぐべからず 22汝の

門の内にこれを食ふべし汚れたる者も潔き者も均

くこれを食ふを得ること牡鹿と羚羊のごとし 23

但しその血はこれを食ふべからず水のごとくにこ

れを地に灌ぐべし

16汝アビブの月を守り汝の神ヱホバに對ひて逾
越節を行なへ其はアビブの月に於て汝の神ヱ

ホバ夜の間に汝をエジプトより導き出したまひた

ればなり 2汝すなはちヱホバのその名を置んとて

擇びたまふ處にて羊および牛を宰り汝の神ヱホバ

の前に逾越節をなすべし 3酵いれたるパンを之と

ともに食ふべからず七日の間酵いれぬパン即ち憂

患のパンを之とともに食ふべし其は汝エジプトの

國より出る時は急ぎて出たればなり斯おこなひて

汝その世に生存ふる日の間恒に汝がエジプトの國

より出來し日を誌ゆべし 4その七日の間は汝の四

方の境の内にパン酵の見ること有しむべからず又

なんぢが初の日の薄暮に宰りたる者の肉を翌朝ま

で存しおくべからず 5汝の神ヱホバの汝に賜ふ汝

の門の内にて逾越の牲畜を宰ることを爲べからず

6惟汝の神ヱホバのその名を置んとて選びたまふ

處にて汝薄暮の日の入る頃汝がエジプトより出た

る時刻に逾越の牲畜を宰るべし 7而して汝の神ヱ

ホバの選びたまふ處にて汝これを燔て食ひ朝にお

よびて汝の天幕に歸り往くべし 8汝六日の間酵い

れぬパンを食ひ第七日に汝の神ヱホバの前に會を

開くべし何の職業をも爲べからず 9汝また七七日

を計ふべし即ち穀物に鎌をいれ初る時よりしてそ

の七七日を計へ始むべきなり 10而して汝の神ヱ

ホバの前に七週の節筵を行なひ汝の神ヱホバの汝

を祝福たまふ所にしたがひ汝の力に應じてその心

に願ふ禮物を献ぐべし 11斯して汝と汝の男子女

子僕婢および汝の門の内に居るレビ人ならびに汝

らの中間にをる賓旅と孤子と寡婦みなともに汝の

神ヱホバのその名を置んとて選びたまふ處にて汝

の神ヱホバの前に樂むべし 12汝その昔エジプト

に奴隸たりしことを誌え是等の法度を守り行ふべ

し 13汝禾場と搾場の物を収蔵たる時七日の間結

茅節をおこなふべし 14節筵をなす時には汝と汝

の男子女子僕婢および汝の門の内なるレビ人賓旅

孤子寡婦など皆ともに樂むべし 15ヱホバの選び

たまふ處にて汝七日の間なんぢの神ヱホバの前に

節筵をなすべし汝の神ヱホバ汝の諸の產物と汝が

手の諸の工事とについて汝を祝福たまふべければ

汝かならず樂むことを爲べし 16汝の中間の男は

皆なんぢの神ヱホバの擇びたまふ處にて一年に三

次即ち酵いれぬパンの節と七週の節と結茅の節と

に於てヱホバの前に出べし但し空手にてヱホバの

前に出べからず 17各人汝の神ヱホバに賜はる恩
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惠にしたがひて其力におよぶ程の物を献ぐべし 18

汝の神ヱホバの汝に賜ふ一切の邑々に汝の支派に

循がひて士師と官人を立べし彼らはまだ義き審判

をもて民を審判べし 19汝裁判を枉べからず人を

偏視るべからずまた賄賂を取べからず賄賂は智者

の目を暗まし義者の言を枉ればなり 20汝ただ公

義を而已求むべし然せば汝生存へて汝の神ヱホバ

の汝に賜ふ地を獲にいたらん 21汝の神ヱホバの

ために築くところの壇の傍にアシラの木像を立べ

からず 22また汝の神ヱホバの惡みたまふ偶像を

己のために造るべからず

17凡て疵あり惡き處ある牛羊は汝これを汝の神
ヱホバに献ぐべからず斯る者は汝の神ヱホバ

の忌嫌ひたまふ者なればなり 2汝の神ヱホバの汝

に賜ふ邑々の中にて汝らの中間に若し或男または

女汝の神ヱホバの目の前に惡事を行ひてその契約

に悖り 3往て他の神々に事へてこれを拝み我が命

ぜざる日や月や天の衆群などを拝むあらんに 4そ

の事を汝に告る者ありて汝これを聞き細かにこれ

を査べ見るにその事眞にその言確にしてイスラエ

ルの中に斯る憎むべき事行はれ居たらば 5汝その

惡き事を行へる男または女を汝の門に曳いだし石

をもてその男または女を撃殺すべし 6殺すべき者

は二人の證人または三人の證人の口に依てこれを

殺すべし惟一人の證人の口のみをもて之を殺すこ

とは爲べからず 7斯る者を殺すには證人まづその

手を之に加へ然る後に民みなその手を加ふべし汝

かく惡事を汝らの中より除くべし 8汝の門の内に

訟へ爭ふ事おこるに當りその事件もし血を相流す

事または權理を相爭ふ事または互に相撃たる事な

どにして汝に裁判かぬる者ならば汝起あがりて汝

の神ヱホバの選びたまふ處に上り往き 9祭司なる

レビ人と當時の士師とに詣りて問べし彼ら裁判の

言詞を汝に示さん 10ヱホバの選びたまふ處にて

彼らが汝に示す命令の言のごとくに汝行ひ凡て彼

らが汝に敎ふるごとくに愼みて爲べし 11即ち故

らが汝に敎ふる律法の命令に循がひ彼らが汝に告

る裁判に依て行ふべし彼らが汝に示す言に違ふて

右にも左にも偏るべからず 12人もし自ら壇斷に

しその汝の神ヱホバの前に立て事ふる祭司または

その士師に聽したがはざる有ばその人を殺しイス

ラエルの中より惡を除くべし 13然せば民みな聞

て畏れ重て壇斷に事をなさざらん 14汝の神ヱホ

バの汝に賜ふ地に汝いたり之を獲て其處に住にお

よべる時汝もし我周圍の一切の國人のごとくに我

も王をわが上に立んと言あらば 15只なんぢの神

ヱホバの選びたまふ人を汝の上にたてて王となす

べしまた汝の上に王を立るには汝の兄弟の中の人

をもてすべし汝の兄弟ならざる他國の人を汝の上

に立べからず 16但し王となれる者は馬を多く得

んとすべからず又馬を多く得んために民を率てエ

ジプトに還るべからず其はヱホバなんぢらに向ひ

て汝らはこの後かさねて此路に歸るべからずと宣

ひたればなり 17また妻を多くその身に有て心を

迷すべからずまた金銀を己のために多く蓄積べか

らず 18彼その國の位に坐するにいたらば祭司な

るレビ人の前にある書よりしてこの律法を一の書

に書寫さしめ 19世に生存ふる日の間つねにこれ

を己の許に置て誦み斯してその神ヱホバを畏るる

ことを學びこの律法の一切の言と是等の法度を守

りて行ふべし 20然せば彼の心その兄弟の上に高

ぶること無くまたその誡命を離れて右にも左にも

まがること無してその子女とともにその國におい

てイスラエルの中にその日を永うすることを得

ん

18祭司たるレビ人およびレビの支派は都てイス
ラエルの中に分なく產業なし彼らはヱホバの

火祭の品とその產業の物を食ふべし 2彼らはその

兄弟の中間に產業を有じヱホバこれが產業たるた

り即ちその曾て之に言たまひしが如し 3祭司が民

より受べき分は是なり即ち凡て犠牲を献ぐる者は

牛にもあれ羊にもあれその肩と兩方の頬と胃とを

祭司に與ふべし 4また汝の穀物と酒と油の初およ

び羊の毛の初をも之にあたふべし 5其は汝の神ヱ

ホバ汝の諸の支派の中より彼を選び出し彼とその

子孫をして永くヱホバの名をもて立て奉事をなさ

しめたまへばなり 6レビ人はイスラエルの全地の

中何の處に居る者にもあれその寄寓たる汝の邑を

出てヱホバの選びたま處に到るあらば 7その人は

ヱホバの前に侍るその諸兄弟のレビ人とおなじく

その神ヱホバの名をもて奉事をなすことを得べし

8その人の得て食ふ分は彼らと同じ但しその父の

遺業を賣て獲たる物はこの外に彼に屬す 9汝の神

ヱホバの汝に賜ふ池にいたるに及びて汝その國々

の民の憎むべき行爲を倣ひ行ふなかれ 10汝らの

中間にその男子女子をして火の中を通らしむる者

あるべからずまた卜筮する者邪法を行なふ者禁厭

する者魔術を使ふ者 11法印を結ぶ者憑鬼する者
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巫覡の業をなす者死人に詢ことをする者あるべか

らず 12凡て是等の事を爲す者はヱホバこれを憎

たまふ汝の神ヱホバが彼らを汝の前より逐はらひ

たまひしも是等の憎むべき事のありしに因てなり

13汝の神ヱホバの前に汝完き者たれ 14汝が逐はら

ふ故の國々の民は邪法師卜筮師などに聽ことをな

せり然ど汝には汝の神ヱホバ然する事を許したま

はず 15汝の神ヱホバ汝の中汝の兄弟の中より我

のごとき一箇の預言者を汝のために興したまはん

汝ら之に聽ことをすべし 16是まったく汝が集會

の日にホレブにおいて汝の神ヱホバに求めたる所

なり即ち汝言けらく我をして重てこの我神ヱホバ

の聲を聞しむる勿れまた重てこの大なる火を見さ

する勿れ恐くは我死んと 17是においてヱホバ我

に言たまひけるは彼らの言る所は善し 18我かれ

ら兄弟の中より汝のごとき一箇の預言者を彼らの

ために興し我言をその口に授けん我が彼に命ずる

言を彼ことごとく彼らに告べし 19凡て彼が吾名

をもて語るところの吾言に聽したがはざる者は我

これを罰せん 20但し預言者もし我が語れと命ぜ

ざる言を吾名をもて縦肆に語りまたは他の神々の

名をもて語ることを爲すならばその預言者は殺さ

るべし 21汝あるひは心に謂ん我ら如何にしてそ

の言のヱホバの言たまふ者にあらざるを知んと 22

然ば若し預言者ありてヱホバの名をもて語ること

をなすにその言就ずまた效あらざる時は是ヱホバ

の語りたまふ言にあらずしてその預言者が縦肆に

語るところなり汝その預言者を畏るるに及ばす

19汝の神ヱホバこの國々の民を滅し絶ち汝の神
ヱホバこれが地を汝に賜ふて汝つひにこれを

獲その邑々とその家々に住にいたる時は 2汝の神

ヱホバの汝に與へて產業となさしめたまふ地の中

に三の邑を汝のために區別べし 3而して汝これに

道路を開きまた汝の神ヱホバの汝に與へて產業と

なさしめたまふ地の全體を三の區に分ち凡て人を

殺せる者をして其處に逃れしむべし 4人を殺せる

者の彼處に逃れて生命を全うすべきその事は是の

ごとし即ち凡て素より惡むことも無く知ずしてそ

の鄰人を殺せる者 5例ば人木を伐んとてその鄰人

とともに林に入り手に斧を執て木を斫んと撃おろ

す時にその頭の鐵柯より脱てその鄰人にあたりて

之を死しめたるが如き是なり斯る人は是等の邑の

一に逃れて生命を全うすべし 6恐くは復仇する者

心熱してその殺人者を追かけ道路長きにおいては

遂に追しきて之を殺さん然るにその人は素より之

を惡みたる者にあらざれば殺さるべき理あらざる

なり 7是をもて我なんぢに命じて三の邑を汝のた

めに區別べしと言り 8汝の神ヱホバ汝の先祖等に

誓ひしごとく汝の境界を廣め汝の先祖等に與へん

と言し地を盡く汝に賜ふにいたらん時 9即ち汝我

が今日なんぢに命ずるこの一切の誡命を守りてこ

れを行なひ汝の神ヱホバを愛し恒にその道に歩ま

ん時はこの三の外にまた三の邑を増加ふべし 10

是汝の神ヱホバの汝に與へて產業となさしめたま

ふ地に辜なき者の血を流すこと無らんためなり斯

せずばその血汝に歸せん 11然どもし人その隣人

を惡みて之を附覘ひ起かかり撃てその生命を傷ひ

て之を死しめ而してこの邑の一に逃れたる事あら

ば 12その邑の長老等人を遣て之を其處より曳き

たらしめ復仇者の手にこれを付して殺さしむべし

13汝かれを憫み視るべからず辜なき者の血を流せ

る咎をイスラエルより除くべし然せば汝に福祉あ

らん 14汝の神ヱホバの汝に與へて獲させたまふ

地の中において汝が嗣ぐところの產業に汝の先人

の定めたる汝の鄰の地界を侵すべからず 15何の

惡にもあれ凡てその犯すところの罪は只一人の證

人によりて定むべからず二人の證人の口によりま

たは三人の證人の口によりてその事を定むべし 16

もし偽妄の證人起りて某の人は惡事をなせりと言

たつること有ば 17その相爭ふ二人の者ヱホバの

前に至り當時の祭司と士師の前に立べし 18然る

時士師詳細にこれを査べ視るにその證人もし偽妄

の證人にしてその兄弟にむかひて虚妄の證をなし

たる者なる時は 19汝兄弟に彼が蒙らさんと謀れ

る所を彼に蒙らし斯して汝らの中より惡事を除く

べし 20然せばその遺れる者等聞て畏れその後か

さねて斯る惡き事を汝らの中におこなはじ 21汝

憫み視ることをすべからず生命は生命眼は眼歯は

歯手は手足は足をもて償はしむべし

20汝その敵と戰はんとて出るに當り馬と車を見
また汝よりも數多き民を見るもこれに懼るる

勿れ其は汝をエジプトの國より導き上りし汝の神

ヱホバなんぢとともに在せばなり 2汝ら戰闘に臨

む時は祭司進みいで民に告て 3之に言べしイスラ

エルよ聽け汝らは今日なんぢらの敵と戰はんとて

進み來れり心に臆する勿れ懼るるなかれ倉皇なか

れ彼らに怖るなかれ 4其は汝らの神ヱホバ汝らと

ともに行き汝らのために汝らの敵と戰ひて汝らを
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救ひたまふべければなりと 5斯てまた有司等民に

告て言べし誰か新しき家を建て之に移らざる者あ

るかその人は家に歸りゆくべし恐くは自己戰闘に

死て他の人これに移らん 6誰か菓物園を作りてそ

の果を食はざる者あるかその人は家に歸りゆくべ

し恐くは自己戰闘に死て他の人これを食はん 7誰

か女と契りて之を娶らざる者あるかその人は家に

歸りゆくべし恐くは自己戰闘に死て他の人これを

娶らんと 8有司等なほまた民に告て言べし誰か懼

れて心に臆する者あるかその人は家に歸りゆくべ

し恐くはその兄弟たちの心これが心のごとく挫け

んと 9有司等かく民に告ることを終たらば軍勢の

長等を立て民を率しむべし 10汝ある邑に進みゆ

きて之を攻んとする時は先これに平穩に降ること

を勸むべし 11その邑もし平穩に降らんと答へて

その門を汝に開かば其處なる民をして都て汝に貢

を納しめ汝に事へしむべし 12其もし平穩に汝に

降ることを肯んぜずして汝と戰かはんとせば汝こ

れを攻べし 13而して汝の神ヱホバこれを汝の手

に付したまふに至らば刃をもてその中の男を盡く

撃殺すべし 14惟その婦女嬰孩家畜および凡てそ

の邑の中にて汝が奪ひ獲たる物は盡く己に取べし

抑汝がその敵より奪ひ獲たる物は汝の神ヱホバの

汝に賜ふ者なれば汝これをもて樂むべし 15汝を

離るることの遠き邑々すなはち是等の國々に屬せ

ざるところの邑々には凡てかくのごとく行なふべ

し 16但し汝の神ヱホバの汝に與へて產業となさ

しめたまふこの國々の邑々においては呼吸する者

を一人も生し存べからず 17即ちヘテ人アモリ人

カナン人ペリジ人ヒビ人ヱブス人などは汝かな

らずこれを滅ぼし盡して汝の神ヱホバの汝に命じ

たまへる如くすべし 18斯するは彼らがその神々

にむかひて行ふところの憎むべき事を汝らに敎へ

て之を倣ひおこなはしめ汝らをして汝らの神ヱホ

バに罪を獲せしむる事のなからんためなり 19汝

久しく邑を圍みて之を攻取んとする時においても

斧を振ふて其處の樹を砍枯すべからず是は汝の食

となるべき者なり且その城攻において田野の樹あ

に人のごとく汝の前に立ふさがらんや 20但し果

を結ばざる樹と知る樹はこれを砍り枯し汝と戰ふ

邑にむかひて之をもて雲梯を築きその降るまで之

を攻るも宜し

21汝の神ヱホバの汝に與へて獲させたまふ地に
おいて若し人殺されて野に仆れをるあらんに

之を殺せる者の誰なるかを知ざる時は 2汝の長老

等と士師等出きたりその人の殺されをる處よりそ

の四周の邑々までを度るべし 3而してその人の殺

されをる處に最も近き邑すなはちその邑の長老等

は未だ使はず未だ軛を負せて牽ざるところの少き

牝牛を取り 4邑の長老等その牝牛を耕すことも種

蒔こともせざる流つきせぬ谷に牽ゆきその谷にお

いて牝牛の頸を折べし 5その時は祭司たるレビの

子孫等其處に進み來るべし彼らは汝の神ヱホバが

選びて己に事へしめまたヱホバの名をもて祝する

ことを爲しめたまふ者にて一切の訴訟と一切の爭

競は彼らの口によりて決定るべきが故なり 6而し

てその人の殺されをりし處に最も近き邑の長老等

その谷にて頸を折たる牝牛の上において手を洗ひ

7答へて言べし我らの手はこの血を流さず我らの

目はこれを見ざりしなり 8ヱホバよ汝が贖ひし汝

の民イスラエルを赦したまへこの辜なき者の血を

流せる罰を汝の民イスラエルの中に降したまふ勿

れと斯せば彼らその血の罪を赦されん 9汝かくヱ

ホバの善と觀たまふ事をおこなひその辜なき者の

血を流せる咎を汝らの中より除くべし 10汝出て

汝の敵と戰ふにあたり汝の神ヱホバこれを汝の手

に付したまひて汝これを俘虜となしたる時 11汝

もしその俘虜の中に貌美しき女あるを見てこれを

悦び取て妻となさんとせば 12汝の家の中にこれ

を携へゆくべし而して彼はその髮を剃り爪を截り

13まだ俘虜の衣服を脱すてて汝の家に居りその父

母のために一月のあひだ哀哭べし然る後なんぢ故

の處に入りてこれが夫となりこれを汝の妻とすべ

し 14その後汝もし彼を好まずなりなば彼の心の

ままに去ゆかしむべし決して金のためにこれを賣

べからず汝すでにこれを犯したれば之を嚴く待遇

べからざるなり 15人二人の妻ありてその一人は

愛する者一人は惡む者ならんにその愛する者と惡

む者の二人ともに男の子を生ありてその長子もし

惡む婦の產る者なる時は 16その子等に己の所有

を嗣しむる日にその惡む婦の產る長子を措てその

愛する婦の產る子を長子となすべからず 17必ず

その惡む者の產る子を長子となし己の所有を分つ

時にこれには二倍を與ふべし是は己の力の始にし

て長子の權これに屬すればなり 18人にもし放肆

にして背悖る子ありその父の言にも母の言にも順

はず父母これを責るも聽ことをせざる時は 19そ

の父母これを執へてその處の門にいたり邑の長老
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等に就き 20邑の長老たちに言べし我らの此子は

放肆にして背悖る者我らの言にしたがはざる者放

蕩にして酒に耽る者なりと 21然る時は邑の人み

な石をもて之を撃殺すべし汝かく汝らの中より惡

事を除き去べし然せばイスラエルみな聞て懼れん

22人もし死にあたる罪を犯して死刑に遇ことあり

て汝これを木に懸て曝す時は 23翌朝までその體

を木の上に留おくべからず必ずこれをその日の中

に埋むべし其は木に懸らるる者はヱホバに詛はる

る者なればなり斯するは汝の神ヱホバの汝に賜ふ

て產業となさしめたまふ地の汚れざらんためな

り

22汝の兄弟の牛または羊の迷ひをるを見てこれ
を見すて置べからず必ずこれを汝の兄弟に牽

ゆきて歸すべし 2汝の兄弟もし汝に近からざるか

又は汝かれを知ざる時はこれを汝の家に牽ゆきて

汝の許におき汝の兄弟の尋ねきたるに及びて之を

彼に還すべし 3汝の兄弟の驢馬におけるも是のご

とく爲しまたその衣服におけるも斯なすべし凡て

汝の兄弟の失ひたる遺失物を得たる時も汝かく爲

べし之を見すておくべからず 4また汝の兄弟の驢

馬または牛の途に踣れをるを見て見すておくべか

らず必ずこれを助け起すべし 5女は男の衣服を纒

ふべからずまた男は女の衣裳を著べからず凡て斯

する者は汝の神ヱホバこれを憎みたまふなり 6汝

鳥の巣の路の頭または樹の上または土の上にある

を見んに雛または卵その中にありて母鳥その雛ま

たは卵の上に伏をらばその母鳥を雛とともに取べ

からず 7かならずその母鳥を去しめ唯その雛のみ

をとるべし然せば汝福祉を獲かつ汝の日を永うす

ることを得ん 8汝新しき家を建る時はその屋蓋の

周圍に欄杆を設くべし是は人その上より堕てこれ

が血の汝の家に歸すること無らんためなり 9汝菓

物園に異類の種を混て播べからず然せば汝が播た

る種より產する物および汝の菓物園より出る菓物

みな聖物とならん 10汝牛と驢馬とを耦せて耕す

ことを爲べからず 11汝毛と麻とをまじへたる衣

服を著べからず 12汝が上に纒ふ衣服の裾の四方

に繸をつくべし 13人もし妻を娶り之とともに寝

て後これを嫌ひ 14我この婦人を娶りしが之と寝

たる時にその處女なるを見ざりしと言て誹謗の辭

抦を設けこれに惡き名を負せなば 15その女の父

と母その女の處女なる證跡を取り門にをる邑の長

老等にこれを差出し 16而してその女の父長老等

に言べし我この人にわが女子を與へて妻となさし

めしにこの人これを嫌ひ 17誹謗の辭抦を設けて

言ふ我なんぢの女子の處女なるを見ざりしと然る

に吾女子の處女なりし證跡は此にありと斯いひて

その父母かの布を邑の長老等の前に展べし 18然

る時は邑の長老等その人を執へてこれを鞭ち 19

又これに銀百シケルを罰してその女の父に償はし

むべし其はイスラエルの處女に惡き名を負せたれ

ばなり斯てその人はこれを妻とすべし一生これを

去ことを得ず 20然どこの事もし眞にしてその女

の處女なる證跡あらざる時は 21その女をこれが

父の家の門に曳いだしその邑の人々石をもてこれ

を撃ころすべし其は彼その父の家にて淫なる事を

なしてイスラエルの中に惡をおこなひたればなり

汝かく惡事を汝らの中より除くべし 22もし夫に

適し婦と寝る男あるを見ばその婦と寝たる男と其

婦とをともに殺し斯して惡事をイスラエルの中よ

り除くべし 23處女なる婦人すでに夫に適の約を

なせる後ある男これに邑の内に遇てこれを犯さば

24汝らその二人を邑の門に曳いだし石をもてこれ

を撃ころすべし是その女は邑の内にありながら叫

ぶことをせざるに因りまたその男はその鄰の妻を

辱しめたるに因てなり汝かく惡事を汝らの中より

除くべし 25然ど男もし人に適の約をなしし女に

野にて遇ひこれを強て犯すあらば之を犯しし男の

みを殺すべし 26その女には何をも爲べからず女

には死にあたる罪なし人その鄰人に起むかひてこ

れを殺せるとその事おなじ 27其は男野にてこれ

に遇たるが故にその人に適の約をなしし女叫びた

れども拯ふ者なかりしなり 28男もし未だ人に適

の約をなさざる處女なる婦に遇ひこれを執へて犯

すありてその二人見あらはされなば 29これを犯

せる男その女の父に銀五十シケルを與へて之を己

の妻とすべし彼その女を辱しめたれば一生これを

去るべからざるなり 30人その父の妻を娶るべか

らずその父の被を掀開べからず

23外腎を傷なひたる者または玉莖を切りたる者
はヱホバの會に入べからず 2私子はヱホバの

會にいるべからず是は十代までもヱホバの會にい

るべからざるなり 3アンモン人およびモアブ人は

ヱホバの會にいる可らず故らは十代までも何時ま

でもヱホバの會にいるべからざるなり 4是汝らが

エジプトより出きたりし時に彼らはパンと水とを

もて汝らを途に迎へずメソポタミアのペトル人ベ
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オルの子バラムを倩ひて汝を詛はせんと爲たれば

なり 5然れども汝の神ヱホバ、バラムに聽ことを

爲給はずして汝の神ヱホバその呪詛を變て汝のた

めに祝福となしたまへり是汝の神ヱホバ汝を愛し

たまふが故なり 6汝一生いつまでも彼らのために

平安をもまた福禄をも求むべからず 7汝エドム人

を惡べからず是は汝の兄弟なればなりまたエジプ

ト人を惡むべからず汝もこれが國に客たりしこと

有ばなり 8彼等の生たる子等は三代におよばばヱ

ホバの會にいることを得べし 9汝軍旅を出して汝

の敵を攻る時は諸の惡き事を自ら謹むべし 10汝

らの中間にもし夜中計ずも汚穢にふれて身の潔か

らざる人あらば陣營の外にいづべし陣營の内に入

べからず 11而して薄暮に水をもて身を洗ひ日の

入て後陣營に入べし 12汝陣營の外に一箇の處を

設けおき便する時は其處に往べし 13また器具の

中に小鍬を備へおき外に出て便する時はこれをも

て土を掘り身を返してその汝より出たる物を蓋ふ

べし 14其は汝の神ヱホバ汝を救ひ汝の敵を汝に

付さんとて汝の陣營の中を歩きたまへばなり是を

もて汝の陣營を聖潔すべし然せば汝の中に汚穢物

あるを見て汝を離れたまふこと有ざるべし 15そ

の主人を避て汝の許に逃きたる僕をその主人に交

すべからす 16その者をして汝らの中に汝ととも

に居しめ汝の一の邑の中にて之が善と見て擇ぶ處

に住しむべし之を虐遇べからず 17イスラエルの

女子の中に娼妓あるべからずイスラエルの男子の

中に男娼あるべからず 18娼妓の得たる價および

狗の價を汝の神ヱホバの家に携へいりて何の誓願

にも用ゐるべからず是等はともに汝の神ヱホバの

憎みたまふ者なればなり 19汝の兄弟より利息を

取べからず即ち金の利息食物の利息など凡て利息

を生ずべき物の利息を取べからず 20他國の人よ

りは汝利息を取も宜し惟汝の兄弟よりは利息を取

べからず然ば汝が往て獲ところの地において汝の

神ヱホバ凡て汝が手に爲ところの事に福祥をくだ

したまふべし 21汝の神ヱホバに誓願をかけなば

之か還すことを怠るべからず汝の神ヱホバかなら

ずこれを汝に要めたまふべし怠る時は汝罪あり 22

汝誓願をかけざるも罪を獲ること有じ 23汝が口

より出しし事は守りて行ふべし凡て自意の禮物は

汝の神ヱホバに汝が誓願し口をもて約せしごとく

に行ふべし 24汝の鄰の葡萄園に至る時汝意にま

かせてその葡萄を飽まで食ふも宜し然ど器の中に

取いるべからず 25また汝の鄰の麥圃にいたる時

汝手にてその穂を摘食ふも宜し然ど汝の鄰の麥圃

に鎌をいるべからず

24人妻を取てこれを娶れる後恥べき所のこれに
あるを見てこれを好まずなりたらば離縁状を

書てこれが手に交しこれをその家より出すべし 2

その婦これが家より出たる後往て他の人に嫁ぐこ

とをせんに 3後の夫もこれを嫌ひ離縁状を書てそ

の手にわたして之を家より出し又はこれを妻にめ

とれるその後の夫死るあるも 4是は已に身を汚玷

したるに因て之を出したるその先の夫ふたたびこ

れを妻にめとるべからず是ヱホバの憎みたまふ事

なればなり汝の神ヱホバの汝に與へて產業となさ

しめたまふ地に汝罪を負すなかれ 5人あらたに妻

を娶りたる時は之を軍に出すべからずまた何の職

務をもこれに任すべからずその人は一年家に間居

してその娶れる妻を慰むべし 6人その磨礱を質に

おくべからず是その生命をつなぐ物を質におくな

ればなり 7イスラエルの子孫の中なるその兄弟を

拐帶してこれを使ひまたはこれを賣る人あるを見

ばその拐帶者を殺し然して汝らの中より惡を除く

べし 8汝癩病を愼み凡て祭司たるレビ人が汝らに

敎ふる所を善く守りて行ふべし即ち我が彼らに命

ぜしごとくに汝ら守りて行ふべし 9汝らがエジプ

トより出きたれる路にて汝の神ヱホバがミリアム

に爲たまひしところの事を誌えよ 10凡て汝の鄰

に物を貸あたふる時は汝みづからこれが家にいり

てその質物を取べからず 11汝は外に立をり汝が

貸たる人その質物を外に持いだして汝に付すべし

12その人もし困苦者ならば之が質物を留おきて睡

眠に就べからず 13かならず日の入る頃その質物

を之に還すべし然せばその人おのれの上衣をまと

ふて睡眠につくことを得て汝を祝せん是汝の神ヱ

ホバの前において汝の義となるべし 14困苦る貧

き傭人は汝の兄弟にもあれ又は汝の地にてなんぢ

の門の内に寄寓る他國の人にもあれ之を虐ぐべか

らず 15當日にこれが値をはらふべし日の入るま

で延すべからず其は貧き者にてその心にこれを慕

へばなり恐らくは彼ヱホバに汝を訴ふるありて汝

罪を獲ん 16父はその子等の故によりて殺さるべ

からず子等はその父の故によりて殺さるべからず

各人おのれの罪によりて殺さるべきなり 17汝他

國の人または孤子の審判を曲べからずまた寡婦の

衣服を質に取べからず 18汝誌ゆべし汝はエジプ



申命記 148

トに奴隸たりしが汝の神ヱホバ汝を其處より贖ひ

いだしたまへり是をもて我この事をなせと汝に命

ずるなり 19汝田野にて穀物を刈る時もしその一

束を田野に忘れおきたらば返りてこれを取べから

ず他國の人と孤子と寡婦とにこれを取すべし然せ

ば汝の神ヱホバ凡て汝が手に作ところの事に祝福

を降したまはん 20汝橄欖を打落す時は再びその

枝をさがすべからずその遺れる者を他國の人と孤

子と寡婦とに取すべし 21また葡萄園の葡萄を摘

とる時はその遺れる者を再びさがすべからず他國

の人と孤子と寡婦とにこれを取すべし 22汝誌ゆ

べし汝はエジプトの國に奴隸たりしなり是をもて

我この事を爲せと汝に命ず

25人と人との間に爭辯ありて來りて審判を求む
る時は士師これを鞫きその義き者を義とし惡

き者を惡とすべし 2その惡き者もし鞭つべき者な

らば士師これを伏せその罪にしたがひて數のごと

く自己の前にてこれを扑すべし 3これを扑ことは

四十を逾べからず若これを逾て是よりも多く扑と

きは汝その汝の兄弟を賤め視にいたらん 4穀物を

碾す牛に口籠をかく可らず 5兄弟ともに居んにそ

の中の一人死て子を遺さざる時はその死たる者の

妻いでて他人に嫁ぐべからず其夫の兄弟これの所

に入りこれを娶りて妻となし斯してその夫の兄弟

たる道をこれに盡し 6而してその婦の生ところの

初子をもてその死たる兄弟の後を嗣しめその名を

イスラエルの中に絶ざらしむべし 7然どその人も

しその兄弟の妻をめとることを肯ぜずばその兄弟

の妻門にいたりて長老等に言べし吾夫の兄弟はそ

の兄弟の名をイスラエルの中に興ることを肯ぜず

吾夫の兄弟たる道を盡すことをせずと 8然る時は

その邑の長老等かれを呼よせて諭すべし然るも彼

堅く執て我はこれを娶ることを好まずと言ば 9そ

の兄弟の妻長老等の前にて彼の側にいたりこれが

鞋をその足より脱せその面に唾して答て言べしそ

の兄弟の家を興ることを肯ぜざる者には斯のごと

くすべきなりと 10またその人の名は鞋を脱たる

者の家とイスラエルの中に稱へらるべし 11人二

人あひ爭そふ時に一人の者の妻その夫を撃つ者の

手より夫を救はんとて進みより手を伸てその人の

陰所を執ふるあらば 12汝その婦の手を切おとす

べし之を憫れみ視るべからず 13汝の嚢の中に一

箇は大く一箇は小き二種の權衡石をいれおくべか

らず 14汝の家に一箇は大く一箇は小き二種の升

斗をおくべからず 15唯十分なる公正き權衡を有

べくまた十分なる公正き升斗を有べし然せば汝の

神ヱホバの汝にたまふ地に汝の日永からん 16凡

て斯る事をなす者凡て正しからざる事をなす者は

汝の神ヱホバこれを憎みたまふなり 17汝らがエ

ジプトより出きたりし時その路においてアマレク

が汝に爲たりし事を記憶よ 18即ち彼らは汝を途

に迎へ汝の疲れ倦たるに乗じて汝の後なる弱き者

等を攻撃り斯かれらは神を畏れざりき 19然ば汝

の神ヱホバの汝に與へて產業となさしめたまふ地

において汝の神ヱホバ汝にその周圍の敵を盡く攻

ふせて安泰ならしめたまふに至らば汝アマレクの

名を天が下より塗抹て之をおぼゆる者なからしむ

べし

26汝その神ヱホバの汝に與へて產業となさしめ
たまふ地にいりこれを獲てそこに住にいたら

ば 2汝の神ヱホバの汝に與へたまへる地の諸の土

產の初を取て筐にいれ汝の神ヱホバのその名を置

んとて選びたまふ處にこれを携へゆくべし 3而し

て汝當時の祭司に詣り之にいふべし我は今日なん

ぢの神ヱホバに申さん我はヱホバが我らに與へん

と我らの先祖等に誓ひたまひし地に至れりと 4然

る時は祭司汝の手よりその筐をとりて汝の神ヱホ

バの壇のまへに之を置べし 5汝また汝の神ヱホバ

の前に陳て言べし我先祖は憫然なる一人のスリア

人なりしが僅少の人を將てエジプトに下りゆきて

其處に寄寓をりそこにて終に大にして強く人口お

ほき民となれり 6然るにエジプト人我らに害を加

へ我らを惱まし辛き力役を我らに負せたりしに因

て 7我等先祖等の神ヱホバに向ひて呼はりければ

ヱホバわれらの聲を聽き我らの艱難と勞苦と虐遇

を顧みたまひ 8而してヱホバ強き手を出し腕を伸

べ大なる威嚇と徴證と奇跡とをもてエジプトより

我らを導きいだし 9この處に我らを携へいりてこ

の地すなはち乳と蜜との流るる地を我らに賜へり

10ヱホバよ今我なんぢが我に賜ひし地の產物の初

を持きたれりと斯いひて汝その筐を汝の神ヱホバ

の前にそなへ汝の神ヱホバの前に禮拝をなすべし

11而して汝は汝の神ヱホバの汝と汝の家に降した

まへる諸の善事のためにレビ人および汝の中間な

る旅客とともに樂むべし 12第三年すなはち十に

一を取の年に汝その諸の產物の什一を取りレビ人

と客旅と孤子と寡婦とにこれを與へて汝の門の内

に食ひ飽しめたる時は 13汝の神ヱホバの前に言
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べし我は聖物を家より執いだしまたレビ人と客旅

と孤子と寡婦とにこれを與へ全く汝が我に命じた

まひし命令のごとくせり我は汝の命令に背かずま

たこれを忘れざるなり 14我はこの聖物を喪の中

に食ひし事なくをた汚穢たる身をもて之を携へ出

しし事なくまた死人のためにこれを贈りし事なき

なり我はわが神ヱホバの言に聽したがひて凡て汝

が我に命じたまへるごとく行へり 15願くは汝の

聖住所なる天より臨み觀汝の民イスラエルと汝の

我らに與へし地とに福祉をくだしたまへ是は我が

われらの先祖等に誓ひたまひし乳と蜜との流るる

地なり 16今日汝の神ヱホバこれらの法度と律法

とを行ふことを汝に命じたまふ然ば汝心を盡し精

心を盡してこれを守りおこなふべし 17今日なん

ぢヱホバを認めて汝の神となし且その道に歩みそ

の法度と誡法と律法とを守りその聲に聽したがは

んと言り 18今日ヱホバまたその言しごとく汝を

認めてその寶の民となし且汝にその諸の誡命を守

れと言たまへり 19ヱホバ汝の名譽と聲聞と榮耀

とをしてその造れる諸の國の人にまさらしめたま

はん汝はその神ヱホバの聖民となることその言た

まひしごとくならん

27モーセ、イスラエルの長老等とともにありて
民に命じて曰ふ我が今日なんぢらに命ずるこ

の誡命を汝ら全く守るべし 2汝らヨルダンを濟り

汝の神ヱホバが汝に與へたまふ地にいる時は大な

る石數箇を立て石灰をその上に塗り 3旣に濟りて

後この律法の諸の言語をその上に書すべし然すれ

ば汝の神ヱホバの汝にたまふ地なる乳と蜜の流る

る國に汝いるを得ること汝の先祖等の神ヱホバの

汝に言たまひしごとくならん 4即ち汝らヨルダン

を濟るにおよばば我が今日なんぢらに命ずるその

石をエバル山に立て石灰をその上に塗べし 5また

其處に汝の神ヱホバのために石の壇一座を築くべ

し但し之を築くには鐵の器を用ゐるべからず 6汝

新石をもて汝の神ヱホバのその壇を築きその上に

て汝の神ヱホバに燔祭を献ぐべし 7汝また彼處に

て酬恩祭を獻げその物を食ひて汝の神ヱホバの前

に樂むべし 8汝この律法の諸の言語をその石の上

に明白に書すべし 9モーセまた祭司たるレビ人と

ともにイスラエルの全家に告て曰ふイスラエルよ

謹みて聽け汝は今日汝の神ヱホバの民となれり 10

然ば汝の神ヱホバの聲に聽從ひ我が今日汝に命ず

る之が誡命と法度をおこなふべし 11その日にモ

ーセまた民に命じて言ふ 12汝らがヨルダンを渡

りし後是らの者ゲリジム山にたちて民を祝すべし

即ちシメオン、レビ、ユダ、イツサカル、ヨセフ

およびベニヤミン 13また是らの者はエバル山に

たちて呪詛ことをすべし即ちルベン、ガド、アセ

ル、ゼブルン、ダンおよびナフタリ 14レビ人大

聲にてイスラエルの人々に告て言べし 15偶像は

工人の手の作にしてヱホバの憎みたまふ者なれば

凡てこれを刻みまたは鋳造りて密に安置く人は詛

はるべしと民みな對へてアーメンといふべし 16

その父母を軽んずる者は詛はるべし民みな對てア

ーメンといふべし 17その鄰の地界を侵す者は詛

はるべし民みな對へてアーメンといふべし 18盲

者をして路に迷はしむる者は詛はるべし民みな對

へてアーメンといふべし 19客旅孤子および寡婦

の審判を枉る者は詛はるべし民みな對へてアーメ

ンといふべし 20その父の妻と寝る者はその父を

辱しむるなれば詛はるべし民みな對へてアーメン

といふべし 21凡て獣畜と交る者は詛はるべし民

みな對へてアーメンといふべし 22その父の女子

またはその母の女子たる己の姉妹と寝る者は詛は

るべし民みな對へてアーメンとふべし 23その妻

の母と寝る者は詛はるべし民みな對へてアーメン

といふべし 24暗の中にその鄰を撃つ者は詛はる

べし民みな對へてアーメンといふべし 25報酬を

うけて無辜者を殺してその血を流す者は詛はるべ

し民みな對へてアーメンといふべし 26この律法

の言を守りて行はざる者は詛はるべし民みな對へ

てアーメンといふべし

28汝もし善く汝の神ヱホバの言に聽したがひ我
が今日なんぢに命ずるその一切の誡命を守り

て行はば汝の神ヱホバ汝をして地の諸の國人の上

に立しめたまふべし 2汝もし汝の神ヱホバの言に

聽したがふ時はこの諸の福祉汝に臨み汝におよば

ん 3汝は邑の内にても福祉を得田野にても福祉を

得ん 4また汝の胎の產汝の地の產汝の家畜の產汝

の牛の產汝の羊の產に福祉あらん 5また汝の飯籃

と汝の捏盤に福祉あらん 6汝は入にも福祉を得出

るにも福祉を得べし 7汝の敵起て汝を攻るあれば

ヱホバ汝をして之を打敗らしめたまふべし彼らは

一條の路より攻きたり汝の前にて七條の路より逃

はしらん 8ヱホバ命じて福祉を汝の倉庫に降しま

た汝が手にて爲ところの事に降し汝の神ヱホバの

汝に與ふる地においてヱホバ汝を祝福たまふべし
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9汝もし汝の神ヱホバの誡命を守りてその道に歩

まばヱホバ汝に誓ひしごとく汝を立て己の聖民と

なしたまふべし 10然る時は地の民みな汝がヱホ

バの名をもて稱へらるるを視て汝を畏れん 11ヱ

ホバが汝に與へんと汝の先祖等に誓ひたまひし地

においてヱホバ汝の佳物すなはち汝の身の產と汝

の家畜の產と汝の地の產とを饒にしたまふべし 12

ヱホバその寶の蔵なる天を啓き雨をその時にした

がびて汝の地に降し汝の手の諸の行爲に祝福をた

まはん汝は許多の國々の民に貸ことをなすに至ら

ん借ことなかるべし 13ヱホバ汝をして首となら

しめたまはん尾とはならしめたまはじ汝は只上に

おらん下には居じ汝もし我が今日汝に命ずる汝の

神ヱホバの誡命に聽したがひてこれを守りおこな

はばかならず斯のごとくなるべし 14汝わが今日

汝に命ずるこの言語を離れ右または左にまがりて

他の神々にしたがひ事ふることをすべからず 15

汝もし汝の神ヱホバの言に聽したがはず我が今日

なんぢに命ずるその一切の誡命と法度とを守りお

こなはずば此もろもろの呪詛汝に臨み汝におよぶ

べし 16汝は邑の内にても詛はれ田野にても詛は

れん 17また汝の飯籃も汝の捏盤も詛はれん 18汝

の胎の產汝の地の產汝の牛の產汝の羊の產も詛は

れん 19汝は入にも詛はれ出るにも詛はれん 20ヱ

ホバ汝をしてその凡て手をもて爲ところにおいて

呪詛と恐懼と鑓責を蒙らしめたまふべければ汝は

滅びて速かに亡はてん是は汝惡き事をおこなひて

我を棄るによりてなり 21ヱホバ疫病を汝の身に

着せて遂に汝をその往て得るとこるの地より滅ぼ

し絶たまはん 22ヱホバまた癆瘵と熱病と傷寒と

瘧疾と刀劍と枯死と汚腐とをもて汝を撃なやまし

たまふべし是らの物汝を追ひ汝をして滅びうせし

めん 23汝の頭の上なる天は銅のごとくになり汝

の下なる地は鐵のごとくになるべし 24ヱホバま

た雨のかはりに沙と灰とを汝の地に降せたまはん

是らの物天より汝の上に下りて遂に汝を滅ぼさん

25ヱホバまた汝をして汝の敵に打敗られしめたま

ふべし汝は彼らにむかひて一條の路より進み彼ら

の前にて七條の路より逃はしらん而して汝はまた

地の諸の國にて虐遇にあはん 26汝の死屍は空の

諸の鳥と地の獣の食とならん然るもこれを逐はら

ふ者あらじ 27ヱホバまたエジプトの瘍瘡と痔と

癰と癢とをもて汝を撃たまはん汝はこれより愈る

ことあらじ 28ヱホバまた汝を撃ち汝をして狂ひ

且目くらみて心に驚き悸れしめたまはん 29汝は

瞽者が暗にたどるごとく眞晝においても尚たどら

ん汝その途によりて福祉を得ることあらじ汝は只

つねに虐げられ掠められんのみ汝を救ふ者なかる

べし 30汝妻を娶る時は他の人これと寝ん汝家を

建るもその中に住ことを得ず葡萄園を作るもその

葡萄を摘とることを得じ 31汝の牛汝の目の前に

宰らるるも汝は之を食ふことを得ず汝の驢馬は汝

の目の前にて奪ひさられん再び汝にかへることあ

らじ又なんぢの羊は汝の敵の有とならん然ど汝に

はこれを救ふ道あらじ 32汝の男子と汝の女子は

他邦の民の有とならん汝は終日これを慕ひ望みて

目を喪ふに至らん汝の手には何の力もあらじ 33

汝の地の產物および汝の努苦て得たる物は汝の識

ざる民これを食はん汝は只つねに虐げられ窘めら

れん而已 34汝はその目に見るところの事により

て心狂ふに至らん 35ヱホバ汝の膝と脛とに惡く

して愈ざる瘍瘡を生ぜしめて終に足の蹠より頭の

頂にまでおよぼしたまはん 36ヱホバ汝と汝が立

たる王とを携へて汝も汝の先祖等も知ざりし國々

に移し給はん汝は其處にて木または石なる他の神

々に事ふるあらん 37汝はヱホバの汝を遣はした

まふ國々にて人の詑異む者となり諺語となり諷刺

とならん 38汝は多分の種を田野に携へ出すもそ

の刈とるとこるは少かるべし蝗これを食ふべけれ

ばなり 39汝葡萄園を作りてこれに培ふもその酒

を飮ことを得ずまたその果を斂むることを得じ蟲

これを食ふべければなり 40汝の國には遍く橄欖

の樹あらん然ど汝はその油を身に膏ことを得じ其

果みな堕べければなり 41汝男子女子を擧くるも

これを汝の有とすることを得じ皆擄へゆかるべけ

ればなり 42汝の諸の樹および汝の地の產物はみ

な蝗これを取て食ふべし 43汝の中間にある他國

の人はますます高くなりゆきて汝の上に出で汝は

ますます卑くなりゆかん 44彼は汝に貸ことをせ

ん汝は彼に貸ことを得じ彼は首となり汝は尾とな

らん 45この諸の災禍汝に臨み汝を追ひ汝に及び

てつひに汝を滅ぼさん是は汝その神ヱホバの言に

聽したがはず其なんぢに命じたまへる誡命と法度

とを守らざるによるなり 46是等の事は恒になん

ぢと汝の子孫の上にありて徴證となり人を驚かす

者となるべし 47なんぢ萬の物の豊饒なる中にて

心に歓び樂みて汝の神ヱホバに事へざるに因り 48

饑ゑ渇きかつ裸になり萬の物に乏しくしてヱホバ
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の汝に攻きたらせたまふところの敵に事ふるに至

らん彼鐵の軛をなんぢの頸につけて遂に汝をほろ

ぼさん 49即ちヱホバ遠方より地の極所より一の

民を鵰の飛がごとくに汝に攻きたらしめたまはん

是は汝がその言語を知ざる民 50その面の猛惡な

る民にして老たる者の身を顧みず幼稚者を憐まず

51汝の家畜の產と汝の地の產を食ひて汝をほろぼ

し穀物をも酒をも油をも牛の產をも羊の產をも汝

のために遺さずして終に全く汝を滅さん 52その

民は汝の全國において汝の一切の邑々を攻圍み遂

にその汝が賴む堅固なる高き石垣をことごとく打

圮し汝の神ヱホバの汝にたまへる國の中なる一切

の邑々をことごとく攻圍むべし 53汝は敵に圍ま

れ烈しく攻なやまさるるによりて終にその汝の神

ヱホバに賜はれる汝の胎の產なる男子女子の肉を

食ふにいたらん 54汝らの中の柔生育にして軟弱

なる男すらもその兄弟とその懐の妻とその遺れる

子女とを疾視 55自己の食ふその子等の肉をこの

中の誰にも與ふることを好まざらん是は汝の敵汝

の一切の邑々を圍み烈しく汝を攻なやまして何物

をも其人に遺さざればなり 56又汝らの中の柔生

育にして繊弱なる婦女すなはちその柔生育にして

繊弱なるがために足の蹠を土につくることをも敢

てせざる者すらもその懐の夫とその男子とその女

子とを疾視 57己の足の間より出る胞衣と己の產

ところの子を取て密にこれを食はん是は汝の敵な

んぢの邑々を圍み烈しくこれを攻なやますにより

て何物をも得ざればなり 58汝もしこの書に記し

たるこの律法の一切の言を守りて行はず汝の神ヱ

ホバと云榮ある畏るべき名を畏れずば 59ヱホバ

汝の災禍と汝の子孫の災禍を烈しくしたまはん其

災禍は大にして久しくその疾病は重くして久しか

るべし 60ヱホバまた汝が懼れし疾病なるエジプ

トの諸の疾病を持きたりて汝の身に纏ひ附しめた

まはん 61また此律法の書に載ざる諸の疾病と諸

の災害を汝の滅ぶるまでヱホバ汝に降したまはん

62汝らは空の星のごとくに衆多かりしも汝の神ヱ

ホバの言に聽したがはざるによりて殘り寡に打な

さるべし 63ヱホバさきに汝らを善して汝等を衆

くすることを喜びしごとく今はヱホバ汝らを滅ぼ

し絶すことを喜びたまはん汝らは其往て獲ところ

の地より抜さらるべし 64ヱホバ地のこの極より

かの極までの國々の中に汝を散したまはん汝は其

處にて汝も汝の先祖等も知ざりし木または石なる

他の神々に事へん 65その國々の中にありて汝は

安寧を得ずまた汝の足の跖を休むる所を得じ其處

にてヱホバ汝をして心慄き目昏み精神亂れしめた

まはん 66汝の生命は細き糸に懸るが如く汝に見

ゆ汝は夜晝となく恐怖をいだき汝の生命おぼつか

なしと思はん 67汝心に懼るる所によりまた目に

見る所によりて朝においては言ん嗚呼夕ならば善

らんとまた夕においては言ん嗚呼朝ならば善らん

と 68ヱホバなんぢを舟にのせ彼の昔わが汝に告

て汝は再びこれを見ることあらじと言たるその路

より汝をエジプトに曳ゆきたまはん彼處にて人汝

らを賣て汝らの敵の奴婢となさん汝らを買ふ人も

あらじ

29ヱホバ、モーセに命じモアブの地にてイスラ
エルの子孫と契約を結ばしめたまふその言は

斯のごとし是はホレブにてかれらと結びし契約の

外なる者なり 2モーセ、イスラエルの全家を呼あ

つめて之に言けるは汝らはヱホバがエジプトの地

において汝らの目の前にてパロとその臣下とその

全地とに爲たまひし一切の事を觀たり 3即ち其大

なる試煉と徴證と大なる奇跡とを汝目に觀たるな

り 4然るにヱホバ今日にいたるまで汝らの心をし

て悟ることなく目をして見ることなく耳をして聞

ことなからしめたまへり 5四十年の間われ汝らを

導きて曠野を通りしが汝らの身の衣服は古びず汝

の足の鞋は古びざりき 6汝らはまたパンをも食は

ず葡萄酒をも濃酒をも飮ざりき斯ありて汝らは我

が汝らの神ヱホバなることを知り 7汝らこの處に

來りし時ヘシボンの王シホンおよびバシヤンの王

オグ我らを迎へて戰ひしが我らこれを打敗りて 8

その地を取りこれをルベン人とガド人とマナセの

半支派とに與へて產業となさしめたり 9然ば汝ら

この契約の言を守りてこれを行ふべし然れば汝ら

の凡て爲ところに祥あらん 10汝らみな今日なん

ぢらの神ヱホバの前に立つ即ち汝らの首領等なん

ぢらの支派なんぢらの長老等および汝らの牧司等

などイスラエルの一切の人 11汝らの小き者等汝

らの妻ならびに汝らの營の中にをる客旅など凡て

汝のために薪を割る者より水を汲む者にいたるま

で皆ヱホバの前に立て 12汝の神ヱホバの契約に

入んとし又汝の神ヱホバの汝にむかひて今日なし

たまふところの誓に入んとす 13然ばヱホバさき

に汝に言しごとくまた汝の先祖アブラハム、イサ

ク、ヤコブに誓ひしごとく今日なんぢを立て己の
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民となし己みづから汝の神となりたまはん 14我

はただ汝らと而已此契約と誓とを結ぶにあらず 15

今日此にてわれらの神ヱホバの前に我らとともに

たちをる者ならびに今日われらとともに此にたち

居ざる者ともこれを結ぶなり 16我らは如何にエ

ジプトの地に住をりしか如何に國々を通り來りし

か汝らこれを知り 17汝らはまた木石金銀にて造

れる憎むべき物および偶像のその國々にあるを見

たり 18然ば汝らの中に今日その心に我らの神ヱ

ホバを離れて其等の國々の神に往て事ふる男女宗

族支派などあるべからず又なんぢらの中に葶藶ま

たは茵蔯を生ずる根あるべからず 19斯る人はこ

の呪詛の言を聞もその心に自ら幸福なりと思ひて

言ん我はわが心を剛愎にして事をなすも尚平安な

り終には酔飽る者をもて渇ける者を除くにいたら

んと 20是のごとき人はヱホバかならず之を赦し

たまはじ還てヱホバの忿怒と嫉妬の火これが上に

燃えまたこの書にしるしたる災禍みなその身に加

はらんヱホバつひにその人の名を天が下より抹さ

りたまふべし 21ヱホバすなはちイスラエルの諸

の支派の中よりその人を分ちてこれに災禍を下し

この律法の書にしるしたる契約中の諸の呪詛のご

とくしたまはん 22汝等の後に起る汝らの子孫の

代の人および遠き國より來る客旅この地の災禍を

見またヱホバがこの地に流行せたまふ疾病を見て

言ところあらん 23即ち彼ら見るにその全地は硫

黄となり鹽となり且燒土となりて種も蒔れず產す

る所もなく何の草もその上に生せずして彼の昔ヱ

ホバがその震怒と忿恨とをもて毀ちたましソドム

、ゴモラ、アデマ、ゼポイムの毀たれたると同じ

かるべければ 24彼らも國々の人もみな言んヱホ

バ何とて斯この地になしたるやこの烈しき大なる

震怒は何事ぞやと 25その時人應へて曰ん彼らは

その先祖たちの神ヱホバがエジプトの地より彼ら

を導きいだして彼らと結びたるその契約を棄て 26

往て己の識ずまた授らざる他の神々に事へてこれ

を拝みたるが故なり 27是をもてヱホバこの地に

むかひて震怒を發しこの書にしるしたる諸の災禍

をこれに下し 28而してヱホバ震怒と忿恨と大な

る憤怨をもて彼らをこの地より抜とりてこれを他

の國に投やれりその状今日のごとし 29隠微たる

事は我らの神ヱホバに屬する者なりまた顯露され

たる事は我らと我らの子孫に屬し我らをしてこの

律法の諸の言を行はしむる者なり

30我が汝らの前に陳たるこの諸の祝福と呪詛の
事すでに汝に臨み汝その神ヱホバに逐やられ

たる諸の國々において此事を心に考ふるにいたり

2汝と汝の子等ともに汝の神ヱホバに起かへり我

が今日なんぢに命ずる所に全たく循がひて心をつ

くし精神をつくしてヱホバの言に聽したがはば 3

汝の神ヱホバ汝の俘擄を解て汝を憐れみ汝の神ヱ

ホバ汝を顧みその汝を散しし國々より汝を集めた

まはん 4汝たとひ天涯に逐やらるるとも汝の神ヱ

ホバ其處より汝を集め其處より汝を携へかへりた

まはん 5汝の神ヱホバ汝をしてその先祖の有ちし

地に歸らしめたまふて汝またこれを有つにいたら

んヱホバまた汝を善し汝を増て汝の先祖よりも衆

からしめたまはん 6而して汝の神ヱホバ汝の心と

汝の子等の心に割禮を施こし汝をして心を盡し精

神をつくして汝の神ヱホバを愛せしめ斯して汝に

生命を得させたまふべし 7汝の神ヱホバまた汝の

敵と汝を惡み攻る者とにこの諸の災禍をかうむら

せたまはん 8然ど汝は再びヱホバの言に聽したが

ひ我が今日なんぢに命ずるその一切の誡命を行ふ

にいたらん 9然る時は汝の神ヱホバ汝をして汝が

手をかくる諸の物と汝の胎の產と汝の家畜の產と

汝の地の產に富しめて汝を善したまはん即ちヱホ

バ汝の先祖たちを悦こびしごとく再び汝を悦こび

て汝を善したまはん 10是は汝その神ヱホバの言

に聽したがひ此律法の書にしるされたる誡命と法

度を守り心をつくし精神を盡して汝の神ヱホバに

歸するによりてなり 11我が今日なんぢに命ずる

誡命は汝が理會がたき者にあらずまた汝に遠き者

にあらず 12是は天に在ならねば汝は誰か我らの

ために天にのぼりてこれを我らに持くだり我らに

これを聞せて行はせんかと曰ふにおよばず 13ま

た是は海の外にあるならねば汝は誰か我らのため

に海をわたりゆきてこれを我らに持きたり我らに

これを聞せて行はせんかと曰におよばず 14是言

は甚だ汝に近くして汝の口にあり汝の心にあれば

汝これを行ふことを得べし 15視よ我今日生命と

福徳および死と災禍を汝の前に置り 16即ち我今

日汝にむかひて汝の神ヱホバを愛しその道に歩み

その誡命と法度と律法とを守ることを命ずるなり

然なさば汝生ながらへてその數衆くならんまた汝

の神ヱホバ汝が往て獲るところの地にて汝を祝福

たまふべし 17然ど汝もし心をひるがへして聽從

がはず誘はれて他の神々を拝みまたこれに事へな
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ば 18我今日汝らに告ぐ汝らは必ず滅びん汝らは

ヨルダンを渡りゆきて獲るところの地にて汝らの

日を永うすることを得ざらん 19我今日天と地を

呼て證となす我は生命と死および祝福と呪詛を汝

らの前に置り汝生命をえらぶべし然せば汝と汝の

子孫生存らふることを得ん 20即ち汝の神ヱホバ

を愛してその言を聽き且これに附從がふべし斯す

る時は汝生命を得かつその日を永うすることを得

ヱホバが汝の先祖アブラハム、イサク、ヤコブに

與へんと誓ひたまひし地に住ことを得ん

31茲にモーセ往てイスラエルの一切の人にこの
言をのべたり 2即ちこれに言けるは我は今日

すでに百二十歳なれば最早出入をすること能はず

且またヱホバ我にむかひて汝はこのヨルダンを濟

ることを得ずと宣へり 3汝の神ヱホバみづから汝

に先だちて渡りゆき汝の前よりこの國々の人を滅

ぼしさりて汝にこれを獲させたまふべしまたヱホ

バのかつて宣まひしごとくヨシユア汝を率ゐて濟

るべし 4ヱホバさきにアモリ人の王シホンとオグ

および之が地になしたる如くまた彼らにも爲てこ

れを滅ぼしたまはん 5ヱホバかれらを汝らの前に

付したまふべければ汝らは我が汝らに命ぜし一切

の命令のごとくこれに爲べし 6汝ら心を強くしか

つ勇め彼らを懼るる勿れ彼らの前に慄くなかれ其

は汝の神ヱホバみづから汝とともに往きたまへば

なり必ず汝を離れず汝を棄たまはじ 7斯てモーセ

、ヨシユアを呼びイスラエルの一切の人の目の前

にてこれに言ふ汝はこの民とともに往き在昔ヱホ

バがかれらの先祖たちに與へんと誓ひたまひし地

に入るべきが故に心を強くしかつ勇め汝彼らにこ

れを獲さすることを得べし 8ヱホバみづから汝に

先だちて往きたまはんまた汝とともに居り汝を離

れず汝を棄たまはじ懼るる勿れ驚くなかれ 9モー

セこの律法を書きヱホバの契約の櫃を舁ところの

レビの子孫たる祭司およびイスラエルの諸の長老

等に授けたり 10而してモーセ彼らに命じて言け

るは七年の末年すなはち放釋の年の節期にいたり

結茅の節において 11イスラエルの人皆なんぢの

神ヱホバの前に出んとてヱホバの選びたまふ處に

來らんその時に汝イスラエルの一切の人の前にこ

の律法を誦てこれに聞すべし 12即ち男女子等お

よび汝の門の内なる他國の人など一切の民を集め

彼らをしてこれを聽かつ學ばしむべし然すれば彼

等汝らの神ヱホバを畏れてこの律法の言を守り行

はん 13また彼らの子等のこれを知ざる者も之を

聞て汝らの神ヱホバを畏るることを學ばん汝らそ

のヨルダンを濟りゆきて獲ところの地に存ふる日

の間つねに斯すべし 14ヱホバまたモーセに言た

まひけるは視よ汝の死る日近しヨシユアを召てと

もに集會の幕屋に立て我かれに命ずるところあら

んとモーセとヨシユアすなはち往て集會の幕屋に

立けるに 15ヱホバ幕屋において雲の柱の中に現

はれたまへりその雲の柱は幕屋の門口の上に駐ま

れり 16ヱホバ、モーセに言たまひけるは汝は先

祖たちとともに寝らん此民は起あがりその往とこ

ろの他國の神々を慕ひて之と姦淫を行ひかつ我を

棄て我が彼らとむすびし契約を破らん 17その日

には我かれらにむかひて怒を發し彼らを棄て吾面

をかれらに隱すべければ彼らは呑ほろぼされ許多

の災害と艱難かれらに臨まん是をもてその日に彼

ら言ん是等の災禍の我らにのぞむは我らの神ヱホ

バわれらとともに在さざるによるならずやと 18

然るも彼ら諸の惡をおこなひて他の神々に歸する

によりて我その日にはかならず吾面をかれらに隱

さん 19然ば汝ら今この歌を書きイスラエルの子

孫にこれを敎へてその口に念ぜしめ此歌をしてイ

スラエルの子孫にむかひて我の證とならしめよ 20

我かれらの先祖たちに誓ひし乳と蜜の流るる地に

かれらを導きいらんに彼らは食ひて飽き肥太るに

およばば翻へりて他の神々に歸してこれに事へ我

を軽んじ吾契約を破らん 21而して許多の災禍と

艱難彼らに臨むにいたる時はこの歌かれらに對ひ

て證をなす者とならん其はこの歌かれらの口にあ

りて忘るることなかるべければなり我いまだわが

誓ひし地に彼らを導きいらざるに彼らは早く已に

思ひ量る所あり我これを知ると 22モーセすなは

ちその日にこの歌を書てこれをイスラエルの子孫

に敎へたり 23ヱホバまたヌンの子ヨシユアに命

じて曰たまはく汝はイスラエルの子孫を我が其に

誓ひし地に導きいるべきが故に心を強くしかつ勇

め我なんぢとともに在べしと 24モーセこの律法

の言をことごとく書に書しるすことを終たる時 25

モーセ、ヱホバの契約の櫃を舁ところのレビ人に

命じて言けるは 26この律法の書をとりて汝らの

神ヱホバの契約の櫃の傍にこれを置き之をして汝

にむかひて證をなす者たらしめよ 27我なんぢの

悖る事と頑梗なるとを知る見よ今日わが生存へて

汝らとともにある間すら汝らはヱホバに悖れり况
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てわが死たる後においてをや 28汝らの諸支派の

長老等および牧伯たちを吾許に集めよ我これらの

言をかれらに語り聞せ天と地とを呼てかれらに證

をなさしめん 29我しる我が死たる後には汝ら必

らず惡き事を行ひ我が汝らに命ぜし道を離れん而

して後の日に災害なんぢらに臨まん是なんぢらヱ

ホバの惡と觀たまふ事をおこなひ汝らの手の行爲

をもてヱホバを怒らするによりてなり 30かくて

モーセ、イスラエルの全會衆にこの歌の言をこと

ごとく語り聞せたり

32天よ耳を傾むけよ我語らん地よ吾口の言を聽
け 2わが敎は雨の降るがごとし吾言は露のお

くがごとく靀の若艸の上にふるごとく細雨の靑艸

の上にくだるが如し 3我はヱホバの御名を頌揚ん

我らの神に汝ら榮光を歸せよ 4ヱホバは磐にまし

ましてその御行爲は完くその道はみな正しまた眞

實ある神にましまして惡きところ無し只正くして

直くいます 5彼らはヱホバにむかひて惡き事をお

こなふ者にてその子にはあらず只これが玷となる

のみ其人と爲は邪僻にして曲れり 6愚にして智慧

なき民よ汝らがヱホバに報ゆること是のごとくな

るかヱホバは汝の父にして汝を贖ひまた汝を造り

汝を建たまはずや 7昔の日を憶え過にし世代の年

を念へよ汝の父に問べし彼汝に示さん汝の中の年

老に問べし彼ら汝に語らん 8至高者人の子を四方

に散して萬の民にその產業を分ちイスラエルの子

孫の數に照して諸の民の境界を定めたまへり 9ヱ

ホバの分はその民にしてヤユブはその產業たり 10

ヱホバこれを荒野の地に見これに獣の吼る曠野に

遇ひ環りかこみて之をいたはり眼の珠のごとくに

これを護りたまへり 11鵰のその巣雛を喚起しそ

の子の上に翺翔ごとくヱホバその羽を展て彼らを

載せその翼をもてこれを負たまへり 12ヱホバは

只独にてかれを導きたまへり別神はこれとともな

らざりき 13ヱホバかれに地の高處を乗とほらせ

田園の產物を食はせ石の中より蜜を吸しめ磐の中

より油を吸しめ 14牛の乳羊の乳羔羊の脂バシヤ

ンより出る牡羊牡山羊および小麥の最も佳き者

をこれに食はせたまひき汝はまた葡萄の汁の紅き

酒を飮り 15然るにヱシユルンは肥て踢ことを爲

す汝は肥太りて大きくなり己を造りし神を棄て己

が救拯の磐を軽んず 16彼らは別神をもて之が嫉

妬をおこし憎むべき者をもて之が震怒を惹く 17

彼らが犠牲をささぐる者は鬼にして神にあらず彼

らが識ざりし鬼神近頃新に出たる者汝らの遠つ親

の畏まざりし者なり 18汝を生し磐をば汝これを

棄て汝を造りし神をば汝これを忘る 19ヱホバこ

れを見その男子女子を怒りてこれを棄たまふ 20

すなはち曰たまはく我わが面をかれらに隱さん我

かれらの終を觀ん彼らはみな背き悖る類の者眞實

あらざる子等なり 21彼らは神ならぬ者をもて我

に嫉妬を起させ虚き者をもて我を怒らせたれば我

も民ならぬ者をもて彼らに嫉妬を起させ愚なる民

をもて彼らを怒らせん 22即ちわが震怒によりて

火燃いで深き陰府に燃いたりまた地とその產物と

を燒つくし山々の基をもやさん (Sheol h7585) 23我禍

災をかれらの上に積かさね吾矢をかれらにむかひ

て射つくさん 24彼らは饑て痩おとろへ熱の病患

と惡き疫とによりて滅びん我またかれらをして獣

の歯にかからしめ地に匍ふ者の毒にあたらしめん

25外には劒内には恐惶ありて少き男をも少き女を

も幼兒をも白髮の人をも滅ぼさん 26我は曰ふ我

彼等を吹掃ひ彼らの事をして世の中に記憶らるる

こと無らしめんと 27然れども我は敵人の怒を恐

る即ち敵人どれを見あやまりて言ん我らの手能く

これを爲り是はすべてヱホバの爲るにあらずと 28

彼らはまつたく智慧なき民なりその中には知識あ

る者なし 29嗚呼彼らもし智慧あらば之を了りて

その身の終を思慮らんものを 30彼らの磐これを

賣ずヱホバごれを付さずば爭か一人にて千人を逐

ひ二人にて萬人を敗ることを得ん 31彼らの磐は

我らの磐にしかず我らの敵たる者等も然認めたり

32彼らの葡萄の樹はソドムの葡萄の樹またゴモラ

の野より出たる者その葡萄は毒葡萄その球は苦し

33その葡萄酒は蛇の毒のごとく蝮の惡き毒のごと

し 34是は我の許に蓄へあり我の庫に封じこめ有

にあらずや 35彼らの足の躚かん時に我仇をかへ

し應報をなさんその災禍の日は近く其がために備

へられたる事は迅速にいたる 36ヱホバつひにそ

の民を鞫きまたその僕に憐憫をくはへたまはん其

は彼らの力のすでに去うせて繋がれたる者も繋が

れざる者もあらずなれるを見たまへばなり 37ヱ

ホバ言たまはん彼らの神々は何處にをるや彼らが

賴める磐は何處ぞや 38即ちその犠牲の膏油を食

ひその灌祭の酒を飮たる者は何處にをるや其等を

して起て汝らを助けしめ汝らを護しめよ 39汝ら

今觀よ我こそは彼なり我の外には神なし殺すこと

活すこと撃こと愈すことは凡て我是を爲す我手よ
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り救ひ出すことを得る者あらず 40我天にむかひ

て手をあげて言ふ我は永遠に活く 41我わが閃爍

く刃を磨ぎ審判をわが手に握る時はかならず仇を

わが敵にかへし我を惡む者に返報をなさん 42我

わが箭をして血に酔しめ吾劍をして肉を食しめん

即ち殺るる者と擄らるる者の血を之に飮せ敵の髮

おほき首の肉をこれに食はせん 43國々の民よ汝

らヱホバの民のために歓悦をなせ其はヱホバその

僕の血のために返報をなしその敵に仇をかへしそ

の地とその民の汚穢をのぞきたまへばなり 44モ

ーセ、ヌンの子ヨシユアとともに到りてこの歌の

言をことごとく民に誦きかせたり 45モーセこの

言語をことごとくイスラエルの一切の人に告をは

りて 46これに言けるは我が今日なんぢらに對ひ

て證するこの一切の言語を汝ら心に蔵め汝らの子

等にこの律法の一切の言語を守りおこなふことを

命ずべし 47抑この言は汝らには虚しき言にあら

ず是は汝らの生命なりこの言によりて汝らはその

ヨルダンを濟りゆきて獲ところの地にて汝らの生

命を永うすることを得るなり 48この日にヱホバ

、モーセに告て言たまはく 49汝ヱリコに對する

モアブの地のアバリム山に登りてネボ山にいたり

我がイスラエルの子孫にあたへて產業となさしむ

るカナンの地を觀わたせよ 50汝はその登れる山

に死て汝の民に列ならん是汝の兄弟アロンがホル

山に死てその民に列りしごとくなるべし 51是は

汝らチンの曠野なるカデシのメリバの水の邊にお

いてイスラエルの子孫の中間にて我に悖りイスラ

エルの子孫の中に我の聖きことを顯さざりしが故

なり 52然ども汝は我がイスラエルの子孫に與ふ

る地を汝の前に觀わたすことを得ん但しその地に

は汝いることを得じ

33神の人モーセその死る前にイスラエルの子孫
を祝せりその祝せし言は是のごとし云く 2ヱ

ホバ、シナイより來りセイルより彼らにむかひて

昇りバランの山より光明を發ちて出で千萬の聖者

の中間よりして格りたまへりその右の手には輝や

ける火ありき 3ヱホバは民を愛したまふ其聖者は

皆その手にあり皆その足下に坐りその言によりて

起あがる 4モーセわれらに律法を命ぜり是はヤコ

ブの會衆の產業たり 5民の首領等イスラエルの諸

の支派あひ集れる時に彼はヱシユルンの中に王た

りき 6ルベンは生ん死はせじ然どその人數は寡少

ならん 7ユダにつきては斯いふヱホバよユダの聲

を聽きこれをその民に引かへしたまへ彼はその手

をもて己のために戰はん願くは汝これを助けてそ

の敵にあたらしめたまへ 8レビについては言ふ汝

のトンミムとウリムは汝の聖人に歸す汝かつてマ

ツサにて彼を試みメリバの水の邊にてかれと爭へ

り 9彼はその父またはその母につきて言り我はこ

れを見ずと又彼は自己の兄弟を認ずまた自己の子

等を顧みざりき是はなんぢの言に遵がひ汝の契約

を守りてなり 10彼らは汝の式例をヤコブに敎へ

汝の律法をイスラエルに敎へ又香を汝の鼻の前に

そなへ燔祭を汝の壇の上にささぐ 11ヱホバよ彼

の所有を祝し彼が手の作爲を悦こびて納れたまへ

又起てこれに逆らふ者とこれを惡む者との腰を摧

きて復起あがることあたはざらしめたまへ 12ベ

ニヤミンについては言ふヱホバの愛する者安然に

ヱホバとともにあり日々にその庇護をかうむりて

その肩の間に居ん 13ヨセフについては言ふ願く

はその地ヱホバの祝福をかうむらんことを即ち天

の寶物なる露淵の底なる水 14日によりて產する

寶物月によりて生ずる寶物 15古山の嶺の寶物老

嶽の寶物 16地の寶物地の中の產物および柴の中

に居たまひし者の恩惠などヨセフの首に臨みその

兄弟と別になりたる者の頂に降らん 17彼の牛の

首出はその身に榮光ありてその角は兕の角のごと

く之をもて國々の民を衝たふして直に地の四方の

極にまで至る是はエフライムの萬々是はマナセの

千々なり 18ゼブルンについては言ふゼブルンよ

汝は外に出て快樂を得よイツサカルよ汝は家に居

て快樂を得よ 19彼らは國々の民を山に招き其處

にて義の犠牲を献げん又海の中に盈る物を得て食

ひ沙の中に蔵れたる物を得て食はん 20ガドにつ

いては言ふガドをして大ならしむる者は讃べき哉

ガドは獅子のごとくに伏し腕と首の頂とを掻裂ん

21彼は初穂の地を自己のために選べり其處には大

將の分もこもれり彼は民の首領等とともに至りイ

スラエルとともにヱホバの公義と審判とをなこな

へり 22ダンについては言ふダンは小獅子のごと

くバシヤンより跳り出づ 23ナフタリについては

言ふナフタリよ汝は大に福祉をかうむりヱホバの

恩惠にうるほふて西と南の部を獲ん 24アセルに

ついては言ふアセルは他の子等よりも幸福なりま

た其兄弟等にこえて惠まれその足を膏の中に浸さ

ん 25汝の門閂は鐵のごとく銅のごとし汝の能力

は汝が日々に需むるところに循はん 26ヱシユル
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ンよ全能の神のごとき者は外に無し是は天に乗て

汝を助け雲に駕てその威光をあらはしたまふ 27

永久に在す神は住所なり下には永遠の腕あり敵人

を汝の前より驅はらひて言たまふ滅ぼせよと 28

イスラエルは安然に住をりヤコブの泉は穀と酒と

の多き地に獨り在らんその天はまた露をこれに降

すべし 29イスラエルよ汝は幸福なり誰か汝のご

とくヱホバに救はれし民たらんヱホバは汝を護る

楯汝の榮光の劍なり汝の敵は汝に諂ひ服せん汝は

かれらの高處を踐ん

34斯てモーセ、モアブの平野よりネボ山にのぼ
りヱリコに對するピスガの嶺にいたりければ

ヱホバ之にギレアデの全地をダンまで見し 2ナフ

タリの全部エフライムとマナセの地およびユダの

全地を西の海まで見し 3南の地と棕櫚の邑なるヱ

リコの谷の原をゾアルまで見したまへり 4而して

ヱホバかれに言たまひけるは我がアブラハム、イ

サク、ヤコブにむかひ之を汝の子孫にあたへんと

言て誓ひたりし地は是なり我なんぢをして之を汝

の目に觀ことを得せしむ然ど汝は彼處に濟りゆく

ことを得ずと 5斯の如くヱホバの僕モーセはヱホ

バの言の如くモアブの地に死り 6ヱホバ、ベテペ

オルに對するモアブの地の谷にこれを葬り給へり

今日までその墓を知る人なし 7モーセはその死た

る時百二十歳なりしがその目は曚まずその氣力は

衰へざりき 8イスラエルの子孫モアブの地におい

て三十日のあひだモーセのために哭泣をなしける

がモーセのために哭き哀しむ日つひに滿り 9ヌン

の子ヨシユアは心に智慧の充る者なりモーセその

手をこれが上に按たるによりて然るなりイスラエ

ルの子孫は之に聽したがひヱホバのモーセに命じ

たまひし如くおこなへり 10イスラエルの中には

この後モーセのごとき預言者おこらざりきモーセ

はヱホバが面を對せて知たまへる者なりき 11即

ちヱホバ、エジプトの地においてかれをパロとそ

の臣下とその全地とにつかはして諸々の徴證と奇

蹟を行はせたまへり 12またイスラエルの一切の

人の目の前にてモーセその大なる能力をあらはし

大なる畏るべき事を行へり
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ヨシュア記

1ヱホバの僕モーセの死し後ヱホバ、モーセの
從者ヌンの子ヨシユアに語りて言たまはく 2わ

が僕モーセは已に死り然ば汝いま此すべての民と

ともに起てこのヨルダンを濟り我がイスラエルの

子孫に與ふる地にゆけ 3凡そ汝らが足の蹠にて踏

む所は我これを盡く汝らに與ふ我が前にモーセに

語し如し 4汝らの疆界は荒野および此レバノンよ

り大河ユフラテ河に至りてヘテ人の全地を包ね日

の沒る方の大海に及ぶべし 5汝が生ながらふる日

の間なんぢに當る事を得る人なかるべし我モーセ

と偕に在しごとく汝と偕にあらん我なんぢを離れ

ず汝を棄じ 6心を強くしかつ勇め汝はこの民をし

て我が之に與ふることをその先祖等に誓ひたりし

地を獲しむべき者なり 7惟心を強くし勇み勵んで

我僕モーセが汝に命ぜし律法をことごとく守りて

行へ之を離れて右にも左にも曲るなかれ然ば汝い

づくに往ても利を得べし 8この律法の書を汝の口

より離すべからず夜も晝もこれを念ひて其中に録

したる所をことごとく守りて行へ然ば汝の途福利

を得汝かならず勝利を得べし 9我なんぢに命ぜし

にあらずや心を強くしかつ勇め汝の凡て往く處に

て汝の神ヱホバ偕に在せば懼るる勿れ戰慄なかれ

10茲にヨシユア民の有司等に命じて言ふ 11陣營

の中を行めぐり民に命じて言へ汝等糧食を備へよ

三日の内に汝らは此ヨルダンを濟り汝らの神ヱホ

バが汝らに與へて獲させんとしたまふ地を獲んた

めに進みゆくべければなりと 12ヨシユアまたル

ベン人ガド人およびマナセの支派の半に告て言ふ

13ヱホバの僕モーセ前に汝らに命じて言り汝らの

神ヱホバ今なんぢらに安息を賜へり亦この地を汝

らに與へたまふべしと汝らこの言詞を記念よ 14

汝らの妻子および家畜はモーセが汝らに與へしヨ

ルダンの此旁の地に止まるべし然ど汝ら勇者は皆

身をよろひて兄弟等の先にたち進濟りて之を助け

よ 15而してヱホバが汝らに賜ひし如くなんぢら

の兄弟等にも安息を賜ふにおよばば又かれらもな

んぢらの神ヱホバの與へたまふ地を獲るにおよば

ば汝らヱホバの僕モーセより與へられしヨルダン

の此旁日の出る方なる己が所有の地に還りてこれ

を保つべしと 16彼らヨシユアに應て言ふ汝が我

等に命ぜし所は我等盡く爲べし凡て汝が我らを遣

す處には我ら往べし 17我らは一切の事モーセに

聽したがひし如く亦なんぢに聽したがはん唯ねが

はくは汝の神ヱホバ、モーセと偕にいまししごと

く汝と偕に在さんことを 18誰にもあれ汝が命令

に背き凡て汝が命ずるところの言に聽したがはざ

る者あらば之を殺すべし唯なんぢ心を強くしかつ

勇め

2茲にヌンの子ヨシユア、シツテムより潜かに
二人の間者を發し之にいひけるは往てかの地

およびヱリコを窺ひ探れ乃ち彼ら往て妓婦ラハブ

と名づくる者の家に入て其處に寝けるが 2或人ヱ

リコの王に告て觀よイスラエルの子孫の者この地

を探らんとて今宵ここに入きたれりといふ 3是に

於てヱリコの王ラハブに言つかはしけるは汝にき

たりて汝の家に入し人を曳いだせ彼らは此全國を

探らんとて來れるなり 4婦人かのふたりの人を將

て之を匿し而して言ふ實にその人々はわが許に來

れり然れども我その何處よりか知ざりしが 5黄昏

どき門を閉るころに出されり我その人々の何處へ

往しかを知ず急ぎその後を追へ然ば之に追及んと

6その實は婦すでにかれらを領て屋葢に升り屋葢

の上に列べおきたる麻のなかに之をかくししなり

7かくてその人々彼らの後を追ひヨルダンの路を

ゆきて渡場に赴むけり、かれらの後を追ふ者出る

や直に門を閉しぬ 8二人のもの未だ寝ずラハブ屋

背に上りて彼らのもとに來り 9これに言けるはヱ

ホバこの地を汝らに賜へり我らは甚く汝らを懼る

此地の民盡く汝らの前に消亡ん我この事を知る 10

其は汝らがエジプトより出來し時ヱホバなんぢら

の前にて紅海の水を乾たまひし事および汝らがヨ

ルダンの彼旁にありしアモリ人の二箇の王シホン

とオグとになししこと即ちことごとく之を滅ぼし

たりし事を我ら聞たればなり 11我ら之を聞や心

怯けなんぢらの故によりて人の魂きえうせたり汝

らの神ヱホバは上の天にも下の地にも神たるなり

12然ば請ふ我すでに汝らに恩を施したれば汝らも

今ヱホバを指て我父の家に恩をほどこさんことを

誓ひて我に眞實の記號を與へよ 13又わが父母兄

弟姉妹および凡て彼らに屬る者をながらへしめ我

らの生命を拯ひて死を免かれしめんことを誓へよ

14二人のものこれに言けるは汝ら若しわれらの此

事を洩すことなくば我らの生命汝らに代りて死ん

又ヱホバわれらに此地を與へたまふ時には我らな

んぢに恩を施し眞實を盡さん 15是においてラハ

ブ繩をもて彼らを窓より縋おろせり是は其家邑の
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石垣の上にありてかれ石垣の上に住しによる 16

ラハブかれらに言けるは恐らくは追者なんぢに遇

ん汝ら山に往て三日が間そこに隱れをり追者の還

るを待て後去ゆくべし 17二人のものかれに言け

るは汝が我らに誓しし此誓につきては我ら罪を獲

じ 18我らが此地に打いらん時は汝我らを縋おろ

したりし窓に此一條の赤き紐を結つけ且つ汝の父

母兄弟および汝の父の家の眷族を悉く汝の家に聚

むべし 19凡て汝の家の門を出て街衢に來る者は

その血自身の首に歸すべし我らは罪なし然どもし

汝とともに家にをる者に手をくはふることをせば

その血は我らの首に歸すべし 20將た汝もし我ら

のこの事を洩さば汝が我らに誓せたる誓に我らあ

づかることなし 21ラハブいひけるはなんぢらの

言のごとくすべしと斯てかれらを出し去しめて赤

き紐を窓に結べり 22かれら往て山にいり追來る

もののかへるを待て三日が間そこに居れりおひ來

れるもの徧ねく彼らを途に尋ねしかども終に獲ざ

りき 23而してかの二箇の人は山を下り河を濟り

て歸りヌンの子ヨシユアに詣りて其有し事等をつ

ぶさに陳ぶ 24またヨシユアにいふ誠にヱホバこ

の國をことごとく我らの手に付したまへりこの國

の民は皆我らの前に消うせんと

3ヨシユア朝はやく起いでてイスラエルの人々
とともにシツテムを打發てヨルダンにゆき之

を濟らずして其處に宿りぬ 2斯て三日の後有司ら

陣營の中をめぐり 3民に命じて曰ふ汝ら祭司等レ

ビ人がなんぢらの神ヱホバの契約の櫃を舁出すを

見ば其處を發出てその後に從がへ 4されど汝らと

その櫃との間には量りて凡そ二千キユビト許の隔

離あるべし之に近づく勿れなんぢらその行べき途

を知んためなり汝らは未だこの途を經しことなか

りき 5ヨシユアまた民に言ふ汝ら身を潔めよヱホ

バ明日なんぢらの中に妙なる事を行ひたまふべし

と 6ヨシユア祭司等に告ていふ契約の櫃を舁き民

に先だちて濟れと則ち契約の櫃を舁き民に先だち

て進めり 7ヱホバ、ヨシユアに言たまひけるは今

日よりして我イスラエルの衆の目の前に汝を尊く

し我がモーセと偕にありし如く汝と偕にあること

を之に知せん 8なんぢ契約の櫃を舁ところの祭司

等に命じて言へ汝らヨルダンの水際にゆかばヨル

ダンにいりて立べしと 9ヨシユアでイスラエルの

人々にむかひて汝ら此に近づき汝らの神ヱホバの

言を聽けと 10而してヨシユア語りけらく活神な

んぢらの中に在してカナン人ヘテ人ヒビ人ペリジ

人ギルガジ人アモリ人ヱブス人を汝らの前より必

ず逐はらひたまふべきを左の事によりてなんぢら

知るべし 11視よ全地の主の契約の櫃なんぢらに

先だちてヨルダンにすすみ入る 12然ば今イスラ

エルの支派の中より支派ごとに一人づつ合せて十

二人を擧よ 13全地の主ヱホバの櫃を舁ところの

祭司等の足の蹠ヨルダンの水の中に踏とどまらば

ヨルダンの水上より流れくだる水きれとどまり立

てうづだかくならん 14かくて民はヨルダンを濟

らんとてその幕屋を立出祭司等は契約の櫃を舁て

之に先だちゆく 15抑々ヨルダンは収穫の頃には

絶ずその岸にことごとく溢るるなれど櫃を舁く者

等ヨルダンに到り櫃を舁ける祭司等の足水際に浸

ると斉しく 16上より流れくだる水止まりて遥に

遠き處まで涸れザレタンに近きアダム邑の邊にて

積り起て堆かくなりアラバの海すなはち鹽海の方

に流れくだる水まつたく截止りたれば民ヱリコに

むかひて直に濟れり 17即ちヱホバの契約の櫃を

舁る祭司等ヨルダンの中の乾ける地に堅く立をり

てイスラエル人みな乾ける地を渉りゆき遂に民こ

とごとくヨルダンを濟りつくせり

4民ことごとくヨルダンを濟りつくしたる時ヱ
ホバ、ヨシユアに語りて言たまはく 2汝ら民の

中より支派ごとに一人づつ合せて十二人を擧げ 3

これに命じて言へ汝らヨルダンの中祭司等の足を

踏とめしその處より石十二を取あげてこれを負ひ

濟り此夜なんぢらが宿る宿場に居ゑよと 4ヨシユ

アすなはちイスラエルの人々の中より支派ごとに

預て一人づつを取て備へおきぬその十二人の者を

召よせ 5而してヨシユアこれに言けるは汝らの神

ヱホバの契約の櫃の前に當りて汝らヨルダンの中

にすすみ入りイスラエルの人々の支派の數に循ひ

て各々石ひとつを取あげて肩に負きたれ 6是は汝

らの中に徴となるべし後の日にいたりて汝らの子

輩是等の石は何のこころなりやと問て言ば 7之に

いへ往昔ヨルダンの水ヱホバの契約の櫃の前にて

裁斷りたる事を表はすなり即ちそのヨルダンを濟

れる時にヨルダンの水きれ止まれりこの故にこれ

らの石を永くイスラエルの人々の記念となすべし

と 8イスラエルのひとびとヨシユアの命ぜしごと

く然なしヱホバのヨシユアに告げたまひし如くイ

スラエルの人々の支派の數にしたがひてヨルダン

の中より石十二を取あげ之を負わたりてその宿る
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處にいたり之を其處にすゑたり 9ヨシユアまたヨ

ルダンの中において契約の櫃を舁る祭司等の足を

踏立し處に石十二を立たりしが今日までも尚ほ彼

處にあり 10櫃を舁る祭司等はヱホバのヨシユア

に命じて民に告しめたまひし事の悉く成るまでヨ

ルダンの中に立をれり凡てモーセのヨシユアに命

ぜし所に適へり民は急ぎて濟りぬ 11民の悉く濟

りつくせるときヱホバの櫃および祭司等は民の觀

る前にて濟りたり 12ルベンの子孫ガドの子孫お

よびマナセの支派の半モーセの之に言たりし如く

身をよろひてイスラエルの人々に先だちて濟りゆ

き 13凡そ四萬人ばかりの者軍の装に身を堅め攻

戰はんとてヱホバに先だち濟りてヱリコの平野に

至れり 14ヱホバこの日イスラエルの衆人の目の

前にてヨシユアを尊くしたまひければ皆モーセを

畏れしごとくに彼を畏る其一生の間常に然り 15

ヱホバ、ヨシユアに語りて言たまひけるは 16な

んぢ證詞の櫃を舁る祭司等にヨルダンを出きたれ

と命ぜよ 17ヨシユアすなはち祭司等に命じヨル

ダンを出きたれと言ければ 18ヱホバの契約の櫃

を舁る祭司等ヨルダンの中より出きたる祭司等

足の蹠を陸地に擧ると斉くヨルダンの水故の處に

流れかへりて初のごとくその岸にことごとく溢れ

ぬ 19正月の十日に民ヨルダンを出きたりヱリコ

の東の境界なるギルガルに營を張り 20時にヨシ

ユアそのヨルダンより取きたらせし十二の石をギ

ルガルにたて 21イスラエルの人々に語りて言ふ

後の日にいたりて汝らの子輩その父に問て是らの

石は何の意なりやと言ば 22その子輩に告しらせ

て言へ在昔イスラエルこのヨルダンを陸地となし

て濟りすぎし事あり 23即ち汝らの神ヱホバ、ヨ

ルダンの水を汝らの前に乾涸して汝らを濟らせた

まへり其事は汝らの神ヱホバの我らの前に紅海を

乾涸して我らを渡らせたまひし状况の如くなりき

24斯なしたまひしは地の諸の民をしてヱホバの手

の力あるを知しめ汝らの神ヱホバを恒に畏れしめ

んためなり

5ヨルダンの彼旁に居るアモリ人の諸の王およ
び海邊に居るカナン人の諸の王はヱホバ、ヨ

ルダンの水をイスラエルの人々の前に乾涸して我

らを濟らせたまひしと聞きイスラエルの人々の事

によりて神魂消え心も心ならざりき 2その時ヱホ

バ、ヨシユアに言たまひけるは汝石の小刀を作り

重て復イスラエルの人々に割禮を行なへと 3ヨシ

ユアすなはち石の小刀を作り陽皮山にてイスラエ

ルの人々に割禮を行へり 4ヨシユアが割禮を行ひ

し所以は是なりエジプトより出きたりし民の中の

一切の男すなはち軍人は皆エジプトを出し後途に

て荒野に死たりしが 5その出來し民はみな割禮を

受たる者なりき然どエジプトを出し後途にて荒野

に生れし民には皆割禮を施こさざりき 6そもそも

イスラエルの人々は四十年の間荒野を歩みをりて

終にそのエジプトより出來し民すなはち軍人等こ

とごとく亡はてたり是ヱホバの聲に聽したがはざ

りしに因てなり是をもてヱホバかれらの先祖等に

誓ひて我等に與へんと宣まひし地なる乳と蜜との

流るる地を之に見せじと誓たまへり 7かれらに継

て興らしめたまひしその子輩にはヨシユア割禮を

行へりかれらは途にて割禮を施さざりしによりて

割禮なきものなりければなり 8一切の民に割禮を

行ふこと畢りぬれば民は陣營に其儘居てその痊る

を待り 9時にヱホバ、ヨシユアにむかひて我今日

エジプトの羞辱を汝らの上より轉ばし去りと宣ま

へり是をもてその處の名を今日までギルガル(轉

)と稱ふ 10イスラエルの人々ギルガルに營を張り

その月の十四日の晩ヱリコの平野にて逾越節を行

へり 11而して逾越節の翌日その地の穀物酵いれ

ぬパンおよび烘麥をその日に食ひけるが 12その

地の穀物を食ひし翌日よりしてマナの降ることを

止みてイスラエルの人々かさねてマナを獲ざりき

其年はカナンの地の產物を食へり 13ヨシユア、

ヱリコの邊にあひける時目を擧て觀しに一箇の人

劍を手に抜持て己にむかひて立ゐければヨシユア

すなはちその許にゆきて之に言ふ汝は我等を助く

るか將われらの敵を助くるか 14かれいひけるは

否われはヱホバの軍旅の將として今來れるなりと

ヨシユア地に俯伏て拝し我主なにを僕に告んとし

たまふやと之に言り 15ヱホバの軍旅の將ヨシユ

アに言けるは汝の履を足より脱され汝が立をる處

は聖きなりとヨシユア然なしぬ

6 (イスラエルの人々の故によりてヱリコは堅く
閉して出入する者なし) 2ヱホバ、ヨシユアに

言ひたまひけるは觀よわれヱリコおよびその王と

大勇士とを汝の手に付さん 3汝ら軍人みな邑を繞

りて邑の周圍を一次まはるべし汝六日が間かく爲

よ 4祭司等七人おのおのヨベルの喇叭をたづさへ

て櫃に先だつべし而して第七日には汝ら七次邑を

めぐり祭司等喇叭を吹ならすべし 5然して祭司等
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ヨベルの角を音ながくふきならして喇叭の聲なん

ぢらに聞ゆる時は民みな大に呼はり喊ぶべし然せ

ばその邑の石垣崩れおちん民みな直に進て攻のぼ

るべしと 6ヌンの子ヨシユアやがて祭司等を召て

之に言ふ汝ら契約の櫃を舁き祭司等七人ヨベルの

喇叭七をたづさへてヱホバの櫃に先だつべしと 7

而して民に言ふ汝ら進みゆきて邑を繞れ甲冑のも

のどもヱホバの櫃に先だちて進むべしと 8ヨシユ

アかく民に語りしかば七人の祭司等おのおのヨベ

ルの喇叭をたづさへヱホバに先だちすきみて喇叭

を吹きヱホバの契約の櫃これにしたがふ 9即ち甲

冑のものどもは喇叭を吹くところの祭司等にさき

だちて行き後軍は櫃の後に行く祭司たちは喇叭を

吹きつつすすめり 10ヨシユア民に命じて言ふ汝

ら呼はる勿れ汝らの聲を聞えしむるなかれまた汝

らの口より言を出すなかれわが汝らに呼はれと命

ずる日におよびて呼はるべしと 11而してヱホバ

の櫃をもち邑を繞りて一周し陣營に來りて營中に

宿れり 12又あくる朝ヨシユアはやく興いで祭司

等ヱホバの櫃を舁き 13七人の祭司等おのおのヨ

ベルの喇叭をたづさへヱホバの櫃に先だちて行き

喇叭を吹きつつすすみ甲冑の者等これに先だちて

行き後軍はヱホバの櫃の後に行く祭司等喇叭をふ

きつつ進めり 14その次の日にも一次邑を繞りて

陣營に歸り六日が間然なせり 15第七日には夜明

に早く興いで前のごとくして七次邑を繞れり唯こ

の日のみ七次邑を繞りたり 16七次目にいたりて

祭司等喇叭を吹くときにヨシユア民に言ふ汝ら呼

はれヱホバこの邑を汝らに賜へり 17この邑およ

びその中の一切の物をば詛はれしものとしてヱホ

バに献ぐべし唯妓婦ラハブおよび凡て彼とともに

家に在るものは生し存べしわれらが遣しし使者を

匿したればなり 18唯汝ら詛はれし物を愼め恐ら

くは汝ら其を詛はれしものとして献ぐるに方りそ

の詛はれし物を自ら取りてイスラエルの陣營をも

詛はるるものとならしめ之をして惱ましむるに至

らん 19但し銀金銅器鐵器などは凡てヱホバに聖

別て奉まつるべきものなればヱホバの府庫にこれ

を携へいるべしと 20是において民よばはり祭司

喇叭を吹ならしけるが民喇叭の聲をきくと斉しく

みな大聲を擧て呼はりしかば石垣崩れおちぬ斯り

しかば民おのおの直に邑に上りいりて邑を攻取り

21邑にある者は男女少きもの老たるものの區別な

く盡くこれを刃にかけて滅ぼし且つ牛羊驢馬にま

で及ぼせり 22時にヨシユアこの地を窺ひたりし

二箇の人にむかひ汝らかの妓婦の家に入りかの婦

人およびかれに屬る一切のものを携へいだしかれ

に誓ひし如くせよと言ければ 23間者たりし少き

人等すなはち入てラハブおよびその父母兄弟なら

びに彼につけるすべてのものを携へ出しまたその

親戚をも携へ出しイスラエルの陣營の外にかれら

を置り 24斯て火をもて邑とその中の一切のもの

を焚ぬ但し銀金銅器鐵器などはヱホバの室の府庫

に納めたり 25妓婦ラハブおよびその父の家の一

族と彼に屬る一切の者とはヨシユアこれを生し存

ければラハブは今日までイスラエルの中に住をる

是はヨシユアがヱリコを窺はせんとて遣はしし使

者を匿したるに因てなり 26ヨシユアその時人衆

に誓ひて命じ言けるは凡そ起てこのヱリコの邑を

建る者はヱホバの前に詛はるべし其石礎をすゑな

ば長子を失ひその門を建なば季子を失はんと 27

ヱホバ、ヨシユアとともに在してヨシユアの名あ

まねく此地に聞ゆ

7時にイスラエルの人々その詛はれし物につき
て罪を犯せり即ちユダの支派の中なるゼラの

子ザブデの子なるカルミの子アカン詛はれし物を

取り是をもてヱホバ、イスラエルの人々にむかひ

て震怒を發ちたまへり 2ヨシユア、ヱリコより人

を遣はしベテルの東に當りてベテアベンの邊にあ

るアイに到らしめんとし之に語りて言ふ汝ら上り

ゆきてかの地を窺へとその人々上りゆきてアイを

窺ひけるが 3ヨシユアの許に歸て之に言ふ民を盡

くは上り往しめざれ唯二三千人を上らせてアイを

撃しめよかれらは寡ければ一切の民を彼處に遣て

勞せしむるなかれと 4是において民およそ三千人

ばかり彼處に上りゆきけるが遂にアイの人の前よ

り遁はしれり 5アイの人彼らを門の前より追てシ

バリムにいたり下坂にてその三十六人ばかりを撃

り民は魂神消て水のごとくになりぬ 6斯りしかば

ヨシユア衣を裂きイスラエルの長老等とともにヱ

ホバの櫃の前にて暮まで地に俯伏をり首に塵を蒙

れり 7ヨシユア言けらく嗟主ヱホバよ何とて此民

を導きてヨルダンを濟らせ我らをアモリ人の手に

付して滅亡させんとしたまふや我等ヨルダンの彼

旁に安んじ居しならば善りしものを 8嗟主よイス

ラエルすでに敵に背を見せたれば我また何をか言

ん 9カナン人およびこの地の一切の民これを聞き

われらを攻かこみてわれらの名をこの世より絶ん
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然らば汝の大なる御名を如何にせんや 10ヱホバ

、ヨシユアに言たまひけるは立よなんぢ何とて斯

は俯伏すや 11イスラエルすでに罪を犯しわが彼

らに命じおける契約を破れり即ち彼らは詛はれし

物を取り窃みかつ詐りてこれを己の所有物の中に

いれたり 12是をもてイスラエルの人々は敵に當

ること能はず敵に背を見す是は彼らも詛はるる者

となりたればなり汝ら其詛はれし物を汝らの中よ

り絶にあらざれば我ふたたび汝らと偕にをらじ 13

たてよ民を潔めて言へ汝ら身を潔めて明日を待て

イスラエルの神ヱホバかく言たまふイスラエルよ

汝の中に詛はれしものあり汝その詛はれし物を汝

らの中より除き去るまでは汝の敵に當ること能は

ず 14然ば翌朝汝らその支派にしたがひて進みい

づべし而してヱホバの掣たまふ支派はその宗族に

したがひて進み出でヱホバの掣たまふ宗族はその

家にしたがひて進み出でヱホバの掣たまふ家は男

ひとりびとりに從がひて進みいづべし 15凡そ掣

れて詛はれし物を有りと定まる者は其一切の所有

物とともに火に焚るべし是はヱホバの契約を破り

イスラエルの中に愚なる事を行ひたるが故なりと

16ヨシユア是において朝はやく興いでてイスラエ

ルをその支派にしたがひて進出しめけるにユダの

支派掣れたれば 17ユダのもろもろの宗族を進み

出でしめけるにゼラの宗族掣れゼラの宗族の人々

を進み出しめけるにザブデ掣れ 18ザブデの家の

人々を進み出しめけるにアカン掣れぬ彼はユダの

支派なるゼラの子ザブデの子なるカルミの子なり

19ヨシユア、アカンに言けるは我子よ請ふイスラ

エルの神ヱホバに稱讃を歸し之にむかひて懺悔し

汝の爲たる事を我に告よ其事を我に隱すなかれ 20

アカン、ヨシユアに答へて言けるは實にわれはイ

スラエルの神ヱホバに對ひて罪ををかし如此々々

行へり 21即ちわれ掠取物の中にバビロンの美し

き衣服一枚に銀二百シケルと重量五十シケルの金

の棒あるを見欲く思ひて其を取れりそれはわが天

幕の中に地に埋め匿してあり銀も下にありと 22

爰にヨシユア使者を遣はしければ即ち彼の天幕に

奔りゆきて視しに其は彼の天幕の中に匿しありて

銀も下にありき 23彼ら其を天幕の中より取出し

てヨシユアとイスラエルの一切の人々の所に携へ

きたりければ則ちそれをヱホバの前に置り 24ヨ

シユアやがてイスラエルの一切の人とともにゼラ

の子アカンを執へかの銀と衣服と金の棒およびそ

の男子女子牛驢馬羊天幕など凡て彼の有る物をこ

とごとく取てアコルの谷にこれを曳ゆけり 25而

してヨシユア言けらく汝なんぞ我らを惱まししや

ヱホバ今日汝を惱ましたまふべしと頓てイスラエ

ル人みな石をもて彼を撃ころし又その家族等をも

石にて撃ころし火をもて之を焚けり 26而してア

カンの上に大なる石堆を積揚たりしが今日まで存

るかくてヱホバその烈しき忿怒を息たまへり是に

よりてその處の名を今日までアコル(惱)の谷と呼

ぶ

8茲にヱホバ、ヨシユアに言たまひけるは懼る
る勿れ戰慄なかれ軍人をことごとく率ゐ起て

アイに攻のぼれ視よ我アイの王およびその民その

邑その地を都て汝の手に授く 2汝さきにヱリコと

その王とに爲し如くアイとその王とに爲べし今回

は其貨財およびその家畜を奪ひて自ら取べし汝ま

づ邑の後に伏兵を設くべしと 3ヨシユアすなはち

起あがり軍人をことごとく將てアイに攻のぼらん

としまづ大勇士三萬人を選びて夜の中にこれを遣

はせり 4ヨシユアこれに命じて言く汝らは邑に對

ひて邑の後に伏すべし邑に遠く離れをる勿れ皆準

備をなして待をれ 5我と我に從がふ民みな共に邑

に攻よせん而して彼らが初のごとく我らにむかひ

て打出んとき我らは彼らの前より逃はしらん 6然

せば彼ら我らを追て出來べければ我等つひに之を

邑より誘き出すことを得ん其は彼等いはんこの人

衆は初めのごとくまた我等の前より逃ぐと斯てわ

れらその前より逃はしらん 7汝らその伏をる處よ

り起りて邑を取べし汝らの神ヱホバ之を汝らの手

に付したまふべし 8汝ら邑を乗取たらば邑に火を

放ちヱホバの言詞の如く爲べし我これを汝らに命

ず努よやと 9かくてヨシユアかれらを遣はしけれ

ば即はち往てアイの西の方にてベテルとアイとの

間に身を伏せたりヨシユアはその夜民の中に宿れ

り 10ヨシユア朝はやく興いでて民をあつめイス

ラエルの長老等とともに民に先だちてアイにのぼ

りゆけり 11彼に從がふ軍人ことごとく上りゆき

て攻寄せ邑の前に至りてアイの北に陣をとれり彼

とアイの間には一の谷ありき 12ヨシユア五千人

許を擧て邑の西の方にてベテルとアイとの間にこ

れを伏せおけり 13かく民の全軍を邑の北に置き

その伏兵を邑の西に置てヨシユアその夜谷の中に

いりぬ 14アイの王これを視しかばその邑の人々

みな急ぎて蚤に起き進み出てイスラエルと戰ひけ
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るが預て諜しあはせ置る頃には王とその一切の民

アラバの前に進み來れり王は邑の後に伏兵ありて

已を伺ふを知らざりき 15時にヨシユア、イスラ

エルの一切の人とともに彼らに打負し状して荒野

の路を指て逃はしりしかば 16その邑の民みな之

を追撃んとて呼はり集まりヨシユアの後を追て邑

を出離れ 17アイにもベテルにもイスラエルを追

ゆかずして遺りをる者は一人もなく皆邑を開き放

してイスラエルの後を追り 18時にヱホバ、ヨシ

ユアに言たまはく汝の手にある矛をアイの方に指

伸よ我これを汝の手に授くべしとヨシユアすなは

ち己の手にある矛をアイの方に指伸るに 19伏兵

たちまち其處より起りヨシユアが手を伸ると齊し

く奔きたりて邑に打いり之を取りて直に邑に火を

かけたり 20茲にアイの人々背をふりかへりて觀

しに邑の焚る煙天に立騰りゐたれば此へも彼へも

逃るに術なかりき斯る機しも荒野に逃ゆける民も

身をかへして其追きたる者等に逼れり 21ヨシユ

アおよび一切のイスラエル人伏兵の邑を取て邑の

焚る煙の立騰るを見身を還してアイの人々を殺し

けるが 22かの兵また邑より出きたりて彼らに向

ひければ彼方にも此方にもイスラエル人ありて彼

らはその中間に挾まれぬイスラエル人かくして彼

らを攻撃て一人をも餘さず逃さず 23つひにアイ

の王を生擒てヨシユアの許に曳きたれり 24イス

ラエル人己を荒野に追きたりしアイの民をことご

とく野に殺し刃をもてこれを仆し盡すにおよびて

皆アイに歸り刃をもてこれを撃ほろぼせり 25そ

の日アイの人々ことごとく斃れたりその數男女あ

はせて一萬二千人 26ヨシユア、アイの民をこと

ごとく滅ぼし絶まではその矛を指伸たる手を垂ざ

りき 27但しその邑の家畜および貨財はイスラエ

ル人これを奪ひて自ら取り是はヱホバのヨシユア

に命じたまひし言に依なり 28ヨシユア、アイを

燬て永くこれを墟垤とならしむ是は今日まで荒地

となりをる 29ヨシユアまたアイの王を薄暮まで

木に掛てさらし日の沒におよびて命じてその死骸

を木より取おろさしめ邑の門の入口にこれを投す

て其上に石の大垤を積おこせり其は今日まで存る

30かくてヨシユア、エバル山にてイスラエルの神

ヱホバに一の壇を築けり 31是はヱホバの僕モー

セがイスラエルの子孫に命ぜしことに本づきモー

セの律法の書に記されたる所に循がひて新石をも

て作れる壇にて何人も鐵器をその上に振あげず人

衆その上にてヱホバに燔祭を献げ酬恩祭を供ふ 32

彼處にてヨシユア、モーセの書しるしし律法をイ

スラエルの子孫の前にて石に書うつせり 33かく

てイスラエルの一切の人およびその長老官吏裁判

人など他國の者も本國の者も打まじりてヱホバの

契約の櫃を舁る祭司等レビ人の前にあたりて櫃の

此旁と彼旁に分れ半はゲリジム山の前に半はエバ

ル山の前に立り是ヱホバの僕モーセの命ぜし所に

したがひて最初に先イスラエルの民を祝せんとて

なり 34然る後ヨシユア律法の書に凡てしるされ

たる所に循ひて祝福と呪詛とにかかはる律法の言

をことごとく誦り 35モーセの命じたる一切の言

の中にヨシユアがイスラエルの全會衆および婦人

子等ならびにイスラエルの中にをる他國の人の前

にて誦ざるは無りき

9茲にヨルダンの彼旁において山地平地レバノ
ンに對へる大海の濱邊に居る諸の王すなはち

ヘテ人アモリ人カナン人ペリジ人ヒビ人ヱブス人

たる者どもこれな聞て 2心を同うし相集まりてヨ

シユアおよびイスラエルと戰はんとす 3然るにギ

ベオンの民ヨシユアがヱリコとアイとに爲たりし

事を聞しかば 4己も詭計をめぐらして使者の状に

いでたち古き袋および古び破れたるを結びとめた

る酒の革嚢を驢馬に負せ 5補ひたる古履を足には

き古衣を身にまとひ來れり其糧のパンは凡て乾き

かつ黴てありき 6彼等ギルガルの陣營に來りてヨ

シユアの許にいたり彼とイスラエルの人々に言ふ

我らは遠き國より來れり然ば今われらと契約を結

べと 7イスラエルの人々ヒビ人に言けるは汝らは

我等の中に住をるならんも計られねば我ら爭か汝

らと契約を結ぶことを得んと 8彼ら又ヨシユアに

むかひて我らは汝の僕なりと言ければヨシユアか

れらに汝らは何人にして何處より來りしやと問し

に 9彼らヨシユアに言けるは僕等は汝の神ヱホバ

の名の故によりて遥に遠き國より來れり其は我ら

彼の聲譽および彼がエジプトにて行ひたりし一切

の事を聞き 10また彼がヨルダンの彼旁にをりし

アモリ人の二箇の王すなはちヘシボンの王シホン

およびアシタロテにをりしバシヤンの王オグに爲

たりし一切の事を聞たればなり 11是をもて我ら

の長老および我らの國に住をるものみなわれらに

告て言り汝ら旅路の糧を手に携さへ往てかれらを

迎へて彼らに言へ我らは汝らの僕なり請ふ我らと

契約を結べと 12我らの此パンは汝らの所に來ら
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んとて出たちし日に我ら家々より其なほ温煖なる

をとり備へしなるが視よ今は已に乾きて黴たり 13

また酒をみたせるこれらの革嚢も新しかりしが破

るるに至り我らのこの衣服も履も旅路の甚だ長き

によりて古びぬと 14然るに人々は彼らの糧を取

りヱホバの口を問ことをせざりき 15ヨシユアす

なはち彼らと好を爲し彼らを生しおかんといふ契

約を結び會中の長等かれらに誓ひたりしが 16そ

の彼らと契約を結びてより三日を經て後かれらは

己に近き人にして己の中に住をる者なりと聞り 17

イスラエルの子孫やがて進みて第三日に彼らの邑

々に至れり其邑はギベオン、ケピラ、ベエロテお

よびキリアテヤリムなり 18然れども會中の長等

イスラエルの神ヱホバを指て彼らに誓ひたりしを

もてイスラエルの子孫これを攻撃ざりき是をもて

會衆みな長等にむかひて呟けり 19然ど長等は凡

て全會衆に言ふ我らイスラエルの神ヱホバを指て

彼らに誓へり然ば今彼らに觸べからず 20我ら斯

かれらに爲て彼らを生しおかん然すれば彼らに誓

ひし誓によりて震怒の我らに及ぶことあらじと 21

長等また人衆にむかひて彼らを生しおくべしと言

ければ彼らは遂に全會衆のために薪を斬り水を汲

ことをする者となれり長等の彼等に言たるが如し

22ヨシユアすなはち彼らを召よせて彼らに語りて

言けるは汝らは我らの中に住をりながら何とて我

らは汝らに甚だ遠しと言て我らを誑かししや 23

然ば汝らは詛はる汝らは永く奴隸となり皆わが神

の室のために薪を斬り水を汲ことをする者となる

べしと 24彼らヨシユアに應へて言けるは僕等は

なんぢの神ヱホバその僕モーセに此地をことごと

く汝らに與へ此地の民をことごとく汝らの前より

滅ぼし去ことを命ぜしと明白に傳へ聞たれば汝ら

のために生命の危からんことを太く懼れて斯は爲

けるなり 25視よ我らは今汝の手の中にあり汝の

我らに爲を善とし正當とする所を爲たまへと 26

ヨシユアすなはち其ごとく彼らに爲し彼らをイス

ラエルの子孫の手より救ひて殺さしめざりき 27

ヨシユアその日かれらをして會衆のためおよびヱ

ホバの壇の爲に其えらびたまふ處において薪を斬

り水を汲ことをする者とならしめたりしが今日ま

で然り

10茲にエルサレムの王アドニゼデクはヨシユア
がアイを攻取てこれを全く滅ぼし嚮にヱリコ

とその王とに爲しごとくにアイとその王とにも爲

たる事およびギベオンの民がイスラエルと好を爲

て之が中にをる事を聞て 2大に懼る是ギベオンは

大なる邑にして都府に等しきに因りまたアイより

も大きくしてその内の人々凡て強きに因てなり 3

エルサレムの王アドニゼデク是においてヘブロン

の王ホハム、ヤルムテの王ピラム、ラキシの王ヤ

ピアおよびエグロンの王デビルに人を遣はして云

ふ 4我の處に上りきたりて我を助けよ我らギベオ

ンを攻撃ん其はヨシユアおよびイスラエルの子孫

と好を結びたればなりと 5而してこのアモリ人の

王五人すなはちエルサレムの王ヘブロンの王ヤル

ムテの王ラキシの王およびエグロンの王あひ集ま

りそり諸軍勢を率て上りきたりギベオンに對ひて

陣を取り之を攻て戰ふ 6ギベオンの人々ギルガル

の陣營に人を遣はしヨシユアに言しめけるは僕等

を助くることを緩うする勿れ迅速に我らの所に上

り來りて我らを救ひ助けよ山地に住をるアモリ人

の王みな相集りて我らを攻るなりと 7ヨシユアす

なはち一切の軍人および一切の大勇士を率ゐてギ

ルガルより進みのぼれり 8時にヱホバ、ヨシユア

に言たまひけるは彼らを懼るるなかれ我かれらを

汝の手に付す彼らの中には汝に當ることを得る者

一人もあらじと 9この故にヨシユア、ギルガルよ

り終夜進みのぼりて猝然にかれらに攻よせしに 10

ヱホバかれらをイスラエルの前に敗りたまひけれ

ばヨシユア、ギベオンにおいて彼らを夥多く撃殺

しベテホロンの昇阪の路よりしてアゼカおよびマ

ツケダまで彼らを追撃り 11彼らイスラエルの前

より逃はしりてベテホロンの降阪にありける時ヱ

ホバ天より大石を降しそのアゼカに到るまで然し

たまひければ多く死りイスラエルの子孫が劍をも

て殺しし者よりも雹石にて死し者の方衆かりき 12

ヱホバ、イスラエルの子孫の前にアモリ人を付し

たまひし日にヨシユア、ヱホバにむかひて申せし

ことあり即ちイスラエルの目の前にて言けらく日

よギベオンの上に止まれ月よアヤロンの谷にやす

らへ 13民その敵を撃やぶるまで日は止まり月は

やすらひぬ是はヤシヤルの書に記さるるにあらず

や即ち日空の中にやすらひて急ぎ沒ざりしこと凡

そ一日なりき 14是より先にも後にもヱホバ是の

ごとく人の言を聽いれたまひし日は有ず是時には

ヱホバ、イスラエルのために戰ひたまへり 15か

くてヨシユア一切のイスラエル人とともにギルガ

ルの陣營に歸りぬ 16かの五人の王は逃ゆきてマ
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ツケダの洞穴に隱れたりしが 17五人の王はマツ

ケダの洞穴に隱れをるとヨシユアに告て言ふ者あ

りければ 18ヨシユアいひけるは汝ら洞穴の口に

大石を轉ばしその傍に人を置てこれを守らせよ 19

但し汝らは止る勿れ汝らの敵の後を追てその殿軍

を撃て彼らをその邑々に入しむる勿れ汝らの神ヱ

ホバかれらを汝らの手に付したまへるぞかしと 20

ヨシユアおよびイスラエルの子孫おびただしく彼

らを撃殺して遂に殺し盡しその撃もらされて遺れ

る者等城々に逃いるにおよびて 21民みな安然に

マツケダの陣營にかへりてヨシユアの許にいたり

けるがイスラエルの子孫にむかひて舌を鳴すもの

一人もなかりき 22時にヨシユア言ふ洞穴の口を

開きて洞穴よりかの五人の王を我前に曳いだせと

23やがて然なしてかの五人の王すなはちエルサレ

ムの王ヘブロンの王ヤルムテの王ラキシの王およ

びエグロンの王を洞穴より彼の前に曳いだせり 24

かの王等をヨシユアの前に曳いだしし時ヨシユア

、イスラエルの一切の人々を呼よせ己とともに往

し軍人の長等に言けるは汝ら近よりて此王等の頸

に足をかけよと乃はち近よりてその王等の頸に足

をかけければ 25ヨシユアこれに言ふ汝ら懼るる

勿れ慄く勿れ心を強くしかつ勇めよ汝らが攻て戰

ふ諸の敵にはヱホバすべて斯のごとく爲たまふべ

しと 26かくて後ヨシユア彼らを撃て死しめ五個

の木にかけて晩暮まで木の上にこれを曝しおきし

が 27日の沒る時におよびてヨシユア命を下しけ

れば之を木より取おろしその隱れたりし洞穴に投

いれて洞穴の口に大石を置り是は今日が日までも

存す 28ヨシユアかの日マツケダを取り刃をもて

之とその王とを撃ち之とその中たる一切の人をこ

とごとく滅して一人をも遺さずヱリコの王になし

たるごとくにマツケダの王にも爲しぬ 29かくて

ヨシユア一切のイスラエル人を率ゐてマツケダよ

りリブナに進みてリブナを攻て戰ひけるに 30ヱ

ホバまた之とその王をもイスラエルの手に付した

まひしかば刃をもて之とその中なる一切の人を撃

ほろぼし一人をもその中に遺さずヱリコの王に爲

たるごとくにその王にも爲ぬ 31ヨシユアまた一

切のイスラエル人を率ゐてリブナよりラキシに進

み之にむかひて陣をとり之を攻めて戰ひけるに 32

ヱホバでラキシをイスラエルの手に付したまひけ

れぼ第二日にこれを取り刃をもて之とその中なる

一切の人々を撃ちほろぼせり凡てリブナに爲たる

がごとし 33時にゲゼルの王ホラム、ラキシを援

けんとて上りきたりければヨシユアかれとその民

とを撃ころして終に一人をも遺さざりき 34斯て

ヨシユア一切のイスラエル人を率ゐてラキシより

エグロンに進み之に對ひて陣を取りこれを攻て戰

ひ 35その日にこれを取り刃をもて之を撃その中

なる一切の人をことごとくその日に滅ぼせり凡て

ラキシに爲たるが如し 36ヨシユアまた一切のイ

スラエル人をひきゐてエグロンよりヘブロンに進

みのぼり之を攻て戰ひ 37やがてこれを取り之と

その王およびその一切の邑々とその中なる一切の

人を刃にかけて撃ころして一人をも遺さざりき凡

てエグロンに爲たるが如し即ち之とその中なる一

切の人をことごとく滅ぼせり 38かくてヨシユア

一切のイスラエル人を率ゐ歸りてデビルに至り之

を攻て戰ひ 39之とその王およびその一切の邑を

取り刃をもて之を撃てその中なる一切の人をこと

ごとく滅ぼし一人をも遺さざりき其デビルと其王

に爲たる所はヘブロンに爲たるが如く又リブナと

その王に爲たるがごとくなりき 40ヨシユアかく

此全地すなはち山地南の地平地および山腹の地な

らびに其すべての王等を撃ほろぼして人一箇をも

遺さず凡て氣息する者は盡くこれを滅ぼせりイス

ラエルの神ヱホバの命じたまひしごとし 41ヨシ

ユア、カデシバルネアよりガザまでの國々および

ゴセンの全地を撃ほろぼしてギベオンにまで及ぼ

せり 42イスラエルの神ヱホバ、イスラエルのた

めに戰ひたまひしに因てヨシユアこれらの諸王お

よびその地を一時に取り 43かくてヨシユア一切

のイスラエル人を率ゐてギルガルの陣營にかへり

ぬ

11ハゾルの王ヤビン之を聞およびマドンの王ヨ
バブ、シムロンの王アクサフの王 2および北

の地山地キンネロテの南のアラバ平地西の方なる

ドルの高處などに居る王等 3すなはち東西のカナ

ン人アモリ人ヘテ人ペリジ人山地のエブス人ミヅ

バの地なるヘルモンの麓のヒビ人などに人を遣は

せり 4爰に彼らその諸軍勢を率ゐて出きたれり其

民の衆多ことは濱の砂の多きがごとくにして馬と

車もまた甚だ多かりき 5これらの王たち皆あひ會

して進みきたり共にメロムの水の邊に陣をとりて

イスラエルと戰はんとす 6時にヱホバ、ヨシユア

に言たまひけるは彼らの故によりて懼るる勿れ明

日の今頃われ彼らをイスラエルの前に付して盡く
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殺さしめん汝かれらの馬の足の筋を截り火をもて

彼らの車を焚べしと 7ヨシユアすなはち一切の軍

人を率ゐて俄然にメロムの水の邊に押寄て之を襲

ひけるに 8ヱホバこれをイスラエルの手に付した

まひしかば則ち之を撃やぶりて大シドンおよびミ

スレポテマイムまで之を追ゆき東の方にては又ミ

ヅバの谷までこれを追ゆき遂に一人をも遺さず撃

とれり 9ヨシユアすなはちヱホバの己に命じたま

ひしことにしたがひて彼らに馬の足の筋を截り火

をもてその車を焚り 10その時ヨシユア歸りきた

りてハゾルを取り刃をもてその王を撃り在昔ハゾ

ルは是らの諸國の盟主たりき 11即ち刃をもてそ

の中なる一切の人を撃てことごとく之を滅ぼし氣

息する者は一人だに遺さざりき又火をもてハゾル

を焚り 12ヨシユアこれらの王の一切の邑々およ

びその諸王を取り刃をもてこれを撃て盡く滅ぼせ

り、ヱホバの僕モーセの命じたるがごとし 13但

しその岡の上にたちたる邑々はイスラエルこれを

焚ず唯ハゾルのみをヨシユア焚り 14是らの邑の

諸の貨財及び家畜はイスラエルの人々奪ひて自ら

之を取り人はみな刃をもて撃て滅ぼし盡し氣息す

る者は一人だに遺さざりき 15ヱホバその僕モー

セに命じたまひし所をモーセまたヨシユアに命じ

置たりしがヨシユアその如くに行へり凡てヱホバ

のモーセに命じたまひし所はヨシユア一だに爲で

置し事なし 16ヨシユア斯その全地すなはち山地

南の全地ゴセンの全地平地アラバ、イスラエルの

山地およびその平地を取り 17セイルに上りゆく

でハラク山よりヘルモン山の麓なるレバノン谷の

バアルガデまでを獲その王等をことごとく執へて

之を撃て死しめたり 18ヨシユア此すべての王等

と戰爭をなすこと日ひさし 19ギベオンの民ヒビ

人を除くの外はイスラエルの子孫と好をなしし邑

なかりき皆戰爭をなしてこれを攻とりしなり 20

そもそも彼らが心を剛愎にしてイスラエルに攻よ

せしはヱホバの然らしめたまひし者なり彼らは詛

はれし者となり憐憫を乞ふこととせず滅ぼされん

がためなりき是全くヱホバのモーセに命じたまひ

しが如し 21その時ヨシユアまた往て山地ヘブロ

ン、デビル、アナブ、ユダの一切の山地イスラエ

ルの一切の山地などよりしてアナク人を絶ち而し

てヨシユア彼らの邑々をも與に滅ぼせり 22然か

らにイスラエルの子孫の地の内にはアナク人一人

も遺りをらず只ガザ、ガテ、アシドドに少く遺り

をる而已 23ヨシユアかく此地を盡く取り全くヱ

ホバのモーセに告たまひし如し而してヨシユア、

イスラエルの支派の區別にしたがひ之を與へて產

業となさしめたり遂に此地に戰爭やみぬ

12偖ヨルダンの彼旁日の出る方に於てアルノン
の谷よりヘルモン山および東アラバの全土ま

での間にてイスラエルの子孫が撃ほろぼして地を

取たりし其國の王等は左のごとし 2先アモリ人の

王シホン彼はヘシボンに住をれり其治めたる地は

アルノンの谷の端なるアロエルより谷の中の邑お

よびギレアデの半を括てアンモンの子孫の境界な

るヤボク河にいたり 3アラバをキンネレテの海の

東まで括またアラバの海すなはち鹽海の東におよ

びてベテエシモテの路にいたり南の方ビスガの山

腹にまで達す 4次にレバイムの殘餘なりしバシヤ

ンの王オグの國境を言んに彼はアシタロテとエデ

レイに住をり 5ヘルモン山サレカおよびバシヤン

の全土よりしてゲシユリ人マアカ人およびギレア

デの半を治めてヘシボンの王シホンと境を接ふ 6

ヱホバの僕モーセ、イスラエルの子孫とともに彼

らを撃ほろぼせり而してヱホバの僕モーセ之が地

をルベン人ガド人およびマナセの支派の半に與へ

て產業となさしむ 7またヨルダンの此旁西の方に

おいてレバノンの谷のバアルガデよりセイル山の

上途なるハラク山までの間にてヨシユアとイスラ

エルの子孫が撃ほろぼしたりし其國の王等は左の

ごとしヨシユア、イスラエルの支派の區別にした

がひその地をあたへて產業となさしむ 8是は山地

平地アラバ山腹荒野南の地などにしてヘテ人アモ

リ人カナン人ペリジ人ヒビ人ヱブス人等が有ちた

りし者なり 9ヱリコの王一人ベテルの邊なるアイ

の王一人 10エルサレムの王一人ヘブロンの王一

人 11ヤルムテの王一人ラキシの王一人 12エグロ

ンの王一人ゲゼルの王一人 13デビルの王一人ゲ

デルの王一人 14ホルマの王一人アラデの王一人

15リブナの王一人アドラムの王一人 16マツケダ

の王一人ベテルの王一人 17タッブアの王一人へ

ペルの王一人 18アペクの王一人ラシヤロンの王

一人 19マドンの王一人ハゾルの王一人 20シムロ

ンメロンの王一人アクサフの王一人 21タアナク

の王一人メギドンの王一人 22ケデシの王一人カ

ルメルのヨクネアムの王一人 23ドルの高處なる

ドルの王一人ギルガのゴイイムの王一人 24テル

ザの王一人合せて三十一王
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13ヨシユアすでに年邁みて老たりしがヱホバか
れに言たまひけらく汝は年邁みて老たるが尚

取るべき地の殘れる者甚だおほし 2その尚のこれ

る地は是なりペリシテ人の全州ゲシユル人の全土

3エジプトの前なるシホルより北の方カナン人に

屬すると人のいふエクロンの境界までの部ペリシ

テ人の五人の主の地すなはちガザ人アシドド人ア

シケロン人ガテ人エクロン人の地 4南のアビ人カ

ナン人の全地シドン人に屬するメアラおよびアモ

リ人の境界なるアベクまでの部 5またへルモン山

の麓なるバアルガデよりハマテの入口までに亘る

ゲバル人の地およびレバノンの東の全土 6レバノ

ンよりミスレポテマイムまでの山地の一切の民す

なはちシドン人の全土我かれらをイスラエルの子

孫の前より逐はらふべし汝は我が命じたりしごと

くその地をイスラエルに分ち與へて產業となさし

めよ 7即ちその地を九の支派とマナセの支派の半

とに分ちて產業となさしむべし 8マナセとともに

ルベン人およびガド人はヨルダンの彼旁東の方に

てその產業をモーセより賜はり獲たりヱホバの僕

モーセの彼らに與へし者は即ち是のごとし 9アル

ノンの谷の端にあるアロエルより此方の地谷の中

にある邑デボンまでに亘るメデバの一切の平地 10

ヘシボンにて世を治めしアモリ人の王シホンの一

切の邑々よりしてアンモンの子孫の境界までの地

11ギレアデ、ゲシユル人及びマアカ人の境界に沿

る地へルモン山の全土サルカまでバシヤン一圓 12

アシタロテおよびエデレイにて世を治めしバシヤ

ンの王オグの全國オグはレバイムの餘民の遺れる

者なりモーセこれらを撃て逐はらへり 13但しゲ

シユル人およびマアカ人はイスラエルの子孫これ

を逐はらはざりきゲシユル人とマアカ人は今日ま

でイスラエルの中に住をる 14唯レビの支派には

ヨシユア何の產業をも與へざりき是イスラエルの

神ヱホバの火祭これが產業たればなり其かれに言

たまひしが如し 15モーセ、ルベンの子孫の支派

にその宗族にしたがひて與ふる所ありしが 16そ

の境界の内はアルノンの谷の端なるアロエルより

こなたの地谷の中なる邑メデバの邊の一切の平地

17ヘシボンおよびその平地の一切の邑々デボン、

バモテバアル、ベテバアルメオン 18ヤハズ、ケ

デモテ、メバアテ 19キリアタイム、シブマ、谷

中の山のゼレテシヤル 20ベテペオル、ピスガの

山腹ベテヱシモテ 21平地の一切の邑々ヘシボン

にて世を治めしアモリ人の王シホンの全國モー

セ、シホンをミデアンの貴族エビ、レケム、ツル

、ホルおよびレバとあはせて撃ころせり是みなシ

ホンの大臣にしてその地に住をりし者なり 22イ

スラエルの子孫またベオルの子卜筮師バラムをも

刃にかけてその外に殺せし者等とともに殺せり 23

ルベンの子孫はヨルダンおよびその河岸をもて己

の境界とせりルベンの子孫がその宗族に循がひ

て獲たる產業は是のごとくにして邑も村もこれに

准らふ 24モーセまたガドの子孫たるガドの支派

にもその宗族にしたがひて與ふる所ありしが 25

その境界の内はヤゼル、ギレアデの一切の邑々ア

ンモンの子孫の地の半ラバの前なるアロエルまで

の地 26ヘシボンよりラマテミヅバまでの地およ

びベトニム、マナハイムよりデビルの境界までの

地 27谷においてはベテハラム、ベテニムラ、ス

コテ、ザポンなどヘシボンの王シホンの國の殘れ

る部分ヨルダンおよびその河岸よりしてヨルダ

ンの東の方キンネレテの海の岸までの地 28ガド

の子孫がその宗族にしたがひて獲たる產業は是の

ごとくにして邑も村も之に准らふ 29モーセまた

マナセの支派の半にも與ふる所ありき是すなはち

マナセの支派の半にその宗族にしたがひて與へし

なり 30その境界の内はマナハイムより此方の地

バシヤンの全土バシヤンの王オグの全國バシヤ

ンにあるヤイルの一切の邑すなはち其六十の邑 31

ギレアデの半バシヤンにおけるオグの國の邑々

アシタロテおよびエデレイ是等はマナセの子マキ

ルの子孫に歸せり即ちマキルの子孫の半その宗族

にしたがひて之を獲たり 32ヨルダンの東の方に

於てヱリコに對ひをるモアブの野にてモーセが分

ち與へし產業は是のごとし 33但しレビの支派に

はモーセ何の產業をも與へざりきイスラエルの神

ヱホバこれが產業たればなり其かれらに言たまひ

し如し

14イスラエルの子孫がカナンの地にて取しその
產業の地は左のごとし即ち祭司エレアザル、

ヌンの子ヨシユアおよびイスラエルの子孫の支派

の族長等これを彼らに分ち 2ヱホバがモーセによ

りて命じたまひしごとく產業の籤によりて之を九

の支派および半の支派に與ふ 3其はヨルダンの彼

旁にてモーセ已にかの二の支派と半の支派とに產

業を與へたればなり但しレビ人には之が中に產業

を與へざりき 4是はヨセフの子孫マナセ、エフラ
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イムの二の支派と成たるに因て然りレビ人には此

地において何の分をも與へず唯その住べき邑々お

よびその家畜と貨財を置べき郊地を與へしのみ 5

イスラエルの子孫ヱホバのモーセに命じたまひし

ごとく行ひてその地を分てり 6茲にユダの子孫ギ

ルガルにてヨシユアの許に至りケニズ人ヱフンネ

の子カレブ、ヨシユアに言けるはヱホバ、カデシ

バルネアにて我と汝との事につきて神の人モーセ

に告たまひし事あり汝これを知る 7ヱホバの僕モ

ーセが此地を窺はせんとて我をカデシバルネアよ

り遣はしし時に我は四十歳なりき其時我は心に思

ふまにまに彼に復命したり 8我とともに上り往し

わが兄弟等は民の心を挫くことを爲たりしが我は

全く我神ヱホバに從へり 9その日モーセ誓ひて言

けらく汝の足の踐たる地は必ず永く汝と汝の子孫

の產業となるべし汝まったく我神ヱホバに從がひ

たればなりと 10ヱホバこの言をモーセに語りた

まひし時より已來イスラエルが荒野に歩みたる此

四十五年の間かく其のたまひし如く我を生存らへ

させたまへり視よ我は今日すでに八十五歳なるが

11今日もなほモーセの我を遣はしたりし日のごと

く健剛なり我が今の力はかの時の力のごとくにし

て出入し戰闘をなすに堪ふ 12然ば彼日ヱホバの

語りたまひし此山を我に與へよ汝も彼日聞たる如

く彼處にはアナキ人をりその邑々は大にして堅固

なり然ながらヱホバわれとともに在して我つひに

ヱホバの宣ひしごとく彼らを逐はらふことを得ん

と 13ヨシユア、ヱフンネの子カレブを祝しヘブ

ロンをこれに與へて產業となさしむ 14是をもて

ヘブロンは今日までケニズ人ヱフンネの子カレブ

の產業となりをる是は彼まつたくイスラエルの神

ヱホバに從がひたればなり 15ヘブロンの名は元

はキリアテアルバと曰ふアルバはアナキ人の中の

最も大なる人なりき茲にいたりてその地に戰爭や

みぬ

15ユダの子孫の支派がその宗族にしたがひて籤
にて獲たる地はエドムの境界に達し南の方ヂ

ンの荒野にわたり南の極端に及ぶ 2その南の境界

は鹽海の極端なる南に向へる入海より起り 3アク

ラビムの坂の南にわたりてヂンに進みカデシバル

ネアの南より上りてヘヅロンに沿て進みアダルに

上りゆきてカルカに環り 4アズモンに進みてエジ

プトの河にまで達しその境界海にいたりて盡く汝

らの南の境界は是の如くなるべし 5その東の境界

は鹽海にしてヨルダンの河口に達す北の方の境界

はヨルダンの河口なる入海より起り 6上りてベテ

ホグラにいたりベテアラバの北をすぎ上りてルベ

ン人ボハンの石に達し 7またアコルの谷よりデビ

ルに上りて北におもむき河の南にあるアドミムの

坂に對するギルガルに向ひすすみてエンシメシの

水に達しエンロゲルにいたりて盡く 8又その境界

はベニヒンノムの谷に沿てヱブス人の地すなはち

ヱルサレムの南の脇に上りゆきヒンノムの谷の西

面に横はる山の嶺に上る是はレバイムの谷の北の

極處にあり 9而してその境界この山の嶺より延て

ネフトアの水の泉源にいたりエフロン山の邑々に

わたりその境昇延てバアラにいたる是すなはちキ

リアテヤリムなり 10その境界バアラより西の方

セイル山に環りヤリム山(すなはちケサロン)の北

の脇をへてベテシメシに下りテムナに沿て進み 11

エクロンの北の脇にわたり延てシツケロンに至り

バアラ山に進みヤブネルに達し海にいたりて盡く

12また西の境界は大海にいたりその濱をもて限と

すユダの子孫がその宗族にしたがひて獲たる地の

四方の境界は是のごとし 13ヨシユアそのヱホバ

に命ぜられしごとくヱフンネの子カレブにユダの

子孫の中にてキリアテアルバすなはちヘブロンを

與へてその分となさしむ 14アルバはアナクの父

なりカレブかしこよりアナクの子三人を逐はらへ

り是すなはちアナクより出たるセシヤイ、アヒマ

ンおよびタルマイなり 15而して彼かしこよりデ

ビルの民の所に攻上れりデビルの名は元はキリア

テセペルといふ 16カレブ言けらくキリアテセペ

ルを撃てこれを取る者には我女子アクサを妻に與

へんと 17ケナズの子にしてカレブの弟なるオテ

ニエルといふ者これを取ければカレブその女子ア

タサを之が妻に與へたり 18アクサ適く時田野を

その父に求むべきことをオテニエルに勸め遂にみ

づから驢馬より下れりカレブこれに何を望むやと

言ければ 19答へて言ふ我に粧奩を與へよ汝われ

を南の地に遣なれば水泉をも我に與へよと乃ち上

の泉と下の泉とをこれに與ふ 20ユダの子孫の支

派がその宗族にしたがひて獲たる產業は是のごと

し 21ユダの子孫の支派が南においてエドムの境

界の方に有るその遠き邑々は左のごとしカブジエ

ル、エデル、ヤグル 22キナ、デモナ、アダダ、

23ケデシ、ハゾル、イテナン、 24ジフ、テレム

、ベアロテ 25ハゾルハダツタ、ケリオテヘヅロ
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ンすなはちハゾル 26アマム、シマ、モラダ 27ハ

ザルガダ、ヘシモン、ベテパレテ 28ハザルシユ

アル、ベエルシバ、ビジヨテヤ 29バアラ、イヰ

ム、エゼム 30エルトラデ、ケシル、ホルマ 31チ

クラグ、マデマンナ、サンサンナ 32レバオテ、

シルヒム、アイン、リンモン、その邑あはせて二

十九ならびに之に屬る村々なり 33平野にてはエ

シタオル、ゾラ、アシナ 34ザノア、エンガンニ

ム、タップア、エナム 35ヤルムテ、アドラム、

シヨコ、アゼカ 36シヤアライム、アデタイム、

ゲデラ、ゲデロタイム合せて十四邑ならびに之に

屬る村々なり 37ゼナン、ハダシヤ、ミグダルガ

デ 38デラン、ミヅバ、ヨクテル 39ラキシ、ボヅ

カテ、エグロン 40カボン、ラマム、キリテシ 41

ゲデロテ、ベテダゴン、ナアマ、マツケダ合せて

十六邑ならびに之に屬る村々なり 42またリブナ

、エテル、アシヤン 43イフタ、アシナ、ネジブ

44ケイラ、アクジブ、マレシア合せて九邑ならび

に之に屬ける村々なり 45エクロンならびにその

郷里および村々なり 46エクロンより海まで凡て

アシドドの邊にある處々ならびに之につける村々

なり 47アシドドならびにその郷里および村々ガ

ザならびにその郷里および村々エジプトの河お

よび大海の濱にいたるまでの處々なり 48山地に

てはシヤミル、ヤツテル、シヨコ 49ダンナ、キ

リアテサンナすなはちデビル 50アナブ、エシテ

モ、アニム 51ゴセン、ホロン、ギロ、合せて十

一邑ならびに之に屬る村々なり 52アラブ、ドマ

、エシヤン 53ヤニム、ベテタツプア、アペカ 54

ホムタ、キリアテアルバすなはちヘブロン、デオ

ルあはせて九邑ならびに之につける村々なり 55

マオン、カルメル、ジフ、ユダ 56ヱズレル、ヨ

グテアム、ザノア 57カイン、ギベア、テムナあ

はぜて十邑ならびに之に屬る村々なり 58ハルホ

ル、ベテズル、ゲドル 59マアラテ、ベテアノテ

、エルテコンあはせて六邑ならびに之に屬る村々

なり 60キリアテバアルすなはちキリアテヤリム

およびラバあはせて二邑ならびに之につける村々

なり 61荒野にてはベテアラバ、ミデン、セカカ

62ニブシヤン鹽邑エングデあはせて六邑ならびに

之につける村々なり 63ヱルサレムの民ヱブス人

はユダの子孫これを逐はらふことを得ざりき是を

もてヱブス人は今日までユダの子孫とともにエル

サレムに住ぬ

16ヨセフの子孫が籤によりて獲たる地の境界は
ヱリコの邊なるヨルダンすなはちヱリコの東

の水の邊より起りてヱリコにかかり更に上りて山

地を過ぎベテルにいたりて荒野に沿ひ行き 2ベテ

ルよりルズにおもむきアルキ人の境界なるアタロ

テに進み 3また西の方ヤフレテ人の境界に下り下

ベテホロンの境界に及びゲゼルにまで達し海にい

たりて盡く 4かくヨセフの子孫マナセ及びエフラ

イムその產業を受たり 5エフライムの子孫がその

宗族にしたがひて獲たる地の境界は是のごとしそ

の產業の境界東はアタロテアダルにて上はベテホ

ロンに達し 6ミクメタの北より西におもむき東に

をれてタアナテシロにいたり之に沿てヤノアの東

を過ぎ 7ヤノアより下りてアタロテおよびナアラ

にいたりヱリコに達しヨルダンにいたりて盡き 8

タツプアよりして西に進みカナの河にまで達し海

にいたりて盡くエフライムの子孫の支派がその宗

族にしたがひて獲たる產業は是のごとし 9この外

にマナセの子孫の產業の中にてエフライムの子孫

に別ち與へし邑々ありエフライムの一切の邑およ

びその村々を得たり 10但しゲゼルに住るカナン

人をば逐はらはざりき是をもてカナン人は今日ま

でエフライムの中に住み僕となりて之に使役せら

る

17マナセの支派が籤によりて獲たる地は左のご
としマナセはヨセフの長子なりきマナセの長

子にしてギレアデの父なるマキルは軍人なるが故

にギレアデとバシヤンを獲たり 2此餘のマナセの

子等即ちアビエゼルの子孫ヘレクの子孫アスリエ

ルの子孫シケムの子孫へペルの子孫セミダの子孫

などもその宗族にしたがひて獲る所ありき是等は

ヨセフの子マナセが男の子にしてその宗族に循ひ

て言るなり 3マナセの子マキルその子ギレアデそ

の子へペルその子なるゼロペハデといふ者は女の

子のみありて男の子あらざりきその女の子の名は

マヘラ、ノア、ホグラ、ミルカ、テルザといふ 4

彼等祭司エレアザル、ヌンの子ヨシユアおよび長

等の前に進み出て言けらく我らの兄弟の中にて我

らにも產業を與へよとヱホバ、モーセに命じおき

たまへりヨシユアすなはちヱホバの命にしたがひ

て彼らの父の兄弟の中にて彼らにも產業を與ふ 5

マナセはヨルダンの彼旁にてギレアデおよびバシ

ヤンの地の外になほ十部の地を獲たり 6是はマナ

セの女の子等もその男の子等の中にて產業を獲た
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ればなりギレアデの地はマナセのその餘の子等に

屬す 7マナセの境界はアセルよりシケムの前なる

ミクメタテに及び右におもむきてエンタツプアの

民に達す 8タツプアの地はマナセに屬す但しマナ

セの境界にあるタツプアはエフライムの子孫に屬

す 9またその境界カナの河に下りてその河の南に

至る是等の邑はマナセの邑々の中にありてエフラ

イムに屬すマナセの境界はその河の北にあり海に

いたりて盡く 10その南の方はエフライムに屬し

北の方はマナセに屬し海これらの境界を成すマナ

セは北はアセルに達し東はイツサカルに達す 11

イツサカルおよびアセルの中にてマナセはベテシ

ヤンとその郷里イブレアムとその郷里ドルの民と

その郷里およびエンドルの民とその郷里タアナク

の民とその郷里メギドンの民とその郷里など合せ

て三の高處を有り 12但しマナセの子孫は是らの

邑の民を逐はらふことを得ざりければカナン人こ

の地に固く住ひをりしが 13イスラエルの子孫強

くなるに及びてカナン人を使役し之を盡く逐こと

はせざりき 14茲にヨセフの子孫ヨシユアに語り

て言けるはヱホバ今まで我を祝福たまひて我は大

なる民となりけるに汝わが產業にとて只一の籤一

の分のみを我に與へしは何ぞや 15ヨシユアかれ

らに言けるは汝もし大なる民となりしならば林に

上りゆきて彼處なるペリジ人およびレバイム人の

地を自ら斬ひらくべしエフライムの山地は汝には

狭しと言ばなり 16ヨセフの子孫言けるは山地は

我らには足ずかつ又谷の地にをるカナン人はベテ

シヤンとその郷里にをる者もヱズレルの谷にをる

者も凡て鐵の戰車を有り 17ヨシユアかさねてヨ

セフの家すなはちエフライムとマナセに語りて言

ふ汝は大なる民にして大なる力あり然れば只一籤

のみを取てをる可らず 18山地をも汝の有とすべ

し是は林なれども汝これを斬ひらきてその極處を

獲べしカナン人は鐵の戰車を有をりかつ強くあれ

ども汝これを逐はらふことを得ん

18かくてイスラエルの子孫の會衆ことごとくシ
ロに集り集會の幕屋をかしこに立つその地は

已に彼らに歸服ぬ 2この時なほイスラエルの子孫

の中に未だその產業を分ち取ざる支派七のこりゐ

ければ 3ヨシユア、イスラエルの子孫に言けるは

汝らは汝らの先祖の神ヱホバの汝らに與へたまひ

し地を取に往くことを何時まで怠りをるや 4汝ら

支派ごとに三人づつを擧よ我これを遣さん彼らは

起てその地を歩きめぐりその產業にしたがひて之

を描き寫して我に歸るべし 5彼らその地を分ちて

七分となすべしユダは南にてその境界の内にをり

ヨセフの家は北にてその境界の内にをるべし 6汝

らその地を描き寫して七分となし此にわが許に持

きたれ我ここにて我等の神ヱホバの前になんぢら

の爲に籤を掣ん 7レビ人は汝らの中に何の分をも

有ずヱホバの祭司となることをもて其產業とす又

ガド、ルベンおよびマナセの支派の半はヨルダン

の彼旁東の方にて已にその產業を受たり是ヱホバ

の僕モーセの之に與へし者なりと 8その人々すな

はち起て往り其地を描き寫さんとて出ゆける此者

等にヨシユア命じて云ふ汝等ゆきてその地を歩き

めぐり之を描き寫して我に歸りきたれ我シロにて

此にヱホバの前にて汝らのために籤を掣んと 9そ

の人々ゆきてその地を經めぐり邑にしたがひて之

を七分となして書に描き寫しシロの營に歸りてヨ

シユアに詣りければ 10ヨシユア、シロにて彼ら

のためにヱホバの前に籤を掣り而してヨシユア彼

所にてイスラエルの子孫の區分にしたがひて其地

を分ち與へたり 11まづベニヤミンの子孫の支派

のためにその宗族にしたがひて籤を掣りその籤に

よりて獲たる地の境界はユダの子孫とヨセフの子

孫の間にわたる 12即ちその北の方の境界はヨル

ダンよりしてヱリコの北の脇に上り西の山地を逾

てまた上りベテアベンの荒野にいたりて盡く 13

彼處よりその境界ルズに進みルズの南の脇にいた

るルズはベテルなり而して其境界下ベテホロンの

南に横たはる山に沿てアタロテアダルに下り 14

延て西の方にて南に曲りベテホロンの南面に横は

るところの山より進みユダの子孫の邑キリアテバ

アル即ちキリアテヤリムにいたりて盡くその西の

境界は是のごとし 15またその南の方はキリアテ

ヤリムの極處よりして西におもむきてネフトアの

水の源にいたり 16レバイムの谷の中の北の方に

てベニヒンノムの谷の前に横たはる所の山の極處

に下り其處よりしてヒンノムの谷に下りてヱブス

人の南の脇にいたりエンロゲルに下り 17北に延

てエンシメシにおもむきアドミムの阪に對へるゲ

リロテにおもむきルベン人、ボハンの石まで下り

18北の方にてアラバに對する處にわたりてアラバ

に下り 19ベテホグラの北の脇にわたりヨルダン

の南の極にて鹽海の北の入海にいたりて盡くその

南の境界は是のごとし 20東の方にてはヨルダン
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その境界となる是すなはちベニヤミンの子孫がそ

の宗族にしたがひて獲たる產業の周圍の境界なり

21ベニヤミンの子孫の支派がその宗族にしたがひ

て獲たる邑々はヱリコ、ベテホグラ、エメクケジ

ツ 22ベテアラバ、ゼマライム、ベテル 23アビム

、パラ、オフラ 24ケパルアンモン、オフニ、ケ

バの十二邑ならびに之に屬る村々なり 25ギベオ

ン、ラマ、ベエロテ 26ミヅパ、ケピラ、モザ 27

レケム、イルピエル、タララ、 28ゼラ、エレフ

、ヱブスすなはちエルサレム、ギベア、キリアテ

の十四邑ならびに之につける村々是なりベニヤ

ミンの子孫がその宗族にしたがひて獲たる產業は

是のごとし

19次にシメオンのため即ちシメオン子孫の支派
のためにその宗族にしたがひて籤を掣りその

產業ばユダの子孫の產業の中にあり 2その有る產

業はベエルシバ即ちシバ、モラダ 3ハザルシユア

ル、バラ、エゼム 4エルトラデ、ベトル、ホルマ

5チクラグ、ベテマルカボテ、ハザルスサ 6ベテ

レバオテ、シヤルヘンの十三邑並びに之につける

村々 7およびアイン、リンモン、エテル、アシヤ

ンの四邑ならびに之につける村々 8および此邑々

の周圍にありてバアラテベエルすなはち南のラマ

までに至るところの一切の村々等なりシメオンの

子孫の支派がその宗族にしたがひて獲たる產業は

是のごとし 9シメオンの子孫の產業はユダの子孫

の分の中より出づ是ユダの子孫の分自分のために

は多かりしに因てシメオンの子孫のおのれの產業

を彼らの產業の中に獲たるなり 10第三にゼブル

ンの子孫のために其宗族にしたがひて籤を掣り其

產業の境界はサリデに及び 11また西に上りてマ

ララに至りダバセテに達しヨグネアムの前なる河

に達し 12サリデよりして東の方日のいづる方に

まがりてキスロテタボルの境界にいたりタベラに

出でヤピアに上り 13彼處より東の方ガテヘペル

にわたりてイツタカジンにいたりネアまで廣がる

ところのリンモンに至りて盡き 14また北にまは

りてハンナトンにいたりイフタエルの谷にいたり

て盡く 15カツタテ、ナハラル、シムロン、イダ

ラ、ベテレヘムなどの十二邑ならびに之につける

村々あり 16ゼブルンの子孫がその宗族にしたが

ひて獲たる產業およびその邑と村とは是のごとし

17第四にイツサカルすなはちイツサカルの子孫の

ためにその宗族にしたがひて籤を掣り 18その境

界の包括る處はヱズレル、ケスロテ、シユネム 19

ハパライム、シオン、アナハラテ 20ラビテ、キ

シン、エベツ 21レメテ、エンガンニム、エンハ

ダ、ベテパツゼズなどなり 22その境界タボル、

シヤハヂマおよびベテシメシに達しその境界ヨル

ダンにいたりて盡く其邑あはせて十六また之につ

ける村々あり 23イツサカルの子孫の支派が其宗

族にしたがひて獲たる產業および其邑々村々は是

の如し 24第五にアセルの子孫の支派のために其

宗族にしたがひて籤を掣り 25其境界の内はヘル

カテ、ハリ、ベテン、アクサフ 26アランメレク

、アマデ、ミシヤルなり其境界西の方カルメルに

達しまたシホルリブナテに達し 27日の出る方に

折てベテダゴンにいたりゼブルンに達し北の方イ

フタヱルの谷のベテエメク及びネイエルに達し左

してカブルに出で 28エプロン、レホブ、ハンモ

ン、カナにわたりて大シドンにまでいたり 29ラ

マに旋りツロの城に及びまたホサに旋りアクジブ

の邊にて海にいたりて盡く 30またウンマ、アベ

クおよびレホブありその邑あはせて二十二また之

につける村々あり 31アセルの子孫の支派がその

宗族にしたがひて獲たる產業およびその邑々村々

は是のごとし 32第六にナフタリの子孫のために

ナフタリの子孫の宗族にしたがひて籤を掣り 33

その境界はヘレフより即ちザアナイムの樫の樹よ

り起りアダミネケブおよびヤブニエルを經てラク

ムにいたりヨルダンにいたりて盡く 34而して其

境界西に旋りてアズノテタボルにいたり彼處より

ホツコクに出で南はゼブルンに達し西はアセルに

達し日の出る方はヨルダンの邊にてユダに達す 35

その堅固たる邑々はヂデム、ゼル、ハンマテ、ラ

ツカテ、キンネレテ 36アダマ、ラマ、ハゾル 37

ケデシ、エデレイ、エンハゾル 38イロン、ミグ

ダルエル、ホレム、ベテアナテ、ベテシメシなど

合せて十九邑亦これにつける村々あり 39ナフタ

リの子孫の支派がその宗族にしたがひて獲たる產

業およびその邑々村々は是のごとし 40第七にダ

ンの子孫の支派のためにその宗族にしたがひて籤

を掣り 41その產業の境界の内はゾラ、エシタオ

ル、イルシメシ 42シヤラビム、アヤロン、イテ

ラ 43エロン、テムナ、エクロン 44エルテケ、ギ

ベトン、バアラテ 45ヱホデ、ベネベラク、ガテ

リンモン 46メヤルコン、ラツコン、ヨツパと相

對ふ地などなり 47但しダンの子孫の境界は初よ
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りは廣くなれり其はダンの子孫上りゆきてライシ

を攻取り刃をもちてこれを撃ほろぼし之を獲て其

處に住たればなり而してその先祖ダンの名にした

がびてライシをダンと名けたり 48ダンの子孫の

支派がその宗族にしたがひて獲たる產業およびそ

の邑々村々は是のごとし 49かく境界を畫りて產

業の地を與ふることを終ぬ而してイスラエルの子

孫おのれの中にてヌンの子ヨシユアに產業を與へ

たり 50すなはちヱホバの命にしたがひて彼にそ

の求むる邑を與ふエフライムの山地なるテムナテ

セラ是なり彼その邑を建なほして其處に住む 51

祭司エレアザル、ヌンの子ヨシユアおよびイスラ

エルの子孫の支派の族長等がシロにおいて集會の

幕屋の門にてヱホバの前に籤をもて分與へし產業

は是のごとし斯地を分つことを終たり

20茲にヱホバ、ヨシユアに告て言たまひけるは
2汝イスラエルの子孫に告て言へ汝等モーセ

によりて我が汝らに語りおきし逃遁の邑を擇び定

め 3誤りて知ずに人を殺せる者を其處に逃れしめ

よ是は汝らが仇打する者を避て逃るべき處なり 4

斯る者は是等の邑の一に逃れゆき邑の門の入口に

立てその邑の長老等の耳にその事情を述べし然る

時は彼ら之をその邑に受いれ處を與へて己の中に

住しむべし 5假令仇打する者追ゆくとも彼らその

人を殺せる者を之が手に交すべからず其は彼知ず

して人を殺せるにて素より之を惡みをりしに非れ

ばなり 6その人は會衆の前に立て審判を受るまで

其時の祭司の長の死る迄その邑に住をるべし然る

後その人を殺せる者己の邑に歸り往てその家にい

たり己が逃いでし邑に住むべし 7爰にナフタリの

山地なるガリラヤのケデシ、エフライムの山地な

るシケムおよびユダの山地なるキリアテアルバ

(すなはちヘブロン)を之がために分ち 8またヨル

ダンの彼旁ヱリコの東の方にてはルベンの支派の

中より平地なる荒野のベゼルを擇び定めガドの支

派の中よりギレアデのラモテを擇び定めマナセの

支派の中よりバシヤンのゴランを擇び定めたり 9

是すなはちイスラエルの一切の子孫および之が中

に寄寓をる他國人のために設けたる邑々にして凡

て人を誤まり殺せる者を此に逃れしめ其會衆の前

に立ざる中に仇打の手に死るがごときことなから

しめんためなり

21茲にレビの族長等來りて祭司ヱレアザル、ヌ
ンの子ヨシユアおよびイスラエルの子孫の支

派の族長等の許にいたり 2カナンの地シロにおい

て之に語りて言ふヱホバかつて我らに住べき邑々

を與ふることおよびその郊地を我らの家畜のため

に與ふる事をモーセによりて命じおきたまへりと

3イスラエルの子孫すなはちヱホバの命にしたが

ひて自己の產業の中より左の邑々とその郊地とを

レビ人に與ふ 4先コハテ人の宗族のために籤を掣

り祭司アロンの子孫たるレビ人籤によりてユダの

支派の中シメオンの支派の中およびベニヤミンの

支派の中より十三の邑を獲 5その餘のコハテの子

孫は籤によりてエフライムの支派の宗族の中ダン

の支派の中マナセの支派の半の中より十の邑を獲

たり 6またゲシヨンの子孫は籤によりてイツサカ

ルの支派の宗族の中アセルの支派の中ナフタリの

支派の中およびバシヤンにあるマナセの支派の半

の中より十三の邑を獲たり 7またメラリの子孫は

其宗族にしたがひてルベンの支派の中ガドの支派

の中およびゼブルンの支派の中より十二の邑を獲

たり 8イスラエルの子孫ヱホバのモーセによりて

命じたまひし所にしたがひて此の邑々とその郊地

とを籤によりてレビ人に與ふ 9即ち先ユダの子孫

の支派の中およびシメオンの子孫の支派の中より

左に名を擧たる邑々を與ふ 10是はレビの子孫コ

ハテ人の宗族なるアロンの子孫に歸す其は彼ら第

一の籤にあたりたればなり 11即ちユダの山地な

るキリアテアルバ即ちヘブロンおよびその周圍の

郊地をこれに與ふ此アルバはアナクの父なりき 12

その邑の田野およびその村々はこれをエフンネの

子カレブに與へて所有となさしむ 13祭司アロン

の子孫に與へし者は即ち人を殺し者の逃るべき邑

なるヘブロンとその郊地リブナとその郊地 14ヤ

ツテルとその郊地エシテモアとその郊地 15ホロ

ンとその郊地デビルとその郊地 16アインとその

郊地ユツタとその郊地ベテシメシとその郊地此九

の邑は此ふたつの支派の中より分ちしものなり 17

またベニヤミンの支派の中よりギベオンとその郊

地ゲバとその郊地 18アナトテとその郊地アルモ

ンとその郊地など四の邑をあたへたり 19アロン

の子孫たる祭司等の邑は合せて十三邑又之につけ

る郊地あり 20この他のコハテの子孫なるレビ人

の宗族籤によりてエフライムの支派の中より邑を

獲たり 21即ち之に與へしは人を殺せる者の逃る

べき邑なるエフライムの山地のシケムとその郊地

およびゲゼルとその郊地 22キブザイムとその郊
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地ベテホロンとその郊地など四の邑なり 23又ダ

ンの支派の中より分ちて與へし者はエルテケとそ

の郊地ギベトンとその郊地 24アヤロンとその郊

地ガテリンモンとその郊地など四の邑なり 25又

マナセの支派の半の中より分ちて與へし者はタア

ナクとその郊地ガテリンモンとその郊地など二の

邑なり 26外のコハテの子孫の宗族の邑は合せて

十また之につける郊地あり 27ゲルシヨンの子孫

たるレビ人の宗族に與へし者はマナセの支派の半

の中よりは人を殺せる者の逃るべき邑なるバシヤ

ンのゴランとその郊地およびベエシテラとその郊

地など二の邑なり 28イツサカルの支派の中より

はキシオンとその郊地ダベラとその郊地 29ヤル

ムテとその郊地エンガンニムとその郊地など四の

邑なり 30アセルの支派の中よりはミシヤルとそ

の郊地アブドンとその郊地 31ヘルカテとその郊

地レホブとその郊地など四の邑なり 32ナフタリ

の支派の中よりは人を殺せる者の逃るべき邑なる

ガリラヤのケデシとその郊地およだハンモテドル

とその郊地カルタンとその郊地など三の邑なり 33

ゲルシヨン人がその宗族にしたがひて獲たる邑は

合せて十三邑にして又これに屬る郊地あり 34こ

の餘のレビ人なるメラリの子孫の宗族に與へし者

はゼブルンの支派の中よりはヨクネアムと其郊地

カルタとその郊地 35デムナとその郊地ナハラル

とその郊地など四の邑なり 36ルベンの支派の中

よりはべゼルとその郊地ヤハヅとその郊地 37ケ

デモテとその郊地メバアテとその郊地など四の邑

なり 38ガドの支派の中よりは人を殺せる者の逃

るべき邑なるギレアデのラモテとその郊地および

マハナイムとその郊地 39ヘシボンとその郊地ヤ

ゼルとその郊地など合せて四の邑 40是みな外の

レビ人なるメラリの子孫がその宗族にしたがひて

獲たる邑々なり其籤によりて獲たる邑は合せて十

二 41イスラエルの子孫の所有の中にレビ人が有

る邑々は合せて四十八邑又之につける郊地あり 42

この邑々は各々その周圍に郊地あり此邑々みな然

り 43かくヱホバ、イスラエルに與へんとその先

祖等に誓ひたまひし地をことごとく與へたまひけ

れば彼ら之を獲て其處に住り 44ヱホバ凡てその

先祖等に誓ひたまひし如く四方におて彼らに安息

を賜へり其すべての敵の中に一人も之に當ること

を得る者なかりきヱホバかれらの敵をことごとく

その手に付したまへり 45ヱホバがイスラエルの

家に語りたまひし善事は一だに缺ずして悉くみな

來りぬ

22茲にヨシユア、ルベン人ガド人およびマナセ
の支派の半を召て 2これに言けるは汝らはヱ

ホバの僕モーセが汝らに命ぜし所をことごとく守

り又わが汝らに命ぜし一切の事において我言に聽

したがへり 3汝らは今日まで日ひさしく汝らの兄

弟を離れずして汝らの神ヱホバの命令の言を守り

來り 4今は已に汝らの神ヱホバなんぢらの兄弟に

向に宣まひし如く安息を賜ふに至れり然ば汝ら身

を轉らしヱホバの僕モーセが汝らに與へしヨルダ

ンの彼方なる汝等の產業の地に歸りて自己の天幕

にゆけ 5只ヱホバの僕モーセが汝らに命じおきし

誡命と律法とを善く謹しみて行ひ汝らの神ヱホバ

を愛しその一切の途に歩みその命令を守りて之に

附したがひ心を盡し精神を盡して之に事ふべしと

6かくてヨシユア彼らを祝して去しめければ彼ら

はその天幕に往り 7マナセの支派の半にはモーセ

、バシヤンにて產業を與へおけりその他の半には

ヨシユア、ヨルダンの此旁西の方にてその兄弟等

の中に產業を與ふヨシユア彼らをその天幕に歸し

遣るに當りて之を祝し 8之に告て言けるは汝ら衆

多の貨財夥多しき家畜金銀銅鐵および夥多しき衣

服をもちて汝らの天幕に歸り汝らの敵より獲たる

その物を汝らの兄弟の中に分つべしと 9爰にルベ

ンの子孫ガドの子孫およびマナセの支派の半はヱ

ホバのモーセによりて命じ給ひし所に循ひて己の

所有の地すなはち已に獲たるギレアデの地に往ん

とてカナンの地のシロよりしてイスラエルの子孫

に別れて歸りけるが 10ルベンの子孫ガドの子孫

およびマナセの支派の半カナンの地のヨルダンの

岸邊にいたるにおよびて彼處にてヨルダンの傍に

一の壇を築けりその壇は大にして遥に見えわたる

11イスラエルの子孫はルベンの子孫ガドの子孫お

よびマナセの支派の半カナンの地の前の部にてヨ

ルダンの岸邊イスラエルの子孫に屬する方にて一

の壇を築けりと言を聞り 12イスラエルの子孫こ

れを聞と斉しくイスラエルの子孫の會衆ことごと

くシロに集まりて彼らの所に攻のぼらんとす 13

イスラエルの子孫すなはち祭司エレアザルの子ピ

ハネスをギレアデの地に遣はしてルベンの子孫ガ

ドの子孫およびマナセの支派の半の所に至らしめ

14イスラエルの各々の支派の中より父祖の家の牧

伯一人づつを擧て合せて十人の牧伯を之に伴なは
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しむ是みなイスラエルの家族の中にて父祖の家の

長たる者なりき 15彼らギレアデの地に往きルベ

ンの子孫ガドの子孫およびマナセの支派の半にい

たりて之に語りて言けらく 16ヱホバの全會衆か

く言ふ汝らイスラエルの神にむかひて愆を犯し今

日すでに翻へりてヱホバに從がはざらんとし即ち

己のために一の壇を築きて今日ヱホバに叛かんと

するは何事ぞや 17ベオルの罪われらに足ざらん

や之がためにヱホバの會衆に災禍くだりたりしか

ども我ら今日までも尚身を潔めてその罪を棄ざる

なり 18然るに汝らは今日ひるがへりてヱホバに

從がはざらんとするや汝ら今日ヱホバに叛けば明

日はヱホバ、イスラエルの全會衆を怒りたまふべ

し 19然ながら汝らの所有の地もし潔からずばヱ

ホバの幕屋のたてるヱホバの產業の地に濟り來て

我らの中にて所有を獲よ惟われらの神ヱホバの壇

の外に壇を築きてヱホバに叛く勿れまた我らに悖

るなかれ 20ゼラの子アカン詛はれし物につきて

愆を犯しつひにイスラエルの全會衆に震怒臨みし

にあらずや且また其罪にて滅亡し者は彼人ひとり

にはあらざりき 21ルベンの子孫ガドの子孫およ

びマナセの支派の半答へてイスラエルの宗族の長

等に言けるは 22諸の神の神ヱホバ諸の神の神ヱ

ホバ知しめすイスラエルも亦知んもし叛く事ある

ひはヱホバに罪を犯す事ならば汝今日我らを救ふ

なかれ 23我らが壇を築きし事もし翻がへりてヱ

ホバに從がはざらんが爲なるか又は其上に燔祭素

祭を献げんが爲なるか又はその上に酬恩祭の犠牲

を獻げんがためならばヱホバみづからその罪を問

討したまへ 24我等は遠き慮をもて故に斯なした

るなり即ち思ひけらく後の日にいたりて汝らの子

孫われらの子孫に語りて言ならん汝らはイスラエ

ルの神ヱホバと何の關係あらんや 25ルベンの子

孫およびガドの子孫よヱホバ我らと汝らの間にヨ

ルダンを界となしたまへり汝らはヱホバの中に分

なしと斯いひてなんぢらの子孫われらの子孫とし

てヱホバを畏るることを息しめんと 26是故に我

ら言けらく我らいま一の壇を我らのために築かん

と是燔祭のために非ずまた犠牲のために非ず 27

惟し之をして我らと汝らの間および我らの後の子

孫の間に證とならしめて我ら燔祭犠牲および酬恩

祭をもてヱホバの前にその職務をなさんがためな

り然せば汝らの子孫後の日いたりて我らの子孫に

汝らはヱホバの中に分なしと言こと無らん 28是

をもて我ら言り彼らが我らまたは後の日に我らの

子孫に然いはばその時我ら言ん我らの父祖の築き

たりしヱホバの壇の模形を見よ是は燔祭のために

も非ずまた犠牲のためにもあらず我らと汝らとの

間の證なり 29ヱホバに叛き翻へりて今日ヱホバ

に從がふことを息め我らの神ヱホバの幕屋の前に

あるその祭壇の外に燔祭素祭犠牲などのために壇

を築くことは我らの絶て爲ざる所なり 30祭司ピ

ネハスおよび會衆の長等即ち彼とともなるイスラ

エルの宗族の首等はルベンの子孫ガドの子孫およ

びマナセの子孫が述たる言を聞て善とせり 31祭

司エレアザルの子ピネハスすなはちルベンの子孫

ガドの子孫およびマナセの子孫に言けるは我ら今

日ヱホバの我らの中に在すを知る其は汝らヱホバ

にむかひて此愆を犯さざればなり今なんぢらはイ

スラエルの子孫をヱホバの手より救ひいだせりと

32祭司エレアザルの子ピネハスおよび牧伯等すな

はちルベンの子孫およびガドの子孫に別れてギレ

アデの地よりカナンの地に歸りイスラエルの子孫

にいたりて復命しけるに 33イスラエルの子孫こ

れを善とせり而してイスラエルの子孫神を讃めル

ベンの子孫およびガドの子孫の住をる國を滅ぼし

に攻上らんと重ねて言ざりき 34ルベンの子孫お

よびガドの子孫その壇をエド(證)と名けて云ふ是

は我らの間にありてヱホバは神にいますとの證を

なす者なりと

23ヱホバ、イスラエルの四方の敵をことごとく
除きて安息をイスラエルに賜ひてより久しき

後すなはちヨシユア年邁みて老たる後 2ヨシユア

一切のイスラエル人すなはち其長老首領裁判人官

吏などを招きよせて之に言けるは 3我は年すすみ

て老ゆ汝らは已に汝らの神ヱホバが汝らのために

此もろもろの國人に行ひたまひし事を盡く見たり

即ち汝らの神ヱホバみづから汝らのために戰ひた

まへり 4視よ我ヨルダンより日の入る方大海まで

の此もろもろの漏のこれる國々および已に滅ぼし

たる一切の國々を籤にて汝らに分ちて汝らの支派

の產業となさしめたり 5汝らの神ヱホバみづから

汝らの前よりその國民を打攘ひ汝らの目の前より

これを逐はらひたまはん而して汝らは汝らの神ヱ

ホバの汝らに宣まひしごとく之が地を獲にいたる

べし 6然ば汝ら勵みてモーセの律法の書に記され

たる所を盡く守り行なへ之を離れて右にも左にも

曲るなかれ 7汝らの中間に遺りをる是等の國人の
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中に往なかれ彼らの神の名を唱ふるなかれ之を指

て誓はしむる勿れ又これに事へこれを拝むなかれ

8惟今日まで爲たるごとく汝らの神ヱホバに附し

たがへ 9それヱホバは大にして且強き國民を汝ら

の前より逐はらひたまへり汝らには今日まで當る

ことを得る人一箇もあらざりき 10汝らの一人は

千人を逐ことを得ん其は汝らの神ヱホバ汝らに宣

まひしごとく自ら汝らのために戰ひたまへばなり

11然ば汝ら自ら善く愼しみて汝らの神ヱホバを愛

せよ 12然らずして汝ら若後もどりしつつ是等の

國人の漏のこりて汝らの中間に止まる者等と親し

くなり之と婚姻をなして互に相往來しなば 13汝

ら確く知れ汝らの神ヱホバかさねて是等の國人を

汝らの目の前より逐はらひたまはじ彼ら反て汝ら

の羂となり罟となり汝らの脇に鞭となり汝らの目

に莿となりて汝ら遂に汝らの神ヱホバの汝らに賜

ひしこの美地より亡び絶ん 14視よ今日われは世

人の皆ゆく途を行んとす汝ら一心一念に善く知る

ならん汝らの神ヱホバの汝らにつきて宣まひし諸

の善事は一も缺る所なかりき皆なんぢらに臨みて

その中一も缺たる者なきなり 15汝らの神ヱホバ

の汝らに宣まひし諸の善事の汝らに臨みしごとく

ヱホバまた諸の惡き事を汝らに降して汝らの神ヱ

ホバの汝らに與へしこの美地より終に汝らを滅ぼ

し絶たまはん 16汝ら若なんぢらの神ヱホバの汝

らに命じたまひしその契約を犯し往て他神に事へ

てこれに身を鞠むるに於てはヱホバの震怒なんぢ

らに向ひて燃いでてなんぢらヱホバに與へられし

善地より迅速に亡びうせん

24茲にヨシユア、イスラエルの一切の支派をシ
ケムに集めイスラエルの長老首領裁判人官吏

などを招きよせて諸共に神の前に進みいで 2而し

てヨシユアすべての民に言けるはイスラヱルの神

ヱホバかく言たまふ汝らの遠祖すなはちアブラハ

ムの父たりナホルの父たりしテラのごときは在昔

河の彼旁に住て皆他神に事へたりしが 3我なんぢ

らの先祖アブラハムを河の彼旁より携へ出してカ

ナンの全地を導きてすぎその子孫を増んとして之

にイサクを與へたり 4而してイサクにヤコブとエ

サウを與へエサウにセイル山を與へて獲させたり

またヤコブとその子等はエジプトに下れり 5我モ

ーセおよびアロンを遣はしまた災禍をエジプトに

降せり我がその中に爲たる所の事のごとし而して

後われ汝らを導びき出せり 6我なんぢらの父をエ

ジプト入り導き出し汝ら海に至りしにエジプト人

戰車と騎兵とをもて汝らの後を追て紅海に來りけ

るが 7汝らの父等ヱホバに呼はりければヱホバ黑

暗を汝らとエジプト人との間に置き海を彼らの上

に傾むけて彼らを淹へり汝らは我がエジプトにて

爲たる事を目に觀たり斯て汝らは日ひさしく曠野

に住をれり 8我またヨルダンの彼旁にすめるアモ

リ人の地に汝らを携へいれたり彼ら汝らと戰ひけ

れば我かれらを汝らの手に付しかれらの地をなん

ぢらに獲しめ彼らを汝らの前より滅ぼし去り 9時

にモアブの王チツポルの子バラク起てイスラエル

に敵し人を遣はしてペオルの子バラムを招きて汝

らを詛はせんとしたりしが 10我バラムに聽こと

を爲ざりければ彼かへつて汝らを祝せり斯われ汝

らを彼の手より拯出せり 11而して汝らヨルダン

を濟りてヱリコに至りしにヱリコの人々すなはち

アモリ人ペリジ人カナン人ヘテ人ギルガシ人ヒビ

人ヱブス人等なんぢらに敵したりしが我かれらを

汝らの手に付せり 12われ黄蜂を汝らの前に遣は

して彼のアモリ人の王二人を汝らの前より逐はら

へり汝らの劍または汝らの弓を用ひて斯せしに非

ず 13而して我なんちらが勞せしに非ざる地を汝

らに與へ汝らが建たるに非ざる邑を汝らに與へた

り汝らは今その中に住をる汝らは亦己が作りたる

に非ざる葡萄園と橄欖園とにつきて食ふ 14然ば

汝らヱホバを畏れ赤心と眞實とをもて之に事へ汝

らの先祖が河の彼邊およびエジプトにて事へたる

神を除きてヱホバに事へよ 15汝ら若ヱホバに事

ふることを惡とせば汝らの先祖が河の彼邊にて事

へし神々にもあれ又は汝らが今をる地のアモリ人

の神々にもあれ汝らの事ふべき者を今日選べ但し

我と我家とは共にヱホバに事へん 16民こたへて

言けるはヱホバを棄て他神に事ふることは我等き

はめて爲じ 17其は我らの神ヱホバみづから我等

と我らの先祖とをエジプトの地奴隸の家より導き

上りかつ我らの目の前にかの大なる徴を行ひ我ら

が往し一切の路にて我らを守りまた我らが其中間

を通りし一切の民の中にて我らを守りたまひけれ

ばなり 18而してヱホバ此地に住をりしアモリ人

などいふ一切の民を我らの前より逐はらひたまへ

り然ば我らもヱホバに事へん彼は我らの神なれば

なり 19ヨシユア民に言けるは汝らはヱホバに事

ふること能はざらん其は彼は聖神また妬みたまふ

神にして汝らの罪愆を赦したまはざればなり 20



ヨシュア記175

汝ら若ヱホバを棄て他神に事へなば汝らに福祉を

降したまへる後にも亦ひるがへりて汝らに災禍を

降して汝らを滅ぼしたまはん 21民ヨシユアに言

けるは否我ら必らずヱホバに事ふべしと 22ヨシ

ユア民に向ひて汝らはヱホバを選びて之に事へん

といへりなんぢら自らその證人たりと言ければ皆

我らは證人なりと答ふ 23ヨシユアまた言り然ば

汝らの中にある異なる神を除きてイスラエルの神

ヱホバに汝らの心を傾むけよ 24民ヨシユアに言

けるは我らの神ヱホバに我らは事へ其聲に我らは

聽したがふべしと 25ヨシユアすなはち其日民と

契約を結びシケムにおいて法度と定規とを彼らの

ために設けたり 26ヨシユアこれらの言を神の律

法の書に書しるし大なる石をとり彼處にてヱホバ

の聖所の傍なる樫の樹の下に之を立て 27而して

ヨシユア一切の民に言けるは視よ此石われらの證

となるべし是はヱホバの我らに語りたまひし言を

ことごとく聞たればなり然ば汝らが己の神を棄る

こと無らんために此石なんぢらの證となるべしと

28かくてヨシユア民を各々その產業に歸しさらし

めたりき 29是らの事の後ヱホバの僕ヌンの子ヨ

シユア百十歳にして死り 30人衆これをその產業

の地の内にてテムナテセラに葬むれりテムナテセ

ラはエフライムの山地にてガアシ山の北にあり 31

イスラエルはヨシユアの世にある日の間またヱホ

バがイスラエルのために行ひたまひし諸の事を識

ゐてヨシユアの後に生存れる長老等の世にある日

の間つねにヱホバに事へたり 32イスラエルの子

孫のエジプトより携さへ上りしヨセフの骨を昔ヤ

コブが銀百枚をもてシケムの父ハモルの子等より

買たりしシケムの中なる一の地に葬れり是はヨセ

フの子孫の產業となりぬ 33アロンの子エレアザ

ルもまた死り人衆これを其子ピネハスがエフライ

ムの山地にて受たりし岡に葬れり
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士師記

1ヨシユアの死にたるのちイスラエルの子孫ヱ
ホバに問ひていひけるはわれらの中孰か先に

攻め登りてカナン人と戰ふべきや 2ヱホバいひた

まひけるはユダ上るべし視よ我此國を其の手に付

すと 3ユダその兄弟シメオンに言けるは我と共に

わが領地にのぼりてカナン人と戰へわれもまた偕

に汝の領地に往べしとここにおいてシメオンかれ

とともにゆけり 4ユダすなはち上りゆきけるにヱ

ホバその手にカナン人とペリジ人とを付したまひ

たればベゼクにて彼ら一萬人を殺し 5またベゼク

においてアドニベゼクにゆき逢ひこれと戰ひてカ

ナン人とペリジ人を殺せり 6しかるにアドニベゼ

ク逃れ去りしかばそのあとを追ひてこれを執へそ

の手足の巨擘を斫りはなちたれば 7アドニベゼク

いひけるは七十人の王たちかつてその手足の巨擘

を斫られて我が食几のしたに屑を拾へり神わが曾

て行ひしところをもてわれに報いたまへるなりと

衆之を曳てエルサレムに至りしが其處にしねり 8

ユダの子孫エルサレムを攻めてこれを取り刃をも

てこれを撃ち邑に火をかけたり 9かくてのちユダ

の子孫山と南方の方および平地に住めるカナン人

と戰はんとて下りしが 10ユダまづヘブロンに住

るカナン人を攻めてセシヤイ、アヒマンおよびタ

ルマイを殺せり〔ヘブロンの舊の名はキリアテア

ルバなり〕 11またそこより進みてデビルに住る

ものを攻む〔デビルの舊の名はキリアテセペルな

り〕 12時にカレブいひけるはキリアテセペルを

うちてこれを取るものにはわが女アクサをあたへ

て妻となさんと 13カレブの舍弟ケナズの子オテ

ニエルこれを取ければすなはちその女アクサをこ

れが妻にあたふ 14アクサ往くときおのれの父に

田圃を求めんことを夫にすすめたりしがつひにア

クサ驢馬より下りければカレブこれは何事ぞやと

いふに 15答へけるはわれに惠賜をあたへよなん

ぢ南の地をわれにあたへたればねがはくは源泉を

もわれにあたへよとここにおいてカレブ上の源泉

と下の源泉とをこれにあたふ 16モーセの外舅ケ

ニの子孫ユダの子孫と偕に棕櫚の邑よりアラドの

南なるユダの野にのぼり來りて民のうちに住居せ

り 17茲にユダその兄弟シメオンとともに往きて

ゼバテに住るカナン人を撃ちて盡くこれを滅ぼせ

り是をもてその邑の名をホルマと呼ぶ 18ユダま

たガザと其の境アシケロンとその境およびエクロ

ンとその境を取り 19ヱホバ、ユダとともに在し

たればかれつひに山地を手に入れたりしが谷に住

る民は鐵の戰車をもちたるが故にこれを逐出すこ

と能はざりき 20衆モーセのかつていひし如くヘ

ブロンをカレブに與ふカレブそのところよりアナ

クの三人の子をおひ出せり 21ベニヤミンの子孫

はエルサレムに住るエブス人を追出さざりしりか

ばエブス人は今日に至るまでベニヤミンの子孫と

ともにエルサレムに住ふ 22茲にヨセフの族また

ベテルをさして攻め上るヱホバこれと偕に在しき

23ヨセフの族すなはちベテルを窺察しむ〔此邑の

舊の名はルズなり〕 24その間者邑より人の出來

るを見てこれにいひけるは請ふわれらに邑の入口

を示せさらば汝に恩慈を施さんと 25彼邑の入口

を示したればすなはち刃をもて邑を撃てり然ど彼

の人と其家族をばみな縱ち遣りぬ 26その人ヘテ

人の地にゆき邑を建てルズと名けたり今日にいた

るまでこれを其名となす 27マナセはベテシヤン

とその村里の民タアナクとその村里の民ドルとそ

の村里の民イプレアムとその村里の民メギドンと

その村里の民を逐ひ出さざりきカナン人はなほそ

の地に住ひ居る 28イスラエルはその強なりしと

きカナン人をして貢を納れしめたりしが之を全く

追ひいだすことは爲ざりき 29エフライムはゲゼ

ルに住るカナン人を逐ひいださざりきカナン人は

ゲゼルにおいてかれらのうちに住み居たり 30ゼ

ブルンはまたキテロンの民およびナハラルの民を

逐ひいださざりきカナン人かれらのうちに住みて

貢ををさむるものとなりぬ 31アセルはアツコの

民およびシドン、アヘラブ、アクジブ、ヘルバ、

アピク、レホブの民を逐ひ出さざりき 32アセル

人は其地の民なるカナン人のうちに住み居たりそ

はこれを逐ひ出さざりしゆゑなり 33ナフタリは

ベテシメシの民およびベテアナテの民を逐ひ出さ

ずその地の民なるカナン人のうちに住み居たりベ

テシメシとベテアナテの民はつひにかれらに貢を

納むるものとなりぬ 34アモリ人ダンの子孫を山

におひこみ谷に下ることを得させざりき 35アモ

リ人はなほヘレス山アヤロン、シヤラビムに住ひ

居りしがヨセフの家の手力勝りたれば終に貢を納

むるものとなりぬ 36アモリ人の界はアクラビム

の阪よりセラを經て上に至れり
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2ヱホバの使者ギルガルよりボキムに上りてい
ひけるは我汝等をエジプトより上らしめわが

汝らの先祖に誓ひたる地に携へ來れりまた我いひ

けらくわれ汝らと締べる契約を絶てやぶることあ

らじ 2汝らはこの國の民と契約を締ぶべからずか

れらの祭壇を毀つべしとしかるに汝らはわが聲に

從はざりき汝ら如何なれば斯ることをなせしや 3

我またいひけらくわれ汝らの前より彼らを追ふべ

からずかれら反て汝等の肋を刺す荊棘とならんま

た彼らの神々は汝等の罟となるべし 4ヱホバの使

これらの言をイスラエルのすべての子孫に語しか

ば民聲をあげて哭ぬ 5故に其所の名をボキム（哭

者）と呼ぶかれら彼所にてヱホバに祭物を獻げた

り 6ヨシユア民を去しめたればイスラエルの子孫

おのおのその領地におもむきて地を獲たり 7ヨシ

ユアの世にありし間またヨシユアより後に生きの

こりたる長老等の世にありしあひだ民はヱホバに

事へたりこの長老等はヱホバのかつてイスラエル

のために成したまひし諸の大なる行爲を見しもの

なり 8ヱホバの僕ヌンの子ヨシユア百十歳にて死

り 9衆人エフライムの山のテムナテヘレスにある

かれらの產業の地においてガアシ山の北にこれを

葬れり 10かくてまたその時代のものことごとく

その先祖のもとにあつめられその後に至りて他の

時代おこりしが是はヱホバを識ずまたそのイスラ

エルのために爲したまひし行爲をも識ざりき 11

イスラエルの子孫ヱホバのまへに惡きことを作し

てバアリムにつかへ 12かつてエジプトの地より

かれらを出したまひしその先祖の神ヱホバを棄て

て他の神すなはちその四周なる國民の神にしたが

ひ之に跪づきてヱホバの怒を惹起せり 13即ちか

れらヱホバをすててバアルとアシタロテに事へた

れば 14ヱホバはげしくイスラエルを怒りたまひ

掠むるものの手にわたして之を掠めしめかつ四周

なるもろもろの敵の手にこれを賣たまひしかばか

れらふたたびその敵の前に立つことを得ざりき 15

かれらいづこに往くもヱホバの手これに災をなし

ぬ是はヱホバのいひたまひしごとくヱホバのこれ

に誓ひたまひしごとしここにおいてかれら惱むこ

と甚だしかりしが 16ヱホバ士師を立てたまひた

ればかれらこれを掠むるものの手よりすくひ出し

たり 17然るにかれらその士師にもしたがはず反

りて他の神を慕て之と淫をおこなひ之に跪き先祖

がヱホバの命令に從がひて歩みたることろの道を

頓に離れ去りてその如くには行はざりき 18かれ

らのためにヱホバ士師を立てたまひし時に方りて

はヱホバつねにその士師とともに在しその士師の

世に在る間はヱホバかれらを敵の手よりすくひ出

したまへり此はかれらおのれを虐げくるしむるも

のありしを呻きかなしめるによりてヱホバ之を哀

れみたまひたればなり 19されどその士師の死し

のちまた戻きて先祖よりも甚だしく邪曲を行ひ他

の神にしたがひてこれに事へ之に跪きておのれの

行爲を息めずその頑固なる路を離れざりき 20是

をもてヱホバはげしくイスラエルをいかりていひ

たまはく此民はわがかつてその列祖に命じたる契

約を犯し吾聲に從がはざるがゆゑに 21我もまた

いまよりはヨシユアがその死しときに存しおける

いづれの國民をもかれらのまへより逐ひはらはざ

るべし 22此は我イスラエルがその先祖の守りし

ごとくヱホバの道を守りてこれに歩むやいなやを

試みんがためなりと 23ヱホバはこれらの國民を

逐はらふことを速にせずして之を遺しおきてヨシ

ユアの手に付したまはざりしなり

3ヱホバが凡てカナンの諸の戰爭を知ざるイス
ラエルの者どもをこころみんとて遺しおきた

まへる國民は左のごとし 2〔こはただイスラエル

の代々の子孫特にいまだ戰爭を知ざるものにこれ

ををしへ知らしめんがためなり〕 3即ちペリシテ

人の五人の伯すべてのカナン人シドン人およびレ

バノン山に住みてバアルヘルモンの山よりハマテ

に入るところまでを占めたるヒビ人是なり 4これ

らをもてイスラエルをこころみかれらがヱホバの

モーセによりてその先祖に命じたまひし命令に遵

ふや否を可知りしなり 5イスラエルの子孫はカナ

ン人ヘテ人アモリ人 6ペリジ人ヒビ人エブス人の

うちに住みかれらの女を妻に娶りまたおのれの女

をかれらの子に與へかつかれらの神に事へたり 7

斯くイスラエルの子孫ヱホバのまへに惡をおこな

ひ己れの神なるヱホバをわすれてバアリムおよび

アシラに事へたり 8是においてヱホバはげしくイ

スラエルを怒りてこれをメソポタミヤの王クシヤ

ンリシヤタイムの手に賣り付したまひしかばイス

ラエルの子孫はおよそ八年のあひだクシヤンリシ

ヤタイムにつかへたり 9茲にイスラエルの子孫ヱ

ホバによばはりしかばヱホバはイスラエルの子孫

の爲にひとりの救者を起して之を救はしめ給ふす

なはちカレブの舍弟ケナズの子オテニエル是なり
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10ヱホバの靈オテニエルにのぞみたれば彼イスラ

エルを治め戰ひに出づヱホバ、メソポタミヤの王

クシヤンリシヤタイムをその手に付したまひたれ

ばオテニエルの手クシヤンリシヤタイムに勝こと

を得たり 11かくて國は四十年のあひだ太平なり

きケナズの子オテニエルつひに死り 12イスラエ

ルの子孫復ヱホバの眼のまへに惡をおこなふヱホ

バかれらがヱホバのまへに惡をおこなふによりて

モアブの王エグロンをつよくなしてイスラエルに

敵せしめたまへり 13エグロンすなはちアンモン

およびアマレクの子孫を招き聚め往きてイスラエ

ルを撃ち椶櫚の邑を取り 14ここにおいてイスラ

エルの子孫は十八年のあひだモアブの王エグロン

に事へたりしが 15イスラエルの子孫ヱホバに呼

はりけるときヱホバかれらの爲に一個の救者を起

したまふすなはちベニヤミン人ゲラの子なる左手

利捷のエホデ是なりイスラエルの子孫かれを以て

モアブの王エグロンに餽物せり 16エホデ長一キ

ユビトなる兩刃の劍を作らせこれを衣のしたに右

の股のあたりにおび 17餽物を齎してモアブの王

エグロンのもとに詣るエグロンは甚だ肥たる人な

りき 18さて餽物を獻ぐることをはりしかば彼餽

物を負ひ來りしものをかへし去らしめ 19自らは

ギルガルの傍なる石像の在る所より引き回してい

ひけるは王よ我爾に告ぐべき密事ありと王人拂を

命じたればその旁に立つものみな出で去りぬ 20

エホデすなはち王のところに入來れり時に王はひ

とり上なる涼殿に坐し居たりしがエホデ我神の命

に由りて爾に傳ふべきことありといひければ王す

なはち座より起に 21エホデ左の手を出し右の股

より劍を取りてその腹を刺せり 22抦もまた刃と

ともに入りたりしが脂肉刃を塞ぎて之を腹より拔

き出すことあたはずその鋒鋩うしろに出づ 23エ

ホデすなはち廊をとほりてその後に樓の戸を閉て

これを鎖せり 24その出でしのち王の僕來りて樓

の戸の鎖したるを見いひけるは王はかならず涼殿

の間に足を蔽ひ居るならんと 25僕ども耻るまで

に俟居たれど王樓の戸をひらかざれば鑰をとりて

之を開き見るにその君は地に仆れて死をる 26エ

ホデは彼等の猶豫ふ間に逃れて石像の在るところ

を過りセイラテに遁げゆけり 27かれ旣に至りエ

フライムの山に箛を吹きければイスラエルの子孫

これとともに山より下るエホデこれを導けり 28

かれ人衆にいひけるは我に續て來れヱホバ汝等の

敵モアブ人を汝等の手に付したまふなりここにお

いてかれらエホデにしたがひて下りモアブにおも

むくところのヨルダンの津を取りて一人も渡るこ

とを允さざりき 29そのとき彼らモアブ人およそ

一萬人を殺せり是皆肥太たる勇士なりそのうち一

人も脱れたるものなし 30モアブはその日イスラ

エルの手に服せり而して國は八十年の間太平なり

き 31エホデの後にアナテの子シヤムガルといふ

ものあり牛の策を以てペリシテ人六百人を殺せり

此人もまたイスラエルを救へり

4エホデの死たるのちイスラエルの子孫復ヱホ
バの目前に惡を行しかば 2ヱホバ、ハゾルにて

世を治むるカナンの王ヤビンの手に之を賣たまふ

ヤビンの軍勢の長はシセラといふ彼異邦人のハロ

セテに住居り 3鐵の戰車九百輌を有居て二十年の

間イスラエルの子孫を甚だしく虐げしかばイスラ

エルの子孫ヱホバに呼はれり 4當時ラピドテの妻

なる預言者デボラ、イスラエルの士師なりき 5彼

エフライムの山のラマとベテルの間に在るデボラ

の棕櫚の樹の下に坐せりイスラエルの子孫はその

許に上りて審判を受く 6デボラ人をつかはしてケ

デシ、ナフタリよりアビノアムの子バラクを招き

これにいひけるはイスラエルの神ヱホバ汝に斯く

命じたまふにあらずやいはく汝ナフタリの子孫と

ゼブルンの子孫とを一萬人ひきゐゆきてタボル山

におもむけ 7我ヤビンの軍勢の長シセラおよびそ

の戰車とその群衆とをキシオン河に引き寄せて汝

のもとに至らせ之を汝の手に付すべし 8バラク之

にいひけるは汝もし我とともにゆかば我往べし然

ど汝もし我とともに行ずば我行ざるべし 9デボラ

いひけるは我かならず汝とともに往くべし然ど汝

は今往くところの途にては榮譽を得ることなから

んヱホバ婦人の手にシセラを賣りたまふべければ

なりとデボラすなはち起ちてバラクと共にケデシ

に往けり 10バラク、ゼブルンとナフタリをケデ

シに招き一萬人を從へて上るデボラもまた之とと

もに上れり 11ここにケニ人ヘベルといふ者あり

彼はモーセの外舅ホバブの裔なるがケニを離れて

ケデシの邊なるザアナイムの橡の樹のかたはらに

その天幕を張り居たり 12衆アビノアムの子バラ

クがタボル山に上れるよしをシセラに告げたりけ

れば 13シセラそのすべての戰車すなはち鐵の戰

車九百輌およびおのれとともに在るすべての民を

異邦人のハロセテよりキシオン河に招き集へたり
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14デボラ、バラクにいひけるは起よ是ヱホバがシ

セラを汝の手に付したまふ日なりヱホバ汝に先き

立ちて出でたまひしにあらずやとバラクすなはち

一萬人をしたがへてタボル山より下る 15ヱホバ

刃をもてシセラとその諸の戰車およびその全軍を

バラクの前に打敗りたまひたればシセラ戰車より

飛び下り徒歩になりて遁れ走れり 16バラク戰車

と軍勢とを追ひ撃て異邦人のハロセテに至れりシ

セラの軍勢は悉く刃にたふれて殘れるもの一人も

なかりしが 17シセラは徒歩にて奔りケニ人ヘベ

ルの妻ヤエルの天幕に來れり是はハゾルの王ヤビ

ンとケニ人ヘベルの家とは互ひに睦じかりしゆゑ

なり 18ヤエル出來りてシセラを迎へ之にいひけ

るは來れわが主よ入り來れ怖るるなかれとシセラ

その天幕に入たればヤエル被をもてこれを覆へり

19シセラ之にいひけるはねがはくは少しの水をわ

れに飮ませよ我渇けりとヤエルすなはち乳嚢を啓

きて之に飮ませまた之を覆へり 20シセラまた之

にいひけるは天幕の門邊に立て居れもし人來り汝

にとふて誰かここに居るやといはば否と答ふべし

と 21彼疲れて熟睡せしかばヘベルの妻ヤエル天

幕の釘子を取り手に鎚を携へてそのかたはらに忍

び寄り鬢のあたりに釘子をうちこみて地に刺し通

したればシセラすなはち死たり 22バラク、シセ

ラを追ひ來りしときヤエル之を出むかへていひけ

るは來れ我汝の索るところの人を示さんとかれそ

のところに入て見にシセラ鬢のあたりに釘子うた

れて死たふれをる 23その日に神カナンの王ヤビ

ンをイスラエルの子孫のまへに打敗りたまへり 24

かくてイスラエルの子孫の手ますます強くなりて

カナンの王ヤビンに勝ちつひにカナンの王ヤビン

を亡ぼすに至れり

5その日デボラとアビノアムの子バラク謳ひて
いはく 2イスラエルの首長みちびきをなし民ま

た好んで出でたればヱホバを頌美よ 3もろもろの

王よ聽けもろもろの伯よ耳をかたぶけよ我はその

ヱホバに謳はん我はイスラエルの神ヱホバを讚へ

ん 4ああヱホバよ汝セイルより出でエドムの野よ

り進みたまひしとき地震ひ天また滴りて雲水を滴

らせたり 5もろもろの山はヱホバのまへに撼動ぎ

彼のシナイもイスラエルの神ヱホバのまへに撼動

げり 6アナテの子シヤムガルのときまたヤエルの

時には大路は通行る者なく途行く人は徑を歩み 7

イスラエルの村莊には住者なく住む者あらずなり

けるがつひに我デボラ起れり我起りてイスラエル

に母となる 8人々新しき神を選みければ戰鬪門に

およべりイスラエルの四萬人のうちに盾或は鎗の

見しことあらんや 9吾が心は民のうちに好んでい

でたるイスラエルの有司等に傾けり汝らヱホバを

頌美よ 10しろき驢馬に乗るもの毛氈に坐するも

のおよび路歩む人よ汝ら謳ふべし 11矢叫の聲に

遠かり水汲むところにおいてヱホバの義しき所爲

をとなへそのイスラエルを治理めたまふ義しき所

爲を唱へよその時ヱホバの民は門に下れり 12興

よ起よデボラ興よ起よ歌を謳ふべし起てよバラク

汝の俘虜を擄きたれアビノアムの子よ 13其時民

の首長等の殘餘者くだり來るヱホバ勇士の中にい

まして我にくだりたまふ 14エフライムより出る

者ありその根アマレクにありベニヤミン汝のあと

につきて汝の民の中にありマキルよりは牧伯下り

ゼブルンよりは采配を執るものいたる 15イッサ

カルの伯たちはデボラとともに居るイッサカルは

バラクとおなじく足の進みて平地に至るルベンの

河邊にて大に心にはかる事あり 16何故に汝は圈

のうちに止まりて羊の群に笛吹くを聽くやルベン

の河邊にて大に心に考ふることあり 17ギレアデ

はヨルダンの彼方に臥し居る何故にダンは舟のか

たはらに止まりしやアセルは濱邊に坐してその港

に臥し居る 18ゼブルンは生命を捐て死を冒せる

民なり野の高きところに居るナフタリまた是の如

し 19もろもろの王來りて戰へる時にカナンのも

ろもろの王メギドンの水の邊においてタアナクに

戰へり彼ら一片の貨幣をも獲ざりき 20天よりこ

れを攻るものありもろもろの星其の道を離れてシ

セラを攻む 21キシオンの河之を押し流しぬ是彼

の古への河キシオンの河なりわが靈魂よ汝ますま

す勇みて進め 22その時馬の蹄は強きももの馳に

馳るに由りて地を踏鳴せり 23ヱホバの使いひけ

るはメロズを詛ふべし汝ら重ね重ねその民を詛ふ

べきなり彼等來りてヱホバを助けずヱホバを助け

て猛者を攻めざればなり 24ケニ人ヘベルの妻ヤ

エルは婦女のうちの最も頌むべき者なり彼は天幕

に居る婦女のうち最も頌むべきものなり 25シセ

ラ水を乞ふにヤエル乳を與ふ即ち貴き盤に乳の油

を盛てささぐ 26ヤエル釘子に手をかけ右の手に

重き椎をとりてシセラを打ちその頭を碎きその鬢

のあたりをうちて貫ぬく 27シセラ、ヤエルの足

の間に屈みて仆れ偃しその足のあはひに屈みて仆
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れその屈みたる所にて仆れ亡ぬ 28シセラの母窓

より望み格子のうちより叫びて言ふ彼が車のきた

ること何て遲きや彼が馬の歩何てはかどらざるや

と 29その賢き侍女こたへをなす（母また獨語し

て斯いへり） 30かれら獲ものしてこれを分たざ

らんや人ごとに一人二人の女子を獲んシセラの獲

るものは彩る衣ならんその獲る者は彩る衣にして

文繍を施せる者ならん即ち彩りて兩面に文繍をほ

どこせる衣をえてその頸にまとはんと 31ヱホバ

よ汝の敵みな是のごとくに亡びよかしまたヱホバ

を愛するものは日の眞盛に昇るが如くなれよかし

とかくて後國は四十年のあひだ太平なりき

6イスラエルの子孫またヱホバの目のまへに惡
を行ひたればヱホバ七年の間之をミデアン人

の手に付したまふ 2ミデアン人の手イスラエルに

かてりイスラエルの子孫はミデアン人の故をもて

山にある窟と洞穴と要害とをおのれのために造れ

り 3イスラエル人蒔種してありける時しもミデア

ン人アマレキ人及び東方の民上り來りて押寄せ 4

イスラエル人に向ひて陣を取り地の產物を荒して

ガザにまで至りイスラエルのうちに生命を維ぐべ

き物を遺さず羊も牛も驢馬も遺ざりき 5夫この衆

人は家畜と天幕を携へ上り蝗蟲の如くに數多く來

れりその人と駱駝は數ふるに勝ず彼ら國を荒さん

とて入きたる 6かかりしかばイスラエルはミデア

ン人のために大いに衰へイスラエルの子孫ヱホバ

に呼れり 7イスラエルの子孫ミデアン人の故をも

てヱホバに呼はりしかば 8ヱホバひとりの預言者

をイスラエルの子孫に遣りて言しめたまひけるは

イスラエルの神ヱホバ斯くいひたまふ我かつて汝

らをエジプトより上らせ汝らを奴隸たるの家より

出し 9エジプト人の手およびすべて汝らを虐ぐる

ものの手より汝らを拯ひいだし汝らの前より彼ら

を追ひはらひてその邦土を汝らに與へたり 10我

また汝らに言り我は汝らの神ヱホバなり汝らが住

ひ居るアモリ人の國の神を懼るるなかれとしかる

に汝らは我が聲に從はざりき 11茲にヱホバの使

者來りてアビエゼル人ヨアシの所有なるオフラの

橡の樹のしたに坐す時にヨアシの子ギデオン、ミ

デアン人に奪はれざらんために酒榨のなかに麥を

打ち居たりしが 12ヱホバの使之に現れて剛勇丈

夫よヱホバ汝とともに在すといひたれば 13ギデ

オン之にいひけるはああ吾が主よヱホバ我らと偕

にいまさばなどてこれらのことわれらの上に及び

たるやわれらの先祖がヱホバは我らをエジプトよ

り上らしめたまひしにあらずやといひて我らに告

たりしその諸の不思議なる行爲は何處にあるや今

はヱホバわれらを棄てミデアン人の手に付したま

へり 14ヱホバ之を顧みていひたまひけるは汝此

汝の力をもて行きミデアン人の手よりイスラエル

を拯ひいだすべし我汝を遣すにあらずや 15ギデ

オン之にいひけるはああ主よ我何をもてかイスラ

エルを拯ふべき視よわが家はマナセのうちの最も

弱きもの我はまた父の家の最も卑賤きものなり 16

ヱホバ之にいひたまひけるは我かならず汝ととも

に在ん汝は一人を撃がごとくにミデアン人を撃つ

ことを得ん 17ギデオン之にいひけるは我もし汝

のまへに恩を蒙るならば請ふ我と語る者の汝なる

證據を見せたまへ 18ねがはくは我復び汝に來り

わが祭物をたづさへて之を汝のまへに供ふるまで

ここを去たまふなかれ彼いひたまひけるは我汝の

還るまで待つべし 19ギデオンすなはち往て山羊

の羔を調へ粉一エパをもて無酵パンをつくり肉を

筺にいれ羹を壺に盛り橡樹の下にもち出て之を供

へたれば 20神の使之にいひたまひけるは肉と無

酵パンをとりて此巖のうへに置き之に羹を斟げと

すなはちそのごとくに行ふ 21ヱホバの使手にも

てる杖の末端を出して肉と無酵パンに觸れたりし

かば巖より火燃えあがり肉と無酵パンを燒き盡せ

りかくてヱホバの使去てその目に見ずなりぬ 22

ギデオン是において彼がヱホバの使者なりしを覺

りギデオンいひけるはああ神ヱホバよ我面を合せ

てヱホバの使者を見たれば將如何せん 23ヱホバ

之にいひたまひけるは心安かれ怖るる勿れ汝死ぬ

ることあらじ 24ここにおいてギデオン彼所にヱ

ホバのために祭壇を築き之をヱホバシヤロムと名

けたり是は今日に至るまでアビエゼル人のオフラ

に存る 25其夜ヱホバ、ギデオンにいひ給ひける

は汝の父の少き牡牛および七歳なる第二の牛を取

り汝の父のもてるバアルの祭壇を毀ち其上なるア

シラの像を斫り仆し 26汝の神ヱホバのためにこ

の堡砦の頂において次序をただしくし祭壇を築き

第二の牛を取りて汝が斫り倒せるアシラの木をも

て燔祭を供ぐべし 27ギデオンすなはちその僕十

人を携へてヱホバのいひたまひしごとく行へりさ

れど父の家のものどもおよび邑の人を怖れたれば

晝之をなすことを得ず夜に入りて之を爲り 28邑

の衆朝興出て視にバアルの祭壇は摧け其の上なる
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アシラの像は斫仆されて居り新に築る祭壇に第二

の牛の供へてありしかば 29たがひに此は誰が所

爲ぞやと言ひつつ尋ね問ひけるに此はヨアシの子

ギデオンの所爲なりといふものありたれば 30邑

の人々ヨアシにむかひ汝の子を曳き出して死なし

めよそは彼バアルの祭壇を摧き其上に在しアシラ

の像を斫仆したればなりといふ 31ヨアシおのれ

の周圍に立るすべてのものにいひけるは汝らはバ

アルの爲に爭論ふや汝らは之を救んとするや之が

爲に爭論ふ者は朝の中に死べしバアルもし神なら

ば人其祭壇を摧きたれば自ら爭論ふ可なりと 32

是をもて人衆ギデオンその祭壇を摧きたればバア

ル自ら之といひあらそはんといひて此日かれをヱ

ルバアル(バアルいひあらそはん)と呼なせり 33

茲にミデアン人アマレク人および東方の民相集ま

りて河を濟りヱズレルの谷に陣を取しが 34ヱホ

バの靈ギデオンに臨みてギデオン箛を吹たればア

ビエゼル人集りて之に從ふ 35ギデオン徧くマナ

セに使者を遣りしかばマナセ人また集りて之に從

ふ彼またアセル、ゼブルン及びナフタリに使者を

遣りしにその人々も上りて之を迎ふ 36ギデオン

神にいひけるは汝かつていひたまひしごとくわが

手をもてイスラエルを救はんとしたまはば 37視

よ我一箇の羊の毛を禾塲におかん露もし羊毛にの

みおきて地はすべて燥きをらば我之れによりて汝

がかつて言たまひし如く吾が手をもてイスラエル

を救ひたまふを知んと 38すなはち斯ありぬ彼明

る朝早く興きいで羊毛をかき寄てその毛より露を

搾りしに鉢に滿つるほどの水いできたる 39ギデ

オン神にいひけるは我にむかひて怒を發したまふ

なかれ我をしていま一回いはしめたまへねがはく

は我をして羊の毛をもていま一回試さしめたまへ

ねがはくは羊毛のみを燥して地には悉く露あらし

めたまへと 40その夜神かくの如くに爲したまふ

すなはち羊毛のみ燥きて地には凡て露ありき

7斯てヱルバアルと呼るるギデオンおよび之と
ともにあるすべての民朝夙に興きいでてハロ

デの井のほとりに陣を取るミデアン人の陣はかれ

らの北の方にあたりモレの山に沿ひ谷のうちにあ

りき 2ヱホバ、ギデオンにいひたまひけるは汝と

ともに在る民は餘りに多ければ我その手にミデア

ン人を付さじおそらくはイスラエル我に向ひ自ら

誇りていはん我わが手をもて己を救へりと 3され

ば民の耳に告示していふべし誰にても懼れ慄くも

のはギレアデ山より歸り去るべしとここにおいて

民のかへりしもの二萬二千人あり殘しものは一萬

人なりき 4ヱホバまたギデオンにいひたまひける

は民なほ多し之を導きて水際に下れ我かしこにて

汝のために彼らを試みんおほよそ我が汝に告て此

人は汝とともに行くべしといはんものはすなはち

汝とともに行くべしまたおほよそ我汝に告て此人

は汝とともに行くべからずといはんものはすなは

ち行くべからざるなり 5ギデオン民をみちびきて

水際に下りしにヱホバ之にいひたまひけるはおほ

よそ犬の餂るがごとくその舌をもて水を餂るもの

は汝之を別けおくべしまたおほよそ其の膝を折り

屈みて水を飮むものをも然すべしと 6手を口にあ

てて水を餂しものの數は三百人なり餘の民は盡く

その膝を折り屈みて水を飮り 7ヱホバ、ギデオン

にいひたまひけるは我水を餂たる三百人の者をも

て汝らを救ひミデアン人を汝の手に付さん餘の民

はおのおの其所に歸るべしと 8ここにおいて彼ら

民の兵粮とその箛を手にうけとれりギデオンすな

はちすべてのイスラエル人を各自その天幕に歸ら

せ彼の三百人を留めおけり時にミデアン人の陣は

その下の谷のなかにありき 9その夜ヱホバ、ギデ

オンにいひたまはく起よ下りて敵陣に入るべし我

之を汝の手に付すなり 10されど汝もし下ること

を怖れなば汝の僕フラを伴ひ陣所に下りて 11彼

らのいふ所を聞べし然せば汝の手強くなりて汝敵

陣にくだることを得んとギデオンすなはち僕フラ

とともに下りて陣中にある隊伍のほとりに至るに

12ミデアン人アマレク人およびすべて東方の民は

蝗蟲のごとくに數衆く谷のうちに堰しをりその駱

駝は濱の砂の多きがごとくにして數ふるに勝ず 13

ギデオン其處に至りしに或人その伴侶に夢を語り

て居りすなはちいふ我夢を見たりしが夢に大麥の

パンひとつミデアンの陣中に轉びいりて天幕に至

り之をうち仆し覆したれば天幕倒れ臥り 14其の

伴侶答へていふ是イスラエルの人ヨアシの子ギデ

オンの劍に外ならず神ミデアンとすべての陣營を

之が手に付したまふなりと 15ギデオン夢の説話

とその解釋を聞しかば拜をなしてイスラエルの陣

所にかへりいひけるは起よヱホバ汝らの手にミデ

アンの陣をわたしたまふと 16かくて三百人を三

隊にわかち手に手に箛および空瓶を取せその瓶の

なかに燈火をおかしめ 17これにいひけるは我を

視てわが爲すところにならへ我が敵陣の邊に至ら
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んときに爲すごとく汝らも爲すべし 18我および

われとともに在るものすべて箛を吹ば汝らもまた

すべて陣營の四方にて箛を吹き此ヱホバのためな

りギデオンのためなりといへと 19而してギデオ

ンおよび之とともなる百人中更の初に陣營の邊に

至るにをりしも番兵を更代たるときなりければ箛

を吹き手に携へたる瓶をうちくだけり 20即ち三

隊の兵隊箛を吹き瓶をうちくだき左の手には燈火

を執り右の手には箛をもちて之を吹きヱホバの劍

ギデオンの劍なるぞと叫べり 21かくておのおの

その持場に立ち陣營を取り圍みたれば敵軍みな走

り叫びてにげゆけり 22三百人のもの箛を吹くに

あたりヱホバ敵軍をしてみなたがひに同士撃せし

めたまひければ敵軍にげはしりてゼレラのベテシ

ツダ、アベルメホラの境およびタバテに至る 23

イスラエルの人々すなはちナフタリ、アセルおよ

びマナセ中より集ひ來りてミデアン人を追撃り 24

ギデオン使者をあまねくエフライムの山に遣して

いはせけるは下りてミデアン人を攻めベタバラに

いたる渡口およびヨルダンを遮斷るべしと是にお

いてエフライムの人盡く集ひ來りてベタバラにい

たる渡口およびヨルダンを取り 25ミデアン人の

君主オレブとゼエブの二人を俘へてオレブをばオ

レブ砦の上に殺しゼエブをばゼエブの酒搾のほと

りに殺しまたミデアン人を追撃ちオレブとゼエブ

の首を携へてヨルダンの彼方よりギデオンの許に

いたる

8エフライムの人々ギデオンにむかひ汝ミデア
ン人と戰はんとて往る時われらを召ざりしが

斯ることを我らになすは何故ぞといひていたく之

を詰りたり 2ギデオン之にいひけるは今吾が成る

ところは汝らのなせる所に比ぶべけんやエフライ

ムの拾ひ得し遺餘の葡萄はアビエゼルの收穫し葡

萄にも勝れるならずや 3神はミデアンの群伯オレ

ブとゼエブを汝等の手に付したまへりわが成えた

るところは汝らの成る所に比ぶべけんやとギデオ

ン此の語をのべしかば彼らの憤解たり 4ギデオン

自己に從がへる三百人とともにヨルダンに至りて

之を濟り疲れながらも仍追撃しけるが 5遂にスコ

テの人々に言けるは願くは我にしたがへる民に食

を與へよ彼等疲れをるに我ミデアンの王ゼバとザ

ルムンナを追行なりと 6スコテの群伯等いひける

はゼバとザルムンナの手すでに汝の手のうちに在

るや我らなんぞ汝の軍勢に食を與ふべけんや 7ギ

デオンいひけるは然らばヱホバの吾が手にゼバを

ザルムンナを付したまふときに我野の荊と棘とを

もて汝の肉を打つべしと 8かくて其所よりペヌエ

ルにのぼりおなじことを彼らにのべたるにペヌエ

ルの人もスコテの人の答へしごとくに答へしかば

9またペヌエルの人につげていひけるは我平康に

歸るときに此の城樓を毀つべしと 10偖ゼバとザ

ルムンナはその軍勢おほよそ一萬五千人をひきゐ

てカルコルに居る是皆東方の人の全軍の中の生殘

れるものなり戰死せし者は劍を拔ところのもの十

二萬人ありき 11ギデオンすなはちノバとヨグベ

バの東にて天幕にすめるものの路より上りて敵軍

の慮りなく居るを撃り 12ここにおいてゼバとザ

ルムンナにげ走りたればギデオン之を追撃ちミデ

アンの二人の王ゼバとザルムンナを生捕て悉くそ

の軍勢を敗れり 13斯てヨアシの子ギデオン、ヘ

レシの阪よりして戰陣よりかへり 14スコテの人

の少壯者一人を執へて之に尋ねたれば即ちスコテ

の群伯およびその長老等七十七人をこれがために

書き録せり 15ギデオン、スコテの人の所に詣り

ていひけるは汝らが曾て我を罵りゼバとザルムン

ナの手すでに汝の手のうちにあるや我ら何ぞ汝の

疲れたる人に食をあたふべけんやと言たりしその

ゼバとザルムンナを見よと 16すなはちその邑の

長老等を執へ野の荊と棘を取り之をもちてスコテ

の人を懲し 17またペヌヘルの城樓を毀ちて邑の

人を殺せり 18かくてギデオン、ゼバとザルムン

ナにいひけるは汝らがタボルにて殺せしものは如

何なるものなりしや答へていふ彼らは汝に似てみ

な王子の如くに見えたり 19ギデオンいひけるは

彼らは我が兄弟我が母の子なりヱホバは活く汝ら

もし彼らを生し置たらば我汝らを殺すまじきをと

20すなはちその長子ヱテルに起て彼らを殺せとい

ひたりしが彼の少者は年尚わかかりしかば懼れて

劍を拔ざりき 21ここにおいてゼバとザルムンナ

いひけるは汝みづから起て我らを撃よ人の如何に

よりてその力量異る者なりとギデオンすなはち起

てゼバとザルムンナを殺しその駱駝の頸にかけた

る半月の飾を取り 22茲にイスラエルの衆ギデオ

ンにいひけるは汝ミデアンの手より我らを救ひた

れば汝と汝の子及び汝の孫我らを治めよ 23ギデ

オン之にいひけるは我汝らを治むることをせじま

た我が子も汝らを治むべからずヱホバ汝らを治め

たまふべし 24ギデオンまた之にいひけるは我汝
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らにひとつの願ふべきことあり汝らおのおの掠取

の環を我にあたへよと是は彼らイシマエル人なる

をもて金の環を着けたるに由る 25衆答へけるは

我ら悦んで之を與へんとて衣を布きおのおの掠取

の環を其うちに投げいれたり 26ギデオンが求め

得たる金の環の重量は金一千七百シケルなり外に

半月の飾および耳環とミデアンの王たちの着たる

紫のころもおよび駱駝の頸にかけたる鏈などもあ

りき 27ギデオン之をもて一箇のエポデを造り之

をおのれの郷里オフラに藏むイスラエルみなこれ

を慕ひてこれと淫をおこなふこの物ギデオンと其

家を陷るる罟となりぬ 28ミデアン人は是の如く

イスラエルの子孫に攻ふせられてふたたびその頭

を擡ることを得ざりきかくて國はギデオンの世に

ある中四十年の間平穩にてありき 29ヨアシの子

ヱルバアル往ておのれの家に住り 30ギデオンは

妻を多く有ちたれば其身より出たる子七十人あり

き 31シケムに居しその妾またひとりの子を產た

れば之をアビメレクと名けたり 32ヨアシの子ギ

デオン妙齡に邁みて死にアビエゼル人のオフラに

在るその父ヨアシの墓に葬られたり 33ギデオン

の死るに及びてイスラエルの子孫復ひるがへりて

バアルを慕ひて之と淫をおこなひバアルベリテを

おのれの神と爲り 34イスラエルの子孫その四周

のもろもろの敵の手よりおのれを救ひ出したまひ

し神ヱホバを記憶えず 35またヱルバアルといふ

ギデオンがイスラエルになせし諸の善行にしたが

ひて彼の家を厚く待ふことをせざりき

9ヱルバアルの子アビメレク、シケムに往きそ
の母の兄弟のもとに至りて彼らおよびすべて

其母の父の家の一族に語りて云ひけるは 2ねがは

くはシケムのすべての民の耳に斯く告よヱルバア

ルのすべての子七十人して汝らを治むると一人し

て汝らを治むると孰れか汝らのためによきやまた

我は汝らの骨肉なるを記えよと 3その母の兄弟ア

ビメレクのことにつきて此等の言をことごとくシ

ケムの人々の耳に語りしに是はわれらの兄弟なり

といひて心をアビメレクに傾むけ 4バアルベリテ

の社より銀七十をとりて之に與ふアビメレクこれ

をもて遊蕩にして輕躁なる者等を傭ひておのれに

從はせ 5オフラに在る父の家に往きてヱルバアル

の子なるその兄弟七十人を一つの石の上に殺せり

但しヱルバアルの季の子ヨタムは身を潜めしに由

て遺されたり 6ここにおいてシケムのすべての民

およびミロの諸の人集り往てシケムの碑の旁なる

橡樹の邊にてアビメレクを立て王となしけるが 7

ヨタムにかくと告るものありければ往てゲリジム

山の巓に立ち聲を揚て號びかれらにいひけるはシ

ケムの民よ我に聽よ神また汝らに聽たまはん 8樹

木出ておのれのうへに王を立んとし橄欖の樹に汝

われらの王となれよといひけるに 9橄欖の樹之に

いふ我いかで人の我に取て神と人とを崇むるとこ

ろのそのわが油を棄て往て樹木の上に戰ぐべけん

やと 10樹木また無花果樹に汝來りて我らの王と

なれといひけるに 11無花果樹之にいひけらく我

いかでわが甜美とわが善き果を棄て往きて樹木の

上に戰ぐべけんやと 12樹木また葡萄の樹に汝來

りて我らの王となれよといふに 13葡萄の樹之に

いひけるは我いかで神と人を悦こばしむるわが葡

萄酒を棄て往て樹木の上に戰ぐべけんやと 14こ

こにおいてすべての樹木荊に汝來りて我らの王と

なれよといひければ 15荊樹木にいふ汝らまこと

に我を立て汝らの王と爲さば來りて我が庇蔭に托

れ然せずば荊より火出てレバノンの香柏を燒き殫

すべしと 16抑汝らがアビメレクを立て王となせ

しは眞實と誠意をもて爲しことなるや汝等はヱル

バアルと其家を善く待ひかれの手のなせし所に循

ひて之にむくいしや 17夫わが父は汝らのため戰

ひ生命を惜まずして汝らをミデアンの手より救ひ

出したるに 18汝ら今日おこりてわが父の家を攻

めその子七十人を一つの石の上に殺しその侍妾の

子アビメレクは汝らの兄弟なるをもて之を立てシ

ケムの民の王となせり 19汝らが今日ヱルバアル

とその家になせしこと眞實と誠意をもてなせし者

ならば汝らアビメレクのために悦べ彼も汝らのた

めに悦ぶべし 20若し然らずばアビメレクより火

いでてシケムの民とミロの家を燬つくさんまたシ

ケムの民とミロの家よりも火いでてアビメレクを

燬つくすべしと 21かくてヨタム走り遁れてベエ

ルに往きその兄弟アビメレクの面を避て彼所に住

めり 22アビメレク三年の間イスラエルを治めた

りしが 23神アビメレクとシケムの民のあひだに

惡鬼をおくりたまひたればシケムの民アビメレク

を欺くにいたる 24是ヱルバアルの七十人の子が

受たる殘忍と彼らの血のこれを殺せしその兄弟ア

ビメレクおよび彼の手に力をそへてその兄弟を殺

さしめたるシケムの人々に報い來るなり 25シケ

ムの人伏兵を山の巓に置て彼を窺はしめ其途を經
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て傍を過る者を凡て褫しめたり或人之をアビメレ

クに告ぐ 26ここにエベデの子ガアル其の兄弟と

ともにシケムに越ゆきたりしかばシケムの民かれ

を恃めり 27民田野に出て葡萄を收穫れこれを踐

み絞りて祭禮をなしその神の社に入り食ひかつ飮

みてアビメレクを詛ふ 28エベデの子ガアルいひ

けるはアビメレクは如何なるものシケムは如何な

るものなればか我ら彼に從ふべき彼はヱルバアル

の子に非ずやゼブルその輔佐なるにあらずやむし

ろシケムの父ハモルの一族に事ふべし我らなんぞ

彼に事ふべけんや 29嗚呼此の民を吾が手に屬し

むるものもがな然ば我アビメレクを除かんと而し

てガアル、アビメレクに汝の軍勢を益て出きたれ

よと言り 30邑の宰ゼブル、エベデの子ガアルの

言をききて怒を發し 31私かに使者をアビメレク

に遣りていひけるはエベデの子ガアル及びその兄

弟シケムに來り邑をさわがして汝に敵せしめんと

す 32然ば汝及び汝と共なる民夜の中に興て野に

身を伏よ 33而て朝に至り日の昇る時汝夙く興出

て邑に攻かかれガアル及び之とともなる民出て汝

に當らん汝機を見てこれに事をなすべし 34アビ

メレクおよび之とともなるすべての民夜の中に興

出て四隊に分れ身を伏てシケムを伺ふ 35エベデ

の子ガアル出て邑の門の口に立るにアビメレク及

び之とともなる民その伏たるところより起りしか

ば 36ガアル民を見てゼブルにいひけるは視よ民

山の峰々より下るとゼブル之に答へて汝山の影を

見て人と做すのみといふ 37ガアルふたたび語り

ていひけるは視よ民地の高處より下りまた一隊は

法術士の橡樹の途より來ると 38ゼブル之にいひ

けるは汝がかつてアビメレクは何者なればか我ら

之に事ふべきといひしその汝の口今いづこに在る

や是汝が侮りたる民にあらずや今乞ふ出て之と戰

へよと 39ここにおいてガアル、シケム人を率ゐ

往てアビメレクと戰ひしが 40アビメレク之を追

くづしたればガアル其まへより逃走れりかくて殺

されて斃るるもの多くして邑の門の口までに及ぶ

41かくてアビメレクはアルマに居しがゼブルはガ

アルおよびその兄弟等を逐いだしてシケムに居る

ことを得ざらしむ 42あくる日民田畑に出しに人

之をアビメレクに告げしかば 43アビメレクおの

れの民を率ゐてこれを三隊に分ち野に埋伏して伺

ふに民邑より出來りたればすなはち起りて之を撃

り 44アビメレクおよび之とともに在る隊の者は

襲ひゆきて邑の門の入口に立ち餘の二隊は野に在

るすべてのものをおそふて之を殺せり 45アビメ

レク其日終日邑を攻めつひに邑を取りてそのうち

の民を殺し邑を破却ちて鹽を撒布ぬ 46シケムの

櫓の人みな之を聞てベリテ神の廟の塔に入たりし

が 47シケムの櫓の人のことごとく集れるよしア

ビメレクに聞えければ 48アビメレク己とともな

る民をことごとく率ゐてザルモン山に上りアビメ

レク手に斧を取り木の枝を斫落し之をおのれの肩

に載せ偕に居る民にむかひて汝ら吾が爲ところを

見る急ぎてわがごとく爲せよといひしかば 49民

もまた皆おのおのその枝を斫りおとしアビメレク

に從ひて枝を塔に倚せかけ塔に火をかけて彼等を

攻むここにおいてシケムの櫓の人もまた悉く死り

男女およそ一千人なりき 50茲にアビメレク、テ

ベツに赴きテベツに對て陣を張て之を取しが 51

邑のなかに一の堅固なる櫓ありてすべての男女お

よび邑の民みな其所に遁れ往き後を鎖して櫓の頂

に上りたれば 52アビメレクすなはち櫓のもとに

押寄て之を攻め櫓の口に近きて火をもて之を焚ん

とせしに 53一人の婦アビメレクの頭に磨石の上

層石を投げてその腦骨を碎けり 54アビメレクお

のれの武器を執る少者を急ぎ召て之にいひけるは

汝の劍を拔て我を殺せおそらくは人吾をさして婦

に殺されたりといはんと其少者之を刺し通したれ

ばすなはち死り 55イスラエルの人々はアビメレ

クの死たるを見ておのおのおのれの處に歸り去り

ぬ 56神はアビメレクがその七十人の兄弟を殺し

ておのれの父になしたる惡に斯く報いたまへり 57

またシケムの民のすべての惡き事をも神は彼等の

頭に報いたまへりすなはちヱルバアルの子ヨタム

の詛彼らの上に及べるなり

10アビメレクの後イッサカルの人にてドドの子
なるプワの子トラ起りてイスラエルを救ふ彼

エフライムの山のシヤミルに住み 2二十三年の間

イスラエルを審判しがつひに死てシヤミルに葬ら

る 3彼の後にギレアデ人ヤイル起りて二十二年の

間イスラエルを審判たり 4彼に子三十人ありて三

十の驢馬に乗る彼等三十の邑を有りギレアデの地

において今日までヤイルの村ととなふるものすな

はち是なり 5ヤイル死てカモンに葬らる 6イスラ

エルの子孫ふたたびヱホバの目のまへに惡を爲し

バアルとアシタロテ及びスリヤの神シドンの神モ

アブの神アンモンの子孫の神ペリシテ人の神に事
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へヱホバを棄て之に事へざりき 7ヱホバ烈しくイ

スラエルを怒りて之をペリシテ人及びアンモンの

子孫の手に賣付したまへり 8其年に彼らイスラエ

ルの子孫を虐げ難せりヨルダンの彼方においてギ

レアデにあるところのアモリ人の地に居るイスラ

エルの子孫十八年の間斯せられたりき 9アンモン

の子孫またユダとベニヤミンとエフライムの族と

を攻んとてヨルダンを渡りしかばイスラエル太く

苦めり 10ここにおいてイスラエルの子孫ヱホバ

に呼りていひけるは我らおのれの神を棄てバアル

に事へて汝に罪を犯したりと 11ヱホバ、イスラ

エルの子孫にいひたまひけるは我かつてエジプト

人アモリ人アンモンの子孫ペリシテ人より汝らを

救ひ出せしにあらずや 12又シドン人アマレク人

及びマオン人の汝らを困しめしとき汝ら我に呼り

しかば我汝らを彼らの手より救ひ出せり 13然る

に汝ら我を棄て他の神に事ふれば我かさねて汝ら

を救はざるべし 14汝らが擇める神々に往て呼れ

汝らの艱難のときに之をして汝らを救はしめよ 15

イスラエルの子孫ヱホバに言けるは我ら罪を犯せ

りすべて汝の目に善と見るところを我らになした

まへねがはくは唯今日我らを救ひたまへと 16而

して民おのれの中より異なる神々を取除きてヱホ

バに事へたりヱホバの心イスラエルの艱難を見る

に忍びずなりぬ 17茲にアンモンの子孫集てギレ

アデに陣を取りしがイスラエルの子孫は聚りてミ

ヅパに陣を取り 18時に民ギレアデの群伯たがひ

にいひけるは誰かアンモンの子孫に打ちむかひて

戰を始むべき人ぞ其人をギレアデのすべての民の

首となすべしと

11ギレアデ人ヱフタはたけき勇士にして妓婦の
子なりギレアデ、ヱフタをうましめしなり 2

ギレアデの妻子等をうみしが妻の子等成長におよ

びてヱフタをおひいだしてこれにいひけるは汝は

他の婦の子なればわれらが父の家を嗣べきにあら

ずと 3ヱフタ其の兄弟の許より逃さりてトブの地

に住けるに遊蕩者ヱフタのもとに集ひ來りて之と

ともに出ることをなせり 4程經てのちアンモンの

子孫イスラエルとたたかふに至りしが 5アンモン

の子孫のイスラエルとたたかへるときにギレアデ

の長老等ゆきてヱフタをトブの地より携來らんと

し 6ヱフタにいひけるは汝來りて吾らの大將とな

れ我らアンモンの子孫とたたかはん 7ヱフタ、ギ

レアデの長老等にいひけるは汝らは我を惡みてわ

が父の家より逐いだしたるにあらずやしかるに今

汝らが艱める時に至りて何ぞ我に來るや 8ギレア

デの長老等ヱフタにこたへけるは其がために我ら

今汝にかへる汝われらとともにゆきてアンモンの

子孫とたたかはばすべて我等ギレアデにすめるも

のの首領となすべしと 9ヱフタ、ギレアデの長老

等にいひけるは汝らもし我をたづさへかへりてア

ンモンの子孫とたたかはしめんにヱホバ之を我に

付したまはば我は汝らの首となるべし 10ギレア

デの長老等ヱフタにいひけるはヱホバ汝と我との

間の證者たり我ら誓つて汝の言のごとくになすべ

し 11是に於てヱフタ、ギレアデの長老等ととも

に往くに民之を立ておのれの首領となし大將とな

せりヱフタ即ちミヅパにおいてヱホバのまへにこ

の言をことごとく陳たり 12かくてヱフタ、アン

モンの子孫の王に使者をつかはしていひけるは汝

と我の間に何事ありてか汝われに攻めきたりてわ

が地に戰はんとする 13アンモンの子孫の王ヱフ

タの使者に答へけるはむかしイスラエル、エジプ

トより上りきたりし時にアルノンよりヤボクにい

たりヨルダンに至るまで吾が土地を奪ひしが故な

り然ば今穩便に之を復すべし 14ヱフタまた使者

をアンモンの子孫の王に遣りて之にいはせけるは

15ヱフタ斯いへりイスラエルはモアブの地を取ず

またアンモンの子孫の地をも取ざりしなり 16夫

イスラエルはエジプトより上りきたれる時に曠野

を經て紅海に到りカデシに來れり 17而してイス

ラエル使者をエドムの王に遣して言けるはねがは

くは我をして汝の土地を經過しめよと然るにエド

ムの王之をうけがはずまたおなじく人をモアブの

王に遣したれども是もうべなはざりしかばイスラ

エルはカデシに留まりしが 18遂にイスラエル曠

野を經てエドムの地およびモアブの地を繞りモア

ブの地の東の方に出てアルノンの彼方に陣を取り

然どモアブの界には入らざりきアルノンはモアブ

の界なればなり 19かくてイスラエル、ヘシボン

に王たりしアモリ人の王シホンに使者を遣せりす

なはちイスラエル之にいひけらくねがはくは我ら

をして汝の土地を經過てわがところにいたらしめ

よと 20然るにシホン、イスラエルを信ぜずして

その界をとほらしめずかへつてそのすべての民を

集めてヤハヅに陣しイスラエルとたたかひしが 21

イスラエルの神ヱホバ、シホンとそのすべての民

をイスラエルの手に付したまひたればイスラエル
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之を撃敗りてその土地にすめるアモリ人の地を悉

く手に入れ 22アルノンよりヤボクに至るまでま

た曠野よりヨルダンに至るまですべてアモリ人の

土地を手に入たり 23斯のごとくイスラエルの神

ヱホバは其の民イスラエルのまへよりアモリ人を

逐しりぞけたまひしに汝なほ之を取んとする乎 24

汝は汝の神ケモシが汝に取しむるものを取ざらん

やわれらは我らの神ヱホバが我らに取しむる物を

取ん 25汝は誠にモアブの王チツポルの子バラク

にまされる處ありとするかバラク曾てイスラエル

とあらそひしことありや曾て之とたたかひしこと

ありや 26イスラエルがヘシボンとその村里アロ

エルとその村里およびアルノンの岸に沿ひたるす

べての邑々に住ること三百年なりしに汝などてか

その間に之を回復さざりしや 27我は汝に罪を犯

せしことなきに汝はわれとたたかひて我に害をく

はへんとす願くは審判をなしたまふヱホバ今日イ

スラエルの子孫とアンモンの子孫との間を鞫きた

まへと 28しかれどもアンモンの子孫の王はヱフ

タのいひつかはせる言を聽いれざりき 29ここに

ヱホバの靈ヱフタに臨みしかばヱフタすなはちギ

レアデおよびマナセを經過りギレアデのミヅパに

いたりギレアデのミヅパよりすすみてアンモンの

子孫に向ふ 30ヱフタ、ヱホバに誓願を立ていひ

けるは汝誠にアンモンの子孫をわが手に付したま

はば 31我がアンモンの子孫の所より安然かに歸

らんときに我家の戸より出きたりて我を迎ふるも

の必ずヱホバの所有となるべし我之を燔祭となし

てささげんと 32ヱフタすなはちアンモンの子孫

の所に進みゆきて之と戰ひしにヱホバかれらをそ

の手に付したまひしかば 33アロエルよりミンニ

テにまで至りこれが二十の邑を打敗りてアベルケ

ラミムにいたり甚だ多の人をころせりかくアンモ

ンの子孫はイスラエルの子孫に攻伏られたり 34

かくてヱフタ、ミヅパに來りておのが家にいたる

に其女鼓を執り舞ひ踊りて之を出で迎ふ是彼が獨

子にて其のほかには男子もなくまた女子も有ざり

き 35ヱフタ之を視てその衣を裂ていひけるはあ

あ吾が女よ汝實に我を傷しむ汝は我を惱すものな

り其は我ヱホバにむかひて口を開きしによりて改

むることあたはざればなり 36女之にいひけるは

わが父よ汝ヱホバにむかひて口をひらきたれば汝

の口より言出せしごとく我になせよ其はヱホバ汝

のために汝の敵なるアンモンの子孫に仇を復した

まひたればなり 37女またその父にいひけるはね

がはくは此事をわれに允せすなはち二月の間我を

ゆるし我をしてわが友等とともに往て山にくだり

てわが處女たることを歎かしめよと 38ヱフタす

なはち往けといひて之を二月のあひだ出し遣ぬ女

その友等とともに往き山の上にておのれの處女た

るを歎きしが 39二月滿てその父に歸り來りたれ

ば父その誓ひし誓願のごとくに之に行へり女は終

に男を知ことなかりき 40是よりして年々にイス

ラエルの女子等往て年に四日ほどギレアデ人ヱフ

タの女のために哀哭ことをなす是イスラエルの規

矩となれり

12エフライムの人々つどひて北にゆきヱフタに
いひけるは汝何故に往きてアンモンの子孫と

戰ひながらわれらをまねきて汝とともに行せざり

しや我ら火をもて汝の家を汝とともに焚くべしと

2ヱフタ之にいひけるは我とわが民の曾てアンモ

ンの子孫と大に爭ひしときに我汝らをよびしに汝

らかれらの手より我を救ふことをせざりき 3我汝

らが我を救はざるを見たればわが命をかけてアン

モンの子孫の所に攻ゆきしにヱホバかれらを我が

手に付したまへり然ば汝らなんぞ今日我が許に上

り來りて我とたたかはんとするやと 4ヱフタここ

においてギレアデの人をことごとくつどへてエフ

ライムとたたかひしがギレアデの人々エフライム

を撃破れり是はエフライム汝らギレアデ人はエフ

ライムの逃亡者にしてエフライムとマナセの中に

をるなりと言しに由る 5而してギレアデ人エフラ

イムにおもむくところのヨルダンの津をとりきり

しがエフライム人の逃れ來る者ありて我を渡らせ

よといへばギレアデの人之に汝はエフライム人な

るかと問ひ彼もし然らずと言ときは 6また之に請

ふシボレテといへといふに彼その音を正しくいひ

得ずしてセボレテと言ばすなはち之を引捕へてヨ

ルダンの津に屠せりその時にエフライム人のたふ

れし者四萬二千人なりき 7ヱフタ六年のあひだイ

スラエルを審きたりギレアデ人ヱフタつひに死て

ギレアデのある邑に葬むらる 8彼の後にベテレヘ

ムのイブザン、イスラエルを審きたり 9彼に三十

人の男子ありまた三十人の女子ありしがこれをば

外に嫁がしめてその子息等のために三十人の女を

外より娶れり彼七年のあひだイスラエルを審きた

り 10イブザンつひに死てベテレヘムに葬むらる

11彼の後にゼブルン人エロン、イスラエルを審き
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たりゼブルン人エロン十年のあひだイスラエルを

審きたり 12ゼブルン人エロンつひに死てゼブル

ンの地のアヤロンに葬むらる 13彼の後にピラト

ン人ヒレルの子アブドン、イスラエルを審きたり

14彼に四十人の男子および三十人の孫ありて七十

の驢馬に乗る彼八年のあひだイスラエルを審けり

15ピラトン人ヒレルの子アブドンつひに死てエフ

ライムの地のピラトンに葬むらる是はアマレク人

の山にあり

13イスラエルの子孫またヱホバのまへにて惡を
行ひしかばヱホバこれを四十年の間ペリシテ

人の手にわたしたまへり 2ここにダン人の族にて

名をマノアとよべるゾラ人あり其の妻は石婦にし

て子を生みしことなし 3ヱホバの使その女に現れ

て之にいひけるは汝は石婦にして子を生しことあ

らず然ど汝孕みて子をうまん 4されば汝つつしみ

て葡萄酒および濃き酒を飮むことなかれまたすべ

て穢たるものを食ふなかれ 5視よ汝孕みて子を產

ん其の頭には剃刀をあつべからずその兒は胎を出

るよりして神のナザレ人〔神に身を獻げし者〕た

るべし彼ペリシテ人の手よりイスラエルを拯ひ始

めんと 6その婦人來りて夫に告て曰けるは神の人

我にのぞめりその容貌は神の使の容貌のごとくに

して甚おそろしかりしが我其のいづれより來れる

やを問ず彼また其の名を我に告ざりき 7彼我にい

ひけるは視よ汝孕みて子を產まん然ば葡萄酒およ

び濃き酒を飮むなかれまたすべてけがれたるもの

を食ふなかれその兒は胎を出るより其の死る日ま

で神のナザレ人たるべしと 8マノア、ヱホバにこ

ひ求めていひけるはああわが主よ汝がさきに遣は

したまひし神の人をふたたび我らにのぞませ之を

して我らがその產るる兒になすべき事を敎へしめ

たまへ 9神マノアの聲をききいれたまひて神の使

者婦人の田野に坐しをる時に復之にのぞめり時に

夫マノアは共にをらざりき 10是において婦いそ

ぎ走りて夫に告て之にいひけるは先頃我にのぞみ

し人また我に現はれたりと 11マノアすなはち起

て妻のあとに付て行き其人のもとに至りて之に汝

はかつて此婦に語言し人なるかといふに然りとこ

たふ 12マノアいひけるは汝の言のごとく成ん時

は其兒の養育方および之になすべき事は如何 13

ヱホバの使者マノアにいひけるはわがさきに婦に

言しところのことどもは婦之をつつしむべきなり

14すなはち葡萄樹よりいづる者は凡て食ふべから

ず葡萄酒と濃き酒を飮ずまたすべて穢たるものを

食ふべからずすべてわが彼に命じたることどもを

彼守るべきなり 15マノア、ヱホバの使者にいひ

けるは請我らをして汝を款留しめ汝のまへに山羊

羔を備へしめよ 16ヱホバの使者マノアにいひけ

る汝我を款留るも我は汝の食物をくらはじまた汝

燔祭をそなへんとならばヱホバにこれをそなふべ

しとマノアは彼がヱホバの使者なるを知ざりしな

り 17マノア、ヱホバの使者にいひけるは汝の名

はなにぞ汝の言の效驗あらんときは我ら汝を崇ん

18ヱホバの使者之にいひけるは我が名は不思議な

り汝何故に之をたづぬるやと 19マノア山羊羔と

素祭物とをとり磐のうへにて之をヱホバにささぐ

使者すなはち不思議なる事をなせりマノアとその

妻之を視る 20すなはち火燄壇より天にあがれる

ときヱホバの使者壇の火燄のうちにありて昇れり

マノアと其の妻これを視をりて地にひれふせり 21

ヱホバの使者そののち重ねてマノアと其の妻に現

はれざりきマノアつひに彼がヱホバの使者たりし

を暁れり 22茲にマノアその妻にむかひ我ら神を

視たれば必ず死ぬるならんといふに 23其の妻之

にいひけるはヱホバもし我らを殺さんとおもひた

まはばわれらの手より燔祭及び素祭をうけたまは

ざりしならんまたこれらの諸のことを我らに示す

ことをなしこたびのごとく我らに斯ることを告た

まはざりしなるべしと 24かくて婦子を產てその

名をサムソンと呼べりその子育ち行くヱホバこれ

を惠みたまふ 25ヱホバの靈ゾラとエシタオルの

あひだなるマハネダンにて始て感動す

14サムソン、テムナテに下り、ペリシテ人の女
にてテムナテに住る一人の婦を見 2歸り上り

ておのが父母に語ていひけるは我ペリシテ人の女

にてテムナテに住るひとりの婦を見たりされば今

之をめとりてわが妻とせよと 3その父母之にいひ

けるは汝ゆきて割禮を受けざるペリシテ人のうち

より妻を迎んとするは汝が兄弟等の女のうちもし

くはわがすべての民のうちに婦女無が故なるかと

しかるにサムソン父にむかひ彼婦わがこころに適

へば之をわがために娶れと言り 4その父母はこの

事のヱホバより出しなるを知ざりきサムソンはペ

リシテ人を攻んと釁をうかがひしなりそは其のこ

ろペリシテ人イスラエルを轄め居たればなり 5サ

ムソン父母とともにテムナテに下りてテムナテの

葡萄園にいたるに稚き獅子咆哮りて彼に向ひしが
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6ヱホバの靈彼にのぞみたれば山羊羔を裂がごと

くに之を裂たりしが手には何の武器も持ざりきさ

れどサムソンはその爲せしことを父にも母にも告

ずしてありぬ 7サムソンつひに下りて婦とうちか

たらひしが婦その心にかなへり 8かくて日を經て

後サムソンかれを娶らんとて立かへりしが身を轉

して彼の獅子の屍を見るに獅子の體に蜂の群と蜜

とありければ 9すなはちその蜜を手にとりて歩み

つつ食ひ父母の許にいたりて之を與へけるに彼ら

之を食へりされど獅子の體よりその蜜を取來れる

ことをば彼らにかたらざりき 10斯て其の父下り

て婦のもとに至りしかばサムソン少年の習例にし

たがひてそこに饗宴をまうけたるに 11サムソン

を見て三十人の者をつれ來りて之が伴侶とならし

む 12サムソンかれらにいひけるは我汝らにひと

つの隱語をかけん汝ら七日の筵宴の内に之を解て

あきらかに之を我に告なば我汝らに裏衣三十と衣

三十襲をあたふべし 13然どもし之をわれに告得

ずば汝ら我に裏衣三十と衣三十襲を與ふべしと彼

等之にいひけるは汝の隱語をかけて我らに聽しめ

よ 14サムソン之にいひけるは食ふ者より食物出

で強き者より甘き物出でたりと彼ら三日の中に之

を解ことあたはざりしかば 15第七日にいたりて

サムソンの妻にいひけるは汝の夫を説すすめて隱

語を我らに明さしめよ然せずば火をもて汝と汝の

父の家を焚ん汝らはわれらの物をとらんとてわれ

らを招けるなるか然るにあらずやと 16是におい

てサムソンの妻サムソンのまへに泣ていひけるは

汝はわれを惡む而巳われを愛せざるなり汝わが民

の子孫に隱語をかけて之をわれに説あかさずとサ

ムソン之にいふ我これをわが父や母にも説あかさ

ざればいかで汝に説あかすべけんやと 17婦七日

の筵宴のあひだ彼のまへに泣き居りしが第七日に

至りてサムソンつひに之を彼に説あかせり其は太

く強たればなり婦すなはち隱語をおのが民の子孫

に明せり 18是において第七日に及びて日の沒る

まへに邑の人々サムソンにいひけるは何ものか蜜

よりあまからん何ものか獅子より強からんとサム

ソン之にいひけるは汝らわが牝犢をもて耕さざり

しならばわが隱語を解得ざるなりと 19茲にヱホ

バの靈サムソンに臨みしかばサムソン、アシケロ

ンに下りてかしこの者三十人を殺しその物を奪ひ

彼の隱語を解し者等にその衣服を與へはげしく怒

りて其父の家にかへり上れり 20サムソンの妻は

サムソンの友となり居たるその伴侶の妻となり

ぬ

15日を經てのち麥秋の時にサムソン山羊羔をた
づさへて妻のもとを訪ていひけるは我室に入

てわが妻に會んと然るに妻の父其の入ことをゆる

さず 2其父すなはちいひけるはわれまことに汝は

彼の婦を嫌ひたりと意ひしがゆゑに彼を汝の伴侶

たりし者に與へたり彼が妹は彼よりも善にあらず

やねがはくは彼に代て之を汝のものとせよ 3サム

ソン彼らにいひけるは今回はわれペリシテ人に害

を加ふるとも彼らに對して罪なかるべしと 4サム

ソンすなはち往て山犬三百をとらへ火炬をとり尾

と尾をあはせてその二つの尾の間に一つの火炬を

結ひつけ 5火炬に火をつけてペリシテ人のいまだ

刈ざる麥のなかにこれを放ち入れその束ね積たる

ものといまだ刈ざるものを焚き橄欖の園にまで及

ぼせり 6ペリシテ人いひけるは是は誰の行爲なる

やこたへて言ふテムナテ人の婿サムソンなりそは

彼サムソンの妻をとりて其伴侶なりし者に與へた

ればなりとここにおいてペリシテ人上りきたりて

彼の婦とその父とを火にて燒きうしなへり 7サム

ソンかれらに言ふ汝ら斯おこなへば我汝らに仇を

むくはでは止じと 8すなはち脛に腿に彼らを撃て

大いに之を殺せりかくてサムソンは下りてエタム

の巖間に居る 9ここにおいてペリシテ人上り來り

てユダに陣を取りレヒに布き備へたれば 10ユダ

の人々いひけるは汝ら何の故にわれらに攻めのぼ

りたるやとかれらこたへけるはサムソンをしばり

て彼がわれらに爲しごとくかれに爲んとてのぼれ

るなりと 11是をもてユダの人三千人エタムの巖

間にくだりてサムソンにいふ汝ペリシテ人はわれ

らを轄るものなるを知らざるや汝などてかわれら

に斯る事をなせしやサムソンかれらにいひけるは

我は彼らが我に爲しごとく彼らに爲しなりと 12

かれらまたサムソンにいひけるは我らは汝をしば

りてペリシテ人の手にわたさんとて下りきたれり

サムソンかれらにいひけるは汝らの自われを害す

まじきことを我に誓へ 13彼ら之にかたりていふ

いなわれらはただ汝を縛りいましめてペリシテ人

の手にわたさんのみわれらは必らず汝を殺さざる

べしとすなはち二條の新しき索をもてかれをいま

しめて巖より之を携かへれり 14サムソン、レヒ

にいたれるときペリシテ人聲を揚てかれに近づき

しが時しもヱホバの靈彼にのぞみたればその腕に
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かかれる索は火に焚たる麻のごとくになりて手の

いましめ解はなれたり 15サムソンすなはち驢馬

のあたらしき腮骨ひとつを見出し手をのべて之を

取り其をもて一千人を殺し 16而して言ふ驢馬の

腮骨をもて山をきづき山をつくる驢馬の腮骨をも

て我一千人を撃殺せりと 17かく言終りてその手

より腮骨をうちすて其處をラマテレヒと名けたり

18時に彼渇をおぼゆること甚だしかりしかばヱホ

バによばはりていふ汝のしもべの手をもて汝この

大なる拯をほどこしたまへるにわれ今渇きて死に

割禮を受けざるものの手におちいらんとすと 19

ここにおいて神レヒに在るくぼめる所を裂きたま

ひしかば水そこより流れいでしがサムソン之を飮

たれば精神舊に返りてふたたび爽になりぬ故に其

名をエンハッコレ（呼はれるものの泉）と呼ぶ是

今日にいたるまでレヒに在り 20サムソンはペリ

シテ人の治世の時に二十年イスラエルをさばけ

り

16サムソン、ガザに往きかしこにて一人の妓を
見てそれの處に入しに 2サムソンここに來れ

りとガザ人につぐるものありければすなはち之を

取り圍みよもすがら邑の門に埋伏し詰朝におよび

夜の明たる時に之をころすべしといひてよもすが

ら靜まりかへりて居る 3サムソン夜半までいね夜

半にいたりて興き邑の門の扉とふたつの柱に手を

かけて楗もろともに之をひきぬき肩に載てヘブロ

ンの向ひなる山の巓に負のぼれり 4こののちサム

ソン、ソレクの谷に居る名はデリラと言ふ婦人を

愛す 5ペリシテ人の群伯その婦のもとに上り來て

之にいひけるは汝サムソンを説すすめてその大い

なる力は何に在るかまたわれら如何にせば之に勝

て之を縛りくるしむるを得べきかを見出せ然すれ

ばわれらおのおの銀千百枚づつをなんぢに與ふべ

し 6ここにおいてデリラ、サムソンにいひけるは

汝の大なる力は何にあるかまた如何せば汝を縛り

て苦むることを得るや請ふ之をわれにつげよ 7サ

ムソン之にいひけるは人もし乾きしことなき七條

の新しき繩をもてわれを縛るときはわれ弱くなり

て別の人のごとくならんと 8ここに於てペリシテ

人の群伯乾きしことなき七條の新しき繩を婦にも

ち來りければ婦之を以てサムソンをしばりしが 9

かねて室のうちに人しのび居て己とともにありた

れば斯してサムソンにむかひサムソンよペリシテ

人汝に及ぶと言にサムソンすなはちその索を絶り

あたかも麻絲の火にあひて斷るるがごとし斯其の

力の原由知れざりき 10デリラ、サムソンにいひ

けるは視よ汝われを欺きてわれに謊を告たり請ふ

何をもてせば汝を縛ることをうるや今我に告よ 11

彼之にいひけるはもし人用ひたることなき新しき

索をもてわれを縛りいましめなばわれ弱くなりて

別の人のごとくならんと 12是をもてデリラあた

らしき索をとり其をもて彼を縛りしかして彼にい

ふサムソンよペリシテ人汝におよぶと時に室のう

ちに人しのび居たりしがサムソン絲の如くにその

索を腕より絶おとせり 13デリラ、サムソンにい

ひけるに今までは汝われを欺きて我に謊をつげた

るが何をもてせば汝をしばることをうるやわれに

告よと彼之にいひけるは汝もしわが髮毛七繚を機

の緯線とともに織ばすなはち可しと 14婦すなは

ち釘をもて之をとめおきて彼にいひけるはサムソ

ンよペリシテ人汝におよぶとサムソンすなはちそ

の寢をさまし織機の釘と緯線とを曳拔り 15婦こ

こにおいてサムソンにいひけるは汝の心われに居

ざるに汝いかでわれを愛すといふや汝すでに三次

われをあざむきて汝が大なる力の何にあるかをわ

れに告ずと 16日々にその言をもて之にせまりう

ながして彼の心を死るばかりに苦ませたれば 17

彼つひにその心をことごとく打明して之にいひけ

るはわが頭にはいまだかつて剃刀を當しことあら

ずそはわれ母の胎を出るよりして神のナザレ人た

ればなりもしわれ髮をそりおとされなばわが力わ

れをはなれわれは弱くなりて別の人のごとくなら

んと 18デリラ、サムソンがことごとく其のここ

ろを明したるを見人をつかはしてペリシテ人の群

伯を召ていひけるはサムソンことごとくその心を

われに明したれば今ひとたび上り來るべしとここ

においてペリシテ人の群伯かの銀を携へて婦のも

とにいたる 19婦おのが膝のうへにサムソンをね

むらせ人をよびてその頭髮七繚をきりおとさしめ

之を苦めはじめたるにその力すでにうせさりてあ

り 20婦ここにおいてサムソンよペリシテ人汝に

およぶといひければ彼睡眠をさましていひけるは

われ毎のごとく出て身を振はさんと彼はヱホバの

おのれをはなれたまひしを覺らざりき 21ペリシ

テ人すなはち彼を執へ眼を抉りて之をガザにひき

下り銅の鏈をもて之を繋げりかくてサムソンは囚

獄のうちに磨を挽居たりしが 22その髮の毛剃り

おとされてのち復長はじめたり 23茲にペリシテ
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人の群伯共にあつまりてその神ダゴンに大なる祭

物をささげて祝をなさんとしすなはち言ふわれら

の神はわれらの敵サムソンをわれらの手に付した

りと 24民サムソンを見ておのれの神をほめたた

へて言ふわれらの神はわれらの敵たる者われらの

地を荒せしものわれらを數多殺せしものをわれら

の手に付したりと 25その心に喜びていひけるは

サムソンを召てわれらのために戲技をなさしめよ

とて囚獄よりサムソンを召いだせしかばサムソン

之がために戲技をなせり彼等サムソンを柱の間に

立しめしに 26サムソンおのが手をひきをる少者

にいひけるはわれをはなして此家の倚て立ところ

の柱をさぐりて之に倚しめよと 27その家には男

女充ちペリシテ人の群伯もまたみな其處に居る又

屋蓋のうへには三千ばかりの男女をりてサムソン

の戲技をなすを觀てありき 28時にサムソン、ヱ

ホバに呼はりいひけるはああ主ヱホバよねがはく

は我を記念えたまへ嗚呼神よ願くは唯今一度われ

を強くしてわがふたつの眼のひとつのためにだに

もペリシテ人に仇をむくいしめたまへと 29サム

ソンすなはちその家の倚てたつところの兩箇の中

柱のひとつを右の手ひとつを左の手にかかへて身

をこれによせたりしが 30サムソン我はペリシテ

人とともに死なんといひて力をきはめて身をかが

めたれば家はそのなかに居る群伯とすべての民の

うへに倒れたりかくサムソンが死るときに殺せし

ものは生けるときに殺せし者よりもおほかりき 31

こののちサムソンの兄弟およびその父の家族こと

ごとく下りて之を取り携へのぼりてゾラとエシタ

オルのあひだなる其の父マノアの墓にはうむれり

サムソンがイスラエルをさばきしは二十年なり

き

17ここにエフライムの山の人にて名をミカとよ
べるものありしが 2その母に言けるは汝かつ

てその千百枚の銀を取れしことを吾が聞ところに

て詛ひて語りしが視よその銀はわが手に在り我之

を取るなりと母すなはちわが子よねがはくはヱホ

バ汝に祝福をたまへと言り 3彼千百枚の銀をその

母にかへせしかば母いひけらくわれわが子のため

にひとつの像を雕みひとつの像を鑄んためにその

銀をわが手よりヱホバに納む然ばわれ今之を汝に

かへすべしと 4ミカその銀を母にかへせしかば母

その銀二百枚をとりて之を鑄物師にあたへてひと

つの像をきざませひとつの像を鑄させたり其像は

ミカの家に在り 5このミカといふ人神の殿をもち

をりエポデおよびテラピムを造りひとりの子を立

ておのが祭司となせり 6此ときにはイスラエルに

王なかりければ人々おのれの目に是とみゆること

をおこなへり 7ここにひとりの少者ありてベテレ

ヘムユダに於てユダの族の中にをる彼はレビ人に

してかしこに寓居るなり 8この人居べきところを

たづねてその邑ベテレヘムユダを去しが遂に旅し

てエフライムの山にゆきてミカの家にいたりしに

9ミカ之にいひけるは汝いづこよ來れるやと彼之

にいふ我はベテレヘムユダのレビ人なるが居べき

ところをたづねに往くものなり 10ミカ之に言け

るは汝われと偕に居りわがために父とも祭司とも

なれよ然ばわれ年に銀十枚および衣服食物を汝に

あたへんとレビ人すなはち入しが 11レビ人つひ

にその人と偕に居んことを肯ふ是においてその少

者はかれの子の一人のごとくなりぬ 12ミカ、レ

ビ人なるこの少者をたてて祭司となしたればすな

はちミカの家に居る 13ミカここにおいて言ふ今

われ知るヱホバわれに恩惠をたまはんそはこのレ

ビ人われの祭司となればなり

18當時イスラエルには王なかりしがダン人の支
派其頃住むべき地を求めたり是は彼らイスラ

エルの支派の中にありて其日まで未だ產業の地を

得ざりしが故なり 2ダンの子孫すなはちゾラとエ

シタオルよりして自己の族の勇者五人を遣はしそ

の境を出て土地を窺ひ探らしむ即ち彼等に言ふ往

て土地を探れと彼等エフライムの山にいたりミカ

の家につきて其處に宿れり 3かれらミカの家の傍

にある時レビ人なる少者の聲を聞認たれば身をめ

ぐらして其處にいりて之に言ふ誰が汝を此に携き

たりしや汝此處にて何をなすや此に何の用あるや

4其人かれらに言けるはミカ斯々我を待ひ我を雇

ひて我その祭司となれりと 5彼等これに言ふ請ふ

神に問ひ我等が往ところの途に利逹あるや否を我

等にしらしめよ 6その祭司かれらに言けるは安ん

じて往よ汝らが往ところの途はヱホバの前にある

なりと 7是に於て五人の者往てライシに至り其處

に住る人民を視るに顧慮なく住ひをり其安穩にし

て安固なることシドン人のごとし此國には政權を

握りて人を煩はす者絶てあらず其シドン人と隔た

ること遠くまた他の人民と交ることなし 8斯て彼

等ゾラとエシタオルに返りてその兄弟等にいたる

に兄弟等如何なりしやと彼等に問ければ 9答て言
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ふ起よ彼等の所に攻のぼらん我等その地を見るに

甚だ善し汝等は安んじをるなり進みいたりてその

地を取ることを怠るなかれ 10汝等往ば安固なる

人民の所に至らんその地は堅横ともに廣し神これ

を汝らの手に與へたまふなり此處には世にある物

一箇も缺ることあらず 11是に於てダン人の族の

者六百人武器を帶てゾラとエシタオルより出ゆき

12上りてユダのキリヤテヤリムに陣を張り是をも

てその處をマハネダンと名けしがその名今日に存

る是はキリヤテヤリムの後にあり 13彼等其處よ

りエフライム山に進みミカの家に至りけるに 14

夫のライシの國を窺ひに往たりし五人の者その兄

弟等に告て言けるは是等の家にはエポデ、テラピ

ムおよび雕める像と鑄たる像あるを汝等知や然ば

汝ら今その爲べきことを考へよと 15乃ち其方に

身をめぐらして夫のレビ人の少者の家なるミカの

家に至りてその安否を問けるが 16武器を帶たる

六百人のダンの子孫は門の入口に立り 17夫の土

地を窺ひに往たりし五人の者上りて其處にいりそ

の雕める像とエポデとテラピムおよび鑄たる像を

取けるが祭司は武器を帶たる六百人の者とともに

門の入口に立ゐたり 18此人々ミカの家にいりて

其雕める像とエポデとテラピムと鑄たる像とを取

しかば祭司かれらに汝ら何をなすやと言ふに 19

彼等これに言けるは汝默せよ汝手を口にあてて我

らとともに來り我らの父とも祭司ともなれよかし

一人の家の祭司たるとイスラエルの一の支派一の

族の祭司たるとは何か好や 20祭司すなはち心に

悦びてエポデとテラピムと雕める像とを取て民の

中に入る 21斯てかれら身をめぐらしその子女と

家畜と財寳を前にたてて進みしが 22ミカの家を

遙かに離れし時ミカの家に近きところの家の人々

呼はり集てダンの子孫に追ひつき 23ダンの子孫

を呼たれば彼等回顧てミカに言ふ汝何事ありて集

りしや 24かれら言けるは汝らはわが造れる神々

および祭司を奪ひさりたれば我尚何かあらん然る

に汝等何ぞ我にむかひて何事ぞやと言や 25ダン

の子孫かれに言けるは汝の聲を我らの中に聞えし

むるなかれ恐くは心の荒き人々汝に撃かかるあり

て汝おのれの生命と家族の生命とを失ふにいたら

んと 26而してダンの子孫進みゆきけるがミカは

彼らが己よりも強きを見て身をめぐらして家に返

れり 27彼等ミカが造りし者とその有し祭司をと

りてライシにおもむき平穩にして安樂なる民の所

にいたり刃をもて之を撃ち火をもてその邑を燬た

りしが 28其シドンと隔たること遠きが上に他の

人民と交際ざりしによりて之を救ふ者なかりきそ

の邑はベテレホブの邊の谷にあり彼ら邑を建なほ

して其處に住み 29イスラエルの生たるその先祖

ダンの名にしたがひて其邑の名をダンと名けたり

その邑の名は本はライシなりき 30斯てダンの子

孫その雕める像を安置りモーセの子なるゲルシヨ

ムの子ヨナタンとその子孫ダンの支派の祭司とな

りて國の奪はるる時にまでおよべり 31神の家の

シロにありし間恒に彼等はミカが造りしかの雕め

る像を安置おきぬ

19其頃イスラエルに王なかりし時にあたりてエ
フライムの山の奧に一人のレビ人寄寓をりベ

テレヘムユダより一人の婦人をとりて妾となした

るに 2その妾彼に背きて姦淫を爲し去てベテレヘ

ムユダなるその父の家にかへり其所に四月といふ

日をおくれり 3是に於てその夫彼をなだめて携か

へらんとてその僕と二頭の驢馬をしたがへ起てか

れの後をしたひゆきければその父の家に之を導き

いたりしに女の父これを見て之に遇ことを悦こべ

り 4而してその女の父なる外舅彼をひきとめたれ

ば則ち三日これと共に居り皆食飮して其所に宿り

しが 5四日におよびて朝早く起あがり彼たちて去

んとしければ女の父その婿に言ふ少許の食物をも

て汝の心を強くして然る後に去れよと 6二人すな

はち坐りて共に食飮しけるが女の父その人にいひ

けるは請ふ幸に今一夜を明し汝の心を樂ましめよ

と 7其人起て去んとしけるに外舅これを強たれば

遂に復其所に宿り 8五日におよびて朝はやく起い

でて去んとしたるに女の父これに言けるは請ふ汝

の心を強くせよと是をもて日の昃るまでとどまり

て共に食をなしけるが 9其人つひに妾および僕と

ともに去んとて起あがりければ女の父彼に言ふ視

よ今は日暮なんとす請ふ今一夜を明されよ視よ日

昃たり汝此にやどりて汝の心をたのしませ明日蚤

く起て出たち汝の家にいたれよと 10然るに其人

止宿ることを肯はずして起て去りヱブスの對面に

至れり是はエルサレムなり鞍おける二の驢馬彼と

ともにあり妾も彼とともなりき 11彼らヱブスの

近傍にをる時日はや沒んとしければ僕その主人に

いひけるは請ふ來れ我等身をめぐらしてヱブス人

の此邑にいりて其所に宿らんと 12その主人これ

に言けるは我等は彼所に身をめぐらしてイスラエ
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ルの子孫の邑ならざる外國の人の邑にいるべから

ずギベアに進みゆかんと 13すなはちその僕にい

ひけるは來れ我らギベアかラマか是等の處の一に

就て止宿んと 14皆すすみ往きけるがベニヤミン

のギベアの近邊にて日暮たれば 15ギベアにゆき

て宿らんとて其所に身をめぐらし入て邑の衢に坐

しけるに誰も彼を家に接て宿らしむる者なかりき

16時に一人の老人日暮に田野の働作をやめて歸り

きたる此人はエフライム山の者にしてギベアに寄

寓れるなり但し此處の人はベニヤミン人なり 17

彼目をあげて旅人の邑の衢にをるを見たり老人す

なはちいひけるは汝は何所にゆくなるや何所より

來れるやと 18その人これにいひけるは我らはベ

テレヘムユダよりエフライム山の奧におもむく者

なり我は彼所の者にて旣にベテレヘムユダにゆき

今ヱホバの室に詣らんとするなるが誰もわれを家

に接ものあらず 19然ど驢馬の藁も飼蒭もあり又

我と汝の婢および僕等とともなる少者の用ふべき

食物も酒も在て何も事缺るところなし 20老人い

ひけるは願くは汝安かれ汝が需むる者は我そなへ

ん唯衢に宿るなかれと 21かれをその家に携れ驢

馬に飼ふ彼らすなはち足をあらひて食飮せしが 22

その心を樂ませをる時にあたりて邑の人々の邪な

る者その家をとりかこみ戸を打たたきて家の主人

なる老人に言ふ汝の家にきたれる人をひき出せ我

らこれを犯さんと 23是に於て家の主人なる人か

れらの所にいでゆきてこれに言けるは否わが兄弟

よ惡をなす勿れ此人すでにわが家にいりたればこ

の愚なる事をなすなかれ 24我が處女なる女と此

人の妾とあるにより我これを今つれいだすべけれ

ば汝らかれらを辱しめ汝等の好むところをこれに

爲せ唯この人には斯る愚なる事を爲すなかれと 25

然るにその人々これを聽いれざるにより其人その

妾をとりてこれを彼らの所にいだしやりければす

なはちこれを犯して朝にいたるまで終夜これを辱

しめ日のいづる頃にいたりて釋てり 26是をもて

婦黎明にきたりてその夫のをる彼人の家の門に仆

れ夜のあくるまで其處に臥をる 27その主朝にお

よびておきいで家の戸をひらきて出去んとせしが

その妾の婦の家の門にたふれをりて手を閾の上に

おくを見ければ 28これにむかひ起よ我ら出往ん

と言たれども何の答もあらざりき是によりてその

人これを驢馬にのせたちて己の所におもむきしが

29家にいたるにおよびて刀をとり其妾を執へて骨

ぐるみこれを十二分にたちわりて之をイスラエル

の四方の境におくりければ 30之を見る者皆いふ

イスラエルの子孫がエジプトの地より出のぼりし

日より今日にいたるまで斯のごとき事は行はれし

ことなく見えしことなし思をめぐらし相議りて言

ふことをせよ

20是に於てイスラエルの子孫ダンよりベエルシ
バにいたりギレアデの地にいたるまで皆出き

たり其會衆一人のごとくにしてミヅパに於てヱホ

バの前に集り 2衆民の長たる者すなはちイスラエ

ルの諸の支派の長等みづから神の民の集會に出づ

劍をぬくところの歩兵四十萬人ありき 3ベニヤミ

ンの子孫はイスラエルの子孫がミヅパにのぼれる

ことを聞り斯てイスラエルの子孫此惡事の樣を語

れと言ければ 4彼殺されし婦の夫なるレビの人こ

たへていふ我わが妾とともにベニヤミンのギベア

に宿らんとて往たるに 5ギベアの人起りたちて我

をせめ夜の間に我がをる家をとりかこみて我を殺

さんと企て遂にわが妾を辱しめてこれを死しめた

れば 6我わが妾をとらへてこれをたちわり是をイ

スラエルの產業なる全地に遣れり是は彼らイスラ

エルにおいて淫事をなし愚なる事をなしたればな

り 7汝等は皆イスラエルの子孫なり今汝らの意見

と思考をのべよ 8民みな一人のごとくに起ていひ

けるは我らは誰もおのれの天幕にゆかずまた誰も

おのれの家におもむかじ 9我らがギベアになさん

ところの事は是なりすなはち鬮にしたがひて之を

攻ん 10我らイスラエルの諸の支派の中に於て百

人より十人千人より百人萬人より千人を取りて民

の糧食を執せ之をしてベニヤミンのギベアにいた

り彼らがイスラエルにおこなひたるその愚なる事

にしたがひて事をなさしむべしと 11斯イスラエ

ルの人々皆あつまりて此邑を攻んとせしが其相結

べること一人のごとくなりき 12イスラエルの諸

の支派遍く人をベニヤミンの支派の中に遣して言

しめけるは汝らの中に此惡事のおこなはれしは何

事ぞや 13然ばギベアにをるかの邪なる人々をわ

たせ我らこれを誅して惡をイスラエルに絶べしと

然るにベニヤミンの子孫はその兄弟なるイスラエ

ルの子孫の言を聽いれざりき 14却てベニヤミン

の子孫は邑々よりギベアにあつまりて出てイスラ

エルの子孫と戰はんとす 15その時邑々より出た

るベニヤミンの子孫を數ふるに劍をぬく所の人二

萬六千あり外にまたギベアの居民ありて之をかぞ
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ふるに精兵七百人ありき 16この諸の民の中に左

手利の精兵七百人あり皆能く投石器をもて石を投

るに毫末もたがふことなし 17イスラエルの人を

數ふるにベニヤミンを除きて劍をぬくところの者

四十萬人ありき是みな軍人なり 18爰にイスラエ

ルの子孫起あがりてベテルにのぼり神に問て我等

の中孰か最初にのぼりてベニヤミンの子孫と戰ふ

べきやと言ふにヱホバ、ユダ最初にと言たまふ 19

イスラエルの子孫すなはち朝おきてギベアにむか

ひて陣をとりけるが 20イスラエルの人々ベニヤ

ミンと戰はんとて出でゆきイスラエルの人々行伍

をたててギベアにて彼らと戰はんとしければ 21

ベニヤミンの子孫ギベアより進みいで其日イスラ

エル人二萬二千を地に撃仆せり 22然るにイスラ

エルの民の人々みづから奮ひその初の日に行伍を

たてし所にまた行伍をたてたり 23而してイスラ

エルの子孫上りゆきてヱホバの前に夕暮まで哭き

ヱホバに問て言ふ我復進みよりて吾兄弟なるベニ

ヤミンの子孫とたたかふべきやとヱホバ彼に攻の

ぼれと言たまへり 24是に於てイスラエルの子孫

次の日またベニヤミンの子孫の所に攻よするに 25

ベニヤミンまた次の日ギベアより進みて之にいで

あい再びイスラエルの子孫一萬八千人を地に撃仆

せり是みな劍をぬくところの者なりき 26斯在し

かばイスラエルの子孫と民みな上りてベテルにい

たりて哭き其處にてヱホバの前に坐りその日の夕

暮まで食を斷ち燔祭と酬恩祭をヱホバの前に獻げ

27而してイスラエルの子孫ヱホバにとへり（その

頃は神の契約の櫃彼處にありて 28アロンの子エ

レアザルの子なるピネハス當時これに事へたり）

即ち言けるは我またも出てわが兄弟なるベニヤミ

ンの子孫とたたかふべきや或は息べきやヱホバ言

たまふ上れよ明日はわれ汝の手にかれらを付すべ

しと 29イスラエル是に於てギベアの周圍に伏兵

を置き 30而してイスラエルの子孫三日目にまた

ベニヤミンの子孫の所に攻のぼり前のごとくにギ

ベアにむかひて行伍をたてたれば 31ベニヤミン

の子孫民に出あひしが遂に邑より誘出されたり彼

等始は民を撃ち大路にて前のごとくイスラエルの

人三十人許を殺せりその大路は一筋はベテルにい

たり一筋は野のギベアに至る 32ベニヤミンの子

孫すなはち言ふ彼らは初のごとく我らに撃破らる

と然るにイスラエルの人は云ふ我等逃て彼らを邑

より大路に誘き出さんと 33イスラエルの人々み

なその所を起て去りバアルタマルに行伍をたてた

り而して伏兵その處より即ちギベアの野原より起

れり 34イスラエルの全軍の中より選拔たる兵一

萬來りてギベアを襲ひ其戰鬪はげしかりしがベニ

ヤミン人は葘害の己にのぞむを知ざりき 35ヱホ

バ、イスラエルのまへにベニヤミンを撃敗りたま

ひしかばイスラエルの子孫その日ベニヤミン人二

萬五千一百人を殺せり是みな劍をぬくところの者

なり 36ベニヤミンの子孫すなはち己の撃敗らる

るを見たり偖イスラエルの人々そのギベアにむか

ひて設たる所の伏兵を恃てベニヤミン人を避て退

きけるが 37伏兵急ぎてギベアに突いり伏兵進み

て刃をもて邑を盡く撃り 38イスラエルの人々と

その伏兵との間に定めたる合圖は邑より大なる黑

烟をあげんとの事なりき 39イスラエルの人々戰

陣より引き退ぞくベニヤミン初が程はイスラエル

の人々を撃ちて三千人許を殺し乃ち言ふ彼等はま

ことに最初の戰のごとく我等に撃やぶらると 40

然るに火焔烟の柱なして邑より上りはじめしかば

ベニヤミン人後を見かへりしに邑は皆烟となりて

空にのぼる 41時にイスラエルの人々ふりかへり

しかばベニヤミンの人々葘害のおのれに迫るを見

て狼狽へ 42イスラエルの人々の前より身をめぐ

らして野の途におもむきけるが戰鬪これに追せま

りて遂にその邑々よりいでたる者どもその中に戰

死す 43イスラエルの人すなはちベニヤミン人を

とりまきて之を追うち容易くこれを踏たふして東

の方ギベアの對面にまでおよべり 44ベニヤミン

の仆るる者一萬八千人是みな勇士なり 45茲に彼

等身をめぐらして野の方ににげリンモンの磐にい

たれりイスラエルの人大路にて彼等五千人を伐と

り尚もこれを追うちてギドムにいたりその二千人

を殺せり 46是をもて其日ベニヤミンの仆れし者

は劍をぬくところの人あはせて二萬五千なりき是

みな勇士なり 47但六百人の者身をめぐらして野

の方にのがれリンモンの磐にいたりて四月があひ

だリンモンの磐にをる 48是に於てイスラエルの

人々また身をかへしてベニヤミンの子孫をせめ刃

をもて邑の人より畜にいたるまで凡て目にあたる

者を撃ち亦その至るところの邑々に火をかけた

り

21イスラエルの人々曾てミヅパにて誓ひ曰ける
は我等の中一人もその女をベニヤミンの妻に

あたふる者あるべからずと 2茲に民ベテルに至り
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彼處にて夕暮まで神の前に坐り聲を放ちて痛く哭

き 3言けるはイスラエルの神ヱホバよなんぞイス

ラエルに斯ること起り今日イスラエルに一の支派

の缺るにいたりしやと 4而して翌日民蚤に起て其

處に壇を築き燔祭と酬恩祭をささげたり 5茲にイ

スラエルの子孫いひけるはイスラエルの支派の中

に誰か會衆とともに上りてヱホバにいたらざる者

あらんと其は彼らミヅパに來りてヱホバにいたら

ざる者の事につきて大なる誓をたてて其人をばか

ならず死しむべしと言たればなり 6イスラエルの

子孫すなはち其兄弟ベニヤミンの事を憫然におも

ひて言ふ今日イスラエルに一の支派絶ゆ 7我等ヱ

ホバをさして我らの女をかれらの妻にあたへじと

誓ひたれば彼の遺る者等に妻をめとらしめんには

如何にすべきや 8又言ふイスラエルの支派の中孰

の者かミヅパにのぼりてヱホバにいたらざると而

して視るにヤベシギレアデよりは一人も陣營にき

たり集會に臨める者なし 9即ち民をかぞふるにヤ

ベシギレアデの居民は一人も其處にをらざりき 10

是に於て會衆勇士一萬二千を彼處に遣し之に命じ

て言ふ往て刃をもてヤベシギレアデの居民を撃て

婦女兒女をも餘すなかれ 11汝ら斯おこなふべし

即ち汝等男人および男と寢たる婦人をば悉く滅し

盡すべしと 12彼等ヤベシギレアデの居民の中に

て四百人の若き處女を獲たり是は未だ男と寢て男

しりしことあらざる者なり彼らすなはち之をシロ

の陣營に曳きたる是はカナンの地にあり 13斯て

全會衆人をやりてリンモンの磐にをるベニヤミン

人と語はしめ和睦をこれに宣しめたれば 14ベニ

ヤミンすなはち其時に歸りきたれり是において彼

らヤベシギレアデの婦人の中より生しおきたると

ころの女子を之にあたへけるが尚足ざりき 15ヱ

ホバ、イスラエルの支派の中に缺を生ぜしめたま

ひしに因て民ベニヤミンの事を憫然におもへり 16

會衆の長老等いひけるはベニヤミンの婦女絶たれ

ば彼の遺れる者等に妻をめとらせんには如何すべ

きや 17又言けるはベニヤミンの中の逃れたる者

等に產業あらしめん然らばイスラエルに一の支派

の消ることなかるべし 18然ながら我等は我等の

女子を彼らの妻にあたふべからず其はイスラエル

の子孫誓をなしベニヤミンに妻を與ふる者は詛は

れんと言たればなりと 19而して言ふ歳々シロに

ヱホバの祭ありと其處はベテルの北にあたりてベ

テルよりシケムにのぼるところの大路の東レバナ

の南にあり 20是に於てかれらベニヤミンの子孫

に命じて言ふ汝らゆきて葡萄園に伏して窺ひ 21

若シロの女等舞をどらんと出きたらば葡萄園より

出でシロの女の中より各人妻を執てベニヤミンの

地に往け 22若その父あるひは兄弟來りて我らに

愬へなば我らこれに言ふべし請ふ幸に彼らを我ら

に取せよ我等戰爭の時に皆ことごとくその妻をと

りしにあらざればなり汝等今かれらに與へしにあ

らざれば汝等は罪なしと 23ベニヤミンの子孫す

なはちかく行なひその踊れる者等を執へてその中

より己の數にしたがひて妻を取り往てその地にか

へり邑々を建なほして其處に住り 24斯てイスラ

エルの子孫その時に其處を去て各人その支派に往

きその族にいたれり即ち其處より出て各人その地

にいたりぬ 25當時はイスラエルに王なかりしか

ば各人その目に善と見るところを爲り
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ルツ記

1士師の世ををさむる時にあたりて國に饑饉た
ありければ一箇の人その妻と二人の男子をひ

きつれてベテレヘムユダを去りモアブの地にゆき

て寄寓る 2その人の名はエリメレクその妻の名は

ナオミその二人の男子の名はマロンおよびキリオ

ンといふベテレヘムユダのエフラテ人なり彼等

モアブの地にいたりて其處にをりしが 3ナオミの

夫エリメレク死てナオミとその二人の男子のこさ

る 4彼等おのおのモアブの婦人を妻にめとるそ

の一人の名はオルパといひ一人の名はルツといふ

彼處にすむこと十年許にして 5マロンとキリオン

の二人もまた死り斯ナオミは二人の男子と夫に

後れしが 6モアブの地にて彼ヱホバその民を眷み

て食物を之にたまふと聞ければその媳とともに起

ちてモアブの地より歸らんとし 7その在ところを

出たりその二人の媳これとともにあり彼等ユダ

の地にかへらんと途にすすむ 8爰にナオミその二

人の媳にいひけるは汝らはゆきておのおの母の家

にかへれ汝らがかの死たる者と我とを善く待ひ

しごとくにねがはくはヱホバまたなんぢらを善く

あつかひたまへ 9ねがはくはヱホバなんぢらをし

て各々その夫の家にて安身處をえせしめたまへと

乃ちかれらに接吻しければ彼等聲をあげて哭き 10

之にいひけるは我ら汝とともに汝の民にかへらん

と 11ナオミいひけるは女子よ返れ汝らなんぞ我

と共にゆくべけんや汝らの夫となるべき子猶わ

が胎にあらんや 12女子よかへりゆけ我は老たれ

ば夫をもつをえざるなり假設われ指望ありとい

ふとも今夜夫を有つとも而してまた子を生むとも

13汝等これがために其子の生長までまちをるべけ

んや之がために夫をもたずしてひきこもりをる

べけんや女子よ然すべきにあらず我はヱホバの

手ののぞみてわれを攻しことを汝らのために痛く

うれふるなり 14彼等また聲をあげて哭く而して

オルパはその姑に接吻せしがルツは之を離れず 15

是によりてナオミまたいひけるは視よ汝の妯娌は

その民とその神にかへり往く汝も妯娌にしたが

ひてかへるべし 16ルツいひけるは汝を棄て汝を

はなれて歸ることを我に催すなかれ我は汝のゆく

ところに往き汝の宿るところにやどらん汝の民

はわが民汝の神はわが神なり 17汝の死るところ

に我は死て其處に葬らるべし若死別にあらずし

て我なんぢとわかれなばヱホバわれにかくなし又

かさねてかくなしたまへ 18彼媳が固く心をさだ

めて己とともに來らんとするを見しかば之に言ふ

ことを止たり 19かくて彼等二人ゆきて終にベテ

レヘムにいたりしがベテレヘムにいたれる時邑

こぞりて之がためにさわぎたち婦女等是はナオミ

なるやといふ 20ナオミかれらにいひけるは我を

ナオミ(樂し)と呼なかれマラ(苦し)とよぶべし

全能者痛く我を苦め給ひたればなり 21我盈足て

出たるにヱホバ我をして空くなりて歸らしめたま

ふヱホバ我を攻め全能者われをなやましたまふ

に汝等なんぞ我をナオミと呼や 22斯ナオミその

モアブの地より歸れる媳モアブの女ルツととも

に歸り來れり即ち彼ら大麥刈の初にベテレヘム

にいたる

2ナオミにその夫の知己あり即ちエリメレクの
族にして大なる力の人なりその名をボアズと

いふ 2茲にモアブの女ルツ、ナオミにいひけるは

請ふわれをして田にゆかしめよ我何人かの目の

まへに恩をうることあらばその人の後にしたがひ

て穗を拾はんとナオミ彼に女子よ往べしといひ

ければ 3乃ち往き遂に至りて刈者の後にしたがひ

田にて穗を拾ふ彼意はずもエリメレクの族なる

ボアズの田の中にいたれり 4時にボアズ、ベテレ

ヘムより來りその刈者等刈者等に言ふねがはく

はヱホバ汝等とともに在せと彼等すなはち答て

ねがはくはヱホバ汝を祝たまへといふ 5ボアズそ

の刈者を督る僕にいひけるは此は誰の女なるや 6

刈者を督る人こたへて言ふ是はモアブの女にして

モアブの地よりナオミとともに還りし者なるが 7

いふ請ふ我をして刈者の後にしたがひて禾束の間

に穗をひろひあつめしめよと而して來りて朝よ

り今にいたるまで此にあり其家にやすみし間は

暫時のみ 8ボアズ、ルツにいひけるは女子よ聽け

他の田に穗をひろひにゆくなかれ又此よりいづ

るなかれわが婢等に離ずして此にをるべし 9人々

の刈ところの田に目をとめてその後にしたがひゆ

け我少者等に汝にさはるなかれと命ぜしにあら

ずや汝渇く時は器の所にゆきて少者の汲るを飮

めと 10彼すなはち伏て地に拜し之にいひけるは

我如何して汝の目の前に恩惠を得たるかなんぢ

異邦人なる我を顧みると 11ボアズこたへて彼に

いひけるは汝が夫の死たるより巳來姑に盡したる

事汝がその父母および生れたる國を離れて見ず識
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ずの民に來りし事皆われに聞えたり 12ねがはく

はヱホバ汝の行爲に報いたまへねがはくはイス

ラエルの神ヱホバ即ち汝がその翼の下に身を寄ん

とて來れる者汝に十分の報施をたまはんことを 13

彼いひけるは主よ我をして汝の目の前に恩をえせ

しめたまへ我は汝の仕女の一人にも及ざるに汝

かく我を慰め斯仕女に懇切に語りたまふ 14ボア

ズかれにいひけるは食事の時は此にきたりてこの

パンを食ひ且汝の食物をこの醋に濡せよと彼す

なはち刈者の傍に坐しければボアズ烘麥をかれに

與ふ彼くらひて飽き其餘を懷む 15かくて彼また

穗をひろはんとて起あがりければボアズその少者

に命じていふ彼をして禾束の間にても穗をひろ

はしめよかれを羞しむるなかれ 16且手の穗を故

に彼がために抽落しおきて彼に拾はしめよ叱る

なかれ 17彼かく薄暮まで田に穗をひろひてその

拾ひし者を撲しに大麥一斗許ありき 18彼すなは

ち之を携へて邑にいり姑にその拾ひし者を看せ且

その飽たる後に懷めおきたる者を取出して之にあ

たふ 19姑かれにいひけるは汝今日何處にて穗を

ひろひしや何の處にて工作しや願くは汝を眷顧

たる者に福祉あれ彼すなはち姑にその誰の所に

工作しかを告ていふ今日われに工作をなさしめ

たる人の名はボアズといふ 20ナオミ媳にいひけ

るは願はヱホバの恩かれに至れ彼は生る者と死

る者とを棄ずして恩をほどこすナオミまた彼に

いひけるは其人は我等に縁ある者にして我等の贖

業者の一人なり 21モアブの女ルツいひけるは彼

また我にかたりて汝わが穫刈の盡く終るまでわが

少者の傍をはなるるなかれといへりと 22ナオミ

その媳ルツにいひけるは女子よ汝かれの婢等とと

もに出るは善し然れば他の田にて人に見らるる

ことを免かれん 23是によりて彼ボアズの婢等の

傍を離れずして穗をひろひ大麥刈と小麥刈の終に

までおよぶ彼その姑とともにをる

3爰に姑ナオミ彼にいひけるは女子よ我汝の安
身所を求めて汝を幸ならしむべきにあらずや 2

夫汝が偕にありし婢等を有る彼ボアズは我等の知

己なるにあらずや視よ彼は今夜禾塲にて大麥を

簸る 3然ば汝の身を洗て膏をぬり衣服をまとひて

禾塲に下り汝をその人にしらせずしてその食飮を

終るを待て 4而て彼が臥す時に汝その臥す所を見

とめおき入てその脚を掀開りて其處に臥せよ彼

なんぢの爲べきことを汝につげんと 5ルツ姑にい

ひけるは汝が我に言ところは我皆なすべしと 6す

なはち禾塲に下り凡てその姑の命ぜしごとくなせ

り 7偖ボアズは食飮をなしてその心をたのしませ

往て麥を積る所の傍に臥す是に於て彼潜にゆき

その足を掀開て其處に臥す 8夜半におよびて其人

畏懼をおこし起かへりて見るに一人の婦その足の

方に臥ゐたれば 9汝は誰なるやといふに婦こたへ

て我は汝の婢ルツなり汝の裾をもて婢を覆ひた

まへ汝は贖業者なればなり 10ボアズいひけるは

女子よねがはくはヱホバの恩典なんぢにいたれ

汝の後の誠實は前のよりも勝る其は汝貧きと富

とを論ず少き人に從ふことをせざればなり 11さ

れば女子よ懼るなかれ汝が言ふところの事は皆

われ汝のためになすべし其はわが邑の人皆なん

ぢの賢き女なるをしればなり 12我はまことに贖

業者なりと雖も我よりも近き贖業者あり 13今夜

は此に住宿れ朝におよびて彼もし汝のために贖

ふならば善し彼に贖はしめよ然ど彼もし汝のた

めに贖ふことを好まずばヱホバは活く我汝のため

に贖はん朝まで此に臥せよと 14ルツ朝までその

足の方に臥て誰彼の辨がたき頃に起あがるボア

ズ此女の禾塲に來りしことを人にしらしむべから

ずといへり 15而していひけるは汝の著る袿衣を

將きたりて其を開げよと即ち開げければ大麥六

升を量りて之に負せたり斯して彼邑にいたりぬ

16爰にルツその姑の許に至るに姑いふ女子よ如何

ありしやと彼すなはち其人の己になしたる事を

ことごとく之につげて 17而していひけるは彼空

手にて汝の姑の許に往くなかれといひて此六升の

大麥を我にあたへたり 18姑いひけるは女子よ坐

して待ち事の如何になりゆくかを見よ彼人今日

その事を爲終ずば安んぜざるべければなり

4爰にボアズ門の所にのぼり往て其處に坐しけ
るに前にボアズの言たる贖業者過りければ之

に言ふ某よ來りて此に坐せよと即ち來りて坐す

2ボアズまた邑の長老十人を招き汝等此に坐せよ

といひければ則ち坐す 3時に彼その贖業人にいひ

けるはモアブの地より還りしナオミ我等の兄弟エ

リメレクの地を賣る 4我汝につげしらせて此に坐

する人々の前わが民の長老の前にて之を買へと言

んと想へり汝もし之を贖はんと思はば贖ふべし

然どもし之を贖はずば吾に告てしらしめよ汝の

外に贖ふ者なければなり我はなんぢの次なりと

彼我これを贖はんといひければ 5ボアズいふ汝
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ナオミの手よりその地を買ふ日には死る者の妻な

りしモアブの女ルツをも買て死る者の名をその

產業に存すべきなり 6贖業人いひけるは我はみづ

から贖ふあたはず恐くはわが產業を壞はん汝み

づから我にかはりてあがなへ我あがなふことあ

たはざればなりと 7昔イスラエルにて物を贖ひ或

は交易んとする事につきて萬事を定めたる慣例は

斯のごとし即ち此人鞋を脱て彼人にわたせり是

イスラエルの中の證なりき 8是によりてその贖業

人ボアズにむかひ汝みづから買ふべしといひて其

鞋を脱たり 9ボアズ長老および諸の民にいひける

は汝等今日見證をなす我エリメレクの凡の所有

およびキリオンとマロンの凡の所有をナオミの手

より買たり 10我またマロンの妻なりしモアブの

女ルツを買て妻となし彼死る者の名をその產業に

存すべし是かの死る者の名を其兄弟の中とその

處の門に絶ざらしめんためなり汝等今日證をな

す 11門にをる人々および長老等いひけるはわれ

ら證をなす願くはヱホバ汝の家にいるところの

婦人をして彼イスラエルの家を造りなしたるラケ

ルとレアの二人のごとくならしめたまはんことを

願くは汝エフラタにて能を得ベテレヘムにて名を

あげよ 12ねがはくはヱホバが此若き婦よりして

汝にたまはんところの子に由て汝の家かのタマル

がユダに生たるペレズの家のごとくなるにいたれ

13斯てボアズ、ルツを娶りて妻となし彼の所にい

りければヱホバ彼を孕ましめたまひて彼男子を生

り 14婦女等ナオミにいひけるはヱホバは讚べき

かな汝を遺ずして今日汝に贖業人あらしめたま

ふその名イスラエルに揚れ 15彼は汝の心をなぐ

さむる者汝の老を養ふ者とならん汝を愛する汝

の媳即ち七人の子よりも汝に善もの之をうみたり

16ナオミその子をとりて之を懷に置き之が養育者

となる 17その隣人なる婦女等これに名をつけて

云ふナオミに男子うまれたりとその名をオベデ

と稱り彼はダビデの父なるヱサイの父なり 18偖

ペレヅの系圖は左のごとしペレヅ、ヘヅロンを

生み 19ヘヅロン、ラムを生みラム、アミナダブ

を生み 20アミナダブ、ナシヨンを生みナシヨン

、サルモンを生み 21サルモン、ボアズを生みボ

アズ、オベデを生み 22オベデ、ヱサイを生みヱ

サイ、ダビデを生り
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サムエル記Ⅰ

1エフライムの山地のラマタイムゾビムにエル
カナと名くる人ありエフライテ人にしてエロ

ハムの子なりエロハムはエリウの子エリウはトフ

の子トフはツフの子なり 2エルカナに二人の妻あ

りてひとりの名をハンナといひひとりの名をペニ

ンナといふペニンナには子ありたれどもハンナに

は子あらざりき 3是人毎歳に其邑をいで上りてシ

ロにおいて萬軍のヱホバを拝み之に祭物をささぐ

其處にエリの二人の子ホフニとピネハスをりてヱ

ホバに祭司たり 4エルカナ祭物をささぐる時其妻

ペニンナと其すべての息子女子にわかちあたへし

が 5ハンナには其倍をあたふ是はハンナを愛する

が故なりされどヱホバ其孕みをとどめたまふ 6其

敵もまた痛くこれをなやましてヱホバが其はらみ

をとどめしを怒らせんとす 7歳々ハンナ、ヱホバ

の家にのぼるごとにエルカナかくなせしかばペニ

ンナかくのごとく之をなやます是故にハンナない

てものくはざりき 8其夫エルカナ之にいひけるは

ハンナよ何故になくや何故にものくはざるや何故

に心かなしむや我は汝のためには十人の子よりも

まさるにあらずや 9かくてシロにて食飮せしのち

ハンナたちあがれり時に祭司エリ、ヱホバの宮の

柱の傍にある壇に坐す 10ハンナ心にくるしみヱ

ホバにいのりて甚く哭き 11誓をなしていひける

は萬軍のヱホバよ若し誠に婢の惱をかへりみ我を

憶ひ婢を忘れずして婢に男子をあたへたまはば我

これを一生のあひだヱホバにささげ剃髮刀を其首

にあつまじ 12ハンナ、ヱホバのまへに長くいの

りければエリ其口に目をとめたり 13ハンナ心の

中にものいへば只唇うごくのみにて聲きこえず是

故にエリこれを酔たる者と思ひ 14之にいひける

は何時まで酔ひをるか爾の酒をされよ 15ハンナ

こたへていひけるは主よ然るにあらず我は氣のわ

づらふ婦人にして葡萄酒をも濃き酒をものまず惟

わが心をヱホバのまへに明せるなり 16婢を邪な

る女となすなかれ我はわが憂と悲みの多きよりし

て今までかたれり 17エリ答へていひけるは安ん

じて去れ願くはイスラエルの神汝の求むる願ひを

許したまはんことを 18ハンナいひけるはねがは

くは仕女の汝のまへに恩をえんことをと斯てこの

婦さりて食ひ其顔ふたたび哀しげならざりき 19

是に於て彼等朝はやくおきてヱホバの前に拝をし

かへりてラマの家にいたる而してエルカナ其つま

ハンナとまじはるヱホバ之をかへりみたまふ 20

ハンナ孕みてのち月みちて男子をうみ我これをヱ

ホバに求めし故なりとて其名をサムエル(ヱホバ

に聽る)となづく 21爰に其人エルカナ及び其家族

みな上りて年々の祭物及び其誓ひし物をささぐ 22

然どもハンナは上らず其夫にいひけるは我はこの

子の乳ばなれするに及びてのち之をたづさへゆき

ヱホバのまへにあらはれしめ恒にかしこに居らし

めん 23其夫エルカナ之にいひけるは汝の善と思

ふところを爲し此子を乳ばなすまでとどまるべし

只ヱホバの其言を確實ならしめ賜んことをねがふ

と斯くこの婦止まりて其子に乳をのませ其ちばな

れするをまちしが 24乳ばなせしとき牛三頭粉一

斗酒一嚢を取り其子をたづさへてシロにあるヱホ

バの家にいたる其子なほ幼稚し 25是に於て牛を

ころしその子をエリの許に携へゆきぬ 26ハンナ

いひけるは主よ汝のたましひは活くわれはかつて

ここにてなんぢの傍にたちヱホバにいのりし婦な

り 27われ此子のためにいのりしにヱホバわが求

めしものをあたへたまへり 28此故にわれまたこ

れをヱホバにささげん其一生のあひだ之をヱホバ

にささぐ斯てかしこにてヱホバををがめり

2ハンナ祷りて言けるは我心はヱホバによりて
喜び我角はヱホバによりて高し我口はわが敵

の上にはりひらく是は我汝の救拯によりて樂むが

故なり 2ヱホバのごとく聖き者はあらず其は汝の

外に有る者なければなり又われらの神のごとき磐

はあることなし 3汝等重ねて甚く誇りて語るなか

れ汝等の口より漫言を出すなかれヱホバは全知の

神にして行爲を裁度りたまふなり 4勇者の弓は折

れ倒るる者は勢力を帶ぶ 5飽足る者は食のために

身を傭はせ饑たる者は憩へり石女は七人を生み多

くの子を有る者は衰ふるにいたる 6ヱホバは殺し

又生したまひ陰府に下し又上らしめたまふ (Sheol

h7585) 7ヱホバは貧からしめ又富しめたまひ卑くし

また高くしたまふ 8荏弱者を塵の中より擧げ窮乏

者を埃の中より升せて王公の中に坐せしめ榮光の

位をつがしめ給ふ地の柱はヱホバの所屬なりヱホ

バ其上に世界を置きたまへり 9ヱホバ其聖徒の足

を守りたまはん惡き者は黑暗にありて默すべし其

は人力をもて勝つべからざればなり 10ヱホバと

爭ふ者は破碎かれんヱホバ天より雷を彼等の上に

くだしヱホバは地の極を審き其王に力を與へ其膏
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そそぎし者の角を高くし給はん 11エルカナ、ラ

マに往て其家にいたりしが稚子は祭司エリのまへ

にありてヱホバにつかふ 12さてエリの子は邪な

る者にしてヱホバをしらざりき 13祭司の民に於

る習慣は斯のごとし人祭物をささぐる時肉を烹る

あひだに祭司の僕三の歯ある肉叉を手にとりて來

り 14之を釜あるひは鍋あるひは鼎又は炮烙に突

きいれ肉叉の引きあぐるところの肉は祭司みなこ

れを己にとる是くシロに於て凡てそこに來るイス

ラエル人になせり 15脂をやく前にも亦祭司のし

もべ來り祭物をささぐる人にいふ祭司のために燒

くべき肉をあたへよ祭司は汝より烹たる肉を受け

ず生腥の肉をこのむと 16もし其人これにむかひ

直ちに脂をやくべければ後心のこのむままに取れ

といはば僕之にいふ否今あたへよ然らずば我強て

取んと 17故に其壯者の罪ヱホバのまへに甚だ大

なりそは人々ヱホバに祭物をささぐることをいと

ひたればなり 18サムエルなほ幼して布のエポデ

を著てヱホバのまへにつかふ 19また其母これが

ために小き明衣をつくり歳毎にその夫とともに年

の祭物をささげにのぼる時これをもちきたる 20

エリ、エルカナとその妻を祝していひけるは汝が

ヱホバにささげたる者のためにヱホバ此婦よりし

て子を汝にあたへたまはんことをねがふと斯てか

れら其郷にかへる 21しかしてヱホバ、ハンナを

かへりみたまひければハンナ孕みて三人の男子と

二人の女子をうめり童子サムエルはヱホバのまへ

にありて生育てり 22ここにエリ甚だ老て其子等

がイスラエルの人々になせし諸の事を聞きまた其

集會の幕屋の門にいづる婦人たちと寝たるを聞て

23これにいひけるは何ぞ斯る事をなすや我このす

べての民より汝らのあしき行をきく 24わが子よ

然すべからず我きくところの風聞よからず爾らヱ

ホバの民をしてあやまたしむ 25人もし人にむか

ひて罪ををかさば神之をさばかんされど人もしヱ

ホバに向ひて罪ををかさば誰かこれがためにとり

なしをなさんやとしかれども其子父のことばを聽

ざりきそはヱホバかれらを殺さんと思ひたまへば

なり 26童子サムエル生長ゆきてヱホバと人とに

愛せらる 27茲に神の人エリの許に來りこれにい

ひけるはヱホバ斯くいひたまふ爾の父祖の家エジ

プトにおいてパロの家にありしとき我明かに之に

あらはれしにあらずや 28我これをイスラエルの

諸の支派のうちより選みてわが祭司となしわが壇

の上に祭物をささげ香をたかしめ我前にエポデを

衣しめまたイスラエルの人の火祭を悉く汝の父の

家にあたへたり 29なんぞわが命ぜし犠牲と禮物

を汝の家にてふみつくるや何ぞ我よりもなんぢの

子をたふとみわが民イスラエルの諸の祭物の最も

嘉きところをもて己を肥すや 30是ゆゑにイスラ

エルの神ヱホバいひたまはく我誠に曾ていへり汝

の家およびなんぢの父祖の家永くわがまへにあゆ

まんと然ども今ヱホバいひたまふ決めてしからず

我をたふとむ者は我もこれをたふとむ我を賤しむ

る者はかろんぜらるべし 31視よ時いたらん我汝

の腕と汝の父祖の家の腕を絶ち汝の家に老たるも

の无らしめん 32我大にイスラエルを善すべけれ

ど汝の家内には災見えん汝の家にはこののち永く

老るものなかるべし 33またわが壇より絶ざる汝

の族の者は汝の目をそこなひ汝の心をいたましめ

ん又汝の家にうまれいづるものは壯年にして死な

ん 34汝のふたりの子ホフニとピネスの遇ところ

の事を其徴とせよ即ち二人ともに同じ日に死なん

35我はわがために忠信なる祭司をおこさん其人わ

が心とわが意にしたがひておこなはんわれその家

をかたうせんかれわが膏そそぎし者のまへに恒に

あゆむべし 36しかして汝の家にのこれる者は皆

きたりてこれに屈み一厘の金と一片のパンを乞ひ

且いはんねがはくは我を祭司の職の一に任じて些

少のパンにても食ふことをえせしめよと

3童子サムエル、エリのまへにありてヱホバに
つかふ當時はヱホバの言まれにして默示ある

こと恒ならざりき 2偖エリ目漸くくもりて見るこ

とをえず此時其室に寝たり 3神の燈なほきえずサ

ムエル神の櫃あるヱホバの宮に寝ね 4時にヱホバ

、サムエルをよびたまふ彼我此にありといひて 5

エリの許に趨ゆきいひけるは汝われをよぶ我ここ

にありエリいひけるは我よばず反りて臥よと乃ち

ゆきていぬ 6ヱホバまたかさねてサムエルよとよ

びたまへばサムエルおきてエリのもとにいたりい

ひけるは汝われをよぶ我ここにありエリこたへけ

るは我よばずわが子よ反りていねよ 7サムエルい

まだヱホバをしらずまたヱホバのことばいまだか

れにあらはれず 8ヱホバ、三たびめに又サムエル

をよびたまへばサムエルおきてエリの許にたりい

ひけるは汝われをよぶ我ここにありとエリ乃ちヱ

ホバの童子をよびたまひしをさとる 9故にエリ、

サムエルにいひけるはゆきて寝よ彼若し汝をよば
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ば僕聽くヱホバ語りたまへといへとサムエルゆき

て其室にいねしに 10ヱホバ來りて立ちまへの如

くサムエル、サムエルとよびたまへばサムエル僕

きく語りたまへといふ 11ヱホバ、サムエルにい

ひ賜けるは視よ我イスラエルのうちに一の事をな

さんこれをきくものは皆其耳ふたつながら鳴ん 12

其日にはわれ嘗てエリの家について言しことを始

より終までことごとくエリになすべし 13われか

つてエリに其惡事のために永くその家をさばかん

としめせりそは其子の詛ふべきことをなすをしり

て之をとどめざればなり 14是故に我エリのいへ

に誓ひてエリの家の惡は犠牲あるひは禮物をもて

永くあがなふ能はずといへり 15サムエル朝まで

いねてヱホバの家の戸を開きしが其異象をエリに

しめすことをおそる 16エリ、サムエルをよびて

いひけるはわが子サムエルよ答へけるはわれここ

にあり 17エリいひけるは何事を汝につげたまひ

しや請ふ我にかくすなかれ汝もし其汝に告げたま

ひしところを一にてもかくすときは神汝にかくな

し又かさねてかくなしたまヘ 18サムエル其事を

ことごとくしめして彼に隱すことなかりきエリい

ひけるは是はヱホバなり其よしと見たまふことを

なしたまへと 19サムエルそだちぬヱホバこれと

ともにいましてそのことばをして一も地におちざ

らしめたまふ 20ダンよりベエルシバにいたるま

でイスラエルの人みなサムエルがヱホバの預言者

とさだまれるをしれり 21ヱホバふたたびシロに

てあらはれたまふヱホバ、シロにおいてヱホバの

言によりてサムエルにおのれをしめしたまふなり

サムエルの言あまねくイスラエル人におよぶ

4イスラエル人ペリシテ人にいであひて戰はん
としエベネゼルの邊に陣をとりペリシテ人は

アベクに陣をとる 2ペリシテ人イスラエル人にむ

かひて陣列をなせり戰ふにおよびてイスラエル人

ペリシテ人のまへにやぶるペリシテ人戰場におい

て其軍四千人ばかりを殺せり 3民陣營にいたるに

イスラエルの長老曰けるはヱホバ何故に今日我等

をペリシテ人のまへにやぶりたまひしやヱホバの

契約の櫃をシロより此にたづさへ來らん其櫃われ

らのうちに來らば我らを敵の手よりすくひいだす

ことあらんと 4かくて民人をシロにつかはしてケ

ルビムの上に坐したまふ萬軍のヱホバの契約の櫃

を其處よりたづさへきたらしむ時にエリの二人の

子ホフニとピネハス神の契約のはことともに彼處

にありき 5ヱホバの契約の櫃陣營にいたりしとき

イスラエル人皆大によばはりさけびければ地なり

ひびけり 6ペリシテ人喊呼の聲を聞ていひけるは

ヘブル人の陣營に起れる此大なるさけびの聲は何

ぞやと遂にヱホバの櫃の其陣營にいたれるを知る

7ペリシテ人おそれていひけるは神陣營にいたる

又いひけるは鳴呼われら禍なるかな今にいたるま

で斯ることなかりき 8ああ我等禍なるかな誰かわ

れらを是らの強き神の手よりすくひいださんや此

等の神は昔し諸の災を以てエジプト人を曠野に撃

し者なり 9ペリシテ人よ強くなり豪傑のごとく爲

せヘブル人がかつて汝らに事へしごとく汝らこれ

に事ふるなかれ豪傑のごとく爲して戰へよ 10か

くてペリシテ人戰ひしかばイスラエル人やぶれて

各々其天幕に逃かへる戰死はなはだ多くイスラエ

ルの歩兵の仆れし者三萬人なりき 11又神の櫃は

奪はれエリの二人の子ホフニとピネハス殺さる 12

是日ベニヤミンの一人軍中より走來り其衣を裂き

土をかむりてシロにいたる 13其いたれる時エリ

道の傍に壇に坐して觀望居たり其心に神の櫃のこ

とを思ひ煩らひたればなり其人いたり邑にて人々

に告ければ邑こぞりてさけびたり 14エリ此呼號

の聲をききていひけるは是喧嘩の聲は何なるやと

其人いそぎきたりてエリにつぐ 15時にエリ九十

八歳にして其目かたまりて見ることあたはず 16

其人エリにいひけるは我は軍中より來れるもの我

今日軍中より逃れたりエリいひけるは吾子よ事い

かん 17使人答へていひけるはイスラエル人ペリ

シテ人の前に逃げ且民の中に大なる戰死ありまた

汝の二人の子ホフニとピネハスは殺され神の櫃は

奪はれたり 18神の櫃のことを演しときエリ其壇

より仰けに門の傍におち頸をれて死ねり是はかれ

老て身重かりければなり其イスラエルを鞫しは四

十年なりき 19エリの媳ピネハスの妻孕みて子產

ん時ちかかりしが神の櫃の奪はれしと舅と夫の死

にしとの傳言を聞しかば其痛みおこりきたり身を

かがめて子を產り 20其死なんとする時傍にたて

る婦人これにいひけるは懼るるなかれ汝男子を生

りと然ども答へず又かへりみず 21只榮光イスラ

エルをさりぬといひて其子をイカボデ(榮なし)と

名く是は神の櫃奪はれしによりまた舅と夫の故に

因るなり 22またいひけるは榮光イスラエルをさ

りぬ神の櫃うばはれたればなり
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5ペリシテ人神の櫃をとりて之をエベネゼルよ
りアシドドにもちきたる 2即ちペリシテ人神の

櫃をとりて之をダゴンの家にもちきたりダゴンの

傍に置ぬ 3アシドド人次の日夙く興きヱホバの櫃

のまへにダゴンの俯伏に地にたふれをるをみ乃ち

ダゴンをとりて再びこれを本の處におく 4また翌

朝夙く興きヱホバの櫃のまへにダゴン俯伏に地に

たふれをるを見るダゴンの頭と其兩手門閾のうへ

に斷ち切れをり只ダゴンの體のみのこれり 5是を

もてダゴンの祭司およびダゴンの家にいるもの今

日にいたるまでアシドドにあるダゴンの閾をふま

ず 6かくてヱホバの手おもくアシドド人にくはは

りヱホバこれをほろぼし腫物をもてアシドドおよ

び其四周の人をくるしめたまふ 7アシドド人その

斯るを見ていひけるはイスラエルの神の櫃を我ら

のうちにとどむべからず其は其手いたくわれらお

よび我らの神ダゴンにくははればなり 8是故に人

をつかはしてペリシテ人の諸君主を集めていひけ

るはイスラエルの神の櫃をいかにすべきや彼らい

ひけるはイスラエルの神のはこはガテに移さんと

遂にイスラエルの神のはこをうつす 9之をうつせ

るのち神の手其邑にくははりて滅亡るもの甚だお

ほし即ち老たると幼とをいはず邑の人をうちたま

ひて腫物人々におこれり 10是において神のはこ

をエクロンにおくりたるに神の櫃エクロンにいた

りしときエクロン人さけびていひけるは我等とわ

が民をころさんとてイスラエルの神のはこを我等

にうつすと 11かくて人を遣してペリシテ人の諸

君主をあつめていひけるはイスラエルの神の櫃を

おくりて本のところにかへさん然らば我等とわが

民をころすことなからん蓋は邑中に恐ろしき滅亡

おこり神の手甚だおもく其處にくははればなり 12

死なざる者は腫物にくるしめられ邑の號呼天に達

せり

6ヱホバの櫃七月のあひだペリシテ人の國にあ
り 2ペリシテ人祭司と卜筮師をよびていひける

は我らヱホバの櫃をいかがせんや如何にして之を

もとの所にかへすべきか我らにつげよ 3答へける

はイスラエルの神の櫃をかへすときはこれを空し

くかへすなかれ必らず彼に過祭をなすべし然なさ

ば汝ら愈ことをえ且彼の手の汝らをはなれざる故

を知にいたらん 4人々いひけるは如何なる過祭を

彼になすべきや答へけるはペリシテ人の諸君主の

數にしたがひて五の金の腫物と五の金の鼠をつく

れ是は汝ら皆と汝らの諸伯におよべる災は一なる

による 5汝らの腫物の像および地をあらす鼠の像

をつくりイスラエルの神に榮光を皈すべし庶幾は

その手を汝等およびなんぢらの神と汝等の地にく

はふることを軽くせん 6汝らなんぞエジプト人と

パロの其心を頑にせしごとくおのれの心をかたく

なにするや神かれらの中に數度其力をしめせしの

ち彼ら民をゆかしめ民つひにさりしにあらずや 7

されば今あたらしき車一輛をつくり乳牛のいまだ

軛をつけざるもの二頭をとり其牛を車に繋ぎ其犢

をはなして家につれゆき 8ヱホバの櫃をとりて之

を其車に載せ汝らが過祭として彼になす金の製作

物を檟にをさめて其傍におき之をおくりて去らし

め 9しかして見よ若し其境のみちよりベテシメシ

にのぼらばこの大なる災を我らになせるものは彼

なり若ししかせずば我等をうちしは彼の手にあら

ずしてそのことの偶然なりしをしるべし 10人々

つひに斯なし二つの乳牛をとりて之を車につなぎ

その犢を室にとぢこめ 11ヱホバの櫃および金の

鼠と其腫物の像ををさめたる檟を車に載す 12牝

牛直にあゆみてベテシメシの路をゆき鳴つつ大路

をすすみゆきて右左にまがらずペリシテ人の君主

ベテシメシの境まで其うしろにしたがひゆけり 13

時にベテシメシ人谷に麥を刈り居たりしが目をあ

げて其櫃をみ之を見るをよろこべり 14車ベテシ

メシ人ヨシユアの田にいりて其處にとどまる此に

大なる石あり人々車の木を劈り其牝牛を燔祭とし

てヱホバにささげたり 15レビの人ヱホバの櫃と

これとともなる檟の金の製作物ををさめたる者を

とりおろし之を其大石のうへにおくしかしてベテ

シメシ人此日ヱホバに燔祭をそなへ犠牲をささげ

たり 16ペリシテ人の五人の君主これを見て同じ

日にエクロンにかへれり 17さてペリシテ人が過

祭としてヱホバにたせし金の腫物はこれなり即ち

アシドドのために一ガザのために一アシケロンの

ために一ガテのために一エクロンのために一なり

き 18また金の鼠は城邑と郷里をいはず凡て五人

の君主に屬するペリシテ人の邑の數にしたがひて

造れりヱホバの櫃をおろせし大石今日にいたるま

でベテシメシ人ヨシユアの田にあり 19ベテシメ

シの人々ヱホバの櫃をうかがひしによりヱホバこ

れをうちたまふ即ち民の中七十人をうてりヱホバ

民をうちて大にこれをころしたまひしかば民なき

さけべり 20ベテシメシ人いひけるは誰かこの聖
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き神たるヱホバのまへに立つことをえんヱホバ我

らをはなれて何人のところにのぼりゆきたまふべ

きや 21かくて使者をキリアテヤリムの人に遣は

していひけるはペリシテ人ヱホバの櫃をかへした

れば汝らくだりて之を汝らの所に携へのぼるべ

し

7キリアテヤリムの人來りヱホバのはこを携へ
のぼりこれを山のうへなるアビナダブの家に

もちきたり其子エレアザルを聖てヱホバの櫃をま

もらしむ 2其櫃キリアテヤリムにとどまること久

しくして二十年をへたりイスラエルの全家ヱホバ

をしたひて歎けり 3時にサムエル、イスラエルの

全家に告ていひけるは汝らもし一心を以てヱホバ

にかへり異る神とアシタロテを汝らの中より棄て

汝らの心をヱホバに定め之にのみ事へなばヱホバ

汝らをペリシテ人の手より救ひださん 4ここにお

いてイスラエルの人々バアルとアシタロテをすて

てヱホバにのみ事ふ 5サムエルいひけるはイスラ

エル人をことごとくミズパにあつめよ我汝らのた

めにヱホバにいのらん 6かれらミズパに集り水を

汲て之をヱホバのまへに注ぎ其日斷食して彼處に

いひけるは我等ヱホバに罪ををかしたりとサムエ

ル、ミズパに於てイスラエルの人を鞫く 7ペリシ

テ人イスラエルの人々のミズパに集れるを聞しか

ばペリシテ人の諸君主イスラエルにせめのぼれり

イスラエル人これを聞てペリシテ人をおそれたり

8イスラエルの人々サムエルに云けるは我らのた

めに我らの神ヱホバに祈ることをやむるなかれ然

らばヱホバ我らをペリシテ人の手よりすくひいだ

さん 9サムエル哺乳羊をとり燔祭となしてこれを

まつたくヱホバにささぐまたサムエル、イスラエ

ルのためにヱホバにいのりければヱホバこれにこ

たへたまふ 10サムエル燔祭をささげ居し時ペリ

シテ人イスラエル人と戰はんとて近づきぬ是日ヱ

ホバ大なる雷をくだしペリシテ人をうちて之を亂

し賜ければペリシテ人イスラエル人のまへに敗れ

たり 11イスラエル人ミズパをいでてペリシテ人

をおひ之をうちてベテカルの下にいたる 12サム

エル一の石をとりてミズパとセンの間におきヱホ

バ是まで我らを助けたまへりといひて其名をエベ

ネゼル(助けの石)と呼ぶ 13ペリシテ人攻伏られ

て再びイスラエルの境にいらずサムエルの一生の

あひだヱホバの手ペリシテ人をふせげり 14ペリ

シテ人のイスラエルより取たる邑々はエクロンよ

りガテまでイスラエルにかへりぬまた其周圍の地

はイスラエル人これをペリシテ人の手よりとりか

へせりまたイスラエル人とアモリ人と好をむすべ

り 15サムエル一生のあひだイスラエルをさばき

16歳々ベテルとギルガルおよびミズパをめぐりて

其處々にてイスラエル人をさばき 17またラマに

かへれり此處に其家あり此にてイスラエルをさば

き又此にてヱホバに壇をきづけり

8サムエル年老て其子をイスラエルの士師とな
す 2兄の名をヨエルといひ弟の名をアビヤとい

ふベエルシバにありて士師たり 3其子父の道をあ

ゆまずして利にむかひ賄賂をとりて審判を曲ぐ 4

是においてイスラエルの長老みなあつまりてラマ

にゆきサムエルの許に至りて 5これにいひけるは

視よ汝は老い汝の子は汝の道をあゆまずさればわ

れらに王をたててわれらを鞫かしめ他の國々のご

とくならしめよと 6その我らに王をあたへて我ら

を鞫かしめよといふを聞てサムエルよろこばず而

してサムエル、ヱホバにいのりしかば 7ヱホバ、

サムエルにいひたまひけるは民のすべて汝にいふ

ところのことばを聽け其は汝を棄るにあらず我を

棄て我をして其王とならざらしめんとするなり 8

かれらはわがエジプトより救ひいだせし日より今

日にいたるまで我をすてて他の神につかへて種々

の所行をなせしごとく汝にもまた然す 9然れども

いま其言をきけ但し深くいさめて其治むべき王の

常例をしめすべし 10サムエル王を求むる民にヱ

ホバのことばをことごとく告て 11いひけるは汝

等ををさむる王の常例は斯のごとし汝らの男子を

とり己れのために之をたてて車の御者となし騎兵

となしまた其車の前驅となさん 12また之をおの

れの爲に千夫長五十夫長となしまた其地をたがへ

し其作物を刈らしめまた武器と車器とを造らしめ

ん 13また汝らの女子をとりて製香者となし厨婢

となし灸麺者となさん 14又汝らの田畝と葡萄園

と橄欖園の最も善きところを取て其臣僕にあたへ

15汝らの穀物と汝らの葡萄の什分一をとりて其官

吏と臣僕にあたへ 16また汝らの僕婢および汝ら

の最も善き牛と汝らの驢馬を取ておのれのために

作かしめ 17又汝らの羊の十分一をとり又汝らを

其僕となさん 18其日において汝等己のために擇

みし王のことによりて呼號らんされどヱホバ其日

に汝らに聽たまはざるべしと 19然るに民サムエ

ルの言にしたがふことをせずしていひけるは否わ
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れらに王なかるべからず 20我らも他の國々の如

くになり我らの王われらを鞫きわれらを率て我ら

の戰にたたかはん 21サムエル民のことばを盡く

聞て之をヱホバの耳に告ぐ 22ヱホバ、サムエル

にいひたまひけるはかれらのことばを聽きかれら

のために王をたてよサムエル、イスラエルの人々

にいひけるは汝らおのおの其邑にかへるべし

9茲にベニヤミンの人にてキシと名くる力の大
なるものありキシはアビエルの子アビニルは

ゼロンの子ゼロンはベコラテの子ベコラテはアビ

ヤの子アビヤはベニヤミンの子なり 2キシにサウ

ルと名くる子あり壯にして美はしイスラエルの子

孫の中に彼より美はしき者たく肩より上民のいづ

れの人よりも高し 3サウルの父キシの驢馬失ぬキ

シ其子サウルにいひけるは一人の僕をともなひ起

ちてゆき驢馬を尋ねよ 4サウル、ニフライムの山

地を通り過ぎシヤリシヤの地を通りすぐれども見

あたらずシヤリムの地を通りすぐれども居らずベ

ニヤミンの地をとほりすぐれども見あたらず 5か

れらツフの地にいたれる時サウル其ともなへる僕

にいひけるはいざ還らん恐らくはわが父驢馬の事

を措て我等の事を思ひ煩はん 6僕これにいひける

は此邑に神の人あり尊き人にして其言ふところは

皆必らず成る我らかしこにいたらんかれ我らがゆ

くべき路をわれらにしめすことあらん 7サウル僕

にいひけるは我らもしゆかば何を其人におくらん

か器のパンは旣に罄て神の人におくるべき禮物あ

らず何かあるや 8僕またサウルにこたへていひけ

るは視よわが手に銀一シケルの四分の一あり我こ

れを神の人にあたへて我らに路をしめさしめんと

9昔しイスラエルにおいては人神にとはんとてゆ

く時はいざ先見者にゆかんといへり其は今の預言

者は昔しは先見者とよばれたればなり 10サウル

僕にいひけるは善くいへりいざゆかんとて神の人

のをる邑におもむけり 11かれら邑にいる坂をの

ぼれる時童女數人の水くみにいづるにあひ之にい

ひけるは先見者は此にをるや 12答ていひけるは

をる視よ汝のまへにをる急ぎゆけ今日民崇邱にて

祭をなすにより彼けふ邑にきたれり 13汝ら邑に

る時かれが崇邱にのぼりて食に就くまへに直ちに

かれにあはん其は彼まづ祭品を祝してしかるのち

招かれたる者食ふべきに因りかれが來るまでは民

食はざるなり故に汝らのぼれ今かれにあはんと 14

かれら邑にのぼりて邑のなかにいるとき視よサム

エル崇邱にのぼらんとてかれらにむかひて出きた

りぬ 15ヱホバ、サウルのきたる一日まへにサム

エルの耳につげていひたまひけるは 16明日いま

ごろ我ベニヤミンの地より一箇の人を汝につかは

さん汝かれに膏を注ぎてわが民イスラエルの長と

なせかれわが民をペリシテ人の手より救ひいださ

んわが民のさけび我に達せしにより我是をかへり

みるなり 17サムエル、サウルを見るときヱホバ

これにいひたまひけるは視よわが汝につげしは此

人なり是人わが民ををさむべし 18サウル門の中

にてサムエルにちかづきいひけるは先見者の家は

いづくにあるや請ふ我につげよ 19サムエル、サ

ウルにこたへていひけるは我はすなはち先見者な

り汝わがまへにゆきて崇邱にのぼれ汝ら今日我と

ともに食す可し明日われ汝をさらしめ汝の心にあ

ることを悉く汝にしめさん 20三日まへに失たる

汝の驢馬は旣に見あたりたれば之をおもふなかれ

抑もイスラエルの總ての寶は誰の者なるや即ち汝

と汝の父の家のものならずや 21サウルこたへて

いひけるは我はイスラエルの支派の最も小き支派

なるベニヤミンの人にしてわが族はベニヤミンの

支派の諸の族の最も小き者に非やなんぞ斯る事を

我にかたるや 22サムエル、サウルと其僕をみち

びきて堂にいり招かれたる三十人ばかりの者の中

の最も上に坐せしむ 23サムエル庖人にいひける

はわが汝にわたして汝の許におけといひし分をも

ちきたれ 24庖人肩と肩に屬る者をとりあげて之

をサウルのまへに置くサムエルいひけるは視よ是

は存へおきたる物なり汝のまへにおきて食へ其は

われ民をまねきし時よりこれを汝の爲にたくはへ

おきたればなりかくてサウル此日サムエルととも

に食せり 25崇邱をくだりて邑にいりし時サムエ

ル、サウルとともに屋背の上にてものがたる 26

かれら早くおく即ちサムエル曙に屋背の上なるサ

ウルをよびていけるは起よわれ汝をかへさんとサ

ウルすなはちおきあがるサウルとサムエルともに

外にいで 27邑の極處にくだれるときサムエル、

サウルにいひけるは僕に命じて我等の先にゆかし

めよ(僕先にゆく)しかして汝暫くとどまれ我汝に

神の言をしめさん

10サムエルすなはち膏の瓶をとりてサウルの頭
に沃ぎ口接して曰けるはヱホバ汝をたてて其

產業の長となしたまふにあらずや 2汝今日我をは

なれて去りゆく時ベニヤミンの境のゼルザにある
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ラケルの墓のかたはらにて二人の人にあふべしか

れら汝にいはん汝がたづねにゆきし驢馬は見あた

りぬ汝の父驢馬のことをすてて汝らのことをおも

ひわづらひわが子の事をいかがすべきやといへり

と 3其處より汝尚すすみてタボルの橡の樹のとこ

ろにいたらんに彼處にてベテルにのぼり神にまう

でんとする三人の者汝にあはん一人は三頭の山羊

羔を携へ一人は三團のパンをたづさへ一人は一嚢

の酒をたづさふ 4かれら汝に安否をとひ二團のパ

ンを汝にあたへん汝之を其手よりうくべし 5其の

後汝神のギベアにいたらん其處にペリシテ人の代

官あり汝彼處にゆきて邑にいるとき一群の預言者

の瑟と鼗と笛と琴を前に執らせて預言しつつ崇邱

をくだるにあはん 6其の時神のみたま汝にのぞみ

て汝かれらとともに預言し變りて新しき人となら

ん 7是らの徴汝の身におこらば手のあたるにまか

せて事を爲すべし神汝とともにいませばなり 8汝

我にさきだちてギルガルにくだるべし我汝の許に

くだりて燔祭を供へ酬恩祭を献げんわが汝のもと

に至り汝の爲すべきことを示すまで汝七日のあひ

だ待つべし 9サケウル背をかへしてサムエルを離

れし時神之に新しき心をあたへたまふしかして此

しるし皆其日におこれり 10ふたり彼處にゆきて

ギベアにいたれるときみよ一群の預言者これにあ

ふしかして神の霊サウルにのぞみてサウルかれら

の中にありて預言せり 11素よりサウルを識る人

々サウルの預言者と偕に預言するを見て互ひにい

ひけるはキシの子サウル今何事にあふやサウルも

預言者の中にあるやと 12其處の人ひとり答へて

彼等の父は誰ぞやといふ是故にサウルも預言者の

中にあるやといふは諺となれり 13サウル預言を

終て崇邱にいたるに 14サウルの叔父サウルと僕

にいひけるは汝ら何處にゆきしやサウルいひける

は驢馬を尋ねに出しが何處にもをらざるを見てサ

ムエルの許にいたれり 15サウルの叔父いひける

はサムエルは汝に何をいひしか請ふ我につげよ 16

サウル叔父にいひけるは明かに驢馬の見あたりし

を告げたりと然れどもサムエルが言る國王の事は

これにつげざりき 17サムエル民をミヅパにてヱ

ホバのまへに集め 18イスラエルの子孫にいひけ

るはイスラエルの神ヱホバ斯くいひたまふ我イス

ラエルをみちびきてエジプトより出し汝らをエジ

プト人の手および凡て汝らを虐遇る國人の手より

救ひいだせり 19然るに汝らおのれを患難と難苦

のうちより救ひいだしたる汝らの神を棄て且否わ

れらに王をたてよといへり是故にいま汝等の支派

と群にしたがひてヱホバのまへに出よ 20サムエ

ル、イスラエルの諸の支派を呼よせし時ベニヤミ

ンの支派籤にあたりぬ 21またベニヤミンの支派

を其族のかずにしたがひて呼よせしときマテリの

族籤にあたりキシの子サウル籤にあたれり人々か

れを尋ねしかども見出ざれば 22またヱホバに其

人は此に來るや否やを問しにヱホバ答たまはく視

よ彼は行李のあひだにかくると 23人々はせゆき

て彼を其處よりつれきたれり彼民の中にたつに肩

より以上民の何の人よりも高かりき 24サムエル

民にいひけるは汝らヱホバの擇みたまひし人を見

るか民のうちに是人の如き者とし民みなよばはり

いひけるは願くは王いのちながかれ 25時にサム

エル王國の典章を民にしめして之を書にしるし之

をヱホバのまへに蔵めたりしかしてサムエル民を

ことごとく其家にかへらしむ 26サウルもまたギ

ベアの家にかへるに神に心を感ぜられたる勇士等

これとともにゆけり 27然れども邪なる人々は彼

人いかで我らを救はんやといひて之を蔑視り之に

禮物をおくらざりしかどサウルは唖のごとくせ

り

11アンモニ人ナハシ、ギレアデのヤベシにのぼ
りて之を圍むヤベシの人々ナハシにいひける

は我らと約をなせ然らば汝につかへん 2アンモニ

人ナハシこれに答へけるは我かくして汝らと約を

なさん即ち我汝らの右の目を抉りてイスラエルの

全地に恥辱をあたへん 3ヤベシの長老これにいひ

けるは我らに七日の猶予をあたへて使をイスラエ

ルの四方の境におくることを得さしめよ而して若

し我らを救ふ者なくば我ら汝にくだらん 4斯て使

サウルのギベアにいたり此事を民の耳に告しかば

民皆聲をあげて哭きぬ 5爰にサウル田より牛にし

たがひて來るサウルいひけるは民何によりて哭く

やと人々これにヤベシ人の事を告ぐ 6サウル之を

聞るとき神の霊これに臨みてその怒甚だしく燃え

たち 7一軛の牛をころしてこれを切り割き使の手

をもてこれをイスラエルの四方の境にあまねくお

くりていはしめけるは誰にてもサウルとサムエル

にしたがひて出ざる者は其牛かくのごとくせらる

べしと民ヱホバを畏み一人のごとく均くいでたり

8サウル、ベゼクにてこれを數ふるにイスラエル

の子孫三十萬ユダの人三萬ありき 9斯て人々來れ
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る使にいひけるはギレアデのヤベシの人にかくい

へ明日日の熱き時汝ら助を得んと使かへりてヤベ

シ人に告げければ皆よろこびぬ 10是をもてヤベ

シの人云けるは明日汝らに降らん汝らの善と思ふ

ところを爲せ 11明日サウル民を三隊にわかち暁

更に敵の軍の中にいりて日の熱くなる時までアン

モニ人をころしければ遺れる者は皆ちりぢりにな

りて二人倶にあるものなかりき 12民サムエルに

いひけるはサウル豈我らの王となるべけんやと言

しは誰ぞや其人を引き來れ我ら之をころさん 13

サウルいひけるは今日ヱホバ救をイスラエルに施

したまひたれば今日は人をころすべからず 14茲

にサムエル民にいひけるはいざギルガルに往て彼

處にて王國を新にせんと 15民みなギルガルにゆ

きて彼處にてヱホバのまへにサウルを王となし彼

處にて酬恩祭をヱホバのまへに献げサウルとイス

ラエルの人々皆かしこにて大に祝へり

12サムエル、イスラエルの人々にいひけるは視
よ我汝らが我にいひし言をことごとく聽て汝

らに王を立たり 2見よ今王汝らのまへにあゆむ我

は老て髮しろし視よわが子ども汝らと共にあり我

幼稚時より今日にいたるまで汝等のまへにあゆめ

り 3視よ我ここにありヱホバのまへと其膏そそぎ

し者のまへに我を訴へよ我誰の牛を取りしや誰の

驢馬をとりしや誰を掠めしや誰を虐遇しや誰の手

より賄賂をとりてわが目を矇せしや有ば我これを

汝らにかへさん 4彼らいひけるは汝は我らをかす

めずくるしめず又何をも人の手より取りしことな

し 5サムエルかれらにいひけるは汝らが我手のう

ちに何をも見いださざるをヱホバ汝らに證したま

ふ其膏そそぎし者も今日證す彼ら答へけるは證し

たまふ 6サムエル民にいひけるはヱホバはモーセ

とアロンをたてし者汝らの先祖をエジプトの地よ

り導きいだせしものなり 7立ちあがれヱホバが汝

らおよび汝らの先祖になしたまひし諸の義しき行

爲につきて我ヱホバのまへに汝らと論ぜん 8ヤコ

ブのエジプトにいたるにおよびて汝らの先祖のヱ

ホバに呼はりし時ヱホバ、モーセとアロンを遣は

したまひて此二人汝らの先祖をエジプトより導き

いだして此處にすましめたり 9しかるに彼ら其神

ヱホバを忘れしかばヱホバこれをハゾルの軍の長

シセラの手とペリシテ人の手およびモアブ王の手

にわたしたまへり斯て彼らこれを攻ければ 10民

ヱホバに呼はりていひけるは我らヱホバを棄てバ

アルとアシタロテに事へてヱホバに罪を犯したり

されど今我らを敵の手より救ひいだしたまへ我ら

汝につかへんと 11是においてヱホバ、ヱルバア

ルとバラクとエフタとサムエルを遣はして汝らを

四方の敵の手より救ひいだしたまひて汝ら安らか

に住めり 12しかるに汝らアンモンの子孫の王ナ

ハシの汝らを攻んとて來るを見て汝らの神ヱホバ

汝らの王なるに汝ら我にいふ否我らををさむる王

なかるべからずと 13今汝らが選みし王汝らがね

がひし王を見よ視よヱホバ汝らに王をたてたまへ

り 14汝らもしヱホバを畏みて之につかへ其言に

したがひてヱホバの命にそむかずまた汝らと汝ら

ををさむる王恒に汝らの神ヱホバに從はば善し 15

しかれども汝らもしヱホバの言にしたがはずして

ヱホバの命にそむかばヱホバの手汝らの先祖をせ

めしごとく汝らをせむべし 16汝ら今たちてヱホ

バが爾らの目のまへになしたまふ此大なる事を見

よ 17今日は麥刈時にあらずや我ヱホバを呼んヱ

ホバ雷と雨をくだして汝らが王をもとめてヱホバ

のまへに爲したる罪の大なるを見しらしめたまは

ん 18かくてサムエル、ヱホバをよびければヱホ

バ其日雷と雨をくだしたまへり民みな大にヱホバ

とサムエルを恐る 19民みなサムエルにいひける

は僕らのために汝の神ヱホバにいのりて我らを死

なざらしめよ我ら諸の罪にまた王を求むるの惡を

くはへたればなり 20サムエル民にいひけるは懼

るなかれ汝らこの總ての惡をなしたりされどヱホ

バに從ふことを息ず心をつくしてヱホバに事へ 21

虚しき物に迷ひゆくなかれ是は虚しき物なれば汝

らを助くることも救ふことも得ざるなり 22ヱホ

バ其大なる名のために此民をすてたまはざるべし

其はヱホバ汝らをおのれの民となすことを善とし

たまへばなり 23また我は汝らのために祈ること

をやめてヱホバに罪ををかすことは決てせざるべ

し且われ善き正しき道をもて汝らををしへん 24

汝ら只ヱホバをかしこみ心をつくして誠にこれに

つかへよ而して如何に大なることをヱホバ汝らに

なしたまひしかを思ふ可し 25しかれども汝らも

しなほ惡をなさば汝らと汝らの王ともにほろぼさ

るべし

13サウル三十歳にて王の位に即く彼二年イスラ
エルををさめたり 2爰にサウル、イスラエル

人三千を擇む其二千はサウルとともにミクマシお

よびベテルの山地にあり其一千はヨナタンととも
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にベニヤミンのギベアにあり其餘の民はサウルお

のおの其幕屋にかへらしむ 3ヨナタン、ゲバにあ

るペリシテ人の代官をころせりペリシテ人之れを

きく是においてサウル國中にあまねくラツパを吹

ていはしめけるはヘブル人よ聞くべし 4イスラエ

ル人皆聞けるに云くサウル、ペリシテ人の代官を

撃りしかしてイスラエル、ペリシテ人の中に惡ま

ると斯て民めされてサウルにしたがひギルガルに

いたる 5ペリシテ人イスラエルと戰はんとて集り

けるが兵車三百騎兵六千にして民は濱の沙の多き

がごとくなりき彼らのぼりてベテアベンにむかへ

るミクマシに陣をとれり 6イスラエルの人苦めら

れ其危きを見て皆巖穴に林叢に崗巒に高塔に坎阱

にかくれたり 7また或るヘブル人はヨルダンを渉

りてガドとギレアデの地にいたる然るにサウルは

尚ギルガルにあり民皆戰慄て之にしたがふ 8サウ

ル、サムエルの定めし期にしたがひて七日とどま

りしがサムエル、ギルガルに來らず民はなれて散

ければ 9サウルいひけるは燔祭と酬恩祭を我にも

ちきたれと遂に燔祭をささげたり 10燔祭をささ

ぐることを終しときに視よサムエルいたるサウル

安否を問はんとてこれをいで迎ふに 11サムエル

いひけるは汝何をなせしやサウルいひけるは我民

の我をはなれてちりまた汝の定まれる日のうちに

來らずしてペリシテ人のミクマシに集まれるを見

しかば 12ペリシテ人ギルガルに下りて我をおそ

はんに我いまだヱホバをなごめずといひて勉て燔

祭をささげたり 13サムエル、サウルにいひける

は汝おろかなることをなせり汝その神ヱホバのな

んぢに命じたまひし命令を守らざりしなり若し守

りしならばヱホバ、イスラエルををさむる位を永

く汝に定めたまひしならん 14然どもいま汝の位

たもたざるべしヱホバ其心に適ふ人を求めてヱホ

バ之に其民の長を命じたまへり汝がヱホバの命ぜ

しことを守らざるによる 15かくてサムエルたち

てギルガルよりベニヤミンのギベアにのぼりいた

る 16サウルおのれとともにある民をかぞふるに

凡そ六百人ありき 17サウルおよび其子ヨナタン

並にこれとともにある民はベニヤミンのゲバに居

りペリシテ人はミクマシに陣を張る 18劫掠人三

隊にわかれてペリシテ人の陣よりいで一隊はオフ

ラの路にむかひてシユアルの地にいたり 19一隊

はベテホロンの道に向ひ一隊は曠野の方にあるゼ

ボイムの谷をのぞむ境の路にむかふ 20時にイス

ラエルの地のうち何處にも鐵工なかりき是はペリ

シテ人ヘブル人の劍あるひは槍を作ることを恐れ

たればなり 21イスラエル人皆其耜鋤斧耒即ち耜

鋤三歯鍬斧の錣に缺ありてこれを鍛ひ改さんとす

る時又は鞭を尖らさんとする時は常にペリシテ人

の所にくだれり 22是をもて戰の日にサウルおよ

びヨナタンとともにある民の手には劍も槍も見え

ず只サウルと其子ヨナクンのみ持り 23茲にペリ

シテ人の先陣ミクマシの渡口に進む

14其時サウルの子ヨナタン武器を執る若者にい
ひけるはいざ對面にあるペリシテ人の先陣に

渉りゆかんと然ど其父には告ざりき 2サウル、ギ

ベアの極においてミグロンにある石榴の樹の下に

住まりしが倶にある民はおよそ六百人なりき 3又

アヒヤ、エポデを衣てともにをるアヒヤはアヒト

ブの子アヒトブはイカボデの兄弟イカボデばピネ

ハスの子ピネハスはシロにありてヱホバの祭司た

りしエリの子なり民ヨナタンの行けるをしらざり

き 4ヨナタンの渉りてペリシテ人の先陣にいたら

んとする渡口の間に此傍に巉巌あり彼傍にも巉巌

あり一の名をボゼツといひ一の名をセネといふ 5

其一は北に向ひてミクマシに對し一に南にむかひ

てゲバに對す 6ヨナタン武器を執る少者にいふい

ざ我ら此割禮なき者どもの先陣にわたらんヱホバ

我らのためにはたらきたまことあらん多くの人を

もて救ふも少き人をもてすくふもヱホバにおいて

は妨げなし 7武器をとるもの之にいひけるは總て

汝の心にあるところをなせ進めよ我汝の心にした

がひて汝とともにあり 8ヨナタンいひけるは見よ

我らかの人々のところにわたり身をかれらにあら

はさん 9かれら若し我らが汝らにいたるまでとど

まれと斯く我らにいはば我らはこのままとどまり

てかれらの所にのぼらじ 10されど若し我らのと

ころにのぼれとかくいはば我らのぼらんヱホバか

れらを我らの手にわたしたまふなり是を徴となさ

んと 11斯て二人其身をペリシテ人の先陣にあら

はしければペリシテ人いひけるは視よヘブル人其

かくれたる穴よりいで來ると 12すなはち先陣の

人ヨナタンと其武器を執る者にこたへて我等の所

に上りきたれ目に物見せんといひしかばヨナタン

武器を執る者にいひけるは我にしたがひてのぼれ

ヱホバ彼らをイスラエルの手にわたしたまふなり

13ヨナタン攀のぼり其武器を執るもの之にしたが

ふペリシテ人ヨナタンのまへに仆る武器をとる者
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も後にしたがひて之をころす 14ヨナタンと其武

器を取るもの手はじめに殺せし者およそ二十人此

事田畑半段の内になれり 15しかして野にある陣

のものおよび凡ての民の中に戰慄おこり先陣の人

および劫掠人もまたおののき地ふるひ動けり是は

神よりの戰慄なりき 16ベニヤミンのギベアにあ

るサウルの戌卒望見しに視よペリシテ人の群衆く

づれて此彼にちらばる 17時にサウルおのれとと

もなる民にいひけるは汝ら點驗て誰が我らの中よ

りゆきしかを見よとすなはちしらべたるにヨナタ

ンとその武器を執るもの居らざりき 18サウル、

アヒヤにエポデを持きたれといふ其はかれ此時イ

スラエルのまへにエポデを著たれば也 19サウル

祭司にかたれる時ペリシテ人の軍の騒いよいよま

したりければサウル祭司にいふ姑く汝の手を措け

と 20かくてサウルおよびサウルと共にある民皆

呼はりて戰ひに至るにペリシテ人おのおの劍を以

て互に相撃ちければその敗績はなはだ大なりき 21

また此時よりまへにペリシテ人とともにありてペ

リシテ人と共に上りて陣に來るところのヘブル人

もまた翻へりてサウルおよびヨナタンと共にある

イスラエル人に合せり 22又エフライムの山地に

かくれたるイスラエル人皆ペリシテ人の逃るを聞

てまた戰ひに出て之を追撃り 23是の如くヱホバ

此日イスラエルをすくひたまふ而して戰はベテア

ベンにうつれり 24されど此日イスラエル人苦め

り其はサウル民を誓はせて夕まで即ちわが敵に仇

をむくゆるまでに食物を食ふ者は呪詛れんと言た

ればなり是故に民の中に食物を味ひし者なし 25

爰に民みな林森に至に地の表に蜜あり 26即ち民

森にいたりて蜜のながるるをみる然ども民誓を畏

るれば誰も手を口につくる者なし 27然にヨナタ

ンは其父が民をちかはせしを聞ざりければ手にあ

る杖の末をのばして蜜にひたし手を口につけたり

是に由て其目あきらかになりぬ 28時に民のひと

り答て言けるは汝の父かたく民をちかはせて今日

食物をくらふ人は呪詛はれんと言り是に由て民つ

かれたり 29ヨナタンいひけるはわが父國を煩せ

り請ふ我この蜜をすこしく嘗しによりて如何にわ

が目の明かになりしかを見よ 30ましてや民今日

敵よりうばひし物を十分に食しならばペリシテ人

をころすこと更におほかるべきにあらずや 31イ

スラエル人かの日ペリシテ人を撃てミクマシより

アヤロンにいたる而して民はなはだ疲たり 32是

において民劫掠物に走かかり羊と牛と犢とを取り

て之を地のうへにころし血のままに之をくらふ 33

人々サウルにつげていひけるは民肉を血のままに

食ひて罪をヱホバにをかすとサウルいひけるは汝

ら背けり直ちにわがもとに大石をまろばしきたれ

34サウルまたいひけるは汝らわかれて民のうちに

いりていへ人各其牛と各其羊をわがもとに引きき

たり此處にてころしくらへ血のままにくらひて罪

をヱホバに犯すなかれと此において民おのおのこ

の夜其牛を手にひききたりて之をかしこにころせ

り 35しかしてサウル、ヱホバに一つの壇をきづ

く是はサウルのヱホバに壇を築ける始なり 36斯

てサウルいひけるは我ら夜のうちにペリシテ人を

追くだり夜明までかれらを掠めて一人をも殘すま

じ皆いひけるは凡て汝の目に善とみゆる所をなせ

と時に祭司いひけるは我ら此にちかより神にもと

めんと 37サウル神に我ペリシテ人をおひくだる

べきか汝かれらをイスラエルの手にわたしたまふ

やと問けれど此日はこたへたまはざりき 38是に

おいてサウルいひけるは民の長たちよ皆此にちか

よれ汝らみて今日のこの罪のいづくにあるを知れ

39イスラエルを救ひたまへるヱホバはいく假令わ

が子ヨナタンにもあれ必ず死なざるべからずとさ

れど民のうち一人もこれにこたへざりき 40サウ

ル、イスラエルの人々にいひけるはなんぢらは彼

處にをれ我とわが子ヨナタンは此處にをらんと民

いひけるは汝の目によしとみゆるところをなせ 41

サウル、イスラエルの神ヱホバにいひけるはねが

はくは眞實をしめしたまへとかくてヨナタンとサ

ウル籤にあたり民はのがれたり 42サウルいひけ

るは我とわが子のあひだの鬮を掣けと即ちヨナタ

ンこれにあたれり 43サウル、ヨナタンにいひけ

るは汝がなせしところを我に告よヨナタンつげて

いひけるは我は只わが手の杖の末をもて少許の蜜

をなめしのみなるが我しなざるをえず 44サウル

こたへけるは神かくなしまたかさねてかくなした

まヘヨナタンよ汝死ざるべからず 45民サウルに

いひけるはイスラエルの中に此大なるすくひをな

せるヨナタン死ぬべけんや決めてしからずヱホバ

は生くヨナタンの髮の毛ひとすぢも地におつべか

らず其はかれ神とともに今日はたらきたればなり

とかく民ヨナタンをすくひて死なざらしむ 46サ

ウル、ペリシテ人を追ことを息てのぼりぬペリシ

テ人其國にかへれり 47かくてサウル、イスラエ
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ルの王の位につきて四方の敵を攻む即ちモアブ、

アンモンの子孫エドム、ゾバの王たちおよびペリ

シテ人をせめけるに凡てむかふところにて勝利を

得たり 48サウル力をえアマレク人をうちてイス

ラエルを其劫掠人の手よりすくひいだせり 49サ

ウルの男子はヨナタン、ヱスイおよびマルキシユ

アなり其二人の女子の名は姉はメラブといひ妹は

ミカルといふ 50サウルの妻の名はアヒノアムと

いひてアヒマアズの女子なり其軍の長の名はアブ

ネルといひてサウルの叔父なるネルの子なり 51

サウルの父キシとアブネルの父ネルはアビエルの

子なり 52サウルの一生のあひだ恒にペリシテ人

と烈しき戰ありサウルは力ある人または勇ある人

を見るごとにこれをかかへたり

15茲にサムエル、サウルにいひけるはヱホバ我
をつかはし汝に膏を沃ぎて其民イスラエルの

王となさしめたりさればヱホバの言の聲をきけ 2

萬軍のヱホバかくいひたまふ我アマレクがイスラ

エルになせし事すなはちエジプトよりのぼれる時

其途を遮りしをかへりみる 3今ゆきてアマレクを

撃ち其有る物をことごとく滅しつくし彼らを憐む

なかれ男女童稚哺乳兒牛羊駱駝驢馬を皆殺せ 4サ

ウル民をよびあつめてこれをテライムに核ふ歩兵

二十萬ユダの人一萬あり 5しかしてサウル、アマ

レクの邑にいたりて谷に兵を伏たり 6サウル、ケ

ニ人にいひけるは汝らゆきてさりアマレク人をは

なれくだるべし恐らくはかれらとともに汝らをほ

ろぼすにいたらんイスラエルの子孫のエジプトよ

りのぼれる時汝らこれに恩みをほどこしたりと即

ちケニ人アマレク人をはなれてさりぬ 7サウル、

アマレク人をうちてハビラよりエジプトの東面な

るシユルにいたる 8サウル、アマレク人の王アガ

グを生擒り刃をもて其民をことごとくほろぼせり

9然ども、サウルと民アガグをゆるしまた羊と牛

の最も嘉きもの及び肥たる物並に羔と凡て善き物

を殘して之をほろぼしつくすをこのまず但惡き弱

き物をほろぼしつくせり 10時にヱホバの言サム

エルにのぞみていはく 11我サウルを王となせし

を悔ゆ其は彼背きて我にしたがはずわが命をおこ

なはざればなりとサムエル憂て終夜ヱホバによば

はれり 12かくてサムエル、サウルにあはんとて

夙く起きけるにサムエルにつぐるものありていふ

サウル、カルメルにいたり勝利の表を立て轉り進

みてギルガルにくだれりと 13サムエル、サウル

の許に至りければサウルこれにいひけるは汝がヱ

ホバより福祉を得んことをねがふ我ヱホバの命を

行へりと 14サムエルいひけるは然らばわが耳に

いる此羊の聲およびわがきく牛のこゑは何ぞや 15

サウルいひけるは人々これをアマレク人のところ

より引ききたれり其は民汝の神ヱホバにささげん

ために羊と牛の最も嘉きものをのこせばなり其ほ

かは我らほろぼしつくせり 16サムエル、サウル

にいけるは止まれ昨夜ヱホバの我にかたりたまひ

しことを汝につげんサウルいひけるはいへ 17サ

ムエルいひけるはさきに汝が微き者とみづから憶

へる時に爾イスラエルの支派の長となりしに非ず

や即ちヱホバ汝に膏を注いでイスラエルの王とな

せり 18ヱホバ汝を途に遣はしていひたまはく往

て惡人なるアマレク人をほろぼし其盡るまで戰へ

よと 19何故に汝ヱホバの言をきかずして敵の所

有物にはせかかりヱホバの目のまへに惡をなせし

や 20サウル、サムエルにひけるは我誠にヱホバ

の言にしたがひてヱホバのつかはしたまふ途にゆ

きアマレクの王アガグを執きたりアマレクをほろ

ぼしつくせり 21ただ民其ほろぼしつくすべき物

の最初としてギルガルにて汝の神ヱホバにささげ

んとて敵の物の中より羊と牛をとれり 22サムエ

ルいひけるはヱホバはその言にしたがふ事を善し

たまふごとく燔祭と犠牲を善したまふや夫れ順ふ

事は犠牲にまさり聽く事は牡羔の脂にまさるなり

23其は違逆は魔術の罪のごとく抗戻は虚しき物に

つかふる如く偶像につかふるがごとし汝ヱホバの

言を棄たるによりヱホバもまた汝をすてて王たら

ざらしめたまふ 24サウル、サムエルにいひける

に我ヱホバの命と汝の言をやぶりて罪ををかした

り是は民をおそれて其言にしたがひたるによりて

なり 25されば今ねがはくはわがつみをゆるし我

とともにかへりて我をしてヱホバを拝することを

えさしめよ 26サムエル、サウルにいひけるは我

汝とともにかへらじ汝ヱホバの言を棄たるにより

ヱホバ汝をすててイスラエルに王たらしめたまは

ざればなり 27サムエル去らんとて振還しときサ

ウルその明衣の裾を捉へしかば裂たり 28サムエ

ルかれにいひけるは今日ヱホバ、イスラエルの國

を裂て汝よりはなし汝の隣なる汝より善きものに

これをあたへたまふ 29またイスラエルの能力た

る者は謊らず悔ず其はかれは人にあらざればくゆ

ることなし 30サウルいひけるは我罪ををかした
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れどねがはくはわが民の長老のまへおよびイスラ

エルのまへにて我をたふとみて我とともにかへり

我をして汝の神ヱホバを拝むことをえさしめよ 31

ここにおいてサムエル、サウルにしたがひてかへ

るしかしてサウル、ヱホバを拝む 32時にサムエ

ルいひけるは汝らわが許にアマレクの王アガグを

ひききたれとアガグ喜ばしげにサムエルの許にき

たりアガグいひけるは死の苦みは必ず過さりぬ 33

サムエルいひけるに汝の劍はおほくの婦人を子な

き者となせりかくのごとく汝の母は婦人の中の最

も子なき者となるべしとサムエル、ギルガルにて

ヱホバのまへにおいてアガグを斬り 34かくてサ

ムエルはラマにゆきサウルはサウルのギベアにの

ぼりてその家にいたる 35サムエル其しぬる日ま

でふたたびきたりてサウルをみざりきしかれども

サムエル、サウルのためにかなしめりまたヱホバ

はサウルをイスラエルの王となせしを悔たまへ

り

16爰にヱホバ、サムエルにいひたまひけるは我
すでにサウルを棄てイスラエルに王たらしめ

ざるに汝いつまでかれのために歎くや汝の角に膏

油を滿してゆけ我汝をベテレヘム人ヱサイの許に

つかはさん其は我其子の中にひとりの王を尋ねえ

たればなり 2サムエルいひけるは我いかで往くこ

とをえんサウル聞て我をころさんヱホバいひたま

ひけるは汝一犢を携へゆきて言へヱホバに犠牲を

ささげんために來ると 3しかしてヱサイを犠牲の

場によべ我汝が爲すべき事をしめさん我汝に告る

ところの人に膏をそそぐ可し 4サムエル、ヱホバ

の語たまひしごとくなしてベテレヘムにいたる邑

の長老おそれて之をむかへいひけるは汝平康なる

事のためにきたるや 5サムエルいひけるは平康な

ることのためなり我はヱホバに犠牲をささげんと

てきたる汝ら身をきよめて我とともに犠牲の場に

きたれと斯てヱサイと其諸子を潔めて犠牲の場に

よびきたる 6かれらが至れる時サムエル、エリア

ブを見ておもへらくヱホバの膏そそぐものは必ず

此人ならんと 7しかるにヱホバ、サムエルにいひ

たまひけるは其容貌と身長を觀るなかれ我すでに

かれをすてたりわが視るところは人に異なり人は

外の貌を見ヱホバは心をみるなり 8ヱサイ、ヘア

ビナダブをよびてサムエルのまへを過しむサムエ

ルいひけるは此人もまたヱホバ擇みたまはず 9ヱ

サイ、シヤンマを過しむサムエルいひけるは此人

もまたヱホバえらみたまはず 10ヱサイ其七人の

子をしてサムエルの前をすぎしむサムエル、ヱサ

イにいふヱホバ是等をえらみたまはず 11サムエ

ル、ヱサイにいひけるは汝の男子は皆此にをるや

ヱサイいひけるは尚季子のこれり彼は羊を牧をる

なりとサムエル、ヱサイにいひけるは彼を迎へき

たらしめよかれが此にいたるまでは我ら食に就か

ざるべし 12是において人をつかはしてかれをつ

れきたらしむ其人色赤く目美しくして其貌麗しヱ

ホバいひたまひけるは起てこれにあぶらを沃げ是

其人なり 13サムエル膏の角をとりて其兄弟の中

にてこれに膏をそそげり此日よりのちヱホバの霊

ダビデにのぞむサムエルはたちてラマにゆけり 14

かくてヱホバの霊サウルをはなれヱホバより來る

惡鬼これを惱せり 15サウルの臣僕これにいひけ

るは視よ神より來れる惡鬼汝をなやます 16ねが

はくはわれらの主汝のまへにつかふる臣僕に命じ

て善く琴を鼓く者一人を求めしめよ神よりきたれ

る惡鬼汝に臨む時彼手をもて琴を鼓て汝いゆるこ

とをえん 17サウル臣僕にいひけるはわがために

巧に鼓琴者をたづねてわがもとにつれきたれ 18

時に一人の少者こたへていひけるは我ベテレヘム

人ヱサイの子を見しが琴に巧にしてまた豪氣して

善くたたかふ辯舌さはやかなる美しき人なりかつ

ヱホバこれとともにいます 19サウルすなはち使

者をヱサイにつかはしていひけるは羊をかふ汝の

子ダビデをわがもとに遣はせと 20ヱサイすなは

ち驢馬にパンを負せ一嚢の酒と山羊の羔を執りて

これを其子ダビデの手によりてサウルにおくれり

21ダビデ、サウルの許にいたりて其まへに事ふサ

ウル大にこれを愛し其武器を執る者となす 22サ

ウル人をヱサイにつかはしていひけるはねがはく

はダビデをしてわが前に事へしめよ彼はわが心に

かなへりと 23神より出たる惡鬼サウルに臨める

ときダビデ琴を執り手をもてこれを弾にサウル慰

さみて愈え惡鬼かれをはなる

17爰にペリシテ人其軍を集めて戰はんとしユダ
に屬するシヨコにあつまりシヨコとアゼカの

間なるバスダミムに陣をとる 2サウルとイスラエ

ルの人々集まりてエラの谷に陣をとりペリシテ人

にむかひて軍の陣列をたつ 3ペリシテ人は此方の

山にたちイスラエルは彼方の山にたつ谷は其あひ

だにあり 4時にペリシテ人の陣よりガテのゴリア

テと名くる挑戰者いできたる其身の長六キユビト
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半 5首に銅の盔を戴き身に鱗綴の鎧甲を着たり其

よろひの銅のおもさは五千シケルなり 6また脛に

は銅の脛當を着け肩の間に銅の矛戟を負ふ 7其槍

の柄は機の梁のごとく槍の鋒刃の鐵は六百シケル

なり楯を執る者其前にゆく 8ゴリアテ立てイスラ

エルの諸行伍によばはり云けるは汝らはなんぞ陣

列をなして出きたるや我はペリシテ人にして汝ら

はサウルの臣下にあらずや汝ら一人をえらみて我

ところにくだせ 9其人もし我とたたかひて我をこ

ろすことをえば我ら汝らの臣僕とならんされど若

し我かちてこれを殺さば汝ら我らの僕となりて我

らに事ふ可し 10かくて此ペリシテ人いひけるは

我今日イスラエルの諸行伍を挑む一人をいだして

我と戰はしめよと 11サウルおよびイスラエルみ

なペリシテ人のこの言を聞き驚きて大に懼れたり

12抑ダビデはかのベテレヘムユダのエフラタ人ヱ

サイとなづくる者の子なり此人八人の子ありしが

サウルの世には年邁みてすでに老たり 13ヱサイ

の長子三人ゆきてサウルにしたがひて戰爭にいづ

其戰にいでし三人の子の名は長をエリアブといひ

次をアビナダブといひ第三をシヤンマといふ 14

ダビデは季子にして其兄三人はサウルにしたがへ

り 15ダビデはサウルに往來してベテレヘムにて

其父の羊を牧ふ 16彼ペリシテ人四十日のあひだ

朝夕近づきて前にたてり 17時にヱサイ其子ダビ

デにいひけるは今汝の兄のために此烘麥一斗と此

十のパンを取りて陣營にをる兄のところにいそぎ

ゆけ 18また此十の乾酪をとりて其千夫の長にお

くり兄の安否を視て其返事をもちきたれと 19サ

ウルと彼等およびイスラエルの人は皆ペリシテ人

とたたかひてエラの谷にありき 20ダビデ朝夙く

おきて羊をひとりの牧者にあづけヱサイの命ぜし

ごとく携へゆきて車營にいたるに軍勢いでて行伍

をなし鯨波をあげたり 21しかしてイスラエルと

ペリシテ人陣列をたてて行伍を行伍に相むかはせ

たり 22ダビデ其荷をおろして荷をまもる者の手

にわたし行伍の中にはせゆきて兄の安否を問ふ 23

ダビデ彼等と倶に語れる時視よペリシテ人の行伍

よりガテのペリシテのゴリアテとなづくる彼の挑

戰者のぼりきたり前のことばのごとく言しかばダ

ビデ之を聞けり 24イスラエルの人其人を見て皆

逃て之をはなれ痛く懼れたり 25イスラエルの人

いひけるは汝らこののぼり來る人を見しや誠にイ

スラエルを挑んとて上りきたるなり彼をころす人

は王大なる富を以てこれをとまし其女子をこれに

あたへて其父の家にはイスラエルの中にて租税を

まぬかれしめん 26ダビデ其傍にたてる人々にか

たりていひけるは此ペリシテ人をころしイスラエ

ルの耻辱を雪ぐ人には如何なることをなすや此割

禮なきペリシテ人は誰なればか活る神の軍を搦む

27民まへのごとく答へていひけるはかれを殺す人

には斯のごとくせらるべしと 28兄エリアブ、ダ

ビデが人々とかたるを聞しかばエリアブ、ダビデ

にむかひて怒りを發しいひけるは汝なにのために

此に下りしや彼の野にあるわづかの羊を誰にあづ

けしや我汝の傲慢と惡き心を知る其は汝戰爭を見

んとて下ればなり 29ダビデいひけるは我今なに

をなしたるや只一言にあらずやと 30又ふりむき

て他の人にむかひ前のごとく語れるに民まへのご

とく答たり 31人々ダビデが語れる言をききてこ

れをサウルのまへにつげければサウルかれを召す

32ダビデ、サウルにいひけるは人々かれがために

氣をおとすべからず僕ゆきてかのペリシテ人とた

たかはん 33サウル、ダビデにいひけるは汝はか

のペリシテ人をむかへてたたかふに勝ず其は汝は

少年なるにかれは若き時よりの戰士なればなり 34

ダビデ、サウルにいひけるは僕さきに父の羊を牧

るに獅子と熊と來りて其群の羔を取たれば 35其

後をおひて之を搏ち羔を其口より援ひいだせりし

かして其獣我に猛りかかりたれば其鬚をとらへて

これを撃ちころせり 36僕は旣に獅子と熊とを殺

せり此割禮なきペリシテ人活る神の軍をいどみた

れば亦かの獣の一のごとくなるべし 37ダビデま

たいひけるはヱホバ我を獅子の爪と熊の爪より援

ひいだしたまひたれば此ペリシテ人の手よりも援

ひいだしたまはんとサウル、ダビデにいふ往けね

がはくはヱホバ汝とともにいませ 38是において

サウルおのれの戎衣をダビデに衣せ銅の盔を其首

にかむらせ亦鱗綴の鎧をこれにきせたり 39ダビ

デ戎衣のうへに劍を佩て往かんことを試む未だ驗

せしことなければなりしかしてダビデ、サウルに

いひけるは我いまだ驗せしことなければ是を衣て

は往くあたはずと 40ダビデこれを脱ぎすて手に

杖をとり谿間より五の光滑なる石を拾ひて之を其

持てる牧羊者の具なる袋に容れ手に投石索を執り

て彼ペリシテ人にちかづく 41ペリシテ人進みき

てダビデに近づけり楯を執るもの其まへにあり 42

ペリシテ人環視てダビデを見て之を藐視る其は少



サムエル記Ⅰ211

くして赤くまた美しき貌なればなり 43ペリシテ

人ダビデにいひけるは汝杖を持てきたる我豈犬な

らんやとペリシテ人其神の名をもってダビデを呪

詛ふ 44しかしてペリシテ人ダビデにいひけるは

我がもとに來れ汝の肉を空の鳥と野の獣にあたへ

んと 45ダビデ、ペリシテ人にいひけるは汝は劍

と槍と矛戟をもて我にきたる然ど我は萬軍のヱホ

バの名すなはち汝が搦みたるイスラエルの軍の神

の名をもて汝にゆく 46今日ヱホバ汝をわが手に

付したまはんわれ汝をうちて汝の首級を取りペリ

シテ人の軍勢の尸體を今日空の鳥と地の野獣にあ

たへて全地をしてイスラエルに神あることをしら

しめん 47且又この群衆みなヱホバは救ふに劍と

槍を用ひたまはざることをしるにいたらん其は戰

はヱホバによれば汝らを我らの手にわたしたまは

んと 48ペリシテ人すなはち立あがり進みちかづ

きてダビデをむかへしかばダビデいそぎ陣にはせ

ゆきてペリシテ人をむかふ 49ダビデ手を嚢にい

れて其中より一つの石をとり投てペリシテ人の顙

を撃ければ石其顙に突きいりて俯伏に地にたふれ

たり 50かくダビデ投石索と石をもてペリシテ人

にかちペリシテ人をうちて之をころせり然どダビ

デの手には劍なかりしかば 51ダビデはしりてペ

リシテ人の上にのり其劍を取て之を鞘より抜きは

なしこれをもて彼をころし其首級を斬りたり爰に

ペリシテの人々其勇士の死るを見てにげしかば 52

イスラエルとユダの人おこり喊呼をあげてペリシ

テ人をおひガテの入口およびエクロンの門にいた

るペリシテ人の負傷人シヤライムの路に仆れてガ

テおよびエクロンにおよぶ 53イスラエルの子孫

ペリシテ人をおふてかへり其陣を掠む 54ダビデ

かのペリシテ人の首を取りて之をエルサレムにた

づさへきたりしが其甲冑はおのれの天幕におけり

55サウル、ダビデがペリシテ人にむかひて出るを

見て軍長アブネルにいひけるはアブネル此少者は

たれの子なるやアブネルいひけるは王汝の霊魂は

生くわれしらざるなり 56王いひけるはこの少年

はたれの子なるかを尋ねよ 57ダビデかのペリシ

テ人を殺してかへれる時アブネルこれをひきて其

ペリシテ人の首級を手にもてるままサウルのまへ

につれゆきければ 58サウルかれにいひけるは若

き人よ汝はたれの子なるやダビデこたへけるは汝

の僕ベテレヘム人ヱサイの子なり

18ダビデ、サウルにかたることを終しときヨナ
タンの心ダビデの心にむすびつきてヨナタン

おのれの命のごとくダビデを愛せり 2此日サウル

、ダビデをかかへて父の家にかへらしめず 3ヨナ

タンおのれの命のごとくダビデを愛せしかばヨナ

タンとダビデ契約をむすべり 4ヨナタンおのれの

衣たる明衣を脱てダビデにあたふ其戎衣および其

刀も弓も帶もまたしかせり 5ダビデは凡てサウル

が遣はすところにいでゆきて功をあらはしければ

サウルかれを兵隊の長となせりしかしてダビデ民

の心にかなひ又サウルの僕の心にもかなふ 6衆人

かへりきたれる時すなはちダビデ、ペリシテ人を

ころして還れる時婦女イスラエルの邑々よりいで

きたり鼗と祝歌と磬をもちて歌ひまひつつサウル

王を迎ふ 7婦人踊躍つつ相こたへて歌ひけるはサ

ウルは千をうち殺しダビデは萬をうちころすと 8

サウル甚だ怒りこの言をよろこばずしていひける

は萬をダビデに歸し千をわれに歸す此上かれにあ

たふべき者は唯國のみと 9サウルこの日より後ダ

ビデを目がけたり 10次の日神より出たる惡鬼サ

ウルにのぞみてサウル家のなかにて預言したりし

かばダビデ故のごとく手をもつて琴をひけり時に

サウルの手に投槍ありければ 11サウル我ダビデ

を壁に刺とほさんといひて其投槍をさしあげしが

ダビデ二度身をかはしてサウルをさけたり 12ヱ

ホバ、サウルをはなれてダビデと共にいますによ

りてサウル彼をおそれたり 13是故にサウル彼を

遠ざけて千夫長となせりダビデすなはち民のまへ

に出入す 14またダビデすべて其ゆくところにて

功をあらはし且ヱホバかれとともにいませり 15

サウル、ダビデが大に功をあらはすをみてこれを

恐れたり 16しかれどもイスラエルとユダの人は

みなダビデを愛せり彼が其前に出入するによりて

なり 17サウル、ダビデにいひけるはわれわが長

女メラブを汝に妻さん汝ただわがために勇みヱホ

バの軍に戰ふべしと其はサウルわが手にてかれを

殺さでペリシテ人の手にてころさんとおもひたれ

ばなり 18ダビデ、サウルにいひけるは我は誰ぞ

わが命はなんぞわが父の家はイスラエルにおいて

何なる者ぞや我いかでか王の婿となるべけんと 19

然るにサウルの女子メラブはダビデに嫁ぐべき時

におよびてメホラ人アデリエルに妻されたり 20

サウルの女ミカル、ダビデを愛す人これを王に告

ければサウル其事を善しとせり 21サウルいひけ
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るは我ミカルをかれにあたへて彼を謀る手段とな

しペリシテ人の手にてかれを殺さんといひてサウ

ル、ダビデにいひけるは汝今日ふたたびわが婿と

なるべし 22かくてサウル其僕に命じけるは汝ら

密にダビデにかたりて言へ視よ王汝を悦び王の僕

みな汝を愛すされば汝王の婿となるべしと 23サ

ウルの僕此言をダビデの耳に語りしかばダビデい

ひけるは王の婿となること汝らの目には易き事と

みゆるや且われは貧しく賤しき者なりと 24サウ

ルの僕サウルにつげてダビデ是の如くかたれりと

いへり 25サウルいひけるはなんぢらかくダビデ

にいへ王は聘禮を望まずただペリシテ人の陽皮一

百をえて王の仇をむくいんことを望むと是はサウ

ル、ダビデをペリシテ人の手に殞沒しめんとおも

へるなり 26サウルの僕此言をダビデにつげしか

ばダビデは王の婿となることを善とせり斯て其時

いまだ滿ざるあひだに 27ダビデ起て其從者とと

もにゆきペリシテ人二百人をころして其陽皮をた

づさへきたり之を悉く王にささげて王の婿となら

んとすサウル乃はち其女ミカルをダビデに妻せた

り 28サウル見てヱホバのダビデとともにいます

を知りぬまたサウルの女ミカルはダビデを愛せり

29サウルさらにますますダビデを恐れサウル一生

のあひだダビデの敵となれり 30爰にペリシテ人

の諸伯攻きたりしがダビデかれらが攻めきたるご

とにサウルの諸の臣僕よりは多の功をたてしかば

其名はなはだ尊まる

19サウル其子ヨナタンおよび諸の臣僕にダビデ
をころさんとすることを語れり 2されどサウ

ルの子ヨナタン深くダビデを愛せしかばヨナタン

、ダビデにつげていひけるはわが父サウル汝をこ

ろさんことを求むこのゆゑに今ねがはくは汝翌朝

謹恪で潜みをりて身を隱せ 3我いでゆきて汝がを

る野にてわが父の傍にたちわが父とともに汝の事

を談はんしかして我其事の如何なるを見て汝に告

ぐべし 4ヨナタン其父サウルに向ひダビデを褒揚

ていひけるは願くは王其僕ダビデにむかひて罪を

をかすなかれ彼は汝に罪ををかさずまた彼が汝に

なす行爲ははなはだ善し 5またかれは生命をかけ

てかのペリシテ人をころしたりしかしてヱホバ、

イスラエルの人々のためにおほいなる救をほどこ

したまふ汝見てよろこべりしかるに何ぞゆゑなく

してダビデをころし無辜者の血をながして罪をを

かさんとするや 6サウル、ヨナタンの言を聽いれ

サウル誓ひけるはヱホバはいくわれかならずかれ

をころさじ 7ヨナタン、ダビデをよびてヨナタン

其事をみなダビデにつげ遂にダビデをサウルの許

につれきたりければダビデさきのごとくサウルの

前にをる 8爰に再び戰爭おこりぬダビデすなはち

いでてペリシテ人とたたかひ大にかれらを殺せし

かばかれら其まへを逃げされり 9サウル手に投槍

を執て室に坐する時ヱホバより出たる惡鬼これに

のりうつれり其時ダビデ乃ち手をもて琴を弾く 10

サウル投槍をもてダビデを壁に刺とほさんとした

りしがダビデ、サウルのまへを避ければ投槍を壁

に衝たてたりダビデ其夜逃さりぬ 11サウル使者

をダビデの家につかはしてかれを守らしめ朝にお

よびてかれをころさしめんとすダビデの妻ミカル

、ダビデにつげていひけるは若し今夜爾の命を援

ずば明朝汝は殺されんと 12ミカル即ち牖よりダ

ビデを縋おろしければ往て逃されり 13斯てミカ

ル像をとりて其牀に置き山羊の毛の編物を其頭に

おき衣服をもて之をおほへり 14サウル、ダビデ

を執ふる使者をつかはしければミカルいふかれは

疾ありと 15サウル使者をつかはしダビデを見さ

せんとていひけるはかれを牀のまま我にたづさき

たれ我これをころさん 16使者いりて見たるに牀

には像ありて其頭に山羊の毛の編物ありき 17サ

ウル、ミカルにいひけるはなんぞかく我をあざむ

きてわが敵を逃しやりしやミカル、サウルにこた

へけるは彼我にいへり我をはなちてさらしめよ然

らずば我汝をころさんと 18ダビデにげさりてラ

マにゆきサムエルの許にいたりてサウルがおのれ

になせしことをことごとくつげたりしかしてダビ

デとサムエルはゆきてナヨテにすめり 19サウル

に告る者ありていふ視よダビデはラマのナヨテに

をると 20サウル乃ちダビデを執ふる使者をつか

はせしが彼等預言者の一群の預言しをりてサムエ

ルが其中の長となりて立てるを見るにおよび神の

霊サウルの使者にのぞみて彼等もまた預言せり 21

人々これを告ければサウル他の使者を遣しけるに

かれらも亦預言せしかばサウルまた三度使者を遣

はしけるが彼等もまた預言せり 22是においてサ

ウルもまたラマにゆきけるがセクの大井にいたれ

る時問ていひけるはサムエルとダビデは何處にを

るや答ていふラマのナヨテにをる 23サウルかし

こにゆきてラマのナヨテに至りけるに神の霊また

彼にのぞみて彼ラマのナヨテにいたるまで歩きつ
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つ預言せり 24彼もまた其衣服をぬぎすて同くサ

ムエルのまへに預言し其一日一夜裸體にて仆臥た

り是故に人々サウルもまた預言者のうちにあるか

といふ

20ダビデ、ラマのナヨテより逃きたりてヨナタ
ンにいひけるは我何をなし何のあしき事あり

汝の父のまへに何の罪を得てか彼わが命を求むる

2ヨナタンかれにいひけるは汝決て殺さるること

あらじ視よわが父は事の大なるも小なるも我につ

げずしてなすことなしわが父なんぞこの事を我に

かくさんやこの事しからず 3ダビデまた誓ひてい

ひけるは汝の父必ずわが汝のまへに恩惠をうるを

知る是をもてかれ思へらく恐らくはヨナタン悲む

べければこの事をかれにしらしむべからずとしか

れどもヱホバはいくまたなんぢの霊魂はいくわれ

は死をさること只一歩のみ 4ヨナタン、ダビデに

いひけるはなんぢの心なにをねがふか我爾のため

に之をなさんと 5ダビデ、ヨナタンにいひけるは

明日は月朔なれば我王とともに食につかざるべか

らず然ども我をゆるして去らしめ三日の晩まで野

に隱るることをえさしめよ 6若汝の父まことに我

をもとめなば其時言へダビデ切に其邑ベテレヘム

にはせゆかんことを我に請り其は彼處に全家の歳

祭あればなりと 7彼もし善しといはば僕やすから

んされど彼もし甚しく怒らば彼の害をくはへんと

決しを知れ 8汝ヱホバのまへに僕と契約をむすび

たれば願くは僕に恩をほどこせ然ど若我に惡き事

あらば汝自ら我をころせ何ぞ我を汝の父に引ゆく

べけんや 9ヨナタンいひけるは斯る事かならず汝

にあらざれ我わが父の害を汝にくはへんと決るを

しらば必ず之を汝につげん 10ダビデ、ヨナタン

にいひけるは若し汝の父荒々しく汝にこたふる時

は誰か其事を我に告ぐべきや 11ヨナタン、ダビ

デにいひけるは來れ我ら野にいでゆかんと倶に野

にいでゆけり 12しかしてヨナタン、ダビデにい

ひけるはイスラエルの神ヱホバよ明日か明後日の

今ごろ我わが父を窺ひて事のダビデのために善き

を見ながら人を汝に遣はして告しらさずばヱホバ

、ヨナタンに斯なしまた重て斯くなしたまへ 13

されど若しわが父汝に害をくはへんと欲せば我こ

れを告げしらせて汝をにがし汝を安らかにさらし

めん願くはヱホバわが父とともに坐せしごとく汝

とともにいませ 14汝只わが生るあひだヱホバの

恩を我にしめして死ざらしむるのみならず 15ヱ

ホバがダビデの敵を悉く地の表より絶ちさりたま

ふ時にもまた汝わが家を永く汝の恩にはなれしむ

るなかれ 16かくヨナタン、ダビデの家と契約を

むすぶヱホバ之に關てダビデの敵を討したまへり

17しかしてヨナタンふたたびダビデに誓はしむか

れを愛すればなり即ちおのれの生命を愛するごと

く彼を愛せり 18またヨナタン、ダビデにいひけ

るは明日は月朔なるが汝の座空かるべければ汝求

めらるべし 19汝三日とどまりて速かに下り嘗て

かの事の日に隱れたるところに至りてエゼルの石

の傍に居るべし 20我的を射るごとくして其石の

側に三本の矢をはなたん 21しかしてゆきて矢を

たづねよといひて僮子をつかはすべし我もし故に

僮子に視よ矢は汝の此旁にあり其を取と曰ばなん

ぢきたるべしヱホバは生く汝安くして何もなかる

べければなり 22されど若し我少年に視よ矢は汝

の彼旁にありといはば汝さるべしヱホバ汝をさら

しめたまふなり 23汝と我とかたれることについ

ては願はくはヱホバ恒に汝と我との間にいませと

24ダビデ即ち野にかくれぬ偖月朔になりければ王

坐して食に就く 25即ち王は常のごとく壁により

て座を占むヨナタン立あがりアブネル、サウルの

側に坐すダビデの座はなむし 26されど其日には

サウル何をも曰ざりき其は何事か彼におこりしな

らん彼きよからず定て潔からずと思ひたればなり

27明日すなはち月の二日におよびてダビデの座な

ほ虚しサウル其子ヨナタンにいひけるは何ゆゑに

ヱサイの子は昨日も今日も食に來らざるや 28ヨ

ナタン、サウルにこたへけるはダビデ切にベテレ

ヘムにゆかんことを我にこひて曰けるは 29ねが

はくは我をゆるしてゆかしめよわが家邑にて祭を

なすによりわが兄我にきたることを命ぜり故に我

もし汝のまへにめぐみをえたるならばねがはくは

我をゆるして去しめ兄弟をみることを得さしめよ

と是故にかれは王の席に來らざるなり 30サウル

、ヨナタンにむかひて怒りを發しかれにいひける

は汝は曲り且悖れる婦の子なり我あに汝がヱサイ

の子を簡みて汝の身をはづかしめまた汝の母の膚

を辱しむることを知ざらんや 31ヱサイの子の此

世にながらふるあひだは汝と汝の位固くたつを得

ず是故に今人をつかはして彼をわが許に引きたれ

彼は死ぬべき者なり 32ヨナタン父サウルに對へ

ていひけるは彼なにによりて殺さるべきか何をな

したるやと 33ここにおいてサウル、ヨナタンを
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撃んとて投槍をさしあげたりヨナタンすなはち其

父のダビデを殺さんと決しをしれり 34かくてヨ

ナタン烈しく怒りて席を立ち月の二日には食をな

さざりき其は其父のダビデをはづかしめしにより

てダビデのために憂へたればなり 35翌朝ヨナタ

ン一小童子を從がヘダビデと約せし時刻に野にい

でゆき 36童にいひけるは走りて我はなつ矢をた

づねよと童子はしる時ヨナタン矢を彼のさきに發

てり 37童子がヨナタンの發ちたる矢のところに

いたれる時ヨナタン童子のうしろに呼はりていふ

矢は汝のさきにあるにあらずや 38ヨナタンまた

童子のうしろによばはりていひけるは速かにせよ

急げ止まるなかれとヨナタンの童子矢をひろひあ

つめて其主人のもとにかへる 39されど童子は何

をも知ざりき只ヨナタンとダビデ其事をしりたる

のみ 40かくてヨナタン其武器を童子に授ていひ

けるは往けこれを邑に携へよと 41童子すなはち

往けり時にダビデ石の傍より立ちあがり地にふし

て三たび拝せりしかしてふたり互に接吻してたが

ひに哭くダビデ殊にはなはだし 42ヨナタン、ダ

ビデにいひけるは安じて往け我ら二人ともにヱホ

バの名に誓ひて願くはヱホバ恒に我と汝のあひだ

に坐し我が子孫と汝の子孫のあひだにいませとい

へりとダビデすなはちたちて去るヨナタン邑にい

りぬ

21ダビデ、ノブにゆきて祭司アヒメレクにいた
るアヒメレク懼れてダビデを迎へこれにいひ

けるは汝なんぞ獨にして誰も汝とともならざるや

2ダビデ祭司アヒメレクにいふ王我に一の事を命

じて我にいふ我が汝を遣はすところの事およびわ

が汝に命じたる所については何をも人にしらする

なかれと我某處に我少者を出おけり 3いま何か汝

の手にあるや我手に五のパンか或はなににてもあ

る所を與よ 4祭司ダビデに對ていひけるは常のパ

ンはわが手になしされど若し少者婦女をだに愼み

てありしならば聖きパンあるなりと 5ダビデ祭司

に對へていひけるは實にわがいでしより此三日は

婦女われらにちかづかず且少者等の器は潔し又パ

ンは常の物のごとし今日器に潔きパンあれば殊に

然と 6祭司かれに聖きパンを與たり其はかしこに

供前のパンの外はパン无りければなり即ち其パン

は下る日に熱きパンをささげんとて之をヱホバの

まへより取されるなり 7其日かしこにサウルの僕

一人留められてヱホバのまへにあり其名をドエグ

といふエドミ人にしてサウルの牧者の長なり 8ダ

ビデまたアヒメレクにいふ此に汝の手に槍か劍あ

らぬか王の事急なるによりて我は刀も武器も携へ

ざりしと 9祭司いひけるは汝がエラの谷にて殺し

たるペリシテ人ゴリアテの劍布に裏みてエポデの

後にあり汝もし之をとらんとおもはば取れ此には

ほかの劍なしダビデいひけるはそれにまさるもの

なし我にあたへよと 10ダビデ其日サウルをおそ

れて立てガテの王アキシのところに逃げゆきぬ 11

アキシの臣僕アキシに曰けるは此は其地の王ダビ

デにあらずや人々舞踏のうちにこの人のことを歌

ひあひてサウルは千をうちころしダビデは萬をう

ちころすといひしにあらずや 12ダビデこの言を

心に蔵め深くガテの王アキシをおそれ 13人々の

まへに佯て其氣を變じ執はれて狂人のさまをなし

門の扉に書き其涎沫を鬚にながれくだらしむ 14

アキシ僕に云けるは汝らの見るごとく此人は狂人

なり何ぞかれを我にひき來るや 15我なんぞ狂人

を須ひんや汝ら此者を引きたりてわがまへに狂し

めんとするや此者なんぞ吾が家にいるべけんや

22是故にダビデ其處をいでたちてアドラムの洞
穴にのがる其兄弟および父の家みな聞きおよ

びて彼處にくだり彼の許に至る 2また惱める人負

債者心に嫌ぬ者皆かれの許にあつまりて彼其長と

なれりかれとともにある者はおよそ四百人なり 3

ダビデ其處よりモアブのミヅパにいたりモアブの

王にいひけるは神の我をいかがなしたまふかを知

るまでねがはくはわが父母をして出て汝らととも

にをらしめよと 4遂にかれらをモアブの王のまへ

につれきたるかれらはダビデが要害にをる間王と

ともにありき 5預言者ガデ、ダビデに云けるは要

害に住るなかれゆきてユダの地にいたれとダビデ

ゆきてハレテの叢林にいたる 6爰にサウル、ダビ

デおよびかれとともなる人々の見露されしを聞け

り時にサウルはギベアにあり手に槍を執て岡巒の

柳の樹の下にをり臣僕ども皆其傍にたてり 7サウ

ル側にたてる僕にいひけるは汝らベニヤミン人聞

けよヱサイの子汝らおのおのに田と葡萄園をあた

へ汝らおのおのを千夫長百夫長となすことあらん

や 8汝ら皆我に敵して謀り一人もわが子のヱサイ

の子と契約を結びしを我につげしらする者なしま

た汝ら一人もわがために憂へずわが子が今日のご

とくわが僕をはげまして道に伏て我をおそはしめ

んとするを我につげしらす者なし 9時にエドミ人
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ドエグ、サウルの僕の中にたち居りしが答へてい

ひけるは我ヱサイの子のノブにゆきてアヒトブの

子アヒメレクに至るを見しが 10アヒメレクかれ

のためにヱホバに問ひまたかれに食物をあたへペ

リシテ人ゴリアテの劍をあたへたりと 11王すな

はち人をつかはしてアヒトブの子祭司アヒメレク

なよびその父の家すなはちノブの祭司たる人々を

召したればみな王の許にきたる 12サウルいひけ

るは汝アヒトブの子聽よ答へけるは主よ我ここに

あり 13サウルかれにいふ汝なんぞヱサイの子と

ともに我に敵して謀り汝かれにパンと劍をあたへ

彼が爲に神に問ひかれをして今日のごとく道に伏

て我をおそはしめんとするや 14アヒメレク王に

こたへていひけるは汝の臣僕のうち誰かダビデの

ごとく忠義なる彼は王の婿にして親しく汝に見ゆ

るもの汝の家に尊まるる者にあらずや 15我其時

かれのために神に問ことを始めしや決てしからず

ねがはくは王僕およびわが父の全家に何をも歸す

るなかれ其は僕この事については多少をいはず何

をもしらざればなり 16王いひけるはアヒメレク

汝必ず死ぬべし汝の父の全家もしかりと 17王旁

にたてる前驅の人々にいひけるは身をひるがへし

てヱホバの祭司を殺せかれらもダビデと力を合す

るが故またかれらダビデの逃たるをしりて我に告

ざりし故なりと然ど王の僕手をいだしてヱホバの

祭司を撃ことを好まざれば 18王ドエグにいふ汝

身をひるがへして祭司をころせとエドミ人ドエグ

乃ち身をひるがへして祭司をうち其日布のエポデ

を衣たる者八十五人をころせり 19かれまた刃を

以て祭司の邑ノブを撃ち刃をもて男女童稚嬰孩牛

驢馬羊を殺せり 20アヒトブの子アヒメレクの一

人の子アビヤタルとなづくる者逃れてダビデには

しり從がふ 21アビヤタル、サウルがヱホバの祭

司を殺したることをダビデに告しかば 22ダビデ

、アビヤタルにいふかの日エドミ人ドエグ彼處に

をりしかば我かれが必らずサウルにつげんことを

知れり我汝の父の家の人々の生命を喪へる源由と

なれり 23汝我とともに居れ懼るるなかれわが生

命を求むる者汝の生命をも求むるなり汝我ととも

にあらば安全なるべし

23人々ダビデにつげていひけるは視よペリシテ
人ケイラを攻め穀場を掠むと 2ダビデ、ヱホ

バに問ていひけるは我ゆきて是のペリシテ人を撃

つべきかとヱホバ、ダビデにいひたまひけるは往

てペリシテ人をうちてケイラを救ヘ 3ダビデの從

者かれにいひけるは視よわれら此にユダにあるす

ら尚ほおそる况やケイラにゆきてペリシテ人の軍

にあたるをやと 4ダビデふたたびヱホバに問ひけ

るにヱホバ答ていひたまひけるは起てケイラにく

だれ我ペリシテ人を汝の手にわたすべし 5ダビデ

とその從者ケイラにゆきてペリシテ人とたたかひ

彼らの家畜を奪ひとり大にかれらをうちころせり

かくダビデ、ケイラの居民をすくふ 6アヒメレク

の子アビヤタル、ケイラにのがれてダビデにいた

れる時其手にエポデを執てくだれり 7爰にダビデ

のケイラに至れる事サウルに聞えければサウルい

ふ神かれを我手にわたしたまへり其はかれ門あり

關ある邑にいりたれば閉こめらるればなり 8サウ

ルすなはち民をことごとく軍によびあつめてケイ

ラにくだりてダビデと其從者を圍んとす 9ダビデ

はサウルのおのれを害せんと謀るを知りて祭司ア

ビヤタルにいひけるはエポデを持ちきたれと 10

しかしてダビデいひけるはイスラエルの神ヱホバ

よ僕たしかにサウルがケイラにきたりてわがため

に此邑をほろぼさんと求むるを聞り 11ケイラの

人々我をかれの手にわたすならんか僕のきけるご

とくサウル下るならんかイスラエルの神ヱホバよ

請ふ僕につげたまへとヱホバいひたまひけるは彼

下るべしと 12ダビデいひけるはケイラの人々わ

れとわが從者をサウルの手にわたすならんかヱホ

バいひたまひけるは彼らわたすべし 13是におい

てダビデと其六百人ばかりの從者起てケイラをい

で其ゆきうる所にゆけりダビデのケイラをにげは

なれしことサウルに聞えければサウルいづること

を止たり 14ダビデは曠野にをり要害の地にをり

またジフの野にある山に居るサウル恒にかれを尋

ねたれども神かれを其手にわたしたまはざりき 15

ダビデ、サウルがおのれの生命を求めんために出

たるを見る時にダビデはジフの野の叢林にをりし

が 16サウルの子ヨナタンたちて叢林にいりてダ

ビデにいたり神によりて其力を強うせしめたり 17

即ちヨナタンかれにいひけるに懼るるなかれわが

父サウルの手汝にとどくことあらじ汝はイスラエ

ルの王とならん我は汝の次なるべし此事はわが父

サウルもしれりと 18かくて彼ら二人ヱホバのま

へに契約をむすびダビデは叢林にとどまりヨナタ

ンは其家にかへれり 19時にジフ人ギベアにのぼ

りサウルの許にいたりていひけるはダビデは曠野
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の南にあるハキラの山の叢林の中なる要害に隱れ

て我らとともにをるにあらずや 20今王汝のくだ

らんとする望のごとく下りたまへ我らはかれを王

の手にわたさんと 21サウルいひけるは汝ら我を

あはれめば願くは汝等ヱホバより福祉をえよ 22

請ふゆきて尚ほ心を用ひ彼の踪跡ある處と誰がか

れを見たるかを見きはめよ其は人我にかれが甚だ

機巧く事を爲すを告たれば也 23されば汝ら彼が

隱るる逃躱處を皆たしかに見きはめて再び我にき

たれ我汝らとともにゆかん彼もし其地にあらば我

ユダの郡中をあまねく尋ねて彼を獲んと 24かれ

らたちてサウルに先てジフにゆけりダビデと其從

者は曠野の南のアラバにあるマオンの野にをる 25

斯てサウルと其從者ゆきて彼を尋ぬ人々これをダ

ビデに告ければダビデ巌を下てマオンの野にをる

サウル之を聞てマオンの野に至てダビデを追ふ 26

サウルは山の此旁に行ダビデと其從者は山の彼旁

に行ダビデは周章てサウルの前を避んとしサウル

と其從者はダビデと其從者を圍んで之を取んとす

27時に使者サウルに來て言けるはペリシテ人國を

をかす急ぎきたりたまへと 28故にサウル、ダビ

デを追ことを止てかへり往てペリシテ人にあたる

ここをもて人々その處をセラマレコテ(逃岩)とな

づく 29ダビデ其處よりのぼりてエンゲデの要害

にをる

24サウル、ペリシテ人を追ふことをやめて還り
し時人々かれにつげていひけるは視よダビデ

はエンゲデの野にありと 2サウル、イスラエルの

中より選みたる三千の人を率ゐゆきて野羊の巌に

ダビデと其從者を尋ぬ 3途にて羊の棧にいたるに

其處に洞穴ありサウル其足を掩んとていりぬ時に

ダビデと其從者洞の隅に居たり 4ダビデの從者こ

れにいひけるはヱホバが汝に告て視よ我汝の敵を

汝の手にわたし汝をして善と見るところを彼にな

さしめんといひたまひし日は今なりとダビデすな

はち起てひそかにサウルの衣の裾をきれり 5ダビ

デ、サウルの衣の裾をきりしによりて後ち其心み

づから責む 6ダビデ其從者にいひけるはヱホバの

膏そそぎし者なるわが主にわが此事をなすをヱホ

バ禁じたまふかれはヱホバの膏そそぎし者なれば

かれに敵してわが手をのぶるは善らず 7ダビデ此

ことばをもって其從者を止めサウルに撃ちかかる

事を容さずサウルたちて洞を出て其道にゆく 8ダ

ビデもまた後よりたちて洞をいでサウルのうしろ

に呼はりて我主王よといふサウル後をかへりみる

時ダビデ地にふして拝す 9ダビデ、サウルにいひ

けるは汝なんぞダビデ汝を害せん事を求むといふ

人の言を聽くや 10視よ今日汝の目ヱホバの汝を

洞のうちにて今日わが手にわたしたまひしことを

見たり人々我に汝をころさんことを勸めたれども

我汝を惜めり我いひけらくわが主はヱホバの膏そ

そぎし者なればこれに敵してわが手をのぶべから

ずと 11わが父よ視よわが手にある汝の衣の裾を

見よわが汝の衣の裾をきりて汝を殺さざるを見ば

わが手には惡も罪過もなきことを汝見て知るべし

我汝に罪ををかせしことなし然るに汝わが生命を

とらんとねらふ 12ヱホバ我と汝の間を審きたま

はんヱホバわがために汝に報いたまふべし然どわ

が手は汝に加へざるべし 13古への諺にいふごと

く惡は惡人よりいづされどわが手は汝にくはへざ

るべし 14イスラエルの王は誰を趕んとて出たる

や汝たれを追ふや死たる犬をおひ一の蚤をおふな

り 15ねがはくはヱホバ審判者となりて我と汝の

あひだをさばきかつ見てわが訟を理し我を汝の手

よりすくひいだしたまはんことを 16ダビデこれ

らの言をサウルに語りをへしときサウルいひける

はわが子ダビデよ是は汝の聲なるかとサウル聲を

あげて哭きぬ 17しかしてダビデにいひけるは汝

は我よりも正し我は汝に惡をむくゆるに汝は我に

善をむくゆ 18汝今日いかに汝が我に善くなすか

を明かにせりヱホバ我を爾の手にわたしたまひし

に爾我をころさざりしなり 19人もし其敵にあは

ばこれを安らかに去しむべけんや爾が今日我にな

したる事のためにヱホバ爾に善をむくいたまふべ

し 20視よ我爾が必ず王とならんことを知りまた

イスラエルの王國の爾の手によりて堅くたたんこ

とをしる 21今爾ヱホバをさして我にわが後にて

わが子孫を斷ずわが名をわが父の家に滅せざらん

ことを誓へと 22ダビデすなはちサウルにちかふ

是においてサウルは家にかへりダビデと其從者は

要害にのぼれり

25爰にサムエル死にしかばイスラエル人皆あつ
まりて之をかなしみラマにあるその家にてこ

れを葬むれりダビデたちてバランの野にくだる 2

マオンに一箇の人あり其所有はカルメルにあり其

人甚だ大なる者にして三千の羊と一千の山羊をも

ちしがカルメルにて羊の毛を剪り居たり 3其人の

名はナバルといひ其妻の名はアビガルといふアビ
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ガルは賢く顔美き婦なりされど其夫は剛愎にして

其爲すところ惡かりきかれはカレブの人なり 4ダ

ビデ野にありてナバルが其羊の毛を剪りをるを聞

き 5ダビデ十人の少者を遣はすダビデ其少者にい

ひけるはカルメルにのぼりナバルにいたりわが名

をもてかれに安否をとひ 6かくのごとくいへ願く

は壽ながかれ爾平安なれ爾の家やすらかなれ爾が

有ところの物みなやすらかなれ 7我爾が羊毛を剪

せをるを聞り爾の牧羊者は我らとともにありしが

我らこれを害せざりきまたかれらがカルメルにあ

りしあひだかれらの物何も失たることなし 8爾の

少者に問へかれら爾につげん願くは少者をして爾

のまへに恩をえせしめよ我ら吉日に來る請ふ爾の

手にあるところの物を爾の僕らおよび爾の子ダビ

デにあたへよ 9ダビデの少者いたりダビデの名を

もって是らのことばの如くナバルに語りてやめり

10ナバル、ダビデの僕にこたへていひけるはダビ

デは誰なるヱサイの子は誰なる此頃は主人をすて

て遁逃るる僕おほし 11我あにわがパンと水およ

びわが羊毛をきる者のために殺したる肉をとりて

何處よりか知れざるところの人々にあたふべけん

や 12ダビデの少者ふりかへりて其道に就き歸り

きたりて此等の言のごとくダビデに告ぐ 13是に

おいてダビデ其從者に爾らおのおの劍を帶よと言

ければ各劍をおぶダビデもまた劍をおぶ而して四

百人ばかりダビデにしたがひて上り二百人は輜重

のところに止れり 14時にひとりの少者ナバルの

妻アビガルに告ていひけるは視よダビデ野より使

者をおくりて我らの主人を祝したるに主人かれら

を詈れり 15されどかの人々はわれらに甚だ善く

なし我らは害をかうむらず亦われら野にありし時

かれらとともにをるあひだはなにをも失なはざり

き 16我らが羊をかひて彼らとともにありしあひ

だ彼らは日夜われらの墻となれり 17されば爾今

しりてなにをなさんかを考ふべし其はわれらの主

人および主人の全家に定めて害きたるべければな

り主人は邪魔なる者にして語ることをえずと 18

アビガルいそぎパン二百酒の革嚢二旣に調へたる

羊五烘麥五セア乾葡萄百球乾無花果の團塊二百を

取て驢馬にのせ 19其少者にいひけるは我先に進

め視よ我爾らの後にゆくと然ど其夫ナバルには告

げざりき 20アビガル驢馬にのりて山の僻處にく

だれる時視よダビデと其從者かれにむかひてくだ

りければかれ其人々にあふ 21ダビデかつていひ

けるは誠にわれ徒に此人の野にて有る物をみなま

もりてその物をして何もうせざらしめたりかれは

惡をもてわが善にむくゆ 22ねがはくは神ダビデ

の敵にかくなしまた重ねてかくなしたまへ明晨ま

でに我はナバルに屬する總ての物の中ひとりの男

をものこさざるべし 23アビガル、ダビデを視し

とき急ぎ驢馬よりおりダビデのまへに地に俯して

拝し 24其足もとにふしていひけるはわが主よ此

咎を我に歸したまへ但し婢をして爾の耳にいふこ

とを得さしめ婢のことばを聽たまへ 25ねがはく

は我主この邪なる人ナバル(愚)の事を意に介むな

かれ其はかれは其名の如くなればなりかれの名は

ナバルにしてかれは愚なりわれなんぢの婢はわが

主のつかはせし少ものを見ざりき 26さればわが

しゆよヱホバはいくまたなんぢのたましひはいく

ヱホバなんぢのきたりて血をながしまた爾がみづ

から仇をむくゆるを阻めたまへりねがはくは爾の

敵たるものおよびわが主に害をくはへんとする者

はナバルのごとくなれ 27さて仕女がわが主にも

ちきたりしこの禮物をねがはくはわが主の足迹に

あゆむ少者にたてまつらしめたまへ 28請ふ婢の

過をゆるしたまへヱホバ必ずわが主のために堅き

家を立たまはん是はわが主ヱホバの軍に戰ふによ

り又世にいでてよりこのかた爾の身に惡きこと見

えざるによりてなり 29人たちて爾を追ひ爾の生

命を求むれどもわが主の生命は爾の神ヱホバとと

もに生命の包裏の中に包みあり爾の敵の生命は投

石器のうちより投すつる如くヱホバこれをなげす

てたまはん 30ヱホバその爾につきて語りたまひ

し諸の善き事をわが主になして爾をイスラエルの

主宰に命じたまはん時にいたりて 31爾の故なく

して血をながしたることも又わが主のみづから其

仇をむくいし事も爾の憂となることなくまたわが

主の心の責となることなかるべし但しヱホバのわ

が主に善くなしたまふ時にいたらばねがはくは婢

を憶たまへ 32ダビデ、アビガルにいふ今日汝を

つかはして我をむかへしめたまふイスラエルの神

ヱホバは頌美べきかな 33また汝の智慧はほむべ

きかな又汝はほむべきかな汝今日わがきたりて血

をながし自ら仇をむくゆるを止めたり 34わが汝

を害するを阻めたまひしイスラエルの神ヱホバは

生く誠にもし汝いそぎて我を來り迎ずば必ず翌朝

までにナバルの所にひとりの男ものこらざりしな

らんと 35ダビデ、アビガルの携へきたりし物を
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其手より受てかれにいひけるは安かに汝の家にか

へりのぼれ視よわれ汝の言をききいれて汝の顔を

立たり 36かくてアビガル、ナバルにいたりて視

にかれは家に酒宴を設け居たり王の酒宴のごとし

ナバルの心これがために樂みて甚だしく酔たれば

アビガル多少をいはず何をも翌朝までかれにつげ

ざりき 37朝にいたりナバルの酒のさめたる時妻

かれに是等の事をつげたるに彼の心そのうちに死

て其身石のごとくなりぬ 38十日ばかりありてヱ

ホバ、ナバルを撃ちたまひければ死り 39ダビデ

、ナバルの死たるを聞ていひけるはヱホバは頌美

べきかなヱホバわが蒙むりたる恥辱の訟を理して

ナバルにむくい僕を阻めて惡をおこなはざらしめ

たまふ其はヱホバ、ナバルの惡を其首に歸し賜へ

ばなりと爰にダビデ、アビガルを妻にめとらんと

て人を遣はしてこれとかたらはしむ 40ダビデの

僕カルメルにをるアビガルの許にいたりてこれに

かたりいひけるはダビデ汝を妻にめとらんとて我

らを汝に遣はすと 41アビガルたちて地にふして

拝しいひけるは視よ婢はわが主の僕等の足を洗ふ

仕女なりと 42アビガルいそぎたちて驢馬に乗り

五人の侍女とともにダビデの使者にしたがひゆき

てダビデの妻となる 43ダビデまたヱズレルのア

ヒノアムを娶れり彼ら二人ダビデの妻となる 44

但しサウルはダビデの妻なりし其女ミカルをガリ

ムの人なるライシの子パルテにあたへたり

26ジフ人ギベアにきたりサウルの許にいたりて
ひけるはダビデは曠野のまへなるハキラの山

にかくれをるにあらずやと 2サウルすなはち起ち

ジフの野にダビデを尋ねんとイスラエルの中より

選みたる三千の人をしたがへてジフの野にくだる

3サウルは曠野のまへなるハキラの山において路

のほとりに陣を取るダビデは曠野に居てサウルの

おのれをおふて曠野にきたるをさとりければ 4ダ

ビデ斥候を出してサウルの誠に來しをしれり 5こ

こにおいてダビデたちてサウルの陣をとれるとこ

ろにいたりサウルおよび其軍の長ネルの子アブネ

ルの寝たるところを見たりすなはちサウルは車營

の中に寝ぬ民其まはりに陣をはれり 6ダビデ答へ

てヘテ人アヒメレクおよびゼルヤの子にしてヨア

ブの兄弟なるアビシヤイにいひけるは誰か我とと

もにサウルの陣にくだらんかとアビシヤイいふ我

汝とともに下らん 7ダビデとアビシヤイすなはち

夜にいりて民の所にいたるに視よサウルは車營の

うちに寝臥し其槍地にさして枕邊にありアブネル

と民は其まはりに寝たり 8アビシヤイ、ダビデに

いひけるは神今日爾の敵を爾の手にわたしたまふ

請ふいま我に槍をもてかれを一度地にさしとほさ

しめよ再びするにおよばじ 9ダビデ、アビシヤイ

にいふ彼をころすなかれ誰かヱホバの膏そそぎし

者に敵して其手をのべて罪なからんや 10ダビデ

またいひけるはヱホバは生くヱホバかれを撃たま

はんあるひはその死ぬる日來らんあるひは戰ひに

くだりて死うせん 11わがヱホバのあぶらそそぎ

しものに敵して手をのぶることはきはめて善らず

ヱホバ禁じたまふされどいま請ふ爾そのまくらも

との槍と水の瓶をとれしかして我らさりゆかんと

12ダビデ、サウルの枕邊より槍と水の瓶を取りて

かれらさりゆきしが誰も見ず誰もしらず誰も目を

醒さざりき其はかれら皆眠り居たればなり即ちヱ

ホバかれらをふかく睡らしめたまふ 13かくてダ

ビデは彼旁にわたりて遥に山の頂にたてり彼と此

とのへだたり大なり 14ダビデ民とネルの子アブ

ネルによばはりいひけるはアブネルよ爾こたへざ

るかアブネルこたへていふ王をよぶ爾はたれなる

や 15ダビデ、アブネルにいひけるは爾は勇士な

らずやイスラエルの中にて誰か爾に如ものあらん

しかるに爾なんぞ爾の主なる王をまもらざるや民

のひとり爾の主なる王を殺さんとていりぬ 16爾

がなせる此事よからずヱホバは生くなんぢらの罪

死にあたれり爾らヱホバの膏そそぎし爾らの主を

まもらざればなり今王の槍と王の枕邊にありし水

の瓶はいづくにあるかを見よ 17サウル、ダビデ

の聲をしりていひけるはわが子ダビデよ是は爾の

聲なるかダビデいひけるは王わが主よわが聲なり

18ダビデまたいひけるはわが主なにゆゑに斯くそ

の僕をおふや我なにをなせしや何の惡き事わが手

にあるや 19王わが主よ請ふいま僕の言を聽きた

まへ若しヱホバ爾を我に敵せしめたまふならばね

がはくはヱホバ禮物をうけたまへされど若し人な

らばねがはくは其人々ヱホバのまへにのろはれよ

其は彼等爾ゆきて他の神につかへよといひて今日

我を追ひヱホバの產業に連なることをえざらしむ

るが故なり 20ねがはくは我血をしてヱホバのま

へをはなれて地におちしむるなかれそは人の山に

て鷓鴣をおふがごとくイスラエルの王一の蚤をた

づねにいでたればなり 21サウルいひけるは我罪

ををかせりわが子ダビデよ歸れわが生命今日爾の
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目に寶と見なされたる故により我々かさねて爾に

害を加へざるべし嗚呼われ愚なることをなして甚

だしく過てり 22ダビデこたへていひけるは王よ

槍を視よ請ひとりの少者をしてわたりてこれを取

しめよ 23ねがはくはヱホバおのおのに其義と眞

實とにしたがひて報いたまへ共はヱホバ今日爾を

わが手にわたしたまひしに我ヱホバの受膏者に敵

してわが手をのぶることをせざればなり 24爾の

生命を今日わがおもんぜしごとくねがはくはヱホ

バわが生命をおもんじて諸の艱難のうちより我を

すくひいだしたまへ 25サウル、ダビデにいひけ

るはわが子ダビデよ爾はほむべきかな爾大なる事

を爲さん亦かならず勝をえんとしかしてダビデは

其道にさりサウルはおのれの所にかへれり

27ダビデ心の中にいひけるは是のごとくば我早
晩サウルの手にほろびん速にペリシテ人の地

にのがるるにまさることあらず然らばサウルかさ

ねて我をイスラエルの四方の境にたづぬることを

やめて我かれの手をのがれんと 2ダビデたちてお

のれとともな六百人のものとともにわたりてガテ

の王マオクの子アキシにいたる 3ダビデと其從者

ガテにてアキシとともに住ておのおの其家族とと

もにをるダビデはその二人の妻すなはちヱズレル

人アヒノアムとカルメル人ナバルの妻なりしアビ

ガルとともにあり 4ダビデのガテににげしことサ

ウルにきこえければサウルかさねてかれをたづね

ざりき 5ここにダビデ、アキシにいひけるは我も

し爾のまへに恩を得たるならばねがはくは郷里に

ある邑のうちにて一のところを我にあたへて其處

にすむことを得さしめよ僕なんぞ爾とともに王城

にすむべけんやと 6アキシ其日チクラグをかれに

あたへたり是故にヂクラグは今日にいたるまでユ

ダの王に屬す 7タビデのペリシテ人の國にをりし

日數は一年と四箇月なりき 8ダビデ其從者と共に

のぼりゲシユル人ゲゼリ人アマレク人を襲ふたり

昔より是等はシユルにいたる地にすみてエジプト

の地にまでおよべり 9ダビデ其地をうちて男をも

女をも生し存さず羊と牛と駱駝と衣服をとりて還

りてアキシに至る 10アキシいひけるは爾ら今日

何地を襲ひしやダビデいひけるはユダの南とヱラ

メルの南とケニ人の南ををかせりと 11ダビデ男

も女も生存らしめずして一人をもガテにひきゆか

ざりき其はダビデ恐くは彼らダビデかくなせりと

いひて我儕の事を告んといひたればなりダビデ、

ペリシテ人の地にすめるあひだは其なすところ常

にかくのごとくなりき 12アキシ、ダビデを信じ

ていひけるは彼は其民イスラエルをして全くおの

れを惡ましむされば永くわが僕となるべし

28其頃ペリシテ人イスラエルと戰はんとて軍の
ために軍勢を集めたればアキシ、ダビデにい

ひけるは爾明かにこれをしれ爾と爾の從者我とと

もに出て軍にくははるべし 2ダビデ、アキシにい

ひけるはされば爾僕のなさんところをしるべしと

アキシ、ダビデにさらば我爾を永く我身をまもる

者となさんといへり 3サムエルすでに死たればイ

スラエルみなこれをかなしみてこれをそのまちラ

マにはうむれりまたサウルは口寄者と卜筮師を其

地よりおひいだせり 4ペリシテ人あつまりきたり

てシユネムに陣をとりければサウル、イスラエル

を悉くあつめてギルボアに陣をとれり 5サウル、

ペリシテ人の軍を見しときおそれて其心大にふる

へたり 6サウル、ヱホバに問ひけるにヱホバ對た

まはず夢に因てもウリムによりても預言者により

てもこたへたまはず 7サウル僕等にいひけるは口

寄の婦を求めよわれそのところにゆきてこれに尋

ねんと僕等かれにいひけるは視よエンドルに口寄

の婦あり 8サウル形を變へて他の衣服を著二人の

人をともなひてゆき彼等夜の間に其婦の所にいた

るサウルいひけるは請ふわがために口寄の術をお

こなひてわが爾に言ふ人をわれに呼おこせ 9婦か

れにいひけるはなんぢサウルのなしたる事すなは

ち如何にかれが口寄者と卜筮師を國より斷さりた

るを知る爾なんぞ我を死しめんとてわが生命を亡

す謀計をなすや 10サウル、ヱホバを指てかれに

誓ひいひけるはヱホバは生く此事のためになんぢ

罪にあふことあらじ 11婦いひけるは誰を我なん

ぢに呼起すべきかサウルいふサムエルをよびおこ

せ 12婦サムエルを見て大なる聲にてさけびいだ

せりしかして婦サウルにいひけるは爾なにゆゑに

我を欺きしや爾はすなはちサウルなり 13王かれ

にいひけるは恐るるなかれ爾なにを見しや婦サウ

ルにいひけるは我神の地よりのぼるを見たり 14

サウルかれにいひけるは其形容は如何彼いひける

は一人の老翁のぼる其人明衣を衣たりサウル其人

のサムエルなるをしりて地にふして拝せり 15サ

ムエル、サウルにいひけるは爾なんぞ我をよびお

こして我をわづらはすやサウルこたへけるは我い

たく惱むペリシテ人我にむかひて軍をおこし又神
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我をはなれて預言者によりても又夢によりてもふ

たたび我にこたへたまはずこのゆゑに我なすべき

事を爾にまなばんとて爾を呼り 16サムエルいひ

けるはヱホバ爾をはなれて爾の敵となりたまふに

爾なんぞ我にとふや 17ヱホバわれをもて語りた

まひしことをみづから行ひてヱホバ國を爾の手よ

り割きはなち爾の隣人ダビデにあたへたまふ 18

爾ヱホバの言にしたがはず其烈しき怒をアマレク

にもらさざりしによりてヱホバ此事を今日爾にな

したまふ 19ヱホバ、イスラエルをも爾とともに

ペリシテ人の手にわたしたまふべし明日爾と爾の

子等我とともなるべしまたイスラエルの陣營をも

ヱホバ、ペリシテ人の手にわたしたまはんと 20

サウル直ちに地に伸びたふれサムエルの言のため

に痛くおそれ又其力を失へり其はかれ其一日一夜

物食ざりければなり 21かの婦サウルにいたり其

痛く慄くを見てこれにいひけるは視よ仕女爾の言

をききわが生命をかけて爾が我にいひし言にした

がへり 22されば請ふ爾も仕女の言を聽て我をし

て一口のパンを爾のまへにそなへしめよしかして

爾くらひて途に就く時に力を得よ 23されどサウ

ル否みて我は食はじといひしを其僕および婦強け

れば其言をききいれて地より立あがり床のうへに

坐せり 24婦の家に肥たる犢ありしかば急ぎて之

を殺しまた粉をとり摶て酵いれぬパンを炊き 25

サウルのまへと其僕等のまへに持ちきたりければ

彼等くらひて立ちあがり其夜のうちにされり

29爰にペリシテ人其軍をことごとくアペクにあ
つむイスラエルはヱズレルにある泉水の傍に

陣をとる 2ペリシテ人の君等あるひは百人或は千

人をひきゐて進みダビデと其從者はアキシととも

に其後にすすむ 3ペリシテ人の諸伯いひけるは是

等のヘブル人は何なるやアキシ、ペリシテ人の諸

伯にいひけるは此はイスラエルの王サウルの僕ダ

ビデにあらずやかれ此日ごろ此年ごろ我とともに

をりしがその逃げおちし日より今日にいたるまで

我かれの身に咎あるを見ずと 4ペリシテ人の諸伯

これを怒る即ちペリシテ人の諸伯彼にいひけるは

此人をかへらしめて爾が之をおきし其所にふたた

びいたらしめよ彼は我らとともに戰ひにくだるべ

からず然ば彼戰爭においてわれらの敵とならざる

べしかれ其主と和がんとせば何をもてすべきやこ

の人々の首級をもてすべきにあらずや 5是はかつ

て人々が舞踏の中にて歌ひあひサウルは千をうち

ころしダビデは萬をうちころすといひたるダビデ

にあらずや 6アキシ、ダビデをよびてこれにいひ

けるはヱホバは生くまことになんぢは正し爾の我

とともに陣營に出入するはわが目には善と見ゆ其

は爾が我に來りし日より今日にいたるまで我爾の

身に惡き事あるを見ざればなり然ど諸伯の目には

爾よからず 7されば今かへりて安かにゆきペリシ

テ人の諸伯の目に惡く見ゆることをなすなかれ 8

ダビデ、アキシにいひけるは我何をなせしやわが

爾のまへに出し日より今日までに爾何を僕の身に

見たればか我ゆきてわが主なるわうの敵とたたか

ふことをえざると 9アキシこたへてダビデにいひ

けるは我爾のわが目には神の使のごとく善きをし

るされどペリシテ人の諸伯かれは我らとともに戰

ひにのぼるべからずといへり 10されば爾および

爾の主の僕の爾とともにきたれる者明朝夙く起よ

爾ら朝はやくおきて夜のあくるに及ばばさるべし

11是をもてダビデと其從者ペリシテ人の地にかへ

らんと朝はやく起てされりしかしてペリシテ人は

ヱズレルにのぼれり

30ダビデと其從者第三日にチクラグにいたるに
アマレク人すでに南の地とチクラグを侵した

りかれらチクラグを撃ち火をもて之を燬き 2其中

に居りし婦女を擄にし老たるをも若きをも一人も

殺さずして之をひきて其途におもむけり 3ダビデ

と其從者邑にいたりて視に邑は火に燬けその妻と

男子女子は擄にせられたり 4ダビデおよびこれと

ともにある民聲をあげて哭き終に哭く力もなきに

いたれり 5ダビデのふたりの妻すなはちヱズレル

人アヒノアムとカルメル人ナバルの妻なりしアビ

ガルも虜にせられたり 6時にダビデ大に心を苦め

たり其は民おのおの其男子女子のために氣をいら

だてダビデを石にて撃んといひたればなりされど

ダビデ其神ヱホバによりておのれをはげませり 7

ダビデ、アヒメレクの子祭司アビヤタルにいひけ

るは請ふエポデを我にもちきたれとアビヤタル、

エポデをダビデにもちきたる 8ダビデ、ヱホバに

問ていひけるは我此軍の後を追ふべきや我これに

追つくことをえんかとヱホバかれにこたへたまは

く追ふべし爾かならず追つきてたしかに取もどす

ことをえん 9ダビデおよびこれとともなる六百人

の者ゆきてベソル川にいたれり後にのこれる者は

ここにとどまる 10即ちダビデ四百人をひきゐて

追ゆきしが憊れてベソル川をわたることあたはざ
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る者二百人はとどまれり 11衆人野にて一人のエ

ジプト人を見これをダビデにひききたりてこれに

食物をあたへければ食へりまたこれに水をのませ

たり 12すなはち一段の乾無花果と二球の乾葡萄

をこれにあたへたり彼くらひて其氣ふたたび爽か

になれりかれは三日三夜物をもくはず水をものま

ざりしなり 13ダビデかれにいひけるは爾は誰の

人なる爾はいづくの者なるやかれいひけるは我は

エジプトの少者にて一人のアマレク人の僕なり三

日まへに我疾にかかりしゆゑにわが主人我をすて

たり 14我らケレテ人の南とユダの地とカレブの

南ををかしまた火をもてチクラグをやけり 15ダ

ビデかれにいひけるは爾我を此軍にみちびきくだ

るやかれいひけるは爾我をころさずまた我をわが

主人の手にわたさざるを神をさして我に誓へ我爾

を此軍にみちびきくだらん 16かれダビデをみち

びきくだりしが視よ彼等はペリシテ人の地とユダ

の地より奪ひたる諸の大なる掠取物のためによろ

こびて飮食し踊りつつ地にあまねく散ひろがりて

居る 17ダビデ暮あひより次日の晩にいたるまで

かれらを撃しかば駱駝にのりて逃げたる四百人の

少者の外は一人ものがれたるもの无りき 18ダビ

デはすべてアマレク人の奪ひたる物を取りもどせ

り其二人の妻もダビデとりもどせり 19小きも大

なるも男子も女子も掠取物もすべてアマレク人の

奪さりし物は一も失はずダビデことごとく取かへ

せり 20ダビデまた凡の羊と牛をとれり人々この

家畜をそのまへに驅きたり是はダビデの掠取物な

りといへり 21かくてダビデかの憊れてダビデに

したがひ得ずしてベソル川のほとりに止まりし二

百人の者のところにいたるに彼らダビデをいでむ

かへまたダビデとともなる民をいでむかふダビデ

かの民にちかづきてその安否をたづぬ 22ダビデ

とともにゆきし人々の中の惡く邪なる者みなこた

へていひけるは彼等は我らとともにゆかざりけれ

ば我らこれに取りもどしたる掠取物をわけあたふ

べからず唯おのおのにその妻子をあたへてこれを

みちびきさらしめん 23ダビデ言けるはわが兄弟

よヱホバ我らをまもり我らにせめきたりし軍を我

らの手にわたしたまひたれば爾らヱホバのわれら

にたまひし物をしかするは宜からず 24誰か爾ら

にかかることをゆるさんや戰ひにくだりし者の取

る分のごとく輜重のかたはらに止まりし者の取る

分もまた然あるべし共にひとしく取るべし 25こ

の日よりのちダビデこれをイスラエルの法となし

例となせり其事今日にいたる 26ダビデ、チクラ

グにいたりて其掠取物をユダの長老なる其朋友に

わかちおくりて曰しめけるは是はヱホバの敵より

とりて爾らにおくる饋物なり 27ベテルにをるも

の南のラモテにをるものヤツテルにをる者 28ア

ロエルにをる者シフモテにをるものエシテモにを

るもの 29ラカルにをるものヱラメル人の邑にを

るものケニ人の邑にをるもの 30ホルマにをるも

のコラシヤンにをるものアタクにをるもの 31ヘ

ブロンにをるものおよびすべてダビデが其從者と

ともに毎にゆきし所にこれをわかちおくれり

31ペリシテ人イスラエルと戰ふイスラエルの人
々ペリシテ人のまへより逃げ負傷者ギルボア

山に斃れたり 2ペリシテ人サウルと其子等に攻よ

りペリシテ人サウルの子ヨナタン、アビナダブお

よびマルキシユアを殺したり 3戰はげしくサウル

にせまりて射手の者サウルを射とめければ彼痛く

射手の者のために苦しめり 4サウル武器を執る者

にいひけるは爾の劍を抜き其をもて我を刺とほせ

恐らくは是等の割禮なき者きたりて我を刺し我を

はづかしめんと然ども武器をとるもの痛くおそれ

て肯ぜざればサウル劍をとりて其上に伏したり 5

武器を執るものサウルの死たるを見ておのれも劍

の上にふしてかれとともに死り 6かくサウルと其

三人の子およびサウルの武器をとるもの並に其從

者みな此日倶に死り 7イスラエルの人々の谷の對

向にをるもの及びヨルダンの對面にをるものイス

ラエルの人々の逃るを見サウルと其子等の死るを

みて諸邑を棄て逃ければペリシテ人きたりて其中

にをる 8明日ペリシテ人戰沒せる者を剥んとてき

たりサウルと其三人の子のギルボア山にたふれを

るを見たり 9彼等すなはちサウルの首を斬り其鎧

甲をはぎとりペリシテ人の地の四方につかはして

此好報を其偶像の家および民の中につげしむ 10

またかれら其鎧甲をアシタロテの家におき其體を

ベテシヤンの城垣に釘けたり 11ヤベシギレアデ

の人々ペリシテ人のサウルになしたる事を聞きし

かば 12勇士みなおこり終夜ゆきてサウルの體と

其子等の體をベテシヤンの城垣よりとりおろしヤ

ベシにいたりて之を其處に焚き 13其骨をとりて

ヤベシの柳樹の下にはうむり七日のあひだ斷食せ

り
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1サウルの死し後ダビデ、アマレク人を撃てか
へりチクラグに二日とどまりけるが 2第三日に

及びて一個の人其衣を裂き頭に土をかむりて陣營

より即ちサウルの所より來りダビデの許にいたり

地にふして拝せり 3ダビデかれにいひけるは汝い

づくより來れるやかれダビデにいひけるはイスラ

エルの陣營より逃れきたれり 4ダビデかれにいひ

けるは事いかん請ふ我につげよかれこたへけるは

民戰に敗れて逃げ民おほく仆れて死りまたサウル

と其子ヨナタンも死り 5ダビデ其おのれにつぐる

少者にいひけるは汝いかにしてサウルと其子ヨナ

タンの死たるをしるや 6ダビデにつぐる少者いひ

けるは我はからずもギルボア山にのぼり見しにサ

ウル其槍に倚かかりをりて戰車と騎兵かれにせめ

よらんとせり 7彼うしろにふりむきて我を見我を

よびたれば我こたへて我ここにありといふ 8かれ

我に汝は誰なるやといひければ我かれにこたへて

我はアマレク人なりといふ 9かれまた我にいひけ

るはわが身いたく攣ば請ふ我うへにのりて我をこ

ろせわが生命なほわれの中にまつたければなりと

10我すなはちかれの上にのりてかれを殺したり其

は我かれが旣に仆て生ることをえざるをしりたれ

ばなりしかして我その首にありし冕とその腕にあ

りし釧を取りてこれをわが主に携へきたれり 11

是においてダビデおのれの衣を執てこれを裂けり

また彼とともにある者も皆しかせり 12彼等サウ

ルのためまた其子ヨナタンのためまたヱホバの民

のためイスラエルの家のために哭きかなしみて晩

まで食を斷り其は彼ら劍にたふれたればなり 13

ダビデおのれに告し少者にいひけるは汝は何處の

者なるやかれこたへけるは我は他國の人すなはち

アマレク人なりと 14ダビデかれにいひけるは汝

なんぞ手をのばしてヱホバの膏そそぎし者をころ

すことを畏ざりしやと 15ダビデ一人の少者をよ

びていひけるは近よりてかれをころせとすなはち

かれをうちければ死り 16ダビデかれにいひける

は汝の血は汝の首に歸せよ其は汝口づから我ヱホ

バのあぶらそそぎし者をころせりといひて己にむ

かひて證をたつればなり 17ダビデ悲歌をもてサ

ウルと其子ヨナタンを吊ふ 18ダビデ命じてこれ

をユダの族にをしへしむ即ち弓の歌是なり是はヤ

シル書に記さる 19イスラエルよ汝の榮耀は汝の

崇邱に殺さる嗚呼勇士は仆れたるかな 20此事を

ガテに告るなかれアシケロンの邑に傳るなかれ恐

くはペリシテ人の女等喜ばん恐くは割禮を受ざる

者の女等樂み祝はん 21ギルボアの山よ願は汝の

上に雨露降ることあらざれ亦供物の田園もあらざ

れ其は彼處に勇士の干棄らるればなり即ちサウル

の干膏を沃がずして彼處に棄らる 22殺せし者の

血をのまずしてヨナタンの弓は退かず勇士の脂を

食ずしてサウルの劍は空く歸らず 23サウルとヨ

ナタンは愛らしく樂げにして生死ともに離れず二

人は鷲よりも捷く獅子よりも強かりき 24イスラ

エルの女等よサウルのために哀けサウルは絳き衣

をもて汝等を華麗に粧ひ金の飾を汝等の衣に着た

り 25嗚呼勇士は戰の中に仆たるかなヨナタン汝

の崇邱に殺されぬ 26兄弟ヨナタンよ我汝のため

に悲慟む汝は大に我に樂き者なりき汝の我をいつ

くしめる愛は尋常ならず婦の愛にも勝りたり 27

嗚呼勇士は仆たるかな戰の具は失たるかな

2此のちダビデ、ヱホバに問ていひけるは我ユ
ダのひとつの邑にのぼるべきやヱホバかれに

いひたまひけるはのぼれダビデいひけるは何處に

のぼるべきやヱホバいひたまひけるはヘブロンに

のぼるべしと 2ダビデすなはち彼處にのぼれりそ

の二人の妻ヱズレル人アヒノアムおよびカルメル

人ナバルの妻なりしアビガルもともにのぼれり 3

ダビデ其おのれとともにありし從者と其家族をこ

とごとく將のぼりければ皆ヘブロンの諸巴にすめ

り 4時にユダの人々きたり彼處にてダビデに膏を

そそぎてユダの家の王となせり人々ダビデにつ

げてサウルを葬りしはヤベシギレアデの人なりと

いひければ 5ダビデ使者をヤベシギレアデの人に

おくりてこれにいひけるは汝らこの厚意を汝らの

主サウルにあらはしてかれを葬りたればねがはく

は汝らヱホバより福祉をえよ 6ねがはくはヱホバ

恩寵と眞實を汝等にしめしたまへ汝らこの事をな

したるにより我亦汝らに此恩惠をしめすなり 7さ

れば汝ら手をつよくして勇ましくなれ汝らの主サ

ウルは死たり又ユダの家我に膏をそそぎて我をか

れらの王となしたればなりと 8爰にサウルの軍の

長ネルの子アブネル、サウルの子イシボセテを取

りてこれをマナイムにみちびきわたり 9ギレアデ

とアシユリ人とヱズレルとエフライムとベニヤミ

ンとイスラエルの衆の王となせり 10サウルの子

イシボセテはイスラエルの王となりし時四十歳に
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して二年のあひだ位にありしがユダの家はダビデ

にしたがへり 11ダビデのヘブロンにありてユダ

の家の王たりし日數は七年と六ヶ月なりき 12ネ

ルの子アブネル及びサウルの子なるイシボセテの

臣僕等マハナイムを出てギベオンに至れり 13セ

ルヤの子ヨアブとダビデの臣僕もいでゆけり彼ら

ギベオンの池の傍にて出會一方は池の此畔に一方

は池の彼畔に坐す 14アブネル、ヨアブにいひけ

るはいざ少者をして起て我らのまへに戯れしめん

ヨアブいひけるは起しめんと 15サウルの子イシ

ボセテに屬するベニヤミンの人其數十二人及びダ

ビデの臣僕十二人起て前み 16おのおの其敵手の

首を執へて劍を其敵手の脅に刺し斯して彼等倶に

斃れたり是故に其處はヘルカテハヅリム(利劍の

地)と稱らる即ちギベオンにあり 17此日戰甚だ烈

しくしてアブネルとイスラエルの人々ダビデの臣

僕のまへに敗る 18其處にゼルヤの三人の子ヨア

ブ、アビシヤイ、アサヘル居たりしがアサヘルは

疾足なること野にをる麆のごとくなりき 19アサ

ヘル、アブネルの後を追ひけるが行に右左にまが

らずアブネルの後をしたふ 20アブネル後を顧み

ていふ汝はアサヘルなるか彼しかりと答ふ 21ア

ブネルかれにいひけるは汝の右か左に轉向て少者

の一人を擒へて其戎服を取れと然どアサヘル、ア

ブネルをおふことを罷て外に向ふを肯ぜず 22ア

ブネルふたたびアサヘルにいふ汝我を追ことをや

めて外に向へ我なんぞ汝を地に撃ち仆すべけんや

然せば我いかでかわが面を汝の兄ヨアブにむくべ

けんと 23然どもかれ外にむかふことをいなむに

よりアブネル槍の後銛をもてかれの腹を刺しけれ

ば槍その背後にいでたりかれ其處にたふれて立時

に死り斯しかばアサヘルの仆れて死るところに來

る者は皆たちどまれり 24されどヨアブとアビシ

ヤイはアブネルの後を追きたりしがギベオンの野

の道傍にギアの前にあるアンマの山にいたれる時

日暮ぬ 25ベニヤミンの子孫アブネルにしたがひ

て集まり一隊となりてひとつの山の頂にたてり 26

爰にアブネル、ヨアブをよびていひけるは刀劍豈

永久にほろぼさんや汝其終りには怨恨を結ぶにい

たるをしらざるや汝何時まで民に其兄弟を追ふこ

とをやめてかへることを命ぜざるや 27ヨアブい

ひけるは神は活く若し汝が言出さざりしならば民

はおのおの其兄弟を追はずして今晨のうちにさり

ゆきしならんと 28かくてヨアブ喇叭を吹きけれ

ば民皆たちどまりて再イスラエルの後を追はずま

たかさねて戰はざりき 29アブネルと其從者終夜

アラバを經ゆきてヨルダンを濟りビテロンを通り

てマハナイムに至れり 30ヨアブ、アブネルを追

ことをやめて歸り民をことごとく集めたるにダビ

デの臣僕十九人とアサヘル缺てをらざりき 31さ

れどダビデの臣僕はベニヤミンとアブネルの從者

三百六十人を撃ち殺せり 32人々アサヘルを取り

あげてベテレヘムにある其父の墓に葬るヨアブと

其從者は終夜ゆきて黎明にヘブロンにいたれり

3サウルの家とダビデの家の間の戰爭久しかり
しがダビデは益強くなりサウルの家はますま

す弱くなれり 2ヘブロンにてダビデに男子等生る

其首出の子はアムノンといひてヱズレル人アヒノ

アムより生る 3其次はギレアブといひてカルメル

人ナバルの妻なりしアビガルより生る第三はアブ

サロムといひてゲシユルの王タルマイの女子マア

カの子なり 4第四はアドニヤといひてハギテの子

なり第五はシバテヤといひてアビタルの子なり 5

第六はイテレヤムといひてダビデの妻エグラの子

なり是等の子ヘブロンにてダビデに生る 6サウル

の家とダビデの家の間に戰爭ありし間アブネルは

堅くサウルの家に荷擔り 7嚮にサウル一人の妾を

有り其名をリヅパといふアヤの女なり爰にイシボ

セテ、アブネルにいひけるは汝何ぞわが父の妾に

通じたるや 8アブネル甚しくイシボセテの言を怒

りていひけるは我今日汝の父サウルの家とその兄

弟とその朋友に厚意をあらはし汝をダビデの手に

わたさざるに汝今日婦人の過を擧て我を責む我あ

に犬の首ならんやユダにくみする者ならんや 9神

アブネルに斯なしまたかさねて斯なしたまへヱホ

バのダビデに誓ひたまひしごとく我かれに然なす

べし 10即ち國をサウルの家より移しダビデの位

をダンよりベエルシバにいたるまでイスラエルと

ユダの上にたてん 11イシボセテ、アブネルを恐

れたればかさねて一言も之にこたふるをえざりき

12アブネルおのれの代に使者をダビデにつかはし

ていひけるは此地は誰の所有なるや又いひけるは

汝我と契約を爲せ我力を汝に添へてイスラエルを

悉く汝に歸せしめん 13ダビデいひけるは善し我

汝と契約をなさん但し我一の事を汝に索む即ち汝

來りてわが面を覿る時先づサウルの女ミカルを携

きたらざれば我面を覿るを得じと 14ダビデ使者

をサウルの子イシボセテに遣していひけるはわが
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ペリシテ人の陽皮一百を以て聘たるわが妻ミカル

を我に交すべし 15イシボセテ人をつかはしてか

れを其夫ライシの子パルテより取しかば 16其夫

哭つつ歩みて其後にしたがひて倶にバホリムにい

たりしがアブネルかれに歸り往けといひければす

なはち歸りぬ 17アブネル、イスラエルの長老等

と語りていひけるは汝ら前よりダビデを汝らの王

となさんことを求め居たり 18されば今これをな

すべし其はヱホバ、ダビデに付て語りて我わが僕

ダビデの手を以てわが民イスラエルをペリシテ人

の手よりまたその諸の敵の手より救ひいださんと

いひたまひたればなりと 19アブネル亦ベニヤミ

ンの耳に語れりしかしてアブネル自らイスラエル

およびベニヤミンの全家の善とおもふ所をヘブロ

ンにてダビデの耳に告んとて往り 20すなはちア

ブネル二十人をしたがへてヘブロンにゆきてダビ

デの許にいたりければダビデ、アブネルと其した

がへる從者のために酒宴を設けたり 21アブネル

、ダビデにいひけるは我起てゆきイスラエルをこ

とごとくわが主王の所に集めて彼等に汝と契約を

立しめ汝をして心の望む所の者をことごとく治む

るにいたらしめんと是においてダビデ、アブネル

を歸してかれ安然に去り 22時にダビデの臣僕お

よびヨアブ人の國を侵して歸り大なる掠取物を携

へきたれり然どアブネルはタビデとともにヘブロ

ンにはをらざりき其はダビデかれを歸してかれ安

然に去りたればなり 23ヨアブおよびともにあり

し軍兵皆かへりきたりしとき人々ヨアブに告てい

ひけるはネルの子アブネル王の所にきたりしが王

かれを返してかれ安然にされりと 24ヨアブ王に

詣りていひけるは汝何を爲したるやアブネル汝の

所にきたりしに汝何故にかれを返して去ゆかしめ

しや 25汝ネルの子アブネルが汝を誑かさんとて

きたり汝の出入を知りまた汝のすべて爲す所を知

んために來りしを知ると 26かくてヨアブ、ダビ

デの所より出來り使者をつかはしてアブネルを追

しめたれば使者シラの井よりかれを將返れりされ

どダビデは知ざりき 27アブネル、ヘブロンに返

りしかばヨアブ彼と密に語らんとてかれを門の内

に引きゆき其處にてその腹を刺てこれを殺し己の

兄弟アサヘルの血をむくいたり 28其後ダビデ聞

ていひけるは我と我國はネルの子アブネルの血に

つきてヱホバのまへに永く罪あることなし 29其

罪はヨアブの首と其父の全家に歸せよねがはくは

ヨアブの家には白濁を疾ものか癩病人か杖に倚も

のか劍に仆るものか食物に乏しき者か絶ゆること

あらざれと 30ヨアブとその弟アビシヤイのアブ

ネルを殺したるは彼がギベオンにて戰陣のうちに

おのれの兄弟アサヘルをころせしによれり 31ダ

ビデ、ヨアブおよびおのれとともにある民にいひ

けるは汝らの衣服を裂き麻の衣を著てアブネルの

ために哀哭くべしとダビデ王其棺にしたがふ 32

人衆アブネルをヘブロンに葬れり王聲をあげてア

ブネルの墓に哭き又民みな哭けり 33王アブネル

の爲に悲の歌を作りて云くアブネル如何にして愚

なる人の如くに死けん 34汝の手は縛もあらず汝

の足は鏈にも繋れざりしものを嗚呼汝は惡人のた

めに仆る人のごとくにたふれたり斯て民皆再びか

れのために哭けり 35民みな日のあるうちにダビ

デにパンを食はしめんとて來りしにダビデ誓ひて

いひけるは若し日の沒まへに我パンにても何にて

も味ひなば神我にかくなし又重ねて斯なしたまへ

と 36民皆見て之を其目に善しとせり凡て王の爲

すところの事は皆民の目に善と見えたり 37其日

民すなはちイスラエル皆ネルの子アブネルを殺た

るは王の所爲にあらざるを知れり 38王その臣僕

にいひけるは今日一人の大將大人イスラエルに斃

る汝らこれをしらざるや 39我は膏そそがれし王

なれども今日尚弱しゼルヤの子等なる此等の人我

には制しがたしヱホバ惡をおこな者に其惡に隨ひ

て報いたまはん

4サウルの子はアブネルのヘブロンにて死たる
を聞きしかば其手弱くなりてイスラエルみな

憂へたり 2サウルの子隊長二人を有てり其一人を

バアナといひ一人をレカブといふベニヤミンの支

派なるベロテ人リンモンの子等なり其はベロテも

亦ベニヤミンの中に數らるればなり 3昔にペロテ

人ギツタイムに逃遁れて今日にいたるまで彼處に

旅人となりて止まる 4サウルの子ヨナタンに跛足

の子一人ありヱズレルよりサウルとヨナタンの事

の報いたりし時には五歳なりき其乳媼かれを抱き

て逃れたりしが急ぎ逃る時其子堕て跛者となれり

其名をメピボセテといふ 5ベロテ人リンモンの子

レカブとバアナゆきて日の熱き頃イシボセテの家

にいたるにイシボセテ午睡し居たり 6かれら麥を

取らんといひて家の中にいりきたりかれの腹を刺

りしかしてレカブと其兄弟バアナ逃げさりぬ 7彼

等が家にいりしときイシボセテは其寝室にありて
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床の上に寝たりかれら即ちこれをうちころしこれ

を馘りて其首級をとり終夜アラバの道をゆきて 8

イシボセテの首級をヘブロンにダビデの許に携へ

いたりて王にいひけるは汝の生命を求めたる汝の

敵サウルの子イシボセテの首を視よヱホバ今日我

主なる王の仇をサウルと其裔に報いたまへりと 9

ダビデ、ベロテ人リンモンの子レカブと其兄弟バ

アナに答へていひけるはわが生命を諸の艱難の中

に救ひたまひしヱホバは生く 10我は嘗て人の我

に告て視よサウルは死りと言ひて自ら我に善き事

を傳ふる者と思ひをりしを執てこれをチクラグに

殺し其消息に報いたり 11况や惡人の義人を其家

の床の上に殺したるをやされば我彼の血をながせ

る罪を汝らに報い汝らをこの地より絶ざるべけん

やと 12ダビデ少者に命じければ少者かれらを殺

して其手足を切離しヘブロンの池の上に懸たり又

イシボセテの首を取りてヘブロンにあるアブネル

の墓に葬れり

5爰にイスラエルの支派咸くヘブロンにきたり
ダビデにいたりていひけるは視よ我儕は汝の

骨肉なり 2前にサウルが我儕の王たりし時にも汝

はイスラエルを率ゐて出入する者なりきしかして

ヱホバ汝に汝わが民イスラエルを牧養はん汝イス

ラエルの君長とならんといひたまへりと 3斯くイ

スラエルの長老皆ヘブロンにきたり王に詣りけれ

ばダビデ王ヘブロンにてヱホバのまへにかれらと

契約をたてたり彼らすなはちダビデに膏を灑でイ

スラエルの王となす 4ダビデは王となりし時三十

歳にして四十年の間位に在き 5即ちヘブロンにて

ユダを治むること七年と六箇月またエルサレムに

てイスラエルとユダを全く治むること三十三年な

り 6茲に王其從者とともにエルサレムに往き其地

の居民ヱブス人を攻んとすヱブス人ダビデに語り

ていひけるは汝此に入ること能はざるべし反て盲

者跛者汝を追はらはんと是彼らダビデ此に入るあ

たはずと思へるなり 7然るにダビデ、シオンの要

害を取り是即ちダビデの城邑なり 8ダビデ其日い

ひけるは誰にても水道にいたりてヱブス人を撃ち

またダビデの心の惡める跛者と盲者を撃つ者は

(首となし長となさん)と是によりて人々盲者と跛

者は家に入るべからずといひなせり 9ダビデ其要

害に住て之をダビデの城邑と名けたりまたダビデ

、ミロ(城塞)より内の四方に建築をなせり 10か

くてダビデはますます大に成りゆき且萬軍の神ヱ

ホバこれと共にいませり 11ツロの王ヒラム使者

をダビデに遣はして香柏および木匠と石工をおく

れり彼らダビデの爲に家を建つ 12ダビデ、ヱホ

バのかたく己をたててイスラエルの王となしたま

へるを暁りまたヱホバの其民イスラエルのために

其國を興したまひしを暁れり 13ダビデ、ヘブロ

ンより來りし後エルサレムの中よりまた妾と妻を

納たれば男子女子またダビデに生る 14ヱルサレ

ムにて彼に生れたる者の名はかくのごとしシヤン

マ、シヨバブ、ナタン、ソロモン 15イブハル、

エリシユア、ネペグ、ヤピア 16エリシヤマ、エ

リアダ、エリバレテ 17爰に膏を沃いでダビデを

イスラエルの王と爲し事ペリシテ人に聞えければ

ペリシテ人皆ダビデを獲んとて上るダビデ聞て要

害に下れり 18ペリシテ人臻りてレバイムの谷に

布き備たり 19ダビデ、ヱホバに問ていひけるは

我ペリシテ人にむかひて上るべきや汝かれらをわ

が手に付したまふやヱホバ、ダビデにいひたまひ

けるは上れ我必らずペリシテ人を汝の手にわたさ

ん 20ダビデ、バアルペラジムに至りかれらを其

所に撃ていひけるはヱホバ水の破壞り出るごとく

我敵をわが前に破壞りたまへりと是故に其所の名

をバアルペラジム(破壞の處)と呼ぶ 21彼處に彼

等其偶像を遺たればダビデと其從者これを取あげ

たり 22ペリシテ人再び上りてレバイムの谷に布

き備へたれば 23ダビデ、ヱホバに問にヱホバい

ひたまひけるは上るべからず彼等の後にまはりベ

カの樹の方より彼等を襲へ 24汝ベカの樹の上に

進行の音を聞ばすなけち突出づべし其時にはヱホ

バ汝のまへにいでてペリシテ人の軍を撃たまふべ

ければなりと 25ダビデ、ヱホバのおのれに命じ

たまひしごとくなしペリシテ人を撃てゲバよりガ

ゼルにいたる

6ダビデ再びイスラエルの選抜の兵士三萬人を
悉く集む 2ダビデ起ておのれと共にをる民とと

もにバアレユダに往て神の櫃を其處より舁上らん

とす其櫃はケルビムの上に坐したまふ萬軍のヱホ

バの名をもて呼る 3すなはち神の櫃を新しき車に

載せて山にあるアビナダブの家より舁だせり 4ア

ビナダブの子ウザとアヒオ神の櫃を載たる其新し

き車を御しアヒオは櫃のまへにゆけり 5ダビデお

よびイスラエルの全家琴と瑟と鼗と鈴と鐃鈸をも

ちて力を極め謡を歌ひてヱホバのまへに躍踴れり

6彼等がナコンの禾場にいたれる時ウザ手を神の
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櫃に伸してこれを扶へたり其は牛振たればなり 7

ヱホバ、ウザにむかひて怒りを發し其誤謬のため

に彼を其處に撃ちたまひければ彼そこに神の櫃の

傍に死ねり 8ヱホバ、ウザを撃ちたまひしにより

てダビデ怒り其處をペレヅウザ(ウザ撃)と呼り其

名今日にいたる 9其日ダビデ、ヱホバを畏れてい

ひけるはヱホバの櫃いかで我所にいたるべけんや

と 10ダビデ、ヱホバの櫃を己に移してダビデの

城邑にいらしむるを好まず之を轉してガテ人オベ

デエドムの家にいたらしむ 11ヱホバの櫃ガテ人

オベデエドムの家に在ること三月なりきヱホバ、

オベデエドムと其全家を惠みたまふ 12ヱホバ神

の櫃のためにオベデエドムの家と其所有を皆惠み

たまふといふ事ダビデ王に聞えけれぼダビデゆき

て喜樂をもて神の櫃をオベデエドムの家よりダビ

デの城邑に舁上れり 13ヱホバの櫃を舁者六歩行

](ゆき)}たる時ダビデ牛と肥たる者を献げたり 14

ダビデ力を極めてヱホバの前に踊躍れり時にダビ

デ布のエポデを著け居たり 15ダビデおよびイス

ラエルの全家歓呼と喇叭の聲をもてヱホバの櫃を

舁のぼれり 16神の櫃ダビデの城邑にいりし時サ

ウルの女ミカル窻より窺ひてダビデ王のヱホバの

まへに舞躍るを見其心にダビデを蔑視む 17人々

ヱホバの櫃を舁入てこれをダビデが其爲に張たる

天幕の中なる其所に置りしかしてダビデ燔祭と酬

恩祭をヱホバのまへに献げたり 18ダビデ燔祭と

酬恩祭を献ぐることを終し時萬軍のヱホバの名を

以て民を祝せり 19また民の中即ちイスラエルの

衆庶の中に男にも女にも倶にパン一箇肉一斤乾

葡萄一塊を分ちあたへたり斯て民皆おのおの其家

にかへりぬ 20爰にダビデ其家族を祝せんとて歸

りしかばサウルの女ミカル、ダビデをいでむかへ

ていひけるはイスラエルの王今日如何に威光あり

しや自ら遊蕩者の其身を露すがごとく今日其臣僕

の婢女のまへに其身を露したまへりと 21ダビデ

、ミカルにいふ我はヱホバのまへに即ち汝の父よ

りもまたその全家よりも我を選みて我をヱホバの

民イスラエルの首長に命じたまへるヱホバのまへ

に躍れり 22我は此よりも尚鄙からんまたみづか

ら賤しと思はん汝が語る婢女等とともにありて我

は尊榮をえんと 23是故にサウルの女ミカルは死

ぬる日まで子あらざりき

7王其家に住にいたり且ヱホバ其四方の敵を壞
てかれを安らかならしめたまひし時 2王預言者

ナタンに云けるは視よ我は香柏の家に住む然ども

神の櫃は幔幕の中にあり 3ナタン王に云けるはヱ

ホバ汝と共に在せば往て凡て汝の心にあるところ

を爲せ 4其夜ヱホバの言ナタンに臨みていはく 5

往てわが僕ダビデに言へヱホバ斯く言ふ汝わがた

めに我の住むべき家を建んとするや 6我はイスラ

エルの子孫をエジプトより導き出せし時より今日

にいたるまで家に住しことなくして但天幕と幕屋

の中に歩み居たり 7我イスラエルの子孫と共に凡

て歩める處にて汝ら何故に我に香柏の家を建ざる

やとわが命じてわが民イスラエルを牧養しめしイ

スラエルの士師の一人に一言も語りしことあるや

8然ば汝わが僕ダビデに斯く言ふべし萬軍のヱホ

バ斯く言ふ我汝を牧場より取り羊に隨ふ所より取

りてわが民イスラエルの首長となし 9汝がすべて

往くところにて汝と共にあり汝の諸の敵を汝の前

より斷さりて地の上の大なる者の名のごとく汝に

大なる名を得さしめたり 10又我わが民イスラエ

ルのために處を定めてかれらを植つけかれらをし

て自己の處に住て重て動くことなからしめたり 11

また惡人昔のごとくまたわが民イスラエルの上に

士師を立てたる時よりの如くふたたび之を惱ます

ことなかるべし我汝の諸の敵をやぶりて汝を安か

ならしめたり又ヱホバ汝に告ぐヱホバ汝のために

家をたてん 12汝の日の滿て汝が汝の父祖等と共

に寝らん時に我汝の身より出る汝の種子を汝の後

にたてて其國を堅うせん 13彼わが名のために家

を建ん我永く其國の位を堅うせん 14我はかれの

父となり彼はわが子となるべし彼もし迷はば我人

の杖と人の子の鞭を以て之を懲さん 15されど我

の恩惠はわが汝のまへより除きしサウルより離れ

たるごとくに彼よりは離るることあらじ 16汝の

家と汝の國は汝のまへに永く保つべし汝の位は永

く堅うせらるべし 17ナタン凡て是等の言のごと

くまたすべてこの異象のごとくダビデに語りけれ

ば 18ダビデ王入りてヱホバの前に坐していひけ

るは主ヱホバよ我は誰わが家は何なればか爾此ま

で我を導きたまひしや 19主ヱホバよ此はなほ汝

の目には小き事なり汝また僕の家の遥か後の事を

語りたまへり主ヱホバよ是は人の法なり 20ダビ

デ此上何を汝に言ふを得ん其は主ヱホバ汝僕を知

たまへばなり 21汝の言のためまた汝の心に隨ひ

て汝此諸の大なることを爲し僕に之をしらしめた

まふ 22故に神ヱホバよ爾は大なり其は我らが凡
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て耳に聞る所に依ば汝の如き者なくまた汝の外に

神なければなり 23地の何れの國か汝の民イスラ

エルの如くなる其は神ゆきてかれらを贖ひ己の民

となして大なる名を得たまひまた彼らの爲に大な

る畏るべき事を爲したまへばなり即ち汝がエジプ

トより贖ひ取たまひし民の前より國々の人と其諸

神を逐拂ひたまへり 24汝は汝の民イスラエルを

かぎりなく汝の民として汝に定めたまへりヱホバ

よ汝はかれの神となりたまふ 25されば神ヱホバ

よ汝が僕と其家につきて語りたまひし言を永く堅

うして汝のいひしごとく爲たまへ 26ねがはくは

永久に汝の名を崇めて萬軍のヱホバはイスラエル

の神なりと曰しめたまへねがはくは僕ダビデの家

をして汝のまへに堅く立しめたまへ 27其は萬軍

のヱホバ、イスラエルの神よ汝僕の耳に示して我

汝に家をたてんと言たまひたればなり是故に僕

此祈祷を汝に爲す道を心の中に得たり 28主ヱホ

バよ汝は神なり汝の言は眞なり汝この惠を僕に語

りたまへり 29願くは僕の家を祝福て汝のまへに

永く続くことを得さしめたまへ其は主ヱホバ汝こ

れを語りたまへばなりねがはくは汝の祝福により

て僕の家に永く祝福を蒙らしめたまへ

8此後ダビデ、ペリシテ人を撃てこれを服すダ
ビデまたペリシテ人の手よりメテグアンマを

とれり 2ダビデまたモアブを撃ち彼らをして地に

伏しめ繩をもてかれらを度れり即ち二條の繩をも

て死す者を度り一條の繩をもて生しおく者を量度

るモアブ人は貢物を納てダビデの臣僕となれり 3

ダビデまたレホブの子なるゾバの王ハダデゼルが

ユフラテ河の邊にて其勢を新にせんとて往るを撃

り 4しかしてダビデ彼より騎兵千七百人歩兵二萬

人を取りまたダビデ一百の車の馬を存して其餘の

車馬は皆其筋を切斷り 5ダマスコのスリア人ゾバ

の王ハダデゼルを援んとて來りければダビデ、ス

リア人二萬二千を殺せり 6しかしてダビデ、ダマ

スコのスリアに代官を置きぬスリア人は貢物を納

てダビデの臣僕となれりヱホバ、ダビデを凡て其

往く所にて助けたまへり 7ダビデ、ハダデゼルの

臣僕等の持る金の楯を奪ひてこれをエルサレムに

携きたる 8ダビデ王又ハダデゼルの邑ベタとベロ

タより甚だ多くの銅を取り 9時にハマテの王トイ

、ダビデがハダデゼルの總の軍を撃破りしを聞て

10トイ其子ヨラムをダビデ王につかはし安否を問

ひかつ祝を宣しむ其はハダデゼル嘗てトイと戰を

爲したるにダビデ、ハダデゼルとたたかひてこれ

を撃やぶりたればなりヨラム銀の器と金の器と銅

の器を携へ來りければ 11ダビデ王其攻め伏せた

る諸の國民の中より取りて納めたる金銀と共に是

等をもヱホバに納めたり 12即ちエドムよりモア

ブよりアンモンの子孫よりペリシテ人よりアマレ

クよりえたる物およびゾバの王レホブの子ハダデ

ゼルより得たる掠取物とともにこれを納めたり 13

ダビデ鹽谷にてエドム人一萬八千を撃て歸て名譽

を得たり 14ダビデ、エドムに代官を置り即ちエ

ドムの全地に徧く代官を置てエドム人は皆ダビデ

の臣僕となれりヱホバ、ダビデを凡て其往くとこ

ろにて助け給へり 15ダビデ、イスラエルの全地

を治め其民に公道と正義を行ふ 16ゼルヤの子ヨ

アブは軍の長アヒルデの子ヨシヤバテは史官 17

アヒトブの子ザドクとアビヤタルの子アヒメレク

は祭司セラヤは書記官 18ヱホヤダの子ベナヤは

ケレテ人およびペレテ人の長ダビデの子等は大臣

なりき

9爰にダビデいひけるはサウルの家の遺存れる
者尚あるや我ヨナタンの爲に其人に恩惠をほ

どこさんと 2サウルの家の僕なるヂバと名くる者

ありければかれをダビデの許に召きたるに王かれ

にいひけるは汝はヂバなるか彼いふ僕是なり 3王

いひけるは尚サウルの家の者あるか我其人に神の

恩惠をほどこさんとすヂバ王にいひけるはヨナタ

ンの子尚あり跛足なり 4王かれにいひけるは其人

は何處にをるやヂバ王にいひけるはロデバルにて

アンミエルの子マキルの家にをる 5ダビデ王人を

遣はしてロデバルより即ちアンミエルの子マキル

の家よりかれを携來らしむ 6サウルの子ヨナタン

の子なるメピボセテ、ダビデの所に來り伏て拝せ

りダビデ、メピボセテよといひければ答て僕此に

ありと曰ふ 7ダビデかれにいひけるは恐るるなか

れ我必ず汝の父ヨナタンの爲に恩惠を汝にしめさ

ん我汝の父サウルの地を悉く汝に復すべし又汝は

恒に我席において食ふべしと 8かれ拝して言ける

は僕何なればか汝死たる犬のごとき我を眷顧たま

ふ 9王サウルの僕ヂバを呼てこれにいひけるは凡

てサウルとその家の物は我皆汝の主人の子にあた

へたり 10汝と汝の子等と汝の僕かれのために地

を耕へして汝の主人の子に食ふべき食物を取りき

たるべし但し汝の主人の子メピボセテは恒に我席

において食ふべしとヂバは十五人の子と二十人の
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僕あり 11ヂバ王にいひけるは總て王わが主の僕

に命じたまひしごとく僕なすべしとメピボセテは

王の子の一人のごとくダビデの席にて食へり 12

メピボセテに一人の若き子あり其名をミカといふ

ヂバの家に住る者は皆メピボセテの僕なりき 13

メピボセテはエルサレムに住みたり其はかれ恒に

王の席にて食ひたればなりかれは兩の足ともに跛

たる者なり

10此後アンモンの子孫の王死て其子ハヌン之に
代りて位に即く 2ダビデ我ナハシの子ハヌン

にその父の我に恩惠を示せしごとく恩惠を示さん

といひてダビデかれを其父の故によりて慰めんと

て其僕を遣せりダビデの僕アンモンの子孫の地に

いたるに 3アンモンの子孫の諸伯其主ハヌンにい

ひけるはダビデ慰者を汝に遣はしたるによりて彼

汝の父を崇むと汝の目に見ゆるやダビデ此城邑を

窺ひこれを探りて陷いれんために其僕を汝に遣は

せるにあらずや 4是においてハヌン、ダビデの僕

を執へ其鬚の半を剃り落し其衣服を中より斷て股

までにしてこれを歸せり 5人々これをダビデに告

たればダビデ人を遣はしてかれらを迎へしむ其人

々大に恥たればなり即ち王いふ汝ら鬚の長るまで

ヱリコに止まりて然るのち歸るべしと 6アンモン

の子孫自己のダビデに惡まるるを見しかばアンモ

ンの子孫人を遣はしてベテレホブのスリア人とゾ

バのスリア人の歩兵二萬人およびマアカの王より

一千人トブの人より一萬二千人を雇いれたり 7ダ

ビデ聞てヨアブと勇士の惣軍を遣はせり 8アンモ

ンの子孫出て門の入口に軍の陣列をなしたりゾバ

とレホブのスリア人およびトブの人とマアカの人

は別に野に居り 9ヨアブ戰の前後より己に向ふを

見てイスラエルの選抜の兵の中を選みてこれをス

リア人に對ひて備へしめ 10其餘の民をば其兄弟

アビシヤイの手に交してアンモンの子孫に向て備

へしめて 11いひけるは若スリア人我に手強から

ば汝我を助けよ若アンモンの子孫汝に手剛からば

我ゆきて汝をたすけん 12汝勇ましくなれよ我ら

民のためとわれらの神の諸邑のために勇しく爲ん

ねがはくはヱホバ其目によしと見ゆるところをな

したまへ 13ヨアブ己と共に在る民と共にスリア

人にむかひて戰んとて近づきければスリア人彼の

まへより逃たり 14アンモンの子孫スリア人の逃

たるを見て亦自己等もアビシヤイのまへより逃て

城邑にいりぬヨアブすなはちアンモンの子孫の所

より還りてエルサレムにいたる 15スリア人其イ

スラエルのまへに敗れたるを見て倶にあつまれり

16ハダデゼル人をやりて河の前岸にをるスリア人

を將ゐ出して皆ヘラムにきたらしむハダデゼルの

軍の長シヨバクかれらを率ゐたり 17其事ダビデ

に聞えければ彼イスラエルを悉く集めてヨルダン

を渉りてヘラムに來れりスリア人ダビデに向ひて

備へ之と戰ふ 18スリア人イスラエルのまへより

逃ければダビデ、スリアの兵車の人七百騎兵四萬

を殺し又其軍の長シヨバクを撃てこれを其所に死

しめたり 19ハダデゼルの臣なる王等其イスラエ

ルのまへに壞れたるを見てイスラエルと平和をな

して之に事へたり斯スリア人は恐れて再びアンモ

ンの子孫を助くることをせざりき

11年歸りて王等の戰に出る時におよびてダビデ
、ヨアブおよび自己の臣僕並にイスラエルの

全軍を遣はせり彼等アンモンの子孫を滅ぼしてラ

バを圍めりされどダビデはエルサレムに止りぬ 2

爰に夕暮にダビデ其床より興きいでて王の家の屋

蓋のうへに歩みしが屋蓋より一人の婦人の體をあ

らふを見たり其婦は觀るに甚だ美し 3ダビデ人を

遣して婦人を探らしめしに或人いふ此はエリアム

の女ハテシバにてヘテ人ウリヤの妻なるにあらず

やと 4ダビデ乃ち使者を遣はして其婦を取る婦彼

に來りて彼婦と寝たりしかして婦其不潔を清めて

家に歸りぬ 5かくて婦孕みければ人をつかはして

ダビデに告ていひけるは我子を孕めりと 6是にお

いてダビデ人をヨアブにつかはしてヘテ人ウリヤ

を我に遣はせといひければヨアブ、ウリヤをダビ

デに遣はせり 7ウリヤ、ダビデにいたりしかばダ

ビデこれにヨアブの如何なると民の如何なると戰

爭の如何なるを問ふ 8しかしてダビデ、ウリヤに

いひけるは汝の家に下りて足を洗へとウリヤ王の

家を出るに王の贈物其後に從ひてきたる 9然どウ

リヤは王の家の門に其主の僕等とともに寝ておの

れの家にくだりいたらず 10人々ダビデに告てウ

リヤ其家にくだり至らずといひければダビデ、ウ

リヤにいひけるは汝は旅路をなして來れるにあら

ずや何故に自己の家にくだらざるや 11ウリヤ、

ダビデにいひけるは櫃とイスラエルとユダは小屋

の中に住まりわが主ヨアブとわが主の僕は野の表

に陣を取るに我いかでわが家にゆきて食ひ飮しま

た妻と寝べけけんや汝は生また汝の霊魂は活く我

此事をなさじ 12ダビデ、ウリヤにいふ今日も此
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にとどまれ明日我汝を去しめんとウリヤ其日と次

の日エルサレムにとどまりしが 13ダビデかれを

召て其まへに食ひ飮せしめダビデかれを酔しめた

り晩にいたりて彼出て其床に其主の僕と共に寝た

りされどおのれの家にはくだりゆかざりき 14朝

におよびてダビデ、ヨアブヘの書を認めて之をウ

リヤの手によりて遣れり 15ダビデ其書に書てい

はく汝らウリヤを烈しき戰の先鉾にいだしてかれ

の後より退きて彼をして戰死せしめよ 16是にお

いてヨアブ城邑を窺ひてウリヤをば其勇士の居る

と知る所に置り 17城邑の人出てヨアブと戰ひし

かばダビデの僕の中の數人仆れヘテ人ウリヤも死

り 18ヨアブ人をつかはして軍の事を悉くダビデ

に告げしむ 19ヨアブ其使者に命じていひけるは

汝が軍の事を皆王に語り終しとき 20王もし怒り

を發して汝に汝らなんぞ戰はんとて城邑に近づき

しや汝らは彼らが石墻の上より射ることを知らざ

りしや 21ヱルベセテの子アビメレクを撃し者は

誰なるや一人の婦が石垣の上より磨の上石を投て

彼をテベツに殺せしにあらずや何ぞ汝ら城垣に近

づきしやと言はば汝言べし汝の僕ヘテ人ウリヤも

また死りと 22使者ゆきてダビデにいたりヨアブ

が遣はしたるところのことをことごとく告げたり

23使者ダビデにいひけるは敵我儕に手強かりしが

城外にいでて我儕にいたりしかば我儕これに迫り

て門の入口にまでいたれり 24時に射手の者城垣

の上より汝の僕を射たりければ王の僕の或者死に

亦汝の僕ヘテ人ウリヤも死りと 25ダビデ使者に

いひけるは斯汝ヨアブに言べし此事を憂ふるなか

れ刀劍は此をも彼をも同じく殺すなり強く城邑を

攻て戰ひ之を陷いるべしと汝かくヨアブを勵ます

べし 26ウリヤの妻其夫ウリヤの死たるを聞て夫

のために悲哀り 27其喪の過し時ダビデ人を遣は

してかれをおのれの家に召いる彼すなはちその妻

となりて男子を生り但しダビデの爲たる此事はヱ

ホバの目に惡かりき

12ヱホバ、ナタンをダビデに遣はしたまへば彼
ダビデに至りてこれにいひけるは一の邑に二

箇の人あり一は富て一は貧し 2其富者は甚だ多く

の羊と牛を有り 3されど貧者は唯自己の買て育て

たる一の小き牝羔の外は何をも有ざりき其牝羔彼

およびかれの子女とともに生長ちかれの食物を食

ひかれの椀に飮みまた彼の懐に寝て彼には女子の

ごとくなりき 4時に一人の旅人其富る人の許に來

りけるが彼おのれの羊と牛の中を取りてそのおの

れに來れる旅人のために烹を惜みてかの貧き人の

牝羔を取りて之をおのれに來れる人のために烹た

り 5ダビデ其人の事を大に怒りてナタンにいひけ

るはヱホバは生く誠に此をなしたる人は死べきな

り 6且彼此事をなしたるに因りまた憐憫まざりし

によりて其牝羔を四倍になして償ふべし 7ナタン

、ダビデにいひけるは汝は其人なりイスラエルの

神ヱホバ斯いひたまふ我汝に膏を沃いでイスラエ

ルの王となし我汝をサウルの手より救ひいだし 8

汝に汝の主人の家をあたへ汝の主人の諸妻を汝の

懐に與へまたイスラエルとユダの家を汝に與へた

り若し少からば我汝に種々の物を増くはへしなら

ん 9何ぞ汝ヱホバの言を藐視じて其目のまへに惡

をなせしや汝刃劍をもてヘテ人ウリヤを殺し其妻

をとりて汝の妻となせり即ちアンモンの子孫の劍

をもて彼を斬殺せり 10汝我を軽んじてヘテ人ウ

リヤの妻をとり汝の妻となしたるに因て劍何時ま

でも汝の家を離るることなかるべし 11ヱホバ斯

いひたまふ視よ我汝の家の中より汝の上に禍を起

すべし我汝の諸妻を汝の目のまへに取て汝の隣人

に與へん其人此日のまへにて汝の諸妻とともに寝

ん 12其は汝は密に事をなしたれど我はイスラエ

ルの衆のまへと日のまへに此事をなすべければな

りと 13ダビデ、ナタンにいふ我ヱホバに罪を犯

したりナタン、ダビデにいひけるはヱホバまた汝

の罪を除きたまへり汝死ざるべし 14されど汝此

所行によりてヱホバの敵に大なる罵る機會を與へ

たれば汝に生れし其子必ず死べしと 15かくてナ

タン其家にかへれり爰にヱホバ、ウリヤの妻が

ダビデに生る子を撃たまひければ痛く疾めり 16

ダビデ其子のために神に乞求む即ちダビデ斷食し

て入り終夜地に臥したり 17ダビデの家の年寄等

彼の傍に立ちてかれを地より起しめんとせしかど

も彼肯ぜず又かれらとともに食を爲ざりき 18第

七日に其子死りダビデの僕其子の死たることをダ

ビデに告ることを恐れたりかれらいひけるは子の

尚生る間に我儕彼に語たりしに彼我儕の言を聽い

れざりき如何ぞ彼に其子の死たるを告ぐべけんや

彼害を爲んと 19然にダビデ其僕の私語くを見て

ダビデ其子の死たるを暁れりダビデ乃ち其僕に子

は死たるやといひければかれら死りといふ 20是

においてダビデ地よりおきあがり身を洗ひ膏をぬ

り其衣服を更てヱホバの家にいりて拝し自己の家



サムエル記Ⅱ 230

に至り求めておのれのために食を備へしめて食へ

り 21僕等彼にいひけるは此の汝がなせる所は何

事なるや汝子の生るあひだはこれがために斷食し

て哭きながら子の死る時に汝は起て食を爲すと 22

ダビデいひけるは嬰孩の尚生るあひだにわが斷食

して哭きたるは我誰かヱホバの我を憐れみて此子

を生しめたまふを知んと思ひたればなり 23され

ど今死たれば我なんぞ斷食すべけんや我再びかれ

をかへらしむるを得んや我かれの所に往べけれど

彼は我の所にかへらざるべし 24ダビデ其妻バテ

シバを慰めかれの所にいりてかれとともに寝たり

ければ彼男子を生りダビデ其名をソロモンと呼ぶ

ヱホバこれを愛したまひて 25預言者ナタンを遣

はし其名をヱホバの故によりてヱデデア(ヱホバ

の愛する者)と名けしめたまふ 26爰にヨアブ、ア

ンモンの子孫のラバを攻めて王城を取れり 27ヨ

アブ使者をダビデにつかはしていひけるは我ラバ

を攻て水城を取れり 28されば汝今餘の民を集め

斯城に向て陣どりて之を取れ恐らくは我此城を取

て人我名をもて之を呼にいたらんと 29是におい

てダビデ民を悉くあつめてラバにゆき攻て之を取

り 30しかしてダビデ、アンモン王の冕を其首よ

り取はなしたり其金の重は一タラントなりまた寶

石を嵌たりこれをダビデの首に置ダビデ其邑の掠

取物を甚だ多く持出せり 31かくてダビデ其中の

民を將いだしてこれを鋸と鐵の千歯と鐵の斧にて

斬りまた瓦陶の中を通行しめたり彼斯のごとくア

ンモンの子孫の凡ての城邑になせりしかしてタビ

デと民は皆エルサレムに還りぬ

13此後ダビデの子アブサロムにタマルと名くる
美しき妹ありしがダビデの子アムノンこれを

戀ひたり 2アムノン心を苦しめて遂に其姉妹タマ

ルのためにわづらへり其はタマルは處女なりけれ

ばアムノンかれに何事をも爲しがたしと思ひたれ

ばなり 3然るにアムノンに一人の朋友ありダビデ

の兄弟シメアの子にして其名をヨナダブといふヨ

ナダブに甚だ有智き人なり 4彼アムノンにいひけ

るは汝王の子なんぞ日に日に斯く痩ゆくや汝我に

告ざるやアムノン彼にいひけるは我わが兄弟アブ

サロムの妹タマルを戀ふ 5ヨナダブかれにいひけ

るは床に臥て病と佯り汝の父の來りて汝を見る時

これにいへ請ふわが妹タマルをして來りて我に食

を予へしめわが見て彼の手より食ふことをうる樣

にわが目のまへにて食物を調理しめよと 6アムノ

ンすなはち臥して病と佯りしが王の來りておのれ

を見る時アムノン王にいひけるは請ふ吾妹タマル

をして來りてわが目のまへにて二の菓子を作へし

めて我にかれの手より食ふことを得さしめよと 7

是においてダビデ、タマルの家にいひつかはしけ

るは汝の兄アムノンの家にゆきてかれのために食

物を調理よと 8タマル其兄アムノンの家にいたる

にアムノンは臥し居たりタマル乃ち粉をとりて之

を摶てかれの目のまへにて菓子を作へ其菓子を燒

き 9鍋を取て彼のまへに傾出たりしかれども彼食

ふことを否めりしかしてアムノンいひけるは汝ら

皆我を離れていでよと皆かれをはなれていでたり

10アムノン、タマルにいひけるは食物を寝室に持

きたれ我汝の手より食はんとタマル乃ち己の作り

たる菓子を取りて寝室に持ゆきて其兄アムノンに

いたる 11タマル彼に食しめんとて近く持いたれ

る時彼タマルを執へて之にいひけるは妹よ來りて

我と寝よ 12タマルかれにいひける否兄上よ我を

辱しむるなかれ是のごとき事はイスラエルに行は

れず汝此愚なる事をなすべからず 13我は何處に

わが恥辱を棄んか汝はイスラエルの愚人の一人と

なるべしされば請ふ王に語れ彼我を汝に予ざるこ

となかるべしと 14然どもアムノン其言を聽ずし

てタマルよりも力ありければタマルを辱しめてこ

れと偕に寝たりしが 15遂にアムノン甚だ深くタ

マルを惡むにいたる其かれを惡む所の惡みはかれ

を戀ひたるところの戀よりも大なり即ちアムノン

かれにいひけるは起て往けよ 16かれアムノンに

いひけるは我を返して此惡を作るなかれ是は汝が

さきに我になしたる所の惡よりも大なりとしかれ

ども聽いれず 17其側に仕ふる少者を呼ていひけ

るは汝此女をわが許より遣りいだして其後に戸を

楗せと 18タマル振袖を着ゐたり王の女等の處女

なるものは斯のごとき衣服をもて粧ひたりアムノ

ンの侍者かれを外にいだして其後に戸を楗せり 19

タマル灰を其首に蒙り着たる振袖を裂き手を首に

のせて呼はりつつ去ゆけり 20其兄アブサロムか

れにいひけるは汝の兄アムノン汝と偕に在しや然

ど妹よ默せよ彼は汝の兄なり此事を心に留るなか

れとかくてタマルは其兄アブサロムの家に凄しく

住み居れり 21ダビデ王是等の事を悉く聞て甚だ

怒れり 22アブサロムはアムノンにむかひて善も

惡きも語ざりき其はアブサロム、アムノンを惡み

たればたり是はかれがおのれの妹タマルを辱しめ
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たるに由り 23全二年の後アブサロム、エフライ

ムの邊なるバアルハゾルにて羊の毛を剪しめ居て

王の諸子を悉く招けり 24アブサロム王の所にい

りていひけるは視よ僕羊の毛を剪しめをるねがは

くは王と王の僕等僕とともに來りたまへ 25王ア

ブサロムに云けるは否わが子よ我儕を皆いたらし

むるなかれおそらくは汝の費を多くせんアブサロ

ム、ダビデを強ふしかれどもダビデ往ことを肯ぜ

ずして彼を祝せり 26アブサロムいひけるは若し

からずば請ふわが兄アムノンをして我らとともに

來らしめよ王かれにいひけるは彼なんぞ汝ととも

にゆくべけんやと 27されどアブサロムかれを強

ければアムノンと王の諸子を皆アブサロムととも

にゆかしめたり 28爰にアブサロム其少者等に命

じていひけるは請ふ汝らアムノンの心の酒により

て樂む時を視すましてわが汝等にアムノンを撃て

と言ふ時に彼を殺せ懼るるなかれ汝等に之を命じ

たるは我にあらずや汝ら勇しく武くなれと 29ア

ブサロムの少者等アブサロムの命ぜしごとくアム

ノンになしければ王の諸子皆起て各其騾馬に乗て

逃たり 30彼等が路にある時風聞ダビデにいたり

ていはくアブサロム王の諸子を悉く殺して一人も

遺るものなしと 31王乃ち起ち其衣を裂きて地に

臥す其臣僕皆衣を裂て其傍にたてり 32ダビデの

兄弟シメアの子ヨナダブ答へていひけるは吾主よ

王の御子等なる少年を皆殺したりと思たまふなか

れアムノン獨り死るのみ彼がアブサロムの妹タマ

ルを辱かしめたる日よりアブサロム此事をさだめ

おきたるなり 33されば吾主王よ王の御子等皆死

りといひて此事をおもひ煩ひたまふなかれアムノ

ン獨死たるなればなりと 34斯てアブサロムは逃

れたり爰に守望ゐたる少者目をあげて視たるに視

よ山の傍よりして己の後の道より多くの人來れり

35ヨナダブ王にいひけるは視よ王の御子等來る僕

のいへるがごとくしかりと 36彼語ることを終し

時視よ王の子等來り聲をあげて哭り王と其僕等も

皆大に甚く哭り 37偖アブサロムは逃てゲシユル

の王アミホデの子タルマイにいたるダビデは日々

其子のために悲めり 38アブサロム逃てゲシユル

にゆき三年彼處に居たり 39ダビデ王アブサロム

に逢んと思ひ煩らふ其はアムノンは死たるにより

てダビデかれの事はあきらめたればなり

14ゼルヤの子ヨアブ王の心のアブサロムに趣く
を知れり 2ヨアブ乃ちテコアに人を遣りて彼

處より一人の哲婦を呼きたらしめて其婦にいひけ

るは請ふ汝喪にある眞似して喪の服を着油む身に

ぬらず死者のために久しく哀しめる婦のごとく爲

りて 3王の所にいたり是のごとくかれに語るべし

とヨアブ其語言をかれの口に授けたり 4テコアの

婦王にいたり地に伏て拝し王にいひけるは王よ助

けたまへ 5王婦にひけるは何事なるや婦いひける

は我は實に嫠婦にしてわが夫は死り 6仕女に二人

の子あり倶に野に爭ひしが誰もかれらを排解もの

なきにより此遂に彼を撃て殺せり 7是において視

よ全家仕女に逼りていふ其兄弟を撃殺したる者を

付せ我らかれをその殺したる兄弟の生命のために

殺さんと斯く嗣子をも滅ぼし存れるわが炭火を熄

てわが夫の名をも遺存をも地の面に無らしめんと

す 8王婦にいひけるは汝の家に往け我汝の事につ

きて命令を下さん 9テコアの婦王にいひけるは王

わが主よねがはくは其罪は我とわが父の家に歸し

て王と王の位には罪あらざれ 10王いひけるは誰

にても爾に語る者をば我に將來れしかせば彼かさ

ねて爾に觸ること无るべし 11婦いひけるは願く

は王爾の神ヱホバを憶えてかの仇を報ゆる者をし

て重て滅すことを爲しめず我子を斷ことなからし

めたまへと王いひけるはヱホバは生く爾の子の髮

毛一すぢも地に隕ることなかるべし 12婦いひけ

るは請ふ仕女をして一言わが主王に言しめたまヘ

ダビデいひけるは言ふべし 13婦いひけるは爾な

んぞ斯る事を神の民にむかひて思ひたるや王此言

を言ふにより王は罪ある者のごとし其は王その放

れたる者を歸らしめざればなり 14抑我儕は死ざ

るべからず我儕は地に潟れたる水の再び聚る能は

ざるがごとし神は生命を取りたまはず方法を設け

て其放れたる者をして己の所より放たれをること

なからしむ 15我此事を王我主に言んとて來れる

は民我を恐れしめたればなり故に仕女謂らく王に

言ん王婢の言を行ひたまふならんと 16其は王聞

て我とわが子を共に滅して神の產業に離れしめん

とする人の手より婢を救ひいだしたまふべければ

なり 17仕女また思り王わが主の言は慰となるべ

しと其は神の使のごとく王わが主は善も惡も聽た

まへばなりねがはくは爾の神ヱホバ爾と共に在せ

と 18王こたへて婦にいひけるは請ふわが爾に問

んところの事を我に隱すなかれ婦いふ請ふ王わが

主言たまへ 19王いひけるは比すべての事におい

てはヨアブの手爾とともにあるや婦答へていひけ
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るは爾の霊魂は活く王わが主よ凡て王わが主の言

たまひしところは右にも左にもまがらず皆に爾の

僕ヨアブ我に命じ是等の言を悉く仕女の口に授け

たり 20其事の見ゆるとこるを變んとて爾の僕ヨ

アブ此事をなしたるなり然どわが主は神の使の智

慧のごとく智慧ありて地にある事を悉く知たまふ

と 21是において王ヨアブにいひけるは視よ我此

事を爲すされば往て少年アブサロムを携歸るべし

22ヨアブ地に伏し拝し王を祝せりしかしてヨアブ

いひけるは王わが主よ王僕の言を行ひたまへば今

日僕わが爾に惠るるを知ると 23ヨアブ乃ち起て

ゲシユルに往きアブサロムをエルサレムに携きた

れり 24王いひけるは彼は其家に退くべしわが面

を見るべからずと故にアブサロム己の家に退きて

王の面を觀ざりき 25偖イスラエルの中にアブサ

ロムのごとく其美貌のために讃られたる人はなか

りき其足の跖より頭の頂にいたるまで彼には瑕疵

あることなし 26アブサロム其頭を剪る時其頭の

髮を衡るに王の權衡の二百シケルあり毎年の終に

アブサロム其頭を剪り是は己の重によりて剪たる

なり 27アブサロムに三人の男子と一人のタマル

といふ女子生れたりタマルは美女なり 28アブサ

ロム二年のあひだエルサレムにをりたれども王の

顔を見ざりき 29是によりてアブサロム王に遣さ

んとてヨアブを呼に遣はしけるが彼來ることを肯

ぜず再び遣せしかども來ることを肯ぜざりき 30

アブサロム其僕にいひけるは視よヨアブの田地は

我の近くにありて其處に大麥あり往て其に火を放

てとアブサロムの僕等田地に火を放てり 31ヨア

ブ起てアブサロムの家に來りてこれにいひけるは

何故に爾の僕等田地に火を放たるや 32アブサロ

ム、ヨアブにいひけるは我人を爾に遣はして此に

來れ我爾を王につかはさんと言り即ち爾をして王

に我何のためにゲシユルよりきたりしや彼處に尚

あらば我ためには反て善しと言しめんとせり然ば

我今王の面を見ん若し我に罪あらば王我を殺すべ

し 33ヨアブ王にいたりてこれに告たれば王アブ

サロムを召す彼王にいたりて王のまへに地に伏て

拝せり王アブサロムに接吻す

15此後アブサロム己のために戰車と馬ならびに
己のまへに驅る者五十人を備たり 2アブサロ

ム夙く興きて門の途の傍にたち人の訴訟ありて王

に裁判を求めんとて來る時はアブサロム其人を呼

ていふ爾は何の邑の者なるやと其人僕はイスラエ

ルの某の支派の者なりといへば 3アブサロム其人

にいふ見よ爾の事は善くまた正し然ど爾に聽くべ

き人は王いまだ立ずと 4アブサロム又嗚呼我を此

地の士師となす者もがな然れば凡て訴訟と公事あ

る者は我に來りて我之に公義を爲しあたへんとい

ふ 5また人彼を拝せんとて近づく時は彼手をのば

して其人を扶け之に接吻す 6アブサロム凡て王に

裁判を求めんとて來るイスラエル人に是のごとく

なせり斯アブサロムはイスラエルの人々の心を取

り 7斯て四年の後アブサロム王にいひけるは請ふ

我をして往てヘブロンにてヱホバに我嘗て立し願

を果さしめよ 8其は僕スリアのゲシユルに居し時

願を立て若しヱホバ誠に我をエルサレムに携歸り

たまはば我ヱホバに事へんと言たればなりと 9王

かれにいひけるは安然に往けと彼すなはち起てヘ

ブロンに往り 10しかしてアブサロム窺ふ者をイ

スラエルの支派の中に徧く遣はして言せけるは爾

等喇叭の音を聞ばアブサロム、ヘブロンにて王と

なれりと思ふべしと 11二百人の招かれたる者エ

ルサレムよりアブサロムとともにゆけり彼らは何

心なくゆきて何事をもしらざりき 12アブサロム

犠牲をささぐる時にダビデの議官ギロ人アヒトペ

ルを其邑ギロより呼よせたり徒黨強くして民次第

にアブサロムに加はりぬ 13爰に使者ダビデに來

りてイスラエルの人の心アブサロムにしたがふと

いふ 14ダビデおのれと共にエルサレムに居る凡

ての僕にいひけるは起てよ我ら逃ん然らずば我ら

アブサロムより遁るるあたはざるべし急ぎ往け恐

らくは彼急ぎて我らに追ひつき我儕に害を蒙らせ

刃をもて邑を撃ん 15王の僕等王にいひけるは視

よ僕等王わが主の選むところを凡て爲ん 16王い

でゆき其全家これにしたがふ王十人の妾なる婦を

遺して家をまもらしむ 17王いでゆき民みな之に

したがふ彼等遠の家に息めり 18かれの僕等みな

其傍に進みケレテ人とペレテ人および彼にしたが

ひてガテよりきたれる六百人のガテ人みな王のま

へに進めり 19時に王がガテ人イツタイにいひけ

るは何ゆゑに爾もまた我らとともにゆくや爾かへ

りて王とともにをれ爾は外國人にして移住て處を

もとむる者なり 20爾は昨日來れり我は今日わが

得るところに往くなれば豈爾をして我らとともに

さまよはしむべけんや爾歸り爾の兄弟をも携歸る

べしねがはくは恩と眞實爾とともにあれ 21イツ

タイ王に答へていひけるはヱホバは活く王わが主
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は活く誠に王わが主いかなる處に坐すとも生死と

もに僕もまた其處に居るべし 22ダビデ、イツタ

イにいひけるは進みゆけガテ人イツタイ乃ち進み

かれのすべての從者およびかれとともにある妻子

皆進めり 23國中皆大聲をあげて哭き民皆進む王

もまたキデロン川を渡りて進み民皆進みて野の道

におもむけり 24視よザドクおよび倶にあるレビ

人もまた皆神の契約の櫃を舁ていたり神の櫃をお

ろして民の悉く邑よりいづるをまてりアビヤタル

もまたのぼれり 25ここに王ザドクにいひけるは

神の櫃を邑に舁もどせ若し我ヱホバのまへに恩を

うるならばヱホバ我を携かへりて我にこれを見し

其往處を見したまはん 26されどヱホバもし汝を

悦ばずと斯いひたまはば視よ我は此にあり其目に

善と見ゆるところを我になしたまへ 27王また祭

司ザドクにいひけるは汝先見者汝らの二人の子即

ち汝の子アヒマアズとアビヤタルの子ヨナタンを

伴ひて安然に城邑に歸れ 28見よ我は汝より言の

きたりて我に告るまで野の渡場に留まらんと 29

ザドクとアビヤタルすなはち神の櫃をエルサレム

に舁もどりて彼處に止まれり 30ここにダビデ橄

欖山の路を陟りしが陟るときに哭き其首を蒙みて

跣足にて行りかれと倶にある民皆各其首を蒙みて

のぼり哭つつのぼれり 31時にアヒトペルがアブ

サロムに與せる者の中にあることダビデに聞えけ

ればダビデいふヱホバねがはくはアヒトペルの計

策を愚ならしめたまへと 32ダビデ嶺にある神を

拝する處に至れる時視よアルキ人ホシヤイ衣を裂

き土を頭にかむりてきたりてダビデを迎ふ 33ダ

ビデかれにいひけるは爾若し我とともに進まば我

の負となるべし 34されど汝もし城邑にかへりて

アブサロムにむかひ王よ我爾の僕となるべし此ま

で爾の父の僕たりしごとく今また汝の僕となるべ

しといはば爾はわがためにアヒトペルの計策を敗

るにいたらん 35祭司ザドクとアビヤタル爾とと

もに彼處にあるにあらずや是故に爾が王の家より

聞たる事はことごとく祭司ザドクとアビヤタルに

告べし 36視よかれらとともに彼處にはその二人

の子即ちザドクの子アヒマアズとアビヤタルの子

ヨナタンをるなり爾ら其聞たる事をことごとく彼

等の手によりて我に通ずべし 37ダビデの友ホシ

ヤイすなはち城邑にいたりぬ時にアブサロムはエ

ルサレムに入居たり

16ダビデ少しく嶺を過ゆける時視よメピボセテ
の僕ヂバ鞍おける二頭の驢馬を引き其上にパ

ン二百乾葡萄一百球乾棗の團塊一百酒一嚢を載き

たりてダビデを迎ふ 2王ヂバにいひけるは此等は

何なるかヂバいひけるは驢馬は王の家族の乗るた

めパンと乾棗は少者の食ふため洒は野に困憊たる

者の飮むためなり 3王いひけるは爾の主人の子は

何處にあるやヂバ王にいひけるはかれはエルサレ

ムに止まる其は彼イスラエルの家今日我父の國を

我にかへさんと言をればなり 4王ヂバにいひける

は視よメピボセテの所有は悉く爾の所有となるべ

しヂバいひけるは我拝す王わが主よ我をして爾の

まへに恩を蒙むらしめたまへ 5斯てダビデ王バホ

リムにいたるに視よ彼處よりサウルの家の族の者

一人出きたる其名をシメイといふゲラの子なり彼

出きたりて來りつつ詛へり 6又彼ダビデとダビデ

王の諸の臣僕にむかひて石を投たり時に民と勇士

皆王の左右にあり 7シメイ詛の中に斯いへり汝血

を流す人よ爾邪なる人よ出され出され 8爾が代り

て位に登りしサウルの家の血を凡てヱホバ爾に歸

したまへりヱホバ國を爾の子アブサロムの手に付

したまへり視よ爾は血を流す人なるによりて禍患

の中にあるなり 9ゼルヤの子アビシヤイ王にいひ

けるは此死たる犬なんぞ王わが主を詛ふべけんや

請ふ我をして渉りゆきてかれの首を取しめよ 10

王いひけるはゼルヤの子等よ爾らの與るところに

あらず彼の詛ふはヱホバ彼にダビデを詛へと言た

まひたるによるなれば誰か爾なんぞ然するやと言

べけんや 11ダビデ又アビシヤイおよび己の諸の

臣僕にいひけるは視よわが身より出たるわが子わ

が生命を求む况や此ベニヤミン人をや彼を聽して

詛はしめよヱホバ彼に命じたまへるなり 12ヱホ

バわが艱難を俯視みたまふことあらん又ヱホバ今

日彼の詛のために我に善を報いたまふことあらん

と 13斯てダビデと其從者途を行けるにシメイは

ダビデに對へる山の傍に行て行つつ詛ひまた彼に

むかひて石を投げ塵を揚たり 14王および倶にあ

る民皆アエピムに來りて彼處に息をつげり 15偖

アブサロムと總ての民イスラエルの人々エルサレ

ムに至れりアヒトペルもアブサロムとともにいた

る 16ダビデの友なるアルキ人ホシヤイ、アブサ

ロムの許に來りし時アブサロムにいふ願くは王壽

かれ願くは王壽かれ 17アブサロム、ホシヤイに

いひけるは此は爾が其友に示す厚意なるや爾なん
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ぞ爾の友と往ざるやと 18ホシヤイ、アブサロム

にいひけるは然らずヱホバと此民とイスラエルの

總の人々の選む者に我は屬し且其人とともに居る

べし 19且又我誰に事ふべきか其子の前に事べき

にあらずや我は爾の父のまへに事しごとく爾のま

へに事べし 20爰にアブサロム、アヒトベルにい

ひけるは我儕如何に爲べきか爾等計を爲すべしと

21アヒトペル、アブサロムにいひけるは爾の父が

遺して家を守らしむる妾等の處に入れ然ばイスラ

エル皆爾が其父に惡まるるを聞ん而して爾ととも

にをる總の者の手強くなるべしと 22是において

屋脊にアブサロムのために天幕を張ければアブサ

ロム、イスラエルの目のまへにて其父の妾等の處

に入りぬ 23當時アヒトペルが謀れる謀計は神の

言に問たるごとくなりきアヒトペルの謀計は皆ダ

ビデとアブサロムとに倶に是のごとく見えたり

き

17時にアヒトペル、アブサロムにいひけるは請
ふ我に一萬二千の人を擇み出さしめよ我起て

今夜ダビデの後を追ひ 2彼が憊れて手弱なりし所

を襲ふて彼をおびえしめん而して彼とともにをる

民の逃ん時に我王一人を撃とり 3總の民を爾に歸

せしむべし夫衆の歸するは爾が求むる此人に依な

れば民みな平穩になるべし 4此言アブサロムの目

とイスラエルの總の長老の目に的當と見えたり 5

アブサロムいひけるはアルキ人ホシヤイをも召き

たれ我等彼が言ふ所をも聞んと 6ホシヤイ乃ちア

ブサロムに至るにアブサロムかれにかたりていひ

けるはアヒトペル是のごとく言り我等其言を爲べ

きか若し可ずば爾言ふべし 7ホシヤイ、アブサロ

ムにいひけるは此時にあたりてアヒトペルが授け

し計略は善らず 8ホシヤイまたいひけるは爾の知

るごとく爾の父と其從者は勇士なり且彼等は野に

て其子を奪れたる熊の如く其氣激怒をれり又爾の

父は戰士なれば民と共に宿らざるべし 9彼は今何

の穴にか何の處にか匿れをる若し數人の者手始に

仆なば其を聞く者は皆アブサロムに從ふ者の中に

敗ありと言はん 10しからば獅子の心のごとき心

ある勇猛き夫といふとも全く挫碎ん其はイスラエ

ル皆爾の父の勇士にして彼とともにある者の勇猛

き人なるをしればなり 11我は計議るイスラエル

をダンよりベエルシバにいたるまで海濱の沙の多

きが如くに悉く爾の處につどへ集めて爾親ら戰陣

に臨むべし 12我等彼の見出さるる處にて彼を襲

ひ露の地に下るがごとく彼のうへに降らんしかし

て彼および彼とともにあるすべての人々を一人も

遺さざるべし 13若し彼何かの城邑に集らばイス

ラエル皆繩を其城邑にかけ我等これを河に曳きた

ふして其處に一の小石も見えざらしむべしと 14

アブサロムとイスラエルの人々皆アルキ人ホシヤ

イの謀計はアヒトペルの謀計よりも善しといふ其

はヱホバ、アブサロムに禍を降さんとてヱホバ、

アヒトペルの善き謀計を破ることを定めたまひた

ればなり 15爰にホシヤイ祭司ザドクとアビヤタ

ルにいひけるはアヒトペル、アブサロムとイスラ

エルの長老等のために斯々に謀れりきた我は斯々

に謀れり 16されば爾ら速に人を遣してダビデに

告て今夜野の渡場に宿ることなく速に渡りゆけと

いへおそらくは王および倶にある民皆呑つくされ

ん 17時にヨナタンとアヒマアズはエンロゲルに

俟居たり是は城邑にいるを見られざらんとてなり

爰に一人の仕女ゆきて彼等に告げければ彼らダビ

デ王に告んとて往く 18しかるに一人の少者かれ

らを見てアブザロムにつげたりされど彼等二人は

急ぎさりてバホリムの或人の家にいたる其人の庭

に井ありてかれら其處にくだりければ 19婦蓋を

とりて井の口のうへに掩け其上に擣たる麥をひろ

げたり故に事知れざりき 20時にアブサロムの僕

等其婦の家に來りていひけるはアヒマアズとヨナ

タンは何處にをるや婦かれらに彼人々は小川を濟

れりといふかれら尋ねたれども見當ざればエルサ

レムに歸れり 21彼等が去し時かの二人は井より

のぼりて往てダビデ王に告げたり即ちダビデに言

けるは起て速かに水を濟れ其はアヒトベル斯爾等

について謀計を爲したればなりと 22ダビデ起て

己とともにある凡ての民とともにヨルダンを濟れ

り曙には一人もヨルダンを濟らざる者はなかりき

23アヒトベルは其謀計の行れざるを見て其驢馬に

鞍おき起て其邑に往て其家にいたり家の人に遺言

して自ら縊れ死て其父の墓に葬らる 24爰にダビ

デ、マナハイムに至る又アブサロムは己とともに

あるイスラエルの凡の人々とともにヨルダンを濟

れり 25アブサロム、アマサをヨアブの代りに軍

の長と爲りアマサは夫のナハシの女にてヨアブの

母ゼルヤの妹なるアビガルに通じたるイシマエル

人名はヱテルといふ人の子なり 26かくてイスラ

エルとアブサロムはギレアデの地に陣どれり 27

ダビデ、マハナイムにいたれる時アンモンの子孫
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の中なるラバのナハシの子シヨビとロデバルのア

ンミエルの子マキルおよびロゲリムのギレアデ人

バルジライ 28臥床と鍋釜と陶器と小麥と大麥と

粉と烘麥と豆と小豆の烘たる者と 29蜜と牛酪と

羊と犢をダビデおよび倶にある民の食ふために持

來れり其は彼等民は野にて饑憊れ渇くならんと謂

たればなり

18爰にダビデ己とともにある民を核べて其上に
千夫の長百夫の長を立たり 2しかしてダビデ

民を三に分ちて其一をヨアブの手に託け一をゼル

ヤの子ヨアブの兄弟アビシヤイの手に託け一をガ

テ人イツタイの手に託けたりかくして王民にいひ

けるは我もまた必ず汝らとともに出んと 3されど

民いふ汝は出べからず我儕如何に逃るとも彼等は

我儕に心をとめじ又我儕半死とも我儕に心をとめ

ざるべしされど汝は我儕の一萬に等し故に汝は城

邑の中より我儕を助けなば善し 4王かれらにいひ

けるは汝等の目に善と見ゆるところを爲すべしと

かくて王門の傍に立ち民皆或は百人或は千人とな

りて出づ 5王ヨアブ、アビシヤイおよびイツタイ

に命じてわがために少年アブサロムを寛に待へよ

といふ王のアブサロムの事について諸の將官に命

を下せる時民皆聞り 6爰に民イスラエルにむかひ

て野に出でエフライムの叢林に戰ひしが 7イスラ

エルの民其處にてダビデの臣僕のまへに敗る其日

彼處の戰死大にして二萬にいたれり 8しかして戰

徧く其地の表に廣がりぬ是日叢林の滅ぼせる者は

刀劒の滅ぼせる者よりも多かりき 9爰にアブサロ

ム、ダビデの臣僕に行き遭り時にアブサロム騾馬

に乗居たりしが騾馬大なる橡樹の繁き枝の下を過

ければアブサロムの頭其橡に繋りて彼天地のあひ

だにあがれり騾馬はかれの下より行過たり 10一

箇の人見てヨアブに告ていひけるは我アブサロム

が橡樹に懸りをるを見たりと 11ヨアブ其告たる

人にいひけるはさらば爾見て何故に彼を其處にて

地に撃落さざりしや我爾に銀十枚と一本の帶を與

へんものを 12其人ヨアブにいひけるは假令わが

手に銀千枚を受べきも我は手をいだして王の子に

敵せじ其は王我儕の聞るまへにて爾とアビシヤイ

とイツタイに命じて爾ら各少年アブサロムを害す

るなかれといひたまひたればなり 13我若し反い

てかれの生命を戕賊はば何事も王に隱るる所なけ

れば爾自ら立て我を責んと 14時にヨアブ我かく

爾とともに滞るべからずといひて手に三本の槍を

携へゆきて彼の橡樹の中に尚生をるアブサロムの

胸に之を衝通せり 15ヨアブの武器を執る十人の

少者繞きてアブサロムを撃ち之を死しめたり 16

かくてヨアブ喇叭を吹ければ民イスラエルの後を

追ふことを息てかへれりヨアブ民を止めたればな

り 17衆アブサロムを將て叢林の中なる大なる穴

に投げいれ其上に甚だ大きく石を疊あげたり是に

おいてイスラエル皆おのおの其天幕に逃かへれり

18アブサロム我はわが名を傳ふべき子なしと言て

其生る間に己のために一の表柱を建たり王の谷に

あり彼おのれの名を其表柱に與たり其表柱今日に

いたるまでアブサロムの碑と稱らる 19爰にザド

クの子アヒマアズいひけるは請ふ我をして趨りて

王にヱホバの王をまもりて其敵の手を免かれしめ

たまひし音信を傳へしめよと 20ヨアブかれにい

ひけるは汝は今日音信を傳ふるものとなるべから

ず他日に音信を傳ふべし今日は王の子死たれば汝

音信を傳ふべからず 21ヨアブ、クシ人にいひけ

るは往て爾が見たる所を王に告よクシ人ヨアブに

禮をなして走れり 22ザドクの子アヒマアズ再び

ヨアブにいひけるは請ふ何にもあれ我をも亦クシ

人の後より走ゆかしめよヨアブいひけるは我子よ

爾は充分の音信を持ざるに何故に走りゆかんとす

るや 23かれいふ何れにもあれ我をして走りゆか

しめよとヨアブかれにいふ走るべし是においてア

ヒマアズ低地の路をはしりてクシ人を走越たり 24

時にダビデは二の門の間に坐しゐたり爰に守望者

門の蓋上にのぼり石墻にのぼりて其目を擧て見る

に視よ獨一人にて走きたる者あり 25守望者呼は

りて王に告ければ王いふ若し獨ならば口に音信を

持つならんと其人進み來りて近づけり 26守望者

復一人の走りきたるを見しかば守望者守門者に呼

はりて言ふ獨一人にて走きたる者あり王いふ其人

もまた音信を持ものなり 27守望者言ふ我先者の

走を見るにザドクの子アヒマアズの走るが如しと

王いひけるは彼は善人なり善き音信を持來るなら

ん 28アヒマアズ呼はりて王にいひけるはねがは

くは平安なれとかくて王のまへに地に伏していふ

爾の神ヱホバは讃べきかなヱホバかの手をあげて

王わが主に敵したる人々を付したまへり 29王い

ひけるは少年アブサロムは平安なるやアヒマアズ

こたへけるは王の僕ヨアブ僕を遣はせし時我大な

る噪を見たれども何をも知らざるなり 30王いひ

けるは側にいたりて其處に立よと乃ち側にいたり



サムエル記Ⅱ 236

て立つ 31時に視よクシ人來れりクシ人いひける

はねがはくは王音信を受たまへヱホバ今日爾をま

もりて凡て爾にたち逆ふ者の手を免かれしめたま

へり 32王クシ人にいひけるは少年アブサロムは

平安なるやクシ人いひけるはねがはくは王わが主

の敵および凡て汝に起ち逆ひて害をなさんとする

者は彼少年のごとくなれと 33王大に感み門の樓

にのぼりて哭り彼行ながらかくいへりわが子アブ

サロムよわが子わが子アブサロムよ鳴呼われ汝に

代りて死たらん者をアブサロムわが子よわが子

よ

19時にヨアブに告る者ありていふ視よ王はアブ
サロムの爲に哭き悲しむと 2其日の勝利は凡

の民の悲哀となれり其は民其日王は其子のために

憂ふと言ふを聞たればなり 3其日民は戰爭に逃て

羞たる民の竊て去がごとく竊て城邑にいりぬ 4王

は其面を掩へり王大聲に叫てわが子アブサロムよ

アブサロムわが子よわが子よといふ 5ここにヨア

ブ家にいり王の許にいたりていひけるは汝今日汝

の生命と汝の男子汝の女子の生命および汝の妻等

の生命と汝の妾等の生命を救ひたる汝の凡の臣僕

の顔を羞させたり 6是は汝おのれを惡む者を愛し

おのれを愛する者を惡むなり汝今日汝が諸侯伯を

も諸僕をも顧みざるを示せり今日我さとる若しア

ブサロム生をりて我儕皆死たらば汝の目に適ひし

ならん 7されど今立て出で汝の諸僕を慰めてかた

るべし我ヱホバを指て誓ふ汝若し出ずば今夜一人

も汝とともに止るものなかるべし是は汝が若き時

より今にいたるまでに蒙りたる諸の災禍よりも汝

に惡かるべし 8是に於て王たちて門に坐す人々凡

の民に告て視よ王は門に坐し居るといひければ民

皆王のまへにいたる然どイスラエルはおのむの其

天幕に逃かへれり 9イスラエルの諸の支派の中に

民皆爭ひていひけるは王は我儕を敵の手より救ひ

いだしまた我儕をペリシテ人の手より助けいだせ

りされど今はアブサロムのために國を逃いでたり

10また我儕が膏そそぎて我儕の上にかきしアブサ

ロムは戰爭に死ねりされば爾ら何ぞ王を導きかへ

らんことと言ざるや 11ダビデ王祭司ザドクとア

ビヤタルに言つかはしけるはユダの長老等に告て

言ヘイスラエルの全家の言語王の家に達せしに爾

ら何ぞ王を其家に導きかへる最後となるや 12爾

等はわが兄弟爾らはわが骨肉なりしかるになんぞ

爾等王を導き歸る最後となるやと 13又アマサに

言べし爾はわが骨肉にあらずや爾ヨアブにかはり

て常にわがまへにて軍長たるべし若しからずば神

我に斯なし又重ねてかくなしたまへと 14かくダ

ビデ、ユダの凡の人をして其心を傾けて一人のご

とくにならしめければかれら王にねがはくは爾お

よび爾の諸の臣僕歸りたまへといひおくれり 15

是において王歸りてヨルダンにいたるにユダの人

々王を迎へんとて來りてギルガルにいたり王を送

りてヨルダンを濟らんとす 16時にバホリムのベ

ニヤミン人ゲラの子シメイ急ぎてユダの人々とと

もに下りダビデ王を迓ふ 17一千のベニヤミン人

彼とともにあり亦サウルの家の僕ヂバも其十五人

の男子と二十人の僕をしたがへて偕に居たりしが

皆王のまへにむかひてヨルダンをこぎ渡れり 18

時に王の家族を濟しまた王の目に善と見ゆるとこ

ろを爲んとて濟舟を濟せり爰にゲラの子シメイ、

ヨルダンを濟れる時王のまへに伏して 19王にい

ひけるはわが主よねがはくは罪を我に歸するなか

れまた王わが主のエルサレムより出たまへる日に

僕が爲たる惡き事を記憶えたまふなかれねがはく

は王これを心に置たまふなかれ 20其は僕我罪を

犯したるを知ればなり故に視よ我今日ヨセフの全

家の最初に下り來りて王わが主を迓ふと 21然に

ゼルヤの子アビシヤイ答へていひけるはシメイは

ヱホバの膏そそぎし者を詛たるに因て其がために

誅さるべきにあらずやと 22ダビデいひけるは爾

らゼルヤの子よ爾らのあづかるところにあらず爾

等今日我に敵となる今日豈イスラエルの中にて人

を誅すべけんや我豈わが今日イスラエルの王とな

りたるをしらざらんやと 23是をもて王はシメイ

に爾は誅されじといひて王かれに誓へり 24爰に

サウルの子メピボセテ下りて王をむかふ彼は王の

去し日より安かに歸れる日まで其足を飾らず其鬚

を飾らず又其衣を濯ざりき 26彼エルサレムより

きたりて王を迓ふる時王かれにいひけるはメビボ

セテ爾なんぞ我とともに往ざりしや彼こたへけ

るはわが主王よわが僕我を欺けり僕はわれ驢馬に

鞍おきて其に乗て王の處にゆかんといへり僕跛者

なればなり 27しかるに彼僕を王わが主に讒言せ

り然ども王わが主は神の使のごとし故に爾の目に

善と見るところを爲たまへ 28わが父の全家は王

わが主のまへには死人なるのみなるに爾僕を爾の

席にて食ふ者の中に置たまへりされば我何の理あ

りてか重ねて王に哀訴ることをえん 29王かれに
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いひけるは爾なんぞ重ねて爾の事を言や我いふ爾

とヂバ其地を分つべし 30メピボセテ王にいひけ

るは王わが主安然に其家に歸りたまひたればかれ

に之を悉くとらしめたまへと 31爰にギレアデ人

バルジライ、ロゲリムより下り王を送りてヨルダ

ンを渡らんとて王とともにヨルダンを濟れり 32

バルジライは甚だ老たる人にて八十歳なりきかれ

は甚だ大なる人なれば王のマハナイムに留れる間

王を養へり 33王バルジライにいひけるは爾我と

ともに濟り來れ我エルサレムにて爾を我とともに

養はん 34バルジライ王にいひけるはわが生命の

年の日尚幾何ありてか我王とともにエルサレムに

上らんや 35我は今日八十歳なり善きと惡きとを

辨へるをえんや僕其食ふところと飮ところを味ふ

をえんや我再び謳歌之男と謳歌之女の聲を聽えん

や僕なんぞ尚王わが主の累となるべけんや 36僕

は王とともにヨルダンを濟りて只少しくゆかん王

なんぞこの報賞を我に報ゆるに及ばんや 37請ふ

僕を歸らしめよ我自己の邑にてわが父母の墓の側

に死ん但し僕キムハムを視たまへかれを王わが主

とともに濟り往しめたまへ又爾の目に善と見る所

を彼になしたまへ 38王いひけるはキムハム我と

ともに濟り往くべし我爾の目に善と見ゆる所をか

れに爲ん又爾が望みて我に求むる所は皆我爾のた

めに爲すべしと 39民皆ヨルダンを濟れり王渡り

し時王バルジライに接吻してこれを祝す彼遂に己

の所に歸れり 40かくて王ギルガルに進むにキム

ハムかれとともに進めりユダの民皆王を送れりイ

スラエルの民の半も亦しかり 41是にイスラエル

の人々皆王の所にいたりて王にいひけるは我儕の

兄弟なるユダの人々何故に爾を竊みさり王と其家

族およびダビデとともなる其凡の從者を送りてヨ

ルダンを濟りしやと 42ユダの人々皆イスラエル

の人々に對へていふ王は我に近きが故なり爾なん

ぞ此事について怒るや我儕王の物を食ひしことあ

るや王我儕に賜物を與へたることあるや 43イス

ラエルの人ユダの人に對ていひけるは我は王のう

ちに十の分を有ち亦ダビデのうちにも我は爾より

も多を有つなりしかるに爾なんぞ我らを軽じたる

やわが王を導きかへらんと言しは我最初なるにあ

らずやとされどユダの人々の言はイスラエルの人

々の言よりも厲しかりき

20爰に一人の邪なる人あり其名をシバといビク
リの子にしてベニヤミン人なり彼喇叭を吹て

いひけるは我儕はダビデの中に分なし又ヱサイの

子のうちに產業なしイスラエルよ各人其天幕に歸

れよと 2是によりてイスラエルの人皆ダビデに随

ふことを止てのぼりビクリの子シバにしたがへり

然どユダの人々は其王に附てヨルダンよりエルサ

レムにいたれり 3ダビデ、エルサレムにある己の

家にいたり王其遺して家を守らせたる妾なる十人

の婦をとりてこれを一の室に守り置て養へりされ

どかれらの處には入ざりき斯かれらは死る日まで

閉こめられて生涯嫠婦にてすごせり 4爰に王アマ

サにいひけるは我ために三日のうちにユダの人々

を召きたれしかして爾此處にをれ 5アマサ乃ちユ

ダを召あつめんとて往たりしが彼ダビデが定めた

る期よりも長く留れり 6是においてダビデ、アビ

シヤイにいひけるはビクリの子シバ今我儕にアブ

サロムよりもおほくの害をなさんとす爾の主の臣

僕を率ゐて彼の後を追へ恐らくは彼堅固なる城邑

を獲て我儕の目を逃れんと 7是によりてヨアブの

從者とケレテ人とペレテ人および都の勇士彼にし

たがびて出たり即ち彼等エルサレムより出てビク

リの子シバの後を追ふ 8彼等がギベオンにある大

石の傍に居りし時アマサかれらにむかひ來れり時

にヨアブ戎衣に帶を結て衣服となし其上に刀を鞘

にをさめ腰に結びて帶び居たりしが其劍脱け堕ち

たり 9ヨアブ、アマサにわが兄弟よ爾は平康なる

やといひて右の手をもてアマサの鬚を將て彼に接

吻せんとせしが 10アマサはヨアブの手にある劍

に意を留ざりければヨアブ其をもてアマサの腹を

刺して其膓を地に流しいだし重ねて撃に及ばざら

しめてこれをころせりかくてヨアブと其兄弟ア

ビシヤイ、ビクリの子シバの後を追り 11時にヨ

アブの少者の一人アマサの側にたちていふヨアブ

を助くる者とダビデに附從ものはヨアブの後に隨

へと 12アマサは血に染て大路の中に轉び居たり

斯人民の皆立どまるを見てアマサを大路より田に

移したるが其側にいたれる者皆見て立ちとまりけ

れば衣を其上にかけたり 13アマサ大路より移さ

れければ人皆ヨアブにしたがひ進みてビクリの子

シバの後を追ふ 14彼イスラエルの凡の支派の中

を行てアベルとベテマアカに至るに少年皆集りて

亦かれにしたがひゆけり 15かくて彼等來りて彼

をアベル、ベテマアカに圍み城邑にむかひて壘を

築けり是は壕の中にたてりかくしてヨアブととも

にある民皆石垣を崩さんとてこれを撃居りしが 16
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一箇の哲き婦城邑より呼はりていふ爾ら聽よ爾ら

聽よ請ふ爾らヨアブに此に近よれ我爾に言んと言

へと 17かれ其婦にちかよるに婦いひけるは爾は

ヨアブなるやかれ然りといひければ婦彼にいふ婢

の言を聽けかれ我聽くといふ 18婦即ち語りてい

ひけるは昔人々誠に語りて人必ずアベルにおいて

索問べしといひて事を終ふ 19我はイスラエルの

中の平和なる忠義なる者なりしかるに爾はイスラ

ルの中にて母ともいふべき城邑を滅さんことを求

む何ゆゑに爾ヱホバの產業を呑み盡さんとするや

20ヨアブ答へていひけるは決めてしからず決めて

しからずわれ呑み盡し或は滅ぼさんとすることな

し 21其事しからずエフライムの山地の人ビクリ

の子名はシバといふ者手を擧て王ダビデに敵せり

爾ら只彼一人を付せ然らば我此邑をさらんと婦ヨ

アブにいひけるは視よ彼の首級は石垣の上より爾

に投いだすべし 22かくて婦其智慧をもて凡の民

の所にいたりければかれらビクリの子シバの首級

を刎てヨアブの所に投出せり是においてヨアブ喇

叭を吹ならしければ人々散て邑より退きておのお

の其天幕に還りぬヨアブはエルサレムにかへりて

王の處にいたれり 23ヨアブはイスラエルの全軍

の長なりヱホヤダの子ベナヤはケレテ人とペレテ

人の長なり 24アドラムは徴募長なりアヒルデの

子ヨシヤパテは史官なり 25シワは書記官なりザ

ドクとアビヤタルは祭司なり 26亦ヤイル人イラ

はダビデの大臣なり

21ダビデの世に年復年と三年饑饉ありければダ
ビデ、ヱホバに問にヱホバ言たまひけるは是

はサウルと血を流せる其家のためなり其は彼嘗て

ギベオン人を殺したればなりと 2是において王ギ

ベオン人を召てかれらにいへりギベオン人はイス

ラエルの子孫にあらずアモリ人の殘餘なりしがイ

スラエルの子孫昔彼等に誓をなしたり然るにサウ

ル、イスラエルとユダの子孫に熱心なるよりして

彼等を殺さんと求めたり 3即ちダビデ、ギベオン

人にいひけるは我汝等のために何を爲すべきか我

何の賠償を爲さば汝等ヱホバの產業を祝するや 4

ギベオン人彼にいひけるは我儕はサウルと其家の

金銀を取じ又汝は我らのためにイスラエルの中の

人一人をも殺すなかれダビデいひけるは汝等が言

ふ所は我汝らのために爲ん 5彼等王にいひけるは

我儕を滅したる人我儕を殲してイスラエルの境の

中に居留ざらしめんとて我儕にむかひて謀を設け

し人 6請ふ其人の子孫七人を我儕に與へよ我儕ヱ

ホバの選みたるサウルのギベアにて彼等をヱホバ

のまへに懸ん王いふ我與ふべしと 7されど王サウ

ルの子ヨナタンの子なるメピボセテを惜めり是は

彼等のあひだ即ちダビデとサウルの子ヨナタンと

の間にヱホバを指して爲る誓あるに因り 8されど

王アヤの女リヅパがサウルに生し二人の子アルモ

ニとメピボセテおよびサウルの女メラブがメホラ

人バルジライの子アデリエルに生し五人の子を取

りて 9かれらをギベオン人の手に與へければギベ

オン人かれらを山の上にてヱホバの前に懸たり彼

等七人倶に斃れて刈穫の初日即ち大麥刈の初時に

死り 10アヤの女リヅパ麻布を取りて刈穫の初時

より其屍上に天より雨ふるまでこれをおのれのた

めに磐の上に布きおきて晝は空の鳥を屍の上に止

らしめず夜は野の獣をちかよらしめざりき 11爰

にアヤの女サウルの妾リヅパの爲しことダビデに

聞えければ 12ダビデ往てサウルの骨と其子ヨナ

タンの骨をヤベシギレアデの人々の所より取り是

はペリシテ人がサウルをギルボアに殺してベテシ

ヤンの衢に懸たるをかれらが竊みさりたるものな

り 13ダビデ其處よりサウルの骨と其子ヨナタン

の骨を携へ上れりまた人々其懸られたる者等の骨

を斂たり 14かくてサウルと其子ヨナタンの骨を

ベニヤミンの地のゼラにて其父キシの墓に葬り都

て王の命じたる所を爲り比より後神其地のため祈

祷を聽たまへり 15ペリシテ人復イスラエルと戰

爭を爲すダビデ其臣僕とともに下りてペリシテ人

と戰ひけるがダビデ困憊居りければ 16イシビベ

ノブ、ダビデを殺さんと思へり(イシビベノブは

巨人の子等の一人にて其槍の銅の重は三百シケル

あり彼新しき劒を帶たり) 17しかれどもゼルヤの

子アビシヤイ、ダビデを助けて其ペリシテ人を撃

ち殺せり是においてダビデの從者かれに誓ひてい

ひけるは汝は再我儕と共に戰爭に出べからず恐ら

くは爾イスラエルの燈光を消さんと 18此後再び

ゴブにおいてペリシテ人と戰あり時にホシヤ人シ

ベカイ巨人の子等の一人なるサフを殺せり 19爰

に復ゴブにてペリシテ人と戰あり其處にてベテレ

ヘム人ヤレオレギムの子エルハナン、ガテのゴリ

アテの兄弟ラミを殺せり其槍の柄は機の梁の如く

なりき 20又ガテに戰ありしが其處に一人の身長

き人あり手には各六の指あり足には各六の指あり

て其數合せて二十四なり彼もまた巨人の生る者な
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り 21彼イスラエルを挑みしかばダビデに兄弟シ

メアの子ヨナタン彼を殺せり 22是らの四人はガ

テにて巨人の生るものなりしがダビデの手と其臣

僕の手に斃れたり

22ダビデ、ヱホバが己を諸の敵の手とサウルの
手より救ひいだしたまへる日に此歌の言をヱ

ホバに陳たり曰く 2ヱホバはわが巌わが要害我を

救ふ者 3わが磐の神なりわれ彼に倚賴むヱホバは

わが干わが救の角わが高櫓わが逃躱處わが救主な

り爾我をすくひて暴き事を免れしめたまふ 4我ほ

めまつるべきヱホバに呼はりてわが敵より救はる

5死の波涛われを繞み邪曲なる者の河われをおそ

れしむ 6冥府の繩われをとりまき死の機檻われに

のぞめり (Sheol h7585) 7われ艱難のうちにヱホバを

よびまたわが神に龥れりヱホバ其殿よりわが聲を

ききたまひわが喊呼其耳にいりぬ 8爰に地震ひ撼

き天の基動き震へりそは彼怒りたまへばなり 9烟

其鼻より出てのぽり火その口より出て燒きつくし

おこれる炭かれより燃いづ 10彼天を傾けて下り

たまふ黑雲その足の下にあり 11ケルブに乗て飛

び風の翼の上にあらはれ 12其周圍に黑暗をおき

集まれる水密雲を幕としたまふ 13そのまへの光

より炭火燃いづ 14ヱホバ天より雷をくだし最高

者聲をいだし 15又箭をはなちて彼等をちらし電

をはなちて彼等をうちやぶりたまへり 16ヱホバ

の叱咤とその鼻の氣吹の風によりて海の底あらは

れいで地の基あらはになりぬ 17ヱホバ上より手

をたれて我をとり洪水の中より我を引あげ 18ま

たわが勁き敵および我をにくむ者より我をすくひ

たまへり彼等は我よりも強かりければなり 19彼

等はわが菑災の日にわれに臨めりされどヱホバわ

が支柱となり 20我を廣き處にひきいだしわれを

喜ぶがゆゑに我をすくひたまへり 21ヱホバわが

義にしたがひて我に報い吾手の清潔にしたがひて

我に酬したまへり 22其はわれヱホバの道をまも

り惡をなしてわが神に離しことなければなり 23

その律例は皆わがまへにあり其法憲は我これを離

れざるなり 24われ神にむかひて完全かり又身を

守りて惡を避たり 25故にヱホバわが義にしたが

ひ其目のまへにわが潔白あるに循ひてわれに報い

たまへり 26矜恤者には爾矜恤ある者のごとくし

完全人には爾完全者のごとくし 27潔白者には爾

潔白もののごとくし邪曲者には爾嚴刻者のごとく

したまふ 28難る民は爾これを救たまふ然ど矜高

者は爾の目見て之を卑したまふ 29ヱホバ爾はわ

が燈火なりヱホバわが暗をてらしたまふ 30われ

爾によりて軍隊の中を驅とほりわが神に由て石垣

を飛こゆ 31神は其道まつたしヱホバの言は純粋

なし彼は都て己に倚賴む者の干となりたまふ 32

夫ヱホバのほか誰か神たらん我儕の神のほか敦か

磐たらん 33神はわが強き堅衆にてわが道を全う

し 34わが足を麀の如くなし我をわが崇邱に立し

めたまふ 35神わが手に戰を敎へたまへばわが腕

は銅の弓をも挽を得 36爾我に爾の救の干を與へ

爾の慈悲われを大ならしめたまふ 37爾わが身の

下の歩を恢廓しめたまへば我踝ふるへず 38われ

わが敵を追て之をほろぼし之を絶すまではかへら

ず 39われ彼等を絶し彼等を破碎ば彼等たちえず

わが足の下にたふる 40汝戰のために力をもて我

に帶しめ又われに逆ふ者をわが下に拝跪しめたま

ふ 41爾わが敵をして我に後を見せしめたまふ我

を惡む者はわれ之をほろぼさん 42彼等環視せど

救ふ者なしヱホバを仰視ど彼等に應たまはず 43

地の塵の如くわれ彼等をうちくだき又衢間の泥の

ごとくわれ彼等をふみにぢる 44爾われをわが民

の爭闘より救ひ又われをまもりて異邦人等の首長

となしたまふわが知ざる民我につかふ 45異邦人

等は我に媚び耳に聞と均しく我にしたがふ 46異

邦人等は衰へ其衛所より戰慄て出づ 47ヱホバは

活る者なりわが磐は讃べきかなわが救の磐の神は

あがめまつるべし 48此神われに仇を報いしめ國

々の民をわが下にくだらしめたまひ 49又わが敵

の中よりわれを出し我にさからふ者の上に我をあ

げまた強暴人の許よりわれを救ひいだしたまふ 50

是故にヱホバよわれ異邦人等のうちに爾をほめ爾

の名を稱へん 51ヱホバその王の救をおほいにし

その受膏者なるダビデと其裔に永久に恩を施した

まふなり

23ダビデの最後の言は是なりヱサイの子ダビデ
の詔言即ち高く擧られし人ヤコブの神に膏を

そそがれし者イスラエルの善き歌人の詔言 2ヱホ

バの霊わが中にありて言たまふ其諭言わが舌にあ

り 3イスラエルの神いひたまふイスラエルの磐わ

れに語たまふ人を正く治むる者神を畏れて治むる

者は 4日の出の朝の光のごとく雲なき朝のごとく

又雨の後の日の光明によりて地に茁いづる新草ご

とし 5わが家かく神とともにあるにあらずや神萬

具備りて鞏固なる永久の契約を我になしたまへり
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吾が救と喜を皆いかで生ぜしめたまはざらんや 6

しかれども邪なる者は荊棘のごとくにして手をも

て取がたければ皆ともにすてられん 7之にふるる

人は鐵と槍の柯とを其身に備ふべし是は火にやけ

て燒たゆるにいたらん 8是等はダビデの勇士の名

なりタクモニ人ヤシヨベアムは三人衆の長なりし

が一時八百人にむかひて槍を揮ひて之を殺せり 9

彼の次はアホア人ドドの子エルアザルにして三勇

士の中の者なり彼其處に戰はんとて集まれるペリ

シテ人にむかひて戰を挑みイスラエルの人々の進

みのぼれる時にダビデとともに居たりしが 10た

ちてペリシテ人を撃ち終に其手疲て其手劍に固着

て離れざるにいたれり此日ヱホバ大なる救拯を行

ひたまふ民は彼の跡にしたがひゆきて只褫取而巳

なりき 11彼の次はハラリ人アゲの子シヤンマな

り一時ペリシテ人一隊となりて集まれり彼處に扁

豆の滿たる地の處あり民ペリシテ人のまへより逃

たるに 12彼其地の中に立て禦ぎペリシテ人を殺

せりしかしてヱホバ大なる救拯を行ひたまふ 13

刈穫の時に三十人衆の首長なる三人下りてアドラ

ムの洞穴に往てダビデに詣れり時にペリシテ人の

隊レパイムの谷に陣どれり 14其時ダビデは要害

に居りペリシテ人の先陣はベテレヘムにあり 15

ダビデ慕ひていひけるは誰かベテレヘムの門にあ

る井の水を我にのましめんかと 16三勇士乃ちペ

リシテ人の陣を衝き過てベテレヘムの門にある井

の水を汲取てダビデの許に携へ來れり然どダビデ

之をのむことをせずこれをヱホバのまへに灌ぎて

17いひけるはヱホバよ我決てこれを爲じ是は生命

をかけて往し人の血なりと彼これを飮ことを好ま

ざりき三勇士は是等の事を爲り 18ゼルヤの子ヨ

アブの兄弟アビシヤイは三十人衆の首たり彼三百

人にむかひて槍を揮ひて殺せり彼其三十人衆の中

に名を得たり 19彼は三十人衆の中の最も尊き者

にして彼等の長とたれり然ども三人衆には及ばざ

りき 20ヱホヤダの子カブジエルのベナヤは勇氣

あり多くの功績ありし者なり彼モアブの人の獅子

の如きもの二人を撃殺せり彼は亦雪の時に下りて

穴の中にて獅子を撃殺せり 21彼また容貌魁偉た

るエジプト人を撃殺せり其エジプト人は手に槍を

持たるに彼は杖を執て下りエジプト人の手より槍

を捩とりて其槍をもてこれを殺せり 22ヱホヤダ

の子ベナヤ是等の事を爲し三十勇士の中に名を得

たり 23彼は三十人衆の中に尊かりしかども三人

衆には及ばざりきダビデかれを參議の中に列しむ

24三十人衆の中にはヨアブの兄弟アサヘル、ベテ

レヘムのドドの子エルハナン 25ハロデ人シヤン

マ、ハロデ人エリカ 26パルデ人ヘレヅ、テコア

人イツケシの子イラ 27アネトテ人アビエゼル、

ホシヤ人メブンナイ 28アホア人ザルモン、ネト

バ人マハライ 29ネトパ人バアナの子ヘレブ、ベ

ニヤミンの子孫のギベアより出たるリバイの子イ

ツタイ 30ヒラトン人ベナヤ、ガアシの谷のヒダ

イ 31アルパテ人アビアルボン、バホリム人アズ

マウテ 32シヤルボニ人エリヤバ、キゾニ人ヤセ

ン 33ハラリ人シヤンマの子ヨナタン、アラリ人

シヤラルの子アヒアム 34ウルの子エリパレテ、

マアカ人へペル、ギロ人アヒトペルの子エリアム

35カルメル人ヘヅライ、アルバ人パアライ 36ゾ

バのナタンの子イガル、ガド人バニ 37アンモニ

人ゼレク、ゼルヤの子ヨアブの武器を執る者ベエ

ロデ人ナハライ 38ヱテリ人イラ、ヱテリ人ガレ

ブ 39ヘテ人ウリヤあり都三十七人

24ヱホバ復イスラエルにむかひて怒を發しダビ
デを感動して彼等に敵對しめ往てイスラエル

とユダを數へよと言しめたまふ 2王乃ちヨアブお

よびヨアブとともにある軍長等にいひけるは請ふ

イスラエルの諸の支派の中をダンよりベエルシバ

に至るまで行めぐりて民を核べ我をして民の數を

知しめよ 3ヨアブ王にいひけるは幾何あるともね

がはくは汝の神ヱホバ民を百倍に増たまへ而して

王わが主の目それを視るにいたれ然りといへども

王わが主の此事を悦びたまふは何故ぞやと 4され

ど王の言ヨアブと軍長等に勝ければヨアブと軍長

等王の前を退きてイスラエルの民を核べに往り 5

かれらヨルダンを濟りアロエルより即ち河の中の

邑より始めてガドにいたりヤゼルにいたり 6ギレ

アデにいたりタテムホデシの地にいたり又ダニヤ

ンにいたりてシドンに旋り 7またツロの城にいた

りヒビ人とカナン人の諸の邑にいたりユダの南に

出てベエルシバにいたれり 8彼等國を徧く行めぐ

り九月と廿日を經てルサレムに至りぬ 9ヨアブ人

口の數を王に告たり即ちイスラエルに劍を抜く壯

士八十萬ありき又ユダの人は五十萬ありき 10ダ

ビデ民の數を書し後其心自ら責む是においてダビ

デ、ヱホバにいふ我これを爲して大に罪を犯した

りねがはくはヱホバよ僕の罪を除きたまへ我甚だ

愚なる事を爲りと 11ダビデ朝興し時ヱホバの言
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ダビデの先見者なる預言者ガデに臨みて曰く 12

往てダビデに言へヱホバ斯いふ我汝に三を示す汝

其一を擇べ我其を汝に爲んと 13ガデ、ダビデの

許にいたりこれに告てこれにいひけるは汝の地に

七年の饑饉いたらんか或は汝敵に追れて三月其前

に遁んか或は爾の地に三日の疫病あらんか爾考へ

てわが如何なる答を我を遣はせし者に爲べきかを

決めよ 14ダビデ、ガデにいひけるは我大に苦し

む請ふ我儕をしてヱホバの手に陷らしめよ其憐憫

大なればなり我をして人の手に陷らしむるなかれ

15是においてヱホバ朝より集會の時まで疫病をイ

スラエルに降したまふダンよりベエルシバまでに

民の死る者七萬人なり 16天の使其手をエルサレ

ムに伸てこれを滅さんとしたりしがヱホバ此害惡

を悔て民を滅す天使にいひたまひけるは足り今汝

の手を住めよと時にヱホバの使はヱブス人アラウ

ナの禾場の傍にあり 17ダビデ民を撃つ天使を見

し時ヱホバに申していひけるは嗚呼我は罪を犯し

たり我は惡き事を爲たり然ども是等の羊群は何を

爲たるや請ふ爾の手を我とわが父の家に對たまへ

と 18此日ガデ、ダビデの所にいたりてかれにい

ひけるは上りてヱブス人アラウナの禾場にてヱホ

バに壇を建よ 19ダビデ、ガデの言に隨ひヱホバ

の命じたまひしごとくのぼれり 20アラウナ觀望

て王と其臣僕の己の方に進み來るを見アラウナ出

て王のまへに地に伏て拝せり 21かくてアラウナ

いひけるは何に因てか王わが主僕の所にきませる

やダビデひけるは汝より禾場を買ひとりヱホバに

壇を築きて民に降る災をとどめんとてなり 22ア

ラウナ、ダビデにいひけるはねがはくは王わが主

其目に善と見ゆるものを取て献げたまへ燔祭には

牛あり薪には打禾車と牛の器ありと 23アラリナ

これを悉く王に奉呈ぐアラウナ又王にねがはくは

爾の神ヱホバ爾を受納たまはんことをといふ 24

王アラウナにいひけるは斯すべからず我必ず値を

はらひて爾より買とらん我費なしに燔祭をわが神

ヱホバに献ぐることをせじとダビデ銀五十シケル

にて禾場と牛を買とれり 25ダビデ其處にてヱホ

バに壇を築き燔祭と酬恩祭を献げたり是において

ヱホバ其地のために祈祷を聽たまひて災のイスラ

エルに降ること止りぬ
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列王記Ⅰ

1爰にダビデ王年邁みて老い寝衣を衣するも温
らざりければ 2其臣僕等彼にいひけるは王わが

主のために一人の若き處女を求めしめて之をして

王のまへにたちて王の左右となり汝の懐に臥て王

わが主を暖めしめんと 3彼等乃ちイスラエルの四

方の境に美き童女を求めてシユナミ人アビシヤグ

を得て之を王に携きたれり 4此童女甚だ美くして

王の左右となり王に事たり然ど王之と交はらざり

き 5時にハギテの子アドニヤ自ら高くし我は王と

ならんと言て己のために戰車と騎兵および自己の

まへに驅る者五十人を備へたり 6其父は彼が生れ

てより已來汝何故に然するやと言てかれを痛しめ

し事なかりきアドニヤも亦容貌の甚だ美き者にて

アブサロムの次に生れたり 7彼ゼルヤの子ヨアブ

および祭司アビヤタルと商議ひしかば彼等之に從

ひゆきて助けたり 8されど祭司ザドクとヱホヤダ

の子ベナヤと預言者ナタンおよびシメイとレイな

らびにダビデに屬したる勇士はアドニヤに與せざ

りき 9アドニヤ、エンロゲルの近邊なるゾヘレテ

の石の傍にて羊と牛と肥畜を宰りて王の子なる己

の兄弟および王の臣僕なるユダの人を盡く請けり

10されども預言者ナタンとベナヤと勇士とおのれ

の兄弟ソロモンとをば招かざりき 11爰にナタン

、ソロモンの母バテシバに語りていひけるは汝ハ

ギテの子アドニヤが王となれるを聞ざるかしかる

にわれらの主ダビデはこれを知ざるなり 12され

ば請ふ來れ我汝に計を授て汝をして己の生命と汝

の子ソロモンの生命を救しめん 13汝往てダビデ

王の所に入り之にいへ王わが主よ汝は婢に誓ひて

汝の子ソロモンは我に継で王となりわが位に坐せ

んといひたまひしにあらずや然にアドニヤ何故に

王となれるやと 14われまた汝が尚其處にて王と

語ふ時に汝に次て入り汝の言を證すべしと 15是

においてバテシバ寝室に入りて王の所にいたるに

王は甚だ老てシユナミ人アビシヤグ王に事へ居た

り 16バテシバ躬を鞠め王を拝す王いふ何なるや

17かれ王にいひけるはわが主汝は汝の神ヱホバを

指て婢に汝の子ソロモンは我に継で王となりわが

位に坐せんと誓ひたまへり 18しかるに視よ今ア

ドニヤ王となれり而て王わが主汝は知たまはず 19

彼は牛と肥畜と羊を饒く宰りて王の諸子および祭

司アビヤタルと軍の長ヨアブを招けりされど汝の

僕ソロモンをば招かざりき 20汝王わが主よイス

ラエルの目皆汝に注ぎ汝が彼等に誰が汝に継で王

わが主の位に坐すべきを告るを望む 21王わが主

の其父祖と共に寝たまはん時に我とわが子ソロモ

ンは罪人と見做さるるにいたらんと 22バテシバ

尚王と語ふうちに視よ預言者ナタンも亦入きたり

ければ 23人々王に告て預言者ナタン此にありと

曰ふ彼王のまへに入り地に伏て王を拝せり 24し

かしてナタンいひけるは王わが主汝はアドニヤ我

に継で王となりわが位に坐すべしといひたまひし

や 25彼は今日下りて牛と肥畜と羊を饒く宰りて

王の諸子と軍の長等と祭司アビヤタルを招けりし

かして彼等はアドニヤのまへに飮食してアドニヤ

王壽かれと言ふ 26されど汝の僕なる我と祭司ザ

ドクとヱホヤダの子ベナヤと汝の僕ソロモンとは

彼請かざるなり 27此事は王わが主の爲たまふ所

なるかしかるに汝誰が汝に継で王わが主の位に坐

すべきを僕に知せたまはざるなりと 28ダビデ王

答ていふバテシバをわが許に召せと彼乃ち王のま

へに入て王のまへにたつに 29王誓ひていひける

はわが生命を諸の艱難の中に救ひたまひしヱホバ

は活く 30我イスラエルの神ヱホバを指て誓ひて

汝の子ソロモン我に継で王となり我に代りてわが

位に坐すべしといひしごとくに我今日爲すべしと

31是においてバテシバ躬を鞠め地に伏て王を拝し

願くはわが主ダビデ王長久に生ながらへたまへと

いふ 32ダビデ王いひけるはわが許に祭司ザドク

と預言者ナタンおよびヱホヤダの子ベナヤを召と

彼等乃ち王のまへに來る 33王彼等にいひけるは

汝等の主の臣僕を伴ひわが子ソロモンをわが身の

騾に乗せ彼をギホンに導き下り 34彼處にて祭司

ザドクと預言者ナタンは彼に膏をそそぎてイスラ

エルの上に王と爲すべししかして汝ら喇叭を吹て

ソロモン王壽かれと言へ 35かくして汝ら彼に隨

ひて上り來るべし彼は來りてわが位に坐し我に代

りて王となるべし我彼を立てイスラエルとユダの

上に主君となせりと 36ヱホヤダの子ベナヤ王に

對へていひけるはアメンねがはくは王わが主の神

ヱホバ然言たまはんことを 37ねがはくはヱホバ

王わが主とともに在せしごとくソロモンとともに

在してその位をわが主ダビデ王の位よりも大なら

しめたまはんことを 38斯て祭司ザドクと預言者

ナタンおよびヱホヤダの子ベナヤ並にケレテ人と

ペレテ人下りソロモンをダビデ王の騾に乗せて之
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をギホンに導きいたれり 39しかして祭司ザドク

幕屋の中より膏の角を取てソロモンに膏そそげり

かくて喇叭を吹きならし 40民みなソロモン王壽

かれと言り民みなかれに隨ひ上りて笛を吹き大に

喜祝ひ地はかれらの聲にて裂たり 41アドニヤお

よび彼とともに居たる賓客其食を終たる時に皆こ

れを聞りヨアブ喇叭の聲を聞ていひけるは城邑の

中の聲音何ぞ喧囂やと 42彼が言をる間に視よ祭

司アビヤタルの子ヨナタン來るアドニヤ彼にいひ

けるは入よ汝は勇ある人なり嘉音を持きたれるな

らん 43ヨナタン答へてアドニヤにいひけるは誠

にわが主ダビデ王ソロモンを王となしたまへり 44

王祭司ザドクと預言者ナタンおよびヱホヤダの子

ベナヤ並にケレテ人とペレテ人をソロモンととも

に遣したまふ即ち彼等はソロモンを王の騾に乗せ

てゆき 45祭司ザドクと預言者ナタン、ギホンに

て彼に膏をそそぎて王となせり而して彼等其處よ

り歓て上るが故に城邑は諠囂し汝らが聞る聲音は

是なり 46又ソロモン國の位に坐し 47且王の臣僕

來りてわれらの主ダビデ王に祝を陳て願くは汝の

神ソロモンの名を汝の名よりも美し其位を汝の位

よりも大たらしめたまへと言りしかして王は牀の

上にて拝せり 48王また斯いへりイスラエルの神

ヱホバはほむべきかなヱホバ今日わが位に坐する

者を與たまひてわが目亦これを見るなりと 49ア

ドニヤとともにある賓客皆驚愕き起て各其途に去

りゆけり 50茲にアドニヤ、ソロモンの面を恐れ

起て往き壇の角を執へたり 51或人ソロモンに告

ていふアドニヤ、ソロモン王を畏る彼壇の角を執

て願くはソロモン王今日我に劍をもて僕を殺じと

誓ひ給へと言たりと 52ソロモンいひけるは彼も

し善人となるならば其髮の毛一すぢも地におちざ

るべし然ど彼の中に惡の見るあらば死しむべしと

53ソロモン王乃ち人を遣て彼を壇より携下らしむ

彼來りてソロモン王を拝しければソロモン彼に汝

の家に往といへり

2ダビデ死ぬる日近よりければ其子ソロモンに
命じていふ 2我は世人の皆往く途に往んとす汝

は強く丈夫のごとく爲れ 3汝の神ヱホバの職守を

守り其道に歩行み其法憲と其誡命と其律例と其證

言とをモーセの律法に録されたるごとく守るべし

然らば汝凡て汝の爲ところと凡て汝の向ふところ

にて榮ゆべし 4又ヱホバは其甞に我の事に付て語

りて若汝の子等其道を愼み心を盡し精神を盡して

眞實をもて吾前に歩ばイスラエルの位に上る人汝

に缺ることなかるべしと言たまひし言を堅したま

はん 5又汝はゼルヤの子ヨアブが我に爲たる事即

ち彼がイスラエルの二人の軍の長ネルの子アブネ

ルとヱテルの子アマサに爲たる事を知る彼此二人

を切殺し太平の時に戰の血を流し戰の血を己の腰

の周圍の帶と其足の履に染たり 6故に汝の智慧に

したがひて事を爲し其白髮を安然に墓に下らしむ

るなかれ (Sheol h7585) 7但しギレアデ人バルジライ

の子等には恩惠を施こし彼等をして汝の席にて食

ふ者の中にあらしめよ彼等はわが汝の兄弟アブサ

ロムの面を避て逃し時我に就たるなり 8視よ又バ

ホリムのベニヤミン人ゲラの子シメイ汝とともに

在り彼はわがマナハイムに往し時勵しき詛言をも

て我を詛へり然ども彼ヨルダンに下りて我を迎へ

たれば我ヱホバを指て誓ひて我劍をもて汝を殺さ

じといへり 9然りといへども彼を辜なき者とする

勿れ汝は智慧ある人なれば彼に爲べき事を知るな

り血を流して其白髮を墓に下すべしと (Sheol h7585)

10斯てダビデは其父祖と偕に寝りてダビデの城に

葬らる 11ダビデのイスラエルに王たりし日は四

十年なりき即ちヘブロンにて王たりし事七年エル

サレムにて王たりし事三十三年 12ソロモン其父

ダビデの位に坐し其國は堅固く定まりぬ 13爰に

ハギテの子アドニヤ、ソロモンの母バテシバの所

に來りければバテシバいひけるは汝は平穩なる事

のために來るや彼いふ平穩たる事のためなり 14

彼又いふ我は汝に言さんとする事ありとバテシバ

いふ言されよ 15かれいひけるは汝の知ごとく國

は我の有にしてイスラエル皆其面を我に向て王と

なさんと爲りしかるに國は轉てわが兄弟の有とな

れり其彼の有となれるはヱホバより出たるなり 16

今我一の願を汝に求む請ふわが面を黜くるなかれ

バテシバかれにいひけるは言されよ 17彼いひけ

るは請ふソロモン王に言て彼をしてシエナミ人ア

ビシヤグを我に與て妻となさしめよ彼は汝の面を

黜けざるべければなり 18バテシバいふ善し我汝

のために王に言んと 19かくてバテシバ、アドニ

ヤのために言とてソロモン王の許に至りければ王

起てかれを迎へ彼を拝して其位に坐なほり王母の

ために座を設けしむ乃ち其右に坐せり 20しかし

てバテシバいひけるは我一の細小き願を汝に求む

わが面を黜くるなかれ王かれにいひけるは母上よ

求めたまへ我汝の面を黜けざるなり 21彼いひけ
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るは請ふシユナミ人アビシヤグをアドニヤに與て

妻となさしめよ 22ソロモン王答て其母にいひけ

るは何ぞアドニヤのためにシユナミ人アビシヤグ

を求めらるるや彼のために國をも求められよ彼は

我の兄なればなり彼と祭司アビヤタルとゼルヤの

子ヨアブのために求められよと 23ソロモン王乃

ちヱホバを指て誓ひていふ神我に斯なし又重ねて

斯なしたまへアドニヤは其身の生命を喪はんとて

此言を言いだせり 24我を立てわが父ダビデの位

に上しめ其約せしごとく我に家を建たまひしヱホ

バは生くアドニヤは今日戮さるべしと 25ソロモ

ン王ヱホヤダの子ベナヤを遣はしければ彼アドニ

ヤを撃て死しめたり 26王また祭司アビヤタルに

いひけるは汝の故田アナトテにいたれ汝は死に當

る者なれども嚮にわが父ダビデのまへに神ヱホバ

の櫃を舁き又凡てわが父の艱難を受たる處にて汝

も艱難を受たれば我今日は汝を戮さじと 27ソロ

モン、アビヤタルを逐いだしてヱホバの祭司たら

しめざりき斯ヱホバがシロにてエリの家につきて

言たまひし言應たり 28爰に其風聞ヨアブに達り

ければヨアブ、ヱホバの幕屋に遁れて壇の角を執

たり其はヨアブは轉てアブサロムには隨はざりし

かどもアドニヤに隨ひたればなり 29ヨアブがヱ

ホバの幕屋に遁れて壇の傍に居ることソロモンに

聞えければソロモン、ヱホヤダの子ベナヤを遣は

しいひけるは往て彼を撃てと 30ベナヤ乃ちヱホ

バの幕屋にいたり彼にいひけるは王斯言ふ出來れ

彼いひけるは否我は此に死んとベナヤ反て王に告

てヨアブ斯言ひ斯我に答へたりと言ふ 31王ベナ

ヤにいひけるは彼が言ふごとく爲し彼を撃て葬り

ヨアブが故なくして流したる血を我とわが父の家

より除去べし 32又ヱホバはヨアブの血を其身の

首に歸したまふべし其は彼は己よりも義く且善り

し二の人を撃ち劍をもてこれを殺したればなり即

ちイスラエルの軍の長ネルの子アブネルとユダの

軍の長ヱテルの子アマサを殺せり然るに吾父ダビ

デは與り知ざりき 33されば彼等の血は長久にヨ

アブの首と其苗裔の首に皈すべし然どダビデと其

苗裔と其家と其位にはヱホバよりの平安永久にあ

るべし 34ヱホヤダの子ベナヤすなはち上りて彼

を撃ち彼を殺せり彼は野にある己の家に葬らる 35

王乃ちヱホヤダの子ベナヤをヨアブに代て軍の長

となせり王また祭司ザドクをしてアビヤタルに代

しめたり 36又王人を遣てシメイを召て之に曰け

るはエルサレムに於て汝の爲に家を建て其處に住

み其處より此にも彼にも出るなかれ 37汝が出て

キデロン川を濟る日には汝確に知れ汝必ず戮さる

べし汝の血は汝の首に歸せん 38シメイ王にいひ

けるは此言は善し王わが主の言たまへるごとく僕

然なすべしと斯シメイ日久しくエルサレムに住り

39三年の後シメイの二人の僕ガテの王マアカの子

アキシの所に逃されり人々シメイに告ていふ視よ

汝の僕はガテにありと 40シメイ乃ち起て其驢馬

に鞍置きガテに往てアキシに至り其僕を尋ねたり

即ちシメイ往て其僕をガテより携來りしが 41シ

メイのエルサレムよりガテにゆきて歸しことソロ

モンに聞えければ 42王人を遣てシメイを召て之

にいひけるは我汝をしてヱホバを指て誓しめ且汝

を戒めて汝確に知れ汝が出て此彼に歩く日には汝

必ず戮さるべしと言しにあらずや又汝は我に我聞

る言葉は善しといへり 43しかるに汝なんぞヱホ

バの誓とわが汝に命じたる命令を守ざりしや 44

王又シメイにいひけるは汝は凡て汝の心の知る諸

の惡即ち汝がわが父ダビデに爲たる所を知るヱホ

バ汝の惡を汝の首に歸したまふ 45されどソロモ

ン王は福祉を蒙らんまたダビデの位は永久にヱホ

バのまへに固く立べしと 46王ヱホヤダの子ベナ

ヤに命じければ彼出てシメイを撃ちて死しめたり

しかして國はソロモンの手に固く立り

3ソロモン、エジプトの王パロと縁を結びパロ
の女を娶て之を携來り自己の家とヱホバの家

とエルサレムの周圍の石垣を建築ことを終るまで

ダビデの城に置り 2當時までヱホバの名のために

建たる家なかりければ民は崇邱にて祭を爲り 3ソ

ロモン、ヱホバを愛し其父ダビデの法憲に歩めり

但し彼は崇邱にて祭を爲し香を焚り 4爰に王ギベ

オンに往て其處に祭を爲んとせり其は彼處は大な

る崇邱なればなり即ちソロモン一千の燔祭を其壇

に献たり 5ギベオンにてヱホバ夜の夢にソロモン

に顯れたまへり神いひたまひけるは我何を汝に與

ふべきか汝求めよ 6ソロモンいひけるは汝は汝の

僕わが父ダビデが誠實と公義と正心を以て汝と共

に汝の前に歩みしに囚て大なる恩惠を彼に示した

まへり又汝彼のために此大なる恩惠を存て今日の

ごとくかれの位に坐する子を彼に賜へり 7わが神

ヱホバ汝は僕をして我父ダビデに代て王とならし

めたまへり而るに我は小き子にして出入すること

を知ず 8且僕は汝の選みたまひし汝の民の中にあ
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り即ち大なる民にて其數衆くして數ふることも書

すことも能はざる者なり 9是故に聽き別る心を僕

に與へて汝の民を鞫しめ我をして善惡を辨別るこ

とを得さしめたまへ誰か汝の此夥多き民を鞫くこ

とを得んと 10ソロモン此事を求めければ其言主

の心にかなへり 11是において神かれにいひたま

ひけるは汝此事を求めて己の爲に長壽を求めず又

己のために富有をも求めず又己の敵の生命をも求

めずして惟訟を聽き別る才智を求めたるに因て 12

視よ我汝の言に循ひて爲り我汝に賢明く聡慧き心

を與ふれば汝の先には汝の如き者なく汝の後にも

汝の如き者興らざるべし 13我亦汝の求めざる者

即ち富と貴とをも汝に與ふれば汝の生の涯王等の

中に汝の如き者あらざるべし 14又汝若汝の父ダ

ビデの歩し如く吾道に歩みてわが法憲と命令を守

らば我汝の日を長うせんと 15ソロモン目寤て視

るに夢なりき斯てソロモン、エルサレムに至りヱ

ホバの契約の櫃の前に立ち燔祭を献げ酬恩祭を爲

して其諸の臣僕に饗宴を爲り 16爰に娼妓なる二

人の婦王の所に來りて其前に立ちしが 17一人の

婦いひけるはわが主よ我と此婦は一の家に住む我

此婦と偕に家にありて子を生り 18しかるにわが

生し後第三日に此婦もまた生りしかして我儕偕に

ありき家には他人の我らと偕に居りし者なし家に

は只我儕二人のみ 19然るに此婦其子の上に臥た

るによりて夜の中に其子死たれば 20中夜に起て

婢の眠れる間にわが子をわれの側より取りて之を

己の懐に臥しめ己の死たる子をわが懐に臥しめた

り 21朝に及びて我わが子に乳を飮せんとて興て

見るに死ゐたり我朝にいたりて其を熟く視たるに

其はわが生るわが子にはあらざりしと 22今一人

の婦いふ否活るはわが子死るは汝の子なりと此婦

いふ否死るは汝の子活るはわが子なりと彼等斯王

のまへに論り 23時に王いひけるは一人は此活る

はわが子死るは汝の子なりと言ひ又一人は否死る

は汝の子活るはわが子なりといふと 24王乃ち劍

を我に持來れといひければ劍を王の前に持來れり

25王いひけるは活る子を二に分て其半を此に半を

彼に與へよと 26時に其活子の母なる婦人心其子

のために焚がごとくなりて王に言していひけるは

請ふわが主よ活る子を彼に與へたまへ必ず殺した

まふなかれと然ども他の一人は是を我のにも汝の

にもならしめず判たせよと言り 27王答ていひけ

るは活子を彼に與へよ必ず殺すなかれ彼は其母な

るなりと 28イスラエル皆王の審理し所の判決を

聞て王を畏れたり其は神の智慧の彼の中にありて

審理を爲しむるを見たればなり

4ソロモン王はイスラエルの全地に王たり 2其有

る群卿は左の如しザドクの子アザリヤは相國 3

シシヤの子エリホレフとアヒヤは書記官アヒルデ

の子ヨシヤパテは史官 4ヱホヤダの子ベナヤは軍

の長ザドクとアビヤタルは祭司 5ナタンの子アザ

リヤは代官の長ナタンの子ザブデは大臣にして王

の友たり 6アヒシヤルは宮内卿アブダの子アドニ

ラムは徴募長なり 7ソロモン又イスラエルの全地

に十二の代官を置り其人々王と其家のために食物

を備へたり即ち各一年に一月宛食物を備へたり 8

其名左のごとしエフライムの山地にはベンホル 9

マカヅとシヤラビムとベテシメシとエロンベテハ

ナンにはベンデケル 10アルポテにはベンヘセデ

ありシヨコとヘベルの全地とは彼擔任り 11ドル

の高地の全部にはベンアヒナダブあり彼はソロモ

ンの女タパテを妻とせり 12アルヒデの子バアナ

はタアナクとメギドとヱズレルの下にザルタナの

邊にあるベテシヤンの全地とを擔任てベテシヤン

よりアベルメホラにいたりヨクネアムの外にまで

及ぶ 13ギレアデのラモテにはベンゲベルあり彼

はギレアデにあるマナセの子ヤイルの諸村を擔任

ち又バシヤンなるアルゴブの地にある石垣と銅の

關を有る大なる城六十を擔任り 14イドの子アヒ

ナダブはマハナイムを擔任り 15ナフタリにはア

ヒマアズあり彼もソロモンの女バスマテを妻に娶

れり 16アセルとアロテにはホシヤイの子バアナ

あり 17イツサカルにはパルアの子ヨシヤパテあ

り 18ベニヤミンにはエラの子シメイあり 19アモ

リ人の王シホンの地およびバシヤンの王オグの地

なるギレアデの地にはウリの子ゲベルあり其地に

ありし代官は唯彼一人のみ 20ユダとイスラエル

の人は多くして濱の沙の多きがごとくなりしが飮

食して樂めり 21ソロモンは河よりペリシテ人の

地にいたるまでとエジプトの境に及ぶまでの諸國

を治めたれば皆禮物を餽りてソロモンの一生の間

事へたり 22偖ソロモンの一日の食物は細麺三十

石粗麺六十石 23肥牛十牧場の牛二十羊一百其外

に牡鹿羚羊小鹿および肥たる禽あり 24其はソロ

モン河の此方をテフサよりガザまで盡く治めたれ

ばなり即ち河の此方の諸王を悉く統治たり彼は四

方の臣僕より平安を得たりき 25ソロモンの一生
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の間ユダとイスラエルはダンよりベエルシバに至

るまで安然に各其葡萄樹の下と無花果樹の下に住

り 26ソロモン戰車の馬の厩四千騎兵一萬二千を

有り 27彼代官等各其月にソロモン王のためおよ

び總てソロモン王の席に來る者の爲に食を備へて

缺るとこるなからしめたり 28又彼等各其職に循

ひて馬および疾足の馬に食する大麥と蒭蕘を其馬

の在る處に携へ來れり 29神ソロモンに智慧と聰

明を甚だ多く賜ひ又廣大き心を賜ふ海濱の沙のご

とし 30ソロモンの智慧は東洋の人々の智慧とエ

ジプトの諸の智慧よりも大なりき 31彼は凡の人

よりも賢くエズラ人エタンよりも又マホルの子な

るヘマンとカルコルおよびダルダよりも賢くして

其名四方の諸國に聞えたり 32彼箴言三千を説り

又其詩歌は一千五首あり 33彼又草木の事を論じ

てレバノンの香柏より墻に生る苔に迄及べり彼亦

獣と鳥と匐行物と魚の事を論じたり 34諸の國の

人々ソロモンの智慧を聽んとて來り天下の諸の王

ソロモンの智慧を聞及びて人を遣はせり

5ツロの王ヒラム、ソロモンの膏そそがれて其
父にかはりて王となりしを聞て其臣僕をソロ

モンに遣せりヒラムは恒にダビデを愛したる者な

りければなり 2是に於てソロモン、ヒラムに言遣

はしけるは 3汝の知ごとく我父ダビデは其周圍に

ありし戰爭に因て其神ヱホバの名のために家を建

ること能はずしてヱホバが彼等を其足の跖の下に

置またふを待り 4然るに今わが神ヱホバ我に四方

の太平を賜ひて敵もなく殃もなければ 5我はヱホ

バのわが父ダビデに語てわが汝の代に汝の位に上

しむる汝の子其人はわが名のために家を建べしと

言たまひしに循ひてわが神ヱホバの名のために家

を建んとす 6されば汝命じてわがためにレバノン

より香柏を砍出さしめよわが僕汝の僕と共にある

べし又我は凡て汝の言ふごとく汝の僕の賃銀を汝

に付すべし其は汝の知ごとく我儕の中にはシドン

人の如く木を砍に巧みなる人なければなりと 7ヒ

ラム、ソロモンの言を聞て大に喜び言けるは今日

ヱホバに稱譽あれヱホバ、ダビデに此夥多しき民

を治むる賢き子を與たまへりと 8かくてヒラム、

ソロモンに言遣りけるは我汝が言ひ遣したる所の

事を聽り我香柏の材木と松樹の材木とに付ては凡

て汝の望むごとく爲すべし 9わが僕レバノンより

海に持下らんしかして我これを海より桴にくみて

汝が我に言ひ遣す處におくり其處にて之をくづす

べし汝之を受よ又汝はわが家のために食物を與へ

てわが望を成せと 10斯てヒラムはソロモンに其

凡て望むごとく香柏の材木と松の材木を與へたり

11又ソロモンはヒラムに其家の食物として小麥二

萬石を與へまた清油二十石をあたへたり斯ソロモ

ン年々ヒラムに與へたり 12ヱホバ其言たまひし

ごとくソロモンに智慧を賜へりまたヒラムとソロ

モンの間睦しくして二人偕に契約を結べり 13爰

にソロモン王イスラエルの全地に徴募人を興せり

其徴募人の數は三萬人なり 14ソロモンかれらを

一月交代に一萬人づつレバノンに遣せり即ち彼等

は一月レバノンに二月家にありアドニラムは徴募

人の督者なりき 15ソロモン負載者七萬人山に於

て石を砍る者八萬人あり 16外に又其工事の長な

る官吏三千三百人ありて工事に作く民を統たり 17

かくて王命じて大なる石貴き石を鑿出さしめ琢石

を以て家の基礎を築かしむ 18ソロモンの建築者

とヒラムの建築者およびゲバル人之を砍り斯彼等

材木と石を家を建るに備へたり

6イスラエルの子孫のエジプトの地を出たる後
四百八十年ソロモンのイスラエルに王たる第

四年ジフの月即ち二月にソロモン、ヱホバのため

に家を建ることを始めたり 2ソロモン王のヱホバ

の爲に建たる家は長六十キユビト濶二十キユビト

高三十キユビトなり 3家の拝殿の廊は家の濶に循

ひて長二十キユビト家の前の其濶十キユビトなり

4彼家に造り附の格子ある窻を施たり 5又家の墻

壁に附て四周に連接屋を建て家の墻壁即ち拝殿と

神殿の墻壁の周圍に環らせり又四周に旁房を造れ

り 6下層の連接屋は濶五キユビト中層のは濶六キ

ユビトを第三層のは濶七キユビトなり即ち家の外

に階級を造り環らして何者をも家の墻壁に挿入ざ

らしむ 7家は建る時に鑿石所にて鑿り預備たる石

にて造りたれば造れる間に家の中には鎚も鑿も其

外の鐵器も聞えざりき 8中層の旁房の戸は家の右

の方にあり螺旋梯より中層の房にのぼり中層の房

より第三層の房にいたるべし 9斯彼家を建終り香

柏の橡と板をもて家を葺り 10又家に附て五キユ

ビトの高たる連接屋を建環し香柏をもて家に交接

たり 11爰にヱホバの言ソロモンに臨みて曰く 12

汝今此家を建つ若し汝わが法憲に歩みわが律例を

行ひわが諸の誡命を守りて之にしたがひて歩まば

われはが汝の父ダビデに言し語を汝に固うすべし

13我イスラエルの子孫の中に住わが民イスラエル
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を棄ざるべし 14斯ソロモン家を建終れり 15彼香

柏の板を以て家の墻壁の裏面を作れり即ち家の牀

板より頂格の墻壁まで木をもて其裏面をはりまた

松の板をもて家の牀板をはれり 16又家の奧に二

十キユビトの室を牀板より墻壁まで香柏をもて造

れり即ち家の内に至聖所なる神殿を造れり 17家

即ち前にある拝殿は四十キユビトなり 18家の内

の香柏は瓠と咲る花を雕刻める者なり皆香柏にし

て石は見えざりき 19神殿は彼其處にヱホバの契

約の櫃を置んとて家の内の中に設けたり 20神殿

の内は長二十キユビト濶二十キユビト高二十キユ

ビトなり純金をもて之を蔽ひ又香柏の壇を覆へり

21又ソロモン純金をもて家の内を蔽ひ神殿の前に

金の鏈をもて間隔を造り金をもて之を蔽へり 22

又金をもて殘るところなく家を蔽ひ遂に家を飾る

ことを悉く終たりまた神殿の傍にある壇は皆金を

もて蔽へり 23神殿の内に橄欖の木をもて二のケ

ルビムを造れり其高十キユビト 24其ケルブの一

の翼は五キユビト又其ケルブの他の翼も五キユビ

トなり一の翼の末より他の翼の末までは十キユビ

トあり 25他のケルブも十キユビトなり其ケルビ

ムは偕に同量同形なり 26此ケルブの高十キユビ

ト彼ケルブも亦しかり 27ソロモン家の内の中に

ケルビムを置ゑケルビムの翼を展しければ此ケル

ブの翼は此墻壁に及び彼ケルブの翼は彼の墻壁に

及びて其兩翼家の中にて相接れり 28彼金をもて

ケルビムを蔽へり 29家の周圍の墻壁には皆内外

ともにケルビムと棕櫚と咲る花の形を雕み 30家

の牀板には内外ともに金を蔽へり 31神殿の入口

には橄欖の木の戸を造れり其木匡の門柱は五分の

一なり 32其二の扉も亦橄欖の木なりソロモン其

上にケルビムと棕櫚と咲る花の形を雕刻み金をも

て蔽へり即ちケルビムと棕櫚の上に金を鍍たり 33

斯ソロモン亦拝殿の戸のために橄欖の木の門柱を

造れり即ち四分の一なり 34其二の戸は松の木に

して此戸の兩扉は摺むべく彼戸の兩扉も摺むべし

35ソロモン其上にケルビムと棕櫚と咲る花を雕刻

み金をもてこれを蔽ひて善く其雕工に適はしむ 36

また鑿石三層と香柏の厚板一層をもて内庭を造れ

り 37第四年のジフの月にヱホバの家の基礎を築

き 38第十一年のブルの月即ち八月に凡て其箇條

のごとく其定例のごとくに家成りぬ斯ソロモン之

に建るに七年を渉れり

7ソロモン己の家を建しが十三年を經て全く其
家を建終たり 2彼レバノン森の家を建たり其長

は百キユビト其濶は五十キユビト其高は三十キユ

ビトなり香柏の柱四行ありて柱の上に香柏の梁あ

り 3四十五本の柱の上なる梁の上は香柏にて蓋へ

り柱は一行に十五本あり 4また窻三行ありて牖と

牖と三段に相對ふ 5戸と戸柱は皆大木をもて角に

造り牖と牖と三段に相對へり 6又柱の廊を造れり

其長五十キユビト其濶三十キユビトなり柱のまへ

に一の廊ありまた其柱のまへに柱と階あり 7又ソ

ロモン審判を爲すために位の廊即ち審判の廊を造

り牀板より牀板まで香柏をもて蔽へり 8ソロモン

の居住る家は其廊の後の他の庭にありて其工作同

じかりきソロモン亦其娶りたるパロの女のために

家を建しが此廊に同じかりき 9是等は内外とも基

礎より檐にいたるまで又外面にては大庭にいたる

まで皆鑿石の量にしたがひて鋸にて剖たる貴き石

をもて造れるものなり 10又基礎は貴き石大なる

石即ち十キユビトの石八キユビトの石なり 11其

上には鑿石の量に循ひて貴き石と香柏あり 12又

大庭の周圍にに三層の鑿石と一層の香柏の厚板あ

りヱホバの家の内庭と家の廊におけるが如し 13

爰にソロモン人を遣はしてヒラムをツロより召び

來れり 14彼はナフタリの支派なる嫠婦の子にし

て其父はツロの人にて銅の細工人なりヒラムは銅

の諸の細工を爲すの智慧と慧悟と知識の充ちたる

者なりしがソロモン王の所に來りて其諸の細工を

爲り 15彼銅の柱二を鋳たり其高各十八キユビト

にして各十二キユビトの繩を環らすべし 16又銅

を鎔して柱頭を鋳て柱の顛に置ゆ此の頭の高も五

キユビト彼の頭の高も五キユビトなり 17柱の上

にある頭の爲に組物の網と鏈樣の槎物を造れり此

頭に七つ彼頭に七つあり 18又二行の石榴を一の

網工の上の四周に造りて柱の上にある頭を蓋ふ他

の頭をも亦然せり 19柱の上にある頭は四キユビ

トの百合花の形にして廊におけるがごとし 20二

の柱の頭の上には亦網工の外なる腹の所に接きて

石榴あり他の柱の四周にも石榴二百ありて相列べ

り 21此柱を拝殿の廊に竪つ即ち右の柱を立て其

名をヤキンと名け左の柱を竪て其名をボアズと名

く 22其柱の上に百合花の形あり斯其柱の作成り

23又海を鋳なせり此邊より彼邊まで十キユビトに

して其四周圓く其高五キユビトなり其四周は三十

キユビトの繩を環らすべし 24其邊の下には四周
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に匏瓜ありて之を環れり即ち一キユビトに十づつ

ありて海の周圍を圍り其匏瓜は海を鋳たる時に二

行に鋳たるなり 25其海は十二の牛の上に立り其

三は北に向ひ三は西に向ひ三は南に向ひ三は東に

向ふ海其上にありて牛の後は皆内に向ふ 26海の

厚は手寛にして其邊は百合花にて杯の邊の如くに

作れり海は二千斗を容たり 27又銅の臺十を造れ

り一の臺の長四キユビト其濶四キユビト其高三キ

ユビトなり 28其臺の製作は左のごとし臺には嵌

板あり嵌板は邊の中にあり 29邊の中にある嵌板

の上に獅子と牛とケルビムあり又邊の上に座あり

獅子と牛の下に花飾の垂下物あり 30其臺には各

四の銅の輪と銅の軸あり其四の足には肩のごとき

者あり其肩のごとき者は洗盤の下にありて凡の花

飾の旁に鋳つけたり 31其口は頭の内より上は一

キユビトなり其口は圓く一キユビト半にして座の

作の如し又其口には雕工あり其鏡板は四角にして

圓からず 32四の輪は鏡板の下にあり輪の手は臺

の中にあり輪は各高一キュビト半 33輪の工作は

戰車の輪の工作の如し其手と縁と輻と轂とは皆鋳

物なり 34臺の四隅に四の肩の如き者あり其肩の

ごとき者は臺より出づ 35臺の上の所の高半キユ

ビトは其周圍圓し又臺の上の所の手と鏡板も臺よ

り出づ 36其手の板と鏡板には其各の隙處に循ひ

てケルビムと獅子と棕櫚を雕刻み又其四周に花飾

を造れり 37是のごとく十の臺を造れり其鋳法と

量と形は皆同じ 38又銅の洗盤十を造れり洗盤は

各四十斗を容れ洗盤は各四キユビトなり十の臺の

上には各一の洗盤あり 39其臺五を家の右の旁に

五を家の左の旁に置ゑ家の右の東南に其海を置り

40ヒラム又鍋と火鏟と鉢とを造れり斯ヒラム、ヱ

ホバの家の爲にソロモン王に爲る諸の細工を成終

たり 41即ち二の往と其柱の上なる頭の二の毬と

柱の上なる其頭の二の毬を蓋ふ二の網工と 42其

二の網工の爲の石榴四百是は一の網工に石榴二行

ありて柱の上なる二の毬を蓋ふ 43又十の臺と其

臺の上の十の洗盤と 44一の海と其海の下の十二

の牛 45及び鍋と火鏟と鉢是也ヒラムがソロモン

王にヱホバの家のために造りし此等の器は皆光明

ある銅なりき 46王ヨルダンの低地に於てスコテ

とザレタンの間の粘土の地にて之を鋳たり 47ソ

ロモン其器甚だしく多かりければ皆權ずに措り其

銅の重しれざりき 48又ソロモン、ヱホバの家の

諸の器を造れり即ち金の壇と供前のパンを載る金

の案 49および純金の燈臺是は神殿のまへに五は

右に五は左にあり又金の花と燈盞と燈鉗と 50純

金の盆と剪刀と鉢と皿と滅燈器と至聖所なる内の

家の戸のため及び拝殿なる家の戸のためなる金の

肘鈕是なり 51斯ソロモン王のヱホバの家のため

に爲る諸の細工終れり是においてソロモン其父ダ

ビデが奉納めたる物即ち金銀および器を携へいり

てヱホバの家の寳物の中に置り

8爰にソロモン、ヱホバの契約の櫃をダビデの
城即ちシオンより舁上らんとてイスラエルの

長老と諸の支派の首イスラエルの子孫の家の長等

をエルサレムにてソロモン王の所に召集む 2イス

ラエルの人皆エタニムの月即ち七月の節筵に當て

ソロモン王の所に集まれり 3イスラエルの長老皆

至り祭司櫃を執りあげて 4ヱホバの櫃と集會の幕

屋と幕屋にありし諸の聖き器を舁上れり即ち祭司

とレビの人之を舁のぼれり 5ソロモン王および其

許に集れるイスラエルの會衆皆彼と偕に櫃の前に

ありて羊と牛を献げたりしが其數多くして書すこ

とも數ふることも能はざりき 6祭司ヱホバの契約

の櫃を其處に舁いれたり即ち家の神殿なる至聖所

の中のケルビムの翼の下に置めたり 7ケルビムは

翼を櫃の所に舒べ且ケルビム上より櫃と其棹を掩

へり 8杠長かりければ杠の末は神殿の前の聖所よ

り見えたり然ども外には見えざりき其杠は今日ま

で彼處にあり 9櫃の内には二の石牌の外何もあら

ざりき是はイスラエルの子孫のエジプトの地より

出たる時ヱホバの彼等と契約を結たまへる時にモ

ーセがホレブにて其處に置めたる者なり 10斯て

祭司聖所より出けるに雲ヱホバの家に盈たれば 11

祭司は雲のために立て供事ること能はざりき其は

ヱホバの榮光ヱホバの家に盈たればなり 12是に

おいてソロモンいひけるはヱホバは濃き雲の中に

居んといひたまへり 13我誠に汝のために住むべ

き家永久に居べき所を建たりと 14王其面を轉て

イスラエルの凡の會衆を祝せり時にイスラエルの

會衆は皆立ゐたり 15彼言けるはイスラエルの神

ヱホバは譽べきかなヱホバは其口をもて吾父ダビ

デに言ひ其手をもて之を成し遂げたまへり 16即

ち我は吾民イスラエルをエジプトより導き出せし

日より我名を置べき家を建しめんためにイスラエ

ルの諸の支派の中より何れの城邑をも選みしこと

なし但ダビデを選みてわが民イスラエルの上に立

しめたりと言たまへり 17夫イスラエルの神ヱホ
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バの名のために家を建ることはわが父ダビデの心

にありき 18しかるにヱホバわが父ダビデにいひ

たまひけるはわが名のために家を建ること汝の心

にあり汝の心に此事あるは善し 19然ども汝は其

家を建べからず汝の腰より出る汝の子其人吾名の

ために家を建べしと 20而してヱホバ其言たまひ

し言を行ひたまへり即ち我わが父ダビデに代りて

立ちヱホバの言たまひし如くイスラエルの位に坐

しイスラエルの神ヱホバの名のために家を建たり

21我又其處にヱホバの契約を蔵めたる櫃のために

一の所を設けたり即ち我儕の父祖をエジプトの地

より導き出したまひし時に彼等に爲したまひし者

なりと 22ソロモン、イスラエルの凡の會衆の前

にてヱホバの壇のまへに立ち其手を天に舒て 23

言けるはイスラエルの神ヱホバよ上の天にも下の

地にも汝の如き神なし汝は契約を持ちたまひ心を

全うして汝のまへに歩むところの汝の僕等に恩惠

を施したまふ 24汝は汝の僕わが父ダビデに語た

まへる所を持ちたまへり汝は口をもて語ひ手をも

て成し遂たまへること今日のごとし 25イスラエ

ルの神ヱホバよ然ば汝が僕わが父ダビデに語りて

若し汝の子孫其道を愼みて汝がわが前に歩めるご

とくわが前に歩まばイスラエルの位に坐する人わ

がまへにて汝に缺ること無るべしといひたまひし

事をダビデのために持ちたまへ 26然ばイスラエ

ルの神よ爾が僕わが父ダビデに言たまへる爾の言

に效驗あらしめたまへ 27神果して地の上に住た

まふや視よ天も諸の天の天も爾を容るに足ず况て

我が建たる此家をや 28然どもわが神ヱホバよ僕

の祈祷と懇願を顧みて其號呼と僕が今日爾のまへ

に祈る祈祷を聽たまへ 29願くは爾の目を夜晝此

家に即ち爾が我名は彼處に在べしといひたまへる

處に向ひて開きたまへ願くは僕の此處に向ひて祈

らん祈祷を聽たまへ 30願くは僕と爾の民イスラ

エルが此處に向ひて祈る時に爾其懇願を聽たまへ

爾は爾の居處なる天において聽き聽て赦したまへ

31若し人其隣人に對ひて犯せることありて其人誓

をもて誓ふことを要られんに來りて此家において

爾の壇のまへに誓ひなば 32爾天において聽て行

ひ爾の僕等を鞫き惡き者を罪して其道を其首に歸

し義しき者を義として其義に循ひて之に報いたま

へ 33若爾の民イスラエル爾に罪を犯したるがた

めに敵の前に敗られんに爾に歸りて爾の名を崇め

此家にて爾に祈り願ひなば 34爾天において聽き

爾の民イスラエルの罪を赦して彼等を爾が其父祖

に與へし地に歸らしめたまへ 35若彼等が爾に罪

を犯したるが爲に天閉て雨无らんに彼等若此處に

むかひて祈り爾の名を崇め爾が彼等を苦めたまふ

ときに其罪を離れなば 36爾天において聽き爾の

僕等爾の民イスラエルの罪を赦したまへ爾彼等に

其歩むべき善道を敎へたまふ時は爾が爾の民に與

へて產業となさしめたまひし爾の地に雨を降した

まへ 37若國に饑饉あるか若くは疫病枯死朽腐噬

亡ぼす蝗蟲あるか若くは其敵國にいりて彼等を其

門に圍むか如何なる災害如何なる病疾あるも 38

若一人か或は爾の民イスラエル皆各己の心の災を

知て此家に向ひて手を舒なば其人如何なる祈祷如

何なる懇願を爲とも 39爾の居處なる天に於て聽

て赦し行ひ各の人に其心を知給ふ如く其道々にし

たがひて報い給へ其は爾のみ凡の人の心を知たま

へばなり 40爾かく彼等をして爾が彼等の父祖に

與へたまへる地に居る日に常に爾を畏れしめたま

へ 41且又爾の民イスラエルの者にあらずして爾

の名のために遠き國より來る異邦人は 42 (其は彼

等爾の大なる名と強き手と伸たる腕を聞およぶべ

ければなり)若來りて此家にむかひて祈らば 43爾

の居處なる天に於て聽き凡て異邦人の爾に龥求む

る如く爲たまへ爾かく地の諸の民をして爾の名を

しらしめ爾の民イスラエルのごとく爾を畏れしめ

又我が建たる此家は爾の名をもて稱呼るるといふ

ことを知しめ給へ 44爾の民其敵と戰はんとて爾

の遣はしたまふ所に出たる時彼等若爾が選みたま

へる城とわが爾の名のために建たる家の方に向ひ

てヱホバに祈らば 45爾天において彼等の祈祷と

懇願を聽て彼等を助けたまへ 46人は罪を犯さざ

る者なければ彼等爾に罪を犯すことありて爾彼等

を怒り彼等を其敵に付し敵かれらを虜として遠近

を諭ず敵の地に引ゆかん時は 47若彼等虜れゆき

し地において自ら顧みて悔い己を虜へゆきし者の

地にて爾に願ひて我儕罪を犯し悖れる事を爲たり

我儕惡を行ひたりと言ひ 48己を虜ゆきし敵の地

にて一心一念に爾に歸り爾が其父祖に與へたまへ

る地爾が選みたまへる城とわが爾の名のために建

たる家の方に向ひて爾に祈らば 49爾の居處なる

天において爾彼等の祈祷と懇願を聽てかれらを助

け 50爾の民の爾に對て犯したる事と爾に對て過

てる其凡の罪過を赦し彼等を虜ゆける者の前にて

彼等に憐を得させ其人々をして彼等を憐ましめた



列王記Ⅰ 250

まへ 51其は彼等は爾がエジプトより即ち鐵の鑪

の中よりいだしたまひし爾の民爾の產業なればな

り 52願くは僕の祈祷と爾の民イスラエルの祈願

に爾の目を開きて凡て其爾に龥求むる所を聽たま

へ 53其は爾彼等を地の凡の民の中より別ちて爾

の產業となしたまへばなり神ヱホバ爾が我儕の父

祖をエジプトより導き出せし時モーセによりて言

給ひし如し 54ソロモン此祈祷と祈願を悉くヱホ

バに祈り終りし時其天にむかひて手を舒べ膝を屈

居たるを止てヱホバの壇のまへより起あがり 55

立て大なる聲にてイスラエルの凡の會衆を祝して

言けるは 56ヱホバは譽べきかなヱホバは凡て其

言たまひし如く其民イスラエルに太平を與へたま

へり其僕モーセによりて言たまひし其善言は皆一

も違はざりき 57願くは我儕の神ヱホバ我儕の父

祖と偕に在せしごとく我儕とともに在せ我儕を離

れたまふなかれ我儕を棄たまふなかれ 58願くは

我儕の心をおのれに傾けたまひて其凡の道に歩ま

しめ其我儕の父祖に命じたまひし誡命と法憲と律

例を守らしめたまへ 59願くはヱホバの前にわが

願し是等の言日夜われらの神ヱホバに近くあれ而

してヱホバ日々の事に僕を助け其民イスラエルを

助けたまへ 60斯して地の諸の民にヱホバの神な

ることと他に神なきことを知しめたまへ 61され

ば爾等我儕の神ヱホバとともにありて今日の如く

爾らの心を完全しヱホバの法憲に歩み其誡命を守

るべしと 62斯て王および王と偕にありしイスラ

エル皆ヱホバのまへに犠牲を献たり 63ソロモン

酬恩祭の犠牲を献げたり即ち之をヱホバに献ぐ其

牛二萬二千羊十二萬なりき斯王とイスラエルの子

孫皆ヱホバの家を開けり 64其日に王ヱホバの家

の前なる庭の中を聖別め其處にて燔祭と禴祭と酬

恩祭の脂とを献げたり是はヱホバの前なる銅の壇

小くして燔祭と禴祭と酬恩祭の脂とを受るにたら

ざりしが故なり 65其時ソロモン七日に七日合て

十四日我儕の神ヱホバのまへに節筵を爲りイスラ

エルの大なる會衆ハマテの入處よりエジプトの河

にいたるまで悉く彼と偕にありき 66第八日にソ

ロモン民を歸せり民は王を祝しヱホバが其僕ダビ

デと其民イスラエルに施したまひし諸の恩惠のた

めに喜び且心に樂みて其天幕に往り

9ソロモン、ヱホバの家と王の家を建る事を終
へ且凡てソロモンが爲んと欲し望を遂し時 2ヱ

ホバ再ソロモンに甞てギベオンにて顯現たまひし

如くあらはれたまひて 3彼に言たまひけるは我は

爾が我まへに願し祈祷と祈願を聽たり我爾が建た

る此家を聖別てわが名を永く其處に置べし且わが

目とわが心は恒に其處にあるべし 4爾若爾の父ダ

ビデの歩みし如く心を完うして正しく我前に歩み

わが爾に命じたる如く凡て行ひてわが憲法と律例

を守らば 5我は爾の父ダビデに告てイスラエルの

位に上る人爾に缺ること無るべしと言しごとく爾

のイスラエルに王たる位を固うすべし 6若爾等又

は爾等の子孫全く轉きて我にしたがはずわが爾等

のまへに置たるわが誡命と法憲を守らずして往て

他の神に事へ之を拝まば 7我イスラエルをわが與

へたる地の面より絶ん又わが名のために我が聖別

たる此家をば我わがまへより投げ棄んしかしてイ

スラエルは諸の民の中に諺語となり嘲笑となるべ

し 8且又此家は高くあれども其傍を過る者は皆之

に驚き嘶きて言んヱホバ何故に此地に此家に斯爲

たまひしやと 9人答へて彼等は己の父祖をエジプ

トの地より導き出せし其神ヱホバを棄て他の神に

附從ひ之を拝み之に事へしに因てヱホバ此の凡の

害惡を其上に降せるなりと言ん 10ソロモン二十

年を經て二の家即ちヱホバの家と王の家を建をは

りヒウムにガリラヤの地の城邑二十を與へたり 11

其はツロの王ヒラムはソロモンに凡て其望に循ひ

て香柏と松の木と金を供給たればなり 12ヒラム

、ツロより出てソロモンが己に與へたる諸邑を見

しに其目に善らざりければ 13我兄第よ爾が我に

與へたる此等の城邑は何なるやといひて之をカブ

ルの地となづけたり其名今日までのこる 14甞て

ヒラムは金百二十タラントを王に遣れり 15ソロ

モン王の徴募人を興せし事は是なり即ちヱホバの

家と自己の家とミロとエルサレムの石垣とハゾル

とメギドンとゲゼルを建んが爲なりき 16エジプ

トの王パロ嘗て上りてゲゼルを取り火を以て之を

燬き其邑に住るカナン人を殺し之をソロモンの妻

なる其女に與へて粧奩と爲り 17ソロモン、ゲゼ

ルと下ベテホロンと 18バアラと國の野にあるタ

デモル 19及びソロモンの有てる府庫の諸邑其戰

車の諸邑其騎兵の諸邑並にソロモンがエルサレム

、レバノンおよび其凡の領地に於て建んと欲し者

を盡く建たり 20凡てイスラエルの子孫に非るア

モリ人ヘテ人ペリジ人ヒビ人ヱブス人の遺存る者

21其地に在て彼等の後に遺存る子孫即ちイスラエ

ルの子孫の滅し盡すことを得ざりし者にソロモン
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奴隸の徴募を行ひて今日に至る 22然どもイステ

エルの子孫をばソロモン一人も奴隸と爲ざりき其

は彼等は軍人彼の臣僕牧伯大將たり戰車と騎兵の

長たればなり 23ソロモンの工事を管理れる首な

る官吏は五百五十人にして工事に働く民を治めた

り 24爰にパロの女ダビデの城より上りてソロモ

ンが彼のために建たる家に至る其時にソロモン、

ミロを建たり 25ソロモン、ヱホバに築きたる壇

の上に年に三次燔祭と酬恩祭を献げ又ヱホバの前

なる壇に香を焚りソロモン斯家を全うせり 26ソ

ロモン王エドムの地紅海の濱に於てエラテの邊な

るエジオンゲベルにて船數雙を造れり 27ヒラム

海の事を知れる舟人なる其僕をソロモンの僕と偕

に其船にて遣せり 28彼等オフルに至り其處より

金四百二十タラントを取てこれをソロモン王の所

に携來る

10シバの女王ヱホバの名に關るソロモンの風聞
を聞き及び難問を以てソロモンを試みんとて

來れり 2彼甚だ多くの部從香物と甚だ多くの金と

寶石を負ふ駱駝を從へてエルサレムに至る彼ソロ

モンの許に來り其心にある所を悉く之に言たるに

3ソロモン彼に其凡の事を告たり王の知ずして彼

に告ざる事無りき 4シバの女王ソロモンの諸の智

慧と其建たる家と 5其席の食物と其臣僕の列坐る

事と其侍臣の伺候および彼等の衣服と其酒人と其

ヱホバの家に上る階級とを見て全く其氣を奪はれ

たり 6彼王にいひけるは我が自己の國にて爾の行

爲と爾の智慧に付て聞たる言は眞實なりき 7然ど

我來りて目に見るまでは其言を信ぜざりしが今視

るに其半も我に聞えざりしなり爾の智慧と昌盛は

わが聞たる風聞に越ゆ 8常に爾の前に立て爾の智

慧を聽く是等の人爾の臣僕は幸福なるかな 9爾の

神ヱホバは讃べきかなヱホバ爾を悦び爾をイスラ

エルの位に上らせたまへりヱホバ永久にイスラエ

ルを愛したまふに因て爾を王となして公道と義を

行はしめたまふなりと 10彼乃ち金百二十タラン

ト及び甚だ多くの香物と寶石とを王に饋れりシバ

の女王のソロモン王に饋りたるが如き多くの香物

は重て至ざりき 11オフルより金を載來りたるヒ

ラムの船は亦オフルより多くの白檀木と寶石とを

運び來りければ 12王白檀木を以てヱホバの家と

王の家とに欄干を造り歌謡者のために琴と瑟を造

れり是の如き白檀木は至らざりき亦今日までも見

たることなし 13ソロモン王王の例に循ひてシバ

の女王に物を饋りたる外に又彼が望に任せて凡て

其求むる物を饋れり斯て彼其臣僕等とともに歸り

て其國に往り 14偖一年にソロモンの所に至れる

金の重量は六百六十六タラントなり 15外に又商

買および商旅の交易並にアラビヤの王等と國の知

事等よりも至れり 16ソロモン王展金の大楯二百

を造れり其大楯には各六百シケルの金を用ひたり

17又展金の干三百を造れり一の干に三斤の金を用

ひたり王是等をレバノン森林の家に置り 18王又

象牙をもて大なる寳座を造り純金を以て之を蔽へ

り 19其寳座に六の階級あり寳座の後に圓き頭あ

り坐する處の兩旁に扶手ありて扶手の側に二の獅

子立てり 20又其六の階級に十二の獅子此旁彼旁

に立り是の如き者を作れる國はあらざりき 21ソ

ロモン王の用ひて飮る器は皆金なり又レバノン森

林の家の器も皆純金にして銀の物無りき銀はソロ

モンの世には貴まざりしなり 22其は王海にタル

シシの船を有てヒラムの船と供にあらしめタルシ

シの船をして三年に一度金銀象牙猿猴および孔雀

を載て來らしめたればなり 23抑ソロモン王は富

有と智慧に於て天下の諸の王よりも大なりければ

24天下皆神がソロモンの心に授けたまへる智慧を

聽んとてソロモンの面を見んことを求めたり 25

人々各其禮物を携へ來る即ち銀の器金の器衣服甲

冑香物馬騾毎歳定分ありき 26ソロモン戰車と騎

兵を集めたるに戰車千四百輛騎兵壱萬二千ありき

ソロモン之を戰車の城邑に置き或はエルサレムに

て王の所に置り 27王エルサレムに於て銀を石の

如くに爲し香柏を平地の桑樹の如くに爲して多く

用ひたり 28ソロモンの馬を獲たるはエジプトと

コアよりなり即ち王の商賣コアより價値を以て取

り 29エジプトより上り出る戰車一輛は銀六百に

して馬は百五十なりき斯のごとくヘテ人の凡の王

等およびスリアの王等のために其手をもて取出せ

り

11ソロモン王パロの女の外に多の外國の婦を寵
愛せり即ちモアブ人アンモニ人エドミ人シド

ン人ヘテ人の婦を寵愛せり 2ヱホバ曾て是等の國

民についてイスラエルの子孫に言たまひけらく爾

等は彼等と交るべからず彼等も亦爾等と交るべか

らず彼等必ず爾等の心を轉して彼等の神々に從は

しめんとしかるにソロモン彼等を愛して離れざり

き 3彼妃公主七百人嬪三百人あり其妃等彼の心を

轉せり 4ソロモンの年老たる時妃等其心を轉移し
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て他の神に從はしめければ彼の心其父ダビデの心

の如く其神ヱホバに全からざりき 5其はソロモン

、シドン人の神アシタロテに從ひアンモニ人の惡

むべき者なるモロクに從ひたればなり 6ソロモン

斯ヱホバの目のまへに惡を行ひ其父ダビデの如く

全くはヱホバに從はざりき 7爰にソロモン、モア

ブの憎むべき者なるケモシの爲又アンモンの子孫

の憎むべき者なるモロクのためにエルサレムの前

なる山に崇邱を築けり 8彼又其異邦の凡の妃の爲

にも然せしかば彼等は香を焚て己々の神を祭れり

9ソロモンの心轉りてイスラエルの神ヱホバを離

れしによりてヱホバ彼を怒りたまふヱホバ嘗て兩

次彼に顯れ 10此事に付て彼に他の神に從ふべか

らずと命じたまひけるに彼ヱホバの命じたまひし

事を守らざりしなり 11ヱホバ、ソロモンに言た

まひけるは此事爾にありしに因り又汝わが契約と

わが爾に命じたる法憲を守らざりしに因て我必ず

爾より國を裂きはなして之を爾の臣僕に與ふべし

12然ど爾の父ダビデの爲に爾の世には之を爲ざる

べし我爾の子の手より之を裂きはなさん 13但し

我は國を盡くは裂きはなさずしてわが僕ダビデの

ために又わが選みたるエルサレムのために一の支

派を爾の子に與へんと 14是に於てヱホバ、エド

ミ人ハダデを興してソロモンの敵と爲したまふ彼

はエドム王の裔なり 15曩にダビデ、エドムに事

ありし時軍の長ヨアブ上りて其戰死せし者を葬り

エドムの男を盡く撃殺しける時に方りて 16 (ヨア

ブはエドムの男を盡く絶までイスラエルの群衆と

偕に六月其處に止れり) 17ハダデ其父の僕なる數

人のエドミ人と共に逃てエジブトに往んとせり時

にハダデは尚小童子なりき 18彼等ミデアンを起

出てバランに至りパランより人を伴ひてエジプト

に往きエジプトの王パロに詣るにバロ彼に家を與

へ食糧を定め且土地を與へたり 19ハダデ大にパ

ロの心にかなひしかばパロ己の妻の妹即ち王妃タ

ペネスの妹を彼に妻せり 20タペネスの妹彼に男

子ゲヌバテを生ければタペネス之をパロの家の中

にて乳離せしむゲヌバテ、パロの家にてパロの子

の中にありき 21ハダデ、エジプトに在てダビデ

の其先祖と偕に寝りたると軍の長ヨアブの死たる

を聞しかばハダデ、パロに言けるは我を去しめて

わが國に往しめよと 22パロ彼にいひけるは爾我

とともにありて何の缺たる處ありてか爾の國に往

ん事を求むる彼言ふ何も無し然どもねがはくは我

を去しめよ去しめよ 23神父エリアダの子レゾン

を興してソロモンの敵となせり彼は其主人ゾバの

王ハダデゼルの許を逃さりたる者なり 24ダビデ

がゾバの人を殺したる時に彼人を自己に集めて一

隊の首領となりしが彼等ダマスコに往て彼處に住

みダマスコを治めたり 25ハダデが爲たる害の外

にレゾン、ソロモンの一生の間イスラエルの敵と

なれり彼イステエルを惡みてスリアに王たりき 26

ゼレダのヱフラタ人ネバテの子ヤラベアムはソロ

モンの僕なりしが其母の名はゼルヤと曰て嫠婦な

りき彼も亦其手を擧て王に敵す 27彼が手を擧て

王に敵せし故は此なりソロモン、ミロを築き其父

ダビデの城の損缺を塞ぎ居たり 28其人ヤラベア

ムは大なる能力ある者なりしかばソロモン此少者

が事に勤むるを見て之を立てヨセフの家の凡の役

を督どらしむ 29其頃ヤラベアム、エルサレムを

出し時シロ人なる預言者アヒヤ路にて彼に遭へり

彼は新しき衣服を著ゐたりしが彼等二人のみ野に

ありき 30アヒヤ其著たる新しき衣服を執へて之

を十二片に裂き 31ヤラベアムに言けるは爾自ら

十片を取れイスラエルの神ヱホバ斯言たまふ視よ

我國をソロモンの手より裂きはなして爾に十の支

派を與へん 32 (但し彼はわが僕ダビデの故に因り

又わがイスラエルの凡の支派の中より選みたる城

エルサレムの故に因りて一の支派を有つべし) 33

其は彼等我を棄てシドン人の神アシタロテとモア

ブの神ケモシとアンモンの子孫の神モロクを拝み

其父ダビデの如くわが道に歩てわが目に適ふ事わ

が法ととわが律例を行はざればなり 34然ども我

は國を盡くは彼の手より取ざるべし我が選みたる

わが僕ダビデわが命令とわが法憲を守りたるに因

て我彼が爲にソロモンを一生の間主たらしむべし

35然ど我其子の手より國を取て其十の支派を爾に

與へん 36其子には我一の支派を與へてわが僕ダ

ビデをしてわが己の名を置んとてわがために擇み

たる城エルサレムにてわが前に常に一の光明を有

しめん 37我爾を取ん爾は凡て爾の心の望む所を

治めイスラエルの上に王となるべし 38爾若わが

爾に命ずる凡の事を聽て吾が道に歩みわが目に適

ふ事を爲しわが僕ダビデが爲し如く我が法憲と誡

命を守らば我爾と偕にありてわがダビデのために

建しごとく爾のために鞏固き家を建てイスラエル

を爾に與ふべし 39我之がためにダビデの裔を苦

めんされど永遠には非じと 40ソロモン、ヤラベ
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アムを殺さんと求めければヤラベアム起てエジプ

トに逃遁れエジプトの王シシヤクに至りてソロモ

ンの死ぬるまでエジプトに居たり 41ソロモンの

其餘の行爲と凡て彼が爲たる事および其智慧はソ

ロモンの行爲の書に記さるるにあらすや 42ソロ

モンのエルサレムにてイスラエルの全地を治めた

る日は四十年なりき 43ソロモン其父祖と偕に寝

りて其父ダビデの城に葬らる其子レハベアム之に

代て王となれり

12爰にレハベアム、シケムに往り其はイスラエ
ル皆彼を王と爲んとてシケムに至りたればな

り 2ネバテの子ヤラベアム尚エジブトに在て聞り

ヤラベアムはソロモン王の面をさけて逃さりエジ

プトに住居たるなり 3時に人衆人を遣はして彼を

招けり斯てヤラベアムとイスラエルの會衆皆來り

てレハベアムに告て言けるは 4汝の父我儕の軛を

難くせり然ども爾今爾の父の難き役と爾の父の我

儕に蒙らせたる重き軛を軽くせよ然ば我儕爾に事

へん 5レハベアム彼等に言けるは去て三日を經て

再び我に來れと民乃ち去り 6レハベアム王其父ソ

ロモンの生る間其前に立たる老人等と計りていひ

けるは爾等如何に敎へて此民に答へしむるや 7彼

等レハベアムに告て言けるは爾若今日此民の僕と

なり之に事へて之に答へ善き言を之に語らば彼等

永く爾の僕となるべしと 8然に彼老人の敎へし敎

を棄て自己と倶に生長て己のまへに立つ少年等と

計れり 9即ち彼等に言けるは爾等何を敎へて我儕

をして此我に告て爾の父の我儕に蒙むらせし軛を

軽くせよと言ふ民に答へしむるやと 10彼と偕に

生長たる少年彼に告ていひけるは爾に告て爾の父

我儕の軛を重くしたれど爾これを我儕のために軽

くせよと言たる此民に爾斯言ベし我が小指はわが

父の腰よりも太し 11またわが父爾等に重き軛を

負せたりしが我は更に爾等の軛を重くせん我父は

鞭にて爾等を懲したれども我は蠍をもて爾等を懲

んと爾斯彼等に告べしと 12ヤラベアムと民皆王

の告て第三日に再び我に來れと言しごとく第三日

にレハベアムに詣りしに 13王荒々しく民に答へ

老人の敎へし敎を棄て 14少年の敎の如く彼等に

告て言けるは我父は爾等の軛を重くしたりしが我

は更に爾等の軛を重くせん我父は鞭を以て爾等を

懲したれども我は蠍をもて爾等を懲さんと 15王

斯民に聽ざりき此事はヱホバより出たる者なり是

はヱホバその甞てシロ人アヒヤに由てネバテの子

ヤラベアムに告し言をおこなはんとて爲たまへる

なり 16かくイスラエル皆王の己に聽ざるを見た

り是において民王に答へて言けるは我儕ダビデの

中に何の分あらんやヱサイの子の中に產業なしイ

スラエルよ爾等の天幕に歸れダビデよ今爾の家を

視よと而してイスラエルは其天幕に去りゆけり 17

然どもユダの諸邑に住るイスラエルの子孫の上に

はレハベアム其王となれり 18レハベアム王徴募

頭なるアドラムを遣はしけるにイスラエル皆石に

て彼を撃て死しめたればレハベアム王急ぎて其車

に登りエルサレムに逃たり 19斯イスラエル、ダ

ビデの家に背きて今日にいたる 20爰にイスラエ

ル皆ヤラベアムの歸りしを聞て人を遣して彼を集

會に招き彼をイスラエルの全家の上に王と爲りユ

ダの支派の外はダビデの家に從ふ者なし 21ソロ

モンの子レハベアム、エルサレムに至りてユダの

全家とベニヤミンの支派の者即ち壯年の武夫十八

萬を集む斯してレハベアム國を己に皈さんがため

にイスラエルの家と戰はんとせしが 22神の言神

の人シマヤに臨みて曰く 23ソロモンの子ユダの

王レハベアムおよびユダとベニヤミンの全家並に

其餘の民に告て言べし 24ヱホバ斯言ふ爾等上る

べからず爾等の兄弟なるイスラエルの子孫と戰ふ

べからず各人其家に歸れ此事は我より出たるなり

と彼等ヱホバの言を聽きヱホバの言に循ひて轉り

去りぬ 25ヤラベアムはエフライムの山地にシケ

ムを建て其處に住み又其所より出てペヌエルを建

たり 26爰にヤラベアム其心に謂けるは國は今ダ

ビデの家に歸らん 27若此民エルサレムにあるヱ

ホバの家に禮物を献げんとて上らば此民の心ユダ

の王なる其主レハベアムに歸りて我を殺しユダの

王レハベアムに歸らんと 28是に於て王計議て二

の金の犢を造り人々に言けるは爾らのエルサレム

に上ること旣に足りイスラエルよ爾をエジブトの

地より導き上りし汝の神を視よと 29而して彼一

をベテルに安ゑ一をダンに置り 30此事罪となれ

りそは民ダンに迄往て其一の前に詣たればなり 31

彼又崇邱の家を建てレビの子孫にあらざる凡民を

祭司となせり 32ヤラベアム八月に節期を定めた

り即ち其月の十五日なりユダにある節期に等し而

して壇の上に上りたりベテルにて彼斯爲し其作り

たる犢に禮物を献げたり又彼其造りたる崇邱の祭

司をベテルに立たり 33かく彼其ベテルに造れる

壇の上に八月の十五日に上れり是は彼が己の心よ
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り造り出したる月なり而してイスラエルの人々の

ために節期を定め壇の上にのぼりて香を焚り

13視よ爰に神の人ヱホバの言に由てユダよりベ
テルに來れり時にヤラベアムは壇の上に立て

香を焚ゐたり 2神の人乃ちヱホバの言を以て壇に

向ひて呼はり言けるは壇よ壇よヱホバ斯言たまふ

視よダビデの家にヨシアと名くる一人の子生るべ

し彼爾の上に香を焚く所の崇邱の祭司を爾の上に

献げん且人の骨爾の上に燒れんと 3是日彼異蹟を

示して言けるは是はヱホバの言たまへる事の異蹟

なり視よ壇は裂け其上にある灰は傾出んと 4ヤラ

ベアム王神の人がベテルにある壇に向ひて呼はり

たる言を聞る時其手を壇より伸し彼を執へよと言

けるが其彼に向ひて伸したる手枯て再び屈縮るこ

とを得ざりき 5しかして神の人がヱホバの言を以

て示したる異蹟の如く壇は裂け灰は壇より傾出た

り 6王答て神の人に言けるは請ふ爾の神ヱホバの

面を和めわが爲に祈りてわが手を本に復しめよ神

の人乃ちヱホバの面を和めければ王の手本に復り

て前のごとくに成り 7是において王神の人に言け

るは我と與に家に來りて身を息めよ我爾に禮物を

與へんと 8神の人王に言けるは爾假令爾の家の半

を我に與ふるも我は爾とともに入じ又此所にてパ

ンを食ず水を飮ざるべし 9其はヱホバの言我にパ

ンを食ふなかれ水を飮なかれ又爾が往る途より歸

るなかれと命じたればなりと 10斯彼他途を往き

自己がベテルに來れる途よりは歸らざりき 11爰

にベテルに一人の老たる預言者住ゐたりしが其子

等來りて是日神の人がベテルにて爲たる諸事を彼

に宣たり亦神の人の王に言たる言をも其父に宣た

り 12其父彼等に彼は何の途を往しやといふ其子

等ユダより來りし神の人の往たる途を見たればな

り 13彼其子等に言けるは我ために驢馬に鞍おけ

と彼等驢馬に鞍おきければ彼之に乗り 14神の人

の後に往きて橡の樹の下に坐するを見之にいひけ

るは汝はユダより來れる神の人なるか其人然りと

言ふ 15彼其人にいひけるは我と偕に家に往てパ

ンを食へ 16其人いふ我は汝と偕に歸る能はず汝

と偕に入あたはず又我は此處にて爾と偕にパンを

食ず水を飮じ 17其はヱホバの言我に爾彼處にて

パンを食ふなかれ水を飮なかれ又爾が至れる所の

途より歸り往なかれと言たればなりと 18彼其人

にいひけるは我も亦爾の如く預言者なるが天の使

ヱホバの言を以て我に告て彼を爾と偕に爾の家に

携かへり彼にパンを食はしめ水を飮しめよといへ

りと是其人を誑けるなり 19是において其人彼と

偕に歸り其家にてパンを食ひ水を飮り 20彼等が

席に坐せし時ヱホバの言其人を携歸し預言者に臨

みければ 21彼ユダより來れる神の人に向ひて呼

はり言けるはヱホバ斯言たまふ爾ヱホバの口に違

き爾の神ヱホバの爾に命じたまひし命令を守らず

して歸り 22ヱホバの爾にパンを食ふなかれ水を

飮なかれと言たまひし處にてパンを食ひ水を飮た

れば爾の屍は爾の父祖の墓に至らざるべしと 23

其人のパンを食ひ水を飮し後彼其人のため即ち己

が携歸りたる預言者のために驢馬に鞍おけり 24

斯て其人往けるが獅子途にて之に遇ひて之を殺せ

り而して其屍は途に棄られ驢馬は其傍に立ち獅子

も亦其屍の側に立り 25人々經過て途に棄られた

る屍と其屍の側に立る獅子を見て來り彼老たる預

言者の住る邑にて語れり 26彼人を途より携歸り

たる預言者聞て言けるは其はヱホバの口に違きた

る神の人なりヱホバの彼に言たまひし言の如くヱ

ホバ彼を獅子に付したまひて獅子彼を裂き殺せり

と 27しかして其子等に語りて言けるは我ために

驢馬に鞍おけと彼等鞍おきければ 28彼往て其屍

の途に棄られ驢馬と獅子の其屍の傍に立るを見た

り獅子は屍を食はず驢馬をも裂ざりき 29預言者

乃ち神の人の屍を取あげて之を驢馬に載せて携歸

れりしかして其老たる預言者邑に入り哀哭みて之

を葬れり 30即ち其屍を自己の墓に置め皆之がた

めに嗚呼わが兄弟よといひて哀哭り 31彼人を葬

りし後彼其子等に語りて言けるは我が死たる時は

神の人を葬りたる墓に我を葬りわが骨を彼の骨の

側に置めよ 32其は彼がヱホバの言を以てベテル

にある壇にむかひ又サマリアの諸邑に在る崇邱の

凡の家に向ひて呼はりたる言は必ず成べければな

り 33斯事の後ヤラベアム其惡き途を離れ歸ずし

て復凡の民を崇邱の祭司と爲り即ち誰にても好む

者は之を立てければ其人は崇邱の祭司と爲り 34

此事ヤラベアムの家の罪戻となりて遂に之をして

地の表面より消失せ滅亡に至らしむ

14當時ヤラベアムの子アビヤ疾ゐたり 2ヤラベ

アム其妻に言けるは請ふ起て装を改へ人をし

て汝がヤラベアムの妻なるを知しめずしてシロに

往け彼處にわが此民の王となるべきを我に告たる

預言者アヒヤをる 3汝の手に十のパン及び菓子と

一瓶の蜜を取て彼の所に往け彼汝に此子の如何に
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なるかを示すべしと 4ヤラベアムの妻是爲し起て

シロに往きアヒヤの家に至りしがアヒヤは年齢の

ために其目凝て見ることを得ざりき 5ヱホバ、ア

ヒヤにいひたまひけるは視よヤラベアムの妻其子

疾るに因て其に付て汝に一の事を諮んとて來る汝

斯々彼に言べし其は彼入り來る時其身を他の人と

すべければなり 6彼が戸の所に入來れる時アヒヤ

其履聲を聞て言けるはヤラベアムの妻入よ汝何ぞ

其身を他の人とするや我汝に嚴酷き事を告るを命

ぜらる 7往てヤラベアムに告べしイスラエルの神

ヱホバ斯言たまふ我汝を民の中より擧げ我民イス

ラエルの上に汝を君となし 8國をダビデの家より

裂き離して之を汝に與へたるに汝は我僕ダビデの

我が命令を守りて一心に我に從ひ唯わが目に適ふ

事のみを爲しが如くならずして 9汝の前に在し凡

の者よりも惡を爲し往て汝のために他の神と鋳た

る像を造り我が怒を激し我を汝の背後に棄たり 10

是故に視よ我ヤラベアムの家に災害を下しヤラベ

アムに屬する男はイスラエルにありて繋がれたる

者も繋がれざる者も盡く絶ち人の塵埃を殘りなく

除くがごとくヤラベアムの家の後を除くべし 11

ヤラベアムに屬する者の邑に死るをば犬之を食ひ

野に死ぬるをば天空の鳥之を食はんヱホバ之を語

たまへばなり 12爾起て爾の家に往け爾の足の邑

に入る時子は死ぬべし 13而してイスラエル皆彼

のために哀みて彼を葬らんヤラベアムに屬する者

は唯是のみ墓に入るべし其はヤラベアムの家の中

にて彼はイスラエルの神ヱホバに向ひて善き意を

懐けばなり 14ヱホバ、イスラエル上に一人の王

を興さん彼其日にヤラベアムの家を斷絶べし但し

何れの時なるか今即ち是なり 15又ヱホバ、イス

ラエルを撃て水に搖撼ぐ葦の如くになしたまひイ

スラエルを其父祖に賜ひし此善地より抜き去りて

之を河の外に散したまはん彼等其アシラ像を造り

てヱホバの怒を激したればなり 16ヱホバ、ヤラ

ベアムの罪の爲にイスラエルを棄たまふべし彼は

罪を犯し又イスラエルに罪を犯さしめたりと 17

ヤラベアムの妻起て去テルザに至りて家の閾に臻

れる時子は死り 18イスラエル皆彼を葬り彼の爲

に哀めりヱホバの其僕預言者アヒヤによりて言た

まへる言の如し 19ヤラベアムの其餘の行爲彼が

如何に戰ひしか如何に世を治めしかは視よイスラ

エルの王の歴代志の書に記載る 20ヤラベアムの

王たりし日は二十二年なりき彼其父祖と偕に寝り

て其子ナダブ之に代りて王となれり 21ソロモン

の子レハベアムはユダに王たりきレハベアムは王

と成る時四十一歳なりしがヱホバの其名を置んと

てイスラエルの諸の支派の中より選みたまひし邑

なるエルサレムにて十七年王たりき其母の名はナ

アマといひてアンモニ人なり 22ユダ其父祖の爲

たる諸の事に超てヱホバの目の前に惡を爲し其犯

したる罪に由てヱホバの震怒を激せり 23其は彼

等も諸の高山の上と諸の靑木の下に崇邱と碑とア

シラ像を建たればなり 24其國には亦男色を行ふ

者ありぎ彼等はヱホバがイスラエルの子孫の前よ

り逐攘ひたまひし國民の中にありし諸の憎むべき

事を傚ひ行へり 25レハベアム王の第五年にエジ

プトの王シシヤク、エルサレムに攻上り 26ヱホ

バの家の寶物と王の家の寶物を奪ひたり即ち盡く

之を奪ひ亦ソロモンの造りたる金の楯を皆奪ひた

り 27レハベアム王其代に銅の楯を造りて王の家

の門を守る侍衛の長の手に付せり 28王のヱホバ

の家に入る毎に侍衛之を負ひ復之を侍衛の房に携

歸れり 29レハベアムの其餘の行爲と其凡て爲た

る事はユダの王の歴代志の書に記さるるに非ずや

30レハベアムとヤラベアムの間に戰爭ありき 31

レハベアム其父祖と偕に寝りて其父祖と共にダビ

デの城に葬らる其母のナアマといひてアンモニ人

なり其子アビヤム之に代りて王と爲り

15ネバテの子ヤラベアム王の第十八年にアビヤ
ム、ユダの王となり 2エルサレムにて三年世

を治めたり其母の名はマアカといひてアブサロム

の女なり 3彼は其父が己のさきに爲たる諸の罪を

行ひ其心其父ダビデの心の如く其神ヱホバに完全

からざりき 4然に其神ヱホバ、ダビデの爲にエル

サレムに於て彼に一の燈明を與へ其子を其後に興

しエルサレムを固く立しめ賜へり 5其はダビデは

ヘテ人ウリヤの事の外は一生の間ヱホバの目に適

ふ事を爲て其己に命じたまへる諸の事に背かざり

ければなり 6レハベアムとヤラベアムの間には其

一生の間戰爭ありき 7アビヤムの其餘の行爲と凡

て其爲たる事はユダの王の歴代志の書に記載さる

るにあらずやアビヤムとヤラベアムの間に戰爭あ

りき 8アビヤム其先祖と倶に寝りしかば之をダビ

デの城に葬りぬ其子アサ之に代りて王と爲り 9イ

スラエルの王ヤラベアムの第二十年にアサ、ユダ

の王となり 10エルサレムにて四十一年世を治め

たり其母の名はマアカといひてアブサロムの女な
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り 11アサは其父ダビデの如くヱホバの目に適ふ

事を爲し 12男色を行ふ者を國より逐ひ出し其父

祖等の造りたる諸の偶像を除けり 13彼は亦其母

マアカのアシラの像を造りしがために之を貶して

太后たらしめざりき而してアサ其像を毀ちてキデ

ロンの谷に焚棄たり 14但し崇邱は除かざりき然

どアサの心は一生の間ヱホバに完全かりき 15彼

其父の献納めたる物と己のをさめたる物金銀器を

ヱホバの家に携へいりぬ 16アサとイスラエルの

王バアシヤの間に一生の間戰爭ありき 17イスラ

エルの王バアシヤ、ユダに攻上りユダの王アサの

所に誰をも往來せざらしめん爲にラマを築けり 18

是に於てアサ王ヱホバの家の府庫と王の家の府庫

に殘れる所の金銀を盡く將て之を其臣僕の手に付

し之をダマスコに住るスリアの王ヘジヨンの子タ

ブリモンの子なるベネハダデに遣はして言けるは

19わが父と爾の父の間の如く我と爾の間に約を立

ん視よ我爾に金銀の禮物を餽れり往て爾とイスラ

エルの王バアシヤとの約を破り彼をして我を離れ

て上らしめよ 20ベネハダデ、アサ王に聽きて自

己の軍勢の長等を遣はしてイスラエルの諸邑を攻

めイヨンとダンとアベルベテマアカおよびキンネ

レテの全地とナフタリの全地とを撃り 21バアシ

ヤ聞及びラマを築くことを罷てテルザに止り 22

是に於てアサ王令をユダ全國に降したり一人も免

かれし者なし斯して即ちバアシヤが用ひてラマを

築きたる石と材木を取きたらしめアサ王之を用て

べニヤミンのゲバとミズパを築けり 23アサの其

餘の行爲と其諸の功業と凡て其爲たる事および其

建たる城邑はユダの王の歴代志の書に記載さるる

にあらずや但し彼は年老るに及びて其足を病たり

24アサ其父祖と時に寝りて其父ダビデの城に其父

祖と偕に葬らる其子ヨシヤパテ之に代りて王と爲

り 25ユダの王アサの第二年にヤラベアムの子ナ

ダブ、イスラエルの王と爲り二年イスラエルを治

めたり 26彼ヱホバの目のまへに惡を爲其父の道

に歩行み其イスラエルに犯させたる罪を行へり 27

爰にイツサカルの家のアヒヤの子バアシヤ彼に敵

して黨を結びペリシテ人に屬するギベトンにて彼

を撃り其はナダブとイスラエル皆ギベトンを圍み

居たればなり 28ユダの王アサの第三年にバアシ

ヤ彼を殺し彼に代りて王となれり 29バアシヤ王

となれる時ヤラベアムの全家を撃ち氣息ある者は

一人もヤラベアムに殘さずして盡く之を滅せりヱ

ホバの其僕シロ人アヒヤに由て言たまへる言の如

し 30是はヤラベアムが犯し又イスラエルに犯さ

せたる罪の爲め又彼がイスラエルの神ヱホバの怒

を惹き起したる事に因るなり 31ナダブの其餘の

行爲と凡て其爲たる事はイスラエルの王の歴代志

の書に記載さるるにあらずや 32アサとイスラエ

ルの王バアシヤの間に一生のあひだ戰爭ありき 33

ユダの王アサの第三年にアヒヤの子バアシヤ、テ

ルザに於てイスラエルの全地の王となりて二十四

年を經たり 34彼ヱホバの目のまへに惡を爲しヤ

ラベアムの道にあゆみ其イスラエルに犯させたる

罪を行へり

16爰にヱホバの言ハナニの子ヱヒウに臨みバア
シヤを責て曰く 2我爾を塵の中より擧て我民

イスラエルの上に君となしたるに爾はヤラベアム

の道に歩行みわが民イスラエルに罪を犯させて其

罪をもて我怒を激したり 3されば我バアシヤの後

と其家の後を除き爾の家をしてネバテの子ヤラベ

アムの家の如くならしむべし 4バアシヤに屬する

者の城邑に死るをば犬之を食ひ彼に屬する者の野

に死るをば天空の鳥これを食はんと 5バアシヤの

其餘の行爲と其爲たる事と其功績はイスラエルの

王の歴代志の書に記載さるるにあらずや 6バアシ

ヤ其父祖と倶に寝りてテルザに葬らる其子エラ之

に代りて王となれり 7ヱホバの言亦ハナニの子ヱ

ヒウに由て臨みバアシヤと其家を責む是は彼がヱ

ホバの目のまへに諸の惡事を行ひ其手の所爲を以

てヱホバの怒を激してヤラベアムの家に傚たるに

縁り又其ナダブを殺したるに縁てなり 8ユダの王

アサの第二十六年にバアシヤの子エラ、テルザに

於てイスラエルの王となりて二年を經たり 9彼が

テルザにありてテルザの宮殿の宰アルザの家にお

いて飮み酔たる時其僕ジムリ戰車の半を督どる者

之に敵して黨を結べり 10即ちユダの王アサの第

二十七年にジムリ入て彼を撃ち彼を殺し彼にかは

りて王となれり 11彼王となりて其位に上れる時

バアシヤの全家を殺し男子は其親族にもあれ朋友

にもあれ一人も之に遺さざりき 12ジムリ斯バア

シヤの全家を滅ぼせりヱホバが預言者ヱヒウに由

てバアシヤを責て言たまへる言の如し 13是はバ

アシヤの諸の罪と其子エラの罪のためなり彼等は

罪を犯し又イスラエルをして罪を犯し其虚物を以

てイスラエルの神ヱホバの怒を激さしめたり 14

エラの其餘の行爲と凡て其爲たる事はイスラエル
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の王の歴代志の書に記載さるるにあらずや 15ユ

ダの王アサの第二十七年にジムリ、テルザにて七

日の間王たりき民はペリシテ人に屬するギベトン

に向ひて陣どり居たりしが 16陣どれる民ジムリ

は黨を結び亦王を殺したりと言を聞り是に於てイ

スラエル皆其日陣營にて軍の長オムリをイスラエ

ルの王となせり 17オムリ乃ちイスラエルの衆と

偕にギベトンより上りてテルザを圍り 18ジムリ

其邑の陷るを見て王の家の天守に入り王の家に火

をかけて其中に死り 19是は其犯したる罪により

てなり彼ヱホバの目のまへに惡を爲しヤラベアム

の道にあゆみヤラベアムがイスラエルに罪を犯さ

せて爲したるところの罪を行ひたり 20ジムリの

其餘の行爲と其なしたる徒黨はイスラエルの王の

歴代志の書に記載るるにあらずや 21其時にイス

ラエルの民二に分れ民の半はギナラの子テブニに

從ひて之を王となさんとし半はオムリに從へり 22

オムリに從へる民ギナテの子テブニに從へる民に

勝てテブニは死てオムリ王となれり 23ユダの王

アサの第三十一年にオムリ、イスラエルの王とな

りて十二年を經たり彼テルザにて六年王たりき 24

彼銀二タラントを以てセメルよりサマリア山を買

ひ其上に邑を建て其建たる邑の名を其山の故主な

りしセメルの名に循ひてサマリアと稱り 25オム

リ、ヱホバの目のまへに惡を爲し其先に在し凡の

者よりも惡き事を行へり 26彼はネバテの子ヤラ

ベアムの凡の道にあゆみヤラベアムがイスラエル

をして罪を犯し其虚物を以てイスラエルの神ヱホ

バの怒をおこさしめたる其罪を行へり 27オムリ

の爲たる其餘の行爲と其なしたる功績はイスラエ

ルの王の歴代志の書に記載るるにあらずや 28オ

ムリ其父祖と偕に寝りてサマリアに葬らる其子ア

ハブ之に代りて王となれり 29ユダの王アサの第

三十八年にオムリの子アハブ、イスラエルの王と

なれりオムリの子アハブ、サマリアに於て二十二

年イスラエルに王たりき 30オムリの子アハブは

其先に在し凡の者よりも多くヱホバの目のまへに

惡を爲り 31彼はネバテの子ヤラベアムの罪を行

ふ事を軽き事となせしがシドン人の王エテバアル

の女イゼベルを妻に娶り往てバアルに事へ之を拝

めり 32彼其サマリアに建たるバアルの家の中に

バアルのために壇を築けり 33アハブ又アシラ像

を作れりアハブは其先にありしイスラエルの諸の

王よりも甚だしくイスラエルの神ヱホバの怒を激

すことを爲り 34其代にベテル人ヒエル、ヱリコ

を建たり彼其基を置る時に長子アビラムを喪ひ其

門を立る時に季子セグブを喪へりヌンの子ヨシユ

アによりてヱホバの言たまへるがごとし

17ギレアデに居住れるテシベ人エリヤ、アハブ
に言ふ吾事ふるイスララエルの神ヱホバは活

くわが言なき時は數年雨露あらざるべしと 2ヱホ

バの言彼に臨みて曰く 3爾此より往て東に赴きヨ

ルダンの前にあるケリテ川に身を匿せ 4爾其川の

水を飮べし我鴉に命じて彼處にて爾を養はしむと

5彼往てヱホバの言の如く爲り即ち往てヨルダン

の前にあるケリテ川に住り 6彼の所に鴉朝にパン

と肉亦夕にパンと肉を運べり彼は川に飮り 7しか

るに國に雨なかりければ數日の後其川涸ぬ 8ヱホ

バの言彼に臨みて曰 9起てシドンに屬するザレバ

テに往て其處に住め視よ我彼處の嫠婦に命じて爾

を養はしむと 10彼起てザレパテに往けるが邑の

門に至れる時一人の嫠婦の其處に薪を採ふを見た

り乃ち之を呼て曰けるは請ふ器に少許の水を我に

携來りて我に飮せよと 11彼之を携きたらんとて

往る時エリヤ彼を呼て言けるは請ふ爾の手に一口

のパンを我に取きたれと 12彼いひけるは爾の神

ヱホバは活く我はパン無し只桶に一握の粉と瓶に

少許の油あるのみ觀よ我は二の薪を採ふ我いりて

われとわが子のために調理て之をくらひて死んと

す 13エリヤ彼に言ふ懼るるなかれ往て汝がいへ

る如くせよ但し先其をもてわが爲に小きパン一を

作りて我に携きたり其後爾のためと爾の子のため

に作るべし 14其はヱホバの雨を地の面に降した

まふ日までは其桶の粉は竭ず其瓶の油は絶ずとイ

スラエルの神ヱホバ言たまへばなりと 15彼ゆき

てエリヤの言るごとくなし彼と其家及びエリヤ久

く食へり 16ヱホバのエリヤに由て言たまひし言

のごとく桶の粉は竭ず瓶の油は絶ざりき 17是等

の事の後其家の主母なる婦の子疾に罹しが其病甚

だ劇くして氣息其中に絶て無きに至れり 18婦エ

リアに言けるは神の人よ汝なんぞ吾事に關渉るべ

けんや汝はわが罪を憶ひ出さしめんため又わが子

を死しめんために我に來れるか 19エリヤ彼に爾

の子を我に授せと言て之を其懐より取り之を己の

居る桜に抱のぼりて己の牀に臥しめ 20ヱホバに

呼はりていひけるは吾神ヱホバよ爾は亦吾ともに

宿る嫠に菑をくだして其子を死しめたまふやと 21

而して三度身を伸して其子の上に伏しヱホバに呼
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はりて言ふわが神ヱホバ願くは此子の魂を中に歸

しめたまへと 22ヱホバ、エリヤの聲を聽いれた

まひしかば其子の魂中にかへりて生たり 23エリ

ヤ乃ち其子を取て之を桜より家に携くだり其母に

與していひけるは視よ爾の子は生くと 24婦エリ

ヤにいひけるは此に縁て我は爾が神の人にして爾

の口にあるヱホバの言は眞實なるを知ると

18衆多の日を經たるのち第三年にヱホバの言エ
リヤに臨みて曰く往て爾の身をアハブに示せ

我雨を地の面に降さんと 2エリヤ其身をアハブに

示さんとて往り時に饑饉サマリアに甚しかりき 3

茲にアハブ家宰なるオバデヤを召たり 4 (オバデ

ヤは大にヱホバを畏みたる者にてイゼベルがヱホ

バの預言者を絶たる時にオバデヤ百人の預言者を

取て之を五十人づつ洞穴に匿しパンと水をもて之

を養へり) 5アハブ、オバデヤにいひけるは國中

の水の諸の源と諸の川に往け馬と騾を生活むる草

を得ることあらん然ば我儕牲畜を盡くは失なふに

至らじと 6彼等巡るべき地を二人に分ちアハブは

獨にて此途に往きオバデヤは獨にて彼途に往けり

7オバデヤ途にありし時觀よエリヤ彼に遭り彼エ

リヤを識て伏て言けるは我主エリヤ汝は此に居た

まふや 8エリヤ彼に言けるは然り往て汝の主にエ

リヤは此にありと告よ 9彼言けるは我何の罪を犯

したれば汝僕をアハブの手に付して我を殺さしめ

んとする 10汝の神ヱホバは生くわが主の人を遣

はして汝を尋ねざる民はなく國はなし若しエリヤ

は在ずといふ時は其國其民をして汝を見ずといふ

誓を爲しめたり 11汝今言ふ往て汝の主にエリヤ

は此にありと告よと 12然ど我汝をはなれて往と

きヱホバの霊我しらざる處に汝を携へゆかん我至

りてアハブに告て彼汝を尋獲ざる時は彼我を殺さ

ん然ながら僕はわが幼少よりヱホバを畏むなり 13

イゼベルがヱホバの預言者を殺したる時に吾なし

たる事即ち我がヱホバの預言者の中百人を五十人

づつ洞穴に匿してパンと水を以て之を養ひし事は

吾主に聞えざりしや 14しかるに今汝言ふ往て汝

の主にエリヤは此にありと告よと然らば彼我を殺

すならん 15エリヤいひけるは我が事ふる萬軍の

ヱホバは活く我は必ず今日わが身を彼に示すべし

と 16オバデヤ乃ち往てアハブに會ひ之に告けれ

ばアハブはエリヤに會んとて往きけるが 17アハ

ブ、エリヤを見し時アハブ、エリヤに言けるは汝

イスラエルを惱ます者此にをるか 18彼答へける

は我はイスラエルを惱さず但汝と汝の父の家之を

惱すなり即ち汝等はヱホバの命令を棄て且汝はバ

アルに從ひたり 19されば人を遣てイスラエルの

諸の人およびバアルの預言者四百五十人並にアシ

ラ像の預言者四百人イゼベルの席に食ふ者をカル

メル山に集めて我に詣しめよと 20是においてア

ハブ、イスラエルの都の子孫の中に人を遣り預言

者をカルメル山に集めたり 21時にエリヤ總の民

に近づきて言けるは汝等何時まで二の物の間にま

よふやヱホバ若し神ならば之に從へされどバアル

若し神ならば之に從へと民は一言も彼に答ざりき

22エリヤ民に言けるは惟我一人存りてヱホバの預

言者たり然どバアルの預言者は四百五十人あり 23

然ば二の犢を我儕に與へよ彼等は其一の犢を選み

て之を截り剖き薪の上に載せて火を縦たずに置べ

し我も其一の犢を調理へ薪の上に載せて火を縦ず

に置べし 24斯して汝等は汝等の神の名を龥べ我

はヱホバの名を龥ん而して火をもて應る神を神と

爲べしと民皆答て斯言は善と言り 25エリヤ、バ

アルの預言者に言けるは汝等は多ければ一の犢を

選みて最初に調理へ汝等の神の名を呼ぶべし但し

火を縦なかれと 26彼等乃ち其與られたる犢を取

て調理へ朝より午にいたるまでバアルの名を龥て

バアルよ我儕に應へたまへと言り然ど何の聲もな

く又何の應る者もなかりければ彼等は其造りたる

壇のまはりに踊れり 27日中におよびてエリヤ彼

等を嘲りていひけるは大聲をあげて呼べ彼は神な

ればなり彼は默想をるか他處に行しか又は旅にあ

るか或は假寐て醒さるべきかと 28是において彼

等は大聲に呼はり其例に循ひて刀劍と槍を以て其

身を傷つけ血を其身に流すに至れり 29斯して午

時すぐるに至りしが彼等なほ預言を言ひて晩の祭

物を献ぐる時にまで及べり然ども何の聲もなく又

何の應ふる者も无く又何の顧る者もなかりき 30

時にエリヤ都の民にむかひて我に近よれと言けれ

ば民皆彼に近よれり彼乃ち破壞たるヱホバの壇を

修理ヘり 31エリヤ、ヤコブの子等の支派の數に

循ひて十二の石を取れり(ヱホバの言昔ヤコブに

臨みてイスラエルを汝の名とすべしと言り) 32彼

其石にてヱホバの名を以て壇を築き壇の周圍に種

子二セヤを容べき溝を作れり 33又薪を陳列べ犢

を截剖て薪の上に載せて言けるは四の桶に水を滿

て燔祭と薪の上に沃げ 34又いひけるは再び之を

爲せと再びこれをなせしかば又言ふ三次これを爲
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せと三次これをなせり 35水に壇の周廻に流るま

た溝にも水をみたしたり 36晩の祭物を献ぐる時

に及て預言者エリヤ近よりて言けるはアブラハム

、イサク、イスラエルの神ヱホバよ汝のイスラエ

ルにおいて神なることおよび我が汝の僕にして汝

の言に循ひて是等の諸の事を爲せることを今日知

しめたまへ 37ヱホバよ我に應へたまへ我に應へ

たまへ此民をして汝ヱホバは神なることおよび汝

は彼等の心を翻へしたまふといふことを知しめた

まへと 38時にヱホバの火降りて燔祭と薪と石と

塵とを焚つくせり亦溝の水を餂涸せり 39民皆見

て伏ていひけるはヱホバは神なりヱホバは神なり

40エリヤ彼等に言けるはバアルの預言者を執へよ

其一人をも逃遁しむる勿れと即ち之を執へたれば

エリヤ之をキシヨン川に曳下りて彼處に之を殺せ

り 41斯てエリヤ、アハブにいひけるは大雨の聲

あれば汝上りて食飮すべしと 42アハブ乃ち食飮

せんとて上れり然どエリヤはカルメルの嶺に登り

地に伏て其面を膝の間に容ゐたりしが 43其少者

にいひけるは請ふ上りて海の方を望めと彼上り望

みて何もなしといひければ再び往けといひて遂に

七次に及べり 44第七次に及びて彼いひけるは視

よ海より人の手のごとく微の雲起るとエリヤいふ

上りてアハブに雨に阻められざるやう車を備へて

下りたまへと言ふべしと 45驟に雲と風おこり霄

漢黑くなりて大雨ありきアハブはヱズレルに乗り

往り 46ヱホバの能力エリヤに臨みて彼其腰を束

帶びヱズレルの入口までアハブの前に趨りゆけ

り

19アハブ、イゼベルにエリヤの凡て爲たる事及
び其如何に諸の預言者を刀劍にて殺したるか

を告しかば 2イゼベル使をエリヤに遣はして言け

るは神等斯なし復重て斯なしたまへ我必ず明日の

今時分汝の命を彼人々の一人の生命のごとくせん

と 3かれ恐れて起ち其生命のために逃げ往てユダ

に屬するベエルシバに至り少者を其處に遺して 4

自ら一日程ほど曠野に入り往て金雀花の下に坐し

其身の死んことを求めていふヱホバよ足り今わが

生命を取たまへ我はわが父祖よりも善にはあらざ

るなりと 5彼金雀花の下に伏して寝りしが天の使

彼に捫り興て食へと言ければ 6彼見しに其頭の側

に炭に燒きたるパンと一瓶の水ありき乃ち食ひ飮

て復偃臥たり 7ヱホバの使者復再び來りて彼に捫

りていひけるは興て食へ其は途長くして汝勝べか

らざればなりと 8彼興て食ひ且飮み其食の力に仗

て四十日四十夜行て神の山ホレブに至る 9彼處に

て彼洞穴に入りて其處に宿りしが主の言彼に臨み

て彼に言けるはエリヤよ汝此にて何を爲や 10彼

いふ我は萬軍の神ヱホバのために甚だ熱心なり其

はイスラエルの子孫汝の契約を棄て汝の壇を毀ち

刀劍を以て汝の預言者を殺したればなり惟我一人

存るに彼等我生命を取んことを求むと 11ヱホバ

言たまひけるは出てヱホバの前に山の上に立てと

茲にヱホバ過ゆきたまふにヱホバのまへに當りて

大なる強き風山を裂き岩石を碎しが風の中にはヱ

ホバ在さざりき風の後に地震ありしが地震の中に

はヱホバ在さざりき 12又地震の後に火ありしが

火の中にはヱホバ在さざりき火の後に靜なる細微

き聲ありき 13エリヤ聞て面を外套に蒙み出て洞

穴の口に立ちけるに聲ありて彼に臨みエリヤよ汝

此にて何をなすやといふ 14かれいふ我は萬軍の

神ヱホバの爲に甚だ熱心なり其はイスラエルの子

孫汝の契約を棄て汝の壇を毀ち刀劍を以て汝の預

言者を殺したればなり惟我一人存れるに彼等我が

生命を取んことを求むと 15ヱホバかれに言たま

ひけるは往て汝の途に返りダマスコの曠野に至り

往てハザエルに膏を沃ぎてスリアの王となせ 16

又汝ニムシの子エヒウに膏を注ぎてイスラエルの

王となすべし又アベルメホラのシヤパテの子エリ

シヤに膏をそそぎ爾に代りて預言者とならしむべ

し 17ハザエルの刀劍を逃るる者をばエヒウ殺さ

んエヒウの刀劍を逃るる者をばエリシヤ殺さん 18

又我イスラエルの中に七千人を遺さん皆其膝をバ

アルに跼めず其口を之に接ざる者なりと 19エリ

ヤ彼處よりゆきてシヤパテの子エリシヤに遭ふ彼

は十二軛の牛を其前に行しめて己は其第十二の牛

と偕にありて耕し居たりエリヤ彼の所にわたりゆ

きて外套を其上にかけたれば 20牛を棄てエリヤ

の後に趨ゆきて言けるは請ふ我をしてわが父母に

接吻せしめよしかるのち我爾にしたがはんとエリ

ヤかれに言けるは行け還れ我爾に何をなしたるや

と 21エリシヤ彼をはなれて還り一軛の牛をとり

て之をころし牛の器具を焚て其肉を煮て民にあた

へて食はしめ起て往きエリヤに從ひて之に事へた

り

20スリアの王ベネハダデ其軍勢を悉く集む王三
十二人彼と偕にあり又馬と戰車とあり乃ち上

りてサマリアを圍み之を攻む 2彼使をイスラエル
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の王アハブに遣し邑に至りて彼に言しめけるはベ

ネハダデ斯言ふ 3爾の金銀は我の所有なり亦爾の

妻等と爾の子等の美秀者は我の所有なり 4イスラ

エルの王答へて言けるは王わが主よ爾の言の如く

我と我が有つ者は皆爾の所有なり 5使者再び來り

て言けるはベネハダデ斯語て言ふ我爾に爾我に爾

の金銀妻子を付すべしと言遣れり 6然ど明日今頃

我が僕を爾に遣さん彼等爾の家と爾の臣僕の家を

探索りて凡て爾の日に好ましく見ゆる者を其手に

置て取り去るべしと 7是においてイスラエルの王

國の長老を皆召て言けるは請ふ爾等見て此人の害

をなさんと求るを知れ彼人を我に遣りて我が妻子

とわが金銀を索めたり而るに我之を謝絶ざりしと

8諸の長老および民皆彼に言けるは爾聽なかれ許

すなかれと 9是故に彼ベネハダデの使者に言ける

は王わが主に告よ爾が最初に僕に言つかはしたる

事は皆我爲べし然ど比事は我爲あたはずと使者往

て反命をなせり 10ベネハダデ彼に言つかはしけ

るは神等我に斯なし亦重て斯なしたまへサマリア

の塵は我に從ふ諸の民の手に滿るに足ざるべしと

11イスラエルの王答へて帶る者は解く者の如く誇

るべからずと告よと言り 12ベネハダデ天幕にあ

りて王等と飮ゐたりしが此事を聞て其臣僕に言け

るは爾等陣列を爲せと即ち邑に向ひて陣列をなせ

り 13時に一人の預言者イスラエルの王アハブの

許に至りて言けるはヱホバ斯言たまふ爾此諸の大

軍を見るや視よ我今日之を爾の手に付さん爾は我

がヱホバなるを知にいたらんと 14アハブ言ける

は誰を以てせんか彼いひけるはヱホバ斯いひたま

ふ諸省の牧伯の少者を以てすべしアハブ言ふ誰か

戰爭を始むべき彼答けるは爾なりと 15アハブ乃

ち諸省の牧伯の少者を核るに二百三十二人あり次

に凡の民即ちイスラエルの凡の子孫を核るに七千

人あり 16彼等日中出たちたりしがベネハダデは

天幕にて王等即ち己を助る三十二人の王等ととも

に飮て酔居たり 17諸省の牧伯の少者等先に出た

りベネハダデ人を出すにサマリアより人衆出來る

と彼に告ければ 18彼言けるは和睦のために出來

るも之を生擒べし又戰爭のために出來るも之を生

擒べしと 19諸省の牧伯の是等の少者および之に

從ふ軍勢邑より出きたり 20各其敵手を撃ち殺し

ければスリア人逃たりイスラエル之を追ふスリア

の王ベネハダデは馬に乗り騎兵を從へて逃遁たり

21イスラエルの王出て馬と戰車を撃ち又大にスリ

ア人を撃殺せり 22茲に彼預言者イスラエルの王

の許に詣て彼に言けるは往て爾の力を養ひ爾の爲

すべき事を知り辨ふべし年歸らばスリアの王爾に

攻上るべければなりと 23スリアの王の臣僕王に

言けるは彼等の神等は山崗の神なるが故に彼等は

我等よりも強かりしなり然ども我等若平地に於て

彼等と戰はば必ず彼等よりも強かるべし 24但し

此事を爲せ即ち王等を除きて各其處を離しめ方伯

を置て之に代べし 25又爾の失ひたる軍勢に均き

軍勢を爾のために備へ馬は馬戰車は戰車をもて補

ふべし斯して我儕平地において彼等と戰はば必ず

彼等よりも強かるべしと彼其言を聽いれて然なせ

り 26年かへるに及びてベネハダデ、スリア人を

核めてアペクに上りイスラエルと戰はんとす 27

イスラエルの子孫核められ兵糧を受て彼等に出會

んとて往けりイスラエルの子孫は山羊の二の小群

の如く彼等の前に陣どりしがスリア人は其地に充

滿たり 28時に神の人至りてイスラエルの王に告

ていひけるはヱホバ斯言たまふスリア人ヱホバは

山獄の神にして谿谷の神にあらずと言ふによりて

我此諸の大軍を爾の手に付すべし爾等は我がヱホ

バなるを知に至らんと 29彼等七日互に相對て陣

どり第七日におよびて戰爭を交接しがイスラエル

の子孫一日にスリア人の歩兵十萬人を殺しければ

30其餘の者はアベクに逃て邑に入ぬ然るに其石垣

崩れて其存れる二萬七千人の上にたふれたりベネ

ハダデは逃て邑にいたり奧の間に入ぬ 31其臣僕

彼にいひけるは我儕イスラエルの家の王等は仁慈

ある王なりと聞り請ふ我儕粗麻布を腰につけ繩を

頭につけてイスラエルの王の所にいたらん彼爾の

命を生むることあらんと 32斯彼等粗麻布を腰に

まき繩を頭にまきてイスラエルの王の所にいたり

ていひけるは爾の僕ベネハダデ請ふ我が生命を生

しめたまへと言ふとアハブいひけるは彼は尚生を

るや彼はわが兄弟なりと 33其人々これを吉兆と

爲し速に彼の言を承て爾の兄弟ベネハダデといへ

り彼言けるは爾等ゆきて彼を導ききたるべしと是

においてベネハダデ彼の所に出來りしかば彼之を

車に登しめたり 34ベネハダデ彼に言けるは我父

の爾の父より取たる諸邑は我返すべし又我が父の

サマリアに造りたる如く爾ダマスコに於て爾のた

めに街衢を作るべしアハブ言ふ我此契約を以て爾

を歸さんと斯彼と契約を爲て彼を歸せり 35爰に

預言者の徒の一人ヱホバの言によりて其同儕に請
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我を撃てといひけるが其人彼を撃つことを肯ぜざ

りしかば 36彼其人に言ふ汝ヱホバの言を聽ざり

しによりて視よ汝の我をはなれて往く時獅子汝を

ころさんと其人彼の側を離れて往きけるに獅子之

に遇て之を殺せり 37彼また他の人に遭て請ふ我

を撃といひければ其人之を撃ち撃て傷けたり 38

預言者往て王を途に待ち其目に掩巾をあてて儀容

を變ゐたりしが 39王の經過る時王に呼はりてい

ひけるは僕戰爭の中に出しに人轉りて一箇の人を

我の所に曳きたりて言けるは此人を守れ若彼失ゆ

く事あらば汝の生命を彼の生命に代べし或は爾銀

一タラントを出すべしと 40而るに僕此彼に事を

なしゐたれば彼遂に失たりとイスラエルの王彼に

いひけるは爾の擬定は然なるべし爾之を決めたり

41彼急ぎて其目の掩巾を取除たればイスラエルの

王彼が預言者の一人なるを識り 42彼王に言ける

はヱホバ斯言たまふ爾はわが殲滅んと定めたる人

を爾の手より放ちたれば爾の命は彼の生命に代り

爾の民は彼の民に代るべしと 43イスラエルの王

憂へ且怒て其家に赴きサマリアに至れり

21是等の事の後ヱズレル人ナボテ、ヱズレルに
葡萄園を有ちゐたりしがサマリアの王アハブ

の殿の側に在りければ 2アハブ、ナボテに語て言

けるは爾の葡萄園は近くわが家の側にあれば我に

與へて蔬采の圃となさしめよ我之がために其より

も美き葡萄園を爾に與へん若し爾の心にかなはば

其價を銀にて爾に予へんと 3ナボテ、アハブに言

けるはわが父祖の產業を爾に與ふる事は決て爲べ

からずヱホバ禁じたまふと 4アハブはヱズレル人

ナボテの己に言し言のために憂ひ且怒りて其家に

入ぬ其は彼わが父祖の產業を爾に與へじと言たれ

ばなりアハブ床に臥し其面を轉けて食をなさざり

き 5其妻イゼベル彼の處にいりて彼に言けるは爾

の心何を憂へて爾食を爲ざるや 6彼之に言けるは

我ヱズレル人ナボテに語りて爾の葡萄園を銀に易

て我に與へよ若また爾好ば我其に易て葡萄園を爾

に與へんと彼に言たるに彼答へて我が葡萄園を爾

に與へじと言たればなりと 7其妻イゼベル彼に言

けるは爾今イステエルの國を治むることを爲すや

興て食を爲し爾の心を樂ましめよ我ヱズレル人ナ

ボテの葡萄園を爾に與へんと 8彼アハブの名をも

て書を書き彼の印を捺し其邑にナボテとともに住

る長老と貴き人に其書をおくれり 9彼其書にしる

して曰ふ斷食を宣傳てナボテを民の中に高く坐せ

しめよ 10又邪なる人二人を彼のまへに坐せしめ

彼に對ひて證を爲して爾神と王を詛ひたりと言し

めよ斯して彼を曳出し石にて撃て死しめよと 11

其邑の人即ち其邑に住る長老および貴き人等イゼ

ベルが己に言つかはしたる如く即ち彼が己に遣り

たる書に書したる如く爲り 12彼等斷食を宣達て

ナボテを民の中に高く坐せしめたり 13時に二人

の邪なる人入來りて其前に坐し其邪なる人民のま

へにてナボテに對て證をなして言ふナボテ神と王

を詛ひたりと人衆彼を邑の外に曳出し石にて之を

撃て死しめたり 14斯てイゼベルにナボテ撃れて

死たりと言遣れり 15イゼベル、ナボタの撃れて

死たるを聞しかばイゼベル、アハブに言けるは起

て彼ヱズレル人ナボテが銀に易て爾に與ることを

拒みし葡萄園を取べし其はナボテは生をらず死た

ればなりと 16アハブ、ナボテの死たるを聞しか

ばアハブ起ちヱズレル人ナボテの葡萄園を取んと

て之に下れり 17時にヱホバの言テシベ人エリヤ

に臨みて曰ふ 18起て下りサマリアにあるイスラ

エルの王アハブに會ふべし彼はナボテの葡萄園を

取んとて彼處に下りをるなり 19爾彼に告て言べ

しヱホバ斯言ふ爾は殺し亦取たるやと又爾彼に告

て言ふべしヱホバ斯言ふ犬ナボテの血を銛し處に

て犬爾の身の血を銛べしと 20アハブ、エリヤに

言けるは我敵よ爾我に遇や彼言ふ我遇ふ爾ヱホバ

の目の前に惡を爲す事に身を委しに縁り 21我災

害を爾に降し爾の後裔を除きアハブに屬する男は

イスラエルにありて繋がれたる者も繋がれざる者

も悉く絶ん 22又爾の家をネバテの子ヤラベアム

の家の如くなしアヒヤの子バアシヤの家のごとく

なすべし是は爾我の怒を惹起しイスラエルをして

罪を犯させたるに因てなり 23イゼベルに關てヱ

ホバ亦語て言給ふ犬ヱズレルの濠にてイゼベルを

食はん 24アハブに屬する者の邑に死るをば犬之

を食ひ野に死るをば天空の鳥之を食はんと 25誠

にアハブの如くヱホバの目の前に惡をなす事に身

をゆだねし者はあらざりき其妻イゼベル之を慫憊

たるなり 26彼はヱホバがイスラエルの子孫のま

へより逐退けたまひしアモリ人の凡てなせし如く

偶像に從ひて甚だ惡むべき事を爲り 27アハブ此

等の言を聞ける時其衣を裂き粗麻布を體にまとひ

食を斷ち粗麻布に臥し遅々に歩行り 28茲にヱホ

バの言テシベ人エリヤに臨みて言ふ 29爾アハブ

の我前に卑下るを見るや彼わがまへに卑下るに縁
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て我災害を彼の世に降さずして其子の世に災害を

彼の家に降すべし

22スリアとイスラエルの間に戰爭なくして三年
を經たり 2第三年にユダの王ヨシヤパテ、イ

スラエルの王の所に降れり 3イスラエルの王其臣

僕に言けるはギレアデのラモテは我儕の所有なる

を爾等知や然るに我儕はスリアの王の手より之を

取ることをせずして默しをるなり 4彼ヨシヤパテ

に言けるは爾我と共にギレアデのラモテに戰ひに

ゆくやヨシヤパテ、イスラエルの王にいひけるは

我は爾のごとくわが民は爾の民の如くわが馬は爾

の馬の如しと 5ヨシヤパテ、イスラエルの王に言

けるは請ふ今日ヱホバの言を問へ 6是においてイ

スラエルの王預言者四百人許を集めて之に言ける

は我ギレアデのラモテに戰ひにゆくべきや又は罷

べきや彼等曰けるは上るべし主之を王の手に付し

たまふべしと 7ヨシヤパテ曰けるは外に我儕の由

て問べきヱホバの預言者此にあらざるや 8イスラ

エルの王ヨシヤパテに言けるは外にイムラの子ミ

カヤ一人あり之に由てヱホバに問ふことを得ん然

ど彼は我に關て善事を預言せず唯惡事のみを預言

すれば我彼を惡むなりとヨシヤパテ曰けるは王然

言たまふなかれと 9是によりてイスラエルの王一

箇の官吏を呼てイムラの子ミカヤを急ぎ來らしめ

よと言り 10イスラエルの王およびユダの王ヨシ

ヤパテ朝衣を著てサマリアの門の入口の廣場に各

其位に坐しゐたり預言者は皆其前に預言せり 11

ケナアナの子ゼデキヤ鐵の角を造りて言けるはヱ

ホバ斯言給ふ爾是等を以てスリア人を抵觸て之を

盡すべしと 12預言者皆斯預言して言ふギレアデ

のラモテに上りて勝利を獲たまへヱホバ之を王の

手に付したまふべしと 13茲にミカヤを召んとて

往たる使者之に語りて言けるは預言者等の言一の

口の如くにして王に善し請ふ汝の言を彼等の一人

の言の如くならしめて善事を言へと 14ミカヤ曰

けるはヱホバは生くヱホバの我に言たまふ事は我

之を言んと 15かくて彼王に至るに王彼に言ける

はミカヤよ我儕ギレアデのラモテに戰ひに往くべ

きや又は罷べきや彼王に言けるは上りて勝利を得

たまへヱホバ之を王の手に付したまふべしと 16

王彼に言けるは我幾度汝を誓はせたらば汝ヱホバ

の名を以て唯眞實のみを我に告るや 17彼言ける

は我イスラエルの皆牧者なき羊のごとく山に散を

るを見たるにヱホバ是等の者は主なし各安然に其

家に歸るべしと言たまへりと 18イスラエルの王

ヨシヤパテに言けるは我汝に彼は我について善き

事を預言せず唯惡き事のみを預言すと告たるにあ

らすやと 19ミカヤ言けるは然ば汝ヱホバの言を

聽べし我ヱホバの其位に坐しゐたまひて天の萬軍

の其傍に右左に立つを見たるに 20ヱホバ言たま

ひけるは誰かアハブを誘ひて彼をしてギレアデの

ラモテに上りて弊れしめんかと則ち一は此の如く

せんと言ひ一は彼の如くせんといへり 21遂に一

の霊進み出てヱホバの前に立ち我彼を誘はんと言

ければ 22ヱホバ彼に何を以てするかと言たまふ

に我出て虚言を言ふ霊となりて其諸の預言者の口

にあらんと言りヱホバ言たまひけるは汝は誘ひ亦

之を成し遂ん出て然なすべしと 23故に視よヱホ

バ虚言を言ふ霊を爾の此諸の預言者の口に入たま

へり又ヱホバ爾に關て災禍あらんことを言たまへ

りと 24ケナアナの子ゼデキヤ近よりてミカヤの

頬を批て言けるはヱホバの霊何途より我を離れゆ

きて爾に語ふや 25ミカヤいひけるは爾奧の間に

入て身を匿す日に見るにいたらん 26イスラエル

の王言けるはミカヤを取て之を邑の宰アモンと王

の子ヨアシに曳かへりて言ふべし 27王斯言ふ此

を牢に置れて苦惱のパンと苦惱の水を以て之を養

ひ我が平安に來るを待てと 28ミカヤ言けるは爾

若眞に平安に歸るならばヱホバ我によりて言たま

はざりしならん又曰けるは爾等民よ皆聽べし 29

かくてイスラエルの王とユダの王ヨシヤパテ、ギ

レアデのラモテに上れり 30イスラエルの王ヨシ

ヤパテに言けるは我装を改て戰陣の中に入らん然

ど爾は王衣を衣るべしとイスラエルの王装を改て

戰陣の中にいりぬ 31スリアの王其戰車の長三十

二人に命じて言けるは爾等小者とも大者とも戰ふ

なかれ惟イスラエルの王とのみ戰へと 32戰車の

長等ヨシヤパテを見て是必ずイスラエルの王なら

んと言ひ身をめぐらして之と戰はんとしければヨ

シヤパテ號呼れり 33戰車の長彼がイスラエルの

王にあらざるを見しかば之を追ふことをやめて返

れり 34茲に一個の人偶然弓を挽てイスラエルの

王の胸當と艸摺の間を射たりければ彼其御者に言

けるは我傷を受たれば爾の手を旋して我を軍中よ

り出すべしと 35是日戰爭嚴くなりぬ王は車の中

に扶持られて立ちスリア人に對ひをりしが晩景に

いたりて死たり創の血車の中に流る 36日の沒る

頃軍中に呼はりて曰ふあり各其邑に各其郷に歸る
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べしと 37王死て携へられてサマリアに至りたれ

ば衆人王をサマリアに葬れり 38又其車をサマリ

アの池に濯ひけるに犬其血を舐たり又遊女其所に

身をあらへりヱホバの言たまへる言の如し 39ア

ハブの其餘の行爲と凡て其爲たる事と其建たる象

牙の家と其建たる諸の邑はイスラエルの王の歴代

志の書に記載るにあらずや 40アハブ其父祖と共

に寝りて其子アハジア之にかはりて王となれり 41

アサの子ヨシヤパテ、イスラエルの王アハブの第

四年にユダの王となれり 42ヨシヤパテ王となり

し時三十五歳なりしがエルサレムにおいて二十五

年王たりき其母の名はアズバといひてシルヒの女

なり 43ヨシヤパテ其父アサの諸の道に歩行み轉

て之を離れずヱホバの目に適ふ事をなせり但し崇

邱は除かざりき民尚崇邱に犠牲を献げ香を焚り 44

ヨシヤパテ、イスラエルの王と和好を結べり 45

ヨシヤパテの其餘の行爲と其なせる功績および如

何に戰爭をなせしかはユダの王の歴代志の書に記

載るにあらずや 46彼其父アサの世に尚ほありし

彼の男色を行ふ者の殘餘を國の中より逐はらへり

47當時エドムには王なくして代官王たりき 48ヨ

シヤパテ、タルシシの船を造りて金を取ためにオ

フルに往しめんとしたりしが其船エジオンゲベル

に壞れたれば遂に往に至らざりき 49是において

アハブの子アハジア、ヨシヤパテに言けるはわが

僕をして爾の僕と偕に船にて往しめよと然どヨシ

ヤパテ聽ざりき 50ヨシヤパテ其父祖とともに寝

りて其父ダビデの城邑に其父祖と共に葬らる其子

ヨラム之に代て王となれり 51アハブの子アハジ

ア、ユダの王ヨシヤパテの第十七年にサマリアに

てイスラエルの王となり二年イスラエルを治めた

り 52彼はヱホバの目のまへに惡をなし其父の道

と其母の道および彼のイスラエルに罪を犯させた

るネバテの子ヤラベアムの道に歩行み 53バアル

に事へて之を拝みイスラエルの神ヱホバの怒を激

せり其父の凡て行へるがごとし
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1アハブの死しのちモアブ、イスラエルにそむ
けり 2アハジヤ、サマリヤにあるその樓の欄杆

よりおちて病をおこせしかば使を遣さんとして之

にいひけるは往てエクロンの神バアルゼブブにわ

がこの病の愈るや否を問べしと 3時にヱホバの使

テシベ人エリヤにいひけるは起てサマリヤ王の使

にあひて之に言べし汝等がエクロンの神バアルゼ

ブブに問んとてゆくはイスラエルに神なきがゆゑ

なるか 4是によりてヱホバかくいふ汝はその登り

し牀より下ることなかるべし汝かならず死んとエ

リヤ乃ち往り 5使者たちアハジアに返りければア

ハジア彼等に何故に返りしやといふに 6かれら之

にいひけるは一箇の人上りきたりて我らに會ひわ

れらにいひけるは往てなんぢらを遣はせし王の所

にかへり之にいふべしヱホバ斯いひたまふなんぢ

エクロンの神バアルゼブブに問んとて人を遣すは

イスラエルに神なきがゆゑなるか然ば汝その登り

し牀より下ることなかるべし汝かならず死んと 7

アハジア彼等にいひけるはそののぼりきたりて汝

等に會ひ此等の言を汝らに告たる人の形状は如何

なりしや 8かれら對へていひけるはそれは毛深き

人にして腰に革の帶をむすび居たり彼いひけるは

その人はテシベ人エリヤなりと 9是に於て王五十

人の長とその五十人をエリヤの所に遣はせり彼エ

リヤの所に上りゆくに視よエリヤは山の嶺に坐し

居たりかれエリヤにいひけるは神の人よ王いひた

まふ下るべし 10エリヤこたへて五十人の長にい

ひけるはわれもし神の人たらば火天より降りて汝

と汝の五十人とを燒盡すべしと火すなはち天より

降りて彼とその五十人とを燒盡せり 11アハジア

また他の五十人の長とその五十人をエリヤに遣せ

りかれ上りてエリヤにいひけるは神の人よ王かく

言たまふ速かに下るべし 12エリヤ答て彼にいひ

けるはわれもし神の人たらば火天より降りて爾と

なんぢの五十人を燒盡すべしと神の火すなはち天

より降りてかれとその五十人を燒盡せり 13かれ

また第三の五十人の長とその五十人を遣せり第三

の五十人の長のぼりいたりてエリヤのまへに跪き

これに願ひていひけるは神の人よ願くはわが生命

となんぢの僕なるこの五十人の生命をなんぢの目

に貴重き者と見なしたまへ 14視よ火天より降り

て前の五十人の長二人とその五十人を燒盡せり然

どわが生命をば汝の目に貴重き者となしたまへ 15

時にヱホバの使エリヤに云けるはかれとともに下

れかれをおそるることなかれとエリヤすなはち起

てかれとともに下り王の許に至り 16之にいひけ

るはヱホバかくいひたまふ汝エクロンの神バアル

ゼブブに問んとて使者を遣るはイスラエルにその

言を問ふべき神なきがゆゑなるか是によりて汝は

その登し牀より下ることなかるべし汝かならず死

んと 17彼エリヤの言たるヱホバの言の如く死け

るが彼に子なかりしかばヨラムこれに代りて王と

なれり是はユダの王ヨシヤパテの子ヨラムの二年

にあたる 18アハジヤのなしたる其餘の事業はイ

スラエルの王の歴代志の書に記載さるるにあらず

や

2ヱホバ大風をもてエリヤを天に昇らしめんと
したまふ時エリヤはエリシヤとともにギルガ

ルより出往り 2エリヤ、エリシヤにいひけるは請

ふここに止まれヱホバわれをベテルに遣はしたま

ふなりとエリシヤいひけるはヱホバは活く汝の霊

魂は活く我なんぢをはなれじと彼等つひにベテル

に下れり 3ベテルに在る預言者の徒エリシヤの許

に出きたりて之にいひけるはヱホバの今日なんぢ

の主をなんぢの首の上よりとらんとしたまふを汝

知やかれいふ然りわれ知り汝等默すべし 4エリヤ

かれにいひけるはエリシヤよ請ふ汝ここに止れヱ

ホバわれをヱリコに遣したまふなりとエリシヤい

ふヱホバは活くなんぢの霊魂は活く我なんぢを離

じとかれらヱリコにいたる 5ヱリコに在る預言者

の徒エリシヤに詣りて彼にいひけるはヱホバの今

日なんぢの主をなんぢの首の上よりとらんとした

まふを汝知るやエリシヤ言ふ然り知り汝ら默すべ

しと 6エリヤまたかれにいひけるは請ふここに止

れヱホバわれをヨルダンにつかはしたまふなりと

かれいふヱホバは活くなんぢの霊魂は活くわれ汝

をはなれじと二人進ゆくに 7預言者の徒五十人ゆ

きて遥に立て望めり彼ら二人はヨルダンの濱に立

けるが 8エリヤその外套をとりて之を巻き水をう

ちけるに此旁と彼旁にわかれたれば二人は乾ける

土の上をわたれり 9渉りける時エリヤ、エリシヤ

にいひけるは我が取れてなんぢを離るる前に汝わ

が汝になすべきことを求めよエリシヤいひけるは

なんぢの霊の二の分の我にをらんことを願ふ 10

エリヤいひけるは汝難き事を求む汝もしわが取れ

てなんぢを離るるを見ばこの事なんぢにならんし
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からずば此事なんぢにならじ 11彼ら進みながら

語れる時火の車と火の馬あらはれて二人を隔てた

りエリヤは大風にのりて天に昇れり 12エリシヤ

見てわが父わが父イスラエルの兵車よその騎兵よ

と叫びしが／再びかれを見ざりき是においてエリ

シヤその衣をとらへて之を二片に裂き 13エリヤ

の身よりおちたるその外套をとりあげ返りてヨル

ダンの岸に立ち 14エリヤの身よりおちたる外套

をとりて水をうちエリヤの神ヱホバはいづくにい

ますやと言ひ而して己も水をうちけるに水此旁と

彼旁に分れたればエリシヤすなはち渡れり 15ヱ

リコにある預言者の徒對岸にありて彼を見て言け

るはエリヤの霊エリシヤの上にとどまるとかれら

來りてかれを迎へその前に地に伏て 16かれにい

ひけるは僕等に勇力者五十人あり請ふかれらをし

て往てなんぢの主を尋ねしめよ恐くはヱホバの霊

かれを曳あげてこれを或山か或谷に放ちしならん

とエリシヤ遣すなかれと言けれども 17かれら彼

の愧るまでに強ければすなはち遣せといへり是に

於てかれら五十人の者を遣しけるが三日の間たづ

ねたれども彼を看いださざりしかば 18エリシヤ

の尚ヱリコに止れる時かれら返りてかれの許にい

たりしにエリシヤかれらに言けるはわれ往ことな

かれと汝らにいひしにあらずやと 19邑の人々エ

リシヤにいひけるは視よ吾主の見たまふごとく此

邑の建る處は善しされど水あしくしてこの地流產

をおこす 20かれ言けるは新しき皿に鹽を盛て我

に持ち來れよと乃ちもちきたりければ 21彼いで

て水の源に至り鹽を其處になげ入ていひけるはヱ

ホバかくいひたまふわれこの水を愈す此處よりし

て重て死あるひは流產おこらじと 22其水すなは

ちエリシヤのいひし如くに愈て今日にいたる 23

かれそこよりベテルに上りしが上りて途にありけ

るとき小童等邑よりいでて彼を嘲り彼にむかひて

禿首よのぼれ禿首よのぼれといひければ 24かれ

回轉りてかれらをみヱホバの名をもてかれらを呪

詛ひければ林の中より二頭の牝熊出てその兒子輩

の中四十二人をさきたり 25かれ彼處よりカルメ

ル山にゆき其處よりサマリヤにかへれり

3ユダの王ヨシヤパテの十八年にアハブの子ヨ
ラム、サマリヤにありてイスラエルを治め十

二年位にありき 2かれはヱホバの目のまへに惡を

なせしかどもその父母の如くはあらざりきそは彼

その父の造りしバアルの像を除きたればなり 3さ

れど彼はかのイスラエルに罪を犯させたるネバテ

の子ヤラベアムの罪を行ひつづけて之をはなれざ

りき 4モアブの王メシヤは羊を有つ者にして十萬

の羔と十萬の牡羊の毛とをイスラエルの王に納め

をりしが 5アハブの死しのちモアブの王はイスラ

エルの王にそむけり 6是に於てヨラム王其時サマ

リヤを出てイスラエル人をことごとく集め 7また

往て人をユダの王ヨシヤパテに遣していはしむモ

アブの王われに背けり汝われとともにモアブに攻

ゆくやと彼いひけるは我上らん我は汝の如くわが

民はなんぢの民のごとくまたわが馬は汝の馬の如

しと 8ヨラムいひけるは我儕いづれの路より上ら

んかかれいふエドムの曠野の途よりせんと 9イス

ラエルの王すなはちユダの王およびエドムの王と

共に出ゆきけるが行めぐること七日路にして軍勢

とこれにしたがふ家畜の飮むべき水なかりしかば

10イスラエルの王いひけるは嗚呼ヱホバこの三人

の王をモアブの手にわたさんと召し集めたまへり

と 11ヨシヤバテいひけるは我儕が由てヱホバに

問ふべきヱホバの預言者此にあらざるやとイスラ

エルの王の臣僕の一人答へていふエリヤの手に水

をそそぎたるシヤパテの子エリシヤ此にあり 12

ヨシヤパテいひけるはヱホバの言彼にありとかく

てイスラエルの王およびヨシヤパテとエドムの王

かれの許に下りゆきけるに 13エリシヤ、イスラ

エルの王に言けるはわれ汝と何の干與あらんや汝

の父の預言者と汝の母の預言者の所にゆくべしと

イスラエルの王かれにいひけるは然ずそはヱホバ

この三人の王をモアブの手に付さんとて召集めた

まへばなり 14エリシヤ言けるはわが事ふる萬軍

のヱホバは活く我ユダの王ヨシヤパテのためにす

るにあらすばかならず汝を顧みず汝を見ざらんも

のを 15今樂人をわれにつれ來れと而して樂人の

樂をなすにおよびてヱホバの手かれに臨みて 16

彼いひけるはヱホバかくいひたまふ此谷に許多の

溝を設けよ 17それヱホバかく言ひたまふ汝ら風

を見ず雨をも見ざるに此谷に水盈て汝等と汝等の

家畜および汝らの獣飮ことを得ん 18然るも是は

ヱホバの目には瑣細き事なりヱホバ、モアブ人を

も汝らの手にわたしたまはん 19汝等は保障ある

諸の邑と諸の美しき邑とを撃ち諸の佳樹を斫倒し

諸の水の井を塞ぎ石をもて諸の善地を壞ふにいた

らん 20かくて朝におよびて供物を献ぐる時に水

エドムの途より流れきたりて水國に充つ 21偖ま
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たモアブ人はみな王等の己に攻のぼれるを聞しか

ば甲を著ることを得る以上の者を盡く集めてその

境に備へしが 22朝はやく興いでしに水の上に日

昇りゐて對面の水血の如くに赤かりければモアブ

人これを見て 23いひけるはこれ乃はち血なり王

たち戰ひて死たるならん互に相撃たるなるべし然

ばモアブよ掠取に行けと 24而してモアブ人イス

ラエルの陣營に至るにイスラエル人起てこれを撃

たればすなはちその前より逃はしれり是において

イスラエル人進みてモアブ人を撃てその國にいり

25その邑々を撃圮し各石を諸の善地に投てこれに

填し水の井をことごとく塞ぎ佳樹をことごとく斫

たふし唯キルハラセテにその石をのこせしのみな

るに至る但し石を投るもの周りあるきてこれを撃

り 26モアブ王戰闘の手いたくして當りがたきを

見て劍を抜く者七百人をひきゐてエドム王の所に

まで衝きいたらんとせしが遂に果さざりしかば 27

己の位を継べきその長子をとりてこれを石垣の上

にささげて燔祭となしたり是に於てイスラエルに

大なる憤怒おこりぬ彼等すなはちかれをすててそ

の國に歸れり

4預言者の徒の妻の中なる一人の婦人エリシヤ
に呼はりていひけるは汝の僕なるわが夫死り

なんぢの僕のヱホバを畏れしことはなんぢの知る

ところなり今債主きたりてわが二人の子をとりて

奴僕となさんとすと 2エリシヤ之にいひけるはわ

れなんぢの爲に何をなすべきや汝の家に如何なる

物あるかわれに告よ彼いひけるは僅少の油のほか

は汝の婢の家に有ものなし 3彼いひけるは往て外

より鄰の人々より器を借よ空たる器を借るべし少

許を借るなかれ 4而してなんぢ入て汝の子等とと

もに戸の内に閉こもりそのすべての器に油をつぎ

てその盈るところの者をとりのけおくべし 5婦人

すなはち彼を離れて去りその子等とともに戸の内

に閉こもり子等のもちきたる器に油をつぎたりし

が 6器のみな盈たるときその子にむかひ尚われに

器をもちきたれといひけるに器はもはやあらずと

いひたればその油すなはち止る 7是においてその

婦神の人にいたりてかくと告ければかれいふ往て

油をうりてその負債をつくのひその餘分をもて汝

と汝の子等生計をなすべしと 8一日エリシヤ、シ

ユネムにゆきしに其所に一人の大なる婦人ありて

しきりにこれに食をすすめたれば彼かしこを過る

毎にそこに入て食をなせり 9茲にその婦人夫にい

ひけるは視よ此つねにわれらを過る人は我これを

見るに神の聖き人なり 10請ふ小き室を石垣の上

につくりそこに臥床と案と榻と燭臺をかれのため

に備へん彼われらに至る時はそこに入るべしと 11

かくてのちある日エリシヤそこに至りその室に入

てそこに臥たりしが 12その僕ゲハジにむかひ彼

のシユナミ人を召きたれといへり彼かの婦人を召

たればその前にきたりて立つに 13エリシヤ、ゲ

ハジにいひけるは彼にかく言へ汝かく懇に我らの

ために意を用ふ汝のために何をなすべきや王また

は軍勢の長に汝のことを告られんことを望むかと

彼答へてわれはわが民の中にをるなりといふ 14

エリシヤいひけるは然ばかれのために何をなすべ

きやゲハジ答へけるは誠にかれは子なくその夫は

老たりと 15是においてエリシヤかれを召といひ

ければこれを呼に來りて戸口に立たれば 16エリ

シヤいふ明る年の今頃汝子を抱くあらん彼いひけ

るはいなわが主神の人よなんぢの婢をあざむきた

まふなかれと 17かくて婦つひに孕て明る年にい

たりてエリシヤのいへるその頃に子を生り 18そ

の子育ちてある日刈獲人の所にいでゆきてその父

にいたりしが 19父にわが首わが首といひたれば

父少者に彼を母のもとに負ゆけと言り 20すなは

ちこれを負て母にいたりしに午まで母の膝に坐り

居て遂に死たれば 21母のぼりゆきてこれを神の

人の臥床の上に置きこれをとぢこめて出で 22そ

の夫をよびていひけるは請ふ一人の僕と一頭の驢

馬を我につかはせ我神の人の許にはせゆきて歸ら

んと 23夫いふ何故に汝は今日かれにいたらんと

するや今日は朔日にもあらず安息日にもあらざる

なり彼いひけるは宜しと 24婦すなはち驢馬に鞍

おきてその僕にいひけるは驅て進め吾が命ずるこ

となくば我が騎すすむることに緩漫あらしめざれ

と 25つひにカルメル山にゆきて神の人にいたる

に／神の人遥にかれの來るを見て僕ゲハジにいひ

けるは視よかしこにかのシユナミ人をる 26請ふ

汝はしりゆきて彼をむかへて言へなんぢは平安な

るやなんぢの夫はやすらかなるやなんぢの子はや

すらかなるやと彼こたへて平安なりといひ 27遂

に山にきたりて神の人にいたりその足を抱きたれ

ばゲハジこれを逐ひはらはんとて近よりしに神の

人いひけるは容しおけ彼は心の中に苦あるなりま

たヱホバその事を我にかくしていまだわれに告た

まはざるなり 28婦いひけるはわれわが主に子を
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求めしやわれをあざむきたまふなかれとわれは言

ざりしや 29エリシヤすなはちゲハジにいひける

はなんぢ腰をひきからげわが杖を手にもちて行け

誰に逢も禮をなすべからず又なんぢに禮をなす者

あるともそれに答ふることなかれわが杖をかの子

の面の上におけよと 30その子の母いひけるはヱ

ホバは活くなんぢの霊魂は生く我は汝を離れじと

是をもてエリシヤついに起て婦に從ひ行ぬ 31ゲ

ハジはかれらに先だちゆきて杖をかの子の面の上

に置たるが聲もなく聞もせざりしかばかへりきた

りてエリシヤに逢てこれに子いまだ目をさまさず

と言ふ 32エリシヤここにおいて家に入て視に子

は死ておのれの臥床の上に臥てあれば 33すなは

ち入り戸をとぢて二人内におりてヱホバに祈り 34

而してエリシヤ上りて子の上に伏し己が口をその

口におのが目をその目に己が手をその手の上にあ

て身をもてその子を掩しに子の身體やうやく温ま

り來る 35かくしてエリシヤかへり來て家の内に

其處此處とあゆみをり又のぼりて身をもて子をお

ほひしに子七度嚏して目をひらきしかば 36ゲハ

ジを呼てかのシユナミ人をよべと言ければすなは

ちこれを呼り 37彼入來りしかばエリシヤなんぢ

の子を取ゆけと言りかれすなはち入りてエリシヤ

の足下に伏し地に身をかがめて其子を取あげて出

づ 38斯てエリシヤまたギルガルにいたりしがそ

の地に饑饉あり預言者の徒その前に坐しをる是に

おいて彼その僕にいひけるは大なる釜をすゑて預

言者の徒のために羹を煮よと 39時に一人田野に

ゆきて菜蔬を摘しが野籐のあるを見て其より野瓜

を一風呂鋪摘きたりて羹の釜の中に截こみたり其

は皆それをしらざればなり 40斯てこれを盛て人

々に食はせんとせしに彼等その羹を食はんとする

にあたりて叫びて嗚呼神の人よ釜の中に死をきた

らする者ありといひて得食はざりしかば 41エリ

シヤさらば粉をもちきたれといひてこれを釜にな

げ入れ盛て人々に食しめよと言り釜の中にはすな

はち害物あらずなりぬ 42茲にバアルシヤリシヤ

より人來り初穂のパンと大麥のパン二十と圃の初

物一袋とを神の人の許にもちいたりたればエリシ

ヤ衆人にあたへて食はしめよと言ふに 43その奴

僕いひけるは如何にとや我これを百人の前にそな

ふべきかと然るに彼また言ふ衆人にあたへて食し

めよ夫ヱホバかくいひたまふかれら食ふて尚あま

す所あらんと 44すなはち之をその前にそなへた

ればみな食ふてなほ餘せりヱホバの言のごとし

5スリア王の軍勢の長ナアマンはその主君のま
へにありて大なる者にしてまた貴き者なりき

是はヱホバ曾て彼をもてスリアに拯救をほどこし

たまひしが故なり彼は大勇士なりしが癩病をわづ

らひ居る 2昔にスリア人隊を組ていでたりし時に

イスラエルの地より一人の小女を執へゆけり彼ナ

アマンの妻に事たりしが 3その女主にむかひわが

主サマリヤに居る預言者の前にいまさば善らん者

をかれその癩病を痊すならんと言たれば 4ナアマ

ン入りてその主君に告てイスラエルの地よりきた

れる女子斯々語りたりと言ふに 5スリヤ王いひけ

るは往よ往よ我イスラエルの王に書をおくるべし

と是において彼いでゆき銀十タラントと金六千お

よび衣服十襲をたづさヘ 6イスラエルの王にその

書をもちゆけりその文に曰くこの書汝にいたらば

視よ我わが臣ナアマンをなんぢに遣はせるなりこ

は汝にその癩病を痊されんがためなり 7イスラエ

ルの王その書を讀み衣を裂ていふ我神ならんや爭

か殺すことをなし生すことをなしえん然るに此人

なんぞ癩病の人を我に遣はしてこれを痊さしめん

とするや然ば請ふ汝等彼が如何に我に爭を求むる

かを見て知れと 8茲に神の人エリシヤ、イスラエ

ルの王がその衣を裂たることをきき王に言遣しけ

るは汝何とて汝の衣をさきしや彼をわがもとにい

たらしめよ然ば彼イスラエルに預言者のあること

を知にいたるべし 9是においてナアマンその馬と

車とをしたがへ來りてエリシヤの家の門に立ける

に 10エリシヤ使をこれに遣して言ふ汝ゆきて身

をヨルダンに七たび洗へ然ば汝の肉本にかへりて

汝は清く爲べしと 11ナアマン怒りて去り言ける

は我は彼かならず我もとにいできたりて立ちその

神ヱホバの名を呼てその所の上に手を動して癩病

を痊すならんと思へり 12ダマスコの河アバナと

パルパルはイスラエルのすべての河水にまさるに

あらずや我これらに身を洗ふて清まることを得ざ

らんやと乃ち身をめぐらし怒りて去る 13時にそ

の僕等近よりてこれにいひけるは我父よ預言者な

んぢに大なる事をなせと命ずるとも汝はそれを爲

ざらんや况て彼なんぢに身を洗ひて清くなれとい

ふをやと 14是においてナアマン下りゆきて神の

人の言のごとくに七たびヨルダンに身を洗ひしに

その肉本にかへり嬰兒の肉の如くになりて清くな
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りぬ 15かれすなはちその從者とともに神の人の

許にかへりきたりてその前に立ていふ我いまイス

ラエルのほかは全地に神なしと知る然ば請ふ僕よ

り禮物をうけよ 16エリシヤいひけるはわが事へ

まつるヱホバは活く肯て禮物をうけじとかれ強て

之を受しめんとしたれども遂にこれを辭したり 17

ナアマンいひけるは然ば請ふ騾馬に二駄の土を僕

にとらせよ僕は今よりのち他の神には燔祭をも祭

品をもささげずして只ヱホバにのみ献げんとす 18

ねがはくは主この事につきて僕をゆるしたまへ即

ちわが主君リンモンの宮にいりそこにて崇拝をな

してわが手に倚ることありまた我リンモンの宮に

ありて身をかがむることあらんわがリンモンの宮

において身をかがむる時に願くはヱホバその事に

つきて僕をゆるしたまへと 19エリシヤ彼になん

ぢ安じて去れといひければ彼エリシヤをはなれて

少しく進みゆきけるに 20神の人エリシヤの僕ゲ

ハジいいひけるは吾が主人は此スリア人ナアマン

をいたはりて彼が手に携へきたれるものを受ざり

しがヱホバは活くわれ彼のあとを追かけて彼より

少く物をとらんと 21ゲハジすなはちナアマンの

あとをおひ行くにナアマンはおのれのあとに走り

來る者あるを見て車より下りこれを迎へて皆平安

やと言ふに 22彼言けるは皆平安しわが主我を遣

していはしむ只今エフライムの山より預言者の徒

なる二人の少者わが許に來れり請ふ汝かれらに銀

一タラントと衣二襲をあたへよと 23ナアマンい

ひけるは望むらくは二タラントを取れとてかれを

強ひ銀二タラントを二の袋にいれ衣二襲を添て二

人の僕に負せたれば彼等これをゲハジの前に負き

たりしが 24彼岡に至りしとき之をかれらの手よ

り取て室のうちにをさめかれらを放ちて去しめ 25

而して入てその主人のまへに立つにエリシヤこれ

にいひけるはゲハジよ何處より來りしや答へてい

ふ僕は何處にもゆかず 26エリシヤいひけるはそ

の人が車をはなれ來りてなんぢを迎へし時にわが

心其處にあらざりしや今は金をうけ衣をうけ橄欖

園葡萄園羊牛僕婢をうくべき時ならんや 27然ば

ナアマンの癩病はなんぢにつき汝の子孫におよび

て限なからんと彼その前より退ぞくに癩病發して

雪のごとくになりぬ

6茲に預言者の徒エリシヤに言けるは視よ我儕
が汝とともに住ふ所はわれらのために隘し 2請

ふ我儕をしてヨルダンに往しめよ我儕おのおの彼

處より一の材木を取て其處に我儕の住べき處を設

けんエリシヤ往よと言ふ 3時にその一人希はくは

汝も僕等と共に往けと言ければエリシヤ答へて我

ゆかんと言ふ 4エリシヤかく彼等とともに往り彼

等すなはちヨルダンにいたりて樹を砍りたふしけ

るが 5一人の材木を砍りたふすに方りてその斧水

におちいりしかば叫びて嗚呼主よ是は乞得たる者

なりと言ふ 6神の人其は何處におちいりしやと言

ふにその處をしらせしかば則ち枝を切おとして其

處に投いれてその斧を浮ましめ 7汝これを取れと

言ければその人手を伸てこれを取り 8茲にスリア

の王イスラエルと戰ひをりその臣僕と評議して斯

々の處に我陣を張んと言たれば 9神の人イスラエ

ルの王に言おくりけるは汝愼んで某の處を過るな

かれ其はスリア人其處に下ればなりと 10イスラ

エルの王是において神の人が己に告げ己に敎たる

處に人を遣して其處に自防しこと一二回に止まら

ざりき 11是をもてスリアの王是事のために心を

なやましその臣僕を召て我儕の中誰がイスラエル

の王と通じをるかを我に告ざるやと言ふに 12そ

の臣僕の一人言ふ王わが主よ然るにあらず但イス

ラエルの預言者エリシヤ汝が寝室にて語る所の言

語をもイスラエルの王に告るなり 13王いひける

は往て彼が安に居かを見よ我人をやりてこれを執

へんと茲に彼はドタンに居ると王に告ていふ者あ

りければ 14王そこに馬と車および大軍をつかは

せり彼等すなはち夜の中に來りてその邑を取かこ

みけるが 15神の人の從屬夙に興て出て見に軍勢

馬と車をもて邑を取かこみ居ればその少者エリシ

ヤに言けるは嗚呼わが主よ我儕如何にすべきや 16

エリシヤ答へけるは懼るなかれ我儕とともにある

者は彼等とともにある者よりも多しと 17ヱリシ

ヤ祈りて願くはヱホバかれの目を開きて見させた

まへと言ければヱホバその少者の眼を開きたまへ

り彼すなはち見るに火の馬と火の車山に盈てエリ

シヤの四面に在り 18スリア人エリシヤの所に下

りいたれる時エリシヤ、ヱホバに祈りて言ふ願く

は此人々をして目昏しめたまへと即ちエリシヤの

言のごとくにその目を昏しめたまへり 19是にお

いてエリシヤ彼らに言けるは是はその途にあらず

是はその城にもあらず我に從ひて來れ我汝らを汝

らが尋ぬる人の所に携ゆかんとて彼等をサマリヤ

にひき至れり 20彼等がサマリヤに至りし時エリ

シヤ言けるはヱホバよ此人々の目をひらきて見さ
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せたまへと即ちヱホバかれらの目を開きたまひた

れば彼等見るにその身はサマリヤの中にあり 21

イスラエルの王かれらを見てエリシヤに言けるは

わが父よ我撃殺すべきや撃殺すべきや 22エリシ

ヤ答けるは撃殺すべからず汝劍と弓をもて擄にせ

る者等を撃殺すことを爲んやパンと水と彼らの前

にそなへて食飮せしめてその主君に往しむべきな

り 23王すなはちかれらの爲に大なる饗宴をまう

け其食飮ををはるに及びてこれを去しめたればす

なはち其主君に歸れり是をもてスリアの兵ふたた

びイスラエルの地に入ざりき 24此後スリアの王

ベネハダデその全軍を集めて上りきたりてサマリ

ヤを攻圍みければ 25サマリヤ大に糧食に乏しく

なれり即ちかれら之を攻かこみたれば遂に驢馬の

頭一箇は銀八十枚にいたり鳩の糞一カブの四分の

一は銀五枚にいたる 26茲にイスラエルの王石垣

の上を通りをる時一人の婦人かれに呼はりて我主

王よ助けたまへと言ければ 27彼言ふヱホバもし

汝を助けたまはずば我何をもてか汝を助くること

を得ん禾場の物をもてせんか酒榨の中の物をもて

せんか 28王すなはち婦に何事なるやと言ば答へ

て言ふ此婦人我にむかひ汝の子を與へよ我儕今日

これを食ひて明日わが子を食ふべしと言り 29斯

われら吾子を煮てこれを食ひけるが我次の日にい

たりて彼にむかひ汝の子を與へよ我儕これを食は

んと言しに彼その子を隱したり 30王その婦人の

言を聞て衣を裂き而して石垣の上を通りをりしが

民これを見るにその膚に麻布を著居たり 31王言

けるは今日シヤパテの子エリシヤの首その身の上

にすわりをらば神われに斯なしまた重ねてかく成

たまへ 32時にエリシヤはその家に坐しをり長老

等これと共に坐し居る王すなはち己の所より人を

遣しけるがエリシヤはその使者の未だ己にいたら

ざる前に長老等に言ふ汝等この人を殺す者の子が

我の首をとらんとて人を遣はすを見るや汝等觀て

その使者至らば戸を閉てこれを戸の内にいるるな

かれ彼の主君の足音その後にするにあらずやと 33

斯彼等と語をる間にその使者かれの許に來りしが

王もつづいて來り言けるは此災はヱホバより出た

るなり我なんぞ此上ヱホバを待べけんや

7エリシヤ言けるは汝らヱホバの言を聽けヱホ
バかく言たまふ明日の今頃サマリヤの門にて

麥粉一セアを一シケルに賣り大麥二セアを一シケ

ルに賣にいたらん 2時に一人の大將すなはち王の

その手に依る者神の人に答へて言けるは由やヱホ

バ天に窓をひらきたまふも此事あるべけんやエリ

シヤいひけるは汝は汝の目をもて之を見ん然どこ

れを食ふことはあらじ 3茲に城邑の門の入口に四

人の癩病人をりしが互に言けるは我儕なんぞ此に

坐して死るを待べけんや 4我ら若邑にいらんと言

ば邑には食物竭てあれば我ら其處に死んもし又此

に坐しをらば同く死ん然ば我儕ゆきてスリアの軍

勢の所にいたらん彼ら我らを生しおかば我儕生ん

若われらを殺すも死るのみなりと 5すなはちスリ

ア人の陣營にいたらんとて黄昏に起あがりしがス

リアの陣營の邊にいたりて視に一人も其處にをる

者なし 6是より先に主スリアの軍勢をして車の聲

馬の聲大軍の聲を聞しめたまひしかば彼ら互に言

けるは視よイスラエルの王われらに敵せんとてヘ

テ人の王等およびエジプトの王等を傭ひきたりて

我らを襲はんとすと 7すなはち黄昏に起て逃げそ

の天幕と馬と驢馬とを棄て陣營をその儘になしお

き生命を全うせんとて逃たり 8かの癩病人等陣營

の邊に至りしが遂に一の天幕にいりて食飮し其處

より金銀衣服を持さりて往てこれを隱し又きたり

て他の天幕にいり其處よりも持さりて往てこれを

隱せり 9かくて彼等互に言けるは我儕のなすとこ

ろ善らず今日は好消息ある日なるに我儕は默し居

る若夜明まで待ば菑害身におよばん然ば來れ往て

王の眷屬に告んと 10すなはち來りて邑の門を守

る者を呼びこれに告て言けるは我儕スリア人の陣

營にいたりて視に其處には一人も居る者なく亦人

の聲もせず但馬のみ繋ぎてあり驢馬のみ繋ぎてあ

り天幕は其儘なりと 11是において門を守る者呼

はりてこれを王の家の中に報せたれば 12王夜の

中に興いでてその臣下に言けるは我スリア人が我

儕になせる所の如何を汝等に示さん彼等はわれら

の饑たるを知が故に陣營を去て野に隱る是はイス

ラエル人邑を出なば生擒て邑に推いらんと言て然

せるなり 13その臣下の一人對へて言けるは請ふ

尚遺されて邑に存れる馬の中五匹を取しめよ我儕

人を遣て窺はしめん視よ是等は邑の中に遺れるイ

スラエルの全群衆のごとし視よ是等は滅び亡たる

イスラエルの全群衆のごとくなりと 14是におい

て二輛の戰車とその馬を取り王すなはち往て見よ

といひて人を遣はしてスリアの軍勢の跡を尾しめ

たれば 15彼らその跡を尾てヨルダンにいたりし

が途には凡てスリア人が狼狽逃る時に棄たる衣服
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と器具盈りその使者かへりてこれを王に告ければ

16民いでてスリア人の陣營を掠めたり斯在しかば

麥粉一セアは一シケルとなり大麥二セアは一シケ

ルと成るヱホバの言のごとし 17爰に王その手に

依ところの彼大將を立て門を司らしめたるに民門

にて彼を踐たれば死り即ち神の人が王のおのれに

下り來し時に言たる言のごとし 18又神の人が王

につげて明日の今頃サマリヤの門にて大麥二セア

を一シケルに賣り麥粉二セアを一シケルに賣にい

たらんと言しごとくに成ぬ 19彼大將その時に神

の人にこたへてヱホバ天に窓をひらきたまふも此

事あるべけんやと言たりしかば答へて汝目をもて

これを見べけれどもこれを食ふことはあらじと言

たりしが 20そのごとくになりぬ即ち民門にてか

れを踐て死しめたり

8エリシヤ甞てその子を甦へらせて與へし婦に
言しことあり曰く汝起て汝の家族とともに往

き汝の寄寓んとおもふ處に寄寓れ其はヱホバ饑饉

を呼くだしたまひたれば七年の間この地に臨むべ

ければなりと 2是をもて婦起て神の人の言のごと

くに爲しその家族とともに往てペリシテ人の地に

七年寄寓ぬ 3かくて七年を經て後婦人ペリシテ人

の地より歸りしが自己の家と田畝のために王に呼

もとめんとて往り 4時に王は神の人の僕ゲハジに

むかひ請ふエリシヤが爲し諸の大なる事等を我に

告よと言てこれと談話をる 5即ち彼エリシヤが死

人を甦らせしことを王にものがたりをる時にその

子を彼が甦らせし婦自己の家と田畝のために王に

呼もとめければゲハジ言ふわが主王よ是すなはち

その婦人なり是すなはちエリシヤが甦らせしその

子なり 6王すなはちその婦に尋ねけるにこれを陳

たれば王彼のために一人の官吏を派出して言ふ凡

て彼に屬する物並に彼がこの地を去し日より今に

いたるまでの其田畝の產出物を悉く彼に還せよと

7エリシヤ、ダマスコに至れる事あり時にスリア

の王ベネハダデ病にかかりをりしがこれにつげて

神の人此にきたると言ふ者ありければ 8王ハザエ

ルに言ふ汝手に禮物をとり往て神の人を迎へ彼に

よりてヱホバに吾この病は愈るやと言て問へ 9是

においてハザエルかれを迎へんとて出往きダマス

コのもろもろの佳物駱駝に四十駄を禮物に携へて

到りて彼の前に立ち曰けるは汝の子スリアの王ベ

ネハダデ我を汝につかはして吾この病は愈るやと

言しむ 10エリシヤかれに言けるは往てかれに汝

はかならず愈べしと告よ但しヱホバかれはかなら

ず死んと我にしめしたまふなり 11而して神の人

瞳子をさだめて彼の羞るまでに見つめ乃て哭いで

たれば 12ハザエルわが主よ何て哭たまふやと言

ふにエリシヤ答へけるは我汝がイスラエルの子孫

になさんところの害惡を知ばなり即ち汝は彼等の

城に火をかけ壯年の人を劍にころし子等を挫ぎ孕

女を刳ん 13ハザエル言けるは汝の僕は犬なるか

何ぞ斯る大なる事をなさんエリシヤ答へけるはヱ

ホバ我にしめしたまふ汝はスリアの王となるにい

たらん 14斯て彼エリシヤを離れて去てその主君

にいたるにエリシヤは汝に何と言しやと尋ければ

答へて彼汝はかならず愈るあらんと我に告たりと

言ふ 15翌日にいたりてハザエル粗き布をとりて

水に浸しこれをもて王の面を覆ひたれば死りハザ

エルすなはち之にかはりて王となる 16イスラエ

ルの王アハブの子ヨラムの五年にはヨシヤパテ尚

ユダの王たりき此年にユダの王ヨシヤバテの子ヨ

ラム位に即り 17彼は位に即し時三十二歳にして

八年の間エルサレムにて世を治めたり 18彼はア

ハブの家のなせるがごとくにイスラエルの王等の

道を行へりアハブの女かれの妻なりければなり斯

彼はヱホバの目の前に惡をなせしかども 19ヱホ

バその僕ダビデのためにユダを滅すことを好みた

まはざりき即ち彼にその子孫によりて恒に光明を

與んと言たまひしがごとし 20ヨラムの代にエド

ム叛きてユダの手に服せず自ら王を立たれば 21

ヨラムその一切の戰車をしたがへてザイルに渉り

しが遂に夜の中に起あがりて自己を圍めるエドム

人を撃ちその戰車の長等を撃り斯して民はその天

幕に逃ゆきぬ 22エドムは斯叛きてユダの手に服

せずなりしが今日まで然り此時にあたりてリブナ

もまた叛けり 23ヨラムのその餘の行爲およびそ

の凡て爲たる事等はユダの王の歴代志の書に記さ

るるにあらずや 24ヨラムその先祖等とともに寝

りてダビデの邑にその先祖たちと同じく葬られそ

の子アハジアこれに代りて王となれり 25イスラ

エルの王アハブの子ヨラムの十二年にユダの王ヨ

ラムの子アハジア位に即り 26アハジアは位に即

し時二十二歳にしてエルサレムにて一年世を治め

たりその母はイスラエルの王オムリの孫女にして

名をアタリヤといふ 27アハジアはアハブの家の

道にあゆみアハブの家のごとくにヱホバの目の前

に惡をなせり是かれはアハブの家の婿なりければ
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なり 28茲にアハブの子ヨラム自身ゆきてスリア

の王ハザエルとギレアデのラモテに戰ひけるがス

リア人等ヨラムに傷を負せたり 29是に於てヨラ

ム王はそのスリアの王ハザエルと戰ふにあたりて

ラマに於てスリア人に負せられたるところの傷を

療さんとてヱズレルに歸れりユダの王ヨラムの子

アハジアはアハブの子ヨラムが病をるをもてヱズ

レルに下りて之を訪ふ

9茲に預言者エリシヤ預言者の徒一人を呼てこ
れに言ふ汝腰をひきからげ此膏の瓶を手にと

りてギレアデのラモテに往け 2而して汝かしこに

到らばニムシの子なるヨシヤパテの子ヱヒウを其

處に尋獲て内に入り彼をその兄弟の中より起しめ

て奧の間につれゆき 3膏の瓶をとりその首に灌ぎ

て言へヱホバかく言たまふ我汝に膏をそそぎてイ

スラエルの王となすと而して戸を開きて逃されよ

止ること勿れ 4是において預言者の僕なるその少

者ギレアデのラモテに往けるが 5到りて見るに軍

勢の長等坐してをりければ將軍よ我汝に告べき事

ありと言ふにヱヒウこたへて我儕諸人の中の誰に

かと言たれば將軍よ汝にと言ふ 6ヱヒウすなはち

起て家にいりければ彼その首に膏をそそぎて之に

言ふイスラエルの神ヱホバかく言たまふ我汝に膏

をそそぎてヱホバの民イスラエルの王となす 7汝

はその主アハブの家を撃ほろぼすべし其によりて

我わが僕なる預言者等の血とヱホバの諸の僕等の

血をイゼベルの身に報いん 8アハブの家は全く滅

亡べしアハブに屬する男はイスラエルにありて繋

がれたる者も繋がれざる者もともに之を絶べし 9

我アハブの家をネバテの子ヤラベアムの家のごと

くに爲しアヒヤの子バアシヤの家のごとくになさ

ん 10ヱズレルの地において犬イゼベルを食ふべ

し亦これを葬るものあらじと而して戸を啓きて逃

されり 11かくてヱヒウその主の臣僕等の許にい

できたりたれば一人之に言ふ平安なるやこの狂る

者何のために汝にきたりしやヱヒウこたへて汝等

はかの人を知りまたその言ところを知なりと言ふ

に 12彼等言けらく謊なり其を我儕に告よと是に

おいてヱヒウ言けるは彼斯々我につげて言りヱホ

バかく言たまふ我汝に膏をそそぎてイスラエルの

王となすと 13彼等すなはち急ぎて各人その衣服

をとりこれを階の上ヱヒウの下に布き喇叭を吹て

ヱヒウは王たりと言り 14ニムシの子なるヨシヤ

バテの子ヱヒウ斯ヨラムに叛けり(ヨラムはイス

ラエルを盡くひきゐてギレアデのラモテに於てス

リアの王ハザエルを禦ぎたりしが 15ヨラム王は

そのスリアの王ハザエルと戰ふ時にスリア人に負

せられたるところの傷を痊さんとてヱズレルに歸

りてをる)ヱヒウ言けるは若なんぢらの心にかな

はば一人もこの邑より走いでてこれをヱズレルに

言ふ者なからしめよと 16ヱヒウすなはちヱズレ

ルをさして乗往りヨラムかしこに臥をればなりま

たユダの王アハジアはヨラムを訪に下りてをる 17

ヱズレルの戌樓に一箇の守望者立をりしがヱヒウ

の群衆のきたるを見て我群衆を見るといひければ

ヨラム言ふ一人を馬に乗て遣し其に會しめて平安

なるやと言しめよと 18是において一人馬にて行

てこれに會ひ王かく宣まふ平安なるやと言ふにヱ

ヒウ言けるは平安は汝の與るところならんや吾後

にまはれと守望者また告て言ふ使者かれらの許に

往たるが歸り來ずと 19是をもて再び人を馬にて

遣したればその人かれらに到りて王かく宣まふ何

か變事あるやと言ふにヱヒウ答て平安は汝の與る

ところならんや吾後にまはれと言ふ 20守望者ま

た告て言ふ彼も彼等の所にまで到りしが歸り來ず

その車を趨するはニムシの子ヱヒウが趨するに似

狂ふて趨らせ來る 21是においてヨラム車を整へ

よと言ひけるが車整ひたればイスラエルの王ヨラ

ムとユダの王アハジアおのおのその車にて出たり

即ちかれらヱヒウにむかひて出きたりヱズレル人

ナボテの地にて之に會けるが 22ヨラム、ヱヒウ

を見てヱヒウよ平安なるやといひたればヱヒウこ

たへて汝の母イゼベルの姦淫と魔術と斯多かれば

何の平安あらんやと云り 23ヨラムすなはち手を

めぐらして逃げアハジアにむかひ反逆なりアハジ

アよと言ふに 24ヱヒウ手に弓をひきしぼりてヨ

ラムの肩の間を射たればその矢かれの心をいぬき

て出で彼は車の中に偃ししづめり 25ヱヒウその

將ビデカルに言けるは彼をとりてヱズレル人ナボ

テの地の中に投すてよ其は汝憶ふべし甞て我と汝

と二人ともに乗て彼の父アハブに從へる時にヱホ

バ斯かれの事を預言したまへり 26曰くヱホバ言

ふ誠に我昨日ナボテの血とその子等の血を見たり

ヱホバ言ふ我この地において汝にむくゆることあ

らんと然ば彼をとりてその地になげすててヱホバ

の言のごとくにせよ 27ユダの王アハジアはこれ

を視て園の家の途より逃ゆきけるがヱヒウその後

を追ひ彼をも車の中に撃ころせと言しかばイブレ
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アムの邊なるグルの坂にてこれを撃たればメギド

ンまで逃ゆきて其處に死り 28その臣僕等すなは

ち之を車にのせてエルサレムにたづさへゆきダビ

デの邑においてかれの墓にその先祖等とおなじく

これを葬れり 29アハブの子ヨラムの十一年にア

ハジアはユダの王となりしなり 30斯てヱヒウ、

ヱズレルにきたりしかばイゼベル聞てその目を塗

り髮をかざりて窓より望みけるが 31ヱヒウ門に

入きたりたればその主を弑せしジムリよ平安なる

やと言り 32ヱヒウすなはち面をあげて窓にむか

ひ誰か我に與ものあるや誰かあるやと言けるに二

三の寺人ヱヒウを望みたれば 33彼を投おとせと

言りすなはち之を投おとしたればその血牆と馬と

にほどばしりつけりヱヒウこれを踏とほれり 34

斯て彼内にいりて食飮をなし而して言けるは往て

かの詛はれし婦を見これを葬れ彼は王の女子なれ

ばなりと 35是をもて彼を葬らんとて往て見るに

その頭骨と足と掌とありしのみなりければ 36歸

りで彼につぐるに彼言ふ是すなはちヱホバがその

僕なるテシベ人エリヤをもて告たまひし言なり云

くヱズレルの地において犬イゼベルの肉を食はん

37イゼベルの屍骸はヱズレルの地に於て糞土のご

とくに野の表にあるべし是をもて是はイゼベルな

りと指て言ふこと能ざらん

10アハブ、サマリヤに七十人の子あり茲にヱヒ
ウ書をしたためてサマリヤにおくり邑の牧伯

等と長老等とアハブの子等の師傳等とに傳へて云

ふ 2汝らの主の子等汝らとともにあり又汝等は車

も馬も城もあり且武器もあれば此書汝らの許にい

たらば 3汝らの主の子等の中より最も優れる方正

き者を選みだ出してその父の位に置ゑ汝等の主の

家のために戰へよ 4彼ら大に恐れて言ふ二人の王

等すでに彼に當ることを得ざりしなれば我儕いか

でか當ることを得んと 5乃ち家宰邑宰長老師傳等

ヱヒウに言おくりけるは我儕は汝の僕なり凡て汝

が我儕に命ずる事を爲ん我儕は王を立るを好まず

汝の目に善と見ゆる所を爲せ 6是においてヱヒウ

再度かれらに書をおくりて云ふ汝らもし我に與き

我言にしたがふならば汝らの主の子なる人々の首

をとりて明日の今頃ヱズレルにきたりて吾許にい

たれと當時王の子七十人はその師傳なる邑の貴人

等とともに居る 7その書かれらに至りしかば彼等

王の子等をとらへてその七十人をことごとく殺し

その首を籃につめてこれをヱズレルのヱヒウの許

につかはせり 8すなはち使者いたりてヱヒウに告

て人衆王の子等の首をたづさへ來れりと言ければ

明朝までそれを門の入口に二山に積おけと言り 9

朝におよび彼出て立ちすべての民に言ふ汝等は義

し我はわが主にそむきて之を弑したり然ど此すべ

ての者等を殺せしは誰なるぞや 10然ば汝等知れ

ヱホバがアハブの家につきて告たまひしヱホバの

言は一も地に隕ず即ちヱホバはその僕エリヤによ

りて告し事を成たまへりと 11斯てヱヒウはアハ

ブの家に屬する者のヱズレルに遺れるを盡く殺し

またその一切の重立たる者その親き者およびその

祭司等を殺して彼に屬する者を一人も遺さざりき

12ヱヒウすなはち起て往てサマリヤに至りしがヱ

ヒウ途にある時牧者の集會所において 13ユダの

王アハジアの兄弟等に遇ひ汝等は何人なるやと言

けるに我儕はアハジアの兄弟なるが王の子等と王

母の子等の安否を問んとて下るなりと答へたれば

14彼等を生擒れと言り即ちかれらを生擒りその集

會所の穴の側にて彼等四十二人を盡く殺し一人を

も遺さざりき 15斯てヱヒウ其處より進みゆきし

がレカブの子ヨナダブの己を迎にきたるに遭けれ

ばその安否をとふてこれに汝の心はわが心の汝の

心と同一なるがごとくに眞實なるやと言けるにヨ

ナダブ答へて眞實なりと言たれば然ば汝の手を我

に伸よと言ひその手を伸ければ彼を挽て己の車に

登らしめて 16言ふ我とともに來りて我がヱホバ

に熱心なるを見よと斯かれを己の車に乗しめ 17

サマリヤにいたりてアハブに屬する者のサマリヤ

に遺れるを盡く殺して遂にその一族を滅せりヱホ

バのエリヤに告たまひし言語のごとし 18茲にヱ

ヒウ民をことごとく集てこれに言けるはアハブは

少くバアルに事たるがヱヒウは大にこれに事へん

とす 19然ば今バアルの諸の預言者諸の臣僕諸の

祭司等を我許に召せ一人も來らざる者なからしめ

よ我大なる祭祀をバアルのためになさんとするな

り凡て來らざる者は生しおかじと但しヱヒウ、バ

アルの僕等を滅さんとて偽りて斯なせるなり 20

ヱヒウすなはちバアルの祭禮を設よと言ければ之

を宣たり 21是てヱヒウあまねくイスラエルに人

をつかはしたればバアルの僕たる者皆きたれり一

人も來らずして遺れるものはあらざりき彼等バア

ルの家にいりたればバアルの家は末より末まで充

わたれり 22時にヱヒウ衣裳を掌どる者てむかひ

禮服をとりいだしてバアルの凡の僕等にあたへよ
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といひければすなはち禮服をとりいだせり 23斯

ありてヱヒウはレカブの子ヨナダブとともにバア

ルの家にいりしがバアルの僕等に言ふ汝等尋ね見

て此には只バアルの僕のみあらしめヱホバの僕を

一人も汝らの中にあらしめざれと 24彼等犠牲と

燔祭を献げんとて入し時ヱヒウ八十人の者を外に

置て言ふ凡てわがその手にわたすところの人を一

人にても逃れしむる者は己の生命をもてその人の

生命に代べしと 25期て燔祭を献ぐることの終り

し時ヱヒウその士卒と諸將に言ふ入てかれらを殺

せ一人をも出すなかれとすなはち刃をもて彼等を

撃ころせり而して士卒と諸將これを投いだしてバ

アルの家の内殿に入り 26諸の像をバアルの家よ

りとりいだしてこれを燒り 27即ちかれらバアル

の像をこぼちバアルの家をこぼち其をもて厠を造

りしが今日までのこる 28ヱヒウかくイスラエル

の中よりバアルを絶さりたりしかども 29ヱヒウ

は尚かのイスラエルに罪を犯させたるネバテの子

ヤラベアムの罪に離るることをせざりき即ち彼な

ほベテルとダンにあるところの金の犢に事たり 30

ヱホバ、ヱヒウに言たまひけらく汝わが義と視る

ところの事を行ふにあたりて善く事をなしまたわ

が心にある諸の事をアハブの家になしたれば汝の

子孫は四代までイスラエルの位に坐せんと 31然

るにヱヒウは心を盡してイスラエルの神ヱホバの

律法をおこなはんとはせず尚かのイスラエルに罪

を犯させたるヤラベアムの罪に離れざりき 32是

時にあたりてヱホバ、イスラエルを割くことを始

めたまへりハザエルすなはちイスラエルの一切の

邊境を侵し 33ヨルダンの東においてギレアデの

全地ガド人ルベン人マナセ人の地を侵しアルノン

河の邊なるアロエルよりギレアデにいたりバシヤ

ンにおよべり 34ヱヒウのその餘の行爲とその凡

て爲たる事むよびその大なる能はイスラエルの王

の歴代志の書に記さるるにあらずや 35ヱヒウそ

の先祖等とともに寝りたればこれをサマリヤに葬

りぬその子ヱホアハズこれに代て王となれり 36

ヱヒウがサマリヤにをりてイスラエルに王たりし

間は二十八年なりき

11茲にアハジアの母アタリヤその子の死たるを
見て起て王の種を盡く滅したりしが 2ヨラム

王の女にしてアハジアの姉妹なるヱホシバといふ

者アハジアの子ヨアシを王の子等の殺さるる者の

中より竊みとり彼とその乳母を夜着の室にいれて

彼をアタリヤに匿したれば終にころされざりき 3

ヨアシは彼とともに六年ヱホバの家に隱れてをり

アタリヤ國を治めたり 4第七年にいたりヱホヤダ

人を遣して近衛兵の大將等を招きよせヱホバの家

にきたりて己に就しめ彼等と契約を結び彼らにヱ

ホバの家にて誓をなさしめて王の子を見し 5かれ

らに命じて言ふ汝等がなすべき事は是なり汝等安

息日に入きたる者は三分の一は王の家をまもり 6

三分の一はスル門にをり三分の一は近衛兵の後の

門にをるべし斯なんぢら宮殿をまもりて人をいる

べからず 7また凡て汝等安息日に出ゆく者はその

二手ともにヱホバの家において王をまもるべし 8

すなはち汝らおのおの武器を手にとりて王を環て

立べし凡てその列を侵す者をば殺すべし汝等又王

の出る時にも入る時にも王とともにをるべし 9是

においてその將官等祭司ヱホヤダが凡て命ぜしご

とくにおこなへり即ちかれらおのおの其手の人の

安息日に入くべき者と安息日に出ゆくべき者とを

率て祭司ヱホヤダに至りしかば 10祭司はヱホバ

の殿にあるダビデ王の槍と楯を大將等にわたせり

11近衛兵はおのおの手に武器をとりて王の四周に

をり殿の右の端より左の端におよびて壇と殿にそ

ひて立つ 12ヱホヤダすなはち王子を進ませて之

に冠冕をいただかせ律法をわたし之を王となして

之に膏をそそぎければ人衆手を拍て王長壽かれと

言り 13茲にアタリヤ近衛兵と民の聲を聞きヱホ

バの殿にいりて民の所にいたり 14見るに王は常

例のごとくに高座の上に立ち其傍に大將等と喇叭

手立をり又國の民みな喜びて喇叭を吹をりしかば

アタリヤ其衣を裂て反逆なり反逆なりと叫べり 15

時に祭司ヱホヤダ大將等と軍勢の士官等に命じて

これに言ふ彼をして列の間をとほりて出しめよ彼

に從がふ者をば劍をもて殺せと前にも祭司は彼を

ヱホバの家に殺すべからずと言おけり 16是をも

て彼のために路をひらきければ彼王の家の馬道を

とほりゆきしが遂に其處に殺されぬ 17斯てヱホ

ヤダはヱホと王と民の間にその皆ヱホバの民とな

らんといふ契約を立しめたり亦王と民の間にもこ

れを立しめたり 18是をもて國の民みなバアルの

家にいりてこれを毀ちその壇とその像を全く打碎

きバアルの祭司マツタンをその壇の前に殺せり而

して祭司ヱホバの家に監督者を設けたり 19ヱホ

ヤダすなはち大將等と近衛兵と國の諸の民を率て

ヱホバの家より王をみちびき下り近衛兵の門の途
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よりして王の家にいたり王の位に坐せしめたり 20

斯有しかば國の民はみな喜びて邑は平穩なりきア

タリヤは王の家に殺されぬ 21ヨアシは位に即し

時七歳なりき

12ヨアシはヱヒウの七年に位に即きエルサレム
において四十年世を治めたりその母はベエル

シバより出たるものにて名をヂビアといへり 2ヨ

アシは祭司ヱホヤダの己を誨ふる間は恒にヱホバ

の善と視たまふ事をおこなへり 3然ど崇邱は除か

ずしてあり民は尚その崇邱において犠牲をささげ

香を焚り 4茲にヨアシ祭司等に言けるは凡てヱホ

バの家に聖別て献納るところの金即ち核數らるる

人の金估價にしたがひて出すところの身の代の金

および人々が心より願てヱホバの家に持きたると

ころの金 5これを祭司等おのおのその知人より受

をさめ何處にても殿に破壞の見る時はこれをもて

その破壞を修繕ふべしと 6然るにヨアシ王の二十

三年におよぶまで祭司等殿の破壞を修繕ふにいた

らざりしかば 7ヨアシ王祭司ヱホヤダおよびその

他の祭司等を召てこれに言ふ汝等などて殿の破壞

を修繕はざるや然ば今よりは汝等の知人より金を

受て自己のためにすべからず唯殿の破壞の修理に

其を供ふべしと 8祭司等は重て民より自己のため

に金を受ず又殿の破壞を修理ふことをせじと約せ

り 9斯て後祭司ヱホヤダ一箇の櫃をとりその蓋に

孔を穿ちてこれをヱホバの家の入口の右において

壇の傍に置り門守の祭司等すなはちヱホバの家に

入きたるところの金をことごとくその中に入たり

10爰にその櫃の中に金の多くあることを見たれば

王の書記と祭司長と上り來りてそのヱホバの家に

積りし金を包みてこれを數へ 11その數へし金を

この工事をなす者に付せり即ちヱホバの家の監督

者にこれを付しければ彼等またヱホバの家を修理

ふところの木匠と建築師にこれを與へ 12石工お

よび琢石者に與へまたこれをもてヱホバの家の破

壞を修繕ふ材木と琢石を買ひ殿を修理ふために用

ふる諸の物のためにこれを費せり 13但しヱホバ

の家にり來れるその金をもてヱホバの家のために

銀の盂燈剪鉢喇叭金の器銀の器等を造ることはせ

ざりき 14唯これをその工事をなす者にわたして

之をもてヱホバの家を修理はしめたり 15またそ

の金を手にわたして工人にはらはしめたる人々と

計算をなすことをせざりき是は彼等忠厚に事をな

したればなり 16愆金と罪金はヱホバの家にいら

ずして祭司に歸せり 17當時スリアの王ハザエル

のぼり來りてガテを攻てこれを取り而してハザエ

ル、エルサレムに攻のぼらんとてその面をこれに

向たり 18是をもてユダの王ヨアシその先祖たる

ユダの王ヨシヤパテ、ヨラム、アハジア等が聖別

て献げたる一切の物および自己が聖別て献げたる

物ならびにヱホバの家の庫と王の家とにあるとこ

ろの金を悉く取てこれをスリアの王ハザエルにお

くりければ彼すなはちエルサレムを離れて去ぬ 19

ヨアシのその餘の行爲およびその凡て爲たる事は

ユダの王の歴代志の書に記さるるにあらずや 20

茲にヨアシの臣僕等おこりて黨をむすびシラに下

るところのミロの家にてヨアシを弑せり 21即ち

その僕シメアテの子ヨザカルとシヨメルの子ヨザ

バデかれを弑して死しめたればその先祖とおなじ

くこれをダビデの邑に葬れりその子アマジヤこれ

に代りて王となる

13ユダの王アハジアの子ヨアシの二十三年にヱ
ヒウの子ヨハアズ、サマリヤにおいてイスラ

エルの王となり十七年位にありき 2彼はヱホバの

目の前に惡をなし夫のイスラエルに罪を犯させた

るネバテの子ヤラベアムの罪を行ひつづけて之に

離れざりき 3是においてヱホバ、イスラエルにむ

かひて怒を發しこれをその代のあひだ恒にスリア

の王ハザエルの手にわたしおき又ハザエルの子ベ

ネハダデの手に付し置たまひしが 4ヨアハズ、ヱ

ホバに請求めたればヱホバつひにこれを聽いれた

まへり其はイスラエルの苦難を見そなはしたれば

なり即ちスリアの王これをなやませるなり 5ヱホ

バつひに救者をイスラエルにたまひたればイスラ

エルの子孫はスリア人の手を脱れて疇昔の如くに

己々の天幕に住にいたれり 6但し彼等はイスラエ

ルに罪を犯さしめたるヤラベアムの家の罪をはな

れずして之をおこなひつづけたりサマリヤにも亦

アシタロテの像たちをりぬ 7嚮にスリアの王は民

を滅し踐くだく塵のごとくに是をなして只騎兵五

十人車十輌歩兵一萬人而巳をヨアハズに遺せり 8

ヨアハズのその餘の行爲とその凡て爲たる事およ

びその能はイスラエルの王の歴代志の書にしるさ

るるに非ずや 9ヨアハズその先祖等とともに寝り

たればこれをサマリヤに葬れりその子ヨアシこれ

に代て王となる 10ユダの王ヨアシの三十七年に

ヨアハズの子ヨアシ、サマリヤにおいてイスラエ

ルの王となり十六年位にありき 11彼ヱホバの目
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の前に惡をなし夫のイスラエルに罪を犯させたる

ネバテの子ヤラベアムの諸の罪にはなれずしてこ

れを行ひつづけたり 12ヨアシのその餘の行爲と

その凡て爲たる事およびそのユダの王アマジヤと

戰ひし能はイスラエルの王の歴代志の書に記さる

るに非ずや 13ヨアシその先祖等とともに寝りて

ヤラベアム位にのぼれりヨアシはイスラエルの王

等とおなじくサマリヤに葬らる 14茲にエリシヤ

死病にかかりて疾をりしかばイスラエルの王ヨア

シ彼の許にくだり來てその面の上に涙をこぼし吾

父吾父イスラエルの兵車よその騎兵よと言り 15

エリシヤかれにむかひ弓矢をとれと言ければすな

はち弓矢をとれり 16エリシヤまたイスラエルの

王に汝の手を弓にかけよと言ければすなはちその

手をかけたり是においてエリシヤその手を王の手

の上に按て 17東向の窓を開けと言たれば之を開

きけるにエリシヤまた射よと言り彼すなはち射た

ればエリシヤ言ふヱホバよりの拯救の矢スリアに

對する拯救の矢汝必らずアベクにおいてスリア人

を撃やぶりてこれを滅しつくすにいたらん 18エ

リシヤまた矢を取れと言ければ取りエリシヤまた

イスラエルの王に地を射よといひけるに三次射て

止たれば 19神の人怒て言ふ汝は五回も六回も射

るべかりしなり然せしならば汝スリアを撃やぶり

て之を滅しつくすことを得ん然ど今然せざれば汝

がスリアを撃やぶることは三次のみなるべしと 20

エリシヤ終に死たればこれを葬りしが年の立かへ

るに及てモアブの賊黨國にいりきたれり 21時に

一箇の人を葬らんとする者ありしが賊黨を見たれ

ばその人をエリシヤの墓におしいれけるにその人

いりてエリシヤの骨にふるるや生かへりて起あが

れり 22スリアの王ハザエルはヨアハズの一生の

間イスラエルをなやましたりしが 23ヱホバその

アブラハム、イサク、ヤコブと契約をむすびしが

ためにイスラエルをめぐみ之を憐みこれを眷みた

まひ之を滅すことを好まず尚これをその前より棄

はなちたまはざりき 24スリアの王ハザエルつひ

に死てその子ベネハダデこれに代りて王となれり

25是においてヨアズの子ヨアシはその父ヨアハズ

がハザエルに攻取れたる邑々をハザエルの子ベネ

ハダデの手より取かへせり即ちヨアシは三次かれ

を敗りてイスラエルの邑々を取かへしぬ

14イスラエルの王ヨアハズの子ヨアシの二年に
ユダの王ヨアシの子アマジヤ王となれり 2彼

は王となれる時二十五歳にして二十九年の間エル

サレムにて世を治めたりその母はエルサレムの者

にして名をヱホアダンと云り 3アマジヤはヱホバ

の善と見たまふ事をなしたりしがその先祖ダビデ

のごとくはあらざりき彼は萬の事において其父ヨ

アシがなせしごとくに事をなせり 4惟崇邱はのぞ

かずしてあり民はなほその崇邱において犠牲をさ

さげ香を焚り 5彼は國のその手に堅くたつにおよ

びてその父王を弑せし臣僕等を殺したりしが 6そ

の弑殺人の子女等は殺さざりき是はモーセの律法

の書に記されたる所にしたがへるなり即ちヱホバ

命じて言たまはく子女の故によりて父を殺すべか

らず父の故によりて子女を殺すべからず人はみな

その身の罪によりて死べき者なりと 7アマジヤま

た鹽谷においてエドミ人一萬を殺せり亦セラを攻

とりてその名をヨクテルとなづけしが今日まで然

り 8かくてアマジヤ使者をヱヒウの子ヨアハズの

子なるイスラエルの王ヨアシにおくりて來れ我儕

たがひに面をあはせんと言しめければ 9イスラエ

ルの王ヨアシ、ユダの王アマジヤに言おくりける

はレバノンの荊棘かつてレバノンの香柏に汝の女

子をわが子の妻にあたへよと言おくりたることあ

りしにレバノンの野獣とほりてその荊棘を踏たふ

せり 10汝は大にエドムに勝たれば心に誇るその

榮譽にやすんじて家に居れなんぞ禍を惹おこして

自己もユダもともに亡んとするやと 11然るにア

マジヤ聽ことをせざりしかばイスラエルの王ヨア

シのぼり來れり是において彼とユダの王アマジヤ

はユダのベテシメシにてたがひに面をあはせたり

しが 12ユダ、イスラエルに敗られて各人その天

幕に逃かへりぬ 13是においてイスラエルの王ヨ

アシはアジアの子ヨアシの子なるユダの王アマジ

ヤをベテシメシに擒へ而してエルサレムにいたり

てエルサレムの石垣をエフライムの門より隅の門

まで凡そ四百キユビトを毀ち 14またヱホバの家

と王の家の庫とにあるところの金銀および諸の器

をとりかつ人質をとりてサマリヤにかへれり 15

ヨアシがなしたるその餘の行爲とその能およびそ

のイスラエルの王アマジヤと戰ひし事はイスラエ

ルの王の歴代志の書にしるさるるにあらずや 16

ヨアシその先祖等とともに寝りてイスラエルの王

等とともにサマリヤに葬られその子ヤラベアムこ

れに代りて王となれり 17ヨアシの子なるユダの

王アマジヤはヨアハズの子なるイスラエルの王ヨ
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アシの死てより後なほ十五年生存へたり 18アマ

ジヤのその餘の行爲はユダの王の歴代志の書にし

るさるるにあらずや 19茲にエルサレムにおいて

黨をむすびて彼に敵する者ありければ彼ラキシに

逃ゆきけるにその人々ラキシに人をやりて彼を彼

處に殺さしめたり 20人衆かれを馬に負せてもち

きたりエルサレムにおいてこれをその先祖等とと

もにダビデの邑に葬りぬ 21ユダの民みなアザリ

ヤをとりて王となしてその父アマジヤに代しめた

り時に年十六なりき 22彼エラテの邑を建てこれ

を再びユダに歸せしめたり是はかの王がその先祖

等とともに寝りし後なりき 23ユダの王ヨアシの

子アマジヤの十五年にイスラエルの王ヨアシの子

ヤラベアム、サマリヤにおいて王となり四十一年

位にありき 24彼はヱホバの目の前に惡をなし夫

のイスラエルに罪を犯さしめたるネバテの子ヤラ

ベアムの罪に離れざりき 25彼ハマテの入處より

アラバの海までイスラエルの邊境を恢復せりイス

ラエルの神ヱホバがガテヘペルのアミツタイの子

なるその僕預言者ヨナによりて言たまひし言のご

とし 26ヱホバ、イスラエルの艱難を見たまふに

其は甚だ苦かり即ち繋れたる者もあらず繋れざる

者もあらず又イスラエルを助る者もあらず 27ヱ

ホバは我イスラエルの名を天下に塗抹んとすと言

たまひしこと無し反てヨアシの子ヤラベアムの手

をもてこれを拯ひたまへり 28ヤラベアムのその

餘の行爲とその凡てなしたる事およびその戰爭を

なせし能その昔にユダに屬し居たることありしダ

マスコとハマテを再びイスラエルに歸せしめたる

事はイスラエルの王の歴代志の書に記さるるにあ

らずや 29ヤラベアムその先祖たるイスラエルの

王等とともに寝りその子ザカリヤこれに代りて王

となれり

15イスラエルの王ヤラベアムの二十七年にユダ
の王アマジヤの子アザリヤ王となれり 2彼は

王となれる時に十六歳なりしが五十二年の間エル

サレムにおいて世を治めたりその母はエルサレム

の者にして名をヱコリアと言ふ 3彼はヱホバの善

と見たまふ事をなし萬の事においてその父アマジ

ヤがなしたるごとく行へり 4惟崇邱は除かずして

あり民は尚その崇邱の上に犠牲をささげ香をたけ

り 5ヱホバ王を撃たまひしかばその死る日まで癩

病人となり別殿に居ぬその子ヨタム家の事を管理

て國の民を審判り 6アザリヤのその餘の行爲とそ

の凡てなしたる事はユダの王の歴代志の書にしる

さるるにあらずや 7アザリヤその先祖等とともに

寝りたればこれをダビデの邑にその先祖等ととも

に葬れりその子ヨタムこれに代りて王となる 8ユ

ダの王アザリヤの三十八年にヤラベアムの子ザカ

リア、サマリヤにおいてイスラエルの王となれり

その間は六月 9彼その先祖等のなせしごとくヱホ

バの目の前に惡を爲し夫のイスラエルに罪を犯さ

せたるネバテの子ヤラベアムの罪に離れざりき 10

茲にヤベシの子シヤルム黨をむすびて之に敵し民

の前にてこれを撃て弑しこれに代りて王となれり

11ザカリヤのその餘の行爲はイスラエルの王の歴

代志の書に記さる 12ヱホバのヱヒウに告たまひ

し言は是なり云く汝の子孫は四代までイスラエル

の位に坐せんと果して然り 13ヤベシの子シヤル

ムはユダの王ウジヤの三十九年に王となりサマリ

ヤにおいて一月の間王たりき 14時にガデの子メ

ナヘム、テルザより上りでサマリヤに來りヤベシ

の子シヤルムをサマリヤに撃てこれを殺し之にか

はりて王となれり 15シヤルムのその餘の行爲と

その徒黨をむすびし事はイスラエルの王の歴代志

の書にしるさる 16その後メナヘム、テルザより

いたりてテフサとその中にあるところの者および

その四周の地を撃り即ちかれら己がために開くこ

とをせざりしかばこれを撃てその中の孕婦をこと

ごとく刳剔たり 17ユダの王アザリヤの三十九年

にガデの子メナヘム、イスラエルの王となりサマ

リヤにおいて十年の間世を治めたり 18彼ヱホバ

の目の前に惡をなし彼のイスラエルに罪を犯させ

たるネバテの子ヤラベアムの罪に生涯離れざりき

19茲にアツスリヤの王ブルその地に攻きたりけれ

ばメナヘム銀一千タラントをブルにあたへたり是

は彼をして己を助けしめ是によりて國を己の手に

堅く立しめんとてなりき 20即ちメナヘムその銀

をイスラエルの諸の大富者に課しその人々に各々

銀五十シケルを出さしめてこれをアツスリヤの王

にあたへたり是をもてアツスリヤの王は歸りゆき

て國に止ることをせざりき 21メナヘムのその餘

の行爲とその凡てなしたる事はイスラエルの王の

歴代志の書にしるさるるにあらずや 22メナヘム

その先祖等とともに寝りその子ペカヒヤこれに代

て王となれり 23メナヘムの子ペカヒヤはユダの

王アザリヤの五十年にサマリヤにおいてイスラエ

ルの王となり二年のあひだ位にありき 24彼ヱホ
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バの目のまへに惡をなし彼のイスラエルに罪を犯

させたるネバテの子ヤラベアムの罪に離れざりき

25茲にその將官なるレマリヤの子ペカ黨をむすび

て彼に敵しサマリヤにおいて王の家の奧の室にこ

れを撃ころしアルゴブとアリエをもこれとともに

殺せり時にギレアデ人五十人ペカとともにありき

ペカすなはち彼をころしかれに代て王となれり 26

ベカヒヤのその餘の行爲とその凡て爲たる事はイ

スラエルの王の歴代志の書にしるさる 27レマリ

ヤの子ペカはユダの王アザリヤの五十二年にサマ

リヤに於てイスラエルの王となり二十年位にあり

き 28彼ヱホバの目の前に惡をなし彼のイスラエ

ルに罪ををかさせたるネバテの子ヤラベアムの罪

にはなれざりき 29イスラエルの王ペカの代にア

ツスリヤの王テグラテビレセル來りてイヨン、ア

ベルベテマアカ、ヤノア、ケデシ、ハゾルおよび

ギレアデならびにナフタリの全地ガリラヤを取り

その人々をアツスリヤに擄へうつせり 30茲にエ

ラの子ホセア黨をむすびてレマリヤの子ペカに敵

しこれを撃て殺しこれに代て王となれり是はウジ

ヤの子ヨタムの二十年にあたれり 31ペカのその

餘の行爲とその凡てなしたる事はイスラエルの王

の歴代志の書にしるさる 32レマリヤの子イスラ

エルの王ペカの二年にウジヤの子ユダの王ヨタム

王となれり 33彼は王となれる時二十五歳なりし

がヱルサレムにて十六年世を治めたり母はザドク

の女にして名をヱルシヤといへり 34彼はヱホバ

の目にかなふ事をなし凡てその父ウジヤのなした

るごとくにおこなへり 35惟崇邱は除かずしてあ

り民なほその崇邱の上に犠牲をささげ香を焚り彼

ヱホバの家の上の門を建たり 36ヨタムのその餘

の行爲とその凡てなしたる事はユダの王の歴代志

の書にしるさるるにあらずや 37當時ヱホバ、ス

リアの王レヂンとレマリヤの子ペカをユダにせめ

きたらせたまへり 38ヨタムその先祖等とともに

寝りてその父ダビデの邑にその先祖等とともに葬

られその子アハズこれに代りて王となれり

16レマリヤの子ペカの十七年にユダの王ヨタム
の子アハズ王となれり 2アハズは王となれる

時二十歳にしてエルサレムにおいて十六年世を治

めたりしがその神ヱホバの善と見たまふ事をその

父ダビデのごとくは行はざりき 3彼はイスラエル

の王等の道にあゆみまたその子に火の中を通らし

めたり是はヱホバがイスラエルの子孫の前より逐

はらひたまひし異邦人のおこなふところの憎むべ

き事にしたがへるなり 4彼は崇邱の上丘の上一切

の靑木の下に犠牲をささげ香をたけり 5この頃ス

リアの王レヂンおよびレマリヤの子なるイスラエ

ルの王ペカ、エルサレムにせめのぼりてアハズを

圍みけるが勝ことを得ざりき 6この時にあたりて

スリアの王レヂン復エラテをスリアに歸せしめユ

ダヤ人をエラテより逐いだせり而してスリア人エ

ラテにきたりて其處に住み今日にいたる 7是にお

いてアハズ使者をアツスリヤの王テグラテピレセ

ルにつかはして言しめけるは我は汝の臣僕汝の子

なりスリアの王とイスラエルの王と我に攻かかり

をれば請ふ上りきたりてかれらの手より我を救ひ

いだしたまへと 8アハズすなはちヱホバの家と王

の家の庫とにあるところの銀と金をとりこれを禮

物としてアツスリヤの王におくりしかば 9アツス

リヤの王かれの請を容たりアツスリヤの王すなは

ちダマスコに攻のぼりて之をとりその民をキルに

擄うつしまたレヂンを殺せり 10かくてアハズは

アツスリヤの王テグラテピレセルに會んとてダマ

スコにゆきけるがダマスコにおいて一箇の祭壇を

見たればアスス王その祭壇の工作にしたがひて委

くこれが圖と式樣を制へて祭司ウリヤにこれをお

くれり 11是において祭司ウリヤはアハズ王がダ

マスコよりおくりたる所にてらして一箇の祭壇を

つくりアハズ王がダマスコより來るまでにこれを

作りおけり 12茲に王ダマスコより歸りてその祭

壇を見壇にちかよりてこれに上り 13壇の上に燔

祭と素祭を焚き灌祭をそそぎ酬恩祭の血を灑げり

14彼またヱホバの前なる銅の壇を家の前より移せ

り即ちこれをかの新しき壇とヱホバの家の間より

移してかの壇の北の方に置たり 15而してアハズ

王祭司ウリヤに命じて言ふ朝の燔祭夕の素祭およ

び王の燔祭とその素祭ならびに國中の民の燔祭と

その素祭および灌祭はこの大なる壇の上に焚べし

又この上に燔祭の牲の血と犠牲の物の血をすべて

灑ぐべし彼の銅の壇の事はなほ考ふるあらん 16

祭司ウリヤすなはちアハズ王のすべて命じたるご

とくに然なせり 17またアハズ王臺の邊を削りて

洗盤をその上よりうつしまた海をその下なる銅の

牛の上よりおろして石の座の上に置ゑ 18また家

に造りたる安息日用の遊廊および王の外の入口を

アツスリヤの王のためにヱホバの家の中に變じた

り 19アハズのなしたるその餘の行爲はユダの王
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の歴代志の書にしるさるるにあらずや 20アハズ

その先祖等とともに寝りてダビデの邑にその先祖

等とともに葬られその子ヒゼキヤこれにかはりて

王となれり

17ユダの王アハズの十二年にエラの子ホセア王
となりサマリヤにおいて九年イスラエルを治

めたり 2彼ヱホバの目の前に惡をなせしがその前

にありしイスラエルの王等のごとくはあらざりき

3アッスリヤの王シヤルマネセル攻のぼりたれば

ホセアこれに臣服して貢を納たりしが 4アッスリ

ヤの王つひにホセアの己に叛けるを見たり其は彼

使者をエジプトの王ソにおくり且前に歳々なせし

ごとくに貢をアッスリヤ王に納ざりければなり是

においてアツスリヤの王かれを禁錮て獄におけり

5すなはちアッスリヤの王せめ上りて國中を遍く

ゆきめぐりサマリヤにのぼりゆきて三年が間これ

をせめ圍みたりしが 6ホセアの九年におよびてア

ッスリヤの王つひにサマリヤを取りイスラエルを

アッスリヤに擄へゆきてこれをハラとハボルとゴ

ザン河の邊とメデアの邑々とにおきぬ 7此事あり

しはイスラエルの子孫己をエジプトの地より導き

のぼりてエジプトの王パロの手を脱しめたるその

神ヱホバに對て罪を犯し他の神々を敬ひ 8ヱホバ

がイスラエルの子孫の前より逐はらひたまひし異

邦人の法度にあゆみ又イスラエルの王等の設けし

法度にあゆみたるに因てなり 9イスラエルの子孫

義からぬ事をもてその神ヱホバを掩ひかくしその

邑々に崇邱をたてたり看守臺より城にいたるまで

然り 10彼等一切の高丘の上一切の靑樹の下に偶

像とアシラ像を立て 11ヱホバがかれらの前より

移したまひし異邦人のなせしごとくにその崇邱に

香を焚き又惡を行ひてヱホバを怒らせたり 12ヱ

ホバかれらに汝等これらの事を爲べからずと言お

きたまひしに彼等偶像に事ふることを爲しなり 13

ヱホバ諸の預言者諸の先見者によりてイスラエル

とユダに見證をたて汝等翻へりて汝らの惡き道を

離れわが誡命わが法度をまもり我が汝等の先祖等

に命じまたわが僕なる預言者等によりて汝等に傳

へし法に率由ふやうにせよと言たまへり 14然る

に彼ら聽ことをせずしてその項を強くせり彼らの

先祖等がその神ヱホバを信ぜずしてその項を強く

したるが如し 15彼等はヱホバの法度を棄てヱホ

バがその先祖等と結びたまひし契約を棄てまたそ

の彼等に見證したまひし證言を棄て且虚妄物にし

たがひて虚浮なりまたその周圍なる異邦人の跡を

ふめり是はヱホバが是のごとくに事をなすべから

ずと彼らに命じ給ひし者なり 16彼等その神ヱホ

バの諸の誡命を遺て己のために二の牛の像を鑄な

し又アシラ像を造り天の衆群を拝み且バアルに事

へ 17またその子息息女に火の中を通らしめ卜筮

および禁厭をなしヱホバの目の前に惡を爲ことに

身を委ねてその怒を惹起せり 18是をもてヱホバ

大にイスラエルを怒りこれをその前より除きたま

ひたればユダの支派のほかは遺れる者なし 19然

るにユダもまたその神ヱホバの誡命を守ずしてイ

スラエルの立たる法度にあゆみたれば 20ヱホバ

、イスラエルの苗裔ぞことごとく棄これを苦しめ

これをその掠むる者の手に付して遂にこれをその

前より打すてたまへり 21すなはちイスラエルを

ダビデの家より裂はなしたまひしかばイスラエル

、ネバテの子ヤラベアムを王となせしにヤラベア

ム、イスラエルをしてヱホバにしたがふことを止

しめてこれに大なる罪を犯さしめたりしが 22イ

スラエルの子孫はヤラベアムのなせし諸の罪をお

こなひつづけてこれに離るることなかりければ 23

遂にヱホバその僕なる諸の預言者をもて言たまひ

しごとくにイスラエルをその前より除きたまへり

イスラエルはすなはちその國よりアッスリヤにう

つされて今日にいたる 24斯てアッスリヤの王バ

ビロン、クタ、アワ、ハマテおよびセパルワイム

より人をおくりてこれをイスラエルの子孫の代に

サマリヤの邑々に置ければその人々サマリヤを有

ちてその邑々に住しが 25その彼處に始て住る時

には彼等ヱホバを敬ふことをせざりしかばヱホバ

獅子をかれらの中に送りたまひてその獅子かれら

若干を殺せり 26是によりてアッスリヤの王に告

て言ふ汝が移てサマリヤの邑々におきたまひしか

の國々の民はこの地の神の道を知ざるが故にその

神獅子をかれらの中におくりて獅子かれらを殺せ

り是は彼等その國の神の道を知ざるに因てなり 27

アッスリヤの王すなはち命を下して言ふ汝等が彼

處より曳きたりし祭司一人を彼處に携ゆけ即ち彼

をして彼處にいたりて住しめその國の神の道をそ

の人々に敎へしめよと 28是に於てサマリヤより

移れし祭司一人きたりてベテルに住みヱホバの敬

ふべき事をかれらに敎へたり 29その民はまた各

々自分自分の神々を造りてこれをかのサマリア人

が造りたる諸の崇邱に安置せり民みなその住る邑
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々において然なしぬ 30即ちバビロンの人々はス

コテペノテを作りクタの人々はネルガルを作りハ

マテの人々はアシマを作り 31アビ人はニブハズ

とタルタクを作りセパルワイ人は其子女を火に焚

てセパルワイムの神アデランメルクおよびアナン

メルクに奉げたり 32彼ら又ヱホバを敬ひ凡俗の

民をもて崇邱の祭司となしたれば其人これがため

に崇邱に家々にて職務をなせり 33斯その人々ヱ

ホバを敬ひたりしが亦その携へ出されし國々の風

俗にしたがひて自己自己の神々に事へたり 34今

日にいたるまで彼等は前の習俗にしたがひて事を

なしヱホバを敬はず彼等の法度をも例典をも行は

ず又ヱホバがイスラエルを名けたまひしヤコブの

子孫に命じたまひし律法をも誡命をも行はざるな

り 35昔ヱホバこれと契約をたてこれに命じて言

たまひけらく汝等は他の神を敬ふべからずまたこ

れを拝みこれに事へこれに犠牲をささぐべからず

36只大なる能をもて腕を伸て汝等をエジプトの地

より導き上りしヱホバをのみ汝等敬ひこれを拝み

これにこれに犠牲をささぐべし 37またその汝等

のために録したまへる法度と例典と律法と誡命を

汝等謹みて恒に守るべし他の神々を敬ふべからず

38我が汝等とむすびし契約を汝等忘るべからず又

他の神々を敬ふべからず 39只汝らの神ヱホバを

敬ふべし彼なんじらをその諸の敵の手より救ひい

ださん 40然るに彼等は聽ことをせずしてなほ前

の習俗にしたがひて事を行へり 41偖この國々の

民は斯ヱホバを敬ひまたその雕める像に事たりし

がその子も孫も共に然りその先祖のなせしごとく

に今日までも然なすなり

18イスラエルの王エラの子ホセアの三年にユダ
の王アハズの子ヒゼキア王となれり 2彼は王

となれる時二十五歳にしてエルサレムにて二十九

年世ををさめたりその母はザカリヤの女にして名

をアビといへり 3ヒゼキヤはその父ダビデの凡て

なせしごとくヱホバの善と見たまふ事をなし 4崇

邱を除き偶像を毀ちアシラ像を斫たふしモーセの

造りし銅の蛇を打碎けりこの時までイスラエルの

子孫その蛇にむかひて香を焚たればなり人々これ

をネホシタン(銅物)と稱なせり 5ヒゼキヤはイス

ラエルの神ヱホバを賴り是をもて彼の後にも彼の

先にもユダの諸の王等の中に彼に如ものなかりき

6即ち彼は固くヱホバに身をよせてこれに從ふこ

とをやめずヱホバがモーセに命じたまひしその誡

命を守れり 7ヱホバ彼とともに在したれば彼はそ

の往ところにて凡て利達を得たり彼はアッスリヤ

の王に叛きてこれに事へざりき 8彼ペリシテ人を

撃敗りてガザにいたりその境に達し看守臺より城

にまで及べり 9ヒゼキヤ王の四年すなはちイスラ

エルの王エラの子ホセアの七年にアッスリヤの王

シヤルマネセル、サマリヤに攻のぼりてこれを圍

みけるが 10三年の後つひに之を取りサマリヤの

取れしはヒゼキヤの六年にしてイスラエルの王ホ

セアの九年にあたる 11アッスリヤの王イスラエ

ルをアッスリヤに擄へゆきてこれをハラとゴザン

河の邊とメデアの邑々におきぬ 12是は彼等その

神ヱホバの言に遵はずその契約を破りヱホバの僕

モーセが凡て命じたる事をやぶりこれを聽ことも

行ふこともせざるによりてなり 13ヒゼキヤ王の

十四年にアッスリヤの王セナケリブ攻のぼりてユ

ダの諸の堅き邑を取ければ 14ユダの王ヒゼキヤ

人をラキシにつかはしてアッスリヤの王にいたら

しめて言ふ我過てり我を離れて歸りたまへ汝が我

に蒙らしむる者は我これを爲べしとアッスリヤの

王すなはち銀三百タラント金三十タラントをユダ

の王ヒゼキヤに課したり 15是においてヒゼキヤ

、ヱホバの家と王の家の庫とにあるところの銀を

ことごとく彼に與へたり 16此時ユダの王ヒゼキ

ヤまた己が金を著たりしヱホバの宮の戸および柱

を剥てこれをアッスリヤの王に與へたり 17アッ

スリヤの王またタルタン、ラブサリスおよびラブ

シヤケをしてラキシより大軍をひきゐてエルサレ

ムにむかひてヒゼキヤ王の所にいたらしめたれば

すなはち上りてエルサレムにきたれり彼等則ち上

り來り漂布場の大路に沿るよの池塘の水道の邊に

いたりて立り 18而して彼等王を呼たればヒルキ

ヤの子なる宮内卿エリアキム書記官セブナおよび

アサフの子なる史官ヨア出きたりて彼等に詣りけ

るに 19ラブシヤケこれに言けるは汝等ヒゼキヤ

に言べし大王アッスリヤの王かく言たまふ此汝が

賴むところの者は何ぞや 20汝戰爭をなすの謀計

と勇力とを言も只これ口の先の言語たるのみ誰を

恃みて我に叛くことをせしや 21視よ汝は折かか

れる葦の杖なるエジプトを賴む其は人の其に倚る

あればすなはちその手を刺とほすなりエジプトの

王パロは凡てこれを賴む者に斯あるなり 22汝等

あるひは我はわれらの神ヱホバを賴むと我に言ん

彼はヒゼキヤがその崇邱と祭壇とを除きたる者に
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あらずやまた彼はユダとエルサレムに告て汝等は

エルサレムに於てこの壇の前に祷拝をなすべしと

言しにあらずや 23然ば請ふわが主君アッスリヤ

の王に約をなせ汝もし人を乗しむることを得ば我

馬二千匹を汝にあたへん 24汝いかにしてか吾主

君の諸臣の中の最も微き一將だにも退くることを

得ん汝なんぞエジプトを賴みて兵車と騎兵をこれ

に仰がんとするや 25また我とても今ヱホバの旨

によらずして比處を滅しに上れるならんやヱホバ

我に此處に攻のぼりてこれを滅せと言たり 26時

にヒルキヤの子エリアキムおよびセブナとヨア、

ラダシヤケにいひけるは請ふスリアの語をもて僕

等に語りたまへ我儕これを識なり石垣の上にをる

民の聞るところにてユダヤ語をもて我儕に言談た

まふなかれ 27ラブシヤケかれらに言ふわが君唯

我を汝の主と汝とにつかはして此言をのべしめた

まふならんや亦石垣の上に坐する人々にも我を遣

して彼等をして汝等とともに自己の便溺を食ひ且

飮にいたらしめんとしたまふにあらずやと 28而

してラブシヤケ起あがりユダヤ語をもて大聲に呼

はり言をいだして曰けるは汝等大王アッスリヤの

王の言を聽け 29王かく言たまふ汝等ヒゼキヤに

欺かるるなかれ彼は汝等をわが手より救ひいだす

ことをえざるなり 30ヒゼキヤがヱホバかならず

我らを救ひたまはん此邑はアッスリヤの王の手に

陷らじと言て汝らにヱホバを賴ましめんとすると

も 31汝等ヒゼキヤの言を聽なかれアッスリヤの

王かく言たまふ汝等約をなして我に降れ而して各

人おのれの葡萄の樹の果を食ひ各人おのれの無花

果樹の果をくらひ各人おのれの井水を飮めよ 32

我來りて汝等を一の國に携ゆかん其は汝儕の國の

ごとき國穀と酒のある地パンと葡萄園のある地油

の出る橄欖と蜜とのある地なり汝等は生ることを

得ん死ることあらじヒゼキヤ、ヱホバ我儕を救ひ

たまはんと言て汝らを勸るともこれを聽なかれ 33

國々の神の中執かその國をアッスリヤの王の手よ

り救ひたりしや 34ハマテおよびアルパデの神々

は何處にあるセパルワイム、ヘナおよびアワの神

々は何處にあるやサマリヤをわが手より救ひ出せ

し神々あるや 35國々の神の中にその國をわが手

より救ひいだせし者ありしや然ばヱホバいかでか

エルサレムをわが手より救ひいだすことを得んと

36然ども民は默して一言もこれに應へざりき其は

王命じてこれに應ふるなかれと言おきたればなり

37かくてヒルキヤの子なる宮内卿エリアキム書記

官セブナおよびアサの子なる史官ヨアその衣をさ

きてヒゼキヤの許にいたりラブシヤケの言をこれ

に告たり

19ヒゼキヤ王これを聞てその衣を裂き麻布を身
にまとひてヱホバの家に入り 2宮内卿エリア

キムと書記官セブナと祭司の中の長老等とに麻布

を衣せてこれをアモツの子預言者イザヤに遣せり

3彼等イザヤに言けるはヒゼキヤかく言ふ今日は

艱難の日懲罰の日打棄らるる日なり嬰孩すでに產

門にいたりて之を產いだす力なき也 4ラブシヤケ

その主君なるアッスリヤの王に差遣れて來り活る

神を謗る汝の神ヱホバあるひは彼の言を聞たまは

ん而して汝の神ヱホバその聞る言語を責罰たまふ

こともあらん然ば汝この遺る者の爲に祈祷をたて

まつれと 5ヒゼキヤ王の僕等すなはちイザヤの許

にいたりければ 6イザヤかれらに言けるは汝等の

主君にかく言べしヱホバかく言たまふアッスリヤ

の王の臣僕等が我を謗るところの言を汝聞て懼る

るなかれ 7我かれの氣をうつして風聲を聞て己の

國にかへるにいたらしめん我また彼をして自己の

國に於て劍に斃れしむべしと 8偖またラブシヤケ

は歸りゆきてアッスリヤの王がリブナに戰爭をな

しをるとこるに至れり其は彼そのラキシを離れし

を聞たればなり 9茲にアッスリヤの王はエテオピ

アの王テルハカ汝に攻きたると言ふを聞てまた使

者をヒゼキヤにつかはして言しむ 10汝等ユダの

王ヒゼキヤに告て言べし汝エルサレムはアッスリ

ヤの王の手に陷らじと言て汝が賴むところの神に

欺かるるなかれ 11汝はアッスリヤの王等が萬の

國々になしたるところの事を知る即ちこれを滅し

つくせしなり然ば汝いかで救らんや 12吾父等は

ゴザン、ハラン、レゼフおよびテラサルのエデン

の人々等を滅ぼせしがその國々の神これを救ひた

りしや 13ハマテの王アルバデの王セバルワイム

の邑およびヘナとアワの王等は何處にあるや 14

ヒゼキヤ使者の手より書を受てこれを讀みヱホバ

の家にのぼりゆきてヱホバの前にこれを展開げ 15

而してヒゼキヤ、ヱホバの前に祈りて言けるはケ

ルビムの間にいますイスラエルの神ヱホバよ世の

國々の中において只汝のみ神にいます也汝は天地

を造りたまひし者にいます 16ヱホバよ耳を傾け

て聞たまへヱホバよ目を開きて見たまへセナケリ

ブが活る神を謗りにおくれる言語を聞たまへ 17
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ヱホバよ誠にアッスリヤの王等は諸の民とその國

々を滅し 18又その神々を火になげいれたり其等

は神にあらず人の手の作れる者にして木石たれば

これを滅せしなり 19今われらの神ヱホバよ願く

は我らをかれの手より拯ひいだしたまへ然ば世の

國々皆汝ヱホバのみ神にいますことを知にいたら

ん 20茲にアモツの子イザヤ、ヒゼキヤに言つか

はしけるはイスラエルの神ヱホバかく言たまふ汝

がセナケリブの事につきて我に祈るところの事は

我これを聽り 21ヱホバが彼の事につきて言ふと

ころの言語は是のごとし云く處女なる女子シオン

は汝を藐視じ汝を嘲る女子エルサレムは汝にむか

ひて頭を搖る 22汝誰を謗りかつ罵詈しや汝誰に

むかひて聲をあげしや汝はイスラエルの聖者にむ

かひて汝の目を高く擧たるなり 23汝使者をもて

主を謗て言ふ我夥多き兵車をひきゐて山々の嶺に

のぼりレバノンの奧にいたり長高き香柏と美しき

松樹を斫たふす我その境の休息所にいたりその園

の林にいたる 24我は外國の地をほりて水を飮む

我は足の跖をもてエジプトの河々をことごとくふ

み涸すなり 25汝聞ずや昔われ之を作し古時より

われ之を定めたり今われ之をおこなふ即ち堅き邑

々は汝のために坵墟となるなり 26是をもてそれ

らの中にすむ民は力弱かり懼れかつ驚くなり彼等

は野の草のごとく靑菜のごとく屋蓋の草のごとく

枯る苗のごとし 27汝の止ると汝の出ると汝の入

と汝の我にむかひて怒くるふとは我の知ところな

り 28汝の怒くるふ事と汝の傲慢ところの事上り

てわが耳にいりたれば我圏を汝の鼻につけ轡を汝

の唇にほどこして汝を元來し道へひきかへすべし

29是は汝にあたふる徴なり即ち一年は穭を食ひ第

二年には又その穭を食ふあらん第三年には汝ら稼

ことをし穡ことをし又葡萄園をつくりてその果を

食ふべし 30ユダの家の逃れて遺れる者は復根を

下に張り實を上に結ばん 31即ち殘餘者エルサレ

ムより出で逃避たる者シオン山より出きたらんヱ

ホバの熱心これを爲べし 32故にヱホバ、アッス

リヤの王の事をかく言たまふ彼は此邑に入じ亦こ

れに矢を發つことあらず楯を之にむかひて竪るこ

とあらず亦壘をきづきてこれを攻ることあらじ 33

彼はその來し路より歸らん此邑にいることあらじ

ヱホバこれを言ふ 34我わが身のため又わが僕ダ

ビデのためにこの邑を守りてこれを救ふべし 35

その夜ヱホバの使者いでてアッスリヤ人の陣營の

者十八萬五千人を撃ころせり朝早く起いでて見る

に皆死て屍となりをる 36アッスリヤの王セナケ

リブすなはち起いで歸りゆきてニネベに居しが 37

その神ニスロクの家にありて禮拝をなしをる時に

その子アデランメレクとシヤレゼル劍をもてこれ

を殺せり而して彼等はアララテの池に逃ゆけり是

においてその子エサルハドンこれに代りて王とな

れり

20當時ヒゼキヤ病て死なんとせしことありアモ
ツの子預言者イザヤ彼の許にいたりて之にい

ひけるはヱホバかく言たまふ汝家の人に遺命をな

せ汝は死ん生ることを得じと 2是においてヒゼキ

ヤその面を壁にむけてヱホバに祈り 3嗚呼ヱホバ

よ願くは我が眞實と一心をもて汝の前にあゆみ汝

の目に適ふことを行ひしを記憶たまへと言て痛く

泣り 4かくてイザヤ未だ中の邑を出はなれざる間

にヱホバの言これに臨みて言ふ 5汝還りてわが民

の君ヒゼキヤに告よ汝の父ダビデの神ヱホバかく

言ふ我汝の祈祷を聽り汝の涙を看たり然ば汝を愈

すべし第三日には汝ヱホバの家に入ん 6我汝の齢

を十五年増べし我汝とこの邑とをアッスリヤの王

の手より救ひ我名のため又わが僕ダビデのために

この邑を守らんと 7是に於てイザヤ乾無花果の団

塊一箇を持きたれと言ければすなはち之を持きた

りてその腫物に貼たればヒゼキヤ愈ぬ 8ヒゼキヤ

、イザヤに言けるはヱホバが我を愈したまふ事と

第三日に我がヱホバの家にのぼりゆく事とにつき

ては何の徴あるや 9イザヤ言けるはヱホバがその

言しところを爲たまはん事につきては汝ヱホバよ

りこの徴を得ん日影進めること十度なり若日影十

度退かば如何 10ヒゼキヤ答へけるは日影の十度

進むは易き事なり然せざれ日影を十度しりぞかし

めよ 11是において預言者イザヤ、ヱホバに龥は

りければアハスの日晷の上に進みし日影を十度し

りぞかしめたまへり 12その頃バラダンの子なる

バビロンの王メロダクバラダン書および禮物をヒ

ゼキヤにおくれり是はヒゼキヤの疾をるを聞たれ

ばなり 13ヒゼキヤこれがために喜びその寶物の

庫金銀香物貴き膏および武器庫ならびにその府庫

にあるところの一切の物を之に見せたりその家に

ある物もその國の中にある物も何一箇としてヒゼ

キヤが彼等に見せざる者はなかりき 14茲に預言

者イザヤ、ヒゼキヤ王のもとに來りてこれに言け

るは夫の人々は何を言しや何處より來りしやヒゼ
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キヤ言けるは彼等は遠き國より即ちバビロンより

來れり 15イザヤ言ふ彼等は汝の家にて何を見し

やヒゼキヤ答へて云ふ吾家にある物は皆かれら之

を見たり我庫の中には我がかれに見せざる者なき

なり 16イザヤすなはちヒゼキヤに言けるは汝ヱ

ホバの言を聞け 17ヱホバ言たまふ視よ日いたる

凡て汝の家にある物および汝の先祖等が今日まで

に積蓄へたる物はバビロンに携ゆかれん遺る者な

かるべし 18汝の身より出る汝の生んところの子

等の中を彼等携へ去ん其等はバビロンの王の殿に

おいて官吏となるべし 19ヒゼキヤ、イザヤに言

ふ汝が語れるヱホバの言は善し又いふ若わが世に

ある間に大平と眞實とあらば善にあらずや 20ヒ

ゼキヤのその餘の行爲その能およびその池塘と水

道を作りて水を邑にひきし事はユダの王の歴代志

の書にしるさるるにあらずや 21ヒゼキヤその先

祖等とともに寝りてその子マナセこれに代りて王

となれり

21マナセ十二歳にして王となり五十五年の間ヱ
ルサレムにて世を治めたりその母の名はヘフ

ジバといふ 2マナセはヱホバの目の前に惡をなし

ヱホバがイスラエルの子孫の前より逐はらひたま

ひし國々の人がなすところの憎むべき事に傚へり

3彼はその父ヒゼキヤが毀たる崇邱を改め築き又

イスラエルの王アハブのなせしごとくバアルのた

めに祭壇を築きアシラ像を作り天の衆群を拝みて

これに事へ 4またヱホバの家の中に數箇の祭壇を

築けり是はヱホバがこれをさして我わが名をヱル

サレムにおかんと言たまひし家なり 5彼ヱホバの

家の二の庭に祭壇を築き 6またその子に火の中を

通らしめ卜占をなし魔術をおこなひ口寄者と卜筮

師を取もちひヱホバの目の前に衆多の惡を爲てそ

の震怒を惹おこせり 7彼はその作りしアシラの銅

像を殿にたてたりヱホバこの殿につきてダビデと

その子ソロモンに言たまひしことあり云く我この

家と我がイスラエルの諸の支派の中より選みたる

ヱルサレムとに吾名を永久におかん 8彼等もし我

が凡てこれに命ぜし事わが僕モーセがこれに命ぜ

し一切の律法を謹みて行はば我これが足をしてわ

がその先祖等に與へし地より重てさまよひ出るこ

となからしむべしと 9然るに彼等は聽ことをせざ

りきマナセが人々を誘ひて惡をなせしことはヱホ

バがイスラエルの子孫の前に滅したまひし國々の

人よりも甚だしかりき 10是においてヱホバその

僕なる預言者等をもて語て言給はく 11ユダの王

マナセこれらの憎むべき事を行ひその前にありし

アモリ人の凡て爲しところにも踰たる惡をなし亦

ユダをしてその偶像をもて罪を犯させたれば 12

イスラエルの神ヱホバかく言ふ視よ我ヱルサレム

とユダに災害をくだす是を聞く者はその耳ふたつ

ながら鳴ん 13我サマリヤを量りし繩とアハブの

家にもちひし準縄をヱルサレムにほどこし人が皿

を拭ひこれを拭ひて反覆がごとくにヱルサレムを

拭ひさらん 14我わが產業の民の殘餘を棄てこれ

をその敵の手に付さん彼等はその諸の敵の擄掠に

あひ掠奪にあふべし 15是は彼等その先祖等がエ

ジプトより出し日より今日にいたるまで吾目の前

に惡をおこなひて我を怒らするが故なり 16マナ

セはヱホバの目の前に惡をおこなひてユダに罪を

犯させたる上にまた無辜者の血を多く流してヱル

サレムのこの極よりかの極にまで盈せり 17マナ

セのその餘の行爲とその凡て爲たる事およびその

犯したる罪はユダの王の歴代志の書にしるさるる

にあらすや 18マナセその先祖等とともに寝りて

その家の園すなはちウザの園に葬られその子アモ

ンこれに代りて王となれり 19アモンは王となれ

る時二十二歳にしてヱルサレムにおいて二年世を

治めたりその母はヨテバのハルツの女にしてその

名をメシユレメテと云ふ 20アモンはその父マナ

セのなせしごとくヱホバの目の前に惡をなせり 21

すなはち彼は凡てその父のあゆみし道にあゆみそ

の父の事へし偶像に事へてこれを拝み 22その先

祖等の神ヱホバを棄てヱホバの道にあゆまざりき

23茲にアモンの臣僕等黨をむすびて王をその家に

弑したりしが 24國の民そのアモン王に敵して黨

をむすびし者をことごとく撃ころせり而して國の

民アモンの子ヨシアを王となしてそれに代らしむ

25アモンのなしたるその餘の行爲はユダの王の歴

代志の書にしるさるるにあらずや 26アモンはウ

ザの園にてその墓に葬られその子ヨシアこれに代

りて王となれり

22ヨシアは八歳にして王となりヱルサレムにお
いて三十一年世を治めたり其母はボヅカテの

アダヤの女にして名をヱデダと曰ふ 2ヨシアはヱ

ホバの目に適ふ事をなしその父ダビデの道にあゆ

みて右にも左にも轉らざりき 3ヨシア王の十八年

に王メシユラムの子アザリヤの子なる書記官シヤ

パンをヱホバの家に遣せり即ちこれに言けらく 4
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汝祭司の長ヒルキヤの許にのぼり行てヱホバの家

にいりし銀すなはち門守が民よりあつめし者を彼

に計算しめ 5工事を司どるヱホバの家の監督者の

手にこれを付さしめ而してまた彼らをしてヱホの

家にありて工事をなすところの者にこれを付さし

め殿の破壞を修理はしめよ 6即ち工匠と建築者と

石工にこれを付さしめ又これをもて殿を修理ふ材

木と斫石を買しむべし 7但し彼らは誠實に事をな

せば彼らの手にわたすところの銀の計算をかれら

とするには及ばざるなり 8時に祭司の長ヒルキヤ

書記官シヤパンに言けるは我ヱホバの家において

律法の書を見いだせりとヒルキヤすなはちその書

をシヤパンにわたしたれば彼これを讀り 9かくて

書記官シヤパン王の許にいたり王に返事まうして

言ふ僕等殿にありし金を打あけてこれを工事を司

どるヱホバの家の監督者の手に付せりと 10書記

官シヤパンまた王につげて祭司ヒルキヤ我に一書

をわたせりと言ひシヤパン其を王の前に讀けるに

11王その律法の書の言を聞やその衣を裂り 12而

して王祭司ヒルキヤとシヤパンの子アヒカムとミ

カヤの子アクボルと書記官シヤパンと王の内臣ア

サヤとに命じて言ふ 13汝等往てこの見當し書の

言につきて我のため民のためユダ全國のためにヱ

ホバに問へ其は我儕の先祖等はこの書の言に聽し

たがひてその凡て我儕のために記されたるところ

を行ふことをせざりしに因てヱホバの我儕にむか

ひて怒を發したまふこと甚だしかるべければなり

14是において祭司ヒルキヤ、アヒカム、アクボル

、シヤパンおよびアサヤ等シヤルムの妻なる女預

言者ホルダの許にいたれりシヤルムはハルハスの

子なるテクワの子にして衣裳の室を守る者なり時

にホルダはヱルサレムの下邑に住をる彼等すなは

ちホルダに物語せしかば 15ホルダかれらに言け

るはイスラエルの神ヱホバかく言たまふ汝等を我

につかはせる人に告よ 16ヱホバかく言ふ我ユダ

の王が讀たるかの書の一切の言にしたがひて災害

をこの處と此にすめる民に降さんとす 17彼等は

われを棄て他の神に香を焚きその手に作れる諸の

物をもて我を怒らするなり是故に我この處にむか

ひて怒の火を發す是は滅ざるべし 18但し汝等を

つかはして我に問しむるユダの王には汝等かく言

べし汝が聞る言につきてイスラエルの神ヱホバか

く言たまふ 19汝はわが此處と此にすめる民にむ

かひて是は荒地となり呪詛とならんと言しを聞た

る時に心柔にしてヱホバの前に身を卑し衣を裂て

吾前に泣たれば我もまた聽ことをなすなりヱホバ

これを言ふ 20然ば視よ我なんぢを汝の先祖等に

歸せしめん汝は安全に墓に歸することをうべし汝

はわが此處にくだす諸の災害を目に見ることあら

じと彼等すなはち王に返事まうしぬ

23是において王人をつかはしてユダとヱルサレ
ムの長老をことごとく集め 2而して王ヱホバ

の家にのぼれりユダの諸の人々ヱルサレムの一切

の民および祭司預言者ならびに大小の民みな之に

したがふ王すなはちヱホバの家に見あたりし契約

の書の言をことごとくかれらの耳に讀きかせ 3而

して王高座の上に立てヱホバの前に契約をなしヱ

ホバにしたがひて歩み心をつくし精神をつくして

その誡命と律法と法度を守り此書にしるされたる

此契約の言をおこなはんと言り民みなその契約に

加はりぬ 4かくして王祭司の長ヒルキヤとその下

にたつところの祭司等および門守等に命じてヱホ

バの家よりしてバアルとアシラと天の衆群との爲

に作りたる諸の器と執いださしめヱルサレムの外

にてキデロンの野にこれを燒きその灰をベテルに

持ゆかしめ 5又ユダの王等が立てダの邑々とヱル

サレムの四圍なる崇邱に香をたかしめたる祭司等

を廢しまたバアルと日月星宿と天の衆群とに香を

焚く者等をも廢せり 6彼またヱホバの家よりアシ

ラ像をとりいだしヱルサレムの外に持ゆきてキデ

ロン川にいたりキデロン川においてこれを燒きこ

れを打碎きて粉となしその粉を民の墓に散し 7ま

たヱホバの家の旁にある男娼の家を毀てり其處は

また婦人がアシラのために天幕を織ところなりき

8彼またユダの邑々より祭司をことごとく召よせ

また祭司が香をたきたる崇邱をばゲバよりベエル

シバまでこれを汚しまた門にある崇邱を毀てり是

等の崇邱は一は邑の宰ヨシユアの門の入口にあり

一は邑の門にありて之に入る人の左にあたる 9崇

邱の祭司等はエルサレムにおいてヱホバの壇にの

ぼることをせざりき但し彼等はその兄弟の中にあ

りて無酵パンを食へり 10王また人がその子息息

女に火の中を通らしめて之をモロクにささぐるこ

となからんためにベンヒンノムの谷にあるトペテ

を汚し 11またユダの王等が日のためにささげて

ヱホバの家の門における馬をうつせりこの馬はパ

ルリムにある侍從ナタンメレクの室にをりしなり

彼また日の車を皆火に焚り 12またユダの王等が
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アハズの桜の屋背につくりたる祭壇とマナセがヱ

ホバの家の兩の庭につくりたる祭壇とは王これを

毀ちこれを其處より取くづしてその碎片をキデロ

ン川になげ捨たり 13またイスラエルの王ソロモ

ンが昔シドン人の憎むべき者なるアシタロテとモ

アブ人の憎むべき者なるケモシとアンモンの子孫

の憎むべき者なるモロクのためにヱルサレムの前

において殲滅山の右に築きたる崇邱も王これを汚

し 14また諸の像をうち碎きアシラ像をきりたふ

し人の骨をもてその處々に充せり 15またベテル

にある壇かのイスラエルに罪を犯させたるネバテ

の子ヤラベアムが造りし崇邱すなはちその壇もそ

の崇邱も彼これを毀ちその崇邱を焚てこれを粉に

うち碎きかつアシラ像を焚り 16茲にヨシア身を

めぐらして山に墓のあるを見人をやりてその墓よ

り骨をとりきたらしめ之をその壇の上に焚てそれ

を汚せり即ち神の人が宣たるヱホバの言のごとし

昔神の人この言語を宣しことありしなり 17ヨシ

アまた其處に見ゆる碑は何なるやと言しに邑の人

々これに告て其は汝がベテルの壇にむかひて爲る

この事等をユダより來りて宣たる神の人の墓なり

と言ければ 18すなはち其には手をつくるなかれ

誰もその骨を移すなかれと言り是をもてその骨と

サマリヤより來りし預言者の骨には手をつけざり

き 19またイスラエルの王等がサマリヤの邑々に

造りてヱホバを怒せし崇邱の家も皆ヨシアこれを

取のぞき凡てそのベテルになせしごとくに之に事

をなせり 20彼また其處にある崇邱の祭司等を壇

の上にころし人の骨を壇の上に焚てヱルサレムに

歸りぬ 21而して王一切の民に命じて言ふ汝らこ

の契約の書に記されたるごとくに汝らの神ヱホバ

に逾越の節を執行ふべしと 22士師のイスラエル

を治めし日より已來もまたユダの王等とイスラエ

ルの王等の代にも斯のごとき逾越の節を守りしこ

とはなかりしが 23ヨシア王の十八年にいたりて

ヱルサレムにて斯逾越節をヱホバに守りしなり 24

ヨシアまた祭司ヒルキヤがヱホバの家にて見いだ

せし書に記されたる律法の言を世におこなはんた

めに口寄者と卜筮師とテラピムと偶像およびユダ

の地とヱルサレムに見ゆる諸の憎むべき者を取の

ぞけり 25ヨシアの如くに心を盡し精神を盡し力

を盡してモーセの法に全くしたがひてヱホに歸向

せし王はヨシアの先にはあらざりきまた彼の後に

も彼のごとき者はなし 26斯有しかどもヱホバは

ユダにむかひて怒を發したるその大いなる燃たつ

震怒を息ることをしたまはざりき是はマナセ諸の

憤らしき事をもてヱホバを怒らせしによるなり 27

ヱホバすなはち言たまはく我イスラエルを移せし

如くにユダをもわが目の前より拂ひ移し我が選み

し此ヱルサレムの邑と吾名をそこに置んといひし

この殿とを棄べしと 28ヨシアのその餘の行爲と

その凡て爲たる事はユダの王の歴代志の書にしる

さるるにあらずや 29ヨシアの代にエジプトの王

パロネコ、アッスリヤの王と戰はんとてユフラテ

河をさして上り來しがヨシア王これを防がんとて

進みゆきければ彼これに出あひてメギドンにこれ

を殺せり 30その僕等すなはちこれが死骸を車に

のせてメギドンよりヱルサレムに持ゆきこれをそ

の墓に葬れり國の民ここに於てヨシアの子ヱホア

ハズを取りこれに膏をそそぎて王となしてその父

にかはらしめたり 31ヱホアハズは王となれる時

二十三歳にしてヱルサレムにて三月世を治めたり

その母はリブナのエレミヤの女にして名をハムタ

ルと云ふ 32ヱホアハズはその先祖等が凡てなし

たるごとくにヱホバの目の前に惡をなせしが 33

パロネコ彼をハマテの地のリブラに繋ぎおきてヱ

ルサレムにおいて王となりをることを得ざらしめ

且銀百タラント金一タラントの罰金を國に課した

り 34而してパロネコはヨシアの子エリアキムを

してその父ヨシアにかはりて王とならしめ彼の名

をヱホヤキムと改めヱホアハズを曳て去ぬヱホア

ハズはエジプトにいたりて其處に死り 35ヱホヤ

キムは金銀をパロにおくれり即ち彼國に課してパ

ロの命のままに金を出さしめ國の民各人に割つけ

て金銀を征取りてこれをパロネコにおくれり 36

ヱホヤキムは二十五歳にして王となりヱルサレム

において十一年世を治めたりその母はルマのペダ

ヤの女にして名をゼブタと云ふ 37ヱホヤキムは

その先祖等が凡てなしたるごとくにヱホバの目の

前に惡をなせり

24ヱホヤキムの代にバビロンの王ネブカデネザ
ル上り來りければヱホヤキムこれに臣服して

三年をへたりしが遂にひるがへりて之に叛けり 2

ヱホバ、カルデヤの軍兵スリアの軍兵モアブの軍

兵アンモンの軍兵をしてヱホヤキムの所に攻きた

らしめたまへり即ちユダを滅さんがためにこれを

ユダに遣はしたまふヱホバがその僕なる預言者等

によりて言たまひし言語のごとし 3この事は全く
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ヱホバの命によりてユダにのぞみし者にてユダを

ヱホバの目の前より拂ひ除かんがためなりき是は

マナセがその凡てなす所において罪を犯したるに

より 4また無辜人の血をながし無辜人の血をヱル

サレムに充したるによりてなりヱホバはその罪を

赦すことをなしたまはざりき 5ヱホヤキムのその

餘の行爲とその凡て爲たる事はユダの王の歴代志

の書にしるさるるにあらずや 6ヱホヤキムその先

祖等とともに寝りその子ヱコニアこれに代りて王

となれり 7却説またエジプトの王は重てその國よ

り出きたらざりき其はバビロンの王エジプトの河

よりユフラテ河まで凡てエジプトの王に屬する者

を悉く取たればなり 8ヱコニアは王となれる時十

八歳にしてヱルサレムにて三月世を治めたりその

母はヱルサレムのエルナタンの女にして名をネホ

シタと云ふ 9ヱコニアはその父の凡てなしたるご

とくにヱホバの目の前に惡をなせり 10その頃バ

ビロンの王ネブカデネザルの臣ヱルサレムに攻の

ぼりて邑を圍めり 11即ちバビロンの王ネブカデ

ネザル邑に攻來りてその臣にこれを攻惱さしめた

れば 12ユダの王ヱコニアその母その臣その牧伯

等およびその侍從等とともに出てバビロンの王に

降れりバビロンの王すなはち彼を執ふ是はその代

の八年にあたれり 13而して彼ヱホバの家の諸の

寶物および王の家の寶物を其處より携へ去りイス

ラルの王ソロモンがヱホバの宮に造りたる諸の金

の器を切はがせりヱホバの言たまひしごとし 14

彼またヱルサレムの一切の民および一切の牧伯等

と一切の大なる能力ある者ならびに工匠と鍛冶と

を一萬人擄へゆけり遺れる者は國の民の賤き者の

みなりき 15彼すなはちヱコニアをバビロンに擄

へゆきまた王の母王の妻等および侍從と國の中の

能力ある者をもエルサレムよりバビロンに擄へう

つせり 16凡て能力ある者七千人工匠と鍛冶一千

人ならびに強壯して善戰ふ者是等をバビロンの王

擄へてバビロンにうつせり 17而してバビロンの

王またヱコニアの父の兄弟マツタニヤを王となし

てヱコニアに代へ其が名をゼデキヤと改めたり 18

ゼデキヤは二十一歳にして王となりヱルサレムに

て十一年世を治めたりその母はリブナのヱレミヤ

の女にして名をハムタルと曰ふ 19ゼデキヤはエ

ホヤキムが凡てなしたるごとくにヱホバの目の前

に惡をなせり 20ヱルサレムとユダに斯る事あり

しはヱホバの震怒による者にしてヱホバつひにそ

の人々を自己の前よりはらひ棄たまへり偖またゼ

デキヤはバビロンの王に叛けり

25茲にゼデキヤの代の九年の十月十日にバビロ
ンの王ネブカデネザルその諸軍勢を率てヱル

サレムに攻きたりこれにむかひて陣を張り周圍に

雲梯を建てこれを攻たり 2かくこの邑攻かこまれ

てゼデキヤ王の十一年にまでおよびしが 3その四

月九日にいたりて城邑の中饑ること甚だしくなり

その地の民食物を得ざりき 4是をもて城邑つひに

打破られければ兵卒はみな王の園の邊なる二箇の

石垣の間の途より夜の中に逃いで皆平地の途にし

たがひておちゆけり時にカルデア人は城邑を圍み

をる 5茲にカルデア人の軍勢王を追ゆきヱリコの

平地にてこれに追つきけるにその軍勢みな彼を離

れて散しかば 6カルデア人王を執へてこれをリブ

ラにをるバビロンの王の許に曳ゆきてその罪をさ

だめ 7ゼデキヤの子等をゼデキヤの目の前に殺し

ゼデキヤの目を抉しこれを鋼索につなぎてバビロ

ンにたづさへゆけり 8バビロンの王ネブカデネザ

ルの代の十九年の五月七日にバビロンの王の臣侍

衛の長ネブザラダン、ヱルサレムにきたり 9ヱホ

バの室と王の室を燒き火をもてヱルサレムのすべ

ての室と一切の大なる室を燒り 10また侍衛の長

とともにありしカルデア人の軍勢ヱルサレムの四

周の石垣を毀てり 11侍衛の長ネブザラダンすな

はち邑に遺されし殘餘の民およびバビロンの王に

降りし降人と群衆の殘餘者を擄へうつせり 12但

し侍衛の長その地の或貧者をのこして葡萄をつく

る者となし農夫となせり 13カルデア人またヱホ

バの家の銅の柱と洗盤の臺と銅の海をくだきてそ

の銅をバビロンに運び 14また鍋と火鏟と燈剪と

匙および凡て役事に用ふる銅の器を取り 15侍衛

の長また火盤と鉢など金銀にて作れる物を取り 16

またソロモンがヱホバの室に造しところの二の柱

と一の海と臺とを取り此もろもろの銅の重は量る

べからず 17この柱は高さ十八キユビトにしてそ

の上に銅の頂ありその頂の高は三キユビトその頂

の四周に網子と石榴とありて皆銅なり他の柱とそ

の網子もこれに同じ 18侍衛の長は祭司の長セラ

ヤと第二の祭司ゼパニヤと三人の門守を執へ 19

また兵卒を督どる一人の寺人と王の前にはべる者

の中邑にて遇しところの者五人とその地の民を募

る軍勢の長なる書記官と城邑の中にて遇しところ

の六十人の者を邑より擄へされり 20侍衛の長ネ
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ブザラダンこれらを執へてリブラにをるバビロン

の王の許にいたりければ 21バビロンの王ハマテ

の地のリブラにてこれらを撃殺せりかくユダはお

のれの地よりとらへ移されたり 22かくてバビロ

ンの王ネブカデネザルは自己が遺してユダの地に

止らしめし民の上にシヤパンの子なるアヒカムの

子ゲダリヤをたててこれをその督者となせり 23

茲に軍勢の長等およびこれに屬する人々みなバビ

ロンの王がゲダリヤを督者となせしことを聞しか

ばすなはちネタニヤの子イシマエル、カレヤの子

ヨナハン、ネトバ人タンホメテの子セラヤおよび

或マアカ人の子ヤザニヤならびに彼らに屬する人

々ミヅパにきたりてゲダリヤの許にいたれり 24

ゲダリヤすなはち彼等とかれらに屬する人々に誓

ひてこれに言けるは汝等カルデア人の僕となるこ

とを恐るるなかれこの地に住てバビロンの王につ

かへなば汝等幸福ならんと 25然るに七月に王の

血統なるエリシヤマの子ネタニヤの子なるイシマ

エル十人の者とともに來りてゲダリヤを撃ころし

又彼とともにミヅパにをりしユダヤ人とカルデア

人を殺せり 26是において大小の民および軍勢の

長等みな起てエジプトにおもむけり是はカルデヤ

人をおそれたればなり 27ユダの王ヱホヤキムが

とらへ移れたる後三十七年の十二月二十七日バビ

ロンの王エビルメロダクその代の一年にユダの王

ヱホヤキムを獄より出してその首をあげしめ 28

善言をもて彼をなぐさめその位をバビロンにとも

に居るところの王等の位よりも高くし 29その獄

の衣服を易しめたりヱホヤキムは一生のあひだつ

ねに王の前に食をなせり 30かれ一生のあひだた

えず日々の分を王よりたまはりてその食物となせ

り
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歴代誌Ⅰ

1アダム、セツ、エノス 2ケナン、マハラレル、

ヤレド 3エノク、メトセラ、ラメク 4ノア、セ

ム、ハム、ヤペテ 5ヤベテの子等はゴメル、マゴ

グ、マデア、ヤワン、トバル、メセク、テラス 6

ゴメルの子等はアシケナズ、リパテ、トガルマ 7

ヤワンの子等はエリシヤ、タルシシ、キツテム、

ドダニム 8ハムの子等はクシ、ミツライム、プテ

、カナン 9クシの子等はセバ、ハビラ、サブタ、

ラアマ、サブテカ、ラアマの子等はセバとデダン

10クシ、ニムロデを生り彼はじめて世の權力ある

者となれり 11ミツライムはルデ族アナミ族レハ

ビ族ナフト族 12パテロス族カスル族カフトリ族

を生りカスル族よりペリシテ族出たり 13カナン

その冢子シドンおよびヘテを生み 14またヱブス

族アモリ族ギルガシ族 15ヒビ族アルキ族セニ族

16アルワデ族ゼマリ族ハマテ族を生り 17セムの

子等はエラム、アシユル、アルバクサデ、ルデ、

アラム、ウズ、ホル、ゲテル、メセク 18アルバ

クサデ、シラを生みシラ、エベルを生り 19エベ

ルに二人の子生れたりその一人の名をベレグ(分

)と曰ふ其は彼の代に地の人散り分れたればなり

その弟の名をヨクタンと曰ふ 20ヨクタンはアル

モダデ、シヤレフ、ハザルマウテ、ヱラ 21ハド

ラム、ウザル、デクラ 22エバル、アビマエル、

シバ 23オフル、ハビラおよびヨハブを生り是等

はみなヨクタンの子なり 24セム、アルバクサデ

、シラ 25エベル、ベレグ、リウ 26セルグ、ナホ

ル、テラ 27アブラム是すなはちアブラハムなり

28アブラハムの子等はイサクおよびイシマエル 29

彼らの子孫は左のごとしイシマエルの冢子はネバ

ヨテ次はケダル、アデビエル、ミブサム 30ミシ

マ、ドマ、マツサ、ハダデ、テマ 31ヱトル、ネ

フシ、ケデマ、イシマエルの子孫は是の如し 32

アブラハムの妾ケトラの生る子は左のごとし彼ジ

ムラン、ヨクシヤン、メダン、ミデアン、イシバ

ク、シユワを生りヨクシヤンの子等はシバおよび

デダン 33ミデアンの子等はエバ、エペル、ヘノ

ク、アビダ、エルダア是等はみなケトラの生る子

なり 34アブラハム、イサクを生りイザクの子等

はヱサウとイスラエル 35エサウの子等はエリバ

ズ、リウエル、ヱウシ、ヤラム、コラ 36エリバ

ズの子等はテマン、オマル、ゼビ、ガタム、ケナ

ズ、テムナ、アマレク 37リウエルの子等はナハ

テ、ゼラ、シヤンマ、ミツザ 38セイの子等はロ

タン、シヨバル、ヂベオン、アナ、デシヨン、エ

ゼル、デシヤン 39ロタンの子等はホリとホマム

、ロタンの妹はテムナ 40シヨバルの子等はアル

ヤン、マナハテ、エバル、シピ、オナム、ヂベオ

ンの子等はアヤとアナ 41アナの子等はデシヨン

、デシヨンの子等はハムラム、エシバン、イテラ

ン、ケラン、 42エゼルの子等はビルハン、ザワ

ン、ヤカン、デシヤンの子等はウズおよびアラン

43イスラエルの子孫を治むる王いまだ有ざる前に

エドムの地を治めたる王等は左のごとしベオルの

子ベラその都城の名はデナバといふ 44ベラ薨て

ボズラのゼラの子ヨバブこれに代りて王となり 45

ヨバブ薨てテマン人の地のホシヤムこれにかはり

て王となり 46ホシヤム薨てベダデの子ハダデこ

れにかはりて王となれり彼モアブの野にてミデア

ン人を撃りその都城の名はアビテといふ 47ハダ

デ薨てマスレカのサムラこれに代りて王となり 48

サムラ薨て河の旁なるレホボテのサウルこれに代

りて王となり 49サウル薨てアクボルの子バアル

ハナンこれに代りて王となり 50バアルハナン薨

てハダデこれにかはりて王となれりその都城の名

はパイといふその妻はマテレデの女子にして名を

メヘタベルといへりマテレデはメザハブの女なり

51ハダデも薨たり／エドムの諸侯は左のごとし、

テムナ侯アルヤ侯ヱテテ侯 52アホリバマ侯エラ

侯ピノン侯 53ケナズ侯テマン侯ミブザル侯 54マ

グデエル侯イラム侯エドムの諸侯は是のごとし

2イスラエルの子等は左のごとしルベン、シメ
オン、レビ、ユダ、イツサカル、ゼブルン 2ダ

ン、ヨセフ、ベニヤミン、ナフタリ、ガド、アセ

ル 3ユダの子等はエル、オナン、シラなりこの

三人はカナンの女バテシユアがユダによりて生た

るなりユダの長子エルはヱホバの前に惡き事を

なしたれば之を殺したまへり 4ユダの媳タマルは

ユダによりてペレヅとゼラとを生りユダの子等は

都合五人なりき 5ペレヅの子等はヘヅロンおよび

ハムル 6ゼラの子等はジムリ、エタン、ヘマン、

カルコル、ダラ都合五人 7カルミの子はアカル、

アカルは詛はれし物につきて罪を犯してイスラエ

ルを惱ませし者なり 8エタンの子はアザリヤ 9ヘ

ヅロンに生れたる子等はヱラメル、ラム、ケルバ

イ 10ラム、アミナダブを生みアミナダブ、ナシ
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ヨンを生りナシヨンはユダの子孫の牧伯なり 11

ナシヨン、サルマを生みサルマ、ボアズを生み 12

ボアズ、オベデを生み、オベデ、ヱツサイを生り

13ヱツサイの生る者は長子はエリアブその次はア

ミナダブその三はシヤンマ 14その四はネタンエ

ルその五はラダイ 15その六はオゼムその七はダ

ビデ 16かれらの姉妹はゼルヤとアビガル、ゼル

ヤの產る子はアビシヤイ、ヨアブ、アサヘルあは

せて三人 17アビガルはアマサを產りアサの父は

イシマエル人ヱテルといふ者なり 18ヘヅロンの

子カレブはその妻アズバによりまたヱリオテによ

りて子を擧けたりその產る子等は左のごとしヱ

シル、シヨバブおよびアルドン 19アズバ死たれ

ばカレブまたエフラタを娶れりエフラタ、カレ

ブによりてホルを產り 20ホル、ウリを生みウリ

、ベザレルを生り 21その後ヘヅロンはギレアデ

の父マキルの女の所にいれりその之を娶れる時は

六十歳なりき彼ヘヅロンによりてセグブを產り 22

セグブ、ヤイルを生りヤイルはギレアデの地に邑

二十三を有り 23然るにゲシユルおよびアラム彼

等よりヤイルの邑々およびケナテとその郷里など

都合六十の邑を取り是皆ギレアデの父マキルの子

等なりき 24ヘヅロン、カレブエフテタに死て後

ヘヅロンの妻アビヤその子アシユルを生りアシユ

ルはテコアの父なり 25ヘヅロンの長子ヱラメル

の子等は長子はラム次はブナ、オレン、オゼム

、アヒヤ 26ヱラメルはまた他の妻をもてりその

名をアタラといふ彼はオナムの母なり 27ヱラメ

ルの長子ラムの子等はマアツ、ヤミン、エケル 28

オナムの子等はシヤンマイ、ヤダ、シヤンマイの

子等はナダブおよびアビシユル 29アビシユルの

妻の名はアビハイルといふ彼アバンおよびモリデ

を生り 30ナダブの子等はセレデおよびアツパイ

ム、セレデは子なくして死り 31アツパイムの子

はイシ、イシの子はセシヤン、セシヤンの子はア

ヘライ 32シヤンマイの兄弟ヤダの子はヱテルお

よびヨナタン、ヱテルは子なくして死り 33ヨナ

タンの子等はペレテおよびザザ、ヱラメルの子孫

は斯のごとし 34セシヤンは男子なくして惟女子

ありしのみなるがセシヤンにヤルハと名くるエジ

プトの僕ありければ 35セシヤンその女をこの僕

ヤルハに與へて妻となさしめたり彼ヤルハにより

てアツタイを生り 36アツタイ、ナタンを生みナ

タン、ザバデを生み 37ザバデ、エフラルを生み

エフラル、オベデを生み 38オベデ、ヱヒウを生

みヱヒウ、アザリヤを生み 39アザリヤ、ヘレヅ

を生みヘレヅ、ヱレアサを生み 40ヱレアサ、シ

スマイを生みシスマイ、シヤルムを生み 41シヤ

ルム、ヱカミヤを生みヱカミヤ、エリシヤマを

生り 42ヱラメルの兄弟カレブの子等はその長子

をメシヤといふ是はジフの父なりジフの子はマ

レシヤ、マレシヤはヘブロンの父なり 43ヘブロ

ンの子等はコラ、タツプア、レケム、シマ 44シ

マはラハムを生りラハムはヨルカムの父なりレ

ケムはシヤンマイを生り 45シヤンマイの子はマ

オン、マオンはベテスルの父なり 46カレブの妾

エパでハラン、モザおよびガゼズを產りハラン

はガゼズを生り 47ヱダイの子等はレゲム、ヨタ

ム、ゲシヤン、ペレテ、エバ、シヤフ 48カレブ

の妾マアカはシベルおよびテルハナを生み 49ま

たマデマンナの父シヤフおよびマクベナとギベア

の父シワを生りカレブの女子はアクサといふ 50

カレブの子孫は左のごとしエフラタの長子ホルの

子はキリアテヤリムの父シヨバル 51ベテレヘム

の父サルマおよびベテカデルの父ハレフ 52キリ

アタヤリムの父シヨバルの子等はハロエにメヌコ

テ人の半 53またキリアテヤリムの宗族はイテリ

族プヒ族シユマ族ミシラ族是等よりザレア族お

よびエシタオル族出たり 54サルマの子孫はベテ

レヘム、ネトバ族アタロテベテヨアブ、マナハテ

族の半およびゾリ族 55ならびにヤベヅに住る諸

士の宗族すなはちテラテ族シメアテ族スカテ族是

等はケニ人にしてレカブの家の先祖ハマテより出

たる者なり

3ヘブロンにて生れたるダビデの子等は左のご
とし長子はアムノンといひてヱズレル人アヒ

ノアムより生れ其次はダニエルといひてカルメル

人アビガルより生る 2その三はアブサロムといひ

てゲシユルの王タルマイの女マアカの生る子其四

はアドニヤといひてハギテの生る子なり 3その五

はシバテヤといひてアビタルより生れ其六はイテ

レアムといひて妻エグラより生る 4この六人ヘブ

ロンにてかれに生れたりダビデ彼處にて王たりし

事七年と六箇月またヱルサレムにて王たりし事三

十三年 5ヱルサレムにて生れたるその子等は左の

ごとしシメア、シヨバブ、ナタン、ソロモンこの

四人はアンミエルの女バテシユアより生る 6また

イブハル、エリシヤマ、エリペレテ 7ノガ、ネペ
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グ、ヤピア 8エリシヤマ、エリアダ、エリペレテ

の九人 9是みなダビデの子なり此外にまた妾等の

生る子等あり彼らの姉妹にタマルといふ者あり 10

ソロモンの子はレハベアムその子はアビヤその子

はアサその子はヨシヤパテ 11その子はヨラムそ

の子はアハジアその子はヨアシ 12その子はアマ

ジヤその子はアザリヤモの子はヨタム 13その子

はアハズその子はヒゼキヤその子はマナセ 14そ

の子はアモンその子はヨシア 15ヨシアの子等は

長子はヨハナンその次はヱホヤキムその三はゼデ

キヤその四はシヤルム 16ヱホヤキムの子等はそ

の子はヱコニアその子はゼデキヤ 17俘擄人ヱコ

ニアの子等はその子シヤルテル 18マルキラム、

ペダヤ、セナザル、ヱカミア、ホシヤマ、ネダビ

ヤ 19ペダヤの子等はゼルバベルおよびシメイ、

ゼルバベルの子等はメシユラムおよびハナニヤそ

の姉妹にシロミテといふ者あり 20またハシユバ

、オヘル、ベレキヤ、ハサデヤ、ユサブヘセデの

五人あり 21ハナニヤの子等はベラテヤおよびヱ

サヤまたレバヤの子等アルナンの子等オバデヤの

子等シカニヤの子等あり 22シカニヤの子はシマ

ヤ、シマヤの子等はハツトシ、イガル、バリア、

ネアリア、シヤパテの六人 23ネアリアの子等は

エリヨエナイ、ヒゼキヤ、アズリカムの三人 24

エリヨエナイの子等はホダヤ、エリアシブ、ペラ

ヤ、アツクブ、ヨハナン、デラヤ、アナニの七

人

4ユダの子等はペレヅ、ヘヅロン、カルミ、ホ
ル、シヨバル 2シヨバルの子レアヤ、ヤハテを

生みヤハテ、アホマイおよびラハデを生り是等は

ザレア人の宗族なり 3エタムの父の生る者は左の

ごとしヱズレル、イシマおよびイデバシその姉妹

の名はハゼレルポニといふ 4ゲドルの父ペヌエル

、ホシヤの父エゼル是等はベテレヘムの父エフラ

タの長子ホルの子等なり 5テコアの父アシユルは

二人の妻を有り即ちヘラとナアラ 6ナアラ、アシ

ユルによりてアホザム、へペル、テメニおよびア

ハシタリを產り是等はナアラの產る子なり 7ヘラ

の產る子はゼレテ、ヱゾアル、エテナン 8ハツコ

ヅはアヌブおよびゾベバを產りハルムの子アハ

ルヘルの宗族も彼より出づ 9ヤベヅはその兄弟の

中にて最も尊ばれたる者なりきその母我くるしみ

てこれを產たればといひてその名をヤベヅ(くる

しみ)と名けたり 10ヤベヅ、イスラエルの神に龥

はり我を祝福に祝福て我境を擴め御手をもて我を

助け我をして災難に罹りてくるしむこと無らしめ

たまへと言り神その求むる所を允したまふ 11シ

ユワの兄弟ケルブはメヒルを生りメヒルはエシト

ンの父なり 12エシトンはベテラパ、パセアおよ

びイルハナシの父テヒンナを生り是等はレカの人

なり 13ケナズの子等はオテニエルおよびセラヤ

、オテニエルの子はハタテ 14メオノタイはオフ

ラを生みセラヤはヨアブを生りヨアブはカラシム

(工匠)谷の人々の父なり彼處のものは工匠なれば

かくいふ 15ヱフンネの子カレブの子等はイル、

エラおよびナアム、エラの子等およびケナズ 16

ヱハレレルの子等はジフ、ジバ、テリア、アサレ

ル 17エズラの子等はヱテル、メレデ、エペル、

ヤロン、メレデの妻はミリアム、シヤンマイおよ

びイシバを產りイシバはエシテモアの父なり 18

そのユダヤ人なる妻はゲドルの父ヱレデとシヨコ

の父へベルとザノアの父ヱクテエルを產り是等は

メレデが娶りたるパロの女ビテヤの生る子なり 19

ナハムの姉妹なるホデヤの妻の生める子等はガル

ミ人ケイラの父およびマアカ人エシテモアなり 20

シモンの子等はアムノン、リンナ、ベネハナン、

テロン、イシの子等はゾヘテおよびべネゾヘテ 21

ユダの子シラの子等はレカの父エル、マレシヤの

父ラダおよび織布者の家の宗族すなはちアシベア

の家の者等 22ならびにモアブに主たりしヨキム

、コゼバの人々ヨアシおよびサラフ等なりまた

ヤシユブ、レハムといふ者ありその記録は古し 23

是等の者は陶工にしてネタイムおよびゲデラに住

み王の地に居りてその用をなせり 24シメオンの

子等はネムエル、ヤミン、ヤリブ、ゼラ、シヤウ

ル 25シヤウルの子はシヤルムその子はミブサム

その子はミシマ 26ミシマの子はハムエルその子

はザツクルその子はシメイ 27シメイには男子十

六人女子六人ありしがその兄弟等には多の子あら

ざりきまたその宗族の者は凡てユダの子孫ほどに

は殖増ざりき 28彼らの住る處はベエルシバ、モ

ラダ、ハザルシユアル 29ビルハ、エゼム、トラ

デ 30ベトエル、ホルマ、チクラグ 31ベテマルカ

ボテ、ハザルスシム、ベテビリ、シヤライム是等

の邑はダビデの世にたるまで彼等の有たりき 32

その村郷はエタム、アイン、リンモン、トケン、

アシヤンの五の邑なり 33またこの邑々の周圍に

衆多の村ありてバアルにまでおよべり彼らの住處
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は是のごとくにして彼ら各々系譜あり 34メシヨ

バブ、ヤムレク、アマジヤの子ヨシヤ 35ヨエル

、アシエルの曾孫セラヤの孫ヨシビアの子ヱヒウ

36ヱリオエナイ、ヤコバ、ヱシヨハヤ、アサヤ、

アデヱル、ヱシミエル、ベナヤ 37およびシピの

子ジザ、シピはアロンの子アロンはヱダヤの子

ヱダヤはシムリの子シムリはシマヤの子なり 38

此に名を擧げたる者等はその宗族の中の長たる者

にしてその宗家は大に蔓延り 39彼等はその群の

ために牧場を求めんとてゲドルの西におもむき谷

の東の方にいたり 40つひに膏腴なる善き牧場を

見いだせしがその地は廣く靜穩にして安寧なりき

其は昔より其處に住たりし者はハム人なればなり

41即ち上にその名を記したる者等ユダの王ヒゼキ

ヤの代に往て彼らの幕屋を撃やぶり彼らと其處に

居しメウニ人を盡く滅ぼし之に代りて其處に住て

今日にいたる是はその群を牧べき牧場其處にあり

たればなり 42またシメオンの子孫の者五百人許

イシの子等ペラテア、ネアリア、レバヤ、ウジエ

ルを長としてセイル山に攻ゆき 43アマレキ人の

逃れて遺れる者を撃ほろぼして今日まで其處に住

り

5イスラエルの長子ルベンの子等は左のごとし
ルベンは長子なりしがその父の床を瀆ししに

よりてその長子の權はイスラエルの子ヨセフの子

等に與へらる然れども系譜は長子の權にしたがひ

て記すべきに非ず 2そはユダその諸兄弟に勝る者

となりて君たる者その中より出ればなり但し長子

の權はヨセフに屬す 3即ちイスラエルの長子ルベ

ンの子等はハノク、パル、ヘヅロン、カルミ 4ヨ

エルの子はシマヤその子はゴグその子はシメイ

5その子はミカその子はレアヤその子はバアル 6

その子はベエラこのべエラはアッスリヤの王テ

ルガテピルネセルに擄へられてゆけり彼はルベン

人の中に牧伯たる者なりき 7彼の兄弟等はその宗

族に依りその歴代の系譜によれば左のごとし長ヱ

イエルおよびゼカリヤ 8ベラ等なりベラはアザズ

の子シマの孫ヨエルの曾孫なりかれアロエルに住

みて地をネボ、バアルメオンにまでおよぼししが

9ギレアデの地にてその家畜殖増ければまた地を

東の方ユフラテ河の此方なる荒野の極端にまでお

よぼせり 10またサウルの時にハガリ人と戰爭し

てこれを打破りギレアデの東の全部なる彼らの幕

屋に住たり 11ガドの子孫はこれと相對ひてバシ

ヤンの地にすみて地をサルカにまで及ぼせり 12

長はヨエル次はシヤパム、ヤアナイ、シヤパテ共

にバシヤンに居り 13彼らの兄弟等はその宗家に

よればミカエル、メシユラム、シバ、ヨライ、ヤ

カン、ジア、ヘベル都合七人 14是等はホリの子

アビハイルの子等なりホリはヤロアの子ヤロア

はギレアデの子ギレアデはミカエルの子ミカエは

ヱシサイの子ヱシサイはヤドの子ヤドはブズの子

15アヒはアブデルの子アブデルはグニの子グニは

其宗家の長たり 16彼らはギレアデとバシヤンと

其郷里とシヤロンの諸郊地に住て地を其四方の境

に及ぼせり 17是等はみなユダの王ヨタムの世と

イスラエルの王ヤラベアムの世に系譜に載たるな

り 18ルベンの子孫とガド人とマナセの半支派に

は出て戰ふべき者四萬四千七百六十人あり皆勇士

にして能く楯と矛とを執り善く弓を彎きかつ善戰

ふ者なり 19彼等ハガリ人およびヱトル、ネフシ

、ノダブ等と戰爭しけるが 20助力をかうむりて

攻撃たればハガリ人および之と偕なりし者等みな

彼らの手におちいれり是は彼ら陣中にて神を呼び

これを賴みしによりて神これを聽いれたまひしが

故なり 21かくて彼らその家畜を奪ひとりしに駱

駝五萬羊二十五萬驢馬二千あり人十萬ありき 22

またころされて倒れたる者衆しその戰爭神に由る

がゆゑなり而して彼らはこれが地に代りて住その

擄移さるる時におよべり 23マナセの半支派の人

々はこの地に住み殖蔓りてつひにバシヤンよりバ

アルヘルモン、セニルおよびヘルモン山まで地を

およぼせり 24その宗家の長は左のごとし即ちエ

ペル、イシ、エリエル、アズリエル、ヱレミヤ、

ホダヤ、ヤデエル是みなその宗家の長にして名あ

る大勇士なりき 25彼等その先祖等の神にむかひ

て罪を犯し曾て彼等の前に神の滅ぼしたまひし國

の民等の神を慕ひてこれと姦淫したれば 26イス

ラエルの神アッスリヤの王ブルの心を振興しまた

アッスリヤの王テグラテビレセルの心を振興した

まへり彼つひにルベン人とガド人とマナセの半支

派とを擄へゆきこれをハウラとハボルとハラとゴ

ザンの河の邊とに移せり彼等は今日まで其處にあ

り

6レビの子等はゲルシヨン、コハテ、メラリ 2コ

ハテの子等はアムラム、イヅハル、ヘブロン

、ウジエル 3アムラムの子等はアロン、モーセ、

ミリアム、アロンの子等はナダブ、アビウ、エレ



歴代誌Ⅰ291

アザル、イタマル 4エレアザル、ピネハスを生み

ピネハス、アビシユアを生み 5アビシユア、ブツ

キを生みブツキ、ウジを生み 6ウジ、ゼラヒヤ

を生みゼラヒヤ、メラヨテを生み 7メラヨテ、

アマリヤを生みアマリヤ、アヒトブを生み 8ア

ヒトブ、ザドクを生みザドク、アヒマアズを生

み 9アヒマアズ、アザリヤを生みアザリヤ、ヨ

ハナンを生み 10ヨハナン、アザリヤを生り此ア

ザリヤはヱルサレムなるソロモンの建たる宮にて

祭司の職をなせし者なり 11アザリヤ、アマリヤ

を生みアマリヤ、アヒトブを生み 12アヒトブ、

ザドクを生みザドク、シヤルムを生み 13シヤル

ム、ヒルキヤを生みヒルキヤ、アザリヤを生み

14アザリヤ、セラヤを生みセラヤ、ヨザダクを生

む 15ヨザダグはヱホバ、ネブカデネザルの手を

もてユダおよびヱルサレムの人を擄へうつしたま

ひし時に擄へられて往り 16レビの子等はゲルシ

ヨン、コハテおよびメラリ 17ゲルシヨンの子等

の名は左のごとしリブニおよびシメイ 18コハテ

の子等はアムラム、イヅハル、ヘブロン、ウジエ

ル 19メラリの子等はマヘリおよびムシ、レビ人

の宗族はその宗家によれば是のごとし 20ゲシヨ

ンの子はリブニその子はヤハテその子はジンマ

21その子はヨアその子はイドその子はゼラその

子はヤテライ 22コハテの子はアミナダブその子

はコラその子はアシル 23その子はエルカナその

子はエビアサフその子はアシル 24その子はタハ

テその子はウリエルその子はウジヤその子はシ

ヤウル 25エルカナの子等はアマサイおよびアヒ

モテ 26エルカナについてはエルカナの子はゾバ

イその子はナハテ 27その子はエリアブその子は

ヱロハムその子はエルカナ 28サムエルの子等は

長子はヨエル次はアビヤ 29メラリの子はマヘリ

その子はリブニその子はシメイその子はウザ 30

その子はシメアその子はハギヤその子はアサヤ

なり 31契約の櫃を安置せし後ダビデ左の人々を

立てヱホバの家にて謳歌事を司どらせたり 32彼

等は集會の幕屋の住所の前にて謳歌事をおこなひ

來りしがソロモン、ヱルサレムにヱホバの室を建

るにおよびその次序に循ひてその職をつとめたり

33立て奉事をなせるものおよびその子等は左のご

としコハテの子等の中ヘマンは謳歌師長たりヘ

マンはヨルの子ヨエルはサムエルの子 34サムエ

ルはエルカナの子エルカナはヱロハムの子ヱロ

ハムはエリエルの子エリエルはトアの子 35トア

はヅフの子ヅフはエルカナの子エルカナはマハ

テの子マハテはアマサイの子 36アマサイはヱル

カナの子エルカナはヨエルの子ヨエルはアザリ

ヤの子アザリヤはゼパニヤの子 37ゼパニヤはタ

ハテの子タハテはアシルの子アシルはエビアサ

フの子エビアサフはコラの子 38コラはイヅハル

の子イヅハルはコハテの子コハテはレビの子レ

ビはイスラエルの子なり 39ヘマンの兄弟アサフ

、ヘマンの右に立りアサフはベレキヤの子ベレ

キヤはシメアの子 40シメアはミカエルの子ミカ

エルはバアセヤの子バアセヤはマルキヤの子 41

マルキヤはエテニの子エテニはゼラの子ゼラは

アダヤの子 42アダヤはエタンの子エタンはジン

マの子ジンマはシメイの子 43シメイはヤハテの

子ヤハテはゲルシヨンの子ゲルシヨンはレビの

子なり 44また彼らの兄弟なるメラリ人等その左

に立り其中のエタンはキシの子なりキシはアブ

デの子アブデはマルクの子 45マルクはハシヤビ

ヤの子ハシヤビヤはアマジヤの子アマジヤはヒ

ルキヤの子 46ヒルキヤはアムジの子アムジはバ

ニの子バニはセメルの子 47セメルはマヘリの子

マヘリはムシの子ムシはメラリの子メラリはレ

ビの子なり 48彼らの兄弟なるレビ人等は神の室

の幕屋の諸の職に任ぜられたり 49アロンおよび

その子等は燔祭の壇と香壇の上に物を献ぐること

を司どりまた至聖所の諸の工をなし且イスラエル

のために贖をなすことを司どれり凡て神の僕モー

セの命じたるごとし 50アロンの子孫は左のごと

しアロンの子はエレアザルその子はピネハスそ

の子はアビシユア 51その子はブツキその子はウ

ジその子はゼラヒヤ 52その子はメラヨテその子

はアマリヤその子はアヒトブ 53その子はザドク

その子はアヒマアズ 54アロンの子孫の住處は四

方の境の内にありその閭里に循ひていはば左の如

し先コハテ人の宗族が籤によりて得たるところは

是なり 55すなはちユダの地の中よりはヘブロン

とその周圍の郊地を得たり 56但しその邑の田野

と村々はヱフンネの子カレブに歸せり 57すなは

ちアロンの子孫の得たる邑は逃遁邑なるヘブロン

、リブナとその郊地ヤツテルおよびエシテモア

とそれらの郊地 58ホロンとその郊地デビルとそ

の郊地 59アシヤンとその郊地ベテシメシとその

郊地なり 60またベニヤミンの支派の中よりはゲ
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バとその郊地アレメテとその郊地アナトテとそ

の郊地を得たり彼らの邑はその宗族の中に都合

十三ありき 61またコハテの子孫の支派の中此他

なる者はかの半支派の中即ちマナセの半支派の中

より籤によりて十の邑を得たり 62またゲルシヨ

ンの子孫の宗族はイツサカルの支派アセルの支派

ナフタリの支派及びバシヤンなるマナセの支派の

中より十三の邑を得たり 63またメラリの子孫の

宗族はルベンの支派ガドの支派およびゼブルンの

支派の中より籤によりて十二の邑を得たり 64イ

スラエルの子孫は邑とその郊地とをレビ人に與へ

たり 65即ちユダの子孫の支派とシメオンの子孫

の支派とベニヤミンの子孫の支派の中よりして此

に名を擧たる是等の邑を籤によりて之に與へたり

66コハテの子孫の宗族はまたエフライムの支派の

中よりも邑を得てその領地となせり 67即ちその

得たる逃遁邑はエフライム山のシケムとその郊地

およびゲゼルとその郊地 68ヨクメアムとその郊

地ベテホロンとその郊地 69アヤロンとその郊地

ガテリンモンとその郊地なり 70またマナセの半

支派の中よりはアネルとその郊地ビレアムとそ

の郊地是みなコハテの子孫の遺れる宗族に歸せり

71ゲルシヨンの子孫に歸せし者はマナセの半支派

の宗族の中よりはバシヤンのゴランとその郊地

アシタロテとその郊地 72イツサカルの支派の中

よりはゲデシとその郊地ダベラテとその郊地 73

ラモテとその郊地アネムとその郊地 74アセル支

派の中よりはミシアルとその郊地アブドンとそ

の郊地 75ホコクとその郊地レホブとその郊地 76

ナフタリの支派の中よりはガリラヤのゲデシとそ

の郊地ハンモンとその郊地キリアタイムとその

郊地 77比外の者すなはちメラリの子孫に歸せし

者はゼブルンの支派の中よりはリンモンとその郊

地タボルとその郊地 78ヱリコに對するヨルダン

の彼旁すなはちヨルダンの東においてルベンの支

派の中よりは曠野のベゼルとその郊地ヤザとそ

の郊地 79ケデモテとその郊地メバアテとその郊

地 80ガドの支派の中よりはギレアデのラモテと

その郊地マハナイムとその郊地 81ヘシボンとそ

の郊地ヤゼルとその郊地

7イツサカルの子等はトラ、プワ、ヤシユブ、
シムロムの四人 2トラの子等はウジ、レバヤ、

ヱリエル、ヤマイ、ヱブサム、サムエル是みなト

ラの子にして宗家の長なり其子孫の大勇士たる者

はダビデの世にはその數二萬二千六百人なりき 3

ウジの子はイズラヒヤ、イズラヒヤの子等はミカ

エル、オバデヤ、ヨエル、イツシヤの五人是みな

長たる者なりき 4その宗家によればその子孫の中

に軍旅の士卒三萬六千人ありき是は彼等妻子を衆

く有たればなり 5イツサカルの諸の宗族の中なる

その兄弟等すなはち名簿に記載たる大勇士は都合

八萬七千人 6ベニヤミンの子等はベラ、ベケル、

ヱデアエルの三人 7ベラの子等はエヅボン、ウジ

、ウジエル、ヱレモテ、イリの五人皆その宗家

の長なりその名簿に記載たる大勇士は二萬二千三

十四人 8ベケルの子等はセミラ、ヨアシ、エリエ

ゼル、エリオエナイ、オムリ、ヱレモテ、アビヤ

、アナトテ、アラメテ是みなベケルの子等にして

宗家の長なり 9その子孫の中名簿に記載たる大勇

士は二萬二百人なりき 10またヱデアエルの子は

ビルハン、ビルハンの子等はヱウシ、ベニヤミン

、エホデ、ケナアナ、ゼタン、タルシシ、アビシ

ヤハル 11是みなヱデアエルの子にして宗家の長

たりきその子孫の中に能く陣にのぞみて戰ふ大勇

士一萬七千二百人ありき 12またイリの子等はシ

ユパムおよびホパム、またアヘラの子はホシム 13

ナフタリの子等はヤジエル、グニ、ヱゼル、シヤ

ルム是みなビルハの產る子なり 14マナセの子等

はその妻の產る者はアシリエルその妾なるスリア

の女の產る者はギレアデの父マキル 15マキルは

ホパムとシユバムの妹名はマアカとい者を妻に娶

れりその次の者はゼロペハデといふゼロペハデに

は女子ありしのみ 16マキルの妻マアカ男子を產

てその名をペレシとよべりその弟の名はシヤレシ

、シヤレシの子等はウラムおよびラケム 17ウラ

ムの子はベダン是等はマナセの子マキルの子なる

ギレアデの子等なり 18その妹ハンモレケテはイ

シホデ、アビエゼル、マヘラを產り 19セミダの

子等はアヒアン、シケム、リキ、アニヤム 20エ

フライムの子はシユテラその子はベレデその子

はタハテその子はエラダその子はタハテ 21その

子はザバデその子はシユテラエゼルとエレアデ

はガテの土人等これを殺せり其は彼ら下りゆきて

これが家畜を奪はんとしたればなり 22その父エ

フライムこれがために哀むこと日久しかりければ

その兄弟等きたりてこれを慰さめたり 23かくて

後エフライムその妻の所にいりけるに胎みて男子

を生たればその名をベリア(災難)ごとなづけたり
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その家に災難ありたればなり 24エフライムの女

子セラは上下のベテホロンおよびウゼンセラを建

たり 25ベリアの子はレバおよびレセフその子は

テラその子はタハン 26その子はラダンその子は

アミホデその子はエリシヤマ 27その子はヌンそ

の子はヨシユア 28エフライムの子孫の產業と住

處はベテルとその郷里また東の方にてはナアラ

ン西の方にてはゲゼルとその郷里またシケムと

その郷里およびアワとその郷里 29またマナセの

子孫の國境に沿てはベテシヤンとその郷里タア

ナクとその郷里メギドンとその郷里ドルとその

郷里なりイスラエルの子ヨセフの子孫は是等の

處に住り 30アセルの子等はイムナ、イシワ、ヱ

スイ、ベリアおよびその姉妹セラ 31ベリアの子

等はヘベルおよびマルキエル、マルキエルはビル

ザヒテの父なり 32ヘベルはヤフレテ、シヨメル

、ホタムおよびその姉妹シユワを生り 33ヤフレ

テの子等はバサク、ビムハル、アシワテ、ヤフレ

テの子等は是のごとし 34シヨメルの子等はアヒ

、ロガ、ホバおよびアラム 35シヨメルの兄弟ヘ

レムの子等はゾバ、イムナ、シレン、アマル 36

ゾバの子等はスア、ハルネペル、シユアル、ベリ

、イムラ 37ベゼル、ホド、シヤンマ、シルシヤ

、イテラン、ベエラ 38ヱテルの子等はヱフンネ

、ピスパおよびアラ 39ウラの子等はアラ、ハニ

エルおよびリヂア 40是みなアセルの子孫にして

宗家の長たり挺出たる大勇士たり將官の長たりき

その名簿に記載たる能く陣にのぞみて戰ふ者二萬

六千人あり

8ベニヤミンの生る者は長子はベラその次はア
シベルその三はアハラ 2その四はアハその五

はラパ 3ベラの子等はアダル、ゲラ、アビウデ 4

アビシユア、ナアマン、アホア 5ゲラ、シフパム

、ヒラム 6エホデの子等は左のごとし是等はゲバ

の民の宗家の長なり是はマナハテに移されたり 7

すなはちナアマンおよびアヒヤとともにゲラこれ

を移せるなりエホデの子等はすなはちウザとアヒ

ウデ是なり 8シヤハライムはその妻ホシムとバア

ラを去し後モアブの國においてまた子等を擧けた

り 9彼がその妻ホデシによりて擧けたる子等はヨ

バブ、ヂビア、メシヤ、マルカム 10ヱウツ、シ

ヤキヤおよびミルマ是その子等にして宗家の長な

り 11彼またホシムによりてアビトブとエルパア

ルを擧けたり 12エルパアルの子等はエベル、ミ

シヤムおよびシヤメル彼はオノとロドとその郷里

を建たる者なり 13またベリア、シマあり是等は

アヤロンの民の宗家の長たる者にしてガテの民を

逐はらへり 14またアヒオ、シヤシヤク、エレモ

テ 15ゼバデヤ、アラデ、アデル 16ミカエル、イ

シパ、ヨハ是等はベリアの子等なり 17ゼバデヤ

、メシユラム、ヘゼキ、ヘベル 18イシメライ、

ヱズリア、ヨバブ是等はエルパアルの子等なり 19

ヤキン、ジクリ、ザベデ 20エリエナイ、チルタ

イ、エリエル 21アダヤ、ベラヤ、シムラテ是等

はシマの子等なり 22イシパン、へベル、エリエ

ル 23アブドン、ジクリ、ハナン 24ハナニヤ、エ

ラム、アントテヤ 25イペデヤ、ペヌエル是等は

シヤシヤタの子等なり 26シヤムセライ、シハリ

ア、アタリヤ 27ヤレシヤ、エリヤ、ジクリ是等

はヱロハムの子等なり 28是等は歴代の宗家の長

にして首たるものなり是らはエルサレムに住たり

29ギベオンの祖はギベオンに住りその妻の名はマ

アカといふ 30その長子はアブドン、次はツル、

キシ、バアル、ナダブ 31ゲドル、アヒオ、ザケ

ル 32ミクロテはシメアを生り是等も又その兄弟

等とともにヱルサレムに住てこれに對ひ居り 33

ネル、キシを生みキシ、サウルを生みサウルは

ヨナタン、マルキシユア、アビナダプ、エシバア

ルを生り 34ヨナタンの子はメリバアル、メリバ

アル、ミカを生り 35ミカの子等はピトン、メレ

ク、ダレア、アハズ 36アハズはヱホアダを生み

ヱホアダはアレメテ、アズマウテおよびジムリを

生みジムリはモザを生み 37モザはビネアを生り

その子はラパその子はニレアサその子はアゼル

38アゼルには六人の子あり其名は左のごとしアズ

リカム、ボケル、イシマエル、シヤリヤ、オバデ

ヤ、ハナン是みなアゼルの子なり 39その兄弟エ

セクの子等の長子はウラムその次はヱウンその三

はエリペレテ 40ウラムの子等は大勇士にして善

く弓を射る者なりき彼は孫子多くして百五十人も

ありき是みなベニヤミンの子孫なり

9イスラエルの人は皆名簿に記載られたり視よ
是は皆イスラエルの列王紀に録さるユダはそ

の罪のためにバビロンに擄へられてゆけり 2その

產業の邑々に最初に住ひし者にイスラエル人祭

司等レビ人およびネテニ人等なり 3またヱルサレ

ムにはユダの子孫ベニヤミンの子孫およびエフラ

イムとマナセの子孫等住り 4即ちユダの子ペレヅ
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の子孫の中にてはアミホデの子ウタイ、アミホデ

はオムリの子オムリはイムリの子イムリはバニ

の子なり 5シロ族の中にてはシロの長子アサヤお

よびその他の子等 6ゼラの子孫の中にてはユエル

およびその兄弟六百九十人 7ベニヤミンの子孫の

中にてけハセヌアの子ハダヤの子なるメシユラム

の子サル 8ヱロハムの子イブニヤ、ミクリの子な

るウジの子エラおよびイブニヤの子リウエルの子

なるシパテヤの子メシユラム 9並に彼らの兄弟等

その世系によれば合せて九百五十六人是みなその

宗家の長たる人々なり 10また祭司の中にてはヱ

ダヤ、ヨアリブ、ヤキン 11およびヒルキヤの子

アザリヤ、ヒルキヤはメシユラムの子メシユラ

ムはザドクの子ザドクはメラヨテの子メラヨテ

はアヒトブの子なりアザリヤは神の室の宰たり

12またヱロハムの子アダヤ、ヱロハムはバシユル

の子バシユルはマルキヤの子なりまたアデエル

の子マアセヤ、アデエルはヤゼラの子ヤゼラは

メシユラムの子メシユラムはメシレモテの子メ

シレモテはインメルの子なり 13また彼らの兄弟

等是等は宗家の長たる者にして合せて一千七百六

十人あり皆神の室の奉事をなすの力あるものなり

14レビ人の中にてはハシユブの子シマヤ、ハシユ

ブはアズリカムの子アズリカムはハシヤビヤの

子是はメラリの子孫なり 15またバクバツカル、

ヘレシ、ガラルおよびアサフの子ジクリの子なる

ミカの子マツタニヤ 16ならびにヱドトンの子ガ

ラルの子なるシマヤの子オバデヤおよびエルカナ

の子なるアサの子ベレキヤ、エルカナはネトバ人

の郷里に住たる者なり 17門を守る者はシヤルム

、アツクブ、タルモン、アヒマンおよびその兄弟

等にしてシヤレムその長たり 18彼は今日まで東

の方なる王の門を守りをる是等はレビの子孫の營

の門を守る者なり 19コラの子エビアサフの子な

るコレの子シヤルムおよびその父の家の兄弟等な

どのコラ人は幕屋の門々を守る職務を主どれりそ

の先祖等はヱホバの營の傍にありてその入口を守

れり 20エレアザルの子ピネハス昔彼らの主宰た

りきヱホバ彼とともに在せり 21メシレミヤの子

ゼカリヤは集會の幕屋の門を守る者なりき 22是

みな選ばれて門を守る者にて合せて二百十二人あ

りき皆その村々の名簿に記載たる者なりしがダビ

デと先見者サムエルこれをその職に任じたり 23

彼等とその子孫は順番にヱホバの室すなはち幕屋

の門を司どれり 24門を守る者は西東北南の四方

に居り 25またその村々に居る兄弟等は七日ごと

に迭り來りて彼らを助けたり 26門を守る者の長

たるこの四人のレビ人はその職にをりて神の室の

諸の室と府庫とを司どれり 27彼らは番守をなす

身なるに因て神の室の四周に舎れり而して朝ごと

にこれを開くことをせり 28その中に奉事の器皿

を司どる者あり是はその數を按べて携へいりそり

數を按べて携へいだすべき者なり 29またその他

の器皿すなはち聖所の一切の器皿および麥粉酒

油乳香香料を司どる者あり 30また祭司の徒の中

に香料をもて香膏を製る者あり 31コラ人シヤル

ムの長子なるマツタテヤといふレビ人は鍋にて製

るところの物を司どれり 32またコハテ人の子孫

たるその兄弟等の中に供前のパンを司どりて安息

日ごとにこれを調ふる者等あり 33レビ人の宗家

の長たる是等の者は謳歌師にして殿の諸の室に居

て他の職を爲ざりき其は日夜その職務にかかりを

ればなり 34是等はレビ人の歴代の宗家の長にし

て首長たる者なり是等はヱルサレムに住り 35ギ

ベオンの祖ヱヒエルはギベオンに住りその妻の名

はマアカといふ 36その長子はアブドン次はツル

、キシ、バアル、ネル、ナダブ 37ゲドル、アヒ

オ、ゼカリヤ、ミクロテ 38ミクロテ、シメアム

を生り彼等もその兄弟等とともにヱルサレムに住

てその兄弟等と相對ひ居り 39ネルはキシを生み

キシはサウルを生みサウルはヨナタン、マルキ

シユア、アビナダブおよびエシバアタを生り 40

ヨナタンの子はメリバアル、メリバアル、ミカを

生り 41ミカの子等はピトン、メレク、タレアお

よびアハズ 42アハズはヤラを生みヤラはアレメ

テ、アズマウテおよびジムリを生みジムリはモ

ザを生み 43モザはピネアを生りピネアの子はレ

バヤその子はエレアサその子はアゼル 44アゼル

は六人の子ありきその名は左のごとしアズリカム

、ボケル、イシマエル、シヤリヤ、オバデヤ、ハ

ナン是等はアゼルの子なり

10茲にペリシテ人イスラエルと戰ひけるがイス
ラエルの人々はペリシテ人の前より逃げギル

ボア山に殺されて倒れたり 2ペリシテ人はサウル

とその子等を追撃しかしてペリシテ人サウルの子

ヨナタン、アビナダブおよびマルキシユアを殺せ

り 3斯その戰闘烈しうしてサウルにおし迫り射手

の者等つひにサウルに追つきければサウルは射手
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の者等のために惱めり 4サウル是におひてその武

器を執る者に言けるは汝の劍をぬき其をもて我を

刺せ恐らくはこの割禮なき者等きたりて我を辱し

めんと然るにその武器を執る者痛くおそれて肯は

ざりければサウルすなはちその劍をとりてその上

に伏たり 5武器を執る者サウルの死たるを見て己

もまた劍の上に伏て死り 6斯サウルとその三人の

子等およびその家族みな共に死り 7谷に居るイス

ラエルの人々みな彼らの逃るを見またサウルとそ

の子等の死るを見てその邑々を棄て逃ければペリ

シテ人來りてその中に住り 8明る日ペリシテ人殺

されたる者を剥んとて來りサウルとその子等のギ

ルボア山にたふれをるを見 9すなはちサウルを剥

てその首とその鎧甲を取りペリシテの國の四方に

人を遣はしてこの事をその偶像と民に告しめ 10

しかしてかれが鎧甲をその神の室に蔵め彼が首を

ダゴンの宮に釘けたり 11茲にペリシテ人がサウ

ルになしたる事ことごとくヤベシギレアデ中に聞

えければ 12勇士等みな起りサウルの體とその子

等の體とを奪ひ取てこれをヤベシに持きたりヤベ

シの橡樹の下にその骨を葬りて七日のあひだ斷食

せり 13斯サウルはヱホバにむかひて犯せし罪の

ために死たり即ち彼はヱホバの言を守らすまた憑

鬼者に問ことを爲して 14ヱホバに問ことをせざ

りしなり是をもてヱホバかれを殺しその國を移し

てヱツサイの子ダビデに與へたまへり

11茲にイスラエルの人みなヘブロンに集まりて
ダビデの許に詣り言けるは我らは汝の骨肉な

り 2前にサウルが王たりし時にも汝はイスラエル

を率ゐで出入する者なりき又なんぢの神ヱホバ汝

にむかひて汝はわが民イスラエルを牧養ふ者とな

り我民イスラエルの君とならんと言たまへりと 3

斯イスラエルの長老みなヘブロンにきたりて王の

許にいたりければダビデ、ヘブロンにてヱホバの

前に彼らと契約をたてたり彼らすなはちダビデに

膏をそそぎてイスラエルの王となしサムエルによ

りて傳はりしヱホバの言のごとくせり 4かくてダ

ビデはイスラエルの人々を率ゐてエルサレムに往

りヱルサレムは即ちヱブスなりその國の土人ヱブ

ス人其處に居り 5是においてヱブスの民ダビデに

言けるは汝は此に入べからずと然るにダビデはシ

オンの城を取り是すなはちダビデの邑なり 6この

時ダビデいひけるは誰にもあれ第一にエブス人を

撃やぶる者を首となし將となさんと斯てゼルヤの

子ヨアブ先登して首となれり 7ダビデその城に住

たればこれをダビデの邑と稱へたり 8ダビデまた

その邑の四方すなはちミロ(城塞)より内の四方に

建築をなせり邑の中のその餘の處はヨアブこれを

修理へり 9斯てダビデはますます大になりゆけり

萬軍のヱホバこれとともに在したればなり 10ダ

ビデが有る勇士の重なる者は左のごとし是等はイ

スラエルの一切の人とともにダビデに力をそへて

國を得させ終にこれを王となしてヱホバがイスラ

エルにつきて宣ひし言を果せり 11ダビデの有る

勇士の數は是のごとし第一は三十人の長たるハク

モニ人の子ヤシヨベアム彼は槍を揮ひて一時に三

百人を衝殺せし事あり 12彼の次はアホア人ドド

の子エレアザルにして三勇士の中なり 13彼ダビ

デとともにパスダミムに在けるにペリシテ人其處

に集りきて戰へり其處に大麥の滿たる地一箇所あ

り時に民ペリシテ人の前より逃たりしが 14彼そ

の地所の中に踐とどまり之を護りてペリシテ人を

殺せり而してヱホバ大なる拯救をほどこして之を

救ひたまへり 15三十人の長なる三人の者アドラ

ムの洞穴に下り磐の處に往てダビデに詣りし事あ

り時にペリシテ人の軍兵はレパイムの谷に陣どれ

り 16その時ダビデは砦に居りペリシテ人の鎮臺

兵はベテレヘムにありけるが 17ダビデ慕ひ望み

て言けるは誰かベテレヘムの門にある井の水を持

來りて我に飮せよかし 18この三人すなはちペリ

シテ人の軍兵の中を衝とほりてベテレヘムの門に

ある井の水を汲取てダビデの許に携へきたれり然

どダビデこれを飮ことをせす之をヱホバの前に灌

ぎて 19言けるは我神よ我決てこれを爲じ我いか

で命をかけし此三人の血を飮べけんやと彼らその

命をかけて之を携へきたりたればなり故にダビデ

これを飮ことを爲ざりき此三勇士は是らの事を爲

り 20ヨアブの兄弟アビシヤイは三人の長たり彼

は槍を揮ひて三百人を衝ころし三人の中に名を得

たり 21彼は第二の三人の中にて尤も貴くしてそ

の首にせらる然ど第一の三人には及ばざりき 22

ヱホヤダの子カブジエルのベナヤは勇氣あり衆多

の功績ありし者なり彼はモアブのアリエルの二人

の子を撃殺せりまた雪の日に下りゆきて穴の中に

て獅子一匹を撃殺せし事ありき 23彼はまた長身

五キユビト程なるエジプト人を殺せりそのエジプ

ト人は機織の滕のごとき槍を手に執をりしに彼は

杖をとりて之が許に下りゆきエジプト人の手より
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その槍を捩とりてその槍をもて之を殺せり 24ヱ

ホヤダの子ベナヤ是等の事を爲し三勇士の中に名

を得たり 25彼は三十人の中にて尊かりしかども

第一の三人には及ばざりきダビデかれを親兵の長

となせり 26軍兵の中の勇士はヨアブの兄弟アサ

ヘル、ベテレヘムのドドの子エルハナン 27ハロ

デ人シヤンマ、ペロニ人ヘレヅ 28テコア人イツ

ケシの子イラ、アナトテ人アビエゼル 29ホシヤ

人シベカイ、アホア人イライ 30ネトパ人マハラ

イ、ネトパ人バナアの子ヘレデ 31ベニヤミンの

子孫のギベアより出たるリバイの子イツタイ、ピ

ラトン人ベナヤ 32ガアシの谷のホライ、アルバ

テ人アビエル 33バハルム人アズマウテ、シヤル

ボニ人エリヤバ 34ギゾニ人ハセム、ハラリ人シ

ヤゲの子ヨナタン 35ハラリ人サカルの子アヒア

ム、ウルの子エリパル 36メケラ人へペル、ペロ

ニ人アヒヤ 37カルメル人ヘヅライ、エズバイの

子ナアライ 38ナタンの兄弟ヨエル、ハグリの子

ミブハル 39アンモニ人ゼレク、ゼルヤの子ヨア

ブの武器を執る者なるベエロテ人ナハライ 40エ

テリ人イラ、エテリ人ガレブ 41ヘテ人ウリヤ、

アヘライの子ザバデ 42ルベン人シザの子アデナ

是はルベン人の軍長の一人にして從者三十人を率

ゐたり 43マアカの子ハナン、ミテニ人ヨシヤバ

テ 44アシテラ人ウジヤ、アロエル人ホタンの子

等シヤマとヱイエル 45デジ人シムリの子エデア

エルおよびその兄弟ヨハ、 46マハウ人エリエル

、エルナアムの子等エリバイおよびヨシヤワヤ、

モアブ人イテマ 47エリエル、オベデ、ソメバ人

ヤシエル

12ダビデがキシの子サウルの故によりて尚チク
ラグに閉こもり居ける時に彼處にゆきてダビ

デに就し者は左のごとしその人々は勇士の中にし

てダビデを助けて戰ひたる者 2能く弓を彎き右左

の手を用ゐて善く石を投げ弓矢を發つ者なりしが

倶にベニヤミン人にしてサウルの宗族たり 3首は

アヒエゼル次はヨアシ是らはギベア人シマアの子

等なり又ヱジエルおよびペレテ是らはアズマウラ

の子等なり又ベラカおよびアナトテ人ヱヒウ 4ま

たギベオン人イシマヤ彼は三十人の中の勇士にし

て三十人の首なり又エレミヤ、ヤハジエル、ヨハ

ナン、ゲデラ人ヨザバデ 5エルザイ、エリモテ、

ベアリヤ、シマリヤ、ハリフ人シバテヤ 6エルカ

ナ、エシヤ、アザリエル、ヨエゼル、ヤシヨベア

ム是等はコラ人なり 7またゲドルのエロハムの子

等たるヨエラおよひゼバデヤ 8ガド人の中より曠

野の砦に脱きたりてダビデに歸せし者あり是みな

大勇士にして善戰かふ軍人能く楯と戈とをつかふ

者にてその面は獅子の面のごとくその捷きことは

山にをる鹿のごとくなりき 9その首はエゼルその

二はオバデヤその三はエリアブ 10その四はミシ

マンナその五はヱレミヤ 11その六はアツタイそ

の六はエリエル 12その八はヨハナンその九はエ

ルザバデ 13その十はヱレミヤその十一はマクバ

ナイ 14是等はガドの人々にして軍旅の長たりそ

最も小き者は百人に當りその最も大なる者は千人

に當れり 15正月ヨルダンその全岸に溢れたる時

に是らの者濟りゆきて谷々に居る者をことごとく

東西に打奔らせたり 16茲にベニヤミンとユダの

子孫の中の人々砦に來りてダビデに就きけるに 17

ダビデこれを出むかへ應へて之に言けるは汝ら厚

志をもて我を助けんとて來れるならば我心なんぢ

らと相結ばん然ど汝らもし我手に惡きこと有ざる

に我を欺きて敵に付さんとせば我らの先祖の神ね

がはくは之を監みて責たまへと 18時に聖霊三十

人の長アマサイに臨みて彼すなはち言けるはダビ

デよ我らは汝に屬すヱツサイの子よ我らは汝を助

けん願くは平安あれ汝にも平安あれ汝を助くる者

にも平安あれ汝の神汝を助けたまふなりと是にお

いてダビデ彼らを接いれて軍旅の長となせり 19

前にダビデ、ペリシテ人とともにサウルと戰はん

とて攻きたれる時マナセ人數人ダビデに屬り但し

ダビデ等は遂にペリシテ人を助けざりき其はペリ

シテ人の君等あひ謀り彼は我らの首級をもてその

主君サウルに歸らんと言て彼を去しめたればなり

20斯てダビデ、チクラグに往る時マナセ人アデナ

、ヨザバデ、ヱデアエル、ミカエル、ヨザバデ、

エリウ、ヂルタイこれに歸せり皆マナセ人の千人

の長たる者なりき 21彼等ダビデを助けて敵軍に

當れり彼らは皆大勇士にして軍旅の長となれり 22

當時ダビデに歸して之を助くる者日々に加はりて

終に大軍となり神の軍旅のごとくなれり 23戰爭

のために身をよろひヘブロンに來りてダビデに就

きヱホバの言のごとくサウルの國をダビデに歸せ

しめんとしたる武士の數は左のごとし 24ユダの

子孫にして楯と戈とを執り戰爭のために身をよろ

へる者は六千八百人 25シメオンの子孫にして善

戰かふ大勇士は七千一百人 26レビの子孫たる者
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は四千六百人 27ヱホヤダ、アロン人を率ゐたり

之に屬する者は三千七百人 28またザドクといふ

年若き勇士ありきその宗家の長たる者二十二人あ

りたり 29サウルの宗族ベニヤミンの子孫たる者

は三千人是ベニヤミン人は多くサウルの家に尚も

忠義を盡しゐたればなり 30エフライムの子孫た

る者は二萬八百人皆大勇士にしてその宗家の名あ

る人々たり 31マナセの半支派の者は一萬八千人

皆名を録されたる者なるが來りてダビデを王にた

てんとす 32イツサカルの子孫たる者の中より善

く時勢に通じイスラエルの爲べきことを知る者き

たれりその首二百人ありその兄弟等は皆これが指

揮にしたがへり 33ゼブルンの者は五萬人皆よく

身をよろひ各種の武器をもて善く戰闘をなし一心

に行伍を守る者なりき 34ナフタリの者は將たる

者千人楯と戈とを執てこれに從ふ者三萬七千人 35

ダン人は二萬八千六百人にして皆そなへを守る者

なりき 36アセルの者は四萬人にして皆よく陣に

のぞみ且行伍を守る者なりき 37またヨルダンの

彼旁なるルベン人とガド人とマナセの半支派の者

は十二萬人みな各種の武器を執て戰爭にいづるに

勝る者なりき 38是等の行伍を守る軍人等眞實の

心を懐きてヘブロンに來りダビデをもてイスラエ

ル全國の王となさんとせり其餘のイスラエル人も

また心を一にしてダビデを王となさんとせり 39

彼ら彼處に三日をりてダビデとともに食ひかつ飮

り其はその兄弟等これがために備をなしたればな

り 40また近處の者よりイツサカル、ゼブルンお

よびナフタリの者に至るまでパンと麥粉の食物と

乾無花果と乾葡萄と酒と油等を驢馬駱駝牛馬に載

きたりかつ牛羊を多く携へいたれり是イスラエル

みな喜びたればなり

13茲にダビデ千人の長百人の長などの諸將とあ
ひ議り 2而してダビデ、イスラエルの全會衆

に言けるは汝らもし之を善とし我らの神ヱホバこ

れを允したまはば我ら徧く人を遣してイスラエル

の各地に留まれる我らの兄弟ならびにその諸郊地

の邑々にをる祭司とレビ人とに至らせ之をして我

らの所に集まらしめん 3而して我らまた我らの神

の契約の櫃を我らの所に移さんサウルの世には我

ら之に就て詢ことをせざりしなりと 4會衆みな然

すべしと言り其は民みな此事を善と觀たればなり

5是においてダピデはキリアテヤリムより神の契

約の櫃を舁きたらんとてエジプトのジホルよりハ

マテの入口までのイスラエル人をことごとく召あ

つめ 6而してダビデ、イスラエルの一切の人とと

もにバアラといふユダのキリアテヤリムに上り往

きケルビムの上に坐したまふヱホバ神の名をもて

稱らるる契約の櫃を其處より舁のぼらんとし 7乃

ち神の契約の櫃を新しき車に載てアビナダブの家

より牽いだしウザとアヒオその車を御せり 8ダビ

デおよびイスラエルの人はみな歌と琴と瑟と鼗鼓

と鐃鈸と喇叭などを以て力をきはめ歌をうたひて

神の前に踊れり 9かくてキドンの禾場に至れる時

ウザ手を神の契約の櫃に伸してこれを扶へたり其

は牛これを振たればなり 10ウザその手を伸て契

約の櫃につけたるによりてヱホバこれに向ひて忿

怒を發してこれを撃たまびければ其處にて神の前

に死り 11ヱホバ、ウザを撃たまひしに因てダビ

デ怒れり其處は今日までペレヅウザ(ウザ撃)と稱

へらる 12その日ダビデ神を畏れて言り我なんぞ

神の契約の櫃を我所に舁ゆくべけんやと 13ダビ

デその契約の櫃を己のところダビデの城邑にうつ

さず之を轉らしてガテ人オベデエドムの家に舁い

らしめたり 14神の契約の櫃オベデエドムの家に

ありて其家族とともにおかかるること三月なりき

ヱホバ、オベデエドムの家とその一切の所有を祝

福たまへり

14茲にツロの王ヒラム使者をダビデに遣はし之
がために家を建させんとて香柏および木匠と

石工をおくれり 2ダビデはヱホバの固く己をたて

てイスラエルの王となしたまへるを暁れり其はそ

の民イスラエルの故によりてその國振ひ興りたれ

ばなり 3ダビデ、ヱルサレムにおいてまた妻妾を

納たり而してダビデまた男子女子を得たり 4その

ヱルサレムにて得たる子等の名は左のごとしシヤ

ンマ、シヨバブ、ナタン、ソロモン 5イブハル、

エリシユア、エルバレテ 6ノガ、ネベグ、ヤピア

7エリシヤマ、ベエリアダ、エリバレテ 8茲にダ

ビデの膏そそがれてイスラエル全國の王となれる

事ペリシテ人に聞えければペリシテ人みなダビデ

を獲んとて上れりダビデは聞て之に當らんとて出

たりしが 9ペリシテ人すでに來りてレバイムの谷

を侵したりき 10時にダビデ神に問て言けるは我

ペリシテ人にむかひて攻上るべきや汝彼らを吾手

に付し給ふやヱホバ、ダビデに言たまひけるは攻

上れ我かれらを汝の手に付さんと 11是において

皆バアルベラジムに上りゆきけるがダビデつひに
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彼處にて彼らを打敗り而してダビデ言り神水の破

壞り出るごとくに我手をもてわが敵を敗りたまへ

りと是をもてその處の名をバアルペラジム(破壞

の處)と呼ぶなり 12彼ら其處にその神々を遺ゆき

たればダビデ命じて火をもてこれを焚せたり 13

斯て後ペリシテ人復谷を侵しければ 14ダビデま

た神に問に神これに言たまひけるは彼らを追て上

るべからず彼らを離れて回りベカの樹の方よりこ

れを襲へ 15汝ベカの樹の上に進行の音あるを聞

ば即ち進んで戰ふべし神汝のまへに進みいでペリ

シテ人の軍勢を撃たまふべければなりと 16ダビ

デすなはち神の己に命じたまひし如くしてペリシ

テ人の軍勢を撃やぶりつつギベオンよりガゼルに

までいたれり 17是においてダビデの名諸の國々

に聞えわたりヱホバ諸の國人に彼を懼れしめたま

へり

15ダビデはダビデの邑の中に自己のために家を
建て又神の契約の櫃のために處を備へてこれ

がために幕屋を張り 2而してダビデ言けるは神の

契約の櫃を舁べき者は只レビ人のみ其はヱホバ神

の契約の櫃を舁しめまた己に永く事しめんとてレ

ビ人を擇びたまひたればなりと 3ダビデすなはち

ヱホバの契約の櫃をその之がために備へたる處に

舁のぼらんとてイスラエルをことごとくエルサレ

ムに召集めたり 4ダビデまたアロンの子孫とレビ

人を集めたり 5即ちコハテの子孫の中よりはウリ

エルを長としてその兄弟百二十人 6メラリの子孫

の中よりはアサヤを長としてその兄弟二百二十人

7ゲルシヨンの子孫の中よりはヨエルを長として

その兄弟百三十人 8エリザバンの子孫の中よりは

シマヤを長としてその兄弟二百人 9ヘブロンの子

孫の中よりはエリエルを長としてその兄弟八十人

10ウジエルの子孫の中よりはアミナダブを長とし

てその兄弟百十二人 11ダビデ祭司ザドクとアビ

ヤタルおよびレビ人ウリエル、アサヤ、ヨエル、

シマヤ、エリエル、アミナダブを召し 12これに

言けるは汝らはレビ人の宗家の長たり汝らと汝ら

の兄弟共に身を潔めイスラエルの神ヱホバの契約

の櫃を我が其の爲に備へたる處に舁のぼれよ 13

前には之をかきしもの汝らにあらざりしに縁て我

らの神ヱホバわれらを撃たまへり是は我らそのさ

だめにしたがひて之に求めざりしが故なりと 14

是において祭司等とレビ人等イスラエルの神ヱホ

バの契約の櫃を舁のぼらんと身を潔め 15レビの

子孫たる人々すなはちモーセがヱホバの言にした

がひて命じたるごとく神の契約の櫃をその貫ける

枉によりて肩に負り 16ダビデまたレビ人の長等

に告げその兄弟等を選びて謳歌者となし瑟と琴と

鐃鈸などの樂器をもちて打はやして歓喜の聲を擧

しめよと言たれば 17レビ人すなはちヨエルの子

ヘマンとその兄弟ベレキヤの子アサフおよびメラ

リの子孫たる彼らの兄弟クシャヤの子エタンを選

べり 18また之に次るその兄弟等これと偕にあり

即ちゼカリヤ、ベン、ヤジエル、セミラモテ、ヱ

イエル、ウンニ、エリアブ、ベナヤ、マアセヤ、

マツタテヤ、エリペレホ、ミクネヤおよび門を守

る者なるオベデエドムとヱイエル 19謳歌者ヘマ

ン、アサフおよびエタンは銅の鐃鈸をもて打はや

す者となり 20ゼカリヤ、アジエル、セミラモテ

、ヱイエル、ウンニ、エリアブ、マアセヤ、ベナ

ヤは瑟をもて細き音を出し 21マツタテヤ、エリ

ペレテ、ミクネヤ、オベデエドム、ヱイエル、ア

ザジヤは琴をもて太き音を出して拍子をとれり 22

ケナニヤはレビ人の長にして負舁事に通じをるに

よりて負舁事を指揮せり 23またベレキヤとエル

カナは契約の櫃の門を守り 24祭司シバニヤ、ヨ

シヤパテ、ネタネル、アマサイ、ゼカリヤ、ベナ

ヤ、ヱリエゼル等は神の契約の櫃の前に進みて喇

叭を吹きオベデエドムとヱヒアは契約の櫃の門を

守れり 25斯ダビデとイスラエルの長老および千

人の長等は往てオベデエドムの家よりヱホバの契

約の櫃を歓び勇みて舁のぼれり 26神ヱホバの契

約の櫃を舁ところのレビ人を助けたまひければ牡

牛七匹牡羊七匹を献げたり 27ダビデは細布の衣

をまとへり又契約の櫃を舁ところの一切のレビ人

と謳歌者および負舁事を主どれるケナニヤも然り

ダビデはまた白布のエポデを着居たり 28斯てイ

スラエルみな聲を擧げ角を吹ならし喇叭と鐃鈸と

瑟と琴とをもて打はやしてヱホバの契約の櫃を舁

のぼれり 29ヱホバの契約の櫃ダビデの邑にいり

し時サウルの女ミカル窻より窺ひてダビデ王の舞

躍るを見その心にこれを藐視めり

16人々神の契約の櫃を舁いりて之をダビデがそ
の爲に張たる幕屋の中に置ゑ而して燔祭と酬

恩祭を神の前に献げたり 2ダビデ燔祭と酬恩祭を

献ぐることを終しかばヱホバの名をもて民を祝し

3イスラエルの衆庶に男にも女にも都てパン一箇

肉一片乾葡萄一塊を分ち與へたり 4ダビデまたレ
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ビ人を立てヱホバの契約の櫃の前にて職事をなさ

しめ又イスラエルの神ヱホバを崇め讃めかつ頌へ

しめたり 5伶長はアサフその次はゼカリヤ、ヱイ

エル、セミラモテ、ヱヒエル、マツタテヤ、エリ

アブ、ベナヤ、オベデエドム、ヱイエルこれは瑟

と琴とを弾じアサフは鐃鈸を打鳴し 6また祭司ベ

ナヤとヤハジエルは喇叭をとりて恒に神の契約の

櫃の前に侍れり 7當日ダビデ始めてアサフとその

兄弟等を立てヱホバを頌へしめたり其言に云く 8

ヱホバに感謝しその名をよびその作たまへること

をもろもろの民輩の中にしらしめよ 9ヱホバにむ

かひてうたへヱホバを讃うたへそのもろもろの奇

しき跡をかたれ 10そのきよき名をほこれヱホバ

をたづぬるものの心はよろこぶべし 11ヱホバと

その能力とをたづねよ恒にその聖顔をたづねよ 12

その僕イスラエルの裔よヤコダの子輩よそのえら

びたまひし所のものよそのなしたまへる奇しき跡

とその異事とその口のさばきとを心にとむれ 13

その僕イスラエルの裔よヤコダの子輩よそのえら

びたまひし所のものよそのなしたまへる奇しき跡

とその異事とその口のさばきとを心にとむれ 14

彼はわれらの神ヱホバなりそのおほくの審判は全

地にあり 15なんぢらたえずその契約をこころに

記よ此はよろづ代に命じたまひし聖言なり 16ア

ブラハムとむすびたまひし契約イサクに與へたま

ひし誓なり 17之をかたくしヤコブのために律法

となしイスラエルのためにとこしへの契約となし

て 18言たまひけるは我なんぢにカナンの地をた

まひてなんぢらの嗣業の分となさん 19この時な

んぢらの數おほからず甚すくなくしてかしこにて

旅人となり 20この國よりかの國にゆきこの國よ

りほかの民にゆけり 21人のかれらを虐ぐるをゆ

るしたまはずかれらの故によりて王たちを懲しめ

て 22宣給くわが受膏者たちにふるるなかれわが

預言者たちをそこなふなかれ 23全地よヱホバに

むかひて謳へ日ごとにその拯救をのべつたへよ 24

もろもろの國のなかにその榮光をあらはしもろも

ろの民のなかにその奇しきみわざを顯すべし 25

そはヱホバはおほいなり大にほめたたふべきもの

なりまたもろもろの神にまさりて畏るべきものな

り 26もろもろの民のすべての神はことごとく虚

しされどヱホはもろもろの天をつくりたまへり 27

尊貴と稜威とはその前にあり能とよろこびとはそ

の聖所にあり 28もろもろのたみの諸族よ榮光と

ちからとをヱホバにあたへよヱホバにあたへよ 29

その聖名にかなふ榮光をもてヱホバにあたへ献物

をたづさへて其前にきたれきよき美はしき物をも

てヱホバを拝め 30全地よその前にをののけ世界

もかたくたちて動かさるることなし 31天はよろ

こび地はたのしむべしもろもろの國のなかにいへ

ヱホバは統治たまふ 32海とそのなかに盈るもの

とはなりどよみ田畑とその中のすべての物とはよ

ろこぶべし 33かくて林のもろもろの樹もまたヱ

ホバの前によろこびうたはんヱホバ地をさばかん

とて來りたまふ 34ヱホバに感謝せよそのめぐみ

はふかくその憐憫はかぎりなし 35汝ら言へ我ら

の拯救の神よ我らを救ひ我らを取り集め列邦のな

かより救ひいだしたまへ我らは聖名に謝しなんぢ

のほむべき事をほこらん 36イスラエルの神ヱホ

バは窮なきより窮なきまでほむべきかなすべての

民はアーメンととなへてヱホバを讃稱へたり 37

ダビデはアサフとその兄弟等をヱホバの契約の櫃

の前に留めおきて契約の櫃の前に常に侍りて日々

の事を執行なはせたり 38オベデエドムとその兄

弟等は合せて六十八人またヱドトンの子なるオベ

デエドムおよびホサは司門たり 39祭司ザドクお

よびその兄弟たる祭司等はギベオンなる崇邱にお

いてヱホバの天幕の前に侍り 40燔祭の壇の上に

て朝夕斷ず燔祭をヱホバに献げ且ヱホバがイスラ

エルに命じたまひし律法に記されたる諸の事を行

へり 41またヘマン、ヱドトンおよびその餘の選

ばれて名を記されたる者等彼らとともにありてヱ

ホバの恩寵の世々限なきを讃まつれり 42即ちヘ

マンおよびヱドトンかれらとともに居て喇叭鐃鈸

など神の樂器を操て樂を奏せり又ヱドトンの子等

は門を守れり 43かくて民みな各々その家にかへ

れり又ダビデはその家族を祝せんとて還りゆけ

り

17ダビデその家に住にいたりてダビデ預言者ナ
タンに言けるは觀よ我は香柏の家に住む然れ

どもヱホバの契約の櫃は幕の下にありと 2ナタン

、ダビデに言けるは神なんぢとともに在せば凡て

汝の心にある所を爲せ 3その夜神の言ナタンに臨

みて曰く 4往てわが僕ダビデに言へヱホバかく言

ふ汝は我ために我の住べき家を建べからず 5我は

イスラエルを導びき上りし日より今日にいたるま

で家に住しこと無して但幕屋より幕屋に移り天幕

より天幕に遷れり 6我イスラエルの人々と共に歩
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みたる處々にて我わが民を牧養ふことを命じたる

イスラエルの士師の一人にもなんぢ何故に香柏の

家を我ために建ざるやと一言にても言し事ありや

7然ば汝わが僕ダビデに斯言べし萬軍のヱホバか

く言ふ我なんぢを牧場より取り羊に隨がふ處より

取て我民イスラエルの君長と爲し 8汝が凡て往る

處にて汝と偕にあり汝の諸の敵を汝の前より斷さ

れり我また世の中の大なる人の名のごとき名を汝

に得させん 9かつ我わが民イスラエルのために處

を定めて彼らを植つけ彼らをして自己の處に住て

重て動くこと無らしめん 10又惡人昔のごとく即

ち我民イスラエルの上に士師を立たる時より已來

のごとく重ねて彼らを荒すこと無るべし我汝の諸

の敵を圧服ん且今我汝に告ぐヱホバまた汝のため

に家を建ん 11汝の日の滿汝ゆきて先祖等と偕に

なる時は我汝の生る汝の子を汝の後に立て且その

國を堅うせん 12彼わが爲に家を建ん我ながく彼

の位を堅うせん 13我は彼の父となり彼はわが子

となるべし我は汝の先にありし者より取たるごと

くに彼よりは我恩惠を取さらじ 14却て我かれを

永く我家に我國に居置ん彼の位は何時までも堅く

立べし 15ナタン凡て是等の言のごとく凡てこの

異象のごとくダビデに語りければ 16ダビデ王入

てヱホバの前に坐して言けるはヱホバ神よ我は誰

わが家は何なれば汝此まで我を導きたまひしや 17

神よ是はなほ汝の目には小き事たりヱホバ神よ汝

はまた僕の家の遥後の事を語り高き者のごとくに

我を見俲たまへり 18僕の名譽についてはダビデ

この上何をか汝に望むべけん汝は僕を知たまふな

り 19ヱホバよ汝は僕のため又なんぢの心に循ひ

て此もろもろの大なる事を爲し此すべての大なる

事を示たまへり 20ヱホバよ我らが凡て耳に聞る

所に依ば汝のごとき者は無くまた汝の外に神は無

し 21地の何の國か汝の民イスラエルに如ん是は

在昔神の往て贖ひて己の民となして大なる畏るべ

き事を行なひて名を得たまひし者なり汝はそのエ

ジプトより贖ひいだせし汝の民の前より國々の人

を逐はらひたまへり 22而して汝は汝の民イスラ

エルを永く汝の民となしたまふヱホバよ汝は彼ら

の神となりたまへり 23然ばヱホバよ汝が僕とそ

の家につきて宣まひし言を永く堅うして汝の言し

如く爲たまへ 24願くは汝の名の堅く立ち永久に

崇められて萬軍のヱホバ、イスラエルの神はイス

ラエルに神たりと曰れんことを願くは僕ダビデの

家の汝の前に堅く立んことを 25我神よ汝は僕の

耳に示して之が爲に家を建んと宣へり是によりて

僕なんぢの前に祈る道を得たり 26ヱホバよ汝は

即ち神にましまし此恩典を僕に傳たまへり 27願

くは今僕の家を祝福て汝の前に永く在しめたまへ

其はヱホバよ汝の祝福たまへる者は永く祝福を蒙

ればなり

18此後ダビデ、ベリシテ人を撃てこれを服し又
ペリシテ人の手よりガテとその郷里を取り 2

彼またモアダを撃ければモアブ人はダビデの臣と

なりて貢を納たり 3ダビデまたハマテの邊にてゾ

バの王ハダレゼルを撃り是は彼がユフラテ河の邊

にてその權勢を振はんとて往る時なりき 4而して

ダビデ彼より車千輛騎兵七千歩兵二萬を取りダビ

デまた一百の車の馬を存してその餘の車馬は皆そ

の足の筋を切り 5その時ダマスコのスリア人ゾバ

の王ハダレゼルを援けんとて來りければダビデそ

のスリア人二萬二千を殺せり 6而してダビデ、ダ

マスコのスリアに鎮臺を置ぬスリア人は貢を納て

ダビデの臣となれりヱホバ、ダビデを凡てその往

く處にて助たまへり 7ダビデ、ハダレゼルの臣僕

等の持る金の楯を奪ひて之をヱルサレムに持きた

り 8またハダレゼルの邑テブハテとクンより甚だ

衆多の銅を取きたれりソロモンこれを用て銅の海

と柱と銅の器具を造れり 9時にハマテの王トイ、

ダビデがゾバの王ハダレゼルの總の軍勢を撃破り

しを聞て 10その子ハドラムをダビデ王に遣し安

否を問ひかつこれを賀せしむ其はハダレゼル曾て

トイと戰闘をなしたるにダビデ、ハダレゼルと戰

ひて之を撃やぶりたればなりハドラム金銀および

銅の種々の器を携へきたりければ 11ダビデ王そ

のエドム、モアブ、アンモンの子孫ペリシテ人ア

マレクなどの諸の國民の中より取きたりし金銀と

ともに是等をもヱホバに奉納たり 12ゼルヤの子

アビシヤイ鹽谷にてエドム人一萬八千を殺せり 13

斯てダビデ、エドムに鎮臺を置エドム人は皆ダビ

デの臣となりぬヱホバかくダビデを凡その往處に

て助けたまへり 14ダビデはイスラエルの全地を

治めてその諸の民に公平と正義を行へり 15ゼル

ヤの子ヨアブは軍旅の長アヒルデの子ヨシヤパテ

は史官 16アヒトブの子ザドクとアビヤタルの子

アビメレクは祭司シヤウシヤは書記官 17ヱホヤ

ダの子ベナヤはケレテ人とペレテ人の長ダビデの

子等は王の座側に侍る大臣なりき
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19此後アンモンの子孫の王ナハシ死ければその
子これに代りて王となりたり 2ダビデ言ける

は我ナハシの子ヌンをねんごろに遇らはんかれが

父われをねんごろにあしらひたればなりとダビデ

すなはち彼をその父の故によりて慰めんとて使者

を遣はせりダビデの臣僕等アンモンの子孫の地に

往きハヌンに詣りてこれを慰めけるに 3アンモン

の子孫の牧伯等ハヌンに言けるはダビデ慰籍者を

汝につかはしたるに因て彼なんぢの父を尊ぶと汝

の目に見ゆるや彼の臣僕等は此國を窺ひ探りて滅

ぼさんとて來れるならずやと 4是においてハヌン

、ダビデの臣僕等を執へてその鬚を剃おとしその

衣服を中より斷て腎までにして之を歸したりしが

5或人きたりて此人々の爲られし事をダビデに告

ければダビデ人をつかはして之を迎へしめたりそ

の人々おほいに愧たればなり即ち王いひけるは汝

ら鬚の長るまでヱリコに止まりて然る後かへるべ

しと 6アンモンの子孫自己のダビデに惡まるる樣

になれるを見しかばハヌンおよびアンモンの子孫

すなはち銀一千タラントをおくりてメソポタミヤ

とスリアマアカおよびゾバより戰車と騎兵とを雇

ひいれたり 7即ち戰車三萬二千乗にマアカの王と

その兵士を雇ひければ彼ら來りてメデバの前に陣

を張り是においてアンモンの子孫その邑々より寄

あつまりて戰はんとて來れり 8ダビデ聞てヨアブ

と勇士の惣軍を遣しけるに 9アンモンの子孫は出

て邑の門の前に戰爭の陣列をなせり又援助に來れ

る王等は別に野に居り 10時にヨアブ前後より敵

の攻寄るを見てイスラエルの倔強の兵士の中を抽

擢て之をしてスリア人にむかひて陣列しめ 11そ

の餘の民をばその兄弟アビシヤイの手に交してア

ンモンの子孫にむかひて陣列しめ 12而して言け

るはスリア人もし我に手強からば汝我を助けよア

ンモンの子孫もし汝に手強からば我なんぢを助け

ん 13汝勇しくなれよ我儕の民のためと我らの神

の諸邑のために我ら勇しく爲ん願くはヱホバその

目に善と見ゆる所をなしたまへと 14ヨアブ己に

從へる民とともに進みよりてスリア人を攻撃ける

にスリア人かれの前より潰奔れり 15アンモンの

子孫はスリア人の潰奔れるを見て自己等もまたそ

の兄弟アビシヤイの前より逃奔りて城邑にいりぬ

是においてヨアブはヱルサレムに歸れり 16スリ

ア人はそのイスラエルに撃やぶられたるを見て使

者を遣はして河の彼旁なるスリア人を將ゐ出せり

ハダレゼルの軍旅の長シヨバクこれを率ゆ 17そ

の事ダビデに聞えければ彼イスラエルを悉く集め

ヨルダンを渡りて彼らの所に來り之にむかひて戰

爭の陣列を立たりダビデかく彼らにむかひて戰爭

の陣列を立たれば彼らこれと戰へり 18然るにス

リア人イスラエルの前に潰たればダビデ、スリア

の兵車の人七千歩兵四萬を殺しまた軍旅の長シヨ

バクを殺せり 19ハダレゼルの臣たる者等そのイ

スラエルに撃やぶられたるを見てダピデと和睦を

なしてこれが臣となれりスリア人は此後ふたたび

アンモンの子孫を助くることを爲ざりき

20年かへりて王等の戰爭に出る時におよびてヨ
アブ軍勢を率ゐて出でアンモン人の地を打荒

し往てラバを攻圍りされどダビデはヱルサレムに

止まりたりヨアブつひにラバを撃壞りてこれを滅

ぼせり 2ダビデ彼らの王の冠冕をその首より取は

なしたりしがその金の重を量り見るに一タラント

ありまたその中に寶石を嵌たるありき之をダビデ

の首に冠らせたり彼また甚だ衆多の掠取物をその

邑より取り 3而して彼またその中の民を曳いだし

鋸と鐵の打車と斧とをもてこれを斬りダビデ、ア

ンモンの子孫の一切の邑に斯く爲り而してダビデ

とその民はみなヱルサレムに歸りぬ 4この後ゲゼ

ルにおいてペリシテ人と戰爭おこりたりしがその

時にホシヤ人シベカイ巨人の子孫の一人なるシバ

イを殺せり彼等つひに攻伏られき 5復ペリシテ人

と戰爭ありしがヤイルの子エルハナン、ガテのゴ

リアテの兄弟ラミを殺せりラミの槍の柄は機の滕

の如くなりき 6またガテに戰爭ありしが其處に一

人の身長き人ありその手の指と足の趾は六宛にし

て合せて二十四あり彼も巨人の生る者なりき 7彼

イスラエルを挑みしかばダビデの兄弟シメアの子

ヨナタンこれを殺せり 8是等はガテにて巨人の生

る者なりしがダビデの手とその臣僕の手に斃れた

り

21茲にサタン起りてイスラエルに敵しダビデを
感動してイスラエルを核數しめんとせり 2ダ

ビデすなはちヨアブと民の牧伯等に言けるは汝等

ゆきてベエルシバよりダンまでのイスラエル人を

數へその數をとりきたりて我に知せよ 3ヨアブ答

へけるは幾何あるとも願くはヱホバその民を百倍

に増たまへ然ながら王わが主よ是はみな我主の僕

ならずや然に何とて我主この事を爲んと要たまふ
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や何ぞイスラエルをして之によりて罪を獲せしむ

べけんやと 4されど王つひにヨアブに言勝たれば

ヨアブすなはち出ゆきイスラエルを徧く行めぐり

てヱルサレムに還れり 5而してヨアブ民の總數を

ダビデに告たり即ちイスラエルの中には劍を帶る

者一百十萬人ありユダの中には劍を帶る者四十七

萬人ありき 6但しレビとベニヤミンとはその中に

數へざりき其はヨアブ王の言を惡みたればなり 7

この事神の目に惡かりければイスラエルを撃なや

ましたまへり 8ダビデ是において神に申しけるは

我この事をなして大に罪を獲たり然ども今ねがは

くは僕の罪を除きたまへ我はなはだ愚なる事をな

せりと 9時にヱホバ、ダビデの先見者ガデにきて

言たまひけるは 10往てダビデに告て言へヱホバ

かく言ふ我なんぢに三のものを示す汝その一を撰

べ我それを汝に爲んと 11ガデすなはちダビデの

許に至り之に言けるはヱホバかく言たまふ汝擇べ

よ 12即ち三年の饑饉か又は汝三月の間汝の敵の

前に敗れて汝の仇の劍に追しかれんか又は三日の

間ヱホバの劍すなはち疫病この國にありてヱホバ

の使者イスラエルの四方の境の中にて撃滅ぼすこ

とをせんか我が如何なる答を我を遣せし者に爲べ

きかを汝決めよ 13ダビデ、ガデに言けるは我お

ほいに苦む請ふ我はヱホバの手に陷らん其憐憫甚

だおほいなればなり人の手には陷らじと 14是に

おいてヱホバ、イスラエルに疫病を降したまひけ

ればイスラエルの人七萬人斃れたり 15神また使

者をヱルサレムに遣してこれを滅ぼさんとしたま

ひしが其これを滅ぼすにあたりてヱホバ視てこの

禍害をなせしを悔い其ほろぼす使者に言たまひけ

るは足り今なんぢの手を住めよと時にヱホバの使

者はヱブス人オルナンの打場の傍に立をる 16ダ

ビデ目をあげて視るにヱホバの使者地と天の間に

立て抜身の劍を手にとりてヱルサレムの方にこれ

を伸をりければダビデと長老等麻布を衣て俯伏り

17而してダビデ神に申しけるは民を數へよと命ぜ

し者は我ならずや罪を犯し惡き事をなしたる者は

我なり然れども是等の羊は何をなせしや我神ヱホ

バよ請ふ汝の手を我とわが父の家に加へたまへ惟

汝の民に加へて之を疚めたまふ勿れと 18時にヱ

ホバの使者ガデに命じ汝ダビデに告てダビデをし

て上りゆきてヱブス人オルナンの打場にてヱホバ

のために一箇の壇を築しめよと言り 19是におい

てダビデはガデがヱホバの名をもて告たる言にし

たがひて上りゆけり 20オルナンは麥を打ゐける

が回顧て天の使の居るを視その四人の子等ととも

に匿れたり 21やがてダビデはオルナンの方に來

りけるがオルナン望てダビデを見すなはち打場よ

り出ゆきて面を地につけてダビデを拝せり 22ダ

ビデ、オルナンに言けるは此打場の處を我に與へ

よ我そこにてヱホバに一箇の壇を築かん汝その十

分の値をとりて之を我にあたへ災害の民におよぶ

ことを止めしめよ 23オルナン、ダビデに言ける

は請ふ之を取り王わが主の目に善と觀るところを

爲たまへ我なんぢに献げて牛を燔祭の料とし打禾

車を柴薪とし麥を素祭とせん我みなこれを奉呈る

と 24ダビデ王オルナンに言けるは然るべからず

我かならず十分の値をはらひて之を買ん我は汝の

物を取てヱホバに奉まつらじ又費なしに燔祭を献

ぐることをせじと 25ダビデすなはち其處のため

に金六百シケルを衡りてオルナンに與へたり 26

而してダビデ其處にてヱホバに一箇の祭壇を築き

燔祭と酬恩祭を献げてヱホバを龥けるに天より燔

祭の壇の上に火を降して之に應へたまへり 27ヱ

ホバすなはちその使者に命じたまひければ彼その

劍を鞘に蔵めたり 28その時ダビデはヱホバがヱ

ブス人オルナンの打場において己に應へたまふを

見たれば其處にて犠牲を献ぐることを爲り 29モ

ーセが荒野にて造りたるヱホバの幕屋と燔祭の壇

とは當時ギベオンの崇邱にありけるが 30ダビデ

はその前に進みゆきて神に求むることを得せざり

き是は彼ヱホバの使者の劍のために懼れたるに因

てなり

22ダビデ言けるはヱホバ神の室は此なりイスラ
エルの燔祭の壇は此なりと 2ダビデすなはち

命じてイスラエルの地に居る異邦人を集めしめ又

神の室を建るに用ふる石を琢ために石工を設けた

り 3ダビデまた門の扉の釘および鎹に用ふる鐵を

夥しく備へたり又銅を數しれぬほどに夥しく備へ

たり 4また香柏を備ふること數しれず是はシドン

人およびツロの者夥多しく香柏をダビデの所に運

びきたりたればなり 5ダビデ言けるは我子ソロモ

ンは少くして弱し又ヱホバのために建る室は極め

て高大にして萬國に名を得榮を得る者たらざる可

らず今我其がために準備をなさんとダビデその死

る前に大に之が準備をなせり 6而して彼その子ソ

ロモンを召てイスラエルの神ヱホバのために家を

建ることを之に命ぜり 7即ちダビデ、ソロモンに
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言けるは我子よ我は我神ヱホバの名のために家を

建る志ありき 8然るにヱホバの言われに臨みて言

り汝は多くの血を流し大なる戰爭を爲したり汝我

前にて多の血を地に流したれば我名の爲に家を建

べからず 9視よ男子汝に生れん是は平安の人なる

べし我これに平安を賜ひてその四周の諸の敵に煩

はさるること無らしめん故に彼の名はソロモン

(平安)といふべし彼の世に我平安と靜謐をイスラ

エルに賜はん 10彼わが名のために家を建ん彼は

わが子となり我は彼の父とならん我かれの國の祚

を固うして永くイスラエルの上に立しめん 11然

ば我子よ願くはヱホバ汝とともに在し汝を盛なら

しめ汝の神ヱホバの室を建させて其なんぢにつき

て言たる如くしたまはんことを 12惟ねがはくは

ヱホバ汝に智慧と穎悟を賜ひ汝をイスラエルの上

に立て汝の神ヱホバの律法を汝に守らせたまはん

ことを 13汝もしヱホバがイスラエルにつきてモ

ーセに命じたまひし法度と例規を謹みて行はば汝

旺盛になるべし心を強くしかつ勇め懼るる勿れ慄

くなかれ 14視よ我患難の中にてヱホバの室のた

めに金十萬タラント銀百萬タラントを備へまた銅

と鐵とを數しれぬほど夥多しく備へたり又材木と

石をも備へたり汝また之に加ふべし 15かつまた

工人夥多しく汝の手にあり即ち石や木を琢刻む者

および諸の工作を爲すところの工匠など都てあり

16夫金銀銅鐵は數限りなし汝起て爲せ願くはヱホ

バ汝とともに在せと 17ダビデまたイスラエルの

一切の牧伯等にその子ソロモンを助くることを命

じて云く 18汝らの神ヱホバなんぢらと偕に在す

ならずや四方において泰平を汝らに賜へるならず

や即ちこの地の民を我手に付したまひてこの地は

ヱホバの前とその民の前に服せり 19然ば汝ら心

をこめ精神をこめて汝らの神ヱホバを求めよ汝ら

起てヱホバ神の聖所を建てヱホバの名のために建

るその室にヱホバの契約の櫃と神の聖器を携さへ

いるべし

23ダビデ老てその日滿ければその子ソロモンを
イスラエルの王となせり 2ダビデ、イスラエ

ルの一切の牧伯および祭司とレビ人をあつめたり

3レビ人の三十歳以上なる者を數へたるにその人

々の頭數は三萬八千 4その中二萬四千はヱホバの

室の事幹を掌どり六千は有司および裁判人たり 5

四千は門を守る者たりまた四千はダビデが造れる

讃美の樂器をとりてヱホバを頌ることをせり 6ダ

ビデ、レビの子孫を分ちて班列を立たり即ちゲル

シヨン、コハテおよびメラリ 7ゲルシヨン人たる

者はラダンおよびシメイ 8ラダンの子等は長エヒ

エルにゼタムとヨエル合せて三人 9シメイの子等

はシロミテ、ハジエル、ハランの三人是等はラダ

ンの宗家の長たり 10シメイの子等はヤハテ、ジ

ナ、ヱウシ、ベリアこの四人はシメイの子なり

11ヤハデは長ジナはその次ヱウシ、ベリアは子

多からざるが故に之をともに數へて一の宗家とな

せり 12コハテの子等はアムラム、イヅハル、ヘ

ブロン、ウジエルの四人 13アムラムの子等はア

ロンとモーセ、アロンはその子等とともに永く區

別れてその身を潔めて至聖者となりヱホバの前に

香を焚き之に事へ恒にこれが名をもて祝すること

を爲り 14神の人モーセの子等はレビの支派の中

に數へいれらる 15モーセの子等はゲルシヨンお

よびエリエゼル 16ゲルシヨンの子等は長はシブ

エル 17エリエゼルの子等は長はレハビヤ、エリ

エゼルは此外に男子あらざりき但しレハビヤの子

等は甚だ多かりき 18イヅハルの子等は長はシロ

ミテ 19ヘブロンの子等は長子はヱリヤその次は

アマリヤその三はヤハジエルその四はヱカメア

ム 20ウジエルの子等は長子はミカ次はヱシヤ 21

メラリの子等はマヘリおよびムシ、マヘリの子等

はエレアザルおよびキシ 22エレアザルは男子な

くして死り惟女子ありし而已その女子等はキシの

子たるその兄弟等これを娶れり 23ムシの子等は

マヘリ、エデル、ヱレモテの三人 24レビの子孫

をその宗家に循ひて言ば是のごとし是皆かの頭數

を數へられその名を録されてヱホバの家の役事を

なせる二十歳以上の者の宗家の長なり 25ダビデ

言けらくイスラエルの神ヱホバその民を安んじて

永くヱルサレムに住たまふ 26レビ人はまた重ね

て幕屋およびその奉事の器具を舁ことあらずと 27

ダビデの最後の詞にしたがひてレビ人は二十歳以

上よりして數へられたり 28彼らの職はアロンの

子孫等の手に屬して神の家の役事を爲し庭と諸の

室の用を爲し一切の聖物を潔むるなど凡て神の家

の役事を勤むるの事なりき 29また供前のパン素

祭の麥粉酵いれぬ菓子鍋にて製る者燒て製る者な

どを掌どりまた凡て容積と長短を量度ることを掌

どり 30また朝ごとに立てヱホバを頌へ讃ること

を掌どれり夕もまた然り 31又安息日と朔日と節

會においてヱホバに諸の燔祭を献げ其命ぜられた
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る所に循ひて數のごとくに斷ずこれをヱホバの前

にたてまつる事を掌どれり 32是のごとく彼らは

集會の幕屋の職守と聖所の職守とアロンの子孫た

るその兄弟等の職守とを守りてヱホバの家の役事

をおこなふ可りしなり

24アロンの子孫の班列は左のごとしアロンの子
等はナダブ、アビウ、エレアザル、イタマル

2ナダブとアビウはその父に先だちて死て子なか

りければエレアザルとイタマル祭司となれり 3ダ

ビデ、エレアザルの子孫ザドクおよびイタマルの

子孫アヒメレクとともに彼らを分ちて各その職と

務に任じたり 4エレアザルの子孫の中にはイタマ

ルの子孫の中よりも長たる人多かりき是をもてそ

の分かれし班列はエレアザルの子孫たる宗家の長

には十六ありイタマルの子孫たる宗家の長には八

あり 5斯彼らは籤によりて分たる彼と此と相等し

其は聖所の督者および神の督者はエレアザルの子

孫の中よりも出でイタマルの子孫の中よりも出れ

ばなり 6レビ人ネタネルの子シマヤといふ書記王

と牧伯等と祭司ザドクとアビヤタルの子アヒメレ

クと祭司およびレビ人の宗家の長の前にて之を書

しるせり即ちエレアザルのために宗家一を取ばま

たイタマルのために宗家一を取り 7第一の籤はヨ

アリブに當り第二はヱダヤに當り 8第三はハリム

に當り第四はセオリムに當り 9第五はマルキヤに

當り第六はミヤミンに當り 10第七はハツコヅに

當り第八はアビアに當り 11第九はヱシユアに當

り第十はシカニヤに當り 12第十一はヱリアシブ

に當り第十二はヤキンに當り 13第十三はホツバ

に當り第十四はエシバブに當り 14第十五はビル

ガに當り第十六はインメルに當り 15第十七はヘ

ジルに當り第十八はハビセツに當り 16第十九は

ベタヒヤに當り第二十はエゼキエルに當り 17第

二十一はヤキンに當り第二十一はガムルに當り 18

第二十三はデラヤに當り第二十四はマアジアに當

れり 19是その職務の順序なり彼らは之にしたが

ひてヱホバの家にいり其先祖アロンより傳はりし

例規によりて勤むべかりしなり即ちイスラエルの

神ヱホバの彼に命じたまひしごとし 20その餘の

レビの子孫は左の如しアムラムの子等の中にては

シユバエル、シユバエルの子等の中にてはヱデヤ

21レハビヤについてはレハビヤの子等の中にては

長子イツシア 22イヅハリ人の中にてはシロミテ

、シロミテの子等の中にてはヤハテ 23ヘブロン

の子等の中にては長子ヱリヤ二子アマリヤ三子ヤ

ハジエル四子ヱカメアム 24ウジエルの子等の中

にてはミカ、ミカの子等の中にてはシヤミル 25

ミカの兄弟をイツシアといふイツシアの子等の中

にてはゼカリヤ 26メラリの子等はマヘリおよび

ムシ、ヤジアの子等はベノ 27メラリの子孫のヤ

ジアより出たる者はベノ、シヨハム、ザツクル、

イブリ 28マヘリよりエレアザル出たりエレアザ

ルは子等なかりき 29キシについてはキシの子は

ヱラメル 30ムシの子等はマヘリ、エデル、ヱリ

モテ是等はレビの子孫にしてその宗家にしたがひ

て言る者なり 31是らの者もまたダビデ王とザド

クとアヒメレクと祭司およびレビ人の宗家の長た

る者等の前にてアロンの子孫たるその兄弟等のご

とく籤を掣り兄の宗家も弟の宗家も異なること無

りき

25ダビデと軍旅の牧伯等またアサフ、ヘマンお
よびヱドトンの子等を選びて職に任じ之をし

て琴と瑟と鐃鈸を執て預言せしむその職によれば

伶人の數左のごとし 2アサフの子等はザツクル、

ヨセフ、ネタニア、アサレラ皆アサフの子等に

してアサフの手に屬すアサフは王の手につきて預

言す 3ヱドトンについてはヱドトンの子等はゲダ

リア、ゼリ、ヱサヤ、ハシヤビヤ、マツタテヤの

六人皆琴を操てその父ヱドトンの手に屬すヱド

トンはヱホバを讃めかつ頌へて預言す 4ヘマンに

ついてはヘマンの子等たる者はブツキヤ、マツタ

ニヤ、ウジエル、シブエル、ヱレモテ、ハナニヤ

、ハナニ、エリアタ、ギダルテ、ロマムテエゼル

、ヨシベカシヤ、マロテ、ホテル、マハジオテ 5

是みな神の言をつたふる王の先見者ヘマンの子等

にして角を擧ぐ神ヘマンに男子十四人女子三人

を賜へり 6是等の者は皆その父の手に屬しヱホバ

の家において歌を謡ひ鐃鈸と瑟と琴をもて神の家

の奉事をなせりアサフ、ヱドトンおよびヘマン

は王の手につけり 7彼等およびヱホバに歌を謡ふ

ことを習へるその兄弟等即ち巧なる者の數は二百

八十八人 8彼ら大も小も巧なる者も習ふ者も皆と

もにその職務の籤を掣けるが 9第一の籤はアサフ

の家のヨセフに當り第二はゲダリアに當れり彼も

その兄弟等および子等十二人 10第三はザツクル

に當れりその子等とその兄弟等十二人 11第四は

イヅリに當れりその子等とその兄弟等十二人 12

第五はネタニヤに當れりその子等とその兄弟等十
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二人 13第六はブツキアに當れりその子等とその

兄弟等十二人 14第七はアサレラに當れりその子

等とその兄弟等十二人 15第八はヱサヤに當れり

その子等とその兄弟等十二人 16第九はマツタニ

ヤに當れりその子等とその兄弟等十二人 17第十

はシメイに當れりその子等とその兄弟等十二人 18

第十一はアザリエルに當れりその子等とその兄弟

等十二人 19第十二はハシヤビアに當れりその子

等とその兄弟等十二人 20第十三はシユバエルに

當れりその子等とその兄弟等十二人 21第十四は

マツタテヤに當れりその子等とその兄弟等十二人

22第十五はヱレモテに當れりその子等とその兄弟

等十二人 23第十六はハナニヤに當れりその子等

とその兄弟等十二人 24第十七はヨシベカシヤに

當れりその子等とその兄弟等十二人 25第十八は

でハナニに當れりその子等とその兄弟等十二人 26

第十九はマロテに當れりその子等とその兄弟等十

二人 27第二十はエリアタに當れりその子等とそ

の兄弟等十二人 28第二十一はホテルに當れりそ

の子等とその兄弟等十二人 29第二十二はギダル

テに當れりその子等とその兄弟等十二人 30第二

十三はマハジオテに富れりその子等とその兄弟等

十二人 31第二十四はロマムテエゼルに當れりそ

の子等とその兄弟等十二人

26門を守る者の班列は左のごとしコラ人の中に
てはアサフの子コレの子なるメシレミヤ 2メ

シレミヤの子等は長子はゼカリヤその次はヱデア

エルその三はゼバデヤその四はヤテニエル 3その

五はエラムその六はヨハナンその七はエリヨエナ

イ 4またオベデエドムの子等は長子はシマヤその

次はヨザバデその三はヨアその四はサカルその五

はネタネル 5その六はアシミエルその七はイツサ

カルその八はピウレタイ是は神かれを祝福たまひ

しなり 6また彼の子シマヤにも數人の子生れたり

しがその子等は大勇士にしてその父の家の主たる

者なりき 7すなはちシマヤの子等はオテニ、レバ

エル、オベデ、エルザバデ、エルザバデの兄弟エ

リウとセマキヤは力ある人なりき 8是みなオベデ

エドムの孫子なり彼らとその子等および其兄弟等

は合せて六十二人皆力ある者にしてその職に堪ふ

是みなオベデエドムに屬する者なり 9メシレミヤ

も子等と兄弟等合せて十八人あり皆力ある者なり

き 10メラリの子孫ホサもまた子等ありき其長は

シムリ是は長子ならざりしかどもその父これを長

となせしなり 11その次はヒルキヤその三はデバ

リヤその四はゼカリヤ、ホサの子等と兄弟等は合

せて十三人 12門を守るところの班列此長等の中

より出でみなその兄弟と等く勤務をなしてヱホバ

の家に仕ふ 13彼ら門々を分つために小も大もと

もにその宗家に循ひて籤を掣たりしが 14東の方

の籤はシレミヤに當れり又その子ゼカリヤのため

に籤を掣けるに北の方の籤これに當れりゼカリヤ

は智慧ある議士なりき 15オベデエドムは南の方

の籤に當りその子等は倉の籤に當れり 16シユパ

ムおよびホサは西の方の籤にあたり坂の大路にあ

るシヤレケテの門の傍に居り守者はみな相對ふ 17

東の方にはレビ人六人北の方には日々に四人南の

方にも日々に四人倉のかたはらには二人に二人 18

西の方バルバルにおいては大路に四人バルバルに

二人 19門を守る者の班列は是のごとし皆コラの

子孫とメラリの子孫なり 20また神の府庫および

聖物の府庫を司どれる彼らの兄弟なるレビ人は左

のごとし 21ラダンの子孫すなはちラダンより出

たるゲルシヨン人にしてゲルシヨン人ラダンの宗

家の長たる者の中にてはヱヒエリ 22およびヱヒ

エリの子等ならびにその兄弟ゼタムとヨエル是ら

はヱホバの家の府庫を司どれり 23アムラミ人イ

ヅハリ人ヘブロン人ウジエリ人の中においては左

のごとし 24モーセの子ゲルシヨムの子なるシブ

エルは府庫の宰たり 25その兄弟にしてエリエゼ

ルより出たる者は即ちエリエゼルの子レハビヤそ

の子ヱサヤその子ヨラムその子ジクリその子シロ

ミテ 26此シロミテとその兄弟等はすべての聖物

の府庫を掌どれりその聖物はすなはちダビデ王宗

家の長千人の長百人の長軍旅の長等などが奉納た

る者なり 27即ち戰爭において獲たる物および掠

取物を奉納てヱホバの家の修繕に供へたるなり 28

凡て先見者サムエル、キシの子サウル、ネルの子

アブネル、ゼルヤの子ヨアブ等が奉献たる物およ

び其他の奉納物は皆シロミテとその兄弟等の手の

下にありき 29イヅハリ人の中にてはケナニヤと

その子等イスラエルの外事を理め有司となり裁判

人となれり 30ヘブロン人の中にてはハシヤビア

およびその兄弟などの勇士一千七百人ありてヨル

ダンの此旁すなはち西の方にてイスラエルの監督

者となりヱホバの一切の事を行ひ王の用を爲り 31

ヘブロン人の中にてはその系譜と宗家とに依ばヱ

リヤといふ者ヘブロン人の長なりダビデの治世の
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四十年に彼らを尋ね求めギレアデのヤゼルにおい

て彼らの中より大勇士を得たり 32ヱリヤの兄弟

たる勇士は二千七百人にして皆宗家の長たりダビ

デ王かれらをしてルベン人ガド人およびマナセの

半支派を監督しめ神につける事と王につける事と

を宰どらせたり

27イスラエルの子孫すなはち宗家の長千人の長
百人の長およびその有司等は年の惣の月のあ

ひだ月ごとに更り入り更り出で其班列の諸の事を

つとめて王に事へたるが其數を按ふるに一班列に

二萬四千人ありき 2先第一の班列すなはち正月の

分はザブデエルの子ヤシヨベアムこれを率ゆ其班

列は二萬四千人 3彼は正月の軍團の長等の首たる

者にしてペレヅの子孫なり 4二月の班列はアホア

人ドダイその班列の者とともにこれを率ゆミクロ

テといふ宰あり其班列は二萬四千人 5三月の軍團

を統る第三の將は祭司の長ヱホヤダの子ベナヤそ

の班列は二萬四千人 6このベナヤはかの三十人の

中の勇士にして三十人の上にたてり彼の子アミザ

バデその班列にあり 7四月の分を統る第四の將は

ヨアブの弟アサヘルにしてその子ゼバデヤこれに

次り其班列は二萬四千人 8五月の分を統る第五の

將はイズラヒ人シヤンモテその班列は二萬四千人

9六月の分を統る第六の將はテコア人イツケシの

子イラその班列は二萬四千人 10七月の分を統る

第七の將はエフライムの子孫たるペロニ人ヘレヅ

その班列は二萬四千人 11八月の分を統る第八の

將はゼラの子孫たるホシヤ人シベカイその班列は

二萬四千人 12九月の分をすぶる第九の將はベニ

ヤミンの子孫たるアナトテ人アビエゼルその班列

は二萬四千人 13十月の分をすぶる第十の將はゼ

ラの子孫たるネトパ人マハライその班列は二萬四

千人 14十一月の分をすぶる第十一の將はエフラ

イムの子孫たるピラトン人ベナヤその班列は二萬

四千人 15十二月の分を統る第十二の將はオテニ

エルの子孫たるネトパ人ヘルダイその班列は二萬

四千人 16イスラエルの支派を治むる者は左のご

としルベン人の牧伯はヂクリの子エリエゼル、シ

メオンの牧伯はマアカの子シバテヤ 17レビ人の

牧伯はケムエルの子ハシヤビヤ、アロン人の牧伯

はザドク 18ユダの牧伯はダビデの兄弟エリウ、

イツサカルの牧伯はミカエルの子オムリ 19ゼブ

ルンの牧伯はオバデヤの子イシマヤ、ナフタリの

牧伯はアズリエルの子ヱレモテ 20エフライムの

子孫の牧伯はアザジヤの子ホセア、マナセの半支

派の牧伯はペダヤの子ヨエル 21ギレアデなるマ

ナセのご半支派の牧伯はゼカリヤの子イド、ペニ

ヤミンの牧伯はアブネルの子ヤシエル 22ダンの

牧伯はヱロハムの子アザリエル、イスラエルの支

派の牧伯等は是のごとし 23二十歳以下なる者は

ダビデこれを數へざりき其はヱホバかつてイスラ

エルを増て天空の星のごとくにせんと言たまひし

ことあればなり 24ゼルヤの子ヨアブ數ふること

を始めたりしがこれを爲をへざりきそのかぞふる

ことによりて震怒イスラエルにおよべりその數は

またダビデ王の記録の籍に載ざりき 25アデエル

の子アズマウテは王の府庫を掌どりウジヤの子ヨ

ナタンは田野邑々村々城などにある府庫を掌どり

26ケルブの子エズリは地を耕す農業の人を掌どり

27ラマテ人シメイは葡萄園を掌どりシフミ人ザブ

デはその葡萄園より取る葡萄酒の蔵を掌どり 28

ゲデラ人バアルハナンは平野なる橄欖樹と桑樹を

掌どりヨアシは油の蔵を掌どり 29シヤロン人シ

テナイはシヤロンにて牧ふ牛の群を掌どりアデラ

イの子シヤバテは谷々にある牛の群を掌どり 30

イシマエル人オビルは駱駝を掌どりメロノテ人ヱ

デヤは驢馬を掌どり 31ハガリ人ヤジズは羊の群

を掌どれり是みなダビデ王の所有を掌どれる者な

り 32またダビデの叔父ヨナタンは議官たり彼は

智慧あり學識ある者なり又ハクモニの子ヱヒエル

は王の子等の補佐たり 33アヒトペルは王の議官

たりアルキ人ホシヤイは王の伴侶たり 34アヒト

ペルに次ぐ者はベナヤの子ヱホヤダおよびアビヤ

タル王の軍旅の長はヨアブ

28茲にダビデ、イスラエルの一切の長支派の長
王に事ふる班列の長千人の長百人の長王とそ

の子等の所有及び家畜を掌どる者閹官有力者諸勇

士などを盡くヱルサレムに召集め 2而してダビデ

王その足にて起て言けるは我兄弟等我民よ我に聽

け我はヱホバの契約の櫃のため我らの神の足臺の

ために安居の家を建んとの志ありて已にこれを建

る準備をなせり 3然るに神我に言たまへり汝は我

名のために家を建べからず汝は軍人にして許多の

血を流したればなりと 4然りと雖もイスラエルの

神ヱホバ我父の全家の中より我を選びて永くイス

ラエルに王たらしめたまふ即ちユダを選びて長と

なしユダの全家の中より我父の家を選び我父の子

等の中にて我を悦びイスラエルの王とならしめた
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まふ 5而してヱホバ我に衆多の子をたまひて其わ

が諸の子等の中より我子ソロモンを選び之をヱホ

バの國の位に坐せしめてイスラエルを治めしめん

としたまふ 6ヱホバまた我に言たまひけるは汝の

子ソロモンはわが家および我庭を作らん我かれを

選びて吾子となせり我かれの父となるべし 7彼も

し今日のごとく我誡命と律法を堅く守り行はば我

その國を永く堅うせんと 8然ば今ヱホバの會衆た

るイスラエルの全家の目の前および我らの神の聞

しめす所にて汝らに勸む汝らその神ヱホバの一切

の誡命を守りかつ之を追もとむべし然せば汝等こ

の美地を保ちてこれを汝らの後の子孫に永く傳ふ

ることを得ん 9我子ソロモンよ汝の父の神を知り

完全心をもて喜び勇んで之に事へよヱホバは一切

の心を探り一切の思想を暁りたまふなり汝もし之

を求めなば之に遇ん然ど汝もし之を棄なば永く汝

を棄たまはん 10然ば汝謹めよヱホバ汝を選びて

聖所とすべき家を建させんと爲たまへば心を強く

してこれを爲べしと 11而してダビデは殿の廊お

よびその家その府庫その上の室その内の室贖罪所

の室などの式樣をその子ソロモンに授け 12また

其心に思ひはかれる一切の物すなはちヱホバの家

の庭四周の諸の室神の家の府庫聖物の府庫などの

式樣を授け 13また祭司およびレビ人の班列とヱ

ホバの家の諸の奉事の工とヱホバの家の諸の奉事

の器皿とにつきて諭すところあり 14また諸の奉

事に用ふる金の器皿を作る金の重量を定め又諸の

奉事の器に用ふる諸の銀の器皿の銀の重量を定む

15即ち金の燈臺とその金の燈盞の重量を宣て一切

の燈臺とその燈盞の重量を定め又銀の燈臺につき

ても各々の燈臺の用法にしたがひて燈臺とその燈

盞の重量を定め 16また供前のパンの案につきて

はその各の案のために金の重量を定め又銀の案の

ためにも銀を定め 17又肉鉤盂杓のために用ふる

純金の重量を定め金の大斝につきてもまた各々の

大斝のために重量を定め銀の一切の大斝のために

も重量を定め 18また香壇のために用ふる精金の

重量を定めかつ車なるケルビムの式樣の金を定む

此ケルビムはその翼を展てヱホバの契約の櫃を覆

ふ 19而してダビデ言けらく此工事の式樣は皆こ

とごとくヱホバのその手を我上にくだして我を敎

へて書せたまひし者なりと 20かくてダビデその

子ソロモンに言けるは汝心を強くし勇みてこれを

爲せ懼るる勿れ慄くなかれヱホバ神我神汝ととも

に在さん彼かならず汝を離れず汝を棄ず汝をして

ヱホバの家の奉事の諸の工を成終しめたまふべし

21視よ神の家の諸の役事をなすためには祭司とレ

ビ人の班列あり又諸の工と從事を悦こびて爲とこ

ろの諸の技巧者汝とともに在り且また牧伯等およ

び一切の民汝の命ずるところを悉く行はん

29ダビデ王また全會衆に言けるは我子ソロモン
は神の惟獨選びたまへる者なるが少くして弱

く此工事は大なり此殿は人のために非ずヱホバ神

のためにする者なればなり 2是をもて我力を盡し

て我神の家のために物を備へたり即ち金の物を作

る金銀の物の銀銅の物の銅鐵の物の鐵木の物の

木を備へたり又葱珩嵌石黑石火崗諸の寶石蝋石

など夥多し 3かつまた我わが神の家を悦ぶが故に

聖所のために備へたる一切の物の外にまた自己の

所有なる金銀をわが神の家に献ぐ 4即ちオフルの

金三千タラント精銀七千タラントを献げてその家

々の壁を蔽ふに供ふ 5金は金の物に銀は銀の物に

凡て工人の手にて作るものに用ふべし誰か今日自

ら進んでヱホバのためにその手に物を盈さんかと

6是において宗家の長イスラエルの支派の牧伯等

千人の長百人の長および王の工事を掌どる者等誠

意より献物をなせり 7その神の家の奉事のために

献げたるものは金五千タラント一萬ダリク銀一萬

タラント銅一萬八千タラント鐵十萬タラント 8ま

た寶石ある者はゲルシヨン人ヱヒエルの手に託て

之を神の家の府庫に納めたり 9彼ら斯誠意よりみ

づから進んでヱホバに献げたれば民その献ぐるを

喜べりダビデ王もまた大に喜びぬ 10茲にダビデ

全會衆の前にてヱホバを頌へたりダビデの曰く我

らの先祖イスラエルの神ヱホバよ汝は世々限なく

頌へまつるべきなり 11ヱホバよ權勢と能力と榮

光と光輝と威光とは汝に屬す凡て天にある者地に

ある者はみな汝に屬すヱホバよ國もまた汝に屬す

汝は萬有の首と崇られたまふ 12富と貴とは共に

汝より出づ汝は萬有を主宰たまふ汝の手には權勢

と能力あり汝の手は能く一切をして大たらしめ又

強くならしむるなり 13然ば我儕の神よ我儕今な

んぢに感謝し汝の尊き名を讃美す 14但し我ら斯

のごとく自ら進んで献ぐることを得たるも我は何

ならんやまた我民は何ならんや萬の物は汝より出

づ我らは只汝の手より受て汝に献げたるなり 15

汝の前にありては我らは先祖等のごとく旅客たり

寄寓者たり我らの世にある日は影のごとし望む所
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ある無し 16我らの神ヱホバよ汝の聖名のために

汝に家を建んとて我らが備へたる此衆多の物は凡

て汝の手より出づ亦皆なんぢの所有なり 17我神

よ我また知る汝は心を鑒みたまひ又正直を悦びた

まふ我は正き心をもて眞實より此一切の物を献げ

たり今我また此にある汝の民が眞實より献物をす

るを見て喜悦にたへざるなり 18我らの先祖アブ

ラハム、イサク、イスラエルの神ヱホバよ汝の民

をして此精神を何時までもその心の思念に保たし

めその心を固く汝に歸せしめたまへ 19又わが子

ソロモンに完全心を與へ汝の誡命と汝の證言と汝

の法度を守らせて之をことごとく行はせ我が備を

なせるその殿を建させたまへ 20ダビデまた全會

衆にむかひて汝ら今なんぢらの神ヱホバを頌へよ

と言ければ全會衆その先祖等の神ヱホバを頌へ俯

てヱホバと王とを拝せり 21而して其翌日に至り

てイスラエルの一切の人のためにヱホバに犠牲を

献げヱホバに燔祭を献げたり其牡牛一千牡羊一千

羔羊一千またその灌祭と祭物夥多しかりき 22そ

の日彼ら大に喜びてヱホバの前に食ひかつ飮み／

さらに改めてダビデの子ソロモンを王となしヱホ

バの前にてこれに膏をそそぎて主君となし又ザド

クを祭司となせり 23かくてソロモンはヱホバの

位に坐しその父ダビデに代りて王となりその繁榮

を極むイスラエルみな之に從がふ 24また一切の

牧伯等勇士等およびダビデ王の諸の子等みなソロ

モン王に服事す 25ヱホバ、イスラエルの目の前

にてソロモンを甚だ大ならしめ彼より前のイスラ

エルの王の未だ得たること有ざる王威を之に賜へ

り 26夫ヱツサイの子ダビデはイスラエルの全地

を治めたり 27そのイスラエルを治めし間は四十

年なり即ちヘブロンにて七年世を治めヱルサレム

にて三十三年世を治めたりき 28遐齡にいたり年

も富も尊貴も滿足て死り其子ソロモンこれに代り

て王となる 29ダビデ王が始より終まで爲たる事

等は先見者サムエルの書預言者ナタンの書および

先見者ガドの書に記さる 30其中にはまた彼の政

治とその能力および彼とイスラエルと國々の諸の

民に臨みしところの事等を載す
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歴代誌Ⅱ

1ダビデの子ソロモン堅くその國にたてりその
神ヱホバこれとともに在して之を甚だ大なら

しめたまひき 2茲にソロモン、イスラエルの一切

の人々すなはち千人の長百人の長裁判人ならびに

イスラエルの全地の諸の牧伯等宗家の長などに告

る所あり 3而してソロモンおよび全會衆ともにギ

ベオンなる崇邱に往りヱホバの僕モーセが荒野に

て作りたる神の集會の幕屋かしこにあればなり 4

されど神の契約の櫃はダビデすでにキリアテヤリ

ムよりこれが爲に備へたる處に携へ上れりダビデ

曩にヱルサレムにて之が爲に幕屋を張まうけたり

き 5またホルの子ウリの子なるベザレルが作りた

る銅の壇彼處においてヱホバの幕屋の前にありソ

ロモンおよび會衆これに就きて求む 6即ちソロモ

ン彼處に上りゆき集會の幕屋の中にあるヱホバの

前なる銅の壇に就き燔祭一千を其上に献げたり 7

その夜神ソロモンに顯れてこれに言たまひけるは

我なんぢに何を與ふべきか求めよ 8ソロモン神に

申しけるは汝は我父ダビデに大なる恩惠をほどこ

し又我をして彼に代りて王とならしめたまへり 9

今ヱホバ神よ願くは我父ダビデに宣ひし事を堅う

したまへ其は汝地の塵のごとき衆多の民の上に我

を王となしたまへばなり 10我が此民の前に出入

することを得んために今我に智慧と智識とを與へ

たまへ斯のごとき大なる汝の民を誰か鞫きえんや

11神ソロモンに言たまひけるは此事なんぢの心に

あり汝は富有をも財寶をも尊貴をも汝を惡む者の

生命をも求めずまた壽長からんことをも求めず惟

智慧と智識とを己のためにもとめて我が汝を王と

なしたる我民を鞫かんとすれば 12智慧と智識は

已に汝に授かれり我また汝の前の王等の未だ得た

ること有ざる程の富有と財寳と尊貴とを汝に與へ

ん汝の後の者もまた是のごときを得ざるべし 13

斯てソロモンはギベオンの崇邱を去り集會の幕屋

の前を去りてヱルサレムに歸りイスラエルを治め

たり 14ソロモン戰車と騎兵とを集めしに戰車一

千四百輛騎兵一萬二千人ありきソロモンこれを戰

車の邑々に置き又ヱルサレムにて王の所に置り 15

王銀と金とを石のごとくヱルサレムに多からしめ

また香柏を平野の桑樹のごとく多からしめたり 16

ソロモンの有る馬は皆エジプトよりひききたれり

王の商買一群一群となして之を取いだし群ごとに

價金をはらへり 17エジプトより取いだして携へ

上る戰車一輛は銀六百馬一匹は百五十なりき是の

ごとくヘテ人の諸の王等およびスリアの王等のた

めにもその手をもて取いだせり

2茲にソロモン、ヱホバの名のために一の家を
建てまた己の國のために一の家を建んとし 2ソ

ロモンすなはち荷を負べき者七萬人山において木

や石を斫べき者八萬人是等を監督すべき者三千六

百人を數へ出せり 3ソロモンまづツロの王ヒラム

に人を遣して言しめけるは汝はわが父ダビデにそ

の住むべき家を建る香柏をおくれり請ふ彼になせ

しごとく亦我にもせよ 4今我わが神ヱホバの名の

ために一の家を建て之を聖別て彼に奉つり彼の前

に馨しき香を焚き常に供前のパンを供へ燔祭を朝

夕に献げまた安息日月朔ならびに我らの神ヱホバ

の節期などに献げんとす是はイスラエルの永く行

ふべき事なればなり 5我建る家は大なり其は我ら

の神は諸の神よりも大なればなり 6然ながら天も

諸天の天も彼を容ること能はざれば誰か彼のため

に家を建ることを得んや我は何人ぞや爭か彼のた

めに家を建ることを得ん唯彼の前に香を焚くため

のみ 7然ば請ふ今金銀銅鐵の細工および紫赤靑の

製造に精しく雕刻の術に巧なる工人一箇を我に遣

り我父ダビデが備へおきたるユダとヱルサレムの

わが工人とともに操作しめよ 8請ふ汝また香柏松

木および白檀をレバノンより我におくれ我なんぢ

の僕等がレバノンにて木を斫ることを善するを知

るなり我僕また汝の僕と共に操作べし 9是のごと

くして我ために材木を多く備へしめよ其は我が建

んとする家は高大を極むる者なるべければなり 10

我は木を斫る汝の僕に搗麥二萬石大麥二萬石酒二

萬バテ油二萬バテを與ふべしと 11是においてツ

ロの王ヒラム書をソロモンにおくりて之に答へて

云ふヱホバその民を愛するが故に汝をもて之が王

となせりと 12ヒラムまた言けるは天地の造主な

るイスラエルの神ヱホバは讃べきかな彼はダビデ

王に賢き子を與へて之に分別と才智とを賦け之を

してヱホバのために家を建てまた己の國のために

家を建ることを得せしむ今我わが達人ヒラムと

いふ才智ある工人一人を汝におくる 14彼はダン

の子孫たる婦の產る者にて其父はツロの人なるが

金銀銅鐵木石の細工および紫布靑布細布赤布の織

法に精しく又能く各種の雕刻を爲し奇巧を凝して

諸の工をなすなり然ば彼を用ひてなんぢの工人お
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よび汝の父わが主ダビデの工人とともに操作しめ

よ 15是については我主の宣まへる小麥大麥油お

よび酒をその僕等に遣りたまへ 16汝の凡て需む

るごとく我らレバノンより木を斫いだしこれを筏

にくみて海よりヨツバにおくるべければ汝これを

ヱルサレムに運びのぼりたまへと 17ここにおい

てソロモンその父ダビデが核數しごとくイスラエ

ルの國にをる異邦人をことごとく核數みるに合せ

て十五萬三千六百人ありければ 18その七萬人を

もて荷を負ふ者となし八萬人をもて山にて木や石

を斫る者となし三千六百人をもて民を操作かしむ

る監督者となせり

3ソロモン、ヱルサレムのモリア山にヱホバの
家を建ることを始む彼處はその父ダビデにヱ

ホバの顯はれたまひし所にて即ちヱブス人オルナ

ンの打場の中にダピデが備へし處なり 2之を建る

ことを始めたるはその治世の四年の二月二日なり

3神の家を建るためにソロモンの置たる基は是の

ごとし長六十キユビト濶二十キユビト皆古の尺に

循がふ 4家の前の廊は家の濶にしたがひてその長

二十キユビトまたその高は百二十キユビトその内

は純金をもて蔽ふ 5またその大殿は松の木をもて

張つめ美金をもて之を蔽ひその上に棕櫚と鏈索の

形を施こし 6また寶石をもてその家を美しく飾る

その金はパルワイムの金なり 7彼また金をもてそ

の家その樑その閾その壁およびその戸を蔽ひ壁の

上にケルビムを刻つく 8また至聖所の家を造りし

がその長は家の濶にしたがひて二十キユビトその

濶も二十キユビト、美金をもてこれを蔽ふその金

六百タラント 9その釘の金は重五十シケルまた上

の室も金にて覆ふ 10また至聖所の家の内に刻鐫

めたる二のケルビムを造り金をこれに覆ふ 11そ

のケルビムの翼は長二十キユビト此ケルブの一の

翼は五キユビトにして家の壁に達しその他の翼も

五キユビトにして彼のケルブの翼に達す 12また

彼ケルブの一の翼は五キユビトにして家の壁に達

しその他の翼も五キユビトにして此ケルブの翼と

相接はる 13是等のケルビムの翼はその舒ひろが

ること二十キユビト共にその足にて立ちその面を

家に向く 14彼また靑紫赤の布および細布をもて

障蔽の幕を作りケルビムをその上に繍ふ 15また

家の前に柱二本を作るその高は三十五キユビトそ

の頂の頭は五キユビト 16また環飾を造り鏈索を

之に繞らしてこれを柱の頂に施こし石榴一百をつ

くりてその鏈索の上に施こす 17この柱を拝殿の

前に竪て一本を右に一本を左に置ゑ右なる者をヤ

キンと名け左なる者をボアズと名く

4ソロモンまた銅の壇を作れりその長二十キユ
ビト濶二十キユビトその高十キユビト 2また海

を鋳造れり此邊より彼邊まで十キユビトにしてそ

の周圍は圓くその高は五キユビトその周圍には三

十キユビトの繩をめぐらすべし 3その下には牛の

像ありてその周圍を繞る即ち一キユビトに十宛あ

りて海の周圍を繞れり此牛は二行にして海を鋳る

時に鋳付たるなり 4その海は十二の牛の上に立り

その三は北にむかひ三は西にむかひ三は南にむか

ひ三は東にむかふ海はその上にありて牛の後はみ

な内にむかふ 5その厚は手寛その邊は百合花形に

して杯の邊の如くに作れり是は三千バテを受容る

6彼また洗盤十箇を作りて五箇を右に五箇を左に

置たり是はものを洗ふ所にして燔祭の品をその中

にて灌ぐ海は祭司が其身を洗ふ處なり 7また金の

燈臺十をその例規に從ひて作り拝殿の中に五を右

に五を左に置き 8また案十を作りて拝殿の中に五

を右に五を左に据ゆ又金の鉢一百を作れり 9彼ま

た祭司の庭と大庭および庭の戸を作り銅をもてそ

の扉を覆ふ 10海は東のかた右の方に置て南に向

はしむ 11ヒラムまた鍋と火鏟と鉢とを作れり／

斯ヒラムはソロモン王のためになせる神の家の諸

の工事を終たり 12即ち二の柱と毬とその二の柱

の頂の頭およびその柱の頂なる頭の二の毬を包む

二の網工 13ならびに其ふたつの網工の上にほど

こす石榴四百この石榴は各々の網工の上に二行づ

つありて柱の頂なる頭の二の毬を包む 14また臺

を作り臺の上の洗盤を作れり 15また一の海とそ

の下なる十二の牛 16および鍋火鏟肉叉などヱホ

バの家の諸の器具を達人ヒラムソロモン王の爲

に作りたり是みな磨銅なり 17王ヨルダンの窪地

に於てスコテとゼレダタの間の黏土の地にて是等

を鋳させたり 18是のごとくソロモン是らの諸の

器皿を甚だ多く造りたればその銅の重は測られざ

りき 19ソロモン神の家の一切の器皿を造れり即

ち金の壇供前のパンを載る案 20また定規のごと

く神殿の前にて火をともすべき純金の燈臺および

その燈盞 21その花その燈盞その燈鉗是等は金の

純精なる者なり 22また剪刀鉢匙火盤是等も純金

なり又家の内の戸すなはち至聖所の戸および拝殿

の戸の肘鈕是も金なり
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5斯ソロモンがヱホバの家のために爲る一切の
工事をはれり是においてソロモンその父ダビ

デが奉納たる物なる金銀および諸の器皿を携へい

りて神の家の府庫の中に置り 2茲にソロモン、ヱ

ホバの契約の櫃をダビデの邑シオンより舁のぼら

んとてイスラエルの長老者と諸の支派の長等イス

ラエルの子孫の宗家の長をヱルサレムに召集めけ

れば 3イスラエルの人みな七月の節筵に當りて王

の所に集まり 4イスラエルの長老等みな至りレビ

人契約の櫃を執あげ 5その契約の櫃と集會の幕屋

と幕屋にありし諸の聖器を舁のぼれり即ち祭司レ

ビ人これを舁のぼりぬ 6時にソロモン王および彼

の許に集まれるイスラエルの會衆契約の櫃の前に

ありて羊と牛を献げたりしがその數多くして書す

ことも數ふることも能はざりき 7かくて祭司等ヱ

ホバの契約の櫃をその處に舁いれたり即ち室の神

殿なる至聖所の中のケルビムの翼の下に舁いりぬ

8ケルビムは翼を契約の櫃の所の上に舒べケルビ

ム上より契約の櫃とその杠を掩ふ 9杠長かりけれ

ば杠の末は神殿の前の契約の櫃より見えたり然れ

ども外には見えざりき其は今日まで彼處にあり 10

契約の櫃の内には二枚の板の外何もあらず是はイ

スラエルの子孫のエジプトより出たる時ヱホバが

彼らと契約を結びたまへる時にモーセがホレブに

て蔵めたる者なり 11斯て祭司等は聖所より出た

り此にありし祭司はみな身を潔めその班列によら

ずして職務をなせり 12またレビ人の謳歌者すな

はちアサフ、ヘマン、ヱドトン及び彼らの子等と

兄弟等はみな細布を纒ひ鐃鈸と瑟と琴とを操て壇

の東に立りまた祭司百二十人彼らとともにありて

喇叭を吹り 13喇叭を吹く者と謳歌者とは一人の

ごとくに聲を斉うしてヱホバを讃かつ頌へたりし

が彼ら喇叭鐃鈸等の樂器をもちて聲をふりたて善

かなヱホバその矜憫は世々限なしと言てヱホバを

讃ける時に雲その室すなはちヱホバの室に充り 14

祭司は雲の故をもて立て奉事をなすことを得ざり

きヱホバの榮光神の室に充たればなり

6是においてソロモン言けるはヱホバは濃き雲
の中に居んと言たまひしが 2我汝のために住む

べき家永久に居べき所を建たりと 3而して王その

面をふりむけてイスラエルの全會衆を祝せり時に

イスラエルの會衆は皆立をれり 4彼いひけるはイ

スラエルの神ヱホバは讃べき哉ヱホバはその口を

もて吾父ダビデに言ひその手をもて之を成とげた

まへり 5即ち言たまひけらく我はわが民をエジプ

トの地より導き出せし日より我名を置べき家を建

しめんためにイスラエルの諸の支派の中より何の

邑をも選みしこと無く又何人をも選みて我民イス

ラエルの君となせしこと無し 6只我はわが名を置

くためにヱルサレムを選みまた我民イスラエルを

治めしむるためにダビデを選めり 7夫イスラエル

の神ヱホバの名のために家を建ることは我父ダビ

デの心にありき 8然るにヱホバわが父ダビデに言

たまひけるは我名のために家を建ること汝の心に

あり汝の心にこの事あるは善し 9然れども汝はそ

の家を建べからず汝の腰より出る汝の子その人わ

が名のために家を建べしと 10而してヱホバその

言たまひし言をおこなひたまへり即ち我わが父ダ

ビデに代りて立ちヱホバの言たまひしごとくイス

ラエルの位に坐しイスラエルの神ヱホバの名のた

めに家を建て 11その中にヱホバがイスラエルの

子孫になしたまひし契約を容る櫃ををさめたりと

12ソロモン、イスラエルの全會衆の前にてヱホバ

の壇の前に立てその手を舒ぶ 13ソロモンさきに

長五キユビト濶五キユビト高三キユビトの銅の臺

を造りてこれを庭の眞中に据おきたりしが乃ちそ

の上に立ちイスラエルの全會衆の前にて膝をかが

め其手を天に舒て 14言けるはイスラエルの神ヱ

ホバ天にも地にも汝のごとき神なし汝は契約を保

ちたまひ心を全うして汝の前に歩むところの汝の

僕等に恩惠を施こしたまふ 15汝は汝の僕わが父

ダビデにのたまひし所を保ちたまへり汝は口をも

て言ひ手をもて成就たまへること今日のごとし 16

イスラエルの神ヱホバよ然ば汝が僕わが父ダビデ

に語りて若し汝の子孫その道を愼みて汝がわが前

に歩めるごとくに我律法にあゆまばイスラエルの

位に坐する人わが前にて汝に缺ること無るべしと

言たまひし事をダビデのために保ちたまへ 17然

ばイスラエルの神ヱホバよ汝が僕ダビデに言たま

へるなんぢの言に效驗あらしめたまへ 18但し神

果して地の上に人とともに居たまふや夫天も諸天

の天も汝を容るに足ず况て我が建たる此家をや 19

然れども我神ヱホバよ僕の祈祷と懇願をかへりみ

て僕が今汝の前に祈るその號呼と祈祷を聽たまへ

20願くは汝の目を夜晝此家の上即ち汝が其名を置

んと言たまへる所の上に開きたまへ願くは僕がこ

の處にむかひて祈らん祈祷を聽たまへ 21願くは

僕と汝の民イスラエルがこの處にむかひて祈る時
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にその懇願を聽たまへ請ふ汝の住處なる天より聽

き聽て赦したまへ 22人その隣人にむかひて罪を

犯せることありてその人誓をもて誓ふことを要め

られんに若し來りてこの家において汝の壇の前に

誓ひなば 23汝天より聽て行ひ汝の僕等を鞫き惡

き者に返報をなしてその道をその首に歸し義者を

義としてその義にしたがひて之を待ひたまへ 24

汝の民イスラエルなんぢに罪を犯したるがために

敵の前に敗れんに若なんぢに歸りて汝の名を崇め

此家にて汝の前に祈り願ひなば 25汝天より聽て

汝の民イスラエルの罪を赦し汝が彼等とその先祖

に與へし地に彼等を歸らしめたまへ 26彼らが汝

に罪を犯したるがために天閉て雨なからんに彼ら

若この處にむかひて祈り汝の名を崇め汝が彼らを

苦しめたまふ時にその罪を離れなば 27汝天より

聽きて汝の僕等なんぢの民イスラエルの罪を赦し

たまへ汝旣にかれらにその歩むべき善道を敎へた

まへり汝の民に與へて產業となさしめたまひし汝

の地に雨を降したまへ 28若くは國に饑饉あるか

若くは疫病枯死朽腐蟊賊稲蠹あるか若くは其敵か

れらをその國の邑に圍む等如何なる災禍如何なる

疾病あるとも 29もし一人或は汝の民イスラエル

みな各々おのれの災禍と憂患を知てこの家にむか

ひて手を舒なば如何なる祈祷如何なる懇願をなす

とも 30汝の住處なる天より聽て赦し各々の人に

その心を知たまふごとくその道々にしたがひて報

いたまへ其は汝のみ人々の心を知たまへばなり 31

汝かく彼らをして汝が彼らの先祖に與へたまへる

地に居る日の間つねに汝を畏れしめ汝の道に歩ま

しめたまへ 32且汝の民イスラエルの者にあらず

して汝の大なる名と強き手と伸たる腕とのために

遠き國より來れる異邦人においてもまた若來りて

この家にむかひて祈らば 33汝の住處なる天より

聽き凡て異邦人の汝に龥もとむるごとく成たまへ

汝かく地の諸の民をして汝の名を知らしめ汝の民

イスラエルの爲ごとくに汝を畏れしめ又わが建た

る此家は汝の名をもて稱らるるといふことを知し

めたまへ 34汝の民その敵と戰はんとて汝の遣は

したまふ道に進める時もし汝が選びたまへるこの

邑およびわが汝の名のために建たる家にむかひて

汝に祈らば 35汝天より彼らの祈祷と懇願を聽て

彼らを助けたまへ 36人は罪を犯さざる者なけれ

ば彼ら汝に罪を犯すことありて汝かれらを怒り彼

らをその敵に付したまひて敵かれらを虜として遠

き地または近き地に曳ゆかん時 37彼らその擄れ

ゆきし地において自ら心に了るところあり其俘擄

の地において翻へりて汝に祈り我らは罪を犯し悖

れる事を爲し惡き事を行ひたりと言ひ 38その擄

へゆかれし俘擄の地にて一心一念に汝に立歸り汝

がその先祖に與へたまへる地にむかひ汝が選びた

まへる邑と我が汝の名のために建たる家にむかひ

て祈らば 39汝の住處なる天より彼らの祈祷と懇

願を聽て彼らを助け汝の民が汝にむかひて罪を犯

したるを赦したまへ 40然ば我神よ願くは此處に

て爲す祈祷に汝の目を開き耳を傾むけたまヘ 41

ヱホバ神よ今汝および汝の力ある契約の櫃起て汝

の安居の所にいりたまへヱホバ神よ願くは汝の祭

司等に拯救の衣を纒はせ汝の聖徒等に恩惠を喜こ

ばせたまヘ 42ヱホバ神よ汝の膏そそぎし者の面

を黜ぞけたまふ勿れ汝の僕ダビデの徳行を記念た

まへ

7ソロモン祈ることを終し時天より火くだりて
燔祭と犠牲とを焚きヱホバの榮光その家に充

り 2ヱホバの榮光ヱホバの家に充しに因て祭司は

ヱホバの家に入ことを得ざりき 3イスラエルの子

孫は皆火の降れるを見またヱホバの榮光のその家

にのぞめるを見て敷石の上にて地に俯伏て拝しヱ

ホバを讃て云り善かなヱホバその恩惠は世々限な

しと 4斯て王および民みなヱホバの前に犠牲を献

ぐ 5ソロモン王の献げたる犠牲は牛二萬二千羊十

二萬斯王と民みな神の家を開けり 6祭司は立てそ

の職をなしレビ人はヱホバの樂器を執て立つ其樂

器はダビデ王彼らの手によりて讃美をなすに當り

自ら作りてヱホバの恩惠は世々限なしと頌へしめ

し者なり祭司は彼らの前にありて喇叭を吹きイス

ラエルの人は皆立をる 7ソロモンまたヱホバの家

の前なる庭の中を聖め其處にて燔祭と酬恩祭の脂

とを献げたり是はソロモンの造れる銅の壇その燔

祭と素祭と脂とを受るに足ざりしが故なり 8その

時ソロモン七日の間節筵をなしけるがイスラエル

全國の人々すなはちハマテの入口よりエジプトの

河までの人々あつまりて彼とともにあり其會はな

はだ大なりき 9かくて第八日に聖會を開けり彼ら

は七日のあひだ壇奉納の禮をおこなひまた七日の

あひだ節筵を守りけるが 10七月の二十三日にい

たりてソロモン民をその天幕に歸せり皆ヱホバが

ダビデ、ソロモンおよびその民イスラエルに施こ

したまひし恩惠のために喜こび且心に樂しみて去
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り 11ソロモン、ヱホバの家と王の家とを造了へ

ヱホバの家と己の家とにつきて爲んと心に思ひし

事を盡く成就たり 12時にヱホバ夜ソロモンに顯

れて之に言たまひけるは我すでに汝の祈祷を聽き

また此處をわがために選びて犠牲を献ぐる家とな

す 13我天を閉て雨なからしめ又は蟊賊に命じて

地の物を食はしめ又は疫病を我民の中におくらん

に 14我名をもて稱らるる我民もし自ら卑くし祈

りてわが面を求めその惡き道を離れなば我天より

聽てその罪を赦しその地を醫さん 15今より我こ

の處の祈祷に目を啓き耳を傾むけん 16今我すで

に此家を選びかつ聖別む我名は永く此にあるべし

また我目もわが心も恒に此にあるべし 17汝もし

汝の父ダビデの歩みしごとく我前に歩み我が汝に

命じたるごとく凡て行ひてわが法度と律例を守ら

ば 18我は汝の父ダビデに契約してイスラエルを

治むる人汝に缺ること無るべしと言しごとく汝の

國の祚を堅うすべし 19然ど汝ら若ひるがへり我

が汝らの前に置たる法度と誡命を棄て往て他の神

々に事へかつ之を拝まば 20我かれらを我が與へ

たる地より抜さるべし又我名のために我が聖別た

る此家は我これを我前より投棄て萬國の中に諺語

となり嘲笑とならしめん 21且又この家は高くあ

れども終にはその傍を過る者は皆これに驚きて言

んヱホバ何故に此地に此家に斯なしたるやと 22

人これに答へて言ん彼ら己の先祖をエジプトの地

より導き出ししその神ヱホバを棄て他の神々に附

從がひ之を拝み之に事へしによりてなりヱホバ之

がためにこの諸の災禍を彼らに降せりと

8ソロモン二十年を經てヱホバの家と己の家を
建をはりけるが 2ヒラム邑幾何をソロモンに歸

しければソロモンまた之を建なほしイスラエルの

子孫をしてその中に住しむ 3ソロモンまたハマテ

ゾバに往て之に勝り 4彼また曠野のタデモルを建

てハマテの諸の府庫邑を建つ 5また上ベテホロン

および下ベテホロンを建つ是は堅固の邑にして石

垣あり門あり關木あり 6ソロモンまたバアラテと

おのが有る府庫の邑々と戰車の諸の邑々と騎兵の

邑々ならびにそのエルサレム、レバノンおよび己

が治むるところの全地に建んと望みし者を盡く建

つ 7凡てイスラエルの子孫にあらざるヘテ人アモ

リ人ペリジ人ヒビ人ヱブス人の遺れる者 8その地

にありて彼らの後に遺れるその子孫即ちイスラエ

ルの子孫の滅ぼし盡さざりし民はソロモンこれを

使役して今日にいたる 9然れどもイスラエルの子

孫をばソロモン一人も奴隸となして其工事に使ふ

ことをせざりき彼らは軍人となり軍旅の長となり

戰車と騎兵の長となれり 10ソロモン王の有司の

首は二百五十人ありて民を統ぶ 11ソロモン、パ

ロの女をダビデの邑より携へのぼりて曩にこれが

ために建おきたる家にいたる彼すなはち言り我妻

はイスラエルの王ダビデの家に居べからずヱホバ

の契約の櫃のいたれる處は皆聖ければなりと 12

茲にソロモン曩に廊の前に築きおきたるヱホバの

壇の上にてヱホバに燔祭を献ぐることをせり 13

即ちモーセの命令にしたがひて毎日例のごとくに

之を献げ安息日月朔および年に三次の節會すなは

ち酵いれぬパンの節と七週の節と結茅節とに之を

献ぐ 14ソロモンその父ダビデの定めたる所にし

たがひて祭司の班列を定めてその職に任じ又レビ

人をその勤務に任じて日々例のごとく祭司の前に

て頌讃をなし奉事をなさしめ又門を守る者をして

その班列にしたがひて諸門を守らしむ神の人ダビ

デの命ぜしところ是の如くなりければなり 15祭

司とレビ人は諸の事につきまた府庫の事につきて

王に命ぜられたる所に違ざりき 16ソロモンはヱ

ホバの家の基を置る日までにその工事の準備をこ

とごとく爲しおきて遂に之を成をへたればヱホバ

の家は全備せり 17茲にソロモン、ヱドムの地の

海邊にあるエジオンゲベルおよびエロテに往り 18

時にヒラムその僕等の手に託て船を彼に遣りまた

海の事を知る僕等を遣りけるが彼等すなはちソロ

モンの僕とともにオフルに往て彼處より金四百五

十タラントを取てソロモン王の許に携へ來れり

9茲にシバの女王ソロモンの風聞を聞および難
問をもてソロモンを試みんとて甚だ衆多の部

從をしたがへ香物と夥多き金と寶石とを駱駝に負

せてヱルサレムに來りソロモンの許にいたりてそ

の心にある所をことごとく之に陳けるに 2ソロモ

ンこれが問に盡く答へたりソロモンの知ずして答

へざる事は無りき 3シバの女王ソロモンの智慧と

その建たる家を觀 4またその席の食物とその諸臣

の列坐る状とその侍臣の伺候状と彼らの衣服およ

びその酒人とその衣服ならびに彼がヱホバの家に

上りゆく昇道を觀におよびて全くその氣を奪はれ

たり 5是において彼王に言けるは我が自己の國に

て汝の行爲と汝の智慧とにつきて聞およびたる言

は眞實なりき 6然るに我は來りて目に觀るまでは
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その言を信ぜざりしが今視ば汝の智慧の大なる事

我が聞たるはその半分にも及ばざりき汝は我が聞

たる風聞に愈れり 7汝の人々は幸福なるかな汝の

前に常に立て汝の智慧を聽る此なんぢの臣僕等は

幸福なるかな 8汝の神ヱホバは讃べき哉彼なんぢ

を悦こびてその位に上らせ汝の神ヱホバの爲に汝

を王となしたまへり汝の神イスラエルを愛して永

く之を堅うせんとするが故に汝を之が王となして

公平と正義を行はせたまふなりと 9すなはち金百

二十タラントおよび莫大の香物と寶石とを王に饋

れりシバの女王がソロモン王に饋りたるが如き香

物は未だ曾て有ざりしなり 10 (かのオフルより金

を取きたりしヒラムの臣僕とソロモンの臣僕等ま

た白檀木と寶石とをも携さへいたりければ 11王

その白檀木をもてヱホバの家と王の宮とに段階を

作りまた謳歌者のために琴と瑟とを作れり是より

前には是のごとき者ユダの地に見しこと無りき)

12ソロモン王シバの女王に物を饋りてその携へき

たれる所に報いたるが上にまた之が望にまかせて

凡てその求むる者を與へたり斯て彼はその臣僕と

ともに去てその國に還りぬ 13一年にソロモンの

所に來れる金の重量は六百六十六タラントなり 14

この外にまた商賣および商旅の携へきたる者あり

アラビアの一切の王等および國の知事等もまた金

銀をソロモンに携へ至れり 15ソロモン王展金の

大楯二百を作れりその大楯一枚には展金六百シケ

ルを用ふ 16また展金の小干三百を作れり其小干

一枚には金三百シケルを用ふ王これらをレバノン

森の家に置り 17王また象牙をもて大なる寳座一

を造り純金をもて之を蔽へり 18その寳座には六

の階級あり又金の足臺ありて共にその寳座に連な

りその坐する處の此旁彼旁に按手ありて按手の側

に二頭の獅子立をり 19その六の階級に十二の獅

子ありて此旁彼旁に立り是のごとき者を作れる國

は未だ曾て有ざりしなり 20ソロモン王の用ゐる

飮料の器は皆金なりまたレバノン森の家の器もこ

とごとく精金なり銀はソロモンの世には何とも算

ざりしなり 21其は王の舟ヒラムの僕を乗てタル

シシに往き三年毎に一回その舟タルシシより金銀

象牙猿および孔雀を載て來りたればたり 22ソロ

モン王は天下の諸王に勝りて富有と智慧とをもち

たれば 23天下の諸王みな神がソロモンの心に授

けたまへる智慧を聽んとてソロモンの面を見んこ

とを求め 24各々その禮物を携さへ來る即ち銀の

器金の器衣服甲冑香物馬騾など年々定分ありき 25

ソロモン戰車の馬四千厩騎兵一萬二千あり王これ

を戰車の邑々に置きまたヱルサレムにて自己の所

に置り 26彼は河よりペリシテの地とエジプトの

界までの諸王を統治めたり 27王は銀を石のごと

くヱルサレムに多からしめまた香柏を平野の桑木

のごとく多からしめたり 28また人衆エジプトな

どの諸國より馬をソロモンに率いたれり 29ソロ

モンのその餘の始終の行爲は預言者ナタンの書と

シロ人アヒヤの預言と先見者イドがネバテの子ヤ

ラベアムにつきて述たる默旨の中に記さるるにあ

らずや 30ソロモンはヱルサレムにて四十年の間

イスラエルの全地を治めたり 31ソロモンその先

祖等と倶に寝りてその父ダビデの邑に葬られ其子

レハベアムこれに代りて王となれり

10爰にレハベアム、シケムに往り其はイスラエ
ルみな彼を王となさんとてシケムに到りたれ

ばたり 2ネバテの子ヤラベアムはさきにソロモン

王の面を避てエジプトに逃れ居しがこのことを聞

てエジプトより歸れり 3人衆人を遣はして之を招

きたるなり斯てヤラベアムとイスラエルの人みな

來りてレハベアムに語りて言けるは 4汝の父我ら

の軛を苦しくせり然ば汝今汝の父の苦しき役とそ

の我らに蒙むらせたる重き軛を軽くしたまへ然れ

ば我儕なんぢに事へん 5レハベアムかれらに言け

るは汝ら三日を經て再び我に來れと民すなはち去

り 6是においてレハベアム王その父ソロモンの生

る間これが前に立たる老人等に計りて言けるは汝

ら如何に敎へて此民に答へしむるや 7彼らレハベ

アムに語りて言けるは汝もし此民を厚く待ひ之を

悦こばせ善言を之に語らば永く汝の僕たらんと 8

然るに彼その老人等の敎へし敎を棄て自己ととも

に生長て己の前に立ところの少年等と計れり 9即

ち彼らに言けるは汝ら如何に敎へて我らをして此

我に語りて汝の父の我らに蒙むらせし軛を軽くせ

よと言ふ民に答へしむるやと 10彼とともに生長

たる少年等かれに語りて言けるは汝に語りて汝の

父我らの軛を重くしたれば汝これを我らのために

軽くせよと言たる此民に汝かく答へ斯これに言べ

し吾小指は我父の腰よりも太し 11我父は汝らに

重き軛を負せたりしが我は更に汝らの軛を重くせ

ん我父は鞭をもて汝らを懲せしが我は蠍をもて汝

らを懲さんと 12偖またヤラベアムと民等は皆王

の告て第三日に再び我にきたれと言しごとく第三
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日にレハベアムに詣りしに 13王荒々しく彼らに

答へたり即ちレハベアム王老人の敎を棄て 14少

年の敎のごとく彼らに告て言けるは我父は汝らの

軛を重くしたりしが我は更に之を重くせん我父は

鞭をもて汝らを懲せしが我は蠍をもて汝らを懲さ

んと 15王かく民に聽ことをせざりき此事は神よ

り出たる者にしてその然るはヱホバかつてシロ人

アヒヤによりてネバテの子ヤラベアムに告たる言

を成就んがためなり 16イスラエルの民みな王の

己に聽ざるを見しかば王に答へて言けるは我らダ

ビデの中に何の分あらんやヱッサイの子の中には

所有なしイスラエルよ汝ら各々その天幕に歸れダ

ビデ族よ今おのれの家を顧みよと斯イスラエルは

皆その天幕に歸れり 17但しユダの邑々に住るイ

スラエルの子孫の上にはレハベアムなほ王たりき

18レハベアム王役夫の頭なるアドラムを遣はしけ

るにイスラエルの子孫石をもてこれを撃て死しめ

たればレハベアム王急ぎてその車に登りてエルサ

レムに逃かへれり 19是のごとくイスラエルはダ

ビデの家に背きて今日にいたる

11茲にレハベアム、ヱルサレムに至りてユダと
ベニヤミンの家より倔強の武者十八萬を集め

而してレハベアム國を己に歸さんためにイスラエ

ルと戰はんとせしに 2ヱホバの言神の人シマヤに

臨みて云ふ 3ソロモンの子ユダの王レハベアムお

よびユダとベニヤミンにあるイスラエルの人々に

告て言べし 4ヱホバかく言ふ汝ら攻上るべからず

又なんぢらの兄弟と戰ふべからず各々その家に歸

れ此事は我より出たる者なりと彼ら乃はちヱホバ

の言にしたがひヤラベアムに攻ゆくことを止て歸

れり 5斯てレハベアム、ヱルサレムに居りユダに

守衛の邑々を建たり 6即ちその建たる者はベテレ

ヘム、エタム、テコア 7ベテズル｀シヨコ、アド

ラム 8ガテ、マレシヤ、ジフ 9アドライム、ラキ

シ、アゼカ 10ゾラ、アヤロン、ヘブロン是等は

ユダとベニヤミンにありて守衛の邑なり 11彼そ

の守衛の邑々を堅固にし之に軍長を置き糧食と油

と酒とを貯はへ 12またその一切の邑に盾と矛と

を備へて之を甚だ強からしむユダとベニヤミンこ

れに附り 13イスラエルの全地の祭司とレビ人は

四方の境より來りてレハベアムに投ず 14即ちレ

ビ人はその郊地と產業とを離れてユダとヱルサレ

ムに至れり是はヤラベアムとその子等かれらを廢

して祭司の職をヱホバの前に爲しめざりし故なり

15ヤラベアムは崇邱と牡山羊と己が作れる犢との

ために自ら祭司を立つ 16またイスラエルの一切

の支派の中凡てその心を傾むけてイスラエルの神

ヱホバを求むる者はその先祖の神ヱホバに禮物を

献げんとてレビ人にしたがひてヱルサレムに至れ

り 17是のごとく彼等ユダの國を固うしソロモン

の子レハベアムをして三年の間強からしめたり即

ち民は三年の間ダビデとソロモンの道に歩めり 18

レハベアムはダビデの子ヱレモテの女マハラテを

妻に娶れりマハラテはヱッサイの子エリアブの女

アビハイルの產し者なり 19彼ヱウシ、シヤマリ

ヤおよびザハムの三子を產む 20また之が後にア

ブサロムの女マアカを娶れり彼アビヤ、アツタイ

、ジザおよびシロミテを產む 21レハベアムはア

ブサロムの女マアカをその一切の妻と妾とにまさ

りて愛せり彼は妻十八人妾六十人を取り男子二十

八人女子六十人を擧く 22レハベアム、マアカの

子アビヤを王となさんと思ふが故に之を立て首と

なしその兄弟の長となせり 23斯るが故に慧く取

行ひ其男子等を盡くユダとベニヤミンの地なる守

衛の邑々に散し置き之に糧食を多く與へかつ衆多

の妻を求得させたり

12レハベアムその國を固くしその身を強くする
に及びてヱホバの律法を棄たりイスラエルみ

な之に傚ふ 2彼ら斯ヱホバにむかひて罪を犯すに

よりてレハベアムの五年にエジプトの王シシヤク

、ヱルサレムに攻のぼれり 3その戰車は一千二百

騎兵は六萬また彼に從がひてエジプトより來れる

民ルビ人スキ人エテオピヤ人等は數しれず 4彼す

なはちユダの守衛の邑々を取り進てヱルサレムに

至る 5是においてレハベアムおよびユダの牧伯等

シシヤクの故によりてヱルサレムに集まり居ける

に預言者シマヤこれが許にいたりて之に言けるは

ヱホバかく言たまふ汝等は我を棄たれば我も汝ら

をシシヤクの手に遺おけりと 6是をもてイスラエ

ルの牧伯等および王は自ら卑くしてヱホバは義と

言り 7ヱホバかれらが自ら卑くするを見たまひけ

ればヱホバの言シマヤに臨みて言ふ彼等は自ら卑

くしたれば我かれらを滅ぼさず少く拯救を彼らに

施こさん我シシヤクの手をもて我忿怒をヱルサレ

ムに洩さじ 8然ながら彼等は之が臣とならん是彼

らが我に事ふる事と國々の王等に事ふる事との辨

をしらん爲なりと 9エジプトの王シシヤクすなは

ちヱルサレムに攻のぼりヱホバの家の寶物と王の
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家の寶物とを奪ひて盡くこれを取り又ソロモンの

作りたる金の楯を奪ひされり 10是をもてレハベ

アム王その代に銅の楯を作り王の家の門を守る侍

衛の長等の手にこれを交し置けるが 11王ヱホバ

の家に入る時には侍衛きたりて之を負ひまた侍衛

の房にこれを持かへれり 12レハベアム自ら卑く

したればヱホバの忿怒かれを離れこれを盡く滅ぼ

さんとは爲たまはず又ユダにも善事ありき 13レ

ハベアム王はヱルサレムにありてその力を強くし

世を治めたり即ちレハベアムは四十一歳のとき位

に即き十七年の間ヱルサレムにて世を治む是すな

はちヱホバがその名を置んとてイスラエルの一切

の支派の中より選びたまへる邑なり彼の母はアン

モニ人にしてその名をナアマといふ 14レハベア

ムはヱホバを求むる事に心を傾けずして惡き事を

行へり 15レハベアムの始終の行爲は預言者シマ

ヤの書および先見者イドの書の中に系圖の形に記

さるるに非ずやレハベアムとヤラベアムの間には

絶ず戰爭ありき 16レハベアムその先祖等ととも

に寝りてダビデの邑に葬られ其子アビヤ之にかは

りて王となれり

13ヤラベアム王の十八年にアビヤ、ユダの王と
なり 2ヱルサレムにて三年の間世を治めたり

其母はギベアのウリエルの女にして名をミカヤと

いふ茲にアビヤとヤラベアムの間に戰爭あり 3ア

ビヤは四十萬の軍勢をもて戰闘に備ふ是みな倔強

の猛き武夫なり又ヤラベアムは倔強の人八十萬を

もて之にむかひて戰爭の行伍を立つ是また大勇士

なり 4時にアビヤ、エフライムの山地なるゼマラ

イム山の上に立て言けるはヤラベアムおよびイス

ラエルの人々皆聽よ 5汝ら知ずやイスラエルの神

ヱホバ鹽の契約をもてイスラエルの國を永くダビ

デとその子孫に賜へり 6然るにダビデの子ソロモ

ンの臣たるネバテの子ヤラベアム興りてその主君

に叛き 7邪曲なる放蕩者これに集り附き自ら強く

してソロモンの子レハベアムに敵せしがレハベア

ムは少くまた心弱くして之に當る力なかりき 8今

またなんぢらはダビデの子孫の手にあるヱホバの

國に敵對せんとす汝らは大軍なり又ヤラベアムが

作りて汝らの神と爲たる金の犢なんぢらと偕にあ

り 9汝らはアロンの子孫たるヱホバの祭司とレビ

人とを逐放ち國々の民の爲がごとくに祭司を立る

にあらずや即ち誰にもあれ少き牡牛一匹牡羊七匹

を携へきたりて手に充す者は皆かの神ならぬ者の

祭司となることを得るなり 10然ど我儕に於ては

ヱホバ我儕の神にましまして我儕は之を棄ずまた

ヱホバに事ふる祭司はアロンの子孫にして役事を

なす者はレビ人なり 11彼ら朝ごと夕ごとにヱホ

バに燔祭を献げ香を焚くことを爲し又供前のパン

を純精の案の上に供へまた金の燈臺とその燈盞を

整へて夕ごとに點すなり斯われらは我らの神ヱホ

バの職守を守れども汝らは却て彼を棄たり 12視

よ神みづから我らとともに在して我らの大將とな

りたまふまた其祭司等は喇叭を吹ならして汝らを

攻むイスラエルの子孫よ汝らの先祖の神ヱホバに

敵して戰ふ勿れ汝ら利あらざるべければなりと 13

ヤラベアム伏兵を彼らの後に回らせたればイスラ

エルはユダの前にあり伏兵は其後にあり 14ユダ

後を顧みるに敵前後にありければヱホバにむかひ

て號呼り祭司等喇叭を吹り 15ユダの人々すなは

ち吶喊を擧けるがユダの人々吶喊を擧るにあたり

て神ヤラベアムとイスラエルの人々をアビヤとユ

ダの前に打敗り給ひしかば 16イスラエルの子孫

はユダの前より逃はしれり神かく彼らを之が手に

付したまひければ 17アビヤとその民彼らを夥多

く撃殺せりイスラエルの殺されて倒れし者は五十

萬人みな倔強の人なりき 18是時にはイスラエル

の子孫打負されユダの子孫勝を得たり是は彼らそ

の先祖の神ヱホバを賴みしが故なり 19アビヤす

なはちヤラベアムを追撃て邑數箇を彼より取れり

即ちベテルとその郷里ヱシヤナとその郷里エフロ

ンとその郷里是なり 20ヤラベアムはアビヤの世

に再び權勢を奮ふことを得ずヱホバに撃れて死り

21然どアビヤは權勢を得妻十四人を娶り男子二十

二人女子十六人を擧けたり 22アビヤのその餘の

作爲とその行爲とその言は預言者イドの註釋に記

さる

14アビヤその先祖等とともに寝りてダビデの邑
に葬られその子アサこれに代りて王となれり

アサの代になりて其國十年の間平穩なりき 2アサ

はその神ヱホバの目に善と視正義と視たまふ事を

行へり 3即ち異なる祭壇を取のぞき諸の崇邱を毀

ち柱像を打碎きアシラ像を斫倒し 4ユダに命じて

その先祖等の神ヱホバを求めしめその律法と誡命

を行はしめ 5ユダの一切の邑々より崇邱と日の像

とを取除けり而して國は彼の前に平穩なりき 6彼

また守衛の邑數箇をユダに建たり是はその國平安

を得て此年頃戰爭なかりしに因る即ちヱホバ彼に
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安息を賜ひしなり 7彼すなはちユダに言けるは我

儕是等の邑を建てその四周に石垣を築き戌樓を起

し門と門閂とを設けん我儕の神ヱホバを我儕求め

しに因て此國なほ我儕の前にあり我ら彼を求めた

れば四方において我らに平安を賜へりと斯彼ら阻

滞なく之を建了たり 8アサの軍勢はユダより出た

る者三十萬ありて楯と戈とを執りベニヤミンより

出たる者二十八萬ありて小楯を執り弓を彎く是み

な大勇士なり 9茲にエテオピア人ゼラ軍勢百萬人

戰車三百輌を率ゐて攻きたりマレシヤに至りけれ

ば 10アサこれにむかひて進み出で共にマレシヤ

のゼパタの谷において戰爭の陣列を立つ 11時に

アサその神ヱホバにむかひて呼はりて言ふヱホバ

よ力ある者を助くるも力なき者を助くるも汝にお

いては異ること無し我らの神ヱホバよ我らを助け

たまへ我らは汝に倚賴み汝の名に託りて往て此群

集に敵るヱホバよ汝は我らの神にましませり人を

して汝に勝せたまふ勿れと 12ヱホバすなはちア

サの前とユダの前においてエテオピア人を撃敗り

たまひしかばエテオピア人逃はしりけるに 13ア

サと之に從がふ民かれらをゲラルまで追撃り斯エ

テオピア人は倒れて再び振ふことを得ざりき其は

彼等ヱホバとその軍旅に打敗られたればなりユダ

の人々の得たる掠取物は甚だ多りき 14かれらは

またゲラルの四周の邑々を盡く撃やぶれり是その

邑々ヱホバを畏れたればなり是において彼らその

一切の邑より物を掠めたりしがその中より得たる

掠取物は夥多かりき 15また家畜のをる天幕を襲

ふて羊と駱駝を多く奪ひ取り而してヱルサレムに

歸りぬ

15茲に神の霊オデデの子アザリヤに臨みければ
2彼出ゆきてアサを迎へ之に言けるはアサお

よびユダとベニヤミンの人々よ我に聽け汝等がヱ

ホバと偕にをる間はヱホバも汝らと偕に在すべし

汝ら若かれを求めなば彼に遇ん然どかれを棄なば

彼も汝らを棄たまはん 3抑イスラエルには眞の神

なく敎訓を施こす祭司なく律法なきこと日久しか

りしが 4患難の時にイスラエルの神ヱホバに立か

へりて之を求めたれば即ちこれに遇り 5當時は出

る者にも入る者にも平安なく惟大なる苦患くにぐ

にの民に臨めり 6國は國に邑は邑に撃碎かる其は

神諸の患難をもて之を苦しめたまへばなり 7然ば

汝ら強かれよ汝らの手を弱くする勿れ汝らの行爲

には賞賜あるべければなりと 8アサこれらの言お

よび預言者オデデの預言を聽て力を得憎むべき者

をユダとベニヤミンの全地より除きまた其エフラ

イムの山地に得たる邑々より除きヱホバの廊の前

なるヱホバの壇を再興せり 9彼またユダとベニヤ

ミンの人々およびエフライム、マナセ、シメオン

より來りて寄寓る者を集めたりイスラエルの人々

の中ヱホバ神のアサと偕に在すを見てアサに降れ

る者夥多しかりしなり 10彼等すなはちアサの治

世の十五年の三月にヱルサレムに集り 11其たづ

さへ來れる掠取物の中より牛七百羊七千をその日

ヱホバに献げ 12皆契約を結びて曰く心を盡し精

神を盡して先祖の神ヱホバを求めん 13凡てイス

ラエルの神ヱホバを求めざる者は大小男女の區別

なく之を殺さんと 14而して大聲を擧げ號呼をな

し喇叭を吹き角を鳴してヱホバに誓を立て 15ユ

ダみなその誓を喜べり即ち彼ら一心をもて誓を立

て一念にヱホバを求めたればヱホバこれに遇ひ四

方において之に安息をたまへり 16偖またアサ王

の母マアカ、アシラ像を作りしこと有ければアサ

これを貶して太后たらしめずその像を斫たふして

粉々に碎きキデロン川にてこれを焚り 17但し崇

邱は尚イスラエルより除かざりき然どもアサの心

は一生の間全かりしなり 18彼はまたその父の納

めたる物および己が納めたる物すなはち金銀なら

びに器皿等をヱホバの家に携へいれり 19アサの

治世の三十五年までは再び戰爭あらざりき

16アサの治世の三十六年にイスラエルの王バア
シヤ、ユダに攻のぼりユダの王アサの所に誰

をも往來せざらしめんとてラマを建たり 2是にお

いてアサ、ヱホバの家と王の家との府庫より金銀

を取いだしダマスコに住るスリアの王ベネハダデ

に餽りて言けるは 3我父と汝の父の間の如く我と

汝の間に約を立ん視よ我今汝に金銀を餽れり往て

汝とイスラエルの王バアシヤとの約を破り彼をし

て我を離れて去しめよ 4ベネハダデすなはちアサ

王に聽き自己の軍勢の長等をイスラエルの邑々に

攻遣ければ彼等イヨン、ダン、アベルマイムおよ

びナフタリの一切の府庫の邑々を撃たり 5バアシ

ヤ聞てラマを建ることを罷めその工事を廢せり 6

是においてアサ王ユダ全國の人を率ゐバアシヤが

ラマを建るに用ひたる石と材木を運びきたらしめ

之をもてゲバとミズパを建たり 7その頃先見者ハ

ナニ、ユダの王アサの許にいたりて之に言けるは

汝はスリアの王に倚賴みて汝の神ヱホバに倚賴ま
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ざりしに因てスリア王の軍勢は汝の手を脱せり 8

かのエテオピア人とルビ人は大軍にして戰車およ

び騎兵はなはだ多かりしにあらずや然るも汝ヱホ

バに倚賴みたればヱホバかれらを汝の手に付した

まへり 9ヱホバは全世界を徧く見そなはし己にむ

かひて心を全うする者のために力を顯したまふこ

の事において汝は愚なる事をなせり故に此後は汝

に戰爭あるべしと 10然るにアサその先見者を怒

りて之を獄舎にいれたり其は烈しくこの事のため

に彼を怒りたればなりアサまた其頃民を虐げたる

事ありき 11アサの始終の行爲はユダとイスラエ

ルの列王の書に記さる 12アサはその治世の三十

九年に足を病みその病患つひに劇しくなりしがそ

の病患の時にもヱホバを求めずして醫師を求めた

り 13アサその先祖等と偕に寝りその治世の四十

一年に死り 14人衆これをその己のためにダビデ

の邑に堀おける墓に葬り製香の術をもて製したる

種々の香物を盈せる床の上に置き之がために夥多

しく焚物をなせり

17アサの子ヨシヤパテ、アサに代りて王となり
イスラエルにむかひて力を強くし 2ユダの一

切の堅固なる邑々に兵を置きユダの地およびその

父アサが取たるエフライムの邑々に鎮臺を置く 3

ヱホバ、ヨシヤパテとともに在せり其は彼その父

ダビデの最初の道に歩みてバアル等を求めず 4そ

の父の神を求めてその誡命に歩みイスラエルの行

爲に傚はざればなり 5このゆゑにヱホバ國を彼の

手に堅く立たまへりまたユダの人衆みなヨシヤパ

テに禮物を餽れり彼は富と貴とを極めたり 6是に

おいて彼ヱホバの道にその心を勵まし遂に崇邱と

アシラ像とをユダより除けり 7彼またその治世の

三年にその牧伯ベネハイル、オバデヤ、ゼカリヤ

、ネタンエルおよびミカヤを遣はしてユダの邑々

にて敎誨をなさしめ 8またレビ人の中よりシマヤ

、ネタニヤ、ゼバデヤ、アサヘル、セミラモテ、

ヨナタン、アドニヤ、トビヤ、トバドニヤなどい

ふレビ人を遣して之と偕ならしめ且祭司エリシヤ

マとヨラムをも之と偕に遣はしけるが 9彼らはヱ

ホバの律法の書を携ヘユダにおいて敎誨をなしユ

ダの邑々を盡く行めぐりて民を敎へたり。 10是

においてユダの周圍の地の國々みなヱホバを懼れ

てヨシヤパテを攻ることをせざりき 11またペリ

シテ人の中に禮物および貢の銀をヨシヤパテに餽

れる者あり且又アラビヤ人は家畜をこれに餽れり

即ち牡羊七千七百牡山羊七千七百 12ヨシヤパテ

は益々大になりゆきてユダに城および府庫邑を多

く建て 13ユダの邑々に多くの工事を爲し大勇士

たる軍人をヱルサレムに置り 14彼等を數ふるに

その宗家に循へば左のごとしユダより出たる千人

の長の中にはアデナといふ軍長あり大勇士三十萬

これに從がふ 15その次は軍長ヨハナン之に從ふ

者は二十八萬人 16その次はジクリの子アマシヤ

彼は悦びてその身をヱホバに献げたり大勇士二十

萬これに從がふ 17ベニヤミンより出たる者の中

にはエリアダといふ大勇士あり弓および楯を持も

の二十萬これに從がふ 18その次はヨザバデ戰門

の準備をなせる者十八萬これに從がふ 19是等は

皆王に事ふる者等なり此外にまたユダ全國の堅固

なる邑々に王の置る者あり

18ヨシヤパテは富と貴とを極めアハブと縁を結
べり 2かれ數年の後サマリアに下りてアハブ

を訪ければアハブ彼およびその部從のために牛羊

を多く宰りギレアデのラモテに倶に攻上らんこと

を彼に勸む 3すなはちイスラエルの王アハブ、ユ

ダの王ヨシヤパテに言けるは汝我とともにギレア

デのラモテに攻ゆくやヨシヤパテこれに答へける

は我は汝のごとく我民は汝の民のごとし汝ととも

に戰門に臨まんと 4ヨシヤパテまたイスラエルの

王に言けるは請ふ今日ヱホバの言を問たまへと 5

是においてイスラエルの王預言者四百人を集めて

之に言けるは我らギレアデのラモテに往て戰ふべ

きや又は罷べきや彼等いひけるは攻上りたまへ神

これを王の手に付したまふべしと 6ヨシヤパテい

ひけるは此外に我らの由て問べきヱホバの預言者

此にあらざるや 7イスラエルの王こたへてヨシヤ

パテに言けるは外になほ一人あり我ら之によりて

ヱホバに問ことを得ん然ど彼は今まで我につきて

善事を預言せず恒に惡き事のみを預言すれば我彼

を惡むなり其者は即ちイムラの子ミカヤなりと然

るにヨシヤパテこたへて王しか宣ふ勿れと言けれ

ば 8イスラエルの王一人の官吏を呼てイムラの子

ミカヤを急ぎ來らしめよと言り 9イスラエルの王

およびユダの王ヨシヤパテは朝衣を纏ひサマリア

の門の入口の廣場にて各々その位に坐し居り預言

者は皆その前に預言せり 10時にケナアナの子ゼ

デキヤ鐵の角を造りて言けるはヱホバかく言たま

ふ汝是等をもてスリア人を衝て滅ぼし盡すべしと

11預言者みな斯預言して云ふギレアデのラモテに
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攻上りて勝利を得たまへヱホバこれを王の手に付

したまふべしと 12茲にミカヤを召んとて往たる

使者これに語りて言けるは預言者等の言は一の口

より出るがごとくにして王に善し請ふ汝の言をも

彼らの一人のごとくなして善事を言ヘ 13ミカヤ

言けるはヱホバは活く我神の宣ふ所を我は陳べん

と 14かくて王に至るに王彼に言けるはミカヤよ

我らギレアデのラモテに往て戰かふべきや又は罷

べきや彼言けるは上りゆきて利を得たまへ彼らは

汝の手に付されんと 15王かれに言けるは我幾度

なんぢを誓はせたらば汝ヱホバの名をもて唯眞實

のみを我に告るや 16彼言けるは我イスラエルが

皆牧者なき羊のごとく山に散をるを見たるがヱホ

バ是等の者は主なし各々やすらかに其家に歸るべ

しと言たまへり 17イスラエルの王是においてヨ

シヤパテに言けるは我なんぢに告て彼は善事を我

に預言せず只惡き事のみを預言せんと言しに非ず

やと 18ミカヤまた言けるは然ば汝らヱホバの言

を聽べし我視しにヱホバその位に坐し居たまひて

天の萬軍その傍に右左に立をりしが 19ヱホバ言

たまひけるは誰かイスラエルの王アハブを誘ひて

彼をしてギレアデのラモテにのぼりゆきて彼處に

斃れしめんかと即ち一は此ごとくせんと言ひ一は

彼ごとくせんと言ければ 20遂に一の霊すすみ出

てヱホバの前に立ち我かれを誘はんと言たればヱ

ホバ何をもてするかと之に問たまふに 21我いで

て虚言を言ふ霊となりてその諸の預言者の口にあ

らんと言りヱホバ言たまひけるは汝は誘なひ且こ

れを成就ん出て然すべしと 22故に視よヱホバ虚

言を言ふ霊を汝のこの預言者等の口に入たまへり

而してヱホバ汝に災禍を降さんと定めたまふと 23

時にケナアナの子ゼデキヤ近よりてミカヤの頬を

批て言けるはヱホバの霊何の途より我を離れゆき

て汝と言ふや 24ミカヤ言けるは汝奧の室にいり

て身を匿す日に見るべし 25イスラエルの王いひ

けるはミカヤを取てこれを邑の宰アモンおよび王

の子ヨアシに曳かへりて言べし 26王かく言ふ我

が安然に歸るまで比者を牢にいれて苦惱のパンを

食せ苦惱の水を飮せよと 27ミカヤ言けるは汝も

し眞に平安に歸るならばヱホバ我によりて斯宣ひ

し事あらずと而してまた言り汝ら民よ皆聽べしと

28かくてイスラエルの王およびユダの王ヨシヤパ

テはギレアデのラモテに上りゆけり 29イスラエ

ルの王時にヨシヤパテに言けるは我は服装を變て

戰陣の中にいらん汝は朝衣を纒ひたまへとイスラ

エルの王すなはち服装を變へ二人倶に戰陣の中に

いれり 30スリアの王その戰車の長等にかねて命

じおけり云く汝ら小き者とか大なる者とも戰ふな

かれ惟イスラエルの王とのみ戰へと 31戰車の長

等ヨシヤパテを見て是はイスラエルの王ならんと

言ひ身をめぐらして之と戰はんとせしがヨシヤパ

テ號呼ければヱホバこれを助けたまへり即ち神彼

らを感動して之を離れしめたまふ 32戰車の長等

彼がイスラエルの王にあらざるを見しかば之を追

ことをやめて引返せり 33茲に一箇の人何心なく

弓を彎てイスラエルの王の胸當と草摺の間に射あ

てたれば彼その御者に言けるは我傷を受たれば汝

手を旋らして我を軍中より出せと 34此日戰爭烈

しくなりぬイスラエルの王は車の中に自ら扶持て

立ち薄暮までスリア人をささへをりしが日の沒る

頃にいたりて死り

19ユダの王ヨシヤパテは恙なくヱルサレムに歸
りてその家に至れり 2時に先見者ハナニの子

ヱヒウ、ヨシヤパテ王を出むかへて之に言けるは

汝惡き者を助けヱホバを惡む者を愛して可らんや

之がためにヱホバの前より震怒なんぢの上に臨む

3然ながら善事もまた汝の身に見ゆ即ち汝はアシ

ラ像を國中より除きかつ心を傾けて神を求むるな

りと 4ヨシヤパテはヱルサレムに住をりしが復出

てベエルシバよりエフライムの山地まで民の間を

行めぐりその先祖の神ヱホバにこれを導き歸せり

5彼またユダの一切の堅固なる邑に裁判人を立つ

國中の邑々みな然り 6而して裁判人に言けるは汝

等その爲ところを愼め汝らは人のために裁判する

に非ずヱホバのために裁判するなり裁判する時に

はヱホバ汝らと偕にいます 7然ば汝らヱホバを畏

れ愼みて事をなせ我らの神ヱホバは惡き事なく人

を偏視ことなく賄賂を取こと無ればなり 8ヨシヤ

パテまたレビ人祭司およびイスラエルの族長を選

びてヱルサレムに置きヱホバの事および訴訟を審

判しむ彼らはヱルサレムにかへれり 9ヨシヤパテ

これに命じて云く汝らヱホバを畏れ眞實と誠心を

もて斯おこなふべし 10凡てその邑々に住む汝ら

の兄弟血を相流せる事または律法と誡命法度と條

例などの事につきて汝らに訴へ出ること有ばこれ

を諭してヱホバに罪を犯さざらしめよ恐らくは震

怒なんぢと汝らの兄弟にのぞまん汝ら斯おこなは

ば愆なかるべし 11視よ祭司の長アマリヤ汝らの
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上にありてヱホバの事を凡て司どりユダの家の宰

イシマエルの子ゼバデヤ王の事を凡て司どる亦レ

ビ人汝らの前にありて官吏とならん汝ら心を強く

して事をなせヱホバ善人を祐けたまふべし

20この後モアブの子孫アンモンの子孫およびマ
オニ人等ヨシヤパテと戰はんとて攻きたれり

2時に或人きたりてヨシヤパテに告て云ふ海の彼

旁スリアより大衆汝に攻きたる視よ今ハザゾンタ

マルにありとハザゾンタマルはすなはちエンゲデ

なり 3是においてヨシヤパテ懼れ面をヱホバに向

てその助を求めユダ全國に斷食を布令しめたれば

4ユダ擧て集りヱホバの助を求めたり即ちユダの

一切の邑より人々きたりてヱホバを求む 5時にヨ

シヤパテ、ヱホバの室の新しき庭の前においてユ

ダとヱルサレムの會衆の中に立ち 6言けるは我ら

の先祖の神ヱホバよ汝は天の神にましますに非ず

や異邦人の諸國を統たまふに非ずや汝の手には能

力あり權勢ありて誰もなんぢを禦ぐこと能はざる

に非ずや 7我らの神よ汝は此國の民を汝の民イス

ラエルの前より逐はらひて汝の友アブラハムの子

孫に之を永く與へたまひしに非ずや 8彼らは此に

住み汝の名のために此に聖所を建て言へり 9刑罰

の劍疫病饑饉などの災禍われらに臨まん時は我ら

この家の前に立て汝の前にをりその苦難の中にて

汝に呼號らんしかして汝聽て助けたまはん汝の名

はこの家にあればなりと 10今アンモン、モアブ

およびセイル山の子孫を視たまへ在昔イスラエル

、エジプトの國より出きたれる時汝イスラエルに

是等を侵さしめたまはざりしかば之を離れさりて

滅ぼさざりしなり 11かれらが我らに報ゆる所を

視たまへ彼らは汝がわれらに有たしめたまへる汝

の產業より我らを逐はらはんとす 12我らの神よ

汝かれらを鞫きたまはざるや我らは此斯く攻よせ

たる此の大衆に當る能力なく又爲ところを知ず唯

汝を仰ぎ望むのみと 13ユダの人々はその小者お

よび妻子とともに皆ヱホバの前に立をれり 14時

に會衆の中にてヱホバの霊アサフの子孫たるレビ

人ヤハジエルに臨めりヤハジエルはゼカリヤの子

ゼカリヤはベナヤの子ベナヤはヱイエルの子ヱイ

エルはマツタニヤの子なり 15ヤハジエルすなは

ち言けるはユダの人衆およびヱルサレムの居民な

らびにヨシヤパテ王よ聽べしヱホバかく汝らに言

たまふ此大衆のために懼るる勿れ慄くなかれ汝ら

の戰に非ずヱホバの戰なればなり 16なんぢら明

日彼らの所に攻くだれ彼らはヂヅの坡より上り來

る汝らヱルエルの野の前なる谷の口にて之に遇ん

17この戰爭には汝ら戰ふにおよばずユダおよびヱ

ルサレムよ汝ら惟進みいでて立ち汝らとともに在

すヱホバの拯救を見よ懼る勿れ慄くなかれ明日彼

らの所に攻いでよヱホバ汝らとともに在せばなり

と 18是においてヨシヤパテ首をさげて地に俯伏

りユダの人衆およびヱルサレムの民もヱホバの前

に伏てヱホバを拝す 19時にコハテの子孫および

コラの子孫たるレビ人立あがり聲を高くあげてイ

スラエルの神ヱホバを讃美せり 20かくて皆朝は

やく起てテコアの野に出ゆけり其いづるに當りて

ヨシヤパテ立て言けるはユダの人衆およびヱルサ

レムの民よ我に聽け汝らの神ヱホバを信ぜよ然ば

汝ら堅くあらんその預言者を信ぜよ然ば汝ら利あ

らん 21彼また民と議りて人々を選び之をして聖

き飾を著て軍勢の前に進ましめヱホバにむかひて

歌をうたひ且これを讃美せしめヱホバに感謝せよ

其恩惠は世々かぎりなしと言しむ 22その歌を歌

ひ讃美をなし始むるに當りてヱホバ伏兵を設けか

のユダに攻きたれるアンモン、モアブ、セイル山

の子孫をなやましたまひければ彼ら打敗られたり

23即ちアンモンとモアブの子孫起てセイル山の民

にむかひ盡くこれを殺して滅ししがセイルの民を

殺し盡すに及びて彼らも亦力をいだして互に滅ぼ

しあへり 24ユダの人々野の觀望所に至りてかの

群衆を觀たりければ唯地に仆れたる死屍のみにし

て一人だに逃れし者なかりき 25是においてヨシ

ヤパテおよびその民彼らの物を奪はんとて來り觀

にその死屍の間に財寳衣服および珠玉などおびた

だしく在たれば則ち各々これを剥とりけるが餘に

多くして携さへ去こと能はざる程なりき其物多か

りしに因て之を取に三日を費しけるが 26第四日

にベラカ(感謝)の谷に集り其處にてヱホバに感謝

せり是をもてその處の名を今日までベラカ(感謝

)の谷と呼ぶ 27而してユダとヱルサレムの人々み

な各々歸りきたりヨシヤパテの後にしたがひ歓び

てヱルサレムに至れり其はヱホバ彼等をしてその

敵の故によりて歓喜を得させたまひたればなり 28

即ち彼ら瑟と琴および喇叭を合奏してヱルサレム

に往てヱホバの室にいたる 29諸の國の民ヱホバ

がイスラエルの敵を攻撃たまひしことを聞て神を

畏れたれば 30ヨシヤパテの國は平穩なりき即ち

その神四方において之に安息を賜へり 31ヨシヤ
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パテはユダの王となり三十五歳のときその位に即

き二十五年の間ヱルサレムにて世を治めたり其母

はシルヒの女にして名をアズバといふ 32ヨシヤ

パテはその父アサの道にあゆみて之を離れずヱホ

バの目に善と觀たまふ事を行へり 33然れども崇

邱はいまだ除かず又民はいまだその先祖の神に心

を傾けざりき 34ヨシヤパテのその餘の始終の行

爲はハナニの子ヱヒウの書に記さるヱヒウの事は

イスラエルの列王の書に載す 35ユダの王ヨシヤ

パテ後にイスラエルの王アハジアと相結べりアハ

ジアは大に惡を行ふ者なりき 36ヨシヤパテ、タ

ルシシに遣る舟を造らんとて彼と相結びてエジオ

ンゲベルにて共に舟數隻を造れり 37時にマレシ

ヤのドダワの子エリエゼル、ヨシヤパテにむかひ

て預言して云ふ汝アハジアと相結びたればヱホバ

なんぢの作りし者を毀ちたまふと即ちその舟は皆

壞れてタルシシに往くことを得ざりき

21ヨシヤパテその先祖等とともに寝りてダビデ
の邑にその先祖等とともに葬られその子ヨラ

ムこれに代て王となる 2ヨシヤパテの子たるその

兄弟はアザリヤ、ヱヒエル、ゼカリヤ、アザリヤ

、ミカエルおよびシバテヤ是みなイスラエルの王

ヨシヤパテの子なり 3その父彼らに金銀寶物の賜

物を多く與へまたユダの守衛の邑々を與へけるが

國はヨラムに與へたりヨラム長子なりければなり

4ヨラムその父の位に登りて力つよくなりければ

その兄弟等をことごとく劍にかけて殺し又イスラ

エルの牧伯等數人を殺せり 5ヨラムは三十二歳の

時位に即ヱルサレムにて八年の間世を治めたり 6

彼はアハブの家のなせるごとくイスラエルの王等

の道にあゆめりアハブの女を妻となしたればなり

斯かれヱホバの目に惡と觀たまふ事をなせしかど

も 7ヱホバ曩にダビデに契約をなし且彼とその子

孫とに永遠に光明を與へんと言たまひし故により

てダビデの家を滅ぼすことを欲み給はざりき 8ヨ

ラムの世にエドム人叛きてユダの手に服せず自ら

王を立たれば 9ヨラム其牧伯等および一切の戰車

をしたがへて渉りゆき夜の中に起いでて自己を圍

めるエドム人を撃ちその戰車の長等を撃り 10エ

ドム人は斯叛きてユダの手に服せずなりしが今日

まで然り此時にあたりてリブナもまた叛きてユダ

の手に服せずなりぬ是はヨラムその先祖の神ヱホ

バを棄たるに因てなり 11彼またユダの山々に崇

邱を作りてヱルサレムの民に姦淫をおこなはせユ

ダを惑はせり 12時に預言者エリヤの書ヨラムの

許に達せり其言に云く汝の先祖ダビデの神ヱホバ

かく言たまふ汝はその父ヨシヤパテの道にあゆま

ずまたユダの王アサの道にあゆまずして 13イス

ラエルの王等の道にあゆみユダの人とヱルサレム

の民をしてアハブの家の姦淫をなせるごとくに姦

淫を行はしめまた汝の父の家の者にて汝に愈れる

ところの汝の兄弟等を殺せり 14故にヱホバ大な

る災禍をもて汝の民汝の子女汝の妻等および汝の

一切の所有を撃たまふべし 15汝はまた臓腑の疾

を得て大病になりその疾日々に重りて臓腑つひに

墜んと 16即ちヱホバ、ヨラムを攻させんとてエ

テオピアに近きところのペリシテ人とアラビヤ人

の心を振起したまひければ 17彼らユダに攻のぼ

りて之を侵し王の家に在ところの貨財を盡く奪ひ

取りまたヨウムの子等と妻等をも携へ去れり是を

もてその末子ヱホアハズの外には一人も遺れる者

なかりき 18此もろもろの事の後ヱホバ彼を撃て

臓腑に愈ざる疾を生ぜしめたまひければ 19月日

を送り二年を經るにおよびてその臓腑疾のために

墜ち重き病苦によりて死ねり民かれの先祖のため

に焚物をなせし如く彼のためには焚物をなさざり

き 20彼は三十二歳の時位に即き八年の間ヱルサ

レムにて世を治めて終に薨去れり之を惜む者なか

りき人衆これをダビデの邑に葬れり但し王等の墓

にはあらず

22ヱルサレムの民ヨラムの季子アハジアを王と
なして之に継しむ其は曾てアラビヤ人ととも

に陣營に攻きたりし軍兵その長子をことごとく殺

したればなり是をもてユダの王ヨラムの子アハジ

ア王となれり 2アハジアは四十二歳の時位に即き

ヱルサレムにて一年の間世を治めたりその母はオ

ムリの女にして名をアタリヤといふ 3アハジアも

またアハブの家の道に歩めり其母かれを敎へて惡

をなさしめたるなり 4即ち彼はアハブの家のごと

くにヱホバの目の前に惡をおこなへり其父の死し

後彼かくアハブの家の者の敎にしたがひたれば終

に身を滅ぼすに至れり 5アハジアまた彼らの敎に

したがひイスラエルの王アハブの子ヨラムととも

にギレアデのラモテにゆきてスリアの王ハザエル

と戰ひけるにスリア人ヨラムに傷を負せたり 6是

においてヨラムはそのスリアの王ハザエルと戰ふ

にあたりてラムにて負たる傷を療さんとてヱズレ

ルに歸れりユダの王ヨラムの子アザリヤはアハブ
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の子ヨラムが病をるをもてヱズレルに下りてこれ

を訪ふ 7アハジアがヨラムを訪ふて害に遇しは神

の然らしめたまへるなり即ちアハジアは來り居て

ヨラムとともに出てニムシの子ヱヒウを迎へたり

ヱヒウはヱホバが曩にアハブの家を絶去しめんと

て膏を沃ぎたまひし者なり 8ヱヒウ、アハブの家

を罰するに方りてユダの牧伯等およびアハジアの

兄弟等の子等がアハジアに奉へをるに遇て之を殺

せり 9アハジアはサマリヤに匿れたりしがヱヒウ

これを探求めければ人々これを執ヘヱヒウの許に

曳きたりて之を殺せり但し彼は心を盡してヱホバ

を求めたるヨシヤパテの子なればとてこれを葬れ

り斯りしかばアハジアの家は國を統治むる力なく

なりぬ 10茲にアハジアの母アタリヤその子の死

たるを見て起てユダの家の王子をことごとく滅ぼ

したりしが 11王の女ヱホシバ、アハジアの子ヨ

アシを王の子等の殺さるる者の中より竊み取り彼

とその乳媼を夜衣の室におきて彼をアタリヤに匿

したればアタリヤかれを殺さざりきヱホシバはヨ

ラム王の女アハジアの妹にして祭司ヱホヤダの妻

なり 12かくてヨアシはヱホバの家に匿れて彼ら

とともにをること六年アタリヤ國に王たりき

23第七年にいたりヱホヤダ力を強してヱロハム
の子アザリヤ、ヨハナンの子イシマエル、オ

ベデの子アザリア、アダヤの子マアセヤ、ジクリ

の子エシヤパテなどいふ百人の長等を招きて己と

契約を結ばしむ 2是において彼らユダを行めぐり

てユダの一切の邑よりレビ人を集めまたイスラエ

ルの族長を集めてヱルサレムに歸り 3而してその

會衆みな神の家において王と契約を結べり時にヱ

ホヤダかれらに言けるけるはダビデの子孫の事に

つきてヱホバの宣まひしごとく王の子位に即べき

なり 4然ば汝ら斯なすべし汝ら祭司およびレビ人

の安息日に入きたる者は三分の一は門を守り 5三

分の一は王の家に居り三分の一は基礎の門に居り

民はみなヱホバの室の庭に居べし 6祭司と奉事を

するレビ人の外は何人もヱホバの家に入べからず

彼らは聖者なれば入ことを得るなり民はみなヱホ

バの殿を守るべし 7レビ人はおのおの手に武器を

執て王を繞りて立べし家に入る者をば凡て殺すべ

し汝らは王の出る時にも入る時にも王とともに居

れと 8是においてレビ人およびユダの人衆は祭司

ヱホヤダが凡て命じたる如くに行ひ各々その手の

人の安息日に入來べき者と安息日に出ゆくべき者

とを率ゐ居れり祭司ヱホヤダ班列の者を去せざれ

ばなり 9祭司ヱホヤダすなはち神の家にあるダビ

デ王の鎗および大楯小楯を百人の長等に交し 10

一切の民をして各々武器を手に執て王の四周に立

ち殿の右の端より殿の左の端におよびて壇と殿に

そふて居しむ 11斯て人衆王の子を携へ出し之に

冠冕を戴かせ證詞をわたして王となし祭司ヱホヤ

ダおよびその子等これに膏をそそげり而して皆王

長壽かれと言ふ 12茲にアタリヤ民と近衛兵と王

を讃る者との聲を聞きヱホバの室に入て民の所に

至り 13視に王は入口にてその柱の傍に立ち王の

側に軍長と喇叭手立をり亦國の民みな喜びて喇叭

を吹き謳歌者樂を奏し先だちて讃美を歌ひをりし

かばアタリヤその衣を裂き叛逆なり叛逆なりと言

り 14時に祭司ヱホヤダ軍兵を統る百人の長等を

呼出してこれに言ふ彼をして列の間を通りて出し

めよ凡て彼に從がふ者をば劍をもて殺すべしと祭

司は彼をヱホバの室に殺すべからずとて斯いへる

なり 15是をもて之がために路をひらき王の家の

馬の門の入口まで往しめて其處にて之を殺せり 16

斯てヱホヤダ己と一切の民と王との間にわれらは

皆ヱホバの民とならんことの契約を結べり 17是

において民みなバアルの室にゆきて之を毀ちその

壇とその像を打碎きバアルの祭司マツタンを壇の

前に殺せり 18ヱホヤダまたヱホバの室の職事を

祭司レビ人の手に委ぬ昔ダビデ、レビ人を班列に

わかちてヱホバの室におきモーセの律法に記され

たる所にしたがひて歓喜と謳歌とをもてヱホバの

燔祭を献げしめたりき今このダビデの例に傚ふ 19

彼またヱホバの室の門々に看守者を立せ置き身の

汚れたる者には何によりて汚れたるにもあれ凡て

入ことを得ざらしむ 20斯てヱホヤダ百人の長等

と貴族と民の牧伯等および國の一切の民を率ゐて

ヱホバの家より王を導きくだり上の門よりして王

の家にいり王を國の位に坐せしめたり 21斯りし

かば國の民みな喜こびて邑は平穩なりきアタリヤ

は劍にて殺さる

24ヨアシは七歳の時位に即きヱルサレムにて四
十年の間世を治めたりその母はベエルシバよ

り出たる者にして名をヂビアといふ 2ヨアシは祭

司ヱホヤダの世にある日の間は恒にヱホバの善と

觀たまふことを行へり 3ヱホヤダ彼のために二人

の妻を娶れり男子女子生る 4此後ヨアシ、ヱホバ

の室を修繕んと志し 5祭司とレビ人を集めて之に
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言けるは汝ら出てユダの邑々に往き汝らの神ヱホ

バの室を歳々修繕ふべき金子をイスラエルの人衆

より聚むべし其事を亟にせよと然るにレビ人これ

を亟にせざりき 6王ヱホヤダ長を召てこれに言け

るは汝なんぞレビ人に求めてヱホバの僕モーセお

よびイスラエルの會衆の古昔證詞の幕屋のために

集めたるが如き税をユダとヱルサレムより取きた

らせざるやと 7かの惡き婦アタリヤの子等神の家

を壞りかつヱホバの家の諸の奉納物をバアルに供

へたり 8是において王の命にしたがひて一箇の匱

を作りヱホバの室の門の外にこれを置き 9ユダと

ヱルサレムに宣布て汝ら神の僕モーセが荒野にて

イスラエルに課したる如き税をヱホバに携へきた

れと言けるに 10一切の牧伯等および一切の民み

な喜びて携へきたりその匱に投いれて遂に納めを

はれり 11レビ人その匱に金の多くあるを見てこ

れを王の廳に携へゆく時は王の書記と祭司の長の

下役きたりてその匱を傾むけ復これを取て本の處

に持ゆけり日々に斯のごとくして金を聚むること

夥多し 12而して王とヱホヤダこれをヱホバの家

の工事を爲す者に付し石工および木匠を雇ひてヱ

ホバの室を修繕はせまた鐵工および銅工を雇ひて

ヱホバの室を修復せしめけるが 13工人動作てそ

の工事を成をへ神の室を本の状に復してこれを堅

固にす 14その旣に成るにおよびて餘れる金を王

とヱホヤダの前に持いたりければ其をもてヱホバ

の室のために器皿を作れり即ち奉事の器献祭の器

および匙ならびに金銀の器を作れりヱホヤダが世

に在る日の間はヱホバの室にて燔祭をささぐるこ

と絶ざりき 15ヱホヤダは年邁み日滿て死りその

死る時は百三十歳なりき 16人衆ダビデの邑にて

王等の中間にこれを葬むる其は彼イスラエルの中

において神とその殿とにむかひて善事をおこなひ

たればなり 17ヱホヤダの死たる後ユダの牧伯等

きたりて王を拝す是において王これに聽したがふ

18彼らその先祖の神ヱホバの室を棄てアシラ像お

よび偶像に事へたればその愆のために震怒ユダと

ヱルサレムに臨めり 19ヱホバかれらを己にひき

かへさんとて預言者等を遣はし之にむかひて證を

たてさせたまひしかども聽ことをせざりき 20是

において神の霊祭司ヱホヤダの子ゼカリヤに臨み

ければ彼民の前に高く起あがりて之に言けるは神

かく宣ふ汝らヱホバの誡命を犯して災禍を招くは

何ぞや汝らヱホバを棄たればヱホバも汝らを棄た

まふと 21然るに人衆かれを害せんと謀り王の命

によりて石をもてこれをヱホバの室の庭にて撃殺

せり 22斯ヨアシ王はゼカリヤの父ヱホヤダが己

にほどこせし恩を念ずしてその子を殺せり彼死る

時にヱホバこれを顧みこれを問討したまへと言り

23かくてその年の終るにおよびてスリアの軍勢か

れにむかひて攻のぼりユダとヱルサレムにいたり

て民の牧伯等をことごとく民の中より滅ぼし絶ち

その掠取物を凡てダマスコの王に遣れり 24この

時スリアの軍勢は小勢にて來りけるにヱホバ大軍

をこれが手に付したまへり是はその先祖の神ヱホ

バを棄たるが故なり斯かれらヨアシを罰せり 25

スリア人ヨアシに大傷をおはせて遺去けるがヨア

シの臣僕等祭司ヱホヤダの子等の血のために黨を

むすびて之に叛き之をその床の上に弑して死しめ

たり人衆これをダビデの邑に葬れり但し王の墓に

は葬らざりき 26黨をむすびて之に叛きし者はア

ンモンの婦シメアテの子ザバデおよびモアブの婦

シムリテの子ヨザバデなりき 27ヨアシの子等の

事ヨアシの告られし預言および神の室を修繕し事

などは列王の書の註釋に記さるヨアシの子アマジ

ヤこれに代りて王となれり

25アマジヤは二十五歳の時位に即きヱルサレム
にて二十九年の間世を治めたりその母はヱル

サレムの者にして名をヱホアダンといふ 2アマジ

ヤはヱホバの善と視たまふ事を行なひしかども心

を全うしてこれを爲ざりき 3彼國のおのが手に堅

く立つにおよびてその父王を弑せし臣僕等を殺せ

り 4然どその子女等をば殺さずしてモーセの書の

律法に記せるごとく爲り即ちヱホバ命じて言たま

はく父はその子女の故によりて殺さるべからず子

女はその父の故によりて殺さるべからず各々おの

れの罪によりて殺さるべきなりと 5アマジヤ、ユ

ダの人を集めその父祖の家にしたがひて或は千人

の長に附屬せしめ或に百人の長に附屬せしむユダ

とベニヤミンともに然り且二十歳以上の者を數へ

戈と楯とを執て戰闘に臨む倔強の士三十萬を得 6

また銀百タラントをもてイスラエルより大勇士十

萬を傭へり 7時に神の人かれに詣りて言けるは王

よイスラエルの軍勢をして汝とともに往しむる勿

れヱホバはイスラエル人すなはちエフライムの子

孫とは偕にいまさざるなり 8汝もし往ば心を強く

して戰闘を爲せ神なんぢをして敵の前に斃れしめ

たまはん神は助くる力ありまた倒す力あるなり 9
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アマジヤ神の人にいひけるは然ば已にイスラエル

の軍隊に與へたる百タラントを如何にすべきや神

の人答へけるはヱホバは其よりも多き者を汝に賜

ふことを得るなりと 10是においてアマジヤかの

エフライムより來りて己に就る軍隊を分離してそ

の處に歸らしめければ彼らユダにむかひて烈しく

怒を發し火のごとくに怒りてその處に歸れり 11

かくてアマジヤは力を強くしその民を率ゐて鹽の

谷に往きセイル人一萬を撃殺せり 12ユダの子孫

またこの外に一萬人を生擒て磐の頂に曳ゆき磐の

頂よりこれを投おとしければ皆微塵に碎けたり 13

前にアマジヤが己とともに戰闘に往べからずとし

て歸し遣たる軍卒等サマリアよりベテホロンまで

のユダの邑々を襲ひ人三千を撃ころし物を多く奪

ふ 14アマジヤ、エドム人を戮して歸る時にセイ

ル人の神々を携さへ來り之を安置して己の神とな

しその前に禮拝をなし之に香を焚り 15是をもて

ヱホバ、アマジヤにむかひて怒を發し預言者をこ

れに遣はして言しめたまひけるは彼民の神々は己

の民を汝の手より救ふことを得ざりし者なるに汝

なにとて之を求むるや 16彼かく王に語れる時王

これにむかひ我儕汝を王の議官となせしや止よ汝

なんぞ撃殺されんとするやと言ければ預言者すな

はち止て言り我知る汝この事を行びて吾諌を聽い

れざるによりて神なんぢを滅ぼさんと決めたまふ

と 17斯てユダの王アマジヤ相議りて人をヱヒウ

の子ヱホアハズの子なるイスラエルの王ヨアシに

遣し來れ我儕たがひに面をあはせんと言しめけれ

ば 18イスラエルの王ヨアシ、ユダの王アマジヤ

に言おくりけるはレバノンの荊蕀かつてレバノン

の香柏に汝の女子を我子の妻に與へよと言おくり

たること有しにレバノンの野獣とほりてその荊蕀

を踏たふせり 19汝はエドム人を撃破れりと謂ひ

心にたかぶりて誇る然ば汝家に安んじ居れ何ぞ禍

を惹おこして自己もユダもともに亡びんとするや

と 20然るにアマジヤ聽ことをせざりき此事は神

より出たる者にて彼らをその敵の手に付さんがた

めなり是は彼らエドムの神々を求めしに因る 21

是においてイスラエルの王ヨアシ上りきたりユダ

のベテシメシにてユダの王アマジヤと面をあはせ

たりしが 22ユダ、イスラエルに撃敗られて各々

その天幕に逃かへりぬ 23時にイスラエルの王ヨ

アシはヱホアハズの子ヨアシの子なるユダの王ア

マジヤをベテシメシに執へてヱルサレムに携へゆ

きヱルサレムの石垣をエフライムの門より隅の門

まで四百キユビト程を毀ち 24また神の室の中に

てオベデエドムが守り居る一切の金銀および諸の

器皿ならびに王の家の財寳を取りかつ人質をとり

てサマリアに歸れり 25ユダの王ヨアシの子アマ

ジヤはイスラエルの王ヱホアハズの子ヨアシの死

てより後なほ十五年生存らへたり 26アマジヤの

その餘の始終の行爲はユダとイスラエルの列王の

書に記さるるにあらずや 27アマジヤ翻へりてヱ

ホバに從がはずなりし後ヱルサレムにおいて黨を

結びて彼に敵する者ありければ彼ラキシに逃ゆき

けるにその人々ラキシに人をやりて彼を其處に殺

さしめたり 28人衆これを馬に負せてきたりユダ

の邑にてその先祖等とともにこれを葬りぬ

26是においてユダの民みなウジヤをとりて王と
なしてその父アマジヤに代らしめたり時に年

十六なりき 2彼エラテの邑を建てこれを再びユダ

に歸せしむ是はかの王がその先祖等とともに寝り

し後なりき 3ウジヤは十六歳の時位に即きヱルサ

レムにて五十二年の間世を治めたりその母はヱル

サレムの者にして名をヱコリアといふ 4ウジヤは

その父アマジヤが凡てなしたる如くヱホバの善と

觀たまふ事を行ひ 5神の默示に明なりしかのゼカ

リヤの世にある日の間心をこめてヱホバを求めた

りそのヱホバを求むる間は神これをして幸福なら

しめたまへり 6彼いでてペリシテ人と戰ひガテの

石垣ヤブネの石垣およびアシドドの石垣を圮しア

シドドの地ならびにペリシテ人の中間に邑を建つ

7神かれを助けてペリシテ人グルバアルに住むア

ラビヤ人およびメウニ人を攻撃しめたまへり 8ア

ンモニ人はまたウジヤに貢を納るウジヤの名つひ

にエジプトの入口までも廣まれり其は甚だ強くな

りければなり 9ウジヤ、ヱルサレムの隅の門谷の

門および角隅に戌樓を建てこれを堅固にし 10ま

た荒野に戌樓を建て許多の水溜を掘り其は家畜を

多く有たればなり亦平野にも平地にも家畜を有り

又山々およびカルメルには農夫と葡萄を修る者を

有り農事を好みたればなり 11ウジヤ戰士一旅團

あり書記ヱイエルと牧伯マアセヤの數調査により

て隊々にわかれて戰爭に出づ皆王の軍長ハナニヤ

の手に屬す 12大勇士の族長の數は都合二千六百

13その手に屬する軍勢は三十萬七千五百人みな大

なる力をもて戰ひ王を助けて敵に當る 14ウジヤ

その全軍のために楯戈兜鎧弓および投石器の石を
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備ふ 15彼またヱルサレムにおいて工人に機械を

案へ造らしめ之を戌樓および石垣に施こし之をも

て矢ならびに大石を射出せり是においてその名遠

く廣まれり其は非常の援助を蒙りて旺盛になりた

ればなり 16然るに彼旺盛になるにおよびその心

に高ぶりて惡き事を行なへり即ち彼その神ヱホバ

にむかひて罪を犯しヱホバの殿に入て香壇の上に

香を焚んとせり 17時に祭司アザリヤ、ヱホバの

祭司たる勇者八十人を率ゐて彼の後にしたがひ入

り 18ウジヤ王を阻へてこれに言けるはウジヤよ

ヱホバに香を焚ことは汝のなすべき所にあらずア

ロンの子孫にして香を焚ために潔められたる祭司

等のなすべき所なり聖所より出よ汝は罪を犯せり

ヱホバ神なんぢに榮を加へたまはじと 19是にお

いてウジヤ怒を發し香爐を手にとりて香を焚んと

せしがその祭司にむかひて怒を發しをる間に癩病

その額に起れり時に彼はヱホバの室にて祭司等の

前にあたりて香壇の側にをる 20祭司の長アザリ

ヤおよび一切の祭司等彼を見しに已にその額に癩

病生じゐたれば彼を其處より速にいだせり彼もま

たヱホバの己を撃たまへるを見て自ら急ぎて出去

り 21ウジヤ王はその死る日まで癩病人となり居

しがその癩病人となるにおよびては別殿に住りヱ

ホバの室より斷れたればなり其子ヨタム王の家を

管理て國の民を審判り 22ウジヤのその餘の始終

の行爲はアモツの子預言者イザヤこれを書記した

り 23ウジヤその先祖等とともに寝りたれば彼は

癩病人なりとて王等の墓に連接る地にこれを葬り

てその先祖等とともならしむその子ヨタムこれに

代りて王となれり

27ヨタムは二十五歳の時位に即きヱルサレムに
て十六年の間世を治めたり其母はザドクの女

にして名をヱルシヤといふ 2ヨタムはその父ウジ

ヤの凡て爲たるごとくヱホバの善と視たまふ事を

なせり但しヱホバの殿には入ざりき民は尚惡き事

を爲り 3彼ヱホバの家の上の門を建なほしオペル

の石垣を多く築き増し 4ユダの山地に數箇の邑を

建て林の間に城および戌楼を築けり 5彼アンモニ

人の王と戰ひこれに勝り其年アンモンの子孫銀百

タラント小麥一萬石大麥一萬石を彼におくれりア

ンモンの子孫は第二年にも第三年にも是のごとく

彼に貢をいる 6ヨタムその神ヱホバの前において

その行を堅うしたるに因て權能ある者となれり 7

ヨタムのその餘の行爲その一切の戰闘およびその

行などはイスラエルとユダの列王の書に記さる 8

彼は二十五歳の時位に即きヱルサレムにて十六年

の間世を治めたり 9ヨタムその先祖等とともに寝

りたればダビデの邑にこれを葬れりその子アハズ

これに代りて王となる

28アハズは二十歳の時位に即きヱルサレムにて
十六年の間世を治めたりしがその父ダビデと

異にしてヱホバの善と觀たまふ所を行はず 2イス

ラエルの王等の道にあゆみ亦諸のバアルのために

像を鋳造り 3ベンヒンノムの谷にて香を焚きその

子を火に燒きなどしてヱホバがイスラエルの子孫

の前より逐はらひたまひし異邦人の行ふところの

憎むべき事に傚ひ 4また崇邱の上丘の上一切の靑

木の下にて犠牲をささげ香を焚り 5是故にその神

ヱホバかれをスリアの王の手に付したまひてスリ

ア人つひに彼を撃破りその人々を衆く虜囚として

ダマスコに曳ゆけり彼はまたイスラエルの王の手

にも付されたればイスラエルの王かれを撃て大に

その人を殺せり 6すなはちレマリヤの子ペカ、ユ

ダにおいて一日の中に十二萬人を殺せり皆勇士な

りき是は彼らその先祖の神ヱホバを棄しによるな

り 7その時にエフライムの勇士ジクリといふ者王

の子マアセヤ宮内卿アズリカムおよび王に亞ぐ人

エルカナを殺せり 8イスラエルの子孫つひにその

兄弟の中より婦人ならびに男子女子など合せて二

十萬人を俘擄にしまた衆多の掠取物を爲しその掠

取物をサマリアに携へゆけり 9時に彼處にヱホバ

の預言者ありその名をオデデといふ彼サマリアに

歸れる軍勢の前に進みいでて之に言けるは汝らの

先祖の神ヱホバ、ユダを怒りてこれを汝らの手に

付したまひしが汝らは天に達するほどの忿怒をも

て之を殺せり 10然のみならず汝ら今ユダとヱル

サレムの子孫を圧つけて己の奴婢となさんと思ふ

然ども汝ら自身もまた汝らの神ヱホバに罪を獲た

る身にあらずや 11然ば今我に聽き汝らがその兄

弟の中より擄へ來りし俘擄を放ち歸せヱホバの烈

しき怒なんぢらの上に臨まんとすればなりと 12

是においてエフライム人の長たる人々すなはちヨ

ハナンの子アザリヤ、メシレモテの子ベレキヤ、

シヤルムの子ヒゼキヤ、ハデライの子アマサ等戰

爭より歸れる者等の前に立ふさがりて 13之にい

ひけるは汝ら俘擄を此に曳いるべからず汝らは我

らをしてヱホバに愆を得せしめて更に我らの罪愆

を増んとす我らの愆は大にして烈しき怒イスラエ
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ルにのぞまんとするなりと 14是において兵卒等

その俘擄と掠取物を牧伯等と全會衆の前に遺おき

ければ 15上に名を擧げたる人々たちて俘擄を受

取り掠取物の中より衣服を取てその裸なる者に着

せ之に靴を穿せ食飮を爲しめ膏油を沃ぎ等しその

弱き者をば盡く驢馬に乗せ斯して之を棕櫚の邑ヱ

リコに導きゆきてその兄弟に詣らしめ而してサマ

リアに歸れり 16當時アハズ王人をアツスリヤの

王等に遣はして援助を乞しむ 17其はエドム人ま

た來りてユダを攻撃ち民を擄へて去たればなり 18

ベリシテ人もまた平野の邑々およびユダの南の邑

々を侵してベテシメシ、アヤロン、ゲデロテおよ

びシヨコとその郷里テムナとその郷里ギムゾとそ

の郷里を取て其處に住めり 19イスラエルの王ア

ハズの故をもてヱホバかくユダを卑くしたまふ其

は彼ユダの中に淫逸なる事を行ひかつヱホバにむ

かひて大に罪を犯したればなり 20アツスリヤの

王テグラテピレセルは彼の所に來りしかども彼に

力をそへずして反てこれを煩はせり 21アハズ、

ヱホバの家と王の家および牧伯等の家の物を取て

アツスリヤの王に與へけれどもアハズを援くるこ

とをせざりき 22このアハズ王はその困難の時に

當りてますますヱホバに罪を犯せり 23即ち彼お

のれを撃るダマスコの神々に犠牲を献げて言ふス

リアの王等の神々はその王等を助くれば我もこれ

に犠牲を献げん然ば彼ら我を助けんと然れども彼

等はかへつてアハズとイスラエル全國を仆す者と

なれり 24アハズ神の室の器皿を取聚めて神の室

の器皿を切やぶりヱホバの室の戸を閉ぢヱルサレ

ムの隅々に凡て祭壇を造り 25ユダの一切の邑々

に崇邱を造りて別神に香を焚き等してその先祖の

神ヱホバの忿怒を惹おこせり 26アハズのその餘

の始終の行爲およびその一切の行跡はユダとイス

ラエルの列王の書に記さる 27アハズその先祖等

とともに寝りたればエルサレムの邑にこれを葬れ

り然どイスラエルの王等の墓にはこれを持ゆかざ

りき其子ヒゼキヤこれに代りて王となる

29ヒゼキヤは二十五歳の時位に即きヱルサレム
にて二十九年の間世を治めたりその母はゼカ

リヤの女にして名をアビヤといふ 2ヒゼキヤはそ

の父ダビデの凡てなしたる如くヱホバの目に善と

視たまふ事をなせり 3即ち彼その治世の第一年一

月にヱホバの室の戸を開きかつ之を修繕ひ 4祭司

およびレビ人を携さへいりて東の廣場にこれを集

め 5而して之にいひけるはレビ人よ我に聽け汝等

いま身を潔めて汝等の先祖の神ヱホバの室を潔め

汚穢を聖所より除きされ 6夫我らの先祖は罪を犯

し我らの神ヱホバの目に惡しと見たまふことを行

ひてヱホバを棄てヱホバの住所に面を背けて後を

これに向け 7また廊の戸を閉ぢ燈火を消し聖所に

てイスラエルの神に香を焚ず燔祭を献けざりし 8

是をもてヱホバの忿怒ユダとヱルサレムに臨みヱ

ホバ彼等をして打ただよはされしめ詑異とならし

め胡盧とならしめたまへり汝らが目に覩るごとし

9即ち我儕の父は劍に斃れ我らの男子女子及び妻

等はこれがために俘擄となれり 10今我イスラエ

ルの神ヱホバと契約を結ばんとする意志ありその

烈しき怒我らを離るることあらん 11我子等よ今

は怠たる勿れヱホバ汝らを擇びて己の前に立て事

へしめ己に事ふる者となし香を焚く者となしたま

ひたればなりと 12是においてレビ人起り即ちコ

ハテの子孫の中にてはアマサイの子マハテおよび

アザリヤの子ヨエル、メラリの子孫の中にてはア

ブデの子キシおよびヱハレレルの子アザリヤ、ゲ

ルシヨン人の中にてはジンマの子ヨアおよびヨア

の子エデン 13エリザパンの子孫の中にてはシム

リおよびヱイエル、アサフの子孫の中にてはゼカ

リヤおよびマツタニヤ 14ヘマンの子孫の中にて

はヱヒエルおよびシメイ、ヱドトンの子孫の中に

てはシマヤおよびウジエル 15かれらその兄弟を

集へて身を潔めヱホバの言に依りて王の傳へし命

令にしたがひてヱホバの室を潔めんとて入きたり

16祭司等ヱホバの室の奧に入りてこれを潔めヱホ

バの殿にありし汚穢をことごとくヱホバの室の庭

に携へいだせばレビ人それを受て外にいだしキデ

ロン河に持いたる 17彼ら正月の元日に潔むるこ

とを始めてその月の八日にヱホバの廊におよびま

たヱホバの家を潔むるに八日を費し正月の十六日

にいたりて之を終れり 18かくて彼らヒゼキヤ王

の處に入て言ふ我らヱホバの室をことごとく潔め

また燔祭の壇とその一切の器具および供前のパン

の案とその一切の器皿とを潔めたり 19またアハ

ズ王がその治世に罪を犯して棄たりし一切の器皿

をも整へてこれを潔めヱホバの壇の前にこれを据

置りと 20是においてヒゼキヤ王蚤に起いで邑の

牧伯等をあつめてヱホバの家にのぼり往き 21牡

牛七匹牡羊七匹羔羊七匹牡山羊七匹を牽きたらし

め國と聖所とユダのためにこれを罪祭となしアロ
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ンの子孫たる祭司等に命じてこれをヱホバの壇の

上に献げしむ 22即ち牡牛を宰れば祭司等その血

を受て壇に灑ぎまた牡羊を宰ればその血を壇に灑

ぎまた羔羊を宰ればその血を壇に灑げり 23かく

て人々罪祭の牡山羊を王と會衆の前に牽きたりけ

れば彼らその上に手を按り 24而して祭司これを

宰りその血を罪祭として壇の上に献げてイスラエ

ル全國のために贖罪をなせり是は王イスラエル全

國の爲に燔祭および罪祭を献ぐることを命じたる

に因る 25王レビ人をヱホバの室に置きダビデお

よび王の先見者ガデと預言者ナタンの命令にした

がひて之に鐃鈸瑟および琴を執しむ是はヱホバが

その預言者によりて命じたまひし所なり 26是に

おいてレビ人はダビデの樂器をとり祭司は喇叭を

とりて立つ 27時にヒゼキヤ燔祭を壇の上に献ぐ

ることを命ぜり燔祭をささげ始むるときヱホバの

歌をうたひ喇叭を吹きイスラエルの王ダビデの樂

器をならしはじめたり 28しかして會衆みな禮拝

をなし謳歌者歌をうたひ喇叭手喇叭を吹ならし燔

祭の終るまで凡て斯ありしが 29献ぐる事の終る

におよびて王および之と偕に在る者皆身をかがめ

て禮拝をなせり 30かくて又ヒゼキヤ王および牧

伯等レビ人に命じダビデと先見者アサフの詞をも

てヱホバを讃美せしむ彼等喜樂をもて讃美し首を

さげて禮拝す 31時にヒゼキヤこたへて言けるは

汝らすでにヱホバに事へんために身を潔めたれば

進みよりてヱホバの室に犠牲および感謝祭を携へ

きたれと會衆すなはち犠牲および感謝祭を携へき

たる又志ある者はみな燔祭を携ふ 32會衆の携へ

きたりし燔祭の數は牡牛七十牡羊一百羔羊二百是

みなヱホバに燔祭として奉つる者なり 33また奉

納物は牛六百羊三千なりき 34然るに祭司寡くし

てその燔祭の物の皮を剥つくすこと能はざりけれ

ばその兄弟たるレビ人これを助けてその工を終ふ

斯る間に他の祭司等も身を潔むレビ人は祭司より

も心正しくして身を潔めたり 35燔祭夥多しくあ

り酬恩祭の脂及びすべての燔祭の酒も然り斯ヱホ

バの室の奉事備はれり 36この事俄なりしかども

神かく民の爲に備をなしたまひしに因てヒゼキヤ

および一切の民喜べり

30茲にヒゼキヤ、イスラエルとユダに遍ねく人
を遣しまた書をエフライムとマナセに書おく

りヱルサレムなるヱホバの室に來りてイスラエル

の神ヱホバに逾越節を行はんことを勸む 2王すで

にその牧伯等およびヱルサレムにある會衆と議り

二月をもて逾越節を行はんと定めたり 3其は祭司

の身を潔めし者足ず民またヱルサレムに集らざり

しに因て彼時にこれを行ふことを得ざればなり 4

王も會衆もこの事を見て善となし 5即ちこの事を

定めてベエルシバよりダンまでイスラエルに遍ね

く宣布しめしヱルサレムに來りてイスラエルの神

ヱホバに逾越節を行はんことを勸む是はその録さ

れたるごとくにこれを行ふ事久しく無りしが故な

り 6飛脚すなはち王とその牧伯等が授けし書をも

ちてイスラエルとユダを遍ねく行めぐり王の命を

傳へて云ふイスラエルの子孫よ汝らアブラハム、

イサク、イスラエルの神ヱホバに起歸れ然ばヱホ

バ、アツスリヤの王等の手より逃れて遺るところ

の汝らに歸りたまはん 7汝らの父および兄弟の如

くならざれ彼らその先祖の神ヱホバにむかひて罪

を犯したればこれを滅亡に就しめたまへり汝らが

見るごとし 8然ば汝らの父のごとく汝ら項を強く

せずしてヱホバに歸服しその永久に聖別たまひし

聖所に入り汝らの神ヱホバに事へよ然ればその烈

しき怒なんぢらを離れん 9汝ら若ヱホバに歸らば

汝らの兄弟および子女その己を擄へゆきし者の前

に衿憫を得て遂にまた此國にかへらん汝らの神ヱ

ホバは恩惠あり憐憫ある者にましませば汝らこれ

に起かへるにおいては面を汝らに背けたまはじと

10かくのごとく飛脚エフライム、マナセの國にい

りて邑より邑に行めぐりて遂にゼブルンまで至り

しが人衆これを嘲り笑へり 11但しアセル、マナ

セおよびゼブルンの中より身を卑くしてヱルサレ

ムに來りし者もあり 12またユダに於ては神その

力をいだして人々に心を一にせしめ王と牧伯等が

ヱホバの言に依て傳へし命令を之に行はしむ 13

斯りしかば二月にいたりて民酵いれぬバンの節を

おこなはんとて多くヱルサレムに來り集れりその

會はなはだ大なりき 14彼等すなはち起てヱルサ

レムにある諸の壇を取のぞきまた一切の香壇を取

のぞきてこれをキデロン川に投すて 15二月の十

四日に逾越の物を宰れり是において祭司等および

レビ人は自ら恥ぢ身を潔めてヱホバの室に燧祭を

携へきたり 16神の人モーセの律法に循ひ例に依

て各々その所に立ち而して祭司等レビ人の手より

血を受て灑げり 17時に會衆の中に未だ身を潔め

ざる者多かりければレビ人その潔からざる一切の

人々に代りて逾越の物を宰りてヱホバに潔め献ぐ
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18また衆多の民すたはちエフライム、マナセ、イ

ツサカル、ゼブルンより來りし衆多の者未だ身を

潔むる事をせずその書録されし所に違ひて逾越の

物を食へり是をもてヒゼキヤこれがために祈りて

云ふ 19惠ふかきヱホバよ凡そその心を傾けて神

を求めその先祖の神ヱホバを求むる者は假令聖所

の潔斎に循はざるとも願くは是を赦したまへと 20

ヱホバ、ヒゼキヤに聽て民を醫したまへり 21ヱ

ルサレムにきたれるイスラエルの子孫は大なる喜

悦をいだきて七日の間酵いれぬパンの節をおこな

へり又レビ人と祭司は日々にヱホバを讃美し高聲

の樂を奏してヱホバを頌へたり 22ヒゼキヤ、ヱ

ホバの奉事に善通じをる一切のレビ人を深く勞ら

ふ斯人衆酬恩祭を献げその先祖の神ヱホバに感謝

して七日のあひだ節の物を食へり 23かくて又全

會あひ議りて更に七日を守らんと決め喜悦をいだ

きてまた七日を守れり 24時にユダの王ヒゼキヤ

は牡牛一千羊七千を會衆に餽り又牧伯等は牡牛一

千羊一萬を會衆に餽れり祭司もまた衆く身を潔め

たり 25ユダの全會衆および祭司レビ人ならびに

イスラエルより來れる全會衆およびイスラエルの

地より來れる異邦人とユダに住む異邦人みな喜べ

り 26かくヱルサレムに大なる喜悦ありきイスラ

エルの王ダビデの子ソロモンの時より以來かくの

ごとき事ヱルサレムに在ざりしなり 27この時祭

司レビ人起て民を祝しけるにその言聽れその祈祷

ヱホバの聖き住所なる天に達せり

31この事すべて終りしかば其處に在しイスラエ
ル人みなユダの邑々に出ゆき柱像を碎きアシ

ラ像を斫たふしユダとベニヤミンの全地より崇邱

と祭壇を崩し絶ちエフライム、マナセにも及ぼし

て遂にまつたく之を毀ち而してイスラエルの子孫

おのおのその邑々に還りて己の產業にいたれり 2

ヒゼキヤ祭司およびレビ人の班列を定めその班列

にしたがひて各々にその職を行はしむ即ち祭司と

レビ人をして燔祭および酬恩祭を献げしめヱホバ

の營の門において奉事をなし感謝をなし讃美をな

さしめ 3また己の財產の中より王の分を出して燔

祭のためにす即ち朝夕の燔祭および安息日朔日節

會などの燔祭のために之を出してヱホバの律法に

記さるる如くす 4彼またヱルサレムに住む民に祭

司とレビ人にその分を與へんことを命ず是かれら

をしてヱホバの律法に身を委ねしめんとてなり 5

其命令の傳はるや否やイスラエルの子孫穀物酒油

蜜ならびに田野の諸の產物の初を多く献げまた一

切の物の什一を夥多しく携へきたる 6ユダの邑々

に住るイスラエルとユダの子孫もまた牛羊の什一

ならびにその神ヱホバに納むべき聖物の什一を携

へきたりてこれを積疊ぬ 7三月に之を積疊ぬるこ

とを始め七月にいたりて之を終れり 8ヒゼキヤお

よび牧伯等きたりて其積疊ねたる物を見ヱホバと

その民イスラエルを祝せり 9ヒゼキヤその積疊ね

たる物の事を祭司とレビ人に問尋ねければ 10ザ

ドクの家より出し祭司の長アザリヤ彼に應へて言

けるは民ヱホバの室に禮物を携ふることを始めし

より以來我儕飽までに食ひしがその餘れる所はな

はだ多しヱホバその民をめぐみたまひたればなり

その餘れる所かくのごとく夥多しと 11ヒゼキヤ

、ヱホバの家の内に室を設くることを命じければ

則ちこれを設け 12忠實にその禮物什一および奉

納物を携へいれりレビ人コナニヤこれを主どりそ

の兄弟シメイこれに副ふ 13ヱヒエル、アザジヤ

、ナハテ、アサヘル、ヱレモテ、ヨザバデ、ヱリ

エル、イスマキヤ、マハテ、ベナヤ等ヒゼキヤ王

および神の室の宰アザリヤの命に依りコナニヤ及

びその兄弟シメイの手下につきてこれが監督者と

なる 14東の門を守る者レビ人ヱムナの子コレ神

に献ぐる誠意よりの禮物を司どりてヱホバの献納

物および至聖物を頒つ 15その手につく者はエデ

ン、ミニヤミン、ヱシユア、シマヤ、アマリヤお

よびシカニヤみな祭司の邑々に居てその職を盡し

その兄弟に班列に依て之を頒つ大小ともに均し 16

此外にまた凡て名簿に載たる男子三歳以上にして

ヱホバの室に入りその班列にしたがひて日々の職

分を盡し擔任の勤務を爲すところの者に之を頒つ

17またその宗家にしたがひて名簿に載られその班

列にしたがひて擔任の事を執行ふところの祭司お

よび二十歳以上のレビ人 18ならびに名簿に載た

るその小き者その妻その男子その女子などに盡く

之を頒つ會中すべて然り即ち彼等は潔白忠實にそ

の職を盡せり 19また邑々の郊地に居るアロンの

子孫たる祭司等のためには邑ごとに人を名指し選

び祭司の中の一切の男およびレビ人の中の名簿に

載せたる一切の者にその分を予へしむ 20ヒゼキ

ヤ、ユダ全國に斯のごとく爲し善事正き事忠實な

る事をその神ヱホバの前に行へり 21凡てその神

の室の職務につき律法につき誡命につきて行ひ始
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めてその神を求めし工は悉く心をつくして行ひて

これを成就たり

32ヒゼキヤが此等の事を行ひ且つ忠實なりし後
アツスリヤの王セナケリブ來りてユダに入り

堅固なる邑々にむかひて陣を張り之を攻取んとす

2ヒゼキヤ、セナケリブの旣に來りヱルサレムに

攻むかはんとするを見 3その牧伯等および勇士等

と謀りて邑の外なる一切の泉水を塞がんとす彼等

これを助く 4衆多の民あつまりて一切の泉水およ

び國の中を流れわたる渓河を塞ぎていひけるはア

ツスリヤの王等來りて水を多く得ば豈で可らんや

と 5ヒゼキヤまた力を強くし破れたる石垣をこと

ごとく建なほして之を戌樓まで築き上げその外に

また石垣をめぐらしダビデの邑のミロを堅くし戈

盾を多く造り 6軍長を多く民の上に立て邑の門の

廣場に民を集めてこれを努ひて言ふ 7汝ら心を強

くし且勇めアツスリヤの王のためにも彼とともな

る群衆のためにも懼るる勿れ慄く勿れ我らととも

なる者は彼とともになる者よりも多きぞかし 8彼

とともなる者は肉の腕なり然れども我らとともな

る者は我らの神ヱホバにして我らを助け我らに代

りて戰かひたまふべしと民はユダの王ヒゼキヤの

言に安んず 9此後アツスリヤの王セナケリブその

全軍をもてラキシを攻圍み居りて臣僕をヱルサレ

ムに遣はしてユダの王ヒゼキヤおよびヱルサレム

にをる一切のユダ人に告しめて云く 10アツスリ

ヤの王セナケリブかく言ふ汝ら何を恃みてヱルサ

レムに閉籠りをるや 11ヒゼキヤ我らの神ヱホバ

、アツスリヤの王の手より我らを救ひ出したまは

んと言て汝らを浚かし汝らをして饑渇て死しめん

とするに非ずや 12此ヒゼキヤはすなはちヱホバ

の諸の崇邱と祭壇を取のぞきユダとヱルサレムと

に命じて汝らは唯一の壇の前にて崇拝を爲しその

上に香を焚べしと言し者にあらずや 13汝らは我

およびわが先祖等が諸の國の民に爲したる所を知

ざるか其等の國々の民の神少許にてもその國をわ

が手より救ひ取ることを得しや 14わが先祖等の

滅ぼし盡せし國民の諸の神の中誰か己の民をわが

手より救ひ出すことを得し者あらんや然れば汝ら

の神いかでか汝らをわが手より救ひいだすことを

得ん 15然れば斯ヒゼキヤに欺かるる勿れ浚かさ

るる勿れまた彼を信ずる勿れ何の民何の國の神も

その民を我手または我父祖の手より救ひ出すこと

を得ざりしなれば况て汝らの神いかでか我手より

汝らを救ひ出すことを得んと 16セナケリブの臣

僕等この外にも多くヱホバ神およびその僕ヒゼキ

ヤを誹れり 17セナケリブまた書をかきおくりて

イスラエルの神ヱホバを嘲りかつ誹り諸國の民の

神々その民をわが手より救ひいださざりし如くヒ

ゼキヤの神もその民をわが手より救ひ出さじと云

ふ 18彼ら遂に大聲を擧げユダヤ語をもて石垣の

上なるヱルサレムの民に語ひ之を威しかつ擾せり

是は邑を取んとてなり 19斯かれらはヱルサレム

の神を論ずること人の手の作なる地上の民の神々

を論ずるがごとくせり 20是によりてヒゼキヤ王

およびアモツの子預言者イザヤともに祈祷て天に

呼はりければ 21ヱホバ天の使一箇を遣はしてア

ツスリヤ王の陣營にある一切の大勇士および將官

軍長等を絶しめたまへり斯りしかば王面を赧らめ

て己の國に還りけるがその神の家にいりし時其身

より出たる者等劍をもて之を其處に弑せり 22是

のごとくヱホバ、ヒゼキヤとヱルサレムの民をア

ツスリヤの王セナケリブの手および諸人の手より

救ひいだし四方において之を守護たまへり 23是

において衆多の人献納物をヱルサレムに携へきた

りてヱホバに奉りまた財寳をユダの王ヒゼキヤに

餽れり此後ヒゼキヤは萬國の民に尊び見らる 24

當時ヒゼキヤ病て死んとせしがヱホバに祈りけれ

ばヱホバこれに告をなし之に休徴を賜へり 25然

るにヒゼキヤその蒙むりし恩に酬ゆることをせず

して心に高ぶりければ震怒これに臨まんとしまた

ユダとヱルサレムに臨まんとせしが 26ヒゼキヤ

その心に高慢を悔て身を卑くしヱルサレムの民も

同じく然なしたるに因てヒゼキヤの世にはヱホバ

の震怒かれらに臨まざりき 27ヒゼキヤは富と貴

を極め府庫を造りて金銀寶石香物楯および各種の

寶貴き器物を蔵め 28また倉廩を造りて穀物酒油

などの產物を蔵め圈を造りて種々の家畜を置き牢

を造りて羊の群を置き 29また許多の邑を設けか

つ牛羊を夥多しく有り是は神貨財を甚だ多くこれ

に賜ひしが故なり 30このヒゼキヤまたギホンの

水の上の源を塞ぎてこれを下より眞直にダビデの

邑の西の方に引り斯ヒゼキヤはその一切の工を善

なし就たり 31但しバビロンの君等が使者を遣は

してこの國にありし奇蹟を問しめたる時には神か

れを棄おきたまへり是その心に有ところの事を盡

く知んがために之を試みたまへるなり 32ヒゼキ

ヤのその餘の行爲およびその徳行はユダとイスラ
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エルの列王紀の書の中なるアモツの子預言者イザ

ヤの默示の中に記さる 33ヒゼキヤその先祖等と

偕に寝りたればダビデの子孫の墓の中なる高き處

にこれを葬りユダの人々およびヱルサレムの民み

な厚くその死を送れり其子マナセこれに代りて王

となる

33マナセは十二歳の時位に即きヱルサレムにて
五十五年の間世を治めたり 2彼はヱホバの目

に惡と觀たまふことを爲しイスラエルの子孫の前

よりヱホバの逐はらひたまひし國人の行ふところ

の憎むべき事に傚へり 3即ちその父ヒゼキヤの毀

ちたりし崇邱を改ため築き諸のバアルのために壇

を設けアシラ像を作り天の衆群を拝みて之に事へ

4またヱホバが我名は永くヱルサレムに在べしと

宣まひしヱホバの室の内に數箇の壇を築き 5天の

衆群のためにヱホバの室の兩の庭に壇を築き 6ま

たベンヒンノムの谷にてその子女に火の中を通ら

せかつ占卜を行ひ魔術をつかひ禁厭を爲し憑鬼者

と卜筮師を取用ひなどしてヱホバの目に惡と視た

まふ事を多く行ひてその震怒を惹起せり 7彼また

その作りし偶像を神の室に安置せり神此室につき

てダビデとその子ソロモンに言たまひし事あり云

く我この室と我がイスラエルの諸の支派の中より

選びたるヱルサレムとに我名を永く置ん 8彼らも

し我が凡て命ぜし事すなはちモーセが傳へし一切

の律法と法度と例典を謹みて行はば我が汝らの先

祖のために定めし地より我これが足を重てうつさ

じと 9マナセかくユダとヱルサレムの民とを迷は

して惡を行はしめたり其状イスラエルの子孫の前

にヱホバの滅ぼしたまひし異邦人よりも甚だし 10

ヱホバ、マナセおよびその民を諭したまひしかど

も聽ことをせざりき 11是をもてヱホバ、アッス

リヤの王の軍勢の諸將をこれに攻來らせたまひて

彼等つひにマナセを鉤にて擄へ之を杻械に繋ぎて

バビロンに曳ゆけり 12然るに彼患難に罹るにお

よびてその神ヱホバを和めその先祖の神の前に大

に身を卑くして 13神に祈りければその祈祷を容

れその懇願を聽きこれをヱルサレムに携へかへり

て再び國に莅ましめたまへり是によりてマナセ、

ヱホバは誠に神にいますと知り 14この後かれダ

ビデの邑の外にてギホンの西の方なる谷の内に石

垣を築き魚門の入口までに及ぼし又オベルに石垣

を環らして甚だ高く之を築き上げユダの一切の堅

固なる邑に軍長を置き 15またヱホバの室より異

邦の神々および偶像を取除きヱホバの室の山とヱ

ルサレムとに自ら築きし一切の壇を取のぞきて邑

の外に投すて 16ヱホバの壇を修復ひて酬恩祭お

よび感謝祭をその上に献げユダに命じてイスラエ

ルの神ヱホバに事へしめたり 17然れども民は猶

崇邱にて犠牲を献ぐることなを爲り但しその神ヱ

ホバに而已なりき 18マナセのその餘の行爲その

神になせし祈祷およびイスラエルの神ヱホバの名

をもて彼を諭せし先見者等の言はイスラエルの列

王の言行録に見ゆ 19またその祈祷を爲たる事そ

の聽れたる事その諸の罪愆その身を卑くする前に

崇邱を築きてアシラ像および刻たる像を立たる處

々などはホザイの言行録の中に記さる 20マナセ

その先祖とともに寝りたれば之をその家に葬れり

其子アモンこれに代りて王となる 21アモンは二

十二歳の時位に即きヱルサレムにて二年の間世を

治めたり 22彼は其父マナセの爲しごとくヱホバ

の目に惡と觀たまふ事を爲り即ちアモンその父マ

ナセが作りたる諸の刻たる像に犠牲を献げてこれ

に事へ 23その父マナセが身を卑くせしごとくヱ

ホバの前に身を卑くすることを爲ざりき斯このア

モン愈その愆を増たりしが 24その臣僕黨を結び

て之に叛きこれをその家の内に弑せり 25然るに

國の民その黨を結びてアモン王に叛きし者等を盡

く誅し而して國の民その子ヨシアを王となしてそ

の後を嗣しむ

34ヨシアは八歳の時位に即きヱルサレムにて三
十一年の間世を治めたり 2彼はヱホバの善と

觀たまふ事を爲しその父ダビデの道にあゆみて右

にも左にも曲らざりき 3即ち尚若かりしかどもそ

の治世の八年にその父ダビデの神を求むる事を始

めその十二年には崇邱アシラ像刻たる像鋳たる像

などを除きてユダとヱルサレムを潔むることを始

め 4諸のバアルの壇を己の前にて毀たしめ其上に

立る日の像を斫たふしアシラ像および雕像鋳像を

打碎きて粉々にし是等に犠牲を献げし者等の墓の

上に其を撒ちらし 5祭司の骨をその諸の壇の上に

焚き斯してユダとヱルサレムを潔めたり 6またマ

ナセ、エフライム、シメオンおよびナフタリの荒

たる邑々にも斯なし 7諸壇を毀ちアシラ像および

諸の雕像を微塵に打碎きイスラエル全國の日の像

を盡く斫たふしてヱルサレムに歸りぬ 8ヨシアそ

の治世の十八年にいたりて已に國と殿とを潔め了

りその神ヱホバの家を修繕はしめんとてアザリヤ
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の子シヤパン邑の知事マアセヤおよびヨアハズの

子史官ヨアを遣せり 9彼ら祭司の長ヒルキヤの許

に至りてヱホバの室に入し金を交せり是は門守の

レビ人がマナセ、エフライムおよび其餘の一切の

イスラエル人ならびにユダとベニヤミンの人およ

びヱルサレムの民の手より斂めたる者なり 10や

がてヱホバの室を監督するところの工師等の手に

これを交しければ彼等ヱホバの室にて操作ところ

の工人にこれを交して室を繕ひ修めしむ 11即ち

木匠および建築者に之を交しユダの王等が壞りた

る家々のために琢石および骨木を買しめ梁木をと

とのはしむ 12その人々忠實に操作けりその監督

者はメラリの子孫たるヤハテ、オバデヤおよびコ

ハテの子孫たるゼカリヤ、メシユラムなどのレビ

人なりき彼等すなはち之を主どる又樂器を弄ぶに

精巧なるレビ人凡て之に伴なふ 13彼等亦荷を負

ものを監督し種々の工事に操作ところの諸の工人

をつかさどれり別のレビ人書記となり役人となり

門守となれり 14ヱホバの室にいりし金を取いだ

すに當りて祭司ヒルキヤ、モーセの傳へしヱホバ

の律法の書を見いだせり 15ヒルキヤ是において

書記官シヤパンにきて言けるは我ヱホバの室にて

律法の書を見いだせりと而してヒルキヤその書を

シヤパンに付しければ 16シヤパンその書を王の

所に持ゆき王に復命まうして言ふ僕等その手に委

ねられし所を盡く爲し 17ヱホバの室にありし金

を打あけて之を監督者の手および工人の手に交せ

りと 18書記官シヤパン亦王に告て祭司ヒルキヤ

我に一の書を交せりと言ひシヤパンそれを王の前

に讀けるに 19王その律法の言を聞て衣服を裂り

20而して王ヒルキヤとシヤパンの子アヒカムとミ

カの子アブドンと書記官シヤパンと王の内臣アサ

ヤとに命じて言ふ 21汝ら往てこの見當りし書の

言につきて我の爲またイスラエルとユダに遺れる

者等のためにヱホバに問へ我らの先祖等はヱホバ

の言を守らず凡て此書に記されたる所を行ふこと

を爲ざりしに因てヱホバ我等に大なる怒を斟ぎ給

ふべければなりと 22是においてヒルキヤおよび

王の人々シヤルムの妻なる女預言者ホルダの許に

往りシヤルムはハルハスの子なるテクワの子にし

て衣裳を守る者なり時にホルダはヱルサレムの第

二の邑に住をれり彼等すなはちホルダに斯と語り

しかば 23ホルダこれに答へけるはイスラエルの

神ヱホバかく言たまふ汝らを我に遣はせる人に告

よ 24ヱホバかく言たまふユダの王の前に讀し書

に記されたる諸の呪詛に循ひて我この處と此に住

む者に災害を降さん 25其は彼ら我を棄て他の神

に香を焚きおのが手にて作れる諸の物をもて我怒

を惹起さんとしたればなりこの故にわが震怒この

處に斟ぎて滅ざるべし 26されど汝らを遣はして

ヱホバに問しむるユダの王には汝ら斯いふべしイ

スラエルの神ヱホバかく言たまふ汝が聞る言につ

きては 27汝此處と此にすむ者を責る神の言を聞

し時に心やさしくして神の前に於て身を卑くし我

前に身を卑くし衣服を裂て我前に泣たれば我も汝

に聽りとヱホバ宣まふ 28然ば我汝をして汝の先

祖等に列ならしめん汝は安然に墓に歸する事を得

べし汝は我が此處と此に住む者に降すところの諸

の災害を目に見る事あらじと彼等即ち王に復命ま

うしぬ 29是において王人を遣はしてユダとヱル

サレムの長老をことごとく集め 30而して王ヱホ

バの室に上りゆけりユダの人々ヱルサレムの民祭

司レビ人及び一切の民大より小にいたるまでこと

ごとく之にともなふ王すなはちヱホバの室に見あ

たりし契約の書の言を盡く彼らの耳に讀聞せ 31

而して王己の所に立ちてヱホバの前に契約を立て

ヱホバにしたがひて歩み心を盡し精神を盡してそ

の誡命と證詞と法度を守り此書にしるされたる契

約の言を行はんと言ひ 32ヱルサレムおよびベニ

ヤミンの有ゆる人々をみな之に加はらしめたりヱ

ルサレムの民すなはちその先祖の神にまします御

神の契約にしたがひて行へり 33かくてヨシア、

イスラエルの子孫に屬する一切の地より憎むべき

者を盡く取のぞきイスラエルの有ゆる人をしてそ

の神ヱホバに事まつらしめたりヨシアの世にある

日の間は彼らその先祖の神ヱホバに從ひて離れざ

りき

35茲にヨシア、ヱルサレムにおいてヱホバに逾
越節を行はんとし正月の十四日に逾越の物を

宰らしめ 2祭司をしてその職を執行はせ之を勵し

てヱホバの室の務をなさしめ 3またヱホバの聖者

となりてイスラエルの人衆を誨ふるレビ人に言ふ

汝らイスラエルの王ダビデの子ソロモンが建たる

家に聖契約の匱を放け再び肩に擔ふこと有ざるべ

し然ば今汝らの神ヱホバおよびその民イスラエル

に事ふべし 4汝らまたイスラエルの王ダビデの書

およびその子ソロモンの書に本づきて父祖の家に

循がひその班列に依て自ら準備をなし 5汝らの兄
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弟なる民の人々の宗家の區分に循ひて聖所に立ち

之にレビ人の宗族の分缺ること無らしむべし 6汝

ら逾越の物を宰り身を潔め汝らの兄弟のために準

備をなしモーセが傳へしヱホバの言のごとく行ふ

べしと 7ヨシアすなはち羔羊および羔山羊を民の

人々に餽る其數三萬また牡牛三千を餽る是みな王

の所有の中より出して其處に居る一切の人のため

に逾越の祭物となせるなり 8その牧伯等も民と祭

司とレビ人に誠意より與ふる所ありまた神の室の

長等ヒルキヤ、ゼカリヤ、ヱヒエルも綿羊二千六

百牛三百を祭司に與へて逾越の祭物と爲す 9また

レビ人の長たる人々すなはちコナニヤおよびその

兄弟シマヤ、ネタンエル並にハシヤビヤ、ヱイエ

ル、ヨザバデなども綿羊五千牛五百をレビ人に餽

りて逾越の祭物となす 10是のごとく献祭の事備

はりぬれば王の命にしたがひて祭司等はその擔任

場に立ちレビ人はその班列に循がひ居り 11やが

て逾越の物を宰りければ祭司その血をこれが手よ

り受て洒げりレビ人その皮を剥り 12かくて燔祭

の物を移して民の人々の父祖の家の區分に付して

ヱホバに献げしむモーセの書に記されたるが如し

其牛に行ふところも亦是のごとし 13而して例規

のごとくに逾越の物を火にて炙りその他の聖物を

鍋釜鼎などに烹て一切の民の人々に奔配れり 14

かくて後かれら自身のためと祭司等のために備ふ

其はアロンの子孫たる祭司等は燔祭と脂を献げて

夜に入たればなり是に因て斯レビ人自分のためと

アロンの子孫たる祭司等のために備ふるなり 15

アサフの子孫たる謳歌者等はダビデ、アサフ、ヘ

マンおよび王の先見者ヱドトンの命にしたがひて

その擔任場に居り門を守る者等は門々に居てその

職務を離るるに及ばざりき其はその兄弟たるレビ

人これがために備へたればなり 16斯のごとく其

日ヱホバの献祭の事ことごとく備はりければヨシ

ア王の命にしたがひて逾越節を行ひヱホバの壇に

燔祭を献げたり 17即ち其處に來れるイスラエル

の子孫その時逾越節を行ひ七日の間酵いれぬパン

の節を行へり 18預言者サムエルの日より以來イ

スラエルにて是のごとくに逾越節を行ひし事なし

又イスラエルの諸王の中にはヨシアが祭司レビ人

ならびに來りあつまれるユダとイスラエルの諸人

およびヱルサレムの民とともに行ひし如き逾越節

を行ひし者一人もあらず 19この逾越節はヨシア

の治世の十八年に行ひしなり 20是のごとくヨシ

ア殿をととのへし後エジプトの王ネコ、ユフラテ

の邊なるカルケミシを攻撃んとて上り來りけるに

ヨシアこれを禦がんとて出往り 21是においてネ

コ使者をかれに遣はして言ふユダの王よ是あに汝

の與る所ならんや今日は汝を攻んとには非ず我敵

の家を攻んとするなり神われに命じて急がしむ神

われとともにあり汝神に逆ふことを罷よ恐らくは

彼なんぢを滅ぼしたまはんと 22然るにヨシア面

を轉して去ことを肯はず却てこれと戰はんとて服

装を變へ神の口より出しネコの言を聽いれずして

メギドンの谷に到りて戰ひけるが 23射手の者等

ヨシア王に射中たれば王その臣僕にむかひて我を

扶け出せ我太痍を負ふと言り 24是においてその

臣僕等かれをその車より扶けおろし其引せたる次

の車に乗てヱルサレムにつれゆきけるが遂に死た

ればその先祖の墓にこれを葬りぬユダとヱルサレ

ムみなヨシアのために哀しめり 25時にヱレミヤ

、ヨシアのために哀歌を作れり謳歌男謳歌女今日

にいたるまでその哀歌の中にヨシアの事を述べイ

スラエルの中に之を例となせりその詞は哀歌の中

に書さる 26ヨシアのその餘の行爲そのヱホバの

律法に録されたる所にしたがひて爲し徳行 27お

よびその始終の行爲などはイスラエルとユダの列

王の書に記さる

36是において國の民ヨシアの子ヱホアハズを取
りヱルサレムにてその父にかはりて王となら

しむ 2ヱホアハズは二十三歳の時位に即きヱルサ

レムにて三月が間世を治めけるが 3エジプトの王

ヱルサレムにて彼を廢し且銀百タラント金一タラ

ントの罰金を國に課せり 4而してエジプトの王ネ

コ彼の兄弟エリアキムをもてユダとヱルサレムの

王となして之が名をヱホヤキムと改めその兄弟ヱ

ホアハズを執へてエジプトに曳ゆけり 5ヱホヤキ

ムは二十五歳の時位に即きヱルサレムにて十一年

の間世を治めその神ヱホバの惡と視たまふことを

爲り 6彼の所にバビロンの王ネブカデネザル攻の

ぼりバビロンに曳ゆかんとて之を杻械に繋げり 7

ネブカデネザルまたヱホバの家の器具をバビロン

に携へゆきてバビロンにあるその宮にこれを蔵め

たり 8ヱホヤキムのその餘の行爲その行ひし憎む

べき事等およびその心に企みし事などはイスラエ

ルとユダの列王の書に記さる其子ヱホヤキンこれ

に代りて王となる 9ヱホヤキンは八歳の時位に即

きヱルサレムにて三月と十日の間世を治めヱホバ
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の惡と視たまふ事を爲けるが 10歳の歸るにおよ

びてネブカデネザル王人を遣はして彼とヱホバの

室の貴き器皿とをバビロンに携へいたらしめ之が

兄弟ゼデキヤをもてユダとヱルサレムの王となせ

り 11ゼデキヤは二十一歳の時位に即きヱルサレ

ムにて十一年の間世を治めたり 12彼はその神ヱ

ホバの惡と視たまふ事を爲しヱホバの言を傳ふる

預言者ヱレミヤの前に身を卑くせざりき 13ネブ

カデネザル彼をして神を指て誓はしめたりしにま

た之にも叛けり彼かくその項を強くしその心を剛

愎にしてイスラエルの神ヱホバに立かへらざりき

14祭司の長等および民もまた凡て異邦人の中にあ

る諸の憎むべき事に傚ひて太甚しく大に罪を犯し

ヱホバのヱルサレムに聖め置たまへるその室を汚

せり 15其先祖の神ヱホバその民とその住所とを

恤むが故に頻りにその使者を遣はして之を諭した

まひしに 16彼ら神の使者等を嘲けり其御言を軽

んじその預言者等を罵りたればヱホバの怒その民

にむかひて起り遂に救ふべからざるに至れり 17

即ちヱホバ、カルデヤ人の王を之に攻きたらせた

まひければ彼その聖所の室にて劍をもて少者を殺

し童男をも童女をも老人をも白髮の者をも憐まざ

りき皆ひとしく彼の手に付したまへり 18神の室

の諸の大小の器皿ヱホバの室の貨財王とその牧伯

等の貨財など凡て之をバビロンに携へゆき 19神

の室を焚きヱルサレムの石垣を崩しその中の宮殿

を盡く火にて焚きその中の貴き器を盡く壞なへり

20また劍をのがれし者等はバビロンに擄れゆきて

彼處にて彼とその子等の臣僕となりペルシヤの國

の興るまで斯てありき 21是ヱレミヤの口により

て傳はりしヱホバの言の應ぜんがためなりき斯こ

の地遂にその安息を享たり即ち是はその荒をる間

安息して終に七十年滿ぬ 22ペルシヤ王クロスの

元年に當りヱホバ曩にヱレミヤの口によりて傳へ

たまひしその聖言を成んとてペルシヤ王クロスの

心を感動したまひければ王すなはち宣命をつたへ

詔書を出して徧く國中に告示して云く 23ペルシ

ヤ王クロスかく言ふ天の神ヱホバ地上の諸國を我

に賜へりその家をユダのエルサレムに建ることを

我に命ず凡そ汝らの中もしその民たる者あらばそ

の神ヱホバの助を得て上りゆけ
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エズラ記

1ペルシヤ王クロスの元年に當りヱホバ曩にエ
レミヤの口によりて傳へたまひしその聖言を

成んとてペルシヤ王クロスの心を感動したまひけ

れば王すなはち宣命をつたへ詔書を出して徧く國

中に告示して云く 2ペルシヤ王クロスかく言ふ

天の神ヱホバ地上の諸國を我に賜へりその家を

ユダのヱルサレムに建ることを我に命ず 3凡そ汝

らの中もしその民たる者あらばその神の助を得て

ユダのヱルサレムに上りゆきヱルサレムなるイス

ラエルの神ヱホバの室を建ることをせよ彼は神

にましませり 4その民にして生存れる者等の寓り

をる處の人々は之に金銀貨財家畜を予へて助くべ

しその外にまたヱルサレムなる神の室のために

物を誠意よりささぐべしと 5是にユダとベニヤミ

ンの宗家の長祭司レビ人など凡て神にその心を感

動せられし者等ヱルサレムなるヱホバの室を建ん

とて起おこれり 6その周圍の人々みな銀の器黄金

貨財家畜および寳物を予へて之に力をそへこの外

にまた各種の物を誠意より獻げたり 7クロス王ま

たネブカデネザルが前にヱルサレムより携へ出し

て己の神の室に納めたりしヱホバの室の器皿を取

いだせり 8即ちペルシヤ王クロス庫官ミテレダテ

の手をもて之を取いだしてユダの牧伯セシバザル

に數へ交付せり 9その數は是のごとし金の盤三

十銀の盤一千小刀二十九 10金の大斝三十、二等

の銀の大斝四百十その他の器具一千 11金銀の器

皿は合せて五千四百ありしがセシバザル俘擄人等

をバビロンよりヱルサレムに將て上りし時に之を

ことごとく携さへ上れり

2往昔バビロンの王ネブカデネザルに擄へられ
バビロンに遷されたる者のうち俘囚をゆるさ

れてヱルサレムおよびユダに上りおのおの己の邑

に歸りし此州の者は左の如し 2是皆ゼルバベル、

ヱシユア、ネヘミヤ、セラヤ、レエラヤ、モルデ

カイ、ビルシヤン、ミスパル、ビグワイ、レホム

、バアナ等に隨ひ來れり其イスラエルの民の人

數は是のごとし 3パロシの子孫二千百七十二人 4

シパテヤの子孫三百七十二人 5アラの子孫七百七

十五人 6ヱシユアとヨアブの族たるパハテモアブ

の子孫二千八百十二人 7エラムの子孫千二百五十

四人 8ザツトの子孫九百四十五人 9ザツカイの子

孫七百六十人 10バニの子孫六百四十二人 11ベバ

イの子孫六百二十三人 12アズガデの子孫千二百

二十二人 13アドニカムの子孫六百六十六人 14ビ

グワイの子孫二千五十六人 15アデンの子孫四百

五十四人 16ヒゼキヤの家のアテルの子孫九十八

人 17ベザイの子孫三百二十三人 18ヨラの子孫百

十二人 19ハシユムの子孫二百二十三人 20ギバル

の子孫九十五人 21ベテレヘムの子孫百二十三人

22ネトパの人五十六人 23アナトテの人百二十八人

24アズマウテの民四十二人 25キリアテヤリム、

ケピラおよびベエロテの民七百四十三人 26ラマ

およびゲバの民六百二十一人 27ミクマシの人百

二十二人 28ベテルおよびアイの人二百二十三人

29ネボの民五十二人 30マグビシの民百五十六人

31他のエラムの民千二百五十四人 32ハリムの民

三百二十人 33ロド、ハデデおよびオノの民七百

二十五人 34ヱリコの民三百四十五人 35セナアの

民三千六百三十人 36祭司はヱシユアの家のヱダ

ヤの子孫九百七十三人 37インメルの子孫千五十

二人 38パシュルの子孫千二百四十七人 39ハリム

の子孫千十七人 40レビ人はホダヤの子等ヱシユ

アとカデミエルの子孫七十四人 41謳歌者はアサ

フの子孫百二十八人 42門を守る者の子孫はシヤ

ルムの子孫アテルの子孫タルモンの子孫アツクブ

の子孫ハテタの子孫シヨバイの子孫合せて百三十

九人 43ネテニ人はヂハの子孫ハスパの子孫タバ

オテの子孫 44ケロスの子孫シアハの子孫パドン

の子孫 45レバナの子孫ハガバの子孫アツクブの

子孫 46ハガブの子孫シヤルマイの子孫ハナンの

子孫 47ギデルの子孫ガハルの子孫レアヤの子孫

48レヂンの子孫ネコダの子孫ガザムの子孫 49ウ

ザの子孫パセアの子孫ベサイの子孫 50アスナの

子孫メウニムの子孫ネフシムの子孫 51バクブク

の子孫ハクパの子孫ハルホルの子孫 52バヅリテ

の子孫メヒダの子孫ハルシヤの子孫 53バルコス

の子孫シセラの子孫テマの子孫 54ネヂアの子孫

ハテパの子孫等なり 55ソロモンの僕たりし者等

の子孫すなはちソタイの子孫ハッソペレテの子孫

ペリダの子孫 56ヤアラの子孫ダルコンの子孫ギ

デルの子孫 57シパテヤの子孫ハッテルの子孫ポ

ケレテハツゼバイムの子孫アミの子孫 58ネテニ

人とソロモンの僕たりし者等の子孫とは合せて三

百九十二人 59またテルメラ、テルハレサ、ケル

ブ、アダンおよびインメルより上り來れる者あり

しがその宗家の長とその血統とを示してイスラエ
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ルの者なるを明かにすることを得ざりき 60是す

なはちデラヤの子孫トビヤの子孫ネコダの子孫に

して合せて六百五十二人 61祭司の子孫たる者の

中にハバヤの子孫ハッコヅの子孫バルジライの子

孫ありバルジライはギレアデ人バルジライの女

を妻に娶りてその名を名りしなり 62是等の者譜

系に載たる者等の中におのが名を尋ねたれども在

ざりき是の故に汚れたる者として祭司の中より

除かれたり 63テルシヤタは之に告てウリムとト

ンミムを帶る祭司の興るまでは至聖物を食ふべか

らずと言り 64會衆あはせて四萬二千三百六十人

65この外にその僕婢七千三百三十七人謳歌男女二

百人あり 66その馬七百三十六匹その騾二百四十

五匹 67その駱駝四百三十五匹驢馬六千七百二十

匹 68宗家の長數人ヱルサレムなるヱホバの室に

いたるにおよびてヱホバの室をその本の處に建ん

とて物を誠意より獻げたり 69即ちその力にした

がひて工事のために庫を納めし者は金六萬一千ダ

リク銀五千斤祭司の衣服百襲なりき 70祭司レビ

人民等謳歌者門を守る者およびネテニ人等その邑

々に住み一切のイスラエル人その邑々に住り

3イスラエルの子孫かくその邑々に住居しが七
月に至りて民一人のごとくにヱルサレムに集

まれり 2是に於てヨザダクの子ヱシユアとその兄

弟なる祭司等およびシヤルテルの子ゼルバベルと

その兄弟等立おこりてイスラエルの神の壇を築け

り是神の人モーセの律法に記されたる所に循ひ

てその上に燔祭を獻げんとてなりき 3彼等は壇を

その本の處に設けたり是國々の民を懼れしが故

なり而してその上にて燔祭をヱホバに獻げ朝夕

にこれを獻ぐ 4またその録されたる所に循ひて結

茅節を行ひ毎日の分を按へて例に照し數のごとく

に日々の燔祭を獻げたり 5是より後は常の燔祭お

よび月朔とヱホバの一切のきよき節會とに用ゐる

供物ならびに人の誠意よりヱホバにたてまつる供

物を獻ぐることをす 6即ち七月の一日よりして燔

祭をヱホバに獻ぐることを始めけるがヱホバの殿

の基礎は未だ置ざりき 7是において石工と木工に

金を交付しまたシドンとツロの者に食物飮物およ

び油を與へてペルシヤの王クロスの允准にしたが

ひてレバノンよりヨツパの海に香柏を運ばしめた

り 8斯てヱルサレムより神の室に歸りたる次の年

の二月にシヤルテルの子ゼルバベル、ヨザダクの

子ヱシユアおよびその兄弟たる他の祭司レビ人な

ど凡て俘囚をゆるされてヱルサレムに歸りし者等

を始め二十歳以上のレビ人を立てヱホバの室の工

事を監督せしむ 9是に於てユダの子等なるヱシユ

アとその子等および兄弟カデミエルとその子等齊

しく立て神の家の工人を監督せりヘナダデの子

等およびその子等と兄弟等のレビ人も然り 10か

くて建築者ヱホバの殿の基礎を置る時祭司等禮服

を衣て喇叭を執りアサフの子孫たるレビ人鐃鈸を

執りイスラエルの王ダビデの例に循ひてヱホバを

讃美す 11彼等班列にしたがひて諸共に歌を謠ひ

てヱホバを讃めかつ頌へヱホバは恩ふかく其矜恤

は永遠にたゆることなければなりと言りそのヱ

ホバを讃美する時に民みな大聲をあげて呼はれり

ヱホバの室の基礎を据ればなり 12されど祭司レ

ビ人宗家の長等の中に以前の室を見たりし老人あ

りけるが今この室の基礎をその目の前に置るを見

て多く聲を放ちて泣りまた喜悦のために聲をあ

げて呼はる者も多かりき 13是をもて人衆民の歡

こびて呼はる聲と民の泣く聲とを聞わくることを

得ざりきそは民大聲に呼はり叫びければその聲

遠くまで聞えわたりたればなり

4茲にユダとベニヤミンの敵たる者等夫俘囚よ
り歸り來りし人々イスラエルの神ヱホバのた

めに殿を建ると聞き 2乃ちゼルバベルと宗家の長

等の許に至りて之に言けるは我儕をして汝等と共

に之を建しめよ我らは汝らと同じく汝らの神を

求むアッスリヤの王エサルハドンが我儕を此に

携へのぼりし日より以來我らはこれに犠牲を獻ぐ

るなりと 3然るにゼルバベル、ヱシユアおよびそ

の餘のイスラエルの宗家の長等これに言ふ汝ら

は我らの神に室を建ることに與るべからず我儕

獨りみづからイスラエルの神ヱホバのために建る

ことを爲べし是ペルシヤの王クロス王の我らに

命ぜし所なりと 4是に於てその地の民ユダの民の

手を弱らせてその建築を妨げ 5之が計る所を敗ら

んために議官に賄賂して之に敵せしむペルシヤ王

クロスの世にある日よりペルシヤ王ダリヨスの治

世まで常に然り 6アハシユエロスの治世すなはち

其治世の初に彼ら表を上りてユダとヱルサレムの

民を誣訟へたり 7またアルタシヤスタの世にビシ

ラム、ミテレダテ、タビエルおよびその餘の同僚

同じく表をペルシヤの王アルタシヤスタに上つれ

りその書の文はスリヤの文字にて書きスリヤ語

にて陳述たる者なりき 8方伯レホム書記官シムシ



エズラ記 336

ヤイ書をアルタシヤスタ王に書おくりてヱルサレ

ムを誣ゆ左のごとし 9即ち方伯レホム書記官シム

シヤイおよびその餘の同僚デナ人アパルサテカイ

人タルペライ人アパルサイ人アルケロイ人バビロ

ン人シユシヤン人デハウ人エラマイ人 10ならび

に其他の民すなはち大臣オスナパルが移してサマ

リアの邑および河外ふのその他の地に置し者等云

々 11其アルタシヤスタ王に上りし書の稿は是な

く云く河外ふの汝の僕等云々 12王知たまへ汝の

所より上り來りしユダヤ人ヱルサレムに到りてわ

れらの中にいりかの背き悖る惡き邑を建なほし石

垣を築きあげその基礎を固うせり 13然ば王いま

知たまへ若この邑を建て石垣を築きあげなば彼

ら必ず貢賦租税税金などを納じ然すれば終に王

等の不利とならん 14そもそも我らは王の鹽を食

む者なれば王の輕んぜらるるを見るに忍びず茲

に人を遣はし王に奏聞す 15列祖の記録の書を稽

へたまへ必ずその記録の書の中において此邑は背

き悖る邑にして諸王と諸州とに害を加へし者なる

を見その中に古來叛逆の事ありしを知たまふべし

此邑の滅ぼされしは此故に縁るなり 16我ら王に

奏聞す若この邑を建て石垣を築きあげなばなん

ぢは之がために河外ふの領分をうしなふなるべし

と 17王すなはち方伯レホム書記官シムシヤイこ

の餘サマリアおよび河外ふのほかの處に住る同僚

に答書をおくりて云く平安あれ云々 18汝らが我

儕におくりし書をば我前に讀解しめたり 19我や

がて詔書を下して稽考しめしに此邑の古來起りて

諸王に背きし事その中に反亂謀叛のありし事など

詳悉なり 20またヱルサレムには在昔大なる王等

ありて河外ふをことごとく治め貢賦租税税金など

を己に納しめたる事あり 21然ば汝ら詔言を傳へ

て其人々を止め我が詔言を下すまで此邑を建るこ

と無らしめよ 22汝ら愼め之を爲ことを忽にする

勿れ何ぞ損害を増て王に害を及ぼすべけんやと

23アルタシヤスタ王の書の稿をレホム及び書記官

シムシヤイとその同僚の前に讀あげければ彼等す

なはちヱルサレムに奔ゆきてユダヤ人に就き腕力

と權威とをもて之を止めたり 24此をもてヱルサ

レムなる神の室の工事止みぬ即ちペルシヤ王ダ

リヨスの治世の二年まで止みたりき

5爰に預言者ハガイおよびイドの子ゼカリヤの
二人の預言者ユダとヱルサレムに居るユダヤ

人に向ひてイスラエルの神の名をもて預言する所

ありければ 2シヤルテルの子ゼルバベルおよびヨ

ザダクの子ヱシユア起あがりてヱルサレムなる神

の室を建ることを始む神の預言者等これと共に

在て之を助く 3その時に河外の總督タテナイとい

ふ者セタルボズナイおよびその同僚とともにその

所に來り誰が汝らに此室を建て此石垣を築きあぐ

ることを命ぜしやと斯言ひ 4また此建物を建る人

々の名は何といふやと斯これに問り 5然るにユダ

ヤ人の長老等の上にはその神の目そそぎゐたれば

彼等これを止むること能はずして遂にその事をダ

リヨスに奏してその返答の來るを待り 6河外ふの

總督タテナイおよびセタルボズナイとその同僚な

る河外ふのアパルサカイ人がダリヨス王に上まつ

りし書の稿は左のごとし 7即ち其上まつりし書の

中に書しるしたる所は是のごとし云く願くはダ

リヨス王に大なる平安あれ 8王知たまへ我儕ユダ

ヤ州に往てかの大神の室に至り視しに巨石をもて

之を建て材木を組て壁を作り居り其工事おほいに

捗どりてその手を下すところ成ざる無し 9是に於

て我儕その長老等に問てこれに斯いへり誰が汝

らに此室を建てこの石垣を築きあぐることを命ぜ

しやと 10我儕またその首長たる人々の名を書し

るして汝に奏聞せんがためにその名を問り 11時

に彼等かく我らに答へて言り我儕は天地の神の

僕にして年久しき昔に建おかれし殿を再び建るな

り是は素イスラエルの大なる王某の建築きたる

者なしりが 12我らの父等天の神の震怒を惹起せ

しに縁てつひに之をカルデヤ人バビロンの王ネブ

カデネザルの手に付したまひければ彼この殿を毀

ち民をバビロンに擄へゆけり 13然るにバビロン

の王クロスの元年にクロス王神のこの室を建べし

との詔言を下したまへり 14然のみならずヱルサ

レムの殿よりネブカデネザルが取いだしてバビロ

ンの殿に携へいれし神の室の金銀の器皿もクロス

王これをバビロンの殿より取いだし其立たる總督

セシバザルと名くる者に之を付し 15而して彼に

言けらく是等の器皿を取り往て之をヱルサレムの

殿に携へいれ神の室をその本の處に建よと 16是

において其セシバザル來りてヱルサレムなる神の

室の石礎を置たりき其時よりして今に至るまで

之を建つつありしが猶いまだ竣らざるなりと 17

然ば今王もし善となされなば請ふ御膝下バビロン

にある所の王の寳蔵を査べたまひて神のこの室を
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建べしとの詔言のクロス王より出しや否を稽へ而

して王此事につきて御旨を我らに諭したまえ

6是に於てダリヨス王詔言を出しバビロンにて
寳物を蔵むる所の文庫に就て査べ稽しめしに 2

メデア州の都城アクメタにて一の卷物を得たり

その内に書しるせる記録は是のごとし 3クロス王

の元年にクロス王詔言を出せり云くヱルサレムな

る神の室の事につきて諭すその犠牲を獻ぐる所

なる殿を建てその石礎を堅く置ゑ其室の高を六十

キユビトにし其濶を六十キユビトにし 4巨石三行

新木一行を以せよ其費用は王の家より授くべし 5

またネブカデネザルがヱルサレムの殿より取いだ

してバビロンに携へきたりし神の室の金銀の器皿

は之を還してヱルサレムの殿に持ゆかしめ神の室

に置てその故の所にあらしむべしと 6然ば河外ふ

の總督タテナイおよびセタルボズナイとその同僚

なる河外ふのアパルサカイ人汝等これに遠ざかる

べし 7神のその室の工事を妨ぐる勿れユダヤ人

の牧伯とユダヤ人の長老等に神のその家を故の處

に建しめよ 8我また詔言を出し其神の家を建るこ

とにつきて汝らが此ユダヤ人の長老等に爲べきこ

とを示す王の財寳の中すなはち河外ふの租税の

中より迅速に費用をその人々に與へよその工事を

滯ほらしむる勿れ 9又その需むる物即ち天の神に

たてまつる燔祭の小牛牡羊および羔羊ならびに麥

鹽酒油など凡てヱルサレムにをる祭司の定むる所

に循ひて日々に怠慢なく彼等に與へ 10彼らをし

て馨しき香の犠牲を天の神に獻ぐることを得せし

め王とその子女の生命のために祈ることを得せし

めよ 11かつ我詔言を出す誰にもせよ此言を易る

者あらば其家の梁を抜きとり彼を擧て之に釘ん

その家はまた之がために厠にせらるべし 12凡そ

之を易へまたヱルサレムなるその神の室を毀たん

とて手を出す王あるひは民は彼處にその名を留め

給ふ神ねがはくはこれを倒したまへ我ダリヨス

詔言を出せり迅速に之を行なへ 13ダリヨス王か

く諭しければ河外ふの總督タテナイおよびセタル

ボズナイとその同僚迅速に之を行なへり 14ユダ

ヤ人の長老等すなはち之を建て預言者ハガイおよ

びイドの子ゼカリヤの預言に由て之を成就たり

彼等イスラエルの神の命に循ひクロス、ダリヨス

およびペルシヤ王アルタシヤスタの詔言に依て之

を建竣ぬ 15ダリヨス王の治世の六年アダルの月

の三日にこの室成り 16是に於てイスラエルの子

孫祭司レビ人およびその餘の俘擄人よろこびて神

のこの室の落成禮を行なへり 17即ち神のこの室

の落成禮において牡牛一百牡羊二百羔羊四百を

獻げまたイスラエルの支派の數にしたがひて牡山

羊十二を獻げてイスラエル全體のために罪祭とな

し 18祭司をその分別にしたがひて立てレビ人を

その班列にしたがひて立てヱルサレムに於て神

に事へしむ凡てモーセの書に書しるしたるが如

し 19斯て俘囚より歸り來りし人々正月の十四日

に逾越節を行へり 20即ち祭司レビ人共に身を潔

めて皆潔くなり一切俘囚より歸り來りし人々のた

め其兄弟たる祭司等のため又自己のために逾越の

物を宰れり 21擄はれゆきて歸り來しイスラエル

の子孫および其國の異邦人の汚穢を棄て是等に附

てイスラエルの神ヱホバを求むる者等すべて之を

食ひ 22喜びて七日の間酵いれぬパンの節を行へ

り是はヱホバかれらを喜ばせアッスリヤの王の

心を彼らに向はせ彼をしてイスラエルの神にまし

ます神の家の工事を助けさせたまひしが故なり

7是等の事の後ペルシヤ王アルタシヤスタの治
世にエズラといふ者ありエズラはセラヤの子

セラヤはアザリヤの子アザリヤはヒルキヤの子 2

ヒルキヤはシヤルムの子シヤルムはザドクの子ザ

ドクはアヒトブの子 3アヒトブはアマリヤの子ア

マリヤはアザリヤの子アザリヤはメラヨテの子 4

メラヨテはゼラヒヤの子ゼラヒヤはウジの子ウジ

はブツキの子 5ブツキはアビシユアの子アビシユ

アはピネハスの子ピネハスはエレアザルの子エレ

アザルは祭司の長アロンの子なり 6此エズラ、バ

ビロンより上り來れり彼はイスラエルの神ヱホ

バの授けたまひしモーセの律法に精しき學士なり

き其神ヱホバの手これが上にありしに因てその

求むる所を王ことごとく許せり 7アルタシヤスタ

王の七年にイスラエルの子孫および祭司レビ人謳

歌者門を守る者ネテニ人など多くヱルサレムに上

れり 8王の七年の五月にエズラ、ヱルサレムに到

れり 9即ち正月の一日にバビロンを出たちて五月

の一日にヱルサレムに至る其神のよき手これが

上にありしに因てなり 10エズラは心をこめてヱ

ホバの律法を求め之を行ひてイスラエルの中に法

度と例規とを敎へたりき 11ヱホバの誡命の言に

精しく且つイスラエルに賜ひし法度に明かなる學

士にて祭司たるエズラにアルタシヤスタ王の與へ

し書の言は是のごとし 12諸王の王アルタシヤス
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タ天の神の律法の學士なる祭司エズラに諭す願

くは全云々 13我詔言を出す我國の内にをるイス

ラエルの民およびその祭司レビ人の中凡てヱルサ

レムに往んと志す者は皆なんぢと偕に往べし 14

汝はおのが手にある汝の神の律法に照してユダと

ヱルサレムの模樣とを察せんために王および七人

の議官に遣はされて往くなり 15且汝は王とその

議官がヱルサレムに宮居するところのイスラエル

の神のために誠意よりささぐる金銀を携へ 16ま

たバビロン全州にて汝が獲る一切の金銀および民

と祭司とがヱルサレムなる其神の室のために誠意

よりする禮物を携さふ 17然ば汝その金をもて牡

牛牡羊羔羊およびその素祭と灌祭の品を速に買ひ

ヱルサレムにある汝らの神の室の壇の上にこれを

獻ぐべし 18また汝と汝の兄弟等その餘れる金銀

をもて爲んと欲する所あらば汝らの神の旨にした

がひて之を爲せ 19また汝の神の室の奉事のため

に汝が賜はりし器皿は汝これをヱルサレムの神の

前に納めよ 20その外汝の神の室のために需むる

所あらば汝の用ひんとする所の者をことごとく王

の府庫より取て用ふべし 21我や我アルタシヤス

タ王河外ふの一切の庫官に詔言を下して云ふ天

の神の律法の學士祭司エズラが汝らに需むる所は

凡てこれを迅速に爲べし 22即ち銀は百タラント

小麥は百石酒は百バテ油は百バテ鹽は量なかるべ

し 23天の神の室のために天の神の命ずる所は凡

て謹んで之を行なへしからずば王とその子等と

の國に恐くは震怒のぞまん 24かつ我儕なんぢら

に諭す祭司レビ人謳歌者門を守る者ネテニ人お

よび神のその室の役者などには貢賦租税税金など

を課すべからず 25汝エズラ汝の手にある汝の神

の智慧にしたがひて有司および裁判人を立て河外

ふの一切の民すなはち汝の神の律法を知る者等を

盡く裁判しめよ汝らまた之を知ざる者を敎へよ

26凡そ汝の神の律法および王の律法を行はざる者

をば迅速にその罪を定めて或は殺し或は追放ち或

はその貨財を沒収し或は獄に繋ぐべし 27我らの

先祖の神ヱホバは讃べき哉斯王の心にヱルサレ

ムなるヱホバの室を飾る意を起させ 28また王の

前とその議官の前と王の大臣の前にて我に矜恤を

得させたまへり我神ヱホバの手わが上にありし

に因て我は力を得イスラエルの中より首領たる

人々を集めて我とともに上らしむ

8アルタシヤスタ王の治世に我とともにバビロ
ンより上り來りし者等の宗家の長およびその

系譜は左のごとし 2ピネハスの子孫の中にてはゲ

ルシヨム、イタマルの子孫の中にてはダニエル、

ダビデの子孫の中にてはハットシ 3シカニヤの子

孫の中パロシの子孫の中にてはゼカリヤ彼と偕に

ありて名簿に載られたる男子百五十人 4パハテモ

アブの子孫の中にてはゼラヒヤの子エリヨエナイ

彼と偕なる男二百人 5シカニヤの子孫の中にては

ヤハジエルの子彼と偕なる男三百人 6アデンの

子孫の中にてはヨナタンの子エベデ彼とともなる

男五十人 7エラムの子孫の中にてはアタリヤの子

ヱサヤ彼と偕なる男七十人 8シパテヤの子孫の中

にてはミカエルの子ゼバデヤ彼とともなる男八十

人 9ヨハブの子孫の中にてはヱヒエルの子オバデ

ヤ彼とともなる男二百十八人 10シロミテの子孫

の中にてはヨシピアの子彼とともなる男百六十

人 11ベバイの子孫の中にてはベバイの子ゼカリ

ヤ彼と偕なる男二十八人 12アズガデの子孫の中

にてはハッカタンの子ヨハナン彼とともなる男百

十人 13アドニカムの子孫の中の後なる者等あり

其名をエリペレテ、ユエル、シマヤといふ彼らと

偕なる男六十人 14ビグワイの子孫の中にてはウ

タイおよびザブデ彼等とともなる男七十人 15我

かれらをアハワに流るる所の河の邊に集めて三日

が間かしこに天幕を張居たりしが我民と祭司とを

閲せしにレビの子孫一人も其處に居ざりければ 16

すなはち人を遣てエリエゼル、アリエル、シマヤ

、エルナタン、ヤリブ、エルナタン、ナタン、ゼ

カリヤ、メシユラムなどいふ長たる人々を招きま

た敎晦を施こす所のヨヤリブおよびエルナタンを

招けり 17而して我カシピアといふ處の長イドの

許に彼らを出し遣せり即ち我カシピアといふ處

にをるイドとその兄弟なるネテニ人に告ぐべき詞

を之が口に授け我等の神の室のために役者を我儕

に携へ來れと言けるが 18我らの神よく我儕を助

けたまひて彼等つひにイスラエルの子レビの子マ

ヘリの子孫イシケセルを我らに携さへ來り又セレ

ビヤといふ者およびその子等と兄弟十八人 19ハ

シヤビヤならびにメラリの子孫のヱサヤおよびそ

の兄弟とその子等二十人を携へ 20またネテニ人

すなはちダビデとその牧伯等がレビ人に事へしむ

るために設けたりしネテニ人二百二十人を携へ來

れり此等の者は皆その名を掲げられたり 21斯て
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我かしこなるアハワの河の邊にて斷食を宣傳へ我

儕の神の前にて我儕身を卑し我らと我らの小き者

と我らの諸の所有のために正しき途を示されんこ

とを之に求む 22其は我儕さきに王に告て我らの

神は己を求むる者を凡て善く助けまた己を棄る者

にはその權能と震怒とをあらはしたまふと言しに

因て我道路の敵を防ぎて我儕を護るべき歩兵と騎

兵とを王に請ふを羞ぢたればなり 23かくてこの

ことを我ら斷食して我儕の神に求めけるに其祈禱

を容たまへり 24時に我祭司の長十二人即ちセレ

ビヤ、ハシヤビヤおよびその兄弟十人を之ととも

に擇び 25金銀および器皿すなはち王とその議官

とその牧伯と彼處の一切のイスラエル人とが我ら

の神の室のために獻げたる奉納物を量りて彼らに

付せり 26その量りて彼らの手に付せし者は銀六

百五十タラント銀の器百タラント金百タラントな

りき 27また金の大斝二十あり一千ダリクに當る

また光り輝く精銅の器二箇ありその貴きこと金

のごとし 28而して我かれらに言り汝等はヱホバ

の聖者なり此器皿もまた聖し又この金銀は汝ら

の先祖の神ヱホバに奉まつりし誠意よりの禮物な

り 29汝等ヱルサレムに至りてヱホバの家の室に

於て祭司レビ人の長等およびイスラエルの宗家の

首等の前に量るまで之を伺ひ守るべしと 30是に

於て祭司およびレビ人その金銀および器皿をヱル

サレムなる我らの神の室に携へゆかんとて其重に

したがひて之を受取れり 31我ら正月の十二日に

アハワの河邊を出たちてヱルサレム赴きけるが我

らの神その手を我らの上におき我らを救ひて敵の

手また路に伏て窺ふ者の手に陷らしめたまはざり

き 32我儕すなはちヱルサレムに至りて三日かし

こに居しが 33四日にいたりて我らの神の室にお

いてその金銀および器皿をウリヤの子祭司メレモ

テの手に量り付せりピネハスの子エレアザル彼

に副ふ又ヱシユアの子ヨザバデおよびビンヌイの

子ノアデヤの二人のレビ人かれらに副ふ 34即ち

その一々の重と數を査べ其重をことごとく其時か

きとめたり 35俘囚の人々のその俘囚をゆるされ

て歸り來し者イスラエルの神に燔祭を獻げたり

即ちイスラエル全體にあたる牡牛十二を獻げまた

牡羊九十六羔羊七十七罪祭の牡山羊十二を獻げた

り是みなヱホバにたてまつりし燔祭なり 36彼等

王の勅諭を王の代官と河外ふの總督等に示しけれ

ばその人々民を助けて神の室を建しむ

9是等の事の成し後牧伯等我許にきたりて言ふ
イスラエルの民祭司およびレビ人は諸國の民

とはなれずしてカナン人ヘテ人ペリジ人エビス人

アンモニ人モアブ人エジプト人アモリ人などの中

なる憎むべき事を行へり 2即ち彼等の女子を自ら

娶りまたその男子に娶れば聖種諸國の民と相雜れ

り牧伯たる者長たる者さきだちてこの愆を犯せ

りと 3我この事を聞て我衣と袍を裂き頭髮と鬚を

抜き驚き呆れて坐せり 4イスラエルの神の言を戰

慄おそるる者はみな俘囚より歸り來し者等の愆の

故をもて我許に集まりしが我は晩の供物の時まで

驚きつつ茫然として坐しぬ 5晩の供物の時にいた

り我その苦行より起て衣と袍とを裂たるまま膝を

屈めてわが神ヱホバにむかひ手を舒て 6言けるは

我神よ我はわが神に向ひて面を擧るを羞て赧らむ

其は我らの罪積りて頭の上に出で我らの愆重りて

天に達すればなり 7我らの先祖の日より今日にい

たるまで我らは大なる愆を身に負り我らの罪の

故によりて我儕と我らの王等および祭司たちは國

々の王等の手に付され劍にかけられ擄へゆかれ掠

められ面に恥をかうぶれり今日のごとし 8然る

に今われらの神ヱホバ暫く恩典を施こして逃れ存

すべき者を我らの中に殘し我らをしてその聖所に

うちし釘のごとくならしめ斯して我らの神われら

の目を明にし我らをして奴隸の中にありて少く生

る心地せしめたまへり 9そもそも我らは奴隸の身

なるがその奴隸たる時にも我らの神われらを忘れ

ず反てペルシヤの王等の目の前にて我らに憐憫を

施こして我らに活る心地せしめ我らの神の室を建

しめ其破壞を修理はしめユダとヱルサレムにて我

らに石垣をたまふ 10我らの神よ已に是のごとく

なれば我ら今何と言のべんや我儕はやくも汝の

命令を棄たればなり 11汝かつて汝の僕なる預言

者等によりて命じて宣へり云く汝らが往て獲ん

とする地はその各地の民の汚穢により其憎むべき

事によりて汚れたる地にして此極より彼極までそ

の汚穢盈わたるなり 12然ば汝らの女子を彼らの

男子に與ふる勿れ彼らの女子をなんぢらの男子

に娶る勿れ又何時までもかれらの爲に平安をも

福祿をも求むべからず然すれば汝ら旺盛にして

その地の佳物を食ふことを得永くこれを汝らの子

孫に傳へて產業となさしむることを得んと 13我

らの惡き行により我らの大なる愆によりて此事す

べて我儕に臨みたりしが汝我らの神はわれらの罪



エズラ記 340

よりも輕く我らを罰して我らの中に是のごとく人

を遺したまひたれば 14我儕再び汝の命令を破り

て是等の憎むべき行ある民と縁を結ぶべけんや

汝我らを怒りて終に滅ぼし盡し遺る者も逃るる者

も無にいたらしめたまはざらんや 15イスラエル

の神ヱホバよ汝は義し即ち我ら逃れて遺ること

今日のごとし今我ら罪にまとはれて汝の前にあ

り是がために一人として汝の前に立ことを得る

者なきなり

10エズラ神の室の前に泣伏して禱りかつ懺悔し
をる時に男女および兒女はなはだし多くイス

ラエルの中より集ひて彼の許に聚り來れりすべ

ての民はいたく泣かなしめり 2時にエラムの子ヱ

ヒエルの子シカニヤ答へてエズラに言ふ我らは

われらの神に對ひて罪を犯し此地の民なる異邦人

の婦女を娶れり然ながら此事につきてはイスラ

エルに今なほ望あり 3然ば我儕わが主の敎晦にし

たがひ又我らの神の命令に戰慄く人々の敎晦にし

たがひて斯る妻をことごとく出し之が產たる者を

去んといふ契約を今われらの神に立てん而して

律法にしたがひて之を爲べし 4起よ是事は汝の主

どる所なり我ら汝を助くべし心を強くして之を

爲せと 5エズラやがて起あがり祭司の長等レビ人

およびイスラエルの人衆をして此言のごとく爲ん

と誓はしめたり彼ら乃ち誓へり 6かくてエズラ

神の家の前より起いでてエリアシブの子ヨハナン

の室に入しが彼處に至りてもパンを食ず水を飮ざ

りき是は俘囚より歸り來りし者の愆を憂へたれ

ばなり 7斯てユダおよびヱルサレムに遍ねく宣て

俘囚の人々に盡く示して云ふ汝ら皆ヱルサレム

に集まるべし 8凡そ牧伯等と長老等の諭言にした

がひて三日の内に來らざる者は皆その一切の所有

を取あげられ俘擄人の會より黜けらるべしと 9是

においてユダとベニヤミンの人々みな三日の内に

ヱルサレムに集まれり是は九月にして恰もその

月の廿日なりき民みな神の室の前なる廣塲に坐

して此事のためまた大雨のために震ひ慄けり 10

時に祭司エズラ起て之に言けるは汝らは罪を犯し

異邦の婦人を娶りてイスラエルの愆を増り 11然

ば今なんぢらのの先祖の神ヱホバに懺悔してその

御旨を行へ即ち汝等この地の民等および異邦の

婦人とはなるべしと 12會衆みな聲をあげて答へ

て言ふ汝が我らに諭せるごとく我儕かならず爲

べし 13然ど民は衆し又今は大雨の候なれば我儕

外に立こと能はず且これは一日二日の事業にあ

らず其は我らこの事について大に罪を犯したれ

ばなり 14然ば我らの牧伯等この全會衆のために

立れよ凡そ我儕の邑の内にもし異邦の婦人を娶

りし者あらば皆定むる時に來るべし又その各々

の邑の長老および裁判人これに伴ふべし斯して

此事を成ば我らの神の烈しき怒つひに我らを離る

るあらんと 15その時立てこれに逆ひし者はアサ

ヘルの子ヨナタンおよびテクワの子ヤハジア而已

メシユラムおよびレビ人シヤベタイこれを贊く 16

俘囚より歸り來りし者つひに然なし祭司エズラ

および宗家の長數人その宗家にしたがひて名指し

て撰ばれ十月の一日より共に坐してこの事を査べ

17正月の一日に至りてやうやく異邦の婦人を娶り

し人々を盡く査べ畢れり 18祭司の徒の中にて異

邦の婦人を娶りし者は即ちヨザダクの子ヱシユア

の子等およびその兄弟マアセヤ、エリエゼル、ヤ

リブ、ゲダリヤ 19彼らはその妻を出さんといふ

誓をなし已に愆を獲たればとて牡羊一匹をその愆

のために獻げたり 20インメルの子孫ハナニおよ

びゼバデヤ 21ハリムの子孫マアセヤ、エリヤ、

シマヤ、ヱヒエル、ウジヤ 22パシユルの子孫エ

リオエナイ、マアセヤ、イシマエル、ネタンエル

、ヨザバデ、エラサ 23レビ人の中にてはヨザバ

デ、シメイ、ケラヤ（即ちケリタ）ペタヒヤ、ユ

ダ、エリエゼル 24謳歌者の中にてはエリアシブ

門を守る者の中にてはシヤルム、テレムおよびウ

リ 25イスラエルの中にてはパロシの子孫ラミヤ

、エジア、マルキヤ、ミヤミン、エレアザル、マ

ルキヤ、ベナヤ 26エラムの子孫マッタニヤ、ゼ

カリヤ、ヱヒエル、アブデ、ヱレモテ、エリヤ 27

ザットの子孫エリオエナイ、エリアシブ、マッタ

ニヤ、ヱレモテ、ザバデ、アジザ 28ベバイの子

孫ヨハナン、ハナニヤ、ザバイ、アテライ 29バ

ニの子孫メシユラム、マルク、アダヤ、ヤシュブ

、シヤル、ヱレモテ 30パハテモアブの子孫アデ

ナ、ケラル、ベナヤ、マアセヤ、マッタニヤ、ベ

ザレル、ビンヌイ、マナセ 31ハリムの子孫エリ

エゼル、ヱシヤ、マルキヤ、シマヤ、シメオン 32

ベニヤミン、マルク、シマリヤ 33ハシュムの子

孫マッテナイ、マツタタ、ザバデ、エリパレテ、

ヱレマイ、マナセ、シメイ 34バニの子孫マアダ

イ、アムラム、ウエル 35ベナヤ、ベデヤ、ケル

ヒ 36ワニヤ、メレモテ、エリアシブ 37マッタニ
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ヤ、マッテナイ、ヤアス 38バニ、ビンヌイ、シ

メイ 39シレミヤ、ナタン、アダヤ 40マクナデバ

イ、シヤシヤイ、シヤライ 41アザリエル、シレ

ミヤ、シマリヤ 42シヤルム、アマリヤ、ヨセフ

43ネボの子孫ヱイエル、マッタテヤ、ザバデ、ゼ

ビナ、イド、ヨエル、ベナヤ 44是みな異邦の婦

人を娶りし者なりその婦人の中には子女を產し

者もありき
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ネヘミヤ記

1ハカリヤの子ネヘミヤの言詞／第二十年キス
レウの月我シユシヤンの都にありける時 2わが

兄弟の一人なるハナニ數人の者とともにユダより

來りしかば我俘虜人の遺餘なる夫の逃れかへりし

ユダヤ人の事およびヱルサレムの事を問たづねし

に 3彼ら我に言けるは俘虜人の遺餘なる夫の州内

の民は大なる患難に遭ひ凌辱に遭ふ又ヱルサレム

の石垣は打崩され其門は火に焚たりと 4我この言

を聞坐りて泣き數日の間哀しみ斷食し天の神に祈

りて言ふ 5天の神ヱホバ大なる畏るべき神己を愛

し己の誡命を守る者にむかひて契約を保ち恩惠を

施こしたまふ者よ 6ねがはくは耳を傾むけ目を開

きて僕の祈祷を聽いれたまへ我いま汝の僕なるイ

スラエルの子孫のために日夜なんぢの前に祈り我

儕イスラエルの子孫が汝にむかひて犯せし罪を懺

悔す誠に我も我父の家も罪を犯せり 7我らは汝に

むかひて大に惡き事を行ひ汝の僕モーセに汝の命

じたまひし誡命をも法度をも例規をも守らざりき

8請ふ汝の僕モーセに命じたまひし言を憶ひたま

へ其言に云く汝ら若罪を犯さば我汝らを國々に散

さん 9然れども汝らもし我にたちかへり我誡命を

守りてこれを行なはば暇令逐れゆきて天の涯にを

るとも我そこより汝等をあつめ我名を住はせんと

て撰びし處にきたらしめんと 10そもそも是等の

者は汝が大なる能力と強き手をもて贖ひたまひし

汝の僕なんぢの民なり 11主よ請ふ僕の祈祷およ

び汝の名を畏むことを悦こぶ汝の僕等の祈祷に耳

を傾けたまへ願くは今日僕を助けて此人の目の前

に憐憫を得させたまへこの時我は王の酒人なり

き

2茲にアルタシヤスタ王の二十年ニサンの月王
の前に酒のいでし時我酒をつぎて王にたてま

つれり我は今まで王の前にて憂色を帶しこと有ざ

りき 2王われに言けるは汝は疾病も有ざるに何と

て面に憂色を帶るや是他ならず心に憂ふる所ある

なりと是において我甚だ大に懼れたりしが 3遂に

王に奏して曰ふ願くは王長壽かれ我が先祖の墓の

地たるその邑は荒蕪その門は火にて焚たれば我い

かで顔に憂色を帶ざるを得んやと 4王われに向ひ

て然らば汝何をなさんと願ふやと言ければ我すな

はち天の神に祈りて 5王に言けるは王もし之を善

としたまひ我もし汝の前に恩を得たる者なりせば

願くはユダにあるわが先祖の墓の邑に我を遣はし

て我にこれを建起さしめたまへと 6時に后妃も傍

に坐しをりしが王われに言けるは汝が往てをる間

は何程なるべきや何時頃歸りきたるやと王かく我

を遣はすことを善としければ我期を定めて奏せり

7而して我また王に言けるは王もし善としたまは

ば請ふ河外ふの總督等に與ふる書を我に賜ひ彼ら

をして我をユダまで通さしめたまへ 8また王の山

林を守るアサフに與ふる書をも賜ひ彼をして殿に

屬する城の門を作り邑の石垣および我が入べき家

に用ふる材木を我に授けしめたまへと我神善く我

を助けたまひしに因て王これを我に允せり 9是に

於て我河外ふの總督等に詣りて王の書をこれに付

せり王は軍長數人に騎兵をそへて我に伴なはせた

り 10時にホロニ人サンバラテおよびアンモニ人

奴隸トビヤこれを聞きイスラエルの子孫の安寧を

求むる人來れりとて大に憂ふ 11我ついにヱルサ

レムに到りて彼處に三日居りける後 12夜中に起

いでたり數人の者われに伴なふ我はわが神がヱル

サレムのために爲せんとて我心に入たまひし所の

事を何人にも告しらせず亦我が乗る一匹の畜の外

には畜を引つれざりき 13我すなはち夜中に立い

で谷の門を通り龍井の對面を經糞門に至りてヱル

サレムの石垣を閲せしにその石垣は頽れをりその

門は已に火に焚てありき 14かくて又前みて泉の

門にゆき王の池にいたりしに我が乗る畜の通るべ

き處なかりき 15我亦その夜の中に渓川に沿て進

みのぼりて石垣を觀めぐり頓て身を反して谷の門

より歸りいりぬ 16然るに牧伯等は我が何處に往

しか何を爲しかを知ざりき我また未だこれをユダ

ヤ人にも祭司にも貴き人にも方伯等にも其他の役

人にも告しらせざりしが 17遂に彼らに言けるは

汝らの見るごとく我儕の境遇は惡くヱルサレムは

荒はてその門は火に焚たり來れ我儕ヱルサレムの

石垣を築きあげて再び世の凌辱をうくることなか

らんと 18而して我わが神の善われを助けたまひ

し事を彼らに告げまた王の我に語りし言詞をも告

しらせければ去來起て築かんと言ひ皆奮ひてこの

美事を爲んとす 19時にホロニ人サンバラテ、ア

ンモニ人奴隸トビヤおよびアラビヤ人ガシムこれ

を聞て我らを嘲けり我儕を悔りて言ふ汝ら何事を

なすや王に叛かんとするなるかと 20我すなはち

答へて彼らに言ふ天の神われらをして志を得させ

たまはん故に其僕たる我儕起て築くべし然ど汝ら
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はヱルサレムに何の分もなく權理もなく記念もな

しと

3茲に祭司の長ヱリアシブその兄弟の祭司等と
ともに起て羊の門を建て之を聖別てその扉を

設け尚も之を聖別てハンメアの戌樓に及ぼし又ハ

ナネルの戌樓に及ぼせり 2その次にはヱリコの人

々を築き建て其次にはイムリの子ザツクル築き建

たり 3魚の門はハツセナアの子等これを建構へそ

の扉を設けて之に鎖と閂を施こせり 4その次には

ハツコヅの子ウリヤの子メレモタ修繕をなし其次

にはメシザベルの子ベレキヤの子メシユラム修繕

をなしその次にはバアナの子ザドク修繕をなし 5

その次にはテコア人等修繕をなせり但しその貴き

族はその主の工事に服せざりき 6古門はパセアの

子ヨイアダおよびベソデヤの子メシユラムこれを

修繕ひ構へその扉を設けて之に鎖と閂を施せり 7

その次にはギベオン人メラテヤ、メロノテ人ヤド

ン河外ふの總督の管轄に屬するギベオンとミヅパ

の人々等修繕をなせり 8その次にはハルハヤの子

ウジエルなどの金工修繕をなし其次には製香者ハ

ナニヤなど修繕をなしヱルサレムを堅うして石垣

の廣き處にまで及べり 9その次にはエルサレムの

郡の半の知事ホルの子レパヤ修繕をなせり 10そ

の次にはハルマフの子ヱダヤ己の家と相對ふ處を

修繕りその次にはハシヤブニヤの子ハツトシ修繕

をなせり 11ハリムの子マルキヤおよびバハテモ

アブの子ハシユブも一方を修繕ひまた爐戍樓を修

繕へり 12その次にはヱルサレムの郡の半の知事

ハロヘシの子シヤルムその女子等とともに修繕を

なせり 13谷の門はハヌン、ザノアの民と偕に之

を修繕ひ之を建なほしてその扉を設け之に鎖と閂

を施しまた糞の門までの石垣一千キユビトを修繕

り 14糞の門はベテハケレムの郡の半の知事レカ

ブの子マルキヤこれを修繕ひ之を建なほしてその

扉を設け之に鎖と閂を施こせり 15泉の門はミヅ

パの郡の知事コロホゼの子シヤルンこれを修繕ひ

之を建なほして覆ひその扉を設け之に鎖と閂を施

こしまた王の園の邊なるシラの池に沿る石垣を修

繕てダビデの邑より下るところの階級にまで及ぼ

せり 16その後にはベテズルの郡の半の知事アズ

ブクの子ネヘミヤ修繕をなしてダビデの墓に對ふ

處にまで及ぼし堀池に至り勇士宅に至れり 17そ

の後にはバニの子レホムなどのレビ人修繕をなし

其次にはケイラの郡の半の知事ハシヤビヤその郡

の爲に修繕をなせり 18その後にはケイラの郡の

半の知事ヘナダデの子バワイなどいふ其兄弟修繕

をなし 19その次にはヱシユアの子ミヅパの知事

エゼル石垣の彎にある武器庫に上る所に對へる部

分を修繕ひ 20その後にはザバイの子バルク力を

竭して石垣の彎より祭司の長エリアシブの家の門

までの部分を修繕ひ 21その次にはハツコヅの子

ウリヤの子メレモテ、エリアシブの家の門よりエ

ジアシブの家の極までの部分を修繕ひ 22その次

には窪地の人なる祭司等修繕をなし 23その次に

はベニヤミンおよびハシユブ己の家と相對ふ處を

修繕ひ其次にはアナニヤの子マアセヤの子アザリ

ヤ己の家に近き處を修繕ひ 24その次にはヘナダ

デの子ビンヌイ、アザリヤの家より石垣の彎角ま

での部分を修繕へり 25ウザイの子パラルは石垣

の彎に對ふ處および王の上の家より聳え出たる戍

樓に對ふ處を修繕り是は侍衛の廳に近し其次には

パロシの子ペダヤ修繕をなせり 26時にネテニ人

オペルに住をりて東の方水の門に對ふ處および聳

え出たる戍樓に對ふ處まで及べり 27その次には

テコア人聳出たる大戍樓に對ふところの部分を修

繕てオペルの石垣に及ぼせり 28馬の門より上は

祭司等おのおのその己の家と相對ふ處を修繕り 29

その次にはインメルの子ザドク己の家と相對ふ處

を修繕ひ其次にはシカニヤの子シマヤといふ東の

門を守る者修繕をなし 30その次にはシレミヤの

子ハナニヤおよびザラフの第六の子ハヌン一方を

修繕ひその後にはベレキヤの子メシユラム己の室

と相對ふ處を修繕へり 31その次には金工の一人

マルキヤといふ者ハンミフカデの門と相對ふ處を

修繕ひて隅の昇口に至りネテニ人および商人の家

に及ぼせり 32また隅の昇口と羊の門の間は金工

および商人等これを修繕へり

4茲にサンバラテわれらが石垣を築くを聞て怒
り大に憤ほりてユダヤ人を罵れり 2即ち彼その

兄弟等およびサマリアの軍兵の前に語りて言ふ此

軟弱しきユダヤ人何を爲や自ら強くせんとするか

獻祭をなさんとするか一日に事を終んとするか塵

堆の中の石は旣に燬たるに之を取出して活さんと

するかと 3時にアンモニ人トビヤその傍にありて

また言ふ彼らの築く石垣は狐上るも圮るべしと 4

我らの神よ聽たまへ我らは侮らる願くは彼らの出

す凌辱をその身の首に歸し彼らを他國に擄はれし

め掠られしめたまへ 5彼らの愆を蔽ひたまふ勿れ
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彼らの罪を汝の前より消去しめたまはざれ其は彼

ら築建者の前にて汝の怒を惹おこしたればなり 6

斯われら石垣を築きけるが石垣はみな已に相連な

りてその高さの半にまで及べり其は民心をこめて

操作たればなり 7然るにサンバラテ、トビヤ、ア

ラビヤ人アンモニ人アシドド人等ヱルサレムの石

垣改修れ其破壞も次第に塞がると聞て大に怒り 8

皆ともに相結びてヱルサレムに攻來らんとしその

中に擾亂をおこさんとせり 9是において我ら神に

祈祷をなしかれらのために日夜守望者を置て之に

備ふ 10ユダ人は言り荷を負ふ者の力衰へしが上

に灰土おびただしくして我ら石垣を築くこと能は

ずと 11我らの敵は言り彼等が知ずまた見ざる間

に我ら其中に入り之を殺してその工事を止めんと

12又彼らの邊に住るユダヤ人來る時は我らに告て

言ふ汝ら我らの所に歸らざるべからずと其事十次

にも及べり 13是に因て我石垣の後の顯露なる低

き處に民を置き劍鎗または弓を持せてその宗族に

したがひて之をそなふ 14我觀めぐり起て貴き人

々および牧伯等ならびにその餘の民に告て云ふ汝

ら彼等のために懼るる勿れ主の大にして畏るべき

を憶ひ汝らの兄弟のため男子女子のため妻および

家のために戰かへよと 15我らの敵おのが事の我

らに知れたるをききておのが謀計を神に破られた

るを聞しによりて我ら皆石垣に歸り各々その工事

をなせり 16其時より後わが僕半は工事に操作き

半は鎗楯弓などを持て鎧を着たり牧伯等はユダの

全家の後にありき 17石垣を築く者および荷を負

ひはこぶ者は各々片手もて工事を爲し片手に武器

を執り 18築建者はおのおのその腰に劍を帶て築

き建つ又喇叭を吹く者は我傍にあり 19我貴き人

々および牧伯等ならびにその餘の民に告て云ふ此

工事は大にして廣ければ我儕石垣にありて彼此に

相離ること遠し 20何處にもあれ汝ら喇叭の音の

きこゆるを聞ば其處に奔あつまりて我らに就け我

らの神われらのために戰ひたまふべしと 21我ら

斯して工事をなしけるが半の者は東雲の出るより

星の現はるるまで鎗を持をれり 22當時われ亦民

に言らく皆おのおのその僕とともにヱルサレムの

中に宿り夜は我らの防守となり晝は工事をつとむ

べしと 23而して我もわが兄弟等もわが僕も我に

從がふ防守の人々もその衣服を脱ず水を汲に出る

にも皆武器を執れり

5茲に民その妻とともにその兄弟なるユダヤ人
にむかひて大に叫べり 2或人言ふ我儕および我

らの男子女子は多し我ら穀物を得食ふて生ざるべ

からず 3或人は言ふ我らは我らの田畑葡萄園およ

び家をも質となすなり旣に饑に迫れば我らに穀物

を獲させよ 4或は言ふ我らは我らの田畝および葡

萄園をもて金を貸て王の租税を納む 5然ど我らの

肉も我らの兄弟の肉と同じく我らの子女も彼らの

子女と同じ視よ我らは男子女子を人に伏從はせて

奴隸となす我らの女子の中すでに人に伏從せし者

もあり如何とも爲ん方法なし其は我らの田畝およ

び葡萄園は別の人の有となりたればなりと 6我は

彼らの叫および是等の言を聞て大に怒れり 7是に

おいて我心に思ひ計り貴き人々および牧伯等を責

てこれに言けるは汝らは各々その兄弟より利息を

取るなりと而して我かれらの事につきて大會を開

き 8彼らに言けるは我らは異邦人の手に賣れたる

我らの兄弟ユダヤ人を我らの力にしたがひて贖へ

り然るにまた汝等は己の兄弟を賣んとするやいか

で之をわれらの手に賣るべけんやと彼らは默して

言なかりき 9我また言けるは汝らの爲すところ善

らず汝らは我らの敵たる異邦人の誹謗をおもひて

我儕の神を畏れつつ事をなすべきに非ずや 10我

もわが兄弟および僕等も同じく金と穀物とを貸て

利息を取ことをなす願くは我らこの利息を廢ん 11

請ふ汝ら今日にも彼らの田畝葡萄園橄欖園および

家を彼らに還しまた彼らに貸あたへて金穀物およ

び酒油などの百分の一を取ることを廢よと 12彼

ら即ち言けるは我ら之を還すべし彼らに何をも要

めざらん汝の言るごとく我ら然なすべしと是に於

て我祭司を呼び彼らをして此言のごとく行なふと

いふ誓を立しめたり 13而して我わが胸懐を打拂

ひて言ふ此言を行はざる者をば願くは神是のごと

く凡て打拂ひてその家およびその業を離れさせた

まへ即ちその人は斯打拂はれて空しくなれかしと

時に會衆みなアーメンと言てヱホバを讃美せり而

して民はこの言のごとくに行へり 14且また我が

ユダの地の總督に任ぜられし時より即ちアルタシ

ヤユタ王の二十年より三十二年まで十二年の間は

我もわが兄弟も總督の受べき禄を食ざりき 15わ

が以前にありし舊の總督等は民に重荷を負せてパ

ンと酒とを是より取り其外にまた銀四十シケルを

取れり然のみならずその僕等も亦民を圧せり然ど

も我は神を畏るるに因て然せざりき 16我は反て
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この石垣の工事に身を委ね我儕は何の田地をも買

しこと無し我僕は皆かしこに集りて工事をなせり

17且また我席にはユダヤ人および牧伯等百五十人

あり其外にまた我らの周圍の異邦人の中より我ら

に來れる者等もありき 18是をもて一日に牛一匹

肥たる羊六匹を備へ亦鶏をも許多備へ十日に一回

種々の酒を多く備へたり是ありしかどもこの民の

役おもきに因て我は總督の受くべき禄を要めざり

き 19わが神よ我が此民のために爲る一切の事を

憶ひ仁慈をもて我をあしらひ給へ

6サンバラテ、トビヤおよびアラビヤ人ガシム
ならびにその餘の我らの敵我が石垣を築き終

りて一の破壞も遺らずと聞り(然どその時は未だ

門に扉を設けざりしなり) 2是においてサンバラ

テとガシム我に言つかはしけるは來れ我らオノの

平野なる某の村にて相會せんとその實は我を害せ

んと思ひしなり 3我すなはち使者を彼らに遣はし

て言らく我は大なる工事をなし居れば下りゆくこ

とを得ずなんぞ工事を離れ汝らの所に下りゆきて

その間工事を休ますべけんやと 4彼ら四次まで是

のごとく我に言遣はしけるが我は何時もかくのご

とく之に答へたり 5是においてサンバラテまた五

次目にその僕を前のごとく我に遣はせり其手には

封ぜざる書を携さふ 6その文に云く國々にて言傳

ふガシムもまた然いふ汝はユダヤ人とともに叛か

んとして之がために石垣を築けり而して汝はその

王とならんとすとその言ところ是のごとし 7また

汝は預言者を設けて汝の事をヱルサレムに宣しめ

ユダに王ありと言しむといひ傳ふ恐くはその事こ

の言のごとく王に聞えん然ば汝いま來れ我ら共に

相議らんと 8我すなはち彼に言つかはしけるは汝

が言るごとき事を爲し事なし惟なんぢ之を己の心

より作りいだせるなりと 9彼らは皆われらを懼れ

しめんとせり彼ら謂らく斯なさば彼ら手弱りて工

事を息べければ工事成ざるべしと今ねがはくは我

手を強くしたまへ 10かくて後我メヘタベルの子

デラヤの子シマヤの家に往しに彼閉こもり居て言

らく我ら神の室に到りて神殿の内に相會し神殿の

戸を閉おかん彼ら汝を殺さんとて來るべければな

り必ず夜のうちに汝を殺さんとて來るべしと 11

我言けるは我ごとき人いかで逃べけんや我ごとき

身にして誰か神殿に入て生命を全うすることを爲

んや我は入じと 12我暁れるに神かれを遣はした

まひしに非ず彼が我にむかひて此預言を説しはト

ビヤとサンバラテ彼に賄賂したればなり 13彼に

賄賂せしは此事のためなり即ち我をして懼れて然

なして罪を犯さしめ惡き名を我に負する種を得て

我を辱しめんとてなりき 14わが神よトビヤ、サ

ンバラテおよび女預言者ノアデヤならびにその他

の預言者など凡て我を懼れしめんとする者等を憶

えてその行爲に報をなしたまへ 15石垣は五十二

日を歴てエルルの月の二十五日に成就せり 16我

らの敵皆これを聞ければ我らの周圍の異邦人は凡

て怖れ大に面目をうしなへり其は彼等この工事は

我らの神の爲たまひし者なりと暁りたればなり 17

其頃ユダの貴き人々しばしば書をトビヤにおくれ

りトビヤの書もまた彼らに來れり 18トビヤはア

ラの子シカニヤの婿なるをもてユダの中に彼と盟

を結べる者多かりしが故なりトビヤの子ヨハナン

も亦ベレキヤの子メシユラムの女子を妻に娶りた

り 19彼らはトビヤの善行を我前に語りまた我言

を彼に通ぜりトビヤは常に書をおくりて我を懼れ

しめんとせり

7石垣を築き扉を設け門を守る者謳歌者および
レビ人を立るにおよびて 2我わが兄弟ハナニお

よび城の宰ハナニヤをしてヱルサレムを治めしむ

彼は忠信なる人にして衆多の者に超りて神を畏る

る者なり 3我かれらに言ふ日の熱くなるまではヱ

ルサレムの門を啓くべからず人々の立て守りをる

間に門を閉させて汝らこれを堅うせよ汝らヱルサ

レムの民を番兵に立て各々にその所を守らしめ各

々にその家と相對ふ處を守らしめよと 4邑は廣く

して大なりしかどもその内の民は寡くして家は未

だ建ざりき 5我神はわが心に貴き人々牧伯等およ

び民を集めてその名簿をしらぶる思念を起さしめ

たまへり我最先に上り來りし者等の系圖の書を得

て見にその中に書しるして曰く 6往昔バビロンの

王ネブカデネザルに擄へられバビロンに遷された

る者のうち俘囚をゆるされてヱルサレムおよびユ

ダに上りおのおの己の邑に歸りし此州の者は左の

如し是皆ゼルバベル、ヱシユア、ネヘミヤ、ア

ザリヤ、ラアミヤ、ナハマニ、モルデカイ、ビル

シヤン、ミスペレテ、ビグワイ、ネホム、バアナ

等に隨ひ來れり 7そのイスラエルの民の人數は是

のごとし 8パロシの子孫二千百七十二人 9シパテ

ヤの子孫三百七十二人 10アラの子孫六百五十二

人 11ヱシユアとヨアブの族たるパハテモアブの

子孫二千八百十八人 12エラムの子孫千二百五十
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四人 13ザツトの子孫八百四十五人 14ザツカイの

子孫七百六十人 15ビンヌイの子孫六百四十八人

16ベバイの子孫六百二十八人 17アズガデの子孫

二千三百二十二人 18アドニカムの子孫六百六十

七人 19ビグワイの子孫二千六十七人 20アデンの

子孫六百五十五人 21ヒゼキヤの家のアテルの子

孫九十八人 22ハシユムの子孫三百二十八人 23ベ

ザイの子孫三百二十四人 24ハリフの子孫百十二

人 25ギベオンの子孫九十五人 26ベテレヘムおよ

びネトパの人百八十八人 27アナトテの人百二十

八人 28ベテアズマウテの人四十二人 29キリアテ

ヤリム、ケピラおよびベエロテの人七百四十三人

30ラマおよびゲバの人六百二十一人 31ミクマシ

の人百二十二人 32ベテルおよびアイの人百二十

三人 33他のネボの人五十二人 34他のエラムの民

千二一百五十四人 35ハリムの民三百二十人 36ヱ

リコの民三百四十五人 37ロド、ハデデおよびオ

ノの民七百二十一人 38セナアの子孫三千九百三

十人 39祭司はヱシユアの家のヱダヤの子孫九百

七十三人 40インメルの子孫千五十二人 41パシユ

ルの子孫一千二百四十七人 42ハリムの子孫一千

十七人 43レビ人はホデワの子等ヱシユアとカデ

ミエルの子孫七十四人 44謳歌者はアサフの子孫

百四十八人 45門を守る者はシヤルムの子孫アテ

ルの子孫タルモンの子孫アツクブの子孫ハテタの

子孫シヨバイの子孫百三十八人 46ネテニ人はジ

ハの子孫ハスパの子孫タバオテの子孫 47ケロス

の子孫シアの子孫パドンの子孫 48レバナの子孫

ハガバの子孫サルマイの子孫 49ハナンの子孫ギ

デルの子孫ガハルの子孫 50レアヤの子孫レヂン

の子孫ネコダの子孫 51ガザムの子孫ウザの子孫

パセアの子孫 52ベサイの子孫メウニムの子孫ネ

フセシムの子孫 53バクブクの子孫ハクパの子孫

ハルホルの子孫 54バヅリテの子孫メヒダの子孫

ハルシヤの子孫 55バルコスの子孫シセラの子孫

テマの子孫 56ネヂアの子孫ハテパの子孫等なり

57ソロモンの僕たりし者等の子孫は即ちソタイの

子孫ソペレテの子孫ペリダの子孫 58ヤアラの子

孫ダルコンの子孫ギデルの子孫 59シパテヤの子

孫ハツテルの子孫ポケレテハツゼバイムの子孫ア

モンの子孫 60ネテニ人とソロモンの僕たりし者

等の子孫とは合せて三百九十二人 61またテルメ

ラ、テルハレサ、ケルブ、アドンおよびインメル

より上り來れる者ありしがその宗家とその血統と

を示してイスラエルの者なるを明かにすることを

得ざりき 62是すなはちデラヤの子孫トビヤの子

孫ネコダの子孫にして合せて六百四十二人 63祭

司の中にホバヤの子孫ハツコヅの子孫バルジライ

の子孫ありバルジライはギレアデ人バルジライの

女を妻に娶りてその名を名りしなり 64是等の者

系圖に載る者等の中にその籍を尋ねたれども在ざ

りき是故に汚れたる者として祭司の中より除かれ

たり 65テルシヤタ即ち之に告てウリムとトンミ

ムを帶る祭司の興るまでは至聖物を食ふべからず

と言り 66會衆あはせて四萬二千三百六十人 67こ

の外にその僕婢七千三百三十七人謳歌男女二百四

十五人あり 68その馬七百三十六匹その騾二百四

十五匹 69駱駝四百三十五匹驢馬六千七百二十匹

70宗家の長の中工事のために物を納めし人々あり

テルシヤタは金一千ダリク鉢五十祭司の衣服五

百三十襲を施して庫に納む 71また宗家の長數人

は金二萬ダリク銀二千二百斤を工事のために庫に

納む 72その餘の民の納めし者は金二萬ダリク銀

二千斤祭司の衣服六十七襲なりき 73かくて祭司

レビ人門を守る者謳歌者民等ネテニ人およびイス

ラエル人すべてその邑々に住り／イスラエルの子

孫かくてその邑々に住みをりて七月にいたりぬ

8茲に民みな一人のごとくになりて水の門の前
なる廣場に集り學士エズラに請てヱホバのイ

スラエルに命じたまひしモーセの律法の書を携へ

きたらんことを求めたり 2この日すなはち七月一

日祭司エズラ律法を携へ來りてその集りをる男女

および凡て聽て了ることを得るところの人々の前

に至り 3水の門の前なる廣場にて曙より日中まで

男女および了り得る者等の前にこれを誦めり民み

な律法の書に耳を傾く 4學士エズラこの事のため

に預て設けたる木の臺の上に立たりしがその傍に

は右の方にマツタテヤ、シマ、アナヤ、ウリヤ、

ヒルキヤおよびマアセヤ立をり左の方にペダヤ、

ミサエル、マルキヤ、ハシユム、ハシバダナ、ゼ

カリヤおよびメシユラム立をる 5エズラ一切の民

の目の前にその書を開けり(彼一切の民より高き

ところに立たり)かれが開きたる時に民みな起あ

がれり 6エズラすなはち大神ヱホバを祝しければ

民みなその手を擧て應へてアーメン、アーメンと

言ひ首を下げ地に俯伏てヱホバを拝めり 7ヱシユ

ア、バニ、セレビヤ、ヤミン、アツクブ、シヤベ

タイ、ホデヤ、マアセヤ、ケリタ、アザリヤ、ヨ
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ザバテ、ハナン、ペラヤおよびレビ人等民に律法

を了らしめたり民はその所に立をる 8彼等その書

に就て神の律法を朗かに誦み且その意を解あかし

てその誦ところを之に了らしむ 9時にテルシヤタ

たるネヘミヤ祭司たる學士エズラおよび民を敎ふ

るレビ人等一切の民にむかひて此日は汝らの神ヱ

ホバの聖日なり哭くなかれ泣なかれと言り其は民

みな律法の言を聽て泣たればなり 10而して彼ら

に言けるは汝ら去て肥たる者を食ひ甘き者を飮め

而してその備をなし得ざる者に之を分ちおくれ此

日は我らの主の聖日なり汝ら憂ふることをせざれ

ヱホバを喜ぶ事は汝らの力なるぞかしと 11レビ

人も亦一切の民を靜めて言ふ汝ら默せよ此日は聖

きぞかし憂ふる勿れと 12一切の民すなはち去り

て食ひかつ飮み又人に分ちおくりて大なる喜悦を

なせり是はその誦きかされし言を了りしが故なり

13その翌日一切の民の族長等祭司およびレビ人等

律法の語を學ばんとて學士エズラの許に集り來り

14律法を視るにヱホバのモーセによりて命じたま

ひし所を録して云く七月の節會にはイスラエルの

子孫茅廬に居るべしと 15又云く一切の邑々及び

ヱルサレムに布傳へて言べし汝ら山に出ゆき橄欖

の枝油木の枝烏拈の枝棕櫚の枝および茂れる木の

枝を取きたりて録されたるごとくに茅廬を造れと

16是において民出ゆきて之を取きたり各々その家

の屋背の上あるひはその庭あるひは神の室の庭あ

るひは水の門の廣場あるひはエフライムの門の廣

場に茅廬を造れり 17擄はれゆきて歸り來りし會

衆みな斯茅廬を造りて茅廬に居りヌンの子ヨシユ

アの日より彼日までにイスラエルの子孫斯おこな

ひし事なし是をもてその喜悦はなはだ大なりき 18

初の日より終の日までエズラ日々に神の律法の書

を誦り人衆七日の間節筵をおこなひ第八日にいた

り例にしたがひて聖會を開けり

9その月の二十四日にイスラエルの子孫あつま
りて斷食し麻布を纒ひ土を蒙れり 2イスラエル

の裔たる者一切の異邦人とはなれ而して立て己の

罪と先祖の愆とを懺悔し 3皆おのおのがその處に

立てこの日の四分の一をもてその神ヱホバの律法

の書を誦み他の四分の一をもて懺悔をなしその神

ヱホバを拝めり 4時にヱシユア、バニ、カデミエ

ル、シバニヤ、ブンニ、セレビヤ、バニ、ケナニ

等レビ人の臺に立ち大聲を擧てその神ヱホバに呼

はれり 5斯てまたヱシユア、カデミエル、バニ、

ハシヤブニヤ、セレビヤ、ホデヤ、セバニヤ、ペ

タヒヤなどのレビ人言けらく汝ら起あがり永遠よ

り永遠にわたりて在す汝らの神ヱホバを讃よ汝の

尊き御名は讃べきかな是は一切の讃にも崇にも遠

く超るなり 6汝は唯なんぢのみヱホバにまします

汝は天と諸天の天およびその萬象地とその上の一

切の物ならびに海とその中の一切の物を造り之を

ことごとく保存せたまふなり天軍なんぢを拝す 7

汝はヱホバ神にまします汝は在昔アブラムを撰み

てカルデヤのウルより之を導きいだしアブラハム

といふ名をこれにつけ 8その心の汝の前に忠信な

るを觀そなはし之に契約を立てカナン人ヘテ人ア

モリ人ペリジ人ヱブス人およびギルガシ人の地を

これに與へその子孫に授けんと宣まひて終に汝の

言を成たまへり汝は實に義し 9汝は我らの先祖が

エジプトにて艱難を受るを鑒みその紅海の邊にて

呼はり叫ぶを聽いれ 10異兆と奇蹟とをあらはし

てパロとその諸臣とその國の庶民とを攻たまへり

そはかれらは傲りて我らの先祖等を攻しことを知

たまへばなり而して汝の名を揚たまへること尚今

日のごとし 11汝はまた彼らの前にあたりて海を

分ち彼らをして旱ける地を踏て海の中を通らしめ

彼らを追ふ者をば石を大水に投いるるごとくに淵

に投いれたまひ 12また晝は雲の柱をもて彼らを

導き夜は火の柱をもて其往べき路を照したまひき

13汝はまたシナイ山の上に降り天より彼らと語ひ

正しき例規および眞の律法善き法度および誡命を

之に授け 14汝の聖安息日を之に示し汝の僕モー

セの手によりて誡命と法度と律法を之に命じ 15

天より食物を之に與へてその餓をとどめ磐より水

を之がために出してその渇を濕し且この國をなん

ぢらに與へんと手を擧て誓ひ給ひしその國に入こ

れを獲べきことをかれらに命じたまへり 16然る

に彼等すなはち我らの先祖みづから傲りその項を

強くして汝の誡命に聽したがはず 17聽從ふこと

を拒み亦なんぢが其中にて行ひたまひし奇蹟を憶

はず還てその項を強くし悖りて自ら一人の首領を

立てその奴隸たりし處に歸らんとせり然りと雖も

汝は罪を赦す神にして恩惠あり憐憫あり怒ること

遅く慈悲厚くましまして彼らを棄たまはざりき 18

また彼ら自ら一箇の犢を鋳造りて是は汝をエジプ

トより導き上りし汝の神なりと言て大に震怒をひ

きおこす事を行ひし時にすら 19汝は重々も憐憫

を垂て彼らを荒野に棄たまはず晝は雲の柱その上
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を離れずして之を途に導き夜は火の柱離れずして

之を照しその行べき路を示したりき 20汝はまた

汝の善霊を賜ひて彼らを訓へ汝のマナを常に彼ら

の口にあたへまた水を彼らに與へてその渇をとど

め 21四十年の間かれらを荒野に養ひたまたれば

彼らは何の缺る所もなくその衣服も古びずその足

も腫ざりき 22而して汝諸國諸民を彼らにあたへ

て之を各々に分ち取しめ給へりかれらはシホンの

地ヘシボンの王の地およびバシヤンの王オグの地

を獲たり 23斯てまた汝は彼らの子孫を増て空の

星のごなくならしめ前にその先祖等に入て獲よと

宣まひたる地に之を導きいりたまひしかば 24則

ちその子孫入てこの地を獲たり斯て汝この地にす

めるカナン人をかれらの前に打伏せその王等およ

びその國の民をかれらの手に付して意のままに之

を待はしめたまひき 25斯りしかば彼ら堅固なる

邑々および膏腴なる地を取り各種の美物の充る家

鑿井葡萄園橄欖園および許多の菓の樹を獲乃はち

食ひて飽き肥太り汝の大なる恩惠に沾ひて樂みた

りしが 26尚も悖りて汝に叛き汝の律法を後に抛

擲ち己を戒しめて汝に歸らせんとしたる預言者等

を殺し大に震怒を惹おこす事を行なへり 27是に

因て汝かれらをその敵の手に付して窘しめさせた

まひしが彼らその艱難の時に汝に呼はりければ汝

天より之を聽て重々も憐憫を加へ彼らに救ふ者を

多く與へて彼らをその敵の手より救はせたまへり

28然るに彼らは安を獲の後復も汝の前に惡き事を

行ひしかば汝かれらをその敵の手に棄おきて敵に

これを治めしめたまひけるが彼ら復立歸りて汝に

呼はりたれば汝天よりこれを聽き憐憫を加へてし

ばしば彼らを助け 29彼らを汝の律法に引もどさ

んとして戒しめたまへり然りと雖も彼らは自ら傲

りて汝の誡命に聽したがはず汝の例規(人のこれ

を行はば之によりて生べしといふ者)を犯し肩を

聳かし項を強くして聽ことをせざりき 30斯りし

かど汝は年ひさしく彼らを容しおき汝の預言者等

に由て汝の霊をもて彼らを戒めたまひしが彼等つ

ひに耳を傾けざりしに因て彼らを國々の民等の手

に付したまへり 31されど汝は憐憫おほくして彼

らを全くは絶さず亦彼らを棄たまふことをも爲た

まはざりき汝は恩惠あり憐憫ある神にましませば

なり 32然ば我らの神大にして力強く且畏るべく

して契約を保ち恩惠を施こしたまふ御神ねがはく

はアッスリヤの王等の日より今日にいたるまで我

儕の王等牧伯等祭司預言者我らの先祖汝の一切の

民等に臨みし諸の苦難を小き事と觀たまはざれ 33

我らに臨みし諸の事につきては汝義く在せり汝の

爲たまひし所は誠實にして我らの爲しところは惡

かりしなり 34我らの王等牧伯等祭司父祖等は汝

の律法を行はず汝が用ひて彼らを戒しめたまひし

その誡命と證詞に聽從はざりき 35即ち彼らは己

の國に居り汝の賜ふ大なる恩惠に沾ひ汝が與へて

その前に置たまひし廣き膏腴なる地にありける時

に汝に事ふることを爲ず又ひるがへりて自己の惡

き業をやむる事もせざりしなり 36鳴呼われらは

今日奴隸たり汝が我らの先祖に與へてその中の產

出物およびその中の佳物を食はせんとしたまひし

地にて我らは奴隸となりをるこそはかなけれ 37

この地は汝が我らの罪の故によりて我らの上に立

たまひし王等のために衆多の產物を出すなり且ま

た彼らは我らの身をも我らの家畜をも意のままに

左右することを得れば我らは大難の中にあるなり

38此もろもろの事のために我ら今堅き契約を立て

これを書しるし我らの牧伯等我らのレビ人我らの

祭司これに印す

10印を捺る者はハカリヤの子テルシヤタ、ネヘ
ミヤおよびゼデキヤ 2セラヤ、アザリヤ、ヱ

レミヤ 3パシユル、アマリヤ、マルキヤ、 4ハツ

トシ、シバニヤ、マルク 5ハリム、メレモテ、オ

バデヤ 6ダニエル、ギンネトン、バルク 7メシユ

ラム、アビヤ、ミヤミン 8マアジア、ビルガ、シ

マヤ是等は祭司なり 9レビ人は即ちアザニヤの子

ヱシユア、ヘナダデの子ビンヌイ、カデミエル

10ならびに其兄弟シバ二ヤ、ホデヤ、ケリタ、ペ

ラヤ、ハナン 11ミカ、レホブ、ハシヤビヤ 12ザ

ツクル、セレビヤ、シバ二ヤ 13ホデヤ、バニ、

ベニヌ 14民の長たる者はパロシ、パハテモアブ

、エラム、ザツト、バニ 15ブンニ、アズカデ、

ベバイ 16アドニヤ、ビグワイ、アデン 17アテル

、ヒゼキヤ、アズル 18ホデヤ、ハシユム、ベザ

イ 19ハリフ、アナトテ、ノバイ 20マグピアシ、

メシユラム、ヘジル 21メシザベル、ザドク、ヤ

ドア 22ペラテヤ、ハナン、アナニヤ 23ホセア、

ハナニヤ、ハシユブ 24ハロヘシ、ピルハ、シヨ

ベク 25レホム、ハシヤブナ、マアセヤ 26アヒヤ

、ハナン、アナン 27マルク、ハリム、バアナ 28

その餘の民祭司レビ人門をまもる者謳歌者ネテニ

人ならびに都て國々の民等と離れて神の律法に附
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る者およびその妻その男子女子など凡そ事を知り

辨まふる者は 29皆その兄弟たる貴き人々に附し

たがひ呪詛に加はり誓を立て云く我ら神の僕モー

セによりて傳はりし神の律法に歩み我らの主ヱホ

バの一切の誡命およびその例規と法度を守り行は

ん 30我らは此地の民等に我らの女子を與へじ亦

われらの男子のために彼らの女子を娶らじ 31比

地の民等たとひ貨物あるひは食物を安息日に携へ

來りて賣んとするとも安息日または聖日には我儕

これを取じ又七年ごとに耕作を廢め一切の負債を

免さんと 32我らまた自ら例を設けて年々にシケ

ルの三分の一を出して我らの神の室の用となし 33

供物のパン常素祭常燔祭のため安息日月朔および

節會の祭物のため聖物のためイスラエルの贖をな

す罪祭および我らの神の家の諸の工のために之を

用ゐることを定む 34また我ら祭司レビ人および

民籤を掣き律法に記されたるごとく我らの神ヱホ

バの壇の上に焚べき薪木の禮物を年々定まれる時

にわれらの宗家にしたがひて我らの神の室に納む

る者を定め 35かつ誓ひて云ふ我らの產物の初お

よび各種の樹の果の初を年々ヱホバの室に携へき

たらん 36また我らの子等および我らの獣畜の首

出および我らの牛羊の首出を律法に記されたるご

とく我らの神の室に携へ來りて我らの神の室に事

ふる祭司に交し 37我らの麥粉の初われらの擧祭

の物各種の樹の果および洒油を祭司の許に携へ到

りて我らの神の家の室に納め我らの產物の什一を

レビ人に與へんレビ人は我らの一切の農作の邑に

おいてその什一を受べき者なればなり 38レビ人

什一を受る時にはアロンの子孫たる祭司一人その

レビ人と偕にあるべし而してまたレビ人はその什

一の十分の一を我らの神の家に携へ上りて府庫の

諸室に納むべし 39即ちイスラエルの子孫および

レビの子孫は穀物および酒油の擧祭を携さへいた

り聖所の器皿および奉事をする祭司門を守る者謳

歌者などが在るところの室に之を納むべし我らは

我らの神の家を棄じ

11民の牧伯等はヱルサレムに住りその餘の民も
また籤を掣き十人の中よりして一人宛を聖邑

ヱルサレムに來りて住しめその九人を他の邑々に

住しめたり 2又すべて自ら進でヱルサレムに住ん

と言ふ人々は民これを祝せり 3イスラエル祭司レ

ビ人ネテニ人およびソロモンの臣僕たりし者等の

子孫すべてユダの邑々にありておのおのその邑々

なる自己の所有地に住をれり此州の貴き人々のヱ

ルサレムに住をりし者は左のごとし 4即ちユダの

子孫およびベニヤミンの子孫のヱルサレムに住る

者は是なりユダの子孫はウジヤの子アタヤ、ウジ

ヤはゼカリヤの子ゼカリヤはアマリヤの子アマリ

ヤはシパテヤの子シパテヤはマハラレルの子是は

ペレズの子孫なり 5又バルクの子マアセヤといふ

者ありバルクはコロホゼの子コロホゼはハザヤの

子ハザヤはアダヤの子アダヤはヨヤリブの子ヨヤ

リブはゼカリヤの子ゼカリヤはシロニ人の子なり

6ペレズの子孫のヱルサレムに住る者は合せて四

百六十八人にして皆勇士なり 7ベニヤミンの子孫

は左のごとしメシユラムの子サル、メシユラムは

ヨエデの子ヨエデはペダヤの子ペダヤはコラヤの

子コラヤはマアセヤの子マアセヤはイテエルの子

イテエルはヱサヤの子なり 8その次はガバイおよ

びサライなどにして合せて九百二十八人 9ジクリ

の子ヨエルかれらの監督たりハツセヌアの子ユダ

これに副ふて邑を治む 10祭司はヨヤリブの子ヱ

ダヤ、ヤキン 11および神の室の宰セラヤ、セラ

ヤはヒルヤキの子ヒルキヤはメシユラムの子メシ

ユラムはザドクの子ザドクはメラヨテの子メラヨ

テはアヒトブの子なり 12殿の職事をするその兄

弟八百二十二人あり又アダヤといふ者ありアダヤ

はヱロハムの子ヱロハムはペラリヤの子ペラリヤ

はアムジの子アムジはゼカリヤの子ゼカリヤはパ

シホルの子パシホルはマルキヤの子なり 13アダ

ヤの兄弟たる宗家の長二百四十二人あり又アマシ

サイといふ者ありアマシサイはアザリエルの子ア

ザリエルはアハザイの子アハザイはメシレモテの

子メシレモテはイシメルの子なり 14その兄弟た

る勇士百二十八人ありハツゲドリムの子ザブデエ

ル彼らの監督たり 15レビ人はハシユブの子シマ

ヤ、ハシユブはアズリカムの子アズリカムはハシ

ヤビヤの子ハシヤビヤはブンニの子なり 16また

シヤベタイおよびヨザバデあり是等はレビ人の長

にして神の室の外の事を掌どれり 17またマツタ

ニヤといふ者ありマツタニヤはミカの子ミカはザ

ブデの子ザブデはアサフの子なりマツタニヤは祈

祷の時に感謝の詞を唱へはじむる者なり彼の兄弟

の中にてバクブキヤといふ者かれに次り又アブダ

といふ者ありアブダはシヤンマの子シヤンマはガ

ラルの子ガラルはヱドトンの子なり 18聖邑にあ

るレビ人は合せて二百八十四人 19門を守る者ア
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ツクブ、タルモンおよびその兄弟等合せて百七十

二人あり皆門々にありて伺守ることをせり 20そ

の餘のイスラエル人祭司およびレビ人は皆ユダの

一切の邑々にありて各々おのれの產業に居り 21

但しネテニ人はオペルに居りヂハ及びギシパ、ネ

タニ人を統ぶ 22ヱルサレムにをるレビ人の監督

はウジといふ者なりウジはバニの子バニはハシヤ

ビヤの子ハシヤビヤはマツタニヤの子マツタニヤ

はミカの子なり是は謳歌者なるアサフの子孫なり

その職務は神の室の事にかかはる 23王より命令

ありて是らの事を定め謳歌者に日々の定まれる分

を與へしむ 24ユダの子ゼラの子孫メシザベルの

子ペタヒヤといふ者王の手に屬して民に關る一切

の事を取あつかへり 25又村荘とその田圃につき

てはユダの子孫の者キリアテアルバとその郷里デ

ボンとその郷里およびヱカブジエルとその村荘に

住み 26ヱシユア、モラダおよびベテペレテに住

み 27ハザルシユアルおよびベエルシバとその郷

里に住み 28ヂクラグおよびメコナとその郷里に

住み 29エンリンモン、ザレア、ヤルムテに住み

30ザノア、アドラムおよび其等の村荘ラキシとそ

の田野およびアゼカとその郷里に住り斯かれらは

ベエルシバよりヒンノムの谷までに天幕を張り 31

ベニヤミンの子孫はまたゲバよりしてミクマシ、

アヤおよびベテルとその郷里に住み 32アナトテ

、ノブ、アナニヤ 33ハゾル、ラマ、ギツタイム

34ハデデ、ゼボイム、ネバラテ 35ロド、オノ工

匠谷に住り 36レビ人の班列のユダにある者の中

ベニヤミンに合せし者もありき

12シヤルテルの子ゼルバベルおよびヱシユアと
偕に上りきたりし祭司とレビ人は左のごとし

セラヤ、ヱレミヤ、エズラ 2アマリヤ、マルク、

ハツトシ 3シカニヤ、レホム、メレモテ 4イド、

ギンネトイ、アビヤ 5ミヤミン、マアデヤ、ビル

ガ 6シマヤ、ヨヤリブ、ヱダヤ 7サライ、アモク

、ヒルキヤ、ヱダヤ是等の者はヱシユアの世に祭

司およびその兄弟等の長たりき 8またレビ人はヱ

シユア、ビンヌイ、カデミエル、セレビヤ、ユダ

、マツタニヤ、マツタニヤはその兄弟とともに感

謝の事を掌どれり 9またその兄弟バクブキヤおよ

びウンノ之と相對ひて職務をなせり 10ヱシユア

、ヨアキムを生みヨアキム、エリアシブを生みエ

リアシブ、ヨイアダを生み 11ヨイアダ、ヨナタ

ンを生みヨナタン、ヤドアを生り 12ヨアキムの

日に祭司等の宗家の長たりし者はセラヤの族にて

はメラヤ、ヱレミヤの族にてはハナニヤ 13エズ

ラの族にてはメシユラム、アマリヤの族にてはヨ

ハナン 14マルキの族にてはヨナタン、シバニヤ

の族にてはヨセフ 15ハリムの族にてはアデナ、

メラヨテの族にてはヘルカイ 16イドの族にでは

ゼカリヤ、ギンネトン膳良にてはメシユラム 17

アビヤの族にてはジクリ、ミニヤミンの族モアデ

ヤの族にてはピルタイ 18ビルガの族にてはシヤ

ンマ、シマヤの族にてはヨナタン 19ヨヤリブの

族にてはマツテナイ、ヱダヤの族にてはウジ 20

サライの族にてはカライ、アモクの族にてはエベ

ル 21ヒルキヤの族にてはハシヤビヤ、ヱダヤの

族にてはネタンエル 22エリアシブ、ヨイアダ、

ヨハナンおよびヤドアの日にレビ人の宗家の長等

冊に録さる亦ペルシヤ王ダリヨスの治世に祭司等

も然せらる 23宗家の長たるレビ人はエリアシブ

の子ヨハナンの日まで凡て歴代志の書に記さる 24

レビ人の長はハシヤビヤ、セレビヤおよびカデミ

エルの子ヱシユアなりその兄弟等これと相對ひて

居る即ち彼らは班列と班列とあひむかひ居り神の

人ダビデの命令に本づきて讃美と感謝とをつとむ

25マツタニヤ、バクブキヤ、オバデヤ、メシユラ

ム、タルモン、アツクブは門を守る者にして門の

内の府庫を伺ひ守れり 26是等はヨザダクの子ヱ

シユアの子ヨアキムの日に在り總督ネヘミヤおよ

び學士たる祭司エズラの日に在りし者なり 27ヱ

ルサレムの石垣の落成せし節會に當りてレビ人を

その一切の處より招きてヱルサレムに來らせ感謝

と歌と鐃鈸と瑟と琴とをもて歓喜を盡してその落

成の節會を行はんとす 28是において謳歌ふ徒輩

ヱルサレムの周圍の窪地およびネトパ人の村々よ

り集り來り 29またベテギルガルおよびゲバとア

ズマウテとの野より集り來れりこの謳歌者等はヱ

ルサレムの周圍に己の村々を建たりき 30茲に祭

司およびレビ人身を潔めまた民および諸の門と石

垣とを潔めければ 31我すなはちユダの牧伯等を

して石垣の上に上らしめ又二の大なる隊を作り設

けて之に感謝の詞を唱へて並進ましむ即ちその一

は糞の門を指て石垣の上を右に進めり 32その後

につきて進める者はホシヤヤおよびユダの牧伯の

半 33ならびにアザリヤ、エズラ、メシユラム 34

ユダ、ベニヤミン、シマヤ、ヱレミヤなりき 35

又祭司の徒數人喇叭を吹て伴ふあり即ちヨナタン
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の子ゼカリヤ、ヨナタンはシマヤの子シマヤはマ

ツタニヤの子マツタニヤはミカヤの子ミカヤはザ

ツクルの子ザツクルはアサフの子なり 36またゼ

カリヤの兄弟シマヤ、アザリエル、ミラライ、ギ

ラライ、マアイ、ネタンエル、ユダ、ハナニ等あ

りて神の人ダビデの樂器を執り學士エズラこれに

先だつ 37而して彼ら泉の門を經ただちに進みて

石垣の上口に於てダビデの城の段階より登りダビ

デの家の上を過て東の方水の門に至れり 38また

今一隊の感謝する者は彼らに對ひて進み我は民の

半とともにその後に從がへり而して皆石垣の上を

行き爐戌樓の上を過て石垣の廣き處にいたり 39

エフライムの門の上を通り舊門を過ぎ魚の門およ

びハナニエルの戌樓とハンメアの戌樓を過て羊の

門に至り牢の門に立どまれり 40かくて二隊の感

謝する者神の室にいりて立り我もそこにたち牧伯

等の半われと偕にありき 41また祭司エリアキム

、マアセヤ、ミニヤミン、ミカヤ、エリヨエナイ

、ゼカリヤ、ハナニヤ等喇叭を執て居り 42マア

セヤ、シマヤ、エレアザル、ウジ、ヨナハン、マ

ルキヤ、エラム、エゼル之と偕にあり謳歌ふ者聲

高くうたへりヱズラヒヤはその監督なりき 43斯

してその日みな大なる犠牲を献げて喜悦を盡せり

其は神かれらをして大に喜こび樂ませたまひたれ

ばなり婦女小兒までも喜悦り是をもてヱルサレム

の喜悦の聲とほくまで聞えわたりぬ 44その日府

庫のすべての室を掌どるべき人々を撰びて擧祭の

品初物および什一など律法に定むるところの祭司

とレビ人との分を邑々の田圃に准ひて取あつめて

すべての室にいるることを掌どらしむ是は祭司お

よびレビ人の立て奉ふるをユダ人喜こびたればな

り 45彼らは神の職守および潔齋の職守を勤む謳

歌者および門を守る者も然り皆ダビデとその子ソ

ロモンの命令に依る 46在昔ダビデおよびアサフ

の日には謳歌者の長一人ありて神に讃美感謝をた

てまつる事ありき 47またゼルバベルの日および

ネヘミヤの日にはイスラエル人みな謳歌者と門を

守る者に日々の分を與へまたレビ人に物を聖別て

與へレビ人またこれを聖別てアロンの子孫に與

ふ

13その日モーセの書を讀て民に聽しめけるに其
中に録して云ふアンモニ人およびモアブ人は

何時までも神の會に入べからず 2是は彼らパンと

水とをもてイスラエルの子孫を迎へずして還て之

を詛はせんとてバラムを傭ひたりしが故なり斯り

しかども我らの神はその呪詛を變て祝福となした

まへりと 3衆人この律法を聞てのち雑りたる民を

盡くイスラエルより分ち離てり 4是より先我らの

神の家の室を掌れる祭司エリアシブといふ者トビ

ヤと近くなりたれば 5彼のために大なる室を備ふ

其室は元來素祭の物乳香器皿および例によりてレ

ビ人謳歌者門を守る者等に與ふる穀物酒油の什一

ならびに祭司に與ふる擧祭の物を置し處なり 6當

時は我ヱルサレムに居ざりき我はバビロンの王ア

ルタシヤスタの三十二年に王の所に往たりしが數

日の後王に暇を乞て 7エルサレムに來りエリアシ

ブがトビヤのために爲たる惡事すなはちかれがた

めに神の家の庭に一の室を備へし事を詳悉にせり

8我はなはだこれを憂ひてトビヤの家の器皿をこ

とごとくその室より投いだし 9頓て命じてすべて

の室を潔めさせ而して神の家の器皿および素祭乳

香などを再び其處に携へいれたり 10我また査べ

觀しにレビ人そのうくべき分を與へられざりきこ

の故に其職務をなす所のレビ人および謳歌者等各

々おのれの田に奔り歸りぬ 11是において我何故

に神の室を棄させしやと言て牧伯等を詰り頓てま

たレビ人を招き集めてその故の所に立しめたり 12

斯りしかばユダ人みな穀物酒油の什一を府庫に携

へ來れり 13その時我祭司シレミヤ學士ザドクお

よびレビ人ペダヤを府庫の有司とし之にマツタニ

ヤの子ザツクルの子ハナンを副て庫をつかさどら

しむ彼らは忠信なる者と思はれたればなり其職は

兄弟等に分配るの事なりき 14わが神よ此事のた

めに我を記念たまへ我神の室とその職事のために

我が行ひし善事を拭ひ去たまはざれ 15當時われ

觀しにユダの中にて安息日に酒榨を踏む者あり麥

束を持きたりて驢馬に負するあり亦酒葡萄無花果

および各種の荷を安息日にヱルサレムに携へいる

るあり我かれらが食物を鬻ぎをる日に彼らを戒し

めたり 16彼處にまたツロの人々も住をりしが魚

および各種の貨物を携へいりて安息日にユダの人

々に之を鬻ぎかつヱルサレムにて商賣せり 17是

において我ユダの貴き人々を詰りて之に言ふ汝ら

何ぞ此惡き事をなして安息日を瀆すや 18汝らの

先祖等も斯おこなはざりしや我らの神これが爲に

この一切の災禍を我らとこの邑とに降したまひし

にあらずや然るに汝らは安息日を瀆して更に大な

る震怒をイスラエルに招くなりと 19而して安息
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日の前の日ヱルサレムの門々暗くならんとする頃

ほひに我命じてその扉を閉させ安息日の過さるま

で之を開くべからずと命じ我僕數人を門々に置て

安息日に荷を携へいるる事なからしめたり 20斯

りしかば商賣および各種の品を賣る者等一二回ヱ

ルサレムの外に宿れり 21我これを戒めてこれに

言ふ汝ら石垣の前に宿るは何ぞや汝等もし重ねて

然なさば我なんぢらに手をかけんと其時より後は

彼ら安息日には來らざりき 22我またレビ人に命

じてその身を潔めさせ來りて門を守らしめて安息

日を聖くす我神よ我ために此事を記念し汝の大な

る仁慈をもて我を憫みたまへ 23當時われアシド

ド、アンモン、モアブなどの婦女を娶りしユダヤ

人を見しに 24その子女はアシドドの言語を半雑

へて言ひユダヤの言語を言ことあたはず各國の言

語を雑へ用ふ 25我彼等を詰りまた詬りその中の

數人を撻ちその毛を抜き神を指て誓はしめて言ふ

汝らは彼らの男子におのが女子を與ふべからず又

なんぢらの男子あるひはおのれ自身のために彼ら

の女子を娶るべからず 26是らの事についてイス

ラエルの王ソロモンは罪を獲たるに非ずや彼がご

とき王は衆多の國民の中にもあらずして神に愛せ

られし者なり神かれをイスラエル全國の王となし

たまへり然るに尚ほ異邦の婦女等はこれに罪を犯

さしめたり 27然ば汝らが異邦の婦女を娶りこの

一切の大惡をなして我らの神に罪を犯すを我儕聽

し置べけんや 28祭司の長エリアシブの子ヨイア

ダの一人の子はホロニ人サンバラテの婿なりけれ

ば我これを逐出して我を離れしむ 29わが神よ彼

らは祭司の職を汚し祭司およびレビ人の契約に背

きたり彼らのことを忘れたまふ勿れ 30我かく人

衆を潔めて異邦の物を盡く棄しめ祭司およびレビ

人の班列を立て各々その職務に服せしめ 31また

人衆をして薪柴の禮物をその定まる期に献げしめ

かつ初物を奉つらしむ我神よ我を憶ひ仁慈をもて

我を待ひたまへ
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エステル記

1アハシユエロスすなはち印度よりエテオピヤ
まで百二十七州を治めたるアハシユエロスの

世 2アハシユエロス王シユシヤンの城にてその國

の祚に坐しをりける当時 3その治世の第三年にそ

の牧伯等および臣僕等のために酒宴を設けたり

ペルシヤとメデアの武士および貴族と諸州の牧伯

等その前にありき 4時に王その盛なる國の富有と

その大なる威光の榮を示して衆多の日をわたり百

八十日に及びぬ 5これらの日のをはりし時王また

王の宮の園の庭にてシユシヤンに居る大小のすべ

ての民のために七日の間酒宴を設けたり 6白緑靑

の帳幔ありて細布と紫色の紐にて銀の環および蝋

石の柱に繋がるまた牀榻は金銀にして赤白黄黑の

蝋石の上に居らる 7金の酒盃にて酒を賜ふその酒

盃は此と彼おのおの異なり王の用ゐる酒をたまふ

こと夥だし王の富有に適へり 8その飮むことは法

にかなひて誰も強ることを爲ず其は王人として

各々おのれの好むごとく爲しむべしとその宮内の

すべての有司に命じたればなり 9后ワシテもまた

アハシユエロス王に屬する王宮の内にて婦女のた

めに酒宴をまうけたり 10第七日にアハシユエロ

ス王酒のために心樂み王の前に事ふる七人の侍從

メホマン、ビスタ、ハルボナ、ビグタ、アバグタ

、セタルおよびカルカスに命じ 11后ワシテをし

て后の冠冕をかぶりて王の前に來らしめよと言り

是は彼觀に美しければその美麗を民等と牧伯等に

見さんとてなりき 12しかるに后ワシテ侍從が傳

へし王の命に從ひて來ることを肯はざりしかば王

おほいに憤ほりて震怒その衷に燃ゆ 13是におい

て王時を知る智者にむかひて言ふ(王はすべて法

律と審理に明かなる者にむかひて是の如くするを

常とせり 14時に彼の次にをりし者はペルシヤお

よびメデアの七人の牧伯カルシナ、セタル、アデ

マタ、タルシシ、メレス、マルセナ、メムカンな

りき是みな王の面を見る者にして國の第一に位

せり) 15后ワシテ、アハシユエロス王が侍從をも

て傳へし命を爲ざれば法律にしたがひて如何に彼

になすべきや 16メムカン王と牧伯たちの前に答

へて曰ふ后ワシテは唯王にむかひて惡き事をな

したる而已ならず一切の牧伯たちおよびアハシユ

エロス王の各州のもろもろの民にむかひてもまた

之を爲るなり 17后のこの事あまねく一切の婦女

に聞えて彼らつひにその夫を藐め觀て言んアハ

シユエロス王后ワシテに己のまへに來れと命じた

りしに來らざりしと 18而して后の此所行を聞る

ペルシヤとメデアの諸夫人もまた今日王のすべて

の牧伯等に是のごとく言ん然すれば必らず藐視と

忿怒多く起るべし 19王もし之を善としたまはば

ワシテは此後ふたたびアハシユエロス王の前に來

るべからずといふ王命を下し之をペルシヤとメデ

アの律法の中に書いれて更ること無らしめ而して

その后の位を彼に勝れる他の者に與へたまへ 20

王の下したまはん御詔この大なる御國に徧ねく聞

えわたる時は妻たる者ことごとくその夫を大小と

なく共に敬まふべしと 21王と牧伯等この言を善

としければ王メムカンの言のごとく爲たり 22か

くて王の諸州に徧ねく書をおくりもろもろの州に

その文字にしたがひて書おくりもろもろの民にそ

の言語にしたがひて書おくり凡て男子たる者はそ

の家の主となるべくまたおのれの民の言を用ひて

ものいふべしと諭しぬ

2これらの事の後アハシユエロス王忿怒とけて
ワシテおよび彼が爲たる所またその彼にむか

ひて議定めしところの事を憶ひおこせり 2ここに

王の前に事ふる僕等いひけるは請ふ美しき少き處

女等を王のために尋もとめん 3願はくは王御國の

各州において官吏を擇び之をして美はしき處女を

ことごとくシユシヤンの城に集めしめ婦人を管理

る王の侍從ヘガイの手にわたして婦人の局に入ら

しめ而して潔淨の物をこれに與へたまへ 4斯して

王の御意に適ふ女子を取りワシテに代りて后とな

らしめたまへと王この事を善として然なしぬ 5茲

にシユシヤンの城に一人のユダヤ人ありその名を

モルデカイと曰ひキシの曾孫シメイの孫ヤイルの

子にしてベニヤミン人なり 6かれはバビロンの王

ネブカデネザルが擄へゆきしユダのヱコニヤとと

もに擄はれ往る俘囚の中にありてヱサレムより移

されたる者なり 7かれその叔父の女ハダツサすな

はちエステルを養ひ育てたり是は父も母もなか

りければなりこの女子顔貌勝れてうるはしかり

しがその父母の死たる後モルデカイこれを取てお

のれの女となせるなり 8王の命令と詔言の聞え傳

はり衆多の女子シユシヤンの城にあつめられてヘ

ガイの手にわたされし時エステルも亦王の家に携

へられてゆき婦人を管理るヘガイの手に交されし

が 9この女子ヘガイの意にかなひて之が惠を受た
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り即はちヘガイすみやかに之に潔淨の物およびそ

の分を與へまた王の家の中より七人の侍女を擧て

これに附そはしめ彼とその侍女等を婦人の局の中

なる最も佳き處に移しぬ 10エステルはおのれの

民をもおのれの宗族をも顯はさざりき其はモルデ

カイこれを顯はすなかれと彼に言ふくめたればな

り 11またモルデカイはエステルの模樣およびそ

の如何になれるかを知んため日々に婦人の局の庭

の前をあゆめり 12女子はおのおの婦人の則にし

たがひて十二ヶ月を經しかる後順番にいりてアハ

シユエロス王にいたる是その潔淨の日を終るはか

くのごとくなるが故なり即ち沒薬の油を用ふる

こと六ヶ月また各種の薫物および婦人の潔淨ごと

にあつる物等を用ふること六ヶ月 13女子の王に

いたるは是のごとしその婦人の局より出て王の家

にゆく時には凡てその望む物をことごとく與へら

る 14而して夕に往き朝におよびて婦人の第二の

局に還り妃嬪をつかさどる王の侍從シヤシガスの

手に屬す王これを喜こびて名をさして召すにあら

ざれば重ねて王にいたることなし 15ここにモル

デカイの叔父アビハイルの女すなはちモルデカイ

が取ておのれの女となしたるエステル入て王にい

たるべき順番にあたりけるが彼は婦人をつかさど

る王の侍從ヘガイが言きかせたる事の外には何を

ももとめざりきエステルは凡て彼を見る者によ

ろこばれたり 16かくエステルは王の家に召いれ

られてアハシユエロス王にいたれり是その治世の

第七年十月即ちテベテの月なり 17王一切の婦人

に超てエステルを愛しければエステルはすべての

處女にまさりて王の前に恩寵と厚情を得たり王

つひに后の冕をかれの首に戴かせ彼をしてワシテ

にかはりて后とならしむ 18ここにおいて王おほ

いなる酒宴を設けてそのもろもろの牧伯と臣僕を

饗すこれをエステルの酒宴と稱ふまた諸州に租

税をゆるし王の富有にかなひて物を賜ふ 19再度

處女の集められし時モルデカイは王の門に坐しを

りぬ 20エステルはモルデカイがかれに言ふくめ

たる如くして未だおのれの宗族をもおのれの民を

も顯はさざりきエステルはモルデカイの言語に

したがふことその彼に養なひ育てられし時と異な

らざりき 21當時モルデカイ王の門に坐し居ける

時王の侍從にて戸を守る者の中ビグタンおよびテ

レシの二人怨むる事ありてアハシユエロス王を弑

せんともとめたりしが 22その事モルデカイに知

れければモルデカイこれを后エステルに告げエス

テルまたモルデカイの名をもてこれを王に告げた

り 23ここにおいて此事をしらべさせしにその然

ること顯はれければ彼ら二人は木にかけられその

事は王の前なる日誌の書にかきしるさる

3これらの事の後アハシユエロス王アガグ人ハ
ンメダタの子ハマンを貴びこれを高くして己

とともにある一切の牧伯の上にその席を定めしむ

2王の門にある主の諸臣みな跪づきてハマンを拝

せり是は王斯かれになすことを命じたればなり

然れどもモルデカイは跪まづかず又これを拝せざ

りき 3ここをもて王の門にある王の諸臣モデカイ

にむかひて言ふ汝いかなれば王の命に背くやと 4

かれらモルデカイに日々かく言ふといへども聽ざ

りければその事の爲をふさるべきか否を見んとて

ハマンにこれを告たり其はモルデカイおのれの

ユダヤ人なることを語りたればなり 5ハマン、モ

ルデカイの跪づかずまた己を拝せざるを見たれば

ハマン忿怒にたへざりしが 6ただモルデカイ一人

を殺すは事小さしと思へり彼らモルデカイの屬す

る民をハマンに顯はしければハマンはアハシユエ

ロスの國の中にある一切のユダヤ人すなはちモル

デカイの屬する民をことごとく殺さんと謀れり 7

アハシユエロス王の十二年正月即ちニサンの月に

ハマンの前にて十二月すなはちアダルの月まで一

日一日のため一月一月のためにプルを投しむプル

は即ち籤なり 8ハマンかくてアハシユエロス王に

言けるは御國の各州にある諸民の中に散されて別

れ別れになりをる一の民ありその律法は一切の民

と異りまた王の法律を守らずこの故にこれを容

しおくは王の益にあらず 9王もしこれを善とした

まはば願くは彼らを滅ぼせと書くだしたまへさ

らば我王の事をつかさどる者等の手に銀一萬タラ

ントを秤り交して王の府庫に入しめん 10王すな

はち指環をその手より取はづしアガグ人ハンメダ

タの子ハマンすなはちユダヤ人の敵たる者に交し

11しかしてハマンに言けるはその銀はなんぢに與

ふその民もまた汝にあたふれば汝に善と見ゆる

ごとく爲よ 12ここにおいて正月の十三日に王の

書記官を召あつめ王に屬する州牧各州の方伯およ

びもろもろの民の牧伯にハマンが命ぜんとする所

をことごとく書しるさしむ即ちもろもろの州に

おくるものは其文字をもちひもろもろの民にお

くるものはその言語をもちひおのおのアハシユ
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エロス王の名をもてこれを書き王の指環をもてこ

れに印したり 13しかして驛卒をもて書を王の諸

州におくり十二月すなはちアダルの月の十三日に

おいて一日の内に一切のユダヤ人を若き者老たる

者小兒婦人の差別なくことごとく滅ぼし殺し絶し

かつその所有物を奪ふべしと諭しぬ 14この詔旨

を諸州に傳へてかの日のために準備をなさしめん

とてその書る物の寫本を一切の民に開きて示せり

15驛卒王の命によりて急ぎて出ゆきぬこの詔書は

シユシヤンの城に於て出されたりかくて王とハ

マンは坐して酒飮ゐたりしがシユシヤンの邑は惑

ひわづらへり

4モルデカイ凡てこの爲れたる事を知しかばモ
ルデカイ衣服を裂き麻布を纒ひ灰をかぶり邑

の中に行て大に哭き痛く號び 2王の門の前までも

斯して來れり其は麻布をまとふては王の門の内

に入ること能はざればなり 3すべて王の命とその

詔書と到れる諸州にてはユダヤ人の中におほいな

る哀みあり斷食哭泣號呼おこれりまた麻布をま

とふて灰の上に坐する者おほかりき 4ここにエス

テルの侍女およびその侍從等きたりてこれを告け

れば后はなはだしく憂ひ衣服をおくり之をモルデ

カイにきせてその麻布を脱しめんとしたりしがう

けざりき 5ここをもてエステルは王の侍從の一人

すなはち王の命じて己に侍らしむるハタクといふ

者を召しモルデカイの許に往きてその何事なるか

何故なるかを知きたれと命ぜり 6ハタクいでて王

の門の前なる邑の廣場にをるモルデカイにいたり

しに 7モルデカイおのれの遇たるところを具にこ

れに語りかつハマンがユダヤ人を滅ぼす事のため

に王の府庫に秤りいれんと約したる銀の額を告げ

8またその彼等をほろぼさしむるためにシユシヤ

ンにおいて書て與へられし詔書の寫本を彼にわた

し之をエステルに見せかつ解あかしまた彼に王

の許にゆきてその民のためにこれに矜恤を請ひそ

の前に願ふことを爲べしと言つたへよと言り 9ハ

タクかへり來りてモルデカイの言詞をエステルに

告ければ 10エステル、ハタクに命じモルデカイ

に言をつたへしむ云く 11王の諸臣がよび王の諸

州の民みな知る男にもあれ女にもあれ凡て召れず

して内庭に入て王にいたる者は必ず殺さるべき一

の法律ありされど王これに金圭を伸れば生るを

得べしかくて我此三十日は王にいたるべき召を

かうむらざるなり 12エステルの言をモルデカイ

に告げけるに 13モルデカイ命じてエステルに答

へしめて曰く汝王の家にあれば一切のユダヤ人

の如くならずして免かるべしと心に思ふなかれ 14

なんぢ若この時にあたりて默して言ずば他の處よ

りして助援と拯救ユダヤ人に興らんされど汝どな

んぢの父の家は亡ぶべし汝が后の位を得たるは

此のごとき時のためなりしやも知るべからず 15

エステルまたモルデカイに答へしめて曰く 16な

んぢ往きシユシヤンにをるユダヤ人をことごとく

集めてわがために斷食せよ三日の間夜晝とも食

ふことも飮むこともするなかれ我とわが侍女等

もおなじく斷食せんしかして我法律にそむく事

なれども王にいたらん我もし死べくば死べし 17

ここにおいてモルデカイ往てエステルが凡ておの

れに命じたるごとく行なへり

5第三日にエステル后の服を着王の家の内庭に
いり王の家にむかひて立つ王は王宮の玉座に

坐して王宮の戸口にむかひをりしが 2王后エステ

ルが庭にたちをるを見てこれに恩をくはへ其手に

ある金圭をエステルの方に伸しければエステルす

すみよりてその圭の頭にさはれり 3王かれに言け

るは后エステルなんぢ何をもとむるやなんぢの願

意は何なるや國の半分にいたるとも汝にあたふべ

し 4エステルいひけるは王もし善としたまはば願

くは今日わが王のために設けたる酒宴に王とハマ

ンと臨みたまへ 5ここに於て王ハマンを急がしめ

てエステルの言るごとくならしめよと命じ王とハ

マンやがてエステルが設けたる酒宴に臨めり 6酒

宴の時王またエステルに言けるは汝の所求は何な

るやかならずゆるさるべしなんぢの願意は何な

るや國の半分にいたるとも成就らるべし 7エステ

ル言けるは我が所求わが願意は是なり 8われもし

王の目の前に恩を得王もしわが所求をゆるしわ

が願意を成就しむることを善としたまはば願くは

王とハマンまたわが設けんとする酒宴に臨みたま

へわれ明日王の宣まへる言にしたがはん 9かく

てハマンはその日よろこび心たのしみて出きたり

けるがハマン、モルデカイが王の門に居て己にむ

かひて起もあがらず身動もせざるを見しかば痛

くモルデカイを怒れり 10されどもハマン耐忍び

て家にかへりその朋友等および妻ゼレシをまねき

來らしめ 11而してハマンその富の榮耀とその子

の衆多ことと凡て王の己を貴とびし事また己をた

かくして王の牧伯および臣僕の上にあらしむるこ
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とを之に語れり 12しかしてハマンまた言けらく

后エステル酒宴を設けたりしが我のほかは何人を

も王とともに之に臨ましめず明日もまた我は王と

ともに后に招かれをるなり 13然れどユダヤ人モ

ルデカイが王の門に坐しをるを見る間は是らの事

も快樂からず 14時にその妻ゼレシとその一切の

朋友かれに言けるは請ふ高五十キユビトの木を立

しめ明日の朝モルデカイをその上に懸んことを王

に奏せ而して王とともに樂しみてその酒宴におも

むけとハマンこの事を善としてその木を立しめた

り

6その夜王ねむること能はざりければ命じて日
々の事を記せる記録の書を持きたらしめ王の

前にこれを讀しめけるに 2モルデカイ曾て王の侍

從の二人戸を守る者なるビグタンとテレシがアハ

シユエロス王を殺さんと謀れるを告たりと記せる

に遇ふ 3王すなはち言けるは之がために何の榮譽

と爵位をモルデカイにあたへしや王に事ふる臣

僕等こたへて何をも彼にあたへしこと無しといへ

り 4ここにおいて王誰ぞ庭にあるやと問ふこの

時ハマンは己がモルデカイのために設けたる木に

モルデカイを懸ることを王に奏せんとして已に王

の家の外庭に來りて居る 5王の臣僕等王につげて

ハマン庭に立をると言ければ王かれをして入來ら

しめよと言ふ 6ハマンやがて入きたりしに王かれ

にいひけるは王の尊とばんと欲する人には如何に

なさば善らんかとハマン心におもひけるは王の尊

ばんとずる者は我にあらずして誰ぞやと 7ハマン

すなはち王にいひけるは王の尊ばんと欲する人の

ためには 8王の着たまへる衣服を携さへ來らしめ

かつ王の乗たまへる馬即ちその頭に王の冠冕を戴

ける馬をひき來らしめ 9これを王の最も貴とき一

人の牧伯の手にわたし王の尊ばんとする人に其衣

服を衣せしめこれを馬にのせて邑の街衢をみちび

き通り王の尊とばんと欲する人には是のごとく

なすべしと呼はらしむべし 10王ハマンに言ける

は急ぎなんぢが言しごとくその衣服と馬とを取り

王の門に坐するユダヤ人モルデカイに斯なせよ

なんぢが言しところを一も缺こと無らしめよ 11

ここにおいてハマン衣服と馬とを取りモルデカイ

にその衣服を着せ彼をして邑の街衢を乗とほらし

めその前に呼はりて云ふ王の尊ばんと欲する人に

は是のごとくなすべしと 12かくてモルデカイは

王の門にかへりたりしがハマンは愁へなやみ首を

おほふておのれの家にはしりゆき 13しかしてハ

マンおのが遇る事をことごとくその妻ゼレシとそ

の朋友等に告げるにその智者等およびその妻ゼレ

シかれに言けるは彼のモルデカイすなはちなん

ぢがその前に敗れはじめたる者もしユダヤ人なら

ば汝これに勝ことを得じ必らずその前にやぶれん

と 14かれら尚ハマンとものいひをる間に王の侍

從きたりてハマンをうながしエステルが設けたる

酒宴にのぞましむ

7王またハマンとともに后エステルと酒宴せん
とて來れり 2この第二の酒宴の日に王またエス

テルに言けるは后エステルよなんぢのもとめは何

なるやかならず許さるべし汝のねがひは何なる

や國の半分にいたるとも成就らるべし 3后エステ

ルこたへて言けるは王よ我もし王の御目の前に恩

を得王もし善と見たまはばわがもとめにしたがり

こわが生命をわれに賜へまたわが願にしたがひ

てわが民を我に賜へ 4我とわが民は賣れて滅ぼさ

れ殺され絶されんとす我らもし奴婢に賣れたる

ならんには我默してはべらん敵人は王の損害を

償なふ事能はざるなり 5アハシユエロス王后エス

テルにこたへて言けるは之をなさんと心にたくめ

る者は誰また何處にをるや 6エステルいひけるは

その敵その仇人は即ちこの惡きハマンなりと是

によりてハマンは王と后の前にありて懼れたり 7

王怒り酒宴の席をたちて宮殿の園に往きければハ

マンたちあがりて后エステルに生命を乞り其は

かれ王のおのれに禍災をなさんと決めしを見たれ

ばなり 8王宮殿の園より歸りて酒宴の場にいたり

しにエステルのをる牀榻の上にハマン俯伏ゐたれ

ば王いひけるは彼はまた家の内にてわが前に后を

辱しめんとするかと此ことば王の口より出るや人

々ハマンの面をおほへり 9時に王の前にある一人

の侍從ハルボナいひけるは王の爲に善き事を言た

りしかのモルデカイを懸んとてハマンが作りたる

五十キユビトの木ハマンの家に立をるなりと王い

ひけるは彼をその上に懸よ 10人々ハマンを其モ

ルデカイをかけんとて設けし木の上に懸たり王

の震怒つひに解く

8その日アハシユエロス王ユダヤ人の敵ハマン
の家を后エステルに賜ふモダカイもまた王の

前に來れり是はエステル彼が己と何なる係りな

るかを告たればなり 2王ハマンより取かへせし己

の指環をはづしてモルデカイに與ふ而してエス
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テル、モルデカイをしてハマンの家をつかさどら

しむ 3エステルふたたび王の前に奏してその足下

にひれふしアガグ人ハマンがユダヤ人を害せんと

謀りしその謀計を除かんことを涙ながらに乞求め

たり 4王エステルにむかひて金圭を伸ければエス

テル起て王の前に立ち 5言けるは王もし之を善と

したまひ我もし王の前に恩を得この事もし王に正

と見え我もし御目にかなひたらばアガグ人ハン

メダタの子ハマンが王の諸州にあるユダヤ人をほ

ろぼさんと謀りて書おくりたる書をとりけすべき

旨を書くだしたまへ 6われ豈わが民に臨まんとす

る禍害を見るに忍びんや豈わが宗族のほろぶる

を見るにしのびんや 7アハシユエロス王后エステ

ルとユダヤ人モルデカイにいひけるはハマン、ユ

ダヤ人を殺さんとしたれば我すでにハマンの家を

エステルに與へまたハマンを木にかけたり 8なん

ぢらも亦おのれの好むごとく王の名をもて書をつ

くり王の指環をもてこれに印してユダヤ人につた

へよ王の名をもて書き王の指環をもて印したる書

は誰もとりけすこと能はざればなり 9ここをもて

その時また王の書記官を召あつむ是三月すなはち

シワンの月の二十三日なりきしかして印度よりエ

テオピアまでの百二十七州のユダヤ人州牧諸州の

方伯牧伯等にモルデカイが命ぜんとするところを

盡く書しるさしむ即ちもろもろの州におくるも

のはその文字をもちひ諸の民におくるものはその

言語をもちひて書おくりユダヤ人におくるものは

その文字と言語をもちふ 10かれアハシユエロス

王の名をもてこれをかき王の指環をもてこれに印

し驛卒をして御厩にてそだてたる逸足の御用馬に

のりてその書をおくりつたへしむ 11その中に云

ふ王すべての邑にあるユダヤ人に許す彼らあひ集

まり立ておのれの生命を保護しおのれを襲ふ諸國

諸州の一切の兵民をその妻子もろともにほろぼし

殺し絶し且その所有物を奪ふべし 12アハシユエ

ロス王の諸州において十二月すなはちアダルの月

の十三日一日の内かくのごとくするを許さる 13

この詔旨を諸州につたへんがためまたユダヤ人を

してかの日のために準備してその敵に仇をかへさ

しめんがためにその書る物の寫本を一切の民に開

きて示せり 14驛卒逸足の御用馬にのり王の命に

よりて急がせられせきたてられて出ゆけりこの詔

書はシユシヤンの城において出されたり 15かく

てモルデカイは藍と白の朝服を着大なる金の冠を

戴き紫色の細布の外衣をまとひて王の前よりいで

きたれりシユシヤンの邑中聲をあげて喜びぬ 16

ユダヤ人には光輝あり喜悦あり快樂あり尊榮あり

き 17いづれの州にても何の邑にても凡て王の命

令と詔書のいたるところにてはユダヤ人よろこぴ

樂しみ酒宴をひらきて此日を吉日となせりしかし

て國の民おほくユダヤ人となれり是はユダヤ人を

畏るる心おこりたればなり

9十二月すなはちアダルの月の十三日王の命令
と詔書のおこなはるべき時いよいよ近づける

時すなはちユダヤ人の敵ユダヤ人を打伏んとまち

かまへたりしに却てユダヤ人おのれを惡む者を打

ふする事となりける其日に 2ユダヤ人アハシユエ

ロス王の各州にある己の邑々に相あつまりおのれ

を害せんとする者どもを殺さんとせり誰も彼らに

敵ることを得る者なかりき其は一切の民ユダヤ

人を畏れたればなり 3諸州の牧伯州牧方伯など凡

て王の事を辨理ふ者は皆ユダヤ人をたすけたり

是モルデカイを畏るるによりてたり 4モルデカイ

は王の家にて大なる者となりその名各州にきこえ

わたれり斯その人モルデカイはますます大になり

ゆきぬ 5ユダヤ人すなはち刀刃をもてその一切の

敵を撃て殺し滅ぼしおのれを惡む者を意のままに

爲したり 6ユダヤ人またシユシヤンの城において

も五百人を殺しほろぼせり 7パルシヤンダタ、ダ

ルポン、アスパタ 8ポラタ、アダリヤ、アリダタ

9パルマシタ、アリサイ、アリダイ、ワエザタ 10

これらの者すなはちハンメダタの子ユダヤ人の敵

たるハマンの十人の子をも彼ら殺せりされどその

所有物には手をかけざりき 11シユシヤンの城の

内にて殺されし者の數をその日王にまうしあげけ

れば 12王きさきエステルにいひけるはユダヤ人

シユシヤンの城の内にて五百人を殺しまたハマン

の十人の子をころせり王のその餘の諸州において

は幾何なりしぞや汝また何か求むるところある

やかならず許さるべし尚何かねがふところあるや

必らず成就らるべし 13エステルいひけるは王も

し之を善としたまはば願くはシユシヤンにあるユ

ダヤ人に允して明日も今日の詔旨のごとくなさし

め且ハマンの十人の子を木に懸しめたまへ 14王

かく爲せと命じシユシヤンにおいて詔旨を出せり

マンの十人の子は木に懸らる 15アダルの月の十

四日にシユシヤンのユダヤ人また集まりシユシヤ

ンの内にて三百人をころせり然れどもその所有物
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には手をかけざりき 16王の諸州にあるその餘の

ユダヤ人もまた相あつまり立ておのれの生命を保

護しその敵に勝て安んじおのれを惡む者七萬五千

人をころせり然れどもその所有には手をかけざり

き 17アダルの月の十三日にこの事をおこなひ十

四日にやすみてその日に酒宴をなして喜こべり 18

されどシユシヤンにをるユダヤ人はその十三日と

十四日とにあひ集まり十五日にやすみてその日に

酒宴をなして喜こべり 19これによりて村々のユ

ダヤ人すなはち石垣なき邑々にすめる者はアダル

の月の十四日をもて喜樂の日酒宴の日吉日となし

て互に物をやりとりす 20モルデカイこれらの事

を書しるしてアハシユエロス王の諸州にをるユダ

ヤ人に遠きにも近きにも書をおくり 21アダルの

月の十四日と十五日を年々にいはふことを命じ 22

この兩の日にユダヤ人その敵に勝て休みこの月は

彼のために憂愁より喜樂にかはり悲哀より吉日に

かはりたれば是らの日に酒宴をなして喜びたがひ

に物をやりとりし貧しき者に施與をなすべしと諭

しぬ 23ここをもてユダヤ人はその已にはじめた

るごとくモルデカイがかれらに書おくりしごとく

行なひつづけたり 24アガグ人ハンメダタの子ハ

マンすなはちすべてのユダヤ人の敵たる者ユダヤ

人を滅ぼさんと謀りプルすなはち籤を投てこれを

滅ぼし絶さんとしたりしが 25その事王の前に明

かになりし時王書をおくりて命じハマンがユダヤ

人を害せんとはかりしその惡き謀計をしてハマン

のかうべに歸らしめ彼とその子等を木に懸しめた

り 26このゆゑに此兩の日をそのプルの名にした

がひてプリムとなづけたり斯りしかばこの書のす

べての詞によりこの事につきて見たるところ己の

遇たるところに依て 27ユダヤ人あひ定め年々そ

の書るところにしたがひその定めたる時にしたが

ひてこの兩の日をまもり己とおのれの子孫および

凡て已につらなる者これを行ひつづけて廢するこ

と無く 28この兩の日をもて代々家々州々邑々に

おいて必ず記念てまもるべき者となしこれらのプ

リムの日をしてユダヤ人の中に廢せらるること無

らしめまたこの記念をしてその子孫の中に絶るこ

と無らしむ 29かくてアビハイルの女なる后エス

テルとユダヤ人モルデカイおほいなる力をもて此

プリムの第二の書を書おくりてこれを堅うす 30

すなはちモルデカイ、アハシユエロスの國の百二

十七州にある一切のユダヤ人に平和と眞實の言語

をもて書をおくり 31斷食と悲哀のことにつきて

プリムのこれらの日を堅うしてその定めたる時を

守らしむすなはちユダヤ人モルデカイと后エステ

ルが曾てかれらに命じたるごとくまたユダヤ人等

が曾てみづから己のためおよびおのれの子孫のた

めに定めたるがごとし 32エステルの語プリムに

かかはる是等の事をかたうせり是は書にしるされ

たり

10アハシユエロス王國土および海の島々に貢を
たてまつらしむ 2アハシユエロス王が權勢と

能力をもて爲たる一切の事業および彼がモルデカ

イを高くして大いなる者とならしめたる事の委き

話はメデアとペルシヤの列王の日誌の書に記さる

るにあらずや 3ユダヤ人モルデカイはアハシユエ

ロス王に次ぐ者となりユダヤ人の中にありて大な

る者にしてその衆多の兄弟によろこばれたり彼は

その民の福祉をもとめその一切の宗族に平和の言

をのべたりき
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ヨブ記

1ウヅの地にヨブと名くる人あり其人と爲完全
かつ正くして神を畏れ惡に遠ざかる 2その生る

者は男の子七人女の子三人 3その所有物は羊七千

駱駝三千牛五百軛牝驢馬五百僕も夥多しくあり

此人は東の人の中にて最も大なる者なり 4その子

等おのおの己の家にて己の日に宴筵を設くる事を

爲しその三人の姉妹をも招きて與に食飮せしむ 5

その宴筵の日はつる毎にヨブかならず彼らを召よ

せて潔む即ち朝はやく興き彼ら一切の數にした

がひて燔祭を獻ぐ是はヨブ我子ら罪を犯し心を

神を忘れたらんも知べからずと謂てなりヨブの

爲ところ常に是のごとし 6或日神の子等きたりて

ヱホバの前に立つサタンも來りてその中にあり 7

ヱホバ、サタンに言たまひけるは汝何處より來り

しやサタン、ヱホバに應へて言けるは地を行め

ぐり此彼經あるきて來れり 8ヱホバ、サタンに言

たまひけるは汝心をもちひてわが僕ヨブを觀しや

彼のごとく完全かつ正くして神を畏れ惡に遠ざか

る人世にあらざるなり 9サタン、ヱホバに應へて

言けるはヨブあにもとむることなくして神を畏れ

んや 10汝彼とその家およびその一切の所有物の

周圍に藩屏を設けたまふにあらずや汝かれが手

に爲ところを盡く成就せしむるがゆゑにその所有

物地に遍ねし 11然ど汝の手を伸て彼の一切の所

有物を撃たまへ然ば必ず汝の面にむかひて汝を

詛はん 12ヱホバ、サタンに言たまひけるは視よ

彼の一切の所有物を汝の手に任す唯かれの身に

汝の手をつくる勿れサタンすなはちヱホバの前

よりいでゆけり 13或日ヨブの子女等その第一の

兄の家にて物食ひ酒飮ゐたる時 14使者ヨブの許

に來りて言ふ牛耕しをり牝驢馬その傍に草食を

りしに 15シバ人襲ひて之を奪ひ刄をもて少者を

打殺せり我ただ一人のがれて汝に告んとて來れ

りと 16彼なほ語ひをる中に又一人きたりて言ふ

神の火天より降りて羊および少者を焚て滅ぼせり

我ただ一人のがれて汝に告んとて來れりと 17彼

なほ語ひをる中に又一人きたりて言ふカルデヤ

人三隊に分れ來て駱駝を襲ひてこれを奪ひ刄をも

て少者を打殺せり我ただ一人のがれて汝に告んと

て來れりと 18彼なほ語ひをる中に又一人來りて

言ふ汝の子女等その第一の兄の家にて物食ひ酒飮

をりしに 19荒野の方より大風ふき來て家の四隅

を撃ければ夫の若き人々の上に潰れおちて皆しね

り我これを汝に告んとて只一人のがれ來れりと

20是においてヨブ起あがり外衣を裂き髮を斬り地

に伏して拜し 21言ふ我裸にて母の胎を出たり又

裸にて彼處に歸らんヱホバ與へヱホバ取たまふ

なりヱホバの御名は讚べきかな 22この事におい

てヨブは全く罪を犯さず神にむかひて愚なること

を言ざりき

2或日神の子等きたりてヱホバの前に立つサタ
ンも來りその中にありてヱホバの前に立つ 2ヱ

ホバ、サタンに言たまひけるは汝何處より來りし

やサタン、ヱホバに應へて言けるは地を行めぐ

り此彼經あるきて來れり 3ヱホバ、サタンに言た

まひけるは汝心をもちひて我僕ヨブを見しや彼

のごとく完全かつ正くして神を畏れ惡に遠ざかる

人世にあらざるなり汝われを勸めて故なきに彼

を打惱さしめしかど彼なほ己を完うして自ら堅く

す 4サタン、ヱホバに應へて言けるは皮をもて皮

に換るなれば人はその一切の所有物をもて己の生

命に換ふべし 5然ど今なんぢの手を伸て彼の骨と

肉とを撃たまへ然ば必らず汝の面にむかひて汝

を詛はん 6ヱホバ、サタンに言たまひけるは彼を

汝の手に任す只かれの生命を害ふ勿れと 7サタ

ンやがてヱホバの前よりいでゆきヨブを撃てその

足の跖より頂までに惡き腫物を生ぜしむ 8ヨブ土

瓦の碎片を取り其をもて身を掻き灰の中に坐りぬ

9時にその妻かれに言けるは汝は尚も己を完たう

して自ら堅くするや神を詛ひて死るに如ずと 10

然るに彼はこれに言ふ汝の言ところは愚なる婦の

言ところに似たり我ら神より福祉を受るなれば

災禍をも亦受ざるを得んやと此事においてはヨ

ブまつたくその唇をもて罪を犯さざりき 11時に

ヨブの三人の友この一切の災禍の彼に臨めるを聞

き各々おのれの處よりして來れり即ちテマン人

エリパズ、シユヒ人ビルダデおよびマアナ人ゾパ

ル是なり彼らヨブを弔りかつ慰めんとて互に約

してきたりしが 12目を擧て遙に觀しに其ヨブな

るを見識がたき程なりければ齊く聲を擧て泣き

各おのれの外衣を裂き天にむかひて塵を撒て己の

頭の上にちらし 13乃ち七日七夜かれと偕に地に

坐しゐて一言も彼に言かくる者なかりき彼が苦

惱の甚だ大なるを見たればなり

3斯て後ヨブ口を啓きて自己の日を詛へり 2ヨ

ブすなはち言詞を出して云く 3我が生れし日



ヨブ記 360

亡びうせよ男子胎にやどれりと言し夜も亦然あ

れ 4その日は暗くなれ神上よりこれを顧みたま

はざれ光これを照す勿れ 5暗闇および死蔭これ

を取もどせ雲これが上をおほえ日を暗くする者

これを懼しめよ 6その夜は黑暗の執ふる所となれ

年の日の中に加はらざれ月の數に入ざれ 7その

夜は孕むこと有ざれ歡喜の聲その中に興らざれ

8日を詛ふ者レビヤタンを激發すに巧なる者これ

を詛へ 9その夜の晨星は暗かれその夜には光明を

望むも得ざらしめ又東雲の眼蓋を見ざらしめよ

10是は我母の胎の戸を闔ずまた我目に憂を見るこ

と無らしめざりしによる 11何とて我は胎より死て

出ざりしや何とて胎より出し時に氣息たえざり

しや 12如何なれば膝ありてわれを接しや如何な

れば乳房ありてわれを養ひしや 13否らずば今は我

偃て安んじかつ眠らん然ばこの身やすらひをり

14かの荒墟を自己のために築きたりし世の君等臣

等と偕にあり 15かの黄金を有ち白銀を家に充し

たりし牧伯等と偕にあらん 16又人しれず墮る胎

兒のごとくにして世に出ずまた光を見ざる赤子

のごとくならん 17彼處にては惡き者虐遇を息め

倦憊たる者安息を得 18彼處にては俘囚人みな共に

安然に居りて驅使者の聲を聞ず 19小き者も大なる

者も同じく彼處にあり僕も主の手を離る 20如何な

れば艱難にをる者に光を賜ひ心苦しむ者に生命

をたまひしや 21斯る者は死を望むなれどもきたら

ずこれをもとむるは藏れたる寳を掘るよりも甚だ

し 22もし墳墓を尋ねて獲ば大に喜こび樂しむなり

23その道かくれ神に取籠られをる人に如何なれば

光明を賜ふや 24わが歎息はわが食物に代り我呻吟

は水の流れそそぐに似たり 25我が戰慄き懼れし者

我に臨み我が怖懼れたる者この身に及べり 26我は

安然ならず穩ならず安息を得ず唯艱難のみきたる

4時にテマン人エリパズ答へて曰く 2 人もし

汝にむかひて言詞を出さば汝これを厭ふや然

ながら誰か言で忍ぶことを得んや 3 さきに汝

は衆多の人を誨へ諭せり手の埀たる者をばこれ

を強くし 4 つまづく者をば言をもて扶けおこ

し 膝の弱りたる者を強くせり 5然るに今この

事汝に臨めば汝悶えこの事なんぢに加はれば汝

おぢまどふ 6汝は神を畏こめり 是なんぢの依

賴む所ならずや 汝はその道を全うせり 是なん

ぢの望ならずや 7請ふ想ひ見よ 誰か罪なくし

て亡びし者あらん義者の絶れし事いづくに在や

8 我の觀る所によれば不義を耕へし惡を播く者

はその穫る所も亦是のごとし 9 みな神の氣吹

によりて滅びその鼻の息によりて消うす 10獅

子の吼 猛き獅子の聲ともに息み 少き獅子の牙

折れ 11 大獅子獲物なくして亡び小獅子散失す

12前に言の密に我に臨めるありて我その細聲を耳

に聞得たり 13即ち人の熟睡する頃我夜の異象によ

りて想ひ煩ひをりける時 14身に恐懼をもよほして

戰慄き骨節ことごとく振ふ 15時に靈ありて我面

の前を過ければ我は身の毛よだちたり 16その物立

とまりしが我はその状を見わかつことえざりき唯

一の物の象わが目の前にあり時に我しづかなる

聲を聞けり云く 17人いかで神より正義からんや

人いかでその造主より潔からんや 18彼はその僕

をさへに恃みたまはず其使者をも足ぬ者と見做

たまふ 19况んや土の家に住をりて塵を基とし蜉

蝣のごとく亡ぶる者をや 20是は朝より夕までの間

に亡びかへりみる者もなくして永く失逝る 21その

魂の緒あに絶ざらんや皆悟ること無して死うす

5請ふなんぢ龥びて看よ誰か汝に應ふる者あり
や聖者の中にて誰に汝むかはんとするや 2夫愚

なる者は憤恨のために身を殺し癡き者は嫉媢の

ために己を死しむ 3我みづから愚なる者のその根

を張るを見たりしがすみやかにその家を詛へり 4

その子等は助援を獲ることなく門にて惱まさる

之を救ふ者なし 5その穡とれる物は饑たる人これ

を食ひ荊棘の籬の中にありてもなほ之を奪ひい

だし羂をその所有物にむかひて口を張る 6災禍

は塵より起らず艱難は土より出ず 7人の生れて

艱難をうくるは火の子の上に飛がごとし 8もし我

ならんには我は必らず神に告求め我事を神に任

せん 9神は大にして測りがたき事を行ひたまふ

其不思議なる事を爲たまふこと數しれず 10雨を

地の上に降し水を野に遣り 11卑き者を高く擧げ

憂ふる者を引興して幸福ならしめたまふ 12神は

狡しき者の謀計を敗り之をして何事をもその手

に成就ること能はざらしめ 13慧き者をその自分

の詭計によりて執へ邪なる者の謀計をして敗れ

しむ 14彼らは晝も暗黑に遇ひ卓午にも夜の如く

に摸り惑はん 15神は惱める者を救ひてかれらが

口の劍を免かれしめ強き者の手を免かれしめた

まふ 16是をもて弱き者望あり惡き者口を閉づ

17神の懲したまふ人は幸福なり然ば汝全能者の儆

責を輕んずる勿れ 18神は傷け又裹み撃ていため
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又その手をもて善醫したまふ 19彼はなんぢを六

の艱難の中にて救ひたまふ七の中にても災禍な

んぢにのぞまじ 20饑饉の時にはなんぢを救ひて

死を免れしめ戰爭の時には劍の手を免れしめた

まふ 21汝は舌にて鞭たるる時にも隱るることを

得壞滅の來る時にも懼るること有じ 22汝は壞

滅と饑饉を笑ひ地の獸をも懼るること無るべし 23

田野の石なんぢと相結び野の獸なんぢと和がん 24

汝はおのが幕屋の安然なるを知ん汝の住處を見

まはるに缺たる者なからん 25汝また汝の子等の

多くなり汝の裔の地の草の如くになるを知ん 26

汝は遐齡におよびて墓にいらん宛然麥束を時に

いたりて運びあぐるごとくなるべし 27視よ我ら

が尋ね明めし所かくのごとし汝これを聽て自ら

知れよ

6ヨブ應へて曰く 2 願はくは我憤恨の善く權

られ 我懊惱の之とむかひて天秤に懸られん

ことを 3 然すれば是は海の沙よりも重からん

斯ればこそ我言躁妄なりけれ 4 それ全能者の

箭わが身にいりわが魂神その毒を飮り 神の畏

怖我を襲ひ攻む 5 野驢馬あに靑草あるに鳴ん

や 牛あに食物あるに吽らんや 6 淡き物あに

鹽なくして食はれんや 蛋の白あに味あらんや

7わが心の觸ることを嫌ふ物是は我が厭ふ所の食

物のごとし 8願はくは我求むる所を得んことを願

はくは神わが希ふ所の物を我に賜はらんことを 9

願はくは神われを滅ぼすを善とし御手を伸て我

を絶たまはんことを 10然るとも我は尚みづから

慰むる所あり烈しき苦痛の中にありて喜ばん是

は我聖者の言に悖りしことなければなり 11我何の

氣力ありてか尚俟ん我の終いかなれば我なほ耐

へ忍ばんや 12わが氣力あに石の氣力のごとくな

らんや我肉あに銅のごとくならんや 13わが助わ

れの中に無にあらずや救拯我より逐はなされし

にあらずや 14憂患にしづむ者はその友これを憐れ

むべし然らずば全能者を畏るることを廢ん 15わ

が兄弟はわが望を充さざること溪川のごとく溪

川の流のごとくに過さる 16是は氷のために黑くな

り雪その中に藏るれども 17温暖になる時は消ゆ

き熱くなるに及てはその處に絶はつ 18隊旅客身を

めぐらして去り空曠處にいたりて亡ぶ 19テマの隊

旅客これを望みシバの旅客これを慕ふ 20彼等これ

を望みしによりて愧恥を取り彼處に至りてその

面を赧くす 21かく汝等も今は虚しき者なり汝ら

は怖ろしき事を見れば則ち懼る 22我あに汝等我に

予へよと言しこと有んや汝らの所有物の中より

物を取て我ために饋れと言しこと有んや 23また敵

人の手より我を救ひ出せと言しことあらんや虐

ぐる者の手より我を贖へと言しことあらんや 24

我を敎へよ然らば我默せん請ふ我の過てる所を

知せよ 25正しき言は如何に力あるものぞ然なが

ら汝らの規諫る所は何の規諫とならんや 26汝ら

は言を規正んと想ふや望の絶たる者の語る所は

風のごときなり 27汝らは孤子のために籤を掣き

汝らの友をも商貨にするならん 28今ねがはくは

我に向へ我は汝らの面の前に僞はらず 29請ふ再

びせよ不義あらしむる勿れ請ふ再びせよ此事に

おいては我正義し 30我舌に不義あらんや我口惡

き物を辨へざらんや

7それ人の世にあるは戰鬪にあるがごとくなら
ずや又其日は傭人の日のごとくなるにあらず

や 2奴僕の暮を冀がふが如く傭人のその價を望む

がごとく 3我は苦しき月を得させられ憂はしき

夜をあたへらる 4我臥ば乃はち言ふ何時夜あけて

我おきいでんかと曙まで頻に輾轉ぶ 5わが肉は

蟲と土塊とを衣服となし我皮は愈てまた腐る 6

わが日は機の梭よりも迅速なり我望む所なくし

之を送る 7想ひ見よわが生命が氣息なる而已我

目は再び福祉を見ること有じ 8我を見し者の眼か

さねて我を見ざらん汝目を我にむくるも我は已

に在ざるべし 9雲の消て逝がごとく陰府に下れる

者は重ねて上りきたらじ (Sheol h7585) 10彼は再びそ

の家に歸らず彼の郷里も最早かれを認めじ 11然

ば我はわが口を禁めず我心の痛によりて語ひわ

が神魂の苦しきによりて歎かん 12我あに海なら

んや鰐ならんや汝なにとて我を守らせおきたま

ふぞ 13わが牀われを慰めわが寢床わが愁を解ん

と思ひをる時に 14汝夢をもて我を驚かし異象を

もて我を懼れしめたまふ 15是をもて我心は氣息

の閉んことを願ひ我この骨よりも死を冀がふ 16

われ生命を厭ふ我は永く生るをことを願はず我

を捨おきたまへ我日は氣のごときなり 17人を如

何なる者として汝これを大にし之を心に留 18朝

ごとに之を看そなはし時わかず之を試みたまふ

や 19何時まで汝われに目を離さず我が津を咽む

間も我を捨おきたまはざるや 20人を鑒みたまふ

者よ我罪を犯したりとて汝に何をか爲ん何ぞ我

を汝の的となして我にこの身を厭はしめたまふや
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21汝なんぞ我の愆を赦さず我罪を除きたまはざる

や我いま土の中に睡らん汝我を尋ねたまふとも

我は在ざるべし

8時にシユヒ人ビルダデ答へて曰く 2 何時

まで汝かかる事を言や 何時まで汝の口の言

語を大風のごとくにするや 3 神あに審判を

曲たまはんや 全能者あに公義を曲たまはんや

4汝の子等かれに罪を獲たるにや之をその愆の手

に付したまへり 5汝もし神に求め全能者に祈り

6清くかつ正しうしてあらば必ず今汝を顧み汝の

義き家を榮えしめたまはん 7然らば汝の始は微小

くあるとも汝の終は甚だ大ならん 8請ふ汝過にし

代の人に問へ彼らの父祖の尋究めしところの事

を學べ 9 (我らは昨日より有しのみにて何をも知

ず我らが世にある日は影のごとし) 10彼等なんぢ

を敎へ汝を諭し言をその心より出さざらんや 11

葦あに泥なくして長んや萩あに水なくしてそだ

たんや 12是はその靑くして未だ刈ざる時にも他の

一切の草よりは早く槁る 13神を忘るる者の道は凡

て是のごとく悖る者の望は空しくなる 14その恃

む所は絶れその倚ところは蜘蛛網のごとし 15そ

の家に倚かからんとすれば家立ず之に堅くとりす

がるも保たじ 16彼日の前に靑緑を呈はしその枝

を園に蔓延らせ 17その根を石堆に盤みて石の屋を

眺むれども 18若その處より取のぞかれなばその處

これを認めずして我は汝を見たる事なしと言ん 19

視よその道の喜樂是のごとし而してまた他の者

地より生いでん 20それ神は完全人を棄たまはず

また惡き者の手を執りたまはず 21遂に哂笑をも

て汝の口に充し歡喜を汝の唇に置たまはん 22汝

を惡む者は羞恥を着せられ惡き者の住所は無な

るべし

9ヨブこたへて言けるは 2 我まことに其事の

然るを知り人いかでか神の前に義かるべけん

3よし人は神と辨爭はんとするとも千の一も答ふ

ること能はざるべし 4神は心慧く力強くまします

なり誰か神に逆ひてその身安からんや 5彼山を移

したまふに山しらず彼震怒をもて之を飜倒した

まふ 6彼地を震ひてその所を離れしめたまへばそ

の柱ゆるぐ 7日に命じたまへば日いでず又星辰を

封じたまふ 8唯かれ獨天を張り海の濤を覆たまふ

9また北斗參宿昴宿および南方の密室を造りたま

ふ 10大なる事を行ひたまふこと測られず奇しき

業を爲たまふこと數しれず 11視よ彼わが前を過

たまふ然るに我これを見ず彼すすみゆき賜ふ然

るに我之を曉ず 12彼奪ひ去賜ふ誰か能之を沮ま

ん誰か之に汝何を爲やと言ことを得爲ん 13神其

震怒を息賜はずラハブを助る者等之が下に屈む

14然ば我爭か彼に回答を爲ことを得ん爭われ言を

選びて彼と論ふ事をえんや 15假令われ義かるとも

彼に回答をせじ彼は我を審判く者なれば我彼に

哀き求ん 16假令我彼を呼て彼われに答たまふとも

わが言を聽いれ賜ひしとは我信ぜざるなり 17彼は

大風をもて我を撃碎き故なくして我に衆多の傷

を負せ 18我に息をつかさしめず苦き事をもて我

身に充せ賜ふ 19強き者の力量を言んか視よ此に

あり審判の事ならんか誰か我を喚出すことを得

爲ん 20假令われ義かるとも我口われを惡しと爲ん

假令われ完全かるとも尚われを罪ありとせん 21

我は全し然ども我はわが心を知ず我生命を賤む

22皆同一なり故に我は言ふ神は完全者と惡者とを

等しく滅したまふと 23災禍の俄然に人を誅す如

き事あれば彼は辜なき者の苦痛を笑ひ見たまふ 24

世は惡き者の手に交されてあり彼またその裁判

人の面を蔽ひたまふ若彼ならずば是誰の行爲な

るや 25わが日は驛使よりも迅く徒に過さりて福

祉を見ず 26其はしること葦舟のごとく物を攫ま

んとて飛かける鷲のごとし 27たとひ我わが愁を

忘れ面色を改めて笑ひをらんと思ふとも 28尚こ

の諸の苦痛のために戰慄くなり我思ふに汝われ

を釋し放ちたまはざらん 29我は罪ありとせらる

るなれば何ぞ徒然に勞すべけんや 30われ雪水を

もて身を洗ひ灰汁をもて手を潔むるとも 31汝わ

れを汚はしき穴の中に陷いれたまはん而して我

衣も我を厭ふにいたらん 32神は我のごとく人に

あらざれば我かれに答ふべからず我ら二箇して

共に裁判に臨むべからず 33また我らの間には我

ら二箇の上に手を置べき仲保あらず 34願くは彼

その杖を我より取はなしその震怒をもて我を懼

れしめたまはざれ 35然らば我言語て彼を畏れざ

らん其は我みづから斯る者と思はざればなり

10わが心生命を厭ふ然ば我わが憂愁を包まず
言あらはしわが魂神の苦きによりて語はん 2

われ神に申さん我を罪ありしとしたまふ勿れ何

故に我とあらそふかを我に示したまへ 3なんぢ虐

遇を爲し汝の手の作を打棄て惡き者の謀計を照

すことを善としたまふや 4汝は肉眼を有たまふや

汝の觀たまふ所は人の觀るがごとくなるや 5なん



ヨブ記363

ぢの日は人間の日のごとく汝の年は人の日のご

とくなるや 6何とて汝わが愆を尋ねわが罪をしら

べたまふや 7されども汝はすでに我の罪なきを知

たまふまた汝の手より救ひいだし得る者なし 8

汝の手われをいとなみ我をことごとく作れり然

るに汝今われを滅ぼしたまふなり 9請ふ記念たま

へ汝は土塊をもてすてるがごとくに我を作りた

まへり然るに復われを塵に歸さんとしたまふや

10汝は我を乳のごとく斟ぎ牛酪のごとくに凝しめ

たまひしに非ずや 11汝は皮と肉とを我に着せ骨と

筋とをもて我を編み 12生命と恩惠とをわれに授

け我を眷顧てわが魂神を守りたまへり 13然はあ

れど汝これらの事を御心に藏しおきたまへり我

この事汝の心にあるを知る 14我もし罪を犯さば

汝われをみとめてわが罪を赦したまはじ 15我も

し行状あしからば禍あらん假令われ義かるとも

我頭を擧じ其は我は衷に羞耻充ち眼にわが患難

を見ればなり 16もし頭を擧なば獅子のごとくに

汝われを追打ち我身の上に復なんぢの奇しき能

力をあらはしたまはん 17汝はしばしば證する者

を入かへて我を攻め我にむかひて汝の震怒を増

し新手に新手を加へて我を攻めたまふ 18何とて

汝われを胎より出したまひしや然らずば我は息

絶え目に見らるること無く 19曾て有ざりし如く

ならん即ち我は胎より墓に持ゆかれん 20わが日

は幾時も无きに非ずや願くは彼姑らく息て我を

離れ我をして少しく安んぜしめんことを 21我が

往て復返ることなきその先に斯あらしめよ我は

暗き地死の蔭の地に往ん 22この地は暗くして晦

冥に等しく死の蔭にして區分なし彼處にては光

明も黑暗のごとし

11是においてナアマ人ゾパル答へて言けるは 2

言語多からば豈答へざるを得んや口おほき

人あに義とせられんや 3汝も空しき言あに人をし

て口を閉しめんや汝嘲らば人なんぢをして羞し

めざらんや 4汝は言ふ我敎は正し我は汝の目の

前に潔しと 5願くは神言を出し汝にむかひて口を

開き 6智慧の秘密をなんぢに示してその知識の相

倍するを顯したまはんことを汝しれ神はなんぢ

の罪よりも輕くなんぢを處置したまふなり 7なん

ぢ神の深事を窮むるを得んや全能者を全く窮む

ることを得んや 8その高きことは天のごとし汝な

にを爲し得んや其深きことは陰府のごとし汝な

にを知えんや (Sheol h7585) 9その量は地よりも長く

海よりも濶し 10彼もし行めぐりて人を執へて召

集めたまふ時は誰か能くこれを阻まんや 11彼は

僞る人を善く知りたまふ又惡事は顧みること無

して見知たまふなり 12虚しき人は悟性なしその

生るるよりして野驢馬の駒のごとし 13汝もし彼

にむかひて汝の心を定め汝の手を舒べ 14手に罪

のあらんには之を遠く去れ惡をなんぢの幕屋に

留むる勿れ 15然すれば汝面を擧て玷なかるべく

堅く立て懼るる事なかるべし 16すなはち汝憂愁

を忘れん汝のこれを憶ゆることは流れ去し水の

ごとくならん 17なんぢの生存らふる日は眞晝よ

りも輝かん假令暗き事あるとも是は平旦のごと

くならん 18なんぢは望あるに因て安んじ汝の周

圍を見めぐりて安然に寐るにいたらん 19なんぢ

は何にも懼れさせらるること無して偃やまん必

ず衆多の者なんぢを悦こばせんと務むべし 20然

ど惡き者は目曚み逃遁處を失なはん其望は氣の

斷ると等しかるべし

12ヨブこたへて言ふ 2なんぢら而已まことに人

なり智慧は汝らと共に死ん 3我もなんぢらと

同じく心あり我はなんぢらの下に立ず誰か汝ら

の言し如き事を知ざらんや 4我は神に龥はりて聽

るる者なるに今その友に嘲けらるる者となれり嗚

呼正しくかつ完たき人あざけらる 5安逸なる者は

思ふ輕侮は不幸なる者に附そひ足のよろめく者を

俟と 6掠奪ふ者の天幕は繁榮え神を怒らせ自己の

手に神を携ふる者は安泰なり 7今請ふ獸に問へ然

ば汝に敎へん天空の鳥に問へ然ばなんぢに語らん

8地に言へ然ばなんぢに敎へん海の魚もまた汝に

述べし 9誰かこの一切の者に依てヱホバの手のこ

れを作りしなるを知ざらんや 10一切の生物の生氣

および一切の人の靈魂ともに彼の手の中にあり 11

耳は説話を辨へざらんやその状あたかも口の食

物を味ふがごとし 12老たる者の中には智慧あり

壽長者の中には穎悟あり 13智慧と權能は神に在

り智謀と穎悟も彼に屬す 14視よ彼毀てば再び建

ること能はず彼人を閉こむれば開き出すことを

得ず 15視よ彼水を止むれば則ち涸れ水を出せば

則ち地を滅ぼす 16權能と穎悟は彼に在り惑はさ

るる者も惑はす者も共に彼に屬す 17彼は議士を

裸體にして擄へゆき審判人をして愚なる者とな

らしめ 18王等の權威を解て反て之が腰に繩をか

け 19祭司等を裸體にして擄へゆき權力ある者を

滅ぼし 20言爽なる者の言語を取除き老たる者の
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了知を奪ひ 21侯伯たる者等に恥辱を蒙らせ強き

者の帶を解き 22暗中より隱れたる事等を顯し死

の蔭を光明に出し 23國々を大にしまた之を滅ぼ

し國々を廣くしまた之を舊に歸し 24地の民の長

たる者等の了知を奪ひこれを路なき荒野に吟行

はしむ 25彼らは光明なき暗にたどる彼また彼ら

を醉る人のごとくによろめかしむ

13視よわが目これを盡く觀わが耳これを聞て
通逹れり 2汝らが知るところは我もこれを知

る我は汝らに劣らず 3然りと雖ども我は全能者

に物言ん我は神と論ぜんことをのぞむ 4汝らは

只謊言を造り設くる者汝らは皆無用の醫師なり 5

願くは汝ら全く默せよ然するは汝らの智慧なる

べし 6請ふわが論ずる所を聽き我が唇にて辨爭ふ

所を善く聽け 7神のために汝ら惡き事を言や又

かれのために虚僞を述るや 8汝ら神の爲に偏るや

またかれのために爭はんとするや 9神もし汝らを

鑒察たまはば豈善らんや汝等人を欺むくごとく

に彼を欺むき得んや 10汝等もし密に私しするあ

らば彼かならず汝らを責ん 11その威光なんぢら

を懼れしめざらんや彼を懼るる畏懼なんぢらに

臨まざらんや 12なんぢらの諭言は灰に譬ふべし

なんぢらの城は土の城となる 13默して我にかか

はらざれ我言語んとす何事にもあれ我に來らば

來れ 14我なんぞ我肉をわが齒の間に置きわが生

命をわが手に置かんや 15彼われを殺すとも我は

彼に依賴まん唯われは吾道を彼の前に明かにせ

んとす 16彼また終に我救拯とならん邪曲なる者

は彼の前にいたること能はざればなり 17なんぢ

ら聽よ我言を聽け我が述る所をなんぢらの耳に

入しめよ 18視よ我すでに吾事を言竝べたり必ず

義しとせられんと自ら知る 19誰か能われと辨論

ふ者あらん若あらば我は口を緘て死ん 20惟わ

れに二の事を爲たまはざれ然ば我なんぢの面を

さけて隱れじ 21なんぢの手を我より離したまへ

汝の威嚴をもて我を懼れしめたまはざれ 22而し

て汝われを召たまへ我こたへん又われにも言は

しめて汝われに答へたまへ 23我の愆われの罪い

くばくなるや我の背反と罪とを我に知しめたま

へ 24何とて御顏を隱し我をもて汝の敵となした

まふや 25なんぢは吹廻さるる木の葉を威し干あ

がりたる籾殼を追たまふや 26汝は我につきて苦

き事等を書しるし我をして我が幼稚時の罪を身

に負しめ 27わが足を足械にはめ我すべての道を

伺ひ我足の周圍に限界をつけたまふ 28我は腐れ

たる者のごとくに朽ゆき蠹に食るる衣服に等し

14婦の產む人はその日少なくして艱難多し 2そ

の來ること花のごとくにして散り其馳るこ

と影のごとくにして止まらず 3なんぢ是のごとき

者に汝の目を啓きたまふや汝われを汝の前にひ

きて審判したまふや 4誰か清き物を汚れたる物の

中より出し得る者あらん一人も無し 5その日旣

に定まりその月の數なんぢに由り汝これが區域

を立て越ざらしめたまふなれば 6是に目を離して

安息を得させ之をして傭人のその日を樂しむが

ごとくならしめたまへ 7それ木には望あり假令

砍るるとも復芽を出してその枝絶ず 8たとひ其根

地の中に老い幹土に枯るとも 9水の潤霑にあへ

ば即ち芽をふき枝を出して若樹に異ならず 10然

ど人は死れば消うす人氣絶なば安に在んや 11水

は海に竭き河は涸てかわく 12是のごとく人も寢

臥てまた興ず天の盡るまで目覺ず睡眠を醒さざ

るなり 13願はくは汝われを陰府に藏し汝の震怒

の息むまで我を掩ひ我ために期を定め而して我

を念ひたまへ (Sheol h7585) 14人もし死ばまた生ん

や我はわが征戰の諸日の間望みをりて我が變更

の來るを待ん 15なんぢ我を呼たまはん而して我

こたへん汝かならず汝の手の作を顧みたまはん

16今なんぢは我に歩履を數へたまふ我罪を汝うか

がひたまはざらんや 17わが愆は凡て嚢の中に封

じてあり汝わが罪を縫こめたまふ 18それ山も倒

れて終に崩れ巖石も移りてその處を離る 19水は

石を鑿ち浪は地の塵を押流す汝は人の望を斷た

まふ 20なんぢは彼を永く攻なやまして去ゆかし

め彼の面容の變らせて逐やりたまふ 21その子尊

貴なるも彼は之を知ず卑賤なるもまた之を曉ら

ざるなり 22只己みづからその肉に痛苦を覺え己

みづからその心に哀く而已

15テマン人エリパズ答へて曰く 2智者あに虚し

き知識をもて答へんや豈東風をその腹に充さ

んや 3あに裨なき談益なき詞をもて辨論はんや 4

まことに汝は神を畏るる事を棄てその前に祷る

ことを止む 5なんぢの罪なんぢの口を敎ふ汝は

みづから擇びて狡猾人の舌を用ふ 6なんぢの口み

づから汝の罪を定む我には非ず汝の唇なんぢの

惡きを證す 7汝あに最初に世に生れたる人ならん

や山よりも前に出來しならんや 8神の御謀議を

聞しならんや智慧を獨にて藏めをらんや 9なん
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ぢが知る所は我らも知ざらんや汝が曉るところ

は我らの心にも在ざらんや 10我らの中には白髮

の人および老たる人ありて汝の父よりも年高し 11

神の慰藉および夫の柔かき言詞を汝小しとするや

12なんぢ何ぞかく心狂ふや何ぞかく目をしばたた

くや 13なんぢ是のごとく神に對ひて氣をいらだ

て斯る言詞をなんぢの口よりいだすは如何ぞや

14人は如何なる者ぞ如何してか潔からん婦の產

し者は如何なる者ぞ如何してか義からん 15それ

神はその聖者にすら信を置たまはず諸の天もそ

の目の前には潔からざるなり 16况んや罪を取る

こと水を飮がごとくする憎むべき穢れたる人をや

17我なんぢに語る所あらん聽よ我見たる所を述

ん 18是すなはち智者等が父祖より受て隱すとこ

ろ無く傳へ來し者なり 19彼らに而已この地は授

けられて外國人は彼等の中に往來せしこと無りき

20惡き人はその生る日の間つねに悶へ苦しむ強暴

人の年は數へて定めおかる 21その耳には常に懼

怖しき音きこえ平安の時にも滅ぼす者これに臨む

22彼は幽暗を出得るとは信ぜず目ざされて劒に付

さる 23彼食物は何處にありやと言つつ尋ねあり

き黑暗日の備へられて己の側にあるを知る 24患

難と苦痛とはかれを懼れしめ戰鬪の準備をなせ

る王のごとくして彼に打勝ん 25彼は手を伸て神

に敵し傲りて全能者に悖り 26頸を強くし厚き楯

の面を向て之に馳かかり 27面に肉を滿せ腰に脂

を凝し 28荒されたる邑々に住居を設けて人の住

べからざる家石堆となるべき所に居る 29是故に

彼は富ずその貨物は永く保たずその所有物は地

に蔓延ず 30また自己は黑暗を出づるに至らず火

燄その枝葉を枯さん而してその身は神の口の氣

吹によりて亡ゆかん 31彼は虚妄を恃みて自ら欺

くべからず其報は虚妄なるべければなり 32彼の

日の來らざる先に其事成べし彼の枝は緑ならじ

33彼は葡萄の樹のその熟せざる果を振落すがごと

く橄欖の樹のその花を落すがごとくなるべし 34

邪曲なる者の宗族は零落れ賄賂の家は火に焚ん

35彼等は惡念を孕み虚妄を生みその胎にて詭計

を調ふ

16ヨブ答へて曰く 2 斯る事は我おほく聞

り汝らはみな人を慰めんとして却つて人を

煩はす者なり 3虚しき言語あに終極あらんや汝

なにに勵されて應答をなすや 4我もまた汝らの如

くに言ことを得もし汝らの身わが身と處を換な

ば我は言語を練て汝らを攻め汝らにむかひて首

を搖ことを得 5また口をもて汝らを強くし唇の

慰藉をもて汝らの憂愁を解ことを得るなり 6たと

ひ我言を出すとも我憂愁は解ず默するとても何

ぞ我身の安くなること有んや 7彼いま已に我を

疲らしむ汝わが宗族をことごとく荒せり 8なん

ぢ我をして皺らしめたり是われに向ひて見證を

なすなり又わが痩おとろへたる状貌わが面の前

に現はれ立て我を攻む 9かれ怒てわれを撕裂き

かつ窘しめ我にむかひて齒を噛鳴し我敵となり

目を鋭して我を看る 10彼ら我にむかひて口を張

り我を賤しめてわが頬を打ち相集まりて我を攻

む 11神われを邪曲なる者に交し惡き者の手に擲

ちたまへり 12我は安穩なる身なりしに彼いたく

我を打惱まし頸を執へて我をうちくだき遂に我

を立て鵠となしたまひ 13その射手われを遶り圍

めりやがて情もなく我腰を射透しわが膽を地に

流れ出しめたまふ 14彼はわれを打敗りて破壞に

破壞を加へ勇士のごとく我に奔かかりたまふ 15

われ麻布をわが肌に縫つけ我角を塵にて汚せり 16

我面は泣て頳くなり我目縁には死の蔭あり 17然

れども我手には不義あること無くわが祈祷は清

し 18地よ我血を掩ふなかれ我號呼は休む處を得

ざれ 19視よ今にても我證となる者天にありわが

眞實を表明す者高き處にあり 20わが朋友は我を

嘲けれども我目は神にむかひて涙を注ぐ 21願く

は彼人のために神と論辨し人の子のためにこれ

が朋友と論辨せんことを 22數年すぎさらば我は

還らぬ旅路に往べし

17わが氣息は已にくさり我日すでに盡なんと
し墳墓われを待つ 2まことに嘲弄者等わが

傍に在り我目は彼らの辨爭ふを常に見ざるを得

ず 3願くは質を賜ふて汝みづから我の保證となり

たまへ誰か他にわが手をうつ者あらんや 4汝彼ら

の心を閉て悟るところ無らしめたまへり必ず彼

らをして愈らしめたまはじ 5朋友を交付して掠奪

に遭しむる者は其子等の目潰るべし 6彼われを世

の民の笑柄とならしめたまふ我は面に唾せらる

べき者となれり 7かつまた我目は憂愁によりて昏

み肢體は凡て影のごとし 8義しき者は之に驚き

無辜者は邪曲なる者を見て憤ほる 9然ながら義し

き者はその道を堅く持ち手の潔淨き者はますま

す力を得るなり 10請ふ汝ら皆ふたたび來れ我は

汝らの中に一人も智き者あるを見ざるなり 11わ
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が日は已に過ぎわが計る所わが心に冀ふ所は已

に敗れたり 12彼ら夜を晝に變ふ黑暗の前に光明

ちかづく 13我もし俟つところ有ば是わが家たる

べき陰府なるのみ我は黑暗にわが牀を展ぶ (Sheol

h7585) 14われ朽腐に向ひては汝はわが父なりと言

ひ蛆に向ひては汝は我母わが姉妹なりと言ふ 15

然ばわが望はいづくにかある我望は誰かこれを

見る者あらん 16是は下りて陰府の關に到らん之

と齊しく我身は塵の中に臥靜まるべし (Sheol h7585)

18シユヒ人ビルダデこたへて曰く 2汝等いつま

で言語を獵求むることをするや汝ら先曉る

べし然る後われら辨論はん 3われら何ぞ獸畜と

おもはるべけんや何ぞ汝らの目に汚穢たる者と

見らるべけんや 4なんぢ怒りて身を裂く者よ汝

のためとて地あに棄られんや磐あに其處より移

されんや 5惡き者の光明は滅され其火の焔は照

じ 6その天幕の内なる光明は暗くなり其が上の燈

火は滅さるべし 7またその強き歩履は狹まり其計

るところは自分を陷いる 8すなはち其足に逐れて

網に到りまた陷阱の上を歩むに 9索はその踵に纒

り羂これを執ふ 10索かれを執ふるために地に隱

しあり羂かれを陷しいるるために路に設けあり

11怖ろしき事四方において彼を懼れしめ其足にし

たがひて彼をおふ 12その力は餓ゑ其傍には災禍

そなはり 13その膚の肢は蝕壞らる即ち死の初子

これが肢を蝕壞るなり 14やがて彼はその恃める

天幕より曳離されて懼怖の王の許に驅やられん 15

彼に屬せざる者かれの天幕に住み硫礦かれの家

の上に降ん 16下にてはその根枯れ上にてはその

枝砍る 17彼の跡は地に絶え彼の名は街衢に傳は

らじ 18彼は光明の中より黑暗に逐やられ世の中

より驅出されん 19彼はその民の中に子も無く孫

も有じまた彼の住所には一人も遺る者なからん

20之が日を見るにおいて後に來る者は駭ろき先に

出し者は怖おそれん 21かならず惡き人の住所は

是のごとく神を知ざる者の所は是のごとくなる

べし

19ヨブこたへて曰く 2汝ら我心をなやまし言

語をもて我を打くだくこと何時までぞや 3な

んぢら已に十次も我を辱しめ我を惡く待ひてなほ

愧るところ無し 4假令われ眞に過ちたらんもその

過は我の身に止れり 5なんぢら眞に我に向ひて誇

り我身に羞べき行爲ありと證するならば 6神われ

を虐げその網羅をもて我を包みたまへりと知るべ

し 7我虐げらるると叫べども答なく呼はり求む

れども審理なし 8彼わが路の周圍に垣を結めぐら

して逾る能はざらしめ我が行く途に黑暗を蒙む

らしめ 9わが光榮を褫ぎ我冠冕を首より奪ひ 10

四方より我を毀ちて失しめ我望を樹のごとくに

根より拔き 11我にむかひて震怒を燃し我を敵の

一人と見たまへり 12その軍旅ひとしく進み途を

高くして我に攻寄せわが天幕の周圍に陣を張り

13彼わが兄弟等をして遠くわれを離れしめたまへ

り我を知る人々は全く我に疎くなりぬ 14わが親

戚は往來を休めわが朋友はわれを忘れ 15わが家

に寄寓る者およびわが婢等は我を見て外人のごと

くす我かれらの前にては異國人のごとし 16われ

わが僕を喚どもこたへず我口をもて彼に請はざ

るを得ざるなり 17わが氣息はわが妻に厭はれわ

が臭氣はわが同胎の子等に嫌はる 18童子等さへ

も我を侮どり我起あがれば即ち我を嘲ける 19わ

が親しき友われを惡みわが愛したる人々ひるがへ

りてわが敵となれり 20わが骨はわが皮と肉とに

貼り我は僅に齒の皮を全うして逃れしのみ 21わ

が友よ汝等われを恤れめ我を恤れめ神の手われ

を撃り 22汝らなにとて神のごとくして我を攻め

わが肉に饜ことなきや 23望むらくは我言の書留

られんことを望むらくは我言書に記されんこと

を 24望むらくは鐡の筆と鉛とをもて之を永く磐

石に鐫つけおかんことを 25われ知る我を贖ふ者

は活く後の日に彼かならず地の上に立ん 26わが

この皮この身の朽はてん後われ肉を離れて神を

見ん 27我みづから彼を見たてまつらん我目かれ

を見んに識らぬ者のごとくならじ我が心これを

望みて焦る 28なんぢら若われら如何に彼を攻ん

かと言ひまた事の根われに在りと言ば 29劍を懼

れよ忿怒は劍の罰をきたらす斯なんぢら遂に審

判のあるを知ん

20ナアマ人ゾパルこたへて曰く 2これに因てわ

れ答をなすの思念を起し心しきりに之がため

に急る 3我を辱しむる警語を我聞ざるを得ず然

しながらわが了知の性われをして答ふることを得

せしむ 4なんぢ知ずや古昔より地に人の置れしよ

り以來 5惡き人の勝誇は暫時にして邪曲なる者の

歡樂は時の間のみ 6その高天に逹しその首雲に及

ぶとも 7終には己の糞のごとくに永く亡絶べし

彼を見識る者は言ん彼は何處にありやと 8彼は夢
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の如く過さりて復見るべからず夜の幻のごとく

追はらはれん 9彼を見たる目かさねてかれを見る

ことあらず彼の住たる處も再びかれを見ること

無らん 10その子等は貧しき者に寛待を求めん彼

もまたその取し貨財を手づから償さん 11その骨

に少壯氣勢充り然れどもその氣勢もまた塵の中

に彼とおなじく臥ん 12かれ惡を口に甘しとして

舌の底に藏め 13愛みて捨ず之を口の中に含みを

る 14然どその食物膓の中にて變り腹の内にて蝮

の毒とならん 15かれ貨財を呑たれども復之を吐

いださん神これを彼の腹より推いだしたまふべ

し 16かれは蝮の毒を吸ひ虺の舌に殺されん 17か

れは蜂蜜と牛酪の湧て流るる河川を視ざらん 18

その勞苦て獲たる物は之を償して自ら食はず又

それを求めたる所有よりは快樂を得じ 19是は彼

貧しき者を虐遇げて之を棄たればなり假令家を

奪ひとるとも之を改め作ることを得ざらん 20か

れはその腹に飽ことを知ざるが故に自己の深く喜

ぶ物をも保つこと能はじ 21かれが遺して食はざ

る物とては一も無し是によりてその福祉は永く

保たじ 22その繁榮の眞盛において彼は艱難に迫

られ乏しき者すべて手をこれが上に置ん 23かれ

腹を充さんとすれば神烈しき震怒をその上に下し

その食する時にこれをその上に降したまふ 24か

れ鐡の器を避れば銅の弓これを射透す 25是に於

て之をその身より拔ば閃く鏃その膽より出きたり

て畏懼これに臨む 26各種の黑暗これが寳物をを

ほろぼすために蓄へらる又人の吹おこせしに非

る火かれを焚きその天幕に遺りをる者をも焚ん

27天かれの罪を顯はし地興りて彼を攻ん 28その

家の儲蓄は亡て神の震怒の日に流れ去ん 29是す

なはち惡き人が神より受る分神のこれに定めた

まへる數なり

21ヨブこたへて曰く 2請ふ汝等わが言を謹ん

で聽き之をもて汝らの慰藉に代よ 3先われ

に容して言しめよ我が言る後なんぢ嘲るも可し

4わが怨言は世の人の上につきて起れる者ならん

や我なんぞ氣をいらだつ可らざらんや 5なんぢ

ら我を視て驚き手を口にあてよ 6われ思ひまはせ

ば畏しくなりて身體しきりに戰慄く 7惡き人何と

て生ながらへ老かつ勢力強くなるや 8その子等

はその周圍にありてその前に堅く立ちその子孫

もその目の前に堅く立べし 9またその家は平安

にして畏懼なく神の杖その上に臨まじ 10その

牡牛は種を與へて過らずその牝牛は子を產てそ

こなふ事なし 11彼等はその少き者等を外に出す

こと群のごとしその子等は舞をどる 12彼等は

鼓と琴とをもて歌ひ笛の音に由て樂み 13その

日を幸福に暮しまばたくまに陰府にくだる (Sheol

h7585) 14然はあれども彼等は神に言らく我らを離

れ賜へ我らは汝の道をしることを好まず 15全

能者は何者なれば我らこれに事ふべき我儕これ

に祈るとも何の益を得んやと 16視よ彼らの福祿

は彼らの力に由にあらざるなり惡人の希圖は我

の與する所にあらず 17惡人のその燈火を滅るる

事幾度ありしか その滅亡のこれに臨む事 神の

怒りて之に艱苦を蒙らせたまふ事幾度有しか 18

かれら風の前の藁の如く暴風に吹さらるる籾殼

の如くなること幾度有しか 19神かれの愆を積た

くはへてその子孫に報いたまふか之を彼自己の

身に報い知しむるに如ず 20かれをして自らその

滅亡を目に視させかつ全能者の震怒を飮しめよ

21その月の數すでに盡るに於ては何ぞその後の家

に關はる所あらん 22神は天にある者等をさへ審

判たまふなれば誰か能これに知識を敎へんや 23或

人は繁榮を極め全く平穩にかつ安康にして死に 24

その器に乳充ちその骨の髓は潤ほへり 25また或

人は心を苦しめて死し終に福祉をあぢはふる事

なし 26是等は倶に齊しく塵に臥して蛆におほは

る 27我まことに汝らの思念を知り汝らが我を攻

撃んとするの計略を知る 28なんぢらは言ふ王侯

の家は何に在る惡人の住所は何にあると 29汝ら

は路往く人々に詢ざりしや彼等の證據を曉らざ

るや 30すなはち滅亡の日に惡人遺され烈しき怒

の日に惡人たづさへ出さる 31誰か能かれに打向

ひて彼の行爲を指示さんや誰か能彼の爲たる所

を彼に報ゆることを爲ん 32彼は舁れて墓に到り

塚の上にて守護ることを爲す 33谷の土塊も彼に

は快し一切の人その後に從ふ其前に行る者も數

へがたし 34旣に是の如くなるに汝等なんぞ徒に

我を慰さめんとするや汝らの答ふる所はただ虚

僞のみ

22是においてテマン人エリパズこたへて曰く 2

人神を益する事をえんや智人も唯みづから

益する而已なるぞかし 3なんぢ義かるとも全能者

に何の歡喜かあらんなんぢ行爲を全たふすると

も彼に何の利益かあらん 4彼汝の畏懼の故により

て汝を責め汝を鞫きたまはんや 5なんぢの惡大な
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るにあらずや汝の罪はきはまり無し 6即はち汝は

故なくその兄弟の物を抑へて質となし裸なる者

の衣服を剥て取り 7渇く者に水を與へて飮しめず

饑る者に食物を施こさず 8力ある者土地を得貴

き者その中に住む 9なんぢは寡婦に手を空しうし

て去しむ孤子の腕は折る 10是をもて網羅なんぢ

を環り畏懼にはかに汝を擾す 11なんぢ黑暗を見

ずや洪水のなんぢを覆ふを見ずや 12神は天の高

に在すならずや星辰の巓ああ如何に高きぞや 13

是によりて汝は言ふ神なにをか知しめさん豈よ

く黑雲の中より審判するを得たまはんや 14濃雲

かれを蔽へば彼は見たまふ所なし唯天の蒼穹を

歩みたまふ 15なんぢ古昔の世の道を行なはんと

するや是あしき人の踐たりし者ならずや 16彼

等は時いまだ至らざるに打絶れその根基は大水

に押流されたり 17彼ら神に言けらく我儕を離れ

たまへ全能者われらのために何を爲ことを得ん

と 18しかるに彼は却つて佳物を彼らの家に盈し

たまへり但し惡人の計畫は我に與する所にあら

ず 19義しき者は之を見て喜び無辜者は彼らを笑

ふ 20曰く我らの仇は誠に滅ぼされ其盈餘れる物

は火にて焚つくさる 21請ふ汝神と和らぎて平安

を得よ然らば福祿なんぢに來らん 22請ふかれの

口より敎晦を受けその言語をなんぢの心に藏め

よ 23なんぢもし全能者に歸向り且なんぢの家よ

り惡を除き去ば汝の身再び興されん 24なんぢの

寳を土の上に置きオフルの黄金を谿河の石の中

に置け 25然れば全能者なんぢの寳となり汝のた

めに白銀となりたまふべし 26而してなんぢは又

全能者を喜び且神にむかひて面をあげん 27なん

ぢ彼に祈らば彼なんぢに聽たまはん而して汝そ

の誓願をつくのひ果さん 28なんぢ事を爲んと定

めなばその事なんぢに成ん汝の道には光照ん 29

其卑く降る時は汝いふ昇る哉と彼は謙遜者を拯

ひたまふべし 30かれは罪なきに非ざる者をも拯

ひたまはん汝の手の潔淨によりて斯る者も拯は

るべし

23ヨブこたへて曰く 2我は今日にても尚つぶ

やきて服せずわが禍災はわが嘆息よりも重

し 3ねがはくは神をたづねて何處にか遇まつるを

知り其御座に參いたらんことを 4我この愁訴を

その御前に陳べ口を極めて辨論はん 5我その我

に答へたまふ言を知りまた其われに言たまふ所

を了らん 6かれ大なる能をもて我と爭ひたまは

んや然らじ反つて我を眷みたまふべし 7彼處に

ては正義人かれと辨爭ふことを得斯せば我を鞫

く者の手を永く免かるべし 8しかるに我東に往

くも彼いまさず西に往くも亦見たてまつらず 9

北に工作きたまへども遇まつらず南に隱れ居た

まへば望むべからず 10わが平生の道は彼知たま

ふ彼われを試みたまはば我は金のごとくして出

きたらん 11わが足は彼の歩履に堅く隨がへり我

はかれの道を守りて離れざりき 12我はかれの唇

の命令に違はず我が法よりも彼の口の言語を重

ぜり 13かれは一に居る者にまします誰か能かれ

をして意を變しめん彼はその心に慾する所をか

ならず爲たまふ 14然ば我に向ひて定めし事を必

らず成就たまはん是のごとき事を多く彼は爲た

まふなり 15是故に我かれの前に慄ふ我考ふれば

彼を懼る 16神わが心を弱くならしめ全能者われ

をして懼れしめたまふ 17かく我は暗の來らぬ先

わが面を黑暗の覆ふ前に打絶れざりき

24なにゆゑに全能者時期を定めおきたまはざる
や何故に彼を知る者その日を見ざるや 2人

ありて地界を侵し群畜を奪ひて牧ひ 3孤子の驢馬

を驅去り寡婦の牛を取て質となし 4貧しき者を

路より推退け世の受難者をして盡く身を匿さし

む 5視よ彼らは荒野にをる野驢馬のごとく出て業

を爲て食を求め野原よりその子等のために食物

を得 6圃にて惡き者の麥を刈りまたその葡萄の

遺餘を摘む 7かれらは衣服なく裸にして夜を明し

覆ふて寒氣を禦ぐべき物なし 8山の暴風に濡れ

庇はるるところ無して岩を抱く 9孤子を母の懷よ

り奪ふ者あり貧しき者の身につける物を取て質

となす者あり 10貧き者衣服なく裸にて歩き饑つ

つ麥束を擔ふ 11人の垣の内にて油を搾めまた渇

きつつ酒醡を踐む 12邑の中より人々の呻吟たち

のぼり傷けられたる者の叫喚おこる然れども神

はその怪事を省みたまはず 13また光明に背く者

あり光の道を知ず光の路に止らず 14人を殺す者

昧爽に興いで受難者や貧しき者を殺し夜は盜賊

のごとくす 15姦淫する者は我を見る目はなから

んと言てその目に昏暮をうかがひ待ち而してその

面に覆ふ物を當つ 16また夜分家を穿つ者あり彼

等は晝は閉こもり居て光明を知らず 17彼らには

晨は死の蔭のごとし是死の蔭の怖ろしきを知ば

なり 18彼は水の面に疾ながるる物の如しその產

業は世の中に詛はるその身重ねて葡萄圃の路に
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向はず 19亢旱および炎熱は雪水を直に乾涸す陰

府が罪を犯せし者におけるも亦かくのごとし

(Sheol h7585) 20これを宿せし腹これを忘れ蛆これを

好みて食ふ彼は最早世におぼえらるること無く

その惡は樹を折るが如くに折る 21是すなはち孕

まず產ざりし婦人をなやまし寡婦を憐れまざる

者なり 22神はその權能をもて強き人々を保存へ

させたまふ彼らは生命あらじと思ふ時にも復興

る 23神かれらに安泰を賜へば彼らは安らかなり

而してその目をもて彼らの道を見そなはしたまふ

24かれらは旺盛になり暫時が間に無なり卑くなり

て一切の人のごとくに沒し麥の穗のごとくに斷る

25すでに是のごとくなれば誰か我の謬まれるを示

してわが言語を空しくすることを得ん

25時にシユヒ人ビルダデこたへて曰く 2神は大

權を握りたまふ者畏るべき者にましまし高

き處に平和を施したまふ 3その軍旅數ふることを

得んや其光明なに物をか照さざらん 4然ば誰か神

の前に正義かるべき婦人の產し者いかでか清か

るべき 5視よ月も輝かず星も其目には清明ならず

6いはんや蛆のごとき人蟲のごとき人の子をや

26ヨブこたへて曰く 2なんぢ能力なき者を如

何に助けしや氣力なきものを如何に救ひし

や 3智慧なき者を如何に誨へしや穎悟の道を如

何に多く示ししや 4なんぢ誰にむかひて言語を

出ししやなんぢより出しは誰が靈なるや 5陰靈

水またその中に居る者の下に慄ふ 6かれの御前

には陰府も顯露なり滅亡の坑も蔽ひ匿す所なし

(Sheol h7585) 7彼は北の天を虚空に張り地を物なき

所に懸けたまふ 8水を濃雲の中に包みたまふてそ

の下の雲裂ず 9御寳座の面を隱して雲をその上

に展べ 10水の面に界を設けて光と暗とに限を立

たまふ 11かれ叱咤たまへば天の柱震ひかつ怖る

12その權能をもて海を靜めその智慧をもてラハブ

を撃碎き 13その氣嘘をもて天を輝かせ其手をも

て逃る蛇を衝とほしたまふ 14視よ是等はただそ

の御工作の端なるのみ我らが聞ところの者は如

何にも微細なる耳語ならずや然どその權能の雷

轟に至りては誰かこれを曉らんや

27ヨブまた語を繼ぎていはく 2われに義しき審

判を施したまはざる神わが心魂をなやまし

給ふ全能者此神は活く 3（わが生命なほ全くわれ

の衷にあり神の氣息なほわが鼻にあり） 4わが

口は惡を言ずわが舌は謊言を語らじ 5我決めて

汝等を是とせじ我に死るまで我が罪なきを言こ

とを息じ 6われ堅くわが正義を持ちて之を棄じ

我は今まで一日も心に責られし事なし 7我に敵す

る者は惡き者と成り我を攻る者は義からざる者と

成るべし 8邪曲なる者もし神に絶れその魂神を脱

とらるるに於ては何の望かあらん 9かれ艱難に罹

る時に神その呼號を聽いれたまはんや 10かれ全

能者を喜こばんや常に神を龥んや 11われ神の御

手を汝等に敎へん全能者の道を汝等に隱さじ 12

視よ汝等もみな自らこれを觀たり然るに何ぞ斯

愚蒙をきはむるや 13惡き人の神に得る分強暴の

人の全能者より受る業は是なり 14その子等蕃れ

ば劍に殺さるその子孫は食物に飽ず 15その遺れ

る者は疫病に斃れて埋められその妻等は哀哭を

なさず 16かれ銀を積こと塵のごとく衣服を備ふ

ること土のごとくなるとも 17その備ふる者は義

き人これを着んまたその銀は無辜者これを分ち

取ん 18その建る家は蟲の巣のごとくまた番人の

造る茅家のごとし 19彼は富る身にて寢臥し重ね

て興ること無しまた目を開けば即ちその身きえ

亡す 20懼ろしき事大水のごとく彼に追及き夜の

暴風かれを奪ひ去る 21東風かれを颺げて去り彼

をその處より吹はらふ 22神かれを射て恤まず彼

その手より逃れんともがく 23人かれに對ひて手

を鳴し嘲りわらひてその處をいでゆかしむ

28白銀掘いだす坑あり煉るところの黄金は出
處あり 2鐡は土より取り銅は石より鎔して

獲るなり 3人すなはち黑暗を破り極より極まで尋

ね窮めて黑暗および死蔭の石を求む 4その穴を穿

つこと深くして上に住む人と遠く相離れその上

を歩む者まつたく之を覺えず是のごとく身を縋

下げ遙に人と隔りて空に懸る 5地その上は食物

を出し其下は火に覆へさるるがごとく覆へる 6

その石の中には碧の玉のある處あり黄金の沙ま

たその内にあり 7その逕は鷙鳥もこれを知ず鷹

の目もこれを看ず 8鷙き獸も未だこれを踐ず猛

き獅子も未だこれを通らず 9人堅き磐に手を加

へまた山を根より倒し 10岩に河を掘り各種の貴

き物を目に見とめ 11水路を塞ぎて漏ざらしめ隱

れたる寳物を光明に取いだすなり 12然ながら智

慧は何處よりか覓め得ん明哲の在る所は何處ぞ

や 13人その價を知ず人のすめる地に獲べからず

14淵は言ふ我の内に在ずと海は言ふ我と偕ならず
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と 15精金も之に換るに足ず銀も秤りてその價と

なすを得ず 16オフルの金にてもその價を量るべ

からず貴き靑玉も碧玉もまた然り 17黄金も玻璃

もこれに並ぶ能はず精金の器皿も之に換るに足

ず 18珊瑚も水晶も論にたらず智慧を得るは眞珠

を得るに勝る 19エテオビアより出る黄玉もこれ

に並ぶあたはず純金をもてするともその價を量

るべからず 20然ば智慧は何處より來るや明哲の

在る所は何處ぞや 21是は一切の生物の目に隱れ

天空の鳥にも見えず 22滅亡も死も言ふ我等はそ

の風聲を耳に聞し而已 23神その道を曉り給ふ彼

その所を知りたまふ 24そは彼は地の極までも觀

そなはし天が下を看きはめたまへばなり 25風に

その重量を與へ水を度りてその量を定めたまひ

し時 26雨のために法を立て雷霆の光のために途

を設けたまひし時 27智慧を見て之を顯はし之を

立て試みたまへり 28また人に言たまはく視よ主

を畏るるは是智慧なり惡を離るるは明哲なり

29ヨブまた語をつぎて曰く 2嗚呼過にし年月の

ごとくならまほし神の我を護りたまへる日

のごとくならまほし 3かの時には彼の燈火わが首

の上に輝やき彼の光明によりて我黑暗を歩めり 4

わが壯なりし日のごとくならまほし彼時には神

の恩惠わが幕屋の上にありき 5かの時には全能

者なほ我とともに在しわが子女われの周圍にあ

りき 6乳ながれてわが足跡を洗ひ 我が傍なる

磐油を灌ぎいだせり 7かの時には我いでて邑の

門に上りゆき わが座を街衢に設けたり 8少き

者は我を見て隱れ老たる者は起あがりて立ち 9

牧伯たる者も言談ずしてその口に手を當て 10貴

き者も聲ををさめてその舌を上顎に貼たりき 11

我事を耳に聞る者は我を幸福なりと呼び我を目

に見たる者はわがために證據をなしぬ 12是は我

助力を求むる貧しき者を拯ひ孤子および助くる

人なき者を拯ひたればなり 13亡びんとせし者わ

れを祝せり我また寡婦の心をして喜び歌はしめ

たり 14われ正義を衣また正義の衣る所となれ

り我が公義は袍のごとく冠冕のごとし 15われ

は盲目の目となり跛者の足となり 16貧き者の父

となり知ざる者の訴訟の由を究め 17惡き者の牙

を折りその齒の間より獲物を取いだせり 18我

すなはち言けらく 我はわが巣に死ん 我が日は

砂の如く多からん 19わが根は水の邊に蔓り露

わが枝に終夜おかん 20わが榮光はわが身に新

なるべくわが弓はわが手に何時も強からんと 21

人々われに聽き默して我が敎を俟ち 22わが言

し後は彼等言を出さず我説ところは彼等に甘露

のごとく 23かれらは我を望み待つこと雨のご

とく口を開きて仰ぐこと春の雨のごとくなりき

24われ彼等にむかひて笑ふとも彼等は敢て眞實と

おもはず我面の光を彼等は除くことをせざりき 25

われは彼等のために道を擇びその首として座を

占め軍中の王のごとくして居りまた哀哭者を慰

さむる人のごとくなりき

30然るに今は我よりも年少き者等われを笑ふ
彼等の父は我が賤しめて群の犬と並べ置くこ

とをもせざりし者なり 2またかれらの手の力もわ

れに何の用をかなさん彼らは其氣力すでに衰へ

たる者なり 3かれらは缺乏と饑とによりて痩おと

ろへ荒かつ廢れたる暗き野にて乾ける地を咬む 4

すなはち灌木の中にて藜を摘み苕の根を食物とな

す 5彼らは人の中より逐いださる盜賊を追ふがご

とくに人かれらを追て呼はる 6彼等は懼ろしき谷

に住み土坑および磐穴に居り 7灌木の中に嘶なき

荊棘の下に偃す 8彼らは愚蠢なる者の子卑むべ

き者の子にして國より撃いださる 9しかるに今は

我かれらの歌謠に成り彼らの嘲哢となれり 10か

れら我を厭ふて遠く我を離れまたわが面に唾す

ることを辭まず 11神わが綱を解て我をなやまし

たまへば彼等もわが前にその韁を縱せり 12この

輩わが右に起あがりわが足を推のけ我にむかひ

て滅亡の路を築く 13彼らは自ら便なき者なれど

も尚わが逕を毀ちわが滅亡を促す 14かれらは石

垣の大なる崩口より入がごとくに進み來り破壞

の中にてわが上に乗かかり 15懼ろしき事わが身

に臨み風のごとくに我が尊榮を吹はらふわが福

祿は雲のごとくに消失す 16今はわが心われの衷

に鎔て流れ患難の日かたく我を執ふ 17夜にいれ

ば我骨刺れて身を離るわが身を噬む者つひに休

むこと無し 18わが疾病の大なる能によりてわが

衣服は醜き樣に變り裏衣の襟の如くに我身に固

く附く 19神われを泥の中に投こみたまひて我は

塵灰に等しくなれり 20われ汝にむかひて呼はる

に汝答へたまはず我立をるに汝只われをながめ

居たまふ 21なんぢは我にむかひて無情なりたま

ひ御手の能力をもて我を攻撃たまふ 22なんぢ我

を擧げ風の上に乗て負去しめ大風の音とともに

消亡しめたまふ 23われ知る汝はわれを死に歸ら
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しめ一切の生物の終に集る家に歸らしめたまはん

24かれは必ず荒垤にむかひて手を舒たまふこと有

じ假令人滅亡に陷るとも是等の事のために號呼

ぶことをせん 25苦みて日を送る者のために我哭

ざりしや貧しき者のために我心うれへざりしや

26われ吉事を望みしに凶事きたり光明を待しに黑

暗きたれり 27わが膓沸かへりて安からず患難の

日我に追及ぬ 28われは日の光を蒙らずして哀し

みつつ歩き公會の中に立て助を呼もとむ 29われ

は山犬の兄弟となり駝鳥の友となれり 30わが皮

は黑くなりて剥落ちわが骨は熱によりて焚け 31

わが琴は哀の音となりわが笛は哭の聲となれり

31我わが目と約を立たり何ぞ小艾を慕はんや 2

然せば上より神の降し給ふ分は如何なるべき

ぞ高處より全能者の與へ給ふ業は如何なるべき

ぞ 3惡き人には滅亡きたらざらんや善らぬ事を爲

す者には常ならぬ災禍あらざらんや 4彼わが道を

見そなはしわが歩履をことごとく數へたまはざ

らんや 5我虚誕とつれだちて歩みし事ありやわが

足虚僞に奔從がひし事ありや 6請ふ公平き權衡を

もて我を稱れ然ば神われの正しきを知たまはん 7

わが歩履もし道を離れわが心もしわが目に隨が

ひて歩みわが手にもし汚のつきてあらば 8我が

播たるを人食ふも善しわが產物を根より拔るる

も善し 9われもし婦人のために心まよへる事ある

か又は我もしわが隣の門にありて伺ひし事あら

ば 10わが妻ほかの人のために臼磨きほかの人々

かれの上に寢るも善し 11其は是は重き罪にして

裁判人に罰せらるべき惡事なればなり 12是はす

なはち滅亡にまでも燬いたる火にしてわが一切の

產をことごとく絶さん 13わが僕あるひは婢の我

と辯爭ひし時に我もし之が權理を輕んぜし事あら

ば 14神の起あがりたまふ時には如何せんや神の

臨みたまふ時には何と答へまつらんや 15われを

胎内に造りし者また彼をも造りたまひしならずや

われらを腹の内に形造りたまひし者は唯一の者な

らずや 16我もし貧き者にその願ふところを獲し

めず寡婦をしてその目おとろへしめし事あるか

17または我獨みづから食物を啖ひて孤子にこれを

啖はしめざりしこと有るか 18 (却つて彼らは我が

若き時より我に育てられしこと父におけるが如し

我は胎内を出てより以來寡を導びく事をせり) 19

われ衣服なくして死んとする者あるひは身を覆ふ

物なくして居る人を見し時に 20その腰もし我を

祝せずまた彼もしわが羊の毛にて温まらざりし

事あるか 21われを助くる者の門にをるを見て我

みなしごに向ひて手を上し事あるか 22然ありし

ならば肩骨よりしてわが肩おち骨とはなれてわが

腕折よ 23神より出る災禍は我これを懼るその威

光の前には我能力なし 24我もし金をわが望とな

し精金にむかひて汝わが所賴なりと言しこと有

か 25我もしわが富の大なるとわが手に物を多く

獲たることを喜びしことあるか 26われ日の輝く

を見または月の輝わたりて歩むを見し時 27心竊

にまよひて手を口に接しことあるか 28是もまた

裁判人に罪せらるべき惡事なり我もし斯なせし

事あらば上なる神に背しなり 29我もし我を惡む

者の滅亡るを喜び又は其災禍に罹るによりて自

ら誇りし事あるか 30（我は之が生命を呪ひ索め

て我口に罪を犯さしめし如き事あらず） 31わが

天幕の人は言ずや彼の肉に飽ざる者いづこにか在

んと 32旅人は外に宿らずわが門を我は街衢にむ

けて啓けり 33我もしアダムのごとくわが罪を蔽

ひわが惡事を胸に隱せしことあるか 34すなはち

大衆を懼れ宗族の輕蔑に怖ぢて口を閉ぢ門を出ざ

りしごとき事あるか 35嗚呼われの言ところを聽

わくる者あらまほし(我が花押ここに在り願くは

全能者われに答へたまへ)我を訴ふる者みづから

訴訟状を書け 36われ必らず之を肩に負ひ冠冕の

ごとくこれを首に結ばん 37我わが歩履の數を彼

に述ん君王たる者のごとくして彼に近づかん 38

わが田圃號呼りて我を攻めその阡陌ことごとく

泣さけぶあるか 39若われ金を出さずしてその產

物を食ひまたはその所有主をして生命を失はし

めし事あらば 40小麥の代に蒺藜生いで大麥のか

はりに雜草おひ出るとも善しヨブの詞をはりぬ

32ヨブみづから見て己の正義とするに因て此三
人の者之に答ふる事を止む 2時にラムの族ブ

ジ人バラケルの子エリフ怒を發せりヨブ神より

も己を正しとするに因て彼ヨブにむかひて怒を發

せり 3またヨブの三人の友答ふるに詞なくして猶

ヨブを罪ありとせしによりて彼らにむかひて怒を

發せり 4エリフはヨブに言ふことをひかへて俟を

りぬ是は自己よりも彼等年老たればなり 5茲に

エリフこの三人の口に答ふる詞の有ざるを見て怒

を發せり 6ブジ人バラケルの子エリフすなはち答

へて曰く我は年少く汝等は年老たり是をもて我

はばかりて我意見をなんぢらに陳ることを敢てせ
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ざりき 7我意へらく日を重ねたる者宜しく言を出

すべし年を積たる者宜しく智慧を敎ふべしと 8

但し人の衷には靈あり全能者の氣息人に聰明を

與ふ 9大なる人すべて智慧あるに非ず老たる者

すべて道理に明白なるに非ず 10然ば我言ふ我に

聽け我もわが意見を陳ん 11視よ我は汝らの言語

を俟ちなんぢらの辯論を聽きなんぢらが言ふべ

き言語を尋ね盡すを待り 12われ細に汝らに聽し

が汝らの中にヨブを駁折る者一人も無くまた彼

の言詞に答ふる者も無し 13おそらくは汝等いは

ん我ら智慧を見得たり彼に勝つ者は唯神のみ人

は能はずと 14彼はその言語を我に向て發さざり

き我はまた汝らの言ふ所をもて彼に答へじ 15彼

らは愕ろきて復答ふる所なく言語かれらの衷に

浮ばず 16彼等ものいはず立とどまりて重ねて答

へざればとて我あに俟をるべけんや 17我も自ら

わが分を答へわが意見を吐露さん 18われには言

滿ちわが衷の心しきりに迫る 19わが腹は口を啓

かざる酒のごとし新しき皮嚢のごとく今にも裂

んとす 20われ説いだして胸を安んぜんとすわれ

口を啓きて答へん 21かならず我は人に偏らず人

に諂はじ 22我は諂らふことを知ずもし諂らはば

我の造化主ただちに我を絶たまふべし

33然ばヨブよ請ふ我が言ふ事を聽けわが一切
の言語に耳を傾むけよ 2視よ我口を啓き舌

を口の中に動かす 3わが言ふ所は正義き心より出

づわが唇あきらかにその知識を陳ん 4神の靈わ

れを造り全能者の氣息われを活しむ 5汝もし能

せば我に答へよわが前に言をいひつらねて立て 6

我も汝とおなじく神の者なり我もまた土より取

てつくられしなり 7わが威嚴はなんぢを懼れしめ

ずわが勢はなんぢを壓せず 8汝わが聽くところ

にて言談り我なんぢの言語の聲を聞けり云く 9

われは潔淨くして愆なし我は辜なく惡き事わが

身にあらず 10視よ彼われを攻る釁隙を尋ねわれ

を己の敵と算へ 11わが脚を桎に夾めわが一切の

擧動に目を着たまふと 12視よ我なんぢに答へん

なんぢ此事において正義からず神は人よりも大

なる者にいませり 13彼その凡て行なふところの

理由を示したまはずとて汝かれにむかひて辯爭そ

ふは何ぞや 14まことに神は一度二度と告示した

まふなれど人これを曉らざるなり 15人熟睡する

時または床に睡る時に夢あるひは夜の間の異象の

中にて 16かれ人の耳をひらきその敎ふるところ

を印して堅うし 17斯して人にその惡き業を離れ

しめ傲慢を人の中より除き 18人の魂靈を護りて

墓に至らしめず人の生命を護りて劍にほろびざ

らしめたまふ 19人床にありて疼痛に攻られその

骨の中に絶ず戰鬪のあるあり 20その氣食物を厭

ひその魂靈うまき物をも嫌ふ 21その肉は痩おち

て見えずその骨は見えざりし者までも顯露にな

り 22その魂靈は墓に近よりその生命は滅ぼす者

に近づく 23しかる時にもし彼とともに一箇の使

者あり千の中の一箇にして中保となり正しき道

を人に示さば 24神かれを憫れみて言給はん彼を

救ひて墓にくだること無らしめよ我すでに收贖

の物を得たりと 25その肉は小兒の肉よりも瑞々

しくなりその若き時の形状に歸らん 26かれ若し

神に祷らば神かれを顧りみ彼をしてその御面を

喜こび見ることを得せしめたまはん神は人の正

義に報をなしたまふべし 27かれ人の前に歌ひて

言ふ我は罪を犯し正しきを抂たり然ど報を蒙ら

ず 28神わが魂靈を贖ひて墓に下らしめずわが生

命光明を見ん 29そもそも神は是等のもろもろの

事をしばしば人におこなひ 30その魂靈を墓より

牽かへし生命の光明をもて彼を照したまふ 31ヨ

ブよ耳を傾むけて我に聽け請ふ默せよ我かたら

ん 32なんぢもし言ふべきことあらば我にこたへ

よ請ふ語れ我なんぢを義とせんと慾すればなり

33もし無ば我に聽け請ふ默せよ我なんぢに智慧

を敎へん

34エリフまた答へて曰く 2なんぢら智慧ある者

よ我言を聽け知識ある者よ我に耳を傾むけ

よ 3口の食物を味はふごとく耳は言詞を辨まふ 4

われら自ら是非を究めわれらもろともに善惡を

明らかにせん 5それヨブは言ふ我は義し神われ

に正しき審判を施こしたまはず 6われは義しかれ

ども僞る者とせらる我は愆なけれどもわが身の

矢創愈がたしと 7何人かヨブのごとくならん彼は

罵言を水のごとくに飮み 8惡き事を爲す者等と交

はり惡人とともに歩むなり 9すなはち彼いへら

く人は神と親しむとも身に益なしと 10然ばなん

ぢら心ある人々よ我に聽け神は惡を爲すことを

決めて無く全能者は不義を行ふこと決めて無し

11却つて人の所爲をその身に報い人をしてその行

爲にしたがひて獲るところあらしめたまふ 12か

ならず神は惡き事をなしたまはず全能者は審判を

抂たまはざるなり 13たれかこの地を彼に委ねし
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者あらん誰か全世界を定めし者あらん 14神もし

その心を己にのみ用ひその靈と氣息とを己に收

回したまはば 15もろもろの血肉ことごとく亡び

人も亦塵にかへるべし 16なんぢもし曉ることを

得ば請ふ我に聽けわが言詞の聲に耳を側だてよ 17

公義を惡む者あに世ををさむるを得んやなんぢ

あに至義き者を惡しとすべけんや 18王たる者に

むかひて汝は邪曲なりと言ひ牧伯たる者にむか

ひて汝らは惡しといふべけんや 19まして君王た

る者をも偏視ず貧しき者に超て富る者をかへりみ

るごとき事をせざる者にむかひてをや斯爲たま

ふは彼等みな同じくその御手の作るところなれば

なり 20彼らは瞬く時間に死に民は夜の間に滅び

て消失せ力ある者も人手によらずして除かる 21

それ神の目は人の道の上にあり神は人の一切の

歩履を見そなはす 22惡を行なふ者の身を匿すべ

き黑暗も無く死蔭も无し 23神は人をして審判を

受しむるまでに長くその人を窺がふに及ばず 24

權勢ある者をも査ぶることを須ひずして打ほろぼ

し他の人々を立て之に替たまふ 25かくの如く彼

らの所爲を知り夜の間に彼らを覆がへしたまへ

ば彼らは乃て滅ぶ 26人の觀るところにて彼等を

惡人のごとく撃たまふ 27是は彼ら背きて之に從

はずその道を全たく顧みざるに因る 28かれら是

のごとくして遂に貧しき者の號呼を彼の許に逹ら

しめ患難者の號呼を彼に聽しむ 29かれ平安を賜

ふ時には誰か惡しと言ふことをえんや彼面をか

くしたまふ時には誰かこれを見るを得んや一國

におけるも一人におけるも凡て同じ 30かくのご

とく邪曲なる者をして世を治むること無らしめ

民の機檻となることなからしむ 31人は宜しく神

に申すべし我は已に懲しめられたり再度惡き事

を爲じ 32わが見ざる所は請ふ我にをしへたまへ

我もし惡き事を爲たるならば重ねて之をなさじと

33かれ豈なんぢの好むごとくに應報をなしたまは

んや然るに汝はこれを咎む然ばなんぢ自ら之を

選ぶべし我は爲じ汝の知るところを言へ 34心あ

る人々は我に言ん我に聽ところの智慧ある人々

は言ん 35ヨブの言ふ所は辨知なしその言詞は明

哲からずと 36ねがはくはヨブ終まで試みられん

ことを其は惡き人のごとくに應答をなせばなり 37

まことに彼は自己の罪に愆を加へわれらの中間に

ありて手を拍ちかつ言詞を繁くして神に逆らふ

35エリフまた答へて曰く 2なんぢは言ふ我が義

しきは神に愈れりとなんぢ之を正しとおも

ふや 3すなはち汝いへらく是は我に何の益あらん

や罪を犯すに較ぶれば何の愈るところか有んと

4われ言詞をもて汝およびなんぢにそへる汝の友

等に答へん 5天を仰ぎて見よ汝の上なる高き空を

望め 6なんぢ罪を犯すとも神に何の害か有ん愆を

熾んにするとも神に何を爲えんや 7汝正義かると

も神に何を與るを得んや神なんぢの手より何を

か受たまはん 8なんぢの惡は只なんぢに同じき人

を損ぜん而已なんぢの善は只人の子を益せんの

み 9暴虐の甚だしきに因て叫び權勢ある者の腕に

壓れて呼はる人々あり 10然れども一人として我

を造れる神は何處にいますやといふ者なし彼は

人をして夜の中に歌を歌ふに至らしめ 11地の獸

畜よりも善くわれらを敎へ空の鳥よりも我らを

智からしめたまふ者なり 12惡き者等の驕傲ぶる

に因て斯のごとく人々叫べども應ふる者あらず 13

虚しき語は神かならず之を聽たまはず全能者こ

れを顧みたまはじ 14汝は我かれを見たてまつら

ずと言といへども審判は神の前にありこの故に

汝彼を待べきなり 15今かれ震怒をもて罰するこ

とを爲ず罪愆を深く心に留たまはざる(が如く

なる)に因て 16ヨブ口を啓きて虚しき事を述べ無

知の言語を繁くす

36エリフまた言詞を繼て曰く 2暫らく我に容

せ我なんぢに示すこと有ん尚神のために言

ふべき事あればなり 3われ廣くわが知識を取り

我の造化主に正義を歸せんとす 4わが言語は眞

實に虚僞ならず知識の完全き者なんぢの前にあ

り 5視よ神は權能ある者にましませども何をも藐

視めたまはずその了知の能力は大なり 6惡しき

者を生し存ず艱難者のために審判を行ひたまふ 7

義しき者に目を離さず位にある王等とともに永

遠に坐せしめて之を貴くしたまふ 8もし彼ら鏈索

に繋がれ艱難の繩にかかる時は 9彼らの所行と

愆尤とを示してその驕れるを知せ 10彼らの耳を

開きて敎を容れしめかつ惡を離れて歸れよと彼

らに命じたまふ 11もし彼ら聽したがひて之に事

へなば繁昌てその日を送り樂しくその年を渉ら

ん 12若かれら聽したがはずば刀劍にて亡び知

識を得ずして死なん 13しかれども心の邪曲なる

者等は忿怒を蓄はへ神に縛しめらるるとも祈る

ことを爲ず 14かれらは年わかくして死亡せ男
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娼とその生命をひとしうせん 15神は艱難者を艱

難によりて救ひ之が耳を虐遇によりて開きたま

ふ 16然ば神また汝を狹きところより出して狹か

らぬ廣き所に移したまふあらん而して汝の席に

陳ぬる物は凡て肥たる物ならん 17今は惡人の鞫

罰なんぢの身に充り審判と公義となんぢを執ふ

18なんぢ忿怒に誘はれて嘲笑に陷いらざるやう愼

しめよ收贖の大なるが爲に自ら誤るなかれ 19な

んぢの號叫なんぢを艱難の中より出さんや如何

に力を盡すとも所益あらじ 20世の人のその處よ

り絶る其夜を慕ふなかれ 21愼しみて惡に傾むく

なかれ汝は艱難よりも寧ろ之を取んとせり 22そ

れ神はその權能をもて大なる事を爲したまふ誰

か能く彼のごとくに敎晦を埀んや 23たれか彼の

ためにその道を定めし者あらんや誰かなんぢは

惡き事をなせりと言ふことを得ん 24なんぢ神の

御所爲を讚歎ふることを忘れざれこれ世の人の

歌ひ崇むる所なり 25人みな之を仰ぎ觀る遠き方

より人これを視たてまつるなり 26神は大なる者

にいまして我儕かれを知たてまつらずその御年

の數は計り知るべからず 27かれ水を細にして引

あげたまへば霧の中に滴り出て雨となるに 28雲

これを降せて人々の上に沛然に灌ぐなり 29たれ

か能く雲の舒展る所以またその幕屋の響く所以

を了知んや 30視よ彼その光明を自己の周圍に繞

らしまた海の底をも蔽ひたまひ 31これらをもて

民を鞫きまた是等をもて食物を豐饒に賜ひ 32電

光をもてその兩手を包みその電光に命じて敵を

撃しめたまふ 33その鳴聲かれを顯はし家畜すら

も彼の來ますを知らすなり

37之がためにわが心わななきその處を動き離
る 2神の聲の響およびその口より出る轟聲を

善く聽け 3これを天が下に放ちまたその電光を

地の極にまで至らせたまふ 4その後聲ありて打響

き彼威光の聲を放ちて鳴わたりたまふその御聲

聞えしむるに當りては電光を押へおきたまはず 5

神奇しくも御聲を放ちて鳴わたり我儕の知ざる

大なる事を行ひたまふ 6かれ雪にむかひて地に降

れと命じたまふ雨すなはちその權能の大雨にも

亦しかり 7斯かれ一切の人の手を封じたまふ是

すべての人にその御工作を知しめんがためなり 8

また獸は穴にいりてその洞に居る 9南方の密室よ

り暴風きたり北より寒氣きたる 10神の氣吹によ

りて氷いできたり水の寛狹くせらる 11かれ水を

もて雲に搭載せまた電光の雲を遠く散したまふ 12

是は神の導引によりて週る是は彼の命ずるとこ

ろを盡く世界の表面に爲んがためなり 13その之

を來らせたまふは或は懲罰のためあるひはその

地のため或は恩惠のためなり 14ヨブよ是を聽け

立ちて神の奇妙き工作を考がへよ 15神いかに是

等に命を傳へその雲の光明をして輝やかせたまふ

か汝これを知るや 16なんぢ雲の平衡知識の全た

き者の奇妙き工作を知るや 17南風によりて地の

穩かになる時なんぢの衣服は熱くなるなり 18な

んぢ彼とともに彼の堅くして鑄たる鏡のごとくな

る蒼穹を張ることを能せんや 19われらが彼に言

ふべき事を我らに敎へよ我らは暗昧して言詞を

列ぬること能はざるなり 20われ語ることありと

彼に告ぐべけんや人あに滅ぼさるることを望ま

んや 21人いまは雲霄に輝やく光明を見ること能

はず然れど風きたりて之を吹清む 22北より黄金

いできたる神には畏るべき威光あり 23全能者は

われら測りきはむることを得ず彼は能おほいな

る者にいまし審判をも公義をも抂たまはざるなり

24この故に人々かれを畏る彼はみづから心に有智

とする者をかへりみたまはざるなり

38茲にヱホバ大風の中よりヨブに答へて宣まは
く 2無智の言詞をもて道を暗からしむる此者

は誰ぞや 3なんぢ腰ひきからげて丈夫のごとくせ

よ我なんぢに問ん汝われに答へよ 4地の基を我

が置たりし時なんぢは何處にありしや汝もし穎

悟あらば言へ 5なんぢ若知んには誰が度量を定め

たりしや誰が準繩を地の上に張りたりしや 6そ

の基は何の上に奠れたりしやその隅石は誰が置

たりしや 7かの時には晨星あひともに歌ひ神の

子等みな歡びて呼はりぬ 8海の水ながれ出で胎

内より涌いでし時誰が戸をもて之を閉こめたりし

や 9かの時我雲をもて之が衣服となし黑暗をも

て之が襁褓となし 10これに我法度を定め關およ

び門を設けて 11曰く此までは來るべし此を越べ

からず汝の高浪ここに止まるべしと 12なんぢ生

れし日より以來朝にむかひて命を下せし事ありや

また黎明にその所を知しめ 13これをして地の縁

を取へて惡き者をその上より振落さしめたりしや

14地は變りて土に印したるごとくに成り諸の物は

美はしき衣服のごとくに顯る 15また惡人はその

光明を奪はれ高く擧たる手は折らる 16なんぢ海

の泉源にいたりしことありや淵の底を歩みしこ
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とありや 17死の門なんぢのために開けたりしや

汝死蔭の門を見たりしや 18なんぢ地の廣を看き

はめしや若これを盡く知ば言へ 19光明の在る所

に往く路は孰ぞや黑暗の在る所は何處ぞや 20な

んぢ之をその境に導びき得るやその家の路を知

をるや 21なんぢ之を知ならん汝はかの時すでに

生れをりまた汝の經たる日の數も多ければなり

22なんぢ雪の庫にいりしや雹の庫を見しや 23こ

れ我が艱難の時にために蓄はへ戰爭および戰鬪

の日のために蓄はへ置くものなり 24光明の發散

る道東風の地に吹わたる所の路は何處ぞや 25誰

が大雨を灌ぐ水路を開き雷電の光の過る道を開き

26人なき地にも人なき荒野にも雨を降し 27荒か

つ廢れたる處々を潤ほしかつ若菜蔬を生出しむ

るや 28雨に父ありや露の珠は誰が生る者なるや

29氷は誰が胎より出るや空の霜は誰が產むところ

なるや 30水かたまりて石のごとくに成り淵の面

こほる 31なんぢ昴宿の鏈索を結びうるや參宿の

繋繩を解うるや 32なんぢ十二宮をその時にした

がひて引いだし得るやまた北斗とその子星を導

びき得るや 33なんぢ天の常經を知るや天をして

其權力を地に施こさしむるや 34なんぢ聲を雲に

擧げ滂沛の水をして汝を掩はしむるを得るや 35

なんぢ閃電を遣はして往しめなんぢに答へて我

儕は此にありと言しめ得るや 36胸の中の智慧は

誰が與へし者ぞ心の内の聰明は誰が授けし者ぞ

37たれか能く智慧をもて雲を數へんやたれか能く

天の瓶を傾むけ 38塵をして一塊に流れあはしめ

土塊をしてあひかたまらしめんや 39なんぢ牝獅

子のために食物を獵やまた小獅子の食氣を滿す

や 40その洞穴に伏し森の中に隱れ伺がふ時なん

ぢこの事を爲うるや 41また鴉の子神にむかひて

呼はり食物なくして徘徊る時鴉に餌を與ふる者

は誰ぞや

39なんぢ岩間の山羊が子を產む時をしるやま
た麀鹿の產に臨むを見しや 2なんぢ是等の在

胎の月を數へうるやまた是等が產む時を知るや 3

これらは身を鞠めて子を產みその痛苦を出す 4ま

たその子は強くなりて野に育ち出ゆきて再たび

その親にかへらず 5誰が野驢馬を放ちて自由にせ

しや誰が野驢馬の繋繩を解しや 6われ野をその

家となし荒野をその住所となせり 7是は邑の喧

閙を賤しめ馭者の號呼を聽いれず 8山を走まは

りて草を食ひ各種の靑き物を尋ぬ 9兕肯て汝に

事へなんぢの飼草槽の傍にとどまらんや 10なん

ぢ兕に綱附て阡陌をあるかせ得んや是あに汝に

したがひて谷に馬鈀を牽んや 11その力おほいな

ればとて汝これに恃まんやまたなんぢの工事を

これに任せんや 12なんぢこれにたよりて己が穀

物を運びかへらせ之を打禾塲にあつめしめんや 13

駝鳥は歡然にその翼を皷ふ然どもその羽と毛と

はあに鶴にしかんや 14是はその卵を土の中に棄

おきこれを砂の中にて暖たまらしめ 15足にてそ

の潰さるべきと野の獸のこれを踐むべきとを思

はず 16これはその子に情なくして宛然おのれの

子ならざるが如くしその劬勞の空しくなるも繋

念ところ無し 17是は神これに智慧を授けず穎悟

を與へざるが故なり 18その身をおこして走るに

おいては馬をもその騎手をも嘲けるべし 19なん

ぢ馬に力を與へしやその頸に勇ましき鬣を粧ひ

しや 20なんぢ之を蝗蟲のごとく飛しむるやその

嘶なく聲の響は畏るべし 21谷を踋爬て力に誇り

自ら進みて兵士に向ふ 22懼るることを笑ひて驚

ろくところ無く劍にむかふとも退ぞかず 23矢筒

その上に鳴り鎗に矛あひきらめく 24猛りつ狂ひ

つ地を一呑にし喇叭の聲鳴わたるも立どまる事

なし 25喇叭の鳴ごとにハーハーと言ひ遠方より

戰鬪を嗅つけ將帥の大聲および吶喊聲を聞しる

26鷹の飛かけりその羽翼を舒て南に向ふは豈なん

ぢの智慧によるならんや 27鷲の翔のぼり高き處

に巣を營なむは豈なんぢの命令に依んや 28これ

は岩の上に住所を構へ岩の尖所または峻險き所

に居り 29其處よりして攫むべき物をうかがふそ

の目のおよぶところ遠し 30その子等もまた血を

吸ふ凡そ殺されし者のあるところには是そこに

在り

40ヱホバまたヨブに對へて言たまはく 2非難

する者ヱホバと爭はんとするや神と論ずる

者これに答ふべし 3ヨブ是においてヱホバに答

へて曰く 4嗚呼われは賤しき者なり 何となん

ぢに答へまつらんや唯手をわが口に當んのみ 5

われ已に一度言たり復いはじ已に再度せり重

ねて述じ 6是に於てヱホバまた大風の中よりヨ

ブに應へて言たまはく 7なんぢ腰ひきからげて

丈夫のごとくせよ 我なんぢに問ん なんぢ我に

こたへよ 8なんぢ我審判を廢んとするや 我を

非として自身を是とせんとするや 9なんぢ神の

ごとき腕ありや神のごとき聲をもて轟きわたら
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んや 10さればなんぢ威光と尊貴とをもて自ら飾

り榮光と華美とをもて身に纒へ 11なんぢの溢

るる震怒を洩し高ぶる者を視とめて之をことご

とく卑くせよ 12すなはち高ぶる者を見てこれを

盡く鞠ませまた惡人を立所に踐つけ 13これを

塵の中に埋めこれが面を隱れたる處に閉こめよ

14さらば我もなんぢを讚てなんぢの右の手なん

ぢを救ひ得ると爲ん 15今なんぢ我がなんぢとと

もに造りたりし河馬を視よ是は牛のごとく草を

食ふ 16觀よその力は腰にありその勢力は腹の筋

にあり 17その尾の搖く樣は香柏のごとくその腿

の筋は彼此に盤互ふ 18その骨は銅の管ごとくそ

の肋骨は鐡の棒のごとし 19これは神の工の第一

なる者にして之を造りし者これに劍を賦けたり 20

山もこれがために食物を產出しもろもろの野獸

そこに遊ぶ 21これは蓮の樹の下に臥し葦蘆の中

または沼の裏に隱れをる 22蓮の樹その蔭をもて

これを覆ひまた河の柳これを環りかこむ 23たと

ひ河荒くなるとも驚ろかずヨルダンその口に注

ぎかかるも惶てず 24その目の前にて誰か之を執

ふるを得ん誰か羂をその鼻に貫ぬくを得ん

41なんぢ鈎をもて鱷を釣いだすことを得んや
その舌を糸にひきかくることを得んや 2なん

ぢ葦の繩をその鼻に通しまた鈎をその齶に衝と

ほし得んや 3是あに頻になんぢに願ふことをせん

や柔かになんぢに言談んや 4あに汝と契約を爲ん

やなんぢこれを執て永く僕と爲しおくを得んや 5

なんぢ鳥と戲むるる如くこれとたはむれまた汝

の婦人等のために之を繋ぎおくを得んや 6また漁

夫の社會これを商貨と爲して商賣人の中間に分た

んや 7なんぢ漁叉をもてその皮に滿し魚矛をも

てその頭を衝とほし得んや 8手をこれに下し見よ

然ばその戰鬪をおぼえて再びこれを爲ざるべし 9

視よその望は虚し之を見てすら倒るるに非ずや

10何人も之に激する勇氣あるなし然ば誰かわが前

に立うる者あらんや 11誰か先に我に與へしとこ

ろありて我をして之に酬いしめんとする者あらん

普天の下にある者はことごとく我有なり 12我ま

た彼者の肢體とその著るしき力とその美はしき身

の構造とを言では措じ 13誰かその外甲を剥ん誰

かその雙齶の間に入ん 14誰かその面の戸を開き

えんやその周圍の齒は畏るべし 15その並列る鱗

甲は之が誇るところその相闔たる樣は堅く封じ

たるがごとく 16此と彼とあひ接きて風もその中

間にいるべからず 17一々あひ連なり堅く膠て離

すことを得ず 18嚔すれば即はち光發すその目は

曙光の眼瞼(を開く)に似たり 19その口よりは炬

火いで火花發し 20その鼻の孔よりは煙いできた

りて宛然葦を焚く釜のごとし 21その氣息は炭火

を爇し火燄その口より出づ 22力氣その頸に宿る

懼るる者その前に彷徨まよふ 23その肉の片は密

に相連なり堅く身に着て動かす可らず 24その心

の堅硬こと石のごとくその堅硬こと下磨のごと

し 25その身を興す時は勇士も戰慄き恐怖により

て狼狽まどふ 26劍をもて之を撃とも利ず鎗も矢

も漁叉も用ふるところ無し 27是は鐡を見ること

稿のごとくし銅を見ること朽木のごとくす 28弓

箭もこれを逃しむること能はず投石機の石も稿

屑と見做る 29棒も是には稿屑と見ゆ鎗の閃めく

を是は笑ふ 30その下腹には瓦礫の碎片を連ね泥

の上に麥打車を引く 31淵をして鼎のごとく沸か

へらしめ海をして香油の釜のごとくならしめ 32

己が後に光る道を遺せば淵は白髮をいただけるか

と疑がはる 33地の上には是と並ぶ者なし是は恐

怖なき身に造られたり 34是は一切の高大なる者

を輕視ず誠に諸の誇り高ぶる者の王たるなり

42ヨブ是に於てヱホバに答へて曰く 2我知る汝

は一切の事をなすを得たまふまた如何なる

意志にても成あたはざる無し 3無知をもて道を蔽

ふ者は誰ぞや斯われは自ら了解らざる事を言ひ

自ら知ざる測り難き事を述たり 4請ふ聽たまへ

我言ふところあらん我なんぢに問まつらん我に

答へたまへ 5われ汝の事を耳にて聞ゐたりしが今

は目をもて汝を見たてまつる 6是をもて我みづか

ら恨み塵灰の中にて悔ゆ 7ヱホバ是等の言語を

ヨブに語りたまひて後ヱホバ、テマン人エリパズ

に言たまひけるは我なんぢと汝の二人の友を怒る

其はなんぢらが我に關て言述べたるところはわが

僕ヨブの言たることのごとく正當からざればなり

8然ば汝ら牡牛七頭牡羊七頭を取てわが僕ヨブに

至り汝らの身のために燔祭を獻げよわが僕ヨブ

なんぢらのために祈らんわれかれを嘉納べけれ

ば之によりて汝らの愚を罰せざらん汝らの我に

ついて言述たるところは我僕ヨブの言たることの

ごとく正當からざればなり 9是においてテマン人

エリパズ、シユヒ人ビルダデ、ナアマ人ゾパル往

てヱホバの自己に宣まひしごとく爲ければヱホバ

すなはちヨブを嘉納たまへり 10ヨブその友のた
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めに祈れる時ヱホバ、ヨブの艱難をときて舊に

復ししかしてヱホバつひにヨブの所有物を二倍に

増たまへり 11是において彼の諸の兄弟諸の姉妹

およびその舊相識る者等ことごとく來りて彼とと

もにその家にて飮食を爲しかつヱホバの彼に降し

たまひし一切の災難につきて彼をいたはり慰さめ

また各金一ケセタと金の環一箇を之に贈れり 12

ヱホバかくのごとくヨブをめぐみてその終を初よ

りも善したまへり即ち彼は綿羊一萬四千匹駱駝

六千匹牛一千軛牝驢馬一千匹を有り 13また男子

七人女子三人ありき 14かれその第一の女をエミ

マと名け第二をケジアと名け第三をケレンハツ

プクと名けたり 15全國の中にてヨブの女子等ほ

ど美しき婦人は見えざりきその父之にその兄弟

等とおなじく產業をあたへたり 16この後ヨブは

百四十年いきながらへてその子その孫と四代まで

を見たり 17かくヨブは年老い日滿て死たりき
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詩篇

1惡きものの謀略にあゆまず つみびとの途に

たたず嘲るものの座にすわらぬ者はさいはひ

なり 2 かかる人はヱホバの法をよろこびて日

も夜もこれをおもふ 3 かかる人は水流のほと

りにうゑし樹の期にいたりて實をむすび葉もま

た凋まざるごとく その作ところ皆さかえん 4

あしき人はしからず風のふきさる粃糠のごとし

5然ばあしきものは審判にたへず罪人は義きもの

の會にたつことを得ざるなり 6そはヱホバはただ

しきものの途をしりたまふされど惡きものの途

はほろびん

2何なればもろもろの國人はさわぎたち諸民は
むなしきことを謀るや 2地のもろもろの王はた

ちかまへ群伯はともに議りヱホバとその受膏者

とにさからひていふ 3われらその械をこぼちそ

の繩をすてんと 4天に坐するもの笑ひたまはん

主かれらを嘲りたまふべし 5かくて主は忿恚をも

てものいひ大なる怒をもてかれらを怖まどはしめ

て宣給ふ 6しかれども我わが王をわがきよきシオ

ンの山にたてたりと 7われ詔命をのべんヱホバわ

れに宣まへりなんぢはわが子なり今日われなん

ぢを生り 8われに求めよさらば汝にもろもろの

國を嗣業としてあたへ地の極をなんぢの有として

あたへん 9汝くろがねの杖をもて彼等をうちやぶ

り陶工のうつはもののごとくに打碎かんと 10さ

れば汝等もろもろの王よさとかれ地の審士輩を

しへをうけよ 11畏をもてヱホバにつかへ戰慄を

もてよろこべ 12子にくちつけせよおそらくはか

れ怒をはなちなんぢら途にほろびんその忿恚はす

みやかに燃べければなりすべてかれに依賴むも

のは福ひなり

3ヱホバよ我にあたする者のいかに蔓延れるや
我にさからひて起りたつもの多し 2わが霊魂を

あげつらひてかれは神にすくはるることなしと

いふ者ぞおほき (セラ) 3されどヱホバよなんぢ

は我をかこめる盾わが榮わが首をもたげ給ふもの

なり 4われ聲をあげてヱホバによばはればその聖

山より我にこたへたまふ (セラ) 5われ臥してい

ねまた目さめたりヱホバわれを支へたまへばな

り 6われをかこみて立かまへたる千萬の人をも我

はおそれじ 7ヱホバよねがはくは起たまへわが

神よわれを救ひたまへなんぢ曩にわがすべての

仇の頬骨をうち惡きものの歯ををりたまへり 8救

はヱホバにありねがはくは恩惠なんぢの民のう

へに在んことを (セラ)

4わが義をまもりたまふ神よねがはくはわが呼
るときに答へたまへわがなやみたる時なんぢ

我をくつろがせたまへりねがはくは我をあはれ

みわが祈をききたまへ 2人の子よなんぢらわが

榮をはぢしめて幾何時をへんとするかなんぢら

むなしき事をこのみ虚偽をしたひていくそのとき

を經んとするか (セラ) 3然どなんぢら知れヱホ

バは神をうやまふ人をわかちて己につかしめたま

ひしことをわれヱホバによばはらば聽たまはん 4

なんぢら愼みをののきて罪ををかすなかれ臥床

にておのが心にかたりて默せ (セラ) 5なんぢら

義のそなへものを献てヱホバに依賴め 6おほくの

人はいふたれか嘉事をわれらに見するものあらん

やとヱホバよねがはくは聖顔の光をわれらの上

にのぼらせたまへ 7なんぢのわが心にあたへたま

ひし歓喜はかれらの穀物と酒との豊かなる時にま

さりき 8われ安然にして臥またねぶらんヱホバ

よわれを獨にて坦然にをらしむるものは汝なり

5ヱホバよねがはくは我がことばに耳をかたむ
けわが思にみこころを注たまへ 2わが王よわ

が神よわが號呼のこゑをききたまへわれ汝にい

のればなり 3ヱホバよ朝になんぢわが聲をききた

まはん我あしたになんぢの爲にそなへして俟望

むべし 4なんぢは惡きことをよろこびたまふ神に

あらず惡人はなんぢの賓客たるを得ざるなり 5

たかぶる者はなんぢの目前にたつをえずなんぢ

はすべて邪曲をおこなふものを憎みたまふ 6なん

ぢは虚偽をいふ者をほろぼしたまふ血をながす

ものと詭計をなすものとはヱホバ憎みたまふな

り 7然どわれは豊かなる仁慈によりてなんぢの家

にいらんわれ汝をおそれつつ聖宮にむかひて拝

まん 8ヱホバよ願くはわが仇のゆゑになんぢの義

をもて我をみちびきなんぢの途をわが前になほ

くしたまへ 9かれらの口には眞實なくその衷は

よこしまその喉はあばける墓その舌はへつらひ

をいへばなり 10神よねがはくはかれらを刑なひ

その謀略によりてみづから仆れしめその愆のお

ほきによりて之をおひいだしたまへかれらは汝

にそむきたればなり 11されど凡てなんぢに依賴

む者をよろこばせ永遠によろこびよばはらせたま
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へなんぢ斯る人をまもりたまふなり名をいつく

しむ者にもなんぢによりて歓喜をえしめたまへ 12

ヱホバよなんぢに義者にさいはひし盾のごとく恩

惠をもて之をかこみたまはん

6ヱホバよねがはくは忿恚をもて我をせめ烈し
き怒をもて我をこらしめたまふなかれ 2ヱホバ

よわれを憐みたまへわれ萎みおとろふなりヱホ

バよ我を醫したまへわが骨わななきふるふ 3わが

霊魂さへも甚くふるひわななくヱホバよかくて

幾何時をへたまふや 4ヱホバよ歸りたまへわが

たましひを救ひたまへなんぢの仁慈の故をもて

我をたすけたまへ 5そは死にありては汝をおもひ

いづることなし陰府にありては誰かなんぢに感

謝せん (Sheol h7585) 6われ歎息にてつかれたり我よ

なよな床をただよはせ涙をもてわが衾をひたせり

7わが目うれへによりておとろへもろもろの仇ゆ

ゑに老ぬ 8なんぢら邪曲をおこなふ者ことごとく

我をはなれよヱホバはわが泣こゑをききたまひ

たり 9ヱホバわが懇求をききたまへりヱホバわ

が祈をうけたまはん 10わがもろもろの仇ははぢ

て大におぢまどひあわただしく恥てしりぞきぬ

7わが神ヱホバよわれ汝によりたのむ願くはす
べての逐せまるものより我をすくひ我をたす

けたまへ 2おそらくはかれ獅の如くわが霊魂をか

きやぶり援るものなき間にさきてずたずたに爲ん

3わが神ヱホバよもしわれ此事をなししならんに

はわが手によこしまの纏りをらんには 4故なく

仇ずるものをさへ助けしに禍害をもてわが友にむ

くいしならんには 5よし仇人わがたましひを逐と

らへわが生命をつちにふみにじりわが榮を塵に

おくともその作にまかせよ (セラ) 6ヱホバよな

んぢの怒をもて起わが仇のいきどほりにむかひて

立たまへわがために目をさましたまへなんぢは

審判をおほせ出したまへり 7もろもろの國人の會

がなんぢのまはりに集はしめ其上なる高座にか

へりたまへ 8ヱホバはもろもろの民にさばきを行

ひたまふヱホバよわが正義とわが衷なる完全と

にしたがひて我をさばきたまへ 9ねがはくは惡き

ものの曲事をたちて義しきものを堅くしたまへ

ただしき神は人のこころと腎とをさぐり知たまふ

10わが盾をとるものは心のなほきものをすくふ神

なり 11神はただしき審士ひごとに忿恚をおこし

たまふ神なり 12人もしかへらずば神はその劍を

とぎその弓をはりてかまへ 13これに死の器をそ

なへその矢に火をそへたまはん 14視よその人は

よこしまを產んとしてくるしむ殘害をはらみ虚

偽をうむなり 15また坑をほりてふかくし己がつ

くれるその溝におちいれり 16その殘害はおのが

首にかへりその強暴はおのが頭上にくだらん 17

われその義によりてヱホバに感謝しいとたかき

ヱホバの名をほめうたはん

8われらの主ヱホバよなんぢの名は地にあまね
くして尊きかなその榮光を天におきたまへり

2なんぢは嬰兒ちのみごの口により力の基をおき

て敵にそなへたまへりこは仇人とうらみを報る

ものを鎭靜めんがためなり 3我なんぢの指のわざ

なる天を觀なんぢの設けたまへる月と星とをみる

に 4世人はいかなるものなればこれを聖念にとめ

たまふや人の子はいかなるものなればこれを顧

みたまふや 5只すこしく人を神よりも卑つくりて

榮と尊貴とをかうぶらせ 6またこれに手のわざを

治めしめ萬物をその足下におきたまへり 7すべて

の羊うしまた野の獣 8そらの鳥うみの魚もろもろ

の海路をかよふものをまで皆しかなせり 9われら

の主ヱホバよなんぢの名は地にあまねくして尊き

かな

9われ心をつくしてヱホバに感謝しそのもろも
ろの奇しき事迹をのべつたへん 2われ汝により

てたのしみ且よろこばん至上者よなんぢの名を

ほめうたはん 3わが仇しりぞくとき躓きたふれて

御前にほろぶ 4なんぢわが義とわが訟とをまもり

たまへばなりなんぢはだしき審判をしつつ寳座

にすわりたまへり 5またもろもろの國をせめ惡き

ものをほろぼし世々かぎりなくかれらが名をけ

したまへり 6仇はたえはてて世々あれすたれたり

汝のくつがへしたまへるもろもろの邑はうせてそ

の跡だにもなし 7ヱホバはとこしへに聖位にすわ

りたまふ審判のためにその寳座をまうけたまひ

たり 8ヱホバは公義をもて世をさばき直をもて

もろもろの民に審判をおこなひたまはん 9ヱホバ

は虐げらるるものの城また難みのときの城なり 10

聖名をしるものはなんぢに依賴んそはヱホバよ

なんぢを尋るものの棄られしこと斷てなければな

り 11シオンに住たまふヱホバに對ひてほめうた

へその事迹をもろもろの民のなかにのべつたへ

よ 12血を問糺したまふものは苦しむものを心に

とめてその號呼をわすれたまはず 13ヱホバよ我

をあはれみたまへわれを死の門よりすくひいだ
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したまへる者よねがはくは仇人のわれを難むる

を視たまへ 14さらば我なんぢのすべての頌美を

のぶるを得またシオンのむすめの門にてなんぢの

救をよろこばん 15もろもろの國民はおのがつく

れる阱におちいりそのかくしまうけたる網にお

のが足をとらへらる 16ヱホバは己をしらしめ審

判をおこなひたまへりあしき人はおのが手のわ

ざなる羂にかかれりヒガイオン (セラ) 17あしき

人は陰府にかへるべし神をわするるもろもろの

國民もまたしからん (Sheol h7585) 18貧者はつねに忘

らるるにあらず苦しむものの望はとこしへに滅ぶ

るにあらず 19ヱホバよ起たまへねがはくは勝を

人にえしめたまふなかれ御前にてもろもろのくに

びとに審判をうけしめたまヘ 20ヱホバよ願くは

かれらに懼をおこさしめたまへもろもろの國民

におのれただ人なることを知しめたまヘ (セラ)

10ああヱホバよ何ぞはるかに立たまふやなん
ぞ患難のときに匿れたまふや 2あしき人はた

かぶりて苦しむものを甚だしくせむかれらをそ

のくはだての謀略にとらはれしめたまへ 3あしき

ひとは己がこころの欲望をほこり貪るものを祝し

てヱホバをかろしむ 4あしき人はほこりかにいふ

神はさぐりもとむることをせざるなりと凡てそ

のおもひに神なしとせり 5かれの途はつねに堅く

なんぢの審判はその眼よりはなれてたかし彼は

そのもろもろの敵をくちさきらにて吹く 6かくて

己がこころの中にいふ我うごかさるることなく

世々われに禍害なかるべしと 7その口にはのろひ

と虚偽としへたげとみちその舌のしたには殘害

とよこしまとあり 8かれは村里のかくれたる處に

をり隠やかなるところにて罪なきものをころす

その眼はひそかに倚仗なきものをうかがひ 9窟に

をる獅のごとく潜みまち苦しむものをとらへんた

めに伏ねらひ貧しきものをその網にひきいれて

とらふ 10また身をかがめて蹲まるその強勁によ

りて依仗なきものは仆る 11かれ心のうちにいふ

神はわすれたり神はその面をかくせり神はみるこ

となかるべしと 12ヱホバよ起たまへ神よ手をあ

げたまへ苦しむものを忘れたまふなかれ 13いか

なれば惡きもの神をいやしめて心中になんぢ探求

むることをせじといふや 14なんぢは鍳たまへり

その殘害と怨恨とを見てこれに手をくだしたまへ

り倚仗なきものは身をなんぢに委ぬなんぢは昔

しより孤子をたすけたまふ者なり 15ねがはくは

惡きものの臂ををりたまへあしきものの惡事を一

つだにのこらぬまでに探究したまへ 16ヱホバは

いやとほながに王なりもろもろの國民はほろび

て神の國より跡をたちたり 17ヱホバよ汝はくる

しむものの懇求をききたまへりその心をかたく

したまはんなんぢは耳をかたぶけてきき 18孤子

と虐げらる者とのために審判をなし地につける人

にふたたび恐嚇をもちひざらしめ給はん

11われヱホバに依賴めりなんぢら何ぞわが霊
魂にむかひて鳥のごとくなんぢの山にのがれ

よといふや 2視よあしきものは暗處にかくれ心な

ほきものを射んとて弓をはり絃に矢をつがふ 3基

みなやぶれたらんには義者なにをなさんや 4ヱホ

バはその聖宮にいますヱホバの寳座は天にあり

その目はひとのこを鑒その眼瞼はかれらをここ

ろみたまふ 5ヱホバは義者をこころむそのみこ

ころは惡きものと強暴をこのむ者とをにくみ 6羂

をあしきもののうへに降したまはん火と硫磺とも

ゆる風とはかれらの酒杯にうくべきものなり 7ヱ

ホバはただしき者にして義きことを愛したまへば

なり直きものはその聖顔をあふぎみん

12ああヱホバよ助けたまへそは神をうやまふ
人はたえ誠あるものは人の子のなかより消失

るなり 2人はみな虚偽をもてその隣とあひかたり

滑なるくちびると貳心とをもてものいふ 3ヱホバ

はすべての滑なるくちびると大なる言をかたる舌

とをほろぼし給はん 4かれらはいふわれら舌を

もて勝をえんこの口唇はわがものなり誰かわれ

らに主たらんやと 5ヱホバのたまはく苦しむも

の掠められ貧しきもの歎くがゆゑに我いま起てこ

れをその慕ひもとむる平安におかん 6ヱホバの言

はきよきことばなり地にまうけたる爐にてねり

七次きよめたる白銀のごとし 7ヱホバよ汝はかれ

らをまもり之をたすけてとこしへにこの類より免

れしめたまはん 8人の子のなかに穢しきことの崇

めらるるときは惡者ここやかしこにあるくなり

13ああヱホバよかくて幾何時をへたまふや汝
とこしへに我をわすれたまふや聖顔をかく

していくそのときを歴たまふや 2われ心のうちに

終日かなしみをいだき籌畫をたましひに用ひて幾

何時をふべきかわが仇はわがうへに崇められて

幾何時をふべきか 3わが神ヱホバよ我をかへりみ

て答をなしたまへわが目をあきらかにしたまへ
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恐らくはわれ死の睡につかん 4おそらくはわが仇

いはん我かれに勝りとおそらくはわが敵わがう

ごかさるるによりて喜ばん 5されど我はなんぢの

憐憫によりたのみわが心はなんぢの救によりて

よろこばん 6ヱホバはゆたかに我をあしらひたま

ひたればわれヱホバに對ひてうたはん

14愚なるものは心のうちに神なしといへりか
れらは腐れたりかれらは憎むべき事をなせ

り善をおこなふ者なし 2ヱホバ天より人の子を

のぞみみて悟るもの神をたづぬる者ありやと見た

まひしに 3みな逆きいでてことごとく腐れたり

善をなすものなし一人だになし 4不義をおこなふ

者はみな智覺なきかかれらは物くふごとくわが

民をくらひまたヱホバをよぶことをせざるなり 5

視よかかる時かれらは大におそれたり神はただ

しきものの類のなかに在せばなり 6なんぢらは苦

しめるものの謀略をあなどり辱かしむされどヱ

ホバはその避所なり 7ねがはくはシオンよりイス

ラエルの救のいでんことをヱホバその民のとら

はれたるを返したまふときヤコブはよろこびイス

ラエルは樂まん

15ヱホバよなんぢの帷幄のうちにやどらん者は
たれぞなんぢの聖山にすまはんものは誰ぞ 2

直くあゆみ義をおこなひそのこころに眞實をい

ふものぞその人なる 3かかる人は舌をもてそしら

ずその友をそこなはずまたその隣をはぢしむる

言をあげもちひず 4惡にしづめるものを見ていと

ひかろしめヱホバをおそるるものをたふとび誓

ひしことはおのれに禍害となるも變ることなし 5

貨をかして過たる利をむさぼらず賄賂をいれて

無辜をそこなはざるなり斯ることどもを行ふも

のは永遠にうごかさるることなかるべし

16神よねがはくは我を護りたまへ我なんぢに
依賴む 2 われヱホバにいへらくなんぢは

わが主なり なんぢのほかにわが福祉はなしと

3地にある聖徒はわが極めてよろこぶ勝れしもの

なり 4ヱホバにかへて他神をとるものの悲哀はい

やまさん我かれらがささぐる血の御酒をそそが

ずその名を口にとなふることをせじ 5ヱホバは

わが嗣業またわが酒杯にうくべき有なりなんぢ

はわが所領をまもりたまはん 6準繩はわがために

樂しき地におちたり宜われよき嗣業をえたるか

な 7われは訓諭をさづけたまふヱホバをほめまつ

らん夜はわが心われををしふ 8われ常にヱホバ

をわが前におけりヱホバわが右にいませばわれ

動かさるることなかるべし 9このゆゑにわが心は

たのしみわが榮はよろこぶわが身もまた平安に

をらん 10そは汝わがたましひを陰府にすておき

たまはずなんぢの聖者を墓のなかに朽しめたま

はざる可ればなり (Sheol h7585) 11なんぢ生命の道を

われに示したまはんなんぢの前には充足るよろ

こびありなんぢの右にはもろもろの快樂とこし

へにあり

17ああヱホバよ公義をききたまへわが哭聲に
みこころをとめたまへいつはりなき口唇よ

りいづる我がいのりに耳をかたぶけたまへ 2ねが

はくはわが宣告みまへよりいでてなんぢの目公平

をみたまはんことを 3なんぢわが心をこころみ

また夜われにのぞみたまへり斯てわれを糺した

まへど我になにの惡念あるをも見出たまはざりき

わが口はつみを犯すことなからん 4人の行爲のこ

とをいはば我なんぢのくちびるの言によりて暴る

ものの途をさけたり 5わが歩はかたくなんぢの途

にたちわが足はよろめくことなかりき 6神よなん

ぢ我にこたへたまふ我なんぢをよべりねがはく

は汝の耳をかたぶけてわが陳るところをききたま

へ 7なんぢに依賴むものを右手をもて仇するもの

より救ひたまふ者よねがはくはなんぢの妙なる

仁慈をあらはしたまへ 8願くはわれを瞳のごとく

にまもり汝のつばさの蔭にかくし 9我をなやむる

あしき者また我をかこみてわが命をそこなはんと

する仇よりのがれしめ給へ 10かれらはおのが心

をふさぎその口をもて誇かにものいへり 11いづ

こにまれ往ところにてわれらを打圍みわれらを

地にたふさんと目をとむ 12かれは抓裂んといら

だつ獅のごとく隠やかなるところに潜みまつ壯獅

のごとし 13ヱホバよ起たまへねがはくはかれに

立對ひてこれをたふし御劍をもて惡きものよりわ

が霊魂をすくひたまへ 14ヱホバよ手をもて人よ

り我をたすけいだしたまへおのがうくべき有を

この世にてうけ汝のたからにてその腹をみたさ

るる世人より我をたすけいだし給へかれらはお

ほくの子にあきたりその富ををさなごに遺す 15

されどわれは義にありて聖顔をみ目さむるとき容

光をもて飽足ることをえん

18ヱホバわれの力よわれ切になんぢを愛しむ 2

ヱホバはわが巌わが城われをすくふ者わが
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よりたのむ神わが堅固なるいはほわが盾わがす

くひの角わがたかき櫓なり 3われ讃稱ふべきヱ

ホバをよびて仇人よりすくはるることをえん 4死

のつな我をめぐり惡のみなぎる流われをおそれし

めたり 5陰間のなは我をかこみ死のわな我にたち

むかへり (Sheol h7585) 6われ窮苦のうちにありてヱ

ホバをよび又わが神にさけびたりヱホバはその

宮よりわが聲をききたまふその前にてわがよび

し聲はその耳にいれり 7このときヱホバ怒りたま

ひたれば地はふるひうごき山の基はゆるぎうごき

たり 8烟その鼻よりたち火その口よりいでてやき

つくし炭はこれがために燃あがれり 9ヱホバは天

をたれて臨りたまふその足の下はくらきこと甚

だし 10かくてケルブに乗りてとび風のつばさに

て翔り 11闇をおほひとなし水のくらきとそらの

密雲とをそのまはりの幕となしたまへり 12その

みまへの光輝よりくろくもをへて雹ともえたる炭

とふりきたれり 13ヱホバは天に雷鳴をとどろか

せたまへり至上者のこゑいでて雹ともえたる炭

とふりきたり 14ヱホバ矢をとばせてかれらを打

ちらし數しげき電光をはなちてかれらをうち敗り

たまへり 15ヱホバよ斯るときになんぢの叱咤と

なんぢの鼻のいぶきとによりて水の底みえ地の基

あらはれいでたり 16ヱホバはたかきより手をの

べ我をとりて大水よりひきあげ 17わがつよき仇

とわれを憎むものとより我をたすけいだしたまへ

りかれらは我にまさりて最強かりき 18かれらは

わが災害の日にせまりきたれり然どヱホバはわ

が支柱となりたまひき 19ヱホバはわれを悦びた

まふがゆゑにわれをたづさへ廣處にだして助けた

まへり 20ヱホバはわが正義にしたがひて恩賜を

たまひわが手のきよきにしたがひて報賞をたれ

たまへり 21われヱホバの道をまもり惡をなして

わが神よりはなれしことなければなり 22そのす

べての審判はわがまへにありてわれその律法を

すてしことなければなり 23われ神にむかひて缺

るところなく己をまもりて不義をはなれたり 24

この故にヱホバはわがただしきとその目前にわが

手のきよきとにしたがひて我にむくいをなし給へ

り 25なんぢ憐憫あるものには憐みあるものとな

り完全ものには全きものとなり 26きよきものに

は潔きものとなり僻むものにはひがむ者となりた

まふ 27そは汝くるしめる民をすくひたまへど高

ぶる目をひくくしたまふ可ればなり 28なんぢわ

が燈火をともし給ふべければなりわが神ヱホバ

わが暗をてらしたまはん 29我なんぢによりて軍

の中をはせとほりわが神によりて垣ををどりこ

ゆ 30神はしもその途またくヱホバの言はきよし

ヱホバはすべて依賴むものの盾なり 31そはヱホ

バのほかに神はたれぞやわれらの神のほかに巌

はたれぞや 32神はちからをわれに帶しめわが途

を全きものとなしたまふ 33神はわが足を麀のあ

しのごとくし我をわが高處にたたせたまふ 34神

はわが手をたたかひにならはせてわが臂に銅弓を

ひくことを得しめたまふ 35又なんぢの救の盾を

われにあたへたまへりなんぢの右手われをささ

へなんぢの謙卑われを大ならしめたまへり 36な

んぢわが歩むところを寛濶ならしめたまひたれば

わが足ふるはざりき 37われ仇をおひてこれに追

及かれらのほろぶるまでは歸ることをせじ 38わ

れかれらを撃てたつことを得ざらしめんかれら

はわが足の下にたふるべし 39そはなんぢ戰爭の

ために力をわれに帶しめわれにさからひておこ

りたつ者をわが下にかがませたまひたればなり 40

我をにくむ者をわが滅しえんがために汝またわが

仇の背をわれにむけしめ給へり 41かれら叫びた

れども救ふものなくヱホバに對ひてさけびたれ

ども答へたまはざりき 42我かれらを風のまへの

塵のごとくに搗碎きちまたの坭のごとくに打棄

たり 43なんぢわれを民のあらそひより助けいだ

し我をたててもろもろの國の長となしたまへり

わがしらざる民われにつかへん 44かれらわが事

をききて立刻われにしたがひ異邦人はきたりて佞

りつかへん 45ことくにびとは衰へてその城より

をののきいでん 46ヱホバは活ていませりわが磐

はほむべきかなわがすくひの神はあがむべきか

な 47わがために讎をむくい異邦人をわれに服は

せたまふはこの神なり 48神はわれを仇よりすく

ひたまふ實になんぢは我にさからひて起りたつ者

のうへに我をあげあらぶる人より我をたすけい

だし給ふ 49この故にヱホバよわれもろもろの國

人のなかにてなんぢに感謝しなんぢの名をほめ

うたはん 50ヱホバはおほいなる救をその王にあ

たへその受膏者ダビデとその裔とに世々かぎり

なく憐憫をたれたまふ

19もろもろの天は神のえいくわうをあらはし
穹蒼はその手のわざをしめす 2この日ことば

をかの日につたへこのよ知識をかの夜におくる 3
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語らずいはずその聲きこえざるに 4そのひびきは

全地にあまねくそのことばは地のはてにまでお

よぶ神はかしこに帷幄を日のためにまうけたま

へり 5日は新婿がいはひの殿をいづるごとく勇士

がきそひはしるをよろこぶに似たり 6そのいでた

つや天の涯よりしその運りゆくや天のはてにい

たる物としてその和喣をかうぶらざるはなし 7

ヱホバの法はまたくして霊魂をいきかへらしめ

ヱホバの證詞はかたくして愚なるものを智からし

む 8ヱホバの訓諭はなほくして心をよろこばしめ

ヱホバの誡命はきよくして眼をあきらかならしむ

9ヱホバを惶みおそるる道はきよくして世々にた

ゆることなくヱホバのさばきは眞實にしてこと

ごとく正し 10これを黄金にくらぶるもおほくの

純精金にくらぶるも彌増りてしたふべくこれを

蜜にくらぶるも蜂のすの滴瀝にくらぶるもいやま

さりて甘し 11なんぢの僕はこれらによりて儆戒

をうくこれらをまもらば大なる報賞あらん 12た

れかおのれの過失をしりえんやねがはくは我を

かくれたる愆より解放ちたまへ 13願くはなんぢ

の僕をひきとめて故意なる罪ををかさしめずそ

れをわが主たらしめ給ふなかれさればわれ玷な

きものとなりて大なる愆をまぬかるるをえん 14

ヱホバわが磐わが贖主よわがくちの言わがここ

ろの思念なんぢのまへに悦ばるることを得しめた

まへ

20ねがはくはヱホバなやみの日になんぢにこた
ヘヤユブのかみの名なんぢを高にあげ 2聖所

より援助をなんぢにおくりシオンより能力をなん

ぢにあたへ 3汝のもろもろの献物をみこころにと

めなんぢの燔祭をうけたまはんことを (セラ) 4

ねがはくはなんちがこころの願望をゆるしなん

ぢの謀略をことごとく遂しめたまはんことを 5我

儕なんぢの救によりて歓びうたひわれらの神の

名によりて旗をたてんねがはくはヱホバ汝のも

ろもろの求をとげしめたまはんことを 6われ今ヱ

ホバその受膏者をすくひたまふを知るヱホバそ

のきよき天より右手なるすくひの力にてかれに應

へたまはん 7あるひは車をたのみあるひは馬をた

のみとする者ありされどわれらはわが神ヱホバ

の名をとなへん 8かれらは屈みまた仆るわれらは

起てかたくたてり 9ヱホバよ王をすくひたまへ

われらがよぶとき應へたまへ

21ヱホバよ王はなんぢの力によりてたのしみ汝
のすくひによりて奈何におほいなる歓喜をな

さん 2なんぢ彼がこころの願望をゆるしそのく

ちびるの求をいなみ給はざりき (セラ) 3そはよ

きたまものの惠をもてかれを迎へまじりなきこ

がねの冕弁をもてかれの首にいただかせ給ひたり

4かれ生命をもとめしに汝これをあたへてその齢

の日を世々かぎりなからしめ給へり 5なんぢの救

によりてその榮光おほいなりなんぢは尊貴と稜

威とをかれに衣せたまふ 6そは之をとこしへに福

ひなるものとなし聖顔のまへの歓喜をもて樂しま

せたまへばなり 7王はヱホバに依賴みいとたか

き者のいつくしみを蒙るがゆゑに動かさるること

なからん 8なんぢの手はそのもろもろの仇をたづ

ねいだし汝のみぎの手はおのれを憎むものを探

ねいだすべし 9なんぢ怒るときは彼等をもゆる爐

のごとくにせんヱホバはげしき怒によりてかれら

を呑たまはん火はかれらを食つくさん 10汝かれ

らの裔を地よりほろぼしかれらの種を人の子の

なかよりほろぼさん 11かれらは汝にむかひて惡

事をくはだて遂がたき謀略をおもひまはせばなり

12汝かれらをして背をむけしめその面にむかひて

弓絃をひかん 13ヱホバよ能力をあらはしてみづ

からを高くしたまへ我儕はなんぢの稜威をうた

ひ且ほめたたへん

22わが神わが神なんぞ我をすてたまふや何な
れば遠くはなれて我をすくはずわが歎きの

こゑをきき給はざるか 2ああわが神われ晝よばは

れども汝こたへたまはず夜よばはれどもわれ平

安をえず 3然はあれイスラエルの讃美のなかに住

たまふものよ汝はきよし 4われらの列祖はなんぢ

に依賴めりかれら依賴みたればこれを助けたま

へり 5かれら汝をよびて援をえ汝によりたのみて

恥をおへることなかりき 6然はあれどわれは蟲に

して人にあらず世にそしられ民にいやしめらる 7

すべてわれを見るものはわれをあざみわらひ口

唇をそらし首をふりていふ 8かれはヱホバにより

たのめりヱホバ助くべしヱホバかれを悦びたま

ふが故にたすくべしと 9されど汝はわれを胎内よ

りいだし給へるものなりわが母のふところにあ

りしとき旣になんぢに依賴ましめたまへり 10我

うまれいでしより汝にゆだねられたりわが母わ

れを生しときより汝はわが神なり 11われに遠ざ

かりたまふなかれ患難ちかづき又すくふものな
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ければなり 12おほくの牡牛われをめぐりバサン

の力つよき牡牛われをかこめり 13かれらは口を

あけて我にむかひ物をかきさき吼うだく獅のごと

し 14われ水のごとくそそぎいだされわがもろも

ろの骨ははづれわが心は蝋のごとくなりて腹の

うちに鎔たり 15わが力はかわきて陶器のくだけ

のごとくわが舌は齶にひたつけりなんぢわれを

死の塵にふさせたまへり 16そは犬われをめぐり

惡きものの群われをかこみてわが手およびわが足

をさしつらぬけり 17わが骨はことごとく數ふる

ばかりになりぬ惡きものの目をとめて我をみる

18かれらたがひにわが衣をわかち我がしたぎを鬮

にす 19ヱホバよ遠くはなれ居たまふなかれわが

力よねがはくは速きたりてわれを授けたまへ 20

わがたましひを劍より助けいだしわが生命を犬

のたけきいきほひより脱れしめたまへ 21われを

獅の口また野牛のつのより救ひいだしたまへな

んぢ我にこたへたまへり 22われなんぢの名をわ

が兄弟にのべつたへなんぢを會のなかにて讃た

たへん 23ヱホバを懼るるものよヱホバをほめた

たへよヤコブのもろもろの裔よヱホバをあがめ

よイスラエルのもろもろのすゑよヱホバを畏め

24ヱホバはなやむものの辛苦をかろしめ棄たまは

ずこれに聖顔をおほふことなくしてその叫ぶと

きにききたまへばなり 25大なる會のなかにてわ

が汝をほめたたふるは汝よりいづるなりわが誓

ひしことはヱホバをおそるる者のまへにてことご

とく償はん 26謙遜者はくらひて飽ことをえヱホ

バをたづねもとむるものはヱホバをほめたたへん

願くはなんぢらの心とこしへに生んことを 27地

のはては皆おもひいだしてヱホバに歸りもろもろ

の國の族はみな前にふしをがむべし 28國はヱホ

バのものなればなりヱホバはもろもろの國人を

すべをさめたまふ 29地のこえたるものは皆くら

ひてヱホバををがみ塵にくだるものと己がたまし

ひを存ふること能はざるものと皆そのみまへに拝

跪かん 30たみの裔のうちにヱホバにつかる者あ

らん主のことは代々にかたりつたへらるべし 31

かれら來りて此はヱホバの行爲なりとてその義を

後にうまるる民にのべつたへん

23ヱホバは我が牧者なりわれ乏しきことあら
じ 2ヱホバは我をみどりの野にふさせいこ

ひの水濱にともなひたまふ 3ヱホバはわが霊魂を

いかし名のゆゑをもて我をただしき路にみちびき

給ふ 4たとひわれ死のかげの谷をあゆむとも禍害

をおそれじなんぢ我とともに在せばなりなんぢ

の笞なんぢの杖われを慰む 5なんぢわが仇のまへ

に我がために筵をまうけわが首にあぶらをそそ

ぎたまふわが酒杯はあふるるなり 6わが世にあ

らん限りはかならず恩惠と憐憫とわれにそひきた

らん我はとこしへにヱホバの宮にすまん

24地とそれに充るもの世界とその中にすむもの
とは皆ヱホバのものなり 2ヱホバはそのもと

ゐを大海のうへに置これを大川のうへに定めたま

へり 3ヱホバの山にのぼるべきものは誰ぞその

聖所にたつべき者はたれぞ 4手きよく心いさぎよ

き者そのたましひ虚きことを仰ぎのぞまず偽りの

誓をせざるものぞその人なる 5かかる人はヱホ

バより福祉をうけそのすくひの神より義をうけ

ん 6斯のごとき者は神をしたふものの族類なり

ヤコブの神よなんぢの聖顔をもとむる者なり(セ

ラ) 7門よなんぢらの首をあげよとこしへの戸よ

あがれ榮光の王いりたまはん 8えいくわうの王

はたれなるかちからをもちたまふ猛きヱホバな

り戰闘にたけきヱホバなり 9門よなんぢらの首

をあげよとこしへの戸よあがれ榮光の王いりた

まはん 10この榮光の王はたれなるか萬軍のヱホ

バ是ぞえいくわうの王なる (セラ)

25ああヱホバよわがたましひは汝をあふぎ望
む 2わが神よわれなんぢに依賴めりねがは

くはわれに愧をおはしめたまふなかれわが仇の

われに勝誇ることなからしめたまへ 3實になんぢ

を俟望むものははぢしめられず故なくして信を

うしなふものは愧をうけん 4ヱホバよなんぢの大

路をわれにしめしなんぢの徑をわれにをしへた

まへ 5我をなんぢの眞理にみちびき我ををしへ

たまへ汝はわがすくひの神なりわれ終日なんぢ

を俟望む 6なんぢのあはれみと仁慈とはいにし

へより絶ずありヱホバよこれを思ひいだしたま

へ 7わがわかきときの罪とわが愆とはおもひいで

たまふなかれヱホバよ汝のめぐみの故になんぢ

の仁慈にしたがひて我をおもひいでたまへ 8ヱホ

バはめぐみ深くして直くましませり斯るがゆゑ

に道をつみびとにをしへ 9謙だるものを正義にみ

ちびきたまはんその道をへりくだる者にしめし

たまはん 10ヱホバのもろもろの道はそのけいや

くと證詞とをまもるものには仁慈なり眞理なり 11

わが不義はおほいなりヱホバよ名のために之を
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ゆるしたまへ 12ヱホバをおそるる者はたれなる

か 之にそのえらぶべき道をしめしたまはん 13

かかる人のたましひは平安にすまひその裔はく

にをつぐべし 14ヱホバの親愛はヱホバをおそる

る者とともにありヱホバはその契約をかれらに

示したまはん 15わが目はつねにヱホバにむか

ふヱホバわがあしを網よりとりいだしたまふ可

ればなり 16ねがはくは歸りきたりて我をあは

れみたまへわれ獨わびしくまた苦しみをるなり

17願くはわが心のうれへをゆるめ我をわざはひ

より脱かれしめたまへ 18わが患難わが辛苦をか

へりみわがすべての罪をゆるしたまへ 19わが仇

をみたまへかれらの數はおほし情なき憾をもて

われをにくめり 20わがたましひをまもり我をた

すけたまへわれに愧をおはしめたまふなかれ我

なんぢに依賴めばなり 21われなんぢを挨望むね

がはくは完全と正直とわれをまもれかし 22神よ

すべての憂よりイスラエルを贖ひいだしたまへ

26ヱホバよねがはくはわれを鞫きたまへわれわ
が完全によりてあゆみたり然のみならず我

たゆたはずヱホバに依賴めり 2ヱホバよわれを糺

しまた試みたまへわが腎とこころとを錬きよめ

たまへ 3そは汝のいつくしみわが眼前にあり我

はなんぢの眞理によりてあゆめり 4われは虚しき

人とともに座らざりき惡をいつはりかざる者と

ともにはゆかじ 5惡をなすものの會をにくみ惡者

とともにすわることをせじ 6われ手をあらひて罪

なきをあらはすヱホバよ斯てなんぢの祭壇をめ

ぐり 7感謝のこゑを聞えしめすべてなんぢの奇

しき事をのべつたへん 8ヱホバよ我なんぢのまし

ます家となんぢが榮光のとどまる處とをいつくし

む 9願くはわがたましひを罪人とともにわが生

命を血をながす者とともに取收めたまふなかれ 10

かかる人の手にはあしきくはだてありその右の

手は賄賂にてみつ 11されどわれはわが完全によ

りてあゆまん願くはわれをあがなひ我をあはれみ

たまへ 12わがあしは平坦なるところにたつわれ

もろもろの會のなかにてヱホバを讃まつらん

27ヱホバはわが光わが救なりわれ誰をかおそ
れんヱホバはわが生命のちからなりわが懼

るべきものはたれぞや 2われの敵われの仇なるあ

しきもの襲ひきたりてわが肉をくらはんとせしが

蹶きかつ仆れたり 3縦ひいくさびと營をつらねて

我をせむるともわが心おそれじたとひ戰ひおこ

りて我をせむるとも我になほ恃あり 4われ一事を

ヱホバにこへり我これをもとむわれヱホバの美

しきを仰ぎその宮をみんがためにわが世にあらん

限りはヱホバの家にすまんとこそ願ふなれ 5ヱホ

バはなやみの日にその行宮のうちに我をひそませ

その幕屋のおくにわれをかくし巌のうへに我をた

かく置たまふべければなり 6今わが首はわれをめ

ぐれる仇のうへに高くあげらるべしこの故にわ

れヱホバのまくやにて歓喜のそなへものを献ん

われうたひてヱホバをほめたたへん 7わが聲をあ

げてさけぶときヱホバよきき給へまた憐みてわ

れに應へたまへ 8なんぢらわが面をたづねもとめ

よと(斯る聖言のありしとき)わが心なんぢにむか

ひてヱホバよ我なんぢの聖顔をたづねんといへり

9ねがはくは聖顔をかくしたまふなかれ怒りてな

んぢの僕をとほざけたまふなかれ汝はわれの助な

り噫わがすくひの神よわれをおひいだし我をす

てたまふなかれ 10わが父母われをすつるともヱ

ホバわれを迎へたまはん 11ヱホバよなんぢの途

をわれにをしへわが仇のゆゑに我をたひらかな

る途にみちびきたまへ 12いつはりの證をなすも

の暴厲を吐もの我にさからひて起りたてり願く

はわれを仇にわたしてその心のままに爲しめたま

ふなかれ 13われもしヱホバの恩寵をいけるもの

の地にて見るの侍なからましかば奈何ぞや 14ヱ

ホバを俟望ぞめ雄々しかれ汝のこころを堅うせよ

必ずやヱホバをまちのぞめ

28ああヱホバよわれ汝をよばんわが磐よねが
はくは我にむかひて暗唖となりたまふなかれ

なんぢ默したまはば恐らくはわれ墓にいるものと

ひとしからん 2われ汝にむかひてさけび聖所の奧

にむかひて手をあぐるときわが懇求のこゑをきき

たまへ 3あしき人また邪曲をおこなふ者とともに

我をとらへてひきゆき給ふなかれかれらはその

隣にやはらぎをかたれども心には殘害をいだけり

4その事にしたがひそのなす惡にしたがひて彼等

にあたへその手の行爲にしたがひて與へこれに

その受べきものを報いたまへ 5かれらはヱホバの

もろもろの事とその手のなしわざとをかへりみず

この故にヱホバかれらを毀ちて建たまふことなか

らん 6ヱホバは讃べきかなわが祈のこゑをきき

たまひたり 7ヱホバはわが力わが盾なりわがこ

ころこれに依賴みたれば我たすけをえたり然る

ゆゑにわが心いたくよろこぶわれ歌をもてほめ
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まつらん 8ヱホバはその民のちからなりその受

膏者のすくひの城なり 9なんぢの民をすくひなん

ぢの嗣業をさきはひ且これをやしなひ之をとこし

なへに懐きたすけたまへ

29なんぢら神の子らよヱホバに獻げまつれ榮
と能とをヱホバにささげまつれ 2 その名

にふさはしき榮光をヱホバにささげ奉れ きよ

き衣をつけてヱホバを拝みまつれ 3 ヱホバの

みこゑは水のうへにありえいくわうの神は雷を

とどろかせたまふヱホバは大水のうへにいませ

り 4ヱホバの聲はちからあり ヱホバのみこゑ

は稜威あり 5ヱホバのみこゑは香柏ををりくだ

くヱホバ、レバノンのかうはくを折くだきたまふ

6これを犢のごとくをどらせレバノンとシリオン

とをわかき野牛のごとくをどらせたまふ 7ヱホバ

のみこゑは火焔をわかつ 8ヱホバのみこゑは野を

ふるはせヱホバはカデシの野をふるはせたまふ 9

ヱホバのみこゑは鹿に子をうませまた林木をは

だかにすその宮にあるすべてのもの呼はりて榮

光なるかなといふ 10ヱホバは洪水のうへに坐し

たまへりヱホバは寳座にざして永遠に王なり 11

ヱホバはその民にちからをあたへたまふ平安を

もてその民をさきはひたまはん

30ヱホバよわれ汝をあがめんなんぢ我をおこ
してわが仇のわがことによりて喜ぶをゆるし

給はざればなり 2わが神ヱホバよわれ汝によばは

れば汝我をいやしたまへり 3ヱホバよ汝わがたま

しひを陰府よりあげ我をながらへしめて墓にくだ

らせたまはざりき (Sheol h7585) 4ヱホバの聖徒よヱ

ホバをほめうたへ奉れきよき名に感謝せよ 5そ

の怒はただしばしにてその惠はいのちとともにな

がし夜はよもすがら泣かなしむとも朝にはよろ

こびうたはん 6われ安けかりしときに謂くとこ

しへに動かさるることなからんと 7ヱホバよなん

ぢ惠をもてわが山をかたく立せたまひき然はあ

れどなんぢ面をかくしたまひたれば我おぢまどひ

たり 8ヱホバよわれ汝によばはれり我ひたすら

ヱホバにねがへり 9われ墓にくだらばわが血なに

の益あらん塵はなんぢを讃たたへんやなんぢの

眞理をのべつたへんや 10ヱホバよ聽たまへわれ

を憐みたまへヱホバよ願くはわが助となりたま

へ 11なんぢ踴躍をもてわが哀哭にかへわが麁服

をとき歓喜をもてわが帶としたまへり 12われ榮

をもてほめうたひつつ默すことなからんためなり

わが神ヱホバよわれ永遠になんぢに感謝せん

31ヱホバよわれ汝によりたのむ願くはいづれ
の日までも愧をおはしめたまふなかれなん

ぢの義をもてわれを助けたまへ 2なんぢの耳をか

たぶけて速かにわれをすくひたまへ願くはわが

ためにかたき磐となり我をすくふ保障の家となり

たまへ 3なんぢはわが磐わが城なりされば名の

ゆゑをもてわれを引われを導きたまへ 4なんぢ我

をかれらが密かにまうけたる網よりひきいだした

まへなんぢはわが保砦なり 5われ霊魂をなんぢ

の手にゆだぬヱホバまことの神よなんぢはわれ

を贖ひたまへり 6われはいつはりの虚きことに心

をよする者をにくむわれは獨ヱホバによりたの

むなり 7我はなんぢの憐憫をよろこびたのしまん

なんぢわが艱難をかへりみわがたましひの禍害

をしり 8われを仇の手にとぢこめしめたまはず

わが足をひろきところに立たまへばなり 9われ迫

りくるしめりヱホバよ我をあはれみたまへわが

目はうれひによりておとろふ霊魂も身もまた衰

へぬ 10わが生命はかなしみによりて消えゆきわ

が年華はなげきによりて消ゆけばなりわが力は

わが不義によりておとろへわが骨はかれはてた

り 11われもろもろの仇ゆゑにそしらるわが隣に

はわけて甚だし相識ものには忌憚られ衢にてわれ

を見るもの避てのがる 12われは死たるもののご

とく忘られて人のこころに置れずわれはやぶれ

たる器もののごとくなれり 13そは我おほくの人

のそしりをきい到るところに懼ありかれら我に

さからひて互にはかりしがわが生命をさへとら

んと企てたり 14されどヱホバよわれ汝によりた

のめりまた汝はわが神なりといへり 15わが時は

すべてなんぢの手にありねがはくはわれを仇の

手よりたすけわれに追迫るものより助けいだし

たまへ 16なんぢの僕のうへに聖顔をかがやかせ

なんぢの仁慈をもて我をすくひたまへ 17ヱホバ

よわれに愧をおはしめ給ふなかれそは我なんぢ

をよべばなり願くはあしきものに恥をうけしめ

陰府にありて口をつぐましめ給へ (Sheol h7585) 18傲

慢と軽侮とをもて義きものにむかひ妄りにののし

るいつはりの口唇をつぐましめたまへ 19汝をお

そるる者のためにたくはへなんぢに依賴むもの

のために人の子のまへにてほどこしたまへる汝の

いつくしみは大なるかな 20汝かれらを御前なる
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ひそかなる所にかくして人の謀略よりまぬかれし

めまた行宮のうちにひそませて舌のあらそひを

さけしめたまはん 21讃べきかなヱホバは堅固な

る城のなかにて奇しまるるばかりの仁慈をわれに

顯したまへり 22われ驚きあわてていへらくなん

ぢの目のまへより絶れたりと然どわれ汝によび

もとめしとき汝わがねがひの聲をききたまへり 23

なんぢらもろもろの聖徒よヱホバをいつくしめ

ヱホバは眞實あるものをまもり傲慢者におもく報

をほどこしたまふ 24すべてヱホバを俟望むもの

よ雄々しかれなんぢら心をかたうせよ

32その愆をゆるされその罪をおほはれしものは
福ひなり 2不義をヱホバに負せられざるもの

心にいつはりなき者はさいはひなり 3我いひあら

はさざりしときは終日かなしみさけびたるが故に

わが骨ふるびおとろへたり 4なんぢの手はよるも

晝もわがうへにありて重しわが身の潤澤はかは

りて夏の旱のごとくなれり (セラ) 5斯てわれな

んぢの前にわが罪をあらはしわが不義をおほはざ

りき我いへらくわが愆をヱホバにいひあらはさ

んと斯るときしも汝わがつみの邪曲をゆるした

まへり (セラ) 6されば神をうやまふ者はなんぢ

に遇ことをうべき間になんぢに祈らん大水あふ

れ流るるともかならずその身におよばじ 7汝はわ

がかくるべき所なりなんぢ患難をふせぎて我を

まもり救のうたをもて我をかこみたまはん(セラ

) 8われ汝ををしへ汝をあゆむべき途にみちびき

わが目をなんぢに注てさとさん 9汝等わきまへな

き馬のごとく驢馬のごとくなるなかれかれらは

鑣たづなのごとき具をもてひきとめずば近づきき

たることなし 10惡者はかなしみ多かれどヱホバ

に依賴むものは憐憫にてかこまれん 11ただしき

者よヱホバを喜びたのしめ凡てこころの直きも

のよ喜びよばふべし

33ただしき者よヱホバによりてよろこべ讃美
はなほきものに適はしきなり 2琴をもてヱホ

バに感謝せよ十絃のことをもてヱホバをほめう

たへ 3あたらしき歌をヱホバにむかひてうたひ歓

喜の聲をあげてたくみに琴をかきならせ 4ヱホバ

のことばは直くそのすべて行ひたまふところ眞

實なればなり 5ヱホバは義と公平とをこのみたま

ふその仁慈はあまねく地にみつ 6もろもろの天

はヱホバのみことばによりて成りてんの萬軍は

ヱホバの口の氣によりてつくられたり 7ヱホバは

うみの水をあつめてうづだかくし深淵を庫にをさ

めたまふ 8全地はヱホバをおそれ世にすめるもろ

もろの人はヱホバをおぢかしこむべし 9そはヱホ

バ言たまへば成りおほせたまへば立るがゆゑな

り 10ヱホバはもろもろの國のはかりごとを虚く

しもろもろの民のおもひを徒勞にしたまふ 11ヱ

ホバの謀略はとこしへに立ちそのみこころのお

もひは世々にたつ 12ヱホバをおのが神とする國

はさいはひなりヱホバ嗣業にせんとて撰びたま

へるその民はさいはひなり 13ヱホバ天よりうか

がひてすべての人の子を見 14その在すところよ

り地にすむもろもろの人をみたまふ 15ヱホバは

すべてかれらの心をつくりその作ところをこと

ごとく鑒みたまふ 16王者いくさびと多をもて救

をえず勇士ちから大なるをもて助をえざるなり 17

馬はすくひに益なくその大なるちからも人をた

すくることなからん 18視よヱホバの目はヱホバ

をおそるるもの並その憐憫をのぞむもののうへに

あり 19此はかれらのたましひを死よりすくひ饑

饉たるときにも世にながらへしめんがためなり 20

われらのたましひはヱホバを侯望めりヱホバは

われらの援われらの盾なり 21われらはきよき名

にりたのめり斯てぞわれらの心はヱホバにあり

てよろこばん 22ヱホバよわれら汝をまちのぞめ

りこれに循ひて憐憫をわれらのうへに垂たまへ

34われつねにヱホバを祝ひまつらんその頌詞は
わが口にたえじ 2わがたましひはヱホバによ

りて誇らん謙だるものは之をききてよろこばん 3

われとともにヱホバを崇めよわれらともにその

名をあげたたへん 4われヱホバを尋ねたればヱホ

バわれにこたへ我をもろもろの畏懼よりたすけい

だしたまへり 5かれらヱホバを仰ぎのぞみて光を

かうぶれりかれらの面ははぢあからむことなし 6

この苦しむもの叫びたればヱホバこれをききそ

のすべての患難よりすくひいだしたまへり 7ヱホ

バの使者はヱホバをおそるる者のまはりに營をつ

らねてこれを援く 8なんぢらヱホバの恩惠ふかき

を嘗ひしれヱホバによりたのむ者はさいはひな

り 9ヱホバの聖徒よヱホバを畏れよヱホバをおそ

るるものには乏しきことなければなり 10わかき

獅はともしくして饑ることありされどヱホバを

たづぬるものは嘉物にかくることあらじ 11子よ

きたりて我にきけわれヱホバを畏るべきことを
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汝等にをしへん 12福祉をみんがために生命をし

たひ存へんことをこのむ者はたれぞや 13なんぢ

の舌をおさへて惡につかしめずなんぢの口唇を

おさへて虚偽をいはざらしめよ 14惡をはなれて

善をおこなひ和睦をもとめて切にこのことを勉め

よ 15ヱホバの目はただしきものをかへりみその

耳はかれらの號呼にかたぶく 16ヱホバの聖顔は

あくをなす者にむかひてその跡を地より斷滅した

まふ 17義者さけびたればヱホバ之をききてその

すべての患難よりたすけいだしたまへり 18ヱホ

バは心のいたみかなしめる者にちかく在してたま

しひの悔頽れたるものをすくひたまふ 19ただし

きものは患難おほしされどヱホバはみなその中

よりたすけいだしたまふ 20ヱホバはかれがすべ

ての骨をまもりたまふその一つだに折らるるこ

となし 21惡はあしきものをころさん義人をにく

むものは刑なはるべし 22ヱホバはその僕等のた

ましひを贖ひたまふヱホバに依賴むものは一人

だにつみなはるることなからん

35ヱホバよねがはくは我にあらそふ者とあらそ
ひ我とたたかふものと戰ひたまへ 2干と大盾

とをとりてわが援にたちいでたまへ 3戟をぬきい

だしたまひて我におひせまるものの途をふさぎ且

わが霊魂にわれはなんぢの救なりといひたまへ 4

願くはわが霊魂をたづぬるものの恥をえていやし

められ我をそこなはんと謀るものの退けられて

惶てふためかんことを 5ねがはくはかれらが風の

まへなる粃糠のごとくなりヱホバの使者におひや

られんことを 6願くはかれらの途をくらくし滑ら

かにしヱホバの使者にかれらを追ゆかしめたまは

んことを 7かれらは故なく我をとらへんとて網を

あなにふせ故なくわが霊魂をそこなはんとて阱

をうがちたればなり 8願くはかれらが思ひよらぬ

間にほろびきたり己がふせたる網にとらへられ自

らその滅におちいらんことを 9然ときわが霊魂は

ヱホバによりてよろこびその救をもて樂しまん

10わがすべての骨はいはんヱホバよ汝はくるしむ

ものを之にまさりて力つよきものより並くるしむ

もの貧しきものを掠めうばふ者よりたすけいだし

給ふ誰かなんぢに比ふべき者あらんと 11こころ

あしき證人おこりてわが知ざることを詰りとふ 12

かれらは惡をもてわが善にむくい我がたましひを

依仗なきものとせり 13然どわれかれらが病しと

きには麁服をつけ糧をたちてわが霊魂をくるしめ

たりわが祈はふところにかへれり 14わがかれに

作ることはわが友わが兄弟にことならず母の喪に

ありて痛哭がごとく哀しみうなたれたり 15然ど

かれらはわが倒れんとせしとき喜びつどひわが知

ざりしとき匪類あつまりきたりて我をせめわれ

を裂てやめざりき 16かれらは洒宴にて穢きこと

をのぶる嘲笑者のごとく我にむかひて歯をかみな

らせり 17主よいたづらに見るのみにして幾何時

をへたまふや願くはわがたましひの彼等にほろ

ぼさるるを脱れしめわが生命をわかき獅よりま

ぬかれしめたまへ 18われ大なる會にありてなん

ぢに感謝しおほくの民のなかにて汝をほめたた

へん 19虚偽をもてわれに仇するもののわが故に

よろこぶことを容したまなかれ故なくして我を

にくむ者のたがひに眴せすることなからしめたま

へ 20かれらは平安をかたらずあざむきの言をつ

くりまうけて國内におだやかにすまふ者をそこな

はんと謀る 21然のみならず我にむかひて口をあ

けひろげああ視よや視よやわれらの眼これをみ

たりといへり 22ヱホバよ汝すでにこれを視たま

へりねがはくは默したまふなかれ主よわれに遠

ざかりたまふなかれ 23わが神よわが主よおきた

まへ醒たまへねがはくはわがために審判をなし

わが訟ををさめたまへ 24わが神ヱホバよなんぢ

の義にしたがひて我をさばきたまへわが事によ

りてかれらに歓喜をえしめたまふなかれ 25かれ

らにその心裡にてああここちよきかな觀よこれ

わが願ひしところなりといはしめたまふなかれ

又われらかれを呑つくせりといはしめたまふなか

れ 26願くはわが害なはるるを喜ぶもの皆はぢて

惶てふためき我にむかひてはこりかに高ぶるも

のの愧とはづかしめとを衣んことを 27わが義を

よみする者をばよろこび謳はしめ大なるかなヱホ

バその僕のさいはひを悦びたまふと恒にいはしめ

たまへ 28わが舌は終日なんぢの義となんぢの譽

とをかたらん

36あしきものの愆はわが心のうちにかたりて
その目のまへに神をおそるるの畏あることな

しといふ 2かれはおのが邪曲のあらはるることな

く憎まるることなからんとて自からその目にて謟

る 3その口のことばは邪曲と虚偽となり智をこば

み善をおこなふことを息たり 4かつその寝床にて

よこしまなる事をはかりよからぬ途にたちとま

りて惡をきらはず 5ヱホバよなんぢの仁慈は天に
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ありなんぢの眞實は雲にまでおよぶ 6汝のただ

しきは神の山のごとくなんぢの審判はおほいな

る淵なりヱホバよなんぢは人とけものとを護り

たまふ 7神よなんぢの仁慈はたふときかな人の

子はなんぢの翼の蔭にさけどころを得 8なんぢの

屋のゆたかなるによりてことごとく飽ことをえん

なんぢはその歓樂のかはの水をかれらに飮しめた

まはん 9そはいのちの泉はなんぢに在りわれら

はなんぢの光によりて光をみん 10ねがはくはな

んぢを知るものにたえず憐憫をほどこし心なほき

者にたえず正義をほどこしたまへ 11たかぶるも

のの足われをふみ惡きものの手われを逐去ふをゆ

るし給ふなかれ 12邪曲をおこなふ者はかしこに

仆れたりかれら打伏られてまた起ことあたはざ

るべし

37惡をなすものの故をもて心をなやめ不義を
おこなふ者にむかひて嫉をおこすなかれ 2か

れらはやがて草のごとくかりとられ靑菜のごとく

打萎るべければなり 3ヱホバによりたのみて善を

おこなへこの國にとどまり眞實をもて糧とせよ 4

ヱホバによりて歓喜をなせヱホバはなんぢが心

のねがひを汝にあたへたまはん 5なんぢの途をヱ

ホバにゆだねよ彼によりたのまば之をなしとげ 6

光のごとくなんぢの義をあきらかにし午日のごと

くなんぢの訟をあきらかにしたまはん 7なんぢヱ

ホバのまへに口をつぐみ忍びてこれを俟望めお

のが途をあゆみて榮るものの故をもてあしき謀

略をとぐる人の故をもて心をなやむるなかれ 8怒

をやめ忿恚をすてよ心をなやむるなかれこれ惡

をおこなふ方にうつらん 9そは惡をおこなふもの

は斷滅されヱホバを俟望むものは國をつぐべけ

ればなり 10あしきものは久しからずしてうせん

なんぢ細密にその處をおもひみるともあることな

からん 11されど謙だるものは國をつぎまた平安

のゆたかなるを樂まん 12惡きものは義きものに

さからはんとて謀略をめぐらし之にむかひて切歯

す 13主はあしきものを笑ひたまはんかれが日の

きたるを見たまへばなり 14あしきものは劍をぬ

き弓をはりて苦しむものと貧しきものとをたふし

行ひなほきものを殺さんとせり 15されどその劍

はおのが胸をさしその弓はをらるべし 16義人の

もてるもののすくなきは多くの惡きものの豊かな

るにまされり 17そは惡きものの臂はをらるれど

ヱホバは義きものを扶持たまへばなり 18ヱホバ

は完全もののもろもろの日をしりたまふかれら

の嗣業はかぎりなく久しからん 19かれらは禍害

にあふとき愧をおはず饑饉の日にもあくことを得

ん 20あしき者ははろびヱホバのあたは牧場のさ

かえの枯るがごとくうせ烟のごとく消ゆかん 21

あしき者はものかりて償はず義きものは惠あり

て施しあたふ 22神のことほぎたまふ人は國をつ

ぎ神ののろひたまふ人は斷滅さるべし 23人のあ

ゆみはヱホバによりて定めらるそのゆく途をヱ

ホバよろこびたまへり 24縦ひその人たふるるこ

とありとも全くうちふせらるることなしヱホバ

かれが手をたすけ支へたまへばなり 25われむか

し年わかくして今おいたれど義者のすてられ或

はその裔の糧こひありくを見しことなし 26ただ

しきものは終日めぐみありて貸あたふその裔は

さいはひなり 27惡をはなれて善をなせ然ばなん

ぢの住居とこしへならん 28ヱホバは公平をこの

みその聖徒をすてたまはざればなりかれらは永

遠にまもりたすけらるれど惡きもののすゑは斷滅

さるべし 29ただしきものは國をつぎその中にす

まひてとこしへに及ばん 30ただしきものの口は

智慧をかたりその舌は公平をのぶ 31かれが神の

法はそのこころにありそのあゆみは一歩だにす

べることあらじ 32あしきものは義者をひそみう

かがひて之をころさんとはかる 33ヱホバは義者

をあしきものの手にのこしおきたまはず審判の

ときに罰ひたまふことなし 34ヱホバを俟望みて

その途をまもれさらば汝をあげて國をつがせた

まはんなんぢ惡者のたちほろぼさるる時にこれ

をみん 35我あしきものの猛くしてはびこれるを

見るに生立たる地にさかえしげれる樹のごとし 36

然れどもかれは逝ゆけり視よたちまちに無なり

ぬわれ之をたづねしかど邁ことをえざりき 37完

人に目をそそぎ直人をみよ和平なる人には後あ

れど 38罪ををかすものらは共にほろぼされ惡き

ものの後はかならず斷るべければなり 39ただし

きものの救はヱホバよりいづヱホバはかれらが

辛苦のときの保砦なり 40ヱホバはかれらを助け

かれらを解脱ちたまふヱホバはかれらを惡者よ

りときはなちて救ひたまふかれらはヱホバをそ

の避所とすればなり

38ヱホバよねがはくは忿恚をもて我をせめは
げしき怒をもて我をこらしめ給ふなかれ 2な

んぢの矢われにあたりなんぢの手わがうへを壓へ
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たり 3なんぢの怒によりてわが肉には全きところ

なくわが罪によりてわが骨には健かなるところな

し 4わが不義は首をすぎてたかく重荷のごとく負

がたければなり 5われ愚なるによりてわが傷あし

き臭をはなちて腐れただれたり 6われ折屈みてい

たくなげきうなたれたりわれ終日かなしみありく

7わが腰はことごとく燒るがごとく肉に全きとこ

ろなければなり 8我おとろへはて甚くきずつけら

れわが心のやすからざるによりて欷歔さけべり 9

ああ主よわがすべての願望はなんぢの前にありわ

が嘆息はなんぢに隠るることなし 10わが胸を

どりわが力おとろへ わが眼のひかりも亦われ

をはなれたり 11 わが友わが親めるものはわが

痍をみて遥にたち わが隣もまた遠かりてたて

り 12わが生命をたづぬるものは羂をまうけ我

をそこなはんとするものは惡言をいひ また終

日たばかりを謀る 13然はあれどわれは聾者の

ごとくきかずわれは口をひらかぬ唖者のごとし

14如此われはきかざる人のごとく口にことあげせ

ぬ人のごときなり 15ヱホバよ我なんぢを俟望め

り主わが神よなんぢかならず答へたまふべければ

なり 16われ曩にいふおそらくはかれらわが事に

よりて喜びわが足のすべらんとき我にむかひて誇

りかにたかぶらんと 17われ仆るるばかりになりぬ

わが悲哀はたえずわが前にあり 18そは我みづから

不義をいひあらはしわが罪のためにかなしめばな

り 19わが仇はいきはたらきてたけく故なくして我

をうらむるものおほし 20惡をもて善にむくゆるも

のはわれ善事にしたがふが故にわが仇となれり 21

ヱホバよねがはくは我をはなれたたまふなかれわ

が神よわれに遠かりたまふなかれ 22主わがすく

ひよ速きたりて我をたすけたまへ

39われ曩にいへりわれ舌をもて罪ををかさざ
らんために我すべての途をつつしみ惡者のわ

がまへに在るあひだはわが口に衝をかけんと 2わ

れ默して唖となり善言すらことばにいださずわ

が憂なほおこれり 3わが心わがうちに熱しおも

ひつづくるほどに火もえぬればわれ舌をもていへ

らく 4ヱホバよ願くはわが終とわが日の數のいく

ばくなるとを知しめたまへわが無常をしらしめ

たまへ 5觀よなんぢわがすべての日を一掌にすぎ

さらしめたまふわがかいのち主前にてはなきに

ことならず實にすべての人は皆その盛時だにも

むなしからざるはなし (セラ) 6人の世にあるは

影にことならずその思ひなやむことはむなしか

らざるなしその積蓄ふるものはたが手にをさま

るをしらず 7主よわれ今なにをかまたんわが望

はなんぢにあり 8ねがはくは我ぞすべて愆より助

けいだしたまへ愚なるものに誹らるることなか

らしめたまへ 9われは默して口をひらかず此は

なんぢの成したまふ者なればなり 10願くはなん

ぢの責をわれよりはなちたまへ我なんぢの手に

うちこらさるるによりて亡ぶるばかりになりぬ 11

なんぢ罪をせめて人をこらしその慕ひよろこぶ

ところのものを蠧のくらふがごとく消うせしめた

まふ實にもろもろの人はむなしからざるなし(セ

ラ) 12ああヱホバよねがはくはわが祈をききわが

號呼に耳をかたぶけたまへわが涙をみて默した

まふなかれわれはなんぢに寄る旅客すべてわが

列祖のごとく宿れるものなり 13我ここを去てう

せざる先になんぢ面をそむけてわれを爽快ならし

めたまへ

40我たへしのびてヱホバを俟望みたりヱホバ
我にむかひてわが號呼をききたまへり 2また

我をほろびの阱より泥のなかよりとりいだしてわ

が足を磐のうへにおきわが歩をかたくしたまへり

3ヱホバはあたらしき歌をわが口にいれたまへり

此はわれらの神にささぐる讃美なりおほくの人

はこれを見ておそれかつヱホバによりたのまん 4

ヱホバをおのが賴となし高るものによらず虚偽に

かたぶく者によらざる人はさいはひなり 5わが神

ヱホバよなんぢの作たまへる奇しき迹とわれら

にむかふ念とは甚おほくして汝のみまへにつらね

いふことあたはず我これをいひのべんとすれど

その數かぞふることあたはず 6なんぢ犠牲と祭物

とをよろこびたまはず汝わが耳をひらきたまへり

なんぢ燔祭と罪祭とをもとめたまはず 7そのとき

我いへらく觀よわれきたらんわがことを書の巻

にしるしたり 8わが神よわれは聖意にしたがふこ

とを樂むなんぢの法はわが心のうちにありと 9

われ大なる會にて義をつげしめせり視よわれ口

唇をとぢずヱホバよなんぢ之をしりたまふ 10わ

れなんぢの義をわが心のうちにひめおかずなん

ぢの眞實となんぢの拯救とをのべつたへたり我

なんぢの仁慈となんぢの眞理とをおほいなる會に

かくさざりき 11ヱホバよなんぢ憐憫をわれにを

しみたまふなかれ仁慈と眞理とをもて恒にわれ

をまもりたまへ 12そはかぞへがたき禍害われを
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かこみわが不義われに追及てあふぎみること能

はぬまでになりぬその多きことわが首の髮にも

まさりわが心きえうするばかりなればなり 13ヱ

ホバよ願くはわれをすくひたまへヱホバよ急ぎ

きたりて我をたすけたまへ 14願くはわが霊魂を

たづねほろぼさんとするものの皆はぢあわてんこ

とをわが害はるるをよろこぶもののみな後にし

りぞきて恥をおはんことを 15われにむかひてあ

あ視よや視よやといふ者おのが恥によりておどろ

きおそれんことを 16願くはなんぢを尋求むるも

のの皆なんぢによりて樂みよろこばんことをな

んぢの救をしたふものの恒にヱホバは大なるかな

ととなへんことを 17われはくるしみ且ともし主

われをねんごろに念ひたまふなんぢはわが助な

りわれをすくひたまふ者なりああわが神よねが

はくはためらひたまふなかれ

41よわき人をかへりみる者はさいはひなりヱ
ホバ斯るものを禍ひの日にたすけたまはん 2

ヱホバ之をまもり之をながらへしめたまはんか

れはこの地にありて福祉をえんなんぢ彼をその

仇ののぞみにまかせて付したまふなかれ 3ヱホバ

は彼がわづらひの床にあるをたすけ給はんなん

ぢかれが病るときその衾裯をしきかへたまはん 4

我いへらくヱホバよわれを憐みわがたましひを醫

したまへわれ汝にむかひて罪ををかしたりと 5

わが仇われをそしりていへり彼いづれのときに

死いづれのときにその名ほろびんと 6かれ又われ

を見んとてきたるときは虚偽をかたり邪曲をその

心にあつめ外にいでてはこれを述ぶ 7すべてわ

れをにくむもの互ひにささやき我をそこなはんと

て相謀る 8かつ云かれに一のわざはひつきまと

ひたれば仆れふしてふたたび起ることなからんと

9わが恃みしところわが糧をくらひしところのわ

が親しき友さへも我にそむきてその踵をあげたり

10然はあれどヱホバよ汝ねがはくは我をあはれみ

我をたすけて起したまへされば我かれらに報る

ことをえん 11わが仇われに打勝てよろこぶこと

能はざるをもて汝がわれを愛いつくしみたまふを

我しりぬ 12わが事をいはばなんぢ我をわが完全

うちにてたもち我をとこしへに面のまへに置たま

ふ 13イスラエルの神ヱホバはとこしへより永遠

までほむべきかなアーメンアーメン

42ああ神よしかの渓水をしたひ喘ぐがごとく
わが霊魂もなんぢをしたひあへぐなり 2わが

たましひは渇けるごとくに神をしたふ活神をぞ

したふ何れのときにか我ゆきて神のみまへにい

でん 3かれらが終日われにむかひてなんぢの神は

いづくにありやとののしる間はただわが涙のみ晝

夜そそぎてわが糧なりき 4われむかし群をなして

祭日をまもる衆人とともにゆき歓喜と讃美のこゑ

をあげてかれらを神の家にともなへり今これら

のことを追想してわが衷よりたましひを注ぎいだ

すなり 5ああわが霊魂よなんぢ何ぞうなたるるや

なんぞわが衷におもひみだるるやなんぢ神をま

ちのぞめわれに聖顔のたすけありて我なほわが

神をほめたたふべければなり 6わが神よわがたま

しひはわが衷にうなたる然ばわれヨルダンの地

よりヘルモンよりミザルの山より汝をおもひいづ

7なんぢの大瀑のひびきによりて淵々よびこたへ

なんぢの波なんぢの猛浪ことごとくわが上をこえ

ゆけり 8然はあれど晝はヱホバその憐憫をほどこ

したまふ夜はその歌われとともにあり此うたは

わがいのちの神にささぐる祈なり 9われわが磐な

る神にいはんなんぞわれを忘れたまひしやなん

ぞわれは仇のしへたげによりて悲しみありくや 10

わが骨もくだくるばかりにわがてきはひねもす我

にむかひてなんぢの神はいづくにありやといひ

ののしりつつ我をそしれり 11ああわがたましひ

よ汝なんぞうなたるるや何ぞわがうちに思ひみ

だるるやなんぢ神をまちのぞめわれ尚わがかほ

の助なるわが神をほめたたふべければなり

43神よねがはくは我をさばき情しらぬ民にむ
かひてわが訟をあげつらひ詭計おほきよこし

まなる人より我をたすけいだし給へ 2なんぢはわ

が力の神なりなんぞ我をすてたまひしや何ぞわ

れは仇の暴虐によりてかなしみありくや 3願くは

なんぢの光となんぢの眞理とをはなち我をみちび

きてその聖山とその帷幄とにゆかしめたまへ 4さ

らばわれ神の祭壇にゆき又わがよろこびよろこぶ

神にゆかんああ神よわが神よわれ琴をもてなん

ぢを讃たたへん 5ああわが霊魂よなんぢなんぞう

なたるるやなんぞわが衷におもひみだるるやな

んぢ神によりて望をいだけ我なほわが面のたす

けなるわが神をほめたたふべければなり

44ああ神よむかしわれらの列祖の日になんぢが
なしたまひし事迹をわれら耳にきけり列祖

われらに語れり 2なんぢ手をもてもろもろの國人
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をおひしりぞけわれらの列祖をうゑ並もろもろ

の民をなやましてわれらの列祖をはびこらせたま

ひき 3かれらはおのが劍によりて國をえしにあら

ずおのが臂によりて勝をえしにあらず只なんぢ

の右の手なんぢの臂なんぢの面のひかりによれり

汝かれらを惠みたまひたればなり 4神よなんぢは

わが王なりねがはくはヤコブのために救をほど

こしたまへ 5われらは汝によりて敵をたふしま

た我儕にさからひて起りたつものをなんぢの名に

よりて踐壓ふべし 6そはわれわが弓によりたのま

ずわが劍もまた我をすくふことあたはざればな

り 7なんぢわれらを敵よりすくひまたわれらを

惡むものを辱かしめたまへり 8われらはひねもす

神によりてほこりわれらは永遠になんぢの名に

感謝せん (セラ) 9しかるに今はわれらをすてて

恥をおはせたまへりわれらの軍人とともに出ゆ

きたまはず 10われらを敵のまへより退かしめた

まへりわれらを惡むものその任意にわれらを掠

めうばへり 11なんぢわれらを食にそなへらるる

羊のごとくにあたへ斯てわれらをもろもろの國人

のなかにちらし 12得るところなくしてなんぢの

民をうりその價によりてなんぢの富をましたま

はざりき 13汝われらを隣人にそしらしめわれら

を環るものにあなどらしめ嘲けらしめたまへり

14又もろもろの國のなかにわれらを談柄となしも

ろもろの民のなかにわれらを頭ふらるる者となし

たまへり 15わが凌辱ひねもす我がまへにありわ

がかほの恥われをおほへり 16こは我をそしり我

をののしるものの聲により我にあだし我にうらみ

を報るものの故によるなり 17これらのこと皆わ

れらに臨みきつれどわれらなほ汝をわすれずな

んぢの契約をいつはりまもらざりき 18われらの

心しりぞかずわれらの歩履なんぢの道をはなれず

19然どなんぢは野犬のすみかにてわれらをきずつ

け死蔭をもてわれらをおほひ給へり 20われらも

しおのれの神の名をわすれ或はわれらの手を異神

にのべしことあらんには 21神はこれを糺したま

はざらんや神はこころの隠れたることをも知た

まふ 22われらは終日なんぢのために死にわたさ

れ屠られんとする羊の如くせられたり 23主よさ

めたまへ何なればねぶりたまふや起たまへわれ

らをとこしへに棄たまふなかれ 24いかなれば聖

顔をかくしてわれらがうくる苦難と虐待とをわす

れたまふや 25われらのたましひはかがみて塵に

ふしわれらの腹は土につきたり 26ねがはくは起

てわれらをたすけたまへなんぢの仁慈のゆゑを

もてわれらを贖ひたまへ

45わが心はうるはしき事にてあふるわれは王
のために詠たるものをいひいでんわが舌は

すみやけく寫字人の筆なり 2なんぢは人の子輩に

まさりて美しく文雅そのくちびるにそそがるこ

のゆゑに神はとこしへに汝をさいはひしたまへり

3英雄よなんぢその劍その榮その威をこしに佩べ

し 4なんぢ眞理と柔和とただしきとのために威を

たくましくし勝をえて乗すすめなんぢの右手な

んぢに畏るべきことををしへん 5なんぢの矢は鋭

して王のあたの胸をつらぬきもろもろの民はな

んぢの下にたふる 6神よなんぢの寳座はいやとほ

永くなんぢの國のつゑは公平のつゑなり 7なんぢ

は義をいつくしみ惡をにくむこのゆゑに神なん

ぢの神はよろこびの膏をなんぢの侶よりまさりて

汝にそそぎたまへり 8なんぢの衣はみな沒薬蘆薈

肉桂のかをりあり琴瑟の音ざうげの諸殿よりい

でて汝をよろこばしめたり 9なんぢがたふとき婦

のなかにはもろもろの王のむすめあり皇后はオ

フルの金をかざりてなんぢの右にたつ 10女よき

け目をそそげなんぢの耳をかたぶけよなんぢの

民となんぢが父の家とをわすれよ 11さらば王は

なんぢの美麗をしたはん王はなんぢの主なりこ

れを伏拝め 12ツロの女は贈物をもてきたり民間

のとめるものも亦なんぢの惠をこひもとめん 13

王のむすめは殿のうちにていとど榮えかがやき

そのころもは金をもて織なせり 14かれは鍼繍せ

る衣をきて王のもとにいざなはる之にともなへ

る處女もそのあとにしたがひて汝のもとにみちび

かれゆかん 15かれらは歓喜と快樂とをもていざ

なはれ斯して王の殿にいらん 16なんぢの子らは

列祖にかはりてたちなんぢはこれを全地に君と

なさん 17我なんぢの名をよろづ代にしらしめん

この故にもろもろの民はいやとほ永くなんぢに感

謝すべし

46神はわれらの避所また力なりなやめるとき
の最ちかき助なり 2さればたとひ地はかはり

山はうみの中央にうつるとも我儕はおそれじ 3よ

しその水はなりとどろきてさわぐともその溢れ

きたるによりて山はゆるぐとも何かあらん(セ

ラ) 4河ありそのながれは神のみやこをよろこば

しめ至上者のすみたまふ聖所をよろこばしむ 5
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神そのなかにいませば都はうごかじ神は朝つと

にこれを助けたまはん 6もろもろの民はさわぎ

たち もろもろの國はうごきたり 神その聲をい

だしたまへば地はやがてとけぬ 7萬軍のヱホバ

はわれらとともなりヤコブの神はわれらのたか

き櫓なり (セラ) 8きたりてヱホバの事跡をみ

よヱホバはおほくの懼るべきことを地になした

まへり 9ヱホバは地のはてまでも戰闘をやめしめ

弓ををり戈をたち戰車を火にてやきたまふ 10汝

等しづまりて我の神たるをしれわれはもろもろ

の國のうちに崇められ全地にあがめらるべし 11

萬軍のヱホバはわれらと偕なりヤコブの神はわ

れらの高きやぐらなり (セラ)

47もろもろのたみよ手をうち歓喜のこゑをあげ
神にむかひてさけべ 2いとたかきヱホバはお

そるべくまた地をあまねく治しめす大なる王に

てましませばなり 3ヱホバはもろもろの民をわれ

らに服はせもろもろの國をわれらの足下にまつ

ろはせたまふ 4又そのいつくしみたまふヤコブが

譽とする嗣業をわれらのために選びたまはん(セ

ラ) 5神はよろこびさけぶ聲とともにのぼりヱホ

バはラッパの聲とともにのぼりたまへり 6ほめう

たへ神をほめうたへ頌歌へわれらの王をほめう

たへ 7かみは地にあまねく王なればなり敎訓の

うたをうたひてほめよ 8神はもろもろの國をすべ

をさめたまふ神はそのきよき寳座にすわりたま

ふ 9もろもろのたみの諸侯はつどひきたりてアブ

ラハムの神の民となれり地のもろもろの盾は神

のものなり神はいとたふとし

48ヱホバは大なりわれらの神の都そのきよき
山のうへにて甚くほめたたへられたまふべし

2シオンの山はきたの端たかくしてうるはしく喜

悦を地にあまねくあたふここは大なる王のみや

こなり 3そのもろもろの殿のうちに神はおのれを

たかき櫓としてあらはしたまへり 4みよ王等はつ

どひあつまりて偕にすぎゆきぬ 5かれらは都をみ

てあやしみ且おそれて忽ちのがれされり 6戰慄は

かれらにのぞみその苦痛は子をうまんとする婦

のごとし 7なんぢは東風をおこしてタルシシの舟

をやぶりたまふ 8曩にわれらが聞しごとく今われ

らは萬軍のヱホバの都われらの神のみやこにて之

をみることをえたり神はこの都をとこしへまで

固くしたまはん (セラ) 9神よ我らはなんぢの宮

のうちにて仁慈をおもへり 10神よなんぢの譽は

その名のごとく地の極にまでおよべりなんぢの

右手はただしきにて充り 11なんぢのもろもろの

審判によりてシオンの山はよろこびユダの女輩は

たのしむべし 12シオンの周圍をありき徧くめぐ

りてその櫓をかぞへよ 13その石垣に目をとめよ

そのもろもろの殿をみよなんぢらこれを後代に

かたりつたへんが爲なり 14そはこの神はいや遠

長にわれらの神にましましてわれらを死るまでみ

ちびきたまはん

49もろもろの民よきけ賤きも貴きも富るも貧き
もすべて地にすめる者よなんぢらともに耳

をそばだてよ 2もろもろの民よきけ賤きも貴きも

富るも貧きもすべて地にすめる者よなんぢらと

もに耳をそばだてよ 3わが口はかしこきことをか

たりわが心はさときことを思はん 4われ耳を喩

言にかたぶけ琴をならしてわが幽玄なる語をとき

あらはさん 5わが踵にちかかる不義のわれを打圍

むわざはひの日もいかで懼るることあらんや 6お

のが富をたのみ財おほきを誇るもの 7たれ一人お

のが兄弟をあがなふことあたはず之がために贖價

を神にささげ 8之をとこしへに生存へしめて朽ざ

らしむることあたはず（霊魂をあがなふには費い

とおほくして此事をとこしへに捨置ざるを得ざれ

ばなり） 9之をとこしへに生存へしめて朽ざらし

むることあたはず（霊魂をあがなふには費いとお

ほくして此事をとこしへに捨置ざるを得ざればな

り） 10そは智きものも死おろかものも獣心者も

ひとしくほろびてその富を他人にのこすことは常

にみるところなり 11かれら竊におもふわが家は

とこしへに存りわがすまひは世々にいたらんと

かれらはその地におのが名をおはせたり 12され

ど人は譽のなかに永くとどまらず亡びうする獣の

ごとし 13斯のごときは愚かなるものの途なり然

はあれど後人はその言をよしとせん (セラ) 14か

れらは羊のむれのごとくに陰府のものと定めらる

死これが牧者とならん直きもの朝にかれらををさ

めんその美容は陰府にほろぼされて宿るところ

なかるべし (Sheol h7585) 15されど神われを接たまふ

べければわが霊魂をあがなひて陰府のちからより

脱かれしめたまはん (セラ) (Sheol h7585) 16人のとみ

てその家のさかえくははらんとき汝おそるるなか

れ 17かれの死るときは何一つたづさへゆくこと

あたはずその榮はこれにしたがひて下ることを
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せざればなり 18かかる人はいきながらふるほど

に己がたましひを祝するともみづからを厚うす

るがゆゑに人々なんぢをほむるとも 19なんぢ列

祖の世にゆかんかれらはたえて光をみざるべし

20尊貴なかにありて暁らざる人はほろびうする獣

のごとし

50ぜんのうの神ヱホバ詔命して日のいづるとこ
ろより日のいるところまであまねく地をよび

たまへり 2かみは美麗の極なるシオンより光をは

なちたまへり 3われらの神はきたりて默したまは

じ火その前にものをやきつくし暴風その四周にふ

きあれん 4神はその民をさばかんとて上なる天お

よび地をよびたまへり 5いはく祭物をもて我とけ

いやくをたてしわが聖徒をわがもとに集めよと 6

もろもろの天は神の義をあらはせり神はみづか

ら審士たればなり (セラ) 7わが民よきけ我ものい

はんイスラエルよきけ我なんぢにむかひて證をな

さんわれは神なんぢの神なり 8わがなんぢを責

るは祭物のゆゑにあらずなんぢの燔祭はつねに

わが前にあり 9我はなんぢの家より牡牛をとらず

なんぢの牢より牡山羊をとらず 10林のもろもろ

のけもの山のうへの千々の牲畜はみなわが有なり

11われは山のすべての鳥をしる野のたけき獣はみ

なわがものなり 12世界とそのなかに充るものと

はわが有なれば縦ひわれ饑るともなんぢに告じ 13

われいかで牡牛の肉をくらひ牡山羊の血をのまん

や 14感謝のそなへものを神にささげよなんぢの

ちかひを至上者につくのへ 15なやみの日にわれ

をよべ我なんぢを援けん而してなんぢ我をあがむ

べし 16然はあれど神あしきものに言給くなんぢ

は敎をにくみわが言をその後にすつるものなる

に何のかかはりありてわが律法をのべわがけい

やくを口にとりしや 17然はあれど神あしきもの

に言給くなんぢは敎をにくみわが言をその後に

すつるものなるに何のかかはりありてわが律法を

のべわがけいやくを口にとりしや 18なんぢ盗人

をみれば之をよしとし姦淫をおこなふものの伴侶

となれり 19なんぢその口を惡にわたすなんぢの

舌は詭計をくみなせり 20なんぢ坐りて兄弟をそ

しり己がははの子を誣ののしれり 21汝これらの

事をなししをわれ默しぬればなんぢ我をおのれ

に恰にたるものとおもへりされど我なんぢを責

めてその罪をなんぢの目前につらぬべし 22神を

わするるものよ今このことを念へおそらくは我

なんぢを抓さかんとき助るものあらじ 23感謝の

そなへものを献るものは我をあがむおのれの行

爲をつつしむ者にはわれ神の救をあらはさん

51ああ神よねがはくはなんぢの仁慈によりて我
をあはれみなんぢの憐憫のおほきによりて

わがもろもろの愆をけしたまへ 2わが不義をこと

ごとくあらひさり我をわが罪よりきよめたまへ 3

われはわが愆をしるわが罪はつねにわが前にあ

り 4我はなんぢにむかひて獨なんぢに罪ををかし

聖前にあしきことを行へりされば汝ものいふと

きは義とせられなんぢ鞫くときは咎めなしとせ

られ給ふ 5視よわれ邪曲のなかにうまれ罪ありて

わが母われをはらみたりき 6なんぢ眞實をこころ

の衷にまでのぞみわが隠れたるところに智慧を

しらしめ給はん 7なんぢヒソブをもて我をきよめ

たまへさらばわれ淨まらん我をあらひたまへさ

らばわれ雪よりも白からん 8なんぢ我によろこび

と快樂とをきかせなんぢが碎きし骨をよろこば

せたまへ 9ねがはくは聖顔をわがすべての罪より

そむけわがすべての不義をけしたまへ 10ああ神

よわがために清心をつくりわが衷になほき霊を

あらたにおこしたまへ 11われを聖前より棄たま

ふなかれ汝のきよき霊をわれより取りたまふな

かれ 12なんぢの救のよろこびを我にかへし自由

の霊をあたへて我をたもちたまへ 13さらばわれ

愆ををかせる者になんぢの途ををしへん罪人はな

んぢに歸りきたるべし 14神よわが救のかみよ血

をながしし罪より我をたすけいだしたまへわが

舌は聲たからかになんぢの義をうたはん 15主よ

わが口唇をひらきたまへ然ばわが口なんぢの頌

美をあらはさん 16なんぢは祭物をこのみたまは

ずもし然らずば我これをささげんなんぢまた燔

祭をも悦びたまはず 17神のもとめたまふ祭物は

くだけたる霊魂なり神よなんぢは碎けたる悔し

こころを藐しめたまふまじ 18ねがはくは聖意に

したがひてシオンにさいはひしヱルサレムの石

垣をきづきたまへ 19その時なんぢ義のそなへも

のと燔祭と全きはんさいとを悦びたまはんかく

て人々なんぢの祭壇に牡牛をささぐべし

52猛者よなんぢ何なればあしき企圖をもて自ら
ほこるや神のあはれみは恒にたえざるなり 2

なんぢの舌はあしきことをはかり利き剃刀のごと

くいつはりをおこなふ 3なんぢは善よりも惡をこ

のみ正義をいふよりも虚偽をいふをこのむ(セラ
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) 4たばかりの舌よなんぢはすべての物をくひほ

ろぼす言をこのむ 5されば神とこしへまでも汝を

くだきまた汝をとらへてその幕屋よりぬきいだ

し生るものの地よりなんぢの根をたやしたまはん

(セラ) 6義者はこれを見ておそれ彼をわらひてい

はん 7神をおのが力となさずその富のゆたかな

るをたのみその惡をもて己をかたくせんとする

人をみよと 8然はあれどわれは神の家にあるあを

き橄欖の樹のごとし我はいやとほながに神のあ

はれみに依賴まん 9なんぢこの事をおこなひ給ひ

しによりて我とこしへになんぢに感謝しなんぢ

の聖徒のまへにて聖名をまちのぞまんこは宜し

きことなればなり

53愚かなるものは心のうちに神なしといへり
かれらは腐れたりかれらは憎むべき不義をお

こなへり善をおこなふ者なし 2神は天より人の子

をのぞみて悟るものと神をたづぬる者とありやな

しやを見たまひしに 3みな退ぞきてことごとく汚

れたり善をなすものなし一人だになし 4不義をお

こなふものは知覺なきかかれらは物くふごとく

わが民をくらひまた神をよばふことをせざるな

り 5かれらは懼るべきことのなきときに大におそ

れたり神はなんぢにむかひて營をつらぬるもの

の骨をちらしたまへばなり神かれらを棄たまひ

しによりて汝かれらを辱かしめたり 6願くはシオ

ンよりイスラエルの救のいでんことを神その民

のとらはれたるを返したまふときヤコブはよろこ

びイスラエルは樂まん

54神よねがはくは汝の名によりて我をすくひ
なんぢの力をもて我をさばきたまへ 2神よわ

が祈をききたまへわが口のことばに耳をかたぶ

けたまへ 3そは外人はわれにさからひて起りたち

強暴人はわがたましひを索むるなりかれらは神

をおのが前におかざりき (セラ) 4みよ神はわれ

をたすくるものなり主はわがたましひを保つも

のとともに在せり 5主はわが仇にそのあしきこと

の報をなしたまはん願くはなんぢの眞實により

て彼等をほろぼしたまへ 6我よろこびて祭物をな

んぢに献んヱホバよ我なんぢの名にむかひて感

謝せんこは宜しきことなればなり 7そはヱホバ

はすべての患難より我をすくひたまへりわが目

はわが仇につきての願望をみたり

55神よねがはくは耳をわが祈にかたぶけたまへ
わが懇求をさけて身をかくしたまふなかれ 2

われに聖意をとめ我にこたへたまへわれ歎息に

よりてやすからず悲みうめくなり 3これ仇のこゑ

と惡きものの暴虐とのゆゑなりそはかれら不義

をわれに負せいきどほりて我におひせまるなり 4

わが心わがうちに憂ひいたみ死のもろもろの恐懼

わがうへにおちたり 5おそれと戰慄とわれにのぞ

み甚だしき恐懼われをおほへり 6われ云ねがはく

は鴿のごとく羽翼のあらんことをさらば我とび

さりて平安をえん 7みよ我はるかにのがれさりて

野にすまん (セラ) 8われ速かにのがれて暴風と

狂風とをはなれん 9われ都のうちに強暴とあらそ

ひとをみたり主よねがはくは彼等をほろぼした

まへかれらの舌をわかれしめたまへ 10彼等はひ

るもよるも石垣のうへをあるきて邑をめぐる邑

のうちには邪曲とあしき企圖とあり 11また惡き

こと邑のうちにありしへたげと欺詐とはその街

衢をはなるることなし 12われを謗れるものは仇

たりしものにあらずもし然りしならば尚しのば

れしなるべし我にむかひて己をたかくせし者は

われを恨たりしものにあらず若しかりしならば身

をかくして彼をさけしなるべし 13されどこれ汝

なりわれとおなじきものわが友われと親しきも

のなり 14われら互にしたしき語らひをなしまた

會衆のなかに在てともに神の家にのぼりたりき 15

死は忽然かれらにのぞみその生るままにて陰府

にくだらんことをそは惡事その住處にありその

中にあればなり (Sheol h7585) 16されど我はただ神を

よばんヱホバわれを救ひたまふべし 17夕にあし

たに晝にわれなげき且かなしみうめかんヱホバ

わが聲をききたまふべし 18ヱホバは我をせむる

戰闘よりわが霊魂をあがなひいだして平安をえし

めたまへりそはわれを攻るもの多かりければな

り 19太古よりいます者なる神はわが聲をききて

かれらを惱めたまべし (セラ)かれらには變るこ

となく神をおそるることなし 20かの人はおのれ

と睦みをりしものに手をのべてその契約をけがし

たり 21その口はなめらかにして乳酥のごとくな

れどもその心はたたかひなりその言はあぶらに

勝りてやはらかなれどもぬきたる劍にことならず

22なんぢの荷をヱホバにゆだねよさらば汝をささ

へたまはんただしき人のうごかさるることを常

にゆるしたまふまじ 23かくて神よなんぢはかれ
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らを亡の坑におとしいれたまはん血をながすもの

と詭計おほきものとは生ておのが日の半にもいた

らざるべし然はあれどわれは汝によりたのまん

56ああ神よねがはくは我をあはれみたまへ人
いきまきて我をのまんとし終日たたかひて我

をしへたぐ 2わが仇ひねもす急喘てわれをのまん

とす誇りたかぶりて我とたたかふものおほし 3わ

れおそるるときは汝によりたのまん 4われ神によ

りてその聖言をほめまつらんわれ神に依賴みた

ればおそるることあらじ肉體われになにをなし得

んや 5かれらは終日わがことばを曲るなりその

思念はことごとくわれにわざはひをなす 6かれら

は群つどひて身をひそめわが歩に目をとめてわ

が霊魂をうかがひもとむ 7かれらは不義をもての

がれんとおもへり神よねがはくは憤ほりてもろ

もろの民をたふしたまへ 8汝わがあまた土の流離

をかぞへたまへりなんぢの革嚢にわが涙をたく

はへたまへこは皆なんぢの冊にしるしあるにあ

らずや 9わがよびもとむる日にはわが仇しりぞか

んわれ神のわれを守りたまふことを知る 10われ

神によりてその聖言をはめまつらん我ヱホバに

よりてそのみことばを讃まつらん 11われ神によ

りたのみたれば懼るることあらじ人はわれに何

をなしえんや 12神よわがなんぢにたてし誓はわ

れをまとへりわれ感謝のささげものを汝にささ

げん 13汝わがたましひを死よりすくひたまへば

なりなんぢ我をたふさじとわが足をまもり生命

の光のうちにて神のまへに我をあゆませ給ひしに

あらずや

57我をあはれみたまへ神よわれをあはれみたま
へわが霊魂はなんぢを避所とすわれ禍害の

すぎさるまではなんぢの翼のかげを避所とせん 2

我はいとたかき神によばはんわがために百事を

なしをへたまふ神によばはん 3神はたすけを天よ

りおくりて我をのまんとする者のそしるときに我

を救ひたまはん (セラ)神はその憐憫その眞實を

おくりたまはん 4わがたましひは群ゐる獅のなか

にあり火のごとくもゆる者その歯は戈のごとく

矢のごとくその舌はとき劍のごとき人の子のなか

に我ふしぬ 5神よねがはくはみづからを天よりも

高くしみさかえを全地のうへに擧たまへ 6かれら

はわが足をとらへんとて網をまうくわが霊魂は

うなたるかれらはわがまへに阱をほりたり而し

てみづからその中におちいれり (セラ) 7わが心

さだまれり神よわがこころ定まれりわれ謳ひま

つらん頌まつらん 8わが榮よさめよ筝よ琴よさ

めよわれ黎明をよびさまさん 9主よわれもろも

ろの民のなかにてなんぢに感謝しもろもろの國

のなかにて汝をほめうたはん 10そは汝のあはれ

みは大にして天にまでいたりなんぢの眞實は雲

にまでいたる 11神よねがはくは自からを天より

も高くし光榮をあまねく地のうへに擧たまへ

58なんぢら默しゐて義をのべうるか人の子よ
なんぢらなほき審判をおこなふや 2否なんぢ

らは心のうちに惡事をおこなひその手の強暴を

この地にはかりいだすなり 3あしきものは胎をは

なるるより背きとほざかり生れいづるより迷ひて

いつはりをいふ 4かれらの毒は蛇のどくのごとし

かれらは蠱術をおこなふものの甚たくみにまじな

ふその聲をだにきかざる耳ふさぐ聾ひの蝮のごと

し 5かれらの毒は蛇のどくのごとしかれらは蠱

術をおこなふものの甚たくみにまじなふその聲を

だにきかざる耳ふさぐ聾ひの蝮のごとし 6神よか

れらの口の歯ををりたまヘヱホバよ壯獅の牙を

ぬきくだきたまへ 7願くはかれらを流れゆく水の

ごとくに消失しめその矢をはなつときは折れた

るごとくなし給はんことを 8また融てきえゆく蝸

牛のごとく婦のときならず產たる目をみぬ嬰のご

とくならしめ給へ 9なんぢらの釜いまだ荊蕀の火

をうけざるさきに靑をも燃たるをもともに狂風に

て吹さりたまはん 10義者はかれらが讎かへさる

るを見てよろこびその足をあしきものの血のな

かにてあらはん 11かくて人はいふべし實にただ

しきものに報賞あり實にさばきをほどこしたまふ

神はましますなりと

59わが神よねがはくは我をわが仇よりたすけい
だしわれを高處におきて我にさからひ起立

つものより脱かれしめたまへ 2邪曲をおこなふも

のより我をたすけいだし血をながす人より我をす

くひたまへ 3視よかれらは潜みかくれてわが霊魂

をうかがひ猛者むれつどひて我をせむヱホバよ

此はわれに愆あるにあらずわれに罪あるにあら

ず 4かれら趨りまはりて過失なきに我をそこなは

んとて備をなすねがはくは我をたすくるために

目をさまして見たまへ 5なんぢヱホバ萬軍の神イ

スラエルの神よねがはくは目をさましてもろも
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ろの國にのぞみたまへあしき罪人にあはれみを

加へたまふなかれ (セラ) 6かれらは夕にかへり

きたり犬のごとくほえて邑をへありく 7視よかれ

らは口より惡をはくそのくちびるに劍ありかれ

らおもへらく誰ありてこの言をきかんやと 8され

どヱホバよ汝はかれらをわらひもろもろの國を

あざわらひたまはん 9わが力よわれ汝をまちのぞ

まん神はわがたかき櫓なり 10憐憫をたまふ神は

われを迎へたまはん神はわが仇につきての願望

をわれに見させたまはん 11願くはかれらを殺し

たまふなかれわが民つひに忘れやはせん主われ

らの盾よ大能をもてかれらを散しまた卑したま

へ 12かれらがくちびるの言はその口のつみなり

かれらは詛と虚偽とをいひいづるによりてその傲

慢のためにとらへられしめたまへ 13忿恚をもて

かれらをほろぼしたまへ再びながらふることな

きまでに彼等をほろぼしたまへヤコブのなかに

神いまして統治めたまふことをかれらに知しめて

地の極にまでおよぼしたまへ (セラ) 14かれらは

夕にかへりきたり犬のごとくほえて邑をへありく

べし 15かれらはゆききして食物をあさりもし飽

ことなくば終夜とどまれり 16されど我はなんぢ

の大能をうたひ清晨にこゑをあげてなんぢの憐憫

をうたひまつらんなんぢわが迫りくるしみたる

日にたかき櫓となりわが避所となりたまひたれ

ばなり 17わがちからよ我なんぢにむかひて頌辭

をうたひまつらん神はわがたかき櫓われにあは

れみをたまふ神なればなり

60神よなんぢわれらを棄われらをちらし給へり
なんぢは憤ほりたまへりねがはくは再びわ

れらを歸したまへ 2なんぢ國をふるはせてこれを

裂たまへりねがはくはその多くの隙をおぎなひ

たまへそは國ゆりうごくなり 3なんぢはその民

にたへがたきことをしめし人をよろめかする酒

をわれらに飮しめ給へり 4なんぢ眞理のために擧

しめんとて汝をおそるるものに一つの旗をあたへ

たまへり (セラ) 5ねがはくは右の手をもて救を

ほどこしわれらに答をなして愛しみたまふもの

に助をえしめたまへ 6神はその聖をもていひたま

へりわれ甚くよろこばんわれシケムをわかちス

コテの谷をはからん 7ギレアデはわがものマナ

セはわが有なりエフライムも亦わが首のまもり

なりユダはわが杖 8モアブはわが足盥なりエド

ムにはわが履をなげんベリシテよわが故により

て聲をあげよと 9たれかわれを堅固なる邑にすす

ましめんや誰かわれをみちびきてエドムにゆき

たるか 10神よなんぢはわれらを棄たまひしにあ

らずや神よなんぢはわれらの軍とともにいでゆ

きたまはず 11ねがはくは助をわれにあたへて敵

にむかはしめたまへ人のたすけは空しければな

り 12われらは神によりて勇しくはたらかんわれ

らの敵をみたまふものは神なればなり

61ああ神よねがはくはわが哭聲をききたまへ
わが祈にみこころをとめたまへ 2わが心くづ

ほるるとき地のはてより汝をよばんなんぢ我を

みちびきてわが及びがたきほどの高き磐にのぼら

せたまへ 3なんぢはわが避所われを仇よりのがれ

しむる堅固なる櫓なればなり 4われ永遠になんぢ

の帷幄にすまはん我なんぢの翼の下にのがれん

(セラ) 5神よなんぢはわがもろもろの誓をきき名

をおそるるものにたまふ嗣業をわれにあたへたま

へり 6なんぢは王の生命をのばしその年を幾代

にもいたらせたまはん 7王はとこしへに神のみま

へにとどまらんねがはくは仁慈と眞實とをそな

へて彼をまもりたまへ 8さらば我とこしへに名を

ほめうたひて日ごとにわがもろもろの誓をつくの

ひ果さん

62わがたましひは默してただ神をまつわがす
くひは神よりいづるなり 2神こそはわが磐わ

がすくひなれまたわが高き櫓にしあれば我いた

くは動かされじ 3なんぢらは何のときまで人にお

しせまるやなんぢら相共にかたぶける石垣のご

とく搖ぎうごける籬のごとくに人をたふさんとす

るか 4かれらは人をたふとき位よりおとさんとの

み謀りいつはりをよろこびまたその口にてはい

はひその心にてはのろふ (セラ) 5わがたましひ

よ默してただ神をまてそはわがのぞみは神より

いづ 6神こそはわが磐わがすくひなれ又わがた

かき櫓にしあれば我はうごかされじ 7わが救とわ

が榮とは神にありわがちからの磐わがさけどこ

ろは神にあり 8民よいかなる時にも神によりたの

めその前になんぢらの心をそそぎいだせ神はわ

れらの避所なり (セラ) 9實にひくき人はむなし

くたかき人はいつはりなりすべてかれらを權衡

におかば上にあがりて虚しきものよりも軽きなり

10暴虐をもて恃とするなかれ掠奪ふをもてほこる

なかれ富のましくははる時はこれに心をかくる

なかれ 11ちからは神にあり神ひとたび之をのた
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まへりわれ二次これをきけり 12ああ主よあはれ

みも亦なんぢにありなんぢは人おのおのの作に

したがひて報をなしたまへばなり

63ああ神よなんぢはわが神なりわれ切になん
ぢをたづねもとむ水なき燥きおとろへたる

地にあるごとくわが霊魂はかわきて汝をのぞみ

わが肉體はなんぢを戀したふ 2曩にも我かくのご

とく大權と榮光とをみんことをねがひ聖所にあり

て目をなんぢより離れしめざりき 3なんぢの仁慈

はいのちにも勝れるゆゑにわが口唇はなんぢを讃

まつらん 4斯われはわが生るあひだ汝をいはひ名

によりてわが手をあげん 5われ床にありて汝をお

もひいで夜の更るままになんぢを深くおもはん時

わがたましひは髓と脂とにて饗さるるごとく飽こ

とをえわが口はよろこびの口唇をもてなんぢを

讃たたへん 6われ床にありて汝をおもひいで夜の

更るままになんぢを深くおもはん時わがたまし

ひは髓と脂とにて饗さるるごとく飽ことをえわ

が口はよろこびの口唇をもてなんぢを讃たたへん

7そはなんぢわが助となりたまひたれば我なんぢ

の翼のかげに入てよろこびたのしまん 8わがたま

しひはなんぢを慕追ふみぎの手はわれを支ふる

なり 9然どわがたましひを滅さんとて尋ねもとむ

るものは地のふかきところにゆき 10又つるぎの

刃にわたされ野犬の獲るところとなるべし 11し

かれども王は神をよろこばん神によりて誓をた

つるものはみな誇ることをえん虚偽をいふもの

の口はふさがるべければなり

64神よわがなげくときわが聲をききたまへわ
が生命をまもりて仇のおそれより脱かれしめ

たまへ 2ねがはくは汝われをかくして惡をなすも

のの陰かなる謀略よりまぬかれしめ不義をおこな

ふものの喧嘩よりまぬかれしめ給へ 3かれらは劍

のごとくおのが舌をとぎその弓をはり矢をつが

へるごとく苦言をはなち 4隠れたるところにて全

者を射んとす俄かにこれを射ておそるることなし

5また彼此にあしき企圖をはげまし共にはかりて

ひそかに羂をまうく斯ていふ誰かわれらを見ん

と 6かれらはさまざまの不義をたづねいだして云

われらは懇ろにたづね終れりとおのおのの衷の

おもひと心とはふかし 7然はあれど神は矢にてか

れらを射たまふべしかれらは俄かに傷をうけん 8

斯てかれらの舌は其身にさからふがゆゑに遂にか

れらは蹟かんこれを見るものみな逃れさるべし 9

もろもろの人はおそれん而して神のみわざをのべ

つたへその作たまへることを考ふべし 10義者は

ヱホバをよろこびて之によりたのまんすべて心

のなほきものは皆ほこることを得ん

65ああ神よさんびはシオンにて汝をまつ人は
みまへにて誓をはたさん 2祈をききたまふも

のよ諸人こぞりて汝にきたらん 3不義のことば我

にかてりなんぢ我儕のもろもろの愆をきよめた

まはん 4汝にえらばれ汝にちかづけられて大庭に

すまふ者はさいはひなりわれらはなんぢの家な

んぢの宮のきよき處のめぐみにて飽ことをえん 5

われらが救のかみよ地と海とのもろもろの極な

るきはめて遠ものの恃とするなんぢは公義により

て畏るべきことをもて我儕にこたへたまはん 6か

みは大能をおびその權力によりてもろもろの山

をかたくたたしめ 7海のひびき狂瀾のひびきも

ろもろの民のかしがましきを鎮めたまへり 8され

ば極遠にすめる人々もなんぢのくさぐさの豫兆を

みておそるなんぢ朝夕のいづる處をよろこび謳

はしめたまふ 9なんぢ地にのぞみて漑そぎおほい

に之をゆたかにしたまへり神のかはに水みちた

りなんぢ如此そなへをなして穀物をかれらにあ

たへたまへり 10なんぢ畎をおほいにうるほし畝

をたひらにし白雨にてこれをやはらかにしその

萌芽るを祝し 11また恩惠をもて年の冕弁とした

まへりなんぢの途には膏したたれり 12その恩滴

は野の牧場をうるほし小山はみな歓びにかこまる

13牧場はみな羊のむれを衣もろもろの谷は穀物に

おほはれたりかれらは皆よろこびてよばはりま

た謳ふ

66全地よ神にむかひて歓びよばはれ 2その名の

榮光をうたへその頌美をさかえしめよ 3かみ

に告まつれ汝のもろもろの功用はおそるべきか

な大なる力によりてなんぢの仇はなんぢに畏れし

たがひ 4全地はなんぢを拝みてうたひ名をほめう

たはんと (セラ) 5來りて神のみわざをみよ人の

子輩にむかひて作たまふことはおそるべきかな 6

神はうみをかへて乾ける地となしたまへりひと

びと歩行にて河をわたりきその處にてわれらは

神をよろこべり 7神はその大能をもてとこしへに

統治めその目は諸國をみたまふそむく者みづか

らを崇むべからず (セラ) 8もろもろの民よわれ

らの神をほめまつれ神をほめたたふる聲をきこえ
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しめよ 9神はわれらの霊魂をながらへしめわれら

の足のうごかさるることをゆるしたまはず 10神

よなんぢはわれらを試みて白銀をねるごとくにわ

れらを錬たまひたればなり 11汝われらを網にひ

きいれわれらの腰におもき荷をおき 12人々をわ

れらの首のうへに騎こえしめたまひきわれらは

火のなか水のなかをすぎゆけりされど汝その中

よりわれらをひきいたし豊盛なる處にいたらしめ

たまへり 13われ燔祭をもてなんぢの家にゆかん

迫りくるしみたるときにわが口唇のいひいでわが

口ののべし誓をなんぢに償はん 14われ燔祭をも

てなんぢの家にゆかん迫りくるしみたるときに

わが口唇のいひいでわが口ののべし誓をなんぢに

償はん 15われ肥たるものを燔祭とし牡羊を馨香

として汝にささげ牡牛と牡山羊とをそなへまつら

ん (セラ) 16神をおそるる人よみな來りてきけわ

れ神のわがたましひのために作たまへることをの

べん 17われわが口をもて神によばはりまた舌を

もてあがむ 18然るにわが心にしれる不義あらば

主はわれにききたまふまじ 19されどまことに神

はききたまへり聖意をわがいのりの聲にとめたま

へり 20神はほむべきかなわが祈をしりぞけずそ

の憐憫をわれよりとりのぞきたまはざりき

67ねがはくは神われらをあはれみわれらをさ
きはひてその聖顔をわれらのうへに照したま

はんことを (セラ) 2此はなんぢの途のあまねく

地にしられなんぢの救のもろもろの國のうちに

知れんがためなり 3かみよ庶民はなんぢに感謝し

もろもろの民はみな汝をほめたたへん 4もろもろ

の國はたのしみ又よろこびうたふべしなんぢ直

をもて庶民をさばき地のうへなる萬の國ををさめ

たまべければなり (セラ) 5神よたみらはなんぢ

に感謝しもろもろの民はみな汝をほめたたへん 6

地は產物をいだせり神わが神はわれらを福ひた

まはん 7神われらをさきはひたまふべしかくて

地のもろもろの極ことごとく神をおそれん

68ねがはくは神おきたまへその仇はことごと
くちり神をにくむものは前よりにげさらん

ことを 2烟のおひやらるるごとくかれらを驅逐た

まへ惡きものは火のまへに蝋のとくるごとく神

のみまへにてほろぶべし 3されど義きものには歓

喜ありかれら神の前にてよろこびをどらん實に

たのしみて喜ばん 4神のみまへにうたへその名

をほめたたへよ乗て野をすぐる者のために大道

をきづけかれの名をヤハとよぶその前によろこ

びをどれ 5きよき住居にまします神はみなしごの

父やもめの審士なり 6神はよるべなきものを家族

の中にをらしめ囚人をとき福祉にみちびきたまふ

されど悖逆者はうるほひなき地にすめり 7神よな

んぢは民にさきだちいでて野をすすみゆきたまひ

き (セラ) 8そのとき地ふるひ天かみのみまへに漏

るシナイの山すら神イスラエルの神の前にふる

ひうごけり 9神よなんぢの嗣業の地のつかれおと

ろへたるとき豊かなる雨をふらせて之をかたくし

たまへり 10曩になんぢの公會はその中にとどま

れり神よなんぢは惠をもて貧きもののために預

備をなしたまひき 11主みことばを賜ふその佳音

をのぶる婦女はおほくして群をなせり 12もろも

ろの軍旅の王たちはにげさる逃去りたれば家な

る婦女はその掠物をわかつ 13なんぢら羊の牢の

うちにふすときは鴿のつばさの白銀におほはれそ

の毛の黄金におほはるるがごとし 14全能者かし

こにて列王をちらし給へるときはサルモンの山に

雪ふりたるがごとくなりき 15バシャンのやまは

神の山なりバシャンのやまは峰かさなれる山なり

16峰かさなれるもろもろの山よなんぢら何なれば

神の住所にえらびたまへる山をねたみ見るや然

れヱホバは永遠にこの山にすみたまはん 17神の

戰車はよろづに萬をかさね千にちぢをくはふ主

その中にいませり聖所にいますがごとくシナイ

の山にいまししがごとし 18なんぢ高處にのぼり

虜者をとりこにしてひきゐ禮物を人のなかよりも

叛逆者のなかよりも受たまへりヤハの神ここに

住たまはんが爲なり 19日々にわれらの荷をおひ

たまふ主われらのすくひの神はほむべきかな(セ

ラ) 20神はしばしばわれらを助けたまへる神なり

死よりのがれうるは主ヱホバに由る 21神はその

仇のかうべを撃やぶりたまはん愆のなかにとど

まるものの髮おほき顱頂をうちやぶりたまはん 22

主いへらく我バシャンよりかれらを携へかへり海

のふかき所よりたづさへ歸らん 23斯てなんぢの

足をそのあたの血にひたし之をなんぢの犬の舌に

なめしめん 24神よすべての人はなんぢの進行き

たまふをみたりわが神わが王の聖所にすすみゆ

きたまふを見たり 25鼗うつ童女のなかにありて

謳ふものは前にゆき琴ひくものは後にしたがへり

26なんぢらすべての會にて神をほめよイスラエル



詩篇 400

のみなもとより出るなんぢらよ主をほめまつれ

27彼處にかれらを統るとしわかきベニヤミンあり

ユダの諸侯とその群衆とありまたゼブルンのきみ

たちナフタリの諸侯あり 28なんぢの神はなんぢ

の力をたてたまへり神よなんぢ我儕のためにな

したまひし事をかたくしたまヘ 29ヱルサレムな

るなんぢの宮のために列王なんぢに禮物をささげ

ん 30ねがはくは葦間の獣むらがれる牯犢のごと

きもろもろの民をいましめてかれらに白銀をたづ

さへきたりみづから服ふことを爲しめたまへ神

はたたかひを好むもろもろの民をちらしたまへり

31諸侯はエジプトよりきたりエテオピアはあわた

だしく神にむかひて手をのべん 32地のもろもろ

のくによ神のまへにうたへ主をほめうたへ(セラ

) 33上古よりの天の天にのりたま者にむかひてう

たへみよ主はみこゑを發したまふ勢力ある聲を

いだしたまふ 34なんぢらちからを神に歸せよそ

の稜威はイスラエルの上にとどまりその大能は

雲のなかにあり 35神のおそるべき状はきよき所

よりあらはるイスラエルの神はその民にちから

と勢力とをあたへたまふ神はほむべきかな

69神よねがはくは我をすくひたまへ大水なが
れきたりて我がたましひにまでおよべり 2わ

れ立止なきふかき泥の中にしづめりわれ深水に

おちいるおほみづわが上をあふれすぐ 3われ歎息

によりてつかれたりわが喉はかわきわが目はわ

が神をまちわびておとろへぬ 4故なくしてわれを

にくむ者わがかしらの髮よりもおほく謂なくして

わが仇となり我をほろぼさんとするものの勢力つ

よしわれ掠めざりしものをも償はせらる 5神よ

なんぢはわが愚なるをしりたまふわがもろもろ

の罪はなんぢにかくれざるなり 6萬軍のヱホバ主

よねがはくは汝をまちのぞむ者をわが故により

て辱かしめらるることなからしめたまへイスラ

エルの神よねがはくはなんぢを求むる者をわが故

によりて恥をおはしめらるることなからしめたま

へ 7我はなんぢのために謗をおひ恥はわが面をお

ほひたればなり 8われわが兄弟には旅人のごとく

わが母の子には外人のごとくなれり 9そはなんぢ

の家をおもふ熱心われをくらひ汝をそしるものの

謗われにおよべり 10われ涙をながして食をたち

わが霊魂をなげかすれば反てこれによりて謗をう

く 11われ麁布をころもとなししにかれらが諺語

となりぬ 12門にすわる者はわがうへをかたるわ

れは酔狂たるものに謳ひはやされたり 13然はあ

れどヱホバよわれは惠のときに汝にいのるねが

はくは神よなんぢの憐憫のおほきによりて汝のす

くひの眞實をもて我にこたへたまへ 14ねがはく

は泥のなかより我をたすけいだして沈ざらしめた

まへ我をにくむものより深水よりたすけいだし

たまへ 15大水われを淹ふことなく淵われをのむ

ことなく坑その口をわがうへに閉ることなからし

めたまへ 16ヱホバよねがはくは我にこたへたま

へなんぢの仁慈うるはしければなりなんぢの憐

憫はおほしわれに歸りきたりたまへ 17面をなん

ぢの僕にかくしたまふなかれわれ迫りくるしめ

りねがはくは速かに我にこたへたまへ 18わがた

ましひに近くよりて之をあがなひわが仇のゆゑに

我をすくひたまへ 19汝はわがうくる謗とはぢと

侮辱とをしりたまへりわが敵はみな汝のみまへ

にあり 20譭謗わが心をくだきぬれば我いたくわ

づらへりわれ憐憫をあたふる者をまちたれど一

人だになく慰むるものを俟たれど一人をもみざり

き 21かれら苦草をわがくひものにあたへわが渇

けるときに醋をのませたり 22ねがはくは彼等の

まへなる筵は網となりそのたのむ安逸はつひに

羂となれ 23その目をくらくして見しめずその腰

をつねにふるはしめたまへ 24願くはなんぢの忿

恚をかれらのうへにそそぎ汝のいかりの猛烈をか

れらに追及せたまへ 25かれらの屋をむなしくせ

よその幕屋に人をすまはするなかれ 26かれらは

なんぢが撃たまひたる者をせめなんぢが傷けた

まひたるものの痛をかたりふるればなり 27ねが

はくはれらの不義に不義をくはへてなんぢの義に

あづからせ給ふなかれ 28かれらを生命の册より

けして義きものとともに記さるることなからしめ

たまへ 29斯てわれはくるしみ且うれひあり神よ

ねがはくはなんぢの救われを高處におかんことを

30われ歌をもて神の名をほめたたへ感謝をもて神

をあがめまつらん 31此はをうしまたは角と蹄と

ある力つよき牡牛にまさりてヱホバよろこびたま

はん 32謙遜者はこれを見てよろこべり神をした

ふ者よなんぢらの心はいくべし 33ヱホバは乏し

きものの聲をききその俘囚をかろしめたまはざ

ればなり 34天地はヱホバをほめ蒼海とその中に

うごくあらゆるものとはヱホバを讃まつるべし 35

神はシオンをすくひユダのもろもろの邑を建たま

ふべければなりかれらは其處にすみ且これをお
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のが有とせん 36その僕のすゑも亦これを嗣その

名をいつくしむ者その中にすまん

70神よねがはくは我をすくひたまヘヱホバよ
速きたりて我をたすけたまへ 2わが霊魂をた

づぬるものの恥あわてんことをわが害はるるを

よろこぶものの後にしりぞきて恥をおはんことを

3ああ視よや視よやといふもののおのが恥により

て後にしりぞかんことを 4すべて汝をたづねもと

むる者のなんぢによりて樂みよろこばんことを

なんぢの救をしたふもののつねに神は大なるかな

ととなへんことを 5われは苦しみ且ともし神よい

そぎて我にきたりたまへ汝はわが助われを救ふ

ものなりヱホバよねがはくは猶豫たまふなかれ

71ヱホバよ我なんぢに依賴むねがはくは何の
日までも恥うくることなからしめ給へ 2なん

ぢの義をもて我をたすけ我をまぬかれしめたまへ

なんぢの耳をわれに傾けて我をすくひたまへ 3ね

がはくは汝わがすまひの磐となりたまへわれ恒

にそのところに往ことを得んなんぢ我をすくは

んとて勅命をいだしたまへりそは汝はわが磐わ

が城なり 4わが神よあしきものの手より不義殘忍

なる人のてより我をまぬかれしめたまへ 5主ヱ

ホバよなんぢはわが望なりわが幼少よりの恃な

り 6われ胎をはなるるより汝にまもられ母の腹に

ありしときより汝にめぐまれたり我つねに汝を

ほめたたへん 7我おほくの人にあやしまるるごと

き者となれり然どなんぢはわが堅固なる避所な

り 8なんぢの頌辭となんぢの頌美とは終日わが口

にみちん 9わが年老ぬるとき我をすてたまふなか

れわが力おとろふるとき我をはなれたまなかれ

10わが仇はわがことを論ひひわが霊魂をうかがふ

者はたがひに議ていふ 11神かれを離れたり彼を

たすくる者なしかれを追てとらへよと 12神よわ

れに遠ざかりたまふなかれわが神よとく來りて

我をたすけたまへ 13わがたましひの敵ははぢ且

おとろへ我をそこなはんとするものは謗と辱とに

おほはれよ 14されど我はたえず望をいだきてい

やますます汝をほめたたへん 15わが口はひねも

す汝の義となんぢの救とをかたらんわれその數

をしらざればなり 16われは主ヱホバの大能の事

跡をたづさへゆかんわれは只なんぢの義のみを

かたらん 17神よなんぢわれを幼少より敎へたま

へりわれ今にいたるまで汝のくすしき事跡をの

べつたへたり 18神よねがはくはわれ老て頭髮し

ろくなるとも我がなんぢの力を次代にのべつたへ

なんぢの大能を世にうまれいづる凡のものに宣傳

ふるまで我をはなれ給ふなかれ 19神よなんぢの

義もまた甚たかしなんぢは大なることをなした

まへり神よたれか汝にひとしき者あらんや 20汝

われらを多のおもき苦難にあはせたまへりなん

ぢ再びわれらを活しわれらを地の深所よりあげた

まはん 21ねがはくは我をいよいよ大ならしめ歸

りきたりて我をなぐさめ給へ 22わが神よさらば

われ筝をもて汝をほめなんぢの眞實をほめたた

へんイスラエルの聖者よわれ琴をもてなんぢを

讃うたはん 23われ聖前にうたときわが口唇よろ

こびなんぢの贖ひたまへるわが霊魂おほいに喜ば

ん 24わが舌もまた終日なんぢの義をかたらんわ

れを害はんとするもの愧惶つればなり

72神よねがはくは汝のもろもろの審判を王にあ
たへなんぢの義をわうの子にあたへたまへ 2

かれは義をもてなんぢの民をさばき公平をもて苦

しむものを鞫かん 3義によりて山と岡とは民に平

康をあたふべし 4かれは民のくるしむ者のために

審判をなし乏しきものの子輩をすくひ虐ぐるもの

を壞きたまはん 5かれらは日と月とのあらんかぎ

り世々おしなべて汝をおそるべし 6かれは苅とれ

る牧にふる雨のごとく地をうるほす白雨のごとく

のぞまん 7かれの世にただしき者はさかえ平和は

月のうするまで豊かならん 8またその政治は海よ

り海にいたり河より地のはてにおよぶべし 9野に

をる者はそのまへに屈みそり仇は塵をなめん 10

タルシシおよび島々の王たちは貢ををさめシバ

とセバの王たちは禮物をささげん 11もろもろの

王はそのまへに俯伏しもろもろの國はかれにつ

かへん 12かれは乏しき者をその叫ぶときにすく

ひ助けなき苦しむ者をたすけ 13弱きものと乏し

き者とをあはれみ乏しきものの霊魂をすくひ 14

かれらのたましひを暴虐と強暴とよりあがなひた

まふその血はみまへに貴かるべし 15かれらは存

ふべし人はシバの黄金をささげてかれのために

恒にいのり終日かれをいははん 16國のうち五穀

ゆたかにしてその實はレバノンのごとく山のいた

だきにそよぎ邑の人々は地の草のごとく榮ゆべ

し 17かれの名はつねにたえずかれの名は日の久

しきごとくに絶ることなし人はかれによりて福

祉をえんもろもろの國はかれをさいはひなる者

ととなへん 18ただイスラエルの神のみ奇しき事
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跡をなしたまへり神ヱホバはほむべきかな 19そ

の榮光の名はよよにほむべきかな全地はその榮光

にて滿べしアーメンアーメン 20ヱッサイの子ダ

ビデの祈はをはりぬ

73神はイスラエルにむかひ心のきよきものに對
ひてまことに惠あり 2然はあれどわれはわが

足つまづくばかりわが歩すべるばかりにてありき

3こはわれ惡きものの榮ゆるを見てその誇れる者

をねたみしによる 4かれらは死るに苦しみなくそ

のちからは反てかたし 5かれらは人のごとく憂に

をらず人のごとく患難にあふことなし 6このゆゑ

に傲慢は妝飾のごとくその頸をめぐり強暴はころ

ものごとく彼等をおほへり 7かれら肥ふとりてそ

の目とびいで心の欲にまさりて物をうるなり 8ま

た嘲笑をなし惡をもて暴虐のことばをいだし高ぶ

りてものいふ 9その口を天におきその舌を地にあ

まねく往しむ 10このゆゑにかれの民はここにか

へり水のみちたる杯をしぼりいだして 11いへら

く神いかで知たまはんや至上者に知識あらんやと

12視よかれらは惡きものなるに常にやすらかにし

てその富ましくははれり 13誠に我はいたづらに

心をきよめ罪ををかさずして手をあらひたり 14

そはわれ終日なやみにあひ朝ごとに責をうけしな

り 15われもし斯ることを述んといひしならば我

なんぢが子輩の代をあやまらせしならん 16われ

これらの道理をしらんとして思ひめぐらししにわ

が眼いたく痛たり 17われ神の聖所にゆきてかれ

らの結局をふかく思へるまでは然りき 18誠にな

んぢはかれらを滑かなるところにおきかれらを滅

亡におとしいれ給ふ 19かれらは瞬間にやぶれた

るかな彼等は恐怖をもてことごとく滅びたり 20

主よなんぢ目をさましてかれらが像をかろしめた

まはんときは夢みし人の目さめたるがごとし 21

わが心はうれへわが腎はさされたり 22われおろ

かにして知覺なし聖前にありて獣にひとしかりき

23されど我つねになんぢとともにあり汝わが右手

をたもちたまへり 24なんぢその訓諭をもて我を

みちびき後またわれをうけて榮光のうちに入たま

はん 25汝のほかに我たれをか天にもたん地には

なんぢの他にわが慕ふものなし 26わが身とわが

心とはおとろふされど神はわがこころの磐わが

とこしへの嗣業なり 27視よなんぢに遠きものは

滅びん汝をはなれて姦淫をおこなふ者はみなな

んぢ之をほろぼしたまひたり 28神にちかづき奉

るは我によきことなりわれは主ヱホバを避所と

してそのもろもろの事跡をのべつたへん

74神よいかなれば汝われらをかぎりなく棄たま
ひしや奈何ばなんぢの草苑の羊にみかいか

りの煙あがれるや 2ねがはくは往昔なんぢが買求

めたまへる公會ゆづりの支派となさんとて贖ひた

まへるものを思ひいでたまへ又なんぢが住たまふ

シオンの山をおもひいで給へ 3とこしへの滅亡の

跡にみあしを向たまへ仇は聖所にてもろもろの惡

きわざをおこなへり 4なんぢの敵はなんぢの集の

なかに吼たけびおのが旗をたてて誌とせり 5かれ

らは林のしげみにて斧をあぐる人の状にみゆ 6い

ま鉞と鎚とをもて聖所のなかなる彫刻めるものを

ことごとく毀ちおとせり 7かれらはなんぢの聖所

に火をかけ名の居所をけがして地におとしたり 8

かれら心のうちにいふわれらことごとく之をこ

ぼちあらさんとかくて國内なる神のもろもろの

會堂をやきつくせり 9われらの誌はみえず預言者

も今はなし斯ていくその時をかふべきわれらの

うちに知るものなし 10神よ敵はいくその時をふ

るまでそしるや仇はなんぢの名をとこしへに汚

すならんか 11いかなれば汝その手みぎの手をひ

きたまふやねがはくは手をふところよりいだし

てかれらを滅したまへ 12神はいにしへよりわが

王なりすくひを世の中におこなひたまへり 13な

んぢその力をもて海をわかち水のなかなる龍の首

をくだき 14鰐のかうべをうちくだき野にすめる

民にあたへて食となしたまへり 15なんぢは泉と

水流とをひらき又もろもろの大河をからしたまへ

り 16晝はなんぢのもの夜も又汝のものなりなん

ぢは光と日とをそなへ 17あまねく地のもろもろ

の界をたて夏と冬とをつくりたまへり 18ヱホバ

よ仇はなんぢをそしり愚かなる民はなんぢの名を

けがせりこの事をおもひいでたまへ 19願くはな

んぢの鴿のたましひを野のあらき獣にわたしたま

ふなかれ苦しむものに命をとこしへに忘れたま

ふなかれ 20契約をかへりみたまへ地のくらきと

ころは強暴の宅にて充たればなり 21ねがはくは

虐げらるるものを慚退かしめ給ふなかれ惱るも

のと苦しむものとに聖名をほめたたへしめたまへ

22神よおきてなんぢの訟をあげつらひ愚かなるも

のの終日なんぢを謗れるをみこころに記たまへ 23

なんぢの敵の聲をわすれたまふなかれ汝にさか
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らひて起りたつ者のかしがましき聲はたえずあが

れり

75神よわれら汝にかんしやすわれら感謝すな
んぢの名はちかく坐せばなりもろもろの人

はなんぢの奇しき事跡をかたりあへり 2定りたる

期いたらば我なほき審判をなさん 3地とすべての

之にすむものと消去しとき我そのもろもろの柱を

たてたり (セラ) 4われ誇れるものに誇りかにお

こなふなかれといひ惡きものに角をあぐるなか

れといへり 5なんぢらの角をたかく擧るなかれ頸

をかたくして高りいふなかれ 6擧ることは東より

にあらず西よりにあらずまた南よりにもあらざる

なり 7ただ神のみ審士にましませば此をさげ彼を

あげたまふ 8ヱホバの手にさかづきありて酒あわ

だてりその中にものまじりてみつ神これをそそ

ぎいだせり誠にその滓は地のすべてのあしき者

しぼりて飮むべし 9されど我はヤコブの神をのべ

つたへんとこしへに讃うたはん 10われ惡きもの

のすべての角をきりはなたん義きものの角はあ

げらるべし

76神はユダにしられたまへりその名はイスラ
エルに大なり 2またサレムの中にその幕屋あ

りその居所はシオンにあり 3彼所にてかれは弓

の火矢ををり盾と劍と戰陣とをやぶりたまひき

(セラ) 4なんぢ榮光あり掠めうばふ山よりもたふ

とし 5心のつよきものは掠めらるかれらは睡に

しづみ勇ましきものは皆その手を見うしなへり 6

ヤコブの神よなんぢの叱咤によりて戰車と馬とと

もに深睡につけり 7神よなんぢこそ懼るべきもの

なれ一たび怒りたまふときは誰かみまへに立え

んや 8なんぢ天より宣告をのりたまへり地のへ

りくだる者をみなすくはんとて神のさばきに立た

まへるとき地はおそれて默したり (セラ) 9なん

ぢ天より宣告をのりたまへり地のへりくだる者

をみなすくはんとて神のさばきに立たまへるとき

地はおそれて默したり (セラ) 10實に人のいかり

は汝をほむべし怒のあまりは汝おのれの帶とし

たまはん 11なんぢの神ヱホバにちかひをたてて

償へそのまはりなるすべての者はおそるべきヱ

ホバに禮物をささぐべし 12ヱホバはもろもろの

諸侯のたましひを絶たまはんヱホバは地の王た

ちのおそるべき者なり

77我わがこゑをあげて神によばはんわれ聲を
神にあげなばその耳をわれにかたぶけたまは

ん 2わがなやみの日にわれ主をたづねまつれり

夜わが手をのべてゆるむることなかりきわがた

ましひは慰めらるるをいなみたり 3われ神をおも

ひいでて打なやむわれ思ひなげきてわが霊魂お

とろへぬ (セラ) 4なんぢはわが眼をささへて閉

がしめたまはず我はものいふこと能はぬほどに

惱みたり 5われむかしの日いにしへの年をおもへ

り 6われ夜わが歌をむもひいづ我わが心にてふ

かくおもひわが霊魂はねもころに尋ねもとむ 7主

はとこしへに棄たまふや再びめぐみを垂たまは

ざるや 8その憐憫はのこりなく永遠にさりその

ちかひは世々ながく廢れたるや 9神は恩をほどこ

すことを忘れたまふや怒をもてそのあはれみを

絨たまふや (セラ) 10斯るときに我いへらく此は

ただわが弱きがゆゑのみいで至上者のみぎの手の

もろもろの年をおもひいでん 11われヤハの作爲

をのべとなへんわれ往古よりありし汝がくすし

きみわざを思ひいたさん 12また我なんぢのすべ

ての作爲をおもひいで汝のなしたまへることを深

くおもはん 13神よなんぢの途はいときよし神の

ごとく大なる神はたれぞや 14なんぢは奇きみわ

ざをなしたまへる神なりもろもろの民のあひだ

にその大能をしめし 15その臂をもてヤコブ、ヨ

セフの子輩なんぢの民をあがなひたまへり(セラ

) 16かみよ大水なんぢを見たりおほみづ汝をみて

をののき淵もまたふるへり 17雲はみづをそそぎ

いだし空はひびきをいだしなんぢの矢ははしり

いでたり 18なんぢの雷鳴のこゑは暴風のうちに

ありき電光は世をてらし地はふるひうごけり 19

なんぢの大道は海のなかにありなんぢの徑はお

ほみづの中にありなんぢの蹤跡はたづねがたか

りき 20なんぢその民をモーセとアロンとの手に

よりて羊の群のごとくみちびきたまへり

78わが民よわが敎訓をきき、わが口のことばに
なんぢらの耳をかたぶけよ 2われ口をひらき

て譬喩をまうけいにしへの玄幽なる語をかたり

いでん 3是われらが曩にききしところ知しところ

又われらが列祖のかたりつたへし所なり 4われら

之をその子孫にかくさずヱホバのもろもろの頌美

と能力とそのなしたまへる奇しき事跡とをきたら

んとする世につげん 5そはヱホバ證詞をヤコブの

うちにたて律法をイスラエルのうちに定めてその
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子孫にしらすべきことをわれらの列祖におほせた

まひたればなり 6これ來らんとする代のちに生る

る子孫がこれを知みづから起りてそのまた子孫に

つたへ 7かれらをして神によりたのみ神のみわざ

を忘れずその誡命をまもらしめん爲なり 8またそ

の列祖のごとく頑固にしてそむくものの類となり

そのこころ修まらずそのたましひ神に忠ならざ

る類とならざらん爲なり 9エフライムのこらは武

具ととのへ弓をたづさへしに戰ひの日にうしろを

そむけたり 10かれら神のちかひをまもらずその

おきてを履ことをいなみ 11ヱホバのなしたまへ

ることとかれらに示したまへる奇しき事跡とをわ

すれたり 12神はエジプトの國にてゾアンの野に

て妙なる事をかれらの列祖のまへになしたまへり

13すなはち海をさきてかれらを過ぎしめ水をつみ

て堆かくしたまへり 14ひるは雲をもてかれらを

みちびき夜はよもすがら火の光をもてこれを導き

たまへり 15神はあれのにて磐をさき大なる淵よ

り汲がごとくにかれらに飮しめ 16また磐より流

をひきて河のごとくに水をながれしめたまへり 17

然るにかれら尚たえまなく罪ををかして神にさか

らひ荒野にて至上者にそむき 18またおのが慾の

ために食をもとめてその心のうちに神をこころみ

たり 19然のみならずかれらは神にさからひてい

へり神は荒野にて筵をまうけたまふを得んや 20

みよ神いはを撃たまへば水ほどばしりいで流あぶ

れたり糧をもあたへたまふを得んや神はその民

のために肉をそなへたまはんやと 21この故にヱ

ホバこれを聞ていきどほりたまひき火はヤコブ

にむかひてもえあがり怒はイスラエルにむかひて

立騰れり 22こはかれら神を信ぜずその救にたの

まざりし故なり 23されどなほ神はうへなる雲に

命じて天の戸をひらき 24彼等のうへにマナをふ

らせて食はしめ天の穀物をあたへたまへり 25人

みな勇士の糧をくらへり神はかれらに食物をお

くりて飽足らしめたまふ 26神は天に東風をふか

せ大能もて南の風をみちびきたまへり 27神はか

れらのうへに塵のごとく肉をふらせ海の沙のごと

く翼ある鳥をふらせて 28その營のなかその住所

のまはりに落したまへり 29斯てかれらは食ひて

飽たりぬ神はこれにその欲みしものを與へたま

へり 30かれらが未だその慾をはなれず食物のな

ほ口のうちにあるほどに 31神のいかり旣にかれ

らに對ひてたちのぼり彼等のうちにて最もこえた

る者をころしイスラエルのわかき男をうちたふし

たまへり 32これらの事ありしかど彼等はなほ罪

ををかしてその奇しきみわざを信ぜざりしかば 33

神はかれらの日を空しくすぐさせその年をおそ

れつつ過させたまへり 34神かれらを殺したまへ

る時かれら神をたづね歸りきたりて懇ろに神をも

とめたり 35かくて神はおのれの磐いとたかき神

はおのれの贖主なることをおもひいでたり 36然

はあれど彼等はただその口をもて神にへつらひそ

の舌をもて神にいつはりをいひたりしのみ 37そ

はかれらのこころは神にむかひて堅からずその

契約をまもるに忠信ならざりき 38されど神はあ

はれみに充たまへばかれらの不義をゆるして亡し

たまはず屡ばそのみいかりを轉してことごとくは

忿恚をふりおこし給はざりき 39又かれがただ肉

にして過去ばふたたび歸りこぬ風なるをおもひい

で給へり 40かれらは野にて神にそむき荒野にて

神をうれへしめしこと幾次ぞや 41かれらかへす

がへす神をこころみイスラエルの聖者をはづかし

めたり 42かれらは神の手をも敵より贖ひたまひ

し日をもおもひいでざりき 43神はそのもろもろ

の豫兆をエジプトにあらはしその奇しき事をゾア

ンの野にあらはし 44かれらの河を血にかはらせ

てその流を飮あたはざらしめ 45また蝿の群をお

くりてかれらをくはしめ蛙をおくりてかれらを亡

させたまへり 46神はかれらの田產を蟊賊にわた

しかれらの勤勞を蝗にあたへたまへり 47神は雹

をもてかれらの葡萄の樹をからし霜をもてかれら

の桑の樹をからし 48その家畜をへうにわたしそ

の群をもゆる閃電にわたし 49かれらの上にはげ

しき怒といきどほりと怨恨となやみと禍害のつか

ひの群とをなげいだし給へり 50神はその怒をも

らす道をまうけかれらのたましひを死よりまぬ

かれしめずそのいのちを疫癘にわたし 51エジプ

トにてすべての初子をうちハムの幕屋にてかれら

の力の始をうちたまへり 52されどおのれの民を

羊のごとくに引いだしかれらを曠野にてけだも

のの群のごとくにみちびき 53かれらをともなひ

ておそれなく安けからしめ給へりされど海はか

れらの仇をおほへり 54神はその聖所のさかひそ

の右の手にて購たまへるこの山に彼らを携へたま

へり 55又かれらの前にてもろもろの國人をおも

ひいだし準縄をもちゐその地をわかちて嗣業と

なしイスラエルの族をかれらの幕屋にすまはせ
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たまへり 56然はあれど彼等はいとたかき神をこ

ころみ之にそむきてそのもろもろの證詞をまもら

ず 57叛きしりぞきてその列祖の如く眞實をうし

なひくるへる弓のごとくひるがへりて逸ゆけり

58高處をまうけて神のいきどほりをひき刻める像

にて神の嫉妬をおこしたり 59神ききたまひて甚

だしくいかり大にイスラエルを憎みたまひしかば

60人々の間におきたまひし幕屋なるシロのあげば

りを棄さり 61その力をとりことならしめその榮

光を敵の手にわたし 62その民を劍にあたへその

嗣業にむかひて甚だしく怒りたまへり 63火はか

れらのわかき男をやきつくしかれらの處女はそ

の婚姻の歌によりて譽らるることなく 64かれら

の祭司はつるぎにて仆れかれらの寡婦は喪のな

げきだにせざりき 65斯るときに主はねぶりし者

のさめしごとく勇士の酒によりてさけぶがごとく

目さめたまひて 66その敵をうちしりぞけとこし

への辱をかれらに負せたまへり 67またヨセフの

幕屋をいなみエフライムの族をえらばず 68ユダ

の族そのいつくしみたまふシオンの山をえらびた

まへり 69その聖所を山のごとく永遠にさだめた

まへる地のごとくに立たまへり 70またその僕ダ

ビデをえらびて羊の牢のなかよりとり 71乳をあ

たふる牝羊にしたがひゆく勤のうちより携へきた

りてその民ヤコブその嗣業イスラエルを牧はせた

まへり 72斯てダビデはそのこころの完全にした

がひてかれらを牧ひその手のたくみをもて之を

みちびけり

79ああ神よもろもろの異邦人はなんぢの嗣業の
地ををかしなんぢの聖宮をけがしヱルサレ

ムをこぼちて礫堆となし 2なんぢの僕のしかばね

をそらの鳥に與へて餌となしなんぢの聖徒の肉

を地のけものにあたへ 3その血をヱルサレムのめ

ぐりに水のごとく流したりされど之をはうむる人

なし 4われらは隣人にそしられ四周のひとびとに

侮られ嘲けらるるものとなれり 5ヱホバよ斯て幾

何時をへたまふや汝とこしへに怒たまふやなん

ぢのねたみは火のごとく燃るか 6願くはなんぢを

識ざることくにびと聖名をよばざるもろもろの國

のうへに烈怒をそそぎたまへ 7かれらはヤコブを

呑その住處をあらしたればなり 8われらにむかひ

て先祖のよこしまなるわざを記念したまふなかれ

願くはなんぢの憐憫をもて速かにわれらを迎へた

まへわれらは貶されて甚だしく卑くなりたれば

なり 9われらのすくひの神よ名のえいくわうのた

めに我儕をたすけ名のためにわれらを救ひわれ

らの罪をのぞきたまへ 10いかなれば異邦人はい

ふかれらの神はいづくにありやと願くはなんぢ

の僕等がながされし血の報をわれらの目前になし

て異邦人にしらしめたまへ 11ねがはくは汝のみ

まへにとらはれびとの嘆息のとどかんことをな

んぢの大なる能力により死にさだめられし者をま

もりて存へしめたまへ 12主よわれらの隣人のな

んぢをそしりたる謗を七倍ましてその懐にむくい

かへしたまへ 13然ばわれらなんぢの民なんぢの

草苑のひつじは永遠になんぢに感謝しその頌辭を

世々あらはさん

80イスラエルの牧者よひつじの群のごとくヨセ
フを導きたまものよ耳をかたぶけたまへケ

ルビムのうへに坐したまふものよ光をはなちた

まへ 2エフライム、ベニヤミン、マナセの前にな

んぢの力をふりおこし來りてわれらを救ひたまへ

3神よふたたびわれらを復しなんぢの聖顔のひか

りをてらしたまへ然ばわれら救をえん 4ばんぐ

んの神ヱホバよなんぢその民の祈にむかひて何の

ときまで怒りたまふや 5汝かれらになみだの糧を

くらはせ涙を量器にみちみつるほどあたへて飮し

め給へり 6汝われらを隣人のあひあらそふ種料と

なしたまふわれらの仇はたがひにあざわらへり 7

萬軍の神よふたたびわれらを復したまへ汝のみ

かほの光をてらしたまへさらばわれら救をえん 8

なんぢ葡萄の樹をエジプトより携へいだしもろも

ろの國人をおひしりぞけて之をうゑたまへり 9汝

そのまへに地をまうけたまひしかば深く根して國

にはびこれり 10その影はもろもろの山をおほひ

そのえだは神の香柏のごとくにてありき 11その

樹はえだを海にまでのべその若枝を河にまでの

べたり 12汝いかなればその垣をくづして路ゆく

すべての人に嫡取らせたまふや 13はやしの猪は

これをあらし野のあらき獣はこれをくらふ 14あ

あ萬軍の神よねがはくは歸りたまへ天より俯視

てこの葡萄の樹をかへりみ 15なんぢが右の手に

てうゑたまへるもの自己のために強くなしたまへ

る枝をまもりたまへ 16その樹は火にて燒れまた

斫たふさるかれらは聖顔のいかりにて亡ぶ 17ね

がはくはなんぢの手をその右の手の人のうへにお

き自己のためにつよくなしたまへる人の子のうへ

におきたまへ 18さらばわれら汝をしりぞき離る
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ることなからん願くはわれらを活したまへわれ

ら名をよばん 19ああ萬軍の神ヱホバよふたたび

我儕をかへしたまへなんぢの聖顔のひかりを照

したまへ然ばわれら救をえん

81われらの力なる神にむかひて高らかにうたひ
ヤコブの神にむかひてよろこびの聲をあげよ

2歌をうたひ鼓とよき音のことと筝とをもちきた

れ 3新月と滿月とわれらの節會の日とにラッパを

ふきならせ 4これイスラエルの律法ヤコブのかみ

の格なり 5神さきにエジプトを攻たまひしときヨ

セフのなかに之をたてて證となしたまへり我か

しこにて未だしらざりし方言をきけり 6われかれ

の肩より重荷をのぞきかれの手を籃よりまぬか

れしめたり 7汝なやめるとき呼しかば我なんぢを

すくへりわれ雷鳴のかくれたるところにて汝に

こたへメリバの水のほとりにて汝をこころみたり

(セラ) 8わが民よきけ我なんぢに證せんイスラエ

ルよ汝がわれに從はんことをもとむ 9汝のうちに

他神あるべからずなんぢ他神ををがむべからず

10われはエジプトの國よりなんぢを携へいでたる

汝の神ヱホバなりなんぢの口をひろくあけよわ

れ物をみたしめん 11されどわが民はわか聲にし

たがはずイスラエルは我をこのまず 12このゆゑ

に我かれらが心のかたくななるにまかせ彼等がそ

の任意にゆくにまかせたり 13われはわが民のわ

れに從ひイスフルのわが道にあゆまんことを求む

14さらば我すみやかにかれらの仇をしたがへわが

手をかれらの敵にむけん 15斯てヱホバをにくみ

し者もかれらに從ひかれらの時はとこしへにつ

づかん 16神はむぎの最嘉をもてかれらをやしな

ひ磐よりいでたる蜜をもて汝をあかしむべし

82かみは神のつどひの中にたちたまふ神はも
ろもろの神のなかに審判をなしたまふ 2なん

ぢらは正からざる審判をなしあしきものの身を

かたよりみて幾何時をへんとするや (セラ) 3よ

わきものと孤兒とのためにさばき苦しむものと乏

しきものとのために公平をほどこせ 4弱きものと

貧しきものとをすくひ彼等をあしきものの手より

たすけいだせ 5かれらは知ることなく悟ることな

くして暗中をゆきめぐりぬ地のもろもろの基は

うごきたり 6我いへらくなんぢらは神なりなん

ぢらはみな至上者の子なりと 7然どなんぢらは人

のごとくに死もろもろの侯のなかの一人のごとく

仆れん 8神よおきて全地をさばきたまへ汝もろ

もろの國を嗣たまふべければなり

83神よもだしたまふなかれ神よものいはで寂靜
たまふなかれ 2視よなんぢの仇はかしがきし

き聲をあげ汝をにくむものは首をあげたり 3かれ

らはたくみなる謀略をもてなんぢの民にむかひ相

共にはかりて汝のかくれたる者にむかふ 4かれら

いひたりき來かれらを斷滅してふたたび國をた

つることを得ざらしめイスラエルの名をふたたび

人にしられざらしめんと 5かれらは心を一つにし

てともにはかり互にちかひをなしてなんぢに逆ふ

6こはエドムの幕屋にすめる人イシマエル人モア

ブ、ハガル人 7ゲバル、アンモン、アマレク、ペ

リシテおよびツロの民などなり 8アッスリヤも亦

かれらにくみせり斯てロトの子輩のたすけをな

せり (セラ) 9なんぢ曩にミデアンになしたまへ

る如くキションの河にてシセラとヤビンとに作た

まへるごとく彼等にもなしたまへ 10かれらはエ

ンドルにてほろび地のために肥料となれり 11か

れらの貴人をオレブ、ゼエブのごとくそのもろも

ろの侯をゼバ、ザルムンナのごとくなしたまへ 12

かれらはいへりわれら神の草苑をえてわが有と

すべしと 13わが神よかれらをまきあげらるる塵

のごとく風のまへの藁のごとくならしめたまへ 14

林をやく火のごとく山をもやす熖のごとく 15な

んぢの暴風をもてかれらを追ひなんぢの旋風をも

てかれらを怖れしめたまへ 16かれらの面に恥を

みたしめたまへヱホバよ然ばかれらなんぢの名

をもとめん 17かれらをとこしへに恥おそれしめ

惶てまどひて亡びうせしめたまへ 18然ばかれら

はヱホバてふ名をもちたまふ汝のみ全地をしろし

めす至上者なることを知るべし

84萬軍のヱホバよなんぢの帷幄はいかに愛すべ
きかな 2わが霊魂はたえいるばかりにヱホバ

の大庭をしたひわが心わが身はいける神にむか

ひて呼ふ 3誠やすずめは窩をえ燕子はその雛をい

るる巣をえたり萬軍のヱホバわが王わが神よこ

れなんぢの祭壇なり 4なんぢの家にすむものは福

ひなりかかるひとはつねに汝をたたへまつらん

(セラ) 5その力なんぢにありその心シオンの大

路にある者はさいはひなり 6かれらは涙の谷をす

ぐれども其處をおほくの泉あるところとなすま

た前の雨はもろもろの惠をもて之をおほへり 7か

れらは力より力にすすみ遂におのおのシオンにい
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たりて神にまみゆ 8ばんぐんの神ヱホバよわが祈

をききたまへヤコブの神よ耳をかたぶけたまへ

(セラ) 9われらの盾なる神よみそなはしてなん

ぢの受膏者の顔をかへりみたまへ 10なんぢの大

庭にすまふ一日は千日にもまされりわれ惡の幕

屋にをらんよりは寧ろわが神のいへの門守とな

らんことを欲ふなり 11そは神ヱホバは日なり盾

なりヱホバは恩とえいくわうとをあたへ直くあ

ゆむものに善物をこばみたまふことなし 12萬軍

のヱホバよなんぢに依賴むものはさいはひなり

85ヱホバよなんぢは御國にめぐみをそそぎたま
へりなんぢヤコブの俘囚をかへしたまひき 2

なんぢおのが民の不義をゆるしそのもろもろの罪

をおほひたまひき (セラ) 3汝すべての怒をすて

その烈しきいきどほりを遠けたまへり 4われらの

すくひの神よかへりきたり我儕にむかひて忿怒を

やめたまへ 5なんぢ永遠にわれらをいかり萬世に

みいかりをひきのべたまふや 6汝によりてなんぢ

の民の喜悦をえんが爲に我儕を活したまはざるか

7ヱホバよなんぢの憐憫をわれらにしめし汝のす

くひを我儕にあたへたまへ 8わが神ヱホバのいた

りたまふ事をきかんヱホバはその民その聖徒に

平和をかたりたまへばなりさればかれらは愚か

なる行爲にふたたび歸るなかれ 9實にそのすくひ

は神をおそるる者にちかしかくて榮光はわれら

の國にとどまらん 10あはれみと眞實とともにあ

ひ義と平和とたがひに接吻せり 11まことは地よ

りはえ義は天よりみおろせり 12ヱホバ善物をあ

たへたまへばわれらの國は物產をいださん 13義

はヱホバのまへにゆきヱホバのあゆみたまふ跡を

われに踏しめん

86ヱホバよなんぢ耳をかたぶけて我にこたへた
まへ我はくるしみかつ乏しければなり 2ね

がはくはわが霊魂をまもりたまへわれ神をうや

まふ者なればなりわが神よなんぢに依賴める汝

のしもべを救ひ給へ 3主よわれを憐みたまへわ

れ終日なんぢによばふ 4なんぢの僕のたましひを

悦ばせたまへ主よわが霊魂はなんぢを仰ぎのぞ

む 5主よなんぢは惠ふかくまた赦をこのみたまふ

汝によばふ凡てのものを豊かにあはれみたまふ 6

ヱホバよわがいのりに耳をかたぶけわが懇求の

こゑをききたまへ 7われわが患難の日になんぢに

呼はんなんぢは我にこたへたまふべし 8主よも

ろもろの神のなかに汝にひとしきものはなく汝の

みわざに侔しきものはなし 9主よなんぢの造れる

もろもろの國はなんぢの前にきたりて伏拝まん

かれらは聖名をあがむべし 10なんぢは大なり奇

しき事跡をなしたまふ唯なんぢのみ神にましま

せり 11ヱホバよなんぢの道をわれに敎へたまへ

我なんぢの眞理をあゆまんねがはくは我をして

心ひとつに聖名をおそれしめたまへ 12主わが神

よ我心をつくして汝をほめたたへとこしへに聖

名をあがめまつらん 13そはなんぢの憐憫はわれ

に大なりわがたましひを陰府のふかき處より助

けいだしたまへり (Sheol h7585) 14神よたかぶれるも

のは我にさからひて起りたち暴ぶる人の會はわが

たましひをもとめ斯てなんぢを己がまへに置ざ

りき 15されど主よなんぢは憐憫とめぐみとにと

み怒をおそくし愛しみと眞實とにゆたかなる神に

ましませり 16我をかへりみ我をあはれみたまへ

ねがはくは汝のしもべに能力を與へ汝のはしため

の子をすくひたまへ 17我にめぐみの憑據をあら

はしたまへ然ばわれをにくむ者これをみて恥を

いだかんそはヱホバよなんぢ我をたすけ我をな

ぐさめたまへばなり

87ヱホバの基はきよき山にあり 2ヱホバはヤコ

ブのすべての住居にまさりてシオンのもろも

ろの門を愛したまふ 3神の都よなんぢにつきてお

ほくの榮光のことを語りはやせり (セラ) 4われ

はラハブ、バビロンをも我をしるものの中にあげ

んペリシテ、ツロ、エテオピアを視よこの人は

かしこに生れたりといはん 5シオンにつきては如

此いはん此もの彼ものその中にうまれたり至上

者みづからシオンを立たまはんと 6ヱホバもろも

ろの民をしるしたまふ時このものは彼處にうまれ

たりと算へあげたまはん (セラ) 7うたふもの踊

るもの皆いはんわがもろもろの泉はなんぢの中

にありと

88わがすくひの神ヱホバよわれ晝も夜もなんぢ
の前にさけべり 2願くはわが祈をみまへにい

たらせ汝のみみをわが號呼のこゑにかたぶけたま

へ 3わがたましひは患難にてみち我がいのちは陰

府にちかづけり (Sheol h7585) 4われは穴にいるもの

とともにかぞへられ依仗なき人のごとくなれり 5

われ墓のうちなる殺されしもののごとく死者のう

ちにすてらる汝かれらを再びこころに記たまはず
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かれらは御手より斷滅されしものなり 6なんぢ我

をいとふかき穴くらき處ふかき淵におきたまひ

き 7なんぢの怒はいたくわれにせまれりなんぢ

そのもろもろの浪をもて我をくるしめ給へり(セ

ラ) 8わが相識ものを我よりとほざけ我をかれら

に憎ませたまへりわれは錮閉されていづること

あたはず 9わが眼はなやみの故をもておとろへぬ

われ日ごとに汝をよべりヱホバよなんぢに向ひ

てわが兩手をのべたり 10なんぢ死者にくすしき

事跡をあらはしたまはんや亡にしもの立てなん

ぢを讃たたへんや (セラ) 11汝のいつくしみは墓

のうちに汝のまことは滅亡のなかに宣傳へられん

や 12汝のくすしきみわざは幽暗になんぢの義は

忘失のくにに知るることあらんや 13されどヱホ

バよ我なんぢに向ひてさけべりわがいのりは朝

にみまへに達らん 14ヱホバよなんぢ何なればわ

が霊魂をすてたまふや何なればわれに面をかくし

たまふや 15われ幼稚よりなやみて死るばかりな

り我なんぢの恐嚇にあひてくるしみまどへり 16

汝のはげしき怒わがうへをすぐ汝のおびやかし我

をほろぼせり 17これらの事ひねもす大水のごと

く我をめぐりことごとく來りて我をかこみふさ

げり 18なんぢ我をいつくしむ者とわが友とをと

ほざけわが相識るものを幽暗にいれたまへり

89われヱホバの憐憫をとこしへにうたはんわ
れ口もてヱホバの眞實をよろづ代につげしら

せん 2われいふあはれみは永遠にたてらる汝は

その眞實をかたく天にさだめたまはんと 3われわ

が撰びたるものと契約をむすびわが僕ダビデにち

かひたり 4われなんぢの裔をとこしへに固うしな

んぢの座位をたてて代々におよばしめん (セラ) 5

ヱホバよもろもろの天はなんぢの奇しき事跡をほ

めんなんぢの眞實もまた潔きものの會にてほめ

らるべし 6蒼天にてたれかヱホバに類ふものあら

んや神の子のなかに誰かヱホバのごとき者あら

んや 7神はきよきものの公會のなかにて畏むべき

ものなりその四周にあるすべての者にまさりて

懼るべきものなり 8萬軍の神ヱホバよヤハよ汝の

ごとく大能あるものは誰ぞやなんぢの眞實はな

んぢをめぐりたり 9なんぢ海のあるるををさめ

その浪のたちあがらんときは之をしづめたまふな

り 10なんぢラハブを殺されしもののごとく撃碎

きおのれの仇どもを力ある腕をもて打散したまへ

り 11もろもろの天はなんぢのもの地もまた汝の

ものなり世界とその中にみつるものとはなんぢの

基したまへるなり 12北と南はなんぢ造りたまへ

りタボル、ヘルモンはなんぢの名によりて歓び

よばふ 13なんぢは大能のみうでをもちたまふな

んぢの手はつよく汝のみぎの手はたかし 14義と

公平はなんぢの寳座のもとゐなりあはれみと眞

實とは聖顔のまへにあらはれゆく 15よろこびの

音をしる民はさいはひなりヱホバよかれらはみ

かほの光のなかをあゆめり 16かれらは名により

て終日よろこび汝の義によりて高くあげられた

り 17かれらの力の榮光はなんぢなり汝の惠によ

りてわれらの角はたかくあげられん 18そはわれ

らの盾はヱホバに屬われらの王はイスラエルの聖

者につけり 19そのとき異象をもてなんぢの聖徒

につげたまはくわれ佑助をちからあるものに委

ねたりわが民のなかより一人をえらびて高くあ

げたり 20われわが僕ダビデをえて之にわが聖膏

をそそげり 21わが手はかれとともに堅くわが臂

はかれを強くせん 22仇かれをしへたぐることな

し惡の子かれを苦しむることなからん 23われか

れの前にそのもろもろの敵をたふし彼をにくめる

ものを撃ん 24されどわが眞實とわが憐憫とはダ

ビデとともに居りわが名によりてその角はたか

くあげられん 25われ亦かれの手を海のうへにお

きそのみぎの手を河のうへにおかん 26ダビデ我

にむかひて汝はわが父わが神わがすくひの岩なり

とよばん 27われまた彼をわが初子となし地の王

たちのうち最もたかき者となさん 28われとこし

へに憐憫をかれがためにたもち之とたてし契約

はかはることなかるべし 29われまたその裔をと

こしへに存へそのくらゐを天の日數のごとくな

がらへしめん 30もしその子わが法をはなれわが

審判にしたがひて歩まず 31わが律法をやぶりわ

が誡命をまもらずば 32われ杖をもてかれらの愆

をただし鞭をもてその邪曲をただすべし 33され

ど彼よりわが憐憫をことごとくはとりさらずわ

が眞實をおとろへしむることなからん 34われお

のれの契約をやぶらず己のくちびるより出しこと

をかへじ 35われ曩にわが聖をさして誓へりわれ

ダビデに虚偽をいはじ 36その裔はとこしへにつ

づきその座位は日のごとく恒にわが前にあらん 37

また月のごとく永遠にたてられん空にある證人は

まことなり (セラ) 38されどその受膏者をとほざ

けて棄たまへりなんぢ之をいきどほりたまへり
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39なんぢ己がしもべの契約をいみ其かんむりをけ

がして地にまでおとし給へり 40またその垣をこ

とごとく倒しその保砦をあれすたれしめたまへ

り 41その道をすぐるすべての者にかすめられ隣

人にののしらる 42なんぢかれが敵のみぎの手を

たかく擧そのもろもろの仇をよろこばしめたまへ

り 43なんぢかれの劍の刃をふりかへして戰闘に

たつに堪へざらしめたまひき 44またその光輝を

けしその座位を地になげおとし 45その年若き日

をちぢめ恥をそのうへに覆たまへり (セラ) 46ヱ

ホバよかくて幾何時をへたまふや自己をとこしへ

に隠したまふや忿怒は火のもゆるごとくなるべき

か 47ねがはくはわが時のいかに短かきかを思ひ

たまへ汝いたづらにすべての人の子をつくりた

まはんや 48誰かいきて死をみず又おのがたまし

ひを陰府より救ひうるものあらんや (セラ) (Sheol

h7585) 49主よなんぢが眞實をもてダビデに誓ひた

まへる昔日のあはれみはいづこにありや 50主よ

ねがはくはなんぢの僕のうくる謗をみこころにと

めたまへヱホバよ汝のもろもろの仇はわれをそ

しりなんぢの受膏者のあしあとをそしれり我も

ろもろの民のそしりをわが懐中にいだく 51主よ

ねがはくはなんぢの僕のうくる謗をみこころにと

めたまへヱホバよ汝のもろもろの仇はわれをそ

しりなんぢの受膏者のあしあとをそしれり我も

ろもろの民のそしりをわが懐中にいだく 52ヱホ

バは永遠にほむべきかなアーメンアーメン

90主よなんぢは往古より世々われらの居所にて
ましませり 2山いまだ生いでず汝いまだ地と

世界とをつくりたまはざりしとき永遠よりとこ

しへまでなんぢは神なり 3なんぢ人を塵にかへら

しめて宣はく人の子よなんぢら歸れと 4なんぢ

の目前には千年もすでにすぐる昨日のごとくま

た夜間のひとときにおなじ 5なんぢこれらを大水

のごとく流去らしめたまふかれらは一夜の寝の

ごとく朝にはえいづる靑草のごとし 6朝にはえい

でてさかえ夕にはかられて枯るなり 7われらはな

んぢの怒によりて消うせ汝のいきどほりにより

て怖まどふ 8汝われらの不義をみまへに置われ

らの隠れたるつみを聖顔のひかりのなかにおきた

まへり 9われらのもろもろの日はなんぢの怒によ

りて過去りわれらがすべての年のつくるは一息

のごとし 10われらが年をふる日は七十歳にすぎ

ずあるひは壯やかにして八十歳にいたらんされ

どその誇るところはただ勤勞とかなしみとのみ

その去ゆくこと速かにしてわれらもまた飛去れり

11誰かなんぢの怒のちからを知らんやたれか汝を

おそるる畏にたくらべて汝のいきどほりをしらん

や 12願くはわれらにおのが日をかぞふることを

をしへて智慧のこころを得しめたまへ 13ヱホバ

よ歸りたまへ斯ていくそのときを歴たまふやね

がはくは汝のしもべらに係れるみこころを變へた

まへ 14ねがはくは朝にわれらを汝のあはれみに

てあきたらしめ世をはるまで喜びたのしませた

まへ 15汝がわれらを苦しめたまへるもろもろの

日とわれらが禍害にかかれるもろもろの年とに

たくらべて我儕をたのしませたまへ 16なんぢの

作爲をなんぢの僕等になんぢの榮光をその子等

にあらはしたまへ 17斯てわれらの神ヱホバの佳

美をわれらのうへにのぞましめわれらの手のわ

ざをわれらのうへに確からしめたまへ願くはわ

れらの手のわざを確からしめたまへ

91至上者のもとなる隠れたるところにすまふそ
の人は全能者の蔭にやどらん 2われヱホバの

ことを宣てヱホバはわが避所わが城わがよりた

のむ神なりといはん 3そは神なんぢを狩人のわな

と毒をながす疫癘よりたすけいだしたまふべけれ

ばなり 4かれその翮をもてなんぢを庇ひたまはん

なんぢその翼の下にかくれんその眞實は盾なり

干なり 5夜はおどろくべきことあり晝はとびきた

る矢あり 6幽暗にはあゆむ疫癘あり日午にはそこ

なふ勵しき疾ありされどなんぢ畏るることあら

じ 7千人はなんぢの左にたふれ萬人はなんぢの右

にたふるされどその災害はなんぢに近づくこと

なからん 8なんぢの眼はただこの事をみるのみ

なんぢ惡者のむくいを見ん 9なんぢ曩にいへりヱ

ホバはわが避所なりとなんぢ至上者をその住居

となしたれば 10災害なんぢにいたらず苦難なん

ぢの幕屋に近づかじ 11そは至上者なんぢのため

にその使者輩におほせて汝があゆむもろもろの

道になんぢを守らせ給へばなり 12彼ら手にてな

んぢの足の石にふれざらんために汝をささへん 13

なんぢは獅と蝮とをふみ壯獅と蛇とを足の下にふ

みにじらん 14彼その愛をわれにそそげるがゆゑ

に我これを助けんかれわが名をしるがゆゑに我

これを高處におかん 15かれ我をよはば我こたへ

ん我その苦難のときに偕にをりて之をたすけ之
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をあがめん 16われ長寿をもてかれを足はしめ且

わが救をしめさん

92いとたかき者よヱホバにかんしやし聖名をほ
めたたふるは善かな 2あしたに汝のいつくし

みをあらはし夜々なんぢの眞實をあらはすに 3

十絃のなりものと筝とをもちゐ琴の妙なる音を

もちゐるはいと善かな 4そはヱホバよなんぢそ

の作爲をもて我をたのしませたまへり我なんぢ

の手のわざをよろこびほこらん 5ヱホバよ汝のみ

わざは大なるかな汝のもろもろの思念はいとふか

し 6無知者はしることなく愚なるものは之をさと

らず 7惡きものは草のごとくもえいで不義をお

こなふ衆庶はさかゆるとも遂にはとこしへにほ

ろびん 8されどヱホバよ汝はとこしへに高處にま

しませり 9ヱホバよ吁なんぢの仇ああなんぢの仇

はほろびん不義をおこなふ者はことごとく散さ

れん 10されど汝わが角をたかくあげて野の牛の

つののごとくならしめたまへり我はあたらしき

膏をそそがれたり 11又わが目はわが仇につきて

願へることを見わが耳はわれにさからひておこり

たつ惡をなすものにつきて願へることをききたり

12義しきものは棕櫚の樹のごとく榮えレバノンの

香柏のごとくそだつべし 13ヱホバの宮にうゑら

れしものはわれらの神の大庭にさかえん 14かれ

らは年老てなほ果をむすび豊かにうるほひ緑の色

みちみちて 15ヱホバの直きものなることを示す

べしヱホバはわが巌なりヱホバには不義なし

93ヱホバは統治たまふヱホバは稜威をきたま
へりヱホバは能力をころもとなし帶となし

たまへりさればまた世界もかたくたちて動かさ

るることなし 2なんぢの寳座はいにしへより堅く

たちぬ汝はとこしへより在せり 3大水はこゑを

あげたりヱホバよおほみづは聲をあげたりおほ

みづは浪をあぐ 4ヱホバは高處にいましてその威

力はおほくの水のこゑ海のさかまくにまさりて盛

んなり 5なんぢの證詞はいとかたしヱホバよ聖

潔はなんぢの家にとこしへまでも適應なり

94ヱホバよ仇をかへすは汝にあり神よあたを報
すはなんぢにありねがはくは光をはなちた

まへ 2世をさばきたまふものよ願くは起てたか

ぶる者にそのうくべき報をなしたまへ 3ヱホバよ

惡きもの幾何のときを經んとするやあしきもの

勝誇りていくそのとしを經るや 4かれらはみだり

に言をいだして誇りものいふすべて不義をおこ

なふ者はみづから高ぶれり 5ヱホバよ彼等はなん

ぢの民をうちくだきなんぢの業をそこなふ 6か

れらは嫠婦と旅人との生命をうしなひ孤子をころ

す 7かれらはいふヤハは見ずヤコブの神はさと

らざるべしと 8民のなかなる無知よなんぢらさ

とれ愚かなる者よいづれのときにか智からん 9

みみを植るものきくことをせざらんや目をつく

れるもの見ることをせざらんや 10もろもろの國

ををしふる者ただすことを爲ざらんや人に知識

をあたふる者しることなからんや 11ヱホバは人

の思念のむなしきを知りたまふ 12ヤハよなんぢ

の懲めたまふ人なんぢの法ををしへらるる人は

さいはひなるかな 13かかる人をわざはひの日よ

りのがれしめ惡きもののために坑のほらるるま

でこれに平安をあたへたまはん 14そはヱホバそ

の民をすてたまはずその嗣業をはなれたまはざ

るなり 15審判はただしきにかへり心のなほき者

はみなその後にしたがはん 16誰かわがために起

りたちて惡きものを責んや誰か我がために立て

不義をおこなふ者をせめんや 17もしヱホバ我を

たすけたまはざりせばわが霊魂はとくに幽寂と

ころに住ひしならん 18されどわが足すべりぬと

いひしときヱホバよなんぢの憐憫われをささへ

たまへり 19わがうちに憂慮のみつる時なんぢの

安慰わがたましひを喜ばせたまふ 20律法をもて

害ふことをはかる惡の位はなんぢに親むことを得

んや 21彼等はあひかたらひて義人のたましひを

せめ罪なき血をつみに定む 22然はあれどヱホバ

はわがたかき櫓わが神はわが避所の磐なりき 23

神はかれらの邪曲をその身におはしめかれらを

その惡き事のなかに滅したまはんわれらの神ヱ

ホバはこれを滅したまはん

95率われらヱホバにむかひてうたひすくひの
磐にむかひてよろこばしき聲をあげん 2われ

ら感謝をもてその前にゆきヱホバにむかひ歌を

もて歓ばしきこゑをあげん 3そはヱホバは大なる

神なりもろもろの神にまされる大なる王なり 4地

のふかき處みなその手にあり山のいただきもま

た神のものなり 5うみは神のものその造りたまふ

ところ旱ける地もまたその手にて造りたまへり 6

いざわれら拝みひれふし我儕をつくれる主ヱホバ

のみまへに曲跪くべし 7彼はわれらの神なりわれ

らはその草苑の民その手のひつじなり今日なん
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ぢらがその聲をきかんことをのぞむ 8なんぢらメ

リバに在りしときのごとく野なるマサにありし

日の如くその心をかたくなにするなかれ 9その

時なんぢらの列祖われをこころみ我をためし又

わがわざをみたり 10われその代のためにうれへ

て四十年を歴われいへりかれらは心あやまれる

民わが道を知ざりきと 11このゆゑに我いきどほ

りて彼等はわが安息にいるべからずと誓ひたり

96あたらしき歌をヱホバにむかひてうたへ全
地よヱホバにむかひて謳ふべし 2ヱホバに向

ひてうたひその名をほめよ日ごとにその救をの

べつたへよ 3もろもろの國のなかにその榮光をあ

らはしもろもろの民のなかにその奇しきみわざ

を顯すべし 4そはヱホバはおほいなり大にほめた

たふべきものなりもろもろの神にまさりて畏る

べきものなり 5もろもろの民のすべての神はこと

ごとく虚しされどヱホバはもろもろの天をつく

りたまへり 6尊貴と稜威とはその前にあり能と善

美とはその聖所にあり 7もろもろの民のやからよ

榮光とちからとをヱホバにあたへよヱホバにあた

へよ 8その聖名にかなふ榮光をもてヱホバにあた

へ献物をたづさへてその大庭にきたれ 9きよき

美しきものをもてヱホバををがめ全地よその前

にをののけ 10もろもろの國のなかにいへヱホバ

は統治たまふ世界もかたくたちて動かさるること

なしヱホバは正直をもてすべての民をさばきた

まはんと 11天はよろこび地はたのしみ海とその

なかに盈るものとはなりどよみ 12田畑とその中

のすべての物とはよろこぶべしかくて林のもろ

もろの樹もまたヱホバの前によろこびうたはん 13

ヱホバ來りたまふ地をさばかんとて來りたまふ

義をもて世界をさばきその眞實をもてもろもろの

民をさばきたまはん

97ヱホバは統治たまふ全地はたのしみ多くの
島々はよろこぶべし 2雲とくらきとはそり周

環にあり義と公平とはその寳座のもとゐなり 3

火ありそのみまへにすすみその四周の敵をやき

つくす 4ヱホバのいなびかりは世界をてらす地

これを見てふるへり 5もろもろの山はヱホバのみ

まへ全地の主のみまへにて蝋のごとくとけぬ 6も

ろもろの天はその義をあらはしよろづの民はそ

の榮光をみたり 7すべてきざめる像につかへ虚し

きものによりてみづから誇るものは恥辱をうくべ

しもろもろの神よみなヱホバをふしをがめ 8ヱ

ホバよなんぢの審判のゆゑによりシオンはききて

よろこびユダの女輩はみな樂しめり 9ヱホバよな

んぢ全地のうへにましまして至高くなんぢもろ

もろの神のうへにましまして至貴とし 10ヱホバ

を愛しむものよ惡をにくめヱホバはその聖徒の

たましひをまもり之をあしきものの手より助け

いだしたまふ 11光はただしき人のためにまかれ

欣喜はこころ直きもののために播れたり 12義人

よヱホバにより喜べそのきよき名に感謝せよ

98あたらしき歌をヱホバにむかひてうたへそ
は妙なる事をおこなひその右の手そのきよき

臂をもて己のために救をなし畢たまへり 2ヱホバ

はそのすくひを知しめその義をもろもろの國人

の目のまへにあらはし給へり 3又その憐憫と眞實

とをイスラエルの家にむかひて記念したまふ地

の極もことごとくわが神のすくひを見たり 4全地

よヱホバにむかひて歓ばしき聲をあげよ聲をは

なちてよろこびうたへ讃うたへ 5琴をもてヱホバ

をほめうたへ琴の音と歌のこゑとをもてせよ 6ラ

ッパと角笛をふきならし王ヱホバのみまへによ

ろこばしき聲をあげよ 7海とそのなかに盈るもの

世界とせかいにすむものと鳴響むべし 8大水はそ

の手をうちもろもろの山はあひともにヱホバの

前によろこびうたふべし 9ヱホバ地をさばかんた

めに來りたまへばなりヱホバ義をもて世界をさ

ばき公平をもてもろもろの民をさばきたまはん

99ヱホバは統治たまふもろもろの民はをのの
くべしヱホバはケルビムの間にいます地ふ

るはん 2ヱホバはシオンにましまして大なりも

ろもろの民にすぐれてたふとし 3かれらは汝の

おほいなる畏るべき名をほめたたふべしヱホバ

は聖なるかな 4王のちからは審判をこのみたま

ふ汝はかたく公平をたてヤコブのなかに審判と公

義とをおこなひたまふ 5われらの神ヱホバをあが

めその承足のもとにて拝みまつれヱホバは聖な

るかな 6その祭司のなかにモーセとアロンとあり

その名をよぶ者のなかにサムエルありかれらヱ

ホバをよびしに應へたまへり 7ヱホバ雲の柱のう

ちにましましてかれらに語りたまへりかれらはそ

の證詞とその賜はりたる律法とを守りたりき 8わ

れらの神ヱホバよなんぢ彼等にこたへたまへりか

れらのなしし事にむくいたまひたれどまた赦免

をあたへたまへる神にてましませり 9われらの神
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ヱホバを崇めそのきよき山にてをがみまつれそ

はわれらの神ヱホバは聖なるなり

100全地よヱホバにむかひて歡ばしき聲をあげ
よ 2欣喜をいだきてヱホバに事へうたひ

つつその前にきたれ 3知れヱホバこそ神にますな

れわれらを造りたまへるものはヱホバにましま

せば我儕はその屬なりわれらはその民その草苑

のひつじなり 4感謝しつつその門にいりほめた

たへつつその大庭にいれ感謝してその名をほめ

たたへよ 5ヱホバはめぐみふかくその憐憫かぎり

なくその眞實よろづ世におよぶべければなり

101われ憐憫と審判とをうたはんヱホバよ我
なんぢを讃うたはん 2われ心をさとくして

全き道をまもらんなんぢいづれの時われにきた

りたまふや我なほき心をもてわが家のうちをあ

りかん 3われわが眼前にいやしき事をおかずわ

れ叛くものの業をにくむそのわざは我につかじ 4

僻めるこころは我よりはなれん惡きものを知る

ことをこのまず 5隠にその友をそしるものは我こ

れをほろぼさん高ぶる眼また驕れる心のものは

我これをしのばじ 6わが眼は國のうちの忠なる者

をみて之をわれとともに住はせん全き道をあゆ

む人はわれに事へん 7欺くことをなす者はわが家

のうちに住むことをえず虚偽をいふものはわが

目前にたつことを得じ 8われ朝な朝なこの國のあ

しき者をことごとく滅しヱホバの邑より不義を

おこなふ者をことごとく絶除かん

102ヱホバよわが祈をききたまへ願くはわが
號呼のこゑの御前にいたらんことを 2わが

窮苦の日みかほを蔽ひたまふなかれなんぢの耳

をわれにかたぶけ我がよぶ日にすみやかに我に

こたへたまへ 3わがもろもろの日は煙のごとくき

えわが骨はたきぎのごとく焚るるなり 4わがこ

ころは草のごとく撃れてしほれたりわれ糧をく

らふを忘れしによる 5わが歎息のこゑによりてわ

が骨はわが肉につく 6われは野の鸅鸕のごとく荒

たる跡のふくろふのごとくになりぬ 7われ醒てね

ぶらずただ友なくして屋蓋にをる雀のごとくな

れり 8わが仇はひねもす我をそしる猖狂ひて我

をせむるもの我をさして誓ふ 9われは糧をくらふ

ごとくに灰をくらひわが飮ものには涙をまじへ

たり 10こは皆なんぢの怒と忿恚とによりてなり

なんぢ我をもたげてなげすて給へり 11わが齡は

かたぶける日影のごとしまたわれは草のごとく

萎れたり 12されどヱホバよなんぢは永遠になが

らへその名はよろづ世にながらへん 13なんぢ起

てシオンをあはれみたまはんそはシオンに恩惠

をほどこしたまふときなりそのさだまれる期す

でに來れり 14なんぢの僕はシオンの石をもよろ

こびその塵をさへ愛しむ 15もろもろの國はヱホ

バの名をおそれ地のもろもろの王はその榮光を

おそれん 16ヱホバはシオンをきづき榮光をもて

あらはれたまへり 17ヱホバは乏しきものの祈を

かへりみ彼等のいのりを藐しめたまはざりき 18

來らんとするのちの世のためにこの事をしるさん

新しくつくられたる民はヤハをほめたたふべし 19

ヱホバその聖所のたかき所よりみおろし天より地

をみたまへり 20こは俘囚のなげきをきき死にさ

だまれる者をときはなち 21人々のシオンにてヱ

ホバの名をあらはしヱルサレムにてその頌美をあ

らはさんが爲なり 22かかる時にもろもろの民も

ろもろの國つどひあつまりてヱホバに事へまつら

ん 23ヱホバはわがちからを途にておとろへしめ

わが齢をみじかからしめ給へり 24我いへりねが

はくはわが神よわがすべての日のなかばにて我を

とりさりたまふなかれ汝のよはひは世々かぎり

なし 25汝いにしへ地の基をすゑたまへり天もま

たなんぢの手の工なり 26これらは亡びんされど

汝はつねに存らへたまはんこれらはみな衣のご

とくふるびん汝これらを袍のごとく更たまはん

されば彼等はかはらん 27然れども汝はかはるこ

となしなんぢの齢はをはらざるなり 28汝のしも

べの子輩はながらへんその裔はかたく前にたて

らるべし

103わが霊魂よヱホバをほめまつれわが衷な
るすべてのものよそのきよき名をほめまつ

れ 2わがたましひよヱホバを讃まつれそのすべ

ての恩惠をわするるなかれ 3ヱホバはなんぢがす

べての不義をゆるし汝のすべての疾をいやし 4な

んぢの生命をほろびより贖ひいだし仁慈と憐憫

とを汝にかうぶらせ 5なんぢの口を嘉物にてあか

しめたまふ斯てなんぢは壯ぎて鷲のごとく新に

なるなり 6ヱホバはすべて虐げらるる者のために

公義と審判とをおこなひたまふ 7おのれの途をモ

ーセにしらしめおのれの作爲をイスラエルの子

輩にしらしめ給へり 8ヱホバはあはれみと恩惠に

みちて怒りたまふことおそく仁慈ゆたかにましま
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せり 9恒にせむることをせず永遠にいかりを懐き

たまはざるなり 10ヱホバはわれらの罪の量にし

たがひて我儕をあしらひたまはずわれらの不義

のかさにしたがひて報いたまはざりき 11ヱホバ

をおそるるものにヱホバの賜ふそのあはれみは大

にして天の地よりも高きがごとし 12そのわれら

より愆をとほざけたまふことは東の西より遠きが

ごとし 13ヱホバの己をおそるる者をあはれみた

まふことは父がその子をあはれむが如し 14ヱホ

バは我儕のつくられし状をしりわれらの塵なる

ことを念ひ給へばなり 15人のよはひは草のごと

くその榮はのの花のごとし 16風すぐれば失てあ

となくその生いでし處にとへど尚しらざるなり 17

然はあれどヱホバの憐憫はとこしへより永遠まで

ヱホバをおそるるものにいたりその公義は子孫

のまた子孫にいたらん 18その契約をまもりその

訓諭を心にとめて行ふものぞその人なる 19ヱホ

バはその寳座をもろもろの天にかたく置たまへり

その政權はよろづのもののうへにあり 20ヱホバ

につかふる使者よヱホバの聖言のこゑをききそ

の聖言をおこなふ勇士よヱホバをほめまつれ 21

その萬軍よその聖旨をおこなふ僕等よヱホバを

ほめまつれ 22その造りたまへる萬物よヱホバの

政權の下なるすべての處にてヱホバをほめよわ

がたましひよヱホバを讃まつれ

104わが霊魂よヱホパをほめまつれわが神ヱ
ホバよなんぢは至大にして尊貴と稜威とを

衣たまへり 2なんぢ光をころものごとくにまとひ

天を幕のごとくにはり 3水のなかにおのれの殿の

棟梁をおき雲をおのれの車となし風の翼にのり

あるき 4かぜを使者となし熖のいづる火を僕とな

したまふ 5ヱホバは地を基のうへにおきて永遠

にうごくことなからしめたまふ 6衣にておほふが

ごとく大水にて地をおほひたまへり水たたへて

山のうへをこゆ 7なんぢ叱咤すれば水しりぞき

汝いかづちの聲をはなてば水たちまち去ぬ 8ある

ひは山にのぼり或ひは谷にくだりて汝のさだめ

たまへる所にゆけり 9なんぢ界をたてて之をこえ

しめずふたたび地をおほふことなからしむ 10ヱ

ホバはいづみを谷にわきいだし給ふその流は山

のあひだにはしる 11かくて野のもろもろの獣に

のましむ野の驢馬もその渇をやむ 12空の鳥もそ

のほとりにすみ樹梢の間よりさえづりうたふ 13

ヱホバはその殿よりもろもろの山に灌漑たまふ

地はなんぢのみわざの實によりて飽足ぬ 14ヱホ

バは草をはえしめて家畜にあたへ田產をはえし

めて人の使用にそなへたまふかく地より食物を

いだしたまふ 15人のこころを歓ばしむる葡萄酒

ひとの顔をつややかならしむるあぶら人のここ

ろを強からしむる糧どもなり 16ヱホバの樹とそ

の植たまへるレバノンの香柏とは飽足ぬべし 17

鳥はそのなかに巣をつくり鶴は松をその棲とせり

18たかき山は山羊のすまひ磐石は山鼠のかくるる

所なり 19ヱホバは月をつくりて時をつかさどら

せたまへり日はその西にいることをしる 20なん

ぢ黑暗をつくりたまへば夜ありそのとき林のけ

ものは皆しのびしのびに出きたる 21わかき獅ほ

えて餌をもとめ神にくひものをもとむ 22日いづ

れば退きてその穴にふす 23人はいでて工をとり

その勤勞はゆふべにまでいたる 24ヱホバよなん

ぢの事跡はいかに多なるこれらは皆なんぢの智

慧にてつくりたまへり汝のもろもろの富は地に

みつ 25かしこに大なるひろき海ありそのなかに

數しられぬ匍ふもの小なる大なる生るものあり 26

舟そのうへをはしり汝のつくりたまへる鰐そのう

ちにあそびたはぶる 27彼ら皆なんぢを俟望むな

んぢ宜時にくひものを之にあたへたまふ 28彼等

はなんぢの予へたまふ物をひろふなんぢ手をひ

らきたまへばかれら嘉物にあきたりぬ 29なんぢ

面をおほひたまへば彼等はあわてふためく汝か

れらの氣息をとりたまへばかれらは死て塵にかへ

る 30なんぢ霊をいだしたまへば百物みな造らる

なんぢ地のおもてを新にしたまふ 31願くはヱホ

バの榮光とこしへにあらんことをヱホバそのみ

わざを喜びたまはんことを 32ヱホバ地をみたま

へば地ふるひ山にふれたまへば山は煙をいだす 33

生るかぎりはヱホバに向ひてうたひ我ながらふ

るほどはわが神をほめうたはん 34ヱホバをおも

ふわが思念はたのしみ深からんわれヱホバによ

りて喜ぶべし 35罪人は地より絶滅されあしきも

のは復あらざるべしわが霊魂よヱホバをほめま

つれヱホバを讃稱へよ

105ヱホバに感謝してその名をよびそのなし
たまへる事をもろもろの民輩のなかにしら

しめよ 2ヱホバにむかひてうたへヱホバを讃うた

へそのもろもろの妙なる事跡をかたれ 3そのき

よき名をほこれヱホバをたづねもとむるものの

心はよろこぶべし 4ヱホバとその能力とをたづね
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もとめよつねにその聖顔をたづねよ 5その僕ア

ブラムの裔よヤコブの子輩よそのえらびたまひ

し所のものよそのなしたまへる妙なるみわざと

奇しき事跡とその口のさばきとを心にとむれ 6そ

の僕アブラムの裔よヤコブの子輩よそのえらび

たまひし所のものよそのなしたまへる妙なるみ

わざと奇しき事跡とその口のさばきとを心にとむ

れ 7彼はわれらの神ヱホバなりそのみさばきは

全地にあり 8ヱホバはたえずその契約をみこころ

に記たまへり此はよろづ代に命じたまひし聖言

なり 9アブラハムとむすびたまひし契約イサクに

與へたまひし誓なり 10之をかたくしヤコブのた

めに律法となしイスラエルのためにとこしへの

契約となして 11言たまひけるは我なんぢにカナ

ンの地をたまひてなんぢらの嗣業の分となさん 12

この時かれらの數おほからず甚すくなくしてかし

こにて旅人となり 13この國よりかの國にゆきこ

の國よりほかの民にゆけり 14人のかれらを虐ぐ

るをゆるし給はずかれらの故によりて王たちを

懲しめて 15宣給くわが受膏者たちにふるるなか

れわが預言者たちをそこなふなかれ 16ヱホバは

饑饉たを地にまねき人の杖とする糧をことごと

く碎きたまへり 17又かれらの前にひとりを遣し

たまへりヨセフはうられて僕となりぬ 18かれら

足械をもてヨセフの足をそこなひくろかねの鏈

をもてその霊魂をつなげり 19斯てそのことばの

驗をうるまでに及ぶヱホバのみことば彼をここ

ろみたまへり 20王は人をつかはしてこれを解き

もろもろの民の長はこれをゆるし 21之をその家

司となしその財寶をことごとく司どらせ 22その

心のままにかの國のきみたちを縛しめ長老たち

に智慧ををしへしむ 23イスラエルも亦エジプト

にゆきヤコブはハムの地にやどれり 24ヱホバは

その民を大にましくはへ之をその敵よりも強くし

たまへり 25また敵のこころをかへておのれの民

をにくましめおのれの僕輩をあざむき待さしめ

たまへり 26又そのしもべモーセとその選びたま

へるアロンとを遣したまへり 27かれらはヱホバ

の預兆をハムの地におこなひまたその國にくす

しき事をおこなへり 28ヱホバは闇をつかはして

暗くしたまへりかれらその聖言にそむくことを

せざりき 29彼等のすべての水を血にかへてその

魚をころしたまへり 30かれらの國は蛙むれいで

て王の殿のうちにまでみちふさがりぬ 31ヱホバ

いひたまへば蝿むらがり蚤そのすべての境にいり

きたりぬ 32また雨にかへて霰をかれらに與へも

ゆる火をかれらの國にふらし 33かれらの葡萄の

樹といちじくの樹とをうちその境のもろちろの樹

ををりくだきたまへり 34ヱホバいひたまへば算

しられぬ蝗と蟊賊きたり 35かれらの國のすべて

の田產をはみつくしその地のすべての實を食つく

せり 36ヱホバはかれらの國のすべての首出者を

うちかれらのすべての力の始をうちたまへり 37

しろかね黄金をたづさへて彼等をいでゆかしめた

まへりその家族のうちに一人のよわき者もなか

りき 38エジプトはかれらの出るをよろこべりか

れらをおそるるの念そのうちにおこりたればなり

39ヱホバは雲をしきて蓋となし夜は火をもて照し

たまへり 40又かれらの求によりて鶉をきたらし

め天の餅にてかれらを飽しめたまへり 41磐をひ

らきたまへば水ほどばしりいで潤ひなきところ

に川をなして流れいでたり 42ヱホバそのきよき

聖言とその僕アブラハムとをおもひいでたまひた

ればなり 43その民をみちびきて歓びつついでし

めそのえらべる民をみちびきて謳ひつついでし

めたまへり 44もろもろの國人の地をかれらに與

へたまひしかば彼等もろもろのたみの勤勞をお

のが有とせり 45こは彼等がその律にしたがひそ

の法をまもらんが爲なりヱホバをほめたたへよ

106ヱホバをほめたたへヱホバに感謝せよそ
のめぐみはふかくその憐憫はかぎりなし 2

たれかヱホバの力ある事跡をかたりその讃べき

ことを悉とくいひあらはし得んや 3審判をまもる

人々つねに正義をおこなふ者はさいはひなり 4ヱ

ホバよなんぢの民にたまふ惠をもて我をおぼえ

なんぢの救をもてわれに臨みたまへ 5さらば我な

んぢの撰びたまへる者のさいはひを見なんぢの

國の歓喜をよろこびなんぢの嗣業とともに誇る

ことをせん 6われら列祖とともに罪ををかせり

我儕よこしまをなし惡をおこなへり 7われらの列

祖はなんぢがエジプトにてなしたまへる奇しき事

跡をさとらず汝のあはれみの豊かなるを心にと

めず海のほとり即ち紅海のほとりにて逆きたり 8

されどヱホバはその名のゆゑをもて彼等をすくひ

たまへりこは大なる能力をしらしめんとてなり 9

また紅海を叱咤したまひたれば乾きたりかくて

民をみちびきて野をゆくがごとくに淵をすぎしめ

10恨むるものの手よりかれらをすくひ仇の手より
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かれらを贖ひたまへり 11水その敵をおほひたれ

ばその一人だにのこりし者なかりき 12このとき

彼等そのみことばを信じその頌美をうたへり 13

彼等しばしがほどにその事跡をわすれその訓誨を

またず 14野にていたくむさぼり荒野にて神をこ

ころみたりき 15ヱホバはかれらの願欲をかなへ

たまひしかどその霊魂をやせしめたまへり 16た

みは營のうちにてモーセを嫉みヱホパの聖者アロ

ンをねたみしかば 17地ひらけてダタンを呑みア

ビラムの黨類をおほひ 18火はこのともがらの中

にもえおこり熖はあしき者をやきつくせり 19か

れらはホレブの山にて犢をつくり鑄たる像ををが

みたり 20かくの如くおのが榮光をかへて草をく

らふ牛のかたちに似す 21救主なる神はエジプト

にて大なるわざをなし 22ハムの地にて奇しき事

跡をなし紅海のほとりにて懼るべきことを爲たま

へりかれは斯る神をわすれたり 23この故にヱホ

バかれらを亡さんと宣まへりされど神のえらみ

たまへる者モーセやぶれの間隙にありてその前に

たちその烈怒をひきかへして滅亡をまぬかれしめ

たり 24かれら美しき地を蔑しそのみことばを信

ぜず 25剰さへその幕屋にてつぶやきヱホバの聲

をもきかざりき 26この故に手をあげて彼等にむ

かひたまへりこれ野にてかれらを斃れしめんと

し 27又もろもろの國のうちにてその裔をたふれ

しめもろもろの地にかれらを散さんとしたまへ

るなり 28彼らはバアルベオルにつきて死るもの

の祭物をくらひたり 29斯のごとくその行爲をも

てヱホバの烈怒をひきいだしければえやみ侵しい

りたり 30そのときピネハスたちて裁判をなせり

かくて疫癘はやみぬ 31ピネハスは萬代までとこ

しへにこのことを義とせられたり 32民メリバの

水のほとりにてヱホバの烈怒をひきおこししかば

かれらの故によりてモーセも禍害にあへり 33か

れら神の霊にそむきしかばモーセその口唇にて妄

にものいひたればなり 34かれらはヱホバの命じ

たまへる事にしたがはずしてもろもろの民をほろ

ぼさず 35反てもろもろの國人とまじりをりてそ

の行爲にならひ 36おのが羂となりしその偶像に

つかへたり 37かれらはその子女を鬼にささぐ 38

罪なき血すなはちカナンの偶像にささげたる己が

むすこむすめの血をながしぬ斯てくには血にて

けがされたり 39またそのわざは自己をけがしそ

のおこなふところは姦淫なり 40このゆゑにヱホ

バの怒その民にむかひて起りその嗣業をにくみ

て 41かれらをもろもろの國の手にわたしたまへ

り彼等はおのれを恨るものに制へられ 42おのれ

の仇にしへたげられその手の下にうちふせられ

たり 43ヱホバはしばしば助けたまひしかどかれ

らは謀略をまうけて逆きそのよこしまに卑くせ

られたり 44されどヱホバはかれらの哭聲をきき

たまひしときその患難をかへりみ 45その契約を

かれらの爲におもひいだしその憐憫のゆたかな

るにより聖意をかへさせ給ひて 46かれらを己が

とりこにせられたる者どもに憐まるることを得し

めたまへり 47われらの神ヱホバよわれらをすく

ひて列邦のなかより取集めたまへわれらは聖名

に謝しなんぢのほむべき事をほこらん 48イスラ

エルの神ヱホバはとこしへより永遠までほむべき

かなすべての民はアーメンととなふべしヱホバ

を讃稱へよ

107ヱホバに感謝せよヱホバは惠ふかくまし
ましてその憐憫かぎりなし 2ヱホバの救贖

をかうぶる者はみな然いふべきなり 3ヱホバは敵

の手よりかれらを贖ひもろもろの地よ東西北南よ

りとりあつめたまへり 4かれら野にてあれはてた

る路にさまよひその住ふべき邑にあはざりき 5か

れら饑また渇きそのうちの霊魂おとろへたり 6斯

てその困苦のうちにてヱホバをよばはりたればヱ

ホバこれを患難よりたすけいだし 7住ふべき邑に

ゆかしめんとて直き路にみちびきたまへり 8願く

はすべての人はヱホバの惠により人の子になした

まへる奇しき事跡によりてヱホバを讃稱へんこと

を 9ヱホバは渇きしたふ霊魂をたらはせ饑たるた

ましひを嘉物にてあかしめ給へばなり 10くらき

と死の蔭とに居るもの患難とくろがねとに縛しめ

らるるもの 11神の言にそむき至高者のをしへを

蔑しめければ 12勤勞をもてその心をひくうした

まへりかれら仆れたれど助くるものもなかりき

13斯てその困苦のうちにてヱホバをよばはりたれ

ばヱホバこれを患難よりすくひ 14くらきと死の

かげより彼等をみちびき出してその械をこぼちた

まへり 15願くはすべての人はヱホバの惠により

人の子になしたまへる奇しき事跡によりてヱホバ

を讃稱へんことを 16そはあかがねの門をこぼち

くろがねの關木をたちきりたまへり 17愚かなる

者はおのが愆の道により己がよこしまによりて惱

めり 18かれらの霊魂はすべての食物をきらひて
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死の門にちかづく 19かくてその困苦のうちにて

ヱホバをよばふヱホバこれを患難よりすくひた

まふ 20その聖言をつかはして之をいやし之をそ

の滅亡よりたすけいだしたまふ 21願くはすべて

の人ヱホバのめぐみにより人の子になしたまへる

奇しき事跡によりてヱホバをほめたたへんことを

22かれらは感謝のそなへものをささげ喜びうたひ

てその事跡をいひあらはすべし 23舟にて海にう

かび大洋にて事をいとなむ者は 24ヱホバのみわ

ざを見また淵にてその奇しき事跡をみる 25ヱホ

バ命じたまへばあらき風おこりてその浪をあぐ 26

かれら天にのぼりまた淵にくだり患難によりてそ

の霊魂とけさり 27左た右たにかたぶき酔たる者

のごとく踉蹌てなす所をしらず 28かくてその困

苦のうちにてヱホバをよばふヱホバこれを患難

よりたづさへいで 29狂風をしづめて浪をおだや

かになし給へり 30かれらはおのが靜かなるをよ

ろこぶ斯てヱホバはかれらをその望むところの

湊にみちびきたまふ 31願くはすべての人ヱホバ

の惠により人の子になしたまへる奇しき事跡によ

りてヱホバをほめたたへんことを 32かれら民の

會にてこれをあがめ長老の座にてこれを讃稱ふべ

し 33ヱホバは河を野にかはらせ泉をかわける地

に變らせ 34また豊かなる地にすめる民の惡によ

りてそこを鹵の地にかはらせ給ふ 35野を池にか

はらせ乾ける地をいづみにかはらせ 36ここに餓

たるものを住はせたまふされば彼らは己がすま

ひの邑をたて 37畠にたねをまき葡萄園をまうけ

てそのむすべる實をえたり 38ヱホバはかれらの

甚くふえひろごれるまでに惠をあたへその牲畜

のへることをも許したまはず 39されどまた虐待

くるしみ悲哀によりて減ゆき且うなたれたり 40

ヱホバもろもろの君に侮辱をそそぎ道なき荒地に

さまよはせたまふ 41然はあれど貧しきものを患

難のうちより擧てその家族をひつじの群のごとく

ならしめたまふ 42直きものは之をみて喜びもろ

もろの不義はその口をふさがん 43すべて慧者は

これらのことに心をよせヱホバの憐憫をさとるべ

し

108神よわが心はさだまれりわれ謳ひまつら
ん稱まつらんわが榮をもてたたへまつら

ん 2筝よ琴よさむべしわれ黎明をよびさまさん 3

ヱホバよ我もろもろの民のなかにてなんぢに感謝

しもろもろの國のなかにてなんぢをほめうたは

ん 4そは汝のあはれみは大にして天のうへにあが

りなんぢの眞實は雲にまでおよぶ 5神よねがは

くはみづからを天よりもたかくし榮光を全地のう

へに擧たまへ 6ねがはくは右の手をもて救をほど

こしわれらに答をなして愛しみたまふものに助

をえしめたまへ 7神はその聖をもていひたまへり

われ甚くよろこばん我シケムをわかちスコテの谷

をはからん 8ギレアデはわがものマナセはわが有

なりエフライムも亦わが首のまもりなりユダはわ

が杖 9モアブはわが足盥なりエドムにはわが履を

なげんペリシテよわが故によりて聲をあげよと 10

誰かわれを堅固なる邑にすすましめんや誰かわ

れをみちびきてエドムにゆきしや 11神よなんぢ

はわれらを棄たまひしにあらずや神よなんぢは

われらの軍とともに出ゆきたまはず 12ねがはく

は助をわれにあたへて敵にむかはしめたまへ人

のたすけは空しければなり 13われらは神により

て勇しくはたらかんわれらの敵をふみたまふも

のは神なればなり

109わが讃たたふる神よもだしたまふなかれ 2

かれらは惡の口とあざむきの口とをあけて

我にむかひいつはりの舌をもて我にかたり 3う

らみの言をもて我をかこみゆゑなく我をせめて

闘ふことあればなり 4われ愛するにかれら反りて

わが敵となるわれただ祈るなり 5かれらは惡を

もてわが善にむくい恨をもてわが愛にむくいたり

6ねがはくは彼のうへに惡人をたてその右方に敵

をたたしめたまへ 7かれが鞫かるるときはその罪

をあらはにせられ又そのいのりは罪となり 8その

日はすくなくその職はほかの人にえられ 9その

子輩はみなしごとなりその妻はやもめとなり 10

その子輩はさすらひて乞丐そのあれたる處より

いできたりて食をもとむべし 11彼のもてるすべ

てのものは債主にうばはれかれの勤勞は外人に

かすめらるべし 12かれに惠をあたふる人ひとり

だになくかれの孤子をあはれむ者もなく 13その

裔はたえその名はつぎの世にきえうすべし 14そ

の父等のよこしまはヱホバのみこころに記され

その母のつみはきえざるべし 15かれらは恒にヱ

ホバの前におかれその名は地より斷るべし 16か

かる人はあはれみを施すことをおもはず反りて貧

しきもの乏しきもの心のいためる者をころさんと

して攻たりき 17かかる人は詛ふことをこのむこ

の故にのろひ己にいたる惠むことをたのしまず
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この故にめぐみ己にとほざかれり 18かかる人は

ころものごとくに詛をきるこの故にのろひ水の

ごとくにおのれの衷にいり油のごとくにおのれの

骨にいれり 19ねがはくは詛をおのれのきたる衣

のごとく帶のごとくなして恒にみづから纏はんこ

とを 20これらの事はわが敵とわが霊魂にさから

ひて惡言をいふ者とにヱホバのあたへたまふ報な

り 21されど主ヱホバよなんぢの名のゆゑをもて

我をかへりみたまへなんぢの憐憫はいとふかし

ねがはくは我をたすけたまへ 22われは貧しくし

て乏しわが心うちにて傷をうく 23わがゆく状は

ゆふ日の影のごとくまた蝗のごとく吹さらるる

なり 24わが膝は斷食によりてよろめきわが肉は

やせおとろふ 25われは彼等にそしらるる者とな

れりかれら我をみるときは首をふる 26わが神ヱ

ホバよねがはくは我をたすけその憐憫にしたがひ

て我をすくひたまへ 27ヱホバよこれらは皆なん

ぢの手よりいで汝のなしたまへることなるを彼

等にしらしめたまへ 28かれらは詛へども汝はめ

ぐみたまふかれらの立ときは恥かしめらるれど

もなんぢの僕はよろこばん 29わがもろもろの敵

はあなどりを衣おのが恥を外袍のごとくにまとふ

べし 30われはわが口をもて大にヱホバに謝しお

ほくの人のなかにて讃まつらむ 31ヱホバはまづ

しきものの右にたちてその霊魂を罪せんとする者

より之をすくひたまへり

110ヱホバわが主にのたまふ我なんぢの仇を
なんぢの承足とするまではわが右にざすべ

し 2ヱホバはなんぢのちからの杖をシオンよりつ

きいださしめたまはん汝はもろもろの仇のなか

に王となるべし 3なんぢのいきほひの日になんぢ

の民は聖なるうるはしき衣をつけ心よりよろこ

びて己をささげんなんぢは朝の胎よりいづる壯

きものの露をもてり 4ヱホバ誓をたてて聖意をか

へさせたまふことなし汝はメルキセデクの状に

ひとしくとこしへに祭司たり 5主はなんぢの右に

ありてそのいかりの日に王等をうちたまへり 6主

はもろもろの國のなかにて審判をおこなひたまは

ん此處にも彼處にも屍をみたしめ寛濶なる地を

すぶる首領をうちたまへり 7かれ道のほとりの川

より汲てのみ斯てかうべを擧ん

111ヱホバを讃たたへよ我はなほきものの會あ
るひは公會にて心をつくしてヱホバに感謝

せん 2ヱホバのみわざは大なりすべてその事跡を

したふものは之をかんがへ究む 3その行ひたまふ

ところは榮光ありまた稜威ありその公義はとこ

しへに失することなし 4ヱホバはその奇しきみわ

ざを人のこころに記しめたまへりヱホバはめぐ

みと憐憫とにて充たまふ 5ヱホバは己をおそるる

ものに糧をあたへたまへりまたその契約をとこ

しへに心にとめたまはん 6ヱホバはもろもろの國

の所領をおのれの民にあたへてその作爲のちから

を之にあらはしたまへり 7その手のみわざは眞實

なり公義なりそのもろもろの訓諭はかたし 8こ

れらは世々かぎりなく堅くたち眞實と正直とにて

なれり 9ヱホバはそのたみに救贖をほどこしそ

の契約をとこしへに立たまへりヱホバの名は聖

にしてあがむべきなり 10ヱホバをおそるるは智

慧のはじめなりこれらを行ふものは皆あきらか

なる聰ある人なりヱホバの頌美はとこしへに失

ることなし

112ヱホバを讃まつれヱホバを畏れてそのもろ
もろの誡命をいたく喜ぶものはさいはひな

り 2かかる人のすゑは地にてつよく直きものの類

はさいはひを得ん 3富と財とはその家にありそ

の公義はとこしへにうすることなし 4直き者のた

めに暗きなかにも光あらはる彼は惠ゆたかに憐

憫にみつる義しきものなり 5惠をほどこし貸こと

をなす者はさいはひなりかかる人は審判をうく

るときおのが訴をささへうべし 6又とこしへまで

動かさるることなからん義者はながく忘れらるる

ことなかるべし 7彼はあしき音信によりて畏れず

その心ヱホバに依賴みてさだまれり 8その心かた

くたちて懼るることなく敵につきての願望をつひ

に見ん 9彼はちらして貧者にあたふその正義は

とこしへにうすることなしその角はあがめをう

けて擧られん 10惡者はこれを見てうれへもだえ

切歯しつつ消さらんまた惡きものの願望はほろ

ぶべし

113ヱホバをほめまつれ汝等ヱホバの僕よほめ
まつれヱホバの名をほめまつれ 2今より永

遠にいたるまでヱホバの名はほむべきかな 3日の

いづる處より日のいる處までヱホバの名はほめら

るべし 4ヱホバはもろもろの國の上にありてたか

くその榮光は天よりもたかし 5われらの神ヱホバ

にたぐふべき者はたれぞや寳座をその高處にす

ゑ己をひくくして天と地とをかへりみ給ふ 6われ

らの神ヱホバにたぐふべき者はたれぞや寳座を
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その高處にすゑ己をひくくして天と地とをかへり

み給ふ 7まづしきものを塵よりあげ乏しきものを

糞土よりあげて 8もろもろの諸侯とともにすわら

せその民のきみたちと共にすわらせたまはん 9又

はらみなき婦に家をまもらせおほくの子女のよ

ろこばしき母たらしめたまふヱホバを讃まつれ

114イスラエルの民エジプトをいでヤコブの
いへ異言の民をはなれしとき 2ユダはヱホ

バの聖所となりイスラエルはヱホバの所領となれ

り 3海はこれを見てにげヨルダンは後にしりぞき

4山は牡羊のごとくをどり小山はこひつじのごと

く躍れり 5海よなんぢ何とてにぐるやヨルダンよ

なんぢ何とて後にしりぞくや 6山よなにとて牡羊

のごとくをどるや小山よなにとて小羊のごとく躍

るや 7地よ主のみまへヤコブの神の前にをののけ

8主はいはを池にかはらせ石をいづみに變らせた

まへり

115ヱホバよ榮光をわれらに歸するなかれわれ
らに歸するなかれなんぢのあはれみと汝の

まこととの故によりてただ名にのみ歸したまへ 2

もろもろの國人はいかなればいふ今かれらの神

はいづくにありやと 3然どわれらの神は天にい

ます神はみこころのままにすべての事をおこな

ひ給へり 4かれらの偶像はしろかねと金にして

人の手のわざなり 5その偶像は口あれどいはず

目あれどみず 6耳あれどきかず鼻あれどかがず

7手あれどとらず脚あれどあゆまず喉より聲をい

だすことなし 8此をつくる者とこれに依賴むもの

とは皆これにひとしからん 9イスラエルよなんぢ

ヱホバに依賴めヱホバはかれらの助かれらの盾

なり 10アロンの家よなんぢらヱホバによりたのめ

ヱホバはかれらの助かれらの盾なり 11ヱホバを畏

るるものよヱホバに依賴めヱホバはかれらの助

かれらの盾なり 12ヱホバは我儕をみこころに記

たまへりわれらを惠みイスラエルの家をめぐみ

アロンのいへをめぐみ 13また小なるも大なるも

ヱホバをおそるる者をめぐみたまはん 14願くは

ヱホバなんぢらを増加へなんぢらとなんぢらの

子孫とをましくはへ給はんことを 15なんぢらは

天地をつくりたまへるヱホバに惠まるる者なり 16

天はヱホバの天なりされど地は人の子にあたへ

たまへり 17死人も幽寂ところに下れるものもヤ

ハを讃稱ふることなし 18然どわれらは今より永

遠にいたるまでヱホバを讃まつらむ汝等ヱホバ

をほめたたへよ

116われヱホバを愛しむそはわが聲とわが願
望とをききたまへばなり 2ヱホバみみを

我にかたぶけたまひしが故にわれ世にあらんか

ぎりヱホバを呼まつらむ 3死の繩われをまとひ

陰府のくるしみ我にのぞめりわれは患難とうれ

へとにあへり (Sheol h7585) 4その時われヱホバの

名をよべりヱホバよ願くはわが霊魂をすくひた

まへと 5ヱホバは恩惠ゆたかにして公義ましま

せりわれらの神はあはれみ深し 6ヱホバは愚か

なるものを護りたまふわれ卑くせられしがヱホ

バ我をすくひたまへり 7わが霊魂よなんぢの平

安にかへれヱホバは豊かになんぢを待ひたまへ

ばなり 8汝はわがたましひを死よりわが目をな

みだよりわが足を顛蹶よりたすけいだしたまひ

き 9われは活るものの國にてヱホバの前にあゆま

ん 10われ大になやめりといひつつもなほ信じた

り 11われ惶てしときに云らくすべての人はいつ

はりなりと 12我いかにしてその賜へるもろもろ

の恩惠をヱホバにむくいんや 13われ救のさかづ

きをとりてヱホバの名をよびまつらむ 14我すべ

ての民のまへにてヱホバにわが誓をつくのはん 15

ヱホバの聖徒の死はそのみまへにて貴とし 16

ヱホバよ誠にわれはなんぢの僕なり われはな

んぢの婢女の子にして汝のしもべなりなんぢわ

が縲絏をときたまへり 17われ感謝をそなへも

のとして汝にささげんわれヱホバの名をよばん

18我すべての民のまへにてヱホバにわがちかひ

を償はん 19ヱルサレムよ汝のなかにてヱホバの

いへの大庭のなかにて此をつくのふべしヱホバ

を讃まつれ

117もろもろの國よなんぢらヱホバを讃まつれ
もろもろの民よなんぢらヱホバを稱へまつ

れ 2そはわれらに賜ふその憐憫はおほいなりヱ

ホバの眞實はとこしへに絶ることなしヱホバを

ほめまつれ

118ヱホバに感謝せよヱホバは恩惠ふかくその
憐憫とこしへに絶ることなし 2イスラエル

は率いふべしその憐憫はとこしへにたゆること

なしと 3アロンの家はいざ言ふべしそのあはれ

みは永遠にたゆることなしと 4ヱホバを畏るるも

のは率いふべしその憐憫はとこしへにたゆるこ
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となしと 5われ患難のなかよりヱホバをよべば

ヱホバこたへて我をひろき處におきたまへり 6ヱ

ホバわが方にいませばわれにおそれなし人われ

に何をなしえんや 7ヱホバはわれを助くるものと

ともに我がかたに坐すこの故にわれを憎むもの

につきての願望をわれ見ることをえん 8ヱホバに

依賴むは人にたよるよりも勝りてよし 9ヱホバに

よりたのむはもろもろの侯にたよるよりも勝りて

よし 10もろもろの國はわれを圍めりわれヱホバ

の名によりて彼等をほろぼさん 11かれらは我を

かこめり我をかこめりヱホバの名によりて彼等を

ほろぼさん 12かれらは蜂のごとく我をかこめり

かれらは荊の火のごとく消たりわれはヱホバの

名によりてかれらを滅さん 13汝われを倒さんと

していたく剌つれどヱホバわれを助けたまへり

14ヱホバはわが力わが歌にしてわが救となりたま

へり 15歓喜とすくひとの聲はただしきものの幕

屋にありヱホバのみぎの手はいさましき動作を

なしたまふ 16ヱホバのみぎの手はたかくあがり

ヱホバの右の手はいさましき動作をなしたまふ 17

われは死ることなからん存へてヤハの事跡をい

ひあらはさん 18ヤハはいたく我をこらしたまひ

しかど死には付したまはざりき 19わがために義

の門をひらけ我そのうちにいりてヤハに感謝せ

ん 20こはヱホバの門なりただしきものはその内

にいるべし 21われ汝に感謝せんなんぢ我にこた

へてわが救となりたまへばなり 22工師のすてた

る石はすみの首石となれり 23これヱホバの成た

まへる事にしてわれらの目にあやしとする所なり

24これヱホバの設けたまへる日なりわれらはこの

日によろこびたのしまん 25ヱホバよねがはくは

われらを今すくひたまへヱホバよねがはくは我

儕をいま榮えしめたまヘ 26ヱホバの名によりて

來るものは福ひなりわれらヱホバの家よりなん

ぢらを祝せり 27ヱホバは神なりわれらに光をあ

たへたまへり繩をもて祭壇の角にいけにへをつ

なげ 28なんぢはわが神なり我なんぢに感謝せん

なんぢはわが神なり我なんぢを崇めまつらん 29

ヱホバにかんしやせよヱホバは恩惠ふかくその

憐憫とこしへに絶ることなし

119おのが道をなほくしてヱホバの律法をあゆ
む者はさいはひなり 2ヱホバのもろもろの

證詞をまもり心をつくしてヱホバを尋求むるも

のは福ひなり 3かかる人は不義をおこなはずして

ヱホバの道をあゆむなり 4ヱホバよなんぢ訓諭を

われらに命じてねんごろに守らせたまふ 5なんぢ

わが道をかたくたててその律法をまもらせたまは

んことを 6われ汝のもろもろの誡命にこころをと

むるときは恥ることあらじ 7われ汝のただしき審

判をまなばば直き心をもてなんぢに感謝せん 8

われは律法をまもらんわれを棄はてたまふなか

れ 9わかき人はなにによりてかその道をきよめん

聖言にしたがひて愼むのほかぞなき 10われ心を

つくして汝をたづねもとめたり願くはなんぢの

誡命より迷ひいださしめ給ふなかれ 11われ汝に

むかひて罪ををかすまじき爲になんぢの言をわが

心のうちに蔵へたり 12讃べきかなヱホバよねが

はくは律法をわれに敎へたまへ 13われわが口唇

をもてなんぢの口よりいでしもろもろの審判をの

べつたへたり 14我もろもろの財貨をよろこぶご

とくに汝のあかしの道をよろこべり 15我なんぢ

の訓諭をおもひ汝のみちに心をとめん 16われは

律法をよろこび聖言をわするることなからん 17

ねがはくは汝のしもべを豊にあしらひて存へしめ

たまへさらばわれ聖言をまもらん 18なんぢわが

眼をひらきなんぢの法のうちなる奇しきことを

我にみせたまへ 19われは世にある旅客なり我に

なんぢの誡命をかくしたまふなかれ 20斷るとき

なくなんぢの審判をしたふが故にわが霊魂はくだ

くるなり 21汝はたかぶる者をせめたまへりなん

ぢの誡命よりまよひづる者はのろはる 22我なん

ぢの證詞をまもりたり我より謗とあなどりとを

取去たまへ 23又もろもろの侯は坐して相語りわ

れをそこなはんとせり然はあれど汝のしもべは

律法をふかく思へり 24汝のもろもろの證詞はわ

れをよろこばせわれをさとす者なり 25わが霊魂

は塵につきぬなんぢの言にしたがひて我をいか

したまへ 26我わがふめる道をあらはししかば汝

こたへを我になしたまへりなんぢの律法をわれ

に敎へたまへ 27なんぢの訓諭のみちを我にわき

まへしめたまへわれ汝のくすしき事跡をふかく

思はん 28わがたましひ痛めるによりてとけゆく

ねがはくは聖言にしたがひて我にちからを予へた

まへ 29願くはいつはりの道をわれより遠ざけな

んぢの法をもて我をめぐみたまへ 30われは眞實

のみちをえらび恒になんぢのもろもろの審判を

わが前におけり 31我なんぢの證詞をしたひて離

れずヱホバよねがはくは我をはづかしめ給ふな
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かれ 32われ汝のいましめの道をはしらんその時

なんぢわが心をひろく爲たまふべし 33ヱホバよ

願くはなんぢの律法のみちを我にをしへたまへ

われ終にいたるまで之をまもらん 34われに智慧

をあたへ給へさらば我なんぢの法をまもり心を

つくして之にしたがはん 35われに汝のいましめ

の道をふましめたまへわれその道をたのしめば

なり 36わが心をなんぢの證詞にかたぶかしめて

貪利にかたぶかしめ給ふなかれ 37わが眼をほか

にむけて虚しきことを見ざらしめ我をなんぢの

途にて活し給へ 38ひたすらに汝をおそるる汝の

しもべに聖言をかたくしたまへ 39わがおそるる

謗をのぞきたまへそはなんぢの審判はきはめて

善し 40我なんぢの訓諭をしたへり願くはなんぢ

の義をもて我をいかしたまへ 41ヱホバよ聖言に

したがひてなんぢの憐憫なんぢの拯救を我にのぞ

ませたまへ 42さらば我われを謗るものに答ふる

ことをえんわれ聖言によりたのめばなり 43又わ

が口より眞理のことばをことごとく除き給ふなか

れわれなんぢの審判をのぞみたればなり 44われ

たえずいや永久になんぢの法をまもらん 45われ

なんぢの訓諭をもとめたるにより障なくしてあゆ

まん 46われまた王たちの前になんぢの證詞をか

たりて恥ることあらじ 47我わが愛するなんぢの

誡命をもて己をたのしましめん 48われ手をわが

あいする汝のいましめに擧げなんぢの律法をふ

かく思はん 49ねがはくは汝のしもべに宣ひたる

聖言をおもひいだしたまへ汝われに之をのぞま

しめ給へり 50なんぢの聖言はわれを活ししがゆ

ゑに今もなほわが艱難のときの安慰なり 51高ぶ

る者おほいに我をあざわらへりされど我なんぢ

の法をはなれざりき 52ヱホバよわれ汝がふるき

往昔よりの審判をおもひいだして自から慰めたり

53なんぢの法をすつる惡者のゆゑによりて我はげ

しき怒をおこしたり 54なんぢの律法はわが旅の

家にてわが歌となれり 55ヱホバよわれ夜間にな

んぢの名をおもひいだしてなんぢの法をまもれ

り 56われ汝のさとしを守りしによりてこの事を

えたるなり 57ヱホバはわがうくべき有なりわれ

汝のもろもろの言をまもらんといへり 58われ心

をつくして汝のめぐみを請求めたりねがはくは

聖言にしたがひて我をあはれみたまへ 59我わが

すべての途をおもひ足をかへしてなんぢの證詞

にむけたり 60我なんぢの誡命をまもるに速けく

してたゆたはざりき 61惡きものの繩われに纏ひ

たれども我なんぢの法をわすれざりき 62我なん

ぢのただしき審判のゆゑに夜半におきてなんぢ

に感謝せん 63われは汝をおそるる者またなんぢ

の訓諭をまもるものの侶なり 64ヱホバよ汝のあ

はれみは地にみちたり願くはなんぢの律法をわ

れにをしへたまへ 65ヱホバよなんぢ聖言にした

がひ惠をもてその僕をあしらひたまへり 66われ

汝のいましめを信ずねがはくはわれに聡明と智

識とををしへたまへ 67われ苦しまざる前にはま

よひいでぬされど今はわれ聖言をまもる 68なん

ぢは善にして善をおこなひたまふねがはくは汝

のおきてを我にをしへたまへ 69高ぶるもの虚偽

をくはだてて我にさからへりわれ心をつくして

なんぢの訓諭をまもらん 70かれらの心はこえふ

とりて脂のごとしされど我はなんぢの法をたの

しむ 71困苦にあひたりしは我によきことなり此

によりて我なんぢの律法をまなびえたり 72なん

ぢの口の法はわがためには千々のこがね白銀にも

まされり 73なんぢの手はわれを造りわれを形づ

くれりねがはくは智慧をあたへて我になんぢの

誡命をまなばしめたまへ 74なんぢを畏るるもの

は我をみて喜ばんわれ聖言によりて望をいたき

たればなり 75ヱホバよ我はなんぢの審判のただ

しく又なんぢが眞實をもて我をくるしめたまひし

を知る 76ねがはくは汝のしもべに宣ひたる聖言

にしたがひて汝の仁慈をわが安慰となしたまへ

77なんぢの憐憫をわれに臨ませたまへさらばわれ

生んなんぢの法はわが樂しめるところなり 78高

ぶるものに恥をかうぷらせたまへかれらは虚偽

をもて我をくつがへしたればなりされど我なん

ぢの訓諭をふかくおもはん 79汝をおそるる者と

なんぢの證詞をしるものとを我にかへらしめたま

へ 80わがこころを全くして汝のおきてを守らし

めたまへさらばわれ恥をかうぶらじ 81わが霊魂

はなんぢの救をしたひてたえいるばかりなり然

どわれなほ聖言によりて望をいだく 82なんぢ何

のとき我をなぐさむるやといひつつ我みことば

を慕ふによりて眼おとろふ 83我は煙のなかの革

嚢のごとくなりぬれども尚なんぢの律法をわす

れず 84汝のしもべの日は幾何ありや汝いづれの

とき我をせむるものに審判をおこなひたまふや 85

たかぶる者われを害はんとて阱をほれりかれら

はなんぢの法にしたがはず 86なんぢの誡命はみ
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な眞實なりかれらは虚偽をもて我をせむねがは

くは我をたすけたまへ 87かれらは地にてほとん

ど我をほろぼせりされど我はなんぢの訓諭をす

てざりき 88願くはなんぢの仁慈にしたがひて我

をいかしたまへ然ばわれ御口よりいづる證詞を

まもらん 89ヱホバよみことばは天にてとこしえ

に定まり 90なんぢの眞實はよろづ世におよぶな

んぢ地をかたく立たまへば地はつねにあり 91こ

れらのものはなんぢの命令にしたがひ恒にあり

て今日にいたる萬のものは皆なんぢの僕なれば

なり 92なんぢの法わがたのしみとならざりしな

らば我はつひに患難のうちに滅びたるならん 93

われ恒になんぢの訓諭をわすれじ汝これをもて

我をいかしたまへばなり 94我はなんぢの有なり

ねがはくは我をすくひたまへわれ汝のさとしを

求めたり 95惡きものは我をほろぼさんとして窺

ひぬわれは唯なんぢのもろもろの證詞をおもは

ん 96我もろもろの純全に限あるをみたりされど

汝のいましめはいと廣し 97われなんぢの法をい

つくしむこといかばかりぞやわれ終日これを深

くおもふ 98なんぢの誡命はつねに我とともにあ

りて我をわが仇にまさりて慧からしむ 99我はな

んぢの證詞をふかくおもふが故にわがすべての

師にまさりて智慧おほし 100我はなんぢの訓諭を

まもるがゆゑに老たる者にまさりて事をわきま

ふるなり 101われ聖言をまもらんためにわが足を

とどめてもろもろのあしき途にゆかしめず 102な

んぢ我ををしへたまひしによりて我なんぢの審

判をはなれざりき 103みことばの滋味はわが腭に

あまきこといかばかりぞや蜜のわが口に甘きに

まされり 104我なんぢの訓諭によりて智慧をえた

りこのゆゑに虚偽のすべての途をにくむ 105なん

ぢの聖言はわがあしの燈火わが路のひかりなり

106われなんぢのただしき審判をまもらんことを

ちかひ且かたくせり 107われ甚いたく苦しめりヱ

ホバよねがはくは聖言にしたがひて我をいかした

まヘ 108ヱホバよねがはくは誠意よりするわが口

の献物をうけてなんぢの審判ををしへたまへ 109

わが霊魂はつねに危険ををかすされど我なんぢ

の法をわすれず 110あしき者わがために羂をまう

けたりされどわれ汝のさとしより迷ひいでざり

き 111われ汝のもろもろの證詞をとこしへにわが

嗣業とせりこれらの證詞はわが心をよろこばし

む 112われ汝のおきてを終までとこしへに守らん

とて之にこころを傾けたり 113われ二心のものを

にくみ汝のおきてを愛しむ 114なんぢはわが匿る

べき所わが盾なりわれ聖言によりて望をいだく

115惡きをなすものよ我をはなれされわれわが神

のいましめを守らん 116聖言にしたがひ我をささ

へて生存しめたまへわが望につきて恥なからし

めたまへ 117われを支へたまへさらばわれ安けか

るべしわれ恒になんぢの律法にこころをそそが

ん 118すべて律法よりまよひいづるものを汝かろ

しめたまへりかれらの欺詐はむなしければなり

119なんぢは地のすべての惡きものを渣滓のごと

く除きさりたまふこの故にわれ汝のあかしを愛

す 120わが肉體なんぢを懼るるによりてふるふ我

はなんぢの審判をおそる 121われは審判と公義と

をおこなふ我をすてて虐ぐるものに委ねたまふ

なかれ 122汝のしもべの中保となりて福祉をえし

めたまへ高ぶるものの我をしへたぐるを容した

まふなかれ 123わが眼はなんぢの救となんぢのた

だしき聖言とをしたふによりておとろふ 124ねが

はくはなんぢの憐憫にしたがひてなんぢの僕をあ

しらひ我になんぢの律法ををしへたまへ 125我は

なんぢの僕なりわれに智慧をあたへてなんぢの

證詞をしらしめたまへ 126彼等はなんぢの法をす

てたり今はヱホバのはたらきたまふべき時なり

127この故にわれ金よりもまじりなき金よりもま

さりて汝のいましめを愛す 128この故にもろもろ

のことに係るなんぢの一切のさとしを正しとおも

ふ我すべてのいつはりの途をにくむ 129汝のあか

しは妙なりかかるが故にわが霊魂これをまもる

130聖言うちひらくれば光をはなちて愚かなるも

のをさとからしむ 131我なんぢの誡命をしたふが

故にわが口をひろくあけて喘ぎもとめたり 132ね

がはくは聖名を愛するものに恒になしたまふごと

く身をかへして我をあはれみたまへ 133聖言をも

てわが歩履をととのへもろもろの邪曲をわれに

主たらしめたまふなかれ 134われを人のしへたげ

より贖ひたまへさらばわれ訓諭をまもらん 135ね

がはくは聖顔をなんぢの僕のうへにてらし汝の

おきてを我にをしへ給へ 136人なんぢの法をまも

らざるによりてわが眼のなみだ河のごとくに流

る 137ヱホバよなんぢは義しくなんぢの審判はな

ほし 138汝ただしきと此上なき眞實とをもてその

證詞を命じ給へり 139わが敵なんぢの聖言をわす

れたるをもてわが熱心われをほろぼせり 140なん



詩篇 422

ぢの聖言はいときよし此故になんぢの僕はこれ

を愛す 141われは微なるものにて人にあなどらる

れども汝のさとしを忘れず 142なんぢの義はとこ

しへの義なり汝ののりは眞理なり 143われ患難と

憂とにかかれども汝のいましめはわが喜樂なり

144なんぢの證詞はとこしへに義しねがはくはわ

れに智慧をたまへ我ながらふることを得ん 145わ

れ心をつくしてよばはれりヱホバよ我にこたへ

たまへ我なんぢの律法をまもらん 146われ汝をよ

ばはれりねがはくはわれを救ひ給へ我なんぢの

證詞をまもらん 147われ詰朝おきいでて呼はれり

われ聖言によりて望をいだけり 148夜の更のきた

らぬに先だちわが眼はさめて汝のみことばを深

くおもふ 149ねがはくはなんぢの仁慈にしたがひ

てわが聲をききたまへヱホバよなんぢの審判に

したがひて我をいかしたまへ 150惡をおひもとむ

るものは我にちかづけり彼等はなんぢの法にと

ほくはなる 151ヱホバよ汝はわれに近くましませ

りなんぢのすべての誡命はまことなり 152われ早

くよりなんぢの證詞によりて汝がこれを永遠にた

てたまへることを知れり 153ねがはくはわが患難

をみて我をすくひたまへ我なんぢの法をわすれ

ざればなり 154ねがはくはわが訟をあげつらひて

我をあがなひ聖言にしたがひて我をいかしたま

へ 155すくひは惡きものより遠くはなるかれらは

なんぢの律法をもとめざればなり 156ヱホバよな

んぢの憐憫はおほいなり願くはなんぢの審判に

したがひて我をいかしたまへ 157我をせむる者わ

れに敵するものおほし我なんぢの證詞をはなる

ることなかりき 158虚偽をおこなふもの汝のみこ

とばを守らざるにより我かれらを見てうれへた

り 159ねがはくはわが汝のさとしを愛すること幾

何なるをかへりみたまへヱホバよなんぢの仁慈

にしたがひて我をいかしたまへ 160なんぢのみこ

とばの總計はまことなり汝のただしき審判はと

こしへにいたるまで皆たゆることなし 161もろも

ろの侯はゆゑなくして我をせむ然どわが心はた

だ汝のみことばを畏る 162われ人のおほいなる掠

物をえたるごとくに汝のみことばをよろこぶ 163

われ虚偽をにくみ之をいみきらへども汝ののり

を愛す 164われ汝のただしき審判のゆゑをもて一

日に七次なんぢを讃稱ふ 165なんぢの法をあいす

るものには大なる平安ありかれらには躓礙をあ

たふる者なし 166ヱホバよ我なんぢの救をのぞみ

汝のいましめをおこなへり 167わが霊魂はなんぢ

の證詞をまもれり我はいたく之をあいす 168われ

なんぢの訓諭となんぢの證詞とをまもりぬわが

すべての道はみまへにあればなり 169ヱホバよ願

くはわがよぶ聲をみまへにちかづけ聖言にした

がひて我にちゑをあたへたまへ 170わが願をみま

へにいたらせ聖言にしたがひて我をたすけたま

へ 171わがくちびるは讃美をいだすべし汝われに

律法ををしへ給へばなり 172わが舌はみことばを

謳ふべしなんぢの一切のいましめは義なればな

り 173なんぢの手をつねにわが助となしたまへわ

れなんぢの訓諭をえらび用ゐたればなり 174ヱホ

バよ我なんぢの救をしたへりなんぢの法はわが

たのしみなり 175願くはわが霊魂をながらへしめ

たまへさらば汝をほめたたへん汝のさばきの我

をたすけんことを 176われは亡はれたる羊のごと

く迷ひいでぬなんぢの僕をたづねたまへわれ汝

のいましめを忘れざればなり

120われ困苦にあひてヱホバをよびしかば我に
こたへたまへり 2ヱホバよねがはくは虚偽

のくちびる欺詐の舌よりわが霊魂をたすけいだし

たまへ 3あざむきの舌よなんぢに何をあたへられ

何をくはへらるべきか 4ますらをの利き箭と金萑

花のあつき炭となり 5わざはひなるかな我はメセ

クにやどりケダルの幕屋のかたはらに住めり 6わ

がたましひは平安をにくむものと偕にすめり 7わ

れは平安をねがふされど我ものいふときにかれ

ら戰爭をこのむ

121われ山にむかひて目をあぐわが扶助はい
づこよりきたるや 2わがたすけは天地をつ

くりたまへるヱホバよりきたる 3ヱホバはなんぢ

の足のうごかさるるを容したまはず汝をまもる

ものは微睡たまふことなし 4視よイスラエルを守

りたまふものは微睡こともなく寝ることもなから

ん 5ヱホバは汝をまもる者なりヱホバはなんぢ

の右手をおほふ蔭なり 6ひるは日なんぢをうたず

夜は月なんぢを傷じ 7ヱホバはなんぢを守りても

ろもろの禍害をまぬかれしめ並なんぢの霊魂をま

もりたまはん 8ヱホバは今よりとこしへにいたる

まで汝のいづると入るとをまもりたまはん

122人われにむかひて率ヱホバのいへにゆかん
といへるとき我よろこべり 2ヱルサレムよ

われらの足はなんぢの門のうちにたてり 3ヱルサ
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レムよなんぢは稠くつらなりたる邑のごとく固く

たてり 4もろもろのやから即ちヤハの支派かしこ

に上りきたりイスラエルにむかひて證詞をなし

またヱホバの名にかんしやをなす 5彼處にさばき

の寳座まうけらるこれダビデの家のみくらなり 6

ヱルサレムのために平安をいのれヱルサレムを

愛するものは榮ゆべし 7ねがはくはなんぢの石垣

のうちに平安ありなんぢの諸殿のうちに福祉あ

らんことを 8わが兄弟のためわが侶のためにわ

れ今なんぢのなかに平安あれといはん 9われらの

神ヱホバのいへのために我なんぢの福祉をもとめ

ん

123天にいますものよ我なんぢにむかひて目を
あぐ 2みよ僕その主の手に目をそそぎ婢

女その主母の手に目をそそぐがごとくわれらは

わが神ヱホバに目をそそぎてそのわれを憐みた

まはんことをまつ 3ねがはくはわれらを憐みたま

ヘヱホバよわれらを憐みたまへそはわれらに軽

侮はみちあふれぬ 4おもひわづらひなきものの凌

辱とたかぶるものの軽侮とはわれらの霊魂にみ

ちあふれぬ

124今イスラエルはいふべしヱホバもしわれ
らの方にいまさず 2人々われらにさからひ

て起りたつときヱホバもし我儕のかたに在さざ

りしならんには 3かれらの怒のわれらにむかひて

おこりし時われらを生るままにて呑しならん 4

また水はわれらをおほひ流はわれらの霊魂をう

ちこえ 5高ぶる水はわれらの霊魂をうちこえしな

らん 6ヱホバはほむべきかな我儕をかれらの歯に

わたして噛くらはせたまはざりき 7我儕のたまし

ひは捕鳥者のわなをのがるる鳥のごとくにのがれ

たり羅はやぶれてわれらはのがれたり 8われら

の助は天地をつくりたまへるヱホバの名にあり

125ヱホバに依賴むものはシオンの山のうごか
さるることなくして永遠にあるがごとし 2

ヱルサレムを山のかこめるごとくヱホバも今より

とこしへにその民をかこみたまはん 3惡の杖はた

だしきものの所領にとどまることなかるべし斯て

ただしきものはその手を不義にのぶることあらじ

4ヱホバよねがはくは善人とこころ直きものとに

福祉をほどこしたまへ 5されどヱホバは轉へりて

おのが曲れる道にいるものを惡きわざをなすもの

とともに去しめたまはん平安はイスラエルのう

へにあれ

126ヱホバ、シオンの俘囚をかへしたまひし時
われらは夢みるもののごとくなりき 2その

とき笑はわれらの口にみち歌はわれらの舌にみて

りヱホバかれらのために大なることを作たまへ

りといへる者もろもろの國のなかにありき 3ヱホ

バわれらのために大なることをなしたまひたれば

我儕はたのしめり 4ヱホバよ願くはわれらの俘囚

をみなみの川のごとくに歸したまへ 5涙とともに

播くものは歡喜とともに穫らん 6その人は種をた

づさへ涙をながしていでゆけど禾束をたづさへ喜

びてかへりきたらん

127ヱホバ家をたてたまふにあらずば建るも
のの勤勞はむなしくヱホバ城をまもりた

まふにあらずば衛士のさめをるは徒勞なり 2なん

ぢら早くおき遅くいねて辛苦の糧をくらふはむな

しきなり斯てヱホバその愛しみたまふものに寝

をあたへたまふ 3みよ子輩はヱホバのあたへたま

ふ嗣業にして胎の實はその報のたまものなり 4年

壯きころほひの子はますらをの手にある矢のごと

し 5矢のみちたる箙をもつ人はさいはひなりかれ

ら門にありて仇とものいふとき恥ることあらじ

128ヱホバをおそれその道をあゆむものは皆さ
いはひなり 2そはなんぢおのが手の勤勞を

くらふべければなりなんぢは福祉をえまた安處

にをるべし 3なんぢの妻はいへの奧にをりておほ

くの實をむすぶ葡萄の樹のごとく汝の子輩はなん

ぢの筵に円居してかんらんの若樹のごとし 4見よ

ヱホバをおそるる者はかく福祉をえん 5ヱホバは

シオンより惠をなんぢに賜はんなんぢ世にあら

んかぎりヱルサレムの福祉をみん 6なんぢおのが

子輩の子をみるべし平安はイスラエルの上にあ

り

129今イスラエルはいふべし彼等はしばしば我
をわかきときより惱めたり 2かれらはしば

しば我をわかきときより惱めたりされどわれに

勝ことを得ざりき 3耕すものはわが背をたがへし

てその畎をながくせり 4ヱホバは義しあしきも

のの繩をたちたまへり 5シオンをにくむ者はみな

恥をおびてしりぞかせらるべし 6かれらは長たざ

るさきにかるる屋上の草のごとし 7これを刈るも
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のはその手にみたず之をつかぬるものはその束

ふところに盈ざるなり 8かたはらを過るものはヱ

ホバの惠なんぢの上にあれといはずわれらヱホ

バの名によりてなんぢらを祝すといはず

130ああヱホバよわれふかき淵より汝をよべり
2主よねがはくはわが聲をきき汝のみみを

わが懇求のこゑにかたぶけたまへ 3ヤハよ主よな

んぢ若もろもろの不義に目をとめたまはば誰たれ

かよく立ことをえんや 4されどなんぢに赦あれば

人におそれかしこまれ給ふべし 5我ヱホバを俟望

むわが霊魂はまちのぞむわれはその聖言により

て望をいだく 6わがたましひは衛士があしたを待

にまさり誠にゑじが旦をまつにまさりて主をま

てり 7イスラエルよヱホバによりて望をいだけ

そはヱホバにあはれみありまたゆたかなる救贖

あり 8ヱホバはイスラエルをそのもろもろの邪曲

よりあがなひたまはん

131ヱホバよわが心おごらずわが目たかぶらず
われは大なることと我におよばぬ奇しき事

とをつとめざりき 2われはわが霊魂をもださしめ

また安からしめたり乳をたちし嬰兒のその母に

たよるごとく我がたましひは乳をたちし嬰兒の

ごとくわれに恃れり 3イスラエルよ今よりとこし

へにヱホバにたよりて望をいだけ

132ヱホバよねがはくはダビデの爲にそのもろ
もろの憂をこころに記たまへ 2ダビデ、ヱ

ホバにちかひヤコブの全能者にうけひていふ 3わ

れヱホバのために處をたづねいだしヤコブの全

能者のために居所をもとめうるまでは我家の幕

屋にいらずわが臥床にのぼらずわが目をねぶら

しめずわが眼瞼をとぢしめざるべしと 4われヱ

ホバのために處をたづねいだしヤコブの全能者

のために居所をもとめうるまでは我家の幕屋に

いらずわが臥床にのぼらずわが目をねぶらしめ

ずわが眼瞼をとぢしめざるべしと 5われヱホバ

のために處をたづねいだしヤコブの全能者のた

めに居所をもとめうるまでは我家の幕屋にいら

ずわが臥床にのぼらずわが目をねぶらしめずわ

が眼瞼をとぢしめざるべしと 6われらエフラタに

て之をききヤアルの野にて見とめたり 7われらは

その居所にゆきてその承足のまへに俯伏さん 8

ヱホバよねがはくは起きてなんぢの稜威の櫃と

ともになんぢの安居所にいりたまへ 9なんぢの祭

司たちは義を衣なんぢの聖徒はみな歓びよばふ

べし 10なんぢの僕ダビデのためになんぢの受膏

者の面をしりぞけたまふなかれ 11ヱホバ眞實を

もてダビデに誓ひたまひたれば之にたがふことあ

らじ曰くわれなんぢの身よりいでし者をなんぢ

の座位にざせしめん 12なんぢの子輩もしわがを

しふる契約と證詞とをまもらばかれらの子輩もま

た永遠になんぢの座位にざすべしと 13ヱホバは

シオンを擇びておのが居所にせんとのぞみたまへ

り 14曰くこれは永遠にわが安居處なりわれここ

に住んそはわれ之をのぞみたればなり 15われシ

オンの糧をゆたかに祝しくひものをもてその貧

者をあかしめん 16われ救をもてその祭司たちに

衣せんその聖徒はみな聲たからかによろこびよ

ばふべし 17われダビデのためにかしこに一つの

角をはえしめんわが受膏者のために燈火をそな

へたり 18われかれの仇にはぢを衣せんされどか

れはその冠弁さかゆべし

133觀よはらから相睦てともにをるはいかに善
いかに樂きかな 2首にそそがれたる貴きあ

ぶら鬚にながれアロンの鬚にながれその衣のす

そにまで流れしたたるるがごとく 3またヘルモン

の露くだりてシオンの山にながるるがごとしそ

はヱホバかしこに福祉をくだし窮なき生命をさへ

あたへたまへり

134夜間ヱホバの家にたちヱホバに事ふるもろ
もろの僕よヱホバをほめまつれ 2なんぢ

ら聖所にむかひ手をあげてヱホバをほめまつれ 3

ねがはくはヱホバ天地をつくりたまへるものシ

オンより汝をめぐみたまはんことを

135なんぢらヱホバを讃稱へよヱホバの名を
ほめたたへよヱホバの僕等ほめたたへよ 2

ヱホバの家われらの神のいへの大庭にたつものよ

讃稱へよ 3ヱホバは惠ふかしなんぢらヱホバを

ほめたたへよその聖名はうるはし讃うたへ 4そ

はヤハおのがためにヤコブをえらみイスラエル

をえらみてその珍寳となしたまへり 5われヱホバ

の大なるとわれらの主のもろもろの神にまされる

とをしれり 6ヱホバその聖旨にかなふことを天に

も地にも海にも淵にもみなことごとく行ひ給ふな

り 7ヱホバは地のはてより霧をのぼらせ雨のた

めに電光をつくりその庫より風をいだしたまふ 8

ヱホバは人より畜類にいたるまでエジプトの首出
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をうちたまへり 9エジプトよヱホバはなんぢの中

にしるしと奇しき事跡とをおくりてパロとその

僕とに臨ませ給へり 10ヱホバはおほくの國々を

うち又いきほひある王等をころし給へり 11アモ

リ人のわうシホン、バシヤンの王オグならびにカ

ナンの國々なり 12かれらの地をゆづりとしその

民イスフルの嗣業としてあたへ給へり 13ヱホバ

よなんぢの名はとこしへに絶ることなしヱホバ

よなんぢの記念はよろづ世におよばん 14ヱホバ

はその民のために審判をなしその僕等にかかはれ

る聖意をかへたまふ可ればなり 15もろもろのく

にの偶像はしろかねと金にして人の手のわざなり

16そのぐうざうは口あれどいはず目あれど見ず 17

耳あれどきかずまたその口に氣息あることなし

18これを造るものと之によりたのむものとは皆こ

れにひとしからん 19イスラエルの家よヱホバを

ほめまつれアロンのいへよヱホバをほめまつれ

20レビの家よヱホバをほめまつれヱホバを畏るる

ものよヱホバをほめまつれ 21ヱルサレムにすみ

たまふヱホバはシオンにて讃まつるべきかなヱ

ホバをほめたたへよ

136ヱホバに感謝せよヱホバはめぐみふかし
その憐憫はとこしへに絶ることなければな

り 2もろもろの神の神にかんしやせよその憐憫

はとこしへにたゆることなければなり 3もろもろ

の主の主にかんしやせよその憐憫はとこしへに

たゆることなければなり 4ただ獨りおほいなる奇

跡なしたまふものに感謝せよその憐憫はとこし

へにたゆることなければなり 5智慧をもてもろも

ろの天をつくりたまへるものに感謝せよそのあ

はれみはとこしへにたゆることなければなり 6地

を水のうへに布たまへるものに感謝せよそのあ

はれみは永遠にたゆることなければなり 7巨大な

る光をつくりたまへる者にかんしやせよその憐

憫はとこしへに絶ることなければなり 8晝をつか

さどらするために日をつくりたまへる者にかんし

やせよその憐憫はとこしへにたゆることなけれ

ばなり 9夜をつかさどらするために月ともろもろ

の星とをつくりたまへる者にかんしやせよその

憐憫はとこしへにたゆることなければなり 10も

ろもろの首出をうちてエジプトを責たまへるもの

に感謝せよそのあはれみは永遠にたゆることな

ければなり 11イスラエルを率てエジプト人のな

かより出したまへる者にかんしやせよそのあは

れみはとこしへに絶ることなければなり 12臂を

のばしつよき手をもて之をひきいだしたまへる者

にかんしやせよその憐憫はとこしへにたゆるこ

となければなり 13紅海をふたつに分たまへる者

にかんしやせよその憐憫はとこしへにたゆるこ

となければなり 14イスラエルをしてその中をわ

たらしめ給へるものに感謝せよそのあはれみは

永遠にたゆることなければなり 15パロとその軍

兵とを紅海のうちに仆したまへるものに感謝せよ

そのあはれみは永遠にたゆることなければなり 16

その民をみちびきて野をすぎしめたまへる者にか

んしやせよその憐憫はとこしへにたゆることな

ければなり 17大なる王たちを撃たまへるものに

感謝せよそのあはれみは永遠にたゆることなけ

ればなり 18名ある王等をころしたまへる者にか

んしやせよその憐憫はとこしへに絶ることなけ

ればなり 19アモリ人のわうシホンをころしたま

へる者にかんしやせよその憐憫はとこしへにた

ゆることなければなり 20バシヤンのわうオグを

誅したまへるものに感謝せよそのあはれみは永

遠にたゆることなければなり 21かれらの地を嗣

業としてあたへたまへる者にかんしやせよその

憐憫はとこしへにたゆることなければなり 22そ

の僕イスラエルにゆづりとして之をあたへたまへ

るものに感謝せよそのあはれみは永遠にたゆる

ことなければなり 23われらが微賤かりしときに

記念したまへる者にかんしやせよその憐憫はと

こしへに絶ることなければなり 24わが敵よりわ

れらを助けいだしたまへる者にかんしやせよそ

の憐憫はとこしへに絶ることなければなり 25す

べての生るものに食物をあたへたまふものに感謝

せよそのあはれみはとこしへに絶ることなけれ

ばなり 26天の神にかんしやせよその憐憫はとこ

しへに絶ることなければなり

137われらバビロンの河のほとりにすわりシ
オンをおもひいでて涙をながしぬ 2われら

そのあたりの柳にわが琴をかけたり 3そはわれら

を虜にせしものわれらに歌をもとめたり我儕を

くるしむる者われらにおのれを歓ばせんとてシ

オンのうた一つうたへといへり 4われら外邦にあ

りていかでヱホバの歌をうたはんや 5エルサレム

よもし我なんぢをわすれなばわが右の手にその巧

をわすれしめたまへ 6もしわれ汝を思ひいでず

もしわれヱルサレムをわがすべての歓喜の極とな
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さずばわが舌をわが腭につかしめたまヘ 7ヱホバ

よねがはくはヱルサレムの日にエドムの子輩がこ

れを掃除けその基までもはらひのぞけといへるを

聖意にとめたまへ 8ほろぼさるべきバビロンの女

よなんぢがわれらに作しごとく汝にむくゆる人

はさいはひなるべし 9なんぢの嬰兒をとりて岩の

うへになげうつものは福ひなるべし

138われはわが心をつくしてなんぢに感謝し
もろもろの神のまへにて汝をほめうたはん

2我なんぢのきよき宮にむかひて伏拝みなんぢの

仁慈とまこととの故によりて聖名にかんしやせん

そは汝そのみことばをもろもろの聖名にまさりて

高くしたまひたればなり 3汝わがよばはりし日に

われにこたへわが霊魂にちからをあたへて雄々

しからしめたまへり 4ヱホバよ地のすべての王は

なんぢに感謝せんかれらはなんぢの口のもろも

ろの言をききたればなり 5かれらはヱホバのもろ

もろの途についてうたはんヱホバの榮光おほい

なればなり 6ヱホバは高くましませども卑きもの

を顧みたまふされど亦おごれるものを遠よりし

りたまへり 7縦ひわれ患難のなかを歩むとも汝わ

れをふたたび活しその手をのばしてわが仇のい

かりをふせぎその右の手われをすくひたまふべ

し 8ヱホバはわれに係れることを全うしたまはん

ヱホバよなんぢの憐憫はとこしへにたゆることな

し願くはなんぢの手のもろもろの事跡をすてたま

ふなかれ

139ヱホバよなんぢは我をさぐり我をしりた
まへり 2なんぢはわが坐るをも立をもしり

又とほくよりわが念をわきまへたまふ 3なんぢは

わが歩むをもわが臥をもさぐりいだしわがもろ

もろの途をことごとく知たまへり 4そはわが舌に

一言ありとも觀よヱホバよなんぢことごとく知た

まふ 5なんぢは前より後よりわれをかこみわが

上にその手をおき給へり 6かかる知識はいとくす

しくして我にすぐまた高くして及ぶことあたは

ず 7我いづこにゆきてなんぢの聖霊をはなれんや

われいづこに往てなんぢの前をのがれんや 8われ

天にのぼるとも汝かしこにいましわれわが榻を

陰府にまうくるとも 觀よなんぢ彼處にいます

(Sheol h7585) 9我あけぼのの翼をかりて海のはてにす

むとも 10かしこにて尚なんぢの手われをみちび

き汝のみぎの手われをたもちたまはん 11暗はか

ならす我をおほひ我をかこめる光は夜とならん

と我いふとも 12汝のみまへには暗ものをかくす

ことなく夜もひるのごとくに輝けりなんぢには

くらきも光もことなることなし 13汝はわがはら

わたをつくり又わがははの胎にわれを組成たま

ひたり 14われなんぢに感謝すわれは畏るべく奇

しくつくられたりなんぢの事跡はことごとくく

すしわが霊魂はいとつばらに之をしれり 15われ

隠れたるところにてつくられ地の底所にて妙につ

づりあはされしときわが骨なんぢにかくるるこ

となかりき 16わが體いまだ全からざるになんぢ

の目ははやくより之をみ日々かたちづくられし

わが百體の一だにあらざりし時にことごとくな

んぢの冊にしるされたり 17神よなんぢりもろも

ろの思念はわれに寶きこといかばかりぞやその

みおもひの總計はいかに多きかな 18我これを算

へんとすれどもそのかずは沙よりもおほしわれ

眼さむるときも尚なんぢとともにをる 19神よな

んぢはかならず惡者をころし給はんされば血を

ながすものよ我をはなれされ 20かれらはあしき

企圖をもて汝にさからひて言ふなんぢの仇はみ

だりに聖名をとなふるなり 21ヱホバよわれは汝

をにくむ者をにくむにあらずやなんぢに逆ひて

おこりたつものを厭ふにあらずや 22われ甚くか

れらをにくみてわが仇とす 23神よねがはくは我

をさぐりてわが心をしり我をこころみてわがも

ろもろの思念をしりたまへ 24ねがはくは我によ

こしまなる途のありやなしやを見てわれを永遠

のみちに導きたまへ

140ヱホバよねがはくは惡人よりわれを助けい
だし我をまもりて強暴人よりのがれしめ

たまへ 2かれらは心のうちに殘害をくはだてた

えず戰闘をおこす 3かれらは蛇のごとくおのが舌

を利すそのくちびるのうちに蝮の毒あり (セラ)

4ヱホバよ願くはわれを保ちてあしきひとの手よ

りのがれしめ我をまもりてわが足をつまづかせ

んと謀るあらぶる人よりのがれしめ給へ 5高ぶる

ものはわがために羂と索とをふせ路のほとりに

網をはりかつ機をまうけたり (セラ) 6われヱホ

バにいへらく汝はわが神なりヱホバよねがはく

はわが祈のこゑをきき給へ 7わが救のちからなる

主の神よなんぢはたたかひの日にわが首をおほ

ひたまへり 8ヱホバよあしきひとの欲のままにす

ることをゆるしたまふなかれそのあしき企圖を

とげしめたまふなかれおそらくは彼等みづから



詩篇427

誇らん (セラ) 9われを圍むものの首はおのれの

くちびるの殘害におほはるべし 10もえたる炭は

かれらのうへにおちかれらは火になげいれられ

ふかき穴になげいれられて再びおきいづることあ

たはざるべし 11惡言をいふものは世にたてられ

ず暴ぶるものはわざはひに追及れてたふさるべ

し 12われは苦しむものの訴とまづしきものの義

とをヱホバの守りたまふを知る 13義者はかなら

ず聖名にかんしやし直者はみまへに住ん

141ヱホバよ我なんぢを呼ふねがはくは速か
にわれにきたりたまへわれ汝をよばふと

きわが聲に耳をかたぶけたまへ 2われは薫物のご

とくにわが祈をみまへにささげ夕のそなへもの

の如くにわが手をあげて聖前にささげんことをね

がふ 3ヱホバよねがはくはわが口に門守をおきて

わがくちびるの戸をまもりたまへ 4惡事にわがこ

ころを傾かしめて邪曲をおこなふ者とともに惡き

わざにあづからしめ給ふなかれ又かれらの珍饈

をくらはしめたまふなかれ 5義者われをうつとも

我はこれを愛しみとしその我をせむるを頭のあぶ

らとせんわが頭はこれを辭まずかれらが禍害に

あふときもわが祈はたえじ 6その審士ははほの崕

になげられんかれらわがことばの甘美によりて

聽ことをすべし 7人つちを耕しうがつがごとく我

儕のほねははかの口にちらさる (Sheol h7585) 8され

ど主ヱホバよわが目はなほ汝にむかふ我なんぢ

に依賴めりねがはくはわが霊魂をともしきまま

に捨おきたまなかれ 9我をまもりてかれらがわが

ためにまうくる羂とよこしまを行ふものの機とを

まぬかれしめたまへ 10われは全くのがれんあし

きものをおのれの網におちいらしめたまへ

142われ聲をいだしてヱホバによばはり聲を
いだしてヱホバにこひもとむ 2われはその

聖前にわが歎息をそそぎいだしそのみまへにわ

が患難をあらはす 3わが霊魂わがうちにきえうせ

んとするときも汝わがみちを識たまへり人われ

をとらへんとてわがゆくみちに羂をかくせり 4願

くはわがみぎの手に目をそそぎて見たまへ一人

だに我をしるものなしわれには避所なくまたわ

が霊魂をかへりみる人なし 5ヱホバよわれ汝をよ

ばふ我いへらく汝はわがさけどころ有生の地に

てわがうべき分なりと 6ねがはくはわが號呼にみ

こころをとめたまへわれいたく卑くせられたれ

ばなり我をせむる者より助けいだしたまへ彼等

はわれにまさりて強ければなり 7願くはわがたま

しひを囹圄よりいだしわれに聖名を感謝せしめ

たまへなんぢ豊かにわれを待ひたまふべければ

義者われをめぐらん

143ヱホバよねがはくはわが祈をききわが懇
求にみみをかたぶけたまへなんぢの眞實

なんぢの公義をもて我にこたへたまへ 2汝のしも

べの審判にかかつらひたまふなかれそはいける

もの一人だにみまへに義とせらるるはなし 3仇は

わがたましひを迫めわが生命を地にうちすて死

てひさしく世を經たるもののごとく我をくらき所

にすまはせたり 4又わがたましひはわが衷にきえ

うせんとしわが心はわがうちに曠さびれたり 5

われはいにしへの日をおもひいで汝のおこなひ

たまひし一切のことを考へなんぢの手のみわざ

をおもふ 6われ汝にむかひてわが手をのべわが

たましひは燥きおとろへたる地のごとく汝をした

へり (セラ) 7ヱホバよ速かにわれにこたへたま

へわが霊魂はおとろふわれに聖顔をかくしたま

ふなかれおそらくはわれ穴にくだるもののごと

くならん 8朝になんぢの仁慈をきかしめたまへ

われ汝によりたのめばなりわが歩むべき途をし

らせたまへわれわが霊魂をなんぢに擧ればなり 9

ヱホバよねがはくは我をわが仇よりたすけ出した

まへわれ匿れんとして汝にはしりゆく 10汝はわ

が神なりわれに聖旨をおこなふことををしへた

まへ惠ふかき聖霊をもて我をたひらかなる國に

みちびきたまへ 11ヱホバよねがはくは聖名のた

めに我をいかしなんぢの義によりてわがたまし

ひを患難よりいだしたまへ 12又なんぢの仁慈に

よりてわが仇をたち霊魂をくるしむる者をこと

ごとく滅したまへそは我なんぢの僕なり

144戰することをわが手にをしへ闘ふことを
わが指にをしへたまふわが磐ヱホバはほ

むべきかな 2ヱホバはわが仁慈わが城なりわが

たかき櫓われをすくひたまふ者なりわが盾わが

依賴むものなりヱホバはわが民をわれにしたが

はせたまふ 3ヱホバよ人はいかなる者なれば之を

しり人の子はいかなる者なれば之をみこころに

記たまふや 4人は氣息にことならずその存らふ

る日はすぎゆく影にひとし 5ヱホバよねがはくは

なんぢの天をたれてくだり手を山につけて煙を
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たたしめたまへ 6電光をうちいだして彼等をちら

しなんぢの矢をはなちてかれらを敗りたまへ 7

上より手をのべ我をすくひて大水より外人の手

よりたすけいだしたまへ 8かれらの口はむなしき

言をいひその右の手はいつはりのみぎの手なり 9

神よわれ汝にむかひて新らしき歌をうたひ十絃

の琴にあはせて汝をほめうたはん 10なんぢは王

たちに救をあたへ僕ダビデをわざはひの劍より

すくひたまふ神なり 11ねがはくは我をすくひて

外人の手よりたすけいだしたまへかれらの口は

むなしき言をいひその右の手はいつはりのみぎ

の手なり 12われらの男子はとしわかきとき育ち

たる草木のごとくわれらの女子は宮のふりになら

ひて刻みいだしし隅の石のごとくならん 13われ

らの倉はみちたらひてさまざまのものをそなへ

われらの羊は野にて千萬の子をうみ 14われらの

牡牛はよく物をおひわれらの衢にはせめいるこ

となく亦おしいづることなく叫ぶこともなからん

15かかる状の民はさいはひなりヱホバをおのが神

とする民はさいはひなり

145わがかみ王よわれ汝をあがめ世かぎりな
く聖名をほめまつらん 2われ日ごとに汝を

ほめ世々かぎりなく聖名をはめたたへん 3ヱホバ

は大にましませば最もほむべきかなその大なる

ことは尋ねしることかたし 4この代はかの代にむ

かひてなんぢの事跡をほめたたへなんぢの大能

のはたらきを宣つたへん 5われ汝のほまれの榮光

ある稜威となんぢの奇しきみわざとを深くおもは

ん 6人はなんぢのおそるべき動作のいきほひをか

たり我はなんぢの大なることを宣つたへん 7か

れらはなんぢの大なる惠の跡をいひいでなんぢ

の義をほめうたはん 8ヱホバは惠ふかく憐憫みち

また怒りたまふことおそく憐憫おほいなり 9ヱホ

バはよろづの者にめぐみありそのふかき憐憫は

みわざの上にあまねし 10ヱホバよ汝のすべての

事跡はなんぢに感謝しなんぢの聖徒はなんぢを

ほめん 11かれらは御國のえいくわうをかたり汝

のみちからを宣つたへて 12その大能のはたらき

とそのみくにの榮光あるみいづとを人の子輩にし

らすべし 13なんぢの國はとこしへの國なりなん

ぢの政治はよろづ代にたゆることなし 14ヱホバ

はすべて倒れんとする者をささへかがむものを

直くたたしめたまふ 15よろづのものの目はなん

ぢを待なんぢは時にしたがひてかれらに糧をあ

たへ給ふ 16なんぢ手をひらきてもろもろの生る

ものの願望をあかしめたまふ 17ヱホバはそのす

べての途にただしくそのすべての作爲にめぐみ

ふかし 18すべてヱホバをよぶもの誠をもて之を

よぶものにヱホバは近くましますなり 19ヱホバ

は己をおそるるものの願望をみちたらしめその

號呼をききて之をすくひたまふ 20ヱホバはおの

れを愛しむものをすべて守りたまへど惡者をこ

とごとく滅したまはん 21わが口はヱホバの頌美

をかたりよろづの民は世々かぎりなくそのきよ

き名をほめまつるべし

146ヱホバを讃稱へよわがたましひよヱホバ
をほめたたへよ 2われ生るかぎりはヱホ

バをほめたたへわがながらふるほどはわが神を

ほめうたはん 3 もろもろの君によりたのむこ

となく 人の子によりたのむなかれ かれらに助

あることなし 4 その氣息いでゆけばかれ土に

かへるその日かれがもろもろの企圖はほろびん

5ヤコブの神をおのが助としその望をおのが神ヱ

ホバにおくものは福ひなり 6此はあめつちと海

とそのなかなるあらゆるものを造りとこしへに

眞實をまもり 7虐げらるるもののために審判を

おこなひ饑ゑたるものに食物をあたへたまふ神

なりヱホバはとらはれたる人をときはなちたま

ふ 8ヱホバはめしひの目をひらきヱホバは屈者

をなほくたたせヱホバは義しきものを愛しみた

まふ 9ヱホバは他邦人をまもり孤子と寡婦とを

ささへたまふされど惡きものの徑はくつがへし

たまふなり 10ヱホバはとこしへに統治めたまは

んシオンよなんぢの神はよろづ代まで統治めた

まはんヱホバをほめたたへよ

147ヱホバをほめたたへよわれらの神をほめ
うたふは善ことなり樂しきことなり稱へ

まつるはよろしきに適へり 2ヱホバはヱルサレム

をきづきイスラエルのさすらへる者をあつめたま

ふ 3ヱホバは心のくだけたるものを醫しその傷を

つつみたまふ 4ヱホバはもろもろの星の數をかぞ

へてすべてこれに名をあたへたまふ 5われらの主

はおほいなりその能力もまた大なりその智慧はき

はまりなし 6ヱホバは柔和なるものをささへ惡き

ものを地にひきおとし給ふ 7ヱホバに感謝してう

たへ琴にあはせてわれらの神をほめうたヘ 8ヱホ

バは雲をもて天をおほひ地のために雨をそなへ
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もろもろの山に草をはえしめ 9くひものを獣にあ

たへ並なく小鴉にあたへたまふ 10ヱホバは馬の

ちからを喜びたまはず人の足をよみしたまはず

11ヱホバはおのれを畏るるものとおのれの憐憫を

のぞむものとを好したまふ 12ヱルサレムよヱホ

バをほめたたへよシオンよなんぢの神をほめた

たへよ 13ヱホバはなんぢの門の關木をかたうし

汝のうちなる子輩をさきはひ給ひたればなり 14

ヱホバは汝のすべての境にやはらぎをあたへい

と嘉麥をもて汝をあかしめたまふ 15ヱホバはそ

のいましめを地にくだしたまふその聖言はいと

すみやかにはしる 16ヱホバは雪をひつじの毛の

ごとくふらせ霜を灰のごとくにまきたまふ 17ヱ

ホバは氷をつちくれのごとくに擲ちたまふたれ

かその寒冷にたふることをえんや 18ヱホバ聖言

をくだしてこれを消しその風をふかしめたまへ

ばもろもろの水はながる 19ヱホバはそのみこと

ばをヤコブに示しそのもろもろの律法とその審

判とをイスラエルにしめしたまふ 20ヱホバはい

づれの國をも如此あしらひたまひしにあらずヱ

ホバのもろもろの審判をかれらはしらざるなり

ヱホバをほめたたへよ

148ヱホバをほめたたへよもろもろの天より
ヱホバをほめたたへよもろもろの高所に

てヱホバをほめたたへよ 2その天使よみなヱホバ

をほめたたへよその萬軍よみなヱホバをほめた

たへよ 3日よ月よヱホバをほめたたへよひかり

の星よみなヱホバをほめたたへよ 4もろもろの

天のてんよ天のうへなる水よヱホバをほめたた

へよ 5これらはみなヱホバの聖名をほめたたふ

べしそはヱホバ命じたまひたればかれらは造ら

れたり 6ヱホバまた此等をいやとほながに立た

まひたり又すぎうすまじき詔命をくだしたまへ

り 7龍よすべての淵よ地よりヱホバをほめたた

へよ 8火よ霰よ雪よ霧よみことばにしたがふ狂風

よ 9もろもろの山もろもろのをか實をむすぶ樹

すべての香柏よ 10獣もろもろの牲畜はふもの翼

ある鳥よ 11地の王たちもろもろのたみ地の諸

侯よ地のもろもろの審士よ 12少きをのこ若き

をみな老たる人をさなきものよ 13みなヱホバ

の聖名をほめたたふべしその聖名はたかくして

類なくそのえいくわうは地よりも天よりもうへ

にあればなり 14ヱホバはその民のために一つの

角をあげたまへりこはそもろもろの聖徒のほま

れヱホバにちかき民なるイスラエルの子輩のほ

まれなりヱホバを讃稱へよ

149ヱホバをほめたたへよヱホバに對ひてあ
たらしき歌をうたへ聖徒のつどひにてヱ

ホバの頌美をうたへ 2イスラエルはおのれを造り

たまひしものをよろこびシオンの子輩は己が王

のゆゑによりて樂しむべし 3かれらをどりつつそ

の聖名をほめたたへ琴鼓にてヱホバをほめうた

べし 4ヱホバはおのが民をよろこび救にて柔和な

るものを美しくしたまへばなり 5聖徒はえいくわ

うの故によりてよろこびその寝牀にてよろこび

うたふべし 6その口に神をほむるうたありその手

にもろはの劍あり 7こはもろもろの國に仇をかへ

しもろもろの民をつみなひ 8かれらの王たちを鏈

にてかれらの貴人をくろかねの械にていましめ 9

録したる審判をかれらに行ふべきためなり斯る

ほまれはそのもろもろの聖徒にありヱホバをほ

めたたへよ

150ヱホバをほめたたへよその聖所にて神を
ほめたたへよその能力のあらはるる穹蒼

にて神をほめたたへよ 2その大能のはたらきのゆ

ゑをもて神をほめたたへよその秀ておほいなる

ことの故によりてヱホバをほめたたへよ 3ラッパ

の聲をもて神をほめたたへよ筝と琴とをもて神

をほめたたへよ 4つづみと蹈舞とをもて神をほめ

たたへよ絃簫をもて神をほめたたへよ 5音のた

かき鐃鈸をもて神をほめたたへよなりひびく鐃

鈸をもて神をほめたたへよ 6氣息あるものは皆ヤ

ハをほめたたふべしなんぢらヱホバをほめたた

へよ
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箴言知恵の泉

1ダビデの子イスラエルの王ソロモンの箴言 2こ

は人に智慧と訓誨とをしらしめ哲言を暁らせ 3

さとき訓と公義と公平と正直とをえしめ 4拙者に

さとりを與へ少者に知識と謹愼とを得させん爲な

り 5智慧ある者は之を聞て學にすすみ哲者は智

略をうべし 6人これによりて箴言と譬喩と智慧あ

る者の言とその隠語とを悟らん 7ヱホバを畏るる

は知識の本なり愚なる者は智慧と訓誨とを軽ん

ず 8我が子よ汝の父の敎をきけ汝の母の法を棄

ることなかれ 9これ汝の首の美しき冠となり汝

の項の妝飾とならん 10わが子よ惡者なんぢ誘ふ

とも從ふことなかれ 11彼等なんぢにむかひて請

ふわれらと偕にきたれ我儕まちぶせして人の血

を流し無辜ものを故なきに伏てねらひ 12陰府の

ごとく彼等を活たるままにて呑み壯健なる者を

墳に下る者のごとくになさん (Sheol h7585) 13われら

各樣のたふとき財貨をえ奪ひ取たる物をもて我

儕の家に盈さん 14汝われらと偕に籤をひけ我儕

とともに一の金嚢を持べしと云とも 15我が子よ

彼等とともに途を歩むことなかれ汝の足を禁め

てその路にゆくこと勿れ 16そは彼らの足は惡に

趨り血を流さんとて急げばなり 17 (すべて鳥の目

の前にて羅を張は徒勞なり) 18彼等はおのれの血

のために埋伏しおのれの命をふしてねらふ 19凡

て利を貧る者の途はかくの如し是その持主をし

て生命をうしなはしむるなり 20智慧外に呼はり

衢に其聲をあげ 21熱閙しき所にさけび城市の門

の口邑の中にその言をのべていふ 22なんぢら拙

者のつたなきを愛し嘲笑者のあざけりを樂しみ

愚なる者の知識を惡むは幾時までぞや 23わが督

斥にしたがひて心を改めよ視よわれ我が霊を汝

らにそそぎ我が言をなんぢらに示さん 24われ呼

たれども汝らこたへず手を伸たれども顧る者な

く 25かへつて我がすべての勸告をすて我が督斥

を受ざりしに由り 26われ汝らが禍災にあふとき

之を笑ひ汝らの恐懼きたらんとき嘲るべし 27こ

れは汝らのおそれ颶風の如くきたり汝らのほろ

び颺風の如くきたり艱難とかなしみと汝らにき

たらん時なり 28そのとき彼等われを呼ばん然れ

どわれ應へじ只管に我を求めんされど我に遇じ

29かれら知識を憎み又ヱホバを畏るることを悦ば

ず 30わが勸に從はず凡て我督斥をいやしめたる

によりて 31己の途の果を食ひおのれの策略に飽

べし 32拙者の違逆はおのれを殺し愚なる者の幸

福はおのれを滅さん 33されど我に聞ものは平穩

に住ひかつ禍害にあふ恐怖なくして安然ならん

2我が子よ汝もし我が言をうけ我が誡命を汝の
こころに蔵め 2斯て汝の耳を智慧に傾け汝の心

をさとりにむけ 3もし知識を呼求め聰明をえんと

汝の聲をあげ 4銀の如くこれを探り秘れたる寳

の如くこれを尋ねば 5汝ヱホバを畏るることを暁

り神を知ることを得べし 6そはヱホバは智慧を

あたへ知識と聰明とその口より出づればなり 7

かれは義人のために聰明をたくはへ直く行む者

の盾となる 8そは公平の途をたもちその聖徒の

途すぢを守りたまへばなり 9斯て汝はつひに公義

と公平と正直と一切の善道を暁らん 10すなはち

智慧なんぢの心にいり知識なんぢの霊魂に樂し

からん 11謹愼なんぢを守り聰明なんぢをたもち

て 12惡き途よりすくひ虚偽をかたる者より救は

ん 13彼等は直き途をはなれて幽暗き路に行み 14

惡を行ふを樂しみ惡者のいつはりを悦び 15その

途はまがりその行爲は邪曲なり 16聰明はまた汝

を妓女より救ひ言をもて諂ふ婦より救はん 17彼

はわかき時の侶をすてその神に契約せしことを

忘るるなり 18その家は死に下りその途は陰府に

赴く 19凡てかれにゆく者は歸らずまた生命の途

に達らざるなり 20聰明汝をたもちてよき途に行

ませ義人の途を守らしめん 21そは義人は地にな

がらへをり完全者は地に止らん 22されど惡者は

地より亡され悖逆者は地より抜さらるべし

3我が子よわが法を忘るるなかれ汝の心にわが
誡命をまもれ 2さらば此事は汝の日をながくし

生命の年を延べ平康をなんぢに加ふべし 3仁慈と

眞實とを汝より離すことなかれ之を汝の項にむ

すびこれを汝の心の碑にしるせ 4さらばなんぢ

神と人との前に恩寵と好名とを得べし 5汝こころ

を盡してヱホバに倚賴めおのれの聰明に倚るこ

となかれ 6汝すべての途にてヱホバをみとめよ

さらばなんぢの途を直くしたまふべし 7自から看

て聰明とする勿れヱホバを畏れて惡を離れよ 8

これ汝の身に良薬となり汝の骨に滋潤とならん 9

汝の貨財と汝がすべての產物の初生をもてヱホバ

をあがめよ 10さらば汝の倉庫はみちて餘り汝の

酒醡は新しき酒にて溢れん 11我子よ汝ヱホバの
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懲治をかろんずる勿れその譴責を受くるを厭ふ

こと勿れ 12それヱホバはその愛する者をいまし

めたまふあたかも父のその愛する子を譴むるが

如し 13智慧を求め得る人および聰明をうる人は

福なり 14そは智慧を獲るは銀を獲るに愈りその

利は精金よりも善ければなり 15智慧は眞珠より

も尊し汝の凡ての財貨も之と比ぶるに足らず 16

其右の手には長壽ありその左の手には富と尊貴

とあり 17その途は樂しき途なりその徑すぢは悉

く平康し 18これは執る者には生命の樹なりこれ

持ものは福なり 19ヱホバ智慧をもて地をさだめ

聰明をもて天を置たまへり 20その知識によりて

海洋はわきいで雲は露をそそぐなり 21我が子よ

これらを汝の眼より離す勿れ聰明と謹愼とを守

れ 22然ばこれは汝の霊魂の生命となり汝の項の

妝飾とならん 23かくて汝やすらかに汝の途をゆ

かん又なんぢの足つまづかじ 24なんぢ臥とき怖

るるところあらず臥ときは酣く睡らん 25なんぢ

猝然なる恐懼をおそれず惡者の滅亡きたる時も

之を怖るまじ 26そはヱホバは汝の倚賴むものに

して汝の足を守りてとらはれしめたまはざるべけ

ればなり 27汝の手善をなす力あらば之を爲すべ

き者に爲さざること勿れ 28もし汝に物あらば汝

の鄰に向ひ去て復來れ明日われ汝に予へんとい

ふなかれ 29汝の鄰なんぢの傍に安らかに居らば

之にむかひて惡を謀ること勿れ 30人もし汝に惡

を爲さずば故なく之と爭ふこと勿れ 31暴虐人を

羨むことなくそのすべての途を好とすることな

かれ 32そは邪曲なる者はヱホバに惡まるればな

りされど義者はその親き者とせらるべし 33ヱホ

バの呪詛は惡者の家にありされど義者の室はか

れにめぐまる 34彼は嘲笑者をあざけり謙る者に

恩惠をあたへたまふ 35智者は尊榮をえ愚なる者

は羞辱之をとりさるべし

4小子等よ父の訓をきけ聰明を知んために耳を
かたむけよ 2われ善敎を汝らにさづくわが律

を棄つることなかれ 3われも我が父には子にして

我が母の目には獨の愛子なりき 4父われを敎へ

ていへらく我が言を汝の心にとどめわが誡命を

まもれ然らば生べし 5智慧をえ聰明をえよこ

れを忘るるなかれまた我が口の言に身をそむく

るなかれ 6智慧をすつることなかれ彼なんぢを

守らん彼を愛せよ彼なんぢを保たん 7智慧は第

一なるものなり智慧をえよ凡て汝の得たる物を

もて聰明をえよ 8彼を尊べさらば彼なんぢを高

く擧げんもし彼を懐かば彼汝を尊榮からしめん

9かれ美しき飾を汝の首に置き榮の冠弁を汝に

予へん 10我が子よきけ我が言を納れよさらば

汝の生命の年おほからん 11われ智慧の道を汝に

敎へ義しき徑筋に汝を導けり 12歩くとき汝の歩

は艱まず趨るときも躓かじ 13堅く訓誨を執り

て離すこと勿れこれを守れこれは汝の生命なり

14邪曲なる者の途に入ることなかれ惡者の路をあ

やむこと勿れ 15これを避よ過ること勿れ離れて

去れ 16そは彼等は惡を爲さざれば睡らず人を躓

かせざればいねず 17不義のパンを食ひ暴虐の酒

を飮めばなり 18義者の途は旭光のごとしいよい

よ光輝をまして晝の正午にいたる 19惡者の途は

幽冥のごとし彼らはその蹟くもののなになるを

知ざるなり 20わが子よ我が言をきけ我が語ると

ころに汝の耳を傾けよ 21之を汝の目より離すこ

と勿れ汝の心のうちに守れ 22是は之を得るもの

の生命にしてまたその全體の良薬なり 23すべて

の操守べき物よりもまさりて汝の心を守れそは

生命の流これより出ればなり 24虚偽の口を汝よ

り棄さり惡き口唇を汝より遠くはなせ 25汝の目

は正く視汝の眼瞼は汝の前を眞直に視るべし 26

汝の足の徑をかんがへはかり汝のすべての道を

直くせよ 27右にも左にも偏ること勿れ汝の足を

惡より離れしめよ

5我が子よわが智慧をきけ汝の耳をわが聰明に
傾け 2しかしてなんぢ謹愼を守り汝の口唇に知

識を保つべし 3娼妓の口唇は蜜を滴らし其口は

脂よりも滑なり 4されど其終は茵蔯の如くに苦く

兩刃の劍の如くに利し 5その足は死に下りその

歩は陰府に趣く (Sheol h7585) 6彼は生命の途に入ら

ず其徑はさだかならねども自ら之を知ざるなり 7

小子等よいま我にきけ我が口の言を棄つる勿れ 8

汝の途を彼より遠く離れしめよ其家の門に近づ

くことなかれ 9恐くは汝の榮を他人にわたし汝

の年を憐憫なき者にわたすにいたらん 10恐くは

他人なんぢの資財によりて盈され汝の勞苦は他

人の家にあらん 11終にいたりて汝の身なんぢの

體亡ぶる時なんぢ泣悲みていはん 12われ敎をい

とひ心に譴責をかろんじ 13我が師の聲をきか

ず我を敎ふる者に耳を傾けず 14あつまりの中

會衆のうちにてほとんど諸の惡に陷れりと 15汝

おのれの水溜より水を飮みおのれの泉より流る
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る水をのめ 16汝の流をほかに溢れしめ汝の河

の水を衢に流れしむべけんや 17これを自己に歸

せしめ他人をして汝と偕にこに與らしむること

勿れ 18汝の泉に福祉を受しめ汝の少き時の妻

を樂しめ 19彼は愛しき麀のごとく美しき鹿の如

しその乳房をもて常にたれりとしその愛をもて

常によろこべ 20我子よ何なればあそびめをたの

しみ淫婦の胸を懐くや 21それ人の途はヱホバの

目の前にあり彼はすべて其行爲を量りたまふ 22

惡者はおのれの愆にとらへられその罪の繩に繋

る 23彼は訓誨なきによりて死その多くの愚なる

ことに由りて亡ぶべし

6我子よ汝もし朋友のために保證をなし他人の
ために汝の手を拍ば 2汝その口の言によりてわ

なにかかりその口の言によりてとらへらるるな

り 3我子よ汝友の手に陷りしならば斯して自ら救

へすなはち往て自ら謙だり只管なんぢの友に求

め 4汝の目をして睡らしむることなく汝の眼瞼

をして閉しむること勿れ 5かりうどの手より鹿の

のがるるごとく鳥とる者の手より鳥ののがるる

如くしてみづからを救へ 6惰者よ蟻にゆき其爲

すところを觀て智慧をえよ 7蟻は首領なく有司な

く君主なけれども 8夏のうちに食をそなへ収穫

のときに糧を斂む 9惰者よ汝いづれの時まで臥息

むやいづれの時まで睡りて起ざるや 10しばらく

臥ししばらく睡り手を叉きてまた片時やすむ 11

さらば汝の貧窮は盗人の如くきたり汝の缺乏は兵

士の如くきたるべし 12邪曲なる人あしき人は虚

偽の言をもて事を行ふ 13彼は眼をもて眴せし脚

をもてしらせ指をもて示す 14その心に虚偽をた

もち常に惡をはかり爭端を起す 15この故にその

禍害にはかに來り援助なくして立刻に敗らるべ

し 16ヱホバの憎みたまふもの六あり否その心に

嫌ひたまふもの七あり 17即ち驕る目いつはりを

いふ舌つみなき人の血を流す手 18惡き謀計をめ

ぐらす心すみやかに惡に趨る足 19詐僞をのぶる

證人および兄弟のうちに爭端をおこす者なり 20

我子よ汝の父の誡命を守り汝の母の法を棄る勿

れ 21常にこれを汝の心にむすび之をなんぢの頸

に佩よ 22これは汝のゆくとき汝をみちびき汝の

寝るとき汝をまもり汝の寤るとき汝とかたらん

23それ誡命は燈火なり法は光なり敎訓の懲治は

生命の道なり 24これは汝をまもりて惡き婦より

まぬかれしめ汝をたもちて淫婦の舌の諂媚にま

どはされざらしめん 25その艶美を心に戀ふこと

なかれその眼瞼に捕へらるること勿れ 26それ娼

妓のために人はただ僅に一撮の糧をのこすのみに

いたる又淫婦は人の尊き生命を求むるなり 27人

は火を懐に抱きてその衣を焚れざらんや 28人は

熱火を踏て其足を焚れざらんや 29その隣の妻と

姦淫をおこなふ者もかくあるべし凡て之に捫る

者は罪なしとせられず 30竊む者もし饑しときに

其饑を充さん爲にぬすめるならば人これを藐ぜじ

31もし捕へられなばその七倍を償ひ其家の所有を

ことごとく出さざるべからず 32婦と姦淫をおこ

なふ者は智慧なきなり之を行ふ者はおのれの霊

魂を亡し 33傷と陵辱とをうけて其恥を雪ぐこと

能はず 34妒忌その夫をして忿怒をもやさしむれ

ばその怨を報ゆるときかならず寛さじ 35いかな

る贖物をも顧みず衆多の饋物をなすともやはら

がざるべし

7我子よわが言をまもり我が誡命を汝の心にた
くはへよ 2我が誡命をまもりで生命をえよ我

法を守ること汝の眸子を守るが如くせよ 3これを

汝の指にむすびこれを汝の心の碑に銘せ 4なん

ぢ智慧にむかひて汝はわが姉妹なりといひ明理

にむかひて汝はわが友なりといへ 5さらば汝をま

もりて淫婦にまよはざらしめ言をもて媚る娼妓

にとほざからしめん 6われ我室の牖により檑子よ

りのぞきて 7拙き者のうち幼弱者のうちに一人の

智慧なき者あるを觀たり 8彼衢をすぎ婦の門にち

かづき其家の路にゆき 9黄昏に半宵に夜半に黑暗

の中にあるけり 10時に娼妓の衣を着たる狡らな

る婦かれにあふ 11この婦は譁しくしてつつしみ

なく其足は家に止らず 12あるときは衢にあり或

時はひろばにありすみずみにたちて人をうかが

ふ 13この婦かれをひきて接吻し恥しらぬ面をも

ていひけるは 14われ酬恩祭を献げ今日すでにわ

が誓願を償せり 15これによりて我なんぢを迎へ

んとていで汝の面をたづねて汝に逢へり 16わが

榻には美しき褥およびエジプトの文枲をしき 17

沒藥蘆薈桂皮をもて我が榻にそそげり 18來れわ

れら詰朝まで情をつくし愛をかよはして相なぐさ

めん 19そは夫は家にあらず遠く旅立して 20手に

金嚢をとれり望月ならでは家に歸らじと 21多の

婉言をもて惑し口唇の諂媚をもて誘へば 22わか

き人ただちにこれに隨へりあだかも牛の宰地に

ゆくが如く愚なる者の桎梏をかけらるる爲にゆ
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くが如し 23遂には矢その肝を刺さん鳥の速かに

羅にいりてその生命を喪ふに至るを知ざるがごと

し 24小子等よいま我にきけ我が口の言に耳を傾

けよ 25なんぢの心を淫婦の道にかたむくること

勿れまたこれが徑に迷ふこと勿れ 26そは彼は多

の人を傷つけて仆せり彼に殺されたる者ぞ多か

る 27その家は陰府の途にして死の室に下りゆく

(Sheol h7585)

8智慧は呼はらざるか聰明は聲を出さざるか 2

彼は路のほとりの高處また街衢のなかに立ち 3

邑のもろもろの門邑の口および門々の入口にて

呼はりいふ 4人々よわれ汝をよび我が聲をもて

人の子等をよぶ 5拙き者よなんぢら聰明に明か

なれ 愚なる者よ汝ら明かなる心を得よ 6汝き

け われ善事をかたらん わが口唇をひらきて正

事をいださん 7我が口は眞實を述べ わが口唇

はあしき事を憎むなり 8わが口の言はみな義し

そのうちに虚偽と奸邪とあることなし 9是みな

智者の明かにするところ知識をうる者の正とす

るところなり 10なんぢら銀をうくるよりは我が

敎をうけよ精金よりもむしろ知識をえよ 11そ

れ智慧は眞珠に愈れり凡の寳も之に比ぶるに足

らず 12われ智慧は聰明をすみかとし知識と謹

愼にいたる 13ヱホバを畏るるとは惡を憎むこ

となり 我は傲慢と驕奢 惡道と虚偽の口とを憎

む 14謀略と聰明は我にあり我は了知なり我は

能力あり 15我に由て王者は政をなし君たる者

は義しき律をたて 16我によりて主たる者および

牧伯たちなど凡て地の審判人は世ををさむ 17わ

れを愛する者は我これを愛す我を切に求むるも

のは我に遇ん 18富と榮とは我にあり貴き寳と

公義とも亦然り 19わが果は金よりも精金よりも

愈りわが利は精銀よりもよし 20我は義しき道

にあゆみ公平なる路徑のなかを行む 21これ我

を愛する者に貨財をえさせ又その庫を充しめん

爲なり 22ヱホバいにしへ其御わざをなしそめた

まへる前にその道の始として我をつくりたまひ

き 23永遠より元始より地の有ざりし前より我は

立られ 24いまだ海洋あらずいまだ大なるみづ

の泉あらざりしとき我すでに生れ 25山いまださ

だめられず陵いまだ有ざりし前に我すでに生れ

たり 26即ち神いまだ地をも野をも地の塵の根元

をも造り給はざりし時なり 27かれ天をつくり海

の面に穹蒼を張たまひしとき我かしこに在りき 28

彼うへに雲氣をかたく定め淵の泉をつよくなら

しめ 29海にその限界をたて水をしてその岸を踰

えざらしめまた地の基を定めたまへるとき 30我

はその傍にありて創造者となり日々に欣び恒に

その前に樂み 31その地にて樂み又世の人を喜べ

り 32されば小子等よいま我にきけわが道をまも

る者は福ひなり 33敎をききて智慧をえよ之を棄

ることなかれ 34凡そ我にきき日々わが門の傍に

まちわが戸口の柱のわきにたつ人は福ひなり 35

そは我を得る者は生命をえヱホバより恩寵を獲

ればなり 36我を失ふものは自己の生命を害ふす

べて我を惡むものは死を愛するなり

9智慧はその家を建てその七の柱を砍成し 2そ

の畜を宰りその酒を混和せその筵をそなへ

3その婢女をつかはして邑の高處に呼はりいはし

む 4拙者よここに來れとまた智慧なき者にいふ

5汝等きたりて我が糧を食ひわがまぜあはせた

る酒をのみ 6拙劣をすてて生命をえ聰明のみち

を行め 7嘲笑者をいましむる者は恥を己にえ惡

人を責むる者は疵を己にえん 8嘲笑者を責むる

ことなかれ 恐くは彼なんぢを惡まん 智慧ある

者をせめよ彼なんぢを愛せん 9智慧ある者に授

けよ彼はますます智慧をえん義者を敎へよ彼

は知識に進まん 10ヱホバを畏るることは智慧の

根本なり聖者を知るは聰明なり 11我により汝

の日は多くせられ 汝のいのちの年は増べし 12

汝もし智慧あらば自己のために智慧あるなり汝

もし嘲らば汝ひとり之を負ん 13愚なる婦は嘩し

く且つたなくして何事をも知らず 14その家の門

に坐し邑のたかき處にある座にすわり 15道をま

すぐに過る往來の人を招きていふ 16拙者よこ

こに來れとまた智慧なき人にむかひては之にい

ふ 17竊みたる水は甘く密かに食ふ糧は美味あり

と 18彼處にある者は死し者その客は陰府のふか

き處にあることを是等の人は知らざるなり (Sheol

h7585)

10ソロモンの箴言智慧ある子は父を欣ばす愚
なる子は母の憂なり 2不義の財は益なしさ

れど正義は救ひて死を脱かれしむ 3ヱホバは義

者の霊魂を餓ゑしめず惡者にその欲するところ

を得ざらしむ 4手をものうくして動くものは貧

くなり勤めはたらく者の手は富を得 5夏のうち

に斂むる者は智き子なり収穫の時にねむる者は
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辱をきたす子なり 6義者の首には福祉きたり惡

者の口は強暴を掩ふ 7義者の名は讃られ惡者の

名は腐る 8心の智き者は誡命を受くされど口の

頑愚なる者は滅さる 9直くあゆむ者はそのあゆ

むこと安しされどその途を曲ぐる者は知らるべ

し 10眼をもて眴せする者は憂をおこし口の頑愚

なる者は亡さる 11義者の口は生命の泉なり惡

者の口は強暴を掩ふ 12怨恨は爭端をおこし愛

はすべての愆を掩ふ 13哲者のくちびるには智慧

あり智慧なき者の背のためには鞭あり 14智慧

ある者は知識をたくはふ愚かなる者の口はいま

にも滅亡をきたらす 15富者の資財はその堅き城

なり貧者のともしきはそのほろびなり 16義者

が動作は生命にいたり惡者の利得は罪にいたる

17敎をまもる者は生命の道にあり懲戒をすつる

者はあやまりにおちいる 18怨をかくす者には虚

偽のくちびるあり誹謗をいだす者は愚かなる者

なり 19言おほけれぼ罪なきことあたはずその口

唇を禁むるものは智慧あり 20義者の舌は精銀の

ごとし惡者の心は値すくなし 21義者の口唇はお

ほくの人をやしなひ愚なる者は智慧なきに由て

死ぬ 22ヱホバの祝福は人を富す人の勞苦はこれ

に加ふるところなし 23愚かなる者は惡をなすを

戯れごとのごとくす智慧のさとかる人にとりて

も是のごとし 24惡者の怖るるところは自己にき

たり義者のねがふところはあたへらる 25狂風の

すぐるとき惡者は無に歸せん義者は窮なくたも

つ基のごとし 26惰る者のこれを遣すものに於る

は酢の歯に於るが如く煙の目に於るが如し 27ヱ

ホバを畏るることは人の日を多くすされど惡者

の年はちぢめらる 28義者の望は喜悦にいたり惡

者の望は絶べし 29ヱホバの途は直者の城となり

惡を行ふものの滅亡となる 30義者は何時までも

動かされず惡者は地に住むことを得じ 31義者の

口は智慧をいだすなり虚偽の舌は抜るべし 32義

者のくちびるは喜ばるべきことをわきまへ惡者

の口はいつはりを語る

11いつはりの權衝はヱホバに惡まれ義しき法
馬は彼に欣ばる 2驕傲きたれば辱も亦きたる

謙だる者には智慧あり 3直者の端荘は己を導き悖

逆者の邪曲は己を亡す 4寳は震怒の日に益なし

されど正義は救ふて死をまぬかれしむ 5完全者は

その正義によりてその途を直くせられ惡者はそ

の惡によりて跌るべし 6直者はその正義により

て救はれ悖逆者は自己の惡によりて執へらる 7

惡人は死るときにその望たえ不義なる者の望も

また絶べし 8義者は艱難より救はれ惡者はこれ

に代る 9邪曲なる者は口をもてその鄰を亡すさ

れど義しき者はその知識によりて救はる 10義し

きもの幸福を受ればその城邑に歓喜あり惡きも

の亡さるれば歓喜の聲おこる 11城邑は直者の祝

ふに倚て高く擧られ惡者の口によりて亡さる 12

その鄰を侮る者は智慧なし聰明人はその口を噤

む 13往て人の是非をいふ者は密事を洩し心の忠

信なる者は事を隱す 14はかりごとなければ民た

ふれ議士多ければ平安なり 15他人のために保

證をなす者は苦難をうけ保證を嫌ふ者は平安な

り 16柔順なる婦は榮譽をえ強き男子は資財を

得 17慈悲ある者は己の霊魂に益をくはへ殘忍者

はおのれの身を擾はす 18惡者の獲る報はむなし

く義を播くものの得る報賞は確し 19堅く義をた

もつ者は生命にいたり惡を追もとむる者はおの

れの死をまねく 20心の戻れる者はヱホバに憎ま

れ直く道を歩む者は彼に悦ばる 21手に手をあは

するとも惡人は罪をまぬかれず義人の苗裔は救

を得 22美しき婦のつつしみなきは金の環の豕の

鼻にあるが如し 23義人のねがふところは凡て福

祉にいたり惡人ののぞむところは震怒にいたる

24ほどこし散して反りて増ものあり與ふべきを吝

みてかへりて貧しきにいたる者あり 25施與を好

むものは肥え人を潤ほす者はまた利潤をうく 26

穀物を蔵めて糶ざる者は民に詛はる然れど售る

者の首には祝福あり 27善をもとむる者は恩惠を

えん惡をもとむる者には惡き事きたらん 28おの

れの富を恃むものは仆れんされど義者は樹の靑

葉のごとくさかえん 29おのれの家をくるしむる

ものは風をえて所有とせん愚なる者は心の智き

ものの僕とならん 30義人の果は生命の樹なり智

慧ある者は人を捕ふ 31みよ義人すらも世にあり

て報をうくべし况て惡人と罪人とをや

12訓誨を愛する者は知識を愛す懲戒を惡むも
のは畜のごとし 2善人はヱホバの恩寵をうけ

惡き謀略を設くる人はヱホバに罰せらる 3人は惡

をもて堅く立ことあたはず義人の根は動くこと

なし 4賢き婦はその夫の冠弁なり辱をきたらす

る婦は夫をしてその骨に腐あるが如くならしむ 5

義者のおもひは直し惡者の計るところは虚偽な

り 6惡者の言は人の血を流さんとて伺ふされど
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直者の口は人を救ふなり 7惡者はたふされて無も

のとならんされど義者の家は立べし 8人はその

聰明にしたがひて譽られ心の悖れる者は藐めら

る 9卑賤してしもべある者は自らたかぶりて食に

乏き者に愈る 10義者はその畜の生命を顧みるさ

れど惡者は殘忍をもてその憐憫とす 11おのれの

田地を耕すものは食にあく放蕩なる人にしたが

ふ者は智慧なし 12惡者はあしき人の獲たる物を

うらやみ義者の根は芽をいだす 13惡者はくちび

るの愆によりて罟に陷るされど義者は患難の中

よりまぬかれいでん 14人はその口の徳によりて

福祉に飽ん人の手の行爲はその人の身にかへる

べし 15愚なる者はみづからその道を見て正しと

すされど智慧ある者はすすめを容る 16愚なる者

はただちに怒をあらはし智きものは恥をつつむ

17眞實をいふものは正義を述べいつはりの證人は

虚偽をいふ 18妄りに言をいだし劍をもて刺がご

とくする者ありされど智慧ある者の舌は人をい

やす 19眞理をいふ口唇は何時までも存つされど

虚偽をいふ舌はただ瞬息のあひだのみなり 20惡

事をはかる者の心には欺詐あり和平を謀る者に

は歓喜あり 21義者には何の禍害も來らず惡者は

わざはひをもて充さる 22いつはりの口唇はヱホ

バに憎まれ眞實をおこなふ者は彼に悦ばる 23賢

人は知識をかくすされど愚なる者のこころは愚

なる事を述ぶ 24勤めはたらく者の手は人ををさ

むるにいたり惰者は人に服ふるにいたる 25うれ

ひ人の心にあれば之を屈ますされど善言はこれ

を樂します 26義者はその友に道を示すされど惡

者は自ら途にまよふ 27惰者はおのれの猟獲たる

物をも燔ず勉めはたらくことは人の貴とき寳な

り 28義しき道には生命ありその道すぢには死な

し

13智慧ある子は父の敎訓をきき戯謔者は懲治
をきかず 2人はその口の徳によりて福祉をく

らひ悖逆者の霊魂は強暴をくらふ 3その口を守る

者はその生命を守るその口唇を大きくひらく者

には滅亡きたる 4惰る者はこころに慕へども得る

ことなし勤めはたらく者の心は豊饒なり 5義者

は虚偽の言をにくみ惡者ははぢをかうむらせ面

を赤くせしむ 6義は道を直くあゆむ者をまもり

惡は罪人を倒す 7自ら富めりといひあらはして些

少の所有もなき者あり自ら貧しと稱へて資財お

ほき者あり 8人の資財はその生命を贖ふものとな

るあり然ど貧者は威嚇をきくことあらず 9義者

の光は輝き惡者の燈火はけさる 10驕傲はただ爭

端を生ず勸告をきく者は智慧あり 11詭計をもて

得たる資財は減るされど手をもて聚めたくはふ

る者はこれを増すことを得 12望を得ること遅き

ときは心を疾しめ願ふ所旣にとぐるときは生命

の樹を得たるがごとし 13御言をかろんずる者は

亡され誡命をおそるる者は報賞を得 14智慧ある

人の敎訓はいのちの泉なり能く人をして死の罟

を脱れしむ 15善にして哲きものは恩を蒙るされ

ど悖逆者の途は艱難なり 16凡そ賢者は知識に由

りて事をおこなひ愚なる者はおのれの痴を顯す

17惡き使者は災禍に陷るされど忠信なる使者は良

薬の如し 18貧乏と恥辱とは敎訓をすつる者にき

たるされど譴責を守る者は尊まる 19望を得れば

心に甘し愚なる者は惡を棄つることを嫌ふ 20智

慧ある者と偕にあゆむものは智慧をえ愚なる者

の友となる者はあしくなる 21わざはひは罪人を

追ひ義者は善報をうく 22善人はその產業を子孫

に遺すされど罪人の資財は義者のために蓄へら

る 23貧しき者の新田にはおほくの糧ありされど

不義によりて亡る者あり 24鞭をくはへざる者は

その子を憎むなり子を愛する者はしきりに之を

いましむ 25義しき者は食をえて飽くされど惡者

の腹は空し

14智慧ある婦はその家をたて愚なる婦はおの
れの手をもて之を毀つ 2直くあゆむ者はヱホ

バを畏れ曲りてあゆむ者はこれを侮る 3愚なる者

の口にはその傲のために鞭笞あり智者の口唇は

おのれを守る 4牛なければ飼蒭倉むなし牛の力に

よりて生產る物おほし 5忠信の證人はいつはらず

虚偽のあかしびとは謊言を吐く 6嘲笑者は智慧を

求むれどもえず哲者は知識を得ること容易し 7汝

おろかなる者の前を離れされつひに知識の彼に

あるを見ざるべし 8賢者の智慧はおのれの道を暁

るにあり愚なる者の痴は欺くにあり 9おろろかな

る者は罪をかろんずされど義者の中には恩惠あ

り 10心の苦みは心みづから知る其よろこびには他

人あづからず 11惡者の家は亡され正直き者の幕

屋はさかゆ 12人のみづから見て正しとする途にし

てその終はつひに死にいたる途となるものあり 13

笑ふ時にも心に悲あり歓樂の終に憂あり 14心の

悖れる者はおのれの途に飽かん善人もまた自己

に飽かん 15拙者はすべての言を信ず賢者はその
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行を愼む 16智慧ある者は怖れて惡をはなれ愚な

る者はたかぶりて怖れず 17怒り易き者は愚なる

ことを行ひ惡き謀計を設くる者は惡まる 18拙者

は愚なる事を得て所有となし賢者は知識をもて

冠弁となす 19惡者は善者の前に俯伏し罪ある者

は義者の門に俯伏す 20貧者はその鄰にさへも惡

まるされど富者を愛する者はおほし 21その鄰を

藐むる者は罪あり困苦者を憐むものは幸福あり

22惡を謀る者は自己をあやまるにあらずや善を謀

る者には憐憫と眞實とあり 23すべての勤勞には

利益ありされど口唇のことばは貧乏をきたらす

るのみなり 24智慧ある者の財寳はその冠弁とな

る愚なる者のおろかはただ痴なり 25眞實の證人

は人のいのちを救ふ謊言を吐く者は偽人なり 26

ヱホバを畏るることは堅き依賴なりその兒輩は

逃避場をうべし 27ヱホバを畏るることは生命の

泉なり人を死の罟より脱れしむ 28王の榮は民の

多きにあり牧伯の衰敗は民を失ふにあり 29怒

を遅くする者は大なる知識あり氣の短き者は愚

なることを顯す 30心の安穩なるは身のいのちな

り娼嫉は骨の腐なり 31貧者を虐ぐる者はその

造主を侮るなり彼をうやまふ者は貧者をあはれ

む 32惡者はその惡のうちにて亡され義者はその

死ぬる時にも望あり 33智慧は哲者の心にとどま

り愚なる者の衷にある事はあらはる 34義は國を

高くし罪は民を辱しむ 35さとき僕は王の恩を蒙

ぶり辱をきたらす者はその震怒にあふ

15柔和なる答は憤恨をとどめ厲しき言は怒を激
す 2智慧ある者の舌は知識を善きものとおも

はしめ愚なる者の口はおろかをはく 3ヱホバの

目は何處にもありて惡人と善人とを鑒みる 4温柔

き舌は生命の樹なり悖れる舌は霊魂を傷ましむ 5

愚なる者はその父の訓をかろんず誡命をまもる

者は賢者なり 6義者の家には多くの資財あり惡

者の利潤には擾累あり 7智者のくちびるは知識を

ひろむ愚なる者の心は定りなし 8惡者の祭物は

ヱホバに憎まれ直き人の祈は彼に悦ばる 9惡者

の道はヱホバに憎まれ正義をもとむる者は彼に

愛せらる 10道をはなるる者には嚴しき懲治あり

譴責を惡む者は死ぬべし 11陰府と沉淪とはヱホ

バの目の前にあり况て人の心をや (Sheol h7585) 12嘲

笑者は誡めらるることを好まずまた智慧ある者

に近づかず 13心に喜樂あれば顔色よろこばし心

に憂苦あれば氣ふさぐ 14哲者のこころは知識を

たづね愚なる者の口は愚をくらふ 15艱難者の日

はことごとく惡く心の懽べる者は恒に酒宴にあ

り 16すこしの物を有てヱホバを畏るるは多の寳

をもちて擾煩あるに愈る 17蔬菜をくらひて互に

愛するは肥たる牛を食ひて互に恨むるに愈る 18

憤ほり易きものは爭端をおこし怒をおそくする

者は爭端をとどむ 19惰者の道は棘の籬に似たり

直者の途は平坦なり 20智慧ある子は父をよろこ

ばせ愚なる人はその母をかろんず 21無知なる者

は愚なる事をよろこび哲者はその途を直くす 22

相議ることあらざれば謀計やぶる議者おほけれ

ば謀計かならず成る 23人はその口の答によりて

喜樂をう言語を出して時に適ふはいかに善らず

や 24智人の途は生命の路にして上へ昇りゆくこ

れ下にあるところの陰府を離れんが爲なり (Sheol

h7585) 25ヱホバはたかぶる者の家をほろぼし寡婦

の地界をさだめたまふ 26あしき謀計はヱホバに

憎まれ温柔き言は潔白し 27不義の利をむさぼる

者はその家をわづらはせ賄賂をにくむ者は活な

がらふべし 28義者の心は答ふべきことを考へ惡

者の口は惡を吐く 29ヱホバは惡者に遠ざかり義

者の祈祷をききたまふ 30目の光は心をよろこば

せ好音信は骨をうるほす 31生命の誡命をきくと

ころの耳は智慧ある者の中間に駐まる 32敎をす

つる者は自己の生命をかろんずるなり懲治をき

く者は聰明を得 33ヱホバを畏るることは智慧の

訓なり謙遜は尊貴に先だつ

16心に謀るところは人にあり舌の答はヱホバ
より出づ 2人の途はおのれの目にことごと

く潔しと見ゆ 惟ヱホバ霊魂をはかりたまふ 3

なんぢの作爲をヱホバに託せよさらば汝の謀る

ところ必ず成るべし 4ヱホバはすべての物をお

のおのその用のために造り惡人をも惡き日のた

めに造りたまへり 5すべて心たかぶる者はヱホ

バに惡まれ手に手をあはするとも罪をまぬかれ

じ 6憐憫と眞實とによりて愆は贖はるヱホバを

畏るることによりて人惡を離る 7ヱホバもし人

の途を喜ばばその人の敵をも之と和がしむべし

8義によりて得たるところの僅少なる物は不義に

よりて得たる多の資財にまさる 9人は心におのれ

の途を考へはかるされどその歩履を導くものは

ヱホバなり 10王のくちびるには神のさばきあり

審判するときその口あやまる可らず 11公平の權

衡と天秤とはヱホバのものなり嚢にある法馬も
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ことごとく彼の造りしものなり 12惡をおこなふ

ことは王の憎むところなり是その位は公義によ

りて堅く立ばなり 13義しき口唇は王によろこば

る彼等は正直をいふものを愛す 14王の怒は死の

使者のごとし智慧ある人はこれをなだむ 15王の

面の光には生命ありその恩寵は春雨の雲のごと

し 16智慧を得るは金をうるよりも更に善らずや

聰明をうるは銀を得るよりも望まし 17惡を離る

るは直き人の路なりおのれの道を守るは霊魂を

守るなり 18驕傲は滅亡にさきだち誇る心は傾跌

にさきだつ 19卑き者に交りて謙だるは驕ぶる者

と偕にありて贓物をわかつに愈る 20愼みて御言

をおこなふ者は益をうべしヱホバに倚賴むもの

は福なり 21心に智慧あれば哲者と稱へらるくち

びる甘ければ人の知識をます 22明哲はこれを持

つものに生命の泉となる愚なる者をいましむる

者はおのれの痴是なり 23智慧ある者の心はおの

れの口ををしへ又おのれの口唇に知識をます 24

こころよき言は蜂蜜のごとくにして霊魂に甘く

骨に良薬となる 25人の自から見て正しとする途

にしてその終はつひに死にいたる途となるもの

あり 26勞をるものは飮食のために骨をる是その

口おのれに迫ればなり 27邪曲なる人は惡を掘る

その口唇には烈しき火のごときものあり 28いつ

はる者はあらそひを起しつけぐちする者は朋友

を離れしむ 29強暴人はその鄰をいざなひ之を善

らざる途にみちびく 30その目を閉て惡を謀りそ

の口唇を蹙めて惡事を成遂ぐ 31白髮は榮の冠弁

なり義しき途にてこれを見ん 32怒を遅くする者

は勇士に愈りおのれの心を治むる者は城を攻取

る者に愈る 33人は籤をひくされど事をさだむる

は全くヱホバにあり

17睦じうして一塊の乾けるパンあるはあらそ
ひありて宰れる畜の盈たる家に愈る 2かしこ

き僕は恥をきたらする子ををさめ且その子の兄

弟の中にありて產業を分ち取る 3銀を試むる者は

坩堝金を試むる者は鑢人の心を試むる者はヱホ

バなり 4惡を行ふものは虚偽のくちびるにきき

虚偽をいふ者はあしき舌に耳を傾ぶく 5貧人を嘲

るものはその造主をあなどるなり人の災禍を喜

ぶものは罪をまぬかれず 6孫は老人の冠弁なり

父は子の榮なり 7勝れたる事をいふは愚なる人に

適はず况て虚偽をいふ口唇は君たる者に適はん

や 8贈物はこれを受る者の目には貴き珠のごとし

その向ふところにて凡て幸福を買ふ 9愛を追求む

る者は人の過失をおほふ人の事を言ひふるる者

は朋友をあひ離れしむ 10一句の誡命の智人に徹

るは百囘扑つことの愚なる人に徹るよりも深し 11

叛きもとる者はただ惡きことのみをもとむ比故

に彼にむかひて殘忍なる使者遣はさる 12愚なる

者の愚妄をなすにあはんよりは寧ろ子をとられた

る牝熊にあへ 13惡をもて善に報ゆる者は惡その

家を離れじ 14爭端の起源は堤より水をもらすに

似たりこの故にあらそひの起らざる先にこれを

止むべし 15惡者を義とし義者を惡しとするこの

二の者はヱホバに憎まる 16愚なる者はすでに心

なし何ぞ智慧をかはんとて手にその價の金をもつ

や 17朋友はいづれの時にも愛す兄弟は危難の時

のために生る 18智慧なき人は手を拍てその友の

前にて保證をなす 19爭端をこのむ者は罪を好み

その門を高くする者は敗壞を求む 20邪曲なる心

ある者はさいはひを得ずその舌をみだりにする

者はわざはひに陷る 21愚なる者を產むものは自

己の憂を生じ愚なる者の父は喜樂を得ず 22心の

たのしみは良薬なり霊魂のうれひは骨を枯す 23

惡者は人の懐より賄賂をうけて審判の道をまぐ 24

智慧は哲者の面のまへにありされど愚なる者は

目を地の極にそそぐ 25愚なる子は其父の憂とな

り亦これを生る母の煩勞となる 26義者を罰する

は善らず貴き者をその義きがために扑は善らず

27言を寡くする者は知識あり心の靜なる者は哲人

なり 28愚なる者も默するときは智慧ある者と思

はれその口唇を閉るときは哲者とおもはるべし

18自己を人と異にする者はおのれの欲するとこ
ろのみを求めてすべての善き考察にもとる 2

愚なる者は明哲を喜ばず惟おのれの心意を顯す

ことを喜ぶ 3惡者きたれば藐視したがひてきたり

恥きたれば凌辱もともに來る 4人の口の言は深水

の如し湧てながるる川智慧の泉なり 5惡者を偏

視るは善らず審判をなして義者を惡しとするも

亦善らず 6愚なる者の口唇はあらそひを起しそ

の口は打るることを招く 7愚なる者の口はおのれ

の敗壞となりその口唇はおのれの霊魂の罟とな

る 8人の是非をいふものの言はたはぶれのごとし

といへども反つて腹の奧にいる 9その行爲をおこ

たる者は滅すものの兄弟なり 10ヱホバの名はか

たき櫓のごとし義者は之に走りいりて救を得 11

富者の資財はその堅き城なりこれを高き石垣の
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如くに思ふ 12人の心のたかぶりは滅亡に先だち

謙遜はたふとまるる事にさきだつ 13いまだ事を

きかざるさきに應ふる者は愚にして辱をかうぶる

14人の心は尚其疾を忍ぶべしされど心の傷める時

は誰かこれに耐んや 15哲者の心は知識をえ智慧

ある者の耳は知識を求む 16人の贈物はその人の

ために道をひらきかつ貴きものの前にこれを導

く 17先に訴訟の理由をのぶるものは正義に似た

れどもその鄰人きたり詰問ひてその事を明かに

す 18籤は爭端をとどめ且つよきものの間にへだ

てとなる 19怒れる兄弟はかたき城にもまさりて

説き伏せがたし兄弟のあらそひは櫓の貫木のご

とし 20人は口の徳によりて腹をあかしその口唇

の徳によりて自ら飽べし 21死生は舌の權能にあ

りこれを愛する者はその果を食はん 22妻を得る

ものは美物を得るなり且ヱホバより恩寵をあた

へらる 23貧者は哀なる言をもて乞ひ富人は厲し

き答をなす 24多の友をまうくる人は遂にその身

を亡す但し兄弟よりもたのもしき知己もまたあ

り

19ただしく歩むまづしき者はくちびるの悖れ
る愚なる者に愈る 2心に思慮なければ善らず

足にて急ぐものは道にまよふ 3人はおのれの痴

によりて道につまづき反て心にヱホバを怨む 4

資財はおほくの友をあつむされど貧者はその友

に疎まる 5虚偽の證人は罰をまぬかれず謊言を

はくものは避るることをえず 6君に媚る者はお

ほし凡そ人は贈物を與ふる者の友となるなり 7

貧者はその兄弟すらも皆これをにくむ况てその

友これに遠ざからざらんや言をはなちてこれを

呼とも去てかへらざるなり 8智慧を得る者はお

のれの霊魂を愛す聰明をたもつ者は善福を得ん

9虚偽の證人は罰をまぬかれず謊言をはく者は

ほろぶべし 10愚なる者の驕奢に居るは適当から

ず况て僕にして上に在る者を治むることをや 11

聰明は人に怒をしのばしむ過失を宥すは人の榮

譽なり 12王の怒は獅の吼るが如くその恩典は

草の上におく露のごとし 13愚なる子はその父の

災禍なり妻の相爭そふは雨漏のたえぬにひとし

14家と資財とは先祖より承嗣ぐもの賢き妻はヱ

ホバより賜ふものなり 15懶惰は人を酣寐せしむ

懈怠人は饑べし 16誡命を守るものは自己の霊魂

を守るなりその道をかろむるものは死ぬべし 17

貧者をあはれむ者はヱホバに貸すなりその施濟

はヱホバ償ひたまはん 18望ある間に汝の子を打

てこれを殺すこころを起すなかれ 19怒ること

の烈しき者は罰をうく汝もしこれを救ふともし

ばしば然せざるを得じ 20なんぢ勸をきき訓をう

けよ然ばなんぢの終に智慧あらん 21人の心に

は多くの計畫ありされど惟ヱホバの旨のみ立べ

し 22人のよろこびは施濟をするにあり貧者は

謊人に愈る 23ヱホバを畏るることは人をして生

命にいたらしめかつ恒に飽足りて災禍に遇ざら

しむ 24惰者はその手を盤にいるるも之をその口

に擧ることをだにせず 25嘲笑者を打てさらば

拙者も愼まん哲者を譴めよさらばかれ知識を得

ん 26父を煩はし母を逐ふは羞赧をきたらし凌辱

をまねく子なり 27わが子よ哲言を離れしむる敎

を聽くことを息めよ 28惡き證人は審判を嘲り惡

者の口は惡を呑む 29審判は嘲笑者のために備へ

られ鞭は愚なる者の背のために備へらる

20酒は人をして嘲らせ濃酒は人をして騒がし
む之に迷はさるる者は無智なり 2王の震怒

は獅の吼るがごとし彼を怒らする者は自己のい

のちを害ふ 3穩かに居りて爭はざるは人の榮譽な

りすべて愚なる者は怒り爭ふ 4惰者は寒ければと

て耕さずこの故に収穫のときにおよびて求ると

も得るところなし 5人の心にある謀計は深き井の

水のごとし然れど哲人はこれを汲出す 6凡そ人

は各自おのれの善を誇るされど誰か忠信なる者

に遇しぞ 7身を正しくして歩履む義人はその後の

子孫に福祉あるべし 8審判の位に坐する王はその

目をもてすべての惡を散す 9たれか我わが心をき

よめわが罪を潔められたりといひ得るや 10二種

の權衡二種の斗量は等しくヱホバに憎まる 11幼

子といへどもその動作によりておのれの根性の清

きか或は正しきかをあらはす 12聽くところの耳

と視るところの眼とはともにヱホバの造り給へる

ものなり 13なんぢ睡眠を愛すること勿れ恐くは

貧窮にいたらん汝の眼をひらけ然らば糧に飽べ

し 14買者はいふ惡し惡しと然れど去りて後はみ

づから誇る 15金もあり眞珠も多くあれど貴き器

は知識のくちびるなり 16人の保證をなす者より

は先その衣をとれ他人の保證をなす者をばかた

くとらへよ 17欺きとりし糧は人に甜しされど後

にはその口に沙を充されん 18謀計は相議るによ

りて成る戰はんとせば先よく議るべし 19あるき

めぐりて人の是非をいふ者は密事をもらす口唇
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をひらきてあるくものと交ること勿れ 20おのれ

の父母を罵るものはその燈火くらやみの中に消ゆ

べし 21初に俄に得たる產業はその終さいはひな

らず 22われ惡に報いんと言ふこと勿れヱホバを

待て彼なんぢを救はん 23二種の法馬はヱホバに

憎まる虚偽の權衡は善らず 24人の歩履はヱホバ

による人いかで自らその道を明かにせんや 25漫

に誓願をたつることは其人の罟となる誓願をたて

てのちに考ふることも亦然り 26賢き王は箕をも

て簸るごとく惡人を散し車輪をもて碾すごとく

之を罰す 27人の霊魂はヱホバの燈火にして人の

心の奧を窺ふ 28王は仁慈と眞實をもて自らたも

つその位もまた恩惠のおこなひによりて堅くな

る 29少者の榮はその力おいたる者の美しきは白

髮なり 30傷つくまでに打たば惡きところきよま

り打てる鞭は腹の底までもとほる

21王の心はヱホバの手の中にありて恰かも水の
流れのごとし彼その聖旨のままに之を導き

たまふ 2人の道はおのれの目に正しとみゆされ

どヱホバは人の心をはかりたまふ 3正義と公平を

行ふは犠牲よりも愈りてヱホバに悦ばる 4高ぶる

目と驕る心とは惡人の光にしてただ罪のみ 5勤め

はたらく者の圖るところは遂にその身を豊裕なら

しめ凡てさわがしく急ぐ者は貧乏をいたす 6虚

偽の舌をもて財を得るは吹はらはるる雲烟のごと

し之を求むる者は死を求むるなり 7惡者の殘虐

は自己を亡すこれ義しきを行ふことを好まざれ

ばなり 8罪人の道は曲り潔者の行爲は直し 9相

爭ふ婦と偕に室に居らんよりは屋蓋の隅にをるは

よし 10惡者の霊魂は惡をねがふその鄰も彼にあ

はれみ見られず 11あざけるもの罰をうくれば拙

者は智慧を得ちゑあるもの敎をうくれば知識を

得 12義しき神は惡者の家をみとめて惡者を滅亡

に投いれたまふ 13耳を掩ひて貧者の呼ぶ聲をき

かざる者はおのれ自ら呼ぶときもまた聽れざる

べし 14潜なる饋物は忿恨をなだめ懐中の賄賂は

烈しき瞋恚をやはらぐ 15公義を行ふことは義者

の喜樂にして惡を行ふものの敗壞なり 16さとり

の道を離るる人は死し者の集會の中にをらん 17

宴樂を好むものは貧人となり酒と膏とを好むも

のは富をいたさじ 18惡者は義者のあがなひとな

り悖れる者は直き者に代る 19爭ひ怒る婦と偕に

をらんよりは荒野に居るはよし 20智慧ある者の

家には貴き寳と膏とあり愚なる人は之を呑つく

す 21正義と憐憫と追求むる者は生命と正義と尊

貴とを得べし 22智慧ある者は強者の城にのぼり

てその堅く賴むところを倒す 23口と舌とを守る

者はその霊魂を守りて患難に遇せじ 24高ぶり驕

る者を嘲笑者となづくこれ驕奢を逞しくして行

ふものなり 25惰者の情慾はおのれの身を殺す是

はその手を肯て働かせざればなり 26人は終日し

きりに慾を圖るされど義者は與へて吝まず 27惡

者の献物は憎まる况て惡き事のために献ぐる者

をや 28虚偽の證人は滅さる然れど聽く人は恒に

いふべし 29惡人はその面を厚くし義者はその道

を謹む 30ヱホバにむかひては智慧も明哲も謀略

もなすところなし 31戰闘の日のために馬を備ふ

されど勝利はヱホバによる

22嘉名は大なる富にまさり恩寵は銀また金より
も佳し 2富者と貧者と偕に世にをる凡て之

を造りし者はヱホバなり 3賢者は災禍を見てみづ

から避け拙者はすすみて罰をうく 4謙遜とヱホ

バを畏るる事との報は富と尊貴と生命となり 5悖

れる者の途には荊棘と罟とあり霊魂を守る者は

遠くこれを離れん 6子をその道に從ひて敎へよ

然ばその老たる時も之を離れじ 7富者は貧者を治

め借者は貸人の僕となる 8惡を播くものは禍害を

穡りその怒の杖は廢るべし 9人を見て惠む者は

また惠まる此はその糧を貧者に與ふればなり 10

嘲笑者を逐へば爭論も亦さり且闘諍も恥辱もや

む 11心の潔きを愛する者はその口唇に憐憫をも

てり王その友とならん 12ヱホバの目は知識ある

者を守る彼は悖れる者の言を敗りたまふ 13惰者

はいふ獅そとにありわれ衢にて殺されんと 14妓

婦の口は深き坑なりヱホバに憎まるる者これに

陷らん 15痴なること子の心の中に繋がる懲治の

鞭これを逐いだす 16貧者を虐げて自らを富さん

とする者と富者に與ふる者とは遂にかならず貧し

くなる 17汝の耳を傾ぶけて智慧ある者の言をき

き且なんぢの心をわが知識に用ゐよ 18之を汝の

腹にたもちて盡くなんぢの口唇にそなはらしめ

ば樂しかるべし 19汝をしてヱホバに倚賴ましめ

んが爲にわれ今日これを汝に敎ふ 20われ勸言と

知識とをふくみたる勝れし言を汝の爲に録ししに

あらずや 21これ汝をして眞の言の確實なること

を暁らしめ且なんぢを遣しし者に眞の言を持歸

らしめん爲なり 22弱き者を弱きがために掠むる

ことなかれ艱難者を門にて壓つくること勿れ 23
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そはヱホバその訴を糺し且かれらを害ふものの生

命をそこなはん 24怒る者と交ること勿れ憤ほる

人とともに往ことなかれ 25恐くは汝その道に效

ひてみづから罟に陷らん 26なんぢ人と手をうつ

者となることなかれ人の負債の保證をなすこと

勿れ 27汝もし償ふべきものあらずば人なんぢの

下なる臥牀までも奪ひ取ん是豈よからんや 28な

んぢの先祖がたてし古き地界を移すこと勿れ 29

汝その業に巧なる人を見るか斯る人は王の前に

立んかならず賤者の前にたたじ

23なんぢ侯たる者とともに坐して食ふときは
愼みて汝の前にある者の誰なるかを思へ 2汝

もし食を嗜む者ならば汝の喉に刀をあてよ 3その

珍饈を貧り食ふこと勿れこれ迷惑の食物なれば

なり 4富を得んと思煩らふこと勿れ自己の明哲

を恃むこと勿れ 5なんぢ虚しきに歸すべき者に目

をとむるか富はかならず自ら翅を生じて鷲のご

とく天に飛さらん 6惡目をする者の糧をくらふこ

となくその珍饈をむさぼりねがふことなかれ 7

そはその心に思ふごとくその人となりも亦しかれ

ばなり彼なんぢに食へ飮めといふこといへども

その心は汝に眞實ならず 8汝つひにその食へる物

を吐出すにいたり且その出しし懇懃の言もむな

しくならん 9愚なる者の耳に語ること勿れ彼な

んぢが言の示す明哲を藐めん 10古き地界を移す

ことなかれ孤子の畑を侵すことなかれ 11そはか

れが贖者は強し必ず汝に對らひて之が訴をのべ

ん 12汝の心を敎に用ゐ汝の耳を知識の言に傾け

よ 13子を懲すことを爲ざるなかれ鞭をもて彼を

打とも死ることあらじ 14もし鞭をもて彼をうた

ばその霊魂を陰府より救ふことをえん (Sheol h7585)

15わが子よもし汝のこころ智からば我が心もまた

歓び 16もし汝の口唇ただしき事をいはば我が腎

腸も喜ぶべし 17なんぢ心に罪人をうらやむ勿れ

ただ終日ヱホバを畏れよ 18そは必ず應報ありて

汝の望は廢らざればなり 19わが子よ汝ききて智

慧をえかつ汝の心を道にかたぶけよ 20酒にふけ

り肉をたしむものと交ること勿れ 21それ酒にふ

ける者と肉を嗜む者とは貧しくなり睡眠を貧る

者は敞れたる衣をきるにいたらん 22汝を生る父

にきけ汝の老たる母を軽んずる勿れ 23眞理を買

へこれを售るなかれ智慧と誡命と知識とまた然

あれ 24義き者の父は大によろこび智慧ある子を

生る者はこれがために樂しまん 25汝の父母を樂

しませ汝を生る者を喜ばせよ 26わが子よ汝の心

を我にあたへ汝の目にわが途を樂しめ 27それ妓

婦は深き坑のごとく淫婦は狭き井のごとし 28彼

は盗賊のごとく人を窺ひかつ世の人の中に悖れ

る者を増なり 29禍害ある者は誰ぞ憂愁ある者は

誰ぞ爭端をなす者は誰ぞ煩慮ある者は誰ぞ故な

くして傷をうくる者は誰ぞ赤目ある者は誰ぞ 30

是すなはち酒に夜をふかすもの往て混和せたる

酒を味ふる者なり 31酒はあかく盃の中に泡だち

滑かにくだる汝これを見るなかれ 32是は終に蛇

のごとく噬み蝮の如く刺すべし 33また汝の目は

怪しきものを見なんぢの心は諕言をいはん 34汝

は海のなかに偃すもののごとく帆桅の上に偃すも

ののごとし 35汝いはん人われを撃ども我いたま

ず我を拷けども我おぼえず我さめなばまた酒を

求めんと

24なんぢ惡き人を羨むことなかれ又これと偕
に居らんことを願ふなかれ 2そはその心に

暴虐をはかりその口唇に人を害ふことをいへば

なり 3家は智慧によりて建られ明哲によりて堅

くせられ 4また室は知識によりて各種の貴く美

しき寳にて充されん 5智慧ある者は強し 知識

ある人は力をます 6汝よき謀計をもて戰闘をな

せ勝利は議者の多きによる 7智慧は高くして愚

なる者の及ぶところにあらず愚なる者は門にて

口を啓くことをえず 8惡をなさんと謀る者を邪

曲なる者と稱ふ 9愚なる者の謀るところは罪な

り嘲笑者は人に憎まる 10汝もし患難の日に氣

を挫かば汝の力は弱し 11なんぢ死地に曳れゆく

者を拯へ滅亡によろめきゆく者をすくはざる勿

れ 12汝われら之を知らずといふとも心をはかる

者これを暁らざらんや汝の霊魂をまもる者これ

を知ざらんや彼はおのおのの行爲によりて人に

報ゆべし 13わが子よ蜜を食へ是は美ものなりま

た蜂のすの滴瀝を食へ是はなんぢの口に甘し 14

智慧の汝の霊魂におけるも是の如しと知れこれ

を得ばかならず報いありて汝の望すたれじ 15惡

者よ義者の家を窺ふことなかれその安居所を攻

ること勿れ 16そは義者は七次たふるるともまた

起くされど惡者は禍災によりて亡ぶ 17汝の仇た

ふるるとき樂しむこと勿れ彼の亡ぶるときここ

ろに喜ぶことなかれ 18恐くはヱホバこれを見て

惡しとしその震怒を彼より離れしめたまはん 19

なんぢ惡者を怒ることなかれ邪曲なる者を羨む
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なかれ 20それ惡者には後の善賚なし邪曲なる

者の燈火は滅されん 21わが子よヱホバと王とを

畏れよ叛逆者に交ること勿れ 22斯るものらの

災禍は速におこるこの兩者の滅亡はたれか知え

んや 23是等もまた智慧ある者の箴言なり偏り

鞫するは善らず 24罪人に告て汝は義しといふも

のをは衆人これを詛ひ諸民これを惡まん 25これ

を譴る者は恩をえんまた福祉これにきたるべし

26ほどよき應答をなす者は口唇に接吻するなり

27外にて汝の工をととのへ田圃にてこれを自己

のためにそなへ然るのち汝の家を建よ 28故なく

汝の鄰に敵して證することなかれ汝なんぞ口唇

をもて欺くべけんや 29彼の我に爲しし如く我も

亦かれになすべしわれ人の爲ししところに循ひ

てこれに報いんといふこと勿れ 30われ曾て惰人

の田圃と智慧なき人の葡萄園とをすぎて見しに 31

荊棘あまねく生え薊その地面を掩ひその石垣く

づれゐたり 32我これをみて心をとどめこれを觀

て敎をえたり 33しばらく臥し暫らく睡り手を叉

きて又しばらく休む 34さらば汝の貧窮は盗人の

ごとく汝の缺乏は兵士の如くきたるべし

25此等もまたソロモンの箴言なりユダの王ヒ
ゼキヤに屬せる人々これを輯めたり 2事を隱

すは神の榮譽なり事を窮むるは王の榮譽なり 3

天の高さと地の深さと王たる者の心とは測るべ

からず 4銀より渣滓を除けさらば銀工の用ふべ

き器いでん 5王の前より惡者をのぞけ然ばその

位義によりて堅く立ん 6王の前に自ら高ぶること

なかれ貴人の場に立つことなかれ 7なんぢが目

に見る王の前にて下にさげらるるよりはここに

上れといはるること愈れり 8汝かろがろしく出で

て爭ふことなかれ恐くは終にいたりて汝の鄰に

辱しめられんその時なんぢ如何になさんとする

か 9なんぢ鄰と爭ふことあらば只これと爭へ人

の密事を洩すなかれ 10恐くは聞者なんぢを卑し

めん汝そしられて止ざらん 11機にかなひて語る

言は銀の彫刻物に金の林檎を嵌たるが如し 12智

慧をもて譴むる者の之をきく者の耳におけること

は金の耳環と精金の飾のごとし 13忠信なる使者

は之を遣す者におけること穡收の日に冷かなる雪

あるがごとし能その主の心を喜ばしむ 14おくり

ものすと偽りて誇る人は雨なき雲風の如し 15怒

を緩くすれば君も言を容る柔かなる舌は骨を折

く 16なんぢ蜜を得るか惟これを足る程に食へ恐

くは食ひ過して之を吐出さん 17なんぢの足を鄰

の家にしげくするなかれ恐くは彼なんぢを厭ひ

惡まん 18その鄰に敵して虚偽の證をたつる人は

斧刃または利き箭のごとし 19艱難に遇ふとき忠

實ならぬ者を賴むは惡しき歯または跛たる足を恃

むがごとし 20心の傷める人の前に歌をうたふは

寒き日に衣をぬぐが如く曹達のうへに酢を注ぐ

が如し 21なんぢの仇もし饑ゑなば之に糧をくら

はせもし渇かば之に水を飮ませよ 22なんぢ斯す

るは火をこれが首に積むなりヱホバなんぢに報

いたまふべし 23北風は雨をおこしかげごとをい

ふ舌は人の顔をいからす 24爭ふ婦と偕に室に居

らんより屋蓋の隅にをるは宜し 25遠き國よりき

たる好き消息は渇きたる人における冷かなる水の

ごとし 26義者の惡者の前に服するは井の濁れる

がごとく泉の汚れたるがごとし 27蜜をおほく食

ふは善らず人おのれの榮譽をもとむるは榮譽に

あらず 28おのれの心を制へざる人は石垣なき壞

れたる城のごとし

26榮譽の愚なる者に適はざるは夏の時に雪ふり
穡收の時に雨ふるがごとし 2故なき詛は雀の

翔り燕の飛ぶが如くにきたるものにあらず 3馬の

爲には策あり驢馬の爲には銜あり愚なる者の背

のために杖あり 4愚なる者の痴にしたがひて答ふ

ること勿れ恐くはおのれも是と同じからん 5愚

なる者の痴にしたがひて之に答へよ恐くは彼お

のれの目に自らを智者と見ん 6愚なる者に托して

事を言おくる者はおのれの足をきり身に害をうく

7跛者の足は用なし愚なる者の口の箴もかくのご

とし 8榮譽を愚なる者に與ふるは石を投石索に繋

ぐが如し 9愚なる者の口にたもつ箴言は酔へるも

のの刺ある杖を手にて擧ぐるがごとし 10愚なる

者を傭ひ流浪者を傭ふ者はすべての人を傷くる

射手の如し 11狗のかへり來りてその吐たる物を

食ふがごとく愚なる者は重ねてその痴なる事を

おこなふ 12汝おのれの目に自らを智慧ある者と

する人を見るか彼よりも却て愚なる人に望あり

13惰者は途に獅あり衢に獅ありといふ 14戸の蝶

鉸によりて轉るごとく惰者はその牀に輾轉す 15

惰者はその手を盤にいるるも之をその口に擧るこ

とを厭ふ 16惰者はおのれの目に自らを善く答ふ

る七人の者よりも智慧ありとなす 17路をよぎり

自己に關りなき爭擾にたづさはる者は狗の耳をと

らふる者のごとし 18旣にその鄰を欺くことをな
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して我はただ戯れしのみといふ者は火箭または

鎗または死を擲つ狂人のごとし 19旣にその鄰を

欺くことをなして我はただ戯れしのみといふ者は

火箭または鎗または死を擲つ狂人のごとし 20薪

なければ火はきえ人の是非をいふ者なければ爭

端はやむ 21煨火に炭をつぎ火に薪をくぶるがご

とく爭論を好む人は爭論を起す 22人の是非をい

ふものの言はたはぶれのごとしと雖もかへつて腹

の奧に入る 23温かき口唇をもちて惡き心あるは

銀の滓をきせたる瓦片のごとし 24恨むる者は口

唇をもて自ら飾れども心の衷には虚偽をいだく

25彼その聲を和らかにするとも之を信ずるなかれ

その心に七の憎むべき者あればなり 26たとひ虚

偽をもてその恨をかくすともその惡は會集の中

に顯はる 27坑を掘るものは自ら之に陷らん石を

轉ばしあぐる者の上にはその石まろびかへらん 28

虚偽の舌はおのれの害す者を憎み諂ふ口は滅亡

をきたらす

27なんぢ明日のことを誇るなかれそは一日の
生ずるところの如何なるを知ざればなり 2汝

おのれの口をもて自ら讃むることなく人をして己

を讃めしめよ自己の口唇をもてせず他人をして

己をほめしめよ 3石は重く沙は軽からず然ど愚

なる者の怒はこの二よりも重し 4忿怒は猛く憤恨

は烈しされど嫉妬の前には誰か立ことをを得ん 5

明白に譴むるに秘に愛するに愈る 6愛する者の傷

つくるは眞實よりし敵の接吻するは偽詐よりす

るなり 7飽るものは蜂の蜜をも踐つくされど饑

たる者には苦き物さへもすべて甘し 8その家を離

れてさまよふ人はその巣を離れてさまよふ鳥の

ごとし 9膏と香とは人の心をよろこばすなり心

よりして勸言を與ふる友の美しきもまた斯のごと

し 10なんぢの友と汝の父の友とを棄るなかれな

んぢ患難にあふ日に兄弟の家にいることなかれ

親しき隣は疏き兄弟に愈れり 11わが子よ智慧を

得てわが心を悦ばせよ然ば我をそしる者に我こ

たふることを得ん 12賢者は禍害を見てみづから

避け拙者はすすみて罰をうく 13人の保證をなす

者よりは先その衣をとれ他人の保證をなす者を

ば固くとらへよ 14晨はやく起て大聲にその鄰を

祝すれば却て呪詛と見なされん 15相爭ふ婦は雨

ふる日に絶ずある雨漏のごとし 16これを制ふる

ものは風をおさふるがごとく右の手に膏をつか

むがごとし 17鐵は鐵をとぐ斯のごとくその友の

面を研なり 18無花果の樹をまもる者はその果を

くらふ主を貴ぶものは譽を得 19水に照せば面と

面と相肖るがごとく人の心は人の心に似たり 20

陰府と沈淪とは飽ことなく人の目もまた飽こと

なし (Sheol h7585) 21坩堝によりて銀をためし鑢によ

りて金をためしその讃らるる所によりて人をた

めす 22なんぢ愚なる者を臼にいれ杵をもて麥と

偕にこれを搗ともその愚は去らざるなり 23なん

ぢの羊の情况をよく知りなんぢの群に心を留め

よ 24富は永く保つものにあらずいかで位は世々

にたもたん 25艸枯れ苗いで山の蔬菜あつめらる

26羔羊はなんぢの衣服を出し牝羊は田圃を買ふ價

となり 27牝羊の乳はおほくして汝となんぢの家

人の糧となり汝の女をやしなふにたる

28惡者は逐ふ者なけれども逃げ義者は獅子の
ごとくに勇まし 2國の罪によりて侯伯多くな

り智くして知識ある人によりて國は長く保つ 3

弱者を虐ぐる貧人は糧をのこさざる暴しき雨のご

とし 4律法を棄るものは惡者をほめ律法を守る

者はこれに敵す 5惡人は義きことを覺らずヱホ

バを求むる者は凡の事をさとる 6義しくあゆむ貧

者は曲れる路をあゆむ富者に愈る 7律法を守る者

は智子なり放蕩なる者に交るものは父を辱かし

む 8利息と高利とをもてその財產を増すものは貧

人をめぐむ者のために之をたくはふるなり 9耳を

そむけて律法を聞ざる者はその祈すらも憎まる 10

義者を惡き道に惑す者はみづから自己の阱に陷ら

んされど質直なる者は福祉をつぐべし 11富者は

おのれの目に自らを智慧ある者となすされど聰

明ある貧者は彼をはかり知る 12義者の喜ぶとき

は大なる榮あり惡者の起るときは民身を匿す 13

その罪を隱すものは榮ゆることなし然ど認らは

して之を離るる者は憐憫をうけん 14恒に畏るる

人は幸福なりその心を剛愎にする者は災禍に陷

るべし 15貧しき民を治むるあしき侯伯は吼る獅

子あるひは饑たる熊のごとし 16智からざる君は

おほく暴虐をおこなふ不義の利を惡む者は遐齢

をうべし 17人を殺してその血を心に負ふ者は墓

に奔るなり人これを阻むること勿れ 18義く行む

者は救をえ曲れる路に行む者は直に跌れん 19お

のれの田地を耕す者は糧にあき放蕩なる者に從

ふものは貧乏に飽く 20忠信なる人は多くの幸福

をえ速かに富を得んとする者は罪を免れず 21人

を偏視るはよからず人はただ一片のパンのため
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に愆を犯すなり 22惡目をもつ者は財をえんとて

急がはしく却て貧窮のおのれに來るを知らず 23

人を譴むる者は舌をもて諂ふ者よりも大なる感謝

をうく 24父母の物を竊みて罪ならずといふ者は

滅す者の友なり 25心に貧る者は爭端を起しヱホ

バに倚賴むものは豊饒になるべし 26おのれの心

を恃む者は愚なり智慧をもて行む者は救をえん

27貧者に賙すものは乏しからずその目を掩ふ者は

詛を受ること多し 28惡者の起るときは人匿れそ

の滅るときは義者ます

29しばしば責られてもなほ強項なる者は救はる
ることなくして猝然に滅されん 2義者ませば

民よろこび惡きもの權を掌らば民かなしむ 3智

慧を愛する人はその父を悦ばせ妓婦に交る者は

その財產を費す 4王は公義をもて國を堅うすさ

れど租税を征取る者はこれを滅す 5その鄰に諂ふ

者はかれの脚の前に羅を張る 6惡人の罪の中には

罟あり然ど義者は歓び樂しむ 7義きものは貧き

ものの訟をかへりみる然ど惡人は之を知ること

を願はず 8嘲笑人は城邑を擾し智慧ある者は怒

をしづむ 9智慧ある人おろかなる人と爭へば或は

怒り或は笑ひて休むことなし 10血をながす人は

直き人を惡むされど義き者はその生命を救はん

ことを求む 11愚なる者はその怒をことごとく露

はし智慧ある者は之を心に蔵む 12君王もし虚偽

の言を聽かばその臣みな惡し 13貧者と苛酷者と

偕に世にをるヱホバは彼等の目に光をあたへ給

ふ 14眞實をもて弱者を審判する王はその位つね

に堅く立つべし 15鞭と譴責とは智慧をあたふ任

意になしおかれたる子はその母を辱しむ 16惡き

もの多ければ罪も亦おほし義者は彼等の傾覆を

みん 17なんぢの子を懲せさらば彼なんぢを安か

らしめ又なんぢの心に喜樂を與へん 18默示なけ

れば民は放肆にす律法を守るものは福ひなり 19

僕は言をもて譴むるとも改めず彼は知れども從

はざればなり 20なんぢ言を謹まざる人を見しや

彼よりは却て愚なる者に望あり 21僕をその幼な

き時より柔かに育てなば終には子の如くならしめ

ん 22怒る人は爭端を起し憤る人は罪おほし 23人

の傲慢はおのれを卑くし心に謙だる者は榮譽を

得 24盗人に黨する者はおのれの霊魂を惡むなり

彼は誓を聽けども説述べず 25人を畏るれば罟に

おちいるヱホバをたのむ者は護られん 26君の慈

悲を求むる者はおほし然れど人の事を定むるは

ヱホバによる 27不義をなす人は義者の惡むとこ

ろ義くあゆむ人は惡者の惡むところなり

30ヤケの子アグルの語なる箴言かれイテエル
にむかひて之をいへり即ちイテエルとウカ

ルとにいへる所のものなり 2我は人よりも愚なり

我には人の聰明あらず 3我いまた智慧をならひ得

ずまたいまだ至聖きものを暁ることをえず 4天

に昇りまた降りし者は誰か風をその掌中に聚め

し者は誰か水を衣につつみし者は誰か地のすべ

ての限界を定めし者は誰かその名は何ぞその子

の名は何ぞ汝これを知るや 5神の言はみな潔よ

し神は彼を賴むものの盾なり 6汝その言に加ふ

ること勿れ恐くは彼なんぢをせめ又なんぢを謊

る者となしたまはん 7われ二の事をなんぢに求

めたり我が死ざる先にこれをたまへ 8即ち虚假

と謊言とを我より離れしめ我をして貧からしめ

ずまた富しめず惟なくてならぬ糧をあたへ給へ

9そは我あきて神を知ずといひヱホバは誰なりや

といはんことを恐れまた貧くして窃盗をなし我

が神の名を汚さんことを恐るればなり 10なんぢ

僕をその主に讒ることなかれ恐くは彼なんぢを

詛ひてなんぢ罪せられん 11その父を詛ひその母

を祝せざる世類あり 12おのれの目に自らを潔者

となして尚その汚穢を滌はれざる世類あり 13ま

た一の世類あり嗚呼その眼はいかに高きぞやそ

の瞼は昂れり 14その歯は劍のごとくその牙は刃

のごとき世類あり彼等は貧き者を地より呑み窮

乏者を人の中より食ふ 15蛭に二人の女あり與ヘ

よ與へよと呼はる飽ことを知ざるもの三あり否

な四あり皆たれりといはず 16即ち陰府姙まざる

胎水に滿されざる地足りといはざる火これなり

(Sheol h7585) 17おのれの父を嘲り母に從ふことをい

やしとする眼は谷の鴉これを抜いだし鷲の雛こ

れを食はん 18わが奇とするもの三あり否な四あり

共にわが識ざる者なり 19即ち空にとぷ鷲の路磐

の上にはふ蛇の路海にはしる舟の路男の女にあ

ふの路これなり 20淫婦の途も亦しかり彼は食ひ

てその口を拭ひわれ惡きことを爲ざりきといふ

21地は三の者によりて震ふ否な四の者によりて耐

ることあたはざるなり 22即ち僕たるもの王となる

に因り愚なるもの糧に飽るにより 23厭忌はれたる

婦の嫁ぐにより婢女その主母に續に因りてなり 24

地に四の物あり微小といへども最智し 25蟻は力

なき者なれどもその糧を夏のうちに備ふ 26山鼠



箴言知恵の泉 444

ば強からざれどもその室を磐につくる 27蝗は王

なけれどもみな隊を立ていづ 28守宮は手をもて

つかまり王の宮にをる 29善あゆむもの三あり否

な四あり皆よく歩く 30獣の中にて最も強くもろ

もろのものの前より退かざる獅子 31肚帶せし戰

馬 牡野羊 および當ること能はざる王これなり

32汝もし愚にして自から高ぶり或は惡きことを

計らば汝の手を口に當つべし 33それ乳を搾れば

乾酪いで鼻を搾れば血いで怒を激ふれば爭端お

こる

31レムエル王のことば即ちその母の彼に敎へし
箴言なり 2わが子よ何を言んかわが胎の子

よ何をいはんか我が願ひて得たる子よ何をいは

んか 3なんぢの力を女につひやすなかれ王を滅

すものに汝の途をまかする勿れ 4レムエルよ酒を

飮は王の爲べき事に非ず王の爲べき事にあらず

醇醪を求むるは牧伯の爲すべき事にあらず 5恐く

は酒を飮て律法をわすれ且すべて惱まさるる者

の審判を枉げん 6醇醪を亡びんとする者にあたへ

酒を心の傷める者にあたへよ 7かれ飮てその貧窮

をわすれ復その苦楚を憶はざるべし 8なんぢ瘖

者のため又すべての孤者の訟のために口をひらけ

9なんぢ口をひらきて義しき審判をなし貧者と窮

乏者の訟を糺せ 10誰か賢き女を見出すことを得

んその價は眞珠よりも貴とし 11その夫の心は彼

を恃みその產業は乏しくならじ 12彼が存命ふる

間はその夫に善事をなして惡き事をなさず 13彼

は羊の毛と麻とを求め喜びて手から操き 14商賈

の舟のごとく遠き國よりその糧を運び 15夜のあ

けぬ先に起てその家人に糧をあたへその婢女に

日用の分をあたふ 16田畝をはかりて之を買ひそ

の手の操作をもて葡萄園を植ゑ 17力をもて腰に

帶しその手を強くす 18彼はその利潤の益あるを

知るその燈火は終夜きえず 19かれ手を紡線車に

のべその指に紡錘をとり 20手を貧者にのべ手を

困苦者に舒ぶ 21彼は家人の爲に雪をおそれず蓋

その家人みな蕃紅の衣をきればなり 22彼はおの

れの爲に美しき褥子をつくり細布と紫とをもて

その衣とせり 23その夫はその地の長老とともに

邑の門に坐するによりて人に知るるなり 24彼は

細布の衣を製りてこれをうり帶をつくりて商賈

にあたふ 25彼は筋力と尊貴とを衣とし且のちの

日を笑ふ 26彼は口を啓きて智慧をのぶ仁愛の敎

誨その舌にあり 27かれはその家の事を鑒み怠惰

の糧を食はず 28その衆子は起て彼を祝すその夫

も彼を讃ていふ 29賢く事をなす女子は多けれど

も汝はすべての女子に愈れり 30艶麗はいつはり

なり美色は呼吸のごとし惟ヱホバを畏るる女は

譽られん 31その手の操作の果をこれにあたへそ

の行爲によりてこれを邑の門にほめよ



伝道者の書445

伝道者の書

1ダビデの子ヱルサレムの王傳道者の言 2傳道

者言く空の空空の空なる哉都て空なり 3日の

下に人の勞して爲ところの諸の動作はその身に何

の益かあらん 4世は去り世は來る地は永久に長

存なり 5日は出で日は入りまたその出し處に喘

ぎゆくなり 6風は南に行き又轉りて北にむかひ

旋轉に旋りて行き風復その旋轉る處にかへる。 7

河はみな海に流れ入る海は盈ること無し河はそ

の出きたれる處に復還りゆくなり 8萬の物は勞苦

す人これを言つくすことあたはず目は見に飽こ

となく耳は聞に充ること無し 9曩に有し者はまた

後にあるべし曩に成し事はまた後に成べし日の

下には新しき者あらざるなり 10見よ是は新しき

者なりと指て言べき物あるや其は我等の前にあ

りし世々に旣に久しくありたる者なり 11己前の

ものの事はこれを記憶ることなし以後のものの

事もまた後に出る者これをおぼゆることあらじ 12

われ傳道者はヱルサレムにありてイスラエルの王

たりき 13我心を盡し智慧をもちひて天が下に行

はるる諸の事を尋ねかつ考覈たり此苦しき事件は

神が世の人にさづけて之に身を勞せしめたまふ者

なり 14我日の下に作ところの諸の行爲を見たり

嗚呼皆空にして風を捕ふるがごとし 15曲れる者

は直からしむるあたはず缺たる者は數をあはする

あたはず 16我心の中に語りて言ふ嗚呼我は大な

る者となれり我より先にヱルサレムにをりしす

べての者よりも我は多くの智慧を得たり我心は

智慧と知識を多く得たり 17我心を盡して智慧を

知んとし狂妄と愚癡を知んとしたりしが是も亦

風を捕ふるがごとくなるを暁れり 18夫智慧多け

れば憤激多し知識を増す者は憂患を増す

2我わが心に言けらく來れ我試みに汝をよろこ
ばせんとす汝逸樂をきはめよと嗚呼是もまた

空なりき 2我笑を論ふ是は狂なり快樂を論ふ是

何の爲ところあらんやと 3我心に智慧を懐きて居

つつ酒をもて肉身を肥さんと試みたり又世の人

は天が下において生涯如何なる事をなさば善らん

かを知んために我は愚なる事を行ふことをせり 4

我は大なる事業をなせり我はわが爲に家を建て

葡萄園を設け 5園をつくり囿をつくり又菓のな

る諸の樹を其處に植ゑ 6また水の塘池をつくりて

樹木の生茂れる林に其より水を灌がしめたり 7我

は僕婢を買得たりまた家の子あり我はまた凡て

我より前にヱルサレムにをりし者よりも衆多の牛

羊を有り 8我は金銀を積み王等と國々の財寶を

積あげたりまた歌詠之男女を得世の人の樂なる

妻妾を多くえたり 9斯我は大なる者となり我よ

り前にヱルサレムにをりし諸の人よりも大になり

ぬ吾智慧もまたわが身を離れざりき 10凡そわが

目の好む者は我これを禁ぜす凡そわが心の悦ぶ

者は我これを禁ぜざりき即ち我はわが諸の勞苦

によりて快樂を得たり是は我が諸の勞苦により

て得たるところの分なり 11我わが手にて爲たる

諸の事業および我が勞して事を爲たる勞苦を顧み

るに皆空にして風を捕ふるが如くなりき日の下

には益となる者あらざるなり 12我また身を轉ら

して智慧と狂妄と愚癡とを觀たり抑王に嗣ぐと

ころの人は如何なる事を爲うるやその旣になせ

しところの事に過ざるべし 13光明の黑暗にまさ

るがごとく智慧は愚癡に勝るなり我これを暁れ

り 14智者の目はその頭にあり愚者は黑暗に歩む

然ど我しる其みな遇ふところの事は同一なり 15

我心に謂けらく愚者の遇ふところの事に我もま

た遇ふべければ我なんぞ智慧のまさる所あらん

や我また心に謂り是も亦空なるのみと 16夫智者

も愚者と均しく永く世に記念らるることなし來

らん世にいたれば皆早く旣に忘らるるなり嗚呼

智者の愚者とおなじく死るは是如何なる事ぞや 17

是に於て我世にながらふることを厭へり凡そ日

の下に爲ところの事は我に惡く見ればなり即ち

皆空にして風を捕ふるがごとし 18我は日の下に

わが勞して諸の動作をなしたるを恨む其は我の後

を嗣ぐ人にこれを遺さざるを得ざればなり 19其

人の智愚は誰かこれを知らん然るにその人は日の

下に我が勞して爲し智慧をこめて爲たる諸の工作

を管理るにいたらん是また空なり 20我身をめぐ

らし日の下にわが勞して爲たる諸の動作のために

望を失へり 21今茲に人あり智慧と知識と才能を

もて勞して事をなさんに終には之がために勞せざ

る人に一切を遺してその所有となさしめざるを得

ざるなり是また空にして大に惡し 22夫人はその

日の下に勞して爲ところの諸の動作とその心勞に

よりて何の得ところ有るや 23その世にある日に

は常に憂患ありその勞苦は苦しその心は夜の間

も安んずることあらず是また空なり 24人の食飮

をなしその勞苦によりて心を樂しましむるは幸福
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なる事にあらず是もまた神の手より出るなり我

これを見る 25誰かその食ふところその歓樂を極

むるところに於て我にまさる者あらん 26神はそ

の心に適ふ人には智慧と知識と喜樂を賜ふ然れ

ども罪を犯す人には勞苦を賜ひて斂めかつ積こと

を爲さしむ是は其を神の心に適ふ人に與へたま

はんためなり是もまた空にして風を捕ふるがご

とし

3天が下の萬の事には期あり萬の事務には時あ
り 2生るるに時あり死るに時あり植るに時あ

り植たる者を抜に時あり 3殺すに時あり醫すに時

あり毀つに時あり建るに時あり 4泣に時あり笑

ふに時あり悲むに時あり躍るに時あり 5石を擲

つに時あり石を斂むるに時あり懐くに時あり懐

くことをせざるに時あり 6得に時あり失ふに時あ

り保つに時あり棄るに時あり 7裂に時あり縫に

時あり默すに時あり語るに時あり 8愛しむに時

あり惡むに時あり戰ふに時あり和ぐに時あり 9

働く者はその勞して爲ところよりして何の益を得

んや 10我神が世の人にさづけて身をこれに勞せ

しめたまふところの事件を視たり 11神の爲した

まふところは皆その時に適ひて美麗しかり神は

また人の心に永遠をおもふの思念を賦けたまへり

然ば人は神のなしたまふ作爲を始より終まで知明

むることを得ざるなり 12我知る人の中にはその

世にある時に快樂をなし善をおこなふより外に善

事はあらず 13また人はみな食飮をなしその勞苦

によりて逸樂を得べきなり是すなはち神の賜物

たり 14我知る凡て神のなしたまふ事は限なく存

せん是は加ふべき所なく是は減すべきところ無

し神の之をなしたまふは人をしてその前に畏れ

しめんがためなり 15昔ありたる者は今もあり後

にあらん者は旣にありし者なり神はその遂やら

れし者を索めたまふ 16我また日の下を見るに審

判をおこなふ所に邪曲なる事あり公義を行ふと

ころに邪曲なる事あり 17我すなはち心に謂けら

く神は義者と惡者とを鞫きたまはん彼處におい

て萬の事と萬の所爲に時あるなり 18我また心に

謂けらく是事あるは是世の人のためなり即ち神

は斯世の人を撿して之にその獣のごとくなること

を自ら暁らしめ給ふなり 19世の人に臨むところ

の事はまた獣にも臨むこの二者に臨むところの

事は同一にして是も死ば彼も死るなり皆同一の

呼吸に依れり人は獣にまさる所なし皆空なり 20

皆一の所に往く皆塵より出で皆塵にかへるなり

21誰か人の魂の上に昇り獣の魂の地にくだること

を知ん 22然ば人はその動作によりて逸樂をなす

に如はなし是その分なればなり我これを見るそ

の身の後の事は誰かこれを携へゆきて見さしむる

者あらんや

4茲に我身を轉して日の下に行はるる諸の虐遇
を視たり嗚呼虐げらる者の涙ながる之を慰む

る者あらざるなりまた虐ぐる者の手には權力あ

り彼等はこれを慰むる者あらざるなり 2我は猶

生る生者よりも旣に死たる死者をもて幸なりとす

3またこの二者よりも幸なるは未だ世にあらずし

て日の下におこなはるる惡事を見ざる者なり 4我

また諸の勞苦と諸の工事の精巧とを觀るに是は

人のたがひに嫉みあひて成せる者たるなり是も

空にして風を捕ふるが如し 5愚なる者は手を束ね

てその身の肉を食ふ 6片手に物を盈て平穩にある

は兩手に物を盈て勞苦て風を捕ふるに愈れり 7

我また身をめぐらし日の下に空なる事のあるを見

たり 8茲に人あり只獨にして伴侶もなく子もなく

兄弟もなし然るにその勞苦は都て窮なくの目は

富に飽ことなし彼また言ず嗚呼我は誰がために

勞するや何とて我は心を樂ませざるやと是もま

た空にして勞力の苦き者なり 9二人は一人に愈る

其はその勞苦のために善報を得ればなり 10即ち

その跌倒る時には一箇の人その伴侶を扶けおこす

べし然ど孤身にして跌倒る者は憐なるかな之を

扶けおこす者なきなり 11又二人ともに寝れば温

暖なり一人ならば爭で温暖ならんや 12人もしそ

の一人を攻撃ば二人してこれに當るべし三根の

繩は容易く斷ざるなり 13貧くして賢き童子は老

て愚にして諌を納れざる王に愈る 14彼は牢獄よ

り出て王となれり然どその國に生れし時は貧か

りき 15我日の下にあゆむところの群生が彼王に

続てこれに代りて立ところの童子とともにあるを

觀たり 16民はすべて際限なしその前にありし者

みな然り後にきたる者また彼を悦ばず是も空に

して風を捕ふるがごとし

5汝ヱホバの室にいたる時にはその足を愼め進
みよりて聽聞は愚なる者の犠牲にまさる彼等

はその惡をおこなひをることを知ざるなり 2汝神

の前にありては軽々し口を開くなかれ心を攝め

て妄に言をいだすなかれ其は神は天にいまし汝

は地にをればなり然ば汝の言詞を少からしめよ 3
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夫夢は事の繁多によりて生じ愚なる者の聲は言

の衆多によりて識るなり 4汝神に誓願をかけなば

之を還すことを怠るなかれ神は愚なる者を悦び

たまはざるなり汝はそのかけし誓願を還すべし 5

誓願をかけてこれを還さざるよりは寧ろ誓願をか

けざるは汝に善し 6汝の口をもて汝の身に罪を犯

さしむるなかれ亦使者の前に其は過誤なりとい

ふべからず恐くは神汝の言を怒り汝の手の所爲

を滅したまはん 7夫夢多ければ空なる事多し言

詞の多きもまた然り汝ヱホバを畏め 8汝國の中

に貧き者を虐遇る事および公道と公義を枉ること

あるを見るもその事あるを怪むなかれ其はその

位高き人よりも高き者ありてその人を伺へばなり

又其等よりも高き者あるなり 9國の利益は全く是

にあり即ち王者が農事に勤むるにあるなり 10銀

を好む者は銀に飽こと無し豊富ならんことを好

む者は得るところ有らず是また空なり 11貨財増

せばこれを食む者も増すなりその所有主は唯目

にこれを看るのみその外に何の益かあらん 12勞

する者はその食ふところは多きも少きも快く睡る

なり然れども富者はその貨財の多きがために睡

ることを得せず 13我また日の下に患の大なる者

あるを見たりすなはち財寶のこれを蓄ふる者の

身に害をおよぼすことある是なり 14その財寶は

また災難によりて失落ことあり然ばその人子を

擧ることあらんもその手には何物もあることなし

15人は母の胎より出て來りしごとくにまた裸體に

して皈りゆくべしその勞苦によりて得たる者を

毫厘も手にとりて携へゆくことを得ざるなり 16

人は全くその來りしごとくにまた去ゆかざるを得

ず是また患の大なる者なり抑風を追て勞する者

何の益をうること有んや 17人は生命の涯黑暗の

中に食ふことを爲すまた憂愁多かり疾病身にあ

り憤怒あり 18視よ我は斯觀たり人の身にとりて

善かつ美なる者は神にたまはるその生命の極食

飮をなし且その日の下に勞して働ける勞苦によ

りて得るところの福禄を身に享るの事なり是その

分なればなり 19何人によらず神がこれに富と財

を與へてそれに食ことを得せしめまたその分を

取りその勞苦によりて快樂を得ることをせさせた

まふあればその事は神の賜物たるなり 20かかる

人はその年齢の日を憶ゆること深からず其は神

これが心の喜ぶところにしたがひて應ることを爲

したまへばなり

6我觀るに日の下に一件の患あり是は人の間に
恒なる者なり 2すなはち神富と財と貴を人にあ

たへてその心に慕ふ者を一件もこれに缺ること

なからしめたまひながらも神またその人に之を

食ふことを得せしめたまはずして他人のこれを

食ふことあり是空なり惡き疾なり 3假令人百人

の子を擧けまた長壽してその年齢の日多からんも

若その心景福に滿足せざるか又は葬らるることを

得ざるあれば我言ふ流產の子はその人にまさる

たり 4夫流產の子はその來ること空しくして黑暗

の中に去ゆきその名は黑暗の中にかくるるなり 5

又是は日を見ることなく物を知ることなければ彼

よりも安泰なり 6人の壽命千年に倍するとも福祉

を蒙れるにはあらず皆一所に往くにあらずや 7

人の勞苦は皆その口のためなりその心はなほも

飽ざるところ有り 8賢者なんぞ愚者に勝るところ

あらんやまた世人の前に歩行ことを知ところの

貧者も何の勝るところ有んや 9目に觀る事物は心

のさまよひ歩くに愈るなり是また空にして風を

捕ふるがごとし 10嘗て在し者は久しき前にすで

にその名を命られたり即ち是は人なりと知る然

ば是はかの自己よりも力強き者と爭ふことを得ざ

るなり 11衆多の言論ありて虚浮き事を増す然ど

人に何の益あらんや 12人はその虚空き生命の日

を影のごとくに送るなり誰かこの世において如

何なる事か人のために善き者なるやを知ん誰か

その身の後に日の下にあらんところの事を人に告

うる者あらんや

7名は美膏に愈り死る日は生るる日に愈る 2哀

傷の家に入は宴樂の家に入に愈る其は一切の

人の終かくのごとくなればなり生る者またこれ

をその心にとむるあらん 3悲哀は嬉笑に愈る其

は面に憂色を帶るなれば心も善にむかへばなり 4

賢き者の心は哀傷の家にあり愚なる者の心は喜

樂の家にあり 5賢き者の勸責を聽は愚なる者の歌

詠を聽に愈るなり 6愚なる者の笑は釜の下に焚る

荊棘の聲のごとし是また空なり 7賢き人も虐待る

事によりて狂するに至るあり賄賂は人の心を壞な

ふ 8事の終はその始よりも善し容忍心ある者は

傲慢心ある者に勝る 9汝氣を急くして怒るなかれ

怒は愚なる者の胸にやどるなり 10昔の今にまさ

るは何故ぞやと汝言なかれ汝の斯る問をなすは

是智慧よりいづる者にあらざるなり 11智慧の上

に財產をかぬれば善し然れば日を見る者等に利
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益おほかるべし 12智慧も身の護庇となり銀子も

身の護庇となる然ど智惠はまたこれを有る者に

生命を保しむ是知識の殊勝たるところなり 13汝

神の作爲を考ふべし神の曲たまひし者は誰かこ

れを直くすることを得ん 14幸福ある日には樂め

禍患ある日には考へよ神はこの二者をあひ交錯

て降したまふ是は人をしてその後の事を知るこ

となからしめんためなり 15我この空の世にあり

て各樣の事を見たり義人の義をおこなひて亡ぶ

るあり惡人の惡をおこなひて長壽あり 16汝義に

過るなかれまた賢に過るなかれ汝なんぞ身を滅

すべけんや 17汝惡に過るなかれまた愚なる勿れ

汝なんぞ時いたらざるに死べけんや 18汝此を執

は善しまた彼にも手を放すなかれ神を畏む者は

この一切の者の中より逃れ出るなり 19智慧の智

者を幇くることは邑の豪雄者十人にまさるなり 20

正義して善をおこなひ罪を犯すことなき人は世に

あることなし 21人の言出す言詞には凡て心をと

むる勿れ恐くは汝の僕の汝を詛ふを聞こともあ

らん 22汝も屡人を詛ふことあるは汝の心に知と

ころなり 23我智慧をもてこの一切の事を試み我

は智者とならんと謂たりしが遠くおよばざるなり

24事物の理は遠くして甚だ深し誰かこれを究むる

ことを得ん 25我は身をめぐらし心をもちひて物

を知り事を探り智慧と道理を索めんとし又惡の

愚たると愚癡の狂妄たるを知んとせり 26我了れ

り婦人のその心羅と網のごとくその手縲絏のご

とくなる者は是死よりも苦き者なり神の悦びた

まふ者は之を避ることを得ん罪人は之に執らるべ

し 27傳道者言ふ視よ我その數を知んとして一々

に算へてつひに此事を了る 28我なほ尋ねて得ざ

る者は是なり我千人の中には一箇の男子を得た

れどもその數の中には一箇の女子をも得ざるな

り 29我了れるところは唯是のみ即ち神は人を正

直者に造りたまひしに人衆多の計略を案出せしな

り

8誰か智者に如ん誰か事物の理を解ことを得ん
人の智慧はその人の面に光輝あらしむ又その

粗暴面も變改べし 2我言ふ王の命を守るべし旣に

神をさして誓ひしことあれば然るべきなり 3早ま

りて王の前を去ることなかれ惡き事につのるこ

と勿れ其は彼は凡てその好むところを爲ばなり 4

王の言語には權力あり然ば誰か之に汝何をなす

やといふことを得ん 5命令を守る者は禍患を受る

に至らず智者の心は時期と判斷を知なり 6萬の事

務には時あり判斷あり是をもて人大なる禍患をう

くるに至るあり 7人は後にあらんところの事を知

ずまた誰か如何なる事のあらんかを之に告る者

あらん 8霊魂を掌管て霊魂を留めうる人あらず人

はその死る日には權力あること旡し此戰爭には

釋放たるる者あらず又罪惡はこれを行ふ者を救

ふことを得せざるなり 9我この一切の事を見また

日の下におこなはるる諸の事に心を用ひたり時と

しては此人彼人を治めてこれに害を蒙らしむるこ

とあり 10我見しに惡人の葬られて安息にいるあ

りまた善をおこなふ者の聖所を離れてその邑に

忘らるるに至るあり是また空なり 11惡き事の報

速にきたらざるが故に世人心を専にして惡をおこ

なふ 12罪を犯す者百次惡をなして猶長命あれど

も我知る神を畏みてその前に畏怖をいだく者に

は幸福あるべし 13但し惡人には幸福あらずまた

その生命も長からずして影のごとし其は神の前

に畏怖をいだくことなければなり 14我日の下に

空なる事のおこなはるるを見たり即ち義人にし

て惡人の遭べき所に遭ふ者あり惡人にして義人

の遭べきところに遭ふ者あり我謂り是もまた空

なり 15是に於て我喜樂を讃む其は食飮して樂む

よりも好き事は日の下にあらざればなり人の勞

して得る物の中是こそはその日の下にて神にたま

はる生命の日の間その身に離れざる者なれ 16茲

に我心をつくして智慧を知らんとし世に爲ところ

の事を究めんとしたり人は夜も晝もその目をと

ぢて眠ることをせざるなり 17我神の諸の作爲を

見しが人は日の下におこなはるるところの事を究

むるあたはざるなり人これを究めんと勞するも

これを究むることを得ず且又智者ありてこれを

知ると思ふもこれを究むることあたはざるなり

9我はこの一切の事に心を用ひてこの一切の事
を明めんとせり即ち義き者と賢き者およびか

れらの爲ところは神の手にあるなるを明めんとせ

り愛むや惡むやは人これを知ることなし一切の

事はその前にあるなり 2諸の人に臨む所は皆同じ

義き者にも惡き者にも善者にも淨者にも穢れた

る者にも犠牲を献ぐる者にも犠牲を献げぬ者に

もその臨むところの事は同一なり善人も罪人に

異ならず誓をなす者も誓をなすことを畏るる者

に異ならず 3諸の人に臨むところの事の同一なる

は是日の下におこなはるる事の中の惡き者たり
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抑人の心には惡き事充をりその生る間は心に狂

妄を懐くあり後には死者の中に往くなり 4凡活

る者の中に列る者は望あり其は生る犬は死る獅

子に愈ればなり 5生者はその死んことを知る然

ど死る者は何事をも知ずまた應報をうくることも

重てあらずその記憶らるる事も遂に忘れらるる

に至る 6またその愛も惡も嫉も旣に消うせて彼等

は日の下におこなはるる事に最早何時までも關係

ことあらざるなり 7汝往て喜悦をもて汝のパンを

食ひ樂き心をも汝の酒を飮め其は神久しく汝の

行爲を嘉納たまへばなり 8汝の衣服を常に白から

しめよ汝の頭に膏を絶しむるなかれ 9日の下に

汝が賜はるこの汝の空なる生命の日の間汝その愛

する妻とともに喜びて度生せ汝の空なる生命の

日の間しかせよ是は汝が世にありて受る分汝が

日の下に働ける勞苦によりて得る者なり 10凡て

汝の手に堪ることは力をつくしてこれを爲せ其

は汝の往んところの陰府には工作も計謀も知識も

智慧もあることなければなり (Sheol h7585) 11我また

身をめぐらして日の下を觀るに迅速者走ること

に勝にあらず強者戰爭に勝にあらず智慧者食物

を獲にあらず明哲人財貨を得にあらず知識人恩

顧を得にあらず凡て人に臨むところの事は時あ

る者偶然なる者なり 12人はまたその時を知ず魚

の禍の網にかかり鳥の鳥羅にかかるが如くに世の

人もまた禍患の時の計らざるに臨むに及びてその

禍患にかかるなり 13我日の下に是事を觀て智慧

となし大なる事となせり 14すなはち茲に一箇の

小き邑ありてその中の人は鮮かりしが大なる王

これに攻きたりてこれを圍みこれに向ひて大なる

雲梯を建たり 15時に邑の中に一人の智慧ある貧

しき人ありてその智慧をもて邑を救へり然るに

誰ありてその貧しき人を記念もの無りし 16是に

おいて我言り智慧は勇力に愈る者なりと但しか

の貧しき人の智慧は藐視られその言詞は聽れざり

しなり 17靜に聽る智者の言は愚者の君長たる者

の號呼に愈る 18智慧は軍の器に勝れり一人の惡

人は許多の善事を壞ふなり

10死し蝿は和香者の膏を臭くしこれを腐らす
少許の愚癡は智慧と尊榮よりも重し 2智者の

心はその右に愚者の心はその左に行くなり 3愚者

は出て途を行にあたりてその心たらず自己の愚な

ることを一切の人に告ぐ 4君長たる者汝にむかひ

て腹たつとも汝の本處を離るる勿れ温順は大なる

愆を生ぜしめざるなり 5我日の下に一の患事ある

を見たり是は君長たる者よりいづる過誤に似たり

6すなはち愚なる者高き位に置かれ貴き者卑き處

に坐る 7我また僕たる者が馬に乗り王侯たる者が

僕のごとく地の上に歩むを觀たり 8坑を掘る者は

みづから之におちいり石垣を毀つ者は蛇に咬れん

9石を打くだく者はそれがために傷を受け木を割

る者はそれがために危難に遭ん 10鐵の鈍くなれ

るあらんにその刃を磨ざれば力を多く之にもちひ

ざるを得ず智慧は功を成に益あるなり 11蛇もし

呪術を聽ずして咬ば呪術師は用なし 12智者の口

の言語は恩徳あり愚者の唇はその身を呑ほろぼ

す 13愚者の口の言は始は愚なりまたその言は終

は狂妄にして惡し 14愚者は言詞を衆くす人は後

に有ん事を知ず誰かその身の後にあらんところ

の事を述るを得ん 15愚者の勞苦はその身を疲ら

す彼は邑にいることをも知ざるなり 16その王は

童子にしてその侯伯は朝に食をなす國よ汝は禍

なるかな 17その王は貴族の子またその侯伯は酔

樂むためならず力を補ふために適宜き時に食をな

す國よ汝は福なるかな 18懶惰ところよりして屋

背は落ち手を垂をるところよりして家屋は漏る

19食事をもて笑ひ喜ぶの物となし酒をもて快樂を

取れり銀子は何事にも應ずるなり 20汝心の中に

ても王たる者を詛ふなかれまた寝室にても富者

を詛なかれ天空の鳥その聲を傳へ羽翼ある者そ

の事を布べければなり

11汝の糧食を水の上に投げよ多くの日の後に
汝ふたたび之を得ん 2汝一箇の分を七また八

にわかて其は汝如何なる災害の地にあらんかを

知ざればなり 3雲もし雨の充るあれば地に注ぐま

た樹もし南か北に倒るるあればその樹は倒れたる

處にあるべし 4風を伺ふ者は種播ことを得ず雲

を望む者は刈ことを得ず 5汝は風の道の如何なる

を知ずまた孕める婦の胎にて骨の如何に生長つ

を知ず斯汝は萬事を爲たまふ神の作爲を知こと

なし 6汝朝に種を播け夕にも手を歇るなかれ其

はその實る者は此なるか彼なるか又は二者ともに

美なるや汝これを知ざればなり 7夫光明は快き者

なり目に日を見るは樂し 8人多くの年生ながら

へてその中凡て幸福なるもなほ幽暗の日を憶ふべ

きなり其はその數も多かるべければなり凡て來

らんところの事は皆空なり 9少者よ汝の少き時に

快樂をなせ汝の少き日に汝の心を悦ばしめ汝の
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心の道に歩み汝の目に見るところを爲せよ但し

その諸の行爲のために神汝を鞫きたまはんと知べ

し 10然ば汝の心より憂を去り汝の身より惡き者

を除け少き時と壯なる時はともに空なればなり

12汝の少き日に汝の造主を記えよ即ち惡き日
の來り年のよりて我は早何も樂むところ無し

と言にいたらざる先 2また日や光明や月や星の暗

くならざる先雨の後に雲の返らざる中に汝然せ

よ 3その日いたる時は家を守る者は慄ひ力ある

人は屈み磨碎者は寡きによりて息み窓より窺ふ

者は目昏むなり 4磨こなす聲低くなれば衢の門は

閉づその人は鳥の聲に起あがり歌の女子はみな

身を卑くす 5かかる人々は高き者を恐る畏しき者

多く途にあり巴旦杏は花咲くまた蝗もその身に

重くその嗜欲は廢る人永遠の家にいたらんとす

れば哭婦衢にゆきかふ 6然る時には銀の紐は解け

金の盞は碎け吊瓶は泉の側に壞れ轆轤は井の傍に

破ん 7而して塵は本の如くに土に皈り霊魂はこ

れを賦けし神にかへるべし 8傳道者云ふ空の空な

るかな皆空なり 9また傳道者は智慧あるが故に恒

に知識を民に敎へたり彼は心をもちひて尋ね究

め許多の箴言を作れり 10傳道者は務めて佳美き

言詞を求めたりその書しるしたる者は正直して

眞實の言語なり 11智者の言語は刺鞭のごとく會

衆の師の釘たる釘のごとくにして一人の牧者よ

り出し者なり 12わが子よ是等より訓誡をうけよ

多く書をつくれば竟なし多く學べば體疲る 13事

の全體の皈する所を聽べし云く神を畏れその誡

命を守れ是は諸の人の本分たり 14神は一切の行

爲ならびに一切の隠れたる事を善惡ともに審判た

まふなり
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雅歌

1これはソロモンの雅歌なり 2ねがはしきは彼そ

の口の接吻をもて我にくちつけせんことなり

汝の愛は酒よりもまさりぬ 3なんぢの香膏は其香

味たへに馨しくなんぢの名はそそがれたる香膏の

ごとし是をもて女子等なんぢを愛す 4われを引た

まへわれら汝にしたがひて走らん王われをたづ

さへてその後宮にいれたまへり我らは汝により

て歡び樂しみ酒よりも勝りてなんぢの愛をほめた

たふ彼らは直きこころをもて汝を愛す 5ヱルサ

レムの女子等よわれは黑けれどもなほ美はしケ

ダルの天幕のごとくまたソロモンの帷帳に似た

り 6われ色くろきが故に日のわれを燒たるが故に

我を視るなかれわが母の子等われを怒りて我に

葡萄園をまもらしめたり我はおのが葡萄園をま

もらざりき 7わが心の愛する者よなんぢは何處に

てなんぢの群を牧ひ午時いづこにて之を息ます

るや請ふわれに告よなんぞ面を覆へる者の如く

してなんぢが伴侶の群のかたはらにをるべけんや

8婦女の最も美はしき者よなんぢ若しらずば群の

足跡にしたがひて出ゆき牧羊者の天幕のかたは

らにて汝の羔山羊を牧へ 9わが佳耦よ我なんぢ

をパロの車の馬に譬ふ 10なんぢの臉には鏈索を

垂れなんぢの頭には珠玉を陳ねて至も美はし 11

われら白銀の星をつけたる黄金の鏈索をなんぢの

ために造らん 12王其席につきたまふ時わがナル

ダ其香味をいだせり 13わが愛する者は我にとり

てはわが胸のあひだにおきたる沒藥の袋のごとし

14わが愛する者はわれにとりてはエンゲデの園に

あるコペルの英華のごとし 15ああ美はしきかな

わが佳耦よああうるはしきかななんぢの目は鴿

のごとし 16わが愛する者よああなんぢは美はし

くまた樂しきかなわれらの牀は靑緑なり 17われ

らの家の棟梁は香柏その垂木は松の木なり

2われはシャロンの野花谷の百合花なり 2女子

等の中にわが佳耦のあるは荊棘の中に百合花

のあるがごとし 3わが愛する者の男子等の中にあ

るは林の樹の中に林檎のあるがごとし我ふかく

喜びてその蔭にすわれりその實はわが口に甘か

りき 4彼われをたづさへて酒宴の室にいれたまへ

りその我上にひるがへしたる旗は愛なりき 5請

ふなんぢら乾葡萄をもてわが力をおぎなへ林檎

をもて我に力をつけよ我は愛によりて疾わづら

ふ 6彼が左の手はわが頭の下にありその右の手

をもて我を抱く 7ヱルサレムの女子等よ我なんぢ

らに獐と野の鹿とをさし誓ひて請ふ愛のおのづ

から起るときまでは殊更に喚起し且つ醒すなかれ

8わが愛する者の聲きこゆ視よ山をとび岡を躍

りこえて來る 9わが愛する者は獐のごとくまた小

鹿のごとし視よ彼われらの壁のうしろに立ち窓

より覗き格子より窺ふ 10わが愛する者われに語

りて言ふわが佳耦よわが美はしき者よ起ていで

きたれ 11視よ冬すでに過ぎ雨もやみてはやさり

ぬ 12もろもろの花は地にあらはれ鳥のさへづる

時すでに至り班鳩の聲われらの地にきこゆ 13無

花果樹はその靑き果を赤らめ葡萄の樹は花さき

てその馨はしき香氣をはなつわが佳耦よわが美

しき者よ起て出きたれ 14磐間にをり斷崖の匿處

にをるわが鴿よわれに汝の面を見させよなんぢ

の聲をきかしめよなんぢの聲は愛らしくなんぢ

の面はうるはし 15われらのために狐をとらへよ

彼の葡萄園をそこなふ小狐をとらへよ我等の葡

萄園は花盛なればなり 16わが愛する者は我につ

き我はかれにつく彼は百合花の中にてその群を

牧ふ 17わが愛する者よ日の涼しくなるまで影の

消るまで身をかへして出ゆき荒き山々の上にあ

りて獐のごとく小鹿のごとくせよ

3夜われ床にありて我心の愛する者をたづねし
が尋ねたれども得ず 2我おもへらく今おきて邑

をまはりありきわが心の愛する者を街衢あるひ

は大路にてたづねんと乃ちこれを尋ねたれども

得ざりき 3邑をまはりありく夜巡者らわれに遇け

れば汝らわが心の愛する者を見しやと問ひ 4これ

に別れて過ゆき間もなくわが心の愛する者の遇た

れば之をひきとめて放さず遂にわが母の家にと

もなひゆき我を產し者の室にいりぬ 5ヱルサレム

の女子等よ我なんぢらに獐と野の鹿とをさし誓

ひて請ふ愛のおのづから起る時まで殊更に喚起

し且つ醒すなかれ 6この沒藥乳香など商人のもろ

もろの薫物をもて身をかをらせ煙の柱のごとく

して荒野より來る者は誰ぞや 7視よこはソロモ

ンの乗輿にして勇士六十人その周圍にありイス

ラエルの勇士なり 8みな刀劍を執り戰鬪を善す

各人腰に刀劍を帶て夜の警誡に備ふ 9ソロモン王

レバノンの木をもて己のために輿をつくれり 10

その柱は白銀その欄杆は黄金その座は紫色にて

作りその内部にはイスラエルの女子等が愛をも
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て繍たる物を張つく 11シオンの女子等よ出きた

りてソロモン王を見よかれは婚姻の日心の喜べ

る日にその母の己にかうぶらしし冠冕を戴けり

4ああなんぢ美はしきかなわが佳耦よああなん
ぢうるはしきかななんぢの目は面帕のうしろ

にありて鴿のごとしなんぢの髮はギレアデ山の

腰に臥たる山羊の群に似たり 2なんぢの齒は毛を

剪たる牝羊の浴塲より出たるがごとしおのおの

雙子をうみてひとつも子なきものはなし 3なんぢ

の唇は紅色の線維のごとくその口は美はしなん

ぢの頬は面帕のうしろにありて石榴の半片に似た

り 4なんぢの頸項は武器庫にとて建たるダビデの

戍樓のごとしその上には一千の盾を懸け列ぬみ

な勇士の大楯なり 5なんぢの兩乳房は牝獐の雙子

なる二箇の小鹿が百合花の中に草はみをるに似た

り 6日の涼しくなるまで影の消るまでわれ沒藥

の山また乳香の岡に行べし 7わが佳耦よなんぢ

はことごとくうるはしくしてすこしのきずもなし

8新婦よレバノンより我にともなへレバノンより

我とともに來れアマナの巓セニルまたヘルモン

の巓より望み獅子の穴また豹の山より望め 9わ

が妹わが新婦よなんぢはわが心を奪へりなんぢ

は只一目をもてまた頸玉の一をもてわが心をうば

へり 10わが妹わが新婦よなんぢの愛は樂しきか

ななんぢの愛は酒よりも遙にすぐれなんぢの香

膏の馨は一切の香物よりもすぐれたり 11新婦よ

なんぢの唇は蜜を滴らすなんぢの舌の底には蜜

と乳とありなんぢの衣裳の香氣はレバノンの香

氣のごとし 12わが妹わがはなよめよなんぢは閉

たる園閉たる水源封じたる泉水のごとし 13なん

ぢの園の中に生いづる者は石榴及びもろもろの佳

果またコペル及びナルダの草 14ナルダ番紅花菖

蒲桂枝さまざまの乳香の木および沒藥蘆薈一切

の貴とき香物なり 15なんぢは園の泉水活る水の

井レバノンよりいづる流水なり 16北風よ起れ南

風よ來れ我園を吹てその香氣を揚よねがはくは

わが愛する者のおのが園にいりきたりてその佳き

果を食はんことを

5わが妹わがはなよめよ我はわが園にいりわが
沒藥と薫物とを採りわが蜜房と蜜とを食ひわ

が酒とわが乳とを飮りわが伴侶等よ請ふ食へわ

が愛する人々よ請ふ飮あけよ 2われは睡りたれど

もわが心は醒ゐたり時にわが愛する者の聲あり

即はち門をたたきていふわが妹わが佳耦わが鴿

わが完きものよわれのために開けわが首には露

滿ちわが髮の毛には夜の點滴みてりと 3われすで

にわが衣服を脱りいかでまた着るべき已にわが

足をあらへりいかでまた汚すべき 4わが愛する者

戸の穴より手をさしいれしかばわが心かれのため

にうごきたり 5やがて起いでてわが愛する者の爲

に開かんとせしとき沒藥わが手より沒藥の汁わが

指よりながれて關木の把柄のうへにしたたれり 6

我わが愛する者の爲に開きしにわが愛する者は

已に退き去りぬさきにその物いひし時はわが心

さわぎたり我かれをたづねたれども遇ず呼たれ

ども答應なかりき 7邑をまはりありく夜巡者等わ

れを見てうちて傷つけ石垣をまもる者らはわが

上衣をはぎとれり 8ヱルサレムの女子等よ我なん

ぢらにかたく請ふもしわが愛する者にあはば汝

ら何とこれにつぐべきや我愛によりて疾わづら

ふと告よ 9なんぢの愛する者は別の人の愛する者

に何の勝れるところありや婦女の中のいと美はし

き者よなんぢが愛する者は別の人の愛する者に何

の勝れるところありて斯われらに固く請ふや 10わ

が愛する者は白くかつ紅にして萬人の上に越ゆ 11

その頭は純金のごとくその髮はふさやかにして

黑きこと烏のごとし 12その目は谷川の水のほと

りにをる鴿のごとく乳にて洗はれて美はしく嵌

れり 13その頬は馨しき花の床のごとく香草の

壇のごとしその唇は百合花のごとくにして沒藥

の汁をしたたらす 14その手はきばみたる碧玉を

嵌し黄金の釧のごとく其躰は靑玉をもておほひ

たる象牙の彫刻物のごとし 15その脛は蝋石の柱

を黄金の臺にてたてたるがごとくその相貌はレ

バノンのごとくその優れたるさまは香柏のごと

し 16その口ははなはだ甘く誠に彼には一つだに

うつくしからぬ所なしヱルサレムの女子等よこ

れぞわが愛する者これぞわが伴侶なる

6婦女のいと美はしきものよ汝の愛する者は何
處へゆきしやなんぢの愛する者はいづこへお

もむきしやわれら汝とともにたづねん 2わが愛す

るものは己の園にくだり香しき花の床にゆき園

の中にて群を牧ひまた百合花を採る 3我はわが愛

する者につきわが愛する者はわれにつく彼は百

合花の中にてその群を牧ふ 4わが佳耦よなんぢは

美はしきことテルザのごとく華やかなることヱ

ルサレムのごとく畏るべきこと旗をあげたる軍

旅のごとし 5なんぢの目は我をおそれしむ請ふ我
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よりはなれしめよなんぢの髮はギレアデ山の腰

に臥たる山羊の群に似たり 6なんぢの齒は毛を剪

たる牝羊の浴塲より出たるがごとしおのおの雙

子をうみてひとつも子なきものはなし 7なんぢの

頬は面帕の後にありて石榴の半片に似たり 8后六

十人妃嬪八十人數しられぬ處女あり 9わが鴿わが

完き者はただ一人のみ彼はその母の獨子にして

產たる者の喜ぶところの者なり女子等は彼を見

て幸福なる者ととなへ后等妃嬪等は彼を見て讃む

10この晨光のごとくに見えわたり月のごとくに美

はしく日のごとくに輝やき畏るべきこと旗をあ

げたる軍旅のごとき者は誰ぞや 11われ胡桃の園に

くだりゆき谷の靑き草木を見葡萄や芽しし石榴

の花や咲しと見回しをりしに 12意はず知ず我が心

われをしてわが貴とき民の車の中間にあらしむ 13

歸れ歸れシユラミの婦よ歸れ歸れわれら汝を觀

んことをねがふなんぢら何とてマハナイムの跳舞

を觀るごとくにシユラミの婦を觀んとねがふや

7君の女よなんぢの足は鞋の中にありて如何に
美はしきかな汝の腿はまろらかにして玉のご

とく巧匠の手にて作りたるがごとし 2なんぢの

臍は美酒の缺ることあらざる圓き杯盤のごとく

なんぢの腹は積かさねたる麥のまはりを百合花も

てかこめるが如し 3なんぢの兩乳房は牝鹿の雙子

なる二の小鹿のごとし 4なんぢの頸は象牙の戍樓

の如く汝の目はヘシボンにてバテラビムの門の

ほとりにある池のごとくなんぢの鼻はダマスコ

に對へるレバノンの戍樓のごとし 5なんぢの頭は

カルメルのごとくなんぢの頭の髮は紫花のごと

し王その垂たる髮につながれたり 6ああ愛よも

ろもろの快樂の中にありてなんぢは如何に美はし

く如何に悦ばしき者なるかな 7なんぢの身の長は

棕櫚の樹に等しくなんぢの乳房は葡萄のふさの

ごとし 8われ謂ふこの棕櫚の樹にのぼりその枝

に執つかんとなんぢの乳房は葡萄のふさのごと

くなんぢの鼻の氣息は林檎のごとく匂はん 9な

んぢの口は美酒のごとしわが愛する者のために

滑かに流れくだり睡れる者の口をして動かしむ

10われはわが愛する者につき彼はわれを戀したふ

11わが愛する者よわれら田舍にくだり村里に宿

らん 12われら夙におきて葡萄や芽しし莟やいで

し石榴の花やさきしいざ葡萄園にゆきて見んか

しこにて我わが愛をなんぢにあたへん 13戀茄か

ぐはしき香氣を發ちもろもろの佳き果物古き新

らしき共にわが戸の上にありわが愛する者よ我

これをなんぢのためにたくはへたり

8ねがはくは汝わが母の乳をのみしわが兄弟の
ごとくならんことをわれ戸外にてなんぢに遇

ふとき接吻せん然するとも誰ありてわれをいや

しむるものあらじ 2われ汝をひきてわが母の家に

いたり汝より敎晦をうけん我かぐはしき酒石榴

のあまき汁をなんぢに飮しめん 3かれが左の手は

わが頭の下にありその右の手をもて我を抱く 4

ヱルサレムの女子等よ我なんぢ等に誓ひて請ふ

愛のおのづから起る時まで殊更に喚起し且つ醒す

なかれ 5おのれの愛する者に倚かかりて荒野より

上りきたる者は誰ぞや林檎の樹の下にてわれな

んぢを喚さませりなんぢの母かしこにて汝のた

めに劬勞をなしなんぢを產し者かしこにて劬勞

をなしぬ 6われを汝の心におきて印のごとくし

なんぢの腕におきて印のごとくせよ其の愛は強

くして死のごとく嫉妬は堅くして陰府にひとし

その熖は火のほのほのごとしいともはげしき熖

なり (Sheol h7585) 7愛は大水も消ことあたはず洪水

も溺らすことあたはず人その家の一切の物をこ

とごとく與へて愛に換んとするとも尚いやしめら

るべし 8われら小さき妹子あり未だ乳房あらず

われらの妹子の問聘をうくる日には之に何をなし

てあたへんや 9かれもし石垣ならんには我ら白銀

の城をその上にたてん彼もし戸ならんには香柏

の板をもてこれを圍まん 10われは石垣わが乳房

は戍樓のごとし是をもてわれは情をかうむれる

者のごとく彼の目の前にありき 11バアルハモン

にソロモンの葡萄園をもてりこれをその守る者

等にあづけおき彼等をしておのおの銀一千をそ

の果のために納めしむ 12われ自らの有なる葡萄

園われの手にありソロモンなんぢは一千を獲よ

その果をまもる者も二百を獲べし 13なんぢ園の

中に住む者よ伴侶等なんぢの聲に耳をかたむく

請ふ我にこれを聽しめよ 14わが愛する者よ請ふ

急ぎはしれ香はしき山々の上にありて獐のごと

く小鹿のごとくあれ
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イザヤ書

1アモツの子イザヤがユダの王ウジヤ、ヨタム
、アハズ、ヒゼキヤのときに示されたるユダ

とヱルサレムとに係る異象 2天よきけ地よ耳をか

たぶけよヱホバの語りたまふ言あり曰くわれ子

をやしなひ育てしにかれらは我にそむけり 3牛は

その主をしり驢馬はそのあるじの厩をしる然ど

イスラエルは識ずわが民はさとらず 4ああ罪を

をかせる國人よこしまを負ふたみ惡をなす者の

すゑ壞りそこなふ種族かれらはヱホバをすてイ

スラエルの聖者をあなどり之をうとみて退きたり

5なんぢら何ぞかさねがさね悖りて猶撻れんとす

るかその頭はやまざる所なくその心はつかれは

てたり 6足のうらより頭にいたるまで全きところ

なくただ創痍と打傷と腫物とのみなり而してこ

れを合すものなく包むものなく亦あぶらにて軟ら

ぐる者もなし 7なんぢらの國はあれすたれなんぢ

らの諸邑は火にてやかれなんぢらの田畑はその前

にて外人にのまれ旣にあだし人にくつがへされて

荒廢れたり 8シオンの女はぶだうぞのの廬のごと

く瓜田の假舎のごとくまた圍をうけたる城のごと

く唯ひとり遺れり 9萬軍のヱホバわれらに少しの

遺をとどめ給ふことなくば我儕はソドムのごとく

又ゴモラに同じかりしならん 10なんぢらソドム

の有司よヱホバの言をきけなんぢらゴモラの民

よわれらの神の律法に耳をかたぶけよ 11ヱホバ

言たまはくなんぢらが獻ぐるおほくの犠牲はわれ

に何の益あらんや我はをひつじの燔祭とこえた

るけものの膏とにあけりわれは牡牛あるひは小

羊あるひは牡山羊の血をよろこばず 12なんぢら

は我に見えんとてきたるこのことを誰がなんぢ

らに要めしや徒らにわが庭をふむのみなり 13む

なしき祭物をふたたび携ふることなかれ燻物は

わがにくむところ新月および安息日また會衆を

よびあつむることも我がにくむところなりなん

ぢらは聖會に惡を兼ぬわれ容すにたへず 14わが

心はなんぢらの新月と節會とをきらふ是わが重

荷なりわれ負にうみたり 15我なんぢらが手をの

ぶるとき目をおほひ汝等がおほくの祈禱をなす

ときも聞ことをせじなんぢらの手には血みちた

り 16なんぢら己をあらひ己をきよくしわが眼前

よりその惡業をさり惡をおこなふことを止め 17

善をおこなふことをならひ公平をもとめ虐げら

るる者をたすけ孤子に公平をおこなひ寡婦の訟

をあげつらへ 18ヱホバいひたまはく率われらと

もに論らはんなんぢらの罪は緋のごとくなるも

雪のごとく白くなり紅のごとく赤くとも羊の毛の

ごとくにならん 19若なんぢら肯ひしたがはば地

の美產をくらふことを得べし 20もし汝等こばみ

そむかば劍にのまるべし此はヱホバその御口よ

りかたりたまへるなり 21忠信なりし邑いかにし

て妓女とはなれる昔しは公平にてみち正義その

中にやどりしに今は人をころす者ばかりとなりぬ

22なんぢの白銀は滓となりなんぢの葡萄酒は水を

まじへ 23なんぢの長輩はそむきて盗人の伴侶と

なりおのおの賄賂をよろこび贓財をおひもとめ

孤子に公平をおこなはず寡婦の訟はかれらの前

にいづること能はず 24このゆゑに主萬軍のヱホ

バ、イスラエルの全能者のたまはく唉われ敵に

むかひて念をはらし仇にむかひて報をすべし 25

我また手をなんぢの上にそへなんぢの滓をこと

ごとく淨くしなんぢの鉛をすべて取去り 26なん

ぢの審士を舊のごとくなんぢの議官を始のごと

くに復すべし然るのちなんぢは正義の邑忠信の

邑ととなへられん 27シオンは公平をもてあがな

はれ歸來るものも正義をもて贖はるべし 28され

ど愆ををかすものと罪人とはともに敗れヱホバ

をすつる者もまた亡びうせん 29なんぢらはその

喜びたる橿樹によりて恥をいだきそのえらびた

る園によりて慙赧むべし 30なんぢらは葉のかる

る橿樹のごとく水なき園のごとくならん 31權勢

あるものは麻のごとくその工は火花のごとく二

つのもの一同もえてこれを撲滅すものなし

2アモツの子イザヤが示されたるユダとヱルサ
レムとにかかる言 2すゑの日にヱホバの家の山

はもろもろの山のいただきに堅立ちもろもろの

嶺よりもたかく擧りすべての國は流のごとく之

につかん 3おほくの民ゆきて相語いはん率われ

らヱホバの山にのぼりヤコブの神の家にゆかん

神われらにその道ををしへ給はんわれらその路

をあゆむべしとそは律法はシオンよりいでヱホ

バの言はヱルサレムより出べければなり 4ヱホバ

はもろもろの國のあひだを鞫きおほくの民をせ

めたまはん斯てかれらはその劒をうちかへて鋤

となしその鎗をうちかへて鎌となし國は國にむ

かひて劍をあげず戰鬪のことを再びまなばざる

べし 5ヤコブの家よきたれ我儕ヱホバの光にあ
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ゆまん 6主よなんぢはその民ヤコブの家をすてた

まへり此はかれらのなかに東のかたの風俗みち

皆ペリシテ人のごとく陰陽師となり異邦人のと

もがらと手をうちて盟をたてしが故なり 7かれら

の國には黄金白銀みちて財寶の數かぎりなしか

れらの國には馬みちて戰車のかず限りなし 8かれ

らの國には偶像みち皆おのが手の工その指のつ

くれる者ををがめり 9賤しきものは屈められ尊き

ものは卑せらるかれらを容したまふなかれ 10な

んぢ岩間にいりまた土にかくれてヱホバの畏る

べき容貌とその稜威の光輝とをさくべし 11この

日には目をあげて高ぶるもの卑せられ驕る人か

がめられ唯ヱホバのみ高くあげられ給はん 12そ

は萬軍のヱホバの一の日ありすべて高ぶる者お

ごる者みづからを崇るものの上にのぞみて之をひ

くくし 13またレバノンのたかく聳たるすべての

香柏バシヤンのすべての橿樹 14もろもろの高山

もろもろの聳えたる嶺 15すべてのたかき櫓すべ

ての堅固なる石垣 16およびタルシシのすべての

舟すべての慕ふべき美はしきものに臨むべし 17

この日には高ぶる者はかがめられ驕る人はひく

くせられ唯ヱホバのみ高くあげられ給はん 18か

くて偶像はことごとく亡びうすべし 19ヱホバた

ちて地を震動したまふとき人々そのおそるべき容

貌とその稜威の光輝とをさけて巖の洞と地の穴と

にいらん 20その日人々おのが拜せんとて造れる

白銀のぐうざうと黄金のぐうざうとを鼹鼠のあな

蝙蝠の穴になげすて 21岩々の隙けはしき山峽に

いりヱホバの起て地をふるひうごかしたまふそ

の畏るべき容貌と稜威のかがやきとを避ん 22な

んぢら鼻より息のいでいりする人に倚ることをや

めよ斯るものは何ぞかぞふるに足らん

3みよ主ばんぐんのヱホバ、ヱルサレムおよび
ユダの賴むところ倚ところなる凡てその賴む

ところの糧すべてその賴むところの水 2勇士戰

士審士預言者卜筮者長老 3五十人の首貴顯者

議官藝に長たる者および言語たくみなるものを

除去りたまはん 4われ童子をもてかれらの君とし

嬰兒にかれらを治めしめん 5民たがひに相虐げ

人おのおのその隣をしへたげ童子は老たる者に

むかひて高ぶり賤しきものは貴きものに對ひて

たかぶらん 6そのとき人ちちの家にて兄弟にすが

りていはん汝なほ衣ありわれらの有司となりて

この荒敗をその手にてをさめよと 7その日かれ聲

をあげていはん我なんぢらを愈すものとなるを

得じわが家に糧なくまた衣なし我をたてて民の

有司とすることなかれと 8是かれらの舌と行爲と

はみなヱホバにそむきてその榮光の目ををかしし

が故にヱルサレムは敗れユダは仆れたればなり 9

かれらの面色はその惡きことの證をなしソドム

のごとくその罪をあらはして隱すことをせざるな

りかれらの靈魂はわざはひなるかな自らその惡

の報をとれり 10なんぢら義人にいへかならず福

祉をうけんと彼等はそのおこなひの實をくらふ

べければなり 11惡者はわざはひなる哉かならず

災禍をうけんその手の報きたるべければなり 12

わが民はをさなごに虐げられ婦女にをさめらる

唉わが民よなんぢを導くものは反てなんぢを迷は

せ汝のゆくべき途を絶つ 13ヱホバ立いでて公理

をのべ起てもろもろの民を審判し給ふ 14ヱホバ

來りておのが民の長老ともろもろの君とをさばき

て言給はんなんぢらは葡萄園をくひあらせり貧

きものより掠めとりたる物はなんぢらの家にあり

15いかなれば汝等わが民をふみにじり貧きものの

面をすりくだくやとこれ主萬軍のヱホバのみこ

とばなり 16ヱホバまた言給はくシォンの女輩は

おごり項をのばしてあるき眼にて媚をおくり徐

々としてあゆみゆくその足にはりんりんと音あり

17このゆゑに主シオンのむすめらの頭をかぶろに

しヱホバ彼らの醜所をあらはし給はん 18その日

主かれらが足にかざれる美はしき釧をとり瓔珞

半月飾 19耳環手釧面帕 20華冠脛飾紳香盒符嚢

21指環鼻環 22公服上衣外帔金嚢 23鏡細布の衣

首帕被衣などを取除きたまはん 24而して馨はし

き香はかはりて臭穣となり紳はかはりて繩とな

り美はしく編たる髮はかぶろとなり華かなる衣

はかはりて麁布のころもとなり麗顔はかはりて

烙鐵せられたる痕とならん 25なんぢの男はつる

ぎにたふれなんぢの勇士はたたかひに仆るべし

26その門はなげきかなしみシオンは荒廢れて地に

すわらん

4その日七人のをんな一人の男にすがりていは
ん我儕おのれの糧をくらひ己のころもを着る

べしただ我儕になんぢの名をとなふることを許

してわれらの恥をとりのぞけと 2その日ヱホバの

枝はさかえて輝かん地よりなりいづるものの實

はすぐれ並うるはしくして逃れのこれるイスラエ

ルの益となるべし 3而してシオンに遣れるもの
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ヱルサレムにとどまれる者すべて此等のヱルサ

レムに存ふる者のなかに録されたるものは聖とと

なへられん 4そは主さばきするみたまと燒つくす

靈とをもてシオンのむすめらの汚をあらひヱル

サレムの血をその中よりのぞきたまふ期きたるべ

ければなり 5爰にヱホバはシオンの山のすべての

住所ともろもろの聚會とのうへに晝は雲と煙と

をつくり夜はほのほの光をつくり給はんあまね

く榮のうへに覆庇あるべし 6また一つの假廬あり

て晝はあつさをふせぐ陰となり暴風と雨とをさ

けてかくるる所となるべし

5われわが愛する者のために歌をつくり我があ
いするものの葡萄園のことをうたはんわが愛

するものは土肥たる山にひとつの葡萄園をもてり

2彼その園をすきかへし石をのぞきて嘉ぶだうを

うゑそのなかに望樓をたて酒榨をほりて嘉葡萄

のむすぶを望みまてり然るに結びたるものは野

葡萄なりき 3さればヱルサレムに住るものとユダ

の人よ請なんぢら我とわがぶだうぞのとの間を

さばけ 4わが葡萄園にわれの作たるほか何のなす

べき事ありや我はよきぶだうの結ぶをのぞみま

ちしに何なれば野葡萄をむすびしや 5然ばわれわ

が葡萄園になさんとすることを汝等につげん我

はぶだうぞのの籬芭をとりさりてその食あらさる

るにまかせその垣をこぼちてその踐あらさるる

にまかせん 6我これを荒してふたたび剪ことをせ

ず耕すことをせず棘と荊とをはえいでしめんま

た雲に命せてそのうへに雨ふることなからしめん

7それ萬軍のヱホバの葡萄園はイスラエルの家な

りその喜びたまふところの植物はユダの人なり

これに公平をのぞみたまひしに反りて血をながし

これに正義をのぞみ給ひしにかへりて號呼あり 8

禍ひなるかな彼らは家に家をたてつらね田圃に

田圃をましくはへて餘地をあまさず己ひとり國

のうちに住んとす 9萬軍のヱホバ我耳につげて宣

はく實におほくの家はあれすたれ大にして美し

き家は人のすむことなきにいたらん 10十段のぶ

だうぞの僅かに一バテをみのり一ホメルの穀種は

わづかに一エパを實るべし 11禍ひなるかなかれ

らは朝つとにおきて濃酒をおひもとめ夜のふく

るまで止まりてのみ酒にその身をやかるるなり

12かれらの酒宴には琴あり瑟あり鼓あり笛あり

葡萄酒ありされどヱホバの作爲をかへりみずそ

の手のなしたまふところに目をとめず 13斯るが

故にわが民は無知にして虜にせられその貴顯者

はうゑそのもろもろの民は渇によりて疲れはて

ん 14また陰府はその欲望をひろくしその度られ

ざる口をはるかれらの榮華かれらの群衆かれら

の饒富および喜びたのしめる人みなその中にお

つべし (Sheol h7585) 15賤しき者はかがめられ貴きも

のは卑くせられ目をあげて高ぶる者はひくくせ

らるべし 16されど萬軍のヱホバは公平によりて

あがめられ聖なる神は正義によりて聖とせられ

給ふべし 17而して小羊おのが牧場にあるごとく

に草をはみ豐かなるものの田はあれて旅客にく

らはれん 18禍ひなるかな彼等はいつはりを繩と

なして惡をひき索にて車をひくごとく罪をひけ

り 19かれらは云その成んとする事をいそぎて速

かになせ我儕これを見んイスラエルの聖者のさ

だむることを逼來らせよわれらこれを知んと 20

禍ひなるかなかれらは惡をよびて善とし善をよ

びて惡とし暗をもて光とし光をもて暗とし苦を

もて甘とし甘をもて苦とする者なり 21わざはひ

なる哉かれらは己をみて智しとし自らかへりみ

て聰とする者なり 22禍ひなるかなかれらは葡萄

酒をのむに丈夫なり濃酒を和するに勇者なり 23

かれらは賄賂によりて惡きものを義となし義人

よりその義をうばふ 24此によりて火舌の刈株を

くらふがごとくまた枯草の火焰のなかにおつる

がごとくその根はくちはてその花は塵のごとく

に飛さらんかれらは萬軍のヱホバの律法をすて

てイスラエルの聖者のことばを蔑したればなり 25

この故にヱホバその民にむかひて怒をはなち手

をのべてかれらを撃たまへり山はふるひうごき

かれらの屍は衢のなかにて糞土のごとくなれり

然はあれどヱホバの怒やまずして尚その手を伸し

たまふ 26かくて旗をたててとほき國々をまねき

彼等をよびて地の極より來らしめたまはん視よ

かれら趨りて速かにきたるべし 27その中には疲

れたふるるものなく眠りまたは寢るものなしそ

の腰の帶はとけずその履の紐はきれず 28その矢

は鋭その弓はことごとく張りその馬のひづめは

石のごとくその車の輪は疾風のごとしと稱へられ

ん 29その嘷ること獅のごとくまた小獅のごとく

嘷うなりつつ獲物をつかみて掠去れども之をすく

ふ者なし 30その日かれらが嘯響めくこと海のな

りどよめくがごとしもし地をのぞまば暗と難と

ありて光は黑雲のなかにくらくなりたるを見ん
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6ウジヤ王のしにたる年われ高くあがれる御座
にヱホバの坐し給ふを見しにその衣裾は殿に

みちたり 2セラピムその上にたつおのおの六の

翼ありその二をもて面をおほひその二をもて足

をおほひ其二をもて飛翔り 3たがひに呼いひけ

るは聖なるかな聖なるかな聖なるかな萬軍のヱホ

バその榮光は全地にみつ 4斯よばはる者の聲に

よりて閾のもとゐ搖うごき家のうちに煙みちたり

5このとき我いへり禍ひなるかな我ほろびなん我

はけがれたる唇の民のなかにすみて穢たるくちび

るの者なるにわが眼ばんぐんのヱホバにましま

す王を見まつればなりと 6爰にかのセラピムのひ

とり鉗をもて壇の上よりとりたる熱炭を手にたづ

さへて我にとびきたり 7わが口に觸ていひけるは

視よこの火なんぢの唇にふれたれば旣になんぢの

惡はのぞかれなんぢの罪はきよめられたりと 8

我またヱホバの聲をきく曰くわれ誰をつかはさ

ん誰かわれらのために往べきかとそのとき我い

ひけるはわれ此にあり我をつかはしたまへ 9ヱホ

バいひたまはく往てこの民にかくのごとく告よ

なんぢら聞てきけよ然どさとらざるべし見てみ

よ然どしらざるべしと 10なんぢこの民のこころ

を鈍くしその耳をものうくしその眼をおほへ恐

らくは彼らその眼にて見その耳にてききその心

にてさとり翻へりて醫さるることあらん 11ここ

に我いひけるは主よいつまで如此あらんか主こ

たへたまはく邑はあれすたれて住むものなく家

に人なく邦ことごとく荒土となり 12人々ヱホバ

に遠方までうつされ廢りたるところ國中におほ

くならん時まで如此あるべし 13そのなかに十分

の一のこる者あれども此もまた呑つくされんさ

れど聖裔のこりてこの地の根となるべし彼のテレ

ビントまたは橿樹がきらるることありともその根

ののこるがごとし

7ウジヤの子ヨタムその子ユダヤ王アハズのと
きアラムの王レヂンとレマリヤの子イスラエ

ル王ペカと上りきたりてヱルサレムを攻しがつひ

に勝ことあたはざりき 2ここにアラムとエフライ

ムと結合なりたりとダビデの家につぐる者ありけ

れば王のこころと民の心とは林木の風にうごか

さるるが如くに動けり 3その時ヱホバ、イザヤに

言たまひけるは今なんぢと汝の子シヤルヤシユブ

と共にいでて布をさらす野の大路のかたはらなる

上池の樋口にゆきてアハズを迎へ 4これに告べし

なんぢ謹みて靜かなれアラムのレヂン及びレマ

リヤの子はげしく怒るとも二の燼餘りたる煙れる

片柴のごとし懼るるなかれ心をよわくするなか

れ 5アラム、エフライム及びレマリヤの子なんぢ

にむかひて惡き謀ごとを企てていふ 6われらユダ

に攻上りて之をおびやかし我儕のためにこれを破

りとりタビエルの子をその中にたてて王とせん

と 7されど主ヱホバいひたまはくこの事おこな

はれずまた成ことなし 8アラムの首はダマスコ、

ダマスコの首はレヂンなりエフライムは六十五

年のうちに敗れて國をなさざるべし 9またエフラ

イムの首はサマリヤ、サマリヤの首はレマリヤの

子なり若なんぢら信ぜずばかならず立ことを得

じと 10ヱホバ再びアハズに告ていひたまはく 11

なんぢの神ヱホバに一の豫兆をもとめよ或はふ

かき處あるひは上のたかき處にもとめよ (Sheol

h7585) 12アハズいひけるは我これを求めじ我はヱ

ホバを試むることをせざるべし 13イザヤいひけ

るはダビデのいへよ請なんぢら聞なんぢら人を

わづらはしこれを小事として亦わが神をも煩はさ

んとするか 14この故に主みづから一の豫兆をな

んぢらに賜ふべし視よをとめ孕みて子をうまん

その名をインマヌエルと稱ふべし 15かれ惡をす

て善をえらぶことを知ころほひにいたりて乳酥と

蜂蜜とをくらはん 16そはこの子いまだ惡をすて

善をえらぶことを知ざるさきになんぢが忌きらふ

兩の王の地はすてらるべし 17ヱホバはエフライ

ムがユダを離れし時よりこのかた臨みしことなき

日を汝となんぢの民となんぢの父の家とにのぞま

せ給はん是アツスリヤの王なり 18其日ヱホバ、

エジプトなる河々のほとりの蠅をまねきアツスリ

ヤの地の蜂をよびたまはん 19皆きたりて荒たる

たに岩穴すべての荊棘すべての牧場のうへに止ま

るべし 20その日主はかはの外ふより雇へるアツ

スリヤの王を剃刀として首と足の毛とを剃たまは

んまた髯をも除きたまふべし 21その日人わかき

牝犢ひとつと羊ふたつとを飼をらん 22その出す

ところの乳おほきによりて乳酥をくらふことを得

んすべて國のうちに遺れるものは乳酥と蜂蜜と

をくらふべし 23その日千株に銀一千の價をえた

る葡萄ありし處もことごとく荊と棘はえいづべし

24荊とおどろと地にあまねきがゆゑに人々矢と弓

とをもて彼處にゆくなり 25鋤をもて掘たがへし

たる山々もいばらと棘のために人おそれてその中
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にゆくことを得じその地はただ牛をはなち羊に

ふましむる處とならん

8ヱホバ我にいひたまひけるは一の大なる牌を
とりそのうへに平常の文字にてマヘルシャラ

ルハシバズと録せ 2われ信實の證者なる祭司ウ

リヤおよびエベレキヤの子ゼカリヤをもてその證

をなさしむ 3われ預言者の妻にちかづきしとき彼

はらみて子をうみければヱホバ我にいひたまは

くその名をマヘルシャラルハシバズと稱へよ 4

そはこの子いまだ我が父わが母とよぶことを知ら

ざるうちにダマスコの富とサマリヤの財寳はう

ばはれてアツスリヤ王のまへに到るべければなり

5ヱホバまた重て我につげたまへり云く 6この民

はゆるやかに流るるシロアの水をすててレヂンと

レマリヤの子とをよろこぶ 7此によりて主はいき

ほひ猛くみなぎりわたる大河の水をかれらのうへ

に堰入たまはん是はアツスリヤ王とそのもろも

ろの威勢とにして百の支流にはびこりもろもろ

の岸をこえ 8ユダにながれいり溢れひろごりて

その項にまで及ばんインマヌエルよそののぶる

翼はあまねくなんぢの地にみちわたらん 9もろも

ろの民よさばめき騒げなんぢら摧かるべし遠き

くにぐにの者よきけ腰におびせよ汝等くだかる

べし腰に帶せよなんぢら摧かるべし 10なんぢら

互にはかれつひに徒勞ならんなんぢら言をいだ

せ遂におこなはれじそは神われらとともに在せ

ばなり 11ヱホバつよき手をもて此如われに示し

この民の路にあゆまざらんことを我にさとして言

給はく 12此民のすべて叛逆ととなふるところの

者をなんぢら叛逆ととなふるなかれ彼等のおそ

るるところを汝等おそるるなかれ慴くなかれ 13

なんぢらはただ萬軍のヱホバを聖としてこれを畏

みこれを恐るべし 14然らばヱホバはきよき避所

となりたまはん然どイスラエルの兩の家には躓

く石となり妨ぐる磐とならんヱルサレムの民に

は網罟となり機濫とならん 15おほくの人々これ

によりて蹶きかつ仆れやぶれ網せられまた捕へ

らるべし 16證詞をつかね律法をわが弟子のうち

に封べし 17いま面をおほひてヤコブの家をかへ

りみ給はずといへども我そのヱホバを待そのヱ

ホバを望みまつらん 18視よわれとヱホバが我に

たまひたる子輩とはイスラエルのうちの豫兆なり

奇しき標なり此はシオンの山にいます萬軍のヱ

ホバの與へたまふ所なり 19もし人なんぢらにつ

げて巫女および魔術者のさえづるがごとく細語が

ごとき者にもとめよといはば民はおのれの神にも

とむべきにあらずやいかで活者のために死者に

もとむることを爲んといへ 20ただ律法と證詞と

を求むべし彼等のいふところ此言にかなはずば

晨光あらじ 21かれら國をへあるきて苦みうゑん

その饑るとき怒をはなち己が王おのが神をさして

誼ひかつその面をうへに向ん 22また地をみれば

艱難と幽暗とくるしみの闇とありかれらは昏黑

におひやられん

9今くるしみを受れども後には闇なかるべし昔
しはゼブルンの地ナフタリの地をあなどられ

しめ給ひしかど後には海にそひたる地ヨルダン

の外の地ことくに人のガリラヤに榮をうけしめ

給へり 2幽暗をあゆめる民は大なる光をみ死蔭

の地にすめる者のうへに光てらせり 3なんぢ民を

ましその歡喜を大にしたまひければかれらは收

穫時によろこぶがごとく掠物をわかつときに樂む

がごとく汝の前によろこべり 4そは汝かれらがお

へる軛とその肩の笞と虐ぐるものの杖とを折り

これを折りてミデアンの日のごとくなし給ひたれ

ばなり 5すべて亂れたたかふ兵士のよろひと血に

まみれたる衣とはみな火のもえくさとなりて焚る

べし 6ひとりの嬰兒われらのために生れたり我

儕はひとりの子をあたへられたり政事はその肩

にありその名は奇妙また議士また大能の神とこ

しへのちち平和の君ととなへられん 7その政事

と平和とはましくははりて窮りなし且ダビデの

位にすわりてその國ををさめ今よりのちとこしへ

に公平と正義とをもてこれを立これを保ちたまは

ん萬軍のヱホバの熱心これを成たまふべし 8主

一言をヤコブにおくり之をイスラエルの上にのぞ

ませ給へり 9すべてのこの民エフライムとサマリ

ヤに居るものとは知ならんかれらは高ぶり誇る

心をもていふ 10瓦くづるるともわれら斫石をも

て建くはの木きらるるともわれら香柏をもて之

にかへんと 11この故にヱホバ、レヂンの敵をあ

げもちゐてイスラエルを攻しめその仇をたけび

勇しめたまはん 12前にアラム人あり後にペシリ

テ人あり口をはりてイスラエルを呑んとす然は

あれどヱホバの怒やまずして尚その手をのばした

まふ 13然どこの民はおのれをうつものに歸らず

萬軍のヱホバを求めず 14斯るゆゑにヱホバ一日

のうちに首と尾と椶櫚のえだと葦とをイスラエル
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より斷切たまはん 15その首とは老たるもの尊き

ものその尾とは謊言をのぶる預言者をいふなり

16この民をみちびく者はこれを迷はせその引導を

うくる者はほろぶるなり 17このゆゑに主はその

少壯者をよろこびたまはずその孤兒と寡婦とを

憐みたまはざるべし是その民はことごとく邪ま

なり惡をおこなふ者なりおのおのの口は愚かな

る言をかたればなり然はあれどヱホバの怒やま

ずして尚その手をのばしたまふ 18惡は火のごと

くもえ棘と荊とを食つくし茂りあふ林をやくべけ

ればみな煙となりむらがりて上騰らん 19萬軍の

ヱホバの怒によりて地はくろく燒その民は火の

もえくさとなり人々たがひに相憐むことなし 20

人みぎに攫めどもなほ饑ひだりに食へども尚あ

かずおのおのその腕の肉をくらふべし 21マナセ

はエフライムをエフライムはマナセをくらひ又

かれら相合てユダを攻めん然はあれどヱホバの

怒やまずして尚その手をのばしたまふ

10不義のおきてをさだめ暴虐のことばを録すも
のは禍ひなるかな 2かれらは乏きものの訴を

うけずわが民のなかの貧しきものの權利をはぎ

寡婦の資產をうばひ孤兒のものを掠む 3なんぢら

懲しめらるる日きたらば何をなさんとするか敗

壞とほきより來らんとき何をなさんとするかな

んぢら逃れゆきて誰にすくひを求めんとするか

また何處になんぢらの榮をのこさんとするか 4た

だ縛められたるものの下にかがみ殺されたるも

ののしたに伏仆れんのみ然はあれどヱホバのい

かり止ずして尚ほその手をのばしたまふ 5咄アツ

スリヤ人なんぢはわが怒の杖なりその手の笞は

わが忿恚なり 6われ彼をつかはして邪曲なる國を

せめ我かれに命じて我がいかれる民をせめてその

所有をかすめその財寶をうばはしめかれらを街

の泥のごとくに蹂躪らしめん 7されどアツスリヤ

人のこころざしは斯のごとくならずその心の念

もまた斯のごとくならずそのこころは敗壞をこ

のみあまたの國をほろぼし絶ん 8かれ云わが諸

侯はみな王にあらずや 9カルノはカルケミシの如

くハマテはアルパデの如くサマリヤはダマスコ

の如きにあらずや 10わが手は偶像につかふる國

々を得たりその彫たる像はヱルサレムおよびサ

マリヤのものに勝れたり 11われ旣にサマリヤと

その偶像とに行へるごとく亦ヱルサレムとその偶

像とにおこなはざる可んやと 12このゆゑに主い

ひたまふ我シオンの山とヱルサレムとに爲んと

する事をことごとく遂をはらんとき我アツスリ

ヤ王のおごれる心の實とその高ぶり仰ぎたる眼と

を罰すべし 13そは彼いへらくわれ手の力と智慧

とによりて之をなせり我はかしこし國々の境を

のぞきその獲たるものをうばひ又われは丈夫に

してかの位に坐するものを下したり 14わが手も

ろもろの民のたからを得たりしは巣をとるが如く

また天が下を取收めたりしは遺しすてたる卵をと

りあつむるが如くなりきあるひは翼をうごかし

あるひは口をひらきあるひは喃々する者もなか

りしなりと 15斧はこれをもちゐて伐ものにむか

ひて己みづから誇ることをせんや鋸はこれを動

かす者にむかひて己みづから高ぶることをせんや

此はあだかも笞がおのれを擧るものを動かし杖み

づから木にあらざるものを擧んとするにひとし 16

このゆゑに主萬軍のヱホバは肥たるものを瘠しめ

且その榮光のしたに火のもゆるが如き火焰をおこ

し給はん 17イスラエルの光は火のごとくその聖

者はほのほの如くならん斯て一日のうちに荊と

おどろとを燒ほろぼし 18又かの林と土肥たる田

圃の榮をうせしめ靈魂をも身をもうせしめて病

るものの衰へたるが如くなさん 19かつ林のうち

に殘れる木わづかにして童子も算へうるが如くに

なるべし 20その日イスラエルの遺れる者とヤコ

ブの家ののがれたる者とは再びおのれを撃し者に

たよらず誠意をもてイスラエルの聖者ヱホバにた

よらん 21その遺れるものヤコブの遺れるものは

大能の神にかへるべし 22ああイスラエルよなん

ぢの民は海の沙のごとしといへども遺りて歸りき

たる者はただ僅少ならんそは敗壞すでにさだま

り義にて溢るべければなり 23主萬軍のヱホバの

定めたまへる敗壞はこれを徧く國内におこなひ給

ふべし 24このゆゑに主萬軍のヱホバいひたまは

くシオンに住るわが民よアツスリヤ人エジプト

の例にならひ笞をもて汝をうち杖をあげて汝をせ

むるとも懼るるなかれ 25ただ頃刻にして忿恚は

やまん我がいかりは彼等をほろぼして息ん 26萬

軍のヱホバむかしミデアン人をオレブの巖のあた

りにて撃たまひしごとくに禍害をおこして之をせ

め又その杖を海のうへに伸しエジプトの例にし

たがひてこれを擧たまはん 27その日かれの重荷

はなんぢの肩より下かれの軛はなんぢの頸より

はなれその軛はあぶらの故をもて壞れん 28かれ
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アイにきたりミグロンを過ミクマシにてその輜重

をとどめ 29渡口をすぎてゲバに宿るここに於て

ラマはをののきサウルギべア人は逃れはしれり 30

ガリムの女よなんぢ聲をあげて叫べライシよ耳

をかたぶけて聽けアナトテよなんぢも聲をあげ

よ 31マデメナはさすらひゲビムの民はのがれ走

れり 32この日かれノブに立とどまりシオンのむ

すめの山ヱルサレムの岡にむかひて手をふりたり

33主ばんぐんのヱホバは雄々しくたけびてその枝

を斷たまはん丈高きものは伐おとされ聳えたる

者はひくくせらるべし 34また銕をもて茂りあふ

林をきり給はんレバノンは能力あるものに倒さ

るべし

11ヱツサイの株より一つの芽いでその根より
一つの枝はえて實をむすばん 2その上にヱホ

バの靈とどまらんこれ智慧聰明の靈謀略才能の

靈知識の靈ヱホバをおそるるの靈なり 3かれは

ヱホバを畏るるをもて歡樂としまた目みるとこ

ろによりて審判をなさず耳きくところによりて

斷定をなさず 4正義をもて貧しき者をさばき公

平をもて國のうちの卑しき者のために斷定をなし

その口の杖をもて國をうちその口唇の氣息をもて

惡人をころすべし 5正義はその腰の帶となり忠

信はその身のおびとならん 6おほかみは小羊とと

もにやどり豹は小山羊とともにふし犢をじし肥

たる家畜ともに居てちひさき童子にみちびかれ 7

牝牛と熊とはくひものを同にし熊の子と牛の子

とともにふし獅はうしのごとく藁をくらひ 8乳

兒は毒蛇のほらにたはふれ乳ばなれの兒は手を

まむしの穴にいれん 9斯てわが聖山のいづこにて

も害ふことなく傷ることなからんそは水の海を

おほへるごとくヱホバをしるの知識地にみつべけ

ればなり 10その日ヱツサイの根たちてもろもろ

の民の旂となりもろもろの邦人はこれに服ひき

たり榮光はそのとどまる所にあらん 11その日主

はまたふたたび手をのべてその民ののこれる僅か

のものをアツスリヤ、エジプト、パテロス、エテ

オピア、エラム、シナル、ハマテおよび海のしま

じまより贖ひたまふべし 12ヱホバは國々の爲に

旂をたててイスラエルの逐やられたる者をあつめ

地の四極よりユダの散失たるものを集へたまはん

13またエフライムの猜はうせユダを惱ますものは

斷れエフライムはユダをそねまずユダはエフラ

イムを惱ますことなかるべし 14かれらは西なる

ペリシテ人の境にとびゆき相共にひがしの子輩を

かすめその手をエドムおよびモアブにのべアン

モンの子孫をおのれに服はしめん 15ヱホバ、エ

ジプトの海汊をからし河のうへに手をふりて熱風

をふかせその河をうちて七の小流となし履をは

きて渉らしめたまはん 16斯てその民ののこれる

僅かのものの爲にアツスリヤより來るべき一つの

大路あり昔しイスラエルがエジプトの地よりい

でし時のごとくなるべし

12その日なんぢ言んヱホバよ我なんぢに感謝
すべし汝さきに我をいかり給ひしかどその

怒はやみて我をなぐさめたまへり 2視よ神はわが

救なりわれ依賴ておそるるところなし主ヱホバ

はわが力わが歌なりヱホバは亦わが救となりた

まへりと 3此故になんぢら欣喜をもて救の井より

水をくむべし 4その日なんぢらいはんヱホバに

感謝せよその名をよべその行爲をもろもろの民

の中につたへよその名のあがむべきことを語り

つげよと 5ヱホバを頌うたへそのみわざは高く

すぐれたればなりこれを全地につたへよ 6シオ

ンに住るものよ聲をあげてよばはれイスラエル

の聖者はなんぢの中にて大なればなり

13アモツの子イザヤが示されたるバビロンにか
かる重負の預言 2なんぢらかぶろの山に旂を

たて聲をあげ手をふり彼等をまねきて貴族の門に

いらしめよ 3われ旣にきよめ別ちたるものに命じ

わが丈夫ほこりかにいさめる者をよびてわが怒

をもらさしむ 4山におほくの人の聲きこゆ大なる

民あるがごとしもろもろの國民のよりつどひて

喧めく聲きこゆこれ萬軍のヱホバたたかひの軍

兵を召したまふなり 5かれらはとほき國より天の

極よりきたるこれヱホバとその忿恚をもらす器

とともに全國をほろぼさんとて來るなり 6なんぢ

ら泣號ぶべしヱホバの日ちかづき全能者よりいづ

る敗亡きたるべければなり 7この故にすべての手

はたれ凡の人のこころは消ゆかん 8かれら慴きお

それ艱難と憂とにせまられ子をうまんとする婦

のごとく苦しみ互におどろき相みあひてその面

は燄のごとくならん 9視よヱホバの日苛くして忿

恚とはげしき怒とをもて來りこの國をあらしそ

の中よりつみびとを絶滅さん 10天のもろもろの

星とほしの宿は光をはなたず日はいでてくらく

月はその光をかがやかさざるべし 11われ惡こと
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のために世をつみし不義のために惡きものをば

つし驕れるものの誇をとどめ暴ぶるものの傲慢

をひくくせん 12われ人をして精金よりもすくな

くオフルの黄金よりも少なからしめん 13かくて

亦われ萬軍のヱホバの忿恚のとき烈しき怒りの日

に天をふるはせ地をうごかしてその處をうしなは

しむべし 14かれらは逐るる鹿のごとく集むるも

のなき羊のごとくなりて各自おのれの民にかへり

おのれの國にのがれゆかん 15すべて其處にある

もの見出さるれば刺れ拘留らるるものは劍にた

ふされ 16彼等の嬰兒はその目前にてなげくだか

れその家財はかすめうばはれその妻はけがさる

べし 17視よわれ白銀をもかへりみず黄金をもよ

ろこばざるメデア人をおこして之にむかはしめん

18かれらは弓をもて若きものを射くだき腹の實を

あはれむことなく小子をみてをしむことなし 19

すべての國の中にてうるはしくカルデヤ人がほこ

り飾となせるバビロンはむかし神にほろぼされた

るソドム、ゴモラのごとくならん 20ここに住む

もの永くたえ世々にいたるまで居ものなくアラ

ビヤ人もかしこに幕屋をはらず牧人もまたかしこ

にはその群をふさすることなく 21ただ猛獸かし

こにふし吼るものその家にみち鴕鳥かしこにす

み牡山羊かしこに躍らん 22豺狼その城のなかに

なき野犬えいぐわの宮にさけばんその時のいた

るは近きにありその日は延ることなかるべし

14ヱホバ、ヤコブを憐みイスラエルをふたたび
撰びて之をおのれの地におきたまはん異邦

人これに加りてヤコブの家にむすびつらなるべし

2もろもろの民はかれらをその處にたづさへいた

らん而してイスラエルの家はヱホバの地にてこれ

を奴婢となし曩におのれを虜にしたるものを虜に

しおのれを虐げたるものを治めん 3ヱホバなん

ぢの憂と艱難とをのぞき亦なんぢが勤むるから

き役をのぞきて安息をたまふの日 4なんぢこの歌

をとなへバビロン王をせめていはん虐ぐる者いか

にして息みしや金をはたる者いかにして息みし

やと 5ヱホバあしきものの笞ともろもろの有司の

杖とををりたまへり 6かれらは怒をもてもろもろ

の民をたえず撃てはうち忿恚をもてもろもろの

國ををさむれどその暴虐をとどむる者なかりき 7

今は全地やすみを得おだやかを得ことごとく聲

をあげてうたふ 8實にまつの樹およびレバノンの

香柏さへもなんぢの故により歡びていふ汝すで

に仆たれば樵夫のぼりきたりてわれらを攻ること

なしと 9下の陰府はなんぢの故により動きて汝の

きたるをむかへ世のもろもろの英雄の亡靈をおこ

し國々のもろもろの王をその位より起おこらしむ

(Sheol h7585) 10かれらは皆なんぢに告ていはん汝も

われらのごとく弱くなりしや汝もわれらと同じ

くなりしやと 11なんぢの榮華となんぢの琴の音

はすでに陰府におちたり蛆なんぢの下にしかれ

蚯蚓なんぢをおほふ (Sheol h7585) 12あしたの子明星

よいかにして天より隕しやもろもろの國をたふ

しし者よいかにして斫れて地にたふれしや 13汝

さきに心中におもへらくわれ天にのぼり我くら

ゐを神の星のうへにあげ北の極なる集會の山にざ

し 14たかき雲漢にのぼり至上者のごとくなるべ

しと 15然どなんぢは陰府におとされ坑の最下に

いれられん (Sheol h7585) 16なんぢを見るものは熟々

なんぢを視なんぢに目をとめていはんこの人は

地をふるはせ列國をうごかし 17世を荒野のごと

くしもろもろの邑をこぼち捕へたるものをその

家にときかへさざりしものなるかと 18もろもろ

の國の王たちはことごとく皆たふとき狀にておの

おのその家にねぶる 19然どなんぢは忌きらふべ

き枝のごとくおのが墓のそとにすてられその周

圍には劍にて刺ころされ坑におろされ石におほ

はれたる者ありて踐つけらるる屍にことならず 20

汝おのれの國をほろぼしおのれの民をころしし

が故にかれらとおなじく葬らるることあたはず

それ惡をおこなふものの裔はとこしへに名をよば

るることなかるべし 21先祖のよこしまの故をも

てその子孫のために戮場をそなへ彼等をしてた

ちて地をとり世界のおもてに邑をみたすことなか

らしめよ 22萬軍のヱホバのたまはく我立てかれ

らを攻めバビロンよりその名と遺りたるものとを

絶滅しその子その孫をたちほろぼさんとこれヱ

ホバの聖言なり 23われバビロンを刺蝟のすみか

とし沼とし且ほろびの箒をもてこれを掃除かんと

これ萬軍のヱホバのみことばなり 24萬軍のヱホ

バ誓をたてて言給はくわがおもひし事はかならず

成わがさだめし事はかならず立ん 25われアツス

リヤ人をわが地にてうちやぶりわが山々にてふ

みにじらんここにおいて彼がおきし軛はイスラ

エル人よりはなれ彼がおはせし重負はイスラエ

ル人の肩よりはなるべし 26これは全地のことに

つきて定めたる謀略なり是はもろもろの國のう
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へに伸したる手なり 27萬軍のヱホバさだめたま

へり誰かこれを破ることを得んやその手をのば

したまへり誰かこれを押返すことを得んや 28ア

ハズ王の死たる年おもにの預言ありき 29曰くペ

リシテの全地よなんぢをうちし杖をれたればとて

喜ぶなかれ蛇の根より蝮いでその果はとびかけ

る巨蛇となるべければなり 30いと貧しきものは

ものくひ乏しきものは安然にふさんわれ饑饉を

もてなんぢの根をしなせ汝がのこれる者をころす

べし 31門よなげけ邑よさけべペリシテよなんぢ

の全地きえうせたりそはけぶり北よりいできた

りその軍兵の列におくるるものなし 32その國の

使者たちに何とこたふべきや答へていはんヱホ

バ、シオンの基をおきたまへりその民のなかの

苦しむものは避所をこの中にえん

15モアブにかかる重負のよげん曰く／モアブ
のアルは一夜の間にあらされて亡びうせモ

アブのキルは一夜のまに荒されてほろびうせん 2

かれバイテおよびデボンの高所にのぼりて哭き

モアブはネボ及びメデバの上にてなげきさけぶ

おのおのその頭を禿にしその鬚をことごとく剃た

り 3かれら麁服をきてその衢にあり屋蓋または

廣きところにて皆なきさけび悲しむこと甚だし 4

ヘシボンとエレアレと叫びてその聲ヤハズにまで

聞ゆこの故にモアブの軍兵こゑをあげその靈魂

うちに在てをののけり 5わが心モアブのために叫

びよばはれりその貴族はゾアルおよびヱグラテ

シリシヤにのがれ哭つつルヒテの坂をのぼりホ

ロナイムの途にて敗亡の聲をあぐ 6ニムリムの水

はかわき草はかれ苗はつきて緑蔬あらず 7このゆ

ゑに彼等はその獲たる富とその藏めたる物をたづ

さへて柳の河をわたらん 8その泣號のこゑはモア

ブの境をめぐり悲歎のこゑはエグライムにいた

りなげきの聲はべエルエリムにいたる 9デモン

の水は血にて充われデモンの上にひとしほ禍害

をくはへモアブの遁れたる者とこの地の遺りた

るものとに獅をおくらん

16なんぢら荒野のセラより羔羊をシオンの女の
山におくりて國の首にをさむべし 2モアブの

女輩はアルノンの津にありてさまよふ鳥のごとく

巣をおはれたる雛のごとくなるべし 3相謀りて審

判をおこなひ亭午にもなんぢの蔭を夜のごとく

ならしめ驅逐人をかくし遁れきたるものを顯は

すなかれ 4わが驅逐人をなんぢとともに居しめ

汝モアブの避所となりて之をそこなふ者のまへよ

り脱れしめよ勒索者はうせ害ふものはたえ暴虐

者は地より絶れん 5ひとつの位あはれみをもて堅

くたち眞實をおこなふ者そのうへに坐せん彼ダ

ビデの幕屋にをりて審判をなし公平をもとめて義

をおこなふに速し 6われらモアブの傲慢をきけり

その高ぶること甚だしわれらその誇とたかぶり

と忿恚とをきけりその大言はむなし 7この故に

モアブはモアブの爲になきさけび民みな哭さけぶ

べしなんぢら必らず甚だしく心をいためてキル

ハレステの乾葡萄のためになげくべし 8そはヘシ

ボンの畑とシブマのぶだうの樹とは凋みおとろへ

たりその枝さきにはヤゼルにまでいたりて荒野

にはびこりのびて海をわたりしが國々のもろも

ろの主その美はしき枝ををりたり 9この故にわれ

ヤゼルの哭とひとしくシブマの葡萄の樹のために

なかんヘシボンよエレアレよわが涙なんぢをひ

たさんそは鬨聲なんぢが果物なんぢが收穫の實

のうへにおちきたればなり 10欣喜とたのしみと

は土肥たる畑より取さられ葡萄園には謳ふこと

なく歡呼ばふことなく酒榨にはふみて酒をしぼる

ものなし我そのよろこびたつる聲をやめしめた

り 11このゆゑにわが心腸はモアブの故をもて琴

のごとく鳴ひびきキルハレスの故をもてわが衷

もまた然り 12モアブは高處にいでて倦つかれそ

の聖所にきたりて祈るべけれど驗あらじ 13こは

ヱホバが曩にモアブに就てかたりたまへる聖言な

り 14されど今ヱホバかたりて言たまはくモアブ

の榮はその大なる群衆とともに傭人の期にひとし

く三年のうちに恥かしめをうけ遺れる者はなは

だ少なくして力なからん

17ダマスコにかかはる重負の預言いはく／視
よダマスコは邑のすがたをうしなひて荒墟と

なるべし 2アロエルの諸邑はすてられん獸畜のむ

れそこにすみてその伏やすめるをおびやかす者も

なからん 3エフライムの城はすたりダマスコの政

治はやみスリアの遺れる者はイスラエルの子輩

のさかえのごとく消うせん是は萬軍のヱホバの

聖言なり 4その日ヤコブの榮はおとろへその肥た

る肉はやせて 5あだかも收穫人の麥をかりあつめ

腕をもて穂をかりたる後のごとくレパイムの谷に

穂をひろひたるあとの如くならん 6されど橄欖樹

をうつとき二つ三の核を杪にのこしあるひは四

つ五をみのりおほき樹の外面のえだに遺せるが如
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く採のこさるるものあるべし是イスラエルの神

ヱホバの聖言なり 7その日人おのれを造れるもの

を仰ぎのぞみイスラエルの聖者に目をとめん 8斯

ておのれの手の工なる祭壇をあふぎ望まずおの

れの指のつくりたるアシラの像と日の像とに目を

とめじ 9その日かれが堅固なるまちまちは昔イ

スラエルの子輩をさけてすてさりたる森のなか嶺

のうへに今のこれる荒跡のごとく荒地となるべし

10そは汝おのがすくひの神をわすれ己がちからと

なるべき磐を心にとめざりしによるこのゆゑに

なんぢ美くしき植物をうゑ異やうの枝をさし 11

かつ植たる日に籬をまはし朝に芽をいださしむれ

ども患難の日といたましき憂の日ときたりて收

穫の果はとびさらん 12唉おほくの民はなりどよ

めけり海のなりどよめく如くかれらも鳴動めけり

もろもろの國はなりひびけり大水のなりひびくが

如くかれらも鳴響けり 13もろもろの國はおほく

の水のなりひびくがごとく鳴響かんされど神か

れらを攻たまふべしかれら遠くのがれて風にふ

きさらるる山のうへの粃糠のごとくまた旋風に

ふきさらるる塵のごとくならん 14視よゆふぐれ

に恐怖ありいまだ黎明にいたらずして彼等は亡

たりこれ我儕をかすむる者のうくべき報われら

を奪ふもののひくべき鬮なり

18唉エテオピアの河の彼方なるさやさやと羽音
のきこゆる地 2この地蒹のふねを水にうかべ

海路より使者をつかはさんとてその使者にいへら

く疾走る使よなんぢら河々の流のわかるる國に

ゆけ丈たかく肌なめらかなる始めより今にいた

るまで懼るべく繩もてはかり人を踐にじる民にゆ

け 3すべて世にをるもの地にすむものよ山のう

へに旗のたつとき汝等これを見ラッパの鳴響くと

きなんぢら之をきけ 4そはヱホバわれに如此いひ

給へりいはく空はれわたり日てり收穫の熱むし

てつゆけき雲のたるる間われわが居所にしづか

に居てながめん 5收穫のまへにその芽またく生そ

の花ぶだうとなりて熟せんとするときかれ鎌を

もて蔓をかり枝をきり去ん 6斯てみな山のたけき

とりと地の獸とになげあたへらるべし猛鳥その

うへにて夏をすごし地のけものその上にて冬をわ

たらん 7そのとき河々の流のわかるる國の丈たか

く肌なめらかなる始めより今にいたるまで懼る

べく繩もてはかり人をふみにじる民より萬軍の

ヱホバにささぐる禮物をたづさへて萬軍のヱホ

バの聖名のところシオンの山にきたるべし

19エジプトにかかる重負のよげんいはく／ヱ
ホバははやき雲にのりてエジプトに來りたま

ふエジプトのもろもろの偶像はその前にふるひ

をののきエジプト人のこころはその衷にて消ゆ

かん 2我エジプト人をたけび勇ましめてエジプト

人を攻しめん斯てかれら各自その兄弟をせめおの

おのその鄰をせめ邑は邑をせめ國はくにを攻べ

し 3エジプト人の靈魂うせてその中むなしくなら

んわれその謀略をほろぼすべしかれらは偶像お

よび呪文をとなふるもの巫女魔術者にもとむるこ

とを爲ん 4われエジプト人を苛酷なる主人の手に

わたさんあらあらしき王かれらを治むべし是主

萬軍のヱホバの聖言なり 5海の水はつき河もまた

涸てかわかん 6また河々はくさき臭をはなちエジ

プトの堭はみな漸次にへりてかわき葦と蘆とかれ

はてん 7ナイルのほとりの草原ナイルの岸にほど

ちかき所すべてナイルの最寄にまきたる者はこと

ごとく枯てちりうせん 8漁者もまた歎きすべて

ナイルに釣をたるる者はかなしみ網を水のうへに

施ものはおとろふべし 9練たる麻にて物つくるも

の白布を織ものは恥あわて 10その柱はくだけ一

切のやとはれたる者のこころ憂ひかなしまん 11

誠やゾアンの諸侯は愚なりパロの最もかしこき議

官のはかりごとは癡鈍べし然ばなんぢら何でパ

ロにむかひて我はかしこきものの子われは古へ

の王の子なりといふを得んや 12なんぢの智者い

づくにありや彼らもし萬軍のヱホバの定めたま

ひしエジプトに係はることを暁得ばこれをなんぢ

に告るこそよけれ 13ゾアンのもろもろの諸侯は

愚かなりノフの諸侯は惑ひたりかれらはエジプ

トのもろもろの支派の隅石なるに却てエジプトを

あやまらせたり 14ヱホバ曲れる心をその中にま

じへ給ひしにより彼等はエジプトのすべて作と

ころを謬らせ恰かも酔る人の哇吐ときによろめく

が如くならしめたり 15エジプトにて或は首ある

ひは尾あるひは椶櫚のえだまたは葦すべてその作

ところの工なかるべし 16その日エジプトは婦女

のごとくならん萬軍のヱホバの動かしたまふ手

のその上にうごくが故におそれをののくべし 17

ユダの地はエジプトに懼れらるこの事をかたり

つぐれば聽くもの皆おそるこれ萬軍のヱホバ、

エジプトに對ひて定めたまへる謀略の故によるな
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り 18その日エジプトの地に五の邑ありカナンの

方言をかたりまた萬軍のヱホバに誓ひをたてん

その中のひとつは日邑ととなへらるべし 19その

日エジプトの地の中にヱホバをまつる一つの祭壇

ありその境にヱホバをまつる一柱あらん 20これ

エジプトの地にて萬軍のヱホバの徴となり證とな

るなりかれら暴虐者の故によりてヱホバに號求

むべければヱホバは救ふもの護るものを遣して

これを助けたまはん 21ヱホバおのれをエジプト

に知せたまはんその日エジプト人はヱホバをし

り犠牲と祭物とをもて之につかへん誓願をヱホ

バにたてて成とぐべし 22ヱホバ、エジプトを撃

たまはんヱホバこれを撃これを醫したまふこの

故にかれらヱホバに歸らんヱホバその懇求をい

れて之をいやし給はん 23その日エジプトよりア

ツスリヤにかよふ大路ありてアツスリヤ人はエ

ジプトにきたりエジプト人はアツスリヤにゆき

エジプト人とアツスリヤ人と相共につかふること

をせん 24その日イスラエルはエジプトとアツス

リヤとを共にし三あひならび地のうへにて福祉を

うくる者となるべし 25萬軍のヱホバこれを祝し

て言たまはくわが民なるエジプトわが手の工な

るアツスリヤわが產業なるイスラエルは福ひなる

かな

20アツスリヤのサルゴン王タルタンを遣してア
シドドにゆかしむ彼がアシドドを攻てとり

し年にあたり 2この時ヱホバ、アモツの子イザヤ

に托てかたりたまはく往なんぢの腰よりあらた

への衣をとき汝の足より履をぬげここに於てか

れその如くなし赤裸跣足にて歩めり 3ヱホバ言給

くわが僕イザヤは三年の間はだかはだしにてあ

ゆみエジプトとエテオピアとの豫兆となり奇し

き標となりたり 4斯のごとくエジプトの虜とエテ

オピアの俘囚とはアツスリヤの王にひきゆかれ

その若きも老たるもみな赤裸跣足にて臀までもあ

らはしエジプトの恥をしめすべし 5かれらはその

恃とせるエテオピアその誇とせるエジプトのゆゑ

をもて懼れはぢん 6その日この濱邊の民いはん

視よわれらの恃とせる國われらが遁れゆきて助

をもとめアツスリヤ王の手より救出されんとせし

國すでに斯のごとし我儕はいかにして脱かるる

を得んやと

21うみべの荒野にかかる重負のよげんいはく
／荒野よりおそるべき地より南のかたの暴風

のふきすぐるが如くきたれり 2われ苛き默示をし

めされたり欺騙者はあざむき荒すものはあらす

べしエラムよ上れメデアよかこめ我すでにすべ

ての歎息をやめしめたり 3この故にわが腰は甚だ

しくいたみ產にのぞめる婦人の如き苦しみ我に

せまれりわれ悶へ苦しみて聞ことあたはず我を

ののきて見ことあたはず 4わが心みだれまどひて

慴き怖ること甚だしわが樂しめる夕はかはりて

懼れとなりぬ 5彼らは席をまうけ筵をしきてくひ

のみすもろもろの君よたちて盾にあぶらぬれ 6

ヱホバかく我にいひ給へり汝ゆきて斥候をおき

その見るところを告しめよ 7かれ馬にのりて二列

にならび來るものを見また驢馬にのりたると駱

駝にのりたるとをみば耳をかたぶけて詳細にき

くことをせしめよと 8かれ獅の如く呼はりて曰け

るはわが主よわれ終日やぐらに立よもすがら斥

候の地にたつ 9馬にのりて二列にならびたる者き

たれり彼こたへていはくバビロンは倒れたり倒

れたりそのもろもろの神の像はくだけて地にふし

たり 10蹂躙らるるわが民よわが打場のたなつも

のよ我イスラエルの神萬軍のヱホバに聞るとこ

ろのものを汝につげたり 11ドマに係るおもにの

預言いはく／人ありセイルより我をよびていふ

斥候よ夜はなにのときぞ斥候よ夜はなにの時ぞ

12ものみ答へていふ朝きたり夜またきたる汝も

しとはんとおもはば問なんぢら歸りきたるべし

13アラビヤにかかる重負のよげん曰く／デダンの

客商よなんぢらはアラビヤの林にやどらん 14テ

マの地のたみよ水をたづさへて渇ける者をむかへ

糧をもて逃遁れたるものを迎へよ 15かれらは刃

をさけ旣にぬきたる劍すでに張たる弓およびた

たかひの艱難をさけて逃きたれり 16そは主われ

にいひたまはく傭人の期にひとしく一年のうち

にケダルのすべての榮華はつきはてん 17そのの

これる弓士のかずとケダルの子孫のますらをとは

少なかるべし此はイスラエルの神ヱホバのかた

り給へるなり

22異象の谷にかかる重負のよげん曰く／なん
ぢら何故にみな屋蓋にのぼれるか 2汝はさわ

がしく喧すしき邑ほこりたのしむ邑なんぢのう

ちの殺されたるものは劍をもて殺されしにあらず

亦たたかひにて死しにもあらず 3なんぢの有司は

みな共にのがれゆきしかど弓士にいましめられ

汝の民はとほくにげゆきしかど見出されて皆とも
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に縛められたり 4この故にわれいふ回顧てわれを

見るなかれ我いたく哭かなしまんわが民のむす

めの害はれたるによりて我をなぐさめんと勉むる

なかれ 5そは主萬軍のヱホバ異象のたにに騒亂ふ

みにじり惶惑の日をきたらせたまふ垣はくづれ

號呼のこゑは山々にきこゆ 6エラムは箙をおひた

り歩兵と騎兵とありキルは盾をあらはせり 7か

くて戰車はなんぢの美しき谷にみち騎兵はその

門にむかひてつらなれり 8ユダの庇護はのぞかる

その日なんぢは林のいへの武具をあふぎのぞめり

9なんぢらダビデのまちの壞おほきを見るなんぢ

ら下のいけの水をあつめ 10またヱルサレムの家

をかぞへ且その家をこぼちて垣をかたくし 11一

つの水坑をかきとかきとの間につくりて古池の水

をひけりされどこの事をなし給へるものを仰望ま

ずこの事をむかしより營みたまへる者をかへり

みざりき 12その日主萬軍のヱホバ命じて哭かな

しみ首をかぶろにし麁服をまとへと仰せたまひし

かど 13なんぢらは喜びたのしみ牛をほふり羊を

ころし肉をくらひ酒をのみていふ我儕くらひ且

のむべし明日はしぬべければなりと 14萬軍のヱ

ホバ默示をわが耳にきかしめたまはくまことに

この邪曲はなんぢらが死にいたるまで除き清めら

るるを得ずとこれ主萬軍のヱホバのみことばな

り 15主ばんぐんのヱホバ如此のたまふゆけ宮を

をさめ庫をつかさどるセブナにゆきていへ 16な

んぢここに何のかかはりありやまた茲にいかな

る人のありとして己がために墓をほりしや彼は

たかきところに墓をほり磐をうがちて己がために

住所をつくれり 17視よヱホバはつよき人のなげ

うつ如くに汝をなげうち給はん 18なんぢを包み

かためふりまはして闊かなる地に球のごとくなげ

いだしたまはん主人のいへの恥となるものよ汝

そこにて死そのえいぐわの車もそこにあらん 19

我なんぢをその職よりおひその位よりひきおとさ

ん 20その日われわが僕ヒルキヤの子エリアキム

を召て 21なんぢの衣をきせ汝の帶をもて固めな

んぢの政權をその手にゆだぬべし斯て彼ヱルサ

レムの民とユダの家とに父とならん 22我またダ

ビデのいへの鑰をその肩におかん彼あくればと

づるものなく彼とづればあくるものなし 23我か

れをたてて堅處にうちし釘のごとくすべし而し

てかれはその父の家のさかえの位とならん 24そ

の父の家のもろもろの榮は彼がうへに懸るその

子その孫およびすべての器のちひさきもの皿より

瓶子にいたるまでも然らざるなし 25萬軍のヱホ

バのたまはくその日かたき處にうちたる釘はぬけ

いで斫れておちんそのうへにかかれる負もまた

絶るべしこはヱホバ語り給へるなり

23ツロに係るおもにの預言いはく／タルシシ
のもろもろの舟よなきさけべツロは荒廢れ

て屋なく入べきところなければなりかれら此事

をキツテムの地にて告しらせらる 2うみべの民よ

もだせ曩には海をゆきかふシドンの商賣くさぐ

さの物をかしこに充せたり 3ツロは大なる水をわ

たりくるシホルの種物とナイルがはの穀物とによ

りて収納をえたりツロはもろもろの國のつどふ

市なりき 4シドンよはづべしそは海すなはち海

城かくいへり曰くわれ苦しまずうまず壯男をや

しなはず處女をそだてざりきと 5この音信のエジ

プトにいたるとき彼等ツロのおとづれによりて甚

くうれふべし 6なんぢらタルシシにわたれ海邊

のたみよ汝等なきさけぶべし 7これは上れる世い

にしへよりありし邑おのが足にてうつり遠くたび

ずまひせる邑なんぢらの樂しみの邑なりしや 8斯

のごとくツロに對ひてはかりしは誰なるかツロ

は冕をさづけし邑その中のあきうどは君その中

の貿易するものは地のたふとき者なりき 9これ萬

軍のヱホバの定め給ふところにしてすべて華美

にかざれる驕奢をけがし地のもろもろの貴者をひ

くくしたまはんが爲なり 10タルシシの女よナイ

ルのごとく己が地にあふれよなんぢを結びかた

むる帶ふたたびなかるべし 11ヱホバその手を海

の上にのべて國々をふるひうごかし給へりヱホ

バ、カナンにつきて詔命をいだしその保砦をこぼ

たしめたまふ 12彼いひたまはく虐げられたる處

女シドンのむすめよ汝ふたたびよろこぶことな

かるべし起てキツテムにわたれ彼處にてなんぢ

また安息をえじ 13カルデヤ人のくにを視よこの

民はふたたびあることなしアツスリヤ人この國

を野のけものの居所にさだめたりかれら櫓をた

てもろもろの殿をこぼちて荒墟となせり 14タル

シシのもろもろの舟よなきさけべなんぢの保砦

はくだかれたり 15その日ツロは七十年のあひだ

忘れらるべしひとりの王のながらふる日のかず

なり七十年終りてのちツロは妓女のうたの如くな

らん 16さきに忘れられたるうかれめよ琴をとり

て城市をへめぐり巧に弾じておほくの歌をうた
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ひ人にふたたび記念らるべし 17七十年をはりて

ヱホバまたツロを顧みたまはんツロはふたたび

その利潤をえて地のおもてにあるもろもろの國と

淫をおこなふべし 18その貿易とその獲たる利潤

とはきよめてヱホバに獻ぐべければ之をたくはへ

ず積ことをせざるなりその貿易はヱホバの前に

をるものの用となり飽くらふ料となり華美なるこ

ろもの料とならん

24視よヱホバこの地をむなしからしめ荒廢れし
めこれを覆へしてその民をちらしたまふ 2か

くて民も祭司もひとしく僕も主もひとしく下婢

も主婦もひとしく買ものも賣ものもひとしく貸

ものも借ものもひとしく利をはたるものも利を

いだす者もひとしくこの事にあふべし 3地はこと

ごとく空しくことごとく掠められんこはヱホバ

の言たまへるなり 4地はうれへおとろへ世は萎お

とろへ地のたふときものも萎はてたり 5民おきて

にそむき法ををかしとこしへの契約をやぶりた

るがゆゑに地はその下にけがされたり 6このゆ

ゑに呪詛は地をのみつくしそこに住るものは罪を

うけまた地の民はやかれて僅かばかり遺れり 7あ

たらしき酒はうれへ葡萄はなえ心たのしめるも

のはみな歎息せざるはなし 8鼓のおとは寂まり歡

ぶものの聲はやみ琴の音もまたしづまれり 9彼等

はふたたび歌うたひ酒のまず濃酒はこれをのむも

のに苦くなるべし 10騒ぎみだれたる邑はすでに

やぶられ毎家はことごとく閉て人のいるなし 11

街頭には酒の故によりて叫ぶこゑありすべての

歡喜はくらくなり地のたのしみは去ゆけり 12邑

はあれすたれたる所のみのこりその門もこぼた

れて破れぬ 13地のうちにてもろもろの民のなか

にて遺るものは橄欖の樹のうたれしのちの果の如

く葡萄の収穫はてしのちの實のごとし 14これら

のもの聲をあげてよばはんヱホバの稜威のゆゑ

をもて海より歡びよばはん 15この故になんぢら

東にてヱホバをあがめ海のしまじまにてイスラ

エルの神ヱホバの名をあがむべし 16われら地の

極より歌をきけりいはく榮光はただしきものに

歸すと／われ云らく我やせおとろへたり我やせお

とろへたり我はわざはひなるかな欺騙者はあざ

むき欺騙者はいつはりをもて欺むけり 17地にす

むものよ恐怖と陷阱と罟とはなんぢに臨めり 18

おそれの聲をのがるる者はおとしあなに陷りお

としあなの中よりいづるものは罟にかかるべし

そは高處の窓ひらけ地の基ふるひうごけばなり 19

地は碎けにくだけ地はやぶれにやぶれ地は搖にゆ

れ 20地はゑへる者のごとく蹌きによろめき假廬

のごとくふりうごくその罪はそのうへにおもく

遂にたふれて再びおくることなし 21その日ヱホ

バはたかき處にて高きところの軍兵を征め地に

て地のもろもろの王を征めたまはん 22かれらは

囚人が阱にあつめらるるごとく集められて獄中

にとざされ多くの日をへてのち刑せらるべし 23

かくて萬軍のヱホバ、シオンの山およびヱルサレ

ムにて統治めかつその長老たちのまへに榮光あ

るべければ月は面あからみ日ははぢて色かはる

べし

25ヱホバよ汝はわが神なり我なんぢを崇めな
んぢの名をほめたたへん汝さきに妙なる事

をおこなひ古時より定めたることを眞實をもて

成たまひたればなり 2なんぢ邑をかへて石堆とな

し堅固なる城を荒墟となし外人の京都を邑とな

らしめず永遠にたつることを得ざらしめたまへり

3この故につよき民はなんぢをあがめ暴びたる國

々の城はなんぢをおそるべし 4そはなんぢ弱きも

のの保砦となり乏しきものの難のときの保砦と

なり雨風のふききたりて垣をうつごとく暴ぶる

ものの荒きたるときの避所となり熱をさくる蔭

となりたまへり 5なんぢ外人の喧嘩をおさへて旱

ける地より熱をとりのぞく如くならしめ暴ぶる

ものの凱歌をとどめて雪の陰をもて熱をとどむる

如くならしめたまはん 6萬軍のヱホバこの山にて

もろもろの民のために肥たるものをもて宴をまう

け久しくたくはへたる葡萄酒をもて宴をまうく

膸おほき肥たるもの久しくたくはへたる清るぶだ

う酒の宴なり 7又この山にてもろもろの民のかぶ

れる面帕ともろもろの國のおほへる外帔をとり

のぞき 8とこしへまで死を呑たまはん主ヱホバ

はすべての面より涙をぬぐひ全地のうへよりそ

の民の凌辱をのぞき給はんこれはヱホバの語り

たまへるなり 9その日此如いはんこれはわれら

の神なりわれら俟望めり彼われらを救ひたまは

ん是ヱホバなりわれらまちのぞめり我儕そのす

くひを歡びたのしむべしと 10ヱホバの手はこの

山にとどまりモアブはその處にてあくたの水の

なかにふまるる藁のごとく蹂躙られん 11彼その

なかにて游者のおよがんとして手をのばすが如く

己が手をのばさん然どヱホバその手の脆計とと
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もにその傲慢を伏たまはん 12なんぢの垣たかき

堅固なる城はヱホバかたぶけたふし地におとし

て塵にまじへたまはん

26その日ユダの國にてこの歌をうたはんわれ
らに堅固なる邑あり神すくひをもてその垣

その藩となしたまふべし 2なんぢら門をひらきて

忠信を守るただしき國民をいれよ 3なんぢは平康

にやすきをもて心志かたき者をまもりたまふ彼

はなんぢに依賴めばなり 4なんぢら常盤にヱホバ

によりたのめ主ヱホバはとこしへの巌なり 5た

かきに居るものを仆しそびえたる城をふせしめ

地にふせしめて塵にまじへ給へり 6かくて足これ

をふまん苦しむものは足にて之をふみ貧しき者

はその上をあゆまん 7義きものの道は直からざる

なしなんぢ義きものの途を直く平らかにし給ふ 8

ヱホバよ審判をおこなひたまふ道にてわれら汝を

まちのぞめりわれらの心はなんぢの名となんぢ

の記念の名とをしたふなり 9わがこころ夜なんぢ

を慕ひたりわがうちなる靈あしたに汝をもとめ

んそは汝のさばき地におこなはるるとき世にす

めるもの正義をまなぶべし 10惡者はめぐまるれ

ども公義をまなばず直き地にありてなほ不義を

おこなひヱホバの稜威を見ることをこのまず 11

ヱホバよなんぢの手たかく擧れどもかれら顧みず

然どなんぢが民をすくひたまふ熱心を見ばはぢを

いだかん火なんぢの敵をやきつくすべし 12ヱホ

バよ汝はわれらのために平和をまうけたまはん

我儕のおこなひしことは皆なんぢの成たまへるな

り 13ヱホバわれらの神よなんぢにあらぬ他の主

ども曩にわれらを治めたり然どわれらはただ汝

によりて汝の名をかたりつげん 14かれら死たれ

ばまたいきず亡靈となりたればまた復らずなん

ぢかれらを糺してこれを滅ぼしその記念の名を

さへ悉くうせしめたまへり 15ヱホバよなんぢこ

の國民をましたまへり此くにびとを増たまへり

なんぢは尊ばれたまふなんぢ地の界をことごと

く擴めたまへり 16ヱホバよかれら苦難のときに

汝をあふぎのぞめり彼等なんぢの懲罰にあへる

とき切になんぢに禱告せり 17ヱホバよわれらは

孕める婦のうむとき近づきてくるしみその痛み

によりて叫ぶがごとく汝のまへに然ありき 18わ

れらは孕みまた苦しみたれどその產るところは風

ににたりわれら救を地にほどこさず世にすむ者

うまれいでざりき 19なんぢの死者はいきわが民

の屍はおきん塵にふすものよ醒てうたうたふべ

しなんぢの露は草木をうるほす露のごとく地は

なきたまをいださん 20わが民よゆけなんぢの室

にいり汝のうしろの戸をとぢて忿恚のすぎゆくま

で暫時かくるべし 21視よヱホバはその處をいで

て地にすむものの不義をただしたまはん地はそ

の上なる血をあらはにして殺されたるものをまた

掩はざるべし

27その日ヱホバは硬く大いなるつよき劍をもて
疾走るへびレビヤタン曲りうねる蛇レビヤタ

ンを罰しまた海にある鱷をころし給ふべし 2その

日如此うたはんうるはしき葡萄園あり之をうた

へよ 3われヱホバこれを護りをりをり水そそぎ

夜も晝もまもりて害ふものあらざらしめん 4我に

いきどほりなし願はくは荊棘のわれと戰はんこと

を然ばわれすすみ迎へて皆もろともに焚盡さん 5

寧ろわが力にたよりて我とやはらぎを結べわれ

と平和をむすぶべし 6後にいたらばヤコブは根を

はりイスラエルは芽をいだして花さきその實せか

いの面にみちん 7ヤコブ主にうたるるといへども

彼をうちしものの主にうたるるが如きことあらん

やヤコブの殺さるるは彼をころししものの殺さ

るるが如きことあらんや 8汝がヤコブを逐たまへ

る懲罰は度にかなひぬ東風のふきし日なんぢあ

らき風をもてこれをうつし給へり 9斯るがゆゑに

ヤコブの不義はこれによりて潔められんこれに

因てむすぶ果は罪をのぞくことをせん彼は祭壇

のもろもろの石を碎けたる石灰のごとくになし

アシラの像と日の像とをふたたび建ることなから

しめん 10堅固なる邑はあれてすさまじく棄去れ

たる家のごとくまた荒野のごとし犢このところ

にて草をはみ此所にてふし且そこなる樹のえだ

をくらはん 11その枝かるるとき折とらる婦人き

たりてこれを燒んこれは無知の民なるが故に之

をつくれる者あはれまずこれを形づくれるもの

惠まざるべし 12その日なんぢらイスラエルの子

輩よヱホバは打落したる果をあつむるごとく大

河の流よりエジプトの川にいたるまでなんぢらを

一つ一つにあつめたまふべし 13その日大なるラ

ッパ鳴ひびきアツスリヤの地にさすらひたる者

エジプトの地におひやられたる者きたりてヱル

サレムの聖山にてヱホバを拜むべし

28酔るものなるエフライム人よなんぢらの誇の
冠はわざはひなるかな酒におぼるるものよ
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肥たる谷の首にある凋んとする花のうるはしき飾

はわざはひなるかな 2みよ主はひとりの力ある强

剛者をもち給へりそれは雹をまじへたる暴風の

ごとく壞りそこなふ狂風のごとく大水のあぶれ漲

るごとく烈しくかれを地になげうつべし 3酔るも

のなるエフライム人のほこりの冠は足にて踐にじ

られん 4肥たる谷のかしらにある凋んとする花の

うるはしきかざりは夏こぬに熟したる初結の無

花果のごとし見るものこれをみて取る手おそし

と呑いるるなり 5その日萬軍のヱホバその民のの

これる者のために榮のかんむりとなり美しき冠と

なり給はん 6さばきの席にざするものには審判の

靈をあたへ軍を門よりおひかへす者には力をあた

へ給ふべし 7然どかれらも酒によりてよろめき濃

酒によりてよろぼひたり祭司と預言者とは濃酒

によりてよろめき酒にのまれ濃酒によりてよろ

ぼひ而して默示をみるときにもよろめき審判を

おこなふときにも躓けり 8すべて膳には吐たるも

のと穢とみちて潔きところなし 9かれは誰にをし

へて知識をあたへんとするか誰にしめして音信

を暁らせんとするか乳をたち懷をはなれたる者

にするならんか 10そは誡命にいましめをくはへ

誡命にいましめをくはへ度にのりをくはへ度に

のりをくはへ此にもすこしく彼にもすこしく敎

ふ 11このゆゑに神あだし唇と異なる舌とをもて

この民にかたりたまはん 12曩にかれらに言たま

ひけるは此は安息なり疲困者にやすみをあたへよ

此は安慰なりとされど彼らは聞ことをせざりき

13斯るがゆゑにヱホバの言かれらにくだりて誡命

にいましめをくはへ誡命にいましめをくはへ度

にのりをくはへ度にのりをくはへ此にもすこし

く彼にも少しくをしへん之によりて彼等すすみ

てうしろに仆れそこなはれ罟にかかりて捕へらる

べし 14なんぢら此ヱルサレムにある民ををさむ

るところの輕慢者よヱホバの言をきけ 15なんぢ

らは云り我ら死と契約をたて陰府とちぎりをむ

すべり漲りあふるる禍害のすぐるときわれらに

來らじそはわれら虛僞をもて避所となし欺詐を

もて身をかくしたればなりと (Sheol h7585) 16このゆ

ゑに神ヱホバかくいひ給ふ視よわれシオンに一

つの石をすゑてその基となせりこれは試をへた

る石たふとき隅石かたくすゑたる石なりこれに

依賴むものはあわつることなし 17われ公平を準

繩とし正義を錘とす斯て雹はいつはりにてつく

れる避所をのぞきさり水はその匿れたるところに

漲りあふれん 18汝らが死とたてし契約はきえう

せ陰府とむすべるちぎりは成ことなしされば漲

り溢るるわざはひのすぐるとき汝等はこれに踐た

ふさるべし (Sheol h7585) 19その過るごとになんぢら

を捕へん朝々にすぎ晝も夜もすぐこの音信をき

きわきまふるのみにても慴きをるなり 20その狀

は床みじかくして身をのぶることあたはず衾せ

まくして身をおほふこと能はざるが如し 21そは

ヱホバ往昔ペラヂムの山にて起たまひしがごとく

にたちギベオンの谷にて忿恚をはなちたまひし

が如くにいきどほり而してその所爲をおこなひ

給はん奇しき所爲なりその工を成たまはん異な

る工なり 22この故になんぢら侮るなかれ恐くは

なんぢらの縲絏きびしくならん我すでに全地の

うへにさだまれる敗亡あるよしを主萬軍のヱホバ

より聞たればなり 23なんぢら耳をかたぶけてわ

が聲をきけ懇ろにわが言をきくべし 24農夫たね

をまかんに何で日々たがへし日々その地をすき

その土塊をくだくことのみを爲んや 25もし地の

面をたひらかにせばいかで罌粟をまき馬芹の種

をおろし小麥をうねにうゑ大麥をさだめたる處

にうゑ粗麥を畔にうゑざらんや 26斯のごときは

かれの神これに智慧をあたへて敎へたまへるなり

27けしは連耞にてうたず馬芹はそのうへに車輪を

きしらせず罌栗をうつには杖をもちひ馬芹をう

つには棒をもちふ 28麥をくだくか否くるまにき

しらせ馬にふませて落すことはすれども斷ずしか

するにあらずこれを碎くことをせざるべし 29此

もまた萬軍のヱホバよりいづその謀略はくすし

くその智慧はすぐれたり

29ああアリエルよアリエルよああダビデの營
をかまへたる邑よとしに年をくはへ節會ま

はりきたらば 2われアリエルをなやまし之にかな

しみと歎息とあらしめん彼をアリエルのごとき

者となすべし 3われ汝のまはりに營をかまへ保砦

をきづきて汝をかこみ櫓をたててなんぢを攻べし

4かくてなんぢは卑くせられ地にふしてものいひ

塵のなかより低聲をいだしてかたらん汝のこゑ

は巫女のこゑのごとく地よりいで汝のことばは塵

のなかより囀づるがごとし 5然どなんぢのあだの

群衆はこまやかなる塵の如くあらぶるものの群

衆はふきさらるる粃糠の如くならん俄にまたた

く間にこの事あるべし 6萬軍のヱホバはいかづち



イザヤ書469

地震おほごゑ暴風つむじかぜ及びやきつくす火

の燄をもて臨みたまふべし 7斯てアリエルを攻て

たたかふ國々のもろもろアリエルとその城とを

せめたたかひて難ますものはみな夢のごとく夜

のまぼろしの如くならん 8饑たるものの食ふこと

を夢みて醒きたればその心なほ空しきがごとく

渇けるものの飮ことを夢みて醒きたれば疲れかつ

頻にのまんことを欲するがごとくシオンの山を

せめて戰ふくにぐにの群衆もまた然あらん 9なん

ぢらためらへ而しておどろかんなんぢら放肆に

せよ而して目くらまんかれらは酔りされど酒の

ゆゑにあらずかれらはよろめけりされど濃酒の

ゆゑにあらず 10そはヱホバ酣睡の靈をなんぢら

の上にそそぎ而してなんぢらの目をとぢなんぢ

らの面をおほひたまへりその目は預言者そのか

ほは先知者なり 11かかるが故にすべての默示は

なんぢらには封じたる書のことばのごとくなり

文字しれる人にわたして請これを讀といはんに答

へて封じたるがゆゑによむこと能はずといはん 12

また文字しらぬ人にわたして請これをよめといは

んにこたへて文字しらざるなりといはん 13主い

ひ給はくこの民は口をもて我にちかづき口唇を

もてわれを敬へどもその心はわれに遠かれりそ

のわれを畏みおそるるは人の誡命によりてをしへ

られしのみ 14この故にわれこの民のなかにて再

びくすしき事をおこなはんそのわざは奇しくし

ていとあやしかれらの中なる智者のちゑはうせ

聰明者のさときはかくれん 15己がはかりごとを

ヱホバに深くかくさんとする者はわざはひなるか

な暗中にありて事をおこなひていふ誰かわれを

見んやたれか我をしらんやと 16なんぢらは曲れ

りいかで陶工をみて土塊のごとくおもふ可んや

造られし者おのれを作れるものをさして我をつく

れるにあらずといふをえんや形づくられたる器

はかたちづくりし者をさして智慧なしといふを得

んや 17暫くしてレバノンはかはりて良田となり

良田は林のごとく見ゆるとききたるならずや 18

その日聾者はこの書のことばをきき盲者の目はく

らきより闇よりみることを得べし 19謙だるもの

はヱホバによりてその歡喜をまし人のなかの貧

きものはイスラエルの聖者によりて快樂をうべし

20暴るものはたえ侮慢者はうせ邪曲の機をうか

がふ者はことごとく斷滅さるべければなり 21か

れらは訟をきく時まげて人をつみし邑門にてい

さむるものを謀略におとしいれ虛しき語をかま

へて義人をしりぞく 22この故にむかしアブラハ

ムを贖ひたまひしヱホバはヤコブの家につきて如

此いひたまふヤコブは今より恥をかうむらずそ

の面はいまより色をうしなはず 23かれの子孫は

その中にわがおこなふ手のわざをみんその時わ

が名を聖としヤコブの聖者を聖としてイスラエル

の神をおそるべし 24心あやまれるものも知識を

えつぶやけるものも敎誨をまなばん

30ヱホバのたまはく悖るる子輩はわざはひな
るかなかれら謀略をすれども我によりてせ

ず盟をむすべどもわが靈にしたがはずますます

罪につみをくはへん 2かれらわが口にとはずして

エジプトに下りゆきパロの力をかりておのれを强

くしエジプトの蔭によらん 3パロのちからは反て

なんぢらの恥となりエジプトの蔭によるは反て

なんぢらの辱かしめとなるべし 4かれの君たちは

ゾアンにありかれの使者たちはハネスにきたれ

り 5かれらは皆おのれを益することあたはざる民

によりて恥をいだくかの民はたすけとならず益

とならずかへりて恥となり謗となれり 6南のか

たの牲畜にかかる重負のよげん曰く／かれらそ

の財貨を若き驢馬のかたにおはせその寳物を駱

駝の背におはせて牝獅牡獅まむし及びとびかけ

る蛇のいづる苦しみと艱難との國をすぎて己を

えきすること能はざる民にゆかん 7そのエジプト

の助はいたづらにして虛しこのゆゑに我はこれ

を休みをるラハブとよべり 8いま往てこれをその

前にて牌にしるし書にのせ後の世に傳へてとこ

しへに證とすべし 9これは悖れる民いつはりをい

ふ子輩ヱホバの律法をきくことをせざる子輩なり

10かれら見るものに對ひていふ見るなかれと默示

をうる者にむかひていふ直きことを示すなかれ

滑かなることをかたれ虛僞をしめせ 11なんぢら

大道をさり逕をはなれわれらが前にイスラエル

の聖者をあらしむるなかれと 12此によりてイス

ラエルの聖者かくいひ給ふなんぢらこの言をあ

などり暴虐と邪曲とをたのみて之にたよれり 13

斯るがゆゑにこの不義なんぢらには凸出ておちん

とするたかき垣のさけたるところのごとくその

破壞にはかに暫しが間にきたらんと 14主これを

破りあだかも陶工の瓶をくだきやぶるがごとくし

て惜みたまはずその碎のなかに爐より火をとり

池より水をくむほどの一片だに見出すことなから
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ん 15主ヱホバ、イスラエルの聖者かくいひたま

へりなんぢら立かへりて靜かにせば救をえ平穩

にして依賴まば力をうべしと然どなんぢらこの

事をこのまざりき 16なんぢら反ていへり否われ

ら馬にのりて逃走らんとこの故になんぢら逃走

らん又いへりわれら疾きものに乗んとこの故に

なんぢらを追もの疾かるべし 17ひとり叱咤すれ

ば千人にげはしり五人しつたすればなんぢら逃

走りてその遺るものは僅かに山嶺にある杆のご

とく岡のうへにある旗のごとくならん 18ヱホバ

これにより俟てのち恩惠を汝等にほどこしこれ

により上りてのちなんぢらを憐れみたまはんヱ

ホバは公平の神にましませり凡てこれを俟望む

ものは福ひなり 19シオンにをりヱルサレムにを

る民よなんぢは再びなくことあらじそのよばは

る聲に應じて必ずなんぢに惠をほどこしたまはん

主ききたまふとき直にこたへたまふべし 20主は

なんぢらになやみの糧とくるしみの水とをあたへ

給はんなんぢを敎るもの再びかくれじ汝の目は

その敎るものを恒にみるべし 21なんぢ右にゆく

も左にゆくもその耳にこれは道なりこれを歩む

べしと後邊にてかたるをきかん 22又なんぢら白

銀をおほひし刻める像こがねをはりし鑄たる像

をけがれとし穢物のごとく打棄ていはん去れと

23なんぢが地にまく種に主は雨をあたへまた地に

なりいづる糧をたまふその土產こえて豐かなら

んその日なんぢの家畜はひろき牧場に草をはむ

べし 24地をたがへす牛と驢馬とは團扇にてあふ

ぎ箕にてとほし鹽をくはへたる飼料をくらはん 25

大なる殺戮の日やぐらのたふるる時もろもろのた

かき山もろもろのそびえたる嶺に河とみづの流と

あるべし 26かくてヱホバその民のきずをつつみ

そのうたれたる創痍をいやしたまふ日には月のひ

かりは日の光のごとく日のひかりは七倍をくはへ

て七の日のひかりの如くならん 27視よヱホバの

名はとほき所よりきたりそのはげしき怒はもえ

あがる焰のごとくその唇はいきどほりにてみち

その舌はやきつくす火のごとく 28その氣息はみ

なぎりて項にまでいたる流のごとし且ほろびの

篩にてもろもろの國をふるひ又まどはす韁をもろ

もろの民の口におきたまはん 29なんぢらは歌う

たはん節會をまもる夜のごとしなんぢらは心に

よろこばん笛をならしヱホバの山にきたりイスラ

エルの磐につくときの如し 30ヱホバはその稜威

のこゑをきかしめ烈しき怒をはなちて燒つくす

火のほのほと暴風と大雨と雹とをもてその臂の

くだることを示したまはん 31ヱホバのこゑによ

りてアツスリヤ人はくじけん主はこれを笞にて

うち給ふべし 32ヱホバの豫じめさだめたまへる

杖をアツスリヤのうへにくはへたまふごとに鼓

をならし琴をひかん主はうごきふるふ戰闘をも

てかれらとたたかひ給ふべし 33トペテは往古よ

りまうけられまた王のために備へられたりこれ

を深くしこれを廣くしここに火とおほくの薪とを

つみおきたりヱホバの氣息これを硫黄のながれ

のごとくに燃さん

31助をえんとてエジプトにくだり馬によりたの
むものは禍ひなるかな戰車おほきが故にこ

れにたのみ騎兵はなはだ强きがゆゑに之にたのむ

されどイスラエルの聖者をあふがずヱホバを求る

ことをせざるなり 2然はあれどもヱホバもまた智

慧あるべしかならず禍害をくだしてその言をひ

るがへしたまはず起てあしきものの家をせめま

た不義を行ふ者の助をせめ給はん 3かのエジプト

人は人にして神にあらずその馬は肉にして靈にあ

らずヱホバその手をのばしたまはば助くるもの

も蹟きたすけらるる者もたふれてみなひとしく

亡びん 4ヱホバ如此われにいひたまふ獅のほえ

壯獅の獲物をつかみてほえたけれるとき許多の

ひつじかひ相呼つどひてむかひゆくともその聲

によりて挫けずその喧譁しきによりて臆せざるご

とく萬軍のヱホバくだりてシオンの山およびそ

の岡にて戰ひ給ふべし 5鳥の雛をまもるがごとく

萬軍のヱホバはヱルサレムをまもりたまはんこ

れを護りてこれをすくひ踰越てこれを援けたまは

ん 6イスラエルの子輩よなんぢらさきには甚だし

く主にそむけり今たちかへるべし 7なんぢらお

のが手につくりて罪ををかしし白銀のぐうざう黄

金の偶像をその日おのおのなげすてん 8爰にアツ

スリヤびとは劍にてたふれんされど人のつるぎ

にあらず劍かれらをほろぼさんされど世の人の

つるぎにあらずかれら劍のまへより逃はしりそ

の壯きものは役丁とならん 9かれらの磐はおそれ

によりて逝去りその君たちは旗をみてくじけん

こはヱホバの御言なりヱホバの火はシオンにあ

りヱホバの爐はヱルサレムにあり

32茲にひとりの王あり正義をもて統治めその
君たちは公平をもて宰さどらん 2また人あり
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て風のさけどころ暴雨ののがれどころとなり旱

ける地にある水のながれのごとく倦つかれたる

地にある大なる岩陰の如くならん 3見るものの目

はくらまず聞ものの耳はかたぶけきくをうべし 4

躁がしきものの心はさとりて知識をえ吃者の舌は

すみやけくあざやかに語るをうべし 5愚かなる者

はふたたび尊貴とよばるることなく狡猾なる者は

ふたたび大人とよばるることなかるべし 6そは愚

なるものは愚なることをかたりその心に不義をか

もし邪曲をおこなひヱホバにむかひて妄なること

をかたり饑たる者のこころを空しくし渇けるもの

の飮料をつきはてしむ 7狡猾なるものの用ゐる器

はあしし彼あしき企圖をまうけ虛僞のことばをも

て苦しむ者をそこなひ乏しき者のかたること正理

なるも尚これを害へり 8たふとき人はたふとき謀

略をまうけ恒にたふとき事をおこなふ 9安逸にを

る婦等よおきてわが聲をきけ思煩ひなき女等よわ

が言に耳を傾けよ 10思煩ひなきをんなたちよ一年

あまりの日をすぎて摺きあわてんそは葡萄の収穫

むなしく果ををさむる期きたるまじければなり 11

やすらかにをる婦等よふるひおそれよおもひわ

づらひなき者よをののきあわてよ衣をぬぎ裸體

になりて腰に麁服をまとへ 12かれら良田のため

實りゆたかなる葡萄の樹のために胸をうたん 13

棘と荊わが民の地にはえ樂みの邑なるよろこび

の家々にもはえん 14そは殿はすてられにぎはひ

たる邑はあれすたれオペルと櫓とはとこしへに

洞穴となり野の驢馬のたのしむところ羊のむれ

の草はむところとなるべし 15されど遂には靈う

へより我儕にそそぎて荒野はよき田となり良田

は林のごとく見ゆるとききたらん 16そのとき公

平はあれのにすみ正義はよき田にをらん 17かく

て正義のいさをは平和せいぎのむすぶ果はとこ

しへの平隱とやすきなり 18わが民はへいわの家

にをり思ひわづらひなき住所にをり安らかなる

休息所にをらん 19されどまづ雹ふりて林くだけ

邑もことごとくたふるべし 20なんぢらもろもろ

の水のほとりに種をおろし牛および驢馬の足を

はなちおく者はさいはひなり

33禍ひなるかななんぢ害はれざるに人をそこな
ひ欺かれざるに人をあざむけりなんぢが害

ふこと終らば汝そこなはれなんぢが欺くことは

てなば汝あざむかるべし 2ヱホバよわれらを惠み

給へわれらなんぢを俟望めりなんぢ朝ごとにわ

れらの臂となりまた患難のときにわれらの救と

なりたまへ 3なりとどろく聲によりてもろもろの

民にげはしりなんぢの起たまふによりてもろも

ろの國はちりうせぬ 4蟊賊のものをはみつくすが

ごとく人なんぢらの財をとり盡さんまた蝗のと

びつどふがごとく人なんぢらの財にとびつどふべ

し 5ヱホバは最たかし高處にすみたまふなりヱ

ホバはシオンに公正と正義とを充せたまひたり 6

なんぢの代はかたくたち救と智惠と知識とはゆ

たかにあらんヱホバをおそるるは國の寳なり 7

視よかれらの勇士は外にありてさけび和をもと

むる使者はいたく哭く 8大路あれすたれて旅客た

え敵は契約をやぶり諸邑をなみし人をもののか

ずとせず 9地はうれへおとろへレバノンは恥ら

ひて枯れシヤロンはアラバの如くなりバシヤン

とカルメルとはその葉をおとす 10ヱホバ言給は

くわれ今おきん今たたん今みづからを高くせん

11なんぢらの孕むところは枇糠のごとくなんぢら

の生ところは藁のごとしなんぢらの氣息は火と

なりてなんぢらを食ひつくさん 12もろもろの民

はやかれて灰のごとくなり荊のきられて火にも

やされたるが如くならん 13なんぢら遠にあるも

のよわが行ひしことをきけなんぢら近にあるも

のよわが能力をしれ 14シオンの罪人はおそる戰

慄はよこしまなる者にのぞめりわれらの中たれ

か燒つくす火に止ることを得んや我儕のうち誰

かとこしへに燒るなかに止るをえんや 15義をお

こなふもの直をかたるもの虐げてえたる利をいと

ひすつるもの手をふりて賄賂をとらざるもの耳

をふさぎて血をながす謀略をきかざるもの目を

とぢて惡をみざる者 16かかる人はたかき處にす

みかたき磐はその櫓となりその糧はあたへられ

その水はともしきことなからん 17なんぢの目は

うるはしき狀なる王を見とほくひろき國をみる

べし 18汝の心はかの懼しかりしことどもを思ひ

いでん會計せし者はいづくにありや貢をはかり

し者はいづくにありや櫓をかぞへし者はいづく

にありや 19汝ふたたび暴民をみざるべしかの民

の言語はふかくして悟りがたくその舌は異にして

解がたし 20われらの節會の邑シオンを見よなん

ぢの目はやすらかなる居所となれるヱルサレムを

見んヱルサレムはうつさるることなき幕屋にし

てその杙はとこしへにぬかれずその繩は一すぢ

だに斷れざるなり 21ヱホバ我らとともに彼處に
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いまして稜威をあらはし給はん斯てそのところ

はひろき川ひろき流あるところとなりてその中

には漕舟もいらず巨艦もすぐることなかるべし 22

ヱホバはわれらを鞫きたまふものヱホバはわれ

らに律法をたてたまひし者ヱホバはわれらの王

にましまして我儕をすくひ給ふべければなり 23

なんぢの船纜はとけたりその桅杆のもとを結び

かたむることあたはず帆をあぐることあたはず

その時おほくの財をわかち跛者までも掠物あらん

24かしこに住るものの中われ病りといふ者なし彼

處にをる民の咎はゆるされん

34もろもろの國よちかづきてきけもろもろの
民よ耳をかたぶけよ地と地にみつるもの世

界とせかいより出るすべての者きけ 2ヱホバはよ

ろづの國にむかひて怒りそのよろづの軍にむか

ひて忿恚りかれらをことごとく滅しかれらを屠

らしめたまふ 3かれらは殺されて抛棄られその

屍の臭氣たちのぼり山はその血にて融されん 4天

の萬象はきえうせもろもろの天は書巻のごとく

にまかれんその萬象のおつるは葡萄の葉のおつ

るがごとく無花果のかれたる葉のおつるが如くな

らん 5わが劍は天にてうるほひたり視よエドム

の上にくだり滅亡に定めたる民のうへにくだりて

之をさばかん 6ヱホバの劍は血にてみち脂にてこ

え小羊と山羊との血牡羊の腎のあぶらにて肥ゆ

ヱホバはボズラにて牲のけものをころしエドムの

地にて大にほふることをなし給へり 7その屠場に

は野牛こうし牡牛もともに下るそのくには血に

てうるほされその塵はあぶらにて肥さるべし 8

こはヱホバの仇をかへしたまふ日にしてシオンの

訟のために報をなしたまふ年なり 9エドムのもろ

もろの河はかはりて樹脂となりその塵はかはり

て硫磺となりその土はかはりてもゆる樹脂とな

り 10晝も夜もきえずその烟つくる期なく上騰ら

んかくて世々あれすたれ永遠までもその所をす

ぐる者なかるべし 11鵜と刺猬とそこを己がもの

となし鷺と鴉とそこにすまんヱホバそのうへに

亂をおこす繩をはり空虛をきたらする錘をさげ給

ふべし 12國をつぐべき者をたてんとて貴者ふた

たび呼集ることをせじもろもろの諸侯はみな失

てなくなるべし 13その殿にはことごとく荊はえ

城にはことごとく刺草と薊とはえ野犬のすみか

駝鳥の場とならん 14野のけものと豺狼とここに

あひ牡山羊その友をよび鴟鴞もまた宿りてここ

を安所とせん 15蛇ここに穴をつくり卵をうみて

これを孚しおのれの影の下に子をあつむ鳶もま

たその偶とともに此處にあつまらん 16なんぢら

ヱホバの書をつまびらかにたづねて讀べしこれ

らのもの一つも缺ることなく又ひとつもその偶を

かくものあらじそはヱホバの口このことを命じ

その靈これらを集めたまふべければなり 17ヱホ

バこれらのものに鬮をひかせ手づから繩をもて量

りこの地をわけあたへて永くかれらに保たしめ

世々にいたるまでここに住しめたまはん

35荒野とうるほひなき地とはたのしみ沙漠は
よろこびて番紅の花のごとくに咲かがやかん

2盛に咲かがやきてよろこび且よろこび且うたひ

レバノンの榮をえカルメルおよびシヤロンの美し

きを得んかれらはヱホバのさかえを見われらの

神のうるはしきを見るべし 3なんぢら萎たる手を

つよくし弱りたる膝をすこやかにせよ 4心さわが

しきものに對ていへなんぢら雄々しかれ懼るる

なかれなんぢらの神をみよ刑罰きたり神の報き

たらん神きたりてなんぢらを救ひたまふべし 5

そのとき瞽者の目はひらけ聾者の耳はあくことを

得べし 6そのとき跛者は鹿の如くにとびはしり唖

者の舌はうたうたはんそは荒野に水わきいで沙

漠に川ながるべければなり 7やけたる沙は池とな

りうるほひなき地はみづの源となり野犬のふし

たるすみかは蘆葦のしげりあふ所となるべし 8か

しこに大路ありそのみちは聖道ととなへられん

穢れたるものはこれを過ることあたはずただ主

の民のために備へらるこれを歩むものはおろか

なりとも迷ふことなし 9かしこに獅をらずあら

き獸もその路にのぼることなし然ばそこにて之

にあふ事なかるべしただ贖はれたる者のみそこ

を歩まん 10ヱホバに贖ひすくはれし者うたうた

ひつつ歸てシオンにきたりその首にとこしへの

歡喜をいただき樂とよろこびとをえん而して悲

哀となげきとは逃さるべし

36ヒゼキヤ王の十四年にアツスリヤの王セナケ
リブ上りきたりてユダのもろもろの堅固なる

邑をせめとれり 2アツスリヤ王ラキシよりラブシ

ヤケをヱルサレムに遣はし大軍をひきゐてヒゼキ

ヤ王のもとに往しむラブシヤケ漂工の野のおほ

ぢの傍なる上の池の樋にそひてたてり 3この時ヒ

ゼキヤの子なる家司エリアキム書記セブナ、ア
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サフの子なる史官ヨア出てこれを迎ふ 4ラブシヤ

ケかれらにいひけるはなんぢら今ヒゼキヤにい

へ大王アツスリヤの王かくいへりなんぢの恃と

するその恃むところは何なるか 5我いふなんぢ

が説ところの軍のはかりごととその能力とはただ

口唇のことばのみ今なんぢ誰によりたのみて我

にさかふことをなすや 6視よなんぢエジプトに依

賴めりこれ傷める葦の杖によりたのめるがごと

しもし人これに倚もたれなばその手をつきささ

れんエジプト王パロがすべて己によりたのむも

のに對するは斯のごとし 7汝われらはわれらの神

ヱホバに依賴めりと我にいはんかそは曩にヒゼキ

ヤが高きところと祭壇とをみな取去てユダとヱル

サレムとにむかひ汝等ここなる一つの祭壇のまへ

にて拜すべしといへる夫ならずや 8いま請わが君

アツスリヤ王に賭をせよわれ汝に二千の馬を與

ふべければ汝よりこれに乗ものをいだせ果して

出しうべしや 9然ばいかで我君のいとちひさき僕

の長一人をだに退くることを得んやなんぞエジ

プトによりたのみて戰車と騎兵とをえんとするや

10いま我のぼりきたりてこの國をせめほろぼすは

ヱホバの旨にあらざるべけんやヱホバわれにい

ひたまはくのぼりゆきてこの國をせめぼろぼせ

と 11爰にエリアキムとセブナとヨアと共にラブ

シヤケにいひけるは請スリアの方言にて僕輩にか

たれ我儕これをさとりうるなり石垣のうへなる民

のきくところにてはユダヤの方言をもてわれらに

語るなかれ 12ラブシヤケいひけるはわが君はこ

れらのことをなんぢの君となんぢとにのみ語らん

ために我をつかはししならんやなんぢらと共に

おのが糞をくらひおのが溺をのまんとする石垣の

うへに坐する人々にも我をつかはししならずや 13

斯てラブシヤケたちてユダヤの方言もて大聲によ

ばはりいひけるはなんぢら大王アツスリヤ王の

ことばをきくべし 14王かくのたまへりなんぢら

ヒゼキヤに惑はさるるなかれ彼なんぢらを救ふ

ことあたはず 15ヒゼキヤがなんぢらをヱホバに

賴しめんとする言にしたがふなかれ彼いへらく

ヱホバかならず我儕をすくひこの邑はアツスリヤ

王の手にわたさるることなしと 16ヒゼキヤに聽

從ふなかれアツスリヤ王かくのたまへりなんぢ

らわれと親和をなし出できたりて我にくだれお

のおのその葡萄とその無花果とをくらひかのお

のその井の水をのむことを得べし 17遂には我き

たりて汝等をほかの國にたづさへゆかんその國

はなんぢの國のごとき國にして穀物ぶだう酒パ

ンおよび葡萄園あり 18おそらくはをヒゼキヤな

んぢらに説てヱホバわれらを救ふべしといはん

然どももろもろの國の神等のなかにその國をアツ

スリヤ王の手より救へる者ありしや 19ハマテ、

アルバデの神等いづこにありやセバルワイムの

神等いづこにありや又わが手よりサマリヤを救

出しし神ありや 20これらの國のもろもろの神の

なかに誰かその國をわが手よりすくひいだしし者

ありやさればヱホバも何でわが手よりヱルサレ

ムを救ひいだし得んと 21如此ありければ民は默

して一言をもこたへざりきそは之にこたふるな

かれとの王のおほせありつればなり 22そのとき

ヒルキヤの子なる家司エリアキム書記セブナおよ

びアサフの子なる史官ヨアころもを裂てヒゼキヤ

にゆき之にラブシヤケの言をつげたり

37ヒゼキヤ王これをききてその衣をさき麁衣を
まとひてヱホバの家にゆき 2家司エリアキム

書記セブナおよび祭司のなかの長老等をして皆あ

らたへをまとはせてアモツの子預言者イザヤのも

とにゆかしむ 3かれらイザヤにいひけるはヒゼ

キヤ如此いへりけふは患難と責と辱かしめの日

なりそは子うまれんとして之をうみいだすの力

なし 4なんぢの神ヱホバあるひはラブシヤケがも

ろもろの言をききたまはん彼はその君アツスリ

ヤ王につかはされて活る神をそしれりなんぢの

神ヱホバその言をききて或はせめたまふならん

されば請なんぢこの遺れるもののために祈禱をさ

さげよと 5かくてヒゼキヤ王の諸僕イザヤにいた

る 6イザヤかれらに言けるはなんぢらの君につ

げよヱホバ斯いひたまへり曰くアツスリヤ王の

しもべら我をののしりけがせりなんぢらその聞

しことばによりて懼るるなかれ 7視よわれかれが

意をうごかすべければ一つの風聲をききておの

が國にかへらんかれをその國にて劍にたふれし

むべし 8爰にラブシヤケはアツスリヤ王がラキシ

を離れさりしとききて歸りけるとき際しも王はリ

ブナを攻をれり 9このときエテオピアの王テルハ

カの事についてきけり云くかれいでて汝とたた

かふべしとこのことをききて使者をヒゼキヤに

遣していふ 10なんぢらユダの王ヒゼキヤにつげ

て如此いへなんぢが賴める神なんぢを欺きてヱ

ルサレムはアツスリヤ王の手にわたされじといふ
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を聽ことなかれ 11視よアツスリヤの王等もろも

ろの國にいかなることをおこなひ如何してこれを

悉くほろぼししかを汝ききしならんされば汝す

くはるることを得んや 12わが先祖たちの滅ぼし

しゴザン、ハラン、レゼフおよびテラサルなるエ

デンの族など此等のくにぐにの神はその國をすく

ひたりしや 13ハマテの王アルバデの王セバルワ

イムの都の王ヘナの王およびイワの王はいづこに

ありやと 14ヒゼキヤつかひの手より書をうけて

之を讀りしかしてヒゼキヤ、ヱホバの宮にのぼ

りゆきヱホバの前にこのふみを展ぶ 15ヒゼキヤ

、ヱホバに祈ていひけるは 16ケルビムの上に坐

したまふ萬軍のヱホバ、イスラエルの神よただ

汝のみ地のうへなるよろづの國の神なりなんぢ

は天地をつくりたまへり 17ヱホバよ耳をかたむ

けて聽たまへヱホバよ目をひらきて視たまへセ

ナケリブ使者して活る神をそしらしめし言をこと

ごとくききたまへ 18ヱホバよ實にアツスリヤの

王等はもろもろの國民とその地とをあらし毀ち 19

かれらの神たちを火になげいれたりこれらのも

のは神にあらず人の手の工にしてあるひは木あ

るひは石なり斯るがゆゑに滅ぼされたり 20され

ばわれらの神ヱホバよ今われらをアツスリヤ王

の手より救ひいだして地のもろもろの國にただ

汝のみヱホバなることを知しめたまへ 21ここに

アモツの子イザヤ人をつかはしてヒゼキヤにいは

せけるはイスラエルの神ヱホバかくいひたまふ

汝はアツスリヤ王セナケリブのことにつきて我に

いのれり 22ヱホバが彼のことにつきて語り給へ

るみことばは是なりいはくシオンの處女はなん

ぢを侮りなんぢをあざけりヱルサレムの女子は

なんぢの背後より頭をふれり 23汝がそしりかつ

罵れるものは誰ぞなんぢが聲をあげ目をたかく

向てさからひたるものはたれぞイスラエルの聖

者ならずや 24なんぢその使者によりて主をそし

りていふ我はおほくの戰車をひきゐて山々のい

ただきに登りレバノンの奧にまでいりぬ我はた

けたかき香柏とうるはしき松樹とをきりまたそ

の境なるたかき處にゆき腴たる地の林にゆかん 25

我は井をほりて水をのみたりわれは足跖をもて

エジプトの河々をからさんと 26なんぢ聞ずやこ

れらのことはわが昔よりなす所いにしへの日よ

りさだめし所なり今なんぢがこの堅城をこぼち

あらして石堆となすも亦わがきたらしし所なり 27

そのなかの民はちから弱くをののきて恥をいだき

野草のごとく靑き菜のごとく屋蓋の草のごとく未

だそだたざる苗のごとし 28我なんぢが居ること

出入すること又われにむかひて怒りさけべること

をしる 29なんぢが我にむかひて怒りさけべると

汝がほこれる言とわが耳にいりたれば我なんぢの

鼻に環をはめ汝のくちびるに鑣をつけて汝がきた

れる路よりかへらしめん 30ヒゼキヤよ我がなん

ぢにたまふ徴はこれなりなんぢら今年は落穂よ

り生たるものを食ひ明年は糵生より出たるもの

を食はん三年にあたりては種ことをなし收こと

をなし葡萄ぞのを作りてその果を食ふべし 31ユ

ダの家ののがれて遺れる者はふたたび下は根をは

り上は果を結ぶべし 32そは遺るものはヱルサレ

ムよりいで脱るるものはシオンの山よりいづるな

り萬軍のヱホバの熱心これを成たまふべし 33こ

の故にヱホバ、アツスリヤの王については如此い

ひたまふ彼はこの城にいらずここに箭をはなた

ず盾を城のまへにならべず壘をきづきて攻るこ

となし 34かれはそのきたりし道よりかへりてこ

の城にいらず 35我おのれの故によりて僕ダビデ

の故によりてこの城をまもりこの城をすくはん

これヱホバ宣給るなり 36ヱホバの使者いできた

りアツスリヤの陣營のなかにて十八萬五千人をう

ちころせり早晨におきいでて見ればみな死てかば

ねとなれり 37アツスリヤ王セナケリブ起てかへ

りゆきニネベにとどまる 38一日おのが神ニスロ

クのみやにて禮拜をなし居しにその子アデランメ

レクとシヤレゼルと劍をもて彼をころし而してア

ララテの地ににげゆけりかれが子エサルハドン

つぎて王となりぬ

38そのころヒゼキヤやみて死んとせしにアモツ
の子預言者イザヤきたりて彼にいふヱホバ

如此いひたまはくなんぢ家に遺言をとどめよ汝

しにて活ることあたはざればなり 2爰にヒゼキヤ

面を壁にむけてヱホバに祈りいひけるは 3ああヱ

ホバよ願くはわがなんぢの前に眞實をもて一心

をもてあゆみなんぢの目によきことを行ひたる

をおもひいでたまへ斯てヒゼキヤ甚くなきぬ 4

ヱホバの言イザヤにのぞみて曰く 5なんぢ往てヒ

ゼキヤにいへなんぢの祖ダビデの神ヱホバかく

いひ給はく我なんぢの禱告をききなんぢの涙を

みたり我なんぢの齢を十五年ましくはへ 6且な

んぢとこの城とを救ひてアツスリヤわうの手をの
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がれしめん又われこの城をまもるべし 7ヱホバ語

りたまひたる此事を成たまふ證にこの徴をなんぢ

に賜ふ 8視よわれアハズの日晷にすすみたる日影

を十度しりぞかしめんといひければ乃ちひばかり

にすすみたる日影十度しりぞきぬ 9ユダの王ヒゼ

キヤ病にかかりてその病のいえしのち記しし書は

左のごとし 10我いへりわが齢ひの全盛のとき陰

府の門にいりわが餘年をうしなはんと (Sheol h7585)

11我いへりわれ再びヱホバを見奉ることあらじ再

びいけるものの地にてヱホバを見奉ることあらじ

われは無ものの中にいりてふたたび人を見ること

あらじ 12わが住所はうつされて牧人の幕屋をと

りさるごとくに我をはなるわがいのちは織工の

布をまきをはりて機より翦はなすごとくならん

なんぢ朝夕のあひだに我をたえしめたまはん 13

われは天明におよぶまで己をおさへてしづめたり

主は獅のごとくに我もろもろの骨を碎きたまふ

なんぢ朝夕の間にわれを絶しめたまはん 14われ

は燕のごとく鶴のごとくに哀みなき鳩のごとくに

うめきわが眼はうへを視ておとろふヱホバよわ

れは迫りくるしめらる願くはわが中保となりた

まへ 15主はわれとものいひ且そのごとくみづか

ら成たまへりわれ何をいふべきかわが世にある

間わが靈魂の苦しめる故によりて愼みてゆかん 16

主よこれらの事によりて人は活るなりわが靈魂

のいのちも全くこれらの事によるなり願くはわ

れを醫しわれを活したまへ 17視よわれに甚しき

艱苦をあたへたまへるは我に平安をえしめんがた

めなり汝わがたましひを愛して滅亡の穴をまぬ

かれしめ給へりそはわが罪をことごとく背後に

すてたまへり 18陰府はなんぢに感謝せず死はな

んぢを讃美せず墓にくだる者はなんぢの誠實を

のぞまず (Sheol h7585) 19唯いけるもののみ活るもの

こそ汝にかんしやするなれわが今日かんしやす

るが如し父はなんぢの誠實をその子にしらしめ

ん 20ヱホバ我を救ひたまはんわれら世にあらん

かぎりヱホバのいへにて琴をひきわが歌をうたは

ん 21イザヤいへらく無花果の一團をとりきたり

て腫物のうへにつけよ王かならずいえん 22ヒゼ

キヤも亦いへらくわがヱホバの家にのぼること

につきては何の兆あらんか

39そのころバラダンの子バビロン王メロダクバ
ラダン、ヒゼキヤが病をうれへて愈しことを

ききければ書と禮物とをおくれり 2ヒゼキヤその

使者のきたるによりて喜びこれに財物金銀香料

たふとき油ををさめたる家およびすべての軍器を

をさめたる家また庫のなかなる物をことごとく見

すおほよそヒゼキヤのいへの裏にあるものと全

國のうちにあるものと見せざるものは一もあら

ざりき 3ここに預言者イザヤ、ヒゼキヤ王のもと

に來りていひけるはこの人々はなにをいひしや

何處よりなんぢのもとに來りしやヒゼキヤ曰け

るはかれらはとほき國よりバビロンより我にき

たれり 4イザヤいふ彼等はなんぢの家にてなに

を見たりしやヒゼキヤ答ふかれらはわが家にあ

るものを皆みたり又わが庫のなかにあるものは一

つをもかれらに見せざるものなかりき 5イザヤ、

ヒゼキヤにいふなんぢ萬軍のヱホバの言をきけ 6

みよ日きたらんなんぢの家のものなんぢの列祖

がけふまで蓄へたるものは皆バビロンにたづさへ

ゆかれて遺るもの一もなかるべし是はヱホバの

みことばなり 7なんぢの身より生れいでん者もと

らはれ寺人とせられてバビロン王の宮のうちにあ

らん 8ヒゼキヤ、イザヤにいひけるは汝がかた

るヱホバのみことばは善しまた云わが世にある

ほどは太平と眞理とあるべしと

40なんぢらの神いひたまはくなぐさめよ汝等
わが民をなぐさめよ 2懇ろにヱルサレムに語

り之によばはり告よその服役の期すでに終りそ

の咎すでに赦されたりそのもろもろの罪により

てヱホバの手よりうけしところは倍したりと 3よ

ばはるものの聲きこゆ云くなんぢら野にてヱホ

バの途をそなへ沙漠にわれらの神の大路をなほく

せよと 4もろもろの谷はたかくもろもろの山と岡

とはひくくせられ曲りたるはなほく崎嶇はたひ

らかにせらるべし 5斯てヱホバの榮光あらはれ人

みな共にこれを見んこはヱホバの口より語りた

まへるなり 6聲きこゆ云くよばはれ答へていふ

何とよばはるべきかいはく人はみな草なりその

榮華はすべて野の花のごとし 7草はかれ花はしぼ

むヱホバの息そのうへに吹ければなり實に民は

くさなり 8草はかれ花はしぼむ然どわれらの神

のことばは永遠にたたん 9よき音信をシオンにつ

たふる者よなんぢ高山にのぼれ嘉おとづれをヱ

ルサレムにつたふる者よなんぢ強く聲をあげよ

こゑを揚ておそるるなかれユダのもろもろの邑

につけよなんぢらの神きたり給へりと 10みよ主

ヱホバ能力をもちて來りたまはんその臂は統治
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めたまはん賞賜はその手にありはたらきの値は

その前にあり 11主は牧者のごとくその群をやし

なひその臂にて小羊をいだき之をその懷中にい

れてたづさへ乳をふくまする者をやはらかに導き

たまはん 12たれか掌心をもてもろもろの水をは

かり指をのばして天をはかりまた地の塵を量器

にもり天秤をもてもろもろの山をはかり權衡をも

てもろもろの岡をはかりしや 13誰かヱホバの靈

をみちびきその議士となりて敎しや 14ヱホバは

誰とともに議りたまひしやたれかヱホバを聰く

しこれに公平の道をまなばせ知識をあたへ明通の

みちを示したりしや 15視よもろもろの國民は桶

のひとしづくのごとく權衡のちりのごとくに思

ひたまふ島々はたちのぼる塵埃のごとし 16レバ

ノンは柴にたらずそのなかの獸は燔祭にたらず 17

ヱホバの前にはもろもろの國民みななきにひとし

ヱホバはかれらを無もののごとく空きもののごと

く思ひたまふ 18然ばなんぢら誰をもて神にくら

べいかなる肖像をもて神にたぐふか 19偶像はた

くみ鑄てつくり金工こがねをもて之をおほひ白

銀をもて之がために鏈をつくれり 20かかる寳物

をそなへえざる貧しきものは朽まじき木をえらみ

良匠をもとめてうごくことなき像をたたしむ 21

なんぢら知ざるかなんぢら聞ざるか始よりなん

ぢらに傳へざりしかなんぢらは地の基をおきし

ときより悟らざりしか 22ヱホバは地のはるか上

にすわり地にすむものを蝗のごとく視たまふお

ほぞらを薄絹のごとく布きこれを住ふべき幕屋

のごとくはり給ふ 23又もろもろの君をなくなら

しめ地の審士をむなしくせしむ 24かれらは僅か

に植られ僅かに播れその幹わづかに地に根ざし

しに神そのうへを吹たまへば即ちかれて藁のご

とく暴風にまきさらるべし 25聖者いひ給はくさ

らばなんぢら誰をもて我にくらべ我にたぐふか 26

なんぢら眼をあげて高をみよたれか此等のもの

を創造せしやをおもへ主は數をしらべてその萬

象をひきいだしおのおのの名をよびたまふ主の

いきほひ大なりその力のつよきがゆゑに一も缺

ることなし 27ヤコブよなんぢ何故にわが途はヱ

ホバにかくれたりといふやイスラエルよ汝なに

ゆゑにわが訟はわが神の前をすぎされりとかたる

や 28汝しらざるか聞ざるかヱホバはとこしへの

神地のはての創造者にして倦たまふことなくま

た疲れたまふことなくその聰明こと測りがたし

29疲れたるものには力をあたへ勢力なきものには

強きをまし加へたまふ 30年少きものもつかれて

うみ壯んなるものも衰へおとろふ 31然はあれど

ヱホバを俟望むものは新なる力をえんまた鷲の

ごとく翼をはりてのぼらん走れどもつかれず歩

めども倦ざるべし

41もろもろの島よわがまへに默せもろもろの
民よあらたなる力をえて近づききたれ而し

て語れわれら寄集ひて諭らはん 2たれか東より

人をおこししやわれは公義をもて之をわが足下

に召しその前にもろもろの國を服せしめまた之

にもろもろの王ををさめしめかれらの劍をちり

のごとくかれらの弓をふきさらるる藁のごとくな

らしむ 3斯て彼はこれらのものを追その足いま

だ行ざる道をやすらかに過ゆけり 4このことは誰

がおこなひしやたが成しやたが太初より世々の

人をよびいだししやわれヱホバなり我ははじめ

なり終なり 5もろもろの島はこれを見ておそれ地

の極はをののきて寄集ひきたれり 6かれら互にそ

の隣をたすけその兄弟にいひけるはなんぢ雄々

しかれ 7木匠は鐵工をはげまし鎚をもて平らぐる

ものは鐵碪をうつものを勵ましていふ接合せい

とよしとまた釘をもて堅うして搖くことなから

しむ 8然どわが僕イスラエルよわが選めるヤコ

ブわが友アブラハムの裔よ 9われ地のはてより汝

をたづさへきたり地のはしよりなんぢを召かく

て汝にいへり汝はわが僕われ汝をえらみて棄ざ

りきと 10おそるるなかれ我なんぢとともにあり

驚くなかれ我なんぢの神なりわれなんぢを強く

せん誠になんぢを助けん誠にわがただしき右手

なんぢを支へん 11視よなんぢにむかひて怒るも

のはみな恥をえて惶てふためかんなんぢと爭ふ

ものは無もののごとくなりて滅亡せん 12なんぢ

尋ぬるとも汝とたたかふ人々にあはざるべし汝

といくさする者はなきものの如くなりて虚しくな

るべし 13そは我ヱホバなんぢの神はなんぢの右

手をとりて汝にいふ懼るるなかれ我なんぢを助

けんと 14またヱホバ宣給ふなんぢ虫にひとしき

ヤコブよイスラエルの人よおそるるなかれ我な

んぢをたすけん汝をあがなふものはイスラエルの

聖者なり 15視よわれ汝をおほくの鋭歯ある新し

き打麥の器となさんなんぢ山をうちて細微にし

岡を粃糠のごとくにすべし 16なんぢ簸げば風こ

れを巻さり狂風これを吹ちらさん汝はヱホバに
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よりて喜びイスラエルの聖者によりて誇らん 17

貧しきものと乏しきものと水を求めて水なくその

舌かわきて衰ふるときわれヱホバ聽てこたへん

我イスラエルの神かれらを棄ざるなり 18われ河

をかぶろの山にひらき泉を谷のなかにいだしま

た荒野を池となし乾ける地を水の源と變ん 19我

あれのに香柏合歎樹もちの樹および油の樹をう

ゑ沙漠に松杉及び黄楊をともに置ん 20かくて彼

等これを見てヱホバの手の作たまふところイスラ

エルの聖者の造り給ふ所なるをしり且こころをと

め且ともどもにさとらん 21ヱホバ言給くなんぢ

らの道理をとり出せヤコブの王いひたまはく汝

等のかたき證をもちきたれ 22これを持來りてわ

れらに後ならんとする事をしめせそのいやさき

に成るべきことを示せわれら心をとめてその終

をしらん或はきたらんとする事をわれらに聞す

べし 23なんぢら後ならんとすることをしめせ我

儕なんぢらが神なることを知らんなんぢら或は

さいはひし或はわざはひせよ我儕ともに見てお

どろかん 24視よなんぢらは無もののごとしなん

ぢらの事はむなしなんぢらを撰ぶものは憎むべ

きものなり 25われ一人を起して北よりきたらせ

我が名をよぶものを東よりきたらしむ彼きたり

もろもろの長をふみて泥のごとくにし陶工のつち

くれを踐がごとくにせん 26たれか初よりこれら

の事をわれらに告てしらしめたりやたれか上古

よりわれらに告てこは是なりといはしめたりや

一人だに告るものなし一人だに聞するものなし

一人だになんぢらの言をきくものなし 27われ豫

じめシオンにいはんなんぢ視よかれらを見よと

われ又よきおとづれを告るものをヱルサレムに予

へん 28われ見るに一人だになしかれらのなかに

謀略をまうくるもの一人だになし我かれらに問

どこたふるもの一人だになし 29かれらの爲はみ

な徒然にして無もののごとしその偶像は風なり

また空しきなり

42わが扶くるわが僕わが心よろこぶわが撰人を
みよ我わが靈をかれにあたへたりかれ異邦

人に道をしめすべし 2かれは叫ぶことなく聲をあ

ぐることなくその聲を街頭にきこえしめず 3また

傷める蘆ををることなくほのくらき燈火をけすこ

となく眞理をもて道をしめさん 4かれは衰へず

喪膽せずして道を地にたてをはらんもろもろの

島はその法言をまちのぞむべし 5天をつくりてこ

れをのべ地とそのうへの產物とをひらきそのう

への民に息をあたへその中をあゆむものに靈を

あたへたまふ神ヱホバかく言給ふ 6云くわれヱホ

バ公義をもてなんぢを召たりわれなんぢの手を

とり汝をまもりなんぢを民の契約とし異邦人の

ひかりとなし 7而して瞽の目を開き俘囚を獄より

いだし暗にすめるものを檻のうちより出さしめ

ん 8われはヱホバなり是わが名なり我はわが榮

光をほかの者にあたへずわがほまれを偶像にあ

たへざるなり 9さきに預言せるところはや成れり

我また新しきことをつげん事いまだ兆さざるさ

きに我まづなんぢらに聞せんと 10海にうかぶも

の海のなかに充るものもろもろの島およびその

民よヱホバにむかひて新しき歌をうたひ地の極

よりその頌美をたたへまつれ 11荒野とその中の

もろもろの邑とケダル人のすめるもろもろの村里

はこゑをあげよセラの民はうたひて山のいただ

きよりよばはれ 12榮光をヱホバにかうぶらせそ

の頌美をもろもろの島にて語りつげよ 13ヱホバ

勇士のごとく出たまふまた戰士のごとく熱心を

おこし聲をあげてよばはり大能をあらはして仇

をせめ給はん 14われ久しく聲をいださず默して

己をおさへたり今われ子をうまんとする婦人の

ごとく叫ばん我いきづかしくかつ喘がん 15われ

山と岡とをあらし且すべてその上の木草をからし

もろもろの河を島としもろもろの池を涸さん 16

われ瞽者をその未だしらざる大路にゆかしめそ

の未だしらざる徑をふましめ暗をその前に光と

なし曲れるをその前になほくすべし我これらの

事をおこなひて彼らをすてじ 17刻みたる偶像に

たのみ鑄たる偶像にむかひて汝等はわれらの神な

りといふものは退けられて大に恥をうけん 18聾

者よきけ瞽者よ眼をそそぎてみよ 19瞽者はたれ

ぞわが僕にあらずや誰かわがつかはせる使者の

如き瞽者あらんや誰かわが友の如きめしひあら

んや誰かヱホバの僕のごときめしひあらんや 20

汝おほくのことを見れども顧みず耳をひらけど

も聞ざるなり 21ヱホバおのれ義なるがゆゑに大

にしてたふとき律法をたまふをよろこび給へり 22

然るにこの民はかすめられ奪はれてみな穴中に

とらはれ獄のなかに閉こめらる斯てその掠めら

るるを助くる者なくその奪はれたるを償へとい

ふ者なし 23なんぢらのうち誰かこのことに耳を

かたぶけんたれか心をもちゐて後のために之を
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きかん 24ヤコブを奪はせしものは誰ぞかすむる

者にイスラエルをわたしし者はたれぞ是ヱホバ

にあらずやわれらヱホバに罪ををかしその道を

あゆまずその律法にしたがふことを好まざりき

25この故にヱホバ烈しき怒をかたぶけ猛きいくさ

をきたらせその烈しきこと火の如く四圍にもゆ

れども彼しらずその身に焚せまれども心におか

ざりき

43ヤコブよなんぢを創造せるヱホバいま如此い
ひ給ふイスラエルよ汝をつくれるもの今か

く言給ふおそるるなかれ我なんぢを贖へり我な

んぢの名をよべり汝はわが有なり 2なんぢ水中を

すぐるときは我ともにあらん河のなかを過るとき

は水なんぢの上にあふれじなんぢ火中をゆくと

き焚るることなく火焰もまた燃つかじ 3我はヱホ

バなんぢの神イスラエルの聖者なんぢの救主な

りわれエジプトを予えてなんぢの贖代となしエ

テオピアとセバとをなんぢに代ふ 4われ看てなん

ぢを寶とし尊きものとして亦なんぢを愛すこの

故にわれ人をもてなんぢにかへ民をなんぢの命

にかへん 5懼るるなかれ我なんぢとともにあり

我なんぢの裔を東よりきたらせ西より汝をあつむ

べし 6われ北にむかひて釋せといひ南にむかひて

留るなかれといはんわが子輩を遠きよりきたら

せわが女らを地の極よりきたらせよ 7すべてわ

が名をもて稱へらるる者をきたらせよ我かれら

をわが榮光のために創造せりわれ曩にこれを造

りかつ成をはれり 8目あれども瞽者のごとく耳あ

れど聾者のごとき民をたづさへ出よ 9國々はみな

相集ひもろもろの民はあつまるべし彼等のうち

誰かいやさきに成るべきことをつげ之をわれらに

聞することを得んやその證人をいだして己の是

なるをあらはすべし彼等ききて此はまことなり

といはん 10ヱホバ宣給くなんぢらはわが證人わ

がえらみし僕なり然ばなんぢら知てわれを信じ

わが主なるをさとりうべし我よりまへにつくら

れし神なく我よりのちにもあることなからん 11

ただ我のみ我はヱホバなりわれの外にすくふ者

あることなし 12われ前につげまた救をほどこし

また此事をきかせたり汝等のうちには他神なか

りきなんぢらはわが證人なり我は神なりこれヱ

ホバ宣給るなり 13今よりわれは主なりわが手よ

り救ひいだし得るものなしわれ行はば誰かとど

むることを得んや 14なんぢらを贖ふものイスラ

エルの聖者ヱホバかく言たまふなんぢらの爲に

われ人をバビロンにつかはし彼處にあるカルデヤ

人をことごとく下らせその宴樂の船にのりての

がれしむ 15われはヱホバなんぢらの聖者イスラ

エルを創造せしもの又なんぢらの王なり 16ヱホ

バは海のなかに大路をまうけ大なる水のなかに徑

をつくり 17戰車および馬軍兵武士をいできたら

せことごとく仆れて起ることあたはず皆ほろび

て燈火のきえうするが如くならしめ給へり 18ヱ

ホバ言給くなんぢら往昔のことを思ひいづるな

かれまた上古のことをかんがふるなかれ 19視よ

われ新しき事をなさん頓ておこるべしなんぢら

知ざるべけんやわれ荒野に道をまうけ沙漠に河

をつくらん 20野の獸われを崇むべし野犬および

駝鳥もまた然りわれ水を荒野にいだし河を沙漠

にまうけてわが民わがえらびたる者にのましむべ

ければなり 21この民はわが頌美をのべしめんと

て我おのれのために造れるなり 22然るにヤコブ

よ汝われを呼たのまざりきイスラエルよ汝われ

を厭ひたり 23なんぢ燔祭のひつじを我にもちき

たらず犠牲をもて我をあがめざりきわれ汝にそ

なへものの荷をおはせざりきまた乳香をもて汝

をわづらはせざりき 24なんぢは銀貨をもて我が

ために菖蒲をかはず犠牲のあぶらをもて我をあ

かしめず反てなんぢの罪の荷をわれに負せなん

ぢの邪曲にて我をわづらはせたり 25われこそ我

みづからの故によりてなんぢの咎をけし汝のつみ

を心にとめざるなれ 26なんぢその是なるをあら

はさんがために己が事をのべて我に記念せしめよ

われら相共にあげつらふべし 27なんぢの遠祖つ

みををかし汝のをしへの師われにそむけり 28こ

の故にわれ聖所の長たちを汚さしめヤコブを詛は

しめイスラエルをののしらしめん

44されどわが僕ヤコブよわが撰みたるイスラエ
ルよ今きけ 2なんぢを創造しなんぢを胎内

につくり又なんぢを助くるヱホバ如此いひたまふ

わがしもベヤコブよわが撰みたるヱシュルンよお

そるるなかれ 3われ渇けるものに水をそそぎ乾た

る地に流をそそぎわが靈をなんぢの子輩にそそ

ぎわが恩惠をなんぢの裔にあたふべければなり 4

斯てかれらは草のなかにて川のほとりの柳のごと

く生そだつべし 5ある人はいふ我はヱホバのもの

なりとある人はヤコブの名をとなへんある人は

ヱホバの有なりと手にしるしてイスラエルの名を
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なのらん 6ヱホバ、イスラエルの王イスラエルを

あがなふもの萬軍のヱホバ如此いひたまふわれ

は始なりわれは終なりわれの外に神あることな

し 7我いにしへの民をまうけしより以來たれか

われのごとく後事をしめし又つげ又わが前にいひ

つらねんや試みに成んとすること來らんとする

ことを告よ 8なんぢら懼るるなかれ慴くなかれ

我いにしへより聞せたるにあらずや告しにあらず

やなんぢらはわが證人なりわれのほか神あらん

や我のほかには磐あらずわれその一つだに知こ

となし 9偶像をつくる者はみな空しくかれらが

慕ふところのものは益なしその證を見るものは

見ことなく知ことなし斯るがゆゑに恥をうくべ

し 10たれか神をつくり又えきなき偶像を鑄たり

しや 11視よその伴侶はみなはぢんその匠工らは

人なりかれら皆あつまりて立ときはおそれても

ろともに恥るなるべし 12鐵匠は斧をつくるに炭

の火をもてこれをやき鎚もてこれを鍛へつよき碗

をもてこれをうちかたむ饑れば力おとろへ水を

のまざればつかれはつべし 13木匠はすみなはを

ひきはり朱にてゑがき鐁にてけづり文回をもて畫

き之を人の形にかたどり人の美しき容にしたが

ひて造り而して家のうちに安置す 14あるひは香

柏をきりあるひは槲をとりあるひは橿をとり或

ははやしの樹のなかにて一をえらびあるひは杉

をうゑ雨をえて長たしむ 15而して人これを薪と

なし之をもておのが身をあたため又これを燃して

パンをやき又これを神につくりてをがみ偶像につ

くりてその前にひれふす 16その半は火にもやし

その半は肉をにて食ひあるひは肉をあぶりてく

ひあきまた身をあたためていふああ我あたたま

れりわれ熱きをおぼゆ 17斯てその餘をもて神に

つくり偶像につくりてその前にひれふし之ををが

み之にいのりていふなんぢは吾神なり我をすく

へと 18これらの人は知ことなく悟ることなしそ

の眼ふさがりて見えずその心とぢてあきらかな

らず 19心のうちに思ふことをせず智識なく明悟

なきがゆゑに我そのなかばを火にもやしその炭火

のうへにパンをやき肉をあぶりて食ひその木の

あまりをもて我いかで憎むべきものを作るべけん

や我いかで木のはしくれに俯伏すことをせんや

といふ者もなし 20かかる人は灰をくらひ迷へる

心にまどはされて己がたましひを救ふあたはず

またわが右手にいつはりあるにあらずやとおもは

ざるなり 21ヤコブよイスラエルよ此等のことを

心にとめよ汝はわが僕なり我なんぢを造れりな

んぢわが僕なりイスラエルよ我はなんぢを忘れ

じ 22我なんぢの愆を雲のごとくに消しなんぢの

罪を霧のごとくにちらせりなんぢ我にかへれ我

なんぢを贖ひたればなり 23天ようたうたへヱホ

バこのことを成たまへり下なる地よよばはれも

ろもろの山よ林およびその中のもろもろの木よ

こゑを發ちてうたふべしヱホバはヤコブを贖へ

りイスラエルのうちに榮光をあらはし給はん 24

なんぢを贖ひなんぢを胎内につくれるヱホバかく

言たまふ我はヱホバなり我よろづのものを創造

しただ我のみ天をのべみづから地をひらき 25い

つはるものの豫兆をむなしくし卜者をくるはせ智

者をうしろに退けてその知識をおろかならしむ 26

われわが僕のことばを遂しめわが使者のはかり

ごとを成しめヱルサレムについては民また住は

んといひユダのもろもろの邑については重ねて

建らるべし我その荒廢たるところを舊にかへさん

といふ 27また淵に命ずかわけ我なんぢのもろも

ろの川をほさんと 28又クロスについては彼はわ

が牧者すべてわが好むところを成しむる者なりと

いひヱルサレムについてはかさねて建られその

宮の基すゑられんといふ

45われヱホバわが受膏者クロスの右手をとりて
もろもろの國をそのまへに降らしめもろも

ろの王の腰をとき扉をその前にひらかせて門をと

づるものなからしめん 2われ汝のまへにゆきて崎

嶇をたひらかにし銅の門をこぼちくろがねの關

木をたちきるべし 3われなんぢに暗ところの財貨

とひそかなるところに藏せるたからとを予へな

んぢに我はヱホバなんぢの名をよべるイスラエル

の神なるを知しめん 4わが僕ヤコブわが撰みたる

イスラエルのために我なんぢの名をよべり汝わ

れを知ずといへどわれ名をなんぢに賜ひたり 5わ

れはヱホバなり我のほかに神なし一人もなし汝

われをしらずといへども我なんぢを固うせん 6而

して日のいづるところより西のかたまで人々我の

ほかに神なしと知べし我はヱホバなり他にひと

りもなし 7われは光をつくり又くらきを創造す

われは平和をつくりまた禍害をさうざうす我は

ヱホバなり我すべてこれらの事をなすなり 8天

ようへより滴らすべし雲よ義をふらすべし地は

ひらけて救を生じ義をもともに萌いだすべしわ
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れヱホバ之を創造せり 9世人はすゑものの中のひ

とつの陶器なるに己をつくれる者とあらそふはわ

ざはひなるかな泥塊はすゑものつくりにむかひ

て汝なにを作るかといふべけんや又なんぢの造

りたる者なんぢを手なしといふべけんや 10父に

むかひて汝なにゆゑに生むことをせしやといひ

婦にむかひて汝なにゆゑに產のくるしみをなしし

やといふ者はわざはひなるかな 11ヱホバ、イス

ラエルの聖者イスラエルを造れるもの如此いひた

まふ後きたらんとすることを我にとへまたわが

子女とわが手の工とにつきて汝等われに言せよ 12

われ地をつくりてそのうへに人を創造せりわれ

自らの手をもて天をのべその萬象をさだめたり

13われ義をもて彼のクロスを起せりわれそのすべ

ての道をなほくせん彼はわが邑をたてわが俘囚

を價のためならず報のためならずして釋すべし

これ萬軍のヱホバの聖言なり 14ヱホバ如此いひ

たまふエジプトがはたらきて得しものとエテオ

ピアがあきなひて得しものとはなんぢの有となら

んまた身のたけ高きセバ人きたりくだりて汝に

したがひ繩につながれて降りなんぢのまへに伏

しなんぢに祈りていはんまことに神はなんぢの

中にいませりこのほかに神なし一人もなしと 15

救をほどこし給ふイスラエルの神よまことに汝

はかくれています神なり 16偶像をつくる者はみ

な恥をいだき辱かしめをうけ諸共にはぢあわてて

退かん 17されどイスラエルはヱホバにすくはれ

て永遠の救をえんなんぢらは世々かぎりなく恥

をいだかず辱かしめをうけじ 18ヱホバは天を創

造したまへる者にしてすなはち神なりまた地を

もつくり成てこれを堅くし徒然にこれを創造し給

はずこれを人の住所につくり給へりヱホバかく

宣給ふわれはヱホバなり我のほかに神あること

なしと 19われは隱れたるところ地のくらき所に

てかたらず我はヤコブの裔になんぢらが我をた

づぬるは徒然なりといはず我ヱホバはただしき

事をかたり直きことを告ぐ 20汝等もろもろの國

より脱れきたれる者よつどひあつまり共にすす

みききたれ木の像をになひ救ふことあたはざる

神にいのりするものは無智なるなり 21なんぢら

その道理をもちきたりて述よまた共にはかれ此

事をたれか上古より示したりや誰かむかしより

告たりしや此はわれヱホバならずや我のほかに

神あることなしわれは義をおこなひ救をほどこ

す神にして我のほかに神あることなし 22地の極

なるもろもろの人よなんぢら我をあふぎのぞめ

然ばすくはれんわれは神にして他に神なければ

なり 23われは己をさして誓ひたりこの言はただ

しき口よりいでたれば反ることなしすべての膝

はわがまへに屈みすべての舌はわれに誓をたて

ん 24人われに就ていはん正義と力とはヱホバに

のみありと人々ヱホバにきたらんすべてヱホバ

にむかひて怒るものは恥をいだくべし 25イスラ

エルの裔はヱホバによりて義とせられ且ほこら

ん

46ベルは伏しネボは屈むかれらの像はけもの
と家畜とのうへにありなんぢらが擡げある

きしものは荷となりて疲れおとろへたるけものの

負ところとなりぬ 2かれらは屈みかれらは共にふ

しその荷となれる者をすくふこと能はずして己

とらはれゆく 3ヤコブの家よイスラエルのいへの

遺れるものよ腹をいでしより我におはれ胎をい

でしより我にもたげられしものよ皆われにきく

べし 4なんぢらの年老るまで我はかはらず白髮と

なるまで我なんぢらを負ん我つくりたれば擡ぐ

べし我また負ひかつ救はん 5なんぢら我をたれに

比べたれに配ひたれに擬らへかつ相くらぶべき

か 6人々ふくろより黄金をかたぶけいだし權衡を

もて白銀をはかり金工をやとひてこれを神につく

らせ之にひれふして拜む 7彼等はこれをもたげて

肩にのせ負ひゆきてその處に安置すすなはち立

てその處をはなれず人これにむかひて呼はれど

も答ふること能はず又これをすくひて苦難のう

ちより出すことあたはず 8なんぢら此事をおもひ

いでて堅くたつべし悖逆者よこのことを心にと

めよ 9汝等いにしへより以來のことをおもひいで

よわれは神なり我のほかに神なしわれは神なり

我のごとき者なし 10われは終のことを始よりつ

げいまだ成ざることを昔よりつげわが謀畧はか

ならず立つといひすべて我がよろこぶことを成

んといへり 11われ東より鷲をまねき遠國よりわ

が定めおける人をまねかん我このことを語りた

れば必らず來らすべし我このことを謀りたれば

かならず成すべし 12なんぢら心かたくなにして

義にとほざかるものよ我にきけ 13われわが義を

ちかづかしむ可ればその來ること遠からずわが

救おそからず我すくひをシオンにあたへわが榮

光をイスラエルにあたへん
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47バビロンの處女よくだりて塵のなかにすわ
れカルデヤ人のむすめよ座にすわらずして

地にすわれ汝ふたたび婀娜にして嬌なりととな

へらるることなからん 2礱をとりて粉をひけ面

帕をとりさり袿をぬぎ髓をあらはして河をわたれ

3なんぢの肌はあらはれなんぢの恥はみゆべしわ

れ仇をむくいて人をかへりみず 4われらを贖ひた

まふ者はその名を萬軍のヱホバ、イスラエルの聖

者といふ 5カルデヤ人のむすめよなんぢ口をつ

ぐみてすわれ又くらき所にいりてをれ汝ふたた

びもろもろの國の主母ととなへらるることなから

ん 6われわが民をいきどほりわが產業をけがして

之をなんぢの手にあたへたり汝これに憐憫をほ

どこさず年老たるもののうへに甚だおもき軛をお

きたり 7汝いへらく我とこしへに主母たらんと

斯てこれらのことを心にとめず亦その終をおもは

ざりき 8なんぢ歡樂にふけり安らかにをり心の

うちにただ我のみにして我のほかに誰もなく我は

やもめとなりてをらずまた子をうしなふことを

知まじとおもへる者よなんぢ今きけ 9子をうしな

ひ寡婦となるこの二つのこと一日のうちに俄にな

んぢに來らん汝おほく魔術をおこなひひろく呪詛

をほどこすと雖もみちみちて汝にきたるべし 10

汝おのれの惡によりたのみていふ我をみるもの

なしとなんぢの智慧となんぢの聰明とはなんぢ

を惑せたりなんぢ心のうちにおもへらくただ我

のみにして我のほかに誰もなしと 11この故にわ

ざはひ汝にきたらんなんぢ呪ひてこれを除くこ

とをしらず艱難なんぢに落きたらん汝これをは

らふこと能はずなんぢの思ひよらざる荒廢には

かに汝にきたるべし 12今なんぢわかきときより

勤めおこなひたる呪詛とおほくの魔術とをもて立

むかふべしあるひは益をうることあらんあるひ

は敵をおそれしむることあらん 13なんぢは謀畧

おほきによりて倦つかれたりかの天をうらなふ

もの星をみるもの新月をうらなふ者もし能はば

いざたちて汝をきたらんとする事よりまぬかれし

むることをせよ 14彼らは藁のごとくなりて火に

やかれんおのれの身をほのほの勢力よりすくひ

いだすこと能はずその火は身をあたたむべき炭

火にあらず又その前にすわるべき火にもあらず 15

汝がつとめて行ひたる事は終にかくのごとくなら

ん汝のわかきときより汝とうりかひしたる者お

のおのその所にさすらひゆきて一人だになんぢを

救ふものなかるべし

48ヤコブの家よなんぢら之をきけ汝らはイス
ラエルの名をもて稱へられユダの根源より

いでヱホバの名によりて誓ひイスラエルの神をか

たりつぐれども眞實をもてせず正義をもてせざ

るなり 2かれらはみづから聖京のものととなへイ

スラエルの神によりたのめりその名は萬軍のヱ

ホバといふ 3われ今よりさきに成しことを旣にい

にしへより告たりわれ口よりいだして旣にのべ

つたへたり我にはかにこの事をおこなひ而して

成ぬ 4われ汝がかたくなにして項の筋はくろがね

その額はあかがねなるを知れり 5このゆゑに我は

やくよりかの事をなんぢにつげその成ざるさき

に之をなんぢに聞しめたり恐くはなんぢ云んわ

が偶像これを成せり刻みたるざう鑄たる像これを

命じたりと 6なんぢ旣にきけり凡てこれを視よ

汝ら之をのべつたへざるかわれ今より新なる事

なんぢが未だしらざりし秘事をなんぢに示さん 7

これらの事はいま創造せられしにて上古よりあり

しにあらずこの日よりさきに汝これを聞ざりき

然らずば汝いはん視よわれこれを知れりと 8汝こ

れを聞こともなく知こともなくなんぢの耳はい

にしへより開けざりき我なんぢが欺きあざむき

て生れながら悖逆者ととなへられしを知ればなり

9わが名のゆゑによりて我いかりを遲くせんわが

頌美のゆゑにより我しのびてなんぢを絶滅すこと

をせじ 10視よわれなんぢを煉たりされど白銀の

如くせずして患難の爐をもてこころみたり 11わ

れ己のため我おのれの爲にこれを成んわれ何で

わが名をけがさしむべき我わが榮光をほかの者

にあたることをせじ 12ヤコブよわが召たるイス

ラエルよわれにきけわれは是なりわれは始また

終なり 13わが手は地のもとゐを置わが右の手は

天をのべたり我よべば彼等はもろともに立なり

14汝ら皆あつまりてきけヱホバの愛するものヱホ

バの好みたまふ所をバビロンに成しその腎はカ

ルデヤ人のうへにのぞまん彼等のうち誰かこれ

らの事をのべつげしや 15ただ我のみ我かたれり

我かれをめし我かれをきたらせたりその道さか

ゆべし 16なんぢら我にちかよりて之をきけ我は

じめより之をひそかに語りしにあらずその成し

ときより我はかしこに在りいま主ヱホバわれと

その靈とをつかはしたまへり 17なんぢの贖主イ
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スラエルの聖者ヱホバかく言給くわれはなんぢ

の神ヱホバなり我なんぢに益することを敎へな

んぢを導きてそのゆくべき道にゆかしむ 18願く

はなんぢわが命令にききしたがはんことをもし

然らばなんぢの平安は河のごとく汝の義はうみ

の波のごとく 19なんぢの裔はすなのごとく汝の

體よりいづる者は細沙のごとくになりてその名

はわがまへより絶るることなく亡さるることなか

らん 20なんぢらバビロンより出てカルデヤ人よ

りのがれよなんらぢ歡の聲をもてのべきかせ地

のはてにいたるまで語りつたへヱホバはその僕

ヤコブをあがなひ給へりといへ 21ヱホバかれら

をして沙漠をゆかしめ給へるとき彼等はかわきた

ることなかりきヱホバ彼等のために磐より水を

ながれしめまた磐をさきたまへば水ほどばしり

いでたり 22ヱホバいひたまはく惡きものには平

安あることなし

49もろもろの島よ我にきけ遠きところのもろ
もろの民よ耳をかたむけよ我うまれいづる

よりヱホバ我を召しわれ母の胎をいづるよりヱ

ホバわが名をかたりつげたまへり 2ヱホバわが口

を利劍となし我をその手のかげにかくし我をと

ぎすましたる矢となして箙にをさめ給へり 3また

我にいひ給はく汝はわが僕なりわが榮光のあら

はるべきイスラエルなりと 4されど我いへりわ

れは徒然にはたらき益なくむなしく力をつひやし

ぬと然はあれど誠にわが審判はヱホバにありわ

が報はわが神にあり 5ヤコブをふたたび己にかへ

らしめイスラエルを己のもとにあつまらせんとて

我をうまれいでしより立ておのれの僕となし給へ

るヱホバいひ給ふ(我はヱホバの前にたふとくせ

らる又わが神はわが力となりたまへり) 6その聖

言にいはくなんぢわが僕となりてヤコブのもろ

もろの支派をおこしイスラエルのうちののこり

て全うせしものを歸らしむることはいと輕し我

また汝をたてて異邦人の光となし我がすくひを

地のはてにまで到らしむ 7ヱホバ、イスラエルの

贖主イスラエルの聖者は人にあなどらるるもの

民にいみきらはるるもの長たちに役せらるる者

にむかひて如此いひたまふもろもろの王は見て

たちもろもろの君はみて拜すべしこれ信實ある

ヱホバ、イスラエルの聖者なんぢを選びたまへる

が故なり 8ヱホバ如此いひたまふわれ惠のとき

に汝にこたへ救の日になんぢを助けたりわれ汝

をまもりて民の契約とし國をおこし荒すたれたる

地をまた產業としてかれらにつがしめん 9われ縛

しめられたる者にいでよといひ暗にをるものに顯

れよといはんかれら途すがら食ふことをなしも

ろもろの禿なる山にも牧草をうべし 10かれらは

饑ずかわかず又やけたる砂もあつき日もうつこ

となし彼等をあはれむもの之をみちびきて泉の

ほとりに和かにみちびき給ければなり 11我わが

もろもろの山を路としわが大路をたかくせん 12

視よ人々あるひは遠きよりきたりあるひは北ま

た西よりきたらん或はまたシニムの地よりきた

るべし 13天ようたへ地よよろこべもろもろの山

よ聲をはなちてうたへヱホバはその民をなぐさ

めその苦むものを憐みたまへばなり 14然どシオ

ンはいへりヱホバ我をすて主われをわすれたまへ

りと 15婦その乳兒をわすれて己がはらの子をあ

はれまざることあらんや縦ひかれら忘るること

ありとも我はなんぢを忘るることなし 16われ掌

になんぢを彫刻めりなんぢの石垣はつねにわが

前にあり 17なんぢの子輩はいそぎ來りなんぢを

毀つもの汝をあらす者は汝より出さらん 18なん

ぢ目をあげて環視せよこれらのもの皆あひあつ

まりて汝がもとに來るべしヱホバ宣給くわれは

活なんぢ此等をみな身によそほひて飾となし新

婦の帶のごとくに之をまとふべし 19なんぢの荒

かつ廢れたるところ毀たれたる地はこののち住

ふもの多くして狹きをおぼえんなんぢを呑つく

ししもの遙にはなれ去るべし 20むかし別れたり

しなんぢの子輩はのちの日なんぢの耳のあたりに

て語りあはん云くここは我がために狹しなんぢ

外にゆきて我にすむべき所をえしめよと 21その

時なんぢ心裏にいはん誰かわがために此等のも

のを生しやわれ子をうしなひて獨居りかつ俘れ

且さすらひたり誰かこれを育てしや視よわれ一

人のこされたり此等はいづこに居しや 22主ヱホ

バいひたまはく視よわれ手をもろもろの國にむ

かひてあげ旗をもろもろの民にむかひてたてん

斯てかれらはその懷中になんぢの子輩をたづさへ

その肩になんぢの女輩をのせきたらん 23もろも

ろの王はなんぢの養父となりその后妃はなんぢ

の乳母となりかれらはその面を地につけて汝に

ひれふしなんぢの足の塵をなめん而して汝わが

ヱホバなるをしりわれを俟望むものの恥をかう

ぶることなきを知るならん 24勇士がうばひたる
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掠物をいかでとりかへし強暴者がかすめたる虜

をいかで救いだすことを得んや 25されどヱホバ

如此いひたまふ云くますらをが掠めたる虜もと

りかへされ強暴者がうばひたる掠物もすくひい

ださるべしそは我なんぢを攻るものをせめてな

んぢの子輩をすくふべければなり 26我なんぢを

虐ぐるものにその肉をくらはせまたその血をあ

たらしき酒のごとくにのませて酔しめん而して

萬民はわがヱホバにして汝をすくふ者なんぢを贖

ふものヤコブの全能者なることを知るべし

50ヱホバかくいひ給ふわがなんぢらの母をさ
りたる離書はいづこにありや我いづれの債

主になんぢらを賣わたししや視よなんぢらはそ

の不義のために賣られなんぢらの母は汝らの咎

戻のために去られたり 2わがきたりし時なにゆゑ

一人もをらざりしや我よびしとき何故ひとりも

答ふるものなかりしやわが手みぢかくして贖ひ

えざるかわれ救ふべき力なからんや視よわれ叱

咤すれば海はかれ河はあれのとなりそのなかの魚

は水なきによりかわき死て臭氣をいだすなり 3わ

れ黑きころもを天にきせ麁布をもて蔽となす 4主

ヱホバは敎をうけしものの舌をわれにあたへ言を

もて疲れたるものを扶支ふることを知得しめたま

ふまた朝ごとに醒しわが耳をさまして敎をうけ

し者のごとく聞ことを得しめたまふ 5主ヱホバわ

が耳をひらき給へりわれは逆ふことをせず退く

ことをせざりき 6われを撻つものにわが背をまか

せわが鬚をぬくものにわが頬をまかせ恥と唾と

をさくるために面をおほふことをせざりき 7主ヱ

ホバわれを助けたまはんこの故にわれ恥ること

なかるべし我わが面を石の如くして恥しめらる

ることなきを知る 8われを義とするもの近きにあ

りたれか我とあらそはんやわれら相共にたつべ

しわが仇はたれぞや近づききたれ 9主ヱホバわ

れを助け給はん誰かわれを罪せんや視よかれら

はみな衣のごとくふるび蠧のためにくひつくされ

ん 10汝等のうちヱホバをおそれその僕の聲をき

くものは誰ぞや暗をあゆみて光をえざるともヱ

ホバの名をたのみおのれの神にたよれ 11火をお

こし火把を帶るものよ汝等みなその火のほのほの

なかをあゆめ又なんぢらの燃したる火把のなか

をあゆめなんぢら斯のごとき事をわが手よりう

けて悲みのうちに臥べし

51義をおひ求めヱホバを尋ねもとむるものよ我
にきけなんぢらが斫出されたる磐となんぢ

らの掘出されたる穴とをおもひ見よ 2なんぢらの

父アブラハム及びなんぢらを生たるサラをおもひ

見よわれ彼をその唯一人なりしときに召しこれ

を祝してその子孫をまし加へたり 3そはヱホバ、

シオンを慰めまたその凡てあれたる所をなぐさ

めてその荒野をエデンのごとくその沙漠をヱホ

バの園のごとくなしたまへり斯てその中によろ

こびと歡樂とあり感謝とうたうたふ聲とありてき

こゆ 4わが民よわが言にこころをとめよわが國

人よわれに耳をかたぶけよ律法はわれより出づ

われわが途をかたく定めてもろもろの民の光とな

さん 5わが義はちかづきわが救はすでに出たり

わが臂はもろもろの民をさばかんもろもろの島

はわれを俟望みわがかひなに依賴ん 6なんぢら

目をあげて天を觀また下なる地をみよ天は烟の

ごとくきえ地は衣のごとくふるびその中にすむ者

これとひとしく死んされどわが救はとこしへに

ながらへわが義はくだくることなし 7義をしる

ものよ心のうちにわが律法をたもつ民よわれに

きけ人のそしりをおそるるなかれ人のののしり

に慴くなかれ 8そはかれら衣のごとく蠧にはまれ

羊の毛のごとく蟲にはまれんされどわが義はと

こしへに存らへわがすくひ萬代におよぶべし 9

さめよ醒よヱホバの臂よちからを着よさめて古

への時むかしの代にありし如くなれラハブをき

りころし鱷をさしつらぬきたるは汝にあらずや 10

海をかわかし大なる淵の水をかわかしまた海の

ふかきところを贖はれたる人のすぐべき路となし

しは汝にあらずや 11ヱホバに贖ひすくはれしも

の歌うたひつつ歸りてシオンにきたりその首に

とこしへの歡喜をいただきて快樂とよろこびとを

えん而してかなしみと歎息とはにげさるべし 12

我こそ我なんぢらを慰むれ汝いかなる者なれば

死べき人をおそれ草の如くなるべき人の子をおそ

るるか 13いかなれば天をのべ地の基をすゑ汝を

つくりたまへるヱホバを忘れしや何なれば汝を

ほろぼさんとて豫備する虐ぐるものの憤れるをみ

て常にひねもす懼るるか虐ぐるものの忿恚はい

づこにありや 14身をかがめゐる俘囚はすみやか

に解れて死ることなく穴にくだることなくその

食はつくること無るべし 15我は海をふるはせ波

をなりどよめかする汝の神ヱホバなりその御名
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を萬軍のヱホバといふ 16我わが言をなんぢの口

におきわが手のかげにて汝をおほへりかくてわ

れ天をうゑ地の基をすゑシオンにむかひて汝は

わが民なりといはん 17ヱルサレムよさめよさめ

よ起よなんぢ前にヱホバの手よりその忿恚のさ

かづきをうけて飮みよろめかす大杯をのみ且す

ひほしたり 18なんぢの生るもろもろの子のなか

に汝をみちびく者なく汝のそだてたるもろもろ

の子の中にてなんぢの手をたづさふる者なし 19

この二のこと汝にのぞめり誰かなんぢのために歎

んや荒廢の饑饉ほろびの劍なんぢに及べり我い

かにして汝をなぐさめんや 20なんぢの子らは息

たえだえにして網にかかれる羚羊のごとくし街衢

の口にふすヱホバの忿恚となんぢの神のせめと

はかれらに滿たり 21このゆゑに苦しめるもの酒

にあらで酔たるものよ之をきけ 22なんぢの主ヱ

ホバおのが民の訟をあげつらひ給ふなんぢの神

かくいひ給ふ我よろめかす酒杯をなんぢの手よ

り取除きわがいきどほりの大杯をとりのぞきた

り汝ふたたびこれを飮ことあらじ 23我これを汝

をなやますものの手にわたさん彼らは曩になん

ぢの靈魂にむかひて云らくなんぢ伏せよわれら

越ゆかんと而してなんぢその背を地のごとくし

衢のごとくし彼等のこえゆくに任せたり

52シオンよ醒よさめよ汝の力を衣よ聖都ヱル
サレムよなんぢの美しき衣をつけよ今より

割禮をうけざる者および潔からざるものふたたび

汝にいること無るべければなり 2なんぢ身の塵を

ふりおとせヱルサレムよ起よすわれ俘れたるシ

オンのむすめよ汝がうなじの繩をときすてよ 3そ

はヱホバかく言給ふなんぢらは價なくして賣ら

れたり金なくして贖はるべし 4主ヱホバ如此いひ

給ふ曩にわが民エジプトにくだりゆきて彼處に

とどまれりアツスリヤ人ゆゑなくして彼等をし

へたげたり 5ヱホバ宣給くわが民はゆゑなくし

て俘れたりされば我ここに何をなさんヱホバの

たまはく彼等をつかさどる者さけびよばはりわ

が名はつねに終日けがさるるなり 6この故にわが

民はわが名をしらんこのゆゑにその日には彼ら

この言をかたるものの我なるをしらん我ここに

在り 7よろこびの音信をつたへ平和をつげ善お

とづれをつたへ救をつげシオンに向ひてなんぢ

の神はすべ治めたまふといふものの足は山上にあ

りていかに美しきかな 8なんぢが斥候の聲きこゆ

かれらはヱホバのシオンに歸り給ふを目と目とあ

ひあはせて視るが故にみな聲をあげてもろともに

うたへり 9ヱルサレムの荒廢れたるところよ聲を

はなちて共にうたふべしヱホバその民をなぐさ

めヱルサレムを贖ひたまひたればなり 10ヱホバ

そのきよき手をもろもろの國人の目のまへにあら

はしたまへり地のもろもろの極までもわれらの

神のすくひを見ん 11なんぢら去よされよ彼處を

いでて汚れたるものに觸るなかれその中をいで

よヱホバの器をになふ者よなんぢら潔くあれ 12

なんぢら急ぎいづるにあらず趨りゆくにあらず

ヱホバはなんぢらの前にゆきイスラエルの神はな

んぢらの軍後となり給ふべければなり 13視よわ

がしもべ智慧をもておこなはん上りのぼりて甚

だたかくならん 14曩にはおほくの人かれを見て

おどろきたり(その面貌はそこなはれて人と異な

りその形容はおとろへて人の子とことなれり) 15

後には彼おほく國民にそそがん王たち彼により

て口を緘まんそはかれら未だつたへられざるこ

とを見いまだ聞ざることを悟るべければなり

53われらが宣るところを信ぜしものは誰ぞや
ヱホバの手はたれにあらはれしや 2かれは主

のまへに芽えのごとく燥きたる土よりいづる樹

株のごとくそだちたりわれらが見るべきうるは

しき容なくうつくしき貌はなくわれらがしたふ

べき艶色なし 3かれは侮られて人にすてられ悲

哀の人にして病患をしれりまた面をおほひて避

ることをせらるる者のごとく侮られたりわれら

も彼をたふとまざりき 4まことに彼はわれらの病

患をおひ我儕のかなしみを擔へり然るにわれら

思へらく彼はせめられ神にうたれ苦しめらるるな

りと 5彼はわれらの愆のために傷けられわれら

の不義のために碎かれみづから懲罰をうけてわ

れらに平安をあたふそのうたれし痍によりてわ

れらは癒されたり 6われらはみな羊のごとく迷ひ

ておのおの己が道にむかひゆけり然るにヱホバ

はわれら凡てのものの不義をかれのうへに置たま

へり 7彼はくるしめらるれどもみづから謙だりて

口をひらかず屠場にひかるる羔羊の如く毛をき

る者のまへにもだす羊の如くしてその口をひらか

ざりき 8かれは虐待と審判とによりて取去れたり

その代の人のうち誰か彼が活るものの地より絶れ

しことを思ひたりしや彼はわが民のとがの爲に

うたれしなり 9その墓はあしき者とともに設けら
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れたれど死るときは富るものとともになれりか

れは暴をおこなはずその口には虚僞なかりき 10

されどヱホバはかれを碎くことをよろこびて之を

なやましたまへり斯てかれの靈魂とがの献物を

なすにいたらば彼その末をみるを得その日は永か

らんかつヱホバの悦び給ふことは彼の手により

て榮ゆべし 11かれは己がたましひの煩勞をみて

心たらはんわが義しき僕はその知識によりてお

ほくの人を義とし又かれらの不義をおはん 12こ

のゆゑに我かれをして大なるものとともに物をわ

かち取しめんかれは強きものとともに掠物をわ

かちとるべし彼はおのが靈魂をかたぶけて死に

いたらしめ愆あるものとともに數へられたればな

り彼はおほくの人の罪をおひ愆あるものの爲に

とりなしをなせり

54なんぢ孕まず子をうまざるものよ歌うたふべ
し產のくるしみなきものよ聲をはなちて謳

ひよばはれ夫なきものの子はとつげるものの子

よりおほしと此はヱホバの聖言なり 2汝が幕屋

のうちを廣くしなんぢが住居のまくをはりひろ

げて吝むなかれ汝の綱をながくしなんぢの杙を

かたくせよ 3そはなんぢが右に左にひろごりな

んぢの裔はもろもろの國をえ荒廢れたる邑をも

すむべき所となさしむべし 4懼るるなかれなんぢ

恥ることなからん惶てためくことなかれ汝はぢ

しめらるることなからん若きときの恥をわすれ

寡婦たりしときの恥辱をふたたび覺ることなから

ん 5なんぢを造り給へる者はなんぢの夫なりそ

の名は萬軍のヱホバなんぢを贖ひ給ふものはイ

スラエルの聖者なり全世界の神ととなへられ給

ふべし 6ヱホバ汝をまねきたまふ棄られて心う

れふる妻また若きとき嫁てさられたる妻をまねく

がごとしと此はなんぢの神のみことばなり 7我

しばし汝をすてたれど大なる憐憫をもて汝をあつ

めん 8わが忿恚あふれて暫くわが面をなんぢに隱

したれど永遠のめぐみをもて汝をあはれまんと

此はなんぢをあがなひ給ふヱホバの聖言なり 9こ

のこと我にはノアの洪水のときのごとし我むか

しノアの洪水をふたたび地にあふれ流るることな

からしめんと誓ひしがそのごとく我ふたたび汝

をいきどほらず再びなんぢを責じとちかひたり

10山はうつり岡はうごくともわが仁慈はなんぢよ

りうつらず平安をあたふるわが契約はうごくこ

となからんと此はなんぢを憐みたまふヱホバの

みことばなり 11なんぢ苦しみをうけ暴風にひる

がへされ安慰をえざるものよ我うるはしき彩色

をなしてなんぢの石をすゑ靑き玉をもてなんぢ

の基をおき 12くれなゐの玉をもてなんぢの櫓を

つくりむらさきの玉をもてなんぢの門をつくり

なんぢの境内はあまねく寳石にてつくるべし 13

又なんぢの子輩はみなヱホバに敎をうけなんぢ

の子輩のやすきは大ならん 14なんぢ義をもて堅

くたち虐待よりとほざかりて慴ることなくまた

恐懼よりとほざかるべしそは恐懼なんぢに近づ

くことなければなり 15縦ひかれら群集ふとも我

によるにあらず凡てむれつどひて汝をせむる者

はなんぢの故にたふるべし 16みよ炭火をふきお

こして用ゐべき器をいだす鐵工はわが創造すると

ころ又あらし滅ぼす者もわが創造するところな

り 17すべてなんぢを攻んとてつくられしうつは

ものは利あることなし興起ちてなんぢとあらそ

ひ訴ふる舌はなんぢに罪せらるべしこれヱホバ

の僕等のうくる產業なり是かれらが我よりうく

る義なりとヱホバのたまへり

55噫なんぢら渇ける者ことごとく水にきたれ
金なき者もきたるべし汝等きたりてかひ求

めてくらへきたれ金なく價なくして葡萄酒と乳

とをかへ 2なにゆゑ糧にもあらぬ者のために金を

いだし飽ことを得ざるもののために勞するやわ

れに聽從へさらばなんぢら美物をくらふをえ脂

をもてその靈魂をたのしまするを得ん 3耳をかた

ぶけ我にきたりてきけ汝等のたましひは活べし

われ亦なんぢらととこしへの契約をなしてダビデ

に約せし變らざる惠をあたへん 4視よわれ彼をた

ててもろもろの民の證とし又もろもろの民の君と

なし命令する者となせり 5なんぢは知ざる國民を

まねかん汝をしらざる國民はなんぢのもとに走

りきたらん此はなんぢの神ヱホバ、イスラエル

の聖者のゆゑによりてなりヱホバなんぢを尊く

したまへり 6なんぢら遇ことをうる間にヱホバを

尋ねよ近くゐたまふ間によびもとめよ 7惡きも

のはその途をすてよこしまなる人はその思念を

すててヱホバに反れさらば憐憫をほどこしたま

はん我等の神にかへれ豐に赦をあたへ給はん 8

ヱホバ宣給くわが思はなんぢらの思とことなり

わが道はなんぢらのみちと異なれり 9天の地より

たかきがごとくわが道はなんぢらの道よりも高

くわが思はなんぢらの思よりもたかし 10天より
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雨くだり雪おちて復かへらず地をうるほして物

をはえしめ萌をいださしめて播ものに種をあた

へ食ふものに糧をあたふ 11如此わが口よりいづ

る言もむなしくは我にかへらずわが喜ぶところ

を成しわが命じ遣りし事をはたさん 12なんぢら

は喜びて出きたり平穩にみちびかれゆくべし山と

岡とは聲をはなちて前にうたひ野にある樹はみな

手をうたん 13松樹はいばらにかはりてはえ岡拈

樹は棘にかはりてはゆべし此はヱホバの頌美と

なり並とこしへの徴となりて絶ることなからん

56ヱホバ如此いひ給ふなんぢら公平をまもり
正義をおこなふべしわが救のきたるはちか

くわが義のあらはるるは近ければなり 2安息日を

まもりて汚さずその手をおさへて惡きことをな

さず斯おこなふ人かく堅くまもる人の子はさい

はひなり 3ヱホバにつらなれる異邦人はいふなか

れヱホバ必ず我をその民より分ち給はんと寺人

もまたいふなかれわれは枯たる樹なりと 4ヱホ

バ如此いひたまふわが安息日をまもりわが悦ぶ

ことをえらみて我が契約を堅くまもる寺人には 5

我わが家のうちにてわが垣のうちにて子にも女に

もまさる記念のしるしと名とをあたへ並とこし

への名をたまふて絶ることなからしめん 6またヱ

ホバにつらなりこれに事へヱホバの名を愛しそ

の僕となり安息日をまもりて汚すことなく凡て

わが契約をかたくまもる異邦人は 7我これをわが

聖山にきたらせわが祈の家のうちにて樂ましめ

んかれらの燔祭と犠牲とはわが祭壇のうへに納

めらるべしわが家はすべての民のいのりの家と

となへらるべければなり 8イスラエルの放逐れた

るものを集めたまふ主ヱホバのたまはく我さら

に人をあつめて旣にあつめられたる者にくはへん

9野獸よみなきたりてくらへ林にをるけものよ皆

きたりてくらへ 10斥候はみな瞽者にしてしるこ

となしみな唖なる犬にして吠ることあたはずみ

な夢みるもの臥ゐるもの眠ることをこのむ者なり

11この犬はむさぼること甚だしくして飽ことをし

らずかれらは悟ることを得ざる牧者にして皆お

のが道にむかひゆき何れにをる者もおのおの己

の利をおもふ 12かれら互にいふ請われ酒をたづ

さへきたらんわれら濃酒にのみあかんかくて明

日もなほ今日のごとく大にみち足はせんと

57義者ほろぶれども心にとむる人なく愛しみ
深き人々とりさらるれども義きものの禍害の

まへより取去るるなるを悟るものなし 2かれは平

安にいり直きをおこなふ者はその寐床にやすめ

り 3なんぢら巫女の子淫人また妓女の裔よ近き

きたれ 4なんぢら誰にむかひて戯れをなすや誰

にむかひて口をひらき舌をのばすやなんぢらは

悖逆の子輩いつはりの黨類にあらずや 5なんぢら

は橿樹のあひだ緑りなる木々のしたに心をこがし

谷のなか岩の狹間に子をころせり 6なんぢは谷の

なかの滑かなる石をうくべき嗣業としこれをな

んぢが所有とすなんぢ亦これに灌祭をなし之に

そなへものを献げたりわれ之によりていかで心

をなだむべしや 7なんぢは高くそびえたる山の上

になんぢの床をまうけかつ其處にのぼりゆきて

犠牲をささげたり 8また戸および柱のうしろに汝

の記念をおけりなんぢ我をはなれて他人に身を

あらはし登りゆきてその床をひろくしかれらと

誓をなし又かれらの床を愛しこれがためにその

所をえらびたり 9なんぢ香膏とおほくの薫物とを

たづさへて王にゆき又なんぢの使者をとほきに

つかはし陰府にまで己をひくくせり (Sheol h7585) 10

なんぢ途のながきに疲れたれどなほ望なしといは

ずなんぢ力をいきかへされしによりて衰弱ざり

き 11なんぢ誰をおそれ誰のゆゑに慴きていつは

りをいひ我をおもはず亦そのことを心におかざ

りしやわれ久しく默したれど汝かへりて我をお

それざりしにあらずや 12我なんぢの義をつげし

めさんなんぢの作はなんぢに益せじ 13なんぢ呼

るときその集めおきたるもの汝をすくへ風はか

れらを悉くあげさり息はかれらを吹さらん然ど

われに依賴むものは地をつぎわが聖山をうべし 14

また人いはん土をもり土をもりて途をそなへよ

わが民のみちより躓礙をとりされと 15至高く至

上なる永遠にすめるもの聖者となづくるもの如此

いひ給ふ我はたかき所きよき所にすみ亦こころ

碎けてへりくだる者とともにすみ謙だるものの

靈をいかし碎けたるものの心をいかす 16われ限

なくは爭はじ我たえずは怒らじ然らずば人のこ

ころ我がまへにおとろへんわが造りたる靈はみ

な然らん 17彼のむさぼりの罪により我いかりて

之をうちまた面をおほひて怒りたり然るになほ

悖りて己がこころの途にゆけり 18されど我その

途をみたり我かれを愈すべし又かれを導きてふ

たたび安慰をかれとその中のかなしめる者とにか

へすべし 19我くちびるの果をつくれり遠きもの
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にも近きものにも平安あれ平安あれ我かれをい

やさん此はヱホバのみことばなり 20然はあれど

惡者はなみだつ海のごとし靜かなること能はず

してその水つねに濁と泥とをいだせり 21わが神

いひたまはく惡きものには平安あることなしと

58大によばはりて聲ををしむなかれ汝のこゑ
をラッパのごとくあげわが民にその愆をつ

げヤコブの家にその罪をつげしめせ 2かれらは日

々われを尋求めわが途をしらんことをこのむ義

をおこなひ神の法をすてざる國のごとく義しき法

をわれにもとめ神と相近づくことをこのめり 3か

れらはいふわれら斷食するになんぢ見たまはず

われら心をくるしむるになんぢ知たまはざるは何

ぞやと視よなんぢらの斷食の日にはおのがこの

む作をなしその工人をことごとく惱めつかふ 4

視よなんぢら斷食するときは相あらそひ相きそひ

惡の拳をもて人をうつなんぢらの今のだんじき

はその聲をうへに聞えしめんとにあらざるなり 5

斯のごとき斷食はわが悦ぶところのものならんや

かくのごときは人その靈魂をなやますの日ならん

やその首を葦のごとくにふし麁服と灰とをその

下にしくをもて斷食の日またヱホバに納らるる日

ととなふべけんや 6わが悦ぶところの斷食はあく

の繩をほどき軛のつなをとき虐げらるるものを

放ちさらしめすべての軛ををるなどの事にあら

ずや 7また饑たる者になんぢのパンを分ちあたへ

さすらへる貧民をなんぢの家にいれ裸かなるもの

を見てこれに衣せおのが骨肉に身をかくさざる

などの事にあらずや 8しかる時はなんぢのひかり

暁の如くにあらはれいで汝すみやかに愈さるる

ことを得なんぢの義はなんぢの前にゆきヱホバ

の榮光はなんぢの軍後となるべし 9また汝よぶと

きはヱホバ答へたまはんなんぢ叫ぶときは我こ

こに在りといひ給はん／もし汝のなかより軛をの

ぞき指點をのぞき惡きことをかたるを除き 10な

んぢの靈魂の欲するものをも饑たる者にほどこし

苦しむものの心を滿足しめばなんぢの光くらき

にてりいでなんぢの闇は晝のごとくならん 11ヱ

ホバは常になんぢをみちびき乾けるところにて

も汝のこころを滿足しめなんぢの骨をかたうし

給はんなんぢは潤ひたる園のごとく水のたえざ

る泉のごとくなるべし 12汝よりいづる者はひさ

しく荒廢れたる所をおこしなんぢは累代やぶれ

たる基をたてん人なんぢをよびて破隙をおぎな

ふ者といひ市街をつくろひてすむべき所となす

者といふべし 13もし安息日になんぢの歩行をと

どめ我聖日になんぢの好むわざをおこなはず安

息日をとなへて樂日となしヱホバの聖日をとな

へて尊むべき日となし之をたふとみて己が道を

おこなはずおのが好むわざをなさずおのが言を

かたらずば 14その時なんぢヱホバを樂しむべし

ヱホバなんぢを地のたかき處にのらしめなんぢ

が先祖ヤコブの產業をもて汝をやしなひ給はん

こはヱホバ口より語りたまへるなり

59ヱホバの手はみぢかくして救ひえざるにあ
らずその耳はにぶくして聞えざるにあらず 2

惟なんぢらの邪曲なる業なんぢらとなんぢらの神

との間をへだてたり又なんぢらの罪その面をお

ほひて聞えざらしめたり 3そはなんぢらの手は血

にてけがれなんぢらの指はよこしまにて汚れな

んぢらのくちびるは虚僞をかたりなんぢらの舌

は惡をささやき 4その一人だに正義をもてうつた

へ眞實をもて論らふものなし彼らは虚浮をたの

み虚僞をかたり惡しきくはだてをはらみ不義を

うむ 5かれらは蝮の卵をかへし蛛網をおるその

卵をくらふものは死るなり卵もし踐るればやぶ

れて毒蛇をいだす 6その織るところは衣になすあ

たはずその工をもて身をおほふこと能はずかれ

らの工はよこしまの工なりかれらの手には暴虐

のおこなひあり 7かれらの足はあくにはしり罪な

き血をながすに速しかれらの思念はよこしまの

思念なり殘害と滅亡とその路徑にのこれり 8彼

らは平穩なる道をしらずその過るところに公平

なく又まがれる小徑をつくる凡てこれを踐もの

は平穩をしらず 9このゆゑに公平はとほくわれら

をはなれ正義はわれらに追及ずわれら光をのぞ

めど暗をみ光輝をのぞめど闇をゆく 10われらは

瞽者のごとく牆をさぐりゆき目なき者のごとく模

りゆき正午にても日暮のごとくにつまづき強壯

なる者のなかにありても死るもののごとし 11我

儕はみな熊のごとくにほえ鴿のごとくに甚くうめ

き審判をのぞめどもあることなく救をのぞめど

も遠くわれらを離る 12われらの愆はなんぢの前

におほくわれらのつみは證してわれらを訟へわ

れらのとがは我らとともに在りわれらの邪曲な

る業はわれら自らしれり 13われら罪ををかして

ヱホバを棄われらの神にはなれてしたがはず暴

虐と悖逆とをかたり虚僞のことばを心にはらみて
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説出すなり 14公平はうしろに退けられ正義はは

るかに立りそは眞實は衢間にたふれ正直はいる

ことを得ざればなり 15眞實はかけてなく惡をは

なるるものは掠めうばはる／ヱホバこれを見てそ

の公平のなかりしを悦びたまはざりき 16ヱホバ

は人なきをみ中保なきを奇しみたまへり斯てそ

の臂をもてみづから助けその義をもてみづから

支たまへり 17ヱホバ義をまとひて護胸とし救を

その頭にいただきて兜となし仇をまとひて衣と

なし熱心をきて外服となしたまへり 18かれらの

作にしたがひて報をなし敵にむかひていかり仇に

むかひて報をなしまた島々にむくいをなし給は

ん 19西方にてヱホバの名をおそれ日のいづる所

にてその榮光をおそるべしヱホバは堰ぎとめた

る河のその氣息にふき潰えたるがごとくに來りた

まふ可ればなり 20ヱホバのたまはく贖者シオン

にきたりヤコブのなかの愆をはなるる者につかん

と 21ヱホバいひ給くなんぢの上にあるわが靈な

んぢの口におきたるわがことばは今よりのち永

遠になんぢの口よりなんぢの裔の口より汝のすゑ

の裔の口よりはなれざるべしわがかれらにたつ

る契約はこれなりと此はヱホバのみことばなり

60起よひかりを發てなんぢの光きたりヱホバ
の榮光なんぢのうへに照出たればなり 2視よ

くらきは地をおほひ闇はもろもろの民をおほはん

されど汝の上にはヱホバ照出たまひてその榮光な

んぢのうへに顯はるべし 3もろもろの國はなんぢ

の光にゆきもろもろの王はてり出るなんぢが光

輝にゆかん 4なんぢの目をあげて環視せかれら

は皆つどひて汝にきたり汝の子輩はとほきより

來りなんぢの女輩はいだかれて來らん 5そのと

きなんぢ視てよろこびの光をあらはしなんぢの

心おどろきあやしみ且ひろらかになるべしそは

海の富はうつりて汝につきもろもろの國の貨財

はなんぢに來るべければなり 6おほくの駱駝ミデ

アンおよびエバのわかき駱駝なんぢの中にあまね

くみちシバのもろもろの人こがね乳香をたづさ

へきたりてヱホバの譽をのべつたへん 7ケダルの

ひつじの群はみな汝にあつまりきたりネバヨテ

の牡羊はなんぢに事へわが祭壇のうへにのぼり

て受納られん斯てわれわが榮光の家をかがやか

すべし 8雲のごとくにとび鳩のその窠にとびかへ

るが如くしてきたる者はたれぞ 9もろもろの島は

われを俟望みタルシシのふねは首先になんぢの

子輩をとほきより載きたり並かれらの金銀をと

もにのせきたりてなんぢの神ヱホバの名にささげ

イスラエルの聖者にささげんヱホバなんぢを輝

かせたまひたればなり 10異邦人はなんぢの石垣

をきづきかれらの王等はなんぢに事へんそは我

いかりて汝をうちしかどまた惠をもて汝を憐みた

ればなり 11なんぢの門はつねに開きて夜も日も

とざすことなしこは人もろもろの國の貨財をな

んぢに携へきたりその王等をひきゐ來らんがた

めなり 12なんぢに事へざる國と民とはほろびそ

のくにぐには全くあれすたるべし 13レバノンの

榮はなんぢにきたり松杉黄楊はみな共にきたり

て我が聖所をかがやかさんわれ亦わが足をおく

所をたふとくすべし 14汝を苦しめたるものの子

輩はかがみて汝にきたり汝をさげしめたる者は

ことごとくなんぢの足下にふし斯て汝をヱホバ

の都イスラエルの聖者のシオンととなへん 15な

んぢ前にはすてられ憎まれてその中をすぐる者も

なかりしが今はわれ汝をとこしへの華美よよの

歡喜となさん 16なんぢ亦もろもろの國の乳をす

ひ王たちの乳房をすひ而して我ヱホバなんぢの

救主なんぢの贖主ヤコブの全能者なるを知るべし

17われ黄金をたづさへきたりて赤銅にかへ白銀を

たづさへきたりて鐵にかへ赤銅を木にかへ鐵を

石にかへなんぢの施政者をおだやかにしなんぢ

を役するものを義うせん 18強暴のこと再びなん

ぢの地にきこえず殘害と敗壞とはふたたびなん

ぢの境にきこえず汝その石垣をすくひととなへ

その門を譽ととなへん 19晝は日ふたたびなんぢ

の光とならず月もまた輝きてなんぢを照さずヱ

ホバ永遠になんぢの光となりなんぢの神はなん

ぢの榮となり給はん 20なんぢの日はふたたび落

ずなんぢの月はかくることなかるべしそはヱホ

バ永遠になんぢの光となり汝のかなしみの日畢

るべければなり 21汝の民はことごとく義者とな

りてとこしへに地を嗣んかれはわが植たる樹株

わが手の工わが榮光をあらはす者となるべし 22

その小きものは千となりその弱きものは強國と

なるべしわれヱホバその時いたらば速かにこの

事をなさん

61主ヱホバの靈われに臨めりこはヱホバわれ
に膏をそそぎて貧きものに福音をのべ傳ふる

ことをゆだね我をつかはして心の傷める者をい

やし俘囚にゆるしをつげ縛められたるものに解
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放をつげ 2ヱホバのめぐみの年とわれらの神の刑

罰の日とを告しめ又すべて哀むものをなぐさめ 3

灰にかへ冠をたまひてシオンの中のかなしむ者に

あたへ悲哀にかへて歡喜のあぶらを予へうれひ

の心にかへて讃美の衣をかたへしめたまふなり

かれらは義の樹ヱホバの植たまふ者その榮光を

あらはす者ととなへられん 4彼等はひさしく荒た

る處をつくろひ上古より廢れたる處をおこし荒

たる邑々をかされて新にし世々すたれたる處をふ

たたび建べし 5外人はたちてなんぢらの群をかひ

異邦人はなんぢらの畑をたがへす者となり葡萄

をつくる者とならん 6然どなんぢらはヱホバの祭

司ととなへられわれらの神の役者とよばれもろ

もろの國の富をくらひかれらの榮をえて自らほ

こるべし 7曩にうけし恥にかへ倍して賞賜をうけ

凌辱にかへ嗣業をえて樂むべし而してその地に

ありて倍したる賞賜をたもち永遠によろこびを得

ん 8われヱホバは公平をこのみ邪曲なるかすめご

とをにくみ眞實をもて彼等にむくいをあたへ彼

等ととこしへの契約をたつべければなり 9かれら

の裔はもろもろの國のなかに知れかれらの子輩

はもろもろの民のなかに知れんすべてこれを見

るものはそのヱホバの祝したまへる裔なるを辨ふ

べし 10われヱホバを大によろこびわが靈魂はわ

が神をたのしまんそは我にすくひの衣をきせ義

の外服をまとはせて新郎が冠をいただき新婦が

玉こがねの飾をつくるが如くなしたまへばなり 11

地は芽をいだし畑はまけるものを生ずるがごとく

主ヱホバは義と譽とをもろもろの國のまへに生ぜ

しめ給ふべし

62われシオンの義あさ日の光輝のごとくにいで
ヱルサレムの救もゆる松火のごとくになるま

ではシオンのために默さずヱルサレムのために休

まざるべし 2もろもろの國はなんぢの義を見も

ろもろの王はみななんぢの榮をみん斯てなんぢ

はヱホバの口にて定め給ふ新しき名をもて稱へら

るべし 3また汝はうるはしき冠のごとくヱホバの

手にあり王の冕のごとくなんぢの神のたなごこ

ろにあらん 4人ふたたび汝をすてられたる者とい

はず再びなんぢの地をあれたる者といはじ却て

なんぢをヘフジバ(わが悦ぶところ)ととなへな

んぢの地をベウラ(配偶)ととなふべしそはヱホ

バなんぢをよろこびたまふなんぢの地は配偶を

えん 5わかきものの處女をめとる如くなんぢの子

輩はなんぢを娶らん新郎の新婦をよろこぶごと

くなんぢの神なんぢを喜びたまふべし 6ヱルサレ

ムよ我なんぢの石垣のうへに斥候をおきて終日終

夜たえず默すことなからしむなんぢらヱホバに

記念したまはんことを求むるものよ自らやすむ

なかれ 7ヱホバ、ヱルサレムをたてて全地に譽を

えしめ給ふまでは息め奉るなかれ 8ヱホバその右

手をさしその大能の臂をさし誓ひて宣給くわれ

再びなんぢの五穀をなんぢの敵にあたへて食はせ

ず異邦人はなんぢが勞したる酒をのまざるべし 9

収穫せしものは之をくらひてヱホバを讃たたへ

葡萄をあつめし者はわが聖所の庭にて之をのむべ

し 10門よりすすみゆけ進みゆけ民の途をそなへ

土をもり土をもりて大路をまうけよ石をとりの

ぞけもろもろの民に旗をあげて示せ 11ヱホバ地

の極にまで告てのたまはく汝等シオンの女にい

へ視よなんぢらの救きたる視よ主の手にその恩

賜ありはたらきの價はその前にあり 12而してか

れらはきよき民またヱホバにあがなはれたる者と

となへられんなんぢは人にもとめ尋らるるもの

棄られざる邑ととなへらるべし

63このエドムよりきたり緋衣をきてボヅラより
きたる者はたれぞその服飾はなやかに大な

る能力をもて嚴しく歩みきたる者はたれぞこれ

は義をもてかたり大にすくひをほどこす我なり 2

なんぢの服飾はなにゆゑに赤くなんぢの衣はなに

ゆゑに酒榨をふむ者とひとしきや 3我はひとりに

て酒榨をふめりもろもろの民のなかに我ととも

にする者なしわれ怒によりて彼等をふみ忿恚に

よりてかれらを蹈にじりたればかれらの血わが

衣にそそぎわが服飾をことごとく汚したり 4そは

刑罰の日わが心の中にあり救贖の歳すでにきた

れり 5われ見てたすくる者なく扶る者なきを奇し

めりこの故にわが臂われをすくひ我いきどほり

我をささへたり 6われ怒によりてもろもろの民を

ふみおさへ忿恚によりてかれらを酔しめかれら

の血を地に流れしめたり 7われはヱホバのわれら

に施したまへる各種のめぐみとその譽とをかたり

つげ又その憐憫にしたがひ其おほくの恩惠にし

たがひてイスラエルの家にほどこし給ひたる大な

る恩寵をかたり告ん 8ヱホバいひたまへり誠に

かれらはわが民なり虚僞をせざる子輩なりと斯

てヱホバはかれらのために救主となりたまへり 9

かれらの艱難のときはヱホバもなやみ給ひてその
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面前の使をもて彼等をすくひその愛とその憐憫

とによりて彼等をあがなひ彼等をもたげ昔時の日

つねに彼等をいだきたまへり 10然るにかれらは

悖りてその聖靈をうれへしめたる故にヱホバ翻然

かれらの仇となりて自らこれを攻たまへり 11爰

にその民いにしへのモーセの日をおもひいでて曰

けるはかれらとその群の牧者とを海より携へあ

げし者はいづこにありや彼等のなかに聖靈をお

きしものは何處にありや 12榮光のかひなをモー

セの右にゆかしめ彼等のまへに水をさきて自ら

とこしへの名をつくり 13彼等をみちびきて馬の

野をはしるがごとく躓かで淵をすぎしめたりし者

はいづこに在りや 14谷にくだる家畜の如くにヱ

ホバの靈かれらをいこはせ給へり主よなんぢは

斯おのれの民をみちびきて榮光の名をつくり給へ

り 15ねがはくは天より俯觀なはしその榮光ある

きよき居所より見たまへなんぢの熱心となんぢ

の大能あるみわざとは今いづこにありやなんぢ

の切なる仁慈と憐憫とはおさへられて我にあらは

れず 16汝はわれらの父なりアブラハムわれらを

知ずイスラエルわれらを認めずされどヱホバよ

汝はわれらの父なり上古よりなんぢの名をわれ

らの贖主といへり 17ヱホバよ何故にわれらをな

んぢの道より離れまどはしめ我儕のこころを頑固

にして汝を畏れざらしめたまふや願くはなんぢ

の僕等のためになんぢの產業なる支派のために歸

りたまへ 18汝のきよきたみ地をえて久しからざ

るにわれらの敵なんぢの聖所をふみにじれり 19

我儕はなんぢに上古より治められざる者のごとく

なんぢの名をもて稱られざる者のごとくなりぬ

64願くはなんぢ天を裂てくだり給へなんぢの
みまへに山々ふるひ動かんことを 2火の柴を

もやし火の水を沸すがごとくして降りたまへか

くて名をなんぢの敵にあらはしもろもろの國を

なんぢのみまへに戰慄かしめたまへ 3汝われらが

逆料あたはざる懼るべき事をおこなひ給ひしとき

に降りたまへり山々はその前にふるひうごけり 4

上古よりこのかた汝のほかに何なる神ありて俟望

みたる者にかかる事をおこなひしやいまだ聽ず

いまだ耳にいらずいまだ目にみしことなし 5汝

はよろこびて義をおこなひなんぢの途にありてな

んぢを紀念するものを迎へたまふ視よなんぢ怒

りたまへりわれらは罪ををかせりかかる狀なる

こと旣にひさし我儕いかで救はるるを得んや 6

我儕はみな潔からざる物のごとくなりわれらの

義はことごとく汚れたる衣のごとし我儕はみな

木葉のごとく枯れわれらのよこしまは暴風のご

とく我らを吹去れり 7なんぢの名をよぶ者なく

みづから勵みて汝によりすがる者なしなんぢ面

をおほひてわれらを顧みたまはずわれらが邪曲

をもてわれらを消失せしめたまへり 8されどヱホ

バよ汝はわれらの父なりわれらは泥塊にしてな

んぢは陶工なり我らは皆なんぢの御手のわざな

り 9ヱホバよいたく怒りたまふなかれ永くよこ

しまを記念したまふなかれ願くは顧みたまへ我

儕はみななんぢの民なり 10汝のきよき諸邑は野

となりシオンは野となりヱルサレムは荒廢れたり

11我らの先祖が汝を讃たたへたる榮光ある我儕の

きよき宮は火にやかれ我儕のしたひたる處はこ

とごとく荒はてたり 12ヱホバよこれらの事あれ

ども汝なほみづから制へたまふやなんぢなほ默

してわれらに深くくるしみを受しめたまふや

65我はわれを求めざりしものに問もとめられ
我をたづねざりしものに見出されわが名を

よばざりし國にわれ曰らくわれは此にあり我は

ここに在と 2善らぬ途をあゆみおのが思念にした

がふ悖れる民をひねもす手をのべて招けり 3この

民はまのあたり恒にわが怒をひき園のうちにて

犠牲をささげ瓦の壇にて香をたき 4墓のあひだ

にすわり隱密なる處にやどり猪の肉をくらひ憎

むべきものの羹をその器皿にもりて 5人にいふな

んぢ其處にたちて我にちかづくなかれそは我な

んぢよりも聖しと彼らはわが鼻のけぶり終日も

ゆる火なり 6視よこの事わが前にしるされたり

われ默さずして報いかへすべし必ずかれらの懷

中に報いかへすべし 7ヱホバいひ給くなんぢら

の邪曲となんぢらが列祖のよこしまとはともに報

いかへすべしかれらは山上にて香をたき岡のう

へにて我を汚ししがゆゑに我まづその作をはか

りてその懷中にかへすべし 8ヱホバ如此いひたま

ふ人ぶだうのなかに汁あるを見ばいはんこれを

壞るなかれ福祉その中にあればなりと我わが僕

等のために如此おこなひてことごとくは壞らじ 9

ヤコブより一裔をいだしユダよりわれ山々をうけ

つぐべき者をいださんわが撰みたる者はこれを

うけつぎ我がしもべらは彼處にすむべし 10シヤ

ロンは羊のむれの牧場となりアコルの谷はうしの

群のふす所となりて我をたづねもとめたるわが民
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の有とならん 11然どなんぢらヱホバを棄わがき

よき山をわすれ机をガド(禍福の神)にそなへ雜

合せたる酒をもりてメニ(運命の神)にささぐる者

よ 12われ汝らを劍にわたすべく定めたりなんぢ

らは皆かがみて屠らるべし汝等はわが呼しとき

こたへずわが語りしとききかずわが目にあしき

事をおこなひわが好まざりし事をえらみたれば

なり 13このゆゑに主ヱホバかく言給ふわが僕等

はくらへども汝等はうゑわが僕等はのめども汝

等はかわき我しもべらは喜べどもなんぢらはは

ぢ 14わが僕等はこころ樂きによりて歌うたへど

も汝等はこころ哀きによりて叫びまた靈魂うれ

ふるによりて泣嗁ぶべし 15なんぢらが遺名はわ

が撰みたるものの呪詛の料とならん主ヱホバな

んぢらを殺したまはん然どおのれの僕等をほか

の名をもて呼たまふべし 16斯るがゆゑに地にあ

りて己のために福祉をねがふものは眞實の神にむ

かひて福祉をもとめ地にありて誓ふものは眞實

の神をさして誓ふべしさきの困難は忘れられて

わが目よりかくれ失たるに因る 17視よわれ新し

き天とあたらしき地とを創造す人さきのものを

記念することなく之をその心におもひ出ることな

し 18然どなんぢらわが創造する者によりて永遠

にたのしみよろこべ視よわれはヱルサレムを造

りてよろこびとしその民を快樂とす 19われヱル

サレムを喜びわが民をたのしまん而して泣聲と

さけぶ聲とはふたたびその中にきこえざるべし 20

日數わづかにして死る嬰兒といのちの日をみたさ

ざる老人とはその中にまたあることなかるべし

百歳にて死るものも尚わかしとせられ百歳にて

死るものを詛れたる罪人とすべし 21かれら家を

たてて之にすみ葡萄園をつくりてその果をくらふ

べし 22かれらが建るところにほかの人すまずか

れらが造るところの果はほかの人くらはずそは

わが民のいのちは樹の命の如く我がえらみたる

者はその手の工ふるびうするとも存ふべければな

り 23かれらの勤勞はむなしからずその生ところ

の者はわざはひにかからず彼等はヱホバの福祉

をたまひしものの裔にしてその子輩もあひ共にを

る可ればなり 24かれらが呼ざるさきにわれこた

へ彼らが語りをへざるに我きかん 25豺狼とこひ

つじと食物をともにし獅は牛のごとく藁をくら

ひ蛇はちりを糧とすべし斯てわが聖山のいづこ

にても害ふことなく傷ることなからんこれヱホ

バの聖言なり

66ヱホバ如此いひたまふ天はわが位地はわが
足臺なりなんぢら我がために如何なる家を

たてんとするか又いかなる處かわが休憩の場と

ならん 2ヱホバ宣給く我手はあらゆる此等のも

のを造りてこれらの物ことごとく成れり我はた

だ苦しみまた心をいため我がことばを畏れをのの

くものを顧みるなりと 3牛をほふるものは人をこ

ろす者のごとく羔を犠牲とするものは狗をくび

りころす者のごとく祭物をささぐるものは豕の

血をささぐる者のごとく香をたくものは偶像を

ほむる者のごとし彼等はおのが途をえらみその

心ににくむべき者をたのしみとせり 4我もまた災

禍をえらびて彼等にあたへその懼るるところの

事を彼らに臨ましめんそは我よびしとき應ふる

ものなく我かたりしとき聽ことをせざりきわが

目にあしき事をおこなひわが好まざる事をえらみ

たればなり 5なんぢらヱホバの言をおそれをのの

く者よヱホバの言をきけなんぢらの兄弟なんぢ

らを憎みなんぢらをわが名のために逐出していふ

願くはヱホバその榮光をあらはして我儕になんぢ

らの歡喜を見せしめよと然どかれらは恥をうけ

ん 6騒亂るこゑ邑よりきこえ聲ありて宮よりきこ

ゆ此はヱホバその仇にむくいをなしたまふ聲な

り 7シオンは產のなやみを知ざるさきに生その

劬勞きたらざるさきに男子をうみいだせり 8誰が

かかる事をききしや誰がかかる類をみしや一の

國はただ一日のくるしみにて成べけんや一つの

國民は一時にうまるべけんや然どシオンはくる

しむ間もなく直にその子輩をうめり 9ヱホバ言給

くわれ產にのぞましめしに何でうまざらしめん

やなんぢの神いひたまはく我はうましむる者な

るにいかで胎をとざさんや 10ヱルサレムを愛す

るものよ皆かれとともに喜べかれの故をもてた

のしめ彼のために悲めるものよ皆かれとともに

喜びたのしめ 11そはなんぢら乳をすふ如くヱル

サレムの安慰をうけて飽ことを得んまた乳をし

ぼるごとくその豐なる榮をうけておのづから心さ

わやかならん 12ヱホバ如此いひたまふ視よわれ

河のごとく彼に平康をあたへ漲ぎる流のごとく

彼にもろもろの國の榮をあたへん而して汝等こ

れをすひ背におはれ膝におかれて樂しむべし 13

母のその子をなぐさむるごとく我もなんぢらを慰
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めんなんぢらはヱルサレムにて安慰をうべし 14

なんぢら見て心よろこばんなんぢらの骨は若草

のさかゆるごとくだるべしヱホバの手はその僕

等にあらはれ又その仇をはげしく怒りたまはん 15

視よヱホバは火中にあらはれて來りたまふその

車輦ははやちのごとし烈しき威勢をもてその怒

をもらし火のほのほをもてその譴をほどこし給は

ん 16ヱホバは火をもて劍をもてよろづの人を刑

ひたまはんヱホバに刺殺さるるもの多かるべし

17ヱホバ宣給くみづからを潔くしみづからを別ち

て園にゆきその中にある木の像にしたがひ豕の

肉けがれたる物および鼠をくらふ者はみな共にた

えうせん 18我かれらの作爲とかれらの思念とを

しれり時きたらばもろもろの國民ともろもろの

族とをあつめん彼等きたりてわが榮光をみるべ

し 19我かれらのなかに一つの休徴をたてて逃れ

たる者をもろもろの國すなはちタルシシよく弓を

ひくブル、ルデおよびトバル、ヤワン又わが聲名

をきかずわが榮光をみざる遙かなる諸島につかは

さん彼等はわが榮光をもろもろの國にのべつた

ふべし 20ヱホバいひ給ふかれらはイスラエルの

子輩がきよき器にそなへものをもりてヱホバの家

にたづさへきたるが如くなんぢらの兄弟をもろ

もろの國の中よりたづさへて馬車轎騾駱駝にの

らしめわが聖山ヱルサレムにきたらせてヱホバ

の祭物とすべし 21ヱホバいひ給ふ我また彼等の

うちより人をえらびて祭司としレビ人とせんと 22

ヱホバ宣給くわが造らんとする新しき天とあた

らしき地とわが前にながくとどまる如くなんち

の裔となんぢの名はながくとどまらん 23ヱホバ

いひ給ふ新月ごとに安息日ごとによろづの人わが

前にきたりて崇拜をなさん 24かれら出てわれに

逆きたる人の屍をみんその蛆しなずその火きえ

ずよろづの人にいみきらはるべし
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エレミヤ書

1こはベニヤミンの地アナトテの祭司の一人な
るヒルキヤの子ヱレミヤの言なり 2アモンの子

ユダの王ヨシヤの時すなはちその治世の十三年に

ヱホバの言ヱレミヤに臨めり 3その言またヨシヤ

の子ユダの王ヱホヤキムの時にものぞみてヨシヤ

の子ユダの王ゼデキヤの十一年のをはり即ちその

年の五月ヱルサレムの民の移されたる時までにい

たれり 4ヱホバの言我にのぞみて云ふ 5われ汝を

腹につくらざりし先に汝をしり汝が胎をいでざり

し先に汝を聖め汝をたてて萬國の預言者となせり

と 6我こたへけるは噫主ヱホバよ視よわれは幼少

により語ることを知らず 7ヱホバわれにいひたま

ひけるは汝われは幼少といふ勿れすべて我汝を遣

すところにゆき我汝に命ずるすべてのことを語る

べし 8なんぢ彼等の面を畏るる勿れ蓋われ汝と偕

にありて汝をすくふべければなりとヱホバいひた

まへり 9ヱホバ遂にその手をのべて我口につけヱ

ホバ我にいひたまひけるは視よわれ我言を汝の口

にいれたり 10みよ我けふ汝を萬民のうへと萬國

のうへにたて汝をして或は抜き或は毀ち或は滅し

或は覆し或は建て或は植しめん 11ヱホバの言ま

た我に臨みていふヱレミヤよ汝何をみるや我こた

へけるは巴旦杏の枝をみる 12ヱホバ我にいひた

まひけるは汝善く見たりそはわれ速に我言をなさ

んとすればなり 13ヱホバの言ふたたび我に臨み

ていふ汝何をみるや我こたへけるは沸騰たる鑊を

みるその面は北より此方に向ふ 14ヱホバ我にい

ひたまひけるは災北よりおこりてこの地に住るす

べての者にきたらん 15ヱホバいひたまひけるは

われ北の國々のすべての族をよばん彼等きたりて

ヱルサレムの門の入口とその周圍のすべての石垣

およびユダのすべての邑々に向ひておのおのその

座を設けん 16われかれらの凡の惡事のために我

鞫をかれにつげん是はかれら我をすてて別の神に

香を焚きおのれの手にて作りし物を拝するによる

17汝腰に帶して起ちわが汝に命ずるすべての事を

彼等につげよその面を畏るる勿れ否らざれば我か

れらの前に汝を辱かしめん 18視よわれ今日この

全國とユダの王とその牧伯とその祭司とその地の

民の前に汝を堅き城鐵の柱銅の牆となせり 19彼

等なんぢと戰はんとするも汝に勝ざるべしそはわ

れ汝とともにありて汝をすくふべければなりとヱ

ホバいひたまへり

2ヱホバの言我にのぞみていふ 2ゆきてヱルサレ

ムに住る者の耳につげよヱホバ斯くいふ我汝

につきて汝の若き時の懇切なんぢが契をなせしと

きの愛曠野なる種播ぬ地にて我に從ひしことを憶

ゆと 3イスラエルはヱホバの聖物にしてその初に

結べる實なりすべて之を食ふものは罰せられ災に

あふべしとヱホバ云ひたまへり 4ヤコブの家とイ

スラエルの家の諸の族よヱホバの言をきけ 5ヱホ

バかくいひたまふ汝等の先祖は我に何の惡事あり

しを見て我に遠かり虛しき物にしたがひて虛し

くなりしや 6かれらは我儕をエジプトの地より導

きいだし曠野なる岩穴ある荒たる地旱きたる死

の蔭の地人の過ぎざる地人の住はざる地を通ら

しめしヱホバはいづこにあるといはざりき 7われ

汝等を導きて園のごとき地にいれ其實と佳物をく

らはしめたり然ど汝等此處にいり我地を汚し我產

業を憎むべきものとなせり 8祭司はヱホバは何處

にいますといはず律法をあつかふ者は我を知らず

牧者は我に背き預言者はバアルによりて預言し益

なきものに從へり 9故にわれ尚汝等とあらそはん

且汝の子孫とあらそふべしとヱホバいひたまふ 10

汝等キッテムの諸島にわたりて觀よまた使者をケ

ダルにつかはし斯のごとき事あるや否やを詳細に

察せしめよ 11その神を神にあらざる者に易たる

國ありや然るに我民はその榮を益なき物にかへた

り 12天よこの事を驚け慄けいたく怖れよとヱホ

バいひたまふ 13蓋わが民はふたつの惡事をなせ

り即ち活る水の源なる我をすて自己水溜を掘れり

すなはち壞れたる水溜にして水を有たざる者なり

14イスラエルはしもべなるか家にうまれし僕なる

かいかにして擄掠となれるや 15わかき獅子かれ

にむかひて哮えその聲をあげてその地を荒せりそ

の諸邑は焚れて住む人なし 16ノフとタパネスの

諸子も汝の頭首の髮をくらはん 17汝の神ヱホバ

の汝を途にみちびきたまへる時に汝これを棄たる

によりて此事汝におよぶにあらずや 18汝ナイル

の水を飮んとてエジプトの路にあるは何ゆゑぞま

た河の水を飮んとてアツスリヤの路にあるは何故

ぞ 19汝の惡は汝をこらしめ汝の背は汝をせめん

斯く汝が汝の神ヱホバをすてたると我を畏るるこ

との汝の衷にあらざるとは惡く且つ苦きことなる

を汝見てしるべしと主なる萬軍のヱホバいひ給ふ
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20汝昔より汝の軛ををり汝の縛を截ちていひける

は我つかふることをせじと即ち汝すべての高山の

うへと諸の靑木の下に妓女のごとく身をかがめた

り 21われ汝を植て佳き葡萄の樹となし全き眞の

種となせしにいかなれば汝われに向ひて異なる葡

萄の樹の惡き枝にかはりしや 22たとひ嚥哘をも

て自ら濯ひまたおほくの灰汁を加ふるも汝の惡は

わが前に汚れたりと主ヱホバいひ給ふ 23汝いか

で我は汚れずバアルに從はざりしといふことを得

んや汝谷の中のおこなひを觀よ汝のなせしことを

知れ汝は疾走るわかき牝の駱駝にしてその途にさ

まよへり 24汝は曠野になれたる野の牝驢馬なり

其欲のために風にあへぐその欲のうごくときは誰

かこれをとどめえん凡てこれを尋る者は自ら勞す

るにおよばすその月の中に之にあふべし 25汝足

をつつしみて跣足にならざるやうにし喉をつつし

みて渇かぬやうにせよしかるに汝いふ是は徒然な

り然りわれ異なる國の者を愛してこれに從ふなり

と 26盜人の執へられて恥辱をうくるがごとくイ

スラエルの家恥辱をうく彼等その王その牧伯その

祭司その預言者みな然り 27彼等木にむかひて汝

は我父なりといひまた石にむかひて汝は我を生み

たりといふ彼等は背を我にむけて其面をわれに向

けずされど彼等災にあふときは起てわれらを救ひ

給へといふ 28汝がおのれの爲に造りし神はいづ

こにあるやもし汝が災にあふときかれら汝を救ふ

を得ば起つべきなりそはユダよ汝の神は汝の邑の

數に同じければなり 29汝等なんぞ我とあらそふ

や汝らは皆我に背けりとヱホバいひ給ふ 30我が

汝らの衆子を打しは益なかりき彼等は懲治をうけ

ず汝等の劍は猛き獅子のごとく汝等の預言者を滅

せり 31なんぢらこの世の人よヱホバの言をきけ

我はイスラエルのために曠野となりしや暗き地と

なりしや何故にわが民はわれら徘徊りて復汝に來

らじといふや 32それ處女はその飾物を忘れんや

新婦はその帶をわすれんや然ど我民の我を忘れた

る日は數へがたし 33汝愛を得んとて如何に汝の

途を美くするぞよされば汝の行はあしき事を爲す

に慣たり 34また汝の裾に辜なき貧者の生命の血

ありわれ盜人の穿たる所にて之を見ずしてすべて

此等の上にこれを見る 35されど汝いふわれは辜

なし故にその怒はかならず我に臨まじとみよ汝わ

れ罪を犯さざりしといふにより我汝とあらそふべ

し 36なんぢ何故にその途を易んとて迅くはしる

や汝アツスリヤに恥辱をうけしごとくエジプトに

も亦恥辱をうけん 37汝兩手を頭に置てかしこよ

りも出去らんそはヱホバ汝のたのむところの者を

棄れば汝彼等によりて望を遂ること無るべければ

なり

3世にいへるあり人もしその妻をいださんに去
りゆきてほかの人の妻とならば其夫ふたたび

彼に歸るべけんやさすれば其地はおほいに汚れざ

らんや汝はおほくの者と姦淫を行へりされど汝わ

れに皈れよとヱホバいひ給ふ 2汝目をあげてもろ

もろの童山をみよ姦淫を行はざる所はいづこにあ

るや汝は曠野にをるアラビヤ人の爲すがごとく路

に坐して人をまてり汝は姦淫と惡をもて此地を汚

せり 3この故に雨はとどめられ春の雨はふらざり

し然れど汝娼妓の額あれば肯て恥ず 4汝いまより

我を呼ていはざらんや我父よ汝はわが少時の交友

なり 5窮なくその怒を含まんや恒に之を存たんや

と視よ汝はかくいへど力をきはめて惡を爲すなり

6ヨシヤ王のときヱホバまた我にいひ給ひけるは

汝そむけるイスラエルのなせしことを見しや彼は

すべての高山にのぼりすべての靑木の下にゆきて

其處に姦淫を行へり 7彼このすべての事を爲せし

のち我かれに汝われに歸れと言しかどもわれに歸

らざりき其悖れる姊妹なるユダ之を見たり 8我に

背けるイスラエル姦淫をなせしにより我かれを出

して離緣状をあたへたれどその悖れる姊妹なるユ

ダは懼れずして往て姦淫を行ふ我これを見る 9ま

た其姦淫の噪をもてこの地を汚し且石と木とに姦

淫を行へり 10此諸の事あるも仍其悖れる姊妹な

るユダは眞心をもて我にかへらず僞れるのみとヱ

ホバいひたまふ 11ヱホバまた我にいひたまひけ

るは背けるイスラエルは悖れるユダよりも自己を

義とす 12汝ゆきて北にむかひ此言を宣ていふべ

しヱホバいひたまふ背けるイスラエルよ歸れわれ

怒の面を汝らにむけじわれは矜恤ある者なり怒を

限なく含みをることあらじとヱホバいひたまふ 13

汝ただ汝の罪を認はせそは汝の神ヱホバにそむき

經めぐりてすべての靑木の下にて異邦人にゆき汝

等わが聲をきかざればなりとヱホバいひ給ふ 14

ヱホバいひたまふ背ける衆子よ我にかへれそはわ

れ汝等を娶ればなりわれ邑より一人支派より二人

を取りて汝等をシオンにつれゆかん 15われ我心

に合ふ牧者を汝等にあたへん彼等は知識と明哲を

もて汝等を養ふべし 16ヱホバいひたまふ汝等地
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に增して多くならんときは人々復ヱホバの契約の

櫃といはず之を想ひいでず之を憶えずこれを尋ね

ずこれを作らざるべし 17その時ヱルサレムはヱ

ホバの座位と稱へられ萬國の民ここに集るべし即

ちヱホバの名によりてヱルサレムに集り重て其惡

き心の剛愎なるにしたがひて行まざるべし 18そ

の時ユダの家はイスラエルの家とともに行みて北

の地よりいで我汝らの先祖たちに與へて嗣しめし

地に偕にきたるべし 19我いへり嗚呼われいかに

して汝を諸子の中に置き萬國の中にて最も美しき

產業なる此美地を汝にあたへんと我またいへり汝

われを我父とよび亦我を離れざるべしと 20然に

イスラエルの家よ妻の誓に違きてその夫を棄るが

ごとく汝等われに背けりとヱホバいひたまふ 21

聲山のうへに聞ゆ是はイスラエルの民の悲み祈る

なり蓋彼等まがれる途にあゆみ其神ヱホバを忘る

ればなり 22背ける諸子よ我に歸れわれ汝の退違

をいやさん／視よ我儕なんぢに到る汝はわれらの

神ヱホバなればなり 23信に諸の岡とおほくの山

に救を望むはいたづらなり誠にイスラエルの救は

われらの神ヱホバにあり 24羞恥はわれらの幼時

より我儕の先祖の產業すなはち其多の羊とそのお

ほくの牛および其子その女を呑盡せり 25われら

は羞恥に臥し我らは恥辱に覆はるべしそは我儕と

われらの列祖は我らの幼時より今日にいたるまで

罪をわれらの神ヱホバに犯し我儕の神ヱホバの聲

に遵はざればなり

4ヱホバいひたまふイスラエルよ汝もし歸らば
我に歸れ汝もし憎むべき者を我前より除かば

流蕩はじ 2かつ汝は眞實と正直と公義とをもてヱ

ホバは活くと誓はんさらば萬國の民は彼によりて

福祉をうけ彼によりて誇るべし 3ヱホバ、ユダと

ヱルサレムの人々にかくいひ給ふ汝等の新田を耕

せ荊棘の中に種くなかれ。 4ユダの人々とヱルサ

レムに住める者よ汝等みづから割禮をおこなひて

ヱホバに屬きおのれの心の前の皮を去れ然らざれ

ば汝等の惡行のためわが怒火の如くに發して燃え

んこれを滅すものなかるべし 5汝等ユダに告げヱ

ルサレムに示していへ箛を國の中に吹けとまた大

聲に呼はりていへ汝等あつまれ我儕堅き邑にゆく

べしと 6シオンに指示す合圖の旗をたてよ逃よ留

まる勿れそは我北より災とおほいなる敗壞をきた

らすればなり 7獅子は其森よりいでて上り國々を

滅すものは進みきたる彼汝の國を荒さんとて旣に

その處よりいでたり汝の諸邑は滅されて住む者な

きに至らん 8この故に汝等麻の衣を身にまとひて

悲み哭けそはヱホバの烈しき怒いまだ我儕を離れ

ざればなり 9ヱホバいひたまひけるはその日王と

牧伯等はその心をうしなひ祭司は驚き預言者は異

むべし 10我いひけるは嗚呼主ヱホバよ汝はまこ

とに此民とヱルサレムを大にあざむきたまふすな

はち汝はなんぢら安かるべしと云給ひしに劍命に

までおよべり 11その時この民とヱルサレムにい

ふものあらん熱き風曠野の童山よりわが民の女

にふききたると此は簸るためにあらず潔むる爲に

もあらざるなり 12これよりも猶はげしき風われ

より來らん今我かれらに鞫を示さん 13みよ彼は

雲のごとく上りきたらん其車は颶風のごとくにし

てその馬は鷹よりも疾し嗚呼われらは禍なるかな

我儕滅さるべし 14ヱルサレムよ汝の心の惡をあ

らひ潔めよ然ばすくはれん汝の惡き念いつまで汝

のうちにあるや 15ダンより告ぐる聲ありエフラ

イムの山より災を知するなり 16汝ら國々の民に

告げまたヱルサレムに知らせよ攻めかこむ者遠き

國より來りユダの諸邑にむかひて其聲を揚ぐと 17

彼らは田圃をまもる者のごとくにこれを圍むこは

我に從はざりしに由るとヱホバいひ給ふ 18汝の

途と汝の行これを汝に招けりこれは汝の惡なり誠

に苦くして汝の心におよぶ 19嗚呼わが腸よ我腸

よ痛苦心の底におよびわが心胸とどろくわれ默し

がたし我靈魂よ汝箛の聲と軍の鬨をきくなり 20

敗滅に敗滅のしらせありこの地は皆荒されわが幕

屋は頃刻にやぶられ我幕は忽ち破られたり 21我

が旗をみ箛の聲をきくは何時までぞや 22それ我

民は愚にして我を識らず拙き子等にして曉ること

なし彼らは惡を行ふに智けれども善を行ふことを

知ず 23われ地を見るに形なくして空くあり天を

仰ぐに其處に光なし 24我山を見るに皆震へまた

諸の丘も動けり 25我見に人あることなし天空の

鳥も皆飛されり 26我みるに肥美なる地は沙漠と

なり且その諸の邑はヱホバの前にその烈しき怒の

前に毀たれたり 27そはヱホバかくいひたまへり

すべて此地は荒地とならんされど我ことごとくは

之を滅さじ 28故に地は皆哀しみ上なる天は暗く

ならん我すでに之をいひ且これを定めて悔いずま

た之をなす事を止ざればなり 29邑の人みな騎兵

と射者の咄喊のために逃て叢林にいり又岩の上に

升れり邑はみな棄られて其處に住む人なし 30滅
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されたる者よ汝何をなさんとするや設令汝くれな

ゐの衣をき金の飾物をもて身を粧ひ目をぬりて大

くするとも汝が身を粧ふはいたづらなり汝の戀人

らは汝をいやしめ汝のいのちを索るなり 31われ

子をうむ婦のごとき聲首子をうむ者の苦むがごと

き聲を聞く是れシオンの女の聲なりかれ自ら歎き

手をのべていふ嗚呼われは禍なるかな我靈魂殺す

者のために疲れはてぬ

5汝等ヱルサレムの邑をめぐりて視且察りその
街を尋ねよ汝等もし一人の公義を行ひ眞理を

求る者に逢はばわれ之(ヱルサレム)を赦すべし 2

彼らヱホバは活くといふとも實は僞りて誓ふなり

3ヱホバよ汝の目は誠實を顧みるにあらずや汝彼

らを撻どもかれら痛苦をおぼえず彼等を滅せども

かれら懲治をうけず其面を磐よりも硬くして歸る

ことを拒めり 4故に我いひけるは此輩は惟いやし

き愚なる者なればヱホバの途と其神の鞫を知ざる

なり 5われ貴人にゆきて之に語らんかれらはヱホ

バの途とその神の鞫を知るなり然に彼らも皆軛を

折り縛を斷り 6故に林よりいづる獅子は彼らを殺

しアラバの狼はかれらを滅し豹はその邑をねらふ

此處よりいづる者は皆裂るべしそは其罪おほくそ

の背違はなはだしければなり 7我なに故に汝をゆ

るすべきや汝の諸子われを棄て神にあらざる神を

指して誓ふ我すでに彼らを誓はせたれど彼ら姦淫

して娼妓の家に群集る 8彼らは肥たる牡馬のごと

くに行めぐりおのおの嘶きて隣の妻を慕ふ 9ヱホ

バいひたまふ我これらの事のために彼らを罰せざ

らんや我心はかくの如き民に仇を復さざらんや 10

汝等その石垣にのぼりて滅せされど悉くはこれを

滅す勿れその枝を截除けヱホバのものに有ざれば

なり 11イスラエルの家とユダの家は大に我に悖

るなりとヱホバいひたまふ 12彼等はヱホバを認

ずしていふヱホバはある者にあらず災われらに來

らじ我儕劍と饑饉をも見ざるべし 13預言者は風

となり言はかれらの衷にあらず斯彼らになるべし

と 14故に萬軍の神ヱホバかくいひたまふ汝等こ

の言を語により視よわれ汝の口にある我言を火と

なし此民を薪となさんその火彼らを焚盡すべし 15

ヱホバいひ給ふイスラエルの家よみよ我遠き國人

をなんぢらに來らしめん其國は強くまた古き國な

り汝等その言をしらず其語ることをも曉らざるな

り 16その箙は啓きたる墓のごとし彼らはみな勇

士なり 17彼らは汝の穡れたる物と汝の糧食を食

ひ汝の子女を食ひ汝の羊と牛を食ひ汝の葡萄の樹

と無花果の樹を食ひまた劍をもて汝の賴むところ

の堅き邑を滅さん 18されど其時われことごとく

は汝を滅さじとヱホバいひたまふ 19汝等何ゆゑ

にわれらの神ヱホバ此等の諸のことを我儕になし

たまふやといはば汝かれらに答ふべし汝ら我をす

て汝らの地に於て異なる神に奉へしごとく汝らの

ものにあらざる地に於て異邦人につかふべしと 20

汝これをヤコブの家にのべまたこれをユダに示し

ていへ 21愚にして了知なく目あれども見えず耳

あれども聞えざる民よこれをきけ 22ヱホバいひ

給ふ汝等われを畏れざるか我前に戰慄かざるか我

は沙を置て海の界となしこれを永遠の限界となし

踰ることをえざらしむ其浪さかまきいたるも勝こ

とあたはず澎湃もこれを踰るあたはざるなり 23

然るにこの民は背き且悖れる心あり旣に背きて去

れり 24彼らはまた我儕に雨をあたへて秋の雨と

春の雨を時にしたがひて下し我儕のために收穫の

時節を定め給へる我神ヱホバを畏るべしと其心に

いはざるなり 25汝等の愆はこれらの事を退け汝

等の罪は嘉物を汝らに來らしめざりき 26我民の

うちに惡者あり網を張る者のごとくに身をかがめ

てうかがひ罟を置て人をとらふ 27樊籠に鳥の盈

るがごとく不義の財彼らの家に充つこの故に彼ら

は大なる者となり富る者となる 28彼らは肥て光

澤あり其惡き行は甚し彼らは訟をたださず孤の訟

を糺さずして利達をえ亦貧者の訴を鞫かず 29ヱ

ホバいひ給ふわれかくのごときことを罰せざらん

や我心は是のごとき民に仇を復さざらんや 30こ

の地に驚くべき事と憎むべきこと行はる 31預言

者は僞りて預言をなし祭司は彼らの手によりて治

め我民は斯る事を愛すされど汝等その終に何をな

さんとするや

6ベニヤミンの子等よヱルサレムの中より逃れ
テコアに箛をふきベテハケレムに合圖の火を

あげよそは北より災と大なる敗壞のぞめばなり 2

われ美しき窈窕なるシオンの女を滅さん 3牧者は

其群を牽て此處にきたりその周圍に天幕をはらん

群はおのおのその處にて草を食はん 4汝ら戰端を

開きて之を攻べし起よわれら日午にのぼらん嗚呼

惜かな日ははや昃き夕日の影長くなれり 5起よわ

れら夜の間にのぼりてその諸の殿舍を毀たん 6萬

軍のヱホバかくいひたまへり汝ら樹をきりヱルサ

レムに向ひて壘を築けこれは罰すべき邑なりその
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中には唯暴逆のみあり 7源の水をいだすがごとく

彼その惡を流すその中に暴逆と威虐きこゆ我前に

憂と傷たえず 8ヱルサレムよ汝訓戒をうけよ然ら

ざれば我心汝をはなれ汝を荒蕪となし住む人なき

地となさん 9萬軍のヱホバかくいひたまふ彼らは

葡萄の遺餘を摘みとるごとくイスラエルの遺れる

者を摘とらん汝葡萄を摘取者のごとく屢手を筐に

入るべし 10我たれに語り誰を警めてきかしめん

や視よその耳は割禮をうけざるによりて聽えず彼

らはヱホバの言を嘲りこれを悦ばず 11ヱホバの

怒わが身に充つわれ忍ぶに倦むこれを衢街にある

童子と集れる年少者とに泄すべし夫も婦も老たる

者も年邁し者も執へらるるにいたらん 12その家

と田地と妻はともに佗人にわたらん其はわれ手を

擧てこの地に住る者を撃ばなりとヱホバいひたま

ふ 13夫彼らは少さき者より大なる者にいたるま

で皆貪婪者なり又預言者より祭司にいたるまで皆

詭詐をなす者なればなり 14かれら淺く我民の女

の傷を醫し平康からざる時に平康平康といへり 15

彼らは憎むべき事を爲て恥辱をうくれども毫も恥

ずまた愧を知らずこの故に彼らは傾仆るる者と偕

にたふれん我來るとき彼ら躓かんとヱホバいひた

まふ 16ヱホバかくいひたまふ汝ら途に立て見古

き徑に就て何か善道なるを尋ねて其途に行めさら

ば汝らの靈魂安を得ん然ど彼らこたへて我儕はそ

れに行まじといふ 17我また汝らの上に守望者を

たて箛の聲をきけといへり然ど彼等こたへて我儕

は聞じといふ 18故に萬國の民よきけ會衆よかれ

らの遇ところを知れ 19地よきけわれ災をこの民

にくださんこは彼らの思の結ぶ果なりかれら我言

とわが律法をきかずして之を棄るによる 20シバ

より我許に乳香きたり遠き國より菖蒲きたるは何

のためぞやわれは汝らの燔祭をよろこばず汝らの

犠牲を甘しとせず 21故にヱホバかくいひたまふ

みよ我この民の前に躓礙をおく父と子とそれに蹶

き隣人とその友偕に滅ぶべし 22ヱホバかくいひ

たまふみよ民北の國よりきたる大なる民地の極よ

り起る 23彼らは弓と槍をとる殘忍にして憫なし

その聲は海の如く鳴るシオンの女よかれらは馬に

乗り軍人のごとく身をよろひて汝を攻めん 24我

儕その風聲をききたれば我儕の手弱り子をうむ婦

のごとき苦痛と劬勞われらに迫る 25汝ら田地に

出る勿れまた路に行むなかれ敵の劍と畏怖四方に

あればなり 26我民の女よ麻衣を身にまとひ灰の

うちにまろび獨子を喪ひしごとくに哀みていたく

哭けそは毀滅者突然に我らに來るべければなり 27

われ汝を民のうちに立て金を驗る者のごとくなし

又城のごとくなすこは汝をしてその途を知しめま

た試みしめんためなり 28彼らは皆いたく悖れる

者なり歩行て人を謗る者なり彼らは銅のごとく鐵

のごとし皆邪なる者なり 29韛は火に焚け鉛はつ

き鎔匠はいたづらに鎔す惡者いまだ除かれざれば

なり 30ヱホバ彼らを棄たまふによりて彼等は棄

られたる銀と呼ばれん

7ヱホバよりヱレミヤにのぞめる言云ふ 2汝ヱホ

バの室の門にたち其處にてこの言を宣て言へ

ヱホバを拜まんとてこの門にいりしユダのすべて

の人よヱホバの言をきけ 3萬軍のヱホバ、イスラ

エルの神かくいひ給ふ汝らの途と汝らの行を改め

よさらばわれ汝等をこの地に住しめん 4汝ら是は

ヱホバの殿なりヱホバの殿なりヱホバの殿なりと

云ふ僞の言をたのむ勿れ 5汝らもし全くその途と

行を改め人と人との間を正しく鞫き 6異邦人と孤

兒と寡を虐げず無辜者の血をこの處に流さず他の

神に從ひて害をまねかずば 7我なんぢらを我汝等

の先祖にあたへしこの地に永遠より永遠にいたる

まで住しむべし 8みよ汝らは益なき僞の言を賴む

9汝等は盜み殺し姦淫し妄りて誓ひバアルに香を

焚き汝らがしらざる他の神にしたがふなれど 10

我名をもて稱へらるるこの室にきたりて我前にた

ち我らはこれらの憎むべきことを行ふとも救はる

るなりといふは何にぞや 11わが名をもて稱へら

るる此室は汝らの目には盜賊の巢と見ゆるや我も

之をみたりとヱホバいひたまふ 12汝等わが初シ

ロに於て我名を置し處にゆき我がイスラエルの民

の惡のために其處になせしところのことをみよ 13

ヱホバいひたまふ今汝ら此等のすべての事をなす

又われ汝らに語り頻にかたりたれども聽かず汝ら

を呼びたれども答へざりき 14この故に我シロに

なせしごとく我名をもて稱へらるる此室になさん

すなはち汝等が賴むところ我汝らと汝らの先祖に

あたへし此處になすべし 15またわれ汝等のすべ

ての兄弟すなはちエフライムのすべての裔を棄て

しごとく我前より汝らをも棄つべし 16故に汝こ

の民のために祈る勿れ彼らの爲に歎くなかれ求む

るなかれ又我にとりなしをなす勿れわれ汝にきか

じ 17汝かれらがユダの邑とヱルサレムの街にな

すところを見ざるか 18諸子は薪を拾め父は火を
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燃き婦は麺を搏ねパンをつくりて之を天后にそな

ふ又かれら他の神の前に酒をそそぎて我を怒らす

19ヱホバいひたまふ彼ら我を怒らするか是れおの

が面を辱むるにあらずや 20是故に主ヱホバかく

いひたまふ視よわが震怒とわが憤怒はこの處と人

と獸と野の樹および地の果にそそがん且燃て滅ざ

るべし 21萬軍のヱホバ、イスラエルの神かくい

ひたまふ汝らの犠牲に燔祭の物をあはせて肉をく

らへ 22そはわれ汝等の先祖をエジプトより導き

いだせし日に燔祭と犠牲とに就てかたりしことな

く又命ぜしことなし 23惟われこの事を彼等に命

じ汝ら我聲を聽ばわれ汝らの神となり汝ら我民と

ならん且わが汝らに命ぜしすべての道を行みて福

祉をうべしといへり 24されど彼らはきかず其耳

を傾けずおのれの惡き心の謀と剛愎なるとにした

がひて行みまた後を我にむけて其面を向けざりき

25汝らの先祖がエジプトの地をいでし日より今日

にいたるまでわれ我僕なる預言者を汝らにつかは

し日々晨より之をつかはせり 26されど彼らは我

にきかず耳を傾けずして其項を強くしその列祖よ

りも愈りて惡をなすなり 27汝彼らに此等のすべ

てのことばを語るとも汝にきかずかれらを呼ぶと

も汝にこたへざるべし 28汝かく彼らに語れこれ

は其神ヱホバの聲を聽ずその訓を受ざる民なり眞

實はうせてその口に絕たり 29 (シオンの女よ)汝

の髮を剃りてこれを棄て山の上に哀哭の聲をあげ

よヱホバその怒るところの世の人をすててこれを

離れたまへばなり 30ヱホバいひたまふユダの民

は我前に惡を行へり即ちその憎むべき者を我名を

もて稱へらるる室に置てこれを汚せり 31又ベン

ヒンノムの谷に於てトペテの崇邱を築きてその子

女を火に焚かんとせり我これを命ぜずまた斯るこ

とを思はざりし 32ヱホバいひたまふ然ば視よ此

處をトペテまたはベンヒンノムの谷と稱へずして

殺戮の谷と稱ふる日きたらん其は葬るべき地所な

きまでにトペテに葬るべければなり 33この民の

屍は天空の鳥と地の獸の食物とならんこれを逐ふ

ものなかるべし 34その時われユダの邑とヱルサ

レムの街に欣喜の聲歡樂の聲新婿の聲新婦の聲

なからしむべしこの地荒蕪ればなり

8ヱホバいひたまふその時人ユダの王等の骨と
その牧伯等の骨と祭司の骨と預言者の骨とヱ

ルサレムの民の骨をその墓よりほりいだし 2彼等

の愛し奉へ從ひ求め且祭れるところの日と月と天

の衆群の前にこれを曝すべし其骨はあつむる者な

く葬る者なくして糞土のごとくに地の面にあらん

3この惡き民の中ののこれる餘遺の者すべてわが

逐やりしところに餘れる者皆生るよりも死ぬるこ

とを願んと萬軍のヱホバ云たまふ 4汝また彼らに

ヱホバかくいふと語るべし人もし仆るれば起きか

へるにあらずやもし離るれば歸り來るにあらずや

5何故にヱルサレムにをる此民は恒にわれを離れ

て歸らざるや彼らは詐僞をかたく執て歸ることを

否めり 6われ耳を側てて聽に彼らは善ことを云ず

一人もその惡を悔いてわがなせし事は何ぞやとい

ふ者なし彼らはみな戰場に馳入る馬のごとくにそ

の途に歸るなり 7天空の鶴はその定期を知り斑鳩

と燕と鴈はそのきたる時を守るされど我民はヱホ

バの律法をしらざるなり 8汝いかで我ら智慧あり

われらにはヱホバの律法ありといふことをえんや

視よまことに書記の僞の筆之を僞とせり 9智慧あ

る者は辱しめられまたあわてて執へらる視よ彼等

ヱホバの言を棄たり彼ら何の智慧あらんや 10故

にわれその妻を他人にあたへ其田圃を他人に嗣し

めん彼らは小さき者より大なる者にいたるまで皆

貪婪者また預言者より祭司にいたるまで皆詭詐を

なす者なればなり 11彼ら我民の女の傷を淺く醫

し平康からざる時に平康平康といへり 12彼ら憎

むべき事をなして恥辱らる然れど毫も恥ずまた恥

を知らずこの故に彼らは仆るる者と偕に仆れんわ

が彼らを罰するときかれら躓くべしとヱホバいひ

たまふ 13ヱホバいひたまふ我彼らをことごとく

滅さん葡萄の樹に葡萄なく無花果の樹に無花果な

しその葉も槁れたり故にわれ殲滅者を彼らにつか

はす. 14我ら何ぞ此にとどまるやあつまれよ我ら

堅き城邑にゆきて其處に滅ん我儕ヱホバに罪を犯

せしによりて我らの神ヱホバ我らを滅し毒なる水

を飮せたまへばなり 15われら平康を望めども善

こと來らず慰めらるる時を望むにかへつて恐懼き

たる 16その馬の嘶はダンよりきこえこの地みな

その強き馬の聲によりて震ふ彼らきたりて此地と

その上にある者および邑とその中に住る者を食ふ

17視よわれ呪詛のきかざる蛇蝮を汝らのうちに遣

はさん是汝らを嚙べしとヱホバいひたまふ 18嗚

呼われ憂ふいかにして慰藉をえんや我衷の心惱む

19みよ遠き國より我民の女の聲ありていふヱホバ

はシオンに在さざるか其王はその中に在ざるかと

(ヱホバいひたまふ)彼らは何故にその偶像と異邦
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の虛き物をもて我を怒らせしやと 20收穫の時は

過ぎ夏もはや畢りぬされど我らはいまだ救はれず

21我民の女の傷によりて我も傷み且悲しむ恐懼我

に迫れり 22ギレアデに乳香あるにあらずや彼處

に醫者あるにあらずやいかにして我民の女はいや

されざるや

9ああ我わが首を水となし我目を涙の泉となす
ことをえんものを我民の女の殺されたる者の

爲に晝夜哭かん 2嗚呼われ曠野に旅人の寓所をえ

んものを我民を離れてさりゆかん彼らはみな姦淫

するもの悖れる者の族なればなり 3彼らは弓を援

くがごとく其舌をもて僞をいだす彼らは此地にお

いて眞實のために強からず惡より惡にすすみまた

我を知ざるなりとヱホバいひたまふ 4汝らおのお

の其隣に心せよ何の兄弟をも信ずる勿れ兄弟はみ

な欺きをなし隣はみな讒りまはればなり 5彼らは

おのおの其隣を欺きかつ眞實をいはず其舌に謊を

かたることを敎へ惡をなすに勞る 6汝の住居は詭

譎の中にあり彼らは詭譎のために我を識ことをい

なめりとヱホバいひたまふ 7故に萬軍のヱホバか

くいひたまへり視よ我かれらを鎔し試むべしわれ

我民の女の事を如何になすべきや 8彼らの舌は殺

す矢のごとしかれら詭をいふまた其口をもて隣に

おだやかにかたれども其心の中には害をはかるな

り 9ヱホバいひたまふ我これらの事のために彼ら

を罰せざらんや我心はかくのごとき民に仇を復さ

ざらんや 10われ山のために泣き咷び野の牧場の

ために悲むこれらは焚れて過る人なしまたここに

牛羊の聲をきかず天空の鳥も獸も皆逃てさりぬ 11

われヱルサレムを邱墟とし山犬の巢となさんまた

ユダの諸の邑々を荒して住む人なからしめん 12

智慧ありてこの事を曉る人は誰ぞやヱホバの口の

言を受てこれを示さん者は誰ぞやこの地滅されま

た野のごとく焚れて過る者なきにいたりしは何故

ぞ 13ヱホバいひたまふ是彼ら我その前に立しと

ころの律法をすて我聲をきかず之に從はざるによ

りてなり 14彼らはその心の剛愎なるとその列祖

たちがおのれに敎へしバアルとに從へり 15この

故に萬軍のヱホバ、イスラエルの神かくいひたま

ふ視よわれ彼等すなはち斯民に茵蔯を食はせ毒な

る水を飮せ 16彼らもその先祖たちもしらざりし

國人のうちに彼らを散しまた彼らを滅し盡すまで

其後に劍をつかはさん 17萬軍のヱホバかくいひ

たまふ汝らよく考へ哭婦をよびきたれ又人を遣し

て智き婦をまねけよ 18彼らは速にきたりて我儕

のために哭哀しみ我儕の目に涙をこぼさせ我儕の

目蓋より水を溢れしめん 19シオンより哀の聲き

こゆ云く嗚呼われら滅され我ら痛く辱めらる我ら

は其地を去り彼らはわが住家を毀ちたり 20婦た

ちよヱホバの言をきけ汝らの耳に其口の言をいれ

よ汝らの女に哭ことを敎へおのおのその隣に哀の

歌を敎ふべし 21そは死のぼりてわれらの窓より

いり我らの殿舍に入り外にある諸子を絕し街にあ

る壯年を殺さんとすればなり 22ヱホバかくいへ

りと汝云ふべし人の屍は糞土のごとく田野に墮ち

んまた收穫者のうしろに殘りて斂めずにある把の

ごとくならんと 23ヱホバかくいひたまふ智慧あ

る者はその智慧に誇る勿れ力ある者は其力に誇る

なかれ富者はその富に誇ること勿れ 24誇る者は

これをもて誇るべし即ち明哲して我を識る事とわ

がヱホバにして地に仁惠と公道と公義とを行ふ者

なるを知る事是なり我これらを悦ぶなりとヱホバ

いひたまふ 25ヱホバいひたまひけるは視よわれ

すべて陽の皮に割禮をうけたる者すなはちエジプ

トとユダとエドムとアンモンの子孫とモアブと野

にをりてその鬚を剃る者とを罰する日きたらんそ

はすべて異邦人は割禮をうけずまたイスラエルの

家も心に割禮をうけざればなり 26ヱホバいひた

まひけるは視よわれすべて陽の皮に割禮をうけた

る者すなはちエジプトとユダとエドムとアンモン

の子孫とモアブと野にをりてその鬚を剃る者とを

罰する日きたらんそはすべて異邦人は割禮をうけ

ずまたイスラエルの家も心に割禮をうけざればな

り

10イスラエルの家よヱホバの汝らに語たまふ言
をきけ 2ヱホバかくいひたまふ汝ら異邦人の

途に效ふ勿れ異邦人は天にあらはるる徴を懼るる

とも汝らはこれを懼るる勿れ 3異國人の風俗はむ

なしその崇むる者は林より斫たる木にして木匠の

手に斧をもて作りし者なり 4彼らは銀と金をもて

これを飾り釘と鎚をもて之を堅めて搖動かざらし

む 5こは圓き柱のごとくにして言はずまた歩むこ

と能はざるによりて人にたづさへらる是は災害を

くだし亦は福祉をくだすの權なきによりて汝らこ

れを畏るる勿れ 6ヱホバよ汝に比ふべき者なし汝

は大なり汝の名は其權威のために大なり 7汝萬國

の王たる者よ誰か汝を畏れざるべきや汝を畏るる

は當然なりそは萬國のすべての博士たちのうちに
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もその諸國のうちにも汝に比ふべき者なければな

り 8彼らはみな獸のことくまた痴愚なり虛しき者

の敎は惟木のみ 9タルシシより携へ來し銀箔ウパ

ズより携へ來し金は鍛冶と鑄匠の作りし物なり靑

と紫をその衣となす是はすべて巧みなる細工人の

工作なり 10ヱホバは眞の神なり彼は活る神なり

永遠の王なり其怒によりて地は震ふ萬國はその憤

怒にあたること能はず 11汝等かく彼らにいふべ

し天地を造らざりし諸神は地の上よりこの天の下

より失さらんと 12ヱホバはその能をもて地をつ

くり其智慧をもて世界を建てその明哲をもて天を

舒べたまへり 13かれ聲をいだせば天に衆の水あ

りかれ雲を地の極よりいだし電と雨をおこし風を

その府庫よりいだす 14すべての人は獸の如くに

して智なしすべての鑄匠はその作りし像のために

辱をとる其鑄るところの像は僞物にしてその中に

靈魂なければなり 15是らは虛き者にして迷妄の

工作なりその罰せらるるときに滅ぶべし 16ヤコ

ブの分は是のごとくならず彼は萬物の造化主なり

イスラエルはその產業の杖なりその名は萬軍のヱ

ホバといふなり 17圍の中に坐する者よ汝の包を

地より取りあげよ 18ヱホバかくいひたまふみよ

我この地にすめる者を此度擲たん且かれらをせめ

なやまして擄へられしむべし 19われ毀傷をうく

嗚呼われは禍なるかな我傷は重し我いふこれまこ

とにわが患難なりわれ之を忍べし 20わが幕屋は

やぶれわが繩索は悉く斷れ我衆子は我をすてゆき

て居ずなりぬ幕屋を張る者なくわが幃をかくる者

なし 21牧者は愚にしてヱホバを求めず故に利達

ずその群はみな散れり 22きけよ風聲あり北の國

より大なる騒きたる是ユダの諸邑を荒して山犬の

巢となさん 23ヱホバよわれ知る人の途は自己に

よらず且歩行む人は自らその歩履を定むること能

はざるなり 24ヱホバよ我を懲したまへ但道にし

たがひ怒らずして懲したまへおそらくは我無に歸

せん 25汝を知ざる國人と汝の名を龥ざる族に汝

の怒を斟ぎたまへ彼らはヤコブを噬ひ之をくらふ

て滅しその牧場を荒したればなり

11ヱホバよりヱレミヤにのぞめる言いふ 2汝ら

この契約の言をききユダの人とヱルサレムに

すめる者に告よ 3汝かれらに語れイスラエルの神

ヱホバかくいひたまふこの契約の言に遵はざる人

は詛はる 4この契約はわが汝らの先祖をエジプト

の地鐵の爐の中より導き出せし日にかれらに命ぜ

しものなり即ち我いひけらく汝ら我聲をきき我汝

らに命ぜし諸の事に從ひて行はば汝らは我民とな

り我は汝らの神とならん 5われ汝らの先祖に乳と

蜜の流るる地を與へんと誓ひしことを成就んと即

ち今日のごとしその時我こたへてアーメン、ヱホ

バといへり 6またヱホバ我にいひたまひけるは汝

すべて此等の言をユダの諸邑とヱルサレムの衢に

しめし汝ら此契約の言をききてこれを行へといふ

べし 7われ汝らの列祖をエジプトの地より導出せ

し日より今日にいたるまで切に彼らを戒め頻に戒

めて汝ら我聲に遵へといへり 8然ど彼らは遵はず

その耳を傾けずおのおの其惡き心の剛愎なるにし

たがひて歩めり故にわれ此契約の言を彼等にきた

らす是はわがかれらに之を行へと命ぜしかども彼

等がおこなはざりし者なり 9またヱホバ我にいひ

たまひけるはユダの人々とヱルサレムに住る者の

中に叛逆の事あり 10彼らは我言をきくことを好

まざりしところのその先祖の罪にかへり亦他の神

に從ひて之に奉へたりイスラエルの家とユダの家

はわがその列祖たちと締たる契約をやぶれり 11

この故にヱホバかくいひ給ふみよわれ災禍をかれ

らにくださん彼らこれを免かるることをえざるべ

し彼ら我をよぶとも我聽じ 12ユダの邑とヱルサ

レムに住る者はゆきてその香を焚し神を龥んされ

ど是等はその災禍の時に絕てかれらを救ふことあ

らじ 13ユダよ汝の神の數は汝の邑の數のごとし

且汝らヱルサレムの衢の數にしたがひて恥べき者

に壇をたてたり即ちバアルに香を焚んとて壇をた

つ 14故に汝この民の爲に祈る勿れ又その爲に泣

きあるひは求る勿れ彼らがその災禍のために我を

呼ときわれ彼らに聽ざるべし 15わが愛する者は

我室にて何をなすや惡き謀をなすや願と聖き肉汝

に災を脱れしむるやもし然らば汝よろこぶべし 16

ヱホバ汝の名を嘉果ある美しき靑橄欖の樹と稱た

まひしがおほいなる喧嚷の聲をもて之に火をかけ

且その枝を折りたまふ 17汝を植し萬軍のヱホバ

汝の災をさだめ給へりこれイスラエルの家とユダ

の家みづから害ふの惡をなしたるによるなり即ち

バアルに香を焚きてわれを怒らせたり 18ヱホバ

我に知せたまひければ我これを知るその時汝彼ら

の作爲を我にしめしたまへり 19我は牽れて宰ら

れにゆく羔の如く彼らが我をそこなはんとて謀を

なすを知ず彼らいふいざ我ら樹とその果とを共に

滅さんかれを生る者の地より絕てその名を人に忘
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れしむべしと 20義き鞫をなし人の心腸を察りた

まふ萬軍のヱホバよ我わが訴を汝にのべたればわ

れをして汝が彼らに仇を報すを見せしめたまへ 21

是をもてヱホバ、アナトテの人々につきてかくい

ひたまふ彼等汝の生命を取んと索めて言ふ汝ヱホ

バの名をもて預言する勿れ恐らくは汝我らの手に

死んと 22故に萬軍のヱホバかくいひ給ふみよ我

かれらを罰すべし壯丁は劍に死にその子女は饑饉

にて死なん 23餘る者なかるべし我災をアナトテ

の人々にきたらしめわが彼らを罰するの年をきた

らしめん

12ヱホバよわが汝と爭ふ時に汝は義し惟われ鞫
の事につきて汝と言ん惡人の途のさかえ悖れ

る者のみな福なるは何故ぞや 2汝かれらを植たり

彼らは根づき成長て實を結べりその口は汝に近け

どもその心は汝に遠ざかる 3ヱホバ汝われを知り

我を見またわが心の汝にむかひて何なるかを試み

たまふ羊を宰りに牽いだすがごとく彼らを牽いだ

し殺す日の爲にかれらをそなへたまへ 4いつまで

この地は哭きすべての畑の蔬菜は枯をるべけんや

この地に住る者の惡によりて畜獸と鳥は滅さる彼

らいふ彼は我らの終をみざるべしと 5汝もし歩行

者とともに趨てつかれなばいかで騎馬者と競はん

や汝平安なる地を恃まばいかでヨルダンの傍の叢

に居ることをえんや 6汝の兄弟と汝の父の家も汝

を欺きまた大聲をあげて汝を追ふかれらしたしく

汝に語るともこれを信ずる勿れ 7われ我家を離れ

わが產業をすて我靈魂の愛するところの者をその

敵の手にわたせり 8わが產業は林の獅子のごとし

我にむかひて其聲を揚ぐ故にわれ之を惡めり 9我

產業は我におけること班駁ある鳥のごとくならず

や鳥之を圍むにあらずや野のすべての獸きたりあ

つまれ來てこれを食へ 10衆の牧者わが葡萄園を

ほろぼしわが地を踐踏しわがうるはしき地を荒野

となせり 11彼らこれを荒地となせりその荒地我

にむかひて哭くなり一人もかへりみる者なければ

この全地は荒たり 12毀滅者は野のすべての童山

のうへに來れりヱホバの劍地のこの極よりかの極

までを滅ぼすすべて血氣ある者は安をえず 13彼

らは麥を播て荊棘をかる勞れども得るところなし

汝らはその作物のために恥るにいたらん是ヱホバ

の烈き怒によりてなり 14わがイスラエルの民に

嗣しむる產業をせむるところのすべてのわが惡き

隣にむかひてヱホバかくいふみよわれ彼等をその

地より拔出しまたユダの家を彼らの中より拔出す

べし 15われ彼らを拔出せしのちまた彼らを恤み

ておのおのを其產業にかへし各人をその地に歸ら

しめん 16彼等もし我民の道をまなび我名をさし

てヱホバは活くと誓ふこと嘗て我民を敎へてバア

ルを指て誓はしめし如くせば彼らはわが民の中に

建らるべし 17されど彼らもし聽かざれば我かな

らずかかる民を全く拔出して滅すべしとヱホバい

ひたまふ

13ヱホバかくいひたまへり汝ゆきて麻の帶をか
ひ汝の腰にむすべ水に入る勿れ 2われすなは

ちヱホバの言に遵ひ帶をかひてわが腰にむすべり

3ヱホバの言ふたたび我にのぞみて云ふ 4汝が買

て腰にむすべる帶を取り起てユフラテにゆき彼處

にてこれを磐の穴にかくせと 5ここに於てわれヱ

ホバの命じたまひし如く往てこれをユフラテの涯

にかくせり 6おほくの日を經しのちヱホバ我にい

ひたまひけるは起てユフラテにゆきわが汝に命じ

て彼處にかくさしめし帶を取れと 7われすなはち

ユフラテにゆき帶を我隱せしところより掘取りし

にその帶は朽て用ふるにたへず 8またヱホバの言

われにのぞみて云ふ 9ヱホバかくいふ我かくの如

くユダの驕傲とヱルサレムの大なる驕傲をやぶら

ん 10この惡き民はわが言を聽ことをこばみ己の

心の剛愎なるにしたがひて行み且他の神に從ひて

これにつかへ之を拜す彼等は此帶の用ふるにたへ

ざるが如くなるべし 11ヱホバいふ帶の人の腰に

附がごとくわれイスラエルのすべての家とユダの

すべての家を我に附しめ之を我民となし名となし

譽となし榮となさんとせり然るに彼等はきかざり

き 12故に汝この言を彼らに語るべしイスラエル

の神ヱホバかくいふ酒壺には皆酒盈つと彼汝にこ

たへていはん我儕豈酒壺に酒の盈ることを知ざら

んやと 13其時汝かれらにいふべしヱホバかくい

ふみよわれ此地に住るすべての者とダビデの位に

坐する王等と祭司と預言者およびヱルサレムに住

るすべての者に醉を盈せ 14彼らを此と彼と打あ

はせて碎かん父と子をも然すべしわれ彼らを恤ま

ず惜まず憐まずして滅さん 15汝らきけ耳を傾け

よ驕る勿れヱホバかたりたまふなり 16汝らの神

ヱホバに其いまだ暗を起したまはざる先汝らの足

のくらき山に躓かざる先に榮光を皈すべし汝ら光

明を望まんにヱホバ之を死の蔭に變へ之を昏黑と

なしたまふにいたらん 17汝ら若これを聽ずば我
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靈魂は汝らの驕を隱なるところに悲まん又ヱホバ

の群の掠めらるるによりて我目いたく泣て涙をな

がすべし 18なんぢ王と大后につげよ汝ら自ら謙

りて坐せそはなんぢらの美しき冕汝らの首より落

べければなり 19南の諸邑は閉てこれを啓く人な

しユダは皆擄移され盡くとらへ移さる 20汝ら目

を擧げて北より來る者をみよ汝らが賜はりし群汝

のうるはしき群はいづこにあるや 21かれ汝の親

み馴たる者を汝の上にたてて首領となさんとき汝

何のいふべきことあらんや汝の痛は子をうむ婦の

ごとくならざらんや 22汝心のうちに何故にこの

事我にきたるやといふか汝の罪の重によりて汝の

裾は掲げられなんぢの踵はあらはさるるなり 23

エテオピア人その膚をかへうるか豹その斑駁をか

へうるか若これを爲しえば惡に慣たる汝らも善を

なし得べし 24故にわれ彼らを散して野の風に吹

散さるる皮壳のごとくせん 25ヱホバいひたまふ

こは汝の得べき分わが量て汝にあたふる產業なり

汝我をわすれて虛假を依賴ばなり 26故にわれ汝

の前の裳を剥ぎて汝の羞恥をあらはさん 27われ

汝の姦淫と汝の嘶と汝が岡のうへと野になせし汝

の亂淫の罪と汝の憎むべき行をみたりヱルサレム

よ汝は禍なるかな汝の潔くせらるるには尚いくば

くの時を經べきや

14乾旱の事につきてヱレミヤにのぞみしヱホバ
の言は左のごとし 2ユダは悲むその門は傾き

地にたふれて哭くヱルサレムの咷は上る 3その侯

伯等は僕をつかはして水を汲しむ彼ら井にいたれ

ども水を見ず空き器をもちて歸り恥かつ憂へてそ

の首をおほふ 4地に雨ふらずして土燥裂たるによ

り農夫は恥て首を掩ふ 5また野にある麀は子をう

みて之を棄つ草なければなり 6野の驢馬は童山の

うへにたちて山犬のごとく喘ぎ草なきによりて目

眩む 7ヱホバよ我儕の罪われらを訟へて證をなす

とも願くは汝の名の爲に事をなし給へ我儕の違背

はおほいなり我儕汝に罪を犯したり 8イスラエル

の企望なる者その艱るときに救ひたまふ者よ汝い

かなれば此地に於て他邦人のごとくし一夜寄宿の

旅客のごとくしたまふや 9汝いかなれば呆てをる

人のごとくし救をなすこと能はざる勇士のごとく

したまふやヱホバよ汝は我らの間にいます我儕は

汝の名をもて稱へらるる者なり我らを棄たまふ勿

れ 10ヱホバこの民にかくいひたまへり彼らかく

好んでさまよひ其足を禁めざればヱホバ彼らを悦

ばずいまその愆をおぼえ其罪を罰すべし 11ヱホ

バまた我にいひたまひけるは汝この民のために恩

をいのる勿れ 12彼ら斷食するとも我その呼龥を

きかず燔祭と素祭を献るとも我これをうけず却て

われ劍と饑饉と疫病をもて彼らを滅すべし 13わ

れいひけるは嗚呼主ヱホバよみよ預言者たちはこ

の民にむかひ汝ら劍を見ざるべし饑饉は汝らにき

たらじわれ此處に鞏固なる平安を汝らにあたへん

といへり 14ヱホバ我にいひたまひけるは預言者

等は我名をもて詭を預言せりわれ之を遣さず之に

命ぜずまた之にいはず彼らは虛誕の默示と卜筮と

虛きことと己の心の詐を汝らに預言せり 15この

故にかの吾が遣さざるに我名をもて預言して劍と

饑饉はこの地にきたらじといへる預言者等につき

てヱホバかくいふこの預言者等は劍と饑饉に滅さ

るべし 16また彼等の預言をうけし民は饑饉と劍

によりてヱルサレムの街に擲棄られんこれを葬る

者なかるべし彼等とその妻および其子その女みな

然りそはわれ彼らの惡をその上に斟げばなり 17

汝この言を彼らに語るべしわが目は夜も晝もたえ

ず涙を流さんそは我民の童女大なる滅と重き傷に

よりて亡さるればなり 18われ出て畑にゆくに劍

に死る者あり我邑にいるに饑饉に艱むものあり預

言者も祭司もみなその地にさまよひて知ところな

し 19汝はユダを悉くすてたまふや汝の心はシオ

ンをきらふや汝いかなれば我儕を撃て愈しめざる

か我ら平安を望めども善ことあらず又醫さるる時

を望むに却て驚懼あり 20ヱホバよ我らはおのれ

の惡と先祖の愆を知るわれら汝に罪を犯したり 21

汝の名のために我らを棄たまふ勿れ汝の榮の位を

辱めたまふ勿れ汝のわれらに立し契約をおぼえて

毀りたまふなかれ 22異邦の虛き物の中に雨を降

せうるものあるや天みづから白雨をくだすをえん

や我らの神ヱホバ汝これを爲したまふにあらずや

我ら汝を望むそは汝すべて此等を悉く作りたまひ

たればなり

15ヱホバ我にいひたまひけるはたとひモーセと
サムエルわが前にたつとも我こころは斯民を

顧ざるべしかれらを我前より逐ひていでさらしめ

よ 2彼らもし汝にわれら何處にいでさらんやとい

はば汝彼らにヱホバかくいへりといへ死に定めら

れたる者は死にいたり劍に定められたる者は劍に

いたり饑饉に定められたる者は饑饉にいたり虜に

定められたる者は虜にいたるべしと 3ヱホバ云た
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まひけるはわれ四の物をもて彼らを罰せんすなは

ち劍をもて戮し犬をもて噬せ天空の鳥および地の

獸をもて食ひ滅さしめん 4またユダの王ヒゼキヤ

の子マナセがヱルサレムになせし事によりわれ彼

らをして地のすべての國に艱難をうけしめん 5ヱ

ルサレムよ誰か汝を憐まんたれか汝のために嘆か

ん誰かちかづきて汝の安否を問はん 6ヱホバいひ

たまふ汝われをすてたり汝退けり故にわれ手を汝

のうへに伸て汝を滅さんわれ憫に倦り 7われ風扇

をもて我民をこの地の門に煽がんかれらは其途を

離れざるによりて我その子を絕ち彼らを滅すべし

8彼らの寡婦はわが前に海濱の沙よりも多し晝わ

れほろぼす者を携へきたりて彼らと壯者の母とを

せめ驚駭と恐懼を突然にかれの上におこさん 9七

人の子をうみし婦は衰へて氣たえ尚晝なるにその

日は早く沒る彼は辱められて面をあからめん其餘

れる者はわれ之をその敵の劍に付さんとヱホバい

ひたまふ 10嗚呼われは禍なるかな我母よ汝なに

故に我を生しや全國の人我と爭ひ我を攻むわれ人

に貸さず人また我に貸さず皆我を詛ふなり 11ヱ

ホバいひたまひけるは我實に汝に益をえせしめん

ために汝を惱す我まことに敵をして其艱の時と災

の時に汝に求むることをなさしめん 12鐵いかで

北の鐵と銅を碎かんや 13われ汝の資產と汝の資

財を擄掠物とならしめ價をうることなからしめん

是汝のすべての罪によるなりすべて汝の境のうち

にかくなさん 14われ汝の敵をして汝を汝の識ざ

る地にとらへ移さしめん夫我怒によりて火燃え汝

を焚んとするなり 15ヱホバよ汝これを知りたま

ふ我を憶え我をかへりみたまへ我を迫害るものに

仇を復したまへ汝の容忍によりて我をとらへられ

しむる勿れ我汝の爲に辱を受るを知りたまへ 16

われ汝の言を得て之を食へり汝の言はわが心の欣

喜快樂なり萬軍の神ヱホバよわれは汝の名をもて

稱へらるるなり 17われ嬉笑者の會に坐せずまた

喜ばずわれ汝の手によりて獨り坐す汝憤怒をもて

我に充したまへり 18何故にわが痛は息ずわが傷

は重くして愈ざるか汝はわれにおけること水をた

もたずして人を欺く溪河のごとくなるや 19是を

もてヱホバかくいひたまへり汝もし歸らば我また

汝をかへらしめて我前に立しめん汝もし賤をすて

て貴をいださば我口のごとくならん彼らは汝に歸

らんされど汝は彼らにかへる勿れ 20われ汝をこ

の民の前に堅き銅の牆となさんかれら汝を攻ると

も汝にかたざるべしそはわれ汝と偕にありて汝を

たすけ汝を救へばなりとヱホバいひたまへり 21

我汝を惡人の手より救ひとり汝を怖るべき者の手

より放つべし

16ヱホバの言また我にのぞみていふ 2汝この處

にて妻を娶るなかれ子女を得るなかれ 3此處

に生るる子女とこの地に之を生む母と之を生む父

とに就てヱホバかくいひたまふ 4彼らは慘しき病

に死し哀まれず葬られずして糞土のごとくに田地

の面にあらんまた劍と饑饉に滅されて其屍は天空

の鳥と地の獸の食物とならん 5ヱホバかくいひた

まへり喪ある家にいる勿れまた往て之を哀み嗟く

勿れそはわれ我平安と恩寵と矜恤をこの民より取

ばなりとヱホバいひたまへり 6大なる者も小さき

者もこの地に死べし彼らは葬られずまた彼らのた

めに哀む者なく自ら傷くる者なく髮をそる者なか

るべし 7またその哀むときパンをさきて其死者の

ために之を慰むるものなく又父あるひは母のため

に慰藉の杯を彼らに飮しむる者なかるべし 8汝ま

た筵宴の家にいりて偕に坐して食飮する勿れ 9萬

軍のヱホバ、イスラエルの神かくいひたまふ視よ

汝の目の前汝の世に在るときにわれ欣喜の聲と歡

樂の聲と新娶者の聲と新婦の聲とを此處に絕しめ

ん 10汝このすべての言を斯民に告るとき彼ら汝

に問ふてヱホバわれらを責てこの大なる災を示し

たまふは何故ぞやまたわれらに何の惡事あるやわ

が神ヱホバに背きてわれらのなせし罪は何ぞやと

いはば 11汝かれらに答ふべしヱホバいひたまふ

是汝らの先祖われを棄て他の神に從ひこれに奉へ

これを拜しまた我をすてわが律法を守らざりしに

よる 12汝らは汝らの先祖よりも多く惡をなせり

みよ汝らはおのおの自己の惡き心の剛愎なるにし

たがひて我にきかず 13故にわれ汝らを此の地よ

り逐ひて汝らと汝らの先祖の識ざる地にいたらし

めん汝らかしこにて晝夜ほかの神に奉へん是わが

汝らを憐まざるによるなりと 14ヱホバいひたま

ふ然ばみよ此後イスラエルの民をエジプトの地よ

り導きいだせしヱホバは活くといふことなくして

15イスラエルの民を北の地とそのすべて逐やられ

し地より導出せしヱホバは活くといふ日きたらん

我かれらを我その先祖に與へしかれらの地に導き

かへるべし 16ヱホバいひたまふみよ我おほくの

漁者をよび來りて彼らを漁らせまたその後おほく

の獵者を呼來りて彼らを諸の山もろもろの岡およ
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び岩の穴より獵いださしめん 17我目はかれらの

諸の途を鑒る皆我にかくるるところなし又その惡

は我目に匿れざるなり 18われまづ倍して其惡と

その罪に報いんそは彼らその汚れたる者の屍をも

て我地を汚しその惡むべきものをもて我產業に充

せばなり 19ヱホバ我の力我の城難の時の逃場よ

萬國の民は地の極より汝にきたりわれらの先祖の

嗣るところの者は惟謊と虛浮事と益なき物のみな

りといはん 20人豈神にあらざる者をおのれの神

となすべけんや 21故にみよわれ此度かれらに知

らしむるところあらん即ち我手と我能をかれらに

知らしめん彼らは我名のヱホバなるを知るべし

17ユダの罪は鐵の筆金剛石の尖をもてしるされ
その心の碑と汝らの祭壇の角に鐫らるるなり

2彼らはその子女をおもふが如くに靑木の下と高

岡のうへなるその祭壇とアシラをおもふ 3われ野

に在る我山と汝の資產と汝のもろもろの財產およ

び汝の四方の境の内なる汝の罪を犯せる崇邱を擄

掠物とならしめん 4わが汝にあたへし產業より汝

手をはなさん又われ汝をして汝の識ざる地に於て

汝の敵につかへしめんそは汝ら我をいからせて限

なく燃る火を發したればなり 5ヱホバかくいひた

まふおほよそ人を恃み肉をその臂とし心にヱホバ

を離るる人は詛るべし 6彼は荒野に棄られたる者

のごとくならん彼は善事のきたるをみず荒野の燥

きたる處鹽あるところ人の住ざる地に居らん 7お

ほよそヱホバをたのみヱホバを其恃とする人は福

なり 8彼は水の旁に植たる樹の如くならん其根を

河にのべ炎熱きたるも恐るるところなしその葉は

靑く亢旱の年にも憂へずして絕ず果を結ぶべし 9

心は萬物よりも僞る者にして甚だ惡し誰かこれを

知るをえんや 10われヱホバは心腹を察り腎腸を

試みおのおのに其途に順ひその行爲の果によりて

報ゆべし 11鷓鴣のおのれの生ざる卵をいだくが

如く不義をもて財を獲る者あり其人は命の半にて

これに離れその終に愚なる者とならん 12榮の位

よ原始より高き者わが聖所たる者 13イスラエル

の望なるヱホバよ凡て汝を離るる者は辱められん

我を棄る者は土に錄されん此はいける水の源なる

ヱホバを離るるによる 14ヱホバよ我を醫し給へ

然らばわれ愈んわれを救ひたまへさらば我救はれ

ん汝はわが頌るものなり 15彼ら我にいふヱホバ

の言は何にあるやいま之をのぞましめよと 16わ

れ牧者の職を退かずして汝にしたがひ又禍の日を

願はざりき汝これを知りたまふ我唇よりいづる者

は汝の面の前にあり 17汝我を懼れしむる者とな

り給ふ勿れ禍の時に汝は我避場なり 18我を攻る

者を辱しめ給へ我を辱しむるなかれ彼らを怖れし

めよ我を怖れしめ給ふなかれ禍の日を彼らに來ら

しめ滅亡を倍して之を滅し給へ 19ヱホバ我にか

くいひ給へり汝ゆきてユダの王等の出入する民の

門及びヱルサレムの諸の門に立て 20彼らにいへ

此門より入る所のユダの王等とユダのすべての民

とヱルサレムに住るすべての者よ汝らヱホバの言

をきけ 21ヱホバかくいひたまふ汝ら自ら愼め安

息日に荷をたづさへてヱルサレムの門にいる勿れ

22また安息日に汝らの家より荷を出す勿れ諸の工

作をなす勿れ我汝らの先祖に命ぜしごとく安息日

を聖くせよ 23されど彼らは遵はず耳を傾けずま

たその項を強くして聽ず訓をうけざるなり 24ヱ

ホバいひ給ふ汝らもし謹愼て我にきき安息日に荷

をたづさへてこの邑の門にいらず安息日を聖くな

して諸の工作をなさずば 25ダビデの位に坐する

王等牧伯たちユダの民ヱルサレムに住る者車と馬

に乗てこの邑の門よりいることをえんまた此邑に

は限なく人すまはん 26また人々ユダの邑とヱル

サレムの四周およびベニヤミンの地と平地と山と

南の方よりきたり燔祭犠牲素祭馨香謝祭を携へ

てヱホバの室にいらん 27されど汝らもし我に聽

ずして安息日を聖くせず安息日に荷をたづさへて

ヱルサレムの門にいらばわれ火をその門の内に燃

してヱルサレムの殿舍を燬んその火は滅ざるべ

し

18ヱホバよりヱレミヤにのぞめる言いふ 2汝起

て陶人の屋にくだれ我かしこに於てわが言を

汝に聞しめんと 3われすなはち陶人の屋にくだり

視るに轆轤をもて物をつくりをりしが 4その泥を

もて造れるところの器陶人の手のうちに傷ねたれ

ば彼その心のままに之をもて別の器をつくれり 5

時にヱホバの言我にのぞみていふ 6ヱホバいふイ

スラエルの家よこの陶人のなすが如くわれ汝にな

すことをえざるかイスラエルの家よ陶人の手に泥

のあるごとく汝らはわが手にあり 7われ急に民あ

るひは國をぬくべし敗るべし滅すべしといふこと

あらんに 8もし我いひしところの國その惡を離れ

なば我之に災を降さんとおもひしことを悔ん 9我

また急に民あるいは國を立べし植べしといふこと

あらんに 10もし其國わが目に惡く見ゆるところ
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の事を行ひわが聲に遵はずば我これに福祉を錫へ

んといひしことを悔ん 11汝いまユダの人々とヱ

ルサレムに住る者にいへヱホバかくいへり視よ我

汝らに災をくださんと思ひめぐらし汝らをはかる

計策を設く故に汝らおのおの其惡き途を離れ其途

と行をあらためよと 12しかるに彼らいふ是は徒

然なりわれらは自己の圖維ところにしたがひ各自

その惡き心の剛愎なるを行はんと 13この故にヱ

ホバかくいひたまふ汝ら異國のうちに問へ斯の如

きことを聞し者ありやイスラエルの處女はいと驚

くべきことをなせり 14レバノンの雪豈野の磐を

離れんや遠方より流くる冷なる水豈涸かんや 15

しかるに我民は我をわすれて虛き物に香を焚り是

等の物彼らをその途すなはち古き途に蹶かせまた

徑すなはち備なき道に行しめ 16その地を荒して

恒に人の笑とならしめん凡て其處を過る者は驚き

てその首を搖らん 17われ東風のごとくに彼らを

その敵の前に散さん其滅亡の日にはわれ背を彼ら

に向て面をむけじ 18彼らいふ去來われら計策を

設てヱレミヤをはからんそれ祭司には律法あり智

慧ある者には謀畧あり預言者には言ありて失ざる

べし去來われら舌をもて彼を撃ちその諸の言を聽

ことをせざらんと 19ヱホバよ我にききたまへ又

我と爭ふ者の聲をききたまへ 20惡をもて善に報

ゆべきものならんや彼らはわが生命をとらん爲に

坑を掘れりわが汝の前に立て彼らを善く言ひ汝の

憤怒を止めんとせしを憶えたまへ 21さればかれ

らの子女を饑饉にあたへ彼らを劍の刃にわたした

まへ其妻は子を失ひ且寡となり其男は死をもて亡

されその少者は劍をもて戰に殺されよかし 22汝

突然に敵をかれらに臨ませたまふ時號呼をその家

の内より聞えしめよそは彼ら坑を掘りて我を執へ

んとしまた機檻を置てわが足を執へんとすればな

り 23ヱホバよ汝はかれらが我を殺さんとするす

べての謀畧を知りたまふ其惡を赦すことなく其罪

を汝の前より抹去りたまふなかれ彼らを汝の前に

仆れしめよ汝の怒りたまふ時にかく彼らになした

まへ

19ヱホバかくいひたまふ往て陶人の瓦罇をかひ
民の長老と祭司の長老の中より數人をともな

ひて 2陶人の門の前にあるベンヒンノムの谷にゆ

き彼處に於てわが汝に告んところの言を宣よ 3云

くユダの王等とヱルサレムに住る者よヱホバの言

をきけ萬軍のヱホバ、イスラエルの神かくいひた

まふ視よ我災を此處にくだすべし凡そ之をきく者

の耳はかならず鳴らん 4こは彼ら我を棄てこの處

を瀆し此にて自己とその先祖およびユダの王等の

知ざる他の神に香を焚き且辜なきものの血をこの

處に盈せばなり 5又彼らはバアルの爲に崇邱を築

き火をもて己の兒子を焚き燔祭となしてバアルに

ささげたり此わが命ぜしことにあらず我いひしこ

とにあらず又我心に意はざりし事なり 6ヱホバい

ひたまふさればみよ此處をトペテまたはベンヒン

ノムの谷と稱ずして屠戮の谷と稱ふる日きたらん

7また我この處に於てユダとヱルサレムの謀をむ

なしうし劍をもて彼らを其敵の前とその生命を索

る者の手に仆しまたその屍を天空の鳥と地の獸の

食物となし 8かつ此邑を荒して人の胡盧とならし

めん凡そここを過る者はその諸の災に驚きて笑ふ

べし 9また彼らがその敵とその生命を索る者とに

圍みくるしめらるる時我彼らをして己の子の肉女

の肉を食はせん又彼らは互にその友の肉を食ふべ

し 10汝ともに行く人の目の前にてその瓦罇を毀

ちて彼らにいふべし 11萬軍のヱホバかくいひ給

ふ一回毀てば復全うすること能はざる陶人の器を

毀つが如くわれ此民とこの邑を毀たんまた彼らは

葬るべき地なきによりてトペテに葬られん 12ヱ

ホバいひ給ふ我この處とこの中に住る者とに斯な

し此邑をトペテの如くなすべし 13且ヱルサレム

の室とユダの王等の室はトペテの處のごとく汚れ

ん其は彼らすべての室の屋蓋のうへにて天の衆群

に香をたき他の神に酒をそそげばなり 14ヱレミ

ヤ、ヱホバの己を遣はして預言せしめたまひしト

ペテより歸りきたりヱホバの室の庭に立ちすべて

の民に語りていひけるは 15萬軍のヱホバ、イス

ラエルの神かくいひたまふ視よわれ我いひし諸の

災をこの邑とその諸の郷村にくださん彼らその項

を強くして我言を聽ざればなり

20祭司インメルの子ヱホバの室の宰の長なるパ
シユル、ヱレミヤがこの言を預言するをきけ

り 2是に於てパシユル預言者ヱレミヤを打ちヱホ

バの室にある上のベニヤミンの門の桎梏に繋げり

3翌日パシユル、ヱレミヤを桎梏より釋はなちし

にヱレミヤ彼にいひけるはヱホバ汝の名をパシユ

ルと稱ずしてマゴルミッサビブ(驚懼周圍にあり

)と稱び給ふ 4即ちヱホバかくいひたまふ視よわ

れ汝をして汝と汝のすべての友に恐怖をおこさし

むる者となさん彼らはその敵の劍に仆れん汝の目
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はこれを見べし我またユダのすべての民をバビロ

ン王の手に付さん彼は彼らをバビロンに移し劍を

もて殺すべし 5我またこの邑のすべての貨財とそ

の得たる諸の物とその諸の珍寶とユダの王等のす

べての儲蓄を其敵の手に付さん彼らはこれを掠め

また民を擄へてバビロンに移すべし 6パシユルよ

汝と汝の家にすめる者は悉く擄へ移されん汝はバ

ビロンにいたりて彼處に死にかしこに葬られん汝

も汝が僞りて預言せし言を聽し友もみな然らん 7

ヱホバよ汝われを勸めたまひてわれ其勸に從へり

汝我をとらへて我に勝給へりわれ日々に人の笑と

なり人皆我を嘲りぬ 8われ語り呼はるごとに暴逆

殘虐の事をいふヱホバの言日々にわが身の恥辱と

なり嘲弄となるなり 9是をもて我かさねてヱホバ

の事を宣ず又その名をもてかたらじといへり然ど

ヱホバのことば我心にありて火のわが骨の中に閉

こもりて燃るがごとくなれば忍耐につかれて堪難

し 10そは我おほくの人の讒をきく驚懼まはりに

あり訴へよ彼を訴へん我親しき者はみな我蹶くこ

とあらんかと窺ひて互にいふ彼誘はるることあら

んしからば我儕彼に勝て仇を報ゆることをえんと

11然どヱホバは強き勇士のごとくにして我と偕に

います故に我を攻る者は蹶きて勝ことをえずその

なし遂ざるが爲に大なる恥辱を取ん其羞恥は何時

迄も忘られざるべし 12義人を試み人の心膓を見

たまふ萬軍のヱホバよ我汝に訴を申たれば我をし

て汝が彼らに仇を報すを見せしめよ 13ヱホバに

歌を謠へよヱホバを頌めよそは貧者の生命を惡者

の手より救ひ給へばなり 14ああ我生れし日は詛

はれよ我母のわれを生し日は祝せられざれ 15わ

が父に男子汝に生れしと告て父を大に喜ばせし人

は詛はれよ 16其人はヱホバの憫まずして滅した

まひし邑のごとくなれよ彼をして朝に號呼をきか

しめ午間に鬨聲をきかしめよ 17彼我を胎のうち

に殺さず我母を我の墓となさず常にその胎を大な

らしめざりしが故なり 18我何なれば胎をいでて

艱難と憂患をかうむり恥辱をもて日を送るや

21ゼデキヤ王マルキヤの子パシユルと祭司マア
セヤの子ゼパニヤをヱレミヤに遣し 2バビロ

ンの王ネブカデネザル我らを攻むれば汝われらの

爲にヱホバに求めよヱホバ恒のごとくそのもろも

ろの奇なる跡をもて我らを助けバビロンの王を我

らより退かしめたまふことあらんと曰しむ其時ヱ

ホバの言ヱレミヤに臨めり 3ヱレミヤ彼らにこた

へけるは汝らゼデキヤにかく語ふべし 4イスラエ

ルの神ヱホバかくいひたまふ視よわれ汝らがこの

邑の外にありて汝らを攻め圍むところのバビロン

王およびカルデヤ人とたたかひて手に持ところの

その武器をかへし之を邑のうちに聚めん 5われ手

を伸べ臂をつよくし震怒と憤恨と烈き怒をもて汝

らをせむべし 6我また此邑にすめる人と畜を撃ん

皆重き疫病によりて死べし 7ヱホバいひたまふ此

後われユダの王ゼデキヤとその諸臣および民此邑

に疫病と劍と饑饉をまぬかれて遺れる者をバビロ

ンの王ネブカデネザルの手と其敵の手および凡そ

その生命を索る者の手に付さんバビロンの王は劍

の刃をもて彼らを撃ちかれらを惜まず顧みず恤れ

まざるべし 8汝また此民にヱホバかくいふと語る

べし視よわれ生命の道と死の道を汝らの前に置く

9この邑にとどまる者は劍と饑饉と疫病に死べし

されど汝らを攻め圍むところのカルデヤ人に出降

る者はいきん其命はおのれの掠取物となるべし 10

ヱホバいひたまふ我この邑に面を向しは福をあた

ふる爲にあらず禍をあたへんが爲なりこの邑はバ

ビロンの王の手に付されん彼火をもて之を焚くべ

し 11またユダの王の家に告べし汝らヱホバの言

をきけ 12ダビデの家よヱホバかくいふ汝朝ごと

に義く鞫をなし物を奪はるる人をその暴逆者の手

より救へ否ざれば汝らの行の惡によりて我怒火の

ごとくに發で燃て滅ざるべし 13ヱホバいひたま

ふ谷と平原の磐とにすめる者よみよ我汝に敵す汝

らは誰か降て我儕を攻んや誰かわれらの居處にい

らんやといふ 14我汝らをその行の果によりて罰

せん又其林に火を起し其四周をことごとく焚つく

すべしとヱホバいひたまふ

22ヱホバかくいひたまへり汝ユダの王の室にく
だり彼處にこの言をのべていへ 2ダビデの位

に坐するユダの王よ汝と汝の臣および此門よりい

る汝の民ヱホバの言をきけ 3ヱホバかくいふ汝ら

公道と公義を行ひ物を奪はるる人をその暴虐者の

手より救ひ異邦人と孤子と嫠婦をなやまし虐ぐる

勿れまた此處に無辜の血を流す勿れ 4汝らもし此

言を眞に行はばダビデの位に坐する王とその臣お

よび其民は車と馬に乗てこの室の門にいることを

えん 5然ど汝らもし此言を聽ずばわれ自己を指し

て誓ふ此室は荒地となるべしとヱホバいひたまふ

6ヱホバ、ユダの王の家につきてかく曰たまふ汝

は我におけることギレアデのごとくレバノンの巓
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のごとし然どわれかならず汝を荒野となし人の住

はざる邑となさん 7われ破壞者をまふけて汝を攻

めしめん彼ら各人その武器を執り汝の美しき香柏

を斫てこれを火に投いれん 8多の國の人此邑をす

ぎ互に語てヱホバ何なれば此大なる邑にかく爲せ

しやといはんに 9人こたへて是は彼等其神ヱホバ

の契約をすてて他の神を拜し之に奉へしに由なり

といはん 10死者の爲に泣くことなくまた之が爲

に嗟くこと勿れ寧擄へ移されし者の爲にいたく嗟

くべし彼は再び歸てその故園を見ざるべければな

り 11ユダの王ヨシヤの子シヤルム即ちその父に

繼で王となりて遂に此處をいでたる者につきてヱ

ホバかくいひたまへり彼は再び此處に歸らじ 12

彼はその移されし處に死んふたたび此地を見ざる

べし 13不義をもて其室をつくり不法をもて其樓

を造り其隣人を傭て何をも與へず其價を拂はざる

者は禍なるかな 14彼いふ我己の爲に廣厦と涼し

き樓をつくり又己の爲に窓を造り香柏をもて之を

蔽ひ赤く之を塗んと 15汝香柏を爭ひもちふるに

よりて王たるを得るか汝の父は食飮せざりしや公

義と公道を行ひて福を得ざりしや 16彼は貧者と

患艱者の訟を理して祥をえたりかく爲すは我を識

ことに非ずやとヱホバいひ給ふ 17然ど汝の目と

心は惟貪をなさんとし無辜の血を流さんとし虐遇

と暴逆をなさんとするのみ 18故にヱホバ、ユダ

の王のヨシヤの子ヱホヤキムにつきてかく曰たま

ふ衆人は哀しいかな我兄かなしいかな我姊といひ

て嗟かず又哀しいかな主よ哀しいかな其榮と曰て

嗟かじ 19彼は驢馬を埋るがごとく埋られん即ち

曳れてヱルサレムの門の外に投棄らるべし 20汝

レバノンに登りて呼ばはりバシヤンに汝の聲を揚

げアバリムより呼はれ其は汝の愛する者悉く滅さ

れたればなり 21汝の平康なる時我汝に語しかど

も汝は我にきかじといへり汝いとけなき時よりわ

が聲を聽ずこれ汝の故習なり 22汝の牧者はみな

風に呑つくされ汝の愛する者はとらへ移されん其

時汝はおのれの諸の惡のために痛く恥べし 23汝

レバノンにすみ巢を香柏につくる者よ汝の劬勞子

を產む婦の痛苦のごとくにきたらんとき汝の哀慘

はいかにぞや 24ヱホバいひたまふ我は活くユダ

の王ヱホヤキムの子ヱコニヤは我右の手の指環な

れども我これを拔ん 25われ汝の生命を索る者の

手および汝が其面を畏るる者の手すなはちバビロ

ンの王ネブカデネザルの手とカルデヤ人の手に汝

を付さん 26われ汝と汝を生し母を汝等がうまれ

ざりし他の地に逐やらん汝ら彼處に死べし 27彼

らの靈魂のいたく歸らんことを願ふところの地に

彼らは歸ることをえず 28この人ヱコニヤは賤し

むべき壞れたる器ならんや好ましからざる器具な

らんや如何なれば彼と其子孫は逐出されてその識

ざる地に投やらるるや 29地よ地よ地よヱホバの

言をきけ 30ヱホバかくいひたまふこの人を子な

くして其生命の中に榮えざる人と錄せそはその子

孫のうちに榮えてダビデの位に坐しユダを治る人

かさねてなかるべければなり

23ヱホバいひ給ひけるは嗚呼わが養ふ群を滅し
散す牧者は禍なるかな 2故にイスラエルの神

ヱホバ我民を養ふ牧者につきて斯いふ汝らはわが

群を散しこれを逐はなちて顧みざりき視よわれ汝

らの惡き行によりて汝等に報ゆべしとヱホバいふ

3われ我群の遺餘たる者をその逐はなちたる諸の

地より集め再びこれを其牢に歸さん彼らは子を產

て多くなるべし 4我これを養ふ牧者をその上に立

ん彼等はふたたび慄かず懼ずまた失じとヱホバい

ひたまふ 5ヱホバいひたまひけるは視よわがダビ

デに一の義き枝を起す日來らん彼王となりて世を

治め榮え公道と公義を世に行ふべし 6其日ユダは

救をえイスラエルは安に居らん其名はヱホバ我儕

の義と稱らるべし 7この故にヱホバいひ給ふ視よ

イスラエルの民をエジプトの地より導出せしヱホ

バは活くと人衆復いはずして 8イスラエルの家の

裔を北の地と其諸て逐やりし地より導出せしヱホ

バは活くといふ日來らん彼らは自己の地に居るべ

し 9預言者輩のために我心はわが衷に壞れわが骨

は皆震ふ且ヱホバとその聖言のためにわれは醉る

人のごとく酒に勝るる人のごとし 10この地は姦

淫をなすもの盈ち地は呪詛によりて憂へ曠野の艸

は枯る彼らの途はあしく其力は正しからず 11預

言者と祭司は偕に邪惡なりわれ我家に於てすら彼

等の惡を見たりとヱホバいひたまふ 12故にかれ

らの途は暗に在る滑なる途の如くならん彼等推れ

て其途に仆るべし我災をその上にのぞましめん是

彼らが刑罰らるる年なりとヱホバいひたまふ 13

われサマリヤの預言者の中に愚昧なる事あるをみ

たり彼等はバアルに託りて預言し我民イスラエル

を惑はせり 14我ヱルサレムの預言者の中にも憎

むべき事あるを見たり彼等は姦淫をなし詐僞をお

こなひ惡人の手を堅くして人をその惡に離れざら
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しむ彼等みな我にはソドムのごとく其民はゴモラ

のごとし 15この故に萬軍のヱホバ預言者につき

てかくいひたまふ視よわれ茵蔯を之に食はせ毒水

をこれに飮せんそは邪惡ヱルサレムの預言者より

いでて此全地に及べばなり 16萬軍のヱホバかく

いひたまふ汝等に預言する預言者の言を聽く勿れ

彼等は汝らを欺きヱホバの口よりいでざるおのが

心の默示を語るなり 17常に彼らは我を藐忽ずる

者にむかひて汝等平安をえんとヱホバいひたまへ

りといひ又己が心の剛愎なるに循ひて行むところ

のすべての者に向ひて災汝らに來らじといへり 18

誰かヱホバの議會に立て其言を見聞せし者あらん

や誰か其耳を傾けて我言を聽し者あらんや 19み

よヱホバの暴風あり怒と旋轉風いでて惡人の首を

うたん 20ヱホバの怒はかれがその心の思を行ひ

てこれを遂げ給ふまでは息じ末の日に汝ら明にこ

れを曉らん 21預言者等はわが遣さざるに趨り我

告ざるに預言せり 22彼らもし我議會に立ちしな

らば我民にわが言をきかしめて之をその惡き途と

その惡き行に離れしめしならん 23ヱホバいひ給

ふ我はただ近くにおいてのみ神たらんや遠くに於

ても神たるにあらずや 24ヱホバいひたまふ人我

に見られざる樣に密かなる處に身を匿し得るかヱ

ホバいひたまふ我は天地に充るにあらずや 25わ

れ我名をもて謊を預言する預言者等がわれ夢を見

たりわれ夢を見たりと曰ふをきけり 26謊を預言

する預言者等はいつまで此心をいだくや彼らは其

心の詐僞を預言するなり 27彼らは其先祖がバア

ルによりて我名を忘れしごとく互に夢をかたりて

我民にわが名を忘れしめんと思ふや 28夢をみし

預言者は夢を語るべし我言を受し者は誠實をもて

我言を語るべし糠いかで麥に比擬ことをえんやと

ヱホバいひたまふ 29ヱホバ言たまはく我言は火

のごとくならずや又磐を打碎く槌の如くならずや

30故に視よわれ我言を相互に竊める預言者の敵と

なるとヱホバいひたまふ 31視よわれは彼いひた

まへりと舌をもて語るところの預言者の敵となる

とヱホバいひたまふ 32ヱホバいひたまひけるは

視よわれ僞の夢を預言する者の敵となる彼らは之

を語りまたその謊と其誇をもて我民を惑はす我か

れらを遣さずかれらに命ぜざるなり故に彼らは斯

民に益なしとヱホバいひ給ふ 33この民或は預言

者又は祭司汝に問てヱホバの重負は何ぞやといは

ば汝彼等にこたへてヱホバの重負は我汝等を棄ん

とヱホバの云たまひし事是なりといふべし 34ヱ

ホバの重負といふところの預言者と祭司と民には

我その人と其家にこれを降さん 35汝らはおのお

の斯互に言ひその兄弟にいふべしヱホバは何と應

へたまひしやヱホバは何と云たまひしやと 36汝

ら復びヱホバの重負といふべからず人の重負とな

る者は其人の言なるべし汝らは活る神萬軍のヱホ

バなる我らの神の言を枉るなり 37汝かく預言者

にいふべしヱホバは汝に何と答へ給ひしやヱホバ

は何といひたまひしやと 38汝らもしヱホバの重

負といはばヱホバそれにつきてかくいひたまふ我

人を汝らに遣して汝等ヱホバの重負といふべから

ずといはしむるも汝らはヱホバの重負といふ此言

をいふによりて 39われ必ず汝らを忘れ汝らと汝

らの先祖にあたへし此邑と汝らとを我前より棄ん

40且われ永遠の辱と永遠なる忘らるることなき恥

を汝らにかうむらしめん

24バビロンの王ネブカデネザル、ユダの王ヱホ
ヤキムの子ヱコニヤおよびユダの牧伯等と木

匠と鐵匠をヱルサレムよりバビロンに移せしのち

ヱホバ我にヱホバの殿の前に置れたる二筐の無花

果を示したまへり 2その一の筐には始に熟せしが

ごとき至佳き無花果ありその一の筐にはいと惡く

して食ひ得ざるほどなる惡き無花果あり 3ヱホバ

我にいひ給ひけるはヱレミヤよ汝何を見しや我答

へけるは無花果なりその佳き無花果はいと佳しそ

の惡きものは至惡しくして食ひ得ざるほどに惡し

4ヱホバの言また我にのぞみていふ 5イスラエル

の神ヱホバかくいふ我わが此處よりカルデヤ人の

地に逐ひやりしユダの虜人を此佳き無花果のごと

くに顧みて惠まん 6我彼等に目をかけて之をめぐ

み彼らを此地にかへし彼等を建て仆さず植て拔じ

7我彼らに我のヱホバなるを識るの心をあたへん

彼等我民となり我彼らの神とならん彼等は一心を

もて我に歸るべし 8ヱホバかくいひたまへり我ユ

ダの王ゼデキヤとその牧伯等およびヱルサレムの

人の遺りて此地にをる者ならびにエジプトの地に

住る者とを此惡くして食はれざる惡き無花果のご

とくになさん 9我かれらをして地のもろもろの國

にて虐遇と災害にあはしめん又彼らをしてわが逐

やらん諸の處にて辱にあはせ諺となり嘲と詛に遭

しめん 10われ劍と饑饉と疫病をかれらの間にお

くりて彼らをしてわが彼らとその先祖にあたへし

地に絕るにいたらしめん
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25ユダの王ヨシヤの子ヱホヤキムの四年バビロ
ンの王ネブカデネザルの元年にユダのすべて

の民にかかはる言ヱレミヤにのぞめり 2預言者ヱ

レミヤこの言をユダのすべての民とヱルサレムに

すめるすべての者に告ていひけるは 3ユダの王ア

モンの子ヨシヤの十三年より今日にいたるまで二

十三年のあひだヱホバの言我にのぞめり我これを

汝等に告げ頻にこれを語りしかども汝らきかざり

し 4ヱホバその僕なる預言者を汝らに遣し頻に遣

したまひけれども汝らはきかず又きかんとて耳を

傾けざりき 5彼らいへり汝等おのおのいま其惡き

途とその惡き行を棄よ然ばヱホバが汝らと汝らの

先祖に與へたまひし地に永遠より永遠にいたるま

で住ことをえん 6汝ら他の神に從ひこれに事へこ

れを拜み汝らの手にて作りし物をもて我を怒らす

る勿れ然ば我汝らを害はじ 7然ど汝らは我にきか

ず汝等の手にて作りし物をもて我を怒らせて自ら

害へりとヱホバいひたまふ 8この故に萬軍のヱホ

バかく云たまふ汝ら我言を聽ざれば 9視よ我北の

諸の族と我僕なるバビロンの王ネブカデネザルを

招きよせ此地とその民と其四圍の諸國を攻滅さし

めて之を詫異物となし人の嗤笑となし永遠の荒地

となさんとヱホバいひたまふ 10またわれ欣喜の

聲歡樂の聲新夫の聲新婦の聲磐磨の音および燈

の光を彼らの中にたえしめん 11この地はみな空

曠となり詫異物とならん又その諸國は七十年の間

バビロンの王につかふべし 12ヱホバいひたまふ

七十年のをはりし後我バビロンの王と其民とカル

デヤの地をその罪のために罰し永遠の空曠となさ

ん 13我かの地につきて我かたりし諸の言をその

上に臨しめん是ヱレミヤが萬國の事につきて預言

したる者にて皆この書に錄さるるなり 14多の國

々と大なる王等は彼らをして己につかへしめん我

かれらの行爲とその手の所作に循ひてこれに報い

ん 15イスラエルの神ヱホバかく我に云たまへり

我手より此怒の杯をうけて我汝を遣はすところの

國々の民に飮しめよ 16彼らは飮てよろめき狂は

んこは我かれらの中に劍をつかはすによりてなり

17是に於てわれヱホバの手より杯をうけヱホバの

われを遣したまふところの國々の民に飮しめたり

18即ちヱルサレムとユダの諸の邑とその王等およ

びその牧伯等に飮せてこれをほろぼし詫異物とな

し人の嗤笑となし詛るる者となせり今日のごとし

19またエジプトの王パロと其臣僕その牧伯等その

諸の民と 20諸の雜種の民およびウズの諸の王等

およびペリシテ人の地の諸の王等アシケロン、ガ

ザ、エクロン、アシドドの遺餘の者 21エドム、

モアブ、アンモンの子孫 22ツロのすべての王等

シドンのすべての王等海のかなたの島々の王等 23

デダン、テマ、ブズおよびすべて鬚をそる者 24

アラビヤのすべての王等曠野の雜種の民の諸の王

等 25ジムリの諸の王等エラムの諸の王等メデア

のすべての王等 26北のすべての王等その彼と此

とにおいて或は遠者或は近きもの凡地の面にある

世の國々の王等はこの杯を飮んセシヤク王はこれ

らの後に飮べし 27故に汝かれらに語ていへ萬軍

のヱホバ、イスラエルの神かくいひたまふ我汝等

の中に劍を遣すによりて汝らは飮みまた醉ひまた

吐き又仆て再び起ざれと 28彼等もし汝の手より

此杯を受て飮ずば汝彼らにいへ萬軍のヱホバかく

いひたまふ汝ら必ず飮べし 29視よわれ我名をも

て稱へらるるこの邑にすら災を降すなり汝らいか

で罰を免るることをえんや汝らは罰を免れじ蓋わ

れ劍をよびて地に住るすべての者を攻べければな

りと萬軍のヱホバいひたまふ 30汝彼等にこの諸

の言を預言していふべしヱホバ高き所より呼號り

其聖宮より聲を出し己の住家に向てよばはり地に

住る諸の者にむかひて葡萄を踐む者のごとく咷た

まはん 31號咷地の極まで聞ゆ蓋ヱホバ列國と爭

ひ萬民を審き惡人を劍に付せば也とヱホバ曰たま

へり 32萬軍のヱホバかく曰たまふ視よ災いでて

國より國にいたらん大なる暴風地の極よりおこる

べし 33其日ヱホバの戮したまふ者は地の此極よ

り地の彼の極に及ばん彼等は哀まれず殮められず

葬られずして地の面に糞土とならん 34牧者よ哭

き叫べ群の長等よ汝ら灰の中に轉ぶべし蓋汝らの

屠らるる日滿れば也我汝らを散すべければ汝らは

貴き器のごとく堕べし 35牧者は避場なく群の長

等は逃る處なし 36牧者の呼號の聲と群の長等の

哀哭きこゆ蓋ヱホバ其牧場を滅したまへば也 37

ヱホバの烈き怒によりて平安なる牧場は滅さる 38

彼は獅子の如く其巢を出たり滅す者の怒と其烈き

忿によりて彼らの地は荒されたり

26ユダの王ヨシヤの子ヱホヤキムが位に即し初
のころヱホバより此言いでていふ 2ヱホバか

くいふ汝ヱホバの室の庭に立我汝に命じていはし

むる諸の言をユダの邑々より來りてヱホバの室に

拜をする人々に告よ一言をも減す勿れ 3彼等聞て
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おのおの其惡き途を離るることあらん然ば我かれ

らの行の惡がために災を彼らに降さんとせること

を悔べし 4汝彼等にヱホバかくいふといへ汝等も

し我に聽ずわが汝らの前に置し律法を行はず 5我

汝らに遣し切に遣せし我僕なる預言者の言を聽ず

ば(汝らは之をきかざりき) 6我この室をシロの如

くになし又この邑を地の萬國に詛はるる者となす

べし 7祭司と預言者及び民みなヱレミヤがヱホバ

の室に立てこの言をのぶるをきけり 8ヱレミヤ、

ヱホバに命ぜられし諸の言を民に告畢りしとき祭

司と預言者および諸の民彼を執へいひけるは汝は

必ず死べし 9汝何故にヱホバの名をもて預言し此

室はシロの如くになりこの邑は荒蕪となりて住む

者なきにいたらんと云しやと民みなヱホバの室に

あつまりてヱレミヤを攻む 10ユダの牧伯等この

事をききて王の家をいでヱホバの室にのぼりてヱ

ホバの家の新しき門の入口に坐せり 11祭司と預

言者等牧伯等とすべての民に訴ていふ此人は死に

あたる者なり是は汝らが耳に聽しごとくこの邑に

むかひて惡き預言をなしたるなり 12是に於てヱ

レミヤ牧伯等とすべての民にいひけるはヱホバ我

を遣し汝らが聽る諸の言をもて此宮とこの邑にむ

かひて預言せしめたまふ 13故に汝らいま汝らの

途と行爲をあらためて汝らの神ヱホバの聲にした

がへ然ばヱホバ汝らに災を降さんとせしことを悔

たまふべし 14みよ我は汝らの手にあり汝らの目

に善とみゆるところ義とみゆることを我に行へ 15

然ど汝ら善くこれを知れ汝らもし我を殺さば必ず

無辜ものの血なんぢらの身とこの邑と其中に住る

者に歸せんヱホバ我を遣してこの諸の言を汝らの

耳につげしめたまひしなればなり 16牧伯等とす

べての民すなはち祭司と預言者にいひけるは此人

は死にあたる者にあらず是は我らの神ヱホバの名

によりて我儕に語りしなりと 17時にこの地の長

老數人立て民のすべての集れる者につげていひけ

るは 18ユダの王ヒゼキヤの代にモレシテ人ミカ

、ユダの民に預言して云けらく萬軍のヱホバかく

いひ給ふシオンは田地のごとく耕されヱルサレム

は邱墟となり此室の山は樹深き崇邱とならんと 19

ユダの王ヒゼキヤとすべてのユダ人は彼を殺さん

とせしことありしやヒゼキヤ、ヱホバを畏れヱホ

バに求ければヱホバ彼らに降さんと告給ひし災を

悔給ひしにあらずや我儕かく爲すは自己の靈魂を

そこなふ大なる惡をなすなり 20又前にヱホバの

名をもて預言せし人あり即ちキリヤテヤリムのシ

マヤの子ウリヤなり彼ヱレミヤの凡ていへるごと

く此邑とこの地にむかひて預言せり 21ヱホヤキ

ム王と其すべての勇士とすべての牧伯等その言を

聽り是において王彼を殺さんと欲ひしがウリヤこ

れをきき懼てエジプトに逃ゆきしかば 22ヱホヤ

キム王人をエジプトに遣せり即ちアクボルの子エ

ルナタンに數人をそへてエジプトにつかはしけれ

ば 23彼らウリヤをエジプトより引出しヱホヤキ

ム王の許に携きたりしに王劍をもて之を殺し其屍

骸を賤者の墓に棄させたりと 24時にシヤパンの

子アヒカム、ヱレミヤをたすけこれを民の手にわ

たして殺さざらしむ

27ユダの王ヨシヤの子ヱホヤキムが位に即し初
のころヱホバより此言ヱレミヤに臨みていふ

2すなはちヱホバかく我に云たまへり汝索と軛を

つくりて汝の項に置き 3之をヱルサレムにきたり

てゼデキヤ王にいたるところの使臣等の手により

てエドムの王モアブの王アンモン人の王ツロの王

シドンの王に送るべし 4汝彼らに命じて其主にい

はしめよ萬軍のヱホバ、イスラエルの神かくいひ

たまふ汝ら其主にかく告べし 5われ我大なる能力

と伸たる臂をもて地と地の上にをる人と獸とをつ

くり我心のままに地を人にあたへたり 6いま我こ

の諸の地を我僕なるバビロンの王ネブカデネザル

の手にあたへ又野の獸を彼にあたへてかれにつか

へしむ 7かれの地の時期いたるまで萬國民は彼と

其子とその孫につかへん其時いたらばおほくの國

と大なる王は彼を己に事へしむべし 8バビロンの

王ネブカデネザルに事へずバビロンの王の軛をそ

の項に負ざる國と民は我彼の手をもて悉くこれを

滅すまで劍と饑饉と疫病をもてこれを罰せんとヱ

ホバいひたまふ 9故に汝らの預言者なんぢらの占

筮師汝らの夢みる者汝らの法術士汝らの魔法士汝

らに告て汝らはバビロンの王に事ふることあらじ

といふとも聽なかれ 10彼らは謊を汝らに預言し

て汝らをその國より遠く離れしめ且我をして汝ら

を逐しめ汝らを滅さしむるなり 11然どバビロン

の王の軛をその項に負ふて彼に事ふる國々の人は

我これをその故土に存し其處に耕し住しむべしと

ヱホバいひたまふ 12我この諸の言のごとくユダ

の王ゼデキヤに告ていひけるは汝らバビロンの王

の軛を汝らの項に負ふて彼と其民につかへよ然ば

生べし 13汝と汝の民なんぞヱホバがバビロンの
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王につかへざる國につきていひたまひし如く劍と

饑饉と疫病に死ぬべけんや 14故に汝らはバビロ

ンの王に事ふることあらじと汝等に告る預言者の

言を聽なかれ彼らは謊を汝らに預言するなり 15

ヱホバいひたまひけるは我彼らを遣さざるに彼ら

は我名をもて謊を預言す是をもて我汝らを逐はな

ち汝らと汝らに預言する預言者等を滅すにいたら

ん 16我また祭司とこのすべての民に語りていひ

けるはヱホバかくいひたまふ視よヱホバの室の器

皿いま速にバビロンより持歸さるべしと汝らに預

言する預言者の言をきく勿れそは彼ら謊を汝らに

預言すればなり 17汝ら彼らに聽なかれバビロン

の王に事へよ然ば生べしこの邑を何ぞ荒蕪となす

べけんや 18もし彼ら預言者にしてヱホバの言か

れらの衷にあらばヱホバの室とユダの王の家とヱ

ルサレムとに餘れるところの器皿のバビロンに移

されざることを萬軍のヱホバに求むべきなり 19

萬軍のヱホバ柱と海と臺およびこの邑に餘れる器

皿につきてかくいひたまふ 20是はバビロンの王

ネブカデネザルがユダの王ヱホヤキムの子ヱコニ

ヤおよびユダとヱルサレムのすべての牧伯等をヱ

ルサレムよりバビロンにとらへ移せしときに掠ざ

りし器皿なり 21すなはち萬軍のヱホバ、イスラ

エルの神ヱホバの室とユダの王の室とヱルサレム

とに餘れる器皿につきてかくいひたまふ 22これ

らはバビロンに携へゆかれ我これを顧る日まで彼

處にあらん其後我これを此處にたづさへ歸らしめ

んとヱホバいひたまふ

28この年すなはちユダの王ゼデキヤが位に即し
初その四年の五月ギベオンのアズルの子なる

預言者ハナニヤ、ヱホバの室にて祭司と凡の民の

前にて我に語りいひけるは 2萬軍のヱホバ、イス

ラエルの神かくいひたまふ我バビロンの王の軛を

摧けり 3二年の内にバビロンの王ネブカデネザル

がこの處より取てバビロンに携へゆきしヱホバの

室の器皿を再び悉くこの處に歸らしめん 4我また

ユダの王ヱホヤキムの子ヱコニヤおよびバビロン

に住しユダのすべての擄人をこの處に歸らしめん

そは我バビロンの王の軛を摧くべければなりとヱ

ホバいひたまふ 5是に於て預言者ヱレミヤ、ヱホ

バの家に立る祭司の前とすべての民の前にて預言

者ハナニヤと語ふ 6預言者ヱレミヤすなはちいひ

けるはアーメン願くはヱホバかくなし給へ願くは

バビロンに携へゆかれしヱホバの室の器皿及びす

べて虜へうつされし者をヱホバ、バビロンより復

びこの處に歸らしめたまはんと汝の預言せし言の

成らんことを 7然ど汝いま我なんぢの耳と諸の民

の耳に語らんとする此言をきけ 8我と汝の先にい

でし預言者は古昔より多くの地と大なる國につき

て戰鬪と災難と疫病の事を預言せり 9泰平を預言

するところの預言者は若しその預言者の言とげな

ばその誠にヱホバの遣したまへる者なること知ら

るべし 10ここに於て預言者ハナニヤ預言者ヱレ

ミヤの項より軛を取てこれを摧けり 11ハナニヤ

諸の民の前にて語りヱホバかくいひたまふわれ二

年のうちに是の如く萬國民の項よりバビロン王ネ

ブカデネザルの軛を摧きはなさんといふ預言者ヱ

レミヤ遂に去りぬ 12預言者ハナニヤ預言者ヱレ

ミヤの項より軛を摧きはなせし後ヱホバの言ヱレ

ミヤに臨みていふ 13汝ゆきてハナニヤにヱホバ

かくいふと告よ汝木の軛を摧きたれども之に代て

鐵の軛を作れり 14萬軍のヱホバ、イスラエルの

神かくいふ我鐵の軛をこの萬國民の項に置きてバ

ビロンの王ネブカデネザルに事へしむ彼ら之につ

かへんわれ野の獸をもこれに與へたり 15また預

言者ヱレミヤ預言者ハナニヤにいひけるはハナニ

ヤよ請ふ聽けヱホバ汝を遣はし給はず汝はこの民

に謊を信ぜしむるなり 16是故にヱホバいひ給ふ

我汝を地の面よりのぞかん汝ヱホバに叛くことを

敎ふるによりて今年死ぬべしと 17預言者ハナニ

ヤはこの年の七月死ねり

29預言者ヱレミヤ、ヱルサレムより書をかの擄
へうつされて餘れるところの長老および祭司

と預言者ならびにネブカデネザルがヱルサレムよ

りバビロンに移したるすべての民に送れり 2是よ

り先ヱコニヤ王と王后と寺人およびユダとヱルサ

レムの牧伯等および木匠と鐵匠はヱルサレムをさ

れり 3ヱレミヤその書をシヤパンの子エラサおよ

びヒルキヤの子ゲマリヤ即ちユダの王ゼデキヤが

バビロンにつかはしてバビロンの王ネブカデネザ

ルにいたらしむる者の手によりて送れり其書にい

はく 4萬軍のヱホバ、イスラエルの神すべて擄う

つされし者即ち我ヱルサレムよりバビロンに移さ

しめし者にかくいふ 5汝ら屋を建てこれに住ひ圃

をつくりてその果をくらへ 6妻を娶て子女をうみ

又汝らの子に媳を娶り汝らの女を嫁がしめ彼らに

子女を生しめよ此は汝等かしこに減ずして增んが

ためなり 7我汝らを擄移さしめしところの邑の安
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を求めこれが爲にヱホバにいのれその邑の安によ

りて汝らもまた安をうればなり 8萬軍のヱホバ、

イスラエルの神かくいひたまふ汝らの中の預言者

と卜筮士に惑はさるる勿れまた汝ら自ら作りしと

ころの夢に聽したがふ勿れ 9そは彼ら我名をもて

謊を汝らに預言すればなり我彼らを遣さずヱホバ

いひたまふ 10ヱホバかくいひたまふバビロンに

於て七十年滿なばわれ汝らを眷み我嘉言を汝らに

なして汝らをこの處に歸らしめん 11ヱホバいひ

たまふ我が汝らにむかひて懷くところの念は我こ

れを知るすなはち災をあたへんとにあらず平安を

與へんとおもひ又汝らに後と望をあたへんとおも

ふなり 12汝らわれに龥はり往て我にいのらん我

汝らに聽べし 13汝らもし一心をもて我を索めな

ば我に尋ね遇はん 14ヱホバいひたまふ我汝らの

遇ところとならんわれ汝らの俘擄を解き汝らを萬

國よりすべて我汝らを逐やりし處より集め且我汝

らをして擄らはれて離れしめしその處に汝らをひ

き歸らんとヱホバいひたまふ 15ヱホバわれらの

爲にバビロンに於て預言者を立たまひしと汝らは

いふ 16ダビデの位に坐する王とこの邑に住るす

べての民汝らと偕にとらへ移されざりし兄弟につ

きてヱホバかくいひたまふ 17萬軍のヱホバかく

いふ視よわれ劍と饑饉と疫病を彼らにおくり彼ら

を惡くして食はれざる惡き無花果のごとくになさ

ん 18われ劍と饑饉と疫病をもて彼らを逐ひまた

彼らを地の萬國にわたして虐にあはしめ我彼らを

逐やる諸國に於て呪詛となり詫異となり人の嗤笑

となり恥辱とならしめん 19是彼ら我言を聽ざれ

ばなりとヱホバいひたまふ我この言を我僕なる預

言者によりて遣り頻におくれども汝ら聽ざるなり

とヱホバいひたまふ 20わがヱルサレムよりバビ

ロンにおくりし諸の俘擄人よ汝らヱホバの言をき

け 21我名をもて謊を汝らに預言するコラヤの子

アハブとマアセヤの子ゼデキヤにつきて萬軍のヱ

ホバ、イスラエルの神かくいふ視よわれ彼らをバ

ビロンの王ネブカデネザルの手に付さん彼これを

汝らの目の前に殺すべし 22バビロンにあるユダ

の俘擄人は皆彼らをもて詛となし願くはヱホバ汝

をバビロンの王が火にて焚しゼデキヤとアハブの

ごとき者となしたまはん事をといふ 23こは彼ら

イスラエルの中に惡をなし鄰の妻を犯し且我彼ら

に命ぜざる謊の言をわが名をもて語りしによる我

これを知りまた證すとヱホバいひたまふ 24汝ネ

ヘラミ人シマヤにかく語りいふべし 25萬軍のヱ

ホバ、イスラエルの神かくいふ汝おのれの名をも

て書をヱルサレムにある諸の民と祭司マアセヤの

子ゼパニヤおよび諸の祭司に送りていふ 26ヱホ

バ汝を祭司ヱホヤダに代て祭司となし汝らをヱホ

バの室の監督となしたまふ此すべて狂妄ひ且みづ

から預言者なりといふ者を獄と桎梏につながしめ

んためなり 27然るに汝いま何故に汝らにむかひ

てみづから預言者なりといふところのアナトテの

ヱレミヤを斥責めざるや 28そは彼バビロンにを

る我儕に書を送り時尚長ければ汝ら家を建て之に

住ひ圃をつくりてその實をくらへといへり 29祭

司ゼパニヤこの書を預言者ヱレミヤに讀きかせた

り 30時にヱホバの言ヱレミヤにのぞみていふ 31

諸の俘擄人に書をおくりて云べしネヘラミ人シマ

ヤの事につきてヱホバかくいふ我シマヤを遣さざ

るに彼汝らに預言し汝らに謊を信ぜしめしにより

て 32ヱホバかくいふ視よ我ネヘラミ人シマヤと

其子孫を罰すべし彼ヱホバに逆くことを敎へしに

よりて此民のうちに彼に屬する者一人も住ふこと

なからん且我民に吾がなさんとする善事をみざる

べしとヱホバいひたまふ

30ヱホバよりヱレミヤにのぞめる言いふ 2イス

ラエルの神ヱホバかく告ていふ我汝に言し言

をことごとく書に錄せ 3ヱホバいふわれ我民イス

ラエルとユダの俘囚人を返す日きたらんヱホバこ

れをいふ我彼らをその先祖にあたへし地にかへら

しめん彼らは之をたもたん 4ヱホバのイスラエル

とユダにつきていひたまひし言は是なり 5ヱホバ

かくいふ我ら戰慄の聲をきく驚懼あり平安あらず

6汝ら子を產む男あるやを尋ね觀よ我男が皆子を

產む婦のごとく手をその腰におき且その面色皆靑

く變るをみるこは何故ぞや 7哀しいかなその日は

大にして之に擬ふべき日なし此はヤコブの患難の

時なり然ど彼はこれより救出されん 8萬軍のヱホ

バいふ其日我なんぢの項よりその軛をくだきはな

し汝の繩目をとかん異邦人は復彼を使役はざるべ

し 9彼らは其神ヱホバと我彼らの爲に立んところ

の其王ダビデにつかふべし 10ヱホバいふ我僕ヤ

コブよ懼るる勿れイスラエルよ驚く勿れ我汝を遠

方より救ひかへし汝の子孫を其とらへ移されし地

より救ひかへさんヤコブは歸りて平穩と寧靜をえ

ん彼を畏れしむる者なかるべし 11ヱホバいふ我

汝と偕にありて汝を救はん設令われ汝を散せし國
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々を悉く滅しつくすとも汝をば滅しつくさじされ

ど我道をもて汝を懲さん汝を全たく罰せずにはお

かざるべし 12ヱホバかくいふ汝の創は愈ず汝の

傷は重し 13汝の訟を理す者なく汝の創を裹む膏

藥あらず 14汝の愛する者は皆汝を忘れて汝を求

めず是汝の愆の多きと罪の數多なるによりて我仇

敵の撃がごとく汝を撃ち嚴く汝を懲せばなり 15

何ぞ汝の創のために叫ぶや汝の患は愈ることなし

汝の愆の多きと罪の數多なるによりて我これを汝

になすなり 16然どすべて汝を食ふ者は食はれす

べて汝を虐ぐる者は皆とらはれ汝を掠むる者は掠

められん凡て汝の物を奪ふ者は我これをして奪は

るる事にあはしむべし 17ヱホバいふ我汝に膏藥

を貼り汝の傷を醫さんそは人汝を棄られし者とよ

び尋る者なきシオンといへばなり 18ヱホバかく

いふ視よわれかの擄移されたるヤコブの天幕をか

へし其住居をあはれまん斯邑はその故の丘垤に建

られん城には宜き樣に人住はん 19感謝と歡樂者

の聲とその中よりいでん我かれらを增ん彼ら少か

らじ我彼らを崇せん彼ら藐められじ 20其子は疇

昔のごとくあらん其集會は我前に固く立ん凡かれ

を虐ぐる者は我これを罰せん 21其首領は本族よ

りいで其督者はその中よりいでん我彼をちかづけ

彼に近かん誰かその生命を繋て我に近くものあら

んやとヱホバいふ 22汝等は我民となり我は汝ら

の神とならん 23みよヱホバの暴風あり怒と旋轉

風いでて惡人の首をうたん 24ヱホバの烈き忿は

かれがその心の思を行ひてこれを遂るまでは息じ

末の日に汝ら明にこれを曉らん

31ヱホバいひたまふ其時われはイスラエルの諸
の族の神となり彼らは我民とならん 2ヱホバ

かくいひたまふ劍をのがれて遺りし民は曠野の中

に恩を獲たりわれ往て彼イスラエルに安息をあた

へん 3遠方よりヱホバ我に顯れていひたまふ我窮

なき愛をもて汝を愛せり故にわれたえず汝をめぐ

むなり 4イスラエルの童女よわれ復び汝を建ん汝

は建らるべし汝ふたたび鼗をもて身を飾り歡樂者

の舞にいでん 5汝また葡萄の樹をサマリヤの山に

植ん植る者は植てその果を食ふことをえん 6エフ

ライムの山の上に守望者の立て呼はる日きたらん

いはく汝ら起よ我らシオンにのぼりて我儕の神ヱ

ホバにまうでんと 7ヱホバかくいひたまふ汝らヤ

コブの爲に歡びて呼はり萬國の首なる者のために

叫べ汝ら示し且歌ひて言へヱホバよ願くはイスラ

エルの遺れる者汝の民を救ひたまへと 8みよ我彼

らを北の地よりひきかへり彼らを地の極より集め

ん彼らの中には瞽者跛者孕める婦子を產みし婦

ともに居る彼らは大なる群をなして此處にかへら

ん 9彼ら悲泣來らん我かれらをして祈禱をもて來

らしめ直くして蹶かざる途より水の流に歩みいた

らしめん我はイスラエルの父にしてエフライムは

我長子なればなり 10萬國の民よ汝らヱホバの言

をきき之を遠き諸島に示していえへイスラエルを

散せしものこれを聚め牧者のその群を守るが如く

之を守らん 11すなはちヱホバ、ヤコブを贖ひ彼

等よりも強き者の手よりかれを救出したまへり 12

彼らは來てシオンの頂によばはりヱホバの賜ひし

福なる麥と酒と油および若き羊と牛の爲に寄集は

んその靈魂は灌ふ園のごとくならん彼らは重て愁

ふること無るべし 13その時童女は舞てたのしみ

壯者と老者もろともに樂しまん我かれらの悲をか

へて喜となしかれらの愁をさりてこれを慰さめん

14われ膏をもて祭司の心を飫しめ我恩をもて我民

に滿しめんとヱホバ言たまふ 15ヱホバかくいひ

たまふ歎き悲みいたく憂ふる聲ラマに聞ゆラケル

その兒子のために歎きその兒子のあらずなりしに

よりて慰をえず 16ヱホバかくいひ給ふ汝の聲を

禁て哭こと勿れ汝の目を禁て涙を流すこと勿れ汝

の工に報あるべし彼らは其敵の地より歸らんとヱ

ホバいひたまふ 17汝の後の日に望あり兒子等そ

の境に歸らんとヱホバいひたまふ 18われ固にエ

フライムのみづから歎くをきけり云く汝は我を懲

しめたまふ我は軛に馴ざる犢のごとくに懲治を受

たりヱホバよ汝はわが神なれば我を牽轉したまへ

然ば我轉るべし 19われ轉りし後に悔い敎を承し

のちに我髀を撃つ我幼時の羞を身にもてば恥ぢか

つ辱しめらるるなりと 20ヱホバいひたまふエフ

ライムは我愛するところの子悦ぶところの子なら

ずや我彼にむかひてかたるごとに彼を念はざるを

得ず是をもて我膓かれの爲に痛む我必ず彼を恤む

べし 21汝のために指路號を置き汝のために柱を

たてよ汝のゆける道なる大路に心をとめよイスラ

エルの童女よ歸れこの汝の邑々にかへれよ 22違

ける女よ汝いつまで流蕩ふやヱホバ新しき事を地

に創造らん女は男を抱くべし 23萬軍のヱホバ、

イスラエルの神かくいひ給ふ我かの俘囚し者を返

さん時人々復ユダの地とその邑々に於て此言をい

はん義き居所よ聖き山よ願くはヱホバ汝を祝みた
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まへと 24ユダとその諸の邑々に農夫と群を牧ふ

もの偕に住はん 25われ疲れたる靈魂を飫しめす

べての憂ふる靈魂をなぐさむるなり 26茲にわれ

目を醒しみるに我眠は甘かりし 27ヱホバいひた

まふ視よ我が人の種と畜の種とをイスラエルの家

とユダの家とに播く日いたらん 28我彼らを拔き

毀ち覆し滅し難さんとうかがひし如くまた彼らを

建て植ゑんとうかがふべしとヱホバいひ給ふ 29

その時彼らは父が酸き葡萄を食ひしによりて兒子

の齒齪くと再びいはざるべし 30人はおのおの自

己の惡によりて死なん凡そ酸き葡萄をくらふ人は

その齒齪く 31ヱホバいひたまふみよ我イスラエ

ルの家とユダの家とに新しき契約を立つる日きた

らん 32この契約は我彼らの先祖の手をとりてエ

ジプトの地よりこれを導きいだせし日に立しとこ

ろの如きにあらず我かれらを娶りたれども彼らは

その我契約を破れりとヱホバいひたまふ 33然ど

かの日の後に我イスラエルの家に立んところの契

約は此なり即ちわれ我律法をかれらの衷におきそ

の心の上に錄さん我は彼らの神となり彼らは我民

となるべしとヱホバいひたまふ 34人おのおの其

隣とその兄弟に敎へて汝ヱホバを識と復いはじそ

は小より大にいたるまで悉く我をしるべければな

りとヱホバいひたまふ我彼らの不義を赦しその罪

をまた思はざるべし 35ヱホバかく言すなはち是

日をあたへて晝の光となし月と星をさだめて夜の

光となし海を激してその濤を鳴しむる者その名は

萬軍のヱホバと言なり 36ヱホバいひたまふもし

此等の規律我前に廢らばイスラエルの子孫も我前

に廢りて永遠も民たることを得ざるべし 37ヱホ

バかくいひたまふ若し上の天量ることを得下の地

の基探ることをえば我またイスラエルのすべての

子孫を其もろもろの行のために棄べしヱホバこれ

をいふ 38ヱホバいひたまふ視よ此邑ハナネルの

塔より隅の門までヱホバの爲に建つ日きたらん 39

量繩ふたたび直ちにガレブの岡をこえゴアテの方

に轉るべし 40屍と灰の谷またケデロンの溪にい

たるまでと東の方の馬の門の隅にいたるまでの諸

の田地皆ヱホバの聖き處となり永遠におよぶまで

再び拔れまた覆さるる事なかるべし

32ユダの王ゼデキヤの十年即ちネブカデネザル
の十八年の頃ヱホバの言ヱレミヤにのぞめり

2その時バビロンの軍勢ヱルサレムを攻環み居て

預言者ヱレミヤはユダの王の室にある獄の庭の内

に禁錮られたり 3ユダの王ゼデキヤ彼を禁錮てい

ひけるは汝何故に預言してヱホバかく云たまふと

いふや云く視よ我この邑をバビロン王の手に付さ

ん彼之を取るべし 4またユダの王ゼデキヤはカル

デヤ人の手より脱れず必ずバビロン王の手に付さ

れ口と口とあひ語り目と目あひ觀るべし 5彼ゼデ

キヤをバビロンに携きゆかんゼデキヤはわが彼を

顧る時まで彼處に居んとヱホバいひたまふ汝らカ

ルデヤ人と戰ふとも勝ことを得じと 6ヱレミヤい

ふヱホバの言われに臨みていはく 7みよ汝の叔父

シヤルムの子ハナメル汝にきたりていはん汝アナ

トテに在るわが田地を買へそは之を贖ふ事は汝の

分なればなりと 8かくてヱホバの言のごとく我叔

父の子ハナメル獄の庭にて我に來り云けるは願く

は汝ベニヤミンの地のアナトテに在るわが田地を

買へそは之を嗣ぎこれを贖ふことは汝の分なれば

汝みつからこれを買ひとれとここに於てわれ此は

ヱホバの言なりと知りたれば 9我叔父の子ハナメ

ルがアナトテにもてる田地をかひて彼に銀十七シ

ケルを稱てあたふ 10すなはち我その契劵を書て

これに封印し證人をたて權衡をもて銀を稱て與ふ

11而してわれその約定をのするところの封印せし

買劵とその開きたるものを取り 12わが叔父の子

ハナメルと買劵に印せし證人の前および獄の庭に

坐するユダ人の前にてその買劵をマアセヤの子な

るネリヤの子バルクに與へ 13彼らの前にてわれ

バルクに命じていひけるは 14萬軍のヱホバ、イ

スラエルの神かく云たまふ汝これらの契劵すなは

ち此買劵の封印せし者と開きたるものを取り之を

瓦器の中に貯へて多くの日の間保たしめよ 15萬

軍のヱホバ、イスラエルの神かくいひたまふそは

此地に於て人復屋と田地と葡萄園を買ふにいたら

んと 16われ買契をネリヤの子バルクに付せしの

ちヱホバに祈りて云ひけるは 17嗚呼主ヱホバよ

汝はその大なる能力と伸たる腕をもて天と地を造

りたまへり汝には爲す能はざるところなし 18汝

は恩寵を千萬人に施し又父の罪をその後の子孫の

懷に報いたまふ汝は大なる全能の神にいまして其

名は萬軍のヱホバとまうすなり 19汝の謀略は大

なり汝は事をなすに能あり汝の目は人のこどもら

の諸の途を鑒はしおのおのの行に循ひその行爲の

果によりて之に報いたまふ 20汝休徴と奇跡をエ

ジプトの地に行ひたまひて今日にまでいたるまた

イスラエルと他の民の中にも然りかくして今日の
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ごとくに汝の名を揚たまへり 21汝は休徴と奇跡

と強き手と伸たる腕と大なる怖しき事をもて汝の

民イスラエルをエジプトの地より導きいだし 22

この地を彼らにたまへり是即ち汝がかれらの先祖

等に與へんと誓ひたまひし乳と蜜の流るる地なり

23彼等すなはち入てこれを獲たりしかども汝の聲

に遵はず汝の例典を行はず凡て汝がなせと命じた

まひし事を爲ざりしによりて汝この災を其上にく

だらしむ 24みよ壘成れり是この邑を取んとて來

れるなり劍と饑饉と疫病のためにこの邑は之を攻

むるカルデヤ人の手に付さる汝のいひたまひしこ

とば旣に成れり汝之を見たまふなり 25主ヱホバ

よ汝われに銀をもて田地を買へ證人を立よといひ

たまへり然るにこの邑はカルデヤ人の手に付さる

26時にヱホバの言ヱレミヤに臨みていふ 27みよ

我はヱホバなりすべて血氣ある者の神なり我に爲

す能はざるところあらんや 28故にヱホバかくい

ふ視よわれ此邑をカルデヤ人の手とバビロンの王

ネブカデネザルの手に付さん彼これを取るべし 29

この邑を攻るところのカルデヤ人きたり火をこの

邑に放ちて之を焚ん屋蓋のうへにて人がバアルに

香を焚き他の神に酒をそそぎて我を怒らせしその

屋をも彼ら亦焚ん 30そはイスラエルの子孫とユ

ダの子孫はその幼少時よりわが前に惡き事のみを

なしまたイスラエルの民はその手の作爲をもて我

をいからする事のみをなしたればなりヱホバ之を

いふ 31此邑はその建し日より今日にいたるまで

我震怒を惹き我憤恨をおこすところの者なれば我

前よりわれ之を除かんとするなり 32こはイスラ

エルの民とユダの民諸の惡を行ひて我を怒らせし

によりてなり彼らその王等その牧伯等その祭司そ

の預言者およびユダの人々とヱルサレムに住る者

皆然なせり 33彼ら背を我にむけて面を我にむけ

ずわれ彼らををしへ頻に敎ふれどもかれらは敎を

きかずしてうけざるなり 34彼らは憎むべき物を

わが名をもて稱へらるる室にたてて之を汚し 35

又ベンヒンノムの谷にあるバアルの崇邱を築きそ

の子女をモロクに献げたりわれは彼らにこの憎む

べきことを行ひてユダに罪を犯さしむることを命

ぜず斯る事は我心におこらざりしなり 36いまイ

スラエルの神ヱホバこの邑すなはち汝らが劍と饑

饉と疫病のためにバビロン王の手に付されんとい

ひしところの邑につきて斯いひたまふ 37みよわ

れ我震怒と憤恨と大なる怒をもて彼らを逐やりし

諸の國より彼らを集め此處に導きかへりて安然に

居らしめん 38彼らは我民となり我は彼らの神と

ならん 39われ彼らに一の心と一の途をあたへて

常に我を畏れしめんこは彼らと其子孫とに福をえ

せしめん爲なり 40われ彼らを棄ずして恩を施す

べしといふ永遠の契約をかれらにたて我を畏るる

の畏をかれらの心におきて我を離れざらしめん 41

われ悦びて彼らに恩を施し心を盡し精神をつくし

て誠に彼らを此地に植べし 42ヱホバかくいひた

まふわれ此諸の大なる災をこの民に降せしごとく

わがかれらに言し諸の福を彼等に降さん 43人衆

この地に田野を買はん是汝等が荒て人も畜もなき

にいたりカルデヤ人の手に付されしといへる地な

り 44人衆ベニヤミンの地とヱルサレムの四周と

ユダの邑々と山の邑々と平地の邑々と南の方の邑

々において銀をもて田野をかひ契劵を書きてこれ

に封印し又證人をたてんそは我かの俘囚者を歸ら

しむればなりとヱホバいひたまふ

33ヱレミヤ尚獄の庭に禁錮られてをる時ヱホバ
の言ふたたび彼に臨みていふ 2事をおこなふ

ヱホバ事をなして之を成就るヱホバ其名をヱホバ

と名る者かく言ふ 3汝我に龢求めよわれ汝に應へ

ん又汝が知ざる大なる事と秘密たる事とを汝に示

さん 4イスラエルの神ヱホバ壘と劍によりて毀た

れたる此邑の室とユダの王の室につきてかくいひ

給ふ 5彼らカルデヤ人と戰はんとて來る是には我

震怒と憤恨をもて殺すところの人々の屍體充るに

いたらん我かれらの諸の惡のためにわが面をこの

邑に蔽ひかくせり 6視よわれ卷布と良藥をこれに

持きたりて人々を醫し平康と眞實の豐厚なるをこ

れに示さん 7我ユダの俘囚人とイスラエルの俘囚

人を歸らしめ彼らを建て從前のごとくになすべし

8われ彼らが我にむかひて犯せし一切の罪を潔め

彼らが我にむかひて犯し且行ひし一切の罪を赦さ

ん 9此邑は地のもろもろの民の中において我がた

めに欣喜の名となり頌美となり榮耀となるべし彼

等はわが此民にほどこすところの諸の恩惠を聞ん

而してわがこの邑にほどこすところの諸の恩惠と

諸の福祿のために發振へ且身を動搖さん 10ヱホ

バかくいひ給へり汝らが荒れて人もなく畜もなし

といひしこの處即ち荒れて人もなく住む者もなく

畜もなきユダの邑とヱルサレムの街に 11再び欣

喜の聲歡樂の聲新娶者の聲新婦の聲および萬軍

のヱホバをあがめよヱホバは善にしてその矜恤は



エレミヤ書 516

窮なしといひて其感謝の祭物をヱホバの室に携ふ

る者の聲聞ゆべし蓋われこの地の俘囚人を返らし

めて初のごとくになすべければなりヱホバ之をい

ひたまふ 12萬軍のヱホバかくいひたまふ荒れて

人もなく畜もなきこの處と其すべての邑々に再び

牧者のその群を伏しむる牧場あるにいたらん 13

山の邑と平地の邑と南の方の邑とベニヤミンの地

とヱルサレムの四周とユダの邑において群ふたた

びその之を核ふる者の手の下を過らんとヱホバい

ひたまふ 14ヱホバ言たまはく視よ我イスラエル

の家とユダの家に語りし善言を成就ぐる日きたら

ん 15その日その時にいたらばわれダビデの爲に

一の義き枝を生ぜしめん彼は公道と公義を地に行

ふべし 16その日ユダは救をえヱルサレムは安ら

かに居らんその名はヱホバ我儕の義と稱へらるべ

し 17ヱホバかくいひたまふイスラエルの家の位

に坐する人ダビデに缺ることなかるべし 18また

我前に燔祭をささげ素祭を燃し恒に犠牲を献ぐる

人レビ人なる祭司に絕ざるべし 19ヱホバのこと

ばヱレミヤに臨みていふ 20ヱホバかくいふ汝ら

もし我晝につきての契約と我夜につきての契約を

破りてその時々に晝も夜もなからしむることをえ

ば 21僕ダビデに吾が立し契約もまた破れその子

はかれの位に坐して王となることをえざらんまた

わが我に事ふるレビ人なる祭司に立し契約も破れ

ん 22天の星は數へられず濱の沙は量られずわれ

その如く我僕ダビデの裔と我に事ふるレビ人を增

ん 23ヱホバの言またヱレミヤに臨みていふ 24汝

この民の語りてヱホバはその選みし二の族を棄た

りといふを聞ざるか彼らはかく我民を藐じてその

眼にこれを國と見なさざるなり 25ヱホバかくい

ひ給ふもしわれ晝と夜とについての契約を立ずま

た天地の律法を定めずば 26われヤコブと我僕ダ

ビデとの裔をすてて再びかれの裔の中よりアブラ

ハム、イサク、ヤコブの裔を治むる者を取ざるべ

し我その俘囚し者を返らしめこれを恤れむべし

34バビロンの王ネブカデネザルその全軍および
己の手の下に屬するところの地の列國の人お

よび諸の民を率てヱルサレムとその諸邑を攻めて

戰ふ時ヱホバの言ヱレミヤに臨みていふ 2イスラ

エルの神ヱホバかくいふ汝ゆきてユダの王ゼデキ

ヤに告ていふべしヱホバかくいひたまふ視よわれ

此邑をバビロン王の手に付さん彼火をもてこれを

焚べし 3汝はその手を脱れず必ず擒へられてこれ

が手に付されん汝の目はバビロン王の目をみ又か

れの口は汝の口と語ふべし汝はバビロンにゆくに

いたらん 4然どユダの王ゼデキヤよヱホバの言を

きけヱホバ汝の事につきてかくいひたまふ汝は劍

に死じ 5汝は安らかに死なん民は汝の先祖たる汝

の先の王等の爲に香を焚しごとく汝のためにも香

を焚き且汝のために嘆て嗚呼主よといはん我この

言をいふとヱホバいひたまふ 6預言者エレミヤす

なはち此言をことごとくヱルサレムにてユダの王

ゼデキヤにつげたり 7時にバビロン王の軍勢はヱ

ルサレムおよび存れるユダの諸の邑を攻めラキシ

とアゼカを攻て戰ひをる其はユダの諸邑のうちに

是等の城の邑尚存りゐたればなり 8ゼデキヤ王ヱ

ルサレムに居る諸の民と契約を立てて彼らに釋放

の事を宣示せし後ヱホバの言ヱレミヤに臨めり 9

その契約はすなはち人をしておのおの其僕婢なる

ヘブルの男女を釋たしめその兄弟なるユダヤ人を

奴隸となさざらしむる者なりき 10この契約をな

せし牧伯等とすべての民は人おのおのその僕婢を

釋ちて再び之を奴隸となすべからずといふをきき

て遂にそれに聽したがひてこれを釋ちしが 11後

に心をひるがへしてその釋ちし僕婢をひきかへり

て再び之を伏從はしめて僕婢となせり 12是故に

ヱホバの言ヱホバよりヱレミヤにのぞみて云 13

イスラエルの神ヱホバかくいふ我汝らの先祖をエ

ジプトの地その奴隸たりし宅より導きいだせし時

彼らと契約を立ていひけらく 14汝らの兄弟なる

ヘブル人の身を汝らに賣たる者をば七年の終に汝

らおのおのこれを釋つべし彼六年汝につかへたら

ば之を釋つべしと然るに汝らの先祖等は我に聽ず

亦その耳を傾けざりし 15然ど汝らは今日心をあ

らためておのおの其鄰人に釋放の事を示してわが

目に正とみゆる事を行ひ且我名をもて稱へらるる

室に於て我前に契約を立たり 16然るに汝ら再び

心をひるがへして我名を汚し各自釋ちて其心に任

せしめたる僕婢をひき歸り再び之を伏從はしめて

汝らの僕婢となせり 17この故にヱホバかくいひ

たまふ汝ら我に聽ておのおの其兄弟とその鄰に釋

放の事を示さざりしによりて視よわれ汝らの爲に

釋放を示して汝らを劍と饑饉と疫病にわたさん我

汝らをして地の諸の國にて艱難をうけしむべし 18

ヱホバこれを云ふ犢を兩にさきて其二個の間を過

り我前に契約をたてて却つて其言に從はずわが契

約をやぶる人々 19即ち兩に分ちし犢の間を過り
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しユダの牧伯等ヱルサレムの牧伯等と寺人と祭司

とこの地のすべての民を 20われ其敵の手とその

生命を索る者の手に付さんその屍體は天空の鳥と

野の獸の食物となるべし 21且われユダの王ゼデ

キヤとその牧伯等をその敵の手其生命を索むる者

の手汝らを離れて去しバビロン王の軍勢の手に付

さん 22ヱホバいひたまふ視よ我彼らに命じて此

邑に歸らしめん彼らこの邑を攻て戰ひ之を取り火

をもて焚くべしわれユダの諸邑を住人なき荒地と

なさん

35ユダの王ヨシヤの子ヱホヤキムの時ヱレミヤ
にのぞみしヱホバの言いふ 2汝レカブ人の家

に往て彼らとかたり彼らをヱホバの室の一房に携

きたりて酒をのませよと 3是に於てわれハバジニ

ヤの子なるヱレミヤの子ヤザニヤとその兄弟とそ

の諸子およびレカブ人の全家を取り 4これをヱホ

バの室にあるハナンの諸子の房につれきたれりハ

ナンはイグダリヤの子にして神の人なり其房は牧

伯等の房の次にして門を守るシヤレムの子マアセ

ヤの房のうへに在り 5我すなはちレカブ人の家の

諸子の前に酒を滿したる壺と杯を置き彼らに告て

汝ら酒を飮めといひければ 6彼らこたへけるは我

儕は酒をのまず蓋レカブの子なる我らの先祖ヨナ

ダブ我らに命じて汝等と汝らの子孫はいつまでも

酒をのむべからず 7また汝ら屋を建ず種をまかず

葡萄園を植ざれ亦これを有べからず汝らの生存ふ

るあひだ幕屋にをれ然らば汝らが寄寓ところの地

に於て汝らの生命長からんと云たればなり 8斯我

らはレカブの子なるわれらの先祖ヨナダブの凡て

命ぜし言に遵ひて我儕とわれらの妻と子女は生存

ふるあひだ酒を飮ず 9我らは住べき屋を建てず葡

萄園も田野も種も有ずして 10幕屋にをりすべて

我儕の先祖ヨナダブが我らに命ぜしごとく行へり

11然どバビロンの王ネブカデネザルがこの地に上

り來りしとき我ら云けるは我らカルデヤ人の軍勢

とスリア人の軍勢を畏るれば去來ヱルサレムにゆ

かんとすなはち我らはヱルサレムに住へり 12時

にヱホバの言ヱレミヤにのぞみていふ 13萬軍の

ヱホバ、イスラエルの神かくいふ汝ゆきてユダの

人々とヱルサレムに住る者とに告よヱホバいひた

まふ汝らは我言を聽て敎を受ざるか 14レカブの

子ヨナダブがその子孫に酒をのむべからずと命ぜ

し言は行はる彼らは今日に至るまで酒をのまず其

先祖の命令に遵ふなり然るに汝らは吾汝らに語り

頻りに語れども我にきかざるなり 15我また我僕

なる預言者たちを汝らに遣し頻りにこれを遣して

いはせけるは汝らいまおのおの其惡き道を離れて

歸り汝らの行をあらためよ他の神に從ひて之に奉

ふる勿れ然ば汝らはわが汝らと汝らの先祖に與へ

たるこの地に住ことをえんと然ど汝らは耳を傾け

ず我にきかざりき 16レカブの子ヨナダブの子孫

はその先祖が彼らに命ぜしところの命令に遵ふな

り然ど此民は我に聽ず 17この故に萬軍の神ヱホ

バ、イスラエルの神かくいふ視よわれユダとヱル

サレムに住る者とに我彼らにつきていひし所の災

を降さん我かれらに語れども聽ずかれらを召ども

應へざればなり 18茲にヱレミヤ、レカブ人の家

にいひけるは萬軍のヱホバ、イスラエルの神かく

いひたまふ汝らはその先祖ヨナダブの命に遵ひそ

の凡の誡を守り彼が汝らに命ぜしことを行ふ 19

是によりて萬軍のヱホバ、イスラエルの神かくい

ひたまふレカブの子ヨナダブには我前に立つ人い

つまでも缺ることあらじ

36ユダの王ヨシヤの子ヱホヤキムの四年にこの
言ヱホバよりヱレミヤに臨みていふ 2汝卷物

をとり我汝に語りし日即ちヨシヤの日より今日に

至るまでイスラエルとユダと萬國とにつきてわが

汝に語りしすべての言を之に錄せ 3ユダの家わが

降さんと擬るところの災をききて各自その惡き途

をはなれて轉ることもあらん然ばわれ其愆とその

罪を赦すべし 4是に於てヱレミヤ、ネリヤの子バ

ルクを召べりバルクすなはちヱレミヤの口にした

がひヱホバの彼に告たまひし言をことごとく卷物

に錄せり 5ヱレミヤ、バルクに云ひけるはわれは

禁錮られたればヱホバの室に往くことを得ず 6故

に汝ゆきて汝が我の口にしたがひて卷物に錄した

るヱホバの言をよみ斷食の日にヱホバの室に於て

民の耳にこれを聽しめよまた之を讀みてユダの人

々のその邑々より來れる者の耳に聽しむべし 7彼

らヱホバの前にその祈禱を献り各自其惡き途をは

なれて轉ることもあらんヱホバの此民につきての

べたまひし怒と憤は大なり 8斯てネリヤの子バル

クは凡て預言者ヱレミヤが己に命ぜしごとくヱホ

バの室にてその卷物よりヱホバの言を讀り 9ユダ

の王ヨシヤの子ヱホヤキムの五年九月ヱルサレム

の諸の民およびユダの諸邑よりヱルサレムに來れ

る諸の民にヱホバの前に斷食を行ふべきこと宣示

さる 10バルク、ヱホバの室の上庭に於てヱホバ
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の室の新しき門の入口の旁にあるシヤパンの子な

る書記ゲマリヤの房にてその書よりヱレミヤの言

を民に讀きかせたり 11シヤパンの子なるゲマリ

ヤの子ミカヤその書のヱホバの言を盡くききて 12

王の宮にある書記の房にくだりいたるに諸の牧伯

等即ち書記エリシヤマ、シマヤの子デラヤ、アカ

ボルの子エルナタン、シヤパンの子ゲマリヤ、ハ

ナニヤの子ゼデキヤおよび諸の牧伯等そこに坐せ

り 13ミカヤ、バルクが書を讀て民の耳に聽せし

ときに己が聽しところのすべての言を彼らに告け

れば 14牧伯等クシの子シレミヤの子なるネタニ

ヤの子エホデをバルクに遣はしていはせけるは汝

が民に讀きかせしその卷物を手に取て來れとネリ

ヤの子バルクすなはち手に卷物を取りて彼らの許

にきたりたれば 15彼らバルクにいひけるは請ふ

坐して之を我らに讀きかせよとバルクすなはち彼

らに讀聞せたり 16彼らその諸の言をききて倶に

懼れバルクにいひけるは我ら必ずこの諸の言を王

に告んと 17またバルクに問ていひけるは請ふ汝

いかにこの諸の言をかれの口にしたがひて錄せし

や我らに告よ 18バルク答へけるは彼その口をも

てこの諸の言を我に述べたればわれ墨をもて之を

書に錄せり 19牧伯等バルクにいひけるは汝ゆき

てヱレミヤとともに身を匿し在所を人に知しむべ

からずと 20すなはち卷物を書記エリシヤマの房

に置きて庭にいり王に詣りてこの諸の言を王につ

げければ 21王その卷物を持來らせんとてヱホデ

を遣せりヱホデすなはち書記エリシヤマの房より

卷物を取來りて之を王と王の側に立るすべての牧

伯等に讀みきかせたり 22時は九月にして王冬の

室に坐せり其前に火の燃る爐あり 23ヱホデ三枚

か四枚を讀けるとき王小刀をもてその卷物を切割

き爐の火に投いれて之を盡く爐の火に焚り 24王

とその臣僕等はこの諸の言をきけども懼れず亦そ

の衣を裂ざりき 25エルナタン、デラヤ、ゲマリ

ヤ等王にその卷物を焚たまふ勿れと求めたれども

聽ざりき 26王ハンメレクの子ヱラメルとアヅリ

エルの子セラヤとアブデルの子セレミヤに書記バ

ルクと預言者ヱレミヤを執へよと命ぜしがヱホバ

かれらを匿したまへり 27王卷物およびバルクが

ヱレミヤの口にしたがひて記せし言を焚しのちヱ

ホバの言ヱレミヤに臨みていふ 28汝また他の卷

物をとりユダの王ヱホヤキムが焚しところの前の

卷物の中の言をことごとく其に錄せ 29汝またユ

ダの王ヱホヤキムに告よヱホバかくいふ汝かの卷

物を焚ていへり汝何なれば此卷物に錄してバビロ

ンの王必ず來りてこの地を滅し此に人と畜を絕さ

んと云しやと 30この故にヱホバ、ユダの王ヱホ

ヤキムにつきてかくいひ給ふ彼にはダビデの位に

坐する者無にいたらん且かれの屍は棄られて晝は

熱氣にあひ夜は寒氣にあはん 31我また彼とその

子孫とその臣僕等をその惡のために罰せんまた彼

らとヱルサレムの民とユダの人々には我わが彼ら

につきて語りしかども彼らが聽ことをせざりし所

の禍を降すべし 32是に於てヱレミヤ他の卷物を

取てネリヤの子書記バルクにあたふバルクすなは

ちユダの王ヱホヤキムが火に焚たるところの書の

諸の言をヱレミヤの口にしたがひて之に錄し外に

また斯る言を多く之に加へたり

37ヨシヤの子ゼデキヤ、ヱホヤキムの子コニヤ
に代りて王となるバビロンの王ネブカデネザ

ル彼をユダの地に王となせしなり 2彼もその臣僕

等もその地の人々もヱホバが預言者ヱレミヤによ

りて示したまひし言を聽ざりき 3ゼデキヤ王シレ

ミヤの子ユカルとマアセヤの子祭司ゼパニヤを預

言者ヱレミヤに遣して請ふ汝我らの爲に我らの神

ヱホバに祈れといはしむ 4ヱレミヤは民の中に出

入せりそはいまだ獄に入られざればなり 5パロの

軍勢のエジプトより來りしかばヱルサレムを攻圍

みたるカルデヤ人は其音信をききてヱルサレムを

退けり 6時にヱホバの言預言者ヱレミヤにのぞみ

ていふ 7イスラエルの神ヱホバかくいふ汝らを遣

して我に求めしユダの王にかくいへ汝らを救はん

とて出きたりしパロの軍勢はおのれの地エジプト

へ歸らん 8カルデヤ人再び來りてこの邑を攻て戰

ひこれを取り火をもて焚べし 9ヱホバかくいふ汝

らカルデヤ人は必ず我らをはなれて去んといひて

自ら欺く勿れ彼らは去ざるべし 10設令汝らおの

れを攻て戰ふところのカルデヤ人の軍勢を悉く撃

ちやぶりてその中に負傷人のみを遺すとも彼らは

おのおの其幕屋に起ちあがり火をもて此邑を焚か

ん 11茲にカルデヤ人の軍勢パロの軍勢を懼れて

ヱルサレムを退きければ 12ヱレミヤ、ベニヤミ

ンの地にて民の中にその分を分ち取らんとてヱル

サレムを出でてかの地に行きしが 13ベニヤミン

の門にいりし時そこにハナニヤの子シレミヤの子

なるイリヤと名くる門守をり預言者ヱレミヤを執

へて汝はカルデヤ人に降るなりといふ 14ヱレミ
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ヤいひけるは詐なり我はカルデヤ人に降るにあら

ずと然どイリヤこれを聽ずヱレミヤを執へて侯伯

等の許に引ゆけり 15侯伯等すなはち怒りてヱレ

ミヤを撻ちこれを書記ヨナタンの室の獄にいれた

り蓋この室を獄となしたればなり 16ヱレミヤ獄

にいり土牢に入りてそこに多の日を送りしのち 17

ゼデキヤ王人を遣して彼をひきいださしむ而して

王室にて竊にかれにいひけるはヱホバより臨める

言あるやとヱレミヤ答へていひけるは有り汝はバ

ビロン王の手に付されん 18ヱレミヤまたゼデキ

ヤ王にいひけるは我汝あるいは汝の臣僕或はこの

民に何なる罪を犯したれば汝ら我を獄にいれしや

19汝らに預言してバビロンの王は汝らにも此地に

も攻來らじといひし汝らの預言者はいま何處にあ

るや 20されば王わが君よ願くはいま我に聽たま

へ請ふわが願望を受納れ給へ我を書記ヨナタンの

家に歸らしめたまふなかれ恐らくは我彼處に死な

んと 21是においてゼデキヤ王命じてヱレミヤを

獄の庭にいれしめ且邑のパンの悉く盡るまでパン

を製る者の街より日々に一片のパンを彼に與へし

む即ちヱレミヤは獄の庭にをる

38マツタンの子シパテヤ、パシユルの子ゲダリ
ヤ、シレミヤの子ユカル、マルキヤの子パシ

ユル、ヱレミヤがすべての民に告たるその言を聞

り 2云くヱホバかくいひたまふこの邑に留まるも

のは劍と饑饉と疫病に死べし然どいでてカルデヤ

人に降る者は生んすなはちその生命をおのれの掠

取物となして生べし 3ヱホバかくいひたまふこの

邑は必ずバビロン王の軍勢の手に付されん彼之を

取べしと 4是をもてかの牧伯等王にいひけるは請

ふこの人を殺したまへ彼はかくの如き言をのべて

此邑に遺れる兵卒の手と民の手を弱くす夫人は民

の安を求めずして其害を求むるなりと 5ゼデキヤ

王いひけるは視よ彼は汝らの手にあり王は汝らに

逆ふこと能はざるなりと 6彼らすなはちヱレミヤ

を取て獄の庭にあるハンメレクの子マルキヤの阱

に投いる即ち索をもてヱレミヤを縋下せしがその

阱は水なくして汚泥のみなりければヱレミヤは汚

泥のなかに沈めり 7王の室の寺人エテオピア人エ

ベデメレク彼らがヱレミヤを阱になげいれしを聞

り時に王ベニヤミンの門に坐しゐたれば 8エベデ

メレク王の室よりいでゆきて王にいひけるは 9王

わが君よかの人々が預言者ヱレミヤに行ひし事は

皆好らず彼らこれを阱になげ入たり邑の中に食物

なければ彼はその居るところに餓死せん 10王エ

テオピヤ人エベデメレクに命じていひけるは汝こ

こより三十人を携へゆきて預言者ヱレミヤをその

死ざる先にを阱より曳あげよ 11エベデメレクす

なはちその人々を携へて王の室の庫の下にいり其

處より破れたる舊き衣の布片をとり索をもてこれ

をを阱にをるヱレミヤの所に縋下せり 12而して

エテオピア人エベデメレク、ヱレミヤに告て汝こ

の破れたる舊き衣の布片を汝の腋の下にはさみて

索に當よと云ければヱレミヤ然なせり 13彼らす

なはち索をもてヱレミヤを阱より曳あげたりヱレ

ミヤは獄の庭にをる 14かくてゼデキヤ王人を遣

はして預言者ヱレミヤをヱホバの室の第三の門に

つれきたらしめ王ヱレミヤにいひけるは我汝に問

ことあり毫もわれに隱す勿れ 15ヱレミヤ、ゼデ

キヤにいひけるは我もし汝に示さば汝かならず我

を殺さざらんや假令われ汝を勸むるとも汝われに

聽じ 16ゼデキヤ王密にヱレミヤに誓ひていひけ

るは我らにこの靈魂を造りあたへしヱホバは活く

我汝を殺さず汝の生命を索むる者の手に汝を付さ

じ 17ヱレミヤ、ゼデキヤにいひけるは萬軍の神

イスラエルの神ヱホバかくいひたまふ汝もしまこ

とにバビロン王の牧伯等に降らば汝の生命活んま

た此邑は火にて焚れず汝と汝の家の者はいくべし

18然ど汝もし出てバビロンの王の牧伯等に降らず

ば此邑はカルデヤ人の手に付されん彼らは火をも

て之を焚ん汝はその手を脱れざるべし 19ゼデキ

ヤ王ヱレミヤに云けるは我カルデヤ人に降りしと

ころのユダ人を恐る恐くはカルデヤ人我をかれら

の手に付さん彼ら我を辱しめん 20ヱレミヤいひ

けるは彼らは汝を付さじ願くはわが汝に告しヱホ

バの聲に聽したがひたまへさらば汝祥をえん汝の

生命いきん 21然ど汝もし降ることを否まばヱホ

バこの言を我に示し給ふ 22すなはちユダの王の

室に遺れる婦は皆バビロンの王の牧伯等の所に曳

いだされん其婦等いはん汝の朋友等は汝を誘ひて

汝に勝り汝の足は泥に沈む彼らは退き去る 23汝

の妻たちと汝の子女等はカルデヤ人の所に曳出さ

れん汝は其手を脱れじバビロンの王の手に執へら

れん汝此邑をして火に焚しめん 24ゼデキヤ、ヱ

レミヤにいひけるは汝この事を人に知する勿れさ

らば汝殺されじ 25もし牧伯等わが汝と語りしこ

とを我儕に告げよ我らに隱す勿れ然ば我ら汝を殺

さじ又王の汝に語りしことを告よといはば 26汝
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彼らに答へて我王に求めて我をヨナタンの家に歸

して彼處に死しむること勿れといへりといふべし

27かくて牧伯等ヱレミヤにきたりて問けるに彼王

の命ぜし言のごとく彼らに告たればその事露はれ

ざりき是をもて彼ら彼とものいふことを罷たり 28

ヱレミヤはヱルサレムの取るる日まで獄の庭に居

りしがヱルサレムの取れし時にも彼處にをれり

39ユダの王ゼデキヤの九年十月バビロンの王ネ
ブカデネザルその全軍をひきゐヱルサレムに

きたりて之を攻圍みけるが 2ゼデキヤの十一年四

月九日にいたりて城邑破れたれば 3バビロンの王

の牧伯等即ちネルガルシヤレゼル、サムガルネボ

寺人の長サルセキム博士の長ネルガルシヤレゼ

ルおよびバビロンの王のその外の牧伯等皆ともに

入て中の門に坐せり 4ユダの王ゼデキヤおよび兵

卒ども之を見て逃げ夜の中に王の園の途より兩の

石垣の間の門より邑をいでてアラバの途にゆきし

が 5カルデヤ人の軍勢これを追ひヱリコの平地に

てゼデキヤにおひつき之を執へてハマテの地リブ

ラにをるバビロンの王ネブカデネザルの許に曳ゆ

きければ王かしこにて彼の罪をさだめたり 6すな

はちバビロンの王リブラにてゼデキヤの諸子をか

れの目の前に殺せりバビロンの王またユダのすべ

ての牧伯等を殺せり 7王またゼデキヤの目を抉さ

しめ彼をバビロンに曳ゆかんとて銅索に縛げり 8

またカルデヤ人火をもて王の室と民の家をやき且

ヱルサレムの石垣を毀てり 9かくて侍衞の長ネブ

ザラダンは邑の中に餘れる民とおのれに降りし者

およびその外の遺れる民をバビロンに移せり 10

されど侍衞の長ネブザラダンはその時民の貧しく

して所有なき者等をユダの地に遺し葡萄園と田地

とをこれにあたへたり 11爰にバビロンの王ネブ

カデネザル、ヱレミヤの事につきて侍衞の長ネブ

ザラダンに命じていひけるは 12彼を取りて善く

待へよ害をくはふる勿れ彼が汝に云ふごとくなす

べしと 13是をもて侍衞の長ネブザラダン寺人の

長ネブシヤスバン博士の長ネルガルシヤレゼルお

よびバビロンの王の牧伯等 14人を遣してヱレミ

ヤを獄の庭よりたづさへ來らしめシヤパンの子ア

ヒカムの子なるゲダリヤに付して之を家につれゆ

かしむ斯彼民の中に居る 15ヱレミヤ獄の庭に禁

錮られをる時ヱホバの言彼にのぞみていふ 16汝

ゆきてエテオピア人エベデメレクに告よ萬軍のヱ

ホバ、イスラエルの神かくいふわれ我語しところ

の禍を此邑に降さん福はこれに降さじその日この

事汝の目前にならん 17ヱホバいひたまふその日

にはわれ汝を救はん汝はその畏るるところの人衆

の手に付されじ 18われ必ず汝を救はん汝は劍を

もて殺されじ汝の生命は汝の掠取物とならん汝わ

れに倚賴めばなりとヱホバいひたまふ

40侍衞の長ネブザラダンかのバビロンにとらへ
移さるるヱルサレムとユダの人々の中にヱレ

ミヤを鏈につなぎおきてこれを執へゆきけるが遂

にこれを放ちてラマを去しめたりその後ヱホバの

言ヱレミヤにのぞめり 2茲に侍衞の長ヱレミヤを

召てこれにいひけるは汝の神ヱホバ此處にこの災

あらんことを言り 3ヱホバこれを降しその云し如

く行へり汝らヱホバに罪を犯しその聲に聽したが

はざりしによりてこの事汝らに來りしなり 4視よ

我今日汝の手の鏈を解て汝を放つ汝もし我ととも

にバビロンにゆくことを善とせば來れわれ汝を善

くあしらはん汝もし我と偕にバビロンにゆくを惡

とせば留れ視よこの地は皆汝の前に在り汝の善と

する所汝の心に合ふところに往べし 5ヱレミヤい

まだ答へざるに彼またいひけるは汝バビロンの王

がユダの諸邑の上にたてて有司となせしシヤパン

の子アヒカムの子なるゲダリヤの許に歸り彼とと

もに民の中に居れ或は汝の善とおもふところにゆ

くべしと侍衞の長彼に食糧と禮物をとらせて去し

めたり 6ヱレミヤすなはちミヅパに往きてアヒカ

ムの子ゲダリヤに詣りその地に遺れる民のうちに

彼と偕にをる 7茲に田舍にある軍勢の長等および

彼らに屬する人々バビロンの王がアヒカムの子ゲ

ダリヤを立てこの地の有司となし男女嬰孩および

國の中のバビロンに移されざる貧者を彼にあづけ

たることをききしかば 8即ちネタニヤの子イシマ

エルとカレヤの子ヨハナンとヨナタンおよびタン

ホメテの子セラヤとネトパ人なるエパイの諸子と

或マアカ人の子ヤザニヤおよび彼らに屬する人々

ミヅパにゆきてゲダリヤの許にいたる 9シヤパン

の子アヒカムの子なるゲダリヤ彼らと彼らに屬す

る人々に誓ひていひけるは汝らカルデヤ人に事る

ことを怖るる勿れこの地に住てバビロンの王に事

へなば汝ら幸幅ならん 10我はミヅパに居り我ら

に來らんところのカルデヤ人に事へん汝らは葡萄

酒と菓物と油とをあつめて之を器に蓄へ汝らが獲

るところの諸邑に住めと 11又モアブとアンモン

人の中およびエドムと諸の邦にをるところのユダ
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ヤ人はバビロンの王がユダに人を遺したるシヤパ

ンの子アヒカムの子なるゲダリヤを立てこれが有

司となしたることを聞り 12是においてそのユダ

ヤ人皆その追やられし諸の處よりかへりてユダの

地のミヅパに來りゲダリヤに詣れり而して多くの

葡萄酒と菓物をあつむ 13又カレヤの子ヨハナン

および田舍にをりし軍勢の長たちミヅパにきたり

てゲダリヤの許にいたり 14彼にいひけるは汝ア

ンモン人の王バアリスが汝を殺さんとてネタニヤ

の子イシマエルを遣せしを知るやと然どアヒカム

の子ゲダリヤこれを信ぜざりしかば 15カレヤの

子ヨハナン、ミヅパにて密にゲダリヤに語りて言

けるは請ふわれゆきて人知ずにネタニヤの子イシ

マエルを殺さんいかで彼汝を殺し汝に集れるユダ

人を散しユダの遺れる者を滅すべけんやと 16然

るにアヒカムの子ゲダリヤ、カレヤの子ヨハナン

にいひけるは汝この事をなすべからず汝イシマエ

ルにつきて僞をいふなり

41七月ごろ王の血統なるエリシヤマの子ネタニ
ヤの子イシマエル王の十人の牧伯等とともに

ミヅパにゆきてアヒカムの子ゲダリヤにいたりミ

ヅパにて偕に食をなせしが 2ネタニヤの子イシマ

エルおよび偕にをりし十人の者起上りバビロンの

王がこの地の有司となせしシヤパンの子アヒカム

の子なるゲダリヤを刀にて殺せり 3イシマエルま

たミヅパにゲダリヤと偕にをりし諸のユダヤ人と

彼處にをりしカルデヤ人の兵卒を殺したり 4彼が

ゲダリヤを殺してより二日の後いまだ誰も之を知

ざりし時 5ある人八十人その鬚を薙り衣を裂き身

に傷つけ手に素祭の物と香を携へてシケム、シロ

、サマリヤよりきたりてヱホバの室にいたらんと

せしかば 6ネタニヤの子イシマエル、ミヅパより

いでて哭きつつ行て彼らを迎へ彼等に逢てアヒカ

ムの子ゲダリヤの許に來れといへり 7而して彼ら

邑の中に入しときネタニヤの子イシマエル己と偕

にある人々とともに彼らを殺してその屍を阱に投

いれたり 8但しその中の十人イシマエルにむかひ

我らは田地に小麥麰麥油および蜜を藏し有り我

らをころすなかれと言たれば彼らをその兄弟と偕

に殺さずして已ぬ 9イシマエルがゲダリヤの名を

もて殺せし人の屍を投入れし阱はアサ王がイスラ

エルの王バアシヤを怖れて鑿し阱なりネタニヤの

子イシマエルその殺せし人々を之に充せり 10イ

シマエルはミヅパに遺りをる諸の民即ち王の諸女

と侍衞の長ネブザラダンがアヒカムの子ゲダリヤ

に交付しところのミヅパに遺れる諸の民とを擄に

せりネタニヤの子イシマエルすなはち彼らを擄に

しアンモン人に往んとて去れり 11カレヤの子ヨ

ハナンおよび彼と偕に在る軍勢の長たちネタニヤ

の子イシマエルの爲し諸の惡事を聞ければ 12そ

の衆卒を率てネタニヤの子イシマエルと戰はんと

て出でギベオンの池の旁にて彼に遇ふ 13イシマ

エルと偕に在る人々はカレヤの子ヨハナンおよび

彼とともに在る軍勢の長たちを見て欣べり 14是

をもてイシマエルがミヅパより擄へきたりし所の

人々身をめぐらしてカレヤの子ヨハナンの許にゆ

けり 15ネタニヤの子イシマエルは八人の者と偕

にヨハナンを避け逃てアンモン人に往り 16カレ

ヤの子ヨハナンおよび彼とともにある軍勢の長等

はネタニヤの子イシマエルがアヒカムの子ゲダリ

ヤを殺してミヅパより擄へゆけるところの彼遺れ

る民すなはち兵卒婦人兒女寺人等を其手より取り

かへして之をギベオンより携かへりしが 17進て

エジプトにいたらんとてベツレヘムの近傍にある

キムハムの住處に往て留れり 18こはネタニヤの

子イシマエルがバビロンの王の此地の有司となし

たるアヒカムの子ゲダリヤを殺せしによりカルデ

ヤ人を懼たればなり

42茲に軍勢の長たちおよびカレヤの子ヨハナン
とホシャヤの子ヱザニヤ並に民の至微者より

至大者にいたるまで 2皆預言者ヱレミヤの許に來

りて言けるは汝の前に我らの求の受納られんこと

を願ふ請ふ我ら遺れる者の爲に汝の神ヱホバに祈

れ(今汝の目に見がごとく我らは衆多の中の遺れ

る者にして寡なり) 3さらば汝の神ヱホバ我らの

行むべき途となすべき事を示したまはん 4預言者

ヱレミヤ彼らに云けるは我汝らに聽り汝らの言に

循ひて汝らの神ヱホバに祈らん凡そヱホバが汝ら

に應へたまふことはわれ隱す所なく汝らに告べし

5彼らヱレミヤにいひけるは願くはヱホバ我儕の

間にありて眞實なる信ずべき證者となりたまへ我

らは汝の神ヱホバの汝を遣して我らに告しめたま

ふ諸の事に遵ひて行ふべし 6我らは善にまれ惡き

にまれ我らが汝を遣すところの我らの神ヱホバの

聲に遵はん斯我らの神ヱホバの聲に遵ひてわれら

福をうけん 7十日の後ヱホバの言ヱレミヤにのぞ

みしかば 8ヱレミヤ、カレヤの子ヨハナンおよび

彼と偕に在る軍勢の長たち並に民の至微者より至
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大者までを悉く招きて 9これにいひけるは汝らが

我を遣して汝らの祈を献げしめしところのイスラ

エルの神ヱホバかくいひ給ふ 10汝らもし信に此

地に留らばわれ汝らを建てて倒さず汝らを植て拔

じそは我汝らに災を降せしを悔ればなり 11ヱホ

バいひたまふ汝らが畏るるところのバビロンの王

を畏るる勿れ彼をおそるる勿れわれ汝らとともに

ありて汝らを救ひ彼の手より汝らを拯ふべし 12

われ汝らを恤みまた彼をして汝らを恤ませ汝らを

故土に歸らしめん 13然ど汝らもし我らはこの地

に留らじ汝らの神ヱホバの聲に遵はじと言ひ 14

また然りわれらはかの戰爭を見ず箛の聲をきかず

食物に乏しからざるエジプトの地にいたりて彼處

に住はんといはば 15汝らユダの遺れる者よヱホ

バの言をきけ萬軍のヱホバ、イスラエルの神かく

いひたまふ汝らもし強てエジプトにゆきて彼處に

住はば 16汝らが懼るるところの劍エジプトの地

にて汝らに臨み汝らが恐るるところの饑饉エジプ

トにて汝らにおよばん而して汝らは彼處に死べし

17凡そエジプトにおもむき至りて彼處に住はんと

する人々は劍と饑饉と疫病に死べしその中には我

彼らに降さんところの災を脱れて遺る者無るべし

18萬軍のヱホバ、イスラエルの神かくいひたまふ

我震怒と憤恨のヱルサレムに住る者に注ぎし如く

わが憤恨汝らがエジプトにいらん時に汝らに注が

ん汝らは呪詛となり詫異となり罵詈となり凌辱と

ならん汝らは再びこの處を見ざるべしと 19ユダ

の遺れる者よヱホバ汝らにつきていひたまへり汝

らエジプトにゆく勿れと汝ら今日わが汝らを警め

しことを確に知れ 20汝ら我を汝らの神ヱホバに

遣して言へり我らの爲に我らの神ヱホバに祈り我

らの神ヱホバの汝に示したまふ事をことごとく我

らに告よ我ら之を行はんと斯なんぢら自ら欺けり

21われ今日汝らに告たれど汝らは汝らの神ヱホバ

の聲に遵はず汝らはヱホバが我を遣して命ぜしめ

たまひし事には都て遵はざりき 22然ば汝らはそ

の往て住んとねがふ處にて劍と饑饉と疫病に死る

ことを今確に知るべし

43ヱレミヤ諸の民にむかひて其神ヱホバの言を
盡く宣べその神ヱホバが己を遣して言しめた

まへる其諸の言を宣をはりし時 2ホシャヤの子ア

ザリヤ、カレヤの子ヨハナンおよび驕る人皆ヱレ

ミヤに語りていひけるは汝は謊をいふ我らの神ヱ

ホバはエジプトにゆきて彼處に住む勿れと汝をつ

かはして云せたまはざるなり 3ネリヤの子バルク

汝を唆して我らに逆はしむ是我らをカルデヤ人の

手に付して殺さしめバビロンに移さしめん爲なり

4斯カレヤの子ヨハナンと軍勢の長等および民皆

ヱホバの聲に遵はずしてユダの地に住ことをせざ

りき 5斯てカレヤの子ヨハナンと軍勢の長等はユ

ダに遺れる者即ちその逐やられし國々よりユダの

地に住んとて皈りし者 6男女嬰孩王の女たちおよ

び凡て侍衞の長ネブザラダンがシヤパンの子なる

アヒカムの子ゲダリヤに付し置し者並に預言者ヱ

レミヤとネリヤの子バルクを取て 7エジプトの地

に至れり彼ら斯ヱホバの聲に遵はざりき而して遂

にタパネスに至れり 8ヱホバの言タパネスにてヱ

レミヤに臨みていふ 9汝大なる石を手に取りユダ

の人々の目の前にてこれをタパネスに在るパロの

室の入口の旁なる磚窰の泥土の中に藏して 10彼

らにいへ萬軍のヱホバ、イスラエルの神かくいひ

たまふ視よわれ使者を遣はしてわが僕なるバビロ

ンの王ネブカデネザルを召きその位をこの藏した

る石の上に置しめん彼錦繡をその上に敷べし 11

かれ來りてエジプトの地を撃ち死に定まれる者を

死しめ虜に定まれる者を虜にし劍に定まれる者を

劍にかけん 12われエジプトの諸神の室に火を燃

さんネブカデネザル之を焚きかれらを虜にせん而

して羊を牧ふ者のその身に衣を纒ふがごとくエジ

プトの地をその身に纒はん彼安然に其處をさるべ

し 13彼はエジプトの地のベテシメシの偶像を毀

ち火をもてエジプト人の諸神の室を焚べし

44エジプトの地に住るところのユダの人衆すな
はちミグドル、タパネス、ノフ、パテロスの

地に住る者の事につきてヱレミヤに臨みし言に曰

く 2萬軍のヱホバ、イスラエルの神かくいふ汝ら

は我ヱルサレムとユダの諸邑に降せしところの災

をみたり視よこれらは今日すでに空曠となりて住

む人なし 3こは彼ら惡をなして我を怒らせしによ

る即ちかれらは己も汝らも汝らの先祖等も識ざる

ところの他の神にゆきて香を焚き且これに奉へた

り 4われ我僕なる預言者たちを汝らに遣し頻にこ

れを遣して請ふ汝らわが嫌ふところの此憎むべき

事を行ふ勿れといはせけるに 5彼ら聽かず耳を傾

けず他の神に香を焚きてその惡を離れざりし 6是

によりて我震怒とわが憤恨ユダの諸邑とヱルサレ

ムの街にそそぎて之を焚たれば其等は今日のごと

く荒れかつ傾圮たり 7萬軍の神イスラエルの神ヱ



エレミヤ書523

ホバいまかくいふ汝ら何なれば大なる惡をなして

己の靈魂を害しユダの中より汝らの男と女と孩童

と乳哺子を絕て一人も遺らざらしめんとするや 8

何なれば汝ら其手の行爲をもて我を怒らせ汝らが

往て住ふところのエジプトの地に於て他の神に香

を焚きて己の身を滅し地の萬國の中に呪詛となり

凌辱とならんとするや 9ユダの地とヱルサレムの

街にて行ひし汝らの先祖等の惡ユダの王等の惡其

妻等の惡および汝らの身の惡汝らの妻等の惡を汝

ら忘れしや 10彼らは今日にいたるまで悔いずま

た畏れず汝らと汝らの先祖等の前に立たる我律法

とわが典例に循ひて行まざるなり 11是故に萬軍

のヱホバ、イスラエルの神かくいふ視よわれ面を

汝らにむけて災を降しユダの人衆を悉く絕ん 12

又われエジプトの地にすまんとてその面をこれに

むけて往しところの彼ユダの遺れる者を取らん彼

らは皆滅されてエジプトの地に仆れん彼らは劍と

饑饉に滅され微者も大者も劍と饑饉によりて死べ

し而して呪詛となり詫異となり罵詈となり凌辱と

ならん 13われヱルサレムを罰せし如く劍と饑饉

と疫病をもてエジプトに住る者を罰すべし 14是

をもてエジプトの地に往て彼處に住るところのユ

ダの遺れる者の中に一人も逃れまたは遺りてその

心にしたひて歸り住はんとねがふところのユダの

地に歸るもの無るべし逃るる者の外には歸る者無

るべし 15是に於てその妻が香を他の神に焚しこ

とを知れる人々および其處に立てる婦人等の大な

る群衆並にエジプトの地のパテロスに住るところ

の民ヱレミヤに答へて云けるは 16汝がヱホバの

名をもてわれらに述し言は我ら聽かじ 17我らは

必ず我らの口より出る言を行ひ我らが素なせし如

く香を天后に焚きまた酒をその前に灌ぐべし即ち

ユダの諸邑とヱルサレムの街にて我らと我らの先

祖等および我らの王等と我らの牧伯等の行ひし如

くせん當時われらは糧に飽き福をえて災に遇ざり

し 18我ら天后に香を焚くことを止め酒をその前

に灌がずなりし時より諸の物に乏しくなり劍と饑

饉に滅されたり 19我らが天后に香を焚き酒をそ

の前に灌ぐに方りて之に象りてパンを製り酒を灌

ぎしは我らの夫等の許せし事にあらずや 20ヱレ

ミヤ即ち男女の諸の人衆および此言をもて答へた

る諸の民にいひけるは 21ユダの諸邑とヱルサレ

ムの街にて汝らと汝らの先祖等および汝等の王等

と汝らの牧伯等および其地の民の香を焚しことは

ヱホバ之を憶えまた心に思ひたまふにあらずや 22

ヱホバは汝らの惡き爲のため汝らの憎むべき行の

爲に再び忍ぶことをえせざりきこの故に汝らの地

は今日のごとく荒地となり詫異となり呪詛となり

住む人なき地となれり 23汝ら香を焚きヱホバに

罪を犯しヱホバの聲に聽したがはずその律法と憲

法と證詞に循ひて行まざりしに由て今日のごとく

此災汝らにおよべり 24ヱレミヤまたすべての民

と婦等にいひけるはエジプトの地に居るユダの子

孫よヱホバの言をきけ 25萬軍のヱホバ、イスラ

エルの神かくいひたまふ汝らと汝らの妻等は口を

もていひ手をもて成し我ら香を天后に焚き酒を灌

ぎて立しところの誓を必ず成就んといふ汝ら必ず

誓をたてかならず其誓を成就んとす 26この故に

エジプトの地に住るユダの人々よヱホバの言をき

けヱホバいひたまふわれ我大なる名を指て誓ふエ

ジプトの全地にユダの人々一人もその口に主ヱホ

バは活くといひて再び我名を稱ふることなきにい

たらん 27視よわれ彼らをうかがはん是福をあた

ふる爲にあらず禍をくださん爲なりエジプトの地

に居るユダの人々は劍と饑饉に滅びて絕るにいた

らん 28然ど劍を逃るる僅少の者はエジプトの地

を出てユダの地に歸らん又エジプトの地にゆきて

彼處に寄寓れるユダの遺れる者はその立ところの

言は我のなるか彼らのなるかを知るにいたるべし

29ヱホバいひ給ふわがこの處にて汝らを罰する兆

は是なり我かくして我汝らに禍をくださんといひ

し言の必ず立ことを知しめん 30すなはちヱホバ

かくいひたまふ視よわれユダの王ゼデキヤを其生

命を索むる敵なるバビロンの王ネブカデネザルの

手に付せしが如くエジプトの王パロホフラを其敵

の手その生命を索むる者の手に付さん

45ユダの王ヨシヤの子ヱホヤキムの四年ネリヤ
の子バルクが此等の言をヱレミヤの口にした

がひて書に錄せしとき預言者ヱレミヤこれに語り

ていひけるは 2バルクよイスラエルの神ヱホバ汝

にかくいひ給ふ 3汝曾ていへり嗚呼我は禍なるか

なヱホバ我憂に悲を加へたまへり我は歎きて疲れ

安きをえずと 4汝かく彼に語れヱホバかくいひた

まふ視よわれ我建しところの者を毀ち我植しとこ

ろの者を拔ん是この全地なり 5汝己れの爲に大な

る事を求むるかこれを求むる勿れ視よわれ災をす

べての民に降さん然ど汝の生命は我汝のゆかん諸



エレミヤ書 524

の處にて汝の掠物とならしめんとヱホバいひたま

ふ

46茲にヱホバの言預言者ヱレミヤに臨みて諸國
の事を論ふ 2先エジプトの事すなはちユフラ

テ河の邊なるカルケミシの近傍にをるところのエ

ジプト王パロネコの軍勢の事を論ふ是はユダの王

ヨシヤの子ヱホヤキムの四年にバビロンの王ネブ

カデネザルが撃やぶりし者なり其言にいはく 3汝

ら大楯小干を備へて進み戰へ 4馬を車に繋ぎ馬に

乗り盔を被りて立て戈を磨き甲を着よ 5われ見る

に彼らは懼れて退きその勇士は打敗られ狼狽遁て

後をかへりみず是何故ぞや畏懼かれらのまはりに

ありとヱホバいひたまふ 6快足なる者も逃えず強

者も遁れえず皆北の方にてユフラテ河の旁に蹶き

仆れん 7かのナイルのごとくに湧あがり河のごと

くに其水さかまく者は誰ぞや 8エジプトはナイル

の如くに湧あがりその水は河の如くに逆まくなり

而していふ我上りて地を蔽ひ邑とその中に住る者

とを滅さん 9汝等馬に乗り車を驅馳らせよ勇士よ

盾を執るエテオピア人プテ人および弓を張り挽く

ルデ人よ進みいづべし 10此は主なる萬軍のヱホ

バの復仇の日即ちその敵に仇を復し給ふ日なり劍

は食ひて飽きその血に醉はん主なる萬軍のヱホバ

北の地にてユフラテ河の旁に宰ることをなし給へ

ばなり 11處女よエジプトの女よギレアデに上り

て乳香を取れ汝多くの藥を用ふるも益なし汝は愈

ざるべし 12汝の恥辱は國々にきこえん汝の號泣

は地に滿てり勇士は勇士にうち觸てともに仆る 13

バビロンの王ネブカデネザルが來りてエジプトの

地を撃んとする事につきてヱホバの預言者ヱレミ

ヤに告たまひし言 14汝らエジプトに宣べミグド

ルに示し又ノフ、タパネスに示しいふべし汝ら堅

く立ちて自ら備よ劍なんぢの四周を食ひたれば

なり 15汝の力ある者いかにして拂ひ除かれしや

その立ざるはヱホバこれを仆したまふに由るなり

16彼多の者を蹶かせたまふ人其友の上に仆れかさ

なり而していふ起よ我ら滅すところの劍を避けて

わが國にかへり故土にいたらんと 17人彼處に叫

びてエジプトの王パロは滅されたり彼は機會を失

へりといふ 18萬軍のヱホバと名りたまふところ

の王いひたまふ我は活く彼は山々の中のタボルの

ごとく海の旁のカルメルのごとくに來らん 19エ

ジプトに住る女よ汝移轉の器皿を備へよそはノフ

は荒蕪となり燒れて住む人なきにいたるべければ

なり 20エジプトは至美しき牝の犢のごとし蜚虻

きたり北の方より來る 21また其中の傭人は肥た

る犢のごとし彼ら轉向てともに逃げ立ことをせず

是その滅さるる日いたり其罰せらるる時來りたれ

ばなり 22彼は蛇の如く聲をいだす彼ら軍勢を率

ゐて來り樵夫の如く斧をもて之にのぞめり 23ヱ

ホバいひ給ふ彼らは探りえざるに由りて彼の林を

砍仆せり彼等は蝗蟲よりも多して數へがたし 24

エジプトの女は辱められ北の民の手に付されん 25

萬軍のヱホバ、イスラエルの神いひ給ふ視よわれ

ノフのアモンとパロとエジプトとその諸神とその

王等すなはちパロとかれを賴むものとを罰せん 26

われ彼らを其生命を索むる者の手とバビロンの王

ネブカデネザルの手とその臣僕の手に付すべしそ

の後この地は昔のごとく人の住むところとならん

とヱホバいひたまふ 27我僕ヤコブよ怖るる勿れ

イスラエルよ驚く勿れ視よわれ汝を遠方より救ひ

きたり汝の子孫をその擄移されたる地より救ひと

るべしヤコブは歸りて平安と寧靜をえん彼を畏れ

しむる者なかるべし 28ヱホバいひたまふ我僕ヤ

コブよ汝怖るる勿れ我汝と偕にあればなり我汝を

逐やりし國々を悉く滅すべけれど汝をば悉くは滅

さじわれ道をもて汝を懲し汝を全くは罪なき者と

せざるべし

47パロがガザを撃ざりし先にペリシテ人の事に
つきて預言者ヱレミヤに臨みしヱホバの言 2

ヱホバかくいひたまふ視よ水北より起り溢れなが

れて此地と其中の諸の物とその邑と其中に住る者

とに溢れかかるべしその時人衆は叫びこの地に住

る者は皆哭くべし 3その逞しき馬の蹄の蹴たつる

音のため其車の響のため其輪の轟のために父は手

弱りて己の子女を顧みざるなり 4是ペリシテ人を

滅しつくしツロとシドンにのこりて助力をなす者

を悉く絕す日來ればなりヱホバ、カフトルの地に

遺れるペリシテ人を滅したまふべし 5ガザには髮

を剃るの事はじまるアシケロンと其剩餘の平地は

滅ぼさる汝いつまで身に傷くるや 6ヱホバの劍よ

汝いつまで息まざるや汝の鞘に歸りて息み靜まれ

7ヱホバこれに命じたるなればいかで息むことを

えんやアシケロンと海邊を攻ることを定めたまへ

り

48萬軍のヱホバ、イスラエルの神モアブの事に
つきてかくいひたまふ嗚呼ネボは禍なるかな

是滅されたりキリヤタイムは辱められて取られミ
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スガブは辱められて毀たる 2モアブの榮譽は失さ

りぬヘシボンにて人衆モアブの害を謀り去來之を

絕ちて國をなさざらしめんといふマデメンよ汝は

滅されん劍汝を追はん 3ホロナイムより號咷の聲

きこゆ毀敗と大なる滅亡あり 4モアブ滅されてそ

の嬰孩等の號咷聞ゆ 5彼らは哭き哭きてルヒテの

坂を登る敵はホロナイムの下り路にて滅亡の號咷

をきけり 6逃て汝らの生命を救へ曠野に棄られた

る者の如くなれ 7汝は汝の工作と財寶を賴むによ

りて汝も執へられん又ケモシは其祭司およびその

牧伯等と偕に擄へうつさるべし 8殘害者諸の邑に

來らん一の邑も免れざるべし谷は滅され平地は荒

されんヱホバのいひたまひしがごとし 9翼をモア

ブに予へて飛さらしむ其諸邑は荒て住者なからん

10ヱホバの事を行ふて怠る者は詛はれ又その劍を

おさへて血を流さざる者は詛はる 11モアブはそ

の幼時より安然にして酒の其滓のうへにとざまり

て此器よりかの器に斟うつされざるが如くなりき

彼擄うつされざりしに由て其味尚存ちその香氣變

らざるなり 12ヱホバいひたまふ此故にわがこれ

を傾くる者を遣はす日來らん彼らすなはち之を傾

け其器をあけ其罇を碎くべし 13モアブはケモシ

のために羞をとらん是イスラエルの家がその恃め

るところのベテルのために羞をとりしが如くなる

べし 14汝ら何ぞ我らは勇士なり強き軍人なりと

いふや 15モアブはほろぼされその諸邑は騰りそ

の選擇の壯者は下りて殺さる萬軍のヱホバと名る

王これをいひ給ふ 16モアブの滅亡近けりその禍

速に來る 17凡そ其四周にある者よ彼のために歎

けその名を知る者よ強き竿美しき杖いかにして折

しやといへ 18デボンに住る女よ榮をはなれて下

り燥ける地に坐せよモアブを敗る者汝にきたりて

汝の城を滅さん 19アロエルに住る婦よ道の側に

たちて闥ひ逃きたる者と脱れいたる者に事いかん

と問へ 20モアブは敗られて羞をとる汝ら呼はり

咷びモアブは滅されたりとアルノンに告よ 21鞫

災平地に臨みホロン、ヤハヅ、メパアテ 22デボ

ン、ネボ、ベテデブラタイム 23キリヤタイム、

ベテガムル、ベテメオン 24ケリオテ、ボズラ、

モアブの地の諸邑の遠き者にも近き者にも臨めり

25モアブの角は碎け其臂は折たりとヱホバいひた

まふ 26汝らモアブを醉はしめよ彼ヱホバにむか

ひて驕傲ればなりモアブは其吐たる物に轉びて笑

柄とならん 27イスラエルは汝の笑柄にあらざり

しや彼盜人の中にありしや汝彼の事を語るごとに

首を搖たり 28モアブに住る者よ汝ら邑を離れて

磐の間にすめ穴の口の側に巢を作る斑鳩の如くせ

よ 29われらモアブの驕傲をきけり其驕傲は甚だ

し即ち其驕慢矜高驕誇およびその心の自ら高くす

るを聞り 30ヱホバいひたまふ我モアブの驕傲と

その言の虛きとを知る彼らは僞を行ふなり 31こ

の故に我モアブの爲に咷びモアブの全地の爲に呼

はるキルハレスの人々の爲に嗟歎あり 32シブマ

の葡萄の樹よわれヤゼルの哭泣にこえて汝の爲に

なげくべし汝の蔓は海を踰え延てヤゼルの海にま

でいたる掠奪者來りて汝の果と葡萄をとらん 33

欣喜と歡樂園とモアブの地をはなれ去る我酒醡に

酒無からしめん呼はりて葡萄を踐もの無るべし其

喚呼は葡萄をふむ喚呼にあらざらん 34ヘシボン

よりエレアレとヤハヅにいたりゾアルよりホロナ

イムとエグラテシリシヤにいたるまで人聲を揚ぐ

そはニムリムの水までも絕たればなり 35ヱホバ

いひたまふ我祭物を崇邱に献げ香をその諸神に焚

くところの者をモアブの中に滅さんと 36この故

に我心はモアブの爲に簫のごとく歎き我心はキル

ハレスの人衆のために蕭のごとく歎く是其獲たる

ところの財うせたればなり 37人みなその髮を剃

り皆その鬚をそり皆その手に傷け腰に麻布をまと

はん 38モアブにては家蓋の上と街のうちに遍く

悲哀ありそはわれ心に適ざる器のごとくにモアブ

を碎きたればなりとヱホバいひたまふ 39嗚呼モ

アブはほろびたり彼らは咷ぶ嗚呼モアブは羞て面

を背けたりモアブはその四周の者の笑柄となり恐

懼となれり 40ヱホバかくいひたまふ視よ敵鷲の

ごとくに飛來りて翼をモアブのうへに舒ん 41ケ

リオテは取られ城はみな奪はるその日にはモアブ

の勇士の心子を產む婦のごとくになるべし 42モ

アブはヱホバにむかひて傲りしゆゑに滅ぼされて

再び國を成ざるべし 43ヱホバいひたまふモアブ

にすめる者よ恐怖と陷阱と罟汝に臨めり 44恐怖

をさけて逃るものは陷阱におちいり陷阱より出る

ものは罟にとらへられん其はわれモアブにその罰

をうくべき年をのぞましむればなりヱホバこれを

いふ 45遁逃者は力なくしてヘシボンの蔭に立つ

是は火ヘシボンより出で火焔シホンのうちより出

てモアブの地および喧閙をなす者の首の頂を燒ば

なり 46嗚呼禍なるかなモアブよケモシの民は亡

びたり即ち汝の諸子は擄へうつされ汝の女等は執
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へゆかれたり 47然ど末の日に我モアブの擄移さ

れたる者を返さんとヱホバいひ給ふ此まではモア

ブの鞫をいへる言なり

49アンモン人の事につきてヱホバかくいひたま
ふイスラエルに子なからんや嗣子なからんや

何なれば彼らの王ガドを受嗣ぎ彼の民その邑々に

住や 2ヱホバいひたまふ是故に視よわが戰鬪の號

呼をアンモン人のラバに聞えしむる日いたらんラ

バは荒垤となりその女等は火に焚れんその時イス

ラエルはおのれの嗣者となりし者等の嗣者となる

べしヱホバこれをいひたまふ 3ヘシボンよ咷べア

イは滅びたりラバの女たちよ呼はれ麻布を身にま

とひ嗟て籬のうちに走れマルカムとその祭司およ

びその牧伯等は偕に擄へ移されたり 4汝何なれば

谷の事を誇るや背ける女よ汝の谷は流るるなり汝

財貨に倚賴みていふ誰か我に來らんと 5主なる萬

軍のヱホバいひたまふ視よ我畏懼を汝の四周の者

より汝に來らしめん汝らおのおの逐れて直にすす

まん逃る者を集むる人無るべし 6然ど後にいたり

てわれアンモン人の擄移されたる者を返さんとヱ

ホバいひたまふ 7エドムの事につきて萬軍のヱホ

バかくいひたまふテマンの中には智慧あることな

きにいたりしや明哲者には謀略あらずなりしやそ

の智慧は盡はてしや 8デダンに住る者よ逃よ遁れ

よ深く竄れよ我エサウの滅亡をかれの上にのぞま

せ彼を罰する時をきたらしむべし 9葡萄を斂むる

者もし汝に來らば少許の果をも餘さざらんもし夜

間盜人きたらばその飽まで滅さん 10われエサウ

を裸にし又その隱處を露にせん彼は身を匿すこと

をえざるべしその裔も兄弟も隣舍も滅されん而し

て彼は在ずなるべし 11汝の孤子を遺せわれ之を

生存へしめん汝の嫠は我に倚賴むべし 12ヱホバ

かくいひ給ふ視よ杯を飮べきにあらざる者もこれ

を飮ざるをえざるなれば汝まつたく罰を免るるこ

とをえんや汝は罰を免れじ汝これを飮ざるべから

ず 13ヱホバいひたまふ我おのれを指して誓ふボ

ズラは詫異となり羞辱となり荒地となり呪詛とな

らんその諸邑は永く荒地となるべし 14われヱホ

バより音信をきけり使者遣されて萬國にいたり汝

ら集りて彼に攻めきたり起て戰へよといへり 15

視よわれ汝を萬國の中に小者となし人々の中に藐

めらるる者となせり 16磐の隱場にすみ山の高處

を占る者よ汝の恐ろしき事と汝の心の驕傲汝を欺

けり汝鷹のごとくに巢を高き處に作りたれどもわ

れ其處より汝を取り下さんとヱホバいひたまふ 17

エドムは詫異とならん凡そ其處を過る者は驚きそ

の災害のために笑ふべし 18ヱホバいひたまふソ

ドムとゴモラとその隣の邑々の滅しがごとく其處

に住む人なく其處に宿る人の子なかるべし 19視

よ敵獅子のヨルダンの叢より上るがごとく堅き宅

に攻めきたらんわれ直に彼を其處より逐奔らせわ

が選みたる者をその上に立てん誰か我のごとき者

あらん誰か我爲に時期を定めんや孰の牧者か我前

にたつことをえん 20さればエドムにつきてヱホ

バの謀りたまひし御謀とテマンに住る者につきて

思ひたまひし思をきけ群の弱者はかならず曳ゆか

れん彼かならずかれらの住宅を滅すべし 21その

傾圮の響によりて地は震ふ號咷ありその聲紅海に

きこゆ 22みよ彼鷹のごとくに上り飛びその翼を

ボズラの上に舒べんその日エドムの勇士の心は子

を產む婦の心の如くならん 23ダマスコの事ハマ

テとアルパデは羞づそは凶き音信をきけばなり彼

らは心を喪へり海の上に恐懼あり安き者なし 24

ダマスコは弱り身をめぐらして逃んとす恐懼これ

に及び憂愁と痛劬子を產む婦にあるごとくこれに

およぶ 25頌美ある邑我欣ぶところの邑を何なれ

ば棄さらざるや 26さればその日に壯者は街に仆

れ兵卒は悉く滅されんと萬軍のヱホバいひたまふ

27われ火をダマスコの石垣の上に燃しベネハダデ

の殿舍をことごとく焚くべし 28バビロンの王ネ

ブカデネザルが攻め撃たるケダルとハゾルの諸國

の事につきて／ヱホバかくいひたまふ汝ら起てケ

ダルに上り東の衆人を滅せ 29その幕屋とその羊

の群は彼等これを取りその幕とその諸の器と駱駝

とは彼等これを奪ひとらん人これに向ひ惶懼四方

にありと呼るべし 30ヱホバいひたまふハゾルに

住る者よ逃よ急に走りゆき深き處に居れバビロン

の王ネブカデネザル汝らをせむる謀略を運らし汝

らをせむる術計を設けたればなり 31ヱホバいひ

給ふ汝ら起て穩なる安かに住める民の所に攻め上

れ彼らは門もなく關もなくして獨り居ふなり 32

その駱駝は擄掠とせられその多の畜は奪はれん我

かの毛の角を剪る者を四方に散しその滅亡を八方

より來らせんとヱホバいひたまふ 33ハゾルは山

犬の窟となり何までも荒蕪となりをらん彼處に住

む人なく彼處に宿る人の子なかるべし 34ユダの

王ゼデキヤが位に即し初のころヱホバの言預言者

ヱレミヤに臨みてエラムの事をいふ 35萬軍のヱ
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ホバかくいひたまふ視よわれエラムが權能として

賴むところの弓を折らん 36われ天の四方より四

方の風をエラムに來らせ彼らを四方の風に散さん

エラムより追出さるる者のいたらざる國はなかる

べし 37ヱホバいひたまふわれエラムをしてその

敵の前とその生命を索むるものの前に懼れしめん

我災をくだし我烈しき怒をその上にいたらせんま

たわれ劍をその後につかはしてこれを滅し盡すべ

し 38われ我位をエラムに居ゑ王と牧伯等を其處

より滅したたんとヱホバいひたまふ 39然ど末の

日にいたりてわれエラムの擄移されたる者を返す

べしとヱホバいひたまふ

50ヱホバ預言者ヱレミヤによりてバビロンとカ
ルデヤ人の地のことを語り給ひし言 2汝ら國

々の中に告げまた宣示せ纛を樹よ隱すことなく宣

示して言へバビロンは取られベルは辱められメロ

ダクは碎かれ其像は辱められ其木像は碎かると 3

そは北の方より一の國人きたりて之を攻めその地

を荒して其處に住む者無らしむればなり人も畜も

皆逃去れり 4ヱホバいひたまふその日その時イス

ラエルの子孫かへり來らん彼らと偕にユダの子孫

かへり來るべし彼らは哭きつつ行てその神ヱホバ

に請求むべし 5彼ら面をシオンに向てその路を問

ひ來れ我らは永遠わするることなき契約をもてヱ

ホバにつらならんといふべし 6我民は迷へる羊の

群なりその牧者之をいざなひて山にふみ迷はしめ

たれば山より岡とゆきめぐりて其休息所を忘れた

り 7之に遇ふもの皆之を食ふその敵いへり我らは

罪なし彼らヱホバすなはち義きの在所その先祖の

望みしところなるヱホバに罪を犯したるなり 8汝

らバビロンのうちより逃よカルデヤ人の地より出

よ群の前にゆくところの牡山羊のごとくせよ 9視

よわれ大なる國々より人を起しあつめて北の地よ

りバビロンに攻め來らしめん彼ら之にむかひて備

をたてん是すなはち取るべし彼らの矢は空しく返

らざる狡き勇士の矢のごとくなるべし 10カルデ

ヤは人に掠められん之を掠むる者は皆飽ことをえ

んとヱホバ曰たまふ 11我產業を掠る者よ汝らは

喜び樂み穀物を碾す犢のごとくに躍り牡馬のごと

く嘶けども 12汝らの母は痛く辱められん汝らを

生しものは恥べし視よ國々の中の終末の者荒野と

なり燥ける地となり沙漠とならん 13ヱホバの怒

りの爲に之に住む者なくして悉く荒地となるべし

バビロンを過る者は皆その禍に驚き且嗤はん 14

凡そ弓を張る者よバビロンの四周に備をなして攻

め矢を惜まずして之を射よそは彼ヱホバに罪を犯

したればなり 15その四周に喊き叫びて攻めかか

れ是手を伸ぶその城堞は倒れその石垣は崩る是ヱ

ホバ仇を復したまふなり汝らこれに仇を復せ是の

行ひしごとく是に行へ 16播種者および穡收時に

鎌を執る者をバビロンに絕せその滅すところの劍

を怖れて人おのおの其民に歸り各その故土に逃べ

し 17イスラエルは散されたる羊にして獅子之を

追ふ初にアツスリヤの王之を食ひ後にこのバビロ

ンの王ネブカデネザルその骨を碎けり 18この故

に萬軍のヱホバ、イスラエルの神かくいひたまふ

視よわれアツスリヤの王を罰せしごとくバビロン

の王とその地を罰せん 19われイスラエルを再び

その牧場に歸さん彼カルメルとバシヤンの上に草

をくらはんまたエフライムとギレアデの山にてそ

の心を飽すべし 20ヱホバいひたまふ其日その時

にはイスラエルの愆を尋るも有らず又ユダの罪を

尋るも遇じそはわれ我存せしところの者を赦すべ

ければなり 21ヱホバいひたまふ汝ら上りて悖れ

る國罰を受べき民を攻めその後より之を荒し全く

これを滅せ我汝らに命ぜしごとく行ふべし 22そ

の地に戰鬪の咷と大なる敗壤あり 23嗚呼全地を

摧きし鎚折れ碎くるかな嗚呼バビロン國々の中に

荒地となるかな 24バビロンよわれ汝をとるため

に罟を置けり汝は擒へらるれども知ず汝ヱホバに

敵せしにより尋られて獲へらるるなり 25ヱホバ

庫を啓きてその怒りの武器をいだしたまふ是主な

る萬軍のヱホバ、カルデヤ人の地に事をなさんと

したまへばなり 26汝ら終の者にいたるまで來り

てこれを攻めその庫を啓き之を積て塵垤のごとく

せよ盡くこれを滅ぼして其處に遺る者なからしめ

よ 27その牡牛を悉く殺せこれを屠場にくだらし

めよ其等は禍なるかな其日その罰を受べき時來れ

り 28バビロンの地より逃げて遁れ來し者の聲あ

りて我らの神ヱホバの仇復その殿の仇復をシオン

に宣ぶ 29射者をバビロンに召集めよ凡そ弓を張

る者よその四周に陣どりて之を攻め何人をも逃す

勿れその作爲に循ひて之に報いそのすべて行ひし

如くこれに行へそは彼イスラエルの聖者なるヱホ

バにむかひて驕りたればなり 30是故にその日壯

者は衢に踣れその兵卒は悉く絕されんとヱホバい

ひたまふ 31主なる萬軍のヱホバいひたまふ驕傲

者よ視よわれ汝の敵となる汝の日わが汝を罰する
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時きたれり 32驕傲者は蹶きて仆れん之を扶け起

す者なかるべしわれ火をその諸邑に燃しその四周

の者を燒盡さん 33萬軍のヱホバかくいひたまふ

イスラエルの民とユダの民は偕に虐げらる彼らを

擄にせし者は皆固くこれを守りて釋たざるなり 34

彼らを贖ふ者は強しその名は萬軍のヱホバなり彼

必ずその訴を理してこの地に安を與へバビロンに

住る者を戰慄しめ給はん 35ヱホバいひたまふカ

ルデヤ人の上バビロンに住る者の上およびその牧

伯等とその智者等の上に劍あり 36劍僞る者の上

にあり彼ら愚なる者とならん劍その勇士の上にあ

り彼ら懼れん 37劍その馬の上にあり其車の上に

あり又その中にあるすべての援兵の上にあり彼ら

婦女のごとくにならん劍その寶の上にあり是掠め

らるべし 38旱その水の上にあり是涸かん斯は偶

像の地にして人々偶像に迷へばなり 39是故に野

の獸彼處に山犬と偕に居り鴕鳥も彼處に棲べし何

時までも其地に住む人なく世々ここに住む人なか

るべし 40ヱホバいひたまふ神のソドム、ゴモラ

とその近隣の邑々を滅せしごとく彼處に住む人な

く彼處に宿る人の子なかるべし 41視よ北の方よ

り民きたるあらん大なる國の人とおほくの王たち

地の極より起らん 42彼らは弓と槍をとる情なく

矜恤なしその聲は海のごとくに鳴るバビロンの女

よ彼らは馬に乗り戰士のごとくに備へて汝を攻ん

43バビロンの王その風聲をききしかば其手弱り苦

痛と子を產む婦の如き劬勞彼に迫る 44視よ敵獅

子のヨルダンの叢より上るが如く堅き宅に攻めき

たらんわれ直に彼等を其處より逐奔らせわが選み

たる者をその上に立ん誰か我のごとき者あらんや

誰かわが爲に時期を定めんや何の牧者か我前に立

ことをえん 45さればバビロンにつきてヱホバの

謀りたまひし御謀とカルデヤ人の地につきて思ひ

たまひし思想をきけ群の弱者必ず曳ゆかれん彼必

ずかれらの住居を滅すべし 46バビロンは取れた

りとの聲によりて地震へその號咷國々の中に聞

ゆ

51ヱホバかくいひたまふ視よわれ滅すところの
風を起してバビロンを攻め我に悖る者の中に

住む者を攻べし 2われ簸者をバビロンに遣さん彼

らこれを簸てその地を空くせん彼らすなはちその

禍の日にこれを四方より攻むべし 3弓を張る者に

向ひまた鎧を被て立あがる者に向ひて射者の者其

弓を張らん汝らその壯者を憫れまず其軍勢を悉く

滅すべし 4然ば殺さるる者カルデヤ人の地に踣れ

刺るる者その街に踣れん 5イスラエルとユダはそ

の神萬軍のヱホバに棄てられず彼らの地にはイス

ラエルの至聖者にむかひて犯せるところの罪充つ

6汝らバビロンのうちより逃げいでておのおの其

生命をすくへ其の罪のために滅さるる勿れ今はヱ

ホバの仇をかへしたまふ時なれば報をそれになし

たまふなり 7バビロンは金の杯にしてヱホバの手

にあり諸の地を醉せたり國々その酒を飮めり是を

もて國々狂へり 8バビロンは忽ち踣れて壞る之が

ために哭けその傷のために乳香をとれ是或は愈ん

9われらバビロンを醫さんとすれども愈ず我らこ

れをすてて各その國に歸るべしそはその罰天にお

よび雲にいたればなり 10ヱホバわれらの義をあ

らはしたまふ來れシオンに於て我らの神ヱホバの

作爲をのべん 11矢を磨ぎ楯を取れヱホバ、メデ

ア人の王等の心を激發したまふヱホバ、バビロン

をせめんと謀り之を滅さんとしたまふ是ヱホバの

復仇その殿の復仇たるなり 12バビロンの石垣に

向ひて纛を樹て圍を堅くし番兵を設け伏兵をそな

へよ蓋ヱホバ、バビロンに住める者をせめんとて

謀りその言しごとく行ひたまへばなり 13おほく

の水の傍に住み多くの財寶をもてる者よ汝の終汝

の貧婪の限來れり 14萬軍のヱホバおのれを指し

て誓ひいひ給ふ我まことに人を蝗のごとくに汝の

中に充さん彼ら汝に向ひて鯨波の聲を揚ぐべし 15

ヱホバその能力をもて地をつくり其知慧をもて世

界を建てその明哲をもて天を舒たまへり 16彼聲

を發したまふ時は天に衆の水いづかれ雲を地の極

より起らしめ電光と雨をおこし風をその庫よりい

だしたまふ 17すべての人は獸のごとくにして智

慧なし諸の鑄物師はその作りし像のために辱を取

る其鑄るところの像は僞の者にしてその中に靈な

し 18其等は空しき者にして迷妄の工作なりわが

臨むとき其等は滅べし 19ヤコブの分は此の如く

ならず彼は萬物およびその產業の族の造化主なり

その名は萬軍のヱホバといふ 20汝はわが鎚にし

て戰の器具なりわれ汝をもて諸の邦を碎き汝をも

て萬國を滅さん 21われ汝をもて馬とその騎る者

を摧き汝をもて車とその御する者を碎かん 22わ

れ汝をもて男と女をくだき汝をもて老たる者と幼

き者をくだき汝をもて壯者と童女をくだくべし 23

われ汝をもて牧者とその群をくだき汝をもて農夫

とその軛を負ふ牛をくだき汝をもて方伯等と督宰
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等をくだかん 24汝らの目の前にて我バビロンと

カルデヤに住るすべての者がシオンになせし諸の

惡きことに報いんとヱホバいひたまふ 25ヱホバ

言ひたまはく全地を滅したる滅す山よ視よわれ汝

の敵となるわれ手を汝の上に伸て汝を巖より轉ば

し汝を焚山となすべし 26ヱホバいひたまふ人汝

より石を取て隅石となすことあらじ亦汝より石を

取りて基礎となすことあらじ汝はいつまでも荒地

となりをらん 27纛を地に樹て箛を國々の中に吹

き國々の民をあつめて之を攻めアララテ、ミンニ

、アシケナズの諸國を招きて之を攻め軍長をたて

て之を攻め恐しき蝗のごとくに馬をすすめよ 28

國々の民をあつめて之を攻めメデア人の王等とそ

の方伯等とその督宰等およびそのすべての領地の

人をあつめて之を攻めよ 29地は震ひ搖かんそは

ヱホバその意旨をバビロンになしバビロンの地を

して住む人なき荒地とならしめたまふべければな

り 30バビロンの勇者は戰をやめて其城にこもり

その力失せて婦のごとくにならん其宅は燒けその

門閂は折れん 31馹は趨て馹にあひ使者は趨て使

者にあひバビロンの王につげて邑は盡く取られ 32

渡口は取られ沼は燒れ兵卒は怖るといはん 33萬

軍のヱホバ、イスラエルの神かくいひたまふバビ

ロンの女は禾場のごとしその踏るる時きたれり暫

くありてその苅るる時いたらん 34バビロンの王

ネブカデネザル我を食ひ我を滅し我を空き器のご

とくなし龍の如くに我を呑みわが珍饈をもて其腹

を充し我を逐出せり 35シオンに住る者いはんわ

がうけし虐遇と我肉はバビロンにかかるべしヱル

サレムいはん我血はカルデヤに住める者にかかる

べしと 36さればヱホバかくいひたまふ視よわれ

汝の訟を理し汝の爲に仇を復さん我その海を涸か

し其泉を乾かすべし 37バビロンは頽壘となり山

犬の巢窟となり詫異となり嗤笑となり人なき所と

ならん 38彼らは獅子のごとく共に吼え小獅のご

とくに吼ゆ 39彼らの慾の燃る時にわれ筵を設け

てかれらを醉せ彼らをして喜ばしめながき寢にい

りて目を醒すことなからしめんとヱホバいひたま

ふ 40われ屠る羔羊のごとく又牡羊と牡山羊のご

とくにかれらをくだらしめん 41セシヤクいかに

して取られしや全地の人の頌美者いかにして執へ

られしや國々の中にバビロンいかにして詫異とな

りしや 42海バビロンに溢れかかりその多くの波

濤これを覆ふ 43その諸邑は荒れて燥ける地とな

り沙漠となり住む人なき地とならん人の子そこを

過ることあらじ 44われベルをバビロンに罰しそ

の呑みたる者を口より取出さん國々はまた川の如

くに彼に來らじバビロンの石垣踣れん 45我民よ

汝らその中よりいで各ヱホバの烈しき怒をまぬか

れてその命を救へ 46汝ら心を弱くする勿れ此地

にてきく所の浮言によりて畏るる勿れ浮言は此年

も來り次の年も亦きたらん此地に强暴あり宰者と

宰者とあひ攻むることあらん 47故に視よ我バビ

ロンの偶像を罰する日來らんその全地は辱められ

其殺さるる者は悉くその中に踣れん 48然して天

と地とその中にあるところのすべての者はバビロ

ンの事の爲に歡び歌はんそは敗壞者北の方より此

處に來ればなりヱホバこれをいひたまふ 49バビ

ロンがイスラエルの殺さるる者を踣せし如く全地

の殺さるる者バビロンに踣るべし 50劍を逃るる

者よ往け止る勿れ遠方よりヱホバを憶えヱルサレ

ムを汝らの心に置くべし 51罵言をきくによりて

我ら羞づ異邦人ヱホバの室の聖處にいるによりて

我らの面には羞恥盈つ 52この故にヱホバいひた

まふ視よわがその偶像を罰する日いたらん傷けら

れたる者はその全國に呻吟べし 53たとひバビロ

ン天に昇るとも其城を高くして堅むるとも敗壞者

我よりいでて彼らにいたらんとヱホバいひたまふ

54バビロンに號咷の聲ありカルデヤ人の地に大な

る敗壞あり 55ヱホバ、バビロンをほろぼし其中

に大なる聲を絕したまふ其波濤は巨水のごとくに

鳴りその聲は響わたる 56破滅者これに臨みバビ

ロンにいたる其勇士は執へられ其弓は折らるヱホ

バは施報をなす神なればかならず報いたまふなり

57われその牧伯等と博士等と督宰等と勇士とを醉

せん彼らは永き寢にいりて目を醒すことあらじ萬

軍のヱホバと名くる王これをいひ給ふ 58萬軍の

ヱホバかくいひたまふバビロンの闊き石垣は悉く

毀たれその高き門は火に焚れん斯民の勞苦は徒と

なるべし民は火のために憊れん 59これマアセヤ

の子なるネリヤの子セラヤがユダの王ゼデキヤと

ともに其治世の四年にバビロンに往くときにあた

りて豫言者ヱレミヤがこれに命ぜし言なりこのセ

ラヤは侍從の長なり 60ヱレミヤ、バビロンにの

ぞまんとする諸の災を書にしるせり是即ちバビロ

ンの事につきて錄せる此すべての言なり 61ヱレ

ミヤ、セラヤにいひけるは汝バビロンに往しとき

愼みてこの諸の言を讀め 62而して汝いふべしヱ
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ホバよ汝はこの處を滅し人と畜をいはず凡て此處

に住む者なからしめて窮なくこれを荒地となさん

と此處にむかひていひたまへり 63汝この書を讀

畢りしとき之に石をむすびつけてユフラテの中に

投いれよ 64而していふべしバビロンは我これに

災菑をくだすによりて是しづみて復おこらざるべ

し彼らは絕はてんと／此まではヱレミヤの言な

り

52ゼデキヤは位に即きしとき二十一歳なりしが
ヱルサレムに於て十一年世ををさめたりその

母の名はハムタルといひてリブナのヱレミヤの女

なり 2ゼデキヤはヱホヤキムが凡てなしたる如く

ヱホバの目の前に惡をなせり 3すなはちヱホバ、

ヱルサレムとユダとを怒りて之をその前より棄て

はなちたまふ／是に於てゼデキヤ、バビロンの王

に叛けり 4ゼデキヤの世の九年十月十日にバビロ

ンの王ネブカデネザルその軍勢をひきゐてヱルサ

レムに攻めきたり之に向ひて陣をはり四周に戌樓

を建て之を攻めたり 5かくこの邑攻圍まれてゼデ

キヤ王の十一年にまでおよびしが 6その四月九日

にいたりて城邑のうち饑ること甚だしくなり其地

の民食物をえざりき 7是をもて城邑つひに打破ら

れたれば兵卒は皆逃て夜の中に王の園の邊なる二

個の石垣の間の門より城邑をぬけいで平地の途に

循ひておちゆけり時にカルデヤ人は城邑を圍みを

る 8茲にカルデヤ人の軍勢王を追ひゆきヱリコの

平地にてゼデキヤに追付けるにその軍勢みな彼を

離れて散りしかば 9カルデヤ人王を執へて之をハ

マテの地のリブラにをるバビロンの王の所に曳き

ゆきければ王彼の罪をさだめたり 10バビロンの

王すなはちゼデキヤの子等をその目の前に殺さし

めユダの牧伯等を悉くリブラに殺さしめ 11また

ゼデキヤの目を抉さしめたり斯てバビロンの王か

れを銅索に繋ぎてバビロンに携へゆきその死る日

まで獄に置けり 12バビロン王ネブカデネザルの

世の十九年の五月十日バビロンの王の前につかふ

る侍衞の長ネブザラダン、ヱルサレムにきたり 13

ヱホバの室と王の室を燒き火をもてヱルサレムの

すべての室と大なる諸の室を燒けり 14また侍衞

の長と偕にありしカルデヤ人の軍勢ヱルサレムの

四周の石垣を悉く毀てり 15侍衞の長ネブザラダ

ンすなはち民のうちの貧乏者城邑の中に餘れる者

およびバビロンの王に降りし人と民の餘れる者を

擄へ移せり 16但し侍衞の長ネブザラダンその地

のある貧者を遺して葡萄を耕る者となし農夫とな

せり 17カルデヤ人またヱホバの室の銅の柱と洗

盥の臺と銅の海を碎きてその銅を悉くバビロンに

運び 18また鍋と火鑪と燭剪と鉢と匙およびすべ

て用ふるところの銅器を取れり 19侍衞の長もま

た洗盥と火盤と鉢と鍋と燭臺と匙と斝など凡て金

銀にて作れる者を取り 20またソロモン王がヱホ

バの室に造りしところの二つの柱と一の海と臺の

下なる十二の銅の牛を取れりこのもろもろの銅の

重は稱る可らず 21この柱は高さ十八キユビトな

り又紐をもてその周圍を測るに十二キユビトあり

指四本の厚にして空なり 22その上に銅の頂あり

その頂の高さは五キユビトその周圍は銅の網子と

石榴にて飾れり他の柱とその石榴も之におなじ 23

その四方に九十六の石榴あり網子の上なるすべて

の石榴の數は百なり 24侍衞の長は祭司の長セラ

ヤと第二の祭司ゼパニヤと三人の門守を執へ 25

また兵卒を督る一人の寺人と王の前にはべるもの

のうち城邑にて遇しところの者七人とその地の民

を募る軍勢の長なる書記と城邑の中にて遇しとこ

ろの六十人の者を邑よりとらへされり 26侍衞の

長ネブザラダンこれらを執へてリブラに居るバビ

ロンの王の許にいたれり 27バビロンの王ハマテ

の地のリブラにこれを撃ち殺せりかくユダはおの

れの地よりとらへ移されたり 28ネブカデネザル

がとらへ移せし民は左の如し第七年にユダ人三千

二十三人 29またネブカデネザルその十八年にヱ

ルサレムより八百三十二人をとらへ移せり 30ネ

ブカデネザルの二十三年に侍衞の長ネブザラダン

、ユダ人七百四十五人をとらへ移したり其總ての

數は四千六百人なりき 31ユダの王ヱホヤキンが

とらへ移されたる後三十七年の十二月二十五日バ

ビロンの王エビルメロダクその治世の一年にユダ

の王ヱホヤキンを獄よりいだしてその首をあげし

め 32善言をもて彼を慰めその位をバビロンに偕

に居るところの王等の位よりもたかくし 33其獄

の衣服を易へしむヱホヤキンは一生の間つねに王

の前に食せり 34かれ其死る日まで一生の間たえ

ず日々の分をバビロンの王よりたまはりて其食物

となせり
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哀歌

1ああ哀しいかな古昔は人のみちみちたりし此
都邑いまは凄しき樣にて坐し寡婦のごとくに

なれり嗟もろもろの民の中にて大いなりし者も

ろもろの州の中に女王たりし者いまはかへつて

貢をいるる者となりぬ 2彼よもすがら痛く泣きか

なしみて涙面にながるその戀人の中にはこれを

慰むる者ひとりだに無くその朋これに背きてそ

の仇となれり 3ユダは艱難の故によりまた大いな

る苦役のゆゑによりて擄はれゆきもろもろの國

に住ひて安息を得ずこれを追ふものみな狭隘に

てこれに追しきぬ 4シオンの道路は節會の上り來

る者なきがために哀しみその門はことごとく荒

れその祭司は歎きその處女は憂へシオンもまた

自から苦しむ 5その仇は首となりその敵は享ゆ

その愆の多きによりてヱホバこれをなやませたま

へるなりそのわかき子等は擄はれて仇の前にゆ

けり 6シオンの女よりはその榮華ことごとく離れ

されりまたその牧伯等は草を得ざる鹿のごとく

に成りおのれを追ふものの前に力つかれて歩み

ゆけり 7ヱルサレムはその艱難と窘迫の時むかし

の代にありしもろもろの樂しき物を思ひ出づそ

の民仇の手におちいり誰もこれを助くるものなき

時仇人これを見てその荒はてたるを笑ふ 8ヱル

サレムははなはだしく罪ををかしたれば汚穢たる

者のごとくになれり前にこれを尊とびたる者も

その裸體を見しによりて皆これをいやしむ是も

またみづから嗟き身をそむけて退ぞけり 9その汚

穢これが裾にあり彼その終局をおもはざりき此

故に驚ろくまでに零落たり一人の慰さむる者だ

に無しヱホバよわが艱難をかへりみたまへ敵は

勝ほこれり 10敵すでに手を伸てその財寳をこと

ごとく奪ひたり汝さきに異邦人等はなんぢの公

會にいるべからずと命じおきたまひしに彼らが

聖所を侵しいるをシオンは見たり 11その民はみ

な哀きて食物をもとめその生命を支へんがため

に財寳を出して食にかへたりヱホバよ見そなは

し我のいやしめらるるを顧りみたまへ 12すべて

行路人よなんぢら何ともおもはざるかヱホバそ

の烈しき震怒の日に我をなやましてわれに降した

まへるこの憂苦にひとしき憂苦また世にあるべき

や考がへ見よ 13ヱホバ上より火をくだしわが骨

にいれて之を克服せしめ網を張りわが足をとら

へて我を後にむかしめ我をして終日心さびしく

かつ疾わづらはしめたまふ 14わが愆尤の軛は主

の御手にて結ばれ諸の愆あひ纒はりてわが項にの

れり是はわが力をしておとろへしむ主われを敵

たりがたき者の手にわたしたまへり 15主われの

中なる勇士をことごとく除き節會をもよほして

我を攻めわが少き人を打ほろぼしたまへり主酒

榨をふむがごとくにユダの處女をふみたまへり 16

これがために我なげくわが目やわが目には水な

がるわがたましひを活すべき慰さむるものわれ

に遠ければなりわが子等は敵の勝るによりて滅

びうせにき 17シオンは手をのぶれども誰もこれ

を慰さむる者なしヤコブにつきてはヱホバ命を

くだしてその周圍の民をこれが敵とならしめたま

ふヱルサレムは彼らの中にありて汚れたる者の

ごとくなりぬ 18ヱホバは正し我その命令にそむ

きたるなり一切の民よわれに聽けわが憂苦をか

へりみよわが處女もわかき男も俘囚て往り 19わ

れわが戀人を呼たれども彼らはわれを欺むけり

わが祭司およびわが長老は生命を繋がんとて食物

を求むる間に都邑の中にて氣息たえたり 20ヱホ

バよかへりみたまへ我はなやみてをりわが膓わ

きかへりわが心わが衷に顛倒す我甚しく悖りた

ればなり外には劍ありてわが子を殺し内には死

のごとき者あり 21かれらはわが嗟歎をきけり我

をなぐさむるもの一人だに无しわが敵みなわが

艱難をききおよび汝のこれを爲たまひしを喜こ

べり汝はさきに告しらせしその日を來らせたま

はん而して彼らもつひに我ごとくに成るべし 22

ねがはくは彼等が與へし艱難をことごとくなんぢ

の御前にあらはし前にわがもろもろの罪愆のた

めに我におこなひし如く彼らにも行ひたまへわ

が嗟歎は多くわが心はうれひかなしむなり

2ああヱホバ震怒をおこし黑雲をもてシオンの
女を蔽ひたまひイスラエルの榮光を天より地

におとしその震怒の日に己の足凳を心にとめた

まはざりき 2主ヤコブのすべての住居を呑つくし

てあはれまず震怒によりてユダの女の保砦を毀

ちこれを地にたふしその國とその牧伯等を辱か

しめ 3烈しき震怒をもてイスラエルのすべての角

を絶ち敵の前にて己の右の手をひきちぢめ四面

を焚きつくす燃る火のごとくヤコブを焚き 4敵の

ごとく弓を張り仇のごとく右の手を挺て立ち凡

て目に喜こばしきものを滅しシオンの女の幕屋
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に火のごとくその怒をそそぎたまへり 5主敵のご

とくに成たまひてイスラエルを呑ほろぼしその

諸の殿を呑ほろぼしそのもろもろの保砦をこぼ

ちユダの女の上に憂愁と悲哀を増くはへ 6園の

ごとく己の幕屋を荒しその集會の所をほろぼし

たまへりヱホバ節會と安息日とをシオンに忘れ

しめ烈しき怒によりて王と祭司とをいやしめ棄

たまへり 7主その祭壇を忌棄てその聖所を嫌ひ

憎みてその諸の殿の石垣を敵の手にわたしたま

へり彼らは節會の日のごとくヱホバの室にて聲

をたつ 8ヱホバ、シオンの女の石垣を毀たんと思

ひさだめ繩を張りこぼち進みてその手をひかず

壕と石垣とをして哀しましめたまふ是らは共に

憂ふ 9その門は地に埋もれヱホバその關木をこ

ぼちくだきその王ともろもろの牧伯は律法なき

國人の中にありその預言者はヱホバより異象を

蒙らず 10シオンの女の長老等は地に坐りて默し

首に灰をかむり身に麻をまとふヱルサレムの處

女は首を地に低る 11わが目は涙の爲に潰れんと

しわが膓は沸かへりわが肝は地に塗るわが民の

女ほろぼされ幼少ものや乳哺子は疲れはてて邑

の街衢に氣息たへなんとすればなり 12かれらは

疵を負る者の如く邑のちまたにて氣息たえなんと

し母の懐にその靈魂をそそがんとし母にむかひ

て言ふ穀物と酒とはいづくにあるやと 13ヱルサ

レムの女よ我なにをもて汝にあかしし何をもて

汝にならべんやシオンの處女よわれ何をもて汝

になぞらへて汝をなぐさめんや汝のやぶれは海

のごとく大なり嗟たれか能く汝を醫さんや 14な

んぢの預言者は虚しき事と愚なることとなんぢに

預言しかつて汝の不義をあらはしてその俘囚を

まぬかれしめんとはせざりきその預言するとこ

ろは唯むなしき重荷および追放たるる根本となる

べき事のみ 15すべて往來の人なんぢにむかひて

手を拍ちヱルサレムの女にむかひて嘲りわらひ

かつ頭をふりて言ふ美麗の極全地の欣喜ととな

へたりし邑は是なるかと 16なんぢのもろもろの

敵はなんぢに對ひて口を開けあざけり笑ひて切

齒をなす斯て言ふわれら之を呑つくしたり是わ

れらが望みたりし日なり我ら已に之にあへり我

らすでに之を見たりと 17ヱホバはその定めたま

へることを成しいにしへより其命じたまひし言

を果したまへりヱホバはほろぼして憐れまず敵

をして汝にかちほこらしめ汝の仇の角をたかくし

たまへり 18かれらの心は主にむかひて呼はれり

シオンの女の墻垣よなんぢ夜も晝も河の如く涙

をながせみづから安んずることをせず汝の瞳子

を休むることなかれ 19なんぢ夜の初更に起いで

て呼さけべ主の御前に汝の心を水のごとく灌げ

街衢のほとりに饑たふるるなんぢの幼兒の生命の

ために主にむかひて兩手をあげよ 20ヱホバよ視

たまへ汝これを誰におこなひしか願はくは顧み

たまへ婦人おのが實なるその懷き育てし孩兒を

食ふべけんや祭司預言者等主の聖所において殺

さるべけんや 21をさなきも老たるも街衢にて地

に臥しわが處女も若き男も刄にかかりて斃れた

りなんぢはその震怒の日にこれを殺しこれを屠

りて恤れみたまはざりき 22なんぢ節會の日のご

とくわが懼るるところの者を四方より呼あつめた

まへりヱホバの震怒の日には遁れたる者なく又

のこりたる者なかりきわが懷き育てし者はみな

わが敵のためにほろぼされたり

3我はかれの震怒の笞によりて艱難に遭たる人
なり 2かれは我をひきて黑暗をあゆませ光明に

ゆかしめたまはず 3まことに屢々その手をむけて

終日われを攻なやまし 4わが肉と肌膚をおとろへ

しめわが骨を摧き 5われにむかひて患苦と艱難

を築きこれをもて我を圍み 6われをして長久に死

し者のごとく暗き處に住しめ 7我をかこみて出る

こと能はざらしめわが鏈索を重くしたまへり 8我

さけびて助をもとめしとき彼わが祈禱をふせぎ 9

斫たる石をもてわが道を塞ぎわが途をまげたまへ

り 10その我に對することは伏て伺がふ熊のごと

く潜みかくるる獅子のごとし 11われに路を離れ

しめ我をひきさきて獨くるしましめ 12弓を張り

てわれを矢先の的となし 13矢筒の矢をもてわが

腰を射ぬきたまへり 14われはわがすべての民の

あざけりとなり終日うたひそしらる 15かれ我を

して苦き物に飽しめ茵蔯を飮しめ 16小石をもて

わが齒を摧き灰をもて我を蒙ひたまへり 17なん

ぢわが靈魂をして平和を遠くはなれしめたまへば

我は福祉をわすれたり 18是において我みづから

言りわが氣力うせゆきぬヱホバより何を望むべ

きところ無しと 19ねがはくは我が艱難と苦楚茵

蔯と膽汁とを心に記たまへ 20わがたましひは今

なほ是らの事を想ひてわが衷に鬱ぐ 21われこの

事を心におもひ起せりこの故に望をいだくなり

22われらの尚ほろびざるはヱホバの仁愛によりそ
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の憐憫の盡ざるに因る 23これは朝ごとに新なり

なんぢの誠實はおほいなるかな 24わが靈魂は言

ふヱホバはわが分なりこのゆゑに我彼を待ち望

まん 25ヱホバはおのれを待ち望む者とおのれを

尋ねもとむる人に恩惠をほどこしたまふ 26ヱホ

バの救拯をのぞみて靜にこれを待は善し 27人わ

かき時に軛を負は善し 28ヱホバこれを負せたま

ふなれば獨坐して默すべし 29口を塵につけよあ

るひは望あらん 30おのれを撃つ者に頬をむけ充

足れるまでに恥辱をうけよ 31そは主は永久に棄

ることを爲たまはざるべければなり 32かれは患

難を與へ給ふといへどもその慈悲おほいなればま

た憐憫を加へたまふなり 33心より世の人をなや

ましかつ苦しめ給ふにはあらざるなり 34世のも

ろもろの俘囚人を脚の下にふみにじり 35至高者

の面の前にて人の理を抂げ 36人の詞訟を屈むる

ことは主のよろこび給はざるところなり 37主の

命じたまふにあらずば誰か事を述んにその事即ち

成んや 38禍も福もともに至高者の口より出るに

あらずや 39活る人なんぞ怨言べけんや人おのれ

の罪の罰せらるるをつぶやくべけんや 40我等み

づからの行をしらべかつ省みてヱホバに歸るべし

41我ら天にいます神にむかひて手とともに心をも

擧べし 42われらは罪ををかし我らは叛きたりな

んぢこれを赦したまはざりき 43なんぢ震怒をも

てみづから蔽ひ我らを追攻め殺してあはれまず

44雲をもてみづから蔽ひ祈禱をして通ぜざらしめ

45もろもろの民の中にわれらを塵埃となしたまへ

り 46敵は皆われらにむかひて口を張れり 47恐懼

と陷阱また暴行と滅亡我らに來れり 48わが民の

女の滅亡によりてわが眼には涙の河ながる 49わ

が目は斷ず涙をそそぎて止ず 50天よりヱホバの

臨み見て顧みたまふ時にまで至らん 51わが邑の

一切の女等の故によりてわが眼はわが心をいたま

しむ 52故なくして我に敵する者ども鳥を追ごと

くにいたく我をおひ 53わが生命を坑の中にほろ

ぼしわが上に石を投かけ 54また水わが頭の上に

溢る我みづから言り滅びうせぬと 55ヱホバよわ

れ深き坑の底より汝の名を呼り 56なんぢ我が聲

を聽たまへりわが哀歎と祈求に耳をおほひたま

ふなかれ 57わが汝を龥たりし時なんぢは近より

たまひて恐るるなかれと宣へり 58主よなんぢは

わが靈魂の訴を助け伸べわが生命を贖ひ給へり

59ヱホバよなんぢは我がかうむりたる不義を見た

まへり願はくは我に正しき審判を與へたまへ 60

なんぢは彼らが我を怨みわれを害せんとはかる

を凡て見たまへり 61ヱホバよなんぢは彼らが我

を詈り我を害せんとはかるを凡て聞たまへり 62

かの立て我に逆らふ者等の言語およびその終日わ

れを攻んとて運らす謀計もまた汝これを聞たまへ

り 63ねがはくは彼らの起居をかんがみたまへ我

はかれらに歌ひそしらる 64ヱホバよなんぢは彼

らが手に爲すところに循がひて報をなし 65かれ

らをして心くらからしめたまはんなんぢの呪詛

かれらに歸せよ 66なんぢは震怒をもてかれらを

追ひヱホバの天の下よりかれらをほろぼし絶た

まはん

4ああ黄金は光をうしなひ純金は色を變じ聖所
の石はもろもろの街衢の口に投すてられたり 2

ああ精金にも比ぶべきシオンの愛子等は陶噐師の

手の作なる土の器のごとくに見做る 3山犬さへも

乳房をたれてその子に乳を哺す然るにわが民の

女は殘忍荒野の鴕鳥のごとくなれり 4乳哺兒の舌

は渇きて上顎にひたと貼き幼兒はパンをもとむ

るも擘てあたふる者なし 5肥甘物をくらひ居りし

者はおちぶれて街衢にあり紅の衣服にて育てら

れし者も今は塵堆を抱く 6今我民の女のうくる愆

の罰はソドムの罪の罰よりもおほいなりソドム

は古昔人に手を加へらるることなくして瞬く間に

ほろぼされしなり 7わが民の中なる貴き人は從前

には雪よりも咬潔に乳よりも白く珊瑚よりも躰

紅色にしてその形貌のうるはしきこと藍玉のごと

くなりしが 8いまはその面くろきが上に黑く街

衢にあるとも人にしられずその皮は骨にひたと

貼き乾きて枯木のごとくなれり 9劍にて死る者

は饑て死る者よりもさいはひなりそは斯る者は

田圃の產物の罄るによりて漸々におとろへゆき刺

れし者のごとくに成ばなり 10わが民の女のほろ

ぶる時には情愛ふかき婦人等さへも手づから己の

子等を煮て食となせり 11ヱホバその憤恨をこと

ごとく洩し烈しき怒をそそぎ給ひシオンに火を

もやしてその基礎までも燒しめ給へり 12地の諸

王も世のもろもろの民もすべてヱルサレムの門に

仇や敵の打いらんとは信ぜざりき 13斯なりしは

その預言者の罪によりその祭司の愆によれりか

れらは即ち正しき者の血をその邑の中にながした

りき 14今かれらは盲人のごとく街衢にさまよひ

身は血にて汚れをれば人その衣服にふるるあたは
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ず 15人かれらに向ひて呼はり言ふ去れよ穢らは

し去れ去れ觸るなかれと彼らはしり去りて流離

ば異邦人の中間にても人々また言ふ彼らは此に

寓るべからずと 16ヱホバ怒れる面をもてこれを

散し給へり再びこれを顧みたまはじ人々祭司の

面をも尊ばず長老をもあはれまざりき 17われら

は賴まれぬ救援を望みて目つかれおとろふ我ら

は俟ゐたりしが救拯をなすこと能はざる國人を待

をりぬ 18敵われらの脚をうかがへば我らはおの

れの街衢をも歩くことあたはず我らの終ちかづ

けり我らの日つきたり即ち我らの終きたりぬ 19

我らを追ふものは天空ゆく鷲よりも迅し山にて

我らを追ひ野に伏てわれらを伺ふ 20かの我らが

鼻の氣息たる者ヱホバに膏そそがれたるものは陷

阱にて執へられにき是はわれらが異邦にありて

もこの蔭に住んとおもひたりし者なり 21ウズの

地に住むエドムの女よ悦び樂しめ汝にもまたつ

ひに杯めぐりゆかんなんぢも醉て裸になるべし

22シオンの女よなんぢが愆の罰はをはれり重ね

てなんぢを擄へゆきたまはじエドムの女よなん

ぢの愆を罰したまはん汝の罪を露はしたまはん

5ヱホバよ我らにありし所の事をおもひたまへ
我らの恥辱をかへりみ觀たまへ 2われらの產業

は外國人に歸しわれらの家屋は他國人の有とな

れり 3われらは孤子となりて父あらずわれらの

母は寡婦にひとし 4われらは金を出して自己の水

を飮みおのれの薪を得るにも價をはらふ 5われ

らを追ふ者われらの頸に迫る我らは疲れて休む

ことを得ず 6食物を得て饑を凌がんとてエジプト

人およびアッスリヤ人に手を與へたり 7われらの

父は罪ををかして已に世にあらず我らその罪を

負ふなり 8奴僕等われらを制するに誰ありて我ら

を之が手よりすくひ出すものなし 9荒野の刀兵の

故によりて我ら死を冒して食物を得 10饑饉の烈

しき熱氣によりてわれらの皮膚は爐のごとく熱し

11シオンにて婦人等をかされユダの邑々にて處女

等けがさる 12侯伯たる者も敵の手にて吊され老

たる者の面も尊とばれず 13少き者は石磨を擔は

せられ童子は薪を負ふてよろめき 14長老は門に

あつまることを止め少き者はその音樂を廢せり

15我らが心の快樂はすでに罷みわれらの跳舞はか

はりて悲哀となり 16われらの冠冕は首より落た

りわれら罪ををかしたれば禍なるかな 17これが

爲に我らの心うれへこれらのために我らが目く

らくなれり 18シオンの山は荒はて山犬はその上

を歩くなり 19ヱホバよなんぢは永遠に在すなん

ぢの御位は世々かぎりなし 20何とて我らを永く

忘れわれらを斯ひさしく棄おきたまふや 21ヱホ

バよねがはくは我らをして汝に歸らしめたまへ

われら歸るべし我らの日を新にして昔日の日の

ごとくならしめたまへ 22さりとも汝まつたく我

らを棄てたまひしや痛くわれらを怒りゐたまふ

や
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エゼキエル書

1第三十年四月の五日に我ケバル河の邊にてか
の擄うつされたる者の中にをりしに天ひらけ

て我神の異象を見たり 2是ヱコニヤ王の擄ゆかれ

しより第五年のその月の五日なりき 3時にカルデ

ヤ人の地に於てケバル河の邊にてヱホバの言祭司

ブシの子エゼキエルに臨めりヱホバの手かしこに

て彼の上にあり 4我見しに視よ烈き風大なる雲お

よび燃る火の團塊北より出きたる又雲の周圍に輝

光ありその中よりして火の中より熱たる金族のご

ときもの出づ 5其火の中に四箇の生物にて成る一

箇の形あり其狀は是のごとし即ち人の象あり 6各

四の面あり各四の翼あり 7その足は直なる足その

足の跖は犢牛の足の跖のごとくにして磨ける銅の

ごとくに光れり 8その生物の四方に翼の下に人の

手ありこの四箇の物皆面と翼あり 9その翼はたが

ひに相つらなれりその往ときに回轉ずして各その

面の向ふところに行く 10その面の形は人の面の

ごとし四箇の者右には獅子の面あり四箇の者左に

は牛の面あり又四箇の者鷲の面あり 11その面と

その翼は上にて分るその各箇の翼二箇は彼と此と

相つらなり二箇はその身を覆ふ 12各箇その面の

向ふところへ行き靈のゆかんとする方に行く又行

にまはることなし 13その生物の形は爇る炭の火

のごとく松明のごとし火生物の中に此彼に行き火

輝きてその火の中より電光いづ 14その生物奔り

て電光の如くに往來す 15我生物を觀しに生物の

近邊にあたりてその四箇の面の前に地の上に輪あ

り 16其輪の形と作は黄金色の玉のごとしその四

箇の形は皆同じその形と作は輪の中に輪のあるが

ごとくなり 17その行く時は四方に行く行にまは

ることなし 18その輪輞は高くして畏懼かり輪輞

は四箇ともに皆遍く目あり 19生物の行く時は輪

その傍に行き生物地をはなれて上る時は輪もまた

上る 20凡て靈のゆかんとする所には生物その靈

のゆかんとする方に往く輪またその傍に上る是生

物の靈輪の中にあればなり 21此の行く時は彼も

ゆき此の止る時は彼も止り此地をはなれて上る時

は輪も共にあがる是生物の靈輪の中にあればなり

22生物の首の上に畏しき水晶のごとき穹蒼ありて

その首の上に展開る 23穹蒼の下に其翼直く開き

て此と彼とあひ連る又各二箇の翼ありその各の二

箇の翼此方彼方にありて身をおほふ 24我その行

く時の羽聲を聞に大水の聲のごとく全能者の聲の

ごとし其聲音の響は軍勢の聲のごとしその立どま

る時は翼を垂る 25その首の上なる穹蒼の上より

聲ありその立どまる時は翼を垂る 26首の上なる

穹蒼の上に靑玉のごとき寶位の狀式ありその寶位

の狀式の上に人のごとき者在す、 27又われその

中と周圍に磨きたる銅のごとく火のごとくなる者

を見る其人の腰より上も腰より下も火のごとくに

見ゆ其周圍に輝光あり 28その周圍の輝光は雨の

日に雲にあらはるる虹のごとしヱホバの榮光かく

のごとく見ゆ我これを見て俯伏したるに語る者の

聲あるを聞く

2彼われに言たまひけるは人の子よ起あがれ我
なんぢに語はんと 2斯われに言給ひし時靈われ

にきたりて我を立あがらしむ爰に我その我に語り

たまふを聞くに 3われに言たまひけるは人の子よ

我なんぢをイスラエルの子孫に遣すすなはち我に

叛ける叛逆の民につかはさん彼等とその先祖我に

悖りて今日にいたる 4その子女等は厚顏にして心

の剛愎なる者なり我汝をかれらに遣す汝かれらに

主ヱホバかくいふと告べし 5彼等は悖逆る族なり

彼等は之を聽も之を拒むも預言者の己等の中にあ

りしを知ん 6汝人の子よたとひ薊と棘汝の周圍に

あるとも亦汝蠍の中に住ともこれを懼るるなかれ

その言をおそるるなかれ夫かれらは悖逆る族なり

汝その言をおそるるなかれ其面に慄くなかれ 7彼

等は悖逆る族なり彼らこれを聽もこれを拒むも汝

吾言をかれらに告よ 8人の子よわが汝に言ところ

を聽け汝かの悖逆る族のごとく悖るなかれ汝の口

を開きてわが汝にあたふる者をくらふべし 9時に

我見に吾方に伸たる手ありて其中に卷物あり 10

彼これをわが前に開けり卷物は裏と表に文字あり

て上に嗟嘆と悲哀と憂患とを錄す

3彼また我に言たまひけるは人の子よ汝獲ると
ころの者を食へ此卷物を食ひ往てイスラエル

の家に告よ 2是に於て我口をひらけばその卷物を

我に食はしめて 3我にいひ給ひけるは人の子よわ

が汝にあたふる此卷物をもて腹をやしなへ膓にみ

たせよと我すなはち之をくらふに其わが口に甘き

こと蜜のごとくなりき 4彼また我にいひたまひけ

るは人の子よイスラエルの家にゆきて吾言を之に

つげよ 5我なんぢを唇の深き舌の重き民につかは

すにあらずイスラエルの家につかはすなり 6汝が
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その言語をしらざる唇の深き舌の重き多くの國人

に汝をつかはすにあらず我もし汝を彼らに遣さば

彼等汝に聽べし 7然どイスラエルの家は我に聽こ

とを好まざれば汝に聽ことをせざるべしイスラエ

ルの全家は厚顏にして心の剛愎なる者なればなり

8視よ我かれらの面のごとく汝の面をかたくしか

れらの額のごとく汝の額を堅くせり 9我なんぢの

額を金剛石のごとくし磐よりも堅くせり彼らは背

逆る族なり汝かれらを懼るるなかれ彼らの面に戰

慄くなかれ 10又われに言たまひけるは人の子よ

わが汝にいふところの凡の言を汝の心にをさめ汝

の耳にきけよ 11往てかの擄へ移されたる汝の民

の子孫にいたりこれに語りて主ヱホバかく言たま

ふと言へ彼ら聽も拒むも汝然すべし 12時に靈わ

れを上に擧しが我わが後に大なる響の音ありてヱ

ホバの榮光のその處より出る者は讚べきかなと云

ふを聞けり 13また生物の互にあひ連る翼の聲と

その傍にある輪の聲および大なる響の音を聞く 14

靈われを上にあげて携へゆけば我苦々しく思ひ心

を熱くして往くヱホバの手強くわが上にあり 15

爰に我ケバル河の邊にてテラアビブに居るかの擄

移れたる者に至り驚きあきれてその坐する所に七

日俱に坐せり 16七日すぎし後ヱホバの言われに

のぞみて言ふ 17人の子よ我なんぢを立てイスラ

エルの家の爲に守望者となす汝わが口より言を聽

き我にかはりてこれを警むべし 18我惡人に汝か

ならず死べしと言んに汝かれを警めず彼をいまし

め語りその惡き道を離れしめて之が生命を救はず

ばその惡人はおのが惡のために死んされど其血を

ば我汝の手に要むべし 19然ど汝惡人を警めんに

彼その惡とその惡き道を離れずば彼はその惡の爲

に死ん汝はおのれの靈魂を救ふなり 20又義人そ

の義事をすてて惡を行はんに我躓礙をその前にお

かば彼は死べし汝かれを警めざれば彼はその罪の

ために死てそのおこなひし義き事を記ゆる者なき

にいたらん然ば我その血を汝の手に要むべし 21

然ど汝もし義き人をいましめ義き人に罪ををかさ

しめずして彼罪を犯すことをせずば彼は警戒をう

けたるがためにかならずその生命をたもたん汝は

おのれの靈魂を救ふなり 22茲にヱホバの手かし

こにてわが上にあり彼われに言たまひけるは起て

平原にいでよ我そこにて汝にかたらん 23我すな

はち起て平原に往にヱホバの榮光わがケバル河の

邊にて見し榮光のごとく其處に立ければ俯伏たり

24時に靈われの中にいりて我を立あがらせ我にか

たりていふ往て汝の家にこもれ 25人の子よ彼等

汝に繩をうちかけ其をもて汝を縛らん汝はかれら

の中に出ゆくことを得ざるべし 26我なんぢの舌

を上咢に堅く着しめて汝を啞となし彼等を警めざ

らしむべし彼等は悖逆る族なればなり 27然ど我

汝に語る時は汝の口をひらかん汝彼らにいふべし

主ヱホバかく言たまふ聽者は聽べし拒む者は拒む

べし彼等は悖逆る族なり

4人の子よ汝磚瓦をとりて汝の前に置きその上
にヱルサレムの邑を畵け 2而して之を取圍み之

にむかひて雲梯を建て壘を築き陣營を張り邑の周

圍に破城槌を備へて之を攻めよ 3汝また鐵の鍋を

取り汝と邑の間に置て鐵の石垣となし汝の面を之

に向よ斯この邑圍まる汝之を圍むべし是すなはち

イスラエルの家にあたふる徴なり 4又汝左側を下

にして臥しイスラエルの家の罪を其上に置よ汝が

斯臥ところの日の數は是なんぢがその罪を負ふ者

なり 5我かれらが罪を犯せる年を算へて汝のため

に日の數となす即ち三百九十日の間汝イスラエル

の家の罪を負ふべし 6汝これを終なば復右側を下

にして臥し四十日の間ユダの家の罪を負ふべし我

汝のために一日を一年と算ふ 7汝ヱルサレムの圍

に面を向け腕を袒して其の事を預言すべし 8視よ

我索を汝にかけて汝の圍の日の終るまで右左に動

くことを得ざらしめん 9汝小麥大麥豆扁豆粟

および裸麥を取て之を一箇の器にいれ汝が横はる

日の數にしたがひてこれを食とせよ即ち三百九十

日の間これを食ふべし 10汝食を權りて一日に二

十シケルを食へ時々これを食ふべし 11又汝水を

量りて一ヒンの六分一を飮め時々これを飮むべし

12汝大麥のパンの如くにして之を食へ即ち彼等の

目のまへにて人の糞をもて之を烘べし 13ヱホバ

いひ給ふ是のごとくイスラエルの民はわが追やら

んところの國々においてその汚穢たるパンを食ふ

べし 14是において我いふ嗚呼主ヱホバよわが魂

は絕て汚れし事なし我は幼少時より今にいたるま

で自ら死し者や裂殺れし者を食ひし事なし又絕て

汚れたる肉わが口にいりしことなし 15ヱホバ我

にいひ給ふ我牛の糞をもて人の糞にかふることを

汝にゆるす其をもて汝のパンを調ふべし 16又わ

れに言たまふ人の子よ視よ我ヱルサレムに於て人

の杖とするパンを打碎かん彼等は食をはかりて惜

みて食ひ水をはかりて驚きて飮まん 17斯食と水
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と乏しくなりて彼ら互に面を見あはせて駭きその

罪に亡びん

5人の子よ汝利き刀を執り之を剃刀となして汝
の頭と頷をそり權衡をとりてその毛を分てよ 2

而して圍城の日の終る時邑の中にて火をもて其三

分の一を燒き又三分の一を取り刀をもて邑の周圍

を撃ち三分の一を風に散すべし我刀をぬきて其後

を追ん 3汝その毛を少く取りて裾に包み 4又その

中を取りてこれを火の中になげいれ火をもて之を

やくべし火その中より出てイスラエルの全家にお

よばん 5主ヱホバかくいひ給ふ我このヱルサレム

を萬國の中におき列邦をその四圍に置けり 6ヱル

サレムは異邦よりも惡くわが律法に悖り其四圍の

國々よりもわが法憲に悖る即ち彼等はわが律法を

蔑如にしわが法憲に歩行まざるなり 7故に主ヱホ

バかくいひたまふ汝等はその周圍の異邦人よりも

甚だしく噪ぎたち吾憲にあゆまず吾法をおこなは

ず又汝らの周圍なる異邦人の法のごとくに行ふこ

とすらもせざるなり 8是故に主ヱホバかくいひ給

ふ視よ我われは汝を攻め異邦人の目の前にて汝

の中に鞫をおこなはん 9なんぢの爲せし諸の惡む

べき事のために我わが未だ爲ざりしところの事此

後ふたたび其ごとく爲ざるべきところの事を汝に

なさん 10是がために汝の中にて父たる者はその

子を食ひ子たる者はその父を食はん我汝の中に鞫

をおこなひ汝の中の餘れる者を盡く四方の風に散

さん 11是故に主ヱホバいひ給ふ我は活く汝その

忌むべき物とその憎むべきところの事とをもてわ

が聖所を穢したれば我かならず汝を減さん我目な

んぢを惜み見ず我なんぢを憐まざるべし 12汝の

三分の一は汝の中において疫病にて死に饑饉にて

滅びん又三分の一は汝の四周にて刀に仆れん又三

分の一をば我四方の風に散し刀をぬきて其後をお

はん 13斯我怒を洩し盡しわが憤を彼らの上にか

うむらせて心を安んぜん我わが憤を彼らの上に洩

し盡す時は彼ら我ヱホバの熱心をもてかたりたる

事をしるに至らん 14我汝を荒地となし汝の周圍

の國々の中に汝を笑柄となし凡て往來の人の目に

斯あらしむべし 15我怒と憤と重き責をもて鞫を

汝に行ふ時は汝はその周圍の邦々の笑柄となり嘲

となり警戒となり驚懼とならん我ヱホバこれを言

ふ 16即ち我饑饉の惡き矢を彼等に放たん是は滅

亡すための者なり我汝らを滅さんために之を放つ

べし我なんぢらの上に饑饉を増しくはへ汝らが杖

とするところのパンを打碎かん 17我饑饉と惡き

獸を汝等におくらん是汝をして子なき者とならし

めん又疫病と血なんぢの間に行わたらん我刀を汝

にのぞましむべし我ヱホバこれを言ふ

6ヱホバの言われに臨みて言ふ 2人の子よ汝の面

をイスラエルの山々にむけて預言して言ふべ

し 3イスラエルの山よ主ヱホバの言を聽け主ヱホ

バ山と岡と谷と平原にむかひて斯いひたまふ視よ

我劍を汝等に遣り汝らの崇邱を滅ぼす 4汝等の壇

は荒され日の像は毀たれん我汝らの中の殺さるる

者をして汝らの偶像の前に仆れしむべし 5我イス

ラエルの子孫の尸骸をその偶像の前に置ん汝らの

骨をその壇の周圍に散さん 6凡て汝らの住ところ

にて邑々は滅され崇邱は荒されん斯して汝らの壇

は壞れて荒れ汝らの偶像は毀たれて滅び汝等の日

の像は斫たふされ汝等の作りし者は絕されん 7又

殺さるる者なんぢらの中に仆れん汝等これに由て

吾ヱホバなるを知るにいたらん 8我或者を汝らに

のこす即ち劍をのがれて異邦の中にをる者國々の

中にちらさるる者是なり 9汝等の中の逃れたる者

はその擄ゆかれし國々において我を記念ふに至ら

ん是は我かれらの我をはなれたるその姦淫をなす

の心を挫き且かれらの姦淫を好みてその偶像を慕

ふところの目を挫くに由てなり而して彼等はその

諸の憎むべき者をもて爲たるところの惡のために

自ら恨むべし 10斯彼等はわがヱホバなるを知る

にいたらん吾がこの災害をかれらになさんと語し

ことは徒然にならざるなり 11主ヱホバかく言た

まふ汝手をもて撃ち足を踏ならして言へ嗚呼凡て

イスラエルの家の惡き憎むべき者は禍なるかな皆

刀と饑饉と疫病に仆るべし 12遠方にある者は疫

病にて死に近方にある者は刀に仆れん又生存りて

身を全うする者は饑饉に死ぬべし斯我わが憤怒を

彼等に洩しつくすべし 13彼等の殺さるる者その

偶像の中にありその壇の周圍にあり諸の高岡にあ

り諸の山の頂にあり諸の靑樹の下にあり諸の茂れ

る橡樹の下にあり彼等が馨しき香をその諸の偶像

にささげたる處にあらん其時汝等はわがヱホバな

るを知るべし 14我手をかれらの上に伸べ凡てか

れらの住居ところにて其地を荒してデブラの野に

もまさる荒地となすべし是によりて彼らはわがヱ

ホバなるを知るにいたらん

7ヱホバの言また我にのぞみて言ふ 2汝人の子よ

主ヱホバかくいふイスラエルの地の末期いた
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る此國の四方の境の末期來れり 3今汝の末期いた

る我わが忿怒を汝に洩らし汝の行にしたがひて汝

を鞫き汝の諸の憎むべき物のために汝を罰せん 4

わが目は汝を惜み見ず我なんぢを憫まず汝の行の

爲に汝を罰せん汝のなせし憎むべき事の報汝の中

にあるべし是によりて汝等はわがヱホバなるを知

らん 5主ヱホバかくいひ給ふ視よ災禍あり非常災

禍きたる 6末期きたる其末期きたる是起りて汝に

臨む視よ來る 7此地の人よ汝の命數いたる時いた

る日ちかし山々には擾亂のみありて喜樂の聲なし

8今我すみやかに吾憤恨を汝に蒙らせわが怒氣を

汝に洩しつくし汝の行爲にしたがひて汝を鞫き汝

の諸の憎むべきところの事のために汝を罰せん 9

わが目は汝を惜み見ず我汝をあはれまず汝の行の

ために汝を罰せん汝の爲し憎むべき事の果報汝の

中にあるべし是によりて汝等は我ヱホバの汝を撃

なるを知ん 10視よ日きたる視よ來れり命數いた

りのぞむ杖花咲き驕傲茁す 11暴逆おこりて惡の

杖と成る彼等もその群衆もその驕奢も皆失んかれ

らの中には何も殘る者なきにいたるべし 12時き

たる日ちかづけり買者は喜ぶなかれ賣者は思ひわ

づらふなかれ怒その群衆におよぶべければなり 13

賣者は假令その生命ながらふるともその賣たる者

に歸ることあたはじ此地の全の群衆をさすところ

の預言は廢らざるべければなり其惡の中にありて

生命を全うする者なかるべし 14人衆ラツパを吹

て凡て預備をなせども戰にいづる者なし其はわが

怒その全の群衆におよべばなり 15外には劍あり

内には疫病と饑饉あり田野にをる者は劍に死なん

邑の中にをる者は饑饉と疫病これをほろぼすべし

16その中の逃るる者は逃れて谷の鴿のごとくに山

の上にをりて皆その罪のために悲しまん 17手み

な弱くなり膝みな水となるべし 18彼等は麻の衣

を身にまとはん恐懼かれらを蒙まん諸の面には羞

あらはれ諸の首は髮をそりおとされん 19彼等そ

の銀を街にすてん其金はかれらに塵芥のごとくな

るべしヱホバの怒の日にはその金銀もかれらを救

ふことあたはざるなり是等はその心魂を滿足せし

めず其腹を充さず唯彼等をつまづかせて惡におと

しいるる者なり 20彼の美しき飾物を彼等驕傲の

ために用ひ又これをもてその憎べき偶像その憎む

べき物をつくれり是をもて我これを彼らに芥とな

らしむ 21我これを外國人にわたして奪はしめ地

の惡人にわたして掠めしめん彼等すなはちこれを

汚すべし 22我かれらにわが面を背くべければ彼

等わが密たる所を汚さん強暴人其處にいりてこれ

を汚すべし 23汝鏈索を作れよ死にあたる罪國に

滿ち暴逆邑に充たり 24我國々の中の惡き者等を

招きて彼らの家を奪しめん我強者の驕傲を止めん

その聖所は汚さるべし 25滅亡きたれり彼等平安

を求むれども得ざるなり 26災害に災害くははり

注進に注進くははる彼等預言者に默示を求めん律

法は祭司の中に絕え謀略は長老の中に絕べし 27

王は哀き牧伯は驚惶を身に纏ひ國の民の手は慄へ

ん我その行爲に循ひて彼らを處置ひその審判に循

ひて彼らを罰せん彼等は我ヱホバなるを知にいた

るべし

8爰に六年の六月五日に我わが家に坐しをりユ
ダの長老等わがまへに坐りゐし時主ヱホバの

手われの上に降れり 2我すなはち視しに火のごと

くに見ゆる形象あり腰より下は火のごとく見ゆ腰

より上は光輝て見え燒たる金屬の色のごとし 3彼

手のごとき者を伸て吾が頭髮を執りしかば靈われ

を地と天の間に曳あげ神の異象の中に我をヱルサ

レムに携へゆき北にむかへる内の門の口にいたら

しむ其處に嫉妬をおこすところの嫉妬の像たてり

4彼處にイスラエルの神の榮光あらはる吾が平原

にて見たる異象のごとし 5彼われに言たまふ人の

子よ目をあげて北の方をのぞめと我すなはち目を

あげて北の方を望むに視よ壇の門の北にあたりて

その入口に此嫉妬の像あり 6彼また我にいひたま

ふ人の子よ汝かれらが爲ところ即ちイスラエルの

家が此にてなすところの大なる憎むべき事を見る

や我これがために吾が聖所をはなれて遠くさるべ

し汝身を轉らせ復大なる憎むべき事等を見ん 7斯

て彼われを領て庭の門にいたりたまふ我見しに其

壁に一の穴あり 8彼われに言たまふ人の子よ壁を

穿てよと我すなはち壁を鑿つに一箇の戸あるを視

る 9茲に彼われにいひ給ひけるは入て彼等が此に

なすところの惡き憎むべき事等を見よと 10便ち

入りて見るに諸の爬蟲と憎むべき獸畜の形および

イスラエルの家の諸の偶像その周圍の壁に畵きて

あり 11イスラエルの家の長老七十人その前に立

てりシヤパンの子ヤザニヤもかれらの中に立ちて

あり各手に香爐を執るその香の煙雲のごとくにの

ぼれり 12彼われに言たまひけるは人の子よ汝イ

スラエルの家の長老等が暗におこなふ事即ちかれ

らが各人その偶像の間におこなふ事を見るや彼等
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いふヱホバは我儕を見ずヱホバこの地を棄てたり

と 13また我に言たまはく汝身を轉らせ復かれら

が爲すところの大なる憎むべき事等を見ん 14斯

て彼我を携てヱホバの家の北の門の入口にいたる

に其處に婦女等坐してタンムズのために哭をる 15

彼われに言たまふ人の子よ汝これを見るや又身を

轉らせよ汝これよりも大なる憎むべき事等を見ん

16彼また我を携てヱホバの家の内庭にいたるにヱ

ホバの宮の入口にて廊と壇の間に二十五人ばかり

の人その後をヱホバの宮にむけ面を東にむけ東に

むかひて日の前に身を鞠めをる 17彼われに言た

まふ人の子よ汝これを見るやユダの家はその此に

おこなふところの憎むべき事等をもて瑣細き事と

なすにや亦暴逆を國に充して大に我を怒らす彼等

は枝をその鼻につくるなり 18然ば我また怒をも

て事をなさん吾目はかれらを惜み見ず我かれらを

憫まじ彼等大聲にわが耳に呼はるとも我かれらに

聽じ

9斯て彼大聲に吾耳に呼はりて言たまふ邑を主
どる者等各々剪滅の器具を手にとりて前み來

れと 2即ち北にむかへる上の門の路より六人の者

おのおの打壞る器具を手にとりて來る其中に一人

布の衣を着筆記人の墨盂を腰におぶる者あり彼等

來りて銅の壇の傍に立てり 3爰にイスラエルの神

の榮光その居るところのケルブの上より起あがり

て家の閾にいたり彼の布の衣を着て腰に筆記人の

墨盂をおぶる者を呼ぶ 4時にヱホバかれに言たま

ひけるは邑の中ヱルサレムの中を巡れ而して邑の

中に行はるるところの諸の憎むべき事のために歎

き哀しむ人々の額に記號をつけよと 5我聞に彼ま

たその他の者等にいひたまふ彼にしたがひて邑を

巡りて撃てよ汝等の目人を惜み見るべからず憐れ

むべからず 6老人も少者も童女も孩子も婦人も悉

く殺すべし然ど身に記號ある者には觸べからず先

わが聖所より始めよと彼等すなはち家の前にをり

し老人より始む 7彼またかれらに言たまふ家を汚

し死人をもて庭に充せよ汝等往けよと彼等すなは

ち出ゆきて邑の中に人を撃つ 8彼等人を撃ちける

時我遺されたれば俯伏て叫び言ふ嗚呼主ヱホバよ

汝怒をヱルサレムにもらしてイスラエルの殘餘者

を悉くほろぼしたまふや 9彼われに言たまひける

はイスラエルとユダの家の罪甚だ大なり國には血

盈ち邑には邪曲充つ即ち彼等いふヱホバは此地を

棄てたりヱホバは見ざるなりと 10然ば亦わが目

かれらを惜み見ず我かれらを憐まじ彼らの行ふと

ころを彼等の首に報いん 11時にかの布の衣を着

て腰に筆記人の墨盂をおぶる人復命まをして言ふ

汝が我に命じたまひしごとく爲たりと

10茲に我見しにケルビムの首の上なる穹蒼に靑
玉のごとき者ありて寶位の形に見ゆ彼そのケ

ルビムの上にあらはれたまひて 2かの布の衣を着

たる人に告て言たまひけるはケルビムの下なる輪

の間に入りて汝の手にケルビムの間の炭火を盈し

之を邑に散すべしとすなはち吾目の前にて其處に

入しが 3其人の入る時ケルビムは家の右に立をり

雲その内庭に盈り 4茲にヱホバの榮光ケルブの上

より昇りて家の閾にいたる又家には雲滿ちその庭

にはヱホバの榮光の輝光盈てり 5時にケルビムの

羽音外庭に聞ゆ全能の神の言語たまふ聲のごとし

6彼布の衣を着たる人に命じて輪の間ケルビムの

間より火を取れと言たまひければ即ち入りて輪の

傍に立ちけるに 7一のケルブその手をケルビムの

間より伸てケルビムの間の火を取り之をかの布の

衣を着たる人の手に置れたれば彼これを取りて出

づ 8ケルビムに人の手の形の者ありて其翼の下に

見ゆ 9我見しにケルビムの側に四箇の輪あり此ケ

ルブにも一箇の輪あり彼ケルブにも一箇の輪あり

輪の式は黄金色の玉のごとくに見ゆ 10その式は

四箇みな同じ形にして輪の中に輪のあるがごとし

11その行ときは四方に行く行にまはることなし首

の向ふところに從ひ行く行にまはることなし 12

その全身その脊その手その翼および輪には四周に

徧く目ありその四箇みな輪あり 13我聞に轉回れ

と輪にむかひてよばはるあり 14其は各々四の面

あり第一の面はケルブの面第二の面は人の面第三

のは獅子の面第四のは鷲の面なり 15ケルビムす

なはち昇れり是わがケバル河の邊にて見たるとこ

ろの生物なり 16ケルビムの行く時は輪もその傍

に行きケルビム翼をあげて地より飛上る時は輪ま

たその傍を離れず 17その立つときは立ちその上

る時は俱に上れりその生物の靈は其等の中にあり

18時にヱホバの榮光家の閾より出ゆきてケルビム

の上に立ちければ 19ケルビムすなはちその翼を

あげ出ゆきてわが目の前にて地より飛のぼれり輪

はその傍にあり而して遂にヱホバの家の東の門の

入口にいたりて止るイスラエルの神の榮光その上

にあり 20是すなはち吾がケバル河の邊にてイス

ラエルの神の下に見たるところの生物なり吾その
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ケルビムなるを知れり 21是等には各々四宛の面

あり各箇四の翼あり又人の手のごとき物その翼の

下にあり 22その面の形は吾がケバル河の邊にて

見たるところの面なりその姿も身も然り各箇その

面にしたがひて行けり

11茲に靈我を擧げてヱホバの室の東の門に我を
携へゆけり門は東に向ふ視るにその門の入口

に二十五人の人あり我その中にアズルの子ヤザニ

ヤおよびベナヤの子ペラテヤ即ち民の牧伯等を見

る 2彼われに言たまひけるは人の子よ此邑におい

て惡き事を考へ惡き計謀をめぐらす者は此人々な

り 3彼等いふ家を建ることは近からず此邑は鍋に

して我儕は肉なりと 4是故にかれらに預言せよ人

の子よ預言すべし 5時にヱホバの靈わが上に降り

て我にいひ給ひけるはヱホバかく言ふと言べしイ

スラエルの家よ汝等は斯いへり汝等の心におこる

所の事は我これを知るなり 6汝等は此邑に殺さる

る者を増し死人をもて街衢に充せり 7是故に主ヱ

ホバ斯いふ汝等が邑の中に置くところのその殺さ

れし者はすなはち肉にして邑は鍋なり然ど人邑の

中より汝等を曳いだすべし 8汝等は刀劍を懼る我

劍を汝等にのぞましめんと主ヱホバいひたまふ 9

我なんぢらを其中よりひき出し外國人の手に付し

て汝等に罰をかうむらすべし 10汝等は劍に踣れ

ん我イスラエルの境にて汝等を罰すべし汝等は是

によりてわがヱホバなるを知るにいたらん 11是

は汝らの鍋とならず汝らはその中の肉たることを

得ざるなりイスラエルの境にて我汝らに罰をかう

むらすべし 12汝ら即ちわがヱホバなるを知にい

たらん汝らはわが憲法に遵はずわが律法を行はず

してその周圍の外國人の慣例のごとくに事をなせ

り 13斯てわが預言しをる時にベナヤの子ペラテ

ヤ死たれば我俯向に伏て大聲に叫び嗚呼主ヱホバ

よイスラエルの遺餘者を盡く滅ぼさんとしたまふ

やといふに 14ヱホバの言われに臨みていふ 15人

の子よ汝の兄弟汝の兄弟たる者は汝の親族の人々

にして即ちイスラエルの全家全躰なりヱルサレム

に居る人々は是にむかひて汝等は遠くヱホバをは

なれて居れ此地はわれらの所有としてあたへらる

と言ふ 16是故に汝言ふべしヱホバかく言ひたま

ふ我かれらを遠く逐やりて國々に散したればその

往る國々に於て暫時の間かれらの聖所となると 17

是故に言ふべし主ヱホバかく言たまふ我なんぢら

を諸の民の中より集へ汝等をその散されたる國々

より聚めてイスラエルの地を汝らに與へん 18彼

等は彼處に到りその諸の汚たる者とその諸の憎む

べき者を彼處より取除かん 19我かれらに唯一の

心を與へ新しき靈を汝らの衷に賦けん我かれらの

身の中より石の心を取さりて肉の心を與ヘ 20彼

らをしてわが憲法に遵はしめ吾律法を守りて之を

行はしむべし彼らはわが民となり我はかれらの神

とならん 21然どその汚れたる者とその憎むべき

者の心をもておのれの心となす者等は我これが行

ふところをその首に報ゆべし主ヱホバこれを言ふ

22茲にケルビムその翼をあぐ輪その傍にありイス

ラエルの神の榮光その上に在す 23ヱホバの榮光

つひに邑の中より昇りて邑の東の山に立てり 24

時に靈われを擧げ神の靈に由りて異象の中に我を

カルデヤに携へゆきて俘囚者の所にいたらしむ吾

見たる異象すなはちわれを離れて昇れり 25かく

て我ヱホバの我にしめしたまひし言を盡く俘囚者

に告たり

12ヱホバの言また我にのぞみて云ふ 2人の子よ

汝は背戻る家の中に居る彼等は見る目あれど

も見ず聞く耳あれども聞ず背戻る家なり 3然ば人

の子よ移住の器具を備へかれらの目の前にて晝の

中に移れ彼らの目の前にて汝の處より他の處に移

るべし彼等は背戻る家なれども或は見て考ふるこ

とあらん 4汝移住の器具のごとき器具を彼等の目

の前にて晝の中に持いだせ而して移住者の出ゆく

がごとく彼等の目の前にて宵の中に出ゆくべし 5

即ちかれらの目の前にて壁をやぶりて之を其處よ

り持いだせ 6彼らの目の前にてこれを肩に負ひ黑

暗の中にこれを持いだすべし汝の面を掩へ地を見

るなかれ我汝を豫兆となしてイスラエルの家に示

すなり 7我すなはち命ぜられしごとく爲し移住の

器具のごとき器具を晝の中に持いだし又宵に手を

もて壁をやぶり黑暗の中にこれを持いだし彼らの

目の前にてこれを肩に負り 8明旦におよびてヱホ

バの言われに臨みて言ふ 9人の子よ背戻る家なる

イスラエルの家汝にむかひて汝なにを爲やと言し

にあらずや 10汝かれらに言ふべし主ヱホバかく

言たまふこの負荷はヱルサレムの君主および彼等

の中なるイスラエルの全家に當るなり 11汝また

言ふべし我は汝等の豫兆なりわが爲るごとく彼等

然なるべし彼等は擄へうつされん 12彼らの中の

君主たる者黑暗のうちに物を肩に載て出ゆかん彼

等壁をやぶりて其處より物を持いだすべし彼はそ
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の面を覆ひて土地を目に見ざらん 13我わが網を

彼の上に打かけん彼はわが羅にかかるべし我かれ

をカルデヤ人の地に曳ゆきてバビロンにいたらし

めん然れども彼はこれを見ずして其處に死べし 14

凡て彼の四周にありて彼を助くる者およびその軍

兵は皆我これを四方に散し刀刃をぬきて其後をお

ふべし 15吾がかれらを諸の民の中に散し國々に

撒布さん時にいたりて彼らは我のヱホバなるをし

るべし 16但し我かれらの中に僅少の人を遺して

劍と饑饉と疫病を免れしめ彼らをしてそのおこな

ひし諸の憎むべき事をその到るところの民の中に

述しめん彼等はわがヱホバなるを知るにいたらん

17ヱホバの言また我にのぞみて言ふ 18人の子よ

汝發震て食物を食ひ戰慄と恐懼をもて水を飮め 19

而してこの地の民に言べし主ヱホバ、ヱルサレム

の民のイスラエルにをる者に斯いひたまふ彼等は

懼れて食物を食ひ驚きて水を飮にいたるべし是は

その地凡てその中に住る者の暴逆のために富饒を

うしなひて荒地となるが故なり 20人の住る邑々

は荒はて國は滅亡ぶべし汝等すなはち我がヱホバ

なるを知ん 21ヱホバの言われに臨みて言ふ 22人

の子よイスラエルの國の中に汝等いふ日は延び默

示はみな空しくなれりと是何の言ぞや 23是故に

汝彼等に言べし主ヱホバかくいひ給ふ我この言を

止め彼等をして再びこれをイスラエルの中に言こ

となからしめん即ち汝かれらに言へ其日とその諸

の默示の言は近づけりと 24イスラエルの家には

此後重ねて空浮き默示と虛僞の占卜あらざるべし

25夫我はヱホバなり我わが言をいださん吾いふと

ころは必ず成んかさねて延ることあらじ背戻る家

よ汝等が世にある日に我言を發して之を成すべし

主ヱホバこれを言ふ 26ヱホバの言また我にのぞ

みて言ふ 27人の子よ視よイスラエルの家言ふ彼

が見たる默示は許多の日の後の事にして彼は遙後

の事を預言するのみと 28是故にかれらに言ふべ

し主ヱホバかくいひたまふ我言はみな重ねて延ず

吾がいへる言は成べしと主ヱホバこれを言ふな

り

13ヱホバの言われに臨みて言ふ 2人の子よ預言

を事とするイスラエルの預言者にむかひて預

言せよ彼のおのれの心のままに預言する者等に言

ふべし汝らヱホバの言を聽け 3主ヱホバかくいひ

給ふ彼の何をも見ずして己の心のままに行ふとこ

ろの愚なる預言者は禍なるかな 4イスラエルよ汝

の預言者は荒墟にをる狐のごとくなり 5汝等は破

壞口を守らずまたイスラエルの家の四周に石垣を

築きてヱホバの日に防ぎ戰はんともせざるなり 6

彼らは虛浮者および虛妄の占卜を見る彼等はヱホ

バいひたまふと言ふといへどもヱホバはかれらを

遣さざるなり然るに彼らその言の成らんことを望

む 7汝らは空しき異象を見虛妄の占卜を宣べ吾が

言ふことあらざるにヱホバいひ給ふと言ふにあら

ずや 8是故に主ヱホバかくいひたまふ汝等空虛き

事を言ひ虛僞の物を見るによりて我なんぢらを罰

せん主ヱホバこれをいふ 9我手はかの虛浮き事を

見虛僞の事を卜ひいふところの預言者等に加はる

べし彼等はわが民の會にをらずなりイスラエルの

家の籍にしるされずイスラエルの地にいることを

えざるべし汝等すなはち吾のヱホバなるをしるに

いたらん 10かれらは吾民を惑し平安あらざるに

平安といふ又わが民の屏を築くにあたりて彼等灰

砂をもて之を圬る 11是故にその灰砂を圬る者に

是は圮るべしと言へ大雨くだらん雹よ降れ大風よ

吹べし 12視よ屏は圮る然ば人々汝等が用ひて圬

たる灰砂は何處にあるやと汝等に言ざらんや 13

即ち主ヱホバかく言たまふ我憤恨をもて大風を吹

せ忿怒をもて大雨を注がせ憤恨をもて雹を降せて

これを毀つべし 14我なんぢらが灰砂をもて圬た

る屏を毀ちてこれを地に倒しその基礎を露にすべ

し是すなはち圮れん汝等はその中にほろびて吾の

ヱホバなるを知にいたらん 15斯われその屏とこ

れを灰砂にてぬれる者とにむかひてわが憤恨を洩

しつくして汝等にいふべし屏はあらずなり又灰砂

にてこれを圬る者もあらずなれりと 16是すなは

ちイスラエルの預言者等なり彼等はヱルサレムに

むかひて預言をなし其處に平安のあらざるに平安

の默示を見たりといへり主ヱホバこれをいふ 17

人の子よ汝の民の女等の其心のままに預言する者

に汝の面をむけ之にむかひて預言し 18言べし主

ヱホバかくいひたまふ吾手の節々の上に小枕を縫

つけ諸の大さの頭に帽子を造り蒙せて靈魂を獵ん

とする者は禍なるかな汝等はわが民の靈魂を獵て

己の靈魂を生しめんとするなり 19汝等小許の麥

のため小許のパンのために吾民の前にて我を汚し

かの僞言を聽いるる吾民に僞言を陳て死べからざ

る者を死しめ生べからざる者を生しむ 20是故に

主ヱホバかくいひたまふ我汝等が用ひて靈魂を獵

ところの小枕を奪ひ靈魂を飛さらしめん我なんぢ
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らの臀より小枕を裂とりて汝らが獵ところの靈魂

を釋ち其靈魂を飛さらしむべし 21我なんぢらの

帽子を裂き吾民を汝らの手より救ひいださん彼等

はふたたび汝等の手に陷りて獵れざるべし汝らは

吾ヱホバなるを知にいたらん 22汝等虛僞をもて

義者の心を憂へしむ我はこれを憂へしめざるなり

又汝等惡者の手を強くし之をしてその惡き道を離

れかへりて生命を保つことをなさしめず 23是故

に汝等は重ねて虛浮き物を見ることを得ず占卜を

なすことを得ざるに至るべし我わが民を汝らの手

より救ひいださん汝等すなはちわがヱホバなるを

知にいたるべし

14爰にイスラエルの長老の中の人々我にきたり
て吾前に坐しけるに 2ヱホバの言われに臨み

て言ふ 3人の子よこの人々はその偶像を心の中に

立しめ罪に陷いるるところの障礙をその面の前に

置なり我あに是等の者の求を容べけんや 4然ば汝

かれらに告げて言ふべし主ヱホバかくいひたまふ

凡そイスラエルの家の人のその心の中に偶像を立

しめその面のまへに罪に陷いるるところの障礙を

置きて預言者に來る者には我ヱホバその偶像の多

衆にしたがひて應をなすべし 5斯して我イスラエ

ルの家の人の心を執へん是かれら皆その偶像のた

めに我を離れたればなり 6是故にイスラエルの家

に言ふべし主ヱホバかくいひたまふ汝等悔い汝ら

の偶像を棄てはなるべし汝等面を回らしてその諸

の憎むべき物を離れよ 7凡てイスラエルの家およ

びイスラエルに寓るところの外國人若われを離れ

てその偶像を心の中に立しめ其面の前に罪に陷る

るところの障礙をおきて預言者に來りその心のま

まに我に求むる時は我ヱホバわが心のままにこれ

に應ふべし 8即ち我面をその人にむけこれを滅し

て兆象となし諺語となし之をわが民の中より絕さ

るべし汝等これによりて我がヱホバなるを知るに

いたらん 9もし預言者欺かれて言を出すことあら

ば我ヱホバその預言者を欺けるなり我かれの上に

わが手を伸べ吾民イスラエルの中より彼を絕さら

ん 10彼等その罪を負ふべしその預言者の罪はか

の問求むる者の罪のごとくなるべし 11是イスラ

エルの民をして重ねて我を離れて迷はざらしめ重

ねてその諸の愆に汚れざらしめんため又かれらの

吾民となり我の彼らの神とならんためなり主ヱホ

バこれをいふ 12ヱホバの言また我にのぞみて言

ふ 13人の子よ國もし悖れる事をおこなひて我に

罪を犯すことあり我手をその上に伸て其杖とたの

むところのパンを打碎き饑饉を之におくりて人と

畜とをその中より絕ことある時には 14其處にか

のノア、ダニエル、ヨブの三人あるも只其義によ

りて己の生命を救ふことをうるのみなり主ヱホバ

これをいふ 15我もし惡き獸を國に行めぐらしめ

て之を子なき處となし荒野となして其獸のために

其處を通る者なきに至らん時には 16主ヱホバ言

ふ我は活く此三人そこにをるもその子女を救ふこ

とをえず只その身を救ふことを得るのみ國は荒野

となるべし 17又は我劍を國に臨ませて劍よ國を

行めぐるべしと言ひ人と畜をそこより絕さらん時

には 18主ヱホバいふ我は活く此三人そこにをる

もその子女をすくふことをえず只その身をすくふ

ことを得るのみ 19又われ疫病を國におくり血を

もてわが怒をその上にそそぎ人と畜をそこより絕

さらん時には 20主ヱホバいふ我は活くノア、ダ

ニエル、ヨブそこにをるもその子女を救ふことを

えず只その義によりて己の生命を救ふことを得る

のみ 21主ヱホバかくいひたまふ然ばわが四箇の

嚴しき罰すなはち劍と饑饉と惡き獸と疫病をヱル

サレムにおくりて人と畜をそこより絕さらんとす

る時は如何にぞや 22其中に逃れて遺るところの

男子女子あり彼等携へ去らるべし彼ら出ゆきて汝

等の所にいたらん汝らかれらの行爲と擧動を見ば

吾がヱルサレムに災をくだせし事につきて心をや

すむるにいたるべし 23汝ら彼らの行爲と擧動を

見ばこれがためにその心をやすむるにいたりわが

これに爲たる事は皆故なくして爲たるにあらざる

なるをしるにいたらん主ヱホバこれを言ふ

15ヱホバの言われに臨みて言ふ 2人の子よ葡萄

の樹森の中にあるところの葡萄の枝なんぞ他

の樹に勝るところあらんや 3其木物をつくるに用

ふべけんや又人これを用ひて器をかくる木釘を造

らんや 4視よ是は火に投いれられて燃ゆ火もしそ

の兩の端を燒くあり又その中間焦たらば爭でか物

をつくるに勝べけんや 5是はその全かる時すらも

物を造るに用ふべからざれば况て火のこれを焚焦

したる時には爭で物をつくるに用ふべけんや 6是

故に主ヱホバかく言たまふ我森の樹の中なる葡萄

の樹を火になげいれて焚く如くにヱルサレムの民

をも然するなり 7我面をかれらに向けて攻む彼ら

は火の中より出たれども火なほこれを燒つくすべ

し我面をかれらにむけて攻むる時に汝らは我のヱ
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ホバなるをしらん 8彼等悖逆る事をおこなひしに

由て我かの地を荒地となすべし主ヱホバこれを言

ふ

16ヱホバの言また我にのぞみて言ふ 2人の子よ

ヱルサレムに其憎むべき事等を示して 3言ふ

べし主ヱホバ、ヱルサレムに斯いひたまふ汝の起

本汝の誕生はカナンの地なり汝の父はアモリ人汝

の母はヘテ人なり 4汝の誕生を言んに汝の生れし

日に汝の臍帶を斷ことなく又水にて汝を洗ひ潔む

ることなく鹽をもて汝を擦ることなく又布に裹む

ことなかりき 5一人も汝を憐み見憫をもて是等の

事の一をも汝になせし者なし汝の生れたる日に人

汝の生命を忌て汝を野原に棄たり 6我汝のかたは

らを通りし時汝が血の中にをりて踐るるを見汝が

血の中にある時汝に生よと言り即ち我なんぢが血

の中にある時に汝に生よといへり 7我野の百卉の

ごとくに汝を増して千萬となせり汝は生長て大き

くなり美しき姿となるにいたり乳は堅くなり髮は

長たりしが衣なくして裸なりき 8茲に我汝の傍を

通りて汝を見に今は汝の時汝の愛せらるべき時な

りければ我衣服の裾をもて汝を覆ひ汝の恥るとこ

ろを蔽し而して汝に誓ひ汝に契約をたてたり汝す

なはち吾所屬となれり主ヱホバこれを言ふ 9斯て

我水をもてなんぢを洗ひ汝の血を滌ぎおとして膏

を汝にぬり 10文繡あるものを着せ皮の鞋を穿た

しめ細布を蒙らせ絹をもて汝の身を罩めり 11而

して飾物をもて汝をかざり腕環をなんぢの手には

め金索を汝の項にかけしめ 12鼻には鼻環耳には

耳環首には華美なる冠冕をほどこせり 13汝すな

はち金銀をもて身を飾り細布と絹および文繡をそ

の衣服となし麥粉と蜜と油とを食へり汝は甚だ美

しくして遂に榮えて王の權勢に進みいたる 14汝

の美貌のために汝の名は國々にひろまれり是わが

汝にほどこせしわれの飾物によりて汝の美麗極り

たればなり主ヱホバこれを言ふ 15然るに汝その

美麗を恃み汝の名によりて姦淫をおこなひ凡て其

傍を過る者と縱恣に姦淫をなしたり是その人の所

屬となる 16汝おのれの衣服をとりて崇邱を彩り

作りその上に姦淫をおこなへり是爲べからず有べ

からざる事なり 17汝はわが汝にあたへし金銀の

飾の品を取り男の像を造りて之と姦淫をおこなひ

18汝の繡衣を取りて之に纒ひ吾の膏と香をその前

に陳へ 19亦わが汝にあたへし我の食物我が用ひ

て汝をやしなふところの麥粉油および蜜を其前に

陳へて馨しき香氣となせり是事ありしと主ヱホバ

いひ給ふ 20汝またおのれの我に生たる男子女子

をとりてこれをその像にそなへて食はしむ汝が姦

淫なほ小き事なるや 21汝わが子等を殺し亦火の

中を通らしめてこれに献ぐ 22汝その諸の憎むべ

き事とその姦淫とをおこなふに當りて汝が若かり

し日に衣なくして裸なりしことおよび汝が血のう

ちにをりて蹈れしことを想はざるなり 23主ヱホ

バまた言たまふ汝は禍なるかな禍なるかな 24汝

その諸の惡をおこなひし後街衢街衢に樓をしつら

ひ臺を造り 25また路の辻々に臺をつくりて汝の

美麗を汚辱むることを爲し凡て傍を過るところの

者に足をひらきて大に姦淫をおこなふ 26汝かの

肉の大なる汝の隣人エジプトの人々と姦淫をおこ

なひ大に姦淫をなして我を怒らせたれば 27我手

を汝の上にのべて汝のたまはる分を減し彼の汝を

惡み汝の淫なる行爲を羞るところのペリシテ人の

女等の心に汝をまかせたり 28然るに汝は厭こと

なければ亦アツスリヤの人々と姦淫をおこなひし

が之と姦淫をおこなひたるも尚厭ことなかりき 29

汝また大に姦淫をおこなひてカナンの國カルデヤ

に迄およびしが是にても尚厭ことなし 30主ヱホ

バいひたまふ汝の心如何に戀煩ふにや汝この諸の

事を爲り是氣隨なる遊女の行爲なり 31汝道の辻

々に樓をしつらひ衢々に臺を造りしが金錢を輕ん

じたれば娼妓のごとくならざりき 32夫淫婦はそ

の夫のほかに他人と通ずるなり 33人は凡て娼妓

に物を贈るなるに汝はその諸の戀人に物をおくり

且汝と姦淫せんとて四方より汝に來る者に報金を

與ふ 34汝は姦淫をおこなふに當りて他の婦と反

す即ち人汝を戀求むるにあらざるなり汝金錢を人

にあたへて人金錢を汝にあたへざるは是その相反

するところなり 35然ば娼妓よヱホバの言を聽け

36主ヱホバかく言たまふ汝金銀を撒散し且汝の戀

人と姦淫して汝の恥處を露したるに由り又汝の憎

むべき諸の偶像と汝が之にささげたる汝の子等の

血の故により 37視よ我汝が交れる諸の戀人およ

び凡て汝が戀たる者並に凡て汝が惡みたる者を集

め四方よりかれらを汝の所に集め汝の恥處を彼ら

に現さん彼ら汝の恥處を悉く見るべし 38我姦淫

を爲せる婦および血をながせる婦を鞫くがごとく

に汝を鞫き汝をして忿怒と嫉妬の血とならしむべ

し 39我汝を彼等の手に付せば彼等汝の樓を毀ち

汝の臺を倒しなんぢの衣服を褫取り汝の美しき飾
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を奪ひ汝をして衣服なからしめ裸にならしむべし

40彼等群衆をひきゐて汝の所にのぼり石をもて汝

を撃ち劍をもて汝を切さき 41火をもて汝の家を

焚き多くの婦女の目の前にて汝を鞫かん斯われ汝

をして姦淫を止しむべし汝は亦ふたたび金錢をあ

たふることなからん 42我ここに於て汝に對する

わが怒を息め汝にかかはるわが嫉妬を去り心をや

すんじて復怒らざらん 43主ヱホバいひたまふ汝

その若かりし日の事を記憶えずしてこの諸の事を

もて我を怒らせたれば視よ我も汝の行ふところを

汝の首に報ゆべし汝その諸の憎むべき事の上に此

惡事をなしたるにあらざるなり 44視よ諺語をも

ちふる者みな汝を指てこの諺を用ひ言ん母のごと

くに女も然りと 45汝の母はその夫と子女を棄た

り汝はその女なり汝の姉妹はその夫と子女を棄た

り汝はその姉妹なり汝の母はヘテ人汝の父はアモ

リ人なり 46汝の姉はサマリヤなり彼その女子等

とともに汝の左に住む汝の妹はソドムなり彼その

女子等とともに汝の右に住む 47汝は只少しく彼

らの道に歩み彼らの憎むべきところの事等を行ひ

しのみにあらず汝の爲る事は皆かれらのよりも惡

かりき 48主ヱホバ言たまふ我は活く汝の妹ソド

ムと其女子らが爲しところは汝とその女子らが爲

しところの如くはあらざりき 49汝の妹ソドムの

罪は是なり彼は傲り食物に飽きその女子らととも

に安泰にをり而して難める者と貧しき者を助けざ

りき 50かれらは傲りわが前に憎むべき事をなし

たれば我見てかれらを掃ひ除けり 51サマリヤは

汝の罪の半分ほども罪を犯さざりき汝は憎むべき

事等を彼らよりも多く行ひ増し汝の爲たる諸の憎

むべき事のために汝の姉妹等をして義きが如くな

らしめたり 52然ば汝が曾てその姉妹等の蒙るべ

き者と定めたるところの恥辱を汝もまた蒙れよ汝

が彼等よりも多くの憎むべき事をなしたるその罪

の爲に彼等は汝よりも義くなれり然ば汝も辱を受

け恥を蒙れ是は汝その姉妹等を義き者となしたれ

ばなり 53我ソドムとその女等の俘囚をかへしサ

マリヤとその女等の俘囚をかへさん時に其と同じ

擄はれたる汝の俘囚人を歸し 54汝をして恥を蒙

らしめ汝が凡て爲たるところの事を羞しむべし汝

かく彼らの慰とならん 55汝の姉妹ソドムとその

女子等は舊の樣に歸りサマリヤとその女子等は舊

の樣に歸らん又汝と汝の女子等も舊の樣にかへる

べし 56汝はその驕傲れる日には汝の姉妹ソドム

の事を口に述ざりき 57汝の惡の露れし時まで即

ちスリアの女子等と凡て汝の周圍の者ペリシテ人

の女等が四方より汝を嬲りて辱しめし時まで汝は

是のごとくなりき 58ヱホバいひたまふ汝の淫な

る行爲と汝のもろもろの憎むべき事とは汝みづか

らこれを身に負ふなり 59主ヱホバかく言たまふ

誓言を輕んじて契約をやぶりたるところの汝には

我汝の爲るところにしたがひて爲べし 60我汝の

若かりし日に汝になせし契約を記憶え汝と限りな

き契約をたてん 61汝その姉妹の汝より大なる者

と小き者とを得る時にはおのれの行爲をおぼえて

羞ん彼等は汝の契約に屬する者にあらざれども我

かれらを汝にあたへて女となさしむべし 62我汝

と契約をたてん汝すなはち吾のヱホバなるを知に

いたらん 63我なんぢの凡て行ひしところの事を

赦す時には汝憶えて羞ぢその恥辱のために再び口

を開くことなかるべし主ヱホバこれを言ふ

17爰にヱホバの言我にのぞみて言ふ 2人の子よ

汝イスラエルの家に謎をかけ譬言を語りて 3

言べし主ヱホバかく言たまふ大なる翼長き羽あり

て種々の色の毛の滿たる大鷲レバノンに來りて香

柏の梢を採り 4其芽の巓を摘みカナンの地にこれ

を持きたりて商人の邑に置きけるが 5又その地の

種をとりて之を種田に播けりすなはち之を水の多

き處にもちゆきて柳のごとくにこれを樹しに 6成

長ちて丈卑き垂さがりたる葡萄樹となり其枝は鷲

にむかひその根は鷲の下にあり遂に葡萄樹となり

て芽をふき葉を出す 7此に又大なる翼多くの羽あ

る一箇の大鷲ありしがその葡萄樹根をこれにむか

ひて張り枝をこれにむかひて伸べ之をしてその植

りたる地の外より水を灌がしめんとす 8抑是を善

き圃に多くの水の旁に植たるは根を張り實をむす

びて盛なる葡萄樹とならしめんためなりき 9なん

ぢ主ヱホバかく言ふといふべし是旺盛になるや鷲

その根を拔きその果を絕ちて之を枯しめざらんや

其芽の若葉は皆枯ん之を根より擧るには強き腕と

多くの人を用ふるにおよばざるなり 10是は樹ら

れたれども旺盛にならんや東風これに當らば枯果

ざらんや是その生たるところの地に枯べし 11ヱ

ホバの言また我にのぞみて言ふ 12背ける家に言

ふべし汝等此の何たるを知ざるかと又言へ視よバ

ビロンの王ヱルサレムに來りその王とその牧伯等

を執へてこれをバビロンに曳ゆけり 13彼また王

の族の一人を取てこれと契約を立て誓言をなさし
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め又國の強き者等を執へゆけり 14是この國を卑

くして自ら立つことを得ざらしめその人をして契

約を守りてこれを堅うせしめんがためなりき 15

然るに彼これに背きて使者をエジプトに遣し馬と

多くの人を己におくらしめんとせり彼旺盛になら

んや是を爲る者逃るることをえんや彼その契約を

やぶりたり爭で逃るることを得んや 16主ヱホバ

いひたまふ我は活く必ず彼は己を王となしたる彼

王の處に偕にをりてバビロンに死べし彼その王の

誓言を輕んじ其契約を破りたるなり 17夫壘を築

き雲梯を建てて衆多の人を殺さんとする時にはパ

ロ大なる軍勢と衆多の人をもて彼のために戰爭を

なさじ 18彼は誓言を輕んじて契約を破る彼手を

與へて却て此等の事をなしたれば逃るることを得

ざるべし 19故に主ヱホバかく言たまふ我は活く

彼が我の誓言を輕んじ我の契約をやぶりたる事を

必ずかれの首にむくいん 20我わが網をかれの上

にうちかけ彼をわが羅にとらへてバビロンに曳ゆ

き彼が我にむかひて爲しところの叛逆につきて彼

を鞫くべし 21彼の諸の軍隊の逃脱者は皆刀に仆

れ生殘れる者は八方に散さるべし汝等は我ヱホバ

がこれを言しなるを知にいたらん 22主ヱホバか

く言たまふ我高き香柏の梢の一を取てこれを樹ゑ

その芽の巓より若芽を摘みとりて之を高き勝れた

る山に樹べし 23イスラエルの高山に我これを植

ん是は枝を生じ果をむすびて榮華なる香柏となり

諸の類の鳥皆その下に棲ひその枝の蔭に住はん 24

是に於て野の樹みな我ヱホバが高き樹を卑くし卑

き樹を高くし綠なる樹を枯しめ枯木を綠ならしめ

しことを知ん我ヱホバこれを言ひ之を爲なり

18ヱホバの言また我にのぞみて言ふ 2汝等なん

ぞイスラエルの地に於て此諺語を用ひ父等酸

き葡萄を食ひたれば子等の齒齼くと言ふや 3主ヱ

ホバいふ我は生く汝等ふたたびイスラエルに於て

この諺語をもちふることなかるべし 4夫凡の靈魂

は我に屬す父の靈魂も子の靈魂も我に屬するなり

罪を犯せる靈魂は死べし 5若人正義して公道と公

義を行ひ 6山の上に食をなさず目をあげてイスラ

エルの家の偶像を仰がず人の妻を犯さず穢れたる

婦女に近づかず 7何人をも虐げず質物を還し物を

奪はずその食物を饑る者に與へ裸なる者に衣を着

せ 8利を取て貸さず息を取ず手をひきて惡を行は

ず眞實の判斷を人と人の間になし 9わが法憲にあ

ゆみ又吾が律例を守りて眞實をおこなはば是義者

なり彼は生べし主ヱホバこれを言ふ 10然ど彼子

を生んにその子暴き者にして人の血をながし是の

如き事の一箇を行ひ 11是をば凡て行はずして山

の上に食をなし人の妻を犯し 12惱める者と貧し

き者を虐げ物を奪ひ質物を還さず目をあげて偶像

を仰ぎ憎むべき事をおこなひ 13利をとりて貸し

息を取ば彼は生べきや彼は生べからず彼この諸の

憎むべき事をなしたれば必ず死べしその血はかれ

に歸せん 14又子生れんに其子父のなせる諸の罪

を視しかども視て斯有ことを行はず 15山の上に

食をなさず目をあげてイスラエルの家の偶像を仰

がず人の妻を犯さず 16何人をも虐げず質物を存

留めず物を奪はず饑る者にその食物を與へ裸なる

者に衣を着せ 17その手をひきて惱める者を苦め

ず利と息を取ずわが律法を行ひわが法度に歩まば

彼はその父の惡のために死ことあらじ必ず生べし

18その父は甚だしく人を掠めその兄弟を痛く虐げ

その民の中に善らぬ事をなしたるに由てその惡の

ために死べし 19しかるに汝等は子なんぞ父の惡

を負ざるやと言ふ夫子は律法と公義を行ひわが凡

ての法度を守りてこれを行ひたれば必ず生べし 20

罪を犯せる靈魂は死べし子は父の惡を負ず父は子

の惡を負ざるなり義人の義はその人に歸し惡人の

惡はその人に歸すべし 21然ど惡人もしその凡て

行ひしところの惡を離れわが諸の法度を守り律法

と公義を行ひなばかならず生ん死ざるべし 22そ

の爲しところの咎は皆記念られざるべしその爲し

義き事のために彼は生べし 23主ヱホバ言たまふ

我爭で惡人の死を好まんや寧彼がその道を離れて

生んことを好まざらんや 24若義人その義をはな

れて惡を行ひ惡人の爲る諸の憎むべき事をなさば

生べきや其なせし義き事は皆記念られざるべし彼

はその爲る咎とその犯せる罪とのために死べし 25

然るに汝等主の道は正しからずと言ふ然ばイスラ

エルの家よ聽け吾道正しからざるやその正しから

ざる者は汝らの道にあらずや 26若義人その義を

はなれて惡を爲し其がために死ることあらば是そ

の爲る惡のために死るなり 27若惡人その爲る惡

をはなれて律法と公義を行はばその靈魂を生しむ

ることをえん 28彼もし視てその行ひし諸の咎を

離れなば必ず生ん死ざるべし 29然るにイスラエ

ルの家は主の道は正しからずといふイスラエルの

家よわが道正しからざるやその正しからざる者は

汝らの道にあらずや 30主ヱホバいひ給ふ是故に
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我汝らをば各その道にしたがひて審くべし汝らそ

の諸の咎を悔改めよ然らば惡汝らを躓かせて滅ぼ

すことなかるべし 31汝等その行ひし諸の罪を棄

去り新しき心と新しき靈魂を起すべしイスラエル

の家よ汝らなんぞ死べけんや 32我は死者の死を

好まざるなり然ば汝ら悔て生よ主ヱホバこれを言

ふ

19汝イスラエルの君等のために哀の詞をのべて
2言ふべし汝の母なる牝獅は何故に牡獅の中

に伏し小獅の中にその子を養ふや 3彼その一の子

を育てたれば小獅となりて食を攫ことを學ひ遂に

人を食へり 4國々の人これの事を聞きこれを陷阱

にて執へ鼻環をほどこしてこれをエジプトの地に

ひきいたれり 5牝獅姑く待しがその望を失ひしを

見たれば又一個の子を取てこれを小獅とならしむ

6是すなはち牝獅の中に歩みて小獅となり食を攫

ことを學ひしが亦人を食ひ 7其寡婦をしりその邑

々を滅せりその咆哮聲によりてその地とその中に

盈る者荒たり 8是をもて四方の國人その國々より

攻來り網をこれにうちかけ陷阱にてこれを執へ 9

鼻環をほどこして籠にいれ之をバビロンの王の許

に曳いたりて城の中に携へ入れ其聲を再びイスラ

エルの山々に聞えざらしむ 10汝の母は汝の血に

して水の側に植たる葡萄樹のごとし水の多きがた

めに結實多く蔓はびこれり 11是に強き枝ありて

君王等の杖となすべし是の長は雲に至りその衆多

の枝のために高く聳えて見へたり 12然るに是怒

をもて拔れて地に擲たる東風その實を吹乾かしそ

の強き枝は折れて枯れ火に焚る 13今これは荒野

にて乾ける水なき地に植りてあり 14その枝の芽

より火いでてその果を燒けば復強き枝の君王等の

杖となるべき者其になし是哀の詞なり哀の詞とな

るべし

20七年の五月十日にイスラエルの長老の中の人
々ヱホバに問んとて來りてわが前に坐しける

に 2ヱホバの言我にのぞみて云ふ 3人の子よイス

ラエルの長老等に告て之にいふべし主ヱホバかく

言ふ汝等我に問んとて來れるや主ヱホバいふ我は

活く我汝らの問を容じと 4汝かれらを鞫かんとす

るや人の子よ汝かれらを鞫かんとするや彼等の先

祖等のなしたる憎むべき事等をかれらに知しめて

5言べし主ヱホバかくいふ我イスラエルを選みヤ

コブの家の裔にむかひてわが手をあげエジプトの

地にて我をかれらに知せかれらにむかひて吾手を

あげて我は汝らの神ヱホバなりと言し日 6その日

に我かれらにむかひて吾手をあげエジプトの地よ

りかれらをいだし吾がかれらのために求め得たる

その乳と蜜の流るる地に導かんとせり是諸の地の

中の美しき者なり 7而して我かれらに言けらく各

人その目にあるところの憎むべき事等を棄てよエ

ジプトの偶像をもてその身を汚すなかれ我は汝ら

の神ヱホバなりと 8然るに彼らは我に背きて我に

聽したがふことを好まざりき彼等一人もその目に

あるところの憎むべき者を棄てずエジプトの偶像

を棄てざりしかば我エジプトの地の中において吾

憤恨をかれらに注ぎわが忿怒をかれらに洩さんと

言り 9然れども我わが名のために事をなして彼ら

をエジプトの地より導きいだせり是吾名の異邦人

等の前に汚されざらんためなりその異邦人等の中

に彼等居り又その前にて我おのれを彼等に知せた

り 10すなはち我エジプトの地より彼等を導き出

して曠野に携ゆき 11わが法憲をこれに授けわが

律法をこれに示せり是は人の行ひて之に由て生べ

き者なり 12我また彼らに安息日を與へて我と彼

らの間の徴となしかれらをして吾ヱホバが彼らを

聖別しを知しめんとせり 13然るにイスラエルの

家は曠野にて我に背き人の行ひて之によりて生べ

き者なるわが法度にあゆまず吾が律法を輕んじ大

に吾が安息日を汚したれば曠野にてわが憤恨をか

れらに注ぎてこれを滅さんと言ひたりしが 14我

わが名のために事をなせり是わが彼らを導きいだ

して見せしところの異邦人等の目のまへにわが名

を汚されざらしめんためなりき 15但し我曠野に

て彼らにむかひて吾手をあげ彼らをわが與へしそ

の乳と蜜の流るる地に導かじと誓へり是は諸の地

の中の美しき者なり 16是かれら心にその偶像を

慕ひてわが律法を輕んじ棄てわが法憲にあゆまず

わが安息日を汚したればなり 17然りといへども

吾かれらを惜み見てかれらを滅ぼさず曠野にて彼

らを絕さざりき 18我曠野にてかれらの子等に言

り汝らの父の法度にあゆむなかれ汝らの律法を守

るなかれ汝らの偶像をもて汝らの身を汚すなかれ

19我は汝らの神ヱホバなり吾法度にあゆみ吾律法

を守りてこれを行ひ 20わが安息日を聖くせよ是

は我と汝らの間の徴となりて汝らをして我が汝ら

の神ヱホバなるを知しめんと 21然るにその子等

我にそむき人の行ひてこれによりて活べき者なる
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わが法度にあゆまず吾律法をまもりて之をおこな

はずわが安息日を汚したれば我わが憤恨を彼らに

そそぎ曠野にてわが忿怒をかれらに洩さんと言た

りしが 22吾手を翻してわが名のために事をなせ

り是わが彼らを導き出して見せしところの異邦人

等の目のまへにわが名を汚されざらしめんためな

りき 23但し我汝らを國々に散し處々に撒んと曠

野にてかれらにむかひて我手を擧たり 24是かれ

らわが律法を行はずわが法度を輕じわが安息日を

けがしその父の偶像を目に慕ひたればなり 25我

かれらに善らぬ法度を與へかれらが由て活べから

ざる律法を與へ 26彼らをしてその禮物によりて

己の身を汚さしむ即ちかれらその長子をして火の

中を通過しめたり是は我彼らを滅し彼らをして我

のヱホバなるを知しめんためなり 27然ば人の子

よイスラエルの家につげて之にいふべし主ヱホバ

かくいひたまふ彼らの父等は更にまた不忠の罪を

をかし我を瀆せり 28我わが彼らに與へんと手を

あげし此地にかれらを導きいれしに彼ら諸の高丘

と諸の茂樹を尋ね得てその犠牲を其處に供へその

憤らしき禮物をそこに獻げその馨しき佳氣をそこ

に奉つりその神酒をそこに灌げり 29我かれらに

言り汝らが往ところの崇き處は何なるやと其名は

今日にいたるまでバマと言ふなり 30この故にイ

スラエルの家に言ふべし主ヱホバかくいひたまふ

汝らの先祖の途をもて汝らはその身を汚し彼等の

憎むべき物をしたひてこれと姦淫を行ふにあらず

や 31汝等はその禮物を獻げその子女に火の中を

通らしめて今日にいたるまで汝らの諸の偶像をも

てその身を汚すなり然ばイスラエルの家よ我なん

ぢらの問を容るべけんや主ヱホバいふ我は活く我

は汝らの問を容ざるなり 32汝ら我儕は木と石に

事へて異邦人の如くなり國々の宗族のごとくなら

んと言ば汝らの心に起るところの事は必ず成ざる

べし 33主ヱホバいふ我は生く我かならず強き手

と伸たる腕をもて怒を注ぎて汝らを治めん 34我

強き手と伸たる腕をもて怒を注ぎて汝らを國々よ

り曳いだし汝らが散れたる處々より汝らを集め 35

國々の曠野に汝らを導き其處にて面をあはせて汝

らを鞫かん 36主ヱホバいふ我エジプトの曠野に

て汝らの先祖等を鞫きしごとくに汝らを鞫くべし

37我なんぢらをして杖の下を通らしめ契約の索に

汝らを入しめ 38汝らの中より背ける者および我

に悖れる者を別たんその寓れる地より我かれらを

いだすべし彼らはイスラエルの地に來らざるべし

汝らすなはち我のヱホバなるを知ん 39然ばイス

ラエルの家よ主ヱホバかくいふ汝等おのおの往て

その偶像に事へよ然ど後には汝らかならず我に聽

て重てその禮物と偶像をもてわが名を汚さざるべ

し 40主ヱホバいふ吾が聖山の上イスラエルの高

山の上にてイスラエルの全家その地の者皆我に事

へん其處にて我かれらを悦びて受納ん其處にて我

なんぢらの獻物および初成の禮物すべて汝らが聖

別たる者を求むべし 41我汝らを國々より導き出

し汝らが散されたる處々より汝らを集むる時馨し

き香氣のごとくに汝らを悦びて受納れ汝らにより

て異邦人等の目のまへに我の聖ことをあらはすべ

し 42我が汝らをイスラエルの地すなはちわが汝

らの先祖等にあたへんと手をあげしところの地に

いたらしめん時に汝等は我のヱホバなるを知るに

いたらん 43汝らは其身を汚したるところの汝ら

の途と汝らのもろもろの行爲を彼處にて憶え其な

したる諸の惡き作爲のために自ら恨み視ん 44イ

スラエルの家よ我汝らの惡き途によらず汝らの邪

なる作爲によらずして吾名のために汝等を待はん

時に汝らは我のヱホバなるを知るにいたらん主ヱ

ホバこれを言ふなり 45ヱホバの言また我にのぞ

みて言ふ 46人の子よ汝の面を南方に向け南にむ

かひて言を垂れ南の野の森の事を預言せよ 47す

なはち南の森に言ふべしヱホバの言を聽け主ヱホ

バかく言ふ視よ我なんぢの中に火を燃さん是なん

ぢの中の諸の靑樹と諸の枯木を焚べしその烈しき

火焰消ることなし南より北まで諸の面これがため

に燒ん 48肉ある者みな我ヱホバのこれを燒しな

るを見ん是は消ざるべし 49我是において言り嗚

呼主ヱホバよ人われを指て言ふ彼は譬言をもて語

るにあらずやと

21ヱホバの言われにのぞみて言ふ 2人の子よ汝

の面をヱルサレムに向け聖き處々にむかひて

言を垂れイスラエルの地にむかひて預言し 3イス

ラエルの地に言ふべしヱホバかく言ふ視よ我汝を

責め吾刀を鞘より拔はなし義者と惡者とを汝の中

より絕ん 4我義者と惡者とを汝の中より絕んとす

ればわが刀鞘より脱出て南より北までの凡て肉あ

る者を責ん 5肉ある者みな我ヱホバのその刀を鞘

より拔はなちしを知らん是は歸りをさまらざるべ

し 6人の子よ腰の碎くるまでに歎き彼らの目のま

へにて痛く歎け 7人汝に何て歎くやと言ば汝言べ
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し來るところの風聞のためなり心みな鎔け手みな

痿え魂みな弱り膝みな水とならん視よ事いたれり

かならず成ん主ヱホバこれを言ふ 8ヱホバの言我

にのぞみて言ふ 9人の子よ預言して言ふべしヱホ

バかく言ふ劍あり研ぎ且磨きたる劍あり 10是は

大に殺す事をなさんがために研てあり光り閃かん

がために磨きてあり我子の杖は萬の樹を藐視ずと

て我等喜ぶべけんや 11是を手に執んために與へ

て磨かしむ是劍は殺す者の手に付さんために之を

研かつ磨かしむるなり 12人の子よ叫び哭け其は

是わが民の上に臨みイスラエルの諸の牧伯等の上

に臨めばなり彼らはわが民とともに劍に仆る故に

汝腿を撃べし 13その試すでに成る若かの藐視ず

るところの杖きたらずば如何ぞや主ヱホバこれを

言ふ 14人の子よ汝預言し手を拍べし劍人を刺透

すところの劍三倍に働かん是は人を刺透し大なる

者を殺すところの劍にして彼らを責る者なり 15

彼らの心を鎔し礙く物を増んがために我拔身の劍

をその諸の門に立つ嗚呼是は光ひらめき脱いでて

人を殺さんとす 16汝合して右に向へ進んで左に

向へ汝の刃の向ふところに隨ヘ 17我また吾手を

拍ちわが怒を靜めん我ヱホバこれを言ふなり 18

ヱホバの言また我にのぞみて言ふ 19人の子よバ

ビロンの王の劍の由て來るべき二の途を設けよ其

二の途を一の國より出しめて道標の記號を畵き邑

の途の首處にこれを畵くべし 20汝またアンモン

の子孫のラバとユダの堅き城の邑ヱルサレムとに

劍のきたるべき途を設けよ 21バビロンの王その

道の首處その途の岐處に止りて占卜をなし箭を搖

りテラピムに問ひ肝を察べをるなり 22彼の右に

ヱルサレムといふ占卜いづ云く破城槌を備へ口を

ひらきて喊き殺し聲をあげて吶喊を作り門にむか

ひて破城槌を備へ壘をきづき雲梯を建べしと 23

是はかれらの目には虛僞の占考と見ゆ聖き誓言か

れらに在ばなり然れども彼罪を憶ひおこさしむ即

ちかれらは取るべし 24是故に主ヱホバかく言ふ

汝ら旣にその罪を憶おこさしめて汝らの愆著明に

なりたれば汝らの罪その諸の行爲に顯る汝ら旣に

憶いださるれば必ず手に執へらるべし 25汝刺透

さるる者罪人イスラエルの君主よ汝の罪その終を

來らしめて汝の罰せらるる日至る 26主ヱホバか

く言ふ冕旒を去り冠冕を除り離せ是は是ならざる

べし卑き者は高くせられ高き者は卑くせられん 27

我顚覆をなし顚覆をなし顚覆を爲ん權威を持べき

者の來る時まで是は有ことなし彼に我之を與ふ 28

人の子よ汝預言して言べし主ヱホバ、アンモンの

子孫とその嘲笑につきて斯言ふと即ち汝言べし劍

あり劍あり是殺すことのために拔てあり滅すこと

のために磨きありて光ひらめくなり 29人なんぢ

に虛淨を預言し汝に假僞の占考を示して汝をその

殺さるる惡人の頸の上に置んとす彼らの罪その終

を來らしめて彼らの罰せらるる日いたる 30これ

をその鞘にかへし納めよ汝の造られし處なんぢの

生れし地にて我汝を鞫き 31わが怒を汝に斟ぎ吾

憤恨の火を汝にむかひて燃し狂暴人滅すことに巧

なる者の手に汝を付すべし 32汝は火の薪となり

汝の血は國の中にあらん汝は重ねて憶えらるるこ

となかるべし我ヱホバこれを言ばなり

22ヱホバの言われに臨みて言ふ 2人の子よ汝鞫

かんとするや此血を流すところの邑を鞫かん

とするや汝これにその諸の憎むべき事を示して 3

言へ主ヱホバかく言ふ己の中に血を流してその罰

せらるる時を來らせ己の中に偶像を作りてその身

を汚すところの邑よ 4汝はその流せる血によりて

罪を得その作れる偶像をもて身を汚し汝の日を近

づかせすでに汝の年にいたれり是故に我汝を國々

の嘲とならしめ萬國の笑とならしむべし 5汝に近

き者も遠き者も汝が名の汚れたると混亂の多きと

を笑はん 6視よイスラエルの君等各その力にした

がひて血を流さんと汝の中にをる 7彼ら汝の中に

て父母を賤め汝の中にて他國の人を虐げ汝の中に

て孤兒と寡婦を惱ますなり 8汝わが聖き物を賤め

わが安息日を汚す 9人を譖づる者血を流さんと汝

の中にあり人汝の中にて山の上に食をなし汝の中

にて邪淫をおこなひ 10汝の中にてその父の妻に

交り汝の中にて月經のさはりに穢れたる婦女を犯

す 11又汝の中にその鄰の妻と憎むべき事をおこ

なふものあり邪淫をおこなひてその嫁を犯すもの

ありその父の女なる己の姊妹を犯すものあり 12

人汝の中にて賄賂をうけて血を流すことをなすな

り汝は利と息を取り汝の隣の物を掠め取り又我を

忘る主ヱホバこれを言ふ 13見よ我汝が掠めとる

事をなし且血を汝の中に流すによりて我手を拍つ

14我が汝を攻る日には汝の心堅く立ち汝の手強く

あることを得んや我ヱホバこれを言ひこれをなす

なり 15我汝を異邦の中に散し國々の中に播き全

く汝の汚穢を取のぞくべし 16汝は己の故により

て異邦人の目に汚れたる者と見えん而して汝我の
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ヱホバなるを知べし 17ヱホバの言また我にのぞ

みて言ふ 18人の子よイスラエルの家は我に渣滓

のごとくなれり彼等は凡て爐の中の銅錫鐵鉛のご

とし彼らは銀の渣滓のごとく成れり 19此故に主

ヱホバかく言ふ汝らは皆渣滓となりたれば視よ我

なんぢらをヱルサレムの中に集む 20人の銀銅鐵

鉛錫を爐の中に集め火を吹かけて鎔すが如く我怒

と憤をもて汝らを集め入て鎔すべし 21即ち我汝

らを集め吾怒の火を汝らに吹かけん汝らはその中

に鎔ん 22銀の爐の中に鎔るがごとくに汝らはそ

の中に鎔け我ヱホバが怒を汝らに斟ぎしを知にい

たらん 23ヱホバの言われに臨みて言ふ 24人の子

よ是に言ふべし汝は怒の日に日も照らず雨もふら

ざる地なり 25預言者等の徒黨その中にありその

食を撕くところの吼ゆる獅子のごとくに彼らは靈

魂を呑み財寶と貴き物を取り寡婦をその中に多く

す 26その祭司等はわが法を犯しわが聖き物を汚

し聖きと聖からざるとの區別をなさず潔きと穢た

るとの差別を敎へずその目を掩ひてわが安息日を

顧みず我はかれらの中に汚さる 27その中にある

公伯等は食を撕くところの豺狼のごとくにして血

をながし靈魂を滅し物を掠めとらんとす 28その

預言者等は灰砂をもて是等を塗り虛浮物を見僞の

占卜を人になしヱホバの告あらざるに主ヱホバか

く言たまふと言ふなり 29國の民は暴虐をおこな

ひ奪ふ事をなし難める者と貧き者を掠め道に反き

て他國の人を虐ぐ 30我一箇の人の國のために石

垣を築き我前にあたりてその破壞處に立ち我をし

て之を滅さしめざるべき者を彼等の中に尋れども

得ざるなり 31主ヱホバいふ是故に我わが怒を彼

らに斟ぎわが憤の火をもて彼らを滅し彼らの行爲

をその首に報ゆ

23ヱホバの言われに臨みて言ふ 2人の子よ爰に

二人の婦女あり一人の母の女子なり 3彼等エ

ジプトにおいて淫を行ひその少き時に淫を行へり

即ち彼處において人かれらの乳を拈り彼處におい

てその處女の乳房に觸る 4その名は姊はアホラ妹

はアホリバと云ふ彼ら我に歸して男子女子を生り

彼らの本名はアホラはサマリヤと言ひアホリバは

ヱルサレムと云ふなり 5アホラは我有たる間に淫

を行ひてその戀人等に焦れたり是すなはちその隣

なるアツスリヤ人にして 6紫の衣を着る者牧伯た

る者督宰たる者なり是等は皆美麗き秀でたる人馬

に乗る者なり 7彼凡てアツスリヤの秀でたる者と

淫を行ひ且その焦れたる諸の者すなはちその諸の

偶像をもてその身を汚せり 8彼またエジプトより

の淫行を捨ざりき即ち彼の少き時に彼ら彼と寢ね

その處女の乳房にさはりその淫慾を彼の身の上に

洩せり 9是故に我彼をその戀人の手に付しその焦

れたるアツスリヤの子孫の手に付せり 10是に於

て彼等かれの陰所を露しその子女を奪ひ劍をもて

彼を殺して婦人の中にその名を聞えしめその身の

上に鞫を行へり 11彼の妹アホリバこれを見彼よ

りも甚だしくその慾を縱恣にしその姊の淫行より

もましたる淫行をなし 12その隣なるアツスリヤ

の人々に戀焦れたり彼らはすなはち牧伯たる者

督宰たる者華美に粧ひたる者馬に騎る者にして

皆美しき秀でたる者なり 13我かれがその身を汚

せしを見たり彼らは共に一の途をあゆめり 14彼

その淫行を増り彼壁に彫つけたる人々を見たり是

すなはち朱をもて壁に彫つけたるカルデヤ人の像

にして 15腰には帶を結び首には垂さがれる帓巾

を戴けり是等は皆君王たる者の形ありてその生れ

たる國なるカルデヤのバビロン人に似たり 16彼

その目に是等を見てこれに戀焦れ使者をカルデヤ

におくりて之にいたらしむ 17是に於てバビロン

の人々彼の許にきたりて戀の床に就きその淫行を

もて彼を汚したりしが彼らにその身を汚さるるに

およびて彼その心にかれらを疎んず 18彼その淫

行を露しその陰所を顯したれば我心彼を疎んず吾

心かれの姊を疎んじたるがごとし 19彼その淫行

を増しその少き日にエジプトに於て淫をおこなひ

し事を憶え 20彼らの戀人に焦るその人の肉は驢

馬の肉のごとく其精は馬の精のごとし 21汝は己

の少き時にエジプト人が汝の處女の乳房のために

汝の乳にさはりたる時の淫行を顧みるなり 22こ

の故に主ヱホバかく言ふアホリバよ我汝が心に疎

んずるに至りしところの戀人等を激して汝を攻し

め彼らをして四方より汝に攻きたらしむべし 23

即ちバビロンの人々およびカルデヤの諸の人々ペ

コデ、シヨワ、コア並にアツスリヤの諸の人々美

しき秀でたる人々牧伯等および督宰等大君およ

び名高き人凡て馬に騎る者 24鋒車および輪を持

ち衆多の民をひきゐて汝に攻め來り大楯小楯およ

び兜をそなへて四方より汝に攻かからん我裁判を

かれらに委ぬべし彼らすなはち其律法によりて汝

を鞫かん 25我汝にむかひてわが嫉妬を發すれば

彼ら怒をもて汝を待ひ汝の鼻と耳を切とるべし汝
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のうちの存れる者は劍に仆れん彼ら汝の子女を奪

ふべし汝の中の殘れる者は火に燒ん 26彼ら汝の

衣を剝脱り汝の美しき妝飾を取べし 27我汝の淫

行を除き汝がエジプトの地より行ひ來れるところ

の邪淫を除き汝をして重て彼らに目をつけざらし

め再びエジプトの事を憶はざらしめん 28主ヱホ

バかく言ふ視よ我汝が惡む者の手汝が心に疎ずる

者の手に汝を付せば 29彼ら怨憎をもて汝を待ひ

汝の得たる物を盡く取り汝を赤裸に成おくべし是

をもて汝が淫をおこなヘる陰所露にならん汝の淫

行と邪淫もしかり 30汝異邦人を慕ひて淫をおこ

なひ彼らの偶像をもて身を汚したるに由て是等の

事汝におよぶなり 31汝その姊の途に歩みたれば

我かれの杯を汝の手に交す 32主ヱホバかく言ふ

汝その姊の深き大なる杯を飮べし是は笑と嘲を充

す者なり 33醉と憂汝に滿ちん汝の姊サマリヤの

杯は駭異と滅亡の杯なり 34汝これを飮み乾しこ

れを吸つくしその碎片を咬み汝の乳房を摘去ん我

これを言ふと主ヱホバ言ふ 35然ば主ヱホバかく

言ふ汝我を忘れ我を後に棄たれば汝またその淫行

と邪淫の罪を負べし 36斯てヱホバ我にいひたま

ふ人の子よ汝アホラとアホリバを鞫かんとするや

然らば彼らにその憎むべき事等を示せ 37夫彼ら

は姦淫をおこなへり又血その手にあり彼らその偶

像と姦淫をおこなひ又その我に生たる男子等に火

の中をとほらしめてこれを燒り 38加之また是を

なせり即ち彼ら同日にわが聖處を汚しわが安息日

を犯せり 39彼らその偶像のために男子等を宰り

しその日にわが聖處に來りてこれを汚し斯わが家

の中に事をなせり 40且又彼らは使者をやりて遠

方より人を招きて至らしむ其人々のために汝身を

洗ひ目を畵き妝飾を着け 41華美なる床に坐し臺

盤をその前に備へその上にわが香とわが膏を置り

42斯て群衆の喧噪その中に靜りしがその多衆の人

々の上にまた曠野よりサバ人を招き寄たり彼らは

手に腕環をはめ首に美しき冠を戴けり 43我かの

姦淫のために衰弱たる女の事を云り今は早彼の姦

淫その姦淫をなしをはらんかと 44彼らは遊女の

所にいるごとくに彼の所に入たり斯かれらすなは

ち淫婦アホラとアホリバの所に入ぬ 45義人等姦

婦の律法に照し故殺の律法に照して彼らを鞫かん

彼らは姦婦にしてまたその手に血あればなり 46

主ヱホバかく言ふ我群衆を彼等に攻きたらしめ彼

らを是に付して虐と掠にあはしめん 47群衆かれ

らを石にて撃ち劍をもて斬りその子女を殺し火を

もてその家を燒べし 48斯我この地に邪淫を絕さ

ん婦女みな自ら警めて汝らのごとくに邪淫をおこ

なはざるべし 49彼ら汝らの邪淫の罪を汝らに報

いん汝らはその偶像の罪を負ひ而して我の主ヱホ

バなるを知にいたるべし

24九年の十月十日にヱホバの言我にのぞみて言
ふ 2人の子よ汝此日すなはち今日の名を書せ

バビロンの王今日ヱルサレムを攻をるなり 3汝背

ける家に譬喩をかたりて之に言へ主ヱホバかく言

たまふ釜を居ゑ居ゑてこれに水を斟いれ 4其肉の

凡て佳き所を集めて股と肩とを之に入れ佳き骨を

これに充し 5羊の選擇者を取れ亦薪一束を取り下

に入れて骨を煮釜を善く煮たて亦その中の骨を煮

よ 6是故に主ヱホバかく言ふ禍なるかな血の流る

る邑銹のつきたる釜その銹これを離れざるなり

肉を一箇一箇に取いだせ之がために籤を掣べから

ず 7彼の血はその中にあり彼乾ける磐の上にこれ

を置りこれを土にそそぎて塵に覆はれしめず 8我

怒を來らせ仇を復さんがためにその血を乾ける磐

の上に置て塵に覆はれざらしめたり 9是故に主ヱ

ホバかく言ふ禍なるかな血の流るる邑我またその

薪の束を大にすべし 10薪を積かさね火を燃し肉

を善く煮てこれを煮つくしその骨をも燒しむべし

11而して釜を空にして炭火の上に置きその銅をし

て熱くなりて燒しめ其汚穢をして中に鎔しめその

銹を去しむべし 12旣に手を盡したれどもその大

なる銹さらざればその銹を火に投棄べし 13汝の

汚穢の中に淫行あり我汝を淨めんとしたれども汝

淨まらざりしに因てわが怒を汝に洩しつくすまで

は汝その汚穢をはなれて淨まることあらじ 14我

ヱホバこれを言り是至る我これを爲べし止ず惜ま

ず悔ざるなり汝の道にしたがひ汝の行爲にしたが

ひて彼ら汝を鞫かん主ヱホバこれを言ふ 15ヱホ

バの言われに臨みて言ふ 16人の子よ我頓死をも

て汝の目の喜ぶ者を取去ん汝哀かず泣ず涙をなが

すべからず 17聲をたてずして哀け死人のために

哀哭をなすなかれ冠物を戴き足に鞋を穿べし鬚を

掩ふなかれ人のおくれる食物を食ふべからず 18

朝に我人々に語りしが夕にわが妻死ねり明朝にお

よびて我命ぜられしごとくなせり 19茲に人々我

に言けるは此汝がなすところの事は何の意なるや

我らに告ざるや 20我かれらに言けるはヱホバの

言我にのぞみて言ふ 21イスラエルの家にいふべ
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し主ヱホバかく言ふ視よ我汝らの勢力の榮汝らの

目の喜愛汝らの心の望なるわが聖所を汚さん汝ら

が遺すところの子女等は劍に仆れん 22汝らもわ

が爲るごとくなし鬚を覆はず人のおくれる食物を

食はず 23首に冠物を戴き足に履を穿き哀かず泣

ずその罪の中に痩衰へて互に呻かん 24斯エゼキ

エル汝らに兆とならん彼がなしたるごとく汝ら爲

ん是事の至らん時に汝ら我の主ヱホバなるを知べ

し 25人の子よわが彼らの力かれらの樂むところ

の榮その目の喜愛その心の望その子女を取去る日

26その日に逃亡者汝の許に來り汝の耳に告ること

あらん 27その日に汝逃亡者にむかひて口を啓き

語りて再び默せざらん斯汝かれらに兆となるべし

彼らは遂に我のヱホバなるを知ん

25ヱホバの言我に臨みて言ふ 2人の子よ汝の面

をアンモンの人々に向けこれに向ひて預言し

3アンモンの人々に言べし汝ら主ヱホバの言を聽

け主ヱホバかく言ひたまふ汝わが聖處の汚さるる

事につきイスラエルの地の荒さるる事につき又ユ

ダの家の擄へ移さるることにつきて嗚呼心地善し

と言り 4是故に視よ我汝を東方の人々に付して所

有と爲さしめん彼等汝の中に畜圈を設け汝の中に

その住宅を建て汝の作物を食ひ汝の乳を飮ん 5ラ

バをば我駱駝を豢ふ地となしアンモンの人々の地

をば羊の臥す所となすべし汝ら我のヱホバなるを

知にいたらん 6主ヱホバかく言たまふ汝イスラエ

ルの地の事を見て手を拍ち足を蹈み傲慢を極めて

心に喜べり 7是故に視よ我わが手を汝に伸べ汝を

國々に付して掠奪に遭しめ汝を國民の中より絕ち

諸國に斷し滅すべし汝我のヱホバなるを知るにい

たらん 8主ヱホバかく言たまふモアブとセイル言

ふユダの家は他の諸の國と同じと 9是故に我モア

ブの肩を闢くべし即ちその邑々その最遠の邑にし

て國の莊嚴なるベテエシモテ、バアルメオンおよ

びキリヤタイムよりこれを闢き 10之をアンモン

の人々に添て東方の人々に與へその所有となさし

めアンモンの人々をして國々の中に記憶らるるこ

と无しめん 11我モアブに鞫を行ふべし彼ら我の

ヱホバなるを知にいたらん 12主ヱホバかく言た

まふエドムは怨恨をふくんでユダの家に事をなし

且これに怨を復して大に罪を得たり 13是故に主

ヱホバかく言たまふ我エドムの上にわが手を伸し

て其中より人と畜を絕去り之をテマンより荒地と

なすべしデダンの者は劍に仆れん 14我わが民イ

スラエルの手をもてエドムにわが仇を報いん彼ら

わが怒にしたがひわが憤にしたがひてエドムに行

ふべしエドム人すなはち我が仇を復すなるを知ん

主ヱホバこれを言ふ 15主ヱホバかく言たまふペ

リシテ人は怨を含みて事をなし心に傲りて仇を復

し舊き恨を懷きて滅すことをなせり 16是故に主

ヱホバかく言たまふ視よ我ペリシテ人の上に手を

伸べケレテ人を絕ち海邊に遺れる者を滅すべし 17

我怒の罰をもて大なる復仇を彼らに爲ん我仇を彼

らに復す時に彼らは我のヱホバなるを知べし

26十一年の月の首の日にヱホバの言我にのぞみ
て言ふ 2人の子よツロはヱルサレムの事につ

きて言り嗚呼心地よし諸の國民の門破る是我に移

るならん我は豐滿になるべし彼は荒はてたりと 3

是故に主ヱホバかく言たまふツロよ我汝を攻め海

のその波濤を起すが如く多くの國人を汝に攻きた

らしむべし 4彼らツロの石墻を毀ちその櫓を倒さ

ん我その塵を拂ひ去りて是を乾ける磐と爲べし 5

是は海の中の網を張る處とならん我これを言ばな

りと主ヱホバいひたまふ是は諸の國人に掠めらる

べし 6その野にをる女子等は劍に殺されん彼らす

なはち我のヱホバなるを知べし 7主ヱホバかく言

たまふ視よ我王の王なるバビロンの王ネブカデネ

ザルをして馬車騎兵群衆および多くの民を率て北

よりツロに攻きたらしむべし 8野にをる汝の女子

等をば彼劍にかけて殺し又汝にむかひて雲梯を建

て汝にむかひて壘を築き汝にむかひて干を備へ 9

破城槌を汝の石垣に向けその斧をもて汝の櫓を打

碎かん 10その衆多の馬の煙塵汝を覆はん彼等敝

れたる城に入るごとくに汝の門々に入來らん時そ

の騎兵と輪と車の聲のために汝の石垣震動べし 11

彼その馬の蹄をもて汝の諸の衢を踏あらし劍をも

て汝の民を殺さん汝の榮光の柱地に仆るべし 12

彼ら汝の財寶を奪ひ汝の商貨を掠め汝の石垣を打

崩し汝の樂き舘を毀ち汝の石と木と土を水に沈め

ん 13我汝の歌の聲を止めん汝の琴の音は復聞え

ざるべし 14我汝を乾ける磐となさん汝は網を張

る處となり再び建ことなかるべし我ヱホバこれを

言ふと主ヱホバ言たまふ 15主ヱホバ、ツロにか

く言たまふ島々汝の仆るる聲手負の呻吟および

汝の中の殺戮によりて震動ざらんや 16海の君主

等皆その座を下り朝服を脱ぎ繡ある衣を去り恐懼

を身に纏ひ地に坐し時となく怖れ汝の事を驚かん

17彼ら汝の爲に哀の詞を擧て汝に言ふべし汝海よ
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り出たる住處名の高き邑自己もその居民も共に海

に於て勢力ある者その凡の居民に己を恐れしむる

者よ汝如何にして亡びたるや 18それ島々は汝の

仆るる日に震ひ海の島々は汝の亡ぶるに驚くなり

19主ヱホバかく言たまふ我汝を荒たる邑となし人

の住はざる邑々のごとく爲し洋海を沸あがらしめ

て大水に汝を掩沒しめん時 20汝を墓に往る者等

の所昔時の民の所に下し汝をして下の國に住しめ

古昔よりの墟址に於て彼の墓に下れる者等ととも

に居しめ汝の中に復人の住こと无らしむべし而し

て我活る人の地に榮を創造いださん 21我汝をも

て人の戒懼となすべし汝は復有ることなし人汝を

尋るも終に汝を看ざるべし主ヱホバこれを言ふな

り

27ヱホバの言また我に臨みて言ふ 2人の子よ汝

ツロのために哀の詞を宣べ 3ツロに言べし汝

海の口に居りて諸の國人の商人となり多衆の島々

に通ふ者よ主ヱホバかく言たまふツロよ汝言ふ我

の美は極れりと 4汝の國は海の中にあり汝を建る

者汝の美を盡せり 5人セニルの樅をもて船板を作

りレバノンより香柏を取て汝のために檣を作り 6

バシヤンの樫をもて汝の漿を作りキッテムの島よ

り至れる黄楊に象牙を嵌て汝の坐板を作れり 7汝

の帆はエジプトより至れる文布にして旗に用ふべ

し汝の天遮はエリシヤの島より至れる藍と紫の布

なり 8汝の水手はシドンとアルワデの人なりツロ

よ汝の中にある賢き者汝の舵師となる 9ゲバルの

老人等およびその賢き者汝の中にをりて汝の漏を

繕ひ海の諸の船およびその舟子汝の中にありて汝

の貨物を交易す 10ペルシヤ人ルデ人フテ人汝の

軍にありて汝の戰士となる彼等汝の中に干と兜を

懸け汝に光輝を與ふ 11アルワデの人々および汝

の軍勢汝の四周の石垣の上にあり勇士等汝の櫓に

あり彼等汝の四周の石垣にその楯をかけ汝の美を

盡せり 12その諸の貨物に富るがためにタルシシ

汝と商をなし銀鐵錫および鉛をもて汝と交易を

爲り 13ヤワン、トバルおよびメセクは汝の商賈

にして人の身と銅の器をもて汝と貿易を行ふ 14

トガルマの族馬と騎馬および騾をもて汝と交易し

15デダンの人々汝と商をなせり衆の島々汝の手に

ありて交易し象牙と黑檀をもて汝と貿易せり 16

汝の製造品の多がためにスリア汝と商をなし赤玉

紫貨繡貨細布珊瑚および瑪瑙をもて汝と交易す

17ユダとイスラエルの地汝に商をなしミンニテの

麥と菓子と蜜と油と乳香をもて汝と交易す 18汝

の製造物の多がため諸の貨物の多きがためにダマ

スコ、ヘルボンの酒と曝毛をもて汝と交易せり 19

ウザルのベダンとヤワン熟鐵をもて汝と交易す肉

桂と菖蒲汝の市にあり 20デダン車の毛氈を汝に

商へり 21アラビヤとケダルの君等とは汝の手に

在りて商をなし羔羊と牡羊と牡山羊をもて汝と交

易す 22シバとラアマの商人汝と商をなし諸の貴

き香料と諸の寶石と金をもて汝と交易せり 23ハ

ランとカンネとエデンとシバの商賈とアツスリヤ

とキルマデ汝と商をなし 24華美なる物と紫色な

る繡の衣服と香柏の箱の綾を盛て紐にて結たる者

とをもて汝の市にあり 25タルシシの船汝のため

に往來して商賣を爲す汝は海の中にありて豐滿に

して榮あり 26水手汝を蕩て大水の中にいたるに

海の中にて東風汝を打破る 27汝の財寶汝の商貨

物汝の交易の物汝の舟子汝の舵師汝の漏を繕ふ者

汝の貨物を商ふ者汝の中にあるところの凡ての軍

人並に汝の中の乗者みな汝の壞るる日に海の中に

陷るべし 28汝の舵師等の叫號の聲にその處々震

ふ 29凡て棹を執る者舟子および凡て海の舵師そ

の船より下りて陸に立ち 30汝のために聲を擧げ

て痛く哭き塵を首に蒙り灰の中に輾轉び 31汝の

ために髮を剃り麻布を纏ひ汝のために心を痛めて

泣き甚く哭くべし 32彼等悲みて汝のために哀の

詞を宣べ汝を弔ひて言ふ孰かツロの如くなる海の

中に滅びたる者の如くなると 33汝の商貨の海よ

り出し時は汝衆多の國民を厭しめ汝の衆多の財寶

と貨物をもて世の王等を富しめたりしが 34汝海

に壞れて深き水にあらん時は汝の貨物汝の乗人み

な陷らん 35島々に住る者皆汝に駭かんその君等

大に恐れてその面を振はすべし 36國々の商賈汝

のために嘶かん汝は人の戒懼となり限りなく失果

ん

28ヱホバの言われに臨みて言ふ 2人の子よツロ

の君に言ふべし主ヱホバかく言たまふ汝心に

高ぶりて言ふ我は神なり神の座に坐りて海の中に

ありと汝は人にして神にあらず而して神の心のご

とき心を懷くなり 3夫汝はダニエルよりも賢かり

隱れたる事として汝に明ならざるは无し 4汝の智

慧と明哲によりて汝富を獲金銀を汝の庫に收め 5

汝の大なる智慧と汝の貿易をもて汝の富有を増し

その富有のために心に高ぶれり 6是故に主ヱホバ

かく言ふ汝神の心のごとき心を懷くに因り 7視よ
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我異國人を汝に攻きたらしめん是國々の暴き人々

なり彼ら劍を拔きて汝が智慧をもて得たるところ

の美しき者に向ひ汝の美を汚し 8汝を穴に投いれ

ん汝は海の中にて殺さるる者のごとき死を遂べし

9汝は人にして神にあらず汝を殺す者の手にある

も尚その己を殺す者の前に我は神なりと言んとす

るや 10汝は割禮をうけざる者の死を異國人の手

に遂べし我これを言ばなりとヱホバ言たまふ 11

ヱホバの言我にのぞみて言ふ 12人の子よツロの

王のために哀の詞を述べこれに言べし主ヱホバか

く言たまふ汝は全く整へたる者の印智慧の充ち美

の極れる者なり 13汝神の園エデンに在りき諸の

寶石赤玉黄玉金剛石黄綠玉葱垳碧玉靑玉紅玉

瑪瑙および金汝を覆へり汝の立らるる日に手鼓と

笛汝のために備へらる 14汝は膏そそがれしケル

ブにして掩ふことを爲り我汝を斯なせしなり汝神

の聖山に在り又火の石の間に歩めり 15汝はその

立られし日より終に汝の中に惡の見ゆるにいたる

までは其行全かりき 16汝の交易の多きがために

汝の中には暴逆滿ちて汝罪を犯せり是故に掩ふこ

とを爲ところのケルブよ我神の山より汝を汚し出

し火の石の間より汝を滅し去べし 17汝その美麗

のために心に高ぶり其榮耀のために汝の智慧を汚

したれば我汝を地に擲ち汝を王等の前に置て觀物

とならしむべし 18汝正しからざる交易をなして

犯したる多くの罪を以て汝の聖所を汚したれば我

なんぢの中より火を出して汝を燒き凡て汝を見る

者の目の前にて汝を地に灰となさん 19國々の中

にて汝を知る者は皆汝に驚かん汝は人の戒懼とな

り限なく失果てん 20ヱホバの言我にのぞみて言

ふ 21人の子よ汝の面をシドンに向けこれに向ひ

て預言し 22言べし主ヱホバかく言たまふシドン

よ視よ我汝の敵となる我汝の中において榮耀を得

ん我彼らを鞫き我の聖き事を彼らに顯す時彼ら我

のヱホバなるを知ん 23われ疫病を是におくりそ

の衢に血あらしめんその四方より是に來るところ

の劍に殺さるる者その中に仆るべし彼らすなはち

我のヱホバなるを知ん 24イスラエルの家にはそ

の周圍にありて之を賤むる者の所より重て惡き荊

棘苦き芒薊來ることなし彼らは我の主ヱホバなる

を知にいたらん 25主ヱホバかく言ふ我イスラエ

ルの家をその散されたる國々より集めん時彼らに

由りて我の聖き事を異國人の目の前にあらはさん

彼らはわが僕ヤコブに與へたるその地に住ん 26

彼ら彼處に安然に住み家を建て葡萄園を作らん彼

らの周圍にありて彼らを藐視る者を悉く我が鞫か

ん時彼らは安然に住み我ヱホバの己の神なるを知

らん

29十年の十月の十二日にヱホバの言我にのぞみ
て言ふ 2人の子よ汝の面をエジプトの王パロ

にむけ彼とエジプト全國にむかひて預言し 3語り

て言べし主ヱホバかく言たまふエジプトの王パロ

よ視よ我汝の敵となる汝その河に臥すところの鱷

よ汝いふ河は我の所有なり我自己のためにこれを

造れりと 4我鉤を汝の腮に鉤け汝の河の魚をして

汝の鱗に附しめ汝および汝の鱗に附る諸の魚を汝

の河より曳いだし 5汝と汝の河の諸の魚を曠野に

投すてん汝は野の面に仆れん汝を取あぐる者なく

集むる者なかるべし我汝を地の獸と天の鳥の餌に

與へん 6エジプトの人々皆我のヱホバなるを知ん

彼等のイスラエルの家におけるは葦の杖のごとく

なりき 7イスラエル汝の手を執ば汝折れてその肩

を盡く裂き又汝に倚ば汝破れてその腰を盡く振へ

しむ 8是故に主ヱホバかく言ふ視よ我劍を汝に持

きたり人と畜を汝の中より絕ん 9エジプトの地は

荒て空曠なるべし彼らすなはち我のヱホバなるを

知ん彼河は我の有なり我これを作れりと言ふ 10

是故に我汝と汝の河々を罰しエジプトの地をミグ

ドルよりスエネに至りエテオピアの境に至るまで

盡く荒して空曠くせん 11人の足此を渉らず獸の

足此を渉らじ四十年の間此に人の住ことなかるべ

し 12我エジプトの地を荒して荒たる國々の中に

あらしめんその邑々は荒て四十年の間荒たる邑々

の中にあるべし我エジプト人を諸の民の中に散し

諸の國に散さん 13但し主ヱホバかく言たまふ四

十年の後我エジプト人をその散されたる諸の民の

中より集めん 14即ちエジプトの俘囚人を歸しそ

の生れし國なるバテロスの地にかへらしむべし彼

らは其處に卑き國を成ん 15是は諸の國よりも卑

くして再び國々の上にいづることなかるべし我か

れらを小くすれば彼らは重て國々を治むることな

し 16彼らは再びイスラエルの家の恃とならじイ

スラエルはこれに心をよせてその罪をおもひ出さ

しむることなかるべし彼らすなはち我の主ヱホバ

なるを知ん 17茲に二十七年の一月の一日にヱホ

バの言我にのぞみて言ふ 18人の子よバビロンの

王ネブカデネザルその軍勢をしてツロにむかひて

大に働かしむ皆首禿げ皆肩破る然るに彼もその軍
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勢もその爲るところの事業のためにツロよりその

報を得ず 19是故に主ヱホバかくいふ視よ我バビ

ロンの王ネブカデネザルにエジプトの地を與へん

彼その衆多の財寳を取り物を掠め物を奪はん是そ

の軍勢の報たらん 20彼の勞動る値として我エジ

プトの地をかれに與ふ彼わがために之をなしたれ

ばなり主ヱホバこれを言ふ 21當日に我イスラエ

ルの家に一の角を生ぜしめ汝をして彼らの中に口

を啓くことを得せしめん彼等すなはち我がヱホバ

なるを知べし

30ヱホバの言我にのぞみて言ふ 2人の子よ預言

して言へ主ヱホバかく言たまふ汝ら叫べ其日

は禍なるかな 3その日近しヱホバの日近し是雲の

日これ異邦人の時なり 4劍エジプトに臨まん殺さ

るる者のエジプトに仆るる時エテオピアに痛苦あ

るべし敵その財寶を奪はんその基址は毀たるべし

5エテオピア人フテ人ルデ人凡て加勢の兵および

クブ人ならびに同盟の國の人々彼らとともに劍に

たふれん 6ヱホバかく言ふエジプトを扶くる者は

仆れ其驕るところの勢力は失せんミグドルよりス

エネにいたるまで人劍によりて己の中に仆るべし

主ヱホバこれを言なり 7其は荒て荒地の中にあり

其邑々は荒たる邑の中にあるべし 8我火をエジプ

トに降さん時又是を助くる者の皆ほろびん時は彼

等我のヱホバなるを知ん 9その日には使者船にて

我より出てかの心強きエテオピア人を懼れしめん

エジプトの日にありし如く彼等の中に苦痛あるべ

し視よ是は至る 10主ヱホバかく言たまふ我バビ

ロンの王ネブカデネザルをもてエジプトの喧噪を

止むべし 11彼および彼にしたがふ民即ち國民の

中の暴き者を召來りてその國を滅さん彼ら劍をぬ

きてエジプトを攻めその殺せる者を國に滿すべし

12我その河々を涸し國を惡き人の手に賣り外國人

の手をもて國とその中の物を荒すべし我ヱホバこ

れを言り 13主ヱホバかく言たまふ我偶像を毀ち

神々をノフに絕さんエジプトの國よりは再び君の

いづることなかるべし我エジプトの國に畏怖を蒙

らしめん 14我バテロスを荒しゾアンに火を擧げ

ノに鞫を行ひ 15わが怒をエジプトの要害なるシ

ンに洩しノの群衆を絕つべし 16我火をエジプト

に降さんシンは苦痛に悶えノは打破られノフは日

中敵をうけん 17アベンとピベセテの少者は劍に

仆れ其中の人々は擄ゆかれん 18テバネスに於て

は吾がエジプトの軛を其處に摧く時に日暗くなら

んその誇るところの勢力は失せん雲これを覆はん

その女子等は擄へゆかれん 19かく我エジプトに

鞫をおこなはん彼等すなはち我のヱホバなるを知

べし 20十一年の一月の七日にヱホバの言われに

臨みて言ふ 21人の子よ我エジプトの王パロの腕

を折れり是は再び束へて藥を施し裹布を卷て之を

裹み強く爲して劍を執にたへしむること能はざる

なり 22是故に主ヱホバかく言たまふ視よ我エジ

プトの王パロを罰し其強き腕と折たる腕とを俱に

折り劍をその手より落しむべし 23我エジプト人

を諸の民の中に散し諸の國に散さん 24而してバ

ビロンの王の腕を強くして我劍をこれに授けん然

ど我パロの腕を折れば彼は刺透されたる者の呻く

が如くにその前に呻かん 25我バビロンの王の腕

を強くせんパロの腕は弱くならん我わが劍をバビ

ロンの王の手に授けて彼をしてエジプトにむかひ

て之を伸しむる時は人衆我のヱホバなるを知ん 26

我エジプト人を諸の民の中に散し諸の國に散さん

彼らすなはち我のヱホバなるを知るべし

31十一年の三月の一日にヱホバの言我に臨みて
云ふ 2人の子よエジプトの王パロとその群衆

に言へ汝はその大なること誰に似たるや 3アツス

リヤはレバノンの香柏のごとし其枝美しくして生

茂りその丈高くして其巓雲に至る 4水これを大な

らしめ大水これを高からしむ其川々その植れる處

を環りその流を野の諸の樹に及ぼせり 5是により

てその長野の諸の樹よりも高くなりその生長にあ

たりて多の水のために枝葉茂りその枝長く伸たり

6その枝葉に空の諸の鳥巢をくひ其枝の下に野の

諸の獸子を生みその蔭に諸の國民住ふ 7是はその

大なるとその枝の長きとに由て美しかりき其根多

くの水の傍にありたればなり 8神の園の香柏これ

を蔽ふことあたはず樅もその枝葉に及ばず槻もそ

の枝に如ず神の園の樹の中その美しき事これに如

ものあらざりき 9我これが枝を多してこれを美し

くなせりエデンの樹の神の園にある者皆これを羨

めり 10是故に主ヱホバかく言ふ汝その長高くな

れり是は其巓雲に至りその心高く驕れば 11我こ

れを萬國の君たる者の手に付さん彼これを處置せ

ん其惡のために我これを打棄たり 12他國人國々

の暴き者これを截倒して棄つ其枝葉は山々に谷々

に墮ち其枝は碎けて地の諸の谷川にあり地の萬民

その蔭を離れてこれを遺つ 13その倒れたる上に

空の諸の鳥止まり其枝の上に野の諸の獸居る 14
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是水の邊の樹その高のために誇ることなくその巓

を雲に至らしむることなからんためまた水に濕ふ

者の高らかに自ら立ことなからんためなり夫是等

は皆死に付されて下の國に入り他の人々の中にあ

り墓に下る者等と偕なるべし 15主ヱホバかく言

たまふ彼が下の國に下れる日に我哀哭あらしめ之

がために大水を蓋ひその川々をせきとめたれば大

水止まれり我レバノンをして彼のために哭かしめ

野の諸の樹をして彼のために痩衰へしむ (Sheol

h7585) 16我かれを陰府に投くだして墓に下る者と

共ならしむる時に國々をしてその墮る響に震動し

めたり又エデンの諸の樹レバノンの勝れたる最美

しき者凡て水に濕ふ者皆下の國に於て慰を得たり

(Sheol h7585) 17彼等も彼とともに陰府に下り劍に刺

れたる者の處にいたる是すなはちその助者となり

てその蔭に坐し萬國民の中にをりし者なり (Sheol

h7585) 18エデンの樹の中にありて汝は其榮とその

大なること孰に似たるや汝は斯エデンの樹ととも

に下の國に投下され劍に刺透されたる者とともに

割禮を受ざる者の中にあるべしパロとその群衆は

是のごとし主ヱホバこれを言ふ

32茲にまた十二年の十二月の一日にヱホバの言
我にのぞみて言ふ 2人の子よエジプトの王パ

ロのために哀の詞を述て彼に言ふべし汝は自ら萬

國の中の獅子に擬へたるが汝は海の鱷の如くなり

汝河の中に跳起き足をもて水を濁しその河々を蹈

みだす 3主ヱホバかく言たまふ我衆多の國民の中

にてわが網を汝に打掛け彼らをしてわが網にて汝

を引あげしめん 4而して我汝を地上に投すて汝を

野の面に擲ち空の諸の鳥をして汝の上に止らしめ

全地の獸をして汝に飽しむべし 5我汝の肉を山々

に遺て汝の屍を堆くして谷々を埋むべし 6我汝の

溢るる血をもて地を濕し山にまで及ぼさん谷川に

は汝盈べし 7我汝を滅する時は空を蔽ひその星を

暗くし雲をもて日を掩はん月はその光を發たざる

べし 8我空の照る光明を盡く汝の上に暗くし汝の

地を黑暗となすべし主ヱホバこれを言ふ 9我なん

ぢの滅亡を諸の民汝の知ざる國々の中に知しめて

衆多の民をして心を傷ましめん 10我衆多の民を

して汝に驚かしめんその王等はわが其前にわれの

劍を振ふ時に戰慄かん汝の仆るる日には彼ら各人

その生命のために絕ず發振ん 11即ち主ヱホバか

く言たまふバビロンの王の劍汝に臨まん 12我汝

の群衆をして勇士の劍に仆れしめん彼等は皆國々

の暴き者なり彼らエジプトの驕傲を絕さん其の群

衆は皆ほろぼさるべし 13我その家畜を盡く多の

水の傍より絕去ん人の足再び之を濁すことなく家

畜の蹄これを濁すことなかるべし 14我すなはち

その水を淸しめ其河々をして油のごとく流れしめ

ん主ヱホバこれを云ふ 15我エジプトの國を荒地

となしてその國荒てこれが富を失ふ時また我その

中に住る者を盡く撃つ時人々我のヱホバなるを知

ん 16是哀の詞なり人悲みてこれを唱へん國々の

女等悲みて之を唱ふべし即ち彼等エジプトとその

諸の群衆のために悲みて之を唱へん主ヱホバこれ

を言ふ 17十二年の月の十五日にヱホバの言また

我に臨みて言ふ 18人の子よエジプトの群衆のた

めに哀き是と大なる國々の女等とを下の國に投く

だし墓にくだる者と共ならしめよ 19汝美しき事

誰に勝るや下りて割禮なき者とともに臥せよ 20

彼らは劍に殺さるる者の中に仆るべし劍已に付し

てあり是とその諸の群衆を曳下すべし 21勇士の

強き者陰府の中より彼にその助者と共に言ふ割禮

を受ざる者劍に殺されたる者彼等下りて臥す

(Sheol h7585) 22彼處にアツスリアとその凡の群衆を

りその周圍に之が墓あり彼らは皆殺され劍に仆れ

たる者なり 23かれの墓は穴の奧に設けてありそ

の群衆墓の四周にあり是皆殺されて劍に仆れたる

者生者の地に畏怖をおこせし者なり 24彼處にエ

ラムありその凡の群衆その墓の周圍にあり是皆こ

ろされて劍に仆れ割禮を受ずして下の國に下りし

者生者の地に畏怖をおこせし者にて夫穴に下れる

者等とともに恥辱を蒙るなり 25殺されたる者の

中にその床を置きてその凡の群衆と共にすその墓

周圍にあり彼等は皆割禮を受ざる者にして劍に殺

さる彼ら生者の地に畏怖をおこしたれば穴に下れ

る者とともに恥辱を蒙るなり彼は殺されし者の中

に置る 26彼處にメセクとトバルおよびその凡の

群衆ありその墓周圍にあり彼らは皆割禮を受ざる

者にして劍に殺さる是生者の地に畏怖をおこした

ればなり 27彼らは割禮を受ずして仆れたる勇士

とともに臥さず是等はその武器を持て陰府に下り

その劍を枕にすその罪は骨にあり是生者の地に於

て勇士を畏れしめたればなり (Sheol h7585) 28汝は割

禮を受ざる者の中に打碎け劍に殺されたる者とと

もに臥ん 29彼處にエドムとその王等とその諸の

君等あり彼らは勇力をもちながら劍に殺さるる者

の中に入り割禮なき者および穴に下れる者ととも
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に臥すべし 30彼處に北の君等皆あり又シドン人

皆あり彼らは殺されし者等とともに下り人を怖れ

しむる勇力をもちて羞辱を受く彼處に彼らは割禮

を受ずして劍に殺されたる者とともに臥し穴に下

れる者とともに恥辱を蒙る 31パロかれらを見そ

の諸の群衆の事につきて心を安めんパロとその軍

勢皆劍に殺さる主ヱホバこれを言ふ 32我かれを

して生者の地に畏怖をおこさしめたりパロとその

諸の群衆は割禮をうけざる者の中にありて劍に殺

されし者とともに臥す主ヱホバこれを言ふ

33爰にヱホバの言われに臨みて言ふ 2人の子よ

汝の民の人々に告て之に言へ我劍を一の國に

臨ましめん時その國の民おのれの國人の中より一

人を選みて之を守望人となさんに 3かれ國に劍の

臨むを見ラッパを吹てその民を警むることあらん

4然るに人ラッパの音を聞て自ら警めず劍つひに

臨みて其人を失ふにいたらばその血はその人の首

に歸すべし 5彼ラッパの音を聞て自ら警むること

を爲ざればその血は己に歸すべし然どもし自ら警

むることを爲ばその生命を保つことを得ん 6然れ

ども守望者劍の臨むを見てラッパを吹ず民警戒を

うけざるあらんに劍のぞみて其中の一人を失はば

其人は己の罪に死るなれど我その血を守望者の手

に討問めん 7然ば人の子よ我汝を立てイスラエル

の家の守望者となす汝わが口より言を聞き我にか

はりて彼等を警むべし 8我惡人に向ひて惡人よ汝

死ざるべからずと言んに汝その惡人を警めてその

途を離るるやうに語らずば惡人はその罪に死んな

れどその血をば我汝の手に討問むべし 9然ど汝も

し惡人を警めて翻りてその途を離れしめんとした

るに彼その途を離れずば彼はその罪に死ん而して

汝はおのれの生命を保つことを得ん 10然ば人の

子よイスラエルの家に言へ汝らは斯語りて言ふ我

らの愆と罪は我らの身の上にあり我儕はその中に

ありて消失ん爭でか生ることを得んと 11汝かれ

らに言べし主ヱホバ言たまふ我は活く我惡人の死

るを悦ばず惡人のその途を離れて生るを悦ぶなり

汝ら翻へり翻へりてその惡き道を離れよイスラエ

ルの家よ汝等なんぞ死べけんや 12人の子よ汝の

民の人々に言べし義人の義はその人の罪を犯せる

日にはその人を救ふことあたはず惡人はその惡を

離れたる日にはその惡のために仆るることあらじ

義人はその罪を犯せる日にはその義のために生る

ことを得じ 13我義人に汝かならず生べしと言ん

に彼その義を恃みて罪ををかさばその義は悉く忘

らるべし其をかせる罪のために彼は死べし 14我

惡人に汝かならず死べしと言んに彼その惡を離れ

公道と公義を行ふことあらん 15即ち惡人質物を

歸しその奪ひし者を還し惡をなさずして生命の憲

法にあゆみなば必ず生ん死ざるべし 16その犯し

たる各種の罪は記憶らるることなかるべし彼すで

に公道と公義を行ひたれば必ず生べし 17汝の民

の人々は主の道正しからずと言ふ然ど實は彼等の

道の正しからざるなり 18義人もしその義を離れ

て罪ををかさば是がために死べし 19惡人もしそ

の惡を離れて公道と公義を行ひなば是がために生

べし 20然るに汝らは主の道正しからずといふイ

スラエルの家よ我各人の行爲にしたがひて汝等を

鞫くべし 21我らが擄へうつされし後すなはち十

二年の十月の五日にヱルサレムより脱逃者きたり

て邑は撃敗られたりと言ふ 22その逃亡者の來る

前の夜ヱホバの手我に臨み彼が朝におよびて我に

來るまでに我口を開けり斯わが口開けたれば我ま

た默せざりき 23即ちヱホバの言われに臨みて言

ふ 24人の子よイスラエルの地の彼の墟址に住る

者語りて云ふアブラハムは一人にして此地を有て

り我等は衆多し此地はわれらの所有に授かると 25

是故に汝かれらに言ふべし主ヱホバかく言ふ汝ら

は血のままに食ひ汝らの偶像を仰ぎ且血を流すな

れば尚此地を有つべけんや 26汝等は劍を恃み憎

むべき事を行ひ各々人の妻を汚すなれば此地を有

つべけんや 27汝かれらに斯言べし主ヱホバかく

言ふ我は活くかの荒場に居る者は劍に仆れん野の

表にをる者をば我獸にあたへて噬はしめん要害と

洞穴とにをる者は疫病に死ん 28我この國を全く

荒さん其誇るところの權勢は終に至らんイスラエ

ルの山々は荒て通る者なかるべし 29彼らが行ひ

たる諸の憎むべき事のために我その國を全く荒さ

ん時に彼ら我のヱホバなるを知ん 30人の子よ汝

の民の人々垣の下家の門にて汝の事を論じ互に語

りあひ各々その兄弟に言ふ去來われら如何なる言

のヱホバより出るかを聽んと 31彼ら民の集會の

ごとくに汝に來り吾民のごとくに汝の前に坐して

汝の言を聞ん然ども之を行はじ彼らは口に悦ばし

きところの事をなし其心は利にしたがふなり 32

彼等には汝悦ばしき歌美しき聲美く奏る者のごと

し彼ら汝の言を聞ん然ど之をおこなはじ 33視よ
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その事至る其事のいたる時には彼らおのれの中に

預言者あるを知べし

34ヱホバの言われに臨みて言ふ 2人の子よ汝イ

スラエルの牧者の事を預言せよ預言して彼ら

牧者に言ふべし主ヱホバかく言ふ己を牧ふところ

のイスラエルの牧者は禍なるかな牧者は群を牧ふ

べき者ならずや 3汝らは脂を食ひ毛を纏ひ肥たる

物を屠りその群をば牧はざるなり 4汝ら其弱き者

を強くせずその病る者を醫さずその傷ける者を裹

まず散されたる者をひきかへらず失たる者を尋ね

ず手荒に嚴刻く之を治む 5是は牧者なきに因て散

り失せ野の諸の獸の餌となりて散失するなり 6我

羊は諸の山々に諸の高丘に迷ふ我羊全地の表に散

りをれど之を索す者なく尋ぬる者なし 7是故に牧

者よ汝らヱホバの言を聽け 8主ヱホバ言たまふ我

は活く我羊掠められわが羊野の諸の獸の餌となる

又牧者あらず我牧者わが羊を尋ねず牧者己を牧ふ

てわが羊を牧はず 9是故に牧者よ汝らヱホバの言

を聞け 10主ヱホバ斯言たまふ視よ我牧者等を罰

し吾羊を彼らの手に討問め彼等をしてわが群を牧

ふことを止しめて再び己を牧ふことなからしめ又

わが羊をかれらの口より救とりてかれらの食とな

らざらしむべし 11主ヱホバかく言たまふ我みづ

からわが群を索して之を守らん 12牧者がその散

たる羊の中にある日にその群を守るごとく我わが

群を守り之がその雲深き暗き日に散たる諸の處よ

りこれを救ひとるべし 13我かれらを諸の民の中

より導き出し諸の國より集めてその國に携へいり

イスラエルの山の上と谷の中および國の凡の住居

處にて彼らを養はん 14善き牧場にて我かれらを

牧はんその休息處はイスラエルの高山にあるべし

彼處にて彼らは善き休息所に臥しイスラエルの山

々の上にて肥たる牧場に草を食はん 15主ヱホバ

いひたまふ我みづから我群を牧ひ之を偃しむべし

16亡たる者は我これを尋ね逐はなたれたる者はこ

れを引返り傷けられたる者はこれを裹み病る者は

これを強くせん然ど肥たる者と強き者は我これを

滅さん我公道をもて之を牧ふべし 17主ヱホバか

く言たまふ汝等わが群よ我羊と羊の間および牡羊

と牡山羊の間の審判をなさん 18汝等は善き牧場

に草食ひ足をもてその殘れる草を蹈あらし又淸た

る水を飮み足をもてその殘餘を濁す是汝等にとり

て小き事ならんや 19わが群汝等が足にて蹈あら

したる者を食ひ汝等が足にて濁したる者を飮べけ

んや 20是をもて主ヱホバ斯かれらに言たまふ視

よ我肥たる羊と痩たる羊の間を審判くべし 21汝

等は脅と肩とをもて擠し角をもて弱き者を盡く衝

て遂に之を外に逐散せり 22是によりて我わが群

を助けて再び掠められざらしめ又羊と羊の間をさ

ばくべし 23我かれらの上に一人の牧者をたてん

其人かれらを牧ふべし是わが僕ダビデなり彼はか

れらを牧ひ彼らの牧者となるべし 24我ヱホバか

れらの神とならん吾僕ダビデかれらの中に君たる

べし我ヱホバこれを言ふ 25我かれらと平和の契

約を結び國の中より惡き獸を滅し絕つべし彼らす

なはち安かに野に住み森に眠らん 26我彼らおよ

び吾山の周圍の處々に福祉を下し時に隨ひて雨を

降しめん是すなはち福祉の雨なるべし 27野の樹

はその實を結び地はその產物を出さん彼等は安然

にその國にあるべし我がかれらの軛を碎き彼らを

その僕となせる人の手より救ひいだす時に彼等は

我のヱホバなるを知べし 28彼等は重ねて國々の

民に掠めらるる事なく野の獸かれらを食ふことな

かるべし彼等は安然に住はん彼等を懼れしむる者

なかるべし 29我かれらのために一の栽植處を起

してその名を聞えしめん彼等は重ねて國の饑饉に

滅ぶることなく再び外邦人の凌辱を蒙ることなか

るべし 30彼らはその神なる我ヱホバが己と共に

あるを知り自己イスラエルの家はわが民なること

を知るべし主ヱホバこれを言ふ 31汝等はわが羊

わが牧場の群なり汝等は人なり我は汝らの神なり

と主ヱホバ言たまふ

35爰にヱホバの言われに臨みて言ふ 2人の子よ

汝の面をセイル山にむけ之にむかひて預言し

3之にいふべし主ヱホバかく言ふセイル山よ視よ

我汝を罰し汝にむかひてわが手を伸べ汝を全く荒

し 4汝の邑々を滅すべし汝は荒はてん而して我の

ヱホバなるを知にいたらん 5汝果しなき恨を懷き

てイスラエルの人々をその艱難の時その終の罪の

時に劍の手に付せり 6是故に主ヱホバ言ふ我は活

く我汝を血になさん血汝を追べし汝血を嫌はざれ

ば血汝を追ん 7我セイル山を全く荒し其處に往來

する者を絕ち 8殺されし者をその山々に滿すべし

劍に殺されし者汝の岡々谷々および窪地窪地に仆

れん 9我汝を長に荒地となさん汝の邑々には人の

住むことあらじ汝等すなはち我のヱホバなるを知

にいたらん 10汝言ふこの二箇の民二箇の國は我

が所有なり我等これを獲んとヱホバ其處に居せし
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なり 11是故に主ヱホバいふ我は活く汝が恨をも

て彼らに示したる忿怒と嫉惡に循ひて我汝に事を

なさん我汝を鞫くことを以て我を彼等に示すべし

12汝は我ヱホバの汝がイスラエルの山々にむかひ

て是は荒はて我儕の食に授かるといひて吐たると

ころの諸の謗讟を聞たることを知にいたらん 13

汝等口をもて我にむかひて誇り我にむかひて汝等

の言を多くせり我これを聞く 14主ヱホバ斯いひ

たまふ全地の歡ぶ時に我汝を荒地となさん 15汝

イスラエルの家の產業の荒るを喜びたれば我汝を

も然なすべしセイル山よ汝荒地とならんエドムも

都て然るべし人衆すなはち我のヱホバなるを知に

いたらん

36人の子よ汝イスラエルの山々に預言して言べ
しイスラエルの山々よヱホバの言を聽け 2主

ヱホバかく言たまふ敵汝等の事につきて言ふ嗚呼

是等の舊き高處我儕の所有となると 3是故に汝預

言して言へ主ヱホバかく言ふ彼等汝らを荒し四方

より汝らを呑り是をもて汝等は國民の中の殘餘者

の所有となり亦人の口齒にかかりて噂せらる 4然

ばイスラエルの山々よ主ヱホバの言を聞け主ヱホ

バ山と岡と窪地と谷と滅びたる荒跡と人の棄たる

邑々即ちその周圍に殘れる國民に掠められ嘲けら

るる者にかく言たまふ 5即ち主ヱホバかく言たま

ふ我まことに吾が嫉妬の火焰をもやして國民の殘

餘者とエドム全國の事を言り是等は心に歡樂を極

め心に誇りて吾地をおのれの所有となし之を奪ひ

掠めし者なり 6然ばイスラエルの國の事を預言し

山と岡と窪地と谷とに言ふべし主ヱホバかく言た

まふ汝等諸の國民の羞辱を蒙りしに因て我わが嫉

妬と忿怒を發して語れり 7是をもて主ヱホバかく

言たまふ我わが手を擧ぐ汝の周圍の諸の國民は必

ず自身羞辱を蒙るべし 8然どイスラエルの山々よ

汝等は枝を生じわが民イスラエルのために實を結

ばん此事遠からず成ん 9視よ我汝らに臨み汝らを

眷みん汝らは耕されて種をまかるべし 10我汝等

の上に人を殖さん是皆悉くイスラエルの家の者な

るべし邑々には人住み墟址は建直さるべし 11我

なんぢらの上に人と牲畜を殖さん是等は殖て多く

子を生ん我汝らの上に昔時のごとくに人を住しめ

汝らの初の時よりもまされる恩惠を汝等に施すべ

し汝等は我がヱホバなるを知にいたらん 12我わ

が民イスラエルの人を汝らの上に歩ましめん彼等

汝を有つべし汝はかれらの產業となり重ねて彼等

に子なからしむることあらじ 13主ヱホバかく言

ひたまふ彼等汝らに向ひ汝は人を食ひなんぢの民

をして子なからしめたりと言ふ 14是故に主ヱホ

バ言たまふ汝ふたたび人を食ふべからず再び汝の

民を躓かしむべからず 15我汝をして重ねて國々

の民の嘲笑を聞しめじ汝は重ねて國々の民の羞辱

を蒙ることあらず汝の民を躓かしむることあらじ

主ヱホバこれを言ふ 16ヱホバの言また我にのぞ

みて言ふ 17人の子よ昔イスラエルの家その國に

住み己の途と行爲とをもて之を汚せりその途は月

穢ある婦の穢のごとくに我に見えたり 18彼等國

に血を流し且その偶像をもて國を汚したるに因て

我わが怒を彼等に斟ぎ 19彼らを諸の國の民の中

に散したれば則ち諸の國に散ぬ我かれらの道と行

爲とにしたがひて彼等を鞫けり 20彼等その往と

ころの國々に至りしが遂にわが聖き名を汚せり即

ち人かれらを見てこれはヱホバの民にしてかれの

國より出來れる者なりと言り 21是をもて我イス

ラエルの家がその至れる國々にて瀆せしわが聖き

名を惜めり 22此故に汝イスラエルの家に言べし

主ヱホバかく言たまふイスラエルの家よ我汝らの

ために之をなすにあらず汝らがその至れる國々に

て汚せしわが聖き名のためになすなり 23我國々

の民の中に汚されたるわが大なる名即ち汝らがか

れらの中にありて汚したるところの者を聖くせん

國々の民はわが汝らに由て我の聖き事をその目の

前にあらはさん時我がヱホバなるを知ん 24我汝

等を諸の民の中より導き出し諸の國より集めて汝

らの國に携いたり 25淸き水を汝等に灑ぎて汝等

を淸くならしめ汝等の諸の汚穢と諸の偶像を除き

て汝らを淸むべし 26我新しき心を汝等に賜ひ新

しき靈魂を汝らの衷に賦け汝等の肉より石の心を

除きて肉の心を汝らに與へ 27吾靈を汝らの衷に

置き汝らをして我が法度に歩ましめ吾律を守りて

之を行はしむべし 28汝等はわが汝らの先祖等に

與へし地に住て吾民とならん我は汝らの神となる

べし 29我汝らを救ひてその諸の汚穢を離れしめ

穀物を召て之を増し饑饉を汝らに臨ませず 30樹

の果と田野の作物を多くせん是をもて汝らは重て

饑饉の羞を國々の民の中に蒙ることあらじ 31汝

らはその惡き途とその善らぬ行爲を憶えてその罪

とその憎むべき事のために自ら恨みん 32主ヱホ

バ言たまふ我が之を爲は汝らのためにあらず汝ら

これを知れよイスラエルの家よ汝らの途を愧て悔
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むべし 33主ヱホバかく言たまふ我汝らの諸の罪

を淸むる日に邑々に人を住しめ墟址を再興しめん

34荒たる地は前に往來の人々の目に荒地と見たる

に引かへて耕さるるに至るべし 35人すなはち言

ん此荒たりし地はエデンの園のごとくに成り荒滅

び圮れたりし邑々は堅固なりて人の住に至れりと

36汝らの周圍に殘れる國々の民はすなはち我ヱホ

バが圮れし者を再興し荒たるところに栽植するこ

とを知にいたらん我ヱホバこれを言ふ之を爲ん 37

主ヱホバかく言たまふイスラエルの家我が是を彼

らのために爲んことをまた我に求むべきなり我群

のごとくに彼ら人々を殖さん 38荒たる邑々には

聖き群のごとくヱルサレムの節日の群のごとくに

人の群滿ん人々すなはち我がヱホバなるを知べ

し

37爰にヱホバの手我に臨みヱホバ我をして靈に
て出行しめ谷の中に我を放賜ふ其處には骨充

てり 2彼その周圍に我をひきめぐりたまふに谷の

表には骨はなはだ多くあり皆はなはだ枯たり 3彼

われに言たまひけるは人の子よ是等の骨は生るや

我言ふ主ヱホバよ汝知たまふ 4彼我に言たまふ是

等の骨に預言し之に言べし枯たる骨よヱホバの言

を聞け 5主ヱホバ是らの骨に斯言たまふ視よ我汝

らの中に氣息を入しめて汝等を生しめん 6我筋を

汝らの上に作り肉を汝らの上に生ぜしめ皮をもて

汝らを蔽ひ氣息を汝らの中に與へて汝らを生しめ

ん汝ら我がヱホバなるを知ん 7我命ぜられしごと

く預言しけるが我が預言する時に音あり骨うごき

て骨と骨あひ聯る 8我見しに筋その上に出きたり

肉生じ皮上よりこれを蔽ひしが氣息その中にあら

ず 9彼また我に言たまひけるは人の子よ氣息に預

言せよ人の子よ預言して氣息に言へ主ヱホバかく

言たまふ氣息よ汝四方の風より來り此殺されし者

等の上に呼吸きて是を生しめよ 10我命ぜられし

ごとく預言せしかば氣息これに入て皆生きその足

に立ち甚だ多くの群衆となれり 11斯て彼われに

言たまふ人の子よ是等の骨はイスラエルの全家な

り彼ら言ふ我らの骨は枯れ我らの望は竭く我儕絕

はつるなりと 12是故に預言して彼らに言へ主ヱ

ホバかく言たまふ吾民よ我汝等の墓を啓き汝らを

その墓より出きたらしめてイスラエルの地に至ら

しむべし 13わが民よ我汝らの墓を開きて汝らを

其墓より出きたらしむる時汝らは我のヱホバなる

を知ん 14我わが靈を汝らの中におきて汝らを生

しめ汝らをその地に安んぜしめん汝等すなはち我

ヱホバがこれを言ひ之を爲たることを知にいたる

べし 15ヱホバの言我にのぞみて言ふ 16人の子よ

汝一片の木を取てその上にユダおよびその侶なる

イスラエルの子孫と書き又一片の木をとりてその

上にヨセフおよびその侶なるイスラエルの全家と

書べし是はエフライムの木なり 17而して汝これ

を俱にあはせて一の木となせ是汝の手の中にて相

聯らん 18汝の民の人々汝に是は何の意なるか我

儕に示さざるやと言ふ時は 19これに言ふべし主

ヱホバかく言たまふ我エフライムの手にあるヨセ

フとその侶なるイスラエルの支派の木を取り之を

ユダの木に合せて一の木となしわが手にて一とな

らしめん 20汝が書つけたるところの木を彼らの

目のまへにて汝の手にあらしめ 21かれらに言ふ

べし主ヱホバかく言たまふ我イスラエルの子孫を

その往るところの國々より出し四方よりかれを集

めてその地に導き 22その地に於て汝らを一の民

となしてイスラエルの山々にをらしめん一人の王

彼等全體の王たるべし彼等は重て二の民となるこ

とあらず再び二の國に分れざるべし 23彼等また

その偶像とその憎むべき事等およびその諸の愆を

もて身を汚すことあらじ我かれらをその罪を犯せ

し諸の住處より救ひ出してこれを淸むべし而して

彼らはわが民となり我は彼らの神とならん 24わ

が僕ダビデかれらの王とならん彼ら全體の者の牧

者は一人なるべし彼らはわが律法にあゆみ吾法度

をまもりてこれを行はん 25彼らは我僕ヤコブに

我が賜ひし地に住ん是其先祖等が住ひし所なり彼

處に彼らとその子及びその子の子とこしなへに住

はん吾僕ダビデ長久にかれらの君たるべし 26我

かれらと和平の契約を立ん是は彼らに永遠の契約

となるべし我かれらを堅うし彼らを殖しわが聖所

を長久にかれらの中におかん 27我が住所は彼ら

の上にあるべし我かれらの神となり彼らわが民と

ならん 28わが聖所長久にかれらの中にあるにい

たらば國々の民は我のヱホバにしてイスラエルを

淸むる者なるを知ん

38ヱホバの言我にのぞみて言ふ 2人の子よロシ

、メセクおよびトバルの君たるマゴグの地の

王ゴグに汝の面をむけ之にむかひて預言し 3言べ

し主ヱホバかく言たまふロシ、メセク、トバルの

君ゴグよ視よ我なんぢを罰せん 4我汝をひきもど

し汝の腮に鉤をほどこして汝および汝の諸の軍勢
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と馬とその騎者を曳いだすべし是みな其服粧に美

を極め大楯小楯をもち凡て劍を執る者にして大軍

なり 5ペルシヤ、エテオピアおよびフテこれとと

もにあり皆楯と盔をもつ 6ゴメルとその諸の軍隊

北の極のトガルマの族とその諸の軍隊など衆多の

民汝とともにあり 7汝準備をなせ汝と汝にあつま

れるところの軍隊みな備をせよ而して汝かれらの

保護となれ 8衆多の日の後なんぢ罰せられん末の

年に汝かの劍をのがれてかへり衆多の民の中より

集りきたれる者の地にいたり久しく荒ゐたるイス

ラエルの山々にいたらん是は國々より導きいださ

れて皆安然に住ふなり 9汝その諸の軍隊および衆

多の民をひきゐて上り暴風のごとく至り雲のごと

く地を覆はん 10主ヱホバかくいひたまふ其日に

汝の心に思想おこり惡き謀計をくはだてて 11言

ん我平原の邑々にのぼり穩にして安然に住る者等

にいたらん是みな石垣なくして居り關も門もあら

ざる者なりと 12斯して汝物を奪ひ物を掠め汝の

手をかへして彼の人の住むにいたれる墟址を攻め

又かの國々より集りきたりて地の墺區にすみて群

と財寶をもつところの民をせめんとす 13シバ、

デダン、タルシシの商賈およびその諸の小獅子汝

に言ん汝物を奪はんとて來れるや汝物を掠めんた

めに軍隊をあつめしや金銀をもちさり群と財寶を

取り多くの物を奪はんとするやと 14是故に人の

子よ汝預言してゴグに言へ主ヱホバかくいひたま

ふ其日に汝わが民イスラエルの安然に住むを知ざ

らんや 15汝すなはち北の極なる汝の處より來ら

ん衆多の民汝とともにあり皆馬に乗る其軍隊は大

にしてその軍勢は夥多し 16而して汝わが民イス

ラエルに攻きたり雲のごとくに地を覆はんゴグよ

末の日にこの事あらんすなはち我汝をわが地に攻

きたらしめ汝をもて我の聖き事を國々の民の目の

まへにあらはして彼らに我をしらしむべし 17主

ヱホバかく言たまふ我の昔日わが僕なるイスラエ

ルの預言者等をもて語りし者は汝ならずや即ち彼

ら其頃年ひさしく預言して我汝を彼らに攻きたら

しめんと言り 18主ヱホバいひたまふ其日すなは

ちゴグがイスラエルの地に攻來らん日にわが怒面

にあらはるべし 19我嫉妬と燃たつ怒をもて言ふ

其日には必ずイスラエルの地に大なる震動あらん

20海の魚空の鳥野の獣凡て地に匍ふところの昆蟲

凡て地にある人わが前に震へん又山々崩れ嶄巌た

ふれ石垣みな地に仆れん 21主ヱホバいひたまふ

我劍をわが諸の山に召きたりて彼をせめしめん人

々の劍その兄弟を撃べし 22我疫病と血をもて彼

の罪をたださん我漲ぎる雨と雹と火と硫磺を彼と

その軍勢および彼とともなる多の民の上に降すべ

し 23而して我わが大なることと聖きことを明か

にし衆多の國民の目のまへに我を示さん彼らはす

なはち我のヱホバなることをしるべし

39人の子よゴグにむかひ預言して言へ主ヱホバ
かく言たまふロシ、メセク、トバルの君ゴグ

よ視よ我汝を罰せん 2我汝をひきもどし汝をみち

びき汝をして北の極より上りてイスラエルの山々

にいたらしめ 3汝の左の手より弓をうち落し右の

手より矢を落しむべし 4汝と汝の諸の軍勢および

汝とともなる民はイスラエルの山々に仆れん我汝

を諸の類の鷙鳥と野の獣にあたへて食しむべし 5

汝は野の表面に仆れん我これを言ばなりと主ヱホ

バ言たまふ 6我マゴグと島々に安然に住る者とに

火をおくり彼らをして我のヱホバなるを知しめん

7我わが聖き名をわが民イスラエルの中に知しめ

重てわが聖き名を汚さしめじ國々の民すなはち我

がヱホバにしてイスラエルにありて聖者なること

を知るにいたらん 8主ヱホバいひたまふ視よ是は

來れり成れり是わが言る日なり 9茲にイスラエル

の邑々に住る者出きたり甲冑大楯小楯弓矢手

鎗手矛および槍を燃し焚き之をもて七年のあひ

だ火を燃さん 10彼ら野より木をとりきたること

無く林より木をきりとらずして甲冑をもて火を燃

しまた己を掠めし者をかすめ己の物を奪ひし者の

物を奪はん主ヱホバこれを言ふ 11其日に我イス

ラエルにおいて墓地をゴグに與へん是往來の人の

谷にして海の東にあり是往來の人を礙げん其處に

人ゴグとその群衆を埋めこれをゴグの群衆の谷と

なづけん 12イスラエルの家之を埋めて地を淸む

るに七月を費さん 13國の民みなこれを埋め之に

よりて名をえん是我が榮光をあらはす日なり 14

彼等定れる人を選む其人國の中をゆきめぐりて往

來の人とともにかの地の面に遺れる者を埋めてこ

れを淸む七月の終れる後かれら尋ぬることをなさ

ん 15國を行巡る者往來し人の骨あるを見るとき

はその傍に標をたつれば死人を埋むる者これをゴ

グの群衆の谷に埋む 16邑の名もまた群衆ととな

へられん斯かれら國を淸めん 17人の子よ主ヱホ

バかく言ふ汝諸の類の鳥と野の諸の獸に言べし汝

等集ひ來り我が汝らのために殺せるところの犧牲
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に四方より聚れ即ちイスラエルの山々の上なる大

なる犠牲に臨み肉を食ひ血を飮め 18汝ら勇士の

肉を食ひ地の君等の血を飮め牡羊羔羊牡山羊牡

牛など凡てバシヤンの肥たる畜を食ヘ 19汝らわ

が汝らのために殺せるところの犠牲につきて飽ま

で脂を食ひ醉まで血を飮べし 20汝らわが席につ

きて馬と騎者と勇士と諸の軍人に黶べしと主ヱホ

バいひたまふ 21我わが榮光を國々の民にしめさ

ん國々の民みな我がおこなふ審判を見我がかれら

の上に加ふる手を見るべし 22是日より後イスラ

エルの家我ヱホバの己の神なることを知ん 23又

國々の民イスラエルの家の擄へうつされしは其惡

によりしなるを知べし彼等われに背きたるに因て

我わが面を彼らに隱し彼らをその敵の手に付した

れば皆劍に仆れたり 24我かれらの汚穢と愆惡と

にしたがひて彼らを待ひわが面を彼等に隱せり 25

然ば主ヱホバかく言たまふ我今ヤコブの俘擄人を

歸しイスラエルの全家を憐れみ吾聖き名のために

熱中せん 26彼らその地に安然に住ひて誰も之を

怖れしむる者なきに至る時はその我にむかひて爲

たるところの諸の悖れる行爲のために愧べし 27

我かれらを國々より導きかへりその敵の國々より

集め彼らをもて我の聖き事を衆多の國民にしめす

時 28彼等すなはち我ヱホバの己の神なるを知ん

是は我かれらを國々に移し又その地にひき歸りて

一人をも其處にのこさざればなり 29我わが靈を

イスラエルの家にそそぎたれば重て吾面を彼らに

隱さじ主ヱホバこれを言ふ

40我らの擄へ移されてより二十五年邑の撃破ら
れて後十四年その年の初の月の十日其日にヱ

ホバの手われに臨み我を彼處に携へ往く 2即ち神

異象の中に我をイスラエルの地にたづさへゆきて

甚だ高き山の上におろしたまふ其處に南の方にあ

たりて邑のごとき者建てり 3彼我をひきて彼處に

いたり給ふに一箇の人あるを見るその面容は銅の

ごとくにして手に麻の繩と間竿を執り門に立てり

4其人われに言けるは人の子よ汝目をもて視耳を

もて聞き我が汝にしめす諸の事に心をとめよ汝を

此にたづさへしはこれを汝にしめさんためなり汝

が見るところの事を盡くイスラエルの家に告よと

5斯ありて視るに家の外の四周に墻垣ありその人

の手に六キユビトの間竿ありそのキユビトは各一

キユビトと一手濶なり彼その墻の厚を量るに一竿

ありその高もまた一竿あり 6彼東向の門にいたり

その階をのぼりて門の閾を量るに其濶一竿あり即

ち第一の閾の濶一竿なり 7守房は長一竿廣一竿守

房と守房の間は五キユビトあり内の門の廊の傍な

る門の閾も一竿あり 8内の門の廊を量るに一竿あ

り 9又門の廊を量るに八キユビトありその柱は二

キユビトなりその門の廊は内にあり 10東向の門

の守房は此旁に三箇彼處に三箇あり此三みな其寸

尺おなじ柱もまた此處彼處ともにその寸尺おなじ

11門の入口の廣をはかるに十キユビトあり門の長

は十三キユビトなり 12守房の前に一キユビトの

界あり彼旁の界も一キユビトなり守房は此旁彼旁

ともに六キユビトなり 13彼また此守房の屋背よ

り彼屋背まで門をはかるに入口より入口まで二十

五キユビトあり 14柱は六十キユビトに作れる者

なり門のまはりに庭ありて柱にまでおよぶ 15入

口の門の前より内の門の廊の前にいたるまで五十

キユビトあり 16守房と門の内面の周圍の柱とに

閉窓あり墻垣の差出たる處にもしかり内面の周圍

には窓あり柱には棕櫚あり 17彼また我を外庭に

携ゆくに庭の周圍に設けたる室と鋪石あり鋪石の

上に三十の室あり 18鋪石は門の側にありて門の

長におなじ是下鋪石なり 19彼下の門の前より内

庭の外の前までの廣を量るに東と北とに百キユビ

トあり 20又外庭なる北向の門の長と寛をはかれ

り 21守房その此旁に三箇彼旁に三箇あり柱およ

び差出たる處もあり是は前の門の寸尺のごとく長

五十キユビト濶二十五キユビトなり 22その窓と

差出たる處と棕櫚は東向の門にある者の寸尺と同

じ七段の階級を經て上るに差出たる處その前にあ

り 23内庭の門は北と東の門に向ふ彼門より門ま

でを量るに百キユビトあり 24彼また我を南に携

ゆくに南向の門ありその柱と差出たる處をはかる

に前の寸尺の如し 25是とその差出たる處の周圍

に窓あり彼窓のごとしその門は長五十キユビト濶

二十五キユビトなり 26七段の階級をへて登るべ

し差出たる處その前にありその柱の上には此旁に

一箇彼旁に一箇の棕櫚あり 27内庭に南向の門あ

り門より門まで南の方をはかるに百キユビトあり

28彼我を携へて南の門より内庭に至る彼南の門を

はかるにその寸尺前のごとし 29その守房と柱と

差出たる處は前の寸尺のごとしその門と差出たる

處の周圍とに窓あり門の長五十キユビト濶二十五

キユビトなり 30差出たる處周圍にありその長二

十五キユビト濶五キユビト 31其差出たる處は外
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庭に出づその柱の上に棕櫚あり八段の階級をへて

升るべし 32彼また内庭の東の方に我をたづさへ

ゆきて門をはかるに前の寸尺の如し 33その守房

と柱および差出たる處は寸尺前のごとしその門と

差出たる處の周圍とに窓あり門の長五十キユビト

濶二十五キユビト 34その差出たる處は外庭にい

づ柱の上には此旁彼旁に棕櫚あり八段の階級をへ

て升るべし 35彼われを北の門にたづさへゆきて

これを量るに寸尺おなじ 36その守房と柱と差出

たる處ありその周園に窓あり門の長五十キユビト

濶二十五キユビト 37その柱は外庭に出づ柱の上

に此旁彼旁に棕櫚あり八段の階をへて升るべし 38

門の柱の傍に戸のある室あり其處は燔祭の牲を洗

ふところなり 39門の廊に此旁に二の臺彼旁に二

の臺あり其上に燔祭罪祭愆祭の牲畜を屠るべし

40北の門の入口に升るに外面に於て門の廊の傍に

二の臺あり亦他の旁にも二の臺あり 41門の側に

此旁に四の臺彼旁に四の臺ありて八なり其上に屠

ることを爲す 42升口に琢石の四の臺あり長一キ

ユビト半廣一キユビト半高一キユビトなり燔祭お

よび犠牲を宰るところの器具をその上に置く 43

内の周圍に一手寛の曲釘うちてあり犠牲の肉は臺

の上におかる 44内の門の外において内庭に謳歌

人の室あり一は北の門の側にありて南にむかひ一

は南の門の側にありて北にむかふ 45彼われに言

ふ此南にむかへる室は殿をまもる祭司のための者

46北にむかへる室は壇をまもる祭司のための者な

り彼等はレビの子孫の中なるザドクの後裔にして

ヱホバに近よりて之に事ふるなり 47而して彼庭

をはかるに長百キユビト寛百キユビトにして四角

なり殿の前に壇あり 48彼殿の廊に我をひきゆき

て廊の柱を量るに此旁も五キユビト彼方も五キユ

ビトあり門の廣は此旁三キユビト彼旁三キユビト

なり 49廊の長は二十キユビト寛は十一キユビト

階級によりて升るべし柱にそふて柱あり此旁に一

箇彼旁に一箇

41彼殿に我をひきゆきて柱を量るに此旁の寛六
キユビト彼旁の寛六キユビト幕屋の寛なり 2

戸の寛は十キユビト戸の側柱は此旁も五キユビト

彼旁も五キユビト彼量るに其長四十キユビト廣二

十キユビトあり 3内にいりて戸の柱を量るに二キ

ユビトあり戸は六キユビト戸の濶は七キユビト 4

彼量るに其長二十キユビト廣二十キユビトにして

殿に向ふ彼我に言けるは是至聖所なり 5彼室の壁

を量るに六キユビトあり室の周圍の連接屋の寛は

四キユビトなり 6連接屋は三階にして各三十の間

あり室の壁周圍の連接屋の側にありて連接屋は之

に連りて堅く立つ然れども室の壁に挿入て堅く立

るにあらず 7連接屋は上にいたるに隨ひて廣くな

り行く即ち家の圍牆家の四周に高くのぼれば家は

上廣くして下のより上のにのぼる樣は中の割合に

したがふなり 8我室に高き處あるを見る連接屋の

基は一竿に足てその連接る處まで六キユビトなり

9連接屋にある外の壁の厚は五キユビト室の連接

屋の傍の隙もまた然り 10室の間にあたりて家の

四周に廣二十キユビトの處あり 11連接屋の戸は

皆かの隙にむかふ一の戸は北にむかひ一の戸は南

にむかふ其隙たる處は四周にありて廣五キユビト

なり 12西の方にあたる離處の前の建物は廣七十

キユビトその建物の周圍の壁は厚五キユビト長九

十キユビト 13彼殿をはかるにその長百キユビト

あり離處とその建物とその壁は長百キユビト 14

殿の面および離處の東面は廣百キユビトなり 15

彼後なる離處の前の建物の長を量れり其此旁彼旁

の廊下は百キユビトありまた内殿と庭の廊を量り

16彼の三にある處の閾と閉窓と周圍の廊下を量れ

り閾の對面に當りて周圍に嵌板あり窓まで地を量

りしが窓は皆蔽ふてあり 17戸の上なる處内室と

外の處および内外の周圍の諸の壁まで量ることを

なせり 18ケルビムと棕櫚と造りてあり二のケル

ビムの間毎に一本の棕櫚ありケルブには二の面あ

り 19此旁には人の面ありて棕櫚にむかひ彼旁に

は獅子の面ありて棕櫚にむかふ家の周圍に凡て是

のごとく造りてあり 20地より戸の上までケルビ

ムと棕櫚の設あり殿の壁も然り 21殿には四角の

戸柱あり聖所の前にも同形の者あり 22壇は木に

して高三キユビト長二キユビトなり是に隅木あり

その臺と其周圍も木なり彼われに言けるは是はヱ

ホバの前の壇なり 23殿と聖所とには二の戸あり

24その戸に二の扉あり是二の開扉なり此戸に二箇

彼戸に二箇の扉あり 25殿の戸にケルビムと棕櫚

つくりてあり壁におけるがごとし外の廊の前に木

の段あり 26廊の横壁と家の連接屋と段には此旁

彼旁に閉窓と棕櫚あり

42彼われを携へ出して北におもむく路よりして
外庭にいたり我を室に導く是は北の方にあり

て離處に對ひ建物に對ひをる 2その百キユビトの

長ある所の前に至るに戸は北の方にあり寛は五十
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キユビト 3内庭の二十キユビトなる處に對ひ外庭

の鋪石に對ふ廊下の上に廊下ありて三なり 4室の

前に寛十キユビトの路あり又内庭にいたるところ

の百キユビトの路あり室の戸は北にむかふ 5その

建物の上の室は下のと中のとに比れば狹し是は廊

下の爲に其場を削らるればなり 6是等は三階にし

て庭の柱の如くは柱あらず是をもて上のは下のと

中のよりもその場狹し 7室の前にあたりて外に垣

あり室にそひて外庭にいたる其長五十キユビト 8

外庭の室の長は五十キユビトにして殿に對ふ所は

百キユビトあり 9その下の方より是等の室いづ外

庭よりこれに往ときは其入口東にあり 10南の庭

垣の廣き方にあたり離處とその建物にむかひて室

あり 11北の方なる室のごとく其前に路ありその

長寛およびその出口その建築みな同じ 12その入

口のごとく南の方なる室の入口も然り路の頭に入

口あり是は垣に連るところの路にて東より來る路

なり 13彼われに言けるは離處の前なる北の室と

南の室は聖き室にしてヱホバに近くところの祭司

の至聖き物を食ふべき所なり其處にかれら最聖き

物素祭罪祭愆祭の物を置べし其處は聖ければな

り 14祭司は入たるときは聖所より外庭に出べか

らず彼等職掌を行ふところの衣服を其處に置べし

是聖ければなり而して他の衣を着て民に屬するの

處に近くべし 15彼内室を量ることを終て東向の

門の路より我を携へ出して四方を量れり 16彼間

竿をもて東面を量るにその周圍間竿五百竿あり

17又北面をはかるにその周圍間竿五百竿あり 18

また南面をはかるに間竿五百竿あり 19また西面

にまはりて量るに間竿五百竿あり 20斯四方を量

れり周圍に牆ありその長五百竿寛五百竿聖所と

俗所とを區別つなり

43彼われを携へて門にいたる其門は東に向ふ 2

時にイスラエルの神の榮光東よりきたりしが

その聲大水の音のごとくにして地その榮光に照さ

る 3其狀を見るに我がこの邑を滅しに來りし時に

見たるところの狀の如くに見ゆ又ケバル河の邊に

て我が見しところの形のごとき形の者あり我すな

はち俯伏す 4ヱホバの榮光東向の門よりきたりて

室に入る 5靈われを引あげて内庭にたづさへいる

にヱホバの榮光室に充をる 6我聽に室より我に語

ふ者あり又人ありてわが傍に立つ 7彼われに言た

まひけるは人の子よ吾位のある所我脚の跖のふむ

所此にて我長久にイスラエルの子孫の中に居んイ

スラエルの家とその王等再びその姦淫とその王等

の屍骸およびその崇邱をもてわが聖き名を汚すこ

となかるべし 8彼らその閾をわが閾の側に設け其

門柱をわが門柱の傍に設けたれば我と其等との間

には只壁一重ありしのみ而して彼ら憎むべき事等

をおこなひて吾が聖名を汚したるが故に我怒りて

かれらを滅したり 9彼ら今はその姦淫とその王等

の屍骸をわが前より除き去ん我また彼らの中に長

久に居べし 10人の子よ汝この室をイスラエルの

家に示せ彼らその惡を愧ぢまたこの式樣を量らん

11彼らその爲たる諸の事を愧なば彼らに此室の製

法とその式樣その出口入口その一切の製法その一

切の則その一切の製法その一切の法をしらしめよ

是をかれらの目の前に書て彼らにその諸の製法と

その一切の則を守りてこれを爲しむべし 12室の

法は是なり山の頂の上なるその地は四方みな最聖

し是室の法なり 13壇の寸尺はキユビトをもて言

ば左のごとしそのキユビトは一キユビトと手寛あ

り壇の底は一キユビト寛一キユビトその周圍の邊

は半キユビト是壇の臺なり 14土に坐れる底座よ

り下の層まで二キユビト寛一キユビト又小き層よ

り大なる層まで四キユビト寛一キユビトなり 15

正壇は四キユビト壇の上の面に四の角あり 16壇

の上の面は長十二キユビト寛十二キユビトにして

その四面角なり 17その層は四方とも長十四キユ

ビト寛十四キユビトその四周の縁は半キユビトそ

の底は四方一キユビトその階は東に向ふ 18彼わ

れに言けるは人の子よ主ヱホバかく言たまふ壇を

建て其上に燔祭を献げ血を灑ぐ日には是をその則

とすべし 19主ヱホバかく言ふ汝レビの支派ザド

クの裔にして我にちかづき事ふるところの祭司等

に犢なる牡牛を罪祭として與ふべし 20又その血

を取てこれをその四の角と層の四隅と四周の邊に

抹り斯して之を淸め潔ようすべし 21汝罪祭の牛

を取てこれを聖所の外にて殿の中の定まれる處に

焚べし 22第二日に汝全き牡山羊を罪祭に献ぐべ

し即ちかれら牡牛をもて淸めしごとく之をもて壇

を淸むべし 23汝潔禮を終たる時は犢なる牡牛の

全き者および群の全き牡羊を献ぐべし 24汝これ

をヱホバの前に持きたるべし祭司等これに鹽を撒

かけ燔祭としてヱホバに献ぐべし 25七日の間汝

日々に牡山羊を罪祭に供ふべしまた彼ら犢なる牡

牛と群の牡羊との全き者を供ふべし 26七日の間

かれら壇を潔ようしこれを淸めその手を滿すべし
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27是等の日滿て八日にいたりて後は祭司等汝らの

燔祭と酬恩祭をその壇の上に奉へん我悦びて汝ら

を受納べし主ヱホバこれを言たまふ

44斯て彼我を引て聖所の東向なる外の門の路に
かへるに門は閉てあり 2ヱホバすなはち我に

言たまひけるは此門は閉おくべし開くべからず此

より誰も入るべからずイスラエルの神ヱホバ此よ

り入たれば是は閉おくべきなり 3その君は君たる

が故にこの内に坐してヱホバの前に食をなさん彼

は門の廊の路より入りまたその路より出ん 4彼ま

た我をひきて北の門の路より家の前に至りしが視

るにヱホバの榮光ヱホバの家に滿ゐたれば我俯伏

けるに 5ヱホバわれに言たまふ人の子よヱホバの

家の諸の則とその諸の法につきて我が汝に告ると

ころの諸の事に心を用ひ目を注ぎ耳を傾け又殿の

入口と聖所の諸の出口に心を用ひよ 6而して悖れ

る者なるイスラエルの家に言べし主ヱホバ斯いふ

イスラエルの家よ汝らその行ひし諸の憎むべき事

等をもて足りとせよ 7即ち汝等は心にも割禮をう

けず肉にも割禮をうけざる外國人をひききたりて

吾聖所にあらしめてわが家を汚し又わが食なる脂

と血を獻ぐることを爲り斯汝らの諸の憎むべき事

の上に彼等また吾契約を破れり 8汝ら我が聖物を

守る職守を怠り彼らをして我が聖所において汝ら

にかはりて我の職守を守らしめたり 9主ヱホバか

く言たまふイスラエルの子孫の中に居るところの

諸の異邦人の中凡て心に割禮をうけず肉に割禮を

うけざる異邦人はわが聖所に入るべからず 10亦

レビ人も迷へるイスラエルがその憎むべき偶像を

したひて我を棄て迷ひし時に我を棄ゆきたる者は

その罪を蒙るべし 11即ち彼らは吾が聖所にあり

て下僕となり家の門を守る者となり家にて下僕の

業をなさん又彼ら民のために燔祭および犠牲の牲

畜を殺し民のまへに立てこれに事へん 12彼等そ

の偶像の前にて民に事ヘイスラエルの家を礙かせ

て罪におちいらしめたるが故に主ヱホバ言ふ我手

をあげて彼らを罰し彼らをしてその罪を蒙らしめ

たり 13彼らは我に近づきて祭司の職をなすべか

らず至聖所にきたりわが諸の聖き物に近よるべか

らずその恥とその行ひし諸の憎むべき事等の報を

蒙るべし 14我かれらをして宮守の職務をおこな

はしめ宮の諸の業および其中に行ふべき諸の事を

爲しむべし 15然どザドクの裔なるレビの祭司等

すなはちイスラエルの子孫が我を棄て迷謬し時に

わが聖所の職守を守りたる者等は我に近づきて事

へ我まへに立ち脂と血をわれに獻げん主ヱホバこ

れを言ふなり 16即ち彼等わが聖所にいり吾が臺

にちかづきて我に事へわが職守を守るべし 17彼

等内庭の門にいる時は麻の衣を衣べし内庭の門お

よび家において職をなす時は毛服を身につくべか

らず 18首には麻の冠をいただき腰には麻の袴を

穿つべし汗のいづるごとくに身をよそほふべから

ず 19彼ら外庭にいづる時すなはち外庭にいでて

民に就く時はその職をなせるところの衣服を脱て

これを聖き室に置き他の衣服をつくべし是その服

をもて民を聖くすること無らんためなり 20彼ら

頭を剃べからず又髮を長く長すべからずその頭髮

を剪るべし 21祭司たる者は内庭に入ときに酒を

のむべからず 22又寡婦および去れたる婦を妻に

めとるべからず唯イスラエルの家の出なる處女を

娶るべし又は祭司の妻の寡となりし者を娶るべし

23彼らわが民を敎へ聖き物と俗の物の區別および

汚れたる物と潔き物の區別を之に知しむべし 24

爭論ある時は彼ら起ちて判决き吾定例にしたがひ

て斷决をなさん我が諸の節期において彼らわが法

と憲を守るべく又わが安息日を聖くすべし 25死

人の許にいたりて身を汚すべからず只父のため母

のため息子のため息女のため兄弟のため夫なき姉

妹のためには身を汚すも宜し 26斯る人にはその

潔齋の後なほ七日を數へ加ふべし 27彼聖所にい

たり内庭にいり聖所にて職を執行ふ日には罪祭を

獻ぐべし主ヱホバこれを言ふ 28彼らの產業は是

なり即ち我これが產業たり汝らイスラエルの中に

て彼らに所有を與ふべからず我すなはちこれが所

有たるなり 29祭物および罪祭愆祭の物是等を彼

等食ふべし凡てイスラエルの中の奉納物は彼らに

歸す 30諸の物の初實の初および凡て汝らが献ぐ

る諸の献物みな祭司に歸すべし汝等その諸の麥粉

の初を祭司に與ふべし是汝の家に幸福あらしめん

ためなり 31鳥にもあれ獸にもあれ凡て自ら死に

たる者又は裂ころされし者をば祭司たる者食ふべ

からず

45汝ら籤をひき地をわかちて產業となす時は地
の一分を取り聖き者となしてヱホバに献ぐべ

し其長は二萬五千寛は一萬なるべし是は其四方周

圍凡て聖し 2此中聖所に屬する者は長五百寛五百

にして周圍四角なり又五十キユビトの隙地その周

圍にあり 3汝この量りたる處より長二萬五千寛一
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萬の場を度り取るべし此うちに聖所至聖所を設く

べし 4是は地の聖場なりヱホバに近づき事ふる聖

所の役者なる祭司等に屬すべし是かれらの家を建

てまた聖所を設くる聖地なり 5又長二萬五千寛一

萬の處家に事ふるレビ人に屬し其所有に二十の室

あるべし 6その献げたる聖地に並びて汝ら寛五千

長二萬五千の處を分ち邑の所有となすべし是はイ

スラエルの全家に屬す 7又君たる者の分はかの献

げたる聖地と邑の所有の此處彼處にあり献げたる

聖地に沿ひ邑の所有に沿ひ西は西にわたり東は東

に渉るべし西の極より東の極まで其長は支派の分

の一と等し 8イスラエルの中に彼が有ところの者

は地にあり吾君等は重てわが民を虐ぐることなく

イスラエルの家にその支派にしたがひて地を與へ

おかん 9主ヱホバかく言たまふイスラエルの君等

よ汝ら足ことを知れ虐ぐることと掠むる事を止め

公道と公義を行へ我民を逐放すことを止よ主ヱホ

バこれを言ふ 10汝ら公平き權衡公平きエパ公平

きバテを用ふべし 11エパとバテとはその量を同

じうすべし即ちバテもホメルの十分一を容れエパ

もホメルの十分一を容るべしホメルに準じてその

度量を定むべし 12シケルは二十ゲラに當る二十

シケル二十五シケル十五シケルを汝等マネとなす

べし 13汝らが献ぐべき献物は左のごとし一ホメ

ルの小麥の中よりエパの六分一を献げ一ホメルの

大麥の中よりエパの六分一を献ぐべし 14油の例

油のバテは是のごとし一コルの中よりバテの十分

一を献ぐべしコルは十バテを容る者にて即ちホメ

ルなり十バテ一ホメルとなればなり 15又イスラ

エルの腴なる地より群二百ごとに一箇の羊を出し

て素祭および燔祭酬恩祭の物に供へ民の罪を贖

ふことに用ひしむべし主ヱホバこれを言ふ 16國

の民みなこの獻物をイスラエルの君にもちきたる

べし 17又君たる者は祭日朔日安息日およびイス

ラエルの家の諸の節期に燔祭素祭灌祭を奉ぐべ

し即ち彼イスラエルの家の贖罪をなすために罪祭

素祭燔祭酬恩祭を執行なふべし 18主ヱホバかく

言たまふ正月の元日に汝犢なる全き牡牛を取り聖

所を淸むべし 19又祭司は罪祭の牲の血を取りて

殿の門柱にぬり壇の層の四隅と内庭の門の柱に塗

べし 20月の七日に汝等また迷ふ人および拙き者

のために斯なして殿のために贖をなすべし 21正

月の十四日に汝ら逾越節を守り七日の間祝をなし

無酵パンを食ふべし 22その日に君は己のため又

國の諸の民のために牡牛を備へて罪祭となし 23

七日の節筵の間七箇の牡牛と七箇の牡羊の全き者

を日々に七日の間備へてヱホバに燔祭となし又牡

山羊を日々に備へて罪祭となすべし 24彼また素

祭として一エパを牡牛のために一エパを牡山羊の

ために備へ油一ヒンをエパに加ふべし 25七月の

十五日の節筵に彼また罪祭燔祭素祭および油を

是のごとく七日の間備ふべし

46主ヱホバかく言たまふ内庭の東向の門は事務
をなすところの六日の間は閉ぢ置き安息日に

これを開き又月朔にこれを開くべし 2君たる者は

外より門の廊の路をとほりて入り門の柱の傍に立

つべし祭司等その時かれの爲に燔祭と酬恩祭を備

ふべし彼は門の閾において禮拜をなして出べし但

し門は暮まで閉べからず 3國の民は安息日と月朔

とにその門の入口においてヱホバの前に禮拜をな

すべし 4君が安息日にヱホバに獻ぐる燔祭には六

の全き羔羊と一の全き牡羊を用ふべし 5又素祭は

牡羊のために一エパを用ふべし羔羊のために用ふ

る素祭はその手の出しうる程を以し一エパに油一

ヒンを加ふべし 6月朔には犢なる一頭の全き牡牛

および六の羔羊と一の牡羊の全き者を用ふべし 7

素祭は牛のために一エパ牡羊のために一エパ羔羊

のために其手のおよぶ程を備へ一エパに油一ヒン

を加ふべし 8君は來る時に門の廊の路より入りま

たその路より出べし 9國の民祭日にヱホバの前に

來る時は北の門よりいりて禮拜をなせる者は南の

門より出で南の門より入る者は北の門より出べし

其入りたる門より歸るべからず眞直に進みて出べ

し 10君彼らの中にありてその入る時に入りその

出る時に出べし 11祭日と祝日には素祭として牛

のために一エパ牡羊のために一エパ羔羊のために

その手の出し得る程を備へ一エパに油一ヒンを加

ふべし 12君もし自ら好んでヱホバに燔祭を備へ

んとし又は自ら好んで酬恩祭を備へんとせば彼の

ために東向の門を開くべし彼は安息日に爲ごとく

その燔祭と酬恩祭を備ふべし又彼が出たる時はそ

の出たる後に門を閉べし 13汝日々に一歳の全き

羔羊一箇を燔祭としてヱホバに備ふべし即ち朝ご

とにこれを備ふべし 14汝朝ごとに素祭をこれに

加ふべし即ち一エパの六分一と麥粉を濕す油一ヒ

ンの三分一とを素祭としてヱホバに獻ぐべし是は

長久に續くところの例典なり 15即ち朝ごとに羔

羊と素祭と油とを燔祭にそなへて止ことなかるべ



エゼキエル書 566

し 16主ヱホバかく言たまふ君もし其子の一人に

讓物をなす時は是その人の產業となりその子孫に

傳はりて之が所有となるべし 17然ど若その產業

の中をその僕の一人に與ふる時は是は解放の年ま

でその人に屬し居て遂に君にかへるべし彼の產業

は只その子孫にのみ傳はるべきなり 18君たる者

は民の產業を取て民をその所有より逐放すべから

ず只己の所有の中をその子等に傳ふべし是わが民

のその所有をはなれて散ことなからんためなり 19

斯て彼門の傍の入口より我をたづさへいりて北向

なる祭司の聖き室にいたるに西の奧に一箇の處あ

り 20彼われに言けるは是は祭司が愆祭および罪

祭の物を烹素祭の物を拷ところなり斯するはこ

れを外庭に携へいでて民を聖くすることなからん

ためなり 21彼また我を外庭に携へいだして庭の

四隅をとほらしむるに庭の隅々にまた庭あり 22

即ち庭の四隅に庭の設ありてその長四十キユビト

廣三十キユビトなり四隅の處その寸尺みな同じ 23

凡てその四の周圍なるその建物の下に烹飪の處造

りてあり 24彼われに云けるは是等は家の役者等

が民の犧牲の品を烹る厨房なり

47斯てかれ我を室の門に携へかへりしが室の閾
の下より水の東の方に流れ出るあり室の面は

東にむかひをりその水下より出で室の右の方より

して壇の南より流れ下る 2彼北の門の路より我を

携へいだして外面をまはらしめ東にむかふ外の門

にいたらしむるに水門の右の方より流れ出づ 3そ

の人東に進み手に度繩を持て一千キユビトを度り

我に水をわたらしむるに水踝骨にまでおよぶ 4彼

また一千を度り我を渉らしむるに水膝にまでおよ

ぶ而してまた一千を度り我を渉らしむるに水腰に

まで及ぶ 5彼また一千を度るに早わが渉るあたは

ざる河となり水高くして泅ぐほどの水となり徒渉

すべからざる河とはなりぬ 6彼われに言けるは人

の子よ汝これを見とめたるやと乃ち河の岸に沿て

我を將かへれり 7我歸るに河の岸の此方彼方に甚

だ衆多の樹々生ひ立るあり 8彼われに言ふこの水

東の境に流れゆきアラバにおち下りて海に入る是

海に入ればその水すなはち醫ゆ 9凡そ此河の往と

ころには諸の動くところの生物みな生ん又甚だ衆

多の魚あるべし此水到るところにて醫すことをな

せばなり此河のいたる處にては物みな生べきなり

10漁者その傍に立んエンゲデよりエネグライムま

では網を張る處となるべしその魚はその類にした

がひて大海の魚のごとく甚だ多からん 11但しそ

の澤地と濕地とは愈ることあらずして鹽地となり

をるべし 12河の傍その岸の此旁彼旁に食はるる

果を結ぶ諸の樹生そだたんその葉は枯ずその果は

絕ず月々新しき果をむすぶべし是その水かの聖所

より流れいづればなりその果は食となりその葉は

藥とならん 13主ヱホバかく言たまふ汝らイスラ

エルの十二の支派の中に地を分ちてその產業とな

さしむるにはその界を斯さだむべしヨセフは二分

を得べきなり 14汝ら各々均しく之を獲て產業と

すべし是は我が手をあげて汝らの先祖等に與へし

者なり斯この地汝らに歸して產業とならん 15地

の界は左のごとし北は大海よりヘテロンの路をへ

てゼダデの方にいたり 16ハマテ、ベロクにいた

りダマスコの界とハマテの界の間なるシブライム

にいたりハウランの界なるハザルハテコンにいた

る 17海よりの界はダマスコの界のハザルエノン

にいたる北の方においてはハマテその界たり北の

方は是のごとし 18東の方はハウラン、ダマスコ

、ギレアデとイスラエルの地との間にヨルダンあ

り汝らかの界より東の海までを量るべし東の方は

斯のごとし 19南の方はタマルよりメリボテカデ

シにおよび河に沿て大海にいたる南の方は是のご

とし 20西の方は大海にしてこの界よりハマテに

およぶ西の方は是のごとし 21汝らイスラエルの

支派にしたがひて此地を汝らの中にわかつべし 22

汝ら籤をもて之を汝らの中に分ち又汝らの中にを

りて汝らの中に子等を擧けたる異邦人の中に分ち

て產業となすべし斯る人は汝らにおけることイス

ラエルの子孫の中に生れたる本國人のごとし彼ら

も汝らと共に籤をひきてイスラエルの支派の中に

產業を得べし 23異邦人にはその住ところの支派

の中にて汝ら之に產業を與ふべし主ヱホバこれを

言たまふ

48支派の名は是のごとしダンの一分は北の極よ
りヘテロンの路の傍にいたりハマテにいたり

北におもむきてダマスコの界なるハザルエノンに

いたりハマテの傍におよぶ是その東の方と西の方

なり 2アセルの一分はダンの界にそひて東の方よ

り西の方にわたる 3ナフタリの一分はアセルの界

にそひて東の方より西の方にわたる 4マナセの一

分はナフタリの界にそひて東の方より西の方にわ

たる 5エフライムの一分はマナセの界にそひて東

の方より西の方にわたる 6ルペンの一分はエフラ
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イムの界にそひて東の方より西の方にわたる 7ユ

ダの一分はルベンの界にそひて東の方より西の方

にわたる 8ユダの界にそひて東の方より西の方に

わたる處をもて汝らが献ぐるところの献納地とな

すべし其廣二萬五千其東の方より西の方にわたる

長は他の一の分のごとし聖所はその中にあるべし

9即ち汝らがヱホバに献ぐるところの献納地は長

二萬五千廣一萬なるべし 10この聖き献納地は祭

司に屬し北は二萬五千西は廣一萬東は廣一萬南は

長二萬五千ヱホバの聖所その中にあるべし 11ザ

ドクの子孫たる者すなはち我が職守をまもりイス

ラエルの子孫が迷謬し時にレビ人の迷ひしごとく

迷はざりし者の中聖別られて祭司となれる者に是

は屬すべし 12その献げたる地の中より一分の至

聖き献納地かれらに屬してレビの境界に沿ふ 13

レビ人の地は祭司の地にならびて其長二萬五千廣

一萬なり即ちその都の長二萬五千その廣一萬なり

14彼らこれを賣べからず換べからず又その地の初

實は人にわたすべからず是ヱホバに屬する聖物な

ればなり 15彼二萬五千の處に沿て殘れる廣五千

の處は俗地にして邑を建て住家を設くべし又郊地

となすべし邑その中にあるべし 16その廣狹は左

のごとし北の方四千五百南の方四千五百東の方四

千五百西の方四千五百 17邑の郊地は北二百五十

南二百五十東二百五十西二百五十 18聖き献納地

にならびて餘れる處の長は東へ一萬西へ一萬なり

是は聖き献納地に並びその產物は邑の役人の食物

となるべし 19邑の役人はイスラエルの諸の支派

より出てその職をなすべし 20その献納地の惣體

は堅二萬五千横二萬五千なりこの聖き献納地の四

分の一にあたる處を取て邑の所有となすべし 21

聖き献納地と邑の所有との此旁彼旁に餘れる處は

君に屬すべし是はすなはち献納地の二萬五千なる

所に沿て東の界にいたり西はかの二萬五千なる所

にそひて西の界に至りて支派の分と相並ぶ是君に

屬すべし聖き献納地と室の聖所とはその中間にあ

るべし 22君に屬する所の中間にあるレビ人の所

有と邑の所有の兩傍ユダの境とベニヤミンの境の

間にある所は君の所有たり 23その餘の支派はベ

ニヤミンの一分東の方より西の方にわたる 24シ

メオンの一分はベニヤミンの境にそひて東の方よ

り西の方にわたる 25イッサカルの一分はシメオ

ンの境にそひて東の方より西の方にわたる 26ゼ

ブルンの一分はイッサカルの境にそひて東の方よ

り西の方にわたる 27ガドの一分はゼブルンの境

にそひて東の方より西の方にわたる 28南の方は

その界ガドの境界にそひてタマルよりメリボテカ

デシにおよび河に沿て大海にいたる 29是は汝ら

が籤をもてイスラエルの支派の中にわかちて產業

となすべき地なりその分は斯のごとし主ヱホバこ

れを言たまふ 30邑の出口は斯のごとしすなはち

北の方の廣四千五百あり 31邑の門はイスラエル

の支流の名にしたがひ北に三あり即ちルベンの門

一ユダの門一レビの門一 32東の方も四千五百に

して三の門あり即ちヨセフの門一ベニヤミンの門

一ダンの門一 33南の方も四千五百にして三の門

ありすなはちシメオンの門一イツサカルの門一ゼ

ブルンの門一 34西の方も四千五百にしてその門

三あり即ちガドの門一アセルの門一ナフタリの門

一 35四周は一萬八千あり邑の名は此日よりヱホ

バ此に在すと云ふ
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ダニエル書

1ユダの王エホヤキムの治世の第三年にバビロ
ンの王ネブカデネザル、ヱルサレムにきたり

て之を攻圍みしに 2主ユダの王ヱホヤキムと神の

家の器具幾何とをかれの手にわたしたまひければ

則ちこれをシナルの地に携へゆきて己の神の家に

いたりその器具を己の神の庫に蔵めたり 3茲に王

寺人の長アシベナズに命じてイスラエルの子孫の

中より王の血統の者と貴族たる者幾何を召寄しむ

4即ち身に疵なく容貌美しくして一切の智慧の道

に頴く知識ありて思慮深く王の宮に侍るに足る能

幹ある少き者を召寄しめこれにカルデヤ人の文學

と言語とを學ばせんとす 5是をもて王は命を下し

て日々に王の用ゐる饌と王の飮む酒とを彼らに與

へしめ三年の間かく彼らを養ひ育てしめんとす是

その後に彼らをして王の前に立ことを得せしめん

とてなり 6是等の中にユダの人ダニエル、ハナニ

ヤ、ミシヤエル、アザリヤありしが 7寺人の長か

れらに名をあたへてダニエルをベルテシヤザルと

名けハナニヤをシヤデラクと名けミシヤエルをメ

シヤクと名けアザリヤをアベデネゴと名く 8然る

にダニエルは王の用ゐる饌と王の飮む酒とをもて

己の身を汚すまじと心に思ひさだめたれば己の身

を汚さざらしめんことを寺人の長に求む 9以前よ

りヱホバ、ダニエルをして寺人の長の慈悲と寵愛

とを蒙らしめたまふ 10是において寺人の長ダニ

エルに言けるは吾主なる王すでに命をくだして汝

らの食物と汝らの飮物とを頒たしめたまへば我か

れを畏る恐くは彼なんぢらの面の其同輩の少者等

と異にして憂色あるを見ん然る時は汝らのために

我首王の前に危からん 11寺人の長はメルザル官

をしてダニエル、ハナニヤ、ミシヤエル及びアザ

リヤを監督らせ置たればダニエル之に言けるは 12

請ふ十日の間僕等を驗したまへ即ち我らには菜蔬

を與へて食せ水を與へて飮せよ 13而して我らの

面と王の饌を食ふ少者どもの面とを較べ見汝の視

るところにしたがひて僕等を待ひたまへと 14是

において彼この事を聽いれ十日のあひだ彼らを驗

しけるが 15十日の後にいたりて見るに王の饌を

食へる諸の少者よりも彼らの面は美しくまた肥え

膩つきてありければ 16メルザル官すなはち彼ら

の分なる饌と彼らの飮べき酒とを撤きさりて菜蔬

をこれに與へたり 17この四人の少者には神知識

を得させ諸の文學と智慧に頴からしめたまへりダ

ニエはまた能く各諸の異象と夢兆を暁る 18王か

ねて命をくだし少者どもを召いるる迄に經べき日

を定めおきしがその日數も過たるに因て寺人の長

かれらを引てネブカデザルの前にいたりければ 19

王かれらと言談へり彼ら一切の中にはダニエル、

ハナニヤ、ミシヤエル、アザリヤに比ぶ者あらざ

りければこの四人は王の前に侍れり 20王かれら

に諸の事を詢たづね見に彼らは智慧の學において

その全國の博士と法術士に愈ること十倍なり 21

ダニエルはクロス王の元年までありき

2ネブカデネザルの治世の二年にネブカデネザ
ル夢を見それがために心に思ひなやみて復睡

ること能はざりき 2是をもて王は命を下し王のた

めにその夢を解せんとて博士と法術士と魔術士と

カルデヤ人とを召しめたれば彼ら來りて王の前に

立つ 3王すなはち彼らにむかひ我夢を見その夢の

義を知んと心に思ひなやむと言ければ 4カルデヤ

人等スリア語をもて王に申しけるは願くは王長壽

かれ請ふ僕等にその夢を語りたまへ我らその解明

を進めたてまつらんと 5王こたへてカルデヤ人に

言けるは我すでに命を出せり汝等もしその夢とこ

れが解明とを我に示さざるにおいては汝らの身は

切裂れ汝らの家は厠にせられん 6又汝らもしその

夢とこれが解明を示さば贐物と賞賚と大なる尊榮

とを我より獲ん然ばその夢と之が解明を我に示せ

7彼らまた對へて言けるは願くは王僕どもにその

夢を語りたまへ然ば我らその解明を奏すべしと 8

王こたへて言けるは我あきらかに知る汝らは吾命

の下りしを見るが故に時を延さんことを望むなり

9汝らもしその夢を我に示さずば汝らを處置する

の法は只一のみ汝らは相語らひて虚言と妄誕なる

詞を我前にのべて時の變るを待んとするなり汝ら

今先その夢を我に示せ然すれば汝らがその解明を

も我にしめし得ることを我しらんと 10カルデヤ

人等こたへて王の前に申しけるは世の中には王の

その事を示し得る人一箇もなし是をもて王たる者

主たる者君たる者等の中に斯る事を博士または法

術士またはカルデヤ人に問たづねし者絶てあらざ

るなり 11王の問たまふその事は甚だ難し肉身な

る者と共に居ざる神々を除きては王の前にこれを

示すことを得る者無るべしと 12斯りしかば王怒

を發し大に憤りバビロンの智者をことごとく殺せ

と命じたり 13即ち此命くだりければ智者等は殺
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されんとせり又ダニエルとその同僚をも殺さんと

もとめたり 14茲に王の侍衛の長アリオク、バビ

ロンの智者等を殺さんとて出きたりければダニエ

ル遠慮と智慧とをもて之に應答せり 15すなはち

王の高官アリオクに對へて言けるは王なにとて斯

すみやかにこの命を下したまひしやとアリオクそ

の事をダニエルに告しらせたれば 16ダニエルい

りて王に乞求めて言ふ暫くの時日を賜へ然ばその

解明を王に奏せんと 17斯てダニエルその家にか

へりその同僚ハナニヤ、ミシヤエルおよびアザリ

ヤにこの事を告しらせ 18共にこの秘密につき天

の神の憐憫を乞ひダニエルとその同僚等をしてそ

の他のバビロンの智者とともに滅びさらしめんこ

とを求めたりしが 19ダニエルつひに夜の異象の

中にこの秘密を示されければダニエル天の神を稱

賛ふ 20即ちダニエル應へて言けるは永遠より永

遠にいたるまでこの神の御名は讃まつるべきなり

智慧と權能はこれが有なればなり 21彼は時と期

とを變じ王を廢し王を立て智者に智慧を與へ賢者

に知識を賜ふ 22彼は深妙秘密の事を顯し幽暗に

あるところの者を知たまふまた光明彼の裏にあり

23わが先祖等の神よ汝は我に智慧と權能を賜ひ今

われらが汝に乞求めたるところの事を我にしめし

給へば我感謝して汝を稱賛ふ即ち汝は王のかの事

を我らに示したまへり 24是においてダニエルは

王がバビロンの智者等を殺すことを命じおけるア

リオクの許にいたり即ちいりてこれに言けるはバ

ビロンの智者等を殺す勿れ我を王の前に引いたれ

よ我その解明を王に奏上ぐべしと 25アリオクす

なはちダニエルを引て急ぎ王の前にいたり王にま

うしけるは我ユダの俘囚人の中に一箇の人を得た

り是者その解明を王にまうしあげん 26王こたへ

てベルテシヤザルと名くるダニエルに言けるは汝

は我が見たる夢とその解明とを我に知らすること

を得るやと 27ダニエルすなはち應へて王の前に

言けるは王の問たまふ秘密は智者法術士博士卜筮

師など之を王に奏上ぐることを得ず 28然ど天に

一の神ありて秘密をあらはし給ふ彼後の日に起ら

んところの事の如何なるかをネブカデネザル王に

しらせたまふなり汝の夢汝が牀にありて想見たま

ひし汝の腦中の異象は是なり 29王よ汝牀にいり

し時將來の事の如何を想ひまはしたまひしが秘密

を顯す者將來の事の如何を汝にしめし給へり 30

我がこの示現を蒙れるは凡の生る者にまさりて我

に智慧あるに由にあらず唯その解明を王に知しむ

る事ありて王のつひにその心に想ひたまひし事を

知にいたり給はんがためなり 31王よ汝は一箇の

巨なる像の汝の前に立るを見たまへり其像は大く

してその光輝は常ならずその形は畏ろしくあり 32

其像は頭は純金胸と兩腕とは銀腹と腿とは銅 33

脛は鐵脚は一分は鐵一分は泥土なり 34汝見て居

たまひしに遂に一箇の石人手によらずして鑿れて

出でその像の鐵と泥土との脚を撃てこれを碎けり

35斯りしかばその鐵と泥土と銅と銀と金とは皆と

もに碎けて夏の禾場の糠のごとくに成り風に吹は

らはれて止るところ無りき而してその像を撃たる

石は大なる山となりて全地に充り 36是その夢な

り我らその解明を王の前に陳ん 37王よ汝は諸王

の王にいませり即ち天の神汝に國と權威と能力と

尊貴とを賜へり 38また人の子等野の獣畜および

天空の鳥は何處にをる者にもあれ皆これを汝の手

に與へて汝にこれをことごとく治めしめたまふ汝

はすなはち此金の頭なり 39汝の後に汝に劣る一

の國おこらんまた第三に銅の國おこりて全世界を

治めん 40第四の國は堅きこと鐵のごとくならん

鐵は能く萬の物を毀ち碎くなり鐵の是等をこと

ごとく打碎くがごとく其國は毀ちかつ碎くことを

せん 41汝その足と足の趾を見たまひしに一分は

陶人の泥土一分は鐵なりければその國は分裂たる

者ならん又汝鐵と粘土との混和たるを見たまひた

ればその國は鐵のごとく強からん 42その足の趾

の一分は鐵一分は泥土なりしごとくその國は強き

ところもあり脆きところも有ん 43汝が鐵と粘土

との混りたるを見たまひしごとく其等は人草の種

子と混らん然ど鐵と泥土との相合せざるごとく彼

と此と相合すること有じ 44この王等の日に天の

神一の國を建たまはん是は何時までも滅ぶること

無らん此國は他の民に歸せず却てこの諸の國を打

破りてこれを滅せん是は立ちて永遠にいたらん 45

かの石の人手によらずして山より鑿れて出で鐵と

銅と泥土と銀と金とを打碎きしを汝が見たまひし

は即ちこの事なり大御神この後に起らんところの

事を王にしらせたまへるなりその夢は眞にしてこ

の解明は確なり 46是においてネブカデネザル王

は俯伏てダニエルを拝し禮物と香をこれに献ぐる

ことを命じたり 47而して王こたへてダニエルに

言けるは汝がこの秘密を明かに示すことを得たる

を見れば誠に汝らの神は神等の神王等の主にして
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能く秘密を示す者なりと 48かくて王はダこエル

に高位を授け種々の大なる賜物を與へてこれをバ

ビロン全州の總督となしまたバビロンの智者等を

統る者の首長となせり 49王またダニエルの願に

よりてシヤデラクとメシヤクとアベデネゴを擧て

バビロン州の事務をつかさどらしめたりダニエル

は王の宮にをる

3茲にネブカデネザル王一箇の金の像を造れり
その高は六十キユビトその横の廣は六キユビ

トなりき即ちこれをバビロン州のドラの平野に立

たり 2而してネブカデネザル王は州牧將軍方伯刑

官庫官法官士師および州郡の諸有司を召集めその

ネブカデネザル王の立たる像の告成禮に臨ましめ

んとせり 3是においてその州牧將軍方伯刑官庫官

法官士師および州郡の諸有司等はネブカデネザル

王の立たる像の告成禮に臨みそのネブカデネザル

王の立たる像の前に立り 4時に傳令者大聲に呼は

りて言ふ諸民諸族諸音よ汝らは斯命ぜらる 5汝ら

喇叭簫琵琶琴瑟篳篥などの諸の樂器の音を聞く時

は俯伏しネブカデネザル王の立たまへる金像を拝

すべし 6凡て俯伏て拝せざる者は即時に火の燃る

爐の中に投こまるべしと 7是をもて諸民等喇叭簫

琵琶琴瑟などの諸の樂器の音を聞くや直に諸民諸

族諸音みな俯伏しネブカデネザル王の立たる金像

を拝したり 8その時或カルデヤ人等進みきたりて

ユダヤ人を讒奏せり 9即ち彼らネブカデネザル王

に奏聞して言ふ願くは王長壽かれ 10王よ汝は命

を出して宣へり凡て喇叭簫琵琶琴瑟篳篥などの諸

の樂器の音を聞く者はみな俯伏しこの金像を拝す

べし 11凡て俯伏し拝せざる者はみな火の燃る爐

の中に投こまるべしと 12此に汝が立てバビロン

州の事務を司どらせ給へるユダヤ人シヤデラク、

メシヤクおよびアベデネゴあり王よ此人々は汝を

尊ばず汝の神々にも事へず汝の立たまへる金像を

も拝せざるなりと 13是においてネブカデネザル

怒りかつ憤りてシヤデラク、メシヤクおよびアベ

デネゴを召寄よと命じければ即ちこの人々を王の

前に引きたりしに 14ネブカデネザルかれらに問

て言けるはジヤデラク、メシヤク、アベデネゴよ

汝ら我神に事へずまた我が立たる金像を拝せざる

は是故意にするなるか 15汝らもし何の時にもあ

れ喇叭簫琵琶琴瑟篳篥などの諸の樂器の音を聞く

時に俯伏し我が造れる像を拝することを爲ば可し

然ど汝らもし拝することをせずば即時に火の燃る

爐の中に投こまるべし何の神か能く汝らをわが手

より救ひいだすことをせん 16シヤデラク、メシ

ヤクおよびアベデネゴ對へて王に言けるはネブカ

デネザルよこの事においては我ら汝に答ふるに及

ばず 17もし善らんには王よ我らの事ふる我らの

神我らを救ふの能あり彼その火の燃る爐の中と汝

の手の中より我らを救ひいださん 18假令しから

ざるも王よ知たまへ我らは汝の神々に事へずまた

汝の立たる金像を拝せじ 19是においてネブカデ

ネザル怒氣を充しシヤデラク、メシヤクおよびア

ベデネゴにむかひてその面の容を變へ即ち爐を常

に熱くするよりも七倍熱くせよと命じ 20またそ

の軍勢の中の力強き人々を喚てシヤデラク、メシ

ヤクおよびアベデネゴを縛りてこれを火の燃る爐

の中に投こめと命じたり 21是をもて此人々はそ

の褲子羽織外套およびその他の服装を着たるまま

にて縛られて火の燃る爐の中に投こまれたりしが

22王の命はなはだ急にして爐は甚だしく熱しゐた

れば彼のシヤデラク、メシヤクおよびアベデネゴ

を引抱へゆける者等はその火焔に燒ころされたり

23また此シヤデラク、メシヤク、デベデネゴの三

人は縛られたるままにて燃る爐の中に落いりぬ 24

時にネブカデネザル王驚きて急忙しくたちあがり

大臣等に言ふ我らは三人を縛りて火の中に投いれ

ざりしや彼ら王にこたへて言ふ王よ然りと 25王

また應へて言ふ今我見るに四人の者縲絏解て火の

中に歩みをり凡て何の害をも受ずまたその第四の

者の容は神の子のごとしと 26ネブカデネザルす

なはちその火の燃る爐の口に進みよりて呼て言ふ

至高神の僕シヤデラク、メシヤク、アベデネゴよ

汝ら出きたれと是においてシヤデラク、メシヤク

およびアベデネゴその火の中より出きたりしかば

27州牧將軍方伯および王の大臣等集りて比人々を

見たり此人々の身は火もこれを害する力なかりき

またその頭の髮は燒けずその衣裳は傷ねず火の臭

氣もこれに付ざりき 28ネブカデネザルすなはち

宣て曰くシヤデラク、メシヤク、アベデネゴの神

は讃べき哉彼その使者を遣りて己を賴む僕を救へ

りまた彼らは自己の神の外には何の神にも事へず

また拝せざらんとて王の命をも用ひず自己の身を

も捨んとせり 29然ば我今命を下す諸民諸族諸音

の中凡てシヤデラク、メシヤクおよびアベダネゴ

の神を詈る者あらばその身は切裂れその家は厠に

せられん其は是のごとくに救を施す神他にあらざ
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ればなりと 30かくて王またシヤデラク、メシヤ

クおよびアベデネゴの位をすすめてバビロン州に

をらしむ

4ネブカデネザル王全世界に住める諸民諸族諸
音に諭す願くは大なる平安汝らにあれ 2至高神

我にむかひて徴證と奇蹟を行へり我これを知しむ

ることを善と思ふ 3嗚呼大なるかなその徴證嗚呼

盛なるかなその奇蹟その國は永遠の國その權は世

々限なし 4我ネブカデネザルわが家に安然に居り

わが宮に榮え居れり 5我一の夢を見て之がために

懼れ即ち床にありてその事を想ひめぐらしその我

腦中の異象のために心をなやませり 6是に於て我

命を下しバビロンの智者をことごとく我前に召よ

せしめてその夢の解明を我にしめさせんと爲たれ

ば 7すなはち博士法術士カルデヤ人卜筮師等きた

りしに囚て我その夢を彼らに語りけるに彼らはそ

の解明を我にしめすことを得ざりき 8かくて後ダ

ニエルわが前に來れり彼の名は吾神の名にしたが

ひてベルテシヤザルと稱へられその裏には聖神の

霊やどれり我その夢を彼の前に語りて曰けらく 9

博士の長ベルテシヤザルよ我しる汝の裏には聖神

の霊やどれば如何なる秘密も汝には難き事なし我

が夢に見たるところの事等を聞きその解明を我に

告げよ 10我が床にありて見たる吾腦中の異象は

是のごとし我觀しに地の當中に一の樹ありてその

丈高かりしが 11その樹長じて強固なり天に達す

るほどの高となりて地の極までも見えわたり 12

その葉は美しくその菓は饒にして一切の者その中

より食を得また野の獣その蔭に臥し空の鳥その枝

に棲み凡て血氣ある者みな是によりて身を養ふ 13

我床にありて得たる腦中の異象の中に一箇の警寤

者一箇の聖者の天より下るを見たりしが 14彼聲

高く呼はりて斯いへり此樹を伐たふしその枝を斫

はなしその葉を搖おとしその果を打散し獣をして

その下より逃はしらせ鳥をしてその枝を飛さらし

めよ 15但しその根の上の斬株を地に遺しおき鐵

と銅の索をかけて之を野の草の中にあらしめよ是

は天よりくだる露に濕れまた地の草の中にて獣と

その分を同じうせん 16又その心は變りて人間の

心のごとくならず獣の心を稟て七の時を經ん 17

この事は警寤者等の命によりこの事は聖者等の言

による是至高者人間の國を治めて自己の意のまま

にこれを人に與へまた人の中の最も賤き者をその

上に立たまふといふ事を一切の者に知しめんがた

めなり 18我ネブカデネザル王この夢を見たりベ

ルテシヤザルよ汝その解明を我に述よ我國の智者

は執も皆その解明を我に示すことを得ざりしが汝

は之を能せん其は汝の裏には聖神の霊やどればな

りと 19その時ダニエル又の名はベルテシヤザル

とい者暫時の間驚き居り心に深く懼れたれば王こ

れに告て言りベルテシヤザルよ汝この夢とその解

明のために懼るるにおよばずとベルテシヤザルす

なはち答へて言けらく我主よ願くはこの夢汝を惡

む者の上にかからん事を願くは此解明汝の敵にの

ぞまんことを 20汝が見たまひし樹すなはちその

長じて強くなり天に達するほどの高となりて地の

極までも見えわたり 21その葉は美しくその果は

饒にして一切の者その中より食を得またその下に

野の獣臥しその枝に空の鳥棲たる者 22王よ是は

すなはち汝なり汝は長じて強くなり汝の勢ひは盛

にして天におよび汝の權は地の極にまでおよべり

23王また一箇の警寤者一箇の聖者の天より下りて

斯言ふを見たまへり云くこの樹を伐たふして之を

そこなへ但し其根の上の斬株を地に遺しおき鐵と

銅の索をかけて之を野の草の中にあらしめよ是は

天より下る露に濡れ野の獣とその分を同じうして

七の時を經ん 24王よその解明は是の如し是即ち

至高者の命にして王我主に臨まんとする者なり 25

即ち汝は逐れて世の人と離れ野の獣とともに居り

牛のごとくに草を食ひ天よりくだる露に濡れん是

の如くにして七の時を經て汝つひに知ん至高者人

間の國を治めて自己の意のままに之を人に與へ給

ふと 26又彼らその樹の根の上の斬株を遺しおけ

と言たれば汝の國は汝が天は主たりと知にいたる

時まで汝を離れん 27然ば王よ吾諌を容れ義をお

こなひて罪を離れ貧者を憐みて惡を離れよ然らば

汝の平安あるひは長く続かんと 28この事みなネ

ブカデネザル王に臨めり 29十二箇月を經て後王

バビロンの王宮の上に歩みをり 30王すなはち語

りて言ふ此大なるバビロンは我が大なる力をもて

建て京城となし之をもてわが威光を耀かす者なら

ずや 31その言なほ王の口にある中に天より聲降

りて言ふネブカデネザル王よ汝に告ぐ汝は國の位

を失はん 32汝は逐れて世の人と離れ野の獣と共

に居り牛のごとくに草を食はん斯の如くにして七

の時を經て汝つひに知ん至高者人間の國を治めて

己れの意のままにこれを人に與へたまふと 33そ

の時直にこの事ネブカデネザルに臨み彼は逐れて
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世の人に離れ牛のごとくに草を食ひてその身は天

よりくだる露に濡れ終にその髮毛は鷲の羽のごと

くになりその爪は鳥の爪のごとくになりぬ 34斯

てその日の滿たる後我ネブカデネザル目をあげて

天を望みしにわが分別性我に歸りたれば我至高者

に感謝しその永遠に生る者を讃かつ崇めたり彼の

御宇は永遠の御宇彼の國は世々かぎり無し 35地

上の居民は凡て無き者のごとし天の衆群にも地の

居民にも彼はその意のままに事をなしたまふ誰も

彼の手をおさへて汝なんぞ然するやと言ことを得

る者なし 36この時わが分別性かく我に歸りたり

しがわが國の榮光につきてはまた我の尊嚴と光耀

我にかへれり且また大臣牧伯等我に請求めて我ふ

たたび國の祚を踐み前よりも著しく威光を増たり

37是において我ネブカデネザル今は天の王を讃頌

へかつ崇む彼の作爲は凡て眞實彼の道は正義自ら

高ぶる者は彼能くこれを卑くしたまふ

5ベルシヤザル王その大臣一千人のために酒宴
を設けその一千人の者の前に酒を飮たりしが 2

酒の進むにいたりてベルシヤザルはその父ネブカ

デネザルがヱルサレムの宮より取きたりし金銀の

器を携へいたれと命ぜり是王とその大臣および王

の妻妾等みな之をもて酒を飮んとてなりき 3是を

もてそのヱルサレムなる神の宮の内院より取たり

し金の器を携へいたりければ王とその大臣および

王の妻妾等これをもて飮めり 4すなはち彼らは酒

をのみて金銀銅鐵木石などの神を讃たたへたりし

が 5その時に人の手の指あらはれて燭臺と相對す

る王の宮の粉壁に物書り王その物書る手の末を見

たり 6是において王の愉快なる顔色は變りその心

は思ひなやみて安からず腿の關節はゆるみ膝はあ

ひ撃り 7王すなはち大聲に呼はりて法術士カルデ

ヤ人卜筮師等を召きたらしめ而して王バビロンの

智者等に告て言ふこの文字を讀みその解明を我に

示す者には紫の衣を衣せ頸に金の鏈をかけさせて

之を國の第三の牧伯となさんと 8王の智者等は皆

きたりしかどもその文字を讀こと能はずまたその

解明を王にしめすこと能はざりければ 9ベルシヤ

ザル王おほいに思ひなやみてその顔色を失へりそ

の大臣等もまた驚き懼れたり 10時に大后王と大

臣等の言を聞てその酒宴の室にいりきたり大后す

なはち陳て言ふ願くは王長壽かれ汝心に思ひなや

む勿れまた顔色を失ふにおよばず 11汝の國に聖

神の霊のやどれる一箇の人あり汝の父の代に彼聰

明了知および神の智慧のごとき智慧あることを顯

せり汝の父ネブカデネザル王すなはち汝の父の王

彼を立てて博士法術士カルデヤ人卜筮師等の長と

なせり 12彼はダニエルといへる者なるが王これ

にベルテシヤザルといふ名を與へたり彼は心の殊

勝たる者にて了知あり知識ありて能く夢を解き隠

語を解き難問を解くなり然ばダニエルを召されよ

彼その解明をしめさんと 13是においてダニエル

召れて王の前に至りければ王ダニエルに語りて言

ふ汝は吾父の王がユダより曳きたりしユダの俘囚

人なるそのダニエルなるか 14我聞になんぢの裏

には神の霊やどりをりて汝は聰明了知および非凡

の智慧ありと云ふ 15我智者法術士等を吾前に召

よせてこの文字を讀しめその解明を我にしめさせ

んと爲たれども彼らはこの事の解明を我にしめす

ことを得ず 16我聞に汝は能く物事の解明をなし

かつ難問を解くと云ふ然ば汝もし能くこの文字を

讀みその解明を我に示さば汝に紫の衣を衣せ金の

索を汝の頸にかけさせて汝をこの國の第三の牧伯

となさんと 17ダニエルこたへて王に言けるは汝

の賜物は汝みづからこれを取り汝の饒物はこれを

他の人に與へたまへ然ながら我は王のためにその

文字を讀みその解明をこれに知せたてまつらん 18

王よ至高神汝の父ネブカデネザルに國と權勢と榮

光と尊貴を賜へり 19彼に權勢を賜ひしによりて

諸民諸族諸音みな彼の前に慄き畏れたり彼はその

欲する者を殺しその欲する者を活しその欲する者

を上げその欲する者を下ししなり 20而して彼心

に高ぶり氣を剛愎にして驕りしかばその國の位を

すべりてその尊貴を失ひ 21逐れて世の人と離れ

その心は獣のごとくに成りその住所は野馬の中に

あり牛のごとくに草を食ひてその身は天よりの露

に濡たり是のごとくにして終に彼は至高神の人間

の國を治めてその意のままに人を立たまふといふ

ことをしるにいたれり 22ベルシヤザルよ汝は彼

の子にして此事を盡く知るといへども猶その心を

卑くせず 23却つて天の主にむかひて自ら高ぶり

その家の器皿を汝の前に持きたらしめて汝と汝の

大臣と汝の妻妾等それをもて酒を飮み而して汝は

見ことも聞ことも知こともあらぬ金銀銅鐵木石の

神を讃頌ふることを爲し汝の生命をその手に握り

汝の一切の道を主どりたまふ神を崇むることをせ

ず 24是をもて彼の前よりこの手の末いできたり

てこの文字を書るなり 25その書る文字は是のご
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としメネ、メネ、テケル、ウバルシン 26その言

の解明は是のごとしメネ(數へたり)は神汝の治世

を數へてこれをその終に至らせしを謂なり 27テ

ケル(秤れり)は汝が權衡にて秤られて汝の重の足

らざることの顯れたるを謂なり 28ペレス(分たれ

たり)は汝の國の分たれてメデアとペルシヤに與

へらるるを謂なり 29是においてベルシヤザル命

を降してダニエルに紫の衣を着せしめ金の鏈をこ

れが頸にかけさせて彼は國の第三の牧伯なりと布

告せり 30カルデヤ人の王ベルシヤザルはその夜

の中に殺され 31メデア人ダリヨスその國を獲た

り此時ダリヨスは六十二歳なりき

6ダリヨスはその國に百二十人の牧伯を立るこ
とを善とし即ちこれを立て全國を治理しめ 2ま

た彼らの上に監督三人を立たりダニエルはその一

人なりき是その州牧をして此三人の前にその職を

述しめて王に損失の及ぶこと無らしめんためなり

き 3ダニエルは心の殊勝たる者にしてその他の監

督および州牧等に勝りたれば王かれを立て全國を

治めしめんとせり 4是においてその監督と州牧等

國事につきてダエルを訟ふる隙を得んとしたりし

が何の隙をも何の咎をも見いだすことを得ざりき

其は彼は忠義なる者にてその身に何の咎もなく何

の過失もなかりければなり 5是においてその人々

言けるはこのダニエルはその神の例典について之

が隙を獲にあらざればついにこれを訟るに由なし

と 6すなはちその監督と州牧等王の許に集り來り

て斯王に言りダリヨス王よ願くは長壽かれ 7國の

監督將軍州牧牧伯方伯等みな相議りて王に一の律

法を立て一の禁令を定めたまはんことを求めんと

す王よその事は是の如し即ち今より三十日の内は

唯汝にのみ願事をなさしめ若汝をおきて神または

人にこれをなす者あらば凡て獅子の穴に投いれん

といふ是なり 8然ば王よねがはくはその禁令を立

てその詔書を認めメデアとペルシヤの廢ることな

き律法のごとくに之をして變らざらしめたまへと

9王すなはち詔書をしたためてその禁令を出せり

10茲にダニエルはその詔書を認めたることを知り

て家にかへりけるがその二階の窓のヱルサレムに

むかひて開ける處にて一日に三度づつ膝をかがめ

て祷りその神に向て感謝せり是その時の前よりし

て斯なし居たればなり 11斯りしかばその人々馳

よりてダニエルがその神にむかひて祷りかつ求め

をるを見あらはせり 12而して彼ら進みきたり王

の禁令の事につきて王に奏上して言けるは王よ汝

は禁令をしたため出し今より三十日の内には只な

んぢにのみ願事をなさしめ若し汝をおきて神また

は人にこれをなす者あらば凡てその者を獅子の穴

に投いれんと定めたまへるならずやと王こたへて

言ふ其事は眞實にしてメデアとペルシヤの律法の

ごとく廢べからざる者なり 13彼らまた對へて王

の前に言けるは王よユダの俘擄人なるダニエルは

汝をも汝の認め出し給ひし禁令をも顧みずして一

日に三度づつ祈祷をなすなりと 14王この事を聞

てこれがために大に愁ひダニエルを救はんと心を

用ひ即ちこれを拯けんと力をつくして日の入る頃

におよびければ 15その人々また王の許に集ひき

たりて王に言けるは王よ知りたまへメデアとペル

シヤの律法によれば王の立たる禁令または法度は

變べからざる者なりと 16是において王命を下し

ければダニエルを曳きたりて獅子の穴に投いれた

り王ダニエルに語りて言ふ願くは汝が恒に事ふる

神汝を救はんことをと 17時に石を持きたりてそ

の穴の口を塞ぎければ王おのれの印と大臣等の印

をもてこれに封印をなせり是ダニエルの處置をし

て變ることなからしめんためなりき 18斯て後王

はその宮にかへりけるがその夜は食をなさずまた

嬪等を召よせずして全く寝ることをせざりき 19

而して王は朝まだきに起いでてその獅子の穴に急

ぎいたりしが 20穴にいたりける時哀しげなる聲

をあげてダニエルを呼りすなはち王ダニエルに言

けるは活神の僕ダニエルよ汝が恒に事ふる神汝を

救ふて獅子の害を免れしむることを得しや 21ダ

ニエル王にいひけるは願くは王長壽かれ 22吾神

その使をおくりて獅子の口を閉させたまひたれば

獅子は我を害せざりき其は我の辜なき事かれの前

に明かなればなり王よ我は汝にも惡しき事をなさ

ざりしなりと 23是において王おほいに喜びダニ

エルを穴の中より出せと命じければダニルは穴の

中より出されけるがその身に何の害をも受をらざ

りき是は彼おのれの神を賴みたるによりてなり 24

かくて王また命を下しかのダニエルを讒奏せし者

等を曳きたらせて之をその妻子とともに獅子の穴

に投いれしめたるにその穴の底につかざる内に獅

子はやくも彼らを攫みてその骨までもことごとく

咬碎けり 25是においてダリヨス王全世界に住る

諸民諸族諸音に詔書を頒てり云く願くは大なる平

安なんぢらにあれ 26今我詔命を出す我國の各州
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の人みなダニエルの神を畏れ敬ふべし是は活神に

して永遠に立つ者またその國は亡びずその權は終

極まで続くなり 27是は救を施し拯をなし天にお

いても地においても休徴をほどこし奇蹟をおこな

ふ者にてすなはちダニエルを救ひて獅子の力を免

れしめたりと 28このダニエルはダリヨスの世と

ペルシヤ人クロスの世においてその身榮えたり

7バビロンの王ベルシヤザルの元年にダニエル
その牀にありて夢を見腦中に異象を得たりし

が即ちその夢を記してその事の大意を述ぶ 2ダニ

エル述て曰く我夜の異象の中に見てありしに四方

の天風大海にむかひて烈しく吹きたり 3四箇の大

なる獣海より上りきたれりその形はおのおの異な

り 4第一のは獅子の如くにして鷲の翼ありけるが

我見てをりしに是はその翼を抜とられまた地より

起され人のごとく足にて立せられ且人の心を賜は

れり 5第二の獣は熊のごとくなりき是はその體の

一方を擧げその口の歯の間に三の脇骨を啣へ居け

るが之にむかひて言る者あり曰く起あがりて許多

の肉を食へと 6その後に我見しに豹のごとき獣い

でたりしがその背には鳥の翼四ありこの獣はまた

四の頭ありて統轄權をたまはれり 7我夜の異象の

中に見しにその後第四の獣いでたりしが是は畏し

く猛く大に強くして大なる鐵の歯あり食ひかつ咬

碎きてその殘餘をば足にて踏つけたり是はその前

に出たる諸の獣とは異なりてまた十の角ありき 8

我その角を考へ觀つつありけるにその中にまた一

箇の小き角出きたりしがこの小き角のために先の

角三箇その根より抜おちたりこの小き角には人の

目のごとき目ありまた大なる事を言ふ口あり 9我

觀つつありしに遂に寳座を置列ぶるありて日の老

たる者座を占めたりしがその衣は雪のごとくに白

くその髮毛は漂潔めたる羊の毛のごとし又その寳

座は火の熖にしてその車輪は燃る火なり 10而し

て彼の前より一道の火の流わきいづ彼に仕ふる者

は千々彼の前に侍る者は萬々審判すなはち始りて

書を開けり 11その角の大なる事を言ふ聲により

て我觀つつありけるが我が見る間にその獣は終に

殺され體を壞はれて燃る火に投いれられたり 12

またその餘の獣はその權威を奪はれたりしがその

生命は時と期の至るまで延されたり 13我また夜

の異象の中に觀てありけるに人の子のごとき者雲

に乗て來り日の老たる者の許に到りたればすなは

ちその前に導きけるに 14之に權と榮と國とを賜

ひて諸民諸族諸音をしてこれに事へしむその權は

永遠の權にして移りさらず又その國は亡ぶること

なし 15是において我ダニエルその體の内の魂を

憂へしめわが腦中の異象のために思ひなやみたれ

ば 16すなはち其處にたてる者の一箇に就てこの

一切の事の眞意を問けるに其者われにこの事の解

明を告しらせて云く 17この四の大なる獣は地に

興らんとする四人の王なり 18然ど終には至高者

の聖徒國を受け長久にその國を保ちて世々限りな

からんと 19是において我またその第四の獣の眞

意を知んと欲せり此獣は他の獣と異なりて至畏ろ

しくその歯は鐵その爪は銅にして食ひかつ咬碎き

てその殘餘を足にて踏つけたり 20此獣の頭には

十の角ありしが其他にまた一の角いできたりしか

ば之がために三の角抜おちたり此角には目ありま

た大なる事を言ふ口ありてその状はその同類より

も強く見えたり我またこの事を知んと欲せり 21

我觀つつありけるに此角聖徒と戰ひてこれに勝た

りしが 22終に日の老たる者來りて至高者の聖徒

のために公義をおこなへり而してその時いたりて

聖徒國を獲たり 23彼かく言り第四の獣は地上の

第四の國なり是は一切の國と異なり全世界を并呑

しこれを踏つけかつ打破らん 24その十の角はこ

の國に興らんところの十人の王なり之が後にまた

一人興るべし是は先の者と異なり且その王三人を

倒すべし 25かれ至高者に敵して言を出しかつ至

高者の聖徒を惱まさん彼また時と法とを變んこと

を望まん聖徒は一時と二時と半時を經るまで彼の

手に付されてあらん 26斯て後審判はじまり彼は

その權を奪はれて終極まで滅び亡ん 27而して國

と權と天下の國々の勢力とはみな至高者の聖徒た

る民に歸せん至高者の國は永遠の國なり諸國の者

みな彼に事へかつ順はんと 28その事此にて終れ

り我ダニエルこれを思ひまはして大に憂へ顔色も

變りぬ我この事を心に蔵む

8我ダニエル前に異象を得たりしが後またベル
シヤザルの第三年にいたりて異象を得たり 2我

異象を見たり我これを見たる時に吾身はエラム州

なるシユシヤンの城にあり我が異象を見たるはウ

ライ河の邊においてなりき 3我目を擧て觀しに河

の上に一匹の牡羊立をり之に二の角ありてその角

共に長かりしが一の角はその他の角よりも長かり

きその長き者は後に長たるなり 4我觀しにその牡

羊西北南にむかひて牴觸りけるが之に敵ることを
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得る獣一匹も無くまたその手より救ひいだすこと

を得る者絶てあらざりき是はその意にまかせて事

をなしその勢威はなはだ盛なりき 5我これを考へ

見つつありけるにて一匹の牡山羊全地の上を飛わ

たりて西より來りしがその足は土を履ざりきこの

牡山羊は目の間に著明しき一の角ありき 6此者さ

きに我が河の上に立るを見たる彼の二の角ある牡

羊に向ひ來り熾盛なる力をもて之の所に跑いたり

けるが 7我觀てあるに牡羊に近づくに至りて之に

むかひて怒を發し牡羊を撃てその二の角を碎きた

るに牡羊には之に敵る力なかりければこれを地に

打倒して踏つけたり然るにその牡羊をこれが手よ

り救ひ得る者あらざりき 8而してその牡山羊甚だ

大きくなりけるがその盛なる時にあたりてかの大

なる角折れその代に四の著明しき角生じて天の四

方に對へり 9またその角の一よりして一の小き角

いできたり南にむかひ東にむかひ美地にむかひて

甚だ大きくなり 10天軍におよぶまでに高くなり

その軍と星數箇を地に投くだしてこれを踏つけ 11

また自ら高ぶりてその軍の主に敵しその常供の物

を取のぞきかつその聖所を毀てり 12一軍罪の故

によりて常供の物とともに棄られたり彼者はまた

眞理を地に擲ち事をなしてその意志を得たり 13

かくて我聞に一箇の聖者語ひをりしが又一箇の聖

者ありてその語ひをる聖者にむかひて言ふ常供の

物と荒廢を來らする罪とにつきて異象にあらはれ

たるところの事聖所とその軍との棄られて踏つけ

らるる事は何時まで斯てあるべきかと 14彼すな

はち我に言けるは二千三百の朝夕をかさぬるまで

斯てあらん而して聖所は潔めらるべし 15我ダニ

エルこの異象を見てその意義を知んと求めをりけ

る時人のごとく見ゆる者わが前に立り 16時に我

聞にウライ河の兩岸の間より人の聲出て呼はりて

言ふガブリエルよこの異象をその人に暁らしめよ

と 17彼すなはち我の立る所にきたりしがその到

れる時に我おそれて仆れ伏たるに彼われに言ける

は人の子よ暁れ此異象は終の時にかかはる者なり

と 18彼の我に語ひける時我は氣を喪へる状にて

地に俯伏をりしが彼我に手をつけて我を立せ言け

るは 19視よ我忿怒の終に起らんところの事を汝

に知せん此事は終末の期におよびてあらん 20汝

が見たるかの二の角ある牡羊はメデアとペルシヤ

の王なり 21またかの牡山羊はギリシヤの王その

目の間の大なる角はその第一の王なり 22またそ

の角をれてその代に四の角生じたればその民より

して四の國おこらん然ど第一の者の權勢には及ば

ざるなり 23彼らの國の末にいたり罪人の罪貫盈

におよびて一人の王おこらんその顔は猛惡にして

巧に詭譎を言ひ 24その權勢は熾盛ならん但し自

己の能力をもて之を致すに非ずその毀滅ことを爲

は常ならず意志を得て事を爲し權能ある者等と聖

民とを滅さん 25彼は機巧をもて詭譎をその手に

行ひ遂げ心にみづから高ぶり平和の時に衆多の人

を打滅しまた君の君たる者に敵せん然ど終には人

手によらずして滅されん 26前に告たる朝夕の異

象は眞實なり汝その異象の事を秘しおけ是は衆多

の日の後に有べき事なり 27是において我ダニエ

ル疲れはてて數日の間病わづらひて後興いでて王

の事務をおこなへり我はこの異象の事を案ひて駭

けり人もまたこれを暁ることを得ざりき

9メデア人アハシユエロスの子ダリヨスがカル
デヤ人の王とせられしその元年 2すなはちその

世の元年に我ダニエル、ヱホバの言の預言者ヱレ

ミヤにのぞみて告たるその年の數を書によりて暁

れり即ちその言にヱルサレムは荒て七十年を經ん

とあり 3是にかいて我面を主ヱホバに向け斷食を

なし麻の衣を着灰を蒙り祈りかつ願ひて求むるこ

とをせり 4即ち我わが神ヱホバに祷り懺悔して言

り嗚呼大にして畏るべき神なる主自己を愛し自己

の誡命を守る者のために契約を保ち之に恩惠を施

したまふ者よ 5我等は罪を犯し悖れる事を爲し惡

を行ひ叛逆を爲して汝の誡命と律法を離れたり 6

我等はまた汝の僕なる預言者等が汝の名をもて我

らの王等君等先祖等および全國の民に告たる所に

聽したがはざりしなり 7主よ公義は汝に歸し羞辱

は我らに歸せりその状今日のごとし即ちユダの人

々ヱルサレムの居民およびイスラエルの全家の者

は近き者も遠き者も皆汝の逐やりたまひし諸の國

々にて羞辱を蒙れり是は彼らが汝に背きて獲たる

罪によりて然るなり 8主よ羞辱は我儕に歸し我ら

の王等君等および先祖等に歸す是は我儕なんぢに

向ひて罪を犯したればなり 9憐憫と赦宥は主たる

我らの神の裏にあり其は我らこれに叛きたればな

り 10我らはまた我らの神ヱホバの言に遵はずヱ

ホバがその僕なる預言者等によりて我らの前に設

けたまひし律法を行はざりしなり 11抑イスラエ

ルの人は皆汝の律法を犯し離れさりて汝の言に遵

はざりき是をもて神の僕モーセの律法に記したる



ダニエル書 576

呪詛と誓詞我らの上に斟ぎかかれり是は我らこれ

に罪を獲たればなり 12即ち神は大なる災害を我

らに蒙らせたまひてその前に我らと我らを鞫ける

士師とにむかひて宣ひし言を行ひとげたまへりか

のエルサレムに臨みたる事の如きは普天の下に未

だ曾て有ざりしなり 13モーセの律法に記したる

如くにこの災害すべて我らに臨みしかども我らは

その神ヱホバの面を和めんとも爲ずその惡を離れ

て汝の眞理を暁らんとも爲ざりき 14是をもてヱ

ホバ心にかけて災害を我らに降したまへり我らの

神ヱホバは何事をなしたまふも凡て公義いますな

り然るに我らはその言に遵はざりき 15主たる我

らの神よ汝は強き手をもて汝の民をエジプトの地

より導き出して今日のごとく汝の名を揚たまふ我

らは罪を犯し惡き事を行へり 16主よ願くは汝が

是まで公義き御行爲を爲たまひし如く汝の邑ヱル

サレム汝の聖山より汝の忿怒と憤恨を取離し給へ

其は我らの罪と我らの先祖の惡のためにヱルサレ

ムと汝の民は我らの周圍の者の笑柄となりたれば

なり 17然ば我らの神よ僕の祷と願を聽たまへ汝

は主にいませばかの荒をる汝の聖所に汝の面を耀

かせたまへ 18我神よ耳を傾けて聽たまへ目を啓

きて我らの荒蕪たる状を觀汝の名をもて稱へらる

る邑を觀たまへ我らが汝の前に祈祷をたてまつる

は自己の公義によるに非ず唯なんぢの大なる憐憫

によるなり 19主よ聽いれたまへ主よ赦したまへ

主よ聽いれて行ひたまへこの事を遅くしたまふな

かれわが神よ汝みづからのために之をなしたまへ

其は汝の邑と汝の民は汝の名をもて稱へらるれば

なり 20我かく言て祈りかつわが罪とわが民イス

ラエルの罪を懺悔し我神の聖山の事につきてわが

神ヱホバのまへに願をたてまつりをる時 21即ち

我祈祷の言をのべをる時我が初に異象の中に見た

るかの人ガブリエル迅速に飛て晩の祭物を献ぐる

頃我許に達し 22我に告げ我に語りて言けるはダ

ニエルよ今我なんぢを敎へて了解を得せしめんと

て出きたれり 23汝が祈祷を始むるに方りて我言

を受たれば之を汝に示さんとて來れり汝は大に愛

せらるる者なり此言を了りその現れたる事の義を

暁れ 24汝の民と汝の聖邑のために七十週を定め

おかる而して惡を抑へ罪を封じ愆を贖ひ永遠の義

を携へ入り異象と預言を封じ至聖者に膏を灌がん

25汝暁り知べしヱルサレムを建なほせといふ命令

の出づるよりメッシヤたる君の起るまでに七週と

六十二週ありその街と石垣とは擾亂の間に建なほ

されん 26その六十二週の後にメッシャ絶れん但

し是は自己のために非ざるなりまた一人の君の民

きたりて邑と聖所とを毀たんその終は洪水に由れ

る如くなるべし戰爭の終るまでに荒蕪すでに極る

27彼一週の間衆多の者と固く契約を結ばん而して

彼その週の半に犠牲と供物を廢せんまた殘暴可惡

者羽翼の上に立たん斯てつひにその定まれる災害

殘暴るる者の上に斟ぎくだらん

10ペルシヤの王クロスの三年にベルテシヤザル
といふダニエル一の事の默旨を得たるがその

事は眞實にしてその戰爭は大なり彼その事を暁り

その示現の義を暁れり 2當時我ダニエル三七日の

間哀めり 3即ち三七日の全く滿るまでは旨き物を

食ず肉と酒とを口にいれずまた身に膏油を抹ざり

き 4正月の二十四日に我ヒデケルといふ大河の邊

に在り 5目を擧て望觀しに一箇の人ありて布の衣

を衣ウバズの金の帶を腰にしめをり 6その體は黄

金色の玉のごとくその面は電光の如くその目は火

の熖のごとくその手とその足の色は磨ける銅のご

とくその言ふ聲は群衆の聲の如し 7この示現は唯

我ダニエル一人これを觀たり我と偕なる人々はこ

の示現を見ざりしが何となくその身大に慄きて逃

かくれたり 8故に我ひとり遺りたるがこの大なる

示現を觀るにおよびて力ぬけさり顔色まつたく變

りて毫も力なかりき 9我その語ふ聲を聞けるがそ

の語ふ聲を聞る時我は氣を喪へる状にて俯伏し面

を土につけゐたりしに 10一の手ありて我に捫り

ければ我戰ひながら跪づきて手をつきたるに 11

彼われに言けるは愛せらるる人ダニエルよ我が汝

に告る言を暁れよ汝まづ起あがれ我は今汝の許に

遣されたるなりと彼がこの言を我に告る時に我は

戰ひて立り 12彼すなはち我に言けるはダニエル

よ懼るる勿れ汝が心をこめて悟らんとし汝の神の

前に身をなやませるその初の日よりして汝の言は

すでに聽れたれば我汝の言によりて來れり 13然

るにペルシヤの國の君二十一日の間わが前に立塞

がりけるが長たる君の一なるミカエル來りて我を

助けたれば我勝留りてペルシヤの王等の傍にをる

14我は末の日に汝の民に臨まんとするところの事

を汝に暁らせんとて來れりまた後の日に關はる所

の異象ありと 15かれ是等の言を我に宣たる時に

我は面を土につけて居り辭を措ところ無りしが 16

人の子のごとき者わが唇に捫りければ我すなはち
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口を開きわが前に立る者に陳て言り我主よこの示

現によりて我は畏怖にたへず全く力を失へり 17

此わが主の僕いかでか此わが主と語ふことを得ん

とその時は我まつたく力を失ひて氣息も止らんば

かりなりしが 18人の形のごとき者ふたたび我に

捫り我に力をつけて 19言けるは愛せらるる人よ

懼るる勿れ安んぜよ心強かれ心強かれと斯われに

言ければ我力づきて曰り我主よ語りたまへ汝われ

に力をつけたまへりと 20彼われに言けるは汝は

我が何のために汝に臨めるかを知るや我今また歸

りゆきてペルシヤの君と戰はんとす我が出行ん後

にギリシヤの君きたらん 21但し我まづ眞實の書

に記されたる所を汝に示すべし我を助けて彼らに

敵る者は汝らの君ミカエルのみ

11我はまたメデア人ダリヨスの元年にかれを助
け彼に力をそへたる事ありしなり 2我いま眞

實を汝に示さん視よ此後ペルシヤに三人の王興ら

んその第四の者は富ること一切の者に勝りその富

強の大なるを恃みて一切を激發してギリシヤの國

を攻ん 3また一箇の強き王おこり大なる威權を振

ふて世を治めその意のままに事を爲ん 4但し彼の

正に旺盛なる時にその國は破裂して天の四方に分

れん其は彼の兒孫に歸せず又かれの振ひしほどの

威權あらず即ち彼の國は抜とられて是等の外なる

者等に歸せん 5南の王は強からん然どその大臣の

一人これに逾て強くなり威權を振はんその威權は

大なる威權なるべし 6年を經て後彼等相結ばん即

ち南の王の女子北の王に適て和好を圖らん然どそ

の腕には力なしまたその王およびその腕は立こと

を得じこの女とこれを導ける者とこれを生せたる

者とこれに力をつけたる者はみな時におよびて付

されん 7斯て後この女の根より出たる芽興りて之

に代り北の王の軍勢にむかひて來りこれが城に打

いりて之を攻て勝を得 8之が神々鑄像および金銀

の貴き器具をエジプトに携へさらん彼は北の王の

上に立て年を重ねん 9彼南の王の國に打入ことあ

らん然ど自己の國に退くべし 10その子等また憤

激して許多の大軍を聚め進みきたり溢れて往來し

その城まで攻寄せん 11是において南の王大に怒

り出きたりて北の王と戰ふべし彼大軍を興してこ

れに當らん然れどもその軍兵はこれが手に付され

ん 12大軍すなはち興りて彼心に高ぶり數萬人を

仆さん然れどもその勢力はこれがために増さじ 13

また北の王は退きて初よりも大なる軍兵を興し或

時すなはち或年數を經て後かならず大兵を率ゐ莫

大の輜重を備へて攻來らん 14是時にあたりて衆

多の者興りて南の王に敵せん又なんぢの民の中の

奸惡人等みづから高ぶりて事を爲しつひに預言を

して應ぜしめん即ち彼らは自ら仆るべし 15茲に

北の王襲ひきたり壘を築きて堅城を攻おとさん南

の王の腕はこれに當ることを得じ又その撰抜の民

もこれに當る力なかるべし 16之に攻きたる者は

その意に任せて事をなさんその前に立ことを得る

者なかるべし彼は美しき地に到らんその地はこれ

がために荒さるべし 17彼その全國の力を盡して

打入んとその面をこれに向べけれどまたこれと和

好をなして婦人の女子を之に與へん然るにその婦

人の女子は之がために身を滅すに至り何事をも成

あたはす毫も彼のために益する所なかるべし 18

彼またその面を島々にむけて之を多く取らん茲に

一人の大將ありて彼が與へたる恥辱を雪ぎその恥

辱をかれの身に與へかへさん 19かくて彼その面

を自己の國の城々に向ん而して終に躓き仆れて亡

ん 20彼に代りて興る者は榮光の國に人を出して

租税を征斂しめん但し彼は忿怒にも戰門にもよら

ずして數日の内に滅亡せん 21また之にかはりて

起る者は賤まるる者にして國の尊榮これに歸せざ

らん然れども彼不意に來り巧言をもて國を獲ん 22

洪水のごとき軍勢かれのために押流されて敗れん

契約の君たる者も然らん 23彼は之に契約をむす

びて後詭計を行ひ上りきたりて僅少の民をもて勢

を得ん 24彼すなはち不意にきたりてその國の膏

腴なる處に攻いりその父もその父の父も爲ざりし

ところの事を行はん彼はその奪ひたる物掠めたる

物および財寳を衆人の中に散すべし彼は謀略をめ

ぐらして堅固なる城々を攻取べし時の至るまで斯

のごとくならん 25彼はその勢力を奮ひ心を勵ま

し大軍を率ゐて南の王に攻よせん南の王もまた自

ら奮ひ甚だ大なる強き軍勢をもて迎へ戰はん然ど

謀略をめぐらして攻るが故にこれに當ることを得

ざるべし 26すなはち彼の珍膳に與り食ふ者彼を

倒さんその軍兵溢れん打死する者衆かるべし 27

此二人の王は害をなさんと心にはかり同席に共に

食して詭計を言ん然どもその志ならざるべし定ま

れる時のいたる迄は其事終らじ 28彼は莫大の財

寳をもちて自己の國に歸らん彼は聖約に敵する心

を懐きて事をなし而してその國にかへらん 29定

まれる時にいたりて彼また進みて南に到らん然ど
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後の模樣は先の模樣のごとくならざらん 30即ち

キツテムの船かれに到るべければ彼力をおとして

還り聖約にむかひて忿怒をもらして事をなさん而

して彼歸りゆき聖約を棄る者と相謀らん 31彼よ

り腕おこりて聖所すなはち堅城を汚し常供の物を

撤除かせかつ殘暴可惡者を立ん 32彼はまた契約

に關て罪を獲る者等を巧言をもて引誘して背かせ

ん然どその神を知る人々は力ありて事をなさん 33

民の中の頴悟者ども衆多の人を敎ふるあらん然な

がら彼らは暫時の間刃にかかり火にやかれ擄はれ

掠められ等して仆れん 34その仆るる時にあたり

て彼らは少しく扶助を獲ん又衆多の人詐りて彼ら

に合せん 35また穎悟者等の中にも仆るる者あら

ん斯のごとく彼らの中に試むる事淨むる事潔よく

する事おこなはれて終の時にいたらん即ち定まれ

る時まで然るべし 36此王その意のままに事をお

こなひ萬の神に逾て自己を高くし自己を大にし神

々の神たる者にむかひて大言を吐き等して忿怒の

息む時までその志を得ん其はその定まれるところ

の事成ざるべからざればなり 37彼はその先祖の

神々を顧みず婦女の愉快を思はずまた何の神をも

顧みざらん其は彼一切に逾て自己を大にすればな

り 38彼は之の代に軍神を崇め金銀珠玉および寳

物をもてその先祖等の識ざりし神を崇めん 39彼

はこの異邦の神に由り要害の城々にむかひて事を

爲ん凡て彼を尊ぶ者には彼加ふるに榮を以てし之

をして衆多の人を治めしめ土地をこれに分ち與へ

て賞賜とせん 40終の時にいたりて南の王彼と戰

はん北の王は車と馬と衆多の船をもて大風のごと

く之に攻寄せ國に打いりて潮のごとく溢れ渉らん

41彼はまた美しき國に進み入ん彼のために亡ぶる

者多かるべし然どエドム、モアブ、アンモン人の

中の第一なる者などは彼の手を免かれん 42彼國

々にその手を伸さんエジプトの地も免かれがたし

43彼は遂にエジプトの金銀財寳を手に入れんリブ

ア人とエテオピア人は彼の後に從はん 44彼東と

北より報知を得て周章ふためき許多の人を滅し絶

んと大に忿りて出ゆかん 45彼は海の間において

美しき聖山に天幕の宮殿をしつらはん然ど彼つひ

にその終にいたらん之を助くる者なかるべし

12その時汝の民の人々のために立ところの大な
る君ミカエル起あがらん是艱難の時なり國あ

りてより以來その時にいたるまで斯る艱難ありし

事なかるべしその時汝の民は救はれん即ち書にし

るされたる者はみな救はれん 2また地の下に睡り

をる者の中衆多の者目を醒さんその中永生を得る

者ありまた恥辱を蒙りて限なく羞る者あるべし 3

穎悟者は空の光輝のごとくに耀かんまた衆多の人

を義に導ける者は星のごとくなりて永遠にいたら

ん 4ダニエルよ終末の時まで此言を秘し此書を封

じおけ衆多の者跋渉らん而して知識増べしと 5茲

に我ダニエル觀に別にまた二箇の者ありて一箇は

河の此旁の岸にあり一箇は河の彼旁の岸にありけ

るが 6その一箇の者かの布の衣を衣て河の水の上

に立る人にむかひて言り此奇跡は何の時にいたり

て終るべきやと 7我聞にかの布の衣を衣て河の水

の上に立る人天にむかひてその右の手と左の手を

擧げ永久に生る者を指て誓ひて言りその間は一時

と二時と半時なり聖民の手の碎くること終らん時

に是等の事みな終るべしと 8我聞たれども暁るこ

とを得ざりき我また言りわが主よ是等の事の終は

何ぞやと 9彼いひけるはダニエルよ往け此言は終

極の時まで秘しかつ封じ置るべし 10衆多の者淨

められ潔よくせられ試みられん然ど惡き者は惡き

事を行はん惡き者は一人も暁ること無るべし然ど

頴悟者は暁るべし 11常供の者を除き殘暴可惡者

を立ん時よりして一千二百九十日あらん 12待を

りて一千三百三十五日に至る者は幸福なり 13汝

終りに進み行け汝は安息に入り日の終りに至り起

て汝の分を享ん
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ホセア書

1これユダの王ウジヤ、ヨタム、アハズ、ヒゼ
キヤの世イスラエルの王ヨアシの子ヤラベア

ムの世にベエリの子ホセアに臨めるヱホバの言な

り 2ヱホバはじめホセアによりて語りたまへる時

ヱホバ、ホセアに宣はく汝ゆきて淫行の婦人を娶

り淫行の子等を取れこの國ヱホバに遠ざかりて

はなはだしき淫行をなせばなり 3是において彼ゆ

きてデブライムの女子ゴメルを妻に娶りけるがそ

の婦はらみて男子を產り 4ヱホバまた彼にいひ給

ひけるは汝その名をヱズレルと名くべし暫時あ

りて我ヱズレルの血をヱヒウの家に報いイスラエ

ルの家の國をほろぼすべければなり 5その日われ

ヱズレルの谷にてイスラエルの弓を折べしと 6ゴ

メルまた孕みて女子を產ければヱホバ、ホセアに

言たまひけるは汝その名をロルマハ(憐まれぬ者

)と名くべしそは我もはやイスラエルの家をあは

れみて赦すが如きことを爲ざるべければなり 7然

どわれユダの家をあはれまんその神ヱホバによ

りて之をすくはん我は弓劍戰爭馬騎兵などによ

りてすくふことをせじ 8ロルハマ乳をやめゴメル

また孕みて男子を產けるに 9ヱホバ言たまひける

はその子の名をロアンミ(吾民に非ざる者)と名く

べし其は汝らは吾民にあらず我は汝らの神に非

ざればなり 10然どイスラエルの子孫の數は濱の

沙石のごとくに成ゆきて量ることも數ふる事も爲

しがたく前になんぢらわが民にあらずと言れしそ

の處にて汝らは活神の子なりと言れんとす 11斯

てユダの子孫とイスラエルの子孫は共に集り一人

の首をたててその地より上り來らんヱズレルの

日は大なるべし

2汝らの兄弟に向ひてはアンミ(わが民)と言
ひ汝らの姉妹にむかひてはルハマ(憐まるる者

)と言へ 2なんぢらの母とあげつらへ論辨ふこと

をせよ彼はわが妻にあらず我はかれの夫にあらざ

るなりなんぢら斯してかれにその面より淫行を除

かせその乳房の間より姦淫をのぞかしめよ 3然ら

ざれば我かれを剥て赤體にしその生れいでたる日

のごとくにしまた荒野のごとくならしめ潤ひなき

地のごとくならしめ渇によりて死しめん 4我その

子等を憐まじ淫行の子等なればなり 5かれらの母

は淫行をなせりかれらを生る者は恥べき事をおこ

なへり蓋かれいへる言あり我はわが戀人等につき

したがはん彼らはわがパンわが水わが羊毛わが麻

わが油わが飮物などを我に與ふるなりと 6この故

にわれ荊棘をもてなんぢの路をふさぎ垣をたてて

彼にその徑をえざらしむべし 7彼はその戀人たち

の後をしたひゆけども追及ことなく之をたづぬれ

ども遇ことなし是において彼いはん我ゆきてわが

前の夫にかへるべしかのときのわが状態は今にま

さりて善りきと 8彼が得る穀物と酒と油はわが與

ふるところ彼がバアルのために用ゐたる金銀はわ

が彼に増あたへたるところなるを彼はしらざるな

り 9これによりて我わが穀物をその時におよびて

奪ひわが酒をその季にいたりてうばひ又かれの裸

體をおほふに用ゆべきわが羊毛およびわが麻をと

らん 10今われかれの恥るところをその戀人等の

目のまへに露すべし彼をわが手より救ふものあら

じ 11我かれがすべての喜樂すなはち祝筵新月の

いはひ安息日および一切の節會をして息しめん 12

また彼の葡萄の樹と無花果樹をそこなはん彼さき

に此等をさしてわが戀人の我にあたへし賞賜なり

と言しがわれこれを林となし野の獣をしてくらは

しめん 13われかれが耳環頸玉などを掛てその戀

人らをしたひゆき我をわすれ香をたきて事へしも

ろもろのバアルの日のゆゑをもてその罪を罰せん

ヱホバかく言たまふ 14斯るがゆゑに我かれを誘

ひて荒野にみちびきいり終にかれの心をなぐさめ

15かしこを出るや直ちにわれかれにその葡萄園を

與へアコル(艱難)の谷を望の門となしてあたへん

彼はわかかりし時のごとくエジプトの國より上り

きたりし時のごとくかしこにて歌うたはん 16ヱ

ホバ言たまふその日にはなんぢ我をふたたびバア

リとよばずしてイシ(吾夫)とよばん 17我もろも

ろのバアルの名をかれが口よりとりのぞき重ねて

その名を世に記憶せらるること無らしめん 18そ

の日には我かれら(我民)のために野の獣そらの鳥

および地の昆蟲と誓約をむすびまた弓箭ををり戰

爭を全世界よりのぞき彼らをして安らかに居しむ

べし 19われ汝をめとりて永遠にいたらん公義と

公平と寵愛と憐憫とをもてなんぢを娶り 20かは

ることなき眞實をもて汝をめとるべし汝ヱホバを

しらん 21ヱホバいひ給ふその日われ應へん我は

天にこたへ天は地にこたへ 22地は穀物と酒と油

とに應へまた是等のものはヱズレルに應へん 23

我わがためにかれを地にまき憐まれざりし者をあ

はれみわが民ならざりし者にむかひて汝はわが民
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なりといはんかれらは我にむかひて汝はわが神な

りといはん

3ヱホバわれに言給ひけるは汝ふたたび往てヱ
ホバに愛せらるれども轉りてほかのもろもろ

の神にむかひ葡萄の菓子を愛するイスラエルの子

孫のごとくそのつれそふものに愛せらるれども

姦淫をおこなふ婦人をあいせよ 2われ銀十五枚お

ほむぎ一ホメル半をもてわが爲にその婦人をえた

り 3我これにいひけるは汝おほくの日わがために

とどまりて淫行をなすことなく他の人にゆくこと

なかれ我もまた汝にむかひて然せん 4イスラエ

ルの子輩は多くの日王なく君なく犠牲なく表柱な

くエボデなくテラビムなくして居らん 5その後イ

スラエルの子輩はかへりてその神ヱホバとその王

ダビデをたづねもとめ末日にをののきてヱホバと

その恩惠とにむかひてゆかん

4イスラエルの子輩よヱホバの言を聽けヱホバ
この地に住る者と爭辨たまふ其は此地には誠

實なく愛情なく神を知る事なければなり 2ただ詛

偽凶殺盗姦淫のみにして互に相襲ひ血血につづき

流る 3このゆゑにその地うれひにしづみ之にすむ

ものはみな野のけもの空のとりとともにおとろへ

海の魚もまた絶はてん 4されど何人もあらそふべ

からずいましむ可らず汝の民は祭司と爭ふ者の如

くなれり 5汝は晝つまづき汝と偕なる預言者は夜

つまづかん我なんぢの母を亡すべし 6わが民は知

識なきによりて亡さるなんぢ知識を棄つるにより

て我もまた汝を棄ててわが祭司たらしめじ汝おの

が神の律法を忘るるによりて我もなんぢの子等を

忘れん 7彼らは大なるにしたがひてますます我に

罪を犯せば我かれらの榮を辱に變ん 8彼らはわが

民の罪をくらひ心をかたむけてその罪ををかすを

願へり 9このゆゑに民の遇ふところは祭司もまた

同じわれその途をかれらにきたらせその行爲をも

て之にむくゆべし 10かれらは食へども飽ず淫行

をなせどもその數まさずその心をヱホバにとむる

ことを止ればなり 11淫行と酒と新しき酒はその

人の心をうばふ 12わが民木にむかひて事をとふ

その杖かれらに事をしめす是かれら淫行の霊にま

よはされその神の下を離れて淫行を爲すなり 13

彼らは山々の巓にて犠牲を献げ岡の上にて香を焚

き橡樹楊樹栗樹の下にてこの事をおこなふ此は

その樹蔭の美しきによりてなりここをもてなんぢ

らの女子は淫行をなしなんぢらの兒婦は姦淫をお

こなふ 14我なんぢらのむすめ淫行をなせども罰

せずなんぢらの兒婦かんいんをおこなへども刑せ

じ其はなんぢらもみづから離れゆきて妓女ととも

に居り淫婦とともに献物をそなふればなり悟らざ

る民はほろぶべし 15イスラエルよ汝淫行をなす

ともユダに罪を犯さする勿れギルガルに往なかれ

ベテアベンに上るなかれヱホバは活くと曰て誓ふ

なかれ 16イスラエルは頑強なる牛のごとくに頑

強なり今ヱホバ恙羊をひろき野にはなてるが如く

して之を牧はん 17エフライムは偶像にむすびつ

らなれりその爲にまかせよ 18かれらの酒はくさ

れかれらの淫行はやまずかれらの楯となるべき者

等は恥を愛しいたく之を愛せり 19かれは風の翼

につつまれかれらはその禮物によりて恥辱をかう

むらん

5祭司等よこれを聽けイスラエルの家よ耳をか
たむけよ王のいへよ之にこころを注よさばき

は汝等にのぞまんそは我らはミズパに設くる羂

タボルに張れる網のごとくなればなり 2悖逆者は

ふかく罪にしづみたり我かれらをことごとく懲し

めん 3我はエフライムを知るイスラエルはわれ

に隱るるところ無しエフライムよなんぢ今すで

に淫行をなせりイスラエルはすでに汚れたり 4か

れらの行爲かれらをしてその神に歸ること能はざ

らしむそは淫行の霊その衷にありてヱホバを知

ることなければなり 5イスラエルの驕傲はその面

にむかひて證をなしその罪によりてイスラエルと

エフライムは仆れユダもまた之とともにたふれん

6かれらは羊のむれ牛の群をたづさへ往てヱホバ

を尋ね求めん然どあふことあらじヱホバ旣にかれ

らより離れ給ひたればなり 7かれらヱホバにむか

ひ貞操を守らずして他人の子を產り新月かれらと

その產業とをともに滅さん 8なんぢらギベアにて

角をふきラマにてラッパを吹ならしベテアベンに

て呼はりて言へベニヤミンよなんぢの後にありと

9罰せらるるの日にエフライムは荒廢れん我イス

ラエルの支派の中にかならず有るべきことを示せ

り 10ユダの牧伯等は境界をうつすもののごとく

なれり我わが震怒を水のごとくに彼らのうへに斟

がん 11エフライムは甘んじて人のさだめたると

ころに從ひあゆむがゆゑに鞫をうけて虐げられ圧

られん 12われエフライムには蠧のごとくユダの

家には腐朽のごとし 13エフライムおのれに病あ

るを見ユダおのれに傷あるをみたり斯てエフライ
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ムはアツスリヤに往きヤレブ王に人をつかはした

れど彼はなんぢらを醫すことをえず又なんぢらの

傷をのぞきさることを得ざるべし 14われエフラ

イムには獅子のごとくユダの家にはわかき獅子の

ごとし我しも我は抓劈てさり掠めゆけども救ふ者

なかるべし 15我ふたたびわが處にかへりゆき彼

らがその罪をくいてひたすらわが面をたづね求む

るまで其處にをらん彼らは艱難によりて我をたづ

ねもとむることをせん

6來れわれらヱホバにかへるべしヱホバわれら
を抓劈たまひたれどもまた醫すことをなし我

儕をうち給ひたれどもまたその傷をつつむことを

爲したまふ可ればなり 2ヱホバは二日ののちわれ

らむ活かへし三日にわれらを起せたまはん我ら

その前にて生ん 3この故にわれらヱホバをしるべ

し切にヱホバを知ることを求むべしヱホバは晨光

のごとく必ずあらはれいで雨のごとくわれらにの

ぞみ後の雨のごとく地をうるほし給ふ 4エフライ

ムよ我なんぢに何をなさんやユダよ我なんぢに何

をなさんやなんぢの愛情はあしたの雲のごとくま

たただちにきゆる露のごとし 5このゆゑにわれ預

言者等をもてかれらを撃ちわが口の言をもてかれ

らえを殺せりわが審判はあらはれいづる光明のご

とし 6われは愛情をよろこびて犠牲をよろこばず

神をしるを悦ぶこと燔祭にまされり 7然るに彼ら

はアダムのごとく誓をやぶりかしこにて不義をわ

れにおこなへり 8ギレアデは惡をおこなふものの

邑にして血の足跡そのなかに徧し 9祭司のともが

らは山賊の群のごとく伏伺して人をそこなひシケ

ムに往く大路にて人をころす彼等はかくのごとき

惡きことをおこなへり 10われイスラエルのいへ

に憎むべきことあるを見たりかの處にてエフライ

ムは淫をおこなふイスフルは汚れたり 11ユダよ

我わが民の俘囚をかへさんときまた汝のためにも

穫刈をそなへん

7われイスラエルを醫さんときエフライムの愆
とサマリヤのあしきわざと露るかれらは詐詭

をおこなひ内には偸盗いるあり外には山賊のむれ

掠めさるあり 2かれら心にわがその一切の惡をし

たためたることを思はず今その行爲はかれらを圍

みふさぎて皆わが目前にあり 3かれらはその惡を

もて王を悦ばせその詐詭をもてもろもろの牧伯を

悦ばせり 4かれらはみな姦淫をおこなふ者にして

パンを作るものに燒るる爐のごとし揑粉をこねて

その發酵ときまでしばらく火をおこすことをせざ

るのみなり 5われらの王の日にもろもろの牧伯は

酒の熱によりて疾し王は嘲るものとともに手を伸

ぶ 6かれら伏伺するほどに心を爐のごとくして備

をなすそのパンを燒くものは終夜ねむりにつき朝

におよべばまた焔のごとく燃ゆ 7かれらはみな爐

のごとくに熱してその審士をやくそのもろもろの

王はみな仆るかれらの中には我をよぶもの一人だ

になし 8エフライムは異邦人にいりまじるエフラ

イムはかへさざる餹餅となれり 9かれは他邦人ら

にその力をのまるれども之をしらず白髮その身に

雑り生れどもこれをさとらず 10イスラエルの驕

傲はその面にむかひて證をなすかれらは此もろも

ろの事あれどもその神ヱホバに歸ることをせず又

もとむることをせざるなり 11エフライムは智慧

なくして愚なる鴿のごとし彼等はエジプトにむか

ひて呼求めまたアツスリヤに往く 12我かれらの

往ときわが網をその上にはりて天空の鳥のごとく

に引堕し前にその公會に告しごとくかれらを懲し

めん 13禍なるかなかれらは我をはなれて迷ひい

でたり敗壞かれらにきたらんかれらは我にむかひ

て罪ををかしたり我かれらを贖はんとおもへども

かれら我にさからひて謊言をいへり 14かれら誠

心をもて我をよばず唯牀にありて哀號べりかれら

は穀物とあたらしき酒のゆゑをもて相集りかつわ

れに逆らふ 15我かれらを敎へその腕をつよくせ

しかども彼らはわれにもとりて惡きことを謀る 16

かれらは歸るされども至高者にかへらず彼らはた

のみがたき弓のごとし彼らのもろもろの牧伯はそ

の舌のあらき言によりて劍にたふれん彼らは之が

ためにエジプトの國にて嘲笑をうくべし

8ラッパをなんぢの口にあてよ敵は鷲のごとく
ヱホバの家にのぞめりこの民わが契約をやぶ

りわが律法を犯ししによる 2かれら我にむかひて

わが神よわれらイスラエルはなんぢを知れりと叫

ばん 3イスラエルは善をいみきらへり敵これを追

ん 4かれら王をたてたり然れども我により立しに

あらずかれら牧伯をたてたり然れども我がしらざ

るところなり彼らまたその金銀をもて己がために

偶像をつくれりその造れるは毀ちすてられんが爲

にせしにことならず 5サマリヤよなんぢの犢は忌

きらふべきものなりわが怒かれらにむかひて燃ゆ

かれら何れの時にか罪なきにいたらん 6この犢は
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イスラエルより出づ匠人のつくれる者にして神に

あらずサマリヤの犢はくだけて粉とならん 7かれ

らは風をまきて狂風をかりとらん種ところは生長

る穀物なくその穂はみのらざるべしたとひ實ると

も他邦人これを呑ん 8イスラエルは旣に呑れたり

彼等いま列國の中において悦ばれざる器のごとく

視做るるなり 9彼らは獨ゐし野の驢馬のごとくア

ッスリヤにゆけりエフライムは物を餽りて戀人を

得たり 10かれら列國の民に物を餽りたりと雖も

今われ彼等をつどへ集む彼らは諸侯伯の王に負せ

らるる重擔のために衰へ始めん 11エフライムは

多くの祭壇を造りて罪を犯すこの祭壇はかれらが

罪に陷る階とはなれり 12我かれらのために律法

をしるして數件の箇條を示したれど彼らは反て之

を異物とおもへり 13かれらは我に献ふべき物を

献ふれども只肉をそなへて己みづから之を食ふヱ

ホバは之を納たまはず今かれらの愆を記え彼らの

罪を罰したまはん彼らはエジプトに歸るべし 14

イスラエルは己が造主を忘れてもろもろの社廟を

建てユダは塀をとりまはせる邑を多く増し加へた

り然どわれ火をその邑々におくりて諸の城を燒亡

さん

9イスラエルよ異邦人のごとく喜びすさむ勿れ
なんぢ淫行をなして汝の神を離る汝すべての

麥の打塲にて賜はる淫行の賞賜を愛せり 2打場と

酒榨とはかれらを養はじ亦あたらしき酒もむなし

くならん 3かれらはヱホバの地にとどまらずエフ

ライムはエジプトに歸りアッスリヤにて汚穢たる

物を食はん 4彼等はヱホバにむかひて酒を灌ぐべ

き者にあらずその祭物はヱホバの悦びたまふ所に

あらずかれらの犠牲は喪に居もののパンのごとし

凡てこれを食ふものは汚るべし彼等のパンは只お

のが食ふためにのみ用ゐべくしてヱホバの家に入

るべきにあらず 5なんぢら集會の日とヱホバの節

會の日に何をなさんとするや 6視よかれら滅亡の

故によりて去ゆきぬエジプトかれらをあつめメン

ピスかれらを葬らん蒺藜かれらが銀の寳物を獲い

ばら彼らの天幕に蔓らん 7刑罰の日きたり應報の

日きたれりイスラエルこれを知ん預言者は愚なる

もの霊に感じたるものは狂へるものなりこれ汝の

惡おほく汝の怨恨おほいなるに因る 8エフライム

は我が神にならべて他の神をも佇望めり預言者の

一切の途は鳥を捕ふる者の網のごとく且その神の

室の中にて怨恨を懐けり 9かれらはギベアの日の

ごとく甚だしく惡き事を行へりヱホバはその惡を

こころに記てその罪を罰したまはん 10在昔われ

イスラエルを見ること荒野の葡萄のごとく汝らの

先祖等を看ること無花果樹の始にむすべる最先の

果の如くなししに彼等はバアルペオルにゆきて身

を恥辱にゆだねその愛する物とともに憎むべき者

とはなれり 11エフライムの榮光は鳥のごとく飛

さらん即ち產ことも孕むことも妊娠こともなかる

べし 12假令かれら子等を育つるとも我その子を

喪ひて遺る人なきにいたらしめん我が離るる時か

れらの禍大なる哉 13われエフライムを美地に植

てツロのごとくなししかどもエフライムはその子

等を携へいだして人を殺すに付さんとす 14ヱホ

バよ彼らに與へたまへ汝なにを與へんとしたまふ

や孕まざる胎と乳なき乳房とを與へたまへ 15か

れらが凡の惡はギルガルにあり此故に我かしこに

て之を惡めりその行爲あしければ我が家より逐い

だし重て愛することをせじその牧伯等はみな悖れ

る者なり 16エフライムは撃れその根はかれて果

を結ぶまじ若し產ことあらば我その胎なる愛しむ

實を殺さん 17かれら聽從はざるによりて我が神

これを棄たまふべしかれらは列國民のうちに流離

人とならん

10イスラエルは果をむすびて茂り榮る葡萄の樹
その果の多くなるがままに祭壇をましその地

の饒かなるがままに偶像を美しくせり 2かれらは

二心をいだけり今かれら罪せらるべし神はその祭

壇を打毀ちその偶像を折棄てたまはん 3かれら今

いふべし我儕神を畏れざりしに因て我らに王なし

この王はわれらのために何をかなさんと 4かれら

は虚しき言をいだし偽の誓をなして約をたつ審判

は畑の畝にもえいづる茵蔯のごとし 5サマリヤの

居民はベテアベンの犢の故によりて戰慄かんその

民とこれを悦ぶ祭司等はその榮のうせたるが爲に

なげかん 6犢はアッスリヤに携へられ禮物として

ヤレブ王に献げらるべしエフライムは羞をかうむ

りイスラエルはおのが計議を恥ぢん 7サマリヤは

ほろびその王は水のうへの木片のごとし 8イスラ

エルの罪なるアベンの崇邱は荒はてて荊棘と蒺藜

その壇のうへにはえ茂らんその時かれら山にむか

ひて我儕をおほへ陵にむかひて我儕のうへに倒れ

よといはん 9イスラエルよ汝はギベアの日より罪

ををかせり彼等はそこに立り邪惡のひとびとを攻

たりし戰爭はギベアにてかれらに及ばざりき 10
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我思ふままに彼等をいましめん彼等その二の罪に

つながれん時もろもろの民あつまりて之をせめん

11エフライムは馴されたる牝牛のごとくにして穀

をふむことを好むされどわれその美しき頸に物を

負しむべし我エフライムに軛をかけんユダは耕し

ヤコブは土塊をくだかん 12なんぢら義を生ずる

ために種をまき憐憫にしたがひてかりとり又新地

をひらけ今はヱホバを求むべき時なり終にはヱホ

バきたりて義を雨のごとく汝等のうへに降せたま

はん 13なんぢらは惡をたがへし不義を穫をさめ

虚偽の果をくらへりこは汝おのれの途をたのみ己

が勇士の數衆きをたのめるに縁る 14この故にな

んぢらの民のなかに擾亂おこりて汝らの城はこと

ごとく打破られんシャルマンが戰門の日にベテア

ルベルを打破りしにことならず母その子とともに

碎かれたり 15なんぢらの大なる惡のゆゑにより

てべテル如此なんぢらに行へるなりイスラエルの

王はあしたに滅びん

11イスラエルの幼かりしとき我これを愛しぬ我
わが子をエジプトより呼いだしたり 2かれら

は呼るるに隨ひていよいよその呼者に遠ざかり且

もろもろのバアルに犠牲をささげ雕たる偶像に香

を焚り 3われエフライムに歩むことををしへ彼等

をわが腕にのせて抱けり然どかれらは我にいやさ

れたるを知ず 4われ人にもちゐる索すなはち愛の

つなをもて彼等をひけり我がかれらを待ふは軛を

その腮より擧のくるもののごとくにして彼等に食

物をあたへたり 5かれらはエジプトの地にかへら

じ然どかれらがヱホバに歸らざるによりてアッス

リヤ人その王とならん 6劍かれらの諸邑にまはり

ゆきてその關門をこぼち彼らをその謀計の故によ

りて滅さん 7わが民はともすれば我にはなれんと

する心あり人これを招きて上に在るものに屬しめ

んとすれども身をおこすもの一人だになし 8エフ

ライムよ我いかで汝をすてんやイスラエルよ我い

かで汝をわたさんや我いかで汝をアデマのごとく

せんや爭でなんぢをゼボイムのごとく爲んやわが

心わが衷にかはりて我の愛憐ことごとく燃おこれ

り 9我わが烈しき震怒をほどこすことをせじ我か

さねてエフライムを滅すことをせじ我は人にあら

ず神なればなり我は汝のうちにいます聖者なりい

かりをもて臨まじ 10かれらは獅子の吼るごとく

に聲を出したまふヱホバに隨ひて歩まんヱホバ聲

を出したまへば子等は西より急ぎ來らん 11かれ

らエジプトより鳥のごとくアッスリヤより鴿のご

とくに急ぎ來らん我かれらをその家々に住はしむ

べし是ヱホバの聖言なり 12エフライムは謊言を

もてイスラエルの家は詐僞をもて我を圍めりユダ

は神と信ある聖者とに屬きみつかずみ漂蕩をれ

り

12エフライムは風をくらひ東風をおひ日々に詐
僞と暴逆とを増くはへアッスリヤと契約を結

び油をエジプトに餽れり 2ヱホバはユダと爭辨を

なしたまふヤコブをその途にしたがひて罰しその

行爲にしたがひて報いたまふ 3ヤコブは胎にゐし

時その兄弟の踵をとらへまた己が力をもて神と角

力あらそへり 4かれは天の使と角力あらそひて勝

ちなきて之に恩をもとめたり彼はベテルにて神に

あへり其處にて神われらに語ひたまへり 5これは

萬軍の神ヱホバなりヱホバは其記念の名なり 6然

ばなんぢの神にかへり矜恤と公義とをまもり恒に

なんぢの神を仰ぐべし 7彼はカナン人(商賈)なり

その手に詭詐の權衡をもち好であざむき取ことを

なす 8エフライムはいふ誠にわれは富る者となれ

り我は身に財寳をえたり凡てわが勞したることの

中に罪をうべき不義を見いだす者なかるべし 9我

ヱホバはエジプトの國をいでしより以來なんぢら

の神なり我いまも尚なんぢを幕屋にすまはせて節

會の日のごとくならしめん 10我もろもろの預言

者にかたり又これに益々おほく異象をしめしたり

我もろもろの預言者に托して譬喩をまうく 11ギ

レアデは不義なる者ならずや彼らは全く虚しかれ

らはギルガルにて牛を犠牲に献ぐかれらの祭壇は

圃の畝につみたる石の如し 12ヤコブはアラムの

野ににげゆけりイスラエルは妻を得んために人に

事へ妻を得んために羊を牧へり 13ヱホバ一人の

預言者をもてイスラエルをエジプトより導きいだ

し一人の預言者をもて之を護りたまへり 14エフ

ライムは怒を激ふること極てはなはだしその主か

れが流しし血をかれが上にとどめその恥辱をかれ

に歸らせたまはん

13エフライム言を出せば人をののけり彼はイス
ラエルのなかに己をたかうしバアルにより罪

を犯して死たりしが 2今も尚ますます罪を犯しそ

の銀をもて己のために像を鋳その機巧にしたがひ

て偶像を作る是みな工人の作なるなり彼らは之に

つきていふ犠牲を献ぐる者はこの犢に吻を接べし

と 3是によりて彼らは朝の雲のごとく速にきえう
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する露のごとく打場より大風に吹散さるる穀殻の

ごとく窓より出ゆく煙のごとくならん 4されど我

はエジプトの國をいでてより以來なんぢの神ヱホ

バなり爾われの外に神を知ことなし我のほかに救

者なし 5我さきに荒野にて水なき地にて爾を顧み

たり 6かれらは秣場によりて食に飽き飽くにより

てその心たかぶり是によりて我を忘れたり 7斯る

がゆゑに我かれらに對ひて獅子の如くなり途の傍

にひそみうかがふ豹のごとくならん 8われ子をう

しなへる熊のごとく彼らに向ひてその心膜を裂き

獅子の如くこれを食はん野の獣これを攫斷るべし

9イスラエルよ汝の滅ぶるは我に背き汝を助くる

者に背くが故なり 10汝のもろもろの邑に汝を助

くべき汝の王は今いづくにかあるなんぢらがその

王と牧伯等とを我に與へよと言たりし士師等は今

いづくにかある 11われ忿怒をもて汝に王を與へ

憤恨をもて之をうばひたり 12エフライムの不義

は包まれてありその罪はをさめたくはへられたり

13劬勞にかかれる婦のかなしみ之に臨まん彼は愚

なる子なり時に臨みてもなほ產門に入らず 14我

かれらを陰府の手より贖はん我かれらを死より贖

はん死よなんぢの疫は何處にあるか陰府よなんぢ

の災は何處にあるか悔改はかくれて我が目にみえ

ず (Sheol h7585) 15彼は兄弟のなかにて果を結ぶこと

多けれども東風吹きたりヱホバの息荒野より吹お

こらん之がためにその泉は乾その源は涸れんその

積蓄へたるもろもろの賓貴器皿は掠め奪はるべし

16サマリヤはその神にそむきたれば刑せられ劍に

斃れんその嬰兒はなげくだかれその孕たる婦は剖

れん

14イスラエルよ汝の神ヱホバに歸れよ汝は不義
のために仆れたり 2汝ら言詞をたづさへ來り

ヱホバに歸りていへ諸の不義は赦して善ところを

受納れたまへ斯て我らは唇をもて牛のごとくに汝

に献げん 3アッスリヤはわれらを授けじ我らは馬

に騎らじまたふたたび我儕みづからの手にて作れ

る者にむかひわが神なりと言じ孤兒は爾によりて

憐憫を得べければなりと 4我かれらの反逆を醫し

悦びて之を愛せん我が怒はかれを離れ去たり 5我

イスラエルに對しては露のごとくならん彼は百合

花のごとく花さきレバノンのごとく根をはらん 6

その枝は茂りひろがり其美麗は橄欖の樹のごとく

その芬芳はレバノンのごとくならん 7その蔭に住

む者かへり來らんかれらは穀物の如く活かへり葡

萄樹のごとく花さきその馨香はレバノンの酒のご

とくなるべし 8エフライムはいふ我また偶像と何

のあづかる所あらんやと我これに應へたり我かれ

を顧みん我は蒼翠の松のごとし汝われより果を得

ん 9誰か智慧ある者ぞその人はこの事を暁らん誰

か頴悟ある者ぞその人は之を知んヱホバの道は凡

て直し義者は之を歩む然ど罪人は之に躓かん
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ヨエル書

1ペトエルの子ヨエルに臨めるヱホバの言 2老た

る人よ汝ら是を聽けすべて此地に住む者汝ら

耳を傾けよ汝らの世あるは汝らの先祖の世にも

是のごとき事ありしや 3汝ら之を子に語り子はま

た之をその子に語りその子之を後の代に語りつた

へよ 4噬くらふ蝗虫の遺せる者は群ゐる蝗虫のく

らふ所となりその遺せる者はなめつくすおほねむ

しのくらふ所となりその遺せる者は喫ほろぼす蝗

虫の食ふ所となれり 5醉る者よ汝ら目を醒して泣

けすべて酒をのむ者よ哭きさけべあたらしき酒

なんぢらの口に絶えたればなり 6そはことなる民

わが國に攻よすればなりその勢ひ強くその數は

かられずその齒は獅子の齒のごとくその牙は牝獅

子の牙のごとし 7彼等わが葡萄の樹を荒しわが無

花果の樹を折りその皮をはぎはだかにして之を棄

つその枝白くなれり 8汝ら哀哭かなしめ貞女そ

の若かりしときの夫のゆゑに麻布を腰にまとひて

哀哭かなしむがごとくせよ 9素祭灌祭ともにヱホ

バの家に絶えヱホバに事ふる祭司等哀傷をなす 10

田は荒れ地は哀傷む是穀物荒はて新しき酒つき

油たえんとすればなり 11こむぎ大むぎの故をも

て農夫羞ぢよ葡萄をつくり哭けよ田の禾稼うせ

はてたればなり 12葡萄樹は枯れ無花果樹は萎れ

石榴椰子林檎および野の諸の樹は凋みたり是を

もて世の人の喜樂かれうせぬ 13祭司よ汝ら麻布

を腰にまとひてなきかなしめ祭壇に事ふる者よ

汝らなきさけべ神に事ふる者よなんぢら來り麻

布をまとひて夜をすごせ其は素祭も灌祭も汝ら

の神の家に入ことあらざればなり 14汝ら斷食を

定め集會を設け長老等を集め國の居民をことごと

く汝らの神ヱホバの家に集めヱホバにむかひて號

呼れよ 15ああその日は禍なるかなヱホバの日近

く暴風のごとくに全能者より來らん 16我らがま

のあたりに食物絶えしにあらずや我らの神の家

に歡喜と快樂絶しにあらずや 17種は土の下に朽

ち倉は壞れ廩は圯るそは穀物ほろぼされたれば

なり 18いかに畜獸は哀み鳴くや牛の群は亂れ迷

ふ草なければなり羊の群もまた死喪ん 19ヱホバ

よ我なんぢに向ひて呼はらん荒野の諸の草は火

にて燒け野の諸の樹は火熖にてやけつくればなり

20野の獸もまた汝にむかひて呼はらん其は水の流

涸はて荒野の草火にてやけつくればなり

2汝らシオンにて喇叭を吹け我聖山にて音たか
く之を吹鳴せ國の民みな慄ひわななかんそは

ヱホバの日きたらんとすればなりすでに近づけ

り 2この日は黑くをぐらき日雲むらがるまぐらき

日にしてしののめの山々にたなびくが如し數お

ほく勢さかんなる民むれいたらんかかる者はい

にしへよりありしことなくのちの代々の年にもあ

ることなかるべし 3火彼らの前を焚き火熖かれら

の後にもゆその過さる前は地エデンのごとくそ

の過しのちは荒はてたる野の如し此をのがれう

るもの一としてあることなし 4彼らの状は馬のか

たちのごとく其馳ありくことは軍馬のごとし 5そ

の山の嶺にとびをどる音は車の轟聲がごとしま

た火の稗株をやくおとの如くしてその樣強き民の

行伍をたてて戰陣にのぞむに似たり 6そのむかふ

ところ諸民戰慄きその面みな色を失ふ 7彼らは勇

士の如くに趨あるき軍人のごとくに石垣に攀のぼ

る彼ら各々おのが道を進みゆきてその列を亂さ

ず 8彼ら互に推あはず各々その道にしたがひて進

み行く彼らは刄に觸るとも身を害はず 9彼らは

邑をかけめぐり石垣の上に奔り家に攀登り盗賊の

ごとくに窓より入る 10そのむかふところ地ゆる

ぎ天震ひ日も月も暗くなり星その光明を失ふ 11

ヱホバその軍勢の前にて聲をあげたまふ其軍旅

はなはだ大なればなり其言を爲とぐる者は強し

ヱホバの日は大にして甚だ畏るべきが故に誰かこ

れに耐ることを得んや 12然どヱホバ言たまふ今

にても汝ら斷食と哭泣と悲哀とをなし心をつくし

て我に歸れ 13汝ら衣を裂かずして心を裂き汝等

の神ヱホバに歸るべし彼は恩惠あり憐憫ありか

つ怒ることゆるく愛憐大にして災害をなすを悔た

まふなり 14誰か彼のあるひは立歸り悔て祝福を

その後にとめのこし汝らをして素祭と灌祭とをな

んぢらの神ヱホバにささげしめたまはじと知んや

15汝らシオンにて喇叭を吹きならし斷食を定め公

會をよびつどへ 16民を集めその會を潔くし老た

る人をあつめ孩童と乳哺子を集め新郎をその室よ

り呼いだし新婦をその密室より呼いだせ 17而し

てヱホバに事ふる祭司等は廊と祭壇の間にて泣て

言へヱホバよ汝の民を赦したまへ汝の產業を恥

辱しめらるるに任せ之を異邦人に治めさする勿れ

何ぞ異邦人をして彼らの神は何處にあると言しむ

べけんや 18然せばヱホバ己の地にために嫉妬を

起しその民を憐みたまはん 19ヱホバ應へてその
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民に言たまはん視よ我穀物とあたらしき酒と油

を汝におくる汝ら之に飽ん我なんぢらをして重

ねて異邦人の中に恥辱を蒙らしめじ 20我北より

きたる軍を遠く汝らより離れしめうるほひなき荒

地に逐やらん其前軍を東の海にその後軍を西の

海に入れんその臭味立ちその惡臭騰らん是大な

る事を爲たるに因る 21地よ懼るる勿れ喜び樂し

めヱホバ大なる事を行ひたまふなり 22野の獸よ

懼るる勿れあれ野の牧草はもえいで樹は果を結

び無花果樹葡萄樹はその力をめざすなり 23シオ

ンの子等よ汝らの神ヱホバによりて樂め喜べヱ

ホバは秋の雨を適當なんぢらに賜ひまた前のごと

く秋の雨と春の雨とを汝らの上に降せたまふ 24

打塲には穀物盈ち甕にはあたらしき酒と油溢れん

25我が汝らに遣しし大軍すなはち群ゐる蝗なめつ

くす蝗喫ほろぼす蝗噬くらふ蝗の觸あらせる年を

われ汝らに賠はん 26汝らは食ひ食ひて飽きよの

つねならずなんぢらを待ひたまひし汝らの神ヱホ

バの名をほめ頌へん我民はとこしへに辱しめら

るることなかるべし 27かくて汝らはイスラエル

の中に我が居るを知り汝らの神ヱホバは我のみに

て外に無きことを知らん我民は永遠に辱かしめ

らるることなかるべし 28その後われ吾靈を一切

の人に注がん汝らの男子女子は預言せん汝らの

老たる人は夢を見汝らの少き人は異象を見ん 29

その日我またわが靈を僕婢に注がん 30また天と

地に徴證を顯さん即ち血あり火あり煙の柱ある

べし 31ヱホバの大なる畏るべき日の來らん前に

日は暗く月は血に變らん 32凡てヱホバの名を龥

ぶ者は救はるべしそはヱホバの宣ひし如くシオ

ンの山とヱルサレムとに救はれし者あるべければ

なり其遺れる者の中にヱホバの召し給へるもの

あらん

3觀よ我ユダとヱルサレムの俘囚人を歸さんそ
の日その時 2萬國の民を集め之を携へてヨシヤ

パテの谷にくだりかしこにて我民我ゆづりの產な

るイスラエルのために彼らをさばかん彼らこれ

を國々に散してその地を分ち取りたればなり 3彼

らは籤をひきて我民を取り童子を娼妓に換へ童女

を賣り酒に換て飮めり 4ツロ、シドンよベリシテ

のすべての國よ汝ら我と何のかかはりあらんや

汝ら我がなししことに返をなさんとするや若し

我に返報をなさんとならば我忽ち迅速に汝らがな

ししことをもてその首に歸らしめん 5是は汝らは

我の金銀を取り我のしたふべき寶を汝らの宮にた

づさへゆき 6またユダの人とヱルサレムの人をギ

リシヤ人に賣りてその本國より遠く離らせたれば

なり 7視よ我かられを起して汝らが賣りたる處よ

り出し汝らがなししことをもてその首にかへらし

めん 8我はなんぢらの男子女子をユダの人の手に

賣り彼らは之を遠き民なるシバ人に賣らんヱホ

バこれを言ふ 9もろもろの國に宣つたへよ戰爭の

準備を爲し勇士をはげまし軍人をことごとくちか

より來らしめよ 10汝等の鋤を劍に打かへ汝らの

鎌を鎗に打かへよ弱き者も我は強しと言へ 11四

周の國々の民よ汝ら急ぎ上りて集れヱホバよ汝

の勇士をかしこに降したまへ 12國々の民よ起て

上りヨシヤパテの谷に至れ彼處に我座をしめて

四周の國々の民をことごとく鞫かん 13鎌をいれ

よ穀物は熟せり來り踏めよ酒榨は盈ち甕は溢る

彼らの惡大なればなりと 14かまびすしきかな無

數の民審判の谷にありてかまびすしヱホバの日

審判の谷に近づくが故なり 15日も月も暗くなり

星その光明を失ふ 16ヱホバ、シオンよりよびと

どろかしヱルサレムより聲をはなち天地を震ひう

ごかしたまふ然れどヱホバはその民の避所イス

ラエルの子孫の城となりたまはん 17かくて汝ら

我はヱホバ汝等の神にして我聖山シオンに住むこ

とをしるべしヱルサレムは聖き所となり他國の

人は重ねてその中をかよふまじ 18その日山にあ

たらしき酒滴り岡に乳流れユダのもろもろの河に

水流れヱホバの家より泉水流れいでてシッテムの

谷に灌がん 19エジプトは荒すたれエドムは荒野

とならん是はかれらユダの子孫を虐げ辜なき者

の血をその國に流したればなり 20されどユダは

永久にすまひヱルサレムは世々に保たん 21我さ

きにはかれらが流しし血の罪を報いざりしが今は

これをむくいんヱホバ、シオンに住みたまはん
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1テコアの牧者の中なるアモスの言是はユダの
王ウジヤの世イスラエルの王ヨアシの子ヤラ

ベアムの世地震の二年前に彼が見されたる者に

てイスラエルの事を論るなり其言に云く 2ヱホ

バ、シオンより呼號りエルサレムより聲を出した

まふ牧者の牧塲は哀きカルメルの巓は枯る 3ヱ

ホバかく言たまふダマスコは三の罪あり四の罪

あれば我かならず之を罰して赦さじ即ち彼らは

鐵の打禾車をもてギレアデを打り 4我ハザエルの

家に火を遣りベネハダデの宮殿を焚ん 5我ダマス

コの關を碎きアベンの谷の中よりその居民を絶の

ぞきベテエデンの中より王の杖を執る者を絶のぞ

かんスリアの民は擄へられてキルにゆかんヱホ

バこれを言ふ 6ヱホバかく言たまふガザは三の

罪あり四の罪あれば我かならず之を罰して赦さ

じ即ち彼らは俘囚をことごとく曳ゆきてこれを

エドムに付せり 7我ガザの石垣の内に火を遣り一

切の殿を焚ん 8我アシドドの中よりその居民を絶

のぞきアシケロンの中より王の杖を執る者を絶除

かん我また手を反してエクロンを撃んペリシテ

人の遺れる者亡ぶべし主ヱホバこれを言ふ 9ヱ

ホバかく言たまふツロは三の罪あり四の罪あれ

ば我かならず之を罰して赦さじ即ち彼らは俘囚

をことごとくエドムに付しまた兄弟の契約を忘れ

たり 10我ツロの石垣の内に火を遣り一切の殿を

焚ん 11ヱホバかく言たまふエドムは三の罪あり

四の罪あれば我かならず之を罰して赦さじ即ち

彼は劍をもてその兄弟を追ひ全く憐憫の情を斷ち

恒に怒りて人を害し永くその憤恨をたくはへたり

12我テマンに火を遣りポヅラの一切の殿を焚ん 13

ヱホバかく言たまふアンモンの人々は三の罪あ

り四の罪あれば我かならず之を罰して赦さじ即

ち彼らはその國境を廣めんとてギレアデの孕める

婦を剖たり 14我ラバの石垣の内に火を放ちその

一切の殿を焚ん是は戰鬪の日に吶喊の聲をもて

爲され暴風の日に旋風をもて爲されん 15彼らの

王はその牧伯等と諸共に擄へられて往んヱホバ

これを言ふ

2ヱホバかく言たまふモアブは三の罪あり四の
罪あれば我かならず之を罰して赦さじ即ち彼

はエドムの王の骨を燒て灰となせり 2我モアブに

火を遣りケリオテの一切の殿を焚んモアブは噪

擾と吶喊の聲と喇叭の音の中に死ん 3我その中よ

り審判長を絶除きその諸の牧伯を之とともに殺さ

んヱホバはこれを言ふ 4ヱホバかく言たまふユ

ダは三の罪あり四の罪あれば我かならず之を罰

して赦さじ即ち彼らはヱホバの律法を輕んじそ

の法度を守らずその先祖等が從ひし僞の物に惑は

さる 5我ユダに火を遣りエルサレムの諸の殿を焚

ん 6ヱホバかく言たまふイスラエルは三の罪あ

り四の罪あれば我かならず之を罰して赦さじ即

ち彼らは義者を金のために賣り貧者を鞋一足のた

めに賣る 7彼らは弱き者の頭に地の塵のあらんこ

とを喘ぎて求め柔かき者の道を曲げ又父子共に一

人の女子に行て我聖名を汚す 8彼らは質に取れる

衣服を一切の壇の傍に敷きてその上に偃し罰金を

もて得たる酒をその神の家に飮む 9嚮に我はアモ

リ人を彼らの前に絶たりアモリ人はその高きこ

と香柏のごとくその強きこと橡の樹のごとくなり

しが我その上の果と下の根とをほろぼしたり 10

我は汝らをエジプトの地より携へのぼり四十年の

あひだ荒野において汝らを導き終にアモリ人の地

を汝らに獲させたり 11我は汝らの子等の中より

預言者を興し汝らの少者の中よりナザレ人を興し

たりイスラエルの子孫よ然るにあらずやヱホバ

これを言ふ 12然るに汝らはナザレ人に酒を飮ま

せ預言者に命じて預言するなかれと言り 13視よ

我麥束を積滿せる車の物を壓するがごとく汝らを

壓せん 14その時は疾走者も逃るに暇あらず強き

者もその力を施すを得ず勇士も己の生命を救ふ

こと能はず 15弓を執る者も立ことを得ず足駛の

者も自ら救ふ能はず馬に騎れる者も己の生命を

救ふこと能はず 16勇士の中の心剛き者もその日

には裸にて逃んヱホバこれを言ふ

3イスラエルの子孫よヱホバが汝らにむかひて
言ところ我がエジプトの地より導き上りし全

家にむかひて言ところの此言を聽け 2地の諸の族

の中にて我ただ汝ら而已を知れりこの故に我な

んぢらの諸の罪のために汝らを罰せん 3二人もし

相會せずば爭で共に歩かんや 4獅子もし獲物あら

ずば豈林の中に吼んや猛獅子もし物を攫まずば

豈その穴より聲を出さんや 5もし羂の設なくば鳥

あに地に張れる網にかからんや網もし何の得る

ところも無くば豈地よりあがらんや 6邑にて喇叭

を吹かば民おどらかざらんや邑に災禍のおこる

はヱホバのこれを降し給ふならずや 7夫主ヱホバ
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はその隱れたる事をその僕なる預言者に傳へずし

ては何事をも爲たまはざるなり 8獅子吼ゆ誰か懼

れざらんや主ヱホバ言語たまふ誰か預言せざら

んや 9アシドドの一切の殿に傳へエジプトの地の

一切の殿に宣て言へ汝等サマリヤの山々に集り

その中にある大なる紛亂を觀その中間におこなは

るる虐遇を觀よ 10ヱホバいひたまふ彼らは正義

をおこなふことを知ず虐げ取し物と奪ひたる物

とをその宮殿に積蓄ふ 11是故に主ヱホバかく言

たまふ敵ありて此國を攻かこみ汝の權力を汝よ

り取下さん汝の一切の殿は掠めらるべし 12ヱホ

バかく言たまふ牧羊者は獅子の口より羊の兩足

あるひは片耳を取かへし得るのみサマリヤに於

て床の隅またはダマスコ錦の榻に坐するイスラエ

ルの子孫もその救はるること是のごとくならん 13

萬軍の神主ヱホバかく言たまふ汝ら聽てヤコブ

の家に證せよ 14我イスラエルの諸の罪を罰する

日にはベテルの壇を罰せん其壇の角は折て地に

落べし 15我また冬の家および夏の家をうたん象

牙の家ほろび大きなる家失んヱホバこれを言ふ

4バシヤンの牝牛等よ汝ら此言を聽け汝らはサ
マリヤの山に居り弱者を虐げ貧者を壓し又そ

の主にむかひて此に持きたりて我らに飮せよと言

ふ 2主ヱホバ己の聖を指し誓ひて云ふ視よ日汝

らの上に臨むその日には人汝らを鈎にかけ汝等

の遺餘者を釣魚鈎にかけて曳いださん 3汝らは各

々その前なる石垣の破壞たる處より奔出てハルモ

ンに逃往んヱホバこれを言ふ 4汝らベテルに往

て罪を犯しギルガルに往て益々おほく罪を犯せ

朝ごとに汝らの犠牲を携へゆけ三日ごとに汝ら

の什一を携へゆけ 5酵いれたる者を感謝祭に獻げ

願意よりする禮物を召てこれを告示せイスラエ

ルの子孫よ汝らは斯するを好むなりと主ヱホバ

言たまふ 6また我汝らの一切の邑に於て汝らの齒

を清からしめ汝らの一切の處において汝らの食を

乏しからしめたり然るに汝らは我に歸らずとヱ

ホバ言給ふ 7また我収穫までには尚三月あるに雨

をとどめて汝らに下さずかの邑には雨を降しこ

の邑には雨をふらさざりき此田圃は雨を得彼田

圃は雨を得ずして枯れたり 8二三の邑別の一の邑

に躚めきゆきて水を飮ども飽ことあたはず然る

に汝らは我に歸らずとヱホバ言たまふ 9我枯死殻

と朽腐穗とをもて汝等を撃なやませりまた汝ら

の衆多の園と葡萄園と無花果樹と橄欖樹とは蝗こ

れを食へり然るに汝らは我に歸らずとヱホバ言

たまふ 10我なんぢらの中にエジプトに爲し如く

疫病をおこし劍をもて汝らの少き人を殺し又汝ら

の馬を奪さり汝らの營の臭氣をして騰りて汝らの

鼻を撲しめたり然るも汝らは我に歸らずとヱホ

バいひたまふ 11我なんぢらの中の邑を滅すこと

ソドム、ゴモラを神の滅したまひし如くしたれば

汝らは熖の中より取いだしたる燃柴のごとくなれ

り然るも汝らは我に歸らずとヱホバ言たまふ 12

イスラエルよ然ば我かく汝に行はん我是を汝に

行ふべければイスラエルよ汝の神に會ふ準備をせ

よ 13彼は即ち山を作りなし風を作り出し人の思

想の如何なるをその人に示しまた晨光をかへて黑

暗となし地の高處を踏む者なりその名を萬軍の

神ヱホバといふ

5イスラエルの家よ我が汝らに對ひて宣る此言
を聽け是は哀歎の歌なり 2處女イスラエルは

仆れて復起あがらず彼は己の地に扑倒さる之を

扶け起す者なし 3主ヱホバかく言たまふイスラ

エルの家においては前に千人出たる邑は只百人の

みのこり前に百人出たる邑は只十人のみのこらん

4ヱホバかくイスラエルの家に言たまふ汝ら我を

求めよさらば生べし 5ベテルを求むるなかれギ

ルガルに往なかれベエルシバに赴く勿れギルガ

ルは必ず擄へられゆきベテルは無に歸せん 6汝ら

ヱホバを求めよ然ば生べし恐くはヱホバ火のご

とくにヨセフの家に落くだりたまひてその火これ

を燒んベテルのためにこれを熄す者一人もあら

じ 7汝ら公道を茵蔯に變じ正義を地に擲つる者よ

8昴宿および參宿を造り死の蔭を變じて朝となし

晝を暗くして夜となし海の水を呼て地の面に溢れ

さする者を求めよ其名はヱホバといふ 9彼は滅

亡を忽然強者に臨ましむ滅亡つひに城に臨む 10

彼らは門にありて勸戒る者を惡み正直を言ふ者を

忌嫌ふ 11汝らは貧き者を踐つけ麥の贐物を之よ

り取るこの故に汝らは鑿石の家を建しと雖ども

その中に住ことあらじ美しき葡萄園を作りしと

雖どもその酒を飮ことあらじ 12我知る汝らの愆

は多く汝らの罪は大なり汝らは義き者を虐げ賄

賂を取り門において貧き者を推抂ぐ 13是故に今

の時は賢き者默す是惡き時なればなり 14汝ら善

を求めよ惡を求めざれ然らば汝ら生べしまた汝

らが言ごとく萬軍の神ヱホバ汝らと偕に在さん 15

汝ら惡を惡み善を愛し門にて公義を立よ萬軍の
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神ヱホバあるひはヨセフの遺れる者を憐れみたま

はん 16是故に主たる萬軍の神ヱホバかく言たま

ふ諸の街衢にて啼ことあらん諸の大路にて人哀

哉哀哉と呼ん又農夫を呼きたりて哀哭しめ啼女

を招きて啼しめん 17また諸の葡萄園にも啼こと

有べし其は我汝らの中を通るべければなりヱホ

バこれを言たまふ 18ヱホバの日を望む者は禍な

るかな汝ら何とてヱホバの日を望むや是は昏く

して光なし 19人獅子の前を逃れて熊に遇ひ又家

にいりてその手を壁に附て蛇に咬るるに宛も似た

り 20ヱホバの日は昏くして光なく暗にして耀な

きに非ずや 21我は汝らの節筵を惡みかつ藐視む

また汝らの集會を悦ばじ 22汝ら我に燔祭または

素祭を獻ぐるとも我之を受納れじ汝らの肥たる

犢の感謝祭は我これを顧みじ 23汝らの歌の聲を

我前に絶て汝らの琴の音は我これを聽じ 24公道

を水のごとくに正義をつきざる河のごとくに流れ

しめよ 25イスラエルの家よ汝らは四十年荒野に

居し間犠牲と供物を我に獻げたりしや 26かへつ

て汝らは汝らの王シクテを負ひ汝らの偶像キウン

を負へり是即ち汝らの神とする星にして汝らの

自ら造り設けし者なり 27然ば我汝らをダマスコ

の外に移さん萬軍の神ととなふるヱホバこれを

言たまふ

6身を安くしてシオンに居る者思ひわづらはず
してサマリヤの山に居る者諸の國にて勝れた

る國の中なる聞高くしてイスラエルの家に就きし

たがはるる者は禍なるかな 2カルネに渉りゆき彼

處より大ハマテに至りまたペリシテ人のガテに下

りて視よ其等は此二國に愈るや彼らの土地は汝

らの土地よりも大なるや 3汝等は災禍の日をもて

尚遠しと爲し強暴の座を近づけ 4自ら象牙の牀に

臥し寢臺の上に身を伸し群の中より羔羊を取り圏

の中より犢牛を取て食ひ 5琴の音にあはせて唄ひ

噪ぎダビデのごとくに樂器を製り出し 6大斝をも

て酒を飮み最も貴とき膏を身に抹りヨセフの艱難

を憂へざるなり 7是故に今彼等は擄はれて俘囚人

の眞先に立て往んかの身を伸したる者等の嘈の聲

止べし 8萬軍の神ヱホバ言たまふ主ヱホバ己を

指て誓へり我ヤコブが誇る所の物を忌嫌ひその

宮殿を惡む我この邑とその中に充る者とを付す

べし 9一の家に十人遺りをるとも皆死ん 10而し

てその親戚すなはち之を焚く者その死骸を家より

運びいださんとて之を取あげまたその家の奧に潛

み居る者に向ひて他になほ汝とともに居る者ある

やと言ふとき對へて一人も無しと言ん此時かの

人また言べし默せよヱホバの名を口に擧ること

有べからずと 11視よヱホバ命を下し大なる家を

撃て墟址とならしめ小き家を撃て微塵とならしめ

たまふ 12馬あに能く岩の上を走らんや人あに牛

をもて岩を耕へすことを得んや然るに汝らは公

道を毒に變じ正義の果を茵蔯に變じたり 13汝ら

は無物を喜び我儕は自分の力をもて角を得しにあ

らずやと言ふ 14是をもて萬軍の神ヱホバ言たま

ふイスラエルの家よ我一の國を起して汝らに敵

せしめん是はハマテの入口よりアラバの川まで

も汝らをなやまさん

7主ヱホバの我に示したまへるところ是のごと
し即ち草の再び生ずる時にあたりて彼蝗を造

りたまふその草は王の刈たる後に生じたるもの

なり 2その蝗地の靑物を食盡しし後我言り主ヱ

ホバよ願くは赦したまへヤコブは小し爭でか立

ことを得んと 3ヱホバその行へる事につきて悔を

なし我これを爲じと言たまふ 4主ヱホバの我に示

したまへる所是のごとし即ち主ヱホバ火をもて

罰せんとて火を呼たまひければ火大淵を焚きまた

產業の地を焚かんとす 5時に我言り主ヱホバよ

願くは止みたまへヤコブは小し爭でか立ことを

得んと 6ヱホバその行へる事につきて悔をなし我

これをなさじと主ヱホバ言たまふ 7また我に示し

たまへるところ是のごとし即ち準縄をもて築け

る石垣の上にヱホバ立ちその手に準縄を執たまふ

8而してヱホバ我にむかひアモス汝何を見るやと

言たまひければ準縄を見ると我答へしに主また言

たまはく我準縄を我民イスラエルの中に設く我

再び彼らを見過しにせじ 9イサクの崇邱は荒され

イスラエルの聖所は毀たれん我劍をもちてヤラ

ベアムの家に起むかはん 10時にベテルの祭司ア

マジヤ、イスラエルの王ヤラベアムに言遣しける

はイスラエルの家の眞中にてアモス汝に叛けり

彼の諸の言には此地も堪るあたはざるなり 11即

ちアモスかく言りヤラベアムは劍によりて死ん

イスラエルは必ず擄へられてゆきてその國を離れ

んと 12而してアマジヤ、アモスに言けるは先見

者よ汝往てユダの地に逃れ彼處にて預言して汝

の食物を得よ 13然どベテルにては重ねて預言す

べからず是は王の聖所王の宮なればなり 14アモ

ス對へてアマジヤに言けるは我は預言者にあらず
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また預言者の子にも非ず我は牧者なり桑の樹を

作る者なりと 15然るにヱホバ羊に從ふ所より我

を取り往て我民イスラエルに預言せよとヱホバわ

れに宣へり 16今ヱホバの言を聽け汝は言ふイス

ラエルにむかひて預言する勿れイサクの家にむ

かひて言を出すなかれと 17是故にヱホバかく言

たまふ汝の妻は邑の中にて妓婦となり汝の男子

女子は劍に斃れ汝の地は繩をもて分たれん而し

て汝は穢れたる地に死にイスラエルは擄られゆき

てその國を離れん

8主ヱホバの我に示したまへるところ是のごと
し即ち熟したる果物一筐あり 2ヱホバわれに

むかひてアモス汝何を見るやと言たまひければ熟

したる果物一筐を見ると答へしにヱホバ我に言た

まはく我民イスラエルの終いたれり我ふたたび

彼らを見過しにせじ 3主ヱホバ言たまふ其日に

は宮殿の歌は哀哭に變らん死屍おびただしくあ

り人これを遍き處に投棄ん默せよ 4汝ら喘ぎて

貧しき者に迫り且地の困難者を滅す者よ之を聽け

5汝らは言ふ月朔は何時過去んか我等穀物を賣ん

とす安息日は何時過去んか我ら麥倉を開かんと

す我らエパを小くしシケルを大くし僞の權衡を

もて欺く事をなし 6銀をもて賤しき者を買ひ鞋一

足をもて貧き者を買ひかつ屑麥を賣いださんと 7

ヱホバ、ヤコブの榮光を指て誓ひて言たまふ我

かならず彼等の一切の行爲を何時までも忘れじ 8

之がために地震はざらんや地に住る者みな哭かざ

らんや地みな河のごとく噴あがらんエジプトの

河のごとく湧あがり又沈まん 9主ヱホバ言たまふ

其日には我日をして眞晝に沒せしめ地をして白晝

に暗くならしめ 10汝らの節筵を悲傷に變らせ汝

らの歌を盡く哀哭に變らせ一切の人に麻布を腰に

纒はしめ一切の人に頂を剃しめ其日をして獨子を

喪へる哀傷のごとくならしめ其終をして苦き日の

ごとくならしめん 11主ヱホバ言たまふ視よ日至

らんとすその時我饑饉たを此國におくらん是は

パンに乏しきに非ず水に渇くに非ずヱホバの言

を聽ことの饑饉なり 12彼らは海より海とさまよ

ひ歩き北より東と奔まはりてヱホバの言を求めん

然ど之を得ざるべし 13その日には美しき處女も

少き男もともに渇のために絶いらん 14かのサマ

リヤの罪を指て誓ひダンよ汝の神は活くと言ひま

たベエルシバの路は活くと言る者等は必ず仆れん

復興ることあらじ

9我觀るに主壇の上に立て言たまはく柱の頭を
撃て閾を震はせ之を打碎きて一切の人の首に

落かからしめよ其遺れる者をば我劍をもて殺さ

ん彼らの逃る者も逃おほすることを得ず彼らの

遁るる者もたすからじ 2假令かれら陰府に掘くだ

るとも我手をもて之を其處より曳いださん假令

かれら天に攀のぼるとも我これを其處より曳おろ

さん (Sheol h7585) 3假令かれらカルメルの巓に匿る

るとも我これを捜して其處より曳いださん假令

かれら海の底に匿れて我目を逃るるとも我蛇に命

じて其處にて之を咬しめん 4假令かれらその敵に

擄はれゆくとも我劍に命じて其處にて之を殺さし

めん我かれらの上に我目を注ぎて災禍を降さん

福祉を降さじ 5主たる萬軍のヱホバ地に捫れば地

鎔けその中に住む者みな哀む即ち全地は河のご

とくに噴あがりエジプトの河のごとくにまた沈む

なり 6彼は樓閣を天に作り穹蒼の基を地の上に置

ゑまた海の水を呼て地の面にこれを斟ぐなり其

名をヱホバといふ 7ヱホバ言たまふイスラエル

の子孫よ我は汝らを視ことエテオピア人を觀が

ごとくするにあらずや我はイスラエルをエジプ

トの國よりペリシテ人をカフトルよりスリア人を

キルより導き來りしにあらずや 8視よ我主ヱホバ

その目を此罪を犯すところの國に注ぎ之を地の面

より滅し絶ん但し我はヤコブの家を盡くは滅さ

じヱホバこれを言ふ 9我すなはち命を下し篩に

て物を篩ふがごとくイスラエルの家を萬國の中に

て篩はん一粒も地に落ざるべし 10我民の罪人即

ち災禍われらに及ばず我らに降らじと言をる者等

は皆劍によりて死ん 11其日には我ダビデの倒れ

たる幕屋を興しその破壞を修繕ひその傾\圯たる

を興し古代の日のごとくに之を建なほすべし 12

而して彼らはエドムの遺餘者および我名をもて稱

へらるる一切の民を獲ん此事を行ふヱホバかく

言なり 13ヱホバ言ふ視よ日いたらんとすその時

には耕者は刈者に相繼ぎ葡萄を踐む者は播種者に

相繼がんまた山々には酒滴り岡は皆鎔て流れん

14我わが民イスラエルの俘囚を返さん彼らは荒た

る邑々を建なほして其處に住み葡萄園を作りてそ

の酒を飮み園圃を作りてその果を食はん 15我か

れらをその地に植つけん彼らは我がこれに與ふ

る地より重ねて抜とらるることあらじ汝の神ヱ

ホバこれを言ふ
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オバデヤ書

1オバデヤの預言主ヱホバ、エドムにつきて斯
いひたまふ我らヱホバより出たる音信を聞け

り一人の使者國々の民の中に遣されて云ふ起よ

我儕起てエドムを攻撃んと 2我汝をして國々の中

において小き者たらしむ汝は大に藐視らるるな

り 3山崖の巖屋に居り高き處に住む者よ汝が心

の傲慢なんぢを欺けり汝心の中に謂ふ誰か我を

地に曵くだすことを得んと 4汝たとひ鷲のごとく

に高く擧り星の間に巣を造るとも我そこより汝を

曵くださんヱホバこれを言たまふ 5盜賊汝に來

り強盜夜なんぢに來り竊むともその心に滿ると

きは止ざらんや嗚呼なんぢは滅されて絶ゆ葡萄

を摘む者汝にいたるも尚幾何を遺さざらんや 6

嗚呼エサウは搜されその隱しおける物は探りいだ

さる 7汝と盟約を結べる人々はみな汝を國境に逐

やり汝と和好をなせる人々はみな汝を欺きて汝に

勝ち汝の食物を食ふ者等は汝の下に羂を設く彼

の中には穎悟あらず 8ヱホバ言たまふ當日には我

智慧ある者をヱドムより絶除き穎悟をエサウの山

より絶除かざらんや 9テマンよ汝の勇士は驚き懼

れん而して人みな終に殺されてエサウの山より

絶除かるべし 10汝はその兄弟ヤコブに暴虐を加

へたるに因て恥辱なんぢを蒙はん汝は永遠に至

るまで絶るべし 11汝が遠く離れて立をりし日即

ち異邦人これが財寳を奪ひ他國人これが門に進み

入りエルサレムのために籤を掣たる日には汝も彼

らの一人のごとくなりき 12汝は汝の兄弟の日す

なはちその災禍の日を觀るべからず又ユダの子

孫の滅亡の日を喜ぶべからずその苦難の日には

汝口を大きく開べからざるなり 13我民の滅ぶる

日には汝その門に入べからず其滅ぶる日には汝そ

の患難を見べからず又その滅ぶる日には汝その

財寳に手をかく可らず 14汝路の辻々に立てその

逃亡者を斬べからず其患難の日にこれが遺る者

を付すべからず 15ヱホバの日萬國に臨むこと邇

し汝の爲せるごとく汝も爲られ汝の應報なんぢ

の首に歸すべし 16汝等のわが聖山にて飮しごと

く萬國の民も恒に飮ん即ちみな飮かつ啜りて從

前より有ざりし者のごとく成ん 17シオン山には

救はるる者等をりてその山聖所とならんまたヤ

コブの家はその產業を獲ん 18ヤコブの家は火と

なりヨセフの家は火燄となりエサウの家は藁とな

らん即ち彼等これが上に燃てこれを焚んエサウ

の家には遺る者一人も無にいたるべしヱホバこ

れを言なり 19南の人はエサウの山を獲平地の人

はペリシテを獲ん又彼らはエフライムの地およ

びサマリヤの地を獲べニヤミンはギレアデを獲

ん 20かの擄はれゆきしイスラエルの軍旅はカナ

ン人に屬する地をザレパテまで取んセパラデに

あるエルサレムの俘擄人は南の邑々を獲ん 21然

る時に救者シオンの山に上りてエサウの山を鞫か

ん而して國はヱホバに歸すべし
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ヨナ書

1ヱホバの言アミタイの子ヨナに臨めりいはく
2起てかの大なる邑ニネベに往きこれを呼はり

責めよそは其惡わが前に上り來ればなりと 3然

るにヨナはヱホバの面をさけてタルシシへ逃れん

と起てヨツパに下り行けるが機しもタルシシへ往

く舟に遇ければその價値を給へヱホバの面をさけ

て偕にタルシシへ行んとてその舟に乗れり 4時に

ヱホバ大風を海の上に起したまひて烈しき颺風海

にありければ舟は幾んど破れんとせり 5かかりし

かば船夫恐れて各おのれの神を呼び又舟を輕くせ

んとてその中なる載荷を海に投すてたり然るに

ヨナは舟の奧に下りゐて臥て酣睡せり 6船長來り

て彼に云けるは汝なんぞかく酣睡するや起て汝の

神を呼べあるひは彼われらを眷顧て淪亡ざらしめ

んと 7かくて人衆互に云けるは此災の我儕にのぞ

めるは誰の故なるかを知んがため去來鬮を掣んと

やがて鬮をひきしに鬮ヨナに當りければ 8みな彼

に云けるはこの災禍なにゆゑに我らにのぞめるか

請ふ告げよ汝の業は何なるや何處より來れるや

汝の國は何處ぞや何處の民なるや 9ヨナ彼等に

いひけるは我はヘブル人にして海と陸とを造りた

まひし天の神ヱホバを畏るる者なり 10是に於て

船夫甚だしく懼れて彼に云けるは汝なんぞ其事を

なせしやとその人々は彼がヱホバの面をさけて

逃れしなるを知れり其はさきにヨナ彼等に告た

ればなり 11遂に船夫彼にいひけるは我儕のため

に海を靜かにせんには汝に如何がなすべきや其

は海いよいよ甚だしく狂蕩たればなり 12ヨナ彼

等に曰けるはわれを取りて海に投いれよさらば

海は汝等の爲に靜かにならんそはこの大なる颺

風の汝等にのぞめるはわが故なるを知ればなり 13

されど船夫は陸に漕もどさんとつとめたりしが終

にあたはざりき其は海かれらにむかひていよい

よ烈しく蕩たればなり 14ここにおいて彼等ヱホ

バに呼はりて曰けるはヱホバよこひねがはくは此

人の命の爲に我儕を滅亡したまふ勿れ又罪なき

の血をわれらに歸し給ふなかれそはヱホバよ汝

聖意にかなふところを爲し給へるなればなりと 15

すなわちヨナを取りて海に投入たりしかして海

のあるることやみぬ 16かかりしかばその人々お

ほいにヱホバを畏れヱホバに犧牲を獻げ誓願を立

たり 17さてヱホバすでに大なる魚を備へおきて

ヨナを呑しめたまへりヨナは三日三夜魚の腹の

中にありき

2ヨナ魚の腹の中よりその神ヱホバに祈祷て 2曰

けるはわれ患難の中よりヱホバを呼びしに彼

われこたへたまへりわれ陰府の腹の中より呼は

りしに汝わが聲を聽たまへり (Sheol h7585) 3汝我を

淵のうち海の中心に投いれたまひて海の水我を環

り汝の波濤と巨浪すべて我上にながる 4われ曰け

るは我なんぢの目の前より逐れたれども復汝の聖

殿を望まん 5水われを環りて魂にも及ばんとし

淵我をとりかこみ海草わが頭に纒へり 6われ山の

根基にまで下れり地の關木いつも我うしろにあ

りきしかるに我神ヱホバよ汝はわが命を深き穴

より救ひあげたまへり 7わが靈魂衷に弱りしとき

我ヱホバをおもへりしかしてわが祈なんぢに至

りなんぢの聖殿におよべり 8いつはりなる虚き者

につかふるものは自己の恩たる者を棄つ 9されど

我は感謝の聲をもて汝に獻祭をなし又わが誓願

をなんぢに償さん救はヱホバより出るなりと 10

ヱホバ其魚に命じたまひければヨナを陸に吐出せ

り

3ヱホバの言ふたたびヨナに臨めり曰く 2起て

かの大なる府ニネベに往きわが汝に命ずると

ころを宣よ 3ヨナすなはちヱホバの言に循ひて起

てニネベに往りニネベは甚だ大なる邑にしてこ

れをめぐるに三日を歴る程なり 4ヨナその邑に入

はじめ一日路を行つつ呼はり曰けるは四十日を歴

ばニネベは滅亡さるべし 5かかりしかばニネベの

人々神を信じ斷食を宣れ大なる者より小き者に至

るまでみな麻布を衣たり 6この言ニネベの王に聞

えければ彼位より起ち朝服を脱ぎ麻布を身に纒

ふて灰の中に坐せり 7また王大臣とともに命をく

だしてニネベ中に宣しめて曰く人も畜も牛も羊も

ともに何をも味ふべからず又物をくらひ水を飮

べからず 8人も畜も麻布をまとひ只管神に呼はり

且おのおの其惡き途および其手に作す邪惡を離る

べし 9或は神その聖旨をかへて悔い其烈しき怒を

息てわれらを滅亡さざらん誰かその然らざるを

知んや 10神かれらの爲すところをかんがみ其あ

しき途を離るるを見そなはし彼等になさんと言し

所の災禍を悔て之をなしたまはざりき

4ヨナこの事を甚だ惡しとして烈く怒り 2ヱホバ

に祈りて曰けるはヱホバよ我なほ本國にあり



ヨナ書593

し時斯あらんと曰しに非ずやさればこそ前にタ

ルシシへ逃れたるなれ其は我なんぢは矜恤ある

神憐憫あり怒ること遲く慈悲深くして災禍を悔

たまふものなりと知ばなり 3ヱホバよ願くは今わ

が命を取たまへ其は生ることよりも死るかた我

に善ればなり 4ヱホバ曰たまひけるは汝の怒る事

いかで宜しからんや 5ヨナは邑より出てその東の

方に居り己が爲に其處に一の小屋をしつらひその

蔭の下に坐して府の如何に成行くかを見る 6ヱホ

バ神瓢を備へこれをして發生てヨナの上を覆はし

めたりこはヨナの首の爲に庇蔭をまうけてその

憂を慰めんが爲なりきヨナはこの瓢の木により

て甚だ喜べり 7されど神あくる日の夜明に虫をそ

なへて其ひさごを噛せたまひければ瓢は枯たり 8

かくて日の出し時神暑き東風を備へ給ひ又日ヨナ

の首を照しければ彼よわりて心の中に死ることを

願ひて言ふ生ることよりも死るかた我に善し 9

神またヨナに曰たまひけるは瓢の爲に汝のいかる

事いかで宜しからんや彼曰けるはわれ怒りて死

るともよろし 10ヱホバ曰たまひけるは汝は勞を

くはへず生育ざる此の一夜に生じて一夜に亡びし

瓢を惜めり 11まして十二萬餘の右左を辨へざる

者と許多の家畜とあるこの大なる府ニネベをわれ

惜まざらんや
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ミカ書

1ユダの王ヨタム、アハズおよびヒゼキヤの代
にモレシテ人ミカに臨めるヱホバの言是すな

はちサマリアとエルサレムの事につきて彼が示さ

れたる者なり 2萬民よ聽け地とその中の者よ耳

を傾けよ主ヱホバ汝らに對ひて證を立たまはん

即ち主その聖殿より之を立たまふべし 3視よヱホ

バその處より出てくだり地の高處を踏たまはん 4

山は彼の下に融け谷は裂けたり火の前なる蝋の

ごとく坡に流るる水の如し 5是みなヤコブの咎の

故イスラエルの家の罪のゆゑなりヤコブの愆と

は何かサマリヤにあらずやユダの崇邱とは何か

エルサレムにあらずや 6是故に我サマリヤを野の

石堆となし葡萄を植る處と爲し又その石を谷に投

おとしその基を露さん 7その石像はみな碎かれそ

の獲たる價金はみな火にて焚れん我その偶像を

ことごとく毀たん彼妓女の價金よりこれを積た

れば是はまた歸りて妓女の價金となるべし 8我こ

れがために哭き咷ばん衣を脱ぎ裸體にて歩行ん

山犬のごとくに哭き駝鳥のごとくに啼ん 9サマリ

ヤの傷は醫すべからざる者にてすでにユダに至り

我民の門エルサレムにまでおよべり 10ガテに傳

ふるなかれ泣さけぶ勿れベテレアフラにて我塵

の中に輾びたり 11サピルに住る者よ汝ら裸にな

り辱を蒙りて進みゆけザアナンに住る者は敢て

出ずベテエゼルのの哀哭によりて汝らは立處を

得ず 12マロテに住る者は己の幸福につきて思ひ

なやむ其は災禍ヱホバより出てエルサレムの門

に臨めばなり 13ラキシに住る者よ馬に車をつな

げラキシはシオンの女の罪の根本なりイスラエ

ルの愆は汝の中に見ゆ 14この故に汝モレセテガ

テに離別の饋物を與へよアクジブの家々はイス

ラエルの王等におけること人を欺く溪川のごとく

なるべし 15マレシヤにすめる者よ我また汝の地

を獲べき者を汝に携へ往べしイスラエルの榮光

アドラムに往ん 16汝その悦ぶところの子等の故

によりて汝の髮を剃おろせ汝の首の剃し處を大

きくして鷲のごとくにせよ其は彼等擄へられて

汝を離るればなり

2その牀にありて不義を圖り惡事を工夫る者等
には禍あるべし彼らはその手に力あるが故に

天亮におよべばこれを行ふ 2彼らは田圃を貧りて

これを奪ひ家を貧りて是を取りまた人を虐げてそ

の家を掠め人を虐げてその產業をかすむ 3是故に

ヱホバかく言たまふ視よ我此族にむかひて災禍

を降さんと謀る汝らはその頸を是より脱するこ

と能はじまた首をあげて歩くこと能はざるべし

其時は災禍の時なればなり 4その日には人汝らに

つきて詩を作り悲哀の歌をもて悲哀て言ん事旣

にいたれり我等は悉く滅さる彼わが民の產業を

人に與ふ如何なれば我よりこれを離すや我儕の

田圃を違逆者に分ち與ふ 5然ば汝らヱホバの會衆

の中には籤によりて繩をうつ者一人も有じ 6預言

する勿れ彼らは預言す彼らは是等の者等にむか

ひて預言せじ恥辱彼らを離れざるべし 7汝ヤコブ

の家と稱へらるる者よヱホバの氣短からんやヱ

ホバの行爲是のごとくならんや我言は品行正直

者の益とならざらんや 8然るに我民は近頃起りて

敵となれり汝らは夫の戰爭を避て心配なく過る

ところの者等に就てその衣服の外衣を奪ひ 9我民

の婦女をその悦ぶところの家より逐いだしその子

等より我の妝飾を永く奪ふ 10起て去れ是は汝ら

の安息の地にあらず是は已に汚れたれば必ず汝

らを滅さん其滅亡は劇かるべし 11人もし風に歩

み謊言を宣べ我葡萄酒と濃酒の事につきて汝に預

言せんと言ことあらばその人はこの民の預言者と

ならん 12ヤコブよ我かならず汝をことごとく集

へ必ずイスラエルの遺餘者を聚めん而して我之

を同一に置てボヅラの羊のごとく成しめん彼ら

は人數衆きによりて牧塲の中なる群のごとくにそ

の聲をたてん 13打破者かれらに先だちて登彼ら

遂に門を打敗り之を通りて出ゆかん彼らの王そ

の前にたちて進みヱホバその首に立たまふべし

3我言ふヤコブの首領よイスラエルの家の侯伯
よ汝ら聽け公義は汝らの知べきことに非ずや

2汝らは善を惡み惡を好み民の身より皮を剥ぎ骨

より肉を剔り 3我民の肉を食ひその皮を剥ぎその

骨を碎きこれを切きざみて鍋に入る物のごとくし

鼎の中にいるる肉のごとくす 4然ば彼時に彼らヱ

ホバに呼はるともヱホバかれらに應へたまはじ

却てその時には面を彼らに隱したまはん彼らの

行惡ければなり 5我民を惑す預言者は齒にて噛べ

き物を受る時は平安あらんと呼はれども何をもそ

の口に與へざる者にむかひては戰門の準備をなす

ヱホバ彼らにつきて斯いひたまふ 6然ば汝らは夜

に遭べし復異象を得じ黑暗に遭べし復卜兆を得

じ日はその預言者の上をはなれて沒りその上は
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晝も暗かるべし 7見者は愧を抱き卜者は面を赧ら

め皆共にその唇を掩はん神の垂應あらざればな

り 8然れども我はヱホバの御靈によりて能力身に

滿ち公義および勇氣衷に滿ればヤコブにその愆を

示しイスラエルにその罪を示すことを得 9ヤコブ

の家の首領等およびイスラエルの家の牧伯等公義

を惡み一切の正直事を曲る者よ汝ら之を聽け 10

彼らは血をもてシオンを建て不義をもてエルサレ

ムを建つ 11その首領等は賄賂をとりて審判をな

しその祭司等は値錢を取て敎晦をなす又その預

言者等は銀子を取て占卜を爲しヱホバに倚賴みて

云ふヱホバわれらと偕に在すにあらずや然ば災

禍われらに降らじと 12是によりてシオンは汝の

ゆゑに田圃となりて耕へされエルサレムは石堆と

なり宮の山は樹の生しげる高處とならん

4末の日にいたりてヱホバの家の山諸の山の巓
に立ち諸の嶺にこえて高く聳へ萬民河のごと

く之に流れ歸せん 2即ち衆多の民來りて言ん去

來我儕ヱホバの山に登ヤコブの神の家にゆかん

ヱホバその道を我らに敎へて我らにその路を歩ま

しめたまはん律法はシオンより出でヱホバの言

はエルサレムより出べければなり 3彼衆多の民の

間を鞫き強き國を規戒め遠き處にまでも然したま

ふべし彼らはその劍を鋤に打かへその鎗を鎌に

打かへん國と國とは劍を擧て相攻めずまた重て

戰爭を習はじ 4皆その葡萄の樹の下に坐しその無

花果樹の下に居ん之を懼れしむる者なかるべし

萬軍のヱホバの口之を言ふ 5一切の民はみな各々

その神の名によりて歩む然れども我らはわれら

の神ヱホバの名によりて永遠に歩まん 6ヱホバ言

たまふ其日には我かの足蹇たる者を集へかの散

されし者および我が苦しめし者を聚め 7その足蹇

たる者をもて遺餘民となし遠く逐やられたりし者

をもて強き民となさん而してヱホバ、シオンの

山において今より永遠にこれが王とならん 8羊樓

シオンの女の山よ最初の權汝に歸らん即ちエル

サレムの女の國祚なんぢに歸るべし 9汝なにとて

喚叫ぶや汝の中に王なきや汝の議者絶果しや汝

は產婦のごとくに痛苦を懷くなり 10シオンの女

よ產婦のごとく劬勞て產め汝は今邑を出て野に

宿りバビロンに往ざるを得ず彼處にて汝救はれ

んヱホバ汝を彼處にて汝の敵の手より贖ひ取り

給ふべし 11今許多の國民あつまりて汝におしよ

せて言ふ願くはシオンの汚されんことを我ら目

にシオンを觀てなぐさまんと 12然ながら彼らは

ヱホバの思念を知ずまたその御謀議を曉らずヱ

ホバ麥束を打塲にあつむるごとくに彼らを聚め給

へり 13シオンの女よ起てこなせ我なんぢの角を

鐵にし汝の蹄を銅にせん汝許多の國民を打碎く

べし汝かれらの掠取物をヱホバに獻げ彼らの財

產を全地の主に奉納べし

5軍隊の女よ今なんぢ集りて隊をつくれ敵われ
らを攻圍み杖をもてイスラエルの士師の頬を

撃つ 2ベテレヘム、エフラタ汝はユダの郡中にて

小き者なり然れどもイスラエルの君となる者汝

の中より我ために出べしその出る事は古昔より

永遠の日よりなり 3是故に產婦の產おとすまで彼

等を付しおきたまはん然る後その遺れる兄弟イ

スラエルの子孫とともに歸るべし 4彼はヱホバの

力に由りその神ヱホバの名の威光によりて立てそ

の群を牧ひ之をして安然に居しめん今彼は大な

る者となりて地の極にまでおよばん 5彼は平和な

りアッスリヤ人われらの國に入り我らの宮殿を

踏あらさんとする時は我儕七人の牧者八人の人君

を立てこれに當らん 6彼ら劍をもてアッスリヤの

地をほろぼしニムロデの地の邑々をほろぼさん

アッスリヤの人我らの地に攻いり我らの境を踏あ

らす時には彼その手より我らを救はん 7ヤコブの

遺餘者は衆多の民の中に在こと人に賴ず世の人を

俟ずしてヱホバより降る露の如く靑草の上にふり

しく雨の如くならん 8ヤコブの遺餘者の國々にを

り衆多の民の中にをる樣は林の獸の中に獅子の居

るごとく羊の群の中に猛き獅子の居るごとくなら

んその過るときは踏みかつ裂ことをなす救ふ者

なし 9望らくは汝の手汝が諸の敵の上にあげられ

汝がもろもろの仇ことごとく絶れんことを 10ヱ

ホバ言たまふ其日には我なんぢの馬を汝の中より

絶ち汝の車を毀ち 11汝の國の邑々を絶し汝の一

切の城をことごとく圮さん 12我また汝の手より

魔術を絶ん汝の中に卜筮師無にいたるべし 13我

なんぢの彫像および柱像を汝の中より絶ん汝の

手にて作れる者を汝重て拜むこと無るべし 14我

また汝のアシラ像を汝の中より抜たふし汝の邑々

を滅さん 15而して我忿怒と憤恨をもてその聽從

はざる國民に仇を報いん

6請ふ汝らヱホバの宣まふところを聽け汝起あ
がりて山の前に辨爭へ崗に汝の聲を聽しめよ

2山々よ地の易ることなき基よ汝らヱホバの辨爭
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を聽けヱホバその民と辨爭を爲しイスラエルと

論ぜん 3我民よ我何を汝になししや何において

汝を疲勞たるや我にむかひて證せよ 4我はエジ

プトの國より汝を導きのぼり奴隸の家より汝を贖

ひいだしモーセ、アロンおよびミリアムを遣して

汝に先だたしめたり 5我民よ請ふモアブの王バラ

クが謀りし事およびベオルの子バラムがこれに應

へし事を念ひシツテムよりギルガルにいたるまで

の事等を念へ然らば汝ヱホバの正義を知ん 6我

ヱホバの前に何をもちゆきて高き神を拜せん燔

祭の物および當歳の犢をもてその御前にいたるべ

きか 7ヱホバ數千の牡羊萬流の油を悦びたまはん

か我愆のためにわが長子を獻げんか我靈魂の罪

のために我身の產を獻げんか 8人よ彼さきに善事

の何なるを汝に告たりヱホバの汝に要めたまふ

事は唯正義を行ひ憐憫を愛し謙遜りて汝の神とと

もに歩む事ならずや 9ヱホバの聲邑にむかひて呼

はる智慧ある者はなんぢの名を仰がん汝ら笞杖

および之をおくらんと定めし者に聽け 10惡人の

家に猶惡財ありや詛ふべき縮小たる升ありや 11

我もし正からざる權衡を用ひ袋に僞の碼子をいれ

おかば爭で潔からんや 12その富る人は強暴にて

充ち其居民は謊言を言ひその舌は口の中にて欺く

ことを爲す 13是をもて我も汝を撃て重傷を負は

せ汝の罪のために汝を滅す 14汝は食ふとも飽ず

腹はつねに空ならん汝は移すともつひに拯ふこ

とを得じ汝が拯ひし者は我これを劍に付すべし

15汝は種播とも刈ることあらず橄欖を踐ともその

油を身に抹ることあらず葡萄を踐ともその酒を

飮ことあらじ 16汝らはオムリの法度を守りアハ

ブの家の一切の行爲を行ひて彼等の謀計に遵ふ

是は我をして汝を荒さしめ且その居民を胡盧とな

さしめんが爲なり汝らはわが民の恥辱を任べし

7我は禍なるかな我の景况は夏の菓物を採る時
のごとく遺れる葡萄を斂むる時に似たり食ふ

べき葡萄あること無く我が心に嗜む初結の無花果

あること無し 2善人地に絶ゆ人の中に直き者なし

皆血を流さんと伏て伺ひ各々網をもてその兄弟を

獵る 3兩手は惡を善なすに急がし牧伯は要求め

裁判人は賄賂を取り力ある人はその心の惡き望を

言あらはし斯共にその惡をあざなひ合す 4彼らの

最も善き者も荊棘のごとく最も直き者も刺ある樹

の垣より惡し汝の觀望人の日すなはち汝の刑罰

の日いたる彼らの中に今混亂あらん 5汝ら伴侶

を信ずる勿れ朋友を恃むなかれ汝の懐に寢る者

にむかひても汝の口の戸を守れ 6男子は父を藐視

め女子は母の背き媳は姑に背かん人の敵はその

家の者なるべし 7我はヱホバを仰ぎ望み我を救ふ

神を望み俟つ我神われに聽たまふべし 8我敵人

よ我につきて喜ぶなかれ我仆るれば興あがる幽

暗に居ればヱホバ我の光となりたまふ 9ヱホバわ

が訴訟を理し我ために審判をおこなひたまふまで

我は忍びてその忿怒をかうむらん其は我これに

罪を得たればなりヱホバつひに我を光明に携へ

いだし給はん而して我ヱホバの正義を見ん 10わ

が敵これを見ん汝の神ヱホバは何處にをるやと

我に言る者恥辱をかうむらん我かれを目に見る

べし彼は街衢の泥のごとくに踏つけらるべし 11

汝の垣を築く日いたらん其日には法度遠く徙る

べし 12その日にはアッスリヤよりエジプトの邑

々より人々汝に來りエジプトより河まで海より海

まで山より山までの人々汝に來り就ん 13その日

地はその居民の故によりて荒はつべし是その行

爲の果報なり 14汝の杖をもて汝の民即ち獨離れ

てカルメルの中の林にをる汝の產業の羊を牧養ひ

之をして古昔の日のごとくバシヤンおよびギレア

デにおいて草を食はしめたまへ 15汝がエジプト

の國より出來し日のごとく我ふしぎなる事等を彼

にしめさん 16國々の民見てその一切の能力を恥

ぢその手を口にあてんその耳は聾となるべし 17

彼らは蛇のごとくに塵を餂め地に匍ふ者の如くに

その城より振ひて出で戰慄て我らの神ヱホバに詣

り汝のために懼れん 18何の神か汝に如ん汝は罪

を赦しその產業の遺餘者の愆を見過したまふなり

神は憐憫を悦ぶが故にその震怒を永く保ちたまは

ず 19ふたたび顧みて我らを憐み我らの愆を踏つ

け我らの諸の罪を海の底に投しづめたまはん 20

汝古昔の日われらの先祖に誓ひたりし其眞實をヤ

コブに賜ひ憐憫をアブラハムに賜はん
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ナホム書

1ニネベに關る重き預言エルコシ人ナホムの異
象の書 2ヱホバは妬みかつ仇を報ゆる神ヱホ

バは仇を報ゆる者また忿怒の主ヱホバは己に逆

らふ者に仇を報い己に敵する者にむかひて憤恨を

含む者なり 3ヱホバは怒ることの遲く能力の大な

る者また罰すべき者をば必ず赦すことを爲ざる

者ヱホバの道は旋風に在り大風に在り雲はその

足の塵なり 4彼海を指斥て之を乾かし河々をして

ことごとく涸しむバシヤンおよびカルメルの草

木は枯れレバノンの花は凋む 5彼の前には山々ゆ

るぎ嶺々溶く彼の前には地墳上り世界およびそ

の中に住む者皆ふきあげらる 6誰かその憤恨に當

ることを得ん誰かその燃る忿怒に堪ることを得

ん其震怒のそそぐこと火のごとし巖も之がため

に裂く 7ヱホバは善なる者にして患難の時の要害

なり彼は己に倚賴む者を善知たまふ 8彼みなぎ

る洪水をもてその處を全く滅し己に敵する者を幽

暗處に逐やりたまはん 9汝らヱホバに對ひて何を

謀るや彼全く滅したまふべし患難かさねて起ら

じ 10彼等むすびからまれる荊棘のごとくなると

も酒に浸りをるとも乾ける藁のごとくに焚つくさ

るべし 11ヱホバに對ひて惡事を謀る者一人汝の

中より出て邪曲なる事を勸む 12ヱホバかく言た

まふ彼等全くしてその數夥多しかるとも必ず芟

たふされて皆絶ん我前にはなんぢを苦めたれど

も重て汝を苦めじ 13いま我かれが汝に負せし軛

を碎き汝の縛を切はなすべし 14ヱホバ汝の事に

つきて命令を下す汝の名を負ふ者再び播るるこ

と有じ汝の神々の室より我雕像および鑄像を除

き絶べし我汝の墓を備へん汝輕ければなり 15嘉

音信を傳ふる者の脚山の上に見ゆ彼平安を宣ぶ

ユダよ汝の節筵を行ひ汝の誓願を果せ邪曲なる

者重て汝の中を通らざるべし彼は全く絶る

2撃破者攻のぼりて汝の前に至る汝城を守り路
を窺ひ腰を強くし汝の力を大に強くせよ 2ヱホ

バはヤコブの榮を舊に復してイスラエルの榮のご

とくしたまふ其は掠奪者これを掠めその葡萄蔓

を壞ひたればなり 3その勇士は楯を紅にしその軍

兵は紅に身を甲ふ其行伍を立つる時には戰車の

鐵灼燦て火のごとし鎗また閃めきふるふ 4戰車

街衢に狂ひ奔り大路に推あふ其形状火炬のごと

く其疾く馳すること電光の如し 5彼その將士を憶

ひいだす彼らはその途にて躓き仆れその石垣に

奔ゆき大楯を備ふ 6河々の門啓け宮消うせん 7こ

の事定まれり彼は裸にせられて擄はれゆきその

宮女胸を打て鴿のごとくに啼くべし 8ニネベはそ

の建し日より以來水の滿る池に似たりしがその民

今は逃奔る止れ止れと呼ども後を顧みる者なし 9

白銀を奪へよ黄金を奪へよその寳物限なく諸の

貴とき噐用夥多し 10滅亡たり空虚なれり荒果た

り心は消え膝は慄ひ腰には凡て劇しき痛あり面

はみな色を失ふ 11獅子の穴は何處ぞや少き獅子

の物を食ふ處は何處ぞや雄獅子雌獅子その小獅

子とともに彼處に歩むに之を懼れしむる者なし 12

雄獅子は小獅子のために物を噛ころし雌獅子の爲

に物をくびり殺しその掠獲たる物をもて穴に充し

その裂殺しし物をもて住所に滿す 13萬軍のヱホ

バ言たまふ視よ我なんぢに臨む我なんぢの戰車

を焚て煙となすべし汝の少き獅子はみな劍の殺

す所とならん我また汝の獲物を地より絶べし汝

の使者の聲かさねて聞ゆること無らん

3禍なるかな血を流す邑その中には全く詭譎お
よび暴行充ち掠め取ること息まず 2鞭の音あり

輪の轟く音あり馬は躍り跳ね車は輾り行く 3騎

兵馳のぼり劍きらめき鎗ひらめく殺さるる者夥

多しくして死屍山を爲し死骸限なし皆死屍に躓

きて倒る 4是はかの魔術の主なる美しき妓女多く

淫行を行ひその淫行をもて諸國を奪ひその魔術を

もて諸族を惑したるに因てなり 5萬軍のヱホバ言

たまふ視よ我なんぢに臨む我なんぢの裳裾を掲

げて面の上にまで及ぼし汝の陰所を諸民に見し汝

の羞る所を諸國に見すべし 6我また穢はしき物を

汝の上に投かけて汝を辱しめ汝をして賽物となら

しめん 7凡て汝を見る者はみな汝を避て奔り去り

ニネベは亡びたりと言ん誰か汝のために哀かん

や何處よりして我なんぢを弔ふ者を尋ね得んや 8

汝あにノアモンに愈らんやノアモンは河々の間

に立ち水をその周圍に環らし海をもて壕となし海

をもて垣となせり 9かつその勢力たる者はエテオ

ピア人およびエジプト人などにして限あらずフ

テ人ルビ人等汝を助けたりき 10然るに是も俘囚

となりて擄はれてゆきその子女は一切の衢の隅々

にて投付られて碎け又その尊貴者は籤にて分たれ

其大なる者はみな鏈に繋がれたり 11汝もまた酔

せられて終に隱匿ん汝もまた敵を避て逃るる處

を尋ね求めん 12汝の城々はみな初に結びし果の
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なれる無花果樹のごとし之を撼がせばその果落

て食はんとする者の口にいる 13汝の中にある民

は婦人のごとし汝の地の門はみな汝の敵の前に

廣く開きてあり火なんぢの關を焚ん 14汝水を汲

て圍まるる時の用に備へ汝の城々を堅くし泥の中

に入て踐て石灰を作りかつ瓦燒窰を修理へよ 15

其處にて火汝を燒き劍なんぢを斬ん其なんぢを

滅すこと吸蝗のごとくなるべし汝吸蝗のごとく

數多からば多かれ汝群蝗のごとく數多からば多

かれ 16汝はおのれの商賣を空の星よりも多くせ

り吸蝗掠めて飛さる 17汝の重臣は群蝗のごとく

汝の軍長は蝗の群のごとし寒き日には垣に巣窟

を構へ日出きたれば飛て去るその在る處を知る

者なし 18アッスリヤの王よ汝の牧者は睡り汝の

貴族は臥す又なんぢの民は山々に散さる之を聚

むる者なし 19汝の傷は愈ること無し汝の創は重

し汝の事を聞およぶ者はみな汝の故によりて手

を拍ん誰か汝の惡行を恒に身に受ざる者やある
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ハバクク書

1預言者ハバククが示を蒙りし預言の重負 2ヱホ

バよ我呼はるに汝の我に聽たまはざること何

時までぞや我なんぢにむかひて強暴を訴ふれど

も汝は助けたまはざるなり 3汝なにとて我に害惡

を見せたまふや何とて艱難を瞻望居たまふや奪

掠および強暴わが前に行はる且爭論あり鬪諍おこ

る 4是によりて律法弛み公義正しく行はれず惡き

者義しき者を圍むが故に公義曲りて行はる 5汝ら

國々の民の中を望み觀おどろけ駭け汝らの日に

我一の事を爲ん之を告る者あるとも汝ら信ぜざ

らん 6視よ我カルデヤ人を興さんとす是すなは

ち猛くまた荒き國人にして地を縦横に行めぐり

己の有ならざる住處を奪ふ者なり 7是は懼るべく

又驚くべし其是非威光は己より出づ 8その馬は

豹よりも迅く夜求食する豺狼よりも疾し其騎兵

は跑まはる即ちその騎兵は遠き處より來る其飛

ことは物を食はんと急ぐ鷲のごとし 9是は全く強

暴のために來り其面を前にむけて頻に進むその

俘虜を寄集むることは砂のごとし 10是は王等を

侮り君等を笑ひ諸の城々を笑ひ土を積あげてこれ

を取ん 11斯て風のごとくに行めぐり進みわたり

て罪を獲ん是は己の力を神とす 12ヱホバわが神

わが聖者よ汝は永遠より在すに非ずや我らは死

なじヱホバよ汝は是を審判のために設けたまへ

り磐よ汝は是を懲戒のために立たまへり 13汝は

目清くして肯て惡を觀たまはざる者肯て不義を

視たまはざる者なるに何ゆゑ邪曲の者を觀すて置

たまふや惡き者を己にまさりて義しき者を呑噬

ふに何ゆゑ汝默し居たまふや 14汝は人をして海

の魚のごとくならしめ君あらぬ昆蟲のごとくなら

しめたまふ 15彼鈎をもて之を盡く釣あげ網をも

て之を寄せ集め引網をもて之を捕ふるなり是に

因て彼歡び樂しむ 16是故に彼その網に犠牲を獻

げその引網に香を焚く其は之がためにその分肥

まさりその食饒になりたればなり 17然ど彼はそ

の網を傾けつつなほたえず國々の人を惜みなく殺

すことをするならんか

2我わが觀望所に立ち戍樓に身を置ん而して我
候ひ望みて其われに何と宣まふかを見わが訴

言に我みづから何と答ふべきかを見ん 2ヱホバわ

れに答へて言たまはく此默示を書しるして之を

板の上に明白に鐫つけ奔りながらも之を讀むべか

らしめよ 3この默示はなほ定まれる時を俟てその

終を急ぐなり僞ならず若し遲くあらば待べし必

ず臨むべし濡滯りはせじ 4視よ彼の心は高ぶりそ

の中にありて直からず然ど義き者はその信仰に

よりて活べし 5かの酒に耽る者は邪曲なる者なり

驕傲者にして安んぜず彼はその情慾を陰府のごと

くに濶くすまた彼は死のごとし又足ことを知ず

萬國を集へて己に歸せしめ萬民を聚めて己に就し

む (Sheol h7585) 6其等の民みな諺語をもて彼を評し

嘲弄の詩歌をもて彼を諷せざらんや即ち言ん己

に屬せざる物を積累ぬる者は禍なるかな斯て何

の時にまでおよばんや嗟かの質物の重荷を身に

負ふ者よ 7汝を噬む者にはかに興らざらんや汝

を惱ます者醒出ざらんや汝は之に掠めらるべし 8

汝衆多の國民を掠めしに因てその諸の民の遺れる

者なんぢを掠めん是人の血を流ししに因るまた

強暴を地上に行ひて邑とその内に住る一切の者と

に及ぼせしに因るなり 9災禍の手を免れんが爲に

高き處に巣を構へんとして己の家に不義の利を取

る者は禍なるかな 10汝は事を圖りて己の家に恥

辱を來らせ衆多の民を滅して自ら罪を取れり 11

石垣の石叫び建物の梁これに應へん 12血をもて

邑を建て惡をもて城を築く者は禍なるかな 13諸

の民は火のために勞し諸の國人は虚空事のために

疲る是は萬軍のヱホバより出る者ならずや 14ヱ

ホバの榮光を認むるの知識地上に充て宛然海を水

の掩ふが如くならん 15人に酒を飮せ己の忿怒を

酌和へて之を酔せ而して之が陰所を見んとする者

は禍なるかな 16汝は榮譽に飽ずして羞辱に飽り

汝もまた飮て汝の不割禮を露はせヱホバの右の

手の杯汝に巡り來るべし汝は汚なき物を吐て榮

耀を掩はん 17汝がレバノンに爲たる強暴と獣を

懼れしめしその殲滅とは汝の上に報いきたるべし

是人の血を流ししに因りまた強暴を地上に行ひて

邑とその内に住る一切の者とに及ぼししに因るな

り 18雕像はその作者これを刻みたりとて何の益

あらんや又鑄像および僞師は語はぬ偶像なれば

その像の作者これを作りて賴むとも何の益あらん

や 19木にむかひて興ませと言ひ語はぬ石にむか

ひて起たまへと言ふ者は禍なるかな是あに敎晦

を爲んや視よ是は金銀に着せたる者にてその中

には全く氣息なし 20然りといへどもヱホバはそ

の聖殿に在ますぞかし全地その御前に默すべし
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3シギヨノテに合せて歌へる預言者ハバクク
の祈禱 2ヱホバよ我なんぢの宣ふ所を聞て懼る

ヱホバよこの諸の年の中間に汝の運動を活齑かせ

たまへ此諸の年の間に之を顯現したまへ怒る時

にも憐憫を忘れ給はざれ 3神テマンより來り聖者

パラン山より臨みたまふ (セラ)其榮光諸天を蔽

ひ其讃美世界に徧ねし 4その朗耀は日のごとく光

線その手より出づ彼處はその權能の隱るる所な

り 5疫病その前に先だち行き熱病その足下より出

づ 6彼立て地を震はせ觀まはして萬國を戰慄しめ

たまふ永久の山は崩れ常磐の岡は陷る彼の行ひ

たまふ道は永久なり 7我觀るにクシヤンの天幕は

艱難に罹りミデアンの地の幃幕は震ふ 8ヱホバよ

汝は馬を驅り汝の拯救の車に乗りたまふ是河に

むかひて怒りたまふなるか河にむかひて汝の忿

怒を發したまふなるか海にむかひて汝の憤恨を

洩し給ふなるか 9汝の弓は全く嚢を出で杖は言を

もて言かためらる (セラ)汝は地を裂て河となし

給ふ 10山々汝を見て震ひ洪水溢れわたり淵聲を

出してその手を高く擧ぐ 11汝の奔る矢の光のた

め汝の鎗の電光のごとき閃燦のために日月その住

處に立とどまる 12汝は憤ほりて地を行めぐり怒

りて國民を踏つけ給ふ 13汝は汝の民を救んとて

出きたり汝の膏沃げる者を救はんとて臨みたま

ふ汝は惡き者の家の頭を碎きその石礎を露はし

て頸におよぼし給へり (セラ) 14汝は彼の鎗をも

てその將帥の首を刺とほし給ふ彼らは我を散さ

んとて大風のごとくに進みきたる彼らは貧き者

を密に呑ほろぼす事をもてその樂とす 15汝は汝

の馬をもて海を乗とほり大水の逆卷ところを渉り

たまふ 16我聞て膓を斷つ我唇その聲によりて震

ふ腐朽わが骨に入り我下體わななく其は我患難

の日の來るを待ばなり其時には即ち此民に攻寄

る者ありて之に押逼らん 17その時には無花果の

樹は花咲ず葡萄の樹には果ならず橄欖の樹の產

は空くなり田圃は食糧を出さず圏には羊絶え小

屋には牛なかるべし 18然ながら我はヱホバによ

りて樂みわが拯救の神によりて喜ばん 19主ヱホ

バは我力にして我足を鹿の如くならしめ我をし

て我高き處を歩ましめ給ふ伶長これを我琴にあ

はすべし
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ゼパニヤ書

1アモンの子ユダの王ヨシヤの世にゼパニヤに
臨めるヱホバの言ゼパニヤはクシの子クシは

ゲダリアの子ゲダリアはアマリヤの子アマリヤ

はヒゼキヤの子なり 2ヱホバ言たまふわれ地の

面よりすべての物をはらひのぞかん 3われ人と獣

畜をほろぼし空の鳥海の魚および躓礙になる者

と惡人とを滅さん我かならず地の面より人をほ

ろぼし絶んヱホバこれを言ふ 4我ユダとエルサ

レムの一切の居民との上に手を伸ん我この處よ

りかの漏のこれるバアルを絶ちケマリムの名を祭

司と與に絶ち 5また屋上にて天の衆軍を拜む者ヱ

ホバに誓を立てて拜みながらも亦おのれの王を指

て誓ふことをする者 6ヱホバに悖り離るる者ヱホ

バを求めず尋ねざる者を絶ん 7汝主ヱホバの前

に默せよそはヱホバの日近づきヱホバすでに犠

牲を備へその招くべき者をさだめ給ひたればなり

8ヱホバの犠牲の日に我もろもろの牧伯と王の子

等および凡て異邦の衣服を着る者を罰すべし 9そ

の日には我また凡て閾をとびこえ強暴と詭譎をも

て獲たる物をおのが主の家に滿す者等を罰せん 10

ヱホバ曰たまはくその日には魚の門より號呼の

聲おこり下邑より喚く聲おこり山々より大なる敗

壞おこらん 11マクテシの民よ汝ら叫べ其は商賣

する民悉くほろび銀を擔ふ者悉く絶たればなり

12その時はわれ燈をもちてエルサレムの中を尋ね

ん而して滓の上に居着て心の中にヱホバは福を

もなさず災をもなさずといふものを罰すべし 13

かれらの財寳は掠められ彼らの家は荒果んかれ

ら家を造るともその中に住ことを得ず葡萄を植

るともその葡萄酒を飮ことを得ざるべし 14ヱホ

バの大なる日近づけり近づきて速かに來る聽よ

是ヱホバの日なるぞ彼處に勇士のいたく叫ぶあ

り 15その日は忿怒の日患難および痛苦の日荒か

つ亡ぶるの日黑暗またをぐらき日濃き雲および

黑雲の日 16箛をふき鯨聲をつくり堅き城を攻め

高き櫓を攻るの日なり 17われ人々に患難を蒙ら

せて盲者のごとくに惑ひあるかしめん彼らヱホ

バにむかひて罪を犯したればなり彼らの血は流

されて塵のごとくになり彼らの肉は捨られて糞土

のごとくなるべし 18かれらの銀も金もヱホバの

烈き怒の日には彼らを救ふことあたはず全地そ

の嫉妬の火に呑るべし即ちヱホバ地の民をこと

ごとく滅したまはん其事まことに速なるべし

2汝等羞恥を知ぬ民早く自ら内に省みよ 2夫日は

糠粃の如く過ぎさる然ば詔言のいまだ行はれ

ざる先ヱホバの烈き怒のいまだ汝等に臨まざる先

ヱホバの忿怒の日のいまだ汝等にきたらざるさき

に自ら省みるべし 3すべてヱホバの律法を行ふ斯

地の遜るものよ汝等ヱホバを求め公義を求め謙

遜を求めよ然すれば汝等ヱホバの忿怒の日に或

は匿さるることあらん 4夫ガザは棄られアシケロ

ンは荒はてアシドドは白晝に逐はらはれエクロン

は抜さらるべし 5海邊に住る者およびケレテの國

民は禍なるかなベリシテ人の國カナンよヱホバ

の言なんぢらを攻む我なんぢを滅して住者なき

に至らしむべし 6海邊は必ず牧塲となり牧者の洞

および羊の牢そこに在ん 7此地はユダの家の殘餘

れる者に歸せん彼ら其處にて草飼ひ暮に至れば

アシケロンの家に臥んそは彼らの神ヱホバかれ

らを顧みその俘囚を歸したまふべければなり 8我

すでにモアブの嘲弄とアンモンの子孫の罵言を聞

けり彼らはわが民を嘲り自ら誇りて之が境界を

侵せしなり 9是故に萬軍のヱホバ、イスラエルの

神言たまふ我は活く必ずモアブはソドムのごと

くになりアンモンの子孫はゴモラのごとくになら

ん是は共に蕁麻の蔓延る處となり鹽坑の地とな

りて長久に荒はつべし我民の遺れる者かれらを

掠めわが國民の餘されたる者かれらを獲ん 10こ

の事の彼らに臨むはその傲慢による即ち彼ら萬

軍のヱホバの民を嘲りて自ら誇りたればなり 11

ヱホバは彼等に對ひては畏ろしくましまし地の諸

の神や饑し滅したまふなり諸の國の民おのおの

その處より出てヱホバを拜まん 12エテオピア人

よ汝等もまたわが劍にかかりて殺さる 13ヱホバ

北に手を伸てアッスリヤを滅したまはん亦ニネ

ベを荒して荒野のごとき旱地となしたまはん 14

而して畜の群もろもろの類の生物その中に伏し鸅

鸕および刺猬其柱の頂に住み囀る者の聲窓の内に

きこえ荒落たる物閾の上に積り香柏の板の細工露

顯になるべし 15是邑は驕り傲ぶりて安泰に立を

り唯我あり我の外には誰もなしと心の中に言つ

つありし者なるが斯も荒はてて畜獣の臥す處とな

る者かな此を過る者はみな嘶きて手をふるはん

3此暴虐を行ふ悖りかつ汚れたる邑は禍なるか
な 2是は聲を聽いれず敎晦を承ずヱホバに依賴
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まずおのれの神に近よらず 3その中にをる牧伯等

は吼る獅子の如くその審士は明旦までに何をも遺

さざる夜求食する狼のごとし 4その預言者は傲

りかつ詐る人なりその祭司は聖物を汚し律法を

破ることをなせり 5その中にいますヱホバは義く

して不義を行なひたまはず朝な朝な己の公義を顯

して缺ることなし然るに不義なる者は恥を知ず 6

我國々の民を滅したればその櫓は凡て荒たり我

これが街を荒凉れしめたれば往來する者なしそ

の邑々は滅びて人なく住む者なきに至れり 7われ

前に言り汝ただ我を畏れまた警敎を受べし然ら

ばその住家は我が凡て之につきて定めたる所の如

くに滅されざるべしと然るに彼等は夙に起て己

の一切の行状を壞れり 8ヱホバ曰たまふ是ゆゑ

に汝らわが起て獲物をする日いたるまで我を俟て

我もろもろの民を集へ諸の國を聚めてわが憤恨と

わが烈き忿怒を盡くその上にそそがんと思ひ定む

全地はわが嫉妬の火に燒ほろぼさるべし 9その時

われ國々の民に清き唇をあたへ彼らをして凡てヱ

ホバの名を呼しめ心をあはせて之につかへしめん

10わが散せし者等の女即ち我を拜む者エテオピア

の河々の彼旁よりもきたりて我に禮ものをささぐ

べし 11その日には汝われに對てをかしきたりし

諸の行爲をもて羞を得ことなかるべしその時に

は我なんぢの中より高ぶり樂む者等を除けば汝か

さねてわが聖山にて傲り高ぶることなければなり

12われ柔和にして貧き民をなんぢの中にのこさん

彼らはヱホバの名に依賴むべし 13イスラエルの

遺れる者は惡を行はず謊をいはずその口のうち

には詐僞の舌なし彼らは草食ひ臥やすまん之を

懼れしむる者なかるべし 14シオンの女よ歡喜の

聲を擧よイスラエルよ樂み呼はれエルサレムの

女よ心のかぎり喜び樂め 15ヱホバすでに汝の鞫

を止め汝の敵を逐はらひたまへりイスラエルの

王ヱホバ汝の中にいます汝はかさねて災禍にあ

ふことあらじ 16その日にはエルサレムに向ひて

言あらん懼るるなかれシオンよ汝の手をしなえ

垂るるなかれと 17なんぢの神ヱホバなんぢの中

にいます彼は拯救を施す勇士なり彼なんぢのた

めに喜び樂み愛の餘りに默し汝のために喜びて呼

はりたまふ 18われ節會のことにつきて憂ふるも

のを集めん彼等は汝より出し者なり恥辱かれら

に蒙むること重負のごとし 19視よその時われ汝

を虐遇る者を盡く處置し足蹇たるものを救ひ逐は

なたれたる者を集め彼らをして其羞辱を蒙りし一

切の國にて稱譽を得させ名を得さすべし 20その

時われ汝らを携へその時われ汝らを集むべし我

なんぢらの目の前において汝らの俘囚をかへし汝

らをして地上の萬國に名を得させ稱譽を得さすべ

しヱホバこれを言ふ
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ハガイ書

1ダリヨス王の二年六月其月の一日にヱホバの
言預言者ハガイによりてシヤルテルの子ユダ

の方伯ゼルバベルおよびヨザダクの子祭司の長

ヨシユアに臨めりいはく 2萬軍のヱホバかくいひ

たまふ是民はヱホバの殿を建べき時期未だ來らず

といへり 3ヱホバの言また預言者ハガイによりて

臨めり曰く 4此殿かく毀壞をれば汝等板をもては

れる家に居るべき時ならんや 5されば今萬軍のヱ

ホバかく曰たまふ汝等おのれの行爲を省察べし 6

汝らは多く播ども収入るところは少く食へども飽

ことを得ず飮ども滿足ことを得ず衣れども暖き

ことを得ず又工價を得るものは之を破れたる袋

に入る 7萬軍のヱホバまた曰たまふ汝等おのれ

の行爲を省察べし 8山に上り木を携へ來て殿を建

てよさすれば我これを悦び又榮光を受んヱホバ

これを言ふ 9なんぢら多く得んと望みたりしに反

て少かりき又汝等これを家に携へ歸りしとき我

これを吹はらへり萬軍のヱホバいひたまふ是何

故ぞや是は我が殿破壞をるに汝等おのおの己の

室に走り至ればなり 10この故になんぢらの上の

天は雨露を止め地はその產物を止めたり 11且わ

れ地にも山にも穀物にも新酒にも油にも地の生ず

る物にも人にも家畜にも手のもろもろの工にもす

べて毀壞を召きかうむらしめたり 12シヤルテル

の子ゼルバベルとヨザダクの子祭司の長ヨシユア

およびその殘れるすべての民ともに其神ヱホバの

聲と預言者ハガイの言に聽したがへり是は其神

ヱホバかれを遣したまひしに因る民みなヱホバ

の前に敬畏たり 13時にヱホバの使者ハガイ、ヱ

ホバの命により民に告て曰けるは我なんぢらと偕

に在りとヱホバ曰たまふと 14ヱホバ、シヤルテ

ルの子ユダの方伯ゼルバベルの心とヨザダクの子

祭司の長ヨシユアの心およびその殘れるすべての

民の心をふりおこしたまひければ彼等來りて其神

萬軍のヱホバの殿にて工作を爲り 15これダリヨ

ス王の二年六月二十四日なりき

2七月其月の二十一日ヱホバの言預言者ハガイ
によりて臨めり曰く 2シヤルテルの子ユダの方

伯ゼルバベルとヨザダクの子祭司の長ヨシユアお

よびその殘れる一切の民に告よ 3なんぢら遺れる

者の中この殿の從前の榮光を見しものは誰ぞや

今これを如何に見るやかの殿にくらぶれば是は

汝らの目に何もなきが如く見ゆるにあらずや 4ヱ

ホバ曰たまふゼルバベルよ自ら強くせよヨザダ

クの子祭司の長ヨシユアよ自ら強くせよヱホバ

言たまふこの地の民よ自らつよくしてはたらけ

我なんぢらとともに在り萬軍のヱホバこれを言

ふ 5汝らがエジプトよりいでし時わがなんぢらに

約せし言およびわが靈なほなんぢらの中に留れり

懼るるなかれ 6萬軍のヱホバかくいひたまふい

ま一度しばらくありてわれ天と地と海と陸とを震

動はん 7又われ萬國を震動はんまた萬國の願ふ

ところのもの來らん又われ榮光をもてこの殿に

充滿さん萬軍のヱホバこれを言ふ 8銀も我もの

なり金もわが物なりと萬軍のヱホバいひたまふ 9

この殿の後の榮光は從前の榮光より大ならんと萬

軍のヱホバいひたまふこの處においてわれ平康

をあたへんと萬軍のヱホバいひたまふ 10ダリヨ

スの二年九月二十四日ヱホバのことば預言者ハガ

イによりて臨めり曰く 11萬軍のヱホバかく曰た

まふ律法につきて祭司に問ふて曰ふべし 12人衣

の裾にて聖肉を携へたらんにその裾もしパン或は

羮あるひは酒あるひは油あるひは他の食物に捫ら

ばそれらは聖ものとなるや祭司たち答へて曰け

るはしからず 13ハガイまたいひけるは屍體に捫

りて汚れしもの若これらの物にさはらば其ものは

けがるべきや祭司等こたへて曰けるは汚れん 14

ここに於てハガイ答へて曰けるはヱホバ曰たまふ

我前此民もかくの如くまた此國もかくの如し又

其手の一切のわざもかくのごとく彼等がその處に

獻ぐるものもけがれたるものなり 15また今われ

汝らに乞この日より以前すなはちヱホバの殿に

て石の上に石の置れざりし時を憶念べし 16かの

時には二十舛もあるべき麥束につきてわづかに十

を得また酒榨につきて五十桶汲んとせしにただ

二十を得たるのみ 17汝が手をもて爲せる一切の

事に於てわれ不實穗と朽腐穗と雹を以てなんぢら

を撃りされど汝ら我にかへらざりきヱホバこれ

を言ふ 18なんぢらこの日より以前を憶念みよ即

ち九月二十四日よりヱホバの殿の基を置し日まで

をおもひ見よ 19種子なほ倉にあるや葡萄の樹無

花果の樹石榴の樹橄欖の樹もいまだ實を結ばざ

りき此日よりのちわれ汝らを惠まん 20此月の二

十四日にヱホバのことば再びハガイに臨めり曰く

21ユダの方伯ゼルバベルに告よわれ天地を震動ん

22列國の位を倒さんまた異邦の諸國の權勢を滅さ
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ん又車および之に駕る者を倒さん馬および之に

騎る者もおのおの其伴侶の劍によりてたふれん 23

萬軍のヱホバ曰たまはくシヤルテルの子わが僕ゼ

ルバベルよヱホバいふその日に我なんぢを取りな

んぢを印の如くにせんそはわれ汝をえらびたれ

ばなり萬軍のヱホバこれを言ふ
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ゼカリヤ書

1ダリヨスの二年八月のヱホバの言イドの子ベ
レキヤの子なる預言者ゼカリヤに臨めり云く 2

ヱホバいたく汝らの父等を怒りたまへり 3萬軍の

ヱホバかく言ふと汝かれらに告よ萬軍のヱホバ言

ふ汝ら我に歸れ萬軍のヱホバいふ我も汝らに歸ら

ん 4汝らの父等のごとくならざれ前の預言者等か

れらに向ひて呼はりて言り萬軍のヱホバかく言た

まふ請ふ汝らその惡き道を離れその惡き行を棄て

て歸れと然るに彼等は聽ず耳を我に傾けざりきヱ

ホバこれを言ふ 5汝らの父等は何處にありや預言

者たち永遠に生んや 6然ながら我僕なる預言者等

に我が命じたる吾言とわが法度とは汝らの父等に

追及たるに非ずや然ゆゑに彼らかへりて言り萬軍

のヱホバ我らの道に循ひ我らの行に循ひて我らに

爲んと思ひたまひし事を我らに爲たまへりと 7ダ

リヨスの二年十一月すなはちセバテといふ月の二

十四日にヱホバの言イドの子ベレキヤの子なる預

言者ゼカリヤに臨めり云く 8我夜觀しに一箇の人

赤馬に乗て谷の裏なる鳥拈樹の中に立ちその後に

赤馬駁馬白馬をる 9我わが主よ是等は何ぞやと問

けるに我と語ふ天の使われにむかひて是等の何な

るをわれ汝に示さんと言り 10鳥拈樹の中に立る

人答へて言けるは是等は地上を遍く歩かしめんと

てヱホバの遣したまひし者なりと 11彼ら答へて

鳥拈樹の中に立るヱホバの使に言けるは我ら地上

を行めぐり觀しに全地は穩にして安し 12ヱホバ

の使こたへて言ふ萬軍のヱホバよ汝いつまでヱル

サレムとユダの邑々を恤みたまはざるか汝はこれ

を怒りたまひてすでに七十年になりぬと 13ヱホ

バ我と語ふ天の使に嘉事慰事をもて答へたまへり

14かくて我と語ふ天の使我に言けるは汝呼はりて

言へ萬軍のヱホバかく言たまふ我ヱルサレムのた

めシオンのために甚だしく心を熱して嫉妬おもひ

15安居せる國々の民を太く怒る其は我すこしく怒

りしに彼ら力を出して之に害を加へたればなり 16

ヱホバかく言ふ是故に我憐憫をもてヱルサレムに

歸る萬軍のヱホバのたまふ我室その中に建られ量

繩ヱルサレムに張られん 17汝また呼はりて言へ

萬軍のヱホバかく宣ふ我邑々には再び嘉物あふれ

んヱホバふたたびシオンを慰め再びヱルサレムを

簡びたまふべしと 18かくて我目を擧て觀しに四

の角ありければ 19我に語ふ天の使に是等は何な

るやと問しに彼われに答へけるは是等はユダ、イ

スラエルおよびヱルサレムを散したる角なりと 20

時にヱホバ四箇の鍛冶を我に見し給へり 21我是

等は何を爲んとて來れるやと問しに斯こたへ給へ

り是等の角はユダを散して人にその頭を擧しめざ

りし者なるが今この四箇の者來りて之を威しかの

ユダの地にむかひて角を擧て之を散せし諸國の角

を擲たんとす

2茲に我目を擧て觀しに一箇の人量繩を手に執
居ければ 2汝は何處へ往くやと問しにヱルサレ

ムを量りてその廣と長の幾何なるを觀んとすと我

に答ふ 3時に我に語ふ天の使出行たりしが又一箇

の天の使出きたりて之に會ひ 4之に言けるは走ゆ

きてこの少き人に告て言へヱルサレムはその中に

人と畜と饒なるによりて野原のごとくに廣く亘る

べし 5ヱホバ言たまふ我その四周にて火の垣とな

りその中にて榮光とならん 6ヱホバいひたまふ來

れ來れ北の地より逃きたれ我なんぢらを四方の天

風のごとくに行わたらしむればなりヱホバこれを

言ふ 7來れバビロンの女子とともに居るシオンよ

遁れ來れ 8萬軍のヱホバかく言たまふヱホバ汝等

を擄へゆきし國々へ榮光のために我儕を遣したま

ふ汝らを打つ者は彼の目の珠を打なればなり 9即

ち我手をかれらの上に搖ん彼らは己に事へし者の

俘虜となるべし汝らは萬軍のヱホバの我を遣した

まへるなるを知ん 10ヱホバ言たまふシオンの女

子よ喜び樂め我きたりて汝の中に住ばなり 11そ

の日には許多の民ヱホバに附て我民とならん我な

んぢの中に住べし汝は萬軍のヱホバの我を遣した

まへるなるを知ん 12ヱホバ聖地の中にてユダを

取て己の分となし再びヱルサレムを簡びたまふべ

し 13ヱホバ起てその聖住所よりいでたまへば凡

そ血肉ある者ヱホバの前に粛然たれ

3彼祭司の長ヨシユアがヱホバの使の前に立ち
サタンのその右に立てこれに敵しをるを我に

見す 2ヱホバ、サタンに言たまひけるはサタンよ

ヱホバ汝をせむべし即ちヱルサレムを簡びしヱホ

バ汝をいましむ是は火の中より取いだしたる燃柴

ならずやと 3ヨシユア汚なき衣服を衣て使の前に

立をりしが 4ヱホバ己の前に立る者等に告て汚な

き衣服を之に脱せよと宣ひまたヨシユアに向ひて

觀よ我なんぢの罪を汝の身より取のぞけり汝に美

服を衣すべしと宣へり 5我また潔き冠冕をその首
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に冠らせよと言り是において潔き冠冕をその首に

冠らせ衣服をこれに衣すヱホバの使は立をる 6ヱ

ホバの使證してヨシユアに言ふ 7萬軍のヱホバか

く言たまふ汝もし我道を歩みわが職守を守らば我

家を司どり我庭を守ることを得ん我また此に立る

者等の中に往來する路を汝に與ふべし 8祭司の長

ヨシユアよ請ふ汝と汝の前に坐する汝の同僚とと

もに聽べし彼らは即ち前表となるべき人なり我か

ならず我僕たる枝を來らすべし 9ヨシユアの前に

我が立るところの石を視よ此一箇の石の上に七箇

の目あり我自らその彫刻をなす萬軍のヱホバこれ

を言ふなり我この地の罪を一日の内に除くべし 10

萬軍のヱホバ言たまふ其日には汝等おのおの互に

相招きて葡萄の樹の下無花果の樹の下にあらん

4我に語へる天の使また來りて我を呼醒せり我
は睡れる人の呼醒されしごとくなりき 2彼我に

むかひて汝何を見るやと言ければ我いへり我觀に

惣金の燈臺一箇ありてその頂に油を容る噐ありま

た燈臺の上に七箇の燭盞ありその燭盞は燈臺の頂

にありて之に各七本づつの管あり 3また燈臺の側

に橄欖の樹二本ありて一は油を容る噐の右にあり

一はその左にあり 4我答へて我と語ふ天の使の問

言けるは我主よ是等は何ぞやと 5我と語ふ天の使

我に答へて汝是等の何なるを知ざるかと言しによ

り我主よ知ずとわれ言り 6彼また答へて我に言け

るはゼルバベルにヱホバの告たまふ言は是のごと

し萬軍のヱホバ宣ふ是は權勢に由らず能力に由ら

ず我靈に由るなり 7ゼルバベルの前にあたれる大

山よ汝は何者ぞ汝は平地とならん彼は恩惠あれ之

に恩惠あれと呼はる聲をたてて頭石を曳いださん

8ヱホバの言われに臨めり云く 9ゼルバベルの手

この室の石礎を置たり彼の手これを成終ん汝しら

ん萬軍のヱホバ我を汝等に遣したまひしと 10誰

か小き事の日を藐視むる者ぞ夫の七の者は遍く全

地に往來するヱホバの目なり準繩のゼルバベルの

手にあるを見て喜ばん 11我また彼に問て燈臺の

右左にある此二本の橄欖の樹は何なるやと言ひ 12

重ねてまた彼に問て此二本の金の管によりて金の

油をその中より斟ぎ出す二枝の橄欖は何ぞやと言

しに 13彼われに答へて汝是等の何なるを知ざる

かと言ければ我主よ知ずと言けるに 14彼言らく

是等は油の二箇の子にして全地の主の前に立つ者

なり

5我また目を擧て觀しに卷物の飛あり 2彼われに

汝何を見るやと言ければ我言ふ我卷物の飛ぶ

を見る其長は二十キユビトその寛は十キユビト 3

彼またわれに言けるは是は全地の表面を往めぐる

呪詛の言なり凡て竊む者は卷物のこの面に照して

除かれ凡て誓ふ者は卷物の彼の面に照して除かる

べし 4萬軍のヱホバのたまふ我これを出せり是は

竊盗者の家に入りまた我名を指て僞り誓ふ者の家

に入てその家の中に宿りその木と石とを並せて盡

く之を燒べしと 5我に語へる天の使進み來りて我

に言けるは請ふ目を擧てこの出きたれる物の何な

るを見よ 6これは何なるやと我言ければ彼言ふ此

出來れる者はエパ舛なり又言ふ全地において彼等

の形状は是のごとしと 7かくて鉛の圓き蓋を取あ

ぐれば一人の婦人エパ舛の中に坐し居る 8彼是は

罪惡なりと言てその婦人をエパ舛の中に投いれ鉛

の錘をその舛の口に投かぶらせたり 9我また目を

擧て觀しに婦人二人出きたれり之に鶴の翼のごと

き翼ありてその翼風を含む彼等そのエパ舛を天地

の間に持擧ぐ 10我すなはち我に語ふ天の使にむ

かひて彼等エパ舛を何處へ携へゆくなるやと言け

るに 11彼我に言ふシナルの地にて之がために家

を建んとてなり是は彼處に置られてその臺の上に

立ん

6我また目を擧て觀しに四輌の車二の山の間よ
り出きたれりその山は銅の山なり 2第一の車に

は赤馬を着け第二の車には黑馬を着け 3第三の車

には白馬を着け第四の車には白點なる強馬を着く

4我すなはち我に語ふ天の使に問て我主よ是等は

何なるやと言けるに 5天の使こたへて我に言ふ是

は四の天風にして全地の主の前より罷り出たる者

なり 6黑馬は北の地をさして進み行き白馬その後

に從ふ又白點馬は南の地をさして進みゆき 7強馬

は進み出て地を徧く行めぐらんとす彼汝ら往き地

を徧くめぐれと言たまひければ則ち地を行めぐれ

り 8彼われを呼て我に告て言ふこの北の地に往る

者等は北の地にて我靈を安んず 9ヱホバの言われ

に臨めり曰く 10汝かの囚虜人の中の者ヘルダイ

、トビヤおよびヱダヤより取ことをせよ即ちその

日に汝かれらがバビロンより歸りて宿りをるゼパ

ニヤの子ヨシヤの家に到り 11金銀を取て冠冕を

造りヨザダクの子なる祭司の長ヨシユアの首にこ

れを冠らせ 12彼に語りて言べし萬軍のヱホバ斯

言たまふ視よ人ありその名を枝といふ彼おのれの
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處より生いでてヱホバの宮を建ん 13即ち彼者ヱ

ホバの宮を建て尊榮を帶びその位に坐して政事を

施しその位にありて祭司とならん此二の者の間に

平和の計議あるべし 14偖またその冠冕はヘレム

、トビヤ、ユダヤおよびゼパニヤの子ヘンの記念

のために之をヱホバの殿に納むべし 15遠き處の

者等來りてヱホバの殿を建ん而して汝らは萬軍の

ヱホバの我を遣したまひしなるを知にいたらん汝

らもし汝らの神ヱホバの聲に聽したがはば是のご

とくなるべし

7ダリヨス王の四年の九月すなはちキスリウと
いふ月の四日にヱホバの言ゼカリヤに臨めり 2

ベテルかの時シヤレゼル、レゲンメレクおよびそ

の從者を遣してヱホバを和めさせ 3かつ萬軍のヱ

ホバの室にをる祭司に問しめ且預言者に問しめて

言けらく我今まで年久しく爲きたりしごとく尚五

月をもて哭きかつ齋戒すべきやと 4ここにおいて

萬軍のヱホバの言我に臨めり云く 5國の諸民およ

び祭司に告て言へ汝らは七十年のあひだ五月と七

月とに斷食しかつ哀哭せしがその斷食せし時果し

て我にむかひて斷食せしや 6汝ら食ひかつ飮は全

く己のために食ひ己のために飮ならずや 7在昔ヱ

ルサレムおよび周圍の邑々人の住ふありて平安な

りし時南の地および平野にも人の住ひをりし時に

已往の預言者によりてヱホバの宣ひたりし言を汝

ら知ざるや 8ヱホバの言ゼカリヤに臨めり云く 9

萬軍のヱホバかく宣へり云く正義き審判を行ひ互

に相愛しみ相憐め 10寡婦孤兒旅客および貧者を

虐ぐるなかれ人を害せんと心に圖る勿れと 11然

るに彼等は肯て耳を傾けず背を向け耳を鈍くして

聽ず 12且その心を金剛石のごとくし萬軍のヱホ

バがその御霊をもて已往の預言者に由て傳へたま

ひし律法と言詞に聽したがはざりき是をもて大な

る怒萬軍のヱホバより出て臨めり 13彼かく呼は

りたれども彼等聽ざりき其ごとく彼ら呼はるとも

我聽じ萬軍のヱホバこれを言ふ 14我かれらをそ

の識ざる諸の國に吹散すべし其後にてこの地は荒

て往來する者なきに至らん彼等かく美しき國を荒

地となす

8萬軍のヱホバの言われに臨めり曰く 2萬軍のヱ

ホバかく言たまふ我シオンのために甚だしく

心を熱して妬く思ひ大なる忿怒を起して之がため

に妬く思ふ 3ヱホバかく言たまふ今我シオンに歸

れり我ヱルサレムの中に住んヱルサレムは誠實あ

る邑と稱へられ萬軍のヱホバの山は聖山と稱へら

るべし 4萬軍のヱホバかく言たまふヱルサレムの

街衢には再び老たる男老たる女坐せん皆年高くし

て各々杖を手に持べし 5またその邑の街衢には男

の兒女の兒滿て街衢に遊び戯れん 6萬軍のヱホバ

かく言たまふこの事その日には此民の遺餘者の目

に奇といふとも我目に何の奇きこと有んや萬軍の

ヱホバこれを言ふ 7萬軍のヱホバかく言たまふ視

よ我わが民を日の出る國より日の入る國より救ひ

出し 8かれらを携へ來りてヱルサレムの中に住し

めん彼らは我民となり我は彼らの神となりて共に

誠實と正義に居ん 9萬軍のヱホバかく言たまふ汝

ら萬軍のヱホバの室なる殿を建んとて其基礎を置

たる日に起りし預言者等の口の言詞を今日聞く者

よ汝らの腕を強くせよ 10此日の先には人も工の

價を得ず獸畜も工の價を得ず出者も入者も仇の故

をもて安然ならざりき即ち我人々をして互に相攻

しめたり 11然れども今は我此民の遺餘者に對す

ること曩の日の如くならずと萬軍のヱホバ言たま

ふ 12即ち平安の種子あるべし葡萄の樹は果を結

び地は產物を出し天は露を與へん我この民の遺餘

者にこれを盡く獲さすべし 13ユダの家およびイ

スラエルの家よ汝らが國々の中に呪詛となりしご

とく此度は我なんぢらを救ふて祝言とならしめん

懼るる勿れ汝らの腕を強くせよ 14萬軍のヱホバ

かく言たまふ在昔汝らの先祖我を怒らせし時に我

これに災禍を降さんと思ひて之を悔ざりき萬軍の

ヱホバこれを言ふ 15是のごとく我また今日ヱル

サレムとユダの家に福祉を降さんと思ふ汝ら懼る

る勿れ 16汝らの爲べき事は是なり汝ら各々たが

ひに眞實を言べし又汝等の門にて審判する時は眞

實を執て平和の審判を爲べし 17汝等すべて人の

災害を心に圖る勿れ僞の誓を好む勿れ是等はみな

我が惡む者なりとヱホバ言たまふ 18萬軍のヱホ

バの言われに臨めり云く 19萬軍のヱホバかく言

たまふ四月の斷食五月の斷食七月の斷食十月の斷

食かへつてユダの家の宴樂となり欣喜となり佳節

となるべし惟なんぢら眞實と平和を愛すべし 20

萬軍のヱホバかく言たまふ國々の民および衆多の

邑の居民來り就ん 21即ちこの邑の居民往てかの

邑の者に向ひ我儕すみやかに往てヱホバを和め萬

軍のヱホバを求めんと言んに我も往べしと答へん

22衆多の民強き國民ヱルサレムに來りて萬軍のヱ

ホバを求めヱホバを和めん 23萬軍のヱホバかく



ゼカリヤ書 608

言たまふ其日には諸の國語の民十人にてユダヤ人

一箇の裾を拉へん即ち之を拉へて言ん我ら汝らと

與に往べし其は我ら神の汝らと偕にいますを聞た

ればなり

9ヱホバの言詞の重負ハデラクの地に臨むダマ
スコはその止る所なりヱホバ世の人を眷みイ

スラエルの一切の支派を眷みたまへばなり 2之に

界するハマテも然りツロ、シドンも亦はなはだ怜

悧ければ同じく然るべし 3ツロは自己のために城

郭を構へ銀を塵のごとくに積み金を街衢の土のご

とくに積めり 4視よ主これを攻取り海にて之が力

を打ほろぼしたまふべし是は火にて焚うせん 5ア

シケロンこれを見て懼れガザもこれを見て太く慄

ふエクロンもその望む所の者辱しめらるるに因て

亦然りガザには王絶えアシケロンには住者なきに

至らん 6アシドドにはまた雑種の民すまん我ペリ

シテ人が誇る所の者を絶べし 7我これが口より血

を取除き之が齒の間より憎むべき物を取除かん是

も遺りて我儕の神に歸しユダの牧伯のごとくに成

べしまたエクロンはヱブス人のごとくになるべし

8我わが家のために陣を張て敵軍に當り之をして

往來すること無らしめん虐遇者かさねて逼ること

無るべし我いま我目をもて親ら見ればなり 9シオ

ンの女よ大に喜べヱルサレムの女よ呼はれ視よ汝

の王汝に來る彼は正義して拯救を賜り柔和にして

驢馬に乗る即ち牝驢馬の子なる駒に乗るなり 10

我エフライムより車を絶ちヱルサレムより馬を絶

ん戰爭弓も絶るべし彼國々の民に平和を諭さん其

政治は海より海に及び河より地の極におよぶべし

11汝についてはまた汝の契約の血のために我かの

水なき坑より汝の被俘人を放ち出さん 12望を懷

く被俘人よ汝等城に歸れ我今日もなほ告て言ふ我

かならず倍して汝等に賚ふべし 13我ユダを張て

弓となしエフライムを矢となして之につがへんシ

オンよ我汝の人々を振起してギリシヤの人々を攻

しめ汝をして大丈夫の劍のごとくならしむべし 14

ヱホバこれが上に顯れてその箭を電光のごとくに

射いだしたまはん主ヱホバ喇叭を吹ならし南の暴

風に乗て出來まさん 15萬軍のヱホバ彼らを護り

たまはん彼等は食ふことを爲し投石器の石を踏つ

けん彼等は飮ことを爲し酒に醉るごとくに聲を擧

ん其これに盈さるることは血を盛る鉢のごとく祭

壇の隅のごとくなるべし 16彼らの神ヱホバ當日

に彼らを救ひその民を羊のごとくに救ひたまはん

彼等は冠冕の玉のごとくになりて其地に輝くべし

17その福祉は如何計ぞや其美麗は如何計ぞや穀物

は童男を長ぜしめ新酒は童女を長ぜしむ

10汝ら春の雨の時に雨をヱホバに乞へヱホバは
電光を造り大雨を人々に賜ひ田野において草

蔬を各々に賜ふべし 2夫テラピムは空虚き事を言

ひ卜筮師はその見る所眞實ならずして虚僞の夢を

語る其慰むる所は徒然なり是をもて民は羊のごと

くに迷ひ牧者なきに因て惱む 3我牧者にむかひて

怒を發す我牡山羊を罰せん萬軍のヱホバその群な

るユダの家を顧み之をしてその美しき軍馬のごと

くならしめたまふ 4隅石彼より出で釘かれより出

で軍弓かれより出で宰たる者みな齊く彼より出ん

5彼等戰ふ時は勇士のごとくにして街衢の泥の中

に敵を蹂躙らんヱホバかれらとともに在せば彼ら

戰はん馬に騎れる者等すなはち媿を抱くべし 6我

ユダの家を強くしヨセフの家を救はん我かれらを

恤むが故に彼らをして歸り住しめん彼らは我に棄

られし事なきが如くなるべし我は彼らの神ヱホバ

なり我かれらに聽べし 7エフライム人は勇士に等

しくして酒を飮たるごとく心に歡ばん其子等は見

て喜びヱホバに因て心に樂しまん 8我かれらに向

ひて嘯きて之を集めん其は我これを贖ひたればな

り彼等は昔殖増たる如くに殖増ん 9我かれらを國

々の民の中に捲ん彼等は遠き國において我をおぼ

へん彼らは其子等とともに生ながらへて歸り來る

べし 10我かれらをエジプトの國より携へかへり

アッスリヤより彼等を集めギレアデの地およびレ

バノンに彼らを携へゆかんその居處も無きほどな

るべし 11彼艱難の海を通り海の浪を撃破りたま

ふナイルの淵は盡く涸るアッスリヤの傲慢は卑く

せられエジプトの杖は移り去ん 12我彼らをして

ヱホバに由て強くならしめん彼等はヱホバの名を

もて歩まんヱホバこれを言たまふ

11レバノンよ汝の門を啓き火をして汝の香柏を
焚しめよ 2松よ叫べ香柏は倒れ威嚴樹はそこ

なはれたりバシヤンの橡よ叫べ高らかなる林は倒

れたり 3牧者の叫ぶ聲あり其榮そこなはれたれば

なり猛き獅子の吼る聲ありヨルダンの叢そこなは

れたればなり 4我神ヱホバかく言たまふ宰らるべ

き羔を牧へ 5之を買ふ者は之を宰るとも罪なし之

を賣る者は言ふ我富を得ればヱホバを祝すべしと

其牧者もこれを惜まざるなり 6ヱホバ言たまふ我

かさねて地の居民を惜まじ視よ我人を各々その隣
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人の手に付しその王の手に付さん彼ら地を荒すべ

し我これを彼らの手より救ひ出さじ 7我すなはち

其宰らるべき羊を牧り是は最も憫然なる羊なり我

みづから二本の杖を取り一を恩と名け一を結と名

けてその羊を牧り 8我一月に牧者三人を絶り我心

に彼らを厭ひしが彼等も心に我を惡めり 9我いへ

り我は汝らを飼はじ死る者は死に絶るる者は絶れ

遺る者は互にその肉を食ひあふべし 10我恩とい

ふ杖を取て之を折れり是諸の民に立し我契約を廢

せんとてなりき 11是は其日に廢せられたり是に

於てかの我に聽したがひし憫然なる羊は之をヱホ

バの言なりしと知れり 12我彼らに向ひて汝等も

し善と視なば我價を我に授けよ若しからずば止め

よと言ければ彼等すなはち銀三十を權りて我價と

せり 13ヱホバ我に言たまひけるは彼等に我が估

價せられしその善價を陶人に投あたへよと我すな

はち銀三十を取てヱホバの室に投いれて陶人に歸

せしむ 14我また結といふ杖を折れり是ユダとイ

スラエルの間の和好を絶んとてなりき 15ヱホバ

我に言たまはく汝また愚なる牧者の器を取れ 16

視よ我地に一人の牧者を興さん彼は亡ぶる者を顧

みず迷へる者を尋ねず傷つける者を醫さず健剛な

る者を飼はず肥たる者の肉を食ひ且その蹄を裂ん

17其羊の群を棄る惡き牧者は禍なるかな劍その腕

に臨みその右の目に臨まん其腕は全く枯えその右

の目は全く盲れん

12イスラエルにかかはるヱホバの言詞の重負
ヱホバ即ち天を舒べ地の基を置ゑ人のうちの

靈魂を造る者言たまふ 2視よ我ヱルサレムをして

その周圍の國民を蹌踉はする杯とならしむべしヱ

ルサレムの攻圍まるる時是はユダにも及ばん 3其

日には我ヱルサレムをして諸の國民に對ひて重石

とならしむべし之を持擧る者は大傷を受ん地上の

諸國みな集りて之に攻寄べし 4ヱホバ言たまふ當

日には我一切の馬を撃て駭かせその騎手を撃て狂

はせん而して我ユダの家の上に我目を開き諸の國

民の馬を撃て盲になすべし 5ユダの牧伯等その心

の中に謂んヱルサレムの居民はその神萬軍のヱホ

バに由て我力となるべしと 6當日には我ユダの牧

伯等をして薪の下にある火盤のごとく麥束の下に

ある炬火のごとくならしむべし彼等は右左にむか

ひその周圍の國民を盡く焚んヱルサレム人はなほ

ヱルサレムにてその本の處に居ことを得べし 7ヱ

ホバまづユダの幕屋を救ひたまはん是ダビデの家

の榮およびヱルサレムの居民の榮のユダに勝るこ

と無らんためたり 8當日ヱホバ、ヱルサレムの居

民を護りたまはん彼らの中の弱き者もその日には

ダビデのごとくなるべしまたダビデの家は神のご

とく彼らに先だつヱホバの使のごとくなるべし 9

その日には我ヱルサレムに攻きたる國民をことご

とく滅すことを務むべし 10我ダビデの家および

ヱルサレムの居民に恩惠と祈禱の靈をそそがん彼

等はその刺たりし我を仰ぎ觀獨子のため哭くがご

とく之がために哭き長子のために悲しむがごとく

之がために痛く悲しまん 11その日にはヱルサレ

ムに大なる哀哭あらん是はメギドンの谷なるハダ

デリンモンに在し哀哭のごとくなるべし 12國中

の族おのおの別れ居て哀哭べし即ちダビデの族別

れ居て哀哭きその妻等別れ居て哀哭きナタンの家

の族別れ居て哀哭きその妻等別れ居て哀哭かん 13

レビの家の族別れ居て哀哭きその妻等別れ居て哀

哭きシメイの族別れ居て哀哭きその妻等わかれ居

て哀哭かん 14その他の族も凡て然りすなはち族

おのおの別れ居て哀哭きその妻等別れ居て哀哭く

べし

13その日罪と汚穢を清むる一の泉ダビデの家と
ヱルサレムの居民のために開くべし 2萬軍の

ヱホバ言たまふ其日には我地より偶像の名を絶の

ぞき重て人に記憶らるること無らしむべし我また

預言者および汚穢の靈を地より去しむべし 3人も

しなほ預言することあらば其生の父母これに言ん

汝は生べからず汝はヱホバの名をもて虚僞を語る

なりと而してその生の父母これが預言しをるを刺

ん 4その日には預言者等預言するに方りてその異

象を羞ん重て人を欺かんために毛衣を纒はじ 5彼

言ん我は預言者にあらず地を耕へす者なり即ち我

は若き時より人に買れたりと 6若これに向ひて然

らば汝の兩手の間の傷は何ぞやと言あらば是は我

が愛する者の家にて受たる傷なりと答へん 7萬軍

のヱホバ言たまふ劍よ起て我牧者わが伴侶なる人

を攻よ牧者を撃て然らばその羊散らん我また我手

を小き者等の上に伸べし 8ヱホバ言たまふ全地の

人二分は絶れて死に三分の一はその中に遺らん 9

我その三分の一を携へて火にいれ銀を熬分るごと

くに之を熬分け金を試むるごとくに之を試むべし

彼らわが名を呼ん我これにこたへん我これは我民

なりと言ん彼等またヱホバは我神なりと言ん
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14視よヱホバの日來る汝の貨財奪はれて汝の中
にて分たるべし 2我萬國の民を集めてヱルサ

レムを攻撃しめん邑は取られ家は掠められ婦女は

犯され邑の人は半は擄へられてゆかん然どその餘

の民は邑より絶れじ 3その時ヱホバ出きたりて其

等の國人を攻撃たまはん在昔その軍陣の日に戰ひ

たまひしごとくなるべし 4其日にはヱルサレムの

前に當りて東にあるところの橄欖山の上に彼の足

立たん而して橄欖山その眞中より西東に裂て甚だ

大なる谷を成しその山の半は北に半は南に移るべ

し 5汝らは我山の谷に逃いらん其山の谷はアザル

にまで及ぶべし汝らはユダの王ウジヤの世に地震

を避て逃しごとくに逃ん我神ヱホバ來りたまはん

諸の聖者なんぢとともなるべし 6その日には光明

なかるべく輝く者消うすべし 7茲に只一の日ある

べしヱホバこれを知たまふ是は晝にもあらず夜に

もあらず夕暮の頃に明くなるべし 8その日に活る

水ヱルサレムより出でその半は東の海にその半は

西の海に流れん夏も冬も然あるべし 9ヱホバ全地

の王となりたまはん其日には只ヱホバのみ只その

御名のみにならん 10全地はアラバのごとくなり

てゲバよりヱルサレムの南のリンモンまでの間の

ごとくなるべし而してヱルサレムは高くなりてそ

の故の處に立ちベニヤミンの門より第一の門の處

に及び隅の門にいたりハナニエルの戍樓より王の

酒榨倉までに渉るべし 11その中には人住ん重て

呪詛あらじヱルサレムは安然に立べし 12ヱルサ

レムを攻撃し諸の民にヱホバ災禍を降してこれを

撃なやましたまふこと是のごとくなるべし即ち彼

らその足にて立をる中に肉腐れ目その孔の中にて

腐れ舌その口の中にて腐れん 13その日にはヱホ

バかれらをして大に狼狽しめたまはん彼らは各々

人の手を執へん此手と彼手撃あふべし 14ユダも

またヱルサレムに於て戰ふべしその四周の一切の

國人の財寳金銀衣服など甚だ多く聚められん 15

また馬騾駱駝驢馬およびその諸營の一切の家畜の

蒙る災禍もこの災禍のごとくなるべし 16ヱルサ

レムに攻きたりし諸の國人の遺れる者はみな歳々

に上りきてその王なる萬軍のヱホバを拜み結茅の

節を守るにいたるべし 17地上の諸族の中その王

なる萬軍のヱホバを拜みにヱルサレムに上らざる

者の上には凡て雨ふらざるべし 18例ばエジプト

の族もし上り來らざる時はその上に雨ふらじヱホ

バその結茅の節を守りに上らざる一切の國人を撃

なやます災禍を之に降したまふべし 19エジプト

の罪凡て結茅の節を守りに上り來らざる國人の罪

是のごとくなるべし 20その日には馬の鈴にまで

ヱホバに聖としるさん又ヱホバの家の鍋は壇の前

の鉢と等しかるべし 21ヱルサレムおよびユダの

鍋は都て萬軍のヱホバの聖物となるべし凡そ犠牲

を獻ぐる者は來りてこれを取り其中にて祭肉を煮

ん其日には萬軍のヱホバの室に最早カナン人あら

ざるべし
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マラキ書

1これマラキに托てイスラエルに臨めるヱホバ
の言の重負なり 2ヱホバ曰たまふ我汝らを愛し

たり然るに汝ら云ふ汝いかに我儕を愛せしやと

ヱホバいふエサウはヤコブの兄に非ずやされど

我はヤコブを愛し 3エサウを惡めり且つわれ彼

の山を荒し其嗣業を山犬にあたへたり 4エドムは

我儕ほろぼされたれども再び荒たる所を建んとい

ふによりて萬軍のヱホバかく曰たまふ彼等は建

んされど我これを倒さん人は彼等を惡境とよび

又ヱホバの恒に怒りたまふ人民と稱へん 5汝らこ

れを目に見て云んヱホバはイスラエルの地に大

なりと 6子は其父を敬ひ僕はその主を敬ふされ

ば我もし父たらば我を敬ふこと安にあるや我も

し主たらば我をおそるること安にあるやなんぢ

ら我が名を藐視る祭司よと萬軍のヱホバいひたま

ふ然るに汝曹はいふ我儕何に汝の名を藐視りし

やと 7汝ら汚れたるパンをわが壇の上に獻げしか

して言ふ我儕何に爾を汚せしやと汝曹ヱホバの

臺は卑しきなりと云しがゆゑなり 8汝ら盲目なる

者を犠牲に獻ぐるは惡に非ずや又跛足なるもの

と病者を獻ぐるは惡に非ずや今これを汝の方伯

に獻げよされば彼なんぢを悦ぶや汝を受納るや

萬軍のヱホバこれをいふ 9請ふ汝ら神に我らをあ

はれみ給はんことをもとめよこれらは凡て汝ら

の手になれり彼なんぢらを納んや萬軍のヱホバ

これを言ふ 10汝らがわが壇の上にいたづらに火

をたくこと無らんために汝らの中一人扉を閉づる

者あらまほしわれ汝らを悦ばず又なんぢらの手

より獻物を受じと萬軍のヱホバいひ給ふ 11日の

出る處より沒る處までの列國の中に我名は大なら

ん又何處にても香と潔き獻物を我名に獻げんそ

はわが名列國の中に大なるべければなりと萬軍の

ヱホバいひ給ふ 12しかるになんぢら之を褻した

りそは爾曹はヱホバの臺は汚れたりまた其果す

なはちその食物は卑しと云ばなり 13なんぢらは

又如何に煩勞しきことにあらずやといひ且これを

藐視たり萬軍のヱホバこれをいふ又なんぢらは

奪ひし物跛足たる者病る者を携へ來れり汝らか

く獻物を携へ來ればわれ之を汝らの手より受べけ

んやヱホバこれをいひ給へり 14群の中に牡ある

に誓を立てて疵あるものをヱホバに獻ぐる詐僞者

は詛はるべしそは我は大なる王また我名は列國

に畏れらるべきなればなり萬軍のヱホバこれを

いふ

2祭司等よ今この命令なんぢらにあたへらる 2萬

軍のヱホバいひたまふ汝等もし聽きしたがは

ず又これを心にとめず我名に榮光を歸せずばわれ

汝らの上に詛を來らせん又なんぢらの祝福を詛

はんわれすでに此等を詛へり汝らこれを心にと

めざりしに因てなり 3視よ我なんぢらのために種

をいましめんまた糞すなはち汝らの犠牲の糞を

汝らの面の上に撒さん汝らこれとともに携へさ

られん 4わが此命令をなんぢらに下し與ふるは我

契約をしてレビに保たしめんためなるを汝ら知る

べし萬軍のヱホバこれをいふ 5わが彼と結びし

契約は生命と平安とにあり我がこれを彼に與へ

しは彼に我を畏れしめんが爲なり彼われを懼れ

わが名の前にをののけり 6眞理の法彼の口に在て

不義その口唇にあらず彼平安と公義をとりて我

とともにあゆみ又多の人を不義より立歸らせたり

き 7夫れ祭司の口唇に知識を持べく又人彼の口よ

り法を諮詢べしそは祭司は萬軍のヱホバの使者

なればなり 8しかるに汝らは道を離れ衆多の人を

法に躓礙かせレビの契約を壞りたり萬軍のヱホ

バこれをいふ 9汝らは我道を守らず法をおこなふ

に當りて人に偏りし故にわれも汝らを一切の民の

前に輕められまた賤められしむ 10我儕の父は皆

同一なるにあらずやわれらを造りし神は同一な

るにあらずや我儕先祖等の契約を破りて各々お

のれの兄弟にいつはりを行ふは何ぞ 11ユダは誓

約にそむけりイスラエル及びエルサレムの中に

は憎むべき事行はるすなはちユダはヱホバの愛

したまふ聖所を褻して他神の女をめとれり 12ヱ

ホバこれをおこなふ人をば主なるものをも事ふる

者をもヤコブの幕屋よりのぞきたまはん萬軍の

ヱホバに獻物をささぐるものにてもまた然り 13

つぎに又なんぢらはこれをなせり即ち涙と泣と

歎とをもてヱホバの壇をおほはしめたり故に彼

もはや獻物を顧みずまたこれを汝らの手より悦び

納たまはざるなり 14汝らはなほ何故ぞやと言ふ

そは是はヱホバ汝となんぢの若き時の妻の間にい

りて證をなしたまへばなり彼はなんぢの伴侶汝

が契約をなせし妻なるに汝誓約に背きてこれを棄

つ 15ヱホバは只一を造りたまひしにあらずやさ

れども彼にはなほ靈の餘ありき何故にひとつの

みなりしや是は神を敬虔の裔を得んが爲なりき
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故になんぢら心に謹みその若き時の妻を誓約にそ

むきて棄るなかれ 16イスラエルの神ヱホバいひ

たまふわれは離縁を惡みまた虐遇をもて其衣を

蔽ふ人を惡む故に汝ら誓約にそむきて妻を待遇

はざるやう心につつしむべし萬軍のヱホバこれ

をいふ 17なんぢらは言をもてヱホバを煩勞はせ

りされど汝ら言ふ何にわづらはせしやと如何と

なればなんぢら凡て惡をなすものはヱホバの目に

善と見えかつ彼に悦ばると言ひまた審判の神は

安にあるやといへばなり

3視よ我わが使者を遣さんかれ我面の前に道を
備へんまた汝らが求むるところの主すなはち

汝らの悦樂ぶ契約の使者忽然その殿に來らん視

よ彼來らんと萬軍のヱホバ云たまふ 2されど其來

る日には誰か堪えんやその顯著る時には誰か立

えんや彼は金をふきわくる者の火の如く布晒の

灰汁のごとくならん 3かれは銀をふきわけてこれ

を潔むる者のごとく坐せん彼はレビの裔を潔め

金銀の如くかれらをきよめん而して彼等は義を

もて獻物をヱホバにささげん 4その時ユダとエル

サレムの獻物はむかし日の如く又先の年のごとく

ヱホバに悦ばれん 5われ汝らにちかづきて審判を

なし巫術者にむかひ姦淫を行ふ者にむかひ僞の誓

をなせる者にむかひ傭人の價金をかすめ寡婦と孤

子をしへたげ異邦人を推抂げ我を畏れざるものど

もにむかひて速に證をなさんと萬軍のヱホバ云た

まふ 6それわれヱホバは易らざる者なり故にヤ

コブの子等よ汝らは亡されず 7なんぢら其先祖等

の日よりこのかたわが律例をはなれてこれを守ら

ざりき我にかへれわれ亦なんぢらに歸らん萬軍

のヱホバこれを言ふ然るに汝らはわれら何にお

いてかへるべきやと言り 8ひと神の物をぬすむこ

とをせんやされど汝らはわが物を盗めり汝らは

又何において汝の物をぬすみしやといへり十分

の一および獻物に於てなり 9汝らは呪詛をもて詛

はるまたなんぢら一切の國人はわが物をぬすめ

り 10わが殿に食物あらしめんために汝ら什一を

すべて我倉にたづさへきたれ而して是をもて我

を試みわが天の窓をひらきて容べきところなきま

でに恩澤を汝らにそそぐや否やを見るべし萬軍

のヱホバこれを言ふ 11我また噬食ふ者をなんぢ

らの爲に抑へてなんぢらの地の產物をやぶらざら

しめん又なんぢらの葡萄の樹をして時のいたら

ざる前にその實を圃におとさざらしめん萬軍の

ヱホバこれをいふ 12又萬國の人なんぢらを幸福

なる者ととなへんそは汝ら樂しき地となるべけ

ればなり萬軍のヱホバこれをいふ 13ヱホバ云た

まふ汝らは言詞をはげしくして我に逆らへりし

かるも汝らは我儕なんぢらにさからひて何をいひ

しやといへり 14汝らは言らく神に服事ることは

徒然なりわれらその命令をまもりかつ萬軍のヱ

ホバの前に悲みて歩みたりとて何の益あらんや 15

今われらは驕傲ものを幸福なりと稱ふまた惡を

おこなふものも盛になり神を試むるものすらも

救はると 16その時ヱホバをおそるる者互に相か

たりヱホバ耳をかたむけてこれを聽たまへりま

たヱホバを畏るる者およびその名を記憶る者のた

めにヱホバの前に記念の書をかきしるせり 17萬

軍のヱホバいひたまふ我わが設くる日にかれら

をもて我寳となすべしまた人の己につかふる子

をあはれむがごとく我彼等をあはれまん 18その

時汝らは更にまた義者と惡きものと神に服事るも

のと事へざる者との區別をしらん

4萬軍のヱホバいひたまふ視よ爐のごとくに燒
る日來らんすべて驕傲者と惡をおこなふ者は

藁のごとくにならん其きたらんとする日彼等を

燒つくして根も枝ものこらざらしめん 2されど我

名をおそるる汝らには義の日いでて昇らんその

翼には醫す能をそなへん汝らは牢よりいでし犢

の如く躍跳ん 3又なんぢらは惡人を踐つけん即

ちわが設くる日にかれらは汝らの脚の掌の下にあ

りて灰のごとくならん萬軍のヱホバこれを言ふ 4

なんぢらわが僕モーセの律法をおぼえよすなは

ち我がホレブにてイスラエル全體のために彼に命

ぜし法度と誡命をおぼゆべし 5視よヱホバの大な

る畏るべき日の來るまへにわれ預言者エリヤを汝

らにつかはさん 6かれ父の心にその子女の心を慈

はせ子女の心にその父をおもはしめん是は我が

來りて詛をもて地を撃ことなからんためなり



新約聖書



かくてイエス言ひたまふ『父よ、彼らを赦し給へ、その爲す所を知らざればなり』

彼らイエスの衣を分ちて鬮取にせり、

ルカの福音書 23:34
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マタイの福音書

1アブラハムの子、ダビデの子、イエス・キリ
ストの系圖。 2アブラハム、イサクを生み、イ

サク、ヤコブを生み、ヤコブ、ユダとその兄弟ら

とを生み、 3ユダ、タマルによりてパレスとザラ

とを生み、パレス、エスロンを生み、エスロン、

アラムを生み、 4アラム、アミナダブを生み、ア

ミナダブ、ナアソンを生み、ナアソン、サルモン

を生み、 5サルモン、ラハブによりてボアズを生

み、ボアズ、ルツによりてオベデを生み、オベデ

、エツサイを生み、 6エツサイ、ダビデ王を生め

り。ダビデ、ウリヤの妻たりし女によりてソロモ

ンを生み、 7ソロモン、レハベアムを生み、レハ

ベアム、アビヤを生み、アビヤ、アサを生み、 8

アサ、ヨサパテを生み、ヨサパテ、ヨラムを生み

、ヨラム、ウジヤを生み、 9ウジヤ、ヨタムを生

み、ヨタム、アハズを生み、アハズ、ヒゼキヤを

生み、 10ヒゼキヤ、マナセを生み、マナセ、ア

モンを生み、アモン、ヨシヤを生み、 11バビロ

ンに移さるる頃、ヨシヤ、エコニヤとその兄弟ら

とを生めり。 12バビロンに移されて後、エコニ

ヤ、サラテルを生み、サラテル、ゾロバベルを生

み、 13ゾロバベル、アビウデを生み、アビウデ

、エリヤキムを生み、エリヤキム、アゾルを生み

、 14アゾル、サドクを生み、サドク、アキムを

生み、アキム、エリウデを生み、 15エリウデ、

エレアザルを生み、エレアザル、マタンを生み、

マタン、ヤコブを生み、 16ヤコブ、マリヤの夫

ヨセフを生めり。此のマリヤよりキリストと稱ふ

るイエス生れ給へり。 17されば總て世をふる事

、アブラハムよりダビデまで十四代、ダビデより

バビロンに移さるるまで十四代、バビロンに移さ

れてよりキリストまで十四代なり。 18イエス・

キリストの誕生は左のごとし。その母マリヤ、ヨ

セフと許嫁したるのみにて、未だ偕にならざりし

に、聖靈によりて孕り、その孕りたること顯れ

たり。 19夫ヨセフは正しき人にして、之を公然

にするを好まず、私に離縁せんと思ふ。 20かく

て、これらの事を思ひ囘らしをるとき、視よ、主

の使、夢に現れて言ふ『ダビデの子ヨセフよ、妻

マリヤを納るる事を恐るな。その胎に宿る者は聖

靈によるなり。 21かれ子を生まん、汝その名を

イエスと名づくべし。己が民をその罪より救ひ給

ふ故なり』 22すべて此の事の起りしは、預言者

によりて主の云ひ給ひし言の成就せん爲なり。曰

く、 23『視よ、處女みごもりて子を生まん。そ

の名はインマヌエルと稱へられん』之を釋けば、

神われらと偕に在すといふ意なり。 24ヨセフ寐

より起き、主の使の命ぜし如くして妻を納れたり

。 25されど子の生るるまでは、相知る事なかり

き。かくてその子をイエスと名づけたり。

2イエスはヘロデ王の時、ユダヤのベツレヘム
に生れ給ひしが、視よ、東の博士たちエルサ

レムに來りて言ふ、 2『ユダヤ人の王とて生れ給

へる者は、何處に在すか。我ら東にてその星を見

たれば、拜せんために來れり』 3ヘロデ王これを

聞きて惱みまどふ、エルサレムも皆然り。 4王

、民の祭司長・學者らを皆あつめて、キリストの

何處に生るべきを問ひ質す。 5かれら言ふ『ユダ

ヤのベツレヘムなり。それは預言者によりて、 6

「ユダの地ベツレヘムよ、汝はユダの長たちの中

にて最小き者にあらず、汝の中より一人の君い

でて、わが民イスラエルを牧せん」と録されたる

なり』 7ここにヘロデ密に博士たちを招きて、星

の現れし時を詳細にし、 8彼らをベツレヘムに遣

さんとして言ふ『往きて幼兒のことを細にたづね

、之にあはば我に告げよ。我も往きて拜せん』 9

彼ら王の言をききて往きしに、視よ、前に東にて

見し星、先だちゆきて、幼兒の在すところの上に

止る。 10かれら星を見て、歡喜に溢れつつ、 11

家に入りて、幼兒のその母マリヤと偕に在すを見

、平伏して拜し、かつ寶の匣をあけて、黄金・乳

香・沒藥など禮物を献げたり。 12かくて夢にて

ヘロデの許に返るなとの御告を蒙り、ほかの路よ

り己が國に去りゆきぬ。 13その去り往きしのち

、視よ、主の使、夢にてヨセフに現れていふ『起

きて、幼兒とその母とを携へ、エジプトに逃れ、

わが告ぐるまで彼處に留れ。ヘロデ幼兒を索めて

亡さんとするなり』 14ヨセフ起きて、夜の間に

幼兒とその母とを携へて、エジプトに去りゆき、

15ヘロデの死ぬるまで彼處に留りぬ。これ主が預

言者によりて『我エジプトより我が子を呼び出せ

り』と云ひ給ひし言の成就せん爲なり。 16ここ

にヘロデ、博士たちに賺されたりと悟りて、甚だ

しく憤ほり、人を遣し、博士たちに由りて詳細に

せし時を計り、ベツレヘム及び凡てその邊の地方

なる、二歳以下の男の兒をことごとく殺せり。
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17ここに預言者エレミヤによりて云はれたる言は

成就したり。曰く、 18『聲ラマにありて聞ゆ、

慟哭なり、いとどしき悲哀なり。ラケル己が子ら

を歎き、子等のなき故に慰めらるるを厭ふ』 19

ヘロデ死にてのち、視よ、主の使、夢にてエジプ

トなるヨセフに現れて言ふ、 20『起きて、幼兒

とその母とを携へ、イスラエルの地にゆけ。幼兒

の生命を索めし者どもは死にたり』 21ヨセフ起

きて、幼兒とその母とを携へ、イスラエルの地に

到りしに、 22アケラオその父ヘロデに代りてユ

ダヤを治むと聞き、彼處に往くことを恐る。また

夢にて御告を蒙り、ガリラヤの地方に退き、 23

ナザレといふ町に到りて住みたり。これは預言者

たちに由りて、『彼はナザレ人と呼ばれん』と云

はれたる言の成就せん爲なり。

3その頃バプテスマのヨハネ來り、ユダヤの荒
野にて教を宣べて言ふ 2『なんぢら悔改めよ、

天國は近づきたり』 3これ預言者イザヤによりて

、斯く云はれし人なり、曰く『荒野に呼はる者の

聲す「主の道を備へ、その路すぢを直くせよ」』

4このヨハネは駱駝の毛織衣をまとひ、腰に皮の

帶をしめ、蝗と野蜜とを食とせり。 5ここにエル

サレム及びユダヤ全國、またヨルダンの邊なる全

地方の人々、ヨハネの許に出できたり、 6罪を言

ひ表し、ヨルダン川にてバプテスマを受けたり。

7ヨハネ、パリサイ人およびサドカイ人のバプテ

スマを受けんとて、多く來るを見て、彼らに言ふ

『蝮の裔よ、誰が汝らに、來らんとする御怒を避

くべき事を示したるぞ。 8さらば悔改に相應しき

果を結べ。 9汝ら「われらの父にアブラハムあり

」と心のうちに言はんと思ふな。我なんぢらに告

ぐ、神は此らの石よりアブラハムの子らを起し得

給ふなり。 10斧ははや樹の根に置かる。されば

凡て善き果を結ばぬ樹は、伐られて火に投げ入れ

らるべし。 11我は汝らの悔改のために、水にて

バプテスマを施す。されど我より後にきたる者は

、我よりも能力あり、我はその鞋をとるにも足ら

ず、彼は聖靈と火とにて汝らにバプテスマを施

さん。 12手には箕を持ちて禾場をきよめ、その

麥は倉に納め、殼は消えぬ火にて燒きつくさん』

13ここにイエス、ヨハネにバプテスマを受けんと

て、ガリラヤよりヨルダンに來り給ふ。 14ヨハ

ネ之を止めんとして言ふ『われは汝にバプテスマ

を受くべき者なるに、反つて我に來り給ふか』 15

イエス答へて言ひたまふ『今は許せ、われら斯く

正しき事をことごとく爲遂ぐるは、當然なり』ヨ

ハネ乃ち許せり。 16イエス、バプテスマを受け

て直ちに水より上り給ひしとき、視よ、天ひらけ

、神の御靈の、鴿のごとく降りて己が上にきたる

を見給ふ。 17また天より聲あり、曰く『これは

我が愛しむ子、わが悦ぶ者なり』

4ここにイエス御靈によりて荒野に導かれ給ふ
、惡魔に試みられんとするなり。 2四十日四

十夜斷食して、後に飢ゑたまふ。 3試むる者き

たりて言ふ『汝もし神の子ならば、命じて此等

の石をパンと爲らしめよ』 4答へて言ひ給ふ『「

人の生くるはパンのみに由るにあらず、神の口よ

り出づる凡ての言に由る」と録されたり』 5ここ

に惡魔イエスを聖なる都につれゆき、宮の頂上に

立たせて言ふ、 6『汝もし神の子ならば己が身を

下に投げよ。それは「なんぢの爲に御使たちに命

じ給はん。彼ら手にて汝を支へ、その足を石にう

ち當つること無からしめん」と録されたるなり』

7イエス言ひたまふ『「主なる汝の神を試むべか

らず」と、また録されたり』 8惡魔またイエスを

最高き山につれゆき、世のもろもろの國と、そ

の榮華とを示して言ふ、 9『汝もし平伏して我を

拜せば、此等を皆なんぢに與へん』 10ここにイ

エス言ひ給ふ『サタンよ、退け「主なる汝の神を

拜し、ただ之にのみ事へ奉るべし」と録されたる

なり』 11ここに惡魔は離れ去り、視よ、御使た

ち來り事へぬ。 12イエス、ヨハネの囚はれし事

をききて、ガリラヤに退き、 13後ナザレを去り

て、ゼブルンとナフタリとの境なる、海邊のカペ

ナウムに到りて住み給ふ。 14これは預言者イザ

ヤによりて云はれたる言の成就せん爲なり。曰く

15『ゼブルンの地、ナフタリの地、海の邊、ヨル

ダンの彼方、異邦人のガリラヤ、 16暗きに坐す

る民は、大なる光を見、死の地と死の蔭とに坐す

る者に、光のぼれり』 17この時よりイエス教を

宣べはじめて言ひ給ふ『なんぢら悔改めよ、天國

は近づきたり』 18かくて、ガリラヤの海邊をあ

ゆみて、二人の兄弟ペテロといふシモンとその兄

弟アンデレとが、海に網うちをるを見給ふ、か

れらは漁人なり。 19これに言ひたまふ『我に從

ひきたれ、さらば汝らを人を漁る者となさん』 20

かれら直ちに網をすてて從ふ。 21更に進みゆき

て、また二人の兄弟、ゼベダイの子ヤコブとその
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兄弟ヨハネとが、父ゼベダイとともに舟にありて

網を繕ひをるを見て呼び給へば、 22直ちに舟と

父とを置きて從ふ。 23イエスあまねくガリラヤ

を巡り、會堂にて教をなし、御國の福音を宣べつ

たへ、民の中のもろもろの病、もろもろの疾患を

いやし給ふ。 24その噂あまねくシリヤに弘り、

人々すべての惱めるもの、即ちさまざまの病と苦

痛とに罹れるもの、惡鬼に憑かれたるもの、癲癇

および中風の者などを連れ來りたれば、イエス之

を醫したまふ。 25ガリラヤ、デカポリス、エル

サレム、ユダヤ及びヨルダンの彼方より、大なる

群衆きたり從へり。

5イエス群衆を見て、山にのぼり、座し給へば
、弟子たち御許にきたる。 2イエス口をひらき

、教へて言ひたまふ、 3『幸福なるかな、心の貧

しき者。天國はその人のものなり。 4幸福なるか

な、悲しむ者。その人は慰められん。 5幸福なる

かな、柔和なる者。その人は地を嗣がん。 6幸福

なるかな、義に飢ゑ渇く者。その人は飽くことを

得ん。 7幸福なるかな、憐憫ある者。その人は憐

憫を得ん。 8幸福なるかな、心の清き者。その人

は神を見ん。 9幸福なるかな、平和ならしむる者

。その人は神の子と稱へられん。 10幸福なるか

な、義のために責められたる者。天國はその人の

ものなり。 11我がために、人なんぢらを罵り、

また責め、詐りて各樣の惡しきことを言ふときは

、汝ら幸福なり。 12喜びよろこべ、天にて汝ら

の報は大なり。汝等より前にありし預言者たち

をも、斯く責めたりき。 13汝らは地の鹽なり、

鹽もし效力を失はば、何をもてか之に鹽すべき。

後は用なし、外にすてられて人に蹈まるるのみ。

14汝らは世の光なり。山の上にある町は隱るるこ

となし。 15また人は燈火をともして升の下にお

かず、燈臺の上におく。かくて燈火は家にある凡

ての物を照すなり。 16かくのごとく汝らの光を

人の前にかがやかせ。これ人の汝らが善き行爲を

見て、天にいます汝らの父を崇めん爲なり。 17

われ律法また預言者を毀つために來れりと思ふな

。毀たんとて來らず、反つて成就せん爲なり。 18

誠に汝らに告ぐ、天地の過ぎ往かぬうちに、律

法の一點、一畫も廢ることなく、ことごとく全う

せらるべし。 19この故にもし此等のいと小き誡

命の一つをやぶり、且その如く人に教ふる者は、

天國にて最小き者と稱へられ、之を行ひ、かつ

人に教ふる者は、天國にて大なる者と稱へられん

。 20我なんぢらに告ぐ、汝らの義、學者・パリ

サイ人に勝らずば、天國に入ること能はず。 21

古への人に「殺すなかれ、殺す者は審判にあふべ

し」と云へることあるを汝等きけり。 22されど

我は汝らに告ぐ、すべて兄弟を怒る者は、審判に

あふべし。また兄弟に對ひて、愚者よといふ者

は、衆議にあふべし。また痴者よといふ者は、ゲ

ヘナの火にあふべし。 (Geenna g1067) 23この故に汝

もし供物を祭壇にささぐる時、そこにて兄弟に怨

まるる事あるを思ひ出さば、 24供物を祭壇のま

へに遺しおき、先づ往きて、その兄弟と和睦し、

然るのち來りて、供物をささげよ。 25なんぢを

訴ふる者とともに途に在るうちに、早く和解せよ

。恐らくは、訴ふる者なんぢを審判人にわたし

、審判人は下役にわたし、遂になんぢは獄に入

れられん。 26まことに汝に告ぐ、一厘ものこり

なく償はずば、其處をいづること能はじ。 27「

姦淫するなかれ」と云へることあるを汝等きけ

り。 28されど我は汝らに告ぐ、すべて色情を懷

きて女を見るものは、既に心のうち姦淫したるな

り。 29もし右の目なんぢを躓かせば、抉り出し

て棄てよ、五體の一つ亡びて、全身ゲヘナに投げ

入れられぬは益なり。 (Geenna g1067) 30もし右の手

なんぢを躓かせば、切りて棄てよ、五體の一つ亡

びて、全身ゲヘナに往かぬは益なり。 (Geenna g1067)

31また「妻をいだす者は離縁状を與ふべし」と云

へることあり。 32されど我は汝らに告ぐ、淫行

の故ならで其の妻をいだす者は、これに姦淫を行

はしむるなり。また出されたる女を娶るものは、

姦淫を行ふなり。 33また古への人に「いつはり

誓ふなかれ、なんぢの誓は主に果すべし」と云へ

る事あるを汝ら聞けり。 34されど我は汝らに告

ぐ、一切ちかふな、天を指して誓ふな、神の御座

なればなり。 35地を指して誓ふな、神の足臺な

ればなり。エルサレムを指して誓ふな、大君の都

なればなり。 36己が頭を指して誓ふな、なんぢ

頭髮一筋だに白くし、また黒くし能はねばなり

。 37ただ然り然り、否否といへ、之に過ぐるは

惡より出づるなり。 38「目には目を、齒には齒

を」と云へることあるを汝ら聞けり。 39されど

我は汝らに告ぐ、惡しき者に抵抗ふな。人もし汝

の右の頬をうたば、左をも向けよ。 40なんぢを

訟へて下衣を取らんとする者には、上衣をも取ら
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せよ。 41人もし汝に一里ゆくことを強ひなば、

共に二里ゆけ。 42なんぢに請ふ者にあたへ、借

らんとする者を拒むな。 43「なんぢの隣を愛し

、なんぢの仇を憎むべし」と云へることあるを汝

等きけり。 44されど我は汝らに告ぐ、汝らの仇

を愛し、汝らを責むる者のために祈れ。 45これ

天にいます汝らの父の子とならん爲なり。天の父

は、その日を惡しき者のうへにも善き者のうへに

も昇らせ、雨を正しき者にも正しからぬ者にも降

らせ給ふなり。 46なんぢら己を愛する者を愛す

とも何の報をか得べき、取税人も然するにあらず

や。 47兄弟にのみ挨拶すとも何の勝ることかあ

る、異邦人も然するにあらずや。 48さらば汝ら

の天の父の全きが如く、汝らも全かれ。

6汝ら見られんために己が義を人の前にて行は
ぬやうに心せよ。然らずば、天にいます汝ら

の父より報を得じ。 2さらば施濟をなすとき、僞

善者が人に崇められんとて會堂や街にて爲すごと

く、己が前にラッパを鳴すな。誠に汝らに告ぐ、

彼らは既にその報を得たり。 3汝は施濟をなすと

き、右の手のなすことを左の手に知らすな。 4是

はその施濟の隱れん爲なり。さらば隱れたるに見

たまふ汝の父は報い給はん。 5なんぢら祈るとき

、僞善者の如くあらざれ。彼らは人に顯さんとて

、會堂や大路の角に立ちて祈ることを好む。誠に

汝らに告ぐ、かれらは既にその報を得たり。 6な

んぢは祈るとき、己が部屋にいり、戸を閉ぢて隱

れたるに在す汝の父に祈れ。さらば隱れたるに見

給ふなんぢの父は報い給はん。 7また祈るとき、

異邦人の如くいたづらに言を反復すな。彼らは言

多きによりて聽かれんと思ふなり。 8さらば彼ら

に效ふな、汝らの父は求めぬ前に、なんぢらの必

要なる物を知りたまふ。 9この故に汝らは斯く祈

れ。「天にいます我らの父よ、願はくは御名の崇

められん事を。 10御國の來らんことを。御意の

天のごとく地にも行はれん事を。 11我らの日用

の糧を今日もあたへ給へ。 12我らに負債ある者

を我らの免したる如く、我らの負債をも免し給へ

。 13我らを嘗試に遇はせず、惡より救ひ出した

まへ」 14汝等もし人の過失を免さば、汝らの天

の父も汝らを免し給はん。 15もし人を免さずば

、汝らの父も汝らの過失を免し給はじ。 16なん

ぢら斷食するとき、僞善者のごとく、悲しき面容

をすな。彼らは斷食することを人に顯さんとて、

その顏色を害ふなり。誠に汝らに告ぐ、彼らは

既にその報を得たり。 17なんぢは斷食するとき

、頭に油をぬり、顏をあらへ。 18これ斷食する

ことの人に顯れずして、隱れたるに在す汝の父に

あらはれん爲なり。さらば隱れたるに見たまふ汝

の父は報い給はん。 19なんぢら己がために財寶

を地に積むな、ここは蟲と錆とが損ひ、盜人うが

ちて盜むなり。 20なんぢら己がために財寶を天

に積め、かしこは蟲と錆とが損はず、盜人うがち

て盜まぬなり。 21なんぢの財寶のある所には、

なんぢの心もあるべし。 22身の燈火は目なり。

この故に汝の目ただしくば、全身あかるからん。

23されど汝の目あしくば、全身くらからん。もし

汝の内の光、闇ならば、その闇いかばかりぞや。

24人は二人の主に兼ね事ふること能はず、或はこ

れを憎み彼を愛し、或はこれに親しみ彼を輕しむ

べければなり。汝ら神と富とに兼ね事ふること能

はず。 25この故に我なんぢらに告ぐ、何を食ひ

、何を飮まんと生命のことを思ひ煩ひ、何を著ん

と體のことを思ひ煩ふな。生命は糧にまさり、體

は衣に勝るならずや。 26空の鳥を見よ、播かず

、刈らず、倉に收めず、然るに汝らの天の父は、

これを養ひたまふ。汝らは之よりも遙に優るる者

ならずや。 27汝らの中たれか思ひ煩ひて身の長

一尺を加へ得んや。 28又なにゆゑ衣のことを思

ひ煩ふや。野の百合は如何にして育つかを思へ、

勞せず、紡がざるなり。 29されど我なんぢらに

告ぐ、榮華を極めたるソロモンだに、その服裝こ

の花の一つにも及かざりき。 30今日ありて明日

爐に投げ入れらるる野の草をも、神はかく裝ひ給

へば、まして汝らをや、ああ信仰うすき者よ。 31

さらば何を食ひ、何を飮み、何を著んとて思ひ煩

ふな。 32是みな異邦人の切に求むる所なり。汝

らの天の父は、凡てこれらの物の汝らに必要なる

を知り給ふなり。 33まづ神の國と神の義とを求

めよ、さらば凡てこれらの物は汝らに加へらるべ

し。 34この故に明日のことを思ひ煩ふな、明日

は明日みづから思ひ煩はん。一日の苦勞は一日に

て足れり。

7なんぢら人を審くな、審かれざらん爲なり。
2己がさばく審判にて己もさばかれ、己がはか

る量にて己も量らるべし。 3何ゆゑ兄弟の目にあ

る塵を見て、おのが目にある梁木を認めぬか。 4

視よ、おのが目に梁木のあるに、いかで兄弟にむ
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かひて、汝の目より塵をとり除かせよと言ひ得ん

や。 5僞善者よ、まづ己が目より梁木をとり除け

、さらば明かに見えて、兄弟の目より塵を取りの

ぞき得ん。 6聖なる物を犬に與ふな。また眞珠を

豚の前に投ぐな。恐らくは足にて蹈みつけ、向き

返りて汝らを噛みやぶらん。 7求めよ、さらば與

へられん。尋ねよ、さらば見出さん。門を叩け、

さらば開かれん。 8すべて求むる者は得、たづぬ

る者は見いだし、門をたたく者は開かるるなり。

9汝等のうち、誰かその子パンを求めんに石を與

へ、 10魚を求めんに蛇を與へんや。 11さらば、

汝ら惡しき者ながら、善き賜物をその子らに與ふ

るを知る。まして天にいます汝らの父は、求むる

者に善き物を賜はざらんや。 12さらば凡て人に

爲られんと思ふことは、人にも亦その如くせよ。

これは律法なり、預言者なり。 13狹き門より入

れ、滅にいたる門は大きく、その路は廣く、之よ

り入る者おほし。 14生命にいたる門は狹く、そ

の路は細く、之を見出す者すくなし。 15僞預言

者に心せよ、羊の扮裝して來れども、内は奪ひ掠

むる豺狼なり。 16その果によりて彼らを知るべ

し。茨より葡萄を、薊より無花果をとる者あらん

や。 17斯く、すべて善き樹は善き果をむすび、

惡しき樹は惡しき果をむすぶ。 18善き樹は惡し

き果を結ぶこと能はず、惡しき樹はよき果を結ぶ

こと能はず。 19すべて善き果を結ばぬ樹は、伐

られて火に投げ入れらる。 20さらばその果によ

りて彼らを知るべし。 21我に對ひて主よ主よと

いふ者、ことごとくは天國に入らず、ただ天にい

ます我が父の御意をおこなふ者のみ、之に入るべ

し。 22その日おほくの者われに對ひて「主よ、

主よ、我らは汝の名によりて預言し、汝の名によ

りて惡鬼を逐ひいだし、汝の名によりて多くの能

力ある業を爲ししにあらずや」と言はん。 23そ

の時われ明白に告げん「われ斷えて汝らを知らず

、不法をなす者よ、我を離れされ」と。 24さら

ば凡て我がこれらの言をききて行ふ者を、磐の上

に家をたてたる慧き人に擬へん。 25雨ふり流み

なぎり、風ふきてその家をうてど倒れず、これ磐

の上に建てられたる故なり。 26すべて我がこれ

らの言をききて行はぬ者を、沙の上に家を建てた

る愚なる人に擬へん。 27雨ふり流みなぎり、風

ふきて其の家をうてば、倒れてその顛倒はなはだ

し』 28イエスこれらの言を語りをへ給へるとき

、群衆その教に驚きたり。 29それは學者らの如

くならず、權威ある者のごとく教へ給へる故なり

。

8イエス山を下り給ひしとき、大なる群衆これ
に從ふ。 2視よ、一人の癩病人みもとに來り、

拜して言ふ『主よ、御意ならば、我を潔くなし給

ふを得ん』 3イエス手をのべ、彼につけて『わが

意なり、潔くなれ』と言ひ給へば、癩病ただちに

潔れり。 4イエス言ひ給ふ『つつしみて誰にも語

るな、ただ往きて己を祭司に見せ、モーセが命じ

たる供物を献げて、人々に證せよ』 5イエス、カ

ペナウムに入り給ひしとき、百卒長きたり、 6請

ひていふ『主よ、わが僕、中風を病み、家に臥し

ゐて甚く苦しめり』 7イエス言ひ給ふ『われ往き

て醫さん』 8百卒長こたへて言ふ『主よ、我は汝

をわが屋根の下に入れまつるに足らぬ者なり。た

だ御言のみを賜へ、さらば我が僕はいえん。 9我

みづから權威の下にある者なるに、我が下にまた

兵卒ありて、此に「ゆけ」と言へば往き、彼に「

きたれ」と言へば來り、わが僕に「これを爲せ」

といへば爲すなり』 10イエス聞きて怪しみ、從

へる人々に言ひ給ふ『まことに汝らに告ぐ、かか

る篤き信仰はイスラエルの中の一人にだに見しこ

となし。 11又なんぢらに告ぐ、多くの人、東よ

り西より來り、アブラハム、イサク、ヤコブとと

もに天國の宴につき、 12御國の子らは外の暗き

に逐ひ出され、そこにて哀哭・切齒することあら

ん』 13イエス百卒長に『ゆけ、汝の信ずるごと

く汝になれ』と言ひ給へば、このとき僕いえたり

。 14イエス、ペテロの家に入り、その外姑の熱

を病みて臥しをるを見、 15その手に觸り給へば

、熱去り、女おきてイエスに事ふ。 16夕になり

て、人々、惡鬼に憑かれたる者をおほく御許につ

れ來りたれば、イエス言にて靈を逐ひいだし、病

める者をことごとく醫し給へり。 17これは預言

者イザヤによりて『かれは自ら我らの疾患をうけ

、我らの病を負ふ』と云はれし言の成就せん爲な

り。 18さてイエス群衆の己を環れるを見て、と

もに彼方の岸に往かんことを弟子たちに命じ給ふ

。 19一人の學者きたりて言ふ『師よ、何處にゆ

き給ふとも、我は從はん』。 20イエス言ひたま

ふ『狐は穴あり、空の鳥は塒あり、されど人の子

は枕する所なし』 21また弟子の一人いふ『主よ

、先づ、往きて、我が父を葬ることを許したまへ
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』 22イエス言ひたまふ『我に從へ、死にたる者

にその死にたる者を葬らせよ』 23かくて舟に乘

り給へば、弟子たちも從ふ。 24視よ、海に大な

る暴風おこりて、舟波に蔽はるるばかりなるに

、イエスは眠りゐ給ふ。 25弟子たち御許にゆき

、起して言ふ『主よ、救ひたまへ、我らは亡ぶ』

26彼らに言ひ給ふ『なにゆゑ臆するか、信仰うす

き者よ』乃ち起きて、風と海とを禁め給へば、大

なる凪となりぬ。 27人々あやしみて言ふ『こは

如何なる人ぞ、風も海も從ふとは』 28イエス彼

方にわたり、ガダラ人の地にゆき給ひしとき、惡

鬼に憑かれたる二人のもの、墓より出できたりて

之に遇ふ。その猛きこと甚だしく、其處の途を人

の過ぎ得ぬほどなり。 29視よ、かれら叫びて言

ふ『神の子よ、われら汝と何の關係あらん、未だ

時いたらぬに、我らを責めんとて此處にきたり給

ふか』 30遙にへだたりて多くの豚の一群、食し

ゐたりしが、 31惡鬼ども請ひて言ふ『もし我ら

を逐ひ出さんとならば、豚の群に遣したまへ』 32

彼らに言ひ給ふ『ゆけ』惡鬼いでて豚に入りたれ

ば、視よ、その群みな崖より海に駈け下りて、水

に死にたり。 33飼ふ者ども逃げて町にゆき、す

べての事と惡鬼に憑かれたりし者の事とを告げた

れば、 34視よ、町人こぞりてイエスに逢はんと

て出できたり、彼を見て、この地方より去り給は

んことを請へり。

9イエス舟にのり、渡りて己が町にきたり給ふ
。 2視よ、中風にて床に臥しをる者を、人々み

もとに連れ來れり。イエス彼らの信仰を見て、中

風の者に言ひたまふ『子よ、心安かれ、汝の罪

ゆるされたり』 3視よ、或學者ら心の中にいふ

『この人は神を瀆すなり』 4イエスその思を知り

て言ひ給ふ『何ゆゑ心に惡しき事をおもふか。 5

汝の罪ゆるされたりと言ふと、起きて歩めと言ふ

と、孰か易き。 6人の子地にて罪を赦す權威あ

ることを汝らに知らせん爲に』――ここに中風の

者に言ひ給ふ――『起きよ、床をとりて汝の家に

かへれ』 7彼おきてその家にかへる。 8群衆これ

を見ておそれ、かかる能力を人にあたへ給へる神

を崇めたり。 9イエス此處より進みて、マタイと

いふ人の收税所に坐しをるを見て『我に從へ』と

言ひ給へば、立ちて從へり。 10家にて食事の席

につき居給ふとき、視よ、多くの取税人・罪人ら

來りて、イエス及び弟子たちと共に列る。 11パ

リサイ人これを見て弟子たちに言ふ『なに故なん

ぢらの師は、取税人・罪人らと共に食するか』 12

之を聞きて、言ひたまふ『健かなる者は醫者を要

せず、ただ、病める者これを要す。 13なんぢら

往きて學べ「われ憐憫を好みて、犧牲を好まず」

とは如何なる意ぞ。我は正しき者を招かんとにあ

らで、罪人を招かんとて來れり』 14ここにヨハ

ネの弟子たち御許にきたりて言ふ『われらとパリ

サイ人は斷食するに、何故なんぢの弟子たちは

斷食せぬか』 15イエス言ひたまふ『新郎の友だ

ち、新郎と偕にをる間は、悲しむことを得んや。

されど新郎をとらるる日きたらん、その時には斷

食せん。 16誰も新しき布の裂を舊き衣につぐこ

とは爲じ、補ひたる裂は、その衣をやぶりて、破

綻さらに甚だしかるべし。 17また新しき葡萄酒

をふるき革嚢に入るることは爲じ。もし然せば、

嚢はりさけ酒ほどばしり出でて、嚢もまた廢らん

。新しき葡萄酒は新しき革嚢にいれ、かくて兩な

がら保つなり』 18イエス此等のことを語りゐ給

ふとき、視よ、一人の司きたり、拜して言ふ『わ

が娘いま死にたり。されど來りて御手を之におき

給はば活きん』 19イエス起ちて彼に伴ひ給ふに

、弟子たちも從ふ。 20視よ、十二年血漏を患ひ

ゐたる女、イエスの後にきたりて、御衣の總にさ

はる。 21それは、御衣にだに觸らば救はれんと

心の中にいへるなり。 22イエスふりかへり、女

を見て言ひたまふ『娘よ、心安かれ、汝の信仰

なんぢを救へり』女この時より救はれたり。 23

かくてイエス司の家にいたり、笛ふく者と騷ぐ群

衆とを見て言ひたまふ、 24『退け、少女は死に

たるにあらず、寐ねたるなり』人々イエスを嘲笑

ふ。 25群衆の出されし後、いりてその手をとり

給へば、少女おきたり。 26この聲聞あまねく其

の地に弘りぬ。 27イエス此處より進みたまふ時

、ふたりの盲人さけびて『ダビデの子よ、我らを

憫みたまへ』と言ひつつ從ふ。 28イエス家にい

たり給ひしに、盲人ども御許に來りたれば、之に

言ひたまふ『我この事をなし得と信ずるか』彼

等いふ『主よ、然り』 29爰にイエスかれらの目

に觸りて言ひたまふ『なんぢらの信仰のごとく汝

らに成れ』 30乃ち彼らの目あきたり。イエス嚴

しく戒めて言ひたまふ『愼みて誰にも知らすな』

31されど彼ら出でて、あまねくその地にイエスの

事をいひ弘めたり。 32盲人どもの出づるとき、
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視よ、人々、惡鬼に憑かれたる唖者を御許につれ

きたる。 33惡鬼おひ出されて唖者ものいひたれ

ば、群衆あやしみて言ふ『かかる事は未だイスラ

エルの中に顯れざりき』 34然るにパリサイ人い

ふ『かれは惡鬼の首によりて惡鬼を逐ひ出すなり

』 35イエスあまねく町と村とを巡り、その會堂

にて教へ、御國の福音を宣べつたへ、もろもろの

病、もろもろの疾患をいやし給ふ。 36また群衆

を見て、その牧ふ者なき羊のごとく惱み、且たふ

るるを甚く憫み、 37遂に弟子たちに言ひたまふ

『收穫はおほく勞動人はすくなし。 38この故に

收穫の主に、勞動人をその收穫場に遣し給はんこ

とを求めよ』

10かくてイエスその十二弟子を召し、穢れし
靈を制する權威をあたへて、之を逐ひ出し、

もろもろの病、もろもろの疾患を醫すことを得し

め給ふ。 2十二使徒の名は左のごとし。先づペ

テロといふシモン及びその兄弟アンデレ、ゼベダ

イの子ヤコブ及びその兄弟ヨハネ、 3ピリポ及び

バルトロマイ、トマス及び取税人マタイ、アルパ

ヨの子ヤコブ及びタダイ、 4熱心黨のシモン及

びイスカリオテのユダ、このユダはイエスを賣り

し者なり。 5イエスこの十二人を遣さんとて、

命じて言ひたまふ。『異邦人の途にゆくな、又サ

マリヤ人の町に入るな。 6むしろイスラエルの家

の失せたる羊にゆけ。 7往きて宣べつたへ「天國

は近づけり」と言へ。 8病める者をいやし、死に

たる者を甦へらせ、癩病人をきよめ、惡鬼を逐ひ

いだせ。價なしに受けたれば價なしに與へよ。 9

帶のなかに金・銀または錢をもつな。 10旅の嚢

も、二枚の下衣も、鞋も、杖ももつな。勞動人

の、その食物を得るは相應しきなり。 11いづれ

の町いづれの村に入るとも、その中にて相應しき

者を尋ねいだして、立ち去るまでは其處に留れ。

12人の家に入らば平安を祈れ。 13その家もし之

に相應しくば、汝らの祈る平安はその上に臨まん

。もし相應しからずば、その平安はなんぢらに歸

らん。 14人もし汝らを受けず、汝らの言を聽か

ずば、その家その町を立ち去るとき、足の塵をは

らへ。 15まことに汝らに告ぐ、審判の日には、

その町よりもソドム、ゴモラの地のかた耐へ易か

らん。 16視よ、我なんぢらを遣すは、羊を豺狼

のなかに入るるが如し。この故に蛇のごとく慧く

、鴿のごとく素直なれ。 17人々に心せよ、それ

は汝らを衆議所に付し、會堂にて鞭うたん。 18

また汝等わが故によりて、司たち王たちの前に

曳かれん。これは彼らと異邦人とに證をなさん爲

なり。 19かれら汝らを付さば、如何に何を言は

んと思ひ煩ふな、言ふべき事は、その時さづけら

るべし。 20これ言ふものは汝等にあらず、其の

中にありて言ひたまふ汝らの父の靈なり。 21兄

弟は兄弟を、父は子を死に付し、子どもは親に逆

ひて之を死なしめん。 22又なんぢら我が名のた

めに凡ての人に憎まれん。されど終まで耐へ忍ぶ

ものは救はるべし。 23この町にて責めらるる時

は、かの町に逃れよ。誠に汝らに告ぐ、なんぢら

イスラエルの町々を巡り盡さぬうちに人の子は來

るべし。 24弟子はその師にまさらず、僕はその

主にまさらず、 25弟子はその師のごとく、僕は

その主の如くならば足れり。もし家主をベルゼブ

ルと呼びたらんには、ましてその家の者をや。 26

この故に、彼らを懼るな。蔽はれたるものに露れ

ぬはなく、隱れたるものに知られぬは無ければな

り。 27暗黒にて我が告ぐることを光明にて言へ

。耳をあてて聽くことを屋の上にて宣べよ。 28

身を殺して靈魂をころし得ぬ者どもを懼るな、身

と靈魂とをゲヘナにて滅し得る者をおそれよ。

(Geenna g1067) 29二羽の雀は一錢にて賣るにあらず

や、然るに、汝らの父の許なくば、その一羽も

地に落つること無からん。 30汝らの頭の髮まで

も皆かぞへらる。 31この故におそるな、汝らは

多くの雀よりも優るるなり。 32されど凡そ人の

前にて我を言ひあらはす者を、我もまた天にいま

す我が父の前にて言ひ顯さん。 33されど人の前

にて我を否む者を、我もまた天にいます我が父の

前にて否まん。 34われ地に平和を投ぜんために

來れりと思ふな。平和にあらず、反つて劍を投ぜ

ん爲に來れり。 35それ我が來れるは、人をその

父より、娘をその母より、嫁をその姑嫜より分た

ん爲なり。 36人の仇はその家の者なるべし。 37

我よりも父または母を愛する者は、我に相應しか

らず。我よりも息子または娘を愛する者は、我に

相應しからず。 38又おのが十字架をとりて我に

從はぬ者は、我に相應しからず。 39生命を得る

者はこれを失ひ、我がために生命を失ふ者はこれ

を得べし。 40汝らを受くる者は、我を受くるな

り。我をうくる者は、我を遣し給ひし者を受くる

なり。 41預言者たる名の故に預言者をうくる者
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は、預言者の報をうけ、義人たる名のゆゑに義人

をうくる者は、義人の報を受くべし。 42凡そわ

が弟子たる名の故に、この小き者の一人に冷かな

る水一杯にても與ふる者は、まことに汝らに告

ぐ、必ずその報を失はざるべし』

11イエス十二弟子に命じ終へてのち、町々に
て教へ、かつ、宣傳へんとて、此處を去り給

へり。 2ヨハネ牢舍にてキリストの御業をきき、

弟子たちを遣して、 3イエスに言はしむ『來るべ

き者は汝なるか、或は、他に待つべきか』 4答へ

て言ひたまふ『ゆきて、汝らが見聞する所をヨ

ハネに告げよ。 5盲人は見、跛者はあゆみ、癩病

人は潔められ、聾者はきき、死人は甦へらせられ

、貧しき者は福音を聞かせらる。 6おほよそ我に

躓かぬ者は幸福なり』 7彼らの歸りたるをり、ヨ

ハネの事を群衆に言ひ出でたまふ『なんぢら何を

眺めんとて野に出でし、風にそよぐ葦なるか。 8

さらば何を見んとて出でし、柔かき衣を著たる人

なるか。視よ、やはらかき衣を著たる者は、王の

家に在り。 9さらば何のために出でし、預言者を

見んとてか。然り、汝らに告ぐ、預言者よりも勝

る者なり。 10「視よ、わが使をなんぢの顏の前

につかはす。彼はなんぢの前に、なんぢの道をそ

なへん」と録されたるは此の人なり。 11誠に汝

らに告ぐ、女の産みたる者のうち、バプテスマの

ヨハネより大なる者は起らざりき。されど天國に

て小き者も、彼よりは大なり。 12バプテスマの

ヨハネの時より今に至るまで、天國は烈しく攻め

らる、烈しく攻むる者はこれを奪ふ。 13凡ての

預言者と律法との預言したるは、ヨハネの時まで

なり。 14もし汝等わが言をうけんことを願はば

、來るべきエリヤは此の人なり、 15耳ある者は

聽くべし。 16われ今の代を何に比へん、童子、

市場に坐し、友を呼びて、 17「われら汝等のた

めに笛吹きたれど、汝ら踊らず、歎きたれど、

汝ら胸うたざりき」と言ふに似たり。 18それは

、ヨハネ來りて飮食せざれば「惡鬼に憑かれたる

者なり」といひ、 19人の子來りて飮食すれば、

「視よ、食を貪り酒を好む人、また取税人・罪人

の友なり」と言ふなり。されど智慧は己が業によ

りて正しとせらる』 20爰にイエス多くの能力あ

る業を行ひ給へる町々の悔改めぬによりて、之を

責めはじめ給ふ、 21『禍害なる哉コラジンよ、

禍害なる哉ベツサイダよ、汝らの中にて行ひたる

能力ある業を、ツロとシドンとにて行ひしならば

、彼らは早く荒布を著、灰の中にて悔改めしなら

ん。 22されば汝らに告ぐ、審判の日にはツロと

シドンとのかた汝等よりも耐へ易からん。 23カ

ペナウムよ、なんぢは天にまで擧げらるべきか、

黄泉にまで下らん。汝のうちにて行ひたる能力あ

る業を、ソドムにて行ひしならば、今日までもか

の町は遺りしならん。 (Hadēs g86) 24されば汝らに

告ぐ、審判の日にはソドムの地のかた汝よりも耐

へ易からん』 25その時イエス答へて言ひたまふ

『天地の主なる父よ、われ感謝す、此等のこと

を智き者慧き者にかくして、嬰兒に顯し給へり

。 26父よ、然り、かくの如きは御意に適へるな

り。 27すべての物は我わが父より委ねられたり

。子を知る者は父の外になく、父をしる者は子ま

たは子の欲するままに顯すところの者の外になし

。 28凡て勞する者・重荷を負ふ者、われに來れ

、われ汝らを休ません。 29我は柔和にして心卑

ければ、我が軛を負ひて我に學べ、さらば靈魂に

休息を得ん。 30わが軛は易く、わが荷は輕けれ

ばなり』

12その頃イエス安息日に麥畠をとほり給ひし
に、弟子たち飢ゑて穗を摘み、食ひ始めたる

を、 2パリサイ人見てイエスに言ふ『視よ、な

んぢの弟子は安息日に爲まじき事をなす』 3彼

らに言ひ給ふ『ダビデがその伴へる人々とともに

飢ゑしとき、爲しし事を讀まぬか。 4即ち神の家

に入りて、祭司のほかは、己もその伴へる人々も

食ふまじき供のパンを食へり。 5また安息日に

祭司らは宮の内にて安息日を犯せども、罪なき

ことを律法にて讀まぬか。 6われ汝らに告ぐ、宮

より大なる者ここに在り。 7「われ憐憫を好みて

犧牲を好まず」とは、如何なる意かを汝ら知りた

らんには、罪なき者を罪せざりしならん。 8それ

人の子は安息日の主たるなり』 9イエス此處を

去りて、彼らの會堂に入り給ひしに、 10視よ、

片手なえたる人あり。人々イエスを訴へんと思ひ

、問ひていふ『安息日に人を醫すことは善きか

』 11彼らに、言ひたまふ『汝等のうち一匹の羊

をもてる者あらんに、もし安息日に穴に陷らば

、之を取りあげぬか。 12人は羊より優るること

如何ばかりぞ。さらば安息日に善をなすは可し

』 13ここにかの人に言ひ給ふ『なんぢの手を伸

べよ』かれ伸べたれば、他の手のごとく癒ゆ。 14
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パリサイ人いでていかにしてかイエスを亡さんと

議る。 15イエス之を知りて此處を去りたまふ。

多くの人したがひ來りたれば、ことごとく之を醫

し、 16かつ我を人に知らすなと戒め給へり。 17

これ預言者イザヤによりて云はれたる言の成就せ

んためなり。曰く、 18『視よ、わが選びたる我

が僕、わが心の悦ぶ我が愛しむ者、我わが靈を彼

に與へん、彼は異邦人に正義を告げ示さん。 19

彼は爭はず、叫ばず、その聲を大路にて聞く者な

からん。 20正義をして勝ち遂げしむるまでは、

傷へる葦を折ることなく、煙れる亞麻を消すこと

なからん。 21異邦人も彼の名に望をおかん』 22

ここに惡鬼に憑かれたる盲目の唖者を御許に連れ

來りたれば、之を醫して、唖者の物言ひ見ゆる

やうに爲し給ひぬ。 23群衆みな驚きて言ふ『こ

れはダビデの子にあらぬか』 24然るにパリサイ

人ききて言ふ『この人、惡鬼の首ベルゼブルによ

らでは、惡鬼を逐ひ出すことなし』 25イエス彼

らの思を知りて言ひ給ふ『すべて分れ爭ふ國はほ

ろび、分れ爭ふ町また家はたたず。 26サタンも

しサタンを逐ひ出さば、自ら分れ爭ふなり。さら

ばその國いかで立つべき。 27我もしベルゼブル

によりて惡鬼を逐ひ出さば、汝らの子は誰により

て之を逐ひ出すか。この故に彼らは汝らの審判

人となるべし。 28されど我もし神の靈によりて

惡鬼を逐ひ出さば、神の國は既に汝らに到れるな

り。 29人まづ強き者を縛らずば、いかで強き者

の家に入りて、その家財を奪ふことを得ん、縛り

て後その家を奪ふべし。 30我と偕ならぬ者は我

にそむき、我とともに集めぬ者は散すなり。 31

この故に汝らに告ぐ、人の凡ての罪と瀆とは赦さ

れん、されど御靈を瀆すことは赦されじ。 32誰

にても言をもて人の子に逆ふ者は赦されん、され

ど言をもて聖靈に逆ふ者は、この世にても後の

世にても赦されじ。 (aiōn g165) 33或は樹をも善しと

し、果をも善しとせよ。或は樹をも惡しとし、果

をも惡しとせよ。樹は果によりて知らるるなり。

34蝮の裔よ、なんぢら惡しき者なるに、爭で善き

ことを言ひ得んや。それ心に滿つるより口に言は

るるなり。 35善き人は善き倉より善き物をいだ

し、惡しき人は惡しき倉より惡しき物をいだす。

36われ汝らに告ぐ、人の語る凡ての虚しき言は、

審判の日に糺さるべし。 37それは汝の言により

て義とせられ、汝の言によりて罪せらるるなり』

38ここに或學者・パリサイ人ら答へて言ふ『師よ

、われら汝の徴を見んことを願ふ』 39答へて言

ひたまふ『邪曲にして不義なる代は徴を求む、さ

れど預言者ヨナの徴のほかに徴は與へられじ。 40

即ち「ヨナが三日三夜、大魚の腹の中に在りし

」ごとく、人の子も三日三夜、地の中に在るべ

きなり。 41ニネベの人、審判のとき今の代の人

とともに立ちて之が罪を定めん、彼らはヨナの宣

ぶる言によりて悔改めたり。視よ、ヨナよりも勝

るもの此處に在り。 42南の女王、審判のとき今

の代の人とともに起きて之が罪を定めん、彼はソ

ロモンの智慧を聽かんとて地の極より來れり。視

よ、ソロモンよりも勝る者ここに在り。 43穢れ

し靈、人を出づるときは、水なき處を巡りて休を

求む、而して得ず。 44乃ち「わが出でし家に歸

らん」といひ、歸りて、その家の空きて掃き淨め

られ、飾られたるを見、 45遂に往きて己より惡

しき他の七つの靈を連れきたり、共に入りて此處

に住む。されば其の人の後の状は前よりも惡しく

なるなり。邪曲なる此の代もまた斯くの如くなら

ん』 46イエスなほ群衆にかたり居給ふとき、視

よ、その母と兄弟たちと、彼に物言はんとて外

に立つ。 47或人イエスに言ふ『視よ、なんぢの

母と兄弟たちと、汝に物言はんとて外に立てり

』 48イエス告げし者に答へて言ひたまふ『わが

母とは誰ぞ、わが兄弟とは誰ぞ』 49かくて手を

のべ、弟子たちを指して言ひたまふ『視よ、これ

は我が母、わが兄弟なり。 50誰にても天にいま

す我が父の御意をおこなふ者は、即ち我が兄弟、

わが姉妹、わが母なり』

13その日イエスは家を出でて、海邊に坐したま
ふ。 2大なる群衆みもとに集りたれば、イエ

スは舟に乘りて坐したまひ、群衆はみな岸に立て

り。 3譬にて數多のことを語りて言ひたまふ、『

視よ、種播く者まかんとて出づ。 4播くとき路

の傍らに落ちし種あり、鳥きたりて啄む。 5土う

すき磽地に落ちし種あり、土深からぬによりて

速かに萠え出でたれど、 6日の昇りし時やけて根

なき故に枯る。 7茨の地に落ちし種あり、茨そだ

ちて之を塞ぐ。 8良き地に落ちし種あり、あるひ

は百倍、あるひは六十倍、あるひは三十倍の實

を結べり。 9耳ある者は聽くべし』 10弟子たち

御許に來りて言ふ『なにゆゑ譬にて彼らに語り給

ふか』 11答へて言ひ給ふ『なんぢらは天國の奧
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義を知ることを許されたれど、彼らは許されず。

12それ誰にても、有てる人は與へられて愈々豐な

らん。されど有たぬ人は、その有てる物をも取ら

るべし。 13この故に彼らには譬にて語る、これ

彼らは見ゆれども見ず、聞ゆれども聽かず、また

悟らぬ故なり、 14かくてイザヤの預言は、彼ら

の上に成就す。曰く、「なんぢら聞きて聞けども

悟らず、見て見れども認めず。 15この民の心は

鈍く、耳は聞くに懶く、目は閉ぢたればなり。こ

れ目にて見、耳にて聽き、心にて悟り、飜へりて

、我に醫さるる事なからん爲なり」 16されど汝

らの目なんぢらの耳は、見るゆゑに聞くゆゑに、

幸福なり。 17まことに汝らに告ぐ、多くの預言

者・義人は、汝らが見る所を見んとせしが見ず、

なんぢらが聞く所を聞かんとせしが聞かざりしな

り。 18されば汝ら種播く者の譬を聽け。 19誰に

ても天國の言をききて悟らぬときは、惡しき者き

たりて、其の心に播かれたるものを奪ふ。路の傍

らに播かれしとは斯かる人なり。 20磽地に播か

れしとは、御言をききて、直ちに喜び受くれども

、 21己に根なければ暫し耐ふるのみにて、御言

のために艱難あるひは迫害の起るときは、直ちに

躓くものなり。 22茨の中に播かれしとは、御言

をきけども、世の心勞と財貨の惑とに、御言を塞

がれて實らぬものなり。 (aiōn g165) 23良き地に播か

れしとは、御言をききて悟り、實を結びて、ある

ひは百倍、あるひは六十倍、あるひは三十倍に

至るものなり』 24また他の譬を示して言ひたま

ふ『天國は良き種を畑にまく人のごとし。 25人

々の眠れる間に、仇きたりて麥のなかに毒麥を

播きて去りぬ。 26苗はえ出でて實りたるとき、

毒麥もあらはる。 27僕ども來りて家主にいふ「

主よ、畑に播きしは良き種ならずや、然るに如何

にして毒麥あるか」 28主人いふ「仇のなしたる

なり」僕ども言ふ「さらば我らが往きて之を拔き

集むるを欲するか」 29主人いふ「いな、恐らく

は毒麥を拔き集めんとて、麥をも共に拔かん。

30兩ながら收穫まで育つに任せよ。收穫のとき我

かる者に「まづ毒麥を拔きあつめて、焚くため

に之を束ね、麥はあつめて我が倉に納れよ」と言

はん」』 31また他の譬を示して言ひたまふ『天

國は一粒の芥種のごとし、人これを取りてその畑

に播くときは、 32萬の種よりも小けれど、育ち

ては他の野菜よりも大く、樹となりて、空の鳥き

たり其の枝に宿るほどなり』 33また他の譬を語

りたまふ『天國はパンだねのごとし、女これを取

りて、三斗の粉の中に入るれば、ことごとく脹

れいだすなり』 34イエスすべて此等のことを、

譬にて群衆に語りたまふ、譬ならでは何事も語り

給はず。 35これ預言者によりて云はれたる言の

成就せん爲なり。曰く、『われ譬を設けて口を開

き、世の創より隱れたる事を言ひ出さん』 36こ

こに群衆を去らしめて、家に入りたまふ。弟子た

ち御許に來りて言ふ『畑の毒麥の譬を我らに解

きたまへ』 37答へて言ひ給ふ『良き種を播く者

は人の子なり、 38畑は世界なり、良き種は天國

の子どもなり、毒麥は惡しき者の子どもなり、

39之を播きし仇は惡魔なり、收穫は世の終なり、

刈る者は御使たちなり。 (aiōn g165) 40されば毒麥

の集められて火に焚かるる如く、世の終にも斯く

あるべし。 (aiōn g165) 41人の子その使たちを遣さん

。彼ら御國の中より凡ての顛躓となる物と不法を

なす者とを集めて、 42火の爐に投げ入るべし、

其處にて哀哭・切齒することあらん。 43其のと

き義人は父の御國にて日のごとく輝かん。耳ある

者は聽くべし。 44天國は畑に隱れたる寶のごと

し。人見出さば、之を隱しおきて、喜びゆき、

有てる物をことごとく賣りて其の畑を買ふなり。

45また天國は良き眞珠を求むる商人のごとし。 46

價たかき眞珠一つを見出さば、往きて有てる物

をことごとく賣りて、之を買ふなり。 47また天

國は、海におろして各樣のものを集むる網のごと

し。 48充つれば岸にひきあげ、坐して良きもの

を器に入れ、惡しきものを棄つるなり。 49世の

終にも斯くあるべし。御使たち出でて、義人の中

より惡人を分ちて、 (aiōn g165) 50之を火の爐に投げ

入るべし。其處にて哀哭・切齒することあらん。

51汝等これらの事をみな悟りしか』彼等いふ『

然り』 52また言ひ給ふ『この故に、天國のこと

を教へられたる凡ての學者は、新しき物と舊き物

とをその倉より出す家主のごとし』 53イエスこ

れらの譬を終へて此處を去りたまふ。 54己が郷

にいたり、會堂にて教へ給へば、人々おどろきて

言ふ『この人はこの智慧と此等の能力とを何處

より得しぞ。 55これ木匠の子にあらずや、其の

母はマリヤ、其の兄弟はヤコブ、ヨセフ、シモン

、ユダにあらずや。 56又その姉妹も皆われらと

共にをるに非ずや。然るに此等のすべての事は
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何處より得しぞ』 57遂に人々かれに躓けり。イ

エス彼らに言ひたまふ『預言者は、おのが郷おの

が家の外にて尊ばれざる事なし』 58彼らの不信

仰によりて其處にては多くの能力ある業を爲し給

はざりき。

14そのころ、國守ヘロデ、イエスの噂をききて
、 2侍臣どもに言ふ『これバプテスマのヨハ

ネなり。かれ死人の中より甦へりたり、さればこ

そ此等の能力その内に働くなれ』 3ヘロデ先に

、己が兄弟ピリポの妻ヘロデヤの爲にヨハネを捕

へ、縛りて獄に入れたり。 4ヨハネ、ヘロデに『

かの女を納るるは宜しからず』と言ひしに因る。

5かくてヘロデ、ヨハネを殺さんと思へど、群衆

を懼れたり。群衆ヨハネを預言者とすればなり。

6然るにヘロデの誕生日に當り、ヘロデヤの娘そ

の席上に舞をまひてヘロデを喜ばせたれば、 7ヘ

ロデ之に何にても求むるままに與へんと誓へり。

8娘その母に唆かされて言ふ『バプテスマのヨハ

ネの首を盆に載せてここに賜はれ』 9王憂ひた

れど、その誓と席に在る者とに對して、之を與ふ

ることを命じ、 10人を遣し獄にてヨハネの首を

斬り、 11その首を盆にのせて持ち來らしめ、之

を少女に與ふ。少女はこれを母に捧ぐ。 12ヨハ

ネの弟子たち來り、屍體を取りて葬り、往きて、

イエスに告ぐ。 13イエス之を聞きて人を避け、

其處より舟にのりて寂しき處に往き給ひしを群衆

ききて町々より徒歩にて從ひゆく。 14イエス出

でて大なる群衆を見、これを憫みて、その病める

者を醫し給へり。 15夕になりたれば、弟子たち

御許に來りて言ふ『ここは寂しき處、はや時も晩

し、群衆を去らしめ、村々に往きて、己が爲に食

物を買はせ給へ』 16イエス言ひ給ふ『かれら往

くに及ばず、汝ら之に食物を與へよ』 17弟子た

ち言ふ『われらが此處にもてるは、唯五つのパ

ンと二つの魚とのみ』 18イエス言ひ給ふ『それ

を我に持ちきたれ』 19かくて群衆に命じて草の

上に坐せしめ、五つのパンと二つの魚とを取り、

天を仰ぎて祝し、パンを裂きて、弟子たちに與へ

給へば、弟子たち之を群衆に與ふ。 20凡ての人

食ひて飽く、裂きたる餘を集めしに十二の筐に滿

ちたり。 21食ひし者は、女と子供とを除きて凡

そ五千人なりき。 22イエス直ちに弟子たちを強

ひて舟に乘らせ、自ら群衆をかへす間に、彼方の

岸に先に往かしむ。 23かくて群衆を去らしめて

のち、祈らんとて竊に山に登り、夕になりて獨そ

こにゐ給ふ。 24舟ははや陸より數丁はなれ、風

逆ふによりて波に難されゐたり。 25夜明の四時

ごろ、イエス海の上を歩みて、彼らに到り給ひし

に、 26弟子たち其の海の上を歩み給ふを見て心

騷ぎ、變化の者なりと言ひて懼れ叫ぶ。 27イエ

ス直ちに彼らに語りて言ひたまふ『心安かれ、

我なり、懼るな』 28ペテロ答へて言ふ『主よ、

もし汝ならば我に命じ、水を蹈みて御許に到らし

め給へ』 29『來れ』と言ひ給へば、ペテロ舟よ

り下り、水の上を歩みてイエスの許に往く。 30

然るに風を見て懼れ、沈みかかりければ、叫びて

言ふ『主よ、我を救ひたまへ』 31イエス直ちに

御手を伸べ、これを捉へて言ひ給ふ『ああ信仰う

すき者よ、何ぞ疑ふか』 32相共に舟に乘りしと

き、風やみたり。 33舟に居る者どもイエスを拜

して言ふ『まことに汝は神の子なり』 34遂に渡

りてゲネサレの地に著きしに、 35その處の人々

イエスを認めて、あまねく四方に人をつかはし、

又すべての病める者を連れきたり、 36ただ御衣

の總にだに觸らしめ給はんことを願ふ、觸りし者

はみな醫されたり。

15ここにパリサイ人・學者ら、エルサレムより
來りてイエスに言ふ、 2『なにゆゑ汝の弟子

は、古への人の言傳を犯すか、食事のときに手を

洗はぬなり』 3答へて言ひ給ふ『なにゆゑ汝らは

、また汝らの言傳によりて神の誡命を犯すか。 4

即ち神は「父母を敬へ」と言ひ「父または母を

罵る者は必ず殺さるべし」と言ひたまへり。 5然

るに汝らは「誰にても父または母に對ひて、我が

負ふ所のものは供物となりたりと言はば、 6父ま

たは母を敬ふに及ばず」と言ふ。斯くその言傳に

よりて神の言を空しうす。 7僞善者よ、宜なる哉

、イザヤは汝らに就きて能く預言せり。曰く、 8

「この民は口唇にて我を敬ふ、されど其の心は我

に遠ざかる。 9ただ徒らに我を拜む。人の訓誡を

教とし教へて」』 10かくて群衆を呼び寄せて言

ひたまふ『聽きて悟れ。 11口に入るものは人を

汚さず、されど口より出づるものは、これ人を汚

すなり』 12ここに弟子たち御許に來りていふ『

御言をききてパリサイ人の躓きたるを知り給ふか

』 13答へて言ひ給ふ『わが天の父の植ゑ給はぬ

ものは、みな拔かれん。 14彼らを捨ておけ、盲

人を手引する盲人なり、盲人もし盲人を手引せば
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、二人とも穴に落ちん』 15ペテロ答へて言ふ『

その譬を我らに解き給へ』 16イエス言ひ給ふ『

なんぢらも今なほ悟りなきか。 17凡て口に入る

ものは腹にゆき、遂に厠に棄てらるる事を悟らぬ

か。 18されど口より出づるものは心より出づ、

これ人を汚すものなり。 19それ心より惡しき念

いづ、すなはち殺人・姦淫・淫行・竊盜・僞證・

誹謗、 20これらは人を汚すものなり、されど洗

はぬ手にて食する事は人を汚さず』 21イエスこ

こを去りてツロとシドンとの地方に往き給ふ。 22

視よ、カナンの女その邊より出できたり、叫びて

『主よ、ダビデの子よ、我を憫み給へ、わが娘、

惡鬼につかれて甚く苦しむ』と言ふ。 23されど

イエス一言も答へ給はず。弟子たち來り請ひて言

ふ『女を歸したまへ、我らの後より叫ぶなり』 24

答へて言ひたまふ『我はイスラエルの家の失せた

る羊のほかに遣されず』 25女きたり拜して言ふ

『主よ、我を助けたまへ』 26答へて言ひたまふ

『子供のパンをとりて小狗に投げ與ふるは善から

ず』 27女いふ『然り、主よ、小狗も主人の食卓

よりおつる食屑を食ふなり』 28ここにイエス答

へて言ひたまふ『をんなよ、汝の信仰は大なるか

な、願のごとく汝になれ』娘この時より癒えたり

。 29イエス此處を去り、ガリラヤの海邊にいた

り、而して山に登り、そこに坐し給ふ。 30大な

る群衆、跛者・不具・盲人・唖者および他の多く

の者を連れ來りて、イエスの足下に置きたれば、

醫し給へり。 31群衆は、唖者の物いひ、不具の

癒え、跛者の歩み、盲人の見えたるを見て之を怪

しみ、イスラエルの神を崇めたり。 32イエス弟

子たちを召して言ひ給ふ『われ此の群衆をあはれ

む、既に三日われと偕にをりて食ふべき物なし。

飢ゑたるままにて歸らしむるを好まず、恐らくは

途にて疲れ果てん』 33弟子たち言ふ『この寂し

き地にて、斯く大なる群衆を飽かしむべき多くの

パンを、何處より得べき』 34イエス言ひ給ふ『

パン幾つあるか』彼らいふ『七つ、また小き魚す

こしあり』 35イエス群衆に命じて地に坐せしめ

、 36七つのパンと魚とを取り、謝して之をさき

弟子たちに與へ給へば、弟子たちこれを群衆に與

ふ。 37凡ての人くらひて飽き、裂きたる餘を拾

ひしに、七つの籃に滿ちたり。 38食ひし者は、

女と子供とを除きて四千人なりき。 39イエス群

衆をかへし、舟に乘りてマガダンの地方に往き給

へり。

16パリサイ人とサドカイ人と來りてイエスを試
み、天よりの徴を示さんことを請ふ。 2答へ

て言ひたまふ『夕には汝ら「空あかき故に晴なら

ん」と言ひ、 3また朝には「そら赤くして曇る故

に、今日は風雨ならん」と言ふ。なんぢら空の氣

色を見分くることを知りて、時の徴を見分くるこ

と能はぬか。 4邪曲にして不義なる代は徴を求む

、されどヨナの徴の外に徴は與へられじ』かくて

彼らを離れて去り給ひぬ。 5弟子たち彼方の岸に

到りしに、パンを携ふることを忘れたり。 6イエ

ス言ひたまふ『愼みてパリサイ人とサドカイ人と

のパン種に心せよ』 7弟子たち互に『我らはパン

を携へざりき』と語り合ふ。 8イエス之を知りて

言ひ給ふ『ああ信仰うすき者よ、何ぞパン無きこ

とを語り合ふか。 9未だ悟らぬか、五つのパンを

五千人に分ちて、その餘を幾籃ひろひ、 10また

七つのパンを四千人に分ちて、その餘を幾籃ひ

ろひしかを覺えぬか。 11我が言ひしはパンの事

にあらぬを何ぞ悟らざる。唯パリサイ人とサドカ

イ人とのパンだねに心せよ』 12ここに弟子たち

イエスの心せよと言ひ給ひしは、パンの種にはあ

らで、パリサイ人とサドカイ人との教なることを

悟れり。 13イエス、ピリポ・カイザリヤの地方

にいたり、弟子たちに問ひて言ひたまふ『人々は

人の子を誰と言ふか』 14彼等いふ『或人はバプ

テスマのヨハネ、或人はエリヤ、或人はエレミ

ヤ、また預言者の一人』 15彼らに言ひたまふ『

なんぢらは我を誰と言ふか』 16シモン・ペテロ

答へて言ふ『なんぢはキリスト、活ける神の子な

り』 17イエス答へて言ひ給ふ『バルヨナ・シモ

ン、汝は幸福なり、汝に之を示したるは血肉にあ

らず、天にいます我が父なり。 18我はまた汝に

告ぐ、汝はペテロなり、我この磐の上に我が教會

を建てん、黄泉の門はこれに勝たざるべし。

(Hadēs g86) 19われ天國の鍵を汝に與へん、凡そ汝が

地にて縛ぐ所は天にても縛ぎ、地にて解く所は天

にても解くなり』 20ここにイエス、己がキリス

トなる事を誰にも告ぐなと、弟子たちを戒め給へ

り。 21この時よりイエス・キリスト、弟子たち

に、己のエルサレムに往きて、長老・祭司長・學

者らより多くの苦難を受け、かつ殺され、三日め

に甦へるべき事を示し始めたまふ。 22ペテロ、
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イエスを傍にひき戒め出でて言ふ『主よ、然あら

ざれ、此の事なんぢに起らざるべし』 23イエス

振反りてペテロに言ひ給ふ『サタンよ、我が後に

退け、汝はわが躓物なり、汝は神のことを思はず

、反つて人のことを思ふ』 24ここにイエス弟子

たちに言ひたまふ『人もし我に從ひ來らんと思は

ば、己をすて、己が十字架を負ひて、我に從へ。

25己が生命を救はんと思ふ者は、これを失ひ、我

がために己が生命をうしなふ者は、之を得べし。

26人、全世界を贏くとも、己が生命を損せば、何

の益あらん、又その生命の代に何を與へんや。 27

人の子は父の榮光をもて、御使たちと共に來らん

。その時おのおのの行爲に隨ひて報ゆべし。 28

まことに汝らに告ぐ、ここに立つ者のうちに、人

の子のその國をもて來るを見るまでは、死を味は

ぬ者どもあり』

17六日の後、イエス、ペテロ、ヤコブ及びヤコ
ブの兄弟ヨハネを率きつれ、人を避けて高き

山に登りたまふ。 2かくて彼らの前にてその状か

はり、其の顏は日のごとく輝き、その衣は光のご

とく白くなりぬ。 3視よ、モーセとエリヤとイエ

スに語りつつ彼らに現る。 4ペテロ差出でてイエ

スに言ふ『主よ、我らの此處に居るは善し。御意

ならば我ここに三つの廬を造り、一つを汝のため

、一つをモーセのため、一つをエリヤの爲にせん

』 5彼なほ語りをるとき、視よ、光れる雲かれら

を覆ふ。また雲より聲あり、曰く『これは我が愛

しむ子、わが悦ぶ者なり、汝ら之に聽け』 6弟子

たち之を聞きて倒れ伏し、懼るること甚だし。 7

イエスその許にきたり之に觸りて『起きよ、懼る

な』と言ひ給へば、 8彼ら目を擧げしに、イエス

一人の他は誰も見えざりき。 9山を下るとき、イ

エス彼らに命じて言ひたまふ『人の子の死人の中

より甦へるまでは、見たることを誰にも語るな』

10弟子たち問ひて言ふ『さらばエリヤ先づ來るべ

しと學者らの言ふは何ぞ』 11答へて言ひたまふ

『實にエリヤ來りて萬の事をあらためん。 12我

なんぢらに告ぐ、エリヤは既に來れり。されど人

々これを知らず、反つて心のままに待へり。かく

のごとく人の子もまた人々より苦しめらるべし』

13ここに弟子たちバプテスマのヨハネを指して言

ひ給ひしなるを悟れり。 14かれら群衆の許に到

りしとき、或人御許にきたり跪づきて言ふ、 15

『主よ、わが子を憫みたまへ。癲癇にて難み、し

ばしば火の中に、しばしば水の中に倒るるなり。

16之を御弟子たちに連れ來りしに、醫すこと能は

ざりき』 17イエス答へて言ひ給ふ『ああ信なき

曲れる代なるかな、我いつまで汝らと偕にをらん

、何時まで汝らを忍ばん。その子を我に連れきた

れ』 18遂にイエスこれを禁め給へば、惡鬼いで

てその子この時より癒えたり。 19ここに弟子た

ち竊にイエスに來りて言ふ『われらは何故に逐

ひ出し得ざりしか』 20彼らに言ひ給ふ『なんぢ

ら信仰うすき故なり。まことに汝らに告ぐ、もし

芥種一粒ほどの信仰あらば、この山に「此處よ

り彼處に移れ」と言ふとも移らん、かくて汝ら能

はぬこと無かるべし』 21 [なし] 22彼らガリラヤ

に集ひをる時、イエス言ひたまふ『人の子は人の

手に付され、 23人々は之を殺さん、かくて三日

めに甦へるべし』弟子たち甚く悲しめり。 24彼

らカペナウムに到りしとき、納金を集むる者ども

ペテロに來りて言ふ『なんぢらの師は納金を納め

ぬか』 25ペテロ『納む』と言ひ、やがて家に入

りしに、逸速くイエス言ひ給ふ『シモンいかに思

ふか、世の王たちは税または貢を誰より取るか、

己が子よりか、他の者よりか』 26ペテロ言ふ『

ほかの者より』イエス言ひ給ふ『されば子は自由

なり。 27されど彼らを躓かせぬ爲に、海に往き

て釣をたれ、初に上る魚をとれ、其の口をひらか

ば銀貨一つを得ん、それを取りて我と汝との爲

に納めよ』

18そのとき弟子たちイエスに來りて言ふ『しか
らば天國にて大なるは誰か』 2イエス幼兒を

呼び、彼らの中に置きて言ひ給ふ 3『まことに汝

らに告ぐ、もし汝ら飜へりて幼兒の如くならずば

、天國に入るを得じ。 4されば誰にても此の幼兒

のごとく己を卑うする者は、これ天國にて大なる

者なり。 5また我が名のために、かくのごとき一

人の幼兒を受くる者は、我を受くるなり。 6され

ど我を信ずる此の小き者の一人を躓かする者は、

寧ろ大なる碾臼を頸に懸けられ、海の深處に沈め

られんかた益なり。 7この世は躓物あるによりて

禍害なるかな。躓物は必ず來らん、されど躓物を

來らする人は禍害なるかな。 8もし汝の手または

足なんぢを躓かせば、切りて棄てよ。不具または

蹇跛にて生命に入るは、兩手兩足ありて永遠の

火に投げ入れらるるよりも勝るなり。 (aiōnios g166)

9もし汝の眼なんぢを躓かせば、拔きて棄てよ。
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片眼にて生命に入るは、兩眼ありて火のゲヘナに

投げ入れらるるよりも勝るなり。 (Geenna g1067) 10

汝ら愼みて此の小き者の一人をも侮るな。我なん

ぢらに告ぐ、彼らの御使たちは天にありて、天に

います我が父の御顏を常に見るなり。 11 [なし]

12汝等いかに思ふか、百匹の羊を有てる人あらん

に、若しその一匹まよはば、九十九匹を山に遺

しおき、往きて迷へるものを尋ねぬか。 13もし

之を見出さば、まことに汝らに告ぐ、迷はぬ九

十九匹に勝りて此の一匹を喜ばん。 14かくのご

とく此の小き者の一人の亡ぶるは、天にいます汝

らの父の御意にあらず。 15もし汝の兄弟罪を犯

さば、往きてただ彼とのみ相對して諫めよ。も

し聽かば其の兄弟を得たるなり。 16もし聽かず

ば、一人・二人を伴ひ往け、これ二三の證人の

口に由りて、凡ての事の慥められん爲なり。 17

もし彼等にも聽かずば、教會に告げよ。もし教

會にも聽かずば、之を異邦人または取税人のごと

き者とすべし。 18まことに汝らに告ぐ、すべて

汝らが地にて縛ぐ所は天にても縛ぎ、地にて解く

所は天にても解くなり。 19また誠に汝らに告ぐ

、もし汝等のうち二人、何にても求むる事につ

き地にて心を一つにせば、天にいます我が父は之

を成し給ふべし。 20二三人わが名によりて集る

所には、我もその中に在るなり。 21ここにペテ

ロ御許に來りて言ふ『主よ、わが兄弟われに對し

て罪を犯さば幾たび赦すべきか、七度までか』 22

イエス言ひたまふ『否、われ「七度まで」とは言

はず「七度を七十倍するまで」と言ふなり。 23

この故に、天國はその家來どもと計算をなさんと

する王のごとし。 24計算を始めしとき、一萬タ

ラントの負債ある家來つれ來られしが、 25償ひ

方なかりしかば、其の主人、この者とその妻子

と凡ての所有とを賣りて償ふことを命じたるに、

26その家來ひれ伏し拜して言ふ「寛くし給へ、さ

らば悉とく償はん」 27その家來の主人あはれみ

て之を解き、その負債を免したり。 28然るに其

の家來いでて、己より百デナリを負ひたる一人の

同僚にあひ、之をとらへ、喉を締めて言ふ「負債

を償へ」 29その同僚ひれ伏し、願ひて「寛くし

給へ、さらば償はん」と言へど、 30肯はずして

往き、その負債を償ふまで之を獄に入れたり。 31

同僚ども有りし事を見て甚く悲しみ、往きて有り

し凡ての事をその主人に告ぐ。 32ここに主人か

れを呼び出して言ふ「惡しき家來よ、なんぢ願ひ

しによりて、かの負債をことごとく免せり。 33

わが汝を憫みしごとく、汝もまた同僚を憫むべき

にあらずや」 34斯くその主人、怒りて、負債を

ことごとく償ふまで彼を獄卒に付せり。 35もし

汝等おのおの心より兄弟を赦さずば、我が天の

父も亦なんぢらに斯のごとく爲し給ふべし』

19イエスこれらの言を語り終へて、ガリラヤを
去り、ヨルダンの彼方なるユダヤの地方に來

り給ひしに、 2大なる群衆したがひたれば、此處

にて彼らを醫し給へり。 3パリサイ人ら來り、イ

エスを試みて言ふ『何の故にかかはらず、人その

妻を出すは可きか』 4答へて言ひたまふ『人を造

り給ひしもの、元始より之を男と女とに造り、而

して、 5「かかる故に人は父母を離れ、その妻

に合ひて、二人のもの一體となるべし」と言ひ給

ひしを未だ讀まぬか。 6されば、はや二人にはあ

らず、一體なり。この故に神の合せ給ひし者は、

人これを離すべからず』 7彼らイエスに言ふ『さ

らば何故モーセは離縁状を與へて出すことを命

じたるか』 8彼らに言ひ給ふ『モーセは汝の心つ

れなきによりて妻を出すことを許したり。されど

元始より然にはあらぬなり。 9われ汝らに告ぐ、

おほよそ淫行の故ならで其の妻をいだし他に娶る

者は、姦淫を行ふなり』 10弟子たちイエスに言

ふ『人もし妻のことに於てかくのごとくば、娶ら

ざるに如かず』 11彼らに言ひたまふ『凡ての人

この言を受け容るるにはあらず、ただ授けられた

る者のみなり。 12それ生れながらの閹人あり、

人に爲られたる閹人あり、また天國のために自ら

なりたる閹人あり、之を受け容れうる者は受け容

るべし』 13ここに人々イエスの手をおきて祈り

給はんことを望みて、幼兒らを連れ來りしに、弟

子たち禁めたれば、 14イエス言ひたまふ『幼兒

らを許せ、我に來るを止むな、天國はかくのごと

き者の國なり』 15かくて手を彼らの上におきて

此處を去り給へり。 16視よ、或人みもとに來り

て言ふ『師よ、われ永遠の生命をうる爲には、如

何なる善き事を爲すべきか』 (aiōnios g166) 17イエス

言ひたまふ『善き事につきて何ぞ我に問ふか、善

き者は唯ひとりのみ。汝もし生命に入らんと思は

ば誡命を守れ』 18彼いふ『孰を』イエス言ひた

まふ『「殺すなかれ」「姦淫するなかれ」「盜む

なかれ」「僞證を立つる勿れ」 19「父と母とを
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敬へ」また「己のごとく汝の隣を愛すべし」』 20

その若者いふ『我みな之を守れり、なほ何を缺く

か』 21イエス言ひたまふ『なんぢ若し全からん

と思はば、往きて汝の所有を賣りて貧しき者に施

せ、さらば財寶を天に得ん。かつ來りて我に從へ

』 22この言をききて、若者悲しみつつ去りぬ。

大なる資産を有てる故なり。 23イエス弟子たち

に言ひ給ふ『まことに汝らに告ぐ、富める者の天

國に入るは難し。 24復なんぢらに告ぐ、富める

者の神の國に入るよりは、駱駝の針の孔を通るか

た反つて易し』 25弟子たち之をきき、甚だしく

驚きて言ふ『さらば誰か救はるることを得ん』 26

イエス彼らに目を注めて言ひ給ふ『これは人に能

はねど、神は凡ての事をなし得るなり』 27ここ

にペテロ答へて言ふ『視よ、われら一切をすてて

汝に從へり、されば何を得べきか』 28イエス彼

らに言ひ給ふ『まことに汝らに告ぐ、世あらたま

りて人の子その榮光の座位に坐するとき、我に從

へる汝等もまた十二の座位に坐して、イスラエ

ルの十二の族を審かん。 29また凡そ我が名のた

めに、或は家、あるひは兄弟、あるひは姉妹、あ

るひは父、あるひは母、あるひは子、あるひは田

畑を棄つる者は、數倍を受け、また永遠の生命を

嗣がん。 (aiōnios g166) 30されど多くの先なる者後に

、後なる者先になるべし。

20天國は勞動人を葡萄園に雇ふために、朝早
く出でたる主人のごとし。 2一日一デナリ

の約束をなして、勞動人どもを葡萄園に遣す。 3

また九時ごろ出でて市場に空しく立つ者どもを見

て、 4「なんぢらも葡萄園に往け、相當のものを

與へん」といへば、彼らも往く。 5十二時頃と

三時頃とに復いでて前のごとくす。 6五時頃ま

た出でしに、なほ立つ者どものあるを見ていふ「

何ゆゑ終日ここに空しく立つか」 7かれら言ふ「

たれも我らを雇はぬ故なり」主人いふ「なんぢら

も葡萄園に往け」 8夕になりて葡萄園の主人その

家司に言ふ「勞動人を呼びて、後の者より始め

、先の者にまで賃銀をはらへ」 9かくて五時ご

ろに雇はれしもの來りて、おのおの一デナリを受

く。 10先の者きたりて、多く受くるならんと思

ひしに、之も亦おのおの一デナリを受く。 11受

けしとき、家主にむかひ呟きて言ふ、 12「この

後の者どもは僅に一時間はたらきたるに、汝は

一日の勞と暑さとを忍びたる我らと均しく之を遇

へり」 13主人こたへて其の一人に言ふ「友よ、

我なんぢに不正をなさず、汝は我と一デナリの約

束をせしにあらずや。 14己が物を取りて往け、

この後の者に汝とひとしく與ふるは、我が意なり

。 15わが物を我が意のままにするは可からずや

、我よきが故に汝の目あしきか」 16かくのごと

く後なる者は先に、先なる者は後になるべし』 17

イエス、エルサレムに上らんとし給ふとき、竊に

十二弟子を近づけて、途すがら言ひ給ふ、 18『

視よ、我らエルサレムに上る、人の子は祭司長・

學者らに付されん。彼ら之を死に定め、 19また

嘲弄し、鞭うち、十字架につけん爲に異邦人に付

さん、かくて彼は三日めに甦へるべし』 20ここ

にゼベダイの子らの母、その子らと共に御許にき

たり、拜して何事か求めんとしたるに、 21イエ

ス彼に言ひたまふ『何を望むか』かれ言ふ『この

我が二人の子が汝の御國にて、一人は汝の右に、

一人は左に坐せんことを命じ給へ』 22イエス答

へて言ひ給ふ『なんぢらは求むる所を知らず、我

が飮まんとする酒杯を飮み得るか』かれら言ふ『

得るなり』 23イエス言ひたまふ『實に汝らは我

が酒杯を飮むべし、されど我が右左に坐するこ

とは、これ我の與ふべきものならず、我が父より

備へられたる人こそ與へらるるなれ』 24十人の

弟子これを聞き、二人の兄弟の事によりて憤ほる

。 25イエス彼らを呼びて言ひたまふ『異邦人の

君のその民を宰どり、大なる者の民の上に權を執

ることは、汝らの知る所なり。 26汝らの中にて

は然らず、汝らの中に大ならんと思ふ者は、汝ら

の役者となり、 27首たらんと思ふ者は汝らの僕

となるべし。 28かくのごとく、人の子の來れる

も事へらるる爲にあらず、反つて事ふることをな

し、又おほくの人の贖償として己が生命を與へん

爲なり』 29彼らエリコを出づるとき、大なる群

衆イエスに從へり。 30視よ、二人の盲人、路の

傍らに坐しをりしが、イエスの過ぎ給ふことを聞

き、叫びて言ふ『主よ、ダビデの子よ、我らを憫

みたまへ』 31群衆かれらを禁めて默さしめんと

したれど、愈々叫びて言ふ『主よ、ダビデの子

よ、我らを憫み給へ』 32イエス立ちどまり、彼

らを呼びて言ひ給ふ『わが汝らに何を爲さんこと

を望むか』 33彼ら言ふ『主よ、目の開かれんこ

となり』 34イエスいたく憫みて彼らの目に觸り
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給へば、直ちに物見ることを得て、イエスに從

へり。

21彼らエルサレムに近づき、オリブ山の邊なる
ベテパゲに到りし時、イエス二人の弟子を遣

さんとして言ひ給ふ、 2『向の村にゆけ、やがて

繋ぎたる驢馬のその子とともに在るを見ん、解き

て我に牽ききたれ。 3誰かもし汝らに何とか言は

ば「主の用なり」と言へ、さらば直ちに之を遣さ

ん』 4此の事の起りしは、預言者によりて云はれ

たる言の成就せん爲なり。曰く、 5『シオンの娘

に告げよ、「視よ、汝の王、なんぢに來り給ふ。

柔和にして驢馬に乘り、軛を負ふ驢馬の子に乘り

て」』 6弟子たち往きて、イエスの命じ給へる如

くして、 7驢馬とその子とを牽ききたり、己が衣

をその上におきたれば、イエス之に乘りたまふ。

8群衆の多くはその衣を途にしき、或者は樹の枝

を伐りて途に敷く。 9かつ前にゆき後にしたがふ

群衆よばはりて言ふ『ダビデの子にホサナ、讃む

べきかな、主の御名によりて來る者。いと高き處

にてホサナ』 10遂にエルサレムに入り給へば、

都擧りて騷立ちて言ふ『これは誰なるぞ』 11群

衆いふ『これガリラヤのナザレより出でたる預言

者イエスなり』 12イエス宮に入り、その内なる

凡ての賣買する者を逐ひいだし、兩替する者の臺

、鴿を賣る者の腰掛を倒して言ひ給ふ、 13『「

わが家は祈の家と稱へらるべし」と録されたるに

、汝らは之を強盜の巣となす』 14宮にて盲人・

跛者ども御許に來りたれば、之を醫したまへり。

15祭司長・學者らイエスの爲し給へる不思議なる

業と、宮にて呼はり『ダビデの子にホサナ』と言

ひをる子等とを見、憤ほりて、 16イエスに言ふ

『なんぢ彼らの言ふところを聞くか』イエス言ひ

給ふ『然り「嬰兒乳兒の口に讃美を備へ給へり

」とあるを未だ讀まぬか』 17遂に彼らを離れ、

都を出でてベタニヤにゆき、そこに宿り給ふ。 18

朝早く都にかへる時、イエス飢ゑたまふ。 19路

の傍なる一もとの無花果の樹を見て、その下に到

り給ひしに、葉のほかに何をも見出さず、之に對

ひて『今より後いつまでも果を結ばざれ』と言ひ

給へば、無花果の樹たちどころに枯れたり。 (aiōn

g165) 20弟子たち之を見、怪しみて言ふ『無花果の

樹の斯く立刻に枯れたるは何ぞや』 21イエス答

へて言ひ給ふ『まことに汝らに告ぐ、もし汝ら信

仰ありて疑はずば、啻に此の無花果の樹にありし

如きことを爲し得るのみならず、此の山に「移り

て海に入れ」と言ふとも亦成るべし。 22かつ祈

のとき何にても信じて求めば、ことごとく得べし

』 23宮に到りて教へ給ふとき、祭司長・民の長

老ら御許に來りて言ふ『何の權威をもて此等の

事をなすか、誰がこの權威を授けしか』 24イエ

ス答へて言ひたまふ『我も一言なんぢらに問はん

、もし夫を告げなば、我もまた何の權威をもて此

等のことを爲すかを告げん。 25ヨハネのバプテ

スマは何處よりぞ、天よりか、人よりか』かれら

互に論じて言ふ『もし天よりと言はば「何故か

れを信ぜざりし」と言はん。 26もし人よりと言

はんか、人みなヨハネを預言者と認むれば、我ら

は群衆を恐る』 27遂に答へて『知らず』と言へ

り。イエスもまた言ひたまふ『我も何の權威をも

て此等のことを爲すか汝らに告げじ。 28なんぢ

ら如何に思ふか、或人ふたりの子ありしが、そ

の兄にゆきて言ふ「子よ、今日、葡萄園に往きて

働け」 29答へて「主よ、我ゆかん」と言ひて終

に往かず。 30また弟にゆきて同じやうに言ひし

に、答へて「往かじ」と言ひたれど、後くいて往

きたり。 31この二人のうち孰か父の意を爲しし

』彼らいふ『後の者なり』イエス言ひ給ふ『まこ

とに汝らに告ぐ、取税人と遊女とは汝らに先だち

て神の國に入るなり。 32それヨハネ義の道をも

て來りしに、汝らは彼を信ぜず、取税人と遊女と

は信じたり。然るに汝らは之を見し後も、なほ悔

改めずして信ぜざりき。 33また一つの譬を聽け

、ある家主、葡萄園をつくりて籬をめぐらし、中

に酒槽を掘り、櫓を建て、農夫どもに貸して遠く

旅立せり。 34果期ちかづきたれば、その果を受

取らんとて僕らを農夫どもの許に遣ししに、 35

農夫どもその僕らを執へて、一人を打ちたたき、

一人をころし、一人を石にて撃てり。 36復ほか

の僕らを前よりも多く遣ししに、之をも同じやう

に遇へり。 37「わが子は敬ふならん」と言ひて

、遂にその子を遣ししに、 38農夫ども此の子を

見て互に言ふ「これは世嗣なり、いざ殺して、そ

の嗣業を取らん」 39かくて之をとらへ、葡萄園

の外に逐ひ出して殺せり。 40さらば葡萄園の主

人きたる時、この農夫どもに何を爲さんか』 41

かれら言ふ『その惡人どもを飽くまで滅し、果期

におよびて果を納むる他の農夫どもに葡萄園を貸

し與ふべし』 42イエス言ひたまふ『聖書に、「
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造家者らの棄てたる石は、これぞ隅の首石となれ

る、これ主によりて成れるにて、我らの目には奇

しきなり」とあるを汝ら未だ讀まぬか。 43この

故に汝らに告ぐ、汝らは神の國をとられ、其の果

を結ぶ國人は、之を與へらるべし。 44この石の

上に倒るる者はくだけ、又この石、人のうへに倒

るれば、其の人を微塵とせん』 45祭司長・パリ

サイ人ら、イエスの譬をきき、己らを指して語り

給へるを悟り、 46イエスを執へんと思へど群衆

を恐れたり、群衆かれを預言者とするに因る。

22イエスまた譬をもて答へて言ひ給ふ 2『天國

は己が子のために婚筵を設くる王のごとし。

3婚筵に招きおきたる人々を迎へんとて僕どもを

遺ししに、來るを肯はず。 4復ほかの僕どもを遣

すとて言ふ「招きたる人々に告げよ、視よ、晝餐

は既に備りたり。我が牛も肥えたる畜も屠られて

、凡ての物備りたれば、婚筵に來れと」 5然る

に人々顧みずして、或者は己が畑に、或者は己

が商賣に往けり。 6また他の者は僕を執へて、辱

しめかつ殺したれば、 7王怒りて軍勢を遣し、

かの兇行者を滅して其の町を燒きたり。 8かくて

僕どもに言ふ「婚筵は既に備りたれど、招きたる

者どもは相應しからず。 9されば汝ら街に往きて

、遇ふほどの者を婚筵に招け」 10僕ども途に出

でて、善きも惡しきも遇ふほどの者をみな集めた

れば、婚禮の席は客にて滿てり。 11王、客を見

んとて入り來り、一人の禮服を著けぬ者あるを見

て、 12之に言ふ「友よ、如何なれば禮服を著け

ずして此處に入りたるか」かれ默しゐたり。 13

ここに王、侍者らに言ふ「その手足を縛りて外

の暗黒に投げいだせ、其處にて哀哭・切齒するこ

とあらん」 14それ招かるる者は多かれど、選ば

るる者は少し』 15ここにパリサイ人ら出でて、

如何にしてかイエスを言の羂に係けんと相議り

、 16その弟子らをヘロデ黨の者どもと共に遺し

て言はしむ『師よ、我らは知る、なんじは眞にし

て、眞をもて神の道を教へ、かつ誰をも憚りたま

ふ事なし、人の外貌を見給はぬ故なり。 17され

ば我らに告げたまへ、貢をカイザルに納むるは可

きか、惡しきか、如何に思ひたまふ』 18イエス

その邪曲なるを知りて言ひたまふ『僞善者よ、な

んぞ我を試むるか。 19貢の金を我に見せよ』彼

らデナリ一つを持ち來る。 20イエス言ひ給ふ『

これは誰の像、たれの號なるか』 21彼ら言ふ『

カイザルのなり』ここに彼らに言ひ給ふ『さらば

カイザルの物はカイザルに、神の物は神に納めよ

』 22彼ら之を聞きて怪しみ、イエスを離れて去

り往けり。 23復活なしといふサドカイ人ら、そ

の日みもとに來り問ひて言ふ 24『師よ、モーセ

は「人もし子なくして死なば、其の兄弟かれの妻

を娶りて、兄弟のために世嗣を擧ぐべし」と云へ

り。 25我らの中に七人の兄弟ありしが、兄めと

りて死に、世嗣なくして其の妻を弟に遺したり。

26その二その三より、その七まで皆かくの如く爲

し、 27最後にその女も死にたり。 28されば復活

の時、その女は七人のうち誰の妻たるべきか、彼

ら皆これを妻としたればなり』 29イエス答へて

言ひ給ふ『なんぢら聖書をも神の能力をも知らぬ

故に誤れり。 30それ人よみがへりの時は、娶ら

ず嫁がず、天に在る御使たちの如し。 31死人の

復活に就きては、神なんぢらに告げて、 32「我

はアブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神なり

」と言ひ給へることを未だ讀まぬか。神は死にた

る者の神にあらず、生ける者の神なり』 33群衆

これを聞きて其の教に驚けり。 34パリサイ人ら

、イエスのサドカイ人らを默さしめ給ひしことを

聞きて相集り、 35その中なる一人の教法師、イ

エスを試むる爲に問ふ 36『師よ、律法のうち孰

の誡命が大なる』 37イエス言ひ給ふ『「なんぢ

心を盡し、精神を盡し、思を盡して主なる汝の神

を愛すべし」 38これは大にして第一の誡命なり

。 39第二もまた之にひとし「おのれの如くなん

ぢの隣を愛すべし」 40律法全體と預言者とは此

の二つの誡命に據るなり』 41パリサイ人らの集

りたる時、イエス彼らに問ひて言ひ給ふ 42『な

んぢらはキリストに就きて如何に思ふか、誰の子

なるか』かれら言ふ『ダビデの子なり』 43イエ

ス言ひ給ふ『さらばダビデ御靈に感じて何故か

れを主と稱ふるか。曰く 44「主わが主に言ひ給

ふ、われ汝の敵を汝の足の下に置くまでは、我が

右に坐せよ」 45斯くダビデ彼を主と稱ふれば、

爭でその子ならんや』 46誰も一言だに答ふるこ

と能はず、その日より敢へて復イエスに問ふ者な

かりき。

23ここにイエス群衆と弟子たちとに語りて言ひ
給ふ、 2『學者とパリサイ人とはモーセの座

を占む。 3されば凡てその言ふ所は守りて行へ、

されどその所作には效ふな、彼らは言ふのみにて
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行はぬなり。 4また重き荷を括りて人の肩にのせ

、己は指にて之を動かさんともせず。 5凡てその

所作は人に見られん爲にするなり。即ちその經札

を幅ひろくし、衣の總を大くし、 6饗宴の上席、

會堂の上座、 7市場にての敬禮、また人にラビと

呼ばるることを好む。 8されど汝らはラビの稱を

受くな、汝らの師は一人にして、汝等はみな兄

弟なり。 9地にある者を父と呼ぶな、汝らの父は

一人、すなはち天に在す者なり。 10また導師の

稱を受くな、汝らの導師はひとり、即ちキリスト

なり。 11汝等のうち大なる者は、汝らの役者と

ならん。 12凡そおのれを高うする者は卑うせら

れ、己を卑うする者は高うせらるるなり。 13禍

害なるかな、僞善なる學者、パリサイ人よ、なん

ぢらは人の前に天國を閉して自ら入らず、入らん

とする人の入るをも許さぬなり。 14 [なし] 15禍

害なるかな、僞善なる學者、パリサイ人よ、汝ら

は一人の改宗者を得んために海陸を經めぐり、

既に得れば、之を己に倍したるゲヘナの子となす

なり。 (Geenna g1067) 16禍害なるかな、盲目なる手

引よ、なんぢらは言ふ「人もし宮を指して誓はば

事なし、宮の黄金を指して誓はば果さざるべから

ず」と。 17愚にして盲目なる者よ、黄金と黄金

を聖ならしむる宮とは孰か貴き。 18なんぢら又

いふ「人もし祭壇を指して誓はば事なし、其の上

の供物を指して誓はば果さざるべからず」と。 19

盲目なる者よ、供物と供物を聖ならしむる祭壇と

は孰か貴き。 20されば祭壇を指して誓ふ者は、

祭壇とその上の凡ての物とを指して誓ふなり。 21

宮を指して誓ふ者は、宮とその内に住みたまふ者

とを指して誓ふなり。 22また天を指して誓ふ者

は、神の御座とその上に坐したまふ者とを指して

誓ふなり。 23禍害なるかな、僞善なる學者、パ

リサイ人よ、汝らは薄荷・蒔蘿・クミンの十分の

一を納めて、律法の中にて尤も重き公平と憐憫と

忠信とを等閑にす。されど之は行ふべきものなり

、而して、彼もまた等閑にすべきものならず。 24

盲目なる手引よ、汝らは蚋を漉し出して駱駝を呑

むなり。 25禍害なるかな、僞善なる學者、パリ

サイ人よ、汝らは酒杯と皿との外を潔くす、され

ど内は貪慾と放縱とにて滿つるなり。 26盲目な

るパリサイ人よ、汝まづ酒杯の内を潔めよ、さら

ば外も潔くなるべし。 27禍害なるかな、僞善な

る學者、パリサイ人よ、汝らは白く塗りたる墓に

似たり、外は美しく見ゆれども、内は死人の骨と

さまざまの穢とにて滿つ。 28かくのごとく汝ら

も外は人に正しく見ゆれども、内は僞善と不法と

にて滿つるなり。 29禍害なるかな、僞善なる學

者、パリサイ人よ、汝らは預言者の墓をたて、義

人の碑を飾りて言ふ、 30「我らもし先祖の時に

ありしならば、預言者の血を流すことに與せざり

しものを」と。 31かく汝らは預言者を殺しし者

の子たるを自ら證す。 32なんぢら己が先祖の桝

目を充せ。 33蛇よ、蝮の裔よ、なんぢら爭でゲ

ヘナの刑罰を避け得んや。 (Geenna g1067) 34この故

に視よ、我なんぢらに預言者・智者・學者らを遣

さんに、其の中の或者を殺し、十字架につけ、

或者を汝らの會堂にて鞭うち、町より町に逐ひ

苦しめん。 35之によりて義人アベルの血より、

聖所と祭壇との間にて汝らが殺ししバラキヤの子

ザカリヤの血に至るまで、地上にて流したる正し

き血は、皆なんぢらに報い來らん。 36まことに

汝らに告ぐ、これらの事はみな今の代に報い來る

べし。 37ああエルサレム、エルサレム、預言者

たちを殺し、遣されたる人々を石にて撃つ者よ、

牝鷄のその雛を翼の下に集むるごとく、我なんぢ

の子どもを集めんとせしこと幾度ぞや、されど汝

らは好まざりき。 38視よ、汝らの家は廢てられ

て汝らに遺らん。 39われ汝らに告ぐ「讃むべき

かな、主の名によりて來る者」と、汝等のいふ

時の至るまでは、今より我を見ざるべし』

24イエス宮を出でてゆき給ふとき、弟子たち宮
の建造物を示さんとて御許に來りしに、 2答

へて言ひ給ふ『なんぢら此の一切の物を見ぬか。

誠に汝らに告ぐ、此處に一つの石も崩されずして

は石の上に遺らじ』 3オリブ山に坐し給ひしとき

、弟子たち竊に御許に來りて言ふ『われらに告げ

給へ、これらの事は何時あるか、又なんぢの來り

給ふと世の終とには、何の兆あるか』 (aiōn g165) 4

イエス答へて言ひ給ふ『なんぢら人に惑されぬや

うに心せよ。 5多くの者わが名を冒し來り「我は

キリストなり」と言ひて多くの人を惑さん。 6又

なんぢら戰爭と戰爭の噂とを聞かん、愼みて懼る

な。かかる事はあるべきなり、されど未だ終には

あらず。 7即ち「民は民に、國は國に逆ひて起た

ん」また處々に饑饉と地震とあらん、 8此等は

みな産の苦難の始なり。 9そのとき人々なんぢら

を患難に付し、また殺さん、汝等わが名の爲に
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、もろもろの國人に憎まれん。 10その時おほく

の人つまづき、且たがひに付し、互に憎まん。 11

多くの僞預言者おこりて、多くの人を惑さん。

12また不法の増すによりて、多くの人の愛ひやや

かにならん。 13されど終まで耐へしのぶ者は救

はるべし。 14御國のこの福音は、もろもろの國

人に證をなさんため全世界に宣傅へられん、而し

てのち終は至るべし。 15なんぢら預言者ダニエ

ルによりて言はれたる「荒す惡むべき者」の聖な

る處に立つを見ば（讀む者さとれ） 16その時ユ

ダヤに居る者どもは山に遁れよ。 17屋の上に居

る者はその家の物を取り出さんとして下るな。 18

畑にをる者は上衣を取らんとて歸るな。 19その

日には孕りたる者と乳を哺まする者とは禍害なる

かな。 20汝らの遁ぐることの冬または安息日に

起らぬように祈れ。 21そのとき大なる患難あら

ん、世の創より今に至るまでかかる患難はなく、

また後にも無からん。 22その日もし少くせられ

ずば、一人だに救はるる者なからん、されど選民

の爲にその日少くせらるべし。 23その時あるひ

は「視よ、キリスト此處にあり」或は「此處にあ

り」と言ふ者ありとも信ずな。 24僞キリスト・

僞預言者おこりて、大なる徴と不思議とを現し

、爲し得べくば選民をも惑さんとするなり。 25

視よ、あらかじめ之を汝らに告げおくなり。 26

されば人もし汝らに「視よ、彼は荒野にあり」と

いふとも出で往くな「視よ、彼は部屋にあり」と

言ふとも信ずな。 27電光の東より出でて西にま

で閃きわたる如く、人の子の來るも亦然らん。

28それ死骸のある處には鷲あつまらん。 29これら

の日の患難ののち直ちに日は暗く、月は光を發た

ず、星は空より隕ち、天の萬象ふるひ動かん。 30

そのとき人の子の兆、天に現れん。そのとき地上

の諸族みな嘆き、かつ人の子の能力と大なる榮光

とをもて、天の雲に乘り來るを見ん。 31また彼

は使たちを大なるラッパの聲とともに遣さん。使

たちは天の此の極より彼の極まで、四方より選民

を集めん。 32無花果の樹よりの譬をまなべ、そ

の枝すでに柔かくなりて葉芽ぐめば、夏の近き

を知る。 33かくのごとく汝らも此等のすべての

事を見ば、人の子すでに近づきて門邊に到るを知

れ。 34誠に汝らに告ぐ、これらの事ことごとく

成るまで、今の代は過ぎ往くまじ。 35天地は過

ぎゆかん、されど我が言は過ぎ往くことなし。 36

その日その時を知る者なし、天の使たちも知らず

、子も知らず、ただ父のみ知り給ふ。 37ノアの

時のごとく人の子の來るも然あるべし。 38曾て

洪水の前ノア方舟に入る日までは、人々飮み食

ひ、娶り嫁がせなどし、 39洪水の來りて悉とく

滅すまでは知らざりき、人の子の來るも然あるべ

し。 40そのとき二人の男畑にをらんに、一人は

取られ一人は遺されん。 41二人の女磨ひき居ら

んに、一人は取られ一人は遺されん。 42されば

目を覺しをれ、汝らの主のきたるは、何れの日な

るかを知らざればなり。 43汝等これを知れ、家

主もし盜人いづれの時きたるかを知らば、目をさ

まし居て、その家を穿たすまじ。 44この故に汝

らも備へをれ、人の子は思はぬ時に來ればなり。

45主人が時に及びて食物を與へさする爲に、家の

者のうへに立てたる忠實にして慧き僕は誰なるか

。 46主人のきたる時、かく爲し居るを見らるる

僕は幸福なり。 47まことに汝らに告ぐ、主人す

べての所有を彼に掌どらすべし。 48もしその僕

惡しくして、心のうちに主人は遲しと思ひて、 49

その同輩を扑きはじめ、酒徒らと飮食を共にせば

、 50その僕の主人おもはぬ日しらぬ時に來りて

、 51之を烈しく笞うち、その報を僞善者と同じ

うせん。其處にて哀哭・切齒することあらん。

25このとき天國は、燈火を執りて新郎を迎へに
出づる、十人の處女に比ふべし。 2その中

の五人は愚にして五人は慧し。 3愚なる者は燈

火をとりて油を携へず、 4慧きものは油を器に入

れて燈火とともに携へたり。 5新郎遲かりしか

ば、皆まどろみて寢ぬ。 6夜半に「やよ、新郎な

るぞ、出で迎へよ」と呼はる聲す。 7ここに處女

みな起きてその燈火を整へたるに、 8愚なる者は

慧きものに言ふ「なんぢらの油を分けあたへよ、

我らの燈火きゆるなり」 9慧きもの答へて言ふ「

恐らくは我らと汝らとに足るまじ、寧ろ賣るもの

に往きて己がために買へ」 10彼ら買はんとて往

きたる間に新郎きたりたれば、備へをりし者ども

は彼とともに婚筵にいり、而して門は閉されたり

。 11その後かの他の處女ども來りて「主よ、主

よ、われらの爲にひらき給へ」と言ひしに、 12

答へて「まことに汝らに告ぐ、我は汝らを知らず

」と言へり。 13されば目を覺しをれ、汝らは其

の日その時を知らざるなり。 14また或人とほく

旅立せんとして、其の僕どもを呼び、之に己が所
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有を預くるが如し。 15各人の能力に應じて、或

者には五タラント、或者には二タラント、或者

には一タラントを與へ置きて旅立せり。 16五タ

ラントを受けし者は、直ちに往き、之をはたらか

せて他に五タラントを贏け、 17二タラントを受

けし者も同じく他に二タラントを贏く。 18然る

に一タラントを受けし者は、往きて地を掘り、そ

の主人の銀をかくし置けり。 19久しうして後こ

の僕どもの主人きたりて彼らと計算したるに、 20

五タラントを受けし者は他に五タラントを持ちき

たりて言ふ「主よ、なんぢ我に五タラントを預け

たりしが、視よ、他に五タラントを贏けたり」 21

主人いふ「宜いかな、善かつ忠なる僕、なんぢは

僅なる物に忠なりき。我なんぢに多くの物を掌ど

らせん、汝の主人の勸喜に入れ」 22二タラント

を受けし者も來りて言ふ「主よ、なんぢ我に二タ

ラントを預けたりしが、視よ、他に二タラントを

贏けたり」 23主人いふ「宜いかな、善かつ忠な

る僕、なんぢは僅なる物に忠なりき。我なんぢに

多くの物を掌どらせん、汝の主人の勸喜にいれ」

24また一タラントを受けし者もきたりて言ふ「主

よ、我はなんぢの嚴しき人にて、播かぬ處より刈

り、散らさぬ處より斂むることを知るゆゑに、 25

懼れてゆき、汝のタラントを地に藏しおけり。視

よ、汝はなんぢの物を得たり」 26主人こたへて

言ふ「惡しくかつ惰れる僕、わが播かぬ處より刈

り、散さぬ處より斂むることを知るか。 27さら

ば我が銀を銀行にあづけ置くべかりしなり、我き

たりて利子とともに我が物をうけ取りしものを。

28されば彼のタラントを取りて十タラントを有て

る人に與へよ。 29すべて有てる人は、與へられ

て愈々豐ならん。されど有たぬ者は、その有て

る物をも取らるべし。 30而して此の無益なる僕

を外の暗黒に逐ひいだせ、其處にて哀哭・切齒す

ることあらん」 31人の子その榮光をもて、もろ

もろの御使を率ゐきたる時、その榮光の座位に坐

せん。 32かくてその前にもろもろの國人あつめ

られん、之を別つこと牧羊者が羊と山羊とを別つ

如くして、 33羊をその右に、山羊をその左にお

かん。 34ここに王その右にをる者どもに言はん

「わが父に祝せられたる者よ、來りて世の創より

汝等のために備へられたる國を嗣げ。 35なんぢ

ら我が飢ゑしときに食はせ、渇きしときに飮ませ

、旅人なりし時に宿らせ、 36裸なりしときに衣

せ、病みしときに訪ひ、獄に在りしときに來りた

ればなり」 37ここに、正しき者ら答へて言はん

「主よ、何時なんぢの飢ゑしを見て食はせ、渇き

しを見て飮ませし。 38何時なんぢの旅人なりし

を見て宿らせ、裸なりしを見て衣せし。 39何時

なんぢの病みまた獄に在りしを見て、汝にいたり

し」 40王こたへて言はん「まことに汝らに告ぐ

、わが兄弟なる此等のいと小き者の一人になし

たるは、即ち我に爲したるなり」 41かくてまた

左にをる者どもに言はん「詛はれたる者よ、我を

離れて惡魔とその使らとのために備へられたる永

遠の火に入れ。 (aiōnios g166) 42なんぢら我が飢ゑし

ときに食はせず、渇きしときに飮ませず、 43旅

人なりしときに宿らせず、裸なりしときに衣せず

、病みまた獄にありしときに訪はざればなり」 44

ここに彼らも答へて言はん「主よ、いつ汝の飢ゑ

、或は渇き、或は旅人、あるひは裸、あるひは病

み、或は獄に在りしを見て事へざりし」 45ここ

に王こたへて言はん「誠になんぢらに告ぐ、此

等のいと小きものの一人に爲さざりしは、即ち我

になさざりしなり」と。 46かくて、これらの者

は去りて永遠の刑罰にいり、正しき者は永遠の生

命に入らん』 (aiōnios g166)

26イエスこれらの言をみな語りをへて、弟子た
ちに言ひ給ふ 2『なんぢらの知るごとく、二

日の後は過越の祭なり、人の子は十字架につけら

れん爲に賣らるべし』 3そのとき祭司長・民の長

老ら、カヤパといふ大祭司の中庭に集り、 4詭

計をもてイエスを捕へ、かつ殺さんと相議りた

れど、 5又いふ『まつりの間は爲すべからず、恐

らくは民の中に亂起らん』 6イエス、ベタニヤ

にて癩病人シモンの家に居給ふ時、 7ある女、石

膏の壺に入りたる貴き香油を持ちて、近づき來

り、食事の席に就き居給ふイエスの首に注げり。

8弟子たち之を見て憤ほり言ふ『何故かく濫なる

費をなすか。 9之を多くの金に賣りて、貧しき者

に施すことを得たりしものを』 10イエス之を知

りて言ひたまふ『何ぞこの女を惱すか、我に善き

事をなせるなり。 11貧しき者は常に汝らと偕に

をれど、我は常に偕に居らず。 12この女の我が

體に香油を注ぎしは、わが葬りの備をなせるな

り。 13まことに汝らに告ぐ、全世界いずこにて

も、この福音の宣傅へらるる處には、この女のな

しし事も記念として語らるべし』 14ここに十二
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弟子の一人イスカリオテのユダといふ者、祭司長

らの許にゆきて言ふ 15『なんぢらに彼を付さば

、何ほど我に與へんとするか』彼ら銀三十を量

り出せり。 16ユダこの時よりイエスを付さんと

好き機を窺ふ。 17除酵祭の初の日、弟子たちイ

エスに來りて言ふ『過越の食をなし給ふために、

何處に我らが備ふる事を望み給ふか』 18イエス

言ひたまふ『都にゆき、某のもとに到りて「師い

ふ、わが時近づけり。われ弟子たちと共に過越

を汝の家にて守らん」と言へ』 19弟子たちイエ

スの命じ給ひし如くして、過越の備をなせり。 20

日暮れて十二弟子とともに席に就きて、 21食す

るとき言ひ給ふ『まことに汝らに告ぐ、汝らの中

の一人われを賣らん』 22弟子たち甚く憂ひて、

おのおの『主よ、我なるか』と言ひいでしに、 23

答へて言ひたまふ『我とともに手を鉢に入るる者

われを賣らん。 24人の子は己に就きて録された

る如く逝くなり。されど人の子を賣る者は禍害な

るかな、その人は生れざりし方よかりしものを』

25イエスを賣るユダ答へて言ふ『ラビ、我なるか

』イエス言ひ給ふ『なんぢの言へる如し』 26彼

ら食しをる時、イエス、パンをとり、祝してさき

、弟子たちに與へて言ひ給ふ『取りて食へ、これ

は我が體なり』 27また酒杯をとりて謝し、彼ら

に與へて言ひ給ふ『なんぢら皆この酒杯より飮め

。 28これは契約のわが血なり、多くの人のため

に、罪の赦を得させんとて流す所のものなり。 29

われ汝らに告ぐ、わが父の國にて新しきものを汝

らと共に飮む日までは、われ今より後この葡萄の

果より成るものを飮まじ』 30彼ら讃美を歌ひて

後オリブ山に出でゆく。 31ここにイエス弟子た

ちに言ひ給ふ『今宵なんぢら皆われに就きて躓か

ん「われ牧羊者を打たん、さらば群の羊散るべ

し」と録されたるなり。 32されど我よみがへり

て後、なんぢらに先だちてガリラヤに往かん』 33

ペテロ答へて言ふ『假令みな汝に就きて躓くとも

我はいつまでも躓かじ』 34イエス言ひ給ふ『ま

ことに汝に告ぐ、こよひ鷄鳴く前に、なんぢ三

たび我を否むべし』 35ペテロ言ふ『我なんぢと

共に死ぬべき事ありとも汝を否まず』弟子たち皆

かく言へり。 36ここにイエス彼らと共にゲツセ

マネといふ處にいたりて、弟子たちに言ひ給ふ『

わが彼處にゆきて祈る間、なんぢら此處に坐せよ

』 37かくてペテロとゼベダイの子二人とを伴ひ

ゆき、憂ひ悲しみ出でて言ひ給ふ、 38『わが心

いたく憂ひて死ぬばかりなり。汝ら此處に止りて

我と共に目を覺しをれ』 39少し進みゆきて、平

伏し祈りて言ひ給ふ『わが父よ、もし得べくば此

の酒杯を我より過ぎ去らせ給へ。されど我が意の

儘にとにはあらず、御意のままに爲し給へ』 40

弟子たちの許にきたり、その眠れるを見てペテロ

に言ひ給ふ『なんぢら斯く一時も我と共に目を

覺し居ること能はぬか。 41誘惑に陷らぬやう、

目を覺しかつ祈れ。實に心は熱すれども肉體よわ

きなり』 42また二度ゆき祈りて言ひ給ふ『わが

父よ、この酒杯もし我飮までは過ぎ去りがたく

ば、御意のままに成し給へ』 43復きたりて彼ら

の眠れるを見たまふ、是その目疲れたるなり。

44また離れゆきて、三たび同じ言にて祈り給ふ。

45而して弟子たちの許に來りて言ひ給ふ『今は眠

りて休め。視よ、時近づけり、人の子は罪人ら

の手に付さるるなり。 46起きよ、我ら往くべし

。視よ、我を賣るもの近づけり』 47なほ語り給

ふほどに、視よ、十二弟子の一人なるユダ來る

、祭司長・民の長老らより遣されたる大なる群衆

、劍と棒とをもちて之に伴ふ。 48イエスを賣る

者あらかじめ合圖を示して言ふ『わが接吻する者

はそれなり、之を捕へよ』 49かくて直ちにイエ

スに近づき『ラビ、安かれ』といひて接吻したれ

ば、 50イエス言ひたまふ『友よ、何とて來る』

このとき人々すすみてイエスに手をかけて捕ふ。

51視よ、イエスと偕にありし者のひとり、手をの

べ劍を拔きて、大祭司の僕をうちて、その耳を

切り落せり。 52ここにイエス彼に言ひ給ふ『な

んぢの劍をもとに收めよ、すべて劍をとる者は劍

にて亡ぶるなり。 53我わが父に請ひて、十二軍

に餘る御使を今あたへらるること能はずと思ふか

。 54もし然せば、斯くあるべく録したる聖書は

いかで成就すべき』 55この時イエス群衆に言ひ

給ふ『なんぢら強盜に向ふごとく劍と棒とをもち

、我を捕へんとて出で來るか。我は日々宮に坐

して教へたりしに、汝ら我を捕へざりき。 56さ

れどかくの如くなるは、みな預言者たちの書の成

就せん爲なり』ここに弟子たち皆イエスを棄てて

逃げさりぬ。 57イエスを捕へたる者ども、學者

・長老らの集り居る大祭司カヤパの許に曳きゆ

く。 58ペテロ遠く離れ、イエスに從ひて大祭司

の中庭まで到り、その成行を見んとて、そこに入
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り下役どもと共に坐せり。 59祭司長らと全議會

と、イエスを死に定めんとて、いつはりの證據を

求めたるに、 60多くの僞證者いでたれども得ず

。後に二人の者いでて言ふ 61『この人は「われ

神の宮を毀ち三日にて建て得べし」と云へり』 62

大祭司たちてイエスに言ふ『この人々が汝に對

して立つる證據に何をも答へぬか』 63されどイ

エス默し居給ひたれば、大祭司いふ『われ汝に

命ず、活ける神に誓ひて我らに告げよ、汝はキリ

スト、神の子なるか』 64イエス言ひ給ふ『なん

ぢの言へる如し。かつ我なんぢらに告ぐ、今より

後、なんぢら人の子の全能者の右に坐し、天の雲

に乘りて來るを見ん』 65ここに大祭司おのが衣

を裂きて言ふ『かれ瀆言をいへり、何ぞ他に證人

を求めん。視よ、なんぢら今この瀆言をきけり。

66いかに思ふか』答へて言ふ『かれは死に當れり

』 67ここに彼等その御顏に唾し、拳にて搏ち、

或者どもは手掌にて批きて言ふ 68『キリストよ

、我らに預言せよ、汝をうちし者は誰なるか』 69

ペテロ外にて中庭に坐しゐたるに、一人の婢女き

たりて言ふ『なんぢもガリラヤ人イエスと偕にゐ

たり』 70かれ凡ての人の前に肯はずして言ふ『

われは汝の言ふことを知らず』 71かくて門まで

出で往きたるとき、他の婢女かれを見て、其處に

をる者どもに向ひて『この人はナザレ人イエスと

偕にゐたり』と言へるに、 72重ねて肯はず、契

ひて『我はその人を知らず』といふ。 73暫くし

て其處に立つ者ども近づきてペテロに言ふ『なん

ぢも慥にかの黨與なり、汝の國訛なんぢを表せり

』 74ここにペテロ盟ひかつ契ひて『我その人を

知らず』と言ひ出づるをりしも、鷄鳴きぬ。 75

ペテロ『にはとり鳴く前に、なんぢ三度われを否

まん』と、イエスの言ひ給ひし御言を思ひだし、

外に出でて甚く泣けり。

27夜明けになりて、凡ての祭司長・民の長老ら
、イエスを殺さんと相議り、 2遂に之を縛

り、曳きゆきて總督ピラトに付せり。 3ここにイ

エスを賣りしユダ、その死に定められ給ひしを見

て悔い、祭司長・長老らに、かの三十の銀をかへ

して言ふ、 4『われ罪なきの血を賣りて罪を犯し

たり』彼らいふ『われら何ぞ干らん、汝みづから

當るべし』 5彼その銀を聖所に投げすてて去り、

ゆきて自ら縊れたり。 6祭司長らその銀をとりて

言ふ『これは血の價なれば、宮の庫に納むるは可

からず』 7かくて相議り、その銀をもて陶工の

畑を買ひ、旅人らの墓地とせり。 8之によりて其

の畑は、今に至るまで血の畑と稱へらる。 9ここ

に預言者エレミヤによりて云はれたる言は成就し

たり。曰く『かくて彼ら値積られしもの、即ちイ

スラエルの子らが値積りし者の價の銀三十をと

りて、 10陶工の畑の代に之を與へたり。主の我

に命じ給ひし如し』 11さてイエス、總督の前に

立ち給ひしに、總督問ひて言ふ『なんぢはユダ

ヤ人の王なるか』イエス言ひ給ふ『なんぢの言ふ

が如し』 12祭司長・長老ら訴ふれども、何をも

答へ給はず。 13ここにピラト彼に言ふ『聞かぬ

か、彼らが汝に對して如何におほくの證據を立つ

るを』 14されど總督の甚く怪しむまで、一言を

も答へ給はず。 15祭の時には、總督群衆の望に

まかせて、囚人一人を之に赦す例あり。 16ここ

にバラバといふ隱れなき囚人あり。 17されば人

々の集れる時、ピラト言ふ『なんぢら我が誰を赦

さんことを願ふか。バラバなるか、キリストと稱

ふるイエスなるか』 18これピラト彼らのイエス

を付ししは嫉に因ると知る故なり。 19彼なほ審

判の座にをる時、その妻、人を遣して言はしむ『

かの義人に係ることを爲な、我けふ夢の中にて彼

の故にさまざま苦しめり』 20祭司長・長老ら、

群衆にバラバの赦されん事を請はしめ、イエスを

亡さんことを勸む。 21總督こたへて彼らに言ふ

『二人の中いづれを我が赦さん事を願ふか』彼ら

いふ『バラバなり』 22ピラト言ふ『さらばキリ

ストと稱ふるイエスを我いかにすべきか』皆いふ

『十字架につくべし』 23ピラト言ふ『かれ何の

惡事をなしたるか』彼ら烈しく叫びていふ『十字

架につくべし』 24ピラトは何の效なく反つて亂

にならんとするを見て、水をとり群衆のまへに手

を洗ひて言ふ『この人の血につきて我は罪なし、

汝等みづから當れ』 25民みな答へて言ふ『其の

血は、我らと我らの子孫とに歸すべし』 26ここ

にピラト、バラバを彼らに赦し、イエスを鞭うち

て、十字架につくる爲に付せり。 27ここに總督

の兵卒ども、イエスを官邸につれゆき、全隊を

御許に集め、 28その衣をはぎて、緋色の上衣を

きせ、 29茨の冠冕を編みて、その首に冠らせ、

葦を右の手にもたせ、且その前に跪づき、嘲弄し

て言ふ『ユダヤ人の王、安かれ』 30また之に唾

し、かの葦をとりて其の首を叩く。 31かく嘲弄
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してのち、上衣を剥ぎて、故の衣をきせ、十字架

につけんとて曳きゆく。 32その出づる時、シモ

ンといふクレネ人にあひしかば、強ひて之にイエ

スの十字架をおはしむ。 33かくてゴルゴタとい

ふ處、即ち髑髏の地にいたり、 34苦味を混ぜた

る葡萄酒を飮ませんとしたるに、嘗めて、飮まん

とし給はず。 35彼らイエスを十字架につけての

ち、籤をひきて其の衣をわかち、 36且そこに坐

して、イエスを守る。 37その首の上に『これは

ユダヤ人の王イエスなり』と記したる罪標を置き

たり。 38ここにイエスとともに二人の強盜、十

字架につけられ、一人はその右に、一人はその左

におかる。 39往來の者どもイエスを譏り、首を

振りていふ、 40『宮を毀ちて三日のうちに建つ

る者よ、もし神の子ならば己を救へ、十字架より

下りよ』 41祭司長らもまた同じく、學者・長老

らとともに嘲弄して言ふ、 42『人を救ひて己を

救ふこと能はず。彼はイスラエルの王なり、いま

十字架より下りよかし、さらば我ら彼を信ぜん。

43彼は神に依り頼めり、神かれを愛しまば今すく

ひ給ふべし「我は神の子なり」と云へり』 44と

もに十字架につけられたる強盜どもも、同じ事を

もてイエスを罵れり。 45晝の十二時より地の上

あまねく暗くなりて、三時に及ぶ。 46三時ごろ

イエス大聲に叫びて『エリ、エリ、レマ、サバク

タニ』と言ひ給ふ。わが神、わが神、なんぞ我を

見棄て給ひしとの意なり。 47そこに立つ者のう

ち或人々これを聞きて『彼はエリヤを呼ぶなり

』と言ふ。 48直ちにその中の一人はしりゆきて

海綿をとり、酸き葡萄酒を含ませ、葦につけてイ

エスに飮ましむ。 49その他の者ども言ふ『まて

、エリヤ來りて彼を救ふや否や、我ら之を見ん』

50イエス再び大聲に呼はりて息絶えたまふ。 51

視よ、聖所の幕、上より下まで裂けて二つとなり

、また地震ひ、磐さけ、 52墓ひらけて、眠りた

る聖徒の屍體おほく活きかへり、 53イエスの復

活ののち墓をいで、聖なる都に入りて、多くの人

に現れたり。 54百卒長および之と共にイエスを

守りゐたる者ども、地震とその有りし事とを見て

甚く懼れ『實に彼は神の子なりき』と言へり。 55

その處にて遙に望みゐたる多くの女あり、イエス

に事へてガリラヤより從ひ來りし者どもなり。 56

その中には、マグダラのマリヤ、ヤコブとヨセフ

との母マリヤ、及びゼベダイの子らの母などもゐ

たり。 57日暮れて、ヨセフと云ふアリマタヤの

富める人きたる。彼もイエスの弟子なるが、 58

ピラトに往きてイエスの屍體を請ふ。ここにピラ

ト之を付すことを命ず。 59ヨセフ屍體をとりて

淨き亞麻布につつみ、 60岩にほりたる己が新し

き墓に納め、墓の入口に大なる石を轉しおきて去

りぬ。 61其處にはマグダラのマリヤと他のマリ

ヤと墓に向ひて坐しゐたり。 62あくる日、即ち

準備日の翌日、祭司長らとパリサイ人らとピラ

トの許に集りて言ふ、 63『主よ、かの惑すもの

生き居りし時「われ三日の後に甦へらん」と言ひ

しを、我ら思ひいだせり。 64されば命じて三日

に至るまで墓を固めしめ給へ、恐らくはその弟子

ら來りて之を盜み、「彼は死人の中より甦へれり

」と民に言はん。然らば後の惑は前のよりも甚だ

しからん』 65ピラト言ふ『なんぢらに番兵あり

、往きて力限り固めよ』 66乃ち彼らゆきて石に

封印し、番兵を置きて墓を固めたり。

28さて安息日をはりて、一週の初の日のほの
明き頃、マグダラのマリヤと他のマリヤと墓

を見んとて來りしに、 2視よ、大なる地震あり、

これ主の使、天より降り來りて、かの石を轉し退

け、その上に坐したるなり。 3その状は電光のご

とく輝き、その衣は雪のごとく白し。 4守の者ど

も彼を懼れたれば、戰きて死人の如くなりぬ。 5

御使こたへて女たちに言ふ『なんぢら懼るな、我

なんぢらが十字架につけられ給ひしイエスを尋ぬ

るを知る。 6此處には在さず、その言へる如く甦

へり給へり。來りてその置かれ給ひし處を見よ。

7かつ速かに往きて、その弟子たちに「彼は死人

の中より甦へり給へり。視よ、汝らに先だちてガ

リラヤに往き給ふ、彼處にて謁ゆるを得ん」と告

げよ。視よ、汝らに之を告げたり』 8女たち懼と

大なる歡喜とをもて、速かに墓を去り、弟子たち

に知らせんとて走りゆく。 9視よ、イエス彼らに

遇ひて『安かれ』と言ひ給ひたれば、進みゆき、

御足を抱きて拜す。 10ここにイエス言ひたまふ

『懼るな、往きて我が兄弟たちに、ガリラヤにゆ

き、彼處にて我を見るべきことを知らせよ』 11

女たちの往きたるとき、視よ、番兵のうちの數人

、都にいたり、凡て有りし事どもを祭司長らに告

ぐ。 12祭司長ら、長老らと共に集りて相議り、

兵卒どもに多くの銀を與へて言ふ、 13『なんぢ

ら言へ「その弟子ら夜きたりて、我らの眠れる間
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に彼を盜めり」と。 14この事もし總督に聞えな

ば、我ら彼を宥めて汝らに憂なからしめん』 15

彼ら銀をとりて言ひ含められたる如くしたれば、

此の話ユダヤ人の中にひろまりて、今日に至れり

。 16十一弟子たちガリラヤに往きて、イエスの

命じ給ひし山にのぼり、 17遂に謁えて拜せり。

されど疑ふ者もありき。 18イエス進みきたり、

彼らに語りて言ひたまふ『我は天にても地にても

一切の權を與へられたり。 19されば汝ら往きて

、もろもろの國人を弟子となし、父と子と聖靈

との名によりてバプテスマを施し、 20わが汝ら

に命ぜし凡ての事を守るべきを教へよ。視よ、我

は世の終まで常に汝らと偕に在るなり』 (aiōn g165)
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マルコの福音書

1神の子イエス、キリストの福音の始。 2預言者

イザヤの書に、『視よ、我なんぢの顏の前に

、わが使を遣す、彼なんぢの道を設くべし。 3荒

野に呼はる者の聲す、「主の道を備へ、その路す

ぢを直くせよ」』と録されたる如く、 4バプテス

マのヨハネ出で、荒野にて罪の赦を得さする悔改

のバプテスマを宣傳ふ。 5ユダヤ全國またエルサ

レムの人々、みな其の許に出で來りて罪を言ひあ

らはし、ヨルダン川にてバプテスマを受けたり。

6ヨハネは駱駝の毛織を著、腰に皮の帶して、蝗

と野蜜とを食へり。 7かれ宣傳へて言ふ『我より

も力ある者、わが後に來る。我は屈みてその鞋の

紐をとくにも足らず、 8我は水にて汝らにバプテ

スマを施せり。されど彼は聖靈にてバプテスマ

を施さん』 9その頃イエス、ガリラヤのナザレよ

り來り、ヨルダンにてヨハネよりバプテスマを受

け給ふ。 10かくて水より上るをりしも、天さけ

ゆき、御靈、鴿のごとく己に降るを見給ふ。 11

かつ天より聲出づ『なんぢは我が愛しむ子なり

、我なんぢを悦ぶ』 12かくて御靈ただちにイエ

スを荒野に逐ひやる。 13荒野にて四十日の間サ

タンに試みられ、獸とともに居給ふ、御使たち之

に事へぬ。 14ヨハネの囚はれし後、イエス、ガ

リラヤに到り、神の福音を宣傳へて言ひ給ふ、 15

『時は滿てり、神の國は近づけり、汝ら悔改めて

福音を信ぜよ』 16イエス、ガリラヤの海にそひ

て歩みゆき、シモンと其の兄弟アンデレとが、海

に網うちをるを見給ふ。かれらは漁人なり。 17

イエス言ひ給ふ『われに從ひきたれ、汝等をし

て人を漁る者とならしめん』 18彼ら直ちに網を

すてて從へり。 19少し進みゆきて、ゼベダイの

子ヤコブとその兄弟ヨハネとを見給ふ、彼らも

舟にありて網を繕ひゐたり。 20直ちに呼び給へ

ば、父ゼベダイを雇人とともに舟に遺して從ひゆ

けり。 21かくて彼らカペナウムに到る、イエス

直ちに安息日に會堂にいりて教へ給ふ。 22人々

その教に驚きあへり。それは學者の如くならず、

權威ある者のごとく教へ給ふゆゑなり。 23時に

その會堂に、穢れし靈に憑かれたる人あり、叫び

て言ふ 24『ナザレのイエスよ、我らは汝と何の

關係あらんや、汝は我らを亡さんとて來給ふ。わ

れは汝の誰なるを知る、神の聖者なり』 25イエ

ス禁めて言ひ給ふ『默せ、その人を出でよ』 26

穢れし靈その人を痙攣けさせ、大聲をあげて出づ

。 27人々みな驚き相問ひて言ふ『これ何事ぞ、

權威ある新しき教なるかな、穢れし靈すら命ずれ

ば從ふ』 28ここにイエスの噂あまねくガリラヤ

の四方に弘りたり。 29會堂をいで、直ちにヤコ

ブとヨハネとを伴ひて、シモン及びアンデレの家

に入り給ふ。 30シモンの外姑、熱をやみて臥し

ゐたれば、人々ただちに之をイエスに告ぐ。 31

イエス往きて、その手をとり、起し給へば、熱さ

りて女かれらに事ふ。 32夕となり、日いりての

ち、人々すべての病ある者・惡鬼に憑かれたる者

をイエスに連れ來り、 33全町こぞりて門に集る

。 34イエスさまざまの病を患ふ多くの人をいや

し、多くの惡鬼を逐ひいだし、之に物言ふこと

を免し給はず、惡鬼イエスを知るに因りてなり。

35朝まだき暗き程に、イエス起き出でて、寂しき

處にゆき、其處にて祈りゐたまふ。 36シモン及

び之と偕にをる者ども、その跡を慕ひゆき、 37

イエスに遇ひて言ふ『人みな汝を尋ぬ』 38イエ

ス言ひ給ふ『いざ最寄の村々に往かん、われ彼處

にも教を宣ぶべし、我はこの爲に出で來りしなり

』 39遂にゆきて、徧くガリラヤの會堂にて教を

宣べ、かつ惡鬼を逐ひ出し給へり。 40一人の癩

病人みもとに來り、跪づき請ひて言ふ『御意なら

ば、我を潔くなし給ふを得ん』 41イエス憫みて

、手をのべ彼につけて『わが意なり、潔くなれ』

と言ひ給へば、 42直ちに癩病さりて、その人き

よまれり。 43やがて彼を去らしめんとて、嚴し

く戒めて言ひ給ふ 44『つつしみて誰にも語るな

、唯ゆきて己を祭司に見せ、モーセが命じたる物

を汝の潔のために献げて、人々に證せよ』 45さ

れど彼いでて此の事を大に述べつたへ、徧く弘め

始めたれば、この後イエスあらはに町に入りがた

く、外の寂しき處に留りたまふ。人々四方より

御許に來れり。

2數日の後、またカペナウムに入り給ひしに、
その家に在することを聞きて、 2多くの人あつ

まり來り、門口すら隙間なき程なり。イエス彼ら

に御言を語り給ふ。 3ここに四人に擔はれたる中

風の者を人々つれ來る。 4群衆によりて御許にゆ

くこと能はざれば、在す所の屋根を穿ちあけて、

中風の者を床のまま縋り下せり。 5イエス彼らの

信仰を見て、中風の者に言ひたまふ『子よ、汝の
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罪ゆるされたり』 6ある學者たち其處に坐しゐた

るが、心の中に、 7『この人なんぞ斯く言ふか、

これは神を瀆すなり、神ひとりの外は誰か罪を赦

すことを得べき』と論ぜしかば、 8イエス直ちに

彼等がかく論ずるを心に悟りて言ひ給ふ『なに

ゆゑ斯かることを心に論ずるか、 9中風の者に「

なんぢの罪ゆるされたり」と言ふと「起きよ、床

をとりて歩め」と言ふと、孰か易き。 10人の子

の地にて罪を赦す權威ある事を、汝らに知らせん

爲に』――中風の者に言ひ給ふ―― 11『なんぢ

に告ぐ、起きよ、床をとりて家に歸れ』 12彼お

きて直ちに床をとりあげ、人々の眼前いで往けば

、皆おどろき、かつ神を崇めて言ふ『われら斯く

の如きことは斷えて見ざりき』 13イエスまた海

邊に出でゆき給ひしに、群衆みもとに集ひ來りた

れば、之を教へ給へり。 14かくて過ぎ往くとき

、アルパヨの子レビの收税所に坐しをるを見て『

われに從へ』と言ひ給へば、立ちて從へり。 15

而して其の家にて食事の席につき居給ふとき、多

くの取税人・罪人ら、イエス及び弟子たちと共に

席に列る、これらの者おほく居て、イエスに從へ

るなり。 16パリサイ人の學者ら、イエスの罪人

・取税人とともに食し給ふを見て、その弟子たち

に言ふ『なにゆゑ取税人・罪人とともに食するか

』 17イエス聞きて言ひ給ふ『健かなる者は醫者

を要せず、ただ病ある者これを要す。我は正しき

者を招かんとにあらで、罪人を招かんとて來れり

』 18ヨハネの弟子とパリサイ人とは、斷食しゐ

たり。人々イエスに來りて言ふ『なにゆゑヨハネ

の弟子とパリサイ人の弟子とは斷食して、汝の弟

子は斷食せぬか』 19イエス言ひ給ふ『新郎の友

だち、新郎と偕にをるうちは斷食し得べきか、新

郎と偕にをる間は、斷食するを得ず。 20されど

新郎をとらるる日きたらん、その日には斷食せん

。 21誰も新しき布の裂を舊き衣に縫ひつくるこ

とは爲じ。もし然せば、その補ひたる新しきもの

は、舊き物をやぶり、破綻さらに甚だしからん。

22誰も新しき葡萄酒を、ふるき革嚢に入るること

は爲じ。もし然せば、葡萄酒は嚢をはりさきて、

葡萄酒も嚢も廢らん。新しき葡萄酒は、新しき革

嚢に入るるなり』 23イエス安息日に麥畠をとほ

り給ひしに、弟子たち歩みつつ穗を摘み始めたれ

ば、 24パリサイ人、イエスに言ふ『視よ、彼ら

は何ゆゑ安息日に爲まじき事をするか』 25答へ

給ふ『ダビデその伴へる人々と共に乏しくして飢

ゑしとき爲しし事を未だ讀まぬか。 26即ち大祭

司アビアタルの時、ダビデ神の家に入りて、祭司

のほかは食ふまじき供のパンを取りて食ひ、おの

れと偕なる者にも與へたり』 27また言ひたまふ

『安息日は人のために設けられて、人は安息日

のために設けられず。 28されば人の子は安息日

にも主たるなり』

3また會堂に入り給ひしに、片手なえたる人あ
り。 2人々イエスを訴へんと思ひて、安息日

にかの人を醫すや否やと窺ふ。 3イエス手なえた

る人に『中に立て』といひ、 4また人々に言ひた

まふ『安息日に善をなすと惡をなすと、生命を

救ふと殺すと、孰かよき』彼ら默然たり。 5イエ

スその心の頑固なるを憂ひて、怒り見囘して、手

なえたる人に『手を伸べよ』と言ひ給ふ。かれ手

を伸べたれば癒ゆ。 6パリサイ人いでて、直ちに

ヘロデ黨の人とともに、如何にしてイエスを亡さ

んと議る。 7イエスその弟子とともに海邊に退き

給ひしに、ガリラヤより來れる夥多しき民衆も從

ふ。又ユダヤ、 8エルサレム、イドマヤ、ヨルダ

ンの向の地、およびツロ、シドンの邊より夥多し

き民衆その爲し給へる事を聞きて、御許に來る。

9イエス群衆のおしなやますを逃れんとて、小舟

を備へ置くことを弟子に命じ給ふ。 10これ多く

の人を醫し給ひたれば、凡て病に苦しむもの、御

體に觸らんとて押迫る故なり。 11また穢れし靈

イエスを見る毎に、御前に平伏し、叫びて『なん

ぢは神の子なり』と言ひたれば、 12我を顯すな

とて、嚴しく戒め給ふ。 13イエス山に登り、御

意に適ふ者を召し給ひしに、彼ら御許に來る。 14

ここに十二人を擧げたまふ。是かれらを御側に

おき、また教を宣べさせ、 15惡鬼を逐ひ出す權

威を用ひさする爲に、遣さんとてなり。 16此の

十二人を擧げて、シモンにペテロといふ名をつ

け、 17ゼベダイの子ヤコブ、その兄弟ヨハネ、

此の二人にボアネルゲ、即ち雷霆の子といふ名を

つけ給ふ。 18又アンデレ、ピリポ、バルトロマ

イ、マタイ、トマス、アルパヨの子ヤコブ、タダ

イ、熱心黨のシモン、 19及びイスカリオテのユ

ダ、このユダはイエスを賣りしなり。かくてイエ

ス家に入り給ひしに、 20群衆また集り來りたれ

ば、食事する暇もなかりき。 21その親族の者こ

れを聞き、イエスを取押へんとて出で來る、イエ
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スを狂へりと謂ひてなり。 22又エルサレムより

下れる學者たちも『彼はベルゼブルに憑かれたり

』と言ひ、かつ『惡鬼の首によりて惡鬼を逐ひ出

すなり』と言ふ。 23イエス彼らを呼びよせ、譬

にて言ひ給ふ『サタンはいかでサタンを逐ひ出し

得んや。 24もし國分れ爭はば、其の國立つこと

能はず。 25もし家分れ爭はば、其の家立つこと

能はざるべし。 26もしサタン己に逆ひて分れ爭

はば、立つこと能はず、反つて亡び果てん。 27

誰にても先づ強き者を縛らずば、強き者の家に入

りて其の家財を奪ふこと能はじ、縛りて後その家

を奪ふべし。 28まことに汝らに告ぐ、人の子ら

の凡ての罪と、けがす瀆とは赦されん。 29され

ど聖靈をけがす者は、永遠に赦されず、永遠の

罪に定めらるべし』 (aiōn g165, aiōnios g166) 30これは

彼らイエスを『穢れし靈に憑かれたり』と云へる

が故なり。 31ここにイエスの母と兄弟と來りて

外に立ち、人を遣してイエスを呼ばしむ。 32群

衆イエスを環りて坐したりしが、或者いふ『視

よ、なんぢの母と兄弟姉妹と外にありて汝を尋

ぬ』 33イエス答へて言ひ給ふ『わが母、わが兄

弟とは誰ぞ』 34かくて周圍に坐する人々を見囘

して言ひたまふ『視よ、これは我が母、わが兄弟

なり。 35誰にても神の御意を行ふものは、是わ

が兄弟、わが姉妹、わが母なり』

4イエスまた海邊にて教へ始めたまふ。夥多し
き群衆、みもとに集りたれば、舟に乘り海に

泛びて坐したまひ、群衆はみな海に沿ひて陸にあ

り。 2譬にて數多の事ををしへ、教の中に言ひた

まふ、 3『聽け、種播くもの、播かんとて出づ

。 4播くとき、路の傍らに落ちし種あり、鳥きた

りて啄む。 5土うすき磽地に落ちし種あり、土

深からぬによりて、速かに萠え出でたれど、 6日

出でてやけ、根なき故に枯る。 7茨の中に落ちし

種あり、茨そだち塞ぎたれば、實を結ばず。 8良

き地に落ちし種あり、生え出でて茂り、實を結ぶ

こと、三十倍、六十倍、百倍せり』 9また言ひ

給ふ『きく耳ある者は聽くべし』 10イエス人々

を離れ居給ふとき、御許にをる者ども、十二弟

子とともに、此等の譬を問ふ。 11イエス言ひ給

ふ『なんぢらには神の國の奧義を與ふれど、外の

者には、凡て譬にて教ふ。 12これ「見るとき見

ゆとも認めず、聽くとき聞ゆとも悟らず、飜へり

て赦さるる事なからん」爲なり』 13また言ひ給

ふ『なんぢら此の譬を知らぬか、さらば爭でもろ

もろの譬を知り得んや。 14播く者は御言を播く

なり。 15御言の播かれて路の傍らにありとは、

かかる人をいふ、即ち聞くとき、直ちにサタン來

りて、その播かれたる御言を奪ふなり。 16同じ

く播かれて磽地にありとは、かかる人をいふ、即

ち御言をききて、直ちに喜び受くれども、 17そ

の中に根なければ、ただ暫し保つのみ、御言のた

めに患難また迫害にあふ時は、直ちに躓くなり。

18また播かれて茨の中にありとは、かかる人をい

ふ、 19すなはち御言をきけど、世の心勞、財貨

の惑、さまざまの慾いりきたり、御言を塞ぐによ

りて、遂に實らざるなり。 (aiōn g165) 20播かれて良

き地にありとは、かかる人をいふ、即ち御言を聽

きて受け、三十倍、六十倍、百倍の實を結ぶな

り』 21また言ひたまふ『升のした、寢臺の下に

おかんとて、燈火をもち來るか、燈臺の上におく

爲ならずや。 22それ顯るる爲ならで隱るるもの

なく、明かにせらるる爲ならで秘めらるるものな

し。 23聽く耳ある者は聽くべし』 24また言ひ給

ふ『なんぢら聽くことに心せよ、汝らが量る量に

て量られ、更に増し加へらるべし。 25それ有て

る人は、なほ與へられ、有たぬ人は、有てる物を

も取らるべし』 26また言ひたまふ『神の國は、

或人たねを地に播くが如し、 27日夜起臥するほ

どに、種はえ出でて育てども、その故を知らず。

28地はおのづから實を結ぶものにして、初には苗

、つぎに穗、つひに穗の中に充ち足れる穀なる。

29實みのれば直ちに鎌を入る、收穫時の到れるな

り』 30また言ひ給ふ『われら神の國を何になず

らへ、如何なる譬をもて示さん。 31一粒の芥種

のごとし、地に播く時は、世にある萬の種よりも

小けれど、 32既に播きて生え出づれば、萬の野

菜よりは大く、かつ大なる枝を出して、空の鳥そ

の蔭に棲み得るほどになるなり』 33かくのごと

き數多の譬をもて、人々の聽きうる力に隨ひて、

御言を語り、 34譬ならでは語り給はず、弟子た

ちには、人なき時に凡ての事を釋き給へり。 35

その日、夕になりて言ひ給ふ『いざ彼方に往かん

』 36弟子たち群衆を離れ、イエスの舟にゐ給ふ

まま共に乘り出づ、他の舟も從ひゆく。 37時に

烈しき颶風おこり、浪うち込みて、舟に滿つるば

かりなり。 38イエスは艫の方に茵を枕として寢

ねたまふ。弟子たち呼び起して言ふ『師よ、我ら
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の亡ぶるを顧み給はぬか』 39イエス起きて風を

いましめ、海に言ひたまふ『默せ、鎭れ』乃ち風

やみて、大なる凪となりぬ。 40かくて弟子たち

に言ひ給ふ『なに故かく臆するか、信仰なきは何

ぞ』 41かれら甚く懼れて互に言ふ『こは誰ぞ、

風も海も順ふとは』

5かくて海の彼方なるゲラセネ人の地に到る。
2イエスの舟より上り給ふとき、穢れし靈に憑

かれたる人、墓より出でて直ちに遇ふ。 3この人

、墓を住處とす、鏈にてすら今は誰も繋ぎ得ず。

4彼はしばしば足械と鏈とにて繋がれたれど、鏈

をちぎり、足械をくだきたり、誰も之を制する力

なかりしなり。 5夜も晝も、絶えず墓あるひは山

にて叫び、己が身を石にて傷つけゐたり。 6かれ

遙にイエスを見て、走りきたり、御前に平伏し、

7大聲に叫びて言ふ『いと高き神の子イエスよ、

我は汝と何の關係あらん、神によりて願ふ、我を

苦しめ給ふな』 8これはイエス『穢れし靈よ、こ

の人より出で往け』と言ひ給ひしに因るなり。 9

イエスまた『なんぢの名は何か』と問ひ給へば『

わが名はレギオン、我ら多きが故なり』と答へ、

10また己らを此の地の外に逐ひやり給はざらんこ

とを切に求む。 11彼處の山邊に豚の大なる群、

食しゐたり。 12惡鬼どもイエスに求めて言ふ『

われらを遣して豚に入らしめ給へ』 13イエス許

したまふ。穢れし靈いでて、豚に入りたれば、二

千匹ばかりの群、海に向ひて崖を駈けくだり、

海に溺れたり。 14飼ふ者ども逃げ往きて、町に

も里にも告げたれば、人々何事の起りしかを見

んとて出づ。 15かくてイエスに來り、惡鬼に憑

かれたりし者、即ちレギオンをもちたりし者の、

衣服をつけ、慥なる心にて坐しをるを見て、懼れ

あへり。 16かの惡鬼に憑かれたる者の上にあり

し事と、豚の事とを見し者ども、之を具に告げた

れば、 17人々イエスにその境を去り給はん事を

求む。 18イエス舟に乘らんとし給ふとき、惡鬼

に憑かれたりしもの偕に在らん事を願ひたれど、

19許さずして言ひ給ふ『なんぢの家に、親しき者

に歸りて、主がいかに大なる事を汝に爲し、いか

に汝を憫み給ひしかを告げよ』 20彼ゆきて、イ

エスの如何に大なる事を己になし給ひしかを、デ

カポリスに言ひ弘めたれば、人々みな怪しめり。

21イエス舟にて復かなたに渡り給ひしに、大なる

群衆みもとに集る、イエス海邊に在せり。 22會

堂司の一人、ヤイロという者きたり、イエスを

見て、その足下に伏し、 23切に願ひて言ふ『わ

が稚なき娘、いまはの際なり、來りて手をおき給

へ、さらば救はれて活くべし』 24イエス彼と共

にゆき給へば、大なる群衆したがひつつ御許に押

迫る。 25ここに十二年血漏を患ひたる女あり。

26多くの醫者に多く苦しめられ、有てる物をこと

ごとく費したれど、何の效なく、反つて増々惡

しくなりたり。 27イエスの事をききて、群衆に

まじり、後に來りて、御衣にさはる、 28『その

衣にだに觸らば救はれん』と自ら謂へり。 29か

くて血の泉ただちに乾き、病のいえたるを身に覺

えたり。 30イエス直ちに能力の己より出でたる

を自ら知り、群衆の中にて、振反り言ひたまふ『

誰が我の衣に觸りしぞ』 31弟子たち言ふ『群衆

の押迫るを見て、誰が我に觸りしぞと言ひ給ふか

』 32イエスこの事を爲しし者を見んとて見囘し

給ふ。 33女おそれ戰き、己が身になりし事を知

り、來りて御前に平伏し、ありしままを告ぐ。 34

イエス言ひ給ふ『娘よ、なんぢの信仰なんぢを救

へり、安らかに往け、病いえて健かになれ』 35

かく語り給ふほどに、會堂司の家より人々きた

りて言ふ『なんぢの娘は早や死にたり、爭でなほ

師を煩はすべき』 36イエス其の告ぐる言を傍よ

り聞きて、會堂司に言ひたまふ『懼るな、ただ

信ぜよ』 37かくてペテロ、ヤコブその兄弟ヨハ

ネの他は、ともに往く事を誰にも許し給はず。 38

彼ら會堂司の家に來る。イエス多くの人の、甚

く泣きつ叫びつする騷を見、 39入りて言ひ給ふ

『なんぞ騷ぎかつ泣くか、幼兒は死にたるにあら

ず、寐ねたるなり』 40人々イエスを嘲笑ふ。イ

エス彼等をみな外に出し、幼兒の父と母と己に

伴へる者とを率きつれて、幼兒のをる處に入り、

41幼兒の手を執りて『タリタ、クミ』と言ひたま

ふ。少女よ、我なんぢに言ふ、起きよ、との意な

り。 42直ちに少女たちて歩む、その歳十二なり

ければなり。彼ら直ちに甚く驚きおどろけり。 43

イエス此の事を誰にも知れぬやうにせよと、堅く

彼らを戒め、また食物を娘に與ふることを命じ給

ふ。

6かくて其處をいで、己が郷に到り給ひしに、
弟子たちも從へり。 2安息日になりて、會堂

にて教へ始め給ひしに、聞きたる多くのもの驚き

て言ふ『この人は此等のことを何處より得しぞ
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、此の人の授けられたる智慧は何ぞ、その手にて

爲すかくのごとき能力あるわざは何ぞ。 3此の人

は木匠にして、マリヤの子、またヤコブ、ヨセ、

ユダ、シモンの兄弟ならずや、其の姉妹も此處に

我らと共にをるに非ずや』遂に彼に躓けり。 4イ

エス彼らに言ひたまふ『預言者は、おのが郷、お

のが親族、おのが家の外にて尊ばれざる事なし』

5彼處にては、何の能力ある業をも行ひ給ふこと

能はず、ただ少數の病める者に、手をおきて醫し

給ひしのみ。 6彼らの信仰なきを怪しみ給へり。

かくて村々を歴巡りて教へ給ふ。 7また十二弟

子を召し、二人づつ遣しはじめ、穢れし靈を制す

る權威を與へ、 8かつ旅のために、杖一つの他

は、何をも持たず、糧も嚢も帶の中に錢をも持た

ず、 9ただ草鞋ばかりをはきて、二つの下衣をも

著ざることを命じ給へり。 10かくて言ひたまふ

『何處にても人の家に入らば、その地を去るまで

其處に留れ。 11何地にても汝らを受けず、汝ら

に聽かずば、其處を出づるとき、證のために足の

裏の塵を拂へ』 12ここに弟子たち出で往きて、

悔改むべきことを宣傅へ、 13多くの惡鬼を逐ひ

いだし、多くの病める者に油をぬりて醫せり。 14

かくてイエスの名顯れたれば、ヘロデ王ききて

言ふ『バプテスマのヨハネ死人の中より甦へりた

り。この故に此等の能力その中に働くなり』 15

或人は『エリヤなり』といひ、或人は『預言者

、いにしへの預言者のごとき者なり』といふ。 16

ヘロデ聞きて言ふ『わが首斬りしヨハネ、かれ甦

へりたるなり』 17ヘロデ先にその娶りたる己が

兄弟ピリポの妻ヘロデヤの爲に、みづから人を遣

し、ヨハネを捕へて獄に繋げり。 18ヨハネ、ヘ

ロデに『その兄弟の妻を納るるは宣しからず』と

言へるに因る。 19ヘロデヤ、ヨハネを怨みて殺

さんと思へど能はず。 20それはヘロデ、ヨハネ

の義にして聖なる人たるを知りて、之を畏れ、之

を護り、且つその教をききて、大に惱みつつも、

なほ喜びて聽きたる故なり。 21然るに機よき日

來れり。ヘロデ己が誕生日に、大臣・將校・ガリ

ラヤの貴人たちを招きて饗宴せしに、 22かのヘ

ロデヤの娘いり來りて、舞をまひ、ヘロデと其の

席に列れる者とを喜ばしむ。王、少女に言ふ『何

にても欲しく思ふものを求めよ、我あたへん』 23

また誓ひて言ふ『なんぢ求めば、我が國の半まで

も與へん』 24娘いでて母にいふ『何を求むべき

か』母いふ『バプテスマのヨハネの首を』 25娘

ただちに急ぎて王の許に入りきたり、求めて言ふ

『ねがはくは、バプテスマのヨハネの首を盆に載

せて速かに賜はれ』 26王いたく憂ひたれど、そ

の誓と席に在る者とに對して拒むことを好まず、

27直ちに衞兵を遣し、之にヨハネの首を持ち來る

ことを命ず、衞兵ゆきて、獄にてヨハネを首斬り

、 28その首を盆にのせ、持ち來りて少女に與ふ

、少女これを母に與ふ。 29ヨハネの弟子たち聞

きて來り、その屍體を取りて墓に納めたり。 30

使徒たちイエスの許に集りて、その爲ししこと、

教へし事をことごとく告ぐ。 31イエス言ひ給ふ

『なんぢら人を避け、寂しき處に、いざ來りて暫

し息へ』これは往來の人おほくして、食する暇だ

になかりし故なり。 32かくて人を避け、舟にて

寂しき處にゆく。 33其の往くを見て、多くの人

それと知り、その處を指して、町々より徒歩にて

ともに走り、彼等よりも先に往けり。 34イエス

出でて大なる群衆を見、その牧ふ者なき羊の如く

なるを甚く憫みて、多くの事を教へはじめ給ふ。

35時すでに晩くなりたれば、弟子たち御許に來り

ていふ『ここは寂しき處、はや時も晩し。 36人

々を去らしめ、周圍の里また村に往きて、己がた

めに食物を買はせ給へ』 37答へて言ひ給ふ『な

んぢら食物を與へよ』弟子たち言ふ『われら往き

て二百デナリのパンを買ひ、これに與へて食は

すべきか』 38イエス言ひ給ふ『パン幾つあるか

、往きて見よ』彼ら見ていふ『五つ、また魚二

つあり』 39イエス凡ての人の組々となりて、青

草の上に坐することを命じ給へば、 40或は百人

、あるひは五十人、畝のごとく列びて坐す。 41

かくてイエス五つのパンと二つの魚とを取り、天

を仰ぎて祝し、パンをさき、弟子たちに付して人

々の前に置かしめ、二つの魚をも人毎に分け給

ふ。 42凡ての人食ひて飽きたれば、 43パンの餘

、魚の殘を集めしに、十二の筐に滿ちたり。 44

パンを食ひたる男は五千人なりき。 45イエス直

ちに、弟子たちを強ひて舟に乘らせ、自ら群衆を

返す間に、彼方なるベツサイダに先に往かしむ。

46群衆に別れてのち、祈らんとて山にゆき給ふ。

47夕になりて、舟は海の眞中にあり、イエスはひ

とり陸に在す。 48風逆ふに因りて、弟子たちの

漕ぎ煩ふを見て、夜明の四時ごろ、海の上を歩み

、その許に到りて、往き過ぎんとし給ふ。 49弟
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子たち其の海の上を歩み給ふを見、變化の者なら

んと思ひて叫ぶ。 50皆これを見て心騷ぎたるに

因る。イエス直ちに彼らに語りて言ひ給ふ『心

安かれ、我なり、懼るな』 51かくて弟子たちの

許にゆき、舟に登り給へば、風やみたり。弟子た

ち心の中にて甚く驚く、 52彼らは先のパンの事

をさとらず、反つて其の心鈍くなりしなり。 53

遂に渡りてゲネサレの地に著き、舟がかりす。 54

舟より上りしに、人々ただちにイエスを認めて、

55徧くあたりを馳せまはり、その在すと聞く處々

に、患ふ者を床のままつれ來る。 56その到りた

まふ處には、村にても、町にても、里にても、病

める者を市場におきて、御衣の總にだに觸らしめ

給はんことを願ふ。觸りし者は、みな醫されたり

。

7パリサイ人と或學者らと、エルサレムより來
りてイエスの許に集る。 2而して、その弟子た

ちの中に、潔からぬ手、即ち洗はぬ手にて食事す

る者のあるを見たり。 3パリサイ人および凡ての

ユダヤ人は、古への人の言傳を固く執りて、懇ろ

に手を洗はねば食はず。 4また市場より歸りては

、まず禊がざれば食はず。このほか酒杯・鉢・銅

の器を濯ぐなど、多くの傳を承けて固く執りたり

。 5パリサイ人および學者らイエスに問ふ『なに

ゆゑ汝の弟子たちは、古への人の言傳に遵ひて歩

まず、潔からぬ手にて食事するか』 6イエス言ひ

給ふ『イザヤは汝ら僞善者につきて能く預言せり

。「この民は口唇にて我を敬ふ、されどその心は

我に遠ざかる。 7ただ徒らに我を拜む、人の訓誡

を教とし教へて」と録したり。 8なんぢらは神の

誡命を離れて、人の言傳を固く執る』 9また言ひ

たまふ『汝等はおのれの言傳を守らんとて、能

くも神の誡命を棄つ。 10即ちモーセは「なんぢ

の父、なんぢの母を敬へ」といひ「父また母を詈

る者は、必ず殺さるべし」といへり。 11然るに

汝らは「人もし父また母にむかひ、我が汝に對し

て負ふ所のものは、コルバン即ち供物なりと言は

ば可し」と言ひて、 12そののち人をして、父ま

た母に事ふること無からしむ。 13かく汝らの傳

へたる言傳によりて、神の言を空しうし、又おほ

く此の類の事をなしをるなり』 14更に群衆を呼

び寄せて言ひ給ふ『なんぢら皆われに聽きて悟れ

。 15外より人に入りて、人を汚し得るものなし

、されど人より出づるものは、これ人を汚すなり

』 16 [なし] 17イエス群衆を離れて家に入り給ひ

しに、弟子たち其の譬を問ふ。 18彼らに言ひ給

ふ『なんぢらも然か悟なきか、外より人に入る物

の、人を汚しえぬを悟らぬか、 19これ心には入

らず、腹に入りて厠におつるなり』かく凡ての食

物を潔しとし給へり。 20また言ひたまふ『人よ

り出づるものは、これ人を汚すなり。 21それ内

より、人の心より、惡しき念いづ、即ち淫行・竊

盜・殺人、 22姦淫・慳貪・邪曲・詭計・好色・

嫉妬・誹謗・傲慢・愚痴。 23すべて此等の惡し

き事は、内より出でて人を汚すなり』 24イエス

起ちて此處を去り、ツロの地方に往き、家に入り

て人に知られじとし給ひたれど、隱るること能は

ざりき。 25ここに穢れし靈に憑かれたる稚なき

娘をもてる女、ただちにイエスの事をきき、來り

て御足の許に平伏す。 26この女はギリシヤ人に

て、スロ・フェニキヤの生なり。その娘より惡鬼

を逐ひ出し給はんことを請ふ。 27イエス言ひ給

ふ『まづ子供に飽かしむべし、子供のパンをとり

て小狗に投げ與ふるは善からず』 28女こたへて

言ふ『然り、主よ、食卓の下の小狗も子供の食屑

を食ふなり』 29イエス言ひ給ふ『なんぢ此の言

によりて［安んじ］往け、惡鬼は既に娘より出で

たり』 30をんな家に歸りて見るに、子は寢臺の

上に臥し、惡鬼は既に出でたり。 31イエスまた

ツロの地方を去りて、シドンを過ぎ、デカポリス

の地方を經て、ガリラヤの海に來り給ふ。 32人

々、耳聾にして物言ふこと難き者を連れ來りて

、之に手をおき給はんことを願ふ。 33イエス群

衆の中より、彼をひとり連れ出し、その兩耳に指

をさし入れ、また唾して其の舌に觸り、 34天を

仰ぎて嘆じ、その人に對ひて『エパタ』と言ひ給

ふ、ひらけよとの意なり。 35かくてその耳ひら

け、舌の縺ただちに解け、正しく物いへり。 36

イエス誰にも告ぐなと人々を戒めたまふ。されど

戒むるほど反つて愈々言ひ弘めたり。 37また甚

だしく打驚きて言ふ『かれの爲しし事は皆よし、

聾者をも聞えしめ、唖者をも物いはしむ』

8その頃また大なる群衆にて食ふべき物なかり
しかば、イエス弟子たちを召して言ひ給ふ、 2

『われ此の群衆を憫む、既に三日われと偕にをり

て、食ふべき物なし。 3飢ゑしままにて其の家に

歸らしめば、途にて疲れ果てん。其の中には遠く

より來れる者あり』 4弟子たち答へて言ふ『この
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寂しき地にては、何處よりパンを得て、この人々

を飽かしむべき』 5イエス問ひ給ふ『パン幾つあ

るか』答へて『七つ』といふ。 6イエス群衆に命

じて地に坐せしめ、七つのパンを取り、謝して之

を裂き、弟子たちに與へて群衆の前におかしむ。

弟子たち乃ちその前におく。 7また小き魚すこし

ばかりあり、祝して、之をもその前におけと言ひ

給ふ。 8人々食ひて飽き、裂きたる餘を拾ひし

に、七つの籃に滿ちたり。 9その人おほよそ四千

人なりき。イエス彼らを歸し、 10直ちに弟子た

ちと共に舟に乘りて、ダルマヌタの地方に往き給

へり。 11パリサイ人いで來りて、イエスと論じ

はじめ、之を試みて天よりの徴をもとむ。 12イ

エス心に深く歎じて言ひ給ふ『なにゆゑ今の代は

徴を求むるか、まことに汝らに告ぐ、徴は今の代

に斷えて與へられじ』 13かくて彼らを離れ、ま

た舟に乘りて彼方に往き給ふ。 14弟子たちパン

を携ふることを忘れ、舟には唯一つの他パンなか

りき。 15イエス彼らを戒めて言ひたまふ『愼み

て、パリサイ人のパンだねと、ヘロデのパンだね

とに心せよ』 16弟子たち互に、これはパン無き

故ならんと語り合ふ。 17イエス知りて言ひたま

ふ『何ぞパン無き故ならんと語り合ふか、未だ知

らぬか、悟らぬか、汝らの心なほ鈍きか。 18目

ありて見ぬか、耳ありて聽かぬか。又なんぢら思

ひ出でぬか、 19五つのパンを裂きて、五千人に

與へし時、その餘を幾筐ひろひしか』弟子たち言

ふ『十二』 20『七つのパンを裂きて四千人に與

へし時、その餘を幾籃ひろひしか』弟子たち言ふ

『七つ』 21イエス言ひたまふ『未だ悟らぬか』

22彼ら遂にベツサイダに到る。人々、盲人をイエ

スに連れ來りて、觸り給はんことを願ふ。 23イ

エス盲人の手をとりて、村の外に連れ往き、その

目に唾し、御手をあてて『なにか見ゆるか』と問

ひ給へば、 24見上げて言ふ『人を見る、それは

樹の如き物の歩くが見ゆ』 25また御手をその目

にあて給へば、視凝めたるに、癒えて凡てのもの

明かに見えたり。 26かくて『村にも入るな』と

言ひて、その家に歸し給へり。 27イエス其の弟

子たちとピリポ・カイザリヤの村々に出でゆき、

途にて弟子たちに問ひて言ひたまふ『人々は我を

誰と言ふか』 28答へて言ふ『バプテスマのヨハ

ネ、或人はエリヤ、或人は預言者の一人』 29ま

た問ひ給ふ『なんぢらは我を誰と言ふか』ペテロ

答へて言ふ『なんぢはキリストなり』 30イエス

己がことを誰にも告ぐなと、彼らを戒め給ふ。 31

かくて人の子の必ず多くの苦難をうけ、長老・祭

司長・學者らに棄てられ、かつ殺され、三日の後

に甦へるべき事を教へはじめ、 32此の事をあら

はに語り給ふ。ここにペテロ、イエスを傍にひき

て戒め出でたれば、 33イエス振反りて弟子たち

を見、ペテロを戒めて言ひ給ふ『サタンよ、わが

後に退け、汝は神のことを思はず、反つて人のこ

とを思ふ』 34かくて群衆を弟子たちと共に呼び

寄せて言ひたまふ『人もし我に從ひ來らんと思は

ば、己をすて、己が十字架を負ひて我に從へ。 35

己が生命を救はんと思ふ者は、これを失ひ、我が

爲また福音の爲に己が生命をうしなふ者は、之を

救はん。 36人、全世界を贏くとも、己が生命を

損せば、何の益あらん、 37人その生命の代に何

を與へんや。 38不義なる罪深き今の代にて、我

または我が言を恥づる者をば、人の子もまた、父

の榮光をもて、聖なる御使たちと共に來らん時に

恥づべし』

9また言ひ給ふ『まことに汝らに告ぐ、此處に
立つ者のうちに、神の國の、權能をもて來る

を見るまでは、死を味はぬ者どもあり』 2六日の

後、イエスただペテロ、ヤコブ、ヨハネのみを率

きつれ、人を避けて高き山に登りたまふ。かくて

彼らの前にて其の状かはり、 3其の衣かがやきて

甚だ白くなりぬ、世の晒布者を爲し得ぬほど白し

。 4エリヤ、モーセともに彼らに現れて、イエス

と語りゐたり。 5ペテロ差出でてイエスに言ふ『

ラビ、我らの此處に居るは善し。われら三つの廬

を造り、一つを汝のため、一つをモーセのため、

一つをエリヤのためにせん』 6彼等いたく懼れ

たれば、ペテロ何と言ふべきかを知らざりしなり

。 7かくて雲おこり、彼らを覆ふ。雲より聲出

づ『これは我が愛しむ子なり、汝ら之に聽け』 8

弟子たち急ぎ見囘すに、イエスと己らとの他には

、はや誰も見えざりき。 9山をくだる時、イエス

彼らに、人の子の、死人の中より甦へるまでは、

見しことを誰にも語るなと戒め給ふ。 10彼ら此

の言を心にとめ『死人の中より甦へる』とは、如

何なる事ぞと互に論じ合ふ。 11かくてイエスに

問ひて言ふ『學者たちは、何故エリヤまづ來る

べしと言ふか』 12イエス言ひ給ふ『實にエリヤ

先づ來りて、萬の事をあらたむ。さらば人の子に
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つき、多くの苦難を受け、かつ蔑せらるる事の録

されたるは何ぞや。 13されど我なんぢらに告ぐ

、エリヤは既に來れり。然るに彼に就きて録され

たる如く、人々心のままに之を待へり』 14相共

に弟子たちの許に來りて、大なる群衆の之を環り

、學者たちの之と論じゐたるを見給ふ。 15群衆

みなイエスを見るや否や、いたく驚き、御許に走

り往きて禮をなせり。 16イエス問ひ給ふ『なん

ぢら何を彼らと論ずるか』 17群衆のうちの一人

こたふ『師よ、唖の靈に憑かれたる我が子を御許

に連れ來れり。 18靈いづこにても彼に憑けば、

痙攣け泡をふき、齒をくひしばり、而して痩せ衰

ふ。御弟子たちに之を逐ひ出すことを請ひたれど

能はざりき』 19ここに彼らに言ひ給ふ『ああ信

なき代なるかな、我いつまで汝らと偕にをらん、

何時まで汝らを忍ばん。その子を我が許に連れき

たれ』 20乃ち連れきたる。彼イエスを見しとき

、靈ただちに之を痙攣けたれば、地に倒れ、泡を

ふきて轉び廻る。 21イエスその父に問ひ給ふ『

いつの頃より斯くなりしか』父いふ『をさなき時

よりなり。 22靈しばしば彼を火のなか水の中に

投げ入れて亡さんとせり。されど汝なにか爲し得

ば、我らを憫みて助け給へ』 23イエス言ひたま

ふ『爲し得ばと言ふか、信ずる者には、凡ての事

なし得らるるなり』 24その子の父ただちに叫び

て言ふ『われ信ず、信仰なき我を助け給へ』 25

イエス群衆の走り集るを見て、穢れし靈を禁めて

言ひたまふ『唖にて耳聾なる靈よ、我なんぢに命

ず、この子より出でよ、重ねて入るな』 26靈さ

けびて甚だしく痙攣けさせて出でしに、その子、

死人の如くなりたれば、多くの者これを死にたり

と言ふ。 27イエスその手を執りて起し給へば立

てり。 28イエス家に入り給ひしとき、弟子たち

竊に問ふ『我等いかなれば逐ひ出し得ざりしか』

29答へ給ふ『この類は祈に由らざれば、如何にす

とも出でざるなり』 30此處を去りてガリラヤを

過ぐ。イエス人の此の事を知るを欲し給はず。 31

これは弟子たちに教をなし、かつ『人の子は人々

の手にわたされ、人々これを殺し、殺されて三日

ののち甦へるべし』と言ひ給ふが故なり。 32弟

子たちはその言を悟らず、また問ふ事を恐れたり

。 33かくてカペナウムに到る。イエス家に入り

て弟子たちに問ひ給ふ『なんぢら途すがら何を論

ぜしか』 34弟子たち默然たり、これは途すがら

、誰か大ならんと、互に爭ひたるに因る。 35イ

エス坐して十二弟子を呼び、之に言ひたまふ『

人もし頭たらんと思はば、凡ての人の後となり、

凡ての人の役者となるべし』 36かくてイエス幼

兒をとりて彼らの中におき、之を抱きて言ひ給ふ

、 37『おほよそ我が名のために斯かる幼兒の一

人を受くる者は、我を受くるなり。我を受くる者

は、我を受くるにあらず、我を遣しし者を受くる

なり』 38ヨハネ言ふ『師よ、我らに從はぬ者の

、御名によりて惡鬼を逐ひ出すを見しが、我らに

從はぬ故に、之を止めたり』 39イエス言ひたま

ふ『止むな、我が名のために能力ある業をおこな

ひ、俄に我を譏り得る者なし。 40我らに逆はぬ

者は、我らに附く者なり。 41キリストの者たる

によりて、汝らに一杯の水を飮まする者は、我ま

ことに汝らに告ぐ、必ずその報を失はざるべし。

42また我を信ずる此の小き者の一人を躓かする者

は、寧ろ大なる碾臼を頸に懸けられて、海に投げ

入れられんかた勝れり。 43もし汝の手なんぢを

躓かせば、之を切り去れ、不具にて生命に入るは

、兩手ありてゲヘナの消えぬ火に往くよりも勝る

なり。 (Geenna g1067) 44 [なし] 45もし汝の足なんぢ

を躓かせば、之を切り去れ、蹇跛にて生命に入る

は、兩足ありてゲヘナに投げ入れらるるよりも勝

るなり。 (Geenna g1067) 46 [なし] 47もし汝の眼なん

ぢを躓かせば、之を拔き出せ、片眼にて神の國に

入るは、兩眼ありてゲヘナに投げ入れらるるより

も勝るなり。 (Geenna g1067) 48「彼處にては、その

蛆つきず、火も消えぬなり」 49それ人はみな火

をもて鹽つけらるべし。 50鹽は善きものなり、

されど鹽もし其の鹽氣を失はば、何をもて之に

味つけん。汝ら心の中に鹽を保ち、かつ互に和ぐ

べし』

10イエス此處をたちて、ユダヤの地方およびヨ
ルダンの彼方に來り給ひしに、群衆またも御

許に集ひたれば、常のごとく教へ給ふ。 2時にパ

リサイ人ら來り試みて問ふ『人その妻を出すはよ

きか』 3答へて言ひ給ふ『モーセは汝らに何と命

ぜしか』 4彼ら言ふ『モーセは離縁状を書きて出

すことを許せり』 5イエス言ひ給ふ『汝らの心つ

れなきによりて、此の誡命を録ししなり。 6され

ど開闢の初より「人を男と女とに造り給へり」 7

「かかる故に人はその父母を離れて、 8二人の

もの一體となるべし」さればはや二人にはあらず
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、一體なり。 9この故に神の合せ給ふものは、人

これを離すべからず』 10家に入りて弟子たち復

この事を問ふ。 11イエス言ひ給ふ『おほよそ其

の妻を出して他に娶る者は、その妻に對して姦淫

を行ふなり。 12また妻もし其の夫を棄てて他に

嫁がば、姦淫を行ふなり』 13イエスの觸り給は

んことを望みて、人々幼兒らを連れ來りしに、

弟子たち禁めたれば、 14イエス之を見、いきど

ほりて言ひたまふ『幼兒らの我に來るを許せ、止

むな、神の國は斯くのごとき者の國なり。 15ま

ことに汝らに告ぐ、凡そ幼兒の如くに神の國をう

くる者ならずば、之に入ること能はず』 16かく

て幼兒を抱き、手をその上におきて祝し給へり。

17イエス途に出で給ひしに、一人はしり來り、跪

づきて問ふ『善き師よ、永遠の生命を嗣ぐために

は、我なにを爲すべきか』 (aiōnios g166) 18イエス言

ひ給ふ『なにゆゑ我を善しと言ふか、神ひとりの

他に善き者なし。 19誡命は汝が知るところなり

「殺すなかれ」「姦淫するなかれ」「盜むなかれ

」「僞證を立つるなかれ」「欺き取るなかれ」「

汝の父と母とを敬へ」』 20彼いふ『師よ、われ

幼き時より皆これを守れり』 21イエス彼に目を

とめ、愛しみて言ひ給ふ『なんぢ尚ほ一つを缺く

、往きて汝の有てる物をことごとく賣りて、貧し

き者に施せ、さらば財寶を天に得ん。且きたりて

我に從へ』 22この言によりて、彼は憂を催し、

悲しみつつ去りぬ、大なる資産をもてる故なり。

23イエス見囘して弟子たちに言ひたまふ『富ある

者の神の國に入るは如何に難いかな』 24弟子た

ち此の御言に驚く。イエスまた答へて言ひ給ふ『

子たちよ、神の國に入るは如何に難いかな、 25

富める者の神の國に入るよりは、駱駝の針の孔を

通るかた反つて易し』 26弟子たち甚く驚きて互

に言ふ『さらば誰か救はるる事を得ん』 27イエ

ス彼らに目を注めて言ひたまふ『人には能はねど

、神には然らず、夫れ神は凡ての事をなし得るな

り』 28ペテロ、イエスに對ひて『我らは一切を

すてて汝に從ひたり』と言ひ出でたれば、 29イ

エス言ひ給ふ『まことに汝らに告ぐ、我がため、

福音のために、或は兄弟、あるひは姉妹、或は父

、或は母、或は子、或は田畑をすつる者は、 30

誰にても今、今の時に百倍を受けぬはなし。即

ち家・兄弟・姉妹・母・子・田畑を迫害と共に受

け、また後の世にては、永遠の生命を受けぬはな

し。 (aiōn g165, aiōnios g166) 31されど多くの先なる者

は後に、後なる者は先になるべし』 32エルサレ

ムに上る途にて、イエス先だち往き給ひしかば、

弟子たち驚き、隨ひ往く者ども懼れたり。イエス

再び十二弟子を近づけて、己が身に起らんとす

る事どもを語り出で給ふ 33『視よ、我らエルサ

レムに上る。人の子は祭司長・學者らに付されん

。彼ら死に定めて、異邦人に付さん。 34異邦人

は嘲弄し、唾し、鞭うち、遂に殺さん、かくて彼

は三日の後に甦へるべし』 35ここにゼベダイの

子ヤコブ、ヨハネ御許に來りて言ふ『師よ、願は

くは我らが何にても求むる所を爲したまへ』 36

イエス言ひ給ふ『わが汝らに何を爲さんことを望

むか』 37彼ら言ふ『なんぢの榮光の中にて、一

人をその右に、一人をその左に坐せしめ給へ』 38

イエス言ひ給ふ『なんぢらは求むる所を知らず、

汝等わが飮む酒杯を飮み、我が受くるバプテス

マを受け得るか』 39彼等いふ『得るなり』イエ

ス言ひ給ふ『なんぢら我が飮む酒杯を飮み、また

我が受くるバプテスマを受くべし。 40されど我

が右左に坐することは、我の與ふべきものなら

ず、ただ備へられたる人こそ與へらるるなれ』 41

十人の弟子これを聞き、ヤコブとヨハネとの事

により憤ほり出でたれば、 42イエス彼らを呼び

て言ひたまふ『異邦人の君と認めらるる者の、そ

の民を宰どり、大なる者の、民の上に權を執るこ

とは、汝らの知る所なり。 43されど汝らの中に

ては然らず、反つて大ならんと思ふ者は、汝らの

役者となり、 44頭たらんと思ふ者は、凡ての者

の僕となるべし。 45人の子の來れるも、事へら

るる爲にあらず、反つて事ふることをなし、又お

ほくの人の贖償として己が生命を與へん爲なり』

46かくて彼らエリコに到る。イエスその弟子たち

及び大なる群衆と共に、エリコを出でたまふ時、

テマイの子バルテマイといふ盲目の乞食、路の傍

に坐しをりしが、 47ナザレのイエスなりと聞き

、叫び出して言ふ『ダビデの子イエスよ、我を憫

みたまへ』 48多くの人かれを禁めて默さしめん

としたれど、ますます叫びて『ダビデの子よ、我

を憫みたまへ』と言ふ。 49イエス立ち止りて『

かれを呼べ』と言ひ給へば、人々盲人を呼びて

言ふ『心安かれ、起て、なんぢを呼びたまふ』

50盲人うはぎを脱ぎ捨て、躍り上りて、イエスの

許に來りしに、 51イエス答へて言ひ給ふ『わが
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汝に何を爲さんことを望むか』盲人いふ『わが師

よ、見えんことなり』 52イエス彼に『ゆけ、汝

の信仰なんぢを救へり』と言ひ給へば、直ちに見

ることを得、イエスに從ひて途を往けり。

11彼らエルサレムに近づき、オリブ山の麓なる
ベテパゲ及びベタニヤに到りし時、イエス二

人の弟子を遣さんとして言ひ給ふ、 2『むかひの

村にゆけ、其處に入らば、やがて人の未だ乘りた

ることなき驢馬の子の繋ぎあるを見ん、それを解

きて牽き來れ。 3誰かもし汝らに「なにゆゑ然す

るか」と言はば「主の用なり、彼ただちに返さん

」といへ』 4弟子たち往きて、門の外の路に驢馬

の子の繋ぎあるを見て解きたれば、 5其處に立つ

人々のうちの或者『なんぢら驢馬の子を解きて

何とするか』と言ふ。 6弟子たちイエスの告げ給

ひし如く言ひしに、彼ら許せり。 7かくて弟子た

ち驢馬の子をイエスの許に牽ききたり、己が衣を

その上に置きたれば、イエス之に乘り給ふ。 8多

くの人は己が衣を、或人は野より伐り取りたる

樹の枝を途に敷く。 9かつ前に往き後に從ふ者ど

も呼はりて言ふ『「ホサナ、讃むべきかな、主の

御名によりて來る者」 10讃むべきかな、今し來

る我らの父ダビデの國。「いと高き處にてホサナ

」』 11遂にエルサレムに到りて宮に入り、凡て

の物を見囘し、時はや暮に及びたれば、十二弟

子と共にベタニヤに出で往きたまふ。 12あくる

日かれらベタニヤより出で來りし時、イエス飢ゑ

給ふ。 13遙に葉ある無花果の樹を見て、果をや

得んと其のもとに到り給ひしに、葉のほかに何を

も見出し給はず、是は無花果の時ならぬに因る。

14イエスその樹に對ひて言ひたまふ『今より後い

つまでも、人なんぢの果を食はざれ』弟子たち之

を聞けり。 (aiōn g165) 15彼らエルサレムに到る。イ

エス宮に入り、その内にて賣買する者どもを逐ひ

出し、兩替する者の臺、鴿を賣るものの腰掛を倒

し、 16また器物を持ちて宮の内を過ぐることを

免し給はず。 17かつ教へて言ひ給ふ『「わが家

は、もろもろの國人の祈の家と稱へらるべし」と

録されたるにあらずや、然るに汝らは之を「強盜

の巣」となせり』 18祭司長・學者ら之を聞き、

如何にしてかイエスを亡さんと謀る、それは群衆

みな其の教に驚きたれば、彼を懼れしなり。 19

夕になる毎に、イエス弟子たちと共に都を出でゆ

き給ふ。 20彼ら朝早く路をすぎしに、無花果の

樹の根より枯れたるを見る。 21ペテロ思ひ出し

てイエスに言ふ『ラビ、見給へ、詛ひ給ひし無

花果の樹は枯れたり』 22イエス答へて言ひ給ふ

『神を信ぜよ。 23まことに汝らに告ぐ、人もし

此の山に「移りて海に入れ」と言ふとも、其の言

ふところ必ず成るべしと信じて、心に疑はずば、

その如く成るべし。 24この故に汝らに告ぐ、凡

て祈りて願ふ事は、すでに得たりと信ぜよ、さら

ば得べし。 25また立ちて祈るとき、人を怨む事

あらば免せ、これは天に在す汝らの父の、汝らの

過失を免し給はん爲なり』 26 [なし] 27かれら又

エルサレムに到る。イエス宮の内を歩み給ふとき

、祭司長・學者・長老たち御許に來りて、 28『

何の權威をもて此等の事をなすか、誰が此等の

事を爲すべき權威を授けしか』と言ふ。 29イエ

ス言ひ給ふ『われ一言なんぢらに問はん、答へよ

、さらば我も何の權威をもて、此等の事を爲す

かを告げん。 30ヨハネのバプテスマは、天より

か、人よりか、我に答へよ』 31彼ら互に論じて

言ふ『もし天よりと言はば「何故かれを信ぜざ

りし」と言はん。 32されど人よりと言はんか

……』彼ら群衆を恐れたり、人みなヨハネを實に

預言者と認めたればなり。 33遂にイエスに答へ

て『知らず』と言ふ。イエス言ひ給ふ『われも何

の權威をもて此等の事を爲すか、汝らに告げじ

』

12イエス譬をもて彼らに語り出で給ふ『ある人
、葡萄園を造り、籬を環らし、酒槽の穴を掘

り、櫓をたて、農夫どもに貸して、遠く旅立せり

。 2時いたりて農夫より葡萄園の所得を受取らん

とて、僕をその許に遣ししに、 3彼ら之を執へて

打ちたたき、空手にて歸らしめたり。 4又ほかの

僕を遣ししに、その首に傷つけ、かつ辱しめたり

。 5また他の者を遣ししに、之を殺したり。又ほ

かの多くの僕をも、或は打ち或は殺したり。 6な

ほ一人あり、即ち其の愛しむ子なり「わが子は敬

ふならん」と言ひて、最後に之を遣ししに、 7か

の農夫ども互に言ふ「これは世嗣なり、いざ之を

殺さん、さらばその嗣業は、我らのものとなるべ

し」 8乃ち執へて之を殺し、葡萄園の外に投げ棄

てたり。 9さらば葡萄園の主、なにを爲さんか、

來りて農夫どもを亡し、葡萄園を他の者どもに與

ふべし。 10汝ら聖書に「造家者らの棄てたる石

は、これぞ隅の首石となれる。 11これ主により
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て成れるにて、我らの目には奇しきなり」とある

句をすら讀まぬか』 12ここに彼等イエスを執へ

んと思ひたれど、群衆を恐れたり、この譬の己ら

を指して言ひ給へるを悟りしに因る。遂にイエス

を離れて去り往けり。 13かくて彼らイエスの言

尾をとらへて陷入れん爲に、パリサイ人とヘロデ

黨との中より、數人を御許に遣す。 14その者ど

も來りて言ふ『師よ、我らは知る、汝は眞にして

、誰をも憚りたまふ事なし、人の外貌を見ず、眞

をもて神の道を教へ給へばなり。我ら貢をカイザ

ルに納むるは、宜きか、惡しきか、納めんか、納

めざらんか』 15イエス其の詐僞なるを知りて『

なんぞ我を試むるか、デナリを持ち來りて我に見

せよ』と言ひ給へば、 16彼ら持ち來る。イエス

言ひ給ふ『これは誰の像、たれの號なるか』『カ

イザルのなり』と答ふ。 17イエス言ひ給ふ『カ

イザルの物はカイザルに、神の物は神に納めよ』

彼らイエスに就きて甚だ怪しめり。 18また復活

なしと云ふサドカイ人ら、イエスに來り問ひて言

ふ 19『師よ、モーセは、人の兄弟もし子なく妻

を遺して死なば、その兄弟かれの妻を娶りて、兄

弟のため嗣子を擧ぐべしと、我らに書き遺したり

。 20ここに七人の兄弟ありて、兄妻を娶り、嗣

子なくして死に、 21第二の者その女を娶り、ま

た嗣子なくして死に、第三の者もまた然なし、 22

七人とも嗣子なくして死に、終には其の女も死に

たり。 23復活のとき彼らみな甦へらんに、この

女は誰の妻たるべきか、七人これを妻としたれば

なり』 24イエス言ひ給ふ『なんぢらの誤れるは

、聖書をも神の能力をも知らぬ故ならずや。 25

人、死人の中より甦へる時は、娶らず、嫁がず、

天に在る御使たちの如くなるなり。 26死にたる

者の甦へる事に就きては、モーセの書の中なる柴

の條に、神モーセに「われはアブラハムの神、イ

サクの神、ヤコブの神なり」と告げ給ひし事ある

を、未だ讀まぬか。 27神は死にたる者の神にあ

らず、生ける者の神なり。なんぢら大に誤れり』

28學者の一人、かれらの論じをるを聞き、イエス

の善く答へ給へるを知り、進み出でて問ふ『すべ

ての誡命のうち、何か第一なる』 29イエス答へ

たまふ『第一は是なり「イスラエルよ聽け、主な

る我らの神は唯一の主なり。 30なんぢ心を盡し

、精神を盡し、思を盡し、力を盡して、主なる汝

の神を愛すべし」 31第二は是なり「おのれの如

く汝の隣を愛すべし」此の二つより大なる誡命は

なし』 32學者いふ『善きかな師よ「神は唯一に

して他に神なし」と言ひ給へるは眞なり。 33「

こころを盡し、知慧を盡し、力を盡して神を愛し

、また己のごとく隣を愛する」は、もろもろの燔

祭および犧牲に勝るなり』 34イエスその聰く答

へしを見て言ひ給ふ『なんぢ神の國に遠からず』

此の後たれも敢へてイエスに問ふ者なかりき。 35

イエス宮にて教ふるとき、答へて言ひ給ふ『なに

ゆゑ學者らはキリストをダビデの子と言ふか。 36

ダビデ聖靈に感じて自らいへり「主わが主に言

ひ給ふ、我なんぢの敵を汝の足の下に置くまでは

、我が右に坐せよ」と。 37ダビデ自ら彼を主と

言ふ、されば爭でその子ならんや』大なる群衆は

喜びてイエスに聽きたり。 38イエスその教のう

ちに言ひたまふ『學者らに心せよ、彼らは長き衣

を著て歩むこと、市場にての敬禮、 39會堂の上

座、饗宴の上席を好み、 40また寡婦らの家を呑

み、外見をつくりて長き祈をなす。その受くる審

判は更に嚴しからん』 41イエス賽錢函に對ひて

坐し、群衆の錢を賽錢函に投げ入るるを見給ふ

。富める多くの者は、多く投げ入れしが、 42一

人の貧しき寡婦きたりて、レプタ二つを投げ入れ

たり、即ち五厘ほどなり。 43イエス弟子たちを

呼び寄せて言ひ給ふ『まことに汝らに告ぐ、この

貧しき寡婦は、賽錢函に投げ入るる凡ての人より

も多く投げ入れたり。 44凡ての者は、その豐な

る内よりなげ入れ、この寡婦は其の乏しき中より

、凡ての所有、即ち己が生命の料をことごとく投

げ入れたればなり』

13イエス宮を出で給ふとき、弟子の一人いふ『
師よ、見給へ、これらの石、これらの建造

物、いかに盛ならずや』 2イエス言ひ給ふ『なん

ぢ此等の大なる建造物を見るか、一つの石も崩

されずしては石の上に殘らじ』 3オリブ山にて宮

の方に對ひて坐し給へるに、ペテロ、ヤコブ、ヨ

ハネ、アンデレ竊に問ふ 4『われらに告げ給へ、

これらの事は何時あるか、又すべて此等の事の

成し遂げられんとする時は、如何なる兆あるか』

5イエス語り出で給ふ『なんぢら人に惑されぬや

うに心せよ。 6多くの者わが名を冒し來り「われ

は夫なり」と言ひて多くの人を惑さん。 7戰爭と

戰爭の噂とを聞くとき懼るな、かかる事はあるべ

きなり、されど未だ終にはあらず。 8即ち「民は
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民に、國は國に逆ひて起たん」また處々に地震あ

り、饑饉あらん、これらは産の苦難の始なり。 9

汝等みづから心せよ、人々なんぢらを衆議所に

付さん。なんぢら會堂に曳かれて打たれ、且わが

故によりて、司たち及び王たちの前に立てられん

、これは證をなさん爲なり。 10かくて福音は先

づもろもろの國人に宣傳へらるべし。 11人々な

んぢらを曳きて付さんとき、何を言はんと預じめ

思ひ煩ふな、唯そのとき授けらるることを言へ、

これ言ふ者は汝等にあらず、聖靈なり。 12兄弟

は兄弟を、父は子を死にわたし、子らは親たちに

逆ひ立ちて死なしめん。 13又なんぢら我が名の

故に凡ての人に憎まれん、されど終まで耐へ忍ぶ

者は救はるべし。 14「荒す惡むべき者」の立つ

べからざる所に立つを見ば（讀むもの悟れ）その

時ユダヤにをる者どもは、山に遁れよ。 15屋の

上にをる者は、内に下るな。また家の物を取り出

さんとて内に入るな。 16畑にをる者は上衣を取

らんとて歸るな。 17其の日には孕りたる女と、

乳を哺まする女とは禍害なるかな。 18この事の

冬おこらぬやうに祈れ、 19その日は患難の日な

ればなり。神の萬物を造り給ひし開闢より今に至

るまで、かかる患難はなく、また後にもなからん

。 20主その日を少くし給はずば、救はるる者一

人だになからん。されど其の選び給ひし選民の爲

に、その日を少くし給へり。 21其の時なんぢら

に「視よ、キリスト此處にあり」「視よ、彼處に

あり」と言ふ者ありとも信ずな。 22僞キリスト

・僞預言者ら起りて、徴と不思議とを行ひ、爲

し得べくは、選民をも惑さんとするなり。 23汝

らは心せよ、あらかじめ之を皆なんぢらに告げお

くなり。 24其の時、その患難ののち、日は暗く

、月は光を發たず。 25星は空より隕ち、天にあ

る萬象ふるひ動かん。 26其のとき人々、人の子

の大なる能力と榮光とをもて、雲に乘り來るを見

ん。 27その時かれは使者たちを遣して、地の極

より天の極まで、四方より其の選民をあつめん。

28無花果の樹よりの譬を學べ、その枝すでに柔か

くなりて葉芽ぐめば、夏の近きを知る。 29かく

の如く此等のことの起るを見ば、人の子すでに

近づきて門邊にいたるを知れ。 30まことに汝ら

に告ぐ、これらの事ことごとく成るまで、今の代

は過ぎ逝くことなし。 31天地は過ぎゆかん、さ

れど我が言は過ぎ逝くことなし。 32その日その

時を知る者なし。天にある使者たちも知らず、子

も知らず、ただ父のみ知り給ふ。 33心して目を

覺しをれ、汝等その時の何時なるかを知らぬ故

なり。 34例へば家を出づる時、その僕どもに權

を委ねて、各自の務を定め、更に門守に、目を覺

しをれと命じ置きて、遠く旅立したる人のごとし

。 35この故に目を覺しをれ、家の主人の歸るは

、夕か、夜半か、鷄鳴くころか、夜明か、いづ

れの時なるかを知らねばなり。 36恐らくは俄に

歸りて、汝らの眠れるを見ん。 37わが汝らに告

ぐるは、凡ての人に告ぐるなり。目を覺しをれ

』

14さて過越と除酵との祭の二日前となりぬ。
祭司長・學者ら詭計をもてイエスを捕へ、か

つ殺さんと企てて言ふ 2『祭の間は爲すべからず

、恐らくは民の亂あるべし』 3イエス、ベタニヤ

に在して、癩病人シモンの家にて食事の席につき

居給ふとき、或女、價高き混なきナルドの香油

の入りたる石膏の壺を持ち來り、その壺を毀ちて

イエスの首に注ぎたり。 4ある人々、憤ほりて互

に言ふ『なに故かく濫に油を費すか、 5この油を

三百デナリ餘に賣りて、貧しき者に施すことを

得たりしものを』而して甚く女を咎む。 6イエス

言ひ給ふ『その爲すに任せよ、何ぞこの女を惱す

か、我に善き事をなせり。 7貧しき者は常に汝ら

と偕にをれば、何時にても心のままに助け得べし

、されど我は常に汝らと偕にをらず。 8此の女は

、なし得る限をなして、我が體に香油をそそぎ

、あらかじめ葬りの備をなせり。 9まことに汝ら

に告ぐ、全世界いづこにても、福音の宣傅へらる

る處には、この女の爲しし事も記念として語らる

べし』 10ここに十二弟子の一人なるイスカリオ

テのユダ、イエスを賣らんとて祭司長の許にゆく

。 11彼等これを聞きて喜び、銀を與へんと約し

たれば、ユダ如何にしてか機好くイエスを付さ

んと謀る。 12除酵祭の初の日、即ち過越の羔羊

を屠るべき日、弟子たちイエスに言ふ『過越の食

をなし給ふために、我らが何處に往きて備ふるこ

とを望み給ふか』 13イエス二人の弟子を遣さん

として言ひたまふ『都に往け、然らば水をいれた

る瓶を持つ人、なんぢらに遇ふべし。之に從ひ往

き、 14その入る所の家主に「師いふ、われ弟子

らと共に過越の食をなすべき座敷は何處なるか」

と言へ。 15さらば調へ備へたる大なる二階座敷
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を見すべし。其處に我らのために備へよ』 16弟

子たち出で往きて都に入り、イエスの言ひ給ひし

如くなるを見て、過越の設備をなせり。 17日暮

れてイエス十二弟子とともに往き、 18みな席に

就きて食するとき言ひ給ふ『まことに汝らに告ぐ

、我と共に食する汝らの中の一人、われを賣らん

』 19弟子たち憂ひて一人一人『われなるか』と

言ひ出でしに、 20イエス言ひたまふ『十二のう

ちの一人にて、我と共にパンを鉢に浸す者は夫な

り。 21實に人の子は己に就きて録されたる如く

逝くなり。されど人の子を賣る者は禍害なるかな

、その人は生れざりし方よかりしものを』 22彼

ら食しをる時、イエス、パンを取り、祝してさき

、弟子たちに與へて言ひたまふ『取れ、これは我

が體なり』 23また酒杯を取り、謝して彼らに與

へ給へば、皆この酒杯より飮めり。 24また言ひ

給ふ『これは契約の我が血、おほくの人の爲に流

す所のものなり。 25まことに汝らに告ぐ、神の

國にて新しきものを飮む日までは、われ葡萄の果

より成るものを飮まじ』 26かれら讃美をうたひ

て後、オリブ山に出でゆく。 27イエス弟子たち

に言ひ給ふ『なんぢら皆躓かん、それは「われ

牧羊者を打たん、さらば羊散るべし」と録され

たるなり。 28されど我よみがへりて後、なんぢ

らに先だちてガリラヤに往かん』 29時にペテロ

、イエスに言ふ『假令みな躓くとも、我は然らじ

』 30イエス言ひ給ふ『まことに汝に告ぐ、今日

この夜、鷄ふたたび鳴く前に、なんぢ三たび我を

否むべし』 31ペテロ力をこめて言ふ『われ汝と

ともに死ぬべき事ありとも、汝を否まず』弟子た

ち皆かく言へり。 32彼らゲツセマネと名づくる

處に到りし時、イエス弟子たちに言ひ給ふ『わが

祈る間、ここに座せよ』 33かくてペテロ、ヤコ

ブ、ヨハネを伴ひゆき、甚く驚き、かつ悲しみ出

でて言ひ給ふ 34『わが心いたく憂ひて死ぬばか

りなり、汝ら此處に留りて目を覺しをれ』 35少

し進みゆきて、地に平伏し、若しも得べくば此の

時の己より過ぎ往かんことを祈りて言ひ給ふ 36

『アバ父よ、父には能はぬ事なし、此の酒杯を我

より取り去り給へ。されど我が意のままを成さん

とにあらず、御意のままを成し給へ』 37來りて

、その眠れるを見、ペテロに言ひ給ふ『シモンよ

、なんぢ眠るか、一時も目を覺しをること能は

ぬか。 38なんぢら誘惑に陷らぬやう、目を覺し

かつ祈れ。實に心は熱すれども肉體よわきなり』

39再びゆき、同じ言にて祈り給ふ。 40また來り

て彼らの眠れるを見たまふ、是その目いたく疲れ

たるなり、彼ら何と答ふべきかを知らざりき。 41

三度來りて言ひたまふ『今は眠りて休め、足れ

り、時きたれり、視よ、人の子は罪人らの手に付

さるるなり。 42起て、われらは往くべし。視よ

、我を賣る者ちかづけり』 43なほ語りゐ給ふほ

どに、十二弟子の一人なるユダ、やがて近づき

來る、祭司長・學者・長老らより遣されたる群衆

、劍と棒とを持ちて之に伴ふ。 44イエスを賣る

もの、あらかじめ合圖を示して言ふ『わが接吻す

る者はそれなり、之を捕へて確と引きゆけ』 45

かくて來りて直ちに御許に往き『ラビ』と言ひて

接吻したれば、 46人々イエスに手をかけて捕ふ

。 47傍らに立つ者のひとり、劍を拔き、大祭司

の僕を撃ちて、耳を切り落せり。 48イエス人々

に對ひて言ひ給ふ『なんぢら強盜にむかふ如く、

劍と棒とを持ち、我を捕へんとて出で來るか。 49

我は日々なんぢらと偕に宮にありて教へたりしに

、我を執へざりき、されど是は聖書の言の成就せ

ん爲なり』 50其のとき弟子みなイエスを棄てて

逃げ去る。 51ある若者、素肌に亞麻布を纏ひて

、イエスに從ひたりしに、人々これを捕へければ

、 52亞麻布を棄て裸にて逃げ去れり。 53人々イ

エスを大祭司の許に曳き往きたれば、祭司長・

長老・學者ら皆あつまる。 54ペテロ遠く離れて

イエスに從ひ、大祭司の中庭まで入り、下役ど

もと共に坐して火に煖まりゐたり。 55さて祭司

長ら及び全議會、イエスを死に定めんとて、證

據を求むれども得ず。 56それはイエスに對して

僞證する者多くあれども、其の證據あはざりし

なり。 57遂に或者ども起ちて僞證して言ふ 58『

われら此の人の「われは手にて造りたる此の宮を

毀ち、手にて造らぬ他の宮を三日にて建つべし」

と云へるを聞けり』 59然れど尚この證據もあは

ざりき。 60ここに大祭司、中に立ちイエスに問

ひて言ふ『なんぢ何をも答へぬか、此の人々の立

つる證據は如何に』 61されどイエス默して何を

も答へ給はず。大祭司ふたたび問ひて言ふ『な

んぢは頌むべきものの子キリストなるか』 62イ

エス言ひ給ふ『われは夫なり、汝ら、人の子の全

能者の右に坐し、天の雲の中にありて來るを見ん

』 63此のとき大祭司おのが衣を裂きて言ふ『な
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んぞ他に證人を求めん。 64なんぢら此の瀆言を

聞けり、如何に思ふか』かれら擧りてイエスを死

に當るべきものと定む。 65而して或者どもはイ

エスに唾し、又その顏を蔽ひ、拳にて搏ちなど爲

始めて言ふ『預言せよ』下役どもイエスを受け、

手掌にてうてり。 66ペテロ下にて中庭にをりし

に、大祭司の婢女の一人きたりて、 67ペテロの

火に煖まりをるを見、これに目を注めて『汝もか

のナザレ人イエスと偕に居たり』と言ふ。 68ペ

テロ肯はずして『われは汝の言ふことを知らず、

又その意をも悟らず』と言ひて庭口に出でたり

。 69婢女かれを見て、また傍らに立つ者どもに

『この人はかの黨與なり』と言ひ出でしに、 70

ペテロ重ねて肯はず、暫くしてまた傍らに立つ者

どもペテロに言ふ『なんぢは慥にかの黨與なり、

汝もガリラヤ人なり』 71此の時ペテロ盟ひかつ

誓ひて『われは汝らの言ふ其の人を知らず』と言

ひ出づ。 72その折しも、また鷄なきぬ。ペテロ

『にはとり二度なく前に、なんぢ三度われを否ま

ん』とイエスの言ひ給ひし御言を思ひいだし、思

ひ反して泣きたり。

15夜明るや直ちに、祭司長・長老・學者ら、
即ち全議會ともに相議りて、イエスを縛り

、曳きゆきてピラトに付す。 2ピラト、イエスに

問ひて言ふ『なんぢはユダヤ人の王なるか』答へ

て言ひ給ふ『なんぢの言ふが如し』 3祭司長らさ

まざまに訴ふれば、 4ピラトまた問ひて言ふ『な

にも答へぬか、視よ、如何に多くの事をもて訴ふ

るか』 5されどピラトの怪しむばかり、イエス更

に何をも答へ給はず。 6さて祭の時には、ピラト

民の願に任せて、囚人ひとりを赦す例なるが、 7

ここに一揆を起し、人を殺して繋がれをる者の中

に、バラバといふ者あり。 8群衆すすみ來りて、

例の如くせんことを願ひ出でたれば、 9ピラト答

へて言ふ『ユダヤ人の王を赦さんことを願ふか』

10これピラト、祭司長らのイエスを付ししは、嫉

に因ると知る故なり。 11されど祭司長ら群衆を

唆かし、反つてバラバを赦さんことを願はしむ。

12ピラトまた答へて言ふ『さらば汝らがユダヤ人

の王と稱ふる者をわれ如何にすべきか』 13人々

また叫びて言ふ『十字架につけよ』 14ピラト言

ふ『そも彼は何の惡事を爲したるか』かれら烈し

く叫びて『十字架につけよ』と言ふ。 15ピラト

群衆の望を滿さんとて、バラバを釋し、イエスを

鞭うちたるのち、十字架につくる爲にわたせり。

16兵卒どもイエスを官邸の中庭に連れゆき、全隊

を呼び集めて、 17彼に紫色の衣を著せ、茨の冠

冕を編みて冠らせ、 18『ユダヤ人の王、安かれ

』と禮をなし始め、 19また葦にて其の首をたた

き、唾し、跪づきて拜せり。 20かく嘲弄しての

ち、紫色の衣を剥ぎ、故の衣を著せ、十字架につ

けんとて曳き出せり。 21時にアレキサンデルと

ルポスとの父シモンといふクレネ人、田舍より來

りて通りかかりしに、強ひてイエスの十字架を負

はせ、 22イエスをゴルゴダ、釋けば髑髏といふ

處に連れ往けり。 23かくて沒藥を混ぜたる葡萄

酒を與へたれど、受け給はず。 24彼らイエスを

十字架につけ、而して誰が何を取るべきと、鬮を

引きて其の衣を分つ、 25イエスを十字架につけ

しは、朝の九時頃なりき。 26その罪標には『ユ

ダヤ人の王』と書せり。 27イエスと共に、二人

の強盜を十字架につけ、一人をその右に、一人を

その左に置く。 28 [なし] 29往來の者どもイエス

を譏り、首を振りて言ふ『ああ、宮を毀ちて三日

のうちに建つる者よ、 30十字架より下りて己を

救へ』 31祭司長らも亦同じく、學者らと共に嘲

弄して互に言ふ『人を救ひて、己を救ふこと能は

ず、 32イスラエルの王キリスト、いま十字架よ

り下りよかし、さらば我ら見て信ぜん』共に十字

架につけられたる者どもも、イエスを罵りたり。

33晝の十二時に、地のうへ徧く暗くなりて、三時

に及ぶ。 34三時にイエス大聲に『エロイ、エロ

イ、ラマ、サバクタニ』と呼はり給ふ。之を釋け

ば、わが神、わが神、なんぞ我を見棄て給ひし

、との意なり。 35傍らに立つ者のうち或人々こ

れを聞きて言ふ『視よ、エリヤを呼ぶなり』 36

一人はしり往きて、海綿に酸き葡萄酒を含ませて

葦につけ、イエスに飮ましめて言ふ『待て、エリ

ヤ來りて、彼を下すや否や、我ら之を見ん』 37

イエス大聲を出して息絶え給ふ。 38聖所の幕、

上より下まで裂けて二つとなりたり。 39イエス

に向ひて立てる百卒長、かかる樣にて息絶え給

ひしを見て言ふ『實にこの人は神の子なりき』 40

また遙に望み居たる女たちあり、その中にはマグ

ダラのマリヤ、小ヤコブとヨセとの母マリヤ、及

びサロメなども居たり。 41彼らはイエスのガリ

ラヤに居給ひしとき、從ひ事へし者どもなり。此

の他イエスと共にエルサレムに上りし多くの女も
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ありき。 42日既に暮れて、準備日すなはち安息

日の前の日となりたれば、 43貴き議員にして、

神の國を待ち望める、アリマタヤのヨセフ來りて

、憚らずピラトの許に往き、イエスの屍體を乞ふ

。 44ピラト、イエスは早や死にしかと訝り、百

卒長を呼びて、その死にしより時經しや否やを

問ひ、 45既に死にたる事を百卒長より聞き知り

て、屍體をヨセフに與ふ。 46ヨセフ亞麻布を買

ひ、イエスを取下して之に包み、岩に鑿りたる墓

に納め、墓の入口に石を轉し置く。 47マグダラ

のマリヤとヨセの母マリヤと、イエスを納めし處

を見ゐたり。

16安息日終りし時、マグダラのマリヤ、ヤコ
ブの母マリヤ及びサロメ、往きてイエスに抹

らんとて香料を買ひ、 2一週の首の日、日の出で

たる頃いと早く墓にゆく。 3誰か我らの爲に墓の

入口より石を轉すべきと語り合ひしに、 4目を擧

ぐれば、石の既に轉しあるを見る。この石は甚だ

大なりき。 5墓に入り、右の方に白き衣を著たる

若者の坐するを見て甚く驚く。 6若者いふ『おど

ろくな、汝らは十字架につけられ給ひしナザレの

イエスを尋ぬれど、既に甦へりて、此處に在さず

。視よ、納めし處は此處なり。 7されど往きて弟

子たちとペテロとに告げよ「汝らに先だちてガリ

ラヤに往き給ふ、彼處にて謁ゆるを得ん、曾て汝

らに言ひ給ひしが如し」』 8女たち甚く驚きをの

のき、墓より逃げ出でしが、懼れたれば一言をも

人に語らざりき。 9 (note: The most reliable and earliest

manuscripts do not include Mark 16:9-20.)［一週の首の日の拂

曉、イエス甦へりて先づマグダラのマリヤに現れ

たまふ、前にイエスが七つの惡鬼を逐ひいだし給

ひし女なり。 10マリヤ往きて、イエスと偕にあ

りし人々の、泣き悲しみ居るときに之を告ぐ。 11

彼らイエスの活き給へる事と、マリヤに見え給ひ

し事とを聞けども信ぜざりき。 12此の後その中

の二人、田舍に往く途を歩むほどに、イエス異な

りたる姿にて現れ給ふ。 13此の二人ゆきて、他

の弟子たちに之を告げたれど、なほ信ぜざりき。

14其ののち十一弟子の食しをる時に、イエス現

れて、己が甦へりたるを見し者どもの言を信ぜざ

りしにより、其の信仰なきと、其の心の頑固なる

とを責め給ふ。 15かくて彼らに言ひたまふ『全

世界を巡りて凡ての造られしものに福音を宣傳へ

よ。 16信じてバプテスマを受くる者は救はるべ

し、然れど信ぜぬ者は罪に定めらるべし。 17信

ずる者には此等の徴ともなはん。即ち我が名に

よりて惡鬼を逐ひいだし、新しき言をかたり、 18

蛇を握るとも、毒を飮むとも、害を受けず、病め

る者に手をつけなば癒えん』 19語り終へてのち

、主イエスは天に擧げられ、神の右に坐し給ふ。

20弟子たち出でて、あまねく福音を宣傳へ、主も

亦ともに働き、伴ふところの徴をもて、御言を確

うし給へり〕
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ルカの福音書

1我らの中に成りし事の物語につき、始よりの
目撃者にして、 2御言の役者となりたる人々の

、我らに傳へし其のままを書き列ねんと、手を著

けし者あまたある故に、 3我も凡ての事を最初よ

り詳細に推し尋ねたれば、 4テオピロ閣下よ、汝

の教へられたる事の慥なるを悟らせん爲に、これ

が序を正して書き贈るは善き事と思はるるなり。

5ユダヤの王ヘロデの時、アビヤの組の祭司に、

ザカリヤという人あり。その妻はアロンの裔にて

、名をエリサベツといふ。 6二人ながら神の前に

正しくして、主の誡命と定規とを、みな缺なく行

へり。 7エリサベツ石女なれば、彼らに子なし、

また二人とも年邁みぬ。 8さてザカリヤその組

の順番に當りて、神の前に祭司の務を行ふとき、

9祭司の慣例にしたがひて、籤をひき主の聖所に

入りて、香を燒くこととなりぬ。 10香を燒くと

き、民の群みな外にありて祈りゐたり。 11時に

主の使あらはれて、香壇の右に立ちたれば、 12

ザカリヤ之を見て、心さわぎ懼を生ず。 13御使

いふ『ザカリヤよ、懼るな、汝の願は聽かれたり

。汝の妻エリサベツ男子を生まん、汝その名をヨ

ハネと名づくべし。 14なんぢに喜悦と歡樂とあ

らん、又おほくの人もその生るるを喜ぶべし。 15

この子、主の前に大ならん、また葡萄酒と濃き酒

とを飮まず、母の胎を出づるや聖靈にて滿され

ん。 16また多くのイスラエルの子らを、主なる

彼らの神に歸らしめ、 17且エリヤの靈と能力と

をもて、主の前に往かん。これ父の心を子に、戻

れる者を義人の聰明に歸らせて、整へたる民を主

のために備へんとてなり』 18ザカリヤ御使にい

ふ『何に據りてか此の事あるを知らん。我は老人

にて、妻もまた年邁みたり』 19御使こたへて言

ふ『われは神の御前に立つガブリエルなり、汝に

語りてこの嘉き音信を告げん爲に遣さる。 20視

よ、時いたらば必ず成就すべき我が言を信ぜぬに

因り、なんぢ物言へずなりて、此らの事の成る

日までは語ること能はじ』 21民はザカリヤを俟

ちゐて、其の聖所の内に久しく留るを怪しむ。 22

遂に出で來りたれど語ること能はねば、彼らその

聖所の内にて異象を見たることを悟る。ザカリヤ

は、ただ首にて示すのみ、なほ唖なりき。 23か

くて務の日滿ちたれば、家に歸りぬ。 24此の後

その妻エリサベツ孕りて、五月ほど隱れをりて言

ふ、 25『主わが恥を人の中に雪がせんとて、我

を顧み給ふときは、斯く爲し給ふなり』 26その

六月めに、御使ガブリエル、ナザレといふガリラ

ヤの町にをる處女のもとに、神より遣さる。 27

この處女はダビデの家のヨセフといふ人と許嫁せ

し者にて、其の名をマリヤと云ふ。 28御使、處

女の許にきたりて言ふ『めでたし、惠まるる者よ

、主なんぢと偕に在せり』 29マリヤこの言によ

りて心いたく騷ぎ、斯かる挨拶は如何なる事ぞと

思ひ廻らしたるに、 30御使いふ『マリヤよ、懼

るな、汝は神の御前に惠を得たり。 31視よ、な

んぢ孕りて男子を生まん、其の名をイエスと名づ

くべし。 32彼は大ならん、至高者の子と稱へら

れん。また主たる神、これに其の父ダビデの座位

をあたへ給へば、 33ヤコブの家を永遠に治めん

。その國は終ることなかるべし』 (aiōn g165) 34マリ

ヤ御使に言ふ『われ未だ人を知らぬに、如何にし

て此の事のあるべき』 35御使こたへて言ふ『聖

靈なんぢに臨み、至高者の能力なんぢを被はん。

此の故に汝が生むところの聖なる者は、神の子と

稱へらるべし。 36視よ、なんぢの親族エリサベ

ツも、年老いたれど、男子を孕めり。石女とい

はれたる者なるに、今は孕りてはや六月になりぬ

。 37それ神の言には能はぬ所なし』 38マリヤ言

ふ『視よ、われは主の婢女なり。汝の言のごとく

、我に成れかし』つひに御使はなれ去りぬ。 39

その頃マリヤ立ちて山里に急ぎ往き、ユダの町に

いたり、 40ザカリヤの家に入りてエリサベツに

挨拶せしに、 41エリサベツその挨拶を聞くや、

兒は胎内にて躍れり。エリサベツ聖靈にて滿さ

れ、 42聲高らかに呼はりて言ふ『をんなの中に

て汝は祝福せられ、その胎の實もまた祝福せられ

たり。 43わが主の母われに來る、われ何により

てか之を得し。 44視よ、なんぢの挨拶の聲、わ

が耳に入るや、我が兒、胎内にて喜びをどれり。

45信ぜし者は幸福なるかな、主の語り給ふことは

必ず成就すべければなり』 46マリヤ言ふ、『わ

がこころ主をあがめ、 47わが靈はわが救主なる

神を喜びまつる。 48その婢女の卑しきをも顧み

給へばなり。視よ、今よりのち萬世の人われを

幸福とせん。 49全能者われに大なる事を爲した

まへばなり。その御名は聖なり、 50そのあはれ

みは代々かしこみ恐るる者に臨むなり。 51神は



ルカの福音書655

御腕にて權力をあらはし、心の念に高ぶる者を散

し、 52權勢ある者を座位より下し、いやしき者

を高うし、 53飢ゑたる者を善き物に飽かせ、富

める者を空しく去らせ給ふ。 54また我らの先祖

に告げ給ひし如く、 55アブラハムとその裔とに

對するあはれみを永遠に忘れじとて、僕イスラエ

ルを助けたまへり』 (aiōn g165) 56かくてマリヤは、

三月ばかりエルザベツと偕に居りて、己が家に歸

れり。 57さてエリサベツ産む期みちて男子を生

みたれば、 58その最寄のもの親族の者ども、主

の大なる憐憫をエリサベツに垂れ給ひしことを聞

きて、彼とともに喜ぶ。 59八日めになりて、其

の子に割禮を行はんとて人々きたり、父の名に因

みてザカリヤと名づけんとせしに、 60母こたへ

て言ふ『否、ヨハネと名づくべし』 61かれら言

ふ『なんぢの親族の中には此の名をつけたる者な

し』 62而して父に首にて示し、いかに名づけん

と思ふか、問ひたるに、 63ザカリヤ書板を求め

て『その名はヨハネなり』と書きしかば、みな怪

しむ。 64ザカリヤの口たちどころに開け、舌ゆ

るみ、物いひて神を讃めたり。 65最寄に住む者

みな懼をいだき、又すべて此等のこと徧くユダ

ヤの山里に言ひ囃されたれば、 66聞く者みな之

を心にとめて言ふ『この子は如何なる者にか成ら

ん』主の手かれと偕に在りしなり。 67かくて父

ザカリヤ聖靈にて滿され預言して言ふ、 68『讃

むべきかな、主イスラエルの神、その民をかへり

みて贖罪をなし、 69我らのために救の角を、そ

の僕ダビデの家に立て給へり。 70これぞ古へよ

り聖預言者の口をもて言ひ給ひし如く、 (aiōn g165)

71我らを仇より、凡て我らを憎む者の手より、取

り出したまふ救なる。 72我らの先祖に憐憫を垂

れ、その聖なる契約を思し、 73我らの先祖アブ

ラハムに立て給ひし御誓を忘れずして、 74我ら

を仇の手より救ひ、生涯、主の御前に、 75聖と

義とをもて懼なく事へしめたまふなり。 76幼兒

よ、なんぢは至高者の預言者と稱へられん。これ

主の御前に先だちゆきて、其の道を備へ、 77主

の民に罪の赦による救を知らしむればなり。 78

これ我らの神の深き憐憫によるなり。この憐憫に

よりて朝のひかり、上より臨み、 79暗黒と死の

蔭とに坐する者をてらし、我らの足を平和の路に

みちびかん』 80かくて幼兒は漸に成長し、その

靈強くなり、イスラエルに現るる日まで荒野に

ゐたり。

2その頃、天下の人を戸籍に著かすべき詔令
、カイザル・アウグストより出づ。 2この戸籍

登録は、クレニオ、シリヤの總督たりし時に行は

れし初のものなり。 3さて人みな戸籍に著かんと

て、各自その故郷に歸る。 4ヨセフもダビデの家

系また血統なれば、既に孕める許嫁の妻マリヤと

ともに、戸籍に著かんとて、ガリラヤの町ナザレ

を出でてユダヤに上り、ダビデの町ベツレヘムと

いふ處に到りぬ。 5ヨセフもダビデの家系また血

統なれば、既に孕める許嫁の妻マリヤとともに、

戸籍に著かんとて、ガリラヤの町ナザレを出でて

ユダヤに上り、ダビデの町ベツレヘムといふ處に

到りぬ。 6此處に居るほどに、マリヤ月滿ちて

、 7初子をうみ、之を布に包みて馬槽に臥させた

り。旅舍にをる處なかりし故なり。 8この地に野

宿して、夜群を守りをる牧者ありしが、 9主の

使その傍らに立ち、主の榮光その周圍を照したれ

ば、甚く懼る。 10御使かれらに言ふ『懼るな、

視よ、この民一般に及ぶべき、大なる歡喜の音

信を我なんぢらに告ぐ。 11今日ダビデの町にて

汝らの爲に救主うまれ給へり、これ主キリストな

り。 12なんぢら布にて包まれ、馬槽に臥しをる

嬰兒を見ん、是その徴なり』 13忽ちあまたの天

の軍勢、御使に加はり、神を讃美して言ふ、 14

『いと高き處には榮光、神にあれ。地には平和、

主の悦び給ふ人にあれ』 15御使等さりて天に往

きしとき、牧者たがひに語る『いざ、ベツレヘム

にいたり、主の示し給ひし起れる事を見ん』 16

乃ち急ぎ往きて、マリヤとヨセフと、馬槽に臥し

たる嬰兒とに尋ねあふ。 17既に見て、この子に

つき御使の語りしことを告げたれば、 18聞く者

はみな牧者の語りしことを怪しみたり。 19而し

てマリヤは凡て此等のことを心に留めて思ひ囘

せり。 20牧者は御使の語りしごとく凡ての事を

見聞せしによりて、神を崇めかつ讃美しつつ歸

れり。 21八日みちて幼兒に割禮を施すべき日と

なりたれば、未だ胎内に宿らぬ先に御使の名づけ

し如く、その名をイエスと名づけたり。 22モー

セの律法に定めたる潔の日滿ちたれば、彼ら幼

兒を携へてエルサレムに上る。 23これは主の律

法に『すべて初子に生るる男子は、主につける聖

なる者と稱へらるべし』と録されたる如く、幼兒
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を主に献げ、 24また主の律法に『山鳩一つがひ

或は家鴿の雛二羽』と云ひたるに遵ひて、犧牲

を供へん爲なり。 25視よ、エルサレムにシメオ

ンといふ人あり。この人は義かつ敬虔にして、イ

スラエルの慰められんことを待ち望む。聖靈そ

の上に在す。 26また聖靈に、主のキリストを見

ぬうちは死を見ずと示されたれしが、 27此とき

御靈に感じて宮に入る。兩親その子イエスを携へ

、この子のために律法の慣例に遵ひて行はんとて

來りたれば、 28シメオン、イエスを取りいだき

、神を讃めて言ふ、 29『主よ、今こそ御言に循

ひて、僕を安らかに逝かしめ給ふなれ。 30わが

目は、はや主の救を見たり。 31是もろもろの民

の前に備へ給ひし者、 32異邦人をてらす光、御

民イスラエルの榮光なり』 33かく幼兒に就きて

語ることを、其の父母あやしみ居たれば、 34シ

メオン彼らを祝して母マリヤに言ふ『視よ、この

幼兒は、イスラエルの多くの人の或は倒れ、或は

起たん爲に、また言ひ逆ひを受くる徴のために置

かる。 35――劍なんぢの心をも刺し貫くべし

――これは多くの人の心の念の顯れん爲なり』 36

ここにアセルの族パヌエルの娘に、アンナといふ

預言者あり、年いたく老ゆ。處女のとき、夫に適

きて七年ともに居り、 37八十四年寡婦たり。宮

を離れず、夜も晝も斷食と祈祷とを爲して神に事

ふ。 38この時すすみ寄りて神に感謝し、また凡

てエルサレムの拯贖を待ちのぞむ人に、幼兒のこ

とを語れり。 39さて主の律法に遵ひて、凡ての

事を果したれば、ガリラヤに歸り、己が町ナザレ

に到れり。 40幼兒は漸に成長して健かになり、

智慧みち、かつ神の惠その上にありき。 41かく

てその兩親、過越の祭には年毎にエルサレムに往

きぬ。 42イエスの十二歳のとき、祭の慣例に遵

ひて上りゆき、 43祭の日終りて歸る時、その子

イエスはエルサレムに止りたまふ。兩親は之を知

らずして、 44道伴のうちに居るならんと思ひ、

一日路ゆきて、親族・知邊のうちを尋ぬれど、

45遇はぬに因りて復たづねつつエルサレムに歸り

、 46三日ののち、宮にて教師のなかに坐し、か

つ聽き、かつ問ひゐ給ふに遇ふ。 47聞く者は皆

その聰と答とを怪しむ。 48兩親イエスを見て、

いたく驚き、母は言ふ『兒よ、何故かかる事を

我らに爲しぞ、視よ、汝の父と我と憂ひて尋ねた

り』 49イエス言ひたまふ『何故われを尋ねたる

か、我はわが父の家に居るべきを知らぬか』 50

兩親はその語りたまふ事を悟らず。 51かくてイ

エス彼等とともに下り、ナザレに往きて順ひ事

へたまふ。其の母これらの事をことごとく心に藏

む。 52イエス智慧も身のたけも彌まさり、神と

人とにますます愛せられ給ふ。

3テベリオ・カイザル在位の十五年、ポンテオ
・ピラトはユダヤの總督、ヘロデはガリラヤ

分封の國守、その兄弟ピリポはイツリヤ及びテラ

コニテの地の分封の國守、ルサニヤはアビレネ分

封の國守たり、 2アンナスとカヤパとは大祭司

たりしとき、神の言、荒野にてザカリヤの子ヨハ

ネに臨む。 3かくてヨルダン河の邊なる四方の地

にゆき、罪の赦を得さする悔改のバプテスマを宣

傳ふ。 4預言者イザヤの言の書に『荒野に呼はる

者の聲す。「主の道を備へ、その路すじを直くせ

よ。 5諸の谷は埋められ、諸の山と岡とは平げら

れ、曲りたるは直く、嶮しきは坦かなる路となり

、 6人みな神の救を見ん」』と録されたるが如し

。 7さてヨハネ、バプテスマを受けんとて出でき

たる群衆にいふ『蝮の裔よ、誰が汝らに、來らん

とする御怒を避くべき事を示したるぞ。 8さらば

悔改に相應しき果を結べ。なんぢら「我らの父に

アブラハムあり」と心のうちに言ひ始むな。我な

んぢらに告ぐ、神はよく此らの石よりアブラハム

の子等を起し得給ふなり。 9斧ははや樹の根に

置かる。されば凡て善き果を結ばぬ樹は、伐られ

て火に投げ入れらるべし』 10群衆ヨハネに問ひ

て言ふ『さらば我ら何を爲すべきか』 11答へて

言ふ『二つの下衣をもつ者は、有たぬ者に分け與

へよ。食物を有つ者もまた然せよ』 12取税人も

バプテスマを受けんとて來りて言ふ『師よ、我ら

何を爲すべきか』 13答へて言ふ『定りたるもの

の外、なにをも促るな』 14兵卒もまた問ひて言

ふ『我らは何を爲すべきか』答へて言ふ『人を劫

かし、また誣ひ訴ふな、己が給料をもて足れりと

せよ』 15民、待ち望みゐたれば、みな心の中に

ヨハネをキリストならんかと論ぜしに、 16ヨハ

ネ凡ての人に答へて言ふ『我は水にて汝らにバプ

テスマを施す、されど我よりも能力ある者きたら

ん、我はその鞋の紐を解くにも足らず。彼は聖

靈と火とにて汝らにバプテスマを施さん。 17手

には箕を持ちたまふ。禾場をきよめ、麥を倉に納

めんとてなり。而して殼は消えぬ火にて焚きつく
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さん』 18ヨハネこの他なほ、さまざまの勸をな

して、民に福音を宣傳ふ。 19然るに國守ヘロデ

、その兄弟の妻ヘロデヤの事につき、又その行ひ

たる凡ての惡しき事につきて、ヨハネに責められ

たれば、 20更に復一つの惡しき事を加へて、ヨ

ハネを獄に閉ぢこめたり。 21民みなバプテスマ

を受けし時、イエスもバプテスマを受けて祈りゐ

給へば、天ひらけ、 22聖靈、形をなして鴿のご

とく其の上に降り、かつ天より聲あり、曰く『な

んぢは我が愛しむ子なり、我なんぢを悦ぶ』 23

イエスの、教を宣べ始め給ひしは、年おほよそ三

十の時なりき。人にはヨセフの子と思はれ給へり

。ヨセフの父はヘリ、 24その先はマタテ、レビ

、メルキ、ヤンナイ、ヨセフ、 25マタテヤ、ア

モス、ナホム、エスリ、ナンガイ、 26マハテ、

マタテヤ、シメイ、ヨセク、ヨダ、 27ヨハナン

、レサ、ゾロバベル、サラテル、ネリ、 28メル

キ、アデイ、コサム、エルマダム、エル、 29ヨ

セ、エリエゼル、ヨリム、マタテ、レビ、 30シ

メオン、ユダ、ヨセフ、ヨナム、エリヤキム、 31

メレヤ、メナ、マタタ、ナタン、ダビデ、 32エ

ツサイ、オベデ、ボアズ、サラ、ナアソン、 33

アミナダブ、アデミン、アルニ、エスロン、パレ

ス、ユダ、 34ヤコブ、イサク、アブラハム、テ

ラ、ナホル、 35セルグ、レウ、ペレグ、エベル

、サラ、 36カイナン、アルパクサデ、セム、ノ

ア、ラメク、 37メトセラ、エノク、ヤレデ、マ

ハラレル、カイナン、 38エノス、セツ、アダム

に至る。アダムは神の子なり。

4さてイエス聖靈にて滿ち、ヨルダン河より歸
り、荒野にて四十日のあひだ御靈に導かれ、

2惡魔に試みられ給ふ。この間なにをも食はず、

日數滿ちてのち餓ゑ給ひたれば、 3惡魔いふ『

なんぢ若し神の子ならば、此の石に命じてパンと

爲らしめよ』 4イエス答へたまふ『「人の生くる

はパンのみに由るにあらず」と録されたり』 5惡

魔またイエスを携へのぼりて、瞬間に天下のもろ

もろの國を示して言ふ、 6『この凡ての權威と國

々の榮華とを汝に與へん。我これを委ねられたれ

ば、我が欲する者に與ふるなり。 7この故にもし

我が前に拜せば、ことごとく汝の有となるべし』

8イエス答へて言ひたまふ『「主なる汝の神を拜

し、ただ之にのみ事ふべし」と録されたり』 9惡

魔またイエスをエルサレムに連れゆき、宮の頂上

に立たせて言ふ『なんぢ若し神の子ならば、此處

より己が身を下に投げよ。 10それは「なんぢの

爲に御使たちに命じて守らしめ給はん」 11「か

れら手にて汝をささへ、その足を石に打當つる事

なからしめん」と録されたるなり』 12イエス答

へて言ひたまふ『「主なる汝の神を試むべからず

」と云ひてあり』 13惡魔あらゆる嘗試を盡して

のち、暫くイエスを離れたり。 14イエス御靈の

能力をもてガリラヤに歸り給へば、その聲聞あま

ねく四方の地に弘る。 15かくて諸會堂にて教を

なし、凡ての人に崇められ給ふ。 16偖その育て

られ給ひし處のナザレに到り、例のごとく安息

日に會堂に入りて、聖書を讀まんとて立ち給ひし

に、 17預言者イザヤの書を與へたれば、其の書

を繙きて、かく録されたる所を見出し給ふ。 18

『主の御靈われに在す。これ我に油を注ぎて貧し

き者に福音を宣べしめ、我をつかはして囚人に赦

を得ることと、盲人に見ゆることとを告げしめ、

壓へらるる者を放ちて自由を與へしめ、 19主の

喜ばしき年を宣傳へしめ給ふなり』 20イエス書

を卷き、係の者に返して坐し給へば、會堂に居る

者みな之に目を注ぐ。 21イエス言ひ出でたまふ

『この聖書は今日なんぢらの耳に成就したり』 22

人々みなイエスを譽め、又その口より出づる惠の

言を怪しみて言ふ『これヨセフの子ならずや』 23

イエス言ひ給ふ『なんぢら必ず我に俚諺を引きて

「醫者よ、みづから己を醫せ、カペナウムにて有

りしといふ我らが聞ける事どもを、己が郷なる此

の地にても爲せ」と言はん』 24また言ひ給ふ『

われ誠に汝らに告ぐ、預言者は己が郷にて喜ばる

ることなし。 25われ實をもて汝らに告ぐ、エリ

ヤのとき三年六个月、天とぢて、全地大なる饑

饉なりしが、イスラエルの中に多くの寡婦ありた

れど、 26エリヤは其の一人にすら遣されず、唯

シドンなるサレプタの一人の寡婦にのみ遣された

り。 27また預言者エリシヤの時、イスラエルの

中に多くの癩病人ありしが、其の一人だに潔めら

れず、唯シリヤのナアマンのみ潔められたり』 28

會堂にをる者みな之を聞きて憤恚に滿ち、 29起

ちてイエスを町より逐ひ出し、その町の建ちたる

山の崖に引き往きて、投げ落さんとせしに、 30

イエスその中を通りて去り給ふ。 31かくてガリ

ラヤの町カペナウムに下りて、安息日ごとに人

を教へ給へば、 32人々その教に驚きあへり。そ
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の言、權威ありたるに因る。 33會堂に穢れし惡

鬼の靈に憑かれたる人あり、大聲に叫びて言ふ、

34『ああ、ナザレのイエスよ、我らは汝となにの

關係あらんや。我らを亡さんとて來給ふか。我は

なんぢの誰なるを知る、神の聖者なり』 35イエ

ス之を禁めて言ひ給ふ『默せ、その人より出でよ

』惡鬼その人を人々の中に倒し、傷つけずして出

づ。 36みな驚き語り合ひて言ふ『これ如何なる

言ぞ、權威と能力とをもて命ずれば、穢れし惡鬼

すら出で去る』 37ここにイエスの噂あまねく四

方の地に弘りたり。 38イエス會堂を立ち出でて

、シモンの家に入り給ふ。シモンの外姑おもき熱

を患ひ居たれば、人々これが爲にイエスに願ふ。

39その傍らに立ちて熱を責めたまへば、熱去りて

女たちどころに起きて彼らに事ふ。 40日のいる

時、さまざまの病を患ふ者をもつ人、みな之をイ

エスに連れ來れば、一々その上に手を置きて醫し

給ふ。 41惡鬼もまた多くの人より出でて叫びつ

つ言ふ『なんぢは神の子なり』之を責めて物言

ふことを免し給はず、惡鬼そのキリストなるを知

るに因りてなり。 42明くる朝イエス出でて寂し

き處にゆき給ひしが、群衆たづねて御許に到り、

その去り往くことを止めんとせしに、 43イエス

言ひ給ふ『われ又ほかの町々にも神の國の福音を

宣傳へざるを得ず、わが遣されしは之が爲なり』

44かくてユダヤの諸會堂にて教を宣べたまふ。

5群衆おし迫りて神の言を聽きをる時、イエ
ス、ゲネサレの湖のほとりに立ちて、 2渚に二

艘の舟の寄せあるを見たまふ、漁人は舟をいでて

網を洗ひ居たり。 3イエスその一艘なるシモンの

舟に乘り、彼に請ひて陸より少しく押し出さしめ

、坐して舟の中より群衆を教へたまふ。 4語り終

へてシモンに言ひたまふ『深處に乘りいだし、網

を下して漁れ』 5シモン答へて言ふ『君よ、われ

ら終夜勞したるに、何をも得ざりき、されど御

言に隨ひて網を下さん』 6かくて然せしに、魚の

夥多しき群を圍みて、網裂けかかりたれば、 7

他の一艘の舟にをる組の者を差招きて來り助けし

む。來りて魚を二艘の舟に滿したれば、舟沈ま

んばかりになりぬ。 8シモン・ペテロ之を見て、

イエスの膝下に平伏して言ふ『主よ、我を去り

たまへ。我は罪ある者なり』 9これはシモンも偕

に居る者もみな、漁りし魚の夥多しきに驚きたる

なり。 10ゼベダイの子にしてシモンの侶なるヤ

コブもヨハネも同じく驚けり。イエス、シモンに

言ひたまふ『懼るな、なんぢ今よりのち人を漁ら

ん』 11かれら舟を陸につけ、一切を棄ててイエ

スに從へり。 12イエス或町に居給ふとき、視よ

、全身癩病をわづらふ者あり。イエスを見て平

伏し、願ひて言ふ『主よ、御意ならば、我を潔く

なし給ふを得ん』 13イエス手をのべ彼につけて

『わが意なり、潔くなれ』と言ひ給へば、直ちに

癩病されり。 14イエス之を誰にも語らぬやうに

命じ、かつ言ひ給ふ『ただ往きて己を祭司に見せ

、モーセが命じたるごとく汝の潔のために献物し

て、人々に證せよ』 15されど彌増々イエスの事

ひろまりて、大なる群衆、あるひは教を聽かんと

し、或は病を醫されんとして集り來りしが、 16

イエス寂しき處に退きて祈り給ふ。 17或日イエ

ス教をなし給ふとき、ガリラヤの村々、ユダヤ及

びエルサレムより來りしパリサイ人、教法學者

ら、そこに坐しゐたり。病を醫すべき主の能力イ

エスと偕にありき。 18視よ、人々、中風を病め

る者を、床にのせて擔ひきたり、之を家に入れて

、イエスの前に置かんとすれど、 19群衆により

て擔ひ入るべき道を得ざれば、屋根にのぼり、瓦

を取り除けて、床のまま人々の中に、イエスの前

につり縋り下せり。 20イエス彼らの信仰を見て

言ひたまふ『人よ、汝の罪ゆるされたり』 21こ

こに學者・パリサイ人ら論じ出でて言ふ『瀆言を

いふ此の人は誰ぞ、神より他に誰か罪を赦すこと

を得べき』 22イエス彼らの論ずる事をさとり、

答へて言ひ給ふ『なにを心のうちに論ずるか。 23

「なんぢの罪ゆるされたり」と言ふと「起きて歩

め」と言ふと孰か易き、 24人の子の地にて罪を

ゆるす權威あることを汝らに知らせん爲に』

――中風を病める者に言ひ給ふ――『なんぢに告

ぐ、起きよ、床をとりて家に往け』 25かれ立刻

に人々の前にて起きあがり、臥しゐたる床をとり

あげ、神を崇めつつ己が家に歸りたり。 26人々

みな甚く驚きて神をあがめ懼に滿ちて言ふ『今日

われら珍しき事を見たり』 27この事の後イエス

出でて、レビといふ取税人の收税所に坐しをるを

見て『われに從へ』と言ひ給へば、 28一切を棄

ておき、起ちて從へり。 29レビ己が家にて、イ

エスの爲に大なる饗宴を設けしに、取税人および

他の人々も多く食事の席に列りゐたれば、 30パ

リサイ人および其の曹輩の學者ら、イエスの弟子
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たちに向ひ、呟きて言ふ『なにゆゑ汝らは取税人

・罪人らと共に飮食するか』 31イエス答へて言

ひたまふ『健康なる者は醫者を要せず、ただ病あ

る者これを要す。 32我は正しき者を招かんとに

あらで、罪人を招きて悔改めさせんとて來れり』

33彼らイエスに言ふ『ヨハネの弟子たちは、しば

しば斷食し祈祷し、パリサイ人の弟子たちも亦

然するに、汝の弟子たちは飮食するなり』 34イ

エス言ひたまふ『新郎の友だち新郎と偕にをるう

ちは、彼らに斷食せしめ得んや。 35されど日來

りて新郎をとられん、その日には斷食せん』 36

イエスまた譬を言ひ給ふ『たれも新しき衣を切り

取りて、舊き衣を繕ふ者はあらじ。もし然せば、

新しきものも破れ、かつ新しきものより取りたる

裂も舊きものに合はじ。 37誰も新しき葡萄酒を

、ふるき革嚢に入るることは爲じ。もし然せば、

葡萄酒は嚢をはりさき漏れ出でて、嚢も廢らん。

38新しき葡萄酒は、新しき革嚢に入るべきなり。

39誰も舊き葡萄酒を飮みてのち、新しき葡萄酒を

望む者はあらじ。「舊きは善し」と云へばなり

』

6イエス安息日に麥畠を過ぎ給ふとき、弟子た
ち穗を摘み、手にて揉みつつ食ひたれば、 2パ

リサイ人のうち或者ども言ふ『なんぢらは何ゆ

ゑ安息日に爲まじき事をするか』 3イエス答へ

て言ひ給ふ『ダビデその伴へる人々とともに飢ゑ

しとき、爲しし事をすら讀まぬか。 4即ち神の家

に入りて、祭司の他は食ふまじき供のパンを取り

て食ひ、己と偕なる者にも與へたり』 5また言ひ

たまふ『人の子は安息日の主たるなり』 6又ほ

かの安息日に、イエス會堂に入りて教をなし給

ひしに、此處に人あり、其の右の手なえたり。 7

學者・パリサイ人ら、イエスを訴ふる廉を見出さ

んと思ひて、安息日に人を醫すや否やを窺ふ。 8

イエス彼らの念を知りて、手なえたる人に『起き

て中に立て』と言ひ給へば、起きて立てり。 9イ

エス彼らに言ひ給ふ『われ汝らに問はん、安息

日に善をなすと惡をなすと、生命を救ふと亡すと

、孰かよき』 10かくて一同を見まはして、手な

えたる人に『なんぢの手を伸べよ』と言ひ給ふ。

かれ然なしたれば、その手癒ゆ。 11然るに彼ら

狂氣の如くなりて、イエスに何をなさんと語り合

へり。 12その頃イエス祈らんとて山にゆき、神

に祈りつつ夜を明したまふ。 13夜明になりて弟

子たちを呼び寄せ、その中より十二人を選びて

、之を使徒と名づけたまふ。 14即ちペテロと名

づけ給ひしシモンと其の兄弟アンデレと、ヤコブ

とヨハネと、ピリポとバルトロマイと、 15マタ

イとトマスと、アルパヨの子ヤコブと熱心黨と

呼ばるるシモンと、 16ヤコブの子ユダとイスカ

リオテのユダとなり。このユダはイエスを賣る者

となりたり。 17イエス此等とともに下りて、平

かなる處に立ち給ひしに、弟子の大なる群衆、お

よびユダヤ全國、エルサレム又ツロ、シドンの海

邊より來りて、或は教を聽かんとし、或は病を醫

されんとする民の大なる群も、そこにあり。 18

穢れし靈に惱されたる者も醫される。 19能力イ

エスより出でて、凡ての人を醫せば、群衆みなイ

エスに觸らん事を求む。 20イエス目をあげ弟子

たちを見て言ひたまふ『幸福なるかな、貧しき者

よ、神の國は汝らの有なり。 21幸福なる哉、い

ま飢うる者よ、汝ら飽くことを得ん。幸福なる哉

、いま泣く者よ、汝ら笑ふことを得ん。 22人な

んぢらを憎み、人の子のために遠ざけ、謗り、汝

らの名を惡しとして棄てなば、汝ら幸福なり。 23

その日には喜び躍れ。視よ、天にて汝らの報は大

なり、彼らの先祖が預言者たちに爲ししも斯くあ

りき。 24されど禍害なるかな、富む者よ、汝ら

は既にその慰安を受けたり。 25禍害なる哉、い

ま飽く者よ、汝らは飢ゑん。禍害なる哉、いま笑

ふ者よ、汝らは、悲しみ泣かん。 26凡ての人、

なんぢらを譽めなば、汝ら禍害なり。彼らの先祖

が虚僞の預言者たちに爲ししも斯くありき。 27

われ更に汝ら聽くものに告ぐ、なんじらの仇を愛

し、汝らを憎む者を善くし、 28汝らを詛ふ者を

祝し、汝らを辱しむる者のために祈れ。 29なん

ぢの頬を打つ者には、他の頬をも向けよ。なんぢ

の上衣を取る者には下衣をも拒むな。 30すべて

求むる者に與へ、なんぢの物を奪ふ者に復索む

な。 31なんぢら人に爲られんと思ふごとく、人

にも然せよ。 32なんぢら己を愛する者を愛せば

とて、何の嘉すべき事あらん、罪人にても己を愛

する者を愛するなり。 33汝等おのれに善をなす

者に善を爲すとも、何の嘉すべき事あらん、罪人

にても然するなり。 34なんぢら得る事あらんと

思ひて人に貸すとも、何の嘉すべき事あらん、罪

人にても均しきものを受けんとて罪人に貸すなり

。 35汝らは仇を愛し、善をなし、何をも求めず
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して貸せ、さらば、その報は大ならん。かつ至高

者の子たるべし。至高者は、恩を知らぬもの惡し

き者にも、仁慈あるなり。 36汝らの父の慈悲な

るごとく、汝らも慈悲なれ。 37人を審くな、さ

らば汝らも審かるる事あらじ。人を罪に定むな、

さらば、汝らも罪に定めらるる事あらじ。人を赦

せ、さらば汝らも赦されん。 38人に與へよ、さ

らば汝らも與へられん。人は量をよくし、押し入

れ、搖り入れ、溢るるまでにして、汝らの懷中に

入れん。汝等おのが量る量にて量らるべし』 39

また譬にて言ひたまふ『盲人は盲人を手引するを

得んや。二人とも穴に落ちざらんや。 40弟子は

その師に勝らず、凡そ全うせられたる者は、その

師の如くならん。 41何ゆゑ兄弟の目にある塵を

見て、己が目にある梁木を認めぬか。 42おのが

目にある梁木を見ずして、爭で兄弟に向ひて「兄

弟よ、汝の目にある塵を取り除かせよ」といふを

得んや。僞善者よ、先づ己が目より梁木を取り除

け。さらば明かに見えて、兄弟の目にある塵を取

りのぞき得ん。 43惡しき果を結ぶ善き樹はなく

、また善き果を結ぶ惡しき樹はなし。 44樹はお

のおの其の果によりて知らる。茨より無花果を取

らず、野荊より葡萄を收めざるなり。 45善き人

は心の善き倉より善きものを出し、惡しき人は惡

しき倉より惡しき物を出す。それ心に滿つるより

、口は物言ふなり。 46なんぢら我を「主よ主よ

」と呼びつつ、何ぞ我が言ふことを行はぬか。 47

凡そ我にきたり我が言を聽きて行ふ者は、如何な

る人に似たるかを示さん。 48即ち家を建つるに

、地を深く掘り岩の上に基を据ゑたる人のごとし

。洪水いでて流その家を衝けども動かすこと能は

ず、これ固く建てられたる故なり。 49されど聽

きて行はぬ者は、基なくして家を土の上に建てた

る人のごとし。流その家を衝けば、直ちに崩れて

、その破壞はなはだし』

7イエス凡て此らの言を民に聞かせ終へて後、
カペナウムに入り給ふ。 2時に或百卒長、そ

の重んずる僕やみて死ぬばかりなりしかば、 3イ

エスの事を聽きて、ユダヤ人の長老たちを遣し、

來りて僕を救ひ給はんことを願ふ。 4彼らイエス

の許にいたり、切に請ひて言ふ『かの人は此の事

を爲らるるに相應し。 5わが國人を愛し、我らの

ために會堂を建てたり』 6イエス共に往き給ひて

、その家はや程近くなりしとき、百卒長、數人

の友を遣して言はしむ『主よ、自らを煩はし給ふ

な。我は汝をわが屋根の下に入れまつるに足らぬ

者なり。 7されば御前に出づるにも相應しからず

と思へり、ただ御言を賜ひて我が僕をいやし給へ

。 8我みづから權威の下に置かるる者なるに、我

が下にまた兵卒ありて、此に「往け」と言へば往

き、彼に「來れ」と言へば來り、わが僕に「これ

を爲せ」と言へば爲すなり』 9イエス聞きて彼を

怪しみ、振反りて從ふ群衆に言ひ給ふ『われ汝ら

に告ぐ、イスラエルの中にだに斯かるあつき信仰

は見しことなし』 10遣されたる者ども家に歸り

て僕を見れば、既に健康となれり。 11その後イ

エス、ナインといふ町にゆき給ひしに、弟子たち

及び大なる群衆も共に往く。 12町の門に近づき

給ふとき、視よ、舁き出さるる死人あり。これは

獨息子にて母は寡婦なり、町の多くの人々これ

に伴ふ。 13主、寡婦を見て憫み『泣くな』と言

ひて、 14近より、柩に手をつけ給へば、舁くも

の立ち止る。イエス言ひたまふ『若者よ、我なん

ぢに言ふ、起きよ』 15死人、起きかへりて物言

ひ始む。イエス之を母に付したまふ。 16人々み

な懼をいだき、神を崇めて言ふ『大なる預言者わ

れらの中に興れり』また言ふ『神その民を顧み給

へり』 17この事ユダヤ全國および最寄の地に徧

くひろまりぬ。 18偖ヨハネの弟子たち、凡て此

等のことを告げたれば、 19ヨハネ兩三人の弟子

を呼び、主に遣して言はしむ『來るべき者は汝な

るか、或は他に待つべきか』 20彼ら御許に到り

て言ふ『バプテスマのヨハネ、我らを遣して言は

しむ「來るべき者は汝なるか、或は他に待つべき

か」』 21この時イエス多くの者の病・疾患を醫

し、惡しき靈を逐ひいだし、又おほくの盲人に見

ることを得しめ給ひしが、 22答へて言ひたまふ

『往きて汝らが見聞せし所をヨハネに告げよ。

盲人は見、跛者はあゆみ、癩病人は潔められ、聾

者はきき、死人は甦へらせられ、貧しき者は福音

を聞かせらる。 23おほよそ我に躓かぬ者は幸福

なり』 24ヨハネの使の去りたる後、ヨハネの事

を群衆に言ひいで給ふ『なんぢら何を眺めんとて

野に出でし、風にそよぐ葦なるか。 25さらば何

を見んとて出でし、柔かき衣を著たる人なるか。

視よ、華美なる衣をきて奢り暮す者は王宮に在り

。 26さらば何を見んとて出でし、預言者なるか

。然り、我なんぢらに告ぐ、預言者よりも勝る者
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なり。 27「視よ、わが使を汝の顏の前につかは

す。かれは汝の前になんじの道をそなへん」と録

されたるは此の人なり。 28われ汝らに告ぐ、女

の産みたる者の中、ヨハネより大なる者はなし。

されど神の國にて小き者も、彼よりは大なり。 29

（凡ての民これを聞きて、取税人までも神を正し

とせり。ヨハネのバプテスマを受けたるによる。

30されどパリサイ人・教法師らは、其のバプテス

マを受けざりしにより、各自にかかはる神の御旨

をこばみたり） 31さればわれ今の代の人を何に

比へん。彼らは何に似たるか。 32彼らは、童市

場に坐し、たがひに呼びて「われら汝らの爲に笛

吹きたれど、汝ら躍らず。歎きたれど、汝ら泣か

ざりき」と云ふに似たり。 33それはバプテスマ

のヨハネ來りて、パンをも食はず葡萄酒をも飮ま

ねば、「惡鬼に憑かれたる者なり」と汝ら言ひ、

34人の子きたりて飮食すれば「視よ、食を貪り、

酒を好む人、また取税人・罪人の友なり」と汝ら

言ふなり。 35されど智慧は己が凡ての子により

て正しとせらる』 36ここに或パリサイ人ともに

食せん事をイエスに請ひたれば、パリサイ人の家

に入りて、席につき給ふ。 37視よ、この町に罪

ある一人の女あり。イエスのパリサイ人の家にて

食事の席にゐ給ふを知り、香油の入りたる石膏

の壺を持ちきたり、 38泣きつつ御足近く後にた

ち、涙にて御足をうるほし、頭の髮にて之を拭ひ

、また御足に接吻して香油を抹れり。 39イエス

を招きたるパリサイ人これを見て、心のうちに言

ふ『この人もし預言者ならば、觸る者の誰、如何

なる女なるかを知らん、彼は罪人なるに』 40イ

エス答へて言ひ給ふ『シモン、我なんぢに言ふこ

とあり』シモンいふ『師よ、言ひたまへ』 41『

或債主に二人の負債者ありて、一人はデナリ五

百、一人は五十の負債せしに、 42償ひかたなけ

れば、債主この二人を共に免せり。されば二人の

うち債主を愛すること孰か多き』 43シモン答へ

て言ふ『われ思ふに、多く免されたる者ならん』

イエス言ひ給ふ『なんぢの判斷は當れり』 44か

くて女の方に振向きてシモンに言ひ給ふ『この女

を見るか。我なんぢの家に入りしに、なんぢは我

に足の水を與へず、此の女は涙にて我足を濡し

、頭髮にて拭へり。 45なんぢは我に接吻せず、

此の女は我が入りし時より、我が足に接吻して止

まず。 46なんぢは我が頭に油を抹らず、此の女

は我が足に香油を抹れり。 47この故に我なんぢ

に告ぐ、この女の多くの罪は赦されたり。その愛

すること大なればなり。赦さるる事の少き者は、

その愛する事もまた少し』 48遂に女に言ひ給ふ

『なんぢの罪は赦されたり』 49同席の者ども心

の内に『罪をも赦す此の人は誰なるか』と言ひ出

づ。 50ここにイエス女に言ひ給ふ『なんぢの信

仰なんぢを救へり、安らかに往け』

8この後イエス教を宣べ、神の國の福音を傳へ
つつ、町々村々を廻り給ひしに、十二弟子も

伴ふ。 2また前に惡しき靈を逐ひ出され、病を醫

されなどせし女たち、即ち七つの惡鬼のいでしマ

グラダと呼ばるるマリヤ、 3ヘロデの家司クー

ザの妻ヨハンナ及びスザンナ、此の他にも多くの

女ともなひゐて、其の財産をもて彼らに事へたり

。 4大なる群衆むらがり、町々の人みもとに寄り

集ひたれば、譬をもて言ひたまふ、 5『種播く

者その種を播かんとて出づ。播くとき路の傍らに

落ちし種あり、踏みつけられ、また空の鳥これを

啄む。 6岩の上に落ちし種あり、生え出でたれど

潤澤なきによりて枯る。 7茨の中に落ちし種あり

、茨も共に生え出でて之を塞ぐ。 8良き地に落ち

し種あり、生え出でて百倍の實を結べり』これ

らの事を言ひて呼はり給ふ『きく耳ある者は聽く

べし』 9弟子たち此の譬の如何なる意なるかを問

ひたるに、 10イエス言ひ給ふ『なんぢらは神の

國の奧義を知ることを許されたれど、他の者は譬

にてせらる。彼らの見て見ず、聞きて悟らぬ爲な

り。 11譬の意は是なり。種は神の言なり。 12路

の傍らなるは、聽きたるのち、惡魔きたり、信じ

て救はるる事のなからんために、御言をその心よ

り奪ふ所の人なり。 13岩の上なるは、聽きて御

言を喜び受くれども、根なければ、暫く信じて嘗

試のときに退く所の人なり。 14茨の中に落ちし

は、聽きてのち過ぐるほどに、世の心勞と財貨と

快樂とに塞がれて實らぬ所の人なり。 15良き地

なるは、御言を聽き、正しく善き心にて之を守り

、忍びて實を結ぶ所の人なり。 16誰も燈火をと

もし器にて覆ひ、または寢臺の下におく者なし、

入り來る者のその光を見んために、之を燈臺の上

に置くなり。 17それ隱れたるものの顯れぬはな

く、秘めたるものの知られぬはなく、明かになら

ぬはなし。 18されば汝ら聽くこと如何にと心せ

よ、誰にても有てる人はなほ與へられ、有たぬ人
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はその有てりと思ふ物をも取らるべし』 19さて

イエスの母と兄弟と來りたれど、群衆によりて近

づくこと能はず。 20或人イエスに『なんぢの母

と兄弟と、汝に逢はんとて外に立つ』と告げたれ

ば、 21答へて言ひたまふ『わが母わが兄弟は、

神の言を聽き、かつ行ふ此らの者なり』 22或日

イエス弟子たちと共に舟に乘りて『みづうみの彼

方にゆかん』と言ひ給へば、乃ち船出す。 23渡

るほどにイエス眠りたまふ。颶風みづうみに吹き

下し、舟に水滿ちんとして危かりしかば、 24弟

子たち御側により、呼び起して言ふ『君よ、君よ

、我らは亡ぶ』イエス起きて風と浪とを禁め給へ

ば、ともに鎭りて凪となりぬ。 25かくて弟子た

ちに言ひ給ふ『なんぢらの信仰いづこに在るか』

かれら懼れ怪しみて互に言ふ『こは誰ぞ、風と水

とに命じ給へば順ふとは』 26遂にガリラヤに對

へるゲラセネ人の地に著く。 27陸に上りたまふ

時、その町の人にて惡鬼に憑かれたる者きたり遇

ふ。この人は久しきあひだ衣を著ず、また家に住

まずして墓の中にゐたり。 28イエスを見てさけ

び、御前に平伏して大聲にいふ『至高き神の子イ

エスよ、我は汝と何の關係あらん、願はくは我を

苦しめ給ふな』 29これはイエス穢れし靈に、こ

の人より出で往かんことを命じ給ひしに因る。こ

の人けがれし靈にしばしば拘へられ、鏈と足械と

にて繋ぎ守られたれど、その繋をやぶり、惡鬼に

逐はれて荒野に往けり。 30イエス之に『なんぢ

の名は何か』と問ひ給へば『レギオン』と答ふ、

多くの惡鬼その中に入りたる故なり。 31彼らイ

エスに、底なき所に往くを命じ給はざらんことを

請ふ。 (Abyssos g12) 32彼處の山に、多くの豚の一

群、食し居たりしが、惡鬼ども其の豚に入るを許

し給はんことを請ひたれば、イエス許し給ふ。 33

惡鬼、人を出でて豚に入りたれば、その群、崖よ

り湖水に駈け下りて溺れたり。 34飼ふ者ども此

の起りし事を見て、逃げ往きて、町にも里にも告

げたれば、 35人々ありし事を見んとて出で、イ

エスに來りて、惡鬼の出でたる人の、衣服をつけ

慥なる心にて、イエスの足下に坐しをるを見て懼

れあへり。 36かの惡鬼に憑かれたる人の救はれ

し事柄を見し者ども、之を彼らに告げたれば、 37

ゲラセネ地方の民衆、みなイエスに出で去り給は

んことを請ふ。これ大に懼れたるなり。ここにイ

エス舟に乘りて歸り給ふ。 38時に惡鬼の出でた

る人、ともに在らんことを願ひたれど、之を去ら

しめんとて、 39言ひ給ふ『なんぢの家に歸りて

、神が如何に大なる事を汝になし給ひしかを具に

告げよ』彼ゆきて、イエスの如何に大なる事を己

になし給ひしかを、徧くその町に言ひ弘めたり。

40かくてイエスの歸り給ひしとき、群衆これを迎

ふ、みな待ちゐたるなり。 41視よ、會堂司にて

ヤイロといふ者あり、來りてイエスの足下に伏し

、その家にきたり給はんことを願ふ。 42おほよ

そ十二歳ほどの一人娘ありて、死ぬばかりなる

故なり。イエスの往き給ふとき、群衆かこみ塞が

る。 43ここに十二年このかた血漏を患ひて、醫

者の爲に己が身代をことごとく費したれども、誰

にも癒され得ざりし女あり。 44イエスの後に來

りて、御衣の總にさはりたれば、血の出づること

立刻に止みたり。 45イエス言ひ給ふ『我に觸り

しは誰ぞ』人みな否みたれば、ペテロ及び共にを

る者ども言ふ『君よ、群衆なんぢを圍みて押迫る

なり』 46イエス言ひ給ふ『われに觸りし者あり

、能力の我より出でたるを知る』 47女おのれが

隱れ得ぬことを知り、戰き來りて御前に平伏し、

觸りし故と立刻に癒えたる事を、人々の前にて告

ぐ。 48イエス言ひ給ふ『むすめよ、汝の信仰な

んぢを救へり、安らかに往け』 49かく語り給ふ

ほどに、會堂司の家より人きたりて言ふ『なん

ぢの娘は早や死にたり、師を煩はすな』 50イエ

ス之を聞きて會堂司に答へたまふ『懼るな、た

だ信ぜよ。さらば娘は救はれん』 51イエス家に

到りて、ペテロ、ヨハネ、ヤコブ及び子の父母

の他は、ともに入ることを誰にも許し給はず。 52

人みな泣き、かつ子のために歎き居たりしが、イ

エス言ひたまふ『泣くな、死にたるにあらず、寢

ねたるなり』 53人々その死にたるを知れば、イ

エスを嘲笑ふ。 54然るにイエス子の手をとり、

呼びて『子よ、起きよ』と言ひ給へば、 55その

靈かへりて立刻に起く。イエス食物を之に與ふる

ことを命じ給ふ。 56その兩親おどろきたり。イ

エス此の有りし事を誰にも語らぬやうに命じ給ふ

。

9イエス十二弟子を召し寄せて、もろもろの惡
鬼を制し、病をいやす能力と權威とを與へ、 2

また神の國を宣傳へしめ、人を醫さしむる爲に、

之を遣さんとして言ひ給ふ、 3『旅のために何を

も持つな、杖も袋も糧も銀も、また二つの下衣を
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も持つな。 4いづれの家に入るとも、其處に留れ

、而して其處より立ち去れ。 5人もし汝らを受け

ずば、その町を立ち去るとき、證のために足の塵

を拂へ』 6ここに弟子たち出でて村々を歴巡り

、あまねく福音を宣傳へ、醫すことを爲せり。 7

さて國守ヘロデ、ありし凡ての事をききて周章て

まどふ。或人はヨハネ死人の中より甦へりたり

といひ、 8或人はエリヤ現れたりといひ、また

或人は、古への預言者の一人よみがへりたりと

言へばなり。 9ヘロデ言ふ『ヨハネは我すでに首

斬りたり、然るに斯かる事のきこゆる此の人は誰

なるか』かくてイエスを見んことを求めゐたり。

10使徒たち歸りきて、其の爲しし事を具にイエス

に告ぐ。イエス彼らを携へて竊にベツサイダとい

ふ町に退きたまふ。 11されど群衆これを知りて

從ひ來りたれば、彼らを接けて、神の國の事を語

り、かつ治療を要する人々を醫したまふ。 12日

傾きたれば、十二弟子きたりて言ふ『群衆を去

らしめ、周圍の村また里にゆき、宿をとりて食物

を求めさせ給へ。我らは斯かる寂しき所に居るな

り』 13イエス言ひ給ふ『なんぢら食物を與へよ

』弟子たち言ふ『我らただ五つのパンと二つの魚

とあるのみ、此の多くの人のために、往きて買は

ねば他に食物なし』 14男おほよそ五千人ゐたれ

ばなり。イエス弟子たちに言ひたまふ『人々を組

にして五十人づつ坐せしめよ』 15彼等その如く

なして、人々をみな坐せしむ。 16かくてイエス

五つのパンと二つの魚とを取り、天を仰ぎて祝し

、擘きて弟子たちに付し、群衆のまへに置かしめ

給ふ。 17彼らは食ひて皆飽く。擘きたる餘を集

めしに十二筐ほどありき。 18イエス人々を離れ

て祈り居給ふとき、弟子たち偕にをりしに、問ひ

て言ひたまふ『群衆は我を誰といふか』 19答へ

て言ふ『バプテスマのヨハネ、或人はエリヤ、

或人は古への預言者の一人よみがへりたりと言

ふ』 20イエス言ひ給ふ『なんぢらは我を誰と言

ふか』ペテロ答へて言ふ『神のキリストなり』 21

イエス彼らを戒めて、之を誰にも告げぬやうに命

じ、かつ言ひ給ふ 22『人の子は必ず多くの苦難

をうけ、長老・祭司長・學者らに棄てられ、かつ

殺され、三日めに甦へるべし』 23また一同の者

に言ひたまふ『人もし我に從ひ來らんと思はば、

己をすて、日々おのが十字架を負ひて我に從へ。

24己が生命を救はんと思ふ者は之を失ひ、我がた

めに己が生命を失ふその人は之を救はん。 25人

、全世界を贏くとも、己をうしなひ己を損せば、

何の益あらんや。 26我と我が言とを恥づる者を

ば、人の子もまた、己と父と聖なる御使たちとの

榮光をもて來らん時に恥づべし。 27われ實をも

て汝らに告ぐ、此處に立つ者のうちに、神の國を

見るまでは死を味はぬ者どもあり』 28これらの

言をいひ給ひしのち八日ばかり過ぎて、ペテロ、

ヨハネ、ヤコブを率きつれ、祈らんとて山に登り

給ふ。 29かくて祈り給ふほどに、御顏の状かは

り、其の衣白くなりて輝けり。 30視よ、二人の

人ありてイエスと共に語る。これはモーセとエリ

ヤとにて、 31榮光のうちに現れ、イエスのエル

サレムにて遂げんとする逝去のことを言ひゐたる

なり。 32ペテロ及び共にをる者いたく睡氣ざし

たれど、目を覺してイエスの榮光および偕に立つ

二人を見たり。 33二人の者イエスと別れんとす

る時、ペテロ、イエスに言ふ『君よ、我らの此處

に居るは善し、我ら三つの廬を造り、一つを汝の

ため、一つをモーセのため、一つをエリヤの爲に

せん』彼は言ふ所を知らざりき。 34この事を言

ひ居るほどに、雲おこりて彼らを覆ふ。雲の中に

入りしとき、弟子たち懼れたり。 35雲より聲出

でて言ふ『これは我が選びたる子なり、汝ら之に

聽け』 36聲出でしとき、唯イエスひとり見え給

ふ。弟子たち默して、見し事を何一つ其の頃た

れにも告げざりき。 37次の日、山より下りたる

に、大なる群衆イエスを迎ふ。 38視よ、群衆の

うちの或人さけびて言ふ『師よ、願はくは我が

子を顧みたまへ、之は我が獨子なり。 39視よ、

靈の憑くときは俄に叫ぶ、痙攣けて沫をふかせ、

甚く害ひ、漸くにして離るるなり。 40御弟子た

ちに之を逐ひ出すことを請ひたれど、能はざりき

』 41イエス答へて言ひ給ふ『ああ信なき曲れる

代なる哉、われ何時まで汝らと偕にをりて、汝ら

を忍ばん。汝の子をここに連れ來れ』 42乃ち來

るとき、惡鬼これを打ち倒し、甚く痙攣けさせた

り。イエス穢れし靈を禁め、子を醫して、その父

に付したまふ。 43人々みな神の稜威に驚きあへ

り。人々みなイエスの爲し給ひし凡ての事を怪し

める時、イエス弟子たちに言ひ給ふ、 44『これ

らの言を汝らの耳にをさめよ。人の子は人々の手

に付さるべし』 45かれら此の言を悟らず、辨へ

ぬやうに隱されたるなり。また此の言につきて問
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ふことを懼れたり。 46ここに弟子たちの中に、

誰か大ならんとの爭論おこりたれば、 47イエス

その心の爭論を知りて、幼兒をとり御側に置きて

言ひ給ふ、 48『おほよそ我が名のために此の幼

兒を受くる者は、我を受くるなり。我を受くる者

は、我を遣しし者を受くるなり。汝らの中にて最

も小き者は、これ大なるなり』 49ヨハネ答へて

言ふ『君よ、御名によりて惡鬼を逐ひいだす者を

見しが、我等とともに從はぬ故に、之を止めたり

』 50イエス言ひ給ふ『止むな。汝らに逆はぬ者

は、汝らに附く者なり』 51イエス天に擧げらる

る時滿ちんとしたれば、御顏を堅くエルサレム

に向けて進まんとし、 52己に先だちて使を遣し

たまふ。彼ら往きてイエスの爲に備をなさんとて

、サマリヤ人の或村に入りしに、 53村人そのエ

ルサレムに向ひて往き給ふさまなるが故に、イエ

スを受けず、 54弟子のヤコブ、ヨハネ、これを

見て言ふ『主よ、我らが天より火を呼び下して彼

らを滅すことを欲し給ふか』 55イエス顧みて彼

らを戒め、 56遂に相共に他の村に往きたまふ。

57途を往くとき、或人イエスに言ふ『何處に往き

給ふとも我は從はん』 58イエス言ひたまふ『狐

は穴あり、空の鳥は塒あり、されど人の子は枕す

る所なし』 59また或人に言ひたまふ『我に從へ

』かれ言ふ『まづ往きて我が父を葬ることを許し

給へ』 60イエス言ひたまふ『死にたる者に、そ

の死にたる者を葬らせ、汝は往きて神の國を言ひ

弘めよ』 61また或人いふ『主よ、我なんぢに從

はん、されど先づ家の者に別を告ぐることを許し

給へ』 62イエス言ひたまふ『手を鋤につけての

ち後を顧みる者は、神の國に適ふ者にあらず』

10この事ののち、主、ほかに七十人をあげて
、自ら往かんとする町々處々へ、おのれに

先だち二人づつを遣さんとして言ひ給ふ、 2『收

穫はおほく、勞働人は少し。この故に收穫の主に

、勞働人をその收穫場に遣し給はんことを求めよ

。 3往け、視よ、我なんぢらを遣すは、羔羊を豺

狼のなかに入るるが如し。 4財布も袋も鞋も携ふ

な。また途にて誰にも挨拶すな。 5孰の家に入る

とも、先づ平安この家にあれと言へ。 6もし平安

の子そこに居らば、汝らの祝する平安はその上に

留らん。もし然らずば、其の平安は汝らに歸らん

。 7その家にとどまりて、與ふる物を食ひ飮みせ

よ。勞働人のその値を得るは相應しきなり。家よ

り家に移るな。 8孰の町に入るとも、人々なんぢ

らを受けなば、汝らの前に供ふる物を食し、 9其

處にをる病のものを醫し、また「神の國は汝らに

近づけり」と言へ。 10孰の町に入るとも、人々

なんじらを受けずば、大路に出でて、 11「我ら

の足につきたる汝らの町の塵をも、汝らに對して

拂ひ棄つ、されど神の國の近づけるを知れ」と言

へ。 12われ汝らに告ぐ、かの日にはソドムの方

その町よりも耐へ易からん。 13禍害なる哉、コ

ラジンよ、禍害なる哉、ベツサイダよ、汝らの中

にて行ひたる能力ある業を、ツロとシドンとにて

行ひしならば、彼らは早く荒布をき、灰のなかに

坐して、悔改めしならん。 14されば審判には、

ツロとシドンとのかた汝等よりも耐へ易からん

。 15カペナウムよ、汝は天にまで擧げらるべき

か、黄泉にまで下らん。 (Hadēs g86) 16汝等に聽く

者は我に聽くなり、汝らを棄つる者は我を棄つる

なり。我を棄つる者は我を遣し給ひし者を棄つる

なり』 17七十人よろこび歸りて言ふ『主よ、汝

の名によりて惡鬼すら我らに服す』 18イエス彼

らに言ひ給ふ『われ天より閃く電光のごとくサタ

ンの落ちしを見たり。 19視よ、われ汝らに蛇・

蠍を踏み、仇の凡ての力を抑ふる權威を授けたれ

ば、汝らを害ふもの斷えてなからん。 20されど

靈の汝らに服するを喜ぶな、汝らの名の天に録さ

れたるを喜べ』 21その時イエス聖靈により喜び

て言ひたまふ『天地の主なる父よ、われ感謝す

、此等のことを智きもの慧き者に隱して、嬰兒

に顯したまへり。父よ、然り、此のごときは御意

に適へるなり。 22凡ての物は我わが父より委ね

られたり。子の誰なるを知る者は、父の外になく

、父の誰なるを知る者は、子また子の欲するまま

に顯すところの者の外になし』 23かくて弟子た

ちを顧み竊に言ひ給ふ『なんぢらの見る所を見る

眼は幸福なり。 24われ汝らに告ぐ、多くの預言

者も、王も、汝らの見るところを見んと欲したれ

ど見ず、汝らの聞く所を聞かんと欲したれど聞か

ざりき』 25視よ、或教法師、立ちてイエスを試

みて言ふ『師よ、われ永遠の生命を嗣ぐためには

何をなすべきか』 (aiōnios g166) 26イエス言ひたまふ

『律法に何と録したるか、汝いかに讀むか』 27

答へて言ふ『なんぢ心を盡し精神を盡し、力を盡

し、思を盡して、主たる汝の神を愛すべし。また

己のごとく汝の隣を愛すべし』 28イエス言ひ給
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ふ『なんぢの答は正し。之を行へ、さらば生くべ

し』 29彼おのれを義とせんとしてイエスに言ふ

『わが隣とは誰なるか』 30イエス答へて言ひた

まふ『或人エルサレムよりエリコに下るとき強

盜にあひしが、強盜どもその衣を剥ぎ、傷を負は

せ、半死半生にして棄て去りぬ。 31或祭司たま

たま此の途より下り、之を見てかなたを過ぎ往け

り。 32又レビ人も此處にきたり、之を見て同じ

く彼方を過ぎ往けり 33然るに或るサマリヤ人、

旅して其の許にきたり、之を見て憫み、 34近寄

りて油と葡萄酒とを注ぎ、傷を包みて己が畜にの

せ、旅舍に連れゆきて介抱し、 35あくる日デナ

リ二つを出し、主人に與へて「この人を介抱せよ

。費もし増さば、我が歸りくる時に償はん」と言

へり。 36汝いかに思ふか、此の三人のうち、孰

か強盜にあひし者の隣となりしぞ』 37かれ言ふ

『その人に憐憫を施したる者なり』イエス言ひ給

ふ『なんぢも往きて其の如くせよ』 38かくて彼

ら進みゆく間に、イエス或村に入り給へば、マ

ルタと名づくる女おのが家に迎へ入る。 39その

姉妹にマリヤといふ者ありて、イエスの足下に坐

し、御言を聽きをりしが、 40マルタ饗應のこと

多くして心いりみだれ、御許に進みよりて言ふ『

主よ、わが姉妹われを一人のこして働かするを、

何とも思ひ給はぬか、彼に命じて我を助けしめ給

へ』 41主、答へて言ひ給ふ『マルタよ、マルタ

よ、汝さまざまの事により、思ひ煩ひて心勞す。

42されど無くてならぬものは多からず、唯一つの

み、マリヤは善きかたを選びたり。此は彼より奪

ふべからざるものなり』

11イエス或處にて祈り居給ひしが、その終り
しとき、弟子の一人いふ『主よ、ヨハネの其

の弟子に教へし如く、祈ることを我らに教へ給へ

』 2イエス言ひ給ふ『なんぢら祈るときに斯く言

へ「父よ、願はくは御名の崇められん事を。御國

の來らん事を。 3我らの日用の糧を日毎に與へ給

へ。 4我らに負債ある凡ての者を我ら免せば、我

らの罪をも免し給へ。我らを嘗試にあはせ給ふな

」』 5また言ひ給ふ『なんぢらの中たれか友あら

んに、夜半にその許に往きて「友よ、我に三つの

パンを貸せ。 6わが友、旅より來りしに、之に供

ふべき物なし」と言ふ時、 7かれ内より答へて「

われを煩はすな、戸ははや閉ぢ、子らは我と共に

臥所にあり、起ちて與へ難し」といふ事ありとも

、 8われ汝らに告ぐ、友なるによりては起ちて與

へねど、求の切なるにより、起きて其の要する程

のものを與へん。 9われ汝らに告ぐ、求めよ、さ

らば與へられん。尋ねよ、さらば見出さん。門を

叩け、さらば開かれん。 10すべて求むる者は得

、尋ぬる者は見出し、門を叩く者は開かるるなり

。 11汝等のうち父たる者、たれか其の子魚を求

めんに、魚の代に蛇を與へ、 12卵を求めんに蠍

を與へんや。 13さらば汝ら惡しき者ながら、善

き賜物をその子らに與ふるを知る。まして天の父

は、求むる者に聖靈を賜はざらんや』 14さてイ

エス唖の惡鬼を逐ひいだし給へば、惡鬼いでて唖

もの言ひしにより、群衆あやしめり。 15其の中

の或者ども言ふ『かれは惡鬼の首ベルゼブルに

よりて惡鬼を逐ひ出すなり』 16また或者どもは

、イエスを試みんとて天よりの徴を求む。 17イ

エスその思を知りて言ひ給ふ『すべて分れ爭ふ國

は亡び、分れ爭ふ家は倒る。 18サタンもし分れ

爭はば、その國いかで立つべき。汝等わが惡鬼

を逐ひ出すを、ベルゼブルに由ると言へばなり。

19我もしベルゼブルによりて惡鬼を逐ひ出さば、

汝らの子は誰によりて之を逐ひ出すか。この故に

彼らは汝らの審判人となるべし。 20されど我も

し神の指によりて惡鬼を逐ひ出さば、神の國は既

に汝らに到れるなり。 21強きもの武具をよろひ

て己が屋敷を守るときは、其の所有安全なり。

22されど更に強きもの來りて之に勝つときは、恃

とする武具をことごとく奪ひて、分捕物を分たん

。 23我と偕ならぬ者は我にそむき、我と共に集

めぬ者は散すなり。 24穢れし靈、人を出づる時

は、水なき處を巡りて休を求む。されど得ずして

言ふ「わが出でし家に歸らん」 25歸りて其の家

の掃き淨められ、飾られたるを見、 26遂に往き

て己よりも惡しき他の七つの靈を連れきたり、共

に入りて此處に住む。さればその人の後の状は、

前よりも惡しくなるなり』 27此等のことを言ひ

給ふとき、群衆の中より或女、聲をあげて言ふ

『幸福なるかな、汝を宿しし胎、なんぢの哺ひし

乳房は』 28イエス言ひたまふ『更に幸福なるか

な、神の言を聽きて之を守る人は』 29群衆おし

集れる時、イエス言ひ出でたまふ『今の世は邪曲

なる代にして徴を求む。されどヨナの徴のほかに

徴は與へられじ。 30ヨナがニネベの人に徴とな

りし如く、人の子もまた今の代に然らん。 31南
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の女王、審判のとき、今の代の人と共に起きて之

が罪を定めん。彼はソロモンの智慧を聽かんとて

地の極より來れり。視よ、ソロモンよりも勝るも

の此處にあり。 32ニネベの人、審判のとき、今

の代の人と共に立ちて之が罪を定めん。彼らはヨ

ナの宣ぶる言によりて悔改めたり。視よ、ヨナよ

りも勝るもの此處に在り。 33誰も燈火をともし

て、穴藏の中または升の下におく者なし。入り來

る者の光を見んために、燈臺の上に置くなり。 34

汝の身の燈火は目なり、汝の目正しき時は、全

身明るからん。されど惡しき時は、身もまた暗

からん。 35この故に汝の内の光、闇にはあらぬ

か、省みよ。 36もし汝の全身明るくして暗き所

なくば、輝ける燈火に照さるる如く、その身全

く明るからん』 37イエスの語り給へるとき、或

パリサイ人その家にて食事し給はん事を請ひたれ

ば、入りて席に著きたまふ。 38食事前に手を洗

ひ給はぬを、此のパリサイ人見て怪しみたれば

、 39主これに言ひたまふ『今や汝らパリサイ人

は、酒杯と盆との外を潔くす、されど汝らの内は

貪慾と惡とにて滿つるなり。 40愚なる者よ、外

を造りし者は、内をも造りしならずや。 41唯そ

の内にある物を施せ。さらば一切の物なんぢらの

爲に潔くなるなり。 42禍害なるかな、パリサイ

人よ、汝らは薄荷・芸香その他あらゆる野菜の十

分の一を納めて、公平と神に對する愛とを等閑に

す、されど之は行ふべきものなり。而して彼もま

た等閑にすべきものならず。 43禍害なるかな、

パリサイ人よ、汝らは會堂の上座、市場にての敬

禮を喜ぶ。 44禍害なるかな、汝らは露れぬ墓の

ごとし。其の上を歩む人これを知らぬなり』 45

教法師の一人、答へて言ふ『師よ、斯かることを

言ふは、我らをも辱しむるなり』 46イエス言ひ

給ふ『なんぢら教法師も禍害なる哉。なんぢら擔

ひ難き荷を人に負せて、自ら指一つだに其の荷

につけぬなり。 47禍害なるかな、汝らは預言者

たちの墓を建つ、之を殺しし者は汝らの先祖なり

。 48げに汝らは先祖の所作を可しとする證人ぞ

。それは彼らは之を殺し、汝らは其の墓を建つれ

ばなり。 49この故に神の智慧いへる言あり、わ

れ預言者と使徒とを彼らに遣さんに、その中の或

者を殺し、また逐ひ苦しめん。 50世の創より流

されたる凡ての預言者の血、 51即ちアベルの血

より、祭壇と聖所との間にて殺されたるザカリヤ

の血に至るまでを、今の代に糺すべきなり。然り

、われ汝らに告ぐ、今の代は糺さるべし。 52禍

害なるかな教法師よ、なんぢらは知識の鍵を取り

去りて自ら入らず、入らんとする人をも止めしな

り』 53此處より出で給へば、學者・パリサイ人

ら烈しく詰め寄せて、樣々のことを詰りはじめ、

54その口より何事をか捉へんと待構へたり。

12その時、無數の人あつまりて、群衆ふみ合ふ
ばかりなり。イエスまづ弟子たちに言ひ出で

給ふ『なんぢら、パリサイ人のパンだねに心せよ

、これ僞善なり。 2蔽はれたるものに露れぬはな

く、隱れたるものに知られぬはなし。 3この故に

汝らが暗きにて言ふことは、明るきにて聞え、部

屋の内にて耳によりて語りしことは、屋の上にて

宣べらるべし。 4我が友たる汝らに告ぐ。身を殺

して後に何をも爲し得ぬ者どもを懼るな。 5懼る

べきものを汝らに示さん。殺したる後ゲヘナに投

げ入るる權威ある者を懼れよ。われ汝らに告ぐ、

げに之を懼れよ。 (Geenna g1067) 6五羽の雀は二錢

にて賣るにあらずや、然るに其の一羽だに神の

前に忘れらるる事なし。 7汝らの頭の髮までもみ

な數へらる。懼るな、汝らは多くの雀よりも優る

るなり。 8われ汝らに告ぐ、凡そ人の前に我を言

ひあらはす者を、人の子もまた神の使たちの前に

て言ひあらはさん。 9されど人の前にて我を否む

者は、神の使たちの前にて否まれん。 10凡そ言

をもて人の子に逆ふ者は赦されん。されど聖靈

を瀆すものは赦されじ。 11人なんぢらを會堂、

或は司、あるひは權威ある者の前に引きゆかん時

、いかに何を答へ、または何を言はんと思ひ煩ふ

な。 12聖靈そのとき言ふべきことを教へ給はん

』 13群衆のうちの或人いふ『師よ、わが兄弟に

命じて、嗣業を我に分たしめ給へ』 14之に言ひ

たまふ『人よ、誰が我を立てて汝らの裁判人また

分配者とせしぞ』 15かくて人々に言ひたまふ『

愼みて凡ての慳貪をふせげ、人の生命は所有の豐

なるには因らぬなり』 16また譬を語りて言ひ給

ふ『ある富める人、その畑豐に實りたれば、 17

心の中に議りて言ふ「われ如何にせん、我が作物

を藏めおく處なし」 18遂に言ふ「われ斯く爲さ

ん、わが倉を毀ち、更に大なるものを建てて、其

處にわが穀物および善き物をことごとく藏めん。

19かくてわが靈魂に言はん、靈魂よ、多年を過す

に足る多くの善き物を貯へたれば、安んぜよ、飮
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食せよ、樂しめよ」 20然るに神かれに「愚なる

者よ、今宵なんぢの靈魂とらるべし、さらば汝の

備へたる物は、誰がものとなるべきぞ」と言ひ給

へり。 21己のために財を貯へ、神に對して富ま

ぬ者は斯くのごとし』 22また弟子たちに言ひ給

ふ『この故にわれ汝らに告ぐ、何を食はんと生命

のことを思ひ煩ひ、何を著んと體のことを思ひ煩

ふな。 23生命は糧にまさり、體は衣に勝るなり

。 24鴉を思ひ見よ、播かず、刈らず、納屋も倉

もなし。然るに神は之を養ひたまふ、汝ら鳥に優

るること幾許ぞや。 25汝らの中たれか思ひ煩ひ

て、身の長一尺を加へ得んや。 26されば最小き

事すら能はぬに、何ぞ他のことを思ひ煩ふか。 27

百合を思ひ見よ、紡がず、織らざるなり。されど

我なんぢらに告ぐ、榮華を極めたるソロモンだに

、其の服裝この花の一つにも及かざりき。 28今

日ありて、明日爐に投げ入れらるる野の草をも

、神は斯く裝ひ給へば、況て汝らをや、ああ信仰

うすき者よ、 29なんぢら何を食ひ何を飮まんと

求むな、また心を動かすな。 30是みな世の異邦

人の切に求むる所なれど、汝らの父は、此等の

物のなんぢらに必要なるを知り給へばなり。 31

ただ父の御國を求めよ。さらば此等の物は、な

んぢらに加へらるべし。 32懼るな、小き群よ、

なんぢらに御國を賜ふことは、汝らの父の御意な

り。 33汝らの所有を賣りて施濟をなせ。己がた

めに舊びぬ財布をつくり、盡きぬ財寶を天に貯へ

よ。かしこは盜人も近づかず、蟲も壞らぬなり、

34汝らの財寶のある所には、汝らの心もあるべし

。 35なんぢら腰に帶し、燈火をともして居れ。

36主人、婚筵より歸り來りて戸を叩かば、直ちに

開くために待つ人のごとくなれ。 37主人の來る

とき、目を覺しをるを見らるる僕どもは幸福なる

かな。われ誠に汝らに告ぐ、主人帶して其の僕

どもを食事の席に就かせ、進みて給仕すべし。 38

主人、夜の半ごろ若くは夜の明くる頃に來るとも

、かくの如くなるを見らるる僕どもは幸福なり。

39なんぢら之を知れ、家主もし盜人いづれの時來

るかを知らば、その家を穿たすまじ。 40汝らも

備へをれ。人の子は思はぬ時に來ればなり』 41

ペテロ言ふ『主よ、この譬を言ひ給ふは我らにか

、また凡ての人にか』 42主いひ給ふ『主人が時

に及びて僕どもに定の糧を與へさする爲に、その

僕どもの上に立つる忠實にして慧き支配人は誰な

るか、 43主人のきたる時、かく爲し居るを見ら

るる僕は幸福なるかな。 44われ實をもて汝らに

告ぐ、主人すべての所有を彼に掌どらすべし。 45

若しその僕、心のうちに、主人の來るは遲しと思

ひ、僕・婢女をたたき、飮食して醉ひ始めなば、

46その僕の主人、おもはぬ日知らぬ時に來りて、

之を烈しく笞うち、その報を不忠者と同じうせ

ん。 47主人の意を知りながら用意せず、又その

意に從はぬ僕は、笞うたるること多からん。 48

されど知らずして打たるべき事をなす者は、笞う

たるること少からん。多く與へらるる者は、多く

求められん。多く人に托くれば、更に多くその人

より請ひ求むべし。 49我は火を地に投ぜんとて

來れり。此の火すでに燃えたらんには、我また何

をか望まん。 50されど我には受くべきバプテス

マあり。その成し遂げらるるまでは、思ひ逼るこ

と如何ばかりぞや。 51われ地に平和を與へんた

めに來ると思ふか。われ汝らに告ぐ、然らず、反

つて分爭なり。 52今よりのち一家に五人あらば

、三人は二人に、二人は三人に分れ爭はん。 53

父は子に、子は父に、母は娘に、娘は母に、姑姆

は嫁に、嫁は姑姆に分れ爭はん』 54イエスまた

群衆に言ひ給ふ『なんぢら雲の西より起るを見れ

ば、直ちに言ふ「急雨きたらん」と、果して然り

。 55また南風ふけば、汝等いふ「強き暑あらん

」と、果して然り。 56僞善者よ、汝ら天地の氣

色を辨ふることを知りて、今の時を辨ふること能

はぬは何ぞや。 57また何故みづから正しき事を

定めぬか。 58なんぢ訴ふる者とともに司に往く

とき、途にて和解せんことを力めよ。恐らくは訴

ふる者なんぢを審判人に引きゆき、審判人なん

ぢを下役にわたし、下役なんぢを獄に投げ入れん

。 59われ汝に告ぐ、一レプタも殘りなく償はず

ば、其處に出づること能はじ』

13その折しも或人々きたりて、ピラトがガリ
ラヤ人らの血を彼らの犧牲にまじへたりし事

をイエスに告げたれば、 2答へて言ひ給ふ『かの

ガリラヤ人は斯かることに遭ひたる故に、凡ての

ガリラヤ人に勝れる罪人なりしと思ふか。 3われ

汝らに告ぐ、然らず、汝らも悔改めずば皆おなじ

く亡ぶべし。 4又シロアムの櫓たふれて、壓し殺

されし十八人は、エルサレムに住める凡ての人

に勝りて、罪の負債ある者なりしと思ふか。 5わ

れ汝らに告ぐ、然らず、汝らも悔改めずば、みな
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斯くのごとく亡ぶべし』 6又この譬を語りたまふ

『或人おのが葡萄園に植ゑありし無花果の樹に

來りて、果を求むれども得ずして、 7園丁に言ふ

「視よ、われ三年きたりて此の無花果の樹に果を

求むれども得ず。これを伐り倒せ、何ぞ徒らに地

を塞ぐか」 8答へて言ふ「主よ、今年も容したま

へ、我その周圍を掘りて肥料せん。 9そののち果

を結ばば善し、もし結ばずば伐り倒したまへ」』

10イエス安息日に或會堂にて教えたまふ時、 11

視よ、十八年のあひだ病の靈に憑かれたる女あ

り、屈まりて少しも伸ぶること能はず。 12イエ

スこの女を見、呼び寄せて『女よ、なんぢは病よ

り解かれたり』と言ひ、 13之に手を按きたまへ

ば、立刻に身を直にして神を崇めたり。 14會堂

司イエスの安息日に病を醫し給ひしことを憤ほ

り、答へて群衆に言ふ『働くべき日は六日あり、

その間に來りて醫されよ。安息日には爲ざれ』

15主こたへて言ひたまふ『僞善者らよ、汝等おの

おの安息日には、己が牛または驢馬を小屋より

解きいだし、水飼はんとて牽き往かぬか。 16さ

らば長き十八年の間サタンに縛られたるアブラ

ハムの娘なる此の女は、安息日にその繋より解

かるべきならずや』 17イエス此等のことを言ひ

給へば、逆ふ者はみな恥ぢ、群衆は擧りてその爲

し給へる榮光ある凡ての業を喜べり。 18かくて

イエス言ひたまふ『神の國は何に似たるか、我こ

れを何に擬へん、 19一粒の芥種のごとし。人こ

れを取りて己の園に播きたれば、育ちて樹となり

、空の鳥その枝に宿れり』 20また言ひたまふ『

神の國を何に擬へんか、 21パン種のごとし。女

これを取りて、三斗の粉の中に入るれば、こと

ごとく脹れいだすなり』 22イエス教へつつ町々

村々を過ぎて、エルサレムに旅し給ふとき、 23

或人いふ『主よ、救はるる者は少きか』 24イエ

ス人々に言ひたまふ『力を盡して狭き門より入れ

。我なんぢらに告ぐ、入らん事を求めて入り能は

ぬ者おほからん。 25家主おきて門を閉ぢたる後

、なんぢら外に立ちて「主よ、我らに開き給へ」

と言ひつつ門を叩き始めんに、主人こたへて「わ

れ汝らが何處の者なるかを知らず」と言はん。 26

その時「われらは御前にて飮食し、なんぢは、我

らの町の大路にて教へ給へり」と言ひ出でんに、

27主人こたへて「われ汝らが何處の者なるかを知

らず、惡をなす者どもよ、皆われを離れ去れ」と

言はん。 28汝らアブラハム、イサク、ヤコブ及

び凡ての預言者の、神の國に居り、己らの逐ひ出

さるるを見ば、其處にて哀哭・切齒する事あらん

。 29また人々、東より西より南より北より來り

て、神の國の宴に就くべし。 30視よ、後なる者

の先になり、先なる者の後になる事あらん』 31

そのとき或パリサイ人らイエスに來りて言ふ『い

でて此處を去り給へ、ヘロデ汝を殺さんとす』 32

答へて言ひ給ふ『往きてかの狐に言へ。視よ、わ

れ今日明日、惡鬼を逐ひ出し、病を醫し、而し

て三日めに全うせられん。 33されど今日も明日

も次の日も我は進み往くべし。それ預言者のエル

サレムの外にて死ぬることは有るまじきなり。 34

噫エルサレム、エルサレム、預言者たちを殺し、

遣されたる人々を石にて撃つ者よ、牝鷄の己が雛

を翼のうちに集むるごとく、我なんぢの子どもを

集めんとせしこと幾度ぞや。されど汝らは好まざ

りき。 35視よ、汝らの家は棄てられて汝らに遺

らん。我なんぢらに告ぐ、「讃むべきかな、主の

名によりて來る者」と、汝らの言ふ時の至るまで

は、我を見ざるべし』

14イエス安息日に食事せんとて、或パリサイ
人の頭の家に入り給へば、人々これを窺ふ。

2視よ、御前に水腫をわづらふ人ゐたれば、 3イ

エス答へて教法師とパリサイ人とに言ひたまふ『

安息日に人を醫すことは善しや、否や』 4かれ

ら默然たり。イエスその人を執り、醫して去らし

め、 5且かれらに言ひ給ふ『なんぢらの中その子

あるひは其の牛、井に陷らんに、安息日には直

ちに之を引揚げぬ者あるか』 6彼等これに對し

て物言ふこと能はず。 7イエス招かれたる者の

上席をえらぶを見、譬をかたりて言ひ給ふ、 8『

なんぢ婚筵に招かるるとき、上席に著くな。恐ら

くは汝よりも貴き人の招かれんに、 9汝と彼とを

招きたる者きたりて「この人に席を讓れ」と言は

ん。さらば其の時なんぢ恥ぢて末席に往きはじめ

ん。 10招かるるとき、寧ろ往きて末席に著け、

さらば招きたる者きたりて「友よ、上に進め」と

言はん。その時なんぢ同席の者の前に譽あるべし

。 11凡そおのれを高うする者は卑うせられ、己

を卑うする者は高うせらるるなり』 12また己を

招きたる者にも言ひ給ふ『なんぢ晝餐または夕餐

を設くるとき、朋友・兄弟・親族・富める隣人

などをよぶな。恐らくは彼らも亦なんぢを招きて
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報をなさん。 13饗宴を設くる時は、寧ろ貧しき

者・不具・跛者・盲人などを招け。 14彼らは報

ゆること能はぬ故に、なんぢ幸福なるべし。正し

き者の復活の時に報いらるるなり』 15同席の者

の一人これらの事を聞きてイエスに言ふ『おほよ

そ神の國にて食事する者は幸福なり』 16之に言

ひたまふ『或人、盛なる夕餐を設けて、多くの

人を招く。 17夕餐の時いたりて、招きおきたる

者の許に僕を遣して「來れ、既に備りたり」と言

はしめたるに、 18皆ひとしく辭りはじむ。初の

者いふ「われ田地を買へり。往きて見ざるを得ず

。請ふ、許されんことを」 19他の者いふ「われ

五耜の牛を買へり、之を驗すために往くなり。

請ふ、許されんことを」 20また他も者いふ「わ

れ妻を娶れり、此の故に往くこと能はず」 21僕

かへりて此等の事をその主人に告ぐ、家主いか

りて僕に言ふ「とく町の大路と小路とに往きて、

貧しき者・不具者・盲人・跛者などを此處に連

れきたれ」 22僕いふ「主よ、仰のごとく爲した

れど、尚ほ餘の席あり」 23主人、僕に言ふ「道

や籬の邊にゆき、人々を強ひて連れきたり、我が

家に充たしめよ。 24われ汝らに告ぐ、かの招き

おきたる者のうち、一人だに我が夕餐を味ひ得る

者なし」』 25さて大なる群衆イエスに伴ひゆき

たれば、顧みて之に言ひたまふ、 26『人もし我

に來りて、その父母・妻子・兄弟・姉妹・己が

生命までも憎まずば、我が弟子となるを得ず。 27

また己が十字架を負ひて我に從ふ者ならでは、我

が弟子となるを得ず。 28汝らの中たれか櫓を築

かんと思はば、先づ坐して其の費をかぞへ、己が

所有、竣工までに足るか否かを計らざらんや。 29

然らずして基を据ゑ、もし成就すること能はずば

、見る者みな嘲笑ひて、 30「この人は築きかけ

て成就すること能はざりき」と言はん。 31又い

づれの王か出でて他の王と戰爭をせんに、先づ坐

して、此の一萬人をもて、かの二萬人を率ゐき

たる者に對ひ得るか否か籌らざらんや。 32もし

及かずば、敵なほ遠く隔るうちに、使を遣して和

睦を請ふべし。 33かくのごとく、汝らの中その

一切の所有を退くる者ならでは、我が弟子となる

を得ず。 34鹽は善きものなり、然れど鹽もし效

力を失はば、何によりてか味つけられん。 35土

にも肥料にも適せず、外に棄てらるるなり。聽く

耳ある者は聽くべし』

15取税人、罪人ども、みな御言を聽かんとて近
寄りたれば、 2パリサイ人・學者ら呟きて言

ふ、『この人は罪人を迎へて食を共にす』 3イエ

ス之に譬を語りて言ひ給ふ、 4『なんぢらの中た

れか百匹の羊を有たんに、若その一匹を失はば、

九十九匹を野におき、往きて失せたる者を見出

すまでは尋ねざらんや。 5遂に見出さば、喜びて

之を己が肩にかけ、 6家に歸りて其の友と隣人

とを呼び集めて言はん「我とともに喜べ、失せた

る我が羊を見出せり」 7われ汝らに告ぐ、かくの

ごとく悔改むる一人の罪人のためには、悔改の必

要なき九十九人の正しき者にも勝りて、天に歡

喜あるべし。 8又いづれの女か銀貨十枚を有た

んに、若しその一枚を失はば、燈火をともし、

家を掃きて見出すまでは懇ろに尋ねざらんや。 9

遂に見出さば、其の友と隣人とを呼び集めて言

はん、「我とともに喜べ、わが失ひたる銀貨を見

出せり」 10われ汝らに告ぐ、かくのごとく悔改

むる一人の罪人のために、神の使たちの前に歡喜

あるべし』 11また言ひたまふ『或人に二人の息

子あり、 12弟、父に言ふ「父よ、財産のうち我

が受くべき分を我にあたへよ」父その身代を二人

に分けあたふ。 13幾日も經ぬに、弟おのが物を

ことごとく集めて、遠國にゆき、其處にて放蕩に

その財産を散せり。 14ことごとく費したる後、

その國に大なる饑饉おこり、自ら乏しくなり始め

たれば、 15往きて其の地の或人に依附りしに、

其の人かれを畑に遣して豚を飼はしむ。 16かれ

豚の食ふ蝗豆にて、己が腹を充さんと思ふ程な

れど、何をも與ふる人なかりき。 17此のとき我

に反りて言ふ『わが父の許には食物あまれる雇人

いくばくぞや、然るに我は飢ゑてこの處に死なん

とす。 18起ちて我が父にゆき「父よ、われは天

に對し、また汝の前に罪を犯したり。 19今より

汝の子と稱へらるるに相應しからず、雇人の一人

のごとく爲し給へ』と言はん」 20乃ち起ちて其

の父のもとに往く。なほ遠く隔りたるに、父これ

を見て憫み、走りゆき、其の頸を抱きて接吻せり

。 21子、父にいふ「父よ、我は天に對し又なん

ぢの前に罪を犯したり。今より汝の子と稱へらる

るに相應しからず」 22されど父、僕どもに言ふ

「とくとく最上の衣を持ち來りて之に著せ、その

手に指輪をはめ、其の足に鞋をはかせよ。 23ま

た肥えたる犢を牽ききたりて屠れ、我ら食して樂
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しまん。 24この我が子、死にて復生き、失せて

復得られたり」かくて彼ら樂しみ始む。 25然る

に其の兄、畑にありしが、歸りて家に近づきたる

とき、音樂と舞踏との音を聞き、 26僕の一人を

呼びてその何事なるかを問ふ。 27答へて言ふ「

なんぢの兄弟歸りたり、その恙なきを迎へたれ

ば、汝の父肥えたる犢を屠れるなり」 28兄怒り

て内に入ることを好まざりしかば、父いでて勸め

しに、 29答へて父に言ふ「視よ、我は幾歳もな

んぢに仕へて、未だ汝の命令に背きし事なきに、

我には小山羊一匹だに與へて友と樂しましめし

事なし。 30然るに遊女らと共に、汝の身代を食

ひ盡したる此の汝の子歸り來れば、之がために

肥えたる犢を屠れり」 31父いふ「子よ、なんぢ

は常に我とともに在り、わが物は皆なんぢの物な

り。 32されど此の汝の兄弟は死にて復生き、失

せて復得られたれば、我らの樂しみ喜ぶは當然

なり」』

16イエスまた弟子たちに言ひ給ふ『或富める
人に一人の支配人あり、主人の所有を費しを

りと訴へられたれば、 2主人かれを呼びて言ふ「

わが汝につきて聞く所は、これ何事ぞ、務の報告

をいだせ、汝こののち支配人たるを得じ」 3支配

人心のうちに言ふ「如何にせん、主人わが職を

奪ふ。われ土掘るには力なく、物乞ふは恥かし

。 4我なすべき事こそ知りたれ、斯く爲ば職を罷

めらるるとき、人々その家に我を迎ふるならん」

とて、 5主人の負債者を一人一人呼びよせて、

初の者に言ふ「なんぢ我が主人より負ふところ何

程あるか」 6答へて言ふ「油、百樽」支配人い

ふ「なんぢの證書をとり、早く坐して五十と書

け」 7又ほかの者に言ふ「負ふところ何程ある

か」答へて言ふ「麥、百石」支配人いふ「なん

ぢの證書をとりて八十と書け」 8ここに主人、

不義なる支配人の爲しし事の巧なるによりて、彼

を譽めたり。この世の子らは、己が時代の事には

光の子らよりも巧なり。 (aiōn g165) 9われ汝らに告

ぐ、不義の富をもて、己がために友をつくれ。さ

らば富の失する時、その友なんぢらを永遠の住居

に迎へん。 (aiōnios g166) 10小事に忠なる者は大事に

も忠なり。小事に不忠なる者は大事にも不忠な

り。 11さらば汝等もし不義の富に忠ならずば、

誰か眞の富を汝らに任すべき。 12また汝等もし

人のものに忠ならずば、誰か汝等のものを汝ら

に與ふべき。 13僕は二人の主に兼ね事ふること

能はず、或は之を憎み彼を愛し、或は之に親しみ

彼を輕しむべければなり。汝ら神と富とに兼ね事

ふること能はず』 14ここに慾深きパリサイ人ら

、この凡ての事を聞きてイエスを嘲笑ふ。 15イ

エス彼らに言ひ給ふ『なんぢらは人のまへに己を

義とする者なり。されど神は汝らの心を知りたま

ふ。人のなかに尊ばるる者は、神のまへに憎まる

る者なり。 16律法と預言者とはヨハネまでなり

、その時より神の國は宣傳へられ、人みな烈しく

攻めて之に入る。 17されど律法の一畫の落つる

よりも、天地の過ぎ往くは易し。 18凡てその妻

を出して、他に娶る者は、姦淫を行ふなり。また

夫より出されたる女を娶る者も、姦淫を行ふなり

。 19或富める人あり、紫色の衣と細布とを著て

、日々奢り樂しめり。 20又ラザロといふ貧しき

者あり、腫物にて腫れただれ、富める人の門に置

かれ、 21その食卓より落つる物にて飽かんと思

ふ。而して犬ども來りて其の腫物を舐れり。 22

遂にこの貧しきもの死に、御使たちに携へられて

アブラハムの懷裏に入れり。富める人もまた死に

て葬られしが、 23黄泉にて苦惱の中より目を擧

げて、遙にアブラハムと其の懷裏にをるラザロと

を見る。 (Hadēs g86) 24乃ち呼びて言ふ「父アブラ

ハムよ、我を憐みて、ラザロを遣し、その指の先

を水に浸して我が舌を冷させ給へ、我はこの焔の

なかに悶ゆるなり」 25アブラハム言ふ「子よ、

憶へ、なんぢは生ける間なんぢの善き物を受け、

ラザロは惡しき物を受けたり。今ここにて彼は慰

められ、汝は悶ゆるなり。 26然のみならず、此

處より汝らに渡り往かんとすとも得ず、其處より

我らに來り得ぬために、我らと汝らとの間に大な

る淵定めおかれたり」 27富める人また言ふ「さ

らば父よ、願はくは我が父の家にラザロを遣した

まへ。 28我に五人の兄弟あり、この苦痛のとこ

ろに來らぬよう、彼らに證せしめ給へ」 29アブ

ラハム言ふ「彼らにはモーセと預言者とあり、之

に聽くべし」 30富める人いふ「いな、父アブラ

ハムよ、もし死人の中より彼らに往く者あらば、

悔改めん」 31アブラハム言ふ「もしモーセと預

言者とに聽かずば、たとひ死人の中より甦へる者

ありとも、其の勸を納れざるべし」』

17イエス弟子たちに言ひ給ふ『躓物は必ず來ら
ざるを得ず、されど之を來らす者は禍害なる
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かな。 2この小き者の一人を躓かするよりは、寧

ろ碾臼の石を頸に懸けられて、海に投げ入れられ

んかた善きなり。 3汝等みづから心せよ。もし

汝の兄弟罪を犯さば、これを戒めよ。もし悔改

めなば之をゆるせ。 4もし一日に七度なんぢに罪

を犯し、七たび「悔改む」と言ひて、汝に歸らば

之をゆるせ』 5使徒たち主に言ふ『われらの信仰

を増したまへ』 6主いひ給ふ『もし芥種一粒ほ

どの信仰あらば、此の桑の樹に「拔けて海に植れ

」と言ふとも汝らに從ふべし。 7汝等のうち誰

か或は耕し、或は牧する僕を有たんに、その僕

畑より歸りたる時、これに對ひて「直ちに來り食

に就け」と言ふ者あらんや。 8反つて「わが夕餐

の備をなし、我が飮食するあひだ、帶して給仕せ

よ、然る後に、なんぢ飮食すべし」と言ふにあら

ずや。 9僕、命ぜられし事を爲したればとて、主

人これに謝すべきか。 10かくのごとく汝らも命

ぜられし事をことごとく爲したる時「われらは無

益なる僕なり、爲すべき事を爲したるのみ」と言

へ』 11イエス、エルサレムに往かんとて、サマ

リヤとガリラヤとの間をとほり、 12或村に入り

給ふとき、十人の癩病人これに遇ひて、遙に立

ち止り、 13聲を揚げて言ふ『君イエスよ、我ら

を憫みたまへ』 14イエス之を見て言ひたまふ『

なんぢら往きて身を祭司らに見せよ』彼ら往く間

に潔められたり。 15その中の一人、おのが醫さ

れたるを見て、大聲に神を崇めつつ歸りきたり、

16イエスの足下に平伏して謝す。これはサマリヤ

人なり。 17イエス答へて言ひたまふ『十人みな

潔められしならずや、九人は何處に在るか。 18

この他國人のほかは、神に榮光を歸せんとて歸り

きたる者なきか』 19かくて之に言ひたまふ『起

ちて往け、なんぢの信仰なんぢを救へり』 20神

の國の何時きたるべきかをパリサイ人に問はれし

時、イエス答へて言ひたまふ『神の國は見ゆべき

状にて來らず。 21また「視よ、此處に在り」「

彼處に在り」と人々言はざるべし。視よ、神の

國は汝らの中に在るなり』 22かくて弟子たちに

言ひ給ふ『なんぢら人の子の日の一日を見んと思

ふ日きたらん、されど見ることを得じ。 23その

とき人々なんぢらに「見よ彼處に、見よ此處に」

と言はん、されど往くな、從ふな。 24それ電光

の天の彼方より閃きて、天の此方に輝くごとく、

人の子もその日には然あるべし。 25されど人の

子は先づ多くの苦難を受け、かつ今の代に棄てら

るべきなり。 26ノアの日にありし如く、人の子

の日にも然あるべし。 27ノア方舟に入る日まで

は、人々飮み食ひ娶り嫁ぎなど爲たりしが、洪

水きたりて彼等をことごとく滅せり。 28ロトの

日にも斯くのごとく、人々飮み食ひ、賣り買ひ

、植ゑつけ、家造りなど爲たりしが、 29ロトの

ソドムを出でし日に、天より火と硫黄と降りて、

彼等をことごとく滅せり。 30人の子の顯るる日

にも、その如くなるべし。 31その日には、人も

し屋の上にをりて、器物家の内にあらば、之を

取らんとて下るな。畑にをる者も同じく歸るな。

32ロトの妻を憶へ。 33おほよそ己が生命を全う

せんとする者はこれを失ひ、失ふ者はこれを保つ

べし。 34われ汝らに告ぐ、その夜ふたりの男、

一つ寢臺に居らんに、一人は取られ一人は遣され

ん。 35二人の女ともに臼ひき居らんに、一人は

取られ一人は遣されん』 36 [なし] 37弟子たち答

へて言ふ『主よ、それは何處ぞ』イエス言ひたま

ふ『屍體のある處には鷲も亦あつまらん』

18また彼らに、落膽せずして常に祈るべきこと
を、譬にて語り言ひ給ふ 2『或町に、神を

畏れず人を顧みぬ裁判人あり。 3その町に寡婦あ

りて、屡次その許にゆき「我がために仇を審きた

まへ」と言ふ。 4かれ久しく聽き入れざりしが、

其ののち心の中に言ふ「われ神を畏れず、人を顧

みねど、 5此の寡婦われを煩はせば、我かれが爲

に審かん、然らずば絶えず來りて我を惱さん」と

』 6主いひ給ふ『不義なる裁判人の言ふことを聽

け、 7まして神は夜晝よばはる選民のために、た

とひ遲くとも遂に審き給はざらんや。 8我なんぢ

らに告ぐ、速かに審き給はん。されど人の子の來

るとき地上に信仰を見んや』 9また己を義と信じ

、他人を輕しむる者どもに、此の譬を言ひたまふ

、 10『二人のもの祈らんとて宮にのぼる、一人

はパリサイ人、一人は取税人なり。 11パリサイ

人たちて心の中に斯く祈る「神よ、我はほかの人

の、強奪・不義・姦淫するが如き者ならず、又こ

の取税人の如くならぬを感謝す。 12我は一週の

うちに二度斷食し、凡て得るものの十分の一を

献ぐ」 13然るに取税人は遙に立ちて、目を天に

向くる事だにせず、胸を打ちて言ふ「神よ、罪人

なる我を憫みたまへ」 14われ汝らに告ぐ、この

人は、かの人よりも義とせられて、己が家に下り
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往けり。おほよそ己を高うする者は卑うせられ、

己を卑うする者は高うせらるるなり』 15イエス

の觸り給はんことを望みて、人々嬰兒らを連れ

來りしに、弟子たち之を見て禁めたれば、 16イ

エス幼兒らを呼びよせて言ひたまふ『幼兒らの我

に來るを許して止むな、神の國はかくのごとき者

の國なり。 17われ誠に汝らに告ぐ、おほよそ幼

兒のごとくに神の國をうくる者ならずば、之に入

ることは能はず』 18或司問ひて言ふ『善き師よ

、われ何をなして永遠の生命を嗣ぐべきか』

(aiōnios g166) 19イエス言ひ給ふ『なにゆゑ我を善し

と言ふか、神ひとりの他に善き者なし。 20誡命

はなんぢが知る所なり「姦淫するなかれ」「殺す

なかれ」「盜むなかれ」「僞證を立つる勿れ」「

なんぢの父と母とを敬へ」』 21彼いふ『われ幼

き時より皆これを守れり』 22イエス之をききて

言ひたまふ『なんぢなほ足らぬこと一つあり、汝

の有てる物をことごとく賣りて、貧しき者に分ち

與へよ、然らば財寶を天に得ん。かつ來りて我に

從へ』 23彼は之をききて甚く悲しめり、大に富

める者なればなり。 24イエス之を見て言ひたま

ふ『富める者の神の國に入るは如何に難いかな。

25富める者の神の國に入るよりは、駱駝の針の穴

をとほるは反つて易し』 26之をきく人々いふ『

さらば誰か救はるる事を得ん』 27イエス言ひた

まふ『人のなし得ぬところは、神のなし得る所な

り』 28ペテロ言ふ『視よ、我等わが物をすてて

汝に從へり』 29イエス言ひ給ふ『われ誠に汝ら

に告ぐ、神の國のために、或は家、或は妻、或は

兄弟、あるひは兩親、あるひは子を棄つる者は、

誰にても、 30今の時に數倍を受け、また後の世

にて永遠の生命を受けぬはなし』 (aiōn g165, aiōnios

g166) 31イエス十二弟子を近づけて言ひたまふ『

視よ、我らエルサレムに上る。人の子につき預言

者たちによりて録されたる凡ての事は、成し遂げ

らるべし。 32人の子は異邦人に付され、嘲弄せ

られ、辱しめられ、唾せられん。 33彼等これを

鞭うち、かつ殺さん。かくて彼は三日めに甦へる

べし』 34弟子たち此等のことを一つだに悟らず

、此の言かれらに隱れたれば、その言ひ給ひしこ

とを知らざりき。 35イエス、エリコに近づき給

ふとき、一人の盲人、路の傍らに坐して、物乞

ひ居たりしが、 36群衆の過ぐるを聞きて、その

何事なるかを問ふ。 37人々ナザレのイエスの過

ぎたまふ由を告げたれば、 38盲人よばはりて言

ふ『ダビデの子イエスよ、我を憫みたまへ』 39

先だち往く者ども、彼を禁めて默さしめんと爲た

れど、増々さけびて言ふ『ダビデの子よ、我を憫

みたまへ』 40イエス立ち止り、盲人を連れ來る

べきことを命じ給ふ。かれ近づきたれば、 41イ

エス問ひ給ふ『わが汝に何を爲さんことを望むか

』彼いふ『主よ、見えんことなり』 42イエス彼

に『見ることを得よ、なんぢの信仰なんぢを救へ

り』と言ひ給へば、 43立刻に見ることを得、神

を崇めてイエスに從ふ。民みな之を見て神を讃美

せり。

19エリコに入りて過ぎゆき給ふとき、 2視よ、

名をザアカイといふ人あり、取税人の長にて

富める者なり。 3イエスの如何なる人なるかを見

んと思へど、丈矮うして群衆のために見ること

能はず、 4前に走りゆき、桑の樹にのぼる。イエ

スその路を過ぎんとし給ふ故なり。 5イエス此處

に至りしとき、仰ぎ見て言ひたまふ『ザアカイ、

急ぎおりよ、今日われ汝の家に宿るべし』 6ザア

カイ急ぎおり、喜びてイエスを迎ふ。 7人々みな

之を見て呟きて言ふ『かれは罪人の家に入りて客

となれり』 8ザアカイ立ちて主に言ふ『主、視よ

、わが所有の半を貧しき者に施さん、若しわれ誣

ひ訴へて人より取りたる所あらば、四倍にして

償はん』 9イエス言ひ給ふ『けふ救はこの家に來

れり、此の人もアブラハムの子なればなり。 10

それ人の子の來れるは、失せたる者を尋ねて救は

ん爲なり』 11人々これらの事を聽きゐたるとき

、譬を加へて言ひ給ふ。これはイエス、エルサレ

ムに近づき給ひ、神の國たちどころに現るべしと

彼らが思ふ故なり。 12乃ち言ひたまふ『或貴人

、王の權を受けて歸らんとて遠き國へ往くとき、

13十人の僕をよび、之に金十ミナを付して言ふ

「わが歸るまで商賣せよ」 14然るに其の地の民

かれを憎み、後より使を遣して「我らは此の人の

我らの王となることを欲せず」と言はしむ。 15

貴人、王の權をうけて歸り來りしとき、銀を付し

置きたる僕どもの、如何に商賣せしかを知らんと

て彼らを呼ばしむ。 16初のもの進み出でて言ふ

「主よ、なんぢの一ミナは十ミナを贏けたり」 17

王いふ「善いかな、良き僕、なんぢは小事に忠な

りしゆゑ、十の町を司どるべし」 18次の者きた

りて言ふ「主よ、なんぢの一ミナは五ミナを贏け
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たり」 19王また言ふ「なんぢも五つの町を司ど

るべし」 20また一人きたりて言ふ「主、視よ、

なんぢの一ミナは此處に在り。我これを袱紗に包

みて藏め置きたり。 21これ汝の嚴しき人なるを

懼れたるに因る。なんぢは置かぬものを取り、播

かぬものを刈るなり」 22王いふ「惡しき僕、わ

れ汝の口によりて汝を審かん。我の嚴しき人にて

、置かぬものを取り、播かぬものを刈るを知るか

。 23何ぞわが金を銀行に預けざりし、さらば我

きたりて元金と利子とを請求せしものを」 24か

くて傍らに立つ者どもに言ふ「かれの一ミナを取

りて十ミナを有てる人に付せ」 25彼等いふ「主

よ、かれは既に十ミナを有てり」 26「われ汝ら

に告ぐ、凡て有てる人はなほ與へられ、有たぬ人

は有てるものをも取らるべし。 27而して我が王

たる事を欲せぬ、かの仇どもを此處に連れきたり

、我が前にて殺せ」』 28イエス此等のことを言

ひてのち、先だち進みてエルサレムに上り給ふ。

29オリブといふ山の麓なるベテパゲ及びベタニヤ

に近づきし時、イエス二人の弟子を遣さんとして

言ひ給ふ、 30『向の山にゆけ、其處に入らば、

一度も人の乘りたる事なき驢馬の子の繋ぎあるを

見ん、それを解きて牽ききたれ。 31誰かもし汝

らに「なにゆゑ解くか」と問はば、斯く言ふべし

「主の用なり」と』 32遣されたる者ゆきたれば

、果して言ひ給ひし如くなるを見る。 33かれら

驢馬の子をとく時、その持主ども言ふ『なにゆゑ

驢馬の子を解くか』 34答へて言ふ『主の用なり

』 35かくて驢馬の子をイエスの許に牽ききたり

、己が衣をその上にかけて、イエスを乘せたり。

36その往き給ふとき、人々おのが衣を途に敷く。

37オリブ山の下りあたりまで近づき來り給へば、

群れゐる弟子たち皆喜びて、その見しところの

能力ある御業につき、聲高らかに神を讃美して

言ひ始む、 38『讃むべきかな、主の名によりて

來る王。天には平和、至高き處には榮光あれ』 39

群衆のうちの或パリサイ人ら、イエスに言ふ『師

よ、なんぢの弟子たちを禁めよ』 40答へて言ひ

給ふ『われ汝らに告ぐ、此のともがら默さば、石

叫ぶべし』 41既に近づきたるとき、都を見やり

、之がために泣きて言ひ給ふ、 42『ああ汝、な

んぢも若しこの日の間に、平和にかかはる事を知

りたらんには――されど今なんぢの目に隱れたり

。 43日きたりて敵なんぢの周圍に壘をきづき、

汝を取圍みて四方より攻め、 44汝とその内にあ

る子らとを地に打倒し、一つの石をも石の上に遺

さざるべし。なんぢ眷顧の時を知らざりしに因る

』 45かくて宮に入り、商ひする者どもを逐ひ出

しはじめ、 46之に言ひたまふ『「わが家は祈の

家たるべし」と録されたるに、汝らは之を強盜の

巣となせり』 47イエス日々宮にて教へたまふ。

祭司長・學者ら及び民の重立ちたる者ども、之を

殺さんと思ひたれど、 48民みな耳を傾けてイエ

スに聽きたれば、爲すべき方を知らざりき。

20或日イエス宮にて民を教へ、福音を宣べゐ
給ふとき、祭司長・學者らは、長老どもと共

に近づき來り、 2イエスに語りて言ふ『なにの權

威をもて此等の事をなすか、此の權威を授けし

者は誰か、我らに告げよ』 3答へて言ひ給ふ『わ

れも一言なんぢらに問はん、答へよ。 4ヨハネの

バプテスマは天よりか、人よりか』 5彼ら互に論

じて言ふ『もし「天より」と言はば「なに故かれ

を信ぜざりし」と言はん。 6もし「人より」と言

はんか、民みなヨハネを預言者と信ずるによりて

、我らを石にて撃たん』 7遂に何處よりか知らぬ

由を答ふ。 8イエス言ひたまふ『われも何の權威

をもて此等の事をなすか、汝らに告げじ』 9か

くて次の譬を民に語りいで給ふ『ある人、葡萄園

を造りて農夫どもに貸し、遠く旅立して久しくな

りぬ。 10時至りて、葡萄園の所得を納めしめん

とて、一人の僕を農夫の許に遣ししに、農夫ども

之を打ちたたき、空手にて歸らしめたり。 11又

ほかの僕を遣ししに、之をも打ちたたき、辱しめ

、空手にて歸らしめたり。 12なほ三度めの者を

遣ししに、之をも傷つけて逐ひ出したり。 13葡

萄園の主いふ「われ何を爲さんか。我が愛しむ子

を遣さん、或は之を敬ふなるべし」 14農夫ども

之を見て互に論じて言ふ「これは世嗣なり。いざ

殺して其の嗣業を我らの物とせん」 15かくてこ

れを葡萄園の外に逐ひ出して殺せり。さらば葡萄

園の主かれらに何を爲さんか、 16來りてかの農

夫どもを亡し、葡萄園を他の者どもに與ふべし』

人々これを聽きて言ふ『然はあらざれ』 17イエ

ス彼らに目を注めて言ひ給ふ『されば「造家者ら

の棄てる石は、これぞ隅の首石となれる」と録さ

れたるは何ぞや。 18凡そその石の上に倒るる者

は碎け、又その石、人の上に倒るれば、その人を

微塵にせん』 19此のとき學者・祭司長ら、イエ
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スに手をかけんと思ひたれど、民を恐れたり。こ

の譬の己どもを指して言ひ給へるを悟りしに因る

。 20かくて彼ら機を窺ひ、イエスを司の支配と

權威との下に付さんとて、その言を捉ふるために

、義人の樣したる間諜どもを遣したれば、 21其

の者どもイエスに問ひて言ふ『師よ、我らは汝の

正しく語り、かつ教へ、外貌を取らず、眞をもて

神の道を教へ給ふを知る。 22われら貢をカイザ

ルに納むるは、善きか、惡しきか』 23イエスそ

の惡巧を知りて言ひ給ふ、 24『デナリを我に見

せよ。これは誰の像、たれの號なるか』『カイザ

ルのなり』と答ふ。 25イエス言ひ給ふ『さらば

カイザルの物はカイザルに、神の物は神に納めよ

』 26かれら民の前にて其の言をとらへ得ず、且

その答を怪しみて默したり。 27また復活なしと

言張るサドカイ人の或者ども、イエスに來り問

ひて言ふ、 28『師よ、モーセは、人の兄弟もし

妻あり子なくして死なば、其の兄弟かれの妻を娶

りて、兄弟のために嗣子を擧ぐべしと、我らに書

き遣したり。 29さて茲に七人の兄弟ありて、兄

、妻を娶り、子なくして死に、 30第二、第三の

者も之を娶り、 31七人みな同じく子を殘さずし

て死に、 32後には其の女も死にたり。 33されば

復活の時、この女は誰の妻たるべきか、七人これ

を妻としたればなり』 34イエス言ひ給ふ『この

世の子らは娶り嫁ぎすれど、 (aiōn g165) 35かの世に

入るに、死人の中より甦へるに相應しとせらるる

者は、娶り嫁ぎすることなし。 (aiōn g165) 36彼等

ははや死ぬること能はざればなり。御使たちに等

しく、また復活の子どもにして、神の子供たるな

り。 37死にたる者の甦へる事は、モーセも柴の

條に、主を「アブラハムの神、イサクの神、ヤコ

ブの神」と呼びて之を示せり。 38神は死にたる

者の神にあらず、生ける者の神なり。それ神の前

には皆生けるなり』 39學者のうちの或者ども答

へて『師よ、善く言ひ給へり』と言ふ。 40彼等

ははや何事をも問ひ得ざりし故なり。 41イエス

彼らに言ひたまふ『如何なれば人々、キリストを

ダビデの子と言ふか。 42ダビデ自ら詩篇に言ふ

「主わが主に言ひたまふ、 43われ汝の敵を汝の

足臺となすまでは、わが右に坐せよ」 44ダビデ

斯く彼を主と稱ふれば、爭でその子ならんや』 45

民の皆ききをる中にて、イエス弟子たちに言ひ給

ふ、 46『學者らに心せよ。彼らは長き衣を著て

歩むことを好み、市場にての敬禮、會堂の上座、

饗宴の上席を喜び、 47また寡婦らの家を呑み、

外見をつくりて長き祈をなす。其の受くる審判は

更に嚴しからん』

21イエス目を擧げて、富める人々の納物を賽錢
函に投げ入るるを見、 2また或貧しき寡婦

のレプタ二つを投げ入るるを見て言ひ給ふ、 3『

われ實をもて汝らに告ぐ、この貧しき寡婦は、凡

ての人よりも多く投げ入れたり。 4彼らは皆その

豐なる内より納物の中に投げ入れ、この寡婦はそ

の乏しき中より、己が有てる生命の料をことごと

く投げ入れたればなり』 5或人々、美麗なる石

と献物とにて宮の飾られたる事を語りしに、イエ

ス言ひ給ふ、 6『なんぢらが見る此等の物は、

一つの石も崩されずして石の上に殘らぬ日きたら

ん』 7彼ら問ひて言ふ『師よ、さらば此等のこ

とは何時あるか、又これらの事の成らんとする時

は如何なる兆あるか』 8イエス言ひ給ふ『なんぢ

ら惑されぬように心せよ、多くの者わが名を冒し

來り「われは夫なり」と言ひ「時は近づけり」と

言はん、彼らに從ふな。 9戰爭と騷亂との事を聞

くとき、怖づな。斯かることは先づあるべきなり

。然れど終は直ちに來らず』 10また言ひたまふ

『「民は民に、國は國に逆ひて起たん」 11かつ

大なる地震あり、處々に疫病・饑饉あらん。懼る

べき事と天よりの大なる兆とあらん。 12すべて

此等のことに先だちて、人々なんぢらに手をく

だし、汝らを責めん、即ち汝らを會堂および獄に

付し、わが名のために王たち司たちの前に曳きゆ

かん。 13これは汝らに證の機とならん。 14され

ば汝ら如何に答へんと預じめ思慮るまじき事を心

に定めよ。 15われ汝らに、凡て逆ふ者の言ひ逆

ひ言ひ消すことをなし得ざる、口と智慧とを與ふ

べければなり。 16汝らは兩親・兄弟・親族・朋

友にさへ付されん。又かれらは汝らの中の或者

を殺さん。 17汝等わが名の故に凡ての人に憎ま

るべし。 18然れど汝らの頭の髮一すぢだに失せ

じ。 19汝らは忍耐によりて其の靈魂を得べし。

20汝らエルサレムが軍勢に圍まるるを見ば、其の

亡近づけりと知れ。 21その時ユダヤに居る者ど

もは山に遁れよ、都の中にをる者どもは出でよ、

田舍にをる者どもは都に入るな、 22これ録され

たる凡ての事の遂げらるべき刑罰の日なり。 23

その日には孕りたる者と、乳を哺まする者とは禍
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害なるかな。地に大なる艱難ありて、御怒この民

に臨み、 24彼らは劍の刃に斃れ、又は捕はれて

諸國に曳かれん。而してエルサレムは異邦人の時

滿つるまで、異邦人に蹂躙らるべし。 25また日

・月・星に兆あらん。地にては國々の民なやみ、

海と濤との鳴り轟くによりて狼狽へ、 26人々お

それ、かつ世界に來らんとする事を思ひて膽を失

はん。これ天の萬象ふるひ動けばなり。 27其の

とき人々、人の子の能力と大なる榮光とをもて、

雲に乘りきたるを見ん。 28これらの事起り始め

なば、仰ぎて首を擧げよ。汝らの贖罪近づける

なり』 29また譬を言ひたまふ『無花果の樹また

凡ての樹を見よ、 30既に芽ざせば、汝等これを

見てみづから夏の近きを知る。 31斯くのごとく

此等のことの起るを見ば、神の國の近きを知れ

。 32われ誠に汝らに告ぐ、これらの事ことごと

く成るまで、今の代は過ぎゆくことなし。 33天

地は過ぎゆかん、されど我が言は過ぎゆくことな

し。 34汝等みづから心せよ、恐らくは飮食にふ

けり、世の煩勞にまとはれて心鈍り、思ひがけ

ぬ時、かの日羂のごとく來らん。 35これは徧く

地の面に住める凡ての人に臨むべきなり。 36こ

の起るべき凡ての事をのがれ、人の子のまへに立

ち得るやう、常に祈りつつ目を覺しをれ』 37イ

エス晝は宮にて教へ、夜は出でてオリブといふ山

に宿りたまふ。 38民はみな御教を聽かんとて、

朝とく宮にゆき、御許に集れり。

22さて過越といふ除酵祭近づけり。 2祭司長

・學者らイエスを殺さんとし、その手段いか

にと求む、民を懼れたればなり。 3時にサタン、

十二の一人なるイスカリオテと稱ふるユダに入る

。 4ユダ乃ち祭司長・宮守頭どもに往きて、イエ

スを如何にして付さんと議りたれば、 5彼ら喜び

て銀を與へんと約す。 6ユダ諾ひて、群衆の居ら

ぬ時にイエスを付さんと好き機をうかがふ。 7過

越の羔羊を屠るべき除酵祭の日來りたれば、 8

イエス、ペテロとヨハネとを遣さんとして言ひた

まふ『往きて我らの食せん爲に過越の備をなせ』

9彼ら言ふ『何處に備ふることを望み給ふか』 10

イエス言ひたまふ『視よ、都に入らば、水をいれ

たる瓶を持つ人なんぢらに遇ふべし、之に從ひゆ

き、その入る所の家にいりて、 11家の主人に「

師なんぢに言ふ、われ弟子らと共に過越の食をな

すべき座敷は何處なるか」と言へ。 12さらば調

へたる大なる二階座敷を見すべし。其處に備へ

よ』 13かれら出で往きて、イエスの言ひ給ひし

如くなるを見て、過越の設備をなせり。 14時い

たりてイエス席に著きたまひ、使徒たちも共に著

く。 15かくて彼らに言ひ給ふ『われ苦難の前に

、なんぢらと共にこの過越の食をなすことを望み

に望みたり。 16われ汝らに告ぐ、神の國にて過

越の成就するまでは、我復これを食せざるべし

』 17かくて酒杯を受け、かつ謝して言ひ給ふ『

これを取りて互に分ち飮め。 18われ汝らに告ぐ

、神の國の來るまでは、われ今よりのち葡萄の果

より成るものを飮まじ』 19またパンを取り謝し

てさき、弟子たちに與へて言ひ給ふ『これは汝ら

の爲に與ふる我が體なり。我が記念として之を行

へ』 20夕餐ののち酒杯をも然して言ひ給ふ『こ

の酒杯は、汝らの爲に流す我が血によりて立つる

新しき契約なり。 21されど視よ、我を賣る者の

手、われと共に食卓の上にあり、 22實に人の子

は定められたる如く逝くなり。されど之を賣る者

は禍害なるかな』 23弟子たち己らの中にて此の

事をなす者は、誰ならんと互に問ひ始む。 24ま

た彼らの間に、己らの中たれか大ならんとの爭論

おこりたれば、 25イエス言ひたまふ『異邦人の

王はその民を宰どり、また民を支配する者は恩人

と稱へらる。 26されど汝らは然あらざれ、汝等

のうち大なる者は若き者のごとく、頭たる者は事

ふる者の如くなれ。 27食事の席に著く者と事ふ

る者とは、何れか大なる。食事の席に著く者なら

ずや、されど我は汝らの中にて事ふる者のごとし

。 28汝らは我が嘗試のうちに絶えず我とともに

居りし者なれば、 29わが父の我に任じ給へるご

とく、我も亦なんぢらに國を任ず。 30これ汝ら

の我が國にて我が食卓に飮食し、かつ座位に坐し

てイスラエルの十二の族を審かん爲なり。 31シ

モン、シモン、視よ、サタン汝らを麥のごとく篩

はんとて請ひ得たり。 32されど我なんぢの爲に

、その信仰の失せぬやうに祈りたり、なんぢ立ち

歸りてのち兄弟たちを堅うせよ』 33シモン言ふ

『主よ、我は汝とともに獄にまでも、死にまでも

往かんと覺悟せり』 34イエス言ひ給ふ『ペテロ

よ、我なんぢに告ぐ、今日なんぢ三度われを知ら

ずと否むまでは、鷄鳴かざるべし』 35かくて弟

子たちに言ひ給ふ『財布・嚢・鞋をも持たせずし

て汝らを遣ししとき、缺けたる所ありしや』彼ら
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言ふ『無かりき』 36イエス言ひ給ふ『されど今

は財布ある者は之を取れ、嚢ある者も然すべし。

また劍なき者は衣を賣りて劍を買へ。 37われ汝

らに告ぐ「かれは愆人と共に數へられたり」と録

されたるは、我が身に成し遂げらるべし。凡そ我

に係る事は成し遂げらるればなり』 38弟子たち

言ふ『主、見たまへ、茲に劍二振あり』イエス

言ひたまふ『足れり』 39遂に出でて、常のごと

くオリブ山に往き給へば、弟子たちも從ふ。 40

其處に至りて彼らに言ひたまふ『誘惑に入らぬや

うに祈れ』 41かくて自らは石の投げらるる程か

れらより隔り、跪づきて祈り言ひたまふ、 42『

父よ、御旨ならば、此の酒杯を我より取り去りた

まへ、されど我が意にあらずして御意の成らんこ

とを願ふ』 43時に天より御使あらはれて、イエ

スに力を添ふ。 44イエス悲しみ迫り、いよいよ

切に祈り給へば、汗は地上に落つる血の雫の如し

。 45祈を了へ、起ちて弟子たちの許にきたり、

その憂によりて眠れるを見て言ひたまふ、 46『

なんぞ眠るか、起て、誘惑に入らぬやうに祈れ』

47なほ語りゐ給ふとき、視よ、群衆あらはれ、十

二の一人なるユダ先だち來り、イエスに接吻せん

とて近寄りたれば、 48イエス言ひ給ふ『ユダ、

なんぢは接吻をもて人の子を賣るか』 49御側に

居る者ども事の及ばんとするを見て言ふ『主よ、

われら劍をもて撃つべきか』 50その中の一人、

大祭司の僕を撃ちて、右の耳を切り落せり。 51

イエス答へて言ひたまふ『之にてゆるせ』而して

僕の耳に手をつけて醫し給ふ。 52かくて己に向

ひて來れる祭司長・宮守頭・長老らに言ひ給ふ『

なんぢら強盜に向ふごとく、劍と棒とを持ちて出

できたるか。 53我は日々なんぢらと共に宮に居

りしに、我が上に手を伸べざりき。されど今は汝

らの時、また暗黒の權威なり』 54遂に人々イエ

スを捕へて、大祭司の家に曳きゆく。ペテロ遠

く離れて從ふ。 55人々、中庭のうちに火を焚き

て、諸共に坐したれば、ペテロもその中に坐す。

56或婢女ペテロの火の光を受けて坐し居るを見、

これに目を注ぎて言ふ『この人も彼と偕にゐたり

』 57ペテロ肯はずして言ふ『をんなよ、我は彼

を知らず』 58暫くして他の者ペテロを見て言ふ

『なんぢも彼の黨與なり』ペテロ言ふ『人よ、然

らず』 59一時ばかりして又ほかの男、言張りて

言ふ『まさしく此の人も彼とともに在りき、是ガ

リラヤ人なり』 60ペテロ言ふ『人よ、我なんぢ

の言ふことを知らず』なほ言ひ終へぬに、やがて

鷄鳴きぬ。 61主、振反りてペテロに目をとめ給

ふ。ここにペテロ、主の『今日にはとり鳴く前に

、なんぢ三度われを否まん』と言ひ給ひし御言を

憶ひいだし、 62外に出でて甚く泣けり。 63守る

者どもイエスを嘲弄し、之を打ち、 64その目を

蔽ひ問ひて言ふ『預言せよ、汝を撃ちし者は誰な

るか』 65この他なほ多くのことを言ひて譏れり

。 66夜明になりて、民の長老・祭司長・學者ら

相集り、イエスをその議會に曳き出して言ふ、

67『なんぢ若しキリストならば、我らに言へ』イ

エス言ひ給ふ『われ言ふとも汝ら信ぜじ、 68又

われ問ふとも汝ら答へじ。 69されど人の子は今

よりのち神の能力の右に坐せん』 70皆いふ『さ

れば汝は神の子なるか』答へ給ふ『なんぢらの言

ふごとく我はそれなり』 71彼ら言ふ『何ぞなほ

他に證據を求めんや。我ら自らその口より聞けり

』

23民衆みな起ちて、イエスをピラトの前に曳き
ゆき、 2訴へ出でて言ふ『われら此の人が、

わが國の民を惑し、貢をカイザルに納むるを禁じ

、かつ自ら王なるキリストと稱ふるを認めたり』

3ピラト、イエスに問ひて言ふ『なんぢはユダヤ

人の王なるか』答へて言ひ給ふ『なんぢの言ふが

如し』 4ピラト祭司長らと群衆とに言ふ『われ此

の人に愆あるを見ず』 5彼等ますます言ひ募り

『かれはユダヤ全國に教をなして民を騷がし、ガ

リラヤより始めて、此處に至る』と言ふ。 6ピラ

ト之を聞き、そのガリラヤ人なるかを問ひて、 7

ヘロデの權下の者なるを知り、ヘロデ此の頃エル

サレムに居たれば、イエスをその許に送れり。 8

ヘロデ、イエスを見て甚く喜ぶ。これは彼に就き

て聞く所ありたれば、久しく逢はんことを欲し、

何をか徴を行ふを見んと望み居たる故なり。 9か

くて多くの言をもて問ひたれど、イエス何をも答

へ給はず。 10祭司長・學者ら起ちて激甚くイエ

スを訴ふ。 11ヘロデその兵卒と共にイエスを侮

り、かつ嘲弄し、華美なる衣を著せて、ピラトに

返す。 12ヘロデとピラトと前には仇たりしが、

此の日たがひに親しくなれり。 13ピラト、祭司

長らと司らと民とを呼び集めて言ふ、 14『汝ら

この人を民を惑す者として曳き來れり。視よ、わ

れ汝らの前にて訊したれど、其の訴ふる所に就き
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て、この人に愆あるを見ず。 15ヘロデも亦然り

、彼を我らに返したり。視よ、彼は死に當るべき

業を爲さざりき。 16されば懲しめて之を赦さん

』 17 [なし] 18民衆ともに叫びて言ふ『この人を

除け、我らにバラバを赦せ』 19此のバラバは、

都に起りし一揆と殺人との故によりて、獄に入れ

られたる者なり。 20ピラトはイエスを赦さんと

欲して、再び彼らに告げたれど、 21彼ら叫びて

『十字架につけよ、十字架につけよ』と言ふ。 22

ピラト三度まで『彼は何の惡事を爲ししか、我そ

の死に當るべき業を見ず、故に懲しめて赦さん』

と言ふ。 23されど人々、大聲をあげ迫りて、十

字架につけんことを求めたれば、遂にその聲勝

てり。 24ここにピラトその求の如くすべしと言

渡し、 25その求むるままに、かの一揆と殺人と

の故によりて獄に入れられたる者を赦し、イエス

を付して彼らの心の隨ならしめたり。 26人々イ

エスを曳きゆく時、シモンといふクレネ人の田舍

より來るを執へ、十字架を負はせてイエスの後に

從はしむ。 27民の大なる群と、歎き悲しめる女

たちの群と之に從ふ。 28イエス振反りて女たち

に言ひ給ふ『エルサレムの娘よ、わが爲に泣くな

、ただ己がため、己が子のために泣け。 29視よ

「石婦、兒産まぬ腹、哺ませぬ乳は幸福なり」

と言ふ日きたらん。 30その時ひとびと「山に向

ひて我らの上に倒れよ、岡に向ひて我らを掩へ」

と言ひ出でん。 31もし青樹に斯く爲さば、枯樹

は如何にせられん』 32また他に二人の惡人をも

、死罪に行はんとてイエスと共に曳きゆく。 33

髑髏といふ處に到りて、イエスを十字架につけ、

また惡人の一人をその右、一人をその左に十字架

につく。 34かくてイエス言ひたまふ『父よ、彼

らを赦し給へ、その爲す所を知らざればなり』彼

らイエスの衣を分ちて鬮取にせり、 35民は立ち

て見ゐたり。司たちも嘲りて言ふ『かれは他人を

救へり、もし神の選び給ひしキリストならば、己

をも救へかし』 36兵卒どもも嘲弄しつつ、近よ

りて酸き葡萄酒をさし出して言ふ、 37『なんぢ

若しユダヤ人の王ならば、己を救へ』 38又イエ

スの上には『これはユダヤ人の王なり』との罪標

あり。 39十字架に懸けられたる惡人の一人、イ

エスを譏りて言ふ『なんぢはキリストならずや、

己と我らとを救へ』 40他の者これに答へ禁めて

言ふ『なんぢ同じく罪に定められながら、神を畏

れぬか。 41我らは爲しし事の報を受くるなれば

當然なり。されど此の人は何の不善をも爲さざ

りき』 42また言ふ『イエスよ、御國に入り給ふ

とき、我を憶えたまえ』 43イエス言ひ給ふ『わ

れ誠に汝に告ぐ、今日なんぢは我と偕にパラダイ

スに在るべし』 44晝の十二時ごろ、日、光をう

しなひ、地のうへ徧く暗くなりて、三時に及び、

45聖所の幕、眞中より裂けたり。 46イエス大聲

に呼はりて言ひたまふ『父よ、わが靈を御手にゆ

だぬ』斯く言ひて息絶えたまふ。 47百卒長この

有りし事を見て、神を崇めて言ふ『實にこの人は

義人なりき』 48これを見んとて集りたる群衆も

、ありし事どもを見て、みな胸を打ちつつ歸れり

。 49凡てイエスの相識の者およびガリラヤより

從ひ來れる女たちも、遙に立ちて此等のことを

見たり。 50議員にして善かつ義なるヨセフとい

ふ人あり。 51――この人はかの評議と仕業とに

與せざりき――ユダヤの町なるアリマタヤの者に

て、神の國を待ちのぞめり。 52此の人ピラトの

許にゆき、イエスの屍體を乞ひ、 53これを取り

おろし、亞麻布にて包み、巖に鑿りたる未だ人

を葬りし事なき墓に納めたり。 54この日は準備

日なり、かつ安息日近づきぬ。 55ガリラヤより

イエスと共に來りし女たち後に從ひ、その墓と屍

體の納められたる樣とを見、 56歸りて香料と香

油とを備ふ。かくて誡命に遵ひて、安息日を休

みたり。

24一週の初の日、朝まだき、女たち備へたる香
料を携へて墓にゆく。 2然るに石の既に墓よ

り轉し除けあるを見、 3内に入りたるに、主イエ

スの屍體を見ず、 4これが爲に狼狽へをりしに、

視よ、輝ける衣を著たる二人の人その傍らに立て

り。 5女たち懼れて面を地に伏せたれば、その二

人の者いふ『なんぞ死にし者どもの中に生ける者

を尋ぬるか。 6彼は此處に在さず、甦へり給へり

。尚ガリラヤに居給へるとき、如何に語り給ひし

かを憶ひ出でよ。 7即ち「人の子は必ず罪ある人

の手に付され、十字架につけられ、かつ三日めに

甦へるべし」と言ひ給へり』 8ここに彼らその御

言を憶ひ出で、 9墓より歸りて、凡て此等のこ

とを十一弟子および凡て他の弟子たちに告ぐ。

10この女たちはマグダラのマリヤ、ヨハンナ及び

ヤコブの母マリヤなり、而して彼らと共に在りし

他の女たちも、之を使徒たちに告げたり。 11使
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徒たちは其の言を妄語と思ひて信ぜず。 12［ペ

テロは起ちて墓に走りゆき、屈みて布のみあるを

見、ありし事を怪しみつつ歸れり］ 13視よ、こ

の日二人の弟子、エルサレムより三里ばかり隔

りたるエマオといふ村に往きつつ、 14凡て有り

し事どもを互に語りあふ。 15語りかつ論じあふ

程に、イエス自ら近づきて共に往き給ふ。 16さ

れど彼らの目遮へられて、イエスたるを認むる

こと能はず。 17イエス彼らに言ひ給ふ『なんぢ

ら歩みつつ互に語りあふ言は何ぞや』かれら悲し

げなる状にて立ち止り、 18その一人なるクレオ

パと名づくるもの答へて言ふ『なんぢエルサレム

に寓り居て、獨り此の頃かしこに起りし事どもを

知らぬか』 19イエス言ひ給ふ『如何なる事ぞ』

答へて言ふ『ナザレのイエスの事なり、彼は神と

凡ての民との前にて、業にも言にも能力ある預言

者なりしに、 20祭司長ら及び我が司らは、死罪

に定めんとて之を付し遂に十字架につけたり。 21

我らはイスラエルを贖ふべき者は、この人なりと

望みゐたり、然のみならず、此の事の有りしより

今日ははや三日めなるが、 22なほ我等のうちの

或女たち、我らを驚かせり、即ち彼ら朝夙く墓

に往きたるに、 23屍體を見ずして歸り、かつ御

使たち現れて、イエスは活き給ふと告げたりと言

ふ。 24我らの朋輩の數人もまた墓に往きて見れ

ば、正しく女たちの言ひし如くにしてイエスを見

ざりき』 25イエス言ひ給ふ『ああ愚にして預言

者たちの語りたる凡てのことを信ずるに心鈍き

者よ。 26キリストは必ず此らの苦難を受けて、

其の榮光に入るべきならずや』 27かくてモーセ

及び凡ての預言者をはじめ、己に就きて凡ての聖

書に録したる所を説き示したまふ。 28遂に往く

所の村に近づきしに、イエスなほ進みゆく樣なれ

ば、 29強ひて止めて言ふ『我らと共に留れ、時

夕に及びて、日も早や暮れんとす』乃ち留らんと

て入りたまふ。 30共に食事の席に著きたまふ時

、パンを取りて祝し、擘きて與へ給へば、 31彼

らの目開けてイエスなるを認む、而してイエス

見えずなり給ふ。 32かれら互に言ふ『途にて我

らと語り、我らに聖書を説明し給へるとき、我ら

の心、内に燃えしならずや』 33かくて直ちに立

ちエルサレムに歸りて見れば、十一弟子および

之と偕なる者あつまり居て言ふ、 34『主は實に

甦へりて、シモンに現れ給へり』 35二人の者も

また途にて有りし事と、パンを擘き給ふによりて

イエスを認めし事とを述ぶ。 36此等のことを語

る程に、イエスその中に立ち［『平安なんぢらに

在れ』と言ひ］給ふ。 37かれら怖ぢ懼れて、見

る所のものを靈ならんと思ひしに、 38イエス言

ひ給ふ『なんぢら何ぞ心騷ぐか、何ゆゑ心に疑

惑おこるか、 39我が手わが足を見よ、これ我な

り。我を撫でて見よ、靈には肉と骨となし、我に

はあり、汝らの見るごとし』 40［斯く言ひて手

と足とを示し給ふ］ 41かれら歡喜の餘に信ぜず

して怪しめる時、イエス言ひたまふ『此處に何か

食物あるか』 42かれら炙りたる魚一片を捧げた

れば、 43之を取り、その前にて食し給へり。 44

また言ひ給ふ『これらの事は、我がなほ汝らと偕

に在りし時に語りて、我に就きモーセの律法・預

言者および詩篇に録されたる凡ての事は、必ず

遂げらるべしと言ひし所なり』 45ここに聖書を

悟らしめんとて、彼らの心を開きて言ひ給ふ、 46

『かく録されたり、キリストは苦難を受けて、三

日めに死人の中より甦へり、 47且その名により

て罪の赦を得さする悔改は、エルサレムより始り

て、もろもろの國人に宣傳へらるべしと。 48汝

らは此等のことの證人なり。 49視よ、我は父の

約し給へるものを汝らに贈る。汝ら上より能力を

著せらるるまでは都に留れ』 50遂にイエス彼ら

をベタニヤに連れゆき、手を擧げて之を祝したま

ふ。 51祝する間に、彼らを離れ［天に擧げられ

］給ふ。 52彼ら［之を拜し］大なる歡喜をもて

エルサレムに歸り、 53常に宮に在りて、神を讃

めゐたり。
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ヨハネの福音書

1太初に言あり、言は神と偕にあり、言は神な
りき。 2この言は太初に神とともに在り、 3萬

の物これに由りて成り、成りたる物に一つとして

之によらで成りたるはなし。 4之に生命あり、こ

の生命は人の光なりき。 5光は暗黒に照る、而し

て暗黒は之を悟らざりき。 6神より遣されたる人

いでたり、その名をヨハネといふ。 7この人は證

のために來れり、光に就きて證をなし、また凡て

の人の彼によりて信ぜん爲なり。 8彼は光にあら

ず、光に就きて證せん爲に來れるなり。 9もろも

ろの人をてらす眞の光ありて、世にきたれり。 10

彼は世にあり、世は彼に由りて成りたるに、世は

彼を知らざりき。 11かれは己の國にきたりしに

、己の民は之を受けざりき。 12されど之を受け

し者、即ちその名を信ぜし者には、神の子となる

權をあたへ給へり。 13かかる人は血脈によらず

、肉の欲によらず、人の欲によらず、ただ、神に

よりて生れしなり。 14言は肉體となりて我らの

中に宿りたまへり、我らその榮光を見たり、實に

父の獨子の榮光にして、恩惠と眞理とにて滿てり

。 15ヨハネ彼につきて證をなし、呼はりて言ふ

『「わが後にきたる者は我に勝れり、我より前に

ありし故なり」と、我が曾ていへるは此の人なり

』 16我らは皆その充ち滿ちたる中より受けて、

恩惠に恩惠を加へらる。 17律法はモーセにより

て與へられ、恩惠と眞理とはイエス・キリストに

よりて來れるなり。 18未だ神を見し者なし、た

だ父の懷裡にいます獨子の神のみ之を顯し給へり

。 19さてユダヤ人、エルサレムより祭司とレビ

人とをヨハネの許に遣して『なんぢは誰なるか』

と問はせし時、ヨハネの證はかくのごとし。 20

乃ち言ひあらはして諱まず『我はキリストにあら

ず』と言ひあらはせり。 21また問ふ『さらば何

、エリヤなるか』答ふ『然らず』問ふ『かの預言

者なるか』答ふ『いな』 22ここに彼ら言ふ『な

んぢは誰なるか、我らを遣しし人々に答へ得るや

うにせよ、なんぢ己につきて何と言ふか』 23答

へて言ふ『我は預言者イザヤの云へるが如く「主

の道を直くせよと、荒野に呼はる者の聲」なり』

24かの遣されたる者はパリサイ人なりき。 25ま

た問ひて言ふ『なんぢ若しキリストに非ず、また

エリヤにも、かの預言者にも非ずば、何故バプ

テスマを施すか』 26ヨハネ答へて言ふ『我は水

にてバプテスマを施す。なんじらの中に汝らの知

らぬもの一人たてり。 27即ち我が後にきたる者

なり、我はその鞋の紐を解くにも足らず』 28こ

れらの事は、ヨハネのバプテスマを施しゐたりし

ヨルダンの向なるベタニヤにてありしなり。 29

明くる日ヨハネ、イエスの己が許にきたり給ふを

見ていふ『視よ、これぞ世の罪を除く神の羔羊。

30われ曾て「わが後に來る人あり、我にまされり

、我より前にありし故なり」と云ひしは此の人な

り。 31我もと彼を知らざりき。然れど彼のイス

ラエルに顯れんために、我きたりて水にてバプテ

スマを施すなり』 32ヨハネまた證をなして言ふ

『われ見しに、御靈鴿のごとく天より降りて、

その上に止れり。 33我もと彼を知らざりき。さ

れど我を遣し水にてバプテスマを施させ給ふもの

、我に告げて「なんぢ御靈くだりて或人の上に

止るを見ん、これぞ聖靈にてバプテスマを施す

者なる」といひ給へり。 34われ之を見て、その

神の子たるを證せしなり』 35明くる日ヨハネま

た二人の弟子とともに立ちて、 36イエスの歩み

給ふを見ていふ『視よ、これぞ神の羔羊』 37か

く語るをききて、二人の弟子イエスに從ひゆきた

れば、 38イエス振反りて、その從ひきたるを見

て言ひたまふ『何を求むるか』彼等いふ『ラビ

（釋きていへば師）いづこに留り給ふか』 39イ

エス言ひ給ふ『きたれ、さらば見ん』彼ら往きて

その留りたまふ所を見、この日ともに留れり、時

は第十時ごろなりき。 40ヨハネより聞きてイエ

スに從ひし二人のうち一人は、シモン・ペテロの

兄弟アンデレなり。 41この人まづ其の兄弟シモ

ンに遇ひ『われらメシヤ（釋けばキリスト）に遇

へり』と言ひて、 42彼をイエスの許に連れきた

れり。イエス之に目を注めて言ひ給ふ『なんぢは

ヨハネの子シモンなり、汝ケパ（釋けばペテロ）

と稱へらるべし』 43明くる日イエス、ガリラヤ

に往かんとし、ピリポにあひて言ひ給ふ『われに

從へ』 44ピリポはアンデレとペテロとの町なる

ベツサイダの人なり。 45ピリポ、ナタナエルに

遇ひて言ふ『我らはモーセが律法に録ししところ

、預言者たちが録しし所の者に遇へり、ヨセフの

子ナザレのイエスなり』 46ナタナエル言ふ『ナ

ザレより何の善き者か出づべき』ピリポいふ『來

りて見よ』 47イエス、ナタナエルの己が許にき



ヨハネの福音書 680

たるを見、これを指して言ひたまふ『視よ、これ

眞にイスラエル人なり、その衷に虚僞なし』 48

ナタナエル言ふ『如何にして我を知り給ふか』イ

エス答えて言ひたまふ『ピリポの汝を呼ぶまへに

、我なんぢが無花果の樹の下に居るを見たり』 49

ナタナエル答ふ『ラビ、なんぢは神の子なり、汝

はイスラエルの王なり』 50イエス答へて言ひ給

ふ『われ汝が無花果の樹の下にをるを見たりと言

ひしに因りて信ずるか、汝これよりも更に大なる

事を見ん』 51また言ひ給ふ『まことに誠に汝ら

に告ぐ、天ひらけて、人の子のうへに神の使たち

の昇り降りするを汝ら見るべし』

2三日めにガリラヤのカナに婚禮ありて、イエ
スの母そこに居り、 2イエスも弟子たちと共に

婚禮に招かれ給ふ。 3葡萄酒つきたれば、母イエ

スに言ふ『かれらに葡萄酒なし』 4イエス言ひ給

ふ『をんなよ、我と汝となにの關係あらんや、我

が時は未だ來らず』 5母僕どもに『何にても其

の命ずる如くせよ』と言ひおく。 6彼處にユダヤ

人の潔の例にしたがひて、四五斗入りの石甕六

個ならべあり。 7イエス僕に『水を甕に滿せ』と

いひ給へば、口まで滿す。 8また言ひ給ふ『いま

汲み取りて饗宴長に持ちゆけ』乃ち持ちゆけり

。 9饗宴長、葡萄酒になりたる水を嘗めて、そ

の何處より來りしかを知らざれば（水を汲みし僕

どもは知れり）新郎を呼びて言ふ、 10『おほよ

そ人は先よき葡萄酒を出し、醉のまはる頃ほひ劣

れるものを出すに、汝はよき葡萄酒を今まで留め

置きたり』 11イエス此の第一の徴をガリラヤの

カナにて行ひ、その榮光を顯し給ひたれば、弟子

たち彼を信じたり。 12この後イエス及びその母

・兄弟・弟子たちカペナウムに下りて、そこに數

日留りたり。 13かくてユダヤ人の過越の祭ちか

づきたれば、イエス、エルサレムに上り給ふ。 14

宮の内に牛・羊・鴿を賣るもの、兩替する者の坐

するを見て、 15繩を鞭につくり、羊をも牛をも

みな宮より逐ひ出し、兩替する者の金を散し、そ

の臺を倒し、 16鴿をうる者に言ひ給ふ『これら

の物を此處より取り去れ、わが父の家を商賣の家

とすな』 17弟子たち『なんじの家をおもふ熱心

われを食はん』と録されたるを憶ひ出せり。 18

ここにユダヤ人こたへてイエスに言ふ『なんぢ此

等の事をなすからには、我らに何の徴を示すか』

19答へて言ひ給ふ『なんぢら此の宮をこぼて、わ

れ三日の間に之を起さん』 20ユダヤ人いふ『こ

の宮を建つるには四十六年を經たり、なんぢは

三日のうちに之を起すか』 21これはイエス己が

體の宮をさして言ひ給へるなり。 22然れば死人

の中より甦へり給ひしのち、弟子たち斯く言ひ給

ひしことを憶ひ出して、聖書とイエスの言ひ給ひ

し言とを信じたり。 23過越のまつりの間、イエ

ス、エルサレムに在すほどに、多くの人々その爲

し給へる徴を見て御名を信じたり。 24されどイ

エス己を彼らに任せ給はざりき。それは凡ての人

を知り、 25また人の衷にある事を知りたまへば

、人に就きて證する者を要せざる故なり。

3ここにパリサイ人にて名をニコデモといふ人
あり、ユダヤ人の宰なり。 2夜イエスの許に來

りて言ふ『ラビ、我らは汝の神より來る師なるを

知る。神もし偕に在さずば、汝が行ふこれらの徴

は誰もなし能はぬなり』 3イエス答へて言ひ給ふ

『まことに誠に汝に告ぐ、人あらたに生れずば、

神の國を見ること能はず』 4ニコデモ言ふ『人は

や老いぬれば、爭で生るる事を得んや、再び母の

胎に入りて生るることを得んや』 5イエス答へ給

ふ『まことに誠に汝に告ぐ、人は水と靈とにより

て生れずば、神の國に入ること能はず、 6肉によ

りて生るる者は肉なり、靈によりて生るる者は靈

なり。 7なんぢら新に生るべしと我が汝に言ひし

を怪しむな。 8風は己が好むところに吹く、汝そ

の聲を聞けども、何處より來り何處へ往くを知ら

ず。すべて靈によりて生るる者も斯くのごとし』

9ニコデモ答へて言ふ『いかで斯かる事どものあ

り得べき』 10イエス答へて言ひ給ふ『なんぢは

イスラエルの師にして、猶かかる事どもを知らぬ

か。 11誠にまことに汝に告ぐ、我ら知ることを

語り、また見しことを證す、然るに汝らその證を

受けず。 12われ地のことを言ふに汝ら信ぜずば

、天のことを言はんには爭で信ぜんや。 13天よ

り降りし者、即ち人の子の他には、天に昇りしも

のなし。 14モーセ荒野にて蛇を擧げしごとく、

人の子もまた必ず擧げらるべし。 15すべて信ず

る者の彼によりて永遠の生命を得ん爲なり』

(aiōnios g166) 16それ神はその獨子を賜ふほどに世を

愛し給へり、すべて彼を信ずる者の亡びずして、

永遠の生命を得んためなり。 (aiōnios g166) 17神その

子を世に遣したまへるは、世を審かん爲にあらず

、彼によりて世の救はれん爲なり。 18彼を信ず



ヨハネの福音書681

る者は審かれず、信ぜぬ者は既に審かれたり。神

の獨子の名を信ぜざりしが故なり。 19その審判

は是なり。光、世にきたりしに、人その行爲の惡

しきによりて、光よりも暗黒を愛したり。 20す

べて惡を行ふ者は光をにくみて光に來らず、その

行爲の責められざらん爲なり。 21眞をおこなふ

者は光にきたる、その行爲の神によりて行ひたる

ことの顯れん爲なり。 22この後イエス、弟子た

ちとユダヤの地にゆき、其處にともに留りてバプ

テスマを施し給ふ。 23ヨハネもサリムに近きア

イノンにてバプテスマを施しゐたり、其處に水お

ほくある故なり。人々つどひ來りてバプテスマを

受く。 24ヨハネは未だ獄に入れられざりしなり

。 25ここにヨハネの弟子たちと一人のユダヤ人

との間に、潔につきて論起りたれば、 26彼らヨ

ハネの許に來りて言ふ『ラビ、視よ、汝とともに

ヨルダンの彼方にありし者、なんぢが證せし者、

バプテスマを施し、人みなその許に往くなり』 27

ヨハネ答へて言ふ『人は天より與へられずば、何

をも受くること能はず。 28「我はキリストにあ

らず」唯「その前に遣されたる者なり」と我が言

ひしことに就きて證する者は汝らなり。 29新婦

をもつ者は新郎なり、新郎の友は、立ちて新郎の

聲をきくとき大に喜ぶ、この我が勸喜いま滿ちた

り。 30彼は必ず盛になり、我は衰ふべし』 31上

より來るものは凡ての物の上にあり、地より出づ

るものは地の者にして、その語ることも地の事な

り。天より來るものは凡ての物の上にあり。 32

彼その見しところ聞きしところを證したまふに、

誰もその證を受けず。 33その證を受くる者は、

印して神を眞なりとす。 34神の遣し給ひし者は

神の言をかたる、神、御靈を賜ひて量りなければ

なり。 35父は御子を愛し、萬物をその手に委ね

給へり。 36御子を信ずる者は永遠の生命をもち

、御子に從はぬ者は生命を見ず、反つて神の怒そ

の上に止るなり。 (aiōnios g166)

4主、おのれの弟子を造り、之にバプテスマを
施すこと、ヨハネよりも多しと、パリサイ人

に聞えたるを知り給ひし時、 2（その實イエス自

らバプテスマを施ししにあらず、その弟子たちな

り） 3ユダヤを去りて復ガリラヤに往き給ふ。 4

サマリヤを經ざるを得ず。 5サマリヤのスカルと

いふ町にいたり給へるが、この町はヤコブその子

ヨセフに與へし土地に近くして、 6此處にヤコブ

の泉あり。イエス旅路に疲れて泉の傍らに坐し給

ふ、時は第六時頃なりき。 7サマリヤの或女、

水を汲まんとて來りたれば、イエス之に『われに

飮ませよ』と言ひたまふ。 8弟子たちは食物を買

はんとて町にゆきしなり。 9サマリヤの女いふ『

なんぢはユダヤ人なるに、如何なればサマリヤの

女なる我に、飮むことを求むるか』これはユダヤ

人とサマリヤ人とは交りせぬ故なり。 10イエス

答へて言ひ給ふ『なんぢ若し神の賜物を知り、ま

た「我に飮ませよ」といふ者の誰なるを知りたら

んには、之に求めしならん、さらば汝に活ける水

を與へしものを』 11女いふ『主よ、なんぢは汲

む物を持たず、井は深し、その活ける水は何處よ

り得しぞ。 12汝はこの井を我らに與へし我らの

父ヤコブよりも大なるか、彼も、その子らも、そ

の家畜も、これより飮みたり』 13イエス答へて

言ひ給ふ『すべて此の水をのむ者は、また渇かん

。 14されど我があたふる水を飮む者は、永遠に

渇くことなし。わが與ふる水は彼の中にて泉とな

り、永遠の生命の水 湧きいづべし』 (aiōn g165,

aiōnios g166) 15女いふ『主よ、わが渇くことなく、

又ここに汲みに來ぬために、その水を我にあたへ

よ』 16イエス言ひ給ふ『ゆきて夫をここに呼び

きたれ』 17女こたへて言ふ『われに夫なし』イ

エス言ひ給ふ『夫なしといふは宜なり。 18夫は

五人までありしが、今ある者はなんぢの夫にあ

らず。無しと云へるは眞なり』 19女いふ『主よ

、我なんぢを預言者とみとむ。 20我らの先祖た

ちは此の山にて拜したるに、汝らは拜すべき處を

エルサレムなりと言ふ』 21イエス言ひ給ふ『を

んなよ、我が言ふことを信ぜよ、此の山にもエル

サレムにもあらで、汝ら父を拜する時きたるなり

。 22汝らは知らぬ者を拜し、我らは知る者を拜

す、救はユダヤ人より出づればなり。 23されど

眞の禮拜者の、靈と眞とをもて父を拜する時きた

らん、今すでに來れり。父はかくのごとく拜する

者を求めたまふ。 24神は靈なれば、拜する者も

靈と眞とをもて拜すべきなり』 25女いふ『我は

キリストと稱ふるメシヤの來ることを知る、彼き

たらば諸般のことを我らに告げん』 26イエス言

ひ給ふ『なんぢと語る我はそれなり』 27時に弟

子たち歸りきたりて、女と語り給ふを怪しみたれ

ど、何を求め給ふか、何故かれと語り給ふかと

問ふもの誰もなし。 28ここに女その水瓶を遺し
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おき、町にゆきて人々にいふ、 29『來りて見よ

、わが爲しし事をことごとく我に告げし人を。こ

の人あるいはキリストならんか』 30人々町を出

でてイエスの許にゆく。 31この間に弟子たち請

ひて言ふ『ラビ、食し給へ』 32イエス言ひたま

ふ『我には汝らの知らぬ我が食する食物あり』 33

弟子たち互にいふ『たれか食する物を持ち來りし

か』 34イエス言ひ給ふ『われを遣し給へる物の

御意を行ひ、その御業をなし遂ぐるは、是わが食

物なり。 35なんぢら收穫時の來るには、なほ四

月ありと言はずや。我なんぢらに告ぐ、目をあげ

て畑を見よ、はや黄ばみて收穫時になれり。 36

刈る者は價を受けて永遠の生命の實を集む。播く

者と刈る者とともに喜ばん爲なり。 (aiōnios g166) 37

俚諺に、彼は播き此は刈るといへるは、斯におい

て眞なり。 38我なんぢらを遣して、勞せざりし

ものを刈らしむ。他の人々さきに勞し、汝らはそ

の勞を收むるなり』 39此の町の多くのサマリヤ

人、女の『わが爲しし事をことごとく告げし』と

證したる言によりてイエスを信じたり。 40かく

てサマリヤ人御許にきたりて、此の町に留らん

ことを請ひたれば、此處に二日とどまり給ふ。 41

御言によりて猶もおほくの人信じたり。 42かく

て女に言ふ『今われらの信ずるは、汝のかたる言

によるにあらず、親しく聽きて、これは眞に世の

救主なりと知りたる故なり』 43二日の後、イエ

スここを去りてガリラヤに往き給ふ。 44イエス

自ら證して、預言者は己が郷にて尊ばるる事なし

と言ひ給へり。 45かくてガリラヤに往き給へば

、ガリラヤ人これを迎へたり。前に彼らも祭に上

り、その祭の時にエルサレムにて行ひ給ひし事を

見たる故なり。 46イエス復ガリラヤのカナに往

き給ふ、ここは前に水を葡萄酒になし給ひし處な

り。時に王の近臣あり、その子カペナウムにて病

みゐたれば、 47イエスのユダヤよりガリラヤに

來り給へるを聞き、御許にゆきて、カペナウムに

下りその子を醫し給はんことを請ふ、子は死ぬば

かりなりしなり。 48ここにイエス言ひ給ふ『な

んぢら徴と不思議とを見ずば、信ぜじ』 49近臣

いふ『主よ、わが子の死なぬ間に下り給へ』 50

イエス言ひ給ふ『かへれ、汝の子は生くるなり』

彼はイエスの言ひ給ひしことを信じて歸りしが、

51下る途中、僕ども往き遇ひて、その子の生きた

ることを告ぐ。 52その癒えはじめし時を問ひし

に『昨日の第七時に熱去れり』といふ。 53父そ

の時の、イエスが『なんぢの子は生くるなり』と

言ひ給ひし時と同じきを知り、而して己も家の者

もみな信じたり。 54是はイエス、ユダヤよりガ

リラヤに往きて爲し給へる第二の徴なり。

5この後ユダヤ人の祭ありて、イエス、エルサ
レムに上り給ふ。 2エルサレムにある羊門の

ほとりに、ヘブル語にてベテスダといふ池あり、

之にそひて五つの廊あり。 3その内に病める者、

盲人、跛者、痩せ衰へたる者ども夥多しく臥しゐ

たり。（水の動くを待てるなり。 4それは御使の

をりをり降りて水を動かすことあれば、その動き

たるのち最先に池にいる者は、如何なる病にても

癒ゆる故なり） 5爰に三十八年病になやむ人あ

りしが、 6イエスその臥し居るを見、かつその病

の久しきを知り、之に『なんぢ癒えんことを願ふ

か』と言ひ給へば、 7病める者こたふ『主よ、水

の動くとき、我を池に入るる者なし、我が往くほ

どに、他の人さきだち下るなり』 8イエス言ひ給

ふ『起きよ、床を取りあげて歩め』 9この人ただ

ちに癒え、床を取りあげて歩めり。その日は安息

日に當りたれば、 10ユダヤ人醫されたる人にい

ふ『安息日なり、床を取りあぐるは宜しからず

』 11答ふ『われを醫ししその人「床を取りあげ

て歩め」と云へり』 12かれら問ふ『「取りあげ

て歩め」と言ひし人は誰なるか』 13されど醫さ

れし者は、その誰なるを知らざりき、そこに群衆

ゐたればイエス退き給ひしに因る。 14この後イ

エス宮にて彼に遇ひて言ひたまふ『視よ、なんぢ

癒えたり。再び罪を犯すな、恐らくは更に大なる

惡しきこと汝に起らん』 15この人ゆきてユダヤ

人に、おのれを醫したる者のイエスなるを告ぐ。

16ここにユダヤ人、かかる事を安息日になすとて

、イエスを責めたれば、 17イエス答へ給ふ『わ

が父は今にいたるまで働き給ふ、我もまた働くな

り』 18此に由りてユダヤ人いよいよイエスを殺

さんと思ふ。それは安息日を破るのみならず、

神を我が父といひて、己を神と等しき者になし給

ひし故なり。 19イエス答へて言ひ給ふ『まこと

に誠に汝らに告ぐ、子は父のなし給ふことを見て

行ふほかは、自ら何事をも爲し得ず、父のなし給

ふことは子もまた同じく爲すなり。 20父は子を

愛して、その爲す所をことごとく子に示したまふ

。また更に大なる業を示し給はん、汝等をして
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怪しましめん爲なり。 21父の死にし者を起して

活し給ふごとく、子もまた己が欲する者を活すな

り。 22父は誰をも審き給はず、審判をさへみな

子に委ね給へり。 23これ凡ての人の父を敬ふご

とくに子を敬はん爲なり。子を敬はぬ者は、之を

遣し給ひし父をも敬はぬなり。 24誠にまことに

汝らに告ぐ、わが言をききて我を遣し給ひし者を

信ずる人は、永遠の生命をもち、かつ審判に至ら

ず、死より生命に移れるなり。 (aiōnios g166) 25誠に

まことに汝らに告ぐ、死にし人、神の子の聲をき

く時きたらん、今すでに來れり、而して聞く人は

活くべし。 26これ父みづから生命を有ち給ふご

とく、子にも自ら生命を有つことを得させ、 27

また人の子たるに因りて、審判する權を與へ給ひ

しなり。 28汝ら之を怪しむな、墓にある者みな

神の子の聲をききて出づる時きたらん。 29善を

なしし者は生命に甦へり、惡を行ひし者は審判に

甦へるべし。 30我みづから何事もなし能はず、

ただ聞くままに審くなり。わが審判は正し、それ

は我が意を求めずして、我を遣し給ひし者の御意

を求むるに因る。 31我もし己につきて證せば、

我が證は眞ならず。 32我につきて證する者は他

にあり、その我につきて證する證の眞なるを我は

知る。 33なんぢら前に人をヨハネに遣ししに、

彼は眞につきて證せり。 34我は人よりの證を受

くる事をせねど、唯なんぢらの救はれん爲に之を

言ふ。 35かれは燃えて輝く燈火なりしが、汝等

その光にありて暫時よろこぶ事をせり。 36され

ど我にはヨハネの證よりも大なる證あり。父の我

にあたへて成し遂げしめ給ふわざ、即ち我がおこ

なふ業は、我につきて父の我を遣し給ひたるを證

し、 37また我をおくり給ひし父も、我につきて

證し給へり。汝らは未だその御聲を聞きし事なく

、その御形を見し事なし。 38その御言は汝らの

衷にとどまらず、その遣し給ひし者を信ぜぬに因

りて知らるるなり。 39汝らは聖書に永遠の生命

ありと思ひて之を査ぶ、されどこの聖書は我につ

きて證するものなり。 (aiōnios g166) 40然るに汝ら生

命を得んために我に來るを欲せず。 41我は人よ

りの譽をうくる事をせず、 42ただ汝らの衷に神

を愛する事なきを知る。 43我はわが父の名によ

りて來りしに、汝等われを受けず、もし他の人

おのれの名によりて來らば之を受けん。 44互に

譽をうけて、唯一の神よりの譽を求めぬ汝らは、

爭で信ずることを得んや。 45われ父に汝らを訴

へんとすと思ふな、訴ふるもの一人あり、汝らが

頼とするモーセなり。 46若しモーセを信ぜしな

らば、我を信ぜしならん、彼は我につきて録した

ればなり。 47されど彼の書を信ぜずば、爭で我

が言を信ぜんや』

6この後イエス、ガリラヤの海、即ちテベリヤ
の海の彼方にゆき給へば、 2大なる群衆これに

從ふ、これは病みたる者に行ひたまへる徴を見し

故なり。 3イエス山に登りて、弟子たちと共にそ

こに坐し給ふ。 4時はユダヤ人の祭なる過越に近

し。 5イエス眼をあげて大なる群衆のきたるを見

て、ピリポに言ひ給ふ『われら何處よりパンを買

ひて、此の人々に食はすべきか』 6かく言ひ給ふ

はピリポを試むるためにて、自ら爲さんとする事

を知り給ふなり。 7ピリポ答へて言ふ『二百デ

ナリのパンありとも、人々すこしづつ受くるにな

ほ足らじ』 8弟子の一人にてシモン・ペテロの兄

弟なるアンデレ言ふ 9『ここに一人の童子あり、

大麥のパン五つと小き肴二つとをもてり、され

ど此の多くの人には何にかならん』 10イエス言

ひたまふ『人々を坐せしめよ』その處に多くの草

ありて人々坐せしが、その數おほよそ五千人な

りき。 11ここにイエス、パンを取りて謝し、坐

したる人々に分ちあたへ、また肴をも然なして、

その欲するほど與へ給ふ。 12人々の飽きたるの

ち弟子たちに言ひたまふ『廢るもののなきように

擘きたる餘をあつめよ』 13乃ち集めたるに、五

つの大麥のパンの擘きたるを食ひしものの餘、十

二の筐に滿ちたり。 14人々その爲し給ひし徴を

見ていふ『實にこれは世に來るべき預言者なり』

15イエス彼らが來りて己をとらへ、王となさんと

するを知り、復ひとりにて山に遁れたまふ。 16

夕になりて弟子たち海にくだり、 17船にのり海

を渡りて、カペナウムに往かんとす。既に暗くな

りたるに、イエス未だ來りたまはず。 18大風ふ

きて海ややに荒出づ。 19かくて四五十丁こぎ出

でしに、イエスの海の上をあゆみ、船に近づき給

ふを見て懼れたれば、 20イエス言ひたまふ『我

なり、懼るな』 21乃ちイエスを船に歓び迎へし

に、船は直ちに往かんとする地に著けり。 22明

くる日、海のかなたに立てる群衆は、一艘のほか

に船なく、又イエスは弟子たちと共に乘りたまは

ず、弟子たちのみ出でゆきしを見たり。 23（時
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にテベリヤより數艘の船、主の謝して人々にパン

を食はせ給ひし處の近くに來る） 24ここに群衆

はイエスも居給はず、弟子たちも居らぬを見て、

その船に乘り、イエスを尋ねてカペナウムに往け

り。 25遂に海の彼方にてイエスに遇ひて言ふ『

ラビ、何時ここに來り給ひしか』 26イエス答へ

て言ひ給ふ『まことに誠に汝らに告ぐ、汝らが我

を尋ぬるは、徴を見し故ならで、パンを食ひて飽

きたる故なり。 27朽ちる糧のためならで、永遠

の生命にまで至る糧のために働け。これは人の子

の汝らに與へんとするものなり、父なる神は印し

て彼を證し給ひたるに因る』 (aiōnios g166) 28ここに

彼ら言ふ『われら神の業を行はんには何をなすべ

きか』 29イエス答へて言ひたまふ『神の業はそ

の遣し給へる者を信ずる是なり』 30彼ら言ふ『

さらば我らが見て汝を信ぜしために、何の徴をな

すか、何を行ふか。 31我らの先祖は荒野にてマ

ナを食へり、録して「天よりパンを彼らに與へて

食はしめたり」と云へるが如し』 32イエス言ひ

給ふ『まことに誠に汝らに告ぐ、モーセは天より

のパンを汝らに與へしにあらず、されど我が父は

天よりの眞のパンを與へたまふ。 33神のパンは

天より降りて生命を世に與ふるものなり』 34彼

等いふ『主よ、そのパンを常に與へよ』 35イエ

ス言ひ給ふ『われは生命のパンなり、我にきたる

者は飢ゑず、我を信ずる者はいつまでも渇くこと

なからん。 36されど汝らは我を見てなほ信ぜず

、我さきに之を告げたり。 37父の我に賜ふもの

は皆われに來らん、我にきたる者は我これを退け

ず。 38夫わが天より降りしは、我が意をなさん

爲にあらず、我を遣し給ひし者の御意をなさん爲

なり。 39我を遣し給ひし者の御意は、すべて我

に賜ひし者を、我その一つをも失はずして、終の

日に甦へらする是なり。 40わが父の御意は、す

べて子を見て信ずる者の永遠の生命を得る是なり

。われ終の日にこれを甦へらすべし』 (aiōnios g166)

41ここにユダヤ人ら、イエスの『われは天より降

りしパンなり』と言ひ給ひしにより、 42呟きて

言ふ『これはヨセフの子イエスならずや、我等は

その父母を知る、何ぞ今「われは天より降れり

」と言ふか』 43イエス答へて言ひ給ふ『なんぢ

ら呟き合ふな、 44我を遣しし父ひき給はずば、

誰も我に來ること能はず、我これを終の日に甦へ

らすべし。 45預言者たちの書に「彼らみな神に

教へられん」と録されたり。すべて父より聽きて

學びし者は我にきたる。 46これは父を見し者あ

りとにあらず、ただ神よりの者のみ父を見たり。

47まことに誠になんぢらに告ぐ、信ずる者は永遠

の生命をもつ。 (aiōnios g166) 48我は生命のパンなり

。 49汝らの先祖は、荒野にてマナを食ひしが死

にたり。 50天より降るパンは、食ふ者をして死

ぬる事なからしむるなり。 51我は天より降りし

活けるパンなり、人このパンを食はば永遠に活く

べし。我が與ふるパンは我が肉なり、世の生命の

ために之を與へん』 (aiōn g165) 52ここにユダヤ人た

がひに爭ひて言ふ『この人はいかで己が肉を我ら

に與へて食はしむることを得ん』 53イエス言ひ

給ふ『まことに誠になんぢらに告ぐ、人の子の肉

を食はず、その血を飮まずば、汝らに生命なし。

54わが肉をくらひ、我が血をのむ者は、永遠の生

命をもつ、われ終の日にこれを甦へらすべし。

(aiōnios g166) 55夫わが肉は眞の食物、わが血は眞の

飮物なり。 56わが肉をくらひ我が血をのむ者は

、我に居り、我もまた彼に居る。 57活ける父の

我をつかはし、我の父によりて活くるごとく、我

をくらふ者も我によりて活くべし。 58天より降

りしパンは、先祖たちが食ひてなほ死にし如きも

のにあらず、此のパンを食ふものは永遠に活きん

』 (aiōn g165) 59此等のことはイエス、カペナウム

にて教ふるとき、會堂にて言ひ給ひしなり。 60

弟子たちの中おほくの者これを聞きて言ふ『こは

甚だしき言なるかな、誰か能く聽き得べき』 61

イエス弟子たちの之に就きて呟くを自ら知りて言

ひ給ふ『このことは汝らを躓かするか。 62さら

ば人の子のもと居りし處に昇るを見ば如何に。 63

活すものは靈なり、肉は益する所なし、わが汝ら

に語りし言は、靈なり、生命なり。 64されど汝

らの中に信ぜぬ者どもあり』イエス初より、信ぜ

ぬ者どもは誰、おのれを賣る者は誰なるかを知り

給へるなり。 65かくて言ひたまふ『この故に我

さきに汝らに告げて、父より賜はりたる者ならず

ば我に來るを得ずと言ひしなり』 66ここにおい

て、弟子たちのうち多くの者かへり去りて、復イ

エスと共に歩まざりき。 67イエス十二弟子に言

ひ給ふ『なんじらも去らんとするか』 68シモン

・ペテロ答ふ『主よ、われら誰にゆかん、永遠の

生命の言は汝にあり。 (aiōnios g166) 69又われらは信

じかつ知る、なんぢは神の聖者なり』 70イエス
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答へ給ふ『われ汝ら十二人を選びしにあらずや

、然るに汝らの中の一人は惡魔なり』 71イスカ

リオテのシモンの子ユダを指して言ひ給へるなり

、彼は十二弟子の一人なれど、イエスを賣らん

とする者なり。

7この後イエス、ガリラヤのうちを巡りゐ給ふ
、ユダヤ人の殺さんとするに因りて、ユダヤ

のうちを巡ることを欲し給はぬなり。 2ユダヤ人

の假廬の祭ちかづきたれば、 3兄弟たちイエスに

言ふ『なんぢの行ふ業を弟子たちにも見せんため

に、此處を去りてユダヤに往け。 4誰にても自ら

顯れんことを求めて、隱に業をなす者なし。汝こ

れらの事を爲すからには、己を世にあらはせ』 5

是その兄弟たちもイエスを信ぜぬ故なり。 6ここ

にイエス言ひ給ふ『わが時はいまだ到らず、汝ら

の時は常に備れり。 7世は汝らを憎むこと能はね

ど我を憎む、我は世の所作の惡しきを證すればな

り。 8なんぢら祭に上れ、わが時いまだ滿たねば

、我は今この祭にのぼらず』 9かく言ひて尚ガリ

ラヤに留り給ふ。 10而して兄弟たちの祭にのぼ

りたる後、あらはならで潜びやかに上り給ふ。 11

祭にあたりユダヤ人らイエスを尋ねて『かれは何

處に居るか』と言ふ。 12また群衆のうちに囁く

者おほくありて、或は『イエスは善き人なり』と

いひ、或は『いな、群衆を惑すなり』と言ふ。 13

されどユダヤ人を懼るるに因りて、誰もイエスの

ことを公然に言はず。 14祭も、はや半となりし

頃、イエス宮にのぼりて教へ給へば、 15ユダヤ

人あやしみて言ふ『この人は學びし事なきに、如

何にして書を知るか』 16イエス答へて言ひ給ふ

『わが教はわが教にあらず、我を遣し給ひし者の

教なり。 17人もし御意を行はんと欲せば、此の

教の神よりか、我が己より語るかを知らん。 18

己より語るものは己の榮光をもとむ、己を遣しし

者の榮光を求むる者は眞なり、その中に不義なし

。 19モーセは汝らに律法を與へしにあらずや、

されど汝等のうちに律法を守る者なし。汝ら何

ゆゑ我を殺さんとするか』 20群衆こたふ『なん

ぢは惡鬼に憑かれたり、誰が汝を殺さんとするぞ

』 21イエス答へて言ひ給ふ『われ一つの業をな

したれば、汝等みな怪しめり。 22モーセは汝ら

に割禮を命じたり（これはモーセより起りしとに

あらず、先祖より起りしなり）この故に汝ら安息

日にも人に割禮を施す。 23モーセの律法の廢ら

ぬために、安息日に人の割禮を受くる事あらば

、何ぞ安息日に人の全身を健かにせしとて我を

怒るか。 24外貌によりて裁くな、正しき審判に

て審け』 25ここにエルサレムの或人々いふ『こ

れは人々の殺さんとする者ならずや。 26視よ、

公然に語るに、之に對して何をも言ふ者なし、司

たちは此の人のキリストたるを眞に認めしならん

か。 27されど我らは此の人の何處よりかを知る

、キリストの來る時には、その何處よりかを知る

者なし』 28ここにイエス宮にて教へつつ呼はり

て言ひ給ふ『なんぢら我を知り、亦わが何處より

かを知る。されど我は己より來るにあらず、眞の

者ありて我を遣し給へり。汝らは彼を知らず、 29

我は彼を知る。我は彼より出で、彼は我を遣し給

ひしに因りてなり』 30ここに人々イエスを捕へ

んと謀りたれど、彼の時いまだ到らぬ故に手出す

る者なかりき。 31かくて群衆のうち多くの人々

イエスを信じて『キリスト來るとも、此の人の行

ひしより多く徴を行はんや』と言ふ。 32イエス

につきて群衆のかく囁くことパリサイ人の耳に入

りたれば、祭司長・パリサイ人ら彼を捕へんとて

下役どもを遣ししに、 33イエス言ひ給ふ『我な

ほ暫く汝らと偕に居り、而してのち我を遣し給ひ

し者の御許に往く。 34汝ら我を尋ねん、されど

逢はざるべし、汝等わが居る處に往くこと能は

ず』 35ここにユダヤ人ら互に云ふ『この人われ

らの逢ひ得ぬいづこに往かんとするか、ギリシヤ

人のうちに散りをる者に往きて、ギリシヤ人を教

へんとするか。 36その言に「なんぢら我を尋ね

ん、然れど逢はざるべし、汝ら我がをる處に往く

こと能はず」と云へるは何ぞや』 37祭の終の大

なる日に、イエス立ちて呼はりて言ひたまふ『人

もし渇かば我に來りて飮め。 38我を信ずる者は

、聖書に云へるごとく、その腹より活ける水、川

となりて流れ出づべし』 39これは彼を信ずる者

の受けんとする御靈を指して言ひ給ひしなり。イ

エス未だ榮光を受け給はざれば、御靈いまだ降ら

ざりしなり。 40此等の言をききて群衆のうちの

或人は『これ眞にかの預言者なり』といひ、 41

或人は『これキリストなり』と言ひ、又ある人

は『キリストいかでガリラヤより出でんや、 42

聖書に、キリストはダビデの裔またダビデの居り

し村ベツレヘムより出づと云へるならずや』と言

ふ。 43斯くイエスの事によりて、群衆のうちに
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紛爭おこりたり。 44その中には、イエスを捕へ

んと欲する者もありしが、手出する者なかりき。

45而して下役ども、祭司長・パリサイ人らの許に

歸りたれば、彼ら問ふ『なに故かれを曳き來らぬ

か』 46下役ども答ふ『この人の語るごとく語り

し人は未だなし』 47パリサイ人等これに答ふ『

なんぢらも惑されしか、 48司たち又はパリサイ

人のうちに、一人だに彼を信ぜし者ありや、 49

律法を知らぬこの群衆は詛はれたる者なり』 50

彼等のうちの一人にてさきにイエスの許に來り

しニコデモ言ふ、 51『われらの律法は、先その

人に聽き、その爲すところを知るにあらずば、審

く事をせんや』 52かれら答へて言ふ『なんぢも

ガリラヤより出でしか、査べ見よ、預言者はガリ

ラヤより起る事なし』 53［斯くておのおの己が

家に歸れり。

8イエス、オリブ山にゆき給ふ。 2夜明ごろ、ま

た宮に入りしに、民みな御許に來りたれば、

坐して教へ給ふ。 3ここに學者・パリサイ人ら、

姦淫のとき捕へられたる女を連れきたり、眞中に

立ててイエスに言ふ、 4『師よ、この女は姦淫の

をり、そのまま捕へられたるなり。 5モーセは律

法に、斯かる者を石にて撃つべき事を我らに命じ

たるが、汝は如何に言ふか』 6かく云へるは、イ

エスを試みて、訴ふる種を得んとてなり。イエス

身を屈め、指にて地に物書き給ふ。 7かれら問

ひて止まざれば、イエス身を起して『なんぢらの

中、罪なき者まづ石を擲て』と言ひ、 8また身を

屈めて地に物書きたまふ。 9彼等これを聞きて

良心に責められ、老人をはじめ若き者まで一人

一人いでゆき、唯イエスと中に立てる女とのみ遺

れり。 10イエス身を起して、女のほかに誰も居

らぬを見て言ひ給ふ『をんなよ、汝を訴へたる者

どもは何處にをるぞ、汝を罪する者なきか』 11

女いふ『主よ、誰もなし』イエス言ひ給ふ『われ

も汝を罪せじ、往け、この後ふたたび罪を犯すな

』］ 12かくてイエスまた人々に語りて言ひ給ふ

『われは世の光なり、我に從ふ者は暗き中を歩ま

ず、生命の光を得べし』 13パリサイ人ら言ふ『

なんぢは己につきて證す、なんぢの證は眞ならず

』 14イエス答へて言ひ給ふ『われ自ら己につき

て證すとも、我が證は眞なり、我は何處より來り

何處に往くを知る故なり。汝らは我が何處より來

り、何處に往くを知らず、 15なんぢらは肉によ

りて審く、我は誰をも審かず。 16されど我もし

審かば、我が審判は眞なり、我は一人ならず、我

と我を遣し給ひし者と偕なるに因る。 17また汝

らの律法に、二人の證は眞なりと録されたり。 18

我みづから己につきて證をなし、我を遣し給ひし

父も我につきて證をなし給ふ』 19ここに彼ら言

ふ『なんぢの父は何處にあるか』イエス答へ給ふ

『なんぢらは我をも我が父をも知らず、我を知り

しならば、我が父をも知りしならん』 20イエス

宮の内にて教へし時、これらの事を賽錢函の傍ら

にて語り給ひしが、彼の時いまだ到らぬ故に、誰

も捕ふる者なかりき。 21かくてまた人々に言ひ

給ふ『われ往く、なんぢら我を尋ねん。されど己

が罪のうちに死なん、わが往くところに汝ら來る

こと能はず』 22ユダヤ人ら言ふ『「わが往く處

に汝ら來ること能はず」と云へるは、自殺せんと

てか』 23イエス言ひ給ふ『なんぢらは下より出

で、我は上より出づ、汝らは此の世より出で、我

は此の世より出でず。 24之によりて我なんぢら

は己が罪のうちに死なんと云へるなり。汝等も

し我の夫なるを信ぜずば、罪のうちに死ぬべし』

25彼ら言ふ『なんぢは誰なるか』イエス言ひ給ふ

『われは正しく汝らに告げ來りし所の者なり。 26

われ汝らに就きて語るべきこと審くべきこと多し

、而して我を遣し給ひし者は眞なり、我は彼に聽

きしその事を世に告ぐるなり』 27これは父をさ

して言ひ給へるを、彼らは悟らざりき。 28ここ

にイエス言ひ給ふ『なんぢら人の子を擧げしのち

、我の夫なるを知り、又わが己によりて何事をも

爲さず、ただ父の我に教へ給ひしごとく、此等

のことを語りたるを知らん。 29我を遣し給ひし

者は、我とともに在す。我つねに御意に適ふこと

を行ふによりて、我を獨おき給はず』 30此等の

ことを語り給へるとき、多くの人々イエスを信じ

たり。 31ここにイエス己を信じたるユダヤ人に

言ひたまふ『汝等もし常に我が言に居らば、眞

にわが弟子なり。 32また眞理を知らん、而して

眞理は汝らに自由を得さすべし』 33かれら答ふ

『われはアブラハムの裔にして、未だ人の奴隷と

なりし事なし。如何なれば「なんぢら自由を得べ

し」と言ふか』 34イエス答へ給ふ『まことに誠

に汝らに告ぐ、すべて罪を犯す者は罪の奴隷なり

。 35奴隷はとこしへに家に居らず、子は永遠に

居るなり。 (aiōn g165) 36この故に子もし汝らに自由
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を得させば、汝ら實に自由とならん。 37我は汝

らがアブラハムの裔なるを知る、されど我が言な

んぢらの衷に留らぬ故に、我を殺さんと謀る。 38

我はわが父の許にて見しことを語り、汝らは又な

んぢらの父より聞きしことを行ふ』 39かれら答

へて言ふ『われらの父はアブラハムなり』イエス

言ひ給ふ『もしアブラハムの子ならば、アブラハ

ムの業をなさん。 40然るに汝らは今、神より聽

きたる眞理を汝らに告ぐる者なる我を殺さんと謀

る。アブラハムは斯かることを爲さざりき。 41

汝らは汝らの父の業を爲すなり』かれら言ふ『わ

れら淫行によりて生れず、我らの父はただ一人、

即ち神なり』 42イエス言ひたまふ『神もし汝ら

の父ならば、汝ら我を愛せん、われ神より出でて

來ればなり。我は己より來るにあらず、神われを

遣し給へり。 43何故わが語ることを悟らぬか、

是わが言をきくこと能はぬに因る。 44汝らは己

が父惡魔より出でて、己が父の慾を行はんこと

を望む。彼は最初より人殺なり、また眞その中に

なき故に眞に立たず、彼は虚僞をかたる毎に己よ

り語る、それは虚僞者にして虚僞の父なればな

り。 45然るに我は眞を告ぐるによりて、汝ら我

を信ぜず、 46汝等のうち誰か我を罪ありとして

責め得る。われ眞を告ぐるに、我を信ぜぬは何

故ぞ。 47神より出づる者は神の言をきく、汝ら

の聽かぬは神より出でぬに因る』 48ユダヤ人こ

たへて言ふ『なんぢはサマリヤ人にて惡鬼に憑か

れたる者なりと、我らが云へるは宜ならずや』 49

イエス答へ給ふ『われは惡鬼に憑かれず、反つて

我が父を敬ふ、なんぢらは我を輕んず。 50我は

おのれの榮光を求めず、之を求めかつ審判し給ふ

者あり。 51誠にまことに汝らに告ぐ、人もし我

が言を守らば、永遠に死を見ざるべし』 (aiōn g165)

52ユダヤ人いふ『今ぞなんぢが惡鬼に憑かれたる

を知る。アブラハムも預言者たちも死にたり、然

るに汝は「人もし我が言を守らば、永遠に死を味

はざるべし」と云ふ。 (aiōn g165) 53汝われらの父ア

ブラハムよりも大なるか、彼は死に、預言者たち

も死にたり、汝はおのれを誰とするか』 54イエ

ス答へたまふ『我もし己に榮光を歸せば、我が榮

光は空し。我に榮光を歸する者は我が父なり、即

ち汝らが己の神と稱ふる者なり。 55然るに汝ら

は彼を知らず、我は彼を知る。もし彼を知らずと

言はば、汝らの如く僞者たるべし。されど我は

彼を知り、且その御言を守る。 56汝らの父アブ

ラハムは、我が日を見んとて樂しみ且これを見て

喜べり』 57ユダヤ人いふ『なんぢ未だ五十歳に

もならぬにアブラハムを見しか』 58イエス言ひ

給ふ『まことに誠に汝らに告ぐ、アブラハムの生

れいでぬ前より我は在るなり』 59ここに彼ら石

をとりてイエスに擲たんとしたるに、イエス隱れ

て宮を出で給へり。

9イエス途往くとき、生れながらの盲人を見給
ひたれば、 2弟子たち問ひて言ふ『ラビ、この

人の盲目にて生れしは、誰の罪によるぞ、己のか

、親のか』 3イエス答へ給ふ『この人の罪にも親

の罪にもあらず、ただ彼の上に神の業の顯れん爲

なり。 4我を遣し給ひし者の業を我ら晝の間にな

さざる可からず。夜きたらん、その時は誰も働く

こと能はず。 5われ世にをる間は世の光なり』 6

かく言ひて地に唾し、唾にて泥をつくり、之を盲

人の目にぬりて言ひ給ふ、 7『ゆきてシロアム（

釋けば遣されたる者）の池にて洗へ』乃ちゆきて

洗ひたれば、見ゆることを得て歸れり。 8ここに

隣人および前に彼の乞食なるを見し者ども言ふ

『この人は坐して物乞ひゐたるにあらずや』 9

或人は『夫なり』といひ、或人は『否、ただ似

たるなり』といふ。かの者『われは夫なり』と言

ひたれば、 10人々いふ『さらば汝の目は如何に

して開きたるか』 11答ふ『イエスといふ人、泥

をつくり我が目に塗りて言ふ「シロアムに往きて

洗へ」と、乃ち往きて洗ひたれば、物見ること

を得たり』 12彼ら『その人は何處に居るか』と

言へば『知らず』と答ふ。 13人々さきに盲目な

りし者をパリサイ人らの許に連れきたる。 14イ

エスの泥をつくりて其の人の目をあけし日は安息

日なりき。 15パリサイ人らも亦いかにして物見

ることを得しかと問ひたれば、彼いふ『かの人わ

が目に泥をぬり、我これを洗ひて見ゆることを得

たり』 16パリサイ人の中なる或人は『かの人、

安息日を守らぬ故に、神より出でし者にあらず

』と言ひ、或人は『罪ある人いかで斯かる徴を

なし得んや』と言ひて互に相爭ひたり。 17ここ

にまた盲目なりし人に言ふ『なんぢの目をあけし

に因り、汝は彼に就きて如何にいふか』彼いふ『

預言者なり』 18ユダヤ人ら、彼が盲目なりしに

見ゆるやうになりしことを、未だ信ぜずして、目

の開きたる人の兩親を呼び、 19問ひて言ふ『こ
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れは盲目にて生れしと言ふ汝らの子なりや、さら

ば今いかにして見ゆるか』 20兩親こたへて言ふ

『かれの我が子なることと、盲目にて生れたる事

とを知る。 21されど今いかにして見ゆるかを知

らず、又その目をあけしは誰なるか、我らは知ら

ず、彼に問へ、年長けたれば自ら己がことを語

らん』 22兩親のかく言ひしはユダヤ人を懼れた

るなり。ユダヤ人ら相議りて『若しイエスをキ

リストと言ひ顯す者あらば、除名すべし』と定め

たるに因る。 23兩親の『かれ年長けたれば彼に

問へ』と云へるは此の故なり。 24かれら盲目な

りし人を再び呼びて言ふ『神に榮光を歸せよ、我

等はかの人の罪人たるを知る』 25答ふ『かれ罪

人なるか、我は知らず、ただ一つの事をしる、即

ち我さきに盲目たりしが、今見ゆることを得た

る是なり』 26彼ら言ふ『かれは汝に何をなしし

か、如何にして目をあけしか』 27答ふ『われ既

に汝らに告げたれど聽かざりき。何ぞまた聽かん

とするか、汝らもその弟子とならんことを望むか

』 28かれら罵りて言ふ『なんぢは其の弟子なり

、我等モーセの弟子なり。 29モーセに神の語り

給ひしことを知れど、此の人の何處よりかを知ら

ず』 30答へて言ふ『その何處よりかを知らずと

は怪しき事なり、彼わが目をあけしに。 31神は

罪人に聽き給はねど、敬虔にして御意をおこなふ

人に聽き給ふことを我らは知る。 32世の太初よ

り、盲目にて生れし者の目をあけし人あるを聞き

し事なし。 (aiōn g165) 33かの人もし神より出でずば

、何事をも爲し得ざらん』 34かれら答へて『な

んぢ全く罪のうちに生れながら、我らを教ふるか

』と言ひて、遂に彼を追ひ出せり。 35イエスそ

の追ひ出されしことを聞き、彼に逢ひて言ひ給ふ

『なんぢ人の子を信ずるか』 36答へて言ふ『主

よ、それは誰なる乎、われ信ぜまほし』 37イエ

ス言ひ給ふ『なんぢ彼を見たり、汝と語る者は夫

なり』 38ここに彼『主よ、我は信ず』といひて

拜せり。 39イエス言ひ給ふ『われ審判の爲にこ

の世に來れり。見えぬ人は見え、見ゆる人は盲目

とならん爲なり』 40パリサイ人の中イエスと共

に居りし者、これを聞きて言ふ『我らも盲目なる

か』 41イエス言ひ給ふ『もし盲目なりしならば

、罪なかりしならん、されど見ゆと言ふ汝らの罪

は遺れり』

10『まことに誠に汝らに告ぐ、羊の檻に門より
入らずして、他より越ゆる者は、盜人なり、

強盜なり。 2門より入る者は、羊の牧者なり。 3

門守は彼のために開き、羊はその聲をきき、彼は

己の羊の名を呼びて牽きいだす。 4悉とく其の羊

をいだしし時、これに先だちゆく、羊その聲を知

るによりて從ふなり。 5他の者には從はず、反つ

て逃ぐ、他の者どもの聲を知らぬ故なり』 6イエ

スこの譬を言ひ給へど、彼らその何事をかたり給

ふかを知らざりき。 7この故にイエス復いひ給ふ

『まことに誠に汝らに告ぐ、我は羊の門なり。 8

すべて我より前に來りし者は、盜人なり、強盜な

り、羊は之に聽かざりき。 9我は門なり、おほよ

そ我によりて入る者は救はれ、かつ出入をなし、

草を得べし。 10盜人のきたるは盜み、殺し、亡

さんとするの他なし。わが來るは羊に生命を得し

め、かつ豐に得しめん爲なり。 11我は善き牧者

なり、善き牧者は羊のために生命を捨つ。 12牧

者ならず、羊も己がものならぬ雇人は、豺狼のき

たるを見れば羊を棄てて逃ぐ、――豺狼は羊をう

ばひ且ちらす―― 13彼は雇人にて、その羊を顧

みぬ故なり。 14我は善き牧者にして、我がもの

を知り、我がものは我を知る、 15父の我を知り

、我の父を知るが如し、我は羊のために生命を捨

つ。 16我には亦この檻のものならぬ他の羊あり

、之をも導かざるを得ず、彼らは我が聲をきかん

、遂に一つの群ひとりの牧者となるべし。 17之

によりて父は我を愛し給ふ、それは我ふたたび生

命を得んために生命を捨つる故なり。 18人これ

を我より取るにあらず、我みづから捨つるなり。

我は之をすつる權あり、復これを得る權あり、我

この命令をわが父より受けたり』 19これらの言

によりて復ユダヤ人のうちに紛爭おこり、 20そ

の中なる多くの者いふ『かれは惡鬼に憑かれて氣

狂へり、何ぞ之にきくか』 21他の者ども言ふ『

これは惡鬼に憑かれたる者の言にあらず、惡鬼は

盲人の目をあけ得んや』 22その頃エルサレムに

宮潔の祭あり、時は冬なり。 23イエス宮の内、

ソロモンの廊を歩みたまふに、 24ユダヤ人ら之

を取圍みて言ふ『何時まで我らの心を惑しむるか

、汝キリストならば明白に告げよ』 25イエス答

へ給ふ『われ既に告げたれど汝ら信ぜず、わが父

の名によりて行ふわざは、我に就きて證す。 26

されど汝らは信ぜず、我が羊ならぬ故なり。 27
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わが羊はわが聲をきき、我は彼らを知り、彼らは

我に從ふ。 28我かれらに永遠の生命を與ふれば

、彼らは永遠に亡ぶることなく、又かれらを我が

手より奪ふ者あらじ。 (aiōn g165, aiōnios g166) 29彼ら

を我にあたへ給ひし我が父は、一切のものよりも

大なれば、誰にても父の御手よりは奪ふこと能は

ず。 30我と父とは一つなり』 31ユダヤ人また石

を取りあげてイエスを撃たんとす。 32イエス答

へ給ふ『われは父によりて多くの善き業を汝らに

示したり、その孰の業ゆゑに我を石にて撃たんと

するか』 33ユダヤ人こたふ『なんぢを石にて撃

つは善きわざの故ならず、瀆言の故にして、なん

ぢ人なるに、己を神とする故なり』 34イエス答

へ給ふ『なんぢらの律法に「われ言ふ、汝らは神

なり」と録されたるに非ずや。 35かく神の言を

賜はりし人々を神と云へり。聖書は廢るべきにあ

らず、 36然るに父の潔め別ちて世に遣し給ひし

者が「われは神の子なり」と言へばとて、何ぞ「

瀆言を言ふ」といふか。 37我もし我が父のわざ

を行はずば、我を信ずな、 38もし行はば、假令

われを信ぜずとも、その業を信ぜよ。さらば父の

我にをり、我の父に居ることを知りて悟らん』 39

かれら復イエスを捕へんとせしが、その手より脱

れて去り給へり。 40かくてイエス復ヨルダンの

彼方、ヨハネの最初にバプテスマを施したる處に

いたり、其處にとどまり給ひしが、 41多くの人

みもとに來りて『ヨハネは何の徴をも行はざりし

かど、この人に就きてヨハネの言ひし事は、こと

ごとく眞なりき』と言ふ。 42而して多くの人か

しこにてイエスを信じたり。

11ここに病める者あり、ラザロと云ふ、マリヤ
とその姉妹マルタとの村ベタニヤの人なり。

2此のマリヤは、主に香油をぬり、頭髮にて御足

を拭ひし者にして、病めるラザロはその兄弟なり

。 3姉妹ら人をイエスに遣して『主、視よ、なん

ぢの愛し給ふもの病めり』と言はしむ。 4之を聞

きてイエス言ひ給ふ『この病は死に至らず、神の

榮光のため、神の子のこれに由りて榮光を受けん

ためなり』 5イエスはマルタと、その姉妹と、ラ

ザロとを愛し給へり。 6ラザロの病みたるを聞き

て、その居給ひし處になほ二日とどまり、 7而し

てのち弟子たちに言ひ給ふ『われら復ユダヤに往

くべし』 8弟子たち言ふ『ラビ、この程もユダヤ

人、なんぢを石にて撃たんとせしに、復かしこに

往き給ふか』 9イエス答へたまふ『一日に十二

時あるならずや、人もし晝あるかば、此の世の光

を見るゆゑに躓くことなし。 10夜あるかば、光

その人になき故に躓くなり』 11かく言ひて復そ

の後いひ給ふ『われらの友ラザロ眠れり、されど

我よび起さん爲に往くなり』 12弟子たち言ふ『

主よ、眠れるならば癒ゆべし』 13イエスは彼が

死にたることを言ひ給ひしなれど、弟子たちは寢

ねて眠れるを言ひ給ふと思へるなり。 14ここに

イエス明白に言ひ給ふ『ラザロは死にたり。 15

我かしこに居らざりし事を汝等のために喜ぶ、

汝等をして信ぜしめんとてなり。されど我ら今

その許に往くべし』 16デドモと稱ふるトマス、

他の弟子たちに言ふ『われらも往きて彼と共に死

ぬべし』 17さてイエス來り見給へば、ラザロの

墓にあること既に四日なりき。 18ベタニヤはエ

ルサレムに近くして、二十五丁ばかりの距離な

るが、 19數多のユダヤ人、マルタとマリヤとを

その兄弟の事につき慰めんとて來れり。 20マル

タはイエス來給ふと聞きて出で迎へたれど、マリ

ヤはなほ家に坐し居たり。 21マルタ、イエスに

言ふ『主よ、もし此處に在ししならば、我が兄弟

は死なざりしものを。 22されど今にても我は知

る、何事を神に願ひ給ふとも、神は與へ給はん』

23イエス言ひ給ふ『なんぢの兄弟は甦へるべし』

24マルタ言ふ『をはりの日、復活のときに甦へる

べきを知る』 25イエス言ひ給ふ『我は復活なり

、生命なり、我を信ずる者は死ぬとも生きん。 26

凡そ生きて我を信ずる者は、永遠に死なざるべし

。汝これを信ずるか』 (aiōn g165) 27彼いふ『主よ然

り、我なんぢは世に來るべきキリスト、神の子な

りと信ず』 28かく言ひて後、ゆきて竊にその姉

妹マリヤを呼びて『師きたりて汝を呼びたまふ』

と言ふ。 29マリヤ之をきき、急ぎ起ちて御許に

往けり。 30イエスは未だ村に入らず、尚マルタ

の迎へし處に居給ふ。 31マリヤと共に家に居り

て慰め居たるユダヤ人、その急ぎ立ちて出でゆく

を見、かれは歎かんとて墓に往くと思ひて後に隨

へり。 32かくてマリヤ、イエスの居給ふ處にい

たり、之を見てその足下に伏し『主よ、もし此處

に在ししならば、我が兄弟は死なざりしものを』

と言ふ。 33イエスかれが泣き居り、共に來りし

ユダヤ人も泣き居るを見て、心を傷め悲しみて言

ひ給ふ、 34『かれを何處に置きしか』彼ら言ふ
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『主よ、來りて見給へ』 35イエス涙をながし給

ふ。 36ここにユダヤ人ら言ふ『視よ、いかばか

り彼を愛せしぞや』 37その中の或者ども言ふ『

盲人の目をあけし此の人にして、彼を死なざらし

むること能はざりしか』 38イエスまた心を傷め

つつ墓にいたり給ふ。墓は洞にして石を置きて塞

げり。 39イエス言ひ給ふ『石を除けよ』死にし

人の姉妹マルタ言ふ『主よ、彼ははや臭し、四日

を經たればなり』 40イエス言ひ給ふ『われ汝に

、もし信ぜば神の榮光を見んと言ひしにあらずや

』 41ここに人々石を除けたり。イエス目を擧げ

て言ひたまふ『父よ、我にきき給ひしを謝す。 42

常にきき給ふを我は知る。然るに斯く言ふは、傍

らに立つ群衆の爲にして、汝の我を遣し給ひしこ

とを之に信ぜしめんとてなり』 43斯く言ひての

ち、聲高く『ラザロよ、出で來れ』と呼はり給

へば、 44死にしもの布にて足と手とを卷かれた

るまま出で來る、顏も手拭にて包まれたり。イエ

ス『これを解きて往かしめよ』と言ひ給ふ。 45

かくてマリヤの許に來りて、イエスの爲し給ひし

事を見たる多くのユダヤ人、かれを信じたりしが

、 46或者はパリサイ人に往きて、イエスの爲し

給ひし事を告げたり。 47ここに祭司長・パリサ

イ人ら議會を開きて言ふ『われら如何に爲すべき

か、此の人おほくの徴を行ふなり。 48もし彼を

このまま捨ておかば、人々みな彼を信ぜん、而し

てロマ人きたりて、我らの土地と國人とを奪はん

』 49その中の一人にて此の年の大祭司なるカヤ

パ言ふ『なんぢら何をも知らず。 50ひとりの人

、民のために死にて、國人すべての滅びぬは、汝

らの益なるを思はぬなり』 51これは己より云へ

るに非ず、この年の大祭司なれば、イエスの國

人のため、 52又ただに國人の爲のみならず、散

りたる神の子らを一つに集めん爲に死に給ふこと

を預言したるなり。 53彼等この日よりイエスを

殺さんと議れり。 54されば此の後イエス顯にユ

ダヤ人のなかを歩み給はず、此處を去りて、荒野

にちかき處なるエフライムといふ町に往き、弟子

たちと偕に其處に留りたまふ。 55ユダヤ人の過

越の祭近づきたれば、多くの人々身を潔めんと

て、祭のまへに田舍よりエルサレムに上れり。 56

彼らイエスをたづね、宮に立ちて互に言ふ『なん

ぢら如何に思ふか、彼は祭に來らぬか』 57祭司

長・パリサイ人らは、イエスを捕へんとて、その

在處を知る者あらば、告げ出づべく預て命令した

りしなり。

12過越の祭の六日前に、イエス、ベタニヤに
來り給ふ、ここは死人の中より甦へらせ給ひ

しラザロの居る處なり。 2此處にてイエスのため

に饗宴を設け、マルタは事へ、ラザロはイエスと

共に席に著ける者の中にあり。 3マリヤは價高

き混りなきナルドの香油一斤を持ち來りて、イ

エスの御足にぬり、己が頭髮にて御足を拭ひしに

、香油のかをり家に滿ちたり。 4御弟子の一人

にて、イエスを賣らんとするイスカリオテのユダ

言ふ、 5『何ぞこの香油を三百デナリに賣りて

、貧しき者に施さざる』 6かく云へるは貧しき者

を思ふ故にあらず、おのれ盜人にして、財嚢を預

り、その中に納むる物を掠めゐたればなり。 7イ

エス言ひ給ふ『この女の爲すに任せよ、我が葬り

の日のために之を貯へたるなり。 8貧しき者は常

に汝らと偕に居れども、我は常に居らぬなり』 9

ユダヤの多くの民ども、イエスの此處に居給ふこ

とを知りて來る、これはイエスの爲のみにあらず

、死人の中より甦へらせ給ひしラザロを見んとて

なり。 10かくて祭司長ら、ラザロをも殺さんと

議る。 11彼のために多くのユダヤ人さり往きて

イエスを信ぜし故なり。 12明くる日、祭に來り

し多くの民ども、イエスのエルサレムに來り給ふ

をきき、 13棕梠の枝をとりて出で迎へ、『「ホ

サナ、讃むべきかな、主の御名によりて來る者」

イスラエルの王』と呼はる。 14イエスは小驢馬

を得て之に乘り給ふ。これは録して、 15『シオ

ンの娘よ、懼るな。視よ、なんぢの王は驢馬の子

に乘りて來り給ふ』と有るが如し。 16弟子たち

は最初これらの事を悟らざりしが、イエスの榮光

を受け給ひし後に、これらの事のイエスに就きて

録されたると、人々が斯く爲ししとを思ひ出せり

。 17ラザロを墓より呼び起し、死人の中より甦

へらせ給ひし時に、イエスと偕に居りし群衆、證

をなせり。 18群衆のイエスを迎へたるは、かか

る徴を行ひ給ひしことを聞きたるに因りてなり。

19パリサイ人ら互に言ふ『見るべし、汝らの謀る

ことの益なきを。視よ、世は彼に從へり』 20禮

拜せんとて祭に上りたる者の中に、ギリシヤ人

數人ありしが、 21ガリラヤなるベツサイダのピ

リポに來り、請ひて言ふ『君よ、われらイエスに

謁えんことを願ふ』 22ピリポ往きてアンデレに
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告げ、アンデレとピリポと共に往きてイエスに告

ぐ。 23イエス答へて言ひ給ふ『人の子の榮光を

受くべき時きたれり。 24誠にまことに汝らに告

ぐ、一粒の麥、地に落ちて死なずば、唯一つにて

在らん、もし死なば、多くの果を結ぶべし。 25

己が生命を愛する者は、これを失ひ、この世にて

その生命を憎む者は、之を保ちて永遠の生命に至

るべし。 (aiōnios g166) 26人もし我に事へんとせば、

我に從へ、わが居る處に我に事ふる者もまた居る

べし。人もし我に事ふることをせば、我が父これ

を貴び給はん。 27今わが心さわぐ、われ何を言

ふべきか。父よ、この時より我を救ひ給へ、され

ど我この爲にこの時に到れり。 28父よ、御名の

榮光をあらはし給へ』ここに天より聲いでて言ふ

『われ既に榮光をあらはしたり、復さらに顯さん

』 29傍らに立てる群衆これを聞きて『雷霆鳴れ

り』と言ひ、ある人々は『御使かれに語れるなり

』と言ふ。 30イエス答へて言ひ給ふ『この聲の

來りしは、我が爲にあらず、汝らの爲なり。 31

今この世の審判は來れり、今この世の君は逐ひ出

さるべし。 32我もし地より擧げられなば、凡て

の人をわが許に引きよせん』 33かく言ひて、己

が如何なる死にて死ぬるかを示し給へり。 34群

衆こたふ『われら律法によりて、キリストは永遠

に存へ給ふと聞きたるに、汝いかなれば人の子は

擧げらるべしと言ふか、その人の子とは誰なるか

』 (aiōn g165) 35イエス言ひ給ふ『なほ暫し光は汝ら

の中にあり、光のある間に歩みて、暗黒に追及か

れぬやうにせよ、暗き中を歩む者は往方を知らず

。 36光の子とならんために、光のある間に光を

信ぜよ』イエス此等のことを語りてのち、彼ら

を避けて隱れ給へり。 37かく多くの徴を人々の

前におこなひ給ひたれど、なほ彼を信ぜざりき。

38これ預言者イザヤの言の成就せん爲なり。曰く

『主よ、我らに聞きたる言を誰か信ぜし。主の御

腕は誰にあらはれし』 39彼らが信じ得ざりしは

此の故なり。即ちイザヤまた云へらく、 40『彼

らの眼を暗くし、心を頑固にし給へり。これ目に

て見、心にて悟り、ひるがへりて、我に醫さるる

事なからん爲なり』 41イザヤの斯く云へるは、

その榮光を見し故にて、イエスに就きて語りしな

り。 42されど司たちの中にもイエスを信じたる

もの多かりしが、パリサイ人の故によりて言ひ顯

すことをせざりき、除名せられん事を恐れたるな

り。 43彼らは神の譽よりも人の譽を愛でしなり

。 44イエス呼はりて言ひ給ふ『われを信ずる者

は我を信ずるにあらず、我を遣し給ひし者を信じ

、 45我を見る者は我を遣し給ひし者を見るなり

。 46我は光として世に來れり、すべて我を信ず

る者の暗黒に居らざらん爲なり。 47人たとひ我

が言をききて守らずとも、我は之を審かず。夫わ

が來りしは世を審かん爲にあらず、世を救はん爲

なり。 48我を棄て我が言を受けぬ者を審く者あ

り、わが語れる言こそ終の日に之を審くなれ。 49

我はおのれに由りて語れるにあらず、我を遣し給

ひし父みづから、我が言ふべきこと語るべきこと

を命じ給ひし故なり。 50我その命令の永遠の生

命たるを知る。されば我は語るに我が父の我に言

ひ給ふままを語るなり』 (aiōnios g166)

13過越のまつりの前に、イエスこの世を去りて
父に往くべき己が時の來れるを知り、世に在

る己の者を愛して、極まで之を愛し給へり。 2夕

餐のとき、惡魔早くもシモンの子イスカリオテ

のユダの心に、イエスを賣らんとする思を入れた

るが、 3イエス父が萬物をおのが手にゆだね給ひ

しことと、己の神より出でて神に到ることを知り

、 4夕餐より起ちて上衣をぬぎ、手巾をとりて腰

にまとひ、 5尋で盥に水をいれて、弟子たちの足

をあらひ、纏ひたる手巾にて之を拭ひはじめ給ふ

。 6かくてシモン・ペテロに至り給へば、彼いふ

『主よ、汝わが足を洗ひ給ふか』 7イエス答へて

言ひ給ふ『わが爲すことを汝いまは知らず、後に

悟るべし』 8ペテロ言ふ『永遠に我が足をあらひ

給はざれ』イエス答へ給ふ『我もし汝を洗はずば

、汝われと關係なし』 (aiōn g165) 9シモン・ペテロ

言ふ『主よ、わが足のみならず、手をも頭をも』

10イエス言ひ給ふ『すでに浴したる者は足のほか

洗ふを要せず、全身きよきなり。斯く汝らは潔し

、されど悉とくは然らず』 11これ己を賣る者の

誰なるを知りたまふ故に『ことごとくは潔からず

』と言ひ給ひしなり。 12彼らの足をあらひ、己

が上衣をとり、再び席につきて後いひ給ふ『わが

汝らに爲したることを知るか。 13なんぢら我を

師また主ととなふ、然か言ふは宜なり、我は是な

り。 14我は主また師なるに、尚なんぢらの足を

洗ひたれば、汝らも互に足を洗ふべきなり。 15

われ汝らに模範を示せり、わが爲ししごとく汝ら

も爲さんためなり。 16誠にまことに汝らに告ぐ
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、僕はその主よりも大ならず。遣されたる者は之

を遣す者よりも大ならず。 17汝等これらの事を

知りて之を行はば幸福なり。 18これ汝ら凡ての

者につきて言ふにあらず、我はわが選びたる者ど

もを知る。されど聖書に「我とともにパンを食ふ

者、われに向ひて踵を擧げたり」と云へることは

、必ず成就すべきなり。 19今その事の成らぬ前

に之を汝らに告ぐ、事の成らん時、わが夫なるを

汝らの信ぜんためなり。 20誠にまことに汝らに

告ぐ、わが遣す者を受くる者は我をうくるなり。

我を受くる者は我を遣し給ひし者を受くるなり』

21イエス此等のことを言ひ終へて、心さわぎ證を

なして言ひ給ふ『まことに誠に汝らに告ぐ、汝ら

の中の一人われを賣らん』 22弟子たち互に顏を

見合せ、誰につきて言ひ給ふかを訝る。 23イエ

スの愛したまふ一人の弟子、イエスの御胸により

そひ居たれば、 24シモン・ペテロ首にて示し『

誰のことを言ひ給ふか、告げよ』といふ。 25彼

そのまま御胸によりかかりて『主よ、誰なるか』

と言ひしに、 26イエス答へ給ふ『わが一撮の食

物を浸して與ふる者は夫なり』かくて一撮の食物

を浸して、シモンの子イスカリオテのユダに與へ

たまふ。 27ユダ一撮の食物を受くるや、惡魔か

れに入りたり。イエス彼に言ひたまふ『なんぢが

爲すことを速かに爲せ』 28席に著きゐたる者は

一人として、何故かく言ひ給ふかを知らず。 29

ある人々は、ユダが財嚢を預るによりて『祭のた

めに要する物を買へ』とイエスの言ひ給へるか、

また貧しき者に何か施さしめ給ふならんと思へり

。 30ユダ一撮の食物を受くるや、直ちに出づ、

時は夜なりき。 31ユダの出でし後、イエス言ひ

給ふ『今や人の子、榮光をうく、神も彼によりて

榮光をうけ給ふ。 32神かれに由りて榮光をうけ

給はば、神も己によりて彼に榮光を與へ給はん、

直ちに與へ給ふべし。 33若子よ、我なほ暫く汝

らと偕にあり、汝らは我を尋ねん、されど曾てユ

ダヤ人に「なんぢらは我が往く處に來ること能は

ず」と言ひし如く、今汝らにも然か言ふなり。

34われ新しき誡命を汝らに與ふ、なんぢら相愛す

べし。わが汝らを愛せしごとく、汝らも相愛す

べし。 35互に相愛する事をせば、之によりて人

みな汝らの我が弟子たるを知らん』 36シモン・

ペテロ言ふ『主よ、何處にゆき給ふか』イエス答

へ給ふ『わが往く處に、なんぢ今は從ふこと能は

ず。されど後に從はん』 37ペテロ言ふ『主よ、

いま從ふこと能はぬは何故ぞ、我は汝のために

生命を棄てん』 38イエス答へ給ふ『なんぢ我が

ために生命を棄つるか、誠にまことに汝に告ぐ、

なんぢ三度われを否むまでは、鷄鳴かざるべし

』

14『なんぢら心を騷がすな、神を信じ、また我
を信ぜよ。 2わが父の家には住處おほし、然

らずば我かねて汝らに告げしならん。われ汝等

のために處を備へに往く。 3もし往きて汝らの爲

に處を備へば、復きたりて汝らを我がもとに迎へ

ん、わが居るところに汝らも居らん爲なり。 4汝

らは我が往くところに至る道を知る』 5トマス言

ふ『主よ、何處にゆき給ふかを知らず、いかでそ

の道を知らんや』 6イエス彼に言ひ給ふ『われは

道なり、眞理なり、生命なり、我に由らでは誰に

ても父の御許にいたる者なし。 7汝等もし我を

知りたらば、我が父をも知りしならん。今より汝

ら之を知る、既に之を見たり』 8ピリポ言ふ『主

よ、父を我らに示し給へ、さらば足れり』 9イエ

ス言ひ給ふ『ピリポ、我かく久しく汝らと偕に居

りしに、我を知らぬか。我を見し者は父を見しな

り、如何なれば「我らに父を示せ」と言ふか。 10

我の父に居り、父の我に居給ふことを信ぜぬか。

わが汝等にいふ言は、己によりて語るにあらず

、父われに在して御業をおこなひ給ふなり。 11

わが言ふことを信ぜよ、我は父にをり、父は我に

居給ふなり。もし信ぜずば、我が業によりて信ぜ

よ。 12誠にまことに汝らに告ぐ、我を信ずる者

は我がなす業をなさん、かつ之よりも大なる業を

なすべし、われ父に往けばなり。 13汝らが我が

名によりて願ふことは、我みな之を爲さん、父、

子によりて榮光を受け給はんためなり。 14何事

にても我が名によりて我に願はば、我これを成す

べし。 15汝等もし我を愛せば、我が誡命を守ら

ん。 16われ父に請はん、父は他に助主をあたへ

て、永遠に汝らと偕に居らしめ給ふべし。 (aiōn

g165) 17これは眞理の御靈なり、世はこれを受くる

こと能はず、これを見ず、また知らぬに因る。な

んぢらは之を知る、彼は汝らと偕に居り、また汝

らの中に居給ふべければなり。 18我なんぢらを

遣して孤兒とはせず、汝らに來るなり。 19暫く

せば世は復われを見ず、されど汝らは我を見る、

われ活くれば汝らも活くべければなり。 20その
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日には、我わが父に居り、なんぢら我に居り、わ

れ汝らに居ることを汝ら知らん。 21わが誡命を

保ちて之を守るものは、即ち我を愛する者なり。

我を愛する者は我が父に愛せられん、我も之を愛

し、之に己を顯すべし』 22イスカリオテならぬ

ユダ言ふ『主よ、何故おのれを我らに顯して、

世には顯し給はぬか』 23イエス答へて言ひ給ふ

『人もし我を愛せば、わが言を守らん、わが父こ

れを愛し、かつ我等その許に來りて住處を之とと

もにせん。 24我を愛せぬ者は、わが言を守らず

。汝らが聞くところの言は、わが言にあらず、我

を遣し給ひし父の言なり。 25此等のことは我な

んぢらと偕にありて語りしが、 26助主すなはち

わが名によりて父の遣したまふ聖靈は、汝らに

萬の事ををしへ、又すべて我が汝らに言ひしこと

を思ひ出さしむべし。 27われ平安を汝らに遺す

、わが平安を汝らに與ふ。わが與ふるは世の與ふ

る如くならず、なんぢら心を騷がすな、また懼る

な。 28「われ往きて汝らに來るなり」と云ひし

を汝ら既に聞けり。もし我を愛せば、父にわが往

くを喜ぶべきなり、父は我よりも大なるに因る。

29今その事の成らぬ前に、これを汝らに告げたり

、事の成らんとき汝らの信ぜんためなり。 30今

より後われ汝らと多く語らじ、この世の君きたる

故なり。彼は我に對して何の權もなし、 31され

ど斯くなるは、我の、父を愛し、父の命じ給ふと

ころに遵ひて行ふことを、世の知らん爲なり。起

きよ、いざ此處を去るべし。

15我は眞の葡萄の樹、わが父は農夫なり。 2お

ほよそ我にありて果を結ばぬ枝は、父これを

除き、果を結ぶものは、いよいよ果を結ばせん爲

に之を潔めたまふ。 3汝らは既に潔し、わが語り

たる言に因りてなり。 4我に居れ、さらば我なん

ぢらに居らん。枝もし樹に居らずば、自ら果を結

ぶこと能はぬごとく、汝らも我に居らずば亦然

り。 5我は葡萄の樹、なんぢらは枝なり。人もし

我にをり、我また彼にをらば、多くの果を結ぶべ

し。汝ら我を離るれば、何事をも爲し能はず。 6

人もし我に居らずば、枝のごとく外に棄てられて

枯る、人々これを集め火に投げ入れて燒くなり。

7汝等もし我に居り、わが言なんぢらに居らば、

何にても望に隨ひて求めよ、さらば成らん。 8な

んぢら多くの果を結ばば、わが父は榮光を受け給

ふべし、而して汝等わが弟子とならん。 9父の

我を愛し給ひしごとく、我も汝らを愛したり、わ

が愛に居れ。 10なんぢら若しわが誡命をまもら

ば、我が愛にをらん、我わが父の誡命を守りて、

その愛に居るがごとし。 11我これらの事を語り

たるは、我が喜悦の汝らに在り、かつ汝らの喜悦

の滿されん爲なり。 12わが誡命は是なり、わが

汝らを愛せしごとく互に相愛せよ。 13人その友

のために己の生命を棄つる、之より大なる愛はな

し。 14汝等もし我が命ずる事をおこなはば、我

が友なり。 15今よりのち我なんぢらを僕といは

ず、僕は主人のなす事を知らざるなり。我なんぢ

らを友と呼べり、我が父に聽きし凡てのことを汝

らに知らせたればなり。 16汝ら我を選びしにあ

らず、我なんぢらを選べり。而して汝らの往きて

果を結び、且その果の殘らんために、又おほよそ

我が名によりて父に求むるものを、父の賜はんた

めに汝らを立てたり。 17これらの事を命ずるは

、汝らの互に相愛せん爲なり。 18世もし汝らを

憎まば、汝等より先に我を憎みたることを知れ

。 19汝等もし世のものならば、世は己がものを

愛するならん。汝らは世のものならず、我なんぢ

らを世より選びたり。この故に世は汝らを憎む。

20わが汝らに「僕はその主人より大ならず」と告

げし言をおぼえよ。人もし我を責めしならば、汝

等をも責め、わが言を守りしならば、汝らの言を

も守らん。 21すべて此等のことを我が名の故に

汝らに爲さん、それは我を遣し給ひし者を知らぬ

に因る。 22われ來りて語らざりしならば、彼ら

罪なかりしならん。されど今はその罪いひのがる

べき樣なし。 23我を憎むものは我が父をも憎む

なり。 24我もし誰もいまだ行はぬ事を彼らの中

に行はざりしならば、彼ら罪なかりしならん。さ

れど今ははや我をも我が父をも見たり、また憎み

たり。 25これは彼らの律法に「ひとびと故なく

して我を憎めり」と録したる言の成就せん爲なり

。 26父の許より我が遣さんとする助主、すなは

ち父より出づる眞理の御靈のきたらんとき、我に

つきて證せん。 27汝等もまた初より我とともに

在りたれば證するなり。

16我これらの事を語りたるは、汝らの躓かざら
ん爲なり。 2人なんぢらを除名すべし、然の

みならず、汝らを殺す者みな自ら神に事ふと思ふ

とき來らん。 3これらの事をなすは、父と我とを

知らぬ故なり。 4我これらの事を語りたるは、時
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いたりて我が斯く言ひしことを汝らの思ひいでん

爲なり。初より此等のことを言はざりしは、我

なんぢらと偕に在りし故なり。 5今われを遣し給

ひし者にゆく、然るに汝らの中、たれも我に「何

處にゆく」と問ふ者なし。 6唯これらの事を語り

しによりて、憂なんぢらの心にみてり。 7されど

、われ實を汝らに告ぐ、わが去るは汝らの益なり

。我さらずば助主なんぢらに來らじ、我ゆかば之

を汝らに遣さん。 8かれ來らんとき、世をして罪

につき、義につき、審判につきて、過てるを認め

しめん。 9罪に就きてとは、彼ら我を信ぜぬに因

りてなり。 10義に就きてとは、われ父にゆき、

汝ら今より我を見ぬに因りてなり。 11審判に就

きてとは、此の世の君さばかるるに因りてなり。

12我なほ汝らに告ぐべき事あまたあれど、今なん

ぢら得耐へず。 13されど彼すなはち眞理の御靈

きたらん時、なんぢらを導きて眞理をことごとく

悟らしめん。かれ己より語るにあらず、凡そ聞く

ところの事を語り、かつ來らんとする事どもを汝

らに示さん。 14彼はわが榮光を顯さん、それは

我がものを受けて汝らに示すべければなり。 15

すべて父の有ち給ふものは我がものなり、此の故

に我がものを受けて汝らに示さんと云へるなり。

16暫くせば汝ら我を見ず、また暫くして我を見る

べし』 17ここに弟子たちのうち或者たがひに言

ふ『「暫くせば我を見ず、また暫くして我を見る

べし」と言ひ、かつ「父に往くによりて」と言ひ

給へるは、如何なることぞ』 18復いふ『この暫

くとは如何なることぞ、我等その言ひ給ふところ

を知らず』 19イエスその問はんと思へるを知り

て言ひ給ふ『なんぢら「暫くせば我を見ず、また

暫くして我を見るべし」と我が言ひしを尋ねあふ

か。 20誠にまことに汝らに告ぐ、なんぢらは泣

き悲しみ、世は喜ばん。汝ら憂ふべし、然れどそ

の憂は喜悦とならん。 21をんな産まんとする時

は憂あり、その期いたるに因りてなり。子を産み

てのちは苦痛をおぼえず、世に人の生れたる喜悦

によりてなり。 22斯く汝らも今は憂あり、され

ど我ふたたび汝らを見ん、その時なんぢらの心よ

ろこぶべし、その喜悦を奪ふ者なし。 23かの日

には汝ら何事をも我に問ふまじ。誠にまことに汝

らに告ぐ、汝等のすべて父に求むる物をば、我

が名によりて賜ふべし。 24なんぢら今までは何

をも我が名によりて求めたることなし。求めよ、

然らば受けん、而して汝らの喜悦みたさるべし。

25我これらの事を譬にて語りたりしが、また譬に

て語らず、明白に父のことを汝らに告ぐるとき來

らん。 26その日には汝等わが名によりて求めん

。我は汝らの爲に父に請ふと言はず、 27父みづ

から汝らを愛し給へばなり。これ汝等われを愛

し、また我の父より出で來りしことを信じたるに

因る。 28われ父より出でて世にきたれり、また

世を離れて父に往くなり』 29弟子たち言ふ『視

よ、今は明白に語りて聊かも譬をいひ給はず。 30

我ら今なんぢの知り給はぬ所なく、また人の汝に

問ふを待ち給はぬことを知る。之によりて汝の神

より出できたり給ひしことを信ず』 31イエス答

へ給ふ『なんぢら今、信ずるか。 32視よ、なん

ぢら散されて各自おのが處にゆき、我をひとり遺

すとき到らん、否すでに到れり。然れど我ひとり

居るにあらず、父われと偕に在すなり。 33此等

のことを汝らに語りたるは、汝ら我に在りて平安

を得んが爲なり。なんぢら世にありては患難あり

、されど雄々しかれ。我すでに世に勝てり』

17イエスこれらの事を語りはて、目を擧げ天を
仰ぎて言ひ給ふ『父よ、時來れり、子が汝

の榮光を顯さんために、汝の子の榮光を顯したま

へ。 2汝より賜はりし凡ての者に、永遠の生命を

與へしめんとて、萬民を治むる權威を子に賜ひた

ればなり。 (aiōnios g166) 3永遠の生命は、唯一の眞

の神にいます汝と、なんぢの遣し給ひしイエス・

キリストとを知るにあり。 (aiōnios g166) 4我に成さ

しめんとて汝の賜ひし業を成し遂げて、我は地上

に汝の榮光をあらはせり。 5父よ、まだ世のあら

ぬ前に、わが汝と偕にもちたりし榮光をもて、今

御前にて我に榮光あらしめ給へ。 6世の中より我

に賜ひし人々に、われ御名をあらはせり。彼らは

汝の有なるを我に賜へり、而して彼らは汝の言を

守りたり。 7今かれらは、凡て我に賜ひしものの

汝より出づるを知る。 8我は我に賜ひし言を彼ら

に與へ、彼らは之を受け、わが汝より出でたるを

眞に知り、なんぢの我を遣し給ひしことを信じた

るなり。 9我かれらの爲に願ふ、わが願ふは世の

ためにあらず、汝の我に賜ひたる者のためなり、

彼らは即ち汝のものなり。 10我がものは皆なん

ぢの有、なんぢの有は我がものなり、我かれらよ

り榮光を受けたり。 11今より我は世に居らず、

彼らは世に居り、我は汝にゆく。聖なる父よ、我
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に賜ひたる汝の御名の中に彼らを守りたまへ。こ

れ我等のごとく、彼らの一つとならん爲なり。 12

我かれらと偕にをる間、われに賜ひたる汝の御名

の中に彼らを守り、かつ保護したり。其のうち一

人だに亡びず、ただ亡の子のみ亡びたり、聖書の

成就せん爲なり。 13今は我なんぢに往く、而し

て此等のことを世に在りて語るは、我が喜悦を

彼らに全からしめん爲なり。 14我は御言を彼ら

に與へたり、而して世は彼らを憎めり、我の世の

ものならぬごとく、彼らも世のものならぬに因り

てなり。 15わが願ふは、彼らを世より取り給は

んことならず、惡より免れさらせ給はんことなり

。 16我の世のものならぬ如く、彼らも世のもの

ならず。 17眞理にて彼らを潔め別ちたまへ、汝

の御言は眞理なり。 18汝われを世に遣し給ひし

如く、我も彼らを世に遣せり。 19また彼等のた

めに我は己を潔めわかつ、これ眞理にて彼らも潔

め別たれん爲なり。 20我かれらの爲のみならず

、その言によりて我を信ずる者のためにも願ふ。

21これ皆一つとならん爲なり。父よ、なんぢ我に

在し、我なんぢに居るごとく、彼らも我らに居ら

ん爲なり、是なんぢの我を遣し給ひしことを世の

信ぜん爲なり。 22我は汝の我に賜ひし榮光を彼

らに與へたり、是われらの一つなる如く、彼らも

一つとならん爲なり。 23即ち我かれらに居り、

汝われに在し、彼ら一つとなりて全くせられん爲

なり、是なんぢの我を遣し給ひしことと、我を愛

し給ふごとく彼らをも愛し給ふこととを、世の知

らん爲なり。 24父よ、望むらくは、我に賜ひた

る人々の我が居るところに我と偕にをり、世の創

の前より我を愛し給ひしによりて、汝の我に賜ひ

たる我が榮光を見んことを。 25正しき父よ、げ

に世は汝を知らず、されど我は汝を知り、この者

どもも汝の我を遣し給ひしことを知れり。 26わ

れ御名を彼らに知らしめたり、復これを知らしめ

ん。これ我を愛し給ひたる愛の、彼らに在りて、

我も彼らに居らん爲なり』

18此等のことを言ひ終へて、イエス弟子たち
と偕にケデロンの小川の彼方に出でたまふ。

彼処に園あり、イエス弟子たちとともども入り給

ふ。 2ここは弟子たちと屡々あつまり給ふ處なれ

ば、イエスを賣るユダもこの處を知れり。 3かく

てユダは一組の兵隊と祭司長・パリサイ人等よ

りの下役どもとを受けて、炬火・燈火・武器を携

へて此處にきたる。 4イエス己に臨まんとする事

をことごとく知り、進みいでて彼らに言ひたまふ

『誰を尋ぬるか』 5答ふ『ナザレのイエスを』イ

エス言ひたまふ『我はそれなり』イエスを賣るユ

ダも彼らと共に立てり。 6『我はそれなり』と言

ひ給ひし時、かれら後退して地に倒れたり。 7こ

こに再び『たれを尋ぬるか』と問ひ給へば『ナザ

レのイエスを』と言ふ。 8イエス答へ給ふ『われ

は夫なりと既に告げたり、我を尋ぬるならば此の

人々の去るを容せ』 9これさきに『なんぢの我に

賜ひし者の中より、われ一人をも失はず』と言ひ

給ひし言の成就せん爲なり。 10シモン・ペテロ

劍をもちたるが、之を拔き大祭司の僕を撃ちて

、その右の耳を斬り落す、僕の名はマルコスと云

ふ。 11イエス、ペテロに言ひたまふ『劍を鞘に

收めよ、父の我に賜ひたる酒杯は、われ飮まざら

んや』 12ここにかの兵隊・千卒長・ユダヤ人の

下役ども、イエスを捕へて縛り、 13先づアンナ

スの許に曳き往く、アンナスはその年の大祭司

なるカヤパの舅なり。 14カヤパはさきにユダヤ

人に、一人、民のために死ぬるは益なる事を勸め

し者なり。 15シモン・ペテロ及び他の一人の弟

子、イエスに從ふ。この弟子は大祭司に知られ

たる者なれば、イエスと共に大祭司の庭に入り

しが、 16ペテロは門の外に立てり。ここに大祭

司に知られたる彼の弟子いでて、門を守る女に物

言ひてペテロを連れ入れしに、 17門を守る婢女

、ペテロに言ふ『なんぢも彼の人の弟子の一人な

るか』かれ言ふ『然らず』 18時寒くして僕・下

役ども炭火を熾し、その傍らに立ちて煖まり居り

しに、ペテロも共に立ちて煖まりゐたり。 19こ

こに大祭司、イエスにその弟子とその教とにつ

きて問ひたれば、 20イエス答へ給ふ『われ公然

に世に語れり、凡てのユダヤ人の相集ふ會堂と

宮とにて常に教へ、密には何をも語りし事なし。

21何ゆゑ我に問ふか、我が語れることは聽きたる

人々に問へ。視よ、彼らは我が言ひしことを知る

なり』 22かく言ひ給ふとき、傍らに立つ下役の

一人、手掌にてイエスを打ちて言ふ『かくも大

祭司に答ふるか』 23イエス答へ給ふ『わが語り

し言もし惡しくば、その惡しき故を證せよ。善く

ば何とて打つぞ』 24ここにアンナス、イエスを

縛りたるままにて、大祭司カヤパの許に送れり

。 25シモン・ペテロ立ちて煖まり居たるに、人
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々いふ『なんぢも彼が弟子の一人なるか』否みて

言ふ『然らず』 26大祭司の僕の一人にて、ペテ

ロに耳を斬り落されし者の親族なるが言ふ『われ

汝が園にて彼と偕なるを見しならずや』 27ペテ

ロまた否む折しも鷄鳴きぬ。 28かくて人々イエ

スをカヤパの許より官邸にひきゆく、時は夜明な

り。彼ら過越の食をなさんために、汚穢を受けじ

とて己らは官邸に入らず。 29ここにピラト彼ら

の前に出でゆきて言ふ『この人に對して如何なる

訴訟をなすか』 30答へて言ふ『もし惡をなした

る者ならずば汝に付さじ』 31ピラト言ふ『なん

ぢら彼を引取り、おのが律法に循ひて審け』ユダ

ヤ人いふ『我らに人を殺す權威なし』 32これイ

エス、己が如何なる死にて死ぬるかを示して、言

ひ給ひし御言の成就せん爲なり。 33ここにピラ

トまた官邸に入り、イエスを呼び出して言ふ『な

んぢはユダヤ人の王なるか』 34イエス答へ給ふ

『これは汝おのれより言ふか、將わが事を人の汝

に告げたるか』 35ピラト答ふ『我はユダヤ人な

らんや、汝の國人・祭司長ら汝を我に付したり、

汝なにを爲ししぞ』 36イエス答へ給ふ『わが國

はこの世のものならず、若し我が國この世のもの

ならば、我が僕ら我をユダヤ人に付さじと戰ひし

ならん。然れど我が國は此の世よりのものならず

』 37ここにピラト言ふ『されば汝は王なるか』

イエス答へ給ふ『われの王たることは汝の言へる

ごとし。我は之がために生れ、之がために世に來

れり、即ち眞理につきて證せん爲なり。凡て眞理

に屬する者は我が聲をきく』 38ピラト言ふ『眞

理とは何ぞ』かく言ひて再びユダヤ人の前に出で

て言ふ『我この人に何の罪あるをも見ず。 39過

越のとき我なんぢらに一人の囚人を赦す例あり、

されば汝らユダヤ人の王をわが赦さんことを望む

か』 40彼らまた叫びて『この人ならず、バラバ

を』と言ふ、バラバは強盜なり。

19ここにピラト、イエスをとりて鞭うつ。 2兵

卒ども茨にて冠冕をあみ、その首にかむらせ

、紫色の上衣をきせ、 3御許に進みて言ふ『ユダ

ヤ人の王やすかれ』而して手掌にて打てり。 4ピ

ラト再び出でて人々にいふ『視よ、この人を汝ら

に引出す、これは何の罪あるをも我が見ぬこと

を汝らの知らん爲なり』 5ここにイエス茨の冠冕

をかむり、紫色の上衣をきて出で給へば、ピラト

言ふ『視よ、この人なり』 6祭司長・下役どもイ

エスを見て叫びいふ『十字架につけよ、十字架に

つけよ』ピラト言ふ『なんぢら自らとりて十字架

につけよ、我は彼に罪あるを見ず』 7ユダヤ人こ

たふ『我らに律法あり、その律法によれば死に當

るべき者なり、彼はおのれを神の子となせり』 8

ピラトこの言をききて増々おそれ、 9再び官邸に

入りてイエスに言ふ『なんぢは何處よりぞ』イエ

ス答をなし給はず。 10ピラト言ふ『われに語ら

ぬか、我になんぢを赦す權威あり、また十字架に

つくる權威あるを知らぬか』 11イエス答へ給ふ

『なんぢ上より賜はらずば、我に對して何の權威

もなし。この故に我をなんぢに付しし者の罪は更

に大なり』 12ここにおいてピラト、イエスを赦

さんことを力む。されどユダヤ人さけびて言ふ『

なんぢ若しこの人を赦さば、カイザルの忠臣にあ

らず、凡そおのれを王となす者はカイザルに叛く

なり』 13ピラトこれらの言をききて、イエスを

外にひきゆき、敷石（ヘブル語にてガバタ）とい

ふ處にて審判の座につく。 14この日は過越の準

備日にて、時は第六時ごろなりき。ピラト、ユ

ダヤ人にいふ『視よ、なんぢらの王なり』 15か

れら叫びていふ『除け、除け、十字架につけよ』

ピラト言ふ『われ汝らの王を十字架につくべけん

や』祭司長ら答ふ『カイザルの他われらに王なし

』 16ここにピラト、イエスを十字架に釘くるた

めに彼らに付せり。彼らイエスを受取りたれば、

17イエス己に十字架を負ひて、髑髏（ヘブル語に

てゴルゴダ）といふ處に出でゆき給ふ。 18其處

にて彼らイエスを十字架につく。又ほかに二人の

者をともに十字架につけ、一人を右に、一人を左

に、イエスを眞中に置けり。 19ピラト罪標を書

きて十字架の上に掲ぐ『ユダヤ人の王、ナザレの

イエス』と記したり。 20イエスを十字架につけ

し處は都に近ければ、多くのユダヤ人この標を讀

む、標はヘブル、ロマ、ギリシヤの語にて記した

り。 21ここにユダヤ人の祭司長らピラトに言ふ

『ユダヤ人の王と記さず、我はユダヤ人の王なり

と自稱せりと記せ』 22ピラト答ふ『わが記した

ることは記したるままに』 23兵卒どもイエスを

十字架につけし後、その衣をとりて四つに分け、

おのおの其の一つを得たり。また下衣を取りしが

、下衣は縫目なく、上より惣て織りたる物なれば

、 24兵卒ども互にいふ『これを裂くな、誰がう

るか鬮にすべし』これは聖書の成就せん爲なり。
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曰く『かれら互にわが衣をわけ、わが衣を鬮にせ

り』兵卒ども斯くなしたり。 25さてイエスの十

字架の傍らには、その母と母の姉妹と、クロパの

妻マリヤとマグダラのマリヤと立てり。 26イエ

スその母とその愛する弟子との近く立てるを見て

、母に言ひ給ふ『をんなよ、視よ、なんぢの子な

り』 27また弟子に言ひたまふ『視よ、なんぢの

母なり』この時より、その弟子かれを己が家に接

けたり。 28この後イエス萬の事の終りたるを知

りて、――聖書の全うせられん爲に――『われ渇

く』と言ひ給ふ。 29ここに酸き葡萄酒の滿ちた

る器あり、その葡萄酒のふくみたる海綿をヒソプ

に著けてイエスの口に差附く。 30イエスその葡

萄酒をうけて後いひ給ふ『事畢りぬ』遂に首を

たれて靈をわたし給ふ。 31この日は準備日なれ

ば、ユダヤ人、安息日に屍體を十字架のうへに

留めおかじとて（殊にこの度の安息日は大なる

日なるにより）ピラトに、彼らの脛ををりて屍體

を取除かんことを請ふ。 32ここに兵卒ども來り

て、イエスとともに十字架に釘けられたる第一の

者と他のものとの脛を折り、 33而してイエスに

來りしに、はや死に給ふを見て、その脛を折らず

。 34然るに一人の兵卒、鎗にてその脅をつきた

れば、直ちに血と水と流れいづ。 35之を見しも

の證をなす、其の證は眞なり、彼はその言ふこと

の眞なるを知る、これ汝等にも信ぜしめん爲な

り。 36此等のことの成りたるは『その骨くだか

れず』とある聖句の成就せん爲なり。 37また他

に『かれら己が刺したる者を見るべし』と云へる

聖句あり。 38この後、アリマタヤのヨセフとて

、ユダヤ人を懼れ密にイエスの弟子たりし者、イ

エスの屍體を引取らんことをピラトに請ひたれ

ば、ピラト許せり、乃ち往きてその屍體を引取る

。 39また曾て夜御許に來りしニコデモも、沒藥

・沈香の混和物を百斤ばかり携へて來る。 40こ

こに彼らイエスの屍體をとり、ユダヤ人の葬りの

習慣にしたがひて、香料とともに布にて卷けり。

41イエスの十字架につけられ給ひし處に園あり、

園の中にいまだ人を葬りしことなき新しき墓あり

。 42ユダヤ人の準備日なれば、この墓の近きま

まに其處にイエスを納めたり。

20一週のはじめの日、朝まだき暗きうちに、マ
グダラのマリヤ墓にきたりて、墓より石の取

除けあるを見る。 2乃ち走りゆき、シモン・ペテ

ロとイエスの愛し給ひしかの弟子との許に到りて

言ふ『たれか主を墓より取去れり、何處に置きし

か我ら知らず』 3ペテロと、かの弟子といでて墓

にゆく。 4二人ともに走りたれど、かの弟子ペテ

ロより疾く走りて先に墓にいたり、 5屈みて布の

置きたるを見れど、内には入らず。 6シモン・ペ

テロ後れ來り、墓に入りて布の置きたるを視、 7

また首を包みし手拭は布とともに在らず、他のと

ころに卷きてあるを見る。 8先に墓にきたれる彼

の弟子もまた入り、之を見て信ず。 9彼らは聖書

に録したる、死人の中よりその甦へり給ふべきこ

とを未だ悟らざりしなり。 10遂に二人の弟子お

のが家にかへれり。 11然れどマリヤは墓の外に

立ちて泣き居りしが、泣きつつ屈みて墓の内を見

るに、 12イエスの屍體の置かれし處に、白き衣

をきたる二人の御使、首の方にひとり足の方にひ

とり坐しゐたり。 13而してマリヤに言ふ『をん

なよ、何ぞ泣くか』マリヤ言ふ『誰かわが主を取

去れり、何處に置きしか我しらず』 14かく言ひ

て後に振反れば、イエスの立ち居給ふを見る、さ

れどイエスたるを知らず。 15イエス言ひ給ふ『

をんなよ、何ぞ泣く、誰を尋ぬるか』マリヤは園

守ならんと思ひて言ふ『君よ、汝もし彼を取去り

しならば、何處に置きしかを告げよ、われ引取る

べし』 16イエス『マリヤよ』と言ひ給ふ。マリ

ヤ振反りて『ラボニ』（釋けば師よ）と言ふ。 17

イエス言ひ給ふ『われに觸るな、我いまだ父の許

に昇らぬ故なり。我が兄弟たちに往きて「我はわ

が父すなはち汝らの父、わが神すなはち汝らの神

に昇る」といへ』 18マグダラのマリヤ往きて弟

子たちに『われは主を見たり』と告げ、また云々

の事を言ひ給ひしと告げたり。 19この日すなは

ち一週のはじめの日の夕、弟子たちユダヤ人を懼

るるに因りて、居るところの戸を閉ぢおきしに、

イエスきたり彼らの中に立ちて言ひたまふ『平安

なんぢらに在れ』 20斯く言ひてその手と脅とを

見せたまふ、弟子たち主を見て喜べり。 21イエ

スまた言ひたまふ『平安なんぢらに在れ、父の我

を遣し給へるごとく、我も亦なんぢらを遣す』 22

斯く言ひて、息を吹きかけ言ひたまふ『聖靈を

うけよ。 23なんじら誰の罪を赦すとも其の罪ゆ

るされ、誰の罪を留むるとも其の罪とどめらるべ

し』 24イエス來り給ひしとき、十二弟子の一人

デドモと稱ふるトマスともに居らざりしかば、 25
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他の弟子これに言ふ『われら主を見たり』トマス

いふ『我はその手に釘の痕を見、わが指を釘の痕

にさし入れ、わが手をその脅に差入るるにあらず

ば信ぜじ』 26八日ののち弟子たちまた家にをり

、トマスも偕に居りて戸を閉ぢおきしに、イエス

來り、彼らの中に立ちて言ひたまふ『平安なんぢ

らに在れ』 27またトマスに言ひ給ふ『なんぢの

指をここに伸べて、わが手を見よ、汝の手をのべ

て、我が脅にさしいれよ、信ぜぬ者とならで信ず

る者となれ』 28トマス答へて言ふ『わが主よ、

わが神よ』 29イエス言ひ給ふ『なんぢ我を見し

によりて信じたり、見ずして信ずる者は幸福なり

』 30この書に録さざる外の多くの徴を、イエス

弟子たちの前にて行ひ給へり。 31されど此等の

事を録ししは、汝等をしてイエスの神の子キリ

ストたることを信ぜしめ、信じて御名により生命

を得しめんが爲なり。

21この後、イエス復テベリヤの海邊にて己を弟
子たちに現し給ふ、その現れ給ひしこと左の

ごとし。 2シモン・ペテロ、デドモと稱ふるトマ

ス、ガリラヤのカナのナタナエル、ゼベダイの子

ら及びほかの弟子二人もともに居りしに、 3シモ

ン・ペテロ『われ漁獵にゆく』と言へば、彼ら『

われらも共に往かん』と言ひ、皆いでて舟に乘り

しが、その夜は何をも得ざりき。 4夜明の頃イエ

ス岸に立ち給ふに、弟子たち其のイエスなるを知

らず。 5イエス言ひ給ふ『子どもよ、獲物あり

しか』彼ら『なし』と答ふ。 6イエス言ひたまふ

『舟の右のかたに網をおろせ、然らば獲物あら

ん』乃ち網を下したるに、魚おびただしくして、

網を曳き上ぐること能はざりしかば、 7イエスの

愛し給ひし弟子、ペテロに言ふ『主なり』シモン

・ペテロ『主なり』と聞きて、裸なりしを上衣を

まとひて海に飛びいれり。 8他の弟子たちは陸を

離るること遠からず、僅に五十間ばかりなりしか

ば、魚の入りたる網を小舟にて曳き來り、 9陸に

上りて見れば、炭火ありてその上に肴あり、又パ

ンあり。 10イエス言ひ給ふ『なんぢらの今とり

たる肴を少し持ちきたれ』 11シモン・ペテロ舟

に往きて網を陸に曳き上げしに、百五十三尾の

大なる魚滿ちたり、斯く多かりしが網は裂けざ

りき。 12イエス言ひ給ふ『きたりて食せよ』弟

子たちその主なるを知れば『なんぢは誰ぞ』と敢

へて問ふ者もなし。 13イエス進みてパンをとり

彼らに與へ、肴をも然なし給ふ。 14イエス死人

の中より甦へりてのち、弟子たちに現れ給ひし事

、これにて三度なり。 15かくて食したる後、イ

エス、シモン・ペテロに言ひ給ふ『ヨハネの子シ

モンよ、汝この者どもに勝りて我を愛するか』ペ

テロいふ『主よ、然り、わが汝を愛する事は、な

んぢ知り給ふ』イエス言ひ給ふ『わが羔羊を養へ

』 16また二度いひ給ふ『ヨハネの子シモンよ、

我を愛するか』ペテロ言ふ『主よ、然り、わが汝

を愛する事は、なんぢ、知り給ふ』イエス言ひ給

ふ『わが羊を牧へ』 17三度いひ給ふ『ヨハネの

子シモンよ、我を愛するか』ペテロ三度『われを

愛するか』と言ひ給ふを憂ひて言ふ『主よ、知り

たまはぬ處なし、わが汝を愛する事は、なんぢ識

りたまふ』イエス言ひ給ふ『わが羊をやしなへ。

18まことに誠になんぢに告ぐ、なんぢ若かりし時

は自ら帶して欲する處を歩めり、されど老いては

手を伸べて他の人に帶せられ、汝の欲せぬ處に連

れゆかれん』 19これペテロが如何なる死にて神

の榮光を顯すかを示して言ひ給ひしなり。斯く言

ひて後かれに言ひ給ふ『われに從へ』 20ペテロ

振反りて、イエスの愛したまひし弟子の從ふを見

る。これはさきに夕餐のとき御胸に倚りかかりて

『主よ、汝を賣る者は誰か』と問ひし弟子なり。

21ペテロこの人を見てイエスに言ふ『主よ、この

人は如何に』 22イエス言ひ給ふ『よしや我、か

れが我の來るまで留るを欲すとも、汝になにの關

係あらんや、汝は我に從へ』 23ここに兄弟たち

の中に、この弟子死なずと云ふ話つたはりたり

。されどイエスは死なずと言ひ給ひしにあらず『

よしや我、かれが我の來るまで留るを欲すとも、

汝になにの關係あらんや』と言ひ給ひしなり。 24

これらの事につきて、證をなし、又これを録しし

者は、この弟子なり、我等はその證の眞なるを知

る。 25イエスの行ひ給ひし事は、この外なほ多

し、もし一つ一つ録さば、我おもふに世界もその

録すところの書を載するに耐へざらん。
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使徒の働き

1テオピロよ、我さきに前の書をつくりて、凡
そイエスの行ひはじめ教へはじめ給ひしより

、 2その選び給へる使徒たちに、聖靈によりて

命じたるのち、擧げられ給ひし日に至るまでの事

を記せり。 3イエスは苦難をうけしのち、多くの

慥なる證をもて、己の活きたることを使徒たちに

示し、四十日の間、しばしば彼らに現れて、神

の國のことを語り、 4また彼等とともに集りゐ

て命じたまふ『エルサレムを離れずして、我より

聞きし父の約束を待て。 5ヨハネは水にてバプテ

スマを施ししが、汝らは日ならずして聖靈にて

バプテスマを施されん』 6弟子たち集れるとき問

ひて言ふ『主よ、イスラエルの國を囘復し給ふは

此の時なるか』 7イエス言ひたまふ『時また期は

父おのれの權威のうちに置き給へば、汝らの知る

べきにあらず。 8然れど聖靈なんぢらの上に臨

むとき、汝ら能力をうけん、而してエルサレム、

ユダヤ全國、サマリヤ、及び地の極にまで我が證

人とならん』 9此等のことを言ひ終りて、彼ら

の見るがうちに擧げられ給ふ。雲これを受けて見

えざらしめたり。 10その昇りゆき給ふとき、彼

ら天に目を注ぎゐたりしに、視よ、白き衣を著た

る二人の人かたはらに立ちて言ふ、 11『ガリラ

ヤの人々よ、何ゆゑ天を仰ぎて立つか、汝らを離

れて天に擧げられ給ひし此のイエスは、汝らが天

に昇りゆくを見たるその如く復きたり給はん』 12

ここに彼等オリブといふ山よりエルサレムに歸

る。この山はエルサレムに近く、安息日の道程

なり。 13既に入りてその留りをる高樓に登る。

ペテロ、ヨハネ、ヤコブ及びアンデレ、ピリポ及

びトマス、バルトロマイ及びマタイ、アルパヨの

子ヤコブ、熱心黨のシモン及びヤコブの子ユダ

なり。 14この人々はみな女たち及びイエスの母

マリヤ、イエスの兄弟たちと共に、心を一つにし

て只管いのりを務めゐたり。 15その頃ペテロ、

百二十名ばかり共に集りて群をなせる兄弟たち

の中に立ちて言ふ、 16『兄弟たちよ、イエスを

捕ふる者どもの手引となりしユダにつきて、聖

靈ダビデの口によりて預じめ言ひ給ひし聖書は、

かならず成就せざるを得ざりしなり。 17彼は我

らの中に數へられ、此の務に與りたればなり。 18

（この人は、かの不義の價をもて地所を得、また

俯伏に墜ちて直中より裂けて臓腑みな流れ出でた

り。 19この事エルサレムに住む凡ての人に知ら

れて、その地所は國語にてアケルダマと稱へらる

、血の地所との義なり） 20それは詩篇に録して

「彼の住處は荒れ果てよ、人その中に住はざれ」

と云ひ、又「その職はほかの人に得させよ」と云

ひたり。 21然れば主イエス我等のうちに往來し

給ひし間、 22即ちヨハネのバプテスマより始り

、我らを離れて擧げられ給ひし日に至るまで、常

に我らと偕に在りし此の人々のうち一人、われら

と共に主の復活の證人となるべきなり』 23ここ

にバルサバと稱へられ、またの名をユストと呼ば

るるヨセフ及びマツテヤの二人をあげ、 24祈り

て言ふ『凡ての人の心を知りたまふ主よ、ユダ己

が所に往かんとて此の務と使徒の職とより墮ちた

れば、その後を繼がするに、此の二人のうち孰を

選び給ふか示したまへ』 25祈りて言ふ『凡ての

人の心を知りたまふ主よ、ユダ己が所に往かんと

て此の務と使徒の職とより墮ちたれば、その後を

繼がするに、此の二人のうち孰を選び給ふか示し

たまへ』 26かくて鬮せしに、鬮はマツテヤに當

りたれば、彼は十一の使徒に加へられたり。

2五旬節の日となり、彼らみな一處に集ひ居り
しに、 2烈しき風の吹ききたるごとき響、には

かに天より起りて、その坐する所の家に滿ち、 3

また火の如きもの舌のやうに現れ、分れて各人の

上にとどまる。 4彼らみな聖靈にて滿され、御

靈の宣べしむるままに異邦の言にて語りはじむ。

5時に敬虔なるユダヤ人ら、天下の國々より來り

てエルサレムに住み居りしが、 6この音おこりた

れば群衆あつまり來り、おのおの己が國語にて使

徒たちの語るを聞きて騷ぎ合ひ、 7かつ驚き怪し

みて言ふ『視よ、この語る者は皆ガリラヤ人なら

ずや、 8如何にして我等おのおのの生れし國の言

をきくか。 9我等はパルテヤ人、メヂヤ人、エラ

ム人、またメソポタミヤ、ユダヤ、カパドキヤ、

ポント、アジヤ、 10フルギヤ、パンフリヤ、エ

ジプト、リビヤのクレネに近き地方などに住む者

、ロマよりの旅人――ユダヤ人および改宗者――

11クレテ人およびアラビヤ人なるに、我が國語に

て彼らが神の大なる御業をかたるを聞かんとは』

12みな驚き惑ひて互に言ふ『これ何事ぞ』 13或

者どもは嘲りて言ふ『かれらは甘き葡萄酒にて滿

されたり』 14ここにペテロ十一の使徒とともに
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立ち、聲を揚げ宣べて言ふ『ユダヤの人々および

凡てエルサレムに住める者よ、汝等わが言に耳

を傾けて、この事を知れ。 15今は朝の九時なれ

ば、汝らの思ふごとく彼らは醉ひたるに非ず、 16

これは預言者ヨエルによりて言はれたる所なり。

17「神いひ給はく、末の世に至りて、我が靈を凡

ての人に注がん。汝らの子女は預言し、汝らの

若者は幻影を見、なんぢらの老人は夢を見るべし

。 18その世に至りて、わが僕・婢女にわが靈を

注がん、彼らは預言すべし。 19われ上は天に不

思議を、下は地に徴をあらはさん、即ち血と火と

煙の氣とあるべし。 20主の大なる顯著しき日の

きたる前に、日は闇に月は血に變らん。 21すべ

て主の御名を呼び頼む者は救はれん」 22イスラ

エルの人々よ、これらの言を聽け。ナザレのイエ

スは、汝らの知るごとく、神かれに由りて汝らの

中に行ひ給ひし能力ある業と不思議と徴とをもて

、汝らに證し給へる人なり。 23この人は神の定

め給ひし御旨と、預じめ知り給ふ所とによりて付

されしが、汝ら不法の人の手をもて釘磔にして殺

せり。 24然れど神は死の苦難を解きて之を甦へ

らせ給へり。彼は死に繋がれをるべき者ならざり

しなり。 25ダビデ彼につきて言ふ「われ常に我

が前に主を見たり、我が動かされぬ爲に我が右に

在せばなり。 26この故に我が心は樂しみ、我が

舌は喜べり、かつ我が肉體もまた望の中に宿らん

。 27汝わが靈魂を黄泉に棄て置かず、汝の聖者

の朽果つることを許し給はざればなり。 (Hadēs g86)

28汝は生命の道を我に示し給へり、御顏の前にて

我に勸喜を滿し給はん」 29兄弟たちよ、先祖ダ

ビデに就きて、われ憚らず汝らに言ふを得べし、

彼は死にて葬られ、その墓は今日に至るまで我ら

の中にあり。 30即ち彼は預言者にして、己の身

より出づる者をおのれの座位に坐せしむることを

、誓をもて神の約し給ひしを知り、 31先見して

、キリストの復活に就きて語り、その黄泉に棄て

置かれず、その肉體の朽果てぬことを言へるなり

。 (Hadēs g86) 32神はこのイエスを甦へらせ給へり

、我らは皆その證人なり。 33イエスは神の右に

擧げられ、約束の聖靈を父より受けて、汝らの

見聞する此のものを注ぎ給ひしなり。 34それダ

ビデは天に昇りしことなし、然れど自ら言ふ「主

わが主に言ひ給ふ、 35我なんぢの敵を汝の足臺

となすまでは、わが右に坐せよ」と。 36然れば

イスラエルの全家は確と知るべきなり。汝らが十

字架に釘けし此のイエスを、神は立てて主となし

、キリストとなし給へり』 37人々これを聞きて

心を刺され、ペテロと他の使徒たちとに言ふ『兄

弟たちよ、我ら何をなすべきか』 38ペテロ答ふ

『なんぢら悔改めて、おのおの罪の赦を得んため

に、イエス・キリストの名によりてバプテスマを

受けよ、然らば聖靈の賜物を受けん。 39この約

束は汝らと汝らの子らと、凡ての遠き者すなはち

主なる我らの神の召し給ふ者とに屬くなり』 40

この他なほ多くの言をもて證し、かつ勸めて『こ

の曲れる代より救ひ出されよ』と言へり。 41か

くてペテロの言を聽納れし者はバプテスマを受く

。この日、弟子に加はりたる者、おほよそ三千

人なり。 42彼らは使徒たちの教を受け、交際を

なし、パンを擘き、祈祷をなすことを只管つとむ

。 43ここに人みな敬畏を生じ、多くの不思議と

徴とは使徒たちに由りて行はれたり。 44信じた

る者はみな偕に居りて諸般の物を共にし、 45資

産と所有とを賣り、各人の用に從ひて分け與へ、

46日々、心を一つにして弛みなく宮に居り、家に

てパンをさき、勸喜と眞心とをもて食事をなし、

47神を讃美して一般の民に悦ばる。かくて主は救

はるる者を日々かれらの中に加へ給へり。

3晝の三時いのりの時に、ペテロとヨハネと宮
に上りしが、 2ここに生れながらの跛者かかれ

て來る。宮に入る人より施濟を乞ふために、日々

宮の美麗といふ門に置かるるなり。 3ペテロとヨ

ハネとの宮に入らんとするを見て施濟を乞ひたれ

ば、 4ペテロ、ヨハネと共に目を注めて『我らを

見よ』と言ふ。 5かれ何をか受くるならんと、彼

らを見つめたるに、 6ペテロ言ふ『金銀は我に

なし、然れど我に有るものを汝に與ふ、ナザレの

イエス・キリストの名によりて歩め』 7乃ち右の

手を執りて起ししに、足の甲と踝骨とたちどころ

に強くなりて、 8躍り立ち歩み出して、且あゆみ

且をどり、神を讃美しつつ彼らと共に宮に入れり

。 9民みな其の歩み、また神を讃美するを見て、

10彼が前に乞食にて宮の美麗門に坐しゐたるを知

れば、この起りし事に就きて驚駭と奇異とに充ち

たり。 11かくて彼がペテロとヨハネとに取りす

がり居るほどに、民みな甚だしく驚きてソロモン

の廊と稱ふる廊に馳せつどふ。 12ペテロこれを

見て民に答ふ『イスラエルの人々よ、何ぞ此の事
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を怪しむか、何ぞ我らが己の能力と敬虔とにより

て此の人を歩ませしごとく、我らを見つむるか。

13アブラハム、イサク、ヤコブの神、われらの先

祖の神は、その僕イエスに榮光あらしめ給へり。

汝等このイエスを付し、ピラトの之を釋さんと

定めしを、其の前にて否みたり。 14汝らは、こ

の聖者・義人を否みて、殺人者を釋さんことを求

め、 15生命の君を殺したれど、神はこれを死人

の中より甦へらせ給へり、我らは其の證人なり。

16斯くてその御名を信ずるに因りてその御名は、

汝らの見るところ識るところの此の人を健くした

り。イエスによる信仰は、汝等もろもろの前に

て斯かる全癒を得させたり。 17兄弟よ、われ知

る、汝らが、かの事を爲ししは知らぬに因りてな

り。汝らの司たちも亦然り。 18然れど神は凡て

の預言者の口をもて、キリストの苦難を受くべき

ことを預じめ告げ給ひしを、斯くは成就し給ひし

なり。 19然れば汝ら罪を消されん爲に、悔改め

て心を轉ぜよ。 20これ主の御前より慰安の時き

たり、汝らの爲に預じめ定め給へるキリスト・イ

エスを遣し給はんとてなり。 21古へより神が、

その聖なる預言者の口によりて語り給ひし、萬物

の革まる時まで、天は必ずイエスを受けおくべし

。 (aiōn g165) 22モーセ云へらく「主なる神は汝らの

兄弟の中より我がごとき預言者を起し給はん。そ

の語る所のことは汝等ことごとく聽くべし。 23

凡てこの預言者に聽かぬ者は民の中より滅し盡さ

るべし」 24又サムエル以來かたりし預言者も、

皆この時につきて宣傳へたり。 25汝らは預言者

たちの子孫なり、又なんぢらの先祖たちに神の立

て給ひし契約の子孫なり、即ち神アブラハムに告

げ給はく「なんぢの裔によりて地の諸族はみな祝

福せらるべし」 26神はその僕を甦へらせ、まづ

汝らに遣し給へり、これ汝ら各人を、その罪より

呼びかへして祝福せん爲なり』

4かれら民に語り居るとき、祭司ら・宮守頭お
よびサドカイ人ら近づき來りて、 2その民を教

へ、又イエスの事を引きて死人の中よりの復活を

宣ぶるを憂ひ、 3手をかけて之を捕へしに、はや

夕になりたれば、明くる日まで留置場に入れたり

。 4然れど、その言を聽きたる人々の中にも信ぜ

し者おほくありて、男の數おほよそ五千人とな

りたり。 5明くる日、司・長老・學者らエルサレ

ムに會し、 6大祭司アンナス、カヤパ、ヨハネ

、アレキサンデル及び大祭司の一族みな集ひて

、 7その中にかの二人を立てて問ふ『如何なる能

力いかなる名によりて此の事を行ひしぞ』 8この

時ペテロ聖靈にて滿され、彼らに言ふ『民の司

たち及び長老たちよ、 9我らが病める者になしし

善き業に就き、その如何にして救はれしかを今日

もし訊さるるならば、 10汝ら一同およびイスラ

エルの民みな知れ、この人の健かになりて汝らの

前に立つは、ナザレのイエス・キリスト、即ち汝

らが十字架に釘け、神が死人の中より甦へらせ給

ひし者の名に頼ることを。 11このイエスは汝ら

造家者に輕しめられし石にして、隅の首石となり

たるなり。 12他の者によりては救を得ることな

し、天の下には我らの頼りて救はるべき他の名を

、人に賜ひし事なければなり』 13彼らはペテロ

とヨハネとの臆することなきを見、その無學の凡

人なるを知りたれば、之を怪しみ、且そのイエス

と偕にありし事を認む。 14また醫されたる人の

之とともに立つを見るによりて、更に言ひ消す辭

なし。 15ここに、命じて彼らを衆議所より退け

、相共に議りて言ふ、 16『この人々を如何にす

べきぞ。彼等によりて顯著しき徴の行はれし事

は、凡てエルサレムに住む者に知られ、我ら之を

否むこと能はねばなり。 17然れど愈々ひろく民

の中に言ひ弘らぬやうに、彼らを脅かして、今よ

り後かの名によりて誰にも語る事なからしめん』

18乃ち彼らを呼び、一切イエスの名によりて語り

、また教へざらんことを命じたり。 19ペテロと

ヨハネと答へていふ『神に聽くよりも汝らに聽く

は、神の御前に正しきか、汝ら之を審け。 20我

らは見しこと聽きしことを語らざるを得ず』 21

民みな此の有りし事に就きて神を崇めたれば、彼

らを罰するに由なく、更にまた脅かして釋せり。

22かの徴によりて醫されし人は四十歳餘なりしな

り。 23彼ら釋されて、その友の許にゆき、祭司

長・長老らの言ひし凡てのことを告げたれば、 24

之を聞きて皆心を一つにし、神に對ひ、聲を揚

げて言ふ『主よ、汝は天と地と海と、其の中のあ

らゆる物とを造り給へり。 25曾て聖靈によりて

、汝の僕われらの先祖ダビデでの口をもて「何ゆ

ゑ異邦人は騷ぎ立ち、民らは空しき事を謀るぞ。

26世の王たちは共に立ち、司らは一つにあつまり

て、主および其のキリストに逆ふ」と宣給へり。

27果してヘロデとポンテオ・ピラトとは、異邦人
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およびイスラエルの民等とともに、汝の油そそ

ぎ給ひし聖なる僕イエスに逆ひて、此の都にあつ

まり、 28御手と御旨とにて、斯く成るべしと預

じめ定め給ひし事をなせり。 29主よ、今かれら

の脅喝を御覽し、僕らに御言を聊かも臆すること

なく語らせ、 30御手をのべて醫を施させ、汝の

聖なる僕イエスの名によりて、徴と不思議とを行

はせ給へ』 31祈り終へしとき、其の集りをる處

ふるひ動き、みな聖靈にて滿され、臆すること

なく神の御言を語れり。 32信じたる者の群は、

おなじ心おなじ思となり、誰一人その所有を己

が者と謂はず、凡ての物を共にせり。 33かくて

使徒たちは大なる能力をもて、主イエスの復活の

證をなし、みな大なる恩惠を蒙りたり。 34彼ら

の中には一人の乏しき者もなかりき。これ地所あ

るいは家屋を有てる者、これを賣り、その賣りた

る物の價を持ち來りて、 35使徒たちの足下に置

きしを、各人その用に隨ひて分け與へられたれば

なり。 36ここにクプロに生れたるレビ人にて、

使徒たちにバルナバ（釋けば慰籍の子）と稱へら

るるヨセフ、 37畑ありしを賣りて其の金を持ち

きたり、使徒たちの足下に置けり。

5然るにアナニヤと云ふ人、その妻サツピラと
共に資産を賣り、 2その價の幾分を匿しおき、

殘る幾分を持ちきたりて使徒たちの足下に置きし

が、妻も之を與れり。 3ここにペテロ言ふ『アナ

ニヤよ、何故なんぢの心サタンに滿ち、聖靈に

對し詐りて、地所の價の幾分を匿したるぞ。 4有

りし時は汝の物なり、賣りて後も汝の權の内にあ

るに非ずや、何とて斯ることを心に企てし。なん

ぢ人に對してにあらず、神に對して詐りしなり』

5アナニヤこの言をきき、倒れて息絶ゆ。これを

聞く者みな大なる懼を懷く。 6若者ども立ちて彼

を包み、舁き出して葬れり。 7凡そ三時間を經

て、その妻この有りし事を知らずして入り來りし

に、 8ペテロ之に向ひて言ふ『なんぢら此程の

價にてかの地所を賣りしか、我に告げよ』女いふ

『然り、此程なり』 9ペテロ言ふ『なんぢら何

ぞ心を合せて主の御靈を試みんとせしか、視よ、

なんぢの夫を葬りし者の足は門口にあり、汝をも

また舁き出すべし』 10をんな立刻にペテロの足

下に倒れて息絶ゆ。若者ども入り來りて、その

死にたるを見、これを舁き出して夫の傍らに葬れ

り。 11ここに全教會および此等のことを聞く者

みな大なる懼を懷けり。 12使徒たちの手により

て多くの徴と不思議と民の中に行はれたり。彼

等はみな心を一つにして、ソロモンの廊にあり。

13他の者どもは敢へて近づかず、民は彼らを崇め

たり。 14信ずるもの男女とも増々おほく主に屬

けり。 15終には人々、病める者を大路に舁きき

たり、寢臺または床の上におく。此等のうち誰

にもせよ、ペテロの過ぎん時、その影になりと庇

はれんとてなり。 16又エルサレムの周圍の町々

より多くの人々、病める者・穢れし靈に惱された

る者を携へきたりて集ひたりしが、みな醫された

り。 17ここに大祭司および之と偕なる者、即ち

サドカイ派の人々、みな嫉に滿されて立ち、 18

使徒たちに手をかけて之を留置場に入る。 19然

るに主の使、夜、獄の戸をひらき、彼らを連れ出

して言ふ、 20『往きて宮に立ち、この生命の言

をことごとく民に語れ』 21かれら之を聞き、夜

明がた宮に入りて教ふ。大祭司および之と偕な

る者ども集ひきたりて、議會とイスラエル人の元

老とを呼びあつめ、使徒たちを曳き來らせんとて

人を牢舍に遣したり。 22下役ども往きしに、獄

のうちに彼らの居らぬを見て、歸りきたり告げて

言ふ、 23『われら牢舍の堅く閉ぢられて、戸の

前に牢番の立ちたるを見しに、開きて見れば、内

には誰も居らざりき』 24宮守頭および祭司長ら

この言を聞きて、如何になりゆくべきかと惑ひい

たるに、 25或人きたり告げて言ふ『視よ、汝ら

の獄に入れし人は、宮に立ちて民を教へ居るなり

』 26ここに宮守頭、下役を伴ひて出でゆき、彼

らを曳き來る。されど手暴きことをせざりき、こ

れ民より石にて打たれんことを恐れたるなり。 27

彼らを連れ來りて議會の中に立てたれば、大祭

司問ひて言ふ、 28『我等かの名によりて教ふる

ことを堅く禁ぜしに、視よ、汝らは其の教をエル

サレムに滿し、かの人の血を我らに負はせんとす

』 29ペテロ及び他の使徒たち答へて言ふ『人に

從はんよりは神に從ふべきなり。 30我らの先祖

の神はイエスを起し給ひしに、汝らは之を木に懸

けて殺したり。 31神は彼を君とし救主として己

が右にあげ、悔改と罪の赦とをイスラエルに與へ

しめ給ふ。 32我らは此の事の證人なり。神のお

のれに從ふ者に賜ふ聖靈もまた然り』 33かれら

之をききて怒に滿ち、使徒たちを殺さんと思へり

。 34然るにパリサイ人にて凡ての民に尊ばるる
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教法學者ガマリエルと云ふもの、議會の中に立

ち、命じて使徒たちを暫く外に出さしめ、議員ら

に向ひて言ふ、 35『イスラエルの人よ、汝らが

此の人々に爲さんとする事につきて心せよ。 36

前にチウダ起りて、自ら大なりと稱し、之に附

隨ふ者の數おほよそ四百人なりしが、彼は殺さ

れ、從へる者はみな散されて跡なきに至れり。 37

そののち戸籍登録のときガリラヤのユダ起りて

、多くの民を誘ひおのれに從はしめしが、彼も亡

び從へる者もことごとく散されたり。 38然れば

今なんぢらに言ふ、この人々より離れて、その爲

すに任せよ。若しその企圖その所作、人より出で

たらんにはおのづから壞れん。 39もし神より出

でたらんには彼らを壞ること能はず、恐らくは汝

ら神に敵する者とならん』 40彼等その勸告にし

たがひ、遂に使徒たちを呼び出して之を鞭うち、

イエスの名によりて語ることを堅く禁じて釋せり

。 41使徒たちは御名のために辱しめらるるに相

應しき者とせられたるを喜びつつ、議員らの前を

出で去れり。 42かくて日毎に宮また家にて教を

なし、イエスのキリストなる事を宣傳へて止まざ

りき。

6そのころ弟子のかず増加はり、ギリシヤ語の
ユダヤ人、その寡婦らが日々の施濟に漏され

たれば、ヘブル語のユダヤ人に對して呟く事あり

。 2ここに十二使徒すべての弟子を呼び集めて

言ふ『われら神の言を差措きて、食卓に事ふるは

宣しからず。 3然れば兄弟よ、汝らの中より御靈

と智慧とにて滿ちたる令聞ある者七人を見出せ

、それに此の事を掌どらせん。 4我らは專ら祈を

なすことと、御言に事ふることとを務めん』 5集

れる凡ての者この言を善しとし、信仰と聖靈と

にて滿ちたるステパノ及びピリポ、プロコロ、ニ

カノル、テモン、パルメナ、またアンテオケの改

宗者ニコラオを選びて、 6使徒たちの前に立てた

れば、使徒たち祈りて手をその上に按けり。 7か

くて神の言ますます弘り、弟子の數エルサレムに

て甚だ多くなり、祭司の中にも信仰の道に從へる

もの多かりき。 8さてステパノは恩惠と能力とに

て滿ち、民の中に大なる不思議と徴とを行へり。

9ここに世に稱ふるリベルテンの會堂およびクレ

ネ人、アレキサンデリヤ人、またキリキヤとアジ

ヤとの人の諸會堂より、人々起ちてステパノと

論ぜしが、 10その語るところの智慧と御靈とに

敵すること能はず。 11乃ち或者どもを唆かして

『我らはステパノが、モーセと神とを瀆す言をい

ふを聞けり』と言はしめ、 12民および長老・學

者らを煽動し、俄に來りてステパノを捕へ、議會

に曳きゆき、 13僞證者を立てて言はしむ『この

人はこの聖なる所と律法とに逆ふ言を語りて止ま

ず、 14即ち、かのナザレのイエスは此の所を毀

ち、かつモーセの傳へし例を變ふべしと、彼が云

へるを聞けり』と。 15ここに議會に坐したる者

みな目を注ぎてステパノを見しに、その顏は御使

の顏の如くなりき。

7かくて大祭司いふ『此等のこと果してかくの
如きか』 2ステパノ言ふ『兄弟たち親たちよ、

聽け、我らの先祖アブラハム未だカランに住まず

して尚メソポタミヤに居りしとき、榮光の神あら

はれて、 3「なんぢの土地、なんぢの親族を離れ

て、我が示さんとする地に往け」と言ひ給へり。

4ここにカルデヤの地に出でてカランに住みたり

しが、その父の死にしのち、神は彼を彼處より汝

らの今住める此の地に移らしめ、 5此處にて足

、蹈立つる程の地をも嗣業に與へ給はざりき。然

るに、その地を未だ子なかりし彼と彼の裔とに所

有として與へんと約し給へり。 6神また其の裔は

他の國に寄寓人となり、その國人は之を四百年の

あひだ奴隷となして苦しめん事を告げ給へり。 7

神いひ給ふ「われは彼らを奴隷とする國人を審か

ん、然るのち彼等その國を出で、この處にて我

に事へん」 8神また割禮の契約をアブラハムに與

へ給ひたれば、イサクを生みて八日めに之に割禮

を行へり。イサクはヤコブを、ヤコブは十二の先

祖を生めり。 9先祖たちヨセフを嫉みてエジプト

に賣りしに、神は彼と偕に在して、 10凡ての患

難より之を救ひ出し、エジプトの王パロの前にて

寵愛を得させ、また智慧を與へ給ひたれば、パロ

之を立ててエジプトと己が全家との宰となせり。

11時にエジプトとカナンの全地とに飢饉ありて大

なる患難おこり、我らの先祖たち糧を求め得ざり

しが、 12ヤコブ、エジプトに穀物あるを聞きて

、先づ我らの先祖たちを遣す。 13二度めの時ヨ

セフその兄弟たちに知られ、ヨセフの氏族パロに

明かになれり。 14ヨセフ言ひ遣して己が父ヤコ

ブと凡ての親族と七十五人を招きたれば、 15ヤ

コブ、エジプトに下り、彼處にて己も我らの先祖

たちも死にたり。 16彼等シケムに送られ、曾て
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アブラハムがシケムにてハモルの子等より銀を

もて買ひ置きし墓に葬られたり。 17かくて神の

アブラハムに語り給ひし約束の時近づくに隨ひ

て、民はエジプトに蕃えひろがり、 18ヨセフを

知らぬ他の王、エジプトに起るに及べり。 19王

は惡計をもて我らの同族にあたり、我らの先祖た

ちを苦しめて、其の嬰兒の生存ふる事なからんや

う、之を棄つるに至らしめたり。 20その頃モー

セ生れて甚うるはしくして三月のあいだ父の家に

育てられ、 21遂に棄てられしを、パロの娘ひき

上げて己が子として育てたり。 22かくてモーセ

はエジプト人の凡ての學術を教へられ、言と業と

に能力あり。 23年齡四十になりたる時、おのが

兄弟たるイスラエルの子孫を顧みる心おこり、 24

一人の害はるるを見て之を護り、エジプト人を撃

ちて、虐げらるる者の仇を復せり。 25彼は己の

手によりて神が救を與へんとし給ふことを、兄弟

たち悟りしならんと思ひたるに、悟らざりき。 26

翌日かれらの相爭ふところに現れて和睦を勸め

て言ふ「人々よ、汝らは兄弟なるに、何ぞ互に害

ふか」 27隣を害ふ者モーセを押退けて言ふ「誰

が汝を立てて我らの司また審判人とせしぞ、 28

昨日エジプト人を殺したる如く、我をも殺さんと

するか」 29この言により、モーセ遁れてミデア

ンの地の寄寓人となり、彼處にて二人の子を儲け

たり。 30四十年を歴て後シナイ山の荒野にて、

御使、柴の焔のなかに現れたれば、 31モーセ之

を見て視るところを怪しみ、認めんとして近づき

しとき、主の聲あり。曰く、 32「我は汝の先祖

たちの神、即ちアブラハム、イサク、ヤコブの神

なり」モーセ戰慄き敢へて認むることを爲ず。 33

主いひ給ふ「なんぢの足の鞋を脱げ、なんぢの立

つところは聖なる地なり。 34我エジプトに居る

我が民の苦難を見、その歎息をききて之を救はん

爲に降れり。いで我なんぢをエジプトに遣さん」

35斯く彼らが「誰が汝を立てて司また審判人とせ

しぞ」と言ひて拒みし此のモーセを、神は柴のな

かに現れたる御使の手により、司また救人として

遣し給へり。 36この人かれらを導き出し、エジ

プトの地にても、また紅海および四十年のあひ

だ荒野にても、不思議と徴とを行ひたり。 37イ

スラエルの子らに「神は汝らの兄弟の中より、我

がごとき預言者を起し給はん」と云ひしは此のモ

ーセなり。 38彼はシナイ山にて語りし御使およ

び我らの先祖たちと偕に荒野なる集會に在りて汝

らに與へん爲に生ける御言を授りし人なり。 39

然るに我らの先祖たちは此の人に從ふことを好ま

ず、反つて之を押退け、その心エジプトに還りて

、 40アロンに言ふ「我らに先だち往くべき神々

を造れ、我らをエジプトの地より導き出しし、か

のモーセの如何になりしかを知らざればなり」 41

その頃かれら犢を造り、その偶像に犧牲をささげ

て己が手の所作を喜べり。 42爰に神は彼らを離

れ、その天の軍勢に事ふるに任せ給へり。これは

預言者たちの書に「イスラエルの家よ、なんぢら

荒野にて四十年の間、屠りし畜と犧牲とを我に

献げしや。 43汝らは拜せんとして造れる像、す

なはちモロクの幕屋と神ロンパの星とを舁きたり

。われ汝らをバビロンの彼方に移さん」と録され

たるが如し。 44我らの先祖たちは荒野にて證の

幕屋を有てり、モーセに語り給ひし者の、彼が見

し式に循ひて造れと命じ給ひしままなり。 45我

らの先祖たちは之を承け繼ぎ、先祖たちの前より

神の逐ひいだし給ひし異邦人の領地を收めし時、

ヨシユアとともに携へ來りてダビデの日に及べり

。 46ダビデ神の前に恩惠を得て、ヤコブの神の

ために住處を設けんと求めたり。 47而して、そ

の家を建てたるはソロモンなりき。 48されど至

高者は手にて造れる所に住み給はず、即ち預言者

の 49「主のたまはく、天は我が座位、地は我が

足臺なり。汝等わが爲に如何なる家をか建てん

、わが休息のところは何處なるぞ。 50わが手は

凡て此等の物を造りしにあらずや」と云へるが

如し。 51項強くして心と耳とに割禮なき者よ、

汝らは常に聖靈に逆ふ、その先祖たちの如く汝

らも然り。 52汝らの先祖たちは預言者のうちの

誰をか迫害せざりし。彼らは義人の來るを預じめ

告げし者を殺し、汝らは今この義人を賣り、かつ

殺す者となれり。 53なんぢら、御使たちの傳へ

し律法を受けて、尚これを守らざりき』 54人々

これらの言を聞きて、心いかりに滿ち切齒しつつ

ステパノに向ふ。 55ステパノは聖靈にて滿ち、

天に目を注ぎ、神の榮光およびイエスの神の右に

立ちたまふを見て言ふ、 56『視よ、われ天開け

て人の子の神の右に立ち給ふを見る』 57ここに

彼ら大聲に叫びつつ、耳を掩ひ心を一つにして驅

け寄り、 58ステパノを町より逐ひいだし、石に

て撃てり。證人らその衣をサウロといふ若者の足
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下に置けり。 59かくて彼等がステパノを石にて

撃てるとき、ステパノ呼びて言ふ『主イエスよ、

我が靈を受けたまへ』 60また跪づきて大聲に『

主よ、この罪を彼らの負はせ給ふな』と呼はる。

斯く言ひて眠に就けり。

8サウロは彼の殺さるるを可しとせり。その日
エルサレムに在る教會に對ひて大なる迫害お

こり、使徒たちの他は皆ユダヤ及びサマリヤの地

方に散さる。 2敬虔なる人々ステパノを葬り、彼

のために大に胸打てり。 3サウロは教會をあらし

、家々に入り男女を引出して獄に付せり。 4ここ

に散されたる者ども歴巡りて御言を宣べしが、 5

ピリポはサマリヤの町に下りてキリストの事を傳

ふ。 6群衆ピリポの行ふ徴を見聞して、心を一つ

にし、謹みて其の語る事どもを聽けり。 7これ多

くの人より、之に憑きたる穢れし靈、大聲に叫び

て出で、また中風の者と跛者と多く醫されたるに

因る。 8この故にその町に大なる勸喜おこれり。

9ここにシモンといふ人あり、前にその町にて魔

術を行ひ、サマリヤ人を驚かして自ら大なる者と

稱へたり。 10小より大に至る凡ての人つつしみ

て之に聽き『この人は、いわゆる神の大能なり』

といふ。 11かく謹みて聽けるは、久しき間その

魔術に驚かされし故なり。 12然るにピリポが、

神の國とイエス・キリストの御名とに就きて宣傳

ふるを人々信じたれば、男女ともにバプテスマ

を受く。 13シモンも亦みづから信じ、バプテス

マを受けて、常にピリポと偕に居り、その行ふ徴

と、大なる能力とを見て驚けり。 14エルサレム

に居る使徒たちは、サマリヤ人、神の御言を受け

たりと聞きて、ペテロとヨハネとを遣したれば、

15彼ら下りて人々の聖靈を受けんことを祈れり。

16これ主イエスの名によりてバプテスマを受けし

のみにて、聖靈いまだ其の一人にだに降らざり

しなり。 17ここに二人のもの彼らの上に手を按

きたれば、みな聖靈を受けたり。 18使徒たちの

按手によりて其の御靈を與へられしを見て、シモ

ン金を持ち來りて言ふ、 19『わが手を按くすべ

ての人の聖靈を受くるやうに、此の權威を我に

も與へよ』 20ペテロ彼に言ふ『なんぢの銀は汝

とともに亡ぶべし、なんぢ金をもて神の賜物を得

んと思へばなり。 21なんぢは此の事に關係なく

干與なし、なんぢの心、神の前に正しからず。 22

然ればこの惡を悔改めて主に祈れ、なんぢが心の

念あるひは赦されん。 23我なんぢが苦き膽汁と

不義の繋とに居るを見るなり』 24シモン答へて

言ふ『なんぢらの言ふ所のこと一つも我に來らぬ

やう、汝ら我がために主に祈れ』 25かくて使徒

たちは證をなし、主の御言を語りて後、サマリヤ

人の多くの村に福音を宣傳へつつエルサレムに歸

れり。 26然るに主の使ピリポに語りて言ふ『な

んぢ起ちて南に向ひエルサレムよりガザに下る道

に往け。そこは荒野なり』 27ピリポ起ちて往き

たれば、視よ、エテオピヤの女王カンダケの權官

にして、凡ての寳物を掌どる閹人エテオピヤ人あ

り、禮拜の爲にエルサレムに上りしが、 28歸る

途すがら馬車に坐して預言者イザヤの書を讀みゐ

たり。 29御靈ピリポに言ひ給ふ『ゆきて此の馬

車に近寄れ』 30ピリポ走り寄りて、その預言者

イザヤの書を讀むを聽きて言ふ『なんぢ其の讀む

ところを悟るか』 31閹人いふ『導く者なくば、

いかで悟り得ん』而してピリポに、乘りて共に坐

せんことを請ふ。 32その讀むところの聖書の文

は是なり『彼は羊の屠場に就くが如く曳かれ、羔

羊のその毛を剪る者のまへに默すがごとく口を開

かず。 33卑しめられて審判を奪はれたり、誰か

その代の状を述べ得んや。その生命地上より取

られたればなり』 34閹人こたへてピリポに言ふ

『預言者は誰に就きて斯く云へるぞ、己に就きて

か、人に就きてか、請ふ示せ』 35ピリポ口を開

き、この聖句を始としてイエスの福音を宣傳ふ

。 36途を進むる程に水ある所に來りたれば、閹

人いふ『視よ、水あり、我がバプテスマを受くる

に何の障りかある』 37 [なし] 38乃ち命じて馬車

を止め、ピリポと閹人と二人ともに水に下りて、

ピリポ閹人にバプテスマを授く。 39彼ら水より

上りしとき、主の靈ピリポを取去りたれば、閹人

ふたたび彼を見ざりしが、喜びつつ其の途に進み

往けり。 40かくてピリポはアゾトに現れ、町々

を經て福音を宣傳へつつカイザリヤに到れり。

9サウロは主の弟子たちに對して、なほ恐喝と
殺害との氣を充し、大祭司にいたりて、 2ダ

マスコにある諸教會への添書を請ふ。この道の

者を見出さば、男女にかかはらず縛りてエルサレ

ムに曳かん爲なり。 3往きてダマスコに近づきた

るとき、忽ち天より光いでて、彼を環り照したれ

ば、 4かれ地に倒れて『サウロ、サウロ、何ぞ我

を迫害するか』といふ聲をきく。 5彼いふ『主よ
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、なんぢは誰ぞ』答へたまふ『われは汝が迫害す

るイエスなり。 6起きて町に入れ、さらば汝なす

べき事を告げらるべし』 7同行の人々、物言ふ

こと能はずして立ちたりしが、聲は聞けども誰を

も見ざりき。 8サウロ地より起きて目をあけたれ

ど何も見えざれば、人その手をひきてダマスコに

導きゆきしに、 9三日のあひだ見えず、また飮食

せざりき。 10さてダマスコにアナニヤといふ一

人の弟子あり、幻影のうちに主いひ給ふ『アナニ

ヤよ』答ふ『主よ、我ここに在り』 11主いひ給

ふ『起きて直といふ街にゆき、ユダの家にてサウ

ロといふタルソ人を尋ねよ。視よ、彼は祈りをる

なり。 12又アナニアといふ人の入り來りて、再

び見ゆることを得しめんために、手を己がうへに

按くを見たり』 13アナニヤ答ふ『主よ、われ多

くの人より此の人に就きて聞きしに、彼がエルサ

レムにて汝の聖徒に害を加へしこと如何ばかりぞ

や。 14また此處にても、凡て汝の御名をよぶ者

を縛る權を祭司長らより受けをるなり』 15主い

ひ給ふ『往け、この人は異邦人・王たち・イスラ

エルの子孫のまへに、我が名を持ちゆく我が選の

器なり。 16我かれに我が名のために如何に多く

の苦難を受くるかを示さん』 17ここにアナニヤ

往きて其の家にいり、彼の上に手をおきて言ふ『

兄弟サウロよ、主すなはち汝が來る途にて現れ給

ひしイエス、われを遣し給へり。なんぢが再び見

ることを得、かつ聖靈にて滿されん爲なり』 18

直ちに彼の目より鱗のごときもの落ちて見ること

を得、すなはち起きてバプテスマを受け、 19か

つ食事して力づきたり。サウロは數日の間ダマス

コの弟子たちと偕にをり、 20直ちに諸會堂にて

、イエスの神の子なることを宣べたり。 21聞く

者みな驚きて言ふ『こはエルサレムにて此の名を

よぶ者を害ひし人ならずや、又ここに來りしも、

之を縛りて祭司長らの許に曳きゆかんが爲ならず

や』 22サウロますます能力くははり、イエスの

キリストなることを論證して、ダマスコに住むユ

ダヤ人を言ひ伏せたり。 23日を經ること久しく

して後、ユダヤ人かれを殺さんと相謀りたれど

、 24その計畧サウロに知らる。かくて彼らはサ

ウロを殺さんとて、晝も夜も町の門を守りしに、

25その弟子ら夜中かれを籃にて石垣より縋り下せ

り。 26ここにサウロ、エルサレムに到りて弟子

たちの中に列らんとすれど、皆かれが弟子たるを

信ぜずして懼れたり。 27然るにバルナバ彼を迎

へて、使徒たちの許に伴ひゆき、その途にて主を

見しこと、主の之に物言ひ給ひしこと、又ダマ

スコにてイエスの名のために臆せず語りし事など

を具に告ぐ。 28ここにサウロはエルサレムにて

弟子たちと共に出入し、 29主の御名のために臆

せず語り、又ギリシヤ語のユダヤ人と、かつ語り

かつ論じたれば、彼等これを殺さんと謀りしに

、 30兄弟たち知りて彼をカイザリヤに伴ひ下り

、タルソに往かしめたり。 31かくてユダヤ、ガ

リラヤ及びサマリヤを通じて、教會は平安を得、

ややに堅立し、主を畏れて歩み、聖靈の祐助に

よりて人數いや増せり。 32ペテロは徧く四方を

めぐりてルダに住む聖徒の許にいたり、 33彼處

にてアイネヤといふ人の中風を患ひて八年のあ

ひだ牀に臥し居るに遇ふ。 34かくてペテロ之に

『アイネヤよ、イエス・キリスト汝を醫したまふ

、起きて牀を收めよ』と言ひたれば、直ちに起き

たり。 35ここにルダ及びサロンに住む者みな之

を見て主に歸依せり。 36ヨツパにタビタと云ふ

女の弟子あり、その名を譯すればドルカスなり。

此の女は、ひたすら善き業と施濟とをなせり。 37

彼そのころ病みて死にたれば、之を洗ひて高樓に

置く。 38ルダはヨツパに近ければ、弟子たちペ

テロの彼處に居るを聞きて、二人の者を遣し『た

めらはで我らに來れ』と請はしむ。 39ペテロ起

ちてともに往き、遂に到れば、彼を高樓に伴れて

のぼりしに、寡婦らみな之をかこみて泣きつつ、

ドルカスが偕に居りしほどに製りし下衣・上衣を

見せたり。 40ペテロ彼等をみな外に出し、跪づ

きて祈りし後、ふりかへり屍體に向ひて『タビタ

、起きよ』と言ひたれば、かれ目を開き、ペテロ

を見て起反れり。 41ペテロ手をあたへ、起して

聖徒と寡婦とを呼び、タビタを活きたるままにて

見す。 42この事ヨツパ中に知られたれば、多く

の人、主を信じたり。 43ペテロ皮工シモンの家

にありて日久しくヨツパに留れり。

10ここにカイザリヤにコルネリオといふ人あり
、イタリヤ隊と稱ふる軍隊の百卒長なるが、

2敬虔にして全家族とともに神を畏れ、かつ民に

多くの施濟をなし、常に神に祈れり。 3或日の

午後三時ごろ幻影のうちに神の使きたりて『コ

ルネリオよ』と言ふを明かに見たれば、 4之に目

をそそぎ怖れて言ふ『主よ、何事ぞ』御使いふ『
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なんぢの祈と施濟とは、神の前に上りて記念とせ

らる。 5今ヨツパに人を遣してペテロと稱ふるシ

モンを招け、 6彼は皮工シモンの家に宿る。その

家は海邊にあり』 7斯く語れる御使の去りし後、

コルネリオ己が僕二人と從卒中の敬虔なる者一

人とを呼び、 8凡ての事を告げてヨツパに遣せり

。 9明くる日かれらなほ途中にあり、既に町に近

づかんとする頃ほひ、ペテロ祈らんとて屋の上に

登る、時は晝の十二時ごろなりき。 10飢ゑて物

欲しくなり、人の食を調ふるほどに我を忘れし心

地して、 11天開け、器のくだるを見る、大なる

布のごとき物にして、四隅もて地に縋り下された

り。 12その中には諸種の四足のもの、地を匐ふ

もの、空の鳥あり。 13また聲ありて言ふ『ペテ

ロ、立て、屠りて食せよ』 14ペテロ言ふ『主よ

、可からじ、我いまだ潔からぬもの穢れたる物を

食せし事なし』 15聲再びありて言ふ『神の潔め

給ひし物を、なんぢ潔からずとすな』 16かくの

如きこと三度にして、器は直ちに天に上げられた

り。 17ペテロその見し幻影の何の意なるか、心

に惑ふほどに、視よ、コルネリオより遣されたる

人、シモンの家を尋ねて門の前に立ち、 18訪ひ

て、ペテロと稱ふるシモンの此處に宿るかを問ふ

。 19ペテロなほ幻影に就きて打案じゐたるに、

御靈いひ給ふ『視よ、三人なんぢを尋ぬ。 20起

ちて下り疑はずして共に往け、彼らを遣したるは

我なり』 21ペテロ下りて、かの人たちに言ふ『

視よ、我は汝らの尋ぬる者なり、何の故ありて來

るか』 22かれら言ふ『義人にして神を畏れ、ユ

ダヤの國人の中に令聞ある百卒長コルネリオ、聖

なる御使より、汝を家に招きて、その語ることを

聽けとの告を受けたり』 23ここにペテロ彼らを

迎へ入れて宿らす。明くる日たちて彼らと共に出

でゆきしが、ヨツパの兄弟も數人ともに往けり。

24明くる日カイザリヤに入りし時、コルネリオは

親族および親しき朋友を呼び集めて彼らを待ちゐ

たり。 25ペテロ入り來れば、コルネリオ之を迎

へ、その足下に伏して拜す。 26ペテロ彼を起し

て言ふ『立て、我も人なり』 27かくて相語りつ

つ内に入り、多くの人の集れるを見て、ペテロ之

に言ふ、 28『なんぢらの知る如く、ユダヤ人た

る者の外の國人と交りまた近づくことは、律法に

適はぬ所なり、然れど神は、何人をも穢れたる

もの潔からぬ者と言ふまじきことを我に示したま

へり。 29この故に、われ招かるるや躊躇はずし

て來れり。然れば問ふ、汝らは何の故に我をまね

きしか』 30コルネリオ言ふ『われ四日前に我が

家にて午後三時の祈をなし、此の時刻に至りし

に、視よ、輝く衣を著たる人、わが前に立ちて、

31「コルネリオよ、汝の祈は聽かれ、なんぢの施

濟は神の前に憶えられたり。 32人をヨツパに送

りてペテロと稱ふるシモンを招け、かれは海邊な

る皮工シモンの家に宿るなり」と云へり。 33わ

れ速かに人を汝に遣したるに、汝の來れるは忝け

なし。いま我等はみな、主の汝に命じ給ひし凡て

のことを聽かんとて、神の前に在り』 34ペテロ

口を開きて言ふ、『われ今まことに知る、神は偏

ることをせず、 35何れの國の人にても神を敬ひ

て義をおこなふ者を容れ給ふことを。 36神はイ

エス・キリスト（これ萬民の主）によりて平和の

福音をのべ、イスラエルの子孫に言をおくり給へ

り。 37即ちヨハネの傳へしバプテスマの後、ガ

リラヤより始り、ユダヤ全國に弘りし言なるは汝

らの知る所なり。 38これは神が聖靈と能力とを

注ぎ給ひしナザレのイエスの事にして、彼は徧く

めぐりて善き事をおこなひ、凡て惡魔に制せらる

る者を醫せり、神これと偕に在したればなり。 39

我等はユダヤの地およびエルサレムにて、イエス

の行ひ給ひし諸般のことの證人なり、人々は彼を

木にかけて殺せり。 40神は之を三日めに甦へら

せ、かつ明かに現したまへり。 41然れど凡ての

民にはあらで、神の預じめ選び給へる證人、即ち

イエスの死人の中より甦へり給ひし後、これと共

に飮食せし我らに現し給ひしなり。 42イエスは

己の生ける者と死にたる者との審判主に、神よ

り定められしを證することと、民どもに宣傳ふる

事とを我らに命じ給ふ。 43彼につきては預言者

たちも皆、おほよそ彼を信ずる者の、その名によ

りて罪の赦を得べきことを證す』 44ペテロ尚こ

れらの言を語りをる間に、聖靈、御言をきく凡

ての者に降りたまふ。 45ペテロと共に來りし割

禮ある信者は、異邦人にも聖靈の賜物のそそが

れしに驚けり。 46そは彼らが異言をかたり、神

を崇むるを聞きたるに因る。 47ここにペテロ答

へて言ふ『この人々われらの如く聖靈をうけた

れば、誰か水を禁じて其のバプテスマを受くるこ

とを拒み得んや』 48遂にイエス・キリストの御

名によりてバプテスマを授けられんことを命じた
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り。ここに彼らペテロに數日とどまらんことを請

へり。

11使徒たち及びユダヤに居る兄弟たちは、異邦
人も神の言を受けたりと聞く。 2かくてペテ

ロのエルサレムに上りしとき、割禮ある者ども彼

を詰りて言ふ、 3『なんぢ割禮なき者の内に入り

て之と共に食せり』 4ペテロ有りし事を序正し

く説き出して言ふ、 5『われヨツパの町にて祈り

居るとき、我を忘れし心地し、幻影にて器のくだ

るを見る、大なる布のごとき物にして、四隅もて

天より縋り下され我が許にきたる。 6われ目を注

めて之を視るに、地の四足のもの、野の獸、匐

ふもの、空の鳥を見たり。 7また「ペテロ、立て

、屠りて食せよ」といふ聲を聞けり。 8我いふ「

主よ、可からじ、潔からぬもの穢れたる物は、曾

て我が口に入りしことなし」 9再び天より聲あり

て答ふ「神の潔め給ひし物を、なんぢ潔からずと

爲な」 10かくの如きこと三度にして、終にはみ

な天に引上げられたり。 11視よ、三人の者カイ

ザリヤより我に遣されて、はや我らの居る家の前

に立てり。 12御靈われに、疑はずして彼らと共

に往くことを告げ給ひたれば、此の六人の兄弟

も我とともに往きて、かの人の家に入れり。 13

彼はおのが家に御使の立ちて「人をヨツパに遣し

、ペテロと稱ふるシモンを招け、 14その人、な

んぢと汝の全家族との救はるべき言を語らん」と

言ふを、見しことを我らに告げたり。 15ここに

、われ語り出づるや、聖靈かれらの上に降りた

まふ、初め我らの上に降りし如し。 16われ主の

曾て「ヨハネは水にてバプテスマを施ししが、汝

らは聖靈にてバプテスマを施されん」と宣給ひ

し御言を思ひ出せり。 17神われらが主イエス・

キリストを信ぜしときに賜ひしと同じ賜物を彼ら

にも賜ひたるに、われ何者なれば神を阻み得ん

』 18人々これを聞きて默然たりしが、頓て神を

崇めて言ふ『されば神は異邦人にも生命を得さす

る悔改を與へ給ひしなり』 19かくてステパノに

よりて起りし迫害のために散されたる者ども、ピ

ニケ、クブロ、アンテオケまで到り、ただユダヤ

人にのみ御言を語りたるに、 20その中にクブロ

及びクレネの人、數人ありて、アンテオケに來り

し時、ギリシヤ人にも語りて主イエスの福音を宣

傳ふ。 21主の手かれらと偕にありたれば、數多

の人、信じて主に歸依せり。 22この事エルサレ

ムに在る教會に聞えたれば、バルナバをアンテオ

ケに遣す。 23かれ來りて、神の恩惠を見てよろ

こび、彼等に、みな心を堅くして主にをらんこ

とを勸む。 24彼は聖靈と信仰とにて滿ちたる善

き人なればなり。ここに多くの人々、主に加はり

たり。 25かくてバルナバはサウロを尋ねんとて

タルソに往き、 26彼に逢ひてアンテオケに伴ひ

きたり、二人ともに一年の間かしこの教會の集會

に出でて多くの人を教ふ。弟子たちのキリステア

ンと稱へらるる事はアンテオケより始れり。 27

その頃エルサレムより預言者たちアンテオケに下

る。 28その中の一人アガボと云ふもの起ちて、

大なる飢饉の全世界にあるべきことを御靈により

て示せるが、果してクラウデオの時に起れり。 29

ここに弟子たち各々の力に應じてユダヤに住む兄

弟たちに扶助をおくらん事をさだめ、 30遂に之

をおこなひ、バルナバ及びサウロの手に托して長

老たちに贈れり。

12その頃ヘロデ王、教會のうちの或人どもを
苦しめんとて手を下し、 2劍をもてヨハネの

兄弟ヤコブを殺せり。 3この事ユダヤ人の心に適

ひたるを見て、またペテロをも捕ふ、頃は除酵祭

の時なりき。 4すでに執りて獄に入れ、過越の後

に民のまへに曳き出さんとの心構にて、四人一

組なる四組の兵卒に付して之を守らせたり。 5か

くてペテロは獄のなかに因はれ、教會は熱心に彼

のために神に祈をなせり。 6ヘロデこれを曳き出

さんとする其の前の夜、ペテロは二つの鏈にて繋

がれ、二人の兵卒のあひだに睡り、番兵らは門口

にゐて獄を守りたるに、 7視よ、主の使ペテロの

傍らに立ちて、光明室内にかがやく。御使かれ

の脇をたたき、覺していふ『疾く起きよ』かくて

鏈その手より落ちたり。 8御使いふ『帶をしめ、

鞋をはけ』彼その如く爲たれば、又いふ『上衣を

まとひて我に從へ』 9ペテロ出でて隨ひしが、御

使のする事の眞なるを知らず、幻影を見るならん

と思ふ。 10かくて第一・第二の警固を過ぎて町

に入るところの鐵の門に到れば、門おのづから彼

等のために開け、相共にいでて一つの街を過ぎ

しとき、直ちに御使はなれたり。 11ペテロ我に

反りて言ふ『われ今まことに知る、主その使を遣

して、ヘロデの手およびユダヤの民の凡て思ひ設

けし事より、我を救ひ出し給ひしを』 12斯く悟

りてマルコと稱ふるヨハネの母マリヤの家に往き
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しが、其處には數多のもの集りて祈りゐたり。 13

ペテロ門の戸を叩きたれば、ロダといふ婢女きき

に出できたり、 14ペテロの聲なるを知りて、勸

喜のあまりに門を開けずして走り入り、ペテロの

門の前に立てることを告げたれば、 15彼ら『な

んぢは氣狂へり』と言ふ。然れどロダは夫なり

と言張る。かれら言ふ『それはペテロの御使なら

ん』 16然るにペテロなほ叩きて止まざれば、か

れら門をひらき之を見て驚けり。 17かれ手を搖

かして人々を鎭め、主の己を獄より導きいだし給

ひしことを具に語り『これをヤコブと兄弟たちと

に告げよ』と言ひて他の處に出で往けり。 18夜

明になりて、ペテロは如何にせしとて兵卒の中の

騷一方ならず。 19ヘロデ之を索むれど見出さず

、遂に守卒を訊して死罪を命じ、而してユダヤよ

りカイザリヤに下りて留れり。 20偖ヘロデ、ツ

ロとシドンとの人々を甚く怒りたれば、其の民ど

も心を一つにして彼の許にいたり、王の内侍の臣

ブラストに取入りて和諧を求む。かれらの地方

は王の國より食品を得るに因りてなり。 21ヘロ

デ定めたる日に及びて王の服を著け高座に坐して

言を宣べたれば、 22集民よばはりて『これ神の

聲なり、人の聲にあらず』と言ふ。 23ヘロデ神

に榮光を歸せぬに因りて、主の使たちどころに彼

を撃ちたれば、蟲に噛まれて息絶えたり。 24か

くて主の御言いよいよ増々ひろまる。 25バルナ

バ、サウロはその職務を果し、マルコと稱ふるヨ

ハネを伴ひてエルサレムより歸れり。

13アンテオケの教會にバルナバ、ニゲルと稱ふ
るシメオン、クレネ人ルキオ、國守ヘロデの

乳兄弟マナエン及びサウロなどいふ預言者と教

師とあり。 2彼らが主に事へ斷食したるとき、聖

靈いひ給ふ『わが召して行はせんとする業の爲に

、バルナバとサウロとを選び、別て』 3ここに彼

ら斷食し、祈りて二人の上に手を按きて往かしむ

。 4この二人、聖靈に遣されてセルキヤに下り

、彼處より船にてクプロに渡り、 5サラミスに著

きてユダヤ人の諸會堂にて神の言を宣傳へ、ま

たヨハネを助人として伴ふ。 6徧くこの島を經

行きてパポスに到り、バルイエスといふユダヤ人

にて僞預言者たる魔術者に遇ふ。 7彼は地方總

督なる慧き人セルギオ・パウロと偕にありき。總

督はバルナバとサウロとを招き神の言を聽かんと

したるに、 8かの魔術者エルマ（この名を釋け

ば魔術者）二人に敵對して總督を信仰の道より

離れしめんとせり。 9サウロ又の名はパウロ、聖

靈に滿され、彼に目を注めて言ふ、 10『ああ有

らゆる詭計と奸惡とにて滿ちたる者、惡魔の子、

すべての義の敵よ、なんぢ主の直き道を曲げて止

まぬか。 11視よ、いま主の御手なんぢの上にあ

り、なんぢ盲目となりて暫く日を見ざるべし』か

くて立刻に朦と闇とその目を掩ひたれば、探り囘

りて導きくるる者を求む。 12ここに總督この有

りし事を見て、主の教に驚きて信じたり。 13さ

てパウロ及び之に伴ふ人々、パポスより船出して

パンフリヤのペルガに到り、ヨハネは離れてエル

サレムに歸れり。 14彼らはペルガより進み往き

てピシデヤのアンテオケに到り、安息日に會堂

に入りて坐せり。 15律法および預言者の書の朗

讀ありしのち、會堂司たち人を彼らに遣し『兄

弟たちよ、もし民に勸の言あらば言へ』と言はし

めたれば、 16パウロ起ちて手を搖かして言ふ、

『イスラエルの人々および神を畏るる者よ、聽け

。 17このイスラエルの民の神は、我らの先祖を

選び、そのエジプトの地に寄寓せし時、わが民を

おこし、強き御腕にて之を導きいだし、 18おほ

よそ四十年のあひだ、荒野にて彼らの所作を忍

び、 19カナンの地にて七つの民族をほろぼし、

その地を彼らに嗣がしめて、 20凡そ四百五十

年を經たり。此ののち預言者サムエルの時代まで

審判人を賜ひしを、 21後に至りて彼ら王を求め

たれば、神は之にキスの子サウロと云ふベニヤミ

ンの族の人を四十年のあひだ賜ひ、 22之を退け

て後、ダビデを擧げて王となし、且これを證して

「我エッサイの子ダビデといふ我が心に適ふ者を

見出せり、彼わが意をことごとく行はん」と宣給

へり。 23神は約束に隨ひて此の人の裔より、イ

スラエルの爲に救主イエスを興し給ひしが、 24

その來る前にヨハネ預じめイスラエルの凡ての民

に悔改のバプテスマを宣傳へたり。 25かくてヨ

ハネ己が走るべき道程を終へんとする時「なんぢ

ら我を誰と思ふか、我はかの人にあらず、視よ、

我に後れて來る者あり、我はその鞋の紐を解くに

も足らず」と云へり。 26兄弟たち、アブラハム

の血統の子ら及び汝等のうち神を畏るる者よ、

この救の言は我らに贈られたり。 27それエルサ

レムに住める者および其の司らは、彼をも安息

日ごとに讀むところの預言者たちの言をも知らず
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、彼を刑ひて預言を成就せしめたり。 28その死

に當るべき故を得ざりしかど、ピラトに殺さんこ

とを求め、 29彼につきて記されたる事をことご

とく成しをへ、彼を木より下して墓に納めたり。

30されど神は彼を死人の中より甦へらせ給へり。

31かくてイエスは己と偕にガリラヤよりエルサレ

ムに上りし者に多くの日のあひだ現れ給へり。そ

の人々は今、民の前にイエスの證人たるなり。 32

我らも先祖たちが與へられし約束につきて喜ばし

き音信を汝らに告ぐ、 33神はイエスを甦へらせ

て、その約束を我らの子孫に成就したまへり。即

ち詩の第二篇に「なんぢは我が子なり、われ今

日なんぢを生めり」と録されたるが如し。 34ま

た朽腐に歸せざる状に彼を死人の中より甦へらせ

給ひし事に就きては、斯く宣給へり。曰く「われ

ダビデに約せし確き聖なる恩惠を汝らに與へん」

35そは他の篇に「なんぢは汝の聖者を朽腐に歸せ

ざらしむべし」と云へり。 36それダビデは、そ

の代にて神の御旨を行ひ、終に眠りて先祖たちと

共に置かれ、かつ朽腐に歸したり。 37然れど神

の甦へらせ給ひし者は朽腐に歸せざりき。 38こ

の故に兄弟たちよ、汝ら知れ。この人によりて罪

の赦のなんぢらに傳へらるることを。 39汝らモ

ーセの律法によりて義とせられ得ざりし凡ての事

も、信ずる者は皆この人によりて義とせらるる事

を。 40然れば汝ら心せよ、恐らくは預言者たち

の書に云ひたること來らん、 41曰く「あなどる

者よ、なんぢら視よ、おどろけ、亡びよ、われ汝

らの日に一つの事を行はん。これを汝らに具に告

ぐる者ありとも信ぜざる程の事なり」』 42彼ら

が會堂を出づるとき、人々これらの言を次の安息

日にも語らんことを請ふ。 43集會の散ぜし後、

ユダヤ人および敬虔なる改宗者おほくパウロとバ

ルナバとに從ひ往きたれば、彼らに語りて神の恩

惠に止らんことを勸めたり。 44次の安息日には

、神の言を聽かんとて殆ど町擧りて集りたり。

45されどユダヤ人はその群衆を見て嫉に滿され、

パウロの語ることに言ひ逆ひて罵れり。 46パウ

ロとバルナバとは臆せずして言ふ『神の言を先づ

汝らに語るべかりしを、汝等これを斥けて己を

永遠の生命に相應しからぬ者と自ら定むるにより

て、視よ、我ら轉じて異邦人に向はん。 (aiōnios

g166) 47それ主は斯く我らに命じ給へり。曰く「わ

れ汝を立てて異邦人の光とせり。地の極にまで救

とならしめん爲なり」』 48異邦人は之を聽きて

喜び、主の言をあがめ、又とこしへの生命に定め

られたる者はみな信じ、 (aiōnios g166) 49主の言この

地に徧く弘りたり。 50然るにユダヤ人ら、敬虔

なる貴女たち及び町の重立ちたる人々を唆かして

、パウロとバルナバとに迫害をくはへ、遂に彼ら

を其の境より逐ひ出せり。 51二人は彼らに對ひ

て足の塵をはらひ、イコニオムに往く。 52弟子

たちは喜悦と聖靈とにて滿され居たり。

14二人はイコニオムにて相共にユダヤ人の會
堂に入りて語りたれば、之に由りてユダヤ人

およびギリシヤ人あまた信じたり。 2然るに從は

ぬユダヤ人ら異邦人を唆かし、兄弟たちに對して

惡意を懷かしむ。 3二人は久しく留り、主により

て臆せずして語り、主は彼らの手により、徴と不

思議とを行ひて惠の御言を證したまふ。 4ここに

町の人々相分れて、或者はユダヤ人に黨し、或

者は使徒たちに黨せり。 5異邦人ユダヤ人および

其の司ら相共に使徒たちを辱しめ、石にて撃た

んと企てしに、 6彼ら悟りてルカオニヤの町なる

ルステラ、デルベ及びその邊の地にのがれ、 7彼

處にて福音を宣傳ふ。 8ルステラに足弱き人あ

りて坐しゐたり、生れながらの跛者にて曾て歩み

たる事なし。 9この人パウロの語るを聽きゐたる

が、パウロ之に目をとめ、救はるべき信仰あるを

見て、 10大聲に『なんぢの足にて眞直に起て』

と言ひたれば、かれ躍り上りて歩めり。 11群衆

、パウロの爲ししことを見て聲を揚げ、ルカオニ

ヤの國語にて『神たち人の形をかりて我らに降り

給へり』と言ひ、 12バルナバをゼウスと稱へ、

パウロを宗と語る人なる故にヘルメスと稱ふ。 13

而して町の外なるゼウスの宮の祭司、數匹の牛と

花飾とを門の前に携へきたりて、群衆とともに

犧牲を献げんとせり。 14使徒たち、即ちバルナ

バとパウロと之を聞きて、己が衣をさき群衆のな

かに馳せ入り、 15呼はりて言ふ『人々よ、なん

ぞ斯かる事をなすか、我らも汝らと同じ情を有て

る人なり、汝らに福音を宣べて斯かる虚しき者よ

り離れ、天と地と海とその中にある有らゆる物と

を造り給ひし活ける神に歸らしめんとするなり。

16過ぎし時代には神、すべての國人の己が道々を

歩むに任せ給ひしかど、 17また自己を證し給は

ざりし事なし。即ち善き事をなし、天より雨を賜

ひ、豐穰の時をあたへ、食物と勸喜とをもて汝ら
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の心を滿ち足らはせ給ひしなり』 18斯く言ひて

辛うじて群衆の己らに犧牲を献げんとするを止め

たり。 19然るに數人のユダヤ人、アンテオケ及

びイコニオムより來り、群衆を勸め、而してパウ

ロを石にて撃ち、既に死にたりと思ひて町の外に

曳き出せり。 20弟子たち之を立圍みゐたるに、

パウロ起きて町に入る。明くる日バルナバと共に

デルベに出で往き、 21その町に福音を宣傳へ、

多くの人を弟子として後、ルステラ、イコニオム

、アンテオケに還り、 22弟子たちの心を堅うし

信仰に止らんことを勸め、また我らが多くの艱難

を歴て神の國に入るべきことを教ふ。 23また教

會毎に長老をえらび、斷食して祈り、弟子たち

を其の信ずる所の主に委ぬ。 24かくてピシデヤ

を經てパンフリヤに到り、 25ペルガにて御言を

語りて後アタリヤに下り、 26彼處より船出して

、その成し果てたる務のために神の惠みに委ねら

れし處なるアンテオケに往けり。 27既に到りて

教會の人々を集めたれば、神が己らと偕に在して

成し給ひし凡てのこと、竝に信仰の門を異邦人に

ひらき給ひしことを述ぶ。 28かくて久しく留り

て弟子たちと偕にゐたり。

15或人々ユダヤより下りて、兄弟たちに『な
んぢらモーセの例に遵ひて割禮を受けずば救

はるるを得ず』と教ふ。 2ここに彼らとパウロ及

びバルナバとの間に、大なる紛爭と議論と起りた

れば、兄弟たちはパウロ、バルナバ及びその中の

數人をエルサレムに上らせ、此の問題につきて使

徒・長老たちに問はしめんと定む。 3かれら教會

の人々に見送られて、ピニケ及びサマリヤを經

、異邦人の改宗せしことを具に告げて、凡ての兄

弟に大なる喜悦を得させたり。 4エルサレムに到

り、教會と使徒と長老とに迎へられ、神が己らと

偕に在して爲し給ひし凡ての事を述べたるに、 5

信者となりたるパリサイ派の或人々立ちて『異

邦人にも割禮を施し、モーセの律法を守ることを

命ぜざる可からず』と言ふ。 6ここに使徒・長老

たち此の事につきて協議せんとて集る。 7多くの

議論ありし後、ペテロ起ちて言ふ『兄弟たちよ、

汝らの知るごとく、久しき前に神は、なんぢらの

中より我を選び、わが口より異邦人に福音の言を

聞かせ、之を信ぜしめんとし給へり。 8人の心を

知りたまふ神は、我らと同じく、彼等にも聖靈

を與へて證をなし、 9かつ信仰によりて彼らの心

をきよめ、我らと彼らとの間に隔を置き給はざり

き。 10然るに何ぞ神を試みて、弟子たちの頸に

我らの先祖も我らも負ひ能はざりし軛をかけんと

するか。 11然らず、我らの救はるるも彼らと均

しく主イエスの恩惠に由ることを我らは信ず』 12

ここに會衆みな默して、バルナバとパウロとの、

己等によりて神が異邦人のうちに爲し給ひし多

くの徴と不思議とを述ぶるを聽く。 13彼らの語

り終へし後、ヤコブ答へて言ふ『兄弟たちよ、我

に聽け、 14シメオン既に神の初めて異邦人を顧

み、その中より御名を負ふべき民を取り給ひしこ

とを述べしが、 15預言者たちの言もこれと合へ

り。 16録して「こののち我かへりて、倒れたる

ダビデの幕屋を再び造り、その頽れし所をふたた

び造り、而して之を立てん。 17これ殘餘の人々

、主を尋ね求め、凡て我が名をもて稱へらるる異

邦人もまた然せん爲なり。 18古へより此等のこ

とを知らしめ給ふ主、これを言ひ給ふ」とあるが

如し。 (aiōn g165) 19之によりて我は判斷す、異邦人

の中より神に歸依する人を煩はすべきにあらず。

20ただ書き贈りて、偶像に穢されたる物と、淫行

と、絞殺したる物と、血とを避けしむべし。 21

昔より、いづれの町にもモーセを宣ぶる者ありて

、安息日毎に諸會堂にてその書を讀めばなり』

22ここに使徒・長老たち及び全教會は、その中よ

り人を選びてパウロ、バルナバと共にアンテオケ

に送ることを可しとせり。選ばれたるは、バルサ

バと稱ふるユダとシラスとにて、兄弟たちの中の

重立ちたる者なり。 23之に托したる書にいふ『

使徒および長老たる兄弟ら、アンテオケ、シリヤ

、キリキヤに在る異邦人の兄弟たちの平安を祈る

。 24我等のうちの或人々われらが命じもせぬに

、言をもて汝らを煩はし、汝らの心を亂したりと

聞きたれば、 25我ら心を一つにして人を選びて

、 26我らの主イエス・キリストの名のために生

命を惜まざりし者なる、我らの愛するバルナバ、

パウロと共に汝らに遣すことを可しとせり。 27

之によりて我らユダとシラスとを遣す、かれらも

口づから此等のことを述べん。 28聖靈と我らと

は左の肝要なるものの他に何をも汝らに負はせぬ

を可しとするなり。 29即ち偶像に献げたる物と

、血と、絞殺したる物と、淫行とを避くべき事な

り、汝等これを愼まば善し。なんぢら健かなれ

』 30かれら別を告げてアンテオケに下り、人々
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を集めて書を付す。 31人々これを讀み慰安を得

て喜べり。 32ユダもシラスもまた預言者なれば

、多くの言をもて兄弟たちを勸めて彼らを堅うし

、 33暫く留りてのち、兄弟たちに平安を祝せら

れ、別を告げて、己らを遣しし者に歸れり。 34

[なし] 35斯てパウロとバルナバとは尚アンテオ

ケに留りて多くの人とともに主の御言を教へ、か

つ宣傳へたり。 36數日の後パウロはバルナバに

言ふ『いざ、我ら曩に主の御言を傳へし凡ての町

にまた往きて、兄弟たちを訪ひ、その安否を尋ね

ん』 37バルナバはマルコと稱ふるヨハネを伴は

んと望み、 38パウロは彼が曾てパンフリヤより

離れ去りて、勤勞のために共に往かざりしをもて

、伴ふは宣しからずと思ひ、 39激しき爭論とな

りて遂に二人相別れ、バルナバはマルコを伴ひ

、舟にてクプロに渡り、 40パウロはシラスを選

び、兄弟たちより主の恩惠に委ねられて出で立ち

、 41シリヤ、キリキヤを經て諸教會を堅うせり

。

16かくてパウロ、デルベとルステラとに到りた
るに、視よ、彼處にテモテと云ふ弟子あり、

その母は信者なるユダヤ人にて、父はギリシヤ人

なり。 2彼はルステラ、イコニオムの兄弟たちの

中に令聞ある者なり。 3パウロかれの共に出で立

つことを欲したれば、その邊に居るユダヤ人のた

めに之に割禮を行へり、その父のギリシヤ人たる

を凡ての人の知る故なり。 4かくて町々を經ゆき

て、エルサレムに居る使徒・長老たちの定めし規

を守らせんとて、之を人々に授けたり。 5ここに

諸教會はその信仰を堅うせられ、人員日毎にい

や増せり。 6彼らアジヤにて御言を語ることを聖

靈に禁ぜられたれば、フルギヤ及びガラテヤの地

を經ゆきて、 7ムシヤに近づき、ビテニヤに往か

んと試みたれど、イエスの御靈ゆるし給はず、 8

遂にムシヤを過ぎてトロアスに下れり。 9パウロ

夜、幻影を見たるに、一人のマケドニヤ人あり、

立ちて己を招き『マケドニヤに渡りて我らを助け

よ』と言ふ。 10パウロこの幻影を見たれば、我

らは神のマケドニヤ人に福音を宣傳へしむる爲に

、我らを召し給ふことと思ひ定めて、直ちにマケ

ドニヤに赴かんとせり。 11さてトロアスより船

出して、眞直にはせてサモトラケにいたり、次の

日ネアポリスにつき、 12彼處よりピリピにゆく

。ここはマケドニヤの中にて、この邊の第一の町

にして殖民地なり、われら數日の間この町に留る

。 13安息日に町の門を出でて、祈場あらんと思

はるる河のほとりに往き、其處に坐して、集れる

女たちに語りたれば、 14テアテラの町の紫布の

商人にして、神を敬ふルデヤと云ふ女きき居りし

が、主その心をひらき、謹みてパウロの語る言を

きかしめ給ふ。 15彼は己も家族もバプテスマを

受けてのち、我らに勸めて言ふ『なんぢら我を主

の信者なりとせば、我が家に來りて留れ』斯く強

ひて我らを留めたり。 16われら祈場に往く途中

、卜筮の靈に憑れて卜筮をなし、其の主人らに多

くの利を得さする婢女、われらに遇ふ。 17彼は

パウロ及び我らの後に從ひつつ叫びて言ふ『この

人たちは至高き神の僕にて、汝らに救の道を教ふ

る者なり』 18幾日も斯くするをパウロ憂ひて、

振反りその靈に言ふ『イエス・キリストの名によ

りて、汝にこの女より出でん事を命ず』靈ただち

に出でたり。 19然るにこの女の主人ら利を得る

望のなくなりたるをみて、パウロとシラスとを捕

へ、市場に曳きて司たちに往き、 20之を上役ら

に出して言ふ『この人々はユダヤ人にて、我らの

町を甚く騷がし、 21我らロマ人たる者の受くま

じく行ふまじき習慣を傳ふるなり』 22群衆も齊

しく起り立ちたれば、上役ら命じて其の衣を褫ぎ

、かつ笞にて打たしむ。 23多く打ちてのち獄に

入れ、獄守に固く守るべきことを命ず。 24獄守

この命令を受けて二人を奧の獄に入れ、桎にてそ

の足を締め置きたり。 25夜半ごろパウロとシラ

スと祈りて神を讃美する囚人ら聞きゐたるに、 26

俄に大なる地震おこりて牢舍の基ふるひ動き、そ

の戸たちどころに皆ひらけ、凡ての囚人の縲絏と

けたり。 27獄守、目さめ獄の戸の開けたるを見

て、囚人にげ去れりと思ひ、刀を拔きて自殺せん

としたるに、 28パウロ大聲に呼はりて言ふ『み

づから害ふな、我ら皆ここに在り』 29獄守、燈

火を求め、駈け入りて戰きつつパウロとシラスと

の前に平伏し、 30之を連れ出して言ふ『君たち

よ、われ救はれん爲に何をなすべきか』 31二人

は言ふ『主イエスを信ぜよ、然らば汝も汝の家族

も救はれん』 32かくて神の言を獄守とその家に

居る凡ての人々に語れり。 33この夜、即時に獄

守かれらを引取りて、その打傷を洗ひ、遂に己も

己に屬する者もみな直ちにバプテスマを受け、 34

かつ二人を自宅に伴ひて食事をそなへ、全家とと
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もに神を信じて喜べり。 35夜明になりて上役ら

は警吏どもを遣して『かの人々を釋せ』と言はせ

たれば、 36獄守これらの言をパウロに告げて言

ふ『上役、人を遣して汝らを釋さんとす。然れば

今いでて安らかに往け』 37ここにパウロ警吏に

言ふ『我らはロマ人たるに罪を定めずして公然に

鞭うち、獄に投げ入れたり。然るに今ひそかに我

らを出さんと爲るか。然るべからず、彼等みづ

から來りて我らを連れ出すべし』 38警吏これら

の言を上役に告げたれば、其のロマ人たるを聞き

て懼れ、 39來り宥めて、二人を連れ出し、かつ

町を去らんことを請ふ。 40二人は獄を出でてル

デヤの家に入り、兄弟たちに逢ひ、勸をなして出

で往けり。

17かくてアムピポリス及びアポロニヤを經てテ
サロニケに到る。此處にユダヤ人の會堂あり

たれば、 2パウロは例のごとく彼らの中に入り、

三つの安息日にわたり、聖書に基きて論じ、か

つ解き明して、 3キリストの必ず苦難をうけ、死

人の中より甦へるべきことを述べ『わが汝らに傳

ふる此のイエスはキリストなり』と證せり。 4そ

の中のある人々および敬虔なる數多のギリシヤ人

、また多くの重立ちたる女も信じてパウロとシラ

スとに從へり。 5ここにユダヤ人ら嫉を起して市

の無頼者をかたらひ、群衆を集めて町を騷がし、

又ふたりを集民の前に曳き出さんとしてヤソンの

家を圍みしが、 6見出さざれば、ヤソンと數人の

兄弟とを町司たちの前に曳ききたり、呼はりて

言ふ『天下を顛覆したる彼の者ども此處にまで來

れるを、 7ヤソン迎へ入れたり。この曹輩は皆カ

イザルの詔勅にそむき、他にイエスと云ふ王あり

と言ふ』 8之をききて群衆と町司たちと心をさ

わがし、 9保證を取りてヤソンと他の人々とを釋

せり。 10兄弟たち直ちに夜の間にパウロとシラ

スとをベレヤに送りいだす。二人は彼處につきて

ユダヤ人の會堂にいたる。 11此處の人々はテサ

ロニケに居る人よりも善良にして、心より御言を

うけ、この事正しく然るか然らぬか、日々聖書

をしらぶ。 12この故にその中の多くのもの信じ

たり、又ギリシヤの貴女、男子にして信じたる者

も少からざりき。 13然るにテサロニケのユダヤ

人ら、パウロがベレヤにも神の言を傳ふることを

聞きたれば、此處にも來りて群衆を動かし、かつ

騷がしたり。 14ここに兄弟たち直ちにパウロを

送り出して海邊に往かしめ、シラスとテモテとは

尚ベレヤに留れり。 15パウロを導ける人々はア

テネまで伴ひ往き、パウロよりシラスとテモテと

に、疾く我に來れとの命を受けて立ち去れり。 16

パウロ、アテネにて彼らを待ちをる間に、町に偶

像の滿ちたるを見て、その心に憤慨を懷く。 17

されば會堂にてはユダヤ人および敬虔なる人々と

論じ、市場にては日々逢ふところの者と論じた

り。 18斯てエピクロス派ならびにストア派の哲

學者數人これと論じあひ、或者らは言ふ『この

囀る者なにを言はんとするか』或者らは言ふ『

かれは異なる神々を傳ふる者の如し』是はパウロ

がイエスと復活とを宣べたる故なり。 19遂にパ

ウロをアレオパゴスに連れ往きて言ふ『なんぢが

語るこの新しき教の如何なるものなるを、我ら知

り得べきか。 20なんぢ異なる事を我らの耳に入

るるが故に、我らその何事たるを知らんと思ふな

り』 21アテネ人も、彼處に住む旅人も、皆ただ

新しき事を或は語り、或は聞きてのみ日を送りゐ

たり。 22パウロ、アレオパゴスの中に立ちて言

ふ『アテネ人よ、我すべての事に就きて汝らが神

々を敬ふ心の篤きを見る。 23われ汝らが拜むも

のを見つつ道を過ぐるほどに「知らざる神に」と

記したる一つの祭壇を見出したり。然れば我なん

ぢらが知らずして拜む所のものを汝らに示さん。

24世界とその中のあらゆる物とを造り給ひし神は

、天地の主にましませば、手にて造れる宮に住

み給はず。 25みづから凡ての人に生命と息と萬

の物とを與へ給へば、物に乏しき所あるが如く、

人の手にて事ふることを要し給はず。 26一人よ

りして諸種の國人を造りいだし、之を地の全面に

住ましめ、時期の限と住居の界とを定め給へり。

27これ人をして神を尋ねしめ、或は探りて見出す

事あらしめん爲なり。されど神は我等おのおのを

離れ給ふこと遠からず、 28我らは神の中に生き

、動きまた在るなり。汝らの詩人の中の或者ど

もも「我らは又その裔なり」と云へる如し。 29

かく神の裔なれば、神を金・銀・石など人の工と

思考とにて刻める物と等しく思ふべきにあらず。

30神はかかる無知の時代を見過しにし給ひしが、

今は何處にても凡ての人に悔改むべきことを告げ

たまふ。 31曩に立て給ひし一人によりて、義を

もて世界を審かんために日をさだめ、彼を死人の

中より甦へらせて保證を萬人に與へ給へり』 32
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人々、死人の復活をききて、或者は嘲笑ひしが

、或者は『われら復この事を汝に聞かん』と言

へり。 33ここにパウロ人々のなかを出で去る。

34されど彼に附隨ひて信じたるもの數人あり。其

の中にアレオパゴスの裁判人デオヌシオ及びダマ

リスと名づくる女あり、尚その他にもありき。

18この後パウロ、アテネを離れてコリントに到
り、 2アクラと云ふポントに生れたるユダヤ

人に遇ふ。クラウデオ、ユダヤ人にことごとくロ

マを退くべき命を下したるによりて、近頃その妻

プリスキラと共にイタリヤより來りし者なり。 3

パウロ其の許に到りしに、同業なりしかば偕に居

りて工をなせり。彼らの業は幕屋製造なり。 4

かくて安息日毎に會堂にて論じ、ユダヤ人とギ

リシヤ人とを勸む。 5シラスとテモテとマケドニ

ヤより來りて後は、パウロ專ら御言を宣ぶること

に力め、イエスのキリストたることをユダヤ人に

證せり。 6然るに、彼ら之に逆ひかつ罵りたれば

、パウロ衣を拂ひて言ふ『なんぢらの血は汝らの

首に歸すべし、我はいさぎよし、今より異邦人に

往かん』 7遂に此處を去りて、神を敬ふテテオ・

ユストと云ふ人の家に到る。この家は會堂に隣れ

り。 8會堂司クリスポその家族一同と共に主を

信じ、また多くのコリント人も聽きて信じ、かつ

バプテスマを受けたり。 9主は夜まぼろしの中に

パウロに言ひ給ふ『おそるな、語れ、默すな、 10

我なんぢと偕にあり、誰も汝を攻めて害ふ者なか

らん。此の町には多くの我が民あり』 11かくて

パウロ一年六个月ここに留りて神の言を教へた

り。 12ガリオ、アカヤの總督たる時、ユダヤ人

、心を一つにしてパウロを攻め、審判の座に曳き

ゆき、 13『この人は律法にかなはぬ仕方にて神

を拜むことを人に勸む』と言ひたれば、 14パウ

ロ口を開かんとせしに、ガリオ、ユダヤ人に言ふ

『ユダヤ人よ、不正または奸惡の事ならば、我が

汝らに聽くは道理なれど、 15もし言・名あるい

は汝らの律法にかかはる問題ならば、汝等みづ

から理むべし。我かかる事の審判人となるを好

まず』 16かくて彼らを審判の座より逐ひいだす

。 17ここに人々みな會堂司ソステネを執へ、審

判の座の前にて打ち抃きたり。ガリオは凡て此ら

の事を意とせざりき。 18パウロなほ久しく留り

てのち、兄弟たちに別を告げ、プリスキラとアク

ラとを伴ひ、シリヤに向ひて船出す。早くより誓

願ありたれば、ケンクレヤにて髮を剃れり。 19

かくてエペソに著き、其處にこの二人を留めおき

、自らは會堂に入りてユダヤ人と論ず。 20人々

かれに今しばらく居らんことを請ひたれど、肯ん

ぜずして、 21別を告げ『神の御意ならば復なん

ぢらに返らん』と言ひてエペソより船出し、 22

カイザリヤにつき、而してエルサレムに上り、教

會の安否を問ひてアンテオケに下り、 23此處に

暫く留りて後、また去りてガラテヤ、フルギヤの

地を次々に經て凡ての弟子を堅うせり。 24時に

アレキサンデリヤ生れのユダヤ人にて、聖書に通

達したるアポロと云ふ能辯なる者エペソに下る。

25この人は曩に主の道を教へられ、ただヨハネの

バプテスマを知るのみなれど、熱心にして詳細に

イエスの事を語り、かつ教へたり。 26かれ會堂

にて臆せずして語り始めしを、プリスキラとアク

ラと聞きゐて之を迎へ入れ、なほも詳細に神の道

を解き明せり。 27アポロ遂にアカヤに渡らんと

したれば、兄弟たち之を勵まし、かつ弟子たちに

彼を受け容るるやうに書き贈れり。彼かしこに往

き、既に恩惠によりて信じたる者に多くの益を與

ふ。 28即ち聖書に基き、イエスのキリストたる

事を示して、激甚くかつ公然にユダヤ人を言ひ伏

せたるなり。

19かくてアポロ、コリントに居りし時、パウロ
東の地方を經てエペソに到り、或弟子たち

に逢ひて、 2『なんぢら信者となりしとき聖靈

を受けしか』と言ひたれば、彼等いふ『いな、

我らは聖靈の有ることすら聞かず』 3パウロ言

ふ『されば何によりてバプテスマを受けしか』彼

等いふ『ヨハネのバプテスマなり』 4パウロ言ふ

『ヨハネは悔改のバプテスマを授けて、己に後れ

て來るもの（即ちイエス）を信ずべきことを民に

云へるなり』 5彼等これを聞きて主イエスの名

によりてバプテスマを受く。 6パウロ手を彼らの

上に按きしとき、聖靈その上に望みたれば、彼

ら異言を語り、かつ預言せり。 7この人々は凡て

十二人ほどなり。 8ここにパウロ會堂に入りて

、三个月のあひだ臆せずして神の國に就きて論じ

、かつ勸めたり。 9然るに或者ども頑固になり

て從はず、會衆の前に神の道を譏りたれば、パウ

ロ彼らを離れ、弟子たちをも退かしめ、日毎にツ

ラノの會堂にて論ず。 10斯くすること二年の間

なりしかば、アジヤに住む者は、ユダヤ人もギリ
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シヤ人もみな主の言を聞けり。 11而して神はパ

ウロの手によりて尋常ならぬ能力ある業を行ひた

まふ。 12即ち人々かれの身より或は手拭あるひ

は前垂をとりて病める者に著くれば、病は去り惡

靈は出でたり。 13ここに諸國遍歴の咒文師なる

ユダヤ人數人あり、試みに惡靈に憑かれたる者

に對して、主イエスの名を呼び『われパウロの宣

ぶるイエスによりて、汝らに命ず』と言へり。 14

斯くなせる者の中に、ユダヤの祭司長スケワの七

人の子もありき。 15惡靈こたへて言ふ『われイ

エスを知り、又パウロを知る。然れど汝らは誰ぞ

』 16かくて惡靈の入りたる人、かれらに跳びか

かりて二人に勝ち、これを打拉ぎたれば、彼ら裸

體になり傷を受けてその家を逃げ出でたり。 17

此の事エペソに住む凡てのユダヤ人とギリシヤ人

とに知れたれば、懼かれら一同のあひだに生じ、

主イエスの名崇めらる。 18信者となりし者おほ

く來り、懴悔して自らの行爲を告ぐ。 19また魔

術を行ひし多くの者ども、その書物を持ちきたり

、衆人の前にて焚きたるが、其の價を算ふれば銀

五萬ほどなりき。 20主の言、大に弘りて權力を

得しこと斯くの如し。 21此等の事のありし後、

パウロ、マケドニヤ、アカヤを經てエルサレムに

往かんと心を決めて言ふ『われ彼處に到りてのち

必ずロマをも見るべし』 22かくて己に事ふる者

の中にてテモテとエラストとの二人をマケドニヤ

に遣し、自己はアジヤに暫く留る。 23その頃こ

の道に就きて一方ならぬ騷擾おこれり。 24デメ

テリオと云ふ銀細工人ありしが、アルテミスの

銀の小宮を造りて細工人らに多くの業を得させた

り。 25それらの者および同じ類の職業者を集め

て言ふ『人々よ、われらが此の業に頼りて利益

を得ることは、汝らの知る所なり。 26然るに、

かのパウロは手にて造れる物は神にあらずと云ひ

て、唯にエペソのみならず、殆ど全アジヤにわた

り、多くの人々を説き勸めて惑したり、これ亦な

んぢらの見聞する所なり。 27かくては啻に我ら

の職業の輕しめらるる恐あるのみならず、また大

女神アルテミスの宮も蔑せられ、全アジヤ全世界

のをがむ大女神の稜威も滅ぶるに至らん』 28彼

等これを聞きて憤恚に滿され、叫びて言ふ『大な

る哉、エペソ人のアルテミス』 29かくて町擧り

て騷ぎ立ち、人々パウロの同行者なるマケドニ

ヤ人ガイオとアリスタルコとを捕へ、心を一つに

して劇場に押入りたり。 30パウロ集民のなかに

入らんとしたれど、弟子たち許さず。 31又アジ

ヤの祭の司のうちの或者どもも彼と親しかりし

かば、人を遣して劇場に入らぬやうにと勸めたり

。 32ここに會衆おほいに亂れ、大方はその何の

ために集りたるかを知らずして、或者はこの事

を、或者はかの事を叫びたり。 33遂に群衆の或

者ども、ユダヤ人の推し出したるアレキサンデル

に勸めたれば、かれ手を搖かして集民に辯明をな

さんとすれど、 34其のユダヤ人たるを知り、み

な同音に『おほいなる哉、エペソ人のアルテミス

』と呼はりて二時間ばかりに及ぶ。 35時に書記

役、群衆を鎭めおきて言ふ『さてエペソ人よ、誰

かエペソの町が大女神アルテミス及び天より降り

し像の宮守なることを知らざる者あらんや。 36

これは言ひ消し難きことなれば、なんぢら靜なる

べし、妄なる事を爲すべからず。 37この人々は

宮の物を盜む者にあらず、我らの女神を謗る者

にもあらず、然るに汝ら之を曳き來れり。 38も

しデメテリオ及び偕にをる細工人ら、人に就きて

訴ふべき事あらば、裁判の日あり、かつ司あり、

彼等おのおの訴ふべし。 39もし又ほかの事につ

きて議する所あらば、正式の議會にて決すべし。

40我ら今日の騷擾につきては、何の理由もなきに

より咎を受くる恐あり。この會合につきて言ひひ

らくこと能はねばなり』 41斯く言ひて集會を散

じたり。

20騷亂のやみし後、パウロ弟子たちを招きて勸
をなし、之に別を告げ、マケドニヤに往かん

とて出で立つ。 2而して、かの地方を巡り多くの

言をもて弟子たちを勸めし後、ギリシヤに到る。

3そこに留ること三个月にして、シリヤに向ひて

船出せんとする時、おのれを害はんとするユダヤ

人らの計略に遭ひたれば、マケドニヤを經て歸ら

んと心を決む。 4之に伴へる人々はベレア人にし

てプロの子なるソパテロ、テサロニケ人アリスタ

ルコ及びセクンド、デルベ人ガイオ及びテモテ、

アジヤ人テキコ及びトロピモなり。 5彼らは先だ

ちゆき、トロアスにて我らを待てり。 6我らは除

酵祭の後ピリピより船出し、五日にしてトロアス

に著き、彼らの許に到りて七日のあひだ留れり。

7一週の首の日われらパンを擘かんとて集りしが

、パウロ明日いで立たんとて彼等とかたり、夜

半まで語り續けたり。 8集りたる高樓には多くの
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燈火ありき。 9ここにユテコといふ若者窓に倚

りて坐しゐたるが、甚く眠氣ざすほどに、パウロ

の語ること愈々久しくなりたれば、遂に熟睡し

て三階より落つ。これを扶け起したるに、はや死

にたり。 10パウロ降りて其の上に伏し、かき抱

きて言ふ『なんぢら騷ぐな、生命はなほ内にあり

』 11乃ち復のぼりてパンを擘き、食してのち久

しく語りあひ、夜明に至り遂に出でたてり。 12

人々かの若者の活きたるを連れきたり、甚く慰藉

を得たり。 13かくて我らは先だちて船に乘り、

アソスにてパウロを載せんとして彼處に船出せり

。彼は徒歩にて往かんとて斯くは定めたるなり。

14我らアソスにてパウロを待ち迎へ、これを載せ

てミテレネに渡り、 15また彼處より船出して翌

日キヨスの彼方にいたり、次の日サモスに立ち寄

り、その次の日ミレトに著く。 16パウロ、アジ

ヤにて時を費さぬ爲に、エペソには船を寄せずし

て過ぐることに定めしなり。これは成るべく五旬

節の日エルサレムに在ることを得んとて急ぎしに

因る。 17而してパウロ、ミレトより人をエペソ

に遣し、教會の長老たちを呼びて、 18その來り

し時かれらに言ふ『わがアジヤに來りし初の日よ

り、如何なる状にて常に汝らと偕に居りしかは、

汝らの知る所なり。 19即ち謙遜の限をつくし、

涙を流し、ユダヤ人の計略によりて迫り來し艱難

に耐へて主につかへ、 20益となる事は何くれと

なく憚らずして告げ、公然にても家々にても汝ら

を教へ、 21ユダヤ人にもギリシヤ人にも、神に

對して悔改め、われらの主イエスに對して信仰す

べきことを證せり。 22視よ、今われは心搦めら

れてエルサレムに往く。彼處にて如何なる事の我

に及ぶかを知らず。 23ただ聖靈いづれの町にて

も我に證して、縲絏と患難と我を待てりと告げた

まふ。 24然れど我わが走るべき道程と、主イエ

スより承けし職、すなわち神の惠の福音を證する

事とを果さん爲には、固より生命をも重んぜざる

なり。 25視よ、今われは知る、前に汝らの中を

歴巡りて御國を宣傳へし我が顏を、汝ら皆ふた

たび見ざるべきを。 26この故に、われ今日なん

ぢらに證す、われは凡ての人の血につきていさぎ

よし。 27我は憚らずして神の御旨をことごとく

汝らに告げしなり。 28汝等みづから心せよ、又

すべての群に心せよ、聖靈は汝等を群のなかに

立てて監督となし、神の己の血をもて買ひ給ひし

教會を牧せしめ給ふ。 29われ知る、わが出で去

るのち、暴き豺狼なんぢらの中に入りきたりて、

群を惜まず、 30又なんぢらの中よりも、弟子た

ちを己が方に引き入れんとて、曲れることを語る

もの起らん。 31されば汝ら目を覺しをれ。三年

の間わが夜も晝も休まず、涙をもて汝等おのお

のを訓戒せしことを憶えよ。 32われ今なんぢら

を、主および其の惠の御言に委ぬ。御言は汝らの

徳を建て、すべての潔められたる者とともに嗣業

を受けしめ得るなり。 33我は人の金銀・衣服を

貪りし事なし。 34この手は我が必要に供へ、ま

た我と偕なる者に供へしことを汝等みづから知

る。 35我すべての事に於て例を示せり、即ち汝

らも斯く働きて、弱き者を助け、また主イエスの

自ら言ひ給ひし「與ふるは受くるよりも幸福なり

」との御言を記憶すべきなり』 36斯く言ひて後

、パウロ跪づきて一同とともに祈れり。 37みな

大に歎きパウロの頸を抱きて接吻し、 38そのふ

たたび我が顏を見ざるべしと云ひし言によりて特

に憂ひ、遂に彼を船まで送りゆけり。

21ここに我ら人々と別れて船出をなし、眞直に
はせてコスに到り、次の日ロドスにつき、彼

處よりパタラにわたる。 2此の處にてピニケにゆ

く船に遇ひ、これに乘りて船出す。 3クプロを望

み、之を左にして過ぎ、シリヤに向ひて進み、ツ

ロに著きたり、此處にて船荷を卸さんとすれば

なり。 4かくて弟子たちに尋ね逢ひて七日留れ

り。かれら御靈によりてパウロに、エルサレムに

上るまじき事を云へり。 5然るに我ら七日終り

て後、いでて旅立ちたれば、彼等みな妻子とと

もに町の外まで送りきたり、諸共に濱邊に跪づき

て祈り、 6相互に別を告げて我らは船に乘り、

彼らは家に歸れり。 7ツロをいでトレマイに到り

て船路つきたり。此處にて兄弟たちの安否を訪ひ

、かれらの許に一日留り、 8明くる日ここを去

りてカイザリヤにいたり、傳道者ピリポの家に入

りて留る、彼はかの七人の一人なり。 9この人に

預言する四人の娘ありて、處女なりき。 10我ら

數日留り居るうちに、アガボと云ふ預言者ユダ

ヤより下り、 11我らの許に來りてパウロの帶を

とり、己が足と手とを縛りて言ふ『聖靈かく言

ひ給ふ「エルサレムにて、ユダヤ人この帶の主を

斯くの如く縛りて異邦人の手に付さん」と』 12

われら之を聞きて此の地の人々とともにパウロに
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、エルサレムに上らざらんことを勸む。 13その

時パウロ答ふ『なんぢら何ぞ歎きて我が心を挫く

か、我エルサレムにて、主イエスの名のために、

唯に縛らるるのみかは、死ぬることをも覺悟せり

』 14斯く我らの勸告を納れるによりて『主の御

意の如くなれかし』と言ひて止む。 15この後わ

れら行李を整へてエルサレムに上る。 16カイザ

リヤに居る弟子も數人ともに往き、我らの宿らん

とするクプロ人マナソンといふ舊き弟子のもとに

案内したり。 17エルサレムに到りたれば、兄弟

たち歡びて我らを迎へたり。 18翌日パウロ我ら

と共にヤコブの許に往きしに、長老たちみなあつ

まり居たり。 19パウロその安否を問ひて後、お

のが勤勞によりて異邦人のうちに神の行ひ給ひし

ことを、一々告げたれば、 20彼ら聞きて神を崇

め、またパウロに言ふ『兄弟よ、なんぢの見るご

とく、ユダヤ人のうち、信者となりたるもの數萬

人あり、みな律法に對して熱心なる者なり。 21

彼らは、汝が異邦人のうちに居る凡てのユダヤ人

に對ひて、その兒らに割禮を施すな、習慣に從ふ

なと云ひて、モーセに遠ざかることを教ふと聞け

り。 22如何にすべきか、彼らは必ず汝の來りた

るを聞かん。 23されば汝われらの言ふ如くせよ

、我らの中に誓願あるもの四人あり、 24汝かれ

らと組みて之とともに潔をなし、彼等のために

費を出して髮を剃らしめよ。さらば人々みな汝に

つきて聞きたることの虚僞にして、汝も律法を守

りて正しく歩み居ることを知らん。 25異邦人の

信者となりたる者につきては、我ら既に書き贈り

て、偶像に献げたる物と、血と、絞殺したる物と

、淫行とに遠ざかるべき事を定めたり』 26ここ

にパウロその人々と組みて、次の日ともどもに潔

をなして宮に入り、潔の期滿ちて各人のために

献物をささぐべき日を告げたり。 27かくて七日

の終らんとする時、アジヤより來りしユダヤ人ら

、宮の内にパウロの居るを見て、群衆を騷がし、

かれに手をかけ叫びて言ふ、 28『イスラエルの

人々助けよ、この人はいたる處にて民と律法と

此の所とに悖れることを人々に教ふる者なり、然

のみならず、ギリシヤ人を宮に率き入れて、此の

聖なる所をも汚したり』 29からら曩にエペソ人

トロピモがパウロとともに市中にゐたるを見て、

パウロ之を宮に率き入れしと思ひしなり。 30こ

こに市中みな騷ぎたち、民ども馳せ集り、パウロ

を捕へて宮の外に曳き出せり、かくて門は直ちに

鎖されたり。 31彼らパウロを殺さんとせしとき

、軍隊の千卒長に、エルサレム中さわぎ立てりと

の事きこえたれば、 32かれ速かに兵卒および百

卒長らを率ゐて馳せ下る。かれら千卒長と兵卒と

を見て、パウロを打つことを止む。 33千卒長、

近よりてパウロを執へ、命じて二つの鏈にて繋が

せ、その何人なるか、何事をなしたるかを尋ぬ

るに、 34群衆の中にて或者はこの事を、或者は

かの事を呼はり、騷亂のために確なる事を知るに

由なく、命じて陣營に曳き來らしめたり。 35階

段に至れるに、群衆の手暴きによりて、兵卒パウ

ロを負ひたり。 36これ群れる民ども『彼を除け

』と叫びつつ隨ひ迫れる故なり。 37パウロ陣營

に曳き入れられんとするとき、千卒長に言ふ『わ

れ汝に語りて可きか』かれ言ふ『なんぢギリシヤ

語を知るか。 38汝はかのエジプト人にして、曩

に亂を起して四千人の刺客を荒野に率ゐ出でし

者ならずや』 39パウロ言ふ『我はキリキヤなる

タルソのユダヤ人、鄙しからぬ市の市民なり。請

ふ民に語るを許せ』 40之を許したれば、パウロ

階段の上に立ち、民に對ひて手を搖かし、大に靜

まれる時、ヘブルの語にて語りて言ふ、

22『兄弟たち親たちよ、今なんぢらに對する辯
明を聽け』 2人々そのヘブルの語を語るを聞

きてますます靜になりたれば、又いふ、 3『我は

ユダヤ人にてキリキヤのタルソに生れしが、此の

都にて育てられ、ガマリエルの足下にて先祖たち

の律法の嚴しき方に遵ひて教へられ、今日の汝ら

のごとく神に對して熱心なる者なりき。 4我この

道を迫害し、男女を縛りて獄に入れ、死にまで至

らしめしことは、 5大祭司も凡ての長老も我に就

きて證するなり。我は彼等より兄弟たちへの書

を受けて、ダマスコに寓り居る者どもを縛り、エ

ルサレムに曳き來りて罰を受けしめんとて彼處に

ゆけり。 6往きてダマスコに近づきたるに、正午

ごろ忽ち大なる光、天より出でて我を環り照せり

。 7その時われ地に倒れ、かつ我に語りて「サウ

ロ、サウロ、何ぞ我を迫害するか」といふ聲を聞

き、 8「主よ、なんぢは誰ぞ」と答へしに「われ

は汝が迫害するナザレのイエスなり」と言ひ給へ

り。 9偕に居る者ども光は見しが、我に語る者の

聲は聞かざりき。 10われ復いふ「主よ、我なに

を爲すべきか」主いひ給ふ「起ちてダマスコに往
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け、なんぢの爲すべき定りたる事は彼處にて悉と

く告げらるべし」 11我は、かの光の晃耀にて目

見えずなりたれば、偕にをる者に手を引かれてダ

マスコに入りたり。 12ここに律法に據れる敬虔

の人にして、其の町に住む凡てのユダヤ人に令聞

あるアナニヤという者あり。 13彼われに來り傍

らに立ちて「兄弟サウロよ、見ることを得よ」と

言ひたれば、その時、仰ぎて彼を見たり。 14か

れ又いふ「我らの先祖の神は、なんぢを選びて御

意を知らしめ、又かの義人を見、その御口の聲を

聞かしめんとし給へり。 15これは汝の見聞した

る事につきて、凡ての人に對し彼の證人とならん

爲なり。 16今なんぞ躊躇ふか、起て、その御名

を呼び、バプテスマを受けて汝の罪を洗ひ去れ」

17かくて我エルサレムに歸り、宮にて祈りをると

き、我を忘れし心地して主を見奉るに、我に斯

く言ひ給ふ、 18「なんぢ急げ、早くエルサレム

を去れ、人々われに係る汝の證を受けぬ故なり」

19我いふ「主よ、我さきに汝を信ずる者を獄に入

れ、諸會堂にて之を扑ち、 20又なんぢの證人ス

テパノの血の流されしとき、我もその傍らに立ち

て之を可しとし、殺す者どもの衣を守りしことは

、彼らの知る所なり」 21われに言ひ給ふ「往け

、我なんぢを遠く異邦人に遣すなり」と』 22人

々きき居たりしが、此の言に及び、聲を揚げて言

ふ『斯くのごとき者をば地より除け、生かしおく

べき者ならず』 23斯く叫びつつ其の衣を脱ぎす

て、塵を空中に撒きたれば、 24千卒長、人々が

何故パウロにむかひて斯く叫び呼はるかを知ら

んとし、鞭うちて訊ぶることを命じて、彼を陣營

に曳き入れしむ。 25革鞭をあてんとてパウロを

引き張りし時、かれ傍らに立つ百卒長に言ふ『ロ

マ人たる者を罪も定めずして鞭うつは可きか』 26

百卒長これを聞きて千卒長に往き、告げて言ふ『

なんぢ何をなさんとするか、此の人はロマ人なり

』 27千卒長きたりて言ふ『なんぢはロマ人なる

か、我に告げよ』かれ言ふ『然り』 28千卒長こ

たふ『我は多くの金をもて此の民籍を得たり』

パウロ言ふ『我は生れながらなり』 29ここに訊

べんとせし者どもは直ちに去り、千卒長はそのロ

マ人なるを知り、之を縛りしことを懼れたり。 30

明くる日、千卒長かれが何故ユダヤ人に訴へら

れしか、確なる事を知らんと欲して、彼の縛を解

き、命じて祭司長らと全議會とを呼び集め、パ

ウロを曳き出して其の前に立たしめたり。

23パウロ議會に目を注ぎて言ふ『兄弟たちよ、
我は今日に至るまで事毎に良心に從ひて神

に事へたり』 2大祭司アナニヤ傍らに立つ者ど

もに、彼の口を撃つことを命ず。 3ここにパウロ

言ふ『白く塗りたる壁よ、神なんぢを撃ち給はん

、なんぢ律法によりて我を審くために坐しながら

、律法に悖りて我を撃つことを命ずるか』 4傍ら

に立つ者いふ『なんぢ神の大祭司を罵るか』 5

パウロ言ふ『兄弟たちよ、我その大祭司たるこ

とを知らざりき。録して「なんぢの民の司をそし

る可からず」とあればなり』 6かくてパウロ、そ

の一部はサドカイ人、その一部はパリサイ人たる

を知りて、議會のうちに呼はりて言ふ『兄弟たち

よ、我はパリサイ人にしてパリサイ人の子なり、

我は死人の甦へることの希望につきて審かるるな

り』 7斯く言ひしに因りて、パリサイ人とサドカ

イ人との間に紛爭おこりて、會衆相分れたり。

8サドカイ人は復活もなく御使も靈もなしと言ひ

、パリサイ人は兩ながらありと云ふ。 9遂に大な

る喧噪となりて、パリサイ人の中の學者數人た

ちて爭ひて言ふ『われら此の人に惡しき事あるを

見ず、もし靈または御使かれに語りたるならば如

何』 10紛爭いよいよ激しくなりたれば、千卒長

、パウロの彼らに引裂かれんことを恐れ、兵卒

どもに命じて下りゆかしめ、彼らの中より引取り

て陣營に連れ來らしめたり。 11その夜、主パウ

ロの傍らに立ちて言ひ給ふ『雄々しかれ、汝エル

サレムにて我につきて證をなしたる如く、ロマに

ても證をなすべし』 12夜明になりてユダヤ人、

徒黨を組み盟約を立てて、パウロを殺すまでは飮

食せじと言ふ。 13この徒黨を結びたる者は四十

人餘なり。 14彼らは祭司長・長老らに往きて言

ふ『われらパウロを殺すまでは何をも味ふまじと

堅く盟約を立てたり。 15されば汝等なほ詳細に

訊べんとする状して、彼を汝らの許に連れ下らす

ることを、議會とともに千卒長に訴へよ。我等そ

の近くならぬ間に殺す準備をなせり』 16パウロ

の姉妹の子この待伏の事をきき、往きて陣營に入

りパウロに告げたれば、 17パウロ百卒長の一人

を呼びて言ふ『この若者を千卒長につれ往け、告

ぐる事あり』 18百卒長これを携へ、千卒長に至

りて言ふ『囚人パウロ我を呼びて、この若者なん
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ぢに言ふべき事ありとて、汝に連れ往くことを請

へり』 19千卒長その手を執り退きて、私に問ふ

『われに告ぐる事とは何ぞ』 20若者いふ『ユダ

ヤ人は、汝がパウロの事をなほ詳細に訊ぶる爲に

とて、明日かれを議會に連れ下ることを汝に請は

んと申合せたり。 21汝その請に從ふな、彼らの

中にて四十人餘の者、パウロを待伏せ、之を殺

すまでは飮食せじと盟約を立て、今その準備をな

して汝の許諾を待てり』 22ここに千卒長、若者

に『これらの事を我に訴へたりと誰にも語るな』

と命じて歸せり。 23さて百卒長を兩三人よびて

言ふ『今夜九時ごろカイザリヤに向けて往くた

めに、兵卒二百、騎兵七十、槍をとる者二百

を整へよ』 24また畜を備へ、パウロを乘せて安

全に總督ペリクスの許に護送することを命じ、 25

かつ左のごとき書をかき贈る。 26『クラウデオ

・ルシヤ謹みて總督ペリクス閣下の平安を祈る。

27この人はユダヤ人に捕へられて殺されんとせし

を、我そのロマ人なるを聞き、兵卒どもを率ゐ往

きて救へり。 28ユダヤ人の彼を訴ふる理由を知

らんと欲して、その議會に引き往きたるに、 29

彼らの律法の問題につき訴へられたるにて、死も

しくは縛に當る罪の訴訟にあらざるを知りたり。

30又この人を害せんとする謀計ありと我に聞えた

れば、われ俄にこれを汝のもとに送り、これを訴

ふる者に、なんぢの前にて彼を訴へんことを命じ

たり』 31ここに兵卒ども命ぜられたる如くパウ

ロを受けとりて、夜中アンテパトリスまで連れて

ゆき、 32翌日これを騎兵に委ね、ともに往かし

めて陣營に歸れり。 33騎兵はカイザリヤに入り

、總督に書をわたし、パウロを其の前に立たしむ

。 34總督、書を讀みて、パウロのいづこの國の

者なるかを問ひ、そのキリキヤ人なるを知りて、

35『汝を訴ふる者の來らんとき、尚つまびらかに

汝のことを聽かん』と言ひ、かつ命じて、ヘロデ

での官邸に之を守らしめたり。

24五日ののち、大祭司アナニヤ數人の長老お
よびテルトロと云ふ辯護士とともに下りて、

パウロを總督に訴ふ。 2パウロ呼び出されたれば

、テルトロ訴へ出でて言ふ『ペリクス閣下よ、わ

れらは汝によりて太平を樂しみ、 3なんぢの先見

によりて、此の國人のために時に隨ひ處に隨ひて

、惡しき事の改められたるを感謝して罷まず。 4

ここに喃々しく陳べて汝を妨ぐまじ、願はくは寛

容をもて我が少しの言を聽け。 5我等この人を見

るに、恰も疫病のごとくにて、全世界のユダヤ人

のあひだに騷擾をおこし、且ナザレ人の異端の首

にして、 6宮をさへ瀆さんとしたれば、之を捕へ

たり。 7 [なし] 8汝この人に就きて訊さば、我ら

の訴ふる所をことごとく知り得べし』 9ユダヤ人

も之に加へて、誠にその如くなりと主張す。 10

總督、首にて示しパウロに言はしめたれば、答ふ

『なんぢが年久しくこの國人の審判人たること

を我は知るゆゑに、喜びて我が辯明をなさん。 11

なんぢ知り得べし、我が禮拜のためにエルサレム

に上りてより僅か十二日に過ぎず、 12また彼ら

は、我が宮にても會堂にても市中にても、人と爭

ひ群衆を騷がしたるを見ず、 13いま訴へたる我

が事につきても證明すること能はざるなり。 14

我ただ此の一事を汝に言ひあらはさん、即ち我は

彼らが異端と稱ふる道に循ひて、我が先祖たちの

神につかへ、律法と預言者の書とに録したる事を

ことごとく信じ、 15かれら自らも待てるごとく

、義者と不義者との復活あるべしと、神を仰ぎて

望を懷くなり。 16この故に、われ常に神と人と

に對して良心の責なからんことを勉む。 17我は

多くの年を經てのち歸りきたり、我が民に施濟を

なし、また献物をささげゐたりしが、 18その時

かれらは我が潔をなして宮にをるを見たるのみに

て、群衆もなく騷擾もなかりしなり。 19然るに

アジアより來れる數人のユダヤ人ありて――もし

我に咎むべき事あらば、彼らが汝の前に出でて訴

ふることを爲べきなり。 20或はまた此處なる人

々、わが先に議會に立ちしとき、我に何の不義を

認めしか言へ。 21唯われ彼らの中に立ちて「死

人の甦へる事につきて我けふ汝らの前にて審かる

」と呼はりし一言の他には何もなかるべし』 22

ペリクスこの道のことを詳しく知りたれば、審判

を延して言ふ『千卒長ルシヤの下るを待ちて汝ら

の事を定むべし』 23かくて百卒長に命じパウロ

を守らせ、寛かならしめ、かつ友の之に事ふるを

も禁ぜざらしむ。 24數日の後ペリクス、その妻

なるユダヤ人の女ドルシラとともに來り、パウロ

を呼びよせてキリスト・イエスに對する信仰のこ

とを聽き、 25パウロが正義と節制と來らんとす

る審判とにつきて論じたる時、ペリクス懼れて答

ふ『今は去れ、よき機を得てまた招かん』 26か

くてパウロより金を與へられんことを望みて、尚
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しばしば彼を呼びよせては語れり。 27二年を經

てポルシオ・フェスト、ペリクスの任に代りしが

、ペリクス、ユダヤ人の意を迎へんとして、パウ

ロを繋ぎたるままに差措けり。

25フェスト任國にいたりて三日の後、カイザリ
ヤよりエルサレムに上りたれば、 2祭司長ら

及びユダヤ人の重立ちたる者ども、パウロを訴へ

之を害はんとして、 3フェストの好意にて彼をエ

ルサレムに召し出されんことを願ふ。斯くして道

に待伏し、之を殺さんと思へるなり。 4然るにフ

ェスト答へて、パウロのカイザリヤに囚はれ在る

ことと、己が程なく歸るべき事とを告げ、 5『も

し彼に不善あらんには、汝等のうち然るべき者

ども我とともに下りて訴ふべし』と言ふ。 6かく

て彼處に八日十日ばかり居りてカイザリヤに下

り、明くる日、審判の座に坐し、命じてパウロを

引出さしむ。 7その出で來りし時、エルサレムよ

り下りしユダヤ人ら、これを取圍みて樣々の重き

罪を言ひ立てて訴ふれども、證すること能はず。

8パウロは辯明して言ふ『我はユダヤ人の律法に

對しても、宮に對しても、カイザルに對しても、

罪を犯したる事なし』 9フェスト、ユダヤ人の意

を迎へんとしてパウロに答へて言ふ『なんぢエル

サレムに上り、彼處にて我が前に審かるることを

諾ふか』 10パウロ言ふ『我はわが審かるべきカ

イザルの審判の座の前に立ちをるなり。汝の能く

知るごとく、我はユダヤ人を害ひしことなし。 11

若しも罪を犯して死に當るべき事をなしたらんに

は、死ぬるを厭はじ。然れど此の人々の訴ふるこ

と實ならずば、誰も我を彼らに付すことを得じ、

我はカイザルに上訴せん』 12ここにフェスト陪

席の者と相議りて答ふ『なんぢカイザルに上訴

せんとす、カイザルの許に往くべし』 13數日を

經て後、アグリッパ王とベルニケとカイザリヤに

到りてフェストの安否を問ふ。 14多くの日留り

ゐたれば、フェスト、パウロのことを王に告げて

言ふ『ここにペリクスが囚人として遺しおきたる

一人の人あり、 15我エルサレムに居りしとき、

ユダヤ人の祭司長・長老ら之を訴へて罪に定めん

ことを願ひしが、 16我は答へて、訴へらるる者

の未だ訴ふる者の面前にて辯明する機を與へられ

ぬ前に付すは、ロマ人の慣例にあらぬ事を告げた

り。 17この故に彼等ここに集りたれば、時を延

さず次の日審判の座に坐し、命じてかの者を引

出さしむ。 18訴ふる者かれを圍みて立ちしが、

思ひしごとき惡しき事は一つも陳ぶる所なし。 19

ただ己らの宗教、またはイエスと云ふ者の死にた

るを活きたりと、パウロが主張するなどに關する

問題のみなれば、 20かかる審理には我も當惑せ

し故、かの人に「なんぢエルサレムに往き彼處に

て審かるる事を好むか」と問ひしに、 21パウロ

は上訴して皇帝の判決を受けん爲に守られんこと

を願ひしにより、命じて之をカイザルに送るまで

守らせ置けり』 22アグリッパ、フェストに言ふ

『我もその人に聽かんと欲す』フェスト言ふ『な

んぢ明日かれに聽くべし』 23明くる日アグリッ

パとベルニケと大に威儀を整へてきたり、千卒長

ら及び市の重立ちたる者どもと共に訊問所に入り

たれば、フェストの命によりてパウロ引出さる。

24フェスト言ふ『アグリッパ王、竝びに此處に居

る凡ての者よ、汝らの見るこの人は、ユダヤの民

衆が擧りて生かしおくべきにあらずと呼はりて、

エルサレムにても此處にても我に訴へし者なり。

25然るに我はその死に當るべき惡しき事を一つだ

に犯したるを認めねば、彼の自ら皇帝に上訴せん

とする隨にその許に送らんと決めたり。 26而し

て彼につきて我が主に上書すべき實情を得ず。

この故に汝等のまへ、特にアグリッパ王よ、な

んぢの前に引出し、訊問をなしてのち、上書すべ

き箇條を得んと思へり。 27囚人を送るに訴訟の

次第を陳べざるは道理ならずと思ふ故なり』

26アグリッパ、パウロに言ふ『なんぢは自己の
ために陳ぶることを許されたり』ここにパウ

ロ手を伸べ、辯明して言ふ、 2『アグリッパ王よ

、我ユダヤ人より訴へられし凡ての事につきて、

今日なんぢらの前に辯明するを我が幸福とす。 3

汝がユダヤ人の凡ての習慣と問題とを知るにより

て殊に然りとす。されば請ふ、忍びて我に聽け。

4わが始より國人のうちに又エルサレムに於ける

幼き時よりの生活の状は、ユダヤ人のみな知る所

なり。 5彼等もし證せんと思はば、わが我らの

宗教の最も嚴しき派に從ひて、パリサイ人の生活

をなしし事を始より知れり。 6今わが立ちて審か

るるは、神が我らの先祖たちに約束し給ひしこと

の希望に因りてなり。 7之を得んことを望みて、

我が十二の族は夜も晝も熱心に神に事ふるなり。

王よ、この希望につきて、我はユダヤ人に訴へら

れたり。 8神は死人を甦へらせ給ふとも、汝等
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なんぞ信じ難しとするか。 9我も曩にはナザレ人

イエスの名に逆ひて樣々の事をなすを宜きことと

自ら思へり。 10我エルサレムにて之をおこなひ

、祭司長らより權威を受けて多くの聖徒を獄にい

れ、彼らの殺されし時これに同意し、 11諸教會

堂にてしばしば彼らを罰し、強ひて瀆言を言はし

めんとし、甚だしく狂ひ、迫害して外國の町にま

で至れり。 12此のとき祭司長らより權威と委任

とを受けてダマスコに赴きしが、 13王よ、その

途にて正午ごろ天よりの光を見たり、日にも勝り

て輝き、我と伴侶とを圍み照せり。 14我等みな

地に倒れたるに、ヘブルの語にて「サウロ、サウ

ロ、何ぞ我を迫害するか、刺ある策を蹴るは難し

」といふ聲を我きけり。 15われ言ふ「主よ、な

んぢは誰ぞ」主いひ給ふ「われは汝が迫害するイ

エスなり。 16起きて汝の足にて立て、わが汝に

現れしは、汝をたてて其の見しことと我が汝に現

れて示さんとする事との役者また證人たらしめん

爲なり。 17我なんぢを此の民および異邦人より

救はん、又なんぢを彼らに遣し、 18その目をひ

らきて暗より光に、サタンの權威より神に立ち歸

らせ、我に對する信仰によりて罪の赦と潔められ

たる者のうちの嗣業とを得しめん」と。 19この

故にアグリッパ王よ、われは天よりの顯示に背か

ずして、 20先づダマスコに居るもの、次にエル

サレム及びユダヤ全國、また異邦人にまで、悔改

めて神に立ちかへり、其の悔改にかなふ業をなす

べきことを宣傅へたり。 21之がためにユダヤ人

われを宮にて捕へ、かつ殺さんとせり。 22然る

に神の祐によりて今日に至るまで尚存へて、小

なる人にも大なる人にも證をなし、言ふところは

預言者およびモーセが必ず來るべしと語りしこと

の外ならず。 23即ちキリストの苦難を受くべき

こと、最先に死人の中より甦へる事によりて、民

と異邦人とに光を傳ふべきこと是なり』 24パウ

ロ斯く辯明しつつある時、フェスト大聲に言ふ『

パウロよ、なんぢ狂氣せり、博學なんぢを狂氣せ

しめたり』 25パウロ言ふ『フェスト閣下よ、我

は狂氣せず、宣ぶる所は眞にして慥なる言なり。

26王は此等のことを知るゆゑに、我その前に憚ら

ずして語る。これらの事は片隅に行はれたるにあ

らねば、一つとして王の眼に隱れたるはなしと信

ずるに因る。 27アグリッパ王よ、なんぢ預言者

の書を信ずるか、我なんぢの信ずることを知る』

28アグリッパ、パウロに言ふ『なんぢ説くこと僅

にして我をキリステアンたらしめんとするか』 29

パウロ言ふ『説くことの僅なるにもせよ、多きに

もせよ、神に願ふは、啻に汝のみならず、凡て今

日われに聽ける者の、この縲絏なくして我がごと

き者とならんことなり』 30ここに王も總督もベ

ルニケも、列座の者どもも皆ともに立つ、 31退

きてのち相語りて言ふ『この人は死罪または縲

絏に當るべき事をなさず』 32アグリッパ、フェ

ストに言ふ『この人カイザルに上訴せざりしなら

ば釋さるべかりしなり』

27すでに我等をイタリヤに渡らしむること決り
たれば、パウロ及びその他數人の囚人を、

近衞隊の百卒長ユリアスと云ふ人に付せり。 2

ここに我らアジヤの海邊なる各處に寄せゆくアド

ラミテオの船の出帆せんとするに乘りて出づ。テ

サロニケのマケドニヤ人アリスタルコも我らと共

にありき。 3次の日シドンに著きたれば、ユリア

ス懇切にパウロを遇ひ、その友らの許にゆきて歡

待を受くることを許せり。 4かくて此處より船出

せしが、風の逆ふによりてクプロの風下の方をは

せ、 5キリキヤ及びパンフリヤの沖を過ぎてルキ

ヤのミラに著く。 6彼處にてイタリヤにゆくアレ

キサンデリヤの船に遇ひたれば、百卒長われらを

之に乘らしむ。 7多くの日のあひだ船の進み遲く

、辛うじてクニドに對へる處に到りしが、風に阻

へられてサルモネの沖を過ぎ、クレテの風下の方

をはせ、 8陸に沿ひ辛うじて良き港といふ處につ

く。その近き處にラサヤの町あり。 9船路久し

きを歴て、斷食の期節も既に過ぎたれば、航海

危きにより、パウロ人々に勸めて言ふ、 10『人

々よ、我この航海の害あり損多くして、ただ積

荷と船とのみならず、我らの生命にも及ぶべきを

認む』 11されど百卒長は、パウロの言ふ所より

も船長と船主との言を重んじたり。 12且この港

は冬を過すに不便なるより、多數の者も、なし得

んにはピニクスに到り、彼處にて冬を過さんとて

、此處を船出するを可しとせり。ピニクスはクレ

テの港にて東北と東南とに向ふ。 13南風おもむ

ろに吹きたれば、彼ら志望を得たりとして錨をあ

げ、クレテの岸邊に沿ひて進みたり。 14幾程も

なくユーラクロンといふ疾風その島より吹きおろ

し、 15之がために船は吹き流され、風に向ひて

進むこと能はねば、船は風の追ふに任す。 16ク
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ラウダといふ小島の風下の方にいたり、辛うじて

小艇を收め、 17これを船に引上げてのち、備綱

にて船體を卷き縛り、またスルテスの洲に乘りか

けんことを恐れ、帆を下して流る。 18いたく暴

風に惱され、次の日、船の者ども積荷を投げすて

、 19三日めに手づから船具を棄てたり。 20數日

のあひだ日も星も見えず、暴風はげしく吹き荒び

て、我らの救はるべき望ついに絶え果てたり。 21

人々の食せぬこと久しくなりたる時、パウロその

中に立ちて言ふ『人々よ、なんぢら前に我が勸を

きき、クレテより船出せずして、この害と損とを

受けずあるべき筈なりき。 22いま我なんぢらに

勸む、心安かれ、汝等のうち一人だに生命をう

しなふ者なし、ただ船を失はん。 23わが屬する

ところ我が事ふる所の神の使、昨夜わが傍らに立

ちて、 24「パウロよ、懼るな、なんぢ必ずカイ

ザルの前に立たん、視よ、神は汝と同船する者を

ことごとく汝に賜へり」と云ひたればなり。 25

この故に人々よ、心安かれ、我はその我に語り

給ひしごとく必ず成るべしと神を信ず。 26而し

て我らは或島に推上げらるべし』 27かくて十四

日めの夜に至りて、アドリヤの海を漂ひゆきたる

に、夜半ごろ水夫ら陸に近づきたりと思ひて、 28

水を測りたれば、二十尋なるを知り、少しく進

みてまた測りたれば、十五尋なるを知り、 29岩

に乘り上げんことを恐れて、艫より錨を四つ投し

て夜明を待ちわぶ。 30然るに水夫ら船より逃れ

去らんと欲し、舳より錨を曳きゆくに言寄せて

小艇を海に下したれば、 31パウロ、百卒長と兵

卒らとに言ふ『この者ども若し船に留らずば、汝

ら救はるること能はず』 32ここに兵卒ら小艇の

綱を斷切りて、その流れゆくに任す。 33夜の明

けんとする頃、パウロ凡ての人に食せんことを勸

めて言ふ『なんぢら待ち待ちて食事せぬこと今日

にて十四日なり。 34されば汝らに食せんことを

勸む、これ汝らが救のためなり、汝らの頭髮一

筋だに首より落つる事なし』 35斯く言ひて後み

づからパンを取り、一同の前にて神に謝し、擘き

て食し始めたれば、 36人々もみな心を安んじて

食したり。 37船に居る我らは凡て二百七十六

人なりき。 38人々食し飽きてのち、穀物を海に

投げ棄てて船を輕くせり。 39夜明になりて、孰

の土地かは知らねど、砂濱の入江を見出し、なし

得べくば此處に船を寄せんと相議り、 40錨を斷

ちて海に棄つるとともに、舵纜をゆるめ舳の帆を

揚げて、風にまかせつつ砂濱さして進む。 41然

るに潮の流れあふ處にいたりて船を淺瀬に乘り上

げたれば、舳膠著きて動かず、艫は浪の激しき

に破れたり。 42兵卒らは囚人の泳ぎて逃れ去ら

んことを恐れ、これを殺さんと議りしに、 43百

卒長パウロを救はんと欲して、その議るところを

阻み、泳ぎうる者に命じ、海に跳び入りてまず上

陸せしめ、 44その他の者をば或は板あるひは船

の碎片に乘らしむ。斯くしてみな上陸して救はる

るを得たり。

28われら救はれて後、この島のマルタと稱ふる
を知れり。 2土人ら一方ならぬ情を我らに表

し、降りしきる雨と寒氣とのために、火を焚きて

我ら一同を待遇せり。 3パウロ柴を束ねて火にく

べたれば、熱によりて蝮いでて其の手につく。 4

蛇のその手に懸りたるを土人ら見て互に言ふ『こ

の人は必ず殺人者なるべし、海より救はれしも、

天道はその生くるを容さぬなり』 5パウロ蛇を火

のなかに振り落して何の害をも受けざりき。 6人

々は彼が腫れ出づるか、または忽ち倒れ死ぬるな

らんと候ふ。久しく窺ひたれど、聊かも害を受け

ぬを見て、思を變へて、此は神なりと言ふ。 7こ

の處の邊に島司のもてる土地あり、島司の名はポ

プリオといふ。此の人われらを迎へて懇切に三日

の間もてなせり。 8ポプリオの父、熱と痢病とに

罹りて臥し居たれば、パウロその許にいたり、祈

りかつ手を按きて醫せり。 9この事ありてより、

島の病める人々みな來りて醫されたれば、 10禮

を厚くして我らを敬ひ、また船出の時には必要な

る品々を贈りたり。 11三月の後、われらはこの

島に冬籠せしデオスクリの號あるアレキサンデリ

ヤの船にて出で、 12シラクサにつきて三日とま

り、 13此處より繞りてレギオンにいたり、一日

を過ぎて南風ふき起りたれば、我ら二日めにポ

テオリに著き、 14此處にて兄弟たちに逢ひ、そ

の勸によりて七日のあひだ留り、而して遂にロマ

に往く。 15かしこの兄弟たち我らの事をききて

、アピオポロおよびトレスタベルネまで來りて我

らを迎ふ。パウロこれを見て神に感謝し、その心

勇みたり。 16我らロマに入りて後、パウロは己

を守る一人の兵卒とともに別に住むことを許さる

。 17三日すぎてパウロ、ユダヤ人の重立ちたる

者を呼び集む。その集りたる時これに言ふ『兄弟
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たちよ、我はわが民わが先祖たちの慣例に悖るこ

とを一つも爲さざりしに、エルサレムより囚人と

なりて、ロマ人の手に付されたり。 18かれら我

を審きて死に當ることなき故に、我を釋さんと思

ひしに、 19ユダヤ人さからひたれば、餘義なく

カイザルに上訴せり。然れど我が國人を訴へんと

せしにあらず。 20この故に我なんぢらに會ひ、

かつ共に語らんことを願へり、我はイスラエルの

懷く希望の爲にこの鎖に繋がれたり』 21かれら

言ふ『われら汝につきてユダヤより書を受けず、

また兄弟たちの中より來りて、汝の善からぬ事を

告げたる者も、語りたる者もなし。 22ただ我ら

は汝の思ふところを聞かんと欲するなり。それは

此の宗旨の到る處にて非難せらるるを知ればな

り』 23ここに日を定めて多くの人パウロの宿に

來りたれば、パウロ朝より夕まで神の國のことを

説明して證をなし、かつモーセの律法と預言者の

書とを引きてイエスのことを勸めたり。 24パウ

ロのいふ言を或者は信じ、或者は信ぜず。 25互

に相合はずして退かんとしたるに、パウロ一言

を述べて言ふ『宜なるかな、聖靈は預言者イザ

ヤによりて汝らの先祖たちに語り給へり。曰く、

26「なんぢらこの民に往きて言へ、なんぢら聞き

て聞けども悟らず、見て見れども認めず、 27こ

の民の心はにぶく、耳は聞くにものうく、目は閉

ぢたればなり。これ目にて見、耳にて聞き、心に

てさとり、ひるがへりて我に醫さるることなから

ん爲なり」 28然れば汝ら知れ、神のこの救は異

邦人に遣されたり、彼らは之を聽くべし』 29 [な

し] 30パウロは滿二年のあひだ、己が借り受けた

る家に留り、その許にきたる凡ての者を迎へて、

31更に臆せずまた妨げられずして、神の國をのべ

、主イエス・キリストの事を教へたり。
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ローマ人への手紙

1キリスト・イエスの僕、召されて使徒とな
り、神の福音のために選び別たれたるパウロ

―― 2この福音は神その預言者たちにより、聖書

の中に預じめ御子に就きて約し給ひしものなり。

3御子は肉によれば、ダビデの裔より生れ、 4潔

き靈によれば、死人の復活により大能をもて神の

子と定められ給へり、即ち我らの主イエス・キリ

ストなり。 5我等その御名の爲にもろもろの國人

を信仰に從順ならしめんとて、彼より恩惠と使徒

の職とを受けたり。 6汝等もその中にあり、て

イエス・キリストの有とならん爲に召されたるな

り。―― 7われ書をロマに在りて神に愛せられ、

召されて聖徒となりたる凡ての者に贈る。願はく

は我らの父なる神および主イエス・キリストより

賜ふ恩惠と平安と汝らに在らんことを。 8汝らの

信仰、全世界に言ひ傳へられたれば、我まづ汝ら

一同の爲にイエス・キリストによりて我が神に感

謝す。 9その御子の福音に於て我が靈をもて事ふ

る神は、わが絶えず祈のうちに汝らを覺え、 10

如何にしてか御意に適ひ、いつか汝らに到るべき

途を得んと、常に冀がふことを我がために證し給

ふなり。 11われ汝らを見んことを切に望むは、

汝らの堅うせられん爲に靈の賜物を分け與へんと

てなり。 12即ち我なんぢらの中にありて、互の

信仰により相共に慰められん爲なり。 13兄弟よ

、我ほかの異邦人の中より得しごとく、汝らの中

よりも實を得んとて、屡次なんぢらに往かんとし

たれど、今に至りてなほ妨げらる、此の事を汝ら

の知らざるを欲せず。 14我はギリシヤ人にも夷

人にも、智き者にも愚なる者にも負債あり。 15

この故に我はロマに在る汝らにも福音を宣傳へん

ことを頻りに願ふなり。 16我は福音を恥とせず

、この福音はユダヤ人を始めギリシヤ人にも、凡

て信ずる者に救を得さする神の力たればなり。 17

神の義はその福音のうちに顯れ、信仰より出でて

信仰に進ましむ。録して『義人は信仰によりて生

くべし』とある如し。 18それ神の怒は、不義を

もて眞理を阻む人の、もろもろの不虔と不義とに

對ひて天より顯る。 19その故は、神につきて知

り得べきことは彼らに顯著なればなり、神これを

顯し給へり。 20それ神の見るべからざる永遠の

能力と神性とは、造られたる物により世の創より

悟りえて明かに見るべければ、彼ら言ひ遁るる術

なし。 (aïdios g126) 21神を知りつつも尚これを神と

して崇めず、感謝せず、その念は虚しく、その愚

なる心は暗くなれり。 22自ら智しと稱へて愚と

なり、 23朽つることなき神の榮光を易へて、朽

つべき人および禽獸・匍ふ物に似たる像となす。

24この故に神は彼らを其の心の慾にまかせて、互

にその身を辱しむる汚穢に付し給へり。 25彼ら

は神の眞を易へて虚僞となし、造物主を措きて造

られたる物を拜し、且これに事ふ、造物主は永遠

に讃むべき者なり、アァメン。 (aiōn g165) 26之によ

りて神は彼らを恥づべき慾に付し給へり。即ち女

は順性の用を易へて逆性の用となし、 27男もま

た同じく女の順性の用を棄てて互に情慾を熾し

、男と男と恥づることを行ひて、その迷に値すべ

き報を己が身に受けたり。 28また神を心に存む

るを善しとせざれば、神もその邪曲なる心の隨に

爲まじき事をするに任せ給へり。 29即ちもろも

ろの不義・惡・慳貪・惡意にて滿つる者、また嫉

妬・殺意・紛爭・詭計・惡念の溢るる者、 30讒

言する者・謗る者・神に憎まるる者・侮る者・高

ぶる者・誇る者・惡事を企つる者・父母に逆ふ者

、 31無知・違約・無情・無慈悲なる者にして、

32かかる事どもを行ふ者の死罪に當るべき神の定

を知りながら、啻に自己これらの事を行ふのみな

らず、また人の之を行ふを可しとせり。

2されば凡て人を審く者よ、なんぢ言ひ遁るる
術なし、他の人を審くは、正しく己を罪する

なり。人をさばく汝もみづから同じ事を行へばな

り。 2かかる事をおこなふ者を罪する神の審判は

眞理に合へりと我らは知る。 3かかる事をおこな

ふ者を審きて自己これを行ふ人よ、なんぢ神の審

判を遁れんと思ふか。 4神の仁慈なんぢを悔改に

導くを知らずして、その仁慈と忍耐と寛容との豐

なるを輕んずるか。 5なんぢ頑固と悔改めぬ心と

により、己のために神の怒を積みて、その正しき

審判の顯るる怒の日に及ぶなり。 6神はおのおの

の所作に隨ひて報い、 7耐へ忍びて善をおこない

光榮と尊貴と朽ちざる事とを求むる者には、永遠

の生命をもて報い、 (aiōnios g166) 8徒黨により眞理

に從はずして不義にしたがう者には、怒と憤恚と

をもて報い給はん。 9すべて惡をおこなふ人には

、ユダヤ人を始めギリシヤ人にも患難と苦難とあ

り。 10凡て善をおこなふ人には、ユダヤ人を始
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めギリシヤ人にも光榮と尊貴と平安とあらん。 11

そは神には偏り視給ふこと無ければなり。 12凡

そ律法なくして罪を犯したる者は律法なくして滅

び、律法ありて罪を犯したる者は律法によりて審

かるべし。 13律法を聞くもの神の前に義たるに

あらず、律法をおこなふ者のみ義とせらるべし。

―― 14律法を有たぬ異邦人、もし本性のまま律

法に載せたる所をおこなふ時は、律法を有たずと

もおのづから己が律法たるなり。 15即ち律法の

命ずる所のその心に録されたるを顯し、おのが良

心もこれを證をなして、その念、たがひに或は訴

へ或は辯明す。―― 16是わが福音に云へる如く

、神のキリスト・イエスによりて人々の隱れたる

事を審きたまふ日に成るべし。 17汝ユダヤ人と

稱へられ、律法に安んじ、神を誇り、 18その御

意を知り、律法に教へられて善惡を辨へ、 19ま

た律法のうちに知識と眞理との式を有てりとして

、盲人の手引、暗黒にをる者の光明、 20愚なる

者の守役、幼兒の教師なりと自ら信ずる者よ、 21

何ゆゑ人に教へて己を教へぬか、竊む勿れと宣べ

て自ら竊むか、 22姦淫する勿れと言ひて姦淫す

るか、偶像を惡みて宮の物を奪ふか、 23律法に

誇りて律法を破り神を輕んずるか。 24録して『

神の名は汝らの故によりて異邦人の中に涜さる』

とあるが如し。 25なんぢ律法を守らば割禮は益

あり、律法を破らば汝の割禮は無割禮となるな

り。 26割禮なき者も律法の義を守らば、その無

割禮は割禮とせらるるにあらずや。 27本性のま

ま割禮なくして律法を全うする者は、儀文と割禮

とありてなほ律法をやぶる汝を審かん。 28それ

表面のユダヤ人はユダヤ人たるにあらず、肉に在

る表面の割禮は割禮たるにあらず。 29隱なるユ

ダヤ人はユダヤ人なり、儀文によらず、靈による

心の割禮は割禮なり、その譽は人よりにあらず、

神より來るなり。

3さらばユダヤ人に何の優るる所ありや、また
割禮に何の益ありや。 2凡ての事に益おほし、

先づ第一に彼らは神の言を委ねられたり。 3され

ど如何ん、ここに信ぜざる者ありとも、その不

信は神の眞實を廢つべきか。 4決して然らず、人

をみな虚僞者とすとも神を誠實とすべし。録し

て『なんぢは其の言にて義とせられ、審かるると

き勝を得給はん爲なり』とあるが如し。 5然れど

若し我らの不義は神の義を顯すとせば何と言はん

か、怒を加へたまふ神は不義なるか（こは人の言

ふごとく言ふなり） 6決して然らず、若し然あら

ば神は如何にして世を審き給ふべき。 7わが虚僞

によりて神の誠實いよいよ顯れ、その榮光となら

んには、いかで我なほ罪人として審かるる事あら

ん。 8また『善を來らせん爲に惡をなすは可から

ずや』（或者われらを譏りて之を我らの言なり

といふ）かかる人の罪に定めらるるは正し。 9さ

らば如何ん、我らの勝る所ありや、有ることなし

。我ら既にユダヤ人もギリシヤ人もみな罪の下に

在りと告げたり。 10録して『義人なし、一人だ

になし、 11聰き者なく、神を求むる者なし。 12

みな迷ひて相共に空しくなれり、善をなす者な

し、一人だになし。 13彼らの咽は開きたる墓な

り、舌には詭計あり、口唇のうちには蝮の毒あり

、 14その口は詛と苦とにて滿つ。 15その足は血

を流すに速し、 16破壞と艱難とその道にあり、

17彼らは平和の道を知らず。 18その眼前に神を

おそるる畏なし』とあるが如し。 19それ律法の

言ふところは律法の下にある者に語ると我らは知

る、これは凡ての口ふさがり、神の審判に全世界

の服せん爲なり。 20律法の行爲によりては、一

人だに神のまへに義とせられず、律法によりて罪

は知らるるなり。 21然るに今や律法の外に神の

義は顯れたり、これ律法と預言者とに由りて證せ

られ、 22イエス・キリストを信ずるに由りて凡

て信ずる者に與へたまふ神の義なり。之には何

等の差別あるなし。 23凡ての人、罪を犯したれ

ば神の榮光を受くるに足らず、 24功なくして神

の恩惠により、キリスト・イエスにある贖罪によ

りて義とせらるるなり。 25即ち神は忍耐をもて

過來しかたの罪を見遁し給ひしが、己の義を顯さ

んとて、キリストを立て、その血によりて信仰に

よれる宥の供物となし給へり。 26これ今おのれ

の義を顯して、自ら義たらん爲、またイエスを信

ずる者を義とし給はん爲なり。 27さらば誇ると

ころ何處にあるか。既に除かれたり、何の律法に

由りてか、行爲の律法か、然らず、信仰の律法に

由りてなり。 28我らは思ふ、人の義とせらるる

は、律法の行爲によらず、信仰に由るなり。 29

神はただユダヤ人のみの神なるか、また異邦人の

神ならずや、然り、また異邦人の神なり。 30神

は唯一にして、割禮ある者を信仰によりて義とし

、割禮なき者をも信仰によりて義とし給へばなり
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。 31然らば我ら信仰をもて律法を空しくするか

、決して然らず、反つて律法を堅うするなり。

4さらば我らの先祖アブラハムは肉につきて何
を得たりと言はんか。 2アブラハム若し行爲に

よりて義とせられたらんには誇るべき所あり、然

れど神の前には有ることなし。 3聖書に何と云へ

るか『アブラハム神を信ず、その信仰を義と認め

られたり』と。 4それ働く者への報酬は恩惠とい

はず、負債と認めらる。 5されど働く事なくとも

、敬虔ならぬ者を義としたまふ神を信ずる者は、

その信仰を義と認めらるるなり。 6ダビデもまた

行爲なくして神に義と認めらるる人の幸福につき

て斯く云へり。曰く、 7『不法を免され、罪を蔽

はれたる者は幸福なるかな、 8主が罪を認め給は

ぬ人は幸福なるかな』 9されば此の幸福はただ割

禮ある者にのみあるか、また割禮なき者にもある

か、我らは言ふ『アブラハムはその信仰を義と認

められたり』と。 10如何なるときに義と認めら

れたるか、割禮ののちか、無割禮のときか、割

禮の後ならず、無割禮の時なり。 11而して無割

禮のときの信仰によれる義の印として割禮の徽を

受けたり、これ無割禮にして信ずる凡ての者の

義と認められん爲に、その父となり、 12また割

禮のみに由らず、我らの父アブラハムの無割禮

のときの信仰の跡をふむ割禮ある者の父とならん

爲なり。 13アブラハム世界の世嗣たるべしとの

約束を、アブラハムとその裔との與へられしは、

律法に由らず、信仰の義に由れるなり。 14もし

律法による者ども世嗣たらば、信仰は空しく約束

は廢るなり。 15それ律法は怒を招く、律法なき

所には罪を犯すこともなし。 16この故に世嗣た

ることの恩惠に干らんために信仰に由るなり、是

かの約束のアブラハムの凡ての裔、すなわち律法

による裔のみならず、彼の信仰に效ふ裔にも堅う

せられん爲なり。 17彼はその信じたる所の神、

すなはち死人を活し、無きものを有るものの如く

呼びたまふ神の前にて、我等すべての者の父たる

なり。録して『われ汝を立てて多くの國人の父と

せり』とあるが如し。 18彼は望むべくもあらぬ

時になほ望みて信じたり、是なんぢの裔はかくの

如くなるべしと言ひ給ひしに隨ひて、多くの國人

の父とならん爲なりき。 19かくて凡そ百歳に及

びて己が身の死にたるがごとき状なると、サラの

胎の死にたるが如きとを認むれども、その信仰よ

わらず、 20不信をもて神の約束を疑はず、信仰

により強くなりて神に榮光を歸し、 21その約し

給へることを、成し得給ふと確信せり。 22之に

由りて其の信仰を義と認められたり。 23斯く『

義と認められたり』と録したるは、アブラハムの

爲のみならず、また我らの爲なり。 24我らの主

イエスを死人の中より甦へらせ給ひし者を信ずる

我らも、その信仰を義と認められん。 25主は我

らの罪のために付され、我らの義とせられん爲に

甦へらせられ給へるなり。

5斯く我ら信仰によりて義とせられたれば、我
らの主イエス・キリストに頼り、神に對して

平和を得たり。 2また彼により信仰によりて、今

立つところの恩惠に入ることを得、神の榮光を望

みて喜ぶなり。 3然のみならず患難をも喜ぶ、そ

は患難は忍耐を生じ、 4忍耐は練達を生じ、練達

は希望を生ずと知ればなり。 5希望は恥を來らせ

ず、我らに賜ひたる聖靈によりて神の愛われら

の心に注げばなり。 6我等のなほ弱かりし時、キ

リスト定りたる日に及びて、敬虔ならぬ者のため

に死に給へり。 7それ義人のために死ぬるもの殆

どなし、仁者のためには死ぬることを厭はぬ者も

やあらん。 8然れど我等がなほ罪人たりし時、キ

リスト我等のために死に給ひしに由りて、神は我

らに對する愛をあらはし給へり。 9斯く今その血

に頼りて我ら義とせられたらんには、まして彼に

よりて怒より救はれざらんや。 10我等もし敵た

りしとき御子の死に頼りて神と和ぐことを得たら

んには、まして和ぎて後その生命によりて救はれ

ざらんや。 11然のみならず今われらに和睦を得

させ給へる我らの主イエス・キリストに頼りて神

を喜ぶなり。 12それ一人の人によりて罪は世に

入り、また罪によりて死は世に入り、凡ての人

罪を犯しし故に、死は凡ての人に及べり。 13律

法のきたる前にも罪は世にありき、されど律法な

くば罪は認めらるること無し。 14然るにアダム

よりモーセに至るまで、アダムの咎と等しき罪を

犯さぬ者の上にも死は王たりき。アダムは來らん

とする者の型なり。 15されど恩惠の賜物は、か

の咎の如きにあらず、一人の咎によりて多くの人

の死にたらんには、まして神の恩惠と一人の人イ

エス・キリストによる恩惠の賜物とは、多くの人

に溢れざらんや。 16又この賜物は罪を犯しし一

人より來れるものの如きにあらず、審判は一人よ
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りして罪を定むるに至りしが、恩惠の賜物は多く

の咎よりして義とするに至るなり。 17もし一人

の咎のために一人によりて死は王となりたらんに

は、まして恩惠と義の賜物とを豐に受くる者は、

一人のイエス・キリストにより生命に在りて王た

らざらんや。 18されば一つの咎によりて罪を定

むることの凡ての人に及びしごとく、一つの正し

き行爲によりて義とせられ生命を得るに至ること

も、凡ての人に及べり。 19それは一人の不從順

によりて多くの人の罪人とせられし如く、一人の

從順によりて多くの人、義人とせらるるなり。 20

律法の來りしは咎の増さんためなり。されど罪の

増すところには恩惠も彌増せり。 21これ罪の死

によりて王たりし如く、恩惠も義によりて王とな

り、我らの主イエス・キリストに由りて永遠の生

命に至らん爲なり。 (aiōnios g166)

6されば何をか言はん、恩惠の増さんために罪
のうちに止るべきか、 2決して然らず、罪に就

きて死にたる我らは爭で尚その中に生きんや。 3

なんじら知らぬか、凡そキリスト・イエスに合ふ

バプテスマを受けたる我らは、その死に合ふバプ

テスマを受けしを。 4我らはバプテスマによりて

彼とともに葬られ、その死に合せられたり。これ

キリスト父の榮光によりて死人の中より甦へらせ

られ給ひしごとく、我らも新しき生命に歩まんた

めなり。 5我らキリストに接がれて、その死の状

にひとしくば、その復活にも等しかるべし。 6我

らは知る、われらの舊き人、キリストと共に十字

架につけられたるは、罪の體ほろびて、此ののち

罪に事へざらん爲なるを。 7そは死にし者は罪よ

り脱るるなり。 8我等もしキリストと共に死にし

ならば、また彼とともに活きんことを信ず。 9キ

リスト死人の中より甦へりて復死に給はず、死

もまた彼に主とならぬを我ら知ればなり。 10そ

の死に給へるは罪につきて一たび死に給へるにて

、その活き給へるは神につきて活き給へるなり。

11斯くのごとく汝らも己を罪につきては死にたる

もの、神につきては、キリスト・イエスに在りて

活きたる者と思ふべし。 12されば罪を汝らの死

ぬべき體に王たらしめて其の慾に從ふことなく、

13汝らの肢體を罪に献げて不義の器となさず、反

つて死人の中より活き返りたる者のごとく己を神

にささげ、その肢體を義の器として神に献げよ。

14汝らは律法の下にあらずして恩惠の下にあれば

、罪は汝らに主となる事なきなり。 15然らば如

何に、我らは律法の下にあらず、恩惠の下にある

が故に、罪を犯すべきか、決して然らず。 16な

んぢら知らぬか、己を献げ僕となりて、誰に從ふ

とも其の僕たることを。或は罪の僕となりて死に

至り、或は從順の僕となりて義に至る。 17然れ

ど神に感謝す、汝等はもと罪の僕なりしが、傳

へられし教の範に心より從ひ、 18罪より解放さ

れて義の僕となりたり。 19斯く人の事をかりて

言ふは、汝らの肉よわき故なり。なんぢら舊その

肢體をささげ、穢と不法との僕となりて不法に到

りしごとく、今その肢體をささげ、義の僕となり

て潔に到れ。 20なんぢら罪の僕たりしときは義

に對して自由なりき。 21その時に今は恥とする

所の事によりて何の實を得しか、これらの事の極

は死なり。 22然れど今は罪より解放されて神の

僕となりたれば、潔にいたる實を得たり、その極

は永遠の生命なり。 (aiōnios g166) 23それ罪の拂ふ價

は死なり、然れど神の賜物は我らの主キリスト・

イエスにありて受くる永遠の生命なり。 (aiōnios

g166)

7兄弟よ、なんぢら知らぬか、（われ律法を知
る者に語る）律法は人の生ける間のみ之に主

たるなり。 2夫ある婦は律法によりて夫の生ける

中は之に縛らる。然れど夫死なば夫の律法より

解かるるなり。 3されば夫の生ける中に他の人に

適かば淫婦と稱へらるれど、夫死なばその律法

より解放さるる故に、他の人に適くとも淫婦とは

ならぬなり。 4わが兄弟よ、斯くのごとく汝等

もキリストの體により律法に就きて死にたり。こ

れ他の者、すなはち死人の中より甦へらせられ給

ひし者に適き、神のために實を結ばん爲なり。 5

われら肉に在りしとき、律法に由れる罪の情は我

らの肢體のうちに働きて、死のために實を結ばせ

たり。 6されど縛られたる所に就きて我等いま死

にて律法より解かれたれば、儀文の舊きによらず

、靈の新しきに從ひて事ふることを得るなり。 7

さらば何をか言はん、律法は罪なるか、決して然

らず、律法に由らでは、われ罪を知らず、律法に

『貪る勿れ』と言はずば、慳貪を知らざりき。 8

されど罪は機に乘じ誡命によりて各樣の慳貪を我

がうちに起せり、律法なくば罪は死にたるものな

り。 9われ曾て律法なくして生きたれど、誡命き

たりし時に罪は生き、我は死にたり。 10而して



ローマ人への手紙 728

我は生命にいたるべき誡命の反つて死に到らしむ

るを見出せり。 11これ罪は機に乘じ誡命により

て我を欺き、かつ之によりて我を殺せり。 12そ

れ律法は聖なり、誡命もまた聖にして正しく、か

つ善なり。 13されば善なるもの我に死となりた

るか。決して然らず、罪は罪たることの現れんた

めに、善なる者によりて我が内に死を來らせたる

なり。これ誡命によりて罪の甚だしき惡とならん

爲なり。 14われら律法は靈なるものと知る、さ

れど我は肉なる者にて罪の下に賣られたり。 15

わが行ふことは我しらず、我が欲する所は之をな

さず、反つて我が憎むところは之を爲すなり。 16

わが欲せぬ所を爲すときは律法の善なるを認む。

17然れば之を行ふは我にあらず、我が中に宿る罪

なり。 18我はわが中、すなわち我が肉のうちに

善の宿らぬを知る、善を欲すること我にあれど、

之を行ふ事なければなり。 19わが欲する所の善

は之をなさず、反つて欲せぬ所の惡は之をなすな

り。 20我もし欲せぬ所の事をなさば、之を行ふ

は我にあらず、我が中に宿る罪なり。 21然れば

善をなさんと欲する我に惡ありとの法を、われ見

出せり。 22われ中なる人にては神の律法を悦べ

ど、 23わが肢體のうちに他の法ありて、我が心

の法と戰ひ、我を肢體の中にある罪の法の下に虜

とするを見る。 24噫われ惱める人なるかな、此

の死の體より我を救はん者は誰ぞ。 25我らの主

イエス・キリストに頼りて神に感謝す、然れば我

みづから心にては神の律法につかへ、内にては罪

の法に事ふるなり。

8この故に今やキリスト・イエスに在る者は罪
の定めらるることなし。 2キリスト・イエスに

在る生命の御靈の法は、なんじを罪と死との法よ

り解放したればなり。 3肉によりて弱くなれる律

法の成し能はぬ所を神は爲し給へり、即ち己の子

を罪ある肉の形にて罪のために遣し、肉に於て罪

を定めたまへり。 4これ肉に從はず靈に從ひて歩

む我らの中に、律法の義の完うせられん爲なり。

5肉にしたがふ者は肉の事をおもひ、靈にしたが

ふ者は靈の事をおもふ。 6肉の念は死なり、靈の

念は生命なり、平安なり。 7肉の念は神に逆ふ、

それは神の律法に服はず、否したがふこと能はず

、 8また肉に居る者は神を悦ばすこと能はざるな

り。 9然れど神の御靈なんぢらの中に宿り給はば

、汝らは肉に居らで靈に居らん、キリストの御靈

なき者はキリストに屬する者にあらず。 10若し

キリスト汝らに在さば、體は罪によりて死にたる

者なれど、靈は義によりて生命に在らん。 11若

しイエスを死人の中より甦へらせ給ひし者の御靈

なんぢらの中に宿り給はば、キリスト・イエスを

死人の中より甦へらせ給ひし者は、汝らの中に宿

りたまふ御靈によりて、汝らの死ぬべき體をも活

し給はん。 12されば兄弟よ、われらは負債あれ

ど、肉に負ふ者ならねば、肉に從ひて活くべきに

あらず。 13汝等もし肉に從ひて活きなば、死な

ん。もし靈によりて體の行爲を殺さば活くべし。

14すべて神の御靈に導かるる者は、これ神の子な

り。 15汝らは再び懼を懷くために僕たる靈を受

けしにあらず、子とせられたる者の靈を受けたり

、之によりて我らはアバ父と呼ぶなり。 16御靈

みづから我らの靈とともに我らが神の子たること

を證す。 17もし子たらば世嗣たらん、神の嗣子

にしてキリストと共に世嗣たるなり。これはキリ

ストとともに榮光を受けん爲に、その苦難をも共

に受くるに因る。 18われ思うに、今の時の苦難

は、われらの上に顯れんとする榮光にくらぶるに

足らず。 19それ造られたる者は、切に慕ひて神

の子たちの現れんことを待つ。 20造られたるも

のの虚無に服せしは、己が願によるにあらず、服

せしめ給ひし者によるなり。 21然れどなほ造ら

れたる者にも滅亡の僕たる状より解かれて、神の

子たちの光榮の自由に入る望は存れり。 22我ら

は知る、すべて造られたるものの今に至るまで共

に嘆き、ともに苦しむことを。 23然のみならず

、御靈の初の實をもつ我らも自ら心のうちに嘆き

て、子とせられんこと、即ちおのが軆の贖はれん

ことを待つなり。 24我らは望によりて救はれた

り、眼に見ゆる望は望にあらず、人その見るとこ

ろを爭でなほ望まんや。 25我等もし其の見ぬと

ころを望まば、忍耐をもて之を待たん。 26斯く

のごとく御靈も我らの弱を助けたまふ。我らは如

何に祈るべきかを知らざれども、御靈みづから言

ひ難き歎をもて執成し給ふ。 27また人の心を極

めたまふ者は御靈の念をも知りたまふ。御靈は神

の御意に適ひて聖徒のために執成し給へばなり。

28神を愛する者、すなはち御旨によりて召された

る者の爲には、凡てのこと相働きて益となるを

我らは知る。 29神は預じめ知りたまふ者を御子

の像に象らせんと預じめ定め給へり。これ多くの
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兄弟のうちに、御子を嫡子たらせんが爲なり。 30

又その預じめ定めたる者を召し、召したる者を義

とし、義としたる者には光榮を得させ給ふ。 31

然れば此等の事につきて何をか言はん、神もし

我らの味方ならば、誰か我らに敵せんや。 32己

の御子を惜まずして我ら衆のために付し給ひし者

は、などか之にそへて萬物を我らに賜はざらんや

。 33誰か神の選び給へる者を訴へん、神は之を

義とし給ふ。 34誰か之を罪に定めん、死にて甦

へり給ひしキリスト・イエスは神の右に在して、

我らの爲に執成し給ふなり。 35我等をキリスト

の愛より離れしむる者は誰ぞ、患難か、苦難か、

迫害か、飢か、裸か、危險か、劍か。 36録して

『汝のために我らは、終日ころされて屠らるべき

羊の如きものとせられたり』とあるが如し。 37

されど凡てこれらの事の中にありても、我らを愛

したまふ者に頼り、勝ち得て餘あり。 38われ確

く信ず、死も生命も、御使も、權威ある者も、今

ある者も後あらん者も、力ある者も、 39高きも

深きも、此の他の造られたるものも、我らの主キ

リスト・イエスにある神の愛より、我らを離れし

むるを得ざることを。

9我キリストに在りて眞をいひ虚僞を言はず、
2我に大なる憂あることと心に絶えざる痛ある

こととを、我が良心も聖靈によりて證す。 3も

し我が兄弟わが骨肉の爲にならんには、我みづか

ら詛はれてキリストに棄てらるるも亦ねがふ所な

り。 4彼等はイスラエル人にして、彼らには神

の子とせられたることと、榮光と、もろもろの契

約と、授けられたる律法と、禮拜と、もろもろの

約束とあり。 5先祖たちも彼等のものなり、肉

によれば、キリストも彼等より出で給ひたり。

キリストは萬物の上にあり、永遠に讃むべき神な

り、アァメン。 (aiōn g165) 6それ神の言は廢りたる

に非ず。イスラエルより出づる者みなイスラエル

なるに非ず。 7また彼等はアブラハムの裔なれ

ばとて皆その子たるに非ず『イサクより出づる者

は、なんぢの裔と稱へらるべし』とあり。 8即ち

肉の子らは神の子らにあらず、ただ約束の子等

のみ其の裔と認めらるるなり。 9約束の御言は是

なり、曰く『時ふたたび巡り來らば、我きたりて

サラに男子あらん』と。 10然のみならず、レベ

カも我らの先祖イサク一人によりて孕りたる時、

11その子いまだ生れず、善も惡もなさぬ間に、神

の選の御旨は動かず、 12行爲によらで召す者に

よらん爲に『兄は次弟に事ふべし』とレベカに宣

へり。 13『われヤコブを愛しエザウを憎めり』

と録されたる如し。 14さらば何をか言はん、神

には不義あるか。決して然らず。 15モーセに言

ひ給ふ『われ憐まんとする者をあはれみ、慈悲を

施さんとする者に慈悲を施すべし』と。 16され

ば欲する者にも由らず、走る者にも由らず、ただ

憐みたまふ神に由るなり。 17パロにつきて聖書

に言ひ給ふ『わが汝を起したるは此の爲なり、即

ち我が能力を汝によりて顯し、且わが名の全世界

に傳へられん爲なり』と。 18されば神はその憐

まんと欲する者を憐み、その頑固にせんと欲する

者を頑固にし給ふなり。 19さらば汝あるいは我

に言はん『神なんぞなほ人を咎め給ふか、誰かそ

の御定に悖る者あらん』 20ああ人よ、なんぢ誰

なれば神に言ひ逆ふか、造られしもの造りたる者

に對ひて『なんぢ何ぞ我を斯く造りし』と言ふべ

きか。 21陶工は同じ土塊をもて、此を貴きに用

ふる器とし、彼を賤しきに用ふる器とするの權な

からんや。 22もし神、怒をあらはし權力を示さ

んと思しつつも、なほ大なる寛容をもて、滅亡に

備れる怒の器を忍び、 23また光榮のために預じ

め備へ給ひし憐憫の器に對ひて、その榮光の富を

示さんとし給ひしならば如何に。 24この憐憫の

器は我等にして、ユダヤ人の中よりのみならず、

異邦人の中よりも召し給ひしものなり。 25ホゼ

ヤの書に『我わが民たらざる者を我が民と呼び、

愛せられざる者を愛せらるる者と呼ばん、 26「

なんぢら我が民にあらず」と言ひし處にて、彼ら

は活ける神の子と呼ばるべし』と宣へる如し。 27

イザヤもイスラエルに就きて叫べり『イスラエル

の子孫の數は海の砂のごとくなりとも、救はるる

はただ殘の者のみならん。 28主、地の上に御言

をなし了へ、これを遂げ、これを速かにし給はん

』 29また『萬軍の主われらに裔を遺し給はずば

、我等ソドムの如くになり、ゴモラと等しかりし

ならん』とイザヤの預言せしが如し。 30然らば

何をか言はん、義を追ひ求めざりし異邦人は義を

得たり、即ち信仰による義なり。 31イスラエル

は義の律法を追ひ求めたれど、その律法に到らざ

りき。 32何の故か、かれらは信仰によらず、行

爲によりて追ひ求めたる故なり。彼らは躓く石に

躓きたり。 33録して『視よ、我つまづく石さま
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たぐる岩をシオンに置く、之に依頼む者は辱しめ

られじ』とあるが如し。

10兄弟よ、わが心のねがひ、神に對する祈は、
彼らの救はれんことなり。 2われ彼らが神の

ために熱心なることを證す、されど其の熱心は知

識によらざるなり。 3それは神の義を知らず、己

の義を立てんとして、神の義に服はざればなり。

4キリストは凡て信ずる者の義とせられん爲に律

法の終となり給へり。 5モーセは、律法による義

をおこなふ人は之によりて生くべしと録したり。

6されど信仰による義は斯くいふ『なんぢ心に「

誰か天に昇らん」と言ふなかれ』と。 7これキリ

ストを引下さんとするなり『また「たれか底なき

所に下らん」と言ふなかれ』と。是キリストを死

人の中より引上げんとするなり。 (Abyssos g12) 8さ

らば何と言ふか『御言はなんぢに近し、なんぢの

口にあり、汝の心にあり』と。これ我らが宣ぶる

信仰の言なり。 9即ち、なんぢ口にてイエスを主

と言ひあらはし、心にて神の之を死人の中より甦

へらせ給ひしことを信ぜば、救はるべし。 10そ

れ人は心に信じて義とせられ、口に言ひあらはし

て救はるるなり。 11聖書にいふ『すべて彼を信

ずる者は辱しめられじ』と。 12ユダヤ人とギリ

シヤ人との區別なし、同一の主は萬民の主にまし

まして、凡て呼び求むる者に對して豐なり。 13

『すべて主の御名を呼び求むる者は救はるべし』

とあればなり。 14然れど未だ信ぜぬ者を爭で呼

び求むることをせん、未だ聽かぬ者を爭で信ずる

ことをせん、宣傳ふる者なくば爭で聽くことをせ

ん。 15遣されずば爭で宣傳ふることをせん『あ

あ美しきかな、善き事を告ぐる者の足よ』と録さ

れたる如し。 16されど、みな福音に從ひしには

あらず、イザヤいふ『主よ、われらに聞きたる言

を誰か信ぜし』 17斯く信仰は聞くにより、聞く

はキリストの言による。 18されど我いふ、彼ら

聞えざりしか、然らず『その聲は全地にゆきわた

り、其の言は世界の極にまで及べり』 19我また

言ふ、イスラエルは知らざりしか、先づモーセ言

ふ『われ民ならぬ者をもて汝らに嫉を起させ、愚

なる民をもて汝らを怒らせん』 20またイザヤ憚

らずして言ふ『我を求めざる者に、われ見出され

、我を尋ねざる者に我あらはれたり』 21更にイ

スラエルに就きては『われ服はずして言ひさから

ふ民に、終日手を伸べたり』と云へり。

11されば我いふ、神はその民を棄て給ひしか。
決して然らず。我もイスラエル人にしてアブ

ラハムの裔ベニヤミンの族の者なり。 2神はその

預じめ知り給ひし民を棄て給ひしにあらず。汝ら

エリヤに就きて聖書に云へることを知らぬか、彼

イスラエルを神に訴へて言ふ、 3『主よ、彼らは

汝の預言者たちを殺し、なんぢの祭壇を毀ち、我

ひとり遺りたるに、亦わが生命をも求めんとする

なり』と。 4然るに御答は何と云へるか『われバ

アルに膝を屈めぬ者、七千人を我がために遺し

置けり』と。 5斯くのごとく今もなほ恩惠の選に

よりて遺れる者あり。 6もし恩惠によるとせば、

もはや行爲によるにあらず。然らずば恩惠はもは

や恩惠たらざるべし。 7さらば如何に、イスラエ

ルはその求むる所を得ず、選ばれたる者は之を得

たり、その他の者は鈍くせられたり。 8『神は今

日に至るまで、彼らに眠れる心、見えぬ目、聞え

ぬ耳を與へ給へり』と録されたるが如し。 9ダビ

デも亦いふ『かれらの食卓は羂となれ、網となれ

、つまづきとなれ、報となれ、 10その眼は眩み

て見えずなれ、常にその背を屈めしめ給へ』 11

されば我いふ、彼らの躓きしは倒れんが爲なりや

。決して然らず、反つて其の落度によりて救は異

邦人に及べり、これイスラエルを勵まさん爲なり

。 12もし彼らの落度、世の富となり、その衰微

、異邦人の富となりたらんには、まして彼らの數

滿つるに於てをや。 13われ異邦人なる汝等にい

ふ、我は異邦人の使徒たるによりて己が職を重ん

ず。 14これ或は我が骨肉の者を勵まし、その中

の幾許かを救はん爲なり。 15もし彼らの棄てら

るること世の平和となりたらんには、其の受け納

れらるるは、死人の中より活くると等しからずや

。 16もし初穗の粉潔くば、パンの團塊も潔く、

樹の根潔くば、其の枝も潔からん。 17若しオリ

ブの幾許の枝きり落されて野のオリブなる汝、そ

の中に接がれ、共にその樹の液汁ある根に與らば

、 18かの枝に對ひて誇るな、たとひ誇るとも汝

は根を支へず、根は反つて汝を支ふるなり。 19

なんぢ或は言はん『枝の折られしは我が接がれん

爲なり』と。 20實に然り、彼らは不信によりて

折られ、汝は信仰によりて立てるなり、高ぶりた

る思をもたず、反つて懼れよ。 21もし神、原樹

の枝を惜み給はざりしならば、汝をも惜み給はじ

。 22神の仁慈と、その嚴肅とを見よ。嚴肅は倒
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れし者にあり、仁慈はその仁慈に止る汝にあり、

若しその仁慈に止らずば、汝も切り取らるべし。

23彼らも若し不信に止らずば、接がるることあら

ん、神は再び彼らを接ぎ得給ふなり。 24なんぢ

生來の野のオリブより切り取られ、その生來に悖

りて善きオリブに接がれたらんには、まして原

樹のままなる枝は己がオリブに接がれざらんや。

25兄弟よ、われ汝らが自己を聰しとする事なから

ん爲に、この奧義を知らざるを欲せず、即ち幾許

のイスラエルの鈍くなれるは、異邦人の入り來り

て數滿つるに及ぶ時までなり。 26かくしてイス

ラエルは悉とく救はれん。録して『救ふ者シオン

より出で來りて、ヤコブより不虔を取り除かん、

27われその罪を除くときに彼らに立つる我が契約

は是なり』とあるが如し。 28福音につきて云へ

ば、汝等のために彼らは敵とせられ、選につき

て云へば、先祖たちの爲に彼らは愛せらるるなり

。 29それ神の賜物と召とは變ることなし。 30汝

ら前には神に從はざりしが、今は彼らの不順によ

りて憐まれたる如く、 31彼らも汝らの受くる憐

憫によりて憐まれん爲に、今は從はざるなり。 32

神は凡ての人を憐まんために、凡ての人を不順の

中に取籠め給ひたり。 (eleēsē g1653) 33ああ神の智慧

と知識との富は深いかな、その審判は測り難く、

その途は尋ね難し。 34『たれか主の心を知りし

、誰かその議士となりし。 35たれか先づ主に與

へて其の報を受けんや』 36これ凡ての物は神よ

り出で、神によりて成り、神に歸すればなり、榮

光とこしへに神にあれ。アァメン。 (aiōn g165)

12されば兄弟よ、われ神のもろもろの慈悲によ
りて汝らに勸む、己が身を神の悦びたまふ潔

き活ける供物として献げよ、これ靈の祭なり。 2

又この世に效ふな、神の御意の善にして悦ぶべく

、かつ全きことを辨へ知らんために、心を更へて

新にせよ。 (aiōn g165) 3われ與へられし恩惠により

て汝等おのおのに告ぐ、思ふべき所を超えて自

己を高しとすな。神のおのおのに分ち給ひし信仰

の量にしたがひ愼みて思ふべし。 4人は一つ體に

おほくの肢あれども、凡ての肢その運用を同じう

せぬ如く、 5我らも多くあれど、キリストに在り

て一つ體にして、各人たがひに肢たるなり。 6わ

れらが有てる賜物はおのおの與へられし恩惠によ

りて異なる故に、或は預言あらば信仰の量にした

がひて預言をなし、 7或は務あらば務をなし、或

は教をなす者は教をなし、 8或は勸をなす者は勸

をなし、施す者はをしみなく施し、治むる者は心

を盡して治め、憐憫をなす者は喜びて憐憫をなす

べし。 9愛には虚僞あらざれ、惡はにくみ、善は

したしみ、 10兄弟の愛をもて互に愛しみ、禮儀

をもて相讓り、 11勤めて怠らず、心を熱くし、

主につかへ、 12望みて喜び、患難にたへ、祈を

恆にし、 13聖徒の缺乏を賑し、旅人を懇ろに待

せ、 14汝らを責むる者を祝し、これを祝して詛

ふな。 15喜ぶ者と共によろこび、泣く者と共に

なけ。 16相互に心を同じうし、高ぶりたる思を

なさず、反つて卑きに附け。なんぢら己を聰しと

すな。 17惡をもて惡に報いず、凡ての人のまへ

に善からんことを圖り、 18汝らの爲し得るかぎ

り力めて凡ての人と相和げ。 19愛する者よ、自

ら復讐すな、ただ神の怒に任せまつれ。録して『

主いひ給ふ、復讐するは我にあり、我これに報い

ん』とあり。 20『もし汝の仇飢ゑなば之に食は

せ、渇かば之に飮ませよ、なんぢ斯するは熱き火

を彼の頭に積むなり』 21惡に勝たるることなく

、善をもて惡に勝て。

13凡ての人、上にある權威に服ふべし。そは神
によらぬ權威なく、あらゆる權威は神により

て立てらる。 2この故に權威にさからふ者は神の

定に悖るなり、悖る者は自らその審判を招かん。

3長たる者は善き業の懼にあらず、惡しき業の懼

なり、なんぢ權威を懼れざらんとするか、善をな

せ、然らば彼より譽を得ん。 4かれは汝を益せん

ための神の役者なり。然れど惡をなさば懼れよ、

彼は徒らに劍をおびず、神の役者にして、惡をな

す者に怒をもて報ゆるなり。 5然れば服はざるべ

からず、啻に怒の爲のみならず、良心のためなり

。 6また之がために汝ら貢を納む、彼らは神の仕

人にして此の職に勵むなり。 7汝等その負債を

おのおのに償へ、貢を受くべき者に貢ををさめ、

税を受くべき者に税ををさめ、畏るべき者をおそ

れ、尊ぶべき者をたふとべ。 8汝等たがひに愛

を負ふのほか何をも人に負ふな。人を愛する者は

律法を全うするなり。 9それ『姦淫する勿れ、殺

すなかれ、盜むなかれ、貪るなかれ』と云へるこ

の他なほ誡命ありとも『おのれの如く隣を愛すべ

し』といふ言の中にみな籠るなり。 10愛は隣を

害はず、この故に愛は律法の完全なり。 11なん

ぢら時を知る故に、いよいよ然なすべし。今は眠
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より覺むべき時なり。始めて信ぜし時よりも今は

我らの救近ければなり。 12夜ふけて日近づきぬ

、然れば我ら暗黒の業をすてて光明の甲を著るべ

し。 13晝のごとく正しく歩みて宴樂・醉酒に、

淫樂・好色に、爭鬪・嫉妬に歩むべきに非ず。 14

ただ汝ら主イエス・キリストを衣よ、肉の慾のた

めに備すな。

14なんぢら信仰の弱き者を容れよ、その思ふと
ころを詰るな。 2或人は凡ての物を食ふを

可しと信じ、弱き人はただ野菜を食ふ。 3食ふ者

は食はぬ者を蔑すべからず、食はぬ者は食ふ者を

審くべからず、神は彼を容れ給へばなり。 4なん

ぢ如何なる者なれば、他人の僕を審くか、彼が立

つも倒るるも其の主人に由れり。彼は必ず立てら

れん、主は能く之を立たせ給ふべし。 5或人は

此の日を彼の日に勝ると思ひ、或人は凡ての日

を等しとおもふ、各人おのが心の中に確く定むべ

し。 6日を重んずる者は主のために之を重んず。

食ふ者は主のために食ふ、これ神に感謝すればな

り。食はぬ者も主のために食はず、かつ神に感謝

するなり。 7我等のうち己のために生ける者なく

、己のために死ぬる者なし。 8われら生くるも主

のために生き、死ぬるも主のために死ぬ。然れば

生くるも死ぬるも我らは主の有なり。 9それキリ

ストの死にて復生き給ひしは、死にたる者と生

ける者との主とならん爲なり。 10なんぢ何ぞそ

の兄弟を審くか、汝なんぞ其の兄弟を蔑するか、

我等はみな神の審判の座の前に立つべし。 11録

して『主いひ給ふ、我は生くるなり、凡ての膝は

わが前に屈み、凡ての舌は神を讃め稱へん』とあ

り。 12我等おのおの神のまへに己の事を陳ぶべ

し。 13されば今より後、われら互に審くべから

ず、むしろ兄弟のまへに妨碍または躓物を置かぬ

ように心を決めよ。 14われ如何なる物も自ら潔

からぬ事なきを主イエスに在りて知り、かつ確く

信ず。ただ潔からずと思ふ人にのみ潔からぬなり

。 15もし食物によりて兄弟を憂ひしめば、汝は

愛によりて歩まざるなり、キリストの代りて死に

給ひし人を、汝の食物によりて亡すな。 16汝ら

の善きことの譏られぬようにせよ。 17それ神の

國は飮食にあらず、義と平和と聖靈によれる歡

喜とに在るなり。 18かくしてキリストに事ふる

者は神に悦ばれ、人々に善しとせらるるなり。 19

されば我ら平和のことと互に徳を建つる事とを追

ひ求むべし。 20なんぢ食物のために神の御業を

毀つな。凡ての物は潔し、されど之を食ひて人を

躓かする者には惡とならん。 21肉を食はず、葡

萄酒を飮まず、その他なんぢの兄弟を躓かする事

をせぬは善し。 22なんぢの有てる信仰を己みづ

から神の前に保て。善しとする所につきて自ら咎

めなき者は幸福なり。 23疑ひつつ食ふ者は罪せ

らる。これ信仰によらぬ故なり、凡て信仰によら

ぬ事は罪なり。

15われら強き者はおのれを喜ばせずして、力な
き者の弱を負ふべし。 2おのおの隣人の徳

を建てん爲に、その益を圖りて之を喜ばすべし。

3キリストだに己を喜ばせ給はざりき。録して『

なんぢを謗る者の謗は我に及べり』とあるが如し

。 4夙くより録されたる所は、みな我らの教訓の

ために録ししものにして、聖書の忍耐と慰安とに

よりて希望を保たせんとてなり。 5願はくは忍耐

と慰安との神、なんぢらをしてキリスト・イエス

に效ひ、互に思を同じうせしめ給はん事を。 6こ

れ汝らが心を一つにし口を一つにして、我らの主

イエス・キリストの父なる神を崇めん爲なり。 7

此の故にキリスト汝らを容れ給ひしごとく、汝ら

も互に相容れて神の榮光を彰すべし。 8われ言

ふ、キリストは神の眞理のために割禮の役者とな

り給へり。これ先祖たちの蒙りし約束を堅うし給

はん爲、 9また異邦人も憐憫によりて神を崇めん

ためなり。録して『この故に、われ異邦人の中に

て汝を讃めたたへ、又なんぢの名を謳はん』とあ

るが如し。 10また曰く『異邦人よ、主の民と共

に喜べ』 11又いはく『もろもろの國人よ、主を

讃め奉れ、もろもろの民よ、主を稱へ奉れ』 12

又イザヤ言ふ『エツサイの萠薛生じ、異邦人を

治むるもの興らん。異邦人は彼に望をおかん』 13

願はくは希望の神、信仰より出づる凡ての喜悦と

平安とを汝らに滿たしめ、聖靈の能力によりて

希望を豐ならしめ給はんことを。 14わが兄弟よ

、われは汝らが自ら善に滿ち、もろもろの知識に

滿ちて互に訓戒し得ることを確く信ず。 15され

ど我なほ汝らに憶ひ出させん爲に、ここかしこ少

しく憚らずして書きたる所あり、これ神の我に賜

ひたる恩惠に因る。 16即ち異邦人のためにキリ

スト・イエスの仕人となり、神の福音につきて祭

司の職をなす。これ異邦人の聖靈によりて潔め

られ、御心に適ふ献物とならん爲なり。 17され
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ば、われ神の事につきては、キリスト・イエスに

よりて誇る所あり。 18我は、キリストの異邦人

を服はせん爲に我を用ひて、言と業と、 19また

徴と不思議との能力、および聖靈の能力にて働

き給ひし事のほかは敢へて語らず、エルサレムよ

りイルリコの地方に到るまで、徧くキリストの福

音を充たせり。 20我は努めて他人の置ゑたる基

礎のうへに建てじとて、未だキリストの御名の稱

へられぬ所にのみ福音を宣傅へり。 21録して『

未だ彼のことを傳へられざりし者は見、いまだ聞

かざりし者は悟るべし』とあるが如し。 22この

故に、われ汝らに往かんとせしが、しばしば妨げ

られたり。 23されど今は此の地方に働くべき處

なく、且なんぢらに往かんことを多年切に望み

ゐたれば、 24イスパニヤに赴かんとき立寄りて

汝らを見、ほぼ意に滿つるを得てのち汝らに送ら

れんとを望むなり。 25されど今、聖徒に事へん

爲にエルサレムに往かんとす。 26マケドニアと

アカヤとの人々は、エルサレムに在る聖徒の貧し

き者に幾許かの施與をするを善しとせり。 27實

に之を善しとせり、また聖徒に對して斯くする負

債あり。異邦人もし彼らの靈の物に與りたらんに

は、肉の物をもて彼らに事ふべきなり。 28され

ば此の事を成し了へ、この果を付してのち、汝ら

を歴てイスパニヤに往かん。 29われ汝らに到る

ときは、キリストの滿ち足れる祝福をもて到らん

ことを知る。 30兄弟よ、我らの主イエス・キリ

ストにより、また御靈の愛によりて汝らに勸む、

なんぢらの祈のうちに、我とともに力を盡して我

がために神に祈れ。 31これユダヤにをる從はぬ

者の中より我が救はれ、又エルサレムに對する我

が務の聖徒の心に適ひ、 32かつ神の御意により

、歡喜をもて汝等にいたり、共に安んぜん爲な

り。 33願はくは平和の神なんぢら衆と偕に在さ

んことを、アァメン。

16我ケンクレヤの教會の執事なる我らの姉妹フ
ィベを汝らに薦む。 2なんぢら主にありて聖

徒たるに相應しく彼を容れ、何にても其の要する

所を助けよ、彼は夙くより多くの人の保護者また

我が保護者たり。 3プリスカとアクラとに安否を

問へ、彼らはキリスト・イエスに在る我が同勞者

にして、 4わが生命のために己の首をも惜まざり

き。彼らに感謝するは、ただ我のみならず、異邦

人の諸教會もまた然り。 5又その家にある教會

にも安否を問へ。又わが愛するエパネトに安否を

問へ。彼はアジヤにて結べるキリストの初の實な

り。 6汝等のために甚く勞せしマリヤに安否を

問へ。 7我とともに囚人たりし我が同族アンデロ

ニコとユニアスとに安否を問へ、彼らは使徒たち

の中に名聲あり、かつ我に先だちてキリストに歸

せし者なり。 8主にありて我が愛するアンプリヤ

に安否を問へ。 9キリストにある我らの同勞者ウ

ルパノと我が愛するスタキスとに安否を問へ。 10

キリストに在りて錬達せるアペレに安否を問へ。

アリストブロの家の者に安否を問へ。 11わが同

族ヘロデオンに安否を問へ。ナルキソの家なる主

に在る者に安否を問へ。 12主に在りて勞せしツ

ルパナとツルポサとに安否を問へ。主に在りて甚

く勞せし愛するペルシスに安否を問へ。 13主に

在りて選ばれたるルポスと其の母とに安否を問へ

、彼の母は我にもまた母なり。 14アスンクリト

、フレゴン、ヘルメス、パトロバ、ヘルマス及び

彼らと偕に在る兄弟たちに安否を問へ。 15ピロ

ロゴ及びユリヤ、ネレオ及びその姉妹、またオル

ンパ及び彼らと偕に在る凡ての聖徒に安否を問へ

。 16潔き接吻をもて互に安否を問へ。キリスト

の諸教會みな汝らに安否を問ふ。 17兄弟よ、わ

れ汝らに勸む、おほよそ汝らの學びし教に背きて

分離を生じ、顛躓をおこす者に心して之に遠ざか

れ。 18かかる者は我らの主キリストに事へず、

反つて己が腹に事へ、また甘き言と媚諂とをもて

質朴なる人の心を欺くなり。 19汝らの從順は凡

ての人に聞えたれば、我なんぢらの爲に喜べり。

而して我が欲する所は、汝らが善に智く、惡に疏

からんことなり。 20平和の神は速かにサタンを

汝らの足の下に碎き給ふべし。願はくは我らの主

イエスの恩惠、なんぢらと偕に在らんことを。 21

わが同勞者テモテ及び我が同族ルキオ、ヤソン、

ソシパテロ汝らに安否を問ふ。 22この書を書け

る我テルテオも主にありて汝らに安否を問ふ。 23

我と全教會との家主ガイオ汝らに安否を問ふ。

町の庫司エラストと兄弟クワルトと汝らに安否を

問ふ。 24 [なし] 25願はくは長き世のあひだ隱れ

たれども、 (aiōnios g166) 26今顯れて、永遠の神の命

にしたがひ、預言者たちの書によりて信仰の從順

を得しめん爲に、もろもろの國人に示されたる奧

義の默示に循へる我が福音と、イエス・キリスト

を宣ぶる事とによりて、汝らを堅うし得る、
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(aiōnios g166) 27唯一の智き神に、榮光世々限りなく

イエス・キリストに由りて在らんことを、アァメ

ン。 (aiōn g165)
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第一

1神の御意により召されてイエス・キリストの
使徒となれるパウロ及び兄弟ソステネ、 2書を

コリントに在る神の教會、即ちいづれの處にあり

ても、我らの主、ただに我等のみならず彼らの主

なるイエス・キリストの名を呼び求むる者ととも

に、聖徒となるべき召を蒙り、キリスト・イエス

に在りて潔められたる汝らに贈る。 3願はくは我

らの父なる神および主イエス・キリストより賜ふ

恩惠と平安と汝らに在らんことを。 4われ汝らが

キリスト・イエスに在りて神より賜はりし恩惠に

就きて、常に神に感謝す。 5汝らはキリストに在

りて、諸般のこと即ち凡ての言と凡ての悟とに富

みたればなり。 6これキリストの證なんぢらの中

に堅うせられたるに因る。 7斯く汝らは凡ての賜

物に缺くる所なくして、我らの主イエス・キリス

トの現れ給ふを待てり。 8彼は汝らを終まで堅う

して、我らの主イエス・キリストの日に責むべき

所なからしめ給はん。 9汝らを召して其の子われ

らの主イエス・キリストの交際に入らしめ給ふ神

は眞實なる哉。 10兄弟よ、我らの主イエス・キ

リストの名に頼りて汝らに勸む、おのおの語ると

ころを同じうし、分爭する事なく、同じ心おなじ

念にて全く一つになるべし。 11わが兄弟よ、ク

ロエの家の者、なんぢらの中に紛爭あることを我

に知らせたり。 12即ち汝等おのおの『我はパウ

ロに屬す』『われはアポロに』『我はケパに』『

我はキリストに』と言ふこれなり。 13キリスト

は分たるる者ならんや、パウロは汝らの爲に十字

架につけられしや、汝らパウロの名に頼りてバプ

テスマを受けしや。 14我は感謝す、クリスポと

ガイオとの他には、我なんぢらの中の一人にもバ

プテスマを施さざりしを。 15是わが名に頼りて

汝らがバプテスマを受けしと人の言ふ事なからん

爲なり。 16またステパノの家族にバプテスマを

施しし事あり、此の他には我バプテスマを施しし

事ありや知らざるなり。 17そはキリストの我を

遣し給へるはバプテスマを施させん爲にあらず、

福音を宣傳へしめんとてなり。而して言の智慧を

もつてせず、是キリストの十字架の虚しくならざ

らん爲なり。 18それ十字架の言は亡ぶる者には

愚なれど、救はるる我らには神の能力なり。 19

録して、『われ智者の智慧をほろぼし、慧き者の

さときを空しうせん』とあればなり。 20智者い

づこにか在る、學者いづこにか在る、この世の論

者いづこにか在る、神は世の智慧をして愚ならし

め給へるにあらずや。 (aiōn g165) 21世は己の智慧を

もて神を知らず（これ神の智慧に適へるなり）こ

の故に神は宣教の愚をもて、信ずる者を救ふを善

しとし給へり。 22ユダヤ人は徴を請ひ、ギリシ

ヤ人は智慧を求む。 23されど我らは十字架に釘

けられ給ひしキリストを宣傳ふ。これはユダヤ人

に躓物となり、異邦人に愚となれど、 24召され

たる者にはユダヤ人にもギリシヤ人にも、神の能

力また神の智慧たるキリストなり。 25神の愚は

人よりも智く、神の弱は人よりも強ければなり。

26兄弟よ、召を蒙れる汝らを見よ、肉によれる智

き者おほからず、能力ある者おほからず、貴きも

の多からず。 27されど神は智き者を辱しめんと

て世の愚なる者を選び、強き者を辱しめんとて弱

き者を選び、 28有る者を亡さんとて世の卑しき

もの、輕んぜらるる者、すなわち無きが如き者を

選び給へり。 29これ神の前に人の誇る事なから

ん爲なり。 30汝らは神に頼りてキリスト・イエ

スに在り、彼は神に立てられて我らの智慧と義と

聖と救贖とになり給へり。 31これ『誇る者は主

に頼りて誇るべし』と録されたる如くならん爲な

り。

2兄弟よ、われ曩に汝らに到りしとき、神の證
を傳ふるに言と智慧との優れたるを用ひざり

き。 2イエス・キリスト及びその十字架に釘けら

れ給ひし事のほかは、汝らの中にありて何をも知

るまじと心を定めたればなり。 3我なんぢらと偕

に居りし時に、弱くかつ懼れ、甚く戰けり。 4わ

が談話も、宣教も、智慧の美しき言によらずして

、御靈と能力との證明によりたり。 5これ汝らの

信仰の、人の智慧によらず、神の能力に頼らん爲

なり。 6されど我らは成人したる者の中にて智慧

を語る。これ此の世の智慧にあらず、又この世の

廢らんとする司たちの智慧にあらず、 (aiōn g165) 7

我らは奧義を解きて神の智慧を語る、即ち隱れた

る智慧にして、神われらの光榮のために、世の創

の先より預じめ定め給ひしものなり。 (aiōn g165) 8

この世の司には之を知る者なかりき、もし知らば

榮光の主を十字架に釘けざりしならん。 (aiōn g165)

9録して『神のおのれを愛する者のために備へ給
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ひし事は、眼いまだ見ず、耳いまだ聞かず、人の

心いまだ思はざりし所なり』と有るが如し。 10

されど我らには神これを御靈によりて顯し給へり

。御靈はすべての事を究め、神の深き所まで究む

ればなり。 11それ人のことは己が中にある靈の

ほかに誰か知る人あらん、斯くのごとく神のこと

は神の御靈のほかに知る者なし。 12我らの受け

し靈は世の靈にあらず、神より出づる靈なり、是

われらに神の賜ひしものを知らんためなり。 13

又われら之を語るに人の智慧の教ふる言を用ひず

、御靈の教ふる言を用ふ、即ち靈の事に靈の言を

當つるなり。 14性來のままなる人は神の御靈の

ことを受けず、彼には愚なる者と見ゆればなり。

また之を悟ること能はず、御靈のことは靈により

て辨ふべき者なるが故なり。 15されど靈に屬す

る者は、すべての事をわきまふ、而して己は人に

辨へらるる事なし。 16誰か主の心を知りて主を

教ふる者あらんや。然れど我らはキリストの心を

有てり。

3兄弟よ、われ靈に屬する者に對する如く汝ら
に語ること能はず、反つて肉に屬するもの、

即ちキリストに在る幼兒に對する如く語れり。 2

われ汝らに乳のみ飮ませて堅き食物を與へざりき

。汝等そのとき食ふこと能はざりし故なり。 3

今もなほ食ふこと能はず、今もなほ肉に屬する者

なればなり。汝らの中に嫉妬と紛爭とあるは、こ

れ肉に屬する者にして世の人の如くに歩むならず

や。 4或者は『われパウロに屬す』といひ、或

者は『われアポロに屬す』と言ふ、これ世の人の

如くなるにあらずや。 5アポロは何者ぞ、パウ

ロは何者ぞ、彼等はおのおの主の賜ふところに

隨ひ、汝らをして信ぜしめたる役者に過ぎざるな

り。 6我は植ゑ、アポロは水灌げり、されど育

てたるは神なり。 7されば種うる者も、水灌ぐ

者も數ふるに足らず、ただ尊きは育てたまふ神な

り。 8種うる者も、水灌ぐ者も歸する所は一つ

なれど、各自おのが勞に隨ひて其の値を得べし。

9我らは神と共に働く者なり。汝らは神の畠なり

、また神の建築物なり。 10我は神の賜ひたる恩

惠に隨ひて、熟錬なる建築師のごとく基を据ゑた

り、而して他の人その上に建つるなり。然れど如

何にして建つべきか、おのおの心して爲すべし、

11既に置きたる基のほかは誰も据うること能はず

、この基は即ちイエス・キリストなり。 12人も

し此の基の上に金・銀・寳石・木・草・藁をもつ

て建てなば、 13各人の工は顯るべし。かの日こ

れを明かにせん、かの日は火をもつて顯れ、その

火おのおのの工の如何を驗すべければなり。 14

その建つる所の工、もし保たば値を得、 15もし

其の工燒けなば損すべし。然れど己は火より脱

れ出づる如くして救はれん。 16汝ら知らずや、

汝らは神の宮にして、神の御靈なんぢらの中に住

み給ふを。 17人もし神の宮を毀たば神かれを毀

ち給はん。それ神の宮は聖なり、汝らも亦かくの

如し。 18誰も自ら欺くな。汝等のうち此の世に

て自ら智しと思ふ者は、智くならんために愚なる

者となれ。 (aiōn g165) 19そは此の世の智慧は神の前

に愚なればなり。録して『彼は智者をその惡巧に

よりて捕へ給ふ』 20また『主は智者の念の虚し

きを知り給ふ』とあるが如し。 21さらば誰も人

を誇とすな、萬の物は汝らの有なればなり。 22

或はパウロ、或はアポロ、或はケパ、或は世界、

あるひは生、あるひは死、あるひは現在のもの、

或は未來のもの、皆なんぢらの有なり。 23汝等

はキリストの有、キリストは神のものなり。

4人よろしく我らをキリストの役者また神の奧
義を掌どる家司のごとく思ふべし。 2さて家

司に求むべきは忠實ならん事なり。 3我は汝らに

審かれ、或は人の審判によりて審かるることを最

小き事とし、また自らも己を審かず。 4我みづか

ら責むべき所あるを覺えねど、之に由りて義とせ

らるる事なければなり。我を審きたまふ者は主な

り。 5然れば主の來り給ふまでは時に先だちて審

判すな。主は暗にある隱れたる事を明かにし、心

の謀計をあらはし給はん。その時おのおの神より

其の譽を得べし。 6兄弟よ、われ汝等のために

此等のことを我とアポロとの上に當てて言へり

。これ汝らが『録されたる所を踰ゆまじき』を我

らの事によりて學び、この人をあげ、かの人を貶

して誇らざらん爲なり。 7汝をして人と異ならし

むる者は誰ぞ、なんぢの有てる物に何か受けぬ物

あるか。もし受けしならば、何ぞ受けぬごとく誇

るか。 8なんぢら既に飽き、既に富めり、我らを

差措きて王となれり。われ實に汝らが王たらんこ

とを願ふ、われらも共に王たることを得んが爲な

り。 9我おもふ、神は使徒たる我らを死に定めら

れし者のごとく、後の者として見せ給へり。實に

我らは宇宙のもの、即ち御使にも、衆人にも、觀
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物にせられたるなり。 10我らはキリストのため

に愚なる者となり、汝らはキリストに在りて慧き

者となれり。我等は弱く汝らは強し、汝らは尊く

我らは卑し。 11今の時にいたるまで我らは飢ゑ

、渇き、また裸となり、また打たれ、定れる住家

なく、 12手づから働きて勞し、罵らるるときは

祝し、責めらるるときは忍び、 13譏らるるとき

は勸をなせり。我らは今に至るまで世の塵芥のご

とく、萬の物の垢のごとくせられたり。 14わが

斯く書すは汝らを辱しめんとにあらず、我が愛す

る子として訓戒せんためなり。 15汝等にはキリ

ストに於ける守役一萬ありとも、父は多くある

ことなし。そはキリスト・イエスに在りて福音に

より汝らを生みたるは、我なればなり。 16この

故に汝らに勸む、我に效ふ者とならんことを。 17

之がために主にありて忠實なる我が愛子テモテを

汝らに遣せり。彼は我がキリストにありて行ふと

ころ、即ち常に各地の教會に教ふる所を、汝らに

思ひ出さしむべし。 18わが汝らに到ること無し

として誇る者あり。 19されど主の御意ならば速

かに汝等にいたり、誇る者の言にはあらで、そ

の能力を知らんとす。 20神の國は言にあらず、

能力にあればなり。 21汝ら何を欲するか、われ

笞をもて到らんか、愛と柔和の心とをもて到らん

か。

5現に聞く所によれば、汝らの中に淫行ありと
、而してその淫行は異邦人の中にもなき程に

して、或人その父の妻を有てりと云ふ。 2斯く

てもなほ汝ら誇ることをなし、かかる行爲をなし

し者の除かれんことを願ひて悲しまざるか。 3わ

れ身は汝らを離れ居れども、心は偕に在りて其處

に居るごとく、かかる事を行ひし者を既に審きた

り。 4すなはち汝ら及び我が靈の、我らの主イエ

スの能力をもて偕に集らんとき、主イエスの名に

よりて、 5斯くのごとき者をサタンに付さんとす

、是その肉は亡されて、其の靈は主イエスの日に

救はれん爲なり。 6汝らの誇は善からず。少しの

パン種の、粉の團塊をみな膨れしむるを知らぬか

。 7なんぢら新しき團塊とならんために舊きパン

種を取り除け、汝らはパン種なき者なればなり。

夫われらの過越の羔羊すなはちキリスト既に屠ら

れ給へり、 8されば我らは舊きパン種を用ひず、

また惡と邪曲とのパン種を用ひず、眞實と眞との

種なしパンを用ひて祭を行ふべし。 9われ前の書

にて淫行の者と交るなと書き贈りしは、 10此の

世の淫行の者、または貪欲のもの、奪ふ者、また

は偶像を拜む者と更に交るなと言ふにあらず（も

し然せば世を離れざるを得ず） 11ただ兄弟と稱

ふる者の中に、或は淫行のもの、或は貪欲のもの

、或は偶像を拜む者、あるひは罵るもの、或は酒

に醉ふもの、或は奪ふ者あらば、斯かる人と交る

ことなく、共に食する事だにすなとの意なり。 12

外の者を審くことは我の干る所ならんや、汝らの

審くは、ただ内の者ならずや。 13外にある者は

神これを審き給ふ。かの惡しき者を汝らの中より

退けよ。

6汝等のうち互に事あるとき、之を聖徒の前に
訴へずして、正しからぬ者の前に訴ふること

を敢へてする者あらんや。 2汝ら知らぬか、聖徒

は世を審くべき者なるを。世もし汝らに審かれん

には、汝ら最小き事を審くに足らぬ者ならんや

。 3なんぢら知らぬか、我らは御使を審くべき者

なるを、ましてこの世の事をや。 4然るに汝ら審

くべき此の世の事のあるとき、教會にて輕しむる

所の者を審判の座に坐らしむるか。 5わが斯く言

ふは汝らを辱しめんとてなり。汝等のうちに兄

弟の間のことを審き得る智きもの一人だになく、

6兄弟は兄弟を、而も不信者の前に訴ふるか。 7

互に相訴ふるは既に當しく汝らの失態なり。何

故むしろ不義を受けぬか、何故むしろ欺かれぬ

か。 8然るに汝ら不義をなし、詐欺をなし、兄弟

にも之を爲す。 9汝ら知らぬか、正しからぬ者の

神の國を嗣ぐことなきを。自ら欺くな、淫行のも

の、偶像を拜むもの、姦淫をなすもの、男娼とな

るもの、男色を行ふ者、 10盜するもの、貪欲の

もの、酒に醉ふもの、罵るもの、奪ふ者などは、

みな神の國を嗣ぐことなきなり。 11汝等のうち

曩には斯くのごとき者ありしかど、主イエス・キ

リストの名により、我らの神の御靈によりて、己

を洗ひかつ潔められ、かつ義とせらるることを得

たり。 12一切のもの我に可からざるなし、然れ

ど一切のもの益あるにあらず。一切のもの我に可

からざるなし、されど我は何物にも支配せられ

ず、 13食物は腹のため、腹は食物のためなり。

されど神は之をも彼をも亡し給はん。身は淫行を

なさん爲にあらず、主の爲なり、主はまた身の爲

なり。 14神は既に主を甦へらせ給へり、又その

能力をもて我等をも甦へらせ給はん。 15汝らの
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身はキリストの肢體なるを知らぬか、然らばキリ

ストの肢體をとりて遊女の肢體となすべきか、決

して然すべからず。 16遊女につく者は彼と一つ

體となることを知らぬか『二人のもの一體となる

べし』と言ひ給へり。 17主につく者は之と一つ

靈となるなり。 18淫行を避けよ。人のをかす罪

はみな身の外にあり、されど淫行をなす者は己が

身を犯すなり。 19汝らの身は、その内にある神

より受けたる聖靈の宮にして、汝らは己の者に

あらざるを知らぬか。 20汝らは價をもて買はれ

たる者なり、然らばその身をもて神の榮光を顯せ

。

7汝らが我に書きおくりし事に就きては、男の
女に觸れぬを善しとす。 2然れど淫行を免れん

ために、男はおのおの其の妻をもち、女はおのお

の其の夫を有つべし。 3夫はその分を妻に盡し、

妻もまた夫に然すべし。 4妻は己が身を支配する

權をもたず、之を持つ者は夫なり。斯くのごとく

夫も己が身を支配する權を有たず、之を有つ者は

妻なり。 5相共に拒むな、ただ祈に身を委ぬる

ため合意にて暫く相別れ、後また偕になるは善

し。これ汝らが情の禁じがたきに乘じてサタンの

誘ふことなからん爲なり。 6されど我が斯くいふ

は命ずるにあらず、許すなり。 7わが欲する所は

、すべての人の我が如くならん事なり。然れど神

より各自おのが賜物を受く、此は此のごとく、彼

は彼のごとし。 8我は婚姻せぬ者および寡婦に言

ふ。もし我が如くにして居らば、彼等のために

善し。 9もし自ら制すること能はずば婚姻すべし

、婚姻するは胸の燃ゆるよりも勝ればなり。 10

われ婚姻したる者に命ず（命ずる者は我にあらず

、主なり）妻は夫と別るべからず。 11もし別る

る事あらば、嫁がずして居るか、又は夫と和げ。

夫もまた妻を去るべからず。 12その外の人に我

いふ（主の言ひ給ふにあらず）もし或兄弟に不

信者なる妻ありて偕に居ることを可しとせば、之

を去るな。 13また女に不信者なる夫ありて偕に

居ることを可しとせば、夫を去るな。 14そは不

信者なる夫は妻によりて潔くなり、不信者なる

妻は夫によりて潔くなりたればなり。然なくば汝

らの子供は潔からず、されど今は潔き者なり。 15

不信者みづから離れ去らば、その離るるに任せ

よ。斯くのごとき事あらば、兄弟または姉妹、も

はや繋がるる所なし。神の汝らを召し給へるは平

和を得させん爲なり。 16妻よ、汝いかで夫を救

ひ得るや否やを知らん。夫よ、汝いかで妻を救ひ

得るや否やを知らん。 17唯おのおの主の分ち賜

ふところ、神の召し給ふところに循ひて歩むべし

。凡ての教會に我が命ずるは斯くのごとし。 18

割禮ありて召されし者あらんか、その人、割禮を

廢つべからず。割禮なくして召されし者あらんか

、その人、割禮を受くべからず。 19割禮を受く

るも受けぬも數ふるに足らず、ただ貴きは神の誡

命を守ることなり。 20各人その召されし時の状

に止るべし。 21なんぢ奴隷にて召されたるか、

之を思ひ煩ふな（もし釋さるることを得ばゆるさ

れよ） 22召されて主にある奴隷は、主につける

自主の人なり。斯くのごとく自主にして召された

る者は、キリストの奴隷なり。 23汝らは價をも

て買はれたる者なり。人の奴隷となるな。 24兄

弟よ、おのおの召されし時の状に止りて神と偕に

居るべし。 25處女のことに就きては主の命を受

けず、然れど主の憐憫によりて忠實の者となりた

れば、我が意見を告ぐべし。 26われ思ふに、目

前の患難のためには、人その在るが隨にて止るぞ

善き。 27なんぢ妻に繋がるる者なるか、釋くこ

とを求むな。妻に繋がれぬ者なるか、妻を求むな

。 28たとひ妻を娶るとも罪を犯すにはあらず。

處女もし嫁ぐとも罪を犯すにあらず。然れどかか

る者はその身、苦難に遭はん、我なんぢらを苦難

に遭はすに忍びず。 29兄弟よ、われ之を言はん

、時は縮れり。されば此よりのち妻を有てる者は

有たぬが如く、 30泣く者は泣かぬが如く、喜ぶ

者は喜ばぬが如く、買ふ者は有たぬが如く、 31

世を用ふる者は用ひ盡さぬが如くすべし。此の世

の状態は過ぎ往くべければなり。 32わが欲する

所は汝らが思ひ煩はざらん事なり。婚姻せぬ者は

如何にして主を喜ばせんと主のことを慮ぱかり、

33婚姻せし者は如何にして妻を喜ばせんと、世の

ことを慮ぱかりて心を分つなり。 34婚姻せぬ女

と處女とは身も靈も潔くならんために主のことを

慮ぱかり、婚姻せし者は如何にしてその夫を喜ば

せんと世のことを慮ぱかるなり。 35わが之を言

ふは汝らを益せん爲にして、汝らに絆を置かんと

するにあらず、寧ろ汝らを宣しきに適はせ、餘念

なく只管、主に事へしめんとてなり。 36人もし

處女たる己が娘に對すること宣しきに適はずと思

ひ、年の頃もまた過ぎんとし、かつ然せざるを得
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ずば、心のままに行ふべし。これ罪を犯すにあら

ず、婚姻せさすべし。 37されど人もし其の心を

堅くし、止むを得ざる事もなく、又おのが心の隨

になすを得て、その娘を留め置かんと心のうちに

定めたらば、然するは善きなり。 38されば其の

娘を嫁がする者の行爲は善し。されど之を嫁がせ

ぬ者の行爲は更に善し。 39妻は夫の生ける間は

繋がるるなり。然れど夫もし死なば、欲するまま

に嫁ぐ自由を得べし、また主にある者にのみ適く

べし。 40然れど我が意見にては、その儘に止ら

ば殊に幸福なり。我もまた神の御靈に感じたりと

思ふ。

8偶像の供物に就きては我等みな知識あること
を知る。知識は人を誇らしめ、愛は徳を建つ

。 2もし人みづから知れりと思はば、知るべき程

の事をも知らぬなり。 3されど人もし神を愛せば

、その人、神に知られたるなり。 4偶像の供物を

食ふことに就きては、我ら偶像の世になき者なる

を知り、また唯一の神の外には神なきを知る。 5

神と稱ふるもの、或は天に或は地にありて、多く

の神、おほくの主あるが如くなれど、 6我らには

父なる唯一の神あるのみ、萬物これより出で、我

らも亦これに歸す。また唯一の主イエス・キリス

トあるのみ、萬物これに由り、我らも亦これに由

れり。 7されど人みな此の知識あるにあらず、或

人は今もなほ偶像に慣れ、偶像の献物として食す

る故に、その良心よわくして汚さるるなり。 8我

らを神の前に立たしむるものは食物にあらず、さ

れば食するも益なく、食せざるも損なし。 9され

ど心して汝らの有てる此の自由を弱き者の躓物と

すな。 10人もし知識ある汝が偶像の宮にて食事

するを見んに、その人弱きときは良心そそのか

されて偶像の献物を食せざらんや。 11さらばキ

リストの代りて死に給ひし弱き兄弟は、汝の知識

によりて亡ぶべし。 12斯くのごとく汝ら兄弟に

對して罪を犯し、その弱き良心を傷めしむるは、

キリストに對して罪を犯すなり。 13この故に、

もし食物わが兄弟を躓かせんには、兄弟を躓かせ

ぬ爲に、我は何時までも肉を食はじ。 (aiōn g165)

9我は自主の者ならずや、使徒にあらずや、我
らの主イエスを見しにあらずや、汝らは主に

在りて我が業ならずや。 2われ他の人には使徒な

らずとも汝らには使徒なり。汝らは主にありて我

が使徒たる職の印なればなり。 3われを審く者に

對する我が辯明は斯くのごとし。 4我らは飮食す

る權なきか。 5我らは他の使徒たち主の兄弟たち

及びケパのごとく、姉妹たる妻を携ふる權なきか

。 6ただ我とバルナバとのみ工を止むる權なきか

。 7誰か己の財にて兵卒を務むる者あらんや。誰

か葡萄畑を作りてその果を食はぬ者あらんや。誰

か群を牧ひてその乳を飮まぬ者あらんや。 8我た

だ人の思にのみ由りて此等のことを言はんや、

律法も亦かく言ふにあらずや。 9モーセの律法に

『穀物を碾す牛には口籠を繋くべからず』と録し

たり。神は牛のために慮ぱかり給へるか、 10ま

た專ら我等のために之を言ひ給ひしか、然り、我

らのために録されたり。それ耕す者は望をもて耕

し、穀物をこなす者は之に與る望をもて碾すべき

なり。 11もし我ら靈の物を汝らに蒔きしならば

、汝らの肉の物を刈り取るは過分ならんや。 12

もし他の人なんぢらに對してこの權あらんには、

まして我らをや。然れど我等はこの權を用ひざり

き。唯キリストの福音に障碍なきやうに一切のこ

とを忍ぶなり。 13なんぢら知らぬか、聖なる事

を務むる者は宮のものを食し、祭壇に事ふる者は

祭壇のものに與るを。 14斯くのごとく主もまた

福音を宣傳ふる者の福音によりて生活すべきこと

を定め給へり。 15されど我は此等のことを一つ

だに用ひし事なし、また自ら斯くせられんために

之を書き贈るにあらず、斯くせられんよりは寧ろ

死ぬるを善しとすればなり。誰もわが誇を空しく

せざるべし。 16われ福音を宣傳ふとも誇るべき

所なし、已むを得ざるなり。もし福音を宣傳へず

ば、我は禍害なるかな。 17若しわれ心より之を

なさば報を得ん、たとひ心ならずとも我はその務

を委ねられたり。 18然らば我が報は何ぞ、福音

を宣傳ふるに、人をして費なく福音を得しめ、而

も福音によりて我が有てる權を用ひ盡さぬこと是

なり。 19われ凡ての人に對して自主の者なれど

、更に多くの人を得んために、自ら凡ての人の奴

隷となれり。 20我ユダヤ人にはユダヤ人の如く

なれり、これユダヤ人を得んが爲なり。律法の下

にある者には――律法の下に我はあらねど――律

法の下にある者の如くなれり。これ律法の下にあ

る者を得んが爲なり。 21律法なき者には――わ

れ神に向ひて律法なきにあらず、反つてキリスト

の律法の下にあれど――律法なき者の如くなれり
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、これ律法なき者を得んがためなり。 22弱き者

には弱き者となれり、これ弱き者を得んためなり

。我すべての人には凡ての人の状に從へり、これ

如何にもして幾許かの人を救はんためなり。 23

われ福音のために凡ての事をなす、これ我も共に

福音に與らん爲なり。 24なんぢら知らぬか、馳

場を走る者はみな走れども、褒美を得る者の、た

だ一人なるを。汝らも得んために斯く走れ。 25

すべて勝を爭ふ者は何事をも節し愼む、彼らは朽

つる冠冕を得んが爲なれど、我らは朽ちぬ冠冕を

得んがために之をなすなり。 26斯く我が走るは

目標なきが如きにあらず、我が拳鬪するは空を撃

つが如きにあらず。 27わが體を打ち擲きて之を

服從せしむ。恐らくは他人に宣傳へて自ら棄てら

るる事あらん。

10兄弟よ、我なんぢらが之を知らぬを好まず。
即ち我らの先祖はみな雲の下にあり、みな海

をとほり、 2みな雲と海とにてバプテスマを受け

てモーセにつけり。 3而して皆おなじく靈なる食

物を食し、 4みな同じく靈なる飮物を飮めり。こ

れ彼らに隨ひし靈なる岩より飮みたるなり、その

岩は即ちキリストなりき。 5然れど彼らのうち多

くは神の御意に適はず、荒野にて亡されたり。 6

此等のことは我らの鑑にして、彼らが貪りし如

く惡を貪らざらん爲なり。 7彼らの中の或者に效

ひて偶像を拜する者となるな、即ち『民は坐して

飮食し立ちて戯る』と録されたり。 8又かれらの

中の或者に效ひて我ら姦淫すべからず、姦淫を

行ひしもの一日に二萬三千人死にたり。 9また

彼等のうちの或者に效ひて我ら主を試むべから

ず、主を試みしもの蛇に亡されたり、 10又かれ

らの中の或者に效ひて呟くな、呟きしもの亡す

者に亡されたり。 11彼らが遭へる此等のことは

鑑となれり、かつ末の世に遭へる我らの訓戒のた

めに録されたり。 (aiōn g165) 12さらば自ら立てりと

思ふ者は倒れぬやうに心せよ。 13汝らが遭ひし

試煉は人の常ならぬはなし。神は眞實なれば、汝

らを耐へ忍ぶこと能はぬほどの試煉に遭はせ給は

ず。汝らが試煉を耐へ忍ぶことを得んために之と

共に遁るべき道を備へ給はん。 14さらば我が愛

する者よ、偶像を拜することを避けよ。 15され

慧き者に言ふごとく言はん、我が言ふところを判

斷せよ。 16我らが祝ふところの祝の酒杯は、こ

れキリストの血に與るにあらずや。我らが擘く所

のパンは、これキリストの體に與るにあらずや。

17パンは一つなれば、多くの我らも一體なり、皆

ともに一つのパンに與るに因る。 18肉によるイ

スラエルを視よ、供物を食ふ者は祭壇に與るにあ

らずや。 19さらば我が言ふところは何ぞ、偶像

の供物はあるものと言ふか、また、偶像はあるも

のと言ふか。 20否、我は言ふ、異邦人の供ふる

物は神に供ふるにあらず、惡鬼に供ふるなりと。

我なんぢらが惡鬼と交るを欲せず。 21なんぢら

主の酒杯と惡鬼の酒杯とを兼ね飮むこと能はず。

主の食卓と惡鬼の食卓とに兼ね與ること能はず。

22われら主の妬を惹起さんとするか、我らは主よ

りも強き者ならんや。 23一切のもの可からざる

なし、然れど一切のもの益あるにあらず、一切の

もの可からざるなし、されど、一切のもの徳を建

つるにあらず。 24各人おのが益を求むることな

く、人の益を求めよ。 25すべて市場にて賣る物

は、良心のために何をも問はずして食せよ。 26

そは地と之に滿つる物とは主の物なればなり。 27

もし不信者に招かれて往かんとせば、凡て汝ら

の前に置く物を、良心のために何をも問はずして

食せよ。 28人もし此は犧牲にせし肉なりと言は

ば、告げし者のため、また良心のために食すな。

29良心とは汝の良心にあらず、かの人の良心を言

ふなり。何ぞわが自由を他の人の良心によりて審

かるる事をせん。 30もし感謝して食する事をせ

ば、何ぞわが感謝する所のものに就きて譏らるる

事をせん。 31さらば食ふにも飮むにも何事をな

すにも、凡て神の榮光を顯すやうにせよ。 32ユ

ダヤ人にもギリシヤ人にも、また、神の教會にも

躓物となるな。 33我も凡ての事を凡ての人の心

に適ふやうに力め、人々の救はれんために、己の

益を求めずして多くの人の益を求むるなり。

11我がキリストに效ふ者なる如く、なんぢら我
に效ふ者となれ。 2汝らは凡ての事につきて

我を憶え、且わが傳へし所をそのまま守るに因り

て、我なんぢらを譽む。 3されど我なんぢらが之

を知らんことを願ふ。凡ての男の頭はキリストな

り、女の頭は男なり、キリストの頭は神なり。 4

すべて男は祈をなし、預言をなすとき、頭に物を

被るは其の頭を辱しむるなり。 5すべて女は祈を

なし、預言をなすとき、頭に物を被らぬは其の頭

を辱しむるなり。これ薙髮と異なる事なし。 6女

もし物を被らずば、髮をも剪るべし。されど髮を
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剪り或は薙ることを女の恥とせば、物を被るべし

。 7男は神の像、神の榮光なれば、頭に物を被る

べきにあらず、されど女は男の光榮なり。 8男は

女より出でずして、女は男より出で、 9男は女の

ために造られずして、女は男のために造られたれ

ばなり。 10この故に女は御使たちの故によりて

頭に權の徽を戴くべきなり。 11されど主に在り

ては、女は男に由らざるなく、男は女に由らざる

なし。 12女の男より出でしごとく、男は女によ

りて出づ。而して萬物はみな神より出づるなり。

13汝等みづから判斷せよ、女の物を被らずして神

に祈るは宣しき事なるか。 14なんぢら自然に知

るにあらずや、男もし長き髮の毛あらば恥づべき

ことにして、 15女もし長き髮の毛あらばその光

榮なるを。それ女の髮の毛は被物として賜はりた

るなり。 16假令これを坑辯ふ者ありとも、斯く

のごとき例は我らにも神の諸教會にもある事な

し。 17我これらの事を命じて汝らを譽めず。汝

らの集ること益を受けずして損を招けばなり。 18

先づ汝らが教會に集るとき分爭ありと聞く、われ

略これを信ず。 19それは汝等のうちに是とせら

るべき者の現れんために黨派も必ず起るべければ

なり。 20なんぢら一處に集るとき、主の晩餐を

食すること能はず。 21食する時おのおの人に先

だちて己の晩餐を食するにより、饑うる者あり、

醉ひ飽ける者あればなり。 22汝ら飮食すべき家

なきか、神の教會を輕んじ、また乏しき者を辱し

めんとするか、我なにを言ふべきか、汝らを譽む

べきか、之に就きては譽めぬなり。 23わが汝ら

に傳へしことは主より授けられたるなり。即ち主

イエス付され給ふ夜、パンを取り、 24祝して之

を擘き、而して言ひ給ふ『これは汝等のための

我が體なり。我が記念として之を行へ』 25夕餐

ののち酒杯をも前の如くして言ひたまふ『この酒

杯は我が血によれる新しき契約なり。飮むごとに

我が記念として之をおこなへ』 26汝等このパン

を食し、この酒杯を飮むごとに、主の死を示して

其の來りたまふ時にまで及ぶなり。 27されば宣

しきに適はずして主のパンを食し、主の酒杯を飮

む者は、主の體と血とを犯すなり。 28人みづか

ら省みて後、そのパンを食し、その酒杯を飮むべ

し。 29御體を辨へずして飮食する者は、その飮

食によりて自ら審判を招くべければなり。 30こ

の故に汝等のうちに弱きもの病めるもの多くあ

り、また眠に就きたる者も少からず。 31我等も

し自ら己を辨へなば審かるる事なからん。 32さ

れど審かるる事のあるは、我らを世の人とともに

罪に定めじとて、主の懲しめ給ふなり。 33この

故に、わが兄弟よ、食せんとて集るときは互に待

ち合せよ。 34もし飢うる者あらば、汝らの集會

の審判を招くこと無からん爲に、己が家にて食す

べし。その他のことは我いたらん時これを定めん

。

12兄弟よ、靈の賜物に就きては、我なんぢらが
知らぬを好まず。 2なんぢら異邦人なりしと

き、誘はるるままに物を言はぬ偶像のもとに導き

往かれしは、汝らの知る所なり。 3然れば我なん

ぢらに示さん、神の御靈に感じて語る者は、誰も

『イエスは詛はるべき者なり』と言はず、また聖

靈に感ぜざれば、誰も『イエスは主なり』と言ふ

能はず。 4賜物は殊なれども、御靈は同じ。 5務

は殊なれども、主は同じ。 6活動は殊なれども、

凡ての人のうちに凡ての活動を爲したまふ神は同

じ。 7御靈の顯現をおのおのに賜ひたるは、益を

得させんためなり。 8或人は御靈によりて智慧

の言を賜はり、或人は同じ御靈によりて知識の

言、 9或人は同じ御靈によりて信仰、ある人は

一つ御靈によりて病を醫す賜物、 10或人は異能

ある業、ある人は預言、ある人は靈を辨へ、或

人は異言を言ひ、或人は異言を釋く能力を賜は

る。 11凡て此等のことは同じ一つの御靈の活動

にして、御靈その心に隨ひて各人に分け與へたま

ふなり。 12體は一つにして肢は多し、體の肢は

多くとも一つの體なるが如く、キリストも亦然

り。 13我らはユダヤ人・ギリシヤ人・奴隷・自

主の別なく、一體とならん爲に、みな一つ御靈に

てバプテスマを受けたり。而してみな一つ御靈を

飮めり。 14體は一肢より成らず、多くの肢より

成るなり。 15足もし『我は手にあらぬ故に體に

屬せず』と云ふとも、之によりて體に屬せぬにあ

らず。 16耳もし『それは眼にあらぬ故に體に屬

せず』と云ふとも、之によりて體に屬せぬにあら

ず。 17もし全身、眼ならば、聽くところ何れか

。もし全身、聽く所ならば、臭ぐところ何れか。

18げに神は御意のままに肢をおのおの體に置き給

へり。 19若しみな一肢ならば、體は何れか。 20

げに肢は多くあれど、體は一つなり。 21眼は手

に對ひて『われ汝を要せず』と言ひ、頭は足に對
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ひて『われ汝を要せず』と言ふこと能はず。 22

否、からだの中にて最も弱しと見ゆる肢は、反つ

て必要なり。 23體のうちにて尊からずと思はる

る所に、物を纏ひて殊に之を尊ぶ。斯く我らの美

しからぬ所は、一層すぐれて美しくすれども、 24

美しき所には、物を纏ふの要なし。神は劣れる所

に殊に尊榮を加へて、人の體を調和したまへり。

25これ體のうちに分爭なく、肢々一致して互に相

顧みんためなり。 26もし一つの肢苦しまば、も

ろもろの肢ともに苦しみ、一つの肢尊ばれなば

、もろもろの肢ともに喜ぶなり。 27乃ち汝らは

キリストの體にして各自その肢なり。 28神は第

一に使徒、第二に預言者、第三に教師、その次に

異能ある業、次に病を醫す賜物、補助をなす者、

治むる者、異言などを教會に置きたまへり。 29

是みな使徒ならんや、みな預言者ならんや、みな

教師ならんや、みな異能ある業を行ふ者ならんや

。 30みな病を醫す賜物を有てる者ならんや、み

な異言を語る者ならんや、みな異言を釋く者なら

んや。 31なんぢら優れたる賜物を慕へ、而して

我さらに善き道を示さん。

13たとひ我もろもろの國人の言および御使の言
を語るとも、愛なくば鳴る鐘や響く鐃鈸の如

し。 2假令われ預言する能力あり、又すべての奧

義と凡ての知識とに達し、また山を移すほどの大

なる信仰ありとも、愛なくば數ふるに足らず。 3

たとひ我わが財産をことごとく施し、又わが體を

燒かるる爲に付すとも、愛なくば我に益なし。 4

愛は寛容にして慈悲あり。愛は妬まず、愛は誇ら

ず、驕らず、 5非禮を行はず、己の利を求めず、

憤ほらず、人の惡を念はず、 6不義を喜ばずして

、眞理の喜ぶところを喜び、 7凡そ事忍び、お

ほよそ事信じ、おほよそ事望み、おほよそ事耐

ふるなり。 8愛は長久までも絶ゆることなし。然

れど預言は廢れ、異言は止み、知識もまた廢らん

。 9それ我らの知るところ全からず、我らの預言

も全からず。 10全き者の來らん時は全からぬも

の廢らん。 11われ童子の時は語ることも童子の

ごとく、思ふことも童子の如く、論ずる事も童子

の如くなりしが、人と成りては童子のことを棄て

たり。 12今われらは鏡をもて見るごとく見ると

ころ朧なり。然れど、かの時には顏を對せて相

見ん。今わが知るところ全からず、然れど、かの

時には我が知られたる如く全く知るべし。 13げ

に信仰と希望と愛と此の三つの者は限りなく存ら

ん、而して其のうち最も大なるは愛なり。

14愛を追ひ求めよ、また靈の賜物、ことに預言
する能力を慕へ。 2異言を語る者は人に語る

にあらずして神に語るなり。そは靈にて奧義を語

るとも、誰も悟る者なければなり。 3されど預言

する者は人に語りて其の徳を建て、勸をなし、慰

安を與ふるなり。 4異言を語る者は己の徳を建て

、預言する者は教會の徳を建つ。 5われ汝等が

みな異言を語らんことを欲すれど、殊に欲するは

預言せん事なり。異言を語る者、もし釋きて教會

の徳を建つるにあらずば、預言する者のかた勝る

なり。 6然らば兄弟よ、我もし汝らに到りて異言

をかたり、或は默示、あるいは知識、あるいは預

言、あるいは教をもて語らずば、何の益かあらん

。 7生命なくして聲を出すもの、或は笛、あるい

は立琴、その音もし差別なくば、爭で吹くところ

彈くところの何たるを知らん。 8ラッパ若し定り

なき音を出さば、誰か戰鬪の備をなさん。 9斯く

のごとく汝らも舌をもて明かなる言を出さずば、

いかで語るところの何たるを知らん、これ汝等

ただ空氣に語るのみ。 10世には國語の類おほか

れど、一つとして意義あらぬはなし。 11我もし

國語の意義を知らずば、語る者に對して夷人とな

り、語る者も我に對して夷人とならん、 12然ら

ば汝らも靈の賜物を慕ふ者なれば、教會の徳を建

つる目的にて賜物の豐ならん事を求めよ。 13こ

の故に異言を語る者は自ら釋き得んことをも祈る

べし。 14我もし異言をもて祈らば、我が靈は祈

るなれど、我が心は果を結ばず。 15然らば如何

にすべきか、我は靈をもて祈り、また心をもて祈

らん。我は靈をもて謳ひ、また心をもて謳はん。

16汝もし然せずば、靈をもて祝するとき、凡人は

汝の語ることを知らねば、その感謝に對し如何に

してアァメンと言はんや。 17なんぢの感謝はよ

し、然れど、その人の徳を建つることなし。 18

我なんぢら衆の者よりも多く異言を語ることを神

に感謝す。 19然れど我は教會にて異言をもて一

萬言を語るよりも、寧ろ人を教へんために我が

心をもて五言を語らんことを欲するなり。 20兄

弟よ、智慧に於ては子供となるな、惡に於ては幼

兒となり、智慧に於ては成人となれ。 21律法に

録して『主、宣はく、他し言の民により、他し國

人の口唇をもて此の民に語らん、然れど尚かれら
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は我に聽かじ』とあり。 22されば異言は、信者

の爲ならで不信者のための徴なり。預言は、不

信者の爲ならで信者のためなり。 23もし全教會

一處に集れる時、みな異言にて語らば、凡人また

は不信者いり來らんに、汝らを狂へる者と言は

ざらんや。 24然れど若しみな預言せば、不信者

または凡人の入りきたるとき、會衆のために自ら

責められ、會衆のために是非せられ、 25その心

の秘密あらはるる故に、伏して神を拜し『神は實

に汝らの中に在す』と言はん。 26兄弟よ、さら

ば如何にすべきか、汝らの集る時はおのおの聖歌

あり、教あり、默示あり、異言あり、釋く能力あ

り、みな徳を建てん爲にすべし。 27もし異言を

語る者あらば、二人、多くとも三人、順次に語り

て一人これを釋くべし。 28もし釋く者なき時は

、教會にては默し、而して己に語り、また神に語

るべし。 29預言者は二人もしくは三人かたり、

その他の者はこれを辨ふべし。 30もし坐しをる

、他のもの默示を蒙らば、先のもの默すべし。 31

汝らは皆すべての人に學ばせ勸を受けしめんため

に、一人一人預言することを得べければなり。

32また預言者の靈は預言者に制せらる。 33それ

神は亂の神にあらず、平和の神なり。 34聖徒の

諸教會のするごとく、女は教會にて默すべし。

彼らは語ることを許されず。律法に云へるごとく

順ふべき者なり。 35何事か學ばんとする事あら

ば、家にて己が夫に問ふべし、女の教會にて語る

は恥づべき事なればなり。 36神の言は汝等より

出でしか、また汝等にのみ來りしか。 37人もし

自己を預言者とし、或は御靈に感じたる者と思は

ば、わが汝らに書きおくる言を主の命なりと知れ

。 38もし知らずば其の知らざるに任せよ。 39さ

れば我が兄弟よ、預言することを慕ひ、また異言

を語ることを禁ずな。 40凡ての事、宣しきに適

ひ、かつ秩序を守りて行へ。

15兄弟よ、曩にわが傳へし福音を更に復なんぢ
らに示す。汝らは之を受け、之に頼りて立ち

たり。 2なんぢら徒らに信ぜずして、我が傳へし

ままを堅く守らば、この福音に由りて救はれん。

3わが第一に汝らに傳へしは、我が受けし所にし

て、キリスト聖書に應じて我らの罪のために死に

、 4また葬られ、聖書に應じて三日めに甦へり、

5ケパに現れ、後に十二弟子に現れ給ひし事なり

。 6次に五百人以上の兄弟に同時にあらはれ給

へり。その中には既に眠りたる者もあれど、多く

は今なほ世にあり。 7次にヤコブに現れ、次にす

べての使徒に現れ、 8最終には月足らぬ者のご

とき我にも現れ給へり。 9我は神の教會を迫害し

たれば、使徒と稱へらるるに足らぬ者にて、使徒

のうち最小き者なり。 10然るに我が今の如くな

るは、神の恩惠に由るなり。斯くてその賜はりし

御惠は空しくならずして、凡ての使徒よりも我は

多く働けり。これ我にあらず、我と偕にある神の

恩惠なり。 11されば我にもせよ、彼等にもせよ

、宣傳ふる所はかくの如くにして、汝らは斯くの

ごとく信じたるなり。 12キリストは死人の中よ

り甦へり給へりと宣傳ふるに、汝等のうちに、

死人の復活なしと云ふ者のあるは何ぞや。 13も

し死人の復活なくば、キリストもまた甦へり給は

ざりしならん。 14もしキリスト甦へり給はざり

しならば、我らの宣教も空しく、汝らの信仰もま

た空しからん、 15かつ我らは神の僞證人と認め

られん。我ら神はキリストを甦へらせ給へりと證

したればなり。もし死人の甦へることなくば、神

はキリストを甦へらせ給はざりしならん。 16も

し死人の甦へる事なくば、キリストも甦へり給は

ざりしならん。 17若しキリスト甦へり給はざり

しならば、汝らの信仰は空しく、汝等なほ罪に

居らん。 18然ればキリストに在りて眠りたる者

も亡びしならん。 19我等この世にあり、キリス

トに頼りて空しき望みを懷くに過ぎずば、我らは

凡ての人の中にて最も憫むべき者なり。 20然れ

ど正しくキリストは死人の中より甦へり、眠りた

る者の初穗となり給へり。 21それ人によりて死

の來りし如く、死人の復活もまた人に由りて來れ

り。 22凡ての人、アダムに由りて死ぬるごとく

、凡ての人、キリストに由りて生くべし。 23而

して各人その順序に隨ふ。まづ初穗なるキリスト

、次はその來り給ふときキリストに屬する者なり

。 24次には終きたらん、その時キリストは、も

ろもろの權能・權威・權力を亡して國を父なる神

に付し給ふべし。 25彼は凡ての敵をその足の下

に置き給ふまで、王たらざるを得ざるなり。 26

最後の敵なる死もまた亡されん。 27『神は萬の

物を彼の足の下に服はせ給ひ』たればなり。萬の

物を彼に服はせたりと宣ふときは、萬の物を服は

せ給ひし者のその中になきこと明かなり。 28萬

の物かれに服ふときは、子も亦みづから萬の物を
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己に服はせ給ひし者に服はん。これ神は萬の物に

於て萬の事となり給はん爲なり。 29もし復活な

くば、死人の爲にバプテスマを受くるもの何をな

すか、死人の甦へること全くなくば、死人のため

にバプテスマを受くるは何の爲ぞ。 30また我ら

が何時も危険を冒すは何の爲ぞ。 31兄弟よ、わ

れらの主イエス・キリストに在りて、汝等につ

き我が有てる誇によりて誓ひ、我は日々に死すと

言ふ。 32我がエペソにて獸と鬪ひしこと、若し

人のごとき思にて爲ししならば、何の益あらんや

。死人もし甦へる事なくば『我等いざ飮食せん、

明日死ぬべければなり』 33なんぢら欺かるな、

惡しき交際は善き風儀を害ふなり。 34なんぢら

醒めて正しうせよ、罪を犯すな。汝等のうちに

神を知らぬ者あり、我が斯く言ふは汝等を辱し

めんとてなり。 35されど人あるひは言はん、死

人いかにして甦へるべきか、如何なる體をもて來

るべきかと。 36愚なる者よ、なんぢの播く所の

もの先づ死なずば生きず。 37又その播く所のも

のは後に成るべき體を播くにあらず、麥にても他

の穀にても、ただ種粒のみ。 38然るに神は御意

に隨ひて之に體を予へ、おのおのの種にその體を

予へたまふ。 39凡ての肉、おなじ肉にあらず、

人の肉あり、獸の肉あり、鳥の肉あり、魚の肉あ

り。 40天上の體あり、地上の體あり、されど天

上の物の光榮は地上の物と異なり。 41日の光榮

あり、月の光榮あり、星の光榮あり、此の星は彼

の星と光榮を異にす。 42死人の復活もまた斯く

のごとし。朽つる物にて播かれ、朽ちぬものに甦

へらせられ、 43卑しき物にて播かれ、光榮ある

ものに甦へらせられ、弱きものにて播かれ、強き

ものに甦へらせられ、 44血氣の體にて播かれ、

靈の體に甦へらせられん。血氣の體ある如く、ま

た靈の體あり。 45録して、始の人アダムは、活

ける者となれるとあるが如し。而して終のアダム

は、生命を與ふる靈となれり。 46靈のものは前

にあらず、反つて血氣のもの前にありて靈のもの

後にあり。 47第一の人は地より出でて土に屬し

、第二の人は天より出でたる者なり。 48この土

に屬する者に、すべて土に屬する者は似、この天

に屬する者に、すべて天に屬する者は似るなり。

49我ら土に屬する者の形を有てるごとく、天に屬

する者の形をも有つべし。 50兄弟よ、われ之を

言はん、血肉は神の國を嗣ぐこと能はず、朽つる

ものは朽ちぬものを嗣ぐことなし。 51視よ、わ

れ汝らに奧義を告げん、我らは悉とく眠るにはあ

らず、 52終のラッパの鳴らん時みな忽ち瞬間に

化せん。ラッパ鳴りて死人は朽ちぬ者に甦へり、

我らは化するなり。 53そは此の朽つる者は朽ち

ぬものを著、この死ぬる者は死なぬものを著るべ

ければなり。 54此の朽つるものは朽ちぬものを

著、この死ぬる者は死なぬものを著んとき『死は

勝に呑まれたり』と録されたる言は成就すべし。

55『死よ、なんぢの勝は何處にかある。死よ、な

んぢの刺は何處にかある』 (Hadēs g86) 56死の刺は

罪なり、罪の力は律法なり。 57されど感謝すべ

きかな、神は我らの主イエス・キリストによりて

勝を與へたまふ。 58然れば我が愛する兄弟よ、

確くして搖くことなく、常に勵みて主の事を務め

よ、汝等その勞の、主にありて空しからぬを知

ればなり。

16聖徒たちの爲にする寄附の事に就きては、汝
らも我がガラテヤの諸教會に命ぜしごとく

せよ。 2一週の首の日ごとに、各人その得る所に

したがひて己が家に貯へ置け、これ我が到らんと

き始めて寄附を集むる事なからん爲なり。 3われ

到らば、汝らが選ぶところの人々に添書をあたへ

、汝らの惠む物をエルサレムに携へ往かしめん。

4もし我も往くべきならば、彼らは我と共に往く

べし。 5我マケドニヤを通らんとすれば、マケド

ニヤを過ぎて後に汝らの許にゆかん。 6かくて汝

らの中に留りゐて、或は冬を過すこともあらん、

是わが何處に往くも汝らに送られん爲なり。 7我

は今なんぢらを途の次に見ることを欲せず、主ゆ

るし給はば、暫く汝らと偕に留らんことを望む。

8われ五旬節まではエペソに留らんとす。 9そは

活動のために大なる門わが前にひらけ、また逆ふ

者も多ければなり。 10テモテもし到らば、愼み

て汝等のうちに懼なく居らしめよ、彼は我と同

じく主の業を務むる者なり。 11されば誰も之を

卑しむることなく、安らかに送りて我が許に來ら

しめよ、我かれが兄弟たちと共に來るを待てるな

り。 12兄弟アポロに就きては、我かれに兄弟た

ちと共に汝らに到らんことを懇ろに勸めたりしが

、今は往くことを更に欲せず、されど好き機を得

ば往くべし。 13目を覺し、堅く信仰に立ち、雄

々しく、かつ剛かれ。 14一切のこと愛をもて行

へ。 15兄弟よ、ステパナの家はアカヤの初穗に
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して、彼らが身を委ねて聖徒に事へたることは、

汝らの知る所なり。 16われ汝らに勸む、斯くの

ごとき人々また凡て之とともに働きて勞する者に

服せよ。 17我ステパナとポルトナトとアカイコ

との來るを喜ぶ。かれらは汝らの居らぬを補ひた

ればなり。 18彼らは我が心と汝らの心とを安ん

じたり、斯くのどとき者を認めよ。 19アジヤの

諸教會なんぢらに安否を問ふ。アクラとプリス

カ及びその家の教會、主に在りて懇ろに汝らに安

否を問ふ。 20すべての兄弟なんぢらに安否を問

ふ。なんぢら潔き接吻をもて互に安否を問へ。 21

我パウロ自筆をもて汝らに安否を問ふ。 22もし

人、主を愛せずば詛はるべし、我らの主きたり給

ふ。 23願はくは主イエスの恩惠なんぢらと偕に

あらんことを。 24わが愛はキリスト・イエスに

在りて汝等すべての者とともに在るなり。
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コリント人への手紙

第二

1神の御意によりてイエス・キリストの使徒と
なれるパウロ及び兄弟テモテ、書をコリント

に在る神の教會、ならびにアカヤ全國に在る凡て

の聖徒に贈る。 2願はくは我らの父なる神および

主イエス・キリストより賜ふ恩惠と平安と汝らに

在らんことを。 3讃むべき哉、われらの主イエス

・キリストの父なる神、即ちもろもろの慈悲の父

、一切の慰安の神、 4われらを凡ての患難のうち

に慰め、我等をして自ら神に慰めらるる慰安をも

て、諸般の患難に居る者を慰むることを得しめ給

ふ。 5そはキリストの苦難われらに溢るる如く、

我らの慰安も亦キリストによりて溢るればなり。

6我ら或は患難を受くるも汝らの慰安と救とのた

め、或は慰安を受くるも汝らの慰安の爲にして、

その慰安は汝らの中に働きて、我らが受くる如き

苦難を忍ぶことを得しむるなり。 7かくて汝らが

苦難に與るごとく、また慰安にも與ることを知れ

ば、汝らに對する我らの望は堅し。 8兄弟よ、我

らがアジヤにて遭ひし患難を汝らの知らざるを好

まず、すなはち壓せらるること甚だしく、力耐

へがたくして、生くる望を失ひ、 9心のうちに死

を期するに至れり。これ己を頼まずして、死人を

甦へらせ給ふ神を頼まん爲なり。 10神は斯かる

死より我らを救ひ給へり、また救ひ給はん。我ら

は後もなほ救ひ給はんことを望みて神を頼み、 11

汝らも我らの爲に祈をもて助く。これ多くの人の

願望によりて賜はる恩惠を、多くの人の感謝する

に至らん爲なり。 12われら世に在りて殊に汝ら

に對し、神の清淨と眞實とをもて、また肉の智慧

によらず、神の恩惠によりて行ひし事は、我らの

良心の證する所にして、我らの誇なり。 13我ら

の書き贈ることは、汝らの讀むところ知る所の他

ならず。 14而して我は汝等のうち或者の既に知

れる如く、我らの主イエスの日に我らが汝らの誇

、なんぢらが我らの誇たるを終まで知らんことを

望む。 15この確信をもて先づ汝らに到り、再び

益を得させ、 16かくて汝らを經てマケドニアに

往き、マケドニアより更に復なんぢらに到り、而

して汝らに送られてユダヤに往かんことを定めた

り。 17かく定めたるは浮きたる事ならんや。わ

が定むるところ肉によりて定め、然り然り、否

々と言ふが如きこと有らんや。 18神は眞實にて

在せば、我らが汝らに對する言も、然りまた否と

言ふが如きにあらず。 19我ら即ちパウロ、シル

ワノ、テモテが汝らの中に傳へたる神の子キリス

ト・イエスは、然りまた否と言ふが如き者にあら

ず、然りと言ふことは彼によりて成りたるなり。

20神の約束は多くありとも、然りと言ふことは彼

によりて成りたれば、彼によりてアァメンあり、

我ら神に榮光を歸するに至る。 21汝らと共に我

らをキリストに堅くし、且われらに膏を注ぎ給ひ

し者は神なり。 22神はまた我らに印し、保證と

して御靈を我らの心に賜へり。 23我わが靈魂を

賭けて神の證を求む、我がコリントに往くことの

遲きは、汝らを寛うせん爲なり。 24されど我ら

は汝らの信仰を掌どる者にあらず、汝らの喜悦を

助くる者なり、汝らは信仰によりて立てばなり

。

2われ再び憂をもて汝らに到らじと自ら定めた
り。 2我もし汝らを憂ひしめば、我が憂ひしむ

る者のほかに誰か我を喜ばせんや。 3われ前に此

の事を書き贈りしは、我が到らんとき、我を喜ば

すべきもの、反つて我を憂ひしむる事のなからん

爲にして、汝らは皆わが喜悦を喜悦とするを信ず

るに因りてなり。 4われ大なる患難と心の悲哀と

により、多くの涙をもて汝らに書き贈れり。これ

汝らを憂ひしめんとにあらず、我が汝らに對する

愛の溢るるばかりなるを知らしめん爲なり。 5も

し憂ひしむる人あらば、我を憂ひしむるにあらず

、幾許か汝ら衆を憂ひしむるなり。（幾許かと云

へるは、われ激しく責むるを好まぬ故なり） 6か

かる人の多數の者より受けたる懲罰は足れり。 7

されば汝ら寧ろ彼を恕し、かつ慰めよ、恐らくは

其の人、甚だしき愁に沈まん。 8この故に我なん

ぢらの愛を彼に顯さんことを勸む。 9前に書き贈

りしは、凡ての事につきて汝らが從順なりや否や

をも試み知らん爲なり。 10なんぢら何事にても

人を恕さば、我も亦これを恕さん、われ恕したる

事あらば、汝らの爲にキリストの前に恕したるな

り。 11これサタンに欺かれざらん爲なり、我等

はその詭謀を知らざるにあらず。 12我キリスト

の福音の爲にトロアスに到り、主われに門を開き

給ひたれど、 13我が兄弟テトスに逢はぬにより

て心に平安をえず、彼處の者に別を告げてマケド

ニヤに往けり。 14感謝すべきかな、神は何時に
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てもキリストにより、我らを執へて凱旋し、何處

にても我等によりてキリストを知る知識の馨をあ

らはし給ふ。 15救はるる者にも亡ぶる者にも、

我らは神に對してキリストの香しき馨なり。 16

この人には死よりいづる馨となりて死に至らしめ

、かの人には生命より出づる馨となりて生命に至

らしむ。誰か此の任に耐へんや。 17我らは多く

の人のごとく神の言を曲げず、眞實により神によ

る者のごとく、神の前にキリストに在りて語るな

り。

3我等ふたたび己を薦め始めんや、また或人の
ごとく人の推薦の書を汝らに齎し、また汝等

より受くることを要せんや。 2汝らは即ち我らの

書にして我らの心に録され、又すべての人に知ら

れ、かつ讀まるるなり。 3汝らは明かに我らの職

によりて書かれたるキリストの書なり。而も墨に

あらで活ける神の御靈にて録され、石碑にあらで

心の肉碑に録されたるなり。 4我らはキリストに

より、神に對して斯かる確信あり。 5されど己は

何事をも自ら定むるに足らず、定むるに足るは神

によるなり。 6神は我らを新約の役者となるに足

らしめ給へり、儀文の役者にあらず、靈の役者な

り。そは儀文は殺し、靈は活せばなり。 7石に彫

り書されたる死の法の職にも光榮ありて、イスラ

エルの子等はそのやがて消ゆべきモーセの顏の

光榮を見つめ得ざりし程ならんには、 8まして靈

の職は光榮なからんや。 9罪を定むる職もし光榮

あらんには、まして義とする職は光榮に溢れざら

んや。 10もと光榮ありし者も更に勝れる光榮に

比ぶれば、光榮なき者となれり。 11もし消ゆべ

き者に光榮ありしならんには、まして永存ふるも

のに光榮なからんや。 12我らは斯くのごとき希

望を有つゆゑに、更に臆せずして言ひ、 13又モ

ーセの如くせざるなり。彼は消ゆべき者の消えゆ

くをイスラエルの子らに見せぬために、面帕を顏

におほひたり。 14然れど彼らの心鈍くなれり。

キリストによりて面帕の廢るべきを悟らねば、今

日に至るまで舊約を讀む時その面帕なほ存れり。

15今日に至るまでモーセの書を讀むとき、面帕は

彼らの心のうへに置かれたり。 16然れど主に歸

する時、その面帕は取り除かるべし。 17主は即

ち御靈なり、主の御靈のある所には自由あり。 18

我等はみな面帕なくして、鏡に映るごとく主の榮

光を見、榮光より榮光にすすみ、主たる御靈によ

りて主と同じ像に化するなり。

4この故に我ら憐憫を蒙りて此の職を受けたれ
ば、落膽せず、 2恥づべき隱れたる事をすて、

惡巧に歩まず、神の言をみださず、眞理を顯して

神の前に己を凡ての人の良心に薦むるなり。 3も

し我らの福音おほはれ居らば、亡ぶる者に覆はれ

をるなり。 4この世の神は此等の不信者の心を

暗まして、神の像なるキリストの榮光の福音の光

を照さざらしめたり。 (aiōn g165) 5我らは己の事を

宣べず、ただキリスト・イエスの主たる事と、我

らがイエスのために汝らの僕たる事とを宣ぶ。 6

光、暗より照り出でよと宣ひし神は、イエス・キ

リストの顏にある神の榮光を知る知識を輝かしめ

んために、我らの心を照し給へるなり。 7我等こ

の寶を土の器に有てり、これ優れて大なる能力の

我等より出でずして、神より出づることの顯れん

ためなり。 8われら四方より患難を受くれども窮

せず、爲ん方つくれども希望を失はず、 9責めら

るれども棄てられず、倒さるれども亡びず、 10

常にイエスの死を我らの身に負ふ。これイエスの

生命の我らの身にあらはれん爲なり。 11それ我

ら生ける者の常にイエスのため死に付さるるは、

イエスの生命の我らの死ぬべき肉體にあらはれん

爲なり。 12さらば死は我等のうちに働き、生命

は汝等のうちに働くなり。 13録して『われ信ず

るによりて語れり』とあるごとく、我等にも同じ

信仰の靈あり、信ずるに因りて語るなり。 14こ

れ主イエスを甦へらせ給ひし者の我等をもイエス

と共に甦へらせ、汝らと共に立たしめ給ふことを

我ら知ればなり。 15凡ての事は汝らの益なり。

これ多くの人によりて御惠の増し加はり、感謝い

や増りて神の榮光の顯れん爲なり。 16この故に

我らは落膽せず、我らが外なる人は壞るれども、

内なる人は日々に新なり。 17それ我らが受くる

暫くの輕き患難は、極めて大なる永遠の重き光榮

を得しむるなり。 (aiōnios g166) 18我らの顧みる所は

見ゆるものにあらで見えぬものなればなり。見ゆ

るものは暫時にして、見えぬものは永遠に至るな

り。 (aiōnios g166)

5我らは知る、我らの幕屋なる地上の家、壞る
れば、神の賜ふ建造物、すなはち天にある、

手にて造らぬ、永遠の家あることを。 (aiōnios g166)

2我等はその幕屋にありて歎き、天より賜ふ住所
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をこの上に著んことを切に望む。 3之を著るとき

は裸にてある事なからん。 4我等この幕屋にあり

て重荷を負へる如くに歎く、之を脱がんとにあら

で、此の上に著んことを欲すればなり。これ死ぬ

べき者の生命に呑まれん爲なり。 5我らを此の事

に適ふものとなし、その證として御靈を賜ひし者

は神なり。 6この故に我らは常に心強し、かつ

身に居るうちは主より離れ居るを知る、 7見ゆる

所によらず、信仰によりて歩めばなり。 8斯く心

強し、願ふところは寧ろ身を離れて主と偕に居ら

んことなり。 9然れば身に居るも身を離るるも、

ただ御心に適はんことを力む。 10我等はみな必

ずキリストの審判の座の前にあらはれ、善にもあ

れ惡にもあれ、各人その身になしたる事に隨ひて

報を受くべければなり。 11斯く主の畏るべきを

知るによりて人々に説き勸む。われら既に神に知

られたり、亦なんぢらの良心にも知られたりと思

ふ。 12我等は再び己を汝らに薦むるにあらず、

ただ我等をもて誇とする機を汝らに與へ、心によ

らず外貌によりて誇る人々に答ふることを得させ

んとするなり。 13我等もし心狂へるならば、神

の爲なり、心慥ならば、汝らの爲なり。 14キリ

ストの愛われらに迫れり。我ら思ふに、一人すべ

ての人に代りて死にたれば、凡ての人すでに死に

たるなり。 15その凡ての人に代りて死に給ひし

は、生ける人の最早おのれの爲に生きず、己に代

り死にて甦へり給ひし者のために、生きん爲なり

。 16されば今より後われ肉によりて人を知るま

じ、曾て肉によりてキリストを知りしが、今より

後は斯くの如くに知ることをせじ。 17人もしキ

リストに在らば新に造られたる者なり、古きは既

に過ぎ去り、視よ、新しくなりたり。 18これら

の事はみな神より出づ、神はキリストによりて我

らを己と和がしめ、かつ和がしむる職を我らに授

け給へり。 19即ち神はキリストに在りて世を己

と和がしめ、その罪を之に負はせず、かつ和がし

むる言を我らに委ね給へり。 20されば我等はキ

リストの使者たり、恰も神の我等によりて汝らを

勸め給ふがごとし。我等キリストに代りて願ふ、

なんぢら神を和げ。 21神は罪を知り給はざりし

者を我らの代に罪となし給へり、これ我らが彼に

在りて神の義となるを得んためなり。

6我らは神とともに働く者なれば、神の恩惠を
汝らが徒らに受けざらんことを更に勸む。 2（

神いひ給ふ『われ惠の時に汝に聽き、救の日に汝

を助けたり』と。視よ、今は惠のとき、視よ、今

は救の日なり） 3我等この職の謗られぬ爲に何事

にも人を躓かせず。 4反つて凡ての事において神

の役者のごとく己をあらはす、即ち患難にも、窮

乏にも、苦難にも、 5打たるるにも、獄に入るに

も、騷擾にも、勞動にも、眠らぬにも、斷食にも

、大なる忍耐を用ひ、 6また廉潔と知識と寛容と

仁慈と聖靈と虚僞なき愛と、 7眞の言と神の能

力と左右に持ちたる義の武器とにより、 8また光

榮と恥辱と惡名と美名とによりて表す。我らは人

を惑す者の如くなれども眞、 9人に知られぬ者の

如くなれども人に知られ、死なんとする者の如く

なれども、視よ、生ける者、懲さるる者の如くな

れども殺されず、 10憂ふる者の如くなれども常

に喜び、貧しき者の如くなれども多くの人を富ま

せ、何も有たぬ者の如くなれども凡ての物を有て

り。 11コリント人よ、我らの口は汝らに向ひて

開け、我らの心は廣くなれり。 12汝らの狹くせ

らるるは我らに因るにあらず、反つて己が心に因

るなり。 13汝らも心を廣くして我に報をせよ。

（我わが子に對する如く言ふなり） 14不信者と

軛を同じうすな、釣合はぬなり、義と不義と何の

干與かあらん、光と暗と何の交際かあらん。 15

キリストとベリアルと何の調和かあらん、信者と

不信者と何の關係かあらん。 16神の宮と偶像と

何の一致かあらん、我らは活ける神の宮なり、即

ち神の言ひ給ひしが如し。曰く『われ彼らの中に

住み、また歩まん。我かれらの神となり、彼等

わが民とならん』と。 17この故に『主いひ給ふ

、「汝等かれらの中より出で、之を離れ、穢れ

たる者に觸るなかれ」と。「さらば我なんぢらを

受け、 18われ汝らの父となり、汝等わが息子む

すめとならん」と、全能の主いひ給ふ』とあるな

り。

7されば愛する者よ、我らかかる約束を得たれ
ば、肉と靈との汚穢より全く己を潔め、神を

畏れてその清潔を成就すべし。 2我らを受け容れ

よ、われら誰にも不義をなしし事なく、誰をも害

ひし事なく、誰をも掠めし事なし。 3わが斯く言

ふは、汝らを咎めんとにあらず、そは我が既に言

へる如く、汝らは我らの心にありて、共に死に共

に生くればなり。 4我なんぢらを信ずること大な

り、また汝等をもて誇とすること大なり、我は
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慰安にみち、凡ての患難の中にも喜悦あふるるな

り。 5マケドニヤに到りしとき、我らの身はなほ

聊かも平安を得ずして、樣々の患難に遭ひ、外に

は分爭、内には恐懼ありき。 6然れど哀なる者を

慰むる神は、テトスの來るによりて我らを慰め給

へり。 7唯その來るに因りてのみならず、彼が汝

らによりて得たる慰安をもて慰め給へり。即ち汝

らの我を慕ふこと、歎くこと、我に對して熱心な

ることを我らに告ぐるによりて、我ますます喜べ

り。 8われ書をもて汝らを憂ひしめたれども悔い

ず、その書の汝らを暫く憂ひしめしを見て、前に

は悔いたれども今は喜ぶ。 9わが喜ぶは汝らの憂

ひしが故にあらず、憂ひて悔改に至りし故なり。

汝らは神に從ひて憂ひたれば、我等より聊かも損

を受けざりき。 10それ神にしたがふ憂は、悔な

きの救を得るの悔改を生じ、世の憂は死を生ず。

11視よ、汝らが神に從ひて憂ひしことは、如何ば

かりの奮勵・辯明・憤激・恐懼・愛慕・熱心・罪

を責むる心などを汝らの中に生じたりしかを。汝

等かの事に就きては全く潔きことを表せり。 12

されば前に書を汝らに書き贈りしも、不義をなし

たる人の爲にあらず、また不義を受けたり人の爲

にあらず、我らに對する汝らの奮勵の、神の前に

て汝らに顯れん爲なり。 13この故に我らは慰安

を得たり。慰安を得たる上にテトスの喜悦により

て更に喜べり。そは彼の心なんぢら一同によりて

安んぜられたればなり。 14われ曩に彼の前に汝

らに就きて誇りたれど恥づることなし、我らが汝

らに語りし事のみな誠實なりし如く、テトスの前

に誇りし事もまた誠實となれり。 15彼は汝等み

な從順にして畏れ戰き、己を迎へしことを思ひ出

して、心を汝らに寄すること増々深し。 16われ

凡ての事に汝らに就きて心強きを喜ぶ。

8兄弟よ、我らマケドニヤの諸教會に賜ひたる
神の恩惠を汝らに知らす。 2即ち患難の大なる

試練のうちに彼らの喜悦あふれ、又その甚だしき

貧窮は吝みなく施す富の溢るるに至れり。 3われ

證す、彼らは聖徒に事ふることに與る惠を切に我

らに請ひ求め、みづから進みて、力に應じ、否こ

れに過ぎて施濟をなせり。 4われ證す、彼らは聖

徒に事ふることに與る惠を切に我らに請ひ求め、

みづから進みて、力に應じ、否これに過ぎて施濟

をなせり。 5我らの望のほかに先づ己を主にささ

げ、神の御意によりて我らにも身を委ねたり。 6

されば我らはテトスが前に此の慈惠のことを汝ら

の中に始めたれば、又これを成就せんことを勸め

たり。 7汝等もろもろの事、すなはち信仰に、

言に、知識に、凡ての奮勵に、また我らに對する

愛に富めるごとく、此の慈惠にも富むべし。 8わ

れ斯く言ふは汝らに命ずるにあらず、ただ他の人

の奮勵によりて、汝らの愛の眞實を試みん爲なり

。 9汝らは我らの主イエス・キリストの恩惠を知

る。即ち富める者にて在したれど、汝等のため

に貧しき者となり給へり。これ汝らが彼の貧窮に

よりて富める者とならん爲なり。 10施濟のこと

に就きて我ただ意見を述ぶ、これは汝らの益なり

。汝らは此の事をただに一年前より人に先だち

て行ひしのみならず、又これを願い始めし事なれ

ば、 11今これを成し遂げよ、汝らが心より願ひ

しごとく、所有に應じて成し遂げよ。 12人もし

志望あらば、其の有たぬ所に由るにあらず、其の

有つ所に由りて嘉納せらるるなり。 13これ他の

人を安くして汝らを苦しめんとにあらず、均しく

せんとするなり。 14すなはち今なんぢらの餘る

ところは彼らの足らざるを補ひ、後また彼らの餘

る所は汝らの足らざるを補ひて、均しくなるに至

らんためなり。 15録して『多く集めし者にも餘

る所なく、少く集めし者にも足らざる所なかりき

』とあるが如し。 16汝らに對する同じ熱心をテ

トスの心にも賜へる神に感謝す。 17彼はただに

勸を容れしのみならず、甚だ熱心にして、自ら進

んで汝らに往くなり。 18我等また彼とともに一

人の兄弟を遣す。この人は福音をもて諸教會の

うちに譽を得たる上に、 19主の榮光と我らの志

望とを顯さんがために、掌どれる此の慈惠に就き

て、諸教會より我らの道伴として選ばれたる者

なり。 20彼を遣すは、此の大なる醵金を掌どる

に、人に咎めらるる事を避けんためなり。 21そ

は主の前のみならず、人の前にも善からんことを

慮ぱかりてなり。 22また一人の兄弟を彼らと共

につかはす、我らは多くの事につきて屡次かれの

熱心なるを認めたり。而して今は彼が汝らを深く

信ずるに因りて、その熱心の更に加はるを認む。

23テトスのことを言へば、我が友なり、汝らに對

して我が同勞者なり。この兄弟たちの事をいへば

、彼らは諸教會の使なり、キリストの榮光なり

。 24されば汝らの愛と我らが汝らに就きて誇れ

る事との證を、諸教會の前にて彼らに顯せ。
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9聖徒に施すことに就きては汝らに書きおくる
に及ばず、 2我なんぢらの志望あるを知ればな

り。その志望につき汝らの事をマケドニヤ人に誇

りて、アカヤは既に一年前に準備をなせりと云

へり。かくて汝らの熱心は多くの人を勵ましたり

。 3されどわれ兄弟たちを遣すは、我が言ひしご

とく汝らに準備をなさしめ、之につきて我らの誇

りし事の空しくならざらん爲なり。 4もしマケド

ニヤ人われと共に來りて汝らの準備なきを見ば、

汝らは言ふに及ばず、我らも確信せしによりて恐

らくは恥を受けん。 5この故に兄弟たちを勸めて

、先づ汝らに往かしめ、曩に汝らが約束したる慈

惠を、吝むが如くせずして、惠む心よりせん爲に

預じめ調へしむるは、必要のことと思へり。 6そ

れ少く播く者は少く刈り、多く播く者は多く刈る

べし。 7おのおの吝むことなく、強ひてすること

なく、その心に定めし如くせよ。神は喜びて與ふ

る人を愛し給へばなり。 8神は汝等をして常に

凡ての物に足らざることなく、凡ての善き業に溢

れしめんために、凡ての恩惠を溢るるばかり與ふ

ることを得給ふなり。 9録して『彼は散して貧し

き者に與へたり。その正義は永遠に存らん』とあ

る如し。 (aiōn g165) 10播く人に種と食するパンとを

與ふる者は、汝らにも種をあたへ、且これを殖し

、また汝らの義の果を増し給ふべし。 11汝らは

一切に富みて吝みなく施すことを得、かくて我ら

の事により、人々神に感謝するに至るなり。 12

此の施濟の務は、ただに聖徒の窮乏を補ふのみな

らず、充ち溢れて神に對する感謝を多からしむ。

13即ち彼らは此の務を證據として、汝らがキリス

トの福音に對する言明に順ふことと、彼らにも凡

ての人にも吝みなく施すこととに就きて、神に榮

光を歸し、 14かつ神の汝らに給ひし優れたる恩

惠により、汝らを慕ひて汝等のために祈らん。

15言ひ盡しがたき神の賜物につきて感謝す。

10汝らに對し面前にては謙だり、離れゐては勇
ましき我パウロ、自らキリストの柔和と寛容

とをもて汝らに勸む。 2我らを肉に從ひて歩むご

とく思ふ者あれば、斯かる者に對しては雄々しく

せんと思へど、願ふ所は我が汝らに逢ふとき斯く

勇ましくせざらん事なり。 3我らは肉にありて歩

めども、肉に從ひて戰はず。 4それ我らの戰爭の

武器は肉に屬するにあらず、神の前には城砦を破

るほどの能力あり、我等はもろもろの論説を破り

、 5神の示教に逆ひて建てたる凡ての櫓を毀ち、

凡ての念を虜にしてキリストに服はしむ。 6且な

んぢらの從順の全くならん時、すべての不從順

を罰せんと覺悟せり。 7汝らは外貌のみを見る、

若し人みづからキリストに屬する者と信ぜば、己

がキリストに屬する如く、我らも亦キリストに屬

する者なることを更に考ふべし。 8假令われ汝ら

を破る爲ならずして建つる爲に、主が我らに賜ひ

たる權威につきて誇ること稍過ぐとも恥とはな

らじ。 9われ書をもて汝らを嚇すと思はざれ。 10

彼らは言ふ『その書は重くかつ強し、その逢ふと

きの容貌は弱く、言は鄙し』と。 11斯くのごと

き人は思ふべし。我らが離れをる時おくる書の言

のごとく、逢ふときの行爲も亦然るを。 12我ら

は己を譽むる人と敢へて竝び、また較ぶる事をせ

ず、彼らは己によりて己を度り、己をもて己に較

ぶれば智なき者なり。 13我らは範圍を踰えて誇

らず、神の我らに分ち賜ひたる範圍にしたがひて

誇らん。その範圍は汝らに及べり。 14汝らに及

ばぬ者のごとく範圍を踰えて身を延すに非ず、キ

リストの福音を傳へて汝らにまで到れるなり。 15

我らは己が範圍を踰えて他の人の勞を誇らず、唯

なんぢらの信仰の彌増すにより、我らの範圍に循

ひて汝らのうちに更に大ならんことを望む。 16

これ他の人の範圍に既に備りたるものを誇らず、

汝らを踰えて外の處に福音を宣傳へん爲なり。 17

誇る者は主によりて誇るべし。 18そは是とせら

るるは己を譽むる者にあらず、主の譽め給ふ者な

ればなり。

11願はくは汝等わが少しの愚を忍ばんことを
。請ふ我を忍べ。 2われ神の熱心をもて汝ら

を慕ふ、われ汝らを潔き處女として一人の夫なる

キリストに献げんとて、之に許嫁したればなり。

3されど我が恐るるは、蛇の惡巧によりてエバの

惑されし如く、汝らの心害はれてキリストに對

する眞心と貞操とを失はん事なり。 4もし人きた

りて我らの未だ宣べざる他のイエスを宣ぶる時、

また汝らが未だ受けざる他の靈を受け、未だ受け

容れざる他の福音を受くるときは、汝ら能く之を

忍ばん。 5我は何事にもかの大使徒たちに劣らず

と思ふ。 6われ言に拙けれども知識には然らず、

凡ての事にて全く之を汝らに顯せり。 7われ汝ら

を高うせんために自己を卑うし、價なくして神の

福音を傳へたるは罪なりや。 8我は他の教會より
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奪ひ取り、その俸給をもて汝らに事へたり。 9又

なんぢらの中に在りて乏しかりしとき、誰をも煩

はさず、マケドニヤより來りし兄弟たち我が窮乏

を補へり。斯く凡ての事に汝らを煩はすまじと愼

みたるが、此の後もなほ愼まん。 10我に在るキ

リストの誠實によりて言ふ、我この誇をアカヤの

地方にて阻まるる事あらじ。 11これ何故ぞ、汝

らを愛せぬに因るか、神は知りたまふ。 12我わ

が行ふ所をなほ行はん、これ機會をうかがふ者の

機會を斷ち、彼等をしてその誇る所につき我ら

の如くならしめん爲なり。 13かくの如きは僞使

徒また詭計の勞動人にして、己をキリストの使徒

に扮へる者どもなり。 14これ珍しき事にあらず

、サタンも己を光の御使に扮へば、 15その役者

らが義の役者のごとく扮ふは大事にはあらず、彼

等の終局はその業に適ふべし。 16われ復いはん

、誰も我を愚と思ふな。もし然おもふとも、少し

く誇る機を我にも得させん爲に、愚なる者として

受け容れよ。 17今いふ所は主によりて言ふにあ

らず、愚なる者として大膽に誇りて言ふなり。 18

多くの人、肉によりて誇れば、我も誇るべし。 19

汝らは智き者なれば喜びて愚なる者を忍ぶなり。

20人もし汝らを奴隷とすとも、食ひ盡すとも、掠

めとるとも、驕るとも、顏を打つとも、汝らは之

を忍ぶ。 21われ恥ぢて言ふ、我らは弱き者の如

くなりき。されど人の雄々しき所は我もまた雄々

し、われ愚にも斯く言ふなり。 22彼らヘブル人

なるか、我も然り、彼らイスラエル人なるか、我

も然り、彼らアブラハムの裔なるか、我も然り。

23彼らキリストの役者なるか、われ狂へる如く言

ふ、我はなほ勝れり。わが勞は更におほく、獄に

入れられしこと更に多く、鞭うたれしこと更に夥

だしく、死に瀕みたりしこと屡次なりき。 24ユ

ダヤ人より四十に一つ足らぬ鞭を受けしこと五度

、 25笞にて打たれしこと三たび、石にて打たれ

しこと一たび、破船に遭ひしこと三度にして、一

晝夜海にありき。 26しばしば旅行して河の難、

盜賊の難、同族の難、異邦人の難、市中の難、荒

野の難、海上の難、僞兄弟の難にあひ、 27勞し

、苦しみ、しばしば眠らず、飢ゑ渇き、しばしば

斷食し、凍え、裸なりき。 28ここに擧げざる事

もあるに、なほ日々われに迫る諸教會の心勞あ

り。 29誰か弱りて我弱らざらんや、誰か躓きて

我燃えざらんや。 30もし誇るべくは、我が弱き

所につきて誇らん。 31永遠に讃むべき者、すな

はち主イエスの神また父は、我が僞らざるを知り

給ふ。 (aiōn g165) 32ダマスコにてアレタ王の下にあ

る總督、われを捕へんとてダマスコ人の町を守り

たれば、 33我は籠にて窓より石垣傳ひに縋り下

されて其の手を脱れたり。

12わが誇るは益なしと雖も止むを得ざるなり、
茲に主の顯示と默示とに及ばん。 2我はキリ

ストにある一人の人を知る。この人、十四年前

に第三の天にまで取去られたり（肉體にてか、わ

れ知らず、肉體を離れてか、われ知らず、神しり

給ふ） 3われ斯くのごとき人を知る（肉體にてか

、肉體の外にてか、われ知らず、神しり給ふ） 4

かれパラダイスに取去られて、言ひ得ざる言、人

の語るまじき言を聞けり。 5われ斯くのごとき人

のために誇らん、されど我が爲には弱き事のほか

誇るまじ。 6もし自ら誇るとも我が言ふところ誠

實なれば、愚なる者とならじ。されど之を罷めん

。恐らくは人の我を見われに聞くところに過ぎて

、我を思ふことあらん。 7我は我が蒙りたる默示

の鴻大なるによりて高ぶることのなからん爲に、

肉體に一つの刺を與へらる、即ち高ぶることなか

らん爲に我を撃つサタンの使なり。 8われ之がた

めに三度まで之を去らしめ給はんことを主に求め

たるに、 9言ひたまふ『わが恩惠なんぢに足れり

、わが能力は弱きうちに全うせらるればなり』さ

ればキリストの能力の我を庇はんために、寧ろ大

に喜びて我が微弱を誇らん。 10この故に我はキ

リストの爲に微弱・恥辱・艱難・迫害・苦難に遭

ふことを喜ぶ、そは我よわき時に強ければなり。

11われ汝らに強ひられて愚になれり、我は汝らに

譽めらるべかりしなり。我は數ふるに足らぬ者な

れども、何事にもかの大使徒たちに劣らざりしな

り。 12我は徴と不思議と能力ある業とを行ひ、

大なる忍耐を用ひて汝等のうちに使徒の徴をな

せり。 13なんぢら他の教會に何の劣る所かある

、唯わが汝らを煩はさざりし事のみならずや、此

の不義は請ふ我に恕せ。 14視よ、茲に三度なん

ぢらに到らんとして準備したれど、尚なんぢらを

煩はすまじ。我は汝らの所有を求めず、ただ汝ら

を求む。それ子は親のために貯ふべきにあらず、

親は子のために貯ふべきなり。 15我は大に喜び

て汝らの靈魂のために物を費し、また身をも費さ

ん。我なんぢらを多く愛するによりて、汝ら我を
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少く愛するか。 16或人いはん、我なんぢらを煩

はさざりしも、狡猾にして詭計をもて取りしなり

と。 17然れど我なんぢらに遣しし者のうちの誰

によりて汝らを掠めしや。 18我テトスを勸めて

汝らに遣し、これと共にかの兄弟を遣せり、テト

スは汝らを掠めしや。我らは同じ御靈によりて歩

み、同じ足跡を蹈みしにあらずや。 19汝らは夙

くより我等なんぢらに對して辯明すと思ひしなら

ん。されど我らはキリストに在りて神の前にて語

る。愛する者よ、これ皆なんぢらの徳を建てん爲

なり。 20わが到りて汝らを見ん時、わが望の如

くならず、汝らが我を見んとき、亦なんぢらの望

の如くならざらんことを恐れ、かつ分爭・嫉妬・

憤恚・徒黨・誹謗・讒言・驕傲・騷亂などの有ら

んことを恐る。 21また重ねて到らん時、わが神

われを汝等のまへにて辱しめ、且おほくの人の

、前に罪を犯して行ひし不潔と姦淫と好色とを悔

改めざるを悲しましめ給ふことあらん乎と恐る

。

13今われ三度なんぢらに到らんとす、二三の
證人の口によりて凡てのこと慥めらるべし。

2われ既に告げたれど、今離れをりて、二度なん

ぢらに逢ひし時のごとく、前に罪を犯したる者と

その他の凡ての人々とに預じめ告ぐ、われ復いた

らば決して宥さじ。 3汝らはキリストの我にあり

て語りたまふ證據を求むればなり。キリストは汝

らに對ひて弱からず、汝等のうちに強し。 4微

弱によりて十字架に釘けられ給ひたれど、神の能

力によりて生き給へばなり。我らもキリストに在

りて弱き者なれど、汝らに向ふ神の能力によりて

彼と共に生きん。 5なんぢら信仰に居るや否や、

みづから試み自ら驗しみよ。汝らみづから知らざ

らんや、若し棄てらるる者ならずば、イエス・キ

リストの汝らの中に在す事を、 6我は我らの棄て

らるる者ならぬを汝らの知らんことを望む。 7我

らは汝らの少しにても惡を行はざらんことを神に

祈る。これ我らの是とせらるるを顯さん爲にあら

ず、よし我らは棄てらるる者の如くなるとも、汝

らの善を行はん爲なり。 8我らは眞理に逆ひて能

力なく、眞理のためには能力あり。 9われら弱く

して汝らの強きことを喜ぶ、また之に就きて祈る

は、汝らの全くならん事なり。 10われ離れ居り

て此等のことを書き贈るは、汝らに逢ふとき、

主の破る爲ならずして建つる爲に我に賜ひたる權

威に隨ひて嚴しくせざらん爲なり。 11終に言は

ん、兄弟よ、汝ら喜べ、全くなれ、慰安を受けよ

、心を一つにせよ、睦み親しめ、然らば愛と平和

との神なんぢらと偕に在さん。 12潔き接吻をも

て相互に安否を問へ、 13凡ての聖徒なんぢらに

安否を問ふ。 14願はくは主イエス・キリストの

恩惠・神の愛・聖靈の交感、なんぢら凡ての者

と偕にあらんことを。
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ガラテヤ人への手紙

1人よりに非ず、人に由るにも非ず、イエス・
キリスト及び之を死人の中より甦へらせ給ひ

し父なる神に由りて使徒となれるパウロ、 2及び

我と偕にある凡ての兄弟、書をガラテヤの諸教

會に贈る。 3願はくは、我らの父なる神および主

イエス・キリストより賜ふ恩惠と平安と汝らに在

らんことを。 4主は我らの父なる神の御意に隨ひ

て、我らを今の惡しき世より救ひ出さんとて、己

が身を我らの罪のために與へたまへり。 (aiōn g165)

5願はくは榮光、世々限りなく神にあらん事を、

アァメン。 (aiōn g165) 6我は汝らが斯くも速かにキ

リストの恩惠をもて召し給ひし者より離れて、異

なる福音に移りゆくを怪しむ。 7此は福音と言ふ

べき者にあらず、ただ或人々が汝らを擾してキ

リストの福音を變へんとするなり。 8されど我等

にもせよ、天よりの御使にもせよ、我らの曾て宣

傳へたる所に背きたる福音を汝らに宣傳ふる者あ

らば詛はるべし。 9われら前に言ひし如く今また

言はん、汝らの受けし所に背きたる福音を宣傳ふ

る者あらば詛はるべし。 10我いま人に喜ばれん

とするか、或は神に喜ばれんとするか、抑もまた

人を喜ばせんことを求むるか。もし我なほ人を喜

ばせをらば、キリストの僕にあらじ。 11兄弟よ

、われ汝らに示す、わが傳へたる福音は、人に由

れるものにあらず。 12我は人より之を受けず、

また教へられず、唯イエス・キリストの默示に由

れるなり。 13我がユダヤ教に於ける曩の日の擧

動は、なんぢら既に聞けり、即ち烈しく神の教會

を責め、かつ暴したり。 14又わが國人のうち、

我と同じ年輩なる多くの者にも勝りてユダヤ教に

進み、わが先祖たちの言傳に對して甚だ熱心なり

き。 15されど母の胎を出でしより我を選び別ち

、その恩惠をもて召し給へる者 16御子を我が内

に顯して其の福音を異邦人に宣傳へしむるを可し

とし給へる時、われ直ちに血肉と謀らず、 17我

より前に使徒となりし人々に逢はんとてエルサレ

ムにも上らず、アラビヤに出で往きて遂にまたダ

マスコに返れり。 18その後三年を歴て、ケパを

尋ねんとエルサレムに上り、十五日の間かれと

偕に留りしが、 19主の兄弟ヤコブのほか孰の使

徒にも逢はざりき。 20（茲に書きおくる事は、

視よ、神の前にて僞らざるなり） 21その後シリ

ヤ、キリキヤの地方に往けり。 22キリストにあ

るユダヤの諸教會は我が顏を知らざりしかど、

23ただ人々の『われらを前に責めし者、曾て暴し

たる信仰の道を今は傳ふ』といふを聞き、 24わ

が事によりて神を崇めたり。

2その後十四年を歴て、バルナバと共にテトス
をも連れて、復エルサレムに上れり。 2我が上

りしは默示に因りてなり。かくて異邦人の中に宣

ぶる福音を彼らに告げ、また名ある者どもに私に

告げたり、これは我が走ること、又すでに走りし

ことの空しからざらん爲なり。 3而して我と偕な

るギリシヤ人テトスすら割禮を強ひられざりき。

4これ私に入りたる僞兄弟あるに因りてなり。彼

らの忍び入りたるは、我らがキリスト・イエスに

在りて有てる自由を窺ひ、且われらを奴隷とせん

爲なり。 5然れど福音の眞理の汝らの中に留らん

ために、我ら一時も彼らに讓り從はざりき。 6

然るに、かの名ある者どもより――彼らは如何な

る人なるにもせよ、我には關係なし、神は人の外

面を取り給はず――實にかの名ある者どもは我に

何をも加へず、 7反つてペテロが割禮ある者に對

する福音を委ねられたる如く、我が割禮なき者に

對する福音を委ねられたるを認め、 8（ペテロに

能力を與へて割禮ある者の使徒となし給ひし者は

、我にも異邦人のために能力を與へ給へり） 9ま

た我に賜はりたる恩惠をさとりて、柱と思はるる

ヤコブ、ケパ、ヨハネは、交誼の印として我とバ

ルナバとに握手せり。これは我らが異邦人にゆき

、彼らが割禮ある者に往かん爲なり。 10唯その

願ふところは我らが貧しき者を顧みんことなり、

我も固より此の事を勵みて行へり。 11されどケ

パがアンテオケに來りしとき、責むべき事のあり

しをもて面前これと諍ひたり。 12その故はある

人々のヤコブの許より來るまでは、かれ異邦人と

共に食しゐたるに、かの人々の來りてよりは、割

禮ある者どもを恐れ、退きて異邦人と別れたり。

13他のユダヤ人も彼とともに僞行をなし、バルナ

バまでもその僞行に誘はれゆけり。 14されど我

かれらが福音の眞理に循ひて正しく歩まざるを見

て、會衆の前にてケパに言ふ『なんぢユダヤ人な

るにユダヤ人の如くせず、異邦人のごとく生活せ

ば、何ぞ強ひて異邦人をユダヤ人の如くならしめ

んとするか』 15我らは生來のユダヤ人にして、

罪人なる異邦人にあらざれども、 16人の義とせ
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らるるは律法の行爲に由らず、唯キリスト・イエ

スを信ずる信仰に由るを知りて、キリスト・イエ

スを信じたり。これ律法の行爲に由らず、キリス

トを信ずる信仰によりて義とせられん爲なり。律

法の行爲によりては義とせらるる者一人だにな

し。 17若しキリストに在りて義とせららんこと

を求めて、なほ罪人と認められなば、キリストは

罪の役者なるか、決して然らず。 18我もし前に

毀ちしものを再び建てなば、己みづから犯罪者た

るを表す。 19我は神に生きんために、律法によ

りて律法に死にたり。 20我キリストと偕に十字

架につけられたり。最早われ生くるにあらず、キ

リスト我が内に在りて生くるなり。今われ肉體に

在りて生くるは、我を愛して我がために己が身を

捨て給ひし神の子を信ずるに由りて生くるなり。

21我は神の恩惠を空しくせず、もし義とせらるる

こと律法に由らば、キリストの死に給へるは徒然

なり。

3愚なる哉、ガラテヤ人よ、十字架につけられ
給ひしままなるイエス・キリスト、汝らの眼

前に顯されたるに、誰が汝らを誑かししぞ。 2我

は汝等より唯この事を聞かんと欲す。汝らが御

靈を受けしは律法の行爲に由るか、聽きて信じた

るに由るか。 3汝らは斯くも愚なるか、御靈によ

りて始りしに、今肉によりて全うせらるるか。 4

斯程まで多くの苦難を受けしことは徒然なるか、

徒然にはあるまじ。 5然らば汝らに御靈を賜ひて

汝らの中に能力ある業を行ひ給へるは、律法の行

爲に由るか、聽きて信ずるに由るか。 6録して『

アブラハム神を信じ、その信仰を義とせられたり

』とあるが如し。 7されば知れ、信仰に由る者は

是アブラハムの子なるを。 8聖書は神が異邦人を

信仰に由りて義とし給ふことを知りて、預じめ福

音をアブラハムに傳へて言ふ『なんぢに由りても

ろもろの國人は祝福せられん』と。 9この故に信

仰による者は、信仰ありしアブラハムと共に祝福

せらる。 10されど凡て律法の行爲による者は詛

の下にあり。録して『律法の書に記されたる凡て

の事を常に行はぬ者はみな詛はるべし』とあれば

なり。 11律法に由りて神の前に義とせらるる事

なきは明かなり『義人は信仰によりて生くべし』

とあればなり。 12律法は信仰に由るにあらず、

反つて『律法を行ふ者は之に由りて生くべし』と

云へり。 13キリストは我等のために詛はるる者

となりて、律法の詛より我らを贖ひ出し給へり。

録して『木に懸けらるる者は凡て詛はるべし』と

云へばなり。 14これアブラハムの受けたる祝福

の、イエス・キリストによりて異邦人におよび、

且われらが信仰に由りて約束の御靈を受けん爲な

り。 15兄弟よ、われ人の事を藉りて言はん、人

の契約すら既に定むれば、之を廢しまた加ふる者

なし。 16かの約束はアブラハムと其の裔とに與

へ給ひし者なり。多くの者を指すごとく『裔々に

』とは云はず、一人を指すごとく『なんぢの裔に

』と云へり、これ即ちキリストなり。 17然れば

我いはん、神の預じめ定め給ひし契約は、その後

四百三十年を歴て起りし律法に廢せらるることな

く、その約束も空しくせらるる事なし。 18もし

嗣業を受くること律法に由らば、もはや約束には

由らず、然るに神は約束に由りて之をアブラハム

に賜ひたり。 19然れば律法は何のためぞ。これ

罪の爲に加へ給ひしものにて、御使たちを經て中

保の手によりて立てられ、約束を與へられたる裔

の來らん時にまで及ぶなり。 20（中保は一方の

みの者にあらず、然れど神は唯一に在せり） 21

さらば律法は神の約束に悖るか、決して然らず。

もし人を生かすべき律法を與へられたらんには、

實に義とせらるるは律法に由りしならん。 22さ

れど聖書は凡ての者を罪の下に閉ぢ籠めたり。こ

れ信ずる者のイエス・キリストに對する信仰に由

れる約束を與へられん爲なり。 23信仰の出で來

らぬ前は、われら律法の下に守られて、後に顯れ

んとする信仰の時まで閉ぢ籠められたり。 24か

く信仰によりて我らの義とせられん爲に、律法は

我らをキリストに導く守役となれり。 25されど

信仰の出で來りし後は、我等もはや守役の下に居

らず。 26汝らは信仰によりキリスト・イエスに

在りて、みな神の子たり。 27凡そバプテスマに

由りてキリストに合ひし汝らは、キリストを衣た

るなり。 28今はユダヤ人もギリシヤ人もなく、

奴隷も自主もなく、男も女もなし、汝らは皆キリ

スト・イエスに在りて一體なり。 29汝等もしキ

リストのものならば、アブラハムの裔にして約束

に循へる世嗣たるなり。

4われ言ふ、世嗣は全業の主なれども、成人と
ならぬ間は僕と異なることなく、 2父の定めし

時の至るまでは後見者と家令との下にあり。 3斯

くのごとく我らも成人とならぬほどは、世の小學
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の下にありて僕たりしなり。 4されど時滿つる

に及びては、神その御子を遣し、これを女より生

れしめ、律法の下に生れしめ給へり。 5これ律法

の下にある者をあがなひ、我等をして子たること

を得しめん爲なり。 6かく汝ら神の子たる故に、

神は御子の御靈を我らの心に遣して『アバ、父』

と呼ばしめ給ふ。 7されば最早なんぢは僕にあら

ず、子たるなり、既に子たらば亦神に由りて世

嗣たるなり。 8されど汝ら神を知らざりし時は、

その實神にあらざる神々に事へたり。 9今は神

を知り、むしろ神に知られたるに、何ぞ復かの弱

くして賤しき小學に還りて、再びその僕たらんと

するか。 10汝らは日と月と季節と年とを守る。

11我は汝らの爲に働きし事の或は無益にならんこ

とを恐る。 12兄弟よ、我なんぢらに請ふ、われ

汝等のごとく成りたれば、汝ら我がごとく成れ

。汝ら何事にも我を害ひしことなし。 13わが初

め汝らに福音を傳へしは、肉體の弱かりし故なる

を汝ら知る。 14わが肉體に汝らの試錬となる者

ありたれど汝ら之を卑しめず、又きらはず、反つ

て我を神の使の如く、キリスト・イエスの如く迎

へたり。 15汝らの其の時の幸福はいま何處に在

るか。我なんぢらに就きて證す、もし爲し得べく

ば己が目を抉りて我に與へんとまで思ひしを。 16

然るに我なんぢらに眞を言ふによりて仇となりた

るか。 17かの人々の汝らに熱心なるは善き心に

あらず、汝らを我らより離して己らに熱心ならし

めんとてなり。 18善き心より熱心に慕はるるは

、啻に我が汝らと偕にをる時のみならず、何時に

ても宜しき事なり。 19わが幼兒よ、汝らの衷に

キリストの形成るまでは、我ふたたび産の苦痛

をなす。 20今なんぢらに到りて我が聲を易へん

ことを願ふ、汝らに就きて惑へばなり。 21律法

の下にあらんと願ふ者よ、我にいへ、汝ら律法を

きかぬか。 22即ちアブラハムに子二人あり、一

人は婢女より、一人は自主の女より生れたりと録

されたり。 23婢女よりの子は肉によりて生れ、

自主の女よりの子は約束による。 24この中に譬

あり、二人の女は二つの契約なり、その一つはシ

ナイ山より出でて、奴隷たる子を生む、これハガ

ルなり。 25このハガルはアラビヤに在るシナイ

山にして今のエルサレムに當る。エルサレムはそ

の子らとともに奴隷たるなり。 26されど上なる

エルサレムは、自主にして我らの母なり。 27録

していふ『石女にして産まぬものよ、喜べ。産の

苦痛せぬ者よ、聲をあげて呼はれ。獨住の女の子

は多し、夫ある者の子よりも多し』とあり。 28

兄弟よ、なんぢらはイサクのごとく約束の子なり

。 29然るに其の時、肉によりて生れし者御靈に

よりて生れし者を責めしごとく、今なほ然り。 30

されど聖書は何と云へるか『婢女とその子とを逐

ひいだせ、婢女の子は自主の女の子と共に業を嗣

ぐべからず』とあり。 31されば兄弟よ、われら

は婢女の子ならず、自主の女の子なり。

5キリストは自由を得させん爲に我らを釋き放
ちたまへり。されば堅く立ちて再び奴隷の軛

に繋がるな。 2視よ、我パウロ汝らに言ふ、もし

割禮を受けば、キリストは汝らに益なし。 3又さ

らに凡て割禮を受くる人に證す、かれは律法の全

體を行ふべき負債あり。 4律法に由りて義とせら

れんと思ふ汝らは、キリストより離れたり、恩惠

より墮ちたり。 5我らは御靈により、信仰により

て希望をいだき、義とせらるることを待てるなり

。 6キリスト・イエスに在りては、割禮を受くる

も割禮を受けぬも益なく、ただ愛に由りてはたら

く信仰のみ益あり。 7なんぢら前には善く走りた

るに、誰が汝らの眞理に從ふを阻みしか。 8かか

る勸は汝らを召したまふ者より出づるにあらず。

9少しのパン種は粉の團塊をみな膨れしむ。 10わ

れ汝らに就きては、その聊かも異念を懷かぬこと

を主によりて信ず。されど汝らを擾す者は、誰に

もあれ審判を受けん。 11兄弟よ、我もし今も割

禮を宣傳へば、何ぞなほ迫害せられんや。もし然

せば十字架の顛躓も止みしならん。 12願はくは

汝らを亂す者どもの自己を不具にせんことを。 13

兄弟よ、汝らの召されたるは自由を與へられん爲

なり。ただ其の自由を肉に從ふ機會となさず、反

つて愛をもて互に事へよ。 14それ律法の全體は

『おのれの如くなんぢの隣を愛すべし』との一言

にて全うせらるるなり。 15心せよ、若し互に咬

み食はば相共に亡されん。 16我いふ、御靈によ

りて歩め、さらば肉の慾を遂げざるべし。 17肉

の望むところは御靈にさからひ、御靈の望むとこ

ろは肉にさからひて互に相戻ればなり。これ汝

らの欲する所をなし得ざらしめん爲なり。 18汝

等もし御靈に導かれなば、律法の下にあらじ。 19

それ肉の行爲はあらはなり。即ち淫行・汚穢・好

色・ 20偶像崇拜・呪術・怨恨・紛爭・嫉妬・憤
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恚・徒黨・分離・異端・ 21猜忌・醉酒・宴樂な

どの如し。我すでに警めたるごとく、今また警む

。斯かることを行ふ者は神の國を嗣ぐことなし。

22されど御靈の果は愛・喜悦・平和・寛容・仁慈

・善良・忠信・ 23柔和・節制なり。斯かるもの

を禁ずる律法はあらず。 24キリスト・イエスに

屬する者は、肉とともに其の情と慾とを十字架に

つけたり。 25もし我ら御靈に由りて生きなば、

御靈に由りて歩むべし。 26互に挑み互に妬みて

、虚しき譽を求むることを爲な。

6兄弟よ、もし人の罪を認むることあらば、御
靈に感じたる者、柔和なる心をもて之を正す

べし、且おのおの自ら省みよ、恐らくは己も誘は

るる事あらん。 2なんぢら互に重を負へ、而して

キリストの律法を全うせよ。 3人もし有ること無

くして自ら有りとせば、是みづから欺くなり。 4

各自おのが行爲を驗し見よ、さらば誇るところは

他にあらで、ただ己にあらん。 5各自おのが荷を

負ふべければなり。 6御言を教へらるる人は、教

ふる人と凡ての善き物を共にせよ。 7自ら欺くな

、神は侮るべき者にあらず、人の播く所は、その

刈る所とならん。 8己が肉のために播く者は肉に

よりて滅亡を刈りとり、御靈のために播く者は御

靈によりて永遠の生命を刈りとらん。 (aiōnios g166)

9われら善をなすに倦まざれ、もし撓まずば、時

いたりて刈り取るべし。 10この故に機に隨ひて

、凡ての人、殊に信仰の家族に善をおこなへ。 11

視よ、われ手づから如何に大なる文字にて汝らに

書き贈るかを。 12凡そ肉において美しき外觀を

なさんと欲する者は、汝らに割禮を強ふ。これ唯

キリストの十字架の故によりて責められざらん爲

のみ。 13そは割禮をうくる者すら自ら律法を守

らず、而も汝らに割禮をうけしめんと欲するは、

汝らの肉につきて誇らんが爲なり。 14されど我

には、我らの主イエス・キリストの十字架のほか

に誇る所あらざれ。之によりて世は我に對して十

字架につけられたり、我が世に對するも亦然り

。 15それ割禮を受くるも受けぬも、共に數ふる

に足らず、ただ貴きは新に造らるる事なり。 16

此の法に循ひて歩む凡ての者の上に、神のイスラ

エルの上に、平安と憐憫とあれ。 17今よりのち

誰も我を煩はすな、我はイエスの印を身に佩びた

るなり。 18兄弟よ、願はくは我らの主イエス・

キリストの恩惠、なんぢらの靈とともに在らんこ

とを、アァメン。
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エペソ人への手紙

1神の御意によりてキリスト・イエスの使徒と
なれるパウロ、書をエペソに居る聖徒、キリ

ストに在りて忠實なる者に贈る。 2願はくは我ら

の父なる神および主イエス・キリストより賜ふ恩

惠と平安と汝らに在らんことを。 3讃むべきかな

、我らの主イエス・キリストの父なる神、かれは

キリストに由りて靈のもろもろの祝福をもて天の

處にて我らを祝し、 4御前にて潔く瑕なからしめ

ん爲に、世の創の前より我等をキリストの中に選

び、 5御意のままにイエス・キリストに由り愛を

もて己が子となさんことを定め給へり。 6是その

愛しみ給ふ者によりて我らに賜ひたる恩惠の榮光

に譽あらん爲なり。 7我らは彼にありて恩惠の富

に隨ひ、その血に頼りて贖罪、すなはち罪の赦を

得たり。 8神は我らに諸般の知慧と聰明とを與へ

てその恩惠を充しめ、 9御意の奧義を御意のまま

に示し給へり。 10即ち時滿ちて經綸にしたがひ

、天に在るもの地にあるものを、悉とくキリスト

に在りて一つに歸せしめ給ふ。これ自ら定め給ひ

し所なり。 11我らは、凡ての事を御意の思慮の

ままに行ひたまふ者の御旨によりて預じめ定めら

れ、キリストに在りて神の産業とせられたり。 12

これ夙くよりキリストに希望を置きし我らが、神

の榮光の譽とならん爲なり。 13汝等もキリスト

に在りて、眞の言すなはち汝らの救の福音をきき

、彼を信じて約束の聖靈にて印せられたり。 14

これは我らが受くべき嗣業の保證にして、神に屬

けるものの贖はれ、かつ神の榮光に譽あらん爲な

り。 15この故に我も汝らが主イエスに對する信

仰と凡ての聖徒に對する愛とを聞きて、 16絶え

ず汝らのために感謝し、わが祈のうちに汝らを憶

え、 17我らの主イエス・キリストの神、榮光の

父、なんぢらに智慧と默示との靈を與へて、神を

知らしめ、 18汝らの心の眼を明かにし、神の召

にかかはる望と、聖徒にある神の嗣業の榮光の富

と、 19神の大能の勢威の活動によりて信ずる我

らに對する能力の極めて大なるとを知らしめ給は

んことを願ふ。 20神はその大能をキリストのう

ちに働かせて、之を死人の中より甦へらせ、天の

所にて己の右に坐せしめ、 21もろもろの政治・

權威・能力・支配、また啻に此の世のみならず、

來らんとする世にも稱ふる凡ての名の上に置き、

(aiōn g165) 22萬の物をその足の下に服はせ、彼を萬

の物の上に首として教會に與へ給へり。 23この

教會は彼の體にして、萬の物をもて萬の物に滿し

給ふ者の滿つる所なり。

2汝ら前には咎と罪とによりて死にたる者にし
て、 2この世の習慣に從ひ、空中の權を執る宰

、すなはち不從順の子らの中に今なほ働く靈の

宰にしたがひて歩めり。 (aiōn g165) 3我等もみな前

には彼らの中にをり、肉の慾に從ひて日をおくり

、肉と心との欲する隨をなし、他の者のごとく生

れながら怒の子なりき。 4されど神は憐憫に富み

給ふが故に、我らを愛する大なる愛をもて、 5咎

によりて死にたる我等をすら、キリスト・イエス

に由りてキリストと共に活し、（汝らの救はれし

は恩惠によれり） 6共に甦へらせ、共に天の處に

坐せしめ給へり。 7これキリスト・イエスに由り

て我らに施したまふ仁慈をもて、其の恩惠の極め

て大なる富を、來らんとする後の世々に顯さんと

てなり。 (aiōn g165) 8汝らは恩惠により、信仰によ

りて救はれたり、是おのれに由るにあらず、神の

賜物なり。 9行爲に由るにあらず、これ誇る者の

なからん爲なり。 10我らは神に造られたる者に

して、神の預じめ備へ給ひし善き業に歩むべく、

キリスト・イエスの中に造られたるなり。 11さ

れば記憶せよ、肉によりては異邦人にして、手に

て肉に行ひたるかの割禮ありと稱ふる者に無割

禮と稱へらるる汝ら、 12曩にはキリストなく、

イスラエルの民籍に遠く、約束に屬する諸般の

契約に與りなく、世に在りて希望なく、神なき者

なりき。 13されど前に遠かりし汝ら今キリスト

・イエスに在りて、キリストの血によりて近づく

ことを得たり。 14彼は我らの平和にして、己が

肉により、樣々の誡命の規より成る律法を廢して

、二つのものを一つとなし、怨なる隔の中籬を毀

ち給へり。これは二つのものを己に於て一つの新

しき人に造りて平和をなし、 15彼は我らの平和

にして、己が肉により、樣々の誡命の規より成る

律法を廢して、二つのものを一つとなし、怨なる

隔の中籬を毀ち給へり。これは二つのものを己に

於て一つの新しき人に造りて平和をなし、 16十

字架によりて怨を滅し、また之によりて二つのも

のを一つの體となして神と和がしめん爲なり。 17

かつ來りて、遠かりし汝等にも平和を宣べ、近

きものにも平和を宣べ給へり。 18そはキリスト
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によりて我ら二つのもの一つ御靈にありて父に近

づくことを得たればなり。 19されば汝等はもは

や旅人また寄寓人にあらず、聖徒と同じ國人また

神の家族なり。 20汝らは使徒と預言者との基の

上に建てられたる者にして、キリスト・イエス自

らその隅の首石たり。 21おのおのの建造物、か

れに在りて建て合せられ、彌増に聖なる宮、主の

うちに成るなり。 22汝等もキリストに在りて共

に建てられ、御靈によりて神の御住となるなり

。

3この故に汝ら異邦人のためにキリスト・イエ
スの囚人となれる我パウロ―― 2汝等のため

に我に賜ひたる神の恩惠の經綸は汝ら聞きしなら

ん、 3即ち我まへに簡單に書きおくりし如く、こ

の奧義は默示にて我に示されたり。 4汝等これ

を讀みてキリストの奧義にかかはる我が悟を知る

ことを得べし。 5この奧義は、いま御靈によりて

聖使徒と聖預言者とに顯されし如くに、前代に

は人の子らに示されざりき。 6即ち異邦人が福音

によりキリスト・イエスに在りて共に世嗣となり

、共に一體となり、共に約束に與る者となる事な

り。 7我はその福音の役者とせらる。これ神の能

力の活動に隨ひて我に賜ふ惠の賜物によるなり。

8我は凡ての聖徒のうちの最小き者よりも小き者

なるに、キリストの測るべからざる富を異邦人に

傳へ、 9また萬物を造り給ひし神のうちに、世々

隱れたる奧義の經綸の如何なるもの乎をあらはす

恩惠を賜はりたり。 (aiōn g165) 10いま教會によりて

神の豐なる知慧を、天の處にある政治と權威とに

知らしめん爲なり。 11これは永遠より我らの主

キリスト・イエスの中に、神の定め給ひし御旨に

よるなり。 (aiōn g165) 12我らは彼に在りて彼を信ず

る信仰により、臆せず疑はずして神に近づくこと

を得るなり。 13されば汝らに請ふ、わが汝等の

ために受くる患難に就きて落膽すな、是なんぢら

の譽なり。 14この故に我は天と地とに在る諸族

の名の起るところの父に跪づきて願ふ。 15この

故に我は天と地とに在る諸族の名の起るところの

父に跪づきて願ふ。 16父その榮光の富にしたが

ひて、御靈により力をもて汝らの内なる人を強く

し、 17信仰によりてキリストを汝らの心に住は

せ、汝らをして愛に根ざし、愛を基とし、 18凡

ての聖徒とともにキリストの愛の廣さ・長さ・高

さ・深さの如何ばかりなるかを悟り、 19その測

り知るべからざる愛を知ることを得しめ、凡て神

に滿てる者を汝らに滿しめ給はん事を。 20願は

くは我らの中にはたらく能力に隨ひて、我らの凡

て求むる所、すべて思ふ所よりも甚く勝る事をな

し得る者に、 21榮光世々限りなく教會によりて

、又キリスト・イエスによりて在らんことを、ア

ァメン。 (aiōn g165)

4されば主に在りて囚人たる我なんぢらに勸む
。汝ら召されたる召に適ひて歩み、 2事毎に

謙遜と柔和と寛容とを用ひ、愛をもて互に忍び、

3平和の繋のうちに勉めて御靈の賜ふ一致を守れ

。 4體は一つ、御靈は一つなり。汝らが召にかか

はる一つ望をもて召されたるが如し。 5主は一つ

、信仰は一つ、バプテスマは一つ、 6凡ての者の

父なる神は一つなり。神は凡てのものの上に在し

、凡てのものを貫き、凡てのものの内に在したま

ふ。 7我等はキリストの賜物の量に隨ひて、おの

おの恩惠を賜はりたり。 8されば云へることあり

『かれ高きところに昇りしとき、多くの虜をひき

ゐ、人々に賜物を賜へり』と。 9既に昇りしと云

へば、まづ地の低き處まで降りしにあらずや。 10

降りし者は即ち萬の物に滿たん爲に、もろもろの

天の上に昇りし者なり。 11彼は或人を使徒とし

、或人を預言者とし、或人を傳道者とし、或人

を牧師・教師として與へ給へり。 12これ聖徒を

全うして職を行はせ、キリストの體を建て、 13

我等をしてみな信仰と神の子を知る知識とに一致

せしめ、全き人、すなはちキリストの滿ち足れる

ほどに至らせ、 14また我等はもはや幼童ならず

、人の欺騙と誘惑の術たる惡巧とより起る樣々の

教の風に吹きまはされず、 15ただ愛をもて眞を

保ち、育ちて凡てのこと首なるキリストに達せん

爲なり。 16彼を本とし全身は凡ての節々の助に

て整ひ、かつ聯り、肢體おのおの量に應じて働く

により、その體成長し、自ら愛によりて建てら

るるなり。 17されば我これを言ひ、主に在りて

證す、なんぢら今よりのち、異邦人のその心の虚

無に任せて歩むが如く歩むな。 18彼らは念暗く

なりて、其の内なる無知により、心の頑固により

て神の生命に遠ざかり、 19恥を知らず、放縱に

凡ての汚穢を行はんとて己を好色に付せり。 20

されど汝らはかくの如くならん爲にキリストを學

べるにあらず。 21汝らは彼に聞き、彼に在りて

イエスにある眞理に循ひて教へられしならん。 22
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即ち汝ら誘惑の慾のために亡ぶべき前の動作に屬

ける舊き人を脱ぎすて、 23心の靈を新にし、 24

眞理より出づる義と聖とにて、神に象り造られた

る新しき人を著るべきことなり。 25されば虚僞

をすてて各自その隣に實をかたれ、我ら互に肢な

ればなり。 26汝ら怒るとも罪を犯すな、憤恚を

日の入るまで續くな。 27惡魔に機會を得さすな

。 28盜する者は今よりのち盜すな、むしろ貧し

き者に分け與へ得るために手づから働きて善き業

をなせ。 29惡しき言を一切なんぢらの口より出

すな、ただ時に隨ひて人の徳を建つべき善き言を

出して、聽く者に益を得させよ。 30神の聖靈を

憂ひしむな、汝らは贖罪の日のために聖靈にて

印せられたるなり。 31凡ての苦・憤恚・怒・喧

噪・誹謗、および凡ての惡意を汝等より棄てよ

。 32互に仁慈と憐憫とあれ、キリストに在りて

神の汝らを赦し給ひしごとく、汝らも互に赦せ

。

5されば汝ら愛せらるる子供のごとく、神に效
ふ者となれ。 2又キリストの汝らを愛し、我ら

のために己を馨しき香の献物とし犧牲として、神

に献げ給ひし如く、愛の中をあゆめ。 3聖徒たる

に適ふごとく、淫行、もろもろの汚穢、また慳貪

を汝らの間にて稱ふる事だに爲な。 4また恥づべ

き言・愚なる話・戯言を言ふな、これ宜しからぬ

事なり、寧ろ感謝せよ。 5凡て淫行のもの、汚れ

たるもの、貪るもの、即ち偶像を拜む者どもの、

キリストと神との國の世嗣たることを得ざるは、

汝らの確く知る所なり。 6汝ら人の虚しき言に欺

かるな、神の怒はこれらの事によりて不從順の

子らに及ぶなり。 7この故に彼らに與する者とな

るな。 8汝ら舊は闇なりしが、今は主に在りて光

となれり、光の子供のごとく歩め。 9（光の結ぶ

實はもろもろの善と正義と誠實となり） 10主の

喜び給ふところの如何なるかを辨へ知れ。 11實

を結ばぬ暗き業に與する事なく、反つて之を責め

よ。 12彼らが隱れて行ふことは之を言ふだに恥

づべき事なり。 13凡てかかる事は、責めらるる

とき光にて顯さる、顯さるる者はみな光となるな

り。 14この故に言ひ給ふ『眠れる者よ、起きよ

、死人の中より立ち上れ。さらばキリスト汝を照

し給はん』 15されば愼みてその歩むところに心

せよ、智からぬ者の如くせず、智き者の如くし、

16また機會をうかがへ、そは時惡しければなり。

17この故に愚とならず、主の御意の如何を悟れ。

18酒に醉ふな、放蕩はその中にあり、むしろ御靈

にて滿され、 19詩と讃美と靈の歌とをもて語り

合ひ、また主に向ひて心より且うたひ、かつ讃美

せよ。 20凡ての事に就きて常に我らの主イエス

・キリストの名によりて父なる神に感謝し、 21

キリストを畏みて互に服へ。 22妻たる者よ、主

に服ふごとく己の夫に服へ。 23キリストは自ら

體の救主にして教會の首なるごとく、夫は妻の首

なればなり。 24教會のキリストに服ふごとく、

妻も凡てのこと夫に服へ。 25夫たる者よ、キリ

ストの教會を愛し、之がために己を捨て給ひしご

とく、汝らも妻を愛せよ。 26キリストの己を捨

て給ひしは、水の洗をもて言によりて教會を潔め

、これを聖なる者として、 27汚點なく皺なく、

凡て斯くのごとき類なく、潔き瑕なき尊き教會を

、おのれの前に建てん爲なり。 28斯くのごとく

夫はその妻を己の體のごとく愛すべし。妻を愛す

るは己を愛するなり。 29己の身を憎む者は曾て

あることなし、皆これを育て養ふ、キリストの教

會に於けるも亦かくの如し。 30我らは彼の體の

肢なり、 31『この故に人は父母を離れ、その妻

に合ひて二人のもの一體となるべし』 32この奧

義は大なり、わが言ふ所はキリストと教會とを指

せるなり。 33汝等おのおの己のごとく其の妻を

愛せよ、妻も亦その夫を敬ふべし。

6子たる者よ、なんぢら主にありて兩親に順へ
、これ正しき事なり。 2『なんぢの父母を敬

へ（これ約束を加へたる誡命の首なり） 3さらば

なんぢ幸福を得、また地の上に壽長からん』 4

父たる者よ、汝らの子供を怒らすな、ただ主の薫

陶と訓戒とをもて育てよ。 5僕たる者よ、キリス

トに從ふごとく畏れをののき、眞心をもて肉につ

ける主人に從へ。 6人を喜ばする者の如く、ただ

目の前の事のみを勤めず、キリストの僕のごとく

心より神の御旨をおこなひ、 7人に事ふる如くせ

ず、主に事ふるごとく快くつかへよ。 8そは奴隷

にもあれ、自主にもあれ、各自おこなふ善き業に

よりて主より其の報を受くることを汝ら知ればな

り。 9主人たる者よ、汝らも僕に對し斯く行ひて

威嚇を止めよ、そは彼らと汝らとの主は天に在し

て、偏り視たまふことなきを汝ら知ればなり。 10

終に言はん、汝ら主にありて其の大能の勢威に頼

りて強かれ。 11惡魔の術に向ひて立ち得んため
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に、神の武具をもて鎧ふべし。 12我らは血肉と

戰ふにあらず、政治・權威、この世の暗黒を掌ど

るもの、天の處にある惡の靈と戰ふなり。 (aiōn

g165) 13この故に神の武具を執れ、汝ら惡しき日に

遭ひて仇に立ちむかひ、凡ての事を成就して立ち

得んためなり。 14汝ら立つに誠を帶として腰に

結び、正義を胸當として胸に當て、 15平和の福

音の備を靴として足に穿け。 16この他なほ信仰

の盾を執れ、之をもて惡しき者の凡ての火矢を消

すことを得ん。 17また救の冑および御靈の劍、

すなはち神の言を執れ。 18常にさまざまの祈と

願とをなし、御靈によりて祈り、また目を覺して

凡ての聖徒のためにも願ひて倦まざれ。 19又わ

が口を開くとき言を賜はり、憚らずして福音の奧

義を示し、 20語るべき所を憚らず語り得るよう

に、我がためにも祈れ、我はこの福音のために使

者となりて鎖に繋がれたり。 21愛する兄弟、主

に在りて忠實なる役者テキコ、我が情況わが爲す

所のことを、具に汝らに知らせん。 22われ彼を

遣すは、我が事を汝らに知らせて、汝らの心を慰

めしめん爲なり。 23願はくは父なる神および主

イエス・キリストより賜ふ平安と、信仰に伴へる

愛と、兄弟たちに在らんことを。 24願はくは朽

ちぬ愛をもて我らの主イエス・キリストを愛する

凡ての者に御惠あらんことを。
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ピリピ人への手紙

1キリスト・イエスの僕たる我ら、パウロとテ
モテと、書をピリピにをるキリスト・イエス

に在る凡ての聖徒、および監督たちと執事たちと

に贈る。 2願はくは我らの父なる神および主イエ

ス・キリストより賜ふ恩惠と平安と汝らに在らん

ことを。 3われ汝らを憶ふごとに、我が神に感謝

し、 4常に汝ら衆のために、願のつどつど喜びて

願をなす。 5是なんぢら初の日より今に至るまで

、福音を弘むることに與るが故なり。 6我は汝ら

の衷に善き業を始め給ひし者の、キリスト・イエ

スの日まで之を全うし給ふべきことを確信す。 7

わが斯くも汝ら衆を思ふは當然の事なり、我が縲

絏にある時にも、福音を辯明して之を堅うする時

にも、汝らは皆われと共に恩惠に與るによりて、

我が心にあればなり。 8我いかにキリスト・イエ

スの心をもて汝ら衆を戀ひ慕ふか、その證をなし

給ふ者は神なり。 9我は祈る、汝らの愛、知識と

もろもろの悟とによりて彌が上にも増し加はり、

10善惡を辨へ知り、キリストの日に至るまで潔よ

くして躓くことなく、 11イエス・キリストによ

る義の果を充して、神の榮光と譽とを顯さん事を

。 12兄弟よ、我はわが身にありし事の反つて福

音の進歩の助となりしを汝らが知らんことを欲す

るなり。 13即ち我が縲絏のキリストの爲なるこ

とは、近衞の全營にも、他の凡ての人にも顯れ、

14かつ兄弟のうちの多くの者は、わが縲絏により

て主を信ずる心を厚くし、懼るる事なく、ますま

す勇みて神の言を語るに至れり。 15或者は嫉妬

と分爭とによりてキリストを宣傳へ、あるものは

善き心によりて之を宣傳ふ。 16これは福音を辯

明するために我が立てられたることを知り、愛に

よりてキリストを宣べ、 17かれは我が縲絏に患

難を加へんと思ひ、誠意によらず、徒黨によりて

之を宣ぶ。 18さらば如何、外貌にもあれ、眞に

もあれ、孰も宣ぶる所はキリストなれば、我これ

を喜ぶ、また之を喜ばん。 19そは此のことの汝

らの祈とイエス・キリストの御靈の賜物とにより

て、我が救となるべきを知ればなり。 20これは

我が何事をも恥ぢずして、今も常のごとく聊かも

臆することなく、生くるにも、死ぬるにも、我が

身によりてキリストの崇められ給はんことを切に

願ひ、また望むところに適へるなり。 21我にと

りて、生くるはキリストなり、死ぬるもまた益な

り。 22されど若し肉體にて生くる事わが勤勞の

果となるならば、孰を選ぶべきか、我これを知ら

ず。 23我はこの二つの間に介まれたり。わが願

は世を去りてキリストと偕に居らんことなり、こ

れ遙に勝るなり。 24されど我なほ肉體に留るは

汝らの爲に必要なり。 25我これを確信する故に

、なほ存へて汝らの信仰の進歩と喜悦とのために

、汝等すべての者と偕に留らんことを知る。 26

これは我が再び汝らに到ることにより、汝らキリ

スト・イエスに在りて我にかかはる誇を増さん爲

なり。 27汝等ただキリストの福音に相應しく日

を過せ、さらば我が往きて汝らを見るも、離れゐ

て汝らの事をきくも、汝らが靈を一つにして堅く

立ち、心を一つにして福音の信仰のために共に戰

ひ、 28凡ての事において逆ふ者に驚かされぬを

知ることを得ん。その驚かされぬは、彼らには亡

の兆、なんぢらには救の兆にて、此は神より出づ

るなり。 29汝等はキリストのために啻に彼を信

ずる事のみならず、また彼のために苦しむ事をも

賜はりたればなり。 30汝らが遭ふ戰鬪は、曩に

我の上に見しところ、今また我に就きて聞くとこ

ろに同じ。

2この故に若しキリストによる勸、愛による慰
安、御靈の交際、また憐憫と慈悲とあらば、 2

なんぢら念を同じうし、愛を同じうし、心を合せ

、思ふことを一つにして、我が喜悦を充しめよ。

3何事にまれ、徒黨また虚榮のためにすな、おの

おの謙遜をもて互に人を己に勝れりとせよ。 4お

のおの己が事のみを顧みず、人の事をも顧みよ。

5汝らキリスト・イエスの心を心とせよ。 6即ち

彼は神の貌にて居給ひしが、神と等しくある事を

固く保たんとは思はず、 7反つて己を空しうし、

僕の貌をとりて人の如くなれり。 8既に人の状に

て現れ、己を卑うして死に至るまで、十字架の死

に至るまで順ひ給へり。 9この故に神は彼を高く

上げて、之に諸般の名にまさる名を賜ひたり。 10

これ天に在るもの、地に在るもの、地の下にある

もの、悉とくイエスの名によりて膝を屈め、 11

且もろもろの舌の『イエス・キリストは主なり』

と言ひあらはして、榮光を父なる神に歸せん爲な

り。 12されば我が愛する者よ、なんぢら常に服

ひしごとく、我が居る時のみならず、我が居らぬ

今もますます服ひ、畏れ戰きて己が救を全うせよ
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。 13神は御意を成さんために汝らの衷にはたら

き、汝等をして志望をたて、業を行はしめ給へ

ばなり。 14なんぢら呟かず疑はずして、凡ての

事をおこなへ。 15是なんぢら責むべき所なく素

直にして、此の曲れる邪惡なる時代に在りて神の

瑕なき子とならん爲なり。汝らは生命の言を保ち

て、世の光のごとく此の時代に輝く。 16かくて

我が走りしところ勞せしところ空しからず、キリ

ストの日にわれ誇ることを得ん。 17さらば汝ら

の信仰の供物と祭とに加へて、我が血を灌ぐとも

我は喜ばん、なんぢら衆と共に喜ばん。 18かく

汝等もよろこべ、我とともに喜べ。 19われ汝ら

の事を知りて慰安を得んとて、速かにテモテを汝

らに遣さんことを主イエスに頼りて望む。 20そ

は彼のほかに我と同じ心をもて眞實に汝らのこと

を慮ぱかる者なければなり。 21人は皆イエス・

キリストの事を求めず、唯おのれの事のみを求む

。 22されどテモテの錬達なるは汝らの知る所な

り、即ち子の父に於ける如く我とともに福音のた

めに勤めたり。 23この故に我わが身の成行を見

ば、直ちに彼を遣さんことを望む。 24我もまた

速かに往くべきを主によりて確信す。 25されど

今は先われと共に働き共に戰ひし兄弟、すなはち

汝らの使として我が窮乏を補ひしエパフロデトを

、汝らに遣すを必要のことと思ふ。 26彼は汝等

すべての者を戀ひしたひ、又おのが病みたること

の汝らに聞えしを以て悲しみ居るに因りてなり。

27彼は實に病にかかりて死ぬばかりなりしが、神

は彼を憐みたまへり、啻に彼のみならず、我をも

憐み、憂に憂を重ねしめ給はざりき。 28この故

に急ぎて彼を遣す、なんぢらが再び彼を見て喜ば

ん爲なり。又わが憂を少うせん爲なり。 29され

ば汝ら主にありて歡喜を盡して彼を迎へ、かつ斯

くのごとき人を尊べ。 30彼は汝らが我を助くる

に當り、汝らの居らぬを補はんとて、己が生命を

賭け、キリストの事業のために死ぬばかりになり

たればなり。

3終に言はん、我が兄弟よ、なんぢら主に在り
て喜べ。なんぢらに同じことを書きおくるは

、我に煩はしきことなく、汝等には安然なり。 2

なんぢら犬に心せよ、惡しき勞動人に心せよ、肉

の割禮ある者に心せよ。 3神の御靈によりて禮拜

をなし、キリスト・イエスによりて誇り、肉を恃

まぬ我らは眞の割禮ある者なり。 4されど我は肉

にも恃むことを得るなり。もし他の人、肉に恃む

ところありと思はば、我は更に恃む所あり。 5我

は八日めに割禮を受けたる者にして、イスラエル

の血統、ベニヤミンの族、ヘブル人より出でたる

ヘブル人なり。律法に就きてはパリサイ人、 6熱

心につきては教會を迫害したるもの、律法によれ

る義に就きては責むべき所なかりし者なり。 7さ

れど曩に我が益たりし事はキリストのために損と

思ふに至れり。 8然り、我はわが主キリスト・イ

エスを知ることの優れたるために、凡ての物を損

なりと思ひ、彼のために既に凡ての物を損せしが

、之を塵芥のごとく思ふ。 9これキリストを獲、

かつ律法による己が義ならで、唯キリストを信ず

る信仰による義、すなはち信仰に基きて神より賜

はる義を保ち、キリストに在るを認められ、 10

キリストとその復活の力とを知り、又その死に效

ひて彼の苦難にあづかり、 11如何にもして死人

の中より甦へることを得んが爲なり。 12われ既

に取れり、既に全うせられたりと言ふにあらず、

唯これを捉へんとて追ひ求む。キリストは之を得

させんとて我を捉へたまへり。 13兄弟よ、われ

は既に捉へたりと思はず、唯この一事を務む、即

ち後のものを忘れ、前のものに向ひて勵み、 14

標準を指して進み、神のキリスト・イエスに由り

て上に召したまふ召にかかはる褒美を得んとて之

を追ひ求む。 15されば我等のうち成人したる者

は、みな斯くのごとき思を懷くべし、汝等もし

何事にても異なる思を懷き居らば、神これをも示

し給はん。 16ただ我等はその至れる所に隨ひて

歩むべし。 17兄弟よ、なんぢら諸共に我に效ふ

ものとなれ、且なんぢらの模範となる我らに循ひ

て歩むものを視よ。 18そは我しばしば汝らに告

げ、今また涙を流して告ぐる如く、キリストの十

字架に敵して歩む者おほければなり。 19彼らの

終は滅亡なり。おのが腹を神となし、己が恥を光

榮となし、ただ地の事のみを念ふ。 20されど我

らの國籍は天に在り、我らは主イエス・キリスト

の救主として其の處より來りたまふを待つ。 21

彼は萬物を己に服はせ得る能力によりて、我らの

卑しき状の體を化へて、己が榮光の體に象らせ給

はん。

4この故に我が愛するところ慕ふところの兄弟
、われの喜悦われの冠冕たる愛する者よ、斯

くのごとく主にありて堅く立て。 2我ユウオデヤ
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に勸めスントケに勸む、主にありて心を同じうせ

んことを。 3また眞實に我と軛を共にする者よ、

なんぢに求む。この二人の女を助けよ。彼らはク

レメンス其のほか生命の書に名を録されたる我が

同勞者と同じく、福音のために我とともに勤めた

り。 4汝ら常に主にありて喜べ、我また言ふ、な

んぢら喜べ。 5凡ての人に汝らの寛容を知らしめ

よ、主は近し。 6何事をも思ひ煩ふな、ただ事ご

とに祈をなし、願をなし、感謝して汝らの求を神

に告げよ。 7さらば凡て人の思にすぐる神の平安

は、汝らの心と思とをキリスト・イエスによりて

守らん。 8終に言はん、兄弟よ、凡そ眞なること

、凡そ尊ぶべきこと、凡そ正しきこと、凡そ潔よ

きこと、凡そ愛すべきこと、凡そ令聞あること、

如何なる徳いかなる譽にても、汝等これを念へ

。 9なんぢら我に學びしところ、受けしところ、

聞きしところ、見し所を皆おこなへ、さらば平和

の神なんぢらと偕に在さん。 10汝らが我を思ふ

心の今また萠したるを、われ主にありて甚く喜ぶ

。汝らは固より我を思ひゐたるなれど、機を得ざ

りしなり。 11われ窮乏によりて之を言ふにあら

ず、我は如何なる状に居るとも、足ることを學び

たればなり。 12我は卑賤にをる道を知り、富に

をる道を知る。また飽くことにも、飢うることに

も、富むことにも、乏しき事にも、一切の秘訣を

得たり。 13我を強くし給ふ者によりて、凡ての

事をなし得るなり。 14されど汝らが我が患難に

與りしは善き事なり。 15ピリピ人よ、汝らも知

る、わが汝らに福音を傳ふる始、マケドニヤを離

れ去るとき、授受して我が事に與りしは、汝等

のみにして、他の教會には無かりき。 16汝らは

我がテサロニケに居りし時に、一度ならず二度ま

でも我が窮乏に物贈れり。 17これ贈物を求むる

にあらず、唯なんぢらの益となる實の繁からんこ

とを求むるなり。 18我には凡ての物そなはりて

餘あり、既にエパフロデトより汝らの贈物を受け

たれば、飽き足れり。これは馨しき香にして神の

享け給ふところ、喜びたまふ所の供物なり。 19

かくてわが神は己の富に隨ひ、キリスト・イエス

によりて汝らの凡ての窮乏を榮光のうちに補ひ給

はん。 20願はくは榮光世々限りなく、我らの父

なる神にあれ、アァメン。 (aiōn g165) 21汝らキリス

ト・イエスに在りて聖徒おのおのに安否を問へ、

我と偕にある兄弟たち汝らに安否を問ふ。 22凡

ての聖徒、殊にカイザルの家のもの、汝らに安否

を問ふ。 23願はくは主イエス・キリストの恩惠

、なんぢらの靈と偕に在らんことを。
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コロサイ人への手紙

1神の御心によりてキリスト・イエスの使徒と
なれるパウロ及び兄弟テモテ、 2書をコロサイ

に居る聖徒、キリストにありて忠實なる兄弟に贈

る。願はくは我らの父なる神より賜ふ恩惠と平安

と汝らに在らんことを。 3我らは常に汝らの爲に

祈りて、我らの主イエス・キリストの父なる神に

感謝す。 4これキリスト・イエスを信ずる汝らの

信仰と、凡ての聖徒に對する汝らの愛とにつきて

聞きたればなり。 5かく聖徒を愛するは、汝らの

爲に天に蓄へあるものを望むに因る。この望のこ

とは汝らに及べる福音の眞の言によりて汝らが曾

て聞きし所なり。 6この福音は全世界にも及び、

果を結びて増々大になれり。汝らが神の恩惠を

ききて眞に之を知りし日より、汝らの中に然りし

が如し。 7汝らが、我らと共に僕たる愛するエパ

フラスより學びたるは、この福音なり。彼は汝ら

の爲にキリストの忠實なる役者にして、 8汝らが

御靈によりて懷ける愛を我らに告げたり。 9この

故に我らこの事を聞きし日より、汝等のために

絶えず祈りかつ求むるは、汝ら靈のもろもろの知

慧と穎悟とをもて神の御意を具に知り、 10凡て

のこと主を悦ばせんが爲に、その御意に從ひて歩

み、凡ての善き業によりて果を結び、いよいよ神

を知り、 11また神の榮光の勢威に隨ひて賜ふも

ろもろの力によりて強くなり、凡ての事よろこび

て忍び、かつ耐へ、 12而して我らを光にある聖

徒の嗣業に與るに足る者とし給ひし父に感謝せん

事なり。 13父は我らを暗黒の權威より救ひ出し

て、その愛しみ給ふ御子の國に遷したまへり。 14

我らは御子に在りて贖罪すなはち罪の赦を得るな

り。 15彼は見得べからざる神の像にして、萬の

造られし物の先に生れ給へる者なり。 16萬の物

は彼によりて造らる、天に在るもの、地に在るも

の、見ゆるもの、見えぬもの、或は位、あるひは

支配、あるひは政治、あるひは權威、みな彼によ

りて造られ、彼のために造られたればなり。 17

彼は萬の物より先にあり、萬の物は彼によりて保

つことを得るなり。 18而して彼はその體なる教

會の首なり、彼は始にして死人の中より最先に生

れ給ひし者なり。これ凡ての事に就きて長となら

ん爲なり。 19神は凡ての滿ち足れる徳を彼に宿

して、 20その十字架の血によりて平和をなし、

或は地にあるもの、或は天にあるもの、萬の物を

して己と和がしむるを善しとし給ひたればなり。

21汝等もとは惡しき業を行ひて神に遠ざかり、心

にて其の敵となりしが、 22今は神キリストの肉

の體をもて、其の死により汝等をして己と和が

しめ、潔く瑕なく責むべき所なくして、己の前に

立たしめんし給ふなり。 23汝等もし信仰に止り

、之に基きて堅く立ち、福音の望より移らずば、

斯くせらるることを得べし。此の福音は汝らの聞

きし所、また天の下なる凡ての造られし物に宣傳

へられたるものにして、我パウロはその役者とな

れり。 24われ今なんぢらの爲に受くる苦難を喜

び、又キリストの體なる教會のために、我が身を

もてキリストの患難の缺けたるを補ふ。 25われ

神より汝等のために與へられたる職に隨ひて教

會の役者となれり。 26これ神の言、すなはち歴

世歴代かくれて、今神の聖徒に顯れたる奧義を

宣傳へんとてなり。 (aiōn g165) 27神は聖徒をして異

邦人の中なるこの奧義の榮光の富の如何ばかりな

るかを知らしめんと欲し給へり、此の奧義は汝ら

の中に在すキリストにして榮光の望なり。 28我

らは此のキリストを傳へ、知慧を盡して凡ての人

を訓戒し、凡ての人を教ふ。これ凡ての人をして

キリストに在り、全くなりて神の前に立つことを

得しめん爲なり。 29われ之がために我が衷に能

力をもて働き給ふものの活動にしたがひ、力を盡

して勞するなり。

2我なんぢら及びラオデキヤに居る人々、その
他すべて我が肉體の顏をまだ見ぬ人のために

、如何に苦心するかを汝らの知らんことを欲す。

2かく苦心するは、彼らが心慰められ、愛をもて

相列り、全き穎悟の凡ての富を得て、神の奧義

なるキリストを知らん爲なり。 3キリストには知

慧と知識との凡ての寶藏れあり。 4我これを言

ふは、巧なる言をもて人の汝らを欺くこと勿らん

爲なり。 5われ肉體にては汝らと離れ居れど、靈

にては汝らと偕に居りて喜び、また汝らの秩序あ

るとキリストに對する信仰の堅きとを見るなり。

6汝らキリスト・イエスを主として受けたるによ

り、其のごとく彼に在りて歩め。 7また彼に根ざ

してその上に建てられ、かつ教へられし如く信仰

を堅くし、溢るるばかり感謝せよ。 8なんぢら心

すべし、恐らくはキリストに從はずして人の言傳

と世の小學とに從ひ、人を惑す虚しき哲學をもて
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汝らを奪ひ去る者あらん。 9それ神の滿ち足れる

徳はことごとく形體をなしてキリストに宿れり。

10汝らは彼に在りて滿ち足れるなり。彼は凡ての

政治と權威との首なり。 11汝らまた彼に在りて

手をもてせざる割禮を受けたり、即ち肉の體を脱

ぎ去るものにして、キリストの割禮なり。 12汝

らバプテスマを受けしとき、彼とともに葬られ、

又かれを死人の中より甦へらせ給ひし神の活動を

信ずるによりて、彼と共に甦へらせられたり。 13

汝ら前には諸般の咎と肉の割禮なきとに因りて死

にたる者なりしが、神は汝らを彼と共に生かし、

我らの凡ての咎を赦し、 14かつ我らを責むる規

の證書、すなはち我らに逆ふ證書を塗抹し、これ

を中間より取り去りて十字架につけ、 15政治と

權威とを褫ぎて之を公然に示し、十字架によりて

凱旋し給へり。 16然れば汝ら食物あるひは飮物

につき、祭あるいは月朔あるいは安息日の事に

つきて、誰にも審かるな。 17此等はみな來らん

とする者の影にして、其の本體はキリストに屬け

り。 18殊更に謙遜をよそほひ御使を拜する者に

、汝らの褒美を奪はるな。かかる者は見し所のも

のに基き、肉の念に隨ひて徒らに誇り、 19首に

屬くことをせざるなり。全體は、この首によりて

節々維々に助けられ、相聯り、神の育にて生長

するなり。 20汝等もしキリストと共に死にて此

の世の小學を離れしならば、何ぞなほ世に生ける

者のごとく人の誡命と教とに循ひて 21『捫るな

、味ふな、觸るな』と云ふ規の下に在るか。 22

（此等はみな用ふれば盡くる物なり） 23これら

の誡命は、みづから定めたる禮拜と謙遜と身を惜

まぬ事とによりて知慧あるごとく見ゆれど、實は

肉慾の放縱を防ぐ力なし。

3汝等もしキリストと共に甦へらせられしなら
ば、上にあるものを求めよ、キリスト彼處に

在りて神の右に坐し給ふなり。 2汝ら上にあるも

のを念ひ、地に在るものを念ふな、 3汝らは死に

たる者にして、其の生命はキリストとともに神の

中に隱れ在ればなり。 4我らの生命なるキリスト

の現れ給ふとき、汝らも之とともに榮光のうちに

現れん。 5されば地にある肢體、すなはち淫行・

汚穢・情慾・惡慾・また慳貪を殺せ、慳貪は偶

像崇拜なり。 6神の怒は、これらの事によりて

不從順の子らに來るなり。 7汝らもかかる人の

中に日を送りし時は、これらの惡しき事に歩めり

。 8されど今は凡て此等のこと及び怒・憤恚・

惡意を棄て、譏と恥づべき言とを汝らの口より棄

てよ。 9互に虚言をいふな、汝らは既に舊き人と

その行爲とを脱ぎて、 10新しき人を著たればな

り。この新しき人は、これを造り給ひしものの像

に循ひ、いよいよ新になりて知識に至るなり。 11

かくてギリシヤ人とユダヤ人、割禮と無割禮、

あるひは夷狄、スクテヤ人・奴隷・自主の別ある

事なし、それキリストは萬の物なり、萬のものの

中にあり。 12この故に汝らは神の選民にして聖

なる者また愛せらるる者なれば、慈悲の心・仁慈

・謙遜・柔和・寛容を著よ。 13また互に忍びあ

ひ、若し人に責むべき事あらば互に恕せ、主の汝

らを恕し給へる如く汝らも然すべし。 14凡て此

等のものの上に愛を加へよ、愛は徳を全うする帶

なり。 15キリストの平和をして汝らの心を掌ど

らしめよ、汝らの召されて一體となりたるはこれ

が爲なり、汝ら感謝の心を懷け。 16キリストの

言をして豐に汝らの衷に住ましめ、凡ての知慧に

よりて、詩と讃美と靈の歌とをもて、互に教へ互

に訓戒し、恩惠に感じて心のうちに神を讃美せよ

。 17また爲す所の凡ての事、あるひは言あるひ

は行爲、みな主イエスの名に頼りて爲し、彼によ

りて父なる神に感謝せよ。 18妻たる者よ、その

夫に服へ、これ主にある者のなすべき事なり。 19

夫たる者よ、その妻を愛せよ、苦をもて之を待ふ

な。 20子たる者よ、凡ての事みな兩親に順へ、

これ主の喜びたまふ所なり。 21父たる者よ、汝

らの子供を怒らすな、或は落膽することあらん。

22僕たる者よ、凡ての事みな肉につける主人にし

たがへ、人を喜ばする者の如く、ただ眼の前の事

のみを勤めず、主を畏れ、眞心をもて從へ。 23

汝ら何事をなすにも人に事ふる如くせず、主に事

ふる如く心より行へ。 24汝らは主より報として

嗣業を受くることを知ればなり。汝らは主キリス

トに事ふる者なり。 25不義を行ふ者はその不義

の報を受けん、主は偏り視給ふことなし。

4主人たる者よ、汝らも天に主あるを知れば、
義と公平とをもて其の僕をあしらへ。 2汝ら感

謝しつつ目を覺して祈を常にせよ。 3また我らの

爲にも祈りて、神の我らに御言を傳ふる門をひら

き、我等をしてキリストの奧義を語らしめ、 4之

を我が語るべき如く顯させ給はんことを願へ、我

はこの奧義のために繋がれたり。 5なんぢら機を
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うかがひ、外の人に對し知慧をもて行へ。 6汝ら

の言は常に惠を用ひ、鹽にて味つけよ。然らば如

何にして各人に答ふべきかを知らん。 7愛する兄

弟、忠實なる役者、主にありて我とともに僕たる

テキコ、我がことを具に汝らに知らせん。 8われ

殊に彼を汝らに遣すは、我らの事を知らしめ、又

なんぢらの心を慰めしめん爲なり。 9汝らの中の

一人、忠實なる愛する兄弟オネシモを彼と共につ

かはす、彼等この處の事を具に汝らに知らせん

。 10我と共に囚人となれるアリスタルコ及びバ

ルナバの從弟なるマルコ、汝らに安否を問ふ。此

のマルコに就きては汝ら既に命を受けたり、彼も

し汝らに到らば之を接けよ。 11またユストと云

へるイエス汝らに安否を問ふ。割禮の者の中ただ

此の三人のみ、神の國のために働く我が同勞者に

して我が慰安となりたる者なり。 12汝らの中の

一人にてキリスト・イエスの僕なるエパフラス汝

らに安否を問ふ。彼は常に汝らの爲に力を盡して

祈をなし、汝らが全くなり、凡て神の御意を確信

して立たんことを願ふ。 13我かれが汝らとラオ

デキヤ及びヒエラポリスに在る者との爲に甚く心

を勞することを證す。 14愛する醫者ルカ及びデ

マス汝らに安否を問ふ。 15汝らラオデキヤにあ

る兄弟とヌンパ及びその家にある教會とに安否を

問へ。 16この書を汝らの中にて讀みたらば、之

をラオデキヤ人の教會にも讀ませ、汝等はまた

ラオデキヤより來る書を讀め。 17アルキポに言

へ『主にありて受けし職を愼みて盡せ』と。 18

我パウロ手づから安否を問ふ。わが縲絏を記憶せ

よ。願はくは御惠なんぢらと偕に在らんことを

。
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テサロニケ人への手

紙第一

1パウロ、シルワノ、テモテ、書を父なる神お
よび主イエス・キリストにあるテサロニケ人

の教會に贈る。願はくは恩惠と平安と汝らに在ら

んことを。 2われら祈のときに汝らを憶えて、常

に汝ら衆人のために神に感謝す。 3これ汝らが信

仰のはたらき、愛の勞苦、主イエス・キリストに

對する望の忍耐を、我らの父なる神の前に絶えず

念ふに因りてなり。 4神に愛せらるる兄弟よ、ま

た汝らの選ばれたることを知るに因りてなり。 5

それ我らの福音の汝らに至りしは、言にのみ由ら

ず、能力と聖靈と大なる確信とに由れり。且わ

れらが汝らの中にありて汝らの爲に如何なる行爲

をなししかは、汝らの知る所なり。 6かくて汝ら

は大なる患難のうちにも、聖靈による喜悦をも

て御言をうけ、我ら及び主に效ふ者となり、 7而

してマケドニヤ及びアカヤに在る凡ての信者の模

範となれり。 8それは主のことば汝等より出で

て、啻にマケドニヤ及びアカヤに響きしのみなら

ず、神に對する汝らの信仰のことは諸方に弘りた

るなり。されば之に就きては何をも語るに及ばず

。 9人々親しく我らが汝らの中に入りし状を告

げ、また汝らが偶像を棄てて神に歸し、活ける眞

の神に事へ、 10神の死人の中より甦へらせ給ひ

し御子、すなはち我らを來らんとする怒より救ひ

出すイエスの、天より降りたまふを待ち望むこと

を告ぐればなり。

2兄弟よ、我らの汝らに到りしことの空しから
ざりしは、汝ら自ら知る。 2前に我らは汝らの

知るごとく、ピリピにて苦難と侮辱とを受けたれ

ど、我らの神に頼りて大なる紛爭のうちに、憚ら

ず神の福音を汝らに語れり。 3我らの勸は、迷よ

り出でず、汚穢より出でず、詭計を用ひず、 4神

に嘉せられて福音を委ねられたる者なれば、人を

喜ばせんとせず、我らの心を鑒たまふ神を喜ばせ

奉つらんとして語るなり。 5我らは汝らの知るご

とく何時にても諂諛の言を用ひず、事によせて慳

貪をなさず（神これを證し給ふ） 6キリストの使

徒として重んぜらるべき者なれども、汝らにも他

の者にも人よりは譽を求めず、 7汝らの中にあり

て優しきこと、母の己が子を育てやしなふ如くな

りき。 8かく我らは汝らを戀ひ慕ひ、なんぢらは

我らの愛する者となりたれば、啻に神の福音のみ

ならず、我らの生命をも與へんと願へり。 9兄弟

よ、なんぢらは我らの勞と苦難とを記憶す、われ

らは汝らの中の一人をも累はすまじとて、夜晝

工をなし、勞しつつ福音を宣傳へたり。 10また

信じたる汝等にむかひて、如何に潔く正しく責

むべき所なく行ひしかは、汝らも證し神も證し給

ふなり。 11汝らは知る、我らが父のその子に對

するごとく各人に對し、 12御國と榮光とに招き

たまふ神の心に適ひて歩むべきことを勸め、また

勵まし、また諭したるを。 13かくてなほ我ら神

に感謝して巳まざるは、汝らが神の言を我らより

聞きし時、これを人の言とせず、神の言として受

けし事なり。これは誠に神の言にして、汝ら信ず

る者のうちに働くなり。 14兄弟よ、汝らはユダ

ヤに於けるキリスト・イエスにある神の教會に效

ふ者となれり、彼らのユダヤ人に苦しめられたる

如く、汝らも己が國人に苦しめられたるなり。 15

ユダヤ人は主イエスをも預言者をも殺し、我らを

追ひ出し、 16我らが異邦人に語りて救を得させ

んとするを拒み、神を悦ばせず、かつ萬民に逆ひ

、かくして常に己が罪を充すなり。而して神の怒

はかれらに臨みてその極に至れり。 17兄弟よ、

われら心は離れねど、顏にて暫時なんぢらと離れ

居れば、汝らの顏を見んことを愈々切に願ひて

、 18（我パウロは一度ならず再度までも）なん

ぢらに到らんと爲たれど、サタンに妨げられたり

。 19我らの主イエスの來り給ふとき、御前にお

ける我らの希望、また喜悦、また誇の冠冕は誰ぞ

、汝らならずや。 20實に汝らは我らの光榮、我

らの喜悦なり。

3この故に、もはや忍ぶこと能はず、我等のみ
アテネに留ることに決し、 2キリストの福音に

おいて神の役者たる我らの兄弟テモテを汝らに遣

せり。これは汝らを堅うし、また信仰につきて勸

め、 3この患難によりて動かさるる者の無からん

爲なり。患難に遭ふことの我らに定りたるは、汝

等みづから知る所なり。 4我らが患難に遭ふべき

ことは、汝らと偕に在りしとき預じめ告げたるが

、今果して汝らの知るごとく然か成れり。 5こ

の故に最早われ忍ぶこと能はず、試むる者の汝ら

を試みて、我らの勞の空しくならんことを恐れ、

なんぢらの信仰を知らんとて人を遣せり。 6然る
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に今テモテ汝らより歸りて、汝らの信仰と愛とに

つきて喜ばしき音信を聞かせ、又なんぢら常に我

らを懇ろに念ひ、我らに逢はんことを切に望み居

るは、我らが汝らに逢はんことを望むに等しと告

げたるによりて、 7兄弟よ、われらは諸般の苦難

と患難との中にも、汝らの信仰によりて慰安を得

たり。 8汝等もし主に在りて堅く立たば我らは

生くるなり。 9汝等につきて我らの神の前によ

ろこぶ大なる喜悦のために、如何なる感謝をか神

に献ぐべき。 10我らは夜晝祈りて、汝らの顏を

見んことと、汝らの信仰の足らぬ所を補はんこと

とを切に願ふ。 11願はくは我らの父なる神みづ

からと我らの主なるイエスと、我らを導きて汝ら

に到らせ給はんことを。 12願はくは主、なんぢ

ら相互の愛および凡ての人に對する愛を増し、

かつ豐にして、我らが汝らを愛する如くならしめ

、 13かくして汝らの心を堅うし、我らの主イエ

スの、凡ての聖徒と偕に來りたまふ時、われらの

父なる神の前に潔くして責むべき所なからしめ給

はんことを。

4されば兄弟よ、終に我ら主イエスによりて汝
らに求め、かつ勸む。なんぢら如何に歩みて

神を悦ばすべきかを我等より學びし如く、また歩

みをる如くに増々進まんことを。 2我らが主イ

エスに頼りて如何なる命令を與へしかは、汝らの

知る所なり。 3それ神の御旨は、なんぢらの潔か

らんことにして、即ち淫行をつつしみ、 4各人お

のが妻を得て、潔くかつ貴くし、 5神を知らぬ異

邦人のごとく情慾を放縱にすまじきを知り、 6

かかる事によりて兄弟を欺き、また掠めざらんこ

となり。凡て此等のことを行ふ者に主の報し給

ふは、わが既に汝らに告げ、かつ證せしごとし。

7神の我らを招き給ひしは、汚穢を行はしめん爲

にあらず、潔からしめん爲なり。 8この故に之を

拒む者は人を拒むにあらず、汝らに聖靈を與へ

たまふ神を拒むなり。 9兄弟の愛につきては汝ら

に書きおくるに及ばず。汝らは互に相愛する事

を親しく神に教へられ、 10また既にマケドニヤ

全國に在るすべての兄弟を愛するに因りてなり。

されど兄弟よ、なんぢらに勸む。ますます之を行

ひ、 11我らが前に命ぜしことく力めて安靜にし

、己の業をなし、手づから働け。 12これ外の人

に對して正しく行ひ、また自ら乏しきことなから

ん爲なり。 13兄弟よ、既に眠れる者のことに就

きては、汝らの知らざるを好まず、希望なき他の

人のごとく歎かざらん爲なり。 14我らの信ずる

如く、イエスもし死にて甦へり給ひしならば、神

はイエスによりて眠に就きたる者を、イエスと共

に連れきたり給ふべきなり。 15われら主の言を

もて汝らに言はん、我等のうち主の來りたまふ時

に至るまで生きて存れる者は、既に眠れる者に決

して先だたじ。 16それ主は、號令と御使の長の

聲と神のラッパと共に、みづから天より降り給は

ん。その時キリストにある死人まづ甦へり、 17

後に生きて存れる我らは、彼らと共に雲のうちに

取り去られ、空中にて主を迎へ、斯くていつまで

も主と偕に居るべし。 18されば此等の言をもて

互に相慰めよ。

5兄弟よ、時と期とに就きては汝らに書きおく
るに及ばず。 2汝らは主の日の盜人の夜きたる

が如くに來ることを、自ら詳細に知ればなり。 3

人々の平和無事なりと言ふほどに、滅亡にはか

に彼らの上に來らん、妊める婦に産の苦痛の臨む

がごとし、必ず遁るることを得じ。 4されど兄弟

よ、汝らは暗に居らざれば、盜人の來るごとく其

の日なんぢらに追及くことなし。 5それ汝等は

みな光の子ども晝の子供なり。我らは夜に屬く者

にあらず、暗に屬く者にあらず。 6されば他の人

のごとく眠るべからず、目を覺して愼むべし。 7

眠る者は夜眠り、酒に醉ふ者は夜醉ふなり。 8

されど我らは晝に屬く者なれば、信仰と愛との胸

當を著け、救の望の兜をかむりて愼むべし。 9そ

れ神は我らを怒に遭はせんとにあらず、主イエス

・キリストに頼りて救を得させんと定め給へるな

り。 10主の我等のために死に給へるは、我等を

して寤めをるとも眠りをるとも己と共に生くるこ

とを得しめん爲なり。 11此の故に互に勸めて各

自の徳を建つべし、これ汝らが常に爲す所なり。

12兄弟よ、汝らに求む。なんぢらの中に勞し、主

にありて汝らを治め、汝らを訓戒する者を重んじ

、 13その勤勞によりて厚く之を愛し敬へ。また

互に相和ぐべし。 14兄弟よ、汝らに勸む、妄な

る者を訓戒し、落膽せし者を勵まし、弱き者を扶

け、凡ての人に對して寛容なれ。 15誰も人に對

し惡をもて惡に報いぬやう愼め。ただ相互に、

また凡ての人に對して常に善を追ひ求めよ。 16

常に喜べ、 17絶えず祈れ、 18凡てのことを感謝

せよ、これキリスト・イエスに由りて神の汝らに
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求め給ふ所なり。 19御靈を熄すな、 20預言を蔑

すな、 21凡てのこと試みて善きものを守り、 22

凡て惡の類に遠ざかれ。 23願はくは平和の神、

みづから汝らを全く潔くし、汝らの靈と心と體と

を全く守りて、我らの主イエス・キリストの來り

給ふとき責むべき所なからしめ給はん事を。 24

汝らを召したまふ者は眞實なれば、之を成し給ふ

べし。 25兄弟よ、我らのために祈れ。 26きよき

接吻をもて凡ての兄弟の安否を問へ。 27主によ

りて汝らに命ず、この書を凡ての兄弟に讀み聞か

せよ。 28願はくは主イエス・キリストの恩惠、

なんぢらと偕に在らんことを。
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テサロニケ人への手

紙第二

1パウロ、シルワノ、テモテ、書を我らの父な
る神および主イエス・キリストに在るテサロ

ニケ人の教會に贈る。 2願はくは父なる神および

主イエス・キリストより賜ふ恩惠と平安と汝らに

在らんことを。 3兄弟よ、われら汝等につきて

常に神に感謝せざるを得ず、これ當然の事なり。

そは汝らの信仰おほいに加はり、各自みな互の愛

を厚くしたればなり。 4されば我らは、汝らが忍

べる凡ての迫害と患難との中にありて保ちたる忍

耐と信仰とを、神の諸教會の間に誇る。 5これ

神の正しき審判の兆にして、汝らが神の國に相應

しき者とならん爲なり。今その御國のために苦難

を受く。 6汝らに患難を加ふる者に患難をもて報

い、患難を受くる汝らに、我らと共に安息をもて

報い給ふは、神の正しき事なり。 7即ち主イエス

焔の中にその能力の御使たちと共に天より顯れ、

8神を知らぬ者と我らの主イエスの福音に服はぬ

者とに報いをなし給ふとき、 9かかる者どもは主

の顏とその能力の榮光とを離れて、限りなき滅亡

の刑罰を受くべし。 (aiōnios g166) 10その時は主おの

が聖徒によりて崇められ、凡ての信ずる者（なん

ぢらも我らの證を信じたる者なり）によりて讃め

られんとて來りたまふ日なり。 11これに就きて

我ら常に汝らのために祈るは、我らの神の汝等

をして召に適ふ者となし、能力をもて汝らの凡て

善に就ける願と信仰の業とを成就せしめ給はんこ

となり。 12これ我らの神および主イエス・キリ

ストの惠によりて、我らの主イエスの御名の汝ら

の中に崇められ、又なんぢらも彼に在りて崇めら

れん爲なり。

2兄弟よ、我らの主イエス・キリストの來り給
ふこと、又われらが主の許に集ふことに就き

ては、汝らに求む。 2或は靈により、或は言によ

り、或は我等より出でし如き書により、主の日す

でに來れりとて、容易く心を動かしかつ驚かざら

ん事を。 3誰が如何にすとも、それに欺かるな。

その日の前に背教の事あり、不法の人すなはち滅

亡の子あらはれざるを得ず、 4彼はすべて神と稱

ふる者および人の拜む者に逆ひ、此等よりも己

を高くし、遂に神の聖所に坐し己を神として見す

る者なり。 5われ汝らと偕に在りし時、これらの

事を告げしを汝ら憶えぬか。 6彼をして己が時に

至りて顯れしめんために、彼を阻めをる者を汝ら

は知る。 7不法の秘密は既に働けり、然れど此は

ただ阻めをる者の除かるるまでなり。 8かくて其

のとき不法の者あらはれん、而して主イエス御口

の氣息をもて彼を殺し、降臨の輝耀をもて彼を亡

し給はん。 9彼はサタンの活動に從ひて來り、も

ろもろの虚僞なる力と徴と不思議と、 10不義の

もろもろの誑惑とを行ひて、亡ぶる者どもに向は

ん、彼らは眞理を愛する愛を受けずして、救はる

ることを爲ざればなり。 11この故に神は、彼ら

が虚僞を信ぜんために惑をその中に働かせ給ふ。

12これ眞理を信ぜず不義を喜ぶ者の、みな審かれ

ん爲なり。 13されど主に愛せらるる兄弟よ、わ

れら常に汝等のために神に感謝せざるを得ず。

神は御靈によれる潔と眞理に對する信仰とをもて

、始より汝らを救に選び、 14また我らの主イエ

ス・キリストの榮光を得させんとて、我らの福音

をもて汝らを招き給へばなり。 15されば兄弟よ

、堅く立ちて我らの言あるひは書に由りて教へら

れたる傳を守れ。 16我らの主イエス・キリスト

、及び我らを愛し恩惠をもて永遠の慰安と善き望

とを與へ給ふ我らの父なる神、 (aiōnios g166) 17願は

くは汝らの心を慰めて、凡ての善き業と言とに堅

うし給はんことを。

3終に言はん、兄弟よ、我らの爲に祈れ、主の
言の汝らの中における如く、疾く弘りて崇め

られん事と、 2われらが無法なる惡人より救はれ

んこととを祈れ。そは人みな信仰あるに非ざれば

なり。 3されど神は眞實なれば、汝らを堅うし汝

らを護りて、惡しき者より救ひ給はん。 4かくて

我らの命ずることを汝らが今も行ひ、後もまた行

はんことを主によりて信ずるなり。 5願はくは主

なんぢらの心を、神の愛とキリストの忍耐とに導

き給はんことを。 6兄弟よ、我らの主イエス・キ

リストの名によりて汝らに命ず、我等より受けし

傳に從はずして妄に歩む凡ての兄弟に遠ざかれ。

7如何にして我らに效ふべきかは、汝らの自ら知

る所なり。我らは汝らの中にありて妄なる事をせ

ず、 8價なしに人のパンを食せず、反つて汝等の

うち一人をも累はさざらんために勞と苦難とをも

て、夜晝はたらけり。 9これは權利なき故にあ

らず、汝等をして我らに效はしめん爲に、自ら
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模範となりたるなり。 10また汝らと偕に在りし

とき、人もし働くことを欲せずば食すべからずと

命じたりき。 11聞く所によれば、汝等のうちに

妄に歩みて何の業をもなさず、徒事にたづさはる

者ありと。 12我ら斯くのごとき人に、靜に業を

なして己のパンを食せんことを、我らの主イエス

・キリストに由りて命じかつ勸む。 13兄弟よ、

なんぢら善を行ひて倦むな。 14もし此の書にい

へる我らの言に從はぬ者あらば、その人を認めて

交ることをすな、彼みづから恥ぢんためなり。 15

然れど彼を仇の如くせず、兄弟として訓戒せよ。

16願はくは平和の主、みづから何時にても凡ての

事に平和を汝らに與へ給はんことを。願はくは主

なんぢら凡ての者と偕に在さん事を。 17我パウ

ロ手づから筆を執りて汝らの安否を問ふ。これ我

がすべての書の記章なり。わが書けるものは斯く

の如し。 18願はくは我らの主イエス・キリスト

の恩惠なんぢら凡ての者と偕ならんことを。
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テモテへの手紙第一

1我らの救主なる神と我らの希望なるキリスト
・イエスとの命によりて、キリスト・イエス

の使徒となれるパウロ、 2書を信仰に由りて我が

眞實の子たるテモテに贈る。願はくは父なる神お

よび我らの主キリスト・イエスより賜ふ恩惠と憐

憫と平安と、汝に在らんことを。 3我マケドニヤ

に往きしとき汝に勸めし如く、汝なほエペソに留

まり、ある人々に命じて、異なる教を傳ふること

なく、 4昔話と窮りなき系圖とに心を寄する事な

からしめよ。此等のことは信仰に基ける神の經

綸の助とならず、反つて議論を生ずるなり。 5命

令の目的は清き心と善き良心と僞りなき信仰とよ

り出づる愛にあり。 6ある人々これらの事より外

れて虚しき物語にうつり、 7律法の教師たらんと

欲して、反つて其の言ふ所その確證する所を自ら

悟らず。 8律法は道理に循ひて之を用ひば善き者

なるを我らは知る。 9律法を用ふる者は、律法の

正しき人の爲にあらずして、不法のもの、服從せ

ぬもの、敬虔ならぬもの、罪あるもの、潔からぬ

もの、妄なるもの、父を撃つもの、母を撃つもの

、人を殺す者、 10淫行のもの、男色を行ふもの

、人を誘拐すもの、僞るもの、いつはり誓ふ者の

爲、そのほか健全なる教に逆ふ凡ての事のために

設けられたるを知るべし。 11これは我に委ね給

ひし幸福なる神の榮光の福音に循へるなり。 12

我に能力を賜ふ我らの主キリスト・イエスに感謝

す。 13われ曩には涜す者、迫害する者、暴行の

者なりしに、我を忠實なる者として、この職に任

じ給ひたればなり。われ信ぜぬ時に知らずして行

ひし故に憐憫を蒙れり。 14而して我らの主の恩

惠は、キリスト・イエスに由れる信仰および愛と

ともに溢るるばかり彌増せり。 15『キリスト・

イエス罪人を救はん爲に世に來り給へり』とは、

信ずべく正しく受くべき言なり、其の罪人の中に

て我は首なり。 16然るに我が憐憫を蒙りしは、

キリスト・イエス我を首に寛容をことごとく顯し

、この後、かれを信じて永遠の生命を受けんとす

る者の模範となし給はん爲なり。 (aiōnios g166) 17願

はくは萬世の王、すなはち朽ちず見えざる唯一の

神に、世々限りなく尊貴と榮光とあらん事を、

アァメン。 (aiōn g165) 18わが子テモテよ、汝を指し

たる凡ての預言に循ひて、我この命令を汝に委ぬ

。これ汝がその預言により、信仰と善き良心とを

保ちて、善き戰鬪を戰はん爲なり。 19或人よき

良心を棄てて信仰の破船をなせり。 20その中に

ヒメナオとアレキサンデルとあり、彼らに涜すま

じきことを學ばせんとて、我これをサタンに付せ

り。

2さればわれ第一に勸む、凡ての人のため、王
たち及び凡て權を有つものの爲に、おのおの

願・祈祷・とりなし・感謝せよ。 2是われら敬虔

と謹嚴とを盡して、安らかに靜に一生を過さん爲

なり。 3斯くするは美事にして、我らの救主なる

神の御意に適ふことなり。 4神は凡ての人の救は

れて、眞理を悟るに至らんことを欲し給ふ。 5そ

れ神は唯一なり、また神と人との間の中保も唯一

にして、人なるキリスト・イエス是なり。 6彼は

己を與へて凡ての人の贖價となり給へり、時至

りて證せらる。 7我これが爲に立てられて宣傳者

となり、使徒となり（我は眞を言ひて虚僞を言は

ず）また信仰と眞とをもて異邦人を教ふる教師と

なれり。 8これ故にわれ望む、男は怒らず爭はず

、何れの處にても潔き手をあげて祈らんことを。

9また女は恥を知り、愼みて宜しきに合ふ衣にて

己を飾り、編みたる頭髮と金と眞珠と價貴き衣

とを飾とせず、 10善き業をもて飾とせんことを

。これ神を敬はんと公言する女に適へる事なり。

11女は凡てのこと從順にして靜に道を學ぶべし。

12われ女の教ふることと男の上に權を執ることと

を許さず、ただ靜にすべし。 13それアダムは前

に造られ、エバは後に造られたり。 14アダムは

惑されず、女は惑されて罪に陷りたるなり。 15

然れど女もし愼みて信仰と愛と潔とに居らば、子

を生むことに因りて救はるべし。

3『人もし監督の職を慕はば、これよき業を願
ふなり』とは、信ずべき言なり。 2それ監督は

責むべき所なく、一人の妻の夫にして、自ら制し

、愼み、品行正しく、旅人を懇ろに待し、能く

教へ、 3酒を嗜まず、人を打たず、寛容にし、爭

はず、金を貪らず、 4善く己が家を理め、謹嚴に

して子女を從順ならしむる者たるべし。 5（人も

し己が家を理むることを知らずば、爭でが神の教

會を扱ふことを得ん） 6また新に教に入りし者な

らざるべし、恐らくは傲慢になりて惡魔と同じ審

判を受くるに至らん。 7外の人にも令聞ある者た
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るべし、然らずば誹謗と惡魔の羂とに陷らん。 8

執事もまた同じく謹嚴にして、言を二つにせず、

大酒せず、恥づべき利をとらず、 9潔き良心をも

て信仰の奧義を保つものたるべし。 10まづ彼ら

を試みて責むべき所なくば、執事の職に任ずべし

。 11女もまた謹嚴にして人を謗らず、自ら制し

て凡ての事に忠實なる者たるべし。 12執事は一

人の妻の夫にして、子女と己が家とを善く理むる

者たるべし。 13善く執事の職をなす者は良き地

位を得、かつキリスト・イエスに於ける信仰につ

きて大なる勇氣を得るなり。 14われ速かに汝に

往かんことを望めど、今これらの事を書きおくる

は、 15若し遲からんとき、人の如何に神の家に

行ふべきかを汝に知らしめん爲なり。神の家は活

ける神の教會なり、眞理の柱、眞理の基なり。 16

實に大なるかな、敬虔の奧義『キリストは肉にて

顯され、靈にて義とせられ、御使たちに見られ、

もろもろの國人に宣傳へられ、世に信ぜられ、榮

光のうちに上げられ給へり』

4されど御靈あきらかに、或人の後の日に及び
て、惑す靈と惡鬼の教とに心を寄せて、信仰

より離れんことを言ひ給ふ。 2これ虚僞をいふ者

の僞善に由りてなり。彼らは良心を燒金にて烙か

れ、 3婚姻するを禁じ、食を斷つことを命ず。さ

れど食は神の造り給へる物にして、信じかつ眞理

を知る者の感謝して受くべきものなり。 4神の造

り給へる物はみな善し、感謝して受くる時は棄つ

べき物なし。 5そは神の言と祈とによりて潔めら

るるなり。 6汝もし此等のことを兄弟に教へば

、信仰と汝の從ひたる善き教との言にて養はるる

所のキリスト・イエスの良き役者たるべし。 7さ

れど妄なる談と老いたる女の昔話とを捨てよ、ま

た自ら敬虔を修行せよ。 8體の修行もいささかは

益あれど、敬虔は今の生命と後の生命との約束を

保ちて凡ての事に益あり。 9これ信ずべく正しく

受くべき言なり。 10我らは之がために勞しかつ

苦心す、そは我ら凡ての人、殊に信ずる者の救主

なる活ける神に望を置けばなり。 11汝これらの

事を命じかつ教へよ。 12なんぢ年若きをもて人

に輕んぜらるな、反つて言にも、行状にも、愛に

も、信仰にも、潔にも、信者の模範となれ。 13

わが到るまで、讀むこと勸むること教ふる事に心

を用ひよ。 14なんぢ長老たちの按手を受け、預

言によりて賜はりたる賜物を等閑にすな。 15な

んぢ心を傾けて此等のことを專ら務めよ。汝の

進歩の明かならん爲なり。 16なんぢ己とおのれ

の教とを愼みて此等のことに怠るな、斯くなし

て己と聽く者とを救ふべし。

5老人を譴責すな、反つて之を父のごとく勸め
、若き人を兄弟の如くに、 2老いたる女を母の

如くに勸め、若き女を姉妹の如くに全き貞潔をも

て勸めよ。 3寡婦のうちの眞の寡婦を敬へ。 4さ

れど寡婦に子もしくは孫あらば、彼ら先づ己の家

に孝を行ひて親に恩を報ゆることを學ぶべし。こ

れ神の御意にかなふ事なり。 5眞の寡婦にして獨

殘りたる者は、望を神におきて、夜も晝も絶えず

願と祈とを爲す。 6されど佚樂を放恣にする寡婦

は、生けりと雖も死にたる者なり。 7これらの事

を命じて彼らに責むべき所なからしめよ。 8人も

し其の親族、殊に己が家族を顧みずば、信仰を棄

てたる者にて、不信者よりも更に惡しきなり。 9

六十歳以下の寡婦は寡婦の籍に記すべからず、

記すべきは一人の夫の妻たりし者にして、 10善

き業の聲聞あり、或は子女をそだて、或は旅人を

宿し、或は聖徒の足を洗ひ、或は惱める者を助く

る等、もろもろの善き業に從ひし者たるべし。 11

若き寡婦は籍に記すな、彼らキリストに背きて心

亂るる時は、嫁ぐことを欲し、 12初の誓約を棄

つるに因りて批難を受くべければなり。 13彼等

はまた懶惰に流れて家々を遊びめぐる、啻に懶惰

なるのみならず、言多くして徒事にたづさはり

、言ふまじき事を言ふ。 14されば若き寡婦は嫁

ぎて子を生み、家を理めて敵に少しにても謗るべ

き機を與へざらんことを我は欲す。 15彼らの中

には既に迷ひてサタンに從ひたる者あり。 16信

者たる女もし其の家に寡婦あらば、自ら之を助け

て教會を煩はすな。これ眞の寡婦を教會の助けん

爲なり。 17善く治むる長老、殊に言と教とをも

て勞する長老を一層尊ぶべき者とせよ。 18聖書

に『穀物を碾す牛に口籠を繋くべからず』また『

勞動人のその價を得るは相應しきなり』と云へば

なり。 19長老に對する訴訟は二三人の證人なく

ば受くべからず。 20罪を犯せる者をば衆の前に

て責めよ、これ他の人をも懼れしめんためなり。

21われ神とキリスト・イエスと選ばれたる御使た

ちとの前にて嚴かに汝に命ず、何事をも偏り行は

ず、偏頗なく此等のことを守れ、 22輕々しく人

に手を按くな、人の罪に與るな、自ら守りて潔く
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せよ。 23今よりのち水のみを飮まず、胃のため

、又しばしば病に罹る故に、少しく葡萄酒を用ひ

よ。 24或人の罪は明かにして先だちて審判に往

き、或人の罪は後にしたがふ。 25斯くのごとく

善き業も明かなり、然らざる者も遂には隱るるこ

と能はず。

6おほよそ軛の下にありて奴隷たる者は、おの
れの主人を全く尊ぶべき者とすべし。これ神

の名と教との譏られざらん爲なり。 2信者たる主

人を有てる者は、その兄弟なるに因りて之を輕ん

ぜず、反つて彌増々これに事ふべし。その益を

受くる主人は信者にして愛せらるる者なればなり

。汝これらの事を教へかつ勧めよ。 3もし異なる

教を傳へて、健全なる言すなはち我らの主イエス

・キリストの言と、敬虔にかなふ教とを肯はぬ者

あらば、 4その人は傲慢にして何をも知らず、た

だ議論と言爭とにのみ耽るなり、之によりて嫉妬

・爭鬪・惡しき念おこり、 5また心腐りて眞理

をはなれ、敬虔を利益の道とおもふ者の爭論お

こるなり。 6されど足ることを知りて敬虔を守る

者は、大なる利益を得るなり。 7我らは何をも

携へて世に來らず、また何をも携へて世を去るこ

と能はざればなり。 8ただ衣食あらば足れりとせ

ん。 9されど富まんと欲する者は、誘惑と羂、ま

た人を滅亡と沈淪とに溺らす愚にして害ある各樣

の慾に陷るなり。 10それ金を愛するは諸般の惡

しき事の根なり、ある人々これを慕ひて信仰より

迷ひ、さまざまの痛をもて自ら己を刺しとほせり

。 11神の人よ、なんぢは此等のことを避けて、

義と敬虔と信仰と愛と忍耐と柔和とを追ひ求め、

12信仰の善き戰闘をたたかへ、永遠の生命をとら

へよ。汝これが爲に召を蒙り、また多くの證人の

前にて善き言明をなせり。 (aiōnios g166) 13われ凡て

の物を生かしたまふ神のまへ、及びポンテオ・ピ

ラトに向ひて善き言明をなし給ひしキリスト・イ

エスの前にて汝に命ず。 14汝われらの主イエス

・キリストの現れたまふ時まで汚點なく責むべき

所なく、誡命を守れ。 15時いたらば幸福なる唯

一の君主、もろもろの王の王、もろもろの主の主

、これを顯し給はん。 16主は唯ひとり不死を保

ち近づきがたき光に住み、人の未だ見ず、また見

ること能はぬ者なり。願はくは尊貴と限りなき權

力と彼にあらんことを、アァメン。 (aiōnios g166) 17

汝この世の富める者に命ぜよ。高ぶりたる思をも

たず、定なき富をたのまずして、唯われらを樂し

ませんとて萬の物を豐に賜ふ神に依頼み、 (aiōn

g165) 18善をおこなひ、善き業に富み、惜みなく施

し、分け與ふることを喜び、 19かくて己のため

に善き基を蓄へ、未來の備をなして眞の生命を捉

ふることを爲よと。 20テモテよ、なんぢ委ねら

れたる事を守り、妄なる虚しき物語、また僞りて

知識と稱ふる反對論を避けよ。 21ある人々この

知識を裝ひて信仰より外れたり。願はくは御惠な

んじと偕に在らんことを。
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テモテへの手紙第二

1神の御意により、キリスト・イエスにある生
命の約束に循ひて、キリスト・イエスの使徒

になれるパウロ、 2書を我が愛する子テモテに贈

る。願はくは父なる神および我らの主キリスト・

イエスより賜ふ、恩惠と憐憫と平安と汝に在らん

ことを。 3われ夜も晝も祈の中に絶えず汝を思ひ

て、わが先祖に效ひ清き良心をもて事ふる神に感

謝す。 4我なんぢの涙を憶え、わが歡喜の滿ちん

爲に汝を見んことを欲す。 5是なんぢに在る虚僞

なき信仰をおもひ出すに因りてなり。その信仰の

曩に汝の祖母ロイス及び母ユニケに宿りしごとく

、汝にも然るを確信す。 6この故に、わが按手に

因りて汝の内に得たる神の賜物をますます熾にせ

んことを勸む。 7そは神の我らに賜ひたるは、臆

する靈にあらず、能力と愛と謹愼との靈なればな

り。 8されば汝われらの主の證をなす事と、主の

囚人たる我とを恥とすな、ただ神の能力に隨ひて

福音のために我とともに苦難を忍べ。 9神は我ら

を救ひ聖なる召をもて召し給へり。是われらの行

爲に由るにあらず、神の御旨にて創世の前にキリ

スト・イエスをもて我らに賜ひし恩惠に由るなり

。 (aiōnios g166) 10この恩惠は今われらの救主キリス

ト・イエスの現れ給ふに因りて顯れたり。彼は死

をほろぼし、福音をもて生命と朽ちざる事とを明

かにし給へり。 11我はこの福音のために立てら

れて宣傳者・使徒・教師となれり。 12之がため

に我これらの苦難に遭ふ。されど之を恥とせず、

我わが依頼む者を知り、且わが委ねたる者を、か

の日に至るまで守り得給ふことを確信すればなり

。 13汝キリスト・イエスにある信仰と愛とをも

て我より聽きし健全なる言の模範を保ち、 14か

つ委ねられたる善きものを我等のうちに宿りたま

ふ聖靈に頼りて守るべし。 15アジヤに居る者み

な我を棄てしは汝の知る所なり、その中にフゲロ

とヘルモゲネとあり。 16願はくは主オネシポロ

の家に憐憫を賜はんことを。彼はしばしば我を慰

め、又わが鎖を恥とせず。 17そのロマに居りし

時には懇ろに尋ね來りて、遂に逢ひたり。 18願

はくは主かの日にいたり主の憐憫を彼に賜はんこ

とを、彼がエペソにて我に事へしことの如何ばか

りなりしかは、汝の能く知るところなり。

2わが子よ、汝キリスト・イエスにある恩惠に
よりて強かれ。 2且おほくの證人の前にて、我

より聽きし所のことを他の者に教へ得る忠實なる

人々に委ねよ。 3汝キリスト・イエスのよき兵卒

として我とともに苦難を忍べ。 4兵卒を務むる者

は生活のために纏はるる事なし、これ募れる者を

喜ばせんとすればなり。 5技を競ふ者、もし法に

隨ひて競はずば冠冕を得ず。 6勞する農夫まづ實

の分配を得べきなり。 7汝わが言ふ所をおもへ、

主なんぢに凡ての事に就きて悟を賜はん。 8わが

福音に云へる如く、ダビデの裔にして死人の中よ

り甦へり給へるイエス・キリストを憶えよ。 9我

はこの福音のために苦難を受けて惡人のごとく繋

がるるに至れり、されど神の言は繋がれたるにあ

らず。 10この故に我えらばれたる者のために凡

ての事を忍ぶ。これ彼等をして永遠の光榮と共

にキリスト・イエスによる救を得しめんとてなり

。 (aiōnios g166) 11ここに信ずべき言あり『我等もし

彼と共に死にたる者ならば、彼と共に生くべし。

12もし耐へ忍ばば、彼と共に王となるべし。若し

彼を否まば、彼も我らを否み給はん。 13我らは

眞實ならずとも、彼は絶えず眞實にましませり、

彼は己を否み給ふこと能はざればなり』 14汝か

れらに此等のことを思ひ出さしめ、かつ言爭す

る事なきやう神の前にて嚴かに命ぜよ、言爭は益

なくして聞く者を滅亡に至らしむ。 15なんぢ眞

理の言を正しく教へ、恥づる所なき勞動人となり

て、神の前に錬達せる者とならんことを勵め。 16

また妄なる虚しき物語を避けよ。かかる者はます

ます不敬虔に進み、 17その言は脱疽のごとく腐

れひろがるべし、ヒメナオとピレトとは斯くのご

とき者の中にあり。 18彼らは眞理より外れ、復

活ははや過ぎたりと云ひて、或人々の信仰を覆

へすなり。 19されど神の据ゑ給へる堅き基は立

てり、之に印あり、記して曰ふ『主おのれの者を

知り給ふ』また『凡て主の名を稱ふる者は不義を

離るべし』と。 20大なる家の中には金銀の器あ

るのみならず、木また土の器もあり、貴きに用ふ

るものあり、また賤しきに用ふるものあり。 21

人もし賤しきものを離れて自己を潔よくせば貴き

に用ひらるる器となり、淨められて主の用に適ひ

、凡ての善き業に備へらるべし。 22汝わかき時

の慾を避け、主を清き心にて呼び求むる者ととも

に、義と信仰と愛と平和とを追ひ求めよ。 23愚
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なる無學の議論を棄てよ、これより分爭の起るを

知ればなり。 24主の僕は爭ふべからず、凡ての

人に優しく能く教へ忍ぶことをなし、 25逆ふ者

をば柔和をもて戒むべし、神あるひは彼らに悔改

むる心を賜ひて眞理を悟らせ給はん。 26彼ら一

度は惡魔に囚はれたれど、醒めてその羂をのがれ

、神の御心を行ふに至らん。

3されど汝これを知れ、末の世に苦しき時きた
らん。 2人々おのれを愛する者・金を愛する者

・誇るもの・高ぶる者・罵るもの・父母に逆ふ

もの・恩を忘るる者・潔からぬ者、 3無情なる者

・怨を解かぬ者・譏る者・節制なき者・殘刻なる

者・善を好まぬ者、 4友を賣る者・放縱なる者・

傲慢なる者・神よりも快樂を愛する者、 5敬虔の

貌をとりてその徳を捨つる者とならん、斯かる類

の者を避けよ。 6彼らの中には人の家に潜り入り

て愚なる女を虜にする者あり、斯くせらるる女は

罪を積み重ねて各樣の慾に引かれ、 7常に學べど

も眞理を知る知識に至ること能はず。 8彼の者ら

はヤンネとヤンブレとがモーセに逆ひし如く、眞

理に逆ふもの、心の腐れたる者、また信仰につき

て棄てられたる者なり。 9されど此の上になほ進

むこと能はじ、そはかの二人のごとく彼らの愚な

る事も亦すべての人に顯るべければなり。 10汝

は我が教誨・品行・志望・信仰・寛容・愛・忍耐

・迫害、および苦難を知り、 11またアンテオケ

、イコニオム、ルステラにて起りし事、わが如何

なる迫害を忍びしかを知る。主は凡てこれらの中

より我を救ひ出したまへり。 12凡そキリスト・

イエスに在りて敬虔をもて一生を過さんと欲する

者は迫害を受くべし。 13惡しき人と人を欺く者

とは、ますます惡にすすみ、人を惑し、また人に

惑されん。 14されど汝は學びて確信したる所に

常に居れ。なんぢ誰より之を學びしかを知り、 15

また幼き時より聖なる書を識りし事を知ればなり

。この書はキリスト・イエスを信ずる信仰により

て救に至らしむる知慧を汝に與へ得るなり。 16

聖書はみな神の感動によるものにして、教誨と譴

責と矯正と義を薫陶するとに益あり。 17これ神

の人の全くなりて諸般の善き業に備を全うせん爲

なり。

4われ神の前また生ける者と死にたる者とを審
かんとし給ふキリスト・イエスの前にて、そ

の顯現と御國とをおもひて嚴かに汝に命ず。 2な

んぢ御言を宣傳へよ、機を得るも機を得ざるも常

に勵め、寛容と教誨とを盡して責め、戒め、勸め

よ。 3人々健全なる教に堪へず、耳痒くして私

慾のまにまに己がために教師を増し加へ、 4耳を

眞理より背けて昔話に移る時來らん。 5されど

汝は何事にも愼み、苦難を忍び、傳道者の業をな

し、なんぢの職を全うせよ。 6我は今供物とし

て血を灑がんとす、わが去るべき時は近づけり。

7われ善き戰鬪をたたかひ、走るべき道程を果し

、信仰を守れり。 8今よりのち義の冠冕わが爲に

備はれり。かの日に至りて正しき審判主なる主

、これを我に賜はん、啻に我のみならず、凡てそ

の顯現を慕ふ者にも賜ふべし。 9なんぢ勉めて速

かに我に來れ。 10デマスは此の世を愛し、我を

棄ててテサロニケに往き、クレスケンスはガラテ

ヤに、テトスはダルマテヤに往きて、 (aiōn g165) 11

唯ルカのみ我とともに居るなり。汝マルコを連れ

て共に來れ、彼は職のために我に益あればなり。

12我テキコをエペソに遣せり。 13汝きたる時わ

がトロアスにてカルポの許に遺し置きたる外衣を

携へきたれ、また書物、殊に羊皮紙のものを携へ

きたれ。 14金細工人アレキサンデル大に我を惱

せり。主はその行爲に隨ひて彼に報いたまふべし

。 15汝もまた彼に心せよ、かれは甚だしく我ら

の言に逆ひたり。 16わが始の辯明のとき誰も我

を助けず、みな我を棄てたり、願はくはこの罪の

彼らに歸せざらんことを。 17されど主われと偕

に在して我を強めたまへり。これ我によりて宣教

の全うせられ、凡ての異邦人のこれを聞かん爲な

り。而して我は獅子の口より救ひ出されたり。 18

また主は我を凡ての惡しき業より救ひ出し、その

天の國に救ひ入れたまはん。願はくは榮光世々

限りなく彼にあらん事を、アァメン。 (aiōn g165) 19

汝プリスカ及びアクラ、またオネシポロの家に安

否を問へ。 20エラストはコリントに留れり。ト

ロピモは病ある故に我かれをミレトに遺せり。 21

なんぢ勉めて冬のまへに我に來れ、ユブロ、プデ

ス、リノス、クラウデヤ、及び凡ての兄弟、なん

ぢに安否を問ふ。 22願はくは主なんぢの靈と偕

に在し、御惠なんぢらと偕に在らんことを。
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テトスへの手紙

1神の僕またイエス・キリストの使徒パウロ
――我が使徒となれるは、永遠の生命の望に

基きて神の選民の信仰を堅うし、また彼らを敬虔

にかなふ眞理を知る知識に至らしめん爲なり。 2

僞りなき神は、創世の前に、この生命を約束し給

ひしが、 (aiōnios g166) 3時いたりて御言を宣教にて

顯さんとし、その宣教を我らの救主たる神の命令

をもて我に委ねたまへり。―― 4われ書を同じ信

仰によりて我が眞實の子たるテトスに贈る。願は

くは父なる神および我らの救主キリスト・イエス

より賜ふ恩惠と平安と、汝にあらんことを。 5わ

が汝をクレテに遣し置きたる故は、汝をして缺け

たる所を正し、且わが命ぜしごとく町々に長老を

立てしめん爲なり。 6長老は責むべき所なく、一

人の女の夫にして、子女もまた放蕩をもて訴へら

るる事なく、服從せぬことなき信者たるべきなり

。 7それ監督は神の家司なれば、責むべき所な

く、放縱ならず、輕々しく怒らず、酒を嗜まず、

人を打たず、恥づべき利を取らず、 8反つて旅人

を懇ろに待ひ、善を愛し、謹愼あり、正しく潔く

節制にして、 9教に適ふ信ずべき言を守る者たる

べし。これ健全なる教をもて人を勸め、かつ言ひ

逆ふ者を言ひ伏することを得んためなり。 10服

從せず、虚しき事をかたり、人の心を惑す者おほ

し、殊に割禮ある者のうちに多し。 11彼らの口

を箝がしむべし、彼らは恥づべき利を得んために

、教ふまじき事を教へて全家を覆へすなり。 12

クレテ人の中なる或る預言者いふ『クレテ人は常

に虚僞をいふ者、あしき獸、また懶惰の腹なり』

13この證は眞なり。されば汝きびしく彼らを責め

よ、 14彼らがユダヤ人の昔話と眞理を棄てたる

人の誡命とに心を寄することなく、信仰を健全に

せん爲なり。 15潔き人には凡ての物きよく、汚

れたる人と不信者とには一つとして潔き物なし

、彼らは既に心も良心も汚れたり。 16みづから

神を知ると言ひあらはせど、其の行爲にては神を

否む。彼らは憎むべきもの、服はぬ者、すべての

善き業に就きて棄てられたる者なり。

2されど汝は健全なる教に適ふことを語れ。 2老

人には自ら制することと謹嚴と謹愼とを勸め

、また信仰と愛と忍耐とに健全ならんことを勸め

よ。 3老いたる女にも同じく、清潔にかなふ行爲

をなし、人を謗らず、大酒の奴隷とならず、善き

事を教ふる者とならんことを勸めよ。 4かつ彼

等をして若き女に夫を愛し、子を愛し、 5謹愼と

貞操とを守り、家の務をなし、仁慈をもち、己が

夫に服はんことを教へしめよ。これ神の言の汚さ

れざらん爲なり。 6若き人にも同じく謹愼を勸め

、 7なんぢ自ら凡ての事につきて善き業の模範を

示せ。教をなすには邪曲なきことと謹嚴と、 8責

むべき所なき健全なる言とを以てすべし。これ逆

ふ者をして我らの惡を言ふに由なく、自ら恥づる

所あらしめん爲なり。 9奴隷には己が主人に服ひ

、凡ての事において之を喜ばせ、之に言ひ逆はず

、 10物を盜まず、反つて全き忠信を顯すべきこ

とを勸めよ。これ凡ての事において我らの救主な

る神の教を飾らん爲なり。 11凡ての人に救を得

さする神の恩惠は既に顯れて、 12不敬虔と世の

慾とを棄てて謹愼と正義と敬虔とをもて此の世を

過し、 (aiōn g165) 13幸福なる望、すなはち大なる神

、われらの救主イエス・キリストの榮光の顯現を

待つべきを我らに教ふ。 14キリストは我等のた

めに己を與へたまへり。是われらを諸般の不法よ

り贖ひ出して、善き業に熱心なる特選の民を己が

ために潔めんとてなり。 15なんぢ全き權威をも

て此等のことを語り、勸め、また責めよ。なん

ぢ人に輕んぜらるな。

3汝かれらに司と權威ある者とに服し、かつ從
ひ、凡ての善き業をおこなふ備をなし、 2人を

謗らず、爭はず、寛容にし、常に柔和を凡ての人

に顯すべきことを思ひ出させよ。 3我らも前には

愚なるもの、順はぬもの、迷へる者、さまざまの

慾と快樂とに事ふるもの、惡意と嫉妬とをもて過

すもの、憎むべき者、また互に憎み合ふ者なりき

。 4されど我らの救主なる神の仁慈と、人を愛し

たまふ愛との顯れしとき、 5我らの行ひし義の業

にはよらで、唯その憐憫により、更生の洗と、我

らの救主イエス・キリストをもて豐に注ぎたまふ

聖靈による維新とにて、我らを救ひ給へり。 6

我らの行ひし義の業にはよらで、唯その憐憫によ

り、更生の洗と、我らの救主イエス・キリストを

もて豐に注ぎたまふ聖靈による維新とにて、我

らを救ひ給へり。 7これ我らが其の恩惠によりて

義とせられ、永遠の生命の望にしたがひて世嗣と

ならん爲なり。 (aiōnios g166) 8この言は信ずべきな

れば、我なんぢが此等につきて確證せんことを



テトスへの手紙 778

欲す。神を信じたる者をして愼みて善き業を務め

しめん爲なり。かくするは善き事にして人に益あ

り。 9されど愚なる議論・系圖・爭鬪、また律法

に就きての分爭を避けよ。これらは益なくして空

しきものなり。 10異端の者をば一度もしくは二

度、訓戒して後これを棄てよ。 11かかる者は汝

の知るごとく、邪曲にして自ら罪を認めつつ尚こ

れを犯すなり。 12我アルテマス或はテキコを汝

に遣さん、その時なんぢ急ぎてニコポリなる我が

もとに來れ。われ彼處にて冬を過さんと定めたり

。 13教法師ゼナス及びアポロを懇ろに送りて、

乏しき事なからしめよ。 14かくて我らの伴侶も

善き業を務めて必要を資けんことを學ぶべし、こ

れ果を結ばぬ事なからん爲なり。 15我と偕に居

る者みな汝に安否を問ふ。信仰に在りて我らを愛

する者に安否を問へ。願はくは御惠、なんぢら凡

ての者と偕にあらん事を。
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ピレモンへの手紙

1キリスト・イエスの囚人たるパウロ及び兄弟
テモテ、書を我らが愛する同勞者ピレモン、 2

我らの姉妹アピヤ、我らと共に戰鬪をなせるアル

キポ及び汝の家にある教會に贈る。 3願はくは我

らの父なる神および主イエス・キリストより賜ふ

恩惠と平安と、汝らに在らんことを。 4われ祈る

とき常に汝をおぼえて我が神に感謝す。 5これ主

イエスと凡ての聖徒とに對する汝の愛と信仰とを

聞きたればなり。 6願ふところは、汝の信仰の交

際の活動により、人々われらの中なる凡ての善き

業を知りて、榮光をキリストに歸するに至らんこ

となり。 7兄弟よ、我なんぢの愛によりて大なる

勸喜と慰安とを得たり。聖徒の心は汝によりて安

んぜられたればなり。 8この故に、われキリスト

に在りて、汝になすべき事を聊かも憚らず命じ得

れど、 9むしろ愛の故によりて汝にねがふ。 10

既に年老いて今はキリスト・イエスの囚人とな

れる我パウロ、縲絏の中にて生みし我が子オネシ

モの事をなんぢに願ふ。 11かれ前には汝に益な

き者なりしが、今は汝にも我にも益ある者となれ

り。 12我かれを汝に歸す、かれは我が心なり。

13我は彼をわが許に留めおきて、我が福音のため

に縲絏にある間、なんぢに代りて我に事へしめん

と欲したれど、 14なんぢの承諾を經ずして斯く

するを好まざりき、是なんぢの善の止むを得ざる

に出でずして心より出でんことを欲したればなり

。 15彼が暫時なんぢを離れしは、或は汝かれを

永遠に保ち、 (aiōnios g166) 16もはや奴隷の如くせず

、奴隷に勝りて愛する兄弟の如くせん爲なりしや

も知るべからず。我は殊に彼を愛す、まして汝は

肉によりても主によりても、之を愛せざる可けん

や。 17汝もし我を友とせば、請ふ、われを納る

るごとく彼を納れよ。 18彼もし汝に不義をなし

、または汝に負債あらば、之を我に負はせよ。 19

我パウロ手づから之を記す、われ償はん、汝われ

に身を以て償ふべき負債あれど、我これを言はず

。 20兄弟よ、請ふ、なんぢ主に在りて我に益を

得させよ、キリストに在りて我が心を安んぜよ。

21我なんぢの從順を確信して之を書き贈る。わが

言ふところに勝りて汝の行はんことを知るなり。

22而して我がために宿を備へよ、我なんぢらの祈

により、遂に我が身の汝らに與へられんことを望

めばなり。 23キリスト・イエスに在りて我とと

もに囚人となれるエパフラス、 24及び我が同勞

者マルコ、アリスタルコ、デマス、ルカ皆なんぢ

に安否を問ふ。 25願はくは主イエス・キリスト

の恩惠、なんぢらの靈と偕にあらんことを。
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ヘブル人への手紙

1神むかしは預言者等により、多くに分ち、多
くの方法をもて先祖たちに語り給ひしが、 2こ

の末の世には御子によりて、我らに語り給へり。

神は曾て御子を立てて萬の物の世嗣となし、また

御子によりて諸般の世界を造り給へり。 (aiōn g165)

3御子は神の榮光のかがやき、神の本質の像にし

て、己が權能の言をもて萬の物を保ちたまふ。ま

た罪の潔をなして、高き處にある稜威の右に坐し

給へり。 4その受け給ひし名の御使の名に勝れる

ごとく、御使よりは更に勝る者となり給へり。 5

神は孰の御使に曾て斯くは言ひ給ひしぞ『なんぢ

は我が子なり、われ今日なんぢを生めり』と。ま

た『われ彼の父となり、彼わが子とならん』と。

6また初子を再び世に入れ給ふとき『神の凡ての

使は之を拜すべし』と言ひ給ふ。 7また御使たち

に就きては『神は、その使たちを風となし、その

事ふる者を焔となす』と言ひ給ふ。 8されど御子

に就きては『神よ、なんじの御座は世々限りな

く、汝の國の杖は正しき杖なり。 (aiōn g165) 9なん

ぢは義を愛し、不法をにくむ。この故に神なんぢ

の神は歡喜の油を、汝の友に勝りて汝にそそぎ給

へり』と。 10また『主よ、なんぢ太初に地の基

を置きたまへり、天も御手の業なり。 11これら

は滅びん、されど汝は常に存へたまはん。これら

はみな衣のごとく舊びん。 12而して汝これらを

袍のごとく疊み給はん、これらは衣のごとく變ら

ん。されど汝はかはり給ふことなく汝の齡は終ら

ざるなり』と言ひたまふ。 13又いづれの御使に

曾て斯くは言ひ給ひしぞ『われ汝の仇を汝の足臺

となすまでは、我が右に坐せよ』と。 14御使は

みな事へまつる靈にして、救を嗣がんとする者の

ために職を執るべく遣されたる者にあらずや。

2この故に我ら聞きし所をいよいよ篤く愼むべ
し、恐らくは流れ過ぐる事あらん。 2若し御使

によりて語り給ひし言すら堅くせられて、咎と不

從順とみな正しき報を受けたらんには、 3我ら斯

くのごとき大なる救を等閑にして爭でか遁るるこ

とを得ん。この救は初め主によりて語り給ひしも

のにして、聞きし者ども之を我らに確うし、 4神

また徴と不思議とさまざまの能力ある業と、御旨

のままに分ち與ふる聖靈とをもて證を加へたま

へり。 5それ神は我らの語るところの來らんとす

る世界を、御使たちには服はせ給はざりき。 6或

篇に人證して言ふ『人は如何なる者なれば、之

を御心にとめ給ふか。人の子は如何なる者なれば

、之を顧み給ふか。 7汝これを御使よりも少しく

卑うし、光榮と尊貴とを冠らせ、 8萬の物をその

足の下の服はせ給へり』と。既に萬の物を之に服

はせ給ひたれば、服はぬものは一つだに殘さるる

事なし。されど今もなほ我らは萬の物の之に服ひ

たるを見ず。 9ただ御使よりも少しく卑くせられ

しイエスの、死の苦難を受くるによりて榮光と尊

貴とを冠らせられ給へるを見る。これ神の恩惠に

よりて萬民のために死を味ひ給はんとてなり。 10

それ多くの子を光榮に導くに、その救の君を苦難

によりて全うし給ふは、萬の物の歸するところ、

萬の物を造りたまふ所の者に相應しき事なり。 11

潔めたまふ者も、潔めらるる者も、皆ただ一つよ

り出づ。この故に彼らを兄弟と稱ふるを恥とせず

して言ひ給ふ、 12『われ御名を我が兄弟たちに

告げ、集會の中にて汝を讃め歌はん』 13また『

われ彼に依頼まん』又『視よ、我と神の我に賜ひ

し子等とは……』と。 14子等はともに血肉を具

ふれば、主もまた同じく之を具へ給ひしなり。こ

れは死の權力を有つもの、即ち惡魔を死によりて

亡し、 15かつ死の懼によりて生涯、奴隷となり

し者どもを解放ち給はんためなり。 16實に主は

御使を扶けずしてアブラハムの裔を扶けたまふ。

17この故に神の事につきて憐憫ある忠實なる大祭

司となりて、民の罪を贖はんために、凡ての事に

おいて兄弟の如くなり給ひしは宜なり。 18主は

自ら試みられて苦しみ給ひたれば、試みられるる

者を助け得るなり。

3されば共に天の召を蒙れる聖なる兄弟よ、我
らが言ひあらはす信仰の使徒たり大祭司たる

イエスを思ひ見よ。 2彼の己を立て給ひし者に忠

實なるは、モーセが神の全家に忠實なりしが如し

。 3家を造る者の家より勝りて尊ばるる如く、彼

もモーセに勝りて大なる榮光を受くるに相應しき

者とせられ給へり。 4家は凡て之を造る者あり、

萬の物を造り給ひし者は神なり。 5モーセは後に

語り傳へられんと爲ることの證をせんために、僕

として神の全家に忠實なりしが、 6キリストは子

として神の家を忠實に掌どり給へり。我等もし確

信と希望の誇とを終まで堅く保たば、神の家なり

。 7この故に聖靈の言ひ給ふごとく『今日なん
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ぢら神の聲を聞かば、 8その怒を惹きし時のごと

く、荒野の嘗試の日のごとく、こころを頑固にす

るなかれ。 9彼處にて汝らの先祖たちは我をここ

ろみて驗し、かつ四十年の間わが業を見たり。

10この故に我この代の人を憤ほりて云へり、「彼

らは常に心まよい、わが途を知らざりき」と。 11

われ怒をもて「彼らは、我が休に入るべからず」

と誓へり』 12兄弟よ、心せよ、恐らくは汝等の

うち活ける神を離れんとする不信仰の惡しき心

を懷く者あらん。 13汝等のうち誰も罪の誘惑に

よりて頑固にならぬやう、今日と稱ふる間に日々

互に相勸めよ。 14もし始の確信を終まで堅く保

たば、我らはキリストに與る者となるなり。 15

それ『今日なんじら神の聲を聞かば、その怒を惹

きし時のごとく、こころを頑固にするなかれ』と

云へ。 16然れば聞きてなほ怒を惹きし者は誰な

るか、モーセによりてエジプトを出でし凡ての人

にあらずや。 17また四十年のあひだ、神は誰に

對して憤ほり給ひしか、罪を犯してその死屍を荒

野に横たへし人々にあらずや。 18又かれらは我

が安息に入るべからずとは、誰に對して誓ひ給ひ

しか、不從順なる者にあらずや。 19之によりて

見れば、彼らの入ること能はざりしは、不信仰

によりてなり。

4然れば我ら懼るべし、その安息に入るべき約
束はなほ遺れども、恐らくは汝らの中これに

達せざる者あらん。 2それは彼らのごとく我らも

善き音信を傳へられたり、然れど彼らには聞きし

所の言益なかりき。聞くもの之に信仰をまじへ

ざりしに因る。 3われら信じたる者は、かの休に

入ることを得るなり。『われ怒をもて「彼らは、

わが休に入るべからず」と誓へり』と云ひ給ひし

が如し。されど世の創より御業は既に成れるなり

。 4或篇に七日めに就きて斯く云へり『七日め

に神その凡ての業を休みたまへり』と。 5また茲

に『かれらは、我が休に入るべからず』と云へり

。 6然れば之に入るべき者なほ在り、曩に善き音

信を傳へられし者らは、不從順によりて入るこ

とを得ざりしなれば、 7久しきを經てのち復、日

を定めダビデによりて『今日』と言ひ給ふ。曩に

記したるが如し。曰く『今日なんじら神の聲を聞

かば、こころを頑固にするなかれ』 8若しヨシュ

ア既に休を彼らに得しめしならば、神はその後、

ほかの日につきて語り給はざりしならん。 9然れ

ば神の民の爲になほ安息は遺れり。 10既に神の

休に入りたる者は、神のその業を休み給ひしごと

く、己が業を休めり。 11されば我等はこの休に

入らんことを務むべし、是かの不從順の例にな

らひて誰も墮つることなからん爲なり。 12神の

言は生命あり、能力あり、兩刃の劍よりも利くし

て、精神と靈魂、關節と骨髓を透して之を割ち、

心の念と志望とを驗すなり。 13また造られたる

物に一つとして神の前に顯れぬはなし、萬の物は

我らが係れる神の目のまへに裸にて露るるなり。

14我等には、もろもろの天を通り給ひし偉なる大

祭司、神の子イエスあり。然れば我らが言ひあら

はす信仰を堅く保つべし。 15我らの大祭司は我

らの弱を思ひ遣ること能はぬ者にあらず、罪を外

にして凡ての事、われらと等しく試みられ給へり

。 16この故に我らは憐憫を受けんが爲、また機

に合ふ助となる惠を得んがために、憚らずして惠

の御座に來るべし。

5凡そ大祭司は人の中より選ばれ、罪のために
供物と犧牲とを献げんとて、人にかはりて神

に事ふることを任ぜらる。 2彼は自らも弱に纒は

るるが故に、無知なるもの、迷へる者を思ひ遣る

ことを得るなり。 3之によりて民のために爲すご

とく、また己のためにも罪に就きて献物をなさざ

るべからず。 4又この貴き位はアロンのごとく神

に召さるるにあらずば、誰も自ら之を取る者なし

。 5斯くの如くキリストも己を崇めて自ら大祭

司となり給はず。之に向ひて『なんじは我が子な

り、われ今日なんじを生めり』と語り給ひし者、

これを立てたり。 6また他の篇に『なんじは永遠

にメルキゼデクの位に等しき祭司たり』と言ひ給

へるが如し。 (aiōn g165) 7キリストは肉體にて在し

しとき、大なる叫と涙とをもて、己を死より救ひ

得る者に祈と願とを献げ、その恭敬によりて聽か

れ給へり。 8彼は御子なれど、受けし所の苦難に

よりて從順を學び、 9かつ全うせられたれば、凡

て己に順ふ者のために永遠の救の原となりて、

(aiōnios g166) 10神よりメルキゼデクの位に等しき大

祭司と稱へられ給へり。 11之に就きて我ら多く

の言ふべき事あれど、汝ら聞くに鈍くなりたれば

釋き難し。 12なんじら時を經ること久しければ

、教師となるべき者なるに、今また神の言の初歩

を人より教へられざるを得ず、汝らは堅き食物な

らで乳を要する者となれり。 13おほよそ乳を用



ヘブル人への手紙 782

ふる者は幼兒なれば、未だ義の言に熟せず、 14

堅き食物は智力を練習して善惡を辨ふる成人の用

ふるものなり。

6この故に我らはキリストの教の初歩に止るこ
となく、再び死にたる行爲の悔改と神に對す

る信仰との基、 2また各樣のバプテスマと按手と

、死人の復活と永遠の審判との教の基を置かずし

て完全に進むべし。 (aiōnios g166) 3神もし許し給は

ば、我ら之をなさん。 4一たび照されて天よりの

賜物を味ひ、聖靈に與る者となり、 5神の善き

言と來世の能力とを味ひて後、 (aiōn g165) 6墮落す

る者は更にまた自ら神の子を十字架に釘けて肆し

者とする故に、再びこれを悔改に立返らすること

能はざるなり。 7それ地しばしば其の上に降る雨

を吸ひ入れて耕す者の益となるべき作物を生ぜば

、神より祝福を受く。 8されど茨と薊とを生ぜば

、棄てられ、かつ詛に近く、その果ては焚かるる

なり。 9愛する者よ、われら斯くは語れど、汝ら

には更に善きこと、即ち救にかかはる事あるを深

く信ず。 10神は不義に在さねば、汝らの勤勞と

、前に聖徒につかへ、今もなほ之に事へて御名の

ために顯したる愛とを忘れ給ふことなし。 11我

らは汝等がおのおの終まで前と同じ勵をあらは

して全き望を保ち、 12怠ることなく、信仰と耐

忍とをもて約束を嗣ぐ人々に效はんことを求む。

13それ神はアブラハムに約し給ふとき、指して誓

ふべき己より大なる者なき故に、己を指して誓ひ

て言ひ給へり、 14『われ必ず、なんぢを惠み惠

まん、なんぢを殖し殖さん』と、 15斯くの如く

アブラハムは耐へ忍びて約束のものを得たり。 16

おほよそ人は己より大なる者を指して誓ふ、その

誓はすべての爭論を罷むる保證たり。 17この故

に神は約束を嗣ぐ者に御旨の變らぬことを充分に

示さんと欲して誓を加へ給へり。 18これ神の謊

ること能はぬ二つの變らぬものによりて、己の前

に置かれたる希望を捉へんとて遁れたる我らに強

き奨勵を與へん爲なり。 19この希望は我らの靈

魂の錨のごとく安全にして動かず、かつ幔の内に

入る。 20イエス我等のために前驅し、永遠にメ

ルキゼデクの位に等しき大祭司となりて、その

處に入り給へり。 (aiōn g165)

7此のメルキゼデクはサレムの王にて至高き神
の祭司たりしが、王たちを破りて還るアブラ

ハムを迎へて祝福せり。 2アブラハムは彼に凡て

の物の十分の一を分け與へたり。その名を釋けば

第一に義の王、次にサレムの王、すなはち平和の

王なり。 3父なく、母なく、系圖なく、齡の始な

く、生命の終なく、神の子の如くにして限りなく

祭司たり。 4先祖アブラハム分捕物のうち十分の

一、最も善き物を之に與へたれば、その人の如何

に尊きかを思ふべし。 5レビの子等のうち祭司

の職を受くる者は、律法によりて、民すなはちア

ブラハムの腰より出でたる己が兄弟より、十分の

一を取ることを命ぜらる。 6されど此の血脈にあ

らぬ彼は、アブラハムより十分の一を取りて約束

を受けし者を祝福せり。 7それ小なる者の大なる

者に祝福せらるるは論なき事なり。 8かつ此所に

ては死ぬべき者十分の一を受くれども、彼處に

ては『活くるなり』と證せられた者これを受く。

9また十分の一を受くるレビすら、アブラハムに

由りて十分の一を納めたりと云ふも可なり。 10

そはメルキゼデクのアブラハムを迎へし時に、レ

ビはなほ父の腰に在りたればなり。 11もしレビ

の系なる祭司によりて全うせらるる事ありしなら

ば（民は之によりて律法を受けたり）何ぞなほ他

にアロンの位に等しからぬメルキゼデクの位に等

しき祭司の起る必要あらんや。 12祭司の易る時

には律法も亦必ず易るべきなり。 13此等のこと

は曾て祭壇に事へたることなき他の族に屬する者

をさして云へるなり。 14それ我らの主のユダよ

り出で給へるは明かにして、此の族につき、モー

セは聊かも祭司に係ることを云はざりき。 15又

メルキゼデクのごとき他の祭司おこり、肉の誡命

の法に由らず、朽ちざる生命の能力によりて立て

られたれば、我が言ふ所いよいよ明かなり。 16

又メルキゼデクのごとき他の祭司おこり、肉の誡

命の法に由らず、朽ちざる生命の能力によりて立

てられたれば、我が言ふ所いよいよ明かなり。 17

そは『なんぢは永遠にメルキゼデクの位に等しき

祭司たり』と證せられ給へばなり。 (aiōn g165) 18前

の誡命は弱く、かつ益なき故に廢せられ、 19（

律法は何をも全うせざりしなり）更に優れたる希

望を置かれたり、この希望によりて我らは神に近

づくなり。 20かの人々は誓なくして祭司とせら

れたれども、 21彼は誓なくしては爲られず、誓

をもて祭司とせられ給へり。即ち彼に就きて『主

ちかひて悔い給はず、「なんじは永遠に祭司たり

」』と言ひ給ひしが如し。 (aiōn g165) 22イエスは斯
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くも優れたる契約の保證となり給へり。 23かの

人々は死によりて永くその職に留ることを得ざる

故に、祭司となりし者の數多かりき。 24されど

彼は永遠に在せば易ることなき祭司の職を保ちた

まふ。 (aiōn g165) 25この故に彼は己に頼りて神にき

たる者のために執成をなさんとて常に生くれば、

之を全く救ふこと得給ふなり。 26斯くのごとき

大祭司こそ我らに相應しき者なれ、即ち聖にし

て惡なく、穢なく、罪人より遠ざかり、諸般の天

よりも高くせられ給へり。 27他の大祭司のごと

く先づ己の罪のため、次に民の罪のために日々

犧牲を献ぐるを要し給はず、その一たび己を献げ

て之を成し給ひたればなり。 28律法は弱みある

人々を立てて大祭司とすれども、律法の後なる

誓の御言は、永遠に全うせられ給へる御子を大

祭司となせり。 (aiōn g165)

8今いふ所の要點は斯くのごとき大祭司の我ら
にある事なり。彼は天にては稜威の御座の右

に坐し、 2聖所および眞の幕屋に事へたまふ。こ

の幕屋は人の設くるものにあらず、主の設けたま

ふ所なり。 3おおよそ大祭司の立てらるるは供

物と犧牲とを献げん爲なり、この故に彼もまた献

ぐべき物あるべきなり。 4然るに若し地に在さば

、既に律法に循ひて供物を献ぐる祭司等あるに

よりて祭司とはなり給はざるべし。 5彼らの事ふ

るは、天にある物の型と影となり。モーセが幕屋

を建てんとする時に『愼め、山にて汝が示された

る式に效ひて凡ての物を造れ』との御告を受けし

が如し。 6されどキリストは更に勝れる約束に基

きて立てられし勝れる契約の中保となりたれば、

更に勝る職を受け給へり。 7かつ初の契約もし虧

くる所なくば、第二の契約を求むる事なかりしな

らん。 8然るに彼らを咎めて言ひ給ふ『主いひ給

ふ「視よ、我イスラエルの家とユダの家とに、新

しき契約を設くる日來らん。 9この契約は我か

れらの先祖の手を執りて、エジプトの地より導き

出しし時に立てし所の如きにあらず、彼らは我が

契約にとどまらず、我も彼らを顧みざりしなり」

と主いひ給ふ。 10「されば、かの日の後に我が

イスラエルの家と立つる契約は是なり」と主いひ

給ふ。「われ我が律法を彼らの念に置き、そのこ

ころに之を記さん、また我かれらの神となり、彼

らは我が民とならん。 11彼らはまた各人その國

人に、その兄弟に教へて、なんじ主を知れと言は

ざるべし。そは小より大に至るまで、皆われを知

らん。 12我もその不義を憐み、この後また其の

罪を思ひ出でざるべし』と。 13既に『新し』と

言ひ給へば、初のものを舊しとし給へるなり、舊

びて衰ふるものは、消失せんとするなり。

9初の契約には禮拜の定と世に屬する聖所とあ
りき。 2設けられたる幕屋あり、前なるを聖所

と稱へ、その中に燈臺と案と供のパンとあり。 3

また第二の幕の後に至聖所と稱ふる幕屋あり。 4

その中に金の香壇と金にて徧く覆ひたる契約の櫃

とあり、この中にマナを納れたる金の壺と芽した

るアロンの杖と契約の石碑とあり、 5櫃の上に榮

光のケルビムありて贖罪所を覆ふ。これらの物に

就きては、今一々言ふこと能はず、 6此等のも

の斯く備りたれば、祭司たちは常に前なる幕屋に

入りて禮拜をおこなふ。 7されど奧なる幕屋には

、大祭司のみ年に一度おのれと民との過失のた

めに献ぐる血を携へて入るなり。 8之によりて聖

靈は前なる幕屋のなほ存するあひだ、至聖所に

入る道の未だ顯れざるを示し給ふ。 9この幕屋は

その時のために設けられたる比喩なり、之に循ひ

て献げたる供物と犧牲とは、禮拜をなす者の良心

を全うすること能はざりき。 10此等はただ食物

・飮物さまざまの濯事などに係り、肉に屬する定

にして、改革の時まで負せられたるのみ。 11然

れどキリストは來らんとする善き事の大祭司と

して來り、手にて造らぬ此の世に屬せぬ更に大な

る全き幕屋を經て、 12山羊と犢との血を用ひず

、己が血をもて只一たび至聖所に入りて、永遠

の贖罪を終へたまへり。 (aiōnios g166) 13もし山羊お

よび牡牛の血、牝牛の灰などを穢れし者にそそぎ

て其の肉體を潔むることを得ば、 14まして永遠

の御靈により瑕なくして己を神に献げ給ひしキリ

ストの血は、我らの良心を死にたる行爲より潔め

て活ける神に事へしめざらんや。 (aiōnios g166) 15こ

の故に彼は新しき契約の中保なり。これ初の契約

の下に犯したる咎を贖ふべき死あるによりて、召

されたる者に約束の永遠の嗣業を受けさせん爲な

り。 (aiōnios g166) 16それ遺言は必ず遺言者の死を要

す。 17遺言は遺言者死にてのち始めて效あり、

遺言者の生くる間は效なきなり。 18この故に初

の契約も血なくして立てしにあらず。 19モーセ

律法に循ひて諸般の誡命をすべての民に告げての

ち、犢と山羊との血また水と緋色の毛とヒソプと



ヘブル人への手紙 784

をとりて、書および凡ての民にそそぎて言ふ、 20

『これ神の汝らに命じたまふ契約の血なり』と。

21また同じく幕屋と祭のすべての器とに血をそそ

げり。 22おほよそ律法によれば、萬のもの血を

もて潔めらる。もし血を流すことなくば、赦さる

ることなし。 23この故に天に在るものに象りた

る物は此等にて潔められ、天にある物は此等に

勝りたる犧牲をもて潔めらるべきなり。 24キリ

ストは眞のものに象れる、手にて造りたる聖所に

入らず、眞の天に入りて今より我等のために神の

前にあらはれ給ふ。 25これ大祭司が年ごとに他

の物の血をもて聖所に入るごとく、屡次おのれを

献ぐる爲にあらず。 26もし然らずば世の創より

以來しばしば苦難を受け給ふべきなり。然れど今

、世の季にいたり己を犧牲となして罪を除かんた

めに一たび現れたまへり。 (aiōn g165) 27一たび死ぬ

ることと死にてのち審判を受くることとの人に定

りたる如く、 28キリストも亦おほくの人の罪を

負はんが爲に一たび献げられ、復罪を負ふこと

なく、己を待望む者に再び現れて救を得させ給

ふべし。

10それ律法は來らんとする善き事の影にして眞
の形にあらねば、年毎にたえず献ぐる同じ犧

牲にて、神にきたる者を何時までも全うすること

を得ざるなり。 2もし之を得ば、禮拜をなす者、

一たび潔められて復心に罪を憶えねば、献ぐる

ことを止めしならん。 3然れど犧牲によりて、年

ごとに罪を憶ゆるなり。 4これ牡牛と山羊との血

は罪を除くこと能はざるに因る。 5この故にキリ

スト世に來るとき言ひ給ふ『なんぢ犧牲と供物と

を欲せず、唯わが爲に體を備へたまへり。 6なん

ぢ燔祭と罪祭とを悦び給はず、 7その時われ言ふ

「神よ、我なんぢの御意を行はんとて來る」我に

つきて書の卷に録されたるが如し』と。 8先には

『汝いけにへと供物と燔祭と罪祭と（即ち律法に

循ひて献ぐる物）を欲せず、また悦ばず』と言ひ

、 9後に『視よ、我なんぢの御意を行はんとて來

る』と言ひ給へり。その後なる者を立てん爲に、

その先なる者を除き給ふなり。 10この御意に適

ひてイエス・キリストの體の一たび献げられしに

由りて我らは潔められたり。 11すべての祭司は

日毎に立ちて事へ、いつまでも罪を除くこと能は

ぬ同じ犧牲をしばしば献ぐ。 12然れどキリスト

は罪のために一つの犧牲を献げて限りなく神の右

に坐し、 13斯くて己が仇の己が足臺とせられん

時を待ちたまふ。 14そは潔めらるる者を一つの

供物にて限りなく全うし給ふなり。 15聖靈も亦

われらに之を證して 16『「この日の後、われ彼

らと立つる契約は是なり」と主いひ給ふ。また「

わが律法をその心に置き、その念に銘さん」』と

言ひ給ひて、 17『この後また彼らの罪と不法と

を思ひ出でざるべし』と言ひたまふ。 18かかる

赦ある上は、もはや罪のために献物をなす要なし

。 19然れば兄弟よ、我らイエスの血により、 20

その肉體たる幔を經て我らに開き給へる新しき活

ける路より憚らずして至聖所に入ることを得、

21かつ神の家を治むる大なる祭司を得たれば、 22

心は濯がれて良心の咎をさり、身は清き水にて洗

はれ、眞の心と全き信仰とをもて神に近づくべし

。 23また約束し給ひし者は忠實なれば、我ら言

ひあらはす所の望を動かさずして堅く守り、 24

互に相顧み、愛と善き業とを勵まし、 25集會を

やむる或人の習慣の如くせず、互に勸め合ひ、

かの日のいよいよ近づくを見て、ますます斯くの

如くすべし。 26我等もし眞理を知る知識をうけ

たる後、ことさらに罪を犯して止めずば、罪のた

めに犧牲、もはや無し。 27ただ畏れつつ審判を

待つことと、逆ふ者を焚きつくす烈しき火とのみ

遺るなり。 28モーセの律法を蔑する者は慈悲を

受くることなく、二三人の證人によりて死に至る

。 29まして神の子を蹈みつけ、己が潔められし

契約の血を潔からずとなし、恩惠の御靈を侮る者

の受くべき罰の重きこと如何許とおもふか。 30

『仇を復すは我に在り、われ之を報いん』と言ひ

、また『主その民を審かん』と言ひ給ひし者を我

らは知るなり。 31活ける神の御手に陷るは畏る

べきかな。 32なんぢら御光を受けしのち苦難の

大なる戰鬪に耐へし前の日を思ひ出でよ。 33或

は誹謗と患難とに遭ひて觀物にせられ、或は斯か

ることに遭ふ人の友となれり。 34また囚人とな

れる者を思ひやり、永く存する尤も勝れる所有の

己にあるを知りて、我が所有を奪はるるをも喜び

て忍びたり。 35されば大なる報を受くべき汝ら

の確信を投げすつな。 36なんぢら神の御意を行

ひて約束のものを受けん爲に必要なるは忍耐なり

。 37『いま暫くせば、來るべき者きたらん、遲

からじ。 38我に屬ける義人は、信仰によりて活

くべし。もし退かば、わが心これを喜ばじ』 39
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然れど我らは退きて滅亡に至る者にあらず、靈魂

を得るに至る信仰を保つ者なり。

11それ信仰は望むところを確信し、見ぬ物を眞
實とするなり。 2古への人は之によりて證せ

られたり。 3信仰によりて我等は、もろもろの世

界の神の言にて造られ、見ゆる物の顯るる物より

成らざるを悟る。 (aiōn g165) 4信仰に由りてアベル

はカインよりも勝れる犧牲を神に献げ、之により

て正しと證せられたり。神その供物につきて證し

給へばなり。彼は死ぬれども、信仰によりて今な

ほ語る。 5信仰に由りてエノクは死を見ぬように

移されたり。神これを移し給ひたれば見出されざ

りき。その移さるる前に神に喜ばるることを證せ

られたり。 6信仰なくしては神に悦ばるること能

はず、そは神に來る者は、神の在すことと神の己

を求むる者に報い給ふこととを、必ず信ずべけれ

ばなり。 7信仰に由りてノアは、未だ見ざる事に

つきて御告を蒙り、畏みてその家の者を救はん爲

に方舟を造り、かつ之によりて世の罪を定め、ま

た信仰に由る義の世嗣となれり。 8信仰に由りて

アブラハムは召されしとき嗣業として受くべき地

に出で往けとの命に遵ひ、その往く所を知らずし

て出で往けり。 9信仰により異國に在るごとく約

束の地に寓り、同じ約束を嗣ぐべきイサクとヤコ

ブと共に幕屋に住めり、 10これ神の營み造りた

まふ基礎ある都を望めばなり。 11信仰に由りて

サラも約束したまふ者の忠實なるを思ひし故に、

年邁ぎたれど胤をやどす力を受けたり。 12この

故に死にたる者のごとき一人より天の星のごとく

、また海邊の數へがたき砂のごとく夥多しく生れ

出でたり。 13彼等はみな信仰を懷きて死にたり

、未だ約束の物を受けざりしが、遙にこれを見て

迎へ、地にては旅人また寓れる者なるを言ひあら

はせり。 14斯く言ふは、己が故郷を求むること

を表すなり。 15若しその出でし處を念はば、歸

るべき機ありしなるべし。 16されど彼らの慕ふ

所は天にある更に勝りたる所なり。この故に神は

彼らの神と稱へらるるを恥とし給はず、そは彼

等のために都を備へ給へばなり。 17信仰に由り

てアブラハムは試みられし時イサクを献げたり、

彼は約束を喜び受けし者なるに、その獨子を献げ

たり。 18彼に對しては『イサクより出づる者な

んぢの裔と稱へらるべし』と云ひ給ひしなり。 19

かれ思へらく、神は死人の中より之を甦へらする

ことを得給ふと、乃ち死より之を受けしが如くな

りき。 20信仰に由りてイサクは來らんとする事

につきヤコブとエサウとを祝福せり。 21信仰に

由りてヤコブは死ぬる時ヨセフの子等をおのお

の祝福し、その杖の頭によりて禮拜せり。 22信

仰に由りてヨセフは生命の終らんとする時、イス

ラエルの子らの出で立つことに就きて語り、又お

のが骨のことを命じたり。 23信仰に由りて兩親

はモーセの生れたる時、その美しき子なるを見て

、王の命をも畏れずして三月の間これを匿したり

。 24信仰に由りてモーセは人と成りしときパロ

の女の子と稱へらるるを否み、 25罪のはかなき

歡樂を受けんよりは、寧ろ神の民とともに苦しま

んことを善しとし、 26キリストに因る謗はエジ

プトの財寶にまさる大なる富と思へり、これ報を

望めばなり。 27信仰に由りて彼は王の憤恚を畏

れずしてエジプトを去れり。これ見えざる者を見

るがごとく耐ふる事をすればなり。 28信仰に由

りて彼は過越と血を灑ぐこととを行へり、これ初

子を滅す者の彼らに觸れざらん爲なり。 29信仰

に由りてイスラエル人は紅海を乾ける地のごとく

渡りしが、エジプト人は然せんと試みて溺れ死に

たり。 30信仰に由りて七日のあいだ廻りたれば

エリコの石垣は崩れたり。 31信仰に由りて遊女

ラハブは平和をもて間者を接けたれば、不從順

の者とともに亡びざりき。 32この外なにを言ふ

べきか、ギデオン、バラク、サムソン、エフタ、

またダビデ、サムエル及び預言者たちに就きて語

らば、時足らざるべし。 33彼らは信仰によりて

國々を服へ、義をおこなひ、約束のものを得、獅

子の口をふさぎ、 34火の勢力を消し、劍の刃を

のがれ、弱よりして強くせられ、戰爭に勇ましく

なり、異國人の軍勢を退かせたり。 35女は死に

たる者の復活を得、ある人は更に勝りたる復活を

得んために、免さるることを願はずして極刑を甘

んじたり。 36その他の者は嘲笑と鞭と、また縲

絏と牢獄との試錬を受け、 37或者は石にて撃た

れ、試みられ、鐵鋸にて挽かれ、劍にて殺され、

羊・山羊の皮を纏ひて經あるき、乏しくなり、惱

され、苦しめられ、 38（世は彼らを置くに堪へ

ず）荒野と山と洞と地の穴とに徨へり。 39彼等

はみな信仰に由りて證せられたれども約束のもの

を得ざりき。 40これ神は我らの爲に勝りたるも
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のを備へ給ひし故に、彼らも我らと偕ならざれば

、全うせらるる事なきなり。

12この故に我らは斯く多くの證人に雲のごとく
圍まれたれば、凡ての重荷と纏へる罪とを除

け、忍耐をもて我らの前に置かれたる馳場をはし

り、 2信仰の導師また之を全うする者なるイエス

を仰ぎ見るべし。彼はその前に置かれたる歡喜の

ために、恥をも厭はずして十字架をしのび、遂に

神の御座の右に坐し給へり。 3なんじら倦み疲れ

て心を喪ふこと莫らんために、罪人らの斯く己に

逆ひしことを忍び給へる者をおもへ。 4汝らは罪

と鬪ひて未だ血を流すまで抵抗しことなし。 5ま

た子に告ぐるごとく汝らに告げ給ひし勸言を忘れ

たり。曰く『わが子よ、主の懲戒を輕んずるなか

れ、主に戒めらるるとき倦むなかれ。 6そは主、

その愛する者を懲しめ、凡てその受け給ふ子を鞭

うち給へばなり』と。 7汝らの忍ぶは懲戒の爲な

り、神は汝らを子のごとく待ひたまふ、誰か父の

懲しめぬ子あらんや。 8凡ての人の受くる懲戒、

もし汝らに無くば、それは私生兒にして眞の子に

あらず、 9また我らの肉體の父は、我らを懲しめ

し者なるに尚これを敬へり、況して靈魂の父に服

ひて生くることを爲ざらんや。 10そは肉體の父

は暫くの間その心のままに懲しむることを爲しが

、靈魂の父は我らを益するために、その聖潔に與

らせんとて懲しめ給へばなり。 11凡ての懲戒、

今は喜ばしと見えず、反つて悲しと見ゆ、されど

後これに由りて練習する者に、義の平安なる果を

結ばしむ。 12されば衰へたる手、弱りたる膝を

強くし、 13足蹇へたる者の履み外すことなく、

反つて醫されんために汝らの足に直なる途を備へ

よ。 14力めて凡ての人と和ぎ、自ら潔からんこ

とを求めよ。もし潔からずば、主を見ること能は

ず。 15なんじら愼め、恐らくは神の恩惠に至ら

ぬ者あらん。恐らくは苦き根はえいでて汝らを惱

し、多くの人これに由りて汚されん。 16恐らく

は淫行のもの、或は一飯のために長子の特權を賣

りしエサウの如き妄なるもの起らん。 17汝らの

知るごとく、彼はそののち祝福を受けんと欲した

れども棄てられ、涙を流して之を求めたれど囘復

の機を得ざりき。 18汝らの近づきたるは、火の

燃ゆる觸り得べき山・黒雲・黒闇・嵐、 19ラッ

パの音、言の聲にあらず、この聲を聞きし者は此

の上に言の加へられざらんことを願へり。 20こ

れ『獸すら山に觸れなば、石にて撃るべし』と命

ぜられしを、彼らは忍ぶこと能はざりし故なり。

21その現れしところ極めて怖しかりしかば、モー

セは『われ甚く怖れ戰けり』と云へり。 22され

ど汝らの近づきたるはシオンの山、活ける神の都

なる天のエルサレム、千萬の御使の集會、 23天

に録されたる長子どもの教會、萬民の審判主な

る神、全うせられたる義人の靈魂、 24新約の仲

保なるイエス及びアベルの血に勝りて物言ふ灑

の血なり、 25なんじら心して語りたまふ者を拒

むな、もし地にて示し給ひし時これを拒みし者ど

も遁るる事なかりしならば、況して天より示し給

ふとき、我ら之を退けて遁るることを得んや。 26

その時、その聲、地を震へり、されど今は誓ひて

言ひたまふ『我なほ一たび地のみならず、天をも

震はん』と。 27此の『なほ一度』とは震はれぬ

物の存らんために、震はるる物すなはち造られた

る物の取り除かるることを表すなり。 28この故

に我らは震はれぬ國を受けたれば、感謝して恭敬

と畏懼とをもて御心にかなふ奉仕を神になすべし

。 29我らの神は燒き盡す火なればなり。

13兄弟の愛を常に保つべし。 2旅人の接待を忘

るな、或人これに由り、知らずして御使を

舍したり。 3己も共に繋がるるごとく囚人を思へ

、また己も肉體に在れば、苦しむ者を思へ。 4凡

ての人、婚姻のことを貴べ、また寢床を汚すな。

神は淫行のもの、姦淫の者を審き給ふべければな

り。 5金を愛することなく、有てるものを以て足

れりとせよ。主みづから『われ更に汝を去らず、

汝を捨てじ』と言ひ給ひたればなり。 6然れば我

ら心を強くして斯く言はん『主わが助主なり、我

おそれじ。人われに何をなさん』と。 7神の言を

汝らに語りて汝らを導きし者どもを思へ、その行

状の終を見てその信仰に效へ。 8イエス・キリス

トは昨日も今日も永遠までも變り給ふことなし。

(aiōn g165) 9各樣の異なる教のために惑さるな。飮

食によらず、恩惠によりて心を堅うするは善し、

飮食によりて歩みたる者は益を得ざりき。 10我

らに祭壇あり、幕屋に事ふる者は之より食する權

を有たず。 11大祭司、罪のために活物の血を携

へて至聖所に入り、その活物の體は陣營の外に

て燒かるるなり。 12この故にイエスも己が血を

もて民を潔めんが爲に、門の外にて苦難を受け給

へり。 13されば我らは彼の恥を負ひ、陣營より
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出でてその御許に往くべし。 14われら此處には

永遠の都なくして、ただ來らんとする者を求むれ

ばなり。 15此の故に我らイエスによりて常に讃

美の供物を神に献ぐべし、乃ちその御名を頌むる

口唇の果なり。 16かつ仁慈と施濟とを忘るな、

神は斯くのごとき供物を喜びたまふ。 17汝らを

導く者に順ひ之に服せよ。彼らは己が事を神に陳

ぶべき者なれば、汝らの靈魂のために目を覺しを

るなり。彼らを歎かせず、喜びて斯く爲さしめよ

、然らずば汝らに益なかるべし。 18我らの爲に

祈れ、我らは善き良心ありて凡てのこと正しく行

はんと欲するを信ずるなり。 19われ速かに汝ら

に歸ることを得んために、汝らの祈らんことを殊

に求む。 20願はくは永遠の契約の血によりて、

羊の大牧者となれる我らの主イエスを、死人の中

より引上げ給ひし平和の神、 (aiōnios g166) 21その悦

びたまふ所を、イエス・キリストに由りて我らの

衷に行ひ、御意を行はしめん爲に凡ての善き事に

つきて、汝らを全うし給はんことを。世々限り

なく榮光、かれに在れ、アァメン。 (aiōn g165) 22兄

弟よ、請ふ我が勸の言を容れよ、我なんじらに手

短く書き贈りたるなり。 23なんじら知れ、我ら

の兄弟テモテは釋されたり。彼もし速かに來らば

、我かれと偕に汝らを見ん。 24汝らの凡ての導

く者、および凡ての聖徒に安否を問へ。イタリヤ

の人々、なんぢらに安否を問ふ。 25願はくは恩

惠なんぢら衆と偕に在らんことを。
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ヤコブの手紙

1神および主イエス・キリストの僕ヤコブ、散
り居る十二の族の平安を祈る。 2わが兄弟よ、

なんぢら各樣の試錬に遭ふとき、只管これを歡喜

とせよ。 3そは汝らの信仰の驗は、忍耐を生ずる

を知ればなり。 4忍耐をして全き活動をなさしめ

よ。これ汝らが全くかつ備りて、缺くる所なから

ん爲なり。 5汝らの中もし智慧の缺くる者あらば

、咎むることなくまた惜む事なく、凡ての人に與

ふる神に求むべし、さらば與へられん。 6但し疑

ふことなく、信仰をもて求むべし。疑ふ者は、風

に動かされて翻へる海の波のごときなり。 7かか

る人は主より何物をも受くと思ふな。 8斯かる

人は二心にして、凡てその歩むところの途定り

なし。 9卑き兄弟は、おのが高くせられたるを喜

べ。 10富める者は、おのが卑くせられたるを喜

べ。そは草の花のごとく過ぎゆくべければなり。

11日出で熱き風吹きて草を枯らせば、花落ちて

その麗しき姿ほろぶ。富める者もまた斯くのごと

く、その途の半にして己まづ消え失せん。 12試

錬に耐ふる者は幸福なり、之を善しとせらるる時

は、主のおのれを愛する者に、約束し給ひし生命

の冠冕を受くべければなり。 13人誘はるるとき

『神われを誘ひたまふ』と言ふな、神は惡に誘は

れ給はず、又みづから人を誘ひ給ふことなし。 14

人の誘はるるは己の慾に引かれて惑さるるなり。

15慾孕みて罪を生み、罪成りて死を生む。 16わ

が愛する兄弟よ、自ら欺くな。 17凡ての善き賜

物と凡ての全き賜物とは、上より、もろもろの光

の父より降るなり。父は變ることなく、また囘轉

の影もなき者なり。 18その造り給へる物の中に

て我らを初穗のごとき者たらしめんとて、御旨の

ままに眞理の言をもて、我らを生み給へり。 19

わが愛する兄弟よ、汝らは之を知る。されば、お

のおの聽くことを速かにし、語ることを遲くし、

怒ることを遲くせよ。 20人の怒は神の義を行は

ざればなり。 21されば凡ての穢と溢るる惡とを

捨て、柔和をもて其の植ゑられたる所の靈魂を救

ひ得る言を受けよ。 22ただ御言を聞くのみにし

て、己を欺く者とならず、之を行ふ者となれ。 23

それ御言を聞くのみにして之を行はぬ者は、鏡に

て己が生來の顏を見る人に似たり。 24己をうつ

し見て立ち去れば、直ちにその如何なる姿なりし

かを忘る。 25されど全き律法、すなはち自由の

律法を懇ろに見て離れぬ者は、業を行ふ者にして

、聞きて忘るる者にあらず、その行爲によりて幸

福ならん。 26人もし自ら信心ふかき者と思ひて

、その舌に轡を著けず、己が心を欺かば、その信

心は空しきなり。 27父なる神の前に潔くして穢

なき信心は、孤兒と寡婦とをその患難の時に見舞

ひ、また自ら守りて世に汚されぬ是なり。

2わが兄弟よ、榮光の主なる我らの主イエス・
キリストに對する信仰を保たんには、人を偏

り視るな。 2金の指輪をはめ華美なる衣を著たる

人、なんぢらの會堂に入りきたり、また粗末なる

衣を著たる貧しき者いり來らんに、 3汝等その

華美なる衣を著たる人を重んじ視て『なんぢ此の

善き處に坐せよ』と言ひ、また貧しき者に『なん

ぢ彼處に立つか、又はわが足下に坐せよ』と言は

ば、 4汝らの中にて區別をなし、また惡しき思を

もてる審判人となるに非ずや。 5わが愛する兄

弟よ、聽け、神は世の貧しき者を選びて信仰に富

ませ、神を愛する者に約束し給ひし國の世繼たら

しめ給ひしに非ずや。 6然るに汝らは貧しき者を

輕んじたり、汝らを虐げ、また裁判所に曳くもの

は、富める者にあらずや。 7彼らは汝らの上に稱

へらるる尊き名を汚すものに非ずや。 8汝等も

し聖書にある『おのれの如く汝の隣を愛すべし』

との尊き律法を全うせば、その爲すところ善し。

9されど若し人を偏り視れば、これ罪を行ふなり

。律法、なんぢらを犯罪者と定めん。 10人、律

法全體を守るとも、その一つに躓かば是すべて

を犯すなり。 11それ『姦淫する勿れ』と宣ひし

者、また『殺す勿れ』と宣ひたれば、なんぢ姦淫

せずとも、若し人を殺さば律法を破る者となるな

り、 12なんぢら自由の律法によりて審かれんと

する者のごとく語り、かつ行ふべし。 13憐憫を

行はぬ者は憐憫なき審判を受けん、憐憫は審判に

むかひて勝ち誇るなり。 14わが兄弟よ、人みづ

から信仰ありと言ひて、もし行爲なくば何の益か

あらん、かかる信仰は彼を救ひ得んや。 15もし

兄弟或は姉妹、裸體にて日用の食物に乏しから

んとき、 16汝等のうち、或人これに『安らかに

して往け、温かなれ、飽くことを得よ』といひて

體に無くてならぬ物を與へずば、何の益かあらん

。 17斯くのごとく信仰もし行爲なくば、死にた

る者なり。 18人もまた言はん『なんぢ信仰あり
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、われ行爲あり、汝の行爲なき信仰を我に示せ、

我わが行爲によりて信仰を汝に示さん』と。 19

なんぢ神は唯一なりと信ずるか、かく信ずるは善

し、惡鬼も亦信じて慄けり。 20ああ虚しき人よ

、なんぢ行爲なき信仰の徒然なるを知らんと欲す

るか。 21我らの父アブラハムはその子イサクを

祭壇に献げしとき、行爲によりて義とせられたる

に非ずや。 22なんぢ見るべし、その信仰、行爲

と共にはたらき、行爲によりて全うせられたるを

。 23またアブラハム神を信じ、その信仰を義と

認められたりと云へる聖書は成就し、かつ彼は神

の友と稱へられたり。 24かく人の義とせらるる

は、ただ信仰のみに由らずして行爲に由ることは

、汝らの見る所なり。 25また遊女ラハブも使者

を受け、これを他の途より去らせたるとき、行爲

によりて義とせられたるに非ずや。 26靈魂なき

體の死にたる者なるが如く、行爲なき信仰も死に

たるものなり。

3わが兄弟よ、なんぢら多く教師となるな。教
師たる我らの更に嚴しき審判を受くることを

、汝ら知ればなり。 2我らは皆しばしば躓く者な

り、人もし言に蹉跌なくば、これ全き人にして全

身に轡を著け得るなり。 3われら馬を己に馴はせ

んために轡をその口に置くときは、その全身を馭

し得るなり。 4また船を見よ、その形は大く、か

つ激しき風に追はるるとも、最小き舵にて舵人

の欲するままに運すなり。 5斯くのごとく舌もま

た小きものなれど、その誇るところ大なり。視よ

、いかに小き火の、いかに大なる林を燃すかを。

6舌は火なり、不義の世界なり、舌は我らの肢體

の中にて、全身を汚し、また地獄より燃え出でて

一生の車輪を燃すものなり。 (Geenna g1067) 7獸・鳥

・匍ふもの・海にあるもの等、さまざまの種類み

な制せらる、既に人に制せられたり。 8されど誰

も舌を制すること能はず、舌は動きて止まぬ惡に

して死の毒の滿つるものなり。 9われら之をもて

主たる父を讃め、また之をもて神に象りて造られ

たる人を詛ふ。 10讃美と呪詛と同じ口より出づ

。わが兄弟よ、かかる事はあるべきにあらず。 11

泉は同じ穴より甘き水と苦き水とを出さんや。 12

わが兄弟よ、無花果の樹オリブの實を結び、葡萄

の樹、無花果の實を結ぶことを得んや。斯くのご

とく鹽水は甘き水を出すこと能はず。 13汝等の

うち智くして慧き者は誰なるか、その人は善き行

状により柔和なる智慧をもて行爲を顯すべし。 14

されど汝等もし心のうちに苦き妬と黨派心とを

懷かば、誇るな、眞理に悖りて僞るな。 15かか

る智慧は上より下るにあらず、地に屬し、情慾

に屬し、惡鬼に屬するものなり。 16妬と黨派心

とある所には亂と各樣の惡しき業とあればなり。

17されど上よりの智慧は第一に潔よく、次に平和

・寛容・温順また憐憫と善き果とに滿ち、人を偏

り視ず、虚僞なきものなり。 18義の果は平和を

おこなふ者の平和をもて播くに因るなり。

4汝等のうちの戰爭は何處よりか、分爭は何處
よりか、汝らの肢體のうちに戰ふ慾より來る

にあらずや。 2汝ら貪れども得ず、殺すことをな

し、妬むことを爲れども得ること能はず、汝らは

爭ひまた戰す。汝らの得ざるは求めざるに因りて

なり。 3汝ら求めてなほ受けざるは慾のために費

さんとて妄に求むるが故なり。 4姦淫をおこなふ

者よ、世の友となるは、神に敵するなるを知らぬ

か、誰にても世の友とならんと欲する者は、己を

神の敵とするなり。 5聖書に『神は我らの衷に住

ませ給ひし靈を、妬むほどに慕ひたまふ』と云へ

るを虚しきことと汝ら思ふか。 6神は更に大なる

恩惠を賜ふ。されば言ふ『神は高ぶる者を拒ぎ、

へりくだる者に恩惠を與へ給ふ』と。 7この故に

汝ら神に服へ、惡魔に立ち向へ、さらば彼なんぢ

らを逃げ去らん。 8神に近づけ、さらば神なんぢ

らに近づき給はん。罪人よ、手を淨めよ、二心の

者よ、心を潔よくせよ。 9なんぢら惱め、悲しめ

、泣け、なんぢらの笑を悲歎に、なんぢらの歡喜

を憂に易へよ。 10主の前に己を卑うせよ、然ら

ば主なんぢらを高うし給はん。 11兄弟よ、互に

謗るな。兄弟を謗る者、兄弟を審く者は、これ律

法を誹り、律法を審くなり。汝もし律法を審かば

、律法をおこなふ者にあらずして審判人なり。

12立法者また審判者は唯一人にして、救ふことを

も滅ぼすことをも爲し得るなり。なんぢ誰なれば

隣を審くか。 13聽け『われら今日もしくは明日

それがしの町に往きて、一年の間かしこに留り、

賣買して利を得ん』と言ふ者よ、 14汝らは明日

のことを知らず、汝らの生命は何ぞ、暫く現れて

遂に消ゆる霧なり。 15汝等その言ふところに易

へて『主の御意ならば、我ら活きて此のこと、或

は彼のことを爲さん』と言ふべきなり。 16され

ど今なんぢらは高ぶりて誇る、斯くのごとき誇は
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みな惡しきなり。 17人善を行ふことを知りて、

之を行はぬは罪なり。

5聽け、富める者よ、なんぢらの上に來らんと
する艱難のために泣きさけべ。 2汝らの財は朽

ち、汝らの衣は蠧み、 3汝らの金銀は錆びたり

。この錆なんぢらに對ひて證をなし、かつ火のご

とく汝らの肉を蝕はん。汝等この末の世に在り

てなほ財を蓄へたり。 4視よ、汝等がその畑を

刈り入れたる勞動人に拂はざりし値は叫び、その

刈りし者の呼聲は萬軍の主の耳に入れり。 5汝ら

は地にて奢り樂しみ、屠らるる日に在りて尚おの

が心を飽かせり。 6汝らは正しき者を罪に定め、

且これを殺せり、彼は汝らに抵抗することなし。

7兄弟よ、主の來り給ふまで耐へ忍べ。視よ、農

夫は地の貴き實を、前と後との雨を得るまで耐へ

忍びて待つなり。 8汝らも耐へ忍べ、なんぢらの

心を堅うせよ。主の來り給ふこと近づきたればな

り。 9兄弟よ、互に怨言をいふな、恐らくは審か

れん。視よ、審判主、門の前に立ちたまふ。 10

兄弟よ、主の名によりて語りし預言者たちを苦難

と耐忍との模範とせよ。 11視よ、我らは忍ぶ者

を幸福なりと思ふ。なんぢらヨブの忍耐を聞けり

、主の彼に成し給ひし果を見たり、即ち主は慈悲

ふかく、かつ憐憫あるものなり。 12わが兄弟よ

、何事よりも先づ誓ふな、或は天、あるひは地、

あるひは其の他のものを指して誓ふな。只なんぢ

ら然りは然り否は否とせよ、罪に定めらるる事な

からん爲なり。 13汝等のうち苦しむ者あるか、

その人、祈せよ。喜ぶ者あるか、その人、讃美せ

よ。 14汝等のうち病める者あるか、その人、教

會の長老たちを招け。彼らは主の名により其の人

に油をぬりて祈るべし。 15さらば信仰の祈は病

める者を救はん、主かれを起し給はん、もし罪を

犯しし事あらば赦されん。 16この故に互に罪を

言ひ表し、かつ癒されんために相互に祈れ、正

しき人の祈ははたらきて大なる力あり。 17エリ

ヤは我らと同じ情をもてる人なるに、雨降らざ

ることを切に祈りしかば、三年六个月のあひだ

地に雨降らざりき。 18かくて再び祈りたれば、

天雨を降らし、地その果を生ぜり。 19わが兄弟

よ、汝等のうち眞理より迷ふ者あらんに、誰か

之を引囘さば、 20その人は知れ、罪人をその迷

へる道より引囘す者は、かれの靈魂を死より救ひ

、多くの罪を掩ふことを。
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ペテロの手紙第一

1イエス・キリストの使徒ペテロ、書をポント
、ガラテヤ、カパドキヤ、アジヤ、ピテニヤ

に散りて宿れる者、 2即ち父なる神の預じめ知り

給ふところに隨ひて、御靈の潔により柔順ならん

ため、イエス・キリストの血の灑を受けんために

選ばれたる者に贈る。願はくは恩惠と平安と汝ら

に増さんことを。 3讃むべきかな、我らの主イエ

ス・キリストの父なる神、その大なる憐憫に隨ひ

、イエス・キリストの死人の中より甦へり給へる

ことに由り、我らを新に生れしめて生ける望を懷

かせ、 4汝らの爲に天に蓄へある、朽ちず汚れず

萎まざる嗣業を繼がしめ給へり。 5汝らは終のと

きに顯れんとて備りたる救を得んために、信仰に

よりて神の力に護らるるなり。 6この故に汝ら今

しばしの程さまざまの試煉によりて憂へざるを得

ずとも、なほ大に喜べり。 7汝らの信仰の驗は、

壞つる金の火にためさるるよりも貴くして、イエ

ス・キリストの現れ給ふとき譽と光榮と尊貴とを

得べきなり。 8汝らイエスを見しことなけれど之

を愛し、今見ざれども之を信じて、言ひがたく

、かつ光榮ある喜悦をもて喜ぶ。 9これ信仰の極

、すなはち靈魂の救を受くるに因る。 10汝らの

受くべき恩惠を預言したる預言者たちは、この救

につきて具に尋ね査べたり。 11即ち彼らは己が

中に在すキリストの靈の、キリストの受くべき苦

難および其の後の榮光を預じめ證して、何時のこ

ろ如何なる時を示し給ひしかを査べたり。 12彼

等はその勤むるところ己のためにあらず、汝らの

爲なることを默示によりて知れり。即ち天より遣

され給へる聖靈によりて福音を宣ぶる者どもの

、汝らに傳へたる所にして、御使たちも之を懇ろ

に視んと欲するなり。 13この故に、なんぢら心

の腰に帶し、愼みてイエス・キリストの現れ給ふ

ときに、與へられんとする恩惠を疑はずして望め

。 14從順なる子等の如くして、前の無知なりし

時の慾に效はず、 15汝らを召し給ひし聖者に效

ひて、自ら凡ての行状に潔かれ。 16録して『わ

れ聖なれば、汝らも聖なるべし』とあればなり。

17また偏ることなく各人の業に隨ひて審きたまふ

者を父と呼ばば、畏をもて世に寓る時を過せ。 18

なんぢらが先祖たちより傳はりたる虚しき行状よ

り贖はれしは、銀や金のごとき朽つる物に由るに

あらず、 19瑕なく汚點なき羔羊の如きキリスト

の貴き血に由ることを知ればなり。 20彼は世の

創の前より預じめ知られたまひしが、この末の世

に現れ給へり。 21これは彼を死人の中より甦へ

らせて之に榮光を與へ給ひし神を、彼によりて信

ずる汝らの爲なり、この故に汝らの信仰と希望と

は神に由れり。 22なんぢら眞理に從ふによりて

靈魂をきよめ、僞りなく兄弟を愛するに至りたれ

ば、心より熱く相愛せよ。 23汝らは朽つる種に

由らで、朽つることなき種、すなはち神の活ける

限りなく保つ言に由りて新に生れたればなり。

(aiōn g165) 24『人はみな草のごとく、その光榮はみ

な草の花の如し、草は枯れ、花は落つ。 25され

ど主の御言は永遠に保つなり』汝らに宣傅へたる

福音の言は即ちこれなり。 (aiōn g165)

2されば凡ての惡意、すべての詭計・僞善・嫉
妬および凡ての謗を棄てて、 2いま生れし嬰兒

のごとく靈の眞の乳を慕へ、之により育ちて救に

至らん爲なり。 3なんぢら既に主の仁慈あること

を味ひ知りたらんには、然すべきなり。 4主は人

に棄てられ給へど、神に選ばれたる貴き活ける石

なり。 5なんぢら彼にきたり、活ける石のごとく

建てられて靈の家となれ。これ潔き祭司となり、

イエス・キリストに由りて神に喜ばるる靈の犧牲

を献げん爲なり。 6聖書に『視よ、選ばれたる貴

き隅の首石を我シオンに置く。之に依頼む者は辱

しめられじ』とあるなり。 7されば信ずる汝らに

は尊きなれど、信ぜぬ者には『造家者らの棄てた

る石は、隅の首石となれる』にて、 8『つまづく

石、礙ぐる岩』となるなり。彼らは服はぬに因り

て御言に躓く。これは斯く定められたるなり。 9

されど汝らは選ばれたる族、王なる祭司・潔き國

人・神に屬ける民なり、これ汝らを暗黒より召し

て、己の妙なる光に入れ給ひし者の譽を顯させん

爲なり。 10なんぢら前には民にあらざりしが、

今は神の民なり。前には憐憫を蒙らざりしが、今

は憐憫を蒙れり。 11愛する者よ、われ汝らに勸

む。汝らは旅人また宿れる者なれば、靈魂に逆ひ

て戰ふ肉の慾を避け、 12異邦人の中にありて行

状を美しく爲よ、これ汝らを謗りて惡をおこなふ

者と云へる人々の、汝らの善き行爲を見て、反つ

て眷顧の日に神を崇めん爲なり。 13なんぢら主

のために凡て人の立てたる制度に服へ。或は上に

在る王、 14或は惡をおこなふ者を罰し、善をお
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こなふ者を賞せんために王より遣されたる司に服

へ。 15善を行ひて愚なる人の無知の言を止むる

は、神の御意なればなり。 16なんぢら自由なる

者のごとくすとも、その自由をもて惡の覆となさ

ず、神の僕のごとくせよ。 17なんぢら凡ての人

を敬ひ、兄弟を愛し、神を畏れ、王を尊べ。 18

僕たる者よ、大なる畏をもて主人に服へ、啻に善

きもの、寛容なる者にのみならず、情なき者にも

服へ、 19人もし受くべからざる苦難を受け、神

を認むるに因りて憂に堪ふる事をせば、これ譽む

べきなり。 20もし罪を犯して撻たるるとき、之

を忍ぶとも何の功かある。されど若し善を行ひて

なほ苦しめらるる時これを忍ばば、これ神の譽め

たまふ所なり。 21汝らは之がために召されたり

、キリストも汝らの爲に苦難をうけ、汝らを其の

足跡に隨はしめんとて模範を遺し給へるなり。 22

彼は罪を犯さず、その口に虚僞なく、 23また罵

られて罵らず、苦しめられて脅かさず、正しく審

きたまふ者に己を委ね、 24木の上に懸りて、み

づから我らの罪を己が身に負ひ給へり。これ我ら

が罪に就きて死に、義に就きて生きん爲なり。汝

らは彼の傷によりて癒されたり。 25なんぢら前

には羊のごとく迷ひたりしが、今は汝らの靈魂の

牧者たる監督に歸りたり。

3妻たる者よ、汝らもその夫に服へ。たとひ御
言に遵はぬ夫ありとも、汝らの潔く、かつ恭

敬しき行状を見て、言によらず妻の行状によりて

救に入らん爲なり。 2妻たる者よ、汝らもその夫

に服へ。たとひ御言に遵はぬ夫ありとも、汝らの

潔く、かつ恭敬しき行状を見て、言によらず妻の

行状によりて救に入らん爲なり。 3汝らは髮を辮

み、金をかけ、衣服を裝ふごとき表面のものを飾

とせず、 4心のうちの隱れたる人、すなはち柔和

、恬靜なる靈の朽ちぬ物を飾とすべし、是こそは

神の前にて價貴きものなれ。 5むかし神に望を

置きたる潔き女たちも、かくの如くその夫に服ひ

て己を飾りたり。 6即ちサラがアブラハムを主と

呼びて之に服ひし如し。汝らも善を行ひて何事に

も戰き懼れずばサラの子たるなり。 7夫たる者よ

、汝らその妻を己より弱き器の如くし、知識にし

たがひて偕に棲み、生命の恩惠を共に嗣ぐ者とし

て之を貴べ、これ汝らの祈に妨害なからん爲なり

。 8終に言ふ、汝らみな心を同じうし、互に思ひ

遣り、兄弟を愛し、憐み、へりくだり、 9惡をも

て惡に、謗をもて謗に報ゆることなく、反つて之

を祝福せよ。汝らの召されたるは祝福を嗣がん爲

なればなり。 10『生命を愛し、善き日を送らん

とする者は、舌を抑へて惡を避け、口唇を抑へて

虚僞を語らず、 11惡より遠ざかりて善をおこな

ひ、平和を求めて之を追ふべし。 12それ主の目

は義人の上にとどまり、その耳は彼らの祈にかた

むく。されど主の御顏は惡をおこなふ者に向ふ』

13汝等もし善に熱心ならば、誰か汝らを害はん。

14たとひ義のために苦しめらるる事ありとも、汝

ら幸福なり『彼等の威嚇を懼るな、また心を騷

がすな』 15心の中にキリストを主と崇めよ、ま

た汝らの衷にある望の理由を問ふ人には、柔和と

畏懼とをもて常に辯明すべき準備をなし、 16か

つ善き良心を保て。これ汝等のキリストに在り

て行ふ善き行状を罵る者の、その謗ることに就き

て自ら愧ぢん爲なり。 17もし善をおこなひて苦

難を受くること神の御意ならば、惡を行ひて苦難

を受くるに勝るなり。 18キリストも汝らを神に

近づかせんとて、正しきもの正しからぬ者に代り

て、一たび罪のために死に給へり、彼は肉體にて

殺され、靈にて生かされ給へるなり。 19また靈

にて往き、獄にある靈に宣傅へたまへり。 20こ

れらの靈は、昔ノアの時代に方舟の備へらるるあ

ひだ寛容をもて神の待ち給へるとき、服はざりし

者どもなり、その方舟に入り水を經て救はれし者

は、僅にしてただ八人なりき。 21その水に象れ

るバプテスマは肉の汚穢を除くにあらず、善き良

心の神に對する要求にして、イエス・キリストの

復活によりて今なんぢらを救ふ。 22彼は天に昇

りて神の右に在す。御使たち及びもろもろの權威

と能力とは彼に服ふなり。

4キリスト肉體にて苦難を受け給ひたれば、汝
らも亦おなじ心をもて自ら鎧へ。――肉體に

て苦難を受くる者は罪を止むるなり―― 2これ今

よりのち、人の慾に從はず、神の御意に從ひて、

肉體に寓れる殘の時を過さん爲なり。 3なんぢら

過ぎにし日は、異邦人の好む所をおこなひ、好色

・慾情・酩酊・宴樂・暴飮・律法にかなはぬ偶

像崇拜に歩みて、もはや足れり。 4彼らは汝ら

の己とともに放蕩の極に走らぬを怪しみて譏るな

り。 5彼らは生ける者と死にたる者とを審く準備

をなし給へる者に己のことを陳ぶべし。 6福音の

死にたる者に宣傅へられしは、彼らが肉體にて人
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のごとく審かれ、靈にて神のごとく生きん爲なり

。 7萬の物のをはり近づけり、然れば汝ら心を慥

にし、愼みて祈せよ。 8何事よりも先づ互に熱く

相愛せよ。愛は多くの罪を掩へばなり。 9また

吝むことなく互に懇ろに待せ。 10神のさまざま

の恩惠を掌どる善き家司のごとく、各人その受

けし賜物をもて互に事へよ。 11もし語るならば

、神の言をかたる者のごとく語り、事ふるならば

、神の與へたまふ能力を受けたる者のごとく事へ

よ。是イエス・キリストによりて事々に神の崇め

られ給はん爲なり。榮光と權力とは世々限りな

く彼に歸するなり、アァメン。 (aiōn g165) 12愛する

者よ、汝らを試みんとて來れる火のごとき試煉を

異なる事として怪しまず、 13反つてキリストの

苦難に與れば、與るほど喜べ、なんぢら彼の榮光

の顯れん時にも喜び樂しまん爲なり。 14もし汝

等キリストの名のために謗られなば幸福なり。榮

光の御靈すなはち神の御靈なんじらの上に留り給

へばなり。 15汝等のうち誰にても或は殺人、あ

るひは盜人、あるひは惡を行ふ者、あるひは妄に

他人の事に干渉する者となりて苦難に遭ふな。 16

されど若しキリステアンたるをもて苦難を受けな

ば、之を恥づることなく、反つて此の名によりて

神を崇めよ。 17既に時いたれり、審判は神の家

より始るべし。まづ我等より始るとせば、神の福

音に從はざる者のその結局は如何にぞや。 18義

人もし辛うじて救はるるならば、不敬虔なるも

の、罪ある者は何處にか立たん。 19されば神の

御意に從ひて苦難を受くる者は、善を行ひて己が

靈魂を眞實なる造物主にゆだね奉るべし。

5われ汝らの中なる長老たちに勸む（我は汝ら
と同じく長老たる者、またキリストの苦難の

證人、顯れんとする榮光に與る者なり） 2汝らの

中にある神の群羊を牧へ。止むを得ずして爲さず

、神に從ひて心より爲し、利を貪るために爲さず

、悦びてなし、 3委ねられたる者の主とならず、

群羊の模範となれ。 4さらば大牧者の現れ給ふと

き、萎まざる光榮の冠冕を受けん。 5若き者よ、

なんぢら長老たちに服へ、かつ皆たがひに謙遜を

まとへ『神は高ぶる者を拒ぎ、へりくだる者に恩

惠を與へ給ふ』 6この故に神の能力ある御手の下

に己を卑うせよ、さらば時に及びて神なんぢらを

高うし給はん。 7又もろもろの心勞を神に委ねよ

、神なんぢらの爲に慮ぱかり給へばなり。 8愼み

て目を覺しをれ、汝らの仇なる惡魔、ほゆる獅子

のごとく歴迴りて呑むべきものを尋ぬ。 9なんぢ

ら信仰を堅うして彼を禦げ、なんぢらは世にある

兄弟たちの同じ苦難に遭ふを知ればなり。 10も

ろもろの恩惠の神、すなはち永遠の榮光を受けし

めんとて、キリストによりて汝らを召し給へる神

は、汝らが暫く苦難をうくる後、なんぢらを全う

し、堅うし、強くして、その基を定め給はん。

(aiōnios g166) 11願はくは權力世々限りなく神にあれ

、アァメン。 (aiōn g165) 12われ忠實なる兄弟なりと

思ふシルワノに由りて、簡單に書き贈りて汝らに

勸め、かつ此は神の眞の恩惠なることを證す、汝

等この恩惠に立て。 13汝らと共に選ばれてバビ

ロンに在る教會、なんぢらに安否を問ふ、わが子

マルコも安否を問ふ。 14なんぢら愛の接吻をも

て互に安否を問へ。願はくはキリストに在る汝ら

衆に平安あらんことを。
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ペテロの手紙第二

1イエス・キリストの僕また使徒なるシメオン
・ペテロ、書を我らの神および救主イエス・

キリストの義によりて、我らと同じ貴き信仰を受

けたる者に贈る。 2願はくは神および我らの主イ

エスを知るによりて、恩惠と平安と汝らに増さん

ことを。 3キリストの神たる能力は、生命と敬虔

とに係る凡てのものを我らに賜へり。是おのれの

榮光と徳とをもて召し給へる者を我ら知るに因り

てなり。 4その榮光と徳とによりて我らに貴き大

なる約束を賜へり、これは汝らが世に在る慾の滅

亡をのがれ、神の性質に與る者とならん爲なり。

5この故に勵み勉めて汝らの信仰に徳を加へ、徳

に知識を、 6知識に節制を、節制に忍耐を、忍耐

に敬虔を、 7敬虔に兄弟の愛を、兄弟の愛に博愛

を加へよ。 8此等のもの汝らの衷にありて彌増

すときは、汝等われらの主イエス・キリストを

知るに怠ることなく、實を結ばぬこと無きに至ら

ん。 9此等のものの無きは盲人にして遠く見る

こと能はず、己が舊き罪を潔められしことを忘れ

たるなり。 10この故に兄弟よ、ますます勵みて

汝らの召されたること、選ばれたることを堅うせ

よ。若し此等のことを行はば躓くことなからん

。 11かくて汝らは我らの主なる救主イエス・キ

リストの永遠の國に入る恩惠を豐に與へられん。

(aiōnios g166) 12されば汝らは此等のことを知り、既

に受けたる眞理に堅うせられたれど、我つねに此

等のことを思ひ出させんとするなり。 13我は尚

この幕屋に居るあいだ、汝らに思ひ出させて勵ま

すを正當なりと思ふ。 14そは我らの主イエス・

キリストの我に示し給へるごとく、我わが幕屋を

脱ぎ去ることの速かなるを知ればなり。 15我ま

た汝等をして我が世を去らん後にも、常に此等

のことを思ひ出させんと勉むべし。 16我らは我

らの主イエス・キリストの能力と來りたまふ事と

を汝らに告ぐるに、巧なる作話を用ひざりき、我

らは親しくその稜威を見し者なり。 17いとも貴

き榮光の中より聲出でて『こは我が愛しむ子な

り、我これを悦ぶ』と言ひ給へるとき、主は父な

る神より尊貴と榮光とを受け給へり。 18我らも

彼と偕に聖なる山に在りしとき、天より出づる此

の聲をきけり。 19かくて我らが有てる預言の言

は堅うせられたり。汝等この言を暗き處にかが

やく燈火として、夜明け、明星の汝らの心の中に

いづるまで顧みるは善し。 20なんじら先づ知れ

、聖書の預言は、すべて己がままに釋くべきもの

にあらぬを。 21預言は人の心より出でしにあら

ず、人々聖靈に動かされ、神によりて語れるも

のなればなり。

2されど民のうちに僞預言者おこりき、その如
く汝らの中にも僞教師あらん。彼らは滅亡に

いたる異端を持ち入れ、己らを買ひ給ひし主をさ

へ否みて、速かなる滅亡を自ら招くなり。 2また

多くの人かれらの好色に隨はん、之によりて眞の

道を譏らるべし。 3彼らは貪慾によりて飾言を設

け、汝等より利をとらん。彼らの審判は古へよ

り定められたれば遲からず、その滅亡は寢ねず。

4神は罪を犯しし御使たちを赦さずして地獄に投

げいれ、之を黒闇の穴におきて審判の時まで看守

し、 (Tartaroō g5020) 5また古き世を容さずして、た

だ義の宣傅者なるノアと他の七人とをのみ護り、

敬虔ならぬ者の世に洪水を來らせ、 6またソドム

とゴモラとの町を滅亡に定めて灰となし、後の不

敬虔をおこなふ者の鑑とし、 7ただ無法の者ども

の好色の擧動を憂ひし正しきロトのみを救ひ給へ

り。 8（この正しき人は彼らの中に住みて、日々

その不法の行爲を見聞して、己が正しき心を傷

めたり） 9かく主は敬虔なる者を試煉の中より救

ひ、また正しからぬ者を審判の日まで看守して之

を罰し、 10別けて、肉に隨ひて、汚れたる情慾

のうちを歩み、權ある者を輕んずる者を罰するこ

とを知り給ふ。この曹輩は膽太く放縱にして、

尊き者どもを譏りて畏れぬなり。 11御使たちは

かの尊き者どもに勝りて、大なる權勢と能力とあ

れど、彼らを主の御前に譏り訴ふることをせず。

12然れど、かの曹輩は恰も捕へられ屠らるるため

に生れたる辯別なき生物のごとし、知らぬことを

譏り、不義の價をえて必ず亡さるべし。 13彼ら

は晝もなほ酒食を快樂とし誘惑を樂しみ、汝らと

共に宴席に與りて、汚點となり瑕となる。 14そ

の目は淫婦にて滿ち罪に飽くことなし、彼らは靈

魂の定らぬ者を惑し、その心は貪欲に慣れて呪詛

の子たり。 15彼らは正しき道を離れて迷ひいで

、ベオルの子バラムの道に隨へり。バラムは不義

の報を愛して、 16その不法を咎められたり。物

言はぬ驢馬、人の聲して語り、かの預言者の狂を

止めたればなり。 17この曹輩は水なき井なり、
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颶風に逐はるる雲霧なり、黒き闇かれらの爲に備

へられたり。 18彼らは虚しき誇をかたり、迷の

中にある者どもより辛うじて遁れたる者を、肉の

慾と好色とをもて惑し、 19之に自由を與ふるこ

とを約すれど、自己は滅亡の奴隷たり、敗くる者

は勝つ者に奴隷とせらるればなり。 20彼等もし

主なる救主イエス・キリストを知るによりて、世

の汚穢をのがれしのち、復これに纏はれて敗くる

時は、その後の状は前よりもなほ惡しくなるなり

。 21義の道を知りて、その傳へられたる聖なる

誡命を去り往かんよりは寧ろ義の道を知らぬを勝

れりとす。 22俚諺に『犬おのが吐きたる物に歸

り來り、豚身を洗ひてまた泥の中に轉ぶ』と云

へるは眞にして、能く彼らに當れり。

3愛する者よ、われ今この第二の書を汝らに書
き贈り、第一なると之とをもて汝らに思ひ出

させ、その潔よき心を勵まし、 2聖なる預言者た

ちの預じめ云ひし言、および汝らの使徒たちの傳

へし主なる救主の誡命を憶えさせんとす。 3汝

等まづ知れ、末の世には嘲る者嘲笑をもて來り

、おのが慾に隨ひて歩み、 4かつ言はん『主の來

りたまふ約束は何處にありや、先祖たちの眠りし

のち、萬のもの開闢の初と等しくして變らざるな

り』と。 5彼らは殊更に次の事を知らざるなり、

即ち古へ神の言によりて天あり、地は水より出で

水によりて成立ちしが、 6その時の世は之により

水に淹はれて滅びたり。 7されど同じ御言により

て今の天と地とは蓄へられ、火にて燒かれん爲に

、敬虔ならぬ人々の審判と滅亡との日まで保たる

るなり。 8愛する者よ、なんぢら此の一事を忘る

な。主の御前には一日は千年のごとく、千年は一

日のごとし。 9主その約束を果すに遲きは、或

人の遲しと思ふが如きにあらず、ただ一人の亡ぶ

るをも望み給はず、凡ての人の悔改に至らんこと

を望みて汝らを永く忍び給ふなり。 10されど主

の日は盜人のごとく來らん、その日には天とどろ

きて去り、もろもろの天體は燒け崩れ、地とその

中にある工とは燒け盡きん。 11かく此等のもの

はみな崩るべければ、汝等いかに潔き行状と敬

虔とをもて、 12神の日の來るを待ち之を速かに

せんことを勉むべきにあらずや、その日には天

燃え崩れ、もろもろの天體燒け溶けん。 13され

ど我らは神の約束によりて、義の住むところの新

しき天と新しき地とを待つ。 14この故に愛する

者よ、汝等これを待てば、神の前に汚點なく瑕

なく安然に在らんことを勉めよ。 15且われらの

主の寛容を救なりと思へ、これは我らの愛する兄

弟パウロも、その與へられたる智慧にしたがひ曾

て汝らに書き贈りし如し。 16彼はその凡ての書

にも此等のことに就きて語る、その中には悟り

がたき所あり、無學のもの心の定らぬ者は、他の

聖書のごとく之をも強ひ釋きて自ら滅亡を招くな

り。 17されば愛する者よ、なんぢら預じめ之を

知れば、愼みて無法の者の迷にさそはれて己が堅

き心を失はず、 18ますます我らの主なる救主イ

エス・キリストの恩寵と主を知る知識とに進め。

願はくは今および永遠の日までも榮光かれに在ら

んことを。 (aiōn g165)
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ヨハネの手紙第一

1太初より有りし所のもの、我等が聞きしとこ
ろ、目にて見し所、つらつら視て手觸りし所

のもの、即ち生命の言につきて、 2――この生命

すでに顯れ、われら之を見て證をなし、その曾て

父と偕に在して、今われらに顯れ給へる永遠の生

命を汝らに告ぐ―― (aiōnios g166) 3我らの見しとこ

ろ聞きし所を汝らに告ぐ、これ汝等をも我らの

交際に與らしめん爲なり。我らは父および其の子

イエス・キリストの交際に與るなり。 4此等の

ことを書き贈るは、我らの喜悦の滿ちん爲なり。

5我らが彼より聞きて、また汝らに告ぐる音信は

是なり、即ち神は光にして少しの暗き所なし。 6

もし神と交際ありと言ひて暗きうちを歩まば、我

ら僞りて眞理を行はざるなり。 7もし神の光のう

ちに在すごとく光のうちを歩まば、我ら互に交際

を得、また其の子イエスの血、すべての罪より我

らを潔む。 8もし罪なしと言はば、是みづから欺

けるにて眞理われらの中になし。 9もし己の罪を

言ひあらはさば、神は眞實にして正しければ、我

らの罪を赦し、凡ての不義より我らを潔め給はん

。 10もし罪を犯したる事なしといはば、これ神

を僞者とするなり、神の言われらの中になし。

2わが若子よ、これらの事を書き贈るは、汝ら
が罪を犯さざらん爲なり。人もし罪を犯さば

、我等のために父の前に助主あり、即ち義なるイ

エス・キリストなり。 2彼は我らの罪のために宥

の供物たり、啻に我らの爲のみならず、また全世

界の爲なり。 3我らその誡命を守らば、之により

て彼を知ることを自ら悟る。 4『われ彼を知る』

と言ひて其の誡命を守らぬ者は僞者にして眞理

その衷になし。 5その御言を守る者は誠に神の愛

、その衷に全うせらる。之によりて我ら彼に在る

ことを悟る。 6彼に居ると言ふ者は、彼の歩み給

ひしごとく自ら歩むべきなり。 7愛する者よ、わ

が汝らに書き贈るは、新しき誡命にあらず、汝ら

が初より有てる舊き誡命なり。この舊き誡命は汝

らが聞きし所の言なり。 8然れど我が汝らに書き

贈るところは、また新しき誡命にして、主にも汝

らにも眞なり、その故は眞の光すでに照りて、暗

黒はややに過ぎ去ればなり。 9光に在りと言ひて

其の兄弟を憎むものは、今もなほ暗黒にあるなり

。 10その兄弟を愛する者は、光に居りて顛躓そ

の衷になし。 11その兄弟を憎む者は暗黒にあり

、暗きうちを歩みて己が往くところを知らず、こ

れ暗黒はその眼を矇したればなり。 12若子よ、

我この書を汝らに贈るは、なんぢら主の御名によ

りて罪を赦されたるに因る。 13父たちよ、我こ

の書を汝らに贈るは、汝ら太初より在す者を知り

たるに因る。若き者よ、我この書を汝らに贈るは

、なんぢら惡しき者に勝ちたるに因る。子供よ、

我この書を汝らに贈りたるは、汝ら御父を知りた

るに因る。 14父たちよ、我この書を汝らに贈り

たるは、汝ら太初より在す者を知りたるに因る。

若き者よ、我この書を汝らに贈りたるは、汝ら強

くかつ神の言その衷に留り、また惡しき者に勝ち

たるに因る。 15なんぢら世をも世にある物をも

愛すな。人もし世を愛せば、御父を愛する愛その

衷になし。 16おほよそ世にあるもの、即ち肉の

慾、眼の慾、所有の誇などは、御父より出づるに

あらず、世より出づるなり。 17世と世の慾とは

過ぎ往く、されど神の御意をおこなふ者は永遠に

在るなり。 (aiōn g165) 18子供よ、今は末の時なり、

汝らが非キリスト來らんと聞きしごとく、今や非

キリスト多く起れり、之によりて我等その末の時

なるを知る。 19彼らは我等より出でゆきたれど

、固より我等のものに非ざりき。我らの屬ならば

、我らと共に留りしならん。されどその出でゆき

しは、皆われらの屬ならぬことの顯れん爲なり。

20汝らは聖なる者より油を注がれたれば、凡ての

事を知る。 21我この書を汝らに贈るは、汝ら眞

理を知らぬ故にあらず、眞理を知り、かつ凡ての

虚僞の眞理より出でぬことを知るに因る。 22僞

者は誰なるか、イエスのキリストなるを否む者に

あらずや。御父と御子とを否む者は非キリストな

り。 23凡そ御子を否む者は御父をも有たず、御

子を言ひあらはす者は御父をも有つなり。 24初

より聞きし所を汝らの衷に居らしめよ。初より聞

きしところ汝らの衷に居らば、汝らも御子と御父

とに居らん。 25我らに約し給ひし約束は是なり

、即ち永遠の生命なり。 (aiōnios g166) 26汝らを惑す

者どもに就きて我これらの事を書き贈る。 27な

んぢらの衷には、主より注がれたる油とどまる故

に、人の汝らに物を教ふる要なし。此の油は汝ら

に凡ての事を教へ、かつ眞にして虚僞なし、汝

等はその教へしごとく主に居るなり。 28されば

若子よ、主に居れ。これ主の現れ給ふときに臆す
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ることなく、其の來り給ふときに恥づることなか

らん爲なり。 29なんぢら主を正しと知らば、凡

て正義をおこなふ者の主より生れたることを知ら

ん。

3視よ、父の我らに賜ひし愛の如何に大なるか
を。我ら神の子と稱へらる。既に神の子たり

、世の我らを知らぬは、父を知らぬによりてなり

。 2愛する者よ、我等いま神の子たり、後いかん

、未だ顯れず、主の現れたまふ時われら之に肖ん

ことを知る。我らその眞の状を見るべければなり

。 3凡て主による此の希望を懷く者は、その清き

がごとく己を潔くす。 4すべて罪をおこなふ者は

不法を行ふなり、罪は即ち不法なり。 5汝らは知

る、主の現れ給ひしは罪を除かん爲なるを。主に

は罪あることなし。 6おほよそ主に居る者は罪を

犯さず、おほよそ罪を犯す者は未だ主を見ず、主

を知らぬなり。 7若子よ、人に惑さるな、義をお

こなふ者は義人なり、即ち主の義なるがごとし。

8罪を行ふものは惡魔より出づ、惡魔は初より罪

を犯せばなり。神の子の現れ給ひしは、惡魔の業

を毀たん爲なり。 9凡て神より生るる者は罪を行

はず、神の種、その衷に止るに由る。彼は神より

生るる故に罪を犯すこと能はず。 10之に由りて

神の子と惡魔の子とは明かなり。おほよそ義を行

はぬ者および己が兄弟を愛せぬ者は神より出づる

にあらず。 11われら互に相愛すべきは汝らが初

より聞きし音信なり。 12カインに效ふな、彼は

惡しき者より出でて己が兄弟を殺せり。何故こ

ろしたるか、己が行爲は惡しく、その兄弟の行爲

は正しかりしに因る。 13兄弟よ、世は汝らを憎

むとも怪しむな。 14われら兄弟を愛するにより

て、死より生命に移りしを知る、愛せぬ者は死の

うちに居る。 15おほよそ兄弟を憎む者は即ち人

を殺す者なり、凡そ人を殺す者の、その内に永遠

の生命なきを汝らは知る。 (aiōnios g166) 16主は我ら

の爲に生命を捨てたまへり、之によりて愛といふ

ことを知りたり、我等もまた兄弟のために生命を

捨つべきなり。 17世の財寶をもちて兄弟の窮乏

を見、反つて憐憫の心を閉づる者は、いかで神の

愛その衷にあらんや。 18若子よ、われら言と舌

とをもて相愛することなく、行爲と眞實とを以

てすべし。 19之に由りて我ら眞理より出でしを

知り、且われらの心われらを責むとも神の前に心

を安んずべし。 20神は我らの心よりも大にして

一切のことを知り給へばなり。 21愛する者よ、

我らが心みづから責むる所なくば、神に向ひて懼

なし。 22且すべて求むる所を神より受くべし。

是その誡命を守りて御心にかなふ所を行へばなり

。 23その誡命はこれなり、即ち我ら神の子イエ

ス・キリストの名を信じ、その命じ給ひしごとく

互に相愛すべきことなり。 24神の誡命を守る者

は神に居り、神もまた彼に居給ふ。我らその賜ふ

ところの御靈に由りて其の我らに居給ふことを知

るなり。

4愛する者よ、凡ての靈を信ずな、その靈の神
より出づるか否かを試みよ。多くの僞預言者

世に出でたればなり。 2凡そイエス・キリストの

肉體にて來り給ひしことを言ひあらはす靈は神よ

り出づ、なんぢら之によりて神の御靈を知るべし

。 3凡そイエスを言ひ表さぬ靈は神より出でしに

あらず、これは非キリストの靈なり。その來るこ

とは汝ら聞けり、この靈いま既に世にあり。 4若

子よ、汝らは神より出でし者にして既に彼らに勝

てり。汝らに居給ふ者は世に居る者よりも大なれ

ばなり。 5彼らは世より出でし者なり、之により

て世の事をかたり、世も亦かれらに聽く。 6我ら

は神より出でし者なり。神を知る者は我らに聽き

、神より出でぬ者は我らに聽かず。之によりて眞

理の靈と迷謬の靈とを知る。 7愛する者よ、われ

ら互に相愛すべし。愛は神より出づ、おほよそ

愛ある者は、神より生れ神を知るなり。 8愛なき

者は、神を知らず、神は愛なればなり。 9神の愛

われらに顯れたり。神はその生み給へる獨子を世

に遣し、我等をして彼によりて生命を得しめ給ふ

に因る。 10愛といふは、我ら神を愛せしにあら

ず、神われらを愛し、その子を遣して我らの罪の

ために宥の供物となし給ひし是なり。 11愛する

者よ、斯くのごとく神われらを愛し給ひたれば、

我らも亦たがひに相愛すべし。 12未だ神を見し

者あらず、我等もし互に相愛せば、神われらに

在し、その愛も亦われらに全うせらる。 13神、

御靈を賜ひしに因りて、我ら神に居り神われらに

居給ふことを知る。 14又われら父のその子を遣

して世の救主となし給ひしを見て、その證をなす

なり。 15凡そイエスを神の子と言ひあらはす者

は、神かれに居り、かれ神に居る。 16我らに對

する神の愛を我ら既に知り、かつ信ず。神は愛な

り、愛に居る者は神に居り、神も亦かれに居給ふ
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。 17かく我らの愛完全をえて、審判の日に懼な

からしむ。我等この世にありて主の如くなるに因

る。 18愛には懼なし、全き愛は懼を除く、懼に

は苦難あればなり。懼るる者は、愛いまだ全から

ず。 19我らの愛するは、神まづ我らを愛し給ふ

による。 20人もし『われ神を愛す』と言ひて、

その兄弟を憎まば、これ僞者なり。既に見ると

ころの兄弟を愛せぬ者は、未だ見ぬ神を愛するこ

と能はず。 21神を愛する者は亦その兄弟をも愛

すべし。我等この誡命を神より受けたり。

5凡そイエスをキリストと信ずる者は、神より
生れたるなり。おほよそ之を生み給ひし神を

愛する者は、神より生れたる者をも愛す。 2我等

もし神を愛して、その誡命を行はば、之によりて

神の子供を愛することを知る。 3神の誡命を守る

は即ち神を愛するなり、而してその誡命は難から

ず。 4おほよそ神より生るる者は世に勝つ、世に

勝つ勝利は我らの信仰なり。 5世に勝つものは誰

ぞ、イエスを神の子と信ずる者にあらずや。 6こ

れ水と血とに由りて來り給ひし者、即ちイエス・

キリストなり。啻に水のみならず、水と血とをも

て來り給ひしなり。 7證する者は御靈なり。御靈

は眞理なればなり。 8證する者は三つ、御靈と水

と血となり。この三つ合ひて一つとなる。 9我等

もし人の證を受けんには、神の證は更に大なり。

神の證はその子につきて證し給ひし是なり。 10

神の子を信ずる者はその衷にこの證をもち、神を

信ぜぬ者は神を僞者とす。これ神その子につき

て證せし證を信ぜぬが故なり。 11その證はこれ

なり、神は永遠の生命を我らに賜へり、この生命

はその子にあり。 (aiōnios g166) 12御子をもつ者は生

命をもち、神の子をもたぬ者は生命をもたず。 13

われ神の子の名を信ずる汝らに此等のことを書

き贈るは、汝らに自ら永遠の生命を有つことを知

らしめん爲なり。 (aiōnios g166) 14我らが神に向ひて

確信する所は是なり、即ち御意にかなふ事を求め

ば、必ず聽き給ふ。 15かく求むるところ、何事

にても聽き給ふと知れば、求めし願を得たる事を

も知るなり。 16人もし其の兄弟の死に至らぬ罪

を犯すを見ば、神に求むべし。さらば彼に、死に

至らぬ罪を犯す人々に生命を與へ給はん。死に至

る罪あり、我これに就きて請ふべしと言はず。 17

凡ての不義は罪なり、されど死に至らぬ罪あり。

18凡て神より生れたる者の罪を犯さぬことを我ら

は知る。神より生れ給ひし者、これを守りたまふ

故に、惡しきもの觸るる事をせざるなり。 19我

らは神より出で、全世界は惡しき者に屬するを我

らは知る。 20また神の子すでに來りて我らに眞

の者を知る知識を賜ひしを我らは知る。而して我

らは眞の者に居り、その子イエス・キリストに居

るなり、彼は眞の神にして永遠の生命なり。

(aiōnios g166) 21若子よ、自ら守りて偶像に遠ざかれ

。
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ヨハネの手紙第二

1長老、書を選ばれたる婦人および其の子供に
贈る。われ眞をもて汝らを愛す。啻に我のみ

ならず、凡て眞理を知る者はみな汝らを愛す。 2

これは我らの衷に止りて永遠に偕にあらんとする

眞理に因りてなり。 (aiōn g165) 3父なる神および父

の子イエス・キリストより賜ふ恩惠と憐憫と平安

とは、眞と愛との中にて我らと偕にあらん。 4わ

れ汝の子供のうちに、我らが父より誡命を受けし

如く、眞理に循ひて歩む者あるを見て甚だ喜べり

。 5婦人よ、われ今なんぢに願ふは、我らが互に

相愛すべき事なり。これは新しき誡命を書き贈

るにあらず、我らが初より有てる誡命なり。 6彼

の誡命に循ひて歩むは即ち愛なり、汝らが初より

聞きしごとく、愛に歩むは即ち誡命なり。 7人を

惑すもの多く世にいで、イエス・キリストの肉體

にて來り給ひしことを言ひ表さず、かかる者は人

を惑す者にして、非キリストなり。 8なんぢら我

らが働きし所を空しくせず、滿ち足れる報を得ん

ために自ら心せよ。 9凡そキリストの教に居らず

して、之を越えゆく者は神を有たず、キリストの

教にをる者は父と子とを有つなり。 10人もし此

の教を有たずして汝らに來らば、之を家に入るな

、安かれと言ふな。 11之に安かれと言ふ者は、

その惡しき行爲に與するなり。 12我なほ汝らに

書き贈ること多くあれど、紙と墨とにてするを好

まず、我らの歡喜を充さんために汝等にいたり

、顏をあわせて語らんことを望む。 13選ばれた

る汝の姉妹の子供、なんぢに安否を問ふ。
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ヨハネの手紙第三

1長老、書を愛するガイオ、わが眞をもて愛す
る者に贈る。 2愛する者よ、我なんぢが靈魂の

榮ゆるごとく汝すべての事に榮え、かつ健かなら

んことを祈る。 3兄弟たち來りて汝が眞理を保つ

こと、即ち眞理に循ひて歩むことを證したれば、

われ甚だ喜べり。 4我には我が子供の、眞理に循

ひて歩むことを聞くより大なる喜悦はなし。 5愛

する者よ、なんぢ旅人なる兄弟たちにまで行ふ所

みな忠實をもて爲せり。 6かれら教會の前にて汝

の愛につきて證せり。なんぢ神の御意に適ふやう

に彼らを見送らば、その行ふところ善からん。 7

彼らは異邦人より何をも受けずして御名のために

旅立せり。 8されば斯かる人を助くべきなり、我

らも彼らと共に眞理のために働く者とならん爲な

り。 9われ曩に聊か教會に書きおくれり。然れど

彼らの中に長たらんと欲するデオテレペス我らを

受けず。 10この故に我もし往かば、その行へる

業を思ひ出させん。彼は惡しき言をもて我らを罵

り、なほ足れりとせずして自ら兄弟たちを接けず

、之を接けんとする者をも拒みて教會より逐ひ出

す。 11愛する者よ、惡に效ふな、善にならへ。

善をおこなふ者は神より出で、惡をおこなふ者は

未だ神を見ざるなり。 12デメテリオは凡ての人

にも眞理にも證せらる。我等もまた證す、なんぢ

我らの證の眞なるを知る。 13我なほ汝に書き贈

ること多くあれど、墨と筆とにてするを欲せず、

14速かに汝を見、たがひに顏をあはせて語らんこ

とを望む。汝に平安あれ、朋友たち安否を問ふ

。なんぢ名をさして友たちに安否を問へ。
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ユダの手紙

1イエス・キリストの僕にしてヤコブの兄弟な
るユダ、書を召されたる者、すなはち父なる

神に愛せられ、イエス・キリストの爲に守らるる

者に贈る。 2願はくは憐憫と平安と愛と、なんぢ

らに増さんことを。 3愛する者よ、われ我らが共

に與る救につき勵みて汝らに書き贈らんとせしが

、聖徒の一たび傳へられたる信仰のために戰はん

ことを勸むる書を、汝らに贈るを必要と思へり。

4そは敬虔ならずして我らの神の恩惠を好色に易

へ、唯一の主なる我らの主イエス・キリストを否

むものども潜り入りたればなり。彼らが此の審判

を受くべきことは昔より預じめ録されたり。 5汝

らは固より凡ての事を知れど、我さらに汝等を

して思ひ出さしめんとする事あり、即ち主エジプ

トの地より民を救ひ出して、後に信ぜぬ者を亡し

給へり。 6又おのが位を保たずして己が居所を離

れたる御使を、大なる日の審判まで、闇黒のうち

に長久の繩目をもて看守し給へり。 (aïdios g126) 7ソ

ドム、ゴモラ及びその周圍の町々も亦これと同じ

く、淫行に耽り、背倫の肉慾に走り、永遠の火

の刑罰をうけて鑑とせられたり。 (aiōnios g166) 8か

くの如くかの夢見る者どもも肉を汚し、權威あ

る者を輕んじ、尊き者を罵る。 9御使の長ミカエ

ル惡魔と論じてモーセの屍體を爭ひし時に、敢へ

て罵りて審かず、唯『ねがはくは主なんぢを戒め

給はんことを』と云へり。 10されど此の人々は

知らぬことを罵り、無知の獸のごとく、自然に知

る所によりて亡ぶるなり。 11禍害なるかな、彼

らはカインの道にゆき、利のためにバラムの迷に

走り、またコラの如き謀反によりて亡びたり。 12

彼らは汝らと共に宴席に與り、その愛餐の暗礁た

り、憚らずして自己をやしなふ牧者、風に逐はる

る水なき雲、枯れて又かれ、根より拔かれたる果

なき秋の木、 13おのが恥を湧き出す海のあらき

波、さまよふ星なり。彼らの爲に暗き闇、とこし

へに蓄へ置かれたり。 (aiōn g165) 14アダムより七代

に當るエノク彼らに就きて預言せり。曰く『視よ

、主はその聖なる千萬の衆を率ゐて來りたまへり

。 15これ凡ての人の審判をなし、すべて敬虔な

らぬ者の不敬虔を行ひたる不敬虔の凡ての業と

、敬虔ならぬ罪人の、主に逆ひて語りたる凡ての

甚だしき言とを責め給はんとてなり』 16彼らは

呟くもの、不滿をならす者にして、おのが慾に隨

ひて歩み、口に誇をかたり、利のために人に諂ふ

なり。 17愛する者よ、汝らは我らの主イエス・

キリストの使徒たちの預じめ言ひし言を憶えよ。

18即ち汝らに曰らく『末の時に嘲る者おこり、己

が不敬虔なる慾に隨ひて歩まん』と。 19彼らは

分裂をなし、情慾に屬し、御靈を有たぬ者なり

。 20されど愛する者よ、なんぢらは己がいと潔

き信仰の上に徳を建て、聖靈によりて祈り、 21

神の愛のうちに己をまもり、永遠の生命を得るま

で我らの主イエス・キリストの憐憫を待て。

(aiōnios g166) 22また彼らの中なる疑ふ者をあはれみ

、 23或者を火より取出して救ひ、或者をその肉

に汚れたる下衣をも厭ひ、かつ懼れつつ憐め。 24

願はくは汝らを守りて躓かしめず、瑕なくして榮

光の御前に歡喜をもて立つことを得しめ給ふ者、

25即ち我らの救主なる唯一の神に、榮光・稜威・

權力・權威、われらの主イエス・キリストに由り

て、萬世の前にも今も萬世までも在らんことを

、アァメン (aiōn g165)
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ヨハネの黙示録

1これイエス・キリストの默示なり。即ち、か
ならず速かに起るべき事を、その僕どもに顯

させんとて、神の彼に與へしものなるを、彼その

使を僕ヨハネに遣して示し給へるなり。 2ヨハネ

は神の言とイエス・キリストの證とに就きて、そ

の見しところを悉とく證せり。 3此の預言の言を

讀む者と之を聽きて其の中に録されたることを守

る者どもとは幸福なり、時近ければなり。 4ヨ

ハネ書をアジヤに在る七つの教會に贈る。願はく

は今在し、昔在し、後來りたまふ者、および其

の御座の前にある七つの靈、 5また忠實なる證人

、死人の中より最先に生れ給ひしもの、地の諸

王の君なるイエス・キリストより賜ふ恩惠と平安

と汝らに在らんことを。願はくは我らを愛し、そ

の血をもて我らを罪より解放ち、 6われらを其の

父なる神のために國民となし祭司となし給へる者

に、世々限りなく榮光と權力とあらんことを、

アァメン。 (aiōn g165) 7視よ、彼は雲の中にありて

來りたまふ、諸衆の目、殊に彼を刺したる者これ

を見ん、かつ地上の諸族みな彼の故に歎かん、然

り、アァメン。 8今いまし、昔いまし、後きたり

給ふ主なる全能の神いひ給ふ『我はアルパなり、

オメガなり』 9汝らの兄弟にして汝らと共にイエ

スの艱難と國と忍耐とに與る我ヨハネ、神の言と

イエスの證との爲にパトモスといふ島に在りき。

10われ主日に御靈に感じゐたるに、我が後にラッ

パのごとき大なる聲を聞けり。 11曰く『なんぢ

の見る所のことを書に録して、エペソ、スミルナ

、ペルガモ、テアテラ、サルデス、ヒラデルヒヤ

、ラオデキヤに在る七つの教會に贈れ』 12われ

振反りて我に語る聲を見んとし、振反り見れば七

つの金の燈臺あり。 13また燈臺の間に人の子の

ごとき者ありて、足まで垂るる衣を著、胸に金の

帶を束ね、 14その頭と頭髮とは白き毛のごとく

雪のごとく白く、その目は焔のごとく、 15その

足は爐にて燒きたる輝ける眞鍮のごとく、その聲

は衆の水の聲のごとし。 16その右の手に七つの

星を持ち、その口より兩刃の利き劍いで、その顏

は烈しく照る日のごとし。 17我これを見しとき

其の足下に倒れて死にたる者の如くなれり。彼そ

の右の手を我に按きて言ひたまふ『懼るな、我は

最先なり、最後なり、 18活ける者なり、われ曾

て死にたりしが、視よ、世々限りなく生く。ま

た死と陰府との鍵を有てり。 (aiōn g165, Hadēs g86) 19

されば汝が見しことと今あることと、後に成らん

とする事とを録せ、 20即ち汝が見しところの我

が右の手にある七つの星と七つの金の燈臺との奧

義なり。七つの星は七つの教會の使にして、七つ

の燈臺は七つの教會なり。

2エペソに在る教會の使に書きおくれ。「右の
手に七つの星を持つ者、七つの金の燈臺の間

に歩むもの斯く言ふ、 2われ汝の行爲と勞と忍耐

とを知る。また汝が惡しき者を忍び得ざることと

、自ら使徒と稱へて使徒にあらぬ者どもを試みて

、その虚僞なるを見あらはししこととを知る。 3

なんぢは忍耐を保ち、我が名のために忍びて倦ま

ざりき。 4されど我なんぢに責むべき所あり、な

んぢは初の愛を離れたり。 5さればなんぢ何處よ

り墜ちしかを思へ、悔改めて初の行爲をなせ、然

らずして若し悔改めずば、我なんぢに到り汝の燈

臺を、その處より取除かん。 6されど汝に取るべ

き所あり、汝はニコライ宗の行爲を憎む、我も之

を憎むなり。 7耳ある者は御靈の諸教會に言ひ

給ふことを聽くべし、勝を得る者には、われ神の

パラダイスに在る生命の樹の實を食ふことを許さ

ん」 8スミルナに在る教會の使に書きおくれ。「

最先にして最後なる者、死人となりて復生きし

者かく言ふ。 9 われ汝の艱難と貧窮とを知る

――されど汝は富める者なり。我はまた自らユダ

ヤ人と稱へてユダヤ人にあらず、サタンの會に屬

く者より汝が譏を受くるを知る。 10なんぢ受け

んとする苦難を懼るな、視よ、惡魔なんぢらを試

みんとて、汝らの中の或者を獄に入れんとす。

汝ら十日のあひだ患難を受けん、なんぢ死に至る

まで忠實なれ、然らば我なんぢに生命の冠冕を與

へん。 11耳ある者は御靈の諸教會に言ひ給ふこ

とを聽くべし。勝を得るものは第二の死に害はる

ることなし」 12ペルガモに在る教會の使に書き

おくれ。「兩刃の利き劍を持つもの斯く言ふ、 13

われ汝の住むところを知る、彼處にはサタンの座

位あり、汝わが名を保ち、わが忠實なる證人アン

テパスが、汝等のうち即ちサタンの住む所にて

殺されし時も、なほ我を信ずる信仰を棄てざりき

。 14されど我なんぢに責むべき一二の事あり、

汝の中にバラムの教を保つ者どもあり、バラムは

バラクに教へ、彼をしてイスラエルの子孫の前に
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躓物を置かしめ、偶像に献げし物を食はせ、かつ

淫行をなさしめたり。 15斯くのごとく汝らの中

にもニコライ宗の教を保つ者あり。 16さらば悔

改めよ、然らずば我すみやかに汝に到り、わが口

の劍にて彼らと戰はん。 17耳ある者は御靈の諸

教會に言ひ給ふことを聽くべし、勝を得る者には

我かくれたるマナを與へん、また受くる者の外た

れも知らざる新しき名を録したる白き石を與へん

」 18テアテラに在る教會の使に書きおくれ。「

目は焔のごとく、足は輝ける眞鍮の如くなる神の

子かく言ふ、 19われ汝の行爲および汝の愛と信

仰と職と忍耐とを知る、又なんぢの初の行爲より

は後の行爲の多きことを知る。 20されど我なん

ぢに責むべき所あり、汝はかの自ら預言者と稱へ

て我が僕を教へ惑し、淫行をなさしめ、偶像に献

げし物を食はしむる女イゼベルを容れおけり。 21

我かれに悔改むる機を與ふれど、その淫行を悔改

むることを欲せず。 22視よ、我かれを牀に投げ

入れん、又かれと共に姦淫を行ふ者も、その行爲

を悔改めずば、大なる患難に投げ入れん。 23又

かれの子供を打ち殺さん、斯くてもろもろの教會

は、わが人の腎と心とを究むる者なるを知るべし

、我は汝等おのおのの行爲に隨ひて報いん。 24

我この他のテアテラの人にして未だかの教を受け

ず、所謂サタンの深きところを知らぬ汝らに斯く

いふ、我ほかの重を汝らに負はせじ。 25ただ汝

等はその有つところを我が到らん時まで保て。 26

勝を得て終に至るまで我が命ぜしことを守る者に

は、諸國の民を治むる權威を與へん。 27彼は鐵

の杖をもて之を治め、土の器を碎くが如くならん

、我が父より我が受けたる權威のごとし。 28我

また彼に曙の明星を與へん。 29耳ある者は御靈

の諸教會に言ひ給ふことを聽くべし」

3サルデスに在る教會の使に書きおくれ。「神
の七つの靈と七つの星とを持つ者かく言ふ、

われ汝の行爲を知る、汝は生くる名あれど死にた

る者なり。 2なんぢ目を覺し、殆ど死なんとする

殘のものを堅うせよ、我なんぢの行爲のわが神の

前に全からぬを見とめたり。 3されば汝の如何に

受けしか、如何に聽きしかを思ひいで、之を守り

て悔改めよ。もし目を覺さずば、盜人のごとく我

きたらん、汝わが何れの時きたるかを知らざるべ

し。 4されどサルデスにて衣を汚さぬもの數名あ

り、彼らは白き衣を著て我とともに歩まん、斯く

するに相應しき者なればなり。 5勝を得る者は斯

くのごとく白き衣を著せられん、我その名を生命

の書より消し落さず、我が父のまへと御使の前と

にてその名を言ひあらはさん。 6耳ある者は御靈

の諸教會に言ひ給ふことを聽くべし」 7ヒラデ

ルヒヤにある教會の使に書きおくれ。「聖なるも

の眞なる者、ダビデの鍵を持ちて、開けば閉づる

者なく、閉づれば開く者なき者かく言ふ、 8われ

汝の行爲を知る、視よ、我なんぢの前に開けたる

門を置く、これを閉ぢ得る者なし。汝すこしの力

ありて、我が言を守り、我が名を否まざりき。 9

視よ、我サタンの會、すなはち自らユダヤ人と稱

へてユダヤ人にあらず、ただ虚僞をいふ者の中よ

り、或者をして汝の足下に來り拜せしめ、わが

汝を愛せしことを知らしめん。 10汝わが忍耐の

言を守りし故に、我なんぢを守りて、地に住む者

どもを試むるために全世界に來らんとする試錬の

ときに免れしめん。 11われ速かに來らん、汝の

有つものを守りて、汝の冠冕を人に奪はれざれ。

12われ勝を得る者を我が神の聖所の柱とせん、彼

は再び外に出でざるべし、又かれの上に、わが神

の名および我が神の都、すなはち天より我が神よ

り降る新しきエルサレムの名と、我が新しき名と

を書き記さん。 13耳ある者は御靈の諸教會に言

ひ給ふことを聽くべし」 14ラオデキヤに在る教

會の使に書きおくれ。「アァメンたる者、忠實な

る眞なる證人、神の造り給ふものの本源たる者か

く言ふ、 15われ汝の行爲を知る、なんぢは冷か

にもあらず熱きにもあらず、我はむしろ汝が冷か

ならんか、熱からんかを願ふ。 16かく熱きにも

あらず、冷かにもあらず、ただ微温きが故に、我

なんぢを我が口より吐き出さん。 17なんぢ、我

は富めり、豐なり、乏しき所なしと言ひて、己が

惱める者・憐むべき者・貧しき者・盲目なる者・

裸なる者たるを知らざれば、 18我なんぢに勸む

、なんぢ我より火にて煉りたる金を買ひて富め、

白き衣を買ひて身に纏ひ、なんぢの裸體の恥を露

さざれ、眼藥を買ひて汝の目に塗り、見ることを

得よ。 19凡てわが愛する者は、我これを戒め之

を懲す。この故に、なんぢ勵みて悔改めよ。 20

視よ、われ戸の外に立ちて叩く、人もし我が聲を

聞きて戸を開かば、我その内に入りて彼とともに

食し、彼もまた我とともに食せん。 21勝を得る

者には我とともに我が座位に坐することを許さん
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、我の勝を得しとき、我が父とともに其の御座に

坐したるが如し。 22耳ある者は御靈の諸教會に

言ひ給ふことを聽くべし」』

4この後われ見しに、視よ、天に開けたる門あ
り。初に我に語るを聞きしラッパのごとき聲

いふ『ここに登れ、我この後おこるべき事を汝に

示さん』 2直ちに、われ御靈に感ぜしが、視よ、

天に御座設けあり。 3その御座に坐したまふ者あ

り、その坐し給ふものの状は碧玉・赤瑪瑙のごと

く、かつ御座の周圍には緑玉のごとき虹ありき。

4また御座のまはりに二十四の座位ありて、二十

四人の長老、白き衣を纏ひ、首に金の冠冕を戴き

て、その座位に坐せり。 5御座より數多の電光と

聲と雷霆と出づ。また御座の前に燃えたる七つの

燈火あり、これ神の七つの靈なり。 6御座のまへ

に水晶に似たる玻璃の海あり。御座の中央と御座

の周圍とに四つの活物ありて、前も後も數々の目

にて滿ちたり。 7第一の活物は獅子のごとく、第

二の活物は牛のごとく、第三の活物は面のかたち

人のごとく、第四の活物は飛ぶ鷲のごとし。 8こ

の四つの活物おのおの六つの翼あり、翼の内も外

も數々の目にて滿ちたり、日も夜も絶間なく言ふ

、『聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、昔い

まし、今いまし、のち來りたまふ主たる全能の神

』 9この活物ら御座に坐し、世々限りなく活きた

まふ者に榮光と尊崇とを歸し、感謝する時、 (aiōn

g165) 10二十四人の長老、御座に坐したまふ者のま

へに伏し、世々限りなく活きたまふ者を拜し、

おのれの冠冕を御座のまへに投げ出して言ふ、

(aiōn g165) 11『我らの主なる神よ、榮光と尊崇と能

力とを受け給ふは宜なり。汝は萬物を造りたまひ

、萬物は御意によりて存し、かつ造られたり』

5我また御座に坐し給ふ者の右の手に、卷物の
あるを見たり、その裏表に文字あり、七つの

印をもて封ぜらる。 2また大聲に『卷物を開き

てその封印を解くに相應しき者は誰ぞ』と呼はる

強き御使を見たり。 3然るに天にも地にも、地の

下にも、卷物を開きて之を見得る者なかりき。

4卷物を開き、これを見るに相應しき者の見えざ

りしに因りて、我いたく泣きゐたりしに、 5長老

の一人われに言ふ『泣くな、視よ、ユダの族の獅

子・ダビデの萠蘗、すでに勝を得て卷物とその

七つの封印とを開き得るなり』 6我また御座およ

び四つの活物と長老たちとの間に、屠られたるが

如き羔羊の立てるを見たり、之に七つの角と七つ

の目とあり、この目は全世界に遣されたる神の七

つの靈なり。 7かれ來りて御座に坐したまふ者の

右の手より卷物を受けたり。 8卷物を受けたる

とき、四つの活物および二十四人の長老、おのお

の立琴と香の滿ちたる金の鉢とをもちて、羔羊の

前に平伏せり、此の香は聖徒の祈祷なり。 9かく

て新しき歌を謳ひて言ふ『なんぢは卷物を受け

、その封印を解くに相應しきなり、汝は屠られ、

その血をもて諸種の族・國語・民・國の中より人

々を神のために買ひ、 10之を我らの神のために

國民となし、祭司となし給へばなり。彼らは地の

上に王となるべし』 11我また見しに、御座と活

物と長老たちとの周圍にをる多くの御使の聲を聞

けり。その數、千々萬々にして、 12大聲にいふ

『屠られ給ひし羔羊こそ、能力と富と知慧と、勢

威と尊崇と、榮光と讃美とを受くるに相應しけれ

』 13我また天に、地に、地の下に、海にある萬

の造られたる物、また凡てその中にある物の云へ

るを聞けり。曰く『願はくは御座に坐し給ふもの

と羔羊とに、讃美と尊崇と榮光と權力と世々限

りなくあらん事を』 (aiōn g165) 14四つの活物はアァ

メンと言ひ、長老たちは平伏して拜せり。

6羔羊その七つの封印の一つを解き給ひし時、
われ見しに、四つの活物の一つが雷霆のごと

き聲して『來れ』と言ふを聞けり。 2また見しに

、視よ、白き馬あり、之に乘るもの弓を持ち、か

つ冠冕を與へられ、勝ちて復勝たんとて出でゆ

けり。 3第二の封印を解き給ひたれば、第二の活

物の『來れ』と言ふを聞けり。 4かくて赤き馬い

で來り、これに乘るもの地より平和を奪ひ取るこ

とと、人をして互に殺さしむる事とを許され、ま

た大なる劍を與へられたり。 5第三の封印を解き

給ひたれば、第三の活物の『來れ』と言ふを聞け

り。われ見しに、視よ、黒き馬あり、之に乘るも

の手に權衝を持てり。 6かくてわれ四つの活物の

間より出づるごとき聲を聞けり。曰く『小麥五

合は一デナリ、大麥一升五合は一デナリなり、

油と葡萄酒とを害ふな』 7第四の封印を解き給ひ

たれば、第四の活物の『來れ』と言ふを聞けり。

8われ見しに、視よ、青ざめたる馬あり、之に乘

る者の名を死といひ、陰府これに隨ふ。かれらは

地の四分の一を支配し、劍と饑饉と死と地の獸

とをもて人を殺すことを許されたり。 (Hadēs g86) 9
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第五の封印を解き給ひたれば、曾て神の言のため

、又その立てし證のために殺されし者の靈魂の祭

壇の下に在るを見たり。 10彼ら大聲に呼はりて

言ふ『聖にして眞なる主よ、何時まで審かずして

地に住む者に我らの血の復讐をなし給はぬか』 11

ここにおのおの白き衣を與へられ、かつ己等の

ごとく殺されんとする同じ僕たる者と兄弟との數

の滿つるまで、なほ暫く安んじて待つべきを言ひ

聞けられたり。 12第六の封印を解き給ひし時、

われ見しに、大なる地震ありて日は荒き毛布の

ごとく黒く、月は全面血の如くなり、 13天の星

は無花果の樹の大風に搖られて、生り後の果の落

つるごとく地におち、 14天は卷物を卷くごとく

去りゆき、山と島とは悉とくその處を移されたり

。 15地の王たち・大臣・將校・富める者・強き

者・奴隷・自主の人、みな洞と山の巖間とに匿れ

、 16山と巖とに對ひて言ふ『請ふ、我らの上に

墜ちて御座に坐したまふ者の御顏より、羔羊の怒

より、我らを隱せ。 17そは御怒の大なる日既に

來ればなり。誰か立つことを得ん』

7この後、われ四人の御使の地の四隅に立つを
見たり、彼らは地の四方の風を引止めて、地

にも海にも諸種の樹にも風を吹かせざりき。 2ま

た他の一人の御使の、活ける神の印を持ちて日の

出づる方より登るを見たり、かれ地と海とを害ふ

權を與へられたる四人の御使にむかひ、大聲に呼

はりて言ふ、 3『われらが我らの神の僕の額に印

するまでは、地をも海をも樹をも害ふな』 4われ

印せられたる者の數を聽きしに、イスラエルの子

等のもろもろの族の中にて印せられたるもの合せ

て十四萬四千あり。 5ユダの族の中にて一萬二

千印せられ、ルベンの族の中にて一萬二千、ガ

ドの族の中にて一萬二千、 6アセルの族の中に

て一萬二千、ナフタリの族の中にて一萬二千、

マナセの族の中にて一萬二千、 7シメオンの族

の中にて一萬二千、レビの族の中にて一萬二千

、イサカルの族の中にて一萬二千、 8ゼブルン

の族の中にて一萬二千、ヨセフの族の中にて一

萬二千、ベニヤミンの族の中にて一萬二千印せ

られたり。 9この後われ見しに、視よ、もろもろ

の國・族・民・國語の中より、誰も數へつくすこ

と能はぬ大なる群衆、しろき衣を纏ひて手に棕梠

の葉をもち、御座と羔羊との前に立ち、 10大聲

に呼はりて言ふ『救は御座に坐したまふ我らの神

と羔羊とにこそ在れ』 11御使みな御座および長

老たちと四つの活物との周圍に立ちて、御座の前

に平伏し神を拜して言ふ、 12『アァメン、讃美

・榮光・知慧・感謝・尊貴・能力・勢威、世々

限りなく我らの神にあれ、アァメン』 (aiōn g165) 13

長老たちの一人われに向ひて言ふ『この白き衣を

著たるは如何なる者にして何處より來りしか』 14

我いふ『わが主よ、なんぢ知れり』かれ言ふ『か

れらは大なる患難より出できたり、羔羊の血に己

が衣を洗ひて白くしたる者なり。 15この故に神

の御座の前にありて、晝も夜もその聖所にて神に

事ふ。御座に坐したまふ者は彼らの上に幕屋を張

り給ふべし。 16彼らは重ねて飢ゑず、重ねて渇

かず、日も熱も彼らを侵すことなし。 17御座の

前にいます羔羊は、彼らを牧して生命の水の泉に

みちびき、神は彼らの目より凡ての涙を拭ひ給ふ

べければなり』

8第七の封印を解き給ひたれば、凡そ半時のあ
ひだ天靜なりき。 2われ神の前に立てる七人

の御使を見たり、彼らは七つのラッパを與へられ

たり。 3また他の一人の御使、金の香爐を持ちき

たりて祭壇の前に立ち、多くの香を與へられたり

。これは凡ての聖徒の祈に加へて、御座の前なる

金の香壇の上に献げんためなり。 4而して香の煙

、御使の手より聖徒たちの祈とともに神の前に上

れり。 5御使その香爐をとり、之に祭壇の火を盛

りて地に投げたれば、數多の雷霆と聲と電光と、

また地震おこれり。 6ここに七つのラッパをもて

る七人の御使これを吹く備をなせり。 7第一の御

使ラッパを吹きしに、血の混りたる雹と火とあり

て、地にふりくだり、地の三分の一燒け失せ、

樹の三分の一燒け失せ、もろもろの青草燒け失

せたり。 8第二の御使ラッパを吹きしに、火にて

燃ゆる大なる山の如きもの海に投げ入れられ、海

の三分の一血に變じ、 9海の中の造られたる生

命あるものの三分の一死に、船の三分の一滅び

たり。 10第三の御使ラッパを吹きしに、燈火の

ごとく燃ゆる大なる星、天より隕ちきたり、川の

三分の一と水の源泉との上におちたり。 11この

星の名は苦艾といふ。水の三分の一は苦艾となり

、水の苦くなりしに因りて多くの人死にたり。

12第四の御使ラッパを吹きしに、日の三分の一と

月の三分の一と星の三分の一と撃たれて、その三

分の一は暗くなり、晝も三分の一は光なく、夜も
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亦おなじ。 13また見しに、一つの鷲の中空を飛

び、大なる聲して言ふを聞けり。曰く『地に住め

る者どもは禍害なるかな、禍害なるかな、禍害な

るかな、尚ほかに三人の御使の吹かんとするラッ

パの聲あるに因りてなり』

9第五の御使ラッパを吹きしに、われ一つの星
の天より地に隕ちたるを見たり。この星は底

なき坑の鍵を與へられたり。 (Abyssos g12) 2かくて

底なき坑を開きたれば、大なる爐の煙のごとき煙

、坑より立ちのぼり、日も空も坑の煙にて暗くな

れり。 (Abyssos g12) 3煙の中より蝗地上に出でて、

地の蝎のもてる力のごとき力を與へられ、 4地の

草すべての青きもの又すべての樹を害ふことなく

、ただ額に神の印なき人をのみ害ふことを命ぜら

れたり。 5されど彼らを殺すことを許されず、五

月のあひだ苦しむることを許さる、その苦痛は、

蝎に刺されたる苦痛のごとし。 6このとき人々、

死を求むとも見出さず、死なんと欲すとも死は逃

げ去るべし。 7かの蝗の形は戰爭の爲に具へたる

馬のごとく、頭には金に似たる冠冕の如きものあ

り、顏は人の顏のごとく、 8之に女の頭髮のごと

き頭髮あり、齒は獅子の齒のごとし。 9また鐵の

胸當のごとき胸當あり、その翼の音は軍車の轟く

ごとく、多くの馬の戰鬪に馳せゆくが如し。 10

また蝎のごとき尾ありて之に刺あり、この尾に五

月のあひだ人を害ふ力あり。 11この蝗に王あり

。底なき所の使にして、名をヘブル語にてアバド

ンと云ひ、ギリシヤ語にてアポルオンと云ふ。

(Abyssos g12) 12第一の禍害すぎ去れり、視よ、此の

後なほ二つの禍害きたらん。 13第六の御使ラッ

パを吹きしに、神の前なる金の香壇の四つの角よ

り聲ありて、 14ラッパを持てる第六の御使に『

大なるユウフラテ川の邊に繋がれをる四人の御使

を解放て』と言ふを聞けり。 15かくてその時そ

の日その月その年に至りて、人の三分の一を殺さ

ん爲に備へられたる四人の御使は解放たれたり。

16騎兵の數は二億なり、我その數を聞けり。 17

われ幻影にてその馬と之に乘る者とを見しに、彼

らは火・煙・硫黄の色したる胸當を著く。馬の頭

は獅子の頭のごとくにて、その口よりは火と煙と

硫黄と出づ。 18この三つの苦痛、すなはち其の

口より出づる火と煙と硫黄とに因りて、人の三分

の一殺されたり。 19馬の力はその口とその尾と

にあり、その尾は蛇の如くにして頭あり、之をも

て人を害ふなり。 20これらの苦痛にて殺されざ

りし殘の人々は、おのが手の業を悔改めずして、

なほ惡鬼を拜し、見ること聞くこと歩むこと能は

ぬ、金・銀・銅・石・木の偶像を拜せり、 21又

その殺人・咒術・淫行・竊盜を悔改めざりき。

10我また一人の強き御使の、雲を著て天より降
るを見たり。その頭の上に虹あり、その顏は

日の如く、その足は火の柱のごとし。 2その手に

は展きたる小き卷物をもち、右の足を海の上に

おき、左の足を地の上におき、 3獅子の吼ゆる如

く大聲に呼はれり、呼はりたるとき七つの雷霆お

のおの聲を出せり。 4七つの雷霆の語りし時、わ

れ書き記さんとせしに、天より聲ありて『七つの

雷霆の語りしことは封じて書き記すな』といふを

聞けり。 5かくて我が見しところの海と地とに跨

り立てる御使は、天にむかひて右の手を擧げ、 6

天および其の中に在るもの、地および其の中にあ

るもの、海および其の中にある物を造り給ひし、

世々限りなく生きたまふ者を指し、誓ひて言ふ

『この後、時は延ぶることなし。 (aiōn g165) 7第七

の御使の吹かんとするラッパの聲の出づる時に至

りて、神の僕なる預言者たちに示し給ひし如く、

その奧義は成就せらるべし』 8かくて我が前に天

より聞きし聲のまた我に語りて『なんぢ往きて、

海と地とに跨り立てる御使の手にある展きたる卷

物を取れ』と言ふを聞けり。 9われ御使のもとに

往きて、小き卷物を我に與へんことを請ひたれ

ば、彼いふ『これを取りて食ひ盡せ、さらば汝の

腹苦くならん、然れど其の口には蜜のごとく甘

からん』 10われ御使の手より小き卷物をとりて

食ひ盡したれば、口には蜜のごとく甘かりしが、

食ひし後わが腹は苦くなれり。 11また或物われ

に言ふ『なんぢ再び多くの民・國・國語・王たち

に就きて預言すべし』

11ここにわれ杖のごとき間竿を與へられたり、
かくて或者いふ『立ちて神の聖所と香壇と

其處に拜する者どもとを度れ、 2聖所の外の庭は

差措きて度るな、これは異邦人に委ねられたり、

彼らは四十二个月のあひだ聖なる都を蹂躙らん

。 3我わが二人の證人に權を與へん、彼らは荒布

を著て千二百六十日のあひだ預言すべし。 4彼

らは地の主の御前に立てる二つのオリブの樹、二

つの燈臺なり。 5もし彼らを害はんとする者あら

ば、火その口より出でてその敵を焚き盡さん。も



ヨハネの黙示録807

し彼らを害はんとする者あらば、必ず斯くのごと

く殺さるべし。 6彼らは預言するあひだ雨を降ら

せぬやうに天を閉づる權力あり、また水を血に變

らせ、思ふままに幾度にても諸種の苦難をもて地

を撃つ權力あり。 7彼等がその證を終へんとき

、底なき所より上る獸ありて之と戰鬪をなし、勝

ちて之を殺さん。 (Abyssos g12) 8その屍體は大なる

都の衢に遺らん。この都を譬へてソドムと云ひ、

エジプトの云ふ、即ち彼らの主もまた十字架に釘

けられ給ひし所なり。 9もろもろの民・族・國語

・國のもの、三日半の間その屍體を見、かつ其の

屍體を墓に葬ることを許さざるべし。 10地に住

む者どもは彼らに就きて喜び樂しみ互に禮物を贈

らん、此の二人の預言者は地に住む者を苦しめた

ればなり』 11三日半ののち生命の息、神より出

でて彼らに入り、かれら足にて起ちたれば、之を

見るもの大に懼れたり。 12天より大なる聲して

『ここに昇れ』と言ふを彼ら聞きたれば、雲に乘

りて天に昇れり、その敵も之を見たり、 13この

とき大なる地震ありて、都の十分の一は倒れ、地

震のために死にしもの七千人にして、遺れる者

は懼をいだき天の神に榮光を歸したり。 14第二

の禍害すぎ去れり、視よ、第三の禍害すみやかに

來るなり。 15第七の御使ラッパを吹きしに、天

に數多の大なる聲ありて『この世の國は我らの主

および其のキリストの國となれり。彼は世々限

りなく王たらん』と言ふ。 (aiōn g165) 16かくて神の

前にて座位に坐する二十四人の長老ひれふし神を

拜して言ふ、 17『今いまし、昔います主たる全

能の神よ、なんぢの大なる能力を執りて王と成り

給ひしことを感謝す。 18諸國の民怒をいだけり

、なんぢの怒も亦いたれり、死にたる者を審き、

なんぢの僕なる預言者および聖徒、また小なるも

大なるも汝の名を畏るる者に報賞をあたへ、地を

亡す者を亡したまふ時いたれり』 19斯くて天に

ある神の聖所ひらけ、聖所のうちに契約の櫃見

え、數多の電光と聲と雷霆と、また地震と大なる

雹とありき。

12また天に大なる徴見えたり。日を著たる女
ありて、其の足の下に月あり、其の頭に十二

の星の冠冕あり。 2かれは孕りをりしが、子を産

まんとして産みの苦痛と惱とのために叫べり、 3

また天に他の徴見えたり。視よ、大なる赤き龍

あり、これに七つの頭と十の角とありて、頭には

七つの冠冕あり。 4その尾は天の星の三分の一を

引きて之を地に落せり。龍は子を産まんとする女

の前に立ち、産むを待ちて其の子を食ひ盡さんと

構へたり。 5女は男子を産めり、この子は鐵の杖

もて諸種の國人を治めん。かれは神の許に、その

御座の下に擧げられたり。 6女は荒野に逃げゆけ

り。彼處に千二百六十日の間かれが養はるる爲

に神の備へ給へる所あり。 7かくて天に戰爭おこ

れり、ミカエル及びその使たち龍とたたかふ。龍

もその使たちも之と戰ひしが、 8勝つこと能はず

、天には、はや其の居る所なかりき。 9かの大な

る龍、すなわち惡魔と呼ばれ、サタンと呼ばれた

る全世界をまどはす古き蛇は落され、地に落され

、その使たちも共に落されたり。 10我また天に

大なる聲ありて『われらの神の救と能力と國と神

のキリストの權威とは、今すでに來れり。我らの

兄弟を訴へ夜晝われらの神の前に訴ふるもの落さ

れたり。 11而して兄弟たちは羔羊の血と己が證

の言とによりて勝ち、死に至るまで己が生命を惜

まざりき。 12この故に天および天に住める者よ

、よろこべ、地と海とは禍害なるかな、惡魔おの

が時の暫時なるを知り、大なる憤恚をいだきて汝

等のもとに下りたればなり』と云ふを聞けり。 13

かくて龍はおのが地に落されしを見て、男子を生

みし女を責めたりしが、 14女は荒野なる己が處

に飛ぶために、大なる鷲の兩の翼を與へられたれ

ば、其處にいたり、一年、二年、また半年のあひ

だ蛇のまへを離れて養はれたり。 15蛇はその口

より水を川のごとく、女の背後に吐きて之を流さ

んとしたれど、 16地は女を助け、その口を開き

て龍の口より吐きたる川を呑み盡せり。 17龍は

女を怒りてその裔の殘れるもの、即ち神の誡命を

守りイエスの證を有てる者に、戰鬪を挑まんとて

出でゆき、海邊の砂の上に立てり。

13我また一つの獸の海より上るを見たり。之に
十の角と七つの頭とあり、その角に十の冠冕

あり、頭の上には神を涜す名あり。 2わが見し獸

は豹に似て、その足は熊のごとく、その口は獅子

の口のごとし。龍はこれに己が能力と己が座位と

大なる權威とを與へたり。 3我その頭の一つ傷つ

けられて死ぬばかりなるを見しが、その死ぬべき

傷いやされたれば、全地の者これを怪しみて獸に

從へり。 4また龍おのが權威を獸に與へしにより

て、彼ら龍を拜し、且その獸を拜して言ふ『たれ
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か此の獸に等しき者あらん、誰か之と戰ふことを

得ん』 5獸また大言と涜言とを語る口を與へられ

、四十二个月のあひだ働く權威を與へらる。 6

彼は口をひらきて神を涜し、又その御名とその幕

屋すなはち天に住む者どもとを涜し、 7また聖徒

に戰鬪を挑みて、之に勝つことを許され、且もろ

もろの族・民・國語・國を掌どる權威を與へらる

。 8凡て地に住む者にて、其の名を屠られ給ひし

羔羊の生命の書に、世の創より記されざる者は、

これを拜せん。 9人もし耳あらば聽くべし。 10

虜にせらるべき者は虜にせられん、劍にて殺す者

はおのれも劍にて殺さるべし、聖徒たちの忍耐と

信仰とは茲にあり。 11我また他の獸の地より上

るを見たり。これに羔羊のごとき角二つありて

龍のごとく語り、 12先の獸の凡ての權威を彼の

前にて行ひ、地と地に住む者とをして死ぬべき傷

の醫されたる先の獸を拜せしむ。 13また大なる

徴をおこなひ、人々の前にて火を天より地に降ら

せ、 14かの獸の前にて行ふことを許されし徴を

もて地に住む者どもを惑し、劍にうたれてなほ生

ける獸の像を造ることを地に住む者どもに命じた

り。 15而してその獸の像に息を與へて物言はし

め、且その獸の像を拜せぬ者をことごとく殺さし

むる事を許され、 16また凡ての人をして、大小

・貧富・自主・奴隷の別なく、或はその右の手、

あるいは其の額に徽章を受けしむ。 17この徽章

を有たぬ凡ての者に賣買することを得ざらしめた

り。その徽章は獸の名、もしくは其の名の數字な

り。 18智慧は茲にあり、心ある者は獸の數字を

算へよ。獸の數字は人の數字にして、その數字は

六百六十六なり。

14われ見しに、視よ、羔羊シオンの山に立ちた
まふ。十四萬四千の人これと偕に居り、そ

の額には羔羊の名および羔羊の父の名記しあり

。 2われ天よりの聲を聞けり、多くの水の音のご

とく、大なる雷霆の聲のごとし。わが聞きし此の

聲は彈琴者の立琴を彈く音のごとし。 3かれら新

しき歌を御座の前および四つの活物と長老たちと

の前にて歌ふ。この歌は地より贖はれたる十四萬

四千人の他は誰も學びうる者なかりき。 4彼ら

は女に汚されぬ者なり、潔き者なり、何處にまれ

羔羊の往き給ふところに隨ふ。彼らは人の中より

贖はれて神と羔羊とのために初穗となれり。 5そ

の口に虚僞なし、彼らは瑕なき者なり。 6我また

他の御使の中空を飛ぶを見たり。かれは地に住む

もの、即ちもろもろの國・族・國語・民に宣傳へ

んとて、永遠の福音を携へ、 (aiōnios g166) 7大聲に

て言ふ『なんぢら神を畏れ、神に榮光を歸せよ。

その審判のとき既に至りたればなり。汝ら天と地

と海と水の源泉とを造り給ひし者を拜せよ』 8ほ

かの第二の御使、かれに從ひて言ふ『倒れたり、

倒れたり。大なるバビロン、己が淫行より出づる

憤恚の葡萄酒をもろもろの國人に飮ませし者』 9

ほかの第三の御使、かれらに從ひ大聲にて言ふ『

もし獸とその像とを拜し、且その額あるいは手に

徽章を受くる者あらば、 10必ず神の怒の酒杯に

盛りたる混りなき憤恚の葡萄酒を飮み、かつ聖な

る御使たち及び羔羊の前にて、火と硫黄とにて苦

しめらるべし。 11その苦痛の煙は世々限りなく

立ち昇りて、獸とその像とを拜する者、また其の

名の徽章を受けし者は、夜も晝も休息を得ざらん

。 (aiōn g165) 12神の誡命とイエスを信ずる信仰とを

守る聖徒の忍耐は茲にあり』 13我また天より聲

ありて『書き記せ「今よりのち主にありて死ぬる

死人は幸福なり」御靈も言ひたまふ「然り、彼

等はその勞役を止めて息まん。その業これに隨ふ

なり」』と言ふを聞けり。 14また見しに、視よ

、白き雲あり、その雲の上に人の子の如きもの坐

して、首には金の冠冕をいただき、手には利き鎌

を持ちたまふ。 15又ほかの御使、聖所より出で

、雲のうへに坐したまふ者にむかひ、大聲に呼は

りて『なんぢの鎌を入れて刈れ、地の穀物は全く

熟し、既に刈り取るべき時至ればなり』と言ふ

。 16かくて雲の上に坐したまふ者その鎌を地に

入れたれば、地の穀物は刈り取られたり。 17又

ほかの御使、天の聖所より出で、同じく利き鎌を

持てり。 18又ほかの火を掌どる御使、祭壇より

出で、利き鎌を持つ者にむかひ大聲に呼はりて『

なんぢの利き鎌を入れて地の葡萄の樹の房を刈り

收めよ、葡萄は既に熟したり』と言ふ。 19御使

その鎌を地に入れて地の葡萄を刈りをさめ、神の

憤恚の大なる酒槽に投げ入れたり。 20かくて都

の外にて酒槽を踐みしに、血酒槽より流れ出で

て馬の轡に達くほどになり、一千六百町に廣が

れり。

15我また天に他の大なる怪しむべき徴を見たり
。即ち七人の御使ありて最後の七つの苦難を

持てり、神の憤恚は之にて全うせらるるなり。 2
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我また火の混りたる玻璃の海を見しに、獸とその

像とその名の數字とに勝ちたる者ども、神の立琴

を持ちて玻璃の海の邊に立てり。 3彼ら神の僕モ

ーセの歌と羔羊の歌とを歌ひて言ふ『主なる全能

の神よ、なんぢの御業は大なるかな、妙なるかな

、萬國の王よ、なんぢの道は義なるかな、眞なる

かな。 4主よ、たれか汝を畏れざる、誰か御名を

尊ばざる、汝のみ聖なり、諸種の國人きたりて御

前に拜せん。なんぢの審判は既に現れたればなり

』 5この後われ見しに、天にある證の幕屋の聖所

ひらけて、 6かの七つの苦難を持てる七人の御使

、きよき輝ける亞麻布を著、金の帶を胸に束ね

て聖所より出づ。 7四つの活物の一つ、その七人

の御使に、世々限りなく生きたまふ神の憤恚の

滿ちたる七つの金の鉢を與へしかば、 (aiōn g165) 8

聖所は神の榮光とその權力とより出づる煙にて滿

ち、七人の御使の七つの苦難の終るまでは、誰も

聖所に入ること能はざりき。

16我また聖所より大なる聲ありて、七人の御使
に『往きて神の憤恚の七つの鉢を地の上に傾

けよ』と言ふを聞けり。 2かくて第一の者ゆきて

其の鉢を地の上に傾けたれば、獸の徽章を有てる

人々とその像を拜する人々との身に、惡しき苦し

き腫物生じたり。 3第二の者その鉢を海の上に

傾けたれば、海は死人の血の如くなりて、海にあ

る生物ことごとく死にたり。 4第三の者その鉢を

もろもろの河と、もろもろの水の源泉との上に傾

けたれば、みな血となれり。 5われ水を掌どる御

使の『いま在し昔います聖なる者よ、なんぢの斯

く定め給ひしは正しき事なり。 6彼らは聖徒と預

言者との血を流したれば、之に血を飮ませ給ひし

は相應しきなり』と云へるを聞けり。 7我また祭

壇の物言ふを聞けり『然り、主なる全能の神よ

、なんぢの審判は眞なるかな、義なるかな』と。

8第四の者その鉢を太陽の上に傾けたれば、太陽

は火をもて人を燒くことを許さる。 9かくて人々

烈しき熱に燒かれて、此等の苦難を掌どる權威

を有たちまふ神の名を涜し、かつ悔改めずして神

に榮光を歸せざりき。 10第五の者その鉢を獸の

座位の上に傾けたれば、獸の國暗くなり、その

國人痛によりて己の舌を齧み、 11その痛と腫物

とによりて天の神を涜し、かつ己が行爲を悔改め

ざりき。 12第六の者その鉢を大なる河ユウフラ

テの上に傾けたれば、河の水涸れたり。これ日

の出づる方より來る王たちの途を備へん爲なり。

13我また龍の口より、獸の口より、僞預言者の口

より、蛙のごとき三つの穢れし靈の出づるを見た

り。 14これは徴をおこなふ惡鬼の靈にして、全

能の神の大なる日の戰鬪のために全世界の王たち

を集めんとて、その許に出でゆくなり。 15（視

よ、われ盜人のごとく來らん、裸にて歩み羞所を

見らるることなからん爲に、目を覺してその衣を

守る者は幸福なり） 16かの三つの靈、王たちを

ヘブル語にてハルマゲドンと稱ふる處に集めたり

。 17第七の者その鉢を空中に傾けたれば、聖所

より御座より大なる聲いでて『事すでに成れり』

と言ふ。 18かくて數多の電光と聲と雷霆とあり

、また大なる地震おこれり、人の地の上に在りし

以來かかる大なる地震なかりき。 19大なる都は

三つに裂かれ、諸國の町々は倒れ、大なるバビロ

ンは神の前におもひ出されて、劇しき御怒の葡萄

酒を盛りたる酒杯を與へられたり。 20凡ての島

は逃げさり、山は見えずなれり。 21また天より

百斤ほどの大なる雹、人々の上に降りしかば、

人々雹の苦難によりて神を涜せり。是その苦難

甚だしく大なればなり。

17七つの鉢を持てる七人の御使の一人きたり、
我に語りて言ふ『來れ、われ多くの水の上に

坐する大淫婦の審判を汝に示さん。 2地の王たち

は之と淫をおこなひ、地に住む者らは其の淫行の

葡萄酒に醉ひたり』 3かくてわれ御靈に感じ、御

使に携へられて荒野にゆき、緋色の獸に乘れる女

を見たり、この獸の體は神を涜す名にて覆はれ、

また七つの頭と十の角とあり。 4女は紫色と緋と

を著、金・寶石・眞珠にて身を飾り、手には憎む

べきものと己が淫行の汚とにて滿ちたる金の酒杯

を持ち、 5額には記されたる名あり。曰く『奧義

大なるバビロン、地の淫婦らと憎むべき者との母

』 6我この女を見るに、聖徒の血とイエスの證人

の血とに醉ひたり。我これを見て大に怪しみたれ

ば、 7御使われに言ふ『なにゆゑ怪しむか、我こ

の女と之を乘せたる七つの頭、十の角ある獸との

奧義を汝に告げん。 8なんぢの見し獸は前に有り

しも今あらず、後に底なき所より上りて滅亡に往

かん、地に住む者にて世の創より其の名を生命の

書に記されざる者は、獸の前にありて今あらず、

後に來るを見て怪しまん。 (Abyssos g12) 9智慧の心

は茲にあり。七つの頭は女の坐する七つの山なり



ヨハネの黙示録 810

、また七人の王なり。 10五人は既に倒れて一人

は今あり、他の一人は未だ來らず、來らば暫時の

ほど止るべきなり。 11前にありて今あらぬ獸は

第八なり、前の七人より出でたる者にして滅亡に

往くなり。 12汝の見し十の角は十人の王にして

未だ國を受けざれども、一時のあひだ獸と共に王

のごとき權威を受くべし。 13彼らは心を一つに

して己が能力と權威とを獸にあたふ。 14彼らは

羔羊と戰はん。而して羔羊かれらに勝ち給ふべし

、彼は主の主、王の王なればなり。これと偕なる

召されたるもの、選ばれたるもの、忠實なる者も

勝を得べし』 15御使また我に言ふ『なんぢの見

し水、すなわち淫婦の坐する處は、もろもろの民

・群衆・國・國語なり。 16なんぢの見し十の角

と獸とは、かの淫婦を憎み、之をして荒涼ばしめ

、裸ならしめ、且その肉を喰ひ、火をもて之を燒

き盡さん。 17神は彼らに御旨を行ふことと、心

を一つにすることと、神の御言の成就するまで國

を獸に與ふることとを思はしめ給ひたればなり。

18なんぢの見し女は地の王たちを宰どる大なる都

なり』

18この後また他の一人の御使の大なる權威を有
ちて天より降るを見しに、地はその榮光によ

りて照されたり。 2かれ強き聲にて呼はりて言ふ

『大なるバビロンは倒れたり、倒れたり、かつ惡

魔の住家、もろもろの穢れたる靈の檻、もろもろ

の穢れたる憎むべき鳥の檻となれり。 3もろもろ

の國人はその淫行の憤恚の葡萄酒を飮み、地の王

たちは彼と淫をおこなひ、地の商人らは彼の奢の

勢力によりて富みたればなり』 4また天より他の

聲あるを聞けり。曰く『わが民よ、かれの罪に干

らず、彼の苦難を共に受けざらんため、その中を

出でよ。 5かれの罪は積りて天にいたり、神その

不義を憶え給ひたればなり。 6彼が爲しし如く彼

に爲し、その行爲に應じ倍して之を報い、かれが

酌み與へし酒杯に倍して之に酌み與へよ。 7かれ

が自ら尊びみづから奢りしと同じほどの苦難と悲

歎とを之に與へよ。彼は心のうちに「われは女王

の位に坐する者にして寡婦にあらず、決して悲歎

を見ざるべし」と言ふ。 8この故に、さまざまの

苦難、一日のうちに彼の身にきたらん、即ち死と

悲歎と饑饉となり。彼また火にて燒き盡されん、

彼を審きたまふ主なる神は強ければなり。 9彼と

淫をおこなひ、彼とともに奢りたる地の王たちは

、其の燒かるる煙を見て泣きかつ歎き、 10その

苦難を懼れ、遙に立ちて「禍害なるかな、禍害な

るかな、大なる都、堅固なる都バビロンよ、汝の

審判は時の間に來れり」と言はん。 11地の商人

かれが爲に泣き悲しまん。今より後その商品を買

ふ者なければなり。 12その商品は金・銀・寶石

・眞珠・細布・紫色・絹・緋色および各樣の香木

、また象牙のさまざまの器、價貴き木、眞鍮・

鐵・蝋石などの各樣の器、 13また肉桂・香料・

香・香油・乳香・葡萄酒・オリブ油・麥粉・麥

・牛・羊・馬・車・奴隷および人の靈魂なり。 14

なんぢの靈魂の嗜みたる果物は汝を去り、すべて

の美味、華美なる物は亡びて汝を離れん、今より

後これを見ること無かるべし。 15これらの物を

商ひ、バビロンに由りて富を得たる商人らは、其

の苦難を懼れて遙に立ち、泣き悲しみて言はん、

16「禍害なるかな、禍害なるかな、細布と紫色と

緋とを著、金・寶石・眞珠をもて身を飾りたる大

なる都、 17斯ばかり大なる富の時の間に荒涼ば

んとは」而して凡ての船長、すべて海をわたる

人々、舟子および海によりて生活を爲すもの遙か

に立ち、 18バビロンの燒かるる煙を見て叫び「

いづれの都か、この大なる都に比ぶべき」と言は

ん。 19彼等また塵をおのが首に被りて泣き悲し

み叫びて「禍害なるかな、禍害なるかな、此の大

なる都、その奢によりて海に船を有てる人々の富

を得たる都、かく時の間に荒涼ばんとは」と言は

ん。 20天よ、聖徒・使徒・預言者よ、この都に

つきて喜べ、神なんぢらの爲に之を審き給ひたれ

ばなり』 21ここに一人の強き御使、大なる碾臼

のごとき石を擡げ海に投げて言ふ『おほいなる都

バビロンは斯くのごとく烈しく撃ち倒されて、今

より後見えざるべし。 22今よりのち立琴を彈く

もの、樂を奏するもの、笛を吹く者、ラッパを鳴

す者の聲なんぢの中に聞えず、今より後さまざま

の細工をなす細工人なんぢの中に見えず、碾臼の

音なんぢの中に聞えず、 23今よりのち燈火の光

なんぢの中に輝かず、今よりのち新郎・新婦の聲

なんぢの中に聞えざるべし。そは汝の商人は地の

大臣となり、諸種の國人はなんぢの咒術に惑され

、 24また預言者・聖徒および凡て地の上に殺さ

れし者の血は、この都の中に見出されたればなり

』
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19この後われ天に大なる群衆の大聲のごとき者
ありて、かく言ふを聞けり。曰く『ハレルヤ

、救と榮光と權力とは、我らの神のものなり。 2

その御審は眞にして義なるなり、己が淫行をもて

地を汚したる大淫婦を審き、神の僕らの血の復讐

を彼になし給ひしなり』 3また再び言ふ『ハレル

ヤ、彼の燒かるる煙は世々限りなく立ち昇るな

り』 (aiōn g165) 4ここに二十四人の長老と四つの活

物と平伏して御座に坐したまふ神を拜し『アァメ

ン、ハレルヤ』と言へり。 5また御座より聲出

でて言ふ『すべて神の僕たるもの、神を畏るる者

よ、小なるも大なるも、我らの神を讃め奉れ』 6

われ大なる群衆の聲おほくの水の音のごとく、烈

しき雷霆の聲の如きものを聞けり。曰く『ハレル

ヤ全能の主、われらの神は統治らすなり。 7われ

ら喜び樂しみて之に榮光を歸し奉らん。そは羔羊

の婚姻の時いたり、既にその新婦みづから準備し

たればなり。 8彼は輝ける潔き細布を著ることを

許されたり、此の細布は聖徒たちの正しき行爲な

り』 9御使また我に言ふ『なんぢ書き記せ、羔羊

の婚姻の宴席に招かれたる者は幸福なり』と。ま

た我に言ふ『これ神の眞の言なり』 10我その足

下に平伏して拜せんとしたれば、彼われに言ふ『

愼みて然すな、我は汝およびイエスの證を保つ汝

の兄弟とともに僕たるなり。なんぢ神を拜せよ、

イエスの證は即ち預言の靈なり』 11我また天の

開けたるを見しに、視よ、白き馬あり、之に乘り

たまふ者は「忠實また眞」と稱へられ、義をもて

審きかつ戰ひたまふ。 12彼の目は焔のごとく、

その頭には多くの冠冕あり、また記せる名あり、

之を知る者は彼の他になし。 13彼は血に染みた

る衣を纏へり、その名は「神の言」と稱ふ。 14

天に在る軍勢は白く潔き細布を著、白き馬に乘り

て彼にしたがふ。 15彼の口より利き劍いづ、之

をもて諸國の民をうち、鐵の杖をもて之を治め給

はん。また自ら全能の神の烈しき怒の酒槽を踐み

たまふ。 16その衣と股とに『王の王、主の主』

と記せる名あり。 17我また一人の御使の太陽の

なかに立てるを見たり。大聲に呼はりて、中空を

飛ぶ凡ての鳥に言ふ『いざ、神の大なる宴席に集

ひきたりて、 18王たちの肉、將校の肉、強き者

の肉、馬と之に乘る者との肉、すべての自主およ

び奴隷、小なるもの大なる者の肉を食へ』 19我

また獸と地の王たちと彼らの軍勢とが相集りて

、馬に乘りたまふ者および其の軍勢に對ひて戰鬪

を挑むを見たり。 20かくて獸は捕へられ、又そ

の前に不思議を行ひて獸の徽章を受けたる者と、

その像を拜する者とを惑したる僞預言者も、之

とともに捕へられ、二つながら生きたるまま硫黄

の燃ゆる火の池に投げ入れられたり。 (Limnē Pyr

g3041 g4442) 21その他の者は馬に乘りたまふ者の口

より出づる劍にて殺され、凡ての鳥その肉を食ひ

て飽きたり。

20我また一人の御使の底なき所の鍵と大な
る鎖とを手に持ちて、天より降るを見たり。

(Abyssos g12) 2彼は龍、すなわち惡魔たりサタンた

る古き蛇を捕へて、之を千年のあひだ繋ぎおき、

3底なき所に投げ入れ閉ぢ込めて、その上に封印

し、千年の終るまでは諸國の民を惑すことなから

しむ。その後、暫時のあひだ解放さるべし。

(Abyssos g12) 4我また多くの座位を見しに、之に座

する者あり、審判する權威を與へられたり。我ま

たイエスの證および神の御言のために馘られし者

の靈魂、また獸をもその像をも拜せず、己が額あ

るいは手にその徽章を受けざりし者どもを見たり

。彼らは生きかへりて千年の間キリストと共に王

となれり。 5（その他の死人は千年の終るまで生

きかへらざりき）これは第一の復活なり。 6幸福

なるかな、聖なるかな、第一の復活に干る人。こ

の人々に對して第二の死は權威を有たず、彼らは

神とキリストとの祭司となり、キリストと共に千

年のあひだ王たるべし。 7千年終りて後サタン

は其の檻より解放たれ、 8出でて地の四方の國の

民、ゴグとマゴグとを惑し戰鬪のために之を集め

ん、その數は海の砂のごとし。 9かくて彼らは地

の全面に上りて、聖徒たちの陣營と愛せられたる

都とを圍みしが、天より火くだりて彼等を燒き

盡し、 10彼らを惑したる惡魔は、火と硫黄との

池に投げ入れられたり。ここは獸も僞預言者も

また居る所にして、彼らは世々限りなく晝も夜

も苦しめらるべし。 (aiōn g165, Limnē Pyr g3041 g4442) 11

我また大なる白き御座および之に座し給ふものを

見たり。天も地もその御顏の前を遁れて跡だに見

えずなりき。 12我また死にたる者の大なるも小

なるも御座の前に立てるを見たり。而して數々の

書展かれ、他にまた一つの書ありて展かる、即

ち生命の書なり、死人は此等の書に記されたる

所の、その行爲に隨ひて審かれたり。 13海はそ
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の中にある死人を出し、死も陰府もその中にある

死人を出したれば、各自その行爲に隨ひて審かれ

たり。 (Hadēs g86) 14かくて死も陰府も火の池に投

げ入れられたり、此の火の池は第二の死なり。

(Hadēs g86, Limnē Pyr g3041 g4442) 15すべて生命の書に記

されぬ者はみな火の池に投げ入れられたり。

(Limnē Pyr g3041 g4442)

21我また新しき天と新しき地とを見たり。これ
前の天と前の地とは過ぎ去り、海も亦なきな

り。 2我また聖なる都、新しきエルサレムの、夫

のために飾りたる新婦のごとく準備して、神の許

をいで、天より降るを見たり。 3また大なる聲の

御座より出づるを聞けり。曰く『視よ、神の幕屋

、人と偕にあり、神、人と偕に住み、人、神の民

となり、神みづから人と偕に在して、 4かれらの

目の涙をことごとく拭ひ去り給はん。今よりのち

死もなく、悲歎も號叫も苦痛もなかるべし。前の

もの既に過ぎ去りたればなり』 5かくて御座に坐

し給ふもの言ひたまふ『視よ、われ一切のものを

新にするなり』また言ひたまふ『書き記せ、これ

らの言は信ずべきなり、眞なり』 6また我に言ひ

たまふ『事すでに成れり、我はアルパなり、オメ

ガなり、始なり、終なり、渇く者には價なくして

生命の水の泉より飮むことを許さん。 7勝を得る

者は此等のものを嗣がん、我はその神となり、

彼は我が子とならん。 8されど臆するもの、信ぜ

ぬもの、憎むべきもの、人を殺すもの、淫行のも

の、咒術をなすもの、偶像を拜する者および凡て

僞る者は、火と硫黄との燃ゆる池にて其の報を受

くべし、これ第二の死なり』 (Limnē Pyr g3041 g4442) 9

最後の七つの苦難の滿ちたる七つの鉢を持てる七

人の御使の一人きたり、我に語りて言ふ『來れ、

われ羔羊の妻なる新婦を汝に見せん』 10御使、

御靈に感じたる我を携へて大なる高き山にゆき、

聖なる都エルサレムの、神の榮光をもて神の許を

出でて天より降るを見せたり。 11その都の光輝

はいと貴き玉のごとく、透徹る碧玉のごとし。 12

此處に大なる高き石垣ありて十二の門あり、門の

側らに一人づつ十二の御使あり、門の上に一つづ

つイスラエルの子孫の十二の族の名を記せり。 13

東に三つの門、北に三つの門、南に三つの門、西

に三つの門あり。 14都の石垣には十二の基あり

、これに羔羊の十二の使徒の十二の名を記せり。

15我と語る者は都と門と石垣とを測らん爲に金の

間竿を持てり。 16都は方形にして、その長さ廣

さ相均し。彼は間竿にて都を測りしに一千二百

町あり、長さ廣さ高さみな相均し。 17また石垣

を測りしに、人の度すなはち御使の度に據れば百

四十四尺あり。 18石垣は碧玉にて築き、都は清

らかなる玻璃のごとき純金にて造れり。 19都の

石垣の基はさまざまの寶石にて飾れり。第一の基

は碧玉、第二は瑠璃、第三は玉髓、第四は緑玉、

20第五は紅縞瑪瑙、第六は赤瑪瑙、第七は貴橄欖

石、第八は緑柱石、第九は黄玉石、第十は緑玉髓

、第十一は青玉、第十二は紫水晶なり。 21十二

の門は十二の眞珠なり、おのおのの門は一つの眞

珠より成り、都の大路は透徹る玻璃のごとき純金

なり。 22われ都の内にて宮を見ざりき、主なる

全能の神および羔羊はその宮なり。 23都は日月

の照すを要せず、神の榮光これを照し、羔羊はそ

の燈火なり。 24諸國の民は都の光のなかを歩み

、地の王たちは己が光榮を此處にたづさへきたる

。 25都の門は終日閉ぢず（此處に夜あることな

し） 26人々は諸國の民の光榮と尊貴とを此處に

たづさえ來らん。 27凡て穢れたる者また憎むべ

き事と虚僞とを行ふ者は、此處に入らず、羔羊の

生命の書に記されたる者のみ此處に入るなり。

22御使また水晶のごとく透徹れる生命の水の河
を我に見せたり。この河は神と羔羊との御座

より出でて都の大路の眞中を流る。 2河の左右に

生命の樹ありて十二種の實を結び、その實は月

毎に生じ、その樹の葉は諸國の民を醫すなり。 3

今よりのち詛はるべき者は一つもなかるべし。神

と羔羊との御座は都の中にあり。その僕らは之に

事へ、 4且その御顏を見ん、その御名は彼らの額

にあるべし。 5今よりのち夜ある事なし、燈火の

光をも日の光をも要せず、主なる神かれらを照し

給へばなり。彼らは世々限りなく王たるべし。

(aiōn g165) 6彼また我に言ふ『これらの言は信ずべ

きなり、眞なり、預言者たちの靈魂の神たる主は

、速かに起るべき事をその僕どもに示さんとて、

御使を遣し給へるなり。 7視よ、われ速かに到ら

ん、この書の預言の言を守る者は幸福なり』 8こ

れらの事を聞き、かつ見し者は我ヨハネなり。か

くて見聞せしとき我これらの事を示したる御使

の足下に平伏して拜せんとせしに、 9かれ言ふ『

つつしみて然すな、われは汝および汝の兄弟たる

預言者、また此の書の言を守る者と等しく僕たる



ヨハネの黙示録813

なり、なんじ神を拜せよ』 10また我に言ふ『こ

の書の預言の言を封ずな、時近ければなり。 11

不義をなす者はいよいよ不義をなし不淨なる者は

いよいよ不淨をなし、義なる者はいよいよ義をお

こなひ、清き者はいよいよ清くすべし。 12視よ

、われ報をもて速かに到らん、各人の行爲に隨ひ

て之を與ふべし。 13我はアルパなり、オメガな

り、最先なり、最後なり、始なり、終なり、 14

おのが衣を洗ふ者は幸福なり、彼らは生命の樹に

ゆく權威を與へられ、門を通りて都に入ることを

得るなり。 15犬および咒術をなすもの、淫行の

もの、人を殺すもの、偶像を拜する者、また凡て

虚僞を愛して之を行ふ者は外にあり。 16われイ

エスは我が使を遣して諸教會のために此等のこ

とを汝らに證せり。我はダビデの萠蘗また其の裔

なり、輝ける曙の明星なり』 17御靈も新婦もい

ふ『來りたまへ』聞く者も言へ『きたり給へ』と

、渇く者はきたれ、望む者は價なくして生命の水

を受けよ。 18われ凡てこの書の預言の言を聞く

者に證す。もし之に加ふる者あらば、神はこの書

に記されたる苦難を彼に加へ給はん。 19若しこ

の預言の書の言を省く者あらば、神はこの書に記

されたる生命の樹、また聖なる都より彼の受くべ

き分を省き給はん。 20これらの事を證する者い

ひ給ふ『然り、われ速かに到らん』アァメン、主

イエスよ、來りたまへ。 21願はくは主イエスの

恩惠なんぢら凡ての者と偕に在らんことを。



我また聖なる都、新しきエルサレムの、夫のために飾りたる新婦のごとく準備して、

神の許をいで、天より降るを見たり。また大なる聲の御座より出づるを聞けり。曰く

『視よ、神の幕屋、人と偕にあり、神、人と偕に住み、人、

神の民となり、神みづから人と偕に在して、

ヨハネの黙示録 21:2-3



読者ガイド
日本語 at AionianBible.org/Readers-Guide

The Aionian Bible republishes public domain and Creative Common Bible texts that are
100% free to copy and print. The original translation is unaltered and notes are added to
help your study. The notes show the location of eleven special Greek and Hebrew
Aionian Glossary words to help us better understand God’s love for individuals and for
all mankind, and the nature of afterlife destinies.

Who has the authority to interpret the Bible and examine the underlying Hebrew and
Greek words? That is a good question! We read in 1 John 2:27, “As for you, the
anointing which you received from him remains in you, and you do not need for anyone
to teach you. But as his anointing teaches you concerning all things, and is true, and is
no lie, and even as it taught you, you remain in him.” Every Christian is qualified to
interpret the Bible! Now that does not mean we will all agree. Each of us is still growing
in our understanding of the truth. However, it does mean that there is no infallible human
or tradition to answer all our questions. Instead the Holy Spirit helps each of us to know
the truth and grow closer to God and each other.

The Bible is a library with 66 books in the Protestant Canon. The best way to learn
God’s word is to read entire books. Read the book of Genesis. Read the book of
John. Read the entire Bible library. Topical studies and cross-referencing can be good.
However, the safest way to understand context and meaning is to read whole Bible
books. Chapter and verse numbers were added for convenience in the 16th century, but
unfortunately they can cause the Bible to seem like an encyclopedia. The Aionian Bible
is formatted with simple verse numbering, minimal notes, and no cross-referencing in
order to encourage the reading of Bible books.

Bible reading must also begin with prayer. Any Christian is qualified to interpret the Bible
with God’s help. However, this freedom is also a responsibility because without the Holy
Spirit we cannot interpret accurately. We read in 1 Corinthians 2:13-14, “And we speak
of these things, not with words taught by human wisdom, but with those taught by the
Spirit, comparing spiritual things with spiritual things. Now the natural person does not
receive the things of the Spirit of God, for they are foolishness to him, and he cannot
understand them, because they are spiritually discerned.” So we cannot understand in
our natural self, but we can with God’s help through prayer.

The Holy Spirit is the best writer and he uses literary devices such as introductions,
conclusions, paragraphs, and metaphors. He also writes various genres including
historical narrative, prose, and poetry. So Bible study must spiritually discern and
understand literature. Pray, read, observe, interpret, and apply. Finally, “Do your best
to present yourself approved by God, a worker who does not need to be ashamed,
properly handling the word of truth.” 2 Timothy 2:15. “God has granted to us his precious
and exceedingly great promises; that through these you may become partakers of the
divine nature, having escaped from the corruption that is in the world by lust. Yes,
and for this very cause adding on your part all diligence, in your faith supply moral
excellence; and in moral excellence, knowledge; and in knowledge, self-control; and in
self-control patience; and in patience godliness; and in godliness brotherly affection; and
in brotherly affection, love. For if these things are yours and abound, they make you to
be not idle nor unfruitful to the knowledge of our Lord Jesus Christ,” 2 Peter 1:4-8.
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用語集
日本語 at AionianBible.org/Glossary

The Aionian Bible un-translates and instead transliterates eleven special words to help
us better understand the extent of God’s love for individuals and all mankind, and the
nature of afterlife destinies. The original translation is unaltered and a note is added to
64 Old Testament and 200 New Testament verses. Compare the meanings below to the
Strong's Concordance and Glossary definitions.

Abyssos g12
Greek: proper noun, place
Usage: 9 times in 3 books, 6 chapters, and 9 verses
Meaning:

Temporary prison for special fallen angels such as Apollyon, the Beast, and Satan.

aïdios g126
Greek: adjective
Usage: 2 times in Romans 1:20 and Jude 6
Meaning:

Lasting, enduring forever, eternal.

aiōn g165
Greek: noun
Usage: 127 times in 22 books, 75 chapters, and 102 verses
Meaning:

A lifetime or time period with a beginning and end, an era, an age, the completion of
which is beyond human perception, but known only to God the creator of the aiōns,
Hebrews 1:2. Never meaning simple endless or infinite chronological time in Greek
usage. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs.

aiōnios g166
Greek: adjective
Usage: 71 times in 19 books, 44 chapters, and 69 verses
Meaning:

From start to finish, pertaining to the age, lifetime, entirety, complete, or even
consummate. Never meaning simple endless or infinite chronological time in Koine
Greek usage. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs.

eleēsē g1653
Greek: verb, aorist tense, active voice, subjunctive mood, 3rd person singular
Usage: 1 time in this conjugation, Romans 11:32
Meaning:

To have pity on, to show mercy. Typically, the subjunctive mood indicates possiblity,
not certainty. However, a subjunctive in a purpose clause is a resulting action as certain
as the causal action. The subjunctive in a purpose clause functions as an indicative, not
an optative. Thus, the grand conclusion of grace theology in Romans 11:32 must be
clarified. God's mercy on all is not a possibility, but a certainty. See ntgreek.org.
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Geenna g1067
Greek: proper noun, place
Usage: 12 times in 4 books, 7 chapters, and 12 verses
Meaning:

Valley of Hinnom, Jerusalem's trash dump, a place of ruin, destruction, and judgment
in this life, or the next, though not eternal to Jesus' audience.

Hadēs g86
Greek: proper noun, place
Usage: 11 times in 5 books, 9 chapters, and 11 verses
Meaning:

Synonomous with Sheol, though in New Testament usage Hades is the temporal
place of punishment for deceased unbelieving mankind, distinct from Paradise for
deceased believers.

Limnē Pyr g3041 g4442
Greek: proper noun, place
Usage: Phrase 5 times in the New Testament
Meaning:

Lake of Fire, final punishment for those not named in the Book of Life, prepared for
the Devil and his angels, Matthew 25:41.

Sheol h7585
Hebrew: proper noun, place
Usage: 66 times in 17 books, 50 chapters, and 64 verses
Meaning:

The grave or temporal afterlife world of both the righteous and unrighteous, believing
and unbelieving, until the general resurrection.

Tartaroō g5020
Greek: proper noun, place
Usage: 1 time in 2 Peter 2:4
Meaning:

Temporary prison for particular fallen angels awaiting final judgment.
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Glossary references are below. Strong's Hebrew and Greek number notes are added to
64 Old Testament and 200 New Testament verses. Questioned verse translations do not
contain Aionian Glossary words and may wrongly imply eternal or Hell. * The note
placement is skipped or adjusted for verses with non-standard numbering.
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イザヤ書 38:18

イザヤ書 57:9

エゼキエル書 31:15

エゼキエル書 31:16

エゼキエル書 31:17

エゼキエル書 32:21

エゼキエル書 32:27

ホセア書 13:14

アモス書 9:2

ヨナ書 2:2

ハバクク書 2:5

Tartaroō
ペテロの手紙第二 2:4

Questioned
None yet noted



信仰に由りてアブラハムは召されしとき嗣業として受くべき地に出で往けとの命に遵ひ、その往く所を知らずして出で往けり。

- ヘブル人への手紙 11:8



偖パロ民をさらしめし時ペリシテ人の地は近かりけれども神彼等をみちびきて其地を通りたま

はざりき其は民戰爭を見ば悔てエジプトに歸るならんと神おもひたまひたればなり - 出エジプト記 13:17



人
の
子
の
來
れ
る
も
、
事
へ
ら
る
る
爲
に
あ
ら
ず
、
反
つ
て
事
ふ
る
こ
と
を
な
し
、
又
お
ほ
く
の
人
の
贖
償
と
し
て
己
が
生
命
を
與
へ
ん
爲
な
り

-
マ
ル
コ
の
福
音
書

10
:4
5



キリスト・イエスの僕、召されて使徒となり、神の福音のために選び別たれたるパウロ

- ローマ人への手紙 1:1



Creation 4004 B.C.

Resurrected 33 A.D.Jesus Christ born 4 B.C.

New Heavens and Earth
	 Adam and Eve created	 4004
	 Tubal-cain forges metal	 3300
	 Enoch walks with God	 3017
	 Methuselah dies at age 969	 2349
	 God floods the Earth	 2349
	 Tower of Babel thwarted	 2247
	 Abraham sojourns to Canaan	 1922
	 Jacob moves to Egypt	 1706
	 Moses leads Exodus from Egypt	 1491
	 Gideon judges Israel	 1245
	 Ruth embraces the God of Israel	 1168
	 David installed as King	 1055
	 King Solomon builds the Temple	 1018
	 Elijah defeats Baal’s prophets	 896
	 Jonah preaches to Nineveh	 800
	 Assyrians conquer Israelites	 721
	 King Josiah reforms Judah	 630
	 Babylonians capture Judah	 605
	 Persians conquer Babylonians	 539
	 Cyrus frees Jews, rebuilds Temple	 537
	 Nehemiah rebuilds the wall	 454
	 Malachi prophecies the Messiah	 416
	 Greeks conquer Persians	 331
	 Seleucids conquer Greeks 	 312
	 Hebrew Bible translated to Greek	 250
	 Maccabees defeat Seleucids  	 165
	 Romans subject Judea	 63
	 Herod the Great rules Judea	 37
	 (The Annals of the World, James Uusher)	

	 Christ returns for his people
1956	 Jim Elliot martyrd in Ecuador
1830	 John Williams reaches Polynesia
1731	 Zinzendorf leads Moravian mission
1614	 Japanese kill 40,000 Christians
1572	 Jesuits reach Mexico  
1517	 Martin Luther leads Reformation
1455	 Gutenberg prints first Bible
1323	 Franciscans reach Sumatra
1276	 Ramon Llull trains missionaries
1100	 Crusades tarnish the church
1054	 The Great Schism
997	 Adalbert marytyrd in Prussia
864	 Bulgarian Prince Boris converts
716	 Boniface reaches Germany
635	 Alopen reaches China
569	 Longinus reaches Alodia / Sudan
432	 Saint Patrick reaches Ireland
397	 Carthage ratifies Bible Canon
341	 Ulfilas reaches Goth / Romania
325	 Niceae proclaims God is Trinity
250	 Denis reaches Paris, France
197	 Tertullian writes Christian literature
70	 Titus destroys the Jewish Temple
61	 Paul imprisoned in Rome, Italy
52	 Thomas reaches Malabar, India
39	 Peter reaches Gentile Cornelius
33	 Holy Spirit empowers the Church
	 (Wikipedia, Timeline of Christian missions)



What are we? Genesis 1:26 - 2:3		      Mankind is created in God’s image, male and female He created us

How are we sinful? Romans 5:12-19		      Sin entered the world through Adam and then death through sin

Where are we?

				             When are we?

Innocence Fallen Glory

Eternity
Past

Creation
4004 B.C.

Fall to sin
No Law

Moses’ Law
1500 B.C.

Christ
33 A.D.

Church Age
Kingdom Age

New Heavens
and Earth

Who
are
we?

God

Father
John 10:30

God’s
perfect
fellowship

Genesis 1:31

God’s
perfect
fellowship
with
Adam
in The
Garden
of Eden

1 Timothy 6:16
Living in unapproachable light Acts 3:21

Philippians 2:11
Revelation 20:3

God’s
perfectly
restored
fellowship
with all
Mankind
praising
Christ 
as Lord
in the
Holy
City

Son John 8:58
Pre-incarnate

John 1:14
Incarnate

Luke 23:43
Paradise

Holy Spirit Psalm 139:7
Everywhere

John 14:17
Living in believers

Mankind

Living

Genesis 1:1

No Creation
No people

Ephesians 2:1-5
Serving the Savior or Satan on Earth

Deceased
believing

Luke 16:22
Blessed in Paradise

Deceased
unbelieving

Luke 16:23, Revelation 20:5,13
Punished in Hades until the final judgment

Angels

Holy Hebrews 1:14
Serving mankind at God’s command

Imprisoned

Genesis 1:31

No Fall
No unholy Angels

2 Peter 2:4, Jude 6
Imprisoned in Tartarus

Matthew 25:41
Revelation 20:10

Lake of Fire
prepared
for the
Devil
and his
Angels

Fugitive

1 Peter 5:8, Revelation 12:10

Rebelling against Christ
Accusing mankind

Revelation 20:13
Thalaasa

First
Beast Revelation 19:20

Lake of FireFalse
Prophet

Satan Revelation 20:2
Abyss

Why are we? Romans 11:25-36, Ephesian 2:7	    For God has bound all over to disobedience in order to show mercy to all



運命
日本語 at AionianBible.org/Destiny

The Aionian Bible shows the location of eleven special Greek and Hebrew Aionian
Glossary words to help us better understand God’s love for individuals and for all
mankind, and the nature of after-life destinies. The underlying Hebrew and Greek words
typically translated as Hell show us that there are not just two after-life destinies, Heaven
or Hell. Instead, there are a number of different locations, each with different purposes,
different durations, and different inhabitants. Locations include 1) Old Testament Sheol
and New Testament Hadēs, 2) Geenna, 3) Tartaroō, 4) Abyssos, 5) Limnē Pyr, 6)
Paradise, 7) The New Heaven, and 8) The New Earth. So there is reason to review our
conclusions about the destinies of redeemed mankind and fallen angels.

The key observation is that fallen angels will be present at the final judgment, 2 Peter
2:4 and Jude 6. Traditionally, we understand the separation of the Sheep and the Goats
at the final judgment to divide believing from unbelieving mankind, Matthew 25:31-46
and Revelation 20:11-15. However, the presence of fallen angels alternatively suggests
that Jesus is separating redeemed mankind from the fallen angels. We do know that
Jesus is the helper of mankind and not the helper of the Devil, Hebrews 2. We also
know that Jesus has atoned for the sins of all mankind, both believer and unbeliever
alike, 1 John 2:1-2. Deceased believers are rewarded in Paradise, Luke 23:43, while
unbelievers are punished in Hades as the story of Lazarus makes plain, Luke 16:19-31.
Yet less commonly known, the punishment of this selfish man and all unbelievers is
before the final judgment, is temporal, and is punctuated when Hades is evacuated,
Revelation 20:13. So is there hope beyond Hades for unbelieving mankind? Jesus
promised, “the gates of Hades will not prevail,” Matthew 16:18. Paul asks, “Hades where
is your victory?” 1 Corinthians 15:55. John wrote, “Hades gives up,” Revelation 20:13.

Jesus comforts us saying, “Do not be afraid,” because he holds the keys to unlock death
and Hades, Revelation 1:18. Yet too often our Good News sounds like a warning to “be
afraid” because Jesus holds the keys to lock Hades! Wow, we have it backwards! Hades
will be evacuated! And to guarrantee hope, once emptied, Hades is thrown into the Lake
of Fire, never needed again, Revelation 20:14.

Finally, we read that anyone whose name is not written in the Book of Life is thrown into
the Lake of Fire, the second death, with no exit ever mentioned or promised, Revelation
21:1-8. So are those evacuated from Hades then, “out of the frying pan, into the fire?”
Certainly, the Lake of Fire is the destiny of the Goats. But, do not be afraid. Instead,
read the Bible's explicit mention of the purpose of the Lake of Fire and the identity of the
Goats, “Then he will say also to those on the left hand, ‘Depart from me, you cursed,
into the consummate fire which is prepared for... the devil and his angels,’” Matthew
25:41. Bad news for the Devil. Good news for all mankind!

Faith is not a pen to write your own name in the Book of Life. Instead, faith is the
glasses to see that the love of Christ for all mankind has already written our names in
Heaven. Jesus said, “You did not choose me, but I chose you,” John 15:16. Though
unbelievers will suffer regrettable punishment in Hades, redeemed mankind will never
enter the Lake of Fire, prepared for the devil and his angels. And as God promised, all
mankind will worship Christ together forever, Philippians 2:9-11.

https://www.AionianBible.org/Destiny


されば汝ら往きて、もろもろの國人を弟子となし、父と子と聖靈との名によりてバプテスマを施し、

- マタイの福音書 28:19
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